
渇
望
の
平
和
愈
々
到
来
!!
／
日

本
条
件
を
受
理
す
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◎
八
月
十
五
日
　
ワ
シ
ン
ト
ン
発

今
朝
八
時
ツ
ル
ー
マ
ン
大
統
領
は

日
本
政
府
が
連
合
国
の
再
回
答
を
受
理
し

た

旨
と
同
時
に

手
続
き
完
了
後
日
本
の
軍
事
管
理
は
マ
ツ

カ
ー
サ
ー
元
帥
に
よ
っ
て
行
は
れ
る

と
発

表
し
た

◎
モ
ス
コ
ー
放
送
は
今
朝
早
く

日
本
の
天
皇
は
各
地
に
駐
屯
す
る
全
日
本

軍
に
一
切
の
軍
事
行
動
を
中
止
し
、
聯
合
国

最
高
司
令
官
の
命
令
に
服
せ
よ
と
の
み
こ
と

の
り
を
発
せ
ら
れ
た

と
発
表

東
京
放
送
に
よ
れ
ば

天
皇
陛
下
に
は
本
日
正
午
ラ
ジ
オ
を
通
じ

て
ア
ジ
ヤ
に
駐
屯
す
る
全
日
本
軍
に
み
こ
と

の
り
を
賜
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る

と
、

◎
八
月
十
五
日
　
ワ
シ
ン
ト
ン
発

一
、
聯
合
国
の
降
服
勧
告
に
対
す
る
日
本
政

府
の
回
答
は
昨
日
遅
く
米
国
国
務
長
官
ゼ
ー

ム
ス
、
ビ
ル
ネ
ス
に
通
達
さ
れ
た

一
、
ワ
シ
ン
ト
ン
は

降
服
条
件
に
公
式
の

署
名
を
出
来
る
だ
け
早
く
行
ふ

と
報
じ
て

ゐ
る
。
其
の
際
、
英
支
の
高
級
指
揮
官
も
列

席
す
一
、
聯
合
国
軍
は
当
分
の
間
軍
事
行
動
を
停

止
せ
よ
と
の
命
令
に
接
し
た

◎
日
本
政
府
の
報
道

一
、
天
皇
は
日
本
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
条
件

を
受
理
せ
る
旨
み
こ
と
の
り
を
発
せ
ら
れ
た

一
、
天
皇
は
、
大
本
営
と
政
府
が
ポ
ツ
ダ
ム

宣
言
の
条
件
を
行
ふ
に
必
要
な
権
限
を
与

へ
、
其
の
署
名
を
保
證
す
る

一
、
天
皇
は
日
本
の
陸
海
空
軍
の
最
高
指
揮

官
及
其
の
部
隊
に
、

軍
事
行
動
を
中
止
し

て
、
聯
合
国
指
揮
官
の
命
令
に
服
せ
よ

と

発
令
せ
ら
れ
た
。

平
和
か
戦
争
か
!!
／
全
世
界
の
視
聴
日

本
に
集
る

米
英
支
三
国
政
府
首
脳
者
の
日
本
に
対
す
る

降
服
勧
告
の
全
文
は
次
の
通
り

〔一〕
米
英
支
三
首
脳
は
数
億
の
民
を
代
表
し
て

協
議
の
結
果
、
日
本
に
今
次
戦
争
を
終
焉
す

る
機
会
を
与
へ
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

〔二〕
米
英
支
の
巨
大
な
陸
海
空
軍
は
、
日
本
が

降
伏
す
る
迄
、打
撃
を
加
へ
ん
と
し
て
ゐ
る
。

〔三〕
現
在
、
日
本
に
集
中
さ
れ
て
ゐ
る
武
力
は
、

抗
戦
ナ
チ
ス
に
発
動
さ
れ
、
全
ド
イ
ツ
を
荒

廃
化
し
た
武
力
よ
り
も
絶
大
な
も
の
で
あ

る
。
我
が
武
力
の
全
面
的
発
動
は
日
本
軍
の

不
可
避
に
し
て
、
完
全
な
る
粉
砕
と
、
日

本
々
土
の
完
全
な
荒
廃
を
意
味
す
る
。

〔四〕
今
や
日
本
は
軍
閥
首
脳
に
支
配
さ
れ
る

か
、
道
理
に
従
ふ
か
、
何
れ
か
に
決
す
べ
き

秋
が
来
た

〔五〕
我
々
の
約
定
は
次
の
通
り
で
変
更
の
余
地

な
く
遷
延
を
許
さ
な
い
も
の
で
あ
る

〔六〕
日
本
国
民
を
欺
き
、
世
界
征
服
の
暴
挙
に

導
い
た
連
中
の
権
力
は
、
永
遠
に
抹
殺
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。

〔七〕
日
本
の
戦
争
遂
行
力
壊
滅
の
確
証
が
示
さ

れ
る
迄
は
聯
合
国
に
依
っ
て
指
定
さ
れ
る
日

本
領
土
の
或
部
分
は
占
領
下
に
置
か
れ
る
。

〔八〕
日
本
陸
海
空
軍
の
全
武
装
解
除

〔九〕
日
本
の
統
治
権
は
北
海
道
、
本
州
、
四
国
、

九
州
に
制
限
し
、
他
の
諸
島
嶼
は
後
日
定
め

る
所
に
よ
る

〔十〕
全
軍
事
産
業
の
壊
滅

〔　〕
今
次
戦
争
の
製
造
人
を
犯
罪
人
と
し
て
聯

合
国
裁
判
に
附
す
る
こ
と

〔　〕
日
本
政
府
は
、
日
本
国
民
の
間
に
於
け
る

民
主
的
に
し
て
自
由
意
志
に
基
く
平
和
的
性

質
の
責
任
あ
る
政
府
が
確
立
さ
れ
る
た
め
に

障
害
と
な
る
一
切
の
障
害
物
を
除
去
す
る
も

の
と
す

〔　〕
我
々
は
日
本
政
府
が
無
条
件
降
服
を
宣
言

し
、
誠
意
適
当
な
る
行
動
を
要
求
す
。

日
本
の
申
入
れ

右
勧
告
に
対
し
日
本
政
府
は
之
を
拒
絶
せ
し

も
ソ
聯
邦
の
参
戦
、
原
子
爆
弾
の
使
用
等
諸

情
勢
の
変
化
に
基
き

天
皇
の
地
位
に
変
化
な
き
限
り
勧
告
に
従
ふ

旨
の
回
答
を
為
せ
り
、

そ
れ
に
対
す
る
聯
合
国
の
回
答
左
の
如

し
／
聯
合
国
の
回
答

八
月
十
一
日
午
後
十
一
時
ワ
シ
ン
ト
ン
発

結
局
日
本
政
府

天
皇
の
政
府

の
形
体

は
ポ
ツ
ダ
ム
勧
告
に
従
っ
て
日
本
国
民
の
自

由
意
志
に
因
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
さ
は
れ
聯

合
国
軍
隊
は
ポ
ツ
ダ
ム
勧
告
に
提
示
し
た
目

的
が
達
成
す
る
迄
日
本
に
駐
屯
す
る

速
報

◎
八
月
十
一
日
　
グ
ワ
ム
発

昨
十
日
北
九
州
の
長
崎
市
を
空
襲
第
二
回
目

の
原
子
爆
弾
を
投
下
し
、
同
市
の
三
〇
％
を

廃
墟
と
化
せ
し
め
た

◎
八
月
十
二
日
　
モ
ス
コ
ー
発

赤
軍
は
満
州
に
百
哩
侵
入
し
朝
鮮
に
も
広

範
囲
に
亘
っ
て
進
撃
し
つ
ゝ
あ
り
樺
太
南
部

に
上
陸
を
開
始
せ
り

日
本
も
婦
人
参
政
権
の
実
現
／

婦
人
大
臣
も
出
現
せ
む
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九
月
十
九
日
東
京
発

マ
ツ
カ
ー
サ
ー
元
帥
は
東
久
邇
宮
首
相
に

日
本
国
民
の
最
大
多
数
に
選
挙
権
を
附
与
す

る
計
画
の
立
案
を
命
じ
た
。
之
に
依
つ
て
初

め
て
女
子
が
参
政
権
を
得
る
や
う
に
な
つ

一
九
四
五
年

昭
和
二
十
年

八
｜
九
月

一

一
九
四
五
年

十
一

十
二

十
三



た
。
ジ
ヤ
パ
ン
タ
イ
ム
ス
は
次
の
如
く
叙
べ
た

若
し
女
子
が
参
政
権
を
得
れ
ば
今
迄
に
曾

て
な
い
清
ら
か
さ
と
美
し
さ
と
け
だ
か
さ
を

日
本
政
界
に
注
入
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ら

う

と
重
光
外
相
は
昨
日
辞
任
し
て
吉
田
茂

が
入
閣
し
た
が
伝
ふ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
重

光
氏
は
マ
ツ
カ
ー
サ
ー
の
戦
争
犯
罪
の
嫌
疑

者
名
簿
に
載
つ
て
ゐ
る
の
で
首
相
が
彼
に
辞

職
を
勧
告
し
た
と
の
事
で
あ
る
マ
ツ
カ
ー
サ

ー
元
帥
は
昨
日

日
本
の
占
領
は
円
滑
に
進

行
し
占
領
軍
は
六
ケ
月
以
内
に
二
〇
万
人
に

縮
少
す
る
も
常
備
陸
軍
の
み
に
て
支
障
を
来

た
さ
ず
召
集
兵
は
全
部
除
隊
し
得
る
で
あ
ら

う

と
語
つ
た
。
マ
ツ
カ
ー
サ
ー
の
声
明
は

米
国
務
省
に
驚
愕
と
心
配
を
与
へ
米
国
務
長

官
代
理
ア
チ
ソ
ン
は
マ
ツ
カ
ー
サ
ー
の
除
隊

計
画
に
つ
い
て
何
も
知
ら
ぬ
と
短
い
声
明
を

出
し
た各地

区
市
会
議
員
当
選
者
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石
川
市

松
田
　
�
昌
　
　
　
　
　
　
崎
山
松
太
郎

伊
波
　
久
一
　
　
　
　
　
　
比
嘉
　
　
毅

伊
波
　
眞
志
　
　
　
　
　
　
大
城
　
保
光

長
嶺
　
安
心
　
　
　
　
　
　
大
城
　
曾
孝

名
嘉
山
英
樽
　
　
　
　
　
　
仲
地
　
修
□

金
城
　
利
安
　
　
　
　
　
　
金
城
　
披
俊

金
城
　
義
弘
　
　
　
　
　
　
照
屋
　
正
安

玉
那
覇
仁
王
　
　
　
　
　
　
大
城
　
行
雄

伊
波
　
盛
助
　
　
　
　
　
　
仲
宗
根
保
信

川
上
　
清
八
　
　
　
　
　
　
中
山
　
　
一

辺
土
名
市

宮
里
金
□
郎
　
　
　
　
　
　
宮
城
　
正
行

宮
城
　
秀
吉
　
　
　
　
　
　
山
城
　
東
榮

金
城
　
鍛
助
　
　
　
　
　
　
白
石
武
八
郎

�
良
　
仁
一
　
　
　
　
　
　
前
田
　
陳
秀

�
良
藏
太
郎
　
　
　
　
　
　
宮
城
　
　
薫

�
良
　
精
永
　
　
　
　
　
　
玉
城
美
五
郎

山
城
　
順
善
　
　
　
　
　
　
當
山
　
全
信

上
村
　
誠
之
　
　
　
　
　
　
宮
城
　
直
帶

仲
嶺
　
眞
幸
　
　
　
　
　
　
新
里
　
□
光

山
城
　
松
榮
　
　
　
　
　
　
知
花
　
親
仁

邊
野
喜
親
盛
　
　
　
　
　
　
山
川
　
武
範

東
恩
納
寛
仁
　
　
　
　
　
　
宇
良
　
宗
樽

友
寄
　
藤
一

田
井
等
市

兼
次
　
佐
一
　
　
　
　
　
　
上
村
　
正
宜

大
山
　
朝
常
　
　
　
　
　
　
宮
城
　
貞
助

山
里
　
景
春
　
　
　
　
　
　
大
城
　
清
英

上
地
　
一
史
　
　
　
　
　
　
新
里
　
�
正

仲
宗
根
宗
助
　
　
　
　
　
　
照
屋
　
知
廣

宜
保
　
吉
□
　
　
　
　
　
　
牧
志
朝
三
郎

宮
里
　
東
助
　
　
　
　
　
　
宮
城
　
長
順

上
地
　
眞
津
　
　
　
　
　
　
宮
里
　
政
敬

島
袋
　
久
重
　
　
　
　
　
　
屋
嘉
　
宗
勝

松
田
　
俊
夫
　
　
　
　
　
　
上
地
　
清
嗣

比
嘉
　
善
雄
　
　
　
　
　
　
村
田
　
精
徳

幸
地
　
新
藏
　
　
　
　
　
　
宮
城
　
源
照

比
嘉
宇
太
郎
　
　
　
　
　
　
政
岡
　
玄
次

宮
城
　
盛
吉
　
　
　
　
　
　
新
垣
　
松
助

新
城
　
徳
助
　
　
　
　
　
　
�
良
　
精
文

知
念
市

湧
上
　
蒲
助
　
　
　
　
　
　
仲
宗
根
源
良

古
波
津
里
珍
　
　
　
　
　
　
仲
村
渠
貫
助

仲
本
龜
五
郎
　
　
　
　
　
　
野
原
　
順
安

大
城
　
光
盛
　
　
　
　
　
　
新
垣
　
政
一

比
嘉
　
徳
三
　
　
　
　
　
　
與
座
章
三
郎

宮
�
　
光
清
　
　
　
　
　
　
當
山
　
幸
昇

新
垣
　
安
睦
　
　
　
　
　
　
儀
間
　
光
裕

知
念
　
治
雄

古
謝
市

渡
慶
次
信
清
　
　
　
　
　
　
仲
間
　
良
俊

前
田
　
榮
吉
　
　
　
　
　
　
與
座
　
俊
夫

當
間
　
嗣
徳
　
　
　
　
　
　
花
城
　
清
用

宜
保
　
爲
貞
　
　
　
　
　
　
米
須
　
良
眞

島
袋
文
次
郎
　
　
　
　
　
　
高
里
　
三
郎

島
袋
　
賢
榮
　
　
　
　
　
　
比
嘉
　
永
俊

崎
山
　
嗣
寶
　
　
　
　
　
　
新
垣
　
加
那

安
里
　
徳
重

前
原
市

村
濱
　
興
昌
　
　
　
　
　
　
大
庭
　
正
次

島
袋
　
　
愿
　
　
　
　
　
　
伊
佐
　
常
喜

仲
村
　
喜
諄
　
　
　
　
　
　
玉
城
　
泰
一

幸
喜
　
令
義
　
　
　
　
　
　
奥
里
　
良
繁

吉
里
　
達
雄
　
　
　
　
　
　
新
城
　
正
傳

嘉
陽
　
宗
正
　
　
　
　
　
　
伊
禮
　
兼
喜

田
中
　
武
助
　
　
　
　
　
　
安
和
　
良
盛

大
城
　
崇
仁
　
　
　
　
　
　
當
銘
　
由
金

西
�
　
守
由
　
　
　
　
　
　
當
間
　
重
剛

宮
城
　
惟
良
　
　
　
　
　
　
當
銘
　
由
伸

名
幸
　
方
善
　
　
　
　
　
　
比
嘉
　
昌
和

大
城
　
敏
輝
　
　
　
　
　
　
古
謝
　
源
榮

高
江
洲
良
保
　
　
　
　
　
　
島
袋
　
俊
榮

眞
榮
田
兼
良

古
知
屋
市

上
原
　
三
郎
　
　
　
　
　
　
當
間
　
權
長

屋
比
久
孟
松
　
　
　
　
　
　
前
門
　
　
清

金
城
　
壽
龜
　
　
　
　
　
　
大
城
　
正
勳

久
高
　
友
敏
　
　
　
　
　
　
渡
口
　
　
林

山
里
　
榮
治
　
　
　
　
　
　
濱
川
平
四
郎

神
里
　
多
盛
　
　
　
　
　
　
小
橋
川
　
啓

赤
嶺
　
榮
一
　
　
　
　
　
　
儀
武
　
息
睦

新
垣
　
碧
也

宜
野
座
市

高
江
洲
　
昇
　
　
　
　
　
　
喜
世
川
可
榮

安
慶
名
篤
信
　
　
　
　
　
　
田
端
　
景
俊

比
嘉
　
盛
榮
　
　
　
　
　
　
天
願
泰
次
郎

喜
納
　
　
力
　
　
　
　
　
　
金
城
　
直
安

志
良
堂
清
八
　
　
　
　
　
　
又
吉
　
功
一

新
里
　
善
助
　
　
　
　
　
　
安
座
間
儀
盛

久
田
　
三
郎
　
　
　
　
　
　
安
里
　
源
秀

天
願
　
朝
順
　
　
　
　
　
　
仲
里
　
重
俊

高
嶺
　
朝
光
　
　
　
　
　
　
儀
間
　
常
龜

上
原
　
健
明
　
　
　
　
　
　
高
宮
城
篤
榮

一
九
四
五
年

昭
和
二
十
年

九
月

二

廉

仲



喜
納
　
昌
盛
　
　
　
　
　
　
田
仲
　
康
保

宮
城
　
條
義
　
　
　
　
　
　
比
嘉
　
　
章

浦
崎
　
康
英

漢
那
市

當
山
　
眞
志
　
　
　
　
　
　
久
保
田
盛
春

金
城
　
忠
光
　
　
　
　
　
　
池
原
　
長
流

眞
榮
城
喜
一
　
　
　
　
　
　
照
喜
名
重
光

金
城
　
清
純
　
　
　
　
　
　
長
嶺
　
寛
昌

上
原
　
繁
義
　
　
　
　
　
　
西
平
　
守
有

山
城
　
義
重
　
　
　
　
　
　
仲
本
孝
太
郎

玉
城
　
進
一
　
　
　
　
　
　
大
嶺
　
經
達

伊
禮
　
正
幸
　
　
　
　
　
　
奧
間
　
清
盛

仲
本
　
　
稔
　
　
　
　
　
　
比
嘉
　
江
時

山
城
　
柳
八
　
　
　
　
　
　
城
間
　
盛
龜

瀬
嵩
市

比
嘉
　
敬
浩
　
　
　
　
　
　
宮
城
　
徳
清

玉
城
　
定
喜
　
　
　
　
　
　
吉
野
　
幸
一

石
橋
　
好
眞
　
　
　
　
　
　
瀬
長
　
　
清

比
嘉
　
秀
盛
　
　
　
　
　
　
安
仁
屋
宗
一

大
浦
崎
市

仲
原
　
英
通
　
　
　
　
　
　
東
江
万
太
郎

具
志
堅
源
清
　
　
　
　
　
　
山
城
清
之
助

饒
平
名
知
永
　
　
　
　
　
　
湖
城
　
其
章

仲
宗
根
源
英
　
　
　
　
　
　
金
城
　
　
弘

比
嘉
　
爲
一
　
　
　
　
　
　
城
間
　
龜
助

仲
本
　
吉
正
　
　
　
　
　
　
上
里
　
良
熈

渡
口
善
太
郎
　
　
　
　
　
　
山
川
　
宗
道

宮
里
　
梅
行
　
　
　
　
　
　
友
寄
　
隆
源

玉
城
幸
五
郎
　
　
　
　
　
　
仲
宗
根
安
章

喜
屋
武
保
撰
　
　
　
　
　
　
仲
里
　
徳
正

マ
ツ
カ
ー
サ
ー
は
単
な
る
管
理

者
／
政
策
決
定
の
権
限
な
し

／
ア
チ
ソ
ン
氏
の
声
明

ウ
新
　
１
９
４
５
・
９
・
26

九
月
二
十
五
日
発

米
国
務
長
官
代
理
ア
チ
ソ
ン
氏
は
昨
日

日
本
の
占
領
と
管
理
に
関
し
て
政
策
を
樹

て
つ
ゝ
あ
る
の
は
マ
ツ
カ
ー
サ
ー
元
帥
で
な

く
米
国
政
府
で
あ
る

と
語
り
、
直
接
マ
ツ

カ
ー
サ
ー
の
名
前
を
使
は
な
か
つ
た
が
占
領

軍
は
単
に
政
策
を
実
現
す
る
為
の
機
関
で
あ

つ
て
日
本
を
管
理
す
る
政
策
を
決
定
す
る
も

の
で
は
な
い
と
言
及
し
た

ア
チ
ソ
ン
氏
の
声
明
は
日
本
を
占
領
す
る
に

は
二
十
万
の
軍
隊
で
充
分
で
あ
る
と
の
マ
ツ

カ
ー
サ
ー
元
帥
の
発
表
に
対
す
る
回
答
だ
と

み
な
さ
れ
て
ゐ
る

更
に
ア
チ
ソ
ン
氏
は

降
伏
条
件
は
実
行
に

移
さ
れ
、
日
本
は
二
度
と
侵
略
戦
争
を
行
ふ

こ
と
の
出
来
な
い
位
置
に
お
か
れ
る
で
あ
ら

う
し
且
戦
争
意
志
昂
揚
を
目
標
と
し
て
立
て

ら
れ
た
現
在
の
日
本
の
経
済
機
構
及
社
会
制

度
は
改
変
さ
れ
る
で
あ
ら
う

と
語
つ
た

市
長
当
選
者
ウ
新
　
１
９
４
５
・
９
・
26

石
　
川
市
長
　
　
　
　
　
　
　
横
田
　
　
英

辺
土
名
市
長
　
　
　
　
　
　
　
山
城
　
東
榮

田
井
等
市
長
　
　
　
　
　
　
　

知
　
念
市
長
　
　
　
　
　
　
　

古
　
謝
市
長
　
　
　
　
　
　
　
中
地
　
庸
之

前
　
原
市
長
　
　
　
　
　
　
　
當
銘
　
由
伸

古
知
屋
市
長
　
　
　
　
　
　
　
金
城
増
太
郎

宜
野
座
市
長
　
　
　
　
　
　
　
安
里
　
源
秀

漢
　
那
市
長
　
　
　
　
　
　
　
新
垣
　
　
實

瀬
　
嵩
市
長
　
　
　
　
　
　
　
瀬
長
　
　
清

大
浦
崎
市
長
　
　
　
　
　
　
　
仲
里
　
松
吉

移
動
計
劃
案
／
指
示
要
綱

ウ
新
　
１
９
４
５
・
11
・
７

軍
政
本
部
ハ
可
及
的
速
ニ
沖
縄
住
民
ヲ
前

住
所
ニ
移
ス
ベ
ク
計
劃
案
ヲ
樹
テ
去
ル
十
月

二
十
三
日
、
各
地
区
隊
長
ニ
是
ヲ
指
示
シ
タ

一
、
移
動
目
的

沖
縄
島
ノ
住
民
ヲ
従
前
ノ
居
住
地
区
ニ
移

ス
事
デ
ア
リ
出
来
ル
丈
皆
ヲ
従
前
ノ
屋
敷

ト
土
地
ニ
帰
シ
能
フ
限
リ
仮
小
屋
ヲ
与
ヘ

ル
ガ
出
来
ル
丈
永
久
的
ナ
家
屋

自
分
デ

建
テ
タ
モ
ノ
団
体
作
業
デ
建
テ
タ
モ
ノ

ニ
住
マ
ワ
セ
軍
政
府
ニ
於
テ
得
ラ
レ
ル
耕

作
適
格
地
ヲ
耕
作
サ
セ
ル
コ
ト

二
、
家
族
及
ビ
各
個
人
移
動
ハ
此
ノ
目
的
完

成
ノ
次
ニ
行
フ
モ
ノ
ト
ス
。
家
族
ノ
住
居

並
ニ
耕
作
地
割
当
ノ
為
ニ
住
民
委
員
会
ヲ

設
ケ
ル
コ
ト
ガ
必
要
デ
ア
ル
此
ノ
割
当
ヲ

為
ス
ニ
当
ツ
テ
其
ノ
地
区
ニ
以
前
住
居
ヲ

有
シ
テ
ヰ
タ
者
ノ
移
リ
来
ル
事
ヲ
予
想
シ

置
ク
コ
ト
斯
ノ
様
ニ
シ
タ
割
当
ハ
将
来
ノ

法
律
上
ノ
所
有
権
ニ
影
響
ヲ
与
ヘ
ナ
イ
、

以
前
ニ
所
有
シ
テ
ヰ
タ
土
地
ニ
或
ル
個
人

ヲ
割
当
更
ニ
他
ノ
人
々
ヲ
其
ノ
土
地
ニ
住

マ
ワ
セ
、
或
ハ
仕
事
ニ
協
力
サ
セ
テ
差
支

ヘ
ナ
イ
、
又
其
ノ
地
区
内
ニ
於
テ
利
用
シ

得
ル
地
域
全
部
ニ
住
民
ヲ
分
散
サ
セ
ナ
ケ

レ
バ
イ
ケ
ナ
イ

又
或
ル
協
同
作
業

公
益
事
業
、
社
会
事

業

住
民
ヲ
使
用
ス
ル
コ
ト
ハ
過
去
ニ
於

ケ
ル
ト
同
様
ヨ
イ
コ
ト
デ
ア
ル
。尚
住
宅
、

土
地
ノ
割
当
及
ビ
作
業
ノ
割
当
ハ
出
来
ル

丈
公
平
ヲ
期
ス
コ
ト

三
、
米
軍
移
動
後
ノ
キ
ヤ
ン
プ
及
ビ
使
用
ニ
　

可
能
ノ
家
屋
ノ
ア
ル
村
ハ
受
ケ
入
レ
キ
ヤ

ン
プ
ト
シ
テ
使
ツ
テ
ヨ
イ
。
若
シ
斯
ル
モ

ノ
ガ
利
用
出
来
ザ
ル
時
ハ
テ
ン
ト
ヲ
当
本

部
ヨ
リ
支
給
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。
当
本
部
ハ

住
民
ノ
永
久
的
家
屋
建
設
計
劃
ニ
基
ク
不

足
資
材
用
ニ
所
有
資
材
ヲ
提
供
シ
輸
送
力

ノ
範
囲
内
デ
運
送
ス

四
、
軍
本
部
ヨ
リ
別
命
ナ
キ
限
リ
隣
接
セ
ザ
　

ル
地
区
間
ノ
移
動
ハ
ト
ラ
ツ
ク
ニ
依
ツ
テ

為
サ
ル
ゝ
モ
ノ
ト
ス
。
住
民
ハ
其
ノ
有
ス

ル
凡
ユ
ル
入
用
ナ
道
具
ヲ
持
参
ス
ル
コ
ト

ヲ
得

五
、
隣
接
地
区
間
ハ
徒
歩
移
動
モ
地
区
隊
長

相
互
ノ
申
シ
合
セ
ニ
依
リ
行
フ
コ
ト
ガ
出

一
九
四
五
年

昭
和
二
十
年

九
｜
十
一
月

三



来
ル
。
重
イ
道
具
ヤ
老
人
、
薄
弱
者
、
病

人
ハ
ト
ラ
ツ
ク
デ
運
ブ
コ
ト

六
、
南
部
地
区
ニ
於
テ
ハ
未
ダ
弾
薬
、
地
雷
、

擬
装
シ
タ
手
り
う
弾
等
ガ
ア
ル
カ
ラ
ヨ
ク

住
民
ニ
之
ヲ
警
戒
セ
シ
メ
且
之
ガ
発
見
報

告
ニ
協
力
サ
セ
ル
コ
ト

市
域
と
人
口
ウ
新
　
１
９
４
５
・
11
・
７

計
劃
案
ニ
基
ク
区
劃
ト
人
口

△
知
念
市
　
　
　
　
　
　
　
三
七
〇
六
〇

知
念
　
佐
敷
　
玉
城
　
具
志
頭
　
大
里
　
　

南
風
原
　
東
風
平

△
糸
満
市
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
七
三
〇

真
和
志
　
那
覇
　
首
里
　
小
禄
　
豊
見
城
　

高
嶺
　
真
壁
　
摩
文
仁
　
喜
屋
武

△
前
原
市
　
　
　
　
　
　
　
二
七
二
三
八

具
志
川
　
与
那
城
　
勝
連
　

△
古
謝
市
　
　
　
　
　
　
　
六
九
二
八
九

読
谷
山
　
北
谷
　
越
来
　
中
城
　
宜
野
湾
　

浦
添
　
西
原

△
石
川
市
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
九
六

恩
納
　
美
里

△
宜
野
座
市
　
　
　
　
　
　
　
八
一
四
六

金
武

△
久
志
市
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
八
九

久
志

△
田
井
等
市
　
　
　
　
　
　
五
一
八
〇
六

今
帰
仁
　
本
部
　
羽
地
　
名
護

△
辺
土
名
市
　
　
　
　
　
　
二
四
八
六
九

国
頭
　
大
宜
味
　
東

△
慶
良
間
　
△
久
米
島
　
△
粟
国

△
伊
平
屋
　
△
伊
是
名

牛
島
軍
司
令
官
／
長
参
謀
長
の
　

最
後
ウ
新
　
１
９
４
５
・
12
・
12

日
本
南
西
諸
島
最
高
指
揮
官
陸
軍
中
将
牛

島
滿
、
同
参
謀
長
長
勇
の
死
体
は
島
尻
の
南

端
摩
文
仁
の
一
角
に
浅
く
埋
め
ら
れ
た
墓
か

ら
発
見
さ
れ
た

彼
等
は
悠
々
と
宴
を
張
り

し
か
る
後
陸
軍
々
装
で
身
を
飾
り
、
そ
れ
か

ら
伝
説
的
な
腹
切
を
し
て
死
ん
だ

事
が
一

捕
虜
の
言
に
依
り
判
明
し
た

二
人
は
六
月
二
十
一
日
に
自
殺
す
る
事
を
決

意
、
牛
島
は
炊
事
係
に
壕
の
中
で
行
ふ
念
入

り
の
午
餐
を
用
意
す
る
や
う
命
令
し
二
人
は

静
か
に
午
餐
を
済
ま
し
た
。
十
一
時
三
十
分

壕
の
入
口
の
歩
哨
は
、
二
将
軍
の
副
官
よ
り

お
前
達
に
も
最
早
用
が
な
く
な
つ
た

と

聞
か
さ
れ
た

翌
朝
三
時
、
炊
事
係
が
朝
食
を
準
備
し
て
ゐ

る
と
き
将
軍
の
当
番
兵
は
司
令
官
と
参
謀
長

が
腹
切
を
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
事
を
聞
か
さ

れ
た
二
将
軍
が
死
出
の
盛
装
を
な
し
、
壕
を
去
つ

た
の
は
四
時
近
く
で
あ
つ
た
、
二
人
は
低
い

声
で
話
し
乍
ら
厚
い
蒲
団
の
上
に
白
い
布
で

覆
は
れ
た
用
意
の
座
に
歩
を
進
め
、
牛
島
閣

下
は
右
側
、
長
参
謀
長
は
左
側
海
に
向
い
て

坐
し
た
　
そ
れ
か
ら
司
令
官
附
副
官
が
半
身

を
白
布
で
巻
い
た
二
振
の
小
刀
を
持
つ
て
来

て
各
々
に
渡
し
た

司
令
官
の
介
錯
は
司
令
官
の
後
に
抜
身
の
日

本
刀
を
か
ざ
し
て
立
つ
た
、
二
将
軍
は
釦
を

外
し
は
ら
を
現
は
し
、
最
初
司
令
官
が
は
ら

を
掻
切
つ
た
瞬
間
介
錯
人
は
司
令
官
の
脊
髄

に
達
す
る
迄
、軍
刀
で
彼
の
首
を
切
落
し
た
、

続
い
て
参
謀
長
も
同
じ
や
う
に
し
て
最
後
を

遂
げ
た

ニ
ス
タ
ー
フ
ア
ー
大
佐
は
後
で

彼
等
の
死

体
は
本
物
で
あ
る

と
語
つ
た

八
月
四
日

ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
、
タ
イ
ム
ス
紙
よ
り
転
載

行
政
機
構
改
革

ウ
新
　
１
９
４
５
・
12
・
19

軍
政
府
管
轄
下
住
民
地
区
の
地
方
行
政
機

構
は
市
町
村
制
を
以
て
構
成
し
て
ゐ
た
戦
前

沖
縄
行
政
機
構
に
似
せ
て
修
正
さ
れ
る
こ
と

に
な
ら
う
此
の
新
制
度
は
旧
村
制
度
に
基
礎

を
置
き
軍
政
府
の
目
的
に
合
致
す
る
為
変
更

さ
れ
る
の
で
あ
る

村
組
織
再
建
の
為
左
の
措
置
が
取
ら
れ
る

一
、元
住
民
が
帰
還
し
た
村
の
臨
時
組
織
は
、

前
村
役
場
吏
員
を
再
任
命
し
或
は
新
に
任

命
し
、
之
等
の
村
吏
員
は
新
選
挙
が
施
行

さ
れ
る
迄
其
の
職
務
を
取
る

二
、
村
の
住
民
が
少
く
て
独
立
の
組
織
を
認
　

め
る
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
は
元
住
民
が

帰
る
迄
隣
接
村
に
合
体
す
る

三
、
併
し
軍
政
府
地
区
は
其
儘
に
止
め
る
、

数
個
の
村
を
含
む
現
在
の
地
方
全
地
域
は

村
長
を
協
同
さ
せ
住
民
組
織
は
其
儘
残
さ

れ
る

新
制
度
の
下
で
は
地
方
住
民
指
導
者
を

地

方
長

と
し
村
住
民
指
導
者
は

村
長

助
役

主
任

書
記

か
ら
成
り
出
来

る
丈
前
の
境
界
を
基
準
に
し
て
字
に
分
割
す

る
、
各
字
は
区
長
を
有
し
其
下
に
地
方
情
況

に
依
り
書
記
を
置
く

糸
満
市
建
設
／
着
々
進
捗

ウ
新
　
１
９
４
５
・
12
・
19

糸
満
支
局
発

人
口
七
万
七
百
を
目
標
と
す
る
糸
満
地
区

の
建
設
は
、
各
地
よ
り
の
移
動
家
族
が
続
々

と
集
結
、
十
二
月
八
日
現
在
で
既
に
糸
満
五

六
二
二
名
、
兼
城
三
五
〇
名
、
豊
見
城
二
三

〇
名
、
壺
屋
一
三
〇
名
を
算
し
、
住
民
は
米

海
兵
団
所
属
エ
ム
ピ
ー
デ
ィ
両
百
名
の
駐
屯

に
よ
り
治
安
が
維
持
さ
れ
楽
し
い
平
和
な
生

活
を
営
ん
で
ゐ
る

作
業
状
況
も
温
情
溢
る
謹
厳
実
直
な
ブ
ラ
ン

ネ
ル
隊
長
の
指
揮
下
に
各
職
員
が
機
構
の
整

備
を
急
ぎ
つ
ゝ
、
軍
民
協
力
で
寧
日
な
く
展

開
、
着
々
と
進
捗
、
荒
廃
し
た
町
は
活
気
を

一
九
四
五
年

昭
和
二
十
年

十
一
｜
十
二
月

四



取
戻
し
清
掃
美
化
さ
れ
て
ゐ
る

今
や
奮
ひ
起
つ
た
住
民
は
感
激
と
郷
土
愛
に

燃
え
、
地
区
建
設
に
向
つ
て
勇
躍
邁
進
し
て

居
る
、
中
に
も
水
産
業
の
本
場
と
し
て
知
ら

れ
戦
前
世
界
各
国
の
漁
場
に
雄
飛
活
躍
し
て

ゐ
た
糸
満
漁
民
の
真
価
は
認
め
ら
れ
軍
政
府

の
限
り
な
き
援
助
は
本
市
を
漁
業
の
重
要
基

地
と
し
て
指
定
す
る
事
に
な
つ
た

デ
ー
ゼ
ル
発
動
機
船
を
六
隻
払
下
げ
ら
れ
た

市
で
は
新
計
劃
と
組
織
に
基
き
人
的
資
源
と

資
材
の
獲
得
を
急
ぎ
遠
洋
漁
業
に
重
点
を
置

き
発
動
機
船
を
母
船
式
に
し
て
漁
撈
の
最
も

大
量
収
穫
の
見
込
れ
る
追
込
漁
業
ス
ビ
縄
船

に
力
を
注
ぐ
事
に
な
つ
て
ゐ
る
、
新
陣
容
の

下
活
動
を
開
始
す
る
市
の
水
産
部
も
張
切
り

発
展
を
期
待
さ
れ
て
ゐ
る

日
本
革
新
／
選
挙
法
案
可
決

ウ
新
　
１
９
４
５
・
12
・
26

十
二
月
二
十
一
日
東
京
発
協
同

日
本
憲
政
史
上
の
革
命
立
法
と
も
い
ふ
べ

き
婦
人
参
政
権
、
選
挙
権
、
被
選
挙
権
の
拡

張
を
含
む
改
正
選
挙
法
は
今
議
会
の
協
賛
を

経
て
十
八
日
公
布
施
行
さ
れ
た

議
会
の
審
議
経
過
を
顧
る
と
大
選
挙
区
制
採

用
に
伴
ふ
制
限
連
記
投
票
制
に
付
き
一
波
瀾

を
惹
起
し
た
の
み
で
、
政
府
が
狙
つ
た
選
挙

権
の
拡
張
と
選
挙
方
法
の
簡
素
化
に
就
い
て

は
、
何
等
日
本
的
な
変
更
を
招
い
て
ゐ
な
い
、

然
し
な
が
ら
政
府
は
今
回
の
改
正
は
臨
時
的

応
急
の
も
の
で
あ
つ
て
や
が
て
総
選
挙
後
に

構
成
さ
る
べ
き
審
議
会
陣
を
中
心
と
し
て
改

め
て
選
挙
制
度
審
議
会
の
如
き
機
関
を
設
置

し
同
法
の
全
面
的
再
検
討
を
行
ふ
事
を
予
定

し
て
ゐ
る
の
で
同
法
の
根
本
的
整
備
は
む
し

ろ
今
後
に
残
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら

ぬ
、
今
次
総
選
挙
は
新
地
盤
で
新
し
き
選
挙

人
に
よ
り
新
人
を
新
方
式
で
産
み
出
さ
ん
と

す
る
も
の
で
あ
る
が
此
の
新
事
態
に
即
応
す

る
新
選
挙
法
の
自
由
闊
達
な
る
選
挙
運
動
の

展
開
に
就
て
は
政
府
の
意
図
を
大
半
抹
殺
し

特
に
衆
議
院
に
於
て
原
案
の
全
面
的
修
正
を

加
へ
ら
れ
、
旧
法
に
逆
転
し
た
か
の
感
が
あ

る

一
九
四
五
年

昭
和
二
十
年

十
二
月

五



大
島
群
島
は
／
選
挙
地
域
外

ウ
新
　
１
９
４
６
・
１
・
16

一
月
九
日
東
京
発
協
同

米
軍
総
司
令
部
は
旧
臘
三
十
日
。
日
本
政

府
に
対
し
選
挙
文
書
の
発
送
は
北
緯
三
〇
度

鹿
児
島
県
大
島
郡
下
の
小
島
嶼
迄
限
定
さ
る

べ
き
旨
の
通
達
を
行
つ
た
が
此
の
結
果
大
島

は
今
回
の
総
選
挙
か
ら
除
外
さ
れ
る
事
と
な

つ
た

種
子
島
及
屋
久
島
は
北
緯
三
〇
度
以

北
に
在
り
ト
カ
ラ
群
島
よ
り
三
〇
度
以
南
に

属
す期

待
さ
る
壺
屋
の
復
興

ウ
新
　
１
９
４
６
・
１
・
16

糸
満
支
局
発

本
島
唯
一
の
陶
器
の
製
産
地
た
る
壺
屋
再

興
の
為
、
城
間
邊
野
喜
両
氏
は
工
員
を
伴
ひ

先
発
隊
と
し
て
建
設
工
作
に
従
事
し
て
ゐ
る

が
、
昨
今
相
当
量
の
資
材
を
入
手
、
第
一

各
種
陶
器
製
作
を
試
み
た
処
予
期
以
上
の
好

成
績
を
収
め
地
区
隊
長
も
優
秀
の
折
紙
を
つ

け
賞
讃
し
た

今
後
元
住
民
の
移
動
完
了
次
第
民
需
品
製
作

に
当
る
べ
く
張
切
つ
て
ゐ
る

兼
島
前
那
覇
市
長
は
自
決

新
民
報
　
１
９
４
６
・
２
・
15

開
戦
直
前
那
覇
市
兼
島
助
役
は
市
長
に
昇

格
、
就
任
し
た
が
、
戦
ひ
不
利
と
な
る
に
及

び
自
決
し
た
、
同
氏
は
歴
代
市
長
の
下
に
永

年
助
役
を
つ
と
め
、
市
政
に
多
大
な
功
績
が

あ
つ
た土地

を
元
の
所
有
者
へ

ウ
新
　
１
９
４
６
・
３
・
13

沖
縄
の
土
地
所
有
権
の
決
定
に
備
へ
諮
詢

会
総
務
部
は
其
資
料
蒐
集
を
命
ぜ
ら
れ
た

諮
詢
会
総
務
部
の
下
に
各
村
長
は
住
民
五
名

を
以
て
村
土
地
委
員
会
を
構
成
し
、
各
字
に

住
民
十
名
よ
り
な
る
字
土
地
委
員
会
を
組
織

す
る
土
地
所
有
申
告
は
説
明
書
を
添
付
し
て
字
の

土
地
委
員
会
に
提
出
す
る
、
其
申
告
に
は
以

前
に
其
隣
接
の
土
地
所
有
者
た
り
し
二
名
の

證
人
の
署
名
が
必
要
で
あ
る

猶
土
地
所
有
者
は
自
己
の
土
地
所
有
申
告
に

證
人
と
な
つ
た
如
何
な
る
人
の
土
地
申
告
に

も
證
人
と
な
る
事
が
出
来
な
い
、
字
土
地
委

員
会
は
凡
ゆ
る
申
告
を
調
査
し
、
村
長
に
之

を
報
告
す
る
、
其
土
地
申
告
の
調
停
に
於
て

若
し
必
要
と
あ
れ
ば
他
字
の
委
員
会
に
諮
る

こ
と
が
出
来
る

村
土
地
委
員
会
は
調
停
及
公
有
地
及
申
告
に

よ
つ
て
処
理
す
る
事
の
出
来
な
い
土
地
の
記

録
に
携
は
り
、
之
を
村
長
に
報
告
す
る

必
要
に
応
じ
て
他
村
の
委
員
会
に
諮
る
事
も

出
来
る

村
長
は
村
及
字
の
土
地
委
員
会
を
運
営
す
る

猶
村
長
は
五
名
よ
り
成
る
調
停
委
員
会
を
村

及
各
字
に
設
立
し
権
利
の
紛
争
が
生
じ
た
際

之
に
提
出
す
る

所
有
者
が
死
亡
又
は
行
衛
不
明
の
土
地
は
相

続
者
が
以
前
の
所
有
者
の
名
を
以
て
申
告

し
、
申
告
該
当
者
な
き
場
合
は
村
土
地
委
員

会
は
之
を
村
長
宛
調
査
報
告
す
る

沖
縄
諮
詢
会
総
務
部
に
よ
つ
て
十
名
よ
り
な

る
中
央
調
停
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
職
務
上

の
委
員
長
と
し
て
総
務
部
長
が
之
に
当
る

以
前
県
及
日
本
政
府
に
属
す
る
土
地
に
関
す

る
紛
争
或
は
二
、
三
村
の
委
員
会
で
協
議
し

て
も
解
決
出
来
な
い
件
を
此
の
中
央
調
停
委

員
会
に
提
出
し
、
同
委
員
会
は
之
を
諮
詢
会

総
務
部
に
報
告
す
る

村
長
は
土
地
委
員
会
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
た

土
地
所
有
権
の
所
在
を
示
す
地
図
を
作
成
し

諮
詢
会
総
務
部
に
提
出
す
る
事
に
な
つ
て
ゐ

る
あ
ち
ら
で
も
帰
還
運
動
／
首
里

は
一
部
解
除

新
民
報
　
１
９
４
６
・
３
・
25

那
覇
、
首
里
両
市
及
び
小
禄
、
豊
見
城
両
村

は
米
国
沖
縄
軍
政
府
か
ら
堅
く
立
入
り
禁
止

と
な
つ
て
ゐ
る
の
で
両
市
民
、
両
村
民
は
、

国
頭
地
方
で
、
帰
心
矢
の
如
く
機
会
あ
る
毎

に
帰
還
運
動
を
展
開
し
て
ゐ
た
が
山
田
義
徳

氏
の
報
告
に
よ
れ
ば
本
年
初
頭
、
首
里
市
民

中
国
頭
地
方
に
あ
る
も
の
は
旧
市
議
眞
榮
城

玄
明
氏
等
を
中
心
に
帰
還
促
進
期
成
会
を
結

成
し
要
路
に
運
動
を
展
開
し
、
側
面
か
ら
仲

吉
前
首
里
市
長
等
も
活
動
し
た
結
果
、
首
里

市
の
赤
平
、
平
良
、
汀
良
町
の
一
部
は
解
禁

さ
れ
戦
前
同
地
区
に
永
住
し
た
市
民
は
帰
還

を
許
さ
れ
た
や
う
で
あ
る
、
こ
れ
に
動
か
さ

れ
て
他
の
市
町
民
も
そ
れ
／
＼
運
動
を
開
始

し
銘
々
の
民
村
で
農
耕
が
出
来
る
や
う
に
と

請
願
し
て
居
り
、
近
く
許
さ
れ
る
模
様
で
あ

る
。待

望
の
貨
幣
経
済
／
五
月
よ
り

愈
々
復
活
／
軍
票
、
新
円
、

旧
紙
幣
共
に
有
効

ウ
新
　
１
９
４
６
・
４
・
10

沖
縄
全
住
民
の
関
心
を
集
め
話
題
の
中
心
と

な
つ
て
ゐ
た
賃
金
制
□
問
題
を
繞
る
貨
幣
経

済
の
復
活
は
愈
々
五
月
一
日
よ
り
実
現
す
る

こ
と
ゝ
な
り
軍
政
府
で
は
左
の
如
き
特
別
布

告
を
以
て
其
の
全
貌
を
明
ら
か
に
し
た

米
国
海
軍
軍
政
府
特
別
布
告
第
七
号
／

紙
幣
、
両
替
、
外
国
貿
易
及
金
銭
取
引

北
ヰ
三
十
度
以
南
ニ
在
ル
南
西
諸
島
及
ビ
其

ノ
近
海
居
住
民
ニ
告
グ

一
九
四
六
年

昭
和
二
十
一
年

一
｜
四
月

六

一
九
四
六
年



本
官
　
北
ヰ
三
十
度
以
南
ニ
在
ル
南
西
諸

島
及
ビ
其
ノ
近
海
軍
政
府
長
官
米
国
海
軍

少
将
エ
リ
ヨ
ツ
ト
、
バ
ク
マ
ス
タ
ー
ハ
茲

に
左
ノ
如
ク
布
告
ス

第
一
条

紙
幣

第
一
項

イ

一
九
四
六
年
四
月
十
五
日
ヨ
リ
有
効

ト
シ
左
ノ
紙
幣
ハ
北
緯
三
十
度
以
南
ニ
在

ル
南
西
諸
島
及
ビ
其
ノ
近
海
ニ
於
テ
法
定

貨
幣
ト
ス
。

１

ビ
ー
印
軍
票
紙
幣

２

新
発
行
日
本
銀
行
紙
幣

３

日
本
銀
行
ニ
於
テ
適
当
ナ
ル
検
印
ヲ

以
テ
ソ
レ
以
上
ノ
各
種
ノ
日
本
銀
行

発
行
旧
紙
幣

ロ

第
一
項
ノ

イ

ニ
特
定
セ
ル
紙
幣

及
ビ
五
円
以
下
ノ
各
種
ノ
日
本
銀
行
旧
紙

幣
並
ニ
硬
貨
ニ
限
リ
北
緯
三
十
度
以
南
ニ

在
ル
南
西
諸
島
及
ビ
其
近
海
ニ
於
テ
之
ヲ

法
定
貨
幣
ト
シ
テ
一
九
四
六
年
四
月
二
十

九
日
ヨ
リ
有
効
ト
ス
。

ハ

如
何
ナ
ル
者
ト
雖
モ
支
払
高
ノ
如
何

ヲ
問
ハ
ズ
該
法
定
貨
幣
ノ
承
認
ヲ
拒
否
ス

ベ
カ
ラ
ズ
。

第
二
項
　
一
九
四
六
年
四
月
十
五
日
乃
至
一

九
四
六
年
四
月
二
十
八
日
ノ
期
間
内
ニ
五

円
及
ビ
其
レ
以
上
ノ
各
種
ノ
凡
テ
ノ
日
本

銀
行
紙
幣
並
ニ
ソ
ノ
種
類
ノ
如
何
ヲ
問
ハ

ス
凡
テ
ノ
朝
鮮
銀
行
　
台
湾
銀
行
紙
幣
ハ

本
条
第
一
項
ノ

イ

及
ビ

ロ

ニ
特

定
セ
ラ
レ
タ
ル
法
定
貨
幣
ト
両
替
シ
其
ノ

交
換
ハ
対
等
ノ
両
替
等
ニ
依
ル
ベ
シ
。

第
三
項
　
特
別
ノ
事
情
ニ
基
ヅ
キ
軍
政
府
ニ

依
リ
認
可
セ
ラ
レ
タ
ル
場
合
ヲ
除
ク
外
一

九
四
六
年
四
月
二
十
八
日
以
後
ハ
紙
幣
ノ

両
替
ヲ
禁
ズ
。
南
西
諸
島
ヘ
ノ
帰
還
者
ハ

夫
々
別
個
ニ
軍
政
府
ノ
特
定
ノ
認
可
ニ
依

リ
一
九
四
六
年
四
月
二
十
八
日
以
後
モ
紙

幣
ノ
両
替
ヲ
許
可
ス
。
但
シ
ソ
ノ
場
合
ニ

ハ
該
紙
幣
ガ
適
法
ニ
取
得
セ
ラ
レ
且
ツ
一

九
四
六
年
四
月
二
十
九
日
以
前
ニ
両
替
ヲ

行
フ
機
会
ナ
カ
リ
シ
コ
ト
ヲ
明
白
ニ
證
明

セ
ラ
レ
得
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

第
四
項
　
闇
相
場
ノ
取
引
又
ハ
他
ノ
違
法
ノ

方
法
ニ
依
リ
取
得
セ
ラ
レ
タ
ル
紙
幣
ハ
両

替
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
得
ズ
。

第
五
項
　
如
何
ナ
ル
性
質
ノ
取
引
ニ
於
テ
モ

対
等
ノ
両
替
率
以
外
ノ
率
ニ
依
ル
ベ
カ
ラ

ズ
第
六
項
　
凡
テ
ノ
本
条
第
二
項
ニ
於
テ
規
定

セ
ラ
レ
タ
ル
紙
幣
ノ
両
替
ニ
ハ
手
数
料
ヲ

要
セ
ズ
。

第
二
条
　
日
本
軍
票
円
紙
へ
い

日
本
帝
国
政
府
又
ハ
日
本
陸
軍
ヨ
リ
北
ヰ

三
十
度
以
南
ニ
在
ル
南
西
諸
島
及
ビ
其
ノ

近
海
ニ
オ
イ
テ
発
行
サ
レ
タ
ル
軍
票
又
ハ

軍
事
用
円
紙
ヘ
イ
ハ
茲
ニ
不
法
貨
ヘ
イ
ト

シ
テ
拒
否
ス
、
如
何
ナ
ル
者
ト
雖
モ
支
払

高
ノ
如
何
ヲ
問
ハ
ズ
承
認
ス
ベ
カ
ラ
ズ
、

第
三
条
　
金
銭
及
貨
幣
ノ
輸
出
入
禁
止

米
国
軍
政
府
ノ
許
可
ナ
ク
シ
テ
如
何
ナ
ル

紙
ヘ
イ
及
貨
ヘ
イ
ト
雖
モ
之
ヲ
米
国
軍
セ

ン
領
下
ノ
北
ヰ
三
十
度
以
南
に
在
ル
南
西

諸
島
及
其
近
海
ヨ
リ
輸
出
シ
又
ハ
之
ヲ
該

区
域
に
輸
入
ス
ル
事
又
ハ
外
国
資
金
ノ
取

引
及
外
国
貿
易
を
為
ス
事
ヲ
禁
ズ

第
四
条
　
米
国
紙
ヘ
イ
に
関
ス
ル
規
定

第
一
項
　
北
ヰ
三
十
度
以
南
に
在
ル
南
西
　

諸
島
及
其
近
海
に
オ
イ
テ
ユ
ー
ナ
イ
ト
ス

テ
イ
ト
オ
ブ
ア
メ
リ
カ
ロ
ー
マ
字
ノ
印
ヲ

有
ス
ル
如
何
ナ
ル
紙
ヘ
イ
ノ
所
有
及
授
受

ト
雖
モ
之
ヲ
禁
ズ

第
二
項
　
ジ
今
、
米
国
軍
ノ
セ
ン
領
下
ノ

北
ヰ
三
十
度
以
南
に
在
ル
南
セ
イ
諸
島
及

其
近
海
に
オ
ケ
ル
個
人
、
会
社
、
商
会
、

財
団
法
人
、
組
合
其
他
ノ
凡
テ
紙
ヘ
イ
ノ

所
ユ
ウ
資
格
ヲ
ユ
ウ
ス
ル
者
に
依
ツ
テ
所

持
サ
レ
タ
ル
凡
テ
ノ
米
国
紙
ヘ
イ
ハ
直
チ

に
相
当
ノ
請
取
證
ト
引
換
ノ
上
之
ヲ
米
国

軍
政
府
に
預
金
ト
シ
テ
引
渡
ス
ベ
シ

第
三
項
　
第
一
条
第
一
項
及
第
二
項
に
オ

イ
テ
規
定
サ
レ
タ
ル
紙
ヘ
イ
ヲ
以
テ
法
定

貨
ヘ
イ
ト
ス
ル
地
区
ニ
出
発
ス
ル
場
合
ヲ

除
ク
外
該
紙
ヘ
イ
ヲ
米
国
軍
セ
ン
領
下
ノ

北
ヰ
三
十
度
以
南
に
在
ル
南
セ
イ
諸
島
及

其
近
海
ヨ
リ
持
参
ス
ベ
カ
ラ
ズ
如
何
ナ
ル

将
兵
又
ハ
権
能
ヲ
ユ
ウ
ス
ル
者
ト
雖
モ
米

国
軍
セ
ン
領
下
ノ
北
ヰ
三
十
度
以
南
に
在

ル
南
セ
イ
諸
島
及
其
近
海
ヨ
リ
米
国
紙
ヘ

イ
ヲ
持
参
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
軍
政
府
に
ト

ド
ケ
出
テ
軍
政
府
ノ
両
替
率
ノ
規
定
に
従

ツ
テ
第
一
条
第
一
項
及
第
二
項
に
オ
い
テ

規
定
サ
レ
タ
ル
紙
ヘ
い
ヲ
米
国
紙
ヘ
い
ト

両
替
ス
ベ
シ

第
四
項
　
軍
政
府
ハ
軍
事
遂
行
上
必
要
ト

認
メ
タ
ル
場
合
第
四
条
第
一
項
に
対
シ
適

当
ナ
ル
除
外
例
ヲ
設
ク
ル
事
ヲ
得
ル

第
五
条
　
刑
罰

如
何
ナ
ル
者
ト
誰
モ
本
布
告
ニ
違
犯
シ
タ

ル
者
ハ
特
定
軍
事
法
廷
ニ
於
テ
定
罪
ノ
上

其
ノ
判
決
ニ
従
ヒ
罰
金
、
禁
錮
其
ノ
両
刑

又
ハ
他
ノ
刑
罰
ニ
処
セ
ラ
ル
可
シ

第
六
条
　
命
令
権

軍
政
副
長
官
ハ
本
布
告
ノ
目
的
ノ
為
ニ
必

要
ト
認
ム
ル
命
令
又
ハ
規
則
ヲ
発
シ
又
時

ニ
応
ジ
之
ヲ
改
訂
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
七
条
　
以
前
ノ
布
告
　
規
定
規
則
ノ
廃
止

従
来
紙
幣
　
両
替
、
外
国
貿
易
及
ビ
金
銭

取
引
ヲ
規
定
セ
ル
米
国
海
軍
軍
政
府
布
告

第
四
号
ハ
茲
ニ
之
ヲ
廃
止
シ
、
且
ツ
本
布

告
ニ
抵
触
ス
ル
他
ノ
凡
テ
ノ
規
定
規
則
モ

之
ヲ
廃
止
ス

有
効
期
日

本
布
告
ハ
其
ノ
発
布
サ
レ
タ
ル
日
ヨ
リ
ユ
ウ

効
ト
ス
一
九
四
六
年
三
月
二
十
五
日

一
九
四
六
年

昭
和
二
十
一
年

四
月

七



軍
政
府
長
官
　
米
国
海
軍
少
将

い
　
バ
ク
マ
ス
タ

軍
政
ふ
く
長
官
米
国
海
兵
大
佐

シ
　
ア
い
　
ム
レ

市
町
村
長
任
命

ウ
新
　
１
９
４
６
・
４
・
10

△
糸
満
地
区
総
務
玉
城
瑩
▲
那
覇
市
當
間
重

剛
▲
首
里
市
小
灣
喜
長
▲
真
和
志
村
金
城
和

信
▲
小
禄
村
上
原
義
弘
▲
豊
見
城
村
瀬
長
淸

▲
兼
城
村
金
城
弘
▲
糸
満
町
玉
城
瑩
▲
高
嶺

村
高
嶺
朝
守
▲
喜
屋
武
摩
文
仁
真
壁
村
金
城

增
太
郞
▲
知
念
地
区
総
務
親
川
榮
藏
▲
具
志

頭
村
仲
宗
根
朝
武
▲
玉
城
村
安
次
富
信
雄
▲

知
念
村
糸
數
東
吉
郞
▲
佐
敷
村
嶺
井
稔
▲
大

里
村
上
里
堅
蒲
▲
南
風
原
村
與
座
章
三
郞
▲

東
風
平
村
金
城
誠
繁
△
コ
ザ
地
区
総
務
仲
地

庸
三
▲
西
原
村
玉
那
覇
良
信
▲
中
城
村
比
嘉

優
之
▲
浦
添
村
安
和
良
盛
▲
宜
野
湾
村
久
保

田
盛
春
▲
北
谷
村
新
垣
實
▲
読
谷
山
村
知
花

英
康
▲
越
来
村
島
袋
□
榮
△
前
原
地
区
総
務

當
銘
由
伸
▲
勝
連
村
玉
井
淸
康
▲
与
那
城
村

伊
計
芳
夫
▲
具
志
川
村
天
願
朝
徳
▲
美
里
村

仲
宗
根
巖
△
宜
野
座
地
区
総
務
比
嘉
敬
浩
▲

金
武
村
伊
藝
豐
徳
▲
宜
野
座
森
山
徳
吉
▲
久

志
村
當
銘
由
金
▲
恩
納
村
津
嘉
山
朝
信
△
田

井
等
地
区
総
務
平
良
辰
雄
▲
名
護
町
宜
保
吉

伸
▲
本
部
町
金
城
正
幸
▲
今
帰
仁
村
松
本
吉

英
▲
羽
地
村
新
城
□
助
▲
東
村
儀
保
庫
平
▲

大
宜
味
村
宮
里
金
次
郞
▲
国
頭
村
平
良
吉
盛

▲
伊
江
村
眞
榮
田
幸
助
▲
伊
是
名
村
伊
禮
徹

▲
伊
平
屋
村
根
路
銘
增
徳
▲
粟
国
村
末
吉
達

幸
△
特
別
地
区
石
川
市
横
田
英

祝
沖
縄
民
政
府
発
足
／
再
建
め

ざ
し
て
沖
縄
人
民
政
府
誕
生

／
初
代
知
事
に
志
喜
屋
孝
信

氏

ウ
新
　
１
９
４
６
・
４
・
24

全
住
民
待
望
の
沖
縄
民
政
府
は
沖
縄
史
上
輝

か
し
い
一
頁
と
な
つ
て
逞
し
く
発
足
し
た
想

へ
ば
一
年
前
誤
ま
れ
る
日
本
軍
閥
の
犠
牲
と

な
つ
て
郷
土
沖
縄
は
完
膚
な
き
迄
に
破
壊
し

尽
さ
れ
、
ひ
と
と
き
は
暗
た
ん
た
る
沖
縄
人

の
前
途
で
あ
つ
た
が
、
沖
縄
戦
終
了
と
同
時

に
沖
縄
再
建
と
住
民
の
保
護
に
献
身
的
努
力

を
惜
し
ま
な
か
つ
た
米
軍
政
府
は
平
和
的
道

義
の
下
今
茲
に
吾
等
の
郷
土
沖
縄
を
解
放
し

て
呉
れ
た
の
で
あ
る

沖
縄
人
よ
り
知
事
の
選
任
、
行
政
機
関
の
飛

躍
。
此
の
二
大
事
実
を
何
と
み
る
か
。
今
こ

そ
荒
廃
沖
縄
の
再
建
を
吾
等
の
手
で
な
し
遂

げ
ね
ば
な
ら
ぬ
秋
で
あ
る

全
島
に
漲
る
こ
の
感
激
は
新
沖
縄
建
設
の
鎚

と
な
つ
て
快
く
響
く

知
事
紹
介
式
盛
儀

新
任
知
事
公
式
紹
介
式
ハ
二
十
五
日
午
前

十
時
諮
詢
会
食
堂
デ
盛
大
ニ
挙
行
サ
レ
タ

此
ノ
日
定
刻
式
場
ニ
米
軍
政
府
副
長
官
代
理

ワ
ツ
キ
ン
ス
少
佐
以
下
係
将
校
多
数
臨
席
、

栄
ア
ル
志
喜
屋
知
事
、
又
吉
副
知
事
始
メ
各

部
長
、
会
議
員
、
地
区
総
務
、
市
町
村
長
、

判
検
事
、
弁
護
士
、
警
察
署
長
等
全
島
ノ
名

士
二
百
五
十
余
名
参
列
シ
テ
開
式
、
先
ヅ
又

吉
副
知
事
ノ
開
会
ノ
辞
ニ
ツ
イ
デ
ワ
ツ
キ
ン

ス
少
佐
ハ

本
時
ハ
私
ノ
光
栄
ト
シ
誇
リ
ト
ス
ル
瞬
間

デ
ア
リ
私
ハ
軍
政
府
副
長
官
ノ
代
理
ト
シ

テ
語
ル
ノ
デ
ア
ル
依
テ
本
時
ハ
沖
縄
歴
史

上
最
重
要
ナ
瞬
間
デ
ア
ル
即
チ
本
時
ハ
軍

政
府
カ
ラ
民
政
府
ニ
移
ル
尊
イ
瞬
間
デ
ア

リ
次
ノ
三
ツ
ノ
理
由
ニ
ヨ
リ
軍
政
府
ノ
人

モ
住
民
モ
共
ニ
誇
ル
ベ
キ
日
デ
ア
ル

第
一
ニ
沖
縄
ニ
政
治
機
構
ノ
復
興
シ
タ
日

デ
ア
リ
第
二
ニ
米
軍
ノ
今
日
マ
デ
ノ
計
劃

及
組
織
ヲ
発
表
ス
ル
日
デ
ア
リ
第
三
ニ
本

機
構
ガ
出
来
ル
迄
ニ
ハ
沖
縄
ノ
凡
ユ
ル

人
々
ノ
知
識
ト
援
助
ヲ
得
タ
コ
ト
デ
ア
ル

ト
述
ベ
米
軍
ガ
上
陸
以
来
執
リ
来
ツ
タ
班

長
、
区
長
、
役
職
員
ノ
任
命
及
諮
詢
会
、
市

町
村
長
ノ
任
命
カ
ラ
中
央
執
行
機
関
ノ
組
織

ニ
運
ン
ダ
経
過
等
精
シ
ク
語
リ
志
喜
屋
新
知

事
ガ
孔
子
ノ
説
イ
タ
大
政
治
家
ト
シ
テ
ノ
九

法
則
ニ
合
致
シ
タ
有
能
高
潔
ナ
士
デ
ア
ル
コ

ト
ヲ
挙
ゲ
全
員
ノ
協
力
ヲ
求
メ
テ
初
代
知
事

ヲ
紹
介
是
レ
ニ
対
シ
志
喜
屋
知
事
ハ
包
ミ
切

レ
ヌ
喜
ビ
ノ
ウ
チ
ニ
米
軍
政
府
ノ
沖
縄
再
建

ニ
寄
セ
ラ
レ
タ
努
力
ニ
感
謝
シ
私
ハ
米
軍
政

府
ノ
政
策
ヲ
基
準
ト
シ
全
住
民
ノ
協
力
ヲ
得

テ
沖
縄
再
建
ノ
難
事
業
ヲ
達
成
シ
タ
イ

ト
挨
拶
、
全
住
民
ノ
力
強
イ
支
援
ヲ
要
請
ス

ル
中
ニ
堅
イ
決
意
ヲ
表
明
。
次
イ
デ
フ
ア
ー

バ
ー
宮
古
島
軍
司
令
官
以
下
係
将
校
多
数
ノ

祝
辞
ガ
ア
リ
ソ
ノ
何
レ
モ
志
喜
屋
知
事
ノ
人

格
ト
手
腕
ヲ
讃
ヘ
更
ニ
来
賓
ヲ
代
表
シ
テ
當

間
那
覇
市
長
、
新
垣
会
議
長
　
山
城
文
教
部

長
、
西
平
宜
野
座
警
察
署
長
ヨ
リ
ソ
レ
ゾ
レ

祝
辞
ヲ
述
ベ
　
沖
縄
再
建
ヘ
新
知
事
ニ
対
シ

テ
絶
対
協
力
ス
ル
旨
ヲ
誓
ヒ
同
十
一
時
半
意

義
ア
ル
式
ヲ
閉
ヂ
タ

血
涙
も
て
叫
ぶ
／
援
護
の
徹
底

と
充
実
を
計
れ

富
山
德
潤

自
沖
　
１
９
４
６
・
５
・
５

最
近
熊
本
　
宮
崎
、
大
分
、
鹿
児
島
各
県

に
て
居
住
す
る
沖
縄
引
揚
民
等
約
二
万
七
千

人
に
就
い
て
そ
の
衣
食
住
職
業
調
査
を
し
た

処
、
衣
食
住
共
普
通
地
方
人
よ
り
甚
だ
劣
る

の
み
な
ら
ず
、
職
業
に
於
て
も
殆
ん
ど
助
成

の
見
る
べ
き
も
の
が
な
く
、
そ
の
儘
に
放
置

し
て
お
け
ば
遂
に
多
数
の
餓
死
者
と
浮
浪
人

を
出
す
事
必
定
で
あ
る
、
孤
児
に
な
つ
た
三

千
余
の
学
童
に
は
引
率
教
師
と
共
に
死
に
瀕

し
て
居
り
、
引
揚
者
は
各
地
共
家
主
か
ら
過

酷
な
明
渡
し
を
要
求
さ
れ
、
厩
や
牛
小
屋
、

一
九
四
六
年

昭
和
二
十
一
年

四
｜
五
月

八

眞
保



鶏
小
屋
等
に
雨
露
を
凌
い
で
ゐ
る
。
多
数
の

子
女
を
連
れ
夫
と
別
れ
て
疎
開
し
て
来
た
婦

人
の
生
活
は
言
語
に
絶
し
、
老
母
と
子
女
を

残
し
て
絶
命
し
た
可
憐
な
婦
人
も
あ
る
。
而

も
尚
救
援
の
手
が
延
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
是

等
に
対
し
即
刻
住
居
と
衣
食
を
与
へ
な
け
れ

ば
結
果
は
云
は
ず
と
も
明
か
で
あ
る
。

東
奔
西
走自
沖
　
１
９
４
６
・
５
・
５

富
山
德
潤
氏

那
覇
市
長
富
山
徳
潤
氏
は
四
　

月
中
旬
九
州
の
沖
縄
人
の
実
情
陳
情
の
為

上
京
し
、
連
日
政
府
其
他
関
係
方
面
を
訪

問
し
、
下
旬
離
京
、
帰
途
大
阪
に
立
寄
つ

た
。

海
軍
よ
り
陸
軍
へ
／
軍
政
府
移

管
さ
る
／
七
月
一
日
荘
厳
裡

に
挙
式う
新
　
１
９
４
６
・
７
・
４

南
西
諸
島
米
国
軍
政
府
は
七
月
一
日
を
期
し

海
軍
よ
り
陸
軍
へ
移
管
す
る
こ
と
ゝ
な
り
、

同
日
午
前
九
時
具
志
川
村
栄
野
比
の
軍
政
本

部
劇
場
に
於
て
移
管
式
を
挙
行
し
た
が
、
ヘ

イ
ド
ウ
ン
代
将
ク
レ
イ
グ
大
佐
以
下
米
軍
将

兵
多
数
並
び
に
住
民
側
よ
り
志
喜
屋
、
又
吉

正
副
知
事
民
政
府
議
員
市
町
村
長
等
約
百
名

参
列
荘
厳
裡
に
取
り
行
は
れ
た
。
新
旧
軍
政

府
幹
部
の
挨
拶
の
後
志
喜
屋
知
事
起
つ
て
祝

辞
を
述
べ
同
九
時
四
〇
分
式
を
閉
じ
た
。
な

ほ
新
任
の
南
西
諸
島
行
政
長
官
は
米
国
西
部

太
平
洋
空
軍
司
令
官
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
・
デ

イ
・
ス
タ
イ
ヤ
ー
中
将
で
マ
ツ
カ
ー
サ
ー
元

帥
の
命
に
よ
つ
て
北
ゐ
三
〇
度
以
南
の
南
西

諸
島
及
近
海
の
指
揮
官
に
就
任
し
た
が
ス
タ

イ
ヤ
ー
中
将
は
ア
ー
レ
ン
海
軍
大
佐
の
後
任

と
し
て
南
西
諸
島
指
揮
官
フ
レ
デ
リ
ツ
ク
・

エ
ル
ヘ
イ
ド
ウ
ン
代
将
を
軍
政
府
長
官
に
指

名
し
更
に
ヘ
イ
ド
ウ
ン
代
将
は
ク
レ
イ
グ
大

佐
を
軍
政
府
副
長
官
と
し
て
勤
務
を
命
じ
た

ス
タ
イ
ヤ
ー
中
将
／
初
の
布
告

新
長
官
ス
タ
イ
ヤ
ー
中
将
は
新
任
に
際
し
次

の
通
り
布
告
し
た

特
別
布
告
第
一
号

北
緯
三
十
度
以
南
の
南
西
諸
島
及
其
近
海

居
住
民
に
告
ぐ

本
官
、
米
国
西
太
平
洋
方
面
軍
司
令
官
陸
軍

中
将
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
　
デ
イ
　
ス
タ
イ
ヤ
ー

は
米
国
太
平
洋
方
面
軍
総
司
令
官
陸
軍
元
帥

ダ
グ
ラ
ス
エ
イ
　
マ
ツ
ク
ア
ー
サ
ー
ヨ
リ
北

緯
三
十
度
以
南
の
南
西
諸
島
及
其
近
海
の
行

政
長
官
に
任
命
さ
れ
茲
に
左
の
如
く
布
告
す

第
一
条
　
以
前
米
国
海
軍
の
管
理
下
に
有
り
　

し
北
緯
三
十
度
以
南
の
南
西
諸
島
及
其
近

海
の
軍
政
府
は
今
後
米
国
陸
軍
管
理
と
す

第
二
条
　
琉
球
管
区
司
令
官
は
茲
に
行
政
官

長
に
任
命
さ
れ
た
る
に
依
り
総
て
の
行
政

事
項
に
関
し
余
を
代
表
す
る
者
で
あ
る

司
令
官
は
自
己
意
向
に
て
副
行
政
官
長
に

自
己
の
権
限
及
職
責
を
附
与
し
代
表
せ
し

む
る
こ
と
を
得

第
三
条
　
北
緯
三
十
度
以
南
の
南
西
諸
島
及

其
近
海
の
軍
政
府
に
発
布
さ
れ
た
る
総
て

の
布
告
、
命
令
、
律
令
、
規
則
及
指
令
等

の
条
規
は
此
所
に
あ
る
条
規
と
む
盾
し
な

い
限
り
効
力
を
有
し
余
又
は
委
任
せ
し
部

下
が
改
め
る
迄
有
効
で
あ
る

第
四
条
　
本
布
告
は
一
九
四
六
年
七
月
一
日

午
前
零
時
一
分
よ
り
有
効
と
す
　

米
国
西
太
平
洋
方
面
軍
司
令
官
兼
北
ゐ
三

十
度
以
南
の
南
西
諸
島
及
其
近
海
の
行
政

長
官
米
国
陸
軍
中
将

ダ
ブ
リ
ユ
・
デ
イ
・
ス
タ
イ
ヤ
ー

既
発
布
告
は
／
完
全
に
有
効

新
軍
政
長
官
ヘ
イ
ド
ウ
ン
准
少
将
は
既
発
の

布
告
に
関
し
次
の
通
り
布
告
し
た

米
国
軍
政
府
布
告
第
一
〇
号

北
緯
三
十
度
以
南
の
南
西
諸
島
及
其
近
海
　

に
居
住
す
る
住
民
に
告
ぐ

米
国
西
太
平
洋
方
面
軍
司
令
官
兼
北
緯
三
〇

度
以
南
南
西
諸
島
行
政
長
官
陸
軍
中
将
ウ
イ

ル
ヘ
ル
ム
、
デ
イ
、
ス
タ
イ
ヤ
ー
に
与
へ
ら

れ
た
特
別
布
告
第
一
号
の
条
規
に
従
ひ
、
本

官
、
米
国
陸
軍
准
少
将
フ
レ
デ
リ
ツ
ク
、
ア

イ
、
ヘ
イ
ド
ウ
ン
は
琉
球
管
区
司
令
官
の
資

格
を
以
て
、
茲
に
北
緯
三
〇
度
以
南
南
西
諸

島
軍
政
府
長
官
の
職
務
と
義
務
を
引
受
け
、

総
て
の
行
政
事
項
に
関
し
、
米
国
西
太
平
洋

方
面
軍
司
令
官
の
代
表
者
と
な
る
も
の
で
あ

る米
国
陸
軍
歩
兵
大
佐
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
、
エ
イ

チ
、
ク
レ
イ
グ
は
茲
に
軍
政
府
副
長
官
に
任

命
さ
れ
た
　

軍
政
府
に
よ
り
既
に
発
布
さ
れ
た
る
総
て
の

布
告
、
命
令
、
法
令
、
及
指
令
等
の
条
規
は

此
所
に
あ
る
条
規
と
矛
盾
せ
ざ
る
限
り
、
完

全
に
効
力
が
続
き
且
つ
有
効
で
あ
る

本
布
告
の
効
力
は
一
九
四
六
年
七
月
一
日
よ

り
発
生
す

米
国
陸
軍
琉
球
管
区
司
令
官
兼
軍
政
府
長
　

官
米
国
陸
軍
准
少
将

エ
フ
　
ア
イ
、
ヘ
イ
ド
ウ
ン

再
建
を
推
進
／
新
任
ク
レ
イ
グ
大
佐
談
　

ボ
ル
ヂ
ヤ
ー
海
軍
中
将
、
テ
イ
ン
バ
ー
レ
イ

ク
陸
軍
准
少
将
、ヘ
イ
ド
ウ
ン
陸
軍
准
少
将
、

ム
ー
レ
ー
大
佐
、
ア
レ
ン
大
佐
、
志
喜
屋
知

事
、
米
国
陸
海
軍
、
海
兵
隊
将
校
兵
士
並
に

琉
球
列
島
の
貴
顕
紳
士
各
位

私
は
軍
政
府
の
新
副
長
官
と
し
て
琉
球
列
島

に
於
け
る
最
も
多
難
な
る
時
に
あ
た
り
米
国

軍
政
府
の
使
命
を
果
す
べ
く
、
前
任
者
米
国

海
兵
隊
大
佐
シ
ー
、
ア
イ
、
ム
ー
レ
ー
氏
が

払
は
れ
た
熱
心
且
つ
忠
実
な
る
努
力
に
対
し

賞
讃
を
致
す
も
の
で
あ
り
ま
す

一
九
四
六
年

昭
和
二
十
一
年

五
｜
七
月

九



過
去
の
数
ケ
月
間
は
正
に
、
政
治
、
経
済
住

居
及
び
最
低
限
度
の
生
活
の
急
速
な
再
建
期

間
で
あ
り
ま
し
た

彼
及
び
彼
の
幕
僚
は
熱
心
に
働
き
そ
し
て
立

派
に
や
り
と
げ
ま
し
た
此
の
再
建
の
時
期
は

始
ま
つ
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、
既
に
実
際
上

の
成
果
を
上
げ
て
ゐ
る
、
此
の
上
は
更
に
一

層
の
進
歩
を
期
し
着
々
や
つ
て
行
か
ね
ば
な

ら
ぬ
事
を
吾
々
陸
軍
の
者
は
実
感
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

吾
々
は
沖
縄
や
大
島
や
先
島
の
人
々
が
、
働

き
に
働
き
抜
い
て
其
の
生
活
を
楽
し
む
道
を

切
り
開
く
た
め
に
、
凡
ゆ
る
困
難
な
る
仕
事

を
や
り
遂
げ
る
ま
で
は
よ
り
以
上
に
立
派
な

物
や
時
間
を
楽
し
ま
う
と
す
る
希
望
を
暫
ら

く
延
ば
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
信
ず
る
も
の
で
あ

り
ま
す

志
喜
屋
孝
信
氏
の
如
き
有
能
な
る
指
導
者
の

下
で
、
軍
政
府
の
専
門
的
援
助
を
得
て
働
く

沖
縄
の
各
位
は
必
ず
や
其
の
公
正
な
る
報
を

得
る
で
あ
り
ま
せ
う

新
司
令
官
幕
下
の
将
校
並
に
兵
に
対
し
、
私

は
此
の
事
を
申
し
た
い

吾
々
の
才
能
智
力

に
は
限
り
が
あ
る
、
只
吾
々
の
勤
勉
だ
け
が

此
等
の
制
限
を
克
服
し
吾
々
の
努
力
に
成
功

を
も
た
ら
せ
る
で
あ
ら
う

と

市
長
村
長
更
迭

う
新
　
１
９
４
６
・
７
・
19

那
覇
市
長
は
當
間
重
剛
氏
が
兼
任
し
て
い
た

が
今
回
東
恩
納
寛
仁
氏
に
更
迭
去
る
七
月
一

日
付
で
辞
令
交
付
さ
れ
　
新
垣
北
谷
村
長
が

辞
任
し
た
の
で
宜
野
座
初
等
学
校
長
稻
嶺
盛

昌
氏
が
同
村
長
に
任
命
さ
れ
た

辞
　
令

元
八
重
山
支
庁
長東
恩
納
寛
仁

那
覇
市
長
ヲ
命
ズ

兼
那
覇
市
長
　
當
間
　
重
剛

依
願
解
兼
那
覇
市
長

宜
野
座
初
等
学
校稻
嶺
　
盛
昌

北
谷
村
長
ヲ
命
ズ

北
谷
村
長
　
新
垣
　
　
實

依
願
解
北
谷
村
長

移
動
／
小
禄
、
恩
納
、
真
和
志
　

う
新
　
１
９
４
６
・
７
・
26

立
入
禁
止
地
区
の
一
部
が
解
か
れ
七
月
十
九

日
軍
政
府
よ
り
民
政
府
へ
左
記
村
に
対
す
る

朗
報
が
齎
さ
れ
た
、

小
ろ
く
村

小
ろ
く
は
家
屋
建
築
可

其
他
は
農
耕
の
み

真
和
志
村

識
名
、
国
場
は
家
屋
建
築
可

其
他
の
指
定
地
区
内
は
農
耕
の
み

恩
納
村
真
栄
田
の
前
道
路
よ
り
海
岸
側
は
家
屋
建
　

築
可那

覇
首
里
／
両
市
長
の
異
動
／

市
勢
拡
張
は
こ
れ
か
ら

新
民
報
　
１
９
４
６
・
８
・
５

那
覇
市
と
首
里
市
の
行
政
は
ど
う
な
つ
て
ゐ

る
か
に
つ
き
最
近
帰
還
し
た
植
田
前
土
木
技

師
は
次
の
如
く
語
つ
て
ゐ
る

旧
那
覇
市
民
は
那
覇
市
再
建
に
狂
奔
し
、

初
代
市
長
當
間
重
剛
氏
を
中
心
に
、
民
政

府
と
軍
政
府
の
協
力
支
援
を
求
め
て
ゐ
た

現
在
は
壺
屋
、
牧
志
町
方
面
を
唯
一
の
足

場
と
し
て
他
日
へ
の
構
想
を
練
つ
て
ゐ
た

が
當
間
重
剛
氏
は
司
法
畑
に
転
じ
た
の
で

市
長
の
椅
子
を
退
き
二
代
目
市
長
に
は
東

恩
納
寛
仁
氏
が
就
任
し
た

首
里
市
の
破
れ
た
姿
は
筆
舌
で
は
と
て
も

表
現
が
出
来
な
い
。
こ
こ
で
は
仲
吉
初
代

市
長
が
躍
起
と
な
り
旧
、
鳥
堀
、
赤
田
、

崎
山
、
汀
良
町
に
復
興
住
宅
が
建
設
さ
れ

優
秀
な
復
興
振
り
を
見
せ
て
ゐ
た
。
今
回

仲
吉
氏
は
勇
退
し
後
任
市
長
に
は
小
灣
喜

長
氏
が
就
任
し
た
が
両
市
の
重
な
る
役
員

は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

那
覇
市
、
助
役
照
屋
知
廣
▲
収
入
役
高
良
龜

五
郞
▲
庶
務
課
長
賀
數
世
隆
▲
産
業
課
長
川

條
常
顯
▲
商
務
課
長
岡
村
哲
秀
▲
社
会
事
業

課
長
具
志
堅
政
治
△
首
里
市
助
役
花
城
淸
用

▲
収
入
役
名
城
嗣
頼
▲
庶
務
課
長
與
儀
淸
三

▲
産
業
課
長
西
平
守
機
▲
庶
務
課
長
助
役
兼

任
▲
社
会
事
業
課
長
與
那
覇
政
牛

黒
潮

自
沖
　
１
９
４
６
・
８
・
25

北
内
務
部
長
と
富
山
那
覇
市
長
の
反
目
は
最

近
激
化
し
結
局
監
督
権
を
掌
握
す
る
内
務
部

長
の
工
作
通
り
富
山
氏
の
解
職
と
な
つ
た
。

公
選
市
長
を
罷
免
さ
せ
る
の
だ
か
ら
そ
れ
相

当
の
理
由
根
拠
が
あ
る
は
ず
だ
。
内
務
省
は

内
務
部
長
の
進
言
を
容
れ
た
ま
で
の
話
で
あ

る
が
巷
間
伝
へ
ら
れ
る
如
く
北
、
富
山
両
氏

の
感
情
の
も
つ
れ
か
ら
か
う
い
ふ
結
果
を
招

い
た
と
す
れ
ば
洵
に
遺
憾
千
万
の
話
で
あ
る

▲
富
山
氏
退
陣
後
内
務
部
長
が
市
長
の
職
務

を
管
掌
す
れ
ば
い
く
ら
か
こ
の
泥
試
合
も
見

直
す
余
地
が
な
い
で
も
な
い
時
期
を
弁
へ
ず

今
更
後
任
市
長
が
罷
り
出
る
幕
で
も
あ
る
ま

い
▲
一
体
崎
山
氏
は
ど
う
い
ふ
心
境
で
実
体

も
な
い
名
ば
か
り
の
那
覇
市
長
に
就
任
す
る

か
知
ら
な
い
が
法
理
的
に
も
随
分
変
テ
コ
な

市
長
が
生
れ
た
も
の
だ
▲
某
有
力
は
北
、
富

山
の
反
目
を
察
知
し
こ
ゝ
は
一
つ
白
紙
の
人

物
を
那
覇
市
長
に
据
ゑ
県
市
両
々
相
俟
つ
て

疎
開
者
の
た
め
に
働
い
て
貰
は
う
と
神
山
政

良
氏
を
意
中
の
人
物
と
し
て
運
動
し
た
ら
し

一
九
四
六
年

昭
和
二
十
一
年

七
｜
八
月

一
〇



い
が
時
既
に
遅
く
今
度
の
人
事
発
令
と
な
つ

た
▲
県
事
務
所
の
諸
般
の
事
務
が
果
し
て
厳

正
適
切
に
運
営
さ
れ
て
ゐ
る
か
富
山
氏
に
も

言
ひ
分
は
あ
る
こ
れ
を
機
会
に
県
首
脳
部
は

疎
開
者
の
声
を
じ
つ
く
り
考
へ
反
省
す
る
必

要
が
あ
ら
う

市
長
に
罷
り
出
た
シ
テ
ウ
崎
山

さ
ん
／
北
・
富
山
両
氏
の
も

つ
れ
自
沖
　
１
９
４
６
・
８
・
25

北
か
ら
南
か
ら
沖
縄
同
胞
は
懐
し
い
故
郷
を

瞼
に
描
き
つ
ゝ
帰
つ
て
行
く
折
も
折
こ
ゝ
福

岡
沖
縄
県
事
務
所
北
内
務
部
長
と
沖
縄
県
町

村
長
代
理
那
覇
市
長
富
山
徳
潤
氏
の
久
し
き

に
亘
る
悪
感
情
は
遂
に
爆
発
し
監
督
権
を
握

る
内
務
部
長
の
裏
面
工
作
奏
効
富
山
市
長
退

陣
、
其
後
任
に
内
務
部
長
の
腹
心
元
那
覇
市

長
、
元
代
議
士
崎
山
嗣
朝
氏
を
据
え
る
と
い

ふ
時
節
柄
不
明
朗
な
人
事
が
行
は
れ
疎
開
者

帰
還
が
行
は
れ
な
い
時
節
な
ら
い
ざ
知
ら
ず

十
二
月
一
杯
で
殆
ん
ど
全
部
が
帰
ら
う
と
い

ふ
時
に
今
更
那
覇
市
長
後
任
を
置
く
必
要
も

あ
る
ま
い
と
の
声
は
極
め
て
高
い
、
こ
の
人

事
の
お
膳
立
は
約
一
月
前
か
ら
工
作
が
進
め

ら
れ
北
内
務
部
長
は
富
山
市
長
を
不
適
任
者

と
な
し
後
任
と
し
て
崎
山
氏
を
推
薦
、
内
務

省
に
諒
解
運
動
を
試
み
崎
山
氏
の
履
歴
書
な

ど
関
係
書
類
を
同
省
に
申
達
、
ひ
そ
か
に
時

期
の
到
来
を
待
つ
て
ゐ
た
、
当
時
は
帰
還
問

題
な
ど
未
だ
具
体
化
せ
ず
富
山
市
長
も
内
務

部
長
の
排
斥
運
動
に
抗
し
頑
張
つ
て
ゐ
た
が

去
る
十
五
、
六
日
頃
突
然
内
務
省
か
ら
那
覇

市
長
解
職
の
飛
電
が
福
岡
事
務
所
に
舞
ひ
込

ん
だ
、
数
日
後
崎
山
氏
は
福
岡
に
乗
り
込
ん

で
き
た
が
那
覇
市
会
で
公
選
さ
れ
た
市
長
が

一
片
の
電
報
で
解
職
さ
れ
実
体
も
な
い
変
テ

コ
な
那
覇
市
々
長
と
し
て
今
更
後
任
を
据
え

る
こ
と
は
適
正
妥
当
な
人
事
で
な
く
、
む
し

ろ
こ
の
際
後
任
を
お
か
ず
監
督
権
を
握
る
内

務
部
長
が
市
長
事
務
を
管
掌
す
べ
き
で
あ
る

と
の
声
が
各
方
面
に
高
い

富
山
氏
は
一
昨
年
二
月
初
旬
要
務
を
帯
び
て

上
京
、
郷
土
が
戦
場
化
し
た
為
め
帰
郷
出
来

ず
そ
の
ま
ゝ
九
州
に
滞
在
し
町
村
長
代
理
那

覇
市
長
と
し
て
疎
開
者
の
戸
籍
事
務
並
に
援

護
事
務
に
勤
め
て
き
た
が
北
内
務
部
長
と
事

務
的
に
或
は
感
情
的
に
相
容
れ
ず
久
し
く
反

目
を
つ
ゞ
け
て
き
た
、
結
局
内
務
部
長
の
監

督
権
が
権
力
を
発
揮
し
富
山
氏
退
陣
と
な
つ

た
が
帰
還
最
中
の
時
期
を
誤
つ
た
こ
の
人
事

問
題
は
沖
縄
ま
で
延
長
さ
れ
種
々
話
題
の
種

と
な
る
で
あ
ら
う

主
張
／
市
長
罷
免
問
題
発
展

自
沖
　
１
９
４
６
・
９
・
15

富
山
那
覇
市
長
の
罷
免
問
題
は
各
方
面
で

種
々
取
沙
汰
さ
れ
て
ゐ
る
が
問
題
は
中
央
ま

で
飛
火
、
内
務
首
脳
部
は
そ
の
善
後
措
置
を

考
慮
中
と
伝
へ
ら
れ
る

仄
聞
す
る
に
北
内
務
部
長
は
か
ね
て
某
氏

を
介
し
富
山
氏
の
円
満
辞
職
を
依
頼
し
た
も

の
ゝ
如
く
富
山
氏
も
遂
に
辞
意
を
表
明
、
い

よ
／
＼
辞
表
提
出
の
段
ど
り
ま
で
漕
ぎ
つ
け

て
ゐ
た
が
突
如
罷
免
の
憂
目
を
み
る
に
至
つ

た
。
折
角
某
氏
に
依
頼
し
て
お
き
な
が
ら
故

意
に
こ
れ
を
無
視
し
辞
意
を
表
明
せ
る
者
を

罷
免
さ
せ
た
内
務
部
長
の
お
手
並
は
仲
々
の

も
の
で
、
如
何
に
富
山
氏
の
解
職
を
焦
つ
て

ゐ
た
か
を
暴
露
し
て
ゐ
る
内
務
省
が
一
方
的

に
北
部
長
の
要
請
を
容
れ
こ
の
措
置
に
出
た

こ
と
は
苟
も
中
央
官
庁
た
る
も
の
ゝ
執
る
べ

き
手
段
に
非
ず
軽
卒
の
誹
を
免
れ
な
い
。

今
回
の
事
件
は
市
町
村
制
施
行
以
来
初
め
て

の
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
府
県
制
並
に
市
町

村
制
が
民
主
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
ゐ
る
今
日

全
く
こ
れ
と
逆
に
ゆ
く
官
僚
独
善
的
、
非
民

主
的
な
や
り
く
ち
で
あ
る
。
一
官
僚
の
言
で

直
ち
に
市
長
を
罷
免
し
た
こ
と
は
自
治
機
関

を
軽
視
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
務
省
が
慎
重

を
期
す
も
の
な
ら
北
部
長
富
山
氏
の
言
ひ
分

を
訊
き
な
ほ
よ
く
真
相
調
査
し
た
上
、
断
乎

た
る
措
置
を
執
る
べ
き
で
あ
つ
た
。

内
務
省
で
は
富
山
氏
の
辞
意
表
明
の
経
緯

は
全
然
報
告
さ
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
と
釈
明
し

て
ゐ
る
模
様
だ
が
、
い
づ
れ
に
し
て
も
軽
卒

な
一
方
的
独
断
を
も
つ
て
か
ゝ
る
措
置
を
と

つ
た
同
省
首
脳
部
は
勿
論
そ
の
責
を
負
は
ね

ば
な
ら
ぬ
し
北
内
務
部
長
の
官
僚
独
善
主
義

も
非
難
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
内
務
省
は

そ
の
善
後
策
を
折
角
考
慮
中
と
言
は
れ
る
か

ら
い
づ
れ
何
ら
か
の
形
で
表
明
さ
れ
る
こ

と
ゝ
思
は
れ
る
が
そ
れ
に
よ
つ
て
こ
の
不
明

朗
人
事
も
浄
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
ら
う
。

琉
球
貿
易
庁
／
軍
政
府
直
轄
下

に
設
置う
新
　
１
９
４
６
・
10
・
４

大
島
、
沖
縄
、
宮
古
、
八
重
山
を
一
ブ
ロ
ツ

ク
と
す
る
外
国
貿
易
が
近
く
開
始
さ
れ
る
こ

と
は
既
報
の
通
り
で
あ
る
が
軍
政
府
で
は
琉

球
列
島
貿
易
庁
を
設
置
し
て
其
の
促
進
を
図

る
べ
く
沖
縄
、
大
島
及
び
先
島
よ
り
各
一
名

宛
沖
縄
の
生
産
物
並
び
に
必
需
物
資
に
暁
通

し
而
か
も
信
頼
し
得
る
代
表
委
員
を
選
出
す

る
や
う
九
月
十
八
日
ク
レ
イ
グ
副
長
官
よ
り

知
事
宛
左
の
指
令
が
あ
つ
た

△
琉
球
列
島
内
の
貿
易
を
促
進
し
且
同
貿
易

経
営
の
適
切
な
る
施
策
を
確
立
す
る
た
め

茲
に
琉
球
列
島
貿
易
庁
を
設
置
す
る
べ
し

△
右
貿
易
庁
に
沖
縄
、
北
部
琉
球
列
島
及
南

部
琉
球
列
島
を
夫
々
代
表
す
る
各
一
人
宛

の
同
委
員
計
三
名
と
本
官
の
任
命
す
る
軍

政
府
将
校
を
以
て
組
織
せ
ら
る
べ
し

右
委
員
会
は
之
を
琉
球
列
島
貿
易
庁
と
称

す
べ
し

一
九
四
六
年

昭
和
二
十
一
年

八
｜
十
月

一
一



△
右
貿
易
庁
は
琉
球
列
島
内
貿
易
の
外
、
外

国
貿
易
の
計
画
を
準
備
す
べ
し

△
本
官
は
貴
官
に
於
て
右
貿
易
庁
沖
縄
代
表

委
員
一
名
を
任
命
せ
ん
こ
と
を
茲
に
要
請

す
、
但
し
同
委
員
は
信
頼
す
る
に
足
る
人

物
に
し
て
沖
縄
の
生
産
物
並
び
に
必
要
物

資
に
通
暁
せ
る
人
物
た
る
を
要
す

東
洋
一
の
海
港
都
／
那
覇
の
新

構
想
！
／
軍
政
府
が
設
計
図

を
提
示う
新
　
１
９
４
６
・
11
・
15

”
故
里
は
遠
き
に
あ
り
て
想
ふ
も
の
”
と
曾

て
あ
る
詩
人
は
歌
つ
た
が
生
れ
土
地
へ
の
愛

着
は
山
間
僻
地
の
一
寒
村
で
あ
れ
　
生
涯
忘

れ
得
な
い
牽
引
力
を
も
つ
も
の
だ
が
、
沖
縄

の
各
村
民
も
漸
く
お
ら
が
村
に
帰
へ
り
つ
き

移
動
完
了
の
祝
賀
会
が
逐
次
催
さ
れ
今
で
は

新
風
景
の
一
ツ
と
な
り
つ
ゝ
読
谷
、
北
谷
も

一
区
域
乍
ら
既
に
住
民
の
居
住
を
許
さ
れ
、

伊
江
島
も
来
春
は
帰
還
が
叶
ふ
や
う
で
あ

り
、
残
る
は
首
都
と
し
て
の
那
覇
復
興
の
問

題
と
な
る
が
、
さ
て
、
沖
縄
の
中
枢
部
に
し

て
繁
栄
を
誇
つ
た
那
覇
は
ど
う
な
る
か
？
何

日
そ
の
生
れ
町
に
帰
れ
る
か
？
那
覇
の
都
市

復
興
は
那
覇
人
に
限
ら
ず
全
住
民
に
取
つ
て

の
関
心
事
で
あ
る
が
、
先
に
軍
政
府
副
長
官

グ
レ
イ
グ
大
佐
は

那
覇
は
沖
縄
の
首
都
し
て
近
代
的
な
凡
ゆ

る
装
備
を
施
し
、
官
庁
街
、
商
店
街
、
住

宅
街
な
ど
に
区
劃
し
大
き
さ
は
さ
て
お
き

衛
生
等
文
化
施
設
に
於
て
は
東
洋
一
の
近

代
都
市
と
し
て
面
目
を
一
新
せ
し
む
べ

く
、
既
に
専
門
家
に
そ
の
都
市
計
画
を
命

じ
て
あ
る

と
語
つ
た
。
更
に
十
一
月
一
日
政
治
部
長
レ

イ
ト
ン
大
佐
は
知
念
地
区
に
引
越
し
た
ば
か

り
の
民
政
府
に
志
喜
屋
知
事
を
訪
問
、
こ
の

日
思
ひ
が
け
ず
も
持
参
し
た
那
覇
復
興
の
設

計
図
を
親
し
く
示
し
”
右
計
劃
に
関
す
る
民

政
府
側
の
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
ゝ
な
つ
た

が
、
民
政
府
当
局
は
直
に
軍
政
府
案
を
コ
ツ

ピ
イ
に
取
り
目
下
慎
重
に
研
究
を
進
め
て
ゐ

る
が
、
さ
て
待
望
の
海
港
都
市
・
東
洋
一
の

美
し
い
那
覇
”
は
い
か
な
る
構
想
の
も
と
に

建
設
が
進
め
ら
れ
る
か
、
読
者
と
共
に
該
設

計
図
を
披
き
ヂ
ー
プ
を
馳
つ
て
紙
上
の
新
都

を
一
巡
し
て
見
よ
う

街
路
樹
美
し
／
メ
イ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト

首
都
那
覇
の
心
臓
部
は
や
は
り
昔
な
つ
か
し

い
ナ
ハ
港
に
抱
か
れ
た
那
覇
四
町
に
建
設
さ

れ
る
も
の
で
　
メ
イ
ン
、
ス
ト
リ
ー
ト
は
元

県
庁
跡
に
新
装
さ
る
民
政
府
庁
舎
の
正
面
か

ら
ま
つ
す
ぐ
に
久
茂
地
　
松
山
町
に
整
然
た

る
ビ
ジ
ネ
ス
街
を
貫
い
て
　
西
の
海
岸
を
迂

廻
す
る
海
岸
遊
歩
道
に
結
び
つ
く
が
　
そ
の

前
に
こ
の
縦
の
メ
イ
ン
　
ス
ト
リ
ー
ト
と
直

角
に
交
る
横
の
本
通
り
が
あ
り
　
こ
の
界
隈

い
つ
た
い
が
繁
華
街
に
な
り
市
内
道
路
は
す

べ
て
こ
の
二
条
の
メ
イ
ン
　
ス
ト
リ
ー
ト
が

経
緯
と
し
て
碁
盤
目
に
四
□
し
本
道
路
は
真

中
の
街
路
樹
に
よ
つ
て
往
き
帰
り
の
車
道
に

二
分
さ
れ
　
更
に
人
道
に
あ
た
る
両
側
の
サ

イ
ド
・
ウ
エ
イ
も
街
路
樹
に
よ
り
車
道
と
仕

切
ら
れ
る
か
ら
三
列
の
美
し
い
緑
樹
が
街
か

ら
街
へ
つ
づ
く
わ
け
だ
　
さ
て
ま
つ
先
に
敬

意
を
表
す
べ
く
読
者
と
共
に
民
政
府
新
庁
舎

を
美
栄
橋
町
に
訪
へ
ば
な
ん
　
庁
舎
の
裏
手

か
ら
二
中
前
に
か
け
て
の
山
手
は
芝
生
と
樹

木
よ
り
な
る
田
□
画
風
の
公
園
に
緑
化
し
て

を
り
更
に
ヂ
ー
プ
を
市
内
に
乗
り
入
れ
る
と

各
所
の
公
共
建
物
は
適
宜
に
小
公
園
を
控
へ

マ
ア
ケ
ツ
ト
が
元
東
町
市
場
附
近
及
び
牧
志

町
の
両
所
に
小
公
園
を
前
に
清
潔
に
開
設
さ

れ
て
を
り
　
市
公
会
堂
は
ユ
ー
ワ
ー
グ
シ
ク

前
の
元
沖
縄
新
報
社
附
近
に
や
は
り
小
公
園

の
緑
を
照
り
返
へ
し
て
白
堊
の
建
物
等
の
目

じ
る
し
と
な
つ
て
ゐ
る
。
車
は
大
門
前
に
返

へ
し
徐
行
し
つ
ゝ
目
星
し
い
建
物
を
ひ
ろ
へ

ば
、
劇
場
　
ホ
テ
ル
は
や
ゝ
元
の
位
置
に
郵

便
局
　
消
防
署
等
は
櫛
比
し
　
工
場
地
帯
は

住
民
の
生
活
必
需
に
応
へ
て
牧
志
町
の
瓦
工

場
附
近
か
ら
那
覇
駅
方
面
に
か
け
て
発
展
し

軽
工
業
が
素
晴
し
い
活
気
を
見
せ
て
ゐ
る
の

だ
　
奥
武
山
公
園
を
望
み
つ
ゝ
漫
湖
の
畔
に

い
て
　
今
は
昔
の
御
物
城
の
石
垣
を
偲
び
な

が
ら
渡
地
か
ら
快
適
な
海
岸
遊
歩
道
を
一
気

に
飛
ば
せ
ば
西
の
□
は
瞬
く
間
に
花
崎
　
辻

原
　
三
も
う
子
一
体
の
丘
陵
地
帯
に
来
る
が

こ
こ
は
跡
形
な
く
整
地
さ
れ
て
　
那
覇
港
か

ら
慶
良
間
沖
合
ひ
を
一
望
に
収
め
る
絶
好
の

高
台
に
　
博
物
館
と
動
植
物
園
の
豪
華
な
建

物
だ
　
ゆ
つ
く
り
の
ぞ
き
た
い
と
こ
ろ
だ
が

も
う
す
ぐ
住
宅
街
だ
　
若
狭
町
　
兼
久
あ
た

り
へ
か
け
て
の
住
宅
街
を
一
瞥
し
つ
ゝ
泊
上

ノ
屋
へ
急
が
う
　
そ
こ
に
那
覇
市
民
を
賄
う

上
水
道
の
浄
水
池
が
あ
り
、
発
電
所
が
あ
る

の
だ住
宅
街
は
郊
外
に

ご
く
大
ざ
つ
ぱ
に
吾
々
は
新
都
那
覇
を
巡
つ

た
が
、
さ
あ
全
市
を
ふ
瞰
す
る
上
ノ
屋
の
青

芝
生
だ
、
こ
こ
ら
で
ヂ
ー
プ
を
す
て
ゝ
一
服

し
つ
ゝ
松
岡
工
務
部
長
の
意
見
を
敲
い
て
見

よ
う図
面
は
米
陸
軍
技
術
隊
の
設
計
に
な
り
第

一
次
の
試
案
と
云
ふ
べ
き
も
の
で
あ
ら
う

が
、
那
覇
の
海
岸
を
囲
廻
す
る
遊
歩
道
路

や
本
道
路
等
は
あ
ち
ら
で
も
珍
し
い
ほ
ど

の
近
代
的
な
美
化
を
も
つ
て
な
さ
れ
都
市

の
最
も
大
事
な
施
設
た
る
下
水
道
も
汚
水

が
科
学
的
に
処
理
さ
れ
る
設
備
を
も
ち

□
建
物
は
当
然
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
幾
層
建

と
な
ら
う
、
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
が
天
妃
校
附

近
に
な
つ
て
ゐ
る
が
、
学
校
等
は
郊
外
に

設
け
る
の
が
よ
く
は
な
い
か
と
意
見
を
申

し
た
と
こ
ろ
だ
。
こ
の
立
派
な
街
は
勿
論
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沖
縄
の
首
都
で
あ
り
、
那
覇
市
民
の
た
め

の
街
で
は
あ
る
。
こ
れ
で
は
狭
隘
に
す
ぎ

な
い
か
と
問
へ
ば
尤
も
だ
。
こ
れ
は
さ
し

あ
た
り
二
万
五
千
の
人
口
を
対
象
に
し
た

も
の
で
漸
次
山
の
手
に
拡
張
さ
れ
る
筈
だ

し
か
し
、
垣
花
、
住
吉
は
那
覇
港
の
岸
壁

に
附
随
す
る
施
設
と
な
つ
て
お
り
そ
の
南

部
の
丘
陵
地
域
と
と
も
に
住
民
の
居
住
は

と
う
て
い
見
込
み
な
か
ら
う
　
市
街
の
建

設
に
あ
た
つ
て
は
米
軍
の
全
面
的
な
支
援

に
依
り
工
作
隊
等
が
編
成
さ
れ
工
事
に
着

手
さ
れ
る
で
あ
ら
う

気
の
早
い
那
覇
ツ
子
よ
　
慌
て
ゝ
荷
ご
し
ら

へ
す
る
の
は
未
だ
早
い

那
覇
の
市
街
が
実
現
す
る
の
は
い
つ
か
？

と
志
喜
屋
さ
ん
が
思
は
ず
急
ぎ
込
み
尋
ね
た

と
こ
ろ
　
政
治
部
長
レ
イ
ト
ン
大
佐
の
曰
く

曾
て
大
震
災
で
灰
燼
に
帰
し
た
桑
港
は
完

全
に
復
興
す
る
の
に
三
十
年
を
要
し
た

ま
ア
そ
の
半
分
の
歳
月
は
要
し
よ
う

と
云
ふ
わ
け
で
あ
る

し
か
し
那
覇
と
桑
港
は
比
較
に
な
ら
ぬ
　
那

覇
ツ
子
よ
　
気
を
落
す
な
今
や
那
覇
人
の
那

覇
と
云
ふ
よ
り
沖
縄
の
首
都
　
那
覇
の
首
途

だ
　
そ
こ
い
ら
の
標
準
カ
バ
屋
と
は
自
ら
は

な
し
が
違
ふ
　
全
沖
縄
の
自
給
を
め
ざ
す
水

田
開
発
の
五
ケ
年
計
劃
と
並
行
さ
せ
　
腰
を

据
え
て
百
年
の
計
成
る
を
待
つ
べ
き
で
あ
ら

う

真
和
志
村
の
土
地
調
査

う
新
　
１
９
４
６
・
11
・
22

土
地
所
有
権
は
申
請
に
よ
り
戦
前
の
所
有
者

に
返
す
こ
と
に
な
り
各
町
村
で
は
民
政
府
の

指
示
に
よ
り
其
の
調
査
に
当
つ
て
ゐ
る
が
那

覇
に
隣
接
し
た
真
和
志
村
で
は
そ
の
三
割
近

く
が
村
外
出
身
者
の
所
有
に
な
つ
て
ゐ
た
関

係
上
調
査
に
随
分
支
障
を
来
し
て
ゐ
る
旨
同

村
長
金
城
和
信
氏
は
左
の
如
く
語
つ
た

真
和
志
村
は
那
覇
市
の
自
然
ぼ
う
脹
に
よ

り
半
都
半
農
に
発
展
し
た
其
の
三
割
近
く

の
土
地
が
村
外
出
身
者
の
所
有
に
な
つ
て

ゐ
た
関
係
上
土
地
所
有
権
の
調
査
整
理
に

随
分
困
難
を
感
じ
て
ゐ
る
の
で
此
の
際
真

和
志
村
に
土
地
を
所
有
し
て
ゐ
る
他
市
町

村
出
身
者
は
早
く
所
有
地
所
在
の
字
委
員

会
に
申
請
し
て
貰
い
た
い
　
若
し
申
請
が

な
い
と
き
は
不
在
地
主
と
し
て
処
理
さ
れ

る
と
思
ふ

な
ほ
各
調
査
は
六
ケ
月
間
に
完
了
す
る
こ
と

に
な
つ
て
ゐ
る
が
真
和
志
村
で
は
八
月
二
十

三
日
着
手
し
た

”
こ
ど
も
の
く
に
”
／
那
覇
市

が
託
児
所
開
設

う
新
　
１
９
４
６
・
11
・
22

女
子
の
過
剰
は
戦
後
人
口
動
態
の
常
で
あ
り

従
つ
て
生
産
復
興
は
女
子
労
務
者
に
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
も
大
で
あ
る
　
陶
器
業
の
復
興

を
理
由
に
昨
年
十
一
月
先
遣
隊
の
移
動
を
み

た
那
覇
市
で
は
其
の
後
の
順
調
な
□
□
と
疎

開
者
帰
還
等
に
よ
り
十
月
五
日
現
在
で
人
口

二
千
六
百
四
十
九
人
を
数
え
其
の
五
割
五
分

が
女
子
と
な
つ
て
ゐ
る
が
可
働
者
の
比
率
は

遥
か
に
女
子
が
多
く
女
子
労
務
者
な
し
に
は

到
底
労
務
調
整
が
成
り
立
た
ず
一
方
女
子
労

務
員
の
障
害
と
な
つ
て
ゐ
た
乳
幼
児
の
心
配

を
除
く
た
め
沖
縄
で
最
初
の
試
み
で
あ
る
常

設
託
児
所
の
設
立
が
認
可
さ
れ
敷
地
五
百
坪

コ
ン
セ
ツ
ト
二
棟
に
内
容
を
充
実
し
職
員
も

所
長
以
下
十
四
人
　
全
市
民
の
待
望
を
担
つ

て
十
□
日
早
々
開
設
す
る
運
び
と
な
つ
た

な
お
収
容
児
は
五
才
以
下
二
百
名
で
お
八
つ

の
ミ
ル
ク
や
菓
子
ま
で
給
与
す
る
楽
し
い
計

画
で
あ
り
凡
て
の
経
費
は
民
政
府
総
務
部
社

会
課
に
属
し
市
で
管
理
す
る
こ
と
に
な
つ
て

ゐ
る復

興
資
材
八
十
万
石
／
五
万
戸

分
続
々
入
荷
／
マ
司
令
部
の

指
令
愈
々
実
現

う
新
　
１
９
４
６
・
11
・
29

沖
縄
の
復
興
事
業
も
漸
く
軌
道
に
乗
り
着
々

進
捗
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
も
の
の
　
一
も
資

材
、
二
も
資
材
で
各
方
面
そ
の
資
材
難
を
か

こ
つ
て
ゐ
る
現
状
で
あ
る
が
　
十
一
月
十
九

日
莫
大
な
る
建
築
資
材
が
日
本
々
土
よ
り
那

覇
港
に
着
荷
　
目
下
陸
揚
げ
を
了
へ
各
地
区

の
集
積
所
へ
輸
送
を
急
ぎ
つ
ゝ
あ
り
　
日
本

材
八
十
万
石
　
釘
七
百
五
十
噸
　
セ
メ
ン
ト

二
万
袋
で
こ
の
次
に
資
材
は
直
ち
に
民
需
用

に
向
け
ら
れ
る
も
の
で
優
に
標
準
家
屋
五
万

戸
を
建
造
す
る
に
足
る
数
量
で
こ
れ
は
予
定

の
半
数
が
到
着
し
た
も
の
で
後
続
々
入
荷
を

見
る
筈
で
あ
る
、
か
く
て
復
興
の
隘
路
と
な

つ
て
ゐ
る
資
材
難
も
こ
れ
で
緩
和
さ
れ
る
で

あ
ら
う
尚
右
資
材
は
マ
司
令
部
の
指
令
に
依

り
日
本
々
土
よ
り
輸
送
さ
れ
た
も
の
で
沖
縄

復
興
に
対
す
る
日
本
政
府
の
積
極
的
援
助
と

云
ふ
よ
り
　
完
膚
な
い
ま
で
に
戦
禍
を
豪
ら

し
め
た
沖
縄
に
対
し
当
然
果
さ
ね
ば
な
ら
ぬ

償
ひ
の
幾
分
か
で
あ
り
　
こ
れ
が
マ
司
令
部

の
督
励
に
よ
つ
て
実
現
の
運
び
と
な
つ
た
も

の
で
あ
る
十
一
月
二
十
四
日
　
志
喜
屋
知
事

は
右
に
関
し
次
の
如
く
語
つ
た

先
に
ク
レ
イ
グ
副
長
官
は
”
日
本
よ
り
君

に
お
土
産
だ
よ
”
と
皮
肉
た
つ
ぷ
り
云
は

れ
た
が
　
昨
日
レ
イ
ト
ン
中
佐
が
見
え
復

興
資
材
に
就
き
は
な
し
が
あ
つ
た
通
り
こ

の
建
築
資
材
は
マ
司
令
部
が
日
本
政
府
に

命
じ
て
送
ら
せ
た
も
の
で
あ
り
　
当
然
当

地
の
米
軍
政
府
本
部
の
尽
力
に
依
る
も
の

で
　
レ
イ
ト
ン
中
佐
の
は
な
し
に
依
れ
ば

最
近
　
日
本
政
府
□
沖
縄
地
方
復
興
費
と

し
て
一
億
円
を
計
上
し
て
ゐ
る
と
の
神
な

ど
も
伝
つ
て
ゐ
る
が
こ
れ
は
日
本
の
自
発

的
な
好
意
と
云
ふ
よ
り
も
　
当
地
米
軍
政

一
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府
の
積
極
的
な
意
志
で
あ
る
こ
と
を
察
知

し
吾
々
住
民
は
軍
に
協
力
以
て
沖
縄
復
興

に
全
力
を
注
が
ね
ば
な
る
ま
い

芽
生
え
る
那
覇
／
民
需
品
管
理

を
民
政
委
任

う
新
　
１
９
４
６
・
11
・
29

十
一
月
一
日
軍
政
府
が
那
覇
復
興
の
設
計
図

を
民
政
府
に
提
出
し
た
こ
と
は
既
報
の
通
り

で
あ
る
が
更
に
那
覇
港
湾
の
埠
頭
作
業
隊
も

近
々
に
出
動
の
様
子
で
あ
り
復
興
資
材
も

続
々
入
荷
し
つ
つ
あ
り
　
那
覇
方
面
は
頓
に

活
気
を
呈
し
て
再
建
の
気
運
熟
し
つ
ゝ
あ
る

が
同
港
が
将
来
沖
縄
最
大
の
貿
易
港
に
発
展

す
る
の
は
最
早
う
た
が
う
べ
く
も
な
い
事
実

で
近
く
沖
縄
に
入
荷
す
る
輸
入
品
は
一
元
的

に
那
覇
港
が
そ
の
□
□
場
と
な
り
現
在
沖
縄

に
入
荷
す
る
全
物
資
は
凡
て
米
軍
が
管
理
し

て
ゐ
る
が
民
需
品
に
関
し
て
は
今
後
民
間
一

任
の
方
針
で
軍
政
府
政
治
部
長
レ
イ
ト
ン
中

佐
は
十
一
月
二
十
二
日
民
政
府
に
志
喜
屋
知

事
を
訪
問
し
次
の
如
く
重
要
な
る
報
告
を
な

し
た即
ち
沖
縄
に
入
荷
す
る
民
需
用
の
物
資
の

集
散
に
就
き
之
を
統
轄
し
て
管
理
に
当
る

総
監
督
を
置
き
　
そ
の
監
督
下
に
埠
頭
労

務
隊
長
を
置
く
か
　
前
者
に
三
人
後
者
に

一
人
の
助
手
を
置
く
も
の
と
し
さ
し
あ
た

り

総
監
督

の
候
補
者
を
推
薦
せ
よ
と

云
ふ
の
で
あ
る
が
民
政
府
で
は
直
ち
に
二
十

三
日
午
前
十
時
右
候
補
者
を
軍
政
府
に
推
薦

し
た
　
か
く
し
て
米
軍
よ
り
引
渡
さ
れ
る
民

需
品
は
現
在
土
木
建
築
資
材
は
工
務
　
食
糧

□
衣
服
品
は
商
務
　
医
療
品
は
公
衆
衛
生
部

で
こ
れ
が
管
理
に
あ
た
つ
て
ゐ
る
が
更
に
こ

の
上
に
之
ら
の
全
物
資
を
一
元
的
に
総
覧
す

る

総
監
督

を
置
き
こ
れ
は
更
に
波
止
場

作
業
隊
の
指
揮
に
あ
た
り
将
来
は
那
覇
建
設

に
も
采
配
を
揮
ひ
当
然
那
覇
市
長
た
り
得
る

手
腕
力
量
あ
る
人
物
と
云
ふ
の
で
あ
る
尚
こ

の
仕
事
は
十
二
月
十
五
日
よ
り
開
始
す
る
予

定
で
準
備
が
進
め
ら
れ
て
ゐ
る

一
九
四
六
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居
住
地
許
可
う
新
　
１
９
４
７
・
１
・
17

一
月
八
日
左
の
各
村
一
部
禁
止
区
域
は
夫
々

住
民
の
居
住
を
許
可
さ
れ
た

△
真
和
志
村
旧
真
和
志
校
附
近
即
ち
国
場
よ
　

り
元
役
場
に
通
ず
る
道
路
と
識
名
　
与
儀

間
道
路
が
交
叉
す
る
裏
側
一
部

△
中
城
　
宜
野
湾
の
両
村
を
含
む
五
号
線
道

路

元
宜
野
湾
街
道

の
裏
側
一
部

△
北
谷
村
　
字
北
谷
桑
江
間
の
東
側
山
手
の

一
部安謝

居
住
許
可

う
新
　
１
９
４
７
・
１
・
31

真
和
志
村
元
安
謝
部
落
は
現
在
工
務
部
の
材

木
置
場
に
な
つ
て
い
る
が
同
字
一
体
は
一
月

二
十
三
日
住
�
の
居
住
を
許
可
さ
れ
た

奥
武
山
公
園
に
ペ
ル
リ
村
の
出

現
／
作
業
隊
は
り
き
る

新
民
報
　
１
９
４
７
・
３
・
25

那
覇
港
作
業
隊
は
支
配
人
國
場
幸
太
郎
氏

副
支
配
人
眞
榮
城
守
行
氏
、
呉
我
春
信
氏
の

三
氏
が
、
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
軍
政
府
と
民

政
府
の
下
で
活
動
し
て
ゐ
る
。
作
業
隊
は
総

勢
三
千
人
近
か
く
に
達
つ
し
昼
夜
三
交
代
制

で
事
務
所
は
奥
武
山
公
園
内
に
置
て
ゐ
る
。

作
業
隊
員
は
那
覇
出
身
者
を
優
先
に
採
用
し

賃
金
は
一
時
間
八
十
銭
程
度
で
あ
る
が
重
労

働
者
と
し
て
三
千
カ
ロ
リ
ー
の
食
糧
が
与
へ

ら
れ
て
ゐ
る
。
作
業
隊
家
族
の
住
宅
は
奥
武

山
公
園
運
動
場
を
初
め
と
し
て
壺
川
垣
花
、

落
平
の
上
や
真
和
志
村
刑
務
所
附
近
に
設
け

ら
れ
近
か
く
、
こ
の
新
住
宅
を
一
円
と
す
る

村
政
が
し
か
れ
初
代
村
長
に
は
國
場
幸
太
郎

氏
が
就
任
す
る
筈
で
あ
る
。
奥
武
山
住
宅
に

は
水
道
、電
気
等
の
便
も
あ
り
近
か
く
学
校
、

病
院
そ
の
他
の
設
備
も
完
備
す
る
筈
で
あ
る

が
、
こ
の
新
ら
し
い
村
に
は
、
今
か
ら
約
九

十
年
前
の
五
月
二
十
六
日
ミ
シ
シ
ツ
ピ
ー
号

に
座
乗
し
た
ペ
ル
リ
提
督
が
、
サ
ス
ク
エ
ン

ナ
号
や
サ
ブ
ラ
イ
号
を
引
倶
し
て
要
港
那
覇

に
上
陸
し
た
、
ゆ
か
り
を
も
つ
て

ペ
ル
リ

村

と
命
名
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。
奥
武
山
の

松
樹
は
戦
火
を
の
が
れ
、
こ
ん
も
り
と
茂
つ

て
ゐ
る
が
護
国
神
社
は
僅
に
社
務
所
の
み
を

残
し
本
殿
は
吹
き
と
ん
で
あ
と
か
た
も
な

い
。

那
覇
発

み
な
と
村う
新
　
１
９
４
７
・
５
・
９

民
政
府
で
は
去
る
五
月
一
日
付
告
示
で
当
分

の
間
左
記
区
域
を
以
て
み
な
と
村
を
置
く
こ

と
に
決
定
　
同
村
長
に
國
場
幸
太
郎
氏
が
任

命
さ
れ
た

区
域
△
真
和
志
村
字
楚
辺
原
の
一
部
　
美
武
田
原

長
作
原
　
一
部
　
阿
手
川
原
　
赤
畑
原

△
那
覇
市
通
堂
町
の
一
部
　
山
下
町

各
種
選
挙
へ
の
適
用
期
し
／
先

ず
市
町
村
選
挙
法
を
制
定
／

マ
司
令
部
か
ら
係
官
来
島
民

政
府
成
案
急
ぐ

う
新
　
１
９
４
７
・
５
・
16

民
主
々
義
は
人
民
の
政
治
で
人
民
の
政
治
は

一
般
選
挙
か
ら
始
ま
る
　
そ
の
意
味
で
選
挙

の
実
施
は
全
沖
縄
住
民
等
し
く
待
望
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
　
去
る
九
日
軍
政
府
で
は
沖

縄
に
於
け
る
市
町
村
選
挙
法
の
制
定
に
関
す

る
対
策
及
び
指
示
事
項
を
知
事
宛
指
令
し
た

が
こ
の
指
令
に
は

沖
縄
の
各
種
選
挙
を
な

す
に
当
つ
て
小
範
囲
の
改
訂
で
広
く
適
用
し

得
る
よ
う

留
意
す
べ
し
と
さ
れ
て
い
る
が
、

先
ず
各
種
選
挙
に
対
す
る
基
準
を
示
し
　
こ

れ
に
準
じ
代
表
者
を
あ
げ
て
選
挙
法
規
や
取

締
規
則
を
制
定
す
る
よ
う
に
な
つ
て
い
る

そ
の
整
備
の
た
め
に
は
軍
政
府
の
援
助
は
勿

論
　
わ
ざ
わ
ざ
マ
ツ
カ
ー
サ
ー
司
令
部
か
ら

キ
ル
ト
ン
氏
が
先
週
派
遣
さ
れ
て
来
た

日
本
の
公
職
追
放
や
資
格
審
査
な
ど
と
関
連

し
わ
題
の
種
と
な
つ
て
い
る
候
補
者
の
資
格

で
は
軍
国
主
義
的
学
歴
を
有
す
る
者
や
政
策

樹
立
の
地
位
に
あ
る
官
公
吏
及
び
前
科
あ
る

者
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
選
挙
運
動
の
禁
止
行

為
は
従
前
と
大
差
な
く
そ
の
他
選
挙
委
員
会

や
選
挙
人
登
録
選
挙
人
資
格
な
ど
選
挙
に
関

す
る
一
切
の
事
項
を
網
羅
し
て
い
る
が
最
後

に
地
方
自
治
体
構
成
の
項
で
は
市
町
村
長
の

権
限
　
任
期
や
議
会
の
権
限
　
会
期
　
招
集

及
び
地
方
自
治
体
の
組
織
な
ど
の
項
目
も
掲

げ
ら
れ
て
い
る
特
に
こ
の
指
令
に
は
　
こ
の

選
挙
法
及
取
締
規
則
は
自
治
に
関
し
沖
縄
住

民
を
十
分
ひ
益
す
る
よ
う
制
定
し

且
つ
軍

布
告
指
令
等
に
抵
触
せ
ざ
る
よ
う

留
意
す

べ
き
旨
指
摘
さ
れ
て
い
る
　

要
求
事
項
の
主
な
る
も
の
次
の
通
り

要
求
事
項

△
選
挙
委
員
会
　
三
名
乃
至
五
名

一
名
は
民
政
府
　
一
名
は
民
間
教
育
者
一

名
は
市
町
村
長
に
よ
り
一
般
よ
り
夫
々
選

出
　
五
名
の
場
合
は
三
名
を
一
般
よ
り
選

出
職
務
責
任
は
下
記
の
各
項
　
選
挙
の
管

理
選
挙
人
名
簿
　
選
挙
被
選
挙
人
資
格
　

投
票
選
挙
に
関
す
る
告
訴
等

△
選
挙
人
登
録
　
有
資
格
選
挙
人
の
居
住
　
　

年
齢
其
の
他
の
一
覧
簿
に
関
す
る
事
項

△
選
挙
人
資
格
　
年
齢
　
住
居
其
他
の
規
程

△
候
補
者
　
資
格
年
齢
　
居
住
　
軍
国
主
義

的
経
歴
者
　
政
策
樹
立
の
地
位
に
あ
る
官

公
吏
の
禁
止
　
前
科
あ
る
者
の
調
査
　
立

一
九
四
七
年

昭
和
二
十
二
年

一
｜
五
月

一
五

一
九
四
七
年
　

民



候
補
者
の
選
挙
事
務
其
他

△
選
挙
運
動
　
期
間
　
禁
止
行
為

選
挙
費

過
剰
　
公
職
濫
用
　
贈
賄
買
収
　
饗
応

選
挙
費
の
公
表
　
用
紙
制
限

△
選
挙
事
項
　
市
町
村
長
及
議
員
選
挙
は
直

接
選
挙
の
み
を
用
う
　
投
票
方
式
開
票
其

他
に
関
す
る
事
項

△
地
方
自
治
体
構
成
　
市
町
村
長
の
権
限
　

任
期
　
議
会
の
権
限
　
会
期
　
招
集
　
官

公
吏
任
命
と
議
会
の
権
限
　
其
他
人
事
に

関
す
る
事
項

幕
舎
以
下
全
建
物
に
／
愈
々
家

屋
税
を
賦
課
／
税
金
は
無
賃

居
住
者
が
負
担
す

う
新
　
１
９
４
７
・
６
・
６

税
制
復
活
に
よ
り
売
上
税
　
興
業
税
　
所
得

税
等
は
既
報
の
通
り
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な

つ
た
が
今
回
更
に
家
屋
税
が
賦
課
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
四
月
一
日
に
遡
り
全
般
的
に
賦
課

徴
収
さ
れ
る
こ
と
ゝ
な
つ
た

即
ち
軍
政
府
で
は
去
月
二
十
二
日
付
指
令

第
二
十
二
号
を
以
て
こ
の
旨
知
事
宛
通
牒
を

発
し
た
が
　
こ
の
指
令
に
基
き
民
政
府
財
政

部
主
税
課
で
は
　
家
屋
台
帳
を
調
製
の
上

家
屋
を
九
段
階
に
分
類
し
そ
の
家
賃
評
価
を

な
し
　
こ
れ
を
基
準
と
し
て
賦
課
す
る
こ
と

に
な
つ
て
い
る
が
　
税
率
は
近
く
民
政
府
に

於
て
決
定
の
上
軍
政
府
の
認
可
を
得
た
後
四

月
一
日
に
遡
り
徴
収
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い

る
　
指
令
要
旨
は
次
の
通
り

△
家
屋
は
新
旧
　
及
び
今
後
の
新
築
を
問
わ

ず
凡
て
各
地
区
税
務
署
の
家
屋
台
帳
に
登

録
す
る
こ
と
　
こ
れ
に
よ
り
課
税
の
基
礎

と
な
る
家
賃
を
決
定
す
る

△
家
屋
台
帳
に
は
次
の
事
項
を
記
入
す
る

法
律
上
の
所
有
者
所
在
地
　
登
録
番
号
　
　

延
坪
　
建
物
形
態
　
年
数
と
建
物
の
状
況

種
別
　
税
額

△
各
家
屋
の
法
律
上
の
所
有
者
は
右
の
事
項

を
確
認
す
る
義
務
を
有
し
且
つ
市
町
村
長

は
所
管
内
家
屋
に
関
し
右
の
事
項
の
正
確

を
期
す
責
任
を
有
す
　
こ
れ
を
故
意
に
歪

曲
す
る
場
合
は
茲
に
所
定
の
処
罰
を
受
く

△
今
期
課
税
年
度
は
一
九
四
七
年
四
月
一
日

よ
り
一
九
四
八
年
三
月
三
十
一
日
迄
と
す

△
贈
与
家
屋
　
住
宅
　
店
舗
　
工
場
　
倉
庫
　

其
他
　
こ
ゝ
に
家
屋
と
称
す
る
も
の
は
戦

災
住
宅
地
に
建
て
ら
れ
た
す
べ
て
の
仮
小

舎
　
地
主
の
所
有
に
か
ゝ
る
と
否
と
を
問

わ
ず
　
其
他
如
何
な
る
場
所
た
る
を
問
わ

ず
す
べ
て
の
建
物
を
含
む

△
法
律
上
の
所
有
者
と
は
現
に
家
賃
を
他
人

に
支
払
つ
て
い
な
い
場
合
は
そ
の
占
有
者

家
賃
を
支
払
つ
て
い
る
場
合
は
そ
の
取
得

者
と
す
所
有
者
に
は
法
人
を
含
む

△
税
率
　
課
税
の
基
礎
は
各
家
屋
に
定
め
ら

れ
た
家
賃
に
よ
る
　
家
賃
は
九
種
類
に
分

ち
　
延
坪
数
形
態
其
他
の
条
件
に
よ
つ
て

決
め
ら
れ
る
が
　
一
坪
一
ケ
年
十
二
円
を

越
ゆ
る
こ
と
を
得
ず
　
こ
の
家
賃
は
民
政

府
主
税
課
を
し
て
至
急
定
め
し
む
る
こ
と

△
徴
収
　
法
律
上
の
家
屋
所
有
者
は
年
二
回

六
月
及
び
十
一
月
中
に
半
期
の
税
を
前
納

す
る

△
申
告
　
家
屋
の
状
態
其
他
に
変
更
あ
る
際

は
三
十
日
以
内
に
税
務
署
に
報
告
訂
正
さ

す
こ
と
　
ま
た
税
賦
課
に
関
し
不
服
あ
る

場
合
は
台
帳
記
入
後
三
十
日
以
内
に
再
調

査
を
申
請
す
る
こ
と
　
こ
れ
に
対
し
市
町

村
査
定
委
員
会
が
最
終
決
定
を
な
す

△
免
税
家
屋
　
民
政
府
並
に
市
町
村
の
有
す

る
家
屋
　
公
共
団
体
に
よ
り
公
共
の
目
的

に
使
用
さ
れ
る
家
屋
学
校
建
築
　
教
会
　

神
社
　
寺
院
其
他
法
律
の
定
む
る
建
物

但
し
右
の
中
居
住
に
使
用
さ
る
ゝ
部
分
に

対
し
て
は
課
税
す

△
罰
則
　
税
法
違
反
者
は
五
千
円
以
下
の
罰

金
二
年
以
下
の
禁
錮
又
は
両
方
に
処
せ
ら

れ
る
こ
と

那
覇
市
が
土
地
調
査

う
新
　
１
９
４
７
・
８
・
８

か
ね
て
よ
り
土
地
調
査
開
始
準
備
中
で
あ
つ

た
那
覇
市
で
は
愈
々
本
月
よ
り
そ
の
事
務
を

開
始
す
る
こ
と
に
な
つ
た
が
那
覇
市
に
土
地

を
有
す
る
者
は
来
る
十
月
三
十
一
日
ま
で
に

那
覇
市
役
所
内
土
地
所
有
権
委
員
会
宛
に
申

請
書
を
提
出
す
る
よ
う
要
求
し
て
い
る
調
査

料
は
一
筆
に
つ
き
七
円
　
詳
細
は
最
寄
の
市

町
村
役
場
で
承
知
の
こ
と

選
挙
名
簿
確
定
す

う
新
　
１
９
４
７
・
９
・
12

各
種
選
挙
を
前
に
各
市
町
村
で
は
民
政
府
の

指
示
に
よ
り
八
月
一
日
現
在
で
選
挙
人
名
簿

を
作
製
し
た
が
本
月
一
日
よ
り
十
日
間
の
閲

覧
期
間
も
す
ぎ
名
簿
は
確
定
し
た

な
お
今
回
の
選
挙
法
に
よ
る
選
挙
権
並
に
被

選
挙
権
お
よ
び
そ
の
欠
格
条
項
等
は
次
の
よ

う
に
な
つ
て
い
る

△
選
挙
権
　
八
月
一
日
の
名
簿
作
製
期
に
於

て
当
該
市
町
村
に
居
住
一
ケ
月
以
上
で
満

二
十
才
以
上
の
男
女

欠
格
条
項

一
　
一
ケ
月
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
る

者
二
　
罰
金
五
百
円
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ

た
る
者

三
　
刑
の
執
行
中
た
る
者

四
　
刑
の
執
行
猶
予
中
た
る
者

五
　
法
令
に
依
り
強
制
入
院
中
た
る
者

△
被
選
挙
権
　
選
挙
権
を
有
す
る
も
の
ゝ
中
　

で
選
挙
施
行
の
日
に
於
て
満
二
十
五
才
以

上
の
男
女

欠
格
条
項

一
九
四
七
年

昭
和
二
十
二
年

五
｜
九
月

一
六



一
　
検
事
　
警
察
官
及
収
税
官
吏

二
　
選
挙
管
理
委
員
　
同
委
員
会
書
記
　

投
票
分
会
長

三
　
配
給
事
務
に
従
事
す
る
職
員

復
興
の
促
進
を
期
し
／
土
地
収

用
法
を
発
動
／
公
共
事
業
と

私
企
業
に
も
適
用

う
新
　
１
９
４
７
・
10
・
17

土
地
の
使
用
権
は
経
済
内
令
に
よ
り
軍
政
府

よ
り
知
事
に
委
任
さ
れ
知
事
は
便
宜
上
こ
れ

を
市
町
村
長
に
委
嘱
し
て
い
る
も
の
ゝ
最
近

土
地
所
有
権
の
調
査
を
所
有
権
の
認
定
と
間

違
え
旧
地
主
が
平
気
で
立
退
き
や
耕
地
返
還

等
の
不
法
要
求
を
行
い
各
地
に
面
白
か
ら
ぬ

問
題
を
惹
起
し
つ
つ
あ
り
特
に
沖
縄
復
興
の

重
大
使
命
を
担
つ
て
活
躍
す
る
公
共
団
体
或

は
私
企
業
の
使
用
す
る
土
地
に
関
し
て
も
旧

地
主
や
部
落
民
の
反
対
等
で
難
関
に
逢
着
し

そ
の
前
途
は
憂
慮
さ
れ
て
い
た
が
軍
政
府
で

は
去
る
十
月
七
日
付
で
公
共
の
目
的
の
た
め

の
土
地
収
用
に
関
し
特
別
布
告
二
十
二
号
及

び
指
令
四
十
四
号
を
発
布
し
た

即
ち
学
校
　
公
園
　
道
路
　
運
動
場
　
埋
立

治
水
及
び
灌
漑
工
事
　
鉄
道
　
電
わ
　
が
ス

電
気
其
の
他
一
般
の
福
祉
を
増
進
す
る
公
共

事
業
の
建
築
物
及
び
工
事
の
構
築
維
持
運
営

の
た
め
正
当
に
認
許
さ
れ
た
公
共
団
体
又
は

私
企
業
団
体
は
琉
球
列
島
内
の
如
何
な
る
土

地
に
対
し
て
も
優
先
的
に
使
用
権
を
与
え
ら

れ
る
も
の
で
そ
の
土
地
の
所
有
又
は
使
用
に

際
し
購
買
若
し
く
は
適
当
な
方
法
で
権
利
を

獲
得
し
得
な
い
と
き
は
公
共
団
体
の
場
合
は

団
体
自
体
か
或
は
民
政
府
が
同
権
限
獲
得
の

手
続
き
を
な
し
私
企
業
団
体
の
場
合
は
直
接

自
身
で
該
土
地
管
轄
の
民
裁
判
所
に
手
続
き

を
行
い
手
続
き
と
同
時
に
所
有
若
く
は
使
用

権
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
　
但

し
そ
の
際
正
当
な
補
償
を
行
は
ね
ば
な
ら
な

い
　
こ
の
布
告
に
よ
つ
て
従
来
復
興
促
進
の

ブ
レ
ー
キ
と
な
つ
て
い
た
の
が
廃
除
さ
れ
る

こ
と
と
な
つ
た
わ
け
で
あ
る

琉
球
に
於
け
る
政
治
活
動
の
限

界
明
確
化
／
言
論
の
自
由
と

政
党
う
新
　
１
９
４
７
・
10
・
24

復
興
の
歩
み
と
と
も
に
漸
次
沖
縄
に
於
け
る

政
治
的
な
動
き
も
甦
生
の
途
を
た
ど
り
沖
縄

人
民
党
を
初
め
民
主
同
盟
　
沖
縄
社
会
党

琉
球
社
会
党

青
年
民
主
連
盟
の
五
結
社
が

既
に
届
出
を
し
て
い
る
が
近
く
実
施
に
な
る

市
町
村
各
級
選
挙
を
目
前
に
控
え
　
政
治
活

動
並
び
に
言
論
の
自
由
に
関
し
て
は
紛
々
た

る
個
々
の
言
説
か
ら
い
ろ
い
ろ
流
説
が
巷
間

に
伝
え
ら
れ
一
般
を
迷
わ
せ
て
い
た
と
こ
ろ

今
回
軍
政
府
で
は
こ
れ
を
明
ら
か
に
規
定
す

る
こ
と
ゝ
な
り
十
月
十
五
日
付
特
別
布
告
第

二
十
三
号
に
よ
り
政
党
活
動
を
公
開
な
ら
し

め
る
こ
と
ゝ
し
全
住
民
へ
之
を
指
示
す
る
事

と
な
つ
た
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
軍
政
府
の
施
策

並
び
に
こ
れ
に
因
る
民
政
府
の
方
策
に
対
し

て
は
批
判
を
加
え
る
こ
と
を
明
白
に
禁
じ
ら

れ
て
い
る
が
　
第
五
節
に
於
て
軍
政
府
の
施

策
に
対
し
平
和
的
に
そ
の
廃
止
　
修
正
を
請

願
し
た
り
　
ま
た
民
政
府
其
他
市
町
村
官
公

吏
の
適
否
を
論
議
す
る
こ
と
は
決
し
て
禁
じ

て
い
な
い
こ
と
が
明
白
に
さ
れ
軍
政
府
が
出

来
得
る
限
り
の
政
治
的
自
由
を
沖
縄
住
民
に

附
与
せ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る

な
お
非
紳
士
的
な
個
人
的
中
傷
や
選
挙
に
お

け
る
買
収
行
為
な
ど
に
対
し
て
も
こ
れ
を
予

想
し
明
記
さ
れ
て
い
る
要
項
は
次
の
通
り
で

あ
る
△
政
党
　
と
は
候
補
者
の
選
挙
に
影
響
を
与

え
ま
た
は
与
え
ん
と
す
る
目
的
で
寄
附
を
受

け
ま
た
出
費
を
な
す
す
べ
て
の
委
員
会
団
体

並
に
組
織
体
を
含
む

△
政
党
の
義
務
　
琉
球
に
於
け
る
政
と
う
は

次
の
義
務
を
有
す

い
　
政
と
う
の
受
け
た
あ
ら
ゆ
る
資
金
及
び

政
と
う
の
支
払
つ
た
あ
ら
ゆ
る
出
費
を
詳

細
正
確
に
記
録
し
且
つ
そ
の
写
し
を
各
民

政
府
及
軍
政
府
へ
毎
月
十
五
日
に
前
月
分

を
提
出
す
る
こ
と

ろ
　
各
軍
民
両
政
府
に
完
全
且
つ
現
任
の
役

員
及
び
執
行
委
員
名
簿
を
出
す
事

は
　
書
類
を
以
て
政
党
の
目
的
及
び
そ
の
政

策
綱
領
を
軍
民
両
政
府
へ
届
け
出
る
こ
と

に
　
政
党
の
支
持
す
る
す
べ
て
の
候
補
者
の

氏
名
を
公
表
し
且
つ
軍
民
両
政
府
に
文
書

を
以
て
報
告
す
る
こ
と

ほ
　
寄
附
金
　
出
費
の
会
計
役
員
及
び
執
行

委
員
名
簿
　
目
的
　
政
策
綱
領
　
候
補
者

の
目
録
は
届
出
の
日
よ
り
二
ケ
年
間
民
政

府
の
公
文
書
と
し
且
つ
一
般
の
閲
覧
に
供

す
△
政
党
に
対
す
る
制
限
　
役
員
又
は
党
員
を

通
じ
如
何
な
る
政
党
も
次
の
事
を
し
て
は

な
ら
ぬ

い
　
政
治
的
目
的
の
た
め
に
琉
球
に
対
す
る

連
合
国
中
何
れ
か
の
国
の
政
策
　
及
び
琉

球
諸
島
或
は
琉
球
人
に
対
す
る
軍
政
府
の

政
策
に
対
し
敵
意
あ
る
又
は
有
害
な
る
或

は
こ
れ
を
批
判
す
る
発
言
若
く
は
印
刷
物

文
書
の
配
布

ろ
　
適
用
さ
れ
る
選
挙
法
の
罰
則
違
反
を
謀

議
　
企
図
　
教
唆
助
言
或
は
違
反
す
る
こ

と
は
　
候
補
者
其
他
の
者
を
誹
毀
し
　
中
傷
す

る
こ
と

に
　
軍
政
府
の
法
律
　
布
告
　
指
令
　
命
令

及
び
規
則
の
侵
犯
を
示
そ
う
と
す
る
こ
と

ほ
　
候
補
者
の
選
挙
に
関
し
て
銀
行
や
組
合

団
体
か
ら
寄
附
を
う
け
る
こ
と

へ
　
投
票
を
得
又
は
そ
れ
を
阻
止
す
る
た
め

一
九
四
七
年

昭
和
二
十
二
年
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｜
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月
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又
は
候
補
者
に
賛
成
或
は
反
対
投
票
を
す

る
よ
う
　
人
に
わ
い
ろ
を
な
し
或
は
わ
い

ろ
を
申
し
出
る
こ
と

△
政
治
的
集
会
　
政
党
は
彼
等
の
政
治
運
動

を
助
長
す
る
た
め
屋
内
　
屋
外
を
問
わ
ず

集
会
　
集
合
其
他
の
会
合
を
行
う
こ
と
を

得
△
通
則
　
本
布
告
は
法
律
　
法
規
　
軍
政
府

の
布
告
　
指
令
　
命
令
　
規
則
の
実
施

廃
止
　
修
正
の
た
め
の
平
和
的
な
請
願
を

禁
じ
或
は
琉
球
官
公
吏
の
適
否
と
公
正
に

論
議
す
る
事
を
防
げ
る
も
の
で
は
な
い

△
刑
罰
　
第
一
条
　
軍
政
府
は
こ
の
布
告
条

項
に
違
反
し
た
政
党
の
活
動
を
廃
止
し
又

は
そ
れ
を
解
散
す
る
権
限
を
保
留
す
る

第
二
条
　
本
布
告
を
故
意
に
犯
し
た
者
は
一

万
円
以
下
の
罰
金
或
は
二
年
以
下
の
懲
役

又
は
両
刑
を
課
す

那
覇
市
の
土
地
測
量

う
新
　
１
９
４
７
・
10
・
24

那
覇
市
で
は
土
地
所
有
権
調
査
の
た
め
十
月

二
十
五
日
よ
り
禁
止
区
域
内
の
実
地
測
量
を

開
始
す
る
が
測
量
立
会
を
希
望
す
る
向
は
予

め
市
役
所
に
連
絡
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る

な
お
所
有
権
未
申
告
の
者
は
十
月
末
日
ま
で

に
書
類
提
出
あ
り
度
し
と

那
覇
市
が
薪
の
伐
出
し

う
新
　
１
９
４
７
・
10
・
31

那
覇
市
、
首
里
市
、
糸
満
町
を
初
め
南
部
地

区
で
は
薪
炭
不
足
に
悩
ま
さ
れ
芋
一
斤
と
薪

一
斤
の
値
段
が
殆
ど
同
じ
と
い
う
現
象
さ
え

呈
し
そ
の
解
決
に
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
が
那

覇
市
で
は
市
民
協
力
に
よ
り
各
区
共
同
で
薪

炭
伐
採
に
当
る
べ
く
一
人
当
り
月
四
束
配
給

を
目
標
に
そ
の
計
画
を
進
め
て
い
る
、
即
ち

那
覇
市
で
は
薪
を
初
め
林
産
物
生
産
の
た
め

先
に
久
志
村
南
明
治
山
を
払
い
下
げ
て
も
ら

い
□
□
組
合
の
依
托
経
営
で
薪
炭
の
補
給
を

受
け
て
い
た
が
地
元
町
村
の
労
力
不
足
と
輸

送
難
で
一
向
出
廻
ら
ぬ
た
め
今
後
市
当
局
世

わ
の
下
に
市
民
で
伐
採
隊
を
編
成
し
直
接
生

産
に
当
り
一
万
二
千
の
市
民
に
一
人
当
り
月

四
束
配
給
を
目
標
に
月
四
万
八
千
束
を
生
産

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
輸
送
の
責
任
は
農
連

が
引
き
受
け
る
、
伐
採
隊
の
督
励
方
法
と
し

て
隊
員
に
月
十
六
束
を
増
配
し
そ
の
家
族
二

人
ま
で
は
四
束
を
増
配
す
る
こ
れ
で
五
人
家

族
な
ら
月
二
十
束
の
配
給
を
受
け
そ
の
一
人

が
伐
採
隊
員
な
ら
増
配
分
二
十
四
束
を
加
え

四
十
五
束
の
配
給
と
な
る
の
で
本
計
画
が
順

調
に
行
け
ば
近
く
民
の
竈
は
賑
う
こ
と
で
あ

ろ
う

市
町
村
長
並
議
員
選
挙
は
副
長

官
に
一
任
う
新
　
１
９
４
７
・
12
・
12

復
興
の
促
進
は
選
挙
に
よ
る
人
心
の
一
新
以

外
に
道
は
な
い
と
は
一
般
の
観
測
で
　
本
紙

で
も
選
挙
に
つ
い
て
は
屡
々
報
道
し
て
来
た

が
、
去
る
二
日
付
で
公
布
さ
れ
た
軍
政
府
特

別
布
告
第
二
十
五
号
に
よ
り
沖
縄
の
選
挙
の

施
行
に
つ
い
て
最
終
的
な
決
定
が
な
さ
れ
た

即
ち
右
布
告
に
よ
れ
ば
市
町
村
長
並
び
に
同

議
会
議
員
の
選
挙
は
さ
き
に
民
政
府
の
提
出

し
て
認
可
を
受
け
た
選
挙
法
に
従
つ
て
行
わ

れ
る
の
で
あ
る
が
　
但
し
選
挙
の
期
日
は
軍

政
府
副
長
官
が
之
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
り

そ
の
時
期
は
全
く
予
断
を
許
さ
な
い
　
爾
他

の
選
挙
に
つ
い
て
も
軍
政
府
副
長
官
は
時
宜

に
応
じ
て
選
挙
を
命
ず
る
こ
と
を
得
る
が

本
紙
既
報
の
通
り
　
沖
縄
議
会
の
選
挙
は
講

和
会
議
ま
で
預
け
ら
れ
た
形
に
な
つ
て
い
る

か
ら
当
分
の
間
は
市
町
村
関
係
以
外
の
選
挙

は
望
ま
れ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る

一
九
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七
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市
町
村
選
挙
法
要
項

う
新
　
１
９
４
８
・
１
・
16

さ
き
に
軍
政
府
で
起
案
し
軍
政
府
よ
り
認
可

さ
れ
た
市
町
村
議
員
及
び
市
町
村
長
選
き
ょ

法
の
要
項
左
の
通
り

△
第
一
章
　
通
則

第
一
条
　
市
町
村
の
議
会
の
議
員
及
び
市
町

村
長
は
そ
の
被
選
挙
権
を
有
す
る
者
に
つ
い

て
選
挙
人
が
投
票
に
よ
り
こ
れ
を
選
挙
す
る

第
二
条
　
沖
縄
人
た
る
年
令
二
十
年
以
上
の

者
で
一
箇
月
以
来
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所

を
有
す
る
者
は
そ
の
属
す
る
市
町
村
の
議
会

の
議
員
及
市
町
村
長
選
挙
権
を
有
す
る

但
し
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
も
の
は
こ

の
限
り
で
な
い

い
　
一
ケ
月
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
る
者

ろ
　
罰
金
五
百
円
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た

る
者
は
　
刑
の
執
行
中
た
る
者

に
　
刑
の
執
行
猶
予
中
た
る
者

二
　
市
町
村
は
市
町
村
に
対
し
特
別
な
る
関

係
の
あ
る
者
の
申
請
に
よ
り
前
項
の
規
定
に

よ
る
住
所
の
要
件
に
か
ゝ
わ
ら
ず
議
会
の
議

決
を
経
て
こ
れ
に
議
会
の
議
員
及
び
市
町
村

長
の
選
挙
権
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る

三
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
住
所
を
有
す
る
市

町
村
以
外
の
市
町
村
に
於
て
選
挙
権
を
与
え

ら
れ
た
者
は
そ
の
住
所
を
有
す
る
市
町
村
に

お
い
て
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
市
町

村
の
議
会
の
議
員
及
市
町
村
長
の
選
挙
権
を

有
し
な
い

第
三
条
　
市
町
村
の
議
会
の
議
員
の
選
挙
権

を
有
す
る
者
で
年
令
二
十
五
年
以
上
の
者
は

そ
の
属
す
る
市
町
村
の
議
会
の
議
員
の
被
選

挙
権
を
有
す
る

二
　
沖
縄
人
で
年
令
二
十
五
年
以
上
の
者
は

市
町
村
長
の
被
選
挙
権
を
有
す
る
但
し
第
二

条
第
一
項
但
書
の
各
項
の
一
に
該
当
す
る
も

の
は
こ
の
限
り
で
な
い

三
　
第
一
項
及
第
二
項
の
被
選
挙
権
を
有
す

る
者
で
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
被

選
挙
権
を
有
し
な
い
　

い
　
在
職
の
検
事
　
警
察
官
吏
及
収
税
官
吏

ろ
　
選
挙
管
理
委
員
選
挙
管
理
委
員
会
の
書

記
及
投
票
分
会
長
　
配
給
事
務
に
従
事
す
る

職
員
並
に
選
挙
事
務
に
関
係
あ
る
官
吏
及
職

員
は
そ
の
関
係
区
域
内
に
お
い
て
は
被
選
挙

権
を
有
し
な
い

四
　
第
一
項
第
二
項
の
年
令
は
選
挙
の
期
日

に
よ
り
こ
れ
を
算
定
す
る

第
四
条
　
市
町
村
の
選
挙
に
関
す
る
事
務
及

こ
れ
に
関
係
す
る
事
務
は
選
挙
管
理
委
員
会

が
こ
れ
を
管
理
す
る

△
第
二
章
　
選
挙
管
理
委
員
会

第
六
条
　
市
町
村
に
選
挙
管
理
委
員
会
を
置

く第
七
条
　
選
挙
管
理
委
員
は
市
町
村
の
議
会

に
お
い
て
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
中
か
ら
こ

れ
を
選
挙
す
る

△
第
三
章
　
選
挙
人
名
簿

第
十
七
条
　
市
町
村
の
議
会
の
議
員
及
市
町

村
長
の
選
挙
は
市
町
村
議
会
議
員
選
挙
人
名

簿
及
補
充
選
挙
人
名
簿
又
は
そ
の
抄
本
に
よ

り
こ
れ
を
行
う

二
　
選
挙
管
理
委
員
会
は
毎
年
八
月
一
日
現

在
に
よ
り
こ
れ
を
調
製
し
九
月
一
日
か
ら
十

日
間
そ
の
属
す
る
市
町
村
役
所
に
お
い
て
こ

れ
を
関
係
人
の
縦
覧
に
供
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
△
第
四
章
　
選
挙

第
十
九
条
　
選
挙
長
は
選
挙
管
理
委
員
会
の

委
員
長
こ
れ
に
当
る
投
票
分
会
長
は
選
挙
長

に
於
て
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
中
か
ら
こ
れ

を
選
任
す
る

第
二
十
条
　
候
補
者
は
選
挙
人
名
簿
に
記
載

さ
れ
た
者
の
中
か
ら
本
人
の
承
だ
く
を
得
て

選
挙
立
会
人
と
な
る
べ
き
者
一
人
を
定
め
選

挙
の
期
日
前
三
日
ま
で
に
選
挙
長
に
届
出
る

こ
と
が
で
き
る
但
し
同
一
人
を
届
出
る
こ
と

を
妨
げ
な
い

第
二
十
四
条
　
投
票
に
関
す
る
文
字
は
漢
字

片
仮
名
　
平
仮
名
　
ロ
ー
マ
字
と
す
る

第
二
十
五
条
　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
せ
ら
れ

な
い
者
は
投
票
を
な
す
こ
と
は
出
来
な
い

二
　
自
ら
議
員
候
補
者
の
氏
名
を
書
く
こ
と

が
出
来
な
い
者
は
投
票
を
な
す
こ
と
は
で
き

な
い
第
二
十
七
条
　
選
挙
会
場
を
閉
ず
べ
き
時
刻

に
到
つ
た
と
き
は
選
挙
長
は
そ
の
旨
を
告
げ

て
選
挙
会
場
の
入
口
を
と
ざ
し
選
挙
会
場
に

あ
る
選
挙
人
の
投
票
結
了
す
る
を
待
つ
て
投

票
箱
を
閉
さ
す
る

第
三
十
六
条
　
選
挙
長
は
予
め
開
票
の
日
時

を
告
示
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
三
十
八
条
　
投
票
は
候
補
者
の
何
人
た
る

か
を
確
認
し
得
れ
ば
有
効
で
あ
る
但
し
左
に

掲
げ
る
投
票
は
こ
れ
を
無
効
と
す
る

い
　
正
規
の
用
紙
を
用
い
な
い
も
の

ろ
　
候
補
者
氏
名
の
外
他
事
を
記
載
し
た
も

の
但
し
職
業
身
分
住
所
又
は
敬
称
の
類
を
記

入
し
た
も
の
は
こ
の
限
り
で
な
い

は
　
候
補
者
で
な
い
者
の
氏
名
を
記
載
し
た

も
の
に
　
二
人
以
上
の
候
補
者
の
氏
名
を
記
載
し

た
も
の

ほ
　
被
選
挙
権
の
な
い
候
補
者
の
氏
名
を
記

載
し
た
も
の

へ
　
候
補
者
の
氏
名
を
自
書
し
な
い
も
の

△
第
五
章
　
候
補
者
及
当
選
人

第
四
十
二
条
　
候
補
者
と
な
ら
う
と
す
る
者

は
選
挙
の
告
示
が
あ
つ
た
日
か
ら
選
挙
の
期

日
前
三
日
ま
で
に
そ
の
旨
選
挙
長
に
届
出
な

一
九
四
八
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け
れ
ば
な
ら
な
い

二
　
市
町
村
長
の
選
挙
に
お
い
て
候
補
者
の

届
出
又
は
推
薦
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は

選
挙
人
三
十
人
の
連
署
を
以
て
こ
れ
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

三
　
選
挙
人
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
者
が
他
人

を
候
補
者
と
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
本
人
の

承
だ
く
を
得
て
第
一
項
の
期
間
内
に
そ
の
推

薦
の
届
出
を
す
る
こ
と
が
出
来
る

第
四
十
三
条
　
有
効
投
票
の
最
多
数
を
得
た

者
を
以
て
当
選
人
と
す
る
但
し
市
町
村
の
議

会
の
議
員
の
選
挙
に
あ
つ
て
は
そ
の
議
員
の

定
数
を
以
て
有
効
投
票
総
数
を
除
し
て
得
た

数
の
四
分
の
一
市
町
村
長
の
選
挙
に
あ
つ
て

は
有
効
投
票
の
総
数
の
八
分
の
三
以
上
の
得

票
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

二
　
当
選
人
を
定
め
る
に
当
り
得
票
数
が
同

じ
で
あ
る
と
き
は
選
挙
会
に
お
い
て
選
挙
長

が
く
じ
で
こ
れ
を
定
め
る

第
四
十
八
条
　
当
選
人
は
当
選
を
辞
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
当
選
の
告
知
を
受
け
た
日
か

ら
十
日
以
内
に
そ
の
旨
を
選
挙
長
に
届
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

三
　
当
選
人
で
市
町
村
の
議
会
の
議
員
に
あ

り
て
は
市
町
村
長
お
よ
び
市
町
村
有
給
吏
員

そ
の
他
の
職
員
市
町
村
長
に
あ
り
て
は
市
町

村
の
議
会
の
議
員
及
び
市
町
村
に
対
し
請
負

を
な
し
又
は
市
町
村
に
於
て
経
費
を
負
担
す

る
事
業
に
つ
き
市
町
村
長
の
委
任
を
受
け
た

者
に
対
し
請
負
を
す
る
者
及
び
其
の
支
配
人

又
は
主
と
し
て
同
一
の
行
為
を
す
る
法
人
の

無
限
責
任
社
員
取
締
役
の
職
を
辞
し
た
旨
の

届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

△
第
六
章
　
特
別
選
挙

第
五
十
条
　
市
町
村
議
会
議
員
の
選
挙
に
於

て
当
選
人
が
不
足
し
た
場
合
又
は
議
員
に
欠

員
を
生
じ
た
場
合
に
不
足
の
数
と
欠
員
の
数

を
通
じ
て
議
員
定
数
の
六
分
の
一
を
超
え
る

と
き
お
よ
び
市
町
村
長
の
選
挙
に
お
い
て
選

挙
人
が
な
い
と
き
又
は
市
町
村
長
が
欠
け
た

と
き
は
選
挙
管
理
委
員
会
は
選
き
よ
の
日
を

定
め
て
之
を
告
示
し
特
別
選
き
よ
を
行
は
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

△
第
七
章
　
争
訟

第
五
十
四
条
　
選
き
よ
人
又
は
候
補
者
は
選

き
よ
又
は
当
選
の
効
力
に
関
し
異
議
が
あ
る

と
き
は
選
き
よ
に
関
し
て
は
選
き
よ
の
日

当
選
に
関
し
て
は
第
四
十
七
条
第
一
項
又
は

第
二
項
の
告
示
の
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
選

き
よ
管
理
委
員
会
に
対
し
こ
れ
を
申
し
立
て

る
こ
と
が
出
来
る

二
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
選
き
よ
管
理
委
員

会
の
決
定
に
不
服
が
あ
る
者
は
決
定
書
を
受

け
た
日
か
ら
二
十
日
以
内
に
地
方
裁
判
所
に

出
訴
す
る
こ
と
が
出
来
る

△
第
八
章
　
選
き
よ
運
動

第
五
十
七
条
　
候
補
者
又
は
推
薦
届
出
者
で

な
け
れ
ば
選
き
よ
事
務
所
は
設
置
出
来
な
い

第
五
十
八
条
　
選
き
よ
事
務
所
は
候
補
者
一

人
に
つ
い
て
三
箇
所
迄
設
置
す
る
こ
と
が
出

来
る
第
六
十
二
条
　
選
き
よ
運
動
は
第
四
十
二
条

第
一
項
乃
至
第
三
項
の
届
出
を
な
し
た
後
で

な
け
れ
ば
な
す
こ
と
は
出
来
な
い

第
六
十
三
条
　
何
人
と
雖
も
投
票
を
得
若
は

得
し
め
又
は
得
し
め
な
い
目
的
を
以
て
戸
別

訪
問
を
為
す
こ
と
は
で
き
な
い

第
六
十
四
条
　
二
十
年
未
満
の
学
校
児
童
生

と
特
別
に
関
係
あ
る
地
位
を
利
用
し
て
選
き

よ
運
動
を
な
す
こ
と
は
出
来
な
い

△
第
九
章
　
選
き
よ
運
動
の
費
用

第
六
十
六
条
　
候
補
者
は
選
き
よ
運
動
の
費

用
の
支
出
に
関
す
る
責
任
者
一
人
を
選
任
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
七
十
四
条
　
選
き
よ
運
動
の
費
用
は
候
補

者
一
人
に
付
て
左
の
各
号
の
額
を
超
え
る
こ

と
は
で
き
な
い

い
　
選
き
よ
す
べ
き
も
の
ゝ
定
数
を
以
て
選

き
よ
人
名
簿
確
定
の
日
に
於
て
こ
れ
に
記
載

せ
ら
れ
た
も
の
の
総
数
を
除
し
て
得
た
数
を

三
十
銭
に
乗
じ
た
額

な
お
当
選
を
得
　
若
く
は
得
し
め
る
目
的
を

以
て
金
銭
　
物
品
等
に
よ
る
利
益
や
職
務
お

よ
び
利
権
な
ど
に
よ
る
勧
説
い
わ
ゆ
る
有
形

無
形
直
接
間
接
を
問
わ
ず
す
べ
て
処
罰
さ
れ

る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
本
法
違
反
者
は
最
高

四
年
以
下
の
懲
役
禁
こ
若
く
は
七
千
円
以
下

の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る

旬
日
に
迫
る
／
選
挙
戦
漸
く
高

潮

う
新
　
１
９
４
８
・
１
・
23

愈
々
二
十
二
日
を
以
て
各
市
町
村
で
は
選
挙

告
示
を
済
ま
し
　
昨
秋
来
噂
に
引
摺
り
廻
さ

れ
て
い
た
自
薦
他
薦
の
候
補
者
連
中
も
そ
れ

ぞ
れ
表
か
ら
ま
た
裏
か
ら
投
票
か
り
集
め
に

馬
力
を
か
け
て
い
る
が
　
首
里
市
の
如
き
は

一
つ
し
か
な
い
市
長
の
席
に
六
名
も
の
人
が

立
候
補
を
嘱
さ
れ
そ
の
他
各
地
に
於
て
激
し

い
逐
鹿
戦
が
展
開
さ
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
て

い
る
な
お
今
度
選
挙
に
関
す
る
軍
布
告
は
次
の
通

り
で
あ
る

北
緯
三
十
度
以
南
南
西
諸
島
並
に
近
海
住

民
に
告
ぐ

北
緯
三
十
度
以
南
南
西
諸
島
並
に
近
海
の
公

務
員
を
民
主
的
選
挙
に
基
き
大
衆
に
よ
り
選

出
す
る
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
り
又
琉

球
住
民
よ
り
成
る
委
員
会
は
市
町
村
議
員
及

び
市
町
村
長
選
挙
法
を
起
草
し
且
つ
軍
政
副

長
官
は
之
を
民
主
的
且
つ
実
施
可
能
な
法
律

で
あ
る
と
認
可
し
た
か
ら
茲
に
余
北
緯
三
十

度
以
南
南
西
諸
島
並
に
近
海
軍
政
府
長
官
米

国
陸
軍
准
将
フ
レ
デ
リ
ツ
ク
　
エ
ル
　
ヘ
イ

デ
ン
は
左
の
如
く
布
告
す
る

第
一
条
　
地
方
選
挙
　
琉
球
列
島
市
町
村

一
九
四
八
年

昭
和
二
十
三
年

一
月

二
〇



長
及
び
市
町
村
議
員
の
選
挙
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
軍
政
副
長
官
は
選
挙
の
日
を
定

め
且
つ
本
布
告
前
文
に
い
う
認
可
済
の
選
挙

法
を
施
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
二
条
　
そ
の
他
の
公
務
員
の
選
挙
　
軍

政
府
副
長
官
に
対
し
茲
に
琉
球
列
島
に
お
け

る
そ
の
他
の
公
務
員
選
挙
を
随
時
に
行
う
権

限
を
附
与
す
る
そ
の
選
挙
に
当
つ
て
は
夫
々

の
選
挙
法
を
施
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
該

選
挙
法
は
上
文
に
い
う
法
律
と
大
体
同
様
で

多
少
之
に
必
要
な
修
正
を
加
え
る
か
又
は
前

記
の
法
律
と
同
一
の
方
法
で
之
を
起
草
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

第
三
条
　
命
令
作
成
権
　
軍
政
府
副
長
官

は
本
布
告
の
目
的
達
成
の
た
め
必
要
な
命
令

規
則
を
追
加
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る

断
然
女
が
優
勢
／
有
権
者
二
十
四
万

新
選
挙
法
に
よ
れ
ば
婦
人
参
政
権
も
認
め
ら

れ
選
挙
当
日
ま
で
に
二
十
才
に
達
し
た
者
は

男
女
を
問
わ
ず
自
村
民
主
化
へ
の
尊
い
一
票

を
投
ず
る
こ
と
が
出
来
　
二
十
五
才
以
上
で

あ
れ
ば
堂
々
と
立
候
補
し
て
革
新
政
治
へ
の

直
接
参
与
も
可
能
で
あ
る
が
ま
だ
／
＼
沖
縄

で
は
女
性
を
代
表
し
て
敢
然
と
政
界
に
デ
ビ

ユ
ー
し
男
性
を
相
手
に
敢
然
立
候
補
す
る
者

は
噂
に
上
ら
な
い
が
去
る
八
月
一
日
現
在
に

よ
る
有
権
者
調
べ
で
は
各
市
町
村
と
も
男
子

よ
り
女
子
が
多
く
沖
縄
全
体
で
は
二
十
四
万

九
千
六
百
四
十
八
名
の
有
権
者
中
十
四
万
五

千
三
百
三
十
四
名
が
女
子
で
残
り
十
万
四
千

余
が
男
子
と
な
つ
て
い
る

市
町
村
議
員
の
定
数

い
よ
／
＼
市
町
村
並
び
に
村
議
会
議
員
選
挙

は
旬
日
に
迫
り
村
々
里
々
に
活
溌
な
逐
鹿
戦

が
展
開
さ
れ
ん
と
し
て
い
る
が
去
る
十
二
日

付
で
軍
政
府
よ
り
そ
の
定
数
に
関
し
指
令
が

あ
つ
た

各
市
町
村
長
は
勿
論
一
人
宛
で
あ
る
が
議
員

定
数
は
当
該
市
町
村
の
人
口
を
基
と
し
て
左

の
如
く
決
定
さ
れ
た
が
同
比
率
は
昨
年
改
訂

さ
れ
た
日
本
の
町
村
選
挙
と
同
様
の
比
率
で

あ
る
△
人
口
二
千
人
未
満
　
十
二
名

△
二
千
人
以
上
五
千
人
未
満
　
十
六
名

△
五
千
人
以
上
一
万
人
未
満
　
二
十
二
名

△
一
万
人
以
上
二
万
人
未
満
　
二
十
六
名

△
二
万
人
以
上
　
三
十
名

な
お
右
に
よ
る
と
人
口
二
万
を
越
え
議
員
三

十
名
の
市
町
村
で
は
中
頭
の
具
志
川
村
と
石

川
市
及
び
本
部
町
が
あ
り
　
二
十
六
名
の
と

こ
ろ
が
二
十
箇
町
村
　
二
十
二
名
の
と
こ
ろ

二
十
一
箇
村
　
十
六
名
の
と
こ
ろ
六
箇
村
で

人
口
二
千
人
未
満
に
は
渡
名
喜
村
と
渡
嘉
敷

村
が
あ
る

各
市
町
村
別
有
権
者
数
並
び
に
議
員
定
数
左

の
通
り

市
町
村
　
　
　
有
権
者
数
　
　
　
議
員
定
数

那
　
覇
　
　
　
五
四
五
五
　
　
　
　
二
六

首
　
里
　
　
　
九
一
〇
四
　
　
　
　
二
六

み
な
と
　
　
　
二
八
九
七
　
　
　
　
二
二

糸
　
満
　
　
　
六
二
七
一
　
　
　
　
二
六

小
ろ
く
　
　
　
五
三
五
六
　
　
　
　
二
六

豊
見
城
　
　
　
四
二
三
九
　
　
　
　
二
二

兼
　
城
　
　
　
二
四
七
五
　
　
　
　
二
二

東
風
平
　
　
　
三
七
七
三
　
　
　
　
二
二

高
　
嶺
　
　
　
一
五
八
一
　
　
　
　
一
六

三
　
和
　
　
　
三
六
七
二
　
　
　
　
二
二

具
志
頭
　
　
　
二
七
〇
七
　
　
　
　
二
二

玉
　
城
　
　
　
五
〇
八
八
　
　
　
　
二
六

知
　
念
　
　
　
三
一
一
七
　
　
　
　
二
二

佐
　
敷
　
　
　
三
五
七
九
　
　
　
　
二
二

大
　
里
　
　
　
六
二
三
一
　
　
　
　
二
六

南
風
原
　
　
　
三
三
三
四
　
　
　
　
二
二

真
和
志
　
　
　
五
八
八
六
　
　
　
　
二
六

浦
　
添
　
　
　
四
六
四
四
　
　
　
　
二
六

宜
野
湾
　
　
　
六
二
七
五
　
　
　
　
二
六

勝
　
連
　
　
　
五
一
五
七
　
　
　
　
二
六

読
　
谷
　
　
　
五
六
一
四
　
　
　
　
二
六

北
　
谷
　
　
　
二
三
五
一

越
　
来
　
　
　
八
二
八
五
　
　
　
　
二
六

美
　
里
　
　
　
六
八
四
九
　
　
　
　
二
六

石
　
川
　
　
一
〇
六
〇
七
　
　
　
　
三
〇

具
志
川
　
　
一
六
〇
〇
九
　
　
　
　
三
〇

与
那
城
　
　
　
七
七
五
八
　
　
　
　
二
六

中
　
城
　
　
　
四
五
七
七
　
　
　
　
二
二

北
中
城
　
　
　
四
一
三
七
　
　
　
　
二
二

西
　
原
　
　
　
三
七
八
九
　
　
　
　
二
二

名
　
護
　
　
　
六
一
六
八
　
　
　
　
二
六

屋
　
部
　
　
　
二
七
八
二
　
　
　
　
二
二

恩
　
納
　
　
　
三
八
九
八
　
　
　
　
二
二

金
　
武
　
　
　
三
六
〇
四
　
　
　
　
二
二

久
　
志
　
　
　
三
一
二
五
　
　
　
　
二
二

宜
野
座
　
　
　
四
八
四
九
　
　
　
　
二
二

東
　
　
　
　
　
一
六
四
八
　
　
　
　
一
六

国
　
頭
　
　
　
六
四
八
〇
　
　
　
　
二
六

大
宜
味
　
　
　
五
七
〇
五
　
　
　
　
二
六

羽
　
地
　
　
　
六
三
二
九
　
　
　
　
二
六

屋
我
地
　
　
　
一
五
八
五
　
　
　
　
一
六

今
帰
仁
　
　
　
七
六
六
三
　
　
　
　
二
六

上
本
部
　
　
　
三
〇
六
四
　
　
　
　
二
二

本
　
部
　
　
一
〇
二
〇
五
　
　
　
　
三
〇

伊
　
江
　
　
　
三
〇
八
八
　
　
　
　
二
二

渡
嘉
敷
　
　
　
　
八
二
六
　
　
　
　
一
二

座
間
味
　
　
　
一
〇
五
四
　
　
　
　
一
六

仲
　
里
　
　
　
四
八
七
六
　
　
　
　
二
六

具
志
川
　
　
　
三
八
三
一
　
　
　
　
二
二

粟
　
国
　
　
　
一
八
五
七
　
　
　
　
一
六

渡
名
喜
　
　
　
　
七
八
二
　
　
　
　
一
二

伊
是
名
　
　
　
二
八
七
六
　
　
　
　
二
二

伊
平
屋
　
　
　
一
九
五
六
　
　
　
　
一
六

計
　
　
二
四
九
六
四
八

新
首
長
議
員
は
三
月
就
任

選
挙
に
よ
り
選
任
さ
れ
る
市
町
村
長
並
び
に

村
議
会
議
員
は
指
令
に
よ
り
三
月
一
日
に
一

斉
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る

両
先
島
の
選
挙
は
三
月

一
九
四
八
年

昭
和
二
十
三
年

一
月

二
一



両
先
島
の
町
村
選
挙
実
施
は
夫
々
左
の
通
り

決
定
さ
れ
た
旨
十
六
日
軍
政
府
当
局
よ
り
志

喜
屋
知
事
宛
通
知
が
あ
つ
た

△
宮
古
　
村
長
及
村
議
と
も
三
月
七
日

△
八
重
山
　
同
上
三
月
十
四
日

△
大
島
は
六
月
末
日
の
予
定

北
谷
村
は
選
挙
延
期

移
動
未
完
了
　
北
谷
村
の
選
挙
は
後
日
改
め

て
実
施
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
　
な
お
大
東

島
も
後
日
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る

選
挙
は
如
何
に
し
て
／
軍
政
府

で
も
選
挙
人
へ
示
唆

う
新
　
１
９
４
８
・
１
・
30

い
よ
い
よ
あ
と
二
日
で
二
月
一
日
　
五
十
二

箇
市
町
村
の
首
長
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
ゝ

な
つ
た
　
候
補
者
は
夫
々
口
を
開
け
ば
自
分

に
都
合
の
よ
い
こ
と
を
言
う
も
の
で
あ
る
　

し
か
し
市
町
村
民
は
候
補
者
の
弁
巧
に
つ
ら

れ
た
り
　
私
利
私
情
を
以
て
市
町
村
長
並
に

議
員
を
選
挙
す
る
よ
う
で
は
沖
縄
の
民
主
化

は
も
と
よ
り
郷
土
の
再
建
は
絶
対
に
困
難
と

な
ろ
う
　
わ
れ
わ
れ
は
利
権
屋
と
私
腹
を
肥

す
こ
と
に
う
の
目
た
か
の
目
の
人
を
排
し

市
町
村
の
人
人
の
た
め
に
つ
ゝ
ま
し
い
公
僕

と
し
て
働
く
人
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

今
度
の
選
挙
を
控
え
て
軍
政
府
で
も
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
に
つ
い
て
民
政
府
へ
資
料
を
提
供
し

た
が
選
挙
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
示
唆
を
与

え
て
い
る

選
挙
は
社
会
の
情
況
を
分
つ
た
選
挙
人
の
自

由
な
個
性
と
良
心
か
ら
発
す
る
場
合
で
な
け

れ
ば
自
由
な
選
挙
と
は
い
え
な
い
選
挙
人
が

恐
怖
や
　
ひ
い
き
や
　
賄
賂
や
　
脅
か
し
や

個
人
的
な
損
得
の
約
束
に
よ
つ
て
動
か
さ
れ

る
な
ら
ば
　
そ
れ
は
本
当
の
選
挙
で
は
な
く

て
　
そ
れ
は
単
に
い
ゝ
加
減
な
気
ま
ぐ
れ
と

一
杯
気
嫌
の
や
り
と
り
に
過
ぎ
な
く
な
る

我
我
は
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
　
選
挙
と
い
う
も

の
は
政
と
う
だ
け
が
関
心
を
持
つ
べ
き
事
柄

で
も
な
く
　
ケ
チ
臭
い
嫉
視
反
目
を
も
つ
て

行
う
べ
き
事
柄
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
を

選
挙
は
実
に
　
生
き
る
か
死
ぬ
か
　
理
性
と

文
明
か
　
暗
殺
と
野
ば
ん
か
　
善
意
と
正
義

に
よ
る
内
部
結
合
と
忠
誠
か
　
権
力
に
よ
る

統
一
支
配
の
前
に
空
し
く
瓦
解
す
る
か
　
を

決
め
る
大
事
で
あ
る
　
策
略
と
死
に
よ
る
政

治
に
あ
ら
ず
し
て
　
理
性
に
よ
る
政
治
を
欠

く
が
た
め
に
ひ
き
さ
か
れ
　
悩
み
　
苦
し
む

世
界
の
真
只
中
で
今
や
人
民
が
名
誉
あ
る
歴

史
を
も
つ
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
原
理
を
教
え
ら

る
べ
き
と
き
は
来
た
の
で
あ
る

市
町
村
長
選
挙
終
る
／
俄
然
新

人
に
有
利
／
新
三
〇
旧
現
一

三
無
投
票
一
九

う
新
　
１
９
４
８
・
２
・
６

初
の
民
主
的
選
挙
と
し
て
全
沖
縄
人
の
希
望

と
熱
意
と
を
以
て
去
る
一
日
施
行
さ
れ
た
市

町
村
首
長
選
挙
は
民
意
の
向
う
と
こ
ろ
を
明

確
に
す
る
も
の
と
し
て
一
般
有
権
者
は
も
と

よ
り
軍
民
両
政
府
方
面
で
も
深
甚
の
注
視
を

払
つ
て
い
た
が
　
本
紙
締
切
ま
で
に
判
明
し

た
本
島
四
十
三
箇
市
町
村
の
中
旧
域
は
現
職

の
村
長
は
僅
か
に
十
三
名
で
残
る
三
十
名
は

新
顔
の
市
町
村
長
が
登
場
す
る
こ
と
ゝ
な
つ

た
　
全
般
的
に
新
人
の
進
出
が
目
立
ち
　
本

部
町
で
は
若
冠
三
十
八
才
の
兼
次
佐
一
君
が

前
町
長
山
川
宗
道
並
に
水
連
理
事
で
あ
る
仲

宗
根
源
英
の
両
先
輩
を
悠
々
制
え
て
当
選
し

た
外
　
名
護
町
の
岸
本
清
　
糸
満
町
の
上
原

秀
雄
、
中
頭
具
志
川
村
の
安
座
間
じ
ゆ
ん
　

小
ろ
く
村
の
長
嶺
秋
男
　
金
武
村
の
松
岡
政

幸
の
各
氏
と
も
四
十
前
後
の
壮
年
で
あ
る
　

激
戦
地
の
首
里
と
石
川
は
首
里
の
一
位
高
嶺

氏
が
七
七
票
石
川
一
位
瀬
良
垣
氏
が
七
六
票

夫
々
法
定
数
に
足
ら
ず
結
局
前
者
が
高
嶺
兼

島
の
両
氏
石
川
は
瀬
良
垣
　
高
良
両
氏
の
一

位
二
位
間
で
夫
々
決
戦
投
票
を
行
う
こ
と
ゝ

な
つ
た
　
両
地
で
は
八
日
議
員
選
挙
と
か
ら

ん
で
　
混
戦
状
態
を
呈
す
る
も
の
と
見
ら
れ

興
味
を
持
た
れ
て
い
る

な
お
首
里
の
四
位
與
儀
清
榮
氏
は
三
十
三
票

を
見
事
獲
得
街
の
わ
題
を
賑
わ
し
て
い
る

判
明
し
た
選
挙
の
結
果
は
次
の
通
り

△
那
覇
市

二
七
七
九
　
　
　
仲
本
　
爲
美
　
　
　
新

二
一
八
六
　
　
　
東
恩
納
寛
仁
　
　
　

△
首
里
市

二
六
九
七
　
　
　
高
嶺
　
朝
光
　
　
　
新

二
五
四
五
　
　
　
兼
島
　
由
明
　
　
　
新

二
一
二
〇
　
　
　
與
儀
　
清
三
　
　

三
三
　
　
　
與
儀
　
清
榮

△
糸
満
町

二
三
三
九
　
　
　
上
原
　
秀
雄
　
　
　
新

二
〇
一
一
　
　
　
城
田
　
徳
明
　
　

八
六
七
　
　
　
與
世
里
盛
忠
　
　

△
小
ろ
く
村

二
七
四
八
　
　
　
長
嶺
　
秋
男
　
　
　
新

二
三
一
一
　
　
　
上
原
　
良
源

△
高
嶺
村
六
九
二
　
　
　
奥
村
　
幸
福
　
　
　
新

六
二
〇
　
　
　
嘉
數
　
　
直
　
　
　

△
具
志
頭
村

一
五
三
七
　
　
　
仲
宗
根
朝
武
　
　
　
現

八
一
六
　
　
　
安
里
　
武
雄
　
　
　

△
知
念
村

一
五
六
七
　
　
　
宮
城
　
久
榮
　
　
　
新

一
一
〇
七
　
　
　
糸
數
東
吉
�
　
　
　

△
佐
敷
村

一
七
一
九
　
　
　
嶺
井
　
　
稔
　
　
　
現

一
五
〇
二
　
　
　
山
城
　
靜
徳
　

△
南
風
原
村

一
五
四
〇
　
　
　
照
屋
　
善
清
　
　
　
新

七
七
九
　
　
　
吉
村
　
登
一
　
　
　

五
二
七
　
　
　
與
那
嶺
盛
雄
　
　
　

一
九
四
八
年

昭
和
二
十
三
年

一
｜
二
月

二
二



△
真
和
志
村

二
八
〇
六
　
　
　
翁
長
　
助
靜
　
　
　
新

二
六
五
一
　
　
　
宮
里
　
榮
輝

△
美
里
村

四
八
四
九
　
　
　
仲
宗
根
　
巖
　
　
　
現

四
五
九
　
　
　
小
渡
　
良
忠
　

△
読
谷
村当
選
　
　
　
松
田
　
平
昌
　
　
　
新

當
山
　
眞
志

△
石
川
市

二
四
四
八
　
　
　
瀬
良
垣
宗
十
　
　
　
新

二
三
八
四
　
　
　
多
嘉
良
　
悟
　
　
　
新

一
九
一
一
　
　
　
山
城
　
善
榮
　
　

△
具
志
川
村

六
〇
〇
二
　
　
　
安
座
間
じ
ゅ
ん
　
　
新

五
〇
七
九
　
　
　
吉
里
　
虔
治
　
　
　

△
勝
連
村

一
八
三
七
　
　
　
宇
根
加
那
吉
　
　
　
新

一
六
二
八
　
　
　
田
中
　
武
助

一
〇
四
〇
　
　
　
根
神
　
輝
夫
　
　
　

△
与
那
城
村

四
〇
二
三
　
　
　
新
垣
　
金
造
　
　
　
元

三
一
四
〇
　
　
　
森
根
　
　
剛
　
　
　

△
北
中
城
村

一
五
一
五
　
　
　
比
嘉
　
秀
盛
　
　
　
新

一
二
五
六
　
　
　
安
里
　
榮
繁
　
　
　

△
名
護
町

二
一
二
三
　
　
　
岸
本
　
　
清
　
　
　
新

一
九
〇
六
　
　
　
比
嘉
宇
太
郎
　
　
　

一
六
五
六
　
　
　
玉
城
幸
次
郎
　

△
屋
部
村

一
三
九
九
　
　
　
比
嘉
　
幸
安
　
　
　
新

一
〇
六
三
　
　
　
宜
保
　
吉
仲
　
　
　

△
恩
納
村

一
七
四
七
　
　
　
伊
波
　
得
成
　
　
　
新

一
六
五
一
　
　
　
津
嘉
山
朝
信
　
　
　

△
国
頭
村当
選
　
　
　
新
里
　
藝
福
　
　
　

新
里
　
前
光

△
羽
地
村

二
八
二
五
　
　
　
喜
納
　
豊
昌
　
　
　
新

二
二
六
〇
　
　
　
新
城
　
徳
助

△
屋
我
地
村
当
選
　
　
　
松
田
　
重
助
　
　
　
新

泉
　
　
正
重

△
本
部
町

三
七
九
八
　
　
　
兼
次
　
佐
一
　
　
　
新

三
三
五
一
　
　
　
山
川
　
宗
道
　
　
　

一
三
四
八
　
　
　
仲
宗
根
源
榮

▲
以
下
無
投
票
当
選
町
村

△
み
な
と
村
　
　
　
國
場
幸
太
郎
　
　
　
現

△
豊
見
城
村
　
　
　
赤
嶺
　
好
輝
　
　
　
新

△
兼
城
村
　
　
　
　
島
袋
　
勝
介
　
　
　
新

△
東
風
平
村
　
　
　
山
城
　
興
起
　
　
　
新

△
三
和
村
　
　
　
　
金
城
増
太
郎
　
　
　
現

△
玉
城
村
　
　
　
　
安
次
富
信
雄
　
　
　
現

△
大
里
村
　
　
　
　
上
里
　
堅
蒲
　
　
　
現

△
浦
添
村
　
　
　
　
島
袋
　
盛
文
　
　
　
新

△
宜
野
湾
村
　
　
　
桃
原
　
龜
郎
　
　
　
現

△
越
来
村
　
　
　
　
城
間
　
盛
善
　
　
　
新

△
中
城
村
　
　
　
　
渡
嘉
敷
眞
睦
　
　
　
新

△
西
原
村
　
　
　
　
平
良
　
幸
市
　
　
　
現

△
金
武
村
　
　
　
　
松
岡
　
政
幸
　
　
　
新

△
久
志
村
　
　
　
　
安
谷
屋
音
房
　
　
　
現

△
宜
野
座
村
　
　
　
新
里
　
銀
三
　
　
　
新

△
東
村
　
　
　
　
　
比
嘉
　
鎌
三
　
　
　
現

△
大
宜
味
村
　
　
　
平
良
　
仁
一
　
　
　
新

△
今
帰
仁
村
　
　
　
松
本
　
吉
英
　
　
　
現

△
上
本
部
村
　
　
　
嘉
数
　
宜
有
　
　
　
現

雨
に
め
げ
ず
／
棄
権
少
し

今
回
の
市
町
村
長
選
挙
当
票
は
雨
天
の
た
め

棄
権
者
が
多
数
出
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
た

が
　
意
外
に
も
各
地
と
も
好
成
績
で
　
詳
細

な
数
字
は
未
だ
不
明
だ
が
大
体
二
割
乃
至
三

割
程
度
の
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る

首
里
、
石
川
は
十
二
日
決
戦

石
川
市
と
首
里
市
は
法
定
得
票
数
な
る
有
効

投
票
の
八
分
の
三
に
足
ら
ず
決
戦
投
票
は
両

市
と
も
来
る
十
二
日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

決
定
即
日
告
示
し
た

婦
人
議
員
も
登
場
／
自
治
の
確

立
に
期
待
／
軍
か
ら
知
事
宛
　

文
書
で
批
評

う
新
　
１
９
４
８
・
２
・
24

今
回
の
市
町
村
選
挙
に
関
し
て
は
既
報
の
通

り
軍
政
府
方
面
で
も
秩
序
正
し
い
選
挙
振
り

そ
の
他
に
対
し
好
感
を
持
た
れ
た
よ
う
で
あ

る
が
　
更
に
先
週
志
喜
屋
知
事
宛
文
書
を
も

つ
て
　
一
般
有
権
者
の
投
票
状
況
　
婦
人
議

員
の
登
場
　
選
挙
管
理
等
に
つ
き
批
評
を
書

き
送
つ
て
来
た
　
各
市
町
村
よ
り
の
詳
細
な

報
告
が
未
だ
不
調
な
た
め
選
挙
戦
開
始
以
後

の
市
町
村
自
治
の
動
向
は
明
白
に
さ
れ
な
い

が
　
棄
権
率
の
低
い
点
で
簡
単
に
一
般
有
権

者
の
政
治
的
自
覚
を
云
々
す
る
こ
と
は
極
め

て
皮
相
な
り
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
が
多

分
に
あ
る
　
即
ち
一
部
分
の
市
町
村
政
治
グ

ル
ー
プ
の
煽
動
に
乗
せ
ら
れ
　
真
の
政
治
的

自
覚
と
い
う
よ
り
も
　
む
し
ろ
一
般
有
権
者

の
政
治
的
無
自
覚
に
つ
け
込
み
真
の
市
町
村

自
治
の
将
来
を
危
殆
に
陥
ら
せ
て
い
る
向
き

も
あ
る
よ
う
で
　
今
后
に
於
け
る
市
町
村
指

導
者
の
自
治
に
対
す
る
公
明
正
大
な
紳
士
的

態
度
と
封
建
的
権
謀
術
数
に
よ
ら
ず
　
あ
く

ま
で
正
々
堂
堂
た
る
言
論
の
戦
い
に
よ
つ
て

郷
土
建
設
に
進
む
べ
き
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
　

従
来
選
挙
の
結
果
と
し
て
見
ら
れ
た
い
わ
ゆ

る
白
黒
争
い
は
一
部
政
治
グ
ル
ー
プ
の
無
自

覚
な
大
衆
を
利
用
し
た
と
こ
ろ
に
生
じ
た
も

の
で
あ
つ
て
　
民
主
主
義
の
美
名
に
か
く
れ

て
再
び
か
か
る
事
態
を
生
ず
る
如
き
こ
と
に

な
れ
ば
自
治
能
力
を
自
ら
否
定
す
る
結
果
と

な
る
故
厳
に
警
戒
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
で

あ
る
　
更
に
沖
縄
復
興
を
考
え
る
と
き
市
町

村
指
導
者
層
の
深
く
反
省
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と

一
九
四
八
年

昭
和
二
十
三
年

二
月

二
三



こ
ろ
で
あ
ろ
う

武
富
女
史
が
全
島
最
高
点

女
子
選
挙
権
が
認
め
ら
れ
た
沖
縄
最
初
の
民

主
選
挙
で
女
子
を
代
表
し
て
立
候
補
し
た
の

は
市
町
村
長
で
は
一
人
も
な
く
沖
縄
の
女
性

未
だ
し
の
淋
し
さ
を
与
え
た
が
市
町
村
議
員

選
挙
で
は
さ
す
が
に
女
性
代
表
の
叫
び
も
力

強
く
名
乗
り
を
上
げ
男
性
を
相
手
に
見
事
な

逐
鹿
戦
を
展
開
つ
い
に
首
里
市
武
富
せ
つ
子

旧
ツ
ル

女
史
　
糸
満
町
牧
志
靜
女
史

長
田
フ
ミ
女
史
　
名
護
町
新
垣
輝
女
史
の
四

婦
人
が
栄
冠
を
獲
得
し
た
　
な
お
四
十
余
年

を
教
育
界
に
尽
瘁
し
た
沖
縄
教
育
界
の
大
先

輩
で
あ
る
首
里
市
の
武
富
女
史
は
五
百
四
十

九
点
　
二
位
の
佐
久
本
氏
の
二
百
八
十
四
点

に
比
べ
て
圧
倒
的
な
勝
利
を
占
め
同
女
史
の

得
票
数
は
お
そ
ら
く
今
期
議
員
選
挙
に
お
け

る
　
全
島
最
高
点
　
と
見
ら
れ
て
い
る

教
育
界
出
身
十
九
名

去
る
一
日
施
行
の
市
町
村
長
選
挙
に
於
け
る

教
育
界
出
身
の
選
出
状
況
は
四
十
三
町
村
の

中
教
育
者
の
当
選
数
は
十
九
町
村
と
な
つ
て

い
る
そ
の
中
元
教
員
の
当
選
町
村
は
糸
満

真
和
志
　
読
谷
　
勝
連
　
豊
見
城
　
三
和

大
里
　
越
来
　
西
原
　
金
武
　
久
志
　
大
宜

味
の
十
二
町
村
現
教
員
の
当
選
市
町
村
は
首

里
　
小
ろ
く
　
高
嶺
　
知
念
　
国
頭
　
東
風

平
　
浦
添
　
中
城
の
八
市
村
で
あ
る

首
里
石
川
の
決
戦

去
る
十
二
日
行
わ
れ
た
石
川
　
首
里
両
市
長

の
決
戦
投
票
は
両
者
入
り
乱
れ
あ
の
手
こ
の

手
息
づ
ま
る
熱
戦
を
展
開
し
た
結
果
つ
い
に

左
の
如
き
成
績
で
終
了
し
た

△
石
川
市

当
選
　
　
　
三
九
二
六
　
　
　
瀬
良
垣
宗
十

三
七
五
九
　
　
　
高
良
　
　
悟

△
首
里
市

当
選
　
　
　
四
一
三
三
　
　
　
兼
島
　
由
明

三
五
二
一
　
　
　
高
嶺
　
朝
光

離
島
の
選
挙

去
る
村
長
選
挙
に
お
け
る
左
記
各
村
の
当
選

者
左
の
通
り

△
久
米
島
具
志
川
村

当
選
　
　
　
一
九
八
八
　
　
　
祖
根
　
榮
春

一
一
八
二
　
　
　
上
江
洲
知
允

△
伊
江
村
無
投
票

眞
榮
里
豊
太
郎

△
渡
嘉
敷
村
同
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
英
治

△
座
間
味
村
同
　
　
　
　
　
　
松
本
　
忠
徳

△
訂
正
　
名
護
町
長
選
挙
に
於
け
る
各
候
補

者
の
得
点
数
を
左
の
通
り
訂
正
す

岸
本
　
　
清
　
　
　
　
　
二
、
一
二
三

玉
城
幸
次
郎
　
　
　
　
　
一
、
九
〇
六

比
嘉
宇
太
郎
　
　
　
　
　
一
、
五
二
九

新
任
助
役
収
入
役

う
新
　
１
９
４
８
・
４
・
30

去
る
二
月
の
市
町
村
長
選
挙
に
伴
い
大
体
各

市
町
村
と
も
助
役
収
入
役
を
更
迭
す
る
こ

と
ゝ
し
　
そ
の
詮
衡
に
相
当
の
時
日
を
要
し

た
が
　
民
政
府
総
務
部
へ
報
告
さ
れ
た
氏
名

は
次
の
通
り
で
あ
る

な
お
　
浦
添
　
北
谷
　
越
来
　
美
里
　
恩
納

久
志
　
東
　
国
頭
　
伊
江
　
渡
嘉
敷
　
座
間

味
　
仲
里
　
久
米
島
具
志
川
の
各
村
は
報
告

未
着
の
た
め
不
明
で
あ
る

市
町
村
名
　
　
　
助
役
　
　
　
　
収
入
役

那
覇
　
　
　
又
吉
　
嘉
榮
　
　
高
良
龜
五
郎

首
里
　
　
　
稻
嶺
　
盛
珍
　
　
桑
江
　
良
芳

糸
満
　
　
　
吉
里
　
眞
豫
　
　
漢
那
　
朝
和

小
ろ
く
　
　
長
嶺
　
良
松
　
　
長
嶺
　
盛
良

豊
見
城
　
　
金
城
　
盛
兼
　
　
大
城
　
亀
助

東
風
平
　
　
知
念
　
善
榮
　
　
金
城
　
忠
盛

高
嶺
　
　
　
金
城
　
亀
善
　
　
野
崎
　
眞
英

兼
城
　
　
　
大
城
　
勇
一
　
　
大
城
榮
太
郎

三
和
　
　
　
大
城
　
正
一
　
　
山
城
　
良
行

具
志
頭
　
　
宇
座
　
徳
亀
　
　
名
嘉
眞
知
長

玉
城
　
　
　
石
嶺
　
眞
誠
　
　
嶺
井
　
藤
正

知
念
　
　
　
大
城
　
盛
春
　
　
具
志
堅
順
榮

佐
敷
　
　
　
宮
里
　
寛
一
　
　
平
良
　
亀
順

大
里
　
　
　
宮
城
　
正
良
　
　
仲
里
　
□
春

南
風
原
　
　
神
里
　
昌
慶
　
　
赤
嶺
　
保
眞

真
和
志
　
　
金
城
　
幸
暉
　
　
屋
富
祖
太
郎

み
な
と
　
　
渡
口
　
麗
秀
　
　
嘉
陽
　
安
貞

粟
国
　
　
　
與
那
嶺
昌
俊
　
　
末
吉
　
保
雄

渡
名
喜
　
　
上
原
　
健
藏
　
　
渡
口
　
幸
助

石
川
　
　
　
伊
良
波
長
幸
　
　
伊
波
　
良
行

宜
野
湾
　
　
伊
佐
　
良
英
　
　
國
吉
　
眞
光

読
谷
　
　
　
喜
友
名
正
謹
　
　
新
垣
　
増
郎

具
志
川
　
　
翁
長
　
永
昌
　
　
伊
集
　
朝
吉

与
那
城
　
　
上
地
　
安
隆
　
　
竹
田
　
　
實

勝
連
　
　
　
藏
増
　
正
義
　
　
大
里
　
嘉
眞

中
城
　
　
　
喜
屋
武
盛
喜
　
　
新
垣
　
善
鍋

北
中
城
　
　
比
嘉
　
昌
和
　
　
崎
原
　
永
雄

西
原
　
　
　
玉
那
覇
　
馨
　
　
屋
良
　
□
智

名
護
　
　
　
中
村
　
三
男
　
　
比
嘉
　
太
八

本
部
　
　
　
上
原
嘉
四
郎
　
　
平
良
　
常
正

上
本
部
　
　
石
川
　
清
榮
　
　
よ
□
名
知
永

屋
部
　
　
　
未
　
　
　
定
　
　
具
志
　
幸
一

金
武
　
　
　
山
城
　
昌
英
　
　
安
次
富
正
英

宜
野
座
　
　
新
里
福
次
郎
　
　
仲
□
　
徳
吉

大
宜
味
　
　
高
良
　
一
雄
　
　
島
袋
　
幸
喜

羽
地
　
　
　
宮
城
　
源
太
　
　
喜
納
　
眞
英

今
帰
仁
　
　
石
嶺
　
幸
享
　
　
松
田
　
健
一

屋
我
地
　
　
玉
城
作
四
郎
　
　
城
間
　
盛
松

伊
是
名
　
　
銘
苅
　
朝
英
　
　
比
嘉
　
隆
一

伊
平
屋
　
　
城
間
　
喜
平
　
　
儀
間
　
増
次

村
振
興
会
／
真
和
志
に
生
る

う
新
　
１
９
４
８
・
５
・
14

那
覇
に
隣
接
す
る
真
和
志
村
は
自
然
ぼ
う
脹

の
一
途
を
た
ど
り
特
に
戦
後
各
種
機
関
の
村

内
へ
の
割
込
み
は
急
速
に
真
和
志
村
を
し
て

都
市
移
行
の
感
さ
え
与
え
て
い
る
ほ
ど
で
あ

る
が
同
村
で
は
将
来
の
発
展
振
興
に
そ
な
え

全
村
を
打
つ
て
一
丸
と
す
る
真
和
志
村
振
興

一
九
四
八
年

昭
和
二
十
三
年

二
｜
五
月

二
四

盛

里



会
を
結
成
し
村
振
興
に
関
す
る
各
種
調
査
研

究
　
学
校
教
育
並
社
会
教
育
に
関
す
る
研
究

文
化
運
動
並
び
に
文
化
施
設
経
営
　
奨
学
資

金
の
提
供
　
生
活
困
窮
者
の
救
援
等
に
政
治

運
動
を
除
く
一
切
の
活
動
を
展
開
し
よ
う
と

張
り
切
つ
て
い
る
会
長
に
は
村
長
が
な
り
文

化
　
教
育
　
事
業
　
庶
務
委
員
を
設
け
て
全

村
学
校
長
を
評
議
員
と
し
て
各
種
研
究
に
関

わ
り
一
箇
年
最
低
運
営
費
二
十
四
万
円
の
計

画
で
あ
る
　
会
員
三
千
人
が
毎
月
会
費
一
円

を
き
よ
出
す
る
外
定
額
篤
志
寄
附
希
望
者
が

約
五
百
名
ほ
ど
あ
り
会
費
収
入
だ
け
で
僅
に

月
約
二
万
円
に
よ
る
見
込
み
で
従
来
の
学
校

後
援
会
な
ど
も
す
べ
て
之
に
合
流
せ
し
め
て

全
村
一
致
で
後
援
し
生
活
援
護
の
叫
ば
れ
て

い
た
学
校
職
員
を
初
め
必
要
に
よ
つ
て
は
其

の
他
公
職
者
の
生
活
援
護
も
行
う
こ
と
に
な

つ
て
お
り
　
そ
の
運
営
如
何
は
全
沖
縄
に
大

き
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い

る
膨
れ
過
ぎ
た
那
覇
／
禁
止
区
の

建
築
を
撤
去
／
軍
政
府
か
ら

知
事
へ
警
告
発
す

う
新
　
１
９
４
８
・
５
・
14

世
の
中
が
次
第
に
落
付
い
て
来
て
夢
に
恋
う

た
平
和
の
色
彩
が
濃
く
な
り
沖
縄
の
経
済
活

動
は
再
び
那
覇
を
中
心
と
し
て
展
開
し
よ
う

と
し
昔
の
那
覇
人
は
勿
論
新
し
い
野
心
家
達

も
続
々
と
那
覇
に
集
ま
り
猫
の
額
程
の
土
地

を
争
つ
て
家
を
建
て
始
め
土
地
の
割
当
は
戦

前
の
所
有
権
中
止
の
た
め
す
べ
て
市
町
村
長

の
権
限
と
な
つ
て
い
る
に
拘
ら
ず
　
那
覇
市

で
は
前
地
主
の
承
だ
く
を
求
め
さ
せ
た
た
め

軍
布
告
を
無
視
し
て
宅
地
難
に
つ
け
込
ん
で

権
利
書
の
徴
収
が
内
密
に
行
わ
れ
今
や
宅
地

問
題
は
那
覇
市
の
大
き
な
頭
痛
の
種
で
あ
る

が
逼
迫
し
た
宅
地
難
に
最
近
で
は
軍
政
府
規

則
を
無
視
し
て
軍
用
地
ま
で
も
潰
そ
う
と
す

る
状
況
に
立
ち
到
つ
た
よ
う
で
あ
る

軍
政
府
で
は
こ
の
傾
向
に
対
し
去
る
四
月
末

警
告
す
る
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
　
ア
ー
ニ
ー
パ

イ
ル
劇
場
の
隣
接
地
は
軍
用
地
で
あ
る
が
　

そ
こ
に
無
断
で
住
宅
を
建
築
し
始
め
た
こ
と

に
対
し
本
警
告
は
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
既
に

建
つ
た
瓦
ぶ
き
本
建
築
を
含
む
五
六
軒
は
本

月
初
旬
中
に
撤
去
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
　
土

地
開
放
の
申
請
は
現
地
部
隊
の
外
市
町
村
長

を
通
じ
て
軍
民
両
政
府
に
正
式
に
提
出
す
べ

き
も
の
で
　
之
に
反
す
る
場
合
は
撤
去
を
命

ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
　
潮
の
如
き
移
動
熱

を
さ
て
如
何
に
し
て
処
置
す
る
か
は
然
し
殊

に
那
覇
市
の
悩
み
で
あ
ろ
う

待
望
の
通
貨
切
換
え
愈
々
実
現

／
七
月
十
六
日
か
ら
五
日
間

交
換
、
比
率
は
一
対
一

う
新
　
１
９
４
８
・
７
・
２

戦
后
の
生
産
減
退
か
ら
生
ず
る
イ
ン
フ
レ
は

必
然
的
な
現
象
で
終
戦
後
漸
次
復
興
し
た
琉

球
の
経
済
は
一
昨
年
八
月
に
於
け
る
新
円
切

換
え
で
　
急
激
に
悪
化
す
る
日
本
の
イ
ン
フ

レ
経
済
と
結
び
付
け
ら
れ
十
六
万
に
及
ぶ
帰

還
者
が
日
本
で
か
き
集
め
行
李
に
詰
め
て
密

輸
入
し
た
ば
く
大
な
通
貨
は
島
内
の
い
ん
ふ

れ
に
拍
車
を
か
け
て
　
米
軍
の
援
助
と
地
理

的
位
置
の
お
蔭
で
此
所
で
の
い
ん
ふ
れ
は
日

本
程
の
無
茶
な
進
行
振
り
は
見
せ
な
か
つ
た

も
の
の
　
新
円
交
換
時
の
八
千
万
円
余
の
通

貨
が
二
年
後
の
現
在
二
億
乃
至
三
億
と
推
定

さ
れ
る
ま
で
に
ぼ
う
脹
し
　
種
々
の
事
情
で

遅
々
と
し
て
進
ま
ぬ
生
産
と
相
俟
つ
て
　
□

ぶ
／
＼
の
金
は
定
額
所
得
に
頼
る
が
五
万
余

の
勤
労
所
得
階
級
を
最
も
痛
め
つ
け
　
一
方

で
は
金
の
空
転
に
よ
つ
て
豪
華
に
暮
す
闇
商

人
の
横
行
す
る
奇
現
象
に
な
つ
て
至
る
所
に

見
ら
れ
　
安
定
し
た
経
済
に
至
る
安
定
し
た

通
貨
の
要
請
は
街
頭
の
わ
題
と
な
つ
て
い
た

が
　
去
る
二
十
六
日
軍
政
府
長
官
い
ー
ぐ
る

す
少
将
は
琉
球
全
住
民
の
か
つ
望
す
る
通
貨

交
換
に
関
し
て
特
別
布
告
第
二
十
九
号
　
通

貨
切
換
と
新
通
貨
の
発
行
を
全
琉
球
住
民
に

対
し
公
布
し
た

特
別
布
告
の
全
文
は
次
に
記
す
通
り
で
　
交

換
さ
れ
る
通
貨
は
日
本
の
通
貨
お
よ
び
ビ
軍

票
　
期
間
は
本
七
月
十
六
日

金

よ
り
二

十
日

火

の
五
日
間
　
場
所
は
郵
便
局
お

よ
び
最
寄
指
定
交
換
所
に
な
つ
て
居
る
が
交

換
さ
れ
る
新
通
貨
の
性
格
　
封
さ
の
有
無

又
は
補
助
貨
幣
其
の
他
の
財
□
的
処
置
に
つ

い
て
は
目
下
の
所
一
切
不
明
で
あ
り
　
軍
政

府
副
長
官
の
制
定
す
る
細
則
に
よ
り
明
ら
か

に
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
軍
特
別
布
告

の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る

第
一
条
　
通
貨

一
項
　
一
九
四
八
年
七
月
十
六
日
よ
り
七
月

二
十
日

当
日
を
含
む

の
期
間
に
於
て
全

日
本
通
貨
お
よ
び
ビ
軍
票
の
所
持
者
は
琉
球

列
島
内
の
郵
便
局
お
よ
び
最
寄
り
の
指
定
交

換
所
に
於
て
同
通
貨
を
交
換
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
　
同
交
換
期
間
の
終
了
後
は
現
在
流

通
し
て
い
る
通
貨
は
凡
て
琉
球
列
島
の
流
通

手
段
た
る
の
効
力
を
そ
う
失
す
る

第
二
条
　
米
国
通
貨
に
関
す
る
規
程

一
項
　
琉
球
列
島
内
に
於
て
　
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
　
と
い
う
語
の
あ
る
通
貨
を
所
持
し
又

は
譲
渡
す
る
こ
と
は
之
を
茲
に
禁
ず
る

二
項
　
商
会
　
組
合
　
会
社
　
協
会
又
は
そ

の
他
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
団
体
に
し
て
現
在
又

は
今
後
流
通
す
る
米
国
通
貨
　
軍
用
支
払
證

票
を
含
む
　
又
は
通
貨
の
所
持
を
許
可
す
る

書
類
を
所
持
す
る
も
の
は
　
直
ち
に
之
を
軍

一
九
四
八
年

昭
和
二
十
三
年

五
｜
七
月

二
五



政
府
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
　
正
当

な
る
理
由
な
く
し
て
其
提
出
を
な
さ
な
い
者

の
通
貨
は
没
収
さ
れ
る

第
三
条
　
賞
罰

一
項
　
個
人
　
会
社
　
法
人
　
又
は
社
会
に

し
て
　
前
記
の
交
換
期
間
の
終
了
後
　
日
本

通
貨
お
よ
び
ビ
型
軍
票
を
交
換
せ
ず
に
所
持

す
る
こ
と
は
不
法
所
持
た
る
事
を
宣
し
　
同

所
持
者
は
一
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
一
年
以

下
の
懲
役
又
は
そ
の
両
刑
に
処
し
通
貨
は
没

収
さ
れ
る

二
項
　
本
布
告
の
規
定
に
反
し
日
本
通
貨
又

は
ビ
型
軍
票
を
故
意
に
交
換
し
な
い
事
に
関

す
る
情
報
を
提
供
し
之
を
逮
捕
又
は
特
別
軍

事
法
廷
に
よ
る
定
罪
を
可
能
な
ら
し
め
る
者

は
隠
と
く
額
の
五
％
に
し
て
百
円
を
下
ら
ざ

る
報
償
を
与
え
ら
れ
る

第
四
条
　
規
則
制
定
権

軍
政
府
副
長
官
は
本
布
告
の
規
定
実
施
に
必

要
な
る
規
則
を
制
定
す
る
権
利
を
有
す
る

第
五
条
　
旧
諸
布
告
お
よ
び
規
則
の
廃
止

米
国
海
陸
軍
政
府
特
別
布
告
　
経
済
内
令

軍
政
府
特
別
布
告
お
よ
び
経
済
内
令
に
し
て

本
布
告
の
規
程
に
抵
触
す
る
も
の
は
す
べ
て

之
を
廃
止
す
る

第
六
条
　
所
定
の
期
間
内
に
通
貨
の
交
換

を
な
す
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
た
る
者
又
は
止
む

を
得
ざ
る
事
由
の
為
め
に
又
は
過
失
又
は
怠

慢
に
非
ず
し
て
交
換
を
な
し
得
な
い
者
は

そ
の
事
実
と
事
由
を
明
記
し
た
る
届
け
書
を

添
え
出
来
る
だ
け
速
か
に
そ
の
通
貨
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
　
同
届
け
書
は
適
宜

の
処
置
を
受
け
る
た
め
に
　
軍
政
府
副
長
官

に
提
出
さ
れ
る

交
換
の
手
続
は
こ
う
し
て

新
通
貨
切
換
え
の
手
順
は
次
の
通
り
で
あ
る

△
沖
縄
群
島
で
は
日
本
円
並
び
に
ビ
型
軍

票
を
市
町
村
長
に
提
出
す
る
こ
と

△
旧
通
貨
を
提
出
し
た
ら
そ
の
預
た
く
證

書
を
受
け
取
る
こ
と

△
交
換
期
間
満
期
後
数
日
の
後
　
預
托
證

書
を
預
托
先
に
提
出
し
て
　
正
当
所
持
と
認

定
さ
れ
た
金
額
に
対
し
一
対
一
の
比
率
で
新

通
貨
を
受
領
す
る

さ
あ
、
切
換
え
は
斯
う
し
て
／

金
は
世
帯
別
に
区
、
字
事
務

所
へ
提
出
／
市
町
村
長
に
軍

か
ら
明
示
う
新
　
１
９
４
８
・
７
・
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通
貨
切
換
に
伴
う
臨
時
所
得
税
の
徴
収
は
本

紙
既
報
の
通
り
軍
政
府
の
承
認
す
る
所
と
な

ら
ず
、
正
当
な
所
持
金
額
は
す
べ
て
一
対
一

の
比
率
を
以
て
交
換
さ
れ
る
所
が
明
示
さ
れ

た
が
　
愈
々
十
六
日
か
ら
開
始
さ
れ
る
切
換

の
事
務
に
関
し
軍
で
は
去
る
十
日
午
后
一
時

知
念
軍
政
府
に
沖
縄
群
島
の
全
市
町
村
長
を

召
集
し
て
交
換
開
始
よ
り
完
了
に
到
る
ま
で

の
市
町
村
長
の
職
務
に
つ
い
て
軍
政
府
財
政

部
ア
ク
ト
ン
少
佐
よ
り
説
明
が
あ
つ
た
が
そ

の
要
旨
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る

△
交
換
さ
れ
る
の
は
現
在
流
通
し
て
い
る
硬

貨
　
少
額
紙
幣
な
ど
一
切
の
貨
幣
で
そ
の
収

集
並
び
に
新
通
貨
の
配
布
は
市
町
村
長
が
各

字
毎
に
之
を
行
う

△
こ
の
際
市
町
村
長
は
区
長
を
含
む
す
べ
て

の
役
場
吏
員
に
そ
の
責
任
を
代
行
さ
せ
る

△
交
換
の
た
め
の
現
流
通
通
貨
は
七
月
二
十

日
二
十
四
時
ま
で
受
理
さ
れ
原
則
と
し
て
世

帯
毎
に
行
わ
れ
る

△
団
体
の
資
金
は
公
金
た
る
と
否
と
を
問
は

ず
　
琉
球
銀
行
に
預
金
し
　
そ
れ
が
不
可
能

な
場
合
は
市
町
村
長
が
特
別
に
取
扱
う

△
琉
球
銀
行
に
預
金
し
て
あ
る
資
金
は
交
換

期
日
終
了
後
何
等
の
制
限
も
受
け
ず
に
引
出

す
こ
と
が
出
来
る

△
新
通
貨
は
出
来
る
だ
け
早
く
市
町
村
長
に

交
付
す
る
が
　
今
の
と
こ
ろ
は
つ
き
り
し
た

月
日
は
分
ら
な
い

△
法
的
に
正
当
な
手
段
で
金
を
獲
得
し
た
者

は
そ
の
金
と
同
額
の
新
通
貨
を
受
領
す
る

△
最
後
に
沖
縄
民
政
府
に
納
付
す
べ
き
税
は

必
ず
支
払
う
よ
う
心
得
て
貰
い
度
い

ア
ク
ト
ン
少
佐
の
説
明
に
引
き
継
い
て
行
わ

れ
た
質
問
は
二
十
数
項
に
お
よ
ん
だ
が
一
般

に
関
係
あ
る
も
の
は
要
旨
次
の
通
り
で
あ
る

△
正
当
な
る
所
持
金
は
誰
が
認
定
す
る
か

軍
政
府
が
認
定
す
る

△
村
財
源
と
し
て
交
換
手
数
料
を
徴
収
し
て

よ
い
か
　
交
換
手
数
料
は
許
可
し
な
い

△
台
湾
帰
還
者
の
所
持
す
る
旧
日
本
銀
行
券

を
こ
の
際
交
換
し
て
貰
い
た
い
　
今
度
は
出

来
な
い
が
同
様
の
問
題
は
日
本
で
も
あ
る
の

で
　
マ
司
令
部
で
は
委
員
会
を
設
け
て
研
究

し
て
い
る
　
交
換
後
訓
令
が
出
る
筈
だ

△
那
覇
市
の
交
換
を
速
か
に
や
つ
て
貰
い
た

い
　
出
来
な
い
　
他
市
町
村
と
同
様
で
あ
る

△
日
本
へ
の
帰
還
者
の
所
持
金
は
ど
う
す
る

か
　
兎
も
角
全
額
を
交
換
し
た
後
　
軍
財
政

部
に
改
め
て
再
交
換
を
申
請
す
る

△
交
換
受
領
證
を
紛
失
し
た
場
合
は
ど
う
す

る
か
　
市
町
村
長
に
申
請
し
　
市
町
村
長
は

他
の
交
換
を
完
了
し
た
後
　
残
金
が
あ
れ
ば

交
付
す
る

△
銀
行
で
受
理
せ
ら
れ
な
か
つ
た
破
損
券
は

交
換
出
来
る
か
　
交
換
出
来
る

市
町
村
制
十
五
日
実
施
／
市
町

村
長
に
議
会
解
散
権
／
民
間

人
登
用
、
自
治
委
員
会
も
組

織

沖
タ
　
１
９
４
８
・
７
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待
望
の
市
町
村
制
は
い
よ
い
よ
八
月
十
五
日

を
も
つ
て
効
力
発
生
す
る
こ
と
に
決
定
、
民

政
府
で
は
公
布
の
準
備
を
急
い
で
い
る
、
新

制
度
は
九
章
一
六
三
条
に
亘
り
民
主
的
に
制

一
九
四
八
年

昭
和
二
十
三
年

七
月

二
六



定
さ
れ
、民
政
府
の
干
渉
と
強
制
力
を
縮
少
、

地
方
自
治
体
の
権
能
を
強
化
拡
充
し
自
主
自

立
の
態
勢
を
確
立
善
果
悪
果
を
問
は
ず
市
町

村
自
体
の
責
任
が
加
重
さ
れ
て
い
る
が
主
な

る
改
革
点
は
知
事
の
管
掌
市
町
村
長
任
命
権

が
廃
止
さ
れ
職
務
管
掌
が
市
町
村
に
ま
か
さ

れ
た
こ
と
、
予
算
不
成
立
の
場
合
市
町
村
長

が
こ
れ
を
定
め
る
こ
と
、
議
会
が
市
町
村
長

の
不
信
任
案
を
提
出
し
た
場
合
市
町
村
長
は

議
会
を
解
散
し
て
民
意
に
問
ふ
こ
と
が
出
来

る
こ
と
、
農
業
組
合
、
水
産
組
合
等
の
公
共

団
体
の
活
動
の
綜
合
調
整
即
ち
実
際
の
指
揮

監
督
が
市
町
村
に
移
つ
た
こ
と
、
議
員
単
独

の
発
案
権
が
与
へ
ら
れ
た
こ
と
等
で
あ
る
　

市
町
村
長
、
議
員
の
任
期
は
四
年
と
し

現

在
の
首
長
、
議
員
は
一
九
五
〇
年
九
月
ま
で

留
任

議
会
は
定
例
年
四
回
召
集
、
臨
時
議

会
は
議
会
の
申
請
に
よ
り
或
は
市
町
村
長
単

独
で
召
集
す
る
こ
と
が
出
来
る
、
人
民
の
参

政
権
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
従
来
と
大
差

な
い
が
将
来
自
治
能
力
を
見
て
市
町
村
長
解

職
、
議
会
解
散
の
請
求
権
利
を
与
へ
る
べ
き

で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
、
新
制
度
に
お

い
て
は
市
制
、
町
村
制
の
区
別
が
無
く
な
つ

た
こ
と
も
相
違
点
の
一
つ
で
あ
る
、
更
に
民

政
府
と
協
力
し
て
行
政
運
営
の
円
滑
を
期
す

る
た
め
の
地
方
自
治
委
員
会

知
事
の
諮
問

機
関

が
民
間
人
を
登
用
し
て
組
織
さ
れ
る

が
志
喜
屋
知
事
は
新
制
度
実
施
に
あ
た
り
市

町
村
当
局
の
遺
憾
な
い
用
意
と
住
民
の
充
分

な
る
理
解
を
要
望
し
て
い
る

市
町
村
長
会
で
軍
政
府
が
説
明

／
港
湾
労
務
は
絶
対
必
要

う
新
　
１
９
４
８
・
８
・
６

第
三
回
全
沖
縄
市
町
村
長
会
は
七
月
三
十
日

午
前
□
時
よ
り
み
な
と
村
に
於
て
開
催
さ
れ

た
が
軍
政
府
よ
り
労
務
係
将
校
オ
ー
カ
ー
大

尉
外
労
務
関
係
者
が
列
席
し
協
議
事
項
□
の

港
湾
作
業
労
務
供
出
に
関
し
て
殆
ど
全
日
程

を
費
し
て
軍
関
係
者
と
市
町
村
長
側
と
の
間

に
一
問
一
答
が
続
け
ら
れ
た
　
即
ち
現
在
市

町
村
割
当
と
な
つ
て
い
る
港
湾
作
業
の
労
務

供
出
は
重
労
働
で
あ
る
だ
け
に
希
望
者
少
く

ど
の
町
村
で
も
そ
の
供
出
に
四
苦
八
苦
し
部

落
に
よ
つ
て
は
供
出
労
務
者
一
人
に
対
し
一

箇
月
千
円
宛
を
与
え
て
応
だ
く
さ
せ
て
い
る

と
の
は
な
し
も
あ
る
ほ
ど
で
あ
り
　
そ
の
供

出
を
円
滑
に
進
め
る
に
は
い
き
お
い
港
湾
労

務
者
に
対
し
賃
金
値
上
げ
を
食
糧
衣
料
日
用

雑
貨
の
特
配
を
即
ち
実
施
し
て
貰
い
た
い
と

の
各
市
町
村
長
一
致
し
て
の
意
見
開
陳
に
対

し
オ
ー
カ
ー
大
尉
よ
り
大
要
左
の
如
き
答
弁

が
あ
つ
た

一
千
名
の
港
湾
労
務
者
は
是
非
必
要
で
あ

る
沖
縄
の
労
務
者
が
得
ら
れ
ぬ
と
き
は
結

局
各
地
区
倉
庫
を
閉
ざ
し
て
住
民
の
食
糧

を
減
ら
し
沢
山
の
フ
イ
リ
ツ
ピ
ン
労
務
者

を
も
つ
て
く
る
外
は
な
い
　
軍
作
業
員
に

対
し
て
は
褒
賞
と
し
て
食
糧
　
衣
料
　
日

用
雑
貨
等
の
配
給
も
憂
慮
さ
れ
て
い
る

賃
金
値
上
げ
を
計
画
中
で
あ
り
物
価
が
上

れ
ば
昇
給
せ
し
め
円
と
物
と
の
均
衡
の
と

れ
た
支
払
い
を
す
る
が
上
げ
す
ぎ
る
と
物

価
は
な
お
上
昇
し
イ
ン
フ
レ
に
な
る
の
で

現
在
は
困
難
で
あ
る
　
現
在
一
箇
月
百
万

ド
ル
の
食
糧
　
衣
料
が
配
給
品
と
し
て
入

荷
し
て
い
る

な
お
日
程
の
都
合
で
市
町
村
長
会
と
し
て
意

見
は
八
月
六
日
金
曜
も
再
び
民
政
府
に
於
て

市
町
村
長
会
を
開
催
し
て
纏
め
て
軍
政
府
に

提
出
す
る
こ
と
に
決
め
　
貨
幣
交
換
事
務
費

と
し
て
各
字
一
日
五
人
の
五
日
乃
至
八
日
分

の
日
当
が
五
円
　
食
費
一
食
二
□
円
の
実
費

請
求
す
る
こ
と
に
決
め
沖
縄
自
治
会
館
　
仮

称
　
建
設
　
本
年
度
予
算
割
当
　
市
町
村
制

公
布
祝
賀
式
に
関
し
て
考
究
す
る
こ
と
を
申

し
合
せ
て
閉
会
し
た

那
覇
の
建
築
／
旧
鉄
路
以
西
厳

禁

う
新
　
１
９
４
８
・
８
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６

那
覇
　
真
和
志
其
の
他
の
地
域
に
於
け
る
住

宅
及
び
官
公
衙
建
物
の
建
造
に
つ
き
七
月
三

十
日
夫
々
左
の
通
り
軍
政
府
か
ら
指
示
が
あ

つ
た
△
那
覇
市
並
に
真
和
志
村
に
於
け
る
□
住
宅

の
建
築
は
九
号
線
道
路
　
真
和
し
村
安
里
国

場
経
由
玉
城
村
み
な
と
四
十
四
号
線
道
路
　

那
覇
　
与
那
原
の
交
叉
点
即
ち
南
の
農
れ
ん

か
ら
北
は
安
謝
製
材
所
に
近
接
す
る
一
号
線

道
路
　
那
覇
　
名
護
　
ま
で
旧
鉄
道
線
路
に

併
行
す
る
線
の
東
側
に
於
て
の
み
許
可

△
商
業
建
物
　
官
公
衙
事
務
所
の
建
築
は
□

地
域
即
ち
旧
那
覇
市
内
に
於
て
許
可
す
　
即

ち
那
覇
、
真
和
志
に
お
け
る
新
築
を
鉄
道
線

路
の
東
側
以
内
に
於
て
は
官
公
衙
事
務
所
建

物
の
み
が
許
可
さ
れ
　
そ
れ
以
外
に
一
般
□

住
宅
の
新
築
は
鉄
道
線
路
側
東
の
地
域
に
お

い
て
の
み
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

西
原
村
の
西
原
飛
行
場
跡
は
□
所
か
ら
四
□

フ
い
ー
ト
以
外
の
地
域
に
つ
き
農
耕
を
許
可

す
る
が
現
地
の
細
目
に
就
い
て
は
軍
移
動
係

主
任
ス
ミ
ス
氏
の
指
示
に
依
る

△
北
谷
村
字
嘉
手
納
は
民
住
宅
の
新
築
を
認

め
な
い
　
但
し
修
理
は
こ
れ
を
含
ま
な
い

新
市
町
村
制
摘
要

一

う
新
　
１
９
４
８
・
８
・
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第
一
章
　
総
則

第
一
節
　
市
町
村
及
び
そ
の
区
域

第
一
条
　
市
町
村
の
区
域
は
　
従
来
の
区
域
　

に
よ
る

第
二
条
　
市
町
村
は
　
法
人
と
す
る
　
市
町

村
は
　
そ
の
公
共
事
務
及
び
法
令
に
よ
り

市
町
村
に
属
す
る
事
務
を
処
理
す
る

一
九
四
八
年

昭
和
二
十
三
年

七
｜
八
月

二
七

九

中

十

民

民



第
三
条
　
市
町
村
の
廃
置
分
合
又
は
境
界
変

更
は
　
関
係
市
町
村
議
会
の
意
見
を
徴
し

て
　
知
事
が
こ
れ
を
定
め
る
　
所
属
未
定

地
を
市
町
村
の
区
域
に
編
入
し
よ
う
と
す

る
と
き
も
　
ま
た
同
様
と
す
る

以
下
略

第
四
条
　
市
町
村
の
境
界
に
関
す
る
争
論
は

関
係
市
町
村
議
会
の
意
見
を
徴
し
て
知
事

が
こ
れ
を
裁
定
す
る

以
下
略

第
五
条
　
略
第
二
節
　
市
町
村
住
民
及
び
そ
の
権

利
義
務

第
六
条
　
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す

る
者
は
　
そ
の
市
町
村
の
住
民
と
す
る

市
町
村
住
民
は
　
そ
の
市
町
村
の
財
産
及

び
営
造
物
を
共
用
す
る
権
利
を
有
し
　
市

町
村
の
負
担
を
分
任
す
る
義
務
を
負
ふ

第
七
条
　
市
町
村
住
民
は
　
そ
の
市
町
村
の

選
挙
に
参
与
す
る
権
利
を
有
す
る

第
八
条
　
選
挙
権
を
有
す
る
市
町
村
住
民
は

其
の
市
町
村
の
条
例
の
制
定
又
は
改
廃
を

申
請
す
る
権
利
を
有
す
る

選
挙
権
を
有
す
る
市
町
村
住
民
は
其
の
市

町
村
の
事
務
の
監
査
を
申
請
す
る
権
利
を

有
す
る

第
九
条
　
選
挙
権
を
有
す
る
市
町
村
住
民
は
　

其
の
市
町
村
議
会
の
解
散
を
申
請
す
る
権

利
を
有
す
る

選
挙
権
を
有
す
る
市
町
村
住
民
は
そ
の
市

町
村
議
会
議
員
又
は
市
町
村
長
の
解
職
を

申
請
す
る
権
利
を
有
す
る

第
十
条
　
前
三
条
の
選
挙
及
び
申
請
に
関
す

る
事
項
は
　
別
に
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る

第
三
節
　
条
例
及
び
規
則
　
省
略

第
二
章
　
組
織

第
一
節
　
市
町
村
議
会

第
十
四
条
　
市
町
村
に
議
会
を
置
く

第
十
五
条
　
市
町
村
議
会
議
員
の
定
数
は
次

の
通
り
と
す
る

一
　
人
口
二
千
未
満
十
二
人
　
二
　
人
口

二
千
以
上
五
千
未
満
十
六
人
　
三
　
人
口

五
千
以
上
一
万
未
満
二
十
二
人
　
四
　
人

口
一
万
以
上
二
万
未
満
二
十
六
人
　
五
　

人
口
二
万
以
上
三
十
人

前
項
の
人
口
は
　
知
事
の
行
つ
た
最
近
の

人
口
調
査
に
よ
る

議
員
の
定
数
は
　
総
選
挙
を
行
う
場
合
で

な
け
れ
ば
　
こ
れ
を
増
減
し
な
い
　
但
し

著
る
し
く
人
口
の
増
加
が
あ
つ
た
場
合
に

知
事
の
認
可
を
得
た
と
き
は
　
こ
の
限
り

で
な
い

第
十
六
条
　
市
町
村
議
会
議
員
の
任
期
は
　

本
人
の
選
挙
後
十
五
日
に
始
ま
り

後
任

者
の
選
挙
後
十
五
日
に
終
る

市
町
村
議
会
議
員
及
び
市
町
村
長
選
挙
法

に
よ
る
最
初
の
議
員
の
後
任
者
の
選
挙
は

解
散
の
場
合
を
除
く
外

一
千
九
百
五
十

年
九
月
の
第
二
日
曜
日
に
行
う

本
法
特
定
の
場
合
を
除
く
外

議
員
の
任

期
は
四
年
と
し

後
任
者
の
選
挙
は

議
員
在
任
第
四
年
の
九
月
の
第
二
日
曜
日

に
行
う

以
下
略

第
十
七
条
　
市
町
村
議
会
議
員
は

市
町
村

の
有
給
吏
員
と
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
な
い

第
二
節
　
権
限

第
十
八
条
　
市
町
村
議
会
は

左
に
掲
げ
る

事
件
を
議
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
　
条
例
を
設
け
又
は
改
廃
す
る
こ
と
　

二
　
歳
入
歳
出
予
算
を
定
め
る
こ
と
　
三
　

決
算
報
告
を
認
定
す
る
こ
と
　
四
　
法
令

の
範
囲
内
に
お
い
て

使
用
料

手
数
料

市
町
村
税

分
担
金
　
加
入
金
又
は
夫
役

現
品
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
こ
と
　
五

基
本
財
産
及
び
積
立
金
等
の
設
置
処
分
に

関
す
る
こ
と
　
六
　
歳
入
歳
出
予
算
を
以

つ
て
定
め
る
も
の
を
除
く
外

あ
ら
た
に

義
務
の
負
担
を
な
し

及
び
権
利
を
放
棄

す
る
こ
と
　
七
　
異
議
の
申
立
　
訴
願

訴
訟
及
び
和
解
に
関
す
る
こ
と
　
八
　
市

町
村
内
の
公
共
的
団
体
等
の
活
動
の
綜
合

調
整
に
関
す
る
こ
と
　
九
　
其
の
他
法
令

に
よ
り
市
町
村
議
会
の
権
限
に
属
す
る
事

項
第
十
九
条
　

略

第
二
十
条
　

略

第
二
十
一
条
　

略

第
二
十
二
条
　

略

第
二
十
三
条
　
市
町
村
議
会
は
　
市
町
村
の

事
務
に
関
す
る
調
査
を
行
い
　
関
係
人
の

出
頭
及
び
證
言
並
び
に
記
録
の
提
出
を
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
る

市
町
村
議
会
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
調
査

を
行
う
た
め
市
町
村
の
区
域
内
の
公
共
的

団
体
等
に
対
し
照
会
を
し
又
は
記
録
の
送

付
を
求
め
た
と
き
は
　
当
該
団
体
等
は

そ
の
求
め
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
三
節
　
召
集
及
び
会
期

第
二
十
四
条
　
市
町
村
議
会
の
臨
時
会
は
市

町
村
長
が
こ
れ
を
召
集
す
る
　
定
例
会
も

市
町
村
長
が
其
の
集
会
を
告
示
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
議
員
定
数
の
四
分
の
一
以
上

の
者
か
ら
会
議
に
付
議
す
べ
き
事
件
を
示

し
て
臨
時
会
の
召
集
の
請
求
が
あ
る
と
き

は
　
市
町
村
長
は
速
か
に
こ
れ
を
召
集
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

集
会
は
　
開
会
の
日
前
三
日
ま
で
に
こ
れ

を
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
　
但
し
　

急
施
を
要
す
る
場
合
は
　
こ
の
限
り
で
な

い
第
二
十
五
条
　
市
町
村
議
会
は
　
定
例
会
及

び
臨
時
会
と
す
る

定
例
会
を
条
例
の
定
め
る
処
に
よ
り
隔
両

月
三
か
月
毎
に
こ
れ
を
開
く
　
其
の
集
会

の
日
は
　
あ
ら
た
に
成
立
せ
る
議
会
毎
に

其
の
最
初
の
会
に
お
い
て
こ
れ
を
定
め
る

但
し
、
其
の
後
の
会
に
お
い
て
変
更
す
る

こ
と
を
妨
げ
な
い

一
九
四
八
年

昭
和
二
十
三
年

八
月

二
八



臨
時
会
は
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
其

の
事
件
に
限
り
こ
れ
を
召
集
す
る

臨
時
会
に
付
議
す
べ
き
事
件
は
　
市
町
村

長
が
予
め
こ
れ
を
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
臨
時
会
の
開
会
中
に
急
施
を
要
す
る
事
件

が
あ
る
と
き
は
　
前
二
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
　
直
ち
に
こ
れ
を
会
議
に
付
議
す

る
こ
と
が
で
き
る

市
町
村
議
会
の
会
期
及
び
其
の
延
長
並
び

に
そ
の
開
閉
に
関
す
る
事
件
は
　
市
町
村

議
会
が
こ
れ
を
定
め
る

第
四
節
　
議
長
　
副
議
長
及
び
書
記
　
　

省
略

つ
づ
く

新
市
町
村
制
摘
要

二

う
新
　
１
９
４
８
・
８
・
27

第
五
節
　
会
議

第
三
十
一
条
　
市
町
村
議
会
議
員
は
才
入
歳

出
予
算
を
除
く
外
　
議
会
の
議
決
す
べ
き

事
件
に
つ
き
　
市
町
村
議
会
に
議
案
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
　
但
し
　
原
案
歳

入
総
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
　
費
目
又
は

そ
の
額
を
変
更
す
る
修
正
案
の
提
出
を
妨

げ
な
い

前
項
の
規
定
に
よ
る
議
案
の
提
出
は
　
文

書
を
以
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
三
十
二
条
　
市
町
村
議
会
は
　
議
員
定
数

の
過
半
数
が
出
席
し
な
け
れ
ば
　
議
事
を

開
き
議
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
　
但
し

第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
半
数
以
上
が

除
斥
さ
れ
た
と
き
、
同
一
の
事
件
に
つ
き

再
度
召
集
し
て
も
な
ほ
過
半
数
に
達
し
な

い
と
き
　
又
は
召
集
に
応
じ
て
も
出
席
議

員
が
定
数
を
欠
き
　
議
長
が
出
席
を
催
告

し
て
も
な
お
定
数
に
達
し
な
い
と
き
は

こ
の
限
り
で
な
い

第
三
十
三
条
　
議
長
が
所
定
の
時
処
に
お
い

て
会
議
を
開
か
な
い
場
合
に
市
町
村
議
会

議
員
の
定
数
の
過
半
数
の
者
か
ら
請
求
が

あ
る
と
き
は
　
議
長
は
　
そ
の
日
の
会
議

を
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
　
こ
の
場
合

に
お
い
て
議
長
が
な
お
会
議
を
開
か
な
い

と
き
は
第
二
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項

の
例
に
よ
る
前
項
の
規
定
に
よ
り
会
議
を

開
い
た
と
き
　
又
は
議
員
中
に
異
議
が
あ

る
と
き
は
　
議
長
は
　
会
議
の
議
決
に
よ

ら
な
い
限
り
　
そ
の
日
の
会
議
を
閉
じ
又

は
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

第
三
十
四
条
　
市
町
村
議
会
の
会
議
は
　
こ

れ
を
公
開
す
る
　
但
し
　
議
長
又
は
議
員

三
人
以
上
の
発
議
に
よ
り
　
出
席
議
員
の

三
分
の
二
以
上
の
多
数
で
議
決
し
た
と
き

は
秘
密
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
　
前
項

但
書
の
議
長
又
は
議
員
の
発
議
は
　
討
論

を
行
わ
な
い
で
そ
の
可
否
を
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

第
三
十
五
条
　
本
法
に
特
別
の
定
め
が
あ
る

場
合
を
除
く
外
　
市
町
村
議
会
の
議
事
は
　

出
席
議
員
の
過
半
数
で
こ
れ
を
決
し
　
可

否
同
数
の
と
き
は
　
議
長
の
決
す
る
処
に

よ
る
可
否
同
数
の
と
き
裁
決
す
る
外
　
議
長
は

表
決
に
加
わ
る
権
利
を
有
し
な
い

第
三
十
六
条
　
市
町
村
議
会
の
議
長
及
び
議

員
は
　
自
己
又
は
父
母
　
祖
父
母
　
配
偶

者
　
子
孫
　
若
し
く
は
兄
弟
姉
妹
の
一
身

上
に
関
す
る
事
件
に
つ
い
て
は
　
そ
の
議

事
に
参
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
　
但
し

議
会
の
同
意
を
得
て
　
会
議
に
出
席
し

発
言
す
る
こ
と
が
で
き
る

第
三
十
七
条
　
法
令
に
よ
り
市
町
村
議
会
の
　

行
う
選
挙
に
つ
い
て
は
　
市
町
村
議
会
議

員
及
び
市
町
村
長
選
挙
法
第
二
十
三
条

第
三
十
八
条
及
び
第
四
十
三
条

市
町
村

長
の
選
挙
に
関
す
る
部
分
を
除
く

の
規

定
を
準
用
す
る
　
そ
の
投
票
の
効
力
に
関

し
異
議
が
あ
る
と
き
は
　
市
町
村
議
会
が

こ
れ
を
決
す
る

市
町
村
議
会
は
　
議
員
中
に
異
議
が
な
い

と
き
は
　
前
項
の
選
挙
に
つ
き
指
名
推
選

の
方
法
を
用
ひ
る
こ
と
が
で
き
る

指
名
推
選
の
方
法
を
用
ひ
る
場
合
に
お
い

て
は
　
被
指
名
人
を
以
つ
て
当
選
人
と
定

め
る
べ
き
か
ど
う
か
を
会
議
に
諮
り
、
議

員
全
員
の
同
意
を
得
た
者
を
当
選
人
と
す

る一
の
選
挙
を
以
つ
て
二
人
以
上
を
選
挙
す

る
場
合
に
お
い
て
は
　
被
指
名
人
を
区
分

し
て
前
項
の
規
定
を
適
用
し
て
は
な
ら
な

い
第
三
十
八
条
　
会
期
中
に
議
決
に
至
ら
な
か

つ
た
事
件
は
後
会
に
継
続
し
な
い

第
三
十
九
条
　
略

第
四
十
条
　
略

第
四
十
一
条
　
略

第
四
十
二
条
　
略

軍
労
務
問
題
／
労
務
完
全
供
出

を
誓
う
／
那
覇
・
首
里
両
市

の
市
民
大
会

沖
タ
　
１
９
４
８
・
９
・
３

”
販
売
店
閉
鎖
の
衝
撃
”
は
何
と
い
つ
て
も

消
費
地
側
に
大
き
か
つ
た
　
閉
鎖
た
つ
た
一

日
で
直
ぐ
売
店
の
窓
口
が
ひ
ら
か
れ
、
や
つ

と
安
堵
し
た
と
い
う
も
の
ゝ
今
回
の
”
断
”

に
直
接
原
因
と
な
つ
た
軍
労
務
者
問
題
は
依

然
住
民
の
実
際
経
済
生
活
と
連
関
し
て
根
本

的
に
解
決
す
べ
き
多
く
の
重
要
問
題
を
残
し

て
お
り
そ
の
対
策
樹
立
は
各
方
面
か
ら
大
き

な
関
心
を
向
け
ら
れ
て
い
る
が
応
急
措
置
と

し
て
、
ま
ず
軍
労
務
の
完
全
供
出
が
先
決
問

題
な
り
と
各
地
に
軍
に
対
す
る
協
力
態
勢
強

化
の
叫
び
が
昂
ま
り
那
覇
・
首
里
両
市
で
は

市
民
大
会
を
ひ
ら
い
て
市
民
の
さ
か
ん
な
熱

一
九
四
八
年

昭
和
二
十
三
年

八
｜
九
月

二
九



意
が
吐
露
さ
れ
た

那
覇
市

二
十
六
・
七
日
二
日
間
に
亘
り
元

二
中
校
跡
広
場
と
國
際
劇
場
で
開
催
、
青
年

会
　
婦
人
会
側
か
ら
弁
士
十
余
名
が
交
々
軍

労
務
の
□
□
□
□
に
対
す
る
誠
意
を
□
□
□

□
の
一
層
の
協
力
を
誓
つ
た

首
里
市

二
十
九
日
公
民
館
で
開
催
、
兼
島

市
長
ほ
か
市
議
数
名
、
青
年
会
代
表
、
軍
労

務
者
代
表
が
夫
々
軍
作
業
の
成
績
向
上
を
強

調
、
労
務
完
全
供
出
を
誓
つ
た

新
市
町
村
制
摘
要

三

う
新
　
１
９
４
８
・
９
・
10

第
六
節
　
請
願

第
四
十
三
条
　
市
町
村
議
会
に
請
願
し
よ
う

と
す
る
者
は
　
議
員
の
紹
介
に
よ
り
又
は

議
長
若
し
く
は
議
会
の
書
記
を
経
て
請
願

書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
四
十
四
条
　
略

第
七
節
　
議
員
の
辞
職
及
び
資
格
の
　

決
定

第
四
十
五
条
　
市
町
村
議
会
議
員
は
議
会
の

許
可
を
得
て
辞
職
す
る
こ
と
が
で
き
る

但
し
閉
会
中
に
お
い
て
は
　
議
長
の
許
可

を
得
て
辞
職
す
る
こ
と
が
で
き
る

第
四
十
六
条
　
略

第
四
十
七
条
　
略

第
八
節
　
紀
律

第
四
十
八
条
　
市
町
村
議
会
の
会
議
中
　
本

法
又
は
会
議
規
則
に
違
反
し
そ
の
他
議
場

の
秩
序
を
乱
す
議
員
が
あ
る
と
き
は
　
議

長
は
　
こ
れ
を
制
止
し
又
は
発
言
を
取
消

さ
せ
　
そ
の
命
令
に
従
は
な
い
と
き
は
そ

の
日
の
会
議
が
終
る
ま
で
発
言
を
禁
止
し

又
は
議
場
の
外
に
退
出
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
議
長
は
　
議
場
が
騒
然
と
し
て
整
理
す
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

そ
の
日
の
会
議
を
閉
じ
又
は
中
止
す
る
こ

と
が
で
き
る

第
四
十
九
条
　
傍
聴
人
が
公
然
と
可
否
を
表

明
し
又
は
騒
ぎ
立
て
る
等
会
議
を
妨
害
す

る
と
き
は
議
長
は
こ
れ
を
制
止
し
　
そ
の

命
令
に
従
は
な
い
と
き
は
　
こ
れ
を
退
場

さ
せ
　
必
要
が
あ
れ
ば
警
察
官
に
引
渡
す

こ
と
が
で
き
る

傍
聴
席
が
騒
が
し
い
と
き
は
議
長
は
総
て

の
傍
聴
人
を
退
場
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

前
二
項
に
定
め
る
も
の
を
除
く
外
　
市
町

村
議
会
は
　
傍
聴
人
の
取
締
に
関
し
必
要

な
る
規
則
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
五
十
条
　
略

第
五
十
一
条
　
市
町
村
議
会
に
お
い
て
は
　

議
員
は
無
礼
の
言
葉
を
使
用
し
又
は
他
人

の
私
生
活
に
亘
る
言
論
を
し
て
は
な
ら
な

い
第
五
十
二
条
　
略

第
九
節
　
懲
罰

第
五
十
三
条
　
市
町
村
議
会
は
本
法
及
び
会

議
規
則
に
違
反
し
た
議
員
に
対
し
議
決
に

よ
り
懲
罰
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る

懲
罰
に
関
し
必
要
な
事
項
は
　
会
議
規
則

中
に
こ
れ
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
五
十
四
条
　
第
五
十
五
条
　
第
五
十
六
条
　

略

第
三
章
　
執
行
機
関

第
一
節
　
市
町
村
長

第
一
款
　
地
位
及
び
権
限

第
五
十
七
条
　
市
町
村
に
市
町
村
長
を
置
く

第
五
十
八
条
　
市
町
村
長
の
任
期
は
本
人
の

選
挙
後
十
五
日
に
始
ま
り
後
任
者
の
選
挙

後
十
五
日
に
終
る
　
市
町
村
議
会
議
員
及

び
市
町
村
長
選
挙
法
に
よ
る
最
初
の
市
町

村
長
の
後
任
者
の
選
挙
は
　
不
信
任
議
決

の
場
合
の
外
　
一
千
九
百
五
十
年
九
月
の

第
一
日
曜
日
に
行
う
　
前
項
の
場
合
を
除

く
外
　
市
町
村
長
の
任
期
は
四
年
と
し

そ
の
後
任
者
の
選
挙
は
　
在
任
第
四
年
の

九
月
の
第
一
日
曜
日
に
行
う

第
五
十
九
条
　
市
町
村
長
は
　
市
町
村
議
会

議
員
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
な
い

第
六
十
条
　
市
町
村
長
は
　
市
町
村
に
対
し

請
負
を
な
し
又
は
市
町
村
に
お
い
て
経
費

を
負
担
す
る
事
業
に
つ
き
　
そ
の
市
町
村

長
若
し
く
は
市
町
村
長
の
委
嘱
を
受
け
た

者
に
対
し
請
負
を
な
す
者
及
び
そ
の
支
配

人
又
は
主
と
し
て
同
一
の
行
為
を
な
す
法

人
の
役
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い

第
六
十
一
条
　
市
町
村
長
は
　
そ
の
被
選
挙

権
を
有
し
な
く
な
つ
た
と
き
そ
の
職
を
失

う
　
以
下
略

第
六
十
二
条
　
第
六
十
三
条
　
略

第
六
十
四
条
　
知
事
は
　
市
町
村
長
が
著
し

く
不
適
任
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
　
第

百
六
十
条
の
規
定
に
よ
り
地
方
自
治
委
員

会
の
承
認
を
得
て
こ
れ
を
罷
免
す
る
こ
と

が
で
き
る

市
町
村
長
の
兼
任
不
可

う
新
　
１
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新
市
町
村
制
の
公
布
に
伴
い
市
町
村
内
の
農

業
組
合
　
水
産
組
合
等
の
公
共
的
団
体
は
第

七
十
条
に
当
該
市
町
村
長
の
指
揮
監
督
の
下

に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
が
　
本
条
の
趣

旨
に
鑑
み
民
政
府
で
は
去
る
十
一
日
総
務
経

済
部
長
の
連
名
で
市
町
村
長
及
び
吏
員
は
上

記
の
団
体
の
職
員
を
兼
職
す
る
こ
と
は
不
当

で
あ
る
旨
各
市
町
村
宛
に
通
知
し
た

但
し
議
会
に
つ
い
て
は
第
十
八
条
八
に
よ
り

市
町
村
と
同
様
　
公
共
的
団
体
の
綜
合
調
整

に
あ
た
る
の
で
あ
る
が
議
員
の
上
記
団
体
の

職
員
を
兼
職
出
来
る
か
否
か
は
　
未
だ
明
瞭

で
は
な
い
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市
町
村
議
会
議
長
選
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新
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新
市
町
村
制
に
よ
り
各
市
町
村
で
は
そ
れ
／

＼
議
長
　
副
議
長
の
選
挙
を
実
施
し
て
い
る

が
判
明
せ
る
糸
満
外
四
市
町
村
の
分
左
の
通

り

上
欄
は
議
長
　
下
欄
は
副
議
長

△
糸
満
町

赤
嶺
　
恒
春
　
　
　
　
　
大
城
亀
太
郎

△
首
里
市

儀
武
　
息
睦
　
　
　
　
　
渡
嘉
敷
宗
賀

△
真
和
志
村

大
城
　
三
郎
　
　
　
　
　
宮
里
　
榮
輝

△
那
覇
市

具
志
頭
徳
助
　
　
　
　
仲
井
間
元
か
い

△
大
里
村

上
原
　
�
範
　
　
　
　
　
親
泊
　
元
長

新
市
町
村
制
摘
要
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第
六
十
五
条
　
第
六
十
六
条
　
第
六
十
七
条

略第
六
十
八
条
　
軍
政
府
の
政
策
又
は
軍
政
府

の
政
策
に
基
づ
く
民
政
府
の
政
策
に
よ
る

事
務
に
つ
い
て
は
市
町
村
長
は
　
知
事
の

指
揮
監
督
を
受
け
る

前
項
の
場
合
に
お
い
て
市
町
村
長
の
処
分

が
成
規
に
違
反
し
又
は
権
限
を
超
え
る
と

認
る
と
き
は
　
知
事
は
　
市
町
村
長
の
処

分
を
取
消
し
　
又
は
停
止
す
る
こ
と
が
で

き
る

第
六
十
九
条
　

略

第
七
十
条
　
第
七
十
一
条
　

略

第
七
十
二
条
　
市
町
村
長
は
　
当
該
市
町
村

の
区
域
内
の
公
共
的
団
体
等
の
活
動
の
綜

合
調
整
を
図
る
た
め
　
こ
れ
を
指
揮
監
督

す
る
こ
と
が
で
き
る

前
項
の
場
合
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
き

は
　
市
町
村
長
は
　
該
公
共
団
体
等
を
し

て
事
務
の
報
告
を
さ
せ
　
書
類
及
び
帳
簿

を
提
出
さ
せ
及
び
実
地
に
つ
い
て
事
務
を

視
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

市
町
村
長
は
　
第
一
項
の
監
督
上
必
要
な

処
分
を
し
又
は
知
事
の
措
置
を
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
る

知
事
は
　
市
町
村
長
の
処
分
を
取
消
す
こ

と
が
で
き
る

第
七
十
三
条
　
第
七
十
四
条
　
第
七
十
五
条
　

略

第
二
款
　
補
助
機
関

第
七
十
六
条
　
市
町
村
に
助
役
一
人
を
置
く

但
し
市
町
村
は
条
例
で
こ
れ
を
置
か
な
い

こ
と
が
で
き
る

第
七
十
七
条
　
助
役
は
　
市
町
村
長
が
市
町

村
議
会
の
同
意
を
得
て
こ
れ
を
選
任
す
る

第
七
十
八
条
　
助
役
の
任
期
は
　
四
年
と
す

る
　
但
し
　
市
町
村
長
は
任
期
中
に
お
い

て
も
こ
れ
を
解
職
す
る
こ
と
が
で
き
る

第
七
十
九
条
　
市
町
村
議
会
議
員
及
び
市
町

村
長
選
挙
法
第
二
条
第
一
項
の
各
号
の
一

に
該
当
す
る
者
は
助
役
に
な
る
こ
と
が
で

き
な
い

助
役
は
　
市
町
村
議
会
議
員
及
び
市
町
村

長
選
挙
法
第
二
条
第
一
項
の
各
号
の
一
に

該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
は
　
そ
の
職
を

失
ふ

第
八
十
条
　
第
八
十
一
条
　
第
八
十
二
条

略第八
十
三
条
　
市
町
村
に
収
入
役
一
人
を
置

く
　
但
し
　
市
町
村
は
　
条
例
で
収
入
役

を
置
か
ず
　
市
町
村
長
又
は
助
役
を
し
て

そ
の
事
務
を
兼
掌
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

以
下
略

第
八
十
四
条
　
市
町
村
長
　
助
役
又
は
監
査

委
員
と
親
子
　
夫
婦
　
兄
弟
姉
妹
の
関
係

に
あ
る
者
は
　
収
入
役
と
な
る
こ
と
が
で

き
な
い

以
下
略

第
八
十
五
条
　
略

第
八
十
六
条
　
市
町
村
は
　
処
務
便
宜
の
た
　

め
条
例
で
区
を
劃
し
区
長
を
置
く
こ
と
が

で
き
る

第
八
十
三
条
第
二
項
の
規
定
は
　
区
長
に

こ
れ
を
準
用
す
る
　
但
し
区
長
の
任
期
は

二
年
と
し
　
市
町
村
長
は
　
任
期
中
で
も

こ
れ
を
解
職
す
る
こ
と
が
で
き
る

第
八
十
七
条
　

略

第
八
十
八
条
　

略

新
市
町
村
制
摘
要
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第
三
款
　
議
会
と
の
関
係

第
八
十
九
条
　
市
町
村
議
会
の
議
決
又
は
選

挙
が
そ
の
権
限
を
超
え
又
は
法
令
若
し
く

は
会
議
規
則
に
違
反
す
る
と
認
め
る
と
き

は
　
市
町
村
長
は
　
理
由
を
示
し
て
こ
れ

を
再
議
に
付
し
又
は
再
選
挙
を
行
わ
し
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

前
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
議
会
の
議
決

又
は
選
挙
が
な
お
そ
の
権
限
を
超
え
又
は

法
令
若
し
く
は
会
議
規
則
に
違
反
す
る
と

認
め
る
と
き
は
市
町
村
長
は
知
事
の
裁
決

を
請
ふ
こ
と
が
で
き
る

第
九
十
条
　
市
町
村
議
会
の
議
決
が
収
入
又

は
支
出
に
関
し
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
　
市
町

村
長
は
　
理
由
を
示
し
て
こ
れ
を
再
議
に

付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

議
会
に
お
い
て
左
に
掲
ぐ
る
経
費
を
削
除

し
又
は
減
額
す
る
議
決
を
し
た
と
き
は

そ
の
経
費
及
び
こ
れ
に
伴
ふ
収
入
に
つ
い

て
も
亦
同
様
と
す
る

一
　
法
令
に
よ
り
負
担
す
る
経
費
及
び
そ

の
他
の
市
町
村
の
義
務
に
属
す
る
経
費

二
　
非
常
の
災
害
に
よ
る
応
急
若
し
く
は

復
旧
の
施
設
の
た
め
に
必
要
な
経
費
又
は

伝
染
病
予
防
の
た
め
必
要
な
経
費

前
項
第
一
号
の
場
合
に
お
い
て
市
町
村
議
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会
の
議
決
が
な
お
同
号
に
掲
げ
る
経
費
を

削
除
し
又
は
減
額
し
た
と
き
は
　
市
町
村

長
は
　
そ
の
経
費
及
び
こ
れ
に
伴
う
収
入

を
予
算
に
計
上
し
て
そ
の
経
費
を
支
出
す

る
こ
と
が
で
き
る

第
二
項
第
二
号
の
場
合
に
お
い
て
市
町
村

議
会
の
議
決
が
な
ほ
同
号
に
掲
げ
る
経
費

を
削
除
し
又
は
減
額
し
た
と
き
は
　
市
町

村
長
は
そ
の
議
決
を
不
信
任
の
議
決
と
み

な
す
こ
と
が
で
き
る

第
九
十
一
条
　
市
町
村
議
会
に
お
い
て
市
町

村
長
の
不
信
任
の
議
決
を
し
た
と
き
は

市
町
村
長
は
　
十
日
以
内
に
市
町
村
議
会

を
解
散
す
る
こ
と
が
で
き
る

市
町
村
議
会
に
お
い
て
市
町
村
長
の
不
信

任
の
議
決
を
し
た
場
合
に
お
い
て
本
条
に

よ
り
市
町
村
議
会
を
解
散
し
な
い
と
き
又

は
そ
の
解
散
後
始
め
て
召
集
さ
れ
た
議
会

に
お
い
て
再
び
不
信
任
の
議
決
を
し
た
と

き
は
　
市
町
村
長
は
　
退
職
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
　

本
条
の
不
信
任
の
議
決
に
つ
い
て
は
　
議

員
数
の
三
分
の
二
以
上
の
者
が
出
席
し

そ
の
四
分
の
三
以
上
の
者
の
同
意
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

第
九
十
二
条
　
市
町
村
議
会
が
成
立
し
な
い

と
き
　
第
三
十
二
条
但
書
の
場
合
に
お
い

て
な
お
会
議
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
と

き
　
緊
急
な
事
件
で
議
会
を
召
集
す
る
暇

が
な
い
と
き
　
又
は
市
町
村
議
会
が
そ
の

義
務
に
属
す
る
事
件
を
議
決
又
は
決
定
し

な
い
と
き
は
市
町
村
長
は
そ
の
議
決
す
べ

き
事
件
又
は
決
定
す
べ
き
事
件
を
処
置
す

る
こ
と
が
で
き
る

前
項
の
規
定
に
よ
る
処
置
に
つ
い
て
は
　

市
町
村
長
は
　
次
の
会
議
に
お
い
て
こ
れ

を
議
会
に
報
告
し
そ
の
承
認
を
求
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

第
九
十
三
条
　
市
町
村
議
会
の
権
限
に
属
す

る
軽
易
な
事
項
で
条
例
で
特
に
指
定
し
た

も
の
は
　
市
町
村
長
に
お
い
て
専
決
処
分

す
る
こ
と
が
で
き
る

本
条
に
よ
り
専
決
処
分
を
し
た
と
き
は

市
町
村
長
は
　
こ
れ
を
市
町
村
議
会
に
報

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

新
市
町
村
制
摘
要

六

う
新
　
１
９
４
８
・
10
・
１

第
二
節
　
監
査
委
員

第
九
十
四
条
　
市
町
村
は
　
条
例
で
監
査
委

員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
　
監
査
委
員
の

定
数
は
二
人
と
す
る

第
九
十
五
条
　
監
査
委
員
は
　
市
町
村
長
が

議
会
の
同
意
を
得
て
　
議
員
及
び
行
政
財

務
の
学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
中
か
ら
各

一
人
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
九
十
六
条
　
監
査
委
員
の
任
期
は
二
年
と

す
る

以
下
略

第
九
十
七
条
　
監
査
委
員
は
　
市
町
村
の
有

給
吏
員
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
な
い

第
九
十
八
条
　
監
査
委
員
は
　
市
町
村
の
経

営
に
係
る
事
業
の
管
理
及
び
市
町
村
の
出

納
そ
の
他
の
事
務
の
執
行
を
監
査
す
る

監
査
委
員
は
　
毎
会
計
年
度
少
く
と
も
一

回
以
上
　
期
日
を
定
め
て
前
項
の
規
定
に

よ
る
監
査
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

監
査
委
員
は
　
知
事
又
は
市
町
村
議
会
の

要
求
が
あ
る
と
き
は
　
臨
時
に
そ
の
要
求

に
係
る
事
項
に
つ
い
て
監
査
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

監
査
委
員
は
　
前
二
項
に
定
め
る
場
合
を

除
く
外
　
必
要
と
認
め
る
と
き
は
　
何
時

で
も
監
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

監
査
委
員
は
　
監
査
の
結
果
を
知
事
　
市

町
村
議
会
及
び
市
町
村
長
に
報
告
し
　
且

つ
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
九
十
九
条
　
略

第
百
条
　
略

第
四
章
　
給
与

第
百
一
条
　
市
町
村
は
　
市
町
村
議
会
議
員
　

選
挙
管
理
委
員
　
議
員
か
ら
選
任
さ
れ
た

監
査
委
員
　
専
門
委
員
　
選
挙
長
　
投
票

分
会
長
選
挙
立
会
人
及
び
投
票
立
会
人
に

対
し
報
酬
を
支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

以
下
略

第
百
二
条
　
略

第
五
章
　
財
務

第
一
節
　
財
産
及
び
営
造
物

第
百
三
条
　
市
町
村
は
　
収
益
の
た
め
に
す

る
財
産
を
基
本
財
産
と
し
て
維
持
す
る
こ

と
が
で
き
る

市
町
村
は
　
特
別
の
目
的
の
た
め
特
別
の

基
本
財
産
を
設
け
又
は
金
穀
等
を
積
み
立

て
る
こ
と
が
で
き
る

第
百
四
条
　
旧
来
の
慣
行
に
よ
り
市
町
村
の

住
民
中
特
に
財
産
又
は
営
造
物
を
使
用
す

る
権
利
を
有
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
　
そ

の
旧
慣
に
よ
る
　
そ
の
旧
慣
を
変
更
し
又

は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
　
市
町
村

議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

前
項
の
財
産
又
は
営
造
物
を
あ
ら
た
に
使

用
し
よ
う
と
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
　
市

町
村
は
　
市
町
村
議
会
の
議
決
を
経
て
こ

れ
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る

第
百
五
条
　
市
町
村
は
　
そ
の
区
域
外
に
お

い
て
も
亦
関
係
市
町
村
と
の
協
議
に
よ
り

営
造
物
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る

前
項
の
協
議
に
つ
い
て
は
　
関
係
市
町
村

議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
百
六
条
　
市
町
村
は
　
他
の
市
町
村
と
の

協
議
に
よ
り
　
他
の
市
町
村
の
財
産
又
は

営
造
物
を
自
己
の
住
民
の
使
用
に
供
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る

前
項
の
協
議
に
つ
い
て
は
　
関
係
市
町
村

の
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
百
七
条
　
略

一
九
四
八
年

昭
和
二
十
三
年

九
｜
十
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第
百
八
条
　
市
町
村
は
　
財
産
又
は
営
造
物

の
使
用
に
関
し
　
条
例
で
二
千
円
未
満
の

過
料
を
科
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で

き
る
過
料
に
不
服
の
者
は
　
六
十
日
以
内
に
そ

の
市
町
村
を
管
轄
す
る
巡
回
裁
判
所
に
訴

え
る
こ
と
が
で
き
る
　
巡
回
裁
判
所
は

過
料
を
減
じ
又
は
取
消
す
こ
と
が
で
き
る

第
百
九
条
　
財
産
又
は
営
造
物
を
使
用
す
る

権
利
に
関
し
異
議
が
あ
る
者
は
　
こ
れ
を

市
町
村
長
に
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
る

以
下
略

真
和
志
村
／
台
風
被
害
復
旧
委

員
会
う
新
　
１
９
４
８
・
10
・
15

去
る
台
風
で
真
和
志
村
で
は
倒
壊
家
屋
四
二

三
戸
　
半
壊
家
屋
六
二
〇
戸
　
農
作
物
被
害

は
野
菜
が
減
、
甘
藷
五
割
で
安
謝
方
面
で
は

護
岸
の
潰
滅
に
よ
り
潮
害
ひ
ど
く
食
糧
難
の

家
族
が
全
村
で
約
五
百
戸
　
二
千
名
に
上
つ

て
お
り
同
村
で
は
七
日
午
前
九
時
よ
り
翁
長

村
長
以
下
村
役
所
吏
員
　
全
区
長
　
議
長
　

学
校
長
を
網
ら
し
て
台
風
雨
被
害
復
旧
委
員

会
を
組
織
し
応
急
対
策
と
し
て
各
区
本
位
に

共
同
作
業
に
よ
る
復
旧
態
勢
を
整
え
被
災
村

民
を
援
助
す
る
こ
と
に
な
つ
た
が
殆
ど
全
滅

し
た
公
共
建
物
復
旧
案
と
し
て
は

△
村
の
計
画
に
よ
る
労
力
奉
仕
で
速
急
に
診

療
所
を
復
旧
す
る

△
全
滅
し
た
五
か
所
の
各
売
店
は
当
該
区
域

民
の
責
任
に
於
て
復
旧
す
る

△
各
学
校
の
復
旧
は
学
区
域
民
の
作
業
に
よ
る

△
そ
の
他
郵
便
局
　
派
出
所
等
の
復
旧
は
村

の
計
画
に
村
民
が
協
力
す
る

こ
と
を
決
定
し
た

市
町
村
会
の
正
副
議
長

う
新
　
１
９
４
８
・
10
・
15

そ
の
後
判
明
せ
る
市
町
村
会
の
正
副
議
長
氏

名
左
の
通
　
正
副
の
順

△
小
ろ
く
村
　
上
原
良
源
　
平
良
雄
一
△
東

風
平
村
　
神
里
長
友
　
神
谷
徳
藏
△
高
嶺
村

上
原
善
光
　
比
嘉
喜
一
△
三
和
村
　
喜
友
名

英
俊
　
大
城
一
郎
△
玉
城
村
　
大
城
理
秀

垣
花
輝
庭
△
南
風
原
村
　
大
城
森
　
與
座
章

三
郎
△
渡
嘉
敷
村
　
宮
平
榮
一
　
田
村
正
功

△
渡
名
喜
村
　
桃
原
健
藏
　
比
嘉
松
榮
△
中

頭
具
志
川
村
　
伊
禮
武
志
　
高
江
洲
義
光
△

中
城
村
　
屋
良
一
　
多
和
田
眞
榮
△
名
護
町

玉
城
幸
次
郎
　
比
嘉
景
一
△
本
部
町
　
仲
原

英
通
　
仲
井
間
盛
榮
△
上
本
部
村
　
安
里
眞

安
里
武
夫
△
屋
部
村
　
岸
本
憲
次
　
岸
本
賀

正
△
屋
我
地
村
　
山
田
完
正
　
城
間
盛
輝

新
市
町
村
制
摘
要

七

う
新
　
１
９
４
８
・
10
・
15

第
二
節
　
収
入

第
百
十
条
　
市
町
村
は
　
法
律
の
定
め
る
処

に
よ
り
市
町
村
税
を
賦
課
徴
収
す
る
こ
と

が
で
き
る

第
百
十
一
条
　
市
町
村
は
　
分
担
金
を
徴
収

す
る
こ
と
が
で
き
る
　
以
下
略

第
百
十
二
条
　
市
町
村
は
　
非
常
災
害
の
復

旧
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
　
そ
の
他
特

別
の
必
要
が
あ
る
と
き
は
　
夫
役
現
品
を

賦
課
　
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る

夫
役
又
は
現
品
は
　
こ
れ
を
金
額
に
算
出

し
て
賦
課
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
　
但
し

市
町
村
民
税
を
準
率
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
学
術
　
美
術
及
び
手
工
に
関
す
る
労
務
に

つ
い
て
は
　
夫
役
を
賦
課
す
る
こ
と
は
で

き
な
い

夫
役
を
賦
課
さ
れ
た
者
は
　
本
人
自
ら
こ

れ
に
当
り
又
は
適
当
な
代
人
を
出
す
こ
と

が
で
き
る

夫
役
又
は
現
品
は
　
金
銭
を
以
つ
て
こ
れ

に
代
へ
る
こ
と
が
で
き
る

第
二
項
及
び
前
項
の
規
定
は
　
急
迫
の
場

合
　
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に

賦
課
す
る
夫
役
又
は
現
品
に
つ
い
て
は

こ
れ
を
適
用
し
な
い

第
百
十
三
条
　
第
百
十
四
条
　
第
百
十
五
条

第
百
十
六
条
　
第
百
十
七
条
　
略

第
百
十
八
条
　
分
担
金
　
夫
役
　
現
品
　
使

用
料
　
加
入
金
及
び
手
数
料
の
賦
課
又
は

徴
収
を
受
け
た
者
が
そ
の
賦
課
又
は
徴
収

に
つ
き
違
法
又
は
錯
誤
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
　
そ
の
告
知
を
受
け
た
日
か
ら
三

十
日
以
内
に
市
町
村
長
に
異
議
の
申
立
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
　
以
下
略

第
百
十
九
条
　
第
百
二
十
条
　
略

第
三
節
　
支
出

第
百
二
十
一
条
よ
り
第
百
二
十
五
条
迄
略

第
四
節
　
予
算
内

第
百
二
十
六
条
　
市
町
村
長
は
、
毎
会
計
年

度
、
歳
入
歳
出
予
算
を
調
整
し
　
年
度
開

始
前
に
市
町
村
議
会
の
議
決
を
　
経
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

市
町
村
の
会
計
年
度
は
　
民
政
府
の
会
計

年
度
に
よ
る

予
算
を
市
町
村
議
会
に
提
出
す
る
と
き
は

市
町
村
長
は
　
併
せ
て
財
産
表
　
予
算
説

明
書
　
そ
の
他
財
政
状
態
の
説
明
資
料
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
百
二
十
七
条
　
市
町
村
長
は
　
市
町
村
議

会
の
議
決
を
経
て
既
定
予
算
の
追
加
又
は

更
正
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

市
町
村
長
は
　
必
要
に
応
じ
て
一
会
計
年

度
の
中
の
一
定
期
間
内
に
か
か
る
暫
定
予

算
を
調
製
し
　
こ
れ
を
議
会
に
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
る

前
項
の
暫
定
予
算
は
　
当
該
会
計
年
度
の

予
算
が
成
立
し
た
と
き
は
そ
の
効
力
を
失

う
も
の
と
し
　
そ
の
暫
定
予
算
に
基
く
支

一
九
四
八
年

昭
和
二
十
三
年
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三
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出
又
は
債
務
の
負
担
が
あ
る
と
き
は
　
そ

の
支
出
又
は
債
務
の
負
担
は
　
こ
れ
を
当

該
会
計
年
度
の
予
算
に
基
く
支
出
又
は
債

務
の
負
担
と
み
な
す

第
百
二
十
八
条
　
市
町
村
の
経
費
を
以
つ
て

支
べ
ん
す
べ
き
事
件
で
数
年
を
期
し
て
そ

の
経
費
を
支
出
す
べ
き
も
の
は
　
市
町
村

議
会
の
議
決
を
経
て
　
そ
の
年
期
間
内
各

年
度
の
支
出
額
を
定
め
継
続
費
と
す
る
こ

と
が
で
き
る

第
百
二
十
九
条
　
市
町
村
は
　
予
算
外
の
支

出
又
は
予
算
超
過
の
支
出
に
充
て
る
た
め

予
備
費
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

予
備
費
は
　
市
町
村
議
会
の
否
決
し
た
費

途
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
な
い

第
百
三
十
条
　
予
算
は
　
市
町
村
議
会
の
議

決
を
得
た
後
　
直
ち
に
こ
れ
を
知
事
に
報

告
し
、
且
つ
　
そ
の
要
領
を
告
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

第
百
三
十
一
条
　
市
町
村
は
市
町
村
議
会
の

議
決
を
経
て
　
特
別
会
計
を
設
け
る
こ
と

が
で
き
る

新
市
町
村
制
摘
要

八

う
新
　
１
９
４
８
・
10
・
22

第
五
節
　
出
納
及
び
決
算

第
百
三
十
二
条
　
市
町
村
の
出
納
は
毎
月
例
　

日
を
定
め
て
市
町
村
長
が
こ
れ
を
検
査
し

且
つ
　
毎
会
計
年
度
少
く
と
も
二
回
　
臨

時
検
査
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
　
臨
時

検
査
に
は
　
市
町
村
議
会
議
員
に
お
い
て

互
選
し
た
二
人
以
上
の
議
員
の
立
会
を
必

要
と
す
る

市
町
村
長
は
　
検
査
の
結
果
を
市
町
村
の

議
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
　
監

査
委
員
を
置
い
た
市
町
村
に
お
い
て
は

監
査
委
員
が
検
査
し
て
　
こ
れ
を
市
町
村

議
会
及
び
市
町
村
長
に
報
告
す
る

第
百
三
十
三
条
　
市
町
村
の
出
納
は
翌
年
度

の
五
月
三
十
一
日
を
以
つ
て
閉
さ
す
る

第
百
三
十
四
条
　
決
算
は
　
證
書
類
と
併
せ

て
収
入
役
か
ら
こ
れ
を
市
町
村
長
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
　
こ
の
場
合
に
お

い
て
収
入
役
は
　
出
納
閉
さ
後
一
ケ
月
以

内
に
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

市
町
村
長
は
　
決
算
及
び
證
書
類
を
審
査

し
　
そ
の
意
見
を
附
け
て
次
の
通
常
予
算

を
議
す
る
会
議
ま
で
に
市
町
村
議
会
の
認

定
に
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

決
算
は
　
そ
の
認
定
に
関
す
る
市
町
村
議

会
の
議
決
と
と
も
に
知
事
に
報
告
し
且
つ

そ
の
要
領
を
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

監
査
委
員
を
置
い
た
市
町
村
に
お
い
て
は
　

市
町
村
長
は
　
決
算
を
監
査
委
員
の
審
査

に
付
し
　
監
査
委
員
の
意
見
を
附
け
て
市

町
村
議
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
六
節
　
雑
則

第
百
三
十
五
条
　
市
町
村
長
は
　
議
会
の
指

定
し
た
事
業
に
つ
き
　
そ
の
経
営
状
況
を

明
か
に
す
る
た
め
定
期
に
貸
借
対
照
表

そ
の
他
必
要
な
書
類
を
作
成
し
　
そ
の
意

見
を
附
け
　
監
査
委
員
を
置
い
た
市
町
村

に
お
い
て
は
　
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し

そ
の
意
見
を
附
け
て
　
次
の
議
会
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
百
三
十
六
条
　
予
算
及
び
決
算
の
調
製
の

様
式
　
予
算
費
目
の
流
用
そ
の
他
財
務
に

関
し
必
要
な
規
定
は
知
事
が
こ
れ
を
定
め

る
第
六
章
　
市
町
村
組
合
及
び
財
産
区

第
一
節
　
市
町
村
組
合

第
百
三
十
七
条
　
市
町
村
は
　
そ
の
事
務
の

一
部
を
共
同
処
理
す
る
た
め
　
そ
の
協
議

に
よ
り
規
約
を
定
め
　
知
事
の
許
可
を
得

て
　
法
人
た
る
市
町
村
組
合
を
設
け
る
こ

と
が
で
き
る
　
こ
の
組
合
に
お
い
て
組
合

内
の
市
町
村
に
つ
き
　
そ
の
市
町
村
の
執

行
機
関
の
権
限
に
属
す
る
事
項
が
な
く
な

つ
た
と
き
は
　
そ
の
執
行
機
関
は
組
合
の

成
立
と
同
時
に
消
滅
し
組
合
が
そ
の
任
に

あ
た
る

市
町
村
は
組
合
か
ら
任
意
に
脱
退
す
る
こ

と
が
で
き
る
　
但
し
　
規
約
に
脱
退
期
限

を
定
め
た
場
合
に
　
そ
の
期
限
前
に
脱
退

す
る
と
き
は
　
市
町
村
は
、
規
約
の
定
め

る
処
に
従
い
脱
退
に
よ
り
生
じ
た
損
害
及

び
生
ず
べ
き
損
害
を
ば
い
償
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

第
百
三
十
八
条
　
市
町
村
組
合
は
　
こ
れ
を

組
織
す
る
市
町
村
の
数
を
増
加
し
若
し
く

は
共
同
処
理
す
る
事
務
を
変
更
し
又
は
組

合
の
規
約
を
変
更
せ
ん
と
す
る
と
き
は

関
係
市
町
村
の
協
議
に
よ
り
　
知
事
の
許

可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
百
三
十
九
条
　
市
町
村
組
合
の
規
約
に
は

左
に
掲
ぐ
る
事
項
及
び
特
に
そ
の
組
合
に

必
要
な
事
項
に
つ
き
規
約
を
設
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

一
　
組
合
の
名
称

二
　
組
合
を
組
織
す
る
市
町
村

三
　
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事
務
及
び
そ
　

の
処
理
の
方
法

四
　
組
合
の
事
務
所
の
位
置

五
　
組
合
会
の
組
織
及
び
議
員
の
選
挙
の
　

方
法

六
　
組
合
の
執
行
機
関
の
組
織
及
び
選
任

の
方
法

七
　
組
合
の
経
費
の
支
べ
ん
の
方
法

八
　
脱
退
の
方
法
　
条
件

那
覇
そ
の
他
解
禁
地
域

う
新
　
１
９
４
８
・
10
・
22

軍
政
府
は
十
一
日
及
び
十
二
日
左
の
地
区
に

対
し
夫
々
農
耕
並
び
に
住
民
の
居
住
を
許
可

し
た
△
南
風
原
村
津
嘉
山
　
今
般
軍
需
品
の
撤
回

一
九
四
八
年

昭
和
二
十
三
年

十
月

三
四



と
ゝ
も
に
住
民
の
居
住
　
農
耕
を
許
可

△
東
風
平
村
富
森
並
び
に
世
名
城
｜
居
住
農

耕
許
可

但
し
　
許
可
あ
る
ま
で
高
良
に
移
住
せ
ず
　

又
隣
接
す
る
弾
薬
集
積
所
に
立
入
ら
な
い
こ

と△
勝
連
村
平
敷
屋
附
近
｜
農
耕
の
み
許
可

△
那
覇
牧
志
ア
ー
ニ
ー
パ
イ
ル
附
近
の
未
許
　

可
地

那
覇
公
会
堂

図
書
館
　
診
療
所
及
び
商
業
用
地
と
し
て

開
放
す

新
市
町
村
制
摘
要

九

う
新
　
１
９
４
８
・
10
・
29

第
百
四
十
条
　
市
町
村
組
合
に
組
合
会
を
置

く
　
組
合
会
は
　
組
合
の
管
理
者
を
選
挙

す
る
管
理
者
は
　
組
合
会
の
議
長
と
な
る

組
合
は
　
管
理
者
の
外
に
職
員
を
お
く
こ

と
が
で
き
る

組
合
の
経
費
は
　
市
町
村
が
こ
れ
を
分
担

す
る

第
百
四
十
一
条
　
市
町
村
組
合
を
解
散
せ
ん

と
す
る
と
き
は

知
事
に
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

第
百
四
十
二
条
　
省
略

第
百
四
十
三
条
　
省
略

第
百
四
十
四
条
　
市
町
村
組
合
の
経
費
と
分

賦
に
関
し
　
違
法
又
は
錯
誤
あ
り
と
認
め

る
と
き
は
　
市
町
村
は
　
そ
の
告
知
を
受

け
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
組
合
の
管
理

者
に
異
議
の
申
立
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

前
項
の
異
議
の
申
立
が
あ
つ
た
と
き
は

組
合
の
管
理
者
は
　
組
合
に
諮
つ
て
こ
れ

を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

組
合
は
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
諮
問
が
あ

つ
た
日
か
ら
二
十
日
以
内
に
そ
の
意
見
を

述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
百
四
十
五
条
　
市
町
村
組
合
に
つ
い
て
は
　

法
令
に
特
別
の
定
め
の
あ
る
場
合
を
除
く

外
　
市
町
村
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る

第
二
節
　
財
産
区

第
百
四
十
六
条
　
法
令
に
特
別
の
定
め
が
あ

る
も
の
を
除
く
外
　
市
町
村
の
一
部
で
財

産
を
有
し
又
は
営
造
物
を
設
け
て
い
る
も

の

こ
れ
を
財
産
区
と
い
ふ

が
あ
る
と

き
は
　
そ
の
財
産
又
は
営
造
物
の
管
理
及

び
処
分
に
つ
い
て
は
　
本
法
中
市
町
村
の

財
産
及
び
営
造
物
の
管
理
及
び
処
分
に
関

す
る
規
定
に
よ
る

前
項
の
財
産
又
は
営
造
物
に
関
し
特
に
要

す
る
経
費
は
　
財
産
区
の
負
担
と
す
る

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
は
　
市
町
村
は

財
産
区
の
収
入
及
び
支
出
に
関
し
て
は
会

計
を
分
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
百
四
十
七
条
　
財
産
区
の
財
産
又
は
営
造

物
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
　

知
事
は
　
市
町
村
の
条
例
を
設
定
し
財
産

区
の
議
会
又
は
総
会
を
設
け
て
　
財
産
区

に
関
し
市
町
村
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件

を
議
決
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

第
百
四
十
八
条
　
財
産
区
の
議
会
の
議
員
の

定
数
　
任
期
　
選
挙
権
　
被
選
挙
権
及
び

選
挙
人
名
簿
に
関
す
る
事
項
は
　
前
条
の

条
例
中
に
こ
れ
を
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
　
財
産
区
の
総
会
の
組
織
に
つ
い
て

も
亦
同
様
と
す
る

前
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
外
　
財
産

区
の
議
会
又
は
総
会
に
つ
い
て
は
　
市
町

村
議
会
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
　
但

し
　
被
選
挙
権
の
有
無
は
　
市
町
村
議
会

が
こ
れ
を
決
定
す
る

第
百
四
十
九
条
　
本
法
に
規
定
す
る
も
の
を

除
く
外
　
財
産
区
の
事
務
に
関
し
て
は

民
政
府
令
で
こ
れ
を
定
め
る

第
七
章
　
市
町
村
長
の
協
議
会

第
百
五
十
条
　
市
町
村
長
は
　
市
町
村
の
事

務
又
は
軍
政
府
の
政
策
若
し
く
は
軍
政
府

の
政
策
に
基
く
民
政
府
の
政
策
に
よ
る
事

務
の
連
絡
調
整
を
図
る
た
め
　
そ
の
協
議

に
よ
り
規
約
を
定
め
　
市
町
村
長
の
協
議

会
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
百
五
十
一
条
　
市
町
村
長
の
協
議
会
に
会

長
及
び
副
会
長
　
一
人
を
置
き
　
市
町
村

長
が
こ
れ
を
互
選
す
る

会
長
は
　
協
議
会
に
関
す
る
事
務
を
総
理

し
　
協
議
会
を
代
表
す
る
副
会
長
は
　
会

長
を
補
佐
し
　
会
長
に
故
障
が
あ
る
と
き

は
　
そ
の
職
務
を
代
理
す
る

第
百
五
十
二
条
　
市
町
村
長
の
協
議
会
は
　

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
　
そ
の
会

議
に
民
政
府
の
部
長
の
参
加
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る

第
百
五
十
三
条
　
市
町
村
長
の
協
議
会
に
関

す
る
費
用
は
、
市
町
村
が
こ
れ
を
負
担
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

自
由
企
業
十
一
月
一
日
よ
り
実

施
さ
る
／
島
内
生
産
品
の
公

定
価
格
撤
廃
／
琉
球
列
島
間

の
民
間
貿
易
許
可
さ
る

沖
タ
・
号
外
　
１
９
４
８
・
11
・
２

琉
球
列
島
内
の
民
間
取
引
は
従
来
統
制
下
に

行
は
れ
る
こ
と
を
建
前
と
し
て
い
た
が
実
質

的
に
は
す
で
に
自
由
経
済
の
形
態
に
置
か
れ

て
お
り
こ
の
際
自
然
発
生
的
な
自
由
経
済
を

法
的
に
認
め
統
制
を
撤
廃
し
て
民
経
済
の
活

溌
化
を
図
り
経
済
復
興
を
推
進
す
る
を
妥
当

と
し
軍
政
府
で
は
先
般
来
自
由
経
済
移
行
へ

の
準
備
を
す
す
め
て
い
た
が
十
一
月
一
日
よ

り
い
よ
／
＼
実
施
に
決
定
、
特
別
布
告
第
三

十
三
号
を
以
て
公
布
し
た

官
公
吏
軍
労
務
者
の
俸
給
は
そ
の
ま
ゝ

／
”
特
設
売
店
”
で
生
活
を
保
障

同
布
告
に
よ
つ
て
す
べ
て
の
島
内
生
産
品
の

公
定
価
格
は
撤
廃
さ
れ
集
荷
配
給
の
統
制
も

一
九
四
八
年

昭
和
二
十
三
年

十
｜
十
一
月

三
五



な
く
市
価
で
自
由
に
取
引
出
来
、
闇
取
引
と

い
う
事
業
が
消
え
る
わ
け
で
あ
る
、
賃
金
も

軍
政
府
民
政
府
の
雇
傭
者
そ
の
他
の
官
公
吏

と
軍
労
務
者
は
現
行
の
ま
ゝ
公
定
賃
金
で
あ

る
が
一
般
に
対
し
て
は
枠
を
外
し
て
い
る
、

指
定
さ
れ
た
区
域
で
は
外
国
人
と
の
取
引
も

ゆ
る
さ
れ
島
内
生
産
品
を
外
人
に
売
る
こ
と

が
出
来
る
が
ド
ル
の
使
用
は
禁
じ
ら
れ
Ｂ
軍

票
で
取
引
す
る
、
列
島
間
の
貿
易
は
許
可
の

範
囲
内
で
自
由
に
行
は
れ
貿
易
商
の
免
許
を

得
れ
ば
政
府
の
告
示
す
る
重
要
物
資
以
外
は

自
由
で
あ
る
　
許
可
な
し
に
例
へ
ば
漁
船
が

貿
易
行
為
を
な
す
場
合
は
不
法
と
し
て
処
罰

さ
れ
る
　
床
屋
、
時
計
修
理
、
洋
服
屋
等
技

術
を
売
る
サ
ー
ビ
ス
業
の
客
か
ら
受
け
る
報

酬
の
額
も
物
品
価
格
と
同
様
自
由
と
な
つ

た
、
あ
ら
ゆ
る
企
業
は
知
事
の
認
可
を
得
て

行
は
れ
小
売
商
や
飲
食
店
も
店
頭
に
免
許
証

を
か
ゝ
げ
て
公
然
と
営
む
こ
と
が
出
来
る
、

補
給
品
の
価
格
は
同
じ
島
内
生
産
品
の
価
格

を
基
準
に
し
て
設
定
さ
れ
る
が
公
定
賃
金
取

り
に
対
し
て
は
一
般
よ
り
安
く
売
る
よ
う
二

重
価
格
制
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
特
設
売

店
を
設
け
る
計
画
で
あ
る
が
そ
の
具
体
的
実

施
方
法
は
軍
民
両
政
府
関
係
部
で
考
慮
中
で

あ
る
、
各
民
政
府
に
又
列
島
を
一
円
と
す
る

経
済
委
員
会
が
常
置
さ
れ
住
民
の
経
済
、
生

産
、
賃
金
、
物
価
、
生
活
状
態
等
に
つ
い
て

軍
政
府
の
命
ず
る
事
項
を
調
査
報
告
す
る
任

務
を
も
ち
自
由
経
済
実
施
後
の
経
済
調
整
に

万
全
を
期
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る

軍
特
別
布
告
33
号
の
大
要

定
義

▽
自
由
企
業
と
は
価
格
の
統
制
な
く

し
て
製
造
、
売
買
及
サ
ー
ビ
ス
業
を
営
む
こ

と
　
▽
列
島
間
貿
易
と
は
北
部
琉
球
、
宮
古
、

八
重
山
、
沖
縄
の
間
に
営
ま
れ
る
交
易
を
い

う
　
▽
市
場
と
は
物
品
交
換
及
サ
ー
ビ
ス
業

を
為
す
べ
く
認
可
さ
れ
た
場
所
　
▽
島
内
生

産
品
と
は
列
島
内
の
天
然
資
源
及
び
こ
れ
に

加
工
し
た
も
の
　
▽
重
要
物
資
と
は
基
礎
的

経
済
復
興
に
必
要
な
も
の
で
軍
政
府
が
認
可

す
る
　
▽
サ
ー
ビ
ス
業
と
は
特
別
技
術
を
要

す
る
仕
事
、
即
ち
時
計
修
理
、
仕
立
屋
等
を

い
う
自
由
企
業

▽
個
人
或
は
団
体
で
列
島
内
交

易
或
は
事
業
に
従
事
せ
ん
と
す
る
者
は
民
政

府
に
届
出
免
許
を
得
る
こ
と
　
▽
島
内
生
産

食
糧
及
他
の
重
要
物
資
は
価
格
統
制
な
し
で

琉
球
人
に
の
み
売
ら
れ
る
　
▽
重
要
島
内
生

産
品
の
供
出
配
給
は
中
止
さ
れ
る
が
貿
易
品

と
し
て
圏
外
に
持
出
し
て
は
な
ら
な
い
　
▽

仕
立
屋
、
時
計
修
理
等
の
営
業
は
価
格
の
統

制
な
し
で
経
営
出
来
る

軍
補
給
物
資

▽
補
給
食
糧
は
各
自
の
配
給

率
即
ち
現
行
の
カ
ロ
リ
ー
基
準
で
配
給
さ
れ

る
そ
の
価
格
は
同
様
の
島
内
生
産
品
の
価
格

を
基
準
と
し
て
設
定
す
る
、
但
し
軍
政
府
、

民
政
府
の
雇
傭
員
に
対
し
て
は
公
定
賃
金
を

考
慮
し
て
値
段
を
決
め
る

軍
政
府
輸
出
入
案

▽
貿
易
庁
は
軍
政
府
貿

易
資
金
で
輸
入
し
た
物
資
以
外
の
物
資
配
分

処
理
の
権
限
を
持
つ
、
但
し
そ
の
価
格
は
土

地
生
産
品
の
価
格
を
基
準
と
し
て
設
定
す
る

琉
球
経
済
委
員

▽
各
知
事
に
よ
つ
て
そ
の

職
員
中
か
ら
任
命
さ
れ
た
代
表
者
で
常
置
経

済
委
員
会
を
組
織
す
る
、
委
員
は
企
業
の
趨

勢
、
生
産
、
賃
金
、
物
価
及
生
活
状
態
に
つ

い
て
調
査
し
統
計
資
料
を
提
出
す
る

罰
則

▽
無
免
許
の
企
業
及
交
易
は
一
千
円

以
下
の
罰
金
、
三
ケ
月
以
下
の
懲
役
又
は
両

刑
　
▽
重
要
物
資
の
輸
出
又
は
非
琉
球
人
に

対
し
指
定
場
所
以
外
で
販
売
し
た
場
合
罰
金

五
千
円
以
下
、
懲
役
一
年
以
下
又
は
両
刑

▽
政
府
独
占
事
業
の
商
品
を
そ
の
代
行
機
関

以
外
の
も
の
が
生
産
、
分
配
、
販
売
し
た
ら

罰
金
五
千
円
以
下
、
懲
役
一
年
以
下
又
は
両

刑
　
▽
軍
政
府
の
認
め
た
市
場
以
外
で
米
軍

人
及
そ
の
家
庭
の
た
め
に
輸
入
さ
れ
た
食

糧
、
衣
服
、
備
品
、
又
は
Ｐ
Ｘ
品
物
の
売
買
、

バ
ー
タ
ー
及
そ
の
契
約
を
な
し
た
も
の
罰
金

五
千
円
以
下
、
懲
役
六
ケ
月
以
下
又
は
両
刑

▽
こ
の
布
告
違
反
者
は
上
記
罰
則
に
加
え
各

民
政
府
で
企
業
免
許
を
取
消
す
こ
と
が
出
来

る
　
▽
如
何
な
る
人
も
占
領
軍
の
軍
用
物
資

を
占
領
軍
の
個
人
か
ら
受
取
つ
た
場
合
は
そ

の
性
質
、
取
引
の
手
段
の
如
何
に
拘
は
ら
ず

二
万
五
千
以
下
の
罰
金
、
一
年
以
下
の
懲
役

又
は
両
刑
但
し
左
の
場
合
は
の
ぞ
く

(イ)
軍
政
府
の
公
認
の
販
路
及
市
場
の
取
引
に

よ
り
得
た
物
、
公
認
の
救
済
団
体
よ
り
支
給

の
物
、
軍
係
官
の
サ
イ
ン
、
証
明
書
で
得
た

物
、
(ロ)
米
軍
個
人
か
ら
価
値
の
少
い
品
物
の

少
量
を
貰
受
人
の
直
接
の
使
用
の
た
め
に
与

へ
ら
れ
た
物

民
政
府
に
”
法
制
審
議
会
”
設

置
さ
る
／
立
法
機
関
発
足
へ

の
前
提
措
置

沖
タ
　
１
９
４
８
・
11
・
10

新
時
代
に
即
応
す
る
民
主
的
諸
法
律
を
生
む

立
法
機
関
の
実
現
は
戦
後
全
住
民
の
斉
し
く

待
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
民
政
府
で
は
か
ね

て
こ
れ
に
代
る
べ
き
前
提
措
置
と
し
て
法
令

を
制
定
改
廃
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
併

せ
て
知
事
の
諮
問
に
答
え
る
”
法
制
審
議

会
”
を
民
政
府
内
に
設
定
す
べ
く
準
備
を

す
ゝ
め
て
い
た
が
十
三
名
の
全
委
員
の
顔
触

れ
も
決
定
去
る
一
日
民
政
府
訓
令
と
し
て
公

布
施
行
さ
れ
た
、
同
審
議
会
は
法
令
作
成
、

法
令
に
関
す
る
軍
政
府
へ
の
進
言
案
の
作

成
、
法
令
の
解
釈
疑
義
に
関
す
る
事
項
、
そ

の
法
制
審
査
に
関
し
知
事
の
諮
問
に
答
え
ま

た
わ
進
言
を
行
ふ
機
関
で
専
門
委
員
一
名

嘉
陽
安
春
氏
に
内
定

が
置
か
れ
る
、
近

く
初
回
の
委
員
会
を
開
き
正
副
会
長
の
選

挙
、
会
長
指
名
で
常
任
委
員
を
任
命
す
る
、

一
九
四
八
年

昭
和
二
十
三
年

十
一
月

三
六



法
制
審
議
会
委
員

当
間
重
剛

経
済
部

長

△
前
上
門
昇

司
法
部
長

△
島
袋
全

発

官
房
長

△
仲
村
兼
信

警
察
部
長

△
仲
宗
根
秀
俊

総
務
課
長

△
嘉
陽
安
春

行
政
課
事
務
官

以
上
知
事
任
命
　
△
知

念
朝
功

軍
司
法
部
員

△
宮
里
辰
彦

貿

易
庁
長

△
山
田
有
幹

軍
公
衆
衛
生
社
会

事
業
部
員

東
恩
納
寛
仁

民
労
務
委
員

平
良
辰
雄

農
連
会
長

山
田
政
功

弁
護

士

富
山
徳
潤

同

以
上
知
事
依
嘱

配
給
問
題
め
ぐ
る
”
住
民
不
平

の
声
”
索
る

沖
タ
　
１
９
４
８
・
11
・
24

”
配
給
食
糧
”
を
め
ぐ
つ
て
醸
し
出
さ
れ
る

い
ろ
／
＼
の
不
平
不
満
の
声
は
そ
れ
が
住
民

生
活
と
切
実
に
つ
な
が
る
問
題
で
あ
る
だ
け

に
た
と
い
さ
ゝ
や
か
な
も
の
で
も
堆
積
し
て

大
き
な
社
会
不
安
の
因
を
つ
く
る
、
そ
れ
は

ど
こ
ま
で
も
正
し
い
方
法
で
訴
え
ら
れ
、
且

つ
公
明
に
解
決
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
ゝ
に

最
近
首
里
市
に
起
つ
た
問
題
を
一
例
に
と
り

あ
げ
て
”
不
平
の
声
”
の
真
相
を
訊
き
、
公

営
売
店
に
か
ら
む
い
ろ
／
＼
の
問
題
を
抉
つ

て
み
る
首
里
市
／
配
給
米
の
量
目
不
足
に
抗
議

／
当
局
に
臨
時
市
会
や
公
聴
会
要
求

去
る
九
日
首
里
市
内
第
一
売
店
区
域
の
一
部

赤
平
、
赤
田
両
区
の
婦
人
会
側
が
配
給
米
の

手
取
量
目
に
大
分
の
”
減
り
”
が
あ
る
こ
と

を
つ
き
と
め
、
売
店
に
対
す
る
正
式
抗
議
と

な
り
、
警
察
、
市
当
局
、
区
民
側
立
会
の
協

議
会
で
売
店
当
局
者
も
こ
れ
を
認
め
不
足
量

の
追
加
配
給
を
し
た
事
実
が
あ
り
、
一
応
問

題
は
収
つ
た
が
、
さ
て
、
こ
の
”
量
目
不
足
”

は
ど
こ
か
ら
き
た
か
、

▽
儀
間
赤
平
区
婦
人
会
長
の
話

従
前
か
ら

定
め
ら
れ
た
量
よ
り
何
時
も
少
い
よ
う
に
感

じ
た
の
で
配
給
の
前
日
販
売
店
に
注
意
し
た

が
、今
度
は
ま
す
／
＼
ひ
ど
く
一
世
帯
で
四
、

五
升
も
不
足
す
る
始
末
で
す
、
と
く
に
売
子

の
う
ち
の
一
人
が
悪
い
よ
う
で
す
、

▽
兼
島
市
長
の
話

一
売
店
従
業
員
の
過
誤

で
市
民
に
迷
惑
を
か
け
た
の
は
遺
憾
、
今
後

一
層
注
意
し
た
い
、

▽
第
一
売
店
主
任
の
話

三
ポ
ン
ド
の
風
袋

を
二
ポ
ン
ド
と
し
て
秤
量
す
る
よ
う
云
い
つ

け
た
の
は
事
実
、
今
回
は
入
荷
の
際
六
分
の

荷
く
づ
れ
が
あ
つ
た
の
で
全
体
か
ら
相
当
量

の
斤
減
り
を
予
想
し
　
そ
の
た
め
に
と
つ
た

止
む
を
得
ぬ
措
置
で
あ
る
、

▽
問
題
の
売
子
○
○
○
○
さ
ん
の
話

量
目

を
減
ら
し
た
の
は
上
司
の
云
い
つ
け
を
守
つ

た
に
す
ぎ
ず
、
私
一
人
を
悪
者
扱
い
に
す
る

の
は
心
外

▽
座
波
首
里
署
長
談

横
領
の
疑
は
な
い
よ

う
だ
、
今
後
は
双
方
協
議
、
残
量
を
適
当
に

追
加
配
給
し
て
ケ
リ
が
つ
い
た

な
お
事
件
直
後
従
業
員
○
○
は
解
雇
さ
れ
売

店
主
任
は
辞
表
を
提
出
し
た
が
市
会
で
は
こ

の
問
題
を
重
視
し
て
当
局
に
対
し
臨
時
市
会

の
招
集
を
要
求
、
同
市
青
年
連
合
会
で
は
公

聴
会
の
開
催
を
市
長
に
要
求
し
て
い
る

那
覇
に
公
営
市
場

沖
タ
　
１
９
４
８
・
12
・
15

七
日
の
那
覇
市
議
会
で
は
現
在
の
市
場
を
市

の
公
営
市
場
と
し
て
経
営
す
る
よ
う
市
当
局

に
要
求
、
来
年
四
月
よ
り
移
管
す
る
こ
と
に

決
定
し
市
場
使
用
料
を
市
の
財
源
に
繰
入
れ

る
こ
と
に
な
つ
た
、
現
在
の
市
場
使
用
料
は

一
カ
月
九
万
円
に
上
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い

る
二
市
三
村
に
跨
が
る
／
沖
縄
首

都
案
を
採
択
／
真
和
志
大
道

を
行
政
の
中
心
に

う
新
　
１
９
４
８
・
12
・
27

先
に
発
足
し
た
復
興
企
画
委
員
会
の
一
部
を

な
す
都
市
計
画
専
門
委
員
会
で
は
去
る
二
十

日
第
二
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
沖
縄
の
首

都
に
つ
い
て
協
議
し
た
が
　
地
域
を
首
里

那
覇
　
真
和
志
　
小
禄
の
二
市
二
村
に
豊
見

城
の
一
部
を
含
め
て
沖
縄
市
と
し
　
行
政
の

中
心
た
る
官
庁
を
真
和
志
村
大
道
に
置
き
安

謝
橋
附
近
及
び
国
場
川
沿
岸
を
工
業
他
帯
と

し
沖
縄
大
学
以
下
専
門
高
校
等
の
教
育
機
関

を
首
里
に
設
け
き
ゆ
う
那
覇
市
内
を
商
店
街

に
割
当
て
市
場
を
旭
町
　
駅
を
古
波
蔵
と
し

旧
市
内
を
取
巻
く
上
の
屋
　
泊
　
小
禄
等
を

住
宅
区
い
き
に
あ
て
る
こ
と
に
意
見
を
致
し

たな
お
同
委
員
会
は
経
済
部
長
を
委
員
長
と
し

委
員
は
官
房
　
総
務
　
公
衆
衛
生
　
工
務

各
部
長
　
法
審
事
務
局
長
　
企
画
局
長

の
外
屋
部
健
　
仲
座
久
雄
　
南
風
原
朝
保

瀬
長
龜
次
郎
各
氏
で
あ
る

復
興
企
画
委
員
会

第
一
回
同
本
委
員
会
は
去
る
二
十
二
日
開
催

土
建
復
興
四
か
年
計
画
案
作
成
方
針
と
各
部

復
興
計
画
方
針
概
要
を
発
表
し
た

詳
細
後

報

一
九
四
八
年

昭
和
二
十
三
年

十
一
｜
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首
里
市
復
興
期
成
会
／
旧
都
の

本
格
的
再
建
へ

沖
タ
　
１
９
４
９
・
１
・
12

首
里
市
復
興
期
成
会
の
発
起
人
会
は
五
日
首

里
中
校
で
開
催
、
沖
縄
復
興
四
ヵ
年
計
画
に

呼
応
し
て
都
市
計
画
促
進
運
動
を
始
め
あ
ら

ゆ
る
復
興
事
業
を
綜
合
連
繋
せ
し
め
本
格
的

再
建
に
力
強
く
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
ゝ
な
つ

た
、
会
長
に
は
儀
武
市
会
議
長
、
副
会
長
に

は
渡
嘉
敷
副
議
長
及
稲
嶺
助
役
が
夫
々
決
定

五
人
家
族
な
ら
ば
／
配
給
丈
に

一
三
二
五
円
／
非
農
家
は
一

人
当
二
六
五
円

う
新
　
１
９
４
９
・
２
・
７

主
な
る
軍
補
給
食
糧
の
大
巾
値
上
げ
は
遂
に

一
月
三
十
一
日
付
指
令
で
新
卸
価
格
を
発
表

二
月
一
日
実
施
と
な
り
目
下
各
地
区
宛
輸
送

中
の
本
月
分
食
糧
の
販
売
か
ら
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
つ
た
民
政
府
で
は
こ
れ
に
対
し
今

明
日
中
に
小
売
価
格
を
決
定
す
る
こ
と
に
な

つ
て
い
る

二
月
分
配
給
は
主
食
は
シ
ヤ
ム
米
と
メ
リ
ケ

ン
粉
合
わ
せ
て
非
農
家
は
二
一
ポ
ン
ド
一
〇

パ
ー
セ
ン
ト
補
給
農
家
は
一
五
ポ
ン
ド
一
一

か
ら
二
〇
％
補
給
農
家
は
九
ポ
ン
ド
二
一
か

ら
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
補
給
農
が
三
ポ
ン
ド
と

な
つ
て
お
り
副
食
に
は
粉
ミ
ル
ク
砂
糖
塩

イ
ー
ス
ト
等
が
あ
る
二
月
か
ら
俸
給
値
上
げ

で
膨
脹
す
る
市
町
村
行
政
費
を
賄
□
関
係
上

小
売
値
は
一
割
五
分
か
ら
二
割
高
と
予
想
さ

れ
こ
れ
に
一
割
の
売
上
税
を
加
算
す
れ
ば
二

月
分
の
配
給
を
受
取
る
に
は
先
ず
一
人
当
り

非
農
家
が
二
六
五
円
一
か
ら
一
〇
パ
ー
セ
ン

ト
補
給
農
家
が
二
〇
五
円
一
一
か
ら
二
〇

パ
ー
セ
ン
ト
補
給
農
家
が
一
四
五
円
二
一
か

ら
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
補
給
農
家
が
八
五
円
三

六
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
補
き
ゆ
う
の
農
家
が
二

五
円
内
外
と
概
算
さ
れ
結
局
非
農
家
五
人
家

族
な
ら
配
給
だ
け
で
千
五
百
円
い
る
わ
け
で

あ
る買

い
得
ぬ
者
に
は
／
掛
売
で
当

座
凌
ぎ
／
那
覇
市
会
議
員
達

が
対
策
協
議

う
新
　
１
９
４
９
・
２
・
14

補
給
物
資
の
大
巾
引
上
げ
に
よ
る
買
い
得
ぬ

市
民
は
苦
境
を
如
何
に
切
り
抜
け
る
か
那
覇

市
で
は
十
日
市
議
懇
談
会
を
開
き
対
策
を
考

究
し
た
が
配
給
を
目
近
か
に
控
え
差
し
当
り

急
場
を
乗
り
切
る
応
急
策
と
し
て
は
各
自
割

当
て
の
は
い
給
量
は
支
払
能
力
に
応
じ
て
買

い
取
ら
せ
足
り
な
い
分
は
掛
け
売
り
を
認
め

る
こ
と
と
し
配
給
日
に
於
け
る
実
際
の
状
況

を
数
字
に
依
つ
て
訴
え
る
と
同
時
に
市
会
婦

人
会
　
青
年
会
が
一
体
と
な
り
市
民
大
会
を

開
催
　
実
情
に
即
す
る
食
糧
並
に
は
い
給
対

策
を
討
議
す
る
こ
と
に
な
つ
た

真
和
志
村
／
無
い
者
に
は
掛
売
も
や
む

な
し

真
和
志
村
で
も
今
度
の
配
給
物
資
値
上
げ
に

よ
る
村
民
の
生
活
安
定
対
策
を
協
議
の
た
め

村
議
懇
談
会
を
開
い
た
結
果
　
現
状
で
は
た

と
え
三
四
回
に
分
け
て
配
給
し
て
も
無
い
も

の
は
無
し
で
　
結
局
あ
り
金
全
部
は
た
き
出

し
て
後
は
か
け
売
も
又
や
む
な
し
と
い
う
所

に
落
着
き

か
け
売
も
辞
せ
ず

と
村
当
局

も
態
度
を
決
定
し
た

配
給
取
れ
ぬ
者
は
／
す
べ
て
救

済
す
る
／
那
覇
市
民
代
表
が

軍
政
府
と
折
衝

う
新
　
１
９
４
９
・
２
・
21

那
覇
市
議
会
議
員
　
婦
人
会
代
表
は
十
四
日

軍
政
府
に
ア
ク
ー
ン
財
政
部
長
を
訪
問
　
去

る
十
三
日
開
催
の
市
民
大
会
で
決
議
さ
れ
た

補
給
物
資
値
下
げ
猶
予
方
の
歎
願
書
を
提
出

市
民
の
苦
境
を
開
陳
　
善
処
方
を
懇
請
三
時

間
に
わ
た
つ
て
執
拗
に
論
議
結
局

救
済

で
当
座
を
凌
ぐ
こ
と
に
な
つ
た
が
問
答
要
旨

は
次
の
通
り

質
　
デ
フ
レ
方
針
に
は
さ
ん
成
で
あ
る
が
そ

の
方
策
と
し
て
補
給
物
資
を
急
激
に
値
上
げ

さ
れ
て
は
消
費
都
市
の
市
民
は
苦
境
に
陥
る

ア
　
そ
の
苦
し
み
を
一
日
も
早
く
除
去
し
た

い
た
め
だ
　
一
、
二
か
月
の
苦
痛
だ
か
ら
我

慢
せ
よ

質
　
そ
の
一
か
月
が
問
題
で
あ
る
　
配
給
を

取
れ
な
い
者
が
多
数
だ

ア
　
酒
や
煙
草
を
止
め
た
ら
取
れ
る

質
　
従
前
の
値
段
で
も
五
人
家
族
で
千
五
百

円
も
の
生
活
費
が
要
る

ア
　
そ
れ
だ
け
あ
れ
ば
充
分
配
給
は
取
れ
る

魚
一
尾
百
円
も
す
る
の
を
買
つ
て
い
る
で
は

な
い
か

質
　
そ
れ
は
市
民
の
極
く
一
部
の
者
か
農
村

の
持
て
る
階
級
で
あ
る

ア
　
だ
か
ら
こ
そ
通
貨
を
早
く
吸
収
し
て
皆

に
も
魚
を
食
わ
し
て
や
ろ
う
と
い
う
の
が
今

度
の
措
置
だ
　
米
本
土
で
は
沖
縄
へ
余
分
に

物
資
を
注
ぎ
込
ん
で
い
る
と
い
う
声
さ
え
あ

る
　
私
は
嘗
つ
て
ケ
ン
タ
ツ
キ
ー
州
を
巡
つ

た
こ
と
が
あ
る
が
極
貧
者
も
居
た
　
ア
メ
リ

カ
で
さ
え
然
り
沖
縄
は
ぜ
い
沢
は
云
え
な
い

軍
払
下
げ
の
衣
服
類
が
台
湾
や
日
本
へ
流
れ

絶
対
生
活
必
需
品
と
は
云
え
な
い
化
粧
品
や

そ
の
他
と
交
換
さ
れ
市
場
で
売
ら
れ
て
い
る

質
　
そ
れ
は
食
え
な
い
か
ら
の
手
段
で
あ
る

市
場
に
物
が
出
る
の
は
金
が
な
い
た
め
配
給

の
メ
リ
ケ
ン
粉
や
米
を
売
つ
て
芋
な
ど
を
買

い
食
い
つ
な
ぎ
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
　
余

裕
が
あ
る
た
め
で
は
な
い

三
八
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四
九
年

昭
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十
四
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ア
　
ど
う
も
ふ
に
落
ち
な
い
　
戦
前
と
現
在

の
生
活
は
何
う
か

答
　
戦
前
は
現
在
の
生
活
と
比
較
に
な
ら
ぬ

程
良
か
つ
た

ア
　
兎
に
角
市
場
か
ら
買
え
な
く
な
る
よ
う

に
な
れ
ば
物
価
は
下
落
し
二
週
間
で
も
解
決

は
つ
く
　
全
然
食
つ
て
い
け
な
い
者
は
救
済

す
る
質
　
補
給
物
資
値
上
げ
で
通
貨
を
吸
収
す
る

と
い
う
こ
と
は
良
策
と
は
い
え
な
い
税
金
や

通
貨
切
換
え
で
も
出
来
る
筈
だ

ア
　
税
金
は
み
ん
政
府
の
仕
事
　
切
換
は
既

に
最
近
実
施
し
た
ば
か
り
で
あ
る

質
　
我
々
は
問
題
解
決
ま
で
何
回
で
も
陳
情

す
る
ア
　
是
非
来
て
実
情
を
聴
か
せ
て
欲
し
い

陳
情
の
一
行
は
善
処
方
を
乞
い
引
上
げ
た
が

今
後
更
に
実
際
の
は
い
給
状
況
を
明
確
に
し

た
上
で
再
陳
情
の
対
策
を
練
る
こ
と
に
な
つ

た
市
町
村
議
員
連
盟
近
く
結
成

う
新
　
１
９
４
９
・
２
・
28

消
費
市
民
の
生
活
確
保
を
図
る
た
め
那
覇

首
里
　
石
川
市
議
ら
が
二
十
三
日
那
は
市
役

所
で
懇
談
会
を
開
催
補
給
物
資
値
上
げ
に
付

い
て
対
策
を
考
究
　
値
下
げ
陳
情
を
継
続
す

る
こ
と
に
な
つ
た
が
今
後
重
要
問
題
に
つ
い

て
は
各
市
町
村
議
員
の
連
携
を
強
化
す
る
必

要
あ
り
と
し
て
全
地
区
市
町
村
議
会
議
員
連

盟
を
結
成
す
る
こ
と
を
申
合
せ
三
月
十
日
午

後
一
時
か
ら
那
覇
國
際
劇
場
で
結
成
並
に
総

会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
つ
た
　
な
お
三
市

議
代
表
二
十
名
は
翌
二
十
四
日
軍
政
府
に

マ
ー
チ
ン
経
済
部
長
を
訪
問
　
補
給
物
資
値

下
げ
方
を
陳
情
し
た

今
後
生
産
資
材
の
輸
入
に
努
力

／
来
る
七
月
よ
り
補
給
食
糧

を
半
減沖
タ
　
１
９
４
９
・
３
・
２

去
る
財
政
部
長
会
議
に
於
て
軍
は
次
年
度

来
る
七
月

よ
り
現
補
給
食
糧
を
半
減
し

沖
縄
の
自
給
体
制
を
整
え
る
べ
く
生
産
増
強

に
力
を
入
れ
る
旨
　
発
表
し
た
が
之
に
つ
き

マ
ー
チ
ン
経
済
部
長
は
次
の
如
く
語
つ
た
、

次
年
度
か
ら
の
補
給
食
糧
半
減
は
マ
司
令
部

の
指
令
に
よ
る
沖
縄
自
給
体
制
の
政
策
に
出

た
も
の
で
配
給
は
都
市
の
非
農
家
を
重
点
と

し
農
家
に
は
肥
料
そ
の
他
を
多
量
に
配
給
、

生
産
増
強
を
計
る
、

三
市
の
市
議
が
陳
情

七
月
以
降
補
給
物
資
が
半
減
す
る
と
き
は
消

費
都
市
が
一
番
困
る
考
慮
し
て
貰
い
た
い

と
、
二
十
四
日
那
覇
、
首
里
、
石
川
三
市
市

議
代
表
が
軍
政
府
を
訪
問
陳
情
の
結
果
善
処

す
る
と
回
答

政
策
の
変
更
で
は
な
い
／
ア
ク
ト
ン
少

佐
談

補
給
物
資
値
上
げ
の
目
的
は
通
貨
吸
収
に
よ

る
低
物
価
政
策
に
あ
っ
た
と
云
わ
れ
る
が
今

回
の
補
給
食
糧
価
格
の
五
〇
％
引
下
は
該
政

策
の
変
更
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
か
と
の

問
に
対
し
ア
ク
ト
ン
財
政
部
長
は
次
の
如
く

云
っ
て
い
る
。

イ
ン
フ
レ
政
策
も
デ
フ
レ
政
策
も
軍
と
し
て

は
と
ら
な
い
。
均
衡
が
取
れ
安
定
し
た
財
政

を
維
持
す
る
の
が
最
善
の
方
策
だ
と
思
っ
て

い
る
。
即
ち
今
回
の
値
下
げ
は
こ
れ
で
財
政

の
均
衡
が
と
れ
る
見
通
し
か
ら
行
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

市
町
村
議
員
連
盟
／
沖
縄
復
興

へ
民
意
結
集

う
新
　
１
９
４
９
・
３
・
14

沖
縄
住
民
の
意
欲
を
結
集
し
強
力
な
沖
縄
復

興
を
目
指
し
て
奮
起
し
た
全
地
区
市
町
村
議

員
連
盟
結
成
式
は
十
日
那
覇
市
國
際
劇
場
で

開
催
　
参
集
の
議
員
三
百
余
名
　
会
則
を
審

議
可
決
し
名
称
を
沖
縄
市
町
村
議
会
議
員
連

盟
と
し
南
部
　
中
部
　
北
部
に
支
部
を
置
き

全
住
民
の
衣
食
住
問
題
の
解
決
　
生
産
意
欲

の
拡
充
行
政
運
営
の
調
査
　
移
民
問
題
の
解

決
　
文
化
並
に
教
育
の
振
興
等
沖
縄
民
族
の

進
路
打
開
に
強
固
な
連
携
を
申
合
せ
　
次
い

で
各
議
員
か
ら
提
案
の
左
記
事
項
を
万
場
一

致
可
決
　
各
市
町
村
か
ら
代
議
員
五
名
宛
を

選
出
し
近
く
軍
民
両
政
府
を
訪
問
　
議
決
事

項
を
提
示
　
こ
れ
が
実
現
促
進
方
を
陳
情
す

る
こ
と
に
な
つ
た

決
定
事
項

△
知
事
　
民
政
議
員
公
選
の
促
進
　
△
日
本

々
土
と
の
貿
易
促
進
　
△
売
店
利
潤
の
市
町

村
へ
の
還
付
　
△
補
給
物
資
の
配
給
量
並
に

配
給
値
は
一
月
以
前
に
復
帰
一
月
以
降
の
救

済
費
全
額
軍
政
府
負
た
ん
　
△
移
み
ん
促
進

結
成
後
意
見
発
表
が
行
わ
れ
た
が
登
だ
ん
の

議
員
何
れ
も
み
ん
主
沖
縄
の
確
立
を
叫
び
熱

意
を
吐
露
し
た

那
覇
市
に
監
査
委
員

う
新
　
１
９
４
９
・
３
・
21

那
覇
市
で
は
去
る
一
日
市
会
招
集
　
吏
員
三

倍
増
俸
に
よ
る
二
十
八
万
円
追
加
予
算
並
に

四
月
一
日
か
ら
市
営
に
移
る
公
設
市
場
使
用

条
例
を
可
決
し
た
が
さ
ら
に
新
市
町
村
制
に

よ
り
市
監
査
委
員
に
森
山
昌
宜
　
城
間
康
信

両
氏
を
選
任
設
置
し
た

那
覇
市
役
所
移
転

う
新
　
１
９
４
９
・
４
・
11

那
覇
市
役
所
は
牧
志
町
の
通
称
ク
ロ
ン
ボ
屋

敷
跡
に
コ
ン
セ
ツ
ト
の
新
庁
舎
を
建
設
　
こ

の
程
開
南
地
区
か
ら
移
転
　
十
二
日
落
成
祝

賀
会
を
開
催
す
る

三
九

一
九
四
九
年

昭
和
二
十
四
年

二
｜
四
月
　



首
里
市
が
Ｌ
Ｃ
Ｍ
／
貸
下
げ
申

請

う
新
　
１
９
４
９
・
４
・
11

首
里
市
の
復
興
は
地
理
的
不
便
と
財
政
難
か

ら
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
　
戦
後
四
か
年
を
経

た
今
日
一
万
九
千
の
人
口
に
完
成
住
宅
が

三
、
四
七
一
戸
　
要
建
設
住
宅
が
一
、
四
〇

一
戸
と
い
う
極
め
て
淋
し
い
状
態
で
あ
る
が

市
当
局
で
は
こ
れ
が
打
開
策
と
し
て
民
政
府

か
ら
エ
ル
シ
エ
ム
□
隻
を
借
り
受
け
国
頭

八
重
山
よ
り
木
材
　
薪
　
木
炭
　
石
炭
等
の

輸
送
と
漁
ろ
う
に
利
用
し
て
急
速
な
復
興
を

は
か
ろ
う
と
去
月
知
事
宛
エ
ル
シ
エ
ム
の
貸

下
げ
方
を
申
請
し
た
が
知
事
は
近
く
軍
へ
こ

れ
を
請
願
す
る
こ
と
に
な
つ
た

那
覇
市
が
商
都
計
画

沖
タ
　
１
９
４
９
・
４
・
24

商
都
那
覇
を
明
る
く
建
設
し
よ
う
と
同
市
で

は
現
市
場
東
側
か
ら
与
儀
農
試
場
に
至
る
俗

称
神
里
原
一
帯
に
商
業
中
心
地
を
計
画
、
近

く
浮
島
ホ
テ
ル
か
ら
市
場
に
通
ず
る
道
路
を

真
和
志
村
役
場
前
に
至
る
ま
で
延
長
、
そ
の

沿
線
に
商
店
街
約
一
万
坪
、
市
場
街
、
劇
場

街
等
を
配
し
将
来
那
覇
の
メ
イ
ン
・
ス
ト

リ
ー
ト
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
道
路
は

三
カ
月
の
予
定
で
近
く
着
手
す
る

規
格
家
屋
建
築
に
／
約
二
万
円

を
補
助
／
軍
政
府
復
興
予
算

第
一
期
分
を
承
認

う
新
　
１
９
４
９
・
５
・
30

軍
財
政
部
長
よ
り
軍
工
務
部
長
宛
の
十
二
日

付
通
牒
に
よ
れ
ば
本
年
度
復
興
予
算
の
中
第

四
一
半
期
分
と
し
て
一
億
六
千
七
百
二
万
五

千
七
百
九
十
円
七
十
四
銭
を
割
り
あ
て
土
地

生
さ
ん
品
購
入
支
出
費
と
し
て
の
み
使
用
さ

れ
る
旨
令
達
さ
れ
た
右
金
額
は
工
務
部
総
予

算
七
億
五
千
四
百
七
十
七
万
円
余
の
中
一

二
％
を
予
備
費
に
と
り
残
り
を
四
分
し
た
も

の
で
近
く
各
種
工
事
に
着
手
す
る

右
予
算
費
目
の
主
な
る
も
の
左
の
通
り

単

位
千
円

△
建
築
資
材
　
　
　
　
　
　
五
六
、
二
四
八

△
同
労
務
　
　
　
　
　
　
　
四
八
、
五
〇
八

△
道
路
維
持
　
　
　
　
　
　
三
三
、
九
八
一

△
港
湾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
六
四
三

な
お
右
予
算
の
執
行
に
よ
り
四
月
以
降
の
規

格
住
宅
建
築
に
対
し
て
は
左
記
の
如
く
一
棟

に
対
し
二
万
円
余
の
補
助
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
つ
て
お
り
規
格
住
宅
さ
え
建
て
得
ぬ

人
々
に
明
る
い
希
望
を
与
え
て
い
る

規
格
住
宅
一
棟
当
資
材
費

△
土
地
産
材
で
建
築
の
場
合一
六
、
九
六
〇
円

△
輸
入
材
の
場
合
　
　
　
　
三
、
七
六
〇
円

△
建
築
労
務
費

△
茅
葺
の
場
合
　
　
　
　
　
七
、
〇
五
三
円

▲
鉄
板
　
天
幕
　
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
葺
の
場
合

三
、
四
七
二
円
二
〇
銭

”
ナ
ハ
人
は
ナ
ハ
に
”
／
石
川

の
旧
市
民
訴
え
る

沖
タ
　
１
９
４
９
・
６
・
５

在
石
川
旧
ナ
ハ
市
民
約
六
千
人
の
移
動
陳
情

の
た
め
一
日
仲
本
ナ
ハ
市
長
に
面
会
し
た
石

川
し
議
宮
城
無
々
、
久
場
長
文
、
中
井
眞
一

氏
ら
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
る

石
川
し
に
お
け
る
非
農
家
の
旧
ナ
ハ
人
は
商

工
業
や
家
庭
工
芸
で
生
計
を
い
と
な
ん
で
き

た
が
、
昨
今
近
在
農
そ
ん
の
購
買
力
が
減
退

し
非
農
と
し
て
は
存
立
し
な
い
様
に
な
つ

た
、
こ
の
ま
ゝ
で
は
被
救
済
者
が
激
増
す
る

一
方
で
一
日
も
早
く
都
市
に
集
結
し
て
元
の

仕
事
に
か
ゝ
り
オ
キ
ナ
ワ
の
復
興
に
協
力
し

度
い
、
し
か
し
市
内
に
は
敷
地
が
な
い
の
で

真
和
志
そ
ん
に
接
衝
し
適
地
が
見
つ
か
れ
ば

市
当
局
も
全
面
的
に
協
力
し
て
頂
く
こ
と
に

な
つ
て
い
る

建
築
制
限
を
強
化
／
軍
指
令
内

容

沖
タ
　
１
９
４
９
・
６
・
26

今
後
住
民
か
軍
施
設
、
家
族
宿
舎
周
辺
の
地

域
、
並
に
爆
発
物
集
積
地
域
に
移
動
し
て
来

る
こ
と
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
軍
政

府
で
は
十
七
に
ち
指
令
十
七
号
を
も
つ
て
住

民
建
造
物
に
関
す
る
つ
ぎ
の
指
令
を
発
し
た

第
一
条
　
制
限
区
域

第
一
節
　
占
領
軍
人
家
族
宿
舎
、
百
名
以
上

収
容
す
る
兵
舎
の
あ
る
地
域
か
ら
一
哩
以
内

で
は
住
民
用
の
建
物
は
如
何
な
る
性
質
、
目

的
の
も
の
で
も
建
設
し
又
は
拡
張
、
変
更
改

造
を
し
て
は
な
ら
な
い

第
二
節
　
弾
薬
或
は
爆
発
物
集
積
所
か
ら
五

百
ヤ
ー
ド
、
石
油
パ
イ
プ
線
か
ら
十
五
フ

イ
ー
ト
又
は
石
油
貯
蔵
所
周
辺
の
防
護
柵
か

ら
三
十
フ
イ
ー
ト
以
内
に
は
原
住
民
の
建
物

を
建
設
し
又
は
維
持
す
る
こ
と
は
出
来
な
い

第
三
節
　
本
条
規
定
の
違
反
者
は
何
人
と
雖

も
一
万
円
以
下
の
罰
金
、
一
年
以
下
の
懲
役

若
く
は
そ
の
両
刑
を
併
科
さ
れ
る

第
四
節
　
裁
判
所
は
上
記
刑
罰
の
ほ
か
、
建

築
物
の
所
有
者
又
は
使
用
者
に
対
す
る
定
ざ

い
の
上
建
築
物
資
材
の
全
部
を
没
収
す
る

第
二
条
　
廃
止
並
保
留
事
項

第
一
節
　
一
九
四
九
年
一
月
十
八
に
ち
附
軍

政
府
指
令
第
三
号
に
よ
る

建
築
許
可
證

規
定
は
廃
止
す
る
、
但
し
各
村
長
は
本
令
の

規
定
す
る
制
限
区
域
ぐ
わ
い
の
も
の
又
他
に

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
建
物
の

建
築

許
可
證

を
発
行
す
る
権
限
は
従
来
通
り
与

え
ら
れ
る

第
二
節
　
本
指
令
の
効
力
発
生
期
に
ち
前
に

犯
し
た
犯
ざ
い
に
よ
る
刑
罰
、
没
収
、
罰
金
、

四
〇

一
九
四
九
年

昭
和
二
十
四
年

四
｜
六
月



債
務
は
本
指
令
公
布
前
の
指
令
に
よ
つ
て
求

刑
、
処
刑
さ
れ
る

那
覇
市
当
局
う
新
　
１
９
４
９
・
６
・
27

行
政
の
徹
底
を
期
す
る
た
め
那
覇
市
で
は
近

く
吏
員
が
各
区
事
務
所
を
巡
廻
、
ぐ
ん
民
両

政
府
の
施
策
の
伝
達
徹
底
状
況
を
調
査
す
る

受
入
れ
を
村
議
会
／
真
和
志
村

う
新
　
１
９
４
９
・
６
・
27

昨
年
来
毎
月
五
、
六
百
人
か
ら
千
人
近
く
も

人
口
増
加
し
つ
ゝ
あ
る
真
和
志
村
で
は
ぐ
ん

民
両
政
府
の
那
覇
移
転
を
目
し
よ
う
に
控
え

愈
々
急
膨
脹
が
予
想
さ
れ
現
在
一
万
七
千
の

人
口
は
本
年
末
ま
で
に
は
二
万
を
突
破
し
て

那
覇
市
を
凌
が
す
る
も
の
と
見
ら
れ
て
お
り

同
村
で
は
将
来
の
都
市
計
画
や
農
耕
地
の
宅

地
転
換
に
よ
る
農
民
の
生
活
対
策
等
に
悩
ん

で
お
り
村
議
会
側
で
も
こ
れ
と
協
力
一
体
と

な
つ
て
対
策
を
講
ず
る
た
め
六
月
の
村
議
会

で
受
入
は
村
長
の
権
限
で
は
あ
る
が
毎
月
の

受
入
数
を
議
会
に
提
出
、
審
議
す
る
こ
と
に

決
定
し
た

港
村
も
禁
止
区
域

沖
タ
　
１
９
４
９
・
７
・
３

港
村
は
従
来
特
殊
地
域
と
し
て
建
築
禁
止
令

よ
り
除
ガ
い
さ
れ
て
い
た
ガ
こ
ん
ど
の
指
令

に
よ
る
と
ナ
ハ
市
同
様
同
日
以
降
如
何
な
る

目
的
で
も
建
築
の
新
設
、
追
加
、
変
更
、
増

設
は
出
来
な
い
こ
と
に
な
つ
て
い
る

改
築
修
理
／
軍
が
許
可

う
新
　
１
９
４
９
・
７
・
11

六
月
十
七
日
付
の
ぐ
ん
指
令
第
十
七
号
の
建

築
制
限
令
は
ぐ
ん
施
設
の
多
い
中
南
部
の
市

町
村
民
へ
の
影
響
極
め
て
大
い
の
で
そ
の
修

正
緩
和
方
が
要
望
さ
れ
て
い
た
が
去
る
六
日

ぐ
ん
で
は
情
報
課
を
通
じ
て
左
記

修
正

を
発
表
し
同
時
に
タ
ル
情
報
課
長
は

指
令

十
七
号
は
暫
定
的
な
も
の
で
ぐ
ん
で
は
沖
縄

人
二
名
を
含
む
委
員
会
を
作
つ
て
検
討
し
近

く
み
ぎ
指
令
を
改
正
す
る
筈
で
あ
る

と
語

つ
た
、
一
九
四
九
年
六
月
十
七
日
付
ぐ
ん
指

令
第
十
七
号
の
修
正

△
ぐ
ん
施
設
の
最
端
よ
り
一
哩
以
内
に
あ
る

じ
ゆ
う
民
建
造
物
で
台
風
に
よ
り
破
壊
又
は

損
傷
せ
る
も
の
は
市
町
村
長
の
許
可
證
を
得

て
復
旧
し
或
は
修
理
す
る
こ
と
が
出
来
る

△
役
所
、
病
院
、
診
療
所
、
学
校
等
の
建
物

は
ぐ
ん
民
両
政
府
総
務
部
及
び
関
係
市
町
村

長
の
認
可
を
得
て
ぐ
ん
施
設
よ
り
一
哩
以
内

に
立
て
る
こ
と
が
出
来
る

三
、
現
在
の
ぐ
ん
施
設
よ
り
一
哩
以
内
に
あ

る
市
町
村
で
は
正
当
な
認
可
と
市
町
村
長
の

発
行
せ
る
許
可
證
が
あ
れ
ば
現
建
造
物
を
増

築
、
改
修
及
び
修
理
を
す
る
こ
と
が
許
さ
れ

る
一
寸
待
て
／
那
覇
が
申
入

う
新
　
１
９
４
９
・
７
・
11

真
和
志
村
議
会
で
は
さ
き
に
那
覇
市
と
の
境

界
に
関
し
行
政
区
域
確
定
の
意
見
書
を
提
出

平
良
原
、
前
田
原
、
宮
城
原
、
西
原
、
船
増

原
、
与
儀
農
試
場
用
地
の
村
行
政
編
入
方
を

陳
情
し
た
が
那
覇
市
議
会
側
で
は
首
都
建
設

の
見
地
か
ら
問
題
を
解
決
す
べ
く
民
総
務
部

へ
の
意
見
書
提
出
の
ゆ
う
与
方
を
陳
情
近
く

全
体
委
員
会
を
開
い
て
態
度
を
決
定
す
る

集
成
刑
法
布
告
さ
る

う
新
　
１
９
４
９
・
７
・
11

現
在
琉
球
に
施
行
さ
れ
て
い
る
刑
罰
法
規
は

布
告
、
指
令
、
命
令
を
中
心
と
し
て
い
る
が

ぐ
ん
政
府
で
は
平
和
と
秩
序
回
復
等
の
社
会

的
情
勢
の
変
化
に
応
じ
て
大
巾
に
改
廃
し
且

即
座
に
引
照
出
来
る
た
め
従
来
個
々
に
発
布

さ
れ
た
こ
れ
等
規
定
を
単
一
法
典
化
し
”
刑

法
並
に
訴
せ
う
手
続
法
典
”
と
し
て
六
月
二

十
八
日
付
特
別
布
告
第
三
十
二
号
を
発
布
し

た
、
み
ぎ
は
七
月
五
日
正
午
を
発
動
日
と
し

て
い
る
が
発
動
日
以
前
に
犯
さ
れ
た
凡
ゆ
る

事
件
に
対
し
て
は
そ
及
し
な
い
こ
と
に
な
つ

て
い
る
、
要
項
次
号
参
照

那
覇
の
建
築
制
限
／
少
し
く
緩

和
さ
る
／
旧
鉄
路
線
以
東
の

日
本
人
所
有
土
地
は
可

う
新
　
１
９
４
９
・
７
・
11

さ
き
に
ぐ
ん
民
両
政
府
の
那
覇
移
転
の
正
式

発
表
に
よ
り
民
政
府
で
は
直
ち
に
職
員
住
宅

四
七
九
軒
分
を
請
求
す
る
一
方
住
宅
地
と
し

て
元
県
庁
裏
、
元
松
山
町
一
帯
、
城
岳
西
側

フ
チ
サ
一
帯
及
び
崇
元
寺
附
近
の
開
放
方
を

申
請
し
て
い
た
が
去
る
一
日
ミ
ラ
ー
ぐ
ん
政

官
よ
り
次
の
回
答
が
あ
つ
た

申
請
住
宅
地
は
ぐ
ん
施
設
よ
り
一
哩
以
内
の

所
と
貿
易
庁
倉
庫
、
エ
ン
ヂ
ニ
ア
デ
ポ
ー
、

港
湾
労
務
者
ぢ
う
宅
用
地
と
な
つ
て
い
る

ま
た
民
政
府
職
員
が
約
一
七
五
名
も
那
覇
附

近
か
ら
知
念
へ
通
勤
し
て
い
る
、
四
七
九
世

帯
も
の
民
政
府
職
員
が
那
覇
に
移
動
す
る
と

す
れ
ば
現
在
石
川
、
北
谷
、
浦
添
そ
の
他
に

す
ん
で
い
る
前
那
覇
人
は
民
政
府
に
対
し
深

く
憤
慨
す
る
で
あ
ろ
う

た
ゞ
し
民
政
府
職
員
で
那
覇
所
在
米
ぐ
ん
の

非
占
領
地
の
所
有
権
を
證
明
し
得
る
者
は
移

動
を
許
し
そ
の
他
は
通
勤
す
る
よ
う
に
せ
よ

真
和
志
、
浦
添
の
那
覇
か
ら
数
哩
の
所
で
使

え
そ
う
な
土
地
が
若
干
あ
る
に
は
あ
る
が
こ

の
土
地
は
琉
球
人
所
有
地
で
あ
る
か
ら
現
在

の
所
有
者
か
ら
反
対
が
起
る
か
も
知
れ
な
い

の
で
移
動
は
旧
鉄
路
線
東
側
は
日
本
人
所
有

地
に
限
定
す
る

四
一

一
九
四
九
年

昭
和
二
十
四
年

六
｜
七
月



首
里
城
正
殿
復
原
／
首
里
市
が

の
り
出
す
／
文
化
地
帯
の
造

成
へ
沖
タ
　
１
９
４
９
・
７
・
17

首
里
市
で
は
文
化
都
市
の
建
設
を
め
ざ
し
十

二
日
市
議
代
表
、
美
術
協
会
そ
の
他
文
化
団

体
代
表
十
余
名
の
委
員
を
あ
げ
て
文
化
地
帯

造
成
期
成
会
を
結
成
、
当
面
の
事
業
と
し
て

博
物
館
に
あ
て
る
首
里
城
正
殿
、
守
礼
門
の

復
原
模
型
建
設
を
決
議
し
近
く
関
係
方
面
に

陳
情
す
る
こ
と
ゝ
な
つ
た
、
な
お
評
議
員
会

を
設
け
文
化
地
帯
造
成
の
具
体
案
を
決
定
し

て
首
里
城
一
帯
の
古
文
化
財
の
保
存
及
び
近

代
文
化
施
設
に
全
力
を
注
ぐ
こ
と
ゝ
な
つ
た

市
町
村
予
算
／
税
制
が
出
来
る

ま
で
／
歳
入
源
を
負
担
金
で

沖
タ
　
１
９
４
９
・
７
・
24

み
ん
行
政
課
デ
は
市
町
村
の
五
〇
年
度
本
予

算
編
成
案
を
調
整
し
之
に
基
い
て
市
町
村
議

会
の
議
決
を
経
て
八
月
よ
り
施
行
せ
し
め
る

事
に
な
つ
た
ガ
市
町
村
税
法
並
附
属
法
規
の

制
定
は
幾
多
の
隘
路
ガ
あ
り
同
法
の
公
布
実

施
ま
デ
に
は
相
当
の
日
時
を
要
す
る
の
デ
差

当
り
歳
入
財
源
は
手
数
料
、
使
用
料
、
附
加

税
並
土
地
割
、
家
屋
割
当
、
市
町
村
み
ん
割

当
負
担
金
デ
賄
う
こ
と
に
な
つ
て
い
る
、
土

地
割
は
田
畑
、
宅
地
の
生
産
収
益
、
利
用
価

値
、
家
屋
割
は
床
面
積
及
構
造
を
考
察
し
て

等
級
を
決
定
　
市
町
村
み
ん
割
当
は
個
人
の

所
得
及
資
産
ガ
課
税
の
対
象
に
な
つ
て
い

る
、
な
お
本
予
算
案
は
税
制
実
施
期
に
は
追

加
更
正
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る

民
政
府
那
覇
へ

う
新
　
１
９
４
９
・
８
・
１

民
政
府
庁
舎
は
今
回
の
た
い
風
で
全
壊
、
執

務
不
能
に
陥
つ
た
の
で
宿
望
の
那
覇
移
転
を

グ
リ
ー
ン
副
長
官
に
具
陳
再
三
接
衝
の
結
果

実
現
、
二
十
五
日
新
装
の
上
山
校
舎
へ
移
転

し
た
。
翌
二
十
六
日
グ
リ
ー
ン
副
長
官
か
ら

移
転
は
恒
久
的
で
な
く
ぐ
ん
政
府
が
移
転
す

る
ま
で
使
用
を
許
可
す
る
旨
の
覚
書
が
発
せ

ら
れ
た
期
限
は
来
年
三
月
ま
で
と
予
想
さ
れ

る
が
ぐ
ん
政
府
移
転
の
場
合
、
民
政
府
は
天

妃
校
舎
へ
移
動
す
る

石
川
の
那
覇
人
復
帰
陳
情

う
新
　
１
９
４
９
・
８
・
19

石
川
市
に
居
住
す
る
旧
那
覇
人
一
、
二
〇
〇

戸
は
元
来
小
売
業
、
手
工
業
等
で
生
計
を
維

持
し
て
き
た
が
、
近
来
同
市
に
お
け
る
ぐ
ん

作
業
員
減
退
、
農
村
購
買
力
の
不
振
等
に
悩

み
急
速
に
那
覇
復
帰
を
切
望
、
十
一
日
か
ら

代
表
を
挙
げ
て
那
覇
農
事
試
験
場
敷
地
の
一

部
、
又
は
う
る
ま
新
報
社
西
方
一
帯
に
分
散

移
動
さ
せ
て
く
れ
と
、
民
政
府
並
に
那
覇
市

当
局
に
尽
力
方
を
陳
情
し
た

み
な
と
村
移
動
／
条
件
付
で
当

分
保
留う
新
　
１
９
４
９
・
８
・
26

み
な
と
村
の
移
動
問
題
に
付
い
て
ぐ
ん
総
務

部
長
ア
ン
ド
リ
ウ
ス
中
佐
は
二
十
四
日
知
事

と
会
見
、
港
湾
作
業
の
能
率
増
進
を
中
心
に

意
見
を
こ
う
換
し
た
が
知
事
の
請
負
制
の
実

施
要
望
に
対
し
ア
ン
ド
リ
ウ
ス
中
佐
は
道
路

工
事
等
の
請
負
は
出
来
る
が
港
湾
作
業
に
は

困
難
で
あ
り
、
当
分
現
状
の
ま
ゝ
と
し
て
み

な
と
村
移
動
は
次
の
条
件
付
で
保
留
す
る
旨

述
べ
た

△
港
湾
作
業
労
務
者
の
出
勤
率
が
悪
い
の
で

能
率
増
進
を
図
る
た
め
日
本
か
ら
仲
仕
を
連

れ
て
く
る
か
、
そ
れ
と
も
沖
縄
じ
ん
が
も
つ

と
協
力
し
て
や
る
か
何
う
か
を
研
究
す
る
こ

と△
み
な
と
村
の
家
屋
は
港
湾
作
業
に
参
加
す

る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
今
後
理

由
な
く
作
業
を
怠
る
者
は
立
退
を
命
ず
る

△
今
後
み
な
と
村
内
の
家
屋
建
築
を
申
請
す

る
者
に
対
し
て
は
港
湾
作
業
の
労
務
不
足
の

場
合
は
そ
の
家
族
中
一
人
は
必
ず
出
動
す
る

と
い
う
条
件
付
き
で
許
可
證
を
付
与
す
る
こ

と

港
・
那
覇
・
真
和
志
の
建
築
は

／
今
後
凡
て
軍
許
可

沖
タ
　
１
９
４
９
・
８
・
28

八
月
十
八
日
附
軍
命
令
第
一
号
に
よ
れ
ば
今

後
、
真
和
志
村
、
ナ
ハ
市
、
港
村
に
於
け
る

軍
施
設
よ
り
一
哩
以
内
の
地
域
で
の
建
築
は

軍
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
即
ち

一
、
真
和
志
村
、
ナ
ハ
市
、
港
村
に
於
け
る

建
築
は
各
々
の
場
合
軍
政
官
府
の
特
別
承

認
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
、
今
日
ま
で
又
今
後
、
許
可
証
を
入
手
す

る
人
は
凡
て
そ
の
許
可
証
を
建
築
物
敷
地

の
見
易
い
所
に
掲
げ
る
こ
と
、
こ
れ
を
拒

否
し
或
い
は
怠
れ
ば
不
法
建
築
と
な
り
責

任
者
は
公
の
許
可
の
証
拠
が
あ
げ
ら
れ
る

ま
で
Ｃ
Ｐ
に
よ
り
逮
捕
さ
れ
る

許
可
申
請
の
手
続

グ
リ
ー
ン
大
佐
よ
り
の
建
築
に
関
す
る
命
令

第
一
号
に
附
随
し
真
和
志
村
、
ナ
ハ
市
に
於

け
る
商
店
及
び
住
宅
建
築
手
続
に
関
し
軍
政

官
代
理
ス
ケ
ア
リ
ー
中
佐
よ
り
知
事
宛
次
の

通
報
が
あ
つ
た

一
、
真
和
志
村
及
び
ナ
ハ
市
に
お
け
る
住
宅

及
び
営
業
用
建
物
の
建
築
は
次
の
手
続
き

に
よ
り
許
可
さ
れ
る

イ

既
に
解
放
せ
ら
れ
た
地
域
に
営
業

用
建
物
及
び
住
宅
を
建
て
よ
う
と
す
る
者

は
各
市
町
村
長
に
申
請
書
を
提
出
す
る

ロ

申
請
が
許
可
に
な
れ
ば
市
町
村
長

四
二

一
九
四
九
年

昭
和
二
十
四
年

七
｜
八
月



は
建
築
許
可
証
を
添
え
た
申
請
書
と
図
面

を
軍
政
官
府
に
提
出
す
る

ハ

軍
が
そ
の
申
請
を
ゆ
る
せ
ば
建
築

き
よ
可
証
は
再
び
同
じ
経
路
を
通
じ
市
町

村
長
に
返
還
さ
れ
る

ニ

軍
よ
り
の
き
よ
可
証
を
得
た
ら
建

築
を
始
め
る
前
に
日
英
両
語
で
書
か
れ
た

建
築
許
可
証
を
建
築
現
場
に
揚
げ
る
こ
と

二
、
軍
に
申
請
を
提
出
す
る
時
は
氏
名
、
住

所
、
申
請
者
が
前
土
地
所
有
者
で
あ
る
か

否
か
、
も
し
前
土
地
所
有
者
で
な
い
な
ら

ば
前
所
有
者
の
氏
名
　
建
物
の
使
用
目
的

番
地
　
坪
数
を
記
入
す
る

三
、
現
在
建
築
を
許
可
さ
れ
未
だ
建
築
を
完

成
し
て
い
な
い
者
は
直
に
各
市
町
村
長
の

建
築
許
可
証
を
揚
げ
る

四
、
上
記
手
続
を
ふ
ま
な
い
場
合
に
は
同
地

域
内
に
は
建
築
は
許
さ
れ
な
い

建
築
緩
和
を
／
委
員
会
ガ
具
申

建
築
禁
止
に
関
す
る
十
七
号
指
令
の
緩
和
策

を
講
ず
る
委
員
会
ガ
知
事
の
下
に
置
か
れ
た

ガ
該
委
員
会
は
軍
施
設
か
ら
一
哩
以
内
で
も

き
よ
可
し
て
よ
い
と
思
は
れ
る
場
所
を
具
体

的
に
示
し
て
軍
に
献
策
し
た
、
例
へ
ば
真
和

志
村
安
里
は
す
で
に
み
ん
家
ガ
あ
り
部
落
内

に
は
古
屋
敷
ガ
多
い
、
部
落
ガ
い
は
勿
論
不

可
だ
ガ
古
屋
敷
の
利
用
は
ゆ
る
し
て
貰
い
度

い
西
原
、
泡
瀬
、
美
里
等
は
部
隊
に
近
接
し

て
い
て
も
山
で
し
や
断
さ
れ
部
隊
に
何
ら
の

悪
影
響
を
与
え
な
い
個
所
は
ゆ
る
し
て
貰
い

度
い
等
デ
あ
る

那
覇
、
真
和
志
境
界
決
る

う
新
　
１
９
４
９
・
９
・
２

那
覇
市
と
真
和
志
村
の
境
界
に
付
い
て
は

民
総
務
部
行
政
課
を
中
心
に
市
、
村
当
局

が
再
度
に
亘
り
現
地
調
査
を
行
い
協
議
の

結
果
左
の
通
り
円
満
解
決
し
た

那
覇
市
場
前
か
ら
真
和
志
村
役
場
前
に
出
る

新
設
工
事
中
の
道
路
と
寄
宮
宮
城
原
の
試
験

場
用
地
の
西
限
を
新
境
界
と
す
る
外
は
す
べ

て
戦
前
境
界
線
に
復
帰
即
ち
前
記
宮
城
原
の

農
試
場
用
地
及
び
与
儀
の
船
増
原
が
真
和
志

に
帰
り
な
お
安
里
は
安
里
川
を
境
に
真
和
志

村
に
復
帰
し
た
、
こ
れ
で
両
役
所
か
ら
建
築

許
可
證
を
出
す
如
き
安
里
平
良
原
に
於
け
る

珍
現
象
も
な
く
な
る
わ
け
で
あ
る

首
里
市
議
会
／
流
会
騒
ぎ
再
現

う
新
　
１
９
４
９
・
９
・
６

首
里
市
議
会
で
は
予
ね
て
五
十
年
度
予
算
案

審
議
で
難
航
を
続
け
て
い
た
が
　
九
月
に
入

る
と
市
会
を
牛
耳
ろ
う
と
す
る
儀
武
息
睦
議

長
の
率
い
る
旧
勢
力
一
派
と
明
朗
市
会
を
め

ざ
し
て
突
進
す
る
若
手
革
新
派
議
員
と
の
間

に
正
面
衝
突
を
来
し
遂
に
流
会
騒
ぎ
を
演
ず

る
に
到
つ
た
　
即
ち
市
吏
員
の
待
遇
を
他
町

村
並
に
引
上
げ
る
た
め
計
上
さ
れ
た
吏
員
優

遇
案
が
革
新
派
に
よ
つ
て
可
決
さ
れ
る
形
勢

に
あ
る
を
察
知
し
た
議
長
派
議
員
は
議
長
の

勧
め
に
よ
り
九
月
一
日
の
本
議
会
を
欠
席
審

議
不
能
と
な
し
　
翌
二
日
に
は
審
議
中
議
長

派
の
渡
嘉
敷
副
議
長
及
び
山
城
議
員
が
夫
々

革
新
派
の
二
議
員
を
議
場
外
に
呼
出
し
た
り

離
席
者
を
出
し
た
り
し
て
定
足
数
に
足
り
な

い
と
し
て
議
長
は
流
会
を
宣
し
同
志
と
共
に

議
場
を
引
揚
げ
た
の
で
翌
日
革
新
派
議
員
を

含
む
過
半
数
の
議
員
は
議
長
に

審
議
中
に

つ
き
議
会
を
招
集
し
て
欲
し
い

と
の
依
頼

状
を
発
し
た
が
　
議
長
は
之
を
拒
否
　
よ
つ

て
革
新
派
は
市
町
村
制
に
よ
り
四
日
仮
議
長

を
選
挙
し
て
審
議
再
開
　
結
局
歳
費
の
半
減

そ
の
他
で
四
万
円
余
を
原
案
か
ら
削
減
し
て

優
遇
案
も
認
め
且
つ
議
長
派
の
主
張
す
る
市

民
負
担
の
軽
減
を
も
狙
つ
て
一
〇
三
万
八
千

余
円
の
修
正
案
を
可
決
す
る
に
い
た
つ
た

今
度
の
事
件
に
関
し
某
議
員
は

甲
論
乙
駁
の
後
ま
と
め
上
げ
る
の
は
民
し

ゆ
議
会
の
あ
り
方
と
し
て
当
然
で
　
一
致

点
を
見
出
し
得
な
い
と
き
そ
れ
を
収
拾
す

る
の
が
議
長
の
つ
と
め
で
あ
る
に
拘
ら
ず

策
を
弄
し
我
執
に
と
ら
わ
れ
る
議
長
派
の

謀
略
的
行
為
は
民
し
ゆ
政
治
を
阻
む
も
の

と
し
て
断
こ
き
ゆ
う
弾
　
議
長
不
信
任
案

を
提
出
す
る
予
定
で
あ
る

と
述
べ
た
が
　
一
方
議
長
儀
武
氏
は

市
町
村
制
第
四
十
八
条
第
二
項
に
よ
つ
て

散
会
を
宣
し
た
　
議
長
の
招
集
に
よ
ら
な

い
四
日
の
議
会
は
違
法
で
確
定
議
も
無
効

で
あ
り
取
消
し
を
要
求
す
る
つ
も
り
だ

と
語
つ
て
い
る

吏
員
の
現
待
遇

な
お
問
題
と
な
つ
た
首
里
市
役
所
吏
員
の
現

待
遇
は
左
の
通
り
で
あ
る

内
は
他
町

村
平
均
額

市
長
二
千

二
千

助
役
千
五
百

千
八
百

収
入
役
千
一
百

千
七
百

課
長
千

千
五

百

書
記
長
八
百

千
二
百

書
記
五
百
四

十

千首里
市
会
の
対
立
／
近
く
催
告

市
会
か沖
タ
　
１
９
４
９
・
９
・
８

首
里
市
議
会
は
五
〇
年
度
予
算
市
会
を
め
ぐ

つ
て
両
派
に
分
れ
流
会
騒
ぎ
の
後
十
四
名
の

議
員
ガ
四
か
会
議
を
続
行
、
一
部
修
正
デ
可

決
し
た
ガ
、
そ
れ
に
対
し
反
対
派
は
議
長
副

議
長
及
び
当
じ
つ
の
欠
席
者
や
退
場
者
に
通

知
な
き
会
議
の
議
決
は
無
効
と
し
て
近
く
催

告
市
会
を
開
く
模
様
デ
あ
る
ガ
民
政
府
行
政

課
当
局
の
談
、
市
当
局
と
賛
成
側
か
ら
流
会

当
じ
つ
の
顛
末
書
や
そ
の
後
の
処
置
に
つ
い

て
疑
義
照
会
ガ
き
て
い
る
ガ
今
の
と
こ
ろ
し

ん
議
中
デ
何
と
も
云
え
な
い

四
三
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那
覇
市
会
で
も
検
討

沖
タ
　
１
９
４
９
・
９
・
10

ナ
ハ
市
会
配
給
委
員
は
三
に
ち
市
役
所
で
し

よ
く
種
別
配
給
に
関
す
る
研
究
会
を
行
い
配

給
実
施
後
の
実
情
を
調
さ
資
料
を
蒐
集
市
み

ん
の
声
を
ま
と
め
て
十
二
に
ち
補
給
庁
へ
陳

じ
よ
う
す
る
こ
と
に
な
つ
た

伸
び
ゆ
く
商
都
の
建
設
／
真
和

志
村
が
実
行
に
着
手

う
新
　
１
９
４
９
・
９
・
13

女
師
一
高
女
跡
及
そ
の
附
近
の
開
放
に
よ
り

真
和
志
村
で
は
早
速
都
市
計
画
を
実
行
に
移

す
こ
と
に
な
つ
た
、
こ
の
計
画
に
よ
る
と
元

一
高
女
の
講
堂
跡
附
近
を
ロ
ー
タ
リ
ー
と
な

し
之
よ
り
十
字
に
歩
道
を
備
え
た
五
間
道
路

を
四
方
に
走
ら
せ
更
に
三
間
道
路
を
縦
横
に

し
つ
ら
え
、
此
ら
道
路
を
は
さ
ん
で
大
小
二

百
余
に
区
画
し
た
地
所
を
商
店
　
工
場
　
事

務
所
ホ
テ
ル
等
に
割
当
て
大
道
校
運
動
場
際

迄
を
商
店
街
に
予
定
し
て
い
る
　
現
公
営
バ

ス
敷
地
に
並
ん
で
北
は
劇
場
や
市
場
と
な
つ

て
い
る
が
冷
蔵
庫
二
を
備
え
た
水
連
の
魚
卸

市
や
肉
売
場
及
び
露
天
市
場
の
外
一
坪
板
敷

の
屋
内
売
場
一
七
〇
室
を
設
け
る
等
衛
生
的

な
市
場
も
計
画
、
商
店
街
に
割
り
こ
ん
だ
団

体
事
務
所
に
は
教
連
、
沖
体
協
、
沖
婦
連
、

姫
百
合
会
、
八
重
山
民
政
府
出
張
所
、
工
務

所
、
農
業
会
等
が
あ
り
、
名
実
と
も
大
沖
縄

市
の
都
心
と
し
て
面
目
を
一
新
す
べ
く
目
論

ん
で
い
る

首
里
市
会
／
行
政
課
が
流
会
紛

争
に
断
／
多
数
派
の
議
決
は

適
法
沖
タ
　
１
９
４
９
・
９
・
15

既
報
｜
人
件
費
問
題
で
両
派
対
立
し
流
会
騒

ぎ
と
な
つ
た
首
里
市
五
〇
年
度
予
算
市
会
に

対
し
民
行
政
課
□
は
次
の
如
く
決
裁
を
下
し

て
い
る

一
、
流
会
　
出
席
議
員
□
定
員
の
過
半
数
に

足
り
な
い
場
合
に
宣
言
し
得
る
も
の
で
あ
つ

て
、
議
場
に
は
定
員
議
員
二
六
名
の
中
十
四

名
が
居
り
、
た
と
い
そ
の
中
の
一
人
が
着
席

し
な
か
つ
た
と
し
て
も
出
席
議
員
の
過
半
数

に
達
し
て
お
り
、
議
長
の
流
会
宣
言
は
違
法

で
あ
る
、
従
来
の
行
政
実
例
に
よ
れ
ば
応
召

し
た
議
員
□
議
場
ガ
イ
に
あ
り
過
半
数
に
達

せ
ざ
る
理
由
□
な
さ
□
た
流
会
ガ
違
法
と
な

つ
て
お
り
、
こ
れ
に
徴
し
て
今
回
の
首
里
市

会
流
会
□
明
ら
か
に
違
法
と
認
め
ざ
る
を
得

な
い
　
議
場
が
騒
然
と
し
て
整
理
□
つ
か
な

か
つ
た
と
す
れ
□
休
会
を
宣
言
□
、
そ
の
整

理
を
図
る
の
ガ
穏
当
の
処
置
と
思
わ
れ
る

二
、
以
上
の
理
由
に
よ
り
議
長
副
議
長
ガ
所

定
の
場
所
で
会
議
を
開
か
ざ
る
を
以
て
翌
三

日
議
員
十
五
名
建
言
　
開
議
請
求
を
議
長
、

副
議
長
に
手
交
し
た
る
も
、
そ
の
内
容
ガ
誤

る
と
し
、
こ
れ
を
受
領
せ
ざ
る
は
当
を
得
た

処
置
□
な
い
、
ま
た
、
右
開
議
請
求
書
に
よ

り
議
長
、
副
議
長
は
即
時
議
会
を
再
開
す
べ

き
に
拘
わ
ら
ず
、
之
の
処
置
を
講
じ
な
か
つ

た
の
は
違
法
で
あ
る
、
よ
つ
て
　
市
議
会
が

市
町
村
制
三
十
三
条
に
よ
り
仮
議
長
を
選
挙

し
議
会
を
開
催
し
予
算
を
議
決
し
た
の
は
違

法
で
は
な
い

催
告
市
会
で
議
案
修
正

一
方
議
ち
よ
う
わ
十
四
に
ち
後
六
時
か
ら
催

告
市
会
を
招
集
　
行
政
課
の
処
置
ハ
一
方
的

□
と
し
て
議
員
五
名
出
席
の
も
と
に
才
□
原

案
□
〇
八
三
、
二
四
二
円
を
九
六
八
、
一
六

二
円
に
修
正
議
決
し
た
。
こ
レ
に
対
し
行
政

課
デ
ハ
首
里
市
議
会
の
場
合
既
に
過
半
数
の

議
員
に
よ
り
可
決
さ
レ
効
力
を
発
生
し
て
い

る
の
デ
市
町
村
制
第
三
十
二
条
及
第
三
十
六

条
に
よ
り
催
告
市
会
を
招
集
す
る
こ
と
ハ
デ

き
な
い
と
言
つ
て
い
る

日
本
へ
の
旅
行
は
／
公
用
に
限

り
許
可
／
一
般
の
引
揚
帰
還

は
当
分
停
止

う
新
　
１
９
４
９
・
９
・
20

連
合
国
総
司
令
部
は
覚
書
を
以
つ
て
最
高
司

令
官
に
代
つ
て
ア
ー
ル
、
エ
ム
、
レ
ブ
イ
ー

氏
の
名
で
八
月
十
二
日
付
”
琉
球
よ
り
日
本

へ
の
旅
行
に
関
す
る
件
”
を
発
表
し
た
が
こ

れ
に
よ
る
と
一
九
四
九
年
八
月
十
五
日
以
後

琉
球
よ
り
日
本
へ
の
旅
行
は
同
情
す
べ
き
理

由
に
対
し
又
は
そ
の
旅
行
が
琉
球
及
び
日
本

の
占
領
ぐ
ん
に
ひ
益
す
る
場
合
に
は
許
可
さ

れ
自
費
で
商
業
輸
送
船
に
よ
り
旅
行
す
る
か

又
は
総
司
令
部
に
よ
つ
て
規
定
さ
れ
た
賃
率

を
支
払
つ
て
日
本
商
船
管
理
中
央
事
務
局
の

適
当
な
配
船
で
旅
行
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

て
い
る
、
な
お
一
般
の
引
揚
帰
還
は
次
の
通

知
あ
る
ま
で
一
時
停
止
さ
れ
た

八
月
十
五

日
新
民
報

紛
争
の
首
里
市
議
会
／
正
、
副

議
長
を
除
名
／
市
政
の
明
朗

化
を
期
し
断
こ
決
議

う
新
　
１
９
４
９
・
９
・
20

首
里
市
議
会
は
”
流
会
事
件
”
以
来
紛
争
を

続
け
十
五
日
の
同
市
定
例
議
会
は
市
政
の
明

朗
化
を
期
し
て
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
革

新
派
十
五
議
員
の
連
署
で
儀
武
議
長
、
渡
嘉

敷
副
議
長
に
対
し
背
任
行
為
を
理
由
に
不
信

任
案
を
提
出
、
両
氏
に
辞
職
を
勧
告
し
た
が

儀
武
議
長
は
勧
告
に
応
じ
か
ね
る
旨
を
言
明

翌
十
六
日
追
求
の
ほ
こ
先
を
ゆ
る
め
な
い
多

数
派
議
員
は
臨
時
議
会
の
招
集
を
市
長
に
要

求
、
十
八
日

日
曜

午
前
に
開
か
れ
た
臨

時
議
会
で
は
冒
頭
に
於
て
議
長
、
副
議
長
ア

ツ
サ
リ
辞
職
の
意
を
表
明
し
て
自
宅
に
引
揚

げ
た
た
め
再
び
玉
那
覇
議
員
を
仮
議
長
に
選

出
し
て
議
事
を
進
め
た
が
　
両
氏
の
み
ぎ
辞

四
四

一
九
四
九
年

昭
和
二
十
四
年

九
月

で

が

が

が

で

れ

は

ば

し

だ

で
一



職
表
明
は
議
員
の
辞
任
を
意
味
し
な
い
旨
を

確
か
め
得
た
喜
納
議
員
か
ら
緊
急
動
議
と
し

て
両
氏
の
除
名
案
を
提
出
、
十
九
対
四
の
圧

倒
的
多
数
で
こ
れ
を
可
決
、
つ
い
に
両
氏
は

議
席
を
追
放
さ
れ
る
に
至
つ
た
、
喜
納
氏
の

除
名
動
議
の
要
旨
は

議
長
副
議
長
辞
職
の
勧
告
に
も
何
ら
反
省

の
色
な
く
、
加
う
る
に
仮
議
長
下
の
予
算

議
会
を

闇
の
市
会
云
々

と
け
な
す
如

き
儀
武
、
渡
嘉
敷
両
氏
と
同
席
し
て
市
政

を
論
ず
る
こ
と
は
政
治
的
良
心
が
許
さ
な

い
と
い
う
に
あ
る
、
な
お
市
町
村
制
第
五
四
条

に
よ
れ
ば
議
員
三
分
の
二
以
上
出
席
し
、
そ

の
四
分
の
三
以
上
の
同
意
が
あ
れ
ば
議
員
除

名
は
成
立
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る

予
算
153
万
円
／
膨
れ
る
真
和
志

／
受
入
れ
条
例
も
撤
廃

う
新
　
１
９
４
９
・
９
・
27

十
一
月
迄
に
人
口
二
万
突
破
を
見
越
し
て
い

る
真
和
志
村
で
は
十
月
二
十
四
日
予
算
議
会

を
開
い
た
が
　
吏
員
の
全
面
的
増
俸
　
社
会

教
育
　
税
務
二
課
の
新
設
と
之
に
伴
う
人
員

の
増
加
等
を
認
め
て
一
五
三
万
八
千
余
円
の

予
算
案
を
原
案
通
り
承
認
し
た
　
こ
れ
は
同

村
の
発
展
的
情
勢
を
予
算
面
に
具
体
化
し
た

も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
　
な
お
こ
れ

ま
で
問
題
と
さ
れ
て
い
た
真
和
志
村
独
特
の

受
入
条
例

受
入
れ
は
議
会
の
承
認
を
要
す

は
同
議
会
で
撤
廃
さ
れ
た
が
翁
長
村
長
は
語

る
情
勢
の
変
化
に
伴
い
又
事
務
的
困
難
さ
を

排
し
大
乗
的
き
ん
度
を
以
て
受
入
条
例
を

撤
廃
し
た
議
会
の
態
度
に
は
深
い
喜
び
を

持
つ
と
同
時
に
真
し
な
審
議
振
り
に
敬
意

を
表
し
た
い

石
川
の
那
覇
人
／
移
動
陳
情

沖
タ
　
１
９
４
９
・
10
・
１

那
覇
人
を
早
く
受
入
れ
て
く
れ
と
石
川
市
議

員
代
表
は
去
る
二
十
六
日
仲
本
市
長
を
訪
れ

促
進
方
を
陳
情
し
た
が
同
市
当
局
と
し
て
は

建
築
中
止
、
開
放
地
漸
減
の
た
め
真
和
志
村

に
そ
の
受
入
方
を
接
渉
中
で
あ
る

那
覇
・
真
和
志
合
併
／
近
く
民

政
府
が
諮
問

沖
タ
　
１
９
４
９
・
10
・
６

戦
前
よ
り
懸
案
の
沖
縄
市
建
設
問
題
は
復
興

四
カ
年
計
画
の
進
ち
よ
く
と
共
に
最
近
各
方

面
に
実
現
促
進
の
気
運
が
た
い
頭
し
那
覇
、

真
和
志
の
合
併
問
題
が
巷
の
話
題
に
の
ぼ
り

民
行
政
課
で
も
行
政
区
域
の
現
地
調
査
の
上

合
併
す
る
か
否
か
の
諮
問
案
を
発
送
す
る
模

様
で
あ
り
両
者
の
合
併
へ
の
歩
み
よ
り
も
相

当
進
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
が
両
者
の
意
見

を
き
い
て
見
よ
う

▽
那
覇
又
吉
助
役
の
話

商
工
業
や
官
庁
は

那
覇
に
集
中
し
て
く
る
が
住
宅
地
が
少
く
土

地
問
題
の
解
決
に
も
な
る
か
ら
合
併
問
題
に

は
大
多
数
が
賛
成
だ

▽
真
和
志
金
城
助
役
の
話

時
の
勢
で
も
あ

ろ
う
が
今
の
所
住
民
生
活
が
不
安
定
で
担
税

力
も
分
ら
な
い
し
合
併
す
れ
ば
一
時
負
担
は

軽
く
な
る
だ
ろ
う
が
現
在
ど
し
／
＼
受
入
れ

て
い
る
の
で
将
来
の
発
展
が
予
想
さ
れ
、
慎

重
に
検
討
す
べ
き
で
時
期
尚
早
だ

膨
れ
る
人
口
／
現
在
両
地
域
で

四
万
沖
タ
　
１
９
４
９
・
10
・
６

な
お
那
覇
市
の
人
口
動
態
は
昨
年
度
は
月
平

均
五
二
五
に
ん
で
年
六
千
八
百
に
ん
の
増

本
年
度
は
建
築
中
止
や
新
な
開
放
土
地
も
な

く
受
入
制
限
を
し
た
に
も
拘
は
ら
ず
月
平
均

四
七
三
に
ん
の
増
で
四
月
か
ら
八
月
迄
に
二

三
六
九
に
ん
も
転
入
し
て
お
り
無
籍
者
を
入

れ
る
と
有
に
三
千
に
ん
を
突
破
し
て
い
る
模

様
で
住
宅
地
は
依
然
悩
み
の
種
、
両
方
に
散

在
す
る
旧
那
覇
じ
ん
の
受
入
に
つ
い
て
は
真

和
志
村
が
出
来
る
だ
け
の
援
助
を
す
る
こ
と

に
な
つ
た
模
様
で
一
方
真
和
志
村
で
も
今
年

初
一
万
四
千
七
百
に
ん
が
八
月
末
に
は
一
万

八
千
に
増
え
、
安
里
、
大
道
、
三
原
等
に
目

立
つ
て
多
く
な
つ
た

市
町
村
予
算
に
み
る
／
一
戸
当

り
負
担
／
渡
嘉
敷
村
は
四
六

七
円
沖
タ
　
１
９
４
９
・
10
・
６

各
市
町
村
で
は
目
下
一
九
五
〇
年
度
歳
入
歳

出
予
算
を
作
成
し
つ
ゝ
あ
る
が
現
在
ま
で
民

政
府
に
よ
り
認
可
さ
れ
た
市
町
村
歳
入
予
算

の
中
独
立
税
と
も
云
う
べ
き
土
地
割
、
家
屋

割
、
市
町
村
民
割
の
一
戸
当
り
総
平
均
次
の

通
り
で
渡
嘉
敷
村
の
四
六
七
円
八
三
銭
が
最

も
多
い
。

首
里
一
三
四
、
四
二
銭
小
禄
二
〇
六
、
八
八

豊
見
城
一
八
七
、
五
〇
東
風
平
二
七
〇
、
〇

一
高
嶺
二
六
六
、
七
六
具
志
頭
三
〇
〇
、
八

二
玉
城
二
九
□
、
二
九
知
念
三
一
三
、
〇
〇

佐
敷
二
四
七
、
七
八
南
風
原
二
九
三
、
七
三

港
二
四
九
、
七
九
渡
嘉
敷
四
六
七
、
八
三
具

志
川
一
五
〇
、
七
二
与
那
原
一
九
一
、
四
九

勝
連
三
三
〇
、
〇
〇
西
原
二
四
二
、
七
六
宜

野
湾
八
三
、
〇
〇
読
谷
一
〇
〇
、
三
五
北
谷

一
二
九
、
六
四
嘉
手
納
一
七
一
、
一
〇
越
来

一
〇
〇
、
〇
〇
美
里
一
四
七
、
三
一
中
城
九

三
、
五
一
北
中
城
五
三
、
七
〇
金
武
二
六
五
、

六
三
宜
野
座
三
〇
五
、
三
五
国
頭
一
六
五
、

〇
二
大
宜
味
七
〇
、
六
三

市
場
で
か
せ
ぐ
那
覇
市
／
半
年
に
使
用

料
七
〇
万
円

那
覇
市
で
は
五
〇
年
度
予
算
の
編
成
を
急
い

で
い
る
が
、
同
市
の
歳
入
で
も
つ
と
も
大
き

四
五

一
九
四
九
年

昭
和
二
十
四
年

九
｜
十
月



な
財
源
と
さ
れ
て
い
る
市
場
使
用
料
を
見
る

と
、
四
月
は
臨
時
使
用
者
一
三
四
四
七
人
と

月
極
一
三
八
三
九
人
で
そ
の
使
用
料
合
計
八

二
二
九
五
円
で
毎
月
ぐ
ん
ぐ
ん
増
加
し
八
月

に
は
臨
時
二
〇
二
八
六
人
月
極
二
〇
八
七
七

人
使
用
料
収
入
一
三
五
七
五
〇
円
九
月
は
臨

時
一
四
八
四
七
人
月
極
一
五
四
二
一
人
と
な

り
四
月
よ
り
九
月
ま
で
に
約
七
十
万
円
に
達

し
て
い
る

公
金
23
万
円
横
領
／
那
覇
市
収

入
役
の
汚
職

う
新
　
１
９
４
９
・
10
・
７

那
覇
署
で
は
五
日
那
覇
市
収
入
役
高
良
龜
五

郎
氏
を
召
喚
　
公
金
横
領
の
廉
で
取
り
調
べ

た
と
こ
ろ
　
主
と
し
て
生
活
費
　
自
宅
建
築

費
　
○
○
○
食
堂
営
業
資
金
　
貸
出
し
な
ど

に
公
金
二
十
三
万
円
を
横
領
費
消
し
た
事
実

が
自
供
に
よ
つ
て
判
明
し
た
　
事
件
が
明
る

み
に
出
た
発
端
は
八
月
二
十
二
日
に
さ
か
の

ぼ
る
　
当
時
那
覇
市
収
入
役
が
二
十
数
万
円

の
公
金
を
横
領
姿
を
く
ら
ま
し
た
と
の
風
評

を
探
知
し
た
民
政
府
行
政
課
で
は
八
月
二
十

二
日
早
速
係
員
を
派
遣
　
帳
簿
を
調
査
し
た

が
何
ら
横
領
の
事
実
を
発
見
出
来
ず
　
同
時

に
那
覇
署
で
も
同
氏
の
任
意
出
頭
を
求
め
取

り
調
べ
た
が
犯
罪
事
実
を
つ
き
と
め
る
こ
と

は
出
来
な
か
つ
た
、
然
し
当
時
の
同
氏
失
そ

う
の
情
況
な
ど
か
ら
そ
の
背
後
に
疑
惑
の
眼

を
向
け
爾
来
ひ
そ
か
に
内
て
い
を
続
け
て
い

た
と
こ
ろ
た
ま
た
ま
某
氏
が
同
氏
か
ら
金
策

を
頼
ま
れ
た
と
い
う
聞
込
み
に
よ
り
某
氏
に

つ
い
て
取
調
べ
の
結
果
高
良
氏
に
二
十
三
万

円
融
通
し
て
や
つ
た
事
実
を
つ
き
と
め
た
の

で
再
度
召
喚
取
調
べ
と
な
つ
た
わ
け
で
高
良

氏
も
遂
に
横
領
事
実
を
つ
ゝ
み
切
れ
ず
自
供

す
る
に
至
つ
た
も
の
、
那
覇
署
で
は
目
下
傍

證
固
め
を
進
め
て
い
る
が
横
領
費
消
し
た
公

金
は
埋
め
合
わ
さ
れ
て
い
る

那
覇
市
予
算
／
一
人
当
負
担
金

た
つ
た
二
十
円
／
歳
入
の
六

割
は
市
場
か
ら

沖
タ
　
１
９
４
９
・
10
・
13

十
一
日
の
那
覇
市
会
の
議
事
は
終
戦
後
初
の

自
治
独
立
予
算
及
び
収
入
役
代
理
選
任
の
件

で
あ
つ
た
が
予
算
審
議
は
仲
本
、
仲
井
間
議

員
の
動
議
に
よ
り
二
日
間
休
会
し
て
慎
重
に

研
究
し
た
後
、
十
四
日
再
開
す
る
市
会
の
同

意
に
よ
り
収
入
役
代
理
に
島
袋
完
榮
氏
が
就

任
し
た
、
提
出
さ
れ
た
予
算
案
は
総
額
二
、

六
六
八
、
八
三
五
円
、
歳
出
の
筆
頭
は
現
給

の
二
倍
半
引
上
と
な
つ
た
人
件
費
を
含
む
、

市
役
所
費
一
、
四
〇
六
、
七
〇
五
円
、
新
設

の
も
の
消
防
団
費
□
六
、
五
〇
〇
円
、
社
会

事
業
費
五
、
七
〇
〇
円
、
労
務
諸
費
三
、
五

〇
〇
円
、
そ
の
他
議
会
費
八
三
、
四
〇
〇
円
、

区
事
務
所
費
三
三
二
、
八
〇
〇
円
、
土
木
費

二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
、
勧
業
費
一
〇
、
五
〇

〇
円
、
選
挙
費
五
五
、
七
八
〇
円
、
幼
稚
園

費
八
四
、
五
〇
〇
円
、
市
場
経
営
費
一
五
五
、

九
〇
〇
円
、
社
会
教
育
費
一
六
、
五
五
〇
円
、

体
育
奨
励
費
一
九
、
〇
〇
〇
円
、
市
場
建
設

費
二
四
、
〇
〇
〇
円
と
な
り
、
土
木
費
に
は

電
気
水
道
建
設
小
路
整
備
が
あ
り
、
社
会
事

業
費
は
行
路
病
人
取
扱
費
が
あ
り
都
市
的
色

彩
が
伺
え
る
　
こ
れ
に
た
い
す
る
歳
入
は
市

民
割
当
負
担

地
方
税
に
準
ず
る

五
二
九
、

二
〇
〇
円
、
附
加
税

船
舶
の
み

一
、
二

三
三
円
、
使
用
手
数
料
一
、
八
〇
一
、
五
九

三
円
、
民
政
府
交
付
金
一
〇
、
〇
〇
〇
円
、

雑
収
入
四
七
、
六
二
一
円
、
繰
越
金
五
〇
、

〇
〇
〇
円
と
な
り
一
、
六
七
八
、
七
一
一
円

の
市
場
収
入
を
含
む
使
用
手
数
料
が
筆
頭
で

こ
れ
に
よ
り
市
民
負
担
は
一
戸
当
九
一
円
二

五
銭
、
一
人
当
二
〇
円
と
な
つ
て
い
る
、
因

み
に
前
年
度
那
覇
市
の
販
売
店
売
上
歳
入
額

は
一
六
、
二
四
九
、
一
八
四
で
あ
つ
た

雲
行
き
危
し
那
覇
市
議
会
／
収

入
役
汚
職
に
市
長
あ
つ
さ
り

陳
謝
う
新
　
１
９
４
９
・
10
・
14

戦
後
初
の
自
治
市
政
を
賄
う
五
十
年
度
予
算

案
審
議
那
覇
市
議
会
は
十
一
日
開
会
、
又
吉

助
役
か
ら
提
出
議
案
に
付
い
て
説
明
、
眞
榮

田
議
員
か
ら
市
政
の
方
針
を
提
示
せ
よ
と
質

問
次
い
で
収
入
役
の
汚
職
事
件
に
市
長
は
責

任
を
感
じ
て
い
る
か
と
詰
め
寄
つ
た
が
、
こ

れ
に
対
し
仲
本
市
長
は
施
政
方
針
は
次
回
に

提
出
す
る
、
収
入
役
の
問
題
は
目
下
司
直
の

取
調
中
で
あ
る
が
監
督
の
不
行
届
き
に
つ
い

て
は
申
訳
な
し
と
あ
つ
さ
り
陳
謝
、
議
案
研

究
の
た
め
二
日
間
休
会
、
十
四
日
再
開
す
る

こ
と
に
な
つ
た

な
お
収
入
役
代
理
に
書
記
長
島
ぶ
く
ろ
完
榮

氏
選
任
を
承
認
し
た

”
清
潔
な
市
場
に
”
／
公
営
市

場
改
善
を
促
進

沖
タ
　
１
９
４
９
・
10
・
20

那
覇
、
首
里
、
糸
満
、
石
川
市
の
市
営
公
設

市
場
は
何
れ
も
衛
生
設
備
不
完
全
な
仮
設
市

場
で
あ
る
の
で
公
衆
衛
生
部
で
は
各
地
元
の

計
画
案
に
基
き
設
備
改
善
を
急
が
す
こ
と
に

な
り
、
軍
公
衆
衛
生
部
に
対
し
セ
メ
ン
ト
、

木
材
、
金
網
等
の
資
材
放
出
の
交
渉
を
す
す

め
て
い
る

△
那
覇
市
場
は
総
坪
数
八
二
五
坪
の
木
造
平

家
瓦
葺
、
雑
貨
部
三
棟
、
衣
服
部
二
棟
、
食

糧
部
四
と
う
、
魚
肉
部
二
と
う
、
便
所
三
と

う
、
△
首
里
市
場
は
総
坪
数
二
三
〇
坪
日
用

雑
貨
、
鮮
魚
、
野
菜
、
豚
牛
肉
、
衣
服
部
、

飲
食
店
な
ど
が
計
画
さ
れ
△
糸
満
の
南
北
市

場
は
総
坪
数
二
一
六
坪
で
日
用
雑
貨
、呉
服
、

鮮
魚
、
食
肉
、
工
業
工
芸
品
、
手
芸
品
、
家

四
六

一
九
四
九
年

昭
和
二
十
四
年

十
月



具
、
玩
具
、
装
身
具
等
に
別
け
ら
れ
る

な
お
石
川
市
で
も
こ
れ
に
準
じ
実
施
す
る

が
、
各
市
場
と
も
排
水
溝
、
井
戸
を
設
け
、

と
く
に
食
品
売
場
は
金
網
で
防
蠅
装
置
を
完

備
さ
せ
る

ど
こ
へ
行
く
50
戸
／
み
な
と
村

水
産
組
合
立
退
き

う
新
　
１
９
４
９
・
10
・
21

八
月
三
十
日
付
知
事
覚
書
一
六
七
号
に
よ
つ

て
み
な
と
村
水
産
組
合
員
の
立
退
き
取
止
め

陳
情
に
対
し
十
月
十
五
日
付
書
翰
で
ミ
ラ
ー

ぐ
ん
政
官
は

同
組
合
が
当
初
の
条
件
に
反
し
て
労
務
の

供
出
も
鮮
魚
の
供
出
も
不
成
績
と
の
理
由

で
那
覇
地
区
以
外
、
出
来
れ
ば
北
部
地
区

に
適
当
な
地
域
を
選
ん
で
移
住
さ
せ
よ

と
回
答
し
た
、
な
お
み
な
と
村
に
は
み
な
と

水
産
組
合
と
楚
邊
水
産
組
合
が
あ
り
四
七
年

五
月
み
な
と
村
誕
生
と
同
時
に
港
湾
作
業
隊

家
族
の
た
ん
白
食
糧
供
給
の
た
め
設
立
を
許

可
さ
れ
た
も
の
で
そ
の
戸
数
は
ペ
リ
ー
区
三

七
戸
、
楚
辺
区
十
二
戸
、
奥
武
山
一
戸
で
計

五
〇
戸
で
あ
る

電
燈
異
変
／
再
び
ラ
ン
プ
生
活

／
那
覇
市
が
点
燈
を
陳
情

う
新
　
１
９
４
９
・
10
・
21

灯
の
悩
み
か
ら
漸
く
浮
び
上
つ
た
ば
か
り
の

那
覇
市
内
が
十
八
日
夜
か
ら
突
然
送
電
が
停

り
も
と
の
ラ
ン
プ
生
活
に
入
つ
た
、
こ
れ
は

最
近
二
、
三
の
工
場
が
係
官
か
ら
送
電
を
禁

じ
ら
れ
た
た
め
他
の
工
場
も
自
粛
を
申
合
せ

送
電
を
停
め
た
も
の
で
一
般
家
庭
は
勿
論
芝

居
、
映
画
関
係
も
興
行
不
能
に
陥
り
困
惑
し

て
い
る
、
那
覇
市
で
は
市
内
の
暗
黒
は
治
安

維
持
の
点
か
ら
見
て
も
放
任
出
来
ず
と
早
速

仲
本
市
長
、
具
志
頭
市
会
議
長
が
知
事
面
会

発
電
所
の
実
現
を
み
る
ま
で
工
業
関
係
工
場

市
内
九
か
所

が
燃
料
の
配
給
を
受
け
て

点
燈
用
に
余
剰
電
力
が
使
用
出
来
る
よ
う
ぐ

ん
へ
の
陳
情
方
を
懇
請
し
た
、
な
お
劇
場
関

係
で
も
目
下
対
策
考
究
中
で
あ
る

教
育
費
の
一
部
を
／
市
町
村
予

算
に
計
上
う
新
　
１
９
４
９
・
10
・
25

従
来
市
町
村
予
算
に
は
教
育
費
が
計
上
さ
れ

な
か
つ
た
為
　
各
校
共
学
校
教
育
に
幾
多
の

支
障
を
来
し
て
い
た
所
民
総
務
部
行
政
課
で

は
十
月
二
十
一
日
付
で
収
入
財
源
の
許
す
範

囲
内
に
於
て

△
学
校
世
話
人
給
料
△
薪
炭
費
△
学
事
奨

励
費
△
社
会
教
育
費
△
其
他

等
の
費
用
を
予
算
に
計
上
す
る
様
市
町
村
長

に
通
牒
を
発
し
た
　
之
に
よ
り
世
話
人
の
居

な
い
学
校
に
於
け
る
校
長
の
時
鐘
番
　
貴
重

な
教
じ
ゆ
時
間
を
割
い
て
の
女
教
員
　
女
児

等
の
来
客
接
待
の
如
き
異
じ
よ
う
現
象
や
後

援
会
の
世
話
人
給
料
負
担
等
の
悩
み
も
解
消

す
る
も
の
と
し
て
学
校
側
に
喜
ば
れ
て
い
る

那
覇
市
の
電
燈
問
題
／
市
民
の

配
給
油
一
括
受
取
り
／
合
法

的
配
電
を
陳
情

沖
タ
　
１
９
４
９
・
10
・
25

復
興
は
ま
ず
あ
か
り
か
ら

と
那
覇
市
内

九
工
場
が
組
織
す
る
余
剰
電
力
組
合
で
は
全

市
の
約
六
二
％

三
、
六
四
二
戸

に
点
燈

配
電
し
て
い
た
が
最
近
軍
よ
り
一
部
工
場
に

対
し
操
業
し
て
い
な
い
夜
間
の
工
場
外
送
電

は
許
可
さ
れ
な
い
と
注
意
が
あ
つ
た
の
で
一

応
全
工
場
が
一
般
民
家
へ
の
配
電
を
中
止
、

合
法
的
な
点
燈
対
策
に
つ
い
て
関
係
当
局
と

協
議
を
す
ゝ
め
た
結
果
従
来
市
民
へ
配
給
さ

れ
る
微
量
の
燃
料
油
を
組
合
工
場
が
一
括
受

け
と
り
夜
間
送
電
し
て
は
と
い
う
話
合
に
な

り
、
近
日
中
に
市
民
代
表
の
名
で
軍
当
局
へ

そ
の
旨
陳
情
す
る
こ
と
ゝ
な
つ
た
、
点
燈
は

単
に
防
犯
、
防
火
上
に
影
響
を
与
え
る
ば
か

り
で
な
く
市
民
の
気
持
ち
を
明
る
く
す
る
重

大
な
問
題
で
あ
る
の
で
そ
の
解
決
は
急
を
希

ま
れ
て
い
る

那
覇
真
和
志
境
界
線
決
定
／
楚

辺
原
他
数
ヵ
所
を
那
覇
市
に

編
入
沖
タ
　
１
９
４
９
・
10
・
29

民
政
府
総
務
部
で
は
二
十
七
日
那
覇
、
真
和

志
村
の
境
界
線
を
決
定
し
民
政
府
告
示
第
十

二
号
ノ
二
を
発
表
し
た
が
真
和
志
村
の
西

原
、
ミ
ヤ
ギ
原
、
神
里
原
、
船
増
原
、
ひ
川

原
、
マ
ー
ヂ
原
、
楚
辺
原
、
石
川
後
原
、
松

島
原
の
一
部
を
那
覇
市
に
編
入
、
二
十
七
日

よ
り
実
施
す
る

地
方
自
治
委
員
会
を
召
集
／
仲

本
那
覇
市
長
罷
免
さ
る
／
軍

財
産
管
理
権
侵
害
そ
の
他
不

正
判
明う
新
　
１
９
４
９
・
11
・
２

ぐ
ん
財
産
管
理
権
侵
害
に
端
を
発
し
遂
に
十

月
二
十
九
日
那
覇
署
に
拘
留
さ
れ
取
調
べ
中

で
あ
つ
た
那
覇
市
長
問
題
は
調
査
の
進
行
と

共
に
そ
の
他
の
刑
事
々
件
や
内
部
的
不
正
事

件
ま
で
明
る
み
に
さ
ら
け
出
さ
れ
て
い
た
が

知
事
は
地
方
自
治
委
員
会
を
十
一
月
一
日
民

政
府
に
召
集
、
仲
本
市
長
の
罷
免
議
案
を
提

出
、
那
覇
署
長
か
ら
の
調
査
経
過
報
告
や
行

政
課
長
か
ら
の
行
政
報
告
等
を
聴
取
の
後
、

全
員
の
賛
成
署
名
を
得
て
遂
に
知
事
は
罷
免

と
決
定
し
た

現
行
市
町
村
制
法
第
六
五
条
に
よ
れ
ば
知
事

四
七

一
九
四
九
年

昭
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十
四
年

十
｜
十
一
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は
市
町
村
長
が
著
る
し
く
不
適
任
で
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
地
方
自
治
委
員
会
の
承
認
を

得
て
罷
免
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
に
な
つ

て
い
る
の
で
同
法
に
よ
り
左
記
理
由
で
罷
免

さ
れ
た
も
の
で
あ
る

△
出
納
事
務
を
調
査
す
る
責
務
を
怠
り
な
お

収
入
役
の
公
金
横
領
事
件
発
生
後
も
反
省

の
色
な
く
指
揮
監
督
の
不
行
き
届
き
な
こ

と
△
ぐ
ん
財
産
管
理
権
侵
害

△
管
理
財
産
の
不
当
使
用

△
発
電
機
の
不
当
所
持
と
不
当
使
用

な
お
現
在
の
自
治
委
員
会
は
委
員
長
志
喜
屋

孝
信
、
委
員
宮
城
久
榮
、
當
間
重
民
、
眞
榮

城
守
行
、
桃
原
茂
太
、
知
花
高
直
の
六
氏
で

あ
る助
役
、
収
入
役
も
罷
免

那
覇
市
で
は
市
長
罷
免
に
関
連
し
市
長
代
理

賀
数
庶
務
課
長
か
ら
又
吉
助
役
、
高
良
収
入

役
を
罷
免
し
た

借
地
権
を
無
視
し
て
／
工
場
立

退
き
を
強
要
／
那
覇
署
で
留

置
目
下
取
調
べ
中

う
新
　
１
９
４
９
・
11
・
２

収
入
役
汚
職
事
件
で
腐
敗
を
さ
ら
け
出
し
市

民
の
憤
激
を
買
つ
て
い
る
折
那
覇
市
役
所
に

又
々
大
嵐
が
吹
き
す
さ
び
去
る
二
十
九
日
市

長
仲
本
爲
美
氏
、
助
役
又
吉
嘉
榮
氏
が
治
裁

判
事
の
拘
引
状
に
よ
り
那
覇
署
に
拘
引
さ
れ

身
柄
を
拘
束
取
調
べ
を
受
け
て
い
る
が
地
方

自
治
体
の
三
役
が
事
件
を
異
に
し
な
が
ら
も

同
時
に
司
直
の
手
に
か
か
り
ほ
の
暗
い
留
置

場
に
拘
留
さ
れ
る
事
は
稀
有
な
出
来
事
で
取

調
べ
の
進
展
と
共
に
ど
う
展
開
す
る
か

両
氏
が
取
調
べ
を
受
け
る
に
至
つ
た
い
き
さ

つ
に
関
し
那
覇
市
一
区
十
一
組
那
覇
線
香
工

場
主
仲
井
間
憲
正
氏
の
二
十
九
日
係
官
へ
の

陳
述
に
よ
る
と
、
那
覇
市
当
局
は
公
設
市
場

建
設
の
た
め
仲
井
間
氏
使
用
の
同
工
場
の
立

退
き
を
命
じ
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
、

仲
井
間
氏
は
台
湾
帰
還
後
学
校
教
員
を
勤
め

て
い
た
が
前
市
長
東
恩
納
寛
仁
氏
か
ら
土
地

使
用
許
可
を
得
て
線
香
製
造
業
を
始
め
た
も

の
で
立
退
に
対
し
て
極
力
反
対
市
当
局
と
再

三
再
四
こ
う
渉
し
た
が
市
は
耳
を
藉
さ
ず
、

立
退
き
に
当
つ
て
提
示
し
た
敷
地
選
定
の
約

束
を
履
行
せ
ず
立
退
き
を
強
要
、
五
月
頃
無

断
で
乾
燥
場
内
七
、
八
坪
に
十
三
け
ん
の
店

舗
を
作
ら
せ
た
同
敷
地
は
地
ぬ
し
不
在
の
た

め
仲
井
間
氏
は
去
る
七
月
十
一
日
ぐ
ん
政
府

財
産
管
理
課
と
契
約
を
結
び
一
坪
一
円
で
二

九
七
坪
を
借
り
受
け
、
一
九
四
七
年
四
月
か

ら
一
九
四
九
年
十
二
月
ま
で
の
地
代
と
し
て

す
で
に
九
七
九
一
円
の
払
込
み
を
済
ま
し
正

式
に
ぐ
ん
の
許
可
を
得
た
も
の
で
あ
る
、
こ

の
間
那
覇
市
か
ら
も
財
産
管
理
課
に
使
用
許

可
申
請
が
な
さ
れ
て
い
た
が
ま
だ
許
可
に
な

つ
て
い
な
い
に
拘
ら
ず
ぐ
ん
管
理
財
産
権
を

侵
害
し
無
断
で
市
場
使
用
料
を
徴
収
し
て
い

た
こ
と
が
問
題
と
な
り
取
り
調
べ
を
受
け
る

に
至
つ
た
も
の
で
あ
る

市
長
代
理
に
庶
務
課
長

う
新
　
１
９
４
９
・
11
・
２

市
長
助
役
の
召
喚
不
意
打
ち
を
喰
つ
た
那
覇

市
で
は
市
町
村
制
六
十
九
条
の
規
定
に
よ
り

予
ね
て
市
長
か
ら
指
定
さ
れ
て
い
た
庶
務
課

長
賀
數
世
隆
氏
が
市
長
代
理
と
な
つ
た

市
会
解
散
／
議
員
間
に
賛
否
両

論

沖
タ
　
１
９
４
９
・
11
・
３

那
覇
市
長
罷
免
を
め
ぐ
り
那
覇
市
会
議
員
間

で
は
市
長
に
市
場
公
営
を
勧
告
し
た
の
は
市

会
で
あ
る
か
ら
当
然
責
任
を
負
う
べ
き
で
市

長
再
選
と
同
時
に
市
会
も
散
会
す
べ
き
だ
と

云
う
見
解
も
あ
り
こ
れ
に
対
し
市
会
は
勧
告

は
し
た
が
管
掌
は
あ
く
ま
で
市
長
が
や
る
可

き
で
事
務
的
手
続
の
落
度
は
市
長
の
責
任
で

あ
り
市
会
が
勧
告
し
た
こ
と
に
罪
は
な
く
解

散
す
る
必
要
は
な
い
と
反
駁
し
て
い
る

市
長
選
挙
／
無
投
票
を
狙
い
／

那
覇
市
議
会
が
適
任
者
物
色

う
新
　
１
９
４
９
・
11
・
５

市
長
選
挙
を
目
せ
う
に
控
え
て
那
覇
市
議
会

で
は
三
日
市
役
所
で
懇
談
会
を
開
催
し
た
が

一
議
員
か
ら
今
度
の
市
役
所
三
役
の
刑
事
事

件
は
市
議
会
議
員
も
責
任
を
感
じ
て
総
辞
職

す
べ
き
だ
と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
が
、
こ

の
説
は
議
決
機
関
と
執
行
機
関
と
を
混
同
す

る
も
の
で
あ
る
と
一
蹴
し
議
員
総
辞
職
は
と

り
や
め
次
い
で
市
長
候
補
者
に
付
い
て
意
見

こ
う
換
の
結
果
出
来
る
だ
け
無
投
票
で
い
こ

う
と
申
合
せ
人
物
は
那
覇
人
で
あ
る
な
し
に

抱
泥
せ
ず
に
広
く
全
島
か
ら
ぐ
ん
民
政
府
に

協
力
出
来
る
誠
実
な
人
を
条
件
に
七
日
再
度

懇
談
会
を
開
い
て
人
物
を
決
定
す
る
こ
と
に

な
つ
た首里

市
議
会
／
新
正
副
議
長

う
新
　
１
９
４
９
・
11
・
６

首
里
市
臨
時
議
会
は
去
る
三
十
一
日
除
名
以

来
空
席
に
な
つ
て
い
た
正
副
議
長
の
選
挙
を

行
い
議
長
に
松
本
完
可
、
副
議
長
に
玉
那
覇

有
喜
氏
を
選
出
し
た

声
／
無
投
票
説
を
駁
す

う
新
　
１
９
４
９
・
11
・
６

後
任
那
覇
市
長
を
、市
民
の
選
挙
に
よ
ら
ず
、

市
会
議
員
諸
君
の
推
薦
で
選
ぼ
う
と
い
う
無

投
票
説
に
、
自
分
は
ま
ず
次
の
三
つ
の
理
由

で
、
真
向
う
か
ら
反
対
す
る

一
、
今
の
市
会
議
員
諸
君
に
は
余
り
信
用
の

出
来
な
い
者
が
多
す
ぎ
る
、
か
つ
て
市
長
派

四
八

一
九
四
九
年

昭
和
二
十
四
年

十
一
月



で
あ
つ
た
諸
君
は
、
市
民
衆
知
の
通
り
、
多

か
れ
少
か
れ
利
権
の
分
ケ
前
に
与
つ
て
い
た

面
々
だ
し
、
一
方
、
野
党
で
あ
つ
た
筈
の
諸

君
も
、
最
近
で
は
利
権
屋
に
懐
柔
さ
れ
て
内

通
す
る
者
が
続
出
し
今
度
の
と
く
職
事
件
発

覚
直
前
ま
で
野
党
で
通
し
た
者
は
、
わ
づ
か

に
四
、
五
名
で
し
か
な
か
つ
た
こ
と

二
、
有
力
な
市
長
候
補
者
で
、
而
も
今
の
市

会
議
員
諸
君
か
ら
た
や
す
く
推
薦
さ
れ
そ
う

な
者
の
中
に
は
市
民
多
数
が
賛
意
を
表
し
得

な
い
人
も
推
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る

三
、
金
力
、
権
力
に
よ
る
選
挙
で
は
な
し
に

真
の
民
し
ゆ
し
ゆ
義
的
、
自
律
的
な
選
挙
を

な
し
得
る
能
力
を
市
民
に
か
ん
養
さ
せ
る
為

に
は
、
機
会
あ
る
毎
に
一
般
の
選
挙
を
実
施

す
る
の
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
　
市
民
諸

君
、
那
覇
市
政
の
為
め
に
、
沖
縄
の
民
し
ゆ

化
の
為
に
、
吾
々
は
今
こ
そ
自
分
自
身
の
意

見
を
、
堂
々
と
発
表
す
べ
き
時
で
は
な
か
ろ

う
か

那
覇
市
四
区
憂
國
士

那
覇
市
長
選
挙
懇
談
会
／
無
投

票
百
八
十
度
の
転
換
／
又
吉
、

當
間
、
石
原
三
氏
に
先
ず
白

羽
の
矢う
新
　
１
９
４
９
・
11
・
８

市
長
選
挙
の
無
投
票
を
狙
う
那
覇
市
議
会
人

懇
談
会
は
七
日
具
志
頭
議
長
宅
で
開
か
れ
た

が
席
上
仲
里
誠
吉
氏

人
民
党
候
補

の
出

馬
が
確
定
的
な
る
旨
明
か
に
さ
れ
た
た
め
無

投
票
は
百
八
十
度
の
転
換
を
な
し
て
議
会
推

薦
候
補
者
を
選
定
す
る
こ
と
と
な
り

△
ぐ
ん
民
政
府
に
信
頼
の
あ
る
者
△
政
治
的

識
見
力
量
の
あ
る
者
△
公
平
無
私
な
者
△
健

康
な
人
の
四
条
件
を
基
に
各
人
か
ら
意
中
の

人
物
を
記
名
さ
せ
集
め
た
と
こ
ろ
　
沖
縄
無

盡
社
長
平
尾
喜
一
　
弁
護
士
山
田
政
功
　
控

訴
裁
判
所
判
事
許
田
普
正
　
民
行
政
課
長
當

間
重
民
　
琉
銀
相
談
役
崎
濱
秀
主
　
那
覇
署

長
石
原
昌
直
　
市
議
会
議
長
具
志
頭
得
助

ぐ
ん
社
会
事
業
部
山
田
有
幹
　
副
知
事
又
吉

康
和
　
真
和
志
村
長
翁
長
助
靜
　
官
房
長
島

ぶ
く
ろ
全
發
の
十
一
氏
が
挙
げ
ら
れ
た
が
結

局
又
吉
康
和
　
當
間
重
民
　
石
原
昌
直
の
三

氏
に
白
羽
の
矢
が
立
ち
　
議
会
を
代
表
し
て

具
志
頭
議
長
、
仲
井
間
副
議
長
が
三
氏
に
こ

う
渉
の
上
そ
の
結
果
に
基
い
て
再
び
き
よ
う

三
時
か
ら
具
志
頭
議
長
宅
で
協
議
を
重
ね
る

こ
と
と
な
つ
た

那
覇
市
の
有
権
者

う
新
　
１
９
４
９
・
11
・
８

那
覇
市
で
は
市
長
選
挙
の
告
示
と
共
に
選
挙

人
名
簿
の
整
理
に
手
を
着
け
本
年
七
月
一
日

か
ら
十
月
十
日
ま
で
に
各
区
で
受
け
入
れ
た

有
権
者
を
調
査
補
充
人
名
簿
に
登
録
を
急
い

で
い
る
が
確
定
は
十
日
で
あ
る
、
な
お
八
月

一
日
現
在
で
調
査
確
定
し
た
人
名
簿
登
録
員

数
は
一
一
、
六
三
九
名
で
そ
の
内
真
和
志
村

と
の
境
界
設
定
に
よ
り
五
区
二
十
組
の
一
部

二
十
九
世
帯
七
十
五
名
が
真
和
志
村
に
編
入

さ
れ
た
の
で
結
局
有
権
者
数
は
一
一
、
五
六

四
名
に
十
日
確
定
の
補
充
を
加
え
た
員
数
で

あ
る

｜
社
　
説
｜

投
票
の
行
使
う
新
　
１
９
４
９
・
11
・
10

那
覇
市
三
役
の
罷
免
で
沖
縄
の
首
都
の
首
長

選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
市
会
は

市
政
浄
化
を
目
指
し
て
満
場
一
致
の
推
□
態

勢
を
示
し
、
あ
や
ぶ
ま
れ
た

満
場
一
致

も
実
現
し
た
よ
う
で
あ
る
。
新
聞
紙
上
に
反

映
す
る
市
民
の
声
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
政

治
的
関
心
の
深
い
層
の
人
た
ち
は
、
投
票
に

よ
る
市
長
選
挙
を
希
望
し
て
い
る
が
今
回
の

市
会
の
満
場
一
致
は
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、

別
個
に
人
民
党
が
候
補
を
推
し
た
、
こ
れ
で

投
票
希
望
者
の
意
に
添
う
こ
と
に
な
る
わ
け

で
あ
る
。
今
後
更
に
立
候
補
者
が
三
名
と
な

る
か
、
四
名
と
な
る
か
は
予
想
出
来
な
い
が

選
挙
が
活
溌
に
な
る
こ
と
は
民
衆
の
政
治
教

育
の
点
か
ら
、
ま
た
如
何
に
し
て
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
へ
向
つ
て
進
む
べ
き
か
を
実
地
に
訓
練

す
る
意
味
か
ら
、
極
め
て
望
ま
し
い
こ
と
で

あ
る
。
選
挙
が
無
投
票
で
決
る
と
い
う
こ
と

に
は
、い
ろ
い
ろ
と
理
由
も
挙
げ
ら
れ
る
が
、

お
も
に
民
衆
の
政
治
的
無
関
心
に
よ
る
場
合

が
多
い
よ
う
だ
　
わ
れ
わ
れ
は
候
補
者
に
対

す
る
批
評
は
当
然
避
け
る
、
如
何
な
る
候
補

者
に
投
票
す
る
か
、
こ
れ
だ
け
を
一
日
で
も

一
時
間
で
も
考
え
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
良

い
こ
と
で
あ
る
、
む
し
ろ
吾
々
は
適
当
な
候

補
が
二
、
三
あ
る
こ
と
を
市
民
の
た
め
に
悦

ぶ
も
の
で
あ
る
、
市
民
は
権
利
の
行
使
で
あ

る
投
票
を
お
こ
た
れ
ば
、
義
務
だ
け
を
負
わ

ね
ば
な
ら
ぬ
、
義
務
だ
け
で
権
利
の
な
い
市

民
は
自
由
な
市
民
と
は
い
い
難
い
、
自
由
へ

の
あ
こ
が
れ
を
持
つ
者
は
投
票
を
必
ず
行
使

す
る
で
あ
ろ
う
。

那
覇
市
長
選
挙
／
は
や
く
も
二

氏
立
候
補
／
當
間
氏
・
推
薦

受
諾
／
仲
里
氏
・
九
日
届
出

沖
タ
　
１
９
４
９
・
11
・
10

那
覇
市
会
で
は
既
報
の
通
り
市
長
候
補
と
し

て
三
氏
を
推
し
た
が
又
吉
、
石
原
両
氏
は
辞

退
、
民
行
政
課
長
當
間
重
民
氏
が
受
諾
し
た

の
で
市
会
は
八
日
の
懇
談
会
で
全
会
一
致
、

當
間
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
、
一

方
じ
ん
民
党
仲
里
誠
吉
氏
は
九
日
立
候
補
届

出
を
し
た

當
間
氏
は
立
候
補
届
出
に
さ
き
だ
ち
現
職

を
辞
任
す
る
模
様
で
あ
る

有
権
者
／
一
万
一
千
余
名

九
日
現
在
那
覇
市
の
有
権
し
や
は
一
万
一
千

四
九

一
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四
九
年

昭
和
二
十
四
年

十
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五
百
七
十
七
人
で
十
二
日
最
後
の
決
定
を
す

る
ま
で
に
多
少
の
異
動
が
あ
る
筈

七
、
三
六
四
票
／
那
覇
市
長
選

挙
／
圧
倒
的
得
票
で
／
當
間

重
民
氏
当
選
／
仲
里
氏
一
三

八
六
、
小
嶺
氏
七
〇
九

う
新
　
１
９
４
９
・
11
・
22

三
つ
巴
に
激
戦
を
繰
り
広
げ
た
那
覇
市
長
選

挙
戦
は
二
十
日
の
投
票
に
よ
り
当
落
の
運
命

を
ひ
め
て
選
挙
会
場
に
持
ち
運
ば
れ
た
投
票

箱
は
翌
二
十
一
日
午
前
九
時
か
ら
開
票
、
結

果
如
何
と
気
遣
、
候
補
者
側
の
連
絡
員
や
市

民
が
場
外
で
待
機
す
る
な
ど
場
内
外
は
緊

張
、
斯
く
て
投
票
用
紙
の
点
検
は
ま
ず
候
補

者
別
の
選
り
分
け
か
ら
始
め
ら
れ
た
が
得
票

の
ひ
ら
き
が
大
き
い
た
め
優
劣
は
容
易
に
推

測
さ
れ
當
間
重
民
氏
断
然
優
勢
、
当
選
確
実

の
快
報
が
飛
ん
で
當
間
選
挙
事
務
所
は
早
や

く
も
当
選
御
れ
い
の
貼
紙
を
準
備
す
る
な
ど

大
勢
は
既
に
圧
倒
的
に
仲
里
、
小
嶺
両
候
補

を
リ
ー
ド
し
、
午
後
五
時
開
票
事
務
は
終
了
、

左
の
通
り
得
票
数
が
確
定
當
間
重
民
氏
悠
々

当
選
し
た

得
票
数

當
間
重
民
　
　
　
　
　
　
　
七
三
六
四
票

仲
里
誠
吉
　
　
　
　
　
　
　
一
三
八
六
票

小
嶺
幸
慶
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
九
票

棄
権
率
一
割
七
分
五
厘

△
有
権
者
　
　
　
　
　
　
一
一
、
六
六
一

△
投
票
数
　
　
　
　
　
　
　
九
、
六
二
四

男
子
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
〇
一
九

女
子
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
六
〇
五

△
棄
権
率
　
　
　
　
　
　
一
割
七
分
五
厘

有
効
投
票
　
　
　
　
　
　
　
九
、
四
五
九

無
効
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
五

昨
晩
か
ら
”
明
る
い
那
覇
”
／

点
燈
許
可
、
近
く
各
地
に
も

ひ
ろ
げ
る
う
新
　
１
９
４
９
・
11
・
22

民
工
業
課
で
は
昨
日
ぐ
ん
政
府
と
の
折
衝
の

結
果
即
日
那
覇
市
内
の
点
燈
が
許
可
さ
れ
た

旨
発
表
し
直
ち
に
各
業
者
に
伝
達
し
た
お
蔭

で
数
旬
に
亘
つ
て
無
気
味
な
暗
黒
の
町
と
な

つ
て
い
た
那
覇
市
は
忽
ち
明
る
い
町
と
化
し

首
都
の
面
影
を
と
り
も
ど
し
た
　
な
お
従
来

那
覇
市
で
余
剰
電
力
の
名
義
で
点
燈
に
供
し

て
い
た
発
電
工
場
は
九
か
所
で
燃
料
は
工
業

用
か
ら
振
替
え
て
発
電
し
て
良
い
こ
と
に
な

つ
て
お
り
然
か
も
余
剰
で
な
く
正
式
に
点
燈

用
と
し
て
の
発
電
が
認
可
さ
れ
て
い
る
。

ぐ
ん
で
は
燃
料
問
題
を
検
討
し
た
上
で
近
く

各
地
に
及
ぼ
す
と
の
こ
と
で
あ
り
明
る
い
沖

縄
の
実
現
も
近
い
と
い
う
わ
け
だ
　
今
回
の

許
可
は
口
頭
で
あ
る
が
近
く
正
式
指
令
が
発

せ
ら
れ
る
　
な
お
那
覇
市
の
点
燈
問
題
解
決

に
就
て
大
見
謝
工
業
課
ち
ょ
う
は
語
る
由

点
燈
は
正
式
に
許
可
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
こ
れ
で
市
民
の
心
も
明
る
く
な
る
こ

と
ゝ
思
う
　
今
回
は
那
覇
市
内
だ
け
の
も

の
で
那
覇
以
外
の
各
地
区
の
も
の
は
調
査

の
上
順
次
に
許
可
に
な
る
こ
と
ゝ
思
う

燃
料
の
正
式
配
給
は
今
手
続
中
で
少
し
時

間
が
か
ゝ
る
の
で
ぐ
ん
の
厚
意
に
よ
り
さ

し
あ
た
り
工
業
用
の
を
立
替
さ
せ
て
も
ら

い
本
晩
か
ら
点
燈
出
来
る
や
う
に
な
つ
て

い
る
　
尚
一
般
に
注
意
し
た
い
こ
と
は
今

回
の
許
可
は
九
カ
所
の
工
場
に
限
ら
れ
た

も
の
で
　
そ
れ
以
外
の
自
家
発
電
気
な
ど

に
よ
る
点
燈
は
む
ろ
ん
許
さ
れ
な
い
　
又

夜
間
使
用
の
分
だ
け
で
昼
間
の
点
燈
は
許

さ
れ
て
い
な
い

當
間
新
市
長
／
就
任
は
来
月
五

日
／
当
日
市
政
演
説
会
も
開

く

う
新
　
１
９
４
９
・
11
・
23

那
覇
市
長
に
当
選
し
た
當
間
重
民
氏
は
十
二

月
五
日
正
式
に
就
任
す
る
予
定
で
当
日
は
市

吏
員
へ
の
初
訓
辞
に
次
い
で
市
議
会
議
員
と

も
協
議
の
う
え
演
説
会
を
開
い
て
更
め
て
市

民
に
お
目
見
得
挨
拶
を
兼
ね
市
長
と
し
て
の

市
政
に
対
す
る
抱
負
を
発
表
す
る
こ
と
に
な

つ
た新
市
長
の
任
期
四
年

新
市
長
の
任
期
は
前
任
者
の
残
余
期
間
で
は

な
く
民
政
府
で
は
法
制
審
議
会
を
中
心
に
新

市
町
村
制
を
検
討
の
結
果
四
か
年
と
見
解
を

決
定
し
た
が
十
二
月
五
日
就
任
す
れ
ば
一
九

五
三
年
十
二
月
四
日
が
任
期
満
了
と
な
る

｜
社
　
説
｜

電
気
事
業
の
公
認

沖
タ
　
１
９
４
９
・
11
・
24

那
覇
市
の
電
燈
事
業
が
許
可
さ
れ
た
。
漸
次

各
地
に
も
許
可
を
与
え
る
軍
の
意
向
の
よ
う

で
あ
る
か
ら
、
電
気
事
業
が
企
業
と
し
て
正

式
に
許
可
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
訳
だ
。
電

燈
問
題
が
論
議
の
的
に
な
つ
た
の
は
米
国
製

発
電
機
の
不
当
所
持
と
燃
料
と
の
二
つ
が
問

題
と
な
つ
て
送
電
中
止
と
な
り
、
夜
間
の
照

明
に
市
民
を
困
惑
せ
し
め
た
た
め
で
あ
る

が
、
発
電
機
の
方
は
登
録
貸
付
の
方
法
で
解

決
を
み
て
居
る
し
、
燃
料
は
従
来
生
産
方
面

に
重
点
を
お
い
て
厳
重
に
制
限
さ
れ
て
い
た

の
を
新
に
点
燈
用
と
し
て
の
消
費
を
認
め
る

こ
と
に
よ
つ
て
解
決
を
み
た
の
で
今
後
は
必

要
量
の
油
が
円
滑
に
配
給
さ
れ
た
ら
、
問
題

は
一
部
を
除
い
て
は
殆
ど
解
決
さ
れ
た
こ
と

に
な
る
。
従
来
工
業
用
生
産
に
使
用
し
た
電

力
の
余
剰
を
点
燈
に
利
用
し
て
い
た
も
の
が

今
回
電
燈
事
業
と
い
う
独
立
の
企
業
を
認
め

た
こ
と
は
飛
躍
的
前
進
で
あ
つ
て
民
衆
の
生

活
水
準
の
向
上
を
促
す
大
き
な
力
と
な
る
。

今
後
は
発
電
機
さ
え
手
に
入
れ
て
正
式
の
手

五
〇

一
九
四
九
年

昭
和
二
十
四
年

十
一
月



続
を
踏
め
ば
電
気
事
業
の
経
営
が
認
め
ら
れ

る
の
で
都
市
の
み
で
な
く
農
村
も
電
化
の
恩

恵
に
浴
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
茲
に
電
気
事

業
の
経
営
者
又
は
こ
れ
か
ら
企
業
を
計
画
す

る
人
達
に
勧
告
し
た
い
の
は
発
電
用
の
燃
料

が
必
要
量
だ
け
配
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
そ
の
価
格
は
闇
値
よ
り
も
格
安
で
あ
り
、

そ
れ
だ
け
経
費
の
節
減
を
み
る
の
で
電
燈
料

金
の
再
検
討
を
行
つ
て
出
来
得
る
限
り
低
廉

な
る
電
気
を
供
給
す
る
方
針
を
も
つ
て
貰
い

た
い
こ
と
だ
。
電
気
事
業
は
兎
角
独
占
的
或

は
独
占
に
近
い
企
業
に
な
り
易
い
も
の
で
あ

る
か
ら
不
当
な
る
利
潤
の
獲
得
に
誘
惑
さ
れ

勝
で
あ
つ
て
民
衆
の
反
感
を
買
う
場
合
が
多

い
し
、
又
将
来
監
督
取
締
に
関
す
る
行
政
的

措
置
も
必
然
考
慮
さ
れ
て
く
る
は
ず
で
あ

る
。
従
つ
て
経
営
に
関
し
て
は
電
力
コ
ス
ト

の
引
下
げ
に
努
め
、
廉
く
し
て
明
る
い
電
燈

を
供
給
す
る
と
い
う
公
共
的
企
業
の
も
つ
精

神
で
経
営
に
当
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
軍
か

ら
正
式
に
承
認
を
う
け
た
と
い
う
の
で
直
に

特
権
を
獲
得
し
た
か
の
よ
う
な
考
え
方
は
も

つ
て
貰
い
た
く
な
い
の
で
あ
る
。

元
那
覇
人
の
移
動
促
進
／
那
覇

市
会
乗
出
す

沖
タ
　
１
９
４
９
・
11
・
27

石
川
市
在
住
那
覇
人
移
動
期
成
会
で
は
二
十

六
日
志
喜
屋
知
事
を
訪
問
、
そ
の
促
進
方
を

陳
情
し
た
が
被
救
済
者
の
移
動
に
つ
い
て
は

那
覇
市
の
建
築
可
能
な
土
地
に
受
入
れ
る
べ

く
目
下
民
政
府
社
か
い
事
業
部
と
協
議
中
な

る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
一
般
は
真
和

志
村
へ
の
移
動
計
画
を
折
衝
中
で
あ
る
、
一

方
那
覇
市
か
い
で
は
當
間
市
長
就
任
後
来
月

六
日
の
初
議
か
い
に
こ
の
問
題
を
提
出
全
面

的
に
そ
の
促
進
に
努
力
し
た
い
と
具
志
頭
議

長
は
語
つ
て
い
る

政
党
調
査う
新
　
１
９
４
９
・
11
・
29

二
十
三
日
付
セ
ぐ
ん
政
官
か
ら
知
事
宛
覚
書

で
沖
縄
の
政
党
に
つ
き
左
記
事
項
を
報
告
す

る
よ
う
指
示
し
て
来
た
、
党
名
、
政
党
組
織

期
日
及
び
場
所
、
組
織
者
及
初
代
党
首
、
党

組
織
者
援
助
者
氏
名
、
党
の
綱
領
、
現
党
首

及
責
任
者
、
党
役
員
又
は
中
央
委
員
、
党
本

部
支
部
の
所
在
地
、
登
録
又
は
公
表
せ
る
党

資
金
、
党
費
入
党
費
、
党
員
数
、
な
お
政
党

月
報
に
つ
い
て
特
別
布
告
第
二
十
三
号
に
も

と
づ
き
規
定
の
報
告
を
各
政
党
と
も
履
行
し

て
い
な
い
旨
指
摘
し
、
報
告
書
の
提
出
を
指

示
し
て
あ
る

首
里
市
役
所
尚
家
跡
へ

う
新
　
１
９
４
９
・
12
・
２

首
里
市
で
は
か
ね
て
許
可
申
請
中
の
旧
尚
家

邸
跡
西
南
隅
六
百
坪
の
使
用
が
正
式
に
許
可

さ
れ
た
の
で
懸
案
の
市
役
所
移
転
を
実
現
す

べ
く
近
日
中
に
整
地
に
取
り
か
ゝ
る
こ
と
に

な
つ
た
、
な
お
旧
尚
家
跡
に
は
市
役
所
の
外

博
物
館
美
術
館
、
図
書
館
等
も
予
定
さ
れ
て

お
り
首
里
城
跡
の
琉
球
大
学
も
含
め
て
教
育

文
化
都
市
建
設
す
べ
く
計
画
中
で
あ
る

助
役
に
嵩
原
氏
／
収
入
役
に
大

灣
氏
う
新
　
１
９
４
９
・
12
・
７

那
覇
市
定
例
議
会
は
昨
六
日
午
後
三
時
か
ら

市
役
所
会
議
室
で
開
会
、
當
間
新
市
長
提
出

の
助
役
　
収
入
役
同
意
の
件
に
つ
い
て
審
議

し
た
結
果
、
全
員
賛
成
で
一
し
や
千
里
に
之

を
可
決
　
助
役
に
現
民
政
府
情
報
課
長
嵩
原

久
光
氏
、
収
入
役
に
現
沖
縄
無
盡
会
社
大
灣

政
順
氏
が
夫
々
就
任
し
た
が
、
両
氏
こ
も
ご

も
立
つ
て
市
長
推
薦
と
議
員
同
意
に
よ
つ
て

就
任
し
た
以
上
三
役
一
体
と
な
り
明
る
い
那

覇
市
の
建
設
へ
ま
い
進
す
る
旨
挨
拶
し
た

略
　
歴

△
嵩
原
久
光
氏

三
九
才

二
中
卒
　
東
京
で
苦
学
　
中
等
教
員
英
語

検
定
合
格
　
東
京
欧
文
社
へ
入
社
　
県
立

三
中
　
二
中
教
員
　
ヒ
リ
ツ
ピ
ン
日
本
語

学
校
教
員
　
戦
後
マ
司
令
部
翻
訳
官
を
経

て
現
在
に
至
る

△
大
灣
政
順
氏

六
二
才

一
中
を
経
て
中
央
大
学
経
済
科
卒
　
那
覇

市
役
所
会
計
庶
務
課
長
、
戦
後
衛
生
課
長

を
経
て
現
在
に
至
る

那
覇
市
の
都
市
計
画
／
戦
前
以

上
の
繁
華
街
に
す
る
／
土
地

は
出
来
る
だ
け
旧
地
主
へ
／

今
年
中
に
軍
民
協
議
会

沖
タ
　
１
９
４
９
・
12
・
９

既
報

シ
ー
ツ
軍
政
長
官
は
民
政
府
初
巡
視

の
際
、
志
喜
屋
知
事
に
対
し
民
政
府
周
辺
を

商
業
の
中
心
地
と
し
那
覇
市
を
商
都
と
し
た

い
旨
述
べ
た
が
、
那
覇
地
区
を
出
来
得
る
限

り
旧
所
有
者
に
返
還
し
戦
前
の
那
覇
市
以
上

の
都
市
を
建
設
す
る
の
は
シ
ー
ツ
少
将
の
大

き
な
希
望
で
あ
る
と
云
わ
れ
て
お
り
十
二
月

中
旬
ご
ろ
、
民
側
よ
り
知
事
、
関
係
職
員
、

那
覇
市
長
が
出
席
、
軍
側
委
員
と
の
間
に
那

覇
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
打
合
わ
せ
が
行
わ

れ
る
模
様
で
あ
る

シ
ー
ツ
長
官
第
二
次
・
重
大
政

策
発
表
／
復
興
に
い
よ
い
よ

拍
車
／
那
覇
を
中
心
に
港
湾

道
路
改
修
沖
タ
　
１
９
４
９
・
12
・
15

十
二
月
十
三
日
當
間
那
覇
市
長
た
け
原
助
役

は
軍
政
官
セ
ー
フ
ア
ー
大
佐
に
伴
わ
れ
軍
司

令
官
シ
ー
ツ
少
将
に
新
任
の
挨
拶
を
し
た
が

席
上
シ
ー
ツ
長
官
は
沖
縄
全
般
の
問
題
に
関

五
一

一
九
四
九
年

昭
和
二
十
四
年

十
一
｜
十
二
月



し
約
一
時
間
半
に
亘
り
前
途
に
大
き
な
光
明

を
投
げ
る
軍
の
計
画
抱
負
を
詳
細
に
語
り
、

烈
し
い
情
熱
と
固
い
信
念
を
吐
露
し
た
、
長

官
は
ま
づ
去
る
十
日
、
十
一
日
の
婦
連
展
覧

会
に
言
及
、
帽
子
手
籠
そ
の
他
手
芸
品
の
優

秀
さ
を
賞
し
今
後
ど
し
ど
し
生
産
Ｐ
Ｘ
等
を

通
じ
在
沖
米
婦
人
に
売
り
弗
を
獲
得
す
べ
く

具
体
案
を
立
て
る
こ
と
を
奨
め
た
が
、
更
に

土
地
解
放
、
建
築
禁
止
令
改
正
に
つ
き
次
の

如
き
重
大
な
政
策
が
発
表
さ
れ
た

那
覇
港
／
大
船
舶
を
入
れ
る
／
改
修
工

事
・
測
量
開
始

那
覇
港
は
将
来
太
平
洋
航
路
の
如
何
な
る
大

船
舶
も
収
容
で
き
る
よ
う
改
修
す
る
、
同
港

の
曲
折
し
た
部
分
を
真
直
ぐ
に
し
入
口
附
近

の
沈
没
船
は
全
部
取
片
附
け
現
在
の
水
深
十

二
フ
イ
ー
ト
を
築
港
三
十
二
フ
イ
ー
ト
に
す

る
計
画
で
既
に
測
量
を
開
始
し
て
い
る
、
港

の
南
側
桟
橋
を
延
長
し
夜
間
は
光
力
強
大
な

電
燈
を
つ
け
昼
間
同
様
に
明
る
く
す
る
、
港

北
側
は
全
面
桟
橋
に
し
そ
の
後
方
に
主
と
し

て
軍
政
府
用
倉
庫
二
十
四
を
建
て
是
ら
倉
庫

は
軍
に
と
つ
て
不
要
の
暁
は
民
側
商
組
、
工

組
、
会
社
等
の
使
用
に
移
す

泊
港
／
漁
港
に
改
修

那
覇
港
は
大
船
舶
の
出
入
が
多
く
混
雑
を
予

想
さ
れ
る
の
で
泊
港
を
築
港
水
深
十
二
フ

イ
ー
ト
に
し
小
船
舶
の
出
入
す
る
漁
港
に
す

る

築
港
計
画
は
泊
高
橋
以
西

現
在
川
の

北
側
に
あ
る
エ
ン
ヂ
ニ
ア
部
隊
及
び
南
側
に

あ
る
集
積
所
は
牧
港
に
移
し
土
地
は
所
有
主

に
返
す
予
定
で
完
了
ま
で
に
は
十
八
カ
月
乃

至
二
カ
年
を
要
す
る
見
込

土
地
解
放
／
久
茂
地
川
以
東
／
速
に
旧

地
主
へ
返
す

旧
市
内
地
区
の
中
久
茂
地
川
以
東
の
地
区
で

現
在
空
地
に
な
つ
て
い
る
部
分
は
な
る
べ
く

速
に
所
有
主
に
返
す
、
此
地
域
に
現
在
建
つ

て
い
る
軍
施
設
は
逐
次
他
へ
移
動
さ
せ
る
、

久
茂
地
川
以
西
の
地
域
中
現
在
軍
政
官
府

民
政
府
、
消
防
署
、
銀
行
等
の
あ
る
地
区
は

永
久
建
築
街
に
す
る
計
画
で
市
街
美
を
保
つ

た
め
仮
建
築
物
は
禁
止
商
店
、
会
社
等
の
立

派
な
永
久
建
物
の
立
並
ぶ
見
事
な
市
街
地
に

し
た
い
、
旧
市
内
の
土
地
を
返
す
に
つ
い
て

は
旧
所
有
主
に
関
し
て
十
分
明
確
な
調
査
を

し
て
欲
し
い
、
立
入
禁
止
地
区
に
つ
い
て
は

将
来
測
量
調
査
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
か
ら

取
敢
ず
立
入
禁
止
以
外
の
土
地
測
量
に
か
ゝ

つ
て
ほ
し
い
、
土
地
返
還
後
は
立
派
な
永
久

建
物
が
立
つ
こ
と
を
の
ぞ
む

以
上
の
計
画
は
今
直
ぐ
実
現
で
き
る
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
が
自
分
が
沖
縄
を
去
つ
た
後

で
も
完
成
で
き
る
よ
う
現
在
そ
の
基
礎
を

着
々
固
め
て
い
る
わ
け
で
約
二
カ
月
後
に
こ

れ
ら
問
題
に
関
し
情
報
指
令
を
発
表
す
る
予

定
現
指
令
を
履
行
せ
よ
／
建
築
制
限
緩
和

／
目
下
立
案
中

軍
施
設
か
ら
一
哩
以
内
の
地
域
に
お
け
る
建

築
禁
止
令
は
こ
れ
を
改
正
す
べ
く
現
在
軍
政

府
で
案
を
作
製
中
近
い
中
に
新
指
令
と
し
て

発
布
さ
れ
る
、
不
必
要
な
制
限
は
好
む
処
で

な
い
、
沖
縄
復
興
を
如
何
に
し
て
促
進
す
る

か
ゞ
大
き
な
狙
い
、
と
に
か
く
新
指
令
が
出

る
ま
で
は
住
民
と
し
て
現
行
指
令
を
厳
重
履

行
し
て
ほ
し
い

市
町
村
制
改
正
の
要
望
骨
子

う
新
　
１
９
４
９
・
12
・
22

市
町
村
制
改
正
は
更
に
慎
重
を
期
す
た
め
上

里
堅
蒲
、
新
垣
金
造
、
な
が
嶺
秋
夫
、
桃
原

龜
郎
、
喜
納
豊
昌
、
新
里
銀
三

委
員
ち
よ

う

の
六
氏
を
委
員
に
挙
げ
て
再
検
討
の
後

ぐ
ん
民
両
政
府
　
改
正
方
を
陳
情
す
る
事
に

な
つ
た
が
改
正
案
骨
子
次
の
通
り

△
市
町
村
の
廃
置
分
合

第
三
条

は
重

要
な
問
題
で
あ
る
故

市
町
村
議
会
の
意
見

を
徴
し
て
知
事
が
決
め
る

と
あ
る
を

地

方
自
治
委
員
会
の
議
決
を
経
て
知
事
が
定

む

に
△
議
員
並
村
ち
よ
う
後
任
者
の
選
挙

第

十
六
条
三
項
及
五
十
八
条
二
項

の
件
で
は

四
年
の
任
期
満
了
後
の
議
員
後
任
者
の
選
挙

は

議
員
在
任
第
四
年
九
月
の
第
二
日
曜

に
行
う
と
あ
る
を
選
挙
人
の
権
利
行
使
を
万

全
に
す
る
た
め

十
月
の
第
四
日
曜
日
に
行

う

に
改
め
又
最
初
の
市
町
村
長
の
後
任
者

の
選
挙

第
五
十
八
条
二
項

は

一
九
五

〇
年
九
月
の
第
一
日
曜
日
に
行
う

を
同
様

の
理
由
で

十
月
の
第
一
日
曜
日
に
行
う

に△
村
長
代
理

第
六
十
九
条
第
二
項

村
長

や
助
役
に
故
障
あ
る
時
は

市
町
村
ち
よ
う

の
指
定
す
る
吏
員
が
代
理
す
る

を

議
員

の
同
意
を
得
て
｜
｜

に
そ
れ
ぞ
れ
改
正

那
覇
市
民
大
会
／
シ
長
官
の
心

に
応
え
／
首
都
の
復
興
に
ま

い
進
沖
タ
　
１
９
４
９
・
12
・
24

二
十
二
日
午
後
六
時
か
ら
那
覇
市
で
は
市
内

那
覇
劇
場
で
シ
ー
ツ
声
明
に
応
え
て
軍
政
協

力
と
軍
布
告
指
令
遵
奉
の
恭
順
を
誓
う
市
民

大
会
を
開
催
、
具
志
頭
、
仲
井
間
市
会
正
副

議
長
、
眞
榮
田
世
勳
、
あ
波
根
直
英
、
仲
村

喜
忠
三
議
員
及
び
石
原
那
覇
署
長
の
挨
拶
が

あ
り
、
直
ち
に
シ
ー
ツ
長
官
へ
の
感
謝
決
議

文
を
決
議
し
た

感
謝
決
議
文

十
二
月
十
□
日
シ
ー
ツ
長

官
の
声
明
は
那
覇
市
民
に
永
い
間
の
熱
烈
な

る
願
望
で
あ
り
前
途
に
光
明
と
希
望
と
勇
気

と
を
与
え
ま
し
た
、
市
民
は
長
官
の
心
に
こ

た
え
る
た
め
、
な
お
一
層
軍
政
府
へ
積
極
的

に
協
力
を
な
し
自
□
し
て
那
覇
市
復
興
に
ま

い
進
す
る
こ
と
を
決
意
し
こ
こ
に
感
謝
の
意

五
二

一
九
四
九
年

昭
和
二
十
四
年

十
二
月

重



を
表
明
し
ま
す

映
画
は
相
談
ず
み
／
文
化
施
設
の
向
上

期
す
／
感
謝
文
を
手
に
シ
ー
ツ
さ
ん

那
覇
市
民
を
代
表
し
て
具
志
頭
市
会
議
長
他

四
議
員
と
市
た
け
原
助
役
は
感
謝
決
議
文
を

携
え
て
二
三
日
正
午
シ
ー
ツ
長
官
を
訪
問
約

二
十
分
間
会
談
し
た
が
長
官
は
市
民
感
謝
文

に
対
し
感
激
の
面
持
で
従
来
よ
り
一
層
、
沖

縄
及
び
那
覇
の
復
興
に
尽
力
す
る
と
次
の
様

に
語
つ
た

日
本
か
ら
今
後
自
動
車
や
船
舶
も
く
る
こ
と

に
な
つ
て
お
り
映
画
は
相
談
ず
み
で
文
化
施

設
も
相
当
に
し
て
い
く
つ
も
り
だ
、
我
々
は

沖
縄
が
軍
政
を
離
れ
て
速
に
民
自
体
で
復
興

出
来
る
よ
う
に
す
る
か
ら
住
民
も
よ
く
協
力

し
て
貰
い
た
い

｜
社
　
説
｜

地
方
財
政
を
か
く
立
せ
よ

沖
ヘ
　
１
９
４
９
・
12
・
26

十
四
日
附
文
書
で
地
方
財
政
の
監
督
権
が
総

務
ぶ
か
ら
財
政
ぶ
に
移
管
さ
れ
つ
い
で
二
十

二
日
附
文
書
で
住
民
が
負
担
過
重
に
な
ら
な

い
様
な
税
制
の
か
く
立
と
市
町
村
財
政
の
じ

つ
態
が
分
る
よ
う
十
一
が
つ
分
か
ら
財
政
げ

つ
報
を
提
出
す
る
様
指
示
し
て
居
る
　
地
方

自
治
が
自
治
体
の
財
政
を
母
体
と
す
る
限
り

自
治
体
と
し
て
地
方
財
政
の
か
く
立
に
務
め

る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
最
も
か
ん
心

な
こ
と
は
今
度
の
文
書
に
依
つ
て
先
づ
第
一

に
市
町
村
ざ
い
政
の
じ
つ
態
を
綿
密
に
調
査

検
討
し
て
う
そ
か
く
し
の
な
い
あ
り
の
ま
ま

の
す
が
た
を
報
告
し
て
も
ら
い
度
い
こ
と
で

あ
る
　
そ
の
為
に
は
各
町
村
に
お
け
る
各
戸

の
生
活
の
じ
つ
態
を
正
か
く
に
ち
よ
う
査
し

て
そ
れ
に
応
ず
る
担
税
力
を
設
定
す
る
こ
と

で
あ
る
決
し
て
人
の
う
わ
さ
や
表
面
丈
を
見

聞
し
て
あ
て
推
量
に
各
戸
の
負
担
力
を
類
推

し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
　
課
税
が
資

ほ
ん
主
義
社
か
い
に
お
け
る
強
制
か
く
得
経

済
で
あ
り
各
人
の
経
済
力
に
応
じ
て
公
平
に

負
担
さ
れ
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
限
り
こ
こ

に
情
じ
つ
が
は
さ
ま
れ
て
は
迷
わ
く
す
る
の

は
大
衆
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
厳
正
な
立
場
で

ち
ょ
う
査
し
て
も
ら
い
度
い
　
地
ほ
う
農
村

の
経
済
は
全
く
み
じ
め
な
も
の
で
三
度
米
の

飯
を
食
つ
て
居
る
農
家
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と

い
つ
て
い
い
位
で
あ
る
　
従
つ
て
農
家
に
対

す
る
従
来
の
課
税
は
極
め
て
少
額
な
も
の
で

あ
つ
た
に
し
て
も
農
家
に
取
つ
て
は
極
め
て

大
き
い
負
担
で
あ
つ
た
こ
こ
に
ち
ほ
う
ざ
い

せ
い
が
こ
ん
き
う
し
た
原
因
が
あ
る
沖
な
わ

の
就
げ
う
人
口
の
七
割
が
農
家
で
あ
り
し
か

も
そ
の
農
家
が
平
均
五
反
歩
の
耕
作
面
積
し

か
持
た
な
い
レ
イ
細
農
で
あ
る
こ
と
を
思
え

ば
そ
れ
に
対
す
る
課
税
は
極
め
て
し
ん
重
で

あ
り
　
か
つ
正
か
く
な
も
の
で
な
け
れ
ば
農

家
の
じ
ゆ
立
は
お
ろ
か
農
村
の
復
興
は
期
待

出
来
な
い
そ
こ
で
中
央
せ
い
府
と
し
て
も
こ

の
様
な
ち
ほ
う
農
村
の
み
じ
め
な
経
済
力
に

余
り
大
き
い
期
待
出
来
ま
い
早
急
に
法
人
税

等
の
税
制
を
か
く
立
し
て
市
町
村
民
税
に
代

る
べ
き
大
き
い
ざ
い
源
を
つ
く
る
べ
き
で
あ

る
そ
れ
と
同
時
に
ち
ほ
う
自
治
体
も
早
急
に

各
市
町
村
の
経
済
力
を
建
直
し
更
に
こ
れ
を

強
化
す
る
様
画
策
す
べ
き
で
あ
る
ち
ほ
う
自

治
体
が
い
つ
ま
で
も
そ
の
ざ
い
源
を
中
お
う

せ
い
府
に
仰
い
で
居
る
限
り
真
の
自
治
行
せ

い
は
行
わ
れ
な
い
何
故
な
ら
ば
ざ
い
せ
い
面

を
通
じ
て
中
お
う
せ
い
府
か
ら
干
し
よ
う
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
折
角
の
ち
ほ
う
分
権
の
デ

モ
ク
ラ
シ
イ
も
ち
ほ
う
ざ
い
せ
い
が
か
く
立

し
な
い
限
り
空
白
空
文
に
な
つ
て
し
ま
う
お

そ
れ
が
あ
る

真
和
志
村
予
算
村
会

沖
タ
　
１
９
４
９
・
12
・
30

二
十
三
、
六
両
日
の
真
和
志
村
議
か
い
は
追

加
予
算
三
十
五
万
円
を
議
決
し
た
が
、
そ
の

う
ち
学
校
建
築
費
、

モ
デ
ル
校
舎

と
し

て
十
六
万
円
を
計
上
、
収
入
の
部
に
家
屋
負

担
金
十
五
万
円
を
新
し
く
計
上
し
て
最
高
千

八
百
円
か
ら
最
低
一
円
、
規
格
家
程
度
の
も

の
で
約
三
十
万
円
を
徴
収
す
る
が
、
生
活
困

窮
者
は
免
除
す
る

五
三

一
九
四
九
年

昭
和
二
十
四
年

十
二
月



軍
政
機
関
の
移
管
逐
次
実
現
／

裁
判
権
す
べ
て
民
へ
／
司
法

権
確
立
の
第
一
歩

沖
タ
　
１
９
５
０
・
１
・
26

軍
政
官
府
行
政
法
務
部
で
は
刑
事
々
件
に
関

す
る
裁
判
権
を
民
に
移
管
、
民
裁
判
所
の
強

化
拡
大
を
図
る
べ
く
計
画
を
進
め
て
い
た
が

一
月
十
八
日
に
こ
れ
が
認
可
さ
れ
、
凡
て
の

刑
事
裁
判
が
民
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ

た
旨
二
十
五
日
軍
政
官
府
情
報
課
よ
り
発
表

さ
れ
た
。
こ
れ
は
将
来
、
逐
次
軍
政
機
関
を

民
に
移
す
と
い
う
軍
方
針
の
線
に
沿
う
て
行

わ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
軍
民
両
方
で
併

有
し
て
い
た
裁
判
権
が
民
に
移
管
さ
れ
る
こ

と
は
民
司
法
権
が
確
立
さ
れ
る
第
一
歩
で
あ

り
極
め
て
注
目
さ
れ
て
い
る
、
同
計
画
は
法

務
課
長
コ
ツ
ク
ス
氏
、
そ
の
他
係
職
員
が
ち

ゆ
う
心
に
な
り
立
案
さ
れ
た
が
同
課
で
は
民

主
的
司
法
運
営
の
立
場
か
ら
二
月
二
、
三
、

四
日
の
三
日
間
、
民
治
安
裁
判
の
判
事
、
書

記
に
対
し
法
廷
に
於
け
る
手
続
方
法
被
告
再

審
権
そ
の
他
に
つ
い
て
軍
政
官
府
か
い
議
室

に
於
て
講
習
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
つ
て
い

る
、
こ
の
講
習
が
終
り
次
第
、
刑
事
々
件
に

関
す
る
裁
判
は
民
治
安
裁
判
所
に
移
管
さ
れ

る
が
、
巡
廻
裁
判
に
も
漸
次
及
ぼ
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
、
今
後
軍
政
府
は
諮
詢
的
立
場
に

お
か
れ
、
民
裁
判
所
は
独
立
し
た
司
法
機
関

と
し
て
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
同
裁

判
権
の
移
管
は
こ
れ
ま
で
の
軍
民
裁
判
の
ム

ラ
が
な
ら
さ
れ
住
民
に
非
常
な
利
益
を
も
た

ら
す
も
の
で
あ
る
と
関
係
筋
で
は
語
つ
て
い

る｜
社
　
説
｜

土
地
開
放
と
住
民
の
責
任

う
新
　
１
９
５
０
・
２
・
９

軍
で
は
一
哩
制
限
令
を
撤
廃
し
て
、
新
し

く
一
部
の
地
域
を
指
定
し
、
そ
の
地
域
に
現

在
居
じ
ゆ
う
す
る
の
は
将
来
ぐ
ん
の
必
要
に

よ
つ
て
移
動
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
条
件
で

居
じ
ゆ
う
を
許
さ
れ
る
が
　
新
た
な
建
築
は

ぐ
ん
当
局
の
許
可
を
要
す
る
こ
と
に
な
つ
た

こ
れ
は
正
に
じ
ゆ
う
民
へ
の
朗
報
で
あ
る

が
　
こ
の
新
し
い
処
置
に
対
し
民
側
、
即
ち

関
係
市
町
村
当
局
は
充
分
に
責
任
あ
る
処
置

を
講
ぜ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う

と
言
う
の
は
ぐ
ん
で
は
こ
の
指
定
地
域
に

お
い
て
許
可
な
し
に
新
築
す
る
不
正
な
沖
な

わ
じ
ん
は
い
な
い
と
し
て
、
こ
の
指
令
以
外

に
別
に
処
置
を
講
じ
な
い
こ
と
を
表
明
し
て

い
る
が
、
若
し
従
来
し
ば
／
＼
見
ら
れ
た
よ

う
な
、
ひ
そ
か
に
新
築
す
る
者
で
も
出
て
来

る
と
、
既
往
の
居
じ
ゆ
う
者
全
体
が
移
動
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
じ
態
が
起
き
る
こ
と
も

充
分
に
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る

関
係
市
町
村
で
は
か
ゝ
る
じ
態
の
生
じ
な

い
よ
う
に
慎
重
な
方
途
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う

一
方
旧
市
域
を
開
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ

た
那
覇
市
は
、
早
急
に
都
市
計
画
を
樹
立
し

な
い
と
　
乱
雑
な
街
を
再
現
し
、
切
角
の
復

興
も
台
無
し
に
な
る
点
を
充
分
警
戒
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
そ
の
た
め
に
は
　
市
と
し
て
適
当

な
建
築
規
定
を
制
定
し
、
そ
れ
に
基
い
て
建

築
さ
せ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
、
理
じ

者
の
善
処
を
切
に
要
望
し
た
い

那
覇
旧
市
内
そ
の
他
開
放
／
一

哩
制
限
令
撤
廃
さ
る
／
シ
ー

ツ
長
官
談
話
発
表

う
新
　
１
９
５
０
・
２
・
９

ぐ
ん
政
府
で
は
八
日
午
後
二
時
半
よ
り
北
谷

ラ
イ
カ
ム
に
お
い
て
志
喜
屋
　
又
吉
正
副
知

事
、
比
嘉
官
房
長
　
富
名
腰
情
報
課
長
並
に

各
新
聞
社
代
表
を
招
致
し
シ
ヤ
ー
マ
ン
准
将

か
ら
一
哩
制
限
令
の
撤
廃
と
そ
れ
に
伴
う
ぐ

ん
使
用
地
指
定
を
別
項
の
通
り
発
表
し
た
が

臨
席
し
た
シ
ー
ツ
長
官
は
こ
れ
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
語
つ
た

こ
れ
は
陸
ぐ
ん
の
計
画
で
あ
つ
て
、
空
ぐ
ん

の
方
は
嘉
手
納
、
那
覇
飛
行
場
に
お
い
て
別

個
の
処
置
を
取
る
は
ず
で
そ
れ
に
つ
い
て
は

不
明
で
あ
る
　
今
度
の
ぐ
ん
使
用
地
の
指
定

は
将
来
こ
れ
以
上
拡
大
す
る
こ
と
は
な
い
と

思
う
、
こ
の
指
令
は
マ
司
令
部
と
も
協
議
の

上
決
定
さ
れ
た
も
の
で
、
仕
事
は
二
、
三
か

月
の
中
に
着
手
す
る
仕
事
に
は
勿
論
沖
な
わ

じ
ん
を
働
か
せ
技
術
家
も
出
来
る
だ
け
沖
な

わ
じ
ん
を
使
い
た
い
と
考
え
て
い
る
　
工
事

に
は
鉄
を
使
う
よ
り
も
セ
メ
ン
ト
を
使
つ
て

成
る
べ
く
多
く
の
金
を
お
き
な
わ
に
落
と
し

た
い
と
思
う
が
　
既
に
発
注
済
み
の
鉄
材
は

已
む
を
得
な
い
か
ら
使
わ
ね
ば
な
ら
ぬ

将
来
は
北
・
南
に
／
住
民
用
発
電
所
を

牧
港
に
は
ぐ
ん
用
発
電
所
を
建
設
す
る
が

将
来
は
南
ぶ
に
二
つ
の
じ
ゆ
う
民
用
発
電
所

を
建
設
す
る
計
画
で
あ
る

天
願
、
泊
部
隊
は
逐
次
牧
港
の
デ
ポ
ー
に
移

動
す
る
が
　
二
、
三
年
の
中
に
は
完
了
す
る

と
思
う
　
那
覇
港
修
築
の
資
材
は
既
に
米
ぐ

ん
か
ら
輸
送
中
で
あ
る
　
今
度
指
定
さ
れ
た

地
区
に
全
米
ぐ
ん
施
設
を
集
中
す
る
の
で

現
在
の
知
念
バ
ク
ナ
ー
ビ
ル
　
泡
瀬
　
登
川

そ
の
他
の
地
区
も
段
々
と
開
放
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
わ
け
で
あ
る

コ
ン
セ
ツ
ト
は
い
ず
れ
住
民
に

こ
の
計
画
の
実
現
に
は
時
間
を
要
す
る
の
で

今
年
の
台
風
期
ま
で
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
な
い

よ
う
に
ぐ
ん
の
コ
ン
セ
ツ
ト
の
補
強
工
事
を

す
る
が
　
そ
れ
に
つ
い
て
は
民
政
府
と
協
力

し
て
沖
な
わ
の
労
務
を
利
用
し
工
事
費
は
ぐ

五
四

一
九
五
〇
年

昭
和
二
十
五
年

一
｜
二
月

一
九
五
〇
年



ん
が
負
担
す
る
　
こ
の
コ
ン
セ
ツ
ト
は
本
建

築
が
出
来
る
ま
で
の
臨
時
的
じ
ゆ
う
宅
だ
か

ら
こ
の
計
画
の
定
了
後
は
全
部
沖
な
わ
じ
ゆ

う
民
に
使
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
　
こ
の
修
理

方
法
が
決
定
し
た
ら
い
ず
れ
は
つ
表
す
る

現
在
の
と
こ
ろ
こ
れ
は
計
画
で
あ
つ
て
　
近

く
　
案
を
練
る
こ
と
に
な
ろ
う

ぐ
ん
と
し
て
は
こ
の
計
画
に
よ
つ
て
使
用
土

地
を
出
来
る
だ
け
減
ら
し
最
大
限
の
土
地
を

じ
ゆ
う
民
に
返
し
た
い
意
向
で
あ
る

禁
止
地
域う
新
　
１
９
５
０
・
２
・
９

地
図
に
よ
り
新
築
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
地
域

は
左
の
通
り
で
あ
る

△
那
覇
市
の
旭
橋
よ
り
新
天
地
に
至
り
そ
れ

か
ら
西
方
海
岸
に
の
び
た
那
覇
港
側
地
域
及

び
北
明
治
橋
よ
り
小
禄
街
道
を
真
直
ぐ
境
に

港
湾
及
び
飛
行
場
一
帯

△
真
和
志
村
与
儀
の
油
貯
蔵
所

△
真
和
志
村
旧
天
久
部
落
か
ら
安
里
校
に
近

接
し
高
工
校
一
帯
を
含
み
安
謝
か
ら
銘
苅
に

通
ず
る
道
路
を
境
に
天
久
か
ら
安
謝
に
通
ず

る
一
号
道
路
線
が
禁
止
さ
れ
ぐ
ん
の
じ
ゆ
う

宅
地
と
な
り
海
岸
側
は
開
放
さ
れ
る

△
浦
添
村
で
が
謝
橋
を
越
え
海
岸
側
デ
ポ
の

使
用
し
て
い
る
全
地
域
が
禁
止
さ
れ
泊
天
願

な
ど
の
施
設
が
こ
ゝ
に
集
中
す
る

△
浦
添
村
牧
港
の
発
電
所

△
宜
野
湾
村
現
在
の
ぐ
ん
病
院
地
を
開
放
し

病
院
は
道
を
越
え
山
の
手
に
異
動
す
る

△
宜
野
湾
村
大
山
か
ら
普
天
間

喜
舎
場

島
ぶ
く
ろ
部
落
西
側
山
田
部
落
か
ら
西
の
海

岸
側
に
真
直
ぐ
延
び
た
線
に
囲
ま
れ
た
一
帯

△
な
お
空
ぐ
ん
関
係
用
地
は
別
に
定
む
こ
と

に
な
つ
て
い
る

待
た
る
ゝ
旧
那
覇
市
内
へ
の
移

動
／
三
カ
月
後
に
開
始
か
／

土
地
所
有
者
を
優
先
／
遠
大

な
計
画
よ
り
も
拙
速
主
義
で

う
新
　
１
９
５
０
・
２
・
12

き
の
う
那
覇
市
臨
時
市
会
開
会
へ
き
頭
翁
長

議
員
か
ら
土
地
開
放
に
対
す
る
市
長
の
方
針

如
何
と
の
質
問
に
対
し
當
間
市
長
は
左
の
通

り
説
明
し
た

せ
ん
日
當
間
行
政
法
務
部
長
　
松
岡
工
務
こ

う
通
部
長
と
の
談
合
の
際
都
市
計
画
を
強
力

に
す
る
た
め
に
は
関
係
法
規
の
整
備
が
急
務

で
都
計
に
関
す
る
準
備
打
合
せ
を
十
三
日
民

政
府
で
開
催
す
る
　
都
市
計
画
に
は
莫
大
な

予
算
を
必
要
と
す
る
が
こ
れ
は
復
興
予
算
で

賄
つ
て
も
ろ
う
こ
と
に
松
岡
議
長
の
内
意
を

得
技
術
面
は
工
務
こ
う
通
部
　
法
令
制
定
は

行
法
部
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
ろ
う

市
と
し
て
は
専
門
委
員
会
を
設
け
基
礎
資
料

の
し
ゆ
う
集
　
法
規
の
整
備
な
ど
に
慎
重
を

期
し
て
い
る
建
築
許
可
に
当
つ
て
は
防
火
衛

生
的
見
地
か
ら
原
則
的
に
カ
ヤ
　
テ
ン
ト
葺

き
を
認
め
な
い
方
針
で
あ
る
が
　
こ
れ
は
現

在
　
の
市
街
地
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
道
路

に
面
し
た
と
こ
ろ
は
ト
タ
ン
　
瓦
葺
に
　
奥

に
引
込
ん
だ
所
は
カ
ヤ
　
テ
ン
ト
葺
も
許
可

す
る
方
針
で
あ
る
　
旧
市
内
は
新
た
に
制
定

さ
れ
る
市
街
地
建
築
法
に
よ
つ
て
制
限
を
受

け
る
こ
と
と
な
ろ
う

な
お
閉
会
後
協
ぎ
会
が
行
わ
れ
種
々
意
見
こ

う
換
が
な
さ
れ
土
地
所
有
権
侵
害
を
顧
慮
せ

ず
大
局
か
ら
見
て
理
想
的
都
市
計
画
を
や
つ

て
も
ら
い
た
い
と
の
希
望
に
対
し
”
四
囲
の

状
勢
か
ら
遠
大
な
計
画
よ
り
も
拙
速
主
義
で

臨
み
　
原
則
的
に
は
土
地
所
有
者
を
い
れ
る

よ
う
に
し
計
画
倒
れ
の
な
い
よ
う
慎
重
を
期

し
た
い
”
と
述
べ
ら
れ
た
が
民
政
府
都
計
委

員
と
は
別
個
に
那
覇
市
都
計
委
員
の
設
置
を

考
慮
す
る
こ
と
ゝ
な
つ
た
　
な
お
旧
市
内
へ

の
移
動
は
三
か
月
後
に
は
開
始
出
来
る
見
と

う
し
が
つ
い
て
い
る
模
様
で
あ
る

電
燈
は
市
営
／
那
覇
市
議
会
で
可
決

那
覇
市
臨
時
市
会
は
き
の
う
十
時
半
か
ら
市

役
所
で
開
催
　
一
九
五
〇
年
度
才
入
才
出
追

加
予
算
、
営
造
物
使
用
料
徴
収
条
例
設
定

手
数
料
徴
収
条
例
改
正
三
議
案
を
可
決
　
那

覇
市
電
燈
問
題
に
つ
い
て
審
議
に
入
り
　
當

間
市
長
か
ら
”
電
燈
事
業
は
公
益
事
業
の
性

質
か
ら
し
て
市
営
に
す
べ
き
で
あ
る
と
の
建

前
か
ら
松
岡
工
務
こ
う
通
部
長
及
び
数
回
に

亘
る
業
者
代
表
と
の
懇
談
に
当
つ
て
も
極
力

市
営
を
し
ゆ
張
し
市
財
政
復
興
委
員
会
を
開

い
て
市
営
か
否
か
を
検
討
し
て
貰
い
市
営
方

針
を
決
定
し
た
”
旨
の
経
過
報
告
の
後
△
危

険
の
防
止
△
設
備
の
充
実
△
税
外
収
入
の
増

加
な
ど
の
点
か
ら
是
非
と
も
市
営
に
す
べ
き

で
あ
る
と
全
会
一
致
市
営
を
支
持
す
る
こ
と

を
可
決
し
た

な
お
手
数
料
徴
収
条
例
に
つ
い
て
は
建
築
許

可
證
明
手
数
料
は
一
件
に
つ
き
二
十
円
を
五

十
円
に
改
訂

印
鑑
證
明
の
必
要
か
ら
印
鑑
届
出
一
件
に
つ

き
十
円
印
鑑
證
明
一
件
に
つ
き
十
円
が
追
加

さ
れ
た

な
お
土
地
開
放
に
関
し
市
会
か
ら
シ
長
官
へ

感
謝
状
を
お
く
る
こ
と
に
な
つ
た

伸
び
ゆ
く
真
和
志
野

う
新
　
１
９
５
０
・
２
・
12

真
和
志
大
道
並
に
安
里
両
区
に
亘
つ
て
旧
女

師
一
高
女
跡
に
櫛
比
す
る
商
店
街
！

同
村
の
中
央
部
に
く
ら
い
す
る
該
地
区
の
都

市
化
は
地
理
的
に
必
至
の
状
況
に
あ
り
同
村

二
カ
年
来
の
計
画
と
各
方
面
の
要
望
と
に
よ

つ
て
現
段
階
に
到
達
し
た
も
の
で
既
に
地
元

側
か
ら

栄
町

な
る
床
し
い
名
も
冠
せ
ら

れ
　
本
十
二
日
盛
大
に
市
場
祭
り
を
行
う
こ

と
に
な
つ
た

そ
の
名
も
床
し
”
栄
町
”
／
目
覚
し
い

五
五

一
九
五
〇
年

昭
和
二
十
五
年

二
月



都
市
化
へ
の
躍
進
／
き
よ
う
市
場
祭

展
く

五
間
及
三
間
の
道
路
　
東
西
七
条
　
南
北
九

条
が
一
万
五
千
坪
の
地
域
を
区
画
し
て
い
る

栄
町
に
は
唯
一
の
こ
う
通
機
関
た
る
公
営
バ

ス
の
発
着
点
あ
り
　
無
二
の
有
蓋
劇
場
沖
劇

は
じ
め
料
理
店
街

十
三
軒

食
堂
街

十
九
軒

雑
貨
店
街
　
卸
商
街
の
外
新
聞

社
　
教
連
　
舞
踊
研
究
所
事
務
所
　
工
場

等
々
三
百
棟
近
く
が
軒
を
列
ね
て
お
り
　
周

辺
の
既
設
建
物
を
含
め
る
と
実
に
五
百
戸
に

垂
ん
と
す
る
い
ん
賑
さ
だ
　
今
日
開
設
さ
れ

る
旧
一
高
女
正
門
附
近
千
坪
の
市
場
に
は
一

坪
宛
に
仕
切
ら
れ
た
七
二
室
の
雑
品
売
場
を

備
え
た
ト
タ
ン
葺
の
本
格
的
施
設
が
あ
り
之

と
並
ん
で
水
連
の
魚
卸
市
場
や
村
内
食
肉
販

売
組
合
の
肉
売
場
　
農
産
物
集
積
販
売
所
及

び
野
菜
市
場
等
を
予
定
し
て
い
る
こ
の
市
場

の
特
色
は
自
然
発
生
的
に
出
来
た
も
の
で
な

く
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
排
し
て
人
為
的
に
計
画

的
に
築
き
上
げ
た
点
で
あ
り
そ
れ
だ
け
に
村

民
も
当
局
者
の
努
力
を
多
と
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
殖
え
る
人
口

戦
禍
の
た
め
に
流
浪
の
旅
に
も
に
た
分
の
悪

い
ま
わ
り
く
ど
い
復
興
コ
ー
ス
を
与
え
ら
れ

た
真
和
志
村
は
真
に
和
す
る
志
あ
る
村
民
八

千
が
漸
く
帰
村
の
喜
び
に
浸
つ
た
の
が
四
八

年
一
月
！

あ
れ
か
ら
お
よ
そ
二
年

時
間
的
ギ
ヤ
ツ
プ
を

挙
村
一
致
の
努
力

で
カ
バ
ー
　
今
日
の
躍
進
真
和
志
の
面
目
を

施
し
得
た
も
の
で
じ
ん
口
二
万
二
千
　
戸
数

五
千
戸
を
擁
す
る
真
和
志
村
の
現
状
は

人
口
増
加

四
七
年
二
月
　
　
　
　
一
一
一
九
四

四
八
年
同
　
　
　
　
　
一
二
八
四
六

四
九
年
同
　
　
　
　
　
一
五
〇
八
七

今
月
初
旬
　
　
　
　
　
二
一
七
三
四

月
々
六
百
余
人
が
地
方
か
ら
流
れ
込
む
等

じ
ん
口
の
集
中
す
る
所
は
中
央
部
に
当
る
大

道
　
三
原
　
安
里
　
松
川
方
面
で
去
年
二
月

に
比
べ
二
倍
か
ら
三
倍
半
ぐ
ら
い
の
増
加

農
家
一
六
八
五
戸
　
非
農
家
三
三
四
三
戸

こ
の
う
ち
商
業
四
六
〇
　
官
公
吏
七
六
四

ぐ
ん
労
務
一
一
〇
〇
　
半
都
市
的
な
性
格
を

帯
び
た
人
口
構
成
を
示
し
て
い
る

沸
る
復
興
熱

復
興
工
事

復
興
費
三
八
七
万
余
円
に
よ
り
大
原
大
道
間

の
幹
線
は
じ
め
村
内
道
路
網
は
整
備
　
役
場

学
校
等
の
永
久
性
あ
る
公
共
建
物
も
工
事
を

急
い
で
い
る
外
　
規
格
以
上
の
じ
ゆ
う
宅
は

八
割
弱産
　
業

△
鉄
工
所
二
八
　
木
工
所
二
五
　
瓦
工
場

食
品
加
工
所
各
一
五
　
製
材
所
八
　
そ
の
他

酒
造
　
造
船
　
製
帽
　
織
物
　
製
靴
等
一
九

に
及
び
△
商
業
関
係
は
三
八
〇
を
数
え
る
小

売
商
を
筆
頭
に
飲
食
店
五
〇
　
理
髪
二
五

旅
館
　
料
亭
が
各
七
と
一
九
　
外
に
湯
屋
や

貿
易
会
社
等
な
か
／
＼
活
況
を
て
い
し
て
い

る△
農
業
　
戸
数
一
六
八
五
の
農
家
が
各
二
　

五
反
の
土
地
を
開
い
て
四
〇
三
五
反
を
耕
作

し
て
い
る
が
な
お
一
二
三
二
反
の
可
耕
余
ゆ

う
地
を
持
つ
て
い
る

△
漁
業
　
動
力
船
四
隻
く
り
舟
四
二
隻
は
安

謝
港
を
根
き
よ
に
漁
に
出
て
い
る
　
こ
う
し

て
戦
前
農
業
一
本
建
の
産
業
が
今
で
は
多
方

面
に
進
展

原
山
勝
負
差
分
式

の
農
村
行

事
も
本
年
か
ら

農
業
振
興
会

に
名
称
が

え
を
予
定
　
こ
ゝ
に
も
新
興
真
和
志
の
性
格

の
一
端
が
窺
え
よ
う

教
　
育

四
初
校
一
中
校
の
五
校
　
百
名
の
教
職
員
が

四
千
の
村
童
の
薫
陶
に
努
め
て
い
る
が
青
年

教
育
に
資
す
る
こ
と
大
な
る
成
じ
ん
学
校
の

未
設
置
は
玉
に
き
ず

翁
長
村
長
の
抱
負

村
長
就
任
後
二
か
年
翁
長
村
長
は
抱
負
を

語
る
私
に
二
つ
の
方
針
が
あ
る
　
一
は
中
央
部
の

都
市
化
と
云
う
こ
と
と
他
は
周
辺
の
農
村
の

多
角
的
発
展
だ
　
之
を
中
心
と
し
て
更
に
案

を
練
つ
て
名
実
共
に
沖
な
わ
の
真
和
志
と
し

て
の
性
格
を
確
立
強
化
す
る
た
め
の
行
政
力

を
発
揮
し
た
い
　
戸
数
じ
ん
口
の
増
加
　
家

屋
の
完
備
が
直
ち
に
村
の
発
展
だ
と
錯
覚
し

て
は
い
け
な
い
　
要
は
各
戸
各
人
の
物
心
両

面
の
生
活
の
充
実
発
展
に
あ
る
と
の
信
念
の

も
と
に
村
民
の
為
の
努
力
を
積
み
た
い
　
ぐ

ん
民
両
政
府
は
じ
め
各
界
各
層
の
御
助
勢
御

鞭
撻
を
期
待
し
て
い
る

い
よ
／
＼
乗
り
出
す
『
首
都
建

設
』
／
那
覇
市
を
中
心
に
一

市
三
村
／
民
政
府
に
主
管
課

を
設
置
／
き
の
う
大
綱
方
針

決
る
沖
タ
　
１
９
５
０
・
２
・
14

民
政
府
で
は
旧
那
覇
市
内
の
解
放
に
伴
う
首

都
建
設
計
画
に
関
し
昨
十
三
日
午
后
打
合
せ

会
を
開
催
、
當
間
行
法
松
岡
工
務
ぶ
長
、
當

間
那
覇
兼
島
首
里
市
長
、
翁
長
真
和
志
長
嶺

小
禄
村
長
、
渡
口
み
な
と
助
役
、
高
嶺
本

社
々
長
ら
出
席
し
種
々
協
議
の
結
果
つ
ぎ
の

大
綱
方
針
を
決
定
し
た

▽
民
政
府
に
都
市
計
画
を
主
管
す
る
課
を
設

置
す
る

▽
計
画
委
員
を
官
民
か
ら
任
命
、
依
嘱
す
る

▽
い
員
か
い
に
幹
事
を
置
く

工
務
ぶ
、
那

覇
市
か
ら

▽
都
市
計
画
の
区
域
を
指
定
す
る

▽
同
計
画
の
事
ぎ
よ
う
項
目
は
道
路
、河
川
、

港
湾
、
上
下
水
道
、
電
燈
、
公
園
、
墓
地
等

五
六

一
九
五
〇
年

昭
和
二
十
五
年

二
月



の
施
設
設
定

▽
費
用
は
国
家
じ
ぎ
よ
う
と
し
て
軍
の
支
弁

に
よ
る

▽
計
画
施
行
令
、
市
街
地
建
築
物
法
等
関
係

法
規
は
現
行
日
本
法
規
を
活
用
す
る

な
お
、
都
市
計
画
の
指
定
地
区
は
那
覇
市
を

中
心
に
真
和
志
、
み
な
と
、
小
禄
の
各
村
一

ぶ
或
は
全
ぶ
で
あ
る
が
那
覇
漫
湖
に
沿
つ
た

豊
み
城
村
の
一
ぶ
も
含
め
る
こ
と
が
考
慮
さ

れ
て
お
り
、
現
在
行
政
上
特
別
区
域
に
な
つ

て
い
る
み
な
と
村
を
至
急
那
覇
市
に
合
体
せ

し
め
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
、
那
覇
市
内

隨
し
よ
に
散
在
し
相
当
の
面
積
を
占
め
て
い

る
墓
地
は
計
画
実
施
の
邪
魔
に
な
る
の
で
こ

の
際
適
地
を
指
定
し
、
す
べ
て
こ
れ
に
移
す

べ
き
だ
と
強
調
さ
れ
た

｜
社
　
説
｜

那
覇
市
の
都
市
計
劃

沖
タ
　
１
９
５
０
・
２
・
15

那
覇
市
の
都
市
計
劃
が
多
大
の
関
心
を
集
め

て
居
る
の
は
沖
縄
の
首
都
と
し
て
政
治
、
経

済
の
中
心
た
る
べ
き
地
位
が
再
現
さ
れ
た
か

ら
で
あ
る
。
都
市
計
劃
に
は
技
術
的
に
種
々

の
方
式
が
あ
る
と
思
う
が
、
那
覇
市
と
し
て

は
ヒ
ン
タ
ー
ラ
ン
ド
た
る
島
尻
、
中
頭
、
国

頭
と
の
連
絡
、
那
覇
港
を
拠
点
と
す
る
海
外

と
の
連
絡
を
基
礎
的
構
想
に
も
ち
、
商
工
業

地
と
し
て
の
発
展
と
市
民
の
生
活
を
快
適
に

す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
計
劃
を
必
要
と
す

る
。
道
路
、
河
川
、
橋
り
よ
う
、
上
下
水
道
、

電
気
、
公
園
等
の
根
幹
的
施
設
は
経
費
の
ぼ

う
大
な
る
関
係
で
軍
の
援
助
に
ま
つ
外
は
な

い
が
、
こ
れ
に
附
帯
す
る
諸
施
設
は
受
益
者

負
担
或
は
そ
の
他
の
方
法
で
支
弁
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
理
想
的
に
考
え
る
と
大
規

模
な
構
想
の
も
と
に
計
劃
を
樹
て
る
べ
き
で

あ
る
が
、
現
実
的
に
は
実
行
の
可
能
性
の
あ

る
範
囲
に
止
め
る
外
は
あ
る
ま
い
。
唯
茲
に

考
慮
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は

将
来
の
発
展
を
構
想
の
中
に
と
り
入
れ
て
お

く
こ
と
で
あ
り
、
現
市
民
、
旧
市
民
だ
け
を

対
象
に
し
て
計
劃
を
た
て
る
と
再
び
戦
前
の

那
覇
市
の
よ
う
に
行
き
詰
り
を
来
た
す
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
学
校
、
公
園
、
図
書
館
、

博
物
館
そ
の
他
公
共
建
物
の
敷
地
の
選
定
、

工
場
地
帯
、
商
店
街
、
住
宅
地
の
指
定
等
は

土
地
所
有
権
と
関
連
し
て
相
当
面
倒
な
点
も

あ
る
と
思
う
が
、
計
劃
の
当
初
に
於
て
は
つ

き
り
し
て
お
か
な
い
と
後
に
な
つ
て
か
ら
手

の
つ
け
よ
う
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
更
に
厄

介
な
も
の
は
市
内
に
散
在
す
る
墓
地
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
土
地
の
利
用
効
率
や
市
街
美
の

点
か
ら
み
て
も
又
墓
地
の
尊
厳
性
か
ら
考
え

て
も
是
非
郊
外
に
移
転
す
べ
き
も
の
で
あ
つ

て
、
こ
れ
に
は
相
当
の
経
費
が
要
る
し
、
所

有
主
と
の
折
衝
も
や
ゝ
こ
し
い
も
の
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
此
の
際
断
行
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
戦
前
の
那
覇
市
は
人

口
七
万
に
近
く
、
沖
縄
の
総
人
口
と
の
均
衡

を
失
し
、
都
市
集
中
の
弊
を
露
呈
し
て
居
た

の
で
あ
る
が
、
今
後
も
こ
の
傾
向
は
必
ず
現

わ
れ
て
く
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
の
で
、
こ

れ
を
或
る
程
度
抑
制
す
る
こ
と
を
今
か
ら
考

慮
に
入
れ
て
お
か
な
い
と
職
業
難
か
ら
社
会

不
安
を
招
来
し
、
都
市
と
し
て
半
身
不
随
の

状
態
に
陥
る
虞
れ
が
あ
る
と
思
う
。
旧
市
内

の
再
建
に
は
拙
速
主
義
の
声
を
開
く
が
、
都

市
計
劃
の
根
幹
を
決
定
し
た
上
で
の
拙
速
な

ら
い
ゝ
が
、
そ
う
で
な
い
と
悔
を
後
に
の
こ

す
こ
と
に
な
ろ
う
。
家
屋
の
建
築
も
長
期
金

融
の
道
が
開
か
れ
て
居
な
い
の
で
本
格
的
建

築
を
強
制
す
る
の
は
無
理
で
あ
る
し
、
そ
う

か
と
い
う
て
無
条
件
で
許
す
と
都
市
の
体
裁

を
害
う
の
で
、
そ
の
間
に
序
列
を
つ
け
る
の

も
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
が
、
根

本
と
す
る
と
こ
ろ
は
本
格
的
計
劃
を
樹
て
ゝ

逐
次
実
行
に
移
し
て
行
く
こ
と
で
あ
る
。

兼
久
浜
一
帯
を
埋
立
／
元
垣
花

住
民
に
開
放
／
先
ず
護
岸
工

事
か
ら
着
手
／
那
覇
市
の
構

想

う
新
　
１
９
５
０
・
２
・
16

旧
那
覇
市
内
の
開
放
に
伴
い
那
覇
市
に
管
理

課
を
設
け
て
那
覇
を
中
心
に
真
和
志
　
み
な

と
　
小
禄
の
各
村
の
一
部
或
は
全
部
を
含
む

首
都
建
設
の
大
綱
方
針
も
決
ま
り
そ
の
線
に

沿
つ
て
那
覇
市
は
種
々
構
想
を
練
つ
て
い
る

が
元
す
み
吉
　
垣
花
　
山
下
町
な
ど
の
区
域

は
港
湾
施
設
の
関
係
で
殆
ん
ど
半
永
久
的
に

復
帰
は
困
難
と
み
ら
れ
　
ま
た
各
地
に
散
在

し
て
い
る
元
那
覇
市
民
の
全
部
の
受
入
れ
も

悩
み
の
種
と
さ
れ
て
い
る
が
こ
の
あ
い
路
の

打
開
策
と
し
て
當
間
市
長
は
台
の
瀬
向
い
泊

港
入
口
か
ら
夫
婦
岩
　
雪
の
崎

ユ
ー
チ
ヌ

サ
チ

の
一
線
を
画
し
兼
久
浜
を
久
茂
地
川
、

漫
湖
の
土
砂
を
以
つ
て
埋
立
て
住
宅
開
放
地

に
し
よ
う
と
計
画
を
す
ゝ
め
て
お
り
工
費
は

工
務
こ
う
通
部
と
も
こ
う
渉
し
て
復
興
費
で

予
算
化
し
ま
ず
護
岸
工
事
に
取
り
掛
か
ろ
う

と
案
を
練
つ
て
い
る
　
こ
の
埋
立
が
完
成
す

れ
ば
元
垣
花
一
帯
じ
ゆ
う
民
を
優
先
的
に
割

当
て
る
と
の
こ
と
こ
れ
に
よ
つ
て
市
内
の
敷

地
難
も
大
い
に
緩
和
さ
れ
る
訳
で
那
覇
市
民

に
と
つ
て
は
ま
さ
に
朗
報
で
あ
る

窮
民
救
済
機
関
の
設
立
／
那
覇

市
が
委
員
会
開
催

沖
ヘ
　
１
９
５
０
・
２
・
22

民
政
府
の
救
済
事
業
は
予
算
削
減
に
伴
い
救

済
じ
ん
員
は
漸
次
制
限
縮
少
せ
ら
れ
そ
の
結

果
、
救
済
す
べ
く
し
て
救
済
せ
ら
れ
ざ
る
困

窮
世
帯
し
民
が
現
に
路
頭
に
迷
つ
て
い
る
あ

り
様
で
あ
る
が
　
こ
う
し
た
気
の
毒
な
困
窮

し
民
を
温
い
救
護
に
浴
せ
し
め
る
為
窮
民
救

五
七

一
九
五
〇
年

昭
和
二
十
五
年

二
月



済
機
関
と
し
て
生
活
困
窮
者
の
救
護
　
薄
資

英
才
学
徒
の
救
護
育
英
そ
の
他
必
要
な
る
厚

生
事
業
等
を
事
業
目
的
と
す
る
再
建
那
覇
し

の
慈
善
事
業
団
体
と
し
て
設
立
し
た
い
と
い

う
趣
意
の
も
と
に
去
る
二
十
日
午
後
二
時
よ

り
し
役
し
よ
会
議
室
で
那
覇
し
社
会
事
業
援

護
会
設
立
委
員
会
を
開
催
　
同
援
護
会
を
設

立
し
十
一
ケ
条
に
わ
た
る
規
約
審
議
決
定
並

び
に
役
員
を
選
出
し
た
　
な
お
同
援
護
会
会

長
に
は
現
し
長
を
副
会
長
に
は
現
社
会
事
業

課
々
長
が
夫
々
選
任
さ
れ
た

悩
む
宇
栄
原
区
／
他
区
民
の
汚

名
も
背
負
う

う
新
　
１
９
５
０
・
２
・
23

小
禄
村
字
宇
栄
原
は
現
在
旧
大
嶺
　
境
地
そ

の
他
移
動
不
能
の
ぶ
落
民
が
入
り
込
み
　
元

宇
栄
原
区
民
約
千
二
百
名
に
対
し
現
在
の
字

宇
栄
原
居
住
民
は
他
字
民
を
合
せ
約
九
千
に

及
び
狭
い
宇
栄
原
区
内
に
多
数
の
字
行
政
区

が
雑
居
し
て
い
る
状
態
で
あ
る

こ
の
た
め
小
禄
飛
行
部
隊
を
ひ
か
え
て
起
る

各
種
犯
罪
人
の
現
住
所
が
宇
栄
原
に
多
い
と

こ
ろ
か
ら
元
来
の
宇
栄
原
部
落
民
の
就
職
に

も
差
し
つ
か
え
て
い
る
と
い
う
破
目
に
お
ち

こ
れ
が
対
策
協
議
の
た
め
去
る
二
十
一
日
字

じ
よ
う
会
を
開
催
し
た

こ
の
日
の
じ
よ
う
会
で
は
字
青
年
団
が
中
心

と
な
り
防
犯
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り

今
後
字
民
の
犯
罪
行
為
に
対
し
て
は
部
落
外

立
退
き
　
そ
の
儘
の
処
置
を
講
ず
る
こ
と
を

申
合
せ
　
そ
の
実
行
方
法
に
つ
い
て
は
更
に

研
究
す
る
こ
と
に
な
つ
た

開
放
に
備
え
泊
復
興
期
成
会

う
新
　
１
９
５
０
・
２
・
28

泊
復
興
期
成
会
そ
う
立
総
会
は
二
十
六
日
午

後
二
時
よ
り
那
覇
市
役
所
会
議
室
で
開
催

両
政
府
　
市
当
局
に
協
力
し
て
泊
地
区
の
復

興
を
促
進
す
る
会
則
を
決
定
し
将
来
泊
地
区

の
開
放
に
備
え
て
土
地
建
物
　
産
業
　
文
化

計
画
の
研
究
を
な
し
泊
の
復
興
に
資
す
る
こ

と
に
な
つ
た
会
長
に
親
泊
康
善
氏
　
副
会
長

に
仲
本
興
正
　
仲
里
睦
賢
　
屋
良
朝
慈
の
三

氏
が
推
挙
さ
れ
た

那
覇
都
計
構
想
発
表
／
ビ
ル
街

は
四
階
建
／
商
店
街
と
住
宅

地
を
区
劃
し
／
緑
化
で
全
市

を
美
化沖
タ
　
１
９
５
０
・
３
・
５

四
日
の
那
覇
都
市
計
画
委
員
会
は
民
政
府
会

議
室
で
開
催
、
従
来
の
予
備
工
作
か
ら
脱
し

は
じ
め
て
は
つ
き
り
し
た
構
想
を
持
ち
、
松

岡
工
通
部
長
か
ら
軍
の
意
嚮
と
し
て
１

当

分
、
泊
、
首
里
間
と
若
狭
町
は
白
紙
の
ま
ゝ

に
し
て
お
き
た
い
２

既
設
鉄
筋
建
物
は
残

し
た
い

３

鉄
道
路
線
は
市
街
の
後
方
裏
、

即
ち
豊
見
城
附
近
か
ら
通
し
発
電
所
の
位
置

は
軍
が
考
究
中
だ
が
こ
の
両
施
設
は
軍
で
制

定
、
後
日
指
示
す
る

４
旧
泊
初
等
学
校
は

目
下
四
百
万
ド
ル
予
算
で
軍
が
補
修
中
で
し

ゆ
ん
工
後
一
ケ
年
に
民
に
渡
す

５

泊
高

橋
、
旭
橋
間
十
二
間
道
路
を
直
通
す
る
等
の

基
本
事
項
を
説
明
し
た
後
次
の
事
項
を
決
定

し
た
▽
都
市
区
劃

第
□
次

▽
商
業
専
用
地
区

住
居
せ
ず
娯
楽
を
含

む

旭
橋
以
東
下
泉
、
上
泉
、
美
栄
橋
久

茂
地
一
帯

▽
一
般
商
業
地
域
、
現
那
覇
市
十
区
の
久

茂
地
川
寄
一
帯
、
旧
十
貫
寺
前
、
前
島
、

久
茂
地
の
一
部

▽
倉
庫
地
区
、
松
田
橋
よ
り
東
南
与
那
原

線
の
漫
湖
海
岸
を
埋
立
て
る

▽
官
庁
街
、
松
山
一
帯

▽
オ
フ
イ
ス

ビ
ル
街

久
米
、
天
妃
、

上
之
蔵
一
帯

▽
住
宅
専
用
地
区
、
泊
、
開
南
、
楚
辺
、

若
狭
一
帯

そ
の
他
泊
港
入
口
の
兼
久
浜
は
埋
立
て
安
謝

港
附
近
を
重
工
業
地
帯
に
、
元
県
庁
跡
は
綜

合
病
院
と
保
健
所

約
五
千
坪

に
充
て
早

急
に
建
設
す
る
等
を
決
定
、
更
に
都
市
計
画

の
推
進
方
途
に
関
し
委
員
会
は
企
画
立
案
に

当
り
工
通
部
に
都
市
計
画
課
を
設
け
事
業
の

促
進
を
図
る
こ
と
に
な
つ
た
、
な
お
ビ
ル
街

は
四
階
建
、
都
市
を
美
化
す
る
た
め
ビ
ン

ロ
ー
樹
ク
バ
、
セ
ン
ダ
ン
等
を
植
え
つ
け
小

公
園
を
多
く
持
つ
等
打
合
せ
た
が
こ
れ
等
ぼ

う
大
な
都
市
建
設
費
の
問
題
が
関
心
事
と
な

つ
て
お
り
松
岡
工
通
部
長
は
約
九
億
エ
ン
を

要
す
る
と
い
つ
て
い
る

白
紙
か
ら
出
発
／
土
地
所
有
権
問
題
な

ど

那
覇
都
市
計
画
と
共
に
土
地
所
有
、
使
用
権

問
題
が
重
要
課
題
と
な
つ
て
来
る
が
當
間
行

政
法
務
部
長
は
次
の
如
く
説
明
し
て
い
る

こ
れ
は
都
市
計
画
市
街
地
建
築
物
法
等
に
準

拠
し
て
個
じ
ん
の
使
用
権
よ
り
都
市
計
画
の

執
行
が
優
先
と
な
る
、
所
有
権
の
問
題
は
都

市
計
画
の
最
終
決
定
で
は
つ
き
り
さ
れ
る
が

今
の
と
こ
ろ
都
市
計
画
と
所
有
地
の
立
地
条

件
で
適
宜
な
一
区
域
を
設
け
一
群
の
地
主
で

都
市
区
画
整
理
組
合

一
例

を
造
り
公
共

用
の
つ
ぶ
れ
地
は
共
同
負
担
し
残
り
使
用
地

を
旧
所
有
高
に
案
分
し
て
所
有
権
を
確
保
す

る
之
が
経
費
等
は
低
利
資
金
融
資
の
方
策
も

あ
り
軍
に
折
衝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
つ

ぶ
れ
地
の
弁
償
な
ど
に
就
い
て
は
こ
れ
か
ら

審
議
さ
れ
よ
う
、
未
曾
有
の
都
市
計
画
で
あ

る
か
ら
こ
れ
以
外
に
良
策
は
な
く
又
組
合
は

任
意
組
合
で
あ
る
が
組
合
内
で
は
半
強
制
も

効
用
で
き
る
わ
け
だ
、
と
に
か
く
こ
の
計
画

は
凡
て
の
立
場
で
白
紙
か
ら
出
発
し
な
け
れ

五
八

一
九
五
〇
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十
五
年

二
｜
三
月



ば
実
現
は
不
可
能
で
近
く
地
主
に
対
し
意
見

交
換
会
の
必
要
も
あ
り
、
お
互
い
が
土
地
収

用
法
な
ど
と
い
う
い
や
な
思
い
を
し
な
い
で

す
る
方
法
を
講
じ
た
い
、
そ
の
他
可
燃
物
建

物
、
商
店
、
住
宅
の
建
坪
の
制
限
等
も
今
後

研
究
さ
れ
よ
う

代
り
の
土
地
を
／
旧
垣
花
住
民

が
陳
情沖
タ
　
１
９
５
０
・
３
・
７

垣
花
復
興
期
成
会
発
会
式
は
五
日
那
覇
劇
場

で
開
催
、
各
地
区
か
ら
垣
花
出
身
者
約
三
千

名
が
集
り
旧
垣
花
が
軍
使
用
地
に
な
つ
て
い

る
た
め
代
る
べ
き
土
地
を
与
え
て
貰
う
よ
う

運
動
を
始
め
る
こ
と
を
申
し
合
せ
引
続
き
演

芸
会
や
敬
老
会
等
で
盛
況
で
あ
つ
た
、
な
お

会
長
に
上
原
仁
慶
氏
、副
会
長
に
金
城
�
範
、

宮
里
雄
喜
両
氏
が
選
任
さ
れ
た

雪
ヶ
崎
一
帯
を
埋
立
／
墓
地
は

郊
外
へ
／
那
覇
市
都
計
委
員

会

沖
タ
　
１
９
５
０
・
３
・
11

那
覇
市
の
都
市
計
画
委
員
会
は
十
日
七
名
の

議
員
と
市
内
各
校
長
、
診
療
所
長
に
市
長
助

役
を
交
え
て
協
議
を
な
し
次
の
と
お
り
意
け

ん
を
ま
と
め
民
政
府
委
員
か
い
へ
提
出
す
る

こ
と
に
な
つ
た

△
官
庁
商
店
街
等
の
地
域
は
大
体
さ
き
の
民

政
府
案
通
り
△
公
園
は
奥
武
山
の
他
に
各
区

に
小
公
園
を
設
け
る
△
市
内
に
あ
る
墓
地
は

郊
外
の
適
当
な
場
所
に
移
転
整
理
△
道
路
網

に
つ
い
て
は
幹
線
は
現
在
の
も
の
を
活
か
し

支
線
は
一
定
の
幅
員
以
上
に
す
る
△
泊
港
は

崇
元
寺
あ
た
り
ま
で
も
漁
船
の
避
難
場
所
と

し
て
施
設
△
雪
ケ
崎
か
ら
泊
港
入
口
ま
で
埋

立
し
て
軍
使
用
地
に
な
る
、
旧
垣
花
、
通
堂
、

西
新
町
の
住
民
を
収
容
す
る
こ
と

港
村
の
『
住
家
』
／
軍
が
民
へ

移
譲
沖
タ
　
１
９
５
０
・
３
・
11

更
に
港
村
港
湾
作
業
隊
の
家
屋
が
来
る
十
五

日
附
で
全
部
解
放
と
な
り
軍
か
ら
民
に
移
譲

さ
れ
る
ガ
土
地
所
有
権
が
認
定
さ
れ
た
場
合

地
主
か
ら
の
立
退
要
求
が
考
慮
さ
れ
る
の
で

港
湾
作
業
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
現
在
の

労
務
者
の
居
住
権
を
当
分
留
保
す
る
模
様
で

あ
る何

処
へ
行
く
解
消
す
る
港
村
／

”
元
に
帰
え
る
べ
き
だ
”
／

代
表
が
民
政
府
に
交
渉
／
真

和
志
沖
タ
　
１
９
５
０
・
３
・
21

真
和
志
村
で
は
二
十
日
一
、
一
九
五
〇
年
度

歳
に
ゆ
う
歳
出
追
加
更
正
予
算
審
ぎ
、
二
、

港
村
解
消
に
伴
う
行
政
復
帰
に
関
す
る
件
等

に
関
し
村
ぎ
会
を
開
催
、
一
号
ぎ
案
は
原
案

通
り
可
決
、二
号
ぎ
案
の
審
ぎ
に
移
つ
た
が
、

戦
前
の
真
和
志
そ
ん
区
域
は
真
和
志
そ
ん

へ
、
那
覇
市
区
域
は
那
覇
市
へ
復
帰
さ
せ
る

の
が
当
然
で
あ
る
と
意
見
一
決
、
二
十
一
日

正
副
ぎ
会
ぎ
長
、
前
村
長
金
城
和
信
及
び
眞

榮
城
守
行
の
四
氏
が
代
表
し
や
と
し
て
民
政

府
と
交
渉
す
る
こ
と
に
な
つ
た

全
地
域
那
覇
市
へ
…
／
都
計
の

都
合
も
あ
る
／
那
覇
市

沖
タ
　
１
９
５
０
・
３
・
21

二
十
日
昼
那
覇
市
長
と
港
真
和
志
両
そ
ん
長

ほ
か
民
政
府
関
係
ぶ
長
は
港
村
で
同
村
解
消

に
伴
う
行
政
区
域
に
関
し
て
意
け
ん
を
交

換
、
國
場
そ
ん
長
よ
り
解
消
後
の
作
業
隊
員

の
宅
地
確
保
に
つ
い
て
那
覇
、
真
和
志
側
も

こ
れ
を
諒
と
し
た
が
こ
れ
に
つ
き
當
間
那
覇

市
長
は
次
の
如
く
語
る
、”
解
消
に
な
る
と

す
れ
ば
旧
地
域
通
り
に
那
覇
、
真
和
志
両
方

へ
返
る
場
合
と
全
ぶ
那
覇
へ
つ
く
場
合
が
考

え
ら
れ
る
が
都
市
計
画
と
の
関
連
や
住
民
の

利
便
か
ら
い
つ
て
も
全
ぶ
那
覇
へ
合
併
さ
れ

た
方
が
良
い
と
思
う

港
村
の
帰
趨
／
那
覇
と
真
和
志

が
協
力う
新
　
１
９
５
０
・
３
・
22

こ
の
二
、
三
カ
月
内
に
解
散
す
る
港
村
の
帰

す
う
に
つ
い
て
は
相
と
う
論
議
さ
れ
て
き
た

が

二
十
一
日
真
和
志
村
代
表
村
議
会
議
長

大
城
三
郎
氏

副
議
長
宮
里
栄
輝
氏
ら
は
又

吉
副
知
じ
を
訪
問
み
な
と
村
の
帰
す
う
に
つ

い
て
意
見
こ
う
換
し
た
が

那
覇
市
真
和
志

村
双
方
共
都
市
計
画
の
立
ま
へ
も
あ
り
時
節

柄
　
大
乗
的
見
地
か
ら
自
主
的
歩
み
寄
り
で

協
力
す
る
こ
と
を
申
合
せ
た

港
村
問
題
／
元
の
姿
に
返
せ
／

真
和
志
村
議
会
の
見
解

う
新
　
１
９
５
０
・
３
・
24

既
報

二
十
三
日
の
真
和
志
村
議
会
で
は
近

く
解
散
す
る
港
村
の
帰
趨
問
題
に
つ
き
協
議

し
た
が
　
一
部
に
那
覇
市
と
妥
協
し
て
円
満

に
解
決
し
よ
う
と
の
穏
健
論
も
出
た
が
　
結

局
港
村
の
元
真
和
志
村
行
政
地
域
は
一
応
返

還
さ
せ
て
貰
い
一
対
一
の
立
場
で
都
市
計
画

に
つ
い
て
那
覇
市
と
協
議
す
る
こ
と
に
意
見

一
致
し
近
く
代
表
が
那
覇
市
と
折
衝
す
る
こ

と
に
な
つ
た

那
覇
の
受
入
れ
／
当
分
は
制
限

す
る
う
新
　
１
９
５
０
・
３
・
25

那
覇
市
で
は
都
市
計
画
中
の
受
入
れ
は
当
分

左
の
制
限
を
付
す
こ
と
と
な
つ
た

△
那
覇
人
は
優
せ
ん
的
に
認
め
る

△
他
市
町
村
民
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
家
屋

五
九

一
九
五
〇
年

昭
和
二
十
五
年

三
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所
有
し
や
□
□
公
吏
又
は
公
共
団
体
会
社

工
場
等
に
在
職
し
て
い
る
も
の
で
そ
の
就

職
さ
き
の
責
任
し
や
の
證
明
書
の
あ
る
も

の
に
限
る

△
扶
養
す
べ
き
義
務
が
あ
る
近
親
し
や

当
日
正
午
民
政
府
会
議
室
に
参
集
す
る
よ
う

注
意
し
て
い
る
　
な
お
第
二
次
合
格
し
や
は

き
よ
う
発
表
さ
れ
る

｜
社
　
説
｜

諮
じ
ゅ
ん
委
員
の
使
命

沖
タ
　
１
９
５
０
・
３
・
26

民
政
府
で
は
軍
政
府
の
承
認
を
得
て
沖
縄

側
、
琉
球
諮
じ
ゆ
ん
委
員
六
名
の
顔
触
れ
を

発
表
し
た
。
諮
じ
ゆ
ん
委
員
会
の
職
責
に
就

い
て
は
未
だ
軍
政
府
当
局
か
ら
詳
し
い
指
示

が
な
く
、
追
つ
て
シ
ー
ツ
長
官
か
ら
発
表
さ

れ
る
筈
で
あ
る
が
、
軈
て
実
現
さ
れ
る
全
琉

政
府
に
就
い
て
、
そ
れ
か
ら
政
治
、
経
済
、

文
化
そ
の
他
各
分
野
に
亘
る
重
点
的
な
諸
問

題
に
つ
い
て
諮
じ
ゆ
ん
さ
れ
る
極
め
て
重
大

な
使
命
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像

さ
れ
る
。
志
喜
屋
知
事
は
沖
縄
の
政
治
に
一

大
進
歩
を
与
え
る
も
の
だ
と
い
う
談
話
を
発

表
し
た
が
、
各
方
面
の
期
待
も
大
き
い
。

シ
ー
ツ
長
官
の
ア
ド
ヴ
ア
イ
ザ
ー
と
し
て
諮

じ
ゆ
ん
委
員
が
そ
の
優
れ
た
識
見
を
傾
け
、

誠
実
に
意
見
を
具
陳
し
て
、
沖
縄
建
設
を
阻

む
各
般
の
隘
路
を
ど
し
ど
し
打
開
す
る
こ
と

に
努
め
て
貰
い
た
い
。
選
ば
れ
た
六
名
の
顔

ぶ
れ
は
流
石
に
粒
選
り
で
あ
り
、
高
ま
い
な

人
士
で
あ
る
。
殊
に
心
強
く
思
わ
れ
る
こ
と

は
何
れ
の
委
員
も
政
治
ボ
ス
的
な
過
去
の
経

歴
が
な
い
こ
と
だ
。
嘗
つ
て
政
治
的
な
か
け

引
き
に
耽
溺
し
た
こ
と
の
あ
る
政
界
の
知
名

士
は
腹
に
一
物
を
蔵
し
、
私
心
や
権
勢
欲
が

強
く
、
建
設
的
な
態
度
に
欠
け
て
い
た
。
そ

の
弊
を
認
め
、
大
多
数
の
期
待
に
副
う
可
く

政
治
的
に
無
色
な
人
物
が
選
ば
れ
た
こ
と
は

極
め
て
意
義
深
く
、
さ
ら
に
女
性
が
交
つ
た

こ
と
も
劃
期
的
な
人
事
と
謂
い
た
い
。
釋
迦

に
説
法
で
は
あ
る
が
、
諮
問
に
応
え
る
根
本

的
な
も
の
は
云
う
ま
で
も
な
く
、
沖
縄
の
現

況
を
厳
し
く
直
視
し
て
、
全
琉
住
民
の
幸
福

を
希
求
し
、
こ
れ
に
伴
う
責
任
を
自
覚
す
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
自
覚
か
ら
個
々
の
或
は

全
般
的
な
重
大
問
題
に
就
い
て
の
具
体
的
な

然
か
も
建
設
的
な
意
見
が
纏
ま
る
。
同
時
に

各
委
員
に
望
み
た
い
こ
と
は
予
想
さ
れ
る
重

点
的
な
諸
問
題
に
つ
い
て
、
絶
え
ず
世
論
に

耳
を
傾
け
、
絶
え
ず
想
を
持
つ
て
お
い
て
貰

い
た
い
こ
と
だ
。
世
論
を
吸
収
し
て
諮
じ
ゆ

ん
会
に
臨
む
こ
と
、
即
ち
世
論
を
巧
み
に
は

握
し
、
之
に
基
い
て
各
委
員
が
行
動
す
る
こ

と
に
依
つ
て
全
住
民
の
沖
縄
建
設
に
寄
せ
る

正
し
い
意
欲
を
軍
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が

出
来
る
。
そ
れ
が
軍
政
へ
の
協
力
で
あ
り
、

住
民
の
希
求
と
遊
離
せ
な
い
沖
縄
建
設
へ
の

途
で
あ
ろ
う
。
世
論
の
正
否
を
判
断
す
る
の

は
各
委
員
の
良
識
で
、
そ
の
良
識
が
沖
縄
の

繁
栄
と
住
民
の
幸
福
を
約
束
す
る
。

那
覇
市
監
査
委
員
選
任

う
新
　
１
９
５
０
・
３
・
28

那
覇
市
昨
二
十
七
日
の
臨
時
総
会
で
監
査
委

員
森
山
昌
宜
　
城
間
康
信
両
氏
の
辞
任
に
伴

い
議
員
　
仲
本
齋
政
　
一
般
よ
り
中
山
興
忠

両
氏
を
選
任
し
た

都
計
／
現
実
的
に
第
三
案
！
／

き
の
う
臨
時
議
会
で
大
綱
決

定

う
新
　
１
９
５
０
・
３
・
28

那
覇
市
で
は
昨
二
十
七
日
臨
時
市
議
会
を
招

集
　
諮
問
案
は
那
覇
市
都
市
計
画
大
綱
を
上

程
當
間
市
長
よ
り
都
市
計
画
の
し
ゆ
体
が
那

覇
市
自
体
で
あ
る
こ
と
　
こ
れ
ま
で
の
ぐ
ん

政
府
と
の
折
衝
経
緯
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

今
回
の
第
三
案
は
現
実
に
即
し
可
成
し
ゆ
く

少
さ
れ
ぐ
ん
道
路
を
基
礎
と
し
て
那
覇
市
域

に
お
け
る
計
画
で
あ
る
こ
と
　
予
算
は
ガ
リ

オ
ア
並
び
に
復
興
資
金
よ
り
支
出
さ
れ
る
こ

と
　
本
都
計
大
綱
は
三
十
一
日
の
金
曜
日
ま

で
に
ぐ
ん
へ
提
出
し
細
部
の
具
体
案
に
つ
い

て
は
三
か
月
後
に
ぐ
ん
に
提
出
す
る
旨
を
述

べ
　
市
嘱
託
民
政
府
工
務
花
城
技
官
よ
り
画

図
に
つ
い
て
説
明
し
各
議
員
よ
り
質
疑
が
あ

つ
て
原
案
通
り
決
定
し
た
　
な
お
予
算
に
つ

い
て
は
工
費
の
外
に
土
地
買
収
に
要
す
る
費

用
も
全
部
計
上
す
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り

市
で
も
都
市
計
画
委
員
の
拡
大
　
じ
務
要
員

の
増
加
を
な
し
　
計
画
具
体
案
の
作
成
と
工

じ
の
実
施
に
万
遺
憾
な
き
を
期
す
る
こ
と
に

な
つ
た商店

街
は
い
ず
こ
／
周
辺
に
配

す
住
宅
地
う
新
　
１
９
５
０
・
３
・
28

設
定
地
域
の
概
略
は
次
の
と
お
り

▽
ぐ
ん
用
地
域

西
新
町
　
西
本
町
　
東
町

公
園
の
一
ぶ
と
垣
花
町
　
即
ち
那
覇
港
沿
岸

▽
官
公
衙

オ
フ
イ
ス
地
域
　
上
之
倉
　
若

狭
町
松
山
と
久
茂
地
町
の
一
部

△
商
店
街

久
茂
地
町
の
一
部
美
栄
橋
　
前

島
　
牧
志
町
　
下
泉
の
一
部

▽
商
業
地
帯

高
橋
、
崇
元
寺
町
と
安
里

牧
志
の
一
部

▽
じ
ゆ
う
宅
地
域

高
橋
、
崇
元
寺
町
後
方

若
狭
町
　
泉
崎
　
壺
川
　
泊
兼
久
　
辻
町
方

面▽
倉
庫
地
帯

旭
町
南
岸
西
方

▽
停
車
場
用
地

旭
町
南
岸
東
ぶ

▽
工
業
地
域

壺
川
南
岸

▽
緑
地
帯

奥
武
山
公
園
一
部

六
〇

一
九
五
〇
年

昭
和
二
十
五
年
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月



大
都
市
建
設
の
構
想
／
港
村
の

解
消
問
題
機
に
／
都
市
農
村

合
併
の
気
運
動
く

沖
タ
　
１
９
５
０
・
３
・
29

戦
後
、
唯
一
の
特
殊
村
と
し
て
生
れ
た

ミ

ナ
ト
村

は
港
作
業
の
民
請
負
が
去
る
一
月

か
ら
実
施
さ
れ
た
の
と
つ
ゞ
い
て
軍
指
令
で

同
地
域
が
軍
用
地
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
と

で
、
特
殊
行
政
地
区
と
し
て
の
性
格
が
全
く

無
く
な
り
、
そ
の
解
消
は
早
晩
来
る
べ
き
問

題
と
し
て
関
係
方
面
の
間
で
論
議
さ
れ
て
い

る
が
戦
前
、
那
覇
市

當
間
重
剛
氏
市
長
時

代

が
主
唱
し
た
大
都
市
形
成
へ
の
構
想
が
、

こ
の
港
村
の
帰
属
問
題
を
機
と
し
て
再
び
十

年
振
り
に
動
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
、
そ
れ

は
首
都
建
設
と
も
関
連
、
現
在
す
ゝ
め
ら
れ

て
い
る
那
覇
の
都
市
計
画
と
も
将
来
結
び
つ

く
問
題
で
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
具
体
的
な
動

き
は
未
だ
み
ら
れ
な
い
が
、
こ
ゝ
に
関
係
筋

の
意
け
ん
を
聞
い
て
み
る

民
行
法
部
　

當
間
部
長
談

最
初
港

村
は
那
覇
に
合
併
、
四
月
一
日
か
ら
実
施
す

る
予
定
で
あ
つ
た
が
真
和
志
村
で
は
返
還
方

を
希
望
し
て
い
た
し
、
真
和
志
は
最
近
商
工

業
地
と
し
て
の
発
展
策
を
講
じ
て
い
る
の
で

那
覇
の
都
市
計
画
を
こ
の
二
村
に
及
ぼ
し
新

た
に
大
都
市
を
つ
く
る
こ
と
は
種
々
の
点
か

ら
ど
ち
ら
も
有
利
で
は
な
い
か
と
思
う
、
結

局
こ
れ
は
知
事
の
権
限
に
あ
り
、
知
事
は
各

関
係
市
村
に
対
し
て
諮
詢
の
上
多
方
面
か
ら

研
究
の
上
解
決
さ
れ
よ
う
、
出
来
れ
ば
九
月

の
市
町
村
長
選
挙
を
機
会
に
や
り
た
い

那
覇
　

當
間
市
長
談

都
市
計
画
と

の
関
連
も
あ
る
の
で
港
村
解
消
の
場
合
は
那

覇
に
併
合
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
、
都
計
は

計
画
倒
れ
に
な
ら
ぬ
よ
う
迅
速
に
行
わ
ね
ば

な
ら
ぬ
の
で
真
和
志
村
を
含
め
た
首
都
と
い

う
問
題
も
あ
ぶ
蜂
と
ら
ず
に
な
ら
ぬ
よ
う
趨

勢
に
よ
つ
て
現
実
的
に
無
理
の
な
い
よ
う
に

処
理
し
て
い
き
た
い

港
　

渡
口
助
役
談

大
都
市
へ
の
合
併

は
住
民
の
負
担
軽
減
と
、
公
共
福
利
施
設
か

ら
受
け
る
恩
恵
の
増
加
を
意
味
す
る
、
大
都

市
実
現
の
際
は
現
在
の
港
村
住
民
は
恐
ら
く

重
要
商
工
業
へ
の
労
務
提
供
根
源
地
と
な
ろ

う
、
こ
の
際
、
大
乗
的
な
歩
み
寄
り
が
必
要

だ
、
た
ゞ
都
市
計
画
に
当
り
併
合
農
村
が
場

末
に
置
去
り
的
な
存
在
に
な
ら
ぬ
よ
う
中
心

□
偏
重
を
廃
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う

真
和
志
　

翁
長
村
長
談

な
か
／
＼
微

妙
な
問
題
で
村
民
の
意
こ
う
も
賛
否
い

ろ
／
＼
あ
る
と
思
う
が
、
市
部
を
主
、
村
を

従
と
す
る
併
合
で
な
く
、
九
月
の
改
選
期
を

期
し
て
双
方
一
対
一
の
立
場
か
ら
の
合
併
首

都
建
設
な
ら
村
民
も
大
方
賛
成
す
る
と
思
う

真
和
志
議
会
流
会
／
き
よ
う
更

に
再
開
協
議

う
新
　
１
９
５
０
・
３
・
30

二
十
九
日
よ
り
開
催
の
真
和
志
村
議
会
は
定

刻
十
時
に
議
員
定
数
に
達
し
た
が
村
当
局
の

議
案
が
提
出
出
来
な
い
た
め
流
会
し
た
が
引

続
い
て
協
議
会
に
移
し
栄
町
独
立
問
題
の
陳

情
に
対
し
意
見
の
こ
う
換
を
行
つ
た
結
果

し
ゆ
旨
は
諒
と
さ
れ
た
が
村
内
の
行
政
区
画

の
廃
置
分
合
を
考
え
な
い
限
り
住
民
負
担
が

過
重
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
一
応
留
保

に
決
定
し
た
　
次
い
で
村
民
よ
り
議
会
に
対

し一
　
公
金
費
消
じ
件
に
対
す
る
責
任
を
明
ら

か
に
せ
ら
れ
た
い

二
　
港
村
解
散
の
問
題

三
　
村
民
税
の
公
平
な
る
賦
課

の
要
望
に
対
し
て
は
今
後
の
ぎ
会
に
取
上
げ

て
ぎ
会
の
態
度
を
決
す
る
こ
と
に
な
つ
た

な
お
本
三
十
日
午
後
二
時
よ
り
ぎ
会
は
開
会

さ
れ
る
が
日
程
は
五
日
間
で
あ
る

｜
社
　
説
｜

一
市
三
村
の
合
併

沖
タ
　
１
９
５
０
・
４
・
５

那
覇
市
の
都
市
計
画
は
地
域
と
幹
線
道
路
の

設
立
を
中
心
と
す
る
大
綱
案
を
決
定
し
た
の

で
先
般
軍
政
当
局
に
提
出
し
た
が
、
軍
の
承

認
を
得
れ
ば
直
に
実
地
測
量
と
具
体
案
の
作

成
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
経
費

は
復
興
費
か
ら
支
弁
さ
れ
る
の
で
、
市
民
の

直
接
負
担
は
な
い
が
、
土
地
の
整
理
区
劃
等

で
地
主
側
に
も
或
る
程
度
の
犠
牲
を
求
め
る

こ
と
も
出
て
来
る
は
ず
で
あ
る
し
、
殊
に
所

有
地
が
潰
地
又
は
自
己
使
用
不
可
能
と
な
る

地
主
に
対
す
る
処
置
な
ど
相
当
難
問
題
も
簇

出
す
る
で
あ
ろ
う
。
従
つ
て
都
市
計
画
と
い

う
大
事
業
を
遂
行
す
る
と
は
い
え
其
の
間
、

不
平
不
満
を
生
ず
る
虞
れ
も
十
分
予
想
さ
れ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
市
当
局
と
し
て
は
最
善

の
方
策
を
講
じ
て
市
民
の
納
得
の
い
く
よ
う

処
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
今
回
の
計
画

は
那
覇
市
に
限
定
し
て
考
究
さ
れ
て
い
る

が
、
此
の
際
構
想
を
大
き
く
し
て
那
覇
港
、

真
和
志
、
小
禄
の
一
市
三
村
を
行
政
的
に
も

経
済
的
に
も
包
含
す
る
都
市
計
画
に
ま
で
発

展
せ
し
め
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
勿
論
こ
れ

は
那
覇
中
心
主
義
の
即
ち
那
覇
市
に
三
村
を

吸
収
合
併
す
る
も
の
で
は
な
く
、
一
市
三
村

が
平
等
の
立
場
に
於
て
合
併
し
福
利
を
均
等

に
享
受
す
る
と
い
う
建
前
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
こ
れ
ら
の
市
村
に
は
歴
史
的
に
も
地
政

的
に
も
幾
く
ら
か
事
情
を
異
に
し
て
は
居
る

が
各
村
の
も
つ
経
済
的
性
格
か
ら
考
え
て
将

来
も
那
覇
市
を
中
心
と
す
る
経
済
圏
内
に
生

き
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
あ

り
、
且
つ
そ
の
半
都
市
的
性
格
は
必
然
村
費

の
膨
脹
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
く
る
こ
と
は
予

六
一

一
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五
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想
に
難
く
な
い
。
そ
こ
で
一
市
三
村
が
合
併

し
て
市
民
の
生
活
を
融
合
せ
し
め
る
な
ら
ば

経
済
的
に
も
文
化
的
に
も
同
一
の
歩
調
を
も

つ
て
進
展
せ
し
め
て
行
く
こ
と
が
出
来
る
の

で
あ
る
。
都
市
計
画
を
一
市
三
村
に
及
ぼ
す

な
ら
ば
市
村
民
は
多
大
の
利
益
を
同
時
に
受

け
る
の
は
言
を
ま
た
な
い
。

こ
れ
を
将
来
自
力
で
や
ろ
う
と
し
て
も
村
民

の
負
担
で
は
到
底
出
来
る
も
の
で
は
な
い
と

思
う
。
復
興
費
と
い
う
大
き
な
財
源
が
存
続

す
る
間
に
都
市
計
画
を
実
施
す
る
こ
と
が
賢

明
で
あ
り
、
こ
の
機
会
を
逸
す
る
と
臍
を
か

む
こ
と
に
な
る
。
一
市
三
村
の
合
併
は
前
に

も
述
べ
た
通
り
平
等
の
立
場
に
於
て
行
政
の

単
一
を
計
る
に
あ
つ
て
、
合
併
後
の
名
称
も

沖
縄
市
と
で
も
い
つ
た
新
し
い
市
を
誕
生
せ

し
め
る
も
の
で
あ
り
た
い
。
那
覇
港
が
修
築

さ
れ
、
近
き
将
来
沖
縄
の
貿
易
港
と
し
て
復

活
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
沖
縄
経
済
が
那
覇

港
を
中
心
に
動
く
時
代
が
来
る
の
は
間
違
い

の
な
い
こ
と
で
あ
り
、
将
来
の
経
済
発
展
に

対
応
す
る
意
味
に
於
て
も
那
覇
市
都
計
の
構

想
を
拡
大
し
、
隣
接
三
村
も
積
極
的
に
こ
れ

に
参
加
協
力
し
て
理
想
的
都
市
の
建
設
に
乗

り
出
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
時
期
は
ま

だ
遅
く
は
な
い
。
一
市
三
村
当
局
者
が
積
極

的
熱
意
を
も
つ
て
当
れ
ば
実
現
は
困
難
で
は

な
い
。
考
慮
を
促
し
た
い

那
覇
市
／
区
長
は
市
吏
員
／
午

前
中
は
役
所
勤
務
／
区
費
も

均
衡
は
か
る

う
新
　
１
９
５
０
・
４
・
７

戦
後
各
市
町
村
に
設
置
さ
れ
た
区
長
制
は
市

町
村
制
に
基
く
も
の
で
な
く
末
端
行
政
運
営

の
便
宜
上
置
か
れ
た
も
の
で
区
長
は
市
町
村

の
吏
員
で
あ
り
選
挙
す
べ
き
も
の
で
な
く
選

挙
に
よ
る
区
長
制
は
区
民
の
意
向
を
或
る
程

度
尊
重
す
る
と
い
う
よ
き
反
面
と
も
す
れ
ば

区
長
の
権
限
が
過
大
視
さ
れ
る
嫌
い
が
あ
り

那
覇
市
で
は
ぎ
会
か
ら
の
要
望
も
あ
つ
て
区

長
の
性
格
を
明
確
に
し
市
長
任
命
で
市
吏
員

と
し
て
午
前
中
は
市
役
所
に
勤
務
さ
せ
る
こ

と
と
な
つ
た
従
来
各
区
で
は
区
経
費
を
賄
う

た
め
各
家
庭
か
ら
区
費
を
徴
収
し
て
い
た
が

各
区
の
世
帯
数
は
ま
ち
／
＼
で
之
を
そ
の

ま
ゝ
区
費
に
廻
し
て
い
た
た
め
各
区
間
に
不

均
衡
を
来
し
て
い
た
の
を
是
正
す
る
た
め
新

年
度
以
降
区
自
体
の
徴
収
を
撤
廃
し
之
を
市

民
負
担
金
の
□
に
織
り
込
ん
で
区
費
の
公
正

を
期
す
こ
と
と
な
り
五
一
年
度
予
算
に
計
上

目
下
開
会
中
の
市
ぎ
会
に
上
程
き
た
る
十
日

再
開
ぎ
会
で
審
ぎ
す
る
こ
と
ゝ
な
つ
て
い
る

首
里
図
書
館
／
尚
家
跡
に
着
工

う
新
　
１
９
５
０
・
４
・
７

首
里
図
書
館
は
尚
家
邸
内
に
建
築
許
可
申
請

中
の
所
此
の
程
正
式
認
可
を
得
た
の
で
近
く

着
工
設
計
は
市
庁
舎
を
正
面
に
コ
の
字
型
で

北
側
の
映
写
室

ス
テ
ー
ジ
付
五
〇
坪

と

南
側
の
閲
覧
室
六
〇
坪
を
書
庫
と
事
務
所
に

沿
う
廊
下
で
結
ば
れ
　
旧
尚
家
日
本
式
庭
園

を
再
現
さ
せ
る
由

港
村
の
帰
属
／
物
の
順
序
と
し

て
／
一
応
元
の
姿
へ
／
真
和

志
議
会
が
意
見
書
提
出

う
新
　
１
９
５
０
・
４
・
８

既
報

真
和
志
村
ぎ
会
で
は
旧
那
覇
市
内
の

開
放
と
近
く
解
散
す
る
港
村
の
帰
趨
に
つ
い

て
松
尾
　
二
中
前
　
ひ
川
　
楚
辺
　
壺
川
の

地
域
は
戦
後
那
覇
市
と
港
村
に
割
譲
さ
れ
た

と
は
云
え
こ
れ
は
暫
定
的
措
置
で
あ
つ
て
首

都
建
設
の
大
乗
的
見
地
か
ら
云
う
と
一
村
の

区
々
た
る
利
害
に
の
み
拘
泥
し
た
く
な
い
が

物
の
順
序
と
し
て
還
さ
る
べ
き
は
一
応
還
へ

し
村
の
行
政
権
を
確
立
し
た
う
え
で
勢
に
即

応
す
る
方
策
を
樹
て
度
い
と
の
理
由
を
挙
げ

港
村
の
旧
真
和
志
地
域
の
行
せ
い
は
真
和
志

村
に
復
帰
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
知
事
宛

に
意
見
書
を
提
出
し
た

声
／
村
議
会
に
望
む

う
新
　
１
９
５
０
・
４
・
８

三
月
三
十
一
日
の
真
和
志
村
ぎ
会
で
七
十
五

万
円
近
い
村
民
割
当
負
担
金
を
短
時
間
で
原

案
可
決
さ
れ
た
の
は
恥
か
し
い
話
だ
特
に
土

地
割
の
如
き
等
級
段
階
も
せ
ず
一
率
に
し
た

の
は
以
て
の
外
だ
ぎ
案
の
内
容
も
充
分
検
討

せ
ず
　
そ
の
是
否
も
判
然
出
来
な
い
ぎ
員
な

ら
潔
く
辞
め
て
欲
し
い
　
又
じ
ゆ
う
民
の
利

害
関
係
に
充
分
な
責
任
も
果
せ
得
な
い
ぎ
会

な
ら
意
味
が
な
い
　
深
夜
ま
で
御
苦
労
と
は

思
う
た
が
そ
の
効
を
挙
げ
得
ず
多
数
決
に
さ

れ
た
の
は
じ
ゆ
う
民
と
し
て
迷
惑
だ
　
村
政

を
行
詰
り
に
さ
せ
た
責
任
を
判
つ
き
り
さ
せ

て
貰
い
度
い

ぎ
会
は
一
人
の
理
事
者
を
救
つ
て
多
く
の
村

民
を
殺
し
て
は
い
け
な
い
筈
だ

種
々
重
大
な
問
題
に
当
面
し
て
居
る
が
現
在

の
村
当
局
で
は
心
細
い
　
自
己
の
行
動
を
反

省
せ
ず
恥
を
知
ら
ぬ
者
は
ボ
ス
と
し
か
言
え

ま
い
　
村
ぎ
会
は
村
民
の
輿
論
を
充
分
反
省

し
て
村
政
の
明
朗
化
を
考
え
て
欲
し
い

真
和
志
村
　
農
業
　
金
城
太
郎

解
消
か
ら
建
設
へ

み
な
と
村
議
員
　
宇
久
眞
成

う
新
　
１
９
５
０
・
４
・
９

那
覇
市
内
の
開
放
と
み
な
と
村
の
解
消
問
題

は
関
係
じ
ゆ
う
民
に
殊
に
大
き
な
明
朗
の
気

を
与
え
光
明
を
見
せ
た
が
昨
今
み
な
と
村
の

帰
属
に
つ
い
て
那
覇
と
真
和
志
が
争
奪
戦
を

始
め
よ
う
と
し
て
い
る

み
な
と
村
の
解
消
問
題
と
関
連
し
て
関
係
市

村
民
に
大
都
市
建
設
希
望
が
胎
動
し
つ
ゝ
あ

六
二

一
九
五
〇
年

昭
和
二
十
五
年

四
月

中



り
早
期
計
画
を
唱
え
る
の
が
多
い
　
そ
し
て

真
和
志
村
は
一
対
一
で
推
進
し
よ
う
と
し
て

い
る
　
即
ち
那
覇
へ
の
合
流
で
な
く
融
合
し

て
新
大
都
市
を
構
想
　
じ
ゆ
う
民
の
感
情
融

和
　
公
共
福
利
施
設
の
平
等
享
受
を
望
ん
で

い
る
が
こ
れ
は
み
な
と
村
小
禄
村
で
も
同
様

と
思
わ
れ
る
　
那
覇
市
は
己
に
計
画
し
着
手

し
よ
う
と
し
復
興
を
期
し
て
い
る
が
此
の
際

全
琉
球
九
〇
万
の
首
都
と
し
こ
く
際
的
都
市

と
し
て
発
展
的
計
画
を
進
め
た
ら
ど
う
だ
ろ

う
か
　
此
の
大
都
市
計
画
は
戦
前
に
於
て
は

當
間
那
覇
市
長
の
積
極
的
意
見
に
対
し
真
和

志
村
が
気
乗
薄
で
あ
つ
た
　
崎
山
市
長
と
な

る
や
声
が
小
さ
く
な
つ
た
が
戦
時
体
制
に
な

つ
て
夢
と
な
つ
た
　
勿
論
戦
前
と
今
日
と
は

趣
が
異
る
が
機
を
逸
す
る
と
復
興
費
が
貰
え

な
く
な
る
　
関
係
市
村
が
協
力
し
て
計
画
を

樹
て
ぐ
ん
民
政
府
の
助
言
を
待
つ
て
じ
ゆ
う

民
に
示
す
な
ら
じ
ゆ
う
民
は
積
極
的
に
参
加

協
力
す
る
で
あ
ろ
う

現
在
吾
々
と
し
て
は
旧
那
覇
市
内
の
都
計
に

よ
る
整
備
と
発
展
は
予
想
さ
れ
る
が
墓
地
問

題
や
市
の
為
の
附
属
施
設
の
如
き
非
□
□
施

設
は
市
外
へ
と
な
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い

即
ち
塵
芥
捨
場
　
屠
獣
場
　
火
葬
場
　
糞
尿

捨
所
　
発
電
所
　
特
殊
教
育
機
関
等
を
小
禄

那
覇
に
持
込
み
那
覇
市
内
だ
け
に
役
所
街

商
店
街
　
倉
庫
等
が
壮
麗
を
つ
く
し
た
つ
て

国
際
都
市
と
し
て
の
印
象
は
少
か
ろ
う
　
所

謂
場
末
な
ら
し
め
な
い
よ
う
な
処
置
を
講
じ

娯
楽
機
関
の
設
置
、
道
路
の
開
通
　
田
園
都

市
と
し
て
の
設
備
を
図
る
事
が
必
要
だ

例
え
ば
真
和
志
村
の
上
□
識
名
か
ら
大
石
森

に
か
け
て
公
園
化
す
れ
ば
水
利
地
形
か
ら
し

て
養
鯉
金
魚
養
鶏
園
芸
等
が
起
り
山
羊
乳
牛

乳
業
が
盛
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
　
識
名
園
の

復
興
も
出
来
る
で
あ
ろ
う

仏
寺
も
再
建
し
球
場
　
国
際
ホ
テ
ル
等
も
適

地
と
考
え
ら
れ
る
　
小
禄
村
に
於
て
は
□
専

用
の
橋
梁
が
出
来
れ
ば
も
つ
と
活
気
が
出
る

し
青
物
集
荷
会
社
の
設
立
も
欲
し
い
　
大
都

市
の
計
画
を
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
み
な
と
村

の
帰
属
が
難
な
く
解
決
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

那
覇
新
計
画
／
神
里
原
に
橋
と

道
路
／
美
化
さ
れ
る
新
市
街

／
防
火
用
池
十
一
カ
所
も
建

設

う
新
　
１
９
５
０
・
４
・
11

那
覇
市
予
算
ぎ
会
は
昨
十
日
よ
り
開
会
さ
れ

た
が
仲
村
ぎ
員
よ
り
土
木
費
に
関
す
る
質
問

が
あ
り
當
ま
市
長
　
嵩
原
助
役
よ
り
答
弁
が

あ
つ
た
が
土
木
費
は
四
五
万
一
千
円
が
計
上

さ
れ
前
年
度
二
〇
万
円
に
比
し
て
二
五
万
余

円
増
加
し
て
い
る
市
側
の
説
明
に
よ
れ
ば
十

三
万
九
千
余
円
で
那
覇
劇
場
附
近
ガ
ー
ブ
ー

橋
上
流
橋
を
架
設
し
更
に
一
万
円
で
ガ
ー

ブ
ー
川
を
し
ゆ
ん
せ
つ
　
四
万
余
円
で
神
ざ

と
原
琉
球
映
画
劇
場
附
近
の
道
路
を
開
設
す

る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
　
ま
た
新
市
街
が
土

地
の
関
係
で
狭
い
土
地
に
住
宅
　
商
店
、
会

社
が
密
集
し
何
時
火
災
を
起
し
て
一
大
事
に

な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
の
で
こ
れ
が
応
急

策
と
し
て
□
火
池
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
つ

た
が
　
こ
の
費
用
が
一
四
万
四
千
余
円
で
市

町
十
一
カ
所
使
用
出
来
る
既
設
の
池
の
修
理

と
新
開
鑿
を
計
画
し
て
い
る
　
更
に
現
在
の

市
役
所
構
内
が
雑
然
と
し
て
い
る
の
で
道
路

際
に
土
堤
を
築
き
木
や
芝
生
を
植
え
て
美
化

す
る
に
□
万
一
千
余
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る

な
お
露
地
　
小
路
の
修
理
は
橋
梁
費
道
路
費

が
復
興
予
算
と
な
つ
た
場
合
全
部
こ
れ
ら
に

振
向
け
た
い
と
述
べ
た

那
覇
市
暫
定
予
算
／
四
四
八
万

円
可
決う
新
　
１
９
５
０
・
４
・
12

ナ
ハ
市
予
算
ぎ
会
は
き
の
う
再
開
、
六
月
ま

で
の
暫
定
歳
入
歳
出
予
算
案
に
対
し
活
溌
な

論
ぎ
が
続
け
ら
れ
た
が
土
木
工
じ
は
市
長
に

直
接
影
響
を
及
ぼ
し
且
消
火
活
動
の
建
前
か

ら
土
木
計
画
は
絶
対
的
必
要
性
を
十
分
に
調

査
の
上
市
内
悪
道
路
や
狭
あ
い
な
路
次
は
速

か
に
改
修
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
要
望
に
対

し
道
路
改
修
は
出
来
る
だ
け
復
興
費
に
仰
ぐ

旨
努
力
し
て
い
る
が
さ
し
当
り
中
央
劇
場
裏

通
り
及
び
壺
屋
裏
か
ら
□
初
校
に
通
ず
る
通

学
道
路
を
改
修
す
る
た
め
三
万
六
千
円
を
計

上
近
く
着
工
す
る
旨
回
答
　
各
□
員
か
ら
市

民
負
担
金
軽
減
の
要
因
と
な
る
市
営
電
気
水

道
事
業
の
早
急
実
現
が
強
調
さ
れ
市
役
所
吏

員
待
遇
改
善
を
財
□
の
許
す
範
囲
内
に
極
力

考
慮
す
る
よ
う
要
望
も
あ
つ
た
　
種
々
審
ぎ

の
結
果
五
一
年
度
才
入
才
出
四
、
四
八
二
、

五
四
〇
円
は
全
員
異
ぎ
な
く
ぎ
決
成
立
し
た

主
な
る
予
算
額
左
の
通
り

単
い
千
円

△
歳
入

市
税
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
一

使
用
料
及
び
手
数
料
　
　
　
二
、
六
四
〇

市
費
負
担
金
　
　
　
　
　
　
一
、
八
一
二

そ
の
他
省
略

△
才
出

役
所
費
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
七
〇
一

区
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
六
一

土
木
費
　
　
　
　
　
　
　
　

四
五
一

市
場
経
営
費
　
　
　
　
　
　
　

一
八
九
　

教
育
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
六
七

都
計
委
員
会
費
　
　
　
　
　
　
　

一
八
〇

衛
生
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
　

そ
の
他
省
略

六
三

一
九
五
〇
年

昭
和
二
十
五
年

四
月

民

議

防

政

費



『
那
覇
都
計
』
大
綱
案
／
き
の

う
軍
当
局
が
認
可
／
復
興
の

線
を
作
戦
と
一
致
／
三
カ
月

以
内
に
具
体
案
を
決
定

沖
タ
　
１
９
５
０
・
４
・
14

那
覇
市
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
當
間
市
長
は

十
三
日
正
副
知
じ
、
官
房
長
、
工
通
部
長
と

と
も
に
軍
政
官
府
セ
イ
フ
ア
大
佐
の
案
内
で

ラ
イ
カ
ム
軍
政
本
部
で
シ
ー
ツ
長
官
始
め
そ

の
他
係
官
と
会
談
さ
き
に
軍
政
官
府
の
承
認

を
得
た
幹
線
道
路
と
地
域
設
定
の
都
計
大
綱

案
を
中
心
に
意
見
交
換
の
結
果
、
同
案
は
正

式
認
可
さ
れ
た

席
上
シ
ー
ツ
長
官
は
”
軍
の
意
向
に
大
体
一

致
、
優
秀
と
認
め
る
、
軍
使
用
地
は
最
小
限

度
に
止
め
、
建
物
も
軍
が
引
揚
げ
直
ち
に
民

が
利
用
出
来
る
よ
う
に
造
つ
て
い
く
、
軍
の

作
戦
上
の
要
求
と
那
覇
の
復
興
と
一
致
す
る

よ
う
に
実
施
し
て
い
き
た
い
”
と
語
り
、
更

に
軍
よ
り
現
在
及
び
将
来
の
軍
の
計
画
に
つ

き
大
要
左
の
説
明
が
あ
つ
た

こ
ゝ
に
都
計
大
綱
案
は
シ
長
官
の
最
期
的
認

可
を
得
た
の
で
那
覇
市
で
は
直
に
各
部
門
の

権
威
し
や
を
網
羅
し
て
新
に
都
計
委
員
会
を

設
置
、
三
カ
月
以
内
に
更
に
具
体
案
を
ま
と

め
る
こ
と
に
な
つ
た

支
出
予
算
は
／
軍
の
委
員
会
で
研
究
中

都
市
計
画
の
予
算
に
就
て
當
間
市
長
か
ら
ガ

リ
オ
ア
、
イ
ロ
ア
か
ら
支
出
し
て
貰
う
よ
う

期
待
し
て
よ
い
か
と
の
問
に
対
し
、
シ
ー
ツ

長
官
か
ら
、
こ
れ
は
ハ
イ
ン
ズ
副
長
官
が
長

と
な
つ
て
那
覇
の
復
興
に
関
す
る
予
算
委
員

会
で
研
究
中
で
近
く
解
決
す
る
と
答
が
あ
つ

た
都
計
に
即
応
す
る
／
軍
工
事
計
画
の
内

容

▽
通
堂
、
西
新
町
附
近
に
軍
倉
庫
を
作
る
が

既
に
九
棟
分
の
資
材
が
到
着
、
二
棟
は
七
カ

月
後
に
完
成

間
口
一
二
〇
フ
イ
ー
ト
奥
行

き
二
〇
〇
フ
イ
ー
ト

▽
グ
ワ
ム
や
朝
鮮
か
ら
四
百
万
ド
ル
分
の
軍

需
資
材

う
ち
一
部
到
着

が
く
る
の
に
備

え
泊
は
荷
揚
げ
出
来
る
よ
う
に
浚
せ
つ
、泊
、

前
島
一
帯
は
集
積
所
に
す
る
た
め
地
均
し

中
、

民
に
渡
し
た
場
合
工
業
地
域
に
す
る

よ
う
考
え
る

▽
旧
若
狭
町
、
前
島
、
久
茂
地
、
泉
崎
の
現

軍
使
用
地
は
三
年
後
早
く
て
二
年
後
に
全
部

撤
去
、
上
之
蔵
一
帯
の
岳
陵
地
帯
を
平
面
に

均
ら
す

▽
水
道
、
電
気
施
設
は
軍
の
幹
線
道
路
に
沿

つ
て
施
設
す
る
が
水
源
地
は
比
謝
川
上
流
の

ム
□
チ
を
拡
張
、
東
海
岸
の
宜
野
湾
、
安
謝

等
の
水
を
那
覇
へ
送
る
べ
く
計
画
、
既
に
パ

イ
プ
の
埋
設
工
じ
を
始
め
て
い
る
が
軍
の
施

設
が
す
ん
で
か
ら
那
覇
の
道
路
網
に
直
結
さ

せ
て
市
民
に
及
ぼ
す
電
気
は
牧
港
ユ
ク
イ
岳

に
あ
る
軍
発
電
所
を
使
う
が
二
年
後
完
成

軍
が
実
施
す
る
工
じ
計
画
は
つ
ぎ
の
通
り

▽
港
湾
は
五
百
万
ド
ル
の
予
算
で
現
在
一
五

〇
呎
の
入
口
を
四
〇
〇
フ
イ
ー
ト
に
内
部
は

九
〇
〇
フ
イ
ー
ト
に
し
、
し
ゆ
ん
せ
つ
の
泥

で
山
下
町
附
近
を
埋
め
軍
の
モ
ー
タ
ー
プ
ー

ル
を
お
く
、
北
側

元
西
本
町

の
設
備
は

全
部
撤
去
、
南
側

元
住
吉
と
燈
台
の
間

に
も
つ
て
い
き
、
北
側
は
軍
民
の
貨
物
、
南

は
専
ら
軍
物
資
の
荷
役
を
す
る

▽
元
北
明
治
橋
は
東

公
園
側

へ
よ
せ
て

元
風
月
樓
の
先
へ
船
を
横
付
け
レ
ー
ル
で
運

べ
る
よ
う
に
工
事
来
月
か
ら
使
用
出
来
る

｜
社
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久
し
く
待
望
さ
れ
て
い
た
復
興
金
融
金
庫

の
そ
う
設
を
み
た
の
は
　
琉
球
復
興
に
大
き

い
拍
車
を
か
け
る
も
の
と
し
て
各
方
面
か
ら

歓
迎
さ
れ
て
い
る
が
　
こ
れ
は
さ
き
に
琉
銀

総
裁
か
ら
ぐ
ん
政
府
へ
申
請
し
て
い
た
産
業

資
金
融
通
が
実
現
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る

こ
の
一
億
円
の
復
興
金
庫
は
各
種
産
業
界

の
他
に
広
く
一
般
の
住
宅
建
設
　
上
下
水
道

の
敷
設
な
ど
に
も
貸
付
け
ら
れ
る
の
で
　
こ

れ
が
こ
う
そ
く
状
態
に
あ
つ
た
琉
球
金
融
界

を
非
じ
よ
う
に
明
る
く
す
る
こ
と
を
何
人
も

疑
わ
な
い
　
こ
の
金
庫
の
運
営
は
琉
銀
に
附

托
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
形
に
な
つ
て
い
る
が

貸
付
け
に
つ
い
て
は
何
う
い
う
形
を
と
る
か

分
ら
な
い
が
　
一
定
の
金
額
を
定
め
て
そ
れ

以
上
の
貸
付
け
は
委
員
会
と
か
或
は
そ
の
他

の
機
関
の
承
認
を
要
す
る
と
い
つ
た
形
に
な

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か

運
営
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
　
貸

出
期
間
が
最
高
二
十
年
ま
で
可
能
と
い
う
こ

と
は
琉
球
の
復
興
が
軌
道
に
乗
り
　
琉
球
経

済
が
よ
う
や
く
安
定
に
向
つ
て
い
る
こ
と
の

證
左
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
　
し
か
し
な
が
ら

最
高
二
十
年
と
は
言
え
　
当
分
の
貸
出
期
間

は
恐
ら
く
五
年
　
じ
業
に
よ
つ
て
十
年
が
最

も
長
期
の
も
の
に
な
り
や
し
な
い
か
と
予
想

さ
れ
る
と
も
角
も
現
在
の
一
年
と
い
う
貸
付
期
間

は
金
融
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
立
替
え
と
い

つ
た
方
が
適
当
で
　
一
年
後
に
切
替
え
が
可

能
で
あ
る
に
し
て
も
極
め
て
は
ん
さ
で
あ
る

そ
れ
が
五
年
と
も
な
れ
ば
事
業
界
で
も
金
策

に
奔
ろ
う
さ
れ
る
こ
と
な
く
腰
を
す
え
て
仕

事
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
何

と
も
結
構
な
こ
と
で
あ
る

な
お
琉
銀
当
局
の
積
極
的
金
融
対
策
は
琉

球
経
済
に
大
き
い
て
こ
入
れ
を
な
す
も
の
で

今
後
と
も
一
層
の
努
力
を
切
に
要
望
す
る
も

の
で
あ
る

六
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一
九
五
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年

昭
和
二
十
五
年

四
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那
覇
市
の
都
市
計
画
が
ぐ
ん
の
援
助
に
よ

つ
て
滑
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
時
　
港
村
の

解
消
が
那
覇
市
と
真
和
志
村
の
い
ず
れ
へ
行

く
か
は
当
然
問
題
と
な
る
こ
と
で
あ
つ
て
　

港
村
の
住
民
が
那
覇
編
人
を
希
望
す
る
の
も

無
理
の
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う

し
か
し
こ
の
問
題
は
か
か
る
局
所
的
な
考

え
方
を
離
れ
て
　
更
に
大
局
か
ら
処
理
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
　
都
市

計
画
の
案
が
い
よ
／
＼
具
体
化
し
て
来
た
ら

那
覇
市
で
は
政
治
的
掛
け
引
き
の
附
随
す
る

に
相
違
な
い
合
併
問
題
に
わ
ず
ら
わ
さ
れ
る

の
を
避
け
た
く
な
る
だ
ろ
う
し
　
一
方
真
和

志
村
は
都
市
計
画
の
ら
ち
外
に
放
り
出
さ
れ

る
の
を
心
配
し
出
し
て
い
る
風
に
見
ら
れ
る

現
実
の
得
失
に
は
人
間
は
本
能
的
に
敏
感
な

の
だ
か
ら
　
こ
れ
も
ま
た
当
然
で
あ
ろ
う

い
ず
れ
に
し
て
も
　
那
覇
市
の
将
来
が
現

在
の
行
政
地
域
で
は
都
市
と
し
て
片
ち
ん
ば

な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
　
い

ず
れ
は
従
来
の
沖
な
わ
首
都
計
画
に
見
ら
れ

た
如
く
少
く
と
も
那
覇
　
真
和
志
　
首
里
の

合
併
が
必
要
と
な
つ
て
来
る
の
で
あ
る

切
角
　
莫
大
な
資
金
を
使
つ
て
す
る
都
市

計
画
で
あ
つ
て
み
れ
ば
　
成
る
可
く
計
画
を

立
派
な
も
の
に
す
る
た
め
　
行
政
的
　
経
済

的
な
見
地
か
ら
ま
た
住
民
の
利
便
の
上
か
ら

も
行
政
地
域
の
統
合
整
理
は
必
要
で
あ
ろ
う

何
と
い
つ
て
も
政
治
経
済
的
に
客
か
ん
的
な

指
導
力
は
那
覇
市
が
握
つ
て
い
る
こ
と
を
卒

直
に
認
め
　
面
子
的
な
気
持
を
清
算
し
　
隣

接
市
村
の
大
乗
的
処
理
が
望
ま
し
い
　
那
覇

と
真
和
志
と
ど
ち
ら
が
ど
ち
ら
に
合
併
さ
れ

る
　
と
い
う
如
き
こ
と
は
余
り
に
子
供
ら
し

い
　
名
称
は
何
う
で
も
よ
い
　
問
題
は
当
面

住
民
生
活
と
密
接
不
可
分
の
都
計
画
に
関
連

し
て
い
る
こ
と
を
関
係
当
局
並
に
議
会
は
考

慮
し
て
欲
し
い

首
里
市
会
の
勉
強
振
り
／
民
政

府
に
好
感
与
う
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首
里
市
か
い
は
二
十
日
の
議
か
い
開
か
い
後

民
政
府
当
局
に
も
の
を
き
く
た
め
志
喜
屋
知

じ
、
又
吉
副
知
じ
、
比
嘉
官
房
長
、
當
間
行

法
部
長
、
護
得
久
財
政
部
長
ら
を
招
き
懇
談

を
と
げ
た
が
席
上
ギ
員
側
か
ら
塩
の
価
格
、

大
豆
輸
に
ゆ
う
、
セ
メ
ン
ト
工
場
設
置
、
婦

女
の
売
淫
行
為
防
止
等
に
つ
い
て
質
問
、
志

喜
屋
知
じ
は
一
々
メ
モ
に
と
つ
て
善
処
を
約

し
た
が
翌
日
の
部
長
か
い
ギ
で
早
速
関
係
部

長
に
こ
れ
ら
の
問
題
を
諮
つ
た
、
首
里
市
か

い
が
積
極
的
に
当
局
と
懇
談
し
た
結
果
は
当

局
の
勉
強
に
も
な
り
好
果
を
も
た
ら
し
て
い

る
が
、
護
得
久
部
長
は
首
里
市
か
い
の
今
回

の
催
し
は
同
市
の
進
歩
を
示
す
も
の
で
、
単

な
る
抽
象
的
な
政
策
批
判
で
な
く
具
体
的
問

題
を
捉
え
て
当
局
側
と
膝
を
交
え
て
懇
談
、

こ
の
空
気
か
ら
住
民
と
民
政
府
と
の
協
力
態

勢
が
生
れ
る
、
各
市
町
村
も
こ
う
い
う
態
度

が
の
ぞ
ま
し
い
と
語
つ
た

港
村
問
題
と
大
都
市
建
設
の
動

き
／
那
覇
へ
即
時
合
併
／
昨

日
港
村
議
会
が
決
議

沖
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港
村
で
は
二
十
八
日
午
前
十
時
か
ら
臨
時
議

か
い
を
開
催
、
港
村
の
解
消
に
伴
う
那
覇
市

と
の
合
併
問
題
を
議
題
に
取
上
げ
、
渡
口
助

役
が
当
局
側
の
港
村
は
土
地
の
大
半
が
元
真

和
志
に
属
し
て
い
る
の
で
真
和
志
当
局
議
か

い
の
意
向
を
考
慮
の
上
一
応
一
市
三
村

小

禄
も
含
む

の
同
時
合
併
を
提
唱
し
、
若
し

真
和
志
村
が
肯
じ
な
け
れ
ば
即
時
単
独
で
那

覇
市
へ
の
合
併
運
動
を
起
す
べ
き
で
あ
る
と

の
見
解
を
発
表
し
た
が
、議
会
側
は
真
和
志
、

小
禄
は
第
二
義
的
な
問
題
で
、
港
村
は
全
村

民
の
要
望
に
依
り
即
時
単
独
合
併
を
す
べ
き

で
あ
る
と
主
張
、
全
会
一
致
で
決
議
し
た
、

五
月
一
日
議
長
友
寄
隆
榮
、
副
議
長
宇
久
眞

成
外
三
議
員
が
決
議
文
を
提
げ
民
政
府
、
那

覇
市
、
真
和
志
村
へ
即
時
合
併
運
動
を
展
開

す
る那
覇
市
／
差
し
当
り
旧
市
の
都
計
へ
全

當
間
那
覇
市
長
談

さ
し
当
り
計
画
倒
れ
に

な
ら
ぬ
よ
う
現
実
に
即
し
た
旧
那
覇
市
の
都

市
計
画
に
全
力
を
尽
し
て
や
つ
て
い
き
た

い
、
港
村
も
都
計
に
関
連
す
る
と
ゝ
も
に
住

民
の
大
多
数
の
意
見
か
ら
い
つ
て
も
那
覇
市

へ
の
合
併
が
当
然
の
成
行
だ
と
思
う

小
禄
／
第
一
次
都
計
入
れ
ば
賛
成

小
禄
村
は
港
村
当
局
か
ら
一
市
三
村
合
併
の

交
渉
を
う
け
た
が
村
会
の
意
見
は
那
覇
市
と

の
合
併
に
際
し
対
等
条
件
で
都
市
第
一
次
計

画
に
織
り
込
み
実
現
さ
れ
る
な
ら
賛
成
だ
が

第
二
次
計
画
に
流
さ
れ
る
な
ら
同
意
し
か
ね

る
、
と
い
う
こ
と
に
大
体
一
致
し
て
い
る

真
和
志
／
臨
時
議
会
で
対
策

真
和
志
村
で
は
五
月
六
日
村
議
会
を
招
集

し
、
那
覇
市
へ
の
合
併
、
港
村
解
消
等
に
つ

き
議
会
の
意
見
を
聞
く
こ
と
に
な
つ
た

条
件
次
第
で
那
覇
に
合
併
／
真

和
志
村
議
会
協
議
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那
覇
都
市
計
画
が
具
体
化
す
る
に
つ
れ
港
村

の
動
き
が
活
溌
と
な
り
既
に
村
ぎ
会
も
即
時

那
覇
市
合
併
を
ぎ
決
し
た
の
で
真
和
志
村
で

は
そ
の
対
策
を
協
ぎ
す
る
た
め
四
月
三
十
日

ぎ
員
協
ぎ
会
を
開
き
次
の
如
く
意
け
ん
を
纏

め
全
村
民
連
署
に
な
る
陳
情
書
を
大
城
ぎ

長
、
翁
長
村
長
等
が
六
日
軍
民
両
政
府
に
提

出
す
る
こ
と
に
な
つ
た

六
五

一
九
五
〇
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昭
和
二
十
五
年

四
｜
五
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△
港
村
の
旧
真
和
志
ぶ
落
は
経
済
的
、
歴
史

的
け
ん
地
か
ら
真
和
志
村
に
返
す
の
が
妥
当

で
、
若
し
返
還
さ
れ
な
け
れ
ば
真
和
志
村
も

那
覇
市
に
合
併
す
べ
き
で
あ
る
△
但
し
其
の

場
合
首
都
建
設
と
云
う
大
乗
的
見
地
か
ら
那

覇
市
復
興
の
予
算
は
現
在
の
真
和
志
村
地
域

に
も
及
ぶ
べ
き
で
、
単
に
旧
那
覇
市
だ
け
に

当
て
ら
れ
る
も
の
な
ら
真
和
志
村
は
あ
く
ま

で
港
村
の
返
還
を
迫
り
独
立
し
て
都
市
計
画

を
進
め
る
、
な
お
都
計
委
員
会
を
設
置
す
る

こ
と
に
な
り
委
員
十
三
名
を
左
の
如
く
決
定

し
た
△
一
般
側
神
村
盛
英
、
新
里
�
篤
、
金
城
和

信
、
町
田
宗
永
、
池
宮
城
秀
意
、
△
議
会
側

議
長
大
城
三
郎
、
副
議
長
宮
里
榮
輝
、
嘉
數

昇
、
高
良
正
文
、
平
良
良
松
、
△
村
当
局
側

村
長
翁
長
助
靜
、
土
地
課
長
玉
城
徳
せ
い
、

外
一
名大都

市
計
画
論

嘉
數
昇

沖
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昨
今
港
村
の
行
政
区
域
の
異
動
を
予
想
し
て

元
の
真
和
志
村
の
行
政
区
域
に
な
る
か
那
覇

市
に
編
入
さ
れ
る
か
関
係
当
局
は
勿
論
一
般

の
関
心
事
に
な
り
つ
ゝ
あ
る
、
那
覇
市
、
真

和
志
村
、
港
村
現
地
域
が
過
去
に
於
て
も
沖

縄
の
政
治
経
済
の
中
心
地
で
あ
つ
た
し
今
後

尚
以
上
の
国
際
都
市
を
予
想
せ
ら
れ
琉
球
の

政
治
経
済
文
化
の
中
心
都
市
と
な
る
こ
と
は

大
体
予
想
さ
れ
る
、
那
覇
市
港
村
は
市
と
し

て
村
と
し
て
言
分
も
あ
ろ
う
真
和
志
村
も
元

の
行
政
区
域
に
返
し
て
戴
き
た
い
と
は
村
民

間
の
要
望
で
あ
る
、茲
で
私
は
強
調
し
た
い
、

此
の
地
域
が
将
来
琉
球
の
政
治
経
済
の
中
心

都
市
で
あ
り
国
際
都
市
を
目
指
す
な
ら
ば
那

覇
じ
ん
や
真
和
志
じ
ん
港
村
住
民
が
自
己
本

位
で
考
え
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
小
我
を
捨

て
ゝ
大
我
に
つ
く
と
言
う
理
の
通
り
早
く
大

同
団
結
し
て
大
都
市
計
画
に
賛
同
す
べ
き
も

の
と
私
は
思
う
、
先
程
の
真
和
志
村
の
集
会

で
現
在
港
村
行
政
区
域
の
元
真
和
志
村
行
政

区
域
は
一
応
真
和
志
村
に
返
し
其
の
後
中
央

都
市
建
設
に
歩
調
を
合
わ
す
の
が
大
義
名
分

が
立
つ
と
い
う
ぎ
論
が
あ
つ
た
の
は
中
央
都

市
計
画
に
賛
成
で
初
め
か
ら
感
情
を
ぬ
き
に

し
た
議
論
だ
と
思
わ
れ
る
、
戦
前
那
覇
市
人

口
約
六
万
五
千
人
、
真
和
志
村
約
一
万
八
千

に
ん
合
計
八
万
三
千
人
当
時
の
沖
縄
本
島
現

住
じ
ん
口
約
四
〇
万
に
ん
と
推
定
せ
る
場
合

沖
縄
本
島
に
住
ん
で
い
る
じ
ん
口
の
二
割
七

厘
に
当
る
じ
ん
口
が
那
覇
、
真
和
志
周
辺
に

住
ん
で
い
た
形
で
あ
る
、
現
在
沖
縄
群
島
の

じ
ん
口
は
五
四
万
余
に
ん
と
公
称
せ
ら
る
、

此
の
二
割
七
厘
の
比
率
で
ゆ
く
と
十
一
万
二

千
五
十
に
ん
に
該
当
す
る
か
ら
現
在
那
覇
市

じ
ん
口
二
六
、
三
二
一
に
ん
、
真
和
志
村
二

二
、
三
四
四
に
ん
、
港
村
約
九
、
六
〇
一
に

ん
、
計
五
八
、
二
六
六
に
ん
の
じ
ん
口
に
更

に
転
入
希
望
者
は
五
三
、
七
〇
〇
余
に
ん
近

い
と
云
う
こ
と
に
な
る
、
従
来
那
覇
市
が
狭

い
地
域
に
沢
山
の
じ
ん
口
を
収
容
し
た
こ
と

を
思
い
浮
べ
て
考
え
た
場
合
政
治
経
済
の
中

心
都
市
で
あ
り
国
際
都
市
を
計
画
す
る
な
ら

旧
那
覇
市
を
限
定
せ
ず
一
一

二
万
の
じ
ん

口
を
広
大
な
地
域
に
収
容
す
る
こ
と
を
考
え

那
覇
市
、
真
和
志
村
、
港
村
を
合
併
し
た
大

都
市
の
計
画
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
、
那
覇

の
都
市
計
画
も
軍
政
府
の
御
認
可
が
あ
つ
た

よ
う
で
こ
の
計
画
を
魁
と
し
那
覇
市
、
真
和

志
村
、
港
村
を
含
ん
だ
大
都
市
計
画
の
実
現

で
あ
り
た
い
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る

”
地
方
税
法
”
に
軍
は
関
知
せ

ず
／
市
町
村
の
責
任
で
制
定

せ
よ
う
新
　
１
９
５
０
・
５
・
19

市
町
村
税
法
は
独
立
税
中
心
を
主
張
し
た
市

長
村
長
側
と
附
加
税
し
ゆ
義
を
唱
え
た
民
政

府
財
政
ぶ
当
局
と
の
見
解
相
違
に
よ
り
三
カ

月
余
も
ほ
う
む
ら
れ
た
挙
句
ぐ
ん
か
ら
の
注

意
で
一
ぶ
改
訂
の
上
　
ぐ
ん
に
許
可
方
提
出

さ
れ
た
こ
と
は
既
報
の
通
り
で
あ
る
が
ぐ
ん

政
府
で
は
地
方
自
治
を
認
め
税
の
賦
課
徴
収

も
指
令
に
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
そ
の

許
可
云
々
に
つ
い
て
も
関
知
す
べ
き
で
な
く

市
町
村
の
責
任
に
お
い
て
実
施
せ
よ
と
回
答

し
た
　
返
却
理
由
左
の
通
り

△
一
九
四
八
年
七
月
二
十
一
日
付
第
二
十
六

号
ぐ
ん
指
令
の
第
十
八
条

四

及
び
百
十

条
は
市
町
村
が
税
を
賦
課
徴
収
す
る
こ
と
を

許
可
し
て
い
る
、
一
九
四
七
年
三
月
三
十
一

日
付
ぐ
ん
指
令
七
号
の
第
三
節
第
三
項
は
市

町
村
経
費
支
出
の
た
め
不
当
な
負
担
を
住
民

に
課
す
こ
と
の
な
い
よ
う
充
分
知
事
が
監
督

す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る

△
前
述
の
通
り
市
町
村
は
税
を
賦
課
徴
収
す

る
権
限
を
附
与
さ
れ
て
い
る
し
　
更
に
ぐ
ん

政
府
は
地
方
自
治
制
を
振
興
さ
せ
る
意
味
か

ら
こ
の
税
法
の
許
可
不
許
可
に
つ
い
て
は
関

知
し
な
い
　
自
治
体
の
予
算
を
賄
う
た
め

税
法
制
定
は
市
町
村
の
責
任
に
お
い
て
な
し

て
よ
い

△
提
出
さ
れ
た
税
法
案
に
つ
い
て
次
の
じ
項

を
指
摘
し
て
お
く

イ
　
民
政
府
税
に
対
す
る
市
町
村
附
加
税
は

最
少
限
度
に
と
ど
め
且
つ
他
に
財
源
の
な
い

時
に
限
る
べ
き
で
あ
る

ロ
　
土
地
改
良
じ
業
に
よ
つ
て
地
価
が
昂
騰

し
た
場
合
税
を
加
重
す
る
必
要
は
な
か
ろ
う

し
か
し
現
在
の
地
代
を
上
げ
必
要
な
追
加
収

入
は
耕
地
税
か
ら
徴
収
す
る
こ
と

△
公
共
施
設
を
利
用
す
る
個
人
に
対
す
る
使

用
料
は
税
賦
課
よ
り
も
適
切
な
方
法
で
あ
ろ

う△
第
七
十
四
条
は
ぐ
ん
指
定
に
抵
触
す
る
も

六
六

一
九
五
〇
年

昭
和
二
十
五
年

五
月



の
で
　
こ
れ
は
ぐ
ん
政
府
の
権
限
に
属
す
る

も
の
で
当
然
除
か
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

那
覇
都
計
委
員
決
る

う
新
　
１
９
５
０
・
６
・
１

那
覇
市
で
は
都
市
計
画
を
強
力
に
す
る
た
め

各
階
層
か
ら
委
員
を
選
出
左
記
の
通
り
委
嘱

し
た
那
覇
市
長
　
當
間
重
民
　
行
政
総
務
部
長

當
間
重
剛
　
工
□
こ
う
通
部
長
　
松
岡
政
保

公
衆
衛
生
部
長
　
大
宜
見
朝
計
　
警
察
部
長

仲
村
兼
信
　
情
報
課
長
　
富
名
腰
尚
武
　
農

林
省
総
裁
　
平
良
辰
雄
　
郵
政
庁
庁
長
　
平

川
□
次
郎
　
タ
イ
ム
ス
社
長
　
高
嶺
朝
光

う
る
ま
新
報
社
長
　
池
宮
城
秀
意
　
労
務
委

員
　
山
田
有
幹
　
仲
座
久
雄
　
屋
部
憲

那
覇
市
助
役
　
嵩
原
久
光
　
富
山
徳
潤
　
友

寄
隆
保
　
宇
久
眞
成

那
覇
市
議
々
長
　
具
志
頭
得
助
　
副
議
長

仲
井
眞
元
楷

議
員
　
眞
榮
田
世
勳
　
同
城
間
康
昌
　
同
翁

長
博
徳
　
同
新
垣
松
助
　
同
佐
久
川
長
吉

△
臨
時
委
員
　
工
こ
う
部
土
木
課
長
　
仲
田

辰
雄
　
□
建
築
課
長
　
前
田
朝
□
　
同
耕
地

復
興
課
長
　
神
村
孝
太
郎
　
ナ
ハ
市
税
務
課

長
　
嘉
手
納
並
水
　
同
土
木
技
師
　
上
原
直

次
郎
　
同
社
会
教
育
し
ゆ
事
　
上
間
必
澤

同
土
地
調
査
し
ゆ
任
　
嘉
手
納
へ
よ
う
章

体
育
協
会
幹
事
　
照
屋
實
太
郎
　
開
南
初
校

長
　
阿
波
根
直
英
　
那
中
校
長
　
渡
久
地
□

功
　
平
良
守
雄

ま
さ
に
住
宅
難
／
那
覇
真
和
志

の
現
状う
新
　
１
９
５
０
・
６
・
２

な
お
同
調
査
に
よ
る
那
覇
市
　
真
和
志
村
に

お
け
る
住
の
現
状
左
の
通
り

那
覇
市

▽
人
口
二
六
四
八
二
▽
世
帯
六
五
〇
〇
戸
▽

住
家
な
き
世
帯
三
八
〇
世
帯
▽
住
む
に
堪
え

ざ
る
も
の
　
一
六
二
世
帯

△
一
時
的
寄
寓
者
　
三
一
世
帯

真
和
志
村

▽
人
口
二
三
九
一
五
▽
世
帯
五
四
二
六
戸

▽
住
家
な
き
も
の
一
七
一
世
帯

△
ナ
ハ
市
三
月
末
真
和
志
村
二
月
末
現
在
家

屋
区
分

ナ
ハ

真
和
志

残
存
家
屋

八
二
　

一
五

本
　
建
　
築
　
　
　
一
六
七
　
　
四
五
〇

半
恒
久
建
築
　
　
二
三
六
三
　
一
三
七
〇

一
　
時
　
的
　
　
一
〇
九
三
　
二
七
〇
九

な
お
ナ
ハ
市
に
お
け
る
二
月
よ
り
五
月
ま
で

の
平
均
建
造
は
百
六
十
四
棟
　
真
和
志
村
は

八
十
棟
か
ら
九
十
棟
を
数
え
て
い
る

當
間
市
長
答
弁
／
港
村
合
併
は

促
進
／
真
和
志
村
含
む
都
計

考
慮
せ
ず
う
新
　
１
９
５
０
・
６
・
７

真
和
志
村
、
港
村
合
併
並
び
に
両
村
を
含
む

都
市
計
画
に
つ
い
て
昨
六
日
の
那
覇
市
議
会

で
大
城
裕
章
議
員
の
質
問
に
対
し
當
間
那
覇

市
長
は
両
村
を
含
む
都
市
計
画
に
つ
い
て
は

考
え
て
い
な
い
と
次
の
通
り
答
え
た

第
一
次
都
市
計
画
案
を
軍
に
提
出
し
た
と
き

軍
で
は
旧
那
覇
市
内
の
復
興
と
都
市
計
画
案

を
作
成
せ
よ
と
却
下
さ
れ
た
の
で
私
と
し
て

は
そ
の
線
に
そ
つ
て
都
市
計
画
を
進
め
て
い

る
、
港
村
は
大
部
分
が
旧
那
覇
市
だ
つ
た
の

で
都
市
計
画
に
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
真
和
志

村
は
那
覇
市
と
ほ
ぼ
同
数
の
人
口
を
有
し
て

お
る
が
都
計
に
つ
い
て
も
何
等
こ
れ
に
拘
束

を
受
け
な
い
と
の
保
証
が
な
け
れ
ば
合
併
な

ど
も
賛
成
す
る
理
に
い
か
な
い
幹
線
道
路
の

接
続
に
つ
い
て
は
考
慮
し
て
い
る
、
ま
た
具

志
頭
議
長
は
真
栄
田
世
勳
議
員
の
希
望
に
答

え
那
覇
市
議
会
で
も
港
村
の
合
併
決
議
に
応

え
て
民
政
府
へ
市
村
の
合
併
促
進
に
つ
い
て

努
力
す
る
旨
言
明
し
た

ソ
バ
一
杯
で
24
円
！
／
那
覇
市

が
十
日
か
ら
付
加
税
／
入
場
、

建
築
、
サ
ー
ビ
ス
の
三
つ

う
新
　
１
９
５
０
・
６
・
９

去
月
末
か
ら
本
税
が
施
行
さ
れ
て
急
に
住
民

の
頭
に
税
の
字
が
こ
び
り
つ
い
て
い
る
が
那

覇
市
で
も
愈
よ
来
る
十
日
か
ら
税
賦
課
徴
収

条
例
を
施
行
し
サ
ー
ビ
ス
税
、
建
築
税
、
入

場
税
、
付
加
税
を
次
に
よ
り
徴
収
す
る
事
に

な
つ
た
△
サ
ー
ビ
ス
税
附
加
税

理
髪
業
を
除
く

は
本
税
の
百
分
の
百
で
本
税
の
同
額
が
加
算

さ
れ
る
即
ち
サ
ー
ビ
ス
業
は
第
一
級
と
第
二

級
に
分
れ
本
税
々
率
は
第
一
級
で
は
二
〇
％

第
二
級
で
は
一
〇
％
と
な
つ
て
い
る
の
で
此

の
付
加
税
が
施
行
さ
れ
た
場
合
に
は
サ
ー
ビ

ス
に
よ
り
受
け
る
料
金
に
一
級
で
は
そ
の
二

〇
％
二
級
で
は
一
〇
％
が
加
算
さ
れ
る
わ
け

で
即
ち
二
十
円
の
ソ
バ
一
杯
を
食
べ
る
と
二

級
で
あ
る
か
ら
本
税
二
円
、
付
加
税
で
計
二

十
四
円
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
業
の
主
な
る
も
の

は
次
の
通
り

一
級

美
容
、
易
判
断
、
写
真
、
料
亭
、
刻

印
、
時
計
修
理

二
級

バ
ス
、
旅
館
、
洗
濯
、
電
灯
、
食
堂
、

洋
裁
、
縫
物
、
靴
修
理

建
築
税
付
加
税
　
も
右
附
加
税
と
同
じ
く

百
分
の
百
で
本
税
は
建
築
費
の
五
％
に
な
つ

て
い
る
の
で
そ
れ
と
同
額
の
五
％
に
な
つ
て

六
七

一
九
五
〇
年

昭
和
二
十
五
年

五
｜
六
月

務

先



本
税
及
び
附
加
税
で
一
〇
％
に
な
る
、
但
し

建
築
費
四
万
円
以
下
は
本
税
も
控
除
さ
れ
る

の
で
付
加
税
も
な
い

入
場
税
付
加
税
　
は
本
税

入
場
料
の
五

割

の
百
分
の
七
〇
で
現
在
の
入
場
料
は
六

円
六
六
銭
で
本
税
が
三
円
三
四
銭
で
計
十
円

の
と
こ
ろ
付
加
税
が
二
円
三
四
銭
加
え
ら
れ

て
十
二
円
二
四
銭
に
な
り
二
十
円

本
税
共

の
場
合
は
入
場
料
十
三
円
三
三
銭
、
本
税
六

円
六
七
銭
で
そ
の
本
税
の
百
分
の
七
〇
の
四

円
六
七
銭
と
な
り
計
二
四
円
六
七
銭
に
な
る

港
村
開
放う
新
　
１
９
５
０
・
６
・
10

こ
れ
ま
で
軍
港
湾
輸
送
部
隊
の
管
理
に
あ
つ

た
港
村
は
旧
奥
武
山
運
動
場
の
低
地
一
帯
を

除
く
全
村
区
域
が
六
日
付
文
書
で
軍
よ
り
解

放
、
知
事
の
管
下
に
移
さ
れ
た

港
村
の
合
併
／
那
覇
市
が
陳
情

う
新
　
１
９
５
０
・
６
・
11

港
村
の
那
覇
市
合
併
問
題
に
つ
い
て
き
の
う

那
覇
市
議
会
議
長
具
志
頭
得
助
氏
外
四
名
の

同
市
議
員
志
喜
屋
知
事
を
訪
れ
合
併
方
を
陳

情
し
た
が
こ
れ
に
対
し
知
事
は
こ
の
件
に
対

し
て
民
政
府
か
ら
強
要
す
る
事
は
出
来
な

い
、
な
る
べ
く
双
方
和
を
も
つ
て
歩
み
寄
つ

て
も
ら
い
た
い
民
政
府
と
し
て
も
研
究
を
す

る
心
算
だ
と
回
答
し
た

那
覇
市
／
附
加
税
は
既
定
通
り
　
　

徴
収
沖
タ
　
１
９
５
０
・
６
・
14

昨
一
三
日
の
那
覇
市
定
例
議
会
は
五
一
年
度

追
加
更
正
予
算
他
四
議
案
を
原
案
通
り
可
決

し
た
が
歳
入
面
に
於
け
る
追
加
更
正
予
算
高

四
、
七
五
七
、
八
九
二
円

既
決
予
算
は
四
、

四
八
二
、
五
四
〇
円

の
う
ち
民
政
府
税
附

加
税
が
四
、
二
三
六
、
六
二
二
円
も
占
め
て

お
り

軍
係
官
の
意
向
は
市
町
村
税
は
独
立

税
を
基
本
と
す
べ
き
で
附
加
税
は
認
め
な

い

と
い
う
民
財
政
部
当
局
談
□
発
表
さ
れ

た
矢
先
の
こ
と
と
て
こ
れ
を
め
ぐ
つ
て
議

員
、
当
局
間
に
活
溌
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

當
間
市
長
か
ら
左
の
通
り
答
弁
が
あ
つ
て
議

員
も
了
解
、
原
案
通
過
す
る
に
至
り
こ
れ
に

よ
つ
て
同
市
で
は
十
日
か
ら
サ
ー
ビ
ス
税
、

入
場
税
、
建
築
税
等
の
附
加
税
が
徴
集
さ
れ

る
こ
と
に
な
つ
た

當
間
市
長
談

市
町
村
制
二
〇
条
は
指
令
七

号
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
七
号
を
打
消
す

と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
、
今
朝

十

三
日

軍
財
政
部
長
ラ
ー
ポ
イ
ン
ト
氏
と
会

つ
た
が
同
氏
は

適
当
な
財
源
が
あ
つ
て
足

り
な
い
場
合
は
最
低
の
率
で
附
加
税
を
課
し

て
も
良
い

と
い
つ
て
お
り
要
は
市
民
が
負

担
過
重
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
と
い
う
意
味
で
最

低
の
率
も
各
市
町
村
に
よ
つ
て
異
な
る
わ
け

だ
か
ら
既
定
方
針
通
り
や
つ
て
差
し
支
え
な

い
と
思
う

那
覇
市
／
首
都
建
設
に
備
え
／

三
部
十
課
に
改
む

う
新
　
１
９
５
０
・
６
・
20

那
覇
市
で
は
首
都
建
設
を
積
極
的
に
推
進
す

る
建
前
か
ら
課
の
改
廃
を
行
い
総
務
社
会
建

設
の
三
部
の
下
に
十
課
を
置
き
都
市
計
画
課

土
地
課
戸
籍
課
を
新
設
、
建
設
部
長
に
民
政

府
工
交
部
耕
地
復
興
課
長
神
村
孝
太
郎
氏

都
市
計
画
課
長
に
工
交
部
技
官
花
城
直
政
氏

が
就
任
す
る
、
部
長
課
長
の
顔
触
次
の
通
り

総
務
部
長
事
務
取
扱
嘉
手
納
並
水
庶
務
課
長

事
務
取
扱
東
江
誠
忠
、
税
務
課
長
嘉
手
納
並

水
、
会
計
課
長
屋
我
兼
金
、
戸
籍
課
長
饒
平

名
知
謙
、
勧
業
課
長
龜
島
入
徳
、
社
会
部
長

嵩
原
助
役
兼
務
、労
務
学
務
課
長
伊
波
實
秀
、

厚
生
課
長
山
田
有
昂
、
建
設
部
長
神
村
孝
太

郎
、
土
建
課
長
上
原
直
次
郎
、
都
市
計
画
課

長
花
城
直
政
、
土
地
課
長
事
務
取
扱
嘉
手
納

へ
う
章天

久
、
上
之
屋
一
帯
／
軍
用
地

で
立
退
き
沖
タ
　
１
９
５
０
・
６
・
23

二
十
日
翁
長
真
和
志
村
長
は
沖
縄
軍
政
官
府

フ
ラ
イ
マ
ス
行
法
部
長
に
呼
ば
れ
泊
高
橋
か

ら
安
謝
に
到
る
一
号
線
路
の
東
側
、
旧
沖
鉄

嘉
手
納
線
西
側
の
天
久
上
之
屋
、
松
原
、
安

里
二
区
の
大
半
は
軍
用
ち
候
補
と
な
つ
て
い

る
の
で
一
次
、
二
次
に
分
け
指
令
の
日
よ
り

六
十
日
以
内
に
立
退
き
に
な
る
と
予
告
せ
ら

れ
た
が
第
一
次
と
し
て
天
久
上
之
屋
平
野
三

五
二
戸
一
、
四
一
八
名
が
移
動
す
る
、
尚
立

退
の
判
然
し
た
境
界
、
条
件
等
具
体
的
な
こ

と
は
近
日
中
に
判
明
す
る
模
様

那
覇
の
都
計
案
／
三
日
の
委
員

会
で
検
討
沖
タ
　
１
９
５
０
・
７
・
１

那
覇
市
で
は
初
の
都
市
計
画
委
員
会
を
三
日

午
後
二
時
市
会
議
室
で
開
催
す
る
が

▽
都
市
計
画
条
例
、
市
街
地
建
築
物
制
限
条

例
、
建
築
物
取
締
規
則
設
定

▽
都
市
計
画
告
示
案

▽
官
有
地
下
附
方
申
請
願

▽
墓
地
の
整
理
方
法
に
関
す
る
四
議
案
に
つ

い
て
審
議
す
る
　
議
案
に
よ
れ
ば
都
計
は
現

那
覇
市
の
百
一
八
万
坪
と
港
村
の
二
九
万
二

千
坪
を
含
め
た
百
四
七
万
二
千
坪

軍
指
定

地
域
を
除
く

の
地
域
に
及
ん
で
お
り
、
地

域
設
定
は
既
報
の
通
り
で
あ
る
が
、
住
居
地

域
が
八
三
万
二
千
坪
、
商
業
地
域
四
九
万
坪
、

官
公
衙
地
区
四
万
三
千
坪
、
工
業
地
域
十
万

五
千
坪
で
あ
る

ほ
か
に
並
木
道
四
線
、
公
園
四
カ
所
緑
地
帯

五
カ
所
が
予
定
さ
れ
て
い
る

な
お
旧
那
覇
市
の
土
地
状
況
を
み
る
と
総
面

六
八
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積
百
七
万
坪
の
う
ち
軍
指
定
地
域
が
二
五
万

八
千
坪
、
不
在
地
主
が
二
三
万
五
千
、
市
有

地
が
一
一
万
七
千
、
県
有
地
が
四
万
八
千

国
有
が
二
万
七
千
そ
の
他
と
な
つ
て
い
る

立
退
対
策
／
真
和
志
村
議
会

沖
タ
　
１
９
５
０
・
７
・
１

真
和
志
村
で
は
三
十
日
臨
時
議
会
を
招
集
、

天
久
　
上
之
屋
　
平
野
区
一
帯
　
約
五
〇
〇

戸

二
千
名

が
立
退
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と

に
関
し
協
議
の
結
果
、
議
会
は
委
員
五
名
を

挙
げ
村
当
局
と
協
力
し
移
動
先
地
の
選
定
、

資
金
、
資
材
等
其
の
他
移
動
に
関
し
こ
れ
ら

住
民
が
生
計
の
途
を
失
わ
な
い
よ
う
具
体
的

に
各
面
よ
り
研
究
し
軍
民
政
府
に
強
力
な
陳

情
を
行
う
こ
と
に
な
つ
た

那
覇
都
計
案
／
委
員
会
原
案
を

支
持
沖
タ
　
１
９
５
０
・
７
・
４

那
覇
市
都
市
計
画
委
員
会
は
昨
三
日
市
役
所

で
開
催
、
議
案

既
報

に
つ
い
て
審
議
、

当
局
側
よ
り
五
年
後
に
六
万
二
千
の
人
口
に

な
る
推
定
で
国
際
都
市
、
政
治
、
経
済
、
交

通
の
中
心
地
と
し
て
立
案
し
た
が
軍
か
ら
の

要
請
に
よ
り
軍
作
戦
要
求
に
副
う
と
と
も
に

経
費
は
軍
が
賄
う
と
い
う
建
前
か
ら
拙
速
主

義
で
二
カ
年
以
内
に
は
完
成
さ
せ
た
い
と
説

明
が
あ
り
、
議
案
は
各
委
員
と
も
原
案
を
支

持
、
当
局
で
は
近
く
市
会
に
図
つ
て
告
示
す

る
こ
と
に
な
つ
た

那
覇
都
計
案
が
実
現
し
た
ら
／

電
話
線
は
地
下
に
／
縦
横
に

走
る
十
間
道
路

沖
タ
　
１
９
５
０
・
７
・
５

三
日
の
那
覇
市
都
計
委
員
会
を
通
過
し
た
道

路
網
の
案
に
よ
れ
ば
左
の
十
四
本
が
計
画
さ

れ
て
い
る
、
こ
れ
は
幹
線
で
電
信
電
話
設
備

も
都
市
の
美
化
と
耐
風
を
考
え
て
地
下
埋
歿

し
そ
の
他
の
細
部
道
路
及
び
裏
街
路
は
区
劃

整
理
の
際
に
決
め
ら
れ
る
な
お
安
里
か
ら
那

覇
署
前
を
経
て
大
門
前
に
至
る
道
路
は
既
に

軍
の
手
で
入
札
も
終
り
、
十
間
の
舗
装
道
路

と
し
て
近
く
着
工
さ
れ
る
模
様
、
道
路
網
は

▽
幅
員
百
呎
道
路
、
旧
山
下
町
　
高
橋
▽
六

〇
呎
道
路
下
泉
　
牧
志
、
下
泉

古
波
蔵

下
泉

崇
元
寺
　
上
泉
　
神
里
原
、
松
山

古
波
蔵
　
久
茂
地
　
古
波
蔵
、若
狭
　
久
米
、

上
之
蔵
　
天
妃
　
崇
元
寺

古
波
蔵
、
▽
四

二
呎
道
路
美
栄
橋
　
崇
元
寺
、

天
久
、
上
之
屋
、
平
野
／
立
退

期
限
八
月
十
日

う
新
　
１
９
５
０
・
７
・
11

沖
縄
軍
政
官
府
は
七
日
付
文
書
で
真
和
志
村

天
久
　
上
之
屋
及
び
平
野
の
三
区
を
含
む
第

一
号
路
線
東
方
の
元
泊
浄
水
場
北
方
一
帯
の

地
域
に
八
月
十
日
或
は
そ
れ
以
前
に
立
退
く

よ
う
知
事
宛
き
の
う
正
式
に
通
達
し
た

救
済
方
を
陳
情

真
和
志
村
天
久
、
上
之
屋
、
平
野
の
三
区
で

は
二
千
住
民
の
代
表
と
し
て
三
区
長
を
昨
日

軍
政
官
府
に
送
り
立
退
並
び
に
そ
の
後
の
住

民
生
活
へ
の
救
済
方
を
陳
情
し
た
、
今
度
の

指
令
で
立
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
住
民
は
五

二
三
戸
二
一
〇
六
人

家
屋
三
〇
六
〇
坪

で
あ
り
、
失
う
農
耕
地
五
六
八
〇
八
坪

内

立
毛
三
九
七
六
五
坪

飲
料
水
施
設
は
平
野

全
戸
の
水
道
、
天
久
、
上
之
屋
の
井
戸
四
六

個
が
あ
る

｜
社
　
説
｜

婦
人
と
参
政
権

沖
ヘ
　
１
９
５
０
・
７
・
15

民
主
々
義
は
基
本
的
人
権
を
尊
重
す
る
建
前

か
ら
、
男
女
の
本
質
的
平
等
を
規
定
し
婦
人

に
参
政
権
を
与
へ
た
。
然
し
、
こ
れ
は
婦
人

が
法
律
的
に
解
放
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る

も
の
で
あ
つ
て
、
決
し
て
婦
人
が
社
会
的
に

解
放
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な

い
。
従
つ
て
、
婦
人
の
参
政
権
は
、
婦
人
が

社
会
的
に
全
く
解
放
さ
れ
る
の
で
な
け
れ

ば
、法
律
と
し
て
生
き
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
婦
人
の
社
会
的
解
放
と
は
何
で
あ

る
か
と
い
え
ば
、
先
づ
婦
人
が
家
庭
生
活
か

ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
婦
人
が
完
全
に
独
立
し
て
、
経
済
生
活

を
営
み
得
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ま
で
、
婦
人
は
家
族
制
度
の
中
に
あ

つ
て
、
忠
実
に
家
を
守
り
、
子
供
の
訓
育
に

当
る
こ
と
が
、そ
の
主
た
る
任
務
で
あ
つ
て
、

政
治
活
動
な
ど
は
、
思
ひ
も
寄
ら
ぬ
事
で
あ

り
、
又
そ
れ
だ
け
の
時
間
的
余
裕
も
な
か
つ

た
。
現
在
も
亦
そ
う
で
あ
る
。
従
つ
て
婦
人

の
政
治
に
対
す
る
関
心
は
極
め
て
薄
い
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
婦
人
が
好
ん
で
そ
う
な
つ

た
も
の
で
は
な
く
、
社
会
制
度
の
生
ん
だ
悲

喜
劇
で
あ
る
。

イ
プ
セ
ン
の
書
い
た

人
形
の
家

で
は

ノ
ラ
と
い
ふ
女
が
、
夫
の
人
形
た
る
地
位
に

あ
き
足
ら
ず
、
子
供
を
捨
て
ゝ
家
出
し
て
し

ま
う
が
、
当
時
非
常
な
反
響
を
よ
び
、
非
難

ご
う
ご
う
た
る
も
の
が
あ
つ
た
。
沖
縄
で
も

婦
人
解
放
運
動
が
一
部
で
叫
ば
れ
て
い
る

が
、
主
婦
連
中
が
家
庭
に
閉
ぢ
こ
も
つ
て
、

な
か
な
か
応
じ
よ
う
と
し
な
い
。
正
確
に
い

へ
ば
応
じ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
解
放
運
動

の
指
導
者
達
も
熟
慮
す
れ
ば
、
社
会
制
度
の

壁
に
ぶ
つ
か
つ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
無
理
を

す
れ
ば
ノ
ラ
が
飛
び
出
し
て
来
な
い
と
も
限

ら
な
い
が
、
真
実
の
た
め
に
は
、
如
何
な
る

試
練
に
も
堪
え
て
ゆ
く
と
い
う
勇
敢
な
女
性

も
極
め
て
稀
で
あ
る
。
然
し
真
実
に
生
き
る

勇
敢
な
女
性
達
が
身
を
以
て
実
せ
ん
し
て
み

せ
な
い
限
り
、
沖
縄
の
婦
人
運
動
は
掛
声
だ

六
九
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け
に
終
つ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
女
性
解
放
運

動
の
本
質
は
決
し
て
男
性
か
ら
の
解
放
で
は

な
く
、
社
会
か
ら
の
解
放
で
あ
る
と
い
ふ
こ

と
を
銘
記
す
べ
き
で
あ
る
、
法
律
的
に
は
男

女
は
平
等
で
あ
つ
て
も
、
最
も
本
質
的
な
性

的
不
平
等
が
、
社
会
生
活
に
お
け
る
、
男
女

の
優
劣
を
決
定
し
、
こ
れ
が
男
女
の
社
会
的

ち
位
を
不
平
等
に
し
て
い
る
こ
と
も
知
る
べ

き
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
今
日
の
社
会

制
度
の
基
礎
構
造
た
る
資
本
主
義
的
生
産
機

構
は
、
婦
人
を
社
会
か
ら
遮
断
し
て
家
庭
に

閉
ぢ
こ
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

婦
人
に
参
政
権
が
与
え
ら
れ
て
男
女
の
法

的
な
不
平
等
は
取
り
除
か
れ
た
、
従
つ
て
婦

人
が
全
く
の
女
性
解
放
を
望
む
な
ら
ば
、
そ

の
政
治
活
動
の
目
標
は
社
会
か
ら
の
解
放
に

向
け
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
い
た
づ
ら
に
、
知

事
や
議
員
に
お
す
べ
き
条
件
は
し
か
じ
か
で

あ
る
と
説
い
て
廻
る
の
が
啓
蒙
運
動
で
あ
る

と
思
つ
た
ら
大
間
違
で
あ
る
。

そ
れ
は
啓
蒙
運
動
と
い
ふ
よ
り
は
政
治
運

動
で
あ
る
。
政
治
意
識
の
低
い
婦
人
連
中
は

こ
う
し
た
指
導
者
の
言
を
ウ
呑
み
に
す
る
危

険
が
多
分
に
あ
る
。
婦
人
各
自
を
し
て
自
ら

思
さ
く
し
、
自
ら
判
断
す
る
方
向
に
、
運
動

を
お
く
べ
き
で
あ
る
。

首
里
市
復
興
祭
／
文
化
都
の
偉

容
を
備
え
／
昨
日
多
彩
な
プ

ロ
で
賑
わ
う

沖
ヘ
　
１
９
５
０
・
７
・
16

建
設
五
年
、
漸
く
文
化
都
市
の
形
態
を
備
え

て
来
た
首
里
市
で
は
昨
十
五
日
盛
沢
山
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
以
て
全
市
民
く
わ
ん
喜
の
裡
に

復
興
祭
が
意
義
深
く
繰
り
展
げ
ら
れ
た

復
興
祭
は
午
前
九
時
市
民
総
出
の
旗
行
列
に

初
ま
り
祝
賀
式
典
は
シ
ー
ツ
長
官
代
理
、
官

民
、
各
市
町
村
長
多
数
参
列
し
午
后
三
時
か

ら
、
市
役
所
広
場
で
挙
行
さ
れ
た
が
、
当
日

は
展
覧
会
、
演
芸
会
、
角
力
大
会
、
映
写
会

な
ど
多
彩
な
行
事
に
全
市
が
賑
つ
た
、
人
口

二
万
一
千
、
戸
数
五
千
、
ち
く
次
増
加
の
線

を
辿
る
首
里
市
は
復
興
費
に
よ
る
土
木
工
事

が
着
手
さ
れ
て
以
来
、
橋
り
よ
う
、
道
路
、

護
岸
の
復
興
振
り
も
著
し
く
現
在
で
は
橋
り

よ
う
五
ケ
所
、
が
か
設
さ
れ
鳥
堀
に
は
暗
渠

が
作
ら
れ
て
い
る
、
道
路
は
儀
保
、
赤
平
、

平
良
を
貫
く
五
号
線
が
補
修
さ
れ
五
〇
年
度

に
於
て
は
八
、
一
五
五
フ
イ
ー
ト
に
も
及
ぶ

中
央
道
路
、
赤
田
線
、
城
下
線
、
龍
た
ん
池

は
ん
の
歩
道
も
完
成
し
首
里
市
の
面
目
を
一

新
さ
せ
て
い
る
が
、
公
共
建
築
の
面
に
於
て

も
市
役
所
三
棟
、
学
校
関
係
五
〇
棟
、
病
院

四
棟
、
警
察
署
二
棟
、
郵
便
局
一
棟
、
裁
判

所
一
棟
、
計
六
十
一
棟
が
完
成
し
て
偉
容
を

整
え
て
い
る
が
特
に
学
校
建
築
の
完
成
は
過

去
の
文
化
都
市
の
再
出
現
と
し
て
期
待
さ

れ
、
バ
ス
事
業
の
運
営
は
二
万
市
民
の
熱
望

で
あ
つ
た
が
去
る
四
月
か
ら
実
現
、
現
在
五

台
の
イ
ス
ズ
バ
ス
を
運
行
市
の
財
源
と
な
り

つ
ゝ
あ
る
。

企
業
調
査
／
筆
頭
は
雑
貨
商

沖
ヘ
　
１
９
５
０
・
７
・
16

自
由
企
業
に
な
つ
て
か
ら
、
企
業
免
許
事
務

所
の
窓
口
は
連
日
企
業
熱
に
浮
か
れ
た
人
々

に
よ
つ
て
大
賑
わ
い
を
呈
し
て
い
る
が
、
受

付
開
始
当
初
か
ら
六
月
末
現
在
の
累
計
企
業

数
は
一
七
一
種
で
、
一
五
三
二
〇
件
に
達
し

て
い
る
。
之
を
地
区
別
に
見
る
と
、
糸
満
地

区
が
七
千
三
百
件
、
田
井
等
地
区
が
一
千
六

百
件
、
前
原
地
区
が
一
千
三
百
件
、
石
川
地

区
が
一
千
件
、
辺
土
名
地
区
が
四
百
件
、
金

武
地
区
が
二
百
件
と
な
り
、
都
市
面
で
は
那

覇
市
が
三
千
二
百
件
、
首
里
市
が
七
件
、
糸

満
町
は
九
百
九
十
三
件
に
上
る
が
、
業
種
別

を
件
数
本
位
で
示
す
と
、

△
雑
貨
商
五
、
六
三
九
件
△
飲
食
店
七
五
四

件
△
理
髪
業
六
八
〇
件
△
洋
裁
業
六
四
五
件

△
食
料
品
業
六
〇
二
件
△
食
肉
販
売
業
四
三

九
件
の
順
位
に
な
る
、
新
企
業
と
し
て
注
目

さ
れ
る
も
の
に
は
越
来
北
谷
方
面
の
自
動
車

洗
じ
よ
う
業
、
洗
濯
業
、
那
覇
方
面
で
は
放

送
宣
伝
業
、
レ
コ
ー
ド
、
コ
ン
サ
ー
ト
業
等

で
あ
ろ
う

村
議
に
婦
人
を
／
真
和
志
村
婦

人
会
／
代
議
員
会
で
協
議

う
新
　
１
９
５
０
・
７
・
17

真
和
志
村
婦
人
会
は
去
る
十
五
日
村
役
場
で

代
議
員
会
を
開
催
△
有
給
会
長
の
選
任
△
村

議
候
補
に
女
子
か
ら
五
、
六
名
送
る
な
ど
を

協
議
し
た
が
　
特
に
九
月
の
選
挙
期
に
臨
み

婦
人
の
政
治
啓
蒙
に
資
す
る
た
め
婦
連
や
婦

人
課
と
提
携
し
て
村
内
各
部
落
を
巡
回
し
て

講
演
会
を
開
き
投
票
へ
の
心
構
え
を
吹
き
込

む
事
等
を
申
し
合
せ
た

照
屋
ツ
ル
副
会
長
談

夫
の
意
し
通
り

に
動
い
た
嫌
い
の
あ
つ
た
過
去
の
投
票
態
度

を
改
め
政
見
発
表
演
説
等
に
も
注
意
し
良
心

的
に
公
の
事
に
尽
し
得
る
人
を
選
ぶ
よ
う
に

呼
び
か
け
る
つ
も
り
で
す

上
之
屋
な
ど
419
戸
／
与
儀
農
指

所
に
敷
地
決
定

う
新
　
１
９
５
０
・
７
・
17

真
和
し
村
の
上
之
屋
、
平
野
、
天
久
三
部
落

の
移
動
先
に
就
て
は
同
村
長
、
議
員
、
地
元

代
表
か
ら
フ
ラ
イ
マ
ス
軍
行
法
部
長
に
猛
運

動
中
で
あ
つ
た
が
ブ
ラ
ウ
ン
軍
資
源
部
長
と

の
間
に
与
儀
農
業
指
導
研
究
所
敷
地
か
ら
一

万
三
千
坪
を
分
割
す
る
こ
と
に
諒
解
成
立
し

コ
ー
ラ
ー
農
務
課
長
も
農
林
省
に
対
し
分
割

さ
せ
る
と
語
つ
て
い
る
場
所
は
同
所
東
開
放

牧
場
で
入
戸
数
は
四
一
九
戸
、
真
和
し
村
で

七
〇

一
九
五
〇
年

昭
和
二
十
五
年

七
月



は
近
く
移
動
開
始
に
着
手
す
る
由
で
あ
る
な

お
民
公
衆
衛
生
部
で
は
綜
合
中
央
病
院
の
敷

地
を
同
じ
く
与
儀
指
導
研
究
所
敷
地
内
に
交

渉
若
し
真
和
し
村
か
ら
の
移
動
入
戸
が
な
け

れ
ば
病
院
敷
地
と
し
て
提
供
す
る
と
の
内
諾

を
農
林
省
か
ら
得
て
い
た
が
右
の
事
情
で
駄

目
と
な
る
模
様
で
あ
る

み
な
と
村
／
那
覇
市
へ
の
併
合

／
八
月
上
旬
ま
で
に
実
現
か

う
新
　
１
９
５
０
・
７
・
18

市
町
村
議
会
議
員
の
選
挙
を
控
え
　
み
な
と

村
の
那
覇
市
へ
の
併
合
は
注
目
さ
れ
て
い
る

が
　
き
の
う
み
な
と
村
議
長
友
寄
隆
保
氏
ほ

か
儀
間
、
宇
久
両
議
員
、
那
覇
市
議
会
議
長

具
志
頭
得
助
氏
ら
が
正
副
知
事
並
に
行
法
部

長
と
会
見
、
市
町
村
議
選
挙
前
遅
く
と
も
八

月
上
旬
ま
で
に
は
是
非
実
現
さ
せ
る
よ
う
要

請
、
民
政
府
で
も
早
急
実
現
を
期
し
て
い
る

｜
社
　
説
｜

全
琉
政
府
を
望
む

沖
ヘ
　
１
９
５
０
・
７
・
18

民
主
々
義
政
治
は
従
来
の
中
央
集
権
的
な

ち
方
自
治
制
度
を
廃
し
て
ち
方
分
権
的
な
自

治
制
度
を
と
つ
た
が
、
之
は
国
民
主
権
の
原

そ
く
を
徹
底
さ
せ
る
意
味
に
於
い
て
大
き
い

進
歩
で
あ
る
が
、
地
方
分
権
の
制
度
そ
の
も

の
が
中
央
集
権
の
制
度
に
比
し
て
遙
か
に
優

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で

は
決
し
て
な
い
。
現
実
論
と
し
て
の
政
治
形

態
は
そ
の
国
の
歴
史
や
□
□
□
其
の
他
国
の

経
済
力
等
の
諸
々
の
条
件
に
よ
つ
て
決
定
さ

れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
理
想
論
と
し
て
の
民

主
々
義
政
治
も
実
際
そ
の
成
果
を
あ
げ
る
こ

と
は
出
来
な
い
、
従
つ
て
ち
方
分
権
制
度
の

典
型
的
な
形
態
を
そ
の
ま
ゝ
後
進
諸
国
の
自

治
形
態
と
す
る
こ
と
は
決
し
て
賢
明
な
る
政

策
で
は
な
い
。

四
知
事
の
公
選
は
従
来
の
官
選
知
事
制
度

を
廃
し
て
人
民
を
し
て
直
接
ち
方
自
治
に
参

加
さ
せ
る
と
い
う
意
味
に
於
い
て
、
琉
球
政

治
史
の
劃
期
的
な
現
し
よ
う
で
あ
り
、
そ
の

歴
史
的
意
義
は
極
め
て
大
き
い
。
勿
論
、
琉

球
統
治
の
現
実
的
主
体
は
ア
メ
リ
カ
で
あ
つ

て
、
吾
々
琉
球
人
で
は
な
い
、
然
し
乍
ら
琉

球
自
治
の
形
態
が
従
来
の
大
島
を
除
い
て
沖

縄
県
と
し
て
の
単
一
自
治
体
で
あ
つ
た
、
歴

史
的
な
事
実
と
、
そ
の
自
治
最
大
の
基
盤
た

る
産
業
経
済
が
宮
古
、
八
重
山
、
沖
縄
を
一

体
と
し
て
辛
じ
て
調
和
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
、
統
一
的
な
全
琉
政
府
の
必
要
を
示
唆
す

る
も
の
で
あ
る
。
八
重
山
、
宮
古
、
沖
縄
大

島
の
物
資
と
資
源
が
、
一
々
各
知
事
の
認
可

を
得
て
交
流
さ
れ
る
様
で
は
、
琉
球
全
体
の

経
済
復
興
は
ち
ゝ
と
し
て
進
ま
ず
、
産
業
経

済
の
合
理
的
な
再
建
は
決
し
て
望
め
な
い
。

国
際
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
る
所
の
琉
球

経
済
の
自
然
的
自
立
は
今
日
極
め
て
困
難
な

条
件
に
あ
り
、
そ
こ
え
以
つ
て
き
て
、
大
島
、

沖
縄
、
宮
古
、
八
重
山
と
経
済
単
位
が
各
ち

区
の
自
治
権
確
立
の
名
に
於
い
て
分
割
さ
れ

る
な
ら
ば
、
や
が
て
そ
の
基
本
的
な
自
治
す

ら
失
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
ば
、
ち

方
自
治
の
基
本
的
条
件
は
ち
方
財
政
の
確
立

に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

今
日
、
日
本
の
ち
方
自
治
せ
い
度
は
ち
方

財
政
の
貧
困
か
ら
そ
の
存
立
が
危
ぶ
ま
れ
て

居
り
、
国
庫
に
よ
る
所
の
補
助
政
策
に
よ
つ

て
辛
う
じ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
状
態
で
あ

る
。
従
つ
て
、
財
政
面
を
通
じ
て
国
家
の
ち

方
自
治
体
へ
の
干
渉
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
に

至
つ
て
い
る
。

マ
ツ
カ
ー
サ
ー
元
帥
は
曾
て
課
税
に
よ
る

所
の
貧
困
と
犠
牲
は
国
民
平
等
に
負
担
さ
れ

る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
つ
て
い

る
。宮
古
、
八
重
山
、
大
島
、
沖
縄
を
一
体
と

す
る
所
の
租
税
体
系
を
確
立
し
、
課
税
負
担

の
均
衡
を
図
る
意
味
に
於
い
て
も
、
全
琉
政

府
は
是
非
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。

之
が
又
貧
困
な
る
大
島
や
宮
古
の
同
胞
を
救

済
し
、
彼
等
を
し
て
琉
球
経
済
の
復
興
に
参

加
さ
せ
る
途
で
も
あ
る
。

経
済
財
政
に
裏
付
け
ら
れ
な
い
自
治
は
全

く
無
意
味
で
あ
る
こ
と
を
、
深
く
認
識
す
べ

き
で
あ
る
。

四
民
政
府
知
事
の
選
挙
は
民
主
々
義
政
治

へ
の
前
進
と
し
て
祝
福
さ
れ
て
然
る
べ
き
で

あ
る
。
然
し
、
そ
れ
は
あ
く
迄
全
琉
政
府
へ

の
前
提
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
時
に
公
布
／
改
正
市
町
村
長

議
員
選
挙
法

沖
タ
　
１
９
５
０
・
７
・
21

改
正
市
町
村
長
及
び
議
員
選
挙
法
は
二
十
日

公
布
さ
れ
た
　
従
来
と
相
異
し
た
点
は
大
体

次
の
通
り

一
、
選
挙
人
名
簿
は
七
月
十
五
日
現
在
で
作

成
し
八
月
三
十
一
日
確
定
す
る

一
、
告
示
は
選
挙
期
日
よ
り
四
十
五
日
前
に

行
う
一
、
資
格
条
件
が
緩
和
さ
れ
禁
治
産
者
、
準

禁
治
産
者
、
受
刑
中
及
び
執
行
猶
予
中
の
者

に
限
ら
れ
て
い
る

一
、
住
居
の
要
件
が
六
ケ
月
と
な
つ
て
い
る

一
、
病
気
そ
の
他
で
選
き
よ
場
に
行
け
な
い

者
に
は
不
在
投
票
が
認
め
ら
れ
る

一
、
立
候
補
届
出
は
選
き
よ
期
日
三
日
前
ま

で
に
行
う

那
覇
市
の
都
計
／
十
間
道
路
近

く
着
工
／
潰
れ
る
家
の
移
転

対
策
沖
タ
　
１
９
５
０
・
７
・
21

那
覇
市
都
市
計
画
に
よ
る
第
一
次
道
路
計
画

七
一
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の
安
里
旧
県
道
入
口
か
ら
那
覇
署
前
ま
で
の

線
は
幅
員
十
間
に
拡
張
、
全
長
約
五
千
二
百

呎
の
測
量
が
こ
の
程
完
了
し
て
軍
の
着
工
を

待
つ
ば
か
り
と
な
つ
て
い
る
が
こ
の
道
路
計

画
に
よ
つ
て
現
在
建
つ
て
い
る
家
屋
や
土
地

が
相
当
潰
れ
る
の
で
都
計
法
規
専
門
委
員
会

で
は
来
る
二
七
日
軍
布
告
の
土
地
収
用
法
の

実
際
運
用
に
伴
う
種
々
の
問
題
を
検
討
す

る
、
な
お
市
で
は
こ
れ
ら
土
地
や
家
屋
を
失

う
人
達
を
暫
定
的
措
置
と
し
て
先
に
軍
か
ら

立
退
を
指
令
さ
れ
た
那
覇
駅
附
近

現
在

モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル
や
運
輸
会
社
で
県
有
地

に
移
す
案
と
同
計
画
に
よ
る
廃
道
と
な
つ
た

土
地
に
移
す
二
案
を
も
つ
て
い
る
よ
う
で
旧

辻
、
若
狭
町
も
早
急
に
宅
地
整
理
組
合
を
作

ら
せ
る
意
向
で
あ
る

｜
社
　
説
｜

政
党
再
編
成
の
機
熟
す

沖
ヘ
　
１
９
５
０
・
７
・
23

従
来
沖
縄
の
政
党
が
活
溌
に
動
け
な
か
つ

た
最
大
の
理
由
は
何
と
い
つ
て
も
党
財
政
が

極
め
て
貧
困
で
あ
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

と
同
時
に
大
衆
が
積
極
的
に
政
党
を
支
持
し

な
か
つ
た
理
由
の
大
半
も
政
党
そ
の
も
の
が

殆
ん
ど
一
人
一
党
で
あ
り
、
党
と
し
て
の
色

彩
よ
り
は
個
人
的
な
色
彩
が
極
め
て
濃
厚
で

あ
つ
た
の
で
、
党
首
そ
の
他
の
幹
部
に
対
す

る
好
悪
の
感
情
に
支
配
さ
れ
た
点
に
あ
つ

た
。知
事
選
挙
を
め
ぐ
つ
て
、
社
会
、
民
主
両

党
が
松
岡
氏
を
推
し
た
こ
と
ゝ
、
五
氏
が
合

同
し
て
平
良
氏
を
推
し
た
こ
と
は
、
沖
縄
の

政
治
勢
力
を
二
分
し
た
こ
と
で
あ
り
、
政
党

の
再
編
成
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
極
め
て

興
味
の
深
い
も
の
が
あ
る
。
平
良
氏
も
亦
五

氏
合
同
を
契
機
と
し
て
政
党
編
成
の
意
こ
う

を
も
ら
し
て
を
り
、
こ
の
さ
い
社
会
民
主
両

党
が
発
展
的
な
解
消
を
と
げ
て
一
つ
の
政
党

を
つ
く
り
、
二
大
政
党
に
よ
る
所
の
政
治
の

運
営
を
試
み
た
ら
ど
う
か
。
こ
れ
が
政
局
を

安
定
さ
せ
る
道
で
も
あ
る
。

社
会
党
、
民
主
同
盟
と
し
て
も
、
こ
れ
ま

で
の
行
き
が
か
り
上
、
お
い
そ
れ
と
合
同
し

ま
い
が
、
平
良
氏
が
五
氏
連
合
を
契
機
と
し

て
政
党
を
樹
立
す
れ
ば
、
社
会
、
民
主
両
党

が
相
呼
応
し
て
松
岡
氏
を
支
持
し
た
以
上
、

す
う
勢
と
し
て
は
両
党
の
合
同
は
必
然
的
と

な
つ
て
く
る
。
又
両
党
と
も
松
岡
氏
を
支
持

し
た
と
こ
ろ
を
み
れ
ば
政
策
的
な
妥
協
が
あ

つ
た
筈
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
さ
い
平
良
氏
の

勢
力
に
対
抗
す
る
措
置
と
し
て
合
同
し
た
方

が
賢
明
で
あ
ろ
う
。

大
衆
と
し
て
も
小
さ
い
政
党
が
い
く
つ
も

あ
つ
て
、
似
た
り
、
よ
つ
た
り
の
政
策
と
綱

領
を
掲
げ
て
貰
う
よ
り
も
保
守
、
進
歩
の
二

大
政
党
に
よ
つ
て
政
権
が
更
て
つ
さ
れ
る
こ

と
を
喜
ぶ
の
で
あ
る
。

平
良
氏
が
五
氏
合
同
を
契
機
と
し
て
政
党

編
成
の
意
こ
う
を
表
明
し
た
こ
と
は
、
そ
れ

自
体
、
氏
の
従
来
の
政
党
に
対
す
る
批
判
を

意
味
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
氏
が
如
何
な
る

政
策
と
綱
領
を
掲
げ
る
か
大
衆
の
期
待
は
極

め
て
大
き
い
の
で
あ
る
。
唯
今
度
の
五
氏
合

同
は
単
な
る
反
松
岡
の
線
で
維
持
さ
れ
て
い

る
に
過
ぎ
な
い
所
に
、大
き
い
弱
点
が
あ
る
。

松
岡
氏
以
外
の
傑
物
が
将
来
知
事
選
挙
に

出
馬
す
る
と
す
れ
ば
、
五
氏
合
同
を
如
何
に

し
て
維
持
し
て
い
く
か
、
氏
の
最
も
苦
労
す

る
所
で
あ
る
。
そ
こ
を
見
透
し
て
か
氏
が
政

党
樹
立
の
意
を
も
ら
し
た
こ
と
は
全
く
賢
明

で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
に
対

し
て
松
岡
氏
が
如
何
な
る
意
表
に
出
る
か
見

物
で
あ
る
。
い
ず
れ
が
保
守
で
あ
り
、
い
ず

れ
が
進
歩
で
あ
る
か
は
将
来
の
こ
と
に
ぞ
く

す
る
が
、
平
良
氏
の
進
歩
主
義
が
五
氏
合
同

の
わ
く
内
で
完
全
に
生
か
さ
れ
る
か
否
か
平

良
氏
の
政
治
力
の
一
大
試
金
石
と
し
て
残
さ

れ
た
問
題
で
あ
る
。

那
覇
市
／
”
独
立
税
案
”
議
会

に
上
程
／
指
令
七
号
改
訂
に

備
う
う
新
　
１
９
５
０
・
７
・
24

指
令
七
号
の
税
規
定
が
改
訂
に
な
れ
ば
付
加

税
の
賦
課
徴
収
は
実
質
的
に
不
可
能
と
な
る

も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
財
源
の
約
六

〇
％
、
す
な
わ
ち
全
収
入
予
算
額
九
六
〇
万

円
の
う
ち
六
〇
〇
万
円
を
付
加
税
に
求
め

サ
ー
ビ
ス
税
付
加
税
、
入
場
税
付
加
税
を
六

月
分
か
ら
徴
収
開
始
し
て
い
る
那
覇
市
に
と

つ
て
付
加
税
廃
止
は
い
さ
ゝ
か
こ
た
え
る
も

の
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
市
当
局
で
は
付
加

税
は
改
訂
指
令
発
効
の
前
月
ま
で
徴
収
す
る

と
い
つ
て
い
る

な
お
今
月
末
の
市
議
会
に
独
立
税
制
案
を
上

程
審
議
、
財
源
確
保
に
臨
機
応
変
の
処
置
を

講
ず
る
こ
と
ゝ
な
つ
て
い
る
が
、
独
立
税
設

定
に
当
つ
て
は
市
民
の
負
担
加
重
に
な
ら
ぬ

よ
う
考
慮
の
模
様
で
あ
る

配
給
九
月
か
ら
切
符
制
へ
／
八

月
分
は
米
と
メ
リ
ケ
ン
粉

沖
ヘ
　
１
９
５
０
・
７
・
24

食
糧
遅
配
の
声
が
昂
ま
り
家
庭
経
済
を
脅
か

し
て
い
る
様
で
あ
る
が
之
に
関
し
、
食
糧
会

社
で
は
先
に
軍
政
官
府
宛
食
糧
配
給
指
令
の

回
答
と
し
て
小
売
業
者
の
推
選
状
況
並
市
町

村
長
売
店
の
設
置
状
況
に
就
て
書
類
を
提
出

中
の
処
二
十
一
日
配
給
実
施
許
可
を
受
け
、

早
速
売
店
向
け
出
荷
に
乗
出
し
て
い
る
が
、

一
般
配
給
は
今
明
日
中
よ
り
実
施
さ
れ
る
筈

で
あ
る
、
今
月
の
ち
配
の
原
因
は
切
換
実
施

の
為
に
も
よ
る
が
売
店
推
選
に
就
て
は
政
治

的
問
題
等
も
あ
り
選
挙
を
控
え
て
の
時
期
で

も
あ
る
の
で
同
会
社
で
は
之
が
慎
重
を
期
し

七
二

一
九
五
〇
年

昭
和
二
十
五
年

七
月



た
為
と
言
う
て
い
る

配
給
方
法
等
に
関
し
伊
集
局
長
は
次
の
通
り

語
つ
た

会
社
と
し
て
の
準
備
も
整
い
四
棟

の
食
糧
倉
庫
に
は
今
後
の
食
糧
は
充
分
確
保

さ
れ
て
い
る
の
で
、
七
月
分
の
配
給
が
終
る

と
早
速
八
月
分
の
配
き
ゆ
う
に
と
り
か
ゝ
る

こ
と
に
な
つ
て
い
る
八
月
分
の
配
き
ゆ
う
も

十
五
日
迄
に
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
主

食
は
盆
も
あ
る
の
で
米
と
メ
リ
ケ
ン
半
々
に

配
き
ゆ
う
し
た
い

売
店
も
一
般
の
利
便
を
図
る
為
相
当
数
増
加

し
た
、
九
月
以
降
は
個
人
別
に
切
符
制
に
し

て
行
き
家
族
一
か
つ
の
配
き
ゆ
う
通
帳
制
は

は
い
止
し
た
い
と
思
う
之
は
旅
行
、
移
転
等

に
も
便
宜
で
あ
る
為
で
あ
る
、
配
き
ゆ
う
は

何
処
の
売
店
で
受
け
て
も
よ
い
事
に
な
つ
て

い
る
か
ら
手
近
か
な
便
り
の
よ
い
売
店
を
選

ぶ
が
よ
い
、
売
店
業
務
に
不
親
切
並
適
正
を

欠
く
行
為
が
あ
る
と
、
業
者
を
他
に
移
す
積

り
だ
、
そ
の
点
一
般
の
声
を
聞
き
明
朗
な
る

配
き
ゆ
う
機
構
の
完
備
を
期
し
度
い

壺
川
、
古
波
蔵
、
楚
辺
／
嫁
ぎ

先
い
ず
こ
／
那
覇
と
真
和
志

が
談
合
か
う
新
　
１
９
５
０
・
７
・
25

み
な
と
村
の
解
消
を
前
に
現
み
な
と
村
の
一

部
を
な
す
壺
川
、
古
波
蔵
、
楚
辺

旧
真
和

志
村

の
帰
属
が
種
々
論
議
さ
れ
て
お
り
港

村
当
局
が
解
消
を
急
い
で
い
る
に
か
ゝ
わ
ら

ず
未
だ
結
論
を
見
出
せ
ず
行
き
悩
み
の
状
態

に
あ
る
の
に
か
ん
が
み
真
和
志
村
で
は
昨
日

翁
長
村
長
が
宮
里
栄
輝
、
嘉
數
昇
両
氏
と
と

も
に
志
喜
屋
知
事
を
訪
れ
善
処
方
を
訴
え
た

所
知
事
も

真
和
志
、
那
覇
、
み
な
と
の
言

分
を
十
分
検
討
の
上
内
示
を
し
て
軍
に
伺
い

を
立
て
最
終
的
決
定
に
運
び
た
い

と
言
つ

て
い
る
の
で
同
村
で
は
近
く
那
覇
市
と
談
合

す
る
こ
と
ゝ
な
つ
た
、
な
お
軍
と
し
て
は
こ

の
問
題
の
解
決
は
市
町
村
制
に
従
つ
て
知
事

に
一
任
し
て
あ
る
模
様

那
覇
市
／
議
員
選
挙
告
示
／
定

員
・
会
場
・
選
挙
長
等

沖
ヘ
　
１
９
５
０
・
７
・
28

那
覇
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
昨
二
十
七
日

午
後
一
時
告
示
第
二
号
よ
り
第
六
号
を
左
の

通
り
発
表
し
た

△
告
示
第
二
号
　
那
覇
市
議
会
の
議
員
選
挙

は
左
の
通
り
施
行
さ
れ
る

一
、
選
挙
会
場
那
覇
市
役
所

二
、
投
票
の
日
時
一
九
五
〇
年
九
月
十
日
午

前
七
時
よ
り
午
後
六
時
ま
で

三
、
選
挙
す
べ
き
議
員
数
三
十
名

四
、
開
票
の
日
時
、
一
九
五
〇
年
九
月
十
一

日
午
前
八
時
よ
り

△
告
示
第
三
号
　
市
町
村
議
会
の
議
員
及
市

町
村
長
選
挙
法
第
五
条
第
三
項
に
依
り
左
の

通
り
の
投
票
分
会
を
設
け
る

一
、
選
挙
会
場
及
投
票
分
会
区
く
わ
く

○
選
挙
会
場
は
那
覇
市
役
所
投
票
区
く
わ
く

は
一
区
か
ら
五
区
ま
で

第
一
投
票
分
会
場
は
か
い
南
初
等
学
校
区
く

わ
く
は
六
区
か
ら
八
区
ま
で

○
□
に
投
票
分
会
場
は
那
覇
高
等
学
校

元

二
中
学
校
跡

で
区
く
わ
く
は
九
区
か
ら
十

一
区
ま
で

△
告
示
第
四
号
　
一
九
五
〇
年
九
月
十
日
執

行
の
本
市
議
会
の
ぎ
員
選
挙
の
選
挙
長
は
左

の
通
り

一
、
選
挙
長
、
那
覇
市
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
長
　
原
國
政
倍

△
告
示
第
五
号
　
ぎ
員
は
選
挙
に
於
け
る
投

票
分
会
長
は
左
の
通
り
選
任
す
る

○
第
一
投
票
分
会
長
那
覇
市
六
区
十
三
組

金
城
順
方

○
第
二
投
票
分
会
長
那
覇
市
九
区
八
組
　
仲

村
完
爾

△
告
示
第
六
号
　
選
挙
に
用
い
る
投
票
用
紙

及
び
投
票
函
に
就
い
て

牧
志
街
道
計
画
案
／
幅
十
間
で

車
道
は
軍
負
担
／
剪
除
移
動

移
転
は
二
百
軒

沖
ヘ
　
１
９
５
０
・
７
・
28

昨
二
十
七
日
午
後
二
時
よ
り
か
い
会
さ
れ
た

都
計
委
員
会
で
ナ
ハ
市
幹
線
道
路
で
あ
る
牧

志
街
道
計
く
わ
く
の
内
容
が
明
細
な
づ
面
と

共
に
発
表
さ
れ
た
、
こ
の
計
く
わ
く
に
よ
る

と
予
算
は
復
興
費
か
ら
百
万
弗
が
見
積
ら
れ

て
い
る
、
新
牧
志
街
道
は
安
里
三
叉
路

ナ

ハ
署
前

大
門
前
に
至
り
、道
路
巾
は
十
間
、

車
道
六
間
、
左
右
二
間
歩
道
、
車
道
ほ
装
は

軍
工
事
で
歩
道
は
市
負
担
と
な
つ
て
い
る
、

こ
の
牧
志
街
道
に
該
当
す
る
建
物
の
せ
ん

除
、
移
動
、
移
転
は
全
て
土
ち
収
用
法
に
従

つ
て
実
施
さ
れ
る
。
幹
線
道
路
の
ロ
ー
タ

リ
ー
セ
ン
タ
ー
は
料
亭
花
咲
附
近
で
あ
る

△
牧
志
新
街
道
に
該
当
す
る
建
築
物
は
次
の

通
り

単
位
戸

一
、
那
覇
市

◎
せ
ん
じ
よ
七
五
◎
移
動
十
一
◎
移
転
九
八

計
一
八
四

二
、
真
和
志
村

◎
せ
ん
じ
よ
一
六
◎
移
動
ナ
シ
◎
移
転
ナ
シ

計
一
六
総
計
二
〇
〇

註
、
新
牧
志
街
道
は
現
道
路
を
五
〇
％
利
用

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
交
通
上
の
関
係
か
ら

街
道
を
直
線
に
し
た
た
め
で
あ
る

尚
、
該
当
建
築
物
の
保
證
に
つ
い
て
は
、
そ

の
坪
数
、
建
築
様
式
に
よ
り
定
め
る

建
築
物
査
定
保
証
委
員
会
を
設
置
す
る
△
新

牧
志
街
道
づ
面
に
よ
る
せ
ん
じ
よ
該
当
建
築

物
の
主
な
も
の

括
弧
内
該
当
坪
数

沖
縄

製
帽

六

協
同
バ
ス
事
務
所

六
、
七

琉
球
火
災
保
險

四

島
袋
畳
店

三

久

七
三

一
九
五
〇
年

昭
和
二
十
五
年

七
月



高
木
材

四

以
上
大
城
組

九

は
移
動

組
、
國
さ
い
げ
き
場
、
世
界
館
は
新
街
道
ギ

リ
ギ
リ
一
杯

首
都
建
設
へ
／
真
和
志
み
な
と

両
村
の
那
覇
合
併
／
知
事
が

三
当
局
へ
諮
問

沖
タ
　
１
９
５
０
・
７
・
29

民
政
府
は
二
七
日
、
久
し
く
懸
案
と
な
つ
て

い
た
真
和
志
、
み
な
と
両
村
の
那
覇
市
へ
の

合
併
に
関
し
当
が
い
市
村
ぎ
会
に
意
見
を
求

め
た
、
答
申
は
七
月
三
十
一
日
ま
で
行
う
こ

と
に
な
つ
て
い
る
が
、
合
併
の
理
由
と
し
て

つ
ぎ
の
諸
点
を
あ
げ
て
い
る

一
、
み
な
と
村
設
置
の
特
殊
な
使
命
は
港
湾

作
業
が
請
負
に
な
つ
た
ゝ
め
存
置
の
意
義
を

失
つ
た
も
の
と
思
考
す
る

一
、
那
覇
、
真
和
志
、
み
な
と
村
の
禁
止
区

域
が
全
面
的
に
開
放
さ
れ
た
結
果
、
従
来
の

当
が
い
市
村
の
区
域
　
地
域
及
び
ぎ
よ
う
政

が
種
々
変
動
を
来
し
、
た
め
に
市
村
行
政
に

困
難
を
生
じ
、
更
に
み
な
と
村
の
村
制
廃
止

に
な
つ
た
場
合
は
一
層
の
困
難
が
発
生
す
る

と
考
え
ら
れ
る

一
、
現
在
の
那
覇
　
真
和
志
村
の
人
口
、
経

済
交
流
状
態
か
ら
両
村
を
行
政
上
二
分
す
る

こ
と
は
住
民
の
福
利
上
不
当
と
思
わ
れ
る

一
、
合
併
に
よ
り
沖
縄
の
首
都
を
建
設
す
る

の
は
政
府
の
重
大
政
策
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
民
政
府
／
選
挙
前
に
合
体
の
意
向

民
政
府
と
し
て
は
市
村
長
せ
ん
き
よ
後
と
な

れ
ば
当
ぶ
ん
は
困
難
な
問
題
と
し
、
せ
ん
き

よ
前
に
合
体
し
、
市
長
せ
ん
き
よ
を
行
わ
し

め
た
い
意
向
の
よ
う
で
、
港
村
や
那
覇
市
も

合
併
に
つ
い
て
は
好
意
を
以
て
迎
え
て
い
る

よ
う
で
あ
り
、
真
和
志
村
と
し
て
も
　
そ
の

条
件
が
入
れ
ら
れ
た
ら
不
可
能
で
は
な
い
と

翁
長
村
長
は
語
つ
て
い
る
、
な
お
現
行
法
に

よ
れ
ば
合
併
後
も
市
か
い
ぎ
員
の
定
数
は
三

十
名
で
あ
り
、
問
題
と
し
て
残
さ
れ
る
の
は

那
覇
　
真
和
志
別
々
に
な
つ
て
い
る
群
島
ぎ

員
せ
ん
き
よ
く
を
ど
う
処
理
す
る
か
で
あ
る

那
覇
／
賛
意
答
申
か

民
政
府
か
ら
の
諮
問
に
対
し
那
覇
市
会
で
は

二
十
八
日
の
協
ぎ
会
で
全
員
賛
意
を
表
し
更

に
本
二
十
九
日
の
市
ぎ
会
に
は
か
つ
て
答
申

す
る
こ
と
に
な
つ
た

合
併
問
題
緊
急
会
議
／
人
口
経

済
面
か
ら
も
是
非
必
要
／
那

覇
市
沖
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那
覇
市
で
は
既
報
志
喜
屋
知
事
指
示
の
真
和

志
、
港
両
村
を
那
覇
市
に
合
併
す
る
諮
問
に

対
し
て
昨
二
十
八
日
午
後
三
時
市
会
議
室
で

市
ぎ
員
等
二
十
一
名
出
席
の
上
、
緊
急
協
ぎ

会
を
か
い
さ
い
し
た
、
緊
急
協
ぎ
会
席
上
、

當
間
那
覇
市
長
は
次
の
通
り
合
併
問
題
に
対

し
て
見
解
を
述
べ
た

志
喜
屋
知
事
の
諮
問

の
合
ぺ
い
問
題
は
真
和
志
、
港
両
村
を
那
覇

市
に
編
入
す
る
こ
と
と
解
釈
す
る
、
法
的
に

云
う
と
吸
収
合
ぺ
い
で
あ
る
、
こ
の
合
ぺ
い

問
題
は
今
ま
で
難
航
を
続
け
て
来
た
も
の
で

あ
る
が
、
都
市
計
く
わ
く
遂
行
の
必
要
上
か

ら
云
つ
て
も
人
口
問
題
、
経
済
問
題
、
交
通

面
か
ら
云
つ
て
も
真
に
百
尺
竿
頭
に
進
め
る

大
英
断
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
協
ぎ
会
は
長
時

間
に
わ
た
つ
て
、
三
市
村
の
人
口
、
経
済
、

交
通
或
い
は
都
市
計
く
わ
く
の
諸
問
題
に
つ

い
て
協
ぎ
し
た
結
果
、
合
ぺ
い
に
伴
う
選
挙

移
変
、
市
政
問
題
は
後
に
ま
か
せ
て
、
真
和

志
、
み
な
と
両
村
を
ナ
ハ
市
に
合
ぺ
い
す
る

こ
と
を
全
面
的
賛
成
の
意
向
を
示
し
た
こ
の

合
ぺ
い
問
題
に
つ
い
て
は
本
日
午
前
十
時
よ

り
か
い
会
さ
れ
る
市
臨
時
会
々
期
中
七
月
三

一
日
ま
で
に
可
決
し
て
、
志
喜
屋
知
事
の
諮

問
に
対
す
る
答
申
を
決
定
す
る

合
併
問
題
は
ど
う
落
着
く
？
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既
報
志
喜
屋
知
事
の
合
ぺ
い
の
諮
問
に
対
し

て
昨
二
九
日
一
市
二
村
は
そ
れ
／
＼
臨
時
議

会
を
か
い
催
し
た
、
ナ
覇
市
は
真
和
志
村
、

み
な
と
村
を
ナ
覇
市
に
吸
収
合
ぺ
い
す
る
と

云
う
見
解
の
下
に
、
知
事
の
諮
問
に
賛
成
し

答
申
書
を
三
十
一
日
迄
に
可
決
す
る
こ
と
に

な
つ
た
が
、
港
、
真
和
志
は
い
づ
れ
も
長
時

間
に
亙
つ
て
協
議
し
た
結
果
合
ぺ
い
後
全
住

民
に
よ
る
新
市
長
並
び
に
新
議
員
の
選
挙
を

行
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る
、
一
市
、
二

村
の
諮
問
に
対
す
る
見
解
の
相
違
を
志
喜
屋

知
事
が
い
か
に
裁
く
か
、
ナ
覇
首
都
建
設
の

力
強
い
第
一
歩
は
踏
み
出
さ
れ
て
い
る

真
和
志
村
／
単
な
る
合
同
は
反
対
／
条

件
付
き
な
ら
賛
成

真
和
志
村
で
は
昨
二
十
九
日
午
前
十
時
よ
り

志
喜
屋
知
事
の
合
ぺ
い
諮
問
に
対
す
る
答
申

案
を
可
決
す
る
臨
時
ぎ
会
を
か
い
さ
い
、
午

後
一
時
二
〇
分
一
旦
休
憩
に
入
り
、
知
事
の

一
市
二
村
の
合
ぺ
い
問
題
に
対
す
る
意
向
を

確
か
め
る
た
め
に
宮
里
副
ぎ
長
以
下
六
名
の

ぎ
員
が
知
事
官
舎
を
訪
問
、
午
後
四
時
二
五

分
真
和
志
村
役
場
に
帰
場
し
て
再
び
ぎ
会
か

い
さ
い
午
後
六
時
十
分
左
の
答
申
案
を
可
決

し
た△
答
申
書

一
、
な
覇
、
真
和
志
、
港
一
市
二
村
は
民
政

府
の
指
示
す
る
時
機
に
於
い
て
、
そ
の
行
政

体
を
解
消
し
、
合
ぺ
い
後
の
全
住
民
に
よ
つ

て
新
首
長
並
び
に
新
ぎ
会
ぎ
員
の
選
挙
を
行

う
も
の
と
す

二
、
新
首
長
、
新
ぎ
会
ぎ
員
の
就
任
す
る
ま

で
は
現
在
の
市
村
の
行
政
事
務
を
継
続
す

る
、
但
し
解
消
の
時
期
は
当
該
一
市
二
村
と

十
分
連
絡
の
上
決
定
相
成
り
度
い
、
若
し
そ
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の
時
機
が
八
月
十
日
ま
で
に
決
定
し
な
い
時

は
一
市
二
村
の
首
長
並
び
に
ぎ
会
ぎ
員
の
選

挙
は
特
べ
つ
処
置
を
も
つ
て
適
当
時
期
延
長

相
成
り
度
し

三
、
前
記
に
反
す
る
単
な
る
港
村
と
ナ
覇
市

の
み
の
合
ぺ
い
に
対
し
て
は
該
村
の
占
む
る

ち
域
が
大
半
戦
前
の
真
和
志
村
の
行
政
ち
区

で
あ
つ
て
港
湾
作
業
隊
の
一
時
的
軍
使
用
ち

な
る
と
認
め
る
が
故
に
港
村
の
解
消
と
同
時

に
同
村
の
旧
真
和
志
村
ち
域
に
返
還
せ
ら
れ

度
い
註
、
真
和
志
村
現
在
人
口
約
二
万
二
千
名
、

ナ
覇
市
現
在
人
口
約
二
万
八
千
名
、
港
村
現

在
人
口
約
一
万
名

港
村
／
新
市
長
を
選
べ
／
答
申
案
を
決

定

港
村
で
は
昨
日
午
前
ぎ
会
を
招
集
、
合
ぺ
い

問
題
に
つ
い
て
討
ぎ
し
た
が
全
員
一
致
で
左

の
通
り
決
定
し
た

真
和
志
村
と
港
村
を
ナ
覇
に
合
ぺ
い
し
た
場

合
、
全
市
民
総
意
に
よ
る
新
市
長
を
選
挙
す

る
こ
と

二
村
の
合
ぺ
い
が
不
の
う
な
場
合
は
一
九
五

〇
年
四
月
二
八
日
の
港
村
ぎ
会
で
全
会
一
致

で
可
決
し
た
ぎ
案
第
十
七
号

港
村
を
ナ
覇

へ
合
ぺ
い
す
る
件

を
尊
重
し
て
貰
い
た
い

｜
社
　
説
｜

那
覇
の
隣
村
併
合
問
題
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志
喜
屋
知
事
の
合
併
の
諮
問
に
対
し
て
、
真

和
志
、
港
両
村
は
そ
れ
／
＼
議
会
を
招
集
し

て
答
申
案
を
決
定
し
た
。
真
和
志
村
で
は
合

併
後
新
首
長
並
び
に
ぎ
員
の
選
挙
を
行
う
こ

と
と
、
新
首
長
、
新
ぎ
員
の
就
任
す
る
ま
で

は
、
現
在
の
市
村
の
行
政
事
務
を
継
続
す
る

等
の
条
件
を
附
し
て
お
り
、
港
村
も
合
ぺ
い

後
全
市
民
の
総
意
に
よ
る
市
長
選
挙
を
実
施

し
て
も
ら
い
た
い
と
条
件
を
附
し
て
答
申
し

て
い
る
。
那
覇
市
で
も
全
員
一
致
で
も
つ
て

可
決
し
て
い
る
。
真
和
志
村
と
し
て
は
、
単

な
る
港
村
と
那
覇
の
み
の
合
ぺ
い
問
題
に
対

し
て
は
、
港
村
の
占
む
る
ち
域
が
大
半
戦
前

の
真
和
志
村
の
行
政
ち
区
で
あ
つ
て
、
港
村

作
業
隊
の
一
時
的
軍
使
用
ち
な
り
と
認
め
る

が
故
に
、
港
村
の
解
消
と
同
時
に
、
旧
真
和

志
村
ち
区
に
編
入
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

意
向
が
極
め
て
強
い
。
両
村
と
し
て
は
あ
く

ま
で
対
等
の
条
件
で
へ
い
合
に
望
み
た
い
意

向
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
を
紛
糾
さ
せ
る
最

大
の
要
素
は
選
挙
法
が
発
表
さ
れ
て
、
選
挙

区
が
劃
定
さ
れ
、
そ
れ
／
＼
各
ち
区
か
ら
立

候
補
し
よ
う
と
し
た
人
達
の
ち
ば
ん
が
変
更

さ
れ
た
点
に
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
合
ぺ
い

後
の
ぎ
員
定
数
が
依
然
と
し
て
三
十
名
で
は

旧
ナ
覇
市
に
ち
ば
ん
を
有
す
る
人
達
に
と
つ

て
は
極
め
て
不
り
に
な
つ
た
点
も
大
い
に
考

慮
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
両
村
が
歩
み
よ
つ
て
、

合
ぺ
い
後
、
新
市
長
、
新
ぎ
員
を
住
民
の
総

意
に
よ
つ
て
、
選
挙
す
べ
し
と
い
う
条
件
で

合
ぺ
い
に
賛
成
し
た
こ
と
は
、
首
都
建
設
を

一
歩
前
進
さ
せ
た
意
味
で
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で

あ
る
。
後
に
残
さ
れ
た
も
の
は
、
両
村
の
答

申
案
を
知
事
が
如
何
に
処
理
す
る
か
で
あ

る
。
勿
論
こ
の
裁
定
は
知
事
の
権
限
内
に
あ

つ
て
、
如
何
様
に
も
処
理
出
来
る
が
、
知
事

と
し
て
は
民
意
を
尊
重
し
て
、
事
を
民
主
的

に
処
理
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
唯
こ
れ
を
と
り

あ
げ
て
、
選
挙
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
誤
つ

て
い
る
。
成
程
市
ぎ
、
民
政
ぎ
員
等
に
出
馬

し
よ
う
と
し
て
、
そ
の
ぢ
ば
ん
の
崩
れ
る
こ

と
を
恐
れ
て
、
合
ぺ
い
問
題
に
反
対
す
る
人

達
が
い
る
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。
こ
の
際
お

互
に
私
心
を
捨
て
ゝ
歩
み
寄
る
こ
と
が
絶
対

に
必
要
で
あ
る
。
合
ぺ
い
後
自
分
の
ぢ
ば
ん

が
崩
れ
て
た
と
ひ
選
挙
に
不
り
を
来
す
と
し

て
も
、
自
分
を
支
持
す
る
住
民
が
合
ぺ
い
す

る
こ
と
に
よ
つ
て
、
り
益
を
受
け
る
こ
と
が

は
ん
明
す
れ
ば
、
喜
ん
で
合
ぺ
い
に
賛
成
す

べ
き
で
あ
る
。
政
治
が
民
衆
の
り
益
を
擁
護

す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
ぢ
ば
ん
が
崩
れ
て
選

挙
に
破
れ
よ
う
と
も
、
住
民
が
よ
り
一
層
の

り
益
を
享
受
す
る
と
せ
ば
以
て
瞑
す
べ
き
で

あ
る
。

首
都
は
国
家
形
成
の
最
大
要
素
で
あ
つ
て
首

都
の
表
情
が
そ
の
ま
ゝ
国
家
の
表
情
を
表
象

す
る
に
想
ひ
を
致
す
べ
き
で
あ
る
、
そ
の
た

め
に
は
、
那
覇
市
当
局
も
大
乗
的
見
ち
に
立

つ
て
、
両
村
の
要
求
を
入
れ
て
事
を
円
満
に

解
決
す
べ
き
で
あ
ろ
う
、
又
こ
の
期
を
逸
し

て
は
那
覇
と
両
村
の
合
ぺ
い
問
題
は
永
久
に

実
現
し
な
い
か
も
知
れ
な
い
事
を
想
へ
ば
お

互
に
私
心
を
捨
て
て
全
住
民
の
り
益
に
つ
な

が
る
べ
き
で
あ
る
。

市
長
選
挙
で
も
む
”
首
都
問
題
”

／
真
和
志
き
よ
う
再
答
申
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真
和
志
、
港
両
村
の
那
覇
市
へ
の
合
併
問
題

に
つ
い
て
は
三
十
一
日
午
後
一
時
半
よ
り
民

政
府
よ
り
行
法
部
長
　
行
政
課
長
、
那
覇
市

側
市
長
　
助
役
、
正
副
議
会
議
長
　
真
和
志

側
村
長
、
正
副
議
長
、
港
側
助
役
、
正
副
議

長
が
出
席
、
協
議
が
行
わ
れ
た
が
市
長
選
挙

の
問
題
で
那
覇
と
真
和
志
が
意
見
の
一
致
を

見
ず
、
真
和
志
か
ら
の
再
答
申
を
ま
つ
て
再

審
議
す
る
こ
と
に
な
つ
た
、
民
政
府
か
ら
提

出
さ
れ
た
諮
問
は
那
覇
市
へ
の
二
村
の
合
併

で
あ
り
、
そ
の
限
り
法
的
に
は
現
那
覇
市
長

が
あ
と
三
年
何
カ
月
市
長
の
職
を
つ
と
め
る

こ
と
に
な
る
が
、
真
和
志
村
と
し
て
は
人
口

そ
の
他
の
点
か
ら
対
等
の
立
場
を
主
張
、
合

併
に
は
賛
成
で
あ
る
と
し
て
も
合
併
後
六
万

七
五
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余
の
市
民
の
意
志
を
代
表
せ
し
め
る
意
味
で

市
長
選
挙
を
絶
対
条
件
と
し
て
ゆ
ず
ら
な
か

つ
た
　
こ
れ
に
対
し
て
那
覇
側
よ
り
合
併
す

る
の
は
現
在
が
好
機
で
あ
り
、
一
応
二
村
を

那
覇
市
に
合
併
し
て
、
然
る
後
　
適
と
う
な

時
期
に
於
て
現
那
覇
市
長
が
辞
す
る
こ
と
に

し
　
そ
の
解
職
の
時
期
に
つ
い
て
は
知
事
に

一
に
ん
し
よ
う
で
は
な
い
か
と
提
案
し
た

が
、
そ
の
解
職
の
時
期
は
い
つ
か
と
真
和
志

村
で
は
そ
の
説
明
を
求
め
た
、
こ
の
問
題
に

つ
い
て
も
相
と
う
議
論
が
行
わ
れ
　
那
覇
市

と
し
て
は
都
計
の
関
係
も
あ
り
、
解
職
　
時

期
に
つ
い
て
は
新
し
く
選
ば
れ
る
議
員
に
ま

か
せ
た
ら
ど
う
か
と
の
意
見
も
あ
つ
た
が
結

局
意
見
が
ま
と
ま
ら
ず
真
和
志
村
と
し
て
は

再
度
協
議
の
上
き
よ
う
民
政
府
に
再
答
申
す

る
こ
と
に
な
つ
た
　
な
お
市
会
議
員
選
挙
に

つ
い
て
は
九
月
十
日
に
選
挙
を
行
う
こ
と
に

大
体
の
意
見
が
ま
と
ま
つ
た

大
那
覇
市
の
建
設
へ
／
議
員
定

数
も
増
加
か
／
合
併
賛
成
き

の
う
知
事
へ
答
申

う
新
　
１
９
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真
和
志
、
み
な
と
の
那
覇
市
へ
の
合
併
問
題

は
民
政
府
が
各
当
事
者
に
合
併
の
可
否
に
つ

い
て
諮
問
し
た
の
に
対
し
市
並
に
両
村
で
は

臨
時
議
会
や
議
員
村
民
の
合
同
協
議
会
な
ど

開
い
て
態
度
を
決
定
那
覇
市
は
み
な
と
、
真

和
志
両
村
の
市
へ
の
合
併
大
賛
成
、
み
な
と

は
新
市
長
選
挙
を
希
望
条
件
と
し
て
合
併
賛

成
、
真
和
志
村
は
新
市
長
選
挙
を
行
う
こ
と

を
前
提
条
件
と
し
て
な
ら
賛
成
と
い
う
態
度

を
表
明
、
夫
々
知
事
に
答
申
し
た
、
き
の
う

は
右
各
答
申
を
中
心
に
午
後
一
時
か
ら
三
市

村
長
、
助
役
、
正
副
議
長
が
民
政
府
会
議
室

で
當
間
行
法
部
長
、
仲
宗
根
行
政
課
長
と
膝

を
交
え
て
協
議
懇
談

△
原
則
と
し
て
那
覇
市
へ
両
村
を
合
併
す

る
△
出
来
れ
ば
新
議
員
を
九
月
十
日
に
選
挙

す
る

△
議
員
定
数
の
増
加
方
を
軍
へ
折
衝
す
る

△
現
那
覇
市
長
の
退
職
時
期
は
知
事
に
一

任
す
る

の
三
点
で
意
見
一
致
を
見
よ
う
と
し
た
が
、

第
三
項
の
那
覇
市
長
の
退
職
時
期
に
つ
い
て

は
未
だ
納
得
し
難
し
と
し
て
真
和
志

村
か

ら
退
職
時
期
の
せ
ん
明
方
を
當
間
市
長
に
要

求
、
こ
れ
に
対
し
當
間
市
長
は

こ
れ
は
知

事
が
決
め
る

と
言
明
を
避
け
合
併
が
実
現

す
れ
ば
現
那
覇
市
長
が
新
市
長
選
挙
ま
で
の

市
長
を
つ
と
め
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
、

な
お
今
の
と
こ
ろ
合
併
の
時
期
は
判
然
と
し

な
い
が
も
し
之
が
実
現
す
れ
ば
那
覇
市
〇
、

三
方
里
、
真
和
志
〇
一
九
七
方
里
、
計
一
、

二
七
方
里
の
地
域
に
六
万
四
千

那
覇
二
万

八
千
、
真
和
志
二
万
七
千
、
み
な
と
九
千

の
人
口
を
擁
し
名
実
と
も
に
沖
縄
の
首
都
と

し
て
の
面
目
を
一
新
す
る
わ
け
で
あ
る

｜
社
　
説
｜

那
覇
市
合
併
問
題
の
結
末

う
新
　
１
９
５
０
・
８
・
２

那
覇
、
港
、
真
和
志
三
市
村
の
合
併
問
題

は
在
住
市
村
民
の
ひ
と
し
く
願
望
す
る
と
こ

ろ
で
あ
つ
た
。
し
か
し
最
後
の
知
事
裁
決
は

真
和
志
村
の
条
件
に
民
政
府
当
局
の
難
色
あ

つ
て
結
局
那
覇
と
港
と
の
合
併
が
告
示
さ
れ

る
こ
と
に
な
つ
た
。
甚
だ
残
念
な
こ
と
で
あ

る
。こ
れ
で
真
和
志
村
は
当
分
首
里
那
覇
の
都

市
計
画
か
ら
は
一
応
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な

ろ
う
。
こ
と
こ
こ
に
至
つ
た
原
因
を
せ
ん
さ
く
し

て
み
た
つ
て
今
更
死
児
の
齢
を
か
ぞ
え
る
の

と
ひ
と
し
く
、
無
駄
で
は
あ
ろ
う
が
、
後
々

の
た
め
に
わ
れ
わ
れ
は
反
省
し
て
み
た
い
。

真
和
志
村
も
港
村
も
合
併
後
の
市
長
選
挙
を

明
か
に
し
て
貰
い
た
い
と
の
条
件
を
附
し
た

が
、
そ
の
条
件
の
裏
づ
け
と
な
る
理
由
が
一

般
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
も
し
も

そ
れ
が
政
治
的
な
駈
引
き
で
あ
つ
た
と
し
た

ら
、
そ
れ
は
大
い
に
ま
ず
か
つ
た
。

三
市
村
の
合
併
に
つ
い
て
は
現
在
軍
の
指

導
に
よ
つ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
都
市
計
画
の

実
施
と
も
関
連
し
て
い
る
し
、
問
題
の
主
体

は
目
標
た
る
都
市
計
画
に
あ
つ
て
、
市
長
選

挙
に
は
な
い
と
言
い
得
よ
う
。
真
和
志
村
の

場
合
は
そ
れ
が
逆
に
な
つ
て
い
る
。

か
り
に
、
合
併
後
の
市
長
の
地
位
が
都
市

計
画
に
大
き
い
作
用
を
持
つ
と
考
え
て
も
、

そ
れ
は
新
し
く
選
挙
さ
れ
る
議
会
に
任
せ
ば

よ
い
、
と
い
う
理
く
つ
も
た
つ
の
で
あ
る
。

も
つ
と
具
体
的
に
言
え
ば
市
長
の
改
選
を
望

む
な
ら
ば
、
一
応
は
現
那
覇
市
長
の
下
で
合

併
直
後
の
諸
手
続
き
を
済
ま
せ
、
新
議
会
に

お
い
て
市
長
改
選
を
議
決
す
れ
ば
よ
か
つ
た

わ
け
で
あ
る
。
市
会
の
見
解
が
そ
う
な
れ
ば

現
市
長
も
そ
れ
を
拒
否
は
出
来
も
し
な
い
。

だ
が
こ
う
な
つ
て
は
次
の
好
機
を
待
つ
外
は

な
い
。

港
村
・
那
覇
に
合
併
／
き
の
う

知
事
が
告
示
す

沖
タ
　
１
９
５
０
・
８
・
２

昨
報

合
併
に
よ
る
首
都
建
設
の
焦
点
だ
つ

た
市
長
選
挙
に
関
し
、
真
和
志
村
は
協
議
を

行
い
、
一
日
民
政
府
に
対
し
合
併
告
示
後
直

ち
に
市
長
選
挙
告
示
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と

の
再
答
申
を
行
つ
た
の
で
民
政
府
で
は
正
副

知
事

官
房
長
、
行
法
部
長
が
合
議
の
結
果
、

真
和
志
村
は
那
覇
市
へ
の
合
併
吸
収
に
反
対

で
あ
る
も
の
と
み
な
し
、
真
和
志
村
の
意
志

を
尊
重
す
る
意
味
で
真
和
志
村
を
の
ぞ
き
、

港
村

旧
真
和
志
村
区
域
を
含
む

の
み
を

七
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八
月
一
日
付
で
那
覇
市
に
併
合
す
る
旨
の
告

示
を
行
つ
た

選
挙
期
控
え
／
や
む
を
得
ぬ
措
置

民
政
府
と
し
て
は
港
湾
作
業
の
請
負
制
へ
の

移
行
、
那
覇
都
計
の
問
題
等
も
あ
り
、
選
挙

を
期
と
し
て
二
村
の
那
覇
市
へ
の
併
合
を
企

図
し
て
い
た
が
突
如
、
選
挙
法
が
公
布
さ
れ

四
十
五
日
以
前
の
選
挙
告
示
、
議
員
選
挙
区

等
が
決
定
さ
れ
た
の
で
幾
分
き
遅
れ
の
感
じ

は
あ
る
と
し
て
も
な
ん
と
か
実
現
し
よ
う
と

選
挙
区
改
正
等
を
軍
に
折
衝
を
続
け
て
い
た

よ
う
で
あ
る
、
し
か
し
軍
と
し
て
は
一
旦
公

布
し
た
法
律
を
早
急
に
変
更
す
る
の
は
困
難

で
あ
る
よ
う
で
も
あ
り
、
ま
た
全
面
的
意
見

の
一
致
に
よ
る
も
の
な
ら
別
と
し
て
一
方
の

反
対
を
押
切
つ
て
ま
で
法
律
を
変
え
る
必
要

も
な
い
と
の
意
向
に
見
受
け
ら
れ
た
の
で
、

そ
の
意
図
も
汲
み
各
市
村
の
意
見
も
尊
重
し

て
止
む
を
得
ず
港
村
の
み
の
併
合
を
決
定
し

た
と
云
つ
て
い
る

首
都
建
設
に
渦
ま
く
波
紋
／
真

和
志
村
合
併
除
外
に
憤
激
／

”
陰
謀
”
な
り
と
ば
く
論
／

村
民
代
表
が
民
政
府
に
大
挙

陳
情
う
新
　
１
９
５
０
・
８
・
３

昨
報

み
な
と
村
の
那
覇
へ
の
合
併
告
示
に

よ
り
首
都
建
設
か
ら
除
外
さ
れ
た
真
和
志
村

で
は
村
を
挙
げ
て
の
重
大
問
題
な
り
と
し

て
、
き
の
う
各
議
員
、
区
長
、
字
有
志
等
約

七
〇
名
を
招
集
午
前
十
時
よ
り
村
役
所
で
緊

急
協
議
会
を
開
き
民
意
を
反
映
し
た
意
見
の

交
換
を
行
い
大
要
左
の
如
き
声
明
書
を
作

成
、
ト
ラ
ツ
ク
二
台
に
便
乗
民
政
府
に
押
し

か
け
知
事
と
会
見
声
明
書
を
読
み
上
げ
た

声
明
書

真
和
志
村
は
数
百
年
の
伝
統
へ
の
回
顧
と

将
来
の
繁
栄
へ
の
向
上
を
大
乗
的
に
一
擲
し

て
名
実
共
に
琉
球
の
首
都
建
設
へ
積
極
的
に

貢
献
せ
ん
と
す
る
村
民
の
総
意
に
依
り
七
月

二
十
二
日
付
知
事
諮
問
案
に
対
す
る
答
申
書

を
提
出
せ
し
に
民
政
府
は
故
意
に
答
申
書
を

わ
い
曲
し
諮
問
案
の
主
旨
を
無
視
し
て
抜
き

打
ち
的
に
港
村
単
独
編
入
の
知
事
告
示
を
発

表
す
る
に
至
つ
た

我
々
は
今
回
の
民
政
府
の
措
置
が
首
都
建
設

の
美
名
の
下
に
単
な
る
港
村
を
那
覇
市
へ
の

合
法
的
に
う
ば
い
さ
ら
わ
ん
と
す
る
陰
謀
で

あ
り
同
時
に
首
都
建
設
の
規
模
を
小
区
域
に

止
め
た
責
任
を
真
和
志
村
に
転
嫁
せ
ん
と
す

る
企
図
な
り
と
せ
ざ
る
を
得
な
い

一
、
民
政
府
の
諮
問
案
の
骨
子
は
那
覇
市
真

和
志
村
の
人
口
経
済
商
業
交
通
の
交
流
状
態

か
ら
み
て
両
市
村
を
行
政
上
二
分
す
る
こ
と

は
住
民
の
福
利
上
不
当
な
り

二
、
軍
の
支
持
す
る
那
覇
市
の
都
計
は
真
和

志
村
港
村
を
包
含
し
て
始
め
て
意
義
が
重
大

で
あ
り

三
、
那
覇
市
真
和
志
村
一
体
と
し
て
の

と

あ
る
に
拘
ら
ず
今
回
の
知
事
の
決
定
は
自
ら

の
主
張
を
放
棄
し
て
那
覇
市
真
和
志
村
を
二

分
す
る
の
放
れ
業
を
演
じ
た
こ
の
事
実
は
真

和
志
村
議
会
の
意
志
を
じ
ゆ
う
り
ん
す
る
と

共
に
真
和
志
村
民
否
全
琉
球
人
民
の
真
な
る

要
望
を
阻
止
し
た
る
も
の
と
云
わ
ざ
る
を
得

な
い
我
々
は
合
併
後
六
万
五
千
の
新
市
民
に

よ
り
選
出
さ
れ
る
新
市
長
及
び
新
議
会
議
員

の
下
に
首
都
建
設
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
真

和
志
村
民
の
民
主
的
輿
望
が
絶
対
に
正
当
で

あ
る
と
い
う
事
を
確
信
す
る
が
故
に
真
和
志

村
内
の
凡
ゆ
る
力
を
結
集
し
て
今
回
の
民
政

府
の
措
置
に
断
乎
と
し
て
抗
争
す
る
と
共
に

之
を
江
湖
の
批
判
に
訴
え
て
初
志
を
貫
徹
せ

ん
と
す
る
も
の
で
あ
る

右
声
明
す

真
和
志
村
民
代
表
合
同
協
議
会

選
挙
法
の
改
正
が
難
点
／
軍
も

同
意
見
で
あ
る
／
知
事
、
行

法
部
長
が
経
緯
を
説
明

う
新
　
１
９
５
０
・
８
・
３

民
政
府
に
お
し
か
け
た
村
民
代
表
者
翁
長
村

長
　
宮
里
議
会
副
議
長
　
嘉
數
　
森
田
　
平

良
各
村
議
等
約
七
十
名
に
対
し
志
喜
屋
知
事

當
間
行
法
部
長
が
会
見
　
先
ず
宮
里
副
議
長

よ
り
同
村
の
声
明
書
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
の

に
対
し
知
事
並
に
當
間
行
法
部
長
は
諮
問
よ

り
告
示
に
至
る
迄
の
経
過
及
び
真
和
志
村
の

答
申
は
条
件
付
き
の
合
併
で
あ
る
観
点
か
ら

合
併
反
対
の
解
釈
が
な
さ
れ
た
事
　
民
政
府

議
員
選
挙
区
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず

若
し
こ
れ
を
押
し
切
つ
て
合
併
す
る
場
合
に

は
同
選
挙
法
の
訂
正
が
必
要
と
さ
れ
る
が
法

律
の
改
正
は
短
期
日
に
は
出
来
な
い
事

こ

れ
は
軍
も
同
じ
見
解
で
あ
る

と
合
併
か
ら

除
外
さ
れ
た
理
由
を
明
ら
か
に
し
　
絶
対
何

ら
の
陰
謀
な
し
と
言
明
会
場
は
急
迫
し
た
空

気
が
み
な
ぎ
り
　
更
に
み
な
と
村
内
の
旧
真

和
志
村
地
域
の
返
還
要
求
等
も
あ
つ
た
が

こ
れ
も
民
政
議
員
選
挙
区
の
問
題
に
か
ら
ん

で
解
決
さ
れ
ず
最
後
に
知
事
に
対
し

真
和

志
村
民
は
合
併
を
希
望
し
て
お
り
　
又
知
事

の
置
き
御
土
産
と
も
な
る
べ
き
も
の
だ
か
ら

尚
一
層
真
和
志
村
の
合
併
に
対
し
て
努
力
し

て
貰
い
た
い

と
希
望
を
の
べ
當
間
部
長
に

は

那
覇
市
長
に
辞
職
を
勧
告
し
て
貰
い
た

い

と
要
求
し
て
引
揚
げ
た

村
民
代
表
知
事
室
へ
／
民
主
的

首
都
の
建
設
を
要
望

沖
タ
　
１
９
５
０
・
８
・
３

此
の
日
午
後
四
時
真
和
志
村
民
代
表
約
七
十

名
は
声
明
書
を
携
行
ト
ラ
ツ
ク
二
台
に
分
乗

し
て
民
政
府
に
知
事
　
行
法
部
長
を
訪
問
、

宮
里
榮
輝
氏
の
声
明
書
朗
読
終
る
や
村
民
代

七
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表
は
割
れ
る
ば
か
り
の
拍
手
　
當
間
行
法
部

長
よ
り
合
併
問
題
は
戦
前
来
の
懸
案
で
、
時

期
は
選
挙
前
が
適
当
と
思
つ
た
。
真
和
志
村

の
答
申
書
は
字
句
の
裏
か
ら
云
え
ば

市
長

が
辞
任
し
な
け
れ
ば
合
併
に
反
対
で
あ
る

と
の
意
味
を
持
つ
て
い
る
の
で
合
併
に
反
対

で
あ
る
と
解
釈
し
港
村
だ
け
や
む
を
得
ず
合

併
に
し
た
　
尚
軍
の
方
で
は
選
挙
区
の
問
題

で
真
和
志
は
那
覇
市
に
合
併
さ
せ
な
い
方
が

よ
い
と
の
意
見
を
も
つ
て
い
た
と
説
明
　
知

事
も
同
様
の
説
明
を
し
た
が
、
村
民
代
表
は

譲
ら
ず
　
飽
ま
で
真
和
志
村
民
の
意
向
を
無

視
し
た
非
民
主
的
な
告
示
だ
と
云
い
、
新
に

合
併
問
題
を
お
こ
し
民
主
的
に
首
都
を
建
設

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
と
、
善
処
方
を
要

望
し
た
の
に
対
し
知
事
は

皆
さ
ん
の
意
こ

う
は
よ
く
解
り
ま
し
た
　
首
都
建
設
が
実
現

す
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す

と

所
信
を
披
瀝
し
た

み
な
と
村
／
旧
役
場
に
那
覇
市

の
出
張
所
沖
タ
　
１
９
５
０
・
８
・
３

那
覇
市
の
港
村
吸
収
合
併
に
伴
い
二
日
港
村

役
場
で
両
当
局
者
の
事
務
引
継
の
予
備
打
合

せ
を
行
つ
た
が
当
分
旧
港
村
役
場
内
に
那
覇

市
役
所
出
張
所
を
お
く

港
村
の
旧
真
和
志
区
／
返
還
し

て
く
れ
／
村
民
代
表
が
強
硬

談
判
う
新
　
１
９
５
０
・
８
・
４

那
覇
市
と
の
合
併
か
ら
お
き
去
り
を
喰
い
除

外
さ
れ
た
真
和
志
で
は
　
き
の
う
翁
長
村
長

正
副
議
長
ほ
か
議
員
　
区
長
代
表
ら
が
フ
ラ

イ
マ
ス
行
法
部
長
を
訪
問
　
真
和
志
村
除
外

の
経
緯
に
つ
い
て
具
申
し
た
と
こ
ろ
フ
ラ
イ

マ
ス
行
法
部
長
は

”
こ
の
問
題
が
せ
め
て
告
示
を
出
す
三
週

間
前
に
自
分
に
わ
か
つ
て
い
た
ら
何
ん
と
か

解
決
が
出
来
た
ろ
う
　
真
和
志
村
の
条
件
た

る
新
市
長
の
選
挙
の
件
は
私
個
人
の
意
見
と

し
て
は
当
然
そ
う
で
あ
る
べ
き
と
思
う
　
今

度
の
問
題
は
選
挙
法
が
公
布
さ
れ
て
か
ら
起

つ
た
問
題
で
あ
る
の
で
今
更
選
挙
区
を
改
正

出
来
な
い
の
で
真
和
志
村
は
今
は
都
市
計
劃

に
入
ら
な
い
方
が
よ
い
　
み
な
と
村
全
部
を

那
覇
に
合
併
し
た
と
い
う
こ
と
は
今
聞
い
て

び
つ
く
り
し
た
　
知
事
と
も
よ
く
談
合
し
て

解
決
せ
よ
”
と
の
意
見
を
聴
き
代
表
一
同
は

更
に
知
事
　
當
間
行
法
部
長
と
会
見
　
み
な

と
村
の
旧
真
和
志
村
区
域
を
真
和
志
村
に
返

還
し
て
貰
い
た
い
と
事
情
を
述
べ
　
問
題
解

決
ま
で
は
飽
く
ま
で
抗
争
す
る
旨
強
硬
な
態

度
を
堅
持
す
る
決
意
を
伝
え
て
引
上
げ
た

附
加
税
は
認
め
ず
／
市
町
村
新

に
独
立
税
を
設
定
か

沖
ヘ
　
１
９
５
０
・
８
・
４

市
町
村
の
付
加
税
徴
収
に
関
し
て
は
是
と
す

る
も
の
非
と
す
る
も
の
が
あ
つ
て
種
々
論
議

さ
れ
て
来
た
が
税
徴
収
に
関
す
る
軍
指
令
第

七
号
の
一
部
改
正
指
令
が
公
布
と
な
り
付
加

税
は
特
べ
つ
の
事
情
ガ
な
い
限
り
認
め
な
い

事
に
な
つ
た
こ
れ
に
よ
り
市
町
村
当
局
は
新

に
独
立
税
の
設
定
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
わ
け

改
正
指
令
左
の
通
り

一
九
四
七
年
三
月
三
十
一
日
付
軍
政
府
指
令

第
七
号

沖
縄
群
島
に
於
け
る
課
税
手
続
き

の
設
定
及
び
実
施

の
第
三
章
三
節
の
最
し

よ
の
語
句
は
次
の
や
う
に
改
正
す
る
一
九
五

〇
年
十
月
一
日
以
後
市
町
村
は
沖
縄
群
島
知

事
の
特
べ
つ
な
許
可
に
従
う
以
外
沖
縄
民
政

府
に
よ
り
課
税
さ
れ
た
税
と
同
一
の
課
税
対

し
よ
う
か
ら
付
加
税
或
は
付
加
税
を
賦
課
徴

収
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い

｜
社
　
説
｜

真
和
志
問
題
と
青
年

沖
ヘ
　
１
９
５
０
・
８
・
５

真
和
志
青
年
会
で
は
、
那
覇
の
両
村
合
ぺ

い
問
題
に
関
し
て
、
民
政
府
の
執
つ
た
処
置

に
対
し
、
各
字
代
表
を
招
集
し
て
、
意
見
を

求
め
た
所
、
知
事
の
と
つ
た
港
村
の
み
の
合

ぺ
い
告
示
に
対
し
て
撤
回
対
策
を
樹
立
し
た

が
大
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

即
ち
民
政
府
の
或
一
部
政
治
家
に
依
つ
て

港
村
の
那
覇
市
へ
の
へ
い
合
が
一
ま
と
め
に

さ
れ
、
而
も
真
和
志
村
が
置
き
去
ら
れ
た
と

い
う
事
は
恰
も
真
和
志
村
民
の
意
志
を
没
却

し
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
、
又
村
民
並
に
沖

縄
全
住
民
と
共
に
政
治
ボ
ス
や
不
正
義
者
に

対
し
あ
く
ま
で
斗
争
を
続
け
て
い
く
覚
悟
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
青
年
層
の
正

義
と
情
熱
の
こ
も
つ
た
切
実
な
叫
び
で
あ

る
。
こ
の
青
年
層
の
叫
び
は
真
和
志
村
民
の

意
志
が
全
然
没
却
さ
れ
た
点
に
あ
る
が
、
村

青
年
層
の
正
義
感
が
唯
那
覇
の
合
ぺ
い
問
題

に
関
す
る
当
局
の
処
置
に
対
し
て
の
み
向
け

ら
れ
、
こ
れ
が
選
挙
運
動
に
り
用
さ
れ
る
可

能
性
が
多
分
に
あ
る
こ
と
を
恐
れ
る
の
で
あ

る
。
即
ち
青
年
層
が
真
和
志
の
合
ぺ
い
を
成

就
す
る
た
め
に
は
如
何
な
る
ボ
ス
勢
力
と
結

ん
で
で
も
事
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば

彼
等
自
身
唯
真
和
志
村
の
た
め
に
と
い
う
名

に
か
く
れ
て
、
自
ら
ボ
ス
に
転
落
す
る
こ
と

に
な
る
。
確
か
に
今
度
の
合
ぺ
い
問
題
は
当

局
の
主
張
が
如
何
な
る
も
の
に
せ
よ
、
客
観

的
に
は
す
つ
き
り
し
な
い
も
の
が
あ
る
。
殊

に
選
挙
が
近
づ
い
て
住
民
の
政
治
意
識
が
高

ま
つ
て
い
る
だ
け
に
合
ぺ
い
問
題
が
政
治
化

す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
青

年
層
が
奮
起
し
て
、
こ
れ
を
ボ
ス
的
策
略
だ

と
解
す
る
の
も
亦
当
然
で
あ
ろ
う
。
然
し
青

七
八
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年
層
と
し
て
は
、
誰
が
ボ
ス
で
あ
る
か
を
先

づ
見
極
め
る
こ
と
で
あ
る
。
唯
何
等
の
識
見

も
な
く
、
手
腕
も
な
い
旧
い
経
験
ず
み
の
ボ

ス
達
が
こ
の
選
挙
を
有
り
に
導
く
た
め
、
阿

ゆ
追
従
す
る
か
ら
味
方
だ
と
思
つ
た
ら
間
違

い
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
一
つ
一
つ
の
動
き
が

選
挙
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
考
え
ら
れ
る
時
に

政
界
の
裏
と
ボ
ス
的
掛
引
を
知
ら
な
い
純
情

な
青
年
層
が
唯
純
理
と
正
義
だ
け
に
立
脚
し

て
行
動
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
対
立
す
る
政

治
家
の
政
治
的
籠
絡
の
道
具
と
な
つ
て
し
よ

期
の
目
的
た
る
正
義
の
実
現
が
ま
ん
ま
と
ボ

ス
に
り
用
さ
れ
終
に
は
踏
み
に
じ
ら
れ
る
危

険
が
多
分
に
あ
る
。

青
年
諸
君
に
敢
て
訴
え
た
い
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
は
野
に
を
る
人
が
英
雄
で
も
な
け

れ
ば
官
に
を
る
人
必
ず
し
も
ボ
ス
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
青
年
諸
君
に
と
つ
て

大
切
な
事
は
、
い
ず
れ
が
進
歩
で
あ
り
、
い

ず
れ
が
保
守
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

｜
社
　
説
｜

真
和
志
村
住
民
の
希
望

う
新
　
１
９
５
０
・
８
・
６

真
和
志
村
で
は
那
覇
市
、
港
村
と
の
合
併

問
題
に
取
り
残
さ
れ
て
、
一
般
村
民
は
協
議

会
を
開
き
合
併
の
実
現
を
期
し
て
い
ろ
／

＼
と
方
策
を
講
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
同

村
青
年
会
で
も
昨
日
那
覇
、
港
の
青
年
会
幹

部
を
招
き
合
併
実
現
に
つ
い
て
懇
談
会
を
催

し
た
。
青
年
会
幹
部
の
方
で
は
狭
い
政
治
的
な
立

場
か
ら
離
れ
、
大
乗
的
な
見
地
か
ら
合
併
の

実
現
さ
れ
る
よ
う
努
力
を
ち
か
つ
て
い
る
。

ま
こ
と
に
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
し
ば
し
ば
こ
の
合
併
問
題
を

促
進
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
、
各
関
係
者
の

努
力
を
要
望
し
て
来
た
が
、
港
村
が
合
併
を

抜
打
ち
的
に
決
議
し
た
以
外
に
、
那
覇
と
真

和
志
の
両
者
は
形
勢
傍
観
と
い
つ
た
態
度
で

い
ず
れ
も
積
極
的
で
な
か
つ
た
の
は
事
実
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
と
こ
ろ
へ
突
然
知
事

か
ら
発
せ
ら
れ
た
諮
問
案
は
真
和
志
村
側
で

は
正
に
唐
突
で
、
事
態
を
充
分
に
検
討
す
る

こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

に
し
て
も
真
和
志
村
と
し
て
は
、
こ
の
重
大

問
題
に
対
し
第
二
第
三
の
打
つ
べ
き
手
は
当

然
考
え
て
い
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
は
ず
で
あ

る
。
そ
れ
を
民
政
府
が
打
診
す
る
こ
と
を
せ

ず
、
早
急
に
告
示
を
決
定
発
表
し
た
と
す
れ

ば
、
両
者
の
意
志
の
疎
通
を
欠
い
た
ま
ま
事

が
き
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
、
甚
だ
遺
憾
で

あ
る
。
従
つ
て
民
政
府
と
し
て
は
真
和
志
村
民
の

希
望
に
沿
い
得
る
よ
う
に
、
真
和
志
を
那
覇

市
に
合
併
す
る
方
法
を
見
出
す
た
め
更
に
軍

政
府
と
も
折
衝
の
上
努
力
す
る
と
と
も
に
、

こ
の
問
題
の
実
態
を
一
般
に
せ
ん
明
す
る
責

務
が
あ
ろ
う
。
法
規
的
理
由
で
あ
ろ
う
が
或

は
単
な
る
行
政
的
理
由
で
あ
ろ
う
が
、
も
の

事
は
明
ら
か
に
し
て
お
い
た
方
が
後
々
の
た

め
に
も
よ
い
。

何
故
真
和
志
を
除
外
し
た
か
／

三
青
年
会
代
表
真
相
を
追
究

沖
ヘ
　
１
９
５
０
・
８
・
７

首
都
建
設
問
題
で
政
府
の
措
置
に
憤
激
し
た

真
和
志
村
青
年
会
で
は
先
に
ナ
ハ
市
、
港
村

の
両
青
年
会
に
呼
び
か
け
そ
の
動
き
は
注
目

さ
れ
て
い
る
が
真
和
志
青
年
会
代
表
多
数
は

五
日
午
後
四
時
半
よ
り
真
和
志
し
よ
校
で
ナ

覇
代
表
二
名
、
港
代
表
二
名
と
種
々
意
見
の

交
換
を
行
い
、
青
年
会
と
し
て
当
問
題
の
解

決
を
見
る
た
め
に
明
八
日
、
ナ
覇
三
、
港
三
、

マ
和
志
四
の
委
員
を
選
出
み
ん
政
府
に
対
し

マ
和
志
村
置
き
去
り
の
し
ん
相
を
左
の
質
疑

事
項
に
よ
つ
て
徹
底
的
に
追
求
す
る
こ
と
に

な
つ
た
。

▲
質
疑
事
項

①
諮
問
案
第
三
項
、
四
項
、
五
項
に
対
す
る

み
ん
政
府
の
解
釈
を
求
む

②
マ
和
志
村
の
答
申
書
が
み
ん
意
で
な
か
つ

た
と
言
つ
た
理
由

③
諮
問
案
を
発
す
る
場
合
に
於
て
選
挙
区
の

問
題
に
抵
触
す
る
と
言
う
事
が
考
慮
に
入
れ

ら
れ
て
居
た
か
ど
う
か

④
諮
問
案
発
行
日
付
と
市
村
に
於
て
受
領
さ

れ
た
日
迄
の
期
日
の
停
滞
し
た
理
由

⑤
知
事
が
合
併
の
告
示
を
な
す
前
に
マ
和
志

村
交
渉
委
員
に
対
し
予
告
を
な
し
抜
き
打
ち

に
は
し
な
い
と
公
約
し
た
が
そ
れ
を
履
行
し

な
か
つ
た
理
由

⑥
諮
問
案
第
五
項
中
の
沖
縄
の
首
都
の
建
設

は
政
府
の
最
も
重
大
な
政
策
で
あ
る
と
明
示

し
て
あ
る
が
こ
の
案
に
対
し
み
ん
政
ぎ
会
に

諮
問
し
た
か

こ
れ
に
関
し
ナ
覇
及
び
港
代
表
者
の
見
解
は

次
の
通
り

△
ナ
覇
代
表
　
マ
和
志
村
当
局
の
み
ん
政
府

の
諮
問
案
に
対
す
る
答
申
書
に
は
、
へ
い
合

に
関
す
る
反
対
の
意
志
は
無
い
、
私
達
は
み

ん
政
府
に
対
し
そ
の
理
由
を
詳
し
く
明
示
し

て
貰
い
且
つ
沖
縄
最
大
の
首
都
建
設
に
邁
進

す
る
覚
悟
で
あ
る
。

△
港
村
代
表
　
港
村
は
軍
の
暫
定
措
置
で
出

来
た
村
で
あ
つ
て
、
人
口
、
政
治
、
経
済
面

か
ら
見
て
も
非
常
に
貧
弱
で
あ
る
。
故
に

吾
々
は
前
か
ら
へ
い
合
を
望
ん
で
居
た
が
、

今
回
の
告
示
で
ほ
つ
と
し
た
が
然
し
み
ん
政

府
当
局
の
取
つ
た
措
置
は
非
民
主
的
で
あ
る

だ
か
ら
吾
々
は
あ
く
迄
も
一
市
二
村
の
合
ぺ

い
を
実
現
さ
せ
る
様
努
力
し
た
い

七
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旧
法
で
選
ば
れ
た
／
市
長
村
長

の
退
職
／
改
正
法
の
意
図
す

る
所
に
非
ず

う
新
　
１
９
５
０
・
８
・
11

民
行
法
部
で
は
今
回
の
市
町
村
長
及
び
市
町

村
議
員
選
挙
法
改
正
に
よ
る
と
旧
法
に
よ
る

選
挙
で
選
ば
れ
た
市
町
村
長
が
居
住
関
係
で

職
を
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
お
こ
つ

て
く
る
の
で
そ
の
疑
義
に
つ
き
軍
に
問
合
せ

中
で
あ
つ
た
が
　
七
日
付
文
書
で
旧
法
で
選

ば
れ
た
市
町
村
長
の
退
職
は
改
正
法
の
意
図

す
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
と
要
旨
次
の
よ
う
に

回
答
し
た

△
旧
法
に
よ
り
市
町
村
長
に
選
出
さ
れ
改
正

法
の
条
件
に
適
つ
て
い
る
人
は
改
正
法
に
よ

る
基
本
的
改
正
の
た
め
現
職
を
止
め
る
必
要

は
な
い
　
旧
法
の
六
一
条
に
は

も
し
市
町

村
長
が
選
挙
さ
れ
る
資
格
が
な
け
れ
ば
本
人

は
職
を
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
規
定

し
て
あ
る
が
　
在
職
者
を
辞
め
さ
せ
る
こ
と

は
改
正
法
案
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い

△
旧
法
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
市
町
村
長
は
同

法
の
下
に
於
い
て
資
格
が
あ
る
の
で
改
正
法

の
公
布
後
失
格
と
な
る
よ
う
な
違
法
行
為
を

行
う
の
で
な
け
れ
ば
任
期
の
終
了
迄
資
格
を

有
す
る
　
市
町
村
長
が
そ
の
任
地
以
外
の
他

の
市
町
村
に
居
住
す
る
こ
と
が
不
法
な
ら
し

め
る
も
の
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
ぬ
　
し
か

し
あ
る
人
が
現
在
の
任
期
終
了
後
公
職
に
立

候
補
を
決
意
す
る
場
合
か
れ
は
改
正
法
に
述

べ
ら
れ
た
有
資
格
条
件
に
従
わ
ね
ば
な
ら
な

い
四
年
に
一
回
行
う
／
市
町
村
長
及
び
議

員
総
選
挙

軍
政
府
は
さ
き
に
公
布
さ
れ
た
市
町
村
長
及

び
市
町
村
議
会
議
員
選
挙
改
正
法
の
第
一
章

第
一
節
第
二
項
は
八
月
七
日
付
で
次
の
よ
う

に
改
正
し
た
　
括
弧
は
追
加
さ
れ
た
も
の

市
町
村
長
総
選
挙
は
四
年
に
一
回
九
月
の
第

一
日
曜
日
に
行
う
　
市
町
村
議
員
の
総
選
挙

は
四
年
に
一
回
九
月
の
第
二
日
曜
に
行
う

上
記
の
こ
と
は
八
重
山
群
島
竹
富
町
を
除

く
全
市
町
村
に
適
用
さ
れ
る
　
竹
富
町
で
は

両
選
挙
を
九
月
の
第
二
日
曜
日
に
行
う

必

要
な
場
合
は
本
布
令
四
二
号
に
よ
り
特
別
選

挙
を
行
う

港
村
／
三
年
の
歴
史
に
終
止
符

／
那
覇
へ
嫁
入
る
新
市
民
八

千
余
人沖
タ
　
１
９
５
０
・
８
・
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港
村
は
愈
々
本
十
二
日
那
覇
市
へ
の
編
入

事
務
を
終
え
、
八
千
余
名
の
人
々
が
新
し

い
”
那
覇
市
民
”
と
し
て
今
回
の
市
議
選

挙
に
も
投
票
権
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な

つ
た
が
、
さ
て
、
四
七
年
五
月
軍
の
指
示

に
よ
り
特
殊
行
政
地
区
と
し
て
生
れ
た

港
村

は
過
去
三
年
の
間
に
ど
の
よ
う

な
変
遷
を
辿
つ
て
き
た
だ
ろ
う
か

”
解

消
す
る
日
”
を
迎
え
て
そ
の
短
か
つ
た

歴
史

を
の
ぞ
い
て
み
る

港
村
は
一
九
四
七
年
五
月
一
日
付
沖
縄
民
政

府
告
示
第
十
八
号
に
よ
り

当
分
の
間

と

い
う
条
件
で
那
覇
港
作
業
の
労
務
管
理
を
円

滑
に
し
ラ
イ
カ
ム
の
企
図
す
る
作
業
能
率
を

増
進
す
る
目
的
で
誕
生
し
た

地
域

最
初
旧
真
和
志
村
の
楚
辺
原
の
一
部
、
美
武

田
原
、
長
作
原
の
一
部
、
阿
手
川
原
、
赤
畑

原
と
旧
那
覇
通
堂
町
の
一
部
、
山
下
町
だ
つ

た
の
が
更
に
一
九
四
八
年
四
月
軍
指
示
に
よ

り
旧
真
和
志
字
二
中
前
一
区
、
松
尾
、
県
庁

前
旧
那
覇
上
泉
町
を
編
入
総
面
積
約
二
三
万

三
千
二
百
八
十
四
坪
現
在
は
奥
武
山
、
ペ

リ
ー
、
壺
川
、
美
田
、
楚
辺
一
区
、
同
二
区
、

松
尾
区
の
七
行
政
区
に
な
つ
て
い
る

ペ
リ
ー
区
は
元
山
下
町
で
、
旧
名
復
帰
の

話
が
出
た
と
き
、
時
の
係
将
校
が
”
山
下

奉
文
”
の
名
を
連
想
さ
せ
る
の
で
イ
ヤ
だ

と
、
米
人
と
し
て
最
初
に
沖
縄
を
訪
ね
た

ペ
リ
ー
の
名
を
記
念
す
る
た
め
区
名
に
採

用
し
た
挿
話
も
あ
る

執
行
機
関

特
殊
使
命
を
も
つ
村
で
港
作
業
隊
支
配
人
国

場
幸
太
郎
氏
が
知
事
任
命
で
村
長
兼
務
、
四

八
年
三
月
一
日
の
民
主
地
方
選
挙
で
同
氏
無

投
票
で
当
選
、
職
員
も
作
業
隊
員
か
ら
殆
ん

ど
採
用
し
て
い
る

施
設

港
村
誕
生
以
前
特
殊
軍
作
業
団
体
と
し
て
一

九
四
六
年
十
二
月
十
五
日
軍
政
府
が
那
覇
港

作
業
隊
を
設
置
、
軍
民
需
物
資
の
積
卸
を
米

軍
人
軍
属
、
日
本
Ｐ
Ｗ
と
交
代
、
四
七
年
三

月
作
業
漸
く
順
調
に
な
り
所
管
が
軍
政
府
か

ら
六
十
一
部
隊
に
移
り
、
約
四
千
従
業
員
が

緊
要
部
門
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
つ
た
、
四

七
年
三
月
港
初
中
校

計
約
千
六
百
名

幼

稚
園

約
百
五
十
名

同
年
五
月
水
組
、
同

八
月
　
農
組
、
奥
武
山
、
楚
辺
両
診
療
所
、

港
体
協
、
村
衛
生
課
、
婦
人
会
、
青
年
会
等

が
そ
れ
／
＼
設
立
さ
れ
た

人
口

四
九
年
末
現
在
で
八
八
九
四
人
、
一
八
七
七

戸
、
各
市
町
村
出
身
別
に
す
る
と
四
十
八
ケ

村
と
南
北
琉
球
を
含
む
最
大
は
那
覇
の
五
、

三
七
六
人
、
最
少
は
渡
名
喜
村
一
人
、
隣
接

の
真
和
志
四
八
〇
人
、
小
禄
四
三
人

百
万
大
衆
の
生
活
権
確
保
を
期

し
／
新
政
党
の
結
成
準
備
成

る
／
若
き
力
を
結
集

沖
へ
　
１
９
５
０
・
８
・
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新
政
党
の
結
成
の
気
運
に
つ
い
て
は
既
報
の

通
り
で
あ
る
が
、
昨
十
五
日
一
時
半
よ
り
農

連
会
議
室
で
、
稻
峯
一
郎
、
富
名
腰
尚
武
、

平
良
幸
市
、
宮
城
寛
雄
、
新
里
�
篤
、
久
場

八
〇

一
九
五
〇
年

昭
和
二
十
五
年

八
月



川
敬
、
崎
間
敏
勝
、
久
場
政
彦
、
森
山
紹
榮
、

安
座
間
磨
志
、
大
城
立
裕
、
金
城
寛
、
大
田

徳
正
、
長
浜
宗
安
、
瑞
慶
覧
長
仁
、
下
門
律

善
、
知
花
英
夫
、
尚
詮
、
喜
納
兼
雄
、
の
各

氏
等
二
十
八
名
参
集
、
新
党
結
成
に
つ
い
て

忌
憚
な
い
意
見
の
交
換
を
行
つ
た
結
果
万
場

一
致
、
新
政
党
を
結
成
す
る
事
に
決
定

稻
峯
一
郎
、
平
良
幸
市
、
崎
間
敏
勝
、
久
場

川
敬
、
大
城
立
裕
、
東
江
東
榮
、
森
山
紹
榮
、

富
名
腰
尚
武
の
各
氏
を
結
成
基
礎
委
員
と
し

党
の
綱
領
、
党
名
を
近
く
発
起
人
総
会
で
決

定
す
る
事
に
な
つ
た
、
結
成
主
旨
の
大
要
は

左
の
通
り

先
づ
我
々
は
一
〇
〇
万
大
衆
の
生
活
向
上
を

期
し
、
大
衆
を
基
盤
と
す
る
新
政
党
を
結
成

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
現
在
の
琉
球
に
解

決
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
幾
多
の
問
題
が
山
積
し
、

戦
後
五
個
年
を
経
過
し
て
も
復
興
は
思
う
様

に
進
ん
で
い
な
い
、
之
は
何
故
か
、
吾
々
は

先
づ
自
ら
を
批
判
し
現
実
の
姿
を
ぎ
よ
う
視

し
、
そ
し
て
現
実
に
即
応
し
た
対
策
の
下
に

一
〇
〇
万
大
衆
の
生
活
を
確
保
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
其
の
為
に
は
、
大
衆
を
包
含
す

る
政
党
を
結
成
し
、
政
治
に
参
与
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

現
在
の
政
党
に
あ
き
た
ら
ず

現
在
の
沖
縄
の
既
成
政
党
の
行
動
は
沖
縄
の

現
実
を
離
れ
た
主
義
主
張
を
か
ゝ
げ
、
此
れ

を
現
実
に
あ
て
は
め
様
と
し
て
い
る
、
此
の

政
策
は
沖
縄
の
現
実
よ
り
に
じ
み
で
た
政
策

綱
領
で
は
な
い
様
に
思
は
れ
る
、
従
つ
て
沖

縄
の
現
実
と
遊
離
し
て
い
る
か
に
見
受
け
ら

れ
る
。
我
々
は
住
民
の
生
活
権
の
確
保
と
云

う
目
標
を
か
ゝ
げ
て
、
沖
縄
の
現
段
か
い
に

対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

同
志
的
結
合
よ
り
大
衆
政
党
結
成
へ

輿
論
が
政
治
力
に
な
る
た
め
に
は
輿
論
を
支

持
す
る
人
を
多
数
集
め
ね
ば
な
ら
ぬ
、
今
や

住
民
の
物
心
両
面
の
進
歩
は
戦
後
か
な
り
進

ん
で
い
る
、
多
く
の
人
々
は
沖
縄
の
現
状
を

良
く
知
つ
て
居
る
が
、
た
ゞ
此
れ
を
大
き
な

輿
論
に
迄
持
つ
て
い
く
様
な
組
織
が
な
か
っ

た
訳
だ
、
我
々
は
か
ゝ
る
人
々
の
同
志
的
結

合
に
よ
つ
て
政
党
結
成
を
促
進
さ
せ
得
る
絶

好
の
機
会
を
今
持
つ
て
い
る
の
で
あ
る

尚
新
党
と
し
て
如
何
な
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を

掲
げ
る
べ
き
や
の
問
題
に
関
し
て
大
い
に
論

ぜ
ら
れ
た
が
琉
球
に
顕
著
な
る
階
級
的
差
べ

つ
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
結
局
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
を
掲
げ
る
の
は
次
の
問
題
と
し
て
先
づ

い
か
に
す
れ
ば
強
力
に
団
結
し
得
る
組
織
を

結
成
す
る
か
に
第
一
目
標
を
置
く
こ
と
に
な

る
様
で
あ
る

”
貿
易
庁
旋
風
”
市
場
に
吹
き

ま
く
る
／
相
場
忽
ち
切
崩
れ

／
那
覇
市
場
小
売
業
者
悲
鳴

／
き
の
う
50
名
総
裁
室
に
押

し
か
く沖
ヘ
　
１
９
５
０
・
８
・
17

貿
易
庁
で
は
軍
命
に
よ
り
軍
放
出
物
資
の
自

由
販
売
を
十
四
日
よ
り
か
い
始
し
て
い
る

が
、
連
日
買
手
が
殺
到
、
十
六
日
の
買
手
の

大
半
は
十
五
日
か
ら
の
徹
夜
組
と
い
う
正
に

狂
気
じ
み
た
人
気
で
、
貿
庁
構
内
は
品
物
を

積
出
す
た
め
の
ト
ラ
ツ
ク
、
三
輪
車
、
荷
車
、

荷
馬
車
が
、
那
覇
及
び
近
郊
は
も
ち
ろ
ん
、

糸
満
や
遠
く
全
島
各
地
か
ら
の
集
り
、
早
く

も
こ
れ
ら
黒
だ
か
り
の
買
手
を
相
手
に
貿
易

庁
門
前
に
は
、
ア
イ
ス
キ
ヤ
ン
デ
ー
、
も
ち
、

煙
草
を
売
る
市
を
な
す
俄
景
気
で
あ
る

十
四
日
以
来
那
覇
市
場
は
、
こ
の
放
出
物
資

で
ハ
ン
ラ
ン
、相
場
は
敏
感
な
動
き
を
見
せ
、

市
場
の
雑
貨
は
眼
に
見
え
て
急
落
、
こ
の
飛

切
の
安
値
の
た
め
に
、
遂
に
悲
鳴
を
あ
げ
た

那
覇
市
場
の
小
売
業
者

ア
ン
マ
ー
さ
ん

約
五
十
名
は
、
昨
十
六
日
午
前
十
一
時
十
五

分
頃
、
貿
庁
総
裁
室
に
な
だ
れ
こ
む
様
に
押

し
か
け
、
室
内
は
立
す
い
の
余
地
も
な
く
室

外
に
は
み
出
な
が
ら
、
そ
の
代
表
者
は
熱
心

に
吾
々
小
売
業
者
に
も
放
出
物
資
を
販
売
し

て
く
れ
と
、
陳
情
し
た

打
撃
を
受
け
た
小
売
業
者
／
ア
ン
マ
ー

さ
ん
達
の
云
い
分

軍
放
出
物
資
の
お
蔭
で
市
場
の
衣
料
、
せ
つ

け
ん
の
相
場
は
朝
か
ら
晩
ま
で
に
四
五
回
も

変
更
す
る
殊
に
シ
ヤ
ツ
、
タ
オ
ル
類
の
安
値

販
売
の
た
め
に
、
私
達
小
売
業
者
は
大
打
撃

を
受
け
て
い
る

私
達
は
市
場
内
の
単
な
る
小
売
業
者
だ
か

ら
、
一
部
の
し
よ
う
人
の
様
に
放
出
物
資
を

買
お
う
と
し
て
も
買
え
な
い

私
達
小
売
業
者
に
も
放
出
物
資
が
買
え
る
様

に
し
て
く
れ

”
卸
免
許
を
と
れ
”
／
貿
庁
は
区
別
な

く
売
つ
て
い
る
／
宮
里
総
裁
の
言
い

分

こ
ち
ら
と
し
て
は
、
自
由
販
売
は
い
つ
も
新

聞
に
広
告
し
て
あ
る
の
で
事
前
に
わ
か
る
と

思
う
。
そ
し
て
こ
の
放
出
物
資
も
数
量
が
多

数
と
云
う
こ
と
も
わ
か
つ
て
い
る
と
思
う
品

物
の
あ
る
間
は
、
誰
彼
の
区
べ
つ
な
く
順
序

に
売
つ
て
い
る
、
市
場
側
と
し
て
は
組
合
で

も
こ
し
ら
え
て
卸
業
者
の
免
許
を
と
り
貿
易

庁
で
買
う
様
に
し
て
貰
い
た
い

二
日
間
の
売
上
何
と
千
六
百
万
円

尚
貿
庁
販
売
課
で
は
十
四
日
、
十
五
日
、
の

二
日
間
の
売
上
総
額
を
次
の
通
り
発
表
し
た

単
位
円

△
十
四
日

軍
放
出
物
資

現
金

二
、
二
七
八
、
〇
〇
〇
輸
入
雑
貨

現
金

二
、
〇
七
三
、
〇
〇
〇

約
手

八
一

一
九
五
〇
年

昭
和
二
十
五
年

八
月



六
〇
、
〇
〇
〇
計
六
五
〇
万
円

△
十
五
日

軍
放
出
物
資

現
金

八
、
九
九
五
、
〇
〇
〇
、
輸
入
雑

貨

現
金

四
六
三
、
〇
〇
〇

約
手

四

四
、
〇
〇
〇
、
売
店
売
上
高
二
六
、
〇
〇
〇

計
九
五
三
万
、
総
計
売
上
高
千
六
百
三
万
円

昨
十
六
日
は
十
五
日
受
付
番
号
の
中
、
販
売

が
間
に
合
は
な
か
つ
た
百
番
以
上
の
番
号
保

持
者
並
に
卸
業
者
協
会
に
販
売
さ
れ
た
が
、

そ
の
販
売
品
目
と
数
量
は
左
の
通
り

△
ロ
ー
ソ
ク
二
四
〇
ハ
コ
、
△
洗
濯
セ
ツ
ケ

ン
三
二
〇
ハ
コ
・
六
〇
ハ
コ
△
化
粧
セ
ツ
ケ

ン
三
、
二
〇
〇
ハ
コ
△
ア
ン
ダ
ー
シ
ヤ
ツ

白

三
六
ハ
コ
△
フ
ト
ン
綿
一
二
〇
袋

貿
易
庁
販
売
値
と
市
場
価
格

軍
放
出
物
資
の
販
売
価
格
と
同
物
資
の
市
場

価
格
の
比
か
く
は
次
の
通
り

括
弧
内
市
場
価
格
、
単
位
円

△
タ
オ
ル
一
枚
三

十
一

△
フ
ラ
ン
ネ

ル
・
シ
ヤ
ツ
Ａ
五
三

一
〇
〇

Ｂ
七
八

一
二
〇

△
ア
ン
ダ
ー
シ
ヤ
ツ

白

三

〇

六
〇

△
セ
ツ
ケ
ン
十
三

十
八

△

ロ
ー
ソ
ク
三

五

｜
社
　
説
｜

那
覇
真
和
志
議
員
立
候
補
者
に

望
む
う
新
　
１
９
５
０
・
８
・
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那
覇
市
と
真
和
志
の
合
併
問
題
は
両
市
村

住
民
一
般
の
熱
望
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
政

府
が
問
題
提
起
の
時
機
を
誤
つ
た
の
と
、
現

行
選
挙
法
に
基
く
選
挙
区
の
□
点
そ
の
他
の

事
情
か
ら
選
挙
前
の
実
現
は
不
可
能
と
な
つ

た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
問
題
が
こ
れ
で
ケ
リ
つ
い
た
の

で
な
い
こ
と
は
誰
し
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
ま
た
選
挙
後
に
こ
の
問
題
が
ウ
ヤ
ム
ヤ

に
さ
れ
る
こ
と
を
住
民
一
般
は
好
ま
な
い
。

選
挙
後
に
お
い
て
両
市
村
議
員
が
四
カ
年

の
任
期
が
あ
る
こ
と
は
法
に
よ
つ
て
定
め
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
両
市
村
議
員
の
多

く
が
自
分
の
任
期
の
終
え
る
四
カ
年
は
合
併

問
題
を
棚
上
げ
し
た
い
気
持
に
な
る
の
は
人

情
で
は
あ
ろ
う
。
だ
が
議
員
各
位
は
市
村
政

に
参
与
し
、
住
民
の
私
益
の
た
め
に
そ
の
職

に
つ
く
は
ず
で
あ
つ
て
、
自
己
の
都
合
の
た

め
に
市
村
政
の
第
一
義
を
置
き
去
り
に
す
る

こ
と
は
ゆ
る
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は
ま
た
両
市

村
長
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

次
期
の
知
事
が
何
人
で
あ
ろ
う
と
、
か
れ

は
那
覇
、
真
和
志
の
合
併
を
早
急
に
実
現
す

る
で
あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に

し
て
も
最
大
の
問
題
は
両
市
村
の
新
議
会
の

態
度
で
あ
る
。

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
一
市
民
と
し
て
望
む
と

こ
ろ
は
今
度
議
員
に
立
候
補
す
る
人
た
ち
は

今
年
中
に
も
或
は
来
春
早
々
に
は
那
覇
、
真

和
志
両
市
村
の
合
併
を
促
進
し
、
こ
れ
が
実

現
の
暁
は
い
さ
ぎ
よ
く
総
辞
職

当
然
の
帰

結
で
は
あ
る
が

す
る
決
意
を
持
つ
て
欲
し

い
こ
と
で
あ
る
。
で
な
い
人
は
今
度
の
選
挙

に
は
立
候
補
を
遠
慮
し
て
貰
い
た
い
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
両
市
村
住
民
の
公
正
な
希
望

で
あ
る
。

し
か
し
て
新
那
覇
市
或
は
沖
縄
市
、
そ
の

名
は
い
ず
れ
に
し
て
も
　
新
市
長
は
当
然
選

挙
法
の
規
則
に
従
つ
て
六
万
の
新
市
民
の
一

般
投
票
に
よ
つ
て
選
出
さ
る
べ
き
こ
と
は
論

を
ま
た
ぬ
。

か
く
て
今
度
の
選
挙
に
お
い
て
両
市
村
民

は
立
候
補
者
が
そ
の
線
に
そ
う
て
い
る
か
否

か
に
よ
つ
て
選
択
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

婦
人
の
議
員
進
出
／
意
外
に
振

わ
ず
／
何
が
彼
女
ら
を
そ
う

さ
せ
るう
新
　
１
９
５
０
・
８
・
23

婦
連
、
婦
人
課
の
活
溌
な
政
治
啓
蒙
運
動
に

よ
つ
て
婦
人
の
議
会
進
出
は
か
な
り
注
目
さ

れ
て
い
る
が
、
議
員
立
候
補
者
は
意
外
に
少

く
、
民
政
議
員
に
は
本
部
の
嘉
数
ヨ
シ
女
史

一
人
立
候
補
が
確
定
し
て
い
る
の
み
で
あ

る
、
市
、
村
、
町
議
員
は
今
の
所
判
然
と
し

て
い
な
い
が
、
各
村
と
も
婦
人
候
補
者
は
出

す
模
様
、
那
覇
市
で
は
有
銘
靜
女
史
が
立
候

補
す
る
こ
と
に
確
定
し
た

マ
長
官
が
厳
達
／
選
挙
に
ノ
ウ

タ
ツ
チ
！
／
全
軍
政
関
係
員

に
指
示う
新
　
１
９
５
０
・
８
・
27

マ
ク
ル
ー
ア
軍
政
長
官
は
今
回
の
選
挙
に
際

し
全
占
領
軍
所
属
軍
人
軍
属
は
中
立
的
立
場

を
堅
持
し
、
選
挙
に
介
在
す
る
が
如
き
誤
解

を
生
ぜ
し
め
な
い
よ
う
八
月
二
十
三
日
書
簡

を
も
つ
て
警
告
を
発
し
た
が
、
そ
の
要
旨
次

の
通
り
選
挙
を
成
功
裡
に
終
ら
せ
る
た
め
に
次
の

事
項
を
特
に
避
け
る
こ
と
一
、
贈
品
の
授

受
、
候
補
者
や
政
党
、
政
治
団
体
又
は
そ

れ
と
関
係
あ
る
人
物
及
び
選
挙
管
理
官
と

飲
食
を
共
に
す
る
こ
と

二
、
候
補
者
或
は
政
党
な
ど
を
是
非
す
る

意
見
の
発
表

三
、
如
何
な
る
方
法
に
よ
る
に
か
か
わ
ら

ず
選
挙
へ
の
介
入

四
、
政
治
的
集
会
で
演
説
を
し
た
り
、
舞

台
に
現
れ
た
り
、
候
補
者
や
そ
の
関
係
と

不
必
要
に
同
行
し
た
り
す
る
こ
と

五
、
軍
用
或
は
自
家
用
自
動
車
な
ど
で
候

補
者
や
そ
の
関
係
者
を
同
乗
さ
せ
る
こ
と

六
、
候
補
者
や
そ
の
関
係
者
又
は
選
挙
管

理
官
な
ど
と
の
社
交
訪
問

七
、
選
挙
法
や
選
挙
行
政
の
非
難

正
し
い
投
票
／
正
し
い
政
治

軍
政
府
で
は
九
月
の
四
つ
の
選
挙
が
沖
縄
の

八
二

一
九
五
〇
年

昭
和
二
十
五
年

八
月

論



政
治
に
如
何
な
る
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る

か
、
ま
た
如
何
に
す
れ
ば
民
主
々
義
を
育
成

出
来
る
か
を
徹
底
す
る
た
め
、
選
挙
ポ
ス

タ
ー
を
配
布
し
た

独
立
税
12
種
目
可
決
／
最
後
を

飾
る
那
覇
市
議
会

う
新
　
１
９
５
０
・
９
・
１

現
議
員
に
よ
る
最
後
の
那
覇
市
議
会
は
き
の

う
午
前
十
時
か
ら
市
会
議
室
に
於
て
全
議
員

出
席
の
下
に
開
会
△
那
覇
市
税
賦
課
徴
収
条

例
改
正
△
一
九
五
一
年
度
歳
入
歳
出
追
加
更

正
予
算
な
ど
五
議
案
を
可
決
、
午
後
四
時
閉

会
一
同
打
揃
つ
て
記
念
撮
影
の
後
、
料
亭
南

海
で
分
散
会
を
行
つ
た
、

市
税
賦
課
徴
収
条
例
に
よ
れ
ば
従
来
の
民
政

府
税
附
加
税
を
廃
し
て
土
地
税
、
家
屋
税
、

市
民
税
、
自
転
車
税
、
船
舶
税
、
屠
畜
税
、

酒
消
費
税
、
興
行
税
、
不
動
産
取
得
税
、
営

業
税
、
電
柱
税
等
十
二
種
目
の
新
税
が
賦
課

さ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
る
今
年
度
税
収

入
額
と
し
て
七
九
六
万
二
九
〇
円
が
見
積
ら

れ
て
い
る
主
な
る
税
額
次
の
通
り

△
自
転
車
税
年
税
で
一
台
に
つ
き
一
〇
〇
円

△
屠
畜
税
　
屠
殺
さ
れ
る
牛
一
頭
に
つ
き
二

〇
〇
円
、
馬
一
五
〇
円
、
豚
一
〇
〇
円
、
山

羊
二
〇
円

△
酒
消
費
税
消
費
者
に
対
し
小
売
価
格
の
百

分
の
十
二

△
営
業
税
　
月
税
と
し
そ
の
月
の
総
収
入
又

は
総
売
上
高
を
課
税
標
準
と
し
各
業
態
別
に

十
五
％
、
十
％
、
五
％
、
一
％
、
五
％
の
五

段
階
に
分
れ
て
い
る

な
お
こ
の
市
税
賦
課
徴
収
条
例
は
九
月
一
日

か
ら
施
行
さ
れ
る
が
旧
港
村
民
に
対
し
て
は

一
九
五
一
年
度
分
に
限
り
本
条
例
に
依
ら
ず

一
九
五
〇
年
度
の
例
に
よ
り
賦
課

米
国
の
議
員
構
成
法
に
よ
り
／

市
町
村
議
定
員
大
巾
に
削
減

／
人
口
五
千
以
下
は
６
名
那

覇
12
名沖
ヘ
　
１
９
５
０
・
９
・
２

市
町
村
長
及
議
員
の
選
挙
も
終
盤
戦
に
入
り

虚
々
実
々
の
選
挙
対
策
が
展
か
い
さ
れ
泥
試

合
さ
え
も
所
々
に
起
り
民
衆
の
嫌
悪
す
る
所

と
な
り
選
挙
粛
清
の
声
ま
で
高
ま
つ
て
き
た

折
柄
軍
で
は
八
月
三
十
一
日
附
内
報
で
市
町

村
制
第
十
五
条
の
改
正
を
断
行
し
議
員
構
成

を
縮
少
し
た
が
そ
の
結
果
旧
法
に
依
つ
て
立

候
補
し
て
大
半
の
運
動
費
を
費
消
し
な
が
ら

定
員
縮
少
に
影
響
し
て
余
儀
な
く
立
候
補
を

撤
回
す
る
者
が
相
当
に
出
る
の
で
は
な
い
か

と
思
は
れ
る
、
し
か
し
な
が
ら
今
度
の
改
正

は
選
挙
粛
清
を
目
標
に
し
た
も
の
で
は
な
く

米
国
の
議
員
構
成
法
の
観
点
よ
り
そ
の
定
数

を
縮
少
し
て
議
員
の
実
態
を
充
実
強
化
し
こ

れ
に
依
て
地
方
行
政
の
進
展
を
は
か
ら
ん
と

す
る
も
の
で
あ
ろ
う

一
九
四
八
年
七
月
二
十
一
日
附
指
令
第
二
十

六
号
に
基
ず
く
市
町
村
制
第
十
五
条
で
は
人

口
二
千
人
未
満
は
十
二
名
人
口
二
千
人
以
上

五
千
人
未
満
は
十
六
人
の
議
員
定
数
で
あ
つ

た
が
今
回
の
改
正
で
は
人
口
五
千
人
未
満
は

六
人
に
人
口
五
千
人
以
上
一
万
人
未
満
は
二

十
二
名
の
と
こ
ろ
を
八
名
に
、
一
万
人
以
上

二
万
人
未
満
は
二
十
六
名
を
十
名
に
人
口
二

万
人
以
上
は
三
十
人
の
定
員
だ
つ
た
の
が
改

正
法
Ｄ
項
で
は
人
口
二
万
人
以
上
の
市
に
於

て
は
四
分
の
三
以
上
の
議
員
の
賛
成
投
票
が

あ
れ
ば
人
口
七
千
人
を
増
す
毎
に
議
員
一
名

の
割
合
で
議
席
数
を
増
す
こ
と
が
出
来
る
こ

と
に
な
つ
た
こ
ゝ
で
四
分
の
三
の
ぎ
員
と
は

旧
法
に
依
る
ぎ
員
定
数
の
四
分
の
三
を
意
味

し
こ
れ
に
よ
る
と
人
口
二
万
人
ま
で
は
十
名

の
ぎ
員
定
数
で
あ
る
が
二
万
七
千
名
に
な
れ

ば
ぎ
員
の
定
員
は
十
一
名
に
増
え
人
口
三
万

四
千
人
で
あ
れ
ば
ぎ
員
定
数
は
十
二
名
と
云

う
こ
と
に
な
る
改
正
法
Ｄ
項
に
抵
触
す
る
市

は
人
口
三
万
八
千
七
百
九
十
二
人
を
擁
す
る

那
覇
市
だ
け
で
あ
る

各
市
町
村
／
新
議
員
定
数

沖
ヘ
　
１
９
５
０
・
９
・
２

各
市
町
村
新
議
員
定
数
は
左
の
通
り
括
弧
内

は
旧
議
員
定
数

※
十
二
名

新
定
員
数

▲
那
覇

人
口

三
八
、
七
九
二

三
〇

※
十
名

▲
具
志
川
三
一
、
八
四
二

三
〇

▲
首
里

二
〇
、
四
六
二

〃

▲
真
和
志
二
五
、
八

五
七

〃

▲
本
部
二
三
、
六
一
三

〃

▲
玉
城
一
〇
、
一
四
二

二
六

▲
小
禄
一

二
、
六
七
三

〃

▲
糸
満
一
六
、
一
六
四

〃

▲
美
里
一
五
、
〇
七
九

〃

▲
石

川
一
七
、
七
二
二

〃

▲
与
那
城
一
六
、

八
五
六

〃

▲
勝
連
一
一
、
二
〇
八

〃

▲
越
来
一
六
、
二
五
〇

〃

▲
読
谷
一
六
、

三
七
四

〃

▲
宜
野
湾
一
四
、
六
〇
四

二
六

▲
中
城
一
〇
、
一
九
〇

〃

▲

浦
添
一
〇
、
八
一
五

〃

▲
国
頭
一
三
、

〇
〇
二

〃

▲
大
宜
味
一
一
、
五
二
二

〃

▲
羽
ち
一
二
、
二
〇
二

〃

▲
今

帰
仁
一
七
、
〇
四
二

〃

▲
名
護
一
四
、

七
一
四

〃

※
八
名

▲
南
風
原
七
、
五
三
〇

二
二

▲
大
里
七
、

〇
九
〇

〃

▲
与
那
原
七
、
〇
三
二

〃

▲
佐
敷
八
、
一
二
一

〃

▲
知
念
六
、
四

三
七

〃

▲
具
志
頭
六
、
二
九
七

〃

▲
東
風
平
八
、
八
四
三

〃

豊
見
城
九
、

一
八
九

〃

▲
兼
城
五
、
三
六
九

〃

▲
三
和
八
、
一
六
三

〃

▲
北
谷
八
、
五

一
三

〃

▲
嘉
手
納
六
、
二
一
五

〃

▲
北
中
城
七
、
八
六
〇

〃

▲
西
原
八
、

二
八
二

〃

▲
久
志
六
、
〇
五
九

〃

八
三

一
九
五
〇
年

昭
和
二
十
五
年

八
｜
九
月



▲
屋
部
六
、
一
八
一

〃

▲
恩
納
八
、
一

五
九

〃

▲
宜
野
座
六
、
三
四
九

〃

▲
金
武
七
、
七
八
二

〃

▲
上
本
部
八
、

〇
二
一

〃

▲
伊
江
七
、
三
一
四

〃

▲
仲
里
九
、
六
八
九

〃

▲
具
志
川
七
、

九
四
五

〃

▲
伊
是
名
六
、
〇
六
四

〃

※
六
名

▲
高
嶺
三
、
五
一
三

一
六

▲
東
三
、
七

二
〇

〃

▲
屋
我
ち
四
、
三
二
八

〃

▲
座
間
味
二
、
〇
八
四

〃

▲
伊
平
屋
四
、

二
二
〇

一
六

▲
粟
国
三
、
二
八
二

〃

▲
渡
名
喜
一
、
六
一
一

一
二

▲
渡
嘉
敷

一
、
五
九
六

〃

▲
南
大
東
一
、
六
二
四

〃

▲
北
大
東
一
、
二
二
六

〃

那
覇
市
臨
時
議
会
／
新
議
員
定

数
を
可
決
沖
ヘ
　
１
９
５
０
・
９
・
２

軍
指
令
第
二
六
号

市
町
村
制

の
一
部
改

正
に
伴
い
那
覇
市
で
は
臨
時
ぎ
会
を
昨
一
日

午
後
五
時
、
市
会
ぎ
室
で
か
い
さ
い
、
出
席

ぎ
員
十
七
名
で
直
ち
に
ぎ
題
”
市
町
村
せ
い

改
正
に
伴
う
ぎ
員
定
数
に
つ
い
て
”
に
入
り

万
場
一
致
で
ぎ
員
定
数
十
二
名
を
ぎ
決
し
た

こ
れ
で
従
来
の
定
員
よ
り
十
八
名
減
と
な

り
、
六
十
九
名
の
現
市
ぎ
立
候
補
者
は
こ
の

予
想
外
の
指
令
に
て
ん
や
わ
ん
や
の
状
態
で

あ
る
が
、
昨
一
日
ま
で
の
市
ぎ
立
候
補
者
は

依
然
六
十
九
名
で
立
候
補
届
出
の
撤
回
は
一

件
も
な
か
つ
た

”
四
百
票
も
と
ら
ね
ば
”
／
激

戦
に
輪
を
か
け
る
／
那
覇
市

沖
タ
　
１
９
５
０
・
９
・
２

既
に
約
七
十
名
が
届
出
て
い
る
那
覇
市
で
は

き
の
う
昼
頃
か
ら
辻
々
の
新
聞
社
速
報
版
を

見
て
あ
わ
た
ゞ
し
く
選
挙
管
理
委
員
会
に
出

入
り
し
市
長
室
に
は
再
出
馬
の
現
議
員
達

が
”
や
あ
、
大
へ
ん
な
こ
と
じ
や
な
い
か
”

”
見
込
み
な
い
ぞ
”
と
意
味
あ
り
気
に
苦
笑

し
つ
ゝ
一
人
、
二
人
と
集
つ
て
心
配
そ
う
に

話
し
合
つ
て
お
り
こ
れ
ま
で
二
百
五
十
票
位

と
れ
ば
安
心
だ
と
い
つ
て
い
た
の
が
ど
う
し

て
も
四
百
票
は
と
ら
ね
ば
と
い
わ
れ
て
お
る

が
、
辞
退
や
妥
協
等
も
こ
ゝ
二
、
三
日
の
情

勢
を
み
て
か
ら
と
い
う
空
気
が
強
い

議
会
運
営
に
新
し
い
方
法
が
必
要

當
間
市
長
の
話

そ
れ
に
伴
う
市
町
村
制
の

改
正
が
出
る
だ
ろ
う
が
、
こ
う
な
る
と
議

会
運
営
の
実
質
を
保
つ
に
は
常
任
委
員
制

で
も
と
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
う

婦
人
の
進
出
嫌
う
／
議
員
割
当

制
に
怒
り
爆
発

う
新
　
１
９
５
０
・
９
・
２

今
度
の
選
挙
に
際
し
一
部
の
村
で
は
部
落
割

当
制
を
行
い
、
婦
人
議
員
が
進
出
し
よ
う
と

す
る
と
平
和
を
乱
す
な
ど
と
の
キ
ベ
ン
を
弄

し
手
を
か
え
、
品
を
か
え
婦
人
議
員
の
進
出

を
押
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
ゝ
る
事
は
公
選

の
主
旨
に
反
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
弊
害
を

取
り
除
い
て
く
れ
る
よ
う
婦
人
課
長
、
婦
連

会
長
は
軍
政
官
府
法
務
部
へ
陳
情
す
る
こ
と

に
な
つ
た

｜
社
　
説
｜

議
員
縮
減
と
其
の
後

沖
ヘ
　
１
９
５
０
・
９
・
４

九
月
一
日
軍
か
ら
の
内
報
で
突
然
市
町
村
議

員
の
大
巾
縮
減
が
発
表
さ
れ
た
。
投
票
期
日

が
差
せ
ま
つ
て
、
各
候
補
者
と
も
票
数
獲
得

に
大
童
に
な
つ
て
い
た
矢
先
、
出
鼻
を
く
ぢ

か
れ
た
様
な
恰
好
に
な
つ
て
し
ま
つ
て
、
候

補
者
諸
氏
の
落
胆
や
周
章
ら
う
ば
い
振
り
が

察
知
さ
れ
る
。
殊
に
那
覇
市
の
場
合
は
定
員

三
十
名
の
所
へ
も
つ
て
き
て
、
立
候
補
者
が

七
〇
名
も
あ
り
、
激
戦
は
大
い
に
予
想
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
が
、
定
員
が
十
二
名
に

激
減
し
た
の
で
二
五
〇
票
も
と
れ
ば
当
選
け

ん
内
に
入
る
の
が
五
〇
〇
票
も
と
ら
な
い
と

当
選
し
な
い
と
あ
つ
て
は
立
候
補
者
諸
氏
も

さ
ぞ
落
胆
が
大
き
か
つ
た
事
だ
ら
う
。
と
い

つ
て
今
更
引
込
み
も
つ
か
ず
、
次
の
選
挙
も

あ
る
事
と
て
、
益
々
血
眼
に
な
つ
て
票
数
獲

得
に
余
念
な
い
有
様
で
あ
る
が
、
益
々
選
挙

費
は
重
む
ば
か
り
で
重
む
割
に
当
選
け
ん
は

遠
く
な
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
気
の
毒
千
万
で

あ
る
。
之
に
反
し
て
地
方
町
村
は
那
覇
と
は

違
つ
て
、
ぎ
員
に
な
つ
て
も
余
り
役
得
が
な

く
、
概
し
て
ぎ
員
選
挙
は
無
風
状
態
で
あ
つ

て
、
大
方
の
町
村
長
ぎ
員
数
を
区
別
に
割
当

る
か
、
又
は
わ
り
当
て
た
員
数
に
つ
い
て
選

挙
を
行
つ
て
い
た
の
で
、
ぎ
員
の
大
巾
縮
減

が
及
ぼ
す
影
響
は
そ
れ
程
大
き
く
は
な
い
。

然
し
な
が
ら
選
挙
期
日
を
間
近
か
に
控
え

て
の
突
然
の
事
件
だ
つ
た
の
で
、
ぎ
員
さ
く

減
の
理
由
に
つ
い
て
疑
心
を
い
だ
く
向
き
も

あ
つ
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
軍
政
長
官
は

次
の
通
り
答
え
て
い
る
。

即
ち

十
二
名
で
も
、
三
十
名
に
よ
る
政
治

が
十
二
分
に
出
来
る
、
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
の

ぎ
員
を
例
に
と
る
と
三
万
人
に
対
し
一
人
と

な
つ
て
い
る
し
沢
山
の
ぎ
員
が
居
れ
ば
沢
山

の
費
用
も
か
ゝ
る
か
ら
だ

と
。
そ
の
主
旨

は
第
一
に
ぎ
員
の
き
ゆ
う
料
、
手
当
を
ぎ
員

数
を
減
ず
る
事
に
よ
つ
て
、
そ
の
総
額
を
さ

く
減
し
、
こ
れ
に
よ
つ
て
苦
し
い
ち
方
財
政

を
い
く
ら
か
で
も
建
直
し
た
い
所
に
あ
る
の

で
あ
ろ
う
。
現
在
の
ち
方
自
治
制
度
が
ち
方

財
政
の
貧
こ
ん
に
よ
つ
て
、
充
分
に
そ
の
き

能
を
発
揮
す
る
事
が
出
来
ず
従
つ
て
自
治
の

効
果
も
余
り
大
き
く
な
い
の
で
、
自
治
体
の

基
礎
が
自
治
体
財
政
に
あ
る
事
を
看
破
し

て
、
今
度
の
措
置
に
出
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ

は
当
然
の
措
置
で
あ
る
。
所
が
ち
方
町
村
の

財
政
支
出
に
お
い
て
ぎ
員
の
手
当
、
き
ゆ
う
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料
等
の
人
件
費
の
占
め
る
割
合
は
が
い
し
て

少
く
、
寧
ろ
町
村
吏
員
の
数
が
不
用
に
増
大

し
て
、
そ
の
人
件
費
が
大
き
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
人
件
費
の

面
か
ら
ち
方
財
政
を
消
極
的
に
節
約
す
る
に

は
寧
ろ
ぎ
員
数
よ
り
は
町
村
役
場
吏
員
を
減

じ
て
課
税
負
担
を
軽
減
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
主
旨
の
第
二
は
、
ぎ
員
数
を
減
ず
る

事
に
よ
つ
て
ぎ
員
の
質
的
向
上
を
ね
ら
つ
た

点
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
軍
が
看
破
し
た
通

り
、
従
来
の
市
町
村
ぎ
員
の
中
に
は
法
文
の

解
釈
は
お
ろ
か
、
字
も
ろ
く
に
読
み
書
き
出

来
な
い
非
常
識
な
人
も
い
た
。
そ
の
点
市
町

村
ぎ
員
も
大
い
に
反
省
し
て
勉
強
す
べ
き
で

あ
る
。
そ
う
で
な
い
と
、
村
長
に
ぎ
員
が
ひ

き
ず
り
廻
は
さ
れ
て
何
ん
で
も
村
長
の
言
う

通
り
に
な
り
、”
異
ぎ
な
し
、
賛
成
”
の
イ

エ
ス
マ
ン
に
な
り
下
つ
て
、
村
長
の
た
め
の

村
政
に
な
つ
て
し
ま
う
危
険
が
多
分
に
あ

る
。
然
し
な
が
ら
ぎ
員
数
を
減
ず
る
事
に
よ

つ
て
必
ず
し
も
ぎ
員
の
質
が
向
上
す
る
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。
何
故
な
ら
ば
現
在
の
沖
縄

で
は
親
分
子
分
の
ボ
ス
的
特
質
支
配
が
金
権

を
基
盤
に
し
て
成
り
立
つ
て
い
る
以
上
、
金

が
な
い
た
め
有
能
の
士
が
出
馬
出
来
な
か
つ

た
り
、
落
選
し
た
り
す
る
事
が
多
い
。
そ
の

点
ぎ
員
数
が
多
い
だ
け
有
能
の
士
が
出
て
く

る
確
率
は
大
き
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時

に
ボ
ス
的
支
配
の
強
い
事
か
ら
ぎ
員
の
ボ
ス

化
が
案
ぜ
ら
れ
、
ぎ
会
で
の
発
言
よ
り
は
裏

で
の
四
畳
半
会
談
の
発
言
が
重
ん
ぜ
ら
れ
る

危
険
が
多
分
に
あ
る
。

真
和
志
村
村
選
に
終
止
符
／
翁

長
氏
、
”
当
選
”
確
定
／
こ

れ
で
一
応
手
打
ち
／
宮
里
氏

側
は
異
議
申
立
て
声
明

う
新
　
１
９
５
０
・
９
・
６

持
ち
越
し
と
な
つ
た
真
和
志
村
長
選
挙
は
き

の
う
午
後
三
時
か
ら
村
役
場
に
於
い
て
仲
宗

根
行
政
課
長
、
福
原
村
委
員
長
外
委
員
三
名

翁
長
派
立
会
人
平
良
良
松
み
や
里
派
高
良
正

文
の
諸
氏
が
村
民
三
百
余
の
成
行
き
如
何
に

と
注
視
す
る
中
で
協
議
を
開
始
し
た
が
高
良

氏
起
つ
て

会
場
内
で
紛
失
し
た
と
思
わ
れ
る
四
ぴ
よ

う
の
誤
差
が
あ
る
限
り
当
落
を
決
定
す
る
事

は
出
来
ぬ
、
又
こ
の
問
題
が
解
明
さ
れ
て
も

我
々
は
第
二
、第
三
の
問
題
を
考
え
て
い
る

と
真
向
か
ら
斬
込
む
態
度
に
出
て
開
会
へ
き

頭
か
ら
大
波
瀾
と
な
つ
て
両
派
相
互
に
応
酬

し
合
つ
た
が
最
後
に
仲
宗
根
課
長
の
提
案
で

も
う
一
度
全
投
ひ
よ
う
す
う
の
計
算
と
帳
簿

の
点
検
を
実
施
す
る
事
に
な
り
延
長
約
四
時

間
に
わ
た
つ
て
慎
重
な
再
検
査
が
行
な
わ
れ

た
結
果
昨
報
の
通
り

翁
　
長
　
四
、
六
二
九

み
や
里
　
四
、
六
二
八

を
再
確
認
す
る
こ
と
に
し
て
福
原
委
員
長
は

翁
長
助
靜
を
村
長
に
決
定
し
ま
す

と
宣

言
し
た
、
問
題
の
四
ぴ
よ
う
に
つ
い
て
は
受

付
簿
に
よ
る
投
ひ
よ
う
す
う
と
実
際
の
投
ひ

よ
う
す
う
と
の
誤
差
は
し
ば
／
＼
あ
り
得
る

事
で
あ
る
か
ら
実
際
の
投
ひ
よ
う
す
う
に
よ

る
の
が
正
当
で
あ
る
と
の
見
解
に
よ
つ
て
問

題
と
し
な
か
つ
た
わ
け
で
あ
る
、
な
お
当
選

決
定
の
発
表
後
み
や
里
氏
側
立
会
人
高
良
正

文
氏
は
代
理
投
ひ
よ
う
そ
の
他
の
違
反
事
項

を
確
認
し
て
い
る
か
ら
本
日
直
に
異
議
申
立

を
す
る
と
声
明
し
た

群
島
議
員
市
町
村
議
兼
務
不
可

う
新
　
１
９
５
０
・
９
・
７

四
つ
の
選
挙
の
う
ち
一
つ
は
済
ま
し
て
あ
と

は
市
町
村
議
員
、
知
事
、
民
政
議
員
の
三
つ

の
選
挙
に
火
花
を
散
ら
す
激
戦
が
繰
り
展
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
立
候
補
者
の
中
に
は
民
政

議
員
と
市
町
村
議
員
に
も
名
乗
り
を
あ
げ
て

お
り
、
従
来
は
両
方
の
兼
職
も
差
支
え
な
か

つ
た
が
、
今
度
の
群
島
政
府
組
織
法
で
は
は

つ
き
り
兼
務
不
可
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い

る
、
即
ち
同
法
三
十
六
条
の
二
項
に
は
”
群

島
議
会
議
員
は
他
の
如
何
な
る
公
職
も
こ
れ

を
兼
ね
て
は
な
ら
な
い
”
と
規
定
さ
れ
て
お

り
、
従
つ
て
群
島
議
会
議
員
と
市
町
村
議
会

議
員
と
は
兼
ね
ら
れ
な
い
わ
け
、
こ
の
規
定

に
よ
り
現
在
七
区
か
ら
民
政
議
員
に
立
候
補

し
た
具
志
頭
得
助
氏
は
那
覇
市
議
会
議
員
立

候
補
を
辞
退
届
出
た

真
和
志
村
／
”
不
正
投
票
あ
り
”

と
／
村
長
選
挙
に
二
つ
の
異

議
申
立沖
タ
　
１
９
５
０
・
９
・
９

真
和
志
村
長
選
挙
を
巡
り
立
候
補
者
宮
里
栄

輝
氏
側
か
ら
高
良
正
文
氏

真
和
志
村
安
里

一
区
二
九
歳

が
選
挙
無
効
に
関
す
る
異
議

申
立
、
大
城
正
弘
氏

二
七
歳
、
真
和
志
村

与
儀

が
無
効
投
票
決
定
に
関
す
る
異
議
申

立
書
を
夫
々
八
日
真
和
志
村
選
挙
管
理
委
員

長
宛
提
出
し
た
、
両
異
議
申
立
の
内
容
次
の

通
り
▼
選
挙
無
効

一

大
原
区
長
、
○
○
○
○
が
大
原
区
○
○

班
○
○
○
○
○
○

八
十
三

に
対
し
不
在
投

票
を
行
わ
し
め
る
べ
く
投
票
用
紙
の
交
付
を

受
け
て
阿
波
連
宅
を
訪
れ
た
時
○
○
○
は
不

在
で
あ
つ
た
が
○
○
○
○
は
不
在
投
票
立
会

人
に
何
等
連
絡
な
く
自
ら
○
○
○
の
不
在
投

票
を
行
使
し
た
、
○
○
○
は
選
挙
当
日
選
挙

場
に
来
て
投
票
し
よ
う
と
し
た
際
○
○
○
○

が

あ
な
た
の
投
票
は
す
ま
し
た

旨
云
い

聞
か
せ
て
帰
宅
な
さ
し
め
た
事
実
が
あ
る
、

こ
の
投
票
は
無
効
で
あ
る

二

三
原
区
四
班
の
○
○
○
○

二
一

は

村
長
候
補
翁
長
助
靜
を
当
選
さ
せ
る
た
め
同
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居
人
○
○
○
○
に
対
し
国
頭
に
帰
省
中
の
同

区
同
□
○
○
○
○

二
三

の
代
理
投
票
を
行

わ
し
め
た
事
実
が
あ
り
該
投
票
は
無
効
で
あ

る
、
こ
の
事
実
に
関
し
前
記
○
○
○
○
、
○

○
○
○
、
○
○
○
○
の
他
那
覇
市
○
区
○
○
○

○
が
証
人
と
な
る

三

本
会
場
開
票
の
際
投
票
総
数
四
五
二

七
票
と
宣
し
た
が
開
票
清
算
後
四
五
二
三
票

で
四
票
の
不
足
が
あ
り
そ
の
間
三
、
四
分
間

停
電
も
あ
り
こ
の
四
票
で
両
候
補
得
票
数
に

異
動
を
生
ぜ
し
め
る
疑
い
が
あ
る

▼
無
効
投
票
決
定
へ
の
異
議

本
会
場
開
票
で
無
効
を
決
定
さ
れ
た
八
十
五

票
中
、
次
の
七
票
は
候
補
者
を
確
認
し
得
る

も
の
が
あ
り
再
審
査
す
べ
き
で
あ
る

エ
キ
四
票
、
ニ
イ
キ
一
票
、
宮
里
栄

不
明

一
票
、
エ
イ
キ

草
書
体

一
票

市
町
村
議
員
当
選
者
／
新
人
の

躍
進
め
ざ
ま
し

う
新
　
１
９
５
０
・
９
・
12

全
島
市
町
村
議
会
議
員
選
挙
の
開
票
は
き
の

う
一
斉
に
行
わ
れ
た
が
各
地
と
も
新
人
の
躍

進
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
る
、
さ
あ
わ

れ
ら
の
代
表
者
は
決
つ
た
戦
塵
を
は
ら
つ
て

み
ん
な
朗
ら
か
に
明
る
い
自
治
へ
ス
ク
ラ
ム

組
ん
で
突
進
し
よ
う

首
里
市

久
高
友
敏
　
　
　
　
現
　
　
　
　
　
四
四
五

大
山
盛
幸
　
　
　
　
新
　
　
　
　
　
三
八
八

金
城
幸
祥
　
　
　
　
現
　
　
　
　
　
三
六
四

石
川
逢
祿
　
　
　
　
新
　
　
　
　
　
三
六
三

上
間
長
和
　
　
　
　
現
　
　
　
　
　
三
六
〇

山
城
範
英
　
　
　
　
現
　
　
　
　
　
三
二
一

友
寄
賢
一
　
　
　
　
新
　
　
　
　
　
三
一
一

石
川
苗
興
　
　
　
　
新
　
　
　
　
　
三
〇
二

城
間
富
睦
　
　
　
　
新
　
　
　
　
　
二
九
八

玉
那
覇
有
義
　
　
　
新
　
　
　
　
　
二
九
七

次
点
　
佐
久
本
政
敦
　
　
　
　
　
　
二
七
九

真
和
志
村

高
良
正
文
　
六
三
七
　
金
城
貞
秀
　
六
三
四

平
良
良
松
　
五
八
〇
　
大
城
三
郎
　
五
四
〇

新
垣
正
栄
　
五
〇
五
　
奥
浜
�
吉
　
四
八
七

浦
崎
�
太
郎
　
四
七
一
　
我
那
覇
宗
徳
　
四

四
六
　
山
田
英
盛
　
四
二
五
　
比
屋
定
理
栄

四
一
五
　
次
点
　
許
田
世
輝
　
三
九
二

小
禄
村

赤
嶺
愼
英
　
四
一
六
　
照
屋
正
徳
　
四
〇
七

上
原
光
男
　
三
九
七
　
赤
嶺
三
郎
　
三
八
八

上
原
義
弘
　
三
八
三
　
照
屋
林
　
三
六
〇

赤
嶺
一
男
　
三
三
九
　
新
垣
善
太
郎
　
三
三

〇
　
平
良
亀
助
　
三
一
六
　
具
志
彦
次
　
三

一
五
　
新
人
九
名
、
旧
一
名

東
風
平
村

永
山
龜
松
　
四
九
六
　
比
屋
根
方
�
　
四
四

八
　
知
念
義
信
　
四
三
〇
　
神
谷
加
真
　
三

八
三
　
宮
城
栄
徳
　
三
七
六
　
石
原
徳
助

三
四
九
　
知
念
友
福
　
三
四
二
　
照
屋
忠

三
三
七
石
川
市

山
城
善
栄
　
旧
　
農
業
　
平
良
哲
雄
　
新

石
川
市
農
業
組
合
長
　
長
嶺
朝
昂
　
新
　
教

員
　
石
川
伸
夫
　
新
　
屠
殺
業
　
伊
波
信
光

新
　
教
員
　
伊
波
久
一
　
旧
　
代
書
業
　
瀬

良
垣
宗
十
　
新
　
工
業
　
嘉
陽
宗
傳
　
新

灸
師
　
添
石
良
恒
　
旧
　
商
業
　
神
山
一
雄

新
　
写
真
業
　
次
点
　
東
毅

屋
我
地

比
嘉
精
華
四
四
六
官
吏
三
〇
旧
　
金
城
福
三

郎
三
五
三
商
五
二
旧
　
上
地
完
輝
三
三
四
農

五
六
新
　
古
堅
宗
盛
三
二
一
農
五
〇
旧
　
玉

城
敏
夫
三
〇
六
農
二
八
新
　
峯
井
政
晴
二
五

五
農
五
四
新

宜
野
座

金
武
銀
一
　
三
〇
〇
旧
三
三
才
官
吏
　
浦
崎

康
裕
二
九
五
旧
五
五
農
　
嘉
手
納
良
善
三
二

九
　
新
五
〇
農
　
島
袋
源
太
郎
三
一
七
旧
五

七
農
　
森
山
徳
吉
三
二
九
旧
四
八
農
　
謝
花

朝
雄
三
三
〇
新
四
一
農
　
仲
間
忠
光
三
一
七

旧
四
一
精
米
所
　
玉
寄
百
豊
三
〇
〇
新
四
三

区
長金
武
村

無
投
票

伊
藝
豊
徳
農
五
七
　
池
原
長
流
農
組
専
務
五

一
　
金
城
重
幸
農
三
五
　
吉
田
松
吉
農
五
四

安
富
�
憲
土
建
業
四
五
　
岡
村
顯
農
三
八

池
原
新
藏
農
六
五
　
岡
村
洋
一
農
三
八

恩
納
村

無
投
票

仲
嶺
康
輝
　
新
　
久
場
兼
仁
　
新
　
大
城
保

光
　
新
　
當
山
松
雄
　
新
　
津
嘉
山
朝
栄

新
　
島
袋
順
助
　
新
　
松
田
建
藏
　
新
　
棚

原
栄
吉
　
旧

上
本
部

み
や
里
茂
　
三
一
　
運
輸
業
　
新
　
四
五
二

備
瀬
甚
明
　
四
一
　
普
天
間
工
作
隊
　
新

三
六
三
　
仲
村
覚
　
三
九
　
初
中
教
員
　
旧

三
四
六
　
金
城
嘉
保
　
四
一
　
食
糧
局
監
査

員
　
新
　
三
二
六
　
大
村
光
栄
　
五
九
　
農

組
長
　
旧
　
二
九
六
　
豊
里
友
照
　
五
二

上
本
事
務
所
員
　
新
　
三
一
三
　
仲
村
一
夫

三
三
　
初
校
職
員
　
旧
　
二
五
六
　
渡
久
地

政
根
　
四
七
　
協
同
バ
ス
社
員
　
旧
　
二
五

三
　
次
点
　
仲
本
政
温
　
五
二
　
農
業
　
新

二
三
七那覇

市
議
当
選
確
定
／
徹
夜
で

開
票
事
務
続
行

う
新
　
１
９
５
０
・
９
・
13

十
一
日
午
前
九
時
か
ら
始
ま
つ
た
那
覇
市
議

選
の
開
票
事
務
は
知
事
及
群
島
議
員
選
挙
の

投
票
用
紙
が
飛
び
出
し
た
り
し
て
意
外
に
ご

た
つ
き
加
う
る
に
候
補
者
が
六
七
名
と
い
う

多
す
う
の
せ
い
も
あ
つ
て
、
よ
り
分
け
や
計

算
は
遅
々
と
し
て
は
か
ど
ら
ず
シ
ビ
レ
を
切

ら
し
て
待
兼
て
い
る
市
民
を
ヤ
キ
モ
キ
さ
せ

た
が
午
後
十
二
時
頃
に
は
ど
う
や
ら
本
紙
昨

報
の
通
り
当
落
の
ヤ
マ
は
判
明
し
た
も
の
ゝ

八
六

一
九
五
〇
年

昭
和
二
十
五
年

九
月

班



開
票
事
務
は
遂
に
打
ツ
通
し
て
翌
日
ま
で
続

行
さ
れ
昨
日
午
後
五
時
頃
に
至
つ
て
漸
く
問

題
の
一
九
一
票

知
事
選
挙
用
紙
九
七
　
群

島
議
員
用
紙
九
四

を
除
く
全
投
票
す
う
の

計
算
を
終
了
し
た
、
午
後
七
時
頃
か
ら
こ
の

一
九
一
票
を
如
何
に
処
理
す
る
か
及
び
当
落

決
定
の
た
め
再
び
立
会
人
の
参
集
を
求
め
て

立
会
人
は
徹
夜
の
疲
労
の
た
め
一
応
帰
宅

し
た

協
議
す
る
事
に
な
つ
た

一
九
一
票
は
無
効
か

原
国
委
員
長
は
一
九
一
票
の
問
題
に
つ
い

て
”
こ
れ
は
管
理
委
員
の
手
違
い
か
ら
出
た

も
の
で
誠
に
申
訳
な
い
が
選
挙
法
に
も
あ
る

通
り
正
規
の
用
紙
を
用
い
な
い
も
の
と
し
て

無
効
に
す
る
よ
り
仕
方
が
な
い
”
と
語
つ
て

お
り
、
五
名
の
立
会
人
も
大
体
無
効
説
に
傾

む
く
模
様
で
あ
る
か
ら
次
の
得
票
通
り
当
選

決
定
す
る
も
の
と
思
は
れ
る

新
五
九
三
　
　
　
　
　
　
　
邊
野
喜
英
興

新
五
一
一
　
　
　
　
　
　
　
親
里
　
嘉
英

現
四
九
三
　
　
　
　
　
　
　
新
垣
ま
つ
助

現
四
五
五
　
　
　
　
　
　
　
大
城
　
鎌
吉

新
四
四
七
　
　
　
　
　
　
　
金
城
　
棟
義

現
四
二
一
　
　
　
　
　
　
　
城
間
　
康
昌

新
三
九
七
　
　
　
　
　
　
　
浦
崎
　
唯
治

元
三
八
七
　
　
　
　
　
　
　
上
原
　
仁
慶

前
三
八
七
　
　
　
　
　
　
　
比
嘉
朝
四
郎

現
三
八
二
　
　
　
　
　
　
　
真
栄
田
世
勳

現
三
六
一
　
　
　
　
　
　
　
阿
波
根
直
英

新
三
五
三
　
　
　
　
　
　
　
備
瀬
　
知
良

次
　
点
三
三
一
　
　
　
　
　
　
　
嘉
ず
　
盛
一

午
後
六
時
現
在

広
告
／
当
選
御
礼

う
新
　
１
９
５
０
・
９
・
13

那
覇
市
議
会
議
員

邊
野
喜
英
興
　
　
　
　
親
里
　
嘉
英

新
垣
　
松
助
　
　
　
　
大
城
　
鎌
吉

金
城
　
棟
義
　
　
　
　
城
間
　
康
昌

浦
崎
　
唯
治
　
　
　
　
上
原
　
仁
慶

眞
榮
田
世
勳
　
　
　
　
備
瀬
　
知
良

比
嘉
朝
四
郎
　
　
　
　
阿
波
根
直
英

首
里
市
議
会
議
員

久
高
　
友
敏
　
　
　
　
大
山
　
盛
幸

金
城
　
幸
祥
　
　
　
　
石
川
　
逢
祿

上
間
　
長
和
　
　
　
　
山
城
　
範
英

友
寄
　
賢
一
　
　
　
　
石
川
　
苗
興

城
間
　
富
睦
　
　
　
　
玉
那
覇
有
義

真
和
志
村
議
会
議
員

高
良
　
正
文
　
　
　
　
金
城
　
貞
秀

平
良
　
良
松
　
　
　
　
大
城
　
三
郎

新
垣
　
正
榮
　
　
　
　
奧
濱
　
�
吉

浦
崎
�
太
郎
　
　
　
　
我
那
覇
宗
徳

山
田
　
英
盛
　
　
　
　
比
屋
定
理
榮

選
挙
め
ぐ
る
二
つ
の
異
議
申
立

／
問
題
の
用
紙
は
／
”
当
局

の
落
度
無
効
は
不
当
だ
”

沖
タ
　
１
９
５
０
・
９
・
15

那
覇
市
会
議
員
選
挙
で
本
会
場
開
票
の
際
、

知
事
選
挙
用
紙
九
七
枚
、
群
島
議
会
議
員
選

挙
用
紙
九
四
枚
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
が
発

見
さ
れ
、
一
時
物
議
を
か
も
し
十
二
日
の
選

挙
会
で
こ
の
一
九
一
票
を
無
効
と
し
て
、
当

選
者
十
二
名
を
確
定
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し

五
区
高
良
�
二
、
高
良
徳
榮
両
氏
か
ら
十
四

日
選
挙
管
理
委
員
会
へ
異
議
申
立
書
が
提
出

さ
れ
た

そ
の
理
由
は

一

一
九
一
票
は
選
挙
民
が
各
自
準
備

し
て
使
つ
た
も
の
で
な
く
投
票
場
で
当
局

か
ら
使
用
を
許
さ
れ
た
も
の
で
正
規
の
用

紙
と
解
す

二

選
挙
民
に
対
し
不
当
な
る
選
挙
を

当
局
が
為
さ
し
め
た
も
の
で
あ
る
た
め
、

数
の
大
少
に
か
ゝ
わ
ら
ず
改
選
さ
る
べ
き

か
或
は
有
効
と
す
べ
き
で
あ
る

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る

問
題
の
票
有
効
し
た
場
合
、
落
選
し
た
高
良

�
二
氏
と
当
選
し
た
備
瀬
知
良
氏
が
同
じ
く

三
五
四
点
と
な
り
、
成
り
行
き
注
目
さ
れ
て

お
り
、
選
挙
法
に
よ
る
と
管
理
委
員
会
は
十

四
日
以
内
に
こ
れ
が
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

広
告
／
当
選
御
礼

う
新
　
１
９
５
０
・
９
・
15

小
禄
村
会
議
員

赤
嶺
　
愼
英
　
　
　
　
照
屋
　
正
徳

上
原
　
光
男
　
　
　
　
赤
嶺
　
三
郎

上
原
　
義
弘
　
　
　
　
照
屋
　
　
林

赤
嶺
　
一
男
　
　
　
　
新
垣
善
太
郎

平
良
　
亀
助
　
　
　
　
具
志
　
彦
次

｜
社
　
説
｜

民
主
化
へ
の
前
進

沖
タ
　
１
９
５
０
・
９
・
17

知
事
公
選
と
い
う
沖
縄
に
と
つ
て
歴
史
的
な

事
実
が
き
よ
う
実
現
す
る
。
軍
政
下
に
於
て

自
治
権
を
与
え
ら
れ
住
民
の
責
任
で
自
治
政

府
を
樹
立
す
る
第
一
歩
で
あ
る
。
そ
の
意
義

の
重
大
さ
は
今
更
言
う
ま
で
も
な
い
。

一
カ
月
有
余
に
亘
つ
た
選
挙
運
動
を
通
じ
て

二
十
六
万
有
余
の
有
権
者
は
何
人
に
一
票
を

投
ず
る
か
を
十
分
考
慮
し
て
態
度
を
決
定
し

た
に
違
い
な
い
。
選
挙
は
政
治
の
始
ま
り
で

又
民
主
々
義
の
実
践
で
あ
る
。

有
権
者
多
数
の
意
志
の
一
致
を
か
ち
得
た
も

の
が
選
ば
れ
て
輝
か
し
い
自
治
の
最
高
責
任

者
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
票
の
も
つ
力

を
決
し
て
軽
々
し
く
考
え
て
は
な
ら
な
い
。

政
治
は
現
実
を
離
れ
て
は
成
り
た
ゝ
な
い
。

沖
縄
の
現
在
及
将
来
の
地
位
を
考
え
る
場
合

単
に
自
治
政
府
を
つ
く
る
と
い
う
だ
け
の
考

八
七

一
九
五
〇
年

昭
和
二
十
五
年

九
月



え
方
で
は
前
途
に
横
わ
る
難
関
を
切
り
抜
け

る
こ
と
は
到
底
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。
外

電
は
琉
球
列
島
の
信
託
統
治
に
関
す
る
米
国

側
の
意
向
を
伝
え
て
居
る
。
沖
縄
の
国
際
的

地
位
を
決
定
す
る
の
は
米
国
で
あ
る
。
対
日

講
和
に
関
す
る
関
係
国
間
の
予
備
交
渉
が
開

始
さ
れ
よ
う
と
し
て
居
る
現
状
と
睨
み
合
わ

す
時
沖
縄
の
地
位
が
如
何
に
決
定
さ
れ
る
か

は
漸
次
明
ら
か
に
な
つ
て
行
く
。

そ
の
情
勢
に
即
応
す
る
た
め
に
は
近
き
将
来

実
現
を
み
る
べ
き
自
治
政
府
は
沖
縄
復
興
に

関
す
る
施
策
の
上
に
も
深
甚
な
る
考
慮
を
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
を
俟
た
な

い
で
あ
ろ
う
。
従
つ
て
新
に
選
ば
れ
る
知
事

の
手
腕
力
量
が
こ
れ
に
伴
わ
な
け
れ
ば
来
る

べ
き
新
情
勢
に
対
応
し
て
行
く
こ
と
は
出
来

な
い
の
で
あ
る
。
米
国
の
情
勢
を
考
慮
す
る

場
合
今
日
行
わ
れ
る
知
事
選
挙
の
意
義
は
ま

す
／
＼
重
大
性
を
も
つ
こ
と
が
痛
感
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

三
年
前
の
市
町
村
選
挙
で
見
受
け
た
こ
と
で

あ
る
が
選
挙
後
半
年
た
ち
一
年
た
つ
て
か

ら
”
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
人
を
選
ぶ
の
で
は

な
か
つ
た
”
と
後
悔
す
る
声
を
方
々
で
聞
い

た
の
も
選
挙
の
意
義
の
重
大
さ
を
強
く
考
え

な
か
つ
た
結
果
に
外
な
ら
な
い
。
こ
う
い
う

後
悔
を
吾
々
は
再
び
く
り
返
え
し
て
は
な
ら

な
い
の
だ
。

新
に
選
ば
れ
る
知
事
は
非
常
に
困
難
な
る
地

位
に
た
ゝ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
既
に
民
政
府

職
員
の
定
数
が
軍
か
ら
指
示
さ
れ
て
居
る
の

で
機
構
の
改
革
に
伴
う
行
政
費
の
大
整
理
を

断
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
選
挙
で
公

約
し
た
政
策
は
実
行
に
移
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
公
約
の
数
々
は
い
ず
れ
も
実
行
困

難
な
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
議
会
と
の
緊

密
な
る
連
繋
と
民
衆
の
心
か
ら
な
る
支
持
を

得
な
け
れ
ば
万
事
意
の
如
く
進
ま
な
い
と
思

う
。
吾
々
は
誰
れ
を
選
ぶ
べ
き
か
を
慎
重
に

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
一
方
選
ば

れ
る
人
も
選
ば
れ
た
暁
、
為
す
べ
き
こ
と
の

如
何
に
困
難
な
る
も
の
が
山
積
す
る
か
に
思

を
致
し
て
誠
意
と
勇
気
を
も
つ
て
事
に
当
る

の
決
意
を
新
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。

選
挙
運
動
の
激
化
は
民
衆
の
注
意
を
選
挙
の

一
点
に
集
中
せ
し
め
無
関
心
の
も
の
ゝ
存
在

を
許
さ
な
い
情
勢
を
つ
く
つ
た
の
は
大
に
よ

か
つ
た
と
思
う
。
何
の
た
め
に
選
挙
を
す
る

の
か
、
又
誰
れ
を
選
べ
ば
よ
い
か
、
を
す
べ

て
の
有
権
者
が
考
え
る
と
こ
ろ
に
政
治
の
向

上
進
歩
が
あ
る
。

政
治
の
低
調
腐
敗
は
民
衆
が
政
治
に
無
関
心

で
あ
る
こ
と
か
ら
生
じ
て
く
る
。

”
自
分
ら
の
た
め
の
政
治
”
で
あ
る
と
い
う

考
え
方
か
ら
”
自
分
ら
の
や
る
政
治
”
で
あ

る
と
い
う
考
え
方
に
進
め
ば
沖
縄
人
の
政
治

的
意
識
は
高
く
評
価
さ
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う

し
、
従
つ
て
そ
れ
が
政
治
を
よ
く
す
る
原
動

力
と
な
ら
ず
に
は
お
か
な
い
の
で
あ
る
。

今
日
行
わ
れ
る
知
事
の
選
挙
は
五
十
余
万
住

民
に
と
つ
て
大
き
な
政
治
的
試
練
で
あ
る
。

こ
の
試
練
は
沖
縄
人
を
政
治
的
に
育
成
す
る

上
に
於
て
大
き
な
働
き
を
す
る
。
吾
々
は
今

日
の
選
挙
を
通
じ
て
民
衆
の
政
治
的
自
覚
の

向
上
に
期
待
し
て
民
主
化
へ
の
力
強
い
前
進

を
信
じ
た
い
の
で
あ
る
。

真
和
志
の
異
議
申
立
／
成
立
し

な
い
／
選
挙
管
理
委
が
決
定

沖
タ
　
１
９
５
０
・
９
・
23

真
和
志
村
長
選
挙
に
関
し
て
宮
里
氏
側
高

良
、
大
城
両
氏
か
ら
選
挙
管
理
委
員
長
宛
提

出
さ
れ
た
二
つ
の
異
議
申
立
に
対
し
て
選
挙

管
理
委
員
会
で
は
二
十
一
日
委
員
会
を
開

催
、
審
議
の
結
果
次
の
よ
う
な
事
実
に
基
き

異
議
申
立
は
成
立
し
な
い
旨
決
定
通
知
書
を

異
議
申
立
人
に
発
し
た
、

△
無
効
投
票
を
審
査
す
る
と
翁
長
と
確
に
ん

で
き
る
の
が
二
三
票
、
宮
里
と
確
に
ん
で
き

る
の
が
十
七
票
で
選
挙
会
で
決
定
し
た
票
数

に
加
算
す
べ
き
も
の
と
す

△
大
原
区
長
○
○
○
○
が
同
区
○
○
○
○
○
の

代
理
投
票
を
し
た
事
実
は
な
い

△
三
原
区
○
○
○
○
は
同
区
○
○
○
○
が
代

理
投
票
を
し
た
と
言
う
が
個
人
が
行
つ
た
不

在
投
票
は
選
挙
の
効
力
異
議
申
立
に
な
ら
な

い△
本
会
場
に
於
け
る
四
票
の
不
足
は
調
査
の

結
果
投
票
総
数
四
、
五
五
七
票
で
有
効
投
票

四
、
四
二
八
票
、
無
効
投
票
一
二
九
票
で
投

票
総
数
四
、
五
二
七
票
と
宣
言
し
た
の
は
誤

り
で
あ
る
、
開
票
中
停
電
し
た
ゝ
め
四
票
の

不
足
が
出
た
と
言
う
が
選
挙
の
効
力
異
議
申

立
て
に
な
ら
な
い

中
央
巡
裁
に
上
訴
／
管
理
委
の

決
定
に
不
服

沖
タ
　
１
９
５
０
・
９
・
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真
和
志
村
長
選
挙
異
議
申
立
に
対
す
る
委
員

会
の
決
定
に
対
し
て
異
議
申
立
人
高
良
正

文
、
大
城
正
弘
両
氏
は
こ
れ
に
不
服
で
あ
る

と
し
、
選
挙
法
第
五
〇
条
三
項
に
よ
り
委
員

長
福
原
朝
信
氏
を
相
手
ど
り
二
十
二
日
午
後

三
時
中
央
巡
裁
に
選
挙
の
一
部
無
効
と
翁
長

氏
当
選
無
効
の
上
訴
を
行
つ
た
、
請
求
理
由

の
大
要
は
次
の
通
り

▽
村
長
選
挙
本
会
場
で
無
効
投
票
と
決
定
さ

れ
た
八
五
票
中
次
の
七
票
は
字
劃
明
瞭
に
し

て
候
補
者
の
何
人
た
る
か
を
充
分
確
認
さ
れ

る
、
エ
キ

四
票

ニ
イ
キ

一
票

宮
里

栄

一
票

▽
投
票
の
効
力
は
選
挙
立
会
人
の
意
見
を
聴

き
選
挙
長
こ
れ
を
決
め
る
と
い
う
市
町
村
選

挙
法
第
三
十
七
条
の
規
定
を
無
視
し
て
管
理

委
員
会
に
於
て
無
効
投
票
の
審
議
を
な
し
た

八
八

一
九
五
〇
年

昭
和
二
十
五
年

九
月



る
は
不
法
で
あ
る

▽
文
字
の
体
を
な
さ
ず
し
て
客
観
的
に
何
の

文
字
た
る
か
を
に
ん
知
し
難
き
投
票
に
対
し

そ
の
効
力
を
に
ん
定
し
た
る
こ
と
は
不
当
で

あ
る
▽
大
原
区
長
○
○
○
○
が
同
区
○
○
○
○
○
に

代
り
不
在
投
票
を
し
た
の
は
事
実
で
あ
る

▽
三
原
区
○
○
○
○
が
代
理
投
票
を
し
た
事

実
に
対
し
そ
の
真
否
を
判
明
さ
せ
て
い
な
い

那
覇
市
議
選
／
問
題
の
投
票
用

紙
／
巡
裁
へ
持
ち
出
す
　

沖
タ
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さ
つ
た
那
覇
市
議
選
挙
に
ま
ぎ
れ
こ
ん
だ
民

議
、
知
事
選
挙
投
票
用
紙
計
一
九
四
票
を
め

ぐ
つ
て
既
報
の
通
り
五
区
高
良
�
二
氏
ら
よ

り
こ
れ
を
有
効
に
す
べ
き
だ
と
い
う
異
議
申

立
に
対
し
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
二
七
日
午

後
、
五
名
の
委
員
で
審
議
の
結
果
有
効
、
無

効
説
各
々
二
名
と
な
つ
た
の
で
原
國
委
員
長

が
成
規
の
用
紙
で
な
い
か
ら
無
効
だ
と
裁

定
、
異
議
申
立
は
却
下
さ
れ
た
、
な
お
高
良

氏
は
こ
れ
に
不
服
、
巡
回
裁
判
所
に
出
訴
す

る
と
い
つ
て
い
る

首
里
臨
時
市
会

沖
タ
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首
里
市
で
は
改
選
後
初
の
臨
時
市
会
を
き
の

う
招
集
、
つ
ぎ
の
各
項
を
決
議
し
た

▽
議
長
久
高
友
敏
氏
、
副
議
長
大
山
盛
幸
氏

を
満
場
一
致
推
薦
△
監
査
委
員
に
金
城
幸
祥

氏
を
承
に
ん
、
定
例
市
会
を
三
、
六
、
九
、

十
二
、
各
月
の
十
五
日
年
四
回
と
し
て
そ
の

他
に
毎
月
臨
時
市
会
を
招
集
す
る

な
お
三
十
日
再
開
、五
十
年
度
決
算
承
に
ん
、

公
民
館
処
分
案
な
ど
を
審
議
す
る

公
正
に
し
て
無
私
／
市
の
発
展

に
尽
力
／
那
覇
市
議
初
顔
合

せ
議
会
で
誓
う

う
新
　
１
９
５
０
・
10
・
１

新
議
員
に
よ
る
初
の
那
覇
市
議
会
は
き
の
う

午
後
二
時
開
会
、
議
長
に
真
栄
田
世
勳
、
副

議
長
に
城
間
康
昌
の
両
氏
を
選
任
の
後
議
題

審
議
に
入
り
次
の
通
り
原
案
を
可
決
し
た

△
監
査
委
員
に
上
原
仁
慶
氏
選
任

△
道
路
占
用
徴
収
条
例
の
件

市
場
通
り
や

神
里
原
開
南
附
近
に
た
か
る
大
道
商
人
に
交

通
を
妨
げ
ぬ
限
度
で
即
ち
排
水
に
溝
の
上
と

か
排
水
溝
か
ら
道
路
へ
一
尺
ま
で
の
間
を
使

用
区
域
と
し
て
制
限
し
四
分
の
一
坪
に
つ
き

一
日
三
円
ず
つ
の
料
金
を
取
つ
て
道
路
施
使

用
を
許
可
、
き
よ
う
か
ら
実
施

△
安
里
給
水
所
の
譲
渡
申
請
軍
は
近
く
ポ
ス

ト
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
所
属
の
同
給
水
所
を
民
に
譲

渡
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
水
キ
キ
ン

に
悩
む
那
覇
市
へ
譲
渡
し
て
も
ら
う
べ
く
知

事
へ
陳
情
す
る
こ
と
を
決
定
し
た

な
お
こ
の
日
は
緊
急
動
議
に
よ
り
議
案
審
議

に
先
立
つ
て
次
の
様
な
宣
誓
書
を
作
成
し
全

力
を
あ
げ
て
市
政
に
尽
力
す
る
と
誓
つ
た

宣
誓

わ
れ
ら
は
公
正
に
し
て
無
私
、
且
つ

大
乗
的
立
場
よ
り
市
の
復
興
発
展
と
市
民
の

福
祉
の
た
め
尽
瘁
す
る
事
を
誓
う

真
和
志
村
議
会
／
新
議
員
顔
合

せ

う
新
　
１
９
５
０
・
10
・
３

改
選
後
初
の
真
和
志
村
議
会
は
き
の
う
午
前

十
時
か
ら
開
会
、
新
垣
正
栄
、
山
田
英
盛
両

氏
を
夫
々
正
副
議
長
に
、
浦
崎
�
太
郎
氏
を

監
査
役
に
選
出
の
後
義
永
栄
善
氏
の
助
役
就

任
を
全
員
一
致
、
和
気
あ
い
あ
い
裡
に
承
認

し
た
、
な
お
定
例
議
会
を
三
、
五
、
八
、
十

一
の
各
月
に
開
く
べ
く
決
定

龍
潭
池
畔
の
公
園
化
／
ブ
ラ
ウ

ン
部
長
の
申
入
を
断
わ
る

う
新
　
１
９
５
０
・
10
・
６

既
報

龍
た
ん
池
畔
公
園
化
及
び
そ
の
周
辺

の
史
跡
復
旧
に
対
す
る
軍
資
源
部
長
ブ
ラ
ウ

ン
氏
の
積
極
的
協
力
を
申
入
れ
た
に
対
し
首

里
市
で
は
三
日
史
跡
保
存
会
が
之
を
検
討
の

結
果
同
氏
の
好
意
に
感
謝
す
る
が
そ
の
要
求

す
る
軍
の
ク
ラ
ブ
設
置
は
市
民
立
入
禁
止
が

必
然
的
に
予
想
さ
れ
な
お
市
の
博
物
館
、
図

書
館
、
植
物
園
等
の
設
置
計
画
に
も
さ
し
さ

わ
り
を
生
ず
の
で
遠
慮
方
を
具
申
す
る
に
決

定
し
た
、
な
お
市
議
会
も
こ
れ
に
同
意
し
た

那
覇
市
議
会
／
市
政
運
営
を
勉

強
／
三
つ
の
専
門
委
員
会
設

置
　
う
新
　
１
９
５
０
・
10
・
10

那
覇
市
議
会
議
員
は
き
の
う
午
後
三
時
市
会

議
室
、
専
門
委
員
会
設
置
そ
の
他
に
つ
い
て

協
議
会
を
開
催
、
次
の
よ
う
に
三
部
門
を
そ

れ
／
＼
決
定
し
た
が
当
間
市
長
は
委
員
設
置

の
趣
旨
に
つ
い
て
少
数
の
議
員
で
市
政
に
参

画
す
る
た
め
に
は
各
部
門
毎
に
専
門
委
員
を

お
い
て
重
点
的
に
企
画
研
究
す
る
こ
と
が
必

要
で
現
在
の
市
町
村
制
八
八
条
に
も
規
定
さ

れ
て
お
り
日
本
の
地
方
自
治
法
で
は
相
当
の

権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
、
私
と
し
て
は
日

本
の
地
方
自
治
法
の
線
に
近
づ
く
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
説
明
し
た

△
社
会

教
育
、
学
芸
、
社
会
事
業
、
保
健

衛
生
、
労
務

阿
波
連
直
英
、
親
里
嘉
英

△
建
設

建
設
　
復
興
、
都
計
　
交
通
　
土

木
、
電
気
、
水
道

大
城
鎌
吉
、
邊
野
喜
英

興
　
浦
崎
唯
治
　
金
城
棟
義

△
総
務

人
事
、
財
政
、
行
政
一
般
、
経
理
、

勧
業
、
消
防

金
城
松
助
、
備
瀬
知
良
、
比

嘉
朝
四
郎
、
上
原
仁
慶

こ
の
委
員
は
任
期
一
年
で
交
替
制
各
部
門
毎

に
毎
月
一
回
集
会
協
議
さ
ら
に
毎
月
十
七
日

八
九

一
九
五
〇
年

昭
和
二
十
五
年

九
｜
十
月



に
は
全
体
と
し
て
の
集
会
を
持
ち
フ
ラ
ン
ク

な
気
持
で
意
見
の
交
換
を
行
つ
て
市
政
の
運

営
を
研
究
す
る
こ
と
と
な
つ
た

む
か
し
な
つ
か
し
繁
華
街
！
／

市
内
復
帰
の
一
番
乗
り
は
東

町
／
建
築
許
可
の
朗
報
舞
い

こ
む
う
新
　
１
９
５
０
・
10
・
17

沖
縄
軍
政
官
府
は
十
日
付
文
書
で
さ
き
に

シ
ー
ツ
前
長
官
に
よ
り
開
放
さ
れ
た
旧
那
覇

市
一
部
並
に
旧
東
町
一
帯
一
万
三
千
坪
に
軍

の
計
画
を
妨
げ
な
け
れ
ば
新
規
建
築
及
び
残

存
建
物
の
改
装
を
許
可
す
る
旨
十
六
日
志
喜

屋
知
事
に
通
達
し
た
、
今
回
建
築
を
許
可
さ

れ
た
区
域
は
別
項
の
図
面
の
通
り
で
戦
前
那

覇
の
二
大
百
貨
店
山
形
屋
　
圓
山
号
な
ど
多

す
う
の
商
店
が
櫛
比
し
夜
と
な
れ
ば
鈴
ら
ん

燈
の
ひ
か
り
も
ま
ば
ゆ
い
大
門
前
通
り
や
日

に
す
う
十
万
の
食
糧
其
他
日
用
雑
貨
を
呑
吐

す
る
那
覇
中
央
市
場
に
添
う
た
市
場
通
り
、

沖
縄
金
融
の
本
場
百
四
十
七
、
日
本
銀
支
店

の
両
銀
行
に
沿
う
銀
行
通
り
な
ど
著
名
な
通

り
を
含
む
か
つ
て
の
那
覇
一
繁
華
街
で
あ
つ

た
旧
東
町
の
半
分
、
上
之
倉
、
天
妃
町
の
一

部
を
含
む
一
帯
で
あ
る
昭
和
十
九
年
十
、
十

空
襲
以
来
同
地
を
追
わ
れ
た
那
覇
つ
子
達
は

県
外
及
び
国
頭
疎
開
、
米
軍
上
陸
、
あ
の
思

い
出
す
だ
に
戦
り
つ
す
る
三
カ
月
余
の
戦
争

移
動
、
帰
還
そ
し
て
テ
ン
ト
生
活
か
ら
や
つ

と
木
造
の
家
に
住
め
る
よ
う
に
な
つ
た
今
日

迄
の
難
渋
を
重
ね
た
六
年
間
の
後
、
今
ぞ
祖

先
伝
来
の
地
に
遷
れ
る
の
大
朗
報
に
復
興
期

成
会
の
動
き
は
愈
よ
活
溌
に
な
ろ
う

な
お
今
回
の
旧
市
内
建
築
許
可
地
域
に
は
次

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
物
が
残
存
し
て
い
る

旧
沖
縄
書
籍
會
社

移
転
前
　
旧
百
四
十
七

銀
行
、
旧
勧
業
銀
行
支
店
、
故
山
城
高
興
氏

倉
庫
、
渡
邊
金
物
店
倉
庫
、
旧
圓
山
號
、
旧

南
陽
薬
品
會
社
倉
庫
、
旧
大
城
無
盡
會
社
倉

庫
土
地
所
有
者
に
優
先
権
／
那
覇
都
計
す

べ
り
出
し
快
調

旧
市
内
建
築
許
可
の
大
朗
報
を
も
ち
こ
ん
だ

記
者
に
対
し
當
間
市
長
喜
び
を
つ
ゝ
み
き
れ

ず
次
の
よ
う
に
語
つ
た

今
度
の
建
築
許
可
地
域
は
大
那
覇
市
都
計
で

は
商
店
街
と
な
つ
て
お
り
主
に
外
人
を
相
手

と
す
る
各
種
の
ス
ト
ア
ー
が
建
て
ら
れ
ド
ル

獲
得
の
ホ
ー
プ
と
な
る
予
定
で
あ
る
勿
論
土

地
所
有
者
に
優
先
権
を
与
え
る

こ
れ
で
那
覇
都
市
も
本
格
的
に
お
し
進
め
る

こ
と
が
出
来
る

旧
那
覇
市
内
へ
の
進
出
／
先
ず

恒
久
建
築
か
ら
／
都
計
に
沿

つ
て
秩
序
整
然
と
…
…

う
新
　
１
９
５
０
・
10
・
18

那
覇
市
議
会
の
建
設
部
専
門
委
員
は
き
の
う

委
員
会
を
開
催
、
當
間
市
長
の
東
町
開
放
及

び
道
路
な
ら
び
に
港
湾
拡
張
工
事
の
経
過
報

告
を
聴
取
し
た
後
当
面
の
諸
問
題
に
つ
い
て

協
議
を
と
げ
△
東
町
及
び
将
来
予
想
さ
れ
る

開
放
地
区
の
建
設
に
あ
た
つ
て
は
、
無
秩
序

で
雑
然
た
る
現
市
内
の
二
の
舞
を
ふ
ま
ぬ
よ

う
既
に
計
画
さ
れ
て
い
る
図
面
に
従
つ
て
最

初
か
ら
道
路
線
や
建
築
線
を
劃
然
と
さ
せ
恒

久
的
な
建
築
物
に
限
つ
て
許
可
す
る
△
軍
で

は
近
く
発
電
機
そ
の
他
の
機
械
類
を
民
に
払

下
げ
る
模
様
で
あ
る
か
ら
こ
の
際
個
人
企
業

に
な
つ
て
い
る
電
気
事
業
を
経
費
の
節
減
と

財
源
捻
出
の
点
か
ら
も
統
合
し
て
市
営
に
す

べ
く
強
力
に
業
者
と
交
渉
す
る
△
安
里
給
水

所
は
真
和
志
村
と
共
同
の
一
部
事
務
組
合
の

形
で
経
営
し
て
行
く
等
の
意
見
を
開
陳
す
る

と
こ
ろ
が
あ
つ
た

開
放
さ
れ
た
東
町
の
建
築
に
つ
い
て
都
計
課

で
は
既
に
路
線
や
建
築
区
画
の
図
面
は
出
来

て
い
る
が
ま
だ
地
積
図
が
出
来
て
い
な
い
の

で
こ
れ
が
完
成
次
第
地
主
と
協
議
、
土
地
の

交
換
分
合
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
今

年
中
に
は
建
築
も
許
可
出
来
る
の
で
は
な
い

か
と
云
つ
て
い
る

龍
潭
池
畔
を
お
化
粧
／
首
里
市

の
計
画
成
る

う
新
　
１
９
５
０
・
11
・
２

龍
た
ん
周
辺
の
公
園
化
問
題
に
つ
き
首
里
市

で
は
き
の
う
市
当
局
、
議
員
、
史
保
会
、
仲

里
成
人
教
育
課
長
等
が
合
議
の
結
果
全
般
的

に
は
さ
て
お
き
さ
し
当
り
次
の
通
り
に
計
画

△
植
林
は
先
ず
清
掃
を
実
施
林
野
庁
の
協
力

に
よ
り
降
雨
を
追
つ
て
ハ
ン
タ
ン
山
を
中
心

に
木
麻
黄
等
を
植
苗
、
将
来
は
特
色
豊
か
な

植
物
園
に
す
る

△
龍
た
ん
の
ホ
テ
イ
草
を
除
き
ボ
ー
ト
を
浮

け
釣
堀
に
し
美
化
を
保
つ

△
沖
縄
博
物
館
跡
に
計
画
必
要
資
金
一
五
〇

万
円
は
復
興
費
に
依
存
す
る
こ
と
は
難
故
成

人
教
育
課
で
は
巡
回
映
画
で
基
金
積
立
を
す

で
に
実
施
し
て
い
る
が
海
外
同
胞
に
呼
び
か

け
寄
附
を
仰
ぐ
段
取
り
を
し
て
い
る

な
お
公
園
化
問
題
は
沖
縄
美
術
文
化
に
ふ
さ

わ
し
い
よ
う
に
沖
縄
人
自
体
で
設
計
及
び
技

術
面
を
担
当
軍
に
は
資
材
、
資
金
面
の
協
力

方
お
願
い
す
る
こ
と
に
意
見
が
一
致
し
た

本
会
場
の
選
挙
だ
け
無
効
／
那

覇
市
議
選
／
紛
争
に
き
の
う

判
決
う
新
　
１
９
５
０
・
11
・
４

九
月
の
那
覇
市
議
選
に
於
て
管
理
委
員
側
の

不
注
意
か
ら
本
会
場
に
混
入
さ
れ
て
い
た
一

九
〇

一
九
五
〇
年

昭
和
二
十
五
年

十
｜
十
一
月



九
一
票
の
知
事
及
群
島
議
員
選
挙
投
票
用
紙

を
め
ぐ
り
こ
の
一
九
一
票
を
有
効
と
す
れ
ば

得
票
三
五
四
票
で
当
選
し
た
備
瀬
知
良
氏
と

同
点
に
な
る
候
補
者
高
良
�
二
氏

那
覇
市

五
の
一

は
さ
き
に
那
覇
市
選
挙
管
理
委
員

会
を
相
手
に
中
央
巡
廻
裁
判
所
で
選
挙
無
効

訴
し
よ
う
事
件
と
し
て
係
争
中
で
あ
つ
た
が

き
の
う
午
前
係
判
事
玉
城
栄
助
氏
か
ら
”
一

九
五
〇
年
九
月
十
日
執
行
さ
れ
た
那
覇
市
議

会
議
員
選
挙
中
、
那
覇
市
役
所
に
設
け
ら
れ

た
選
挙
本
会
場
に
お
け
る
選
挙
は
無
効
と
す

る
、
原
告
そ
の
余
の
請
求
は
こ
れ
を
棄
却
す

る
”
旨
の
判
決
が
云
渡
さ
れ
た
、
理
由
の
大

要
は
選
挙
人
の
大
多
数
は
投
票
用
紙
を
正
規

か
ど
う
か
確
認
せ
ず
に
投
票
す
る
の
が
普
通

で
本
選
挙
で
は
過
失
か
ら
と
は
い
え
不
成
規

用
紙
一
九
一
票
を
交
附
し
た
の
は
明
ら
か
に

規
定
違
反
で
あ
る
ま
た
も
し
一
九
一
票
が
成

規
の
用
紙
で
あ
つ
た
と
し
た
な
ら
ば
選
挙
人

は
本
件
と
同
じ
候
補
者
に
投
票
し
た
に
違
い

な
く
従
つ
て
選
挙
の
結
果
に
は
実
際
に
異
動

を
生
じ
る
の
が
当
然
で
あ
り
右
一
九
一
票
は

本
会
場
の
み
か
ら
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
こ

の
点
に
お
い
て
本
会
場
に
お
け
る
選
挙
は
無

効
と
断
定
す
る
の
外
は
な
い

再
選
挙
可
能
か
？

こ
れ
に
つ
い
て
那
覇
選
挙
管
理
委
員
会
で
は

果
し
て
選
挙
を
一
部
無
効
と
し
て
本
会
場
の

み
の
再
選
挙
が
実
際
に
出
来
る
も
の
か
ど
う

か
疑
問
視
し
て
お
り
金
城
委
員
は
上
訴
す
る

か
ど
う
か
は
判
決
正
本
が
来
な
い
と
は
つ
き

り
し
た
事
は
云
え
な
い
、
行
政
課
と
も
よ
く

相
談
し
て
か
ら
態
度
を
決
定
し
た
い
と
語
つ

て
お
り
原
告
高
良
氏
は
今
さ
ら
□
□
□
□
□

を
か
け
て
□
□
□
□
□
□
□
□
う
な
ど
ゝ
は

思
つ
て
い
な
い
、
当
落
は
問
題
で
な
く
た
ゞ

二
度
と
こ
ん
な
□
□
を
お
こ
さ
□
□
□
□
□

□
判
例
を
つ
く
つ
て
も
ら
い
た
い
□
□
□
□

□
□
の
み
だ
と
語
つ
て
い
る
が
、
何
れ
に
し

ろ
本
会
場
に
於
け
る
選
挙
は
無
効
と
な
る
と

如
何
に
し
て
本
会
場
の
み
の
再
選
を
行
う
か

或
は
総
や
り
な
お
し
に
な
る
か
又
は
抽
籤
に

よ
つ
て
高
良
、
備
瀬
両
氏
の
み
の
当
落
を
決

定
し
て
行
く
か
注
目
さ
れ
て
い
る

真
和
志
村
長
選
挙
訴
訟
／
翁
長

氏
の
当
選
無
効
を
判
決

沖
タ
　
１
９
５
０
・
11
・
８

真
和
志
村
与
儀
区
大
城
正
弘
氏
よ
り
提
起
さ

れ
た
翁
長
助
靜
氏
の
村
長
当
選
無
効
の
訴
訟

は
七
日
、
沖
縄
巡
裁
中
央
地
区
玉
城
判
事
か

ら
”
翁
長
助
靜
の
当
選
は
之
を
無
効
と
す
る
、

訴
訟
費
用
は
被
告
の
負
担
と
す
る
”
旨
判
決

が
あ
つ
た

判
決
文
に
よ
る
と

△
原
告
が
申
立
て
た
代
理
投
票
の
二
票
は

証
人
に
よ
つ
て
事
実
明
白
で
無
効

△
管
理
委
員
会
で
九
月
三
日
決
定
し
た
翁

長
四
六
二
九
票
、
宮
里
四
六
二
八
票
の
ほ

か
の
無
効
投
票
中
か
ら
原
告
被
告
双
方
か

ら
提
出
さ
れ
た
五
九
票
の
う
ち
裁
判
所
の

審
理
で
翁
長
へ
八
票
、
宮
里
へ
二
四
票
が

決
定
さ
れ
、
結
局
、
翁
長
四
六
三
七
、
宮

里
四
六
五
二
票
と
な
つ
て
翁
長
氏
の
当
選

は
無
効
と
な
る

当
選
者
決
定
は
／
管
理
委
の
権
限

こ
の
当
選
無
効
判
決
に
よ
つ
て
宮
里
栄
輝
氏

が
繰
り
上
げ
当
選
に
な
る
か
ど
う
か
が
問
題

と
な
る
が
民
事
訴
訟
法
に
よ
つ
て
裁
判
所
と

し
て
は
原
告
の
請
求
以
外
の
判
決
は
な
さ
れ

な
い
こ
と
に
な
つ
て
い
る
た
め
選
挙
管
理
委

員
会
の
決
定
に
ま
た
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
の
訴

訟
の
ほ
か
に
既
報
の
通
り
宮
里
氏
側
の
高
良

正
文
氏
か
ら
提
起
さ
れ
た
”
選
挙
無
効
”
の

請
求
は
十
四
日
判
決
が
あ
る
の
で
今
後
の
推

移
は
注
目
さ
れ
る

上
訴
す
る
／
翁
長
氏

翁
長
助
靜
氏
談

巡
裁
の
判
決
に
は
不
服
で

あ
り
上
訴
す
る
つ
も
り
で
あ
る
、
当
選
無
効

の
判
決
が
あ
つ
て
も
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

正
式
の
通
告
が
あ
る
ま
で
は
村
政
に
対
し
て

責
任
を
持
つ
て
い
る

選
挙
委
の
態
度

宇
久
原
真
和
志
村
選
挙
管
理
委
員
長
談

巡

裁
か
ら
文
書
が
到
着
次
第
、
こ
れ
を
検
討
し

委
員
会
を
招
集
し
て
態
度
き
め
た
い

米
人
向
け
の
店
／
那
覇
が
市
営

で
／
元
東
町
に

沖
タ
　
１
９
５
０
・
11
・
10

か
ね
て
旧
東
町
市
場
あ
と

水
連
南
側

に

米
人
と
取
引
す
る
理
想
的
な
食
品
市
場
の
設

置
を
軍
か
ら
要
請
さ
れ
民
商
務
課
と
那
覇
市

で
計
画
中
で
あ
つ
た
が
昨
九
日
沖
縄
軍
政
官

府
で
軍
民
商
務
課
、那
覇
市
産
業
課
が
協
議
、

那
覇
市
の
市
営
と
し
て
市
が
約
二
百
万
円
の

経
費
で
一
次
工
事
を
行
い
之
に
要
す
る
資
材

は
軍
が
斡
旋
し
早
急
に
着
工
す
る
こ
と
に
な

つ
た
、
軍
は
市
の
設
計
に
大
体
賛
成
で
あ
る

が
理
想
的
に
設
備
す
る
た
め
に
き
よ
う
午
後

軍
民
商
務
課
、
那
覇
市
産
業
課
、
食
肉
、
鮮

魚
、
蔬
菜
各
市
場
代
表
一
行
が
泡
瀬
の
軍
家

族
部
隊
市
場
を
視
察
す
る
、
こ
の
市
場
建
設

に
は
軍
も
乗
気
の
模
様
で
商
務
課
の
宮
平
氏

の
話
に
よ
れ
ば
ラ
イ
カ
ム
の
カ
ー
ボ
ネ
ー
大

佐
か
ら
軍
政
官
府
に
対
し
早
急
に
完
備
す
る

よ
う
要
請
　
な
お
軍
の
一
括
買
上
も
考
慮
さ

れ
て
い
る
由
で
あ
る
、
こ
の
市
場
は
沖
縄
中

央
市
場
と
名
づ
け
ら
れ
将
来
は
更
に
拡
張
す

る
計
画
で
あ
る

首
里
市
助
役
／
大
宜
味
氏

う
新
　
１
９
５
０
・
11
・
16

首
里
市
臨
時
議
会
は
十
三
日
開
会
、
助
役
に

大
宜
味
達
氏
収
入
役
に
上
地
安
昭
氏
選
任
を

承
認
し
た

九
一

一
九
五
〇
年

昭
和
二
十
五
年

十
一
月

お

こ
と

せ
な

よ
い

う

にい

る

と
思
つ
て



那
覇
市
議
／
選
挙
無
効
／
選
管

委
長
が
上
訴

沖
タ
　
１
９
５
０
・
11
・
23

問
題
の
一
九
一
票
を
め
ぐ
つ
て
訴
訟
沙
汰
に

ま
で
発
展
し
た
那
覇
市
議
選
は
三
日
沖
縄
巡

裁
中
央
地
区
で
既
報
の
通
り
一
部
選
挙
無
効

の
判
決
が
あ
つ
た
が
二
二
日
原
国
選
挙
委
員

長
は
上
訴
し
た
、
請
求
趣
旨
は
一
次
原
判
決

を
取
消
し
被
上
訴
人
の
請
求
は
□
を
棄
却
す

二
次
備
瀬
知
良
と
高
良
�
二
を
抽
籤
に
よ
り

当
選
を
決
定
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
二
次
の
原
審
に
於
け
る
主
張
外
の
こ
と

が
請
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ど
う
処
理
さ
れ

る
か
注
目
さ
れ
て
い
る

市
議
落
選
組
が
奮
起
／
立
派
な

都
市
へ
／
那
覇
市
政
研
究
会

を
結
成う
新
　
１
９
５
０
・
11
・
24

那
覇
市
議
候
補
に
出
馬
し
て
惜
し
く
も
落
ち

た
山
田
親
徳
外
二
十
九
名
は
市
政
に
対
す
る

熱
意
は
当
落
如
何
を
超
越
し
て
い
る
と
い
う

の
で
去
る
二
十
一
日
の
市
会
議
室
で
那
覇
市

政
研
究
会
を
結
成
し
た
、
会
員
は
市
民
の
青

年
男
女
何
人
も
入
会
可
能
で
あ
り
現
に
落
選

組
の
外
に
四
名
が
参
加
し
て
い
る
。
会
長
山

田
親
徳
、
副
会
長
仲
本
齊
政
　
三
島
英
稔

事
務
所
は
十
区
沖
縄
林
産
協
会
内

学
務
課
設
置
／
首
里
市
議
会
可

決

う
新
　
１
９
５
０
・
11
・
27

既
報

首
里
市
議
会
で
は
学
務
課
設
置
の
件

を
原
案
通
り
可
決
し
た

那
覇
へ
那
覇
へ
／
転
入
の
ト
ツ

プ
真
和
志
村
民

う
新
　
１
９
５
０
・
12
・
１

那
覇
へ
那
覇
へ
と
他
市
町
村
民
が
我
れ
も
我

れ
も
と
集
り
日
一
日
と
ぼ
う
脹
し
総
て
の
部

面
に
活
気
を
呈
し
建
設
に
ピ
ツ
チ
を
上
げ
て

い
る
現
状
は
た
く
ま
し
い
限
り
で
大
那
覇
市

の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
さ
て
市
役
所

戸
籍
課
の
帳
簿
面
に
表
わ
れ
た
九
月

十
月

一
ケ
月
間
の
動
態
を
解
剖
し
て
み
る
と
現
在

人
口
、
四
一
、
八
〇
三

十
月
末
日
現
在

で
う
ち
他
村
か
ら
の
転
入
は
一
〇
、
九
二
八

人
で
真
和
志
一
、
四
二
七
名
が
ト
ツ
プ
、
続

い
て
宮
古

五
七
七

大
島

五
六
〇

国

頭

五
五
七

豊
見
城

五
二
二

で
四
〇

〇
名
に
は
久
米
島
具
志
川
、
南
風
原
、
粟
国
、

八
重
山
、
東
風
平
、
久
米
島
仲
里
と
な
つ
て

最
も
少
い
の
が
南
大
東
島

三

北
中
城

八

嘉
手
納
、
北
大
東
両
村
は
皆
無

那
覇
市
に
水
上
店
舗
／
ガ
ー
ブ

ー
川
を
し
ゆ
ん
せ
つ
架
橋

う
新
　
１
９
５
０
・
12
・
５

那
覇
市
で
は
雑
貨
、
魚
肉
、
青
物
市
等
市
営

市
場
の
整
備
を
急
ぎ
既
に
魚
肉
市
場
は
完

成
、
近
く
移
転
の
運
び
に
ま
で
至
つ
て
い
る

が
、
全
島
商
取
引
の
中
心
地
と
し
て
日
々
物

資
、
商
人
は
増
加
し
て
狭
あ
い
な
市
場
は
拡

張
の
余
地
が
な
く
物
売
商
人
は
道
路
に
溢
れ

て
通
行
さ
え
困
難
を
極
め
る
状
況
で
こ
の
整

理
に
頭
を
悩
ま
し
て
い
た
市
当
局
は
遂
に
唯

一
の
場
所
と
し
て
ガ
ー
ブ
ー
川

市
場
中
央

を
流
れ
る

に
着
目
、
川
を
し
ゆ
ん
せ
つ
、

架
橋
し
て
そ
の
上
に
店
舗
を
経
営
、
溢
れ
る

商
人
を
収
容
し
て
雑
踏
の
緩
和
と
市
民
の
福

利
を
図
る
こ
と
に
な
り
近
く
軍
に
使
用
認
可

申
請
を
す
る
こ
と
に
な
つ
た
、
な
お
施
工
に

際
し
て
は
流
水
時
の
最
高
水
面
や
排
水
の
停

滞
等
を
十
分
考
慮
し
、
毎
週
一
回
は
清
掃
を

実
施
し
て
衛
生
や
排
水
に
万
全
を
期
す
る
こ

と
に
な
つ
て
い
る
、
水
上
店
舗
の
総
面
積
は

九
九
六
坪
、
そ
の
中
一
二
〇
坪
は
今
年
度
内

に
施
工
予
定
で
あ
る
が
全
部
完
成
の
暁
は
現

在
の
市
営
市
場
と
匹
敵
す
る
水
上
市
場
が
出

現
、
那
覇
の
新
名
所
と
異
彩
を
放
つ
こ
と
に

な
ろ
う

安
く
て
明
る
い
電
燈
を
／
経
営

を
合
理
化
し
設
備
も
改
善
／

那
覇
市
が
電
力
局
を
設
置
か

う
新
　
１
９
５
０
・
12
・
７

那
覇
市
営
電
力
問
題
は
一
般
市
民
か
ら
深
い

関
心
と
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
そ
れ
と

い
う
の
も
現
在
の
電
気
業
者
が
余
り
に
甘
い

考
え
で
施
設
の
改
善
や
一
般
需
要
者
へ
の

サ
ー
ビ
ス
に
意
を
用
い
ず
中
に
は
月
に
四
、

五
回
は
決
ま
つ
て
停
電
す
る
し
、
読
書
も
出

来
兼
る
心
細
い
光
力
で
い
て
電
燈
料
の
五
割

以
上
の
純
益
を
せ
し
め
て
い
る
と
云
つ
た
悪

徳
業
者
が
い
る
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
　
さ

き
に
来
島
し
て
電
気
事
業
界
を
視
察
去
る
三

日
帰
日
し
た
九
州
配
電
會
社
の
高
良
技
師

牧
志
出
身

も
施
設
の
不
完
全
さ
や
粗
悪

極
ま
る
資
材
は
全
く
危
く
て
見
て
は
居
ら
れ

ぬ
状
態
で
火
災
の
起
ら
な
い
の
が
目
つ
け
物

だ
と
云
つ
て
お
り
一
戸
に
一
箇
所
の
室
内
安

全
ス
ウ
イ
ツ
チ
の
設
置
を
強
調
し
、
な
お
現

在
民
間
で
使
用
さ
れ
て
い
る
発
電
機
の
殆
ど

は
寿
命
が
来
て
い
て
こ
の
ま
ゝ
で
行
け
ば
遠

か
ら
ず
ク
ラ
闇
生
活
に
逆
戻
り
す
る
だ
ろ
う

か
ら
早
急
に
何
ら
か
の
手
を
打
つ
べ
き
だ
と

警
告
し
た
模
様
で
市
当
局
で
は
市
内
一
円
と

真
和
志
の
一
部
に
送
電
す
る

仮
称

那
覇

市
電
力
局
の
設
置
に
つ
い
て
、
慎
重
に
検
討

を
続
け
て
お
り
近
く
業
者
と
も
協
議
が
行
な

わ
れ
る
筈
で
あ
る
が
電
力
市
営
に
よ
る
経
営

九
二

一
九
五
〇
年

昭
和
二
十
五
年

十
一
｜
十
二
月

之



の
合
理
化
と
設
備
の
改
善
に
よ
つ
て
の
み
低

廉
で
明
る
い
電
燈
が
期
待
出
来
る
の
で
は
な

い
か
、
因
み
に
現
在
の
市
内
電
燈
供
給
状
況

次
の
通
り
八
割
送
　
　
　
点
燈
す
う
　
　
　
一
カ
月
税
込

電
能
力
　
　
　
六

〇

Ｗ
　
　
　
電
　
燈
　
料

沖
縄
陶
器
　
　
　
　
七
二
Ｋ
　
一
、
一
六
九
燈

八
一
、
八
三
〇
円

沖
縄
木
工
場
　
　
一
一
二
　
　
一
、
二
八
三
　
　
八
九
、
八
一
〇

同
分
工
場
　
　
　
一
〇
八
　
　
一
、
〇
二
三
　
　
七
二
、
六
一
〇

上
門
木
工
場
　
　
　
七
二
　
　
　
　
三
六
〇
　
　
二
五
、
二
〇
〇

栄
工
業
　
　
　
　
　
九
六
　
　
　
　
八
五
〇
　
　
五
九
、
五
〇
〇

那
覇
イ
物
　
　
　
一
〇
八
　
　
一
、
一
〇
〇
　
　
七
七
、
〇
〇
〇

開
南
工
業
　
　
　
　
七
六
　
　
　
　
四
五
〇
　
　
三
一
、
五
〇
〇

復
興
製
氷
　
　
　
　
二
四
　
　
　
　
三
五
〇
　
　
二
四
、
五
〇
〇

古
堅
兄
弟
　
　
　
一
〇
八
　
　
　
　
二
二
〇
　
　
一
五
、
四
〇
〇

友
寄
下
駄
　
　
　
　
七
二
　
　
　
　
四
〇
〇
　
　
二
八
、
〇
〇
〇

開
南
診
療
所
　
　
　
三
四
　
　
　
　
四
〇
〇
　
　
二
二
、
四
〇
〇

中
央
製
作
　
　
　
　
六
〇
　
　
　
　
四
〇
〇
　
　
二
八
、
〇
〇
〇

安
全
機
械
　
　
　
　
三
六
　
　
　
　
二
六
〇
　
　
一
八
、
二
〇
〇

計
　
　
　
　
　

九
七
八
　
　
八
、
二
六
五
　
五
七
二
、
九
五
〇

｜
社
　
説
｜

崇
元
寺
石
門
の
修
復

沖
タ
　
１
９
５
０
・
12
・
17

崇
元
寺
石
門
修
復
期
成
會
が
結
成
さ
れ
待
望

の
石
門
修
復
が
愈
々
具
体
化
す
る
こ
と
に
な

つ
た
。
但
し
財
源
は
内
外
人
の
寄
附
を
仰
ぐ

外
な
く
、
寄
附
金
募
集
の
正
式
許
可
を
当
局

か
ら
得
て
後
の
こ
と
で
あ
る
。
著
名
な
名
勝

史
蹟
並
古
文
化
財
の
復
旧
に
就
い
て
は
沖
繩

史
蹟
保
存
會
が
多
大
の
関
心
を
抱
き
当
局
の

援
助
を
求
め
て
来
た
が
、
未
だ
そ
の
時
機
に

到
達
し
て
い
な
い
。
然
し
崇
元
寺
石
門
の
修

復
が
先
鞭
を
著
け
、
史
蹟
保
存
に
対
す
る
世

論
が
漸
次
高
ま
つ
て
、緩
急
宜
し
き
を
得
て
、

つ
ぎ
つ
ぎ
に
文
化
財
保
存
の
途
が
講
ぜ
ら
れ

る
と
し
た
ら
甚
だ
結
構
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ

を
待
望
し
た
い
。

古
文
化
保
存
に
就
い
て
は
本
欄
で
度
々
論
じ

尽
し
た
こ
と
で
、
こ
と
新
し
く
述
べ
立
て
る

必
要
は
さ
ら
さ
ら
な
い
が
、
古
文
化
に
対
す

る
に
ん
識
が
未
だ
普
遍
化
さ
れ
ぬ
憾
み
は
確

か
に
あ
る
。
勿
論
人
間
の
生
活
の
営
み
は
世

界
を
通
じ
て
そ
れ
程
に
大
き
い
内
容
上
並
び

に
外
形
上
の
相
違
を
有
つ
て
い
る
も
の
で
は

な
い
。
殊
に
交
通
機
関
が
高
度
に
発
達
し
た

今
日
、
世
界
の
近
接
感
は
深
ま
る
一
方
で
あ

る
。
そ
し
て
又
人
類
が
絶
え
ず
そ
の
理
想
へ

向
つ
て
努
力
し
続
け
て
い
る
と
考
え
る
な
ら

ば
、
人
類
が
世
界
共
通
に
同
じ
も
の
を
、
同

じ
文
化
的
内
容
を
有
と
う
と
す
る
傾
向
が
大

い
に
あ
る
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
。
世
界
の

各
部
門
相
互
間
の
接
触
が
多
く
な
る
に
連
れ

て
、
異
文
化
と
の
接
触
や
そ
の
受
容
の
度
合

が
強
く
な
る
に
従
つ
て
、
共
通
の
文
化
の
地

盤
が
強
固
に
作
ら
れ
て
い
く
傾
向
は
増
大
し

つ
ゝ
あ
る
。
斯
く
し
て
未
来
に
於
て
全
世
界

が
文
化
や
学
問
の
点
に
於
て
一
体
と
な
る
こ

と
は
人
類
の
理
想
で
あ
ろ
う
。

が
然
し
、
現
代
で
は
未
だ
か
ゝ
る
時
期
に
到

達
し
て
い
な
い
。
否
寧
ろ
一
方
で
は
文
化
は

世
界
的
拡
が
り
を
有
つ
傾
向
と
共
に
、
他
方

で
は
文
化
の
伝
統
は
保
守
的
で
あ
り
、
そ
の

民
族
に
と
つ
て
は
固
執
的
で
あ
る
。
血
に
繋

が
る
伝
統
か
ら
は
、
我
々
が
い
か
に
逃
れ
よ

う
と
し
て
も
逃
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
が

然
し
そ
れ
は
拘
束
で
あ
る
と
共
に
ま
た
力
で

も
あ
る
。
即
ち
文
化
の
新
し
い
発
展
　
飛
躍

の
た
め
に
は
伝
統
は
そ
の
飛
び
板
と
な
り
、

土
台
と
な
る
。
新
し
い
文
化
が
た
と
い
移
入

さ
れ
て
も
そ
れ
を
培
う
べ
き
古
い
伝
統
の
力

強
さ
が
無
け
れ
ば
、
移
入
文
化
は
単
な
る
形

式
と
し
て
止
ま
り
、
民
族
の
精
神
に
糧
を
与

え
　
精
気
を
与
え
る
も
の
と
は
な
ら
な
い
。

か
ゝ
る
文
化
は
模
倣
文
化
に
過
ぎ
な
い
。
前

へ
の
一
歩
毎
に
過
ぎ
去
つ
た
瞬
間
は
取
返
し

の
つ
か
な
い
も
の
と
し
て
消
失
し
て
了
う
。

そ
こ
に
は
内
的
な
発
展
も
な
く
自
然
的
な
進

歩
も
な
い
。
人
間
と
い
う
も
の
は
、
彼
に
先

行
し
そ
し
て
彼
の
後
に
来
る
も
の
と
自
己
を

結
び
つ
け
る
手
段
を
見
出
さ
な
く
な
る
と
、

自
ら
の
支
え
を
失
う
の
が
特
色
で
あ
る
。

郷
土
の
誇
る
べ
き
文
化
財
は
是
非
と
も
保
存

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
崇
元
寺
の
石
門
は

国
宝
指
定
と
さ
れ
た
沖
縄
の
代
表
的
石
造
建

築
で
あ
る
。
建
築
の
芸
術
性
は
ど
こ
ま
で
も

そ
の
用
と
離
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
崇
元
寺

あ
つ
て
の
石
門
で
　
寺
と
門
と
の
両
者
を
含

め
た
存
在
が
生
け
る
完
全
な
意
義
あ
る
も
の

と
な
り
、
吾
々
は
か
か
る
全
体
と
し
て
の
存

在
に
、
一
層
の
共
感
を
覚
え
　
反
対
の
場
合

は
芸
術
的
感
銘
も
滅
殺
さ
れ
ざ
る
を
得
な

い
。
然
し
こ
れ
は
致
し
方
な
い
こ
と
で
、
こ

の
宗
教
的
臾
味
を
も
つ
た
石
門
が
、
中
央
図

書
館
の
門
に
代
る
と
し
て
も
、
そ
の
周
囲
の

自
然
と
の
調
和
と
い
う
配
慮
等
も
考
慮
に
入

れ
て
、
図
書
館
と
い
う
環
境
に
即
し
た
内
面

的
な
つ
な
が
り
を
有
た
せ
た
ら
、
こ
の
古
文

化
財
が
新
文
化
に
直
結
さ
れ
て
愈
々
意
義
が

深
ま
る
訳
で
あ
る
。

と
も
か
く
沖
縄
の
優
れ
た
石
門
建
築
の
一
つ

が
、
中
央
図
書
館
の
石
門
と
代
つ
て
修
復
、

再
現
さ
れ
る
こ
と
は
欣
快
に
耐
え
な
い
。
こ

の
事
業
が
史
蹟
保
存
会
、
各
新
聞
社
　
中
央

図
書
館
の
共
催
で
行
わ
れ
　
内
外
人
の
共
感

を
求
め
て
実
現
に
到
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体

有
意
義
な
古
文
化
に
対
す
る
一
大
啓
蒙
運
動

で
あ
ろ
う
。
各
方
面
の
協
力
を
望
ん
で
止
ま

な
い
。
而
し
て
吾
々
は
可
能
な
範
囲
に
於
て

そ
の
他
の
古
文
化
財
の
復
旧
に
対
し
て
も
精

到
な
努
力
を
傾
注
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

戦
前
、
寺
の
背
後
に
は
松
林
あ
り
　
昔
は
海

水
廟
前
に
迫
り
、
船
揖
直
に
坂
下
に
達
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
辺
り
、
梯
梧
の

木
多
く
四
、
五
月
頃
は
真
紅
の
花
が
眺
め
ら

れ
、境
内
の
う
つ
そ
う
た
る
古
木
を
背
景
に
、

国
宝
の
石
門
が
ひ
ら
け
、
そ
の
展
望
絶
佳
な

九
三

一
九
五
〇
年

昭
和
二
十
五
年

十
二
月



る
を
以
て
有
名
で
あ
つ
た
。
新
装
の
中
央
図

書
館
を
し
て
斯
か
る
よ
き
環
境
た
ら
し
め
む

こ
と
も
石
門
修
復
に
伴
う
着
眼
で
あ
つ
て
欲

し
い
。

埋
立
て
可
か
否
か
／
首
里
の
蓮

池
／
き
よ
う
市
議
会
で
討
議

う
新
　
１
９
５
０
・
12
・
20

蓮
池

り
ん
ぐ
む
い

を
埋
め
て
中
央
市
場

を
設
置
し
よ
う
と
い
う
首
里
市
当
局
の
提
案

は
市
民
と
り
わ
け
地
元
民
の
関
心
を
あ
つ
め

早
く
も
賛
否
両
論
の
意
見
を
対
立
さ
せ
て
い

る
が
市
で
は
き
の
う
市
議
会
室
で
各
区
代
表

を
集
め
意
見
を
聴
取
し
た
と
こ
ろ
埋
め
ず
に

修
理
し
て
水
を
た
ゝ
え
蓮
を
植
え
て
充
分
な

観
光
施
設
を
な
す
べ
き
だ
と
い
う
論
と
水
源

破
壊
だ
と
い
う
論
で
埋
立
反
対
が
過
半
す
う

を
占
め
て
い
る
よ
う
で
き
よ
う
い
よ
／
＼
こ

の
問
題
を
議
会
で
討
議
す
る
こ
と
に
な
り
成

り
行
き
は
注
目
さ
れ
て
い
る

首
里
市
復
興
期
成
會
設
置

う
新
　
１
９
５
０
・
12
・
20

首
里
市
で
は
臨
時
委
員
会
が
前
議
会
解
散
と

共
に
□
消
し
た
の
で
こ
の
ほ
ど
市
の
総
合
的

な
発
展
の
た
め
首
里
市
復
興
期
成
會
を
設
置

す
る
こ
と
に
な
り
準
備
中
で
あ
る
が
同
会
の

会
長
に
市
議
会
議
長
、
副
会
長
に
副
議
長
並

び
に
助
役
が
就
き
教
育
、
文
化
、
土
建

産

業
　
社
会

財
政
、
バ
ス
運
営
の
七
委
員
会

か
ら
な
り
各
委
員
会
は
議
員
五
名
一
般
か
ら

五
名
計
十
名
で
組
織
さ
れ
る
模
様
で
あ
る

九
四

一
九
五
〇
年

昭
和
二
十
五
年

十
二
月

解



那
覇
市
／
児
童
が
あ
ふ
れ
る
／

学
校
の
増
設
を
申
請

う
新
　
１
９
５
１
・
１
・
６

那
覇
市
で
は
今
明
日
中
に
五
二
年
度
復
興
費

に
よ
る
学
校
及
び
公
民
館
の
建
築
を
次
の
よ

う
に
知
事
あ
て
申
請
す
る
こ
と
に
な
つ
た
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
市
の
膨
脹
と
共
に
増
加
す
る

児
童
の
た
め
初
等
学
校
一
校
の
新
設
と
開
南

校
の
移
転
新
築
が
計
画
さ
れ
て
い
る

△
初
等
学
校
新
設

五
〇
年
十
一
月
現
在
で
開
南
初
校
一
、
八
六

七
名
　
壺
屋
初
校
二
、
〇
〇
七
名
□
児
童
す

う
多
く
、教
育
の
徹
底
上
遺
憾
の
点
が
あ
り
、

更
に
各
学
校
毎
月
二
〇
名
内
外
増
加
の
傾
向

に
あ
る
の
で
学
校
を
新
設
し
て
あ
ふ
れ
る
児

童
を
吸
収
す
る
必
要
が
あ
る

場
所
　
農
指
所
附
近

建
坪
二
百
八
十
坪

二
十
八
学
級

△
開
南
校
の
移
転
と
新
築

開
南
校
は
現
在
刑
務
所
敷
地
内
に
あ
つ
て
刑

務
所
と
雑
居
同
然
で
あ
り
、
教
育
環
境
上
悪

影
響
が
大
き
い
の
で
移
転
新
築
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

場
所
　
旧
久
茂
地
校
南

建
坪
四
百
坪

二

階
建

敷
地
三
千
六
百
坪

△
公
民
館
建
築

新
時
代
に
即
応
す
る
成
人
学
校
　
市
民
図
書

館
、
各
種
社
会
教
育
の
集
会
等
に
広
く
利
用

出
来
る
六
十
四
坪
の
公
民
館
を
市
役
所
構
内

に
建
築
す
る

な
お
市
内
各
学
校
も
仮
教
室
を
使
用
し
て
い

る
の
が
多
い
の
で
壺
屋
、
城
岳
、
港
の
各
初

中
校
用
と
し
て
五
十
八
教
室
の
増
築
も
申
請

し
た美

栄
橋
一
部
開
放

う
新
　
１
９
５
１
・
１
・
６

那
覇
警
察
署
向
い
の
Ｍ
Ｇ
倉
庫
跡
旧
美
栄
橋

町
の
一
部
開
放

約
五
百
坪

に
つ
い
て
は

旧
ろ
う
十
二
月
一
日
に
口
頭
で
許
可
さ
れ
た

こ
と
は
本
紙
既
報
の
通
り
で
あ
る
が
去
る
三

日
沖
縄
民
政
府
か
ら
正
式
に
開
放
の
通
知
が

あ
つ
た
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
同
地
は
住
宅
地
に

限
り
区
画
に
つ
い
て
は
那
覇
市
長
が
責
任
を

負
う
よ
う
に
な
つ
て
い
る

都
計
費
18
億
／
市
の
財
政
で
は

困
難
／
那
覇
市
が
復
興
予
算

編
入
具
申
う
新
　
１
９
５
１
・
１
・
９

当
間
那
覇
市
長
は
一
部
昨
報
の
通
り
都
市
計

画
、
土
木
工
事
、
電
気
事
業
等
大
那
覇
の
復

興
建
設
は
貧
弱
な
る
市
財
政
で
は
実
施
困
難

で
あ
る
か
ら
復
興
予
算
に
編
入
相
成
度
し
と

要
旨
次
の
よ
う
に
陳
情
書
と
共
に
仕
訳
書
を

き
の
う
平
良
知
事
に
提
出
し
た

陳
情
要
旨

那
覇
市
は
沖
縄
の
首
都
と
し
て
政
治
経
済
文

化
の
中
心
地
と
な
り
国
際
都
市
と
し
て
漸
次

形
態
を
整
え
つ
ゝ
あ
る
と
は
い
え
　
未
だ
雑

然
、
混
然
、
文
化
都
市
と
し
て
の
面
影
は
微

塵
も
な
く
、
か
つ
一
朝
火
災
の
場
合
は
全
焼

の
憂
を
見
る
の
は
必
定
で
あ
り
ま
す
か
ゝ
る

現
状
を
み
る
に
忍
び
ず
さ
き
に
那
覇
都
計
案

を
シ
ー
ツ
前
長
官
に
提
出
し
、
そ
の
許
可
を

得
た
の
で
あ
り
ま
す
が
財
政
の
貧
困
さ
は
如

何
と
も
す
る
事
が
出
来
ず
未
だ
実
施
に
至
ら

ず
、
な
お
土
木
費
、
電
気
事
業
費
等
も
莫
大

な
る
費
用
を
要
す
る
も
の
で
あ
り
見
る
に
堪

え
ぬ
市
内
各
学
校
の
建
築
及
び
成
人
教
育
の

た
め
の
公
民
館
建
設
も
進
め
て
い
ま
す
か
ら

別
紙
仕
訳
書
の
通
り
復
興
予
算
に
編
入
し
て

い
た
ゞ
く
よ
う
陳
情
し
ま
す

仕
訳
書

△
都
計
費
工
事
計
画
は
昨
報
の
通
り

一
、
街
路
工
事
費
七
五
、
九
五
〇
、
〇
〇
〇

円
二
、
河
川
改
修
工
事
費
二
七
、
八
五
〇
、

〇
〇
〇
円
三
、
埋
立
工
事
費
二
八
、
〇
〇
〇
、

〇
〇
〇
円
四
、
護
岸
工
事
費
二
、
四
五
〇
、

〇
〇
〇
円
五
、
橋
梁
工
事
費
三
、
六
〇
〇
、

〇
〇
〇
円
六
、
上
水
道
工
事
費
八
七
、
九
二

三
、
〇
〇
〇
円
七
、
下
水
道
工
事
費
一
、
五

七
五
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
　
総
計
一
、
八

〇
〇
　
七
七
三
、
〇
〇
〇
円

△
土
木
費

一
、
壺
屋
中
通
り

一
、
四
〇
〇
呎
、
巾
三

間二
、
開
南
教
会
前
通
り

一
、
二
〇
〇
呎
、

巾
四
間

三
、
ま
つ
尾
五
区
線
道
路

二
、
二
六
〇
フ

イ
ー
ト
巾
四
間

四
、
ソ
ベ
仲
地
組
前
通
り

二
、
〇
〇
〇
呎
、

巾
五
間

五
、
ソ
ベ
一
区
事
務
所
前
通
り

二
、
五
〇

〇
呎
、
巾
二
間

六
、
市
役
所
前
通
り

一
、
五
〇
〇
呎
、
巾

二
間
七
、
刑
務
所
裏
通
り

一
、
五
〇
〇
呎
、
巾

二
間
八
、
ペ
リ
ー
中
央
通
り

三
、
一
二
〇
呎
、

巾
二
、
五
間

九
、
六
区
川
沿
い
道
路

一
、
一
七
〇
呎
、

巾
二
、
五
間

一
〇
、
壺
川
区
排
水
工
事

一
、
三
〇
〇
呎
、

巾
四
フ
イ
ー
ト
、
深
四
フ
イ
ー
ト

合
計
五
、

三
七
一
、
〇
〇
〇
円

△
電
気
事
業
費

九
八
、
三
二
一
、
一
二
三
円

△
学
校
並
公
民
館
建
築
費
は
計
算
中

一
九
五
一
年

昭
和
二
十
六
年

一
月

九
五

一
九
五
一
年と



真
和
志
村
上
之
屋
移
動

う
新
　
１
９
５
１
・
１
・
19

真
和
志
村
上
之
屋
部
落
は
予
ね
て
移
動
を
命

ぜ
ら
れ
て
い
た
が
村
役
所
の
世
話
に
よ
り
一

八
〇
戸
が
い
よ
／
＼
同
村
与
儀
の
み
や
城
原

に
本
格
的
移
動
を
開
始
し
た

中
央
政
府
首
里
が
最
適
地
／
市

議
会
が
要
望

う
新
　
１
９
５
１
・
１
・
24

中
央
政
府
設
立
に
関
し
首
里
市
で
は
市
内
に

設
置
を
要
望
二
十
二
日
の
議
会
で
満
場
一
致

の
可
決
を
見
た
が
そ
の
候
補
地
と
し
て
現
市

役
所
敷
地
と
モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル

大
中
区

を
あ
げ
き
よ
う
兼
島
市
長
及
び
議
員
代
表
が

平
良
知
事
に
認
可
方
を
陳
情
す
る

つ
じ
原
、
若
狭
一
帯
の
墓
地
二

万
坪
／
削
り
取
つ
て
住
宅
地

に
／
因
習
打
破
・
共
同
墓
地

実
現
か沖
タ
　
１
９
５
１
・
１
・
29

先
に
軍
の
指
示
に
よ
り
那
覇
市
で
は
若
狭

町
、
辻
原
一
帯
の
墓
地
整
理
を
断
行
す
る
こ

と
に
な
つ
た
が
、
整
理
の
対
象
と
な
る
墓
地

は
俗
称
上
ノ
毛
　
雪
カ
崎
、
旭
岡
、
辻
原
で

若
狭
町
約
七
、
九
〇
〇
坪
、
辻
原
約
一
一
、

九
〇
〇
坪
、
併
せ
て
一
万
九
千
八
百
坪
　
墓

地
の
筆
数
は
約
一
千
七
百
、
土
地
所
有
者
以

外
の
墓
所
有
者
も
居
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

の
で
墓
の
実
数
は
遙
か
に
右
の
数
字
を
上
回

る
こ
と
に
な
る
、
し
か
も
那
覇
市
に
お
け
る

墓
地
総
面
積
四
万
六
千
坪
の
う
ち
こ
の
一
帯

の
墓
地
は
そ
の
約
半
分
を
し
め
て
お
り
　
今

回
の
非
常
措
置
に
よ
る
整
理
は
　
従
来
叫
ば

れ
て
き
た
沖
縄
の
墓
地
を
め
ぐ
る
因
習
打
破

に
大
き
な
チ
ヤ
ン
ス
を
与
え
る
も
の
と
み
ら

れ
る
市
議
、
各
部
課
長
を
含
め
た
墓
地
整
理
協
議

会
は
二
八
日
午
前
十
時
よ
り
市
会
議
室
で
開

催
　
當
間
市
長
か
ら
　
軍
の
意
図
は
同
一
帯

の
土
を
上
之
屋
附
近
の
高
級
住
宅
建
築
に
使

用
す
る
模
様
で
あ
る
旨
説
明
が
あ
り
都
市
計

画
と
も
に
ら
み
合
せ
て
将
来
は
真
和
志
村
合

併
後
共
同
墓
地
敷
地
を
物
色
す
る
こ
と
に
し

と
り
あ
え
ず
納
骨
堂
安
置
場
所
の
選
定
を
協

議
し
た
が
　
奥
武
山
公
園
　
真
和
志
村
上
水

道

上
之
屋

附
近
の
市
有
地
が
候
補
地
と

し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る

墓
地
敷
地
内
訳
は
三
坪
以
下
四
〇
八
筆
、
三

坪

一
〇
坪
ま
で
六
六
七
筆
、
一
〇
坪

三

〇
坪
五
〇
九
筆
、
三
〇
坪
以
上
一
二
八
筆
、

不
在
地
主
墓
地
一
〇
八
筆
　
不
明
墓
地
六
六

七
筆
も
あ
る

納
骨
安
置
所
の
設
計
は
三
十
日
墓
地
所
有

者
の
参
集
を
求
め
具
体
的
に
研
究
を
す
ゝ

め
る
計
画
で
き
よ
う
午
後
三
時
よ
り
都
市

計
画
委
員
の
意
見
を
聴
く
こ
と
に
な
つ
て

い
る

な
お
整
理
後
の
同
一
帯
は
所
有
者
に
還
え
さ

れ
都
計
案
に
よ
る
住
宅
地
域
と
し
て
指
定
さ

れ
て
い
る

旧
那
覇
市
内
の
官
有
地
／
市
民

へ
の
換
地
不
可
か

う
新
　
１
９
５
１
・
２
・
４

那
覇
市
は
昨
年
八
月
都
市
計
画
を
円
滑
に
遂

行
す
る
た
め
一
、
官
有
地
を
官
公
衙
、
公
共

し
設
及
び
道
路
用
地
と
し
て
使
用
し
た
い

一
、
軍
指
定
地
域
及
び
都
市
計
画
の
た
め
に

土
地
を
使
用
出
来
な
い
私
有
地
の
地
主
に
官

有
地
を
換
地
し
た
い
等
の
理
由
を
あ
げ
て
市

内
の
官
有
地
一
九
万
四
千
坪
を
都
計
財
源
地

と
し
て
無
償
下
付
さ
れ
る
よ
う
沖
縄
民
政
部

に
申
請
中
で
あ
つ
た
が
、
一
月
二
十
四
日
付

知
事
あ
て
次
の
よ
う
に
換
地
は
困
難
と
見
ら

れ
る
回
答
が
あ
つ
た

△
占
領
軍
の
権
利
を
侵
害
し
な
い
こ
と
を
条

件
と
し
て
那
覇
市
の
発
展
の
た
め
市
有
地
を

開
放
す
る
権
限
を
琉
球
財
産
管
理
所
に
与
え

る△
財
産
管
理
所
は
占
領
軍
人
の
権
利
が
侵
害

さ
れ
な
い
事
を
条
件
と
し
て
琉
球
人
政
府
の

使
用
地
と
し
て
日
本
国
有
地
又
は
県
有
地
を

開
放
す
る
こ
と
が
出
来
る

△
政
府
の
使
用
と
は
そ
の
払
下
げ
地
を
移
住

地
と
し
て
使
用
す
る
と
否
と
に
拘
わ
ら
ず
民

間
の
関
係
者
へ
那
覇
市
が
そ
の
土
地
を
移
譲

す
る
こ
と
も
ふ
く
む
と
見
做
す
こ
と
は
出
来

な
い
な
お
市
内
官
有
地
の
面
積
は
次
の
通
り
で
あ

る国
有
地
　
二
七
、
四
三
七
坪

県
有
地
　
四
八
、
九
三
九
坪

市
有
地
　
一
一
七
、
七
四
〇
坪

計
　
一
九
四
、
一
一
七
坪

那
覇
市
へ
の
合
併
／
栄
町
区
民

大
会
で
促
進
決
議

う
新
　
１
９
５
１
・
２
・
５

昨
年
九
月
の
総
選
挙
で
久
し
く
ウ
ヤ
ム
ヤ
に

さ
れ
た
那
覇
　
真
和
志
の
合
併
運
動
を
は
や

く
促
進
し
よ
う
と
真
和
志
村
栄
町
区
で
は
、

き
の
う
午
後
三
時
か
ら
水
産
会
館
で
区
民
大

会
を
開
催
し
た
　
区
民
約
五
〇
名
、
翁
長
真

和
志
村
長
、
同
新
垣
議
長
、
と
く
に
那
覇
市

側
か
ら
當
間
市
長
　
真
栄
田
議
長
が
出
席
し

た
が
、
区
民
す
う
名
の
合
併
促
進
意
見
の
発

表
の
後
山
田
政
功
外
五
名
が
決
議
文
起
草
い

員
と
な
り

一
、
人
口
、
経
済
　
商
業
交
通
の
現
況
か
ら

し
て
行
政
上
真
和
志
　
那
覇
に
二
分
す
る
こ

と
は
住
民
の
福
利
上
不
利
で
あ
る

二
、
全
琉
の
主
都
た
る
べ
き
大
那
覇
市
の
建

設
は
真
和
志
を
併
合
し
て
始
め
て
意
義
が
あ

る

一
九
五
一
年

昭
和
二
十
六
年

一
｜
二
月

九
六



二
　
村
住
民
の
大
半
は
合
併
を
希
望
し
て
い

ると
の
理
由
で
早
急
に
合
併
を
要
望
す
る
と
の

栄
町
区
民
大
会
決
議
文
を
作
成
、
朗
読
の
う

え
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
た
、
引
続
き
両
市

村
長
並
議
長
の
賛
成
で
あ
る
旨
の
見
解
発
表

が
行
わ
れ
、
山
田
政
功
外
一
四
氏
が
運
動
実

行
委
員
と
な
り
区
民
の
署
名
を
得
た
う
え
早

急
に
政
府
並
真
和
志
村
、
那
覇
市
両
当
局
に

陳
情
し
村
民
に
も
訴
え
て
猛
烈
な
運
動
を
展

開
す
る
こ
と
に
な
つ
た

那
覇
市
へ
の
合
併
／
真
和
志
村

栄
町
区
民
が
連
署
陳
情

う
新
　
１
９
５
１
・
２
・
14

全
琉
球
の
首
都
た
る
大
那
覇
市
建
設
へ
の
一

環
と
し
て
真
和
志
村
の
那
覇
市
合
併
は
村
民

大
会
の
希
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
栄
町

区
民
は
そ
の
実
現
方
を
期
す
た
め
区
内
十
二

班
の
殆
ど
全
区
民
の
サ
イ
ン
を
得
、
区
長
我

那
覇
生
亨
氏
を
代
表
者
と
し
て
昨
十
三
日
平

良
知
事
、
知
花
群
島
議
会
議
長
、
當
間
那
覇

市
長
、
高
良
同
議
会
議
長
、
翁
長
真
和
志
村

長
、
新
垣
同
議
会
議
長
宛
合
併
陳
情
書
を
決

議
文
と
共
に
提
出
し
た

疎
開
生
活
よ
さ
ら
ば
／
六
年
ぶ

り
に
那
覇
へ
／
石
川
宜
野
座

か
ら
百
余
名
移
動

沖
タ
　
１
９
５
１
・
２
・
26

昨
年
九
月
二
十
三
日
當
間
那
覇
市
長
が
石
川
　

宜
野
座
地
区
方
面
に
残
留
し
て
い
る
前
那
覇

市
民
を
訪
れ
た
際
涙
を
流
し
て
喜
ん
だ
人
々

の
上
に
も
春
が
や
つ
て
き
た
、
同
市
で
は
三

区
十
五
組
に
五
間
に
九
間
の
バ
ラ
ツ
ク
を
完

成
受
入
れ
態
勢
を
整
え
て
い
た
が
二
十
五
日

平
良
社
会
事
業
部
長
は
ロ
ー
ボ
ー
イ
　
ダ
ン

プ
カ
ー
お
よ
び
ト
ラ
ツ
ク
と
三
台
を
駆
つ
て

宜
野
座
に
向
い
同
村
在
の
十
七
所
帯
嘉
手
納

○
○
氏

75

外
三
十
六
名
の
老
幼
男
女
を

乗
せ
て
午
後
四
時
三
十
分
懐
し
の
那
覇
に
到

着
夫
々
あ
て
が
わ
れ
た
部
屋
に
落
着
い
た
が

疎
開
後
既
に
六
カ
年
余
　
そ
の
間
一
度
も
那

覇
を
訪
れ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
の
が
大
部

分
で
平
敷
○
○
○
さ
ん

76

百
名
○
○
さ

ん

74

は
涙
な
が
ら
に
左
の
如
く
語
つ
た

生
き
て
い
る
中
に
再
び
那
覇
に
行
く
こ
と

も
あ
る
か
と
思
う
と
隣
り
近
所
の
人
達
が
漸

次
移
動
し
て
い
く
の
を
見
て
何
と
も
言
え
ぬ

気
持
で
あ
つ
た
が
行
け
る
と
な
る
と
二
、
三

日
前
か
ら
寝
る
こ
と
も
で
き
な
か
つ
た
、

こ
ゝ
が
那
覇
だ
と
云
わ
れ
た
が
何
処
に
来
て

い
る
の
か
さ
つ
ぱ
り
分
り
ま
せ
ん

な
お
当

日
は
残
留
那
覇
人
会
の
代
表
者
石
嶺
榮
一

氏
、
外
間
安
眞
氏
、
安
里
仁
助
氏
等
が
同
行

し
た
が
な
お
三
百
世
帯
四
百
九
十
名
が
い
る

こ
と
を
告
げ
た

那
覇
と
の
合
併
”
時
期
尚
早
”

／
栄
町
の
陳
情
に
反
対
陳
情

沖
タ
　
１
９
５
１
・
２
・
27

栄
町
区
民
大
会
の
決
議
に
よ
つ
て
再
燃
し
た

那
覇
真
和
志
合
併
問
題
は
そ
の
後
隣
接
区
に

呼
び
か
け
て
署
名
運
動
を
展
開
　
関
係
方
面

に
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
た
が
、
地
元
民
一
部

有
志
お
よ
び
宮
里
派
議
員
か
ら
は

適
当
な

時
期
で
な
い

と
反
対
の
気
勢
を
見
せ
二
十

三
日
午
後
三
時
安
里
一
区
事
務
所
に
議
員
五

名
が
村
先
輩
有
志
を
招
き
本
問
題
に
対
す
る

意
見
を
聴
取
二
六
日
助
役
、
村
議
、
農
組
長
、

区
長
ら
の
連
名
で
陳
情
書
を
知
事
に
提
出
し

た合
併
促
進
の
反
対
理
由
と
し
て
は

一
、
村
内
各
階
層
に
殊
に
農
業
部
落
側
に
異

論
が
あ
る

二
、
村
長
選
挙
の
紛
争
が
未
だ
最
後
的
決
定

を
見
な
い
た
め
村
政
運
営
の
重
心
が
安
定
せ

ず三
、
沖
縄
経
済
自
立
の
要
請
に
鑑
み
商
業
都

市
の
膨
脹
を
助
長
す
べ
き
で
な
い

と
な
つ
て
お
り
政
府
が
両
市
村
を
含
む
都
市

計
画
を
樹
立
す
る
時
機
の
到
来
を
待
つ
の
が

大
方
の
意
向
だ
と
述
べ
て
い
る
が
、
一
部
議

員
は
翁
長
村
長
が
今
度
積
極
的
な
動
き
を
見

せ
て
い
る
の
は
政
治
的
な
意
図
に
基
く
も
の

で
翁
長
氏
は
上
訴
で
時
を
か
せ
い
で
合
併
に

よ
り
う
や
む
や
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
、
と

見
て
お
り
、
従
つ
て
上
訴
し
て
も
翁
長
氏
は

無
効
と
な
る
か
ら
当
然
新
し
い
理
事
者
宮
里

氏
に
よ
つ
て
事
を
選
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
の
見

解
を
持
つ
て
い
る

”
政
治
的
意
図
は
な
し
”
／
�
長
氏
の

話

こ
れ
に
対
し
翁
長
村
長
は

何
等
政
治
的
意

図
に
基
く
も
の
で
は
な
い
、
た
ゞ
村
民
大
多

す
う
の
輿
論
に
よ
つ
て
動
い
て
い
る
の
み
で

あ
る
、
選
挙
訴
訟
は
別
個
の
問
題
で
支
持
者

に
よ
つ
て
選
挙
さ
れ
た
以
上
雌
雄
を
決
す
る

ま
で
戦
う
の
は
当
然
で
あ
る

と
語
つ
た

泊
港
の
埋
立
て
／
政
府
が
計
画

書
提
出う
新
　
１
９
５
１
・
３
・
11

去
る
九
日
軍
民
連
絡
会
議
に
お
い
て
平
良
知

事
は
さ
き
に
金
城
カ
ン
パ
ニ
ー
が
申
請
し
て

却
下
さ
れ
た
△
泊
港
の
埋
立
権
問
題
に
つ
い

て
ロ
ス
ゲ
ブ
大
佐
と
折
衝
を
行
な
い
政
府
と

し
て
も
埋
立
計
画
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な

つ
た
な
お
那
覇
市
ソ
ベ
区
無
線
局
附
近
の
立

退
き
民
家
の
移
転
料
、
移
転
先
等
に
つ
い
て

考
慮
す
る
よ
う
陳
情
、
ロ
大
佐
は
一
応
行
政

法
務
課
で
研
究
さ
せ
る
旨
回
答
し
た
　
△
泊

港
の
埋
立
に
つ
い
て
軍
と
し
て
は
米
国
桑
港

一
九
五
一
年

昭
和
二
十
六
年

二
｜
三
月

九
七



の
例
も
あ
つ
て
泊
港
の
埋
立
な
ら
び
に
波
止

場
や
倉
庫
の
設
置
等
も
那
覇
市
で
行
わ
せ
る

べ
く
計
画
書
を
提
出
さ
せ
る
意
向
の
よ
う
で

あ
る
が
知
事
は
埋
立
地
か
ら
の
収
入
を
政
府

の
財
源
に
充
て
る
考
で
あ
る
か
ら
埋
立
権
は

政
府
に
与
え
る
よ
う
に
と
要
請
、
結
局
政
府

と
し
て
も
計
画
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
つ

た
、
埋
立
費
は
一
千
万
円
既
に
予
算
に
計
上

さ
れ
て
い
る
と

真
和
志
村
／
那
覇
市
へ
の
合
併

／
人
口
の
七
割
占
め
る
外
来

者
が
／
積
極
的
に
運
動
推
進

沖
タ
　
１
９
５
１
・
３
・
12

那
覇
、
真
和
志
の
合
併
問
題
は
栄
町
の
区
民

大
会
を
機
に
再
燃
し
、
そ
の
後
反
対
運
動
も

起
つ
て
い
る
が
こ
れ
は
地
元
村
民
の
政
治
的

対
立
感
情
が
因
を
な
し
て
い
る
模
様
で
あ

る
、
し
か
し
戦
後
ど
し
／
＼
転
入
し
て
来
た

外
来
者
は
村
人
口
の
六
、
七
割
を
占
め
て
お

り
、
こ
れ
ら
外
来
村
民
は
地
元
村
民
の
対
立

に
は
割
合
冷
静
で
合
併
問
題
に
関
し
て
も
地

元
民
の
態
度
と
は
別
個
の
も
の
が
あ
り
、
外

来
者
だ
け
で
占
め
て
い
る
栄
町
が
合
併
促
進

の
火
蓋
を
切
つ
た
の
は
そ
の
一
例
と
な
つ
て

い
る
、
一
面
栄
町
住
民
と
し
て
は
合
併
に
よ

つ
て
商
業
地
域
と
し
て
発
展
し
よ
う
と
い
う

切
実
な
要
求
も
あ
つ
て
積
極
的
に
他
区
に
も

呼
び
か
け
て
お
り
、
全
村
的
な
署
名
運
動
も

展
開
さ
れ
て
い
る
　
促
進
運
動
の
推
進
力
は

矢
張
り
外
来
村
民
に
あ
る
よ
う
で
　
そ
の
動

き
と
地
元
村
民
間
の
対
立
抗
争
が
ど
う
割
り

合
う
か
注
目
さ
れ
る

泊
南
岸
の
埋
立
て
／
政
府
が
直

営
を
申
請
う
新
　
１
９
５
１
・
３
・
16

群
島
政
府
で
は
新
財
源
を
得
る
と
共
に
又
急

速
に
膨
脹
し
つ
ゝ
あ
る
那
覇
近
傍
の
土
地
問

題
を
解
決
す
る
た
め
泊
港
南
側
沿
岸
の
一
七

六
万
平
方
呎
の
公
有
水
面
の
埋
立
を
す
べ
く

工
事
費
と
し
て
四
千
九
百
六
四
万
九
千
四
百

八
五
円
の
ガ
リ
オ
ア
資
金
の
貸
与
方
を
設
計

書
を
添
え
て
沖
縄
民
政
部
宛
申
請
す
る
こ
と

に
な
つ
た
こ
の
計
画
で
は
四
月
一
日
か
ら
着

工
明
年
三
月
末
迄
に
埋
立
を
完
了
し
道
路
下

水
を
差
引
い
た
総
賃
貸
面
積
一
二
三
万
二
千

余
平
方
呎
を
一
平
方
呎
年
十
五
円
で
個
人
又

は
団
体
等
に
貸
付
け
て
年
一
八
　
四
八
〇
、

三
六
〇
円
の
賃
貸
料
を
得
、
こ
れ
に
よ
り
三

年
後
に
工
事
費
を
完
納
、
そ
の
後
は
群
島
内

道
路
の
維
持
費
に
充
当
す
る
こ
と
に
な
つ
て

い
る

那
覇
都
計
／
辻
原
に
特
殊
商
業
　

地
帯
／
市
内
に
公
園
五
つ
／

港
町
を
安
里
川
下
流
に

沖
タ
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９
５
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十
六
日
開
催
の
那
覇
市
都
市
計
画
委
員
会
で

都
市
計
画
変
更
案
を
次
の
通
り
説
明
し
た
が

そ
の
概
要
を
示
す
と

◇
無
税
制
で
料
理
屋
が
乱
立
す
る
最
近
の
傾

向
に
鑑
み
教
育
上

住
居
の
安
寧
秩
序
の
見

地
か
ら
旧
辻
町
一
帯

四
一
、
五
〇
〇
坪

を
遊
戯
場

娯
楽
場

劇
場
設
置
の
た
め
特
殊

商
業
地
域
に
設
定
し
た

◇
一
号
線
道
路
ロ
ー
タ
リ
ー
の
廃
止
に
よ
り

公
園
お
よ
び
緑
地
の
新
設

追
加
廃
止
を
余

儀
な
く
さ
れ

既
設
公
園
が
都
市
面
積
に
対

し
余
り
少
な
過
ぎ
る
の
で
衛
生
的
見
地
か
ら

五
つ
の
公
園
の
増
設
を
し
た

◇
未
開
放
地
が
開
放
な
つ
た
場
合
学
校
敷
地

の
確
保
が
む
つ
か
し
い
の
で
　
元
天
妃
校
跡

三
、
七
〇
〇
坪

元
商
校
跡

四
、
〇
〇

〇
坪

元
久
茂
地
校
跡

三
、
四
〇
〇
坪

現
那
覇
中
校

三
、
一
九
五
坪

を
設
定
し

た◇
泊
港
築
港
後
を
考
慮
し
て
安
里
川
下
流
約

二
、
四
〇
〇
呎
に
護
岸
を
築
い
て
埋
立
　
住

宅
　
又
は
商
業
地
域
に
あ
て
る

と
な
つ
て
い
る
が
既
に
法
規
専
門
委
員
会

建
設
部
委
員
会
の
審
議
を
経
て
お
り
愈
々
軍

の
に
ん
可
あ
り
次
第
市
議
会
の
決
議
を
経
て

施
行
の
運
び
と
な
る

時
機
尚
早
論
尻
目
に
／
那
覇
市

へ
の
合
併
／
促
進
準
備
委
の

動
き
活
発
う
新
　
１
９
５
１
・
３
・
18

真
和
志
村
の
那
覇
市
合
併
促
進
準
備
い
員
会

は
き
の
う
午
後
三
時
栄
町
水
産
会
館
で
竹
内

和
三
郎
、
宮
里
勝
、
山
田
政
功
、
大
宜
味
朝

計
、
伊
集
朝
規
、
長
峯
彦
昌
、
平
田
忠
義
、

村
議
員
□
新
垣
正
栄
、
比
屋
定
理
栄
、
平
良

良
松
、
我
那
覇
宗
徳
、
奥
濱
清
吉
　
並
に
真

和
志
村
三
十
一
区
の
う
ち
楚
辺
、
三
原
、
大

原
　
住
吉
、
銘
苅
、
古
島
、
天
久
、
仲
井
真
、

栄
町
　
繁
多
川
、
上
之
屋
、
真
嘉
比
、
平
野
、

識
名
、
安
里
二
区
の
十
五
区
長
等
三
十
余
名

が
出
席
那
覇
市
へ
の
真
和
志
村
合
併
促
進
に

つ
い
て
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
合
併
反
対
側

の
主
張
す
る
時
期
早
尚
の
理
由
に
つ
い
て
討

議
が
行
わ
れ
た
が
結
局
反
対
側
の
主
張
す
る

意
義
は
理
由
な
し
と
し
て
合
併
促
進
方
策
の

審
議
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
促
進
準
び
い
員

三
十
名
い
員
長
に
竹
内
和
三
郎
氏
を
推
薦
し

促
進
実
施
方
法
並
に
陳
情
書
作
製
を
な
し
極

力
、
合
併
促
進
運
動
の
展
開
に
当
る
こ
と
に

な
つ
た
　
な
お
準
び
い
員
会
は
来
る
二
十
一

日
午
後
四
時
水
産
会
館
で
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
つ
た

一
九
五
一
年

昭
和
二
十
六
年

三
月

九
八



泊
南
岸
の
水
面
埋
立
て
／
政
府
、

那
覇
市
が
奪
合
い

う
新
　
１
９
５
１
・
３
・
18

既
報

泊
港
南
側
公
有
水
面
埋
立
に
た
い
す

る
政
府
の
直
営
計
画
は
、
該
事
業
が
既
に
那

覇
市
都
計
の
一
部
と
し
て
シ
ー
ツ
前
軍
政
長

官
か
ら
認
可
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

政
府

と
那
覇
市
当
局
の
見
解
の
相
違
で
目
下
両
方

と
も
譲
ら
ず
成
行
き
は
注
目
さ
れ
る
、
双
方

の
見
解
と
態
度
は
次
の
様
で

政
府
と
し
て

も
み
よ
う
日
知
事
が
ロ
ス
ゲ
ブ
首
席
沖
縄
民

政
官

立
法
者

群
島
組
織
法

の
意
向
を

た
だ
す
こ
と
に
な
つ
て
い
る
、

政
府
側
の
見
解

群
島
組
織
法
第
二
条

に
依
り
公
有
水
面
の
事
業
は
知
事
の
権
限
で

あ
り
従
来
の
公
有
水
面
埋
立
法
に
も
地
方
長

官
の
免
き
よ
で
県
自
体
若
く
は
個
人
、
団
体

等
が
条
件
付
で
う
め
立
て
は
し
て
い
た
も
の

で
埋
立
地
に
よ
り
全
島
道
路
維
持
費
の
捻
出

を
は
か
る
た
め
に
も
是
非
政
府
と
し
て
や
り

度
い

既
に
知
事
の
決
裁
を
得
て
民
政
官
府

宛
工
事
認
可
申
請
中
で
あ
る

那
覇
市
側
見
解

こ
の
問
題
は
従
来
か

ら
行
政
法
の
極
め
て
常
識
的
な
解
釈
で
現
行

市
町
村
制
に
は
一
々
何
々
事
業
と
は
う
た
つ

て
な
く
て
も
市
町
村
の
存
立
の
目
的
に
は
広

く
一
般
の
公
共
し
設
事
業
が
あ
り
、
埋
立
事

業
等
も
当
然
市
町
村
に
認
め
ら
れ
て
い
る
、

前
の
電
気

市
営
バ
ス
の
問
題
で
も
そ
う
だ

が
政
府
が
い
つ
も
当
市
の
後
手
を
打
つ
て
と

や
か
く
い
う
の
は
面
白
く
な
い
、
特
に
該
地

域
の
埋
立
は
土
地
を
失
つ
た
垣
花
、
住
吉

山
下
三
町
民
の
為
に
是
非
必
要
で
あ
る

な
お
工
務
部
で
は
斯
種
問
題
が
今
後
続
出
す

る
も
の
と
見
て
群
島
組
織
法
第
二
条
の
政
府

権
限
を
も
つ
と
詳
細
に
き
定
す
る
た
め
四
月

の
議
会
に
上
程
す
べ
く

公
有
水
面
埋
立
条

例

案
の
制
定
を
急
い
で
お
り
沖
縄
民
政
部

の
解
釈
が
注
目
さ
れ
る

宙
に
浮
い
た
泊
埋
立
て
／
政
府

直
営
に
反
対
／
那
覇
市
議
団

が
陳
情う
新
　
１
９
５
１
・
３
・
20

既
報

泊
南
岸
埋
立
て
事
業
の
政
府
直
営
申

請
に
対
し
那
覇
市
会
で
は
土
地
を
失
つ
た
き

ゆ
う
垣
花
三
町
民
の
為
に
も
既
に
前
シ
ー
ツ

長
官
か
ら
認
可
に
な
つ
た
該
事
業
が
政
府
直

営
に
な
つ
た
ら
計
画
狂
い
に
な
る
と
の
理
由

で
き
の
う
午
前
十
時
真
栄
田
議
長
外
議
員
一

同
が
沖
縄
民
政
部
に
ゼ
ン
キ
ン
ス
中
佐
を
訪

問
し
て
是
非
那
覇
市
に
さ
せ
て
貰
い
度
い
と

陳
情
し
た
が
ゼ
ン
キ
ン
ス
中
佐
も
善
処
方
を

約
し
た
と
言
わ
れ
る
が
こ
の
件
に
つ
き
今
日

平
良
知
事
は
ロ
ス
ゲ
ブ
首
席
沖
縄
民
政
官
と

協
議
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る

｜
社
　
説
｜

埋
立
奪
合
に
つ
い
て

う
新
　
１
９
５
１
・
３
・
21

泊
南
岸
の
公
有
水
面
う
め
立
に
つ
い
て
那

覇
市
と
群
島
政
府
が
、
見
解
を
異
に
し
て
泥

試
合
に
発
展
し
そ
う
な
形
勢
に
あ
る
の
は
余

り
い
い
見
物
で
は
な
い
。

那
覇
市
と
し
て
は
那
覇
市
と
計
の
一
部
で

あ
り
、
然
か
も
旧
垣
花
住
民
の
居
住
換
地
と

し
て
予
定
を
言
明
し
て
い
た
と
こ
ろ
だ
け

に
、
是
非
に
も
確
保
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
　
群
島
政
府
で
は
群
島
組
織
法
を
盾
に
事

業
断
行
を
ほ
の
め
か
し

全
島
道
路
維
持
費

の
捻
出
や

十
九
日
の
議
会
で
も
国
土
計
劃

の
立
場
を
き
よ
う
調
し
て
い
る
が
、
一
般
が

評
し
て
い
る
ご
と
く
後
手
の
感
が
深
い
。

群
島
政
府
の
計
劃
書
を
見
る
と
、
一
平
方

呎
の
賃
貸
料
が
年
十
五
円
と
し
て
あ
る
が
、

こ
れ
に
よ
つ
て
概
算
す
る
と
一
坪
が
五
四
〇

円
と
な
り
、
那
覇
市
内
新
開
地
の
地
代
と
同

率
と
な
る
こ
と
や
、
工
事
費
約
五
千
万
円
を

三
ケ
年
の
短
時
日
で
完
済
せ
ん
と
す
る
考
え

は
腑
に
落
ち
な
い

放
任
さ
れ
た
地
代
家
賃

の
高
騰
に
つ
い
て
は
、
前
に
本
欄
で
論
評
し

た
が
中
央
土
地
い
員
会
で
も
、
地
代
借
地
料

審
査
委
員
会
を
設
置
し
て
こ
れ
が
規
制
を
な

さ
ん
と
し
て
い
る
ほ
ど
で
、
市
井
の
地
代
と

同
率
の
賃
貸
料
は
却
つ
て

こ
れ
の
正
当
性

を
裏
付
け
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
、

工
事
費
償
還
も
政
府
事
業
と
し
て
は
余
り

に
利
益
追
求
の
感
が
あ
り
、
民
間
事
業
に
し

て
も
三
ケ
年
で
資
金
を
回
収
す
る
こ
と
は
考

え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る

政
府
事
業
と
し
て
は
、
も
つ
と
公
共
性
の

あ
る
全
島
的
な
も
の
が
望
ま
し
い

例
え
ば

未
だ
着
手
さ
れ
て
な
い
水
源
開
発
や
鉄
道
や

北
部
に
お
け
る
道
路
網
の
拡
充
等
に
幾
ら
で

も
あ
ろ
う
し
、
政
府
当
事
者
が
沖
縄
の
前
途

に
見
と
お
し
を
も
つ
て
す
れ
ば
、
全
住
民
の

利
益
を
代
表
す
る
事
業
が
自
ら
計
画
さ
れ
よ

う
、
政
府
と
自
治
体
の
抗
争
は
そ
れ
が
事
業
を
め

ぐ
つ
て
の
も
の
で
あ
る
だ
け
に
公
の
場
に
出

せ
る
も
の
で
な
い

部
落
間
の
学
校
争
い
な
ど
に
つ
い
て
、
政

府
は
民
主
的
解
決
を
要
望
し
て
部
落
間
の
話

合
を
し
よ
う
よ
う
し
て
い
る
が

う
め
立
問

題
に
つ
い
て
も
民
政
部
な
ど
に
持
出
す
以
前

に
、
政
府
、
市
当
局
間
に
妥
結
点
を
見
出
す

べ
く
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

奪
い
合
い
や
め
よ
／
泊
港
埋
立

は
政
府
事
業
／
ロ
大
佐
・
連

絡
会
議
で
明
示

沖
タ
　
１
９
５
１
・
３
・
21

群
島
政
府
の
泊
港
埋
立
の
計
画
に
対
し
て
は

那
覇
市
か
ら
物
云
い
が
あ
る
な
ど
で
ご
た
つ

い
て
い
る
が
二
十
日
の
軍
民
連
絡
会
で
ロ
ス

一
九
五
一
年

昭
和
二
十
六
年

三
月

九
九



ゲ
ブ
大
佐
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
公
有
水
面

の
埋
立
は
政
府
事
業
で
や
る
べ
き
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
、
泊
港
埋
立
計
画
は
シ
ー
ツ
長

官
時
代
に
持
上
つ
た
も
の
だ
が
シ
長
官
が
正

式
に
署
名
し
た
文
書
が
な
く
た
ゞ
那
覇
市
が

長
官
署
名
の
地
図
を
持
つ
て
い
た
、
た
ゞ
そ

れ
だ
け
で
は
米
み
ん
政
府
に
対
し
て
十
分
な

拘
束
力
が
な
い
、
従
つ
て
知
事
は
群
島
組
織

法
第
二
条
第
項
の
Ｆ

埋
立
工
事
は
二
群
島

の
事
業
で
あ
る

に
明
き
さ
れ
て
い
る
し
市

町
村
制
に
は
市
町
村
に
埋
立
の
権
限
を
与
え

る
条
項
が
な
い
の
と
、
更
に
一
般
の
輿
論
と

し
て
全
島
に
関
係
す
る
事
業
で
あ
る
か
ら
那

覇
市
だ
け
の
才
入
に
な
る
よ
う
に
す
べ
き
で

な
い
、
以
上
の
事
情
で
埋
立
は
群
島
政
府
の

当
然
の
事
業
と
解
す
る
、
自
分
と
し
て
は
泊

の
埋
立
工
事
と
港
湾
施
設
は
一
つ
の
計
画
と

し
て
提
出
す
る
よ
う
キ
ヤ
ン
プ
桑
江
か
ら
指

示
さ
れ
て
お
る
が
そ
の
事
業
の
遂
行
は
誰
と

指
定
さ
れ
て
な
い
の
で
知
事
の
主
張
に
従
つ

て
埋
立
お
よ
び
港
湾
施
設
計
画
は
政
府
が
実

施
す
る
、
但
し
こ
れ
は
那
覇
市
の
全
般
の
都

計
に
関
係
が
あ
る
の
で
市
と
十
分
協
調
し
軍

に
対
し
て
は
ま
と
ま
つ
た
案
を
出
し
て
も
ら

い
度
い
、
ま
た
那
覇
市
は
そ
の
都
計
を
立
案

す
る
の
は
当
然
の
権
限
で
あ
る
が
そ
の
中
に

泊
港
を
含
む
場
合
は
政
府
と
協
定
し
計
画
は

必
ず
政
府
を
通
じ
て
提
出
す
る

こ
の
よ
う
に
し
て
権
限
の
範
囲
を
決
め
、
政

府
、
市
が
各
個
に
主
張
す
る
こ
と
な
く
軍
に

対
し
て
は
一
本
の
明
瞭
な
態
度
を
と
つ
て
も

ら
い
度
い

那
覇
市
議
会
／
職
制
、
定
員
改

正
／
新
年
度
予
算
案
審
議

う
新
　
１
９
５
１
・
３
・
21

那
覇
市
議
会
は
き
の
う
午
前
十
時
開
会
左
の

議
案
に
つ
い
て
そ
れ
／
＼
可
決
し
た

△
那
覇
市
税
賦
課
徴
収
条
例
設
定

那
覇
市
税
と
し
て
市
民
土
地
　
家
屋
、
船

舶
　
自
転
車
、
牛
馬
車
、
興
行
　
電
柱
　
電

話
、
ミ
シ
ン
、
ラ
ジ
オ
　
不
動
産
取
得
、
接

客
人
、
事
業
な
ど
に
賦
課
す
る
こ
と
に
な
つ

た△
油
脂
燃
料
消
費
税
賦
課

ガ
ソ
リ
ン
、
重
油
　
石
炭
の
消
費
に
対
し
て

賦
課
し
月
税
と
し
て
賦
課
率
は
ガ
ソ
リ
ン
、

重
油
は
一
ガ
ロ
ン
に
つ
き
一
円
　
石
炭
は
一

屯
に
つ
き
七
五
円
　
賦
課
す
る

△
広
こ
く
税
賦
課

祭
祀
　
宗
教
、
慈
善
　
学
校
技
芸
そ
の
他
公

共
の
目
的
と
す
る
広
こ
く
を
の
ぞ
く
あ
ら
ゆ

る
広
こ
く
に
そ
れ
／
＼
賦
課
す
る

△
那
覇
市
職
制
及
び
定
員
を
改
正

区
長
、
市
議
会
及
び
選
挙
管
理
委
員
会
の
書

記
を
除
き
吏
員
の
定
数
を
左
の
通
り
に
決
定

し
た
第
一
号
職

主
事
六
、
技
師
四
、

第
二
号
職

書
記
長
三
〇
、
技
手
二
〇

第
三
号
職

書
記
一
〇
〇
　
技
手
補
二
〇

保
婦
二
〇

△
電
気
事
業
特
別
会
計
設
置

電
気
事
業
を
市
で
経
営
す
る
た
め
電
気
事
業

特
別
会
計
を
設
置
す
る
事
に
な
つ
た
、
な
お

市
議
会
議
員
の
報
酬
は
年
九
、
六
〇
〇
円
以

内
を
年
三
〇
、
〇
〇
〇
円
以
内
に
改
め
る
事

に
な
つ
た

な
お
△
一
九
五
二
年
度
那
覇
市
才
入
才
出
予

算
議
決
に
つ
い
て
△
一
九
五
二
年
度
那
覇
市

電
き
事
業
特
別
会
計
才
入
才
出
予
算
議
決
に

つ
い
て
は
慎
重
に
研
究
す
る
た
め
二
日
休

会
、
二
十
三
日
午
前
十
時
か
ら
再
開
す
る
こ

と
に
な
つ
た

ナ
ハ
市
議
会
／
予
算
原
案
可
決

／
議
員
か
ら
要
望
四
件

う
新
　
１
９
５
１
・
３
・
24

那
覇
市
議
会
は
二
日
目
は
き
の
う
十
時
か
ら

続
開
、
泊
埋
立
問
題
、
水
道
問
題
、
東
町
開

放
後
の
状
況
等
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
た

ま
ず
泊
埋
立
は
是
非
那
覇
市
直
営
を
と
提

唱
、
旧
垣
花
住
民
一
万
三
千
人
が
陳
情
書
を

作
成
中
で
場
合
に
依
つ
て
は
市
民
大
会
を
行

う
、
各
復
興
期
成
会
に
も
応
援
を
求
め
る

泊
復
興
期
成
会
も
相
呼
応
す
る
と
の
議
員
側

の
主
張
に
、
當
間
市
長
は
工
務
部
が
法
き

市
町
村
制

の
解
釈
が
不
充
分
で
平
良
知

事
は
嵩
原
助
役
　
真
栄
田
議
会
議
長
と
の
懇

談
で
問
題
は
円
滑
に
解
決
す
る
旨
答
弁

△
東
町
開
ほ
う
に
な
つ
て
四
ケ
月
も
経
過
し

て
い
る
が
其
の
後
に
つ
い
て
は
都
市
計
画
に

よ
る
道
路
変
更
や
区
画
整
理
後
で
な
い
と
出

来
な
い
、
水
連
に
も
移
転
方
を
要
求
し
て
い

る
旨
説
明
が
あ
り
、
五
二
年
予
算
案
に
つ
い

て
は
壺
屋
校
の
モ
デ
ル
校
舎
の
建
築
を
追
加

更
正
予
算
に
編
に
ゆ
う
す
る
こ
と
を
条
件
と

し
て
原
案
通
り
可
決
、
歳
に
ゆ
う
が
一
九
四

四
六
、
七
九
〇
円
、
歳
出
が
経
常
部
歳
出
予

算
高
、
臨
時
部
歳
出
予
算
高
合
わ
せ
て
歳
に

ゆ
う
に
同
額
と
な
つ
て
お
る
、
な
お
五
二
年

電
気
事
業
の
予
算
も
審
議
さ
れ
た
が
、
先
ず

三
五
〇
燈
□
計
画
、
逐
次
発
電
機
を
購
入
し

て
普
及
す
る
事
に
な
つ
た
、
最
後
に
議
員
側

か
ら
左
の
様
な
要
望
が
あ
つ
た

△
税
外
収
入
と
し
て
道
路
使
用
料
の
強
化
と

現
在
群
島
政
府
庁
舎
や
沖
民
政
部
そ
の
他
旧

那
覇
市
の
も
の
を
使
用
し
て
い
る
所
か
ら
使

用
料
を
と
り
税
負
担
の
軽
減
　
吏
員
の
増
俸

諸
施
設
の
充
実
を
図
つ
て
貰
い
た
い

全
議
員
か
ら

△
議
員
が
議
会
で
要
望
し
た
議
事
は
即
事
実

行
し
て
貰
い
た
い

総
務
委
員
か
ら

一
九
五
一
年

昭
和
二
十
六
年

三
月

一
〇
〇
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△
各
学
校
の
世
話
人
給
料
は
政
府
の
予
算
に

編
入
さ
れ
た
ら
教
員
の
宿
直
賄
料
に
ま
わ
し

て
貰
い
た
い

△
社
会
教
育
面
と
児
童
の
保
育
面
か
ら
各
学

校
に
モ
デ
ル
校
し
や
を
た
て
ゝ
貰
い
た
い

社
会
部
委
員
か
ら

真
和
志
村
議
会
決
議
／
市
長
議

員
改
選
を
条
件
に
／
那
覇
市

へ
合
併
促
進
／
恩
讐
越
え
て

村
民
の
福
祉
図
る

う
新
　
１
９
５
１
・
３
・
28

昨
年
九
月
選
挙
以
来
現
村
長
派
、
反
村
長
派

に
分
れ
て
対
立
を
続
け
た
真
和
志
村
に
最
近

村
議
会
を
中
心
に
村
民
間
で
も
漸
く
和
合
団

結
の
気
運
が
濃
厚
と
な
り
、
き
の
う
の
臨
時

村
議
会
で
は
議
案
第
一
号
五
一
年
度
村
決
算

承
認
後
緊
急
動
議
と
し
て
那
覇
市
と
の
合
併

問
題
を
採
り
あ
げ
現
在
上
訴
中
の
村
長
問
題

が
裁
決
さ
れ

た
と
え
誰
が
村
長
に
な
ろ
う

と
も
村
民
福
祉
の
為
に
は
大
同
団
結
し
て

新
市
民
に
依
る
市
長
、
議
員
の
改
選
を
行

う

と
の
条
件
で
首
都
建
設
に
邁
進
す
る
こ

と
を
全
員
一
致
で
決
議
、
次
の
よ
う
な
声
め

い
書
を
発
表
し
て
積
極
的
に
運
動
に
乗
り
出

す
こ
と
に
な
つ
た

声
め
い
書

吾
等
は
村
民
の
選
良
と
し
て
従
来
の
対
立

意
識
を
払
拭
し
村
民
大
衆
の
福
利
増
進
を
根

本
理
念
と
し
て
現
下
吾
が
村
が
直
面
す
る
左

記
重
要
課
題
に
対
し
大
同
団
結
し
て
善
処
す

る
こ
と
を
誓
う

一
、
目
下
係
争
中
の
理
事
者
の
問
題
は
近
く

厳
正
な
裁
決
が
下
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
吾

等
は
こ
の
問
題
に
冷
静
に
対
処
し
、
な
ん

人
が
こ
れ
に
当
る
と
も
議
会
の
運
営
を
わ

い
曲
す
る
こ
と
は
絶
対
に
な
い
こ
と
を
宣

言
す
る

一
、
那
覇
真
和
志
両
市
村
の
合
併
に
よ
る
首

都
建
設
の
問
題
は
絶
対
至
上
命
題
と
し
て

再
確
認
す
る
、
然
し
吾
等
は
新
理
事
者
決

定
後
凡
そ
六
ケ
月
を
限
度
と
す
る
準
備
期

間
を
お
く
を
適
当
と
認
め
、
そ
の
間
渋
滞

せ
る
村
政
を
整
理
革
新
し
有
機
的
合
理
的

合
併
態
勢
を
確
立
し
て
首
都
建
設
の
実
現

に
邁
進
す
る

一
、
両
市
村
の
合
併
に
伴
い
両
方
の
執
行
並

に
議
決
機
関
を
解
散
し
新
市
民
の
総
意
に

よ
つ
て
新
た
に
こ
れ
を
選
出
す
る
こ
と
は

民
主
々
義
の
原
則
で
あ
り
又
合
併
の
常
識

と
し
て
あ
く
ま
で
こ
れ
を
堅
持
す
る

泊
埋
立
て
／
ト
ビ
に
油
あ
げ
奪

ら
れ
た
か
／
遂
に
市
民
大
会

へ
発
展
／
那
覇
市
が
政
府
直

営
に
反
対
気
勢
　

う
新
　
１
９
５
１
・
３
・
30

既
報

政
府
営

か

那
覇
市
営

か
永

く
紛
争
を
続
け
た
泊
南
側
公
有
水
面
埋
立
事

業
は
去
る
二
十
七
日
の
群
島
議
会
で
も
一
八

対
二
で
圧
倒
的
に
政
府
直
営
に
軍
配
が
あ
が

り
早
急
に
し
工
す
る
よ
う
議
会
か
ら
知
事
宛

に
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
が
、
一
方

い
か

な
る
条
件
に
も
応
ぜ
ず
那
覇
直
営

の
線
を

堅
持
し
て
き
た
那
覇
市
側
で
は
、
土
地
を
失

つ
た
市
民
の
代
償
地
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い

た
該
埋
立
地
が
財
源
捻
出
を
第
一
目
的
と
す

る
政
府
直
営
に
な
つ
て
は
困
る
と
き
の
う
市

会
の
緊
急
協
議
会
を
開
催
慎
重
協
議
の
結
果

那
覇
市
会
並
各
町
復
興
期
成
会
共
催
の

市

民
大
会

を
四
月
一
日
午
前
十
時
国
際
劇
場

で
開
催
政
府
営
反
対
を
全
市
民
に
訴
え
る
こ

と
に
決
議
し
た
、
同
日
の
大
会
決
議
請
願
書

は
早
急
に
民
政
本
部
に
提
出
す
る
こ
と
に
な

つ
て
お
る
が
な
お
市
議
会
で
は

社
大
党
脱

党

の
動
き
も
濃
厚
と
伝
え
ら
れ
成
行
き
は

注
目
さ
れ
る

真
栄
田
市
会
議
長
談

本
埋
立
て
計
画
は
既
に
シ
ー
ツ
長
官
か
ら

認
可
に
な
つ
た
も
の
で
、
民
政
府
筋
で
も
シ

ー
ツ
政
策
は
依
然
と
し
て
変
更
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
を
言
め
い
し
て
お
る
、
金
城
田
助
氏

に
は
許
可
の
方
針
を
採
つ
た
こ
の
事
業
を
那

覇
市
営
に
し
な
い
こ
と
は
未
だ
に
腑
に
お
ち

な
い
、
全
市
民
に
訴
え
て
那
覇
市
営
を
主
張

し
土
地
を
失
つ
た
人
々
の
代
償
地
を
確
保
し

た
い
、
な
お
非
公
式
で
は
あ
つ
た
が
三
週
間

前
沖
縄
民
政
部
ゼ
ン
キ
ン
ス
中
佐
は
泊
港
の

管
理
経
営
を
那
覇
市
に
さ
せ
る
と
の
話
も
あ

つ
たバ

ス
公
営
許
さ
ぬ
／
軍
が
政
府

へ
回
答沖
タ
　
１
９
５
１
・
３
・
30

バ
ス
公
営
に
つ
い
て
政
府
は
さ
き
に
申
請
書

を
軍
に
提
出
し
た
が
　
軍
と
し
て
は
　
政
府

官
え
い
は
必
要
且
つ
利
益
が
あ
る
と
は
何
等

保
障
が
な
い
　
ま
た
政
府
公
え
い
に
よ
り
バ

ス
サ
ー
ビ
ス
が
改
善
さ
れ
る
と
は
思
わ
れ
な

い
等
　
い
ろ
／
＼
の
理
由
を
あ
げ
　
今
の
と

こ
ろ
　
こ
の
申
請
を
受
け
付
け
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
と
　
き
の
う
文
書
で
知
事
宛
回
答

し
て
き
た

若
狭
、
辻
町
五
万
坪
開
放

う
新
　
１
９
５
１
・
３
・
31

那
覇
市
で
は
二
十
六
日
旧
若
狭
町
一
丁
目
の

一
部
並
に
辻
町
一
、
二
、
三
丁
目
の
開
放
認

可
申
請
中
の
と
こ
ろ
一
昨
二
十
九
日
開
放
す

る
旨
次
の
様
な
回
答
が
あ
つ
た

△
こ
の
地
帯
は
軍
用
地
で
な
い
将
来
も
こ
の

地
を
使
用
す
る
意
図
も
な
い

△
こ
の
地
帯
は
地
主
が
使
用
し
て
よ
い

△
現
在
ビ
ン
ネ
ル
会
社
の
パ
イ
プ
集
積
所
を

除
く
こ
の
総
坪
す
う
は
五
万
一
千
坪
で
那
覇
で
は

一
九
五
一
年

昭
和
二
十
六
年

三
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先
に
提
出
中
の
土
地
区
画
整
理
法
案
を
早
急

に
処
理
し
て
貰
う
よ
う
工
務
部
に
折
衝
し
た

が
こ
れ
が
認
可
な
り
次
第
早
急
に
土
地
整
理

に
か
ゝ
る
こ
と
に
な
つ
た

こ
ぞ
つ
て
祝
う
世
紀
の
式
典
／

臨
時
中
央
政
府
輝
く
進
発
／

き
よ
う
國
劇
で
晴
れ
の
創
立

式

う
新
　
１
９
５
１
・
４
・
１

歴
史
的
な
琉
球
臨
時
中
央
政
府
の
創
立
式
典

は
き
よ
う
午
後
二
時
那
覇
市
國
際
劇
場
で
挙

行
、
ビ
ー
ト
ラ
ー
少
将
は
じ
め
在
沖
米
軍
将

星
な
ら
び
に
四
群
島
知
事
以
下
朝
野
の
名
士

が
参
列

琉
球
住
民
自
治
へ
の
輝
か
し
い
ス

タ
ー
ト
を
祝
福
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
が

特
に
同
日

民
政
長
官
マ
ツ
カ
ー
サ
ー
元
帥

の
祝
辞
が
朗
読
さ
れ
る
こ
と
は
講
和
を
前
に

し
て
国
際
情
勢
が
微
妙
に
動
き
つ
ゝ
あ
る
と

き
重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る

式
典
は
午
後
二
時
警
察
バ
ン
ド
の
演
奏
に
始

ま
つ
て
△
布
告
第
三
号
の
朗
読
△
行
政
主
席

同
副
主
席
△
立
法
院
議
長
以
下
参
議
九
氏
△

上
訴
裁
首
席
判
事
以
下
五
判
事
の
任
命
が
行

わ
れ
、
そ
の
間
任
命
各
氏
の
答
辞
お
よ
び
ビ

少
将
の
祝
辞
等
が
あ
つ
て
バ
ン
ド
演
奏
裡
に

一
時
間
半
に
わ
た
る
慶
祝
式
典
の
幕
を
閉
じ

る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
、
当
日
の
入
場
開
し

は
午
後
一
時
半
、
当
局
で
は
こ
の
輝
し
い
日

を
全
住
民
あ
げ
て
祝
福
す
る
た
め
広
く
一
ぱ

ん
の
参
加
を
希
望
し
て
い
る

ゆ
る
ぎ
な
き
陣
容
／
重
責
荷
う
政
府
首
　

脳

比
嘉
秀
平
氏
を
首
班
と
す
る
政
府
の
陣
容
次

の
通
り

△
行
政
ふ
く
主
席
兼

参
議
院
議
長

泉
　
有
平
氏
　
48

大
島
実
久
村
出
身
、
九
大
農
学
部
卒
、
朝
鮮

水
原
高
農
教
授
、
公
主
嶺
農
専
校
農
学
部
長
、

戦
後
大
島
産
試
場
長
を
経
て
諮
詢
い
員

△
立
法
院
参
議

富
名
腰
尚
武
氏
　
43

那
覇
市
出
身
、
台
北
帝
大
文
政
学
部
卒
、
旧

沖
縄
民
政
府
情
報
課
長
、
諮
詢
い
副
い
員
長

嘉
陽
安
春
氏
　
31

那
覇
市
出
身
、
東
大
法
学
部
卒
、
旧
法
制
審

議
会
委
員
長
　
諮
詢
委
員

城
間
盛
善
氏
　
47

越
来
村
出
身
、
日
大
社
会
科
卒
、
沖
二
中
教

諭
、
越
来
村
長
、
諮
詢
委
員

松
田
賀
哲
氏
　
51

那
覇
市
出
身
、
東
京
商
大
商
業
専
門
部
卒
、

那
覇
商
業
教
諭
、
旧
沖
民
政
府
商
務
課
長
、

諮
詢
委
員
金
城
金
保
氏
　
40

南
風
原
村
出
身
、
東
京
農
大
卒
、
南
部
高
農

長
、
諮
詢
委

田
畑
安
雄
氏
　
50

大
島
龍
郷
村
出
身
、
大
島
農
学
校
卒
、
大
島

民
政
議
員
、
諮
詢
委

祷
　
清
二
氏
　
52

大
島
天
城
村
出
身
、
明
大
商
科
卒
、
大
島
民

政
議
員
　
諮
詢
委

大
濱
國
浩
氏
　
50

八
重
山
石
垣
市
出
身
、
沖
縄
師
範
卒
、
八
重

山
民
政
府
副
知
事
、
諮
詢
委

嵩
原
重
夫
氏
　
50

宮
古
平
良
市
出
身
、
沖
一
中
卒
、
宮
古
民
政

議
員
、
平
良
市
長
、
諮
詢
委

△
上
訴
裁
首
席
判
事

當
間
重
剛
氏
　
56

那
覇
市
出
身
　
京
大
法
科
卒
、
那
覇
地
裁
判

事
、
旧
沖
民
政
府
行
政
法
務
部
長
、
弁
護
士

△
上
訴
裁
判
事

松
島
朝
永
氏
　
40

八
重
山
出
身
、
沖
師
卒
、
国
家
試
験
司
法
科

合
格
、
台
湾
総
督
府
検
察
官
、
八
重
山
地
裁

判
事
富
山
嘉
本
氏
　
51

真
和
志
出
身
　
め
い
大
法
学
専
門
部
卒
、
沖

縄
審
裁
判
検
事
長

森
　
敬
道
氏
　
46

大
島
出
身
、
東
大
法
学
部
卒
　
大
島
控
訴
裁

所
長
仲
松
惠
爽
氏
　
45

宮
古
出
身
　
日
大
法
学
部
卒
　
宮
古
地
裁
判

事
村
政
安
定
を
念
願
／
�
長
真
和

志
村
長
辞
意
を
表
明

う
新
　
１
９
５
１
・
４
・
１

現
在
上
訴
中
の
真
和
志
村
の
村
長
問
題
に
か

ら
む
政
治
的
感
情
の
対
立
は
村
の
行
政
面
に

も
大
き
な
支
障
を
来
し
憂
慮
さ
れ
て
い
る
が

さ
く
今
の
重
大
課
題
と
な
つ
て
い
る
首
都
建

設
を
目
的
と
す
る
那
覇
真
和
志
合
併
促
進
問

題
が
具
体
化
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
村
長
問
題

の
解
決
が
要
望
さ
れ
、
き
の
う
真
和
志
村
議

会
で
は
秘
密
会
議
を
開
催
、
こ
の
問
題
の
最

後
的
決
定
を
審
議
し
た
が
、
結
局
大
乗
的
な

見
地
か
ら
現
村
長
翁
長
助
靜
氏
の
引
退
を
承

認
し
翁
長
氏
は
退
職
決
意
声
め
い
書
を
発
表

し
た
し
か
し
こ
の
決
意
に
対
す
る
反
対
す
る

反
対
は
大
き
い
も
の
と
予
想
さ
れ
、
き
の
う

午
後
四
時
半
か
ら
開
か
れ
た
区
長
協
議
会
は

早
く
も
不
穏
な
空
き
が
み
な
ぎ
つ
て
い
た
。

翁
長
現
村
長
の
退
職
決
意
声
め
い
書
要
旨
次

の
通
り

昨
年
九
月
の
村
長
選
挙
以
来
真
和
志
野
一
帯

を
お
う
て
い
る
か
の
如
き
印
象
を
与
え
た
村

長
間
並
に
議
会
に
漂
う
て
い
た
政
治
的
感
情

の
対
立
は
三
万
村
民
は
勿
論
一
ぱ
ん
識
者
の

鋭
い
批
判
の
的
と
な
り
、
民
主
的
行
政
運
営

の
一
大
障
害
な
る
を
思
い
茲
に
村
政
の
安
定

充
実
ひ
い
て
は
早
急
な
首
都
建
設
の
実
現
を

一
九
五
一
年

昭
和
二
十
六
年

三
｜
四
月

一
〇
二



念
願
し
て
辞
意
を
決
定
す
る
に
至
つ
た
。
ヲ

ナ
ガ
、
エ
イ
キ
の
政
治
的
対
立
を
上
訴
裁
判

所
の
判
決
ま
で
持
ち
越
す
こ
と
は
其
の
判
決

の
如
何
に
拘
ら
ず
現
在
の
不
安
定
性
　
不
め

い
朗
性
を
払
拭
す
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
下

に
あ
り
、
従
つ
て
大
同
団
結
政
治
力
を
結
集

し
て
真
和
志
当
面
の
重
要
問
題
の
解
決
に
当

る
為
に
こ
の
際
一
身
の
立
場
に
拘
束
さ
れ
ず

大
衆
的
に
進
退
を
決
意
し
た
次
第
で
あ
る

幸
に
し
て
議
会
も
対
立
抗
争
の
完
全
解
消
を

宣
言
し
た
し
、
宮
里
栄
輝
氏
と
も
政
府
に
関

す
る
根
本
方
針
の
一
致
を
見
て
居
り
光
風
霽

月
の
心
境
を
以
つ
て
三
ケ
年
半
の
役
所
生
活

に
感
激
裡
に
終
し
符
を
う
つ
こ
と
が
出
来
る

こ
と
を
光
栄
と
す
る
者
で
あ
る
、
こ
の
気
持

は
熱
烈
果
敢
に
私
を
支
持
し
て
戴
い
た
各
位

も
或
は
反
対
の
陣
営
に
あ
つ
た
村
民
各
位
も

充
分
諒
と
せ
ら
れ
度
い
と
念
願
す
る
、
先
輩

宮
里
栄
輝
氏
も
多
年
村
政
並
に
一
般
社
会
事

象
に
対
し
て
一
見
識
を
確
把
し
て
居
ら
れ
る

の
で
あ
る
か
ら
必
ら
ず
や
難
問
題
山
積
の
村

政
に
明
敏
な
手
腕
を
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
待

望
し
度
い

今
後
は
一
村
民
と
し
て
の
義
務
を
果
し
つ
ゝ

村
政
躍
進
の
為
に
協
力
す
る
決
心
で
あ
る

那
覇
市
の
燃
料
消
費
税
／
全
廃

方
を
陳
情
沖
タ
　
１
９
５
１
・
４
・
４

那
覇
市
議
会
は
三
月
の
本
会
議
で
燃
料
消
費

税
と
し
て
ガ
ソ
リ
ン
、
重
油
な
ど
一
ガ
ロ
ン

一
円
の
徴
収
条
例
を
可
決
し
た
が
油
脂
類
は

あ
ら
ゆ
る
産
業
の
動
脈
で
あ
り
三
月
二
八
％

の
値
下
げ
が
実
現
し
て
も
な
お
高
値
で
あ
り

一
般
消
費
者
に
課
税
す
る
こ
と
は
沖
縄
の
基

幹
産
業
を
萎
縮
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
し
長

嶺
沖
水
連
会
長
か
ら
平
良
知
事
宛
政
府
の
善

処
方
を
陳
情
し
て
き
た

要
旨
次
の
通
り

◇
那
覇
市
に
於
け
る
燃
料
消
費
税
の
議
決
は

さ
き
に
各
市
町
村
長
の
議
決
は
さ
き
に
各
市

町
村
長
の
絶
大
な
る
値
下
げ
運
動
と
相
反
す

る
も
の
で
基
本
産
業
を
危
殆
に
瀕
せ
し
め

る
、
例
を
デ
イ
ゼ
ル
に
と
る
と
消
費
税
の
加

算
に
よ
り
二
五
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
高
値
と

な
る
◇
生
産
部
面
に
よ
つ
て
は
生
産
コ
ス
ト
の
増

し
た
分
を
運
賃
又
は
製
品
の
販
売
価
格
を
以

て
補
え
る
が
鮮
魚
に
於
て
は
販
売
価
格
の
加

減
で
は
不
可
能
で
あ
る

◇
那
覇
市
に
於
て
実
現
し
た
場
合
他
市
町
村

に
も
波
及
し
琉
球
自
立
経
済
の
一
環
と
し
て

大
獲
増
産
運
動
を
展
開
し
て
い
る
最
中
漁
民

の
増
産
意
欲
を
減
退
せ
し
め
食
糧
面
に
悪
影

響
を
お
よ
ぼ
す

泊
港
埋
立
／
浚
せ
つ
作
業
と
併

行
し
て
／
ガ
資
金
で
工
事
す

る
／
き
の
う
・
ル
イ
ス
大
佐

言
明
沖
タ
　
１
９
５
１
・
４
・
６

平
良
知
事
、
當
間
那
覇
市
長
は
、
五
日
朝
、

ロ
ス
ゲ
ブ
民
政
官
と
と
も
に
、
桑
江
民
政
本

部
に
ル
イ
ス
大
佐
を
訪
れ
、
泊
港
埋
立
問
題

に
つ
い
て
協
議
し
た
、
ル
イ
ス
大
佐
の
話
に

依
れ
ば
現
在
ガ
リ
オ
ア
資
金
で
泊
港
の
築
港

作
業
を
行
つ
て
い
る
が
、
軍
の
計
画
で
は
、

そ
の
水
深
を
約
二
十
フ
イ
ー
ト
に
す
る
積
り

で
、
こ
の
作
業
に
よ
り
、
そ
の
周
辺
の
埋
立

は
殆
ん
ど
完
了
さ
れ
る
見
込
だ
と
云
う
予
想

で
あ
る
、
更
に
、
こ
の
埋
立
に
対
す
る
護
岸

も
ガ
リ
オ
ア
で
完
成
す
る
こ
と
に
な
り
、
残

余
の
埋
立
は
そ
の
後
に
協
議
す
る
と
保
留
さ

れ
、
泊
港
埋
立
問
題
も
こ
ゝ
に
一
段
落
が
つ

い
た
、
軍
で
は
、
泊
港
築
港
作
業
に
伴
い
、

こ
れ
が
管
理
施
設
と
し
て
、
税
関
そ
の
他
の

附
随
施
設
を
設
置
す
る
計
画
を
も
つ
て
い
る

が
、
平
良
知
事
、
當
間
市
長
も
こ
れ
に
賛
意

を
表
し
た
、
な
お
、
残
余
の
埋
立
は
個
人
と

し
て
は
出
来
な
い
こ
と
に
な
る
よ
う
で
あ
る

那
覇
の
水
道
／
”
幹
線
は
軍
が
”

泊
港
埋
立
問
題
の
協
議
後
、
那
覇
市
水
道
の

問
題
に
つ
い
て
懇
談
し
た
が
、
水
道
幹
線
は

軍
で
ガ
リ
オ
ア
資
金
に
よ
り
施
設
す
る
が
、

各
家
庭
へ
の
配
水
施
設
は
那
覇
市
で
や
つ
て

貰
う
よ
う
話
が
あ
つ
た
、
こ
れ
に
対
し
、
知

事
、
市
長
ら
は
去
年
那
覇
市
で
は
ひ
ど
い
水

飢
饉
が
あ
つ
た
し
、
早
急
に
着
工
し
て
貰
う

よ
う
要
望
、
軍
も
こ
れ
を
充
分
考
慮
す
る
と

述
べ
た
残
余
の
分
は
…
市
で
埋
立
た
い
／
那
覇

市
長
談

こ
れ
に
つ
い
て
那
覇
市
長
は
次
の
よ
う
に
語

つ
て
い
る

軍
が
ガ
資
金
で
埋
立
て
る
計
画
に
は
賛
成
で

あ
る
、
軍
の
計
画
に
よ
る
埋
立
は
那
覇
市
は

計
画
し
て
い
た
半
分
位
の
地
域
で
あ
る
か
ら

残
余
の
部
分
は
那
覇
市
が
や
り
た
い
と
思

う
、最
後
的
決
定
は
ま
だ
決
つ
て
い
な
い
が
、

軍
が
埋
立
て
る
地
域
に
は
那
覇
の
市
有
地
も

あ
る
の
で
埋
立
て
た
後
も
所
有
権
は
確
保
さ

れ
る
と
思
う

”
全
会
一
致
”
を
提
唱
(上)

首
里
市
議
　
大
山
盛
幸
　

う
新
　
１
９
５
１
・
４
・
23

一

琉
大
開
校
式
に
参
列
の
た
め
き
省
さ
れ
た

神
山
政
良
さ
ん
や
比
嘉
良
篤
さ
ん
が

首
里

市
の
市
会
議
員
は
今
も
喧
か
し
て
い
る
か

と
お
尋
ね
に
な
ら
れ
た
そ
う
だ
が
、
こ
れ
は

首
里
市
だ
け
の
問
題
で
な
く
、
沖
縄
の
各
市

町
村
議
会
議
員
に
対
す
る
共
通
的
な
質
問
だ

と
考
え
て
も
敢
え
て
過
言
で
は
な
か
ろ
う

一
九
五
一
年

昭
和
二
十
六
年

四
月

一
〇
三



市
町
村
制
第
十
五
条
の
根
本
的
改
正
に
よ

り
議
員
定
す
う
の
減
少
に
な
つ
た
今
日
で
さ

え
白
黒
の
派
別
斗
争
で
醜
態
を
続
演
し
て
い

る
所
が
実
在
し
て
い
る
以
上
、
自
信
を
も
つ

て
之
を
否
定
し
得
る
市
町
村
は
大
い
に
覚
醒

し
て
復
興
建
設
に
邁
進
し
て
い
る
証
拠
で
あ

る
と
い
え
る

私
は
現
在
の
首
里
市
議
会
議
員
十
名
が
ス

ク
ラ
ム
組
ん
で
和
や
か
に
精
進
し
て
い
る
こ

と
を
自
信
を
も
つ
て
公
言
す
る
と
共
に
私
達

の
歩
ん
で
来
た
議
会
運
営
の
一
端
を
発
表
し

て
先
輩
諸
兄
や
他
市
町
村
議
会
議
員
の
方
々

や
首
里
市
の
青
年
諸
子
の
御
批
判
と
御
指
導

を
御
願
い
す
る
次
第
で
あ
る

二

議
会
政
治
の
普
通
の
在
り
方
は
”
多
す
う

決
”
で
あ
る
、
こ
れ
は
民
主
政
治
に
お
け
る

お
互
の
常
識
で
あ
る
、
然
し
多
す
う
決
よ
り

一
歩
飛
躍
し
た
議
会
政
治
の
理
想
的
在
り
方

は
”
全
会
一
致
”
で
あ
る
と
信
ず
る
　
群
島

議
会
は
別
と
し
て
市
町
村
議
会
の
議
決
の
仕

方
を
努
め
て
”
全
会
一
致
””
万
場
一
致
”

で
進
む
こ
と
を
き
よ
う
調
し
た
い

勿
論
全
会
一
致
に
至
る
過
程
に
お
い
て
は

問
題
中
心
の
熱
烈
な
意
見
討
論
が
絶
対
必
要

で
、
政
治
的
見
解
も
所
持
せ
ず
、
十
分
な
意

志
表
示
も
せ
ず
一
部
議
員
の
弁
に
左
右
さ
れ

る
賛
成
議
員
の
集
い
に
よ
る
全
会
一
致
な
ら

無
意
味
で
あ
る

甲
論
乙
駁
、
互
に
自
己
の
意
見
を
論
述
し

合
い
相
手
の
意
見
を
冷
静
に
聴
取
す
る
ふ
ん

囲
気
か
ら
は
必
ず
一
つ
の
結
論
を
見
出
し
得

る
も
の
で
あ
る

或
人
曰
く

議
論
討
争
の
過
程
か
ら
き
結

点
を
得
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
問
題
に
よ

つ
て
は
無
駄
な
時
間
を
空
費
し
た
上
全
会
一

致
の
結
論
が
不
可
能
に
終
る
こ
と
も
あ
ろ

う

と
、
私
は
之
を
否
定
す
る
、
何
故
な
ら

ば
お
互
は
精
選
さ
れ
た
議
員
で
あ
り
、
大
局

的
見
地
か
ら
物
事
を
判
断
出
来
ぬ
程
の
馬
鹿

に
あ
ら
ず
、
尚
吾
々
の
目
標
が
唯
一
つ
で
あ

る
か
ら
だ

一
つ
の
目
標
た
る
頂
上
に
登
る
コ
ー
ス
の

選
択
に
は
各
々
異
つ
た
意
見
を
持
ち
、
或
は

二
三
の
共
通
的
考
え
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ

る
が
、
話
合
つ
て
行
く
中
に
は
必
ず
最
適
当

な
コ
ー
ス
が
結
論
と
し
て
選
ば
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

况
し
て
与
党
野
党
と
い
う
党
派
的
感
情
を

超
越
し
て
”
住
民
の
福
利
増
進
”
と
い
う
一

つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
も
つ
て
問
題
本
位
に
思

考
し
討
議
討
論
す
れ
ば
全
会
一
致
の
結
論
に

到
達
す
る
の
は
い
と
易
き
も
の
で
は
な
い
で

し
よ
う
か

反
対
せ
ん
が
た
め
の
反
対
を
唱
え
る
分
子

が
存
在
し
た
り
白
黒
の
醜
い
派
別
的
感
情
で

意
地
を
張
つ
て
迄
自
己
や
自
党
の
面
子
を
保

と
う
と
し
た
り
、
腕
力
や
恐
か
つ
で
相
手
を

屈
伏
さ
せ
よ
う
と
し
た
り
、
不
可
思
議
な
糸

に
操
ら
れ
て
行
動
を
左
右
す
る
議
員
が
居
る

所
で
は
恐
ら
く
縁
遠
い
話
で
は
あ
る

幸
、
首
里
の
議
会
議
員
に
は
か
ゝ
る
徒
輩

は
居
な
い
、
た
め
に
初
議
会
よ
り
現
在
に
至

る
ま
で
十
す
う
回
に
わ
た
る
議
会
が
一
度
も

多
す
う
決
で
議
け
つ
を
と
つ
た
こ
と
が
な

く
、
常
に
全
会
一
致
で
処
理
さ
れ
て
来
た
こ

と
を
誇
り
と
し
た
い

三

私
達
十
名
の
中
に
は
沈
黙
で
押
通
す
者
は

一
人
も
な
く
全
員
が
言
う
べ
き
時
に
堂
々
と

発
言
し
て
い
る
が
、
問
題
に
よ
り
仲
々
決
の

と
れ
ぬ
場
合
、
全
会
一
致
へ
の
促
進
剤
と
し

て
効
力
あ
る
も
の
中
に
休
憩
時
と
研
究
会
と

を
あ
げ
よ
う

熱
中
す
る
と
兎
角
感
情
的
に
な
り
易
い
、

感
情
的
に
な
る
と
理
性
を
失
つ
て
中
心
問
題

を
脱
線
し
て
議
会
の
空
気
を
乱
し
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
に
も
悪
影
響
を
来
す
恐
れ
が
あ
る
、

か
ゝ
る
瀬
戸
際
に
最
も
効
果
の
あ
る
の
が
休

憩
時
で
あ
る

休
憩
は
鎮
静
剤
と
し
て
の
妙
味
が
あ
り
、

対
立
し
た
意
見
を
纏
め
る
に
千
金
の
値
あ
る

寸
時
で
あ
り
、
一
ぷ
く
の
煙
草
に
今
ま
で
の

論
議
を
総
括
す
る
心
の
ゆ
と
り
を
持
つ
一
時

で
あ
る

”
全
会
一
致
”
を
提
唱
(下)

首
里
市
議
　
大
山
盛
幸
　

う
新
　
１
９
５
１
・
４
・
24

形
式
ば
ら
ず
に
討
議
が
出
来
る
し
、
時
に

は
傍
聴
人
に
も
発
言
さ
せ
て
其
の
意
見
を
聞

く
こ
と
も
出
来
る
、
わ
だ
か
ま
り
の
な
い
寸

時
で
あ
る

次
の
開
会
へ
ス
ム
ー
ズ
に
ス
タ
ー
ト
し
て

全
会
一
致
の
結
論
を
と
る
こ
と
が
出
来
る
の

も
、
お
互
が
冷
静
な
思
考
と
批
判
と
を
も
つ

て
文
字
通
り
和
や
か
に
話
合
う
こ
と
が
出
来

る
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
両
者
の
間
を
産
婆

役
と
し
て
柔
ら
か
に
接
触
す
る
議
長
や
一
部

議
員
の
活
躍
の
効
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

但
し
妥
協
点
を
見
出
す
こ
と
の
み
に
あ
く

せ
く
し
て
安
価
な
共
同
歩
調
や
掛
引
じ
み
た

賛
同
が
あ
つ
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
勿
論
、
あ
く

ま
で
も
是
々
非
々
主
義
、
問
題
中
心
で
あ
る

こ
と
を
更
に
き
よ
う
調
す
る

次
に
研
究
会
に
つ
い
て
の
べ
る

散
会
後
場
所
を
変
え
て
一
席
催
す
の
は
楽
し

み
で
あ
る
、
水
入
ら
ず
の
膝
を
交
え
た
話
合

は
、
お
互
の
心
の
結
合
を
一
層
強
固
に
し
て

く
れ
る
、
次
の
議
会
に
臨
む
お
互
の
態
度
や

議
案
の
内
容
等
に
関
す
る
研
究
或
は
会
議
室

に
お
け
る
お
互
の
反
省
、
時
に
個
人
的
忠
言

等
あ
り
切
さ
た
く
磨
の
尊
い
集
い
で
あ
り
、

議
場
で
の
対
立
感
情
を
払
拭
さ
せ
る
よ
き
機

会
で
あ
る

一
九
五
一
年

昭
和
二
十
六
年

四
月

一
〇
四



酔
気
を
帯
び
て
政
治
を
談
ず
る
勿
れ

と

あ
る
議
員
は
よ
く
言
う
が
、
酒
を
飲
ん
だ
ら

大
体
罪
の
な
い
馬
鹿
話
に
な
る
の
が
普
通
で

あ
る
、
十
名
一
緒
に
腹
を
か
か
え
て
爆
笑
す

る
、
人
間
味
溢
る
ゝ
か
ゝ
る
集
い
こ
そ
お
互

の
精
神
的
結
合
を
益
々
き
よ
う
固
に
し
、
ひ

い
て
は
議
場
に
お
い
て
全
会
一
致
と
し
て
表

現
さ
れ
る
潜
在
力
と
な
る
も
の
だ
と
信
じ
て

い
る
分
町
問
題
、
併
合
問
題
　
又
は
学
校
の
所
在

地
争
い
等
で
悩
み
続
け
て
い
る
町
村
の
議
員

や
そ
れ
に
関
連
す
る
方
々
が
形
式
的
な
集
り

で
な
く
ほ
ん
と
に
は
ら
を
打
ち
割
つ
て
語
り

合
う
雰
囲
気
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
ら
、
大

乗
的
見
地
か
ら
大
同
団
結
し
て
こ
の
難
題
を

何
れ
か
に
解
決
し
得
る
と
思
う
が
如
何
？

四

首
里
市
議
会
が
初
回
よ
り
現
在
に
至
る
ま

で
一
度
も
多
数
決
で
決
を
と
つ
た
こ
と
が
な

い
云
々
は
先
に
も
述
べ
た
が
次
に
全
会
一
致

に
よ
る
議
案
及
協
議
事
項
の
決
議
の
数
を
類

別
し
て
み
よ
う

原
案
通
り
賛
成
し
た
も
の
十
三
件
、
一
部
修

正
し
て
可
決
し
た
も
の
十
三
件
、
保
留
に
し

た
も
の
四
件
、
撤
回
し
た
も
の
一
件
、
選
挙

及
人
事
に
関
す
る
も
の
六
件
、
絶
対
多
す
う

の
世
論
が
必
ず
し
も
真
理
で
な
い
こ
と
は
百

も
承
知
で
あ
り
、
若
年
の
十
名
で
決
め
る
全

会
一
致
の
事
象
が
常
に
正
し
い
方
向
を
た
よ

る
と
は
断
言
出
来
ぬ

そ
れ
故
真
し
な
態
度
で
自
己
完
成
へ
の
修

練
を
積
み
よ
り
よ
き
良
識
を
体
得
し
て
公
僕

た
る
の
資
質
を
失
わ
ぬ
よ
う
努
力
し
て
い
る

次
第
で
あ
る
五

な
お
吾
々
は
議
会
の
傍
聴
を
歓
迎
す
る
、

問
題
に
よ
り
議
場
の
空
気
が
動
的
な
時
と
静

的
な
面
の
あ
る
の
は
や
む
を
得
な
い
が
一
貫

し
て
め
い
朗
で
あ
る
と
か
、
与
党
野
党
の
区

別
が
ぜ
ん
然
な
く
面
白
い
現
象
だ
と
か
、
今

ま
で
の
傍
聴
人
の
批
評
で
あ
る
が
更
に
内
容

的
な
面
に
ま
で
批
評
し
て
共
に
政
治
に
参
与

し
て
く
れ
る
人
が
一
人
で
も
多
く
な
り
時
に

は
爆
弾
を
投
下
す
る
位
の
熱
烈
な
愛
郷
心
の

所
持
者
が
出
て
ほ
し
い
し
、
面
と
向
つ
て
の

注
意
や
叱
り
激
励
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
を

き
求
し
て
や
ま
な
い
以
上
纏
り
の
な
い
論
で

は
あ
る
が
、
熱
意
と
叡
智
と
団
結
と
勇
猛
心

と
を
も
つ
て
復
興
建
設
に
邁
進
し
つ
ゝ
あ
る

と
き
、
敢
え
て
拙
文
を
顧
み
ず
御
笑
読
を
願

望
す
る
次
第
で
あ
る
　
　
　
　
　
　
　

終

一
路
那
覇
と
の
合
併
態
勢
へ
！

／
も
み
ぬ
い
た
紛
争
解
決
／

真
和
志
村
長
に
宮
里
氏
当
選

決
定
う
新
　
１
９
５
１
・
４
・
26

既
報

昨
年
九
月
三
日
、
四
つ
の
選
挙
の
ト

ツ
プ
を
切
つ
て
行
わ
れ
た
市
町
村
長
選
挙
に

際
し
真
和
志
村
の
村
長
選
挙
は
一
票
の
差
で

翁
長
助
靜
氏
当
選
と
同
村
選
挙
会
で
決
定
さ

れ
た
が
宮
里
栄
輝
氏
が
わ
の
当
選
無
効
の
異

議
申
立
て
に
よ
り
、
去
る
四
月
二
十
一
日
第

一
審
中
央
巡
裁
は
翁
長
氏
当
選
無
効
の
判
決

を
下
し
、
更
に
翁
長
氏
側
の
上
訴
に
よ
り
事

件
は
愈
々
紛
糾
を
来
た
す
か
に
憂
慮
さ
れ
た

が
村
政
明
朗
の
た
め
と
両
氏
漸
く
歩
み
寄
り

翁
長
氏
の
辞
表
提
出
　
上
訴
取
下
げ
と
話
し

が
す
ゝ
み
、
昨
日
午
前
九
時
開
会
の
同
村
選

挙
会

選
挙
会
長
、
福
原
朝
信
、
選
挙
立
会

人
、
平
良
良
松
　
高
良
正
文
、
下
田
享
徳

選
挙
管
理
委
員
五
氏

は
三
十
分
足
ら
ず
で

和
気
あ
い
／
＼
裡
に
選
挙
法
第
四
〇
条
に
よ

り
宮
里
栄
輝
氏
を
当
選
と
決
定
、
即
日
告
知

こ
れ
で
昨
年
九
月
以
来
七
カ
月
に
わ
た
つ
て

も
み
に
も
み
ぬ
い
た
選
挙
事
件
も
急
転
直
下

解
決
し
た
、
同
村
与
儀
の
宅
に
宮
里
氏
を
訪

え
ば
さ
す
が
に
喜
び
に
顔
を
輝
か
し
て
次
の

如
く
語
つ
た

過
去
七
カ
月
に
わ
た
つ
た
紛
糾
は
本
村
の

は
げ
し
い
白
黒
対
立
の
印
象
を
一
般
に
与

え
誠
に
申
訳
け
な
い
と
思
つ
て
い
ま
す
、

今
後
は
ま
ず
第
一
に
白
黒
対
立
の
解
消
に

努
力
す
る
と
共
に
、
村
財
政
の
き
よ
う
化

確
立
に
努
め
、
那
覇
市
合
併
に
い
く
着
く

ま
で
の
仕
事
、
例
え
ば
道
路
補
修
、
農
村

と
し
て
の
又
消
費
地
と
し
て
の
諸
し
設
も

完
成
さ
せ
、
一
路
那
覇
合
併
の
態
勢
へ
と

邁
進
し
た
い

首
里
市
営
バ
ス
／
民
営
準
備
進

む
／
八
日
臨
時
市
会
開
く

沖
タ
　
１
９
５
１
・
５
・
４

公
え
い
か
ら
み
ん
え
い
へ
と
切
換
え
を
急
い

で
い
る
首
里
市
え
い
バ
ス
で
は
さ
き
に
新
会

社
の
発
起
人
会
を
開
催
、
具
体
的
機
構
案
に

つ
い
て
大
体
つ
ぎ
の
よ
う
に
意
見
の
一
致
を

み
た
模
様
で
　
来
る
八
日
臨
時
市
会
を
招
集

同
問
題
を
提
案
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る

◇
現
在
の
市
え
い
バ
ス
を
百
万
円
と
評
価

い
す
ゞ
バ
ス
六
台
　
修
理
工
場
そ
の
他

新
会
社
の
資
本
金
と
五
百
万
円
　
五
百
万

株

と
す
る

◇
即
ち
市
当
局
が
総
額
の
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト

の
株
を
保
有
し
　
残
り
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は

現
在
の
従
業
員
と
ほ
つ
き
人

十
三
名

お

よ
び
少
す
う
の
希
望
者
で
引
受
け
る
模
様

◇
社
長
は
市
長
が
兼
職
す
る

ほ
つ
起
人
は
議
員
十
名
と
市
三
役
の
十
三
名

で
組
織
さ
れ
て
お
り
　
既
に
ほ
つ
起
人
と
し

て
全
議
員
が
協
議
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
の
で
　
市
会
で
は
全
会
一
致
原
案
無
修

正
の
ま
ゝ
通
過
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
が

市
当
局
の
保
有
株
を
除
く
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト

の
株
割
当
に
つ
い
て
は
同
バ
ス
が
戦
前
か
ら

の
市
え
い
事
業
と
し
て
市
み
ん
全
体
の
権
益

一
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に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
　
今

後
の
成
り
行
に
一
般
市
民
は
非
常
な
関
心
を

寄
せ
て
い
る

首
里
バ
ス
の
問
題
／
市
民
に
訴

う
！

稻
嶺
成
珍

沖
タ
　
１
９
５
１
・
５
・
７

新
聞
の
報
ず
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
首
里
市
え

い
バ
ス
を
私
え
い
に
移
す
準
備
が
な
さ
れ
て

い
る
と
い
う
が
　
こ
れ
に
つ
き
市
み
ん
と
し

て
意
見
を
述
べ
　
広
く
首
里
市
み
ん
各
位
に

訴
え
た
い
と
思
う
　
現
行
市
町
村
制
の
第
二

条
　
市
町
村
は
そ
の
公
共
事
務
お
よ
び
法
令

に
よ
り
市
町
村
に
属
す
る
事
務
を
処
理
す
る

と
あ
り
　
事
務
の
例
示
こ
そ
な
い
が
　
群
島

組
織
法
や
日
本
の
地
方
自
治
法
等
の
公
共
団

体
の
事
務
を
考
え
た
場
合
　
住
み
ん
の
福
利

増
進
の
た
め
に
は
公
え
い
事
業
が
で
き
る
と

解
さ
れ
る
　
し
か
し
米
み
ん
政
府
と
し
て
は

公
え
い
事
業
は
、
な
る
べ
く
み
と
め
な
い
方

針
で
、
一
般
の
自
由
企
業
の
伸
長
を
考
慮
し

て
い
る
よ
う
で
あ
り
　
市
え
い
バ
ス
に
つ
い

て
も
そ
の
公
え
い
を
研
究
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
が
、
市
が
明
確
に
バ
ス
事
業
の
停
止

を
命
ぜ
ら
れ
た
と
は
聞
い
て
い
な
い
　
首
里

市
え
い
バ
ス
は
終
戦
後
　
二
万
市
み
ん
の
熱

願
と
　
血
の
に
じ
む
よ
う
な
運
動
に
よ
つ
て

市
み
ん
の
た
め
に
獲
得
し
た
事
業
で
あ
り

過
去
一
カ
年
市
み
ん
生
活
の
利
便
と
財
政
に

貢
献
し
た
力
は
大
き
い
　
そ
の
収
入
に
よ
り

市
み
ん
の
負
担
軽
減
の
域
に
は
至
ら
な
か
つ

た
に
し
ろ
　
購
入
費
の
負
債
を
全
部
償
還
し

て
い
る
か
ら
何
百
万
円
か
の
財
産
が
残
つ
た

訳
で
あ
る
　
こ
の
市
み
ん
の
唯
一
の
財
産
で

あ
り
事
業
で
あ
る
バ
ス
が
公
え
い
と
し
て
運

え
い
で
き
な
い
と
あ
れ
ば
　
市
当
局
は
　
そ

の
理
由
を
明
確
に
市
み
ん
に
公
開
し
　
財
産

の
処
分
或
は
今
後
の
運
え
い
に
つ
い
て
各
区

に
公
聴
会
を
開
き
　
市
み
ん
一
般
の
意
見
を

聴
取
し
　
み
ん
主
的
に
解
決
す
べ
き
と
思
う

如
何
な
る
理
由
に
よ
り
公
え
い
を
中
止
す
る

か
　
如
何
な
る
組
織
に
よ
り
そ
れ
が
継
続
さ

れ
る
か
は
市
み
ん
の
殆
ん
ど
全
部
が
知
ら
な

い
状
態
で
あ
る
　
市
み
ん
も
亦
市
み
ん
全
体

の
権
益
で
あ
り
　
市
の
財
源
と
将
来
の
負
担

の
問
題
に
も
影
響
す
る
も
の
大
で
あ
れ
ば

も
つ
と
関
心
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
、
自
分
は
こ
の
問
題
が
　
万
止
む
を
得

ず
公
え
い
を
停
止
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
　
そ

の
後
の
運
え
い
方
法
は
　
あ
く
ま
で
住
み
ん

の
福
祉
を
重
点
と
し
て
考
慮
さ
れ
　
然
か
も

市
み
ん
の
意
志
を
良
く
取
り
入
れ
　
明
る
く

み
ん
主
的
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
　
茲

に
市
み
ん
の
輿
論
を
喚
起
す
る
も
の
で
あ
る

首
里
市
桃
原
区
一
ノ
一
五

首
里
バ
ス
会
社
組
織
／
世
論
聴

い
て
採
択
／
市
議
会
意
見
ま

と
ま
ら
ず
う
新
　
１
９
５
１
・
５
・
12

八
日
の
市
議
会
か
ら
持
ち
こ
さ
れ
た
首
里
市

当
局
提
案
の
と
く
別
会
計
財
産

市
営
バ
ス

の
処
分
問
題
は
十
日
再
開
の
議
会
で
四
時
間

に
亘
る
五
対
五
の
論
議
対
立
で
ま
と
ま
ら
ず

遂
に
久
高
議
長
の
断
に
よ
り
本
十
二
日
青
年

会
主
催
の
公
聴
会
に
か
け
直
接
市
民
の
声
を

ち
よ
う
達
す
る
こ
と
に
決
定
し
当
局
側
の
即

決
案
は
否
決
さ
れ
た
、
即
ち
将
来
の
発
展
が

見
込
ま
れ
な
い
と
い
う
市
営
を
民
営
の
株
式

会
社
に
切
り
換
え
、
そ
の
資
本
金
五
百
万
円

株
式
五
万
株
の
中
市
の
基
本
財
産
と
し
て
市

営
バ
ス
全
財
産

三
百
万
円
と
評
価

を
投

資
六
十
％
の
十
三
万
株
を
市
当
局
が
保
有
す

る
と
い
う
□
に
異
議
は
な
い
が
発
起
人

市

三
役
と
全
議
員

が
一
様
の
株
を
持
つ
こ
と

を
即
決
せ
ん
と
す
る
に
た
い
し
て
玉
那
覇
、

石
川

苗
興

、
山
城
　
友
寄
、
金
城
の
五

議
員
が
反
対
市
民
の
声
を
聴
け
と
ゆ
ず
ら
ず

ま
た
玉
那
覇
議
員
の
六
百
万
円
で
買
手
が
い

る
と
い
う
か
ら
こ
れ
を
売
つ
て
三
百
万
円
を

銀
行
預
金
し
、
あ
と
三
百
万
円
を
そ
れ
に
投

資
し
た
ら
と
の
意
見
も
あ
り
会
議
は
微
妙
な

表
情
を
呈
し
た
　
要
す
る
に
市
民
の
足
で
あ

る
バ
ス
を
発
展
さ
せ
市
の
恒
久
的
財
産
と
し

て
保
護
育
成
す
る
と
こ
ろ
に
狙
い
は
あ
る
が

当
局
側
は
バ
ス
事
業
界
の
激
し
い
競
争
の
中

に
あ
つ
て
早
急
を
要
す
る
の
で
早
め
に
可
決

し
そ
の
後
公
聴
会
で
経
過
報
告
せ
よ
と
い

い
、
反
対
側
は
新
会
社
の
組
織
が
判
り
市
民

の
期
待
す
る
と
こ
ろ
も
判
明
し
た
上
で
慎
重

に
処
理
し
た
い
と
い
う
の
が
見
解
の
根
本
的

相
違
で
あ
る

な
お
十
四
日

月

十
時
か
ら
再
開
最
後
的

定
会
議
に
入
る

株
は
公
募
せ
よ
／
公
聴
会
で
市

民
の
声
湧
く
／
市
当
局
”
試

案
を
撤
回
”
／
首
里
バ
ス

沖
タ
　
１
９
５
１
・
５
・
14

首
里
市
え
い
バ
ス
の
み
ん
営
切
替
え
に
つ
い

て
市
当
局
が
バ
ス
の
早
期
購
入
を
理
由
に
二

万
市
み
ん
の
声
を
聞
く
こ
と
な
く
既
に
株
式

会
社
の
定
款
案
ま
で
作
成
、
バ
ス
ざ
い
産
処

分
の
件
を
市
会
に
提
出
し
て
事
を
進
め
る
と

い
う
独
断
的
な
行
為
に
対
し
沸
騰
し
て
き
た

市
み
ん
の
輿
論
に
応
じ
て
十
二
日
午
後
四
時

か
ら
同
市
青
年
会
が
首
里
劇
場
で
公
聴
会
を

主
催
し
た
、
同
公
聴
会
は
市
み
ん
最
大
の
関

心
事
の
こ
と
ゝ
て
主
催
者
側
で
は
サ
ウ
ン
ド

カ
ー
ま
で
準
備
、
四
百
余
の
市
み
ん
が
詰
め

か
け
て
盛
況
を
呈
し
公
聴
会
規
定
に
基
い
て

尚
詮
会
長
挨
拶
、
兼
島
市
長
、
久
高
市
会
議

長
か
ら
の
経
過
報
告
、
有
志
と
し
て
稻
嶺
成

珍
氏
　
眞
榮
城
玄
明
氏
の
意
見
は
つ
表
が
あ

一
九
五
一
年

昭
和
二
十
六
年

五
月

一
〇
六



つ
た
後
、
質
疑
応
答
に
移
つ
た
が
壇
上
に
並

ん
だ
市
長
お
よ
び
議
員
十
名
に
対
し
て
階

上
、
階
下
か
ら
質
問
の
声
は
あ
と
を
絶
た
ず

常
に
四
、
五
名
の
手
が
は
つ
言
を
求
め
場
内

は
熱
し
入
手
し
た

定
款
案

を
か
ゝ
げ
て

市
当
局
の
肚
を
問
い
た
ゞ
す
者
、
署
名
運
動

で
軍
に
当
れ
　
み
ん
間
問
題
は
そ
の
後
だ
と

か
、
議
員
が
一
人
当
り
四
〇
〇
株
を
所
持
す

る
と
は
ど
う
い
う
わ
け
か
等
々
延
々
三
時
間

余
に
亘
つ
て
質
問
が
繰
り
返
え
さ
れ
特
に
蓮

池
埋
立
問
題
や
　
琉
大
開
学
式
典
の
際
に
は

率
先
し
て
公
聴
会
を
開
い
た
市
当
局
が
こ
の

重
大
問
題
に
つ
い
て
市
み
ん
の
声
を
求
め
よ

う
と
し
な
か
つ
た
こ
と
に
対
し
て
非
難
が
浴

び
せ
ら
れ
た
が
、
結
局
問
題
は

市
え
い
か
民
え
い
か
、
民
え
い
な
ら
如
何

な
る
組
織
に
す
る
か
と
云
う
こ
と
に
な

り
、
予
め
配
布
さ
れ
た
用
紙
に
よ
つ
て
世

論
調
さ
の
集
計
を
と
つ
た
と
こ
ろ

回
答
者
二
九
九
名
の
う
ち

◇
み
ん
え
い
□
□
□
株
の
大
半
を
市
当
局
が

持
ち
、
残
り
を
市
み
ん
一
般
か
ら
公
募
す
る

が
一
二
九
名
の
四
三
パ
ー
セ
ン
ト

◇
従
前
通
り
市
え
い
に
す
る
が
八
三
名
の
二

七
パ
ー
セ
ン
ト

◇
民
え
い
に
移
し
大
半
を
市
当
局
が
持
ち
、

残
り
を
市
三
役
、
議
員
お
よ
び
従
業
員
が
持

つ
が
五
七
名
の
一
九
％
◇
民
え
い
に
移
し
全

株
を
一
般
か
ら
公
募
す
る
が
三
○
名
の
一
パ

ー
セ
ン
ト
と
な
つ
た

こ
れ
に
対
し
て
兼
島
市
長
は
民
え
い
に
移
し

株
の
大
半
を
市
当
局
が
持
ち
残
り
を
市
み
ん

か
ら
公
募
す
る
と
い
う
こ
と
は
私
の
意
志
と

も
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
み
ん
意
に
添
う
て

こ
の
方
法
を
と
つ
て
行
き
た
い

な
お
株
の

募
集
に
つ
い
て
は
後
日
協
議
す
る
と
の
べ
、

午
後
八
時
半
閉
会
し
た

声
／
正
し
き
世
論
を
起
せ

う
新
　
１
９
５
１
・
５
・
14

市
民
の
最
大
関
心
事
た
る
バ
ス
問
題
を
円
満

解
決
し
て
市
を
明
る
く
し
よ
う
と
公
聴
会
を

開
催
し
た
首
里
青
年
会
に
感
謝
の
意
を
表
す

る
と
共
に
新
聞
記
事
を
見
た
だ
け
で
疑
惑
を

抱
い
て
お
ら
れ
る
方
々
の
誤
解
を
解
消
し
た

い
批
判
批
評
は
ど
う
で
も
出
来
る
も
の
で
あ

る
　
然
し
真
実
を
見
極
め
て
の
批
判
で
な
く

少
数
の
人
の
噂
に
対
し
て
批
判
が
如
何
に
危

険
な
も
の
で
あ
る
か
は
世
人
の
ひ
と
し
く
認

め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
　
新
聞
の
社
説
や
投
書

に
株
の
山
分
け
云
々
を
書
き
立
て
て
議
員
を

中
傷
し
た
事
実
　
並
び
に
一
部
の
人
々
の
デ

マ
放
送
は
心
外
に
耐
え
な
い
。
目
的
の
何
た

る
か
を
問
題
に
せ
ず
手
段
方
法
た
る
株
の
分

配
に
の
み
と
ら
わ
れ
す
ぎ
た
批
評
は
批
判
者

の
は
ら
が
見
え
す
い
て
寧
ろ
笑
止
の
至
り
。

議
会
を
傍
聴
し
た
方
や
公
聴
会
に
出
席
し
て

冷
静
に
批
判
し
た
方
方
な
ら
こ
れ
が
事
実
無

根
な
る
こ
と
百
も
御
承
知
下
さ
れ
た
こ
と
と

思
う
。
世
論
と
は
何
時
の
時
代
如
何
な
る
問

題
で
も
決
し
て
下
か
ら
盛
り
上
る
も
の
で
な

く
誰
か
が
火
を
つ
け
る
か
ら
燃
え
上
る
も
の

だ
。
火
を
つ
け
る
者
は
誰
か
、
そ
れ
は
一
部

の
指
導
者
で
あ
る
。
指
導
者
を
も
つ
て
任
ず

る
者
が
建
設
的
な
よ
き
点
火
を
す
れ
ば
社
会

は
明
る
く
な
り
、
反
対
せ
ん
が
為
の
反
対
唱

え
る
煽
動
的
議
論
を
ま
き
起
し
た
ら
社
会

は
ご
た
／
＼
し
て
暗
く
な
る
の
は
今
ま
で
の

数
々
の
事
実
が
之
を
證
め
い
す
る
。
現
実
の

社
会
現
象
を
よ
く
観
察
し
、
個
人
的
感
情
を

抜
き
に
し
　
政
治
的
対
立
を
捨
て
ゝ
大
乗
的

見
地
か
ら
直
接
に
意
見
交
換
す
れ
ば
当
然
大

同
団
結
し
て
円
満
裡
に
解
決
す
る
も
の
で
は

な
い
で
し
よ
う
か
。
公
聴
会
の
世
論
調
査
の

結
果
は
確
か
に
吾
等
の
期
た
い
を
裏
切
ら
な

か
つ
た
。
吾
等
十
名
の
議
員
が
市
民
の
御
期

た
い
に
添
う
べ
く
潔
白
な
気
持
で
バ
ス
問
題

を
解
決
し
全
住
民
の
福
利
の
た
め
に
最
善
の

努
力
を
捧
げ
る
こ
と
を
誓
う

首
里
市
議
大

山
盛
幸ぐ

ず
つ
く
首
里
バ
ス
／
対
立
感

情
く
す
ぶ
る

う
新
　
１
９
５
１
・
５
・
15

三
百
万
円
を
評
価
し
た
首
里
市
営
バ
ス
の
処

分
問
題
は
十
二
日
の
公
聴
会
の
結
果
民
営
に

移
し
株
の
大
半
を
市
当
局
が
持
ち
残
り
を
市

民
一
般
か
ら
公
募
す
る
事
が
妥
当
と
さ
れ
市

会
で
こ
れ
を
採
択
し
よ
う
や
く
落
着
く
か
に

見
え
た
が
翌
十
三
日
中
山
バ
ス

仮
称

設

立
発
起
人
代
表
西
平
守
由
氏
が
市
当
局
並
に

議
会
に
”
六
百
万
円
で
六
台
と
そ
れ
に
附
随

す
る
一
切
を
貰
受
け
よ
う
”
と
公
聴
会
の
結

論
に
基
く
六
十
％
は
市
当
局
持
ち
で
現
物
出

資

四
十
％
は
市
民
か
ら
公
募
し
な
お
市
営

可
能
の
際
は
市
に
譲
渡
す
る
と
の
二
条
件
を

つ
け
て
買
入
申
請
書
を
提
出
し
た
こ
れ
に
対

し
き
の
う
再
開
さ
れ
た
市
会
で
は
当
初
の
議

案
を
保
留
該
申
請
に
つ
い
て
審
議
し
た
が
結

局
中
山
バ
ス
の
発
起
人
名
簿
　
組
織
機
構
運

営
方
針
等
書
類
を
提
出
さ
せ
こ
れ
を
慎
重
に

検
討
す
る
こ
と
に
な
つ
た

議
会
は
休
憩
時
の
話
合
い
で
原
案
を
可
決
す

る
か
条
件
付
で
公
入
札
に
附
す
か
公
聴
会
を

再
開
す
る
か
等
と
研
究
し
た
が
問
題
は
相
当

微
妙
で
潜
在
し
た
政
治
的
対
立
感
情
が
こ
ゝ

で
遂
に
点
火
さ
れ
た
模
様
で
あ
り
そ
の
な
り

ゆ
き
に
注
目
さ
れ
て
い
る
、
要
は
市
民
の
利

潤
と
便
宜
を
図
る
こ
と
が
狙
い
で
あ
る
の
で

事
態
を
憂
慮
す
る
市
民
は
当
事
者
が
大
乗
的

立
場
に
立
ち
理
性
で
徹
底
的
検
討
を
し
た
上

善
処
す
る
よ
う
つ
よ
く
要
望
し
て
い
る

な
お
市
当
局
で
は
今
月
末
二
車
両
が
入
る
見

込
み
で
あ
る
が
こ
れ
が
獲
得
の
た
め
に
も
お

そ
く
と
も
二
十
日
前
後
に
民
営
移
管
を
実
現

せ
ね
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ
り
延
引
す
る
こ
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と
を
恐
れ
て
い
る

首
里
バ
ス
／
原
案
通
り
可
決
／

中
山
バ
ス
の
申
請
却
下
／
株

募
集
は
公
約
通
り

う
新
　
１
９
５
１
・
５
・
19

微
妙
な
空
気
を
は
ら
ん
だ
ま
ゝ
市
民
注
視
の

首
里
市
営
バ
ス
の
処
分
問
題
は
よ
う
や
く
頂

点
に
達
し
た
十
七
日
議
会
は
遂
に
中
山
バ
ス

の
申
請
を
却
下
市
当
局
の
原
案
を
採
択
し
た

即
ち
当
日
の
議
会
は
定
刻
二
時
に
開
会
し
た

が
直
ち
に
秘
密
会
議
に
移
り
中
山
バ
ス
の
提

出
し
た
事
業
計
画
書
　
□
款
等
を
検
討
約
二

時
間
の
後
に
再
び
本
会
議
に
入
つ
て
そ
の
是

非
を
審
議
し
た
結
果
　
中
山
バ
ス
の
計
画
す

る
す
う
字
が
運
行
す
う
に
対
し
て
燃
料
が
不

足
し
収
支
面
が
一
致
せ
ず
ま
た
六
百
万
円
の

財
産
評
価
が
不
当
で
あ
り
負
債
を
背
負
つ
て

創
立
す
る
会
社
だ
か
ら
こ
れ
に
現
物
投
資
は

出
来
な
い
更
に
申
請
書
の
条
け
ん
に
い
う
市

営
可
能
の
場
合
市
に
譲
渡
す
る
と
あ
る
が
こ

の
計
画
は
机
上
の
空
論
に
過
ず
公
聴
会
で
は

市
営
を
主
張
し
た
の
に
急
転
し
て
買
入
を
申

請
し
た
の
は
了
解
し
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る

と
の
理
由
で
ぜ
ん
会
一
致
該
申
請
却
下
を
け

つ
議
次
い
で
持
ち
越
し
の
市
案

資
本
金
五

百
万
円
株
式
五
万
株
の
中
其
六
〇
％
三
百
万

円

バ
ス
六
台
分

を
市
当
局
が
現
物
出
資

残
り
四
十
％
の
二
十
万
円
二
万
株
を
一
ぱ
ん

公
募
に
す
る

を
可
決
し
た

こ
ゝ
で
兼
島
市
長
は
議
員
の
質
問
に
対
し
公

聴
会
に
お
け
る
公
約
を
実
行
す
る
と
言
明
、

市
民
の
足
を
潤
沢
に
し
財
源
を
確
保
す
る
狙

い
か
ら
真
に
協
力
出
来
る
者
　
株
を
与
え
自

分
は
か
ん
督
す
る
立
場
に
立
ち
議
員
諸
君
と

共
に
財
産
を
保
護
育
成
す
る
権
利
と
義
務
を

果
し
た
い
と
か
た
り
公
募
方
法
に
つ
い
て
は

特
定
の
人
に
せ
ず
各
区
か
ら
の
希
望
者
に
割

当
て
そ
れ
を
上
は
百
株
か
ら
二
百
株
の
間
に

限
定
し
た
い
発
起
人
は
各
区
か
ら
あ
げ
十
九

名
で
は
多
す
ぎ
る
か
ら
適
性
な
る
人
及
び
員

数
で
当
つ
て
貰
う
と
私
見
を
陳
べ
た

こ
の
結
果
に
つ
い
て
中
山
バ
ス
の
発
起
人
代

表
西
平
守
由
氏
は
申
請
却
下
に
対
し
て
当
方

は
異
議
申
立
す
る
理
由
は
持
た
な
い
、
評
価

や
計
画
の
批
評
ま
た
決
議
は
議
会
の
勝
手
だ

但
し
唯
一
の
市
の
財
源
で
あ
る
バ
ス
故
そ
の

な
り
ゆ
き
が
心
配
だ
　
新
会
社
の
組
織
機
構

が
判
明
す
れ
ば
こ
ち
ら
の
意
見
も
出
る
が
今

は
静
観
の
立
場
を
と
つ
て
い
る
と
語
つ
た

こ
ゝ
数
日
の
間
に
新
会
社
の
形
は
は
つ
き
り

す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
が
こ
の
結
果
如
何
で

問
題
は
は
げ
し
い
政
治
的
圧
轢
を
惹
起
す
る

も
の
と
観
ら
れ
る
、
な
お
議
会
は
当
局
の
追

加
議
案
市
有
財
産
設
置
条
例
を
可
決
し
た

軍
使
用
土
地
の
開
放
地
決
る
／

旧
那
覇
市
内
旭
町
以
外
は
住

民
へ
う
新
　
１
９
５
１
・
５
・
24

既
報

旧
那
覇
市
の
軍
使
用
土
地
に
関
し
一

昨
日
行
わ
れ
た
民
政
当
局
で
の
会
議
の
決
定

は
き
の
う
宮
里
貿
易
庁
総
裁
を
通
じ
次
の
通

り
発
表
さ
れ
た

△
決
定
し
た
土
地
は
安
謝
及
び
旭
町
で
安
謝

は
住
宅
公
社
、
群
島
政
府
へ
、
旭
町
は
民
政

府
当
局
が
夫
々
使
用
す
る
旨
決
定
、
そ
れ
以

外
は
全
部
住
民
に
開
放
す
る

時
期
は
出
来
る
だ
け
早
く
実
施
す
る

発
起
人
11
氏
決
る
／
首
里
バ
ス
　

近
く
株
主
総
会

う
新
　
１
９
５
１
・
５
・
29

株
式
会
社
首
里
バ
ス
の
発
起
人
は
二
十
四
日

の
選
衡
委
員
会
で
市
当
局
代
表
と
し
て
市
長

を
加
え
十
一
氏
が
確
定
近
く
株
主
総
会
を
開

催
会
社
陣
容
を
整
え
る
こ
と
に
な
つ
た
、
な

お
公
募
中
の
一
般
株
は
目
標
額
の
二
百
万
円

を
か
な
り
突
破
し
て
い
る
の
で
こ
れ
を
調
整

す
る
た
め
既
定
の
株
券
五
十
株
以
上
二
百
株

を
改
正
百
株
で
制
げ
ん
優
先
株
を
設
け
な
い

こ
と
に
な
つ
た
、
次
は
発
起
人
の
顔
ぶ
れ
だ

が
中
當
真
氏
が
専
務
に
推
さ
れ
て
い
る

市
長

兼
島
由
め
い
、
鳥
堀

久
高
友
敏

あ
か
田

上
江
洲
安
健
　

あ
か
平

眞

栄
城
朝
潤
、

汀
良

石
川
逢
禄
、

大
名

友
寄
賢
一
、

当
蔵

高
宮
弘
陽
、

山
川

大
山
盛
幸
、
池
端

伊
地
柴
保
、
真
和
志

當
間
嗣
松
、

崎
山

山
城
範
英

首
里
／
那
覇
へ
の
給
水
を
承
認
　

沖
タ
　
１
９
５
１
・
５
・
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首
里
市
で
は
那
覇
市
へ
の
飲
料
水
供
給
の
件

に
つ
い
て
二
十
五
日
臨
時
市
会
招
集
　
隣
接

市
民
の
窮
状
を
救
う
た
め
に
つ
ぎ
の
二
つ
の

条
件
を
附
し
　
赤
平
　
桃
原
、
崎
山
、
金
城

の
四
カ
所
の
水
源
地
を
提
供
す
る
こ
と
に
決

定
し
た
◇
私
有
地
に
属
す
る
水
源
地
に
対
し
て
は

同
地
域
住
み
ん
の
使
用
す
る
飲
料
水
供
給

を
便
宜
に
す
る
よ
う
処
置
し
て
貰
う
事
◇

一
水
源
地
域
で
水
量
こ
渇
し
住
み
ん
の
生

活
を
脅
す
場
合
又
は
市
で
必
要
と
み
と
め

た
る
場
合
は
送
水
を
停
止
す
る

那
覇
・
真
和
志
に
悲
鳴
／
『
学

校
増
や
し
て
』
／
転
入
月
二

百
名
、
二
部
制
で
ギ
ユ
ウ
／
＼

沖
タ
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日
々
の
足
音
が
都
市
へ
都
市
へ
と
集
り
日
ま

し
に
ふ
く
れ
る
那
覇
や
真
和
志
の
復
興
ぶ
り

の
一
面
に
、
学
校
で
は
連
日
転
入
生
を
迎
え

る
の
に
大
童
で
二
部
授
業
に
あ
え
い
で
い
る

那
覇
で
は
壺
屋
初
校
が
昨
年
度
中
に
五
百
五

一
九
五
一
年

昭
和
二
十
六
年

五
月

一
〇
八

定



十
五
名
の
転
入
生
が
あ
り
、
今
年
四
月
に
な

つ
て
か
ら
も
二
百
余
名
き
て
現
在
の
生
徒
す

う
は
二
千
四
百
を
こ
え
や
む
な
く
二
部
授
業

を
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
　
ま
た
高
校
は
さ

つ
た
四
月
に
志
願
者
が
殺
到
　
初
校
と
と
も

に
高
校
も
増
設
が
さ
け
ば
れ
な
が
ら
　
財
政

敷
地
　
建
築
問
題
等
が
か
ら
ん
で
実
現
す
る

に
到
つ
て
い
な
い
が
、
今
度
は
同
じ
状
況
に

あ
る
真
和
志
村
の
側
か
ら
高
校
　
初
校
増
設

の
声
が
起
り
　
眞
榮
田
教
育
長
の
も
と
へ
実

情
を
訴
え
て
い
る

と
く
に
大
道
初
校
の
場
合
は
昨
年
四
月
八
百

名
の
在
籍
だ
つ
た
の
が
　
今
年
四
月
か
ら
現

在
迄
二
百
名
の
転
入
生
が
あ
り
十
一
日
に
ど

つ
と
七
十
三
名
も
き
た
日
も
あ
つ
て
二
部
授

業
で
な
お
教
室
不
足
の
た
め
　
大
道
　
三
原

ク
ラ
ブ
を
借
り
て
授
業
を
す
る
と
い
う
　
ま

た
高
校
は
首
里
那
覇
が
収
容
力
が
な
く
　
や

む
を
得
な
い
事
情
の
者
も
な
□
な
か
転
入
出

来
な
い
状
□
で
あ
る
の
で
近
く
同
村
の
学
校

関
係
者
が
そ
の
新
設
陳
情
の
話
し
合
い
を
す

る
模
様
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
　
屋
良
文

教
部
長
は
つ
ぎ
の
通
り
語
つ
て
い
る

那
覇
、
真
和
志
は
来
年
度
に
な
つ
た
ら
ど

う
し
て
も
表
面
化
す
る
と
言
わ
れ
て
き
た

が
　
財
政
面
と
切
り
離
し
て
考
え
る
と
勿

論
増
設
し
た
い
　
と
こ
ろ
が
現
実
は
い
ま

の
学
校
敷
地
で
さ
え
お
ち
つ
か
ず
工
業
の

移
転
　
旧
上
之
山
　
天
妃
が
ど
う
な
る
か

な
ど
将
来
の
見
透
し
も
つ
け
て
、
文
教
審

議
委
員
会
や
中
央
教
育
委
員
会
に
相
談
し

て
き
め
る
　
初
校
は
市
村
管
理
だ
か
ら

設
立
に
ん
可
を
申
請
す
れ
ば
よ
い
わ
け
だ

公
共
施
設
課
を
新
設
／
那
覇
市

沖
タ
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９
５
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・
６
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３

那
覇
市
で
は
従
来
水
道
、
で
ん
気
の
事
務
は

都
計
課
で
扱
つ
て
い
た
が
　
今
後
こ
れ
ら
の

事
業
の
本
格
□
な
開
始
に
□
い
　
こ
の
ほ
ど

公
共
施
設
課
を
新
設

課
で
こ
れ
ら
の
事
務
を
処
理
す
る
こ
と
に

な
り
人
事
も
そ
れ
／
＼
次
の
通
り
五
月
三
十

一
日
付
で
発
令
さ
れ
た

公
共
施
設
課
長
龜
島
入
徳
、
勧
業
課
長
久
手

堅
憲
榮松山

、
久
米
の
一
部
開
放
／
住

民
移
動
は
都
計
に
沿
う
て

う
新
　
１
９
５
１
・
６
・
28

一
昨
二
十
五
日
沖
縄
民
政
部
か
ら
群
島
政
府

宛
元
松
山
校
跡
、
同
裁
判
所
を
含
む
松
山
町

一
部
及
び
元
久
米
大
通
り
に
面
す
る
久
米
町

側
敷
地
を
開
放
、
各
地
主
に
返
還
す
る
旨
通

達
さ
れ
た

開
放
地
は
前
記
松
山
校
跡
の
現
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
　
元
裁
判
所
附
近
か
ら
以
南
の
若
狭
大
通

り
に
面
し
た
敷
地
、
並
に
元
琉
球
新
報
社
か

ら
、
現
木
材
集
積
所
、
同
軍
診
療
所
ま
で
の

元
久
米
大
通
り
に
面
し
た
敷
地
で
北
側
限
界

線
は
現
教
会
の
傍
か
ら
元
図
書
館
に
通
る
道

路
以
南
と
な
つ
て
い
る
、
従
つ
て
松
山
校
跡

と
久
米
大
通
り
に
面
し
た
敷
地
が
開
放
さ
れ

そ
の
中
間
の
現
在
軍
家
屋
所
在
地
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
元
孔
子
廟
、
図
書
館
、
う
ち

兼
久
山
、
キ
リ
ス
ト
教
会
の
一
帯
は
除
か
れ

て
い
る
　
那
覇
市
で
は
、
軍
か
ら
提
示
さ
れ

た
図
面
に
つ
い
て
き
ゆ
う
地
番
を
照
会
中
で

あ
る
が
　
都
市
計
画
に
よ
れ
ば
　
松
山
校
跡

は
商
業
学
校
敷
地
と
し
て
予
定

久
米
町
一
帯
は
商
業
地
域
と
さ
れ
て
い
る
も

の
で
実
際
の
住
民
移
住
は
、
市
で
計
画
さ
れ

る
区
画
整
理
後
に
、
そ
の
線
に
沿
う
て
建
築

が
許
可
さ
れ
る
も
の
で
、
市
で
も
早
急
受
入

準
備
の
成
案
を
急
ぐ
と
か
た
つ
て
い
る

地

図
省
略安

里
初
校
安
謝
へ
移
転

う
新
　
１
９
５
１
・
７
・
23

真
和
志
村
天
久
の
軍
使
用
指
定
地
に
在
る
安

里
初
校
で
は
こ
の
ほ
ど
九
月
十
五
日
ま
で
に

立
ち
退
く
よ
う
に
と
の
指
令
を
受
け
た
の
で

か
ね
て
か
ら
の
移
転
先
候
補
地
た
る
安
謝
前

原
　
四
千
坪
□
に
移
転
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
　
こ
の
地
域
は
学
区
域
の
中
央
部
に
在
り

安
謝
区
第
一
の
農
耕
地
で
あ
る
が
　
地
主
が

わ
の
学
校
教
育
に
対
す
る
深
い
理
解
に
よ
り

快
く
提
供
し
た
の
で
近
く
移
転
開
始
を
す

る
、
移
転
に
対
す
る
莫
大
な
費
用
や
捻
出
に

つ
い
て
は
□
校
当
局
は
じ
め
村
当
事
者
も
後

援
会
も
共
々
に
頭
痛
鉢
巻
の
態
で
あ
る

首
里
バ
ス
会
社
認
可

う
新
　
１
９
５
１
・
７
・
29

従
来
の
市
営
を
会
社
組
織
に
切
換
え
る
べ
く

認
可
申
請
中
の
株
式
会
社
首
里
バ
ス
は
二
六

日
付
正
式
認
可
さ
れ
た

那
覇
市
議
選
／
訴
訟
に
終
止

符
！
／
原
判
覆
り
原
告
敗
る

う
新
　
１
９
５
１
・
８
・
３

那
覇
市
五
区
一
組
高
良
清
二
　
同
徳
榮
両
氏

が
那
覇
市
選
挙
委
員
長
原
國
政
倍
氏
を
相
手

取
り
昨
年
九
月
十
日
執
行
の
那
覇
市
議
会
議

員
選
挙
の
際
知
事
選
挙
の
投
票
用
紙
九
七
票

群
島
議
会
議
員
選
挙
投
票
用
紙
九
四
票
合
計

一
九
一
票
の
投
票
用
紙
を
選
挙
民
□
交
付
　

使
用
さ
せ
開
票
の
結
果
こ
の
投
票
は
正
式
の

用
紙
で
な
い
と
各
候
補
者
の
得
票
に
加
算
せ

ず
無
効
に
し
た
と
の
理
由
□
□
巡
裁
に
選
挙

無
効
の
訴
し
よ
う
を
提
起
　
□
□
□
玉
城
判

事
は
該
選
挙
中
那
覇
市
役
所
に
設
け
ら
れ
た

選
挙
本
会
場
に
於
け
る
選
挙
は
無
効
で
あ
る

と
の
判
決
を
下
し
原
告
高
良
氏
の
勝
そ
と
な

つ
て
選
挙
本
会
場
に
於
け
る
選
挙
や
り
直
し

□
否
か
一
時
那
覇
市
民
の
注
目
を
浴
び
て
い

た
が
原
判
決
に
不
服
し
た
原
國
氏
は
さ
ら
に

一
九
五
一
年

昭
和
二
十
六
年

五
｜
八
月

一
〇
九

況

的

供

か

学

か

に

か
ら



上
訴
裁
□
上
訴
　
二
日
午
前
十
時
か
ら
當
間

裁
判
長
　
富
山
　
森
　
仲
松
各
判
事
係
り
で

再
審
の
結
果
　
情
勢
再
転
し
て
遂
に
原
判
決

は
破
毀
さ
れ
、
高
良
氏
ら
の
訴
し
よ
う
は
却

下
と
な
つ
て
軍
配
し
選
挙
委
員
会
が
わ
に
挙

□
□
判
決
理
由
は
原
國
選
挙
委
員
長
□
提
出

し
た
異
議
申
立
と
巡
裁
に
提
出
し
た
訴
状
に

よ
る
と
　
高
良
氏
は
那
覇
市
選
挙
委
員
会
が

行
つ
た
選
挙
決
定
の
取
消
し
を
求
め
た
も
の

で
な
く
当
選
の
無
効
に
関
す
る
も
の
で
あ
り

選
挙
無
効
の
異
議
申
立
と
は
解
さ
れ
な
い

即
ち
委
員
会
に
た
い
し
て
投
票
□
効
力
に
関

す
る
異
議
を
申
立
て
た
が
　
そ
れ
が
却
下
さ

れ
る
と
今
度
は
□
□
替
え
選
挙
の
効
力
に
関

す
る
訴
し
よ
う
を
提
起
し
た
も
の
で
委
員
会

の
□
定
を
経
て
い
な
い
訴
え
を
提
起
し
た
処

に
違
法
が
□
り
　
違
□
訴
し
よ
う
□
当
選
訴

し
よ
う
と
は
判
然
と
区
別
さ
れ
て
い
る
□
拘

ら
ず
い
員
会
に
は
当
選
の
効
力
に
関
す
る
異

議
□
申
立
と
裁
判
所
に
は
選
挙
の
効
力
に
関

す
る
訴
え
を
提
訴
し
た
も
の
　
手
続
上
の
向

背
の
か
は
な
く
訴
し
よ
う
そ
の
も
の
に
重
大

な
欠
陥
が
あ
る
と
　
民
事
訴
し
よ
う
法
の
第

四
〇
八
条
で
原
判
□
□
破
毀
さ
れ
　
高
良
氏

の
訴
し
よ
う
は
却
下
と
な
つ
て
本
訴
し
よ
う

は
こ
ゝ
に
□
カ
月
振
り
に
終
止
符
が
う
た
れ

た
わ
け
で
あ
る

｜
社
　
説
｜

議
員
定
数
の
増
加
を
望
む

沖
タ
　
１
９
５
１
・
８
・
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軍
の
要
請
に
よ
り
群
島
政
府
で
は
市
町
村
制

の
全
面
的
改
正
を
企
て
、
殊
に
議
員
定
数
の

増
加
を
望
ん
で
、
目
下
関
係
方
面
の
意
見
を

打
診
し
つ
つ
あ
る
が
、
意
外
に
も
定
員
減
の

現
状
維
持
を
主
張
す
る
市
町
村
長
が
お
お

く
、
成
行
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
問
題
が
問

題
だ
け
に
慎
重
な
討
議
を
重
ね
、
世
論
を
尽

し
て
の
ち
そ
の
是
非
を
決
定
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
勿
論
市
町
村
長
の
全
部
が
、
現
状

維
持
を
主
張
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
中
に

は
強
力
に
定
員
増
加
を
叫
ぶ
の
も
い
な
い
で

は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
先
ず
わ
れ
わ
れ

は
双
方
の
意
見
を
聴
き
た
い
。
而
し
て
議
員

側
の
発
言
に
も
耳
を
傾
け
た
い
し
、
当
事
者

外
の
一
般
有
権
者
の
声
を
聴
く
公
聴
会
も
是

非
開
い
て
貰
い
た
い
と
思
う
　
現
状
維
持
の

主
張
者
は
云
う
で
あ
ろ
う
。

議
員
数
が
少

く
て
も
結
構
や
つ
て
ゆ
け
る
。
少
数
な
る
が

故
に
、
互
に
親
近
感
が
も
て
る
し
　
和
気
あ

い
あ
い
裡
に
議
会
を
運
営
し
て
い
る

そ
こ
か
ら
全
会
一
致
の
議
会
が
生
れ
る
。
当

局
と
議
員
の
折
合
い
も
頗
る
上
乗
、
お
ま
け

に
歳
費
が
省
け
る
し
、
か
か
る
好
も
し
き
傾

向
を
排
し
て
、
議
員
定
数
を
元
通
り
に
直
す

こ
と
は
惜
し
ま
れ
て
な
ら
ぬ

と
　
果
し
て

そ
う
だ
ろ
う
か
。
政
府
の
改
正
理
由
は
既
報

の
如
く

現
定
数
は
余
り
に
少
い
の
で
旧
定

数
に
増
や
す
、
こ
れ
は
議
会
政
治
が
多
数
の

者
を
政
治
に
参
加
せ
し
め
る
と
い
う
本
質
を

持
つ
て
い
る
が
故
で
あ
る
。
民
主
主
義
を
身

に
つ
け
た
ば
か
り
の
沖
縄
で
は
お
お
く
の
良

識
と
良
心
的
政
治
を
必
要
と
す
る

と
う
た

つ
て
い
る
が
、
そ
の
通
り
で
あ
る
。

何
と
言
つ
て
も
、
人
民
総
て
の
政
治
参
加
が

理
想
で
は
あ
る
　
例
え
ば
模
範
部
落
奥
の
ご

と
き
は
、
新
聞
の
伝
え
る
処
に
依
る
と
部
落

行
政
は
区
民
大
会
で
決
ま
る
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
実
質
的
に
区
民
全
体
の
政
治
参

加
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
の
衆
知
を
蒐
め
た

政
治
の
お
蔭
で
、
共
存
共
栄
の
理
想
郷
を
打

建
て
　
他
の
農
村
が
疲
弊
を
辿
る
の
を
尻
目

に
、
全
部
落
民
が
豊
な
生
活
に
明
け
く
れ
て

い
る
　
本
紙
□
勿
論
か
か
る
恵
ま
れ
た
環
境

は
異
例
に
属
す
が
　
総
員
参
加
の
政
治
は
何

と
い
つ
て
理
想
た
る
に
違
い
な
く
、
可
能
な

ら
　
こ
れ
に
優
る
政
治
形
態
は
な
い
の
で
あ

る
。
処
が
、
実
際
は
不
可
能
に
属
し
、
こ
れ

に
代
る
も
の
と
し
て
、
代
議
制
と
い
う
民
主

主
義
の
政
治
形
態
が
採
ら
れ
た
訳
で
　
そ
の

代
議
制
に
し
て
も
政
府
の
云
う
と
お
り
多
く

の
良
識
と
良
心
的
政
治
を
必
要
と
す
る
こ
と

は
言
を
俟
た
な
い
。
お
お
く
の
良
識
と
良
心

は
公
聴
会
な
ど
を
通
じ
　
大
衆
と
直
結
す
る

こ
と
に
依
つ
て
求
め
得
ら
れ
し
、
さ
ら
に
わ

れ
わ
れ
の
代
表
た
る
議
員
が
、
選
良
の
資
質

を
備
え
、
そ
の
定
数
が
少
き
に
失
せ
ず
　
適

当
な
る
多
数
を
占
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ

れ
だ
け
お
お
く
の
良
識
と
良
心
を
政
治
に
反

映
さ
せ
、
民
主
政
治
が
築
か
れ
る
の
で
あ
る

殊
に

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
後
進
国
沖
縄

の

場
合
は
そ
の
こ
と
が
余
計
に
痛
感
さ
れ
る
　

地
方
議
会
の
運
営
に
し
て
も
　
群
島
議
会
□

様
議
会
活
動
の
中
心
を
委
員
会
に
お
く
と
い

う
新
し
い
議
事
方
式
が
採
ら
れ
る
と
思
う
が

議
員
数
が
少
く
、
そ
れ
故
に
委
員
の
粒
が
揃

わ
ず
、
議
会
運
営
に
支
障
を
来
た
す
虞
れ
が

果
し
て
な
い
か
ど
う
か
。
殊
に
民
主
的
選
挙

に
慣
れ
な
い
有
権
者
が
　
僅
か
の
議
員
を
適

確
に
選
挙
で
き
る
か
が
疑
わ
し
い
。
そ
れ
に

地
盤
に
物
言
わ
す
ボ
ス
政
治
家
が
、
わ
ず
か

な
議
員
定
数
を
占
め
る
と
し
た
ら
万
事
休
す

で
あ
る
。
定
員
が
増
し
た
ら
、
そ
れ
だ
け
有

能
者
の
進
出
が
緩
和
さ
れ
る
し
　
選
良
に
価

す
る
議
員
が
選
ば
れ
も
し
よ
う
　
成
程
少
数

の
議
員
だ
と
　
和
気
あ
い
あ
い
た
る
全
会
一

致
の
議
会
を
形
成
す
る
こ
と
も
容
易
で
あ
ろ

う
　
従
つ
て
当
局
側
と
し
て
も
御
し
易
い
に

違
い
な
い
　
が
然
し
そ
れ
で
は
民
意
と
遊
離

し
た
馴
れ
合
い
議
会
に
墮
し
て
了
う
　
ま
し

て
委
員
会
中
心
の
議
会
運
営
の
如
き
は
思
い

も
及
ば
ぬ
こ
と
で
あ
る
　
適
当
な
定
数
に
就

い
て
は
い
ろ
い
ろ
意
見
も
あ
ろ
う
が
、
常
識

的
に
云
う
て
も

旧
定
員
が
妥
当
だ
と
思
わ

れ
る
。
政
治
を
よ
く
す
る
為
に
　
そ
れ
位
の

一
九
五
一
年

昭
和
二
十
六
年

八
月

一
一
〇

に

の

決

あ

の

同

と

に
に

決
は



歳
費
を
惜
し
む
べ
き
で
な
い
。
先
進
国
の
議

員
定
数
が
少
い
か
ら
と
い
つ
て
　
そ
れ
が
そ

の
ま
ま
沖
縄
に
当
て
は
ま
る
と
も
云
え
ま
い

何
れ
に
せ
よ
、
当
事
者
委
せ
に
せ
ず
、
世
論

に
訴
え
て
そ
の
是
非
を
決
し
て
貰
い
た
い
の

で
あ
る
。

真
和
志
村
／
村
民
の
声
聴
い
て

／
那
覇
市
と
の
合
併
促
進

う
新
　
１
９
５
１
・
８
・
10

真
和
志
村
会
議
長
新
垣
正
栄
氏
は
八
日
総
務

部
行
政
課
を
訪
れ
那
覇
、
真
和
志
村
合
併
に

つ
い
て
の
政
府
見
解
を
質
す
と
こ
ろ
が
あ
つ

た
が
同
氏
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
真
和
志

村
で
は
宮
里
新
村
長
就
任
以
来
合
併
態
勢
の

強
化
を
は
か
り
九
月
以
降
い
つ
で
も
合
併
出

来
る
見
通
し
が
つ
い
て
い
る
よ
う
で
再
び
条

件
附
の
那
覇
、
真
和
志
村
合
併
問
題
に
つ
い

て
真
和
志
村
で
は
近
く
村
民
の
世
論
に
訴
え

る
準
備
を
進
め
て
い
る
と
い
わ
れ
る
真
和
志

村
の
合
併
条
件

市
村
長
　
議
員
の
総
改
選

に
つ
い
て
は
総
務
部
行
政
課
で
は
総
改
選
が

妥
当
で
あ
る
と
の
見
解
を
と
つ
て
お
り
成
行

き
は
注
目
さ
れ
る
、
な
お
新
垣
氏
は
目
下
真

和
志
村
で
は
人
口
動
態
を
調
査
中
だ
が
、
四

万
を
少
し
上
回
る
予
想
で
那
覇
市
と
は
一
万

位
の
差
し
か
な
く
人
口
増
加
率
も
畧
々
同
一

で
あ
る
と
語
つ
た

選
管
委
改
選
沖
タ
　
１
９
５
１
・
８
・
17

那
覇

◇
十
六
日
の
那
覇
市
臨
時
議
会
で
　
八
月
十

五
日
　
二
カ
年
の
任
期
が
満
了
し
た
選
挙
管

理
委
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
委
員
五
名
　
補
充

委
員
五
名
が
次
の
通
り
決
つ
た

委
員
長
は
未
定

◇
委
員

當
山
清
盛
、
比
嘉
廉
　
比
嘉
良
功
　
山
田
有

幹
　
親
泊
政
睦

◇
補
充
委
員

仲
村
英
賢
　
友
寄
英
偉
　
島
袋
完
榮
　
比
嘉

政
謙
　
喜
瀬
愼
太
郎

首
里

◇
十
四
日
の
首
里
市
会
で
次
の
よ
う
に
選
挙

管
理
委
員
　
補
助
委
員
を
選
任
し
た

◇
委
員
　
源
河
朝
建
　
松
久
宗
悅

譜
久
山

朝
直
　
諸
見
里
朝
輝
　
濱
比
嘉
宗
正

◇
補
助
委
員
　
新
城
長
保
　
松
本
完
可
　
郎

慶
剛
　
長
嶺
將
秀
　
末
吉
安
久

旧
東
町
全
地
域
開
放

う
新
　
１
９
５
１
・
８
・
25

旭
橋
際
軍
消
防
署
前
か
ら
琉
球
民
政
官
府
に

向
う
一
号
路
線
以
南
の
き
ゆ
う
東
町
一
、二
、

三
丁
目
の
一
部
並
に
琉
銀
か
ら
西
方
き
ゆ
う

西
本
町
五
丁
目
の
一
部
を
軍
指
定
区
域
か
ら

除
外
、
開
放
さ
れ
る
旨
二
十
三
日
軍
財
産
管

理
課
か
ら
那
覇
市
当
局
へ
の
口
頭
通
達
が
あ

つ
た
開
放
地
域
は
前
記
場
所
一
号
路
線
以
南
、
き

ゆ
う
通
堂
大
通
り
以
北
、
ま
た
め
い
治
橋
に

向
う
一
号
線
か
ら
西
が
わ
現
在
の
菅
原
建
設

の
使
用
地
か
ら
琉
銀
ま
で

以
上
東
町
一
、

二
、
三
丁
目
の
未
開
放
地
域
を
含
む

更
に

琉
銀
か
ら
西
方
二
百
フ
イ
ー
ト

き
ゆ
う
西

本
町
五
丁
目
の
一
部
ま
で
の
約
一
万
七
千
坪

と
な
つ
て
い
る

こ
れ
で
受
入
準
備
が
す
ゝ
め
ら
れ
て
い
た
既

開
放
地
を
含
み
き
ゆ
う
東
町
は
全
地
域
が
開

放
実
現
と
な
つ
た
も
の
で
あ
る
、
市
都
計
課

で
は
早
急
区
劃
整
理
な
ど
都
計
案
に
総
入
れ

準
備
を
す
ゝ
め
る
□
□

72
・
１
％
獲
得
／
日
本
復
帰
署

名
運
動
終
る
／
悲
願
は
海
こ

え
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
へ

う
新
　
１
９
５
１
・
８
・
27

五
月
二
十
日
以
来
、
沖
縄
全
島
に
わ
た
つ
て

展
開
さ
れ
た

即
時
日
本
復
帰

の
署
名
運

動
は
昨
二
十
六
日
を
以
て
終
了
、
十
九
万
九

千
余
名
に
及
ぶ
ぼ
う
大
な
連
署
表
は
”
一
日

も
早
く
母
国
日
本
へ
復
帰
し
た
い
我
々
の
終

戦
以
来
の
悲
願
を
か
な
え
て
下
さ
い
”
と
い

う
歎
願
書
と
共
に
講
和
会
議
の
日
米
全
国
全

権
、
ダ
レ
ス
特
使
と
吉
田
首
相
の
も
と
え
き

よ
う
空
便
で
送
ら
れ
た

署
名
は
満
二
〇
才
以
上
の
該
当
者
二
七
六
、

六
七
七
人
に
対
し
七
二
、
一
パ
ー
セ
ン
ト
で

あ
る

但
し
離
島
は
暴
風
の
た
め
に
未
報
告

が
あ
る
と

最
も
高
率
は
署
名
し
な
い
の
が

タ
ツ
タ
一
人
と
い
う
渡
嘉
敷
村
の
九
九
、
九

パ
ー
セ
ン
ト
、
最
低
は
あ
国
村
の
二
一
、
一

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る

署
名
運
動
の
終
了
に
当
つ
て
知
念
青
年
同
志

会
長
は
”
こ
れ
で
自
分
た
ち
の
気
持
が
ワ
シ

ン
ト
ン
に
行
く
の
か
と
思
え
ば
シ
ン
ミ
リ
す

る
”
と
い
か
に
も
重
荷
を
下
し
た
感
じ
で
次

の
よ
う
に
語
つ
た

実
際
は
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
は
確
実
だ
つ

た
と
思
う
、
方
法
と
大
衆
に
対
す
る
啓
も
う

が
足
り
な
か
つ
た
の
だ
、
署
名
運
動
は
こ
れ

で
打
切
つ
て
も
復
帰
運
動
は
他
の
方
法
で
続

行
す
る
考
え
だ

該
当
者
数
　
　
　
署
名
者
数
　

パ
ー
セ
ン
ト

那
　
覇
　
　
二
三
、
六
一
〇
　

二
〇
、
一
七
五
　
八
五
、
五

首
　
里
　
　
　
九
、
八
二
〇
　
　

八
、
四
八
三
　
八
六
、
四

糸
　
満
　
　
　
七
、
九
四
六
　
　

四
、
六
三
三
　
五
八
、
三

与
那
原
　
　
　
三
、
二
九
六
　
　

二
、
九
五
六
　
八
九
、
七

豊
見
城
　
　
　
三
、
九
八
四
　
　

三
、
六
〇
六
　
九
〇
、
五

兼
　
城
　
　
　
二
、
三
八
七
　
　

二
、
一
六
九
　
九
〇
、
八

高
み
ね
　
　
　
一
、
四
三
六
　
　

一
、
三
〇
七
　
九
一
、

小
ろ
く
　
　
　
六
、
一
〇
六
　
　

五
、
二
六
三
　
八
七
、
四

三
　
和
　
　
　
三
、
七
二
七
　
　

二
、
九
二
九
　
七
八
、
三

具
志
頭
　
　
　
二
、
九
四
九
　
　

二
、
四
二
一
　
八
二
、

東
風
平
　
　
　
三
、
七
五
七
　
　

三
、
〇
二
一
　
八
〇
、
二

一
九
五
一
年

昭
和
二
十
六
年

八
月

一
一
一



玉
　
城
　
　
　
四
、
二
四
〇
　
　

一
、
一
三
〇
　
二
六
、
七

知
　
念
　
　
　
二
、
九
五
二
　
　

二
、
五
六
一
　
八
六
、
八

佐
　
敷
　
　
　
三
、
六
三
七
　
　

三
、
四
三
一
　
九
四
、
三

大
　
里
　
　
　
三
、
一
一
五
　
　

二
、
五
一
三
　
八
〇
、
七

南
風
原
　
　
　
三
、
四
二
七
　
　

三
、
一
六
五
　
九
二
、
三

真
和
志
　
　
一
五
、
四
七
一
　

一
二
、
二
七
〇
　
七
九
、
三

南
部
計
　
一
〇
一
、
八
六
〇
　

八
二
、
〇
二
四
　
八
〇
、
五

石
　
川
　
　
　
八
、
〇
〇
五
　
　

七
、
三
五
三
　
九
一
、
七

浦
　
添
　
　
　
四
、
九
三
六
　
　

四
、
六
四
〇
　
九
四
、

西
　
原
　
　
　
三
、
九
六
八
　
　

三
、
三
〇
五
　
八
三
、
三

中
　
城
　
　
　
四
、
九
五
九
　
　

四
、
〇
七
一
　
八
三
、
七

宜
野
湾
　
　
　
七
、
三
三
六
　
　

五
、
九
九
一
　
八
一
、
七

北
中
城
　
　
　
三
、
九
三
七
　
　

三
、
五
九
三
　
九
一
、
二

北
　
谷
　
　
　
四
、
四
四
九
　
　

三
、
七
一
五
　
八
三
、
五

嘉
手
納
　
　
　
三
、
一
二
六
　
　

二
、
二
一
二
　
七
〇
、
八

読
　
谷
　
　
　
七
、
九
九
一
　
　

六
、
二
四
九
　
七
八
、
二

越
　
来
　
　
　
八
、
〇
六
五
　
　

五
、
〇
一
六
　
六
二
、
七

美
　
里
　
　
　
七
、
五
二
一
　
　

六
、
五
八
五
　
八
七
、
五

具
志
川
　
　
一
五
、
一
〇
七
　
　

八
、
四
二
八
　
五
五
、
八

与
那
城
　
　
　
八
、
四
四
二
　
　

二
、
七
〇
二
　
三
二

勝
　
連
　
　
　
五
、
四
三
九
　
　

四
、
〇
六
八
　
七
四
、
八

中
部
計
　
　
九
三
、
二
八
一
　

六
七
、
九
二
八
　
七
二
、
八

名
　
護
　
　
　
七
、
〇
三
〇
　

四
、
七
二
六
　
六
七
、
二

本
　
部
　
　
　
八
、
二
二
二
　
　

七
、
二
七
三
　
八
八
、
五

恩
　
納
　
　
　
三
、
六
六
一
　
　

二
、
二
六
七
　
六
一
、
九

金
　
武
　
　
　
三
、
八
七
五
　
　

一
、
一
〇
二
　
二
八
、
四

宜
野
座
　
　
　
二
、
四
四
三
　
　

一
、
二
四
五
　
五
一

久
　
志
　
　
　
二
、
七
一
〇
　
　

一
、
九
六
二
　
七
二
、
四

東
　
　
　
　
　
一
、
五
四
五
　
　

一
、
二
六
六
　
八
二

国
　
頭
　
　
　
五
、
〇
一
一
　
　
四
、
九
九
四
　
九
九
、
七

大
宜
味
　
　
　
四
、
一
八
四
　
　
四
、
一
一
五
　
九
八
、
四

羽
　
地
　
　
　
五
、
五
六
七
　
　
四
、
〇
六
三
　
七
三

今
帰
仁
　
　
　
八
、
〇
七
一
　
　
五
、
五
八
四
　
六
九
、
二

上
本
部
　
　
　
二
、
八
六
〇
　
　
二
、
二
○
八
　
七
一
、
七

屋
　
部
　
　
　
二
、
五
二
八
　
　
一
、
八
四
六
　
七
三

北
部
計
　
　
五
七
、
六
四
七
　

四
二
、
六
五
一
　
七
三
、
九

渡
嘉
敷
　
　
　
　
　
六
四
四
　
　
　
　

六
四
三
　
九
九
、
九

座
間
味
　
　
　
一
、
〇
六
二
　
　
　
　

七
九
五
　
七
四
、
八

仲
　
里
　
　
　
四
、
五
四
八
　
　
　
　
　

二
　
　
未
着

具
志
川
　
　
　
三
、
九
五
九
　
　
　
　
　

四
　
　
未
着

渡
名
喜
　
　
　
　
　
八
六
二
　
　
　
　

五
四
三
　
六
二
、
九

あ
　
国
　
　
　
一
、
七
五
〇
　
　
　
　

四
八
一
　
二
一
、
一

伊
　
江
　
　
　
三
、
〇
七
三
　
　
一
、
二
六
八
　
四
一
、
二

伊
是
名
　
　
　
二
、
八
一
九
　
　
　
　
　

五
〇
　
　
未
着

伊
平
屋
　
　
　
二
、
一
〇
七
　
　
一
、
一
七
七
　
五
六
、
四

南
大
東
　
　
　
　
　
四
八
二
　
　
　
　
　
　

三
　
　
未
着

北
大
東
　
　
　
　
　
七
七
八
　
　
　
　
　
　

二
　
　
未
着

屋
我
地
　
　
　
一
、
八
〇
五
　
　
一
、
七
八
五
　
九
八
、
七

離
島
計
　
　
二
三
、
八
八
九
　
　
六
、
七
五
三
　
二
八
、
三

総
　
計
　
二
七
六
、
六
七
七

一
九
九
、
三
五
六
　
七
二
、
一

朗
報
は
つ
ゞ
く
／
久
茂
地
、
美

栄
橋
開
放
う
新
　
１
９
５
１
・
９
・
６

那
覇
市
民
に
朗
報
は
つ
づ
く

辻
東
町
の

軍
使
用
地
開
放
に
つ
い
で
久
茂
地
町
と
元
県

庁
通
り
以
西
の
元
沖
縄
電
気
会
社
を
含
む
美

栄
橋
町
が
解
放
さ
れ
た
旨
五
日
沖
縄
民
政
官

府
首
席
民
政
官
ゼ
ン
キ
ン
ス
中
佐
か
ら
知
事

宛
通
達
さ
れ
た

今
回
の
解
放
地
は
旧
久
茂
地
通
り
か
ら
久
茂

地
橋
迄
の
一
帯
と
美
栄
橋
町
は
琉
球
中
央
倉

庫
敷
地
か
ら
元
沖
電
敷
地
を
越
え
て
旧
松
尾

に
至
る
二
万
三
千
八
百
坪
の
広
大
な
面
積
で

あ
る

｜
社
　
説
｜

崇
元
寺
復
旧
工
事
の
意
義

う
新
　
１
９
５
１
・
９
・
７

今
次
大
戦
で
破
壊
さ
れ
た
ま
ま
に
顧
り
み

ら
れ
な
い
古
文
化
財
の
保
護
と
こ
れ
が
早
き

復
旧
に
つ
い
て
は
本
欄
で
し
ば
し
ば
強
調
し

た
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
に
就
い
て
は
何

人
も
異
論
が
あ
ろ
う
筈
は
な
い
と
思
わ
れ

る
。
今
回
沖
縄
史
蹟
保
存
会
を
中
心
と
す
る

各
種
団
体
が
積
極
的
に
そ
う
元
寺
石
門
の
復

旧
に
着
眼
し
住
民
多
数
の
多
大
な
る
協
力
に

よ
つ
て
き
の
う
復
旧
起
工
式
を
あ
げ
得
た
こ

と
は
住
民
が
古
文
化
財
を
愛
護
す
る
熱
意
の

ほ
ど
の
顕
れ
で
あ
り
戦
後
荒
れ
る
が
ま
ま
に

放
置
さ
れ
た
史
蹟
の
本
格
的
復
旧
工
事
で
あ

る
だ
け
に
慶
び
に
絶
え
な
い
と
同
時
に
こ
れ

に
刺
激
さ
れ
て
各
地
各
所
の
名
勝
史
蹟
が
つ

ぎ
つ
ぎ
と
修
復
さ
れ
る
動
機
を
生
み
出
し
た

こ
と
に
思
い
至
る
と
誠
に
意
義
深
い
も
の
と

云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
う
元
寺
は
今
か
ら
四
百
五
、
六
十
年
前

の
尚
敬
王
時
代
に
建
設
さ
れ
一
見
無
雑
作
に

似
て
重
厚
深
刻
な
そ
の
構
造
は
沖
縄
が
世
界

に
誇
り
得
る
優
秀
芸
術
品
と
し
て
自
他
共
に

許
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
海
外
か
ら
訪
れ
る

人
々
に
と
つ
て
は
驚
異
に
価
す
る
ほ
ど
の
優

雅
な
作
品
で
も
あ
つ
た
、
こ
の
歴
史
的
高
雅

な
史
蹟
が
戦
後
七
年
の
才
月
を
経
て
在
り
し

日
の
姿
を
再
現
す
る
こ
と
は
吾
々
沖
縄
人
の

祖
先
が
残
し
た
優
秀
な
石
造
芸
術
品
の
復
旧

を
意
味
し
戦
禍
で
荒
れ
果
て
た
沖
縄
に
さ
ん

と
し
て
輝
く
史
蹟
の
再
現
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

し
か
し
こ
れ
は
そ
う
元
寺
石
門
の
復
旧
さ

れ
る
こ
と
の
喜
び
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は

こ
れ
に
つ
い
で
第
二
、
第
三
の
破
か
い
さ
れ

た
古
文
化
財
の
復
旧
に
思
い
を
至
さ
ね
ば
な

ら
な
い
。
き
の
う
の
起
工
式
に
臨
ん
だ
ル
イ

ス
准
将
も
そ
の
祝
辞
の
中
に

吾
々
は
そ
う

元
寺
石
門
の
芸
術
的
価
値
も
充
分
認
め
る

が
、
こ
こ
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
復
旧
の
機

会
を
作
り
得
た
こ
と
で
あ
る

と
強
調
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
機
会
に
吾
々
の

力
に
よ
り
、
吾
々
の
手
に
よ
つ
て
つ
ぎ
つ
ぎ

と
荒
れ
た
古
文
化
財
復
旧
の
大
き
な
動
機
と

な
る
こ
と
が
何
よ
り
の
収
穫
で
あ
る
と
考
え

る
石
造
建
築
物
と
し
て
他
に
誇
る
も
の
に
浦

添
の

世
衰

首
里
の

園
比
屋
武
御
た
け

な
ど
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
荒
る
ま
ま
に
な
つ

て
一
般
か
ら
憂
慮
さ
れ
て
い
る
。

一
九
五
一
年

昭
和
二
十
六
年

八
｜
九
月

一
一
二



ま
た
辻
原
一
帯
の
墓
地
に
は
琉
球
随
一
の

学
者
と
し
て
知
ら
れ
た
程
順
則
の
墓
や
石
造

建
築
物
と
し
て
優
秀
な
墓
が
相
当
残
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
優
秀
な
石
造
建
築
物
が
那

覇
市
の
都
市
計
画
に
よ
つ
て
お
し
気
も
な
く

取
除
か
れ
る
運
命
に
お
か
れ
て
い
る
。
成
程

都
市
計
画
も
戦
後
の
那
覇
市
に
課
さ
れ
た
最

も
重
要
な
大
事
業
で
あ
り
完
璧
な
百
年
の
計

を
建
て
る
こ
と
は
も
ち
論
必
要
且
つ
緊
要
と

い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
と
同
時
に

吾
々
は
祖
先
の
残
し
た
優
秀
な
石
造
建
築
物

の
保
存
、
保
護
も
同
様
の
重
要
事
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
取
壊
し
て
後
日
に
悔
を

永
く
残
す
こ
と
の
な
い
よ
う
細
密
な
都
市
計

画
と
併
行
し
て
市
民
は
こ
れ
ら
古
文
化
財
の

愛
護
と
保
存
に
関
心
を
払
い
同
時
に
市
当
局

の
留
意
が
望
ま
し
い
こ
と
を
強
調
す
る
。

広
告
／
那
覇
市
真
和
志
村
民
の

皆
さ
ん
へ
う
新
　
１
９
５
１
・
９
・
９

今
年
は
非
常
に
暑
く
ひ
で
り
が
続
い
て
水

も
少
い
。
伝
染
病
も
あ
ち
こ
ち
で
発
生
し
て

い
る
。
み
ん
な
憂
う
つ
だ
。
そ
れ
に
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
の
講
和
会
議
の
結
果
も
、
沖
縄

住
民
の
希
望
通
り
即
時
日
本
復
帰
に
な
る
か

あ
る
い
は
信
託
統
治
に
な
る
の
か
ま
だ
は
つ

き
り
わ
か
ら
な
い
新
聞
紙
上
は
毎
日
に
ぎ
や

か
で
あ
る
が
ど
う
も
吾
々
沖
縄
住
民
に
は
ぴ

ん
と
こ
な
い
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
吾
々
は
、

市
民
と
し
て
、
村
民
と
し
て
み
ん
な
で
作
つ

て
い
る
社
会
で
住
ん
で
い
る
か
ら
に
は
、
生

き
る
た
め
の
、
生
活
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め

の
要
求
が
あ
り
、
又
そ
れ
を
主
張
す
る
権
利

を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

今
沖
縄
住
民
の
一
番
大
き
な
問
題
は
税
金

の
問
題
、
土
地
の
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
那

覇
市
民
、
真
和
志
村
民
に
と
つ
て
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
住
ん
で
い
る
土
地
な
り
の
疑
問
や
要

求
が
あ
る
筈
で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
う
し
た
ら

ど
う
か
、
こ
れ
は
こ
う
し
て
も
ら
い
た
い
。

そ
う
い
う
市
、
村
当
局
、
或
は
群
島
政
府
に

対
す
る
希
望
や
質
問
な
ど
。
わ
れ
わ
れ
は
お

互
い
の
最
低
生
活
を
確
保
す
る
た
め
に
、
集

つ
て
相
談
し
意
見
を
発
表
し
、
そ
こ
か
ら
出

て
く
る
市
民
の
、
村
民
の
要
求
を
そ
れ
ぞ
れ

の
関
係
当
局
に
実
現
し
て
も
ら
う
必
要
に
せ

ま
ら
れ
て
い
る
。
税
金
の
重
あ
つ
、
土
地
問

題
の

住

に
対
す
る
不
安
が
、
ま
す
ま
す

那
覇
市
民
、
真
和
志
村
民
の
生
活
を
不
安
定

な
も
の
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

吾
々
那
覇
市
民
、
真
和
志
村
民
大
会
準
備
委

員
会
は
、
こ
う
い
う
目
的
の
も
と
に
集
り
、

本
大
会
の
開
催
を
両
市
村
民
の
皆
さ
ん
に
訴

え
る
も
の
で
あ
る
。

全
那
覇
市
民
、
真
和
志
村
民
の
御
参
加
を

請
う
。
日
　
時
　
一
九
五
一
年
九
月
九
日

日

午
後
一
時

場
　
所
　
那
覇
劇
場

那
覇
市
真
和
志
村
民
大
会
準
備
委
員
会

｜
社
　
説
｜

講
和
条
約
調
印
さ
る

沖
タ
　
１
９
５
１
・
９
・
10

大
波
瀾
を
予
想
さ
れ
て
居
た
桑
港
講
和
会
議

は
ソ
連
側
の
反
撃
的
態
度
が
思
つ
た
程
の
反

響
も
な
く
議
事
は
予
定
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
追

う
て
進
行
し
、
八
日
講
和
条
約
の
調
印
が
行

わ
れ
た
。
ま
さ
に
世
界
史
の
転
換
で
あ
る
。

過
去
六
カ
年
間
敗
戦
国
と
し
て
連
合
国
の
管

理
下
に
お
か
れ
、
そ
の
指
導
の
も
と
に
民
主

化
へ
の
新
し
い
道
を
歩
い
て
き
た
日
本
は
条

約
の
発
効
と
共
に
独
立
の
主
権
国
家
と
し
て

ア
ジ
ア
の
一
角
に
新
生
の
輝
か
し
い
日
を
迎

え
る
の
で
あ
る
。
が
、
日
本
の
占
め
て
居
る

政
治
的
戦
略
的
地
位
と
強
靱
な
る
工
業
潜
存

力
と
八
千
□
百
余
万
の
人
的
資
源
は
敗
戦
か

ら
起
ち
あ
が
つ
た
ば
か
り
と
は
言
え
優
に
ア

ジ
ア
の
大
国
た
る
の
資
格
を
失
わ
し
め
る
も

の
で
は
な
い
。
日
本
と
提
携
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
ア
ジ
ア
に
安
定
勢
力
を
築
く
こ
と
が
出

来
る
と
い
う
事
実
が
日
本
に
”
和
解
と
理

解
”
の
講
和
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

講
和
後
の
日
本
が
経
済
的
に
幾
多
の
困
難
が

予
想
さ
れ
又
過
剰
人
口
の
処
理
に
は
深
刻
な

る
苦
悩
を
内
包
し
て
居
る
に
拘
わ
ら
ず
、
そ

の
前
途
は
光
明
に
満
た
さ
れ
て
居
る
の
も
国

際
情
勢
の
一
大
変
化
に
よ
つ
て
齎
ら
さ
れ
た

る
も
の
で
あ
つ
て
誠
に
幸
運
に
恵
ぐ
ま
れ
て

居
た
と
言
え
よ
う
。

講
和
会
議
に
於
て
も
米
ソ
の
対
立
は
鋭
い
様

相
を
以
て
現
わ
れ
、
講
和
即
ち
平
和
と
は
言

え
な
い
甚
だ
遺
憾
極
ま
る
印
象
を
与
え
ら
れ

た
の
で
あ
る
が
、
開
会
式
劈
頭
の
演
説
に
於

て
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
は
”
あ
ら
ゆ
る
国
の

国
民
は
今
何
も
の
に
も
ま
し
て

た
ゞ
一
つ

の
も
の

を
切
望
し
て
居
り
、
こ
れ
を
あ
く

ま
で
獲
得
す
る
決
意
を
固
め
て
居
る
。
か
れ

ら
が
望
ん
で
居
る
た
だ
一
つ
の
も
の
、
そ
れ

は

平
和
な
世
界

で
あ
る
。
す
べ
て
の
人

す
べ
て
の
国
に
と
つ
て
正
義
と
自
由
の
通
用

す
る
世
界
で
あ
る
。
此
処
に
こ
の
会
議
に
代

表
を
送
つ
た
国
々
の
国
民
は
い
ず
れ
も
吾
々

が
こ
の
目
標
に
到
達
す
る
た
め
出
来
る
限
り

の
手
段
を
と
る
こ
と
を
要
求
し
て
居
る
の
で

あ
る
”
と
平
和
の
実
現
を
唯
一
の
目
標
と
し

て
居
る
こ
と
を
指
摘
し
て
居
る
。

こ
れ
は
日
本
と
の
講
和
条
約
の
成
立
に
よ
つ

て
平
和
を
回
復
す
る
と
い
う
だ
け
の
こ
と
を

意
味
し
て
居
る
の
で
は
な
い
。
日
本
と
の
講

和
が
成
立
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
世
界
の
平
和

を
築
き
あ
げ
て
行
く
、
即
ち

た
だ
一
つ
の

も
の

平
和
へ
の
一
歩
前
進
を
意
味
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。

朝
鮮
事
変
は
国
連
軍
側
も
共
産
軍
側
も
自
説

一
九
五
一
年

昭
和
二
十
六
年

九
月

一
一
三
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を
固
執
し
て
停
戦
交
渉
は
難
航
し
前
途
は
予

断
を
許
さ
な
い
も
の
が
あ
る
が
、
し
か
し
双

方
と
も
和
平
妥
結
の
望
み
は
捨
て
ゝ
居
な
い

の
で
あ
る
か
ら
最
悪
の
事
態
を
予
想
す
る
こ

と
は
当
を
得
た
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

自
由
諸
国
間
の
利
害
関
係
に
も
錯
綜
が
あ

り
、
こ
れ
が
調
整
に
も
多
く
の
困
難
が
あ
る

上
に
米
ソ
両
陣
営
の
対
立
は
容
易
に
釈
け
そ

う
も
な
い
世
界
の
現
状
に
於
て
平
和
を

た

だ
一
つ
の
も
の

と
し
て
そ
の
実
現
に
努
力

す
る
こ
と
の
如
何
に
困
難
な
る
も
の
で
あ
る

か
は
言
を
俟
た
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
う
か

と
言
う
て
こ
れ
に
対
す
る
努
力
が
緩
め
ら
れ

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。
世

界
人
類
の
幸
福
は
平
和
と
自
由
の
中
に
於
て

の
み
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
平
和
と
自

由
を
確
保
す
る
の
が
政
治
で
あ
る
。
謙
虚
な

る
忍
耐
心
と
戦
争
を
絶
滅
す
る
の
確
信
こ
そ

平
和
を
齎
来
す
る
要
素
で
あ
り
、
世
界
の
政

治
家
に
期
待
す
る
の
も
此
の
点
で
あ
る
。

講
和
条
約
は
日
本
に
新
し
い
道
を
開
い
て
く

れ
る
の
み
で
な
く
、
世
界
人
類
の
幸
福
を
増

進
す
る
た
め
に
偉
大
な
る
貢
献
を
な
す
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
の
意
味
に
於
て

吾
々
は
桑
港
の
歴
史
的
会
議
が
人
類
の
進
歩

発
展
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
て
く
れ
る
こ
と

を
信
じ
、
こ
の
会
議
を
成
功
裡
に
終
ら
し
め

た
米
国
の
努
力
に
対
し
感
謝
せ
ず
に
は
居
れ

な
い
。

那
覇
真
和
志
村
民
大
会
で
決
議

琉
新
　
１
９
５
１
・
９
・
11

那
覇
市
真
和
志
村
合
同
市
村
民
大
会
は
九
日

那
覇
劇
場
で
開
か
れ
左
の
通
り
決
議
を
行
つ

た△
排
水
工
事
急
げ
△
区
長
制
再
現
せ
よ
△
牧

志
大
通
り
を
早
急
に
補
装
せ
よ
△
課
税
證
明

書
の
だ
き
合
せ
を
や
め
よ

右
那
覇
市
及
び
真
和
志
村
当
局
に
即
時
実
施

を
要
望

”
困
苦
も
平
ち
や
ら
”
／
市
民

は
立
上
つ
た
／
當
間
市
長
福

岡
で
語
る

新
民
報
　
１
９
５
１
・
９
・
15

福
岡

那
覇
市
長
当
間
重
民
氏
は
去
月
末

日
空
路
東
京
羽
田
着
、
約
四
十
日
間
の
旅
程

を
も
つ
て
終
戦
後
の
日
本
に
於
け
る
戦
災
都

市
の
都
市
計
画
、
地
方
自
治
と
地
方
財
政
の

状
況
視
察
の
任
を
帯
び
、
東
京
、
名
古
屋
、

広
島
、
福
岡
、
鹿
児
島
の
諸
市
を
訪
問
す
る

事
と
な
り
九
日
西
下
し
十
日
十
一
時
五
分
、

博
多
駅
着
、
次
の
如
く
語
つ
た

那
覇
市
は
零
に
な
る
ま
で
戦
火
を
蒙
り
市

民
の
困
苦
は
筆
舌
に
つ
く
し
難
い
も
の
が
あ

つ
た
。
し
か
る
に
市
民
諸
君
は
沖
縄
人
独
特

の
旺
盛
な
る
生
活
力
を
示
し
幾
多
の
困
難
を

克
復
し
て
立
ち
上
つ
て
い
る
。
沖
縄
の
歴
史

が
物
語
つ
て
い
る
よ
う
に
、
沖
縄
人
は
最
大

の
困
難
に
あ
う
た
び
毎
に
亡
び
去
ら
ず
か
へ

つ
て
禍
を
制
し
て
福
を
築
く
と
い
う
ね
ば
り

を
見
せ
て
い
る
。
そ
れ
で
わ
れ
わ
れ
は
祖
先

の
足
跡
を
後
世
に
つ
な
ぎ
、
信
託
期
間
中
と

雖
も
一
段
と
は
げ
み
、
米
国
文
化
を
学
び
と

り
日
本
文
化
と
交
流
さ
せ
、
独
自
の
文
化
を

身
に
つ
け
る
べ
く
躍
起
と
な
つ
て
い
る
。
那

覇
市
の
都
市
計
画
も
、
こ
の
意
味
で
ス
ケ
ー

ル
を
拡
大
し
後
日
、
悔
を
残
さ
ぬ
よ
う
万
全

を
期
し
沖
縄
の
表
玄
関
と
し
て
内
外
に
備
え

る
積
り
で
あ
る
。
九
州
で
は
福
岡
、
鹿
児
島

の
都
計
を
初
め
と
し
て
地
方
財
政
の
ド
ル
箱

と
な
つ
て
い
る
競
輪
や
中
商
工
業
の
育
成
振

興
に
関
す
る
視
察
を
な
し
そ
の
長
を
と
つ
て

那
覇
市
政
の
短
を
補
い
健
全
な
る
発
展
に
資

す
る
積
り
で
あ
る

と
な
お
氏
は
九
月
十
三

日
三
十
三
列
車
に
て
鹿
児
島
市
を
訪
問
二
泊

し
再
度
福
岡
に
立
寄
り
一
泊
し
、
十
六
日
三

十
八
列
車
筑
紫
号
で
広
島
に
向
け
出
発
し
た

大
絃
小
絃沖
タ
　
１
９
５
１
・
９
・
16

数
度
の
衛
生
テ
ス
ト
に
落
第
し
て
い
た
那
覇

市
が
こ
ん
ど
や
つ
と
の
こ
と
で
パ
ス
、
一
昨

日
よ
り
オ
フ
・
リ
ミ
ツ
ツ
が
解
か
れ
た
、
真

ツ
先
に
嬉
し
が
つ
た
の
は
大
小
さ
ま
／
＼
な

店
の
主
人
た
ち
で
あ
る
が
、
何
ん
と
し
て
も

一
番
最
後
ま
で
オ
ン
・
リ
ミ
ツ
ツ
の
お
預
け

喰
つ
た
も
の
は
恥
し
い
限
り
で
あ
る
▼
個
人

の
場
合
な
ら
、
周
囲
の
眼
に
そ
れ
こ
そ
顔
も

あ
げ
ら
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
る
の
に
そ
れ
が
市

全
体
の
問
題
と
な
る
と

不
潔

の
ら
く
印

を
捺
さ
れ
て
も
案
外
皆
が
平
気
で
い
る
。
こ

れ
は
一
体
ど
う
説
明
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
▼

蚊
や
蝿
を
無
く
し
、
街
を
清
潔
に
す
る
こ
と

は
何
も
外
人
に
出
入
り
し
て
貰
い
た
い
の
が

目
的
で
な
く
、
お
互
い
住
民
の
保
健
が
第
一

で
あ
る
こ
と
は
解
り
切
つ
た
話
で
、
そ
れ
が

オ
フ

だ
と
か

オ
ン

だ
と
か
の
こ
と

で
ワ
イ
／
＼
騒
が
れ
る
の
は
聞
こ
え
ぬ
話
で

あ
る
▼
終
戦
直
後
、
私
達
は
よ
く

衛
生
班

長

と
い
う
言
葉
を
聞
か
さ
れ
た
、
そ
れ
ほ

ど
彼
ら
は
そ
れ
を
重
ん
じ
、
罐
詰
の
空
罐
の

一
つ
一
つ
を
水
の
溜
ら
ぬ
よ
う
蝨
潰
し
に
ペ

ツ
シ
ヤ
ン
コ
に
す
る
周
到
さ
だ
つ
た
、
市
民

の
一
人
一
人
が
常
日
頃
か
ら
こ
う
し
た
心
構

え
に
徹
し
て
い
る
と
す
れ
ば
も
つ
と
／
＼
き

れ
い
な
街
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
▼

衛
生
施
設
の
改
善
に
市
当
局
へ
更
に
多
大
の

予
算
を
出
し
て
貰
い
た
い
の
は
山
々
だ
が
、

自
分
の
家
の
下
水
を
隣
の
家
の
前
へ
垂
れ
流

し
に
し
て
平
気
で
い
る
不
心
得
者
が
無
く
な

ら
な
い
限
り
、
決
し
て
清
潔
な
街
が
生
れ
る

筈
が
な
い
▼
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
他
は
ど
う

で
も
い
ゝ
と
い
う
協
同
心
の
欠
如
が
街
を
汚

し
て
い
る
原
因
の
一
つ
で
あ
る
ま
い
か

一
九
五
一
年

昭
和
二
十
六
年

九
月

一
一
四



割
当
土
地
条
例
一
日
か
ら
施
行

琉
新
　
１
９
５
１
・
10
・
２

重
要
法
令
と
し
て
議
会
で
も
慎
重
に
と
う
議

さ
れ
た
沖
縄
群
島
割
当
土
地
に
か
ん
す
る
臨

時
処
理
条
例
は
二
十
八
日
特
別
布
告
第
四
号

で
公
布
さ
れ
予
定
通
り
十
月
一
日
か
ら
施
行

さ
れ
た

｜
社
　
説
｜

那
覇
の
浸
水
予
防
対
策
を

琉
新
　
１
９
５
１
・
10
・
26

戦
前
は
滅
多
に
見
ら
れ
な
か
つ
た
が
、
戦

後
の
那
覇
市
、
特
に
市
場
か
ら
我
部
橋
下
手

一
帯
の
密
集
地
区
で
は
浸
水
騒
が
年
中
行
事

と
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
四
六
年
の
那
覇
市
の

浸
水
は
最
も
ひ
ど
か
つ
た
が
、
そ
の
後
我
部

川
筋
の
し
ゆ
ん
せ
つ
と
護
岸
施
工
に
よ
つ
て

幾
分
改
善
は
さ
れ
た
が
、
根
本
的
な
工
事
が

な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
今
年
に
な
つ
て

か
ら
も
床
上
ま
で
の
浸
水
は
何
回
か
に
及
ん

で
い
る
。

海
岸
地
帯
に
お
け
る
住
宅
地
域
浸
水
は
海

水
が
洗
い
流
す
よ
う
な
も
の
で
、
衛
生
上
そ

れ
ほ
ど
問
題
で
な
く
、
今
回
の
与
根
や
奥
武

部
落
の
如
き
稀
な
場
合
で
な
け
れ
ば
大
し
た

被
害
も
受
け
な
い
で
す
む
。
し
か
し
那
覇
市

の
場
合
は
大
い
に
趣
を
異
す
る
。

那
覇
市
場
附
近
の
浸
水
の
場
合
は
溝
の
汚

水
も
家
々
の
汚
物
も
一
つ
に
な
つ
て
家
内
か

ら
街
路
に
何
時
間
も
漂
う
と
い
う
こ
と
は
実

に
り
つ
然
た
る
も
の
が
あ
る
。
数
次
に
わ
た

る
浸
水
で
悪
性
伝
染
病
が
流
行
し
な
い
の

は
、
衛
生
当
局
の
努
力
の
贈
物
か
も
知
れ
な

い
が
、
不
思
議
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
或
は

そ
う
観
察
す
る
の
は
素
人
の
誤
り
で
、
こ
の

浸
水
の
た
め
に
ど
れ
だ
け
寄
生
虫
の
伝
ぱ
を

助
け
て
い
る
か
、
専
門
家
の
研
究
に
ま
た
ね

ば
な
ら
ぬ
問
題
か
も
知
れ
ぬ
。

那
覇
市
の
都
計
は
す
で
に
立
案
の
域
を
脱

し
、
新
し
く
開
放
さ
れ
た
東
町
方
面
に
お
い

て
は
同
計
画
の
線
に
そ
う
て
区
画
整
理
も
進

め
ら
れ
て
い
て
、
漸
次
体
を
な
し
て
い
く
も

の
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
問
題
は
そ
れ
に
要
す

る
資
金
の
調
達
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
ど
の
程

度
順
調
に
行
く
か
は
も
ち
論
机
上
プ
ラ
ン
だ

け
に
き
待
出
来
る
も
の
で
は
な
く
、
主
と
し

て
財
政
の
如
何
に
か
か
つ
て
く
る
。
結
局
名

案
が
成
つ
て
も
財
政
こ
れ
に
伴
わ
な
け
れ
ば

如
何
と
も
な
し
難
い
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が

つ
て
当
面
は
グ
ラ
ン
ド
・
プ
ラ
ン
の
実
現
が

第
一
で
上
水
道
こ
れ
に
次
ぎ
下
水
道
は
最
後

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
特
に
下
水
道
は
ば
く
大

な
資
金
を
要
す
る
一
方
、
こ
れ
に
よ
る
利
益

は
美
化
と
い
う
精
神
的
な
も
の
と
、
衛
生
的

な
眼
に
見
え
な
い
利
益
以
外
に
は
び
た
一
文

に
も
な
ら
ぬ
。
当
局
者
と
し
て
も
下
水
の
必

要
を
知
ら
ぬ
の
で
な
く
、
金
が
な
い
だ
け
で

あ
ろ
う
。
那
覇
市
の
下
水
完
成
に
は
数
お
く

円
も
か
ゝ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

こ
れ
は
現
在
望
む
べ
く
も
な
い
こ
と
で
、
資

金
を
先
ず
上
水
道
と
電
燈
設
備
に
振
り
向
け

て
欲
し
い
と
は
全
市
民
の
ひ
と
し
く
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
こ
で
問
題
は
那
覇
市
の
都
計
案
の
実
施

と
現
実
の
浸
水
防
除
と
を
何
と
か
だ
き
合
わ

せ
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
浸
水
の
度
に
被
害
を
受
け
る
市
民
は
何

分
の
一
か
知
ら
な
い
が
、
こ
れ
に
よ
る
直
接

間
接
の
損
失
は
ば
く
大
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

伝
染
病
の
誘
発
な
ど
を
考
え
る
こ
と
は
多
く

の
人
命
に
も
か
ゝ
わ
る
こ
と
で
あ
る
。

那
覇
市
都
計
で
は
我
部
川
一
帯
の
浸
水
防

除
の
た
め
に
、
農
試
場
附
近
か
ら
古
波
蔵
へ

の
排
水
路
を
設
け
識
名
台
地
か
ら
の
降
水
を

漫
湖
に
は
か
せ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
調
査
研
究
に
よ
る
決
定

で
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
つ
い
て
何
も
言
う
べ
き

こ
と
は
な
い
。た
だ
市
民
の
望
む
と
こ
ろ
は
、

こ
の
予
定
の
排
水
路
を
当
面
の
必
要
か
ら
第

一
に
施
工
し
、
浸
水
騒
ぎ
を
無
く
す
こ
と
で

あ
る
。
那
覇
市
場
一
帯
が
衛
生
化
す
る
こ
と
は
全

市
民
の
生
活
上
必
要
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ

に
資
金
を
注
ぐ
こ
と
は
無
駄
で
あ
ろ
う
は
ず

は
な
い
。
現
在
の
那
覇
中
心
部
が
こ
ゝ
数
年

或
は
永
久
的
に
移
動
す
る
と
い
う
こ
と
が
考

え
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
い
よ
い
よ
そ
の
意
義

は
大
き
く
な
つ
て
く
る
。
工
事
に
関
し
必
要

と
あ
れ
ば
真
和
志
村
も
快
く
協
力
す
る
で
あ

ろ
う
。
市
当
局
の
賢
明
な
処
置
を
望
む
次
第

で
あ
る
。

区
民
の
手
で
水
道
／
水
の
な
い

栄
町
に
／
真
和
志

沖
タ
　
１
９
５
１
・
11
・
23

真
和
志
村
栄
町
で
は
水
の
不
自
由
を
緩
和
し

よ
う
と
昨
年
八
月
十
日
区
民
の
要
望
に
よ
り

栄
町
簡
易
水
道
の
設
置
方
を
村
議
会
宛
陳
情

し
た
と
こ
ろ
が
村
議
会
で
は
こ
れ
は
村
民
全

体
の
益
に
な
ら
ぬ
と
い
う
理
由
で
却
下
さ
れ

た
の
で
、
区
民
自
ら
の
力
で
設
置
し
よ
う
と

計
画
、
村
当
局
に
パ
イ
プ
蒐
集
方
を
陳
情
す

る
一
方
水
源
地
を
首
里
市
山
川
ヒ
ー
ジ
ア
ー

に
求
め
山
川
区
民
の
余
水
を
分
け
て
貰
う
と

話
が
纏
ま
り
、
早
速
一
〇
〇
石
入
貯
水
タ
ン

ク
を
水
源
地
に
造
り
本
年
八
月
ご
ろ
幹
線
四

イ
ン
チ
パ
イ
プ
を
栄
町
旧
ロ
ー
タ
リ
ー
ま
で

敷
設
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
後
支
線
パ

イ
プ

二
イ
ン
チ

、
引
込
線
パ
イ
プ

一

イ
ン
チ

を
蒐
集
に
努
め
た
が
思
う
よ
う
に

集
ま
ら
ず
最
近
各
戸
に
ま
で
配
給
出
来
る
量

の
パ
イ
プ
を
入
手

今
月
末
日
か
ら
各
戸
に
配
水
出
来
る
運
び

と
な
つ
て
お
り
本
年
七
月
ご
ろ
栄
町
水
道

組
合
を
組
織
工
事
費
と
し
て
各
戸
か
ら
五

〇
〇
円
を
徴
収
施
工
費
六
五
万
円
の
う
ち

一
九
五
一
年

昭
和
二
十
六
年

十
｜
十
一
月

一
一
五



復
金
か
ら
四
〇
万
円
の
借
入
れ
に
も
成

功
、
現
在
約
三
〇
〇
戸
の
申
込
が
あ
り
栄

町
区
民
の
希
望
者
を
満
た
し
た
の
ち
付
近

住
民
の
要
望
に
も
応
え
た
い
と
の
こ
と
で

消
費
者
は
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ
、
そ
の

他
の
六
つ
に
区
分
最
高
三
〇
〇
円
か
ら
最

低
八
〇
の
水
道
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
に

な
つ
て
お
り
大
道
初
中
校
に
は
無
料
で
給

水
消
火
栓
十
七
個
所
を
設
置
、
大
道
初
校

両
方
高
台
に
四
〇
〇
石
の
貯
水
タ
ン
ク
を

設
置
し
て
調
節
す
る
よ
う
に
な
つ
て
い
る

区
長
我
那
覇
生
享
氏
は
語
る

中
止
し
よ
う

か
と
も
考
え
て
い
た
が
一
年
半
ぶ
り
に
解
決

こ
れ
も
実
行
委
員
の
努
力
の
お
蔭
だ
と
感
謝

し
て
い
る

真
和
志
村
も
都
計
課
新
設
／
市

昇
格
へ
の
気
運
／
棚
上
げ
の

合
併
問
題
よ
そ
に

沖
タ
　
１
９
５
１
・
11
・
25

那
覇
、
真
和
志
の
合
併
問
題
は
棚
上
げ
の
形

と
な
つ
て
い
る
が
真
和
志
村
で
は
最
近
一
応

市
の
形
態
を
と
ゝ
の
え
市
に
昇
格
し
て
の
ち

合
併
し
た
方
が
い
い
と
の
空
気
が
濃
厚
に
な

り
つ
ゝ
あ
る

同
村
は
総
人
口
四
万
を
突
破
労
務
人
口
動
態

を
み
る
と
軍
作
業
二
、
七
四
一
、
土
建
業
一
、

九
七
八
　
農
業
一
、
五
六
〇
、
事
務
員

官

吏
会
社
員
な
ど

一
、
三
一
八
、
商
業
一
、

一
五
一
、
工
業
一
、
〇
三
九
、
其
他
雑
業
を

含
め
た
可
働
総
人
口
□
一
三
、
七
四
七
人
の

う
ち
農
業
は
僅
か
に
一
、
五
六
〇
人
と
な
つ

て
お
り
立
派
な
都
市
的
様
相
を
呈
し
て
い
る

と
い
う
の
が
そ
の
理
由

既
に
村
当
局
で
は
都
市
計
画
課
を
新
設
そ

の
第
一
歩
と
し
て
道
路
網
の
整
備
を
計
画

同
時
に
水
道
　
電
気
関
係
に
も
手
を
延
ば

し
本
年
末
ま
で
に
こ
れ
を
完
成
す
べ
く
急

い
で
い
る

義
永
助
役
の
話

こ
の
空
気
は
既
に
議
会
の

要
望
も
あ
つ
て
来
年
四
月
を
期
し
て
実
現
さ

す
べ
く
そ
の
調
査
を
す
ゝ
め
て
い
る
実
現
に

都
市
形
態
を
示
し
て
い
る
以
上
計
画
を
立
て

ね
ば
ど
う
に
も
な
ら
な
い

｜
社
　
説
｜

那
覇
真
和
志
の
住
宅
街
と
区
画

整
理
琉
新
　
１
９
５
１
・
12
・
14

那
覇
市
で
は
都
市
計
画
を
先
ず
開
放
地
区

か
ら
と
し
て
着
々
区
画
計
画
の
下
に
仕
事
を

す
す
め
て
い
る
か
ら
、
そ
の
方
面
に
関
す
る

限
り
整
然
と
し
た
市
街
が
建
設
さ
れ
る
は
ず

で
あ
る
。
こ
の
分
に
つ
い
て
は
市
当
局
者
も

新
築
に
対
し
て
は
手
抜
り
な
く
計
画
に
即
し

た
処
置
を
取
つ
て
い
る
。
か
く
て
今
後
に
再

建
さ
れ
る
新
市
街
に
つ
い
て
は
問
題
は
無

い
。
と
こ
ろ
が
那
覇
市
の
真
和
志
境
い
住
宅

地
域
と
真
和
志
村
の
新
開
地
の
住
宅
区
域
は

甚
だ
し
い
混
乱
状
態
に
あ
る
。

那
覇
市
が
人
口
五
万
真
和
志
村
が
四
万
を

突
破
し
、
両
市
村
で
十
万
の
都
市
に
な
る
の

は
後
一
年
を
待
た
な
い
。
し
か
も
現
在
の
両

市
村
は
事
実
に
お
い
て
は
一
集
団
を
な
し
て

い
て
行
政
的
な
分
立
自
体
が
住
民
に
は
全
く

の
わ
ず
ら
わ
し
さ
を
感
じ
さ
せ
て
い
る
如
き

有
様
で
あ
る
。
合
併
に
つ
い
て
の
行
政
処
置

は
別
と
し
て
、
日
常
住
居
の
利
便
の
上
か
ら

一
つ
の
重
要
な
問
題
は
道
路
計
画
す
な
わ
ち

区
画
整
理
で
あ
る
。

那
覇
と
真
和
志
の
新
し
く
住
宅
地
域
に
転

換
し
つ
ゝ
あ
る
と
こ
ろ
で
は
新
築
建
物
が
芋

を
洗
う
よ
う
に
ひ
し
め
き
合
い
、
通
路
ら
し

い
通
路
も
な
く
、
地
主
或
は
借
地
人
は
限
ら

れ
た
地
面
を
最
大
限
に
利
用
し
て
い
る
。
隣

近
所
の
利
便
は
お
ろ
か
、
結
局
は
自
分
の
住

居
環
境
が
悪
く
な
る
こ
と
す
ら
考
え
ず
に
居

を
構
え
て
い
る
の
が
多
い
。
現
状
の
ま
ゝ
後

一
、
二
年
経
過
す
る
な
ら
ば
、
恐
る
べ
き
迷

路
を
現
じ
、
非
常
の
際
に
は
危
険
極
ま
る
も

の
と
な
ろ
う
。

両
市
村
当
局
に
お
い
て
は
全
く
の
無
計
画

で
放
任
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
役
所
に
は

そ
れ
ぞ
れ
道
路
計
画
図
も
ち
や
ん
と
出
来
て

い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
い
つ
の
間
に
か
当
局

の
計
画
は
単
な
る
机
上
プ
ラ
ン
に
さ
れ
て
し

ま
つ
て
い
る
。
当
局
の
計
画
が
古
紙
に
さ
れ

な
い
た
め
に
は
、
建
築
を
許
可
条
件
に
照
合

し
て
実
行
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で

あ
る
が
、
そ
れ
に
は
事
務
的
な
多
く
の
困
難

が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
計
画
さ
れ
た
区
画

の
標
識
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
目

的
を
達
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ

ま
た
標
識
物
の
消
滅
或
は
破
き
に
よ
つ
て
必

ず
し
も
当
て
に
な
ら
ぬ
。

市
村
の
当
局
者
の
厳
重
な
監
督
が
可
能
で

あ
れ
ば
こ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
そ

れ
が
困
難
で
あ
れ
ば
、
建
築
主
自
体
の
良
識

と
判
断
に
ま
つ
外
は
な
い
。
建
築
主
の
良
識

に
だ
け
依
存
す
る
と
い
う
こ
と
が
実
際
に
は

望
め
な
い
と
す
れ
ば
、
結
局
建
築
主
を
拘
束

す
る
方
法
を
厳
重
に
実
行
す
る
以
外
に
は
な

い
は
ず
で
あ
る
。

那
覇
市
で
は
現
在
の
市
街
中
心
地
域
に
お

け
る
新
築
に
対
し
て
は
、
都
市
計
画
の
施
行

に
際
し
て
は
何
時
で
も
建
物
を
撤
去
す
る
と

い
う
一
札
を
入
れ
さ
せ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
し
た
が
つ
て
市
当
局
に
落
度
が
な
い
限

り
新
築
家
主
は
自
己
の
責
任
に
お
い
て
撤
去

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
破
目
に
お
ち
い
る
場
合
が
生

ず
る
か
ら
、
自
然
用
心
に
用
心
を
重
ね
、
出

鱈
目
な
建
築
は
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

市
村
当
局
が
当
初
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な

手
を
打
つ
て
い
な
け
れ
ば
、
い
ざ
区
画
整
理

と
な
つ
た
場
合
、
建
物
撤
去
は
そ
う
簡
単
に

は
出
来
な
く
な
る
し
、
出
来
る
に
し
て
も
大

一
九
五
一
年

昭
和
二
十
六
年

十
一
｜
十
二
月

一
一
六



き
い
市
村
財
政
の
負
担
と
な
つ
て
計
画
実
現

は
困
難
と
な
る
。

現
在
の
那
覇
と
真
和
志
の
新
開
地
に
お
け

る
新
築
家
屋
に
こ
の
よ
う
な
条
件
を
厳
重
に

課
さ
な
け
れ
ば
収
拾
の
つ
か
な
い
混
乱
状
態

を
来
た
す
で
あ
ろ
う
。
立
派
な
新
市
街
が
都

心
に
出
来
上
つ
て
も
、
一
歩
周
辺
に
ふ
み
出

せ
ば
こ
の
よ
う
な
南
京
街
の
如
き
地
区
が

方
々
に
散
ら
ば
つ
て
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
面

か
ら
好
も
し
く
な
い
こ
と
も
ち
論
で
あ
る
。

那
覇
真
和
志
の
合
併
問
題
と
は
別
個
に
現
実

に
即
し
た
一
体
化
し
た
道
路
計
画
の
大
綱
は

あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
両
市
村
の
細
部
に
わ

た
る
区
画
整
理
に
つ
い
て
は
今
の
中
に
何
ら

か
の
対
策
を
そ
れ
ぞ
れ
講
じ
て
も
ら
わ
ね
ば

将
来
に
わ
ざ
わ
い
を
残
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

立
退
き
に
よ
る
／
生
活
保
證
／

那
覇
市
通
団
が
陳
情

沖
タ
　
１
９
５
１
・
12
・
25

那
覇
市
内
ガ
ー
ブ
ー
橋
か
ら
蔡
温
橋
ま
で
の

十
間
舗
道
は
来
年
早
々
着
手
さ
れ
移
転
並
に

半
壊
家
屋
が
七
一
棟
に
の
ぼ
る
と
の
報
道

で
、
通
り
団
で
は
二
十
四
日

本
計
画
実
施

に
当
り
移
転
者
、
借
家
人
、
貸
屋
人
、
地
主

の
そ
の
後
の
生
活
に
恐
慌
を
与
え
ぬ
よ
う
細

密
な
検
討
を
要
望
す
る

旨
市
当
局
へ
次
の

陳
情
を
行
つ
た
が
、
市
で
は
善
処
す
る
と
回

答
し
て
い
る
。

◇
全
移
転
の
場
合

一
、
借
地
者
で
自
己
建
築
者

移
転
先
は
現
在
通
り
の
生
活
の
保
障
可
能

な
る
場
所
を
選
定
す
る
こ
と

二
、
地
主
で
全
土
地
が
つ
ぶ
れ
る
も
の

移
転
先
は
現
在
程
度
の
貸
地
価
格
の
あ
る

土
地
を
選
定
交
換
し
て
与
え
る
こ
と

三
、
地
主
で
且
つ
自
己
建
築
、
営
業
を
な
す

者一
項
の
場
合
の
条
件
を
み
た
す
と
こ
ろ
の
　

土
地
を
交
換
し
て
与
え
る
こ
と

四
、
借
地
に
建
築
し
借
家
せ
る
場
合

各
関
係
者
と
委
員
の
合
議
に
よ
り
処
理
す

◇
半
壊
の
場
合

一
、
残
余
の
土
地
で
営
業
可
能
の
場
合

現
在
の
営
業
者
を
以
て
権
利
者
と
し
て
地

主
か
ら
の
立
退
要
求
せ
ざ
る
こ
と
、
営
業

者
及
び
建
物
所
有
者
及
び
地
主
の
損
失
は

十
分
補
償
す
る
こ
と

◇
総
括
的
弁
償

一
、
地
代
及
び
家
屋
の
弁
償
費
用
は
市
会
の

決
定
額
で
は
十
分
で
は
な
い
の
で
、
そ
の

値
上
を
考
慮
す
る
こ
と

二
、
諸
事
項
の
処
理
に
つ
い
て
は
市
当
局
の

土
地
委
員
会
、
関
係
者
代
表
委
員
を
以
つ

て
調
停
委
員
会
を
組
織
し
、
円
満
な
る
解

決
を
努
む
る
こ
と
ゝ
し
各
個
の
個
人
交
渉

は
禁
止
す
る

三
、
工
事
着
工
は
調
停
委
員
会
に
於
て
全
関

係
者
調
印
終
了
後
実
施
す
る
こ
と

一
九
五
一
年

昭
和
二
十
六
年

十
二
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那
覇
市
が
競
輪
事
業
を
申
請
／

月
四
百
万
円
の
収
入
見
込
み

琉
新
　
１
９
５
２
・
１
・
24

那
覇
市
で
は
市
の
戦
災
復
興
及
び
公
共
事
業

費
と
中
央
政
府
財
源
の
増
収
を
目
的
と
し
て

競
輪
事
業
に
乗
り
出
す
こ
と
を
計
画
、
二
十

三
日
、
臨
時
中
央
政
府
に
援
助
方
を
陳
情
し

た
、
こ
れ
は
日
本
競
輪
と
提
携
し
て
事
業
を

行
な
う
も
の
で
一
カ
月
の
収
益
は
四
〇
五
万

円
を
見
込
ん
で
い
る
、
事
業
計
画
の
概
要
次

の
通
り

△
沖
縄
競
輪
株
式
会
社

仮
称

を
設
立
し

て
日
本
か
ら
競
輪
輸
入
の
受
入
体
制
を
つ
く

る△
日
本
の
国
際
競
輪
会
社

仮
称

と
沖
縄

競
輪
会
社
が
契
約
し
て
総
工
費
八
千
万
円

日
本
円

の
競
輪
場

コ
ン
ク
リ
ー
ト
四

百
米
コ
ー
ス

を
那
覇
市
内
に
建
設
す
る

△
収
支
概
算

月
六
回
の
開
催
で
車
券
総
売
上
一
、
六
二
〇

万
円
の
見
込
、
う
ち
七
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を

払
戻
金
と
し
残
り
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト

四

〇
五
万
円

が
収
入
と
な
る
、
収
入
の
う
ち

三
パ
ー
セ
ン
ト

四
八
万
円

は
中
央
政
府

納
付
金
、
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト

十
六
万
円

を
那
覇
市
と
会
社
が
等
分
し
残
金
の
一
二

パ
ー
セ
ン
ト
は
経
費
に
当
て
る
計
画

｜
社
　
説
｜

牧
志
通
改
修
の
政
争
化
を
封
ぜ

よ

琉
新
　
１
９
５
２
・
１
・
26

那
覇
市
牧
志
通
り
は
人
車
の
お
び
た
だ
し

い
交
通
量
と
路
面
の
甚
だ
し
い
荒
廃
の
た
め

改
修
を
急
が
れ
、
群
島
政
府
と
那
覇
市
と
の

協
力
に
よ
り
計
画
は
す
で
に
成
り
、
正
月

早
々
着
工
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
た
の
が
、

い
ま
だ
に
土
地
家
屋
の
立
退
き
問
題
が
解
決

さ
れ
ず
に
残
さ
れ
て
い
る
。
市
会
に
お
い
て

も
旧
ろ
う
土
地
家
屋
に
対
す
る
補
償
予
算
も

可
決
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
の
金
額
或
は
立

退
先
に
つ
い
て
関
係
者
が
ま
だ
り
よ
う
と
し

て
い
な
い
た
め
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
最
近
に
な
つ
て
こ
の
道
路
改
修

に
つ
い
て
妙
な
噂
が
こ
う
間
に
聞
か
れ
る
。

立
法
院
議
員
に
立
候
補
す
る
或
る
人
が
こ
の

道
路
改
修
に
つ
い
て
市
当
局
の
方
策
に
つ
い

て
非
難
し
た
り
、
は
な
は
だ
し
い
の
に
は
改

修
の
必
要
も
な
い
で
は
な
い
か
、
と
関
係
者

を
た
き
つ
け
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

が
、
選
き
よ
と
な
れ
ば
手
段
を
え
ら
ば
な
い

人
が
決
し
て
少
く
な
い
点
か
ら
み
る
と
、
こ

れ
は
単
な
る
デ
マ
と
ば
か
り
も
言
え
な
い
で

あ
ろ
う
。
飛
ん
で
も
な
い
話
で
あ
る
。

立
退
か
ね
ば
な
ら
ぬ
商
店
そ
の
他
は
犠
牲

を
払
う
こ
と
に
な
つ
て
気
の
毒
で
は
あ
る

が
、
一
般
市
民
の
た
め
に
道
路
を
か
く
張
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
と
あ
れ
ば
、
立
退
き
も
致
し
方

な
い
次
第
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
多
く
の
関
係

者
は
そ
れ
位
の
公
共
精
神
と
理
解
は
持
つ
て

い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
利
益
の
た
め
に
は
つ

い
あ
ま
い
自
分
勝
手
な
考
え
方
に
引
き
づ
ら

れ
勝
ち
な
の
は
人
情
で
あ
る
。
も
し
も
そ
の

よ
う
な
人
情
の
弱
味
に
つ
け
込
み
問
題
の
解

決
を
引
延
さ
せ
る
者
が
い
る
と
す
る
な
ら

ば
、
一
般
市
民
に
と
つ
て
は
迷
惑
千
万
で
あ

る
。犠
牲
を
払
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
土
地
建
物
に
対

す
る
補
償
は
市
会
で
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る

が
、
そ
の
額
は
市
会
と
し
て
妥
当
と
み
た
れ

ば
こ
そ
議
決
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ

市
民
は
市
会
の
処
置
に
信
頼
す
る
外
は
な
い

の
で
あ
る
。
も
し
も
仮
り
に
市
会
の
議
決
が

妥
当
で
な
い
と
す
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
市
当
局
を

通
し
て
交
渉
も
出
来
る
わ
け
で
、
問
題
解
決

の
途
が
断
た
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
の
道
路
改
修
に
つ
い
て
関
係
者
の
弱
味

に
つ
け
込
ん
で
、
反
対
せ
ん
が
た
め
に
反
対

気
運
を
か
も
す
政
治
屋
が
い
る
な
ら
ば
、
市

民
は
か
よ
う
な
政
治
屋
を
葬
る
べ
き
で
あ

る
。
投
票
集
め
の
た
め
に
事
の
如
何
を
問
わ

ず
、
こ
れ
を
政
治
的
に
利
用
す
る
こ
と
は
ボ

ス
政
治
家
の
常
と
う
手
段
で
あ
る
。

こ
の
道
路
改
修
で
土
地
建
物
関
係
者
の
利

益
を
全
く
損
わ
な
い
よ
う
に
す
る
と
な
れ

ば
、
結
局
こ
れ
を
放
棄
す
る
外
は
な
い
で
あ

ろ
う
が
、
そ
れ
で
は
一
般
多
数
市
民
の
利
益

は
無
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
つ
て

関
係
者
の
損
失
を
最
小
限
度
に
止
め
る
た
め

に
市
当
局
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
市
と

し
て
は
市
民
の
負
担
を
考
慮
し
な
い
で
、
こ

れ
ら
の
人
た
ち
だ
け
の
利
益
を
考
え
る
わ
け

に
は
い
か
ぬ
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
は
関
係
者
の

良
心
的
な
妥
協
に
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

一
部
利
己
的
で
無
理
解
な
人
も
い
る
か
も

知
れ
な
い
が
、
大
多
数
の
関
係
者
が
市
民
と

し
て
の
協
力
精
神
に
よ
つ
て
早
急
に
こ
れ
を

解
決
し
、
一
日
も
早
く
安
全
な
道
路
が
出
来

る
こ
と
を
全
市
民
は
待
望
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
一
、
二
野
心
家
や
政
治
ボ
ス
に
乗
せ
ら

れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

校
舎
欲
し
い
那
覇
市
／
解
消
す

る
群
府
庁
舎
の
返
納
陳
情
／

毎
年
千
五
百
名
が
転
入

琉
新
　
１
９
５
２
・
１
・
26

那
覇
市
で
は
二
十
四
日
校
長
会
を
開
き
協
議

の
結
果
毎
年
千
五
六
百
人
の
転
入
学
児
童
が

あ
る
た
め
中
初
、
幼
ち
園
合
わ
せ
て
現
在
八

八
教
室
の
不
足
を
来
し
二
部
教
授
で
生
徒
の

学
力
と
校
外
訓
練
の
立
場
上
校
舎
の
悩
み
が

大
き
い
と
近
く
解
消
す
る
群
島
政
府
庁
舎

一
一
八
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九
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旧
天
ぴ
校

を
早
急
に
校
舎
と
し
て
返
し

て
も
ら
い
度
い
と
陳
情
す
る
こ
と
に
決
議
、

二
十
五
日
真
栄
田
市
会
議
長
、
平
良
市
社
会

部
長
、
又
吉
後
援
会
長
、
那
中
校
長
港
校
長

等
が
中
央
政
府
と
群
島
政
府
に
市
長
名
義
の

陳
情
書
を
提
出
し
た
、
市
当
局
の
計
画
で
は

天
ぴ
校
を
第
二
中
学
と
独
立
せ
し
め
城
岳
、

港
の
中
校
生
全
部
と
那
覇
中
校
の
一
部
約
三

百
人
合
計
千
人
の
生
徒
を
移
す
予
定
に
な
つ

て
い
る海岸

に
伸
る
那
覇
市
／
懸
案
の

泊
港
埋
立
工
事
、
軍
が
着
手

／
三
万
八
千
坪
が
市
有
地
に

琉
新
　
１
９
５
２
・
１
・
30

二
十
九
日
午
前
民
政
府
工
務
部
長
ウ
エ
ス
テ

ン
バ
ー
カ
ー
氏
は
た
け
原
那
覇
市
助
役
、
花

城
都
計
課
長
を
招
き
那
覇
市
懸
案
の

泊
港

埋
立

に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
朗
報
を
伝
え

た
こ
れ
に
よ
り
埋
立
て
地
は
軍
に
所
有
地
を

使
用
さ
れ
て
い
る
人
々
は
今
後
都
計
に
よ
る

立
退
き
民
等
の
用
地
と
し
て
き
待
さ
れ
る

①
軍
で
は
泊
港
の
シ
ユ
ン
セ
ツ
工
事
を
五
月

か
ら
八
月
ま
で
の
間
に
再
開
す
る

②
こ
の
シ
ユ
ン
セ
ツ
に
よ
る
廃
土
三
〇
万
立

方
ヤ
ー
ド
を
公
有
水
面

三
七
、
五
〇
〇
坪

に
埋
て
る

③
埋
土
防
ぎ
の
護
岸
は
市
負
担
と
し
市
は
早

急
に
該
護
岸
の
位
置
に
つ
い
て
計
画
書
を
提

出
す
る
こ
と

④
埋
立
て
地
約
三
万
八
千
坪
は
市
有
地
に
な

る
拡
張
工
事
／
き
よ
う
着
工

十
間
道
路
着
工
準
備
中
の
那
覇
市
で
は
差
し

当
り
支
障
物
件
の
な
い
牧
志
ウ
ガ
ン
の
除
土

工
事
を
国
場
組
に
よ
り
き
よ
う
か
ら
始
め
る

｜
社
　
説
｜

那
覇
市
復
興
と
市
民
の
態
度

琉
新
　
１
９
５
２
・
２
・
８

焼
け
野
が
原
と
化
し
た
那
覇
市
の
復
興
は

ひ
と
り
那
覇
市
民
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

沖
縄
の
玄
関
と
し
て
の
地
位
か
ら
全
沖
縄
住

民
の
関
心
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
整
然
と
し

た
都
市
計
画
に
よ
つ
て
こ
の
那
覇
市
を
建
設

し
よ
う
と
深
く
心
に
期
し
、
日
本
に
渡
り
視

察
研
究
し
て
帰
つ
た
当
間
重
民
市
長
は
急
逝

し
た
。
彼
の
剛
直
と
清
廉
さ
に
期
待
し
た
市

民
は
驚
き
且
つ
失
望
落
た
ん
さ
せ
ら
れ
て
い

る
。
彼
と
し
て
も
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
の
仕

事
を
の
こ
し
て
い
く
の
は
残
念
至
極
で
あ
つ

た
で
あ
ろ
う
が
、
一
般
市
民
と
し
て
も
今
後

の
那
覇
市
復
興
に
想
い
を
い
た
せ
ば
い
よ
い

よ
惜
ま
れ
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
市
民
は
当
間
市
長
の
逝
去
を
悼

む
心
の
底
か
ら
更
に
那
覇
市
建
設
へ
の
決
意

を
新
し
く
盛
り
あ
が
ら
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ

れ
こ
そ
が
な
く
な
つ
た
彼
に
対
す
る
最
上
の

は
な
む
け
で
あ
り
、
市
民
と
し
て
の
責
務
で

も
あ
る
。

那
覇
市
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
は
米
軍
側

で
も
援
助
を
約
し
、
在
職
中
当
間
市
長
は
軍

と
密
接
な
連
絡
を
た
も
ち
、
彼
に
対
す
る
軍

政
府
側
の
信
頼
は
極
め
て
深
か
つ
た
。
た
め

に
旧
市
内
の
土
地
解
放
も
非
常
に
促
進
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

現
在
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
計
画
は
市

会
に
お
い
て
も
承
認
さ
れ
、
米
軍
側
と
も
諒

解
ず
み
の
も
の
で
あ
る
。
今
や
計
画
は
た
だ

推
し
す
す
め
る
だ
け
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
現
在
の
諸
環
境
は
い
ず
れ

の
面
に
お
い
て
も
次
々
に
困
難
な
問
題
が
飛

び
出
し
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
那

覇
市
復
興
も
そ
の
例
に
も
れ
な
い
で
あ
ろ

う
。
そ
の
場
合
わ
れ
わ
れ
市
民
に
良
識
が
欠

け
る
な
ら
ば
、
市
の
復
興
は
遅
々
と
し
て
は

か
ど
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

愛
情
が
な
い
と
こ
ろ
に
美
し
い
社
会
は
生

れ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
故
当
間
市
長
の
那

覇
市
に
対
す
る
清
純
な
愛
情
は
彼
の
計
画
と

な
つ
て
具
体
化
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
市
民

は
私
心
を
去
つ
た
安
住
の
地
と
し
て
の
那
覇

市
へ
の
愛
情
を
も
つ
て
、
彼
の
残
し
た
仕
事

を
ゆ
が
め
る
こ
と
な
く
立
派
に
達
成
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
。

い
か
に
立
派
な
計
画
で
も
市
民
の
協
力
な

し
に
は
実
現
出
来
な
い
の
で
あ
る
が
、
同
時

に
復
興
計
画
を
ゆ
が
め
る
こ
と
に
対
し
て
も

市
民
は
十
分
の
監
視
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ

の
責
任
は
市
会
も
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

立
案
者
た
る
市
長
が
な
く
な
つ
た
現
在
は
特

に
市
民
の
積
極
的
な
批
判
が
加
え
ら
れ
ね
ば

な
ら
ぬ
。

仕
事
な
か
ば
に
し
て
た
お
れ
た
当
間
市
長

の
美
し
い
那
覇
市
へ
の
夢
を
利
己
の
た
め
に

み
に
く
く
ゆ
が
め
な
い
よ
う
市
民
は
要
請
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
心
が
け
が
市
民
に

な
け
れ
ば
新
那
覇
市
の
建
設
は
望
め
な
い
で

あ
ろ
う
。

｜
社
　
説
｜

那
覇
真
和
志
の
合
併
急
げ

琉
新
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９
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那
覇
市
と
真
和
志
村
と
の
合
併
は
両
市
村

住
民
の
要
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
故
当
間

那
覇
市
長
も
こ
れ
に
努
力
し
た
が
実
現
を
み

な
い
う
ち
に
物
故
し
て
し
ま
つ
た
の
で
あ

る
。
那
覇
真
和
志
の
現
状
は
す
で
に
境
界
を

つ
け
る
こ
と
す
ら
困
難
で
、
住
民
の
不
便
は

日
を
追
う
て
加
わ
つ
て
い
る
。
更
に
首
都
建

設
の
見
地
か
ら
し
て
も
郊
外
の
グ
ラ
ン
ド
プ

ラ
ン
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
は
ず

で
あ
る
。

当
間
市
長
の
後
任
問
題
も
市
政
の
上
か
ら

重
要
で
は
あ
る
が
、
こ
の
際
懸
案
の
両
市
村

合
併
を
促
進
す
る
と
い
う
こ
と
は
一
層
重
要

一
一
九

一
九
五
二
年

昭
和
二
十
七
年
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で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
の
実
現
は
当
間

市
長
の
遺
志
に
そ
う
こ
と
で
も
あ
り
、
彼
の

都
市
計
画
を
拡
大
充
実
し
、
両
市
村
十
万
市

民
の
利
益
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
当
然
市
長
選
挙
も
か
ら

ん
で
く
る
の
で
あ
る
が
、
も
し
現
在
の
ま
ま

で
後
任
市
長
を
選
出
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
新

市
長
は
合
併
問
題
に
対
し
て
表
向
き
は
反
対

し
な
い
で
あ
ろ
う
が
何
か
と
口
実
を
設
け
て

必
ず
や
合
併
問
題
を
延
引
さ
せ
る
こ
と
を
考

え
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
更
に
首
都
と

し
て
の
那
覇
市
の
首
長
選
挙
を
立
法
院
議
員

選
挙
の
ど
さ
く
さ
の
中
に
行
う
こ
と
は
は
な

は
だ
不
適
当
で
あ
る
。
こ
れ
は
立
法
院
議
員

選
挙
と
交
さ
く
し
て
不
純
な
政
治
取
引
き
が

よ
り
多
く
行
わ
れ
る
危
険
を
蔵
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
問
題
は
市
町
村
制
と

い
う
歴
と
し
た
法
令
に
よ
つ
て
拘
束
を
受
け

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
那
覇
真
和
志
合
併
問

題
は
戦
前
戦
後
を
通
じ
十
数
年
来
解
決
に
悩

み
抜
い
て
い
る
こ
と
で
あ
つ
て
、
一
般
の
市

町
村
合
併
問
題
と
は
い
さ
さ
か
お
も
む
き
を

異
に
す
る
。
こ
れ
は
中
央
、
群
島
政
府
と
も

に
十
分
の
関
心
を
持
つ
べ
き
性
質
の
も
の

で
、
市
町
村
の
成
り
行
き
に
委
す
べ
き
も
の

で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
必
要
と
あ
れ
ば

市
町
村
制
の
一
部
改
訂
も
や
む
を
得
な
い
で

あ
ろ
う
。
こ
の
際
中
央
或
は
群
島
政
府
に
お

い
て
、
両
市
村
議
会
に
対
し
合
併
に
つ
い
て

諮
問
を
な
し
、
そ
の
答
申
が
あ
る
ま
で
は
那

覇
市
長
選
挙
を
延
期
す
る
と
い
う
こ
と
は
法

的
に
認
め
ら
れ
な
い
も
の
か
ど
う
か
研
究
の

要
は
な
い
か
。
こ
の
場
合
法
文
の
解
釈
は
せ

ま
い
と
こ
ろ
に
と
ら
わ
れ
ず
政
治
的
考
慮
も

加
え
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

法
文
の
解
釈
と
い
つ
て
も
出
鱈
目
は
ゆ
る

さ
れ
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
両
市
村
議
会
の

態
度
如
何
に
よ
つ
て
は
別
に
打
開
の
途
も
講

ぜ
ら
れ
な
い
と
は
限
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
両

市
村
議
会
が
即
時
無
条
件
合
併
を
決
議
し
、

そ
の
必
要
や
む
を
得
ざ
る
と
こ
ろ
を
表
明
す

る
な
ら
ば
、
議
会
の
意
志
は
決
し
て
無
駄
に

は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

那
覇
真
和
志
接
続
地
域
市
街
の
混
乱
状
態

を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
将
来
の
た
め
に
議
員

諸
公
は
果
断
に
こ
の
問
題
を
処
理
す
べ
き
で

あ
る
。後任

那
覇
市
長
の
選
考
／
人
格

高
潔
で
軍
に
信
用
あ
る
人
を

／
注
目
さ
れ
る
議
会
側
の
動

き

琉
新
　
１
９
５
２
・
２
・
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立
法
院
議
員
選
に
次
い
で
三
月
二
十
七
日
行

わ
れ
る
那
覇
市
長
特
別
選
挙
は
琉
球
の
首
都

た
る
首
長
を
選
ぶ
だ
け
に
そ
の
動
き
は
内
外

各
方
面
か
ら
多
大
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
市
民

の
良
識
に
よ
る
明
朗
選
挙
の
垂
範
が
要
望
さ

れ
人
格
識
見
と
も
兼
ね
備
え
た
故
当
間
市
長

の
よ
き
後
継
者
の
選
出
が
期
待
さ
れ
て
い
る

が
、
巷
間
の
伝
う
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
告
示

前
か
ら
早
く
も
出
馬
準
備
に
狂
奔
、
芳
し
か

ら
ぬ
暗
躍
が
続
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
一
派

の
動
静
も
最
近
と
み
に
活
気
づ
い
た
と
い
わ

れ
早
晩
ひ
と
波
乱
は
免
れ
ぬ
も
の
と
予
想
さ

れ
て
い
る

那
覇
市
議
会
側
の
動
き
は
近
来
に
な
い
全
員

協
調
の
ふ
ん
囲
気
の
裡
に
後
任
市
長
の
最
適

任
者
を
あ
れ
こ
れ
物
色
協
議
を
こ
ら
し
て
い

る
模
様
で
将
来
国
際
都
市
と
し
て
の
特
別
市

を
構
想
、
市
長
も
将
来
国
際
都
市
と
し
て
の

特
別
市
を
構
想
し
首
長
も
ぜ
ひ
知
事
級
の
人

で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
そ
の
線
に
副
つ
て
知

事
級
の
人
を
と
い
う
の
が
一
致
し
た
意
見
ら

し
い
右
に
つ
い
て
真
栄
田
議
会
議
長
は
左
の

通
り
語
る

那
覇
市
は
全
琉
の
門
戸
で
あ
り
将
来
観
光
都

市
と
し
て
そ
の
果
す
役
割
は
大
き
い
故
当
間

市
長
の
残
さ
れ
た
都
計
を
推
進
完
成
せ
ん
が

た
め
に
も
当
間
市
長
の
遺
志
を
継
ぐ
べ
き
人

格
者
を
市
長
に
迎
え
ね
ば
な
ら
ぬ
我
々
の
念

願
と
す
る
と
こ
ろ
は
後
任
市
長
の
資
格
と
し

て一
、
人
格
高
潔
の
人
物

二
、
軍
に
信
用
あ
る
人
物

こ
の
二
条
件
を
兼
備
す
る
人
を
市
長
に
推
し

た
い
、
こ
の
二
つ
の
条
件
は
恐
ら
く
那
覇
市

民
も
一
人
と
し
て
異
存
あ
る
ま
い
と
思
う
。

な
お
一
部
に
私
の
立
候
補
説
も
伝
え
ら
れ
て

い
る
よ
う
だ
が
私
は
当
間
市
長
の
遺
志
を
貫

遂
す
る
た
め
に
も
議
長
と
し
て
終
始
一
貫
邁

進
し
た
い
決
意
で
市
長
選
立
候
補
の
意
思
は

毛
頭
な
い

｜
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当
間
市
長
を
失
つ
た
那
覇
市
は
そ
の
後
任

者
を
め
ぐ
つ
て
目
下
苦
吟
中
で
あ
る
。
琉
球

の
面
子
を
に
な
う
点
で
は
中
央
政
府
主
席
の

ポ
ス
ト
に
も
お
と
ら
ぬ
重
要
さ
を
も
ち
、
ま

た
単
な
る
体
面
的
の
意
義
の
外
に
、
新
生
那

覇
市
を
建
設
す
る
と
い
う
仕
事
の
面
か
ら

も
、
文
化
的
要
素
と
行
政
力
の
あ
る
有
識
手

腕
の
人
を
も
つ
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ

け
で
、
人
選
に
市
会
議
員
諸
士
も
頭
を
ひ
ね

ら
ざ
る
を
え
な
い
わ
け
で
あ
る
。

そ
こ
で
問
題
は
も
つ
ぱ
ら
市
民
を
代
表
し

て
い
る
市
会
の
行
動
如
何
に
あ
る
の
で
、
市

民
一
般
の
注
目
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ

る
。
市
会
が
ど
の
よ
う
な
人
を
持
ち
出
し
て

く
る
に
し
て
も
、
お
そ
ら
く
こ
れ
は
全
会
一

致
に
よ
る
で
あ
ろ
う
が
、
全
会
一
致
と
な
れ

ば
そ
の
人
の
当
選
は
ほ
と
ん
ど
確
定
的
と
な

る
。
果
し
て
全
会
一
致
の
す
い
せ
ん
に
対
し

こ
れ
に
き
つ
こ
う
し
て
立
候
補
す
る
人
が
出
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て
来
る
か
ど
う
か
は
知
る
べ
く
も
な
い
が
、

そ
れ
は
大
し
て
問
題
に
は
な
ら
ぬ
。

も
し
も
市
会
の
動
き
に
よ
つ
て
全
議
員
が

一
致
し
て
或
る
人
を
推
し
、
そ
し
て
後
任
市

長
に
無
事
就
任
す
る
な
ら
ば
、
市
会
は
こ
れ

に
つ
い
て
は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
責
任
を

持
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
全
会
一
致
で
推
し

た
新
し
き
市
長
に
対
し
、
就
任
後
は
こ
れ
を

忘
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
つ
て
は
大
変
で
あ

る
。市
長
は
市
会
の
議
決
に
よ
つ
て
行
政
を
と

る
の
で
あ
る
が
、
従
来
の
現
実
は
む
し
ろ
市

町
村
理
事
者
が
市
会
を
動
か
し
て
来
て
い

る
。
こ
れ
は
自
治
に
つ
い
て
の
能
力
が
未
熟

の
た
め
で
あ
り
、
自
治
制
の
向
上
は
市
町
村

議
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
理
事
者
を
バ
ツ
ク
し
て

行
政
を
円
滑
に
運
ば
せ
て
い
く
よ
う
に
な
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
は
ず
で
あ
る
。

特
に
那
覇
市
の
都
市
計
画
の
実
現
に
お
い

て
は
市
民
の
全
巾
の
支
持
が
な
く
て
は
、
如

何
な
る
高
ま
い
有
能
の
士
が
か
つ
ぎ
出
さ
れ

て
も
そ
の
力
量
は
発
揮
出
来
な
い
は
ず
で
あ

る
。
む
し
ろ
市
会
が
市
理
事
者
を
リ
ー
ド
し

計
画
そ
の
他
に
お
い
て
イ
ニ
シ
ア
チ
ー
ブ
を

と
り
そ
の
実
現
に
対
し
て
も
強
力
に
後
押
し

す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

お
そ
ら
く
、
那
覇
市
会
が
現
在
心
配
し
て

い
る
の
は
、
公
正
な
立
場
を
と
り
得
な
い
人

が
後
任
市
長
と
か
り
に
な
つ
た
場
合
、
市
当

局
と
市
会
と
の
あ
つ
れ
き
が
那
覇
市
の
建
設

を
完
全
に
そ
止
す
る
事
態
を
招
き
や
し
な
い

か
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ま
た
事
実
市
会

が
十
分
考
慮
の
上
で
動
か
な
い
時
は
か
か
る

こ
と
が
お
き
な
い
と
は
保
證
出
来
ぬ
。

あ
く
ま
で
も
市
会
と
し
て
は
那
覇
市
建
設

の
立
場
か
ら
個
々
の
私
見
に
と
ら
わ
れ
ず
全

員
が
納
得
の
い
く
よ
う
な
方
向
へ
努
力
し
そ

の
実
現
の
後
は
真
に
自
治
体
の
市
会
と
し
て

の
市
当
局
の
鞭
た
つ
に
心
を
用
う
べ
き
で
あ

る
。
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立
法
院
議
員
の
選
挙
が
お
わ
る
と
那
覇
市
長

選
挙
、
次
い
で
確
実
に
予
想
さ
れ
る
教
育
委

員
選
挙
が
控
え
て
お
り
、
ま
さ
に
此
の
春
は

選
挙
々
々
で
明
け
暮
れ
す
る
慌
し
い
春
で
あ

る
。
し
か
も
何
れ
の
選
挙
も
、
軽
重
の
差
異

が
付
け
難
く
、
従
つ
て
全
琉
住
民
の
多
大
な

関
心
が
傾
注
さ
れ
ぬ
と
、
琉
球
の
将
来
に
禍

根
を
の
こ
す
重
大
な
意
義
を
も
つ
だ
け
に
、

常
の
春
と
違
つ
て
春
風
た
い
と
う
た
る
春
眠

の
愉
悦
に
、
浸
つ
て
ば
か
り
も
お
れ
な
い
の

で
あ
る
。
那
覇
市
長
選
挙
は
、
勿
論
那
覇
市

と
い
う
小
局
部
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る

が
、
だ
か
ら
と
言
つ
て
那
覇
市
民
以
外
の
琉

球
住
民
が
徒
ら
に
こ
れ
を
傍
観
す
る
こ
と
は

禁
物
で
あ
る
。
故
当
間
重
民
市
長
が
手
を
付

け
た
都
市
計
画
を
、
単
に
那
覇
市
の
み
の
も

の
と
し
な
い
で
、
全
琉
球
の
首
都
建
設
に
発

展
さ
せ
る
、
卓
越
せ
る
後
任
市
長
を
迎
え
る

こ
と
が
、
全
琉
住
民
の
切
実
な
る
念
願
だ
と

察
知
す
る
が
故
に
、
市
長
選
挙
問
題
に
対
す

る
全
琉
住
民
の
注
視
を
望
ん
で
や
ま
な
い
。

処
が
市
長
選
挙
問
題
に
臨
む
那
覇
市
会
の
活

ぱ
つ
な
動
き
が
、
わ
れ
わ
れ
に
は
ど
う
も
腑

に
落
ち
か
ね
る
。
わ
れ
わ
れ
の
さ
つ
覚
か
も

知
れ
ぬ
が
、
市
会
議
員
が
市
長
選
挙
の
一
切

を
一
手
に
引
受
け
て
、
派
手
に
立
回
つ
て
い

る
議
員
達
が
頻
々
と
会
談
を
交
わ
し
、
往
来

を
繁
く
し
て
後
任
市
長
の
物
色
に
当
り
、
幾

た
り
か
の
候
補
者
を
挙
げ
て
、
都
市
計
画
を

強
力
に
推
進
す
る
人
、
軍
に
信
頼
あ
る
人
、

と
い
う
二
つ
の
選
考
条
件
に
基
い
て
秤
量
に

か
け
、
そ
の
甲
乙
が
論
議
さ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
市
会
中
心
の
選
挙
が
果
し
て
黙
認
さ

れ
て
い
い
も
の
か
ど
う
か
。
も
し
市
会
一
致

で
特
定
候
補
者
が
物
色
さ
れ
た
ら
、
そ
れ
を

天
降
り
式
に
市
民
に
押
し
付
け
る
積
り
な
の

か
。
そ
こ
に
わ
れ
わ
れ
の
疑
惑
が
あ
る
。
だ

か
ら
当
選
後
に
も
し
味
噌
を
つ
け
た
場
合
、

そ
の
責
任
を
負
う
て
総
辞
職
す
る
決
意
あ
り

や
否
や
、
と
問
い
た
く
な
る
し
、
万
一
市
会

推
薦
の
候
補
者
が
落
選
し
て
、
非
推
薦
者
が

当
選
し
た
場
合
に
も
、
総
辞
職
の
止
む
な
き

窮
地
に
陥
る
こ
と
も
必
定
で
あ
る
。

民
主
主
義
選
挙
と
は
そ
ん
な
も
の
で
は
あ
る

ま
い
。
成
程
戦
前
の
市
長
は
市
会
に
よ
る
選

挙
で
あ
つ
た
。
だ
か
ら
市
長
選
挙
と
も
な
れ

ば
、
議
員
の
芝
居
じ
み
た
離
合
集
散
が
熱
演

さ
れ
、
当
局
派
、
反
当
局
派
に
分
れ
て
虚
々

実
々
の
斗
争
が
議
会
内
外
で
決
行
さ
れ
る
し

勢
余
つ
て
血
な
ま
ぐ
さ
い
暴
行
沙
汰
も
あ
れ

ば
、
議
員
数
が
両
派
相
半
す
る
と
議
員
争
奪

の
買
収
戦
が
展
開
さ
れ
、
強
引
な
ら
つ
致
騒

ぎ
や
か
ん
詰
騒
ぎ
等
も
あ
つ
て
、
ま
る
で
狂

気
の
沙
汰
と
い
つ
て
も
過
言
で
な
い
選
挙
冒

と
く
の
醜
態
を
露
呈
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
を
見
せ
つ
け
ら
れ
る
市
民
は
、
市
長
選
挙

へ
の
参
与
が
許
さ
れ
ぬ
傍
観
者
で
あ
つ
た
が

為
に
、
切
歯
や
く
腕
し
て
市
会
一
任
の
非
民

主
的
選
挙
制
度
を
恨
み
、
泣
寝
入
り
し
た
こ

と
で
あ
る
。

し
か
し
戦
後
は
変
わ
つ
た
、
市
長
選
挙
は
市

民
有
権
者
の
公
選
と
な
り
、
市
会
な
い
し
議

員
の
選
挙
独
占
が
お
し
み
な
く
奪
わ
れ
た
こ

と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
然
る
に
戦
前
の

余
勢
を
か
り
て
、
戦
後
の
市
長
選
挙
と
言
え

ど
も
、
市
会
な
い
し
議
員
の
半
独
占
的
選
挙

が
、
旧
態
依
然
と
し
て
温
存
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は

市

に
限
ら
ず
す
べ
て
の
各
町
村

に
も
及
ん
で
い
る
。
従
つ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
首

長
選
挙
が
如
上
の
通
り
、
市
会
な
い
し
議
員

の
半
独
占
的
傾
向
を
多
分
に
お
び
、
だ
か
ら

当
局
派
、
反
当
局
派
の
古
め
か
し
い
政
争
が
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性
懲
り
な
く
伝
承
さ
れ
た
こ
と
を
、
わ
れ
わ

れ
は
決
し
て
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

市
会
な
い
し
議
員
達
の
選
挙
対
策
も
程
々
に

し
て
貰
わ
ぬ
と
、
選
挙
の
自
由
を
侵
害
し
、

ボ
ス
政
治
の
な
い
頭
に
拍
車
を
か
け
る
懸
念

な
し
と
せ
な
い
。
市
会
と
議
員
に
渡
り
を
つ

け
て
当
落
を
打
診
し
、
全
会
一
致

或
は
多

数

な
ら
当
選
確
実
と
し
て
、
市
長
候
補
の

名
乗
り
を
挙
げ
る
と
言
つ
た
選
挙
の
闇
取
引

は
、
選
挙
の
自
由
公
正
を
望
む
市
民
大
衆
を

な
い
が
し
ろ
に
す
る
不
法
行
為
で
あ
る
。
そ

れ
は
立
候
補
の
自
由
を
市
会
な
い
し
議
員
が

強
圧
し
、
後
任
市
長
選
挙
の
範
囲
を
制
約
し

て
、
市
民
大
衆
の
意
思
を
天
降
り
式
に
強
制

す
る
こ
と
に
な
る
。
市
民
大
衆
と
し
て
は
、

地
盤
、
市
会
、
議
員
に
依
存
せ
な
い
真
に
民

主
的
な
人
物
の
立
候
補
を
待
望
し
、
那
覇
市

都
市
計
画
と
い
う
よ
り
か
琉
球
の
首
都
建
設

を
強
力
に
推
進
す
る
新
市
長
の
登
場
を
期
待

す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
が
即
ち
全
琉
住
民
の

念
願
だ
と
思
う
。

大
絃
小
絃沖
タ
　
１
９
５
２
・
２
・
19

三
月
二
十
七
日
行
わ
れ
る
那
覇
市
長
選
挙
に

当
然
立
候
補
を
予
想
さ
れ
て
い
た
仲
本
為
美

氏
は
き
の
う
届
出
た
。
こ
れ
に
対
し
て
市
会

側
も
候
補
者
を
決
め
て
戦
い
を
い
ど
む
筈
で

あ
る
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
又
吉
康
和
氏
が
最

有
力
者
と
み
ら
れ
、
一
騎
打
ち
の
激
戦
が
予

想
さ
れ
る
▼
仲
本
氏
は
元
市
長
で
在
任
中
残

し
た
仕
事
も
相
当
あ
り
そ
れ
を
し
と
げ
ん
も

の
と
議
員
選
挙
の
立
候
補
も
と
り
や
め
て
馬

を
陣
頭
に
進
め
た
以
上
、
こ
の
戦
い
を
勝
ち

抜
こ
う
と
の
熱
意
に
も
え
て
い
る
。
一
方
、

市
会
側
と
し
て
も
当
間
前
市
長
が
残
し
た
都

市
計
画
を
強
く
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
責

任
を
感
じ
て
い
る
の
で
市
会
一
致
の
陣
容
を

か
た
め
て
こ
の
一
戦
に
臨
む
態
勢
を
整
え
て

い
る
。
け
だ
し
面
白
い
戦
い
が
み
ら
れ
よ
う

▼
市
会
が
一
致
し
て
候
補
者
を
推
薦
す
る
こ

と
は
彼
等
の
自
由
で
あ
つ
て
も
ち
ろ
ん
邪
道

で
は
な
い
。
た
ゞ
恐
れ
る
の
は
市
会
一
致
と

い
う
こ
と
を
市
民
に
押
し
つ
け
る
こ
と
が
な

い
か
ど
う
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
政
治
的
に

や
や
自
覚
し
て
い
る
那
覇
市
民
で
あ
る
か
ら

両
候
補
者
を
よ
く
見
く
ら
べ
て
そ
の
選
択
を

誤
ら
な
い
筈
な
ん
だ
か
ら
今
か
ら
誰
が
優
勢

だ
と
い
う
こ
と
は
云
え
な
い

那
覇
市
は
都
市
計
画
や
真
和
志
村
と
の
合

併
問
題
な
ど
重
要
課
題
が
山
積
し
て
い
る
か

ら
市
と
共
に
討
死
す
る
熱
意
と
鉄
の
よ
う
な

意
志
そ
し
て
強
い
実
行
力
の
持
主
で
な
け
れ

ば
つ
と
ま
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
戦
い
も
激
化

し
て
く
る
が
、
選
挙
騒
ぎ
で
常
軌
を
逸
す
る

よ
う
な
こ
と
な
く
、
冷
静
に
こ
の
選
挙
に
臨

む
こ
と
が
首
都
那
覇
市
を
建
設
す
る
ゆ
え
ん

で
あ
る
と
思
わ
れ
る

那
覇
市
長
選
／
又
吉
康
和
氏
／

き
よ
う
届
出
る
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那
覇
市
長
に
又
吉
康
和
氏
を
推
そ
う
と
い
う

市
会
議
員
側
で
は
十
九
日
の
夜
会
議
員
が
集

ま
つ
て
協
議
を
開
き
、
二
十
一
日
に
推
薦
届

出
を
行
う
こ
と
に
決
定
し
た
、
推
薦
ま
で
の

い
き
さ
つ
に
つ
き
真
栄
田
議
長
は
次
の
よ
う

に
語
つ
た

特
定
の
人
を
推
そ
う
と
い
う
議
員
各
自
の
意

向
が
期
せ
ず
し
て
一
致
し
た
こ
と
は
確
か

で
、
そ
の
空
気
が
醸
し
出
さ
れ
た
ゝ
め
に
選

考
条
件
を

一
、
人
格
高
潔
な
人

二
、
都
市
計
画
を
強
力
に
推
進
す
る
人

三
、
軍
に
信
頼
あ
る
人

こ
の
三
条
件
に
よ
つ
て
六
名
の
知
名
士
を
あ

げ
、
約
十
日
間
に
亘
つ
て
審
議
し
た
の
で
あ

る
が
他
の
人
は
現
職
や
そ
の
他
の
関
係
で
適

切
で
な
く
、
又
吉
氏
が
最
適
と
い
う
こ
と
に

全
員
の
意
見
が
一
致
し
た

こ
れ
に
対
し
て
色
々
の
批
判
も
あ
る
様
だ

が
、
市
会
と
し
て
推
薦
す
る
の
で
な
く
自
由

な
そ
し
て
個
人
的
気
持
で
又
吉
氏
を
推
し
た

の
だ
、
最
後
は
市
民
の
良
識
と
判
断
に
待
つ

外
な
く
、
市
民
に
お
し
つ
け
る
な
ど
と
は
絶

対
に
考
え
て
い
な
い

若
し
推
薦
し
た
人
が
希
望
通
り
に
な
ら
ぬ
場

合
の
議
員
の
態
度
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ

何
と
も
い
え
な
い

｜
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那
覇
市
長
選
挙
は
仲
本
、
又
吉

届
出
順

に
依
る

両
候
補
一
騎
打
の
逐
鹿
戦
は
、
立

法
院
議
員
選
挙
と
か
ち
合
つ
て
複
雑
微
妙
で

あ
る
。
懸
念
さ
れ
た
市
会
の
行
過
ぎ
は
単
な

る
き
憂
に
過
ぎ
ず
、
真
栄
田
議
長
は

市
民

の
自
由
を
尊
重
し
、
絶
対
に
押
し
つ
け
が
ま

し
い
こ
と
は
せ
ず
に
、
又
吉
氏
を
市
会
全
員

が
推
す

と
宣
明
し
て
い
る
。
両
候
補
の
善

戦
を
祈
つ
て
や
ま
な
い
。
処
が
此
の
決
戦
、

悪
く
す
る
と
市
長
派
、
反
市
長
派
の
溝
を
深

か
め
る
恐
れ
な
し
と
せ
な
い
。
故
当
間
重
民

市
長
の
政
策
を
支
持
す
る
市
会
並
に
又
吉
候

補
と
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
仲
本
候
補
並
に
そ

の
支
持
者
の
激
突
が
、
市
民
を
両
分
す
る
事

が
あ
つ
て
は
、
市
民
の
迷
惑
も
甚
し
い
。
選

挙
の
結
果
、
仲
本
、
又
吉
両
候
補
の
う
ち
誰

が
当
選
し
よ
う
と
、
そ
こ
に
市
長
派
も
な
け

れ
ば
、
反
市
長
派
も
あ
つ
て
は
い
け
な
い
。

市
会
並
に
市
民
は
、
挙
つ
て
新
市
長
を
支
持

し
、
市
長
の
公
僕
的
使
命
を
遂
行
さ
せ
る
責

任
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。
か
か
る
認
識
と
理

解
を
欠
ぐ
か
ら
、
市
長
を
絶
対
視
し
て
随
従

す
る
市
長
派
が
形
成
さ
れ
た
り
、
或
は
私
党

勢
力
の
反
市
長
派
を
呼
号
し
て
、
市
民
そ
つ
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ち
の
け
の
泥
試
合
が

市
政

の
名
目
で
演

ぜ
ら
れ
も
す
る
。
云
わ
ば
市
長
も
議
員
も
市

民
大
衆
か
ら
市
政
を
委
託
さ
れ
た
公
僕
に
過

ぎ
な
い
。
そ
の
公
僕
同
士
の
抗
争
は
、
犬
も

食
わ
な
い
夫
婦
喧
嘩
と
同
視
さ
れ
て
い
い
。

愚
か
に
も
市
民
大
衆
が
そ
の
渦
中
に
ま
き
込

ま
れ
て
は
な
ら
な
い
。
市
会
に
も
、
そ
れ
か

ら
市
会
と
対
抗
す
る
私
勢
力
に
も
、
く
み
せ

な
い
自
由
公
正
な
選
挙
を
、
市
民
大
衆
の
名

誉
に
か
け
て
誓
う
べ
き
で
あ
る
。
と
に
か
く

市
民
大
衆
の
注
目
を
専
ら
両
候
補
に
向
け
両

候
補
の
政
治
的
識
見
と
手
腕
の
優
劣
を
比
較

し
て
、
当
落
を
決
す
る
理
想
選
挙
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

つ
ぎ
に
わ
れ
わ
れ
は
首
都
建
設
問
題
に
多

大
な
関
心
を
寄
せ
る
。
さ
い
わ
い
両
候
補
と

も
首
都
問
題
を
重
大
政
策
と
し
て
掲
げ
、
那

覇
、
真
和
志
の
合
併
を
主
張
し
、
住
民
の
要

望
に
沿
う
て
促
進
す
る
旨
公
約
し
て
い
る
。

処
が
、
那
覇
、
真
和
志
の
合
併
問
題
は
、
い

つ
も
那
覇
市
側
が
、
対
等
の
合
併
を
排
し
て

那
覇
市
へ
の
併
呑
を
主
張
し
た
た
め
に
そ
の

解
決
を
至
難
た
ら
し
め
た
う
ら
み
が
あ
る
。

公
正
な
立
場
の
第
三
者
に
言
わ
す
と
勿
論
併

呑
で
あ
つ
て
は
い
け
な
い
。
対
等
の
合
併
な

ら
、
市
長
並
に
議
員
の
再
選
挙
は
当
然
の
理

に
属
す
る
。
右
の
二
題
点
を
、
果
し
て
両
候

補
が
如
何
に
解
し
、
如
何
に
公
約
し
て
呉
れ

る
か
。
そ
れ
こ
そ
全
琉
住
民
の
期
待
す
る
処

で
あ
ろ
う
。

市
長
選
挙
へ
の
全
琉
住
民
の
関
心
は
、
首

都
建
設
問
題
あ
る
が
た
め
で
あ
る
。
琉
球
政

府
の
発
足
に
呼
応
し
て
、
首
都
建
設
の
実
現

に
着
手
す
る
こ
と
が
、
切
実
に
待
望
さ
れ
て

い
る
。
那
覇
、
真
和
志
と
言
わ
ず
、
能
う
限

り
従
来
の
極
限
さ
れ
た
範
囲
を
拡
げ
て
、
例

え
ば
旧
都
首
里
市
の
合
併
を
望
む
世
論
も
起

き
て
い
る
。
率
直
に
言
え
ば
、
首
都
建
設
問

題
は
単
に
那
覇
市
の
み
に
一
任
さ
る
べ
き
も

の
で
は
な
い
。
政
府
と
し
て
も
、
も
つ
と
積

極
的
に
支
援
す
べ
き
で
あ
る
。
寧
ろ
政
府
が

首
都
建
設
促
進
の
機
関
を
設
け
て
、
軍
当
局

と
も
諮
り
、
那
覇
、
真
和
志
、
そ
の
他
合
併

候
補
の
市
、
町
の
代
表
と
、
全
琉
か
ら
選
出

さ
れ
た
学
識
経
験
者
を
網
ら
し
て
、
首
都
建

設
の
構
想
を
練
り
、
関
係
町
村
が
こ
れ
を
受

け
て
実
施
す
る
対
処
策
を
講
ず
べ
き
で
あ
ろ

う
。そ
う
し
た
公
正
な
機
関
を
政
府
が
も
つ
こ

と
に
依
つ
て
、
関
係
市
、
村
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
を
固
執
す
る
独
善
的
主
張
が
退
け
ら

れ
誰
が
み
て
も
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
相
互
の

歩
み
寄
り
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
首
長

並
議
員
の
総
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
当
然

で
あ
る
。
従
来
の
難
点
は
、
那
覇
市
側
の
選

挙
回
避
に
あ
つ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
は
那

覇
市
に
限
ら
ず
、
他
の
関
係
市
、
町
に
し
て

も
懸
念
さ
れ
る
頗
る
の
難
点
で
あ
る
。
選
挙

回
避
の
理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
ろ
う
が
、
主
と

し
て
政
治
勢
力
の
崩
壊
を
恐
れ
る
か
ら
で
あ

ろ
う
。
だ
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
仲
本
、
又
吉

両
候
補
に
如
上
の
二
題
難
点
を
挙
げ
て
、
全

琉
住
民
へ
の
公
約
を
要
望
す
る
も
の
で
あ

る
。
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沖
縄
一
の
悪
道
路
で
あ
る
牧
志
通
り
の
改

修
は
測
量
も
終
り
所
要
予
算
も
群
島
政
府
な

ら
び
に
那
覇
市
に
お
い
て
決
定
を
み
て
い
た

が
、
建
物
の
立
退
き
で
行
き
悩
ん
で
い
た
と

こ
ろ
へ
、
突
然
民
政
本
部
か
ら

し
ば
ら
く

待
つ
た
。

の
声
が
か
ゝ
つ
て
し
ま
つ
た
。

こ
れ
で
失
望
し
た
の
は
た
だ
に
那
覇
市
民

ば
か
り
で
な
し
に
、
那
覇
に
出
て
来
る
多
く

の
地
方
民
も
同
様
で
あ
る
。
那
覇
に
出
て
牧

志
通
り
を
歩
く
の
は
命
が
け
だ
と
は
よ
く
地

方
農
村
民
の
も
ら
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

で
は
こ
の
結
果
を
招
い
た
責
任
は
誰
に
あ

る
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
那

覇
市
民
自
体
に
あ
る
と
い
う
外
は
な
い
。
立

退
く
べ
き
建
物
お
よ
び
道
路
に
提
供
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
土
地
の
賠
償
評
価
に
つ
い
て
は
市
当

局
が
市
会
の
審
議
に
か
け
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
つ
て
解
決
す
る
に
至
ら
な
か
つ
た

わ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
市
会
の
見
解
は
関

係
者
に
よ
つ
て
無
視
さ
れ
た
形
と
な
つ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
た
め
に
せ
ん
と
す
る
一
部

政
治
屋
の
せ
ん
動
も
大
い
に
あ
ず
か
つ
て
力

が
あ
つ
た
と
つ
た
え
ら
れ
て
い
る
。

理
由
の
如
何
は
兎
も
角
、
こ
の
必
要
欠
く

べ
か
ら
ざ
る
牧
志
通
り
の
改
修
は
、
群
島
政

府
と
那
覇
市
の
協
力
に
よ
つ
て
用
意
万
端
と

と
の
え
ら
れ
、
関
係
市
民
と
の
話
し
合
い
で

す
べ
て
は
解
決
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
は

ず
の
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
出
来
な
く
な
つ
た
と
い
う
こ
と

は
、
単
に
牧
志
通
り
の
問
題
で
は
な
し
に
、

広
く
沖
縄
に
お
け
る
自
治
に
か
ん
連
し
て
く

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
お
そ
ら
く
こ

の
問
題
は
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
す
れ
ば
一
つ
の

沖
縄
人
の
自
治
に
お
け
る
テ
ス
ト
・
ケ
ー
ス

と
み
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
軍
用
道
路

と
な
れ
ば
お
と
な
し
く
立
退
い
て
い
る
人
た

ち
が
、
お
互
住
民
の
た
め
の
道
路
を
改
修
す

る
と
な
る
と
、
自
分
の
胸
算
用
だ
け
で
い
つ

か
な
動
か
な
い
と
い
う
こ
と
は
大
い
に
考
え

さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

自
治
は
強
権
に
よ
る
も
の
で
な
し
に
、
諒

解
に
よ
つ
て
成
り
立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
諒
解

が
な
ら
な
い
場
合
、
自
治
の
範
囲
外
に
あ
る

強
権
を
発
動
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
と
い
う

事
態
は
、
明
ら
か
に
自
治
の
否
定
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
ア
メ
リ
カ
民
政
本
部
と
し
て
は

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
好
ま
し
く
な
い
と
考
え
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て
い
る
と
推
量
し
て
よ
い
。
自
治
に
よ
つ
て

達
し
ら
れ
ぬ
も
の
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

こ
と
に
よ
つ
て
、
苦
し
む
者
は
そ
の
自
治
体

内
に
包
含
さ
れ
て
い
る
わ
れ
わ
れ
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
市
民
が
そ
れ
を
容
認
す
る
な
ら

ば
、
ま
た
何
を
か
言
わ
ん
や
、
と
外
つ
ぽ
を

向
く
の
は
必
ず
し
も
不
当
で
は
な
か
ろ
う
。

牧
志
通
り
改
修
が
予
定
通
り
行
わ
れ
る
の

が
妨
害
さ
れ
る
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
今
後
の

首
都
那
覇
市
の
都
市
計
画
は
画
餅
に
帰
す
で

あ
ろ
う
。
い
ず
れ
は
新
市
長
の
下
に
計
画
は

実
現
に
向
つ
て
押
し
す
す
め
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
が
、
何
人
が
市
長
の
椅
子
を
占
め
る
に
し

て
も
、
一
部
市
民
の
犠
牲
は
や
む
を
得
な
い

こ
と
と
し
て
、
一
般
市
民
の
住
み
よ
い
市
街

を
つ
く
る
こ
と
を
第
一
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ま
た
利
害
関
係
を
持
つ
市
民
も
利
己
心
を
制

し
て
、
公
共
の
利
益
を
考
え
て
市
当
局
の
方

針
に
協
力
す
べ
き
で
あ
る
。
一
部
の
人
た
ち

の
利
己
心
の
た
め
に
全
住
民
の
自
治
能
力
ま

で
否
定
さ
せ
る
よ
う
な
事
態
に
お
ち
入
る
の

は
極
力
防
が
ね
ば
な
ら
ぬ
。

｜
社
　
説
｜

首
里
の
場
合
琉
新
　
１
９
５
２
・
３
・
８

市
民
を
指
導
す
べ
き
立
場
に
あ
る
市
長
と

助
役
が
選
挙
違
反
の
疑
い
で
拘
留
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
は
残
念
至
極
で
あ
る
。
彼
ら
個
人

の
た
め
は
勿
論
、
市
民
の
公
的
な
見
地
か
ら

も
ま
こ
と
に
汚
名
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

従
来
日
本
的
な
考
え
方
で
は
選
挙
法
違
反

と
い
う
も
の
は
不
名
誉
と
さ
れ
ず
、
む
し
ろ

政
治
犯
の
如
く
恥
ず
べ
き
も
の
で
は
な
い
と

い
う
観
念
が
支
配
的
で
あ
つ
た
。
こ
れ
は
大

衆
を
愚
弄
す
る
こ
と
が
大
し
た
罪
で
な
く
、

彼
ら
の
素
朴
さ
を
利
用
す
る
の
は
当
然
だ
と

い
う
ゆ
る
す
べ
か
ら
ざ
る
考
え
方
か
ら
出
発

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

地
方
政
治
ボ
ス
の
ロ
ウ
劣
な
手
に
乗
る
の

は
、
そ
れ
だ
け
民
度
、
あ
る
い
は
自
主
性
の

欠
け
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
都

会
地
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
手
が
利
か
な
い

の
は
、
都
会
人
が
よ
り
批
判
的
で
あ
る
た
め

で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
か
り
に
首

里
市
に
お
け
る
市
長
、
助
役
が
そ
の
地
位
に

も
の
を
い
わ
せ
て
市
民
の
意
志
に
圧
力
を
加

え
た
こ
と
が
あ
つ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
首
里

市
は
そ
の
民
度
に
お
い
て
他
の
市
町
村
よ
り

も
低
位
に
あ
る
と
さ
れ
て
も
や
む
を
得
な
い

で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
必
ず
し
も
首
里
市
に

限
つ
た
こ
と
で
は
な
く
、
外
で
も
あ
る
に
相

違
な
い
が
、
市
長
、
助
役
が
袖
を
つ
ら
ね
て

拘
置
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
そ
う
度
々
あ
る

も
の
で
は
な
い
。
如
何
に
首
里
に
お
い
て
の

立
法
院
選
挙
戦
が
激
し
か
つ
た
か
が
う
か
が

え
る
と
同
時
に
、
首
里
市
政
幹
部
が
ロ
ウ
バ

イ
し
た
姿
が
想
像
さ
れ
る
。

市
町
村
の
場
合
、
そ
の
首
長
や
幹
部
が
選

挙
運
動
に
公
然
と
参
加
し
特
定
の
候
補
者
を

支
持
す
る
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
は
一
概
に

黒
白
を
つ
け
る
わ
け
に
は
い
か
ぬ
。
判
然
と

政
党
政
治
に
な
つ
て
い
れ
ば
市
町
村
長
も
所

属
す
る
党
の
方
針
に
し
た
が
つ
て
政
治
行
動

を
と
る
の
は
常
識
で
あ
る
し
、
政
党
の
政
策

を
も
つ
て
争
う
こ
と
は
理
の
当
然
で
あ
る
。

し
か
し
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
時
々
の
情
勢

に
よ
つ
て
自
治
体
の
理
事
者
の
立
場
が
変
つ

て
く
る
の
は
や
む
を
え
な
い
。
時
に
中
立
と

な
り
傍
観
す
る
か
、
あ
る
い
は
市
理
事
者
の

立
場
か
ら
特
定
候
補
を
支
持
す
る
こ
と
に
も

な
ろ
う
。

今
度
の
首
里
市
の
場
合
は
市
出
身
の
候
補

者
を
市
理
事
者
が
支
持
す
る
と
い
う
こ
と
は

十
分
に
理
解
し
得
る
が
、
そ
れ
に
は
指
導
的

地
位
に
あ
る
者
と
し
て
の
制
約
が
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
市
民
に
正
当
な
判
断
を
要
望
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
人
た
ち
が
、
血
道
を
あ
げ
て
常
軌

を
外
れ
た
の
で
は
物
笑
い
に
し
か
な
ら
ぬ
。

一
昨
年
の
一
般
選
挙
か
ら
今
度
の
立
法
院

選
挙
の
経
過
に
お
い
て
知
ら
れ
る
こ
と
は
、

か
れ
こ
れ
批
判
は
あ
る
に
し
て
も
、
一
般
選

挙
民
の
政
治
的
感
覚
は
い
ち
じ
る
し
く
向
上

し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
戦
時
中
か
ら

戦
後
に
か
け
て
苦
難
の
道
を
へ
て
来
た
大
衆

の
肌
か
ら
し
み
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

那
覇
市
に
お
い
て
も
市
長
選
挙
を
ひ
か
え

て
、
市
民
の
関
心
は
た
か
ま
り
つ
つ
あ
る
が

い
ず
れ
に
し
て
も
大
衆
を
手
玉
に
と
ろ
う
と

す
る
者
は
天
に
ツ
バ
す
る
者
の
た
と
え
を
自

ら
経
験
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
今
度
の
首
里

市
の
場
合
が
貴
重
な
犠
牲
と
な
つ
て
ほ
し
い

も
の
で
あ
る
。

公
聴
／
投
票
と
公
休
日
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街
の
う
わ
さ
を
か
き
あ
つ
め
て
み
る
と
、
今

度
の
那
覇
市
長
選
挙
は
上
層
部
と
中
以
下
階

級
と
の
争
い
に
な
り
そ
う
だ
と
い
わ
れ
て
い

る
。
或
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ

ん
な
こ
と
は
ど
う
で
も
よ
い
が
、
問
題
は
投

票
日
の
二
十
七
日
が
休
み
で
な
く
て
木
曜
日

に
あ
た
つ
て
い
る
こ
と
だ
。
那
覇
市
は
軍
作

業
員
や
そ
の
他
勤
労
階
級
す
な
わ
ち
ア
ガ
チ

ヤ
ー
タ
ー
が
多
数
い
る
の
で
あ
る
が
、
之
ら

が
一
日
の
給
料
を
棒
に
ふ
つ
て
果
し
て
投
票

す
る
か
ど
う
か
だ
。
さ
き
の
議
員
選
挙
で
は

二
、
三
時
間
も
待
た
さ
れ
、
な
か
に
は
帰
つ

た
人
も
多
か
つ
た
と
い
う
か
ら
投
票
す
る
た

め
に
は
ぜ
ひ
一
日
を
休
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
一

日
休
む
と
そ
の
月
の
生
計
費
に
狂
い
が
生
ず

る
。そ
れ
で
市
当
局
へ
お
願
い
し
た
い
の
は
、

か
れ
ら
に
投
票
さ
せ
る
た
め
、
投
票
日
を
公

休
日
に
す
る
よ
う
軍
へ
陳
情
し
て
貰
い
、
さ

ら
に
一
般
雇
傭
主
も
こ
れ
に
準
ず
る
と
い
う

一
二
四

一
九
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年
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二
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こ
と
に
き
め
て
貰
い
た
い
こ
と
で
あ
る
。
市

政
は
わ
れ
わ
れ
の
生
活
に
直
結
し
て
い
る
か

ら
市
当
局
に
も
こ
れ
位
の
親
心
は
あ
つ
て
よ

い

那
覇
市
二
区
・
山
城
正
愛
・
軍
作
業

那
覇
市
長
選
／
投
票
日
変
更
出

来
ぬ
琉
新
　
１
９
５
２
・
３
・
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那
覇
市
長
選
を
日
曜
日
に
行
う
か
又
は
日
曜

と
繰
り
換
え
て
投
票
日

二
十
七
日
木
曜
日

当
日
を
公
休
日
に
し
て
貰
い
た
い
と
市
長
候

補
仲
本
為
美
氏
推
薦
人
瑞
慶
山
良
長
氏
か
ら

十
一
日
、
市
選
管
委
に
陳
情
が
あ
つ
た
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
当
山
委
員
長
は
次
の
通
り
語

つ
た投票
日
に
つ
い
て
は
公
告
を
な
す
前
に
軍

や
群
島
選
管
委
と
も
打
合
せ
て
日
曜
に
行
う

様
努
力
し
た
が
選
挙
法
の
改
正
が
な
さ
れ
ぬ

限
り
不
可
能
な
の
で
二
十
七
日

木

に
決

つ
た
日
曜
と
繰
り
換
え
て
の
代
休
も
や
は
り
法
の

改
正
を
必
要
と
す
る
、
当
委
員
会
と
し
て
は

官
庁
会
社
の
上
司
や
雇
傭
主
の
理
解
に
よ
つ

て
当
日
投
票
の
た
め
の
時
間
を
与
え
て
下
さ

る
こ
と
を
希
望
す
る

今
旬
の
主
張
／
那
覇
市
長
選
挙

の
意
義
新
民
報
　
１
９
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那
覇
市
政
は
、
当
間
市
政
の
登
場
に
よ
り
漸

く
建
設
段
階
に
入
り
そ
の
前
途
に
は
市
民
の

全
幅
的
信
頼
と
協
力
が
約
束
さ
れ
て
い
た
。

当
間
市
政
は
当
間
重
民
君
の
高
邁
な
る
識
見

近
代
的
感
覚
に
発
し
、
彼
の
公
私
生
活
の
清

潔
さ
で
裏
打
ち
さ
れ
て
市
政
の
基
礎
が
築
き

上
げ
ら
れ
た
。
い
わ
ば
重
民
主
義
が
成
功
し

た
訳
で
あ
る
。
民
主
政
治
の
進
発
は
社
会
正

義
を
求
め
る
心
に
初
ま
り
、
治
め
る
者
と
治

め
ら
れ
る
者
と
が
一
体
と
な
つ
て
結
実
の
最

終
段
階
に
到
達
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

最
近
の
那
覇
市
は
市
長
、
市
会
、
市
民
が
三

位
一
体
と
な
り
睦
み
合
つ
て
政
治
が
倫
理
化

さ
れ
つ
ゝ
あ
つ
た
筈
で
あ
り
当
間
君
を
失
つ

た
の
は
、
市
議
会
や
市
民
に
と
つ
て
も
大
き

な
損
失
で
あ
つ
た
こ
と
は
茲
に
記
述
す
る
ま

で
も
な
い
。
即
ち
那
覇
市
議
会
は
当
間
市
政

に
協
力
支
援
を
与
え
琉
球
の
首
都
那
覇
市
建

設
に
前
進
し
市
長
は
よ
く
そ
の
負
荷
に
耐
え

つ
ゝ
あ
つ
た
こ
と
は
、
こ
ち
ら
に
い
る
旧
那

覇
市
民
も
等
し
く
認
め
て
い
た
、
こ
の
よ
う

な
訳
で
昨
秋
当
間
君
を
迎
え
た
関
東
、
関
西
、

九
州
の
旧
市
民
達
は
激
励
多
謝
の
意
を
表
す

る
に
吝
で
な
か
つ
た
。
そ
れ
は
那
覇
市
議
会

と
市
民
の
意
気
に
応
え
る
市
長
の
気
魄
充
満

せ
る
政
治
活
動
に
多
大
な
る
望
み
を
か
け
て

い
た
か
ら
で
あ
り
、
那
覇
市
発
展
へ
の
期
待

か
ら
湧
き
出
た
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
旧
市
民

感
情
も
手
伝
つ
て
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
当
間

市
政
を
育
て
た
那
覇
市
議
会
は
気
鋭
な
当
間

市
長
を
失
い
後
任
市
長
選
に
際
し

一
、
当
間
市
政
を
全
面
的
に
踏
襲
す
る
こ
と

二
、
後
任
市
長
は
人
格
高
潔
な
る
人
た
る
事

三
、
米
軍
側
に
信
用
厚
き
人
た
る
こ
と

の
三
条
件
を
附
し
、
候
補
者
を
物
色
し
た
揚

句
、
現
琉
球
新
報
社
長
、
前
副
知
事
又
吉
康

和
氏
を
全
会
一
致
で
推
挙
し
同
氏
の
出
馬
快

諾
を
得
た
模
様
で
あ
る
。

一
方
前
那
覇
市
長
、
仲
本
爲
美
氏
も
市
民
有

志
の
推
せ
ん
に
応
じ
立
候
補
し
た
の
で
茲
に

一
騎
打
ち
の
政
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
に

至
つ
た
。
仲
本
氏
は
永
年
那
覇
市
議
と
し
て

市
政
に
参
加
し
終
戦
後
市
長
の
椅
子
に
つ
き

混
迷
期
の
市
政
を
担
当
し
た
苦
労
人
で
あ

る
。
那
覇
市
議
会
が
仲
本
氏
を
避
け
て
特
に
又
吉

氏
に
三
顧
の
礼
を
捧
げ
て
、
そ
の
出
廬
を
求

め
た
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
市
議
会
の
定
め
た

テ
ス
ト
、
ケ
ー
ス
に
又
吉
氏
が
公
人
と
し
て

ぴ
た
り
と
当
て
は
ま
つ
た
こ
と
に
な
る
。
そ

の
当
否
は
那
覇
市
民
の
審
判
に
よ
つ
て
決
せ

ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
海
を
へ
だ
て
ゝ
、
我
ら

が
、
か
れ
こ
れ
い
う
べ
き
で
は
な
い
。
し
か

し
万
一
市
議
会
の
熱
意
と
支
援
が
足
ら
ず
し

て
又
吉
氏
に
不
利
な
結
果
を
与
え
た
と
し
た

ら
、
那
覇
市
議
会
は
選
挙
後
に
何
等
か
の
方

法
で
候
補
者
と
市
民
に
責
任
を
と
ら
ね
ば
大

義
名
分
が
立
た
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
う
考

え
て
見
る
と
今
回
の
那
覇
市
長
選
挙
の
持
つ

意
義
は
極
め
て
重
大
で
あ
る
。
仲
本
氏
も
事

こ
こ
に
至
れ
ば
庶
民
的
な
大
衆
政
治
家
と
し

て
の
強
烈
な
る
抵
抗
を
試
み
る
筈
で
あ
り
頗

る
複
雑
な
事
態
を
招
来
す
る
も
の
と
予
想
さ

れ
る
。
こ
の
弔
合
戦
に
那
覇
市
議
会
勝
つ
か

敗
け
る
か
は
か
ゝ
つ
て
那
覇
市
民
の
向
背
に

あ
る
。
従
つ
て
市
民
は
仲
本
市
政
と
当
間
市

政
の
足
跡
を
充
分
検
討
し
、
変
革
期
と
前
進

期
に
対
処
し
て
新
市
長
の
人
選
に
慎
重
を
期

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
那
覇
市
は
今
や
琉

球
の
首
都
と
し
て
国
際
都
市
の
性
格
を
持
ち

つ
ゝ
あ
り
琉
球
全
住
民
の
自
治
能
力
を
試
す

場

に
躍
進
し
て
い
る
。
市
民
の
多
数
は

他
の
何
れ
の
市
町
村
よ
り
も
進
歩
的
知
識
層

が
多
い
。
彼
等
に
よ
つ
て
運
営
さ
れ
る
那
覇

市
政
こ
そ
は
直
に
琉
球
全
地
方
自
治
体
の
い

わ
ば
、
モ
デ
ル
、
ケ
ー
ス
と
も
な
る
訳
だ
か

ら
民
主
政
治
下
の
最
良
の
条
件
を
今
後
の
市

政
に
包
含
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人

格
あ
る
人
、
識
見
の
高
い
人
、
軍
に
信
用
あ

る
人
と
い
う
三
つ
の
条
件
が
必
要
と
さ
れ
た

こ
と
は
那
覇
市
政
現
下
の
情
勢
に
照
ら
し
将

来
の
発
展
に
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で

あ
る
。
と
市
議
会
が
断
定
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
額
面
通
り
受
取
つ
て
い
ゝ
と
思
う
。
住
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み
よ
い
近
世
都
市
を
建
設
せ
ん
と
す
る
市
議

会
や
市
民
の
希
望
あ
ふ
る
る
声
が
海
の
彼
方

か
ら
聞
え
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
こ
こ
で
は

欧
米
の
こ
と
は
引
合
い
に
出
し
度
く
も
な
い

が
、
民
主
政
治
の
発
達
し
た
先
進
国
で
は
そ

の
国
内
に
於
て
首
相
と
首
都
の
市
長
と
は
殆

ど
同
格
同
様
に
敬
愛
さ
れ
る
。
今
後
の
那
覇

市
長
は
独
り
那
覇
市
民
の
み
に
止
ま
ら
ず
、

全
琉
住
民
か
ら
敬
愛
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

市
民
諸
君
は
此
の
点
に
思
を
致
し
感
情
を
一

掃
し
清
純
な
気
持
ち
で
投
票
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。那

覇
市
／
い
つ
還
る
旧
天
妃
校

舎
／
雨
も
り
教
室
で
勉
強
／

同
居
授
業
で
声
も
混
同

沖
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毎
日
の
よ
う
に
生
徒
が
ふ
え
る
那
覇
市
で
は

各
学
校
と
も
教
室
不
足
に
な
や
ま
さ
れ
三
部

制
も
余
儀
な
く
強
行
し
て
い
る
の
で
な
ん
と

か
銀
行
か
ら
金
を
借
り
て
ゞ
も
満
足
に
子
供

た
ち
が
勉
強
出
来
る
よ
う
に
し
た
い
と
琉
銀

に
借
入
れ
を
申
込
ん
だ
が
、
規
定
に
反
す
る

と
あ
つ
て
却
下
さ
れ
、
今
は
た
ゞ
一
つ
の
望

み
を
し
て
現
在
群
島
政
府
が
使
用
し
て
い
る

旧
天
妃
校
の
校
舎
が
一
日
も
早
く
か
え
つ
て

く
る
よ
う
市
側
で
は
望
ん
で
お
り
、
そ
れ
ま

で
は
雨
も
り
教
室
三
部
制
も
我
慢
し
よ
う
と

春
を
よ
そ
に
校
舎
不
足
に
悩
み
抜
い
て
い

る
、
次
は
校
舎
不
足
に
苦
し
む
那
覇
市
の
学

校
の
表
情
で
あ
る

◇
壺
屋
初
等
学
校
、
現
在
三
六
学
級
あ
る
が

軍
の
補
助
に
よ
つ
て
で
き
た
恒
久
校
舎
が
六

教
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
市
当
局
に
よ
つ
て
で
き
た
教

室
が
四
で
、
他
の
二
六
教
室
は
茅
葺
の
窓
な

し
教
室
、
屋
根
は
雨
が
も
り
青
天
井
が
の
ぞ

け
る
と
い
つ
た
状
態
全
教
室
と
も
二
部
教
授

を
行
つ
て
い
る

◇
城
岳
初
校
、
二
四
教
室
の
う
ち
八
教
室
は

二
部
授
業
大
半
が
仮
教
室
で
あ
る

◇
港
初
校
、
十
教
室
と
も
ボ
ロ
の
天
幕
教
室

で
雨
も
り
も
ひ
ど
く
、
今
夏
の
台
風
に
は
倒

壊
は
ま
ぬ
か
れ
な
い
と
不
安
に
か
ら
れ
て
い

る◇
開
南
初
校
、
三
三
教
室
の
中
、
七
教
室
は

天
幕
、
そ
の
他
は
仮
教
舎
で
窓
な
し
の
ガ
ラ

ン
洞
、
一
教
室
を

つ
い
た
て

で
区
切
つ

て
二
教
室
に
し
て
あ
り
、
先
生
の
声
が
混
同

す
る
な
ど
授
業
が
ほ
と
ん
ど
出
来
な
い
状
態

に
あ
る

更
に
城
岳
、
港
、
那
覇
の
各
中
学
も
ほ
と
ん

ど
が
仮
教
室
と
二
部
授
業
を
行
つ
て
い
る

市
当
局
で
は
こ
の
様
な
教
室
不
足
か
ら
起
る

悪
弊
を
次
の
様
に
指
摘
し
、
琉
銀
の
融
資
も

却
下
さ
れ
た
今
日
、
こ
れ
を
打
開
す
る
対
策

は
現
群
島
政
府
庁
舎
、
民
政
官
府
庁
舎
、
も

と
泊
小
学
校
な
ど
の
返
還
が
急
務
で
あ
る
と

い
う
て
い
る

二
部
授
業
を
行
う
と
、
午
前
午
後
に
区
分

し
て
登
校
す
る
の
で
児
童
は
怠
性
が
つ
い

て
不
良
化
し
、
い
き
お
い
常
欠
児
童
が
ふ

え
る
と
い
う
事
に
な
る
、
常
欠
が
依
然
変

ら
ぬ
の
は
こ
の
影
響
で
、
劇
場
内
や
露
路

な
ど
で
遊
ん
で
い
る
児
童
を
調
べ
て
見
る

と
、
授
業
は
午
後
か
ら
だ
か
ら

と
い
う

理
由
が
多
い
。
そ
れ
に
教
育
の
立
場
か
ら

見
る
と
時
間
数
が
約
半
分
に
減
る
の
で
学

力
が
急
激
に
低
下
し
て
い
く
、
事
実
そ
の

傾
向
は
は
つ
き
り
し
て
お
り
悩
み
の
種
で

あ
る
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那
覇
市
長
選
挙
は
又
吉
氏
の
当
選
と
な
つ

た
が
、
こ
れ
で
誰
よ
り
も
安
心
し
た
の
は
那

覇
市
会
議
員
た
ち
で
あ
ろ
う
。

那
覇
市
会
の
全
員
一
致
で
又
吉
氏
を
推
し

た
か
ら
に
は
、
万
が
一
に
も
氏
を
落
選
さ
せ

た
と
な
る
と
、
こ
れ
は
市
民
投
票
に
よ
る
市

会
不
信
任
の
決
議
と
同
じ
意
味
を
も
つ
も
の

で
あ
る
か
ら
、
全
市
会
議
員
は
市
民
の
意
志

を
尊
重
し
全
員
辞
任
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た

の
は
理
の
当
然
で
あ
る
。

市
会
の
全
員
一
致
推
せ
ん
に
つ
い
て
は
世

間
に
批
評
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
市
会
議
員
た

ち
の
自
由
な
意
志
に
よ
る
話
し
合
い
で
あ
つ

て
み
れ
ば
、
こ
れ
を
も
つ
て
市
民
に
推
せ
ん

候
補
を
押
し
つ
け
る
と
か
い
う
こ
と
に
は
な

ら
ぬ
。
現
に
仲
本
氏
が
全
市
議
を
向
う
に
廻

し
て
九
千
票
余
り
も
獲
得
し
た
こ
と
を
見
て

も
、
市
会
一
致
と
い
う
だ
け
で
は
一
般
市
民

の
意
志
を
左
右
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い

う
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
自
体
は
そ
の
理
由
に
対
す
る
批
判
は

別
と
し
て
大
衆
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
が
あ

る
こ
と
を
物
語
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
度
の
那
覇
市
長
選
挙
に
お
い
て
仲
本
氏

側
で
は
上
と
下
と
の
争
い
だ
と
宣
伝
に
つ
と

め
て
い
た
よ
う
だ
が
、
こ
れ
は
金
持
ち
と
貧

乏
者
の
上
下
で
も
な
く
、
貴
人
と
せ
ん
者
の

上
下
で
も
な
い
。
一
般
の
世
評
を
総
合
す
れ

ば
大
よ
そ
貧
富
を
問
わ
ぬ
有
識
者
層
と
情
実

に
よ
つ
て
動
く
人
た
ち
と
の
数
の
争
い
と
な

つ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
解
釈
が
正
し
い
と

す
れ
ば
、
又
吉
氏
の
当
選
は
市
民
の
良
識
の

勝
利
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
般
市
民
の
良
識
が
今
や
如
何
な
る
選
挙

戦
術
に
よ
つ
て
も
揺
が
な
い
と
い
う
こ
と
は

知
事
選
挙
以
来
立
法
院
選
挙
に
お
い
て
も
認

め
ら
れ
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
今
回
の
那
覇

市
長
選
挙
に
お
い
て
三
度
び
確
認
さ
れ
た
と

い
つ
て
も
決
し
て
不
当
で
は
な
か
ろ
う
。

仲
本
氏
側
と
し
て
も
今
少
し
で
心
惜
し
い

限
り
、
と
い
う
気
持
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、

全
市
会
議
員
を
相
手
に
し
た
大
角
力
で
、
力
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尽
き
て
敗
退
し
た
と
考
え
れ
ば
思
い
残
す
こ

と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
仲
本
氏
も
選
挙
に
お

い
て
公
約
し
た
通
り
那
覇
市
を
愛
す
る
一
念

か
ら
の
立
候
補
で
あ
つ
て
み
れ
ば
、
落
選
し

て
も
今
後
市
政
に
つ
い
て
の
希
望
の
実
現
に

一
市
民
の
立
場
か
ら
十
分
働
け
る
わ
け
で
あ

り
、
市
民
の
声
と
な
つ
て
市
当
局
を
鞭
撻
す

べ
き
で
あ
る
。

な
お
那
覇
市
の
都
市
計
画
は
何
人
が
市
長

に
な
つ
て
も
予
定
さ
れ
た
事
業
で
あ
る
が
、

又
吉
氏
は
当
間
前
市
長
の
計
画
を
情
況
の
変

化
が
な
い
限
り
大
体
踏
襲
す
る
と
言
明
し
て

来
て
い
る
が
、
市
民
は
そ
の
実
現
が
一
日
も

早
か
ら
ん
こ
と
を
希
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
後
市
会
の
協
力
の
下
に
計
画
を
机
上
か
ら

実
際
に
移
す
よ
う
努
力
し
て
欲
し
い
も
の
で

あ
る
。
そ
の
際
真
和
志
村
と
の
合
併
は
直
ち

に
ぶ
つ
か
る
問
題
で
あ
る
の
で
、
那
覇
市
議

会
と
真
和
志
村
議
会
が
ス
ム
ー
ス
に
合
併
に

同
意
す
る
よ
う
誘
導
す
る
の
は
新
市
長
と
し

て
の
大
き
い
使
命
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
ま
た

市
民
の
良
識
に
こ
た
え
る
こ
と
に
も
な
ろ

う
。二

千
四
百
余
票
の
差
で
／
又
吉

康
和
氏
が
当
選
／
そ
ぼ
降
る

雨
中
に
混
雑
の
開
票
場
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那
覇
市
長
特
別
選
挙
の
開
票
は
二
十
八
日
午

前
十
時
か
ら
十
カ
所
の
投
票
箱
を
市
会
議
室

に
一
ま
と
め
に
し
て
い
つ
せ
い
に
開
始
、
投

票
率
七
割
四
分
、
さ
き
の
立
法
院
議
員
選
挙

よ
り
わ
ず
か
一
分
の
好
調
を
み
せ
て
い
る

が
、
選
挙
の
常
道
か
ら
お
し
て
余
り
香
ば
し

く
な
い
成
績
だ
、
二
名
の
候
補
者
だ
け
に
開

票
は
運
び
が
早
く
、
一
時
ご
ろ
は
大
勢
は

ほ
ゞ
判
明
し
て
午
後
二
時
す
ぎ
に
は
又
吉
候

補
が
二
千
四
百
十
七
票
を
引
離
し
て
栄
冠
を

獲
得
、
こ
ゝ
に
新
市
長
の
決
定
を
見
た
。

六
万
市
民
の
首
長
を
選
び
出
そ
う
と
い
う

の
だ
か
ら
、
こ
の
日
の
開
票
場
は
そ
ぼ
降
る

雨
の
中
を
数
千
の
市
民
が
つ
め
か
け
て
も
の

凄
い
混
雑
、

白
熱

と

高
潮

の
渦
の

中
に
本
会
場
の
投
票
箱
か
ら
次
ぎ
次
ぎ
開
か

れ
た
が
、
よ
り
分
け
さ
れ
る
事
務
員
の
手
さ

ば
き
も
も
ど
か
し
く
、
め
く
ら
れ
る
票
に
集

中
さ
れ
る
目
、
顔
は
何
時
も
な
が
ら
の
息
づ

ま
る
開
票
風
景
を
描
い
た
。

こ
う
し
た
紙
が
山
積
す
る
中
に
そ
わ
そ
わ
し

た
運
動
員
の
推
定
票
数
が
場
内
の
ア
チ
コ
チ

で
乱
れ
飛
ぶ
中
で
速
報
に
全
神
経
を
注
ぐ
各

社
の
記
者
の
動
き
も
あ
わ
た
ゞ
し
い
も
の
だ

つ
た
。

午
後
一
時
ご
ろ
ま
で
に
全
投
票
箱
の
ふ
た
開

け
が
す
み
、
引
つ
ゞ
き
寄
り
わ
け
に
移
つ
た

が
最
初
か
ら
又
吉
氏
に
歩
が
あ
り
、
次
ぎ
次

ぎ
行
わ
れ
る
集
計
も
依
然
同
氏
が
リ
ー
ド
し

て
二
時
四
十
分
に
は
次
の
数
字
で
当
落
が
決

定
し
た
。

又
吉
氏
　
　
一
一
、
九
四
六
票

仲
本
氏
　
　
　
九
、
五
二
九
票

無
効
票
数
　
　
　
　
一
八
五
票

当
落
に
泣
き
笑
い
狂
騒
曲
／
当
落
の
両

氏
に
感
想
き
く

特
別
選
挙
だ
け
に
苦
労
と
不
安
は
一
し
ほ

で
、
又
吉
候
補
側
は
市
会
議
員
の
結
束
と
い

つ
た
背
水
の
陣
、
一
方
仲
本
候
補
側
は
こ
の

際
ぜ
ひ
会
稽
の
恥
を
そ
ゝ
ご
う
と
い
う
反
動

的
な
対
立
と
な
つ
た
ゞ
け
に
成
り
行
き
は
極

め
て
重
視
さ
れ
た
が
、
六
万
市
民
の
審
判
は

下
さ
れ
、
と
う
と
う
結
論
が
出
た
。
そ
れ
だ

け
に
当
選
の
栄
を
か
ち
得
た
又
吉
候
補
や
惜

敗
し
た
仲
本
候
補
よ
り
も
そ
の
運
動
員
の
喜

び
や
、
悲
し
み
が
そ
れ
ぞ
れ
大
き
く
両
事
務

所
と
も
ご
つ
た
返
え
し
た
。

市
民
、
自
覚
の
現
れ
／
全
琉
的
な
支
援

に
感
謝

次
は
喜
び
の
事
務
所
に
又
吉
氏
当
選
の
感
想

を
き
い
て
み
た
。

一
騎
打
ち
の
激
戦
を
し
た
ゝ
め
に
混
戦
状

態
に
お
ち
い
つ
て
ふ
た
を
開
け
な
け
れ
ば

判
ら
な
い
と
思
つ
た
。
然
し
日
本
在
留
の

先
輩
の
激
励
と
全
琉
的
に
支
援
し
て
貰
つ

た
ゝ
め
に
感
激
に
み
ち
て
頑
張
つ
て
来

た
。
善
戦
苦
斗
、
立
ち
遅
れ
に
な
つ
た
に

も
拘
ら
ず
こ
の
栄
冠
を
か
ち
得
た
の
は
市

民
の
自
覚
を
表
わ
す
も
の
で
、
か
え
つ
て

そ
れ
が
う
れ
し
い
。
然
し
仲
本
氏
も
あ
れ

だ
け
の
票
を
得
て
よ
く
頑
張
つ
た
。

こ
の
上
は
市
の
た
め
に
全
力
を
注
ぐ
つ
も

り
で
お
り
市
民
各
位
の
協
力
を
望
ん
で
や

ま
な
い
。

記
者
の
イ
ン
タ
ビ
ユ
ー
と
カ
メ
ラ
に
お
さ
ま

つ
た
又
吉
氏
は
市
議
た
ち
に
と
り
囲
ま
れ
て

早
速
市
内
市
場
通
り
を
一
巡
し
、
当
選
挨
拶

を
行
つ
た
。

何
等
不
満
な
し
／
水
に
流
し
て
再
出
発

一
方
惜
敗
し
た
仲
本
候
補
事
務
所
で
は
、
そ

ん
な
筈
は
な
か
つ
た
と
泣
く
も
の
、
沈
む
も

の
で
う
ち
し
お
れ
て
い
る
中
に
仲
本
氏
は

気
を
落
す
な
、
当
選
が
判
然
と
す
れ
ば
、

す
べ
て
を
一
蹴
し
て
市
の
た
め
に
力
を
尽
す

べ
き
で
、
そ
の
た
め
に
懸
命
の
運
動
を
つ
ゞ

け
て
来
た
の
だ

と
激
励
の
言
葉
を
放

つ
て
運
動
員
の
志
気
を
盛
り
あ
げ
て
い
た
。

仲
本
氏
談

不
徳
の
致
す
と
こ
ろ
と
思
つ
て
い
る
。
凡

て
が
決
定
す
れ
ば
疑
心
暗
鬼
の
い
や
ら
し

い
こ
と
を
水
に
流
し
て
市
民
の
た
め
に
全

力
を
傾
け
る
べ
き
で
あ
る
。
仲
本
は
ま
だ

若
く
て
健
康
な
の
で
何
等
の
不
満
も
な

い
。
又
吉
氏
の
善
政
に
は
協
力
し
、
不
備

な
点
は
指
摘
し
て
行
く
つ
も
り
だ
。
神
は

仲
本
に
休
息
を
与
え
た
と
思
つ
て
い
る
。

残
念
な
こ
と
に
多
数
の
支
持
者
の
期
待
に

沿
い
得
な
か
つ
た
こ
と
だ
け
で
、
今
後
努
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力
す
れ
ば
こ
れ
に
報
い
ら
れ
る
と
思
う
。
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き
よ
う
四
月
一
日
、
い
よ
い
よ
待
望
の
琉
球

政
府
が
発
足
す
る
。
盛
大
な
創
立
式
典
も
琉

大
で
挙
行
さ
れ
る
。
光
輝
充
ち
あ
ふ
れ
る
全

琉
政
治
の
め
で
た
い
誕
生
日
を
迎
え
て
、
わ

れ
わ
れ
の
感
激
は
た
と
え
よ
う
も
な
い
。
官

民
を
挙
げ
て
、
祝
杯
を
あ
げ
前
途
の
幸
を
希

う
こ
と
に
し
た
い
。
琉
球
政
府
誕
生
の
意
義

に
つ
い
て
は
、
既
に
周
知
の
通
り
で
、
言
う

迄
も
な
く

琉
球
人
将
来
の
経
済
、
政
治
及

び
福
祉
を
考
え
る
上
か
ら
、
全
琉
政
府
の
設

立
が
望
ま
し
い

旨
述
べ
た
布
告
第
十
三
号

に
明
示
さ
れ
て
い
る
。
大
島
、
沖
縄
、
宮
古
、

八
重
山
の
四
つ
の
孤
島
が
柵
を
囲
い
廻
し
た

の
で
は
、
有
無
相
通
ず
る
共
存
の
策
を
施
す

こ
と
も
出
来
ぬ
し
、
だ
か
ら
総
合
的
な
立
場

か
ら
、
四
つ
の
孤
島
を
縦
、
横
に
つ
な
い
で
、

四
群
島
の
も
つ
政
治
、
経
済
、
文
化
の
総
合

力
の
結
集
を
不
可
能
に
し
た
。
す
な
わ
ち
バ

ラ
バ
ラ
の
力
を
合
体
さ
せ
て

琉
球
政
府

と
い
う
一
丸
の
力
に
固
め
、
四
群
島
住
民
の

福
祉
を
一
層
効
果
あ
ら
し
め
る
ね
ら
い
で
、

わ
れ
わ
れ
の
琉
球
政
府
が
誕
生
し
た
と
言
え

よ
う
。

琉
球
憲
法
と
言
わ
れ
る
米
民
政
府
の
布
告

は
、と
り
も
な
お
さ
ず
琉
球
人
将
来
の
経
済
、

政
治
及
び
福
祉
を
考
え
て
の
、
米
民
政
府
が

わ
れ
わ
れ
に
与
え
た
法
的
保
証
で
あ
る
。
た

と
え
軍
政
下
と
い
う
枠
内
に
せ
よ
、
民
主
々

義
諸
国
の
近
代
政
治
形
態
が
わ
れ
わ
れ
琉
球

住
民
に
与
え
ら
れ
、
ま
る
で
独
立
国
家
を
思

わ
せ
る
三
権
分
立
の
機
能
が
確
立
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
即
ち
本
紙
六
面
の
琉
球
政
府
機
構

図
を
見
れ
ば
一
目
り
よ
う
然
た
る
も
の
が
あ

る
。
小
規
模
乍
ら
ま
さ
に
一
国
的
政
治
機
構

で
あ
り
、
先
進
国
に
比
肩
し
て
も
恥
か
し
か

ら
ぬ
政
治
形
態
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。
立
法

院
、
行
政
府
、
上
訴
裁
判
所
の
三
権
が
巧
み

に
抑
制
均
衡
し
て
、
新
制
度
の
妙
味
を
顕
現

し
、
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
民
主
国

家
の
基
本
的
自
由
が
保
障
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
依
つ
て
わ
れ
わ
れ
全
琉
住
民
は
、
自
由

に
物
を
考
え
、
そ
し
て
自
由
に
行
動
し
、
自

主
的
に
、
合
理
的
に
わ
れ
わ
れ
住
民
自
体
の

欲
す
る
福
祉
を
求
め
て
、
わ
れ
わ
れ
の
社
会

に
生
起
す
る
諸
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
出

来
る
。
立
法
院
、
行
政
府
、
上
訴
裁
判
所
の

使
命
も
亦
同
様
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
だ
け
に
琉
球
住
民
の
責
任
が
加

重
さ
れ
た
と
言
え
る
。
一
国
的
な
政
治
機
構

の
運
営
が
い
か
に
容
易
な
業
で
は
な
い
か

は
、
今
更
く
ど
く
ど
し
く
説
明
の
要
は
な
か

ろ
う
。
為
政
者
の
新
た
な
る
自
覚
が
要
請
さ

れ
る
所
以
で
あ
る
。
殊
に
最
大
の
警
戒
を
必

要
と
す
る
こ
と
は
、
せ
つ
か
く
一
丸
に
纏
つ

た
四
群
島
の
融
和
で
あ
る
。
政
治
、
経
済
、

文
化
の
何
れ
の
問
題
に
せ
よ
、
ど
つ
ち
か
の

群
島
に
え
こ
ひ
い
き
の
恩
恵
が
一
方
的
に
注

が
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
悪
平
等
は
悪
い
が
、
政

治
的
抗
争
や
そ
の
他
の
感
情
に
囚
わ
れ
て
群

島
間
の
紛
争
を
招
く
こ
と
が
あ
つ
て
は
、
せ

つ
か
く
の
全
琉
一
丸
が
解
け
て
了
う
。
例
え

ば
待
望
の
経
済
復
興
問
題
に
し
ろ
、
そ
れ
か

ら
教
育
問
題
に
し
ろ
、
そ
れ
は
飽
く
迄
、
全

琉
一
貫
の
統
合
的
視
野
か
ら
対
処
さ
れ
な
く

て
は
な
ら
ぬ
。
群
島
間
の
交
通
が
不
便
だ
け

に
中
央
集
権
の
弊
に
陥
る
懸
念
が
無
い
で
は

な
い
。
そ
こ
で
、
地
方
分
権
と
い
う
民
主
々

義
の
原
理
が
、
実
際
に
活
用
さ
れ
、
四
群
島

の
政
治
、
経
済
、
文
化
面
に
そ
れ
が
遺
憾
な

く
具
現
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
各
政
党

に
対
し
て
も
同
様
な
こ
と
が
言
え
る
。
政
党

の
全
琉
的
再
編
成
が
必
要
で
あ
る
し
、
教
育

界
、経
済
界
そ
の
他
の
民
間
団
体
に
し
て
も
、

群
島
別
の
組
織
と
は
別
個
に
、
全
琉
的
組
織

へ
の
拡
大
発
展
が
望
ま
し
い
。

と
に
か
く
琉
球
政
治
の
機
構
は
、
形
だ
け
は

立
派
に
出
来
上
つ
た
。
そ
の
内
容
を
成
す
政

治
の
実
際
運
用
が
、
為
政
者
と
全
琉
住
民
の

融
和
と
協
力
に
依
つ
て
、
こ
れ
か
ら
産
み
出

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
民
主
的

方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
こ
で
政

治
に
直
接
携
わ
る
比
嘉
主
席
以
下
の
公
吏
及

議
員
が
、
わ
れ
わ
れ
全
琉
住
民
の
公
僕
た
る

こ
と
を
自
覚
し
、
琉
球
の
諸
政
党
が
政
府
と

よ
く
協
力
し
、
監
視
し
、
全
琉
住
民
の
福
祉

を
希
つ
て
、
苦
斗
敢
斗
す
る
こ
と
で
あ
る
。

一
方
住
民
側
に
し
て
も
、
琉
球
復
興
の
苦
難

な
道
を
悟
り
、
政
府
の
施
策
に
呼
応
し
て
、

各
職
場
を
通
じ
て
、
或
は
家
庭
、
社
会
を
通

じ
て
、
琉
球
政
府
発
足
の
意
義
を
空
し
く
せ

ぬ
努
力
が
払
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
わ
れ

わ
れ
琉
球
住
民
の
福
祉
は
、
結
局
わ
れ
わ
れ

の
流
す
勤
労
の
汗
と
、
民
主
的
な
教
養
が
、

わ
れ
わ
れ
の
家
庭
、
職
場
、
社
会
に
注
が
れ

る
そ
の
強
弱
い
か
ん
に
依
つ
て
決
ま
る
の
で

あ
る
。
そ
の
使
命
た
る
や
ま
こ
と
に
重
大
と

言
う
べ
き
で
あ
る
。
為
政
者
と
全
琉
住
民
が

そ
う
し
た
決
意
を
固
め
て
、
輝
か
し
い
琉
球

政
府
の
発
足
を
、祝
福
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

米
・
日
両
国
の
平
和
条
約
発
効
も
、
も
は
や

時
間
の
問
題
と
な
つ
た
。
今
月
の
中
旬
か
下

旬
に
は
、
日
本
は
六
年
ぶ
り
に
独
立
国
と
し

て
、
再
出
発
す
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
取

残
さ
れ
た
わ
れ
わ
れ
琉
球
住
民
の
気
持
は
極

め
て
複
雑
で
あ
る
が
、
し
か
し
物
は
考
え
よ

う
一
つ
だ
。
せ
め
て
気
持
だ
け
で
も
、
独
立

国
琉
球
が
、
き
よ
う
誕
生
し
た
と
思
い
、
明

る
い
平
和
な
琉
球
復
興
を
目
指
し
て
起
き
上

が
る
意
気
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 一

二
八

一
九
五
二
年

昭
和
二
十
七
年

三
｜
四
月



市
町
村
選
挙
法
／
一
部
を
改
正
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さ
き
に
政
府
総
務
局
で
は
大
島
の
関
係
者
か

ら
の
陳
情
に
よ
つ
て
、
奄
美
群
島
の
場
合
市

町
村
長
並
に
市
町
村
議
会
議
員
の
選
挙
は
市

町
村
制
に
よ
れ
ば
六
月
に
、
選
挙
法
に
よ
れ

ば
九
月
に
施
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
こ

に
三
カ
月
の
く
い
違
い
が
あ
る
た
め
そ
の
処

置
に
つ
い
て
軍
に
照
合
し
て
い
た
が
、
十
七

日
付
軍
布
令
が
公
布
さ
れ
、

八
重
山
群
島

竹
富
村
を
除
く
他
の
全
市
町
村
に
お
け
る
市

町
村
長
の
選
挙
は
四
年
に
一
回
九
月
の
第
一

日
曜
に
議
会
議
員
は
第
二
日
曜
に
選
挙
を
施

行
す
る

と
改
正
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
つ
て

奄
美
群
島
の
選
挙
も
九
月
に
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
な
お
市
町
村
長
並
に

市
町
村
議
会
議
員
選
挙
の
改
正
箇
所
は
次
の

通
り
◇
第
一
章
一
条
二
項

市
町
村
長
の
総
選
挙

は
四
年
に
一
回
九
月
の
第
一
日
曜
に
、
議
会

議
員
の
総
選
挙
は
第
二
日
曜
に
行
う
、
こ
れ

は
両
総
選
挙
と
も
九
月
の
第
二
日
曜
に
施
行

す
る
八
重
山
群
島
竹
富
村
を
除
く
外
、
全
市

町
村
に
適
用
さ
れ
る
。
特
別
選
挙
は
四
十
二

条
、
四
十
七
条
の
規
定
に
よ
つ
て
行
う
、
本

条
の
如
何
な
る
規
定
に
も
拘
ら
ず
市
町
村
長

並
に
議
員
は
後
任
者
が
当
選
、
就
任
す
る
日

ま
で
業
務
を
行
う

◇
第
五
章
四
十
二
条
三
項

①
　
一
条
二
項

の
規
定
に
拘
ら
ず
市
町
村
長
の
欠
員
補
充
の

た
め
の
特
別
選
挙
が
行
わ
れ
た
場
合
、
当
選

者
の
任
期
は
満
四
カ
年
と
す
る
、
②
議
員
の

数
が
そ
の
定
数
の
三
分
の
二
に
達
し
な
く
な

つ
た
場
合
で
な
け
れ
ば
議
会
の
任
期
が
終
る

前
六
カ
月
以
内
は
特
別
選
挙
は
行
わ
な
い

「
わ
が
村
」
立
退
い
た
松
原
区

民
／
五
度
目
の
移
動
に
／
敢

然
！
再
出
発
の
ツ
チ
揮
う
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真
和
志
村
松
川
か
ら
首
里
へ
上
り
か
け
る

左
手
の
松
川
後
原
に
畠
を
均
し
て
、
あ
わ

た
ゞ
し
く
家
を
建
て
ゝ
い
る
一
群
。
こ
れ

は
戦
後
三
回
の
部
落
移
動
を
経
て

わ
が

村

に
お
ち
つ
い
て
い
た
同
村
松
原
区

泊
エ
ン
ジ
ニ
ア
部
隊
北
側

が
ま
た
軍

使
用
地
と
な
つ
て
立
退
き
、
生
活
再
出
発

を
す
る
槌
音
で
あ
る
。

戦
争
の
翌
年
、
四
六
年
一
月
、
散
り
散
り
に

な
つ
て
い
た
真
和
志
村
民
が
摩
文
仁
村
米
須

部
落
へ
集
結
、
松
原
区
民
は
更
に
翌
年
一
月

豊
見
城
に
、
同
年
五
月
真
和
志
村
真
嘉
比
部

落
に
移
動
し
た
。
こ
う
し
て
一
歩
一
歩
生
れ

故
郷
に
近
づ
い
た
松
原
区
民
は
今
年
七
月
待

ち
か
ね
た
松
原
区
に
移
動
が
許
さ
れ
、
喜
び

勇
ん
で
祖
先
伝
来
の
地
に
生
活
の
根
を
お
ろ

し
た
。
然
し
そ
れ
も
束
の
間
、
五
〇
年
七
月

ま
た
軍
か
ら
立
退
き
を
指
示
さ
れ
、
村
の
斡

旋
で
松
川
後
原
に
二
千
坪
の
移
動
地
を
得

て
、
い
ま
家
を
作
つ
て
い
る
。

松
原
区
は
八
十
戸
、
三
百
名
だ
つ
た
が
、
一

部
は
村
内
各
部
落
へ
分
散
、
大
半
の
約
五
十

戸
は
松
川
へ
き
て
い
る
。
今
月
初
め
か
ら
傾

斜
の
畠
を
地
均
し
、
十
五
日
ま
で
に
家
財
道

具
を
す
つ
か
り
ひ
き
払
つ
て
き
て
、
今
月
一

杯
に
お
お
か
た
の
家
が
一
段
落
つ
く
。
い
ま

の
と
こ
ろ
建
築
中
の
吹
き
さ
ら
し
の
家
の
中

で
寝
起
き
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

今
度
は
な
い
主
食
の
無
償
配
給
／
移
動

費
は
一
戸
平
均
一
万
円

区
長
の
内
間
安
秀
氏
の
話
―
移
動
費
と
し
て

一
戸
平
均
一
万
円

四
千
円
か
ら
一
万
八
千

円
ま
で

運
搬
費
が
坪
三
百
七
十
円
支
給
さ

れ
、
何
と
か
移
動
は
し
つ
ゝ
あ
り
ま
す
。
労

力
不
足
で
皆
知
り
合
い
を
頼
ん
で
家
を
作

り
、
道
路
は
村
か
ら
作
る
よ
う
で
今
月
一
杯

に
は
完
成
す
る
で
し
よ
う
、
殆
ん
ど
が
農
民

で
す
の
で
。
こ
ゝ
で
は
農
耕
も
な
く
今
後
の

生
活
が
気
に
な
り
ま
す
が
、
い
ま
は
家
を
作

る
の
に
精
一
杯
で
す
。
四
九
年
に
上
の
屋
天

久
が
移
動
し
た
と
き
は
三
カ
月
間
主
食
の
無

償
配
給
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
措
置
を
と

つ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

兼
島
市
長
の
選
挙
違
反
事
件
／

判
決
、
罰
金
二
千
円
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立
法
院
議
員
選
挙
の
際
首
里
市
民
の
数
名
を

戸
別
訪
問
し
た
と
の
理
由
で
選
挙
違
反
に
と

わ
れ
た
兼
島
首
里
市
長
の
第
二
回
公
判
は
二

十
三
日
あ
さ
十
時
か
ら
玉
城
判
事
係
り
、
金

城
検
事
、
伊
江
弁
護
士
立
会
で
開
廷
、
次
の

判
決
が
云
渡
さ
れ
た

一
罰
金
二
千
円

求
刑
禁
こ
三
カ
月
執
行

猶
予
二
年

罰
金
を
完
納
す
る
こ
と
が
出

来
な
い
場
合
は
百
円
を
一
日
に
換
算
し
た

期
間
被
告
人
を
労
役
場
に
留
置
す
る

進
退
は
後
で
／
兼
島
市
長
帰
る

罰
金
刑
を
云
渡
さ
れ
た
兼
島
市
長
は
大
要
次

の
様
な
感
想
を
語
つ
た

不
注
意
の
た
め
に
約
五
十
日
近
く
も
こ
の

問
題
で
市
民
に
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
は
残

念
で
、
一
日
も
早
く
判
決
の
下
る
こ
と
を

待
つ
て
い
た
が
寛
大
な
判
決
を
受
け
て
感

謝
し
て
い
る
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
教
育

関
係
に
た
ず
さ
わ
り
政
治
に
関
係
が
な
か

つ
た
わ
け
だ
が
、
政
治
は
一
人
だ
け
の
考

え
で
行
か
ず
、
現
在
は
支
持
者
も
あ
り
、

仕
事
も
半
ば
だ
し
、
そ
れ
に
身
を
ひ
い
た

場
合
そ
の
後
の
政
争
が
起
ら
ん
と
も
限
ら

な
い
の
で
進
退
は
後
日
考
え
た
い

失
格
は
し
な
い
／
行
政
課
長
の
見
解

罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
市
長
の
職
を
失

一
二
九

一
九
五
二
年

昭
和
二
十
七
年

四
月



う
か
ど
う
か
に
つ
い
て
稲
嶺
行
政
課
長
は
市

町
村
長
選
挙
法
並
に
市
町
村
制
に
基
い
て
個

人
的
見
解
を
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る

○

選
挙
法
の
第
三
条
の
三
項

受
刑
中
の
者
及
び
執
行
猶
予
中
の
者
は

選
挙
権
も
被
選
挙
権
も
有
し
な
い

と
あ
り
、

被
選
挙
権
を
有
し
な
く
な
つ
た
時
は
失
格
す

る
わ
け
で
、
こ
れ
が
原
則
的
な
も
の
だ
が
、

罰
金
刑
の
場
合
は

○

市
町
村
制
の
六
十
一
条

選
挙
に
関
す
る
犯
罪
に
よ
つ
て
罰
金
の

刑
に
処
せ
ら
れ
た
ゝ
め
被
選
挙
権
を
有
し
な

い
者
で
あ
る
場
合
は
職
を
失
う

と
あ
る
、

こ
の
被
選
挙
権
は
選
挙
法
百
一
条

選
挙
期

間

四
五
日

以
前
に
選
挙
運
動
を
し
た
者

は
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
一
万
円
以
下
の
罰

金
若
し
く
は
両
刑
に
処
す
る
。
候
補
者
で
そ

の
挙
に
出
た
者
は
該
選
挙
の
被
選
挙
権
を
失

う

と
あ
る
の
で
市
町
村
制
の
被
選
挙
権
は

こ
の
条
項
に
適
合
す
る
も
の
と
思
わ
れ
今
回

の
立
法
院
議
員
選
挙
と
は
関
係
を
持
た
な
い

も
の
と
見
て
い
る
の
で
市
長
の
職
は
失
わ
な

い
と
考
え
る

｜
社
　
説
｜

兼
島
市
長
の
謹
慎
を
望
む

沖
タ
　
１
９
５
２
・
４
・
25

選
挙
に
絡
む
傷
害
致
死
事
件
で
起
訴
さ
れ
た

り
、
学
歴
詐
称
の
疑
い
で
悶
着
を
起
し
た
り
、

或
は
市
長
助
役
が
選
挙
違
反
に
問
わ
れ
た
り

す
る
琉
球
政
界
の
異
常
現
象
は
、
政
治
不
信

を
住
民
に
抱
か
せ
る
恐
れ
が
あ
ろ
う
。
黒
・

白
が
未
だ
定
か
で
な
い
か
ら
、
と
や
か
く
の

批
判
は
控
え
る
が
、
火
の
な
い
処
に
煙
は
立

た
ぬ
と
い
う
諺
も
あ
る
。
当
選
し
た
い
、
当

選
さ
せ
た
い
の
政
争
意
識
の
過
剰
が
是
非
の

弁
え
も
無
く
過
失
を
犯
し
、
社
会
の
疑
惑
を

深
め
る
の
で
あ
る
。
然
か
も
そ
れ
が
良
識
の

あ
り
そ
う
な
政
界
の
知
名
士
だ
か
ら
余
計
始

末
が
悪
い
。
だ
か
ら
政
界
人
の
良
識
と
言
う

も
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
健
常
な
常
識
以
下
だ

と
推
論
し
て
よ
ろ
し
い
と
は
申
さ
ぬ
。
そ
れ

に
し
て
も
、
ピ
ン
ト
は
ず
れ
の
言
動
が
目
立

ち
過
ぎ
る
琉
球
政
界
の
現
状
は
、
何
と
か
な

ら
ぬ
も
の
か
。
政
治
感
覚
の
狂
い
が
、
政
界

の
常
道
と
化
し
、
そ
れ
が
黙
認
さ
れ
る
と
し

た
ら
、
住
民
の
被
害
は
甚
大
で
あ
る
。
従
来

琉
球
の
社
会
風
潮
と
し
て
、
知
名
士
を
無
暗

矢
た
ら
に
拝
め
奉
る
保
守
的
な
随
従
癖
が
あ

る
こ
と
は
お
お
い
事
実
で
あ
ろ
う
。
知
名
士

が
そ
れ
を
い
い
こ
と
に
し
て
、
世
を
巧
み
に

欺
き
、
い
か
に
も
識
者
ら
し
く
、
そ
れ
か
ら

人
格
者
ら
し
く
偽
装
し
て
、
自
ら
の
欲
得
を

充
た
し
て
い
る
向
が
無
い
か
ど
う
か
。
知
名

士
の
公
、
私
生
活
が
社
会
を
毒
す
る
こ
と
が

あ
つ
て
も
、
そ
れ
が
不
問
に
付
さ
れ
、
い
さ

さ
か
も
社
会
的
制
裁
が
加
わ
ら
ぬ
か
ら
、
知

名
士
も
心
得
た
も
の
で
、
ど
ん
な
過
失
が
あ

つ
て
も
、
頬
か
む
り
で
押
切
り
、
噂
が
消
え

る
の
を
見
計
つ
て
、
指
導
者
と
し
て
の
地
位

を
依
然
と
し
て
持
続
す
る
芸
当
も
や
つ
て
の

け
る
の
で
あ
る
。
社
会
制
裁
を
忘
れ
た
琉
球

社
会
の
盲
点
を
、
茲
に
指
摘
す
る
所
以
で
あ

る
。
成
行
注
目
さ
れ
た
兼
島
首
里
市
長
の
選
挙
違

反
事
件
は
罰
金
二
千
円
の
軽
い
判
決
が
下
さ

れ
、
稲
嶺
行
政
課
長
の
見
解
と
し
て

失
格

は
し
な
い

と
発
表
さ
れ
た
。
罰
金
二
千
円

が
、
果
し
て
公
正
な
判
決
で
あ
る
か
ど
う
か

詳
し
く
は
知
ら
ぬ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
戸
別

訪
問
と
い
う
選
挙
違
反
が
、
微
罪
で
あ
る
こ

と
が
今
度
の
判
決
で
証
左
さ
れ
た
と
言
え
よ

う
。
公
務
員
の
選
挙
違
反
は
と
に
か
く
重
罪

視
さ
れ
、
そ
れ
を
犯
し
た
が
最
後
、
重
職
者

で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
失
格
必
定
と
さ
れ
た
戦

前
の
社
会
通
念
が
、
破
砕
さ
れ
た
も
同
然
で

あ
る
。
失
格
し
な
い
こ
と
が
解
つ
た
ら
、
罰

金
刑
を
覚
悟
の
上
で
、戸
別
訪
問
の
微
罪
が
、

い
よ
い
よ
公
然
と
敢
行
さ
れ
、
選
挙
の
自
由

を
は
ば
む
最
悪
の
事
態
を
招
く
恐
れ
が
な
い

で
も
な
い
。
恐
か
つ
や
買
収
が
重
罪
で
、
戸

別
訪
問
に
よ
る
選
挙
の
自
由
侵
害
を
微
罪
と

す
る
こ
と
も
納
得
し
か
ね
る
問
題
を
含
ん
で

い
る
。
殊
に
そ
の
地
域
社
会
に
お
い
て
政
治

勢
力
の
強
い
市
長
或
は
助
役
が
、
戸
別
訪
問

し
て
有
権
者
に
威
圧
を
加
え
る
こ
と
が
、
微

罪
と
さ
れ
、
罰
金
刑
位
で
処
置
さ
れ
て
、
失

格
を
免
れ
る
と
し
た
ら
、
法
の
権
威
が
疑
わ

れ
よ
う
。
く
わ
し
く
は
社
会
の
批
判
に
訴
え

た
い
。

さ
ら
に
判
決
後
の
兼
島
市
長
の
態
度
に
難
点

が
あ
る
。
市
民
に
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
を
わ

び
た
の
は
い
い
が

現
在
は
支
持
者
も
あ
り
、

仕
事
も
半
ば
だ
し
、
そ
れ
に
身
を
ひ
い
た
場

合
そ
の
後
の
政
争
が
起
ら
ん
と
も
限
ら
な
い

の
で
進
退
は
後
日
考
え
た
い

と
い
う
現
職

へ
の
未
練
は
、
市
民
へ
の
わ
び
口
上
を
台
無

し
に
す
る
。
選
挙
の
自
由
を
侵
害
し
、
地
方

自
治
の
育
成
に
ヒ
ビ
を
入
れ
た
市
長
が
お
く

面
も
な
く
地
方
自
治
団
体
の
首
長
と
し
て
お

さ
ま
り
、
指
導
者
と
し
て
の
地
位
を
保
つ
と

あ
つ
て
は
、
善
良
な
市
民
が
承
知
す
ま
い
。

退
い
て
謹
慎
し
、
名
誉
回
復
を
努
め
て
出
直

す
の
が
賢
明
で
あ
る
。
法
律
と
社
会
の
道
義

は
一
致
す
べ
き
も
の
で
は
あ
る
が
、
た
と
え

法
が
許
し
て
も
、
社
会
の
道
義
が
許
さ
ぬ
場

合
も
あ
る
。
そ
こ
に
社
会
制
裁
の
意
義
を
見

出
さ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
こ
の
際
市
長
の
椅

子
を
去
る
か
、
そ
れ
と
も
頬
か
む
り
し
て
押

切
る
か
は
、
要
す
る
に
兼
島
市
長
の
人
格
と

識
見
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
。
未
練
が
ま
し

く
現
職
に
と
ど
ま
る
と
し
た
ら
、
市
全
体
の

体
面
に
か
か
わ
る
。
仕
事
半
ば
と
い
う
思
い

残
り
が
あ
る
な
ら
、
大
義
名
分
を
明
か
に
し

て
一
応
退
職
し
、
直
に
市
長
選
挙
に
か
け
参

じ
て
、
市
民
の
公
正
な
批
判
を
求
め
、
再
選

一
三
〇

一
九
五
二
年

昭
和
二
十
七
年

四
月



さ
れ
て
仕
事
の
残
り
を
片
づ
け
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
か
ら
支
持
者
が
い
る
と
か

身
を
退
い

た
ら
政
争
が
起
ら
ん
と
も
限
ら
な
い

と
い

う
兼
島
市
長
の
思
い
上
り
に
は
、
唖
然
と
な

ら
ざ
る
を
え
な
い
。
選
挙
違
反
で
傷
つ
い
た

市
長
を
、
支
持
す
る
者
が
い
た
ら
、
そ
れ
は

兼
島
市
長
の
も
つ
政
治
勢
力
の
余
勢
を
か
り

て
、
私
党
派
閥
的
に
利
用
せ
ん
が
為
の
、
策

謀
に
外
な
ら
ぬ
と
断
じ
て
も
過
言
で
な
い
。

市
長
取
巻
き
の
政
治
ボ
ス
な
ら
い
ざ
知
ら
ず

常
識
的
に
言
つ
て
、
兼
島
市
長
の
退
陣
は
全

市
民
の
要
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
殊
に

身
を
引
い
た
ら
政
争
が
起
ら
ん
と
も
限
ら

な
い

と
い
う
兼
島
市
長
の
危
ぐ
は
、
甚
だ

し
い
さ
つ
覚
で
あ
る
。
一
体
政
争
の
火
を
た

き
付
け
た
者
は
誰
か
。
そ
れ
は
市
長
自
身
で

は
な
か
つ
た
か
。
選
挙
に
臨
む
首
長
の
態
度

は
飽
く
迄
も
公
正
無
私
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
然
る
に
公
僕
の
身
を
忘
れ
て
、
特
定
候

補
者
を
支
持
し
、
あ
ま
つ
さ
え
市
長
の
威
力

を
市
民
に
向
け
た
選
挙
運
動
の
行
過
ぎ
が
、

政
争
じ
や
つ
起
の
因
と
言
え
ぬ
訳
は
あ
る
ま

い
。
端
的
に
言
う
と
兼
島
市
長
と
大
宜
見
助

役
の
退
職
を
わ
れ
わ
れ
は
望
ん
で
い
る
。

那
覇
市
／
新
市
長
迎
え
機
構
刷

新
／
企
画
部
新
設
部
長
に
翁

長
氏
内
定
琉
新
　
１
９
５
２
・
４
・
25

又
吉
市
長
就
任
後
初
の
那
覇
市
臨
時
市
会

二
十
三
日

で
議
案
第
七
号
印
鑑
登
録
及

び
證
明
に
か
ん
す
る
条
例
、
同
八
号
資
金
前

渡
及
び
前
金
払
に
関
す
る
条
例
、
同
九
号
那

覇
市
部
課
設
置
条
例
改
正
外
一
件
を
原
案
通

り
可
決
選
挙
管
理
委
員
の
選
挙
を
行
い
次
の

よ
う
に
決
定
し
た

△
委
員

高
江
洲
康
徳
、
照
喜
名
良
松
、
島

袋
和
楽
、
我
那
覇
生
善

△
補
充
委
員

山
城
宗
敏
、
翁
長
良
す
け
、

渡
口
政
勝
、
喜
瀬
慎
太
郎
、
比
嘉
政
謙

改
正
さ
れ
た
部
課
設
置
条
例
に
よ
れ
ば
、
従

来
の
総
務
、
社
会
、
建
設
の
三
部
に
新
し
く

企
画
部
を
加
え
同
部
に
秘
書
、
庶
務
課
が
含

ま
れ
企
画
部
長
に
は
翁
長
助
静
氏
が
内
定
し

て
い
る
、さ
ら
に
建
設
部
の
土
地
課
は
廃
止
、

土
木
、
建
築
の
二
課
に
分
け
ら
れ
る

日
の
丸
掲
揚
差
支
な
し
／
政
治

的
意
図
持
た
ぬ
集
会
な
ど
に

／
軍
布
令
一
号
一
部
改
正
さ

る

琉
新
　
１
９
５
２
・
４
・
30

二
十
九
日
民
政
府
か
ら

日
本
国
旗
の
掲
示

に
つ
き
主
席
宛
の
文
書
で
、
軍
布
令
一
号

一
九
四
七
年
六
月
二
十
八
日
付

の
二
、

三
、
二
三
章
が
改
正
と
な
り
、
今
後
政
治
的

な
意
義
を
持
た
な
い
個
人
の
集
会
、
個
人
の

家
庭
の
祝
宴
な
ど
で
日
本
国
旗
を
掲
示
す
る

こ
と
が
許
可
さ
れ
た
と
通
報
さ
れ
た
内
容
左

の
と
お
り

先
に
講
和
条
約
の
発
効
と
と
も
に
琉
球
に
お

い
て
も
日
本
国
旗
掲
示
の
如
何
に
つ
い
て
問

題
が
提
議
さ
れ
日
本
に
祖
国
を
も
つ
す
べ
て

の
人
々
が
こ
の
目
出
度
き
日
を
こ
と
ほ
ぎ
た

い
と
い
う
気
持
は
軍
当
局
に
お
い
て
も
充
分

に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ

ま
で
琉
球
列
島
が
米
民
政
府
に
よ
つ
て
統
治

さ
れ
る
間
は
公
式
的
な
又
は
政
治
的
な
目
的

で
日
本
国
旗
を
か
か
げ
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ

て
い
た
。
こ
こ
に
軍
布
令
一
号
を
改
正
し
、

も
し
希
望
す
る
な
ら
ば
、
政
治
的
な
目
的
を

も
た
な
い
非
公
式
の
場
合
に
個
人
の
家
庭
、

個
人
の
集
会
な
ど
の
祝
宴
で
日
本
国
旗
を
掲

示
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
。
但
し
政
府
の
政

策
を
鼓
吹
し
た
り
、
こ
れ
を
促
進
し
た
り
す

る
目
的
で
開
か
れ
る
集
会
は
政
治
的
な
性
質

を
持
つ
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

な
お
軍
布
令
一
号
の
二
、
三
、
二
三
章
は
左

の
様
に
改
正
さ
れ
四
月
二
十
八
日
よ
り
発
効

す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

琉
球
内
に
お
い
て
米
国
々
旗
以
外
の
各
国
々

旗
を
、
政
府
建
物
お
よ
び
構
内
又
は
公
け
の

集
会
並
に
公
式
的
、
政
治
的
性
質
を
持
つ
集

会
、
行
進
な
ど
で
掲
示
す
る
こ
と
は
禁
止
さ

れ
る
。
た
だ
し
民
政
副
長
官
の
特
別
の
許
可

あ
る
場
合
は
こ
れ
に
含
ま
れ
な
い
。
又
こ
の

項
目
は
政
治
的
意
義
を
持
た
な
い
個
人
の
集

会
又
は
家
庭
内
で
の
国
旗
の
掲
示
を
禁
ず
る

も
の
で
は
な
い
。

以
上
の
項
目
を
犯
し
た
る
も
の
は
一
万
円
以

下
の
罰
金
、
又
は
六
カ
月
以
下
の
懲
役
、
若

し
く
は
両
刑
に
処
せ
ら
れ
る
。

旧
群
府
跡
の
階
下
／
那
覇
中
校

に
明
渡
し
琉
新
　
１
９
５
２
・
５
・
２

生
徒
増
加
で
那
覇
中
校
は
三
部
授
業
を
続
け

教
室
不
足
を
か
こ
つ
て
い
た
が
懸
案
の
旧
群

府
庁
舎
が
一
日
厚
生
局
民
政
局
の
移
転
を
最

後
に
階
下
は
す
つ
か
り
空
い
た
の
で
来
週
月

曜
か
ら
こ
れ
を
利
用
し
い
く
ら
か
こ
れ
ま
で

の
不
便
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
旧
群

府
の
建
物
は
階
上
は
ま
だ
残
務
整
理
組
が
残

つ
て
お
り
階
下
の
十
教
室
を
取
り
あ
え
ず
使

用
す
る
が
同
校
は
二
十
八
教
室
も
不
足
し
、

こ
の
十
教
室
が
増
え
て
も
相
変
ら
ず
二
部
授

業
を
や
ら
ね
ば
な
ら
ず
六
月
末
の
群
府
残
務

整
理
完
了
後
の
天
妃
中
校
□
□
□
に
市
予
算

に
よ
る
ブ
ロ
ツ
ク
校
舎
の
実
現
ま
で
は
教
室

不
足
の
悩
み
は
続
く
と
い
う
わ
け

一
三
一

一
九
五
二
年

昭
和
二
十
七
年

四
｜
五
月

設
更



首
都
の
整
備
建
設
へ
／
又
吉
那
　

覇
市
長
・
施
政
方
針
(上)
／
當

間
前
市
長
樹
立
の
都
計
を
／

時
局
の
変
遷
に
順
応
推
進

琉
新
　
１
９
５
２
・
５
・
６

▽

又
吉
那
覇
市
長
は
き
の
う
開
か
れ
た

市
議
会
で
大
要
左
の
如
き
施
政
方
針
を
発
表

し
た

△

市
民
各
位
の
御
理
解
と
御
援
助
に
よ
り
那
覇

市
長
に
選
ば
れ
茲
に
一
九
五
三
年
度
を
迎
え

る
に
当
り
施
政
の
方
針
を
述
べ
る
機
会
を
得

た
事
は
私
の
き
ん
幸
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
、
現
在
の
那
覇
市
は
都
市
構
成
の
上
か
ら

見
て
土
地
の
使
用
法
建
築
物
の
在
る
べ
き
状

態
お
よ
び
其
の
配
置
乃
至
公
共
施
設
等
の
合

理
化
を
計
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
つ

て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
当
間
前
市
長
の
樹

立
し
た
都
市
経
営
の
計
画
方
針
に
大
体
順
応

し
た
い
が
時
局
の
変
遷
に
よ
つ
て
は
、
こ
れ

を
変
更
し
て
万
全
を
期
す
積
り
で
あ
る
。
こ

の
問
題
は
那
覇
市
百
年
の
大
計
で
あ
り
、
市

政
全
般
に
亘
り
そ
の
影
響
を
受
け
る
の
で
必

然
的
に
財
政
面
と
の
関
連
を
生
じ
衛
生
、
土

木
、
建
築
、
水
道
、
電
気
等
の
事
業
も
そ
の

制
約
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ

う
な
意
味
合
で
一
九
五
三
年
度
に
お
い
て
は

少
い
財
源
を
有
効
に
使
用
す
べ
く
経
営
を
重

点
配
置
し
復
興
の
テ
ム
ポ
を
早
め
た
い

財
政
面

昨
年
度
に
お
い
て
は
、
沖
縄
群
島
市
町
村
税

条
例
に
依
る
事
業
税
、
市
民
税
、
不
動
産
取

得
税
、
家
屋
税
等
を
中
枢
と
す
る
約
二
千
一

百
万
円
の
税
収
入
と
市
場
使
用
料
そ
の
他
に

よ
る
税
外
収
入
七
百
万
円
を
以
て
予
算

紙

計
の
み

を
編
成
し
た
が
幾
多
の
復
興
事
業

を
控
え
て
居
る
上
に
五
三
年
度
は
十
五
カ
月

に
な
つ
て
居
り
こ
れ
等
の
財
源
で
は
到
底
市

□
□
を
賄
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る

税
負
担
の
軽
減
は
努
め
て
こ
れ
を
図
る
積
り

で
は
あ
る
が
復
興
の
為
に
は
暫
く
の
犠
牲
は

忍
び
市
民
税
の
制
限
を
従
来
の
二
百
円
を
引

上
げ
納
税
義
務
者
一
人
に
付
三
百
円
迄
制
限

課
税
を
致
す
の
も
止
む
を
得
な
い

市
民
税
の
増
額
は
琉
球
教
育
基
本
法
に
よ
る

教
育
を
目
的
と
す
る
新
税
が
課
税
で
き
る
な

ら
ば
直
ち
に
法
定
制
限
内
に
下
げ
度
い

教
育
費
は
琉
球
教
育
基
本
法
に
よ
る
と
教
育

区
の
負
担
と
な
つ
て
い
る
が
、
公
選
さ
れ
た

教
育
委
員
が
順
調
な
活
動
を
始
め
る
ま
で
市

の
財
政
で
賄
う
事
に
し
た
関
係
上
、
校
舎
建

築
等
に
多
額
の
費
用
を
必
要
と
す
る
の
で
教

育
の
た
め
に
特
に
一
時
的
な
暫
定
期
間
市
民

税
の
増
加
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
苦
境
に
立
つ

て
い
る
、
今
年
度
は
税
収
入
を
二
千
七
百
万

円
、
こ
の
う
ち
市
民
税
の
制
限
外
撤
廃
に
よ

る
二
百
万
円
の
増
額
以
外
は
全
部
人
口
の
膨

張
、
家
屋
の
増
築
等
に
よ
る
自
然
増
収
に
な

つ
て
居
り
、
調
定
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
と

大
し
て
変
化
は
な
い
も
の
と
思
料
し
て
い
る

使
用
料
及
手
数
料
は
七
百
六
拾
万
円
で
あ

り
、
市
場
使
用
料
が
そ
の
大
宗
を
な
し
十
五

日
分
で
そ
の
八
割
の
六
百
万
円
を
占
め
て
い

る
。
そ
の
他
繰
越
金
過
年
度
収
入
が
約
五
百

万
円
で
以
上
総
計
四
千
万
円
の
収
入
と
区
画

整
理
費
と
相
殺
に
な
る
替
費
地
処
分
収
入
に

よ
る
三
千
八
百
万
円
、
合
計
七
千
九
百
万
円

の
予
算
を
も
つ
て
明
年
六
月
迄
の
市
の
運
営

を
維
持
し
た
い

事
業
に
つ
い
て
は
そ
の
重
要
性
を
勘
案
し
て

逐
次
計
画
を
樹
て
ゝ
行
く
予
定
で
は
あ
る
が

現
在
の
財
政
状
態
で
は
長
期
に
亘
り
そ
の
計

画
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

一
、
中
央
税
の
う
ち
自
動
車
税
、
入
場
税
の

移
譲
に
努
め
る
こ
と

二
、
競
輪
　
富
ク
ジ
或
は
起
債
等
も
考
慮
致

し
て
従
来
の
直
接
に
市
民
の
負
担
と
な
る
税

目
の
税
負
担
を
軽
減
し
な
が
ら
復
興
事
業
を

進
め
た
い

不
急
の
費
用
は
努
め
て
圧
縮
し
、
人
件
費
の

増
額
等
は
物
価
の
変
動
に
よ
る
給
与
ベ
ー
ス

の
改
訂
の
外
は
避
け
現
在
の
陣
容
を
な
る
べ

く
維
持
し
事
業
の
進
行
に
伴
つ
て
小
規
模
に

拡
充
し
て
行
く
方
針
で
あ
る

な
お
現
在
の
税
条
例
は
目
下
琉
球
政
府
で
検

討
中
で
こ
れ
が
改
廃
は
当
然
予
想
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
際
牛
馬
車
税
、
自
転
車

税
等
の
廃
止
を
考
慮
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
現
在
の
税
目
に
変
化
が
起
つ

て
も
財
政
に
及
ぼ
す
影
響
を
最
小
限
度
に
喰

い
と
め
る
必
要
か
ら
一
応
現
在
の
税
目
を
動

か
さ
ず
税
制
の
改
正
は
立
法
院
に
よ
る
立
法

化
の
後
、
市
独
自
の
立
場
か
ら
あ
ら
た
め
て

再
編
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
と
考
え
て
居
る

教
育

終
戦
後
那
覇
市
の
人
口
は
毎
年
膨
張
の
一
途

を
た
ど
り
そ
れ
に
伴
い
生
徒
数
の
転
入
増
加

年
一
千
三
百
名
以
上
で
そ
の
た
め
各
小
中
校

と
も
教
室
不
足
を
来
し
、
そ
の
上
市
有
の
校

舎
も
現
在
軍
や
琉
球
政
府
の
使
用
す
る
所
と

な
り
、
本
建
築
校
舎
の
割
当
も
意
の
如
く
捗

か
ど
ら
な
い
と
云
つ
た
状
態
で
取
り
敢
え
ず

昨
年
度
は
百
五
拾
万
円
の
市
費
で
仮
校
舎
を

建
築
し
た
が
現
在
尚
校
舎
問
題
の
解
決
は
前

途
遼
遠
で
小
中
校
幼
稚
園
で
八
十
九
教
室
の

不
足
を
来
し
て
居
り
僅
か
の
教
室
で
各
校
と

も
二
部
教
授
を
余
儀
な
く
さ
れ
し
か
も
尚
収

容
困
難
な
現
状
で
あ
る

然
る
に
校
舎
増
築
は
諸
種
の
都
合
で
遅
々
と

し
て
捗
か
ど
ら
ず
子
女
教
育
の
将
来
に
支
障

を
来
し
憂
慮
に
耐
え
ぬ
も
の
が
あ
る

そ
こ
で
打
開
策
と
し
て
校
舎
建
築
に
約
四
百

二
十
万
円
を
投
じ
解
決
の
曙
光
を
与
え
、
更

に
市
有
校
舎
の
早
期
返
還
を
促
進
す
る
と
共

に
施
行
中
の
現
税
目
の
認
定
額
を
増
加
す
る

こ
と
な
く
琉
球
基
本
法
に
基
く
新
税
目
の
設

定
に
よ
つ
て
校
舎
建
築
計
画
の
樹
立
を
促
進

一
三
二

一
九
五
二
年

昭
和
二
十
七
年

五
月



し
て
一
日
も
早
く
校
舎
難
で
不
遇
に
あ
え
ぐ

市
民
の
子
弟
教
育
の
窮
状
を
打
開
し
た
い

社
会
事
業

現
在
ま
で
七
棟
の
救
済
家
屋
に
四
十
六
世
帯

の
扶
助
家
庭
を
収
容
し
て
い
る
が
他
市
町
村

で
扶
助
を
受
け
て
居
る
那
覇
人
が
約
四
百
人

に
も
お
よ
ん
で
い
る
の
で
こ
れ
を
逐
次
帰
覇

さ
せ
た
い
、
一
方
被
扶
助
世
帯
困
窮
世
帯
で

も
機
会
と
場
所
さ
え
与
え
ら
れ
ゝ
ば
最
低
生

活
を
維
持
す
る
に
足
る
収
入
を
得
る
も
の
が

あ
る
生
活
困
窮
者
と
共
に
那
覇
の
膨
張
発
展

に
伴
う
精
神
病
者
浮
浪
児
の
増
加
も
看
過
で

き
な
い
、
こ
れ
等
の
社
会
の
被
扶
助
家
庭
お

よ
び
地
方
に
居
る
被
扶
助
那
覇
人
の
受
入

等
、
救
済
家
屋
増
築
、
精
神
病
者
監
置
室
を

設
置
し
て
市
民
生
活
の
向
上
を
計
つ
て
い
き

た
い保
健
衛
生

不
規
則
に
膨
張
発
展
し
た
那
覇
市
は
ガ
ー

ブ
ー
川
の
は
ん
濫
、
交
通
網
の
不
整
備
、
公

衆
便
所
の
不
足
更
ら
に
適
当
な
塵
芥
処
理
場

が
市
内
に
な
い
た
め
不
便
な
塵
芥
処
理
作
業

を
続
け
最
近
漸
く
過
去
の
不
面
目
を
幾
分
取

り
戻
し
た
感
は
あ
る
も
の
ゝ
市
内
の
衛
生
状

態
は
極
め
て
不
良
で
一
度
伝
染
病
で
も
流
行

せ
ん
か
そ
の
惨
状
は
目
を
覆
う
も
の
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
、
目
下
の
所
市
民
の
衛
生
思
想

も
残
念
な
が
ら
余
り
香
ば
し
く
な
い
実
情
に

あ
り
自
己
の
責
任
に
於
て
清
潔
な
市
民
生
活

を
営
み
他
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に

環
境
衛
生
の
向
上
に
努
め
る
心
掛
け
が
充
分

で
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
の
で
市
民
の

衛
生
思
想
の
昂
揚
を
図
る
と
共
に
財
源
の
許

す
限
り
伝
染
病
予
防
対
策
の
樹
立
、
ガ
ー

ブ
ー
川
周
辺
の
美
化
、
公
衆
便
所
の
増
築
、

性
病
防
圧
対
策
等
を
講
ず
る
と
と
も
に
従
来

よ
り
も
塵
芥
処
理
を
迅
速
に
し
て
健
康
な
市

民
生
活
が
営
め
る
よ
う
に
す
る
覚
悟
で
あ
る

首
都
の
整
備
建
設
へ
／
又
吉
那

覇
市
長
・
施
政
方
針
(下)
／
新

市
内
の
道
路
網
を
整
備
／
区

劃
整
理
は
旧
市
内
よ
り
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消
防

終
戦
後
の
那
覇
市
は
防
火
思
想
が
発
達
し
比

較
的
に
火
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
て
い
な
い

が
一
度
火
災
で
も
発
生
せ
ん
か
想
像
す
る
だ

に
肌
に
粟
を
生
ず
る
感
を
深
く
す
る

本
年
度
は
常
備
消
防
夫
の
増
員
、
ホ
ー
ス
、

サ
イ
レ
ン
の
購
入
、
消
防
車
庫
の
増
築
、
防

火
用
水
池
の
増
設
等
を
行
い
火
災
の
被
害
を

最
小
限
度
に
止
め
て
い
き
た
い

産
業
経
済

那
覇
公
設
市
場
が
全
琉
球
の
経
済
活
動
の
中

心
で
あ
り
、
且
対
外
的
性
格
を
有
し
て
い
る

点
に
立
脚
し
て
設
備
の
改
善
と
衛
生
方
面
に

重
点
を
置
き
市
場
の
発
展
に
努
力
す
る
前
市

長
の
努
力
に
よ
り
食
肉
、
鮮
魚
、
雑
貨
、
衣

料
市
場
の
新
築
、
構
内
の
整
地
等
を
行
い
、

従
来
雑
然
と
営
業
し
て
い
た
の
が
整
然
と
し

た
市
場
に
な
り
市
民
に
多
大
な
利
便
を
与
え

て
い
る
も
の
ゝ
未
だ
に
非
衛
生
的
な
部
門
も

あ
り
又
市
街
美
を
損
う
建
物
も
あ
る
の
で
今

年
度
は
主
と
し
て
構
内
の
整
備
に
重
点
を
注

ぎ
衛
生
的
な
市
場
に
す
る
と
共
に
食
堂
の
改

築
等
財
源
と
も
に
ら
み
合
せ
て
業
者
と
相
談

し
善
処
し
た
い

市
場
使
用
料
は
市
の
税
外
収
入
の
中
で
も
市

の
財
政
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
共
に
市

民
に
与
え
る
便
益
の
点
か
ら
も
こ
れ
が
経
営

に
は
更
に
検
討
し
て
遺
憾
の
な
い
様
に
し
て

行
き
た
い

産
業

自
由
貿
易
の
開
始
に
伴
い
、
漸
次
資
本
の
蓄

積
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
圧
力
も
除
々
に
発
生

し
つ
ゝ
あ
り
中
小
商
工
業
の
経
営
の
合
理
化

と
経
営
面
の
知
識
の
普
及
及
助
成
に
努
め
る

と
共
に
商
工
業
模
範
店
舗
の
表
彰
、
店
頭
装

飾
、
競
技
会
等
も
開
催
し
商
工
業
都
市
と
し

て
発
展
を
期
し
て
い
る

都
市
計
画
（
土
木
を
含
む
）

狭
あ
い
な
る
上
に
戦
後
の
人
口
の
膨
張
と
急

速
な
発
展
の
為
、
市
街
美
は
損
は
れ
道
路
は

泥
ね
い
と
紅
塵
に
悩
ま
さ
れ
、
且
つ
臭
気
を

感
ず
る
等
衛
生
上
遺
憾
の
点
が
多
く
首
都
と

し
て
誠
に
恥
ず
か
し
い
、
こ
れ
が
解
決
は
都

市
計
画
に
よ
る
区
か
く
整
理
を
行
う
以
外
に

な
い
、
区
か
く
整
理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
宅

地
の
利
用
価
値
を
増
進
し
自
然
発
生
的
な
雑

然
た
る
市
内
を
整
然
た
る
市
街
を
建
設
し
琉

球
の
首
都
と
し
て
面
目
を
保
持
し
た
い
新
市

内
は
こ
れ
に
相
当
の
入
り
こ
み
が
あ
り
、
こ

れ
が
、
実
施
に
は
幾
多
の
時
日
と
莫
大
な
経

費
を
要
す
る
上
に
つ
い
て
加
え
て
種
々
の
ト

ラ
ブ
ル
も
起
る
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

の
で
先
ず
旧
市
内
の
開
放
地
区
よ
り
逐
次
区

か
く
整
理
を
行
い
つ
ゝ
並
行
し
て
新
市
内
の

道
路
網
の
整
備
を
し
た
い

道
路
の
良
否
は
文
化
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
だ
と

言
わ
れ
て
居
る
が
那
覇
市
民
の
悩
み
の
種
で

あ
る
悪
道
路
の
補
修
に
意
を
留
め
前
市
長
時

代
牧
志
街
道

ガ
ー
ブ
橋
と
蔡
温
橋
間

の

補
修
工
事
を
計
画
し
た
が
関
係
者
側
と
の
円

満
な
解
決
を
見
る
こ
と
が
出
来
ず
、
加
う
る

に
土
地
収
用
法
に
た
い
す
る
軍
の
疑
念
も
あ

り
、
遂
に
実
施
に
至
ら
な
か
つ
た
の
は
遺
憾

で
あ
る
、
目
下
琉
球
政
府
に
も
予
算
の
計
上

方
を
懇
請
し
て
あ
り
、
大
体
内
諾
も
得
て
あ

る
の
で
、
軍
民
政
府
の
協
力
を
得
て
是
非
実

現
し
た
い

新
市
内
の
道
路
網
の
整
備
、
ガ
ー
ブ
川
し
ゆ

ん
せ
つ
に
は
財
源
の
都
合
が
あ
り
、
業
績
は

急
速
に
上
が
ら
な
い
憾
み
が
あ
る
が
、
こ
れ

で
遷
延
日
を
過
す
事
は
出
来
な
い
の
で
何
等

か
の
形
で
解
決
し
た
い
、道
路
に
つ
い
て
は
、
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現
在
の
片
側
通
行
を
緩
和
す
る
為
、
牧
志
中

通
の
開
通
、
外
、
四
、
五
件
の
道
路
を
改
修

を
始
め
、浮
島
通
り
壺
屋
中
通
等
を
舗
装
し
、

立
派
な
道
路
に
し
た
い
、
又
川
に
つ
い
て
は

毎
年
、
降
雨
期
に
は
ん
濫
す
る
ガ
ー
ブ
川
を

暫
定
的
な
処
置
と
し
て
し
ゆ
ん
せ
つ
す
る
と

共
に
久
茂
地
川
の
し
ゆ
ん
せ
つ
方
を
琉
球
政

府
に
要
請
し
て
あ
る
、
泊
港
付
近
埋
立
地
は

軍
が
埋
立
て
た
後
、
那
覇
市
に
そ
の
所
有
権

を
移
譲
す
る
と
い
う
軍
の
好
意
あ
る
指
示
に

よ
り
近
く
軍
に
よ
つ
て
着
工
の
予
定
と
な
つ

て
い
る
の
で
本
年
度
九
十
万
円
を
投
じ
市
の

埋
立
計
画
地
域
の
内
側
で
軍
が
今
回
埋
立
て

る
地
域
に
仮
護
岸
を
す
る
計
画
で
あ
る
こ
の

埋
立
地
は
前
市
長
の
偉
大
な
業
績
で
あ
り
近

い
将
来
に
市
民
は
莫
大
の
利
益
を
受
け
る
こ

と
と
思
う
、
な
お
緑
化
を
目
指
し
て
苗
ほ
事

業
を
企
画
し
て
い
る

以
上
大
体
都
市
計
画
全
般
に
つ
い
て
述
べ
た

が
那
覇
市
の
都
市
計
画
は
計
画
の
段
階
か
ら

実
施
の
段
階
に
到
つ
て
居
る
が
之
が
実
施
に

は
何
等
の
法
的
裏
付
も
な
く
日
本
に
於
け
る

如
く
政
府
公
共
団
体
間
の
費
用
の
分
担
区
分

も
な
く
事
業
の
至
難
さ
は
予
想
以
上
で
あ
ろ

う
、
そ
こ
で
此
の
大
事
業
を
達
成
す
る
為
、

速
か
に
都
市
計
画
法
、
首
都
建
設
法
、
土
地

収
用
法
、
財
政
法
、
建
築
法
等
の
立
法
化
を

琉
球
政
府
に
要
請
し
、
軍
民
政
府
と
一
体
と

な
り
琉
球
の
首
都
建
設
に
邁
進
す
る
覚
悟
で

あ
る公
共
施
設

一
九
五
一
年
六
月
市
内
の
水
不
足
を
緩
和
す

べ
く
簡
易
水
道
の
工
事
を
始
め
十
月
に
工
事

を
終
了
し
て
一
、
二
、
三
、
四
、
六
区
の
一

部
に
一
日
二
九
、
〇
〇
〇
ガ
ロ
ン
の
給
水
を

開
始
し
た
が
暫
定
的
な
簡
易
水
道
で
あ
り
市

民
の
需
要
を
充
足
す
る
に
は
不
充
分
で
あ

る
、
依
て
軍
の
余
剰
水
を
以
て
市
全
部
に
亘

り
、
給
水
出
来
る
よ
う
軍
に
交
渉
し
て
近
く

正
式
に
許
可
が
あ
る
も
の
と
期
待
し
て
居

る
、
而
し
て
そ
の
工
事
を
四
期
に
分
け
て
今

回
は
六
百
万
円
で
新
市
内
の
簡
易
水
道
に
連

結
出
来
る
よ
う
に
幹
線
工
事
を
行
う
予
定
で

あ
る
、
こ
れ
が
完
成
の
暁
は
市
民
に
一
日
二

十
万
ガ
ロ
ン
の
給
水
が
出
来
る
か
ら
相
当
緩

和
さ
れ
る
と
思
う

な
お
、
こ
の
工
事
と
並
行
し
て
本
工
事
着
手

準
備
の
た
め
琉
球
政
府
よ
り
無
償
払
下
水
道

工
事
資
材
の
不
足
分
購
入
費
と
合
せ
て
予
算

に
計
上
し
準
備
を
進
め
つ
つ
あ
る

電
気
に
つ
い
て
は
軍
の
余
剰
電
力
が
来
る
八

月
頃
よ
り
民
間
に
供
給
に
な
る
予
定
で
あ
る

か
ら
近
く
好
転
し
て
文
化
の
恩
恵
に
浴
す
る

こ
と
と
喜
ん
で
居
る
、
市
と
し
て
は
こ
れ
に

順
応
し
て
市
民
の
福
祉
目
標
と
し
て
善
処
し

た
い
以
上
、
各
部
門
に
つ
い
て
述
べ
た
通
り
那
覇

市
の
置
か
れ
て
い
る
客
観
的
な
位
置
は
極
め

て
重
要
な
所
に
あ
る
に
拘
ら
ず
、
そ
の
財
源

は
ま
だ
ま
だ
開
拓
の
余
地
は
あ
る
と
い
う
も

の
の
施
策
に
併
行
す
る
能
わ
ず
計
画
丈
進
渉

し
事
業
は
停
屯
し
、
は
行
状
態
に
あ
る
こ
と

は
遺
憾
の
次
第
で
あ
る
前
述
の
如
く
道
路
排

水
の
整
備
、
水
道
の
施
設
、
電
気
施
設
の
充

実
、
教
育
の
振
興
、
衛
生
の
向
上
、
そ
の
ど

れ
を
取
上
げ
て
も
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
ど

の
一
つ
も
閑
却
す
る
訳
に
は
い
か
ぬ
の
で
競

輪
、
埋
立
事
業
等
、
前
市
長
時
代
企
画
さ
れ

て
い
た
が
研
鑚
を
重
ね
、
税
外
収
入
の
確
保

を
図
る
と
共
に
日
本
に
於
け
る
都
市
計
画
と

同
様
に
政
府
と
市
で
合
同
に
負
担
し
、
財
政

の
調
節
に
心
掛
け
大
那
覇
市
の
建
設
に
一
意

専
念
す
る
覚
悟
で
あ
る

｜
社
　
説
｜

講
和
発
効
と
琉
球
の
統
治

琉
新
　
１
９
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去
月
二
十
八
日
の
対
日
講
話
条
約
の
発
効

に
と
も
な
い
、
琉
球
の
政
治
的
地
位
と
い
う

も
の
は
き
わ
め
て
複
雑
微
妙
な
も
の
と
な
つ

た
。
こ
れ
は
か
ね
て
か
ら
予
想
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
決
し
て
突
然
思
い
つ
か
れ
た
と
い

つ
た
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。

立
法
院
で
は
社
大
、
人
民
両
党
か
ら
こ
れ

が
指
摘
さ
れ
、
目
下
の
統
治
形
態
に
疑
義
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
占
領
が
終
結
さ
れ
た

以
上
占
領
期
間
中
に
公
布
さ
れ
た
す
べ
て
の

軍
布
令
布
告
が
無
効
と
な
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
は

あ
る
。
し
か
し
条
約
第
三
条
は
非
常
に
融
通

の
利
く
よ
う
に
出
来
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、

右
の
常
識
論
で
割
切
れ
な
い
意
義
を
含
ん
で

い
る
の
で
あ
る
。
琉
球
の
政
治
的
現
実
と
琉

球
の
地
位
を
規
定
す
る
条
約
文
の
抽
象
と
の

間
の
ギ
ヤ
ツ
プ
に
今
更
一
般
の
人
々
が
気
付

か
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
。第
三
条
の
前
段
に
は
琉
球
の
信
託
に
対
し

日
本
は
無
条
件
に
同
意
す
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
は
信
託
に
は
し

な
い
だ
ろ
う
と
の
憶
測
が
こ
の
頃
有
力
に
な

つ
て
い
る
。
こ
の
予
想
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、

信
託
提
案
を
し
な
い
限
り
第
三
条
の
後
段
い

わ
ゆ
る
第
二
項
が
生
き
る
わ
け
で
、
そ
こ
に

明
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、

行
政
立
法
及
び

司
法
上
の
権
力
の
全
部
及
び
一
部
を
行
使
す

る
権
利
を
有
す
る

ア
メ
リ
カ
政
府
は
占
領

時
の
布
告
布
令
を
そ
の
ま
ま
継
続
し
よ
う

が
、
新
し
い
布
令
布
告
に
よ
つ
て
統
治
し
よ

う
が
勝
手
で
あ
る
。

形
式
上
の
占
領
中
と
占
領
終
了
後
と
の
国

際
法
上
の
相
違
が
ど
う
な
ろ
う
と
、
そ
れ
に

は
か
か
わ
り
な
く
、
こ
の
第
三
条
は
ア
メ
リ

カ
の
琉
球
に
対
す
る
統
治
権
の
す
べ
て
を
確

保
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
、
こ
の
場
合
国

際
法
が
ど
う
の
こ
う
の
と
い
う
こ
と
は
意
味
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を
な
さ
ぬ
。
し
た
が
つ
て
こ
の
第
三
条
が
有

る
限
り
国
際
法
的
な
空
白
状
態
が
生
ず
る
と

い
う
考
え
方
は
余
り
に
観
念
的
に
す
ぎ
る
。

こ
の
第
三
条
の
存
在
す
る
限
り
　
信
託
に
な

ら
な
け
れ
ば
占
領
状
態
が
事
実
上
継
続
さ
れ

る
の
で
あ
つ
て
　
日
本
の
残
存
主
権
と
か
何

と
か
言
つ
て
も
琉
球
の
政
治
に
つ
い
て
見
れ

ば
余
り
意
味
を
な
さ
ぬ
の
で
あ
る
。

条
約
発
効
に
と
も
な
つ
て
占
領
中
の
布
告

布
令
が
た
ち
ま
ち
消
え
て
し
ま
う
と
い
う
の

は
日
本
で
の
話
で
あ
つ
て
　
第
三
条
の
制
約

下
に
あ
る
琉
球
に
お
い
て
は
そ
う
で
は
な

い
。
こ
の
当
然
の
こ
と
が
問
題
に
な
る
の
は

現
実
の
理
解
に
際
し
あ
る
先
入
観
が
支
配
し

て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

人
民
党
の
主
張
す
る
よ
う
に
こ
の
第
三
条

を
削
除
し
て
貰
え
る
な
ら
ば
、
琉
球
が
世
界

の
無
籍
も
の
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
有
り
得

な
い
か
ら
、
自
然
日
本
へ
帰
る
わ
け
で
は
あ

る
が
、
そ
れ
は
極
め
て
現
実
か
ら
遠
い
こ
と

で
あ
る
。

結
局
は
こ
の
第
三
条
の
後
段
に
よ
つ
て
琉

球
の
地
位
が
将
来
ず
つ
と
規
定
さ
れ
る
な
ら

ば
、
琉
球
統
治
に
お
け
る
権
力
の
全
部
及
び

重
要
な
一
部
を
ア
メ
リ
カ
は
行
使
す
る
権
利

を
有
つ
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
何
を
意
味

す
る
か
は
現
在
の
と
こ
ろ
全
然
不
明
で
あ

る
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
琉
球
の

政
治
を
明
る
く
す
る
と
わ
れ
わ
れ
は
さ
き
に

指
摘
し
た
が
、
立
法
院
議
員
諸
士
は
法
規
的

末
梢
に
と
ら
わ
れ
ず
、
政
治
的
根
本
を
突
い

て
い
く
よ
う
努
力
し
て
欲
し
い
の
で
あ
る
。

新
首
都
の
胎
動
を
打
診

沖
タ
　
１
９
５
２
・
５
・
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那
覇
、
真
和
志
、
首
里
合
併
に
よ
る
大
都
市

建
設
は
戦
前
か
ら
の
懸
案
で
あ
り
、
戦
後
は

那
覇
、
真
和
志
の
合
併
が
実
現
へ
の
動
き
を

見
せ
た
ま
ま
立
ち
消
え
に
な
つ
た
が
、
最
近

又
吉
那
覇
市
長
、
宮
里
真
和
志
村
長
の
間
に

こ
の
話
し
合
い
が
交
さ
れ
て
い
る
。
更
に
こ

れ
を
機
会
に
、
同
地
区
か
ら
出
た
護
得
久
立

法
院
議
長
を
中
心
に
し
て
、
首
里
を
含
め
た

大
都
市
建
設
へ
の
構
想
を
す
す
め
る
向
き
も

あ
る
。
一
方
都
市
を
め
ぐ
つ
て
動
く
住
民
生

活
は
、
狭
い
行
政
区
画
か
ら
あ
ふ
れ
出
て
、

那
覇
か
ら
真
和
志
に
ふ
く
れ
て
、
首
里
へ
伸

び
、
那
覇
か
ら
首
里
へ
家
並
が
続
く
気
配
を

見
せ
つ
つ
あ
る
折
、
関
係
市
村
を
預
る
当
事

者
は
合
併
問
題
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
、
打

診
し
て
み
た
。

（
那
覇
）
／
抽
象
的
で
は
駄
目

市
会
議
長
真
栄
田
世
勲
氏
談

那
覇
、
真
和
志
の
合
併
は
当
然
の
こ
と
で
問

題
は
そ
の
期
日
を
決
め
て
準
備
態
勢
を
と
る

こ
と
に
あ
る
。
個
人
的
見
解
で
は
こ
ゝ
一
年

は
む
つ
か
し
い
と
思
う
、
少
く
と
も
諸
準
備

を
整
え
る
に
は
二
カ
年
は
要
し
よ
う
。

た
ゞ
合
併
す
る
と
い
う
抽
象
的
な
考
え
で
は

駄
目
で
、
両
市
村
の
意
志
を
尊
重
し
、
全
体

を
見
越
し
て
の
綿
密
な
計
画
が
樹
て
ら
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。
現
在
那
覇
市
は
旧
市
の
開
放

に
伴
う
区
画
整
理
は
真
和
志
の
人
口
も
含
く

め
た
十
五
万
を
基
準
に
し
て
進
め
て
い
る
よ

う
だ
し
、
更
に
旧
市
の
全
面
的
開
放
は
あ
と

三
年
で
解
決
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
準
備

委
員
会
等
を
組
織
し
て
ぶ
つ
か
ら
ね
ば
な
ら

な
い
と
思
つ
て
い
る
。

昭
和
十
七
年
に
も
丸
山
芳
樹
工
学
士
の
設

計
に
基
い
て
都
市
計
画
が
論
議
さ
れ
二
市

二
村
合
併

那
覇
、
首
里
、
真
和
志
、
小

禄

問
題
も
あ
つ
た
が
そ
の
ま
ゝ
お
流
れ

に
な
つ
て
了
つ
た
。
当
時
那
覇
の
人
口
密

度
は
日
本
で
二
位
、
面
積
は
二
百
四
位
、

人
口
数
は
七
五
位
と
い
う
状
態
で
、
過
大

都
市
と
い
う
実
数
を
占
め
て
い
た
。

今
度
の
合
併
も
日
本
の
帰
属
に
な
つ
た
場
合

も
有
利
で
あ
る
。
何
故
な
ら
二
十
万
の
都
市

は
有
力
市
と
し
て
信
用
度
が
高
く
理
想
的
な

都
市
形
態
を
備
え
る
か
ら
で
あ
る
。

首
里
の
合
併
を
考
え
る
と
世
論
の
熟
し
た

真
和
志
合
併
が
お
く
れ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
首
里
が
積
極
的
に
動
き
出
せ
ば
好
転

す
る
だ
ろ
う

都
計
の
予
算
は
少
く
と
も
二
億
五
千
万
円
は

か
ゝ
る
と
思
う

具
体
的
話
し
合
い
は
ま
だ

助
役
嵩
原
久
光
氏
談
｜
一
昨
年
の
夏
当
時
の

民
政
府
か
ら
那
覇
、
真
和
志
、
港
村
の
合
併

の
諮
問
案
が
も
た
ら
さ
れ
、
両
市
村
と
も
審

議
し
た
わ
け
だ
が
真
和
志
村
の
条
件
と
食
い

違
い
が
あ
つ
て
港
村
だ
け
が
同
年
八
月
に
那

覇
市
に
吸
収
さ
れ
た
わ
け
だ
、
真
和
志
と
の

合
併
問
題
に
つ
い
て
市
長
は
選
挙
当
時
も

両
市
村
と
図
り
、
機
が
熟
す
れ
ば
速
や
か

に
合
併
す
る

意
味
の
公
約
も
し
て
い
た
よ

う
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
具
体
的
話
し
合
い

を
も
つ
た
こ
と
も
な
い
、
然
し
合
併
問
題
が

次
第
に
熟
し
つ
ゝ
あ
る
こ
と
は
う
な
づ
け
る

が
、
今
後
の
計
画
は
市
長
の
考
え
に
あ
る
わ

け
だ（
真
和
志
）
／
村
会
も
賛
成
の
気
運

宮
里
村
長
の
話
｜
最
近
那
覇
市
長
か
ら
話
が

あ
つ
た
が
首
里
市
を
含
め
て
の
こ
と
は
具
体

的
に
出
て
い
な
い
。
こ
れ
は
一
都
市
の
こ
と

で
な
く
琉
球
の
首
都
建
設
だ
か
ら
、
問
題
は

琉
球
政
府
が
立
法
、
予
算
化
し
　
呼
び
か
け

れ
ば
促
進
さ
れ
る
と
思
う
。
こ
れ
ま
で
那
覇

の
都
市
計
画
が
旧
市
内
に
偏
し
て
い
る
の
に

難
点
は
あ
つ
た
が
、
合
併
す
れ
ば
自
ら
選
挙

と
い
う
こ
と
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
し
、
そ
れ

に
よ
つ
て
住
民
の
意
志
の
反
映
し
た
都
市
計

画
が
生
れ
る
だ
ろ
う
。

吉
永
助
役
の
話
｜
四
月
末
現
在
人
口
五
万
五

千
人
を
突
破
、
月
平
均
八
百
人
の
増
加
で
、

都
市
の
様
相
を
占
し
て
い
る
、
二
十
九
日
の

一
三
五

一
九
五
二
年

昭
和
二
十
七
年

五
月



議
会
に
は
か
る
五
三
年
度
予
算
に
土
木
費

橋
梁
の
改
修
、
道
路
の
新
設
、
修
理
な
ど

を
重
点
に
お
り
こ
ん
で
い
る
。
我
部
橋
か
ら

真
和
志
中
校
前
を
経
て
、
繁
多
川
に
通
ず
る

五
間
の
幹
線
道
路
や
簡
易
水
道
、
識
名
園
の

緑
化
な
ど
を
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
。
村
議

会
で
も
那
覇
と
の
合
併
に
賛
成
の
よ
う
で
首

里
を
含
む
大
沖
縄
市
の
建
設
の
構
想
は
戦
前

□
□
話
合
い
が
す
ゝ
め
て
い
た
と
の
こ
と

だ
、
貧
弱
財
政
に
弱
む
首
里
を
か
ゝ
え
る
こ

と
は
不
可
と
し
て
実
現
し
な
か
つ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
が
財
源
は
な
い
が
、
首
里
の
も
つ

文
化
財
を
生
か
し
、
教
育
地
域
と
し
て
利
用

す
れ
ば
理
想
的
な
都
市
形
態
に
な
る
と
思

う
。機
会
さ
え
あ
れ
ば

兼
島
市
長
の
話

首
里
も
含
め
て
の
大
都
市

建
設
は
、
戦
前
仲
吉
市
長
時
代
に
も
そ
の
構

想
が
あ
つ
た
し
、
機
会
さ
え
あ
れ
ば
ぜ
ひ
提

唱
し
た
い
。
最
近
観
音
堂
附
近
に
米
人
や
実

業
家
の
住
宅
申
し
込
み
が
あ
る
し
、
那
覇
へ

の
勤
人
で
ぼ
つ
ぼ
つ
首
里
へ
転
入
す
る
の
が

増
え
て
い
る
状
態
で
、
住
民
生
活
の
上
か
ら

は
首
都
の
一
環
と
し
て
の
姿
を
濃
く
し
つ
つ

あ
る
わ
け
だ
。
首
里
は
首
里
と
し
て
の
特
色

が
あ
る
。
今
□
大
を
中
心
と
し
て
古
文
化
財

を
保
存
す
る
博
物
館
が
あ
る
し
、
淡
水
プ
ー

ル
も
近
く
完
成
す
る
。
ま
た
大
々
的
な
平
和

記
念
塔
の
設
置
計
画
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
併
せ
考
え
た
場
合
、
戦
前

か
ら
そ
う
だ
が
、
大
都
市
に
な
く
て
は
な
ら

ぬ
教
育
文
化
、
住
宅
地
区
と
し
て
恵
ま
れ
て

お
り
、
こ
の
特
色
を
活
か
し
て
い
く
べ
き
だ

ろ
う
。
こ
れ
ま
で
各
方
面
の
人
た
ち
と
話
し

合
つ
て
き
た
こ
と
に
基
く
私
見
で
は
あ
る

が
、
こ
の
構
想
に
多
く
の
市
民
も
賛
成
し
て

く
れ
る
と
思
つ
て
い
る

大
宜
味
助
役
／
正
式
に
辞
任

琉
新
　
１
９
５
２
・
５
・
28

立
法
院
議
員
選
挙
で
違
反
に
と
わ
れ
禁
固
三

月
執
行
猶
予
二
年
の
判
決
を
云
渡
さ
れ
た
首

里
市
助
役
大
宜
味
達
氏
は
さ
き
に
辞
表
を
提

出
し
た
が
二
十
五
日
兼
島
市
長
は
正
式
に
受

理
し
た
、
後
任
は
早
急
に
人
選
の
う
え
議
会

の
承
認
を
得
た
い
と
兼
島
市
長
は
語
つ
て
い

る
壺
川
区
一
部
開
放
／
「
那
覇
農

園
」
の
附
近

沖
タ
　
１
９
５
２
・
６
・
５

軍
か
ら
政
府
へ
宛
て
た
三
日
付
の
文
書
に
よ

つ
て
、
那
覇
市
壺
川
区
四
十
四
号
線
の
北
側

と
那
覇
農
園
を
除
き
附
近
の
土
地
が
開
放
さ

れ
た
、
開
放
土
地
の
北
方
の
丘
上
に
は
ハ
ー

バ
ー
ビ
ユ
ー
の
軍
用
住
宅
地
帯
が
あ
り
、
民

の
土
地
使
用
に
際
し
て
は
軍
に
よ
る
道
路
、

電
線
、
水
道
施
設
等
の
使
用
に
差
支
え
な
い

よ
う
に
し
、
那
覇
市
に
よ
る
住
民
の
移
動
に

当
つ
て
は
保
健
衛
生
の
規
程
を
充
分
遵
守
す

る
よ
う
市
で
も
要
望
し
て
い
る

松
山
町
一
部
開
放

琉
新
　
１
９
５
２
・
６
・
６

民
政
府
よ
り
五
日
付
の
主
席
宛
文
書
で
、
松

山
町

元
商
業
高
校
向
い
、
集
積
所
跡

が

一
般
に
開
放
さ
れ
る
旨
通
知
に
な
つ
た
。
な

お
こ
れ
に
つ
い
て
、
那
覇
市
当
係
の
衛
生
係

官
は
移
住
に
際
し
て
住
民
が
衛
生
規
定
を
厳

重
に
守
る
よ
う
に
附
加
え
て
い
る

那
覇
市
／
六
万
坪
水
び
た
し
／

浸
水
家
屋
が
一
千
六
百
戸

沖
タ
　
１
９
５
２
・
６
・
11

那
覇
市
内
は
、
ガ
ー
ブ
川
や
安
里
川
が
氾
濫

し
て
、
被
害
を
う
け
た
浸
水
家
屋
は
土
木
課

の
調
査
に
よ
る
と
、
市
場
通
り
の
七
百
五
十

戸
を
始
め
、
牧
志
の
一
部
二
八
五
戸
、
旧
鉄

道
線
路
以
東
二
四
五
戸
、
九
区
、
十
区
一
部

二
三
〇
戸
、
神
里
原
一
部
、
一
六
〇
戸
計
一

千
六
百
七
十
戸
。
六
万
七
千
坪
が
水
に
覆
わ

れ
た
、
こ
の
一
帯
は
、
ひ
ど
い
雨
に
な
る
と

浸
水
を
く
り
返
し
、
つ
と
に
対
策
が
叫
ば
れ

な
が
ら
手
を
つ
け
得
な
い
状
態
で
あ
る

那
覇
市
嵩
原
助
役
の
話
｜
ガ
ー
ブ
川
の
浚
渫

に
七
十
万
円
の
予
算
を
も
つ
て
い
る
が
、
現

在
の
幅
員
で
浚
渫
し
た
だ
け
で
は
、
豪
雨
に

な
る
と
浸
水
を
防
ぎ
得
な
い
、
川
べ
り
ま
で

家
が
建
ち
な
ら
ん
だ
い
ま
と
な
つ
て
は
、
幅

員
を
広
げ
る
と
な
る
と
立
ち
退
き
や
、
ま
た

土
地
買
収
な
ど
が
か
ら
ん
で
六
か
し
い
、

ガ
ー
ブ
川
を
う
け
る
久
茂
地
川
を
も
つ
と
浚

渫
す
れ
ば
あ
る
程
度
防
げ
る
か
、
と
思
つ
て

政
府
予
算
か
ら
出
し
て
貰
う
よ
う
交
渉
し
て

い
る
。
根
本
的
な
対
策
と
し
て
、
ガ
ー
ブ
川

の
上
流
で
あ
る
与
儀
農
研
所
か
ら
旧
鉄
道
線

路
に
沿
う
て
国
場
川
に
流
す
排
水
溝
を
設
計

し
て
あ
る
、
水
利
地
益
税
の
目
的
税
を
徴
収

し
て
、
や
る
方
法
を
研
究
す
る
が
、
工
事
費

だ
け
で
も
二
千
数
百
万
円
か
か
る
か
ら
、
ど

う
し
て
も
政
府
の
支
出
が
必
要
だ

浸
水
後
の
衛
生
／
消
毒
徹
底
的
に

九
日
の
浸
水
で
は
汚
水
を
か
ぶ
つ
た
飲
食
物

も
多
い
も
の
と
思
わ
れ
消
化
器
系
伝
染
病
の

発
生
が
憂
慮
さ
れ
る
の
で
那
覇
保
健
所
食
品

課
で
は
左
記
の
事
項
を
か
ゝ
げ
て
市
民
の
注

意
を
う
な
が
し
て
い
る

◇
井
戸
を
カ
ル
キ
消
毒
す
る
こ
と

◇
屋
内
外
を
清
掃
す
る
こ
と

◇
食
器
及
び
使
用
器
具
は
煮
沸
消
毒
す
る
こ

と◇
浸
水
に
汚
染
さ
れ
又
は
そ
の
恐
れ
の
あ
る

飲
食
物
は
棄
て
る
こ
と

◇
便
所
を
消
毒
、
蠅
の
発
生
を
ふ
せ
ぐ
こ
と

◇
汚
物
は
す
み
や
か
に
処
理
す
る
こ
と

◇
生
水
を
の
ま
な
い
こ
と

一
三
六

一
九
五
二
年

昭
和
二
十
七
年

五
｜
六
月

に

も

琉



那
覇
市
社
福
協
議
会
生
る

琉
新
　
１
９
５
２
・
６
・
14

那
覇
市
社
会
福
祉
協
議
会
設
立
総
会
は
十
一

日
午
前
九
時
か
ら
沖
映
本
館
で
約
百
余
名
参

加
し
開
催
、
会
長
に
山
田
有
幹
氏
、
副
会
長

に
平
良
仁
一
、
富
原
初
子
両
氏
、
常
務
理
事

に
山
田
有
昂
氏
ほ
か
に
理
事
二
十
一
名
、
評

議
員
四
五
名
を
選
任
、
十
四
日
午
後
二
時
か

ら
初
の
役
員
会
を
開
く
同
会
の
予
算
は
百
九

十
四
万
一
千
八
百
余
円
で
歳
入
は
主
と
し
て

共
同
募
金
で
百
七
十
九
万
六
千
円
を
予
定
し

て
い
る
、
事
業
の
主
な
る
も
の
は
共
同
作
業

場
の
建
設
に
六
十
三
万
八
千
円
、
浮
浪
者
世

話
室
に
十
四
万
三
千
円
、
児
童
健
康
相
談
所

に
九
万
八
千
円
、職
業
補
導
費
に
十
一
万
円
、

困
窮
世
帯
家
屋
修
理
費
十
万
円
、
生
活
援
護

費
に
二
十
二
万
円
と
な
つ
て
い
る

真
和
志
村
の
社
福
協
会
設
立

琉
新
　
１
９
５
２
・
６
・
17

真
和
志
村
社
会
福
祉
協
議
会
設
立
総
会
は
十

六
日
午
後
二
時
か
ら
村
役
所
で
開
催
定
款
審

議
、
後
役
選
考
の
結
果
、
会
長
に
安
谷
屋
正

量
氏
副
会
長
に
伊
江
朝
輝
氏
が
選
任
さ
れ

た
。
な
お
同
会
の
予
算
は
歳
入
が
四
十
一
万

余
円
で
、
会
費
三
万
六
千
円
、
共
同
募
金
目

標
額
三
七
万
四
千
円
か
ら
な
り
、
才
出
面
は

事
業
費
と
し
て
四
万
十
二
千
円
を
計
上
し
て

あ
る

首
里
市
助
役
に
上
地
氏

沖
タ
　
１
９
５
２
・
６
・
18

十
六
日
の
首
里
市
会
で
欠
員
中
の
助
役
に
上

地
安
昭
氏

現
収
入
役

を
す
い
せ
ん
、
全

会
一
致
で
可
決
し
た
。
収
入
役
の
後
任
に
は

勝
連
朝
建
氏

元
群
府
財
政
部
勤
務

が
任

命
さ
れ
た
。

那
覇
市
／
泊
の
護
岸
工
事
／
二

十
日
か
ら
着
手

沖
タ
　
１
９
５
２
・
６
・
19

那
覇
市
は
泊
の
護
岸
工
事
を
二
十
日
着
手
す

る
が
、
防
波
堤
か
ら
、
中
校
敷
地
ま
で
千
三

百
五
十
呎

護
岸
内
か
ら
現
在
の
海
岸
線
ま

で
の
間
約
三
万
坪

九
十
万
円
の
工
事
費
で

八
月
一
杯
に
竣
工
す
る
予
定
で
あ
る

泊
港
南
岸
の
埋
立
て
工
事
は
総
坪
数
六
万
八

千
坪
の
う
ち
、
五
千
坪

中
校
裏
側
ユ
ー
チ

ヌ
サ
チ
一
帯

は
既
に
国
場
組
の
手
に
よ
つ

て
、
近
日
中
に
完
成
、
第
二
期
と
し
て
、
小

波
津
組
、
秋
山
組
琉
興
会
に
よ
つ
て
護
岸
工

事
に
と
り
か
ゝ
る
わ
け
だ
が
、
一
方
、
来
年

一
月
一
杯
に
完
成
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
軍

の
泊
港
築
港
浚
渫

那
覇
港
は
深
さ
七
三
七

呎
で
泊
は
二
〇
呎
の
予
定

と
と
も
に
、
護

岸
内
約
三
万
坪
を
軍
が
埋
め
立
て
、
那
覇
市

に
無
償
で
譲
渡
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る

泊
港
は
築
港
浚
渫
に
続
い
て
那
覇
港
浚
渫
が

仕
上
が
る
迄
、
船
舶
は
暫
定
的
に
泊
に
廻
航

す
る
予
定
で
、
将
来
は
漁
港
と
し
て
の
発
展

を
約
束
さ
れ
、
都
市
計
画
で
は
、
埋
立
地
帯

は
、
将
来
倉
庫
、
鮮
魚
卸
場
、
製
氷
場
そ
の

他
の
施
設
を
中
心
と
す
る
住
宅
地
と
さ
れ
、

こ
れ
ら
が
で
き
る
と
市
と
し
て
は
地
料
を
筆

頭
に
、
固
定
資
産
税
を
始
め
、
そ
の
他
の
税

収
が
予
想
せ
ら
れ
、
港
湾
使
用
料
な
ど
の
税

外
収
入
と
相
ま
つ
て
、
市
の
有
力
財
源
と
な

る
だ
ろ
う

泊
港
の
管
理
は
那
覇
市
に
『
譲

渡
』
沖
タ
　
１
９
５
２
・
６
・
27

二
十
六
日
午
後
那
覇
市
会
終
了
後
、
議
員
と

の
懇
談
会
で
又
吉
市
長
は
、
日
本
視
察
や
、

二
十
五
日
の
ビ
ー
ト
ラ
ー
副
長
官
と
の
会
見

帰
任
挨
拶

の
模
様
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ

う
に
語
つ
た
。

ビ
副
長
官
は
泊
港
の
管
理
や
埋
め
立
て
土

地
を
那
覇
市
に
譲
渡
す
る
こ
と
を
約
し
久

茂
地
川
の
浚
渫
は
那
覇
市
だ
け
で
は
難
し

い
か
ら
政
府
か
ら
も
援
助
し
て
貰
い
た
い

と
い
う
懇
請
に
対
し
て
、”
考
慮
し
よ
う
”

と
答
え
た
。

更
に
副
長
官
は
牧
志
通
り
の
拡
張
工
事

や
、
水
道
工
事
な
ど
に
つ
い
て
尋
ね
た
。

都
市
計
画
は
、
日
本
か
ら
権
威
者
を
招
い

て
み
て
貰
わ
ね
ば
な
る
ま
い
、
と
の
意
向

で
日
本
視
察
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
考
え
ら

れ
て
い
た
競
輪
は
市
直
営
は
危
険
だ
か

ら
、
請
負
制
に
し
た
い
。

市
と
し
て
は
当
分
都
市
計
画
は
河
川
の
浚

渫
や
牧
志
通
り
の
拡
張
、
そ
の
他
道
路
の

補
修
な
ど
部
分
的
に
手
を
つ
け
て
い
く
よ

う
に
し
た
い

市
有
地
の
賃
貸
価
格
／
那
覇
市

会
可
決沖
夕
　
１
９
５
２
・
６
・
27

二
十
六
日
の
那
覇
市
会
は
、
市
有
地
の
貸
与

に
つ
い
て
、
審
議
し
た
。
開
放
以
前
に
軍
財

産
管
理
課
の
認
可
で
使
用
を
許
し
て
い
た
も

の
は
、国
場
組
が
使
つ
て
い
る
奥
武
山
の
三
、

九
五
二
坪

二
円
五
十
銭

を
始
め
、
十
件
、

約
六
千
坪
だ
が
、
特
に
前
島
町
の
八
件
は
、

自
力
で
埋
め
た
て
て
使
つ
て
い
る
し
ま
た
土

地
賃
貸
料
を
で
き
る
だ
け
安
く
し
て
い
た
と

い
う
意
味
で
当
局
案
の
月
坪
二
〇
円
乃
至
四

〇
回
を
一
〇
円
乃
至
三
〇
回
に
修
正
し
た
。

選
管
補
充
員
に
照
屋
氏

那
覇
市
選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員
に
照
屋
林

徳
市
が
二
十
六
日
の
市
会
で
選
任
さ
れ
た
。

着
手
急
ぐ
都
計
案
提
示
し
／
軍

へ
協
力
を
要
望
／
長
期
融
資

や
水
道
工
事
な
ど

琉
新
　
１
９
５
２
・
７
・
３

又
吉
那
覇
市
長
は
二
日
午
前
十
時
半
か
ら
市
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会
議
室
で
開
か
れ
た
市
議
全
体
委
員
会
で
、

都
市
計
画
に
つ
い
て
説
明
、
ビ
ー
ト
ラ
ー
民

政
副
長
官
の
那
覇
市
都
計
に
寄
せ
た
深
い
関

心
に
こ
た
え
、
早
急
に
着
手
す
べ
き
工
事
に

つ
い
て
具
体
的
計
画
を
作
製
、
近
く
副
長
官

に
提
出
、
都
計
促
進
に
軍
の
協
力
を
要
望
す

る
と
語
つ
た
、
一
方
民
政
府
ブ
ラ
ウ
ン
、

モ
ー
リ
ス
両
大
尉
は
ビ
ー
ト
ラ
ー
副
長
官
の

命
で
一
日
午
後
市
役
所
を
訪
れ
副
長
官
が
那

覇
の
都
計
に
関
心
を
寄
せ
、
そ
の
促
進
に
軍

と
し
て
協
力
す
る
た
め
早
急
に
着
手
す
べ
き

工
事
計
画
を
提
出
す
る
よ
う
要
望
、
市
で
は

▽
上
水
道
工
事
▽
電
気
事
業
▽
安
里
、
ガ
ー

ブ
ー
川
の
排
水
工
事
▽
牧
志
大
通
り
の
巾
員

拡
張
▽
旧
市
街
整
地
を
採
り
上
げ
、
資
材
補

助
、
機
械
類
貸
与
等
の
援
助
と
事
業
費
に
対

す
る
銀
行
の
長
期
融
資
実
現
に
協
力
し
て
貰

う
よ
う
近
日
中
に
副
長
官
に
提
出
す
る
こ
と

に
な
つ
た

人
口
16
万
を
見
越
し
／
上
水
道
九
月
に

着
手
予
定

同
市
が
発
表
し
た
上
水
道
計
画
、
安
里
ガ
ー

ブ
川
の
は
ん
濫
対
策
、
替
費
地
処
分
そ
の
他

は
次
の
通
り
で
市
議
の
承
認
を
得
た
、

上
水
道
計
画
は
三
期
に
分
け
簡
易
水
道
工
事

と
は
別
個
に
進
め
将
来
簡
易
水
道
を
こ
れ
に

切
換
え
る
、
現
在
軍
か
ら
給
水
許
可
を
得
て

い
る
の
が
一
日
二
十
万
ガ
ロ
ン
だ
が
本
工
事

が
出
来
れ
ば
二
百
万
ガ
ロ
ン
給
水
を
約
束
さ

れ
て
居
り
、
市
で
は
二
十
年
先
の
那
覇
の
推

定
人
口
十
六
万

真
和
志
を
含
む

に
一
日

三
五
ガ
ロ
ン
、
総
量
四
百
万
ガ
ロ
ン
給
水
出

来
得
る
よ
う
計
画
を
進
め
て
い
る
、
先
ず
第

一
期
工
事
の
着
手
は
九
月
以
後
と
予
定
し
て

い
る
が
施
行
順
序
は
美
栄
橋
、
辻
、
東
の
順

に
旧
市
内
の
開
放
地
区
を
先
に
行
い
移
住
に

便
を
与
え
、
次
い
で
牧
志
、
壺
屋
、
神
里
原
、

松
尾
等
の
う
ち
簡
易
水
道
未
施
設
の
地
区
に

施
設
、
更
に
現
在
の
簡
易
水
道
を
切
換
え
る
、

第
二
期
は
近
く
開
放
を
予
想
さ
れ
る
若
狭
、

松
山
、
久
米
、
天
妃
一
帯
お
よ
び
城
岳
、
美

田
、
壺
川
、
第
三
期
が
上
泉
、
下
泉
、
泊
港

埋
立
地
、
泊
崇
元
寺
、
前
島

こ
の
計
画
に
よ
る
と
那
覇
の
中
央
を
上
之
屋

浄
水
池
か
ら
小
禄
に
□
る
軍
の
三
五
〇
耗
主

管
の
八
個
所
か
ら
分
岐
が
許
さ
れ
て
居
り
、

二
本
の
幹
線
を
と
つ
て
更
に
残
り
五
個
所
の

分
岐
点
か
ら
主
要
道
路
添
い
に
幹
線
間
を
連

絡
す
る
支
線
網
を
張
り
、
こ
れ
ら
幹
線
、
支

線
網
か
ら
末
端
へ
の
配
水
管
を
配
置
す
る
、

一
大
幹
線
は
南
部
環
状
幹
線

軍
主
管
の
分

岐
点
、
泊
高
橋
三
叉
路

崇
元
寺

安
里

旧
鉄
道
線
路

神
里
原
十
字
路

新
栄
橋

開
南
交
番

那
覇
高
校

与
那
原
街
道

一

号
線
上
軍
主
管
に
接
続

中
部
幹
線

分
岐
点
、
旧
大
典
寺
前

御
成

橋

那
覇
署
前

牧
志
街
道

安
里
三
叉
路

で
環
状
幹
線
と
連
絡

排
水
工
事

安
里
川
、
ガ
ー
ブ
川
の
は
ん
濫
防
止
対
策
と

し
て
久
茂
地
川
の
し
ゅ
ん
せ
つ
と
と
も
与
儀

の
農
研
所
か
ら
鉄
道
線
路
添
い
に
壺
川
の
漫

湖
に
流
す
排
水
計
画
を
樹
て
軍
の
機
械
力
に

よ
る
援
助
を
仰
ぐ

替
費
地
処
分
／
美
栄
橋
か
ら

旧
市
内
の
土
地
区
域
整
理
の
終
つ
た
地
域
の

替
費
地
処
分
を
行
い
区
域
整
理
費
に
充
て

る
、
東
町
は
一
号
線
軍
道
路
の
完
成
後
、
辻

町
は
上
水
道
工
事
が
終
つ
て
か
ら
実
施
す
る

こ
と
と
し
美
栄
橋
町
の
市
有
地
二
三
〇
坪
を

来
週
あ
た
り
新
聞
広
告
に
よ
り
入
札
を
行

う
、
入
札
方
法
は
一
般
競
争
入
札
と
し
入
札

者
の
資
格
を
琉
球
人
に
限
り
、
入
札
額
同
額

の
と
き
は
次
の
順
位
に
よ
る
①
軍
道
路
、
都

計
道
路
に
よ
り
土
地
を
失
つ
た
者
②
隣
地
地

主
③
美
栄
橋
地
区
の
地
主
④
一
般
人

な
お
資
格
条
件
も
同
じ
の
と
き
は
抽
選

合
併
問
題
進
展
す
／
那
覇
真
和

志
両
議
会
が
ち
か
く
懇
談
会

沖
タ
　
１
９
５
２
・
７
・
５

那
覇
市
、
真
和
志
村
を
合
併
し
て
首
都
を
建

設
す
る
事
は
多
年
の
懸
案
で
こ
の
問
題
が
政

治
の
表
面
に
浮
い
た
り
消
え
た
り
し
て
い
る

間
に
両
市
村
の
家
屋
は
ぎ
つ
し
り
つ
な
が
る

し
経
済
生
活
の
上
か
ら
も
住
民
は
一
つ
に
結

ば
れ
、
早
く
政
治
の
上
で
も
合
併
が
実
現
す

る
よ
う
住
民
の
強
い
希
望
と
な
つ
て
い
る
が

両
市
村
の
議
会
も
最
近
積
極
的
に
動
き
出
し

た
よ
う
で
、
五
日
那
覇
市
役
所
を
訪
れ
た
真

和
志
村
議
会
議
長
新
垣
正
栄
氏
は
翁
長
企
画

部
長
へ合併
に
関
す
る
那
覇
、
真
和
志
議
会
議

員
の
全
員
懇
談
会
を
早
く
開
催
し
た
い

と
語
つ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
の
下
準
備
は
翁
長
企
画
部
長

が
世
話
す
る
そ
う
だ
が
翁
長
氏
は

双
方
の

希
望
に
よ
つ
て
来
週
中
に
開
催
し
是
非
実
現

す
る
よ
う
に
し
た
い
、
又
吉
市
長
も
早
く
合

併
に
な
る
こ
と
を
希
ん
で
い
る
の
で

と

語
り
新
垣
真
和
志
村
議
長
は
今
度
の
合
併
問

題
に
つ
い
て
は
真
栄
田
那
覇
市
会
議
長
と
も

度
々
懇
談
し
て
お
り
議
員
全
体
が
支
持
し
て

く
れ
る
と
思
う
旨
語
り
、
都
市
合
併
、
首
都

建
設
問
題
が
実
現
の
前
夜
に
迫
つ
た
こ
と
を

思
わ
せ
て
い
る
。

な
お
合
併
に
な
れ
ば
現
在
の
那
覇
市
六
万
一

千
人
、
真
和
志
村
四
万
八
千
人
、
そ
れ
に
無

籍
者
な
ど
入
れ
る
と
約
十
三
万
の
人
口
に
な

る
と
い
つ
て
い
る

一
三
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ど
う
な
る
琉
球
の
日
本
復
帰
／

日
本
の
旧
領
土
回
復
問
題
／

ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ス
社

説
／
沖
縄
の
ぞ
み
薄
か
／
解

決
に
は
広
範
な
諸
要
素

琉
新
　
１
９
５
２
・
７
・
８

ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
七
日
共
同

七
日
の
ニ

ユ
ー
ヨ
ー
ク
、
タ
イ
ム
ス
紙
社
説
は

日
本

の
旧
領
土
回
復
問
題

と
題
し
て
つ
ぎ
の
よ

う
に
論
じ
て
い
る

東
京
か
ら
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
日
本
で
は
千

島
、
琉
球
お
よ
び
小
笠
原
諸
島
の
返
還
を
求

め
る
運
動
が
現
在
激
し
く
な
つ
て
い
る
と
い

わ
れ
る
、
こ
の
日
本
側
の
希
望
が
実
現
さ
れ

る
か
ど
う
か
は
あ
る
種
の
広
範
に
し
て
し
か

も
問
題
の
多
い
要
素
に
左
右
さ
れ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
、
対
日
平
和
条
約
が
、
こ
れ
ら
諸

島
に
た
い
す
る
日
本
の
請
求
権
を
否
定
し
て

い
な
い
こ
と
は
事
実
だ
が
、
右
に
指
摘
し
た

諸
要
素
は
今
日
の
と
こ
ろ
日
本
側
の
希
望
を

満
足
さ
せ
る
こ
と
を
難
か
し
く
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
、
こ
の
問
題
は
明
ら
か
に
朝
鮮
の

休
戦
成
立
の
可
能
性
に
よ
つ
て
表
面
化
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
朝
鮮
の
休
戦
そ
の
も
の
が

す
で
に
漠
然
と
し
た
仮
定
に
す
ぎ
な
い
、
問

題
の
諸
島
特
に
琉
球
諸
島
を
、
日
本
を
信
託

統
治
国
と
す
る
何
ら
か
の
形
の
国
連
信
託
統

治
下
に
お
く
こ
と
は
日
本
の
国
連
加
盟
を
前

提
条
件
と
す
る
、
日
本
の
加
盟
問
題
が
国
連

に
提
出
さ
れ
、
米
国
が
こ
れ
を
支
持
す
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
が
、
日
本
の
加
盟
を
阻
止

す
る
た
め
ソ
連
が
拒
否
権
を
行
使
す
る
こ
と

も
殆
ど
確
実
で
あ
る
同
様
に
ソ
連
が
千
島
列

島
に
た
い
す
る
支
配
を
放
棄
す
る
事
態
を
想

像
す
る
こ
と
も
現
在
の
と
こ
ろ
困
難
で
あ

る
、
ソ
連
の
千
島
列
島
併
合
の
可
能
性
は
極

め
て
疑
わ
し
い
が
、
ソ
連
は
同
諸
島
領
有
の

根
拠
を
あ
く
ま
で
主
張
し
つ
づ
け
る
で
あ
ろ

う米
国
は
こ
の
問
題
に
た
い
し
て
き
わ
め
て
重

大
な
関
心
を
も
つ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
米
国

が
強
力
な
空
軍
基
地
を
建
設
し
た
沖
縄
の
究

極
的
処
置
に
関
係
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
西

太
平
洋
に
お
け
る
外
廓
防
衛
線
と
い
う
米
国

の
構
想
の
中
に
は
、
当
然
沖
縄
基
地
の
保
有

と
い
う
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
、
近
い
将
来

に
日
本
が
沖
縄
を
回
復
す
る
こ
と
は
、
そ
れ

が
国
連
の
委
任
と
い
う
形
に
し
ろ
決
し
て
な

い
で
あ
ろ
う
、
し
か
し
こ
れ
は
必
ず
し
も
米

国
が
沖
縄
問
題
に
つ
い
て
日
本
と
激
し
く
衝

突
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も

の
で
は
な
い
、
日
米
間
の
相
互
防
衛
協
定
は

た
と
え
こ
れ
ら
諸
島
を
日
本
に
返
還
し
、
ま

た
は
日
本
の
信
託
統
治
下
に
お
く
と
し
て
も

米
国
が
基
地
の
運
営
に
あ
た
り
う
る
ほ
ど
弾

力
性
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
る
、
も
つ
と
も
米

国
と
し
て
は
、
日
本
ま
た
は
そ
の
他
の
国
の

反
米
分
子
が
日
米
間
の
協
定
を
日
本
の
主
権

を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
米
帝
国
主
義
の

現
わ
れ
で
あ
る
と
し
て
最
大
限
に
利
用
す
る

こ
と
を
予
そ
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
こ

の
問
題
の
最
も
難
か
し
い
性
格
は
大
規
模
な

構
想
力
に
と
む
計
画
の
必
要
性
を
再
び
強
調

し
た
も
の
で
あ
る
、
こ
の
種
の
問
題
の
解
決

方
法
を
発
見
す
る
に
は
、
そ
れ
に
先
立
つ
て

広
範
に
し
て
奥
行
き
の
広
い
意
見
一
致
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
こ
れ
ら
諸
島
を
回
復
し

よ
う
と
す
る
日
本
国
民
の
気
持
は
わ
か
る

が
、
そ
の
反
面
日
本
国
民
は
こ
の
措
置
が
太

平
洋
防
衛
と
い
う
広
い
視
野
に
立
つ
て
の
み

考
え
ら
れ
る
こ
と
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う

真
和
志
村
が
土
地
開
放
陳
情

琉
新
　
１
９
５
２
・
７
・
11

真
和
志
村
で
は
安
謝
、
岡
野
、
住
吉
、
天
久

四
部
落
の
住
民
に
大
き
な
関
係
を
も
つ
安
謝

区
安
謝
原
お
よ
び
東
原
、
前
東
原
、
天
久
区

後
原
の
軍
用
地
の
一
部
の
開
放
に
つ
い
て
、

次
の
理
由
で
ル
イ
ス
准
将
に
請
願
す
る
△
同

地
域
内
の
道
路
が
安
里
小
学
校
児
童
の
通
学

上
必
要
で
あ
る
△
同
地
域
付
近
は
工
業
地
帯

の
た
め
車
の
運
行
上
ぜ
ひ
こ
の
道
路
を
使
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
△
同
地
域
の
児
童
と

一
般
の
交
通
の
た
め
新
設
道
路
を
設
置
し
た

い
△
土
地
狭
く
人
家
が
密
集
し
た
安
謝
一
帯

の
住
民
の
た
め
幾
分
で
も
土
地
を
開
放
し
て

も
ら
い
た
い

配
電
会
社
に
一
石
／
那
覇
は
独

自
で
や
る
沖
タ
　
１
９
５
２
・
７
・
15

牧
港
の
発
電
所
か
ら
の
余
剰
電
力
購
入
に
よ

る
配
電
事
業
が
沖
縄
電
気
株
式
会
社
設
立
発

起
人
た
ち
に
よ
つ
て
す
ゝ
め
ら
れ
、
さ
き
に

第
一
次
計
画
と
し
て
の
首
里
、
那
覇
、
真
和

志
の
配
電
は
来
春
早
々
明
る
い
電
灯
が
つ
く

だ
ろ
う
と
発
表
さ
れ
た
が
、
最
近
同
社
発
起

人
た
ち
と
那
覇
市
電
気
委
員
会
と
の
間
に
意

見
の
対
立
が
あ
り
、
那
覇
は
那
覇
で
独
自
の

計
画
を
樹
て
新
し
い
会
社
の
設
立
認
可
申
請

を
や
る
と
両
者
が
ゴ
タ
ゴ
タ
を
演
じ
、い
つ
、

ど
こ
が
明
る
い
電
燈
を
灯
し
て
く
れ
る
か
、

消
費
者
に
と
つ
て
関
心
の
深
い
こ
と
が
起
つ

て
い
る
。
事
情
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

七
十
六
名
の
発
起
人
に
よ
る
沖
縄
電
気
会
社

に
対
し
、
那
覇
の
方
で
は
△
需
要
の
対
象
は

那
覇
が
多
い
△
資
本
の
多
く
も
那
覇
に
ま
た

ね
ば
な
ら
な
い
、
な
ど
の
事
情
か
ら
か
ね
て

同
社
の
発
起
人
代
表
に
那
覇
が
少
い
こ
と
を

不
満
に
思
つ
て
い
た
よ
う
で
七
月
四
日
、
那

覇
市
役
所
で
同
社
の
発
起
人
代
表
と
那
覇
の

代
表
が
集
ま
り
、
那
覇
市
側
か
ら
現
在
十
九

名
で
あ
る
発
起
人
代
表
に
新
に
那
覇
か
ら
十

五
名
を
追
加
し
て
貰
い
た
い
旨
要
求
し
た
。

同
社
側
で
は
他
に
同
社
が
挙
げ
る
十
一
名
の

一
三
九

一
九
五
二
年

昭
和
二
十
七
年

七
月



人
を
発
起
人
代
表
に
入
る
こ
と
を
条
件
に
こ

れ
を
認
め
た
が
、
那
覇
の
方
で
は
、
市
の
電

気
委
員
会
に
は
か
つ
て
か
ら
回
答
す
る
と
、

七
日
市
の
電
気
委
員
会
で
協
議
の
結
果
同
社

側
が
十
一
名
を
増
や
す
こ
と
は
不
可
、
若
し

市
の
要
求
が
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
独
自
の
立

場
で
事
業
計
画
を
す
る
事
に
意
見
一
致
、
そ

の
旨
渡
嘉
敷
総
代
に
回
答
、
更
に
そ
の
後
、

市
か
ら
民
政
府
に
問
合
せ
た
と
こ
ろ
那
覇
は

独
自
の
立
場
で
計
画
書
を
出
し
て
よ
ろ
し
い

と
云
わ
れ
た
と
の
こ
と
で
目
下
準
備
を
な
し

一
週
間
以
内
に
は
ビ
ト
ラ
ー
副
長
官
宛
事
業

計
画
書
を
提
出
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

沖
縄
電
気
株
式
会
社
で
も
政
府
へ
設
立
認
可

申
請
中
で
あ
り
、
果
し
て
ど
ち
ら
に
事
業
の

認
可
が
な
さ
れ
る
か
、
或
は
両
者
と
も
認
可

さ
れ
別
々
に
事
業
を
な
す
の
か
、
興
味
あ
る

問
題
を
な
げ
て
い
る
。

『
独
自
』
の
計
画
は
当
然

真
栄
田
市
会
議
長
談

市
当
局
で
は
当
間
市

長
の
時
か
ら
電
力
事
業
は
都
市
の
経
営
で
と

い
う
こ
と
を
モ
ツ
ト
ー
に
し
て
計
画
を
進
め

て
来
た
。
市
と
し
て
は
地
方
の
負
担
が
こ
ち

ら
に
転
嫁
さ
れ
て
こ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

来
た
わ
け
で
あ
る
。
計
画
案
も
我
々
の
も
の

が
よ
り
実
体
性
を
持
つ
て
い
る
と
思
う
。
大

き
な
資
本
を
バ
ツ
ク
に
持
ち
需
要
者
の
多
く

を
持
つ
我
々
が
事
業
を
行
う
こ
と
は
自
然
で

あ
る
。

理
解
に
苦
し
む

渡
嘉
敷
真
睦
氏
談

全
島
的
な
福
し
を
目
的

と
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
事
業
に
那
覇
市
当

局
が
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

那
覇
市
の
有
力
な
資
本
家
も
発
起
人
代
表
に

相
当
数
加
わ
つ
て
お
り
、
今
更
そ
の
数
に
市

当
局
側
が
拘
泥
す
る
と
い
う
こ
と
は
理
解
に

く
る
し
む
。

｜
社
　
説
｜

ガ
リ
オ
ア
資
金
の
使
途
と
校
舎

問
題
琉
新
　
１
９
５
２
・
７
・
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ル
イ
ス
准
将
が
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
帰
任
以

来
、
米
民
政
府
の
方
針
が
明
瞭
に
な
り
、
流

言
飛
語
が
少
く
な
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
昨
年

以
来
不
安
に
包
ま
れ
て
い
た
ガ
リ
オ
ア
資
金

問
題
も
米
民
政
府
の
親
心
と
ル
イ
ス
准
将
の

奮
斗
に
依
り
九
一
一
万
弗
即
ち
十
億
九
千
三

百
二
十
万
円
、
米
議
会
に
於
て
可
決
さ
れ
た

こ
と
を
発
表
し
、
更
に
そ
の
使
途
も
明
ら
か

に
さ
れ
た
。
元
よ
り
そ
の
裏
面
に
於
て
は
比

嘉
主
席
を
始
め
立
法
院
議
員
諸
公
の
外
交
工

作
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

談
話
の
内
容
は
、
米
購
入
費
六
四
六
万
七

千
ド
ル

七
億
七
六
〇
四
万
円

肥
料
購
入

費
七
〇
万
ド
ル

八
四
〇
〇
万
円

燃
料
油

購
入
費
四
〇
万
ド
ル

四
八
〇
〇
万
円

輸

送
運
搬
費
一
二
四
万
三
千
ド
ル

一
億
四
九

一
六
万
円

小
計
八
八
一
万
ド
ル

一
〇
億

五
千
七
百
二
十
万
円

国
民
指
導
員
、
留
学

生
費
三
十
万
ド
ル

三
百
六
十
万
円

総
計

九
一
一
万
ド
ル

十
億
九
千
三
百
二
十
万
円
、

琉
球
人
口
か
ら
計
算
す
れ
ば
一
人
宛
九
ド
ル

即
ち
千
八
十
円

と
云
う
勘
定
に
な
る
。
而

し
て
其
の
目
的
は
第
一
、
琉
球
経
済
復
興
へ

の
援
助
、
第
二
、
琉
球
の
人
々
の
生
活
水
準

の
向
上
と
衛
生
健
康
状
態
の
向
上
を
図
る
為

め
で
あ
る
。
復
興
は
色
々
あ
る
が
先
ず
民
心

の
安
定
が
先
決
問
題
で
あ
り
、
民
心
の
安
定

は
経
済
復
興
が
基
礎
と
な
る
、
然
し
之
れ
は

文
字
通
り
援
助
で
あ
つ
て
之
れ
が
誘
い
水
と

な
り
天
は
自
ら
助
る
者
を
助
く
る
て
ふ
格
言

の
通
り
琉
球
人
自
ら
の
活
動
に
依
て
経
済
復

興
を
期
す
力
強
い
歩
み
が
必
要
で
あ
る
。
更

に
わ
れ
等
住
民
が
文
化
生
活
を
営
む
為
め
に

は
経
済
の
裏
付
け
と
衛
生
問
題
が
重
大
で
あ

ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
現
状
の
琉
球
の
衛
生
状

態
は
遺
憾
な
が
ら
こ
れ
を
米
国
人
か
ら
見
た

ら
野
蛮
の
域
を
脱
す
る
こ
と
遠
く
は
な
い
と

思
う
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
住
民
衛
生
思
想
の
向

上
と
共
に
全
住
民
の
生
活
化
を
期
す
実
行
力

が
必
要
で
あ
る
。
而
し
て
衛
生
健
康
は
経
済

復
興
と
も
緊
密
な
関
係
を
持
ち
互
に
相
ま
つ

て
向
上
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
、
ガ
リ
オ

ア
資
金
の
み
で
は
全
琉
の
需
要
を
満
た
す
こ

と
は
困
難
で
あ
ろ
う
、
茲
に
商
業
資
金
を
消

化
す
る
心
構
え
と
進
ん
で
実
力
を
培
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

百
年
の
計
事
は
人
を
植
う
る
に
如
か
ず
、

で
国
民
指
導
員
並
に
日
米
留
学
制
度
は
琉
球

の
若
人
達
に
希
望
を
与
え
る
の
み
な
ら
ず
将

来
の
発
展
を
約
束
す
る
も
の
と
し
て
感
謝
に

堪
え
な
い
。
な
お
茲
に
住
民
の
切
望
し
て
然

も
足
ら
な
い
も
の
は
教
育
上
欠
く
べ
か
ら
ざ

る
校
舎
問
題
で
あ
る
。
之
れ
は
戦
争
に
依
て

焼
失
し
た
か
ら
、
戦
争
の
責
任
者
た
る
日
本

政
府
の
責
任
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
教
育
者
は

先
ず
校
舎
の
復
興
の
運
動
を
起
こ
す
こ
と
は

極
め
て
必
要
で
あ
る
と
信
ず
、
然
し
て
不
日

琉
球
が
復
興
す
る
準
備
と
し
て
日
本
の
教
育

と
直
通
し
て
置
く
こ
と
も
亦
準
備
運
動
の
一

ツ
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
若
し
茲
に
祖
国

日
本
と
し
て
温
い
手
を
差
伸
べ
た
ら
、
必
要

だ
け
の
校
舎
を
建
て
ゝ
や
る
こ
と
は
不
可
能

な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
、
と
思
う
。
之
れ

は
米
日
琉
親
善
の
角
度
か
ら
見
て
も
好
題
目

で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

ル
准
将
も
都
計
援
助
／
泊
港
の

管
理
権
文
書
で
正
式
移
譲
／

又
吉
市
長
ら
と
懇
談

琉
新
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那
覇
市
で
は
十
八
日
午
前
十
時
か
ら
又
吉
市

長
、
嵩
原
助
役
、
嘉
手
納
総
務
部
長
、
花
城

都
市
計
画
課
長
、
亀
島
公
共
施
設
課
長
、
安

次
嶺
秘
書
課
長
、
東
江
庶
務
課
長
ら
が
民
政

一
四
〇

一
九
五
二
年

昭
和
二
十
七
年

七
月



府
を
訪
ね
、
ル
イ
ス
准
将
、
フ
オ
ス
タ
ー
大

佐
、
エ
ス
テ
ン
バ
ー
ガ
ー
工
務
部
長
、
小
林

中
尉
と
都
市
計
画
に
か
ん
す
る
種
々
の
問
題

に
つ
い
て
一
時
間
余
に
わ
た
り
意
見
の
交
換

を
行
い
、軍
の
物
心
両
面
の
援
助
を
求
め
た
、

席
上
、
軍
か
ら
▽
泊
港
の
港
湾
管
理
権
を
市

に
付
与
す
る
▽
泊
港
北
岸
地
区
の
都
市
計
画

を
立
案
せ
よ
等
の
発
表
が
あ
り
▽
牧
志
大
通

り
の
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
市
の
案
に
全
面

的
な
賛
意
を
表
し
た

ル
イ
ス
准
将
は

那
覇
は
琉
球
の
首
都
で
あ

り
そ
の
都
計
に
は
能
う
限
り
の
便
宜
と
援
助

を
与
え
、
こ
れ
を
推
進
し
た
い

と
語
つ
た

▽
泊
港
湾
管
理
権

既
に
口
頭
で
通
知
の
あ

つ
た
泊
港
湾
の
管
理
権
を
市
に
付
与
す
る

旨
、
十
六
日
付
で
文
書
が
出
た
、
現
在
軍
で

工
事
施
工
中
で
今
年
一
ぱ
い
で
完
了
の
予
定

▽
泊
港
北
岸
地
区
　
旧
高
橋
町
の
都
市
計

画

泊
港
北
岸
は
都
市
計
画
に
包
含
さ
れ
て

無
い
の
で
将
来
の
開
放
を
予
想
し
計
画
に
着

手
せ
よ
と
の
軍
の
意
見
が
あ
つ
た
、
市
で
は

兼
ね
て
よ
り
同
地
区
の
計
画
を
進
め
て
居
り

完
成
を
一
段
と
促
進
す
る

▽
牧
志
大
通
り
拡
張
工
事

市
で
は
美
栄
橋

町
の
区
域
整
理
が
終
つ
て
い
て
収
用
法
適
用

の
必
要
が
な
い
、
立
退
家
屋
が
少
い
、
政
府

施
行
予
定
の
御
成
橋
通
り

一
号
線

政
府

新
庁
舎

十
六
間
道
路
と
の
連
絡
等
の
理
由

で
最
初
に
警
察
署
か
ら
税
務
署
ま
で
の
工
事

を
計
画
、
こ
れ
に
対
し
軍
も
全
面
的
賛
意
を

表
し
た

｜
社
　
説
｜

議
員
定
数
増
と
補
欠
選
挙

沖
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立
法
院
で
は
市
町
村
議
員
の
定
数
に
関
す
る

条
項
を
改
正
す
る
立
法
を
可
決
し
た
と
い

う
。
大
島
の
九
月
選
挙
に
備
え
て
の
臨
時
措

置
で
あ
る
が
、
近
く
立
法
さ
れ
る
統
一
市
町

村
制
に
も
適
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
注
目
さ

れ
る
。
こ
の
改
正
案
に
よ
る
と
沖
縄
に
お
い

て
は
、
現
在
一
村
平
均
八
名
の
市
町
村
議
員

が
、
そ
の
倍
の
議
員
定
数
と
な
る
。
先
年
、

議
員
の
定
員
減
が
唐
突
と
し
て
実
施
さ
れ
た

と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
議
員
の
半
減
を
時
期
尚

早
と
み
て
、
そ
の
成
行
を
深
憂
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
一
応
の
体
験
を
経
て
改
正
す
る
こ

と
も
悪
く
は
な
か
ろ
う
。定
数
を
減
じ
た
ら
、

成
程
そ
れ
だ
け
の
予
算
が
節
約
さ
れ
る
。
さ

ら
に
多
人
数
だ
と
徒
党
を
く
ん
で
派
閥
的
抗

争
に
陥
る
懸
念
も
あ
り
、
寧
ろ
少
人
数
で
議

会
を
和
や
か
に
固
め
る
の
が
市
町
村
の
運
営

に
適
す
る
、
と
い
う
説
も
一
応
首
肯
さ
れ
な

い
で
も
な
い
。
民
主
々
義
の
先
進
国
で
は
議

員
定
数
が
意
外
な
位
少
い
と
い
わ
れ
て
い

る
。
が
然
し
、
先
進
国
と
後
進
国
の
甚
し
い

落
差
を
見
逃
し
て
、
無
批
判
に
真
似
た
ら
お

か
し
な
こ
と
に
な
る
。
民
主
々
義
の
先
進
国

で
は
、
た
と
え
議
員
定
数
が
少
く
て
も
、
議

員
自
体
が
、
そ
れ
か
ら
自
治
団
体
及
び
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
住
民
が
、
民
主
政
治
の
訓
練
を

充
分
に
も
ち
、
全
体
の
政
治
意
識
が
強
い
か

ら
少
人
数
の
議
会
で
も
結
構
や
つ
て
い
け
る

の
だ
ろ
う
。
処
が
、
琉
球
の
場
合
は
、
封
建

時
代
の
寡
頭
政
治
に
陥
る
恐
れ
が
抱
か
れ

る
。
市
町
村
当
局
の
政
治
勢
力
は
周
知
の
如

く
、
そ
の
地
域
社
会
に
於
て
絶
対
的
な
優
位

を
占
め
て
い
る
。
封
建
時
代
の
地
頭
代
と
比

較
す
る
こ
と
は
妥
当
を
欠
ぐ
か
も
知
れ
な
い

が
、
制
度
や
形
の
上
か
ら
は
民
主
化
さ
れ
た

に
し
ろ
、
実
質
的
に
は
、
昔
の
地
頭
代
に
劣

ら
ぬ
擬
勢
を
張
り
、
住
民
に
暴
君
の
如
く
君

臨
す
る
事
例
が
な
い
で
も
な
い
。
市
町
村
長

の
選
挙
そ
の
も
の
か
ら
し
て
余
り
香
し
く
は

な
い
。
そ
う
し
た
絶
対
的
な
政
治
勢
力
を
も

つ
市
町
村
当
局
に
影
の
如
く
寄
り
添
う
当
局

派
と
称
せ
ら
れ
る
議
員
が
あ
り
、
而
し
て
そ

の
当
局
派
に
反
発
す
る
反
当
局
派
が
い
て
、

両
派
の
政
争
を
激
化
し
た
り
、
或
は
当
局
派

に
打
ち
負
か
さ
れ
て
、
反
当
局
派
が
鳴
り
を

沈
め
、
当
局
派
の
独
断
政
治
が
布
か
れ
て
、

地
域
住
民
を
泣
寝
入
り
さ
せ
る
と
い
う
地
方

政
界
の
実
相
は
、
こ
わ
い
か
ら
言
わ
ぬ
だ
け

で
あ
つ
て
誰
で
も
知
つ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
住
民
が
お
と
な
し
す
ぎ
る
。
と
言
う

よ
り
か
政
治
へ
の
不
信
感
か
ら
、
政
治
無
関

心
を
　
い
□
□
る
。
そ
れ
を
い
い
こ
と
に
し

て
、
市
町
村
当
局
や
議
会
が

よ
ら
し
む
べ

し

の
愚
民
政
策
を
と
つ
て
い
る
と
し
た
ら
、

地
方
自
治
政
治
の
民
主
化
は
到
底
望
ま
れ
ま

い
。
地
方
自
治
政
治
の
振
興
な
く
し
て
は
琉

球
の
復
興
も
な
か
ろ
う
。
さ
て
、
議
員
の
定

員
減
が
ど
う
悪
く
響
い
た
か
詳
し
く
は
知
ら

ぬ
が
、
議
員
の
少
数
は
、
当
局
と
し
て
も
容

易
に
御
し
や
す
く
、
当
局
の
非
を
正
す
是
々

非
々
の
議
会
活
動
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
、
ひ

た
す
ら
当
局
に
随
従
す
る
愚
か
な
全
会
一
致

の
翼
賛
型
議
会
に
堕
し
た
嫌
い
が
な
い
か
ど

う
か
。
議
会
は
当
局
委
せ
、
住
民
は
当
局
に

随
従
す
る
議
会
委
せ
、
と
い
う
の
が
、
各
地

市
町
村
に
於
け
る
政
治
の
実
態
な
ら
考
え
さ

せ
ら
れ
る
。

と
に
か
く
如
上
の
懸
念
か
ら
、
従
来
の
議
員

定
数
は
過
少
で
あ
る
。
矢
た
ら
に
殖
や
す
必

要
も
な
い
が
、
過
不
足
の
な
い
適
数
に
改
め

る
こ
と
は
当
然
な
措
置
と
言
え
よ
う
。
現
在

の
一
村
八
名
平
均
が
約
二
倍
と
な
つ
て
十
六

名
に
な
つ
た
ら
、
議
会
の
討
議
が
一
層
活
発

と
な
り
、
市
町
村
当
局
と
い
え
ど
も
議
会
を

甘
く
見
く
び
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
そ
こ
か

ら
議
会
の
自
主
性
が
生
れ
る
。
議
会
の
自
主

性
は
、
地
区
住
民
の
政
治
関
心
を
高
め
、
当

局
の
独
善
に
反
発
し
て
民
主
的
な
善
政
へ
の

道
を
ひ
ら
く
に
違
い
な
い
。
処
が
、
現
職
の

議
員
の
任
期
は
あ
と
二
カ
年
余
で
、
そ
の
間

現
在
の
定
員
数
で
い
く
か
、
そ
れ
と
も
近
く
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立
法
さ
れ
る
統
一
市
町
村
制
の
施
行
後
直
に

補
欠
選
挙
を
行
う
べ
き
か
が
問
題
と
な
つ
て

い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
補
欠
選
挙
を
望
ん
で
や

ま
な
い
。
大
島
が
来
る
九
月
選
挙
を
、
改
正

案
に
よ
る
と
す
れ
ば
、
全
琉
的
に
一
貫
さ
せ

て
、
補
欠
選
挙
を
行
う
こ
と
が
立
法
の
趣
旨

に
則
す
る
所
以
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
補
欠
選

挙
を
行
い
現
議
員
の
定
す
う
を
倍
加
す
る
こ

と
に
依
つ
て
現
議
会
の
刷
新
に
も
役
立
つ
筈

だ
。
公
明
選
挙
を
励
行
し
て
、
議
員
の
選
択

に
気
を
つ
け
、
有
為
な
人
物
を
新
た
に
議
会

に
送
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
そ
れ
だ
け
の
効

果
が
期
待
さ
れ
る
。
欲
を
い
え
ば
、
補
欠
選

挙
に
依
つ
て
構
成
さ
れ
た
新
し
い
議
会
を
刷

新
す
る
た
め
に
、
正
副
議
長
の
改
選
も
一
考

の
要
が
あ
ろ
う
。

近
時
各
方
面
か
ら
市
町
村
の
自
治
の
強
化
が

望
ま
れ
て
い
る
。
立
法
院
に
お
い
て
も
、
市

町
村
制
改
正
の
立
法
に
あ
た
り
、
市
町
村
の

自
律
確
立
が
意
図
さ
れ
、
そ
れ
を
裏
付
け
る

財
政
の
強
化
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
市
町

村
税
法
の
立
法
を
急
い
で
い
る
が
、
市
町
村

の
自
治
強
化
は
、
結
局
地
方
市
町
村
議
会
の

強
化
に
ま
つ
ほ
か
は
な
い
。
立
法
院
の
如
き

中
央
議
会
は
、
強
力
な
行
政
府
と
相
ま
つ
て
、

衆
目
環
視
の
う
ち
に
自
治
政
治
の
前
進
を
否

応
な
し
に
強
い
ら
れ
る
が
、
地
方
議
会
は
、

殊
に
後
進
国
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
議
会
の
怠

慢
が
人
目
に
つ
か
ぬ
憾
み
が
あ
る
。
さ
ら
に

人
材
の
欠
乏
も
議
会
沈
滞
を
招
い
て
い
る
。

従
つ
て
地
方
自
治
政
治
の
封
建
性
は
容
易
に

払
拭
さ
れ
な
い
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
有

能
な
議
員
が
選
ば
れ
、
過
不
足
の
な
い
定
員

で
構
成
さ
れ
た
新
議
会
の
誕
生
を
、
切
に
待

望
す
る
の
で
あ
る
。

那
覇
市
に
一
千
万
円
の
財
源
／

競
輪
事
業
を
協
議
／
奥
武
山

に
大
グ
ラ
ウ
ン
ド

琉
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那
覇
市
で
は
二
十
五
日
午
後
三
時
か
ら
市
会

議
室
で
市
議
全
体
委
員
会
を
開
催
、
競
輪
事

業
に
つ
い
て
協
議
を
行
つ
た
、
嵩
原
助
役
か

ら
経
過
を
説
明
、
▽
施
設
、
運
営
等
は
一
切

を
沖
縄
に
新
設
の
競
輪
会
社
と
契
約
▽
同
会

社
は
日
本
の
競
輪
会
社
と
契
約
し
資
材
輸
入

や
選
手
招
へ
い
な
ど
行
う
等
の
根
本
方
針
を

発
表
、
次
い
で
議
員
の
質
疑
が
あ
つ
て
、
会

社
と
契
約
の
際
の
条
件
な
ど
を
協
議
、
終
つ

て
来
島
中
の
国
際
競
輪
振
興
委
員
会
常
務
理

事
、
ア
ジ
ア
興
産
株
式
会
社
々
長
海
老
沢
氏

一
行
と
懇
談
に
移
つ
た
、
こ
の
計
画
実
現
の

暁
は
奥
武
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
に
約
一
万
坪
の

敷
地
で
四
百
米
走
路
、
車
券
売
場
、
投
票
場

な
ど
が
設
け
ら
れ
、
市
に
年
約
一
千
万
円
の

新
財
源
を
与
え
る
こ
と
に
な
る

日
本
の
競
技
法
に
よ
る
競
輪
収
入
の
収
益
分

配
は

一
、
車
券
の
総
売
上
高
の
七
五
％
は
払
戻
金

と
し
て
車
券
購
入
者
に
帰
る

二
、
残
り
二
五
％
の
う
ち
中
央
政
府
納
付
金

三
％
、
開
催
諸
経
費
が
一
二
％
、
残
り

を
会
社
と
市
が
二
等
分
し
て
五
％
宛

こ
れ
に
基
い
て
海
老
沢
氏
一
行
は
那
覇
市
の

年
間
収
益
を
二
千
八
百
万
円
と
見
込
ん
で
い

る
、
然
し
市
で
は
慎
重
を
期
し
一
回
四
千
五

百
人
の
入
場
一
人
宛
車
券
購
入
額
六
百
円
、

月
に
六
日
平
均
開
催
の
計
算
で
月
八
十
一
万

円
、
年
間
九
百
万
円
と
見
て
い
る
、
こ
の
他

に
地
代
と
し
て
年
三
十
万
円
程
度
が
あ
り
、

競
争
場
内
に
三
百
米
ト
ラ
ツ
ク
、
フ
イ
ル
ド

等
ス
ポ
ー
ツ
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
施
設
も
予
定

さ
れ
、
契
約
満
了
の
十
年

又
は
五
年

後

に
は
そ
の
施
設
が
ソ
ツ
ク
リ
市
に
無
償
で
移

さ
れ
る
、
全
体
委
で
は
こ
れ
ら
基
本
的
問
題

に
つ
い
て
意
見
の
一
致
を
見
、
更
に
市
や
体

協
な
ど
の
行
事
や
入
場
料
徴
収
を
行
わ
な
い

興
行
に
対
し
て
は
会
社
で
使
用
料
を
徴
収
し

な
い
と
の
了
解
を
得
る
こ
と
に
な
つ
た

競
輪
法
立
法
化
の
促
進
と
と
も
に
準
備
を
進

め
ら
れ
て
い
る
沖
縄
側
競
輪
会
社
の
設
立
に

よ
つ
て
市
議
会
の
議
決
で
正
式
契
約
が
結
ば

れ
る

那
覇
の
上
水
道
に
／
二
千
余
万

円
の
資
材
援
助

琉
新
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那
覇
市
上
水
道
計
画
に
対
し
こ
の
ほ
ど
ガ
リ

オ
ア
資
金
に
よ
る
二
千
六
百
万
円
に
上
る
資

材
の
援
助
が
あ
つ
た
、
十
八
日
付
政
府
か
ら

の
資
材
交
付
通
知
に
よ
れ
ば
十
二
、
十
、
八
、

四
吋
パ
イ
プ
六
千
八
百
本
そ
の
他
部
分
品
多

数
が
交
付
さ
れ
た
、
こ
の
資
材
は
他
人
に
譲

渡
し
た
り
市
上
水
道
工
事
以
外
に
使
用
し
て

は
い
け
な
い
旨
附
記
さ
れ
て
い
る
、
こ
の
他

に
七
千
余
本
の
三
吋
鋳
鉄
パ
イ
プ
の
交
付
も

約
束
さ
れ
て
い
て
、
合
計
一
万
三
千
余
本
の

パ
イ
プ
や
部
分
品
の
援
助
が
あ
つ
た
わ
け
、

こ
の
資
材
は
多
少
の
部
分
品
を
補
え
ば
市
の

上
水
道
本
工
事
計
画
中
、
第
一
期
工
事
を
完

成
す
る
に
充
分
で
余
分
は
二
期
に
充
て
ら
れ

る
、
こ
れ
で
十
月
ご
ろ
か
ら
着
手
を
予
定
さ

れ
て
い
る
、
美
栄
橋
、
辻
、
東
等
の
解
放
地

区
お
よ
び
現
在
の
居
住
地
区
牧
志
、
壺
屋
、

神
里
原
、
開
南
、
松
尾
等
を
給
水
対
象
と
す

る
第
一
期
工
事
は
資
材
の
心
配
が
な
く
な
つ

た
立
退
く
230
戸
／
競
輪
場
に
な
る

『
港
村
』
／
泊
埋
立
地
へ
移

動
？
沖
タ
・
夕
　
１
９
５
２
・
８
・
２

奥
武
山
に
競
輪
場
を
設
置
し
よ
う
と
い
う
那

一
四
二

一
九
五
二
年

昭
和
二
十
七
年

七
｜
八
月



覇
市
の
計
画
は
そ
の
後
市
当
局
と
来
島
し
た

国
際
競
輪
委
員
達
と
の
間
に
具
体
的
な
話
が

進
め
ら
れ
、
事
業
計
画
案
も
完
成
、
近
く
軍

に
提
出
さ
れ
る
運
び
に
い
た
つ
た
が
、
こ
の

競
輪
事
業
の
進
ち
よ
く
と
相
ま
つ
て
同
公
園

内
港
村
の
二
百
三
十
家
族

約
一
千
五
百
人

が
移
転
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ま

で
終
戦
直
後
か
ら
港
湾
作
業
隊
と
し
て
五
、

六
年
の
間
特
異
な
地
位
を
保
つ
て
来
た
こ
の

村
も
と
う
と
う
こ
ゝ
を
引
越
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
立
場
に
置
か
れ
そ
う
で
あ
る
。
同
村

の
立
ち
退
き
に
対
し
市
当
局
は
発
表
を
避
け

て
い
る
が
、
移
転
先
は
現
在
埋
立
て
中
の
泊

港
附
近
に
な
る
模
様
で
あ
り
移
転
は
こ
ゝ
三

カ
月
以
内
に
開
始
す
る
と
い
う
話
も
あ
り
既

に
市
当
局
で
は
旧
奥
武
山
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
含
む
同
村
一
帯
の
測
量
を
始
め
て
お
り
移

転
に
あ
た
つ
て
は
移
転
費
そ
の
他
に
つ
い
て

す
べ
て
の
便
宜
を
み
る
こ
と
に
な
つ
て
お

り
、
予
算
に
も
計
上
し
て
市
会
の
承
認
を
得

る
ば
か
り
と
な
つ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ

に
は
国
場
組
の
方
で
も
援
助
を
与
え
る
模

様
、
結
局
こ
の
両
者
の
協
力
で
完
全
な
移
転

が
行
な
わ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
、
こ
れ
に
つ

い
て
同
村
で
は
移
転
先
が
事
実
泊
港
付
近

で
、
一
切
の
費
用
も
市
が
見
て
く
れ
る
な
ら

ば
喜
ん
で
移
転
に
賛
成
す
る
と
語
つ
て
い
る

が
、
こ
の
外
元
世
持
神
社
附
近
に
あ
つ
て
移

転
を
免
れ
た
五
十
家
族
の
人
達
も
、
い
つ
そ

の
こ
と
移
転
組
と
一
緒
に
移
転
さ
せ
て
く
れ

る
よ
う
に
と
希
望
を
述
べ
て
い
る

波
乱
に
富
む
村
の
生
い
立

港
村
は
、
戦
後
四
十
六
年
に
軍
か
ら
命
令
を

受
け
て
国
場
幸
太
郎
氏
の
率
い
る
港
湾
労
務

者
と
そ
の
家
族
達
が
集
つ
て
村
を
構
成
し
た

も
の
で
最
初
は
旧
日
本
軍
人
捕
虜
収
容
所
と

し
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
移
動

後
天
幕
舎
な
ど
の
施
設
が
そ
つ
く
り
乗
込
み

第
一
陣
の
約
二
百
名
の
作
業
隊
に
与
え
ら
れ

た
。
当
初
は
台
風
の
た
め
幕
舎
全
部
が
吹
飛

ば
さ
れ
る
と
い
う
悲
劇
も
あ
つ
た
が
、
そ
の

後
四
七
年
か
ら
規
格
家
屋
が
時
の
民
政
府
工

作
隊
に
よ
つ
て
ど
し
ど
し
建
て
ら
れ
た
。
一

般
民
の
移
住
は
も
ち
ろ
ん
厳
禁
。
受
入
れ
は

労
務
者
と
そ
の
家
族
だ
け
。
お
ま
け
に
部
落

内
を
作
業
用
ト
ラ
ツ
ク
が
縦
横
に
走
り
、
設

備
も
好
か
つ
た
の
で
労
務
者
達
は
金
武
湾
、

宜
野
座
、
羽
地
、
久
志
あ
た
り
か
ら
相
つ
い

で
流
れ
込
み
一
時
は
文
字
通
り
軍
作
業
の
村

と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
当
時
の
関
係
者
達

の
話
に
よ
る
と
、
そ
の
頃
奥
武
山
近
郊
で
は

米
兵
の
暴
行
事
件
な
ど
不
安
な
空
気
も
あ

り
、
ま
た
労
務
者
の
出
勤
に
つ
い
て
は
軍
当

局
が
と
て
も
厳
重
で
一
週
間
以
上
欠
勤
を

つ
ゞ
け
た
も
の
は
検
査
の
上
す
ぐ
立
退
き
を

命
ぜ
ら
れ
る
と
い
う
始
末
。
四
九
年
の
食
糧

配
給
の
停
止
事
件
も
こ
の
部
落
に
い
た
各
地

区
か
ら
の
供
出
労
務
員
の
勤
務
ぶ
り
が
原
因

に
な
つ
た
ほ
ど
で
と
に
か
く
五
〇
年
度
か
ら

作
業
が
請
負
制
に
変
り
、
軍
側
と
の
交
渉
が

す
く
な
く
な
つ
た
の
で
部
落
民
の
総
意
に
よ

つ
て
那
覇
市
に
合
併
八
月
一
日
以
来
市
の
一

部
と
し
て
現
在
に
至
つ
た
も
の
で
あ
る

中
は
陸
上
競
技
場
に
／
競
輪
今
秋
に
は

開
始
の
予
定

那
覇
の
市
営
競
輪
は
委
託
経
営
を
す
る
亜
細

亜
興
産
株
式
会
社
と
の
間
に
、
だ
い
た
い
契

約
整
い
、
奥
武
山
公
園
一
帯
一
万
坪
に
、
早

速
競
輪
場
を
施
設
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る

が
、
同
社
長
海
老
沢
光
宏
氏
、
同
常
務
取
締

役
小
島
竜
像
氏
は
準
備
の
た
め
こ
の
ほ
ど
来

島
、
沖
縄
に
於
い
て
初
め
て
の
試
み
で
あ
る

競
輪
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
る
。

日
本
で
は
地
方
財
政
の
補
強
策
と
し
て
市

営
競
輪
が
随
分
さ
か
ん
で
あ
る
が
、
私
ど

も
も
企
業
を
通
じ
て
、
何
か
と
援
助
で
き

れ
ば
と
い
う
意
図
で
や
つ
て
き
た
。
那
覇

市
は
、
敷
地
を
提
供
す
る
だ
け
で
、
施
設

一
切
は
全
部
会
社
側
が
引
き
取
り
、
利
益

金
の
四
割
は
市
の
財
政
に
還
え
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
企
業
開
始
の
手
続
き
も
ほ
ゞ

見
透
し
つ
い
た
の
で
、
ま
ず
第
一
期
工
事

と
し
て
、
取
敢
え
ず
競
輪
コ
ー
ス
と
簡
単

な
ス
タ
ン
ド
を
建
て
、

工
費
日
本
円
約

五
千
万
円

、
出
来
た
ら
今
秋
十
一
月
か

ら
、
は
じ
め
た
い
と
思
う
。
つ
ぎ
つ
ぎ
施

設
を
増
強
し
て
二
カ
年
位
に
は
、
立
派
な

の
が
出
来
る
、
市
の
要
望
も
あ
り
、
競
輪

コ
ー
ス
の
内
側
に
は
三
百
メ
ー
ト
ル
の
ト

ラ
ツ
ク
を
つ
く
り
、
陸
上
競
技
場
に
す
る

計
画
で
、
体
育
行
事
に
利
用
し
て
貰
う
こ

と
に
す
る
。

な
お
競
輪
の
客
筋
に
は
主
と
し
て
駐
留
米
人

や
日
本
土
建
業
関
係
者
等
を
ね
ら
い
、
一
面

に
は
ド
ル
の
獲
得
策
も
考
え
て
い
る
と
い
う

電
燈
の
悩
解
消
へ
／
那
覇
電
気

会
社
発
起
人
会
／
二
市
二
カ

村
へ
配
電
計
画

琉
新
　
１
９
５
２
・
８
・
３

那
覇
電
気
株
式
会
社
設
立
発
起
人
会
は
発
起

人
六
十
数
名
出
席
、
二
日
午
後
二
時
か
ら
那

覇
市
役
所
で
開
催
さ
れ
た
、
又
吉
市
長
の
挨

拶
に
つ
い
で
亀
島
公
共
施
設
課
長
の
経
過
報

告
が
あ
り
、
座
長
に
中
山
興
忠
氏
が
押
さ
れ

た
、
中
山
座
長
司
会
で
定
款
、
事
業
計
画
の

作
製
を
行
い
、
設
立
準
備
委
員
に
次
の
十
五

氏
が
選
ば
れ
た

又
吉
康
和
、
国
場
幸
太
郎
、
城
間
康
昌
、
又

吉
世
沢
、
具
志
頭
得
助
、
大
城
鎌
吉
、
当
間

嗣
徳
、
仲
本
興
正
、
中
山
興
忠
、
高
良
嘉
永
、

長
嶺
秋
夫
、
佐
久
本
政
良
、
平
田
忠
義
、
嘉

数
昇
、
竹
内
和
三
郎

発
起
人
会
終
了
後
引
続
き
設
立
準
備
委
員
会

を
開
催
、
委
員
長
に
国
場
幸
太
郎
氏
、
常
任

準
備
委
員
に
高
良
嘉
永
氏
を
選
出
、
株
募
集
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方
法
や
申
請
書
そ
の
他
手
続
き
に
関
し
協
議

を
行
つ
た
、
同
委
員
会
で
は
申
請
書
作
製
の

上
、
四
日
政
府
に
提
出
す
る

那
覇
電
気
株
式
会
社
は
電
気
供
給
、
電
気
器

具
、
機
械
電
気
用
品
製
造
加
工
修
理
販
売
お

よ
び
そ
れ
ら
の
付
帯
事
業
の
経
営
を
目
的
と

し
資
本
総
額
五
千
万
円
、
株
式
総
数
五
万
株

と
し
一
株
の
金
額
が
一
千
万
　
株
券
は
一
株

券
、
五
株
、
十
株
、
五
十
株
、
百
株
の
五
種
、

第
一
回
払
込
金
は
半
額
と
な
つ
て
い
る

計
画
に
よ
れ
ば
購
入
電
力
総
量
が
百
三
十
二

万
三
千
二
一
四
キ
ロ
ワ
ツ
ト
時
で
販
売
電
力

は
那
覇
、
真
和
志
、
首
里
、
小
禄
に
対
し
一

般
家
庭
用
を
中
心
と
す
る
定
額
電
灯
八
万
四

千
一
六
七
灯
、
従
量
電
灯
一
千
二
百
戸
を
予

定
し
て
い
る

松
山
町
の
一
部
開
放
／
市
の
陳

情
で
大
典
寺
一
帯
を

琉
新
　
１
９
５
２
・
８
・
10

八
日
ビ
副
長
官
か
ら
比
嘉
主
席
宛
、
那
覇
市

松
山
町
の
一
部
を
開
放
す
る
と
の
通
知
が
あ

り
こ
れ
に
つ
い
て
情
報
局
は
次
の
よ
う
に
発

表
し
た

先
に
七
月
五
日
付
那
覇
市
か
ら
土
地
開
放
陳

情
書
を
民
政
府
に
提
出
し
て
あ
つ
た
が
八
月

八
日
付
で
そ
の
一
部
が
開
放
さ
れ
た
同
土
地

は
松
山
町
の
大
典
寺
周
辺
一
帯
で
あ
る

｜
社
　
説
｜

全
住
民
待
望
の
首
都
建
設

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
２
・
８
・
11

兼
島
首
里
市
長
は
那
覇
、
真
和
志
、
首
里
を

一
丸
と
す
る
大
都
市
建
設
の
構
想
を
抱
き

こ
の
都
市
合
併
は
、
今
か
ら
取
り
か
か
れ

ば
来
年
中
に
は
実
現
を
見
る
と
思
う
。
市
長

を
二
期
つ
と
め
て
い
る
自
分
の
最
終
の
御
奉

公
に
し
た
い

琉
球
新
報

と
語
つ
て
い

る
。
殊
勝
な
心
掛
け
で
あ
る
。
さ
い
わ
い
同

市
議
会
も
合
併
に
賛
意
を
表
し
て
い
る
と
言

う
し
、
何
れ
市
民
の
意
志
を
確
め
た
う
え
、

来
年
中
に
実
現
さ
せ
る
意
気
込
み
で
し
烈
な

合
併
運
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

首
里
市
の
現
状
が
、
斜
陽
の
街
呼
わ
り
さ
れ

る
惨
状
に
あ
る
こ
と
は
衆
目
の
認
め
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ど
う
じ
た
ば
た
騒
い
で
も
首
里

市
発
展
の
活
路
が
拓
け
そ
う
に
な
い
。

赤
田
、
崎
山
、
鳥
堀
三
カ
町
は
戦
前
ま
で
造

酒
業
で
栄
え
て
い
た
が
、
そ
の
造
酒
業
が
全

島
各
地
に
分
散
し
濫
造
さ
れ
た
今
日
、
元
通

り
首
里
の
三
カ
町
に
集
約
さ
れ
て
煙
突
を
林

立
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
到
底
期
待
し
が
た

い
の
で
あ
る
。
農
産
地
帯
の
輸
出
野
菜
は
努

力
如
何
に
よ
つ
て
は
見
込
が
あ
る
か
も
知
れ

な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
と
て
も
、
同
市
繁
栄

の
一
大
目
標
に
掲
げ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

商
業
は
も
ち
ろ
ん
駄
目
だ
。
わ
ず
か
に
希
望

が
抱
か
れ
る
も
の
と
し
て
、
教
育
、
文
化
の

街
、
或
は
住
宅
の
街
に
ふ
さ
わ
し
い
地
の
利

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
活

路
を
求
め
て
、
具
体
化
さ
せ
る
だ
け
の
市
財

政
の
裏
付
が
な
い
か
ら
、
何
と
も
手
の
下
し

よ
う
が
な
い
。
肝
心
の
道
も
悪
い
し
、
市
場

も
整
わ
な
い
、
至
る
処
に
雑
草
が
生
い
繁
つ

て
山
蚊
が
飛
び
か
い
、
白
昼
と
雖
も
毒
蛇
が

は
い
廻
る
始
末
で
あ
る
。
従
つ
て
現
状
の

ま
ゝ
で
は
住
宅
街
と
し
て
の
資
格
す
ら
備
わ

つ
て
い
な
い
。
住
宅
地
帯
、
或
は
文
化
教
育

地
帯
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
計
画
を
無
理
に
た

て
た
に
し
て
も
、
財
政
の
貧
寒
が
、
そ
の
す

べ
て
を
反
古
に
す
る
に
決
つ
て
い
る
。
そ
う

し
た
諦
め
を
、
市
民
並
に
市
理
事
者
が
抱
い

て
、
す
つ
か
り
匙
を
投
げ
、
拱
手
傍
観
し
て
、

斜
陽
の
悲
運
を
徒
ら
に
歎
き
悲
し
む
と
い
つ

た
首
里
市
の
う
ら
ぶ
れ
姿
は
、
廃
藩
置
県
後

の
首
里
士
族
の
ち
よ
う
落
を
思
わ
せ
、
当
時

流
行
つ
た
と
い
う

う
が
で
な
ち
か
さ
や
、
し
ゆ
い
が
た
の
さ

む
れ
、
み
ん
た
り
ぐ
あ
か
ん
て
、
う
ま
ぐ
あ

そ
ん
ち

の
琉
歌
に
あ
て
は
ま
る
、
と
思
わ

れ
も
す
る
。

が
然
し
、
由
緒
あ
る
旧
都
を
、
雑
草
に
埋
没

さ
せ
る
こ
と
が
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。
都

市
合
併
に
よ
つ
て
、
旧
都
に
ふ
さ
わ
し
い
地

の
利
を
、
文
化
の
街
、
住
宅
の
街
と
し
て
生

か
す
こ
と
が
出
来
た
ら
、
お
お
き
く
言
え
ば

琉
球
の
首
都
に
、誇
る
べ
き
歴
史
の
伝
統
と
、

新
時
代
に
副
う
新
文
化
の
創
造
を
も
た
ら
す

重
大
意
義
を
加
え
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ

な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
の
便
を
考
慮
し
、

文
化
、
教
育
の
施
設
を
拡
充
す
る
こ
と
が
出

来
た
ら
、
た
と
え
小
規
模
に
し
ろ
、
日
本
の

奈
良
、
京
都
に
類
似
の
、
雅
致
す
る
文
化
都

市
或
は
住
宅
都
市
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
は

す
ま
い
か
。
否
、
首
都
の
一
角
に
そ
の
よ
う

な
地
帯
を
附
設
す
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
望

ん
で
や
ま
な
い
。即
ち
首
里
市
回
生
の
策
は
、

首
都
建
設
問
題
と
関
連
し
な
い
限
り
、
絶
対

に
望
ま
れ
な
い
。
旧
都
を
見
殺
し
に
す
る
こ

と
な
く
、
さ
ら
に
琉
球
の
首
都
建
設
に
不
可

欠
な
文
化
、
住
宅
地
帯
の
設
置
を
必
要
と
認

め
て
、
那
覇
、
真
和
志
、
首
里
を
一
丸
と
す

る
都
市
建
設
の
、
新
提
唱
の
意
義
を
改
め
て

認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

処
が
、
那
覇
市
を
中
心
と
す
る
都
市
合
併
問

題
は
戦
前
か
ら
持
越
し
の
懸
案
で
あ
る
が
、

結
局
掛
声
の
み
に
お
わ
つ
て
実
を
結
ば
な
か

つ
た
苦
々
し
い
歴
史
を
も
つ
て
い
る
。
戦
後

も
、
那
覇
真
和
志
の
合
併
問
題
が
度
々
提
唱

さ
れ
た
が
、
い
さ
さ
か
も
進
ち
よ
く
し
な
い
。

そ
の
理
由
が
奈
辺
に
あ
る
か
は
、
誰
も
が
感

知
し
て
い
る
。
端
的
に
申
す
と
、
政
治
家
が

邪
魔
し
て
い
る
。
表
面
合
併
の
動
き
を
み
せ

乍
ら
、
そ
の
内
実
は
、
政
治
勢
力
の
か
け
ひ

き
が
あ
つ
て
、
一
向
纏
り
が
つ
か
な
い
。
住

民
の
希
求
が
ど
う
あ
ろ
う
と
お
か
ま
い
な
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く
、
合
併
問
題
の
複
雑
怪
奇
性
を
遺
憾
な
く

露
呈
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
気
を
も
ま
せ
る
の

で
あ
る
。
関
係
市
村
の
理
事
者
並
に
議
会
議

員
の
み
に
、
委
せ
て
い
た
ら
、
恐
ら
く
迂
遠

な
る
道
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
、
合
併
す
る
、

せ
な
い
の
争
い
を
交
わ
し
て
い
る
う
ち
に
、

那
覇
市
の
み
の
ち
や
ち
な
首
都
が
、
い
つ
の

間
に
か
完
成
し
、
真
和
志
と
首
里
の
合
併
は

永
久
的
な
宿
題
と
し
て
取
り
残
さ
れ
る
懸
念

が
充
分
抱
か
れ
る
。

そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
首
都
問
題
を
全
琉
共

通
の
関
心
事
と
し
て
重
視
し
、
政
府
自
ら
こ

の
難
題
に
対
処
す
る
こ
と
を
望
み
た
い
。
も

ち
ろ
ん
主
体
は
関
係
市
村
の
住
民
に
あ
る

が
、
い
や
し
く
も
全
琉
の
首
都
建
設
と
も
な

れ
ば
、
政
府
と
し
て
も
、
確
乎
た
る
首
都
建

設
の
政
策
を
も
つ
べ
き
で
あ
り
、
那
覇
市
の

み
を
切
離
し
た
都
計
を
先
行
し
て
、
大
都
市

建
設
の
視
野
を
阻
む
よ
り
か
、
寧
ろ
当
初
か

ら
大
都
市
建
設
の
構
想
の
下
に
、
合
併
を
急

ぐ
の
が
賢
明
で
あ
る
。
そ
う
し
た
気
運
の
醸

成
が
何
よ
り
先
決
だ
。
那
覇
、
首
里
、
真
和

志
の
代
表
と
政
府
代
表
を
以
て
、
首
都
建
設

の
機
関
を
設
け
、
而
し
て
軍
当
局
の
積
極
的

な
援
助
を
望
む
強
力
な
態
勢
を
整
え
る
こ
と

だ
。
さ
ら
に
慎
重
を
期
し
て
、
立
法
院
に
諮

り
、
名
実
と
も
に
わ
れ
わ
れ
全
住
民
の
待
望

す
る
一
大
首
都
の
建
設
を
目
指
す
べ
き
で
あ

る
。
全
琉
の
首
都
な
ら
、
全
琉
住
民
の
建
設

的
発
言
権
を
認
む
べ
き
で
あ
る
。
以
上
の
努

力
が
払
わ
れ
て
、
首
都
法
や
都
計
法
が
立
法

さ
れ
、
新
生
琉
球
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
大
都

市
の
出
現
を
期
待
し
た
い
。

旧
都
首
里
の
市
勢
調
べ

琉
新
　
１
９
５
２
・
８
・
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首
里
市
で
は
各
区
別
に
官
公
衙
、
学
校
、
工

場
、商
店
の
所
在
と
職
員
数
調
を
行
つ
た
が
、

そ
れ
に
よ
る
と
官
公
衙
は
七
カ
所
職
員
百
七

十
五
名
、
学
校
八
校
職
員
三
百
二
十
九
名
、

工
場
七
十
二
カ
所
職
員
百
九
十
七
名
、
商
店

三
百
二
十
カ
所
店
員
二
十
七
名
で
官
公
衙
は

殆
ん
ど
当
蔵
に
多
く
工
場
は
平
良
区
に
多

い
、
ま
た
大
名
区
な
ど
商
店
は
一
カ
所
も
な

く
末
吉
区
は
商
店
が
た
つ
た
一
カ
所
と
い
う

有
様
、
各
区
別
に
み
る
と

△
金
城
区
商
店
四
△
寒
川
区
工
場
二
、
商
店

六
△
山
川
区
工
場
二
、
商
店
九
△
真
和
志
区

学
校
二
、
工
場
三
、
商
店
二
五
△
大
中
区
官

公
衙
一
、
工
場
一
、
商
店
四
△
桃
原
区
工
場

一
、
商
店
九
△
当
蔵
区
官
公
衙
五
、
学
校
一
、

工
場
一
〇
、
商
店
三
一
△
汀
良
区
学
校
一
、

工
場
七
、
商
店
四
一
△
鳥
堀
区
工
場
四
、
商

店
三
五
△
赤
田
区
工
場
五
、
商
店
二
五
△
崎

山
区
学
校
一
、
工
場
五
、
商
店
三
○
△
儀
保

区
工
場
六
、
商
店
二
六
△
赤
平
区
工
場
三
、

商
店
二
五
△
久
場
川
区
工
場
四
、
商
店
一
三

△
平
良
区
学
校
一
、
工
場
一
五
、
商
店
二
〇

△
大
名
区
学
校
一
、
△
末
吉
区
商
店
一
△
石

嶺
区
官
公
衙
一
、
学
校
一
、
工
場
二
、
商
店
二

胎
動
す
る
大
都
市
建
設
！
／
那

覇
市
を
中
心
に
／
二
市
二
村

合
併
へ
初
の
打
合
せ

琉
新
　
１
９
５
２
・
８
・
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巷
間
に
世
論
を
沸
き
た
ゝ
せ
た
”
首
都
建
設

問
題
”
が
那
覇
市
、
真
和
志
村
の
合
併
の
み

か
、
首
里
市
を
加
え
、
更
に
飛
躍
し
て
小
禄

村
も
欣
然
参
加
す
る
こ
と
ゝ
な
り
、
こ
こ
に

沖
縄
の
首
都
建
設
は
二
市
二
村
が
大
乗
的
自

覚
の
下
に
合
併
し
、
将
来
の
国
際
都
市
を
建

設
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
じ
よ
う
成
さ
れ
、

そ
の
実
現
の
一
歩
手
前
の
段
階
に
達
し
て
意

外
に
早
く
那
覇
市
を
中
心
と
す
る
首
里
、
真

和
志
、
小
禄
村
の
合
併
問
題
が
急
速
に
実
現

を
み
よ
う
と
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
十
二
日
兼
島
首
里
市
長
、
宮
里

真
和
志
村
長
か
ら
又
吉
那
覇
市
長
に
対
し
合

併
問
題
に
つ
い
て
話
合
い
を
し
た
い
と
の
会

見
申
込
み
が
あ
り
、
十
三
日
午
前
十
時
三
十

分
か
ら
那
覇
市
長
室
で
二
市
一
村
の
市
長
お

よ
び
議
会
議
長
が
約
二
時
間
に
わ
た
り
親
し

く
膝
を
交
え
て
懇
談
が
行
わ
れ
た
。
当
日
出

席
の
顔
ぶ
れ
は
兼
島
市
長
、
久
高
友
敏
議
長

首
里

宮
里
栄
輝
村
長
、
新
垣
正
栄
議
長

真
和
志

又
吉
那
覇
市
長
、
真
栄
田
世
勲

議
長

那
覇

の
市
村
長
、
議
長
そ
の
他
嵩

原
助
役
、
翁
長
企
画
部
長
も
加
わ
り
こ
の
際

大
同
合
併
で
大
都
市
を
建
設
し
よ
う
と
の
意

見
の
一
致
を
見
た
と
こ
ろ

大
都
市
の
建
設

の
合
併
問
題
に
際
し
て
は
小
禄
村
も
協
議
に

参
加
し
た
い

と
の
意
向
が
か
ね
て
窺
わ
れ

た
の
で
十
三
日
会
議
開
会
中
、
同
村
長
に
電

話
で
意
向
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
小
禄
村
民
の

世
論
も
村
会
の
意
見
も
均
し
く
合
併
に
一
致

し
て
い
る
と
長
嶺
村
長
か
ら
解
答
が
あ
り
こ

こ
に
小
禄
村
も
欣
然
参
加
の
態
度
が
せ
ん
明

さ
れ
、
協
議
の
結
果
は
結
局
那
覇
、
首
里
、

真
和
志
、
小
禄
の
二
市
二
村
で
市
村
長
を
除

い
て
二
市
二
村
か
ら
五
人
ず
つ
選
出
し
て
合

併
研
究
委
員
会

仮
称

と
い
う
の
を
組
織

し
そ
の
人
的
機
構
は
各
市
村
議
会
に
一
任
す

る
こ
と
に
決
定
今
月
中
に
那
覇
市
の
翁
長
企

画
部
長
の
手
許
ま
で
委
員
名
簿
を
報
告
、
委

員
会
二
十
名
の
顔
触
れ
が
決
定
次
第
議
案
を

得
れ
ば
二
市
二
村
の
密
接
な
提
携
の
下
に
立

法
院
、
行
政
府
と
折
衝
し
沖
縄
の
首
都
建
設

は
こ
ゝ
に
急
速
に
実
現
を
見
る
こ
と
と
な
つ

た
。

｜
社
　
説
｜

都
市
合
併
と
当
局
の
熱
意

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
２
・
８
・
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都
市
合
併
に
よ
る
首
都
建
設
が
久
し
く
叫
ば

れ
乍
ら
、
な
か
な
か
そ
の
気
運
の
熟
す
る
を

見
な
か
つ
た
が
、
今
回
真
和
志
村
が
首
里
市

一
四
五
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五
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と
提
携
、
合
併
促
進
に
つ
い
て
那
覇
市
に
懇

談
申
入
れ
を
な
し
、
那
覇
市
当
局
ま
た
こ
れ

を
歓
迎
し
て
、
十
三
日
二
市
一
村
の
首
長
、

議
長
の
話
合
い
が
行
わ
れ
、
小
禄
村
の
合
併

賛
成
の
意
向
も
得
て
、
こ
こ
に
二
市
二
村
の

合
併
を
以
て
首
都
を
建
設
し
よ
う
と
い
う
根

本
方
針
を
決
定
、
今
月
中
に
各
市
村
か
ら
五

名
宛
を
選
出
し
て

合
併
研
究
委
員
会

を

組
織
、
合
併
、
首
都
建
設
を
推
進
す
る
こ
と

に
な
つ
た
の
は
、
関
係
二
市
二
村
の
み
で
な

く
、
広
く
全
琉
球
に
と
つ
て
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
市
村
合
併
は
戦
前
に
於
て
も
、
時

の
県
当
局
が
斡
旋
役
に
な
り
、
そ
の
実
現
が

促
さ
れ
た
し
、
関
係
市
村
民
及
び
一
般
の
輿

論
も
合
併
賛
同
に
形
成
さ
れ
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
遂
に
陽
の
目
を
見
ず
じ
ま
い
に

な
つ
て
持
越
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
今
ま

で
幾
度
か
具
体
的
合
併
の
動
き
が
期
待
さ
れ

乍
ら
一
向
に
進
行
し
な
か
つ
た
か
と
い
う

と
、
こ
れ
ら
関
係
市
村
当
局
の
熱
意
が
足
り

な
か
つ
た
の
だ
と
言
え
よ
う
。
勿
論
そ
れ
ぞ

れ
の
市
村
に
は
伝
統
性
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ

る
特
殊
事
情
が
あ
り
、
利
害
相
反
す
る
面
も

幾
ら
か
見
出
せ
る
。当
局
者
に
し
て
見
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
調
整
を
思
う
と
、
何
を
好
き
好
ん

で
と
な
り
、
し
か
も
政
治
的
な
問
題
、
殊
に

選
挙
地
盤
の
変
動
を
恐
れ
た
り

鶏
口
と
な

る
も
牛
後
と
な
る
勿
れ

を
信
条
と
す
る
小

粒
政
治
家
と
も
あ
れ
ば
、
小
虫
を
生
か
す
に

賢
明
に
な
る
位
い
が
お
ち
で
あ
つ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。
幸
い
現
在
の
各
当
局
者
は

委
員
会
を
も
つ
て
具
体
的
に
研
究
す
る
熱
意

を
示
し
た
。
こ
れ
は
大
き
な
進
歩
で
あ
り
、

従
つ
て
こ
の
問
題
に
関
す
る
限
り
に
於
て

は
、
今
ま
で
の
当
局
者
た
ち
よ
り
、
粒
の
大

き
い
当
局
者
を
迎
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

と
に
か
く
、
委
員
会
の
設
置
は
、
今
ま
で
行

悩
ん
で
い
た
合
併
問
題
に
画
期
的
な
段
階
を

し
る
し
、明
る
い
期
待
を
抱
か
せ
る
も
の
で
、

今
度
の
問
題
は
、
四
者
が
大
乗
的
な
見
地
に

立
つ
て
、
同
委
員
会
を
中
心
に
、
如
何
に
歩

み
寄
つ
て
、
こ
れ
を
ま
と
め
あ
げ
て
い
つ
て

く
れ
る
か
で
あ
る
。
研
究
と
い
つ
て
も
合
併

の
意
義
を
こ
れ
か
ら
発
見
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
は
な
か
ろ
う
、
そ
の
点
は
従
来
論
じ

尽
く
さ
れ
て
来
て
、
既
に
反
対
を
唱
え
る
者

も
い
ま
い
、
委
員
会
の
課
題
は
、
ど
ん
な
形

で
合
併
を
持
つ
て
い
く
べ
き
か
、
そ
こ
ら
の

調
整
が
主
体
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
当

事
者
間
の
誠
意
が
よ
り
過
大
に
評
価
さ
れ
ね

ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
那
覇
市
は
現
行
の
都

計
案
が
合
併
に
よ
つ
て
阻
害
さ
れ
は
せ
ぬ
か

と
憂
慮
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
合
併
に
よ
つ

て
人
口
十
五
万
を
よ
う
す
る
大
首
都
と
な
つ

て
も
、
現
行
都
計
へ
の
大
巾
の
修
正
は
必
要

で
は
な
か
ろ
う
、
そ
れ
よ
り
も
、
こ
れ
を
中

心
に
合
併
地
域
の
夫
々
の
立
地
的
条
件
に
副

う
た
都
市
計
画
が
樹
て
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る
、
合
併
し
た
か
ら
と
言
つ
て
運
動
場
を
な

ら
す
よ
う
な
わ
け
に
も
い
く
ま
い
。

二
市
二
村
の
合
併
が
首
都
建
設
と
い
う
命
題

を
も
つ
て
い
る
限
り
、
こ
れ
は
関
係
市
村
だ

け
の
問
題
で
は
な
い
。
従
つ
て
わ
れ
わ
れ
は

琉
球
政
府
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
能
う
限
り

の
援
助
を
払
う
こ
と
を
希
望
す
る
。
同
時
に

委
員
会
は
絶
え
ず
そ
の
構
想
、
研
究
の
結
果

を
広
く
全
住
民
に
発
表
し
、
輿
論
に
問
う
態

度
で
臨
ん
で
貰
い
た
い
こ
と
を
要
望
す
る
、

首
都
建
設
は
全
住
民
の
問
題
で
あ
つ
て
、
関

係
市
村
だ
け
の
も
の
で
も
な
く
、
ま
し
て
こ

れ
を
推
進
す
る
当
局
者
だ
け
の
も
の
で
も
な

い
。合

併
、
先
ず
市
自
体
で
研
究
／

奥
武
山
五
十
戸
早
急
に
立
退

き
／
き
の
う
、
那
覇
市
全
体

協
議
会

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
２
・
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十
七
日
ひ
る
四
時
か
ら
市
会
議
室
で
開
か

れ
た
那
覇
市
会
月
例
全
体
協
議
会
で
競
輪

場
設
置
問
題
や
、
二
市
二
村
合
併
問
題
研

究
委
員
推
薦
な
ど
十
一
件
の
議
題
が
討
議

さ
れ
た
。

こ
れ
ら
協
議
は
主
と
し
て
九
月
初
旬
開
催
予

定
の
市
会
に
備
え
て
予
め
協
議
さ
れ
た
も
の

で
、
議
題
中
主
要
な
も
の
に
つ
い
て
協
議
会

が
得
た
結
論
は
次
の
通
り

△
軍
か
ら
の
給
水
に
よ
り
近
々
新
水
道
が

通
水
の
運
び
に
な
り
、
こ
れ
に
よ
つ
て
首

里
市
儀
保
の
水
源
か
ら
補
給
さ
れ
て
い
た

旧
水
道
は
姫
百
合
橋
近
く
で
補
給
線
を
切

断
、
こ
れ
ま
で
那
覇
市
で
消
費
し
た
一
日

約
二
万
ト
ン
の
給
水
量
を
そ
の
ま
ゝ
真
和

志
村
に
譲
渡
す
る
。
譲
渡
の
価
格
は
次
の

市
会
で
決
定
す
る
。

△
競
輪
場
設
置
の
た
め
旧
奥
武
山
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
あ
る
五
十
余
戸
の
住
家
と
港
湾
作

業
隊
カ
ン
パ
ン
を
で
き
る
だ
け
早
く
立
退

か
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
立
退
き
先
は
住
家

約
五
十
余
戸
を
若
狭
町
ユ
ー
チ
の
崎
附
近

の
埋
立
て
地
に
、
カ
ン
パ
ン
を
世
持
神
社

裏
、
ペ
リ
ー
区
手
前
の
埋
立
て
地
に
、
そ

れ
ぞ
れ
移
転
さ
せ
る
。

△
”
合
併
問
題
研
究
委
”
の
人
選
は
慎
重

を
期
し
て
月
末
ま
で
に
行
う
が
市
と
し
て

は
、
合
同
研
究
委
と
は
別
に
、
市
自
体
の

研
究
委
員
会
を
組
織
し
て
合
同
委
に
協
力

せ
し
め
る
こ
と
と
し
、
そ
の
組
織
に
つ
い

て
は
近
く
関
係
者
を
集
め
協
議
す
る
。

そ
の
他
市
役
所
側
か
ら
五
三
年
度
か
ら
初
め

ら
れ
る
泊
港
埋
立
三
年
計
画
な
ど
に
つ
い
て

説
明
が
行
わ
れ
た
。

前
期
の
協
議
事
項
中
奥
武
山
住
家
の
移
転

に
つ
い
て
は
一
戸
当
り
の
立
退
き
料
と
し
て

だ
い
た
い
一
万
五
千
円
て
い
ど
が
見
積
ら
れ

一
四
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て
お
り
、
こ
れ
ら
の
住
家
移
転
な
ど
競
輪
場

設
置
ま
で
の
費
用
は
そ
の
ま
ま
競
輪
会
社
に

対
す
る
市
の
投
資
分
と
し
て
引
き
つ
が
れ
る

こ
と
に
な
り
、
世
持
神
社
裏
の
埋
立
て
に
つ

い
て
は
市
と
国
場
組
の
間
に
内
々
の
話
合
い

な
り
、
近
く
市
か
ら
こ
の
分
の
公
有
水
面
埋

立
て
に
つ
い
て
の
許
可
申
請
が
な
さ
れ
る
筈

で
あ
る
。

合
併
問
題
研
究
委
の
人
選
に
つ
い
て
は
具

体
的
に
は
何
の
話
し
合
い
も
行
わ
れ
て
い
な

い
が
、
協
議
会
の
空
気
は
こ
れ
よ
り
も
先
に

市
自
体
の
研
究
委
を
作
り
、
合
併
に
つ
い
て

の
市
の
立
場
を
綿
密
に
検
討
し
た
い
と
の
こ

と
で
あ
つ
た

｜
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民
政
副
長
官
ビ
ー
ト
ラ
ー
少
将
の
立
法
院
に

対
す
る
メ
ツ
セ
ー
ジ
は
世
界
の
現
状
勢
下
に

於
て
琉
球
が
如
何
に
在
る
べ
き
か
を
端
的
に

語
つ
た
も
の
で
あ
る
。

世
界
は
現
在
自
由
主
義
諸
国
と
共
産
主
義
諸

国
と
が
”
冷
め
た
い
戦
争
”
と
い
う
無
気
味

な
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
通
り
の
対
立
を

つ
ゞ
け
、
局
部
的
に
は
朝
鮮
に
於
て
又
印
度

支
那
に
於
て
既
に
二
カ
年
余
に
及
ん
で
鉄
火

を
ふ
い
て
居
り
、
何
時
こ
れ
が
全
面
的
な
熱

い
戦
争
に
発
展
す
る
か
知
れ
な
い
と
い
う
誠

に
憂
慮
す
べ
き
情
勢
に
お
か
れ
て
い
る
。
即

ち
民
主
主
義
か
共
産
主
義
か
。
そ
の
中
間
を

往
く
所
謂
中
立
な
る
も
の
は
有
り
得
な
い
と

い
う
の
が
冷
め
た
い
現
実
で
あ
る
。
従
つ
て

民
主
陣
営
に
属
す
る
国
々
に
於
て
共
産
党
の

破
壊
活
動
に
対
し
強
権
を
発
動
し
て
対
処
し

て
い
る
の
も
国
内
的
の
事
情
に
因
る
と
同
時

に
或
は
よ
り
以
上
に
国
際
的
の
事
情
に
因
つ

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

共
産
党
は
国
内
に
限
定
さ
れ
る
政
党
で
は
な

い
。
常
に
国
際
的
つ
な
が
り
を
も
つ
て
活
動

し
生
長
す
る
。
現
在
コ
ミ
ン
フ
オ
ル
ム
を
中

軸
と
し
て
世
界
各
国
の
共
産
党
は
緊
密
に
連

携
し
て
居
り
、そ
の
総
本
山
と
も
い
う
べ
く
、

従
つ
て
絶
対
的
支
配
力
を
も
つ
の
が
ソ
連
の

共
産
党
で
あ
つ
て
、
如
何
な
る
国
の
共
産
党

も
そ
の
政
治
的
活
動
は
常
に
国
際
的
背
景
を

も
つ
の
で
あ
る
か
ら
、
外
国
勢
力
の
侵
略
と

い
う
目
に
見
え
な
い
脅
威
を
伴
な
つ
て
く
る

こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
自
由
諸
国
が
共
産

勢
力
の
活
動
に
対
し
厳
び
し
い
反
応
を
示
し

て
居
る
の
も
国
家
的
存
在
へ
の
脅
威
を
強
く

感
じ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
米
国
は
沖
縄
に

軍
事
基
地
を
お
き
、
こ
れ
が
充
実
拡
張
に
大

規
模
の
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
周
知
の

如
く
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

共
産
主
義
勢
力
の
侵
略
に
備
え
る
前
線
根
拠

地
と
し
て
米
国
の
太
平
洋
防
衛
作
戦
に
於
け

る
甚
だ
重
要
な
る
拠
点
と
な
つ
て
い
る
。
此

の
重
要
地
点
を
護
る
た
め
に
軍
当
局
が
住
民

の
心
か
ら
な
る
協
力
を
□
め
、
琉
球
諸
島
の

秩
序
を
維
持
し
平
和
的
社
会
を
築
く
こ
と
を

望
む
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
こ
の
希
望
に
反

す
る
事
態
が
起
れ
ば
こ
れ
を
防
止
す
る
の
手

段
を
と
る
の
も
又
敢
て
異
と
す
る
に
足
り
な

い
。
即
ち
軍
当
局
は
自
由
諸
国
の
敵
と
す
る

共
産
主
義
が
琉
球
の
社
会
に
浸
潤
し
生
長
す

る
こ
と
を
絶
対
に
許
さ
な
い
と
い
う
方
針
を

明
ら
か
に
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
ビ
ー
ト

ラ
ー
少
将
は
そ
の
メ
ツ
セ
ー
ジ
に
於
て
琉
球

人
民
党
を
以
て
”
国
際
共
産
主
義
の
原
則
及

び
目
的
と
軌
を
一
に
し
て
居
り
”
こ
の
ま
ゝ

阻
止
さ
れ
る
こ
と
な
く
継
続
せ
し
む
る
な
ら

ば
”
此
の
島
を
共
産
主
義
支
配
圏
の
確
立
を

目
指
す
”
道
程
を
辿
る
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し

た
。
琉
球
人
民
党
が
共
産
党
で
あ
る
か
ど
う
か
。

彼
ら
は
今
ま
で
自
ら
を
共
産
主
義
者
で
あ
る

と
語
つ
た
こ
と
も
な
く
又
そ
の
党
も
同
じ
く

共
産
主
義
を
は
つ
き
り
打
ち
出
し
た
こ
と
は

な
い
が
、
ビ
ー
ト
ラ
ー
少
将
は
共
産
党
で
あ

る
と
い
う
”
疑
う
べ
か
ら
ざ
る
証
拠
”
を
も

つ
て
居
る
と
断
言
し
て
居
る
こ
と
か
ら
推
察

し
て
人
民
党
が
共
産
党
で
あ
る
と
断
定
す
る

明
確
な
る
証
拠
を
握
り
、
こ
れ
に
よ
つ
て
そ

の
存
在
の
好
ま
し
く
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た

も
の
で
あ
る
と
思
う
。
沖
縄
が
米
軍
の
重
要

基
地
と
な
つ
て
居
る
以
上
、
基
地
に
対
し
脅

威
を
与
え
る
も
の
を
極
力
排
除
せ
ん
と
す
る

の
は
自
然
で
あ
り
、
殊
に
米
国
が
最
大
の
敵

と
す
る
共
産
主
義
勢
力
が
沖
縄
に
侵
入
す
る

の
を
防
止
す
る
に
断
乎
た
る
決
意
を
示
し
た

の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

大
島
の
笠
利
村
で
は
立
法
院
議
員
の
補
充
選

挙
が
行
わ
れ
て
居
る
が
ビ
ー
ト
ラ
ー
少
将
は

こ
の
選
挙
に
於
て
人
民
党
の
後
援
す
る
候
補

者
に
対
し
住
民
が
投
票
す
れ
ば
”
そ
れ
は
事

実
上
国
際
共
産
主
義
の
生
長
の
た
め
に
投
票

し
公
然
擁
護
し
直
接
に
支
持
”
す
る
こ
と
を

意
味
す
る
と
言
明
し
て
い
る
。
人
民
党
が
共

産
党
で
あ
る
な
ら
ば
そ
の
候
補
者
を
支
持
す

る
こ
と
は
と
り
も
直
さ
ず
共
産
勢
力
の
発
展

に
協
力
す
る
こ
と
に
な
る
訳
だ
。

ビ
ー
ト
ラ
ー
少
将
は
立
法
院
に
対
し
恐
怖
す

べ
き
疫
病

共
産
主
義
の
伝
播
を
防
ぐ
た
め

に
勇
気
と
決
断
を
以
て
努
力
す
る
よ
う
要
請

し
て
い
る
。
即
ち
副
長
官
の
メ
ツ
セ
ー
ジ
は

琉
球
に
共
産
主
義
勢
力
の
存
在
を
許
さ
な
い

こ
と
、
人
民
党
は
共
産
党
で
あ
る
こ
と
、
従

つ
て
そ
の
存
在
は
許
す
べ
き
で
な
い
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
人
民
党

が
共
産
党
で
あ
り
、
そ
の
自
由
活
動
は
琉
球

の
政
治
に
と
つ
て
好
ま
し
く
な
い
と
す
る
な

ら
ば
如
何
な
る
処
置
を
と
れ
ば
よ
い
か
。

こ
れ
を
非
合
法
化
す
べ
き
か
或
は
そ
の
活
動

を
抑
制
す
る
の
措
置
を
と
る
か
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
立
法
院
は
副
長
官
の
要
請
に
対
し
、
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如
何
に
答
え
る
か
が
注
目
さ
れ
る
。
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那
覇
市
の
計
画
す
る
競
輪
事
業
は
内
地
か
ら

事
業
家
を
招
致
し
て
代
行
せ
し
め
る
こ
と
に

な
り
、
競
技
場
に
は
旧
奥
武
山
公
園
運
動
場

を
提
供
し
て
施
設
一
切
は
会
社
で
行
い
、
市

は
敷
地
の
使
用
料
と
収
益
の
何
パ
ー
セ
ン
ト

か
を
取
得
す
る
建
前
で
あ
る
と
い
う
。

そ
の
た
め
運
動
場
内
に
住
宅
を
つ
く
つ
て
い

る
数
十
世
帯
の
市
民
は
他
に
移
転
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
。
が
、
こ
の
競
輪
に
は
政
府
側
か

ら
内
諾
を
与
え
て
で
も
居
る
の
か
、
市
側
で

は
こ
れ
ら
住
宅
の
移
転
計
画
を
既
に
発
表
し

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
観
て
、
支
障
な
く
実
現

す
る
と
い
う
自
信
の
も
と
に
計
画
は
進
め
ら

れ
て
居
る
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
競
輪
は
車
券
を
発
行
し
、
大
穴
を
狙
う
賭
ば

く
心
理
を
利
用
し
て
利
益
を
あ
げ
る
戦
後
派

的
特
色
を
大
に
発
揮
し
て
い
る
企
業
で
あ
つ

て
戦
後
の
大
イ
ン
フ
レ
で
財
政
難
に
苦
し
ん

だ
内
地
の
府
県
や
市
町
村
な
ど
が
溺
れ
る
も

の
は
藁
で
も
つ
か
む
よ
う
に
競
輪
事
業
を
直

営
又
は
代
行
に
よ
つ
て
収
益
を
挙
げ
て
財
政

難
を
切
り
抜
け
て
き
た
事
実
だ
け
を
み
て
、

競
輪
が
地
方
財
政
に
貢
献
し
て
い
る
と
い
う

結
論
を
出
し
、
こ
れ
を
模
倣
せ
ん
と
す
る
も

の
が
出
て
来
る
の
も
敢
て
不
思
議
と
は
し
な

い
。
内
地
の
自
治
体
は
競
輪
に
よ
つ
て
収
入
を
増

加
し
財
政
難
を
緩
和
し
て
い
る
こ
と
の
み
を

強
調
し
て
競
輪
そ
の
も
の
か
ら
発
生
す
る
弊

害

世
道
人
心
を
頽
廃
せ
し
め
る
精
神
的
損

害
に
対
し
て
は
殆
ど
関
心
を
払
わ
な
い
。
と

い
う
よ
り
も
故
意
に
沈
黙
を
守
り
、
人
心
へ

の
悪
影
響
に
関
し
問
題
が
起
る
と
、
こ
れ
を

寡
少
評
価
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
誤
魔
化
す
の

を
常
と
す
る
。
こ
れ
が
内
地
に
於
け
る
実
状

で
あ
り
、
識
者
に
よ
つ
て
そ
の
弊
害
の
甚
し

さ
が
痛
烈
に
批
判
を
さ
れ
る
に
拘
わ
ら
ず
、

競
輪
が
逞
し
い
存
在
を
示
し
て
い
る
の
は
、

目
的
の
た
め
に
は
手
段
を
選
ば
な
い
地
方
自

治
体
の
公
務
員
の
民
間
企
業
家
と
結
託
す
る

金
儲
け
第
一
主
義
が
行
政
権
力
と
結
び
つ
い

て
横
行
し
て
い
る
こ
と
、
射
倖
心
理
に
つ
け

こ
ま
れ
て
車
券
に
一
か
く
万
金
の
は
か
な
い

夢
を
托
す
る
庶
民
の
群
れ
が
あ
る
こ
と
に
因

る
の
で
あ
ろ
う
。

競
輪
が
賭
博
で
あ
り
、
濡
れ
手
に
粟
式
の
金

儲
け
と
し
て
入
場
者
を
血
眼
に
さ
せ
る
の
は

ビ
ン
ゴ
の
店
が
賑
い
、
街
頭
ト
バ
ク
が
後
を

た
た
な
い
こ
と
か
ら
推
し
て
も
想
像
に
難
く

な
い
こ
と
で
あ
つ
て
、
那
覇
市
が
競
輪
か
ら

挙
が
る
収
益

即
ち
テ
ラ
銭
に
夢
を
托
し
て

い
る
の
も
賭
博
心
理
に
支
配
さ
れ
て
居
な
い

と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

競
輪
か
ら
ト
バ
ク
的
性
質
を
な
く
す
れ
ば
、

誰
も
見
向
き
は
し
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
パ

チ
ン
コ
も
煙
草
そ
の
他
の
景
品
が
つ
か
な
け

れ
ば
今
日
の
よ
う
な
大
繁
昌
は
し
な
か
つ
た

に
違
い
な
い
。射
倖
心
理
の
微
妙
さ
で
あ
る
。

沖
縄
の
現
状
を
憂
う
る
人
は
口
を
揃
え
て
言

う
。
生
産
活
動
は
振
わ
な
い
の
に
消
費
生
活

が
旺
盛
で
あ
つ
て
将
来
が
思
い
や
ら
れ
る

と
。
又

戦
後
の
道
義
頽
廃
か
ら
ま
だ
十
分

立
ち
直
つ
て
は
居
な
い
。
戦
果
思
想
か
ら
脱

け
き
ら
な
い
。
世
道
人
心
を
正
し
く
す
る
の

に
は
精
神
を
作
興
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
。
復
興
は
い
ば
ら
の
道
を
往
く
｜
精
神
の

弱
い
も
の
は
横
道
に
そ
れ
る
か
、
或
は
落
伍

す
る
。

生
産
の
興
ら
な
い
の
は
多
く
の
困
難
を
伴

い
、
し
か
も
収
益
を
み
る
ま
で
に
は
相
当
の

時
日
を
必
要
と
す
る
の
で
そ
れ
ま
で
待
つ
□

持
に
な
れ
な
い
の
が
禍
し
て
居
る
の
で
は
な

い
か
。
右
か
ら
左
に
物
を
動
か
す
だ
け
で
利

益
が
こ
ろ
が
り
こ
ん
で
く
る
商
業
や
水
商
売

の
数
々
が
繁
昌
し
、
更
に
賭
博
や
賭
博
類
似

の
行
為
が
半
ば
公
然
と
行
わ
れ
る
の
も
手
つ

と
り
早
い
金
儲
け
が
目
的
で
あ
り
、
そ
の
日

そ
の
日
を
享
楽
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
せ
つ
那

主
義
的
生
活
態
勢
か
ら
自
然
に
滲
じ
み
出
し

た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
い
う
生
活
態
勢
を
革
め
て
生
産
活
動
へ

の
意
欲
を
高
め
て
行
く
に
は
人
心
を
引
き
し

め
て
堅
実
な
る
生
活
を
築
く
よ
う
に
仕
向
け

る
政
治
的
施
策
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。
が
、
現
実
は
遺
憾
な
が
ら
そ
う
い
う

方
向
に
は
向
わ
ず
、
却
て
逆
の
コ
ー
ス
を
と

り
勝
ち
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
弁
解
す
る

言
葉
が
巧
み
に
潤
飾
さ
れ
る
。
即
ち
”
公
共

の
利
益
の
た
め
で
あ
る
”
と
。
公
共
の
利
益

の
た
め
な
ら
世
道
人
心
を
茶
毒
し
て
も
構
わ

な
い
と
い
う
考
え
方
は
目
的
の
た
め
に
は
手

段
を
選
ば
な
い
フ
ア
シ
ヨ
政
治
に
通
ず
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

琉
球
政
府
は
パ
チ
ン
コ
の
許
可
を
願
い
出
た

も
の
に
対
し
賭
博
行
為
に
類
似
す
る
も
の
で

あ
つ
て
、
こ
れ
を
許
可
す
る
こ
と
は
社
会
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
理
由
で
不
許
可
に

し
た
。
そ
の
当
時
の
パ
チ
ン
コ
を
計
画
し
た

人
達
は
企
業
の
自
由
を
無
視
す
る
も
の
で
あ

る
と
非
難
し
て
い
た
が
、
世
論
は
不
許
可
を

支
持
す
る
に
殆
ど
一
致
を
み
て
居
た
の
も
パ

チ
ン
コ
の
弊
害
を
未
然
に
防
ぐ
と
い
う
健
全

な
る
考
え
方
を
示
し
た
も
の
と
い
う
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。

パ
チ
ン
コ
は
禁
止
し
て
競
輪
は
許
可
す
る
こ

と
は
街
頭
ト
バ
ク
を
禁
じ
て
有
識
者
の
麻
雀

ト
バ
ク
を
黙
認
す
る
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で

あ
つ
て
、
こ
れ
に
矛
盾
を
感
じ
な
い
公
務
員

が
も
し
居
る
と
し
た
ら
、
恐
ろ
し
い
こ
と
に

な
る
。
何
と
な
れ
ば
、
こ
う
い
う
手
合
は
相

一
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手
次
第
で
は
何
を
し
で
か
す
か
知
れ
な
い
か

ら
で
あ
る
。
パ
チ
ン
コ
を
禁
止
す
る
な
ら
、

パ
チ
ン
コ
以
上
に
賭
博
的
熱
情
を
煽
り
た
て

る
競
輪
も
当
然
禁
止
に
す
べ
き
で
あ
る
。
競

輪
を
許
す
な
ら
パ
チ
ン
コ
も
又
許
す
が
よ

い
。
行
政
措
置
の
対
象
に
な
る
同
質
的
の
も

の
に
対
し
て
差
別
的
取
扱
い
が
あ
る
べ
き
は

ず
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
が
、
も
し
競
輪
と

共
に
パ
チ
ン
コ
も
許
す
場
合
に
は
琉
球
政
府

は
一
た
ん
不
許
可
に
し
た
パ
チ
ン
コ
を
何
故

許
可
す
る
か
、
の
理
由
を
明
ら
か
に
示
す
べ

き
義
務
が
あ
る
。
そ
う
で
な
い
と
政
治
が
デ

タ
ラ
メ
に
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
非
難
を
肯

定
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

首
都
建
設
を
促
進
／
首
里
市
合

併
に
積
極
的

琉
新
　
１
９
５
２
・
８
・
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首
里
市
で
は
二
十
三
日
午
後
三
時
か
ら
市
会

議
室
で
二
市
二
村
合
併
問
題
に
つ
い
て
公
聴

会
を
開
催
し
た
、
都
市
合
併
は
十
五
年
の
歴

史
を
持
ち
な
が
ら
未
だ
に
実
現
せ
ず
去
る
十

三
日
那
覇
市
役
所
に
お
け
る
二
市
二
村
の
市

村
長
な
ら
び
に
議
会
議
長
の
懇
談
会
以
来
合

併
問
題
は
再
び
市
民
の
大
き
な
関
心
事
と
な

つ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
反
映
し
て
当
日
の
公

聴
会
に
は
八
十
余
名
の
市
民
が
参
加
す
る
盛

況
さ
で
合
併
に
反
対
す
る
の
は
一
人
も
な
く

そ
の
早
期
実
現
を
図
る
活
発
な
意
見
が
続
出

し
た
。
ま
ず
兼
島
市
長
か
ら
都
市
合
併
問
題

の
経
過
報
告
が
あ
り

全
琉
の
首
都
を
建
設

す
る
と
言
う
大
き
な
見
地
か
ら
こ
れ
が
実
を

結
ぶ
よ
う
意
見
を
述
べ
て
貰
い
度
い

と
要

望

首
里
市
、
真
和
志
村
、
那
覇
市
の

良

さ

は
合
併
し
て
始
め
て
そ
の
真
価
を
発
揮

す
る
事
が
出
来
る

と
の
結
論
に
達
し
、
こ

れ
を
促
進
す
る
た
め
先
に
那
覇
市
役
所
に
お

け
る
懇
談
会
で
決
定
さ
れ
た
合
併
研
究
委
員

会

各
五
名

を
賛
助
す
る
賛
助
委
員
会

仮
称

教
育
、
文
化
、
財
政
、
行
政
、

婦
人
、
議
員
等
を
網
羅
し
た
各
界
代
表
約
三

十
名
を
組
織
し
て
諸
資
料
の
蒐
集
、
都
市
の

構
想
、
受
入
態
勢
の
研
究
に
当
ら
せ
る
事
に

な
つ
た

な
お
首
里
市
の
合
併
研
究
委
員

五
名

は

二
十
五
日
午
後
二
時
か
ら
議
会
協
議
会
で
選

出
さ
れ
る
、
合
併
研
究
委
員
賛
助
委
員

約

三
十
名

は
同
日
午
後
二
時
か
ら
市
長
室
で

市
長
、
西
平
、
名
渡
山
、
阿
波
根
、
原
田
の

五
氏
で
選
出
、
二
十
九
日
初
の
委
員
会
を
開

く
事
に
な
つ
た

首
里
市
の
賛
助
委
員
決
る

琉
新
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首
里
市
で
は
都
市
合
併
研
究
委
員
選
出
の
た

め
二
十
五
日
午
後
三
時
半
か
ら
市
会
協
議
会

を
開
き
十
名
の
候
補
者
を
挙
げ
た
が
慎
重
を

期
し
決
定
を
見
る
に
至
ら
な
か
つ
た
、
な
お

こ
れ
に
併
行
し
て
市
長
室
で
は
西
平
、
名
渡

山
、
原
田
三
氏
が
市
長
を
囲
ん
で
賛
助
委
員

三
十
七
名
顧
問
十
名
を
選
出
し
た
、
顧
問
と

委
員
は
つ
ぎ
の
諸
氏

△
顧
問
　
護
得
久
朝
章
、
高
嶺
朝
光
、
胡
屋

朝
賞
、
知
念
朝
功
、
稲
福
成
珍
、
山
城
篤
男
、

平
川
先
次
郎
、
安
里
栄
繁
、
松
井
義
正
、
田

場
典
正

△
委
員
文
化
関
係
　
豊
平
良
顕
、
名
渡
山
愛

順
、
原
田
貞
吉
、
西
平
守
模
、
与
那
覇
政
牛

△
教
育
関
係

安
里
源
秀
、
阿
波
根
朝
松
、

真
栄
城
朝
教
、
譜
久
山
□
□
、
諸
見
里
朝
き
、

浜
比
嘉
宗
正

△
経
済
関
係

花
城
清
用
、
真
栄
城
喜
福
、

具
志
堅
宗
精
、
佐
久
本
政
良
、
稲
福
盛
武
、

花
城
清
珍

△
青
年
、
婦
人
関
係

尚
せ
ん
、
儀
間
ヨ
シ
、

嘉
数
ツ
ル

△
そ
の
他

兼
島
由
明
、
松
本
完
司
、
西
平

守
由
、
奥
武
朝
景
、
真
境
名
兼
弘
、
糸
満
朝

昭
、
新
城
朝
保
、
上
江
洲
安
健
、
議
長
を
除

く
市
会
議
員

九
名

合
併
研
究
委
員
／
那
覇
、
真
和

志
、
小
禄
決
ま
る
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人
口
十
五
万
余
の
大
首
都
建
設
を
め
ざ
す
二

市
二
村
合
併
へ
の
動
き
は
活
発
に
す
す
め
ら

れ
今
月
末
ま
で
に
各
市
村
と
も
研
究
委
員
五

名
を
選
出
す
る
こ
と
に
な
り
小
禄
村
で
は
一

足
お
先
に
二
十
五
日
の
村
会
で
決
定
し
た

が
、
こ
れ
に
引
き
つ
づ
き

那
覇
市

で
も
二
十
六
日
午
後
五
時
か
ら
市

議
備
瀬
知
良
氏
宅
で
全
議
員
出
席
し
選
出
協

議
会
を
開
き
打
合
せ
の
結
果
同
委
員
五
名
の

う
ち
議
員
側
か
ら
次
の
三
氏
が
選
ば
れ
た

議
長
真
栄
田
世
勳
、
副
議
長
城
間
康
昌
、
議

員
阿
波
根
直
英

な
お
残
り
二
名
は
議
員
外
か
ら
選
出
の
た
め

三
十
日
午
後
一
時
か
ら
研
究
委
員
人
選
委
員

会
を
開
く
、
ま
た
同
委
員
会
で
は
合
併
問
題

に
つ
い
て
諮
じ
ゅ
ん
委
員
の
出
も
行
う
予
定

小
禄
村

で
は
二
十
五
日
の
村
会
で
合
併
研

究
委
員
に
次
の
五
氏
を
選
ん
だ

上
原
光
男

議
員
商
業

赤
嶺
三
郎

議
員

農
組
専
務

赤
嶺
慎
英

議
員
沖
漁
連
常
務

長
嶺
良
松

助
役

平
良
雄
一

劇
場
主

真
和
志
村

で
は
二
市
二
村
合
併
は
研
究
委

員
選
出
の
た
め
二
十
七
日
午
後
五
時
か
ら
村

議
会
協
議
会
を
開
き
協
議
の
結
果
、
議
員
側

か
ら
二
名
一
般
側
か
ら
三
名
と
人
員
を
定

め
、
人
選
は
議
長
と
村
長
に
一
任
さ
せ
る
こ

と
に
な
つ
た
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大
那
覇
市
建
設
／
専
門
諮
詢
委

置
く
／
行
政
、
経
済
、
文
化
、

工
務
交
通
、
厚
生
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二
市
二
村
合
併
問
題
に
つ
い
て
那
覇
市
議
会

で
は
大
那
覇
市
建
設
の
構
想
の
も
と
に
着
々

そ
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
三
十
日
午

後
三
時
か
ら
協
議
を
開
き
こ
の
合
併
研
究
の

諮
詢
機
関
と
し
て
専
門
諮
詢
委
員
を
次
の
と

お
り
決
定
　
ま
た
未
決
定
二
名
の
合
併
研
究

委
員
も
決
つ
た
。

△
研
究
委
員

真
栄
田
世
勳
、
城
間
康
昌
、
阿
波
根
直
英
、

山
田
有
幹
、
仲
井
真
元
楷

△
大
那
覇
市
建
設
諮
詢
委
員
行
政

仲
井
間
宗
一
、
当
間
重
剛
、
嘉
陽
安
春
、
平

田
清
ゆ
う
、
富
山
徳
潤

経
済
池
畑
嶺
里
、
山
田
親
徳
、
城
間
康
雄
、
当
間

嗣
徳
、
高
良
一
、
具
志
頭
得
助
、
松
田
賀
哲
、

仲
村
清
栄
、
又
吉
世
沢
、
佐
久
川
長
吉
、
照

屋
知
広
、
宮
里
辰
彦
、
中
山
興
忠

文
化
山
里
永
吉
、
真
栄
田
義
見
、
阿
波
根
直
成
、

渡
ユ
キ
、
又
吉
嘉
栄
、
金
城
栄
淳
、
高
良
徳
永

工
務
交
通

石
原
昌
直
、
大
見
謝
恒
宏
、
国
場
幸
太
郎
、

仲
浜
政
平
、
高
良
嘉
永
、
宇
良
宗
樽
、
久
保

田
盛
春

厚
生
長
田
紀
秀
、
千
原
繁
子
、
宮
里
浩
司
、
当
山

堅
一
、
長
嶺
将
真
、
新
嘉
喜
□
美
子
、
大
田

吉
甫
真
和
志
村

で
は
三
十
日
合
併
研
究
委
員
は

つ
ぎ
の
通
り
決
つ
た

新
垣
正
栄
、
高
良
正
文
、
金
城
和
信
、
西
銘

順
治
、
久
保
田
盛
春

｜
社
　
説
｜

民
主
党
の
発
足

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
２
・
９
・
２

琉
球
民
主
党
が
生
れ
た
。
社
大
党
に
同
調
し

得
な
い
人
達
或
は
人
民
党
を
白
眼
視
す
る
人

達
は
予
て
か
ら
新
し
い
政
治
結
社
を
必
要
と

し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
要
求
を
満
た

す
た
め
に
生
れ
た
の
が
琉
球
民
主
党
で
あ

る
。
そ
の
結
成
式
が
華
々
し
く
行
わ
れ
た
の

も
行
政
主
席
を
総
裁
に
戴
く
政
府
与
党
と
し

て
の
誕
生
で
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
想
起
す
る
の
は
一
昨
年
の

秋
、
結
成
式
を
挙
げ
た
社
会
大
衆
党
の
こ
と

で
あ
る
。
あ
の
時
の
華
々
し
さ
｜
猫
も
し
や

く
子
も
先
を
争
う
て
入
党
し
た
こ
と
で
あ

る
。
当
時
の
社
大
党
は
党
首
に
沖
縄
知
事
を

戴
き
群
島
政
府
の
与
党
を
以
て
任
じ
て
い
た

の
で
政
権
に
対
す
る
魅
力
｜
官
尊
民
卑
の
思

想
が
骨
の
髄
ま
で
し
み
込
ん
で
い
る
人
達
に

と
つ
て
は
政
権
は
即
ち
利
権
で
あ
り
、
こ
れ

に
離
れ
る
の
は
大
き
な
損
を
す
る
と
い
う
考

え
方
が
決
定
的
に
支
配
し
て
居
た
の
で
あ

る
。
民
主
党
が
結
成
さ
れ
る
段
に
な
る
と
社

大
党
か
ら
ぞ
く
ぞ
く
脱
党
し
て
、
こ
れ
に
馳

せ
参
ず
る
も
の
が
多
い
。
甚
し
い
の
に
な
る

と
昨
年
競
つ
て
社
大
党
に
大
挙
入
党
し
た
□

島
の
二
つ
の
政
党
が
逸
早
く
社
大
党
を
脱
党

し
、
先
を
争
つ
て
民
主
党
に
入
党
し
た
と
い

う
笑
え
な
い
話
も
あ
る
。

そ
れ
も
民
主
党
が
政
府
の
与
党
で
あ
る
か
ら

だ
。
従
つ
て
民
主
党
は
多
数
の
入
党
者
を
得

て
第
一
党
の
勢
威
を
誇
る
こ
と
が
出
来
る

し
、
又
立
法
院
に
於
け
る
政
治
的
活
動
も
政

府
に
と
り
有
利
に
展
開
す
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
が
、
こ
ゝ
に
誕
生
早
々
の
政
党
に
ケ
チ

を
つ
け
る
訳
で
は
な
い
が
、
政
党
は
政
権
を

握
つ
て
い
る
間
の
利
権
的
な
集
団
で
あ
つ

て
、
一
た
ん
政
権
か
ら
離
れ
て
野
党
的
地
位

に
な
れ
ば
没
落
に
瀕
す
る
よ
う
な
こ
と
で
は

真
の
政
党
と
は
言
え
な
い
。
与
党
の
場
合
に

は
そ
の
政
綱
政
策
を
政
府
に
遺
憾
な
く
実
行

せ
し
め
て
住
民
に
対
す
る
公
約
を
果
た
す
べ

き
で
あ
り
、
又
野
党
の
場
合
は
政
府
の
政
策

を
徹
底
的
に
批
判
し
住
民
の
福
祉
に
反
す
る

が
如
き
行
動
は
阻
止
す
る
よ
う
努
め
住
民
の

支
持
に
よ
つ
て
次
の
政
権
を
担
当
す
る
ま
で

自
重
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
初
め
て
政
党

た
る
の
実
を
示
す
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
あ

つ
て
野
党
に
な
つ
た
ら
萎
靡
沈
滞
し
、
そ
の

存
在
価
値
を
失
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
最

早
政
党
た
る
の
名
に
値
し
な
い
。

社
大
党
は
今
ま
さ
に
試
練
の
秋
に
直
面
し
て

い
る
。
が
、
一
方
民
主
党
も
政
権
を
握
つ
て

居
る
間
は
吾
れ
も
わ
れ
も
と
入
党
し
て
大
に

勢
力
を
誇
示
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う

が
、
将
来
野
党
に
な
つ
た
場
合
の
こ
と
を
考

え
て
み
る
と
、
社
大
党
の
歩
い
て
い
る
道
を

同
じ
よ
う
に
歩
ま
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な

り
は
し
な
い
か
ど
う
か
。
政
治
的
に
は
甚
だ

醜
態
□
ま
る
こ
と
で
あ
る
が
理
窟
の
通
ら
な

い
離
合
集
散
が
一
向
醜
態
と
も
さ
れ
ず
、
平

然
と
行
わ
れ
て
居
る
こ
と
は
政
党
が
生
れ
て

な
お
日
が
浅
く
政
治
的
訓
練
も
十
分
出
来
て

居
な
い
幼
稚
な
存
在
で
あ
る
だ
け
特
に
考
え

て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
と
思
う
。

民
主
党
の
宣
言
綱
領
政
策
は
誠
に
立
派
な
も

の
で
あ
る
が
、
要
は
こ
れ
を
実
践
し
得
る
や

否
や
に
あ
る
。
如
何
に
美
辞
麗
句
を
並
べ
た

て
ゝ
も
実
行
し
得
な
け
れ
ば
意
味
を
為
さ
な

い
。
政
党
に
は
党
利
党
略
が
あ
る
。
住
民
の

要
望
と
合
致
し
住
民
の
利
益
を
増
進
す
る
党

利
党
略
で
あ
れ
ば
大
に
結
構
で
あ
つ
て
何
ら

非
□
さ
る
べ
き
で
は
な
い
。
が
、
世
上
よ
く

言
わ
れ
る
党
利
党
略
な
る
も
の
は
党
の
利
益

を
優
先
的
に
考
え
る
、
即
ち
住
民
の
利
益
よ

り
も
先
ず
党
の
｜
従
つ
て
党
員
の
利
益
を
主

と
し
て
考
え
る
や
り
方
を
指
し
て
居
る
よ
う

で
あ
る
が
、
こ
う
い
う
党
利
党
略
は
所
詮
党

一
五
〇

一
九
五
二
年

昭
和
二
十
七
年

八
｜
九
月
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極
議



弊
と
称
し
て
嘗
て
日
本
の
各
政
党
が
軍
部
フ

ア
ツ
シ
ヨ
に
よ
つ
て
潰
ぶ
さ
れ
る
の
因
を
な

し
た
も
の
で
あ
り
又
中
国
大
陸
か
ら
国
民
党

政
府
が
追
い
出
さ
れ
た
大
き
な
原
因
と
な
つ

た
の
も
此
の
党
弊
で
あ
つ
た
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
ぬ
。

民
主
党
は
母
国
復
帰
の
早
期
実
現
を
熱
望
し

宣
言
綱
領
に
も
高
ら
か
に
謳
つ
て
居
る
が
、

祖
国
日
本
へ
の
復
帰
に
就
て
は
過
去
に
於
て

社
大
党
及
び
人
民
党
が
真
剣
な
る
努
力
を
な

し
て
住
民
の
願
望
を
よ
く
代
弁
し
て
く
れ
、

今
後
も
又
努
力
を
惜
し
ま
な
い
と
思
う
の
で

あ
る
か
ら
、
民
主
党
は
此
の
民
族
の
重
大
問

題
に
関
す
る
限
り
、
社
大
党
、
人
民
党
と
も

提
携
し
協
力
し
て
早
期
実
現
を
み
る
よ
う
努

力
し
て
貰
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

復
興
と
は
住
民
の
生
活
安
定
を
意
味
す
る

が
、
そ
の
生
活
と
い
う
の
は
言
う
ま
で
も
な

く
”
人
間
ら
し
い
生
活
”
｜
国
際
水
準
に
余

り
遜
色
の
な
い
文
化
的
生
活
を
指
す
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
は
戦
前
の
生
活
水
準
よ
り
も
高

位
を
目
指
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
こ
れ
が
た
め
に
は
政
治
的
に
も
経
済
的

に
も
住
民
が
自
主
的
に
活
動
し
得
る
範
囲
及

び
限
界
が
一
段
と
拡
大
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
所
謂
自
治
権
の
拡
張
で
あ
る
が
、
民
主

党
の
宣
言
綱
領
政
策
を
み
る
と
遺
憾
な
が

ら
、
こ
れ
に
関
す
る
決
意
は
愚
か
要
望
さ
え

な
い
。

現
在
の
行
政
主
席
は
軍
の
任
命
で
あ
る
。
こ

れ
を
公
選
す
る
こ
と
は
住
民
多
数
の
要
望
で

あ
る
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
。
主
席
を
公
選

し
自
治
の
権
限
を
拡
張
す
る
こ
と
に
よ
つ
て

政
治
経
済
諸
般
の
施
策
は
自
主
的
に
行
い
得

る
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
に
触
れ
ず
し
て
民

主
々
義
体
制
の
確
立
を
求
め
る
の
は
お
よ
そ

意
味
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

首
都
建
設
へ
第
一
歩
／
那
覇
市

き
の
う
諮
詢
委
員
会
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二
市
二
村
の
合
併
に
よ
る
大
那
覇
市
建
設
の

偉
業
計
画
に
着
手
し
た
那
覇
市
で
は
先
に
二

市
二
村
合
併
研
究
委
員
と
し
て
眞
栄
田
世

勳
、
城
間
康
昌
、
阿
波
根
直
英
、
山
田
有
幹
、

仲
井
真
元
楷
五
氏
を
任
命
、
対
外
的
な
研
究

に
乗
り
出
し
た
傍
ら
、
首
都
と
し
て
の
色
彩

を
持
つ
大
那
覇
市
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
た

め
、
行
政
、
経
済
、
文
化
、
工
務
交
通
、
厚

生
の
専
門
部
面
か
ら
な
る
建
設
諮
詢
委
員
会

を
設
置
、
池
畑
琉
銀
総
裁
、
当
間
重
剛
氏
、

仲
井
間
宗
一
氏
、
松
田
賀
哲
氏
、
山
里
永
吉

氏
等
三
十
九
名
の
諮
詢
委
員
を
選
定
し
て
首

都
建
設
の
陣
容
を
か
た
め
て
来
た
が
、
昨
日

午
後
三
時
よ
り
市
長
、
市
会
議
員
、
合
併
研

究
委
員
、
諮
詢
委
員
等
五
十
名
が
市
役
所
に

立
会
、
初
の
諮
詢
委
員
会
を
開
催
し
た
、
市

当
局
で
は
現
在
ま
で
の
事
業
計
画
報
告
を
行

い
、
今
後
議
会
で
腹
案
を
練
つ
た
後
、
各
専

門
諮
詢
委
員
会
に
諮
問
す
る
と
と
も
に
公
聴

会
に
ま
で
発
展
さ
せ
た
い
と
の
意
向
を
発

表
、
委
員
会
は
大
乗
的
な
立
場
か
ら
当
局
に

協
力
す
る
と
誓
い
首
都
建
設
へ
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
た
、
現
在
那
覇
市
は
二
五
七
万
坪

の
行
政
地
域
を
有
し
て
い
る
が
、
那
覇
商
港

を
除
き
行
政
区
域
を
住
居
、
商
業
、
工
業
の

三
区
画
に
別
け
、
住
居
地
五
十
六
％
、
商
業

地
三
十
六
％
、
工
業
地
九
％
の
割
合
い
で
土

地
区
画
を
行
い
土
地
収
用
法
の
立
法
次
第
整

理
を
始
め
る
事
に
な
つ
て
い
る
。
都
市
形
態

の
充
実
化
を
図
つ
て
着
手
し
た
市
内
の
給
水

事
業
は
既
に
一
日
二
十
六
万
ガ
ロ
ン
の
給
水

量
を
確
保
　
市
民
生
活
の
軽
便
化
に
一
役
買

つ
て
い
る
が
、
十
一
日
ま
で
に
は
天
願
　
上

之
屋
の
上
水
道
を
利
用
し
て
一
日
二
百
万
ガ

ロ
ン
の
給
水
が
実
現
す
る
模
様
で
、
首
都
建

設
の
ス
タ
ー
ト
は
幸
先
よ
し
と
い
つ
た
傾
向

に
あ
る那

覇
市
議
会
／
七
議
案
原
案
通

り
可
決
／
公
園
埋
立
と
グ
ラ

ウ
ン
ド
／
都
市
完
璧
に
石
川

博
士
招
聘
等
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那
覇
市
で
は
九
日
午
前
十
時
か
ら
定
例
議
会

を
開
き
五
三
年
度
追
加
更
正
予
算
、
公
有
水

面
埋
立
、
財
政
審
議
委
員
会
設
置
条
例
な
ど

議
案
七
件
を
可
決
、
諮
問
二
件
に
対
し
答
申

を
行
い
午
後
三
時
閉
会
し
た

奥
武
山
の
公
有
水
面
埋
立
は
都
市
計
画
事
業

の
一
環
と
し
て
総
合
グ
ラ
ン
ド
と
競
輪
場
建

設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
た
め
同
地
内
に
住
ん

で
い
る
住
民
を
移
す
必
要
が
あ
り
隣
接
公
有

水
面
三
千
七
百
坪
余
り
を
埋
立
て
よ
う
と
の

案
で
あ
る
、
こ
れ
は
立
退
民
家
約
五
十
戸
は

若
狭
町
埋
立
地
に
移
転
先
が
予
定
さ
れ
て
お

り
主
に
港
湾
関
係
工
事
の
従
事
者
の
カ
ン
パ

ン
を
対
象
と
す
る
も
の
で
議
員
の
質
問
に
よ

り

埋
立
地
は
今
の
と
こ
ろ
公
園
計
画
に
含

ま
れ
て
な
い

埋
立
地
の
貸
与
に
当
つ
て

は
改
め
て
議
会
に
は
か
る

競
輪
場
設
置

か
不
許
可
に
な
つ
た
と
き
で
も
財
政
が
許
せ

ば
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
だ
け
で
も
早
急
に
建
設

し
た
い

な
ど
市
の
意
向
が
示
さ
れ
た
の
で

全
員
一
致
で
可
決
し
た

財
政
審
議
委
設
置

市
の
経
済
財
政
に
関
す
る
調
査
を
行
い
、
そ

の
調
整
を
図
る
た
め
市
長
の
諮
問
機
関
と
し

て
財
政
審
議
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
に
な
り

同
委
員
会
設
置
条
例
を
可
決
し
た

同
委
員
会
は
会
長
は
市
長
を
あ
て
市
長
の
依

嘱
す
る
委
員
若
干
名
を
以
つ
て
組
織
す
る
、

会
議
は
必
要
に
応
じ
市
長
が
招
集
し
、
委
員

の
任
期
は
一
年
と
な
つ
て
い
る
、
市
で
は
こ

の
委
員
に
次
の
八
氏
を
内
定
、
協
議
会
の
席

上
議
員
の
承
認
を
得
た

一
五
一

一
九
五
二
年

昭
和
二
十
七
年

九
月



山
田
有
幹
、
宮
里
辰
彦
、
又
吉
世
沢
、
照

屋
知
広
、
松
田
賀
哲
、
国
場
幸
太
郎
、
真

栄
田
正
雄
、
比
嘉
良
篤

可
決
さ
れ
た
追
加
更
正
予
算
は
追
加
高
が
九

八
万
一
千
一
六
〇
円
で
予
算
総
額
七
千
七
八

八
万
二
七
二
円
、才
出
関
係
で
は
自
治
会
館
、

商
工
会
議
所
補
助
と
し
て
の
市
負
担
金
一
三

万
円
、
都
市
計
画
事
業
の
完
璧
を
期
す
べ
く

前
東
京
都
建
設
局
長
、
早
大
教
授
石
川
栄
よ

う
博
士
を
招
い
て
実
地
に
つ
き
指
導
を
受
け

る
た
め
の
都
市
計
画
研
究
費
一
四
万
円
、
な

ど
を
主
に
職
員
の
職
業
手
当
、備
品
購
入
費
、

過
年
度
支
出
、
予
備
費
な
ど
に
追
加
さ
れ
て

い
る売
店
売
却

才
入
関
係
で
は
東
、
通
堂
、
前
島
町
の
市
有

地
の
賃
貸
料
を
予
算
化
し
た
の
と
同
日
可
決

さ
れ
た
市
有
財
産
　
売
店
　
の
売
却
処
分
に

伴
う
代
金
四
一
万
九
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い

る
、
売
却
処
分
に
決
定
し
た
売
店
は
牧
志
、

開
南
、
壺
屋
、
ペ
リ
ー
、
奥
武
山
、
壺
川
の

五
つ
で
各
経
営
主
に
随
意
契
約
で
売
却
さ
れ

るこ
の
ほ
か
、
琉
球
石
油
に
対
す
る
貸
与
市
有

地
の
坪
当
単
価
月
額
六
〇
円
を
四
五
円
に
更

正
す
る
件
、
松
下
町
一
丁
目
の
市
有
地
二
千

二
二
四
坪
余
を
商
業
高
校
用
敷
地
と
し
て
中

央
教
育
委
員
会
に
無
償
貸
与
す
る
件
、
監
査

委
員
に
市
議
か
ら
辺
野
喜
英
興
氏
、
学
識
経

験
者
委
員
に
中
山
興
忠
氏
を
選
任
同
意
を
求

め
る
件
、
何
れ
も
審
議
な
く
可
決
し
た

首
里
市
／
無
条
件
で
合
併
／
市

民
に
意
図
を
明
示
す
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首
里
市
で
は
昨
九
日
午
後
三
時
半
か
ら
市
会

議
室
で
二
市
二
村
合
併
問
題
研
究
委
員

五

名

並
び
に
同
賛
助
委
員

約
二
十
名

が

集
り
都
市
合
併
問
題
に
対
す
る
初
の
懇
談
会

を
行
つ
た
。
話
し
合
の
内
容
は
次
の
通
り

△
首
里
市
と
し
て
は
伝
統
を
破
壊
す
る
こ
と

な
く
こ
の
際
合
併
し
た
方
が
文
化
、
産
業
、

そ
の
他
各
面
で
一
段
と
住
民
の
福
祉
を
増
進

す
る
と
い
う
こ
と
を
住
民
の
一
人
一
人
が
納

得
す
る
よ
う
合
併
の
意
図
を
明
確
に
す
る

△
合
併
前
に
諸
条
件
や
名
称
に
拘
泥
す
る
事

は
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
る
二
市
二
村
合
併
を

遅
延
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
首
里
市
と

し
て
は
こ
の
際
無
条
件
で
合
併
を
促
進
す
る

△
今
か
ら
予
想
さ
れ
る
諸
問
題
は
合
併
が
実

現
し
た
暁
、
各
区
の
選
出
議
員
に
一
任
し
た

ら
よ
い

△
こ
の
問
題
は
那
覇
、
首
里
、
真
和
志
、
小

禄
の
二
市
二
村
が
琉
球
の
首
都
建
設
と
言
う

大
乗
的
立
場
か
ら
協
力
し
て
行
け
ば
早
急
に

実
現
出
来
る

な
お
首
里
市
で
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
市

長
、
議
長
研
究
委
員
等
が
近
く
副
長
官
を
訪

問
し
助
言
を
求
め
る
と
共
に
研
究
委
員
の
運

動
費
を
来
る
十
五
日
の
定
例
市
会
議
に
上
程

予
算
化
す
る
事
に
な
つ
た

金
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那
覇
市
で
は
九
日
定
例
会
議
を
開
き
七
議
案

を
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
、
議
案
は
都
計
と

も
関
係
の
あ
る
重
要
な
も
の
を
含
ん
で
お
り

首
都
と
し
て
の
那
覇
市
の
将
来
を
予
見
し
つ

つ
慎
重
に
審
議
、
全
員
一
致
で
可
決
し
た
こ

と
は
市
議
会
の
生
長
を
物
語
る
も
の
で
あ
る

▼
従
来
の
市
議
会
は
芝
居
に
例
え
ら
れ
た
ほ

ど
派
閥
抗
争
を
繰
り
か
え
し
た
も
の
で
あ

る
。
親
分
の
た
め
に
忠
勤
を
ぬ
き
ん
で
ん
と

し
て
反
対
と
八
つ
当
り
を
事
と
し
た
こ
と

は
、
た
し
か
に
市
会
座
と
し
て
大
向
う
の
拍

手
を
受
け
た
に
違
い
な
い
、
そ
れ
だ
け
政
治

も
低
調
で
あ
り
世
も
泰
平
で
あ
つ
た
▼
戦
後

の
沖
縄
の
事
情
は
生
や
さ
し
い
も
の
で
な
く

住
民
の
生
活
も
建
設
と
衣
食
の
た
め
に
懸
命

な
努
力
を
払
わ
な
け
れ
ば
社
会
人
と
し
て
の

生
活
を
維
持
し
戦
前
並
に
復
興
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
▼
こ
の
た
め
に
訴
う
べ
き
は
訴

え
意
見
を
主
張
す
べ
き
は
主
張
せ
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
時
に
片
意
地
な
我
儘
の
言

動
を
な
す
も
の
が
あ
る
の
は
時
代
へ
の
認
識

不
足
と
人
間
の
観
念
と
い
う
も
の
が
戦
争
と

い
う
大
き
な
変
革
を
経
て
も
仲
々
に
改
め
難

い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
、
か
か
る
居
士

が
立
法
院
に
も
見
受
け
ら
れ
る
の
は
一
つ
の

愛
き
よ
う
で
は
あ
る
が
讃
め
た
話
で
は
な
い

▼
首
都
建
設
は
全
住
民
の
関
心
で
あ
る
と
と

も
に
那
覇
市
民
に
課
せ
ら
れ
た
重
大
事
業
で

あ
る
、
首
都
建
設
の
た
め
に
小
異
を
す
て
て

大
同
に
つ
く
と
い
う
常
識
の
実
践
が
強
く
要

求
さ
れ
る
と
き
、
那
覇
市
議
会
の
生
長
は
当

然
で
は
あ
る
が
一
般
に
多
く
の
示
唆
を
与
え

る
で
あ
ろ
う
。

首
都
建
設
研
究
委
員
会
／
委
員

長
に
山
田
有
幹
氏
／
二
市
二

村
含
む
都
市
／
石
川
博
士
の

指
導
要
望
琉
新
　
１
９
５
２
・
９
・
14

首
都
建
設
の
促
進
を
め
ざ
す
那
覇
、
首
里
、

真
和
志
、
小
禄
に
よ
る
二
市
二
村
合
併
研
究

委
員
会
は
つ
の
会
合
が
十
三
日
午
後
三
時
半

か
ら
那
覇
市
役
所
で
開
か
れ
た
。
久
保
田
盛

春
氏

真
和
志

が
欠
席
し
た
だ
け
で
全
委

員
出
席
、
ま
ず
座
長
に
山
田
有
幹
氏
を
押
し

委
員
長
、
副
委
員
長
の
選
出
方
法
を
審
議
、

各
市
村
か
ら
挙
げ
た
選
考
委
員
、
真
栄
田
世

勳

那
覇

久
高
友
敏

首
里

高
良
正
文

真
和
志

長
嶺
良
松

小
禄

の
四
氏
に

よ
つ
て
次
の
通
り
決
定
し
た

委
員
長
　
　
山
田
有
幹

副
委
員
長
　
西
銘
順
治

一
五
二

一
九
五
二
年

昭
和
二
十
七
年

九
月



次
い
で
委
員
会
の
運
営
規
程
に
つ
い
て
は
委

員
長
、
副
委
員
長
と
翁
長
助
静
氏
に
一
任
、

経
費
負
担
は
各
市
村
の
人
口
割
と
し
書
記
の

任
命
は
会
長
一
任
に
決
定
、
運
営
規
程
と
予

算
案
を
次
回
に
審
議
す
る
こ
と
に
な
つ
た

席
上
那
覇
市
の
招
へ
い
し
た
石
川
栄
よ
う
博

士
来
島
の
際
二
市
二
村
を
包
含
し
た
都
市
計

画
も
研
究
指
導
し
て
貰
い
た
い
と
の
要
望
が

あ
り
真
栄
田
那
覇
市
会
議
長
か
ら
で
き
る
だ

け
努
力
す
る
旨
の
回
答
が
な
さ
れ
た

二
市
二
村
合
併
／
研
究
委
会
規

則
決
ま
る
／
経
費
は
人
口
割

で
負
担

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
２
・
９
・
26

二
市
二
村
合
併
研
究
委
員
会
の
第
二
回
目
の

会
合
が
二
十
五
日
午
後
四
時
半
か
ら
那
覇
市

役
所
会
議
室
で
行
わ
れ
、
那
覇
市
側
の
仲
井

間
、
城
間
両
委
員
を
除
く
全
委
員
が
出
席
し

て△
委
員
会
規
則
な
ら
び
に

△
委
員
会
の
才
出
才
入
予
算
案
に
つ
い
て
暗

く
な
る
ま
で
熱
心
に
討
議
を
続
け
、
六
時
半

に
散
会
し
た
、
討
議
決
定
事
項
の
大
要
は
左

の
通
り

一
△
二
市
二
村
合
併
研
究
委
員
会
規
則

九
月
二
十
五
日
か
ら
実
施

△
首
都
建
設
の
実
現
を
期
す
る
た
め
那
覇

市
、
首
里
市
、
真
和
志
村
、
小
禄
村
の
合
併

に
関
す
る
構
想
、
企
画
に
つ
い
て
調
査
審
議

す
る
目
的
で
こ
の
委
員
会
を
設
け
る

△
委
員
会
は
二
市
二
村
の
代
表
委
員
各
五
人

計
二
十
人
を
も
つ
て
組
織
し
、
委
員
長
、
な

ら
び
に
副
委
員
長
一
名
ず
つ
を
置
き
、
役
員

は
委
員
の
互
選
に
よ
る

△
委
員
会
の
会
議
は
毎
月
一
回
以
上
開
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

△
委
員
会
は
各
市
町
村
の
代
表
委
員
の
過
半

数
が
出
席
し
な
け
れ
ば
会
議
を
開
く
こ
と
は

で
き
な
い

△
委
員
会
に
必
要
な
経
費
の
算
出
は
各
市
町

村
の
人
口
割
の
負
担
と
す
る

二
、
委
員
会
歳
入
歳
出
予
算
案

こ
の
予
算

案
に
つ
い
て
、
委
員
会
が
充
分
な
研
究
を
行

う
上
か
ら
予
算
額
は
不
足
で
あ
る
と
の
意
見

も
出
た
が
、
こ
れ
は
向
こ
う
二
、
三
カ
月
の

暫
定
案
と
み
て
、
委
員
会
の
活
動
が
活
�
に

な
れ
ば
、
新
に
組
変
え
を
行
う
予
定
で
あ
る

と
の
那
覇
市
翁
長
企
画
課
長
の
説
明
が
あ

り
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た

△
歳
入

九
万
八
千
五
百
円

各
市
村
の
負
担
額
は
那
覇
市
四
万
二
千
三

百
二
十
九
円
、
首
里
市
一
万
五
千
一
百
八
十

九
円
、
真
和
志
村
三
万
一
千
七
百
七
十
七
円
、

小
禄
村
九
千
一
百
九
十
五
円

△
歳
出

歳
入
金
額
と
同
じ
、

◇
書
記
一
人
の
給
料
月
額
五
〇
〇
〇
円
分
の

九
カ
月
分

四
万
五
千
円
、

◇
調
査
費
二
万
円
◇
需
要
費
二
万
八
千
五
百

円
◇
予
備
費
五
千
円
。

備
考
　
各
市
村
の
人
口
は
左
の
通
り

那
覇
市
　
　
六
一
、
九
五
〇

首
里
市
　
　
二
二
、
二
二
四

真
和
志
村
　
四
六
、
四
九
五

小
禄
村
　
　
一
三
、
四
五
四

計
　
　
一
四
四
、
一
二
三

真
和
志
村
の
一
部
立
退
き
に
／

部
落
民
が
陳
情

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
２
・
10
・
８

去
る
九
月
の
三
十
日
、
真
和
志
村
に
対
し

て
民
政
府
当
局
か
ら
真
和
志
村
の
平
野
区

全
区

工
業
高
校
敷
地
も
含
む

と
こ
れ

に
銘
苅
、
安
謝
の
各
々
一
部
を
住
宅
公
社

の
延
長
工
事
に
使
用
す
る
か
ら
同
地
域
の

住
民
は
来
る
十
一
月
の
十
日
ま
で
に
立
退

い
て
欲
し
い
と
口
頭
で
指
令
が
あ
つ
た
の

で
、
村
当
局
で
は
早
速
全
地
域
の
区
長
を

集
め
、
通
知
し
て
あ
つ
た
が
、
二
、
三
日

前
銘
苅
の
住
民
達
が

今
回
の
指
令
で
将

来
銘
苅
全
地
域
が
立
退
き
に
な
る
の
は
一

目
瞭
然
で
あ
り
、
こ
れ
は
我
々
の
生
活
権

を
脅
か
す
も
の
で
あ
る

と
代
表
大
城
実

盛
区
長
以
下
九
十
六
名
の
連
署
で
村
当
局

を
通
じ
軍
へ
の
陳
情
方
を
願
い
出
て
来

た
。

こ
の
陳
情
書
に
よ
る
と
銘
苅
部
落
の
隣
部
落

で
あ
つ
た
松
原
部
落
が
昨
年
軍
か
ら
の
命
令

に
よ
り
同
部
落
の
墓
地
調
査
を
行
い
報
告
し

た
と
こ
ろ
そ
の
後
で
直
ち
に
立
退
き
の
指
令

が
あ
り
、
た
め
に
同
部
落
は
区
民
八
十
三
家

族
が
半
分
は
松
川
区
に
半
分
は
外
の
地
域
に

移
動
し
た
が
、
今
回
も
銘
苅
部
落
の
墓
地
調

査
が
行
わ
れ
、
そ
れ
立
退
き
だ
。

と
戦
々

キ
ヨ
ウ
キ
ヨ
ウ
と
し
て
い
る
際
に
そ
の
一
部

に
立
退
き
指
令
が
あ
つ
て
こ
れ
は
と
ば
か
り

に
陳
情
騒
ぎ
に
な
つ
た
も
の
で
あ
り
、
移
動

後
の
松
原
部
落
は
耕
地
面
積
二
万
六
千
坪
を

失
い
、
農
業
従
事
者
百
名
の
う
ち
そ
の
仕
事

を
続
け
得
た
も
の
が
た
つ
た
一
名
、
日
傭
労

務
者
は
二
七
名
か
ら
八
〇
名
に
増
加
、
失
業

者
四
四
を
出
す
と
い
う
実
状
ら
し
く
、

私

た
ち
も
あ
の
人
た
ち
の
よ
う
な
悲
惨
な
境
遇

に
落
ち
る
の
で
す
か
。

と
銘
苅
の
地
区
民

は
村
に
訴
え
て
い
る
。

真
和
志
村
／
平
野
、
岡
野
等
二

百
戸
立
退
き
指
令
出
る

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
２
・
10
・
14

十
日
付
の
民
政
府
か
ら
主
席
宛
の
文
書
で
、

来
る
十
一
月
の
十
日
迄
に
真
和
志
村
の
平

野
、
岡
野
、
安
謝
そ
れ
に
銘
苅
の
一
部
を
含

む

約
十
二
万
坪
と
い
わ
れ
る

約
二
百
戸

の
民
家
の
立
退
を
行
う
よ
う
正
式
に
指
令
が

あ
つ
た
。

一
五
三

一
九
五
二
年

昭
和
二
十
七
年

九
｜
十
月



泊
港
に
明
る
い
将
来

琉
新
　
１
９
５
２
・
10
・
15

広
ぼ
う
六
万
八
千
坪
に
お
よ
ぶ
泊
南
岸
の
埋

立
工
事
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
那
覇
市
に
対

す
る
積
極
的
な
協
力
に
よ
つ
て
戦
前
な
ら
ば

想
像
も
及
ば
な
か
つ
た
尨
大
な
構
想
の
も
と

に
近
代
科
学
の
粋
を
動
員
し
て
急
速
に
進
捗

し
つ
つ
あ
り
、
優
秀
な
し
ゆ
ん
せ
つ
船
に
よ

つ
て
泊
港
の
築
港
し
ゆ
ん
せ
つ
は
固
定
パ
イ

プ
で
送
出
さ
れ
る
土
砂
が
其
の
儘
埋
立
へ
の

土
砂
と
な
つ
て
、
宛
然
島
造
り
国
造
り
が

時
々
刻
刻
眼
前
に
現
出
す
る
驚
異
的
科
学
の

一
偉
観
を
展
開
し
て
い
る
が
、
最
近
同
築
港

か
ら
生
ず
る
し
ゆ
ん
せ
つ
砂
利
が
日
本
の
土

木
請
負
業
、
清
水
組
と
間
組
の
手
に
分
割
供

与
さ
れ
て
い
る
と
い
う
市
会
議
員
諸
氏
の
情

報
に
接
し
た
又
吉
那
覇
市
長
は
十
四
日
午
前

九
時
半
幸
喜
建
設
部
長
を
帯
同
し
、
民
政
府

工
務
部
を
訪
問
、
係
官
ホ
ー
マ
ン
氏
に
会
見

し
泊
築
港
の
し
ゆ
ん
せ
つ
砂
利
は
埋
立
て
に

使
用
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
を
他
の
方
面
に

使
用
さ
れ
た
場
合
、
そ
れ
だ
け
那
覇
市
の
埋

立
工
事
が
遷
延
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
那
覇

市
と
し
て
埋
立
工
事
に
至
大
な
影
響
を
蒙
ら

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
再
考
を
促

し
た
と
こ
ろ
、
係
官
と
の
折
衝
に
よ
つ
て
事

実
は
次
の
通
り
で
却
つ
て
、
そ
れ
に
よ
つ
て

泊
港
が
第
二
の
国
際
港
に
飛
躍
し
良
津
と
し

て
の
将
来
を
約
束
づ
け
ら
れ
る
事
実
が
判
明

し
た深
さ
20
フ
ヰ
ー
ト
以
上
に
／
三
千
ト
ン

級
も
悠
々
出
入

ひ
つ
竟
、
那
覇
市
と
し
て
は
沖
縄
住
民
と
し

て
の
代
表
的
良
港
と
す
る
に
は
ど
う
し
て
も

深
度
二
十
呎
を
予
定
し
、
そ
の
積
り
で
予
算

も
計
上
さ
れ
た
が
、
予
算
編
成
後
単
価
の
変

動
に
よ
つ
て
、
十
六
呎
し
か
深
度
を
堀
り
下

げ
る
こ
と
が
出
来
ず
こ
れ
を
目
標
と
し
て
工

事
を
進
捗
中
の
と
こ
ろ
、
最
近
軍
は
日
本
側

建
設
会
社
請
負
い
に
拘
る
道
路
建
設
用
と
し

て
泊
港
し
ゆ
ん
せ
つ
か
ら
生
ず
る
砂
利
を
分

与
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
泊
南
岸
埋
立
用
の

砂
利
を
分
与
す
る
の
で
は
な
く
新
た
に
同
築

港
土
砂
か
ら
道
路
設
定
用
と
し
て
更
に
し
ゆ

ん
せ
つ
し
て
い
る
実
情
が
判
然
と
し
勢
い
深

度
が
堀
り
下
げ
ら
れ
る
結
果
は
二
十
呎
以
上

に
達
す
る
模
様
で
そ
の
結
果
深
度
十
六
呎
の

場
合
は
千
ト
ン
級
の
汽
船
し
か
漸
く
出
入
港

出
来
な
い
の
を
、
二
十
呎
以
上
に
達
す
る
と

な
れ
ば
優
に
二
千
五
百
ト
ン
級
か
ら
三
千
ト

ン
級
の
汽
船
が
自
由
に
出
入
り
出
来
る
わ
け

で
却
つ
て
一
石
二
鳥
の
収
獲
を
齎
す
こ
と
が

判
明
、
泊
港
の
将
来
は
更
に
飛
躍
的
な
優
位

を
占
め
る
こ
と
と
な
つ
た

首
都
建
設
／
”
合
併
時
期
を
明

確
に
”
／
二
市
二
村
議
会
に

図
り
更
に
促
進

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
２
・
10
・
21

二
十
日
ひ
る
三
時
か
ら
真
和
志
村
役
所
で
第

三
回
目
の
二
市
二
村
合
併
研
究
委
員
会
が
開

か
れ
た
。
ま
ず
西
銘
委
員
よ
り
、
こ
の
委
員

会
が
合
併
に
関
す
る
資
料
ば
か
り
研
究
し
て

い
た
の
で
は
な
ん
に
も
な
ら
な
い
”
い
つ
合

併
す
る
か
”
即
ち
そ
の
時
期
を
決
め
て
各
市

村
議
会
の
意
見
を
き
く
こ
と
が
最
も
主
要
な

こ
と
で
あ
る
が
、
会
合
の
た
び
毎
に
そ
の
問

題
は
課
題
か
ら
外
れ
て
い
る
、
当
委
員
会
に

と
つ
て
最
初
に
し
て
最
後
の
重
要
課
題
で
あ

る
の
で
、
真
和
志
村
委
員
会
を
代
表
し
、
来

年
七
月
の
年
度
が
わ
り
を
期
し
て
合
併
す
る

こ
と
が
適
当
な
時
期
で
あ
る
と
思
う
の
で
、

こ
れ
を
議
決
し
て
二
市
二
村
議
会
に
提
案
し

た
い
、
と
の
緊
急
動
議
が
提
出
さ
れ
、
委
員

会
は
今
ま
で
に
な
い
活
�
な
意
見
を
斗
わ
し

た
。
こ
れ
に
対
し
最
初
那
覇
市
の
仲
井
真
委

員
等
は
、
提
案
の
理
由
は
一
応
う
な
ず
け
る

が
、
那
覇
市
は
市
自
体
の
都
市
計
画
事
業
を

実
施
し
つ
ゝ
あ
る
の
で
こ
ゝ
で
直
ぐ
い
つ
合

併
す
る
と
き
め
る
こ
と
に
は
反
対
だ
。
と
む

し
ろ
二
市
二
村
を
同
時
に
合
併
す
べ
き
、
逐

次
的
に
す
べ
き
時
期
決
定
ま
で
に
研
究
す
べ

き
問
題
が
多
い
と
難
色
を
示
し
た
が
二
市
二

村
を
早
く
合
併
せ
よ
と
は
住
民
の
希
望
で
あ

り
、
こ
の
委
員
会
は
む
し
ろ
合
併
の
時
期
を

延
引
さ
す
た
め
の
緩
衝
地
帯
と
な
つ
て
い
な

い
か
、
そ
う
な
れ
ば
住
民
の
合
併
へ
の
意
欲

を
ふ
み
に
じ
る
も
の
で
あ
る
と
、
結
局
次
の

よ
う
に
決
議
、
二
市
二
村
議
会
に
提
案
し
て

次
回
の
委
員
会
ま
で
に
そ
の
意
見
を
き
く
こ

と
に
な
つ
た
。

△
二
市
二
村
を
同
時
に
合
併
す
る
。

△
合
併
の
時
期
に
関
す
る
二
市
二
村
の
議
会

の
意
見
。

な
お
那
覇
市
な
ら
び
に
各
市
村
の
持
つ
て
い

る
都
計
案
を
こ
の
委
員
会
で
説
明
し
て
も
ら

う
こ
と
、
二
市
二
村
長
は
新
た
に
委
員
と
し

て
本
会
に
参
加
す
る
か
、
そ
れ
が
出
来
な
け

れ
ば
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席
し
、
市
村

長
が
出
ら
れ
な
け
れ
ば
助
役
で
も
出
席
さ
せ

る
事
等
も
議
決
し
た
。
次
の
委
員
会
は
十
一

月
中
旬
、
首
里
市
役
所
で
開
催
さ
れ
る
が
、

そ
の
間
に
二
市
二
村
の
議
会
は
そ
れ
ぞ
れ
合

併
の
時
期
に
つ
い
て
協
議
す
る
の
で
そ
の
動

き
が
注
目
さ
れ
る
。

首
都
建
設
へ
第
一
歩
／
活
発
な

質
問
戦
展
開
／
き
の
う
・
那

覇
市
会
賑
う

琉
新
　
１
９
５
２
・
10
・
24

那
覇
市
の
大
都
市
計
画
の
基
盤
を
決
す
べ
き

七
千
万
円
起
債
　
那
覇
市
臨
時
議
会
は
二
十

三
日
午
前
十
時
半
か
ら
市
会
議
室
に
招
集
さ

一
五
四

一
九
五
二
年

昭
和
二
十
七
年

十
月



れ
た
　
那
覇
市
が
国
際
都
市
と
し
て
一
大
飛

躍
を
遂
げ
る
た
め
に
　
琉
銀
の
起
債
を
仰
ぐ

と
い
う
重
要
審
議
は
戦
後
初
め
て
で
あ
り

都
市
計
画
の
大
事
業
遂
行
に
当
つ
て
泊
南
岸

の
埋
立
、
牧
志
大
通
の
道
路
拡
巾
　
水
道
問

題
等
の
重
要
事
項
を
審
議
す
る
た
め
に
議
場

は
い
つ
に
な
く
緊
張
感
が
漲
つ
て
い
た
が
、

特
に
夏
時
の
旱
ば
つ
時
に
当
面
し
て
上
程
さ

れ
た
簡
易
水
道
使
用
条
例
の
改
正
の
議
事
に

及
ん
で
、
質
疑
は
昂
潮
活
発
に
展
開
さ
れ

議
員
と
当
局
側
と
の
間
に
真
し
熱
烈
な
問
答

が
繰
返
さ
れ
、
城
間
康
昌
、
浦
崎
唯
治
、
比

嘉
朝
四
郎
各
議
員
か
ら
活
発
な
質
問
が
行
わ

れ
た
、
主
な
る
質
疑
応
答
戦
と
し
て
は
条
例

改
正
の
理
由
如
何
の
質
問
に
対
し

答

改
正
の
理
由
は
軍
か
ら
日
に
二

十
万
ガ
ロ
ン
の
給
水
を
受
け
る
よ
う
に
な

つ
て
い
る
が
軍
か
ら
一
千
ガ
ロ
ン
に
つ
き

四
十
四
円
の
使
用
料
・
徴
収
す
る
と
の
達

示
が
あ
り
、
少
い
水
の
規
制
も
必
要
で
最

近
計
量
器
も
入
手
し
た
の
で
メ
ー
タ
ー
制

を
実
施
す
る
と
い
う
現
状
に
即
応
せ
し
め

る
た
め
問

二
十
万
ガ
ロ
ン
と
い
う
が
現
在

よ
く
断
水
す
る
の
は
如
何
な
る
わ
け
か

答

実
際
は
二
十
万
ガ
ロ
ン
は
供
給

さ
れ
て
い
な
い
、
約
十
三
万
ガ
ロ
ン
の
支

給
で
、
軍
で
も
現
在
の
か
つ
水
期
に
は
困

難
し
て
い
る
。
市
と
し
て
も
暫
定
措
置
と

し
て
先
に
首
里
か
ら
ひ
い
た
パ
イ
プ
と
も

連
繋
せ
し
め
　
こ
の
水
飢
饉
を
切
り
抜
け

る
方
針
で
あ
る

問

軍
の
使
用
し
て
い
る
水
源
池
は

元
の
那
覇
市
の
所
有
だ
の
に
当
局
は
そ
の

使
用
料
を
と
つ
て
い
る
か

答

取
つ
て
は
い
な
い
、
戦
争
で
破

壊
さ
れ
た
の
を
軍
が
ガ
リ
オ
ア
で
は
な
く

直
接
軍
予
算
を
以
て
多
く
の
費
用
を
か
け

修
復
し
て
お
り
　
又
将
来
は
日
に
百
万
ガ

ロ
ン
も
給
水
す
る
と
の
こ
と
で
市
の
水
道

設
置
に
は
必
要
資
材
も
援
助
し
て
貰
つ
て

い
る
の
で
水
源
池
の
使
用
料
の
請
求
は
ま

ず
い問

那
覇
の
水
源
池
は
軍
が
接
収
し

て
い
る
の
で
市
民
へ
の
給
水
量
は
撤
廃
さ

る
べ
き
だ

答

料
金
も
一
ガ
ロ
ン
四
銭
ほ
ど
で

三
カ
月
に
も
な
る
が
正
式
な
請
求
書
も
来

て
い
な
い
、
時
機
を
み
て
撤
廃
あ
る
い
は

減
額
の
交
渉
を
始
め
て
は

”
こ
ゝ
で
適
当
な
時
期
に
当
局
が
折
衝
す

る
こ
と
を
決
定
”

問

営
業
用
の
料
金
を
も
つ
と
上
げ

て
一
般
大
衆
の
共
用
せ
ん
を
値
下
げ
せ
よ

問

官
公
署
の
料
金
が
営
業
用
よ
り

高
い
、
安
く
せ
よ

当
局
側
こ
れ
を
承
諾
し
て
、
給
水
使
用
料
は

官
公
署
の
五
五
〇
円

三
一
〇
〇
ガ
ロ
ン

と
営
業
用
の
五
〇
〇
円

三
一
〇
〇
ガ
ロ
ン

を
と
り
か
え
そ
れ
の
浮
く
分
を
共
用
せ
ん
の

料
金
値
下
げ
に
充
て
る
こ
と
に
し
て
満
場
一

致
可
決
を
み
た

そ
の
他
多
年
の
懸
案
た
る
都
市
計
画
事
業
施

行
に
つ
い
て
莫
大
な
経
費
を
要
す
る
の
で
、

こ
の
ほ
ど
割
当
に
な
つ
た
復
金
の
七
千
万
円

を
起
債
　
自
己
資
金
と
し
て
土
地
処
分
、
一

般
税
収
か
ら
の
三
千
万
円
計
一
億
余
円
を
予

算
追
加
の
議
案
が
提
出
さ
れ
た
が
一
億
余
万

円
の
予
算
追
加
や
七
千
万
円
の
起
債
は
大
き

な
問
題
で
あ
る
と
し
充
分
研
究
し
た
い
と
の

意
見
が
あ
り
議
案
研
究
の
た
め
　
十
四
日
は

休
会
で
十
五
日
午
前
十
時
か
ら
再
開
す
る
こ

と
ゝ
な
り
午
後
二
時
閉
会
し
た

当
日
可
決
と
な
つ
た
主
な
る
議
案
は
左
の

通
り
▲
職
制
及
定
員
の
増
従
来
　
　
　
　
　
　
改
正

書
記
長
　
　
　
　
三
〇
　
　
　
　
　
　
三
五

技
　
手
　
　
　
　
一
〇
　
　
　
　
　
　
二
五

技
手
補
　
　
　
　
一
〇
　
　
　
　
　
　
一
五

株
券
購
入
に
つ
い
て

沖
縄
配
電
会
社
の
株
券
　
株
千
円
の
三
千

株

三
百
万
円

を
購
入
　
市
の
基
本
財

産
と
す
る

市
有
財
産

土
地

売
却
処
分

計
画
中
の
久
茂
地
校
整
地
は
あ
と
一
、
〇

八
四
坪
を
購
入
せ
ね
ば
な
ら
ず
そ
の
購
入

費
と
都
計
事
業
の
一
部
に
充
当
す
る
た
め

東
町
と
松
山

元
市
場

上
ノ
蔵

元
市

役
所

の
市
有
地
計
一
、
七
六
□
坪
を
売

却
す
る

那
覇
市
議
員
団
／
立
法
院
へ
競

輪
法
そ
の
他
陳
情

琉
新
　
１
９
５
２
・
10
・
24

那
覇
市
会
で
は
二
十
三
日
の
議
会
閉
会
後
午

後
二
時
か
ら
泊
港
施
設
の
視
察
に
赴
き
、
続

い
て
”
土
地
収
用
法
””
競
輪
法
”
の
早
急

可
決
を
立
法
院
へ
陳
情
し
た
。

｜
社
　
説
｜

那
覇
市
の
都
計
と
土
地
収
用
法

琉
新
　
１
９
５
２
・
10
・
25

開
会
中
の
那
覇
市
臨
時
議
会
は
、
都
市
計

画
の
実
施
に
第
一
歩
を
踏
み
出
す
諸
事
業
の

審
議
を
な
す
と
云
う
意
味
に
お
い
て
、
全
琉

民
の
関
心
を
寄
す
べ
き
会
議
で
あ
ろ
う
。
目

下
の
水
飢
き
ん
に
際
し
、
簡
易
水
道
使
用
条

例
に
つ
い
て
熱
心
な
る
質
問
や
適
切
な
る
意

見
が
陳
べ
ら
れ
、
当
局
に
お
い
て
も
敢
え
て

原
案
を
固
執
せ
ず
し
て
修
正
が
行
わ
れ
た
の

は
好
印
象
を
与
え
た
が
、
七
千
万
円
の
起
債

を
な
し
、
三
千
万
円
を
捻
出
し
合
計
一
億
円

の
予
算
で
牧
志
大
通
り
の
拡
張
工
事
を
始

め
、
十
余
カ
線
の
幹
線
道
路
の
舗
装
や
久
茂

地
川
の
し
ゆ
ん
せ
つ
等
の
工
事
費
に
充
て
ん

一
五
五

一
九
五
二
年

昭
和
二
十
七
年

十
月



と
す
る
都
市
計
画
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
更

に
慎
重
に
審
議
せ
ん
こ
と
を
希
望
す
る
も
の

で
あ
る
。

さ
き
に
復
興
金
融
金
庫
の
規
定
を
改
正
し

て
市
町
村
へ
の
融
資
の
途
が
開
か
れ
た
の

も
、
那
覇
市
の
都
計
実
施
を
支
援
せ
ん
と
す

る
民
政
府
の
意
図
の
一
端
が
表
示
さ
れ
た
も

の
と
解
し
て
謝
意
を
表
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

戦
前
地
方
自
治
体
が
大
蔵
省
預
金
部
か
ら
低

利
長
期
の
融
通
を
受
け
て
い
た
の
に
較
べ

て
、
年
六
分
の
利
率
で
五
カ
年
間
返
済
と
い

う
条
件
は
甚
だ
窮
屈
な
る
が
如
き
も
、
兎
に

角
各
市
町
村
の
如
き
自
治
体
に
対
し
て
閉
鎖

し
て
い
た
復
金
の
窓
口
が
開
か
れ
、
そ
の
第

一
号
と
し
て
那
覇
市
が
七
千
万
円
を
起
債
す

る
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
事
実
か
ら
も
意
味

深
い
も
の
が
あ
る
の
を
感
ず
る
。
こ
の
借
入

金
の
元
利
弁
済
の
財
源
と
し
て
、
市
有
地
の

払
下
げ
や
貸
付
お
よ
び
中
央
市
場
の
経
営
に

よ
る
売
却
金
や
貸
地
料
使
用
料
等
よ
り
生
ず

る
収
入
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

が
、
泊
港
沿
線
の
埋
立
地
は
市
有
財
産
と
し

て
将
来
大
に
活
用
さ
る
る
可
能
性
が
あ
り
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
散
在
す
る
比
較
的
零
細
な

る
市
有
地
は
む
し
ろ
こ
の
際
整
理
し
て
管
理

の
煩
雑
を
免
れ
る
を
可
と
す
べ
く
、
都
計
実

施
に
伴
う
市
営
事
業
即
ち
中
央
市
場
等
よ
り

生
ず
る
収
入
も
、
堅
実
適
当
な
る
経
営
に
よ

れ
ば
相
当
の
財
源
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を

疑
わ
な
い
。

市
内
道
路
の
整
備
拡
張
は
現
在
喫
緊
の
公

共
事
業
た
る
こ
と
、
衆
目
の
ひ
と
し
く
認
む

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
昨
今
の
よ
う
な
旱
つ
づ

き
に
は
濠
々
た
る
砂
じ
ん
に
包
ま
れ
、
雨
天

に
は
泥
ね
い
靴
を
没
す
る
有
様
で
は
義
理
に

も
首
都
の
大
通
り
と
は
う
た
わ
れ
な
い
し
、

い
わ
ゆ
る

牧
志
大
通
り

と
は
名
付
け
た

も
の
の
、
ラ
ツ
シ
ユ
時
に
は
ま
さ
に
文
字
通

り
肩
々
相
摩
し
、
自
動
車
を
片
側
だ
け
通
し

て
見
て
も
、
な
お
人
の
肝
を
つ
ぶ
さ
せ
る
よ

う
な
危
険
な
光
景
が
刻
々
に
展
開
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
が
拡
張
の
必
要
は
数
年
前
か
ら
認

め
ら
れ
、
当
間
前
市
長
の
時
代
か
ら
、
所
要

地
の
地
主
と
の
交
渉
が
始
め
ら
れ
て
い
た
の

は
、
周
知
の
通
り
で
あ
つ
た
。
然
る
に
地
主

諸
氏
の
中
に
は
交
渉
の
条
件
に
つ
い
て
不
満

を
鳴
ら
す
も
の
が
あ
つ
て
行
悩
み
の
状
態
に

あ
つ
た
が
、
そ
の
後
歩
み
寄
り
の
話
し
合
い

が
つ
い
て
大
多
数
は
承
諾
す
る
こ
と
に
な
つ

た
の
で
、
す
で
に
那
覇
署
前
の
警
察
学
校
や

紅
房
等
の
立
退
き
取
壊
し
な
ど
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

所
要
地
の
買
上
げ
条
件
に
つ
い
て
は
、
市

と
し
て
も
出
来
る
だ
け
地
主
側
の
希
望
を
容

れ
て
大
多
数
の
承
諾
を
得
た
よ
う
で
あ
る

が
、
な
お
二
三
の
未
承
諾
地
主
が
あ
る
と
き

く
の
は
遺
憾
に
堪
え
な
い
。
由
来
公
共
団
体

を
相
手
と
す
る
売
買
賃
借
等
の
契
約
に
お
い

て
世
間
一
般
の
条
件
よ
り
も
甘
い
条
件
を
も

つ
て
有
利
に
取
引
き
せ
ん
に
お
い
て
か
か
る

態
度
に
出
る
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
は
不
当

の
み
な
ら
ず
極
め
て
不
快
な
感
じ
を
世
間
一

般
に
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
已
む
を

得
ず
権
力
の
発
動
と
な
つ
て
土
地
収
用
法
の

適
用
を
見
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

立
法
院
は
、
目
下
山
積
せ
る
法
案
の
審
議

中
で
あ
り
、
会
期
は
余
す
と
こ
ろ
は
幾
ば
く

も
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
懸
案
の
土
地
収
用

法
に
つ
い
て
も
、
万
違
算
の
な
い
よ
う
早
期

に
制
定
せ
ん
こ
と
を
希
望
す
る
。
そ
し
て
な

る
べ
く
は
近
く
制
定
さ
れ
る
収
用
法
の
適
用

第
一
号
と
な
ら
ぬ
う
ち
に
、
牧
志
大
通
り
十

間
道
路
拡
張
工
事
の
所
要
地
に
関
す
る
売
買

契
約
が
速
か
に
成
立
せ
ん
こ
と
を
も
併
せ
て

希
望
す
る
。

と
す
る
心
掛
け
は
是
正
さ
る
べ
き
で
あ
り
、

公
共
団
体
に
お
い
て
も
な
お
幾
分
こ
の
慣
性

を
容
認
す
る
如
き
嫌
い
が
あ
る
が
、
殊
に
不

労
価
値
の
獲
得
を
な
し
た
者

立
退
き
に
悩
む
銘
苅
区
民
／
居

す
わ
り
た
い
と
連
署
陳
情
／

”
経
費
償
い
、
生
活
の
不
安

も
除
い
て
下
さ
い
”

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
２
・
10
・
26

民
政
府
か
ら
十
二
月
十
日
ま
で
に
立
退
き
を

命
ぜ
ら
れ
て
い
る
、
真
和
志
村
銘
苅
区
の
真

栄
城
守
公
氏
ら
二
十
一
名
は
二
十
四
日
、

な
る
べ
く
な
ら
立
退
き
た
く
な
い

と
立

法
院
へ
連
署
陳
情
し
た
。
要
旨
次
の
通
り
。

祖
先
伝
来
、
命
よ
り
二
番
目
の
愛
惜
す
る
土

地
で
農
業
に
励
ん
で
来
た
我
々
に
と
つ
て
立

退
き
命
令
ほ
ど
無
慈
悲
な
も
の
は
な
い
。
副

長
官
は
共
産
主
義
の
撲
滅
は
貧
乏
を
な
く
す

る
こ
と
だ
、
と
云
つ
た
が
私
た
ち
は
今
、
貧

乏
の
ド
ン
底
に
落
ち
ん
と
し
て
い
る
。
民
政

府
の
方
針
に
逆
う
気
持
は
な
い
が
、
な
る
べ

く
は
現
在
地
を
永
遠
の
安
住
の
地
と
し
た

い
。
や
む
な
く
立
退
く
な
ら
生
活
の
根
拠
た

る
耕
作
地
を
他
に
求
め
る
経
費
を
償
い
、
か

つ
生
活
に
不
安
な
か
ら
し
め
る
よ
う
温
か
い

措
置
を
と
ら
れ
ん
こ
と
を
悲
願
す
る
。

切
捨
御
免
は
困
る
／
合
法
的
な
解
決
を
　

／
仲
本
、
真
栄
城
氏
ら
か
ら
も
陳
情

真
和
志
村
平
野
、
岡
野
、
安
謝
、
銘
苅
の
四

部
落

約
二
十
万
坪
、
二
百
戸

は
軍
か
ら

十
二
月
十
日
ま
で
に
立
退
く
よ
う
に
命
ぜ
ら

れ
て
い
る
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
銘
苅
部
落

の
代
表
、
真
栄
城
守
行
、
仲
本
為
美
氏
ら
五

名
は
二
十
五
日
立
法
院
の
行
政
法
務
委
員
会

を
訪
ね
て
窮
状
を
訴
え
、
立
法
院
の
善
処
方

を
陳
情
し
た
。
真
栄
城
氏
は
軍
と
の
折
衝
経

過
を
説
明
、
軍
の
係
官
は
立
退
き
先
は
農
試

場
跡
に
一
戸
当
り
二
十
五
坪
か
ら
三
十
坪
と

い
う
丈
で
耕
作
地
や
農
作
物
の
保
証
、
借
地

料
な
ど
は
知
ら
ぬ
、
と
い
つ
て
い
る
。
軍
は

一
五
六

一
九
五
二
年

昭
和
二
十
七
年

十
月



住
宅
を
建
設
す
る
も
の
ら
し
い
が
、
基
本
的

人
権
が
認
め
ら
れ
講
和
が
発
効
し
た
今
日
、

こ
の
よ
う
な
切
り
捨
御
免
の
こ
と
が
行
わ
れ

て
は
我
々
は
み
る
み
る
死
ん
で
行
く
ば
か
り

だ
。
こ
れ
は
単
な
る
一
部
落
の
問
題
で
な
く

全
住
民
に
か
ゝ
わ
る
重
大
問
題
だ
か
ら
何
処

ま
で
も
合
法
的
な
解
決
を
望
む
、と
語
つ
た
。

安
里
委
員
長
談

琉
球
統
治
の
根
本
に
ふ
れ

る
問
題
だ
。法
的
に
も
疑
問
の
点
が
あ
る
し
、

将
来
の
軍
民
間
の
ト
ラ
ブ
ル
と
な
ら
ぬ
よ
う

法
的
□
□
を
明
か
に
し
た
い
。
実
情
調
査
の

上
、
善
処
す
る
。

七
千
万
円
起
債
承
認
／
都
市
計

画
・
実
践
段
階
へ
／
那
覇
市

会
原
案
可
決

琉
新
　
１
９
５
２
・
10
・
26

都
市
計
画
も
愈
々
実
践
段
階
へ
入
つ
て
、
建

設
第
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
の
那
覇
市
の
臨

時
議
会
は
、
二
十
四
日
を
議
案
研
究
に
費
し

て
二
十
五
日
午
前
十
時
か
ら
開
か
れ
た
、
こ

の
日
那
覇
市
の
戦
後
の
新
し
い
建
設
の
首
途

に
敬
意
を
表
し
て
石
川
市
か
ら
那
覇
市
の
長

老
崎
山
秀
主
翁
も
は
る
ば
る
馳
せ
参
じ
、
又

吉
那
覇
市
長
に
祝
辞
を
述
べ
て
後
議
場
の
一

角
に
傍
聴
し
て
い
る
裡
に
十
時
開
会
、上
原
、

新
垣
、
比
嘉
、
大
城
、
城
間
各
議
員
次
々
に

立
つ
て
都
市
計
画
の
声
を
き
い
て
久
し
く
な
る
が

主
と
し
て
財
政
上
の
困
難
さ
か
ら
進
展
を

み
ず
今
日
に
至
つ
た
の
で
あ
る
が
、
今
度

市
当
局
が
積
極
的
に
努
力
し
た
結
果
七
千

万
円
の
市
債
を
起
し
、
自
己
資
金
三
千
万

円
を
ね
ん
出
す
る
た
め
不
要
市
有
地
を
売

却
計
一
億
余
万
円
を
も
つ
て
五
三
年
度
予

算
を
追
加
し
大
那
覇
市
建
設
へ
の
第
一
歩

を
ス
タ
ー
ト
す
る
に
至
つ
た
こ
と
は
き
ん

快
に
堪
え
な
い
、
今
後
議
会
と
し
て
も
市

当
局
と
表
裏
一
体
と
な
つ
て
、
首
都
建
設

に
協
力
邁
進
し
て
い
き
た
い

と
全
幅
の
賛
意
を
表
明
し
て
後
、
な
お
議
員

と
し
て
か
ゝ
る
ぼ
う
大
な
起
債
を
起
す
に
当

つ
て
細
心
慎
重
を
期
す
る
建
前
か
ら
市
債
に

対
す
る
償
還
の
方
法
と
し
て
の
市
有
地
の
売

却
、
泊
南
岸
埋
立
後
の
賃
貸
料
の
年
次
計
画

に
勝
算
が
あ
る
か
、
上
水
道
の
配
管
計
画
は

道
路
拡
幅
工
事
と
併
行
し
て
進
行
し
つ
ゝ
あ

り
や
、
又
上
水
道
の
配
水
は
軍
の
分
割
供
給

に
よ
つ
て
市
民
へ
の
配
水
量
は
将
来
充
分
均

こ
う
せ
し
め
得
る
確
信
が
あ
る
か
等
の
質
疑

が
活
発
に
展
開
さ
れ
其
他
泊
埋
立
地
の
使
用

の
暁
に
対
処
し
て
垣
花
、
住
吉
、
山
下
町
住

民
を
優
先
的
に
さ
れ
た
い
、
牧
志
街
道
拡
幅

工
事
に
付
随
す
る
住
民
立
退
問
題
と
土
地
収

用
法
の
問
題
に
つ
い
て
議
会
、
行
政
双
方
と

も
熱
烈
真
し
な
論
議
が
交
わ
さ
れ
た
が
二
時

間
フ
ラ
ツ
ト
の
質
疑
応
答
に
よ
つ
て
こ
ゝ
に

提
案
事
項
の
全
部
が
原
案
可
決
と
な
り
、
故

当
間
市
長
時
代
打
ち
樹
て
ら
れ
た
遠
大
な
国

際
都
市
計
画
の
構
想
は
指
針
を
裏
付
け
す
る

基
礎
が
こ
こ
に
又
吉
市
長
の
手
に
よ
つ
て
建

設
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
つ

た
、
主
な
る
応
答
は
左
の
通
り

問

泊
埋
立
地
は
軍
か
ら
許
可
さ
れ
る

と
き
群
府
と
も
争
つ
た
が
、
埋
立
の
目
的

は
垣
の
花
、
山
下
町
、
住
吉
町
の
住
民
受

入
れ
に
あ
り
垣
花
住
民
一
万
二
千
は
受
入

を
期
待
し
て
い
る
、
売
却
に
当
り
垣
の
花

は
優
先
さ
れ
る
か

答

泊
埋
立
申
請
に
対
し
群
府
と
市
の

紛
争
の
時
は
、
住
吉
、
山
下
、
垣
花
に
限

ら
ず
軍
用
地
の
た
め
自
己
の
土
地
を
失
い

都
市
計
画
に
よ
つ
て
立
退
き
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
人
々
を
優
先
的
に
す
る
の
で
あ
つ

て
必
ず
し
も
垣
花
住
民
と
限
定
し
な
い
何

れ
時
期
が
熟
す
れ
ば
売
却
す
る
か
賃
貸
す

る
か
議
会
に
図
り
善
処
す
る

問

泊
港
湾
の
使
用
料
に
つ
い
て

答

泊
港
は
き
つ
水
二
十
呎
、
三
千
屯

級
の
船
舶
が
出
入
す
る
筈
で
那
覇
港
は
将

来
軍
の
関
係
で
使
え
な
く
な
る
も
の
と
予

想
し
、
同
港
の
将
来
性
を
勘
案
し
て
確
実

な
資
料
に
よ
つ
て
収
入
を
見
積
つ
て
あ
る

問

予
算
の
関
係
で
十
六
呎
に
な
つ
た

と
き
い
て
い
る
が
そ
の
後
の
市
の
対
策
は

市
長

軍
と
の
折
衝
の
結
果
ル
イ
ス
准

将
か
ら
二
十
呎
以
上
掘
り
下
げ
る
と
の
確

言
を
得
た
か
ら
安
心
し
て
貰
い
た
い

問

辻
原
墓
地
整
理
に
伴
う
対
策
は

答

若
狭
、
辻
町
の
墓
地
を
整
理
、
こ

れ
か
ら
の
土
砂
は
埋
立
に
供
し
て
い
る

問

一
億
余
万
円
の
工
事
着
手
の
時
期

は答

市
債
の
件
が
議
会
通
過
す
れ
ば
直

ち
に
起
債
申
請
に
か
ゝ
る
、
然
し
銀
行
か

ら
の
認
可
が
出
て
も
他
の
事
業
融
資
と
同

様
工
事
の
進
捗
度
に
応
じ
て
金
を
出
す
よ

う
で
牧
志
街
道
は
起
債
を
待
た
ず
三
カ
月

の
予
定
で
近
々
入
札
、
施
行
す
る

問

牧
志
大
通
り
地
主
側
と
の
契
約
は

打
切
つ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
土
地
収
用
法

を
適
用
す
る
つ
も
り
か

答

土
地
収
用
法
を
適
用
す
る
と
い
う

こ
と
事
態
が
や
む
を
得
な
い
時
の
最
後
の

権
限
発
動
で
や
む
を
得
ぬ
最
後
の
手
段
と

し
て
打
つ
手
で
あ
る
、
当
局
と
し
て
は
あ

く
ま
で
妥
協
、
円
満
解
決
を
主
眼
に
お
い

て
近
く
地
主
側
と
再
交
渉
を
開
始
す
る

問

償
還
財
源
の
水
道
に
つ
き

答

五
三
年
六
月
ま
で
に
軍
の
幹
線
工

事
が
出
来
る
筈
で
来
年
六
月
ま
で
に
百
ガ

ロ
ン
の
受
入
態
勢
を
整
え
る
、
従
つ
て
五

四
年
か
ら
利
潤
が
あ
が
る

こ
ゝ
で
議
案
三
二
号
か
ら
三
五
号
ま
で
は
一

貫
し
て
関
連
を
も
つ
も
の
で
あ
り
当
局
も
幾

度
と
な
く
審
議
を
重
ね
て
来
た
も
の
と
し
て

一
五
七

一
九
五
二
年

昭
和
二
十
七
年

十
月

問
題



当
局
案
を
満
場
一
致
可
決
し
た
、
時
に
十
二

時
都
計
実
現
が
急
務
／
合
併
時
期

尚
早
／
那
覇
市
会
、
意
見
一

致

琉
新
　
１
９
５
２
・
10
・
26

重
要
審
議
を
終
え
た
二
十
五
日
の
那
覇
市
臨

時
議
会
で
は
先
に
真
和
志
村
役
場
で
行
わ
れ

た
第
一
回
二
市
二
村
合
併
委
員
会
で
決
議
し

た
△
合
併
の
時
期
に
関
す
る
二
市
二
村
の
議

会
の
意
見
△
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
市
長
或

は
助
役
を
出
席
さ
せ
る
△
那
覇
市
の
都
市
計

画
の
内
容
を
き
く
、
と
の
合
併
委
員
長
、
山

田
有
幹
氏
の
日
程
外
議
事
を
諮
つ
た
。

合
併
問
題
は
二
市
二
村
の
住
民
の
意
志
に
依

る
べ
き
だ
が
地
域
的
に
中
軸
を
な
す
那
覇
市

が
そ
の
鍵
を
握
つ
て
お
り
、
こ
の
歴
史
的
大

事
業
に
は
慎
重
を
期
す
べ
き
だ
。
今
や
軍
の

協
力
で
七
千
万
円
の
起
債
も
実
現
の
運
び
と

な
り
市
民
の
利
益
を
も
た
ら
す
泊
埋
立
、
道

路
拡
張
、
河
川
し
ゆ
ん
せ
つ
の
工
事
は
着
手

さ
れ
、
土
地
を
失
つ
て
さ
ま
よ
う
旧
市
の
住

民
が
そ
の
安
住
の
地
を
得
つ
ゝ
あ
る
現
在
、

当
局
並
び
に
議
会
は
旧
那
覇
市
民
の
受
入
に

対
す
る
責
任
を
完
遂
す
べ
き
で
吾
々
は
市
民

の
代
表
で
あ
る
以
上
、
市
民
の
幸
福
、
有
利

な
立
場
を
考
え
、
都
計
の
目
鼻
が
つ
き
開
放

予
定
地
へ
住
民
が
入
れ
る
よ
う
な
態
勢
を
整

え
て
か
ら
合
併
へ
持
つ
て
い
く
べ
き
だ
。
ま

た
那
覇
市
は
琉
球
の
首
都
で
あ
り
そ
の
首
都

が
都
市
計
画
の
目
鼻
も
つ
か
ず
合
併
す
る
こ

と
は
混
沌
た
る
合
併
で
あ
つ
て
真
の
合
併
で

は
な
い
。
市
民
の
世
論
や
時
期
を
考
慮
し
て

五
十
四
年
七
月
以
降
を
最
適
と
す
る
こ
と
に

全
会
意
見
一
致
、
時
期
尚
早
を
回
答
す
る
こ

と
に
な
り
二
時
閉
会
し
た

那
覇
と
真
和
志
の
区
切
ど
う
す

る
？
／
両
者
の
意
見
食
違
う

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
２
・
11
・
５

市
町
村
の
区
域

に
関
し
四
日
、
行
法
委

員
会
で
宮
里
真
和
志
村
長
と
嵩
原
那
覇
市
助

役
は
対
立
し
た
意
見
を
の
べ
て
注
目
を
ひ
い

た
が
両
氏
の
意
見
次
の
と
お
り
。

△
嵩
原
助
役
―
那
覇
と
真
和
志
の
行
政
区
域

は
現
在
の
状
態
に
よ
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

も
し
戦
前
の
区
域
に
よ
る
と
な
る
と
現
在
の

那
覇
市
の
大
半
は
真
和
志
に
ふ
く
ま
れ
る
こ

と
に
な
り
大
混
乱
を
来
す
。
真
和
志
村
が
那

覇
の
行
政
区
域
に
編
入
さ
れ
た
の
は
五
〇
年

旧
民
政
府
の
指
令
に
よ
る
も
の
で
、
両
市
村

長
お
よ
び
行
政
課
立
会
の
上
、編
入
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
土
地
開
放
な
ど
が
あ
つ
て
境
界
が

不
明
り
よ
う
に
な
つ
て
い
る

△
宮
里
村
長
―
編
入
の
指
令
は

当
分
の
間

と
い
う
こ
と
に
な
つ
て
い
た
。
そ
れ
を
根
拠

に
地
域
を
永
久
づ
け
る
こ
と
は
不
合
理
で
あ

る
。
真
和
志
と
し
て
は
合
併
問
題
を
控
え
て

い
る
た
め
境
界
問
題
は
伏
せ
て
い
た
が
合
併

が
駄
目
と
な
る
と
境
界
問
題
は
持
出
さ
ん
と

な
ら
ぬ
。

な
お
合
併
問
題
に
つ
い
て
嵩
原
助
役
は

合

併
し
な
い
の
で
は
な
い
。
市
と
し
て
は
第
一

次
都
計
事
業
の
目
鼻
が
つ
い
て
か
ら

五
三

年
七
月
以
降

に
合
併
し
た
い
考
え
で
あ
る

と
語
つ
た
。

”
合
併
の
時
期
”
に
異
見
／
首

都
建
設
へ
の
道
は
嶮
し
／
注

目
さ
る
委
員
会
の
調
整

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
２
・
11
・
６

十
五
日
ご
ろ
開
催
予
定
の
二
市
二
村
合
併
研

究
委
で
は

合
併
の
時
期

に
つ
い
て
話
し

合
う
こ
と
に
な
つ
て
い
る
が
、
那
覇
市
で
は

議
会
で

五
三
年
七
月
以
降
、
現
行
の
都
計

が
目
鼻
つ
い
て
か
ら

と
合
併
時
期
を
決
議
、

す
で
に
次
の
研
究
委
へ
の
態
度
を
決
め
て
い

る
。
首
里
、
真
和
志
、
小
禄
で
も
近
く
そ
の

態
度
を
決
め
る
手
筈
に
な
つ
て
い
る
よ
う

だ
。
さ
き
に
開
か
れ
た
研
究
委
の
空
気
で
は
那
覇

市
を
除
く
一
市
二
村
の
合
併
時
期
に
対
す
る

意
向
は

お
そ
く
と
も
今
年
度
末

来
年
六

月
末

ま
で
に

と
い
う
こ
と
で
来
年
度
以

降
と
云
う
那
覇
市
の
出
方
と
喰
い
違
つ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
新
垣
真
和
志
村
議
長
は

合
併
を
来
年
度
以
降
に
、
と
云
う
那
覇
市

会
の
態
度
は
市
会
自
体
の
合
併
問
題
推
進
に

対
す
る
誠
意
を
疑
い
た
く
な
る

と
み
て
お

り
、
次
の
研
究
委
で
一
市
二
村
側
は

那
覇

市
の
都
計
に
つ
い
て
計
画
さ
れ
て
い
る
七
千

万
円
の
起
債
に
つ
い
て
一
市
二
村
側
は
干
渉

し
な
い

こ
と
を
条
件
に
那
覇
市
会
の
再
考

を
勧
告
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
で
な
お
歩

み
よ
り
出
来
な
け
れ
ば
研
究
委
発
足
当
時
期

待
さ
れ
た
合
併
の
早
急
な
実
現
は
望
め
な
い

も
の
と
し
て
結
局
研
究
委
も
解
散
と
云
う
こ

と
に
な
ろ
う
。
と
の
観
測
さ
え
行
わ
れ
、
真

和
志
村
あ
た
り
で
は
早
く
も
研
究
委
解
散
後

の
い
き
方
に
つ
い
て

△
真
和
志
村
単
独
の
市
昇
格
に
全
力
を
注

ぎ
、
現
在
那
覇
市
の
行
政
区
域
に
編
入
さ
れ

て
い
る
地
域
の
返
還
を
要
□
す
る
｜

次
の

手

が
考
え
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
だ
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
新
垣
真
和
志
村
議
長
は

合
併
を

早
急
に

と
云
う
こ
と
は
村
内
の
輿
論
で
あ

り
こ
の
際
村
議
会
次
の
研
究
委
あ
た
り
で
那

覇
市
側
の
歩
み
よ
り
が
な
け
れ
ば
研
究
委
も

解
散
し
て
、
真
和
志
村
単
独
で
市
昇
格
を
考

え
、
旧
行
政
区
域
を
復
活
し
て
一
日
も
早
く

自
村
の
発
展
態
勢
を
と
と
の
え
る
こ
と
だ
、

と
い
つ
て
い
る
。
し
か
し
宮
里
真
和
志
村
長

あ
た
り
は
”
旧
行
政
区
域
の
返
還
を
”
と
主

張
す
る
の
は
ど
う
せ
合
併
す
る
な
ら
同
じ
こ

と
だ
と
い
う
の
で
こ
れ
ま
で
表
沙
汰
に
な
ら

一
五
八

一
九
五
二
年

昭
和
二
十
七
年

十
｜
十
一
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ず
に
来
た
こ
と
で
あ
る
か
ら
早
急
な
合
併
が

出
来
な
い
と
な
る
と
当
然
主
張
さ
れ
る
べ
き

こ
と
だ
が
、
そ
の
主
張
の
中
に
は
な
お

何

と
か
し
て
一
日
も
早
く
合
併
を

と
云
う
村

民
の
熱
望
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
だ
、
と
合

併
に
対
す
る
希
望
を
あ
く
ま
で
も
捨
て
ゝ
い

な
い
よ
う
だ
が
、
那
覇
市
に
編
入
さ
れ
て
い

る
旧
真
和
志
区
域
は
楚
辺
、
壺
川
、
開
南
、

松
尾
な
ど
現
在
建
築
中
の
政
府
庁
舎
敷
地
も

含
ん
で
人
口
四
万
と
云
わ
れ
殆
ん
ど
戦
後
那

覇
の
人
口
の
三
分
の
二
を
擁
し
て
い
る
の

で
、
こ
れ
の
返
還
要
求
が
も
ち
出
さ
れ
る
と

す
れ
ば
合
併
問
題
を
こ
じ
ら
す
危
険
を
は
ら

ん
で
く
る
。

那
覇
／
都
計
の
目
は
な
つ
け
／
来
年
七

月
以
降
な
ら
大
い
に
賛
成

嵩
原
那
覇
市
助
役
談

那
覇
市
は
合
併
不
賛

成
と
は
云
つ
て
い
な
い
、
議
会
の
議
決
に
も

明
ら
か
の
よ
う
に
、
来
年
七
月
ま
で
に
は
現

在
着
手
し
て
い
る
都
計
事
業
も
目
は
な
が
つ

く
の
で
、
そ
れ
以
後
即
ち
五
三
年
七
月
以
降

な
ら
よ
い
と
大
い
に
賛
成
し
て
お
り
、
一
部

に
議
員
の
任
期
引
延
し
策
と
誤
り
伝
え
ら
れ

て
い
る
が
、
決
し
て
そ
ん
な
も
の
で
な
く
、

当
局
及
び
市
会
の
態
度
は
五
三
年
七
月
以
降

な
ら
喜
ん
で
合
併
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

い
ま
合
併
し
な
け
れ
ば
旧
真
和
志
村
の
行
政

区
劃
の
返
還
を
迫
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
、
市
長
も
、
市
会
も
反
対
す
る
だ
ろ
う
、

第
一
、
現
在
の
市
民
は
牧
志
と
壺
屋
を
除
け

ば
殆
ど
真
和
志
村
区
域
に
住
ん
で
い
る
が
、

こ
れ
ら
那
覇
市
の
三
分
の
二
位
の
市
民
は
、

そ
の
区
域
を
真
和
志
村
に
返
還
す
る
と
云
え

ば
承
知
す
る
だ
ろ
う
か
、
皆
な
反
対
す
る
筈

で
あ
る
。
常
識
で
考
え
て
も
那
覇
市
の
主
張

が
正
し
い
と
思
つ
て
い
る
。

首
都
を
建
設
し
よ
う
と
関
係
市
長
村
長
議
長

等
が
集
ま
つ
て
和
気
ア
イ
ア
イ
裡
に
話
合
つ

た
の
も
今
か
ら
三
カ
月
前
の
こ
と
で
。

軍
使
用
地
立
退
問
題
／
安
謝
区

民
陳
情琉
新
　
１
９
５
２
・
11
・
７

真
和
志
村
安
謝
区
の
軍
使
用
に
よ
る
土
地
立

退
に
つ
い
て
安
謝
区
六
班
知
念
清
吉
氏
以
下

九
十
九
名
の
連
署
で
立
法
院
に
次
の
よ
う
な

陳
情
が
あ
つ
た

今
度
、
安
謝
区
の
農
耕
地
並
び
に
一
部
住

家
の
立
退
指
令
が
発
せ
ら
れ
た
こ
と
は
終
戦

来
築
き
上
げ
た
生
活
の
基
盤
を
一
挙
に
失
う

こ
と
で
あ
り
住
民
は
周
章
狼
狽
し
て
い
る
、

農
民
が
耕
地
八
万
坪
を
失
う
の
は
生
活
の
破

滅
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
立
退
指
令

は
区
民
の
死
活
問
題
で
あ
る
、
既
に
占
領
状

態
も
終
り
基
本
的
人
権
、
土
地
所
有
権
も
確

認
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
し
充
分
な
る

配
慮
を
乞
う

軍
用
地
／
地
主
と
の
契
約
締
結

権
／
正
式
に
主
席
に
附
与

琉
新
　
１
９
５
２
・
11
・
８

軍
用
地
に
関
し
、
軍
が
琉
球
政
府
に
地
主
と

の
契
約
に
当
る
法
的
根
拠
を
与
え
る
べ
く
準

備
中
の
こ
と
は
既
報
の
通
り
で
あ
る
が
ル
イ

ス
准
将
は
昨
七
日
、
布
令
第
九
十
一
号

契

約
権

を
公
布
、
琉
球
政
府
が
民
地
主
と
土

地
貸
借
契
約
を
締
結
す
る
権
限
を
行
政
主
席

に
与
え
、
こ
れ
を
実
施
さ
せ
る
こ
と
に
な
つ

た
布
令
全
文
次
の
通
り

一
、
米
国
政
府
が
そ
の
必
要
と
す
る
土
地
及

び
そ
の
他
の
財
産
所
有
物
を
所
有
し
占
有
す

る
こ
と
を
効
力
あ
ら
し
め
る
こ
と
は
米
国
政

府
、
琉
球
列
島
及
び
米
国
々
民
並
に
琉
球
住

民
の
保
全
上
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
り
且
つ
機

宜
の
策
で
あ
る

二
、
米
国
政
府
は
右
の
目
的
を
以
て
一
九
五

〇
年
七
月
一
日
以
降
占
有
し
て
き
た
財
産
の

民
間
所
有
者
に
対
す
る
補
償
金
の
支
払
い
を

考
慮
し
て
い
る

三
、
琉
球
政
府
お
よ
び
米
国
政
府
は
琉
球
政

府
の
任
務
と
こ
れ
に
た
い
す
る
補
償
に
関
し

て
こ
こ
に
契
約
書
Ｄ
Ａ
九
二

三
二
〇

Ｆ

Ｅ
Ｃ

一
四
八
の
契
約
を
締
結
す
る
、
そ
の

規
定
は
米
国
民
政
府
の
取
得
す
べ
き
土
地
の

法
律
上
の
所
有
者
の
決
定
、
土
地
貸
借
に
つ

い
て
の
地
主
と
の
交
渉
、
地
主
と
琉
球
政
府

間
の
借
地
契
約
書
の
作
成
と
そ
の
実
施
琉
球

列
島
米
国
民
政
府
か
ら
受
領
す
る
金
額
の
受

領
書
の
発
行
、
琉
球
政
府
か
ら
米
国
政
府
へ

転
貸
す
る
契
約
と
そ
の
実
施
お
よ
び
じ
後
の

年
間
土
地
使
用
料
の
支
払
を
な
す
こ
と
で
あ

る四
、
よ
つ
て
琉
球
政
府
行
政
主
席
に
対
し
つ

ぎ
の
事
務
を
遂
行
し
且
つ
責
任
を
負
う
権
限

を
付
与
し
て
こ
れ
を
行
う
こ
と
を
命
ず
る

△

琉
球
政
府
の
名
義
を
以
て
米
国
政
府
と

契
約
書
Ｄ
Ａ
九
二

三
二
〇

Ｆ
Ｅ
Ｃ
｜
一

四
八
号
の
契
約
を
締
結
し
そ
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
次
の
各
項
を
含
む

但
し
そ
れ

の
み
に
限
ら
な
い

契
約
に
基
き
必
要
な
す

べ
て
の
行
為
の
内
容
を
実
施
す
る
こ
と

一

契
約
書
Ｄ
Ａ
九
二

三
二
○
Ｆ
Ｅ

Ｃ
一
四
八
に
あ
る
通
り
か
つ
別
紙
貸
借
書
の

書
式
の
通
り
前
記
の
主
た
る
転
貸
契
約
を
締

結
し
こ
れ
を
実
施
す
る
上
に
必
要
な
る
程
度

に
個
々
の
地
主
と
琉
球
政
府
間
の
貸
借
契
約

に
関
し
琉
球
政
府
で
書
類
を
作
成
し
実
施
し

交
付
し
且
つ
締
結
す
る
こ
と

二

米
国
政
府
の
代
理
を
つ
と
め
る
沖

縄
エ
ン
ジ
ニ
ア
地
区
の
地
区
エ
ン
ジ
ニ
ア
か

ら
要
請
の
あ
る
土
地
及
び
財
産
に
関
す
る
琉

球
政
府
及
び
米
国
政
府
の
主
た
る
貸
借
契
約

書
を
英
文
及
び
和
文
を
以
て
作
成
し
交
付
し

実
施
す
る
こ
と

三

、
契
約
書
Ｄ
Ａ
九
二

三
二
○
Ｆ
Ｅ
Ｃ

一
四
八
号
に
基
き
支
払
う
べ
き
義
務
の
あ
る

一
五
九
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九
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昭
和
二
十
七
年

十
一
月



且
つ
支
払
期
限
の
到
達
し
た
土
地
使
用
料
の

請
求
書
又
は
明
細
書
を
作
成
し
証
明
し
且
つ

こ
れ
を
米
国
政
府
へ
交
付
す
る
こ
と

五
、
琉
球
政
府
行
政
主
席
は
適
任
の
係
官
を

指
定
し
こ
れ
に
本
計
画
の
実
施
に
関
す
る
一

切
の
事
項
に
つ
い
て
行
政
主
席
宛
に
対
す
る

責
任
を
負
わ
し
め
且
つ
そ
の
代
理
を
つ
と
め

る
権
限
を
付
与
し
且
つ
全
勤
務
時
間
中
そ
の

事
務
の
遂
行
に
あ
た
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る

六
、
琉
球
列
島
米
国
民
政
府
か
ら
予
算
の
前

渡
し
交
付
が
あ
る
ま
で
は
琉
球
政
府
は
貸
主

に
対
し
使
用
料
の
支
払
い
を
し
て
は
な
ら
な

い七
、
琉
球
政
府
は
こ
の
資
金
が
本
計
画
実
施

の
た
め
に
見
返
り
資
金
か
ら
立
替
払
い
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
た
め
米
国
政
府
か
ら
支
払
を

う
け
た
と
き
は
こ
れ
を
琉
球
、
米
国
民
政
府

資
金
係
将
校
へ
払
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
の
計
画
の
実
行
に
要
す
る
諸
経
費
に
つ
い

て
は
琉
球
政
府
は
別
個
の
会
計
を
設
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

”
来
年
度
中
に
は
ぜ
ひ
”
／
合

併
問
題
に
那
覇
市
の
意
向

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
２
・
11
・
11

二
市
二
村
合
併
問
題
は
合
併
の
時
期
を
め
ぐ

つ
て
、
真
和
志
村
、
首
里
市
、
小
禄
村
議
会

は
　
来
年
七
月
　
即
ち
年
度
が
わ
り
を
適
当

と
い
ゝ
、
那
覇
市
議
会
は
五
二
年
七
月
か
ら

五
三
年
六
月
ま
で
の
間
に
す
べ
し
と
議
決

し
、
そ
れ
ぞ
れ
見
解
が
違
つ
て
き
た
、
真
和

志
村
で
は
、
そ
れ
で
は
時
期
が
あ
い
ま
い
だ

と
、近
く
立
法
さ
れ
る
地
方
自
治
法
に
よ
り
、

真
和
志
の
市
制
を
推
進
す
る
た
め
現
在
那
覇

市
に
編
入
さ
れ
て
い
る
旧
真
和
志
村
の
行
政

区
域
の
返
還
を
要
求
す
べ
き
だ
と
の
意
見
も

出
て
、
折
角
希
望
の
つ
な
が
れ
て
い
た
首
都

建
設
問
題
に
ひ
ゞ
が
入
つ
た
か
の
感
を
与
え

て
い
る
、
那
覇
市
が
合
併
時
期
を
五
三
年
七

月
以
降
が
適
当
だ
と
い
う
根
拠
は
、
七
千
万

円
の
借
入
で
都
計
に
の
り
出
し
た
、
そ
の
め

は
な
を
つ
け
て
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ

に
対
し
、
最
近
一
市
二
村
側
で
は
七
千
万
円

の
借
入
と
そ
れ
に
よ
る
都
計
に
は
一
切
容
か

い
し
な
い
と
の
条
件
を
出
し
た
が
、
こ
れ
に

よ
つ
て
那
覇
市
議
会
が
合
併
時
期
を
再
考
慮

す
る
か
ど
う
か
、
真
栄
田
議
長
、
城
間
副
議

長
、
新
垣
、
比
嘉
議
員
等
に
意
向
を
き
い
て

み
た
、
真
栄
田
議
長
等
の
意
向
は
次
の
通
り

で
、
他
の
一
市
二
村
の
出
方
に
よ
つ
て
は
合

併
は
五
四
年
度
中
に
必
ず
実
現
す
る
と
の
希

望
が
見
出
さ
れ
る
。

那
覇
市
は
七
千
万
円
の
復
金
借
入
れ
と
三
千

万
円
の
一
般
才
入
追
加
で
合
計
一
億
円
の
都

計
事
業
に
乗
り
出
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
そ

の
目
は
な
が
つ
く
の
は
五
三
年
七
月
ご
ろ
で

あ
り
、
事
業
の
遂
行
と
七
千
万
円
の
負
債
に

は
責
任
が
あ
る
、
一
市
二
村
側
が
、
七
千
万

円
の
借
入
れ
に
よ
る
都
計
に
容
か
い
し
な
い

と
い
つ
て
も
、
合
併
に
な
れ
ば
、
議
会
も
当

局
も
一
応
解
散
し
て
新
な
人
々
で
組
織
さ
れ

る
、
そ
の
場
合
現
在
の
議
員
が
そ
の
ま
ゝ
全

部
議
員
に
出
て
く
る
と
は
限
ら
な
い
、
そ
う

な
れ
ば
、
誰
も
容
か
い
し
な
い
と
い
つ
た
こ

と
に
保
証
を
与
え
、
且
確
実
に
そ
れ
を
守
る

こ
と
は
出
来
な
い
筈
だ
、
那
覇
市
が
来
年
七

月
以
降
と
い
う
の
は
無
意
味
で
な
い
、
一
市

二
村
側
の
来
年
六
月
末
合
併
説
と
那
覇
市
の

意
向
は
場
合
に
よ
つ
て
は
た
つ
た
一
日
の
差

で
あ
り
、
長
く
て
も
一
年
で
、
や
れ
土
地
の

返
還
だ
と
か
後
味
の
悪
い
、
い
や
が
ら
せ
を

い
つ
て
合
併
問
題
を
こ
じ
ら
す
よ
り
、
今
少

し
慎
重
に
な
つ
て
、
合
併
研
究
委
員
会
も
存

続
さ
せ
、
那
覇
市
の
意
向
を
き
い
て
く
れ
た

ら
必
ず
来
年
七
月
以
降
に
は
合
併
出
来
る
の

で
あ
る
。

二
市
二
村
合
併
検
討
／
き
の
う

首
里
市
会
琉
新
　
１
９
５
２
・
11
・
12

首
里
市
で
は
十
日
午
後
二
時
か
ら
市
会
議
室

で
市
会
を
開
き
二
市
二
村
合
併
の
時
期
を
検

討
し
た
が
、

合
併
の
時
期
は
五
三
年
七
月

一
日
が
適
当
で
あ
る

と
の
意
見
の
一
致
を

み
た
の
で
都
市
合
併
問
題
研
究
委
員
会
宛
こ

の
旨
を
報
告
す
る

首
都
建
設
／
真
和
志
村
は
強
腰

に
出
る
／
注
目
さ
る
十
五
日

の
研
究
委

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
２
・
11
・
13

夕
刊
一
部
既
報

那
覇
、
首
里
、
真
和
志
、

小
禄
の
二
市
二
村
を
合
併
し
て
首
都
を
建
設

す
る
問
題
は
、
合
併
の
時
期
を
め
ぐ
つ
て
那

覇
市
側
と
他
の
一
市
二
村
側
の
見
解
に
食
い

違
い
が
出
て
来
て
、
同
問
題
は
前
途
に
暗
影

を
投
げ
か
け
て
い
る
。

即
ち
那
覇
市
と
し
て
は
現
行
の
都
計
に
目

鼻
を
つ
け
て
か
ら
来
年
七
月
以
降
な
ら
差

支
え
な
い
と
の
市
会
の
議
決
に
対
し
、
一

市
二
村
側
で
は

お
そ
く
と
も
今
年
度
末

の
年
度
が
わ
り
ま
で
に
は

と
の
意
向
を

示
し
て
い
た
が
、
真
和
志
村
側
は
次
の
よ

う
に
強
腰
に
出
て
、
十
五
日
の
合
併
研
究

委
員
会
で
ど
う
ケ
リ
が
つ
け
ら
れ
る
か
注

目
さ
れ
て
い
る
。

宮
里
真
和
志
村
長
談

き
よ
う

十
二
日

真
和
志
村
の
合
併
研
究
委
員
四
名
が
公
式
に

で
は
な
い
が
集
つ
て
い
た
の
で
合
併
の
時
期

等
に
つ
い
て
話
合
つ
た
と
こ
ろ
、
真
和
志
村

と
し
て
は
従
来
の
方
針
、
つ
ま
り
今
年
度
末

ま
で
と
の
意
向
に
変
り
が
な
い
こ
と
に
意
見

が
一
致
、
そ
れ
が
容
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
も
は

や
研
究
委
の
存
在
も
意
味
が
な
い
と
の
話
合

い
に
到
達
し
た
。
そ
れ
で
明
十
五
日
の
第
四

回
目
の
研
究
委
会
で
は
こ
れ
を
提
議
、
一
応

一
六
〇

一
九
五
二
年

昭
和
二
十
七
年

十
一
月



こ
の
問
題
に
ケ
リ
を
つ
け
る
事
に
話
合
い
が

ま
と
ま
つ
た
。
真
和
志
村
と
し
て
は
従
来
の

方
針
を
あ
く
ま
で
維
持
し
、
も
し
こ
れ
が
容

れ
ら
れ
な
け
れ
ば
研
究
委
を
解
散
し
て
独
自

の
市
昇
格
運
動
を
推
進
し
て
発
展
態
勢
を
整

え
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
場
合
当
然
旧
真
和
志

村
の
行
政
区
域
の
返
還
に
つ
い
て
も
要
請
さ

れ
よ
う
。
一
部
の
間
で
は
真
和
志
村
当
局
が

合
併
が
出
来
な
け
れ
ば
や
れ
土
地
の
返
還
だ

な
ど
と
い
う
具
合
に
か
け
ひ
き
を
や
つ
て
い

る
と
見
る
向
き
も
あ
る
が
、そ
れ
は
心
外
だ
。

大
体
こ
の
土
地
返
還
問
題
は
合
併
問
題
と
離

れ
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
何
故
な
ら

旧
行
政
区
域
の
返
還
と
い
う
こ
と
は
こ
れ
ま

で
真
和
志
村
と
し
て
は
宿
題
で
あ
つ
た
も
の

で
村
民
の
世
論
で
も
あ
り
、
い
ま
に
始
ま
つ

た
こ
と
で
は
な
い
　
土
地
の
登
記
に
し
た
と

こ
ろ
で
現
在
那
覇
市
の
行
政
区
域
内
に
入
つ

て
い
る
旧
真
和
志
村
の
土
地
は
全
部
真
和
志

村
が
扱
つ
て
お
り
、
土
地
の
行
政
は
真
和
志

に
な
つ
て
い
る
の
だ
。
た
ま
た
ま
合
併
問
題

が
出
て
き
た
の
で
ど
う
せ
合
併
す
る
な
ら
返

還
も
必
要
な
か
ろ
う
と
こ
れ
ま
で
そ
の
ま
ゝ

に
な
つ
て
い
た
の
だ
。

真
和
志
市
へ
の
胎
動
／
「
市
町

村
の
区
域
」
／
議
員
代
表
陳

情

琉
新
　
１
９
５
２
・
11
・
14

真
和
志
村
ゝ
長
、
助
役
、
議
員
代
表
ら
は
十

三
日
午
後
　
立
法
院
を
訪
れ
護
得
久
議
長
並

に
与
儀
行
法
委
員
長
代
理
に
対
し
、
立
法
院

で
審
義
中
の
市
町
村
自
治
案
に
よ
る

市
町

村
の
区
域

に
つ
い
て
充
分
考
慮
し
て
も
ら

い
た
い
と
の
申
入
れ
を
な
し
た
　
即
ち
、
市

町
村
自
治
法
案
第
一
条
に
は

市
町
村
の
区

域
は
従
来
の
区
域
に
よ
る

と
う
た
わ
れ
て

い
る
が
、
戦
後
臨
時
措
置
と
し
て
那
覇
市
に

そ
の
一
部
の
区
域
を
分
轄
さ
れ
た
真
和
志
村

で
は
こ
の
条
文
中
の

従
来
の
区
域

と
い

う
こ
と
を
重
視
、
従
来
と
は
現
在
の
ま
ま
の

区
域
を
さ
す
の
で
あ
る
か
、
戦
前
の
区
域
を

さ
す
の
か
、
該
条
文
の
み
か
ら
み
た
場
合
疑

問
で
あ
る
と
の
た
て
ま
え
か
ら

従
来
の
区

域

と
は
戦
前
の
そ
れ
と
解
す
べ
き
で
あ
る

と
の
申
し
入
れ
を
行
つ
た
訳
で
、
こ
れ
に
対

し
護
得
久
議
長
は
次
の
よ
う
に
答
弁
し
た

申
し
入
れ
を
充
分
考
慮
す
る
、
戦
後
那
覇
市

に
分
轄
さ
れ
た
区
域
は
暫
定
的
な
も
の
だ
と

解
す
る
、
港
村
、
そ
の
他
臨
時
的
に
那
覇
市

に
貸
地
さ
れ
て
い
る
区
域
は
真
和
志
村
と
す

る
の
が
正
し
い
と
思
う
、
こ
の
こ
と
は
合
併

と
は
切
り
離
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
合

併
前
に
明
瞭
に
し
て
お
く
べ
き
だ
と
思
う

都
市
計
画
前
進
／
復
金
融
資
起

債
認
可琉
新
　
１
９
５
２
・
11
・
15

那
覇
市
議
会
で
は
都
市
計
画
事
業
費
に
充
当

す
る
七
千
万
円
の
復
金
融
資
の
起
債
を
二
十

五
日
臨
時
議
会
で
決
議
、
市
町
村
制
第
百
五

十
六
条
の
規
定
に
基
い
て
行
政
府
宛
復
金
融

資
の
起
債
認
可
を
申
請
中
で
あ
つ
た
が
十
四

日
行
政
府
か
ら
十
三
日
付
文
書
で
復
金
融
資

起
債
を
認
可
す
る
旨
市
当
局
宛
に
認
可
通
達

が
あ
つ
た
、
政
府
よ
り
の
認
可
通
達
文
書
に

よ
る
と
七
千
万
円
の
復
金
融
資
起
債
に
つ
い

て
は
工
事
ま
た
は
財
政
の
都
合
に
よ
つ
て
起

債
の
一
部
を
翌
年
度
に
繰
越
し
て
借
入
れ
が

出
来
、据
置
期
間
は
借
入
し
た
日
か
ら
一
年
、

償
還
年
限
は
一
九
五
八
年
六
月
末
日
と
な
つ

て
い
る
、
七
千
万
円
の
復
金
借
入
時
期
は
起

債
認
可
通
達
書
に
よ
る
と
一
九
五
三
年
と
さ

れ
て
い
る
が
そ
の
期
日
に
つ
い
て
は
借
入
先

復
金
局

と
市
当
局
の
協
定
に
よ
つ
て
決

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
市
当
局
で
は

期
日
並
に
第
一
回
借
入
金
額
に
つ
い
て
更
に

復
金
局
と
折
衝
す
る
た
め
目
下
融
資
計
画
案

を
作
成
し
て
い
る
、
借
入
金
利
率
は
年
六
分

で
市
一
般
才
入
お
よ
び
水
道
事
業
特
別
会
計

才
入
が
償
還
の
財
源
と
な
つ
て
い
る
都
市
計

画
工
事
別
の
復
金
七
千
万
円
起
債
は
次
の
通

り
と
な
つ
て
い
る

△
工
事
別
起
債
額

単
位
円

道
路
工
事
三
九
、
八
八
四
、
二
五
六

河
川
し
ゆ
ん
せ
つ

二
、
六
五
〇
、
〇
〇
〇

護
岸
工
事
一
二
、
八
五
〇
、
〇
〇
〇

埋
立
工
事
一
三
、
〇
九
〇
、
〇
〇
〇

上
水
道
工
事

一
八
、
一
七
四
、
七
四
〇

合
計
七
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇

市
町
村
自
治
法
案
可
決
／
首
長

罷
免
は
地
方
自
体
の
意
志
に

委
す
沖
タ
・
朝
　
１
９
５
２
・
11
・
16

本
法
案
は
読
会
省
略
で
委
員
会
修
正
案
が
可

決
さ
れ
た
。
こ
の
日
、
問
題
に
さ
れ
た
の
は

八
六
条

政
府
機
関
と
し
て
の
長
に
対
す
る

職
務
執
行
命
令

で
あ
つ
た
。
原
案
の

市

町
村
長
が
政
府
事
務
の
管
理
も
し
く
は
執
行

を
怠
る
時
は
主
席
は
期
限
を
定
め
て
執
行
を

命
令
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
行
わ
な
い

時
は
裁
判
を
請
求
し
た
上
で
村
長
を
罷
免
す

る
こ
と
が
出
来
る

と
い
つ
た
主
旨
の
規
定

を
委
員
会
案
は
主
席
の
罷
免
権
を
削
つ
て
単

に

期
限
を
定
め
て
執
行
を
命
令
す
る
こ
と

が
出
来
る

と
改
め
て
あ
る
の
で
、
こ
れ
で

は
政
府
事
務
を
怠
る
市
町
村
長
が
出
て
行
政

一
六
一

一
九
五
二
年

昭
和
二
十
七
年

十
一
月



運
営
の
円
滑
を
欠
く
お
そ
れ
も
あ
る
と
い
う

の
で
あ
る
。
結
局
、
地
方
自
治
の
建
前
か
ら

市
町
村
長
の
罷
免
は
そ
の
地
方
自
体
の
意
志

に
任
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
旨
で
修
正

案
が
認
め
ら
れ
た
。

三
月
ま
で
に
補
選
行
う
、
期
日
は
主
席
　

が
決
定

可
決
さ
れ
た
地
方
自
治
法
案
の
概
要
次
の
通

り△
市
町
村
の
区
域
は
従
来
の
区
域
に
よ
る

委
員
会
で
は
”
従
来
”
と
は
”
現
在
”
を

指
す
と
い
う
解
釈

△
条
例
違
反
に
対
す
る
罰
則
は

二
千
円
以

下
の
罰
金
、
物
資
、
科
料
を
課
す
こ
と
が
で

き
る

と
し
た
。

△
市
町
村
議
会
議
員
の
定
数
は
○
人
口
二
千

未
満

八
人

○
五
千
未
満

一
二
人

○

一
万
未
満

一
六
人

○
四
万
未
満

二
〇

人

○
二
万
以
上
は
五
千
を
増
す
毎
に

一

人

を
増
員
と
し
、
た
だ
し

三
〇
人

を

こ
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

△
本
法
施
行
に
よ
り
議
員
定
数
を
増
加
す
べ

き
市
町
村
の
補
充
選
挙
は
五
三
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
施
行
し
、
選
挙
期
日
は
主
席
が

定
め
る
。
こ
の
補
充
選
挙
に
よ
る
議
員
の
任

期
は
一
般
選
挙
に
よ
る
議
員
の
在
任
期
間
と

す
る
。

金
口
木
舌琉
新
　
１
９
５
２
・
11
・
17

那
覇
市
、
首
里
市
、
真
和
志
村
、
小
禄
村
の

二
市
二
村
合
併
研
究
委
員
会
は
め
ず
ら
し
く

激
論
を
斗
わ
し
波
瀾
を
ま
き
お
こ
し
た
、
何

し
ろ
那
覇
市
は
一
億
円
と
い
う
尨
大
な
予
算

で
都
計
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
が
目

鼻
の
つ
く
ま
で
は
直
ち
に
合
併
に
応
じ
か
ね

る
、
と
議
会
が
態
度
を
発
表
し
て
以
来
、
時

期
の
問
題
で
他
市
村
を
刺
戟
し
た
よ
う
で
あ

る
▼
真
和
志
村
側
は
研
究
の
余
地
が
な
い
と

し
て
強
硬
に
解
散
論
を
主
張
し
た
よ
う
で
あ

る
、
地
域
か
ら
い
つ
て
も
実
人
口
か
ら
い
つ

て
も
現
在
の
那
覇
市
と
比
肩
し
得
る
地
位
に

あ
る
か
ら
、
し
び
れ
を
切
ら
す
の
も
無
理
は

な
い
が
、
那
覇
市
と
境
を
接
し
利
害
を
同
じ

う
す
る
し
、
都
市
と
し
て
の
形
態
か
ら
し
て

今
日
で
は
一
体
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

情
勢
に
あ
る
か
ら
、
直
ち
に
研
究
を
打
切
つ

て
委
員
会
解
散
を
強
調
す
る
こ
と
は
当
を
得

た
も
の
で
な
い
と
考
え
る
▼
合
併
に
つ
い
て

は
二
市
二
村
と
も
原
則
的
に
は
意
見
の
一
致

を
見
た
も
の
で
、
残
さ
れ
た
の
は
時
期
や
方

法
の
問
題
で
あ
る
、
那
覇
市
と
し
て
は
都
計

と
い
う
大
事
業
を
控
え
て
い
る
の
で
一
応

は
、
こ
れ
が
見
通
を
つ
け
る
こ
と
は
必
要
で

あ
り
大
都
市
の
建
設
も
一
つ
一
つ
基
礎
を
固

め
て
行
く
も
の
で
な
け
れ
ば
、
実
現
を
期
す

こ
と
は
困
難
で
あ
る
▼
委
員
会
の
研
究
は
性

急
に
時
期
だ
け
を
決
め
て
足
れ
り
と
せ
ず
総

ゆ
る
方
面
、
総
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
し
て
成

案
を
得
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、

ま
た
研
究
は
最
後
の
一
点
ま
で
も
尽
さ
る
べ

き
で
あ
る
、
従
来
、
合
併
に
那
覇
市
は
熱
が

足
り
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
都
計
に
つ

い
て
は
二
市
二
村
合
併
と
い
う
こ
と
も
考
慮

に
入
れ
て
各
種
の
計
画
を
引
か
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
で
あ
ろ
う
▼
委
員
会
が
休
会
し
て
待
機

の
姿
勢
を
と
つ
た
こ
と
は
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で

あ
る
が
委
員
は

全
琉
の
首
都

と
い
う
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

”
借
り
た
土
地
を
返
せ
”
／
真

和
志
、
那
覇
に
つ
き
つ
け
る

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
２
・
11
・
18

真
和
志
村
で
は
十
七
日
の
村
議
会
で
旧
真
和

志
村
行
政
区
域
の
返
還
要
求
に
つ
い
て
の
緊

急
議
案
第
二
十
三
号
が
浦
崎
、
比
屋
定
、
平

良
、
高
良
の
四
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
こ
れ
を

決
議
、
直
に
那
覇
市
当
局
に
旧
真
和
志
村
行

政
区
域
の
返
還
を
要
求
す
る
と
共
に
主
席
に

対
し
こ
れ
に
つ
い
て
の
善
処
方
を
要
望
す
る

こ
と
に
な
つ
た
。

決
議
文
は
次
の
通
り
。

戦
後
暫
定
措
置
と
し
て
那
覇
市
民
居
住
地

域
に
指
定
さ
れ
た
左
記
地
域
に
対
し
一
九

五
三
年
一
月
一
日
を
も
つ
て
一
際
の
真
和

志
村
行
政
を
施
行
す
る
に
つ
き
そ
の
返
還

を
要
求
す
る
。

記

地
域
楚
辺
、
松
尾
、
樋
川
、
二
中
前
、

壺
川
、
与
儀
の
一
部
、
小
波
蔵
の
一
部
の

地
域

真
和
志
村
義
永
助
役
の
話

こ
れ
は
都
市
合

併
と
は
全
然
別
の
も
の
で
当
村
の
基
定
方
針

に
基
く
も
の
で
あ
る
。
い
ま
ま
で
の
経
緯
を

み
る
と
旧
港
村
の
地
域
と
そ
の
他
の
二
つ
に

分
け
て
考
え
ら
れ
る
。
旧
港
村
の
地
域
は
四

六
年
三
月
頃
真
和
志
村
民
が
豊
見
城
村
嘉
数

バ
ン
タ
と
真
玉
橋
に
集
団
移
動
し
て
い
る
と

き
真
和
志
村
民
の
た
め
最
初
に
開
放
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
旧
住
民
が
道
路
の
建
設
や
整
地
を

行
い
約
半
数
移
動
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
移

動
完
了
後
港
湾
作
業
隊
の
キ
ヤ
ン
プ
に
設
定

さ
れ
た
た
め
そ
れ
に
協
力
で
き
な
い
住
民
は

再
び
嘉
数
バ
ン
タ
に
帰
さ
れ
た
。
そ
の
後
港

村
が
開
放
さ
れ
た
と
き
、
知
事
の
権
限

志

喜
屋
知
事
時
代

で
那
覇
市
に
編
入
さ
れ
た
。

そ
の
際
真
和
志
村
で
は
村
民
大
会
等
で
考
慮

方
を
要
望
し
た
も
の
で
あ
る
が
同
地
は
一
旦

真
和
志
村
に
開
放
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
港

村
と
い
う
の
は
暫
定
措
置
と
し
て
生
れ
た
も

の
で
あ
つ
た
。

そ
の
他
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
真
和
志
村
が

村
役
所
と
真
和
志
校
周
辺
の
一
部
に
集
団
居

住
し
て
い
た
と
き
、
楚
辺
、
樋
川
、
松
尾
、

二
中
前
等
が
開
放
に
な
つ
た
わ
け
で
あ
る
が

当
時
の
村
長
金
城
和
信
氏
が
土
地
が
な
く
て

一
六
二

一
九
五
二
年

昭
和
二
十
七
年

十
一
月
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三

四

五



困
つ
て
い
る
那
覇
市
を
み
か
ね
、
東
恩
納
那

覇
市
長
と
口
頭
で
同
地
を
暫
定
的
に
那
覇
市

に
貸
す
こ
と
を
決
め
た
も
の
で
そ
の
後
四
九

年
九
月
二
十
七
日
付
沖
縄
民
政
府
告
示
第
十

二
の
二

志
喜
屋
知
事
に
よ
る

で
当
分
の

間
那
覇
市
真
和
志
の
境
界
を
二
十
七
日
よ
り

左
の
通
り
変
更
す
る
。

真
和
志
村
字
西
原
の
一
部
、
神
里
原
、
船
増

原
の
一
部
、
樋
川
原
、
真
地
原
、
楚
辺
原
の

一
部
、
石
川
後
原
の
一
部
、
松
尾
原
、
右
土

地
を
那
覇
に
編
入
し
那
覇
真
和
志
の
境
界
と

す
る
と
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。

市
町
村
制
に
は
市
町
村
の
区
域
は
現
状
の
通

り
と
す
る
と
あ
る
が
こ
れ
と
真
和
志
村
の
旧

行
政
地
問
題
と
は
別
で
あ
る
と
思
う
。
こ
れ

ら
は
ハ
ツ
キ
リ
と
文
面
で
暫
定
措
置
と
な
つ

て
お
り
、
現
に
土
地
台
帳
や
登
記
に
関
す
る

も
の
な
ど
全
て
真
和
志
村
で
や
つ
て
い
る
も

の
で
あ
り
返
還
要
求
は
当
然
の
こ
と
で
あ

る
。
時
期
と
し
て
も
真
和
志
村
は
軍
用
地
に
八
十

三
万
余
坪
も
禁
止
地
区
に
な
つ
た
の
に
対
し

那
覇
市
は
逐
次
解
放
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上

真
和
志
の
都
市
計
画
上
必
要
な
時
期
に
き
た

も
の
で
あ
る
。
要
求
が
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば

行
政
裁
判
に
訴
え
て
解
決
し
て
貰
う
だ
け
で

あ
る
。
な
お
、
返
還
要
求
地
域
は
全
体
で
三

十
八
万
一
千
三
十
七
坪
と
現
在
の
那
覇
市
民

の
住
ん
で
い
る
地
域
の
三
分
の
二
は
旧
真
和

志
と
な
つ
て
い
る
。

”
ま
あ
／
＼
自
重
し
て
／
不
自
然
だ
よ
、

そ
ん
な
こ
と
”

那
覇
市
　
真
栄
田
議
長
の
話

そ
れ
は
不
自

然
で
す
よ
、
旧
真
和
志
村
と
い
う
が
、
し
い

て
”
戦
前
”
と
解
釈
す
る
の
は
ど
う
か
と
思

う
。
法
的
に
い
つ
て
も
市
町
村
制
に
よ
つ
て

自
治
体
と
し
て
発
足
し
て
か
ら
の
こ
と
だ
と

解
釈
す
べ
き
だ
。
理
く
つ
を
言
う
と
、
ど
つ

ち
も
キ
リ
が
な
い
が
、
そ
ん
な
こ
と
を
す
る

の
は
か
え
つ
て
将
来
の
合
併
問
題
に
ヒ
ビ
が

入
る
こ
と
に
な
る
し

、
自
重
を
望
み
た

い
で
す
な
。

小
禄
も
返
還
要
求
／
那
覇
ペ
リ

ー
区
の
一
部
を
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真
和
志
村
で
は
那
覇
市
に
対
し
旧
真
和
志

村
行
政
区
域
の
返
還
を
要
求
す
る
こ
と
に

な
つ
た
が
こ
れ
と
同
様
な
立
場
に
あ
る
小

禄
村
で
も
戦
後
那
覇
市
に
編
入
さ
れ
て
い

る
旧
小
禄
村
行
政
区
域
、
ペ
リ
ー
区
の
一

部
に
つ
い
て
返
還
を
要
求
す
る
動
き
を
み

せ
て
い
る
。

小
禄
村
助
役
の
話

真
和
志
村
の
問
題
と
共

に
こ
ち
ら
の
問
題
も
解
決
さ
れ
る
と
思
う
。

こ
ち
ら
の
要
求
し
て
い
る
地
域
は
ペ
リ
ー
区

市
場
の
一
部
を
含
む
約
一
万
坪
、そ
こ
に
五
、

六
十
世
帯
が
住
ん
で
い
る
と
い
つ
た
小
さ
い

地
域
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
小
禄
村
は

軍
用
地
に
約
三
分
の
二
を
と
ら
れ
て
い
る
の

で
議
会
で
も
返
還
を
希
望
し
て
お
り
、
二
十

五
日
に
村
会
が
あ
る
が
そ
の
際
問
題
が
提
出

さ
れ
る
だ
ろ
う
と
思
つ
て
い
る
。
な
お
同
地

に
つ
い
て
は
昨
年
那
覇
市
に
要
求
、
那
覇
市

で
も
此
を
許
容
し
た
の
で
小
禄
村
に
編
入
す

る
段
取
り
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
が
、
そ
こ
に
住

ん
で
い
る
人
々
が
元
垣
花
町
民
で
那
覇
市
に

そ
の
ま
ゝ
ま
け
て
く
れ
と
陳
情
が
あ
つ
た
の

で
そ
の
ま
ゝ
う
や
む
や
状
態
に
な
つ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

立
退
き
問
題
／
四
六
年
に
軍
用

地
に
指
定
／
要
請
認
可
出
来

ぬ
／
銘
苅
区
民
の
陳
情
に
軍

回
答
琉
新
　
１
９
５
２
・
11
・
22

軍
使
用
の
た
め
に
立
退
き
を
要
求
さ
れ
て
い

た
真
和
志
銘
苅
区
の
立
退
き
に
つ
い
て
は
民

政
府
に
対
し
区
民
や
行
政
府
か
ら
も
陳
情
を

行
い
、
立
法
院
で
も
十
五
日

強
制
立
退
反

対
に
関
す
る
陳
情

を
可
決
し
た
が
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
二
十
一
日
民
政
府
ホ
ー
ル
行

政
課
長
か
ら
主
席
宛
で
銘
苅
区
は
一
九
四
六

年
来
軍
用
地
に
指
定
さ
れ
て
お
り
永
住
の
保

証
が
で
き
ぬ
こ
と
も
た
び
た
び
通
告
し
て
あ

り
既
に
一
月
に
米
政
府
に
よ
る
永
久
建
築
計

画
樹
立
後
で
あ
る
の
で
同
区
民
の
陳
情
は
認

可
で
き
な
い
と
の
通
知
が
も
た
ら
さ
れ
た

銘
苅
区
域
の
開
放
に
関
す
る
大
城
実
盛
氏

の
陳
情
に
つ
い
て

要
旨

▽
一
九
五
二
年
十
月
三
十
日
付
に
貴
書
簡
及

び
銘
苅
住
民
の
立
退
き
中
止
に
関
す
る
十
月

二
十
一
日
付
銘
苅
区
民
代
表
者
よ
り
の
陳
情

に
次
の
通
り
回
答
す
る

▽
同
地
域
は
一
九
四
六
年
に
そ
の
軍
使
用
地

た
る
こ
と
を
指
定
さ
れ
た
、

▽
住
民
は
こ
こ
に
移
動
し
て
来
た
が
沖
縄
に

お
け
る
軍
の
立
場
が
ハ
ツ
キ
リ
す
る
ま
で
は

永
住
を
保
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
は

度
々
通
告
し
て
お
い
た

▽
五
二
年
一
月
に
は
合
衆
国
政
府
は
同
地
域

に
お
け
る
恒
久
的
建
設
工
事
計
画
を
樹
て
た

▽
こ
れ
ら
の
事
情
に
か
ん
が
み
陳
情
書
に
述

べ
ら
れ
た
要
請
は
認
可
で
き
な
い

▽
し
か
し
当
民
政
府
は
同
区
民
が
そ
の
旧
部

落
に
近
い
隣
接
地
域
に
居
住
で
き
る
よ
う
、

あ
ら
ゆ
る
努
力
を
続
け
る
つ
も
り
で
あ
る

更
に
折
衝
を
継
続

比
嘉
主
席
談
＝
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
ま

で
住
民
の
生
活
保
護
の
立
場
か
ら
口
頭
で
折

衝
を
続
け
て
来
た
が
資
料
を
収
集
し
て
あ
る

の
で
こ
れ
を
文
書
に
し
て
提
出
し
て
更
に
折

衝
を
継
続
す
る

一
六
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九
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好
機
を
逸
す

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
２
・
11
・
23

首
都
建
設
を
目
標
と
す
る
二
市
二
村
の
合
併

問
題
は
ど
う
や
ら
暗
礁
に
乗
り
あ
げ
た
格
好

で
あ
る
。
首
里
市
、
真
和
志
村
、
小
禄
村
が

合
併
に
積
極
的
態
度
を
示
し
て
い
る
の
に
対

し
、
中
心
と
な
る
べ
き
肝
心
の
那
覇
市
の
態

度
が
消
極
的
で
あ
る
こ
と
は
著
し
く
対
せ
き

的
な
も
の
が
あ
る
。

那
覇
市
側
は
合
併
問
題
に
対
し
て
は
賛
成
で

あ
る
と
い
う
印
象
を
与
え
る
か
と
思
う
と
時

に
不
賛
成
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
よ
う
な

と
こ
ろ
も
あ
り
、
何
か
し
ら
腹
に
一
物
を
蔵

す
る
よ
う
な
、
或
は
奥
歯
に
も
の
の
は
さ
ま

つ
た
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
き
た
の
で
あ

る
。
こ
の
態
度
は
一
昨
年
の
真
和
志
村
と
の

合
併
問
題
が
俎
上
に
の
ぼ
つ
た
時
以
来
の
こ

と
で
あ
り
、
更
に
さ
か
の
ぼ
つ
て
今
か
ら
十

年
も
前
の
市
長
当
間
重
剛
君
に
よ
つ
て
企
画

さ
れ
た
都
市
計
画

那
覇
市
を
中
核
と
す
る

二
市
二
村
合
併
問
題
が
挫
折
し
た
根
本
の
原

因
が
、
心
理
的
に
今
日
の
那
覇
市
当
局
及
び

市
議
会
の
態
度
と
殆
ど
変
る
と
こ
ろ
が
な
か

つ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
二
市
二
村
を
合
併
し

て
首
都
を
建
設
す
る
と
い
う
構
想
ま
で
は
よ

か
つ
た
が
、
こ
れ
を
実
現
す
る
に
当
つ
て
政

治
的
抱
容
力
に
欠
け
て
居
た
の
で
あ
る
。
歴

史
は
く
り
返
え
さ
な
い
に
し
て
も
、
過
去
に

類
似
性
を
見
出
す
こ
と
の
出
来
る
も
の
が
し

ば
し
ば
現
実
に
現
わ
れ
て
く
る
の
は
事
実
で

あ
り
、
那
覇
市
を
中
心
と
す
る
合
併
問
題
が

早
く
も
頓
挫
の
形
に
な
つ
て
居
る
の
も
そ
の

一
例
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

合
併
問
題
に
対
し
積
極
的
態
度
を
と
つ
て
居

る
首
里
市
、
真
和
志
村
、
小
禄
村
に
は
夫
々

理
由
が
あ
る
と
思
う
。
首
里
市
は
都
市
経
営

に
必
要
と
す
る
達
識
と
企
画
力
が
な
く
、
現

状
を
維
持
す
る
の
が
せ
い
一
杯
で
将
来
に
自

信
を
も
ち
得
な
い
と
い
つ
た
形
で
あ
り
、
合

併
に
よ
つ
て
何
と
か
生
き
る
道
を
発
見
し
よ

う
と
も
が
い
て
居
る
よ
う
な
状
態
で
あ
る
。

真
和
志
村
は
そ
の
増
大
す
る
人
口
と
都
市
的

形
態
へ
の
変
化
が
農
村
的
存
在
を
許
さ
ず
、

行
政
的
に
も
新
な
る
構
想
を
必
要
と
す
る
こ

と
が
、
那
覇
市
と
の
合
併
か
、
然
ら
ず
ん
ば

独
自
の
市
制
施
行
か
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な

い
実
状
に
お
か
れ
て
居
る
。
小
禄
村
も
軍
施

設
と
の
関
係
で
農
村
的
性
格
に
大
き
な
変
化

を
来
た
し
、
那
覇
市
と
の
合
併
を
有
利
と
感

じ
て
居
る
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

一
市
二
村
が
こ
の
よ
う
に
積
極
的
態
度
に
出

て
居
る
の
に
対
し
那
覇
市
は
合
併
よ
り
も
先

ず
都
市
計
画
の
方
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
考

え
方
の
よ
う
で
あ
る
。
那
覇
市
の
現
状
は
都

市
と
し
て
の
形
態
を
な
し
て
居
る
と
は
い
え

ず
、
村
落
的
都
市
に
過
ぎ
な
い
。
極
端
に
い

え
ば
数
万
の
人
間
が
寄
り
集
つ
て
思
い
思
い

に
住
み
つ
い
て
居
る
と
い
つ
た
恰
好
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
都
市
計
画
を
実
施
し
て
自

分
達
の
住
ん
で
居
る
と
こ
ろ
を
都
市
に
ふ
さ

わ
し
い
形
態
に
つ
く
り
あ
げ
て
行
こ
う
。
隣

接
市
村
と
の
合
併
は
そ
の
後
で
も
よ
い
と
い

う
の
で
あ
ろ
う
。
那
覇
市
の
立
場
と
し
て
は

｜
那
覇
市
に
関
す
る
限
り
に
於
て
は
こ
れ
は

決
し
て
間
違
つ
て
居
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

が
、
し
か
し
、
こ
れ
に
は
条
件
を
必
要
と
す

る
。
そ
れ
は
那
覇
市
は
最
初
か
ら
隣
接
市
村

と
の
合
併
を
希
望
し
て
居
な
か
つ
た
と
い
う

こ
と
、
合
併
問
題
は
隣
接
市
村
か
ら
無
理
矢

理
に
お
し
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
等

で
あ
る
。
即
ち
那
覇
市
は
合
併
を
希
望
し
な

か
つ
た
の
で
あ
る
が
、
無
理
に
お
し
つ
け
ら

れ
て
し
ぶ
し
ぶ
相
談
に
乗
つ
た
だ
け
に
過
ぎ

な
い
、
と
い
う
立
場
に
於
て
な
ら
現
在
那
覇

市
側
が
と
つ
て
居
る
態
度
は
是
認
さ
れ
る
。

が
、
事
実
は
果
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
去

る
四
月
の
市
長
選
挙
で
は
、
真
和
志
村
と
の

合
併
に
よ
る
首
都
建
設
が
市
民
に
公
約
さ
れ

て
居
た
は
ず
で
あ
る
し
、
市
会
も
全
員
一
致

で
当
選
候
補
を
支
持
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

此
の
公
約
に
は
当
然
共
同
の
責
任
を
も
つ
こ

と
は
言
を
ま
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
つ
て
隣

接
村
と
の
合
併
を
速
か
に
実
現
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
は
説
明
を
要
し
な
い
は
ず
で
あ
る
。

何
と
な
れ
ば
那
覇
市
民
は
馬
鹿
の
寄
り
集
り

で
な
い
限
り
、
二
、
三
年
先
で
な
け
れ
ば
実

行
し
な
い
よ
う
な
政
策
を
公
約
と
し
て
受
け

と
る
と
は
思
わ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

那
覇
市
側
は
都
計
の
目
鼻
が
つ
い
て
か
ら
合

併
す
る
と
い
う
て
居
る
が
、
都
計
費
と
し
て

復
金
か
ら
借
入
れ
る
七
千
万
円
を
市
の
計
画

通
り
使
う
。
そ
し
て
合
併
後
こ
れ
が
償
還
に

は
一
市
二
村
側
も
平
等
に
負
担
す
る
と
い
う

訳
で
あ
ろ
う
。
意
地
悪
く
言
う
な
ら
ば
借
金

の
使
い
道
は
自
分
達
だ
け
で
き
め
る
。
が
、

そ
の
返
済
は
君
達
も
割
勘
で
出
し
て
く
れ
、

と
な
る
か
ら
甚
だ
虫
の
い
い
話
で
あ
る
。

那
覇
市
側
に
二
市
二
村
を
合
併
し
て
首
都
を

建
設
し
よ
う
と
い
う
肚
が
ほ
ん
と
う
に
あ
る

な
ら
ば
二
市
二
村
に
ま
た
が
る
都
市
計
画
の

構
想
を
も
つ
て
積
極
的
に
他
の
一
市
二
村
に

呼
び
か
け
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
つ
て

始
め
て
首
都
建
設
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
得

る
の
で
あ
り
、
今
が
そ
の
絶
好
の
チ
ヤ
ン
ス

で
あ
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
現
在
の
市
域
内
の

都
計
以
外
は
考
慮
せ
ず
、
し
か
も
都
計
の
目

鼻
が
つ
い
た
後
で
な
け
れ
ば
合
併
に
は
応
じ

ら
れ
な
い
と
い
う
態
度
で
あ
る
か
ら
、
合
併

へ
の
誠
意
も
熱
意
も
な
い
と
見
ら
れ
て
も
致

方
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

市
村
の
合
併
は
甚
だ
む
つ
か
し
い
も
の
で
あ

る
。
市
が
隣
接
す
る
村
を
吸
収
併
合
す
る
の

で
も
紆
余
曲
折
は
免
ぬ
か
れ
な
い
。
い
わ
ん

や
、
対
等
の
立
場
に
於
て
合
併
し
よ
う
と
い

う
の
で
は
、
そ
の
む
つ
か
し
さ
は
け
だ
し
、
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思
な
か
ば
す
ぎ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
合
併
に

よ
つ
て
現
状
は
一
先
ず
清
算
さ
れ
る
の
で
大

き
な
変
化
を
来
た
す
。
権
力
の
地
位
に
居
た

も
の
で
脱
落
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
も
の
も
出

て
来
よ
う
。
従
つ
て
現
状
維
持
に
利
益
を
感

ず
る
も
の
が
変
化
を
好
ま
な
い
の
も
自
然
で

あ
ろ
う
。

こ
う
い
う
困
難
の
つ
き
ま
と
う
の
を
承
知
の

上
で
市
村
の
合
併
を
実
現
す
る
に
は
中
心
と

な
る
べ
き
も
の
に
全
体
を
包
容
し
推
進
し
得

る
政
治
力
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
が
、
現

在
の
那
覇
市
に
は
遺
憾
な
が
ら
中
核
と
な
つ

て
政
治
力
を
発
揮
し
得
る
よ
う
な
人
物
に
欠

け
て
居
る
し
、
更
に
合
併
に
対
し
て
は
消
極

的
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
そ
の
実
現
は

困
難
で
あ
る
と
思
う
。

暗
礁
に
乗
上
げ
た
首
都
建
設
／

真
和
志
村
近
く
那
覇
に
地
域

返
還
を
要
求

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
２
・
11
・
25

多
年
の
懸
案
で
あ
る
首
都
建
設
は
、
那
覇
市
、

真
和
志
村
、
首
里
市
、
小
禄
村
が
こ
の
八
月

に
二
市
二
村
合
併
研
究
委
員
会
を
つ
く
つ
て

以
来
、
明
る
い
見
透
し
が
つ
け
ら
れ
た
が
、

十
一
月
十
五
日
の
委
員
会
で
、
合
併
の
時
期

問
題
に
端
を
発
し
て
委
員
会
自
体
が
当
分
休

会
と
な
り
、
つ
ゞ
い
て
去
る
十
七
日
の
真
和

志
村
議
会
は
現
在
那
覇
市
に
編
入
さ
れ
て
い

る
旧
真
和
志
村
の
行
政
区
域

現
在
那
覇
市

民
の
八
割
が
居
住
し
て
い
る

を
五
三
年
一

月
一
日
を
も
つ
て
真
和
志
村
に
返
還
せ
よ
と

議
決
、
こ
れ
ら
一
連
の
動
き
は
首
都
建
設
を

暗
礁
に
乗
り
あ
げ
さ
せ
て
い
る
。
真
和
志
村

で
は
今
明
日
中
に
決
議
文
を
、
那
覇
市
に
提

出
、
同
時
に
政
府
に
も
善
処
方
の
要
望
を
行

う
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
政
府
並
び

に
那
覇
市
の
態
度
は
次
の
通
り
で
、
今
後
の

成
行
が
注
目
さ
れ
る
。

政
府
の
見
解
／
境
界
問
題
両
市
村
で
解

決
す
べ
し

政
府
当
局
の
見
解

現
行
法
即
ち
市
町
村
制

に
よ
る
と
、

市
町
村
の
境
界
変
更
問
題
で
”

争
論
”
が
起
つ
た
場
合
、
関
係
市
町
村
議
会

の
意
見
を
き
い
て
行
政
主
席
が
こ
れ
を
決
定

す
る

と
い
う
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
し
か

し
争
論
と
は
市
町
村
の
境
界
が
は
つ
き
り
し

て
い
な
い
場
合
に
起
つ
て
く
る
も
の
で
、
那

覇
市
と
真
和
志
村
の
場
合
は
志
喜
屋
知
事
の

沖
縄
民
政
府
時
代
に
民
政
府
告
示
で

地

域
は
”
当
分
の
間
”
那
覇
市
に
編
入
す
る

と
い
う
行
政
処
分
が
行
わ
れ
そ
の
境
界
は
は

つ
き
り
し
て
い
る
の
で
市
町
村
制
に
あ
る
”

争
論
”
は
成
立
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。
那
覇

市
は
逐
次
開
放
地
が
増
え
つ
つ
あ
る
の
に
対

し
真
和
志
村
は
立
退
き
が
増
え
行
政
地
区
が

へ
ら
さ
れ
つ
つ
あ
る
現
状
に
あ
り
、
問
題
は

こ
の
”
当
分
の
間
”
に
対
す
る
双
方
の
見
解

が
ど
う
な
る
か
で
あ
り
、
更
に
先
述
の
よ
う

に
争
論
で
は
な
く
行
政
主
席
の
決
定
を
必
要

と
し
な
い
わ
け
で
、
那
覇
市
、
真
和
志
村
自

体
で
解
決
す
べ
き
も
の
と
思
う
。
又
今
度
の

場
合
、
那
覇
市
に
編
入
さ
れ
て
い
る
真
和
志

村
の
地
域
に
居
住
す
る
人
の
意
志
が
ど
う
い

う
も
の
か
も
問
題
と
な
ろ
う
。

那
覇
市
側
、
議
会
で
態
度
決
定

那
覇
市
嵩
原
助
役
談

こ
の
問
題
に
つ
い
て

私
か
ら
先
ば
し
つ
て
い
ろ
い
ろ
見
解
を
の
べ

た
く
な
い
。
真
和
志
村
か
ら
返
還
要
求
の
決

議
文
が
く
れ
ば
、
議
会
を
招
集
し
て
市
の
態

度
を
決
定
す
る
。
今
の
と
こ
ろ
そ
れ
以
上
の

こ
と
を
云
い
た
く
な
い
。

那
覇
市
翁
長
企
画
部
長
談

合
併
の
時
期
の

問
題
で
、
事
が
こ
じ
れ
た
と
思
う
。
上
京
中

の
市
長
が
帰
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
点
は
再
考

の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
合
併
に

対
す
る
望
み
は
ま
だ
ま
だ
失
わ
れ
な
い
。

大
絃
小
絃
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那
覇
市
側
の
合
併
時
期
遅
延
策
に
利
用
さ
れ

て
何
ん
ら
の
意
味
も
な
い
と
い
つ
た
見
方
も

生
じ
て
、
遂
に
那
覇
、
首
里
、
真
和
志
、
小

禄
の
二
市
二
村
合
併
研
究
委
員
会
も
無
期
休

会
の
状
態
に
な
り
”
首
都
建
設
”
の
前
途
を

暗
く
し
て
い
る
の
に
、
今
度
は
真
和
志
と
小

禄
か
ら
戦
前
の

行
政
地
域
返
還

を
那
覇

市
に
迫
る
と
い
う
事
態
に
な
つ
て
了
つ
た
▼

両
村
の
言
分
は
、
那
覇
は
次
々
と
旧
市
内
の

開
放
も
見
て
お
り
、
自
分
達
は
軍
用
地
に
と

ら
れ
る
一
方
で
あ
る
。
合
併
が
早
急
に
出
来

な
い
な
ら
自
ら
を
守
る
以
外
に
な
い
、
と
言

う
に
あ
る
。
こ
れ
は
一
応
の
こ
と
わ
り
で
、

政
府
と
し
て
も
市
町
村
制
に
よ
る
境
界
変
更

と
は
別
の
問
題
と
見
て
お
り
、
双
方
で
解
決

す
べ
き
も
の
と
の
見
解
で
あ
る
▼
一
市
二
村

が
出
来
る
だ
け
早
く
合
併
し
よ
う
と
い
う
の

に
何
故
那
覇
市
が
渋
つ
て
い
る
か
、
そ
の
理

由
は
、
復
金
融
資
七
千
万
円
の
都
計
事
業
完

成
後
と
い
う
だ
け
で
、
す
つ
き
り
し
た
理
由

が
明
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
既
に
計

画
さ
れ
て
い
る
都
計
事
業
は
、
そ
の
儘
押
し

進
め
て
よ
い
と
の
意
嚮
を
他
の
一
市
二
村
が

示
し
て
い
る
の
だ
か
ら
時
期
尚
早
の
理
由
と

し
て
は
薄
弱
で
あ
る
▼
こ
の
際
、
那
覇
市
は

早
期
合
併
を
好
ま
ぬ
事
由
を
明
か
に
す
べ
き

で
あ
り
、
ま
た
合
併
を
期
待
し
て
い
る
市
民

は
、
当
局
者
の
と
つ
て
い
る
態
度
に
つ
い
て

進
ん
で
説
明
を
求
む
べ
き
で
、
そ
う
す
る
こ

と
に
よ
つ
て
、
地
域
返
還
の
問
題
も
、
合
併

問
題
も
解
決
さ
れ
る
の
で
あ
る
▼
東
宝
映
画

の
”
生
き
る
”
は
市
役
所
の
一
課
長
が
死
期

の
迫
つ
た
宣
言
を
受
け
て
、
は
じ
め
て

為

さ
ざ
れ
ば
無
事

の
三
十
年
の
公
吏
生
活
を

省
み
、
翻
然
仕
事
に
生
き
る
姿
を
描
い
て
い

る
が
、
戦
前
か
ら
の
懸
案
で
あ
る
二
市
二
村
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合
併
問
題
に
、
関
係
当
事
者
が
、
こ
の
主
人

公
の
真
剣
さ
を
体
し
て
当
つ
て
貰
い
た
い
こ

と
を
希
望
す
る
▼
那
覇
市
翁
長
企
画
部
長

は
、
合
併
時
期
に
つ
い
て
再
考
の
余
地
が
あ

ろ
う
と
語
つ
て
い
る
。
こ
れ
以
上
こ
じ
ら
か

す
こ
と
の
な
い
よ
う
是
非

再
考

が
あ
り

た
い
。

か
け
引
す
て
て
合
併
を
／
那
覇

・
真
和
志
の
土
地
争
い
に
住

民
の
声

沖
タ
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夕
　
１
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５
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・
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真
和
志
村
は
旧
真
和
志
村
行
政
地
区
を
返
せ

と
村
議
会
で
決
議
、
那
覇
市
当
局
に
要
求
す

る
と
と
も
に
、
政
府
当
局
に
対
し
て
も
そ
の

善
処
方
を
要
望
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
政

府
当
局
で
は

市
町
村
制
に
謳
つ
て
あ
る
境

界
の
争
い
で
は
な
い
、
従
つ
て
主
席
が
決
定

す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
那
覇
と
真
和
志
自

体
が
解
決
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
ま

た
今
度
の
場
合
那
覇
市
に
編
入
さ
れ
て
い
る

旧
真
和
志
村
の
地
域
に
居
住
す
る
人
の
意
志

が
ど
う
い
う
も
の
か
も
問
題
と
な
ろ
う

と

見
解
を
の
べ
て
い
る
が
次
に
こ
れ
ら
住
民
の

意
向
を
き
い
て
み
た
。

居
住
者
側

当
間
山
形
屋
社
長

ど
ち
ら
の
行
政
区
に
入

り
た
い
か
と
言
え
ば
そ
れ
は
勿
論
那
覇
市

だ
。
そ
の
方
が
対
外
的
に
も
分
り
易
い
。
始

め
か
ら
真
和
志
村
だ
つ
た
な
ら
そ
れ
で
良
い

が
那
覇
市
と
し
て
い
ま
ま
で
や
つ
て
き
て
い

る
か
ら
現
状
の
ま
ま
が
こ
ち
ら
に
は
良
い
。

合
併
す
れ
ば
こ
ん
な
問
題
は
な
く
な
る

二
区
当
間
商
店
当
間
嗣
祥
氏

こ
の
問
題
が

現
状
の
ま
ゝ
と
い
う
こ
と
で
解
決
さ
れ
る
こ

と
を
望
ん
で
い
る
。
合
併
に
は
賛
成
だ
。

神
里
原
通
り
会
長
平
良
真
次
郎
氏

大
那
覇

市
と
い
う
考
え
方
か
ら
こ
ん
な
問
題
は
考
え

ら
れ
な
い
。
昔
は
ど
う
あ
ろ
う
と
い
ま
さ
ら

と
る
と
い
う
こ
と
自
体
が
お
か
し
い
。
か
け

ひ
き
を
捨
て
て
大
乗
的
な
見
地
か
ら
合
併
に

も
つ
て
行
く
べ
き
だ
。
合
併
問
題
と
云
い
、

今
度
の
問
題
と
云
い
表
面
に
立
つ
て
い
る

人
々
が
小
細
工
を
使
つ
て
強
い
て
問
題
を
も

つ
れ
さ
せ
て
い
る
感
じ
が
し
て
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
中
間
地
帯
が
困
つ
て
い
る
。
住
民

は
殆
ど
大
那
覇
市
の
建
設
を
早
急
に
や
る
こ

と
を
望
ん
で
い
る
と
思
う
。
那
覇
市
は
都
計

と
い
う
こ
と
で
合
併
を
し
ぶ
つ
て
い
る
よ
う

に
み
う
け
ら
れ
る
が
こ
れ
も
考
え
直
し
、
真

和
志
村
も
今
度
の
問
題
は
考
え
直
す
べ
き
で

あ
る
。
私
は
合
併
に
つ
い
て
は
首
里
や
小
禄

は
第
二
次
で
あ
り
、
現
那
覇
市
と
真
和
志
村

か
ら
直
ぐ
に
や
る
べ
き
だ
と
思
う
。
満
州
や

支
那
に
は
新
市
街
と
い
う
の
と
旧
市
街
と
い

う
の
が
あ
る
が
こ
ゝ
も
そ
の
通
り
だ
。
旧
那

覇
市
街
が
つ
ま
り
新
市
街
と
な
る
訳
だ
が
都

計
と
い
つ
て
も
現
那
覇
市
が
移
動
す
る
わ
け

で
は
な
く
開
放
地
に
発
展
す
る
と
い
う
の
が

現
実
で
あ
る
か
ら
現
在
の
那
覇
市
と
真
和
志

は
直
に
合
併
し
、
新
市
街
の
都
計
は
そ
れ
か

ら
や
る
べ
き
だ
と
思
う
。

地
主
側

真
和
志
村
二
中
前
区
我
喜
屋
良
昌
氏

お
互

い
の
間
で
話
合
い
が
出
て
い
る
が
合
併
が
で

き
な
い
な
ら
帰
し
て
貰
い
た
い
と
思
つ
て
い

る
。
自
分
の
土
地
で
あ
り
な
が
ら
那
覇
市
と

は
相
談
事
な
ど
や
り
に
く
い
。

同
村
二
中
前
区
長
屋
慶
名
政
永
氏

か
え
し

て
貰
い
た
い
、
理
由
は
合
併
が
促
進
で
き
な

い
こ
と
だ
。
那
覇
市
は
人
の
土
地
に
入
つ
て

お
り
な
が
ら
勝
手
な
こ
と
ば
か
り
の
べ
て
い

る
。
そ
れ
に
対
し
て
土
地
を
も
ち
な
が
ら
帰

れ
な
い
吾
々
は
む
く
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ

は
こ
こ
に
宿
借
り
し
て
土
地
代
を
せ
め
ら
れ

な
が
ら
い
ま
ま
で
我
慢
し
て
い
る
が
、
こ
こ

の
住
民
の
意
向
は
那
覇
が
合
併
を
し
ぶ
る
な

ら
強
硬
に
土
地
の
返
還
を
要
求
す
べ
き
だ
と

い
う
こ
と
だ
。
い
ず
れ
に
せ
よ
は
つ
き
り
解

決
し
て
貰
い
た
い
。

き
の
う
那
覇
へ
要
求
書
／
”
失

地
回
復
”
叫
ぶ
真
和
志
村
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二
十
七
日
、
宮
里
真
和
志
村
長
、
新
垣
同
議

長
は
又
吉
那
覇
市
長
宛
現
在
那
覇
市
に
含
ま

れ
て
い
る
楚
辺
、
松
尾
、
神
里
原
な
ど
、
も

と
同
村
区
域
を
来
年
一
月
一
日
を
期
し
て
真

和
志
村
の
行
政
を
施
行
し
た
い
の
で
返
還
し

て
貰
い
た
い
と
い
う
文
書
と
と
も
に
、
同
問

題
に
関
す
る
同
村
議
会
の
決
議
文
を
送
つ
て

き
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
人
口
約
三
万
五
千

人
を
よ
う
し
面
積
か
ら
い
つ
て
も
那
覇
市
の

大
半
に
当
る
上
、
又
吉
那
覇
市
長
、
大
湾
同

収
入
役
、
嘉
手
納
同
総
務
部
長
、
真
栄
田
議

長
始
め
、
辺
野
喜
、
備
瀬
、
上
原
、
新
垣
、

阿
波
根
の
各
議
員
な
ど
現
那
覇
市
当
局
、
議

会
の
有
力
者
が
居
住
し
て
い
る
の
で
、
問
題

の
な
り
行
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

宮
里
村
長
並
び
に
新
垣
議
長
の
又
吉
那
覇

市
長
に
対
す
る
文
書
は
次
の
通
り
。

真
和
志
村
字
松
尾
、
二
中
前
、
樋
川
、
壺
川

の
全
部
並
に
字
与
儀
、
古
波
蔵
、
寄
宮
の
一

部
は
現
在
那
覇
市
の
行
政
下
に
包
含
さ
れ
て

い
る
形
に
な
つ
て
い
ま
す
が
、
元
来
該
地
域

は
、
○
終
戦
後
土
地
未
開
放
の
た
め
住
民
居
住
地

の
確
保
に
困
却
し
て
い
た
那
覇
市
の
窮
状
に

鑑
み
、
時
の
那
覇
市
長
東
恩
納
寛
仁
と
真
和

志
村
長
金
城
和
信
と
の
紳
士
協
定
に
よ
り
住

民
居
留
地
と
し
て
那
覇
市
に
貸
与
し
た
部
分

と
○
軍
命
に
よ
つ
て
港
湾
作
業
隊
の
宿
舎
地

域
が
設
定
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
後
に
港
村
に
変

じ
た
部
分
と
で
あ
り
ま
し
て
も
と
よ
り
占
領

行
政
と
い
う
特
殊
条
件
下
に
お
い
て
発
生
し

た
暫
定
措
置
に
外
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
証
拠
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に
は
港
村
の
設
置
の
場
合
並
に
前
記
那
覇
市

民
居
留
地
の
境
界
設
定
の
場
合
の
告
示
に
は

何
れ
も
当
分
の
間
と
い
う
一
時
的
の
意
味
が

明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
更
に
該
区
域
の
土
地

に
関
す
る
一
切
の
事
務
は
本
村
に
お
い
て
取

扱
い
土
地
所
有
権
証
明
書
は
も
と
よ
り
土
地

の
登
記
書
類
は
厳
と
し
て
真
和
志
村
の
地
番

名
に
よ
つ
て
表
示
せ
ら
れ
行
政
の
一
部
が
依

然
と
し
て
本
村
に
保
有
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
実
証
し
て
い
ま
す
。

一
時
軍
の
使
用
に
供
し
た
土
地
は
又
当
分
の

期
間
貸
与
し
た
土
地
は
制
度
の
確
立
、
社
会

の
安
定
に
伴
い
当
然
旧
態
に
復
す
べ
き
が
道

義
的
に
も
法
規
的
に
も
正
し
い
と
思
料
せ
ら

れ
ま
す
、
那
覇
市
は
目
下
旧
市
内
の
土
地
が

全
面
的
に
開
放
さ
れ
る
と
い
う
好
運
に
恵
れ

て
い
ま
す
、
そ
れ
に
ひ
き
か
え
真
和
志
村
は

広
大
な
る
面
積
の
土
地
が
軍
用
に
割
か
れ
る

状
態
で
あ
り
、
終
戦
直
後
の
両
市
村
の
状
況

と
は
正
に
逆
で
あ
る
。

な
お
本
村
で
は
村
勢
の
現
状
に
鑑
み
近
く
公

布
さ
れ
ん
と
し
て
い
る
市
町
村
新
自
治
法
の

規
定
に
則
つ
て
市
制
施
行
の
意
図
も
あ
り
ま

す
の
で
こ
の
機
会
に
旧
真
和
志
村
区
域
を
全

面
的
に
接
収
し
て
本
来
の
姿
に
復
す
べ
き
こ

と
が
強
く
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。
右
要
請
に

応
え
去
る
十
一
月
十
七
日
真
和
志
村
議
会
は

次
の
通
り
議
決
を
な
し
、
本
問
題
解
決
に
対

す
る
堅
い
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。
真
和
志

村
民
の
已
み
が
た
き
宿
望
と
真
和
志
村
議
会

の
不
抜
の
意
志
が
速
か
に
達
成
せ
ら
る
ゝ
よ

う
特
別
の
御
高
配
を
願
い
ま
す
。

追
つ
て
諸
準
備
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で
何

分
の
御
回
答
至
急
に
願
い
ま
す
。

議
会
の
決
議
文

真
和
志
村
議
会
の
決
議
文
は
次
の
通
り

戦
後
暫
定
措
置
と
し
て
那
覇
市
民
居
住
地
域

に
指
定
さ
れ
た
次
の
地
域
に
対
し
一
九
五
三

年
一
月
一
日
以
降
一
切
の
真
和
志
村
行
政
を

施
行
せ
ん
と
す
る
に
つ
き
そ
の
返
還
を
要
求

す
。
一
、
真
和
志
村
楚
辺
、
字
二
中
前
、
字
松
尾
、

字
樋
川
、
字
壺
川
、
字
与
儀
前
原
一
部
、
船

増
原
一
部
、
西
原
の
一
部
、
字
古
波
蔵
行
田

谷
原
の
一
部
、
長
作
原
の
一
部
、
字
寄
宮
宮

城
原
の
一
部
、

右
決
議
す
。

真
栄
田
那
覇
市
会
議
長
談

立
法
院
で
市
町
村
自
治
法
案
審
議
の
と
き
”

従
来
の
区
域
”
は
”
現
在
の
区
域
”
と
解
釈

さ
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
の
区
域
に
対
す
る
考
え

も
同
様
で
あ
る
。
合
併
を
前
に
し
て
土
地
の

返
還
な
ど
と
い
や
が
ら
せ
に
と
ら
れ
る
が
、

ま
あ
ワ
イ
ワ
イ
騒
い
で
い
る
う
ち
に
合
併
が

や
つ
て
く
る
よ
。
二
十
九
日
十
時
か
ら
泊
港

の
問
題
に
つ
い
て
当
局
と
市
の
全
体
協
議
会

が
あ
る
、
そ
の
時
に
こ
の
問
題
を
話
合
う
だ

ろ
う
。

翁
長
那
覇
市
企
画
部
長
談
―
真
和
志
村
の
要

求
は
す
な
お
に
受
け
る
。
合
併
問
題
を
こ
じ

ら
さ
な
い
よ
う
に
事
を
運
び
た
い
。
市
会
に

よ
つ
て
検
討
さ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
う
ち

上
京
中
の
市
長
も
帰
る
の
で
那
覇
市
の
態
度

も
き
ま
ろ
う
。
市
長
に
は
既
に
報
告
し
て
あ

る
が
二
十
八
日
再
び
報
告
す
る
。

｜
社
　
説
｜

首
都
建
設
の
前
途
は
多
難
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真
和
志
村
が
失
地
回
復
を
叫
ん
で
又
吉
那
覇

市
長
に
対
し
同
村
に
属
す
る
旧
区
域
を
返
還

し
て
貰
い
た
い
と
の
要
求
書
を
送
つ
た
と
言

う
。
こ
の
勝
負
、
な
か
な
か
の
み
も
の
で
あ

る
が
、
そ
の
法
的
是
非
は
別
と
し
て
、
感
情

的
に
は
真
和
志
村
頑
張
れ
、
と
の
野
次
が
お

お
く
の
見
物
衆
か
ら
飛
ぶ
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
都
市
合
併
研
究
委
員
会
が
結
成
さ
れ
た

当
初
は
、
首
都
建
設
へ
の
一
歩
前
進
が
期
待

さ
れ
、
そ
の
成
行
に
対
し
わ
れ
わ
れ
は
多
大

の
関
心
を
む
け
も
し
た
が
、
忽
ち
に
し
て
暗

礁
に
乗
り
上
げ
、
委
員
会
解
散
を
叫
ぶ
強
硬

派
も
い
た
が
、
ま
あ
ま
あ
と
な
だ
め
る
穏
健

派
の
仲
裁
で
、
辛
う
じ
て
解
散
を
く
い
と
め

た
。
そ
う
し
た
経
緯
の
あ
る
委
員
会
が
有
名

無
実
に
ひ
と
し
い
こ
と
は
、
真
和
志
村
の
失

地
回
復
問
題
が
い
み
じ
く
も
証
左
す
る
。
前

後
三
、
四
回
に
わ
た
つ
て
開
か
れ
た
合
併
委

員
会
の
経
緯
か
ら
、
総
括
し
て
感
ぜ
ら
れ
た

こ
と
は
、
真
和
志
、
首
里
、
小
禄
の
一
市
二

村
の
白
紙
的
な
合
併
意
志
と
、
そ
の
熱
願
が

容
易
に
首
肯
さ
れ
た
が
、
肝
心
の
那
覇
市
側

が
、
何
と
な
く
す
つ
き
り
し
な
い
。
端
的
に

言
う
と
、
遠
い
将
来
な
ら
と
も
か
く
、
可
及

的
速
か
な
早
期
合
併
の
意
志
が
全
く
な
い
か

に
思
わ
れ
た
し
、
さ
ら
に
悪
く
言
え
ば
策
略

的
な
思
わ
せ
振
り
が
、
第
三
者
に
対
し
て
不

快
感
を
与
え
た
、
と
の
巷
間
の
不
評
も
、
当

ら
な
い
で
も
な
い
。
復
金
か
ら
借
り
る
都
計

費
を
使
い
尽
く
す
迄
待
つ
て
呉
れ
、
現
議
員

の
任
期
が
切
れ
る
迄
待
つ
て
呉
れ
、
で
は
虫

が
よ
す
ぎ
る
。
那
覇
市
の
わ
が
ま
ま
が
と
お

れ
ば
、
合
併
し
た
途
端
に
那
覇
市
の
借
財
を

せ
お
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

戦
前
は

沖
縄
市
建
設

と
呼
称
さ
れ
て
、

波
瀾
曲
折
の
都
市
合
併
問
題
を
未
解
決
の
ま

ま
放
た
ら
か
し
、
戦
後
は
、
那
覇
、
真
和
志

の
合
併
問
題
か
ら
飛
躍
し
て
、
二
市
二
村
の

合
併
が
提
唱
さ
れ
、
そ
の
概
念
は
首
都
建
設

に
つ
な
が
つ
て
い
る
。
し
か
も
注
目
す
べ
き

こ
と
は
、
関
係
市
村
の
住
民
は
、
戦
前
戦
後

を
通
じ
、
終
始
一
貫
し
て
合
併
を
希
望
し
て

い
る
が
、
市
村
の
首
脳
者
並
に
議
員
が
、
こ

れ
ま
た
終
始
一
貫
し
て
合
併
を
遅
ら
せ
、
邪

魔
し
た
事
実
は
否
め
ま
い
。
だ
と
す
れ
ば
、

政
治
家
の
利
害
が
、
住
民
の
希
望
を
無
視
し

て
、
宿
願
の
大
都
市
建
設
を
阻
ん
で
い
る
と
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言
わ
れ
て
も
抗
弁
の
余
地
は
あ
る
ま
い
。
政

治
家
が
、そ
ん
な
で
あ
つ
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。

政
治
家
特
有
の
公
僕
性
の
喪
失
が
、
都
市
合

併
問
題
に
い
か
ん
な
く
露
呈
さ
れ
た
と
言
え

よ
う
。
よ
つ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
都
市
合
併
問

題
を
、政
治
家
の
か
け
ひ
き
に
も
ち
い
ら
れ
、

私
利
さ
れ
る
こ
と
を
鋭
く
監
視
し
な
く
て
は

な
ら
ぬ
。
そ
れ
に
し
て
も
、
政
治
に
た
ず
さ

わ
る
公
共
団
体
の
首
長
、
並
に
議
員
等
が
、

政
治
の
倫
理
を
わ
き
ま
え
、
政
治
家
の
公
僕

性
を
自
覚
し
て
、地
域
住
民
の
意
志
に
従
う
、

新
た
な
る
改
心
と
自
戒
を
望
み
た
い
。
地
域

住
民
に
し
て
も
、
彼
等
の
独
善
に
反
発
す
る

政
治
力
の
結
集
を
意
図
し
、
積
極
的
に
自
ら

の
意
志
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る
努
力
が
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

と
ま
れ
、
首
都
建
設
へ
の
関
心
は
、
関
係
市

村
の
み
に
と
ど
ま
ら
ぬ
全
琉
的
な
も
の
で
あ

り
、
那
覇
市
の
私
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

せ
つ
か
く
都
市
合
併
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、

解
決
の
曙
光
を
見
出
し
な
が
ら
、
那
覇
市
の

一
方
的
な
回
避
に
た
た
ら
れ
て
、
沙
汰
止
み

に
な
つ
た
の
で
は
、
全
琉
住
民
の
期
待
に
反

く
こ
と
に
も
な
る
。
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ

ろ
、
い
ま
が
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
那

覇
市
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
懸
案
の
都
市
計

画
を
先
ず
お
え
て
か
ら
、
と
の
執
着
が
あ
る

か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
際
、
首
都
建
設
と

い
う
大
乗
的
な
立
場
か
ら
、
小
局
部
の
都
計

を
一
応
ご
破
算
に
し
て
、
早
期
に
合
併
を
実

現
し
、
改
め
て
関
係
市
村
住
民
と
、
全
琉
住

民
の
待
望
に
こ
た
え
る
理
想
的
な
首
都
建
設

を
構
想
し
、
こ
れ
を
現
実
に
即
し
て
、
可
能

な
も
の
か
ら
、
実
施
す
る
着
眼
が
あ
つ
て
然

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
政
府
の
無
関

心
に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
不
満
を
表
明
す

る
。
政
党
に
し
て
も
、
関
心
が
あ
る
と
は
思

わ
れ
な
い
。
い
や
し
く
も
首
都
建
設
と
名
称

さ
れ
る
か
ら
に
は
、
首
都
法
や
都
計
法
の
立

法
は
当
然
で
あ
り
、
直
面
せ
る
重
要
問
題
の

一
つ
と
し
て
、
こ
れ
に
対
処
す
る
政
策
が
も

た
れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
殊
に
政
府
並
に
そ

の
与
党
た
る
民
主
党
は
、
首
都
問
題
の
推
進

者
を
以
て
自
ら
任
ず
べ
き
で
あ
り
、
当
事
者

ま
か
せ
の
拱
手
傍
観
は
、
明
か
に
政
治
の
怠

慢
と
言
え
よ
う
。
合
併
問
題
へ
の
政
府
並
に

政
党
の
介
入
を
望
ん
で
や
ま
な
い
。
そ
う
で

も
せ
ぬ
と
、
真
和
志
村
の
失
地
回
復
と
絡
ん

で
、
首
都
建
設
の
前
途
は
、
暗
た
ん
た
る
憂

色
に
閉
ざ
さ
れ
、
活
路
を
永
久
に
失
う
恐
れ

な
し
と
し
な
い
。

真
栄
田
那
覇
市
会
議
長
は

合
併
を
前
に
し

て
、
土
地
の
返
還
な
ど
と
い
や
が
ら
せ
を
言

う
が
、
ワ
イ
ワ
イ
騒
い
で
い
る
う
ち
に
合
併

が
や
つ
て
く
る

と
語
つ
た
と
言
う
。
そ
う

い
う
こ
と
に
で
も
な
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
憂

惧
も
取
越
し
苦
労
で
あ
ろ
う
。
是
非
そ
う
あ

つ
て
欲
し
い
。
が
し
か
し
従
来
の
経
緯
か
ら

し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
那
覇
市
側
に
対
し
、
手

放
し
の
楽
観
は
出
来
ぬ
。
む
し
ろ
市
町
村
議

員
の
定
員
増
加
に
伴
う
明
春
の
補
充
選
挙
に

際
し
、
首
都
建
設
に
熱
意
あ
る
新
議
員
を
登

場
さ
せ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
合
併
問
題
の
再

出
発
の
契
機
と
な
る
か
も
知
れ
ぬ
、
と
の
期

待
を
抱
く
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
政
府
の
積

極
的
な
協
力
を
望
ん
で
、
那
覇
対
真
和
志
の

コ
ジ
レ
を
な
お
し
、
和
気
あ
い
あ
い
裡
に
首

都
建
設
へ
の
前
進
コ
ー
ス
が
ひ
ら
か
れ
た

ら
、
望
み
な
き
に
非
ず
と
言
え
よ
う
。

合
併
問
題
を
め
ぐ
り
／
那
覇
市

政
研
究
会
が
両
市
村
当
局
の

意
向
た
ゞ
す

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
２
・
12
・
２

那
覇
市
々
政
研
究
会
で
は
宮
城
無
々
、
宜
保

為
か
い
、
仲
本
斉
政
、
大
城
佑
章
、
三
島
英

稔
、
真
玉
橋
景
洋
、
安
里
松
蔵
の
七
委
員
を

あ
げ
問
題
と
な
つ
て
い
る
全
琉
の
首
都
建
設

二
市
二
村
の
合
併

に
つ
い
て
、
那
覇
市

と
真
和
志
村
が
そ
の
鍵
を
握
つ
て
い
る
と
み

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
れ
に
つ
い
て
の
質

問
事
項
を
作
成
両
市
村
の
回
答
を
求
め
、
そ

の
結
果
を
次
の
様
に
発
表
し
た
。

真
和
志
村

回
答
は
宮
里
村
長

問

村
の
要
求
し
た
条
件
を
那
覇
市
が
う
け

入
れ
る
な
ら
ば
沖
縄
首
都
建
設
に
邁
進
す
る

か
。

答

合
併
問
題
を
す
る
に
し
ろ
、
し
な
い
に

し
ろ
、
市
へ
の
昇
格
運
動
は
や
り
つ
つ
合
併

は
何
時
で
も
や
る
積
り
だ
、
所
が
最
近
は
脈

が
な
い
と
み
た
も
の
だ
か
ら
地
域
の
返
還
を

要
求
し
て
い
る
、
合
併
問
題
は
硬
化
し
て
ち

よ
つ
と
む
つ
か
し
く
な
つ
た
と
思
う
。

問

あ
な
た
の
要
求
通
り
七
月
の
合
併
期
を

那
覇
が
諒
と
し
た
と
き
は
協
力
し
て
貰
う

か
。
答

こ
れ
は
あ
な
た
方
研
究
会
の
活
動
に
よ

つ
て
那
覇
市
が
動
き
を
み
せ
て
か
ら
の
話

だ
。
全
琉
の
首
都
建
設
に
邁
進
す
る
考
え
に
つ
い

て
は
以
前
は
そ
う
で
あ
つ
た
が
現
在
は

言
葉
を
濁
し
た
が
そ
の
責
任
は
ど
こ
に
あ

る
か
と
い
う
表
情

お
互
白
紙
の
立
場
で
あ

れ
ば
い
つ
で
も
や
る

那
覇
市

回
答
は
嵩
原
助
役

問

都
計
と
合
併
は
ど
こ
に
重
点
を
お
く

か
。
答

合
併
は
他
市
村
か
ら
の
提
唱
で
研
究
会

を
結
成
、
そ
の
後
真
和
志
村
代
表
か
ら
来
年

七
月
に
や
り
た
い
と
の
提
案
が
あ
つ
た
が
こ

れ
に
は
異
論
が
あ
つ
て
各
市
村
議
会
に
図
る

こ
と
に
な
つ
た
。
と
こ
ろ
が
市
と
し
て
は
七

月
と
き
め
る
こ
と
は
悪
い
、
理
由
は
都
計
が

あ
る
か
ら
だ
。
ま
ず
第
一
に
都
計
で
、
合
併

は
都
計
に
着
手
し
て
か
ら
で
も
良
い
で
は
な

い
か
。

一
六
八

一
九
五
二
年

昭
和
二
十
七
年

十
一
｜
十
二
月



問

世
論
は
い
ま
が
好
期
だ
と
い
う
こ
と
に

な
つ
て
お
り
、
真
和
志
か
ら
の
地
域
の
返
還

要
求
は
市
民
の
頭
痛
の
種
だ
。
那
覇
は
那
覇

で
都
計
、
真
和
志
は
ま
た
市
へ
の
昇
格
と
な

る
と
ト
ラ
ブ
ル
が
お
き
て
合
併
は
不
可
能
と

な
る
の
で
は
な
い
か
。

答

市
町
村
制
に
よ
つ
て
両
市
村
の
利
害
が

一
致
し
た
場
合
は
可
能
で
あ
る
。

問

そ
れ
は
言
葉
の
ア
ヤ
だ
と
思
う
が
信
念

は
。
答

市
長
が
不
在
の
た
め
回
答
で
き
な
い
。

問

市
長
は
市
民
に
合
併
を
口
約
し
た
。
と

こ
ろ
が
八
カ
月
以
上
も
経
つ
て
い
る
の
に
一

口
も
進
ん
で
こ
れ
に
触
れ
て
い
な
い
が
。

答

不
在
で
心
境
は
分
ら
な
い
、
多
分
合
併

は
す
る
で
あ
ろ
う
。

問

市
長
は
あ
な
た
に
合
併
に
つ
い
て
相
談

が
あ
つ
た
か
、
ま
た
あ
な
た
か
ら
進
言
し
た

こ
と
が
あ
る
か
。

答

そ
う
い
う
こ
と
は
一
度
も
な
い

つ
ま

り
市
長
は
合
併
問
題
に
は
い
ま
ま
で
全
然
ふ

れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
と
研
究
委
員
は

の
べ
て
い
る

問

公
聴
会
を
開
き
た
い
と
思
う
が
そ
の
と

き
は
出
席
す
る
か
？

答

真
和
志

前
に
や
つ
て
那
覇
市
は
出

席
し
な
か
つ
た

代
理
が
出
席

那
覇
市
長

が
出
る
な
ら
い
つ
で
も
出
る
。

答

那
覇

市
長
が
く
る
ま
で
会
を
待
つ

て
く
れ
。

近
く
公
聴
会
や
市
民
大
会

こ
れ
に
対
し
同
市
政
研
究
会
で
は
市
長
の
帰

島
を
待
つ
て
公
聴
会
を
開
催
。
そ
れ
か
ら
市

民
大
会
に
ま
で
発
展
さ
せ
市
民
大
会
で
市
民

の
決
議
を
行
い
合
併
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
に

な
つ
た
。
な
お
方
法
と
し
て
は
公
聴
会
後
、

署
名
運
動
も
展
開
、
世
論
に
訴
え
る
方
針
を

と
つ
て
い
る
。

た
ゞ
は
立
退
け
ぬ
／
銘
苅
区
代

表
強
硬
に
要
請

琉
新
　
１
９
５
２
・
12
・
３

真
和
志
村
銘
苅
区
の
立
退
問
題
に
つ
い
て
比

嘉
主
席
は
一
日
副
主
席
と
共
に
ル
イ
ス
民
政

官
と
会
見
、
軍
の
善
処
方
を
要
望
し
た
。
一

方
銘
苅
区
民
代
表
、
真
栄
城
守
行
、
仲
本
為

美
氏
は
一
日
主
席
を
訪
問
、
提
出
し
た
陳
情

に
対
す
る
軍
の
回
答
や
先
月
中
旬
両
氏
が
ル

イ
ス
准
将
と
会
見
の
際
の
話
に
も
拘
ら
ず
立

退
の
法
的
根
拠
が
明
示
さ
れ
て
な
い
し
強
硬

す
れ
ば
大
き
な
社
会
問
題
を
起
す
恐
れ
が
あ

り
、
地
主
の
生
活
不
安
を
除
く
や
り
方
で
住

民
を
な
つ
と
く
さ
せ
て
か
ら
工
事
に
着
手
し

て
も
ら
う
よ
う
軍
と
の
折
衝
を
再
要
請
し
た

ル
准
将
が
考
慮
約
す
／
主
席
も
極
力
軍
　

に
折
衝

比
嘉
主
席
談

銘
苅
区
の
立
退
問
題
に
つ
い

て
は
数
回
に
わ
た
り
折
衝
を
し
て
来
た
が
一

日
更
に
副
主
席
同
伴
、
ル
イ
ス
准
将
と
会
見

し
軍
と
し
て
計
画
の
変
更
が
で
き
な
い
と
す

れ
ば
▽
土
地
の
適
正
賃
借
料
の
設
定
と
契
約

▽
家
屋
移
築
の
実
費
支
払
▽
移
動
に
よ
る
失

業
者
の
生
活
保
障
▽
農
作
物
に
対
す
る
賠
償

▽
隣
接
地
に
適
当
な
代
地
の
斡
旋
等
を
強
く

要
望
し
た
。
こ
れ
に
対
し
ル
イ
ス
准
将
か
ら

能
う
限
り
考
慮
す
る
旨
の
話
が
あ
つ
た

生
活
不
安
が
問
題
／
正
当
防
衛
権
行
使
　

も
用
意

真
栄
城
、
仲
本
氏
談

銘
苅
区
で
は
真
栄
城

弁
護
士
を
代
理
人
と
し
て
住
宅
、
墓
、
農
作

物
そ
の
他
所
有
地
内
の
一
木
で
も
損
害
を
被

つ
た
ら
賠
償
請
求
を
す
る
、
情
勢
に
よ
つ
て

は
正
当
防
衛
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
あ
る
か

も
知
れ
な
い
従
業
員
に
注
意
を
与
え
て
貰
い

た
い
旨
、
区
内
の
工
事
を
請
負
つ
て
い
る
三

幸
土
建
に
対
し
て
去
る
二
十
四
日
文
書
を
送

付
し
て
お
い
た
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
不
安
を

除
い
て
く
れ
る
措
置
を
考
え
て
く
れ
る
な
ら

反
対
を
続
け
る
も
の
で
は
な
い

”
都
計
の
目
鼻
つ
く
迄
”
と
は

い
か
に
？

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
２
・
12
・
６

シ
ー
ツ
長
官
の
代
に
那
覇
市
の
都
市
計
画
案

が
認
可
に
な
つ
て
か
ら
と
う
に
ま
る
二
カ
年

を
過
ぎ
て
い
る
。
何
し
ろ
八
年
計
画
、
総
費

用
八
億
五
千
万
円
と
い
う
、
そ
こ
ら
の
市
町

村
で
は
夢
に
も
考
え
ら
れ
な
い
大
事
業
で
あ

る
だ
け
に

都
計

が
プ
ラ
ン
の
域
を
脱
し

て
軌
道
に
乗
る
ま
で
に
は
ま
だ
ま
だ
色
々
な

難
問
が
横
た
わ
つ
て
い
る
よ
う
で

都
計
の

目
鼻
が
つ
く
ま
で
は

と
云
う
合
併
問
題
に

対
す
る
那
覇
市
の
回
答
が
近
郊
一
市
二
村
の

間
で
”
一
体
い
つ
に
な
つ
た
ら
”
と
騒
が
れ

て
い
る
状
態
だ
。

手
を
焼
く
現
市
内
の
区
画
整
理
／
第
一
　

年
次
な
ん
と
か
や
り
く
り

ま
る
二
年
、
な
お
目
鼻
の
つ
か
な
い

都
計

の
現
状
は
一
体
ど
ん
な
も
の
だ
ろ
う
。
こ
の

都
計

の
実
施
さ
れ
る
地
域
は
那
覇
市
行

政
区
域
百
八
十
五
万
六
千
坪
の
う
ち
那
覇
商

港
区
域
と
し
て
直
接
琉
球
政
府
の
計
画
下
に

入
る
二
十
五
万
八
千
坪
と
現
在
那
覇
市
の
管

下
に
は
い
つ
て
い
る
旧
真
和
志
行
政
区
域
の

一
部
を
除
く
百
四
十
七
万
三
千
坪
で
、
計
画

で
は
こ
れ
を
住
居
地
域
六
十
六
万
四
千
坪
、

甲
種
商
業
地
域
二
十
七
万
七
千
坪
、
乙
種
商

業
地
域
二
十
五
万
六
千
坪
、
工
業
地
域
十
三

万
一
千
坪
、
特
殊
地
域
三
万
八
千
坪
に
ふ
り

当
て
る
こ
と
に
な
り
、

こ
の
よ
う
な
構
想
の
も
と
に
数
カ
所
公
園
計

画
、
道
路
新
設
、
拡
張
、
舗
装
工
事
、
上
水

道
工
事
、
泊
埋
立
工
事
な
ど
が
着
工
さ
れ
る

こ
と
に
な
つ
て
い
る
が
計
画
の
第
一
年
次
に

あ
た
る
五
三
年
度
で
は
警
察
前
か
ら
蔡
温
橋

に
至
る
十
間
道
路
計
画
に
二
千
五
百
万
そ
の
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他
現
市
内
の
道
路
舗
装
な
ど
に
約
一
千
五
百

万
円
、
久
茂
地
、
泊
高
橋
上
流
の
浚
渫
二
百

六
十
万
、
泊
の
護
岸
、
埋
立
に
三
千
万
、
上

水
道
二
千
六
百
万
と
総
額
一
億
に
達
す
る

都
計

予
算
が
た
て
ら
れ
そ
の
う
ち
七
千

万
円
を
市
債
で
充
て
よ
う
と
云
う
の
が
こ
の

面
で
の
難
問
だ
が
、
こ
れ
は
去
つ
た
夏
に
軍

の
貸
出
し
認
可
を
得
て
ま
ず
ま
ず
第
一
年
次

計
画
の
資
金
は
獲
得
出
来
た
わ
け
。
工
事
の

面
で
は
年
内
に
警
察
前
か
ら
税
務
署
ま
で
の

十
間
道
路
と
泊
の
埋
立
て
が
あ
ら
か
た
済
む

予
定
に
な
り
、
市
内
道
路
の
舗
装
は
上
水
道

工
事
と
並
行
し
て
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
水

道
工
事
が
資
材
の
不
足
で
は
か
ど
ら
な
い
こ

と
が
悩
み
の
□
で
こ
れ
で
は
亀
島
施
設
課
長

が
水
道
資
材
買
付
の
下
検
分
で
渡
日
中
、
こ

れ
と
同
時
に
五
三
年
度
予
算
に
は
三
千
八
百

万
円
の
区
画
整
理
費
も
組
ま
れ
て
お
り
、
こ

れ
は

区
整

の
適
用
さ
れ
る
土
地
の
三
割

を
道
路
に
提
供
す
る
な
ど
と
、
殆
ど
地
主
負

担
に
な
る
分
だ
が

区
整

は
年
度
内
に
旧

市
内
を
終
え
る
予
定
に
な
り
、
現
在
ま
で
に

辻
町
、
若
狭
町
、
美
栄
橋
町
な
ど
が
済
ん
で

い
る
。

区
整

は
し
か
し
終
戦
後
七
年
の
間
に
建

て
こ
ん
だ
現
市
内
に
難
題
が
控
え
て
い
て
、

さ
し
あ
た
り
今
年
度
の
計
画
に
な
つ
て
い
る

牧
志
十
間
道
路
で
も

区
整

を
終
え
た
の

は
警
察
か
ら
税
務
署
の
間
で
、
我
部
橋
か
ら

蔡
温
橋
ま
で
に
ひ
つ
か
ゝ
る
軒
数
ざ
つ
と
百

五
、
六
十
軒
と
云
い
目
抜
き
の
場
所
で
あ
る

だ
け
に
、
市
内
の
出
方
に
よ
つ
て
は
居
住
者

が
移
転
費
や
賠
償
費
な
ど
で
市
側
に
問
題
を

持
ち
込
む
気
配
に
あ
る
の
で
、
市
で
も
土
地

収
用
法
が
出
る
ま
で
は
と
積
極
的
な
手
段
を

控
え
て
い
る
有
様
だ
。

現
市
内
の

区
整

は
そ
れ
が
切
迫
す
れ
ば

す
る
程
、
政
治
問
題
化
す
る
気
配
が
濃
厚
で

あ
り
、

目
鼻
が
つ
く
ま
で
は

と
云
う
市

会
の
一
番
大
き
な
悩
み
も
こ
こ
ら
に
あ
る
も

の
と
思
わ
れ
目
下
立
案
中
の
都
計
法
や
土
地

収
用
法
な
ど
の
な
り
ゆ
き
も
都
計
の
進
路
と

大
き
な
関
係
を
持
ち
今
年
度
七
千
万
円
と
い

う
市
債
や
二
年
次
、
三
年
次
で
さ
ら
に
予
想

さ
れ
る
ぼ
う
大
な
経
費
に
対
す
る
政
府
の
補

助
も
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
り
、

目
鼻
つ
く

ま
で
に

を

予
想
さ
れ
る
政
治
問
題
を
解

決
す
る
ま
で

と
解
釈
し
て
も

都
計

は

ま
だ
ま
だ
ホ
ン
の
動
き
だ
し
た
と
こ
ろ
で
し

か
な
い
よ
う
だ
。

上
水
道
工
事
の
全
貌
／
近
郊
十

六
万
人
に
給
水

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
２
・
12
・
８

十
二
月
末
に
入
札
の
行
わ
れ
る
那
覇
市
上
水

道
工
事
の
必
要
資
材
と
し
て
さ
き
に
日
本
に

発
注
さ
れ
約
三
百
四
十
万
円
分
の
パ
イ
プ
、

つ
き
手
な
ど
の
メ
イ
カ
ー
と
連
絡
を
と
る
た

め
先
月
十
四
日
渡
日
し
た
亀
島
市
施
設
課
長

は
八
日
早
朝
空
路
帰
島
し
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
亀
島
氏
は
”
い
よ
い
よ
工
事
が
始
ま
る
と

発
注
し
た
資
材
が
工
事
の
進
捗
と
並
行
し
て

順
調
に
入
荷
せ
ね
ば
な
ら
ず
今
回
は
こ
の
点

に
つ
い
て
、メ
イ
カ
ー
と
連
絡
を
は
か
つ
た
”

と
語
つ
て
い
る
。

十
二
月
末
入
札
の
那
覇
市
上
水
道
工
事
は
総

工
費
六
千
四
百
万
円
う
ち
二
千
三
百
万
円
を

政
府
補
助
で
あ
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い

て
、
五
三
年
度
を
第
一
年
度
と
す
る
三
年
計

画
が
樹
て
ら
れ
て
い
る
。

市
施
設
課
の
構
想
で
は
二
十
年
後
の
那
覇
市

及
び
近
郊
の
人
口
容
量
を
十
六
万
人
と
見
て

こ
れ
に
対
す
る
給
水
計
画
一
日
一
人
当
り
十

八
ガ
ロ
ン
、
盛
夏
時
二
六
ガ
ロ
ン
一
日
平
均

給
水
力
三
、
一
三
六
、
〇
〇
〇
ガ
ロ
ン
、
最

大
給
水
力
四
千
万
ガ
ロ
ン
と
な
つ
て
い
る
が

当
面
の
計
画
に
は
こ
の
給
水
源
計
画
は
含
ま

れ
ず
現
在
軍
の
使
用
し
て
い
る
泊
上
水
池
か

ら
一
号
線
を
通
つ
て
小
禄
に
至
る
軍
上
水
道

主
管
か
ら
八
カ
所
に
分
岐
点
を
設
け
こ
れ
か

ら
市
内
に
配
水
す
る
手
筈
に
な
り
、
分
岐
点

か
ら
市
内
に
走
る
幹
線
中
主
要
な
も
の
は
、

△
北
部
環
状
幹
線

泊
高
橋
際
の
三
叉
路
で

軍
主
管
か
ら
分
岐
し
て
崇
元
寺
、
安
里
を
通

り
旧
鉄
道
を
神
里
原
十
字
路
に
出
、
新
栄
橋

際
で
樋
川
通
り
を
曲
り
高
校
前
か
ら
与
那
原

街
道
、
一
号
線
路
に
至
つ
て
軍
主
管
に
再
び

連
結
す
る
。

△
中
部
幹
線

旧
大
典
寺
前
で
分
岐
し
、
御

成
橋
、
警
察
前
、
牧
志
街
道
を
通
つ
て
安
里

三
叉
路
で
北
部
環
状
線
に
連
結
す
る
。

△
南
部
幹
線

潟
原
十
字
路
で
分
岐
し
若
狭

町
、
上
之
倉
、
東
町
を
通
り
北
部
環
状
線
と

同
じ
点
で
主
管
に
連
結
す
る
。

工
事
の
年
次
計
画
で
は

△
第
一
年
次

工
費
一
千
七
百
五
十
四
万

円
、
配
管
区
域
は
牧
志
、
壺
屋
、
神
里
原
、

開
南
、
松
尾
な
ど
の
現
市
内
と
旧
市
内
開
放

地
の
大
部
分
。

△
第
二
年
次

工
費
二
千
六
百
万
円
、若
狭
、

久
米
、
松
山
、
天
ピ
な
ど
の
旧
市
内
と
楚
辺

区
、
美
田
区
、
壺
川
区

△
第
三
年
次

工
費
二
千
万
円
、
上
泉
、
下

泉
、
泊
、
崇
元
寺
、
前
島
な
ど
開
放
予
想
地
。

｜
社
　
説
｜

首
都
建
設
の
考
え
方

琉
新
　
１
９
５
２
・
12
・
10

琉
球
の
首
都
を
建
設
す
る
た
め
那
覇
、首
里
、

真
和
志
、
小
禄
の
二
市
二
村
を
合
併
し
よ
う

と
話
合
い
を
す
す
め
て
い
た
研
究
会
は
合
併

期
日
の
て
ん
で
意
見
が
ま
と
ま
ら
ず
暗
礁
に

乗
り
あ
げ
た
か
た
ち
に
な
つ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
を
打
開
す
る
た
め
に
那
覇
市
会
議

員
は
さ
き
頃
協
議
会
を
開
い
て
打
合
せ
る
と

こ
ろ
が
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
事
実
は
、

一
七
〇
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首
里
市
お
よ
び
真
和
志
、
小
禄
二
村
の
意
見

が
い
ず
れ
も
合
併
期
日
を
来
年
の
七
月
一
日

と
う
ち
だ
し
て
い
る
の
に
対
し
て
那
覇
市
は

来
年
の
七
月
一
日
ま
で
は
現
在
の
都
市
計
画

が
進
行
中
で
あ
る
か
ら
そ
れ
以
後
で
な
け
れ

ば
決
定
は
で
き
な
い
と
い
う
意
見
を
持
ち
だ

し
て
い
る
が
た
め
に
期
日
を
き
め
る
わ
け
に

は
行
か
ず
目
的
の
合
併
と
い
う
こ
と
ま
で
累

を
及
ぼ
し
て
し
ま
つ
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
決

裂
状
態
に
ま
で
持
つ
て
行
か
れ
そ
う
に
な
つ

て
い
る
の
で
あ
る
。

か
よ
う
な
意
見
の
対
立
か
ら
き
た
合
併
問

題
の
行
き
な
や
み
を
ど
う
い
う
方
法
で
打
開

し
て
い
く
か
は
今
後
の
那
覇
市
会
の
考
え
か

た
に
依
る
と
思
わ
れ
る
が
、
事
を
こ
れ
程
に

む
つ
か
し
く
し
た
そ
の
も
と
は
研
究
会
に
あ

つ
た
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
ふ
し
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
合
併
研
究
会
は
二
市
二
村
の

市
、
村
議
会
か
ら
独
立
し
て
合
併
促
進
の
意

見
を
う
ち
出
す
べ
く
調
査
研
究
を
進
め
る
と

い
う
立
場
を
、
偶
然
か
故
意
か
は
不
明
だ
が
、

放
棄
し
て
し
ま
つ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
市
、
村
議

会
の
意
見
を
固
執
し
て
ゆ
ず
ら
な
い
と
こ
ろ

か
ら
問
題
が
ふ
ん
き
ゆ
う
し
て
い
つ
た
の
で

は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
て
ん
が
な
い
と
は
い

え
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
二
市
二
村
の
じ

つ
さ
い
を
よ
く
調
べ
も
せ
ず
、
い
き
な
り
合

併
の
期
日
を
き
め
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
の
如

き
た
し
か
に
研
究
会
の
無
見
識
を
あ
ら
わ
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
。

常
識
の
教
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
二
市
二
村

は
そ
れ
ぞ
れ
実
状
を
異
に
し
て
い
る
。
こ
れ

を
合
併
す
る
た
め
に
は
ま
ず
そ
の
異
な
る
実

状
の
調
査
か
ら
着
手
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
り
、
次
ぎ
に
そ
の
異
な
る
実
状
の

調
整
が
研
究
さ
る
べ
き
で
、
か
よ
う
な
手
続

き
を
経
る
こ
と
な
し
に
打
出
さ
れ
た
期
日
は

架
空
の
想
像
に
過
ぎ
ま
い
。
既
に
架
空
の
想

像
に
す
ぎ
な
い
が
ゆ
え
に
各
人
の
好
み
に
し

た
が
つ
て
意
見
が
い
く
ら
で
も
出
て
く
る
わ

け
で
あ
る
。
そ
し
て
架
空
の
想
像
論
を
ど
ん

な
に
展
開
し
て
も
結
論
が
出
て
く
る
筈
も
な

い
。
研
究
会
が
立
往
生
し
て
い
る
の
は
要
す

る
に
二
市
二
村
の
合
併
と
い
う
問
題
を
事
務

的
な
操
作
で
解
く
か
わ
り
に
前
近
代
的
な
手

段
を
も
つ
て
た
ち
向
つ
た
が
た
め
で
は
な
い

か
。
つ
い
で
に
前
近
代
的
と
は
琉
球
の
古
風

な
直
感
的
な
ま
た
は
主
観
的
な
考
え
か
た
の

こ
と
で
あ
る
、
と
一
言
つ
け
加
え
て
お
く
。

二
市
二
村
の
実
状
は
い
ず
れ
も
異
る
と
い

つ
た
が
、
ど
う
異
つ
て
い
る
か
を
示
す
と
、

わ
れ
わ
れ
の
調
査
し
た
と
こ
ろ
で
は
那
覇
市

民
は
一
人
に
つ
き
四
百
二
円
の
市
民
税
を
納

め
て
い
る
が
そ
の
代
償
と
し
て
四
百
四
十
三

円
を
衛
生
、
土
木
、
教
育
、
商
業
経
済
そ
の

他
の
事
業
費
の
か
た
ち
で
還
元
さ
れ
る
。
真

和
志
は
一
人
に
つ
き
二
百
三
十
一
円
の
負
担

を
し
て
百
五
十
四
円
を
代
償
さ
れ
、
首
里
は

百
五
十
六
円
の
負
担
で
八
十
円
を
代
償
、
小

禄
は
百
四
十
一
円
の
か
わ
り
に
五
十
六
円
を

還
元
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

こ
れ
は
二
市
二
村
に
お
け
る
住
民
の
権
利
、

義
務
の
状
態
の
一
端
を
数
字
で
あ
ら
わ
し
た

も
の
だ
が
、
こ
れ
だ
け
で
も
住
民
の
現
実
生

活
が
如
何
に
異
な
る
権
利
義
務
関
係
の
も
と

で
送
ら
れ
て
い
る
か
は
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

二
市
二
村
の
合
併
で
も
首
都
の
建
設
で
も
住

民
の
幸
福
を
増
進
す
る
の
が
目
標
な
の
で
あ

る
か
ら
、
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
享
有
し
て
い
る

権
利
義
務
の
関
係
を
い
か
に
改
善
す
る
か
に

見
通
し
を
つ
け
る
こ
と
が
研
究
会
の
具
体
的

な
事
業
で
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
見
通

し
が
つ
け
ば
合
併
期
日
は
お
の
ず
と
出
て
き

た
で
あ
ろ
う
。
か
よ
う
な
確
実
な
計
算
の
う

え
に
立
つ
首
都
で
な
け
れ
ば
そ
の
名
に
値
い

す
る
都
市
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
非
科

学
的
な
情
緒
的
一
致
で
漫
然
と
二
市
二
村
の

合
併
が
成
立
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
結
果
は

住
民
の
不
満
を
よ
び
お
こ
し
、
い
ろ
い
ろ
の

形
態
で
そ
の
不
満
は
爆
発
し
て
く
る
に
相
違

な
い
。
こ
れ
は
二
市
二
村
合
併
研
究
会
だ
け

を
批
評
し
て
い
つ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
わ

れ
わ
れ
は
ひ
ろ
く
二
市
二
村
の
住
民
に
注
意

を
う
な
が
し
た
い
と
思
う
。

古
都
の
賑
い
／
栄
あ
る
歌
声
、

旗
の
波
／
首
里
市
移
動
七
周

年
祝
賀琉
新
　
１
９
５
２
・
12
・
15

鉄
の
嵐
を
浴
び
て
山
河
改
ま
る
ま
で
に
破
壊

し
つ
く
さ
れ
た
古
都
首
里
市
の
一
角
で
当
時

知
念
村
か
ら
移
動
し
て
き
た
元
市
長
仲
吉
良

光
氏
ほ
か
三
十
名
の
先
発
隊
が
復
興
の
意
気

高
ら
か
に

ク
ワ
入
れ

を
始
め
た
の
が
終

戦
の
年
の
四
五
年
十
二
年
十
四
日
だ
つ
た

あ
れ
か
ら
七
年
、
あ
ら
ゆ
る
辛
酸
を
な
め
つ

つ
復
興
へ
、
復
興
へ
と
力
強
く
起
ち
上
つ
た

首
里
市
で
は
十
四
日
午
前
九
時
か
ら
移
動
七

周
年
祝
賀
大
会
を
催
し
た

こ
の
日
絶
好
の
小
春
日
和
に
恵
ま
れ
て
同
市

の
街
頭
は
早
朝
か
ら
移
動
祝
賀
の
字
を
鮮
か

に
染
め
ぬ
い
た
小
、
中
校
生
の
賑
か
な
旗
行

列
は
え
ん
え
ん
と
街
か
ら
街
を
ね
り
歩
き

栄
え
ゆ
く
お
ら
が
市

を
讃
え
る
歌
声
は

一
段
と
大
空
高
く
こ
だ
ま
し
て
い
や
が
上
に

も
祝
賀
気
分
を
あ
ふ
り
た
て
る
う
ち
午
前
十

一
時
首
里
劇
場
で
泉
副
主
席
、
護
得
久
立
法

院
議
長
、
比
嘉
市
町
村
長
協
議
会
長
ら
来
賓

約
五
百
名
を
迎
え
て
盛
大
な
記
念
式
典
が
催

さ
れ
た
、
ま
ず
感
激
に
あ
ふ
る
る
兼
島
市
長

が

我
々
は
戦
没
者
の
め
い
福
を
祈
る
と
と

も
に
本
日
を
契
機
と
し
て
な
お
一
層
復
興
に

邁
進
し
た
い

と
力
強
い
挨
拶
に
は
じ
ま
り

仲
吉
初
代
市
長
を
始
め
約
三
十
名
の
先
駆
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者
達
が
焼
土
と
化
し
た
首
里
の
一
角
鳥
堀
一

区
に

く
わ
入
れ

を
行
つ
て
か
ら
七
年
を

経
た
　
今
で
は
人
口
二
万
二
千
余
を
数
え
戦

前
を
し
の
ぐ
隆
盛
を
み
る
に
至
つ
て
い
る

と
各
分
野
に
わ
た
る
上
地
助
役
の
市
勢
概
況

報
告
と
久
高
市
会
議
長
の
挨
拶
に
移
つ
た

市
政
、
産
業
の
功
労
者
を
表
彰

か
く
て
、
小
湾
前
市
長
や
終
戦
以
来
引
続
き

市
民
に
時
刻
を
報
じ
て
来
た
牧
師
仲
里
朝
章

氏
に
感
謝
状
や
市
役
所
に
永
年
勤
続
し
市
政

に
尽
し
た
石
川
昌
英
、
識
名
朝
隆
、
外
間
寛

弘
各
氏
お
よ
び
模
範
区
の
赤
平
、
末
吉
両
区

と
産
業
復
興
の
功
労
者
と
し
て
宇
座
徳
誠

崎
山
区

徳
村
政
方

鳥
堀
区

伊
佐
盛

善

末
吉
区

水
稲
耕
作
に
優
秀
な
腕
前
を

み
せ
た
伊
佐
真
英

石
み
ね
区

新
垣
三
郎

大
名
区

伊
佐
真
徳

石
み
ね

惣
慶
清

保

崎
山
区

諸
氏
に
夫
々
金
一
封
と
賞
状

が
贈
ら
れ
泉
副
主
席
、護
得
久
立
法
院
議
長
、

比
嘉
市
町
村
長
協
議
会
長
の
祝
辞
が
あ
つ
て

午
後
一
時
盛
大
な
記
念
式
典
の
幕
を
閉
じ
引

続
き
演
芸
大
会
に
移
つ
た
が
午
後
二
時
か
ら

は
首
里
中
校
々
庭
で
角
力
大
会
も
催
さ
れ
旧

都
首
里
市
は
久
し
振
り
に
終
日
お
祭
り
気
分

で
賑
わ
つ
て
い
た

漁
船
に
便
益
を
／
水
産
課
那
覇

市
に
回
答
／
泊
漁
港
管
理

琉
新
　
１
９
５
２
・
12
・
18

那
覇
市
議
会
で
は
泊
港
の
し
ゆ
ん
せ
つ
工
事

が
早
急
に
完
成
す
る
の
を
見
越
し
て
漁
港
管

理
法
の
審
議
を
近
日
中
に
行
う
こ
と
に
な
つ

て
い
る
が
資
源
局
水
産
課
で
は
那
覇
市
議
会

の
質
問
に
対
し
て
次
の
如
き
回
答
を
昨
十
七

日
送
付
し
た

一
、
泊
港
は
軍
で
は
漁
港
と
し
て
着
工
さ
れ

た
の
で
あ
る
か
ら
漁
港
と
し
て
の
優
位
性
を

認
め
て
漁
船
の
岸
壁
使
用
料
は
慎
重
を
期
し

て
い
た
だ
き
度
い
、
泊
港
は
当
地
元
漁
業
者

の
漁
港
基
地
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
漁
船
以
外

の
漁
船

他
港
よ
り
寄
港
す
る

も
那
覇
市

お
よ
び
そ
の
近
辺
の
市
町
村
の
住
民
に
水
産

物
を
供
給
す
る
も
の
で
、
泊
港
の
性
格
お
よ

び
漁
獲
物
吸
引
の
上
か
ら
見
て
も
ま
た
、
水

産
業
助
長
の
意
味
か
ら
言
つ
て
も
岸
壁
使
用

料

漁
獲
物
運
搬
船
を
含
む

に
は
特
例
を

認
め
て
い
た
だ
き
度
い

二
、
漁
船
の
出
入
港
に
つ
い
て

夜
間
も
含

む

漁
業
生
産
物
は
其
の
処
理
迅
速
を
要
求

さ
れ
る
の
で
他
の
船
舶
同
様
、
沖
待
ち
等
を

さ
れ
た
の
で
は
漁
業
生
産
上
重
大
な
る
支
障

を
来
す
様
に
な
る
か
ら
入
港
後

出
港
の
場

合
は
出
港
前
に
港
務
所
に
提
出
す
る

港
務

所
長
に
届
け
る
だ
け
で
、
処
理
出
来
る
様
に

お
願
い
す
る

三
、
船
舶
使
用
岸
壁
に
就
い
て

右
に
つ
い
て
は
那
覇
製
氷
北
岸
及
び
西
岸
壁

を
希
望
す
る
、
そ
の
理
由
は
漁
獲
物
の
性
質

上
鮮
度
保
持
上
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の

で
急
速
に
保
蔵
を
必
要
と
し
必
然
的
に
そ
の

施
設
周
辺
の
迅
速
な
る
処
理
に
は
適
当
で
あ

り
効
果
的
だ
か
ら
で
あ
る

四
、
飲
料
水
料
金
に
つ
い
て

漁
船
に
限
り
四
十
立
方
呎
に
つ
き
二
十
五
円

と
さ
れ
た
い
。

泊
港
は
小
船
舶
専
用
に
／
那
覇

市
の
商
港
陳
情
、
軍
が
却
下
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那
覇
市
で
は
去
る
十
一
月
初
旬
、
泊
港
の

浚
渫
に
つ
い
て
軍
に
陳
情
を
行
い

泊
港

を
沖
縄
随
一
の
商
港
た
ら
し
め
、
市
財
源

を
確
保
す
る
と
い
う
見
地
か
ら
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
日
本
航
路
船
の
う
ち
最
大
船

白
山
丸

四
、
三
五
一
ト
ン
、
吃
水
二
〇

呎
八
〇

が
干
潮
時
に
お
い
て
も
自
由
に

出
入
り
出
来
る
に
は
二
二
呎
以
上
の
水
深

を
確
保
す
べ
き
こ
と
が
わ
か
つ
た
の
で
、

当
初
の
計
画
の
二
〇
呎
の
水
深
を
更
に
変

更
増
加
し
て
貰
い
た
い

と
述
べ
て
い
た

が
、
十
八
日
付
民
政
府
ホ
ー
ル
行
政
課
長

か
ら
次
の
よ
う
に

泊
港
は
当
初
か
ら
漁

船
及
び
群
島
内
航
行
船
舶
用
の
港
と
し
て

設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
当
初
の

計
画
は
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
な
い

と
回

答
し
て
来
た
。
回
答
文
は
左
の
通
り

当
初
の
計
画
は
泊
港
が
琉
球
人
の
□
船
及
び

群
島
間
の
貿
易
港
に
と
つ
て
最
適
の
港
で
あ

る
の
で
同
港
の
浚
渫
と
拡
張
を
行
う
と
い
う

こ
と
で
あ
つ
た
。
ガ
リ
オ
ア
資
金
で
入
手
し

た
大
規
模
の
諸
施
設
は
那
覇
商
港
が
外
国
貿

易
に
関
す
る
要
望
を
い
れ
る
に
適
し
た
港
で

あ
る
と
い
う
見
地
か
ら
同
商
港
の
拡
張
に
使

つ
て
お
り
、
泊
港
を
外
国
航
路
用
の
港
に
す

る
と
い
う
考
え
は
初
め
か
ら
な
か
つ
た
。
浚

渫
後
の
現
在
の
泊
港
の
水
深
は
二
二
呎
も
あ

る
。
な
お
現
在
那
覇
商
港
で
は
拡
張
工
事
や
浚
渫

工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
当
分
の
間
外
国

船
を
一
部
泊
港
に
向
け
る
の
も
や
む
を
得
な

い
と
考
え
、
工
事
期
間
中
一
時
的
な
対
策
と

し
て
泊
港
を
或
る
程
度
那
覇
商
港
の
附
属
港

と
し
て
使
用
す
る
。
那
覇
商
港
の
工
事
完
成

後
に
外
国
船
舶
は
再
び
那
覇
港
に
出
入
す
る

こ
と
に
な
り
、
泊
港
は
那
覇
市
の
管
理
下
に

再
び
当
初
の
通
り
漁
船
お
よ
び
群
島
内
航
行

船
舶
用
の
港
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。

泊
に
港
務
所
を
新
設
／
管
理
条

例
な
ど
審
議
／
那
覇
市
会
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二
十
二
日
の
那
覇
市
会
は
午
前
十
時
半
開

会
、
議
案
四
〇
号
、
泊
港
管
理
条
例
、
四
一
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七
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号
、
同
港
々
湾
施
設
管
理
条
例
、
四
二
号
、

泊
港
事
務
所
設
置
条
例
、
四
三
号
、
那
覇
市

職
制
及
定
員
条
例
改
正
、
四
四
号
、
五
三
年

度
歳
入
歳
出
追
加
更
正
、
四
五
号
、
那
覇
市

電
気
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算
追
加
更

正
、
四
六
号
、
泊
港
北
岸
公
有
水
面
埋
立
て

に
つ
い
て
等
の
日
程
中
四
〇
号
か
ら
四
五
号

ま
で
は
新
年
早
々
に
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ

る
。
泊
港
管
理
引
継
ぎ
に
備
え
て
の
条
例
案

や
そ
れ
に
関
連
し
て
改
正
又
は
追
加
さ
れ
る

議
案
で
あ
る
た
め
こ
の
分
は
一
括
審
議
と
な

り
、
午
前
中
に
四
〇
号
か
ら
四
四
号
ま
で
議

案
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。
午
前
中
に
説
明
の

な
さ
れ
た
各
議
案
の
要
旨
は
、

◇
四
〇
号
、
泊
港
管
理
条
例
案
、
泊
港
に
お

け
る
船
舶
交
通
の
安
全
と
港
内
の
視
察
独
持

を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
る
も
の
で
、
泊
港

に
於
け
る
船
舶
の
出
入
港
、
碇
泊
、
危
険
予

防
、
罰
則
等
が
規
定
さ
れ
泊
港
に
於
け
る
港

湾
行
政
に
は
泊
港
務
所
長
が
あ
た
る
。

◇
四
一
号
、泊
港
々
湾
施
設
管
理
使
用
条
例
。

繋
船
岸
壁
、
繋
船
浮
標
、
荷
揚
場
、
野
積
場
、

護
岸
、
上
屋
そ
の
他
の
港
湾
施
設
を
使
用
す

る
も
の
は
市
長
の
許
可
を
受
け
、
市
長
は
許

可
す
る
場
合
条
件
を
附
す
る
こ
と
も
出
来

る
、
使
用
者
は
そ
の
権
利
を
転
貸
又
は
担
保

に
供
し
て
は
な
ら
な
い
施
設
内
で
は
行
商
は

禁
止
さ
れ
る
。
使
用
者
が
こ
の
条
例
に
基
く

指
示
に
従
わ
な
い
場
合
、
使
用
料
の
遅
脱
を

図
つ
た
場
合
、
施
設
を
害
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
場
合
其
他
、
な
ど
の
と
き
は
使
用
の
許
可

を
取
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
又
、
劇
毒
薬
、

爆
発
物
等
で
取
扱
い
上
危
険
な
も
の
や
他
の

貨
物
お
よ
び
港
湾
施
設
を
損
傷
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
も
の
、
伝
染
、
病
毒
、
汚
染
の
お
そ

れ
の
あ
る
も
の
な
ど
に
つ
い
て
は
使
用
は
許

可
さ
れ
な
い
使
用
料
は
、
繋
船
料
。
二
四
時

間
ま
で
総
ト
ン
数
一
ト
ン
に
付
一
円
、
琉
球

列
島
内
運
航
に
の
み
従
事
す
る
船
舶
又
は
琉

球
漁
船
は
五
十
銭
、

◇
岸
壁
通
行
料
、
一
人
に
つ
き
五
円
。

◇
岸
壁
通
過
料
、
重
量
貨
物
一
ト
ン
に
つ
き

十
五
円
、
軽
量
貨
物
四
十
立
方
呎
に
つ
き
十

五
円
、

但
し
米
肥
料
等
は
一
ト
ン
十
円

列
島
内
貨
物
は
六
十
キ
ロ
及
び
二
、
六
立
方

呎
に
つ
き
一
円
。
給
水
料
一
ト
ン
五
十
円
。

◇
荷
揚
場
使
用
料
、
荷
役
終
了
か
ら
二
十
四

時
間
以
内
無
料
、
二
十
四
時
間
を
超
え
る
と

き
は
超
過
時
間
二
十
四
時
間
ま
で
に
つ
き
一

ト
ン
又
は
四
十
立
方
呎
に
つ
き
、
二
十
円
、

四
十
八
時
間
を
超
え
る
と
一
ト
ン
又
は
四
十

立
方
呎
、
五
十
円
。

◇
野
積
場
使
用
料
、
搬
入
か
ら
七
日
、
一
ト

ン
又
は
四
十
立
方
呎
に
つ
き
二
円
、
七
日
を

超
え
る
と
一
日
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
十
五
円
、

な
ど
と
規
定
さ
れ
て
あ
る
。

◇
泊
港
務
所
設
置
条
例
、
港
務
所
に
は
所
長

以
下
書
記
長
、
技
手
、
書
記
、
技
手
補
の
職

を
お
き
所
長
は
市
建
設
部
長
の
指
揮
監
督
を

受
け
る
。

市
税
な
ど
の
自
然
増
で
／
追
加
予
算
に

一
千
二
百
万
円

◇
那
覇
市
職
制
及
び
定
員
条
例
を
改
正
す
る

条
例
。

泊
港
務
所
設
置
に
伴
い
同
所
長
以
下
十
三
名

の
職
員
が
加
わ
る
外
二
二
名
の
増
員
が
要
求

さ
れ
て
い
る
。

◇
五
三
年
度
追
加
更
正
予
算
。

市
税
及
び
市
場
使
用
料
に
よ
る
収
入
の
自
然

増
や
、
泊
港
使
用
料
の
徴
収
に
よ
る
収
入
増

な
ど
を
見
越
し
て
一
千
二
百
六
十
八
万
八
千

二
百
五
十
四
円
を
追
加
　
こ
の
分
で
計
画
さ

れ
た
新
規
事
業
に
は
商
工
祭
、
陶
業
専
門
家

船
木
氏
招
聘
、
那
覇
青
連
代
表
の
日
本
派
遣

等
が
あ
り
臨
時
部
に
あ
ら
た
に
泊
港
務
所
費

の
款
を
新
設
し
た
。

那
覇
市
議
会
態
度
表
明
／
納
得

の
い
く
合
併
／
無
方
針
な
合

併
は
禍
根
を
貽
す
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二
十
二
日
開
か
れ
た
那
覇
市
会
に
那
覇
市
政

問
題
研
究
所
か
ら
首
都
建
設
促
進
に
対
す
る

請
願
書
が
出
た
が
議
員
側
で
は
同
問
題
に
関

し
て
午
後
再
開
の
議
会
に
先
立
つ
て
協
議
会

を
開
き
同
問
題
を
附
議
し
た
が
那
覇
市
か
ら

選
出
さ
れ
た
合
併
問
題
研
究
委
員
及
び
議
員

の
意
見
と
し
て
は
結
局
、
合
併
の
時
期
よ
り

も
こ
の
問
題
は
細
部
に
亘
つ
て
充
分
理
論
的

に
も
科
学
的
に
も
検
討
を
遂
げ
し
か
る
後
に

時
期
を
決
め
る
べ
き
で
那
覇
市
側
で
は
合
併

す
べ
き
市
村
が
相
互
に
納
得
が
い
き
、
喜
ん

で
合
併
し
な
い
こ
と
に
は
将
来
百
年
の
大
計

を
樹
て
る
上
に
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
る
と

無
方
針
無
計
画
に
合
併
の
時
期
の
み
に
逸
る

の
は
逆
コ
ー
ス
だ
と
す
る
意
見
一
致
し
ま
た

研
究
委
員
会
は
あ
く
ま
で
合
併
を
研
究
す
る

機
関
で
あ
つ
て
時
期
を
決
め
る
機
関
で
は
な

い
と
那
覇
市
議
会
の
態
度
を
明
瞭
に
せ
ん
明

に
し
た
、
協
議
会
の
大
要
は
次
の
通
り

議
員

合
併
問
題
研
究
会
の
対
象
と
す
る
と

こ
ろ
は
飽
く
ま
で
二
市
二
村
の
合
併
研
究
委

で
あ
つ
て
、
単
に
那
覇
市
真
和
志
村
の
み
に

限
定
し
て
い
な
い
、
一
市
一
村
に
す
る
と
首

里
市
、
小
禄
村
側
の
意
見
も
徴
さ
ね
ば
な
ら

ぬ
、
こ
れ
を
緊
急
議
題
に
す
る
の
は
時
期
尚

早
で
あ
る

議
員

研
究
委

研
究
委
は
い
ろ
い
ろ
の

角
度
か
ら
同
問
題
を
研
究
す
る
と
思
つ
た
が

初
つ
ぱ
な
か
ら
合
併
の
時
期
が
と
び
出
し
、

解
散
論
も
出
る
始
末
。
だ
が
研
究
委
は
議
決

機
関
の
よ
う
に
物
事
を
テ
キ
パ
キ
処
理
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
現
在
は
休
会
の
形
と
な

つ
て
い
る
が
早
晩
こ
れ
を
開
会
し
て
研
究
会

は
も
つ
と
正
し
く
運
営
す
べ
き
だ

議
員

那
覇
は
合
併
に
真
し
な
態
度
で
な
い
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と
さ
れ
る
が

議
員

研
究
委

他
の
三
つ
の
市
村
は
七

月
一
日
を
期
し
て
と
あ
る
た
め
那
覇
市
は
退

え
い
的
で
あ
る
と
の
誤
解
を
受
け
て
い
る
が

そ
う
で
は
な
い
期
限
に
固
執
せ
ず
先
ず
や
る

べ
き
こ
と
か
ら
や
つ
て
い
く
べ
き
だ

議
員

市
当
局
の
意
向
は

市
長

私
は
選
挙
の
と
き
那
覇
、
真
和
志
の

合
併
を
公
約
し
た
、
時
局
の
進
展
に
の
つ
て

解
決
し
た
い
。
私
と
し
て
は
議
会
と
研
究
委

の
意
を
き
か
ね
ば
な
ら
ぬ
、
七
千
万
円
の
起

債
な
ど
現
在
の
那
覇
市
の
財
産
で
返
還
し
な

い
と
貸
さ
な
い
と
の
こ
と
で
デ
リ
ケ
ー
ト
な

事
情
が
あ
る
の
で
慎
重
審
議
百
年
の
計
を
立

て
た
い

議
員

科
学
的
、
理
論
的
な
研
究
を
や
つ
て

後
に
日
限
を
き
め
る
べ
き
で
そ
の
熱
意
さ
え

あ
れ
ば
あ
る
い
は
期
限
の
七
月
以
前
に
合
併

を
み
る
か
も
知
れ
な
い
、
日
限
さ
え
決
定
す

れ
ば
之
以
上
研
究
し
な
く
て
も
よ
い
と
す
る

態
度
は
ど
う
か
と
思
う

市
長

今
の
気
持
よ
く
と
の
言
葉
が
あ
つ
た

が
、
何
れ
か
に
不
満
が
あ
つ
て
は
却
つ
て
将

来
に
禍
根
を
残
す
、
合
併
は
望
む
と
こ
ろ
で

あ
る
が
充
分
納
得
の
い
く
合
併
が
望
ま
し
い

合
併
問
題
に
ふ
れ
ず
／
き
の
う

那
覇
市
会
終
る

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
２
・
12
・
25

二
十
四
日
午
後
二
時
か
ら
開
か
れ
た
那
覇
市

会
で
は

泊
港
管
理
条
例

泊
港
々
湾
施

設
管
理
使
用
条
例

泊
港
々
務
所
設
置
条

例

那
覇
市
職
制
及
定
員
条
例
を
改
正
す

る
条
例

五
三
年
度
歳
入
歳
出
追
加
更
正

予
算

五
三
年
度
那
覇
市
電
気
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
追
加
更
正
予
算

泊
港
北

岸
公
有
水
面
埋
立
て
に
就
て

の
七
つ
の
当

局
提
案
が
使
用
し
た
字
句
に
つ
い
て
修
正
が

な
さ
れ
た
だ
け
で
可
決
さ
れ
た
。

な
お
合
併
問
題
促
進
に
つ
い
て
の
市
政
問
題

研
究
会
の
請
願
は
”
既
に
合
併
問
題
研
究
会

も
設
置
さ
れ
て
問
題
研
究
討
議
を
進
め
て
い

る
事
で
あ
る
か
ら
”
と
て
却
下
さ
れ
、
真
和

志
村
側
の
申
し
入
れ
に
な
る

旧
行
政
区
還

元

に
つ
い
て
も
二
十
二
日
、
二
十
四
日
の

議
会
は
ふ
れ
な
か
つ
た
。
真
和
志
村
の
申
し

入
れ
は

一
月
一
日
付
で
返
還
を

と
云
う

こ
と
で
回
答
を
急
が
せ
て
い
た
が
こ
れ
に
つ

い
て
市
側
か
ら

し
ば
ら
く
延
ば
さ
せ
て
貰

い
た
い

旨
口
頭
で
申
し
入
れ
た
よ
う
で
あ

る
。

真
和
志
市
作
ろ
う
／
村
会
”
失

地
回
復
”
を
再
決
議

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
２
・
12
・
30

二
十
九
日
村
議
会
を
開
い
た
真
和
志
村
で
は

十
一
月
十
七
日
の
村
議
会
で
決
議
、
那
覇
市

に
返
還
を
要
求
し
た
旧
同
村
行
政
地
域
の
返

還
問
題
に
つ
い
て
那
覇
市
か
ら
は
何
ら
の
回

答
も
な
い
が
ど
う
処
理
す
る
か
と
の
緊
急
動

議
が
提
出
さ
れ
た
が
こ
の
件
は
那
覇
市
か
ら

の
回
答
が
あ
る
な
し
に
か
ゝ
わ
ら
ず
前
に
決

議
し
た
通
り
一
九
五
三
年
一
月
一
日
か
ら
真

和
志
村
の
行
政
を
施
行
す
る
こ
と
を
再
決

議
、
三
十
日
あ
さ
村
長
は
じ
め
全
議
員
揃
つ

て
行
政
府
に
主
席
を
訪
れ
そ
の
旨
申
入
れ
る

こ
と
に
な
つ
た
。

な
お
こ
の
問
題
に
つ
い
て
同
村
議
員
た
ち
の

見
解
は
法
的
に
は
何
等
那
覇
市
を
相
手
と
し

た
も
の
で
は
な
く
、
政
府
を
相
手
と
し
た
も

の
な
の
で
、
も
し
受
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
政

府
を
相
手
ど
つ
て
行
政
裁
判
に
訴
え
る
だ
け

だ
と
い
つ
た
も
の
と
な
つ
て
い
る
。

宮
里
村
長
の
話
―
議
会
で
決
議
し
て
お
り
、

三
十
日
に
そ
の
旨
政
府
に
申
入
れ
る
、
受
入

れ
態
勢
は
既
に
整
つ
て
い
る
合
併
問
題
に
つ

い
て
は
那
覇
市
が
あ
ゝ
い
う
工
合
だ
、
そ
れ

に
那
覇
市
都
計
の
尻
ぬ
ぐ
い
を
さ
せ
ら
れ
て

は
と
い
う
声
が
昂
つ
て
い
る
の
で
村
と
し
て

の
方
針
も
以
前
の
合
併
第
一
主
義
か
ら
ま
ず

市
へ
の
昇
格
だ
と
い
う
こ
と
に
方
向
変
換
し

て
き
て
い
る
。
そ
れ
で
い
ま
は
来
春
早
々
市

に
昇
格
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
進
ん
で
お

り
、合
併
は
そ
の
次
の
問
題
と
な
つ
て
い
る
。

那
覇
市
の
言
分
”
そ
れ
は
無
茶
だ
／
合

併
も
見
通
し
つ
い
て
い
る
”

那
覇
市
真
栄
田
議
長
の
話
―
そ
ん
な
こ
と
は

で
き
な
い
と
思
う
。
問
題
は
合
併
だ
と
思
う

が
そ
の
合
併
も
何
と
か
見
通
し
が
つ
い
て
き

て
い
る
の
で
い
ま
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
や
ら

れ
る
と
な
る
と
ト
ラ
ブ
ル
が
お
こ
る
だ
ろ

う
。
そ
れ
に
立
法
院
で
は
市
町
村
の
行
政
区

域
は
現
在
通
り
だ
と
の
べ
て
い
る
が
私
も
そ

の
通
り
だ
と
思
つ
て
い
る
。

市
村
合
併
の
理
解
と
協
力
眞
栄
田
世
勳
　

琉
新
　
１
９
５
２
・
12
・
31

昨
年
元
旦
年
始
会
の
挨
拶
に
前
市
長
当
間

重
民
氏
が

都
市
計
画
に
は
各
都
市
と
も

夫
々
の
地
方
的
伝
統
を
生
か
し
且
之
に
Ｐ
Ｏ

Ｅ
Ｓ
Ｙ

詩

が
な
く
て
は
な
ら
ぬ

と

那
覇
市
都
計
の
抱
負
を
語
つ
た
言
葉
は
未

だ
感
銘
深
く
脳
裡
に
残
つ
て
い
る

あ
れ
か
ら
一
年

時
の
力
、
環
境
の
力
、
現
又
吉
市
長
の
政

治
力
と
に
よ
つ
て

泊
港
は
商
港
、
漁
港
と
し
て
首
都
発
展
の

原
動
力
と
な
り

南
岸
の
埋
立
は
都
計
の
基
盤
を
固
め

一
七
四

一
九
五
二
年

昭
和
二
十
七
年

十
二
月



水
道
は
本
格
的
な
工
事
の
資
材
を
擁
し
て

発
足
し
つ
ゝ
あ
り

電
気
は
沖
縄
と
の
円
満
解
決
に
よ
り
明
る

い
市
民
生
活
が
確
約
さ
れ

懸
案
の
牧
志
十
間
道
路
は
第
一
期
工
事
一

月
末
完
了
の
契
約
が
な
り
既
に
着
工
、
市
内

の
主
要
道
路
の
ア
ス
フ
ア
ル
ト
計
画
が
年
度

内
完
了
の
意
気
込
み
で
、
総
予
算
一
億
九
千

万
円
の
ぼ
う
大
予
算
の
施
行
を
い
そ
ぎ
つ
ゝ

あ
る
躍
進
振
で
あ
る
。

あ
た
か
も
二
市
二
村
に
よ
る
首
都
建
設
が

叫
ば
れ
こ
れ
ま
た
い
ろ
い
ろ
の
意
味
に
お
い

て
市
民
の
関
心
を
深
め
つ
ゝ
あ
る
こ
と
は
衷

心
欣
快
に
堪
え
な
い
も
の
が
あ
る

と
こ
ろ
が
巷
間
唯
合
併
々
々
を
う
た
い
何

人
も
そ
の
理
論
的
、
具
体
的
研
究
発
表
が
な

い
何
の
た
め
の
合
併
か
そ
の
目
的
例
え
ば
合

併
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
ど
ん
な
良
い
こ
と
が

あ
る
の
か
如
何
な
利
便
福
祉
が
増
進
さ
れ
る

の
か
そ
の
反
面
如
何
な
覚
悟
と
負
担
が
必
要

と
さ
れ
る
か
等
々
に
付
い
て
は
余
り
語
ら
れ

て
居
ら
ぬ
の
は
実
に
遺
憾
と
す
る
と
こ
ろ
で

我
々
の
責
任
の
重
大
さ
を
覚
え
る
次
第
で
あ

る
こ
れ
は
恐
ら
く
正
確
な
数
字
を
挙
げ
て
は

何
人
も
よ
く
し
得
な
い
こ
と
と
思
う
の
で
あ

る
が
合
併
す
れ
ば
直
ち
に
よ
い
こ
と
が
あ
る

と
漠
然
と
期
待
し
て
い
た
ら
そ
れ
こ
そ
誤
で

折
角
の
合
併
も
不
平
不
満
に
お
ち
入
る
で
あ

ろ
う
こ
と
を
恐
れ
る
も
の
で
あ
る

今
二
市
二
村
の
経
営
の
一
端
を
み
る
と

五
三
年
度
当
初
予
算

予
算
　
　
　
　
財
産

土
地

那
覇

七
七
、
八
八
〇
、
二
七
二
円
一
一
六
、
八
一
一
坪

首
里
　
　
四
、
六
八
二
、
六
七
四
円
　
七
二
、
四
三
八
坪

真
和
志
一
三
、
五
〇
三
、
三
三
四
円
　
二
五
、
三
七
四
坪

小
禄
　
　
二
、
二
八
四
、
五
八
七
円
　
一
〇
、
八
六
九
坪

財
産
　
　
　
　
　
財
産

建
物

有
価
証
券

那
覇
　
八
一
棟
二
四
六
三
坪
　

三
五
万
円

首
里
　

六
棟

一
九
一
坪

三
二
三
万
円

真
和
志

七
棟

一
四
二
坪

一
九
万
円

小
禄
　
二
五
棟
一
、
一
一
八
坪

七
万
五
千
円

こ
れ
だ
け
に
依
つ
て
も
各
市
村
勢
の
一
端
と

経
済
力
が
う
か
ゞ
え
合
併
に
対
す
る
那
覇
の

受
持
つ
役
割
が
如
何
に
大
き
い
か
ゞ
理
解
さ

れ
よ
う

と
に
か
く
那
覇
市
が
首
都
に
値
す

る
心
強
い
数
字
で
は
あ
る
、
市
村
民
の
経
済

力
は
負
担
力
と
な
つ
て
表
れ
一
人
当
り
の
負

担
力
は
那
覇
市
六
三
三
円
、
首
里
二
一
〇
円
、

真
和
志
二
九
二
円
、
小
禄
一
六
八
円
の
現
状

で
之
は
琉
銀
の
市
村
一
人
当
の
預
金
高
と
歩

を
一
に
し
て
い
る
の
も
面
白
い
現
象
で
あ

る
、
即
ち
那
覇
市
五
二
一
二
円
、
首
里
六
〇

九
円
、
真
和
志
三
、
三
二
〇
円
、
小
禄
一
七

円
と
な
つ
て
い
る

つ
ぎ
に
市
村
一
人
当
り
の
税
額
は
い
く
ら
で

そ
れ
に
た
い
し
ど
れ
だ
け
の
代
償
が
事
業
費

の
か
た
ち
で
還
元
さ
れ
て
い
る
か
市
の
研
究

委
員
会
の
資
料
に
よ
る
と

那
覇
市
百
十
％

四
〇
二
円
に
対
し
四
四
三
円

首
里
市
五
十
一
％

一
五
六
円
に
対
し
八
〇
円

真
和
志
村
六
十
六
％

二
三
一
円
に
対
し
一
五
四
円

小
禄
村
三
十
九
％

一
四
一
円
に
対
し
五
六
円

と
な
つ
て
い
て
各
市
村
事
業
施
策
の
ほ
ど
が

推
察
さ
れ
る
と
同
時
に
こ
の
異
な
つ
た
住
民

の
現
実
生
活
を
い
か
に
調
整
さ
る
べ
き
か
研

究
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
、
さ
ら
に
人
件
費

を
比
べ
て
み
よ
う
、
那
覇
市
が
市
税
額
の
四

七
％
が
人
件
費
で
、
首
里
が
八
三
％
、
真
和

志
六
一
％
、
小
禄
五
八
％
で
那
覇
市
を
除
い

て
い
ず
れ
も
税
収
の
大
半
が
人
権
費
に
充
当

さ
れ
て
い
る
、
人
件
費
は
必
然
的
に
取
あ
げ

ら
る
べ
き
問
題
で
、
こ
れ
も
那
覇
市
並
に
四

七
％
に
整
理
さ
る
べ
き
か
或
は
千
人
に
約
い

く
ら
と
人
口
割
に
減
少
す
べ
き
か
一
応
の
目

安
は
示
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い

欲
を
い
え
ば
人
件
費
は
三
十
乃
至
四
十
％

位
に
と
ゞ
め
た
い
も
の
で
あ
る

斯
様
に
数
理
的
に
人
員
も
整
理
さ
れ
て
始

め
て
力
強
い
首
都
の
発
足
が
約
束
さ
れ
る
と

思
わ
れ
る

尚
税
外
収
入
を
見
る
と
一
人
当
り
那
覇
が
二

百
三
十
一
円
十
五
銭
、
首
里
が
五
十
四
円
十

二
銭
、
真
和
志
が
五
十
九
円
二
十
三
銭
、
小

禄
が
二
十
七
円
八
十
八
銭
で
各
市
村
の
活
動

状
況
思
い
半
に
過
ぐ
る
も
の
が
あ
る
が
一
市

二
村
の
現
状
は
仕
事
を
し
た
い
に
も
財
源
が

な
い
事
は
察
し
が
つ
く
の
で
あ
る
、
良
く
口

を
開
け
ば
仕
事
は
や
れ
負
担
を
軽
く
し
ろ
と

矛
盾
し
た
こ
と
を
い
つ
て
い
る
が
、
自
治
体

で
も
仕
事
を
す
る
に
は
先
立
つ
も
の
は
金
で

あ
る以
上
現
況
の
一
端
で
一
市
一
村
の
利
は
直

ち
に
う
な
ず
け
る
が
我
々
は
首
都
の
建
設
に

当
つ
て
は
個
々
の
利
害
や
負
担
を
論
ず
る
の

で
は
な
い
琉
球
憲
章
の
那
覇
市
だ
け
の
首
都

は
余
り
に
狭
溢
で
あ
る
、
我
が
那
覇
市
は
全

琉
の
為
に
も
決
然
起
つ
て
リ
ー
ダ
ー
の
役
割

を
果
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
今
は
其
の
為
の
身
辺

の
整
備
を
急
ぎ
つ
ゝ
あ
る
と
い
つ
て
良
い

然
し
漫
然
た
る
無
計
画
の
合
併
で
は
い
け
な

い
。
あ
く
ま
で
も
論
理
的
で
あ
り
科
学
的
に

処
理
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
い
ん
鑑
遠
か
ら

ず
、
泊
、
垣
花
を
漫
然
と
市
に
編
入
し
た
為

中
央
に
対
す
る
部
分
勢
力
の
争
い
が
行
わ
れ

市
一
円
と
し
て
の
政
策
に
相
当
苦
難
し
た
と

い
う
に
が
い
経
験
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
意
味
に
お
い
て
論
議
は
充
分
尽
さ
れ
研

究
は
十
二
分
に
な
さ
れ
て
良
い
と
思
う
我
が

那
覇
市
議
間
に
お
い
て
も
最
初
合
併
の
範
囲

方
法
い
ろ
い
ろ
意
見
も
出
た
が
大
体
に
お
い

一
七
五

一
九
五
二
年

昭
和
二
十
七
年

十
二
月



て
今
一
致
し
た
見
解
に
到
達
し
て
い
る
そ
れ

で
も
論
理
的
裏
付
を
必
要
と
す
る
の
で
市
に

事
務
局
を
置
き
調
査
研
究
を
急
ぎ
つ
ゝ
あ
る

の
で
あ
る
。
苟
も
議
会
と
し
て
合
併
を
う
た

う
か
ら
に
は

現
市
村
の
実
体
を
知
り
そ
れ

に
よ
つ
て
構
想
を
た
て
事
務
的
に
結
論
を
生

み
さ
て
こ
れ
を
市
民
に
提
示
し
住
民
の
福
祉

た
る
を
知
ら
せ
そ
の
理
解
と
協
力
を
求
め
ね

ば
な
ら
ぬ

住
民
の
協
力
な
き
合
併
は
失
敗

に
終
る
は
当
然
で
あ
り
、
協
力
は
知
ら
し
め

る
こ
と
に
よ
つ
て
求
め
る
べ
き
で
あ
る

那
覇
市
議
会
は
市
民
各
位
に
も
刷
物
に
よ
つ

て
調
査
研
究
を
知
ら
し
め
た
い
と
追
加
予
算

に
も
費
用
を
計
上
し
て
あ
り
又
合
併
に
関
し

虚
心
坦
懐
い
つ
で
も
関
係
市
村
議
会
と
語
り

合
う
用
事
が
あ
る
話
せ
ば
わ
か
る
と
思
う
仲

井
真
元
楷
君
の
談
だ
つ
た
と
記
憶
し
て
い
る

が

合
併
は
結
婚
の
よ
う
な
も
の
で
先
ず
調

査
し
次
に
理
解
し
合
い
幸
福
な
生
活
を
確
信

し
意
気
投
合
で
き
て
結
婚
の
吉
日
を
決
め
る

べ
き
で

日
取

を
先
に
す
る
と
は

ち

や
ー
る
ば
ー
が

と
面
白
い
表
現
で
あ
る

合
併
期
日
の
七
月
一
日
説
の
根
本
理
由
は
年

度
変
り
だ
か
ら
都
合
が
よ
い
と
い
う
に
あ
る

よ
う
だ
が
合
併
の
期
日
は

住
民
の
福
祉

と
関
係
が
あ
り
即
ち
住
民
を
中
心
に
考
え
る

可
き
で
住
民
の
福
祉
と
年
度
変
り
と
は
何
等

関
係
が
な
い
、
年
度
変
り
に
関
係
あ
る
の
は

市
村
当
局
だ
け
で
、
当
局
の
都
合
で
期
日
を

決
定
さ
れ
て
は
堪
ら
な
い
、
お
互
に
建
設
的

に
納
得
行
く
様
に
研
究
委
員
の
話
合
い
が
望

ま
し
い
、
願
わ
く
は
次
の
小
禄
で
復
活
の
労

を
と
つ
て
貰
い
た
い
と
希
望
す
る
次
第
で
あ

る扨
て
二
市
二
村
の
合
併
で
宮
崎
市
の
人
口
面

積
に
似
た
中
都
市
が
出
来
上
る
の
で
あ
る
が

二
市
二
村
説
は
一
昔
前
に
丸
山
工
学
士
の
説

で
経
営
が
充
分
可
能
で
あ
る
旨
発
表
が
あ
つ

た
事
は
最
も
意
を
強
く
す
る
処
で
あ
る
、
行

政
区
域
が
一
つ
に
な
る
か
ら
総
合
的
企
画
が

可
能
で
お
互
の
持
つ
よ
さ
が
合
理
的
に
企
画

さ
れ
又
協
力
態
勢
の
醸
成
に
よ
つ
て
長
短
相

補
い
有
無
相
通
ず
る
利
便
が
あ
る
一
例
を
い

え
ば
人
件
費
の
節
減
に
依
り
そ
れ
を
事
業
費

に
振
向
け
ら
れ
る
事
は
当
然
予
想
さ
れ
又
地

域
的
に
は
那
覇
の
商
業
地
帯
に
真
和
志
の
工

業
地
帯
　
首
里
が
住
宅
地
帯
、
小
禄
及
び
周

辺
は
肉
類
や
蔬
菜
類
の
供
給
地
と
し
て
或
は

首
里
は
単
独
で
は
都
市
経
営
の
む
つ
か
し
い

処
で
は
あ
る
が
大
資
本
を
投
ず
る
事
に
よ
つ

て
水
利
や
労
賃
を
生
か
し
製
紙
工
場
、
製
帽

業
等
の
生
産
面
も
考
え
ら
れ
ぬ
事
も
あ
る
ま

い
　
紙
数
の
制
限
で
之
等
は
後
日
に
譲
る
事

に
し
て
我
々
は
市
民
各
位
に
確
信
を
持
つ
て

合
併
の
範
囲
方
法
時
機
を
提
示
し
得
る
事
を

誓
う
も
の
で
あ
る
、
願
わ
く
は
御
協
力
賜
わ

ら
ん
こ
と
を

二
十
八
日
晩

那
覇
市
議

会
議
長

一
七
六

一
九
五
二
年

昭
和
二
十
七
年

十
二
月



両
方
か
ら
課
税
？
／
真
和
志
の

失
地
回
復
要
求
で

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
３
・
１
・
３

真
和
志
村
の
失
地
回
復
要
求
に
つ
い
て
”
五

三
年
一
月
一
日
か
ら
真
和
志
村
の
行
政
を
施

行
す
る
”
と
同
村
議
会
が
決
議
、
行
政
府
当

局
に
そ
の
旨
申
入
れ
た
こ
と
は
新
春
早
々
か

ら
那
覇
真
和
志
の
モ
ツ
レ
を
ま
す
ま
す
深
く

さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
て
い
る
が

こ
れ
に
つ
い
て
真
和
志
宮
里
村
長
は
次
の
よ

う
に
の
べ
て
い
る
。

戦
後
那
覇
市
に
編
入
さ
れ
た
旧
真
和
志
村

行
政
地
域
の
返
還
理
由
と
し
て
、
志
喜
屋
知

事
時
代
に
行
政
処
分
の
告
示
で
現
在
の
よ
う

に
な
つ
て
い
る
が
あ
の
告
示
は
市
町
村
制
が

施
行
さ
れ
た
あ
と
で
あ
る
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず

議
会
の
意
向
を
聴
取
し
て
な
い
、
し
か
も
当

分
の
間
と
な
つ
て
い
る
が
市
町
村
制
に
は
当

分
の
間
と
い
う
行
政
処
分
の
条
項
は
な
い

従
つ
て
あ
の
告
示
は
不
当
で
あ
り
無
効
と
す

べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
仮
令
効
力
が
あ
る

と
し
て
も
当
分
の
間
と
な
つ
て
い
る
が
当
分

の
間
と
い
う
の
は
終
戦
直
後
の
移
動
完
了
ま

で
と
し
か
解
釈
で
き
な
い
、
と
こ
ろ
で
移
動

は
完
了
し
て
お
り
、
当
分
の
間
と
い
う
の
は

過
ぎ
て
し
ま
つ
て
い
る
と
の
二
点
を
あ
げ
行

政
府
当
局
に
失
地
の
回
復
を
申
入
れ
た
。
こ

れ
に
対
し
総
務
局
で
は
那
覇
市
の
意
向
も
き

い
て
研
究
し
な
け
れ
ば
す
ぐ
に
は
返
事
で
き

な
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、
法
務
局
で
は
研
究

し
て
数
日
中
に
見
解
を
表
明
す
る
と
の
べ
て

い
る
の
で
そ
れ
を
待
つ
て
い
る
、
何
れ
に
せ

よ
行
政
府
当
局
に
は
早
く
解
決
し
な
い
と
該

地
域
に
対
し
て
は
那
覇
真
和
志
の
両
方
が
課

税
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
ら
ぬ
と
も
限
ら
ぬ

と
警
告
を
発
し
て
い
る
の
で
何
と
か
解
決
の

方
法
を
□
じ
る
と
思
う
。

合
併
は
／
那
覇
・
真
和
志
を
先

に
／
”
時
期
”
は
慎
重
に
検

討
／
那
覇
市
委
員
会
意
見

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
３
・
１
・
６

五
日
午
後
三
時
か
ら
那
覇
市
で
は
行
政
経
済

諮
詢
委
員
会
を
開
き
、
二
市
二
村
合
併
問
題

に
つ
い
て
討
議
し
た
。

こ
の
会
議
に
は
市
会
議
員
の
外
に
一
般
か
ら

の
委
員
も
含
め
約
二
十
数
名
出
席
、
合
併
に

対
す
る
結
論
は
生
み
出
さ
れ
な
か
つ
た
が
、

当
日
の
意
向
の
主
な
も
の
は
、

△
合
併
の
時
期
は
慎
重
に
検
討
し
な
い
と
悔

を
残
す
こ
と
に
な
る
。
よ
く
検
討
す
る
こ
と

△
二
市
二
村
の
合
併
を
同
時
に
行
う
の
は
無

理
で
あ
る
。
ま
ず
那
覇
と
真
和
志
の
合
併
を

先
に
す
べ
き
で
首
里
、
小
禄
は
第
二
の
問
題

に
し
て
、
そ
の
線
で
合
併
問
題
を
研
究
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。

地
方
自
治
法
が
布
か
れ
て
／
那

覇
・
真
和
志
に
訊
く
／
”
合

併
”
気
に
な
り
／
補
充
選
挙

の
動
き
は
未
だ
し

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
３
・
１
・
10

市
町
村
自
治
法
は
主
席
に
よ
つ
て
署
名
さ
れ

近
く
公
布
の
運
び
と
な
つ
た
。
こ
れ
に
よ
る

と
沖
縄
の
市
町
村
議
員
数
は
ぐ
つ
と
増
え
る

こ
と
に
な
つ
て
い
る
、
従
つ
て
補
充
選
挙
と

な
る
わ
け
で
、
大
体
三
月
下
旬
に
そ
れ
が
行

わ
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
、
そ
こ
で
那

覇
真
和
志
の
反
響
を
き
い
て
み
た
。

那
覇
市

合
併
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
て

合
併
す
れ
ば
ど
う
せ
選
挙
の
や
り
直
し
だ
、

そ
れ
よ
り
か
合
併
ま
で
は
現
状
の
ま
ま
で
行

つ
て
も
良
い
で
は
な
い
か
と
い
つ
た
見
方
も

あ
り
、
い
ろ
い
ろ
噂
さ
れ
て
い
る
が
真
栄
田

議
長
は

あ
る
一
部
の
人
か
ら
現
議
員
に
は

そ
の
様
な
考
え
方
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

の
話
が
あ
つ
た
が
私
の
考
え
と
し
て
は
仮
令

合
併
が
す
ぐ
に
実
現
し
て
補
充
さ
れ
た
議
員

が
す
ぐ
ま
た
や
め
ね
ば
な
ら
な
く
な
つ
た
と

し
て
も
そ
れ
で
良
い
と
思
う
、
補
充
選
挙
は

や
る
の
が
当
り
前
で
こ
れ
を
合
併
が
あ
る
か

ら
ど
う
の
こ
う
の
と
い
う
の
は
ど
う
か
と
思

う

と
語
つ
て
い
た
。

な
お
補
充
選
挙
へ
の
動
き
に
つ
い
て
は
ま
だ

ま
だ
表
面
に
現
れ
て
お
ら
ず
、
一
部
そ
れ
に

関
心
を
示
し
て
い
る
人
達
の
間
で
は
前
述
し

た
補
充
選
挙
を
や
る
の
か
や
ら
な
い
の
か
と

い
う
動
き
に
対
し
て
ま
ず
話
合
い
が
出
て
い

る
様
だ
。

市
昇
格
に
力
こ
ぶ

真
和
志
村
内
で
は
村
議
の
補
充
選
挙
よ
り
も

市
昇
格
の
計
画
が
一
層
関
心
を
も
た
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
も
増
し
て
七
月
一
日
に
合
併
を

実
現
し
よ
う
と
い
う
か
ね
て
の
方
針
か
ら

補
選
は
無
駄
だ
、
か
え
つ
て
こ
れ
ま
で
に

打
ち
出
し
た
合
併
へ
の
線
を
混
乱
さ
せ
る
お

そ
れ
が
あ
る

な
ど
と
見
方
は
極
め
て
微
妙

だ
。
合
併
期
日
を
七
月
一
日
と
決
め
た
真
和

志
村
会
の
意
図
も

補
選
な
ど
を
避
け
て
合

併
に
よ
る
改
選
に
も
つ
て
い
こ
う

と
云
う

も
の
だ
と
い
ゝ
”
あ
と
三
カ
月
或
は
そ
こ
の

と
こ
ろ
で
合
併
が
実
現
す
る
と
な
れ
ば
補
選

で
選
出
さ
れ
る
新
議
員
の
寿
命
も
そ
れ
ま
で

と
な
る
。
だ
か
ら
僕
な
ら
立
候
補
は
御
免
だ

ネ
”
と
新
垣
議
長
も
語
つ
て
い
る
。
今
の
と

こ
ろ
そ
れ
ら
し
い
候
補
者
の
動
き
は
全
然
な

く
、
合
併
に
つ
い
て
の
ハ
ツ
キ
リ
し
た
見
透

し
が
つ
か
な
い
限
り
、”
補
選
を
す
る
か
し

な
い
か
よ
り
も
候
補
者
が
居
る
か
居
な
い

か
ゞ
問
題
だ
”
と
グ
チ
る
向
も
あ
る
。
こ
の

辺
の
事
情
に
つ
い
て
は
”
自
今
合
併
問
題
の

交
渉
を
打
切
り
単
独
市
昇
格
に
力
コ
ブ
を
い

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

一
月

一
七
七

一
九
五
三
年

講



れ
る
”
と
の
村
会
の
決
議
も
あ
つ
た
が
、
候

補
者
た
ち
に
と
つ
て
は
や
は
り
合
併
を
め
ぐ

る
客
観
情
勢
が
気
に
な
る
ら
し
い

き
の
う
泊
の
港
開
き
／
那
覇
市

へ
年
三
百
万
円
入
る

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
３
・
１
・
11

那
覇
市
の
泊
港
々
湾
施
設
管
理
使
用
条
例
は

九
日
付
で
認
可
さ
れ
、
直
に
施
行
さ
れ
た
。

つ
ま
り
泊
港
が
港
開
き
を
や
つ
た
わ
け
だ
。

こ
れ
に
対
し
那
覇
市
で
は
泊
港
々
務
所
を
開

設
、
所
長
に
大
城
実
氏
を
発
令
し
た
が
大
城

氏
は
泊
港
の
現
状
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語

つ
た
。

軍
か
ら
の
正
式
移
管
は
未
だ
だ
が
そ
れ
は

工
事
と
い
う
事
に
関
連
し
た
だ
け
の
も
の
で

あ
る
。
管
理
条
例
が
認
可
さ
れ
た
の
で
こ
れ

か
ら
は
泊
港
に
入
港
し
よ
う
と
い
う
船
舶

は
、
全
て
港
務
所
長
の
指
示
を
う
け
ね
ば
な

ら
な
く
な
る
わ
け
だ
。
浚
渫
し
た
た
め
水
深

も
現
那
覇
港
の
二
〇
呎
よ
り
二
呎
深
く
、四
、

五
〇
〇
屯
級
一
隻
、
三
、
〇
〇
〇
屯
級
一
隻
、

一
、
五
〇
〇
屯
級
一
隻
が
接
岸
で
き
る
様
に

な
つ
て
い
る
。
四
、
五
〇
〇
屯
級
と
い
う
と

白
山
丸
級
だ
。
つ
ま
り
現
在
那
覇
港
に
来
る

日
本
航
路
線
は
全
て
入
港
可
能
と
い
う
わ
け

だ
。
な
お
港
湾
使
用
料
は
次
の
通
り
と
な
つ
て
お

り
、
市
当
局
で
は
こ
れ
か
ら
の
収
入
を
年
三

百
万
円
位
と
見
積
つ
て
い
る

◇
繋
留
料
二
四
時
間
ま
で
毎
に
一
屯
当
り
一

円
、
但
し
琉
球
列
島
内
運
航
船
及
び
琉
球
漁

船
は
五
十
銭
。

◇
岸
壁
通
行
料
、
船
客
及
び
送
迎
人
一
人
一

回
に
つ
き
五
円
。
但
し
七
歳
未
満
は
無
料
。

◇
岸
壁
通
過
料
、
積
卸
貨
物
各
一
回
に
つ
き

重
量
貨
物
は
一
屯
ま
で
毎
日
十
五
円
、
軽
量

貨
物
四
〇
立
方
呎
ま
で
毎
に
十
五
円
。
但
し

米
、
肥
料
は
一
屯
当
り
十
円
。
琉
球
列
島
内

貨
物
は
六
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
又
は
二
・
六
立
方

呎
当
り
一
円

◇
給
水
料
一
屯
五
十
円
。

◇
荷
揚
場
使
用
料
、
二
四
時
間
内
無
料
、
そ

れ
以
上
は
二
□
時
間
ま
で
重
量
貨
物
一
屯
、

軽
量
貨
物
四
〇
立
方
呎
当
り
二
十
円
、
四
八

時
間
を
超
え
る
と
き
は
五
〇
円
。

◇
野
積
使
用
料
、
七
日
以
内
ま
で
一
日

貨

物
の
単
位
は
前
と
同
じ

二
円
、
七
日
以
上

二
日
毎
に
五
円
。

◇
上
屋
使
用
料
、
七
日
以
内
一
日
六
円
、
そ

れ
を
超
え
る
と
き
は
一
日
に
つ
き
十
五
円

貨
物
の
単
位
は
前
と
同
じ

那
覇
・
真
和
志
合
併
は
／
三
月

一
日
期
し
／
市
民
大
会
で
決

議
文
沖
タ
・
朝
　
１
９
５
３
・
１
・
11

那
覇
・
真
和
志
の
合
併
を
促
進
し
よ
う
と

那
覇
市
政
研
究
会
で
は
十
日
午
後
一
時
か

ら
那
覇
劇
場
で
社
大
、
人
民
、
民
主
三
党

代
表
ら
を
招
い
て
両
市
村
合
併
促
進
演
説

会
を
開
き
、
引
続
き
市
民
大
会
に
移
し
て

合
併
促
進
に
つ
き
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
決
議

を
行
い
五
百
余
に
上
る
聴
衆
は
合
併
を
切

望
す
る
叫
び
に
一
同
、
後
五
時
半
会
は
幕

を
閉
じ
た
。

ま
ず
市
政
研
究
会
翁
長
博
徳
氏
の
司
会
で
、

合
併
問
題
に
つ
い
て
の
経
過
報
告
、
同
会
代

表
仲
本
斉
政
、
真
玉
橋
景
洋
、
宮
城
無
々
三

氏
か
ら
合
併
促
進
を
強
調
す
る
□
説
が
あ

り
、
つ
い
で
各
政
党
代
表
が
起
つ
て

早
急

な
る
実
現
を
の
ぞ
む

と
大
要
つ
ぎ
の
よ
う

に
の
べ
、
市
民
大
会
で
は
十
六
名
の
合
併
促

進
委
員

各
□
党
代
表
、
市
民
代
表

を
あ

げ
十
二
日
決
議
文
を
那
覇
市
当
局
お
よ
び
議

会
に
手
交
す
る
一
方
、
真
和
志
村
、
行
政
府

立
法
院
に
も
提
出
、
今
後
こ
の
問
題
の
推
進

に
力
強
く
あ
た
る
こ
と
と
な
つ
た
。

決
議
文

那
覇
・
真
和
志
即
時
合
併
は
吾
々
七
万

市
民
の
要
求
で
あ
る
。
合
併
期
日
は
五

三
年
三
月
一
日
を
適
当
と
認
む
。
依
つ

て
那
覇
市
長
及
び
那
覇
市
議
会
は
万
難

を
排
し
、
右
期
日
を
以
て
真
和
志
村
と

の
合
併
を
実
現
さ
れ
た
し
。

各
政
党
、
促
進
を
強
調

▽
真
玉
橋
｜
現
在
の
那
覇
都
計
が
真
和
志
村

を
含
め
ず
那
覇
だ
け
の
も
の
な
ら
子
供
の
箱

庭
い
じ
り
と
し
か
云
え
ず
、
立
派
な
大
都
市

を
作
る
に
は
是
非
合
併
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
合
併
は
三
十
年
来
の
問
題
だ
が
い
ま
そ

の
時
機
で
あ
る
。

▽

合
併
の
合
理
性
と
政
治
責
任

と
題
し

安
里
社
大
党
書
記
長

結
論
か
ら
云
う
と
社

大
党
と
し
て
は
合
併
の
急
速
な
実
現
を
望

む
、
歴
史
的
、
伝
統
的
に
云
つ
て
も
こ
の
問

題
は
三
十
年
来
の
も
の
で
既
に
研
究
し
つ
く

さ
れ
機
は
熟
し
て
お
り
、
市
長
は
合
併
を
促

進
せ
ね
ば
公
約
違
反
問
題
だ
け
で
な
し
に
重

大
な
責
任
問
題
と
な
る
。
何
故
な
ら
こ
れ
は

単
に
両
市
村
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
全
琉
の

首
都
問
題
で
、
も
し
真
和
志
の
土
地
返
還
が

な
さ
れ
た
ら
那
覇
は
人
口
た
つ
た
三
万
四
千

に
し
か
な
ら
ず
、
反
対
に
真
和
志
が
大
き
く

な
り
同
村
が
市
昇
格
し
た
場
合
そ
こ
に
吸
収

さ
れ
る
は
め
に
な
ら
な
い
と
も
限
ら
な
い
。

こ
れ
は
当
時
者
に
任
せ
ず
政
府
で
も
善
処
す

べ
き
だ
。
那
覇
市
側
は
い
つ
ま
で
も
こ
れ
を

延
ば
さ
ず
民
衆
の
世
論
に
従
つ
て
速
か
に
合

併
を
実
現
す
べ
き
で
あ
る
。

△
平
山
源
宝
氏

民
主
党

こ
の
問
題
は

単
に
政
治
家
だ
け
に
任
せ
ず
専
門
家
と
も
図

つ
て
早
急
に
解
決
し
て
行
く
べ
き
だ
と
思

う
。
△

又
吉
市
政
の
内
幕

と
題
し
瀬
長
亀
次

郎
氏

人
民
党

市
町
村
自
治
法
に
よ
り

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

一
月

一
七
八

四

演

政



三
月
一
日
施
行
さ
れ
る
議
員
の
補
欠
選
挙
前

に
合
併
す
る
の
が
適
当
な
時
機
と
思
う
。
合

併
に
つ
い
て
の
委
員
会
な
ど
を
設
け
市
民
大

会
を
開
き
広
く
市
民
に
訴
え
た
ら
必
ず
実
現

出
来
る
と
思
う
。
合
併
を
は
ば
ん
で
い
る
の

は
又
吉
市
政
と
彼
を
囲
む
十
二
名
の
議
員
ら

の
保
守
反
動
に
よ
つ
て
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
ら

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

△
仲
里
誠
吉
氏

市
民
代
表

両
市
村
の

理
解
は
既
に
出
来
て
い
る
と
思
う
。
ま
だ
に

し
て
も
後
一
、
二
カ
月
で
は
充
分
で
、
合
併

の
時
機
で
あ
る
、
那
覇
の
都
市
計
画
を
直
接

立
案
し
た
市
役
所
の
当
事
者
と
話
合
つ
た
が

彼
等
も
技
術
的
面
か
ら
現
在
の
那
覇
だ
け
の

都
市
計
画
を
推
し
進
め
る
前
に
ま
ず
真
和
志

と
の
合
併
を
し
て
か
ら
都
計
を
進
め
る
べ
き

だ
と
い
う
意
見
で
あ
つ
た
。

｜
社
　
説
｜

泊
港
を
祝
福
す
る

琉
新
　
１
９
５
３
・
１
・
18

泊
は
古
く
て
新
し
い
港
で
あ
る
。
国
語
辞

典
を
引
け
ば

と
ま
り

に
は
港
の
意
味
が

あ
つ
て
昔
は
琉
球
で
は
す
べ
て
港
を
ト
マ
リ

訛
つ
て
ト
ウ
マ
イ

と
呼
ん
で
い
た
。
親

泊
・
仲
泊
・
内
泊
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ

れ
が
泊
港
は
単
に
と
ま
り
と
称
し
、
那
覇
港

は
な
は
ど
ま
り
と
呼
ん
だ
。
単
に
と
ま
り

港

と
呼
ん
だ
の
は
そ
れ
が
メ
ー
ン
・

ポ
ー
ト

主
要
港

で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

那
覇
は
う
き
し
ま
と
い
う
島
で
あ
つ
て
王
都

首
里
と
の
交
通
が
不
便
で
あ
つ
た
の
み
な
ら

ず
、
昔
の
泊
港
は
首
里
城
下
に
深
く
湾
入
し

て
い
た
か
ら
、
主
要
港
た
り
し
こ
と
怪
し
む

に
足
ら
な
い
。
十
三
世
紀
の
末
葉
か
ら
一
世

紀
の
間
、
北
部
琉
球
や
南
部
琉
球
と
沖
縄
本

島
と
の
交
通
貿
易
が
開
け
た
こ
ろ
は
、
こ
れ

ら
の
船
舶
は
こ
と
ご
と
く
泊
に
入
港
し
た
。

し
か
る
に
中
国
の
船
は
や
は
り
那
覇
港
に
入

れ
た
ら
し
い
。
十
四
世
紀
の
末
葉
に
中
国
の

福
建
省
よ
り
の
移
住
民
は
、
う
き
し
ま
の
久

米
村
に
居
住
し
て
い
た
関
係
も
あ
つ
た
の
で

あ
ろ
う
。
十
五
世
紀
の
半
ば
頃
海
中
道
路
を

築
い
て
首
里
那
覇
の
交
通
が
画
期
的
に
進
展

し
て
以
来
、
那
覇
港
は
東
洋
貿
易
の
要
津
た

る
観
を
呈
し
、
唐

中
国

南
蛮
の
異
国
船

の
輻
輳
す
る
と
こ
ろ
と
な
つ
た
が
、
南
北
琉

球
の
船
舶
は
や
は
り
泊
を
利
用
し
た
ら
し
く

鬼
界
島
を
親
せ
い
し
て
凱
旋
し
た
青
年
王
尚

徳
も
そ
こ
か
ら
帰
還
上
陸
し
て
い
た
。

安
里
川
の
デ
ル
タ
な
る
前
島
が
隆
起
拡
張

し
、
泊
の
水
深
が
浅
く
な
る
に
つ
れ
て
完
全

に
那
覇
港
に
リ
ー
ド
さ
れ
て
後
も
数
隻
の
山

原
船
の
て
い
泊
す
る
も
の
あ
り
、
泊
高
橋
の

異
観
と
相
待
つ
て
さ
す
が
に
古
い
伝
統
は
あ

ら
そ
わ
れ
ず
、
沖
縄
本
島
の
中
北
部
と
の
陸

路
の
要
衝
で
も
あ
り
、
今
日
の
一
号
線
路
に

沿
う
て
何
か
と
民
謡
や
俚
た
ん
の
テ
ー
マ
と

な
る
も
の
が
多
か
つ
た
。
今
年
か
ら
ち
よ
う

ど
百
年
前
の
一
八
五
三
年
に
米
国
水
師
提
督

ペ
リ
ー
が
来
航
し
た
時
に
そ
の
艦
隊
は
那
覇

港
外
に
て
い
泊
し
た
が
、
首
里
城
を
訪
問
す

べ
く
舟
艇
か
ら
提
督
が
上
陸
し
た
の
は
泊
の

台
の
瀬
で
あ
つ
た
。
さ
れ
ば
戦
前
沖
縄
郷
土

協
会
に
お
い
て
ペ
リ
ー
提
督
上
陸
記
念
碑
建

設
の
議
が
あ
つ
た
時
も
、
そ
の
建
設
候
補
地

は
泊
港
辺
の
丘
上
が
え
ら
ば
れ
て
い
た
。
天

久
の
寺

ア
ミ
ク
ヌ
テ
イ
ラ

と
呼
ば
れ
た

聖
現
寺
は
外
人
と
う
留
に
あ
て
が
わ
れ
た
の

で
台
の
瀬
に
外
人
墓
地
が
あ
る
の
も
無
理
が

な
か
つ
た
。

か
か
る
由
緒
深
き
泊
も
港
と
し
て
は
水
深

浅
く
し
て
利
用
に
堪
え
な
く
な
り
、
ま
さ
に

気
息
え
ん
え
ん
た
る
有
様
で
あ
つ
た
が
、
い

ま
や
築
港
成
り
て
港
面
二
十
三
万
坪
、
那
覇

港
の
そ
れ
に
は
及
ば
な
い
が
水
深
二
十
五
フ

イ
ー
ト
以
上
で
那
覇
港
よ
り
深
く
、
目
下
作

業
中
の
入
港
水
路
長
さ
九
百
フ
イ
ー
ト
巾
二

百
フ
イ
ー
ト
に
お
よ
び
、
南
北
岸
壁
は
ア
ス

フ
ア
ル
ト
で
固
め
て
い
よ
い
よ
完
成
す
れ
ば

四
千
五
百
ト
ン
一
隻
、二
千
五
百
ト
ン
一
隻
、

一
千
ト
ン
一
隻
そ
れ
に
五
十
ト
ン
ほ
ど
の
小

型
船
舶
三
十
隻
が
一
度
に
横
着
け
出
来
る
よ

う
に
な
る
と
云
わ
れ
る
。

し
ゆ
ん
せ
つ
船
の
パ
イ
プ
か
ら
吐
き
出
す

土
砂
は
そ
の
ま
ま
埋
立
地
を
構
成
す
る
の
で

埋
立
地
六
万
八
千
四
百
坪
に
お
よ
び
、
那
覇

市
で
は
こ
れ
に
呼
応
し
て
護
岸
工
事
に
一
千

二
百
万
円
、
埋
立
工
事
に
一
千
八
百
万
円
を

投
じ
て
雪
の
崎
と
南
岸
突
堤
を
結
ぶ
直
線
護

岸
を
完
成
す
べ
く
工
事
を
進
め
つ
つ
あ
る
。

港
湾
施
設
と
し
て
は
南
北
二
カ
所
に
船
舶
管

理
所
、
船
客
待
合
室
、
上
屋
、
港
務
所
な
ど

を
設
置
す
る
と
云
う
こ
と
で
あ
れ
ば
埋
立
地

に
お
け
る
ふ
頭
の
附
帯
施
設

倉
庫
、
旅
館
、

店
舗
等

と
相
待
つ
て
新
時
代
の
港
湾
と
し

て
間
然
す
る
と
こ
ろ
な
き
完
備
せ
る
偉
容
を

誇
り
得
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

那
覇
港
を
主
要
港
と
し
泊
港
を
補
助
港
と

し
て
、
那
覇
市
の
玄
関
口
が
ま
ず
装
備
さ
れ

こ
れ
と
有
機
的
に
連
絡
す
る
都
心
の
構
想
が

成
れ
ば
こ
れ
か
ら
都
計
の
大
体
は
演
え
き
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。
那
覇
市
が
首
都
た
る
運
命

を
負
う
よ
う
に
な
つ
た
の
は
実
に
こ
の
二
港

を
擁
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
那
覇
ど
ま
り

に
は
唐
な
ん
ば
ん
の
異
国
船
が
、
泊
に
は
南

北
琉
球
の
馬
艦
船

マ
ー
ラ
ン

が
、
出
船

入
船
の
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
昔
も
し
の
ば

れ
て
、
泊
港
の
前
途
を
祝
福
す
る
と
と
も
に

那
覇
市
の
都
計
が
理
想
的
に
実
現
せ
ん
こ
と

を
希
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

生
れ
る
か
『
真
和
志
市
』
／
き

の
う
村
会
で
市
昇
格
議
決

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
３
・
１
・
21

真
和
志
村
の
市
昇
格
問
題
は
さ
き
に
同
村
都

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

一
月

一
七
九



市
計
画
委
員
会
で
も
検
討
さ
れ

速
や
か
に

そ
の
実
現
を

と
委
員
会
の
意
見
が
ま
と
め

ら
れ
た
が
、
二
十
日
に
は
村
議
会
に
も

真

和
志
を
真
和
志
市
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て

と
題
す
る
議
案
が
村
当
局
か
ら
提
出
さ
れ
満

場
一
致
で
議
決
さ
れ
た
。

こ
の
議
案
は

本
村
は
市
町
村
自
治
法
第

五
条
第
一
項
に
よ
る
市
の
要
件
を
具
備
し

て
居
り
ま
す
か
ら
、
一
九
五
三
年
二
月
十

五
日
よ
り
、
真
和
志
村
を
真
和
志
市
に
し

た
い
の
で
議
会
の
決
議
を
求
め
ま
す

と
な
つ
て
お
り
宮
里
村
長
は
二
十
日
の
決
議

に
基
い
て
近
く
行
政
府
と
の
手
続
を
始
め
る

筈
で
あ
る
。

市
昇
格
の
手
続
に
つ
い
て
は
さ
き
に
地
方
自

治
法
で
、
具
体
的
の
こ
と
が
示
さ
れ
て
な
い

の
で
、
色
々
論
議
も
あ
り
、
宮
里
村
長
も

手
続
の
明
確
な
方
法
は
い
ま
だ
に
な
さ
れ

て
お
ら
な
い

旨
説
明
し
た
が
二
十
日
の
村

議
会
は
、
議
会
終
了
後
直
ち
に
協
議
会
に
移

り
、
真
和
志
村
と
し
て
は
差
し
当
り

認
可

申
請

の
手
続
も
方
法
を
と
ら
ず

報
告

の
形
で
政
府
に
届
け
出
る
こ
と
と
な
つ
た

真
和
志
村
は
人
口
四
万
八
千
九
百
九
十
三

人
、
一
万
百
十
三
世
帯
市
街
地
区
を
形
成

す
る
戸
数
七
千
九
百
五
十
戸
都
市
的
業
態

に
従
事
す
る
も
の
三
万
七
千
百
八
十
一
名

と
な
つ
て
い
る

宮
里
村
長

こ
れ
で
い
よ
い
よ
市
昇
格
の
態

勢
が
出
来
た
わ
け
で
、
こ
れ
か
ら
は
市
と
し

て
の
今
後
の
発
展
を
考
え
都
市
計
画
等
に
力

を
そ
そ
ぎ
た
い
こ
れ
は
し
か
し
那
覇
市
と
の

合
併
問
題
と
は
直
接
何
の
関
係
も
な
く
合
併

問
題
は
合
併
問
題
と
し
て
考
え
る

主
席
へ
折
衝

真
和
志
村
で
は
二
十
日
、
政
府
主
席
宛
に

同
村
の
市
昇
格
に
つ
い
て
報
告
書
と
関
係

書
類
を
提
出
し

同
村
は
市
町
村
自
治
法

第
五
条
第
一
項
に
よ
る
市
昇
格
要
件
を
具

備
し
て
い
る
の
で
来
る
二
月
十
五
日
よ
り

真
和
志
市
に
改
め
る
。
そ
の
告
示
方
に
つ

い
て
宜
敷
く
お
取
計
い
を
乞
う

と
通
達

し
て
来
た
。理
由
書
の
内
容
は
次
の
通
り
。

真
和
志
村
は
首
里
、
那
覇
の
中
間
に
位
し
、

町
方
と
し
て
の
歴
史
と
環
境
は
古
来
住
民
の

誇
り
で
あ
つ
た
。
廃
藩
置
県
以
来
、
幾
多
の

変
遷
は
あ
つ
た
が
、
村
勢
は
常
に
発
展
の
一

途
を
辿
り
、
そ
の
一
部
は
既
に
都
市
の
形
態

に
変
わ
り
つ
ゝ
あ
つ
た
。

戦
後
沖
縄
の
人
口
、
経
済
、
土
地
の
諸
条
件

は
真
和
志
村
の
都
市
的
発
展
に
拍
車
を
か

け
、
今
や
そ
の
繁
栄
は
那
覇
の
そ
れ
に
き
つ

抗
す
る
概
が
あ
る
。

真
和
志
村
の
行
政
区
は
現
在
三
十
区
に
分
れ

て
い
る
が
、
農
業
を
主
体
と
す
る
区
は
僅
に

九
戸
数

七
三
九
、
人
口
三
五
四
七

で
水

産
業
を
主
体
と
す
る
区
が
一
区

戸
数
一
一

五
、
人
口
五
九
四

で
之
は
全
人
口
の
九
、

四
％
に
過
ぎ
ず
九
〇
、
六
％
の
住
民
は
商
工

業
其
他
都
市
的
業
態
に
従
事
し
て
い
る
。
人

口
増
加
率
は
一
カ
月
平
均
約
六
〇
〇
と
い
う

数
字
を
示
し
て
い
る
。
人
口
の
密
集
地
帯
は

商
社
、
店
舗
�
比
す
る
安
里
一
、
二
区
、
栄

町
を
始
め
、
大
道
、
松
川
、
三
原
、
楚
辺
、

二
中
前
、
大
原
、
寄
宮
、
上
之
屋
、
天
久
、

平
野
、
与
儀
等
で
、
こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ

ず
真
和
志
村
の
人
口
分
布
並
に
住
民
の
業
態

が
都
市
的
形
態
を
具
現
し
て
い
る
こ
と
を
示

す
も
の
で
、
市
町
村
自
治
法
第
五
条
第
一
項

に
よ
る
市
の
要
件
に
該
当
す
る
。
故
に
村
と

い
う
呼
称
は
最
早
真
和
志
村
の
実
態
に
即
し

な
い
の
み
な
ら
ず
、
住
民
生
活
の
上
に
も
幾

多
の
不
利
不
便
を
来
し
て
い
る
。
商
工
業
者

が
対
外
的
商
取
引
を
な
す
場
合
、
所
在
地
が

村
で
あ
る
た
め
信
用
度
が
こ
れ
で
過
少
評
価

さ
れ
る
が
如
き
そ
の
顕
著
な
る
一
例
で
あ
る

な
お
行
政
実
施
の
面
か
ら
見
た
場
合
、
今
後

制
定
せ
ら
る
べ
き
都
市
計
画
法
の
適
用
に
お

い
て
困
難
が
予
想
せ
ら
る
し
、
又
現
行
消
防

条
例
、
建
築
基
準
条
例
の
運
用
に
当
つ
て
も

種
々
の
支
障
が
痛
感
せ
ら
れ
る
。

新
し
い
酒
を
古
い
革
袋
に
盛
つ
て
は
い
け
な

い
。
都
市
と
し
て
の
実
を
備
え
た
新
興
真
和

志
を
市
に
改
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
政
の
合

理
化
を
図
り
、
住
民
が
自
治
体
の
構
成
員
と

し
て
納
税
、
衛
生
、
教
育
そ
の
他
の
領
域
に

お
い
て
協
力
す
べ
き
き
ん
持
と
自
覚
を
高

め
、
ひ
い
て
民
生
安
定
の
基
盤
を
作
る
こ
と

が
真
和
志
村
に
お
け
る
当
面
の
急
務
と
し
て

強
く
要
請
せ
ら
れ
る
。

選
挙
要
項
成
る
／
地
方
議
員
の

補
充
選
挙
／
来
る
三
月
二
十

九
日
全
琉
一
斉
に

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
３
・
１
・
23

総
務
局
で
は
来
る
三
月
二
十
九
日
に
行
な
わ

れ
る
市
町
村
補
充
議
員
選
挙
に
つ
い
て
二
十

二
日
つ
ぎ
の
よ
う
な
選
挙
要
項
を
各
市
町
村

宛
送
附
し
た
。

△
議
員
定
数
は
左
の
人
口
区
分
に
よ
る
の

で
、
今
回
選
挙
す
べ
き
議
員
数
は
左
の
人
口

区
分
に
よ
る
定
数
よ
り
従
前
の
議
員
定
数
を

差
引
い
た
人
員
に
な
る
。

１
、
人
口
二
千
未
満

八
人
。

２
、
二
千
以
上
五
千
未
満

十
二
人

３
、
五
千
以
上
一
万
未
満

十
六
人

４
、
人
口
一
万
以
上
二
万
未
満

二
十
人

５
、
人
口
二
万
以
上
の
市
町
村
に
お
い
て
　

は
人
口
五
千
を
増
す
ご
と
に
各
々
議

員
一
名
を
増
員
す
る
。
但
し
三
十
人

を
超
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

△
現
在
、
従
前
の
議
員
定
数
に
欠
員
が
あ
る

場
合
に
は
今
回
の
特
別
選
挙
に
お
い
て
そ
の

欠
員
補
充
の
分
を
併
せ
て
選
挙
し
て
も
支
障

は
な
い
。

△
琉
球
公
務
員
法
第
六
十
二
条
第
二
項
の
規

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

一
月

一
八
〇



定
に
よ
り
、
公
務
員
は
公
選
に
よ
る
公
職
の

候
補
者
と
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

な
お
五
二
年
四
月
一
日
以
前
か
ら
引
つ
づ
き

現
在
に
至
る
ま
で
政
府
職
員
で
か
つ
市
町
村

議
会
議
員
の
職
に
あ
る
者
に
つ
い
て
は
目
下

人
事
委
員
会
で
、
そ
の
措
置
を
考
慮
中
で
あ

る
の
で
、
何
分
の
指
示
あ
る
ま
で
は
公
務
員

法
第
六
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
議
員
の
職
に
あ
つ
て
も
よ
い
。

△
補
充
選
挙
人
名
簿
に
登
録
す
べ
き
も
の
。

１
、
選
挙
期
日
告
示
の
日
現
在
で
、
引
続

き
六
カ
月
間
市
町
村
に
住
所
を
有
す
る
者

即
ち
五
二
年
八
月
十
三
日
か
ら
引
つ
づ
き

そ
の
市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る

も
の
。

２
、
名
簿
確
定
の
日
ま
で
年
令
満
二
十
才

以
上
の
も
の

即
ち
一
九
三
三
年
三
月
二

十
九
日
ま
で
に
出
生
し
た
も
の

３
、
市
町
村
総
選
挙
人
名
簿
調
整

七
月

十
五
日
現
在

当
時
、
選
挙
法
第
三
条
、

第
三
項
に
規
定
す
る
受
刑
中
の
者
及
び
執

行
猶
予
中
の
も
の
で
二
月
十
二
日
現
在
に

お
い
て
受
刑
又
は
執
行
猶
予
が
終
つ
た

者
。
４
、
選
挙
法
第
二
条
、
第
一
項
に
該
当
す

る
者
。

５
、
市
町
村
総
選
挙
人
名
簿
調
整
当
時
、

当
然
選
挙
権
を
有
し
、
同
名
簿
に
登
載
せ

ら
る
べ
き
選
挙
人
で
脱
漏
し
た
者
。

補
充
さ
れ
る
議
員
数

今
回
補
充
さ
れ
る
議
員
数
は
つ
ぎ
の
よ
う
に

な
つ
て
い
る
。

▽
沖
縄
現
在
　
補
充
　
　
　

現
在

補
充

那
　
覇

12

一
六
　
首
　
里

10

一
〇

糸
　
満

10

一
〇
　
与
那
原

22

六
減

小
　
禄

10

一
〇
　
豊
見
城

８

八

兼
　
城

８
　
　

八
　
高
　
嶺

６

六

三
　
和

８
　
　

八
　
具
志
頭

８

八

東
風
平

８
　
　

八
　
玉
　
城

10

六

知
　
念

８
　
　

八
　
佐
　
敷

８
　
　

八

大
　
里

８
　
　

八
　
南
風
原

８
　
　

八

真
和
志

10

一
五
　
渡
嘉
敷

６
　
　

二
　

座
間
味

６
　
　

二
　
仲
　
里

８
　
　

八

具
志
川

久

８

八

渡
名
喜

６
　
　

二
　
粟
　
国

６
　
　

六

北
大
東

６
　
　

二
　
南
大
東

６
　
　

二

石
　
川

10

一
〇
　
浦
　
添

10

一
〇

西
　
原

８
　
　

八
　
中
　
城

10

一
〇

宜
野
湾

10

一
〇
　
北
中
城

８
　
　

八

北
　
谷

８
　
一
二
　
嘉
手
納

８
　
　

八

読
　
谷

10

一
〇
　
越
　
来

10

一
〇

美
　
里

10

一
〇
　
具
志
川

11

一
一
　

与
那
城

10

一
〇
　
勝
　
連

10

一
〇

名
　
護

10

一
〇
　
本
　
部

10

一
〇

恩
　
納

８
　
　

八
　
金
　
武

８
　
　

八
　

宜
野
座

８
　
　

八
　
久
　
志

８
　
　

八

東
　
　

６
　
　

六
　
国
　
頭

10

一
〇

大
宜
味

10

六
　
羽
　
地

10

一
〇

屋
我
地

６
　
　
六
　
今
帰
仁

10

一
〇

上
本
部

８
　
　
八
　
屋
　
部

８

八

伊
　
江

８
　
　
八
　
伊
是
名

８

八

伊
平
屋

６

六

△
奄
美
大
島

喜
界
町

四
名
減

、
名
瀬
市

一
名
増

、

実
久
村

四
名
減

を
除
い
て
は
従
前
と
同

じ
。
△
宮
古
現
在
　
補
充
　
　
　
　
現
在
　
補
充

平
　
良

29

七
減

上
　
野

８
　
　
八

城
　
辺

10

一
〇
　

伊
良
部

10

一
〇

下
　
地

８
　

八
　

多
良
間

６

六

▽
八
重
山現
在
　
補
充
　
　
　
　
現
在
　
補
充

石
　
垣

10

一
〇
　

竹
　
富

８
　
　
八

大
　
浜

８
　
　
八
　

与
那
国

８
　
　
八

真
和
志
／
市
昇
格
を
再
申
請
／

行
政
課
の
見
解
に
従
う

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
３
・
１
・
24

さ
き
に
真
和
志
村
で
は
議
会
の
決
議
に
も
と

づ
き
、
二
月
十
五
日
よ
り
市
に
昇
格
す
る
と

い
う
の
で
そ
の
告
示
方
を
行
政
府
に
申
請
し

た
と
こ
ろ
、
そ
の
手
続
に
つ
い
て
行
政
課
と

立
法
院
安
里
行
法
委
員
長
と
の
間
に
意
見
の

喰
い
違
い
を
生
じ
た
が
、
二
十
三
日
、
行
政

課
か
ら
真
和
志
村
の
提
出
し
た
申
請
書
が
返

却
さ
れ
、
真
和
志
村
で
は
行
政
課
の
見
解
に

従
い
、
市
町
村
の
廃
置
分
合
を
規
定
し
た
市

町
村
自
治
法
の
第
三
条
に
よ
り
二
十
四
日
再

申
請
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

つ
ま
り

真
和
志
村
を
廃
し
真
和
志
市
に
す

る

と
の
真
和
志
村
の
申
請
に
も
と
づ
き
、

行
政
主
席
が
立
法
院
の
議
決
を
経
て
こ
れ
を

定
め
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

那
覇
都
市
計
画
／
縦
横
に
検
討

／
石
川
博
士
一
行
空
路
来
島

琉
新
　
１
９
５
３
・
１
・
28

日
本
に
お
け
る
首
都
建
設
の
権
威
と
し
て
那

覇
市
の
招
聘
を
受
け
、
か
つ
て
来
島
を
伝
え

ら
れ
た
石
川
栄
あ
き
博
士
は
二
十
七
日
午
後

十
二
時
早
大
講
師
秀
島
氏
を
帯
同
し
て
空
路

来
島
し
た
、
那
覇
市
か
ら
又
吉
那
覇
市
長
は

じ
め
、
嵩
原
助
役
、
城
間
市
会
副
議
長
、
そ

の
他
関
係
部
課
長
ら
の
出
迎
え
を
受
け
た
博

士
一
行
は
長
旅
の
疲
れ
も
見
せ
ず
同
夜
直
ち

に
沖
縄
ホ
テ
ル
に
一
先
ず
旅
装
を
解
い
た
、

博
士
滞
在
中
の
ス
ケ
ジ
ユ
ー
ル
は
き
よ
う
二

十
八
日
は
午
前
中
休
養
、
午
後
か
ら
琉
球
政

府
、
民
政
府
、
各
新
聞
社
訪
問
、
晩
は
博
士

の
疲
労
か
い
復
を
ま
つ
て
歓
迎
会
を
催
す
こ

と
に
な
つ
て
い
る

格
段
の
飛
躍
期
待
／
嵩
原
助
役
談

嵩
原
助
役
は
こ
の
喜
び
を
次
の
よ
う
に
語
つ

た
。

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

一
月

一
八
一



石
川
博
士
の
来
島
は
長
い
間
の
市
の
念
願

で
あ
つ
た
。
こ
れ
は
那
覇
市
だ
け
の
問
題

で
な
く
全
琉
的
な
喜
び
で
あ
る
。
こ
ん
ど

先
生
を
迎
え
て
現
地
を
実
際
に
視
察
し
て

戴
き
、
現
在
の
市
の
都
計
に
具
体
的
な
検

討
を
加
え
、
琉
球
の
首
都
”
大
那
覇
市
建

設
”
に
遺
憾
の
な
い
よ
う
先
生
か
ら
貴
重

な
資
料
が
得
ら
れ
る
の
は
勿
論
、
東
京
都

の
都
計
の
父
と
云
わ
れ
る
博
士
の
視
察
の

結
果
如
何
に
よ
つ
て
、
那
覇
市
の
都
市
計

画
が
構
想
に
お
い
て
も
格
段
の
飛
躍
を
遂

げ
る
で
あ
ろ
う
し
、
実
現
を
促
進
す
る
上

に
お
い
て
千
鈞
の
重
味
を
加
え
る
も
の
と

期
待
さ
れ
る

大
那
覇
市
の
都
計
に
み
る
道
路

網
／
交
通
地
獄
の
解
消
へ
／

一
号
線
は
巾
員
24
間
に

琉
新
　
１
９
５
３
・
１
・
31

那
覇
の
街
は
昔
な
ら
見
向
き
も
し
な
い
野
ツ

原
に
建
つ
が
ま
ゝ
に
拡
が
つ
た
の
だ
か
ら
た

ま
ら
な
い
。
お
蔭
で
道
路
網
も
い
い
加
減
。

車
道
、
歩
道
の
区
別
な
く
、
そ
の
う
え
排
水

溝
も
お
粗
末
と
あ
つ
て
一
雨
降
れ
ば
”
那
覇

の
道
”
は
”
泥
ん
こ
道
”
に
早
変
り
。
こ
の

悪
道
路
は
市
民
共
通
の
悩
み
と
な
つ
て
い
る

が
市
当
局
で
も
こ
れ
が
駆
逐
に
大
童
、
い
ま

の
メ
イ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
牧
志
大
通
り
は
建

築
の
槌
音
高
く
昼
夜
兼
行
の
突
貫
作
業
が
行

わ
れ
て
い
る
。工
事
完
成
の
暁
は
車
道
六
間
、

両
側
の
歩
道
が
そ
れ
ぞ
れ
二
間
と
い
う
こ
と

に
な
る
が

果
し
て
こ
れ
だ
け
で
交
通
地

獄
の
悩
み
は
解
消
さ
れ
る
か
。
月
を
逐
う
て

増
加
の
一
途
を
た
ど
る
自
動
車
は
民
車
両
だ

け
で
も
最
近
の
統
計
で
三
千
二
百
十
台
、
そ

の
殆
ど
が
都
心
を
横
断
す
る
牧
志
街
道
を
走

り
ま
わ
つ
て
い
る
こ
と
に
な
る
、
従
つ
て
交

通
惨
事
も
こ
の
情
勢
を
反
映
し
て
増
え
る
一

方
。
警
察
本
部
の
五
十
二
年
度
事
故
統
計
表

は
事
故
発
生
五
百
七
十
八
件
、
そ
の
う
ち
死

者
七
十
七
名
、
傷
者
四
百
三
十
七
名
と
な
つ

て
お
り
、
毎
日
一
人
以
上
が
ワ
ダ
チ
の
犠
牲

に
な
つ
て
い
る
わ
け
だ
。
警
察
局
交
通
課
で

は
那
覇
市
の
将
来
の
都
市
計
画
に
そ
な
え
交

通
事
故
防
止
策
を
強
化
す
る
た
め
、
現
在
の

県
令
に
軍
布
告
な
ど
雑
多
な
法
令
を
一
本
化

し
た
新

道
路
交
通
取
締
法

を
起
案
、
次

期
通
常
議
会
に
上
程
す
る
運
び
だ
と
い
う
、

兎
角
こ
れ
ら
道
路
の
問
題
は
戦
後
那
覇
市
の

大
き
な
悩
み
と
な
つ
て
い
る
が

市
都
計
課

に
そ
の
道
路
計
画
と
解
決
策
を
の
ぞ
い
て
み

た
。
都
計
の
道
路
計
画
は
す
で
に
決
定
さ
れ
た
軍

道
路
　
一
号
線
と
四
十
四
号
線
道
路
を
根
幹

と
し
て
、
現
在
の
道
路
を
で
き
る
だ
け
利
用

し
、
ま
た
残
存
恒
久
建
築
物
を
活
用
す
る
こ

と
を
主
眼
に
お
い
て
あ
る
。
道
路
網
は
放
射

線
と
環
状
線
と
を
組
み
合
わ
せ
た
蜘
蛛
の
巣

型
と
な
つ
て
い
る
。
幹
線
道
路
の
規
模
は
一

級
二
十
四
間
か
ら
三
級
七
間
ま
で
、
既
成
の

軍
道
路

新
一
号
線

約
十
一
間
に
は
両
側

に
一
間
ほ
ど
の
植
樹
地
帯
と
三
間
の
緩
車

道
、
同
じ
く
三
間
の
歩
道
を
市
の
都
計
に
予

定
さ
れ
て
巾
員
二
十
四
間
の
堂
々
た
る
主
要

幹
線
が
実
現
す
る
よ
う
に
な
つ
て
い
る
。
次

ぎ
に
久
茂
地
町
を
起
点
と
し
て
上
泉
町
に
通

ず
る
御
成
通
り
は
巾
員
十
六
間
で
中
央
に
一

間
巾
の
緑
地
帯
、
そ
の
両
側
に
車
道
各
々
五

間
、
歩
道
二
間
半
と
な
つ
て
い
る
。
更
に
前

島
町
か
ら
与
儀
に
か
け
て
ガ
ー
ブ
川
と
久
茂

地
川
沿
い
の
両
岸
に
は
歩
道
、
車
道
併
せ
て

七
間
半
の
十
五
間
並
木
街
路
を
計
画
。
こ
れ

な
ど
沖
縄
で
は
変
り
種
だ
。
そ
の
他
十
間
の

幹
線
が
十
一
本
、
総
延
長
七
千
八
百
二
十
三

間
で
、
こ
れ
は
工
事
中
の
新
牧
志
街
道
と
同

型
の
も
の
。
準
幹
線
と
し
て
久
茂
地
川
の
周

囲
に
車
道
四
間
、
緑
地
帯
一
間
、
そ
れ
に
二

間
の
遊
歩
道
を
沿
え
た
七
間
道
路
。
車
道
四

間
、両
側
歩
道
一
間
半
の
七
間
通
り
も
あ
る
。

以
上
幹
線
は
す
べ
て
ア
ス
フ
ア
ル
ト
舗
装
。

な
お
細
部
街
路
は
土
地
区
画
整
理
の
都
度
、

各
地
区
毎
に
住
居
、
商
業
、
工
業
の
地
域
性

を
勘
案
し
て
計
画
さ
れ
、
巾
員
は
六
間
、
五

間
、

二
間
に
な
つ
て
い
る
。
こ
れ
ら
細

部
街
路
は
す
べ
て
石
粉
で
敷
詰
め
ら
れ
る
。

以
上
が
那
覇
市
の
都
市
計
画
か
ら
み
た
道
路

概
要
だ
が
更
に
ス
ム
ー
ス
な
交
通
対
策
と
し

て
軍
の
一
号
線
に
は
パ
ー
キ
ン
グ

駐
車
場

を
設
置
す
る
方
針
で
、
久
茂
地
町
、
東
町
、

泊
ミ
ナ
ト
付
近
が
予
定
地
と
な
つ
て
い
る
よ

う
だ
。
市
と
し
て
は
な
お
与
儀
や
安
里
の
交

通
頻
繁
な
場
所
に
も
必
要
だ
と
云
つ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
パ
ー
キ
ン
グ
は
未
だ
は
つ
き
り

指
定
さ
れ
て
な
い
。
な
お
新
ビ
ル
や
公
共
建

物
を
つ
く
れ
ば
必
ず
前
面
に
パ
ー
キ
ン
グ
を

設
け
さ
せ
て
あ
る
。
例
え
ば
慈
善
病
院
、
保

健
所
な
ど

。
一
方
牧
志
街
道
拡
張
工
事
を

契
機
と
し
て
市
内
バ
ス
協
会
で
は
現
在
の
各

会
社
バ
ラ
バ
ラ
の
駐
車
場
を
一
カ
所
に
バ
ス

の
タ
ー
ミ
ナ
ル

総
合
発
着
所

を
設
置
す

る
動
き
が
あ
り
都
計
課
で
も
協
力
す
る
も
よ

う
。
市
と
し
て
は
現
在
建
築
物
の
密
集
し
た

現
市
内
の
パ
ー
キ
ン
グ
設
置
は
土
地
の
買
収

な
ど
大
き
な
金
が
か
か
る
の
で
必
要
は
認
め

る
が
ま
だ
ま
だ
検
討
中
。
旧
市
内
の
場
合
に

は
都
計
の
中
に
織
り
込
ん
で
あ
り
、
交
通
の

激
し
い
交
叉
点
に
は
信
号
灯
な
ど
や
横
断
歩

道
を
指
定
す
る
と
い
つ
て
い
る
。
特
に
危
険

な
と
こ
ろ
に
は
地
下
道
や
陸
橋
を
理
想
と
す

る
が
、
そ
こ
ま
で
は
研
究
さ
れ
て
な
い
。
こ

れ
で
那
覇
市
の
交
通
地
獄
も
解
決
さ
れ
る
と

思
わ
れ
る
が

首
都
建
設
に
一
段
の
活
を

入
れ
る
た
め
来
島
し
た
石
川
栄
あ
き
博
士
も

開
口
一
番
”
自
動
車
の
多
い
こ
と
に
は
全
く

驚
い
た
。
人
口
が
少
く
て
も
近
代
都
市
的
な

設
備
を
す
る
必
要
が
あ
る
”
と
語
つ
て
お
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り
、
こ
の
注
目
さ
れ
る
氏
の
言
葉
が
那
覇
市

の
都
計
に
い
か
な
る
形
で
表
わ
れ
て
く
る
か

興
味
あ
る
問
題
で
、
住
民
の
一
大
関
心
事
で

あ
る
。

市
町
村
議
特
別
選
挙
／
行
政
課

見
解
発
表
／
議
員
増
減
は
不

可

琉
新
　
１
９
５
３
・
２
・
３

三
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
る
市
町
村
議
会
議

員
選
挙
に
つ
い
て
定
数
条
例
に
設
け
る
こ
と

に
よ
つ
て
選
挙
を
行
わ
な
い
で
お
こ
う
と
い

う
一
部
市
町
村
の
意
向
が
伝
え
ら
れ
る
の
に

対
し
総
務
局
行
政
課
で
は
今
度
の
特
別
選
挙

は
必
ず
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
つ
ぎ
の

よ
う
な
見
解
を
二
日
発
表
し
た

さ
き
に
行
政
主
席
の
告
示
に
よ
つ
て
来
る
三

月
二
十
九
日
執
行
さ
れ
る
市
町
村
議
会
議
員

の
特
別
選
挙
に
つ
い
て
は
個
々
の
市
町
村
に

お
い
て
条
例
を
制
定
し
特
に
議
員
定
数
を
減

じ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
し
定
数
減

の
た
め
の
条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
向
も

あ
る
よ
う
だ
が
市
町
村
に
お
け
る
議
員
定
数

の
変
更
は
市
町
村
自
治
法
第
三
十
三
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
一
般
選
挙
の
場
合
で
な
け

れ
ば
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
ず
今
回
の
選

挙
は
補
充
の
た
め
の
特
別
選
挙
で
あ
る
の
で

か
か
る
定
数
の
変
更
は
で
き
な
い
、
よ
つ
て

一
応
は
第
三
十
三
条
第
一
項
の
定
数
を
充
た

す
た
め
の
特
別
選
挙
を
付
則
第
五
条
の
規
定

に
基
い
て
必
ず
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

も
し
定
数
を
減
少
し
た
け
れ
ば
選
挙
後
の
議

会
に
お
い
て
議
員
定
数
条
例
を
制
定
し
つ
ぎ

の
一
般
選
挙
か
ら
適
用
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る

動
き
出
し
た
那
覇
真
和
志
議
員

補
充
選
挙
／
”
合
併
”
ひ
か

え
て
？
任
期
は
気
に
な
る
／

当
選
し
そ
う
な
者
か
ら
／
三

政
党
が
抱
き
こ
み
合
戦

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
３
・
２
・
８

新
し
い
市
町
村
自
治
法
が
公
布
さ
れ
て
以
来

都
市
地
区
で
の
補
充
選
挙
へ
の
動
き
は
漸
く

活
溌
化
、地
下
潜
行
の
画
策
が
つ
ゞ
け
ら
れ
、

前
し
ょ
う
戦
正
に
酣
と
い
つ
た
感
じ
を
与
え

て
い
る
が
、
那
覇
、
真
和
志
で
は
早
く
も
出

馬
を
予
想
さ
れ
る
顔
触
れ
が
表
面
に
浮
び
、

下
馬
評
と
共
に
そ
の
動
き
も
目
立
つ
て
き
た

そ
れ
に
し
て
も
今
度
の
選
挙
は
当
選
し
て

も
任
期
は
半
端
、
そ
の
上
那
覇
・
真
和
志

で
は
七
月
合
併
説
が
頭
に
こ
び
り
つ
い
て

お
り
、
こ
れ
を
促
進
す
る
如
く
、
那
覇
市

の
招
聘
し
た
石
川
博
士
の
合
併
力
説
が
あ

る
、
こ
れ
で
も
し
七
月
合
併
が
実
現
す
れ

ば
補
充
議
員
の
任
期
は
た
つ
た
三
カ
月
、

何
れ
に
し
て
も
金
を
つ
ぎ
込
む
の
は
バ
カ

バ
カ
し
い
と
い
う
の
が
一
般
の
考
え
方
と

な
つ
て
い
る
よ
う
で
、
そ
こ
に
本
選
挙
の

一
つ
の
特
徴
が
現
れ
て
き
て
い
る
。

出
馬
を
決
意
し
て
い
る
那
覇
市
の
某
氏
は
、

仮
令
任
期
が
一
カ
月
で
も
出
る
の
は
出
る
、

そ
の
か
わ
り
金
は
で
き
る
だ
け
使
わ
ぬ
積
り

だ
と
の
べ
て
い
た
が
、
噂
に
上
る
殆
ん
ど
の

人
も
任
期
が
任
期
だ
け
に
さ
て
ど
う
し
よ
う

か
と
金
と
任
期
の
駈
引
き
に
頭
を
悩
ま
し
、

期
日
が
迫
る
に
従
つ
て
一
度
は
決
意
し
た
人

で
も
断
念
す
る
の
が
多
く
な
る
の
で
は
な
い

か
と
い
つ
た
見
方
が
生
れ
て
い
る
。
も
う
一

つ
見
逃
せ
ぬ
の
は
各
政
党
の
動
き
だ
立
法
院

議
員
は
き
麗
に
色
分
け
さ
れ
た
が
地
方
は
ま

だ
ま
だ
は
つ
き
り
し
て
い
な
い
、
然
も
三
党

が
確
立
し
て
か
ら
始
め
て
の
地
方
選
挙
で
あ

る
、
党
勢
拡
張
の
絶
好
の
チ
ヤ
ン
ス
と
ば
か

り
飛
び
つ
く
の
は
理
の
当
然
、
選
挙
の
声
と

共
に
そ
の
方
面
へ
の
画
策
が
活
発
化
し
て
い

る
の
は
確
実
だ
が
、
各
党
と
も
狙
い
は
当
選

確
実
視
さ
れ
る
者
を
つ
か
ま
え
て
自
党
公
認

の
貼
り
札
を
つ
け
て
押
し
出
そ
う
と
い
う
傾

向
が
見
え
て
お
り
、
こ
れ
を
め
ぐ
つ
て
の
抱

込
み
戦
が
展
開
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
次
は

両
市
村
の
動
き
。

倍
も
揃
う
�
の
顔
ぶ
れ

那
覇
　
補
充
人
員
十
六
名
の
こ
ゝ
で
は
少

く
と
も
二
十
五
、
六
名
、
一
般
的
に
は
三

十
五
、
六
名
と
約
倍
の
顔
が
揃
う
と
い
う

の
が
定
評
。
あ
る
グ
ル
ー
プ
で
は
再
三
会

合
、
極
め
て
慎
重
に
人
選
を
す
す
め
、
そ

の
グ
ル
ー
プ
の
も
つ
地
盤
の
確
保
に
腐
心

し
て
い
る
動
き
も
あ
り
、
野
党
的
立
場
の

別
な
グ
ル
ー
プ
で
は
四
、
五
名
を
押
し
て

確
実
な
と
こ
ろ
を
い
こ
う
と
い
つ
た
話
も

あ
る
、
次
に
噂
に
上
る
、
人
々
を
並
べ
て

み
た
が
、
若
手
の
出
馬
は
少
い
よ
う
だ
、

佐
久
川
長
吉
、
中
山
興
忠
、
高
良
清
次
、
大

城
祐
章
、
城
間
康
雄
、
久
場
長
文
、
安
里
松

蔵
、
宜
保
為
か
い
、
真
玉
橋
景
詳
、
喜
久
山

朝
重
、
友
寄
景
換
、
宮
里
孝
政
、
渡
口
麗
秀
、

儀
間
真
喜
、
浦
崎
康
華
、
長
嶺
将
真
、
仲
本

興
正
、
嘉
数
盛
一
、
高
良
�
栄
、
具
志
清
一
、

玉
井
、
糸
数
、
具
志
頭
得
助
、
仲
井
間
宗
吉
、

宮
里
雄
喜
、
儀
間
真
光
、
瀬
名
波
栄
、
大
嶺

経
達
、
大
湾
、
そ
の
他
宮
古
出
身
者
二
名
が

出
馬
す
る
模
様
。

理
想
選
挙
を
目
ざ
す
／
張
切
つ
た
若
手

組
も
進
出

真
和
志
　
ど
こ
か
に
未
だ
封
建
的
な
農
村

の
匂
い
を
残
し
て
い
る
だ
け
に
部
落
推
せ

ん
の
形
を
と
る
の
も
多
い
と
み
ら
れ
、
そ

の
動
き
も
隅
か
ら
隅
へ
と
早
く
も
伝
え
ら

れ
て
い
る
が
、
現
村
長
選
挙
の
際
の
よ
う

に
両
派
に
分
れ
て
対
立
す
る
と
い
う
空
気

は
一
般
的
に
薄
れ
、
村
全
体
か
ら
み
る
と

那
覇
市
と
の
合
併
を
中
心
に
挙
村
一
致
的

な
実
状
に
な
つ
て
き
て
い
る
と
み
ら
れ
る

が
そ
れ
で
も
矢
張
り
選
挙
は
選
挙
、
十
四

名
の
補
充
人
員
に
対
し
て
二
十
余
名
が
出

一
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馬
す
る
と
い
う
の
が
一
般
的
な
見
方
と
な

つ
て
お
り
、
そ
の
動
き
も
活
溌
こ
こ
で
は

特
に
二
十
代
、
三
十
代
の
若
手
が
数
名
く

つ
わ
を
揃
え
て
は
り
切
つ
た
と
こ
ろ
を
見

せ
そ
の
中
に
は
理
想
選
挙
を
標
榜
し
て
い

る
の
も
居
つ
て
新
興
真
和
志
の
面
目
を
発

揮
す
る
の
で
は
な
い
か
と
興
味
深
い
と
こ

ろ
を
み
せ
て
い
る
。

噂
に
上
る
人
｜
若
手
組
で
は
安
里
賢
勇
三

五

玉
城
正
次
二
九

新
垣
正
達
三
四

島
袋
盛

市
三
三

屋
慶
名
政
永
三
〇

大
工
廻
盛
山
三

四

翁
長
良
雄
二
九

そ
の
他
で
は
真
栄
城
守

光
、
島
袋
盛
文
、
高
良
盛
幸
、
具
志
�
裕
、

久
場
慶
善
、
金
城
幸
信
、
泉
川
寛
蒲
、
浦
崎

純
、
金
城
和
信
、
伊
佐
真
福
、
他
に
与
儀
区
、

国
場
区
、
松
川
区
か
ら
各
一
名
出
馬
の
下
馬

評
が
あ
る
。

さ
ぁ
動
く
ぞ
那
覇
都
計
／
六
千

七
百
万
円
／
復
金
借
入
れ
認

可
さ
る

沖
タ
・
朝
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・
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・
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那
覇
市
が
渇
望
し
て
い
た
七
千
万
円
の
復

金
融
資
は
軍
に
対
し
認
可
申
請
中
で
あ
つ

た
が
二
月
七
日
付
で
六
千
七
百
万
円
の
融

資
が
認
可
さ
れ
た
。貸
付
期
間
は
五
カ
年
、

利
率
五
分
、
半
カ
年
年
賦
償
還
と
な
つ
て

い
る
。

こ
れ
は
昨
年
八
月
又
吉
市
長
が
都
計
実
施
の

た
め
ル
イ
ス
准
将
に
要
請
し
た
と
こ
ろ
復
金

の
貸
付
規
定
を
改
め
て
、
実
を
結
び
、
同
規

定
の
改
正
に
よ
つ
て
那
覇
市
に
七
千
万
円
程

度
の
融
資
が
で
き
る
よ
う
に
な
つ
た
も
の
、

六
千
七
百
万
円
の
借
入
実
現
と
は
本
年
度
市

予
算
約
一
億
円
の
う
ち
三
千
万
円
は
自
己
資

金

市
負
担

、
残
り
は
起
債
と
な
つ
て
い

た
そ
の
残
り
が
整
つ
た
わ
け
で
、
市
当
局
で

は
こ
れ
で
準
備
さ
れ
た
都
計
が
一
気
に
着
手

で
き
る
と
最
大
の
喜
び
と
な
つ
て
い
る
。

幸
喜
建
設
部
長
の
話

い
ま
ゝ
で
は
準
備

期
間
で
あ
つ
た
が
こ
れ
で
い
よ
い
よ
本
格

的
に
乗
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な

つ
た
わ
け
だ
。
即
ち
牧
志
大
通
り
の
拡
張

工
事
、
主
要
幹
線
の
舗
装
、
泊
の
埋
立
、

同
第
二
次
計
画
の
護
岸
、
水
道
の
本
格
工

事
こ
う
い
つ
た
こ
と
が
年
度
内
の
仕
事
と

な
つ
て
お
り
、
那
覇
市
の
都
計
は
急
速
に

進
捗
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う

石
川
博
士
の
示
さ
を
ど
う
活
す
？
／
牧

志
通
り
、
港
へ
直
通

那
覇
市
の
都
計
に
つ
い
て
多
く
の
助
言
と

示
唆
を
与
え
た
石
川
博
士
は
十
日
飛
行
機

で
帰
京
し
た
が
同
博
士
の
は
つ
き
り
し
た

都
計
案
は
帰
京
後
作
成
、
那
覇
市
に
送
付

さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
な
お
同
博
士
に

よ
つ
て
指
摘
さ
れ
た
重
要
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
花
城
都
計
課
長
は
次
の
よ
う
に
語
つ

た
。

最
も
大
き
な
点
は
排
水
で
、
こ
れ
は
安
里

川
、
ガ
ー
ブ
川
上
流
、
古
波
蔵
か
ら
漫
湖
に

流
す
の
と
ガ
ー
ブ
川
を
海
に
真
直
に
つ
つ
き

り
、
久
茂
地
川
を
極
く
小
さ
く
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
つ
た
。
い
ま
ま
で
の
案
と
違
う
の

は
ガ
ー
ブ
川
を
真
直
す
る
こ
と
と
久
茂
地
川

を
せ
ば
め
る
こ
と
だ
。
次
に
道
路
で
牧
志
大

通
り
を
食
糧
会
社
の
と
こ
ろ
か
ら
港
に
直
通

さ
せ
る
こ
と
、
泊
と
那
覇
港
を
結
ぶ
道
路
を

開
設
す
る
こ
と
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
現

中
央
農
研
所
に
設
け
る
こ
と
等
だ
。
勿
論
こ

う
い
つ
た
こ
と
は
そ
れ
が
良
い
と
決
つ
た
わ

け
で
は
な
く
、
今
後
更
に
研
究
し
て
か
ら
決

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
石
川
博
士
の
来
島

に
よ
つ
て
最
大
の
収
穫
は
何
と
い
つ
て
も
市

当
局
が
自
信
を
も
つ
よ
う
に
な
つ
た
こ
と

だ
。
こ
れ
で
安
心
し
て
都
計
に
取
り
か
ゝ
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
つ
て
い
る

石
川
栄
あ
き
博
士
の
講
演
要
旨

（
上
）
／
国
際
都
市
へ
の
構

想
／
ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
街
を
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那
覇
市
主
催
石
川
博
士
、
秀
島
講
師
の
講
演

会
は
七
日
午
後
二
時
三
十
分
か
ら
那
覇
高
校

二
階
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
が
聴
講
者
六
百
名

を
数
え
講
演
は
む
つ
か
し
い
学
術
講
演
を
わ

か
り
や
す
く
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
か
み
砕
い
て
六

百
余
名
の
聴
衆
を
み
了
し
た
。
博
士
の
講
演

要
旨
次
の
通
り

石
川
博
士
は
三
年
前
に
当
間
前
市
長
の
招

聘
を
受
け
更
に
又
吉
現
市
長
は
再
度
の
上
京

で
招
聘
を
う
な
が
し
た
。
花
城
都
計
課
長
は

私
の
教
え
子
で
あ
り
、
沖
縄
と
私
と
は
相
当

因
縁
浅
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
つ
た
。
都
市
計
画

の
必
要
は
那
覇
を
国
際
都
市
と
し
て
作
る
こ

と
で
市
民
の
協
力
な
く
し
て
都
市
計
画
は
絶

対
に
あ
り
得
な
い
。
都
市
は
唯
単
に
人
が
集

ま
つ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
市
民
の
も
の
で

あ
り
、
市
民
の
精
神
、
市
民
の
性
格
を
表
現

す
る
も
の
で
あ
る
。
大
那
覇
市
の
都
市
計
画

も
那
覇
港
が
世
界
の
海
の
銀
座
と
し
て
そ
の

価
値
が
高
め
ら
れ
る
こ
と
を
念
頭
に
入
れ
て

あ
く
ま
で
も
国
際
都
市
と
し
て
の
性
格
を
帯

び
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
こ
で
都
市
と
い

う
も
の
を
考
え
て
み
た
場
合
、
都
市
の
面
積

は
広
く
と
る
べ
し
、
広
く
つ
か
う
べ
し
で
あ

つ
て
、
中
に
住
ん
で
い
る
人
口
の
多
少
に

か
ゝ
わ
り
の
な
い
こ
と
で
現
在
の
ナ
ハ
市
は

首
都
と
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
頭
の
部
分
、
い

ま
は
ナ
の
方
で
二
市
二
村
が
合
併
し
て
始
め

て
身
体
の
ハ
が
つ
い
て
大
ナ
ハ
市
と
し
て
の

都
市
の
形
が
整
う
ワ
ケ
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、

那
覇
、
真
和
志
、
首
里
、
小
禄
を
合
併
し
て

も
そ
の
面
積
は
二
十
二
キ
ロ
平
方
で
標
準
の

三
十
キ
ロ
平
方
に
は
足
ら
な
い
。
現
在
那
覇

市
が
計
画
し
て
い
る
那
覇
都
市
計
画
を
み
る

と
、
都
市
計
画
と
し
て
は
申
し
分
の
な
い
計

一
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画
で
私
の
教
え
子
で
あ
る
花
城
都
計
課
長
の

お
手
柄
で
あ
る
其
計
画
を
私
と
秀
島
講
師
と

二
人
で
実
地
に
視
察
を
し
て
少
々
手
を
加
え

た
も
の
が
今
度
の
都
市
計
画
で
あ
る
。先
ず
、

首
都
と
し
て
の
条
件
か
ら
い
え
ば
那
覇
は
申

し
分
の
な
い
条
件
を
備
え
て
い
る
。
第
一
に

那
覇
港
を
ひ
か
え
て
い
る
。
那
覇
港
か
ら
程

遠
か
ら
ぬ
所
に
琉
球
政
府
が
あ
り
、
先
ず
こ

の
政
府
庁
舎
付
近
を
政
治
セ
ン
タ
ー

中
心

地
帯

と
し
、
那
覇
港
の
近
く
に
　
ビ
ジ
ネ

ス

業
務

セ
ン
タ
ー
と
し
て
事
務
所
、
倉

庫
等
が
設
け
ら
れ
、
消
費
セ
ン
タ
ー
と
し
て

現
在
の
壺
屋
・
牧
志
の
商
店
街
、
泊
港
埋
立

地
を
生
産
セ
ン
タ
ー
と
し
て
農
水
産
加
工
業

地
帯
、
現
農
事
試
験
場
の
農
場
一
帯
を
厚
生

セ
ン
タ
ー
と
し
て
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
つ
く

る
。
更
に
観
光
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
旧
波
上

神
社
を
中
心
に
臨
海
公
園
と
す
る
と
大
体
こ

う
云
う
様
な
計
画
で
あ
る
。
こ
れ
は
旧
鉄
道

線
路
跡
を
堺
に
都
心
と
郊
外
に
分
け
れ
ば
、

真
和
志
村
の
丘
陵
地
帯
か
ら
周
辺
が
住
宅
地

帯
に
な
る
。
都
心
は
仕
事
を
す
る
と
こ
ろ
、

郊
外
は
人
の
住
む
所
と
区
別
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
建
築
に
つ
い
て
も
、
セ
メ
ン
ト
ブ
ロ

ツ
ク
か
石
造
の
恒
久
建
物
と
し
て
、
不
燃
都

市
を
目
標
に
し
た
い
。
現
在
建
て
ら
れ
て
い

る
建
物
は
作
つ
た
人
の
一
生
で
終
り
次
の
人

は
又
建
て
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
不
経
済

な
も
の
で
あ
り
火
事
を
起
し
や
す
い
、
こ
れ

を
防
ぐ
と
共
に
都
市
美
も
考
え
て
是
非
恒
久

建
築
と
し
て
ブ
ロ
ツ
ク
建
か
石
造
に
家
屋
建

築
を
改
め
て
欲
し
い
沖
縄
で
は
木
造
と
セ
メ

ン
ト
ブ
ロ
ツ
ク
の
建
築
費
の
差
は
三
割
位
で

す
む
か
ら
思
い
切
つ
て
恒
久
的
な
石
造
か
ブ

ロ
ツ
ク
建
を
お
す
す
め
し
た
い
。
そ
れ
は
燃

え
な
い
街
を
つ
く
る
と
同
時
に
子
孫
へ
の
遺

産
で
あ
り
ま
た
自
分
の
街
を
つ
く
る
こ
と
で

あ
る
。
都
市
計
画
は
単
に
都
市
の
設
計
を
す

る
ば
か
り
が
仕
事
で
は
な
い
、
程
よ
き
密
度

で
住
み
よ
い
街
に
す
る
こ
と
が
第
一
条
件
で

あ
る
。
人
口
ち
ゆ
う
密
の
都
市
の
子
供
と
程

よ
き
密
度
を
保
つ
て
い
る
子
供
の
成
長
率
は

三
倍
も
後
者
が
よ
い
こ
と
が
立
証
さ
れ
て
い

る
位
人
間
生
活
に
影
響
を
与
え
て
い
る
、
現

在
の
那
覇
市
の
人
口
は
六
万
人
だ
が
十
年
後

に
は
十
万
人
に
な
る
大
那
覇
市
が
実
現
し
た

ら
二
十
万
人
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
那
覇
市
の

人
口
密
度
は
一
キ
ロ
平
方
に
一
万
二
千
人
、

日
本
は
七
千
人
、
標
準
は
一
キ
ロ
平
方
一
千

人
で
あ
る
。
大
那
覇
市
に
な
つ
て
も
密
度
の

点
か
ら
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
港
は
那
覇
市

の
い
や
沖
縄
の
或
い
は
琉
球
の
生
命
の
綱
で

あ
る
。
商
業
も
海
産
物
も
総
べ
て
港
か
ら
入

つ
て
く
る
。
港
は
商
業
や
事
業
つ
ま
り
食
べ

る
こ
と
の
出
来
る
為
の
設
備
、
文
化
は
山
手

へ
経
済
と
政
治
は
都
心
へ
と
、
こ
れ
が
模
範

的
な
都
市
の
形
態
で
あ
る
。
文
化
面
で
は
ど

こ
の
国
で
も
そ
の
国
の
首
都
県
庁
所
在
地
に

は
大
学
が
あ
る
。
少
な
い
と
こ
ろ
で
一
ツ
、

多
い
所
は
官
公
立
大
学
一
に
私
立
が
二
ツ
も

三
ツ
も
あ
る
。
更
に
都
市
に
は
海
の
港
と
共

に
空
の
港
飛
行
場
も
要
る
。
交
通
機
関
を
利

用
し
て
三
十
分
以
内
に
行
け
る
と
こ
ろ
は
市

内
と
み
た
場
合
二
市
二
村
は
那
覇
市
外
に
は

な
ら
ず
距
離
、
時
間
的
に
も
那
覇
市
に
な
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
在
の
那
覇
市
を
中
心
に
し
た
付
近
市
村
は

災
害
に
対
す
る
考
慮
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
都

市
の
近
く
に
ま
だ
袋
小
路
が
あ
つ
た
り
す

る
、
こ
れ
は
都
心
に
人
が
集
り
す
ぎ
る
た
め

で
人
々
は
郊
外
に
住
み
、
各
地
毎
に
中
心
地

を
持
ち
、
衛
星
的
構
造
を
も
つ
て
、
各
中
心

地
の
更
に
中
心
と
な
る
べ
き
も
の
が
都
心
で

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
速
に
合

併
を
す
る
こ
と
が
第
一
で
、
沖
縄
で
都
市
合

併
で
ぐ
づ
つ
い
て
い
る
が
、
私
に
い
わ
す
れ

ば
都
市
合
併
は
古
く
、
日
本
で
は
既
に
町
村

合
併
を
行
つ
て
い
る
位
、合
併
を
す
る
こ
と
、

合
併
以
外
に
共
通
な
文
化
生
活
を
営
む
こ
と

は
現
今
の
社
会
状
勢
か
ら
は
覚
束
な
い
位
で

あ
る
。
那
覇
市
の
都
心
部
を
み
る
と
き
そ
の

乱
れ
て
い
る
の
に
驚
く
、
都
心
部
の
乱
れ
は

全
琉
の
乱
れ
で
あ
る
。
壺
屋
市
場
付
近
が
一

坪
一
万
五
千
円
も
す
る
と
云
う
の
に
は
驚
い

た
。
別
に
そ
の
地
価
の
高
い
の
に
は
驚
か
な

い
が
不
法
に
高
い
の
に
驚
く
、
土
地
の
値
段

は
そ
の
土
地
の
人
々
の
六
分
の
半
分
、
と
云

わ
れ
て
い
る
か
ら
一
万
五
千
円
は
人
口
十
万

に
な
つ
て
か
ら
の
値
段
で
あ
る

つ
ゞ
く

石
川
栄
あ
き
博
士
の
講
演
要
旨

（
下
）
／
名
都
と
し
て
の
条

件
／
那
覇
市
は
備
え
て
い
る
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道
路
は
、
現
在
の
都
心
が
港
か
ら
二
キ
ロ
で

あ
り
、
そ
の
間
に
一
号
線
が
走
つ
て
い
る
那

覇
市
民
は
ど
う
も
こ
の
一
号
線
を
恐
れ
て
い

る
ら
し
い
が
、
一
号
線
は
活
用
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
那
覇
港
が
命
の
綱
で
あ
り
、
那
覇

港
を
中
心
に
発
展
す
る
港
湾
都
市
と
し
て
一

号
線
が
あ
る
こ
と
は
天
の
配
剤
と
喜
ぶ
べ
き

で
あ
つ
て
恐
れ
て
は
い
け
な
い
。
那
覇
市
は

こ
の
良
港
と
こ
の
良
道
で
港
湾
都
市
と
し
て

栄
え
一
号
線
は
都
心
と
港
を
結
ぶ
生
命
線
と

な
る
。

泊
港
を
漁
港
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
つ

て
喰
べ
る
こ
と
の
出
来
る
都
市
が
生
れ
る
。

そ
の
際
、
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は

公
共
性
を
帯
び
た
土
地
を
一
部
の
人
た
ち
の

独
占
す
る
こ
と
で
あ
る
。
一
万
ト
ン
以
上
の

船
舶
の
出
入
す
る
港
付
近
の
土
地
は
公
有
地

と
し
て
公
共
の
福
祉
に
な
る
よ
う
に
す
べ
き

で
地
主
も
自
分
の
土
地
で
あ
る
か
ら
と
い
う

考
え
は
改
め
な
け
れ
ば
本
当
の
よ
い
那
覇
市

は
生
れ
な
い
。

施
設
に
つ
い
て
は
ま
ず
第
一
に
下
水
を
完
備
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し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
那
覇
市
の
印
象
は

市
場
付
近
の
ド
ブ
川
で
あ
る
。よ
く
も
ま
ア
、

ガ
ー
ブ
川
と
名
前
を
つ
け
た
と
恐
れ
入
る
。

し
か
も
そ
の
ド
ブ
川
の
側
に
市
営
公
設
市
場

が
あ
る
に
及
ん
で
吾
、
何
を
か
い
わ
ん
や
で

あ
る
。
那
覇
市
は
何
よ
り
も
こ
の
ド
ブ
を
整

理
す
る
こ
と
が
先
決
問
題
だ
、
家
あ
れ
ば
便

所
あ
り
都
市
あ
れ
ば
下
水
処
分
場
あ
り
と
云

わ
れ
て
い
る
が
、
那
覇
市
は
厚
化
粧
を
施
し

て
下
着
の
ま
つ
く
ろ
に
汚
れ
た
の
を
着
け
た

様
な
も
の
で
本
当
の
お
シ
ヤ
レ
で
は
な
く
、

気
味
の
悪
い
お
シ
ヤ
レ
で
あ
る
。

こ
れ
は
都
市
美
か
ら
も
衛
生
的
見
地
か
ら
も

速
か
に
ド
ブ
の
解
決
を
急
が
ね
ば
な
ら
な

い
。
墓
地
は
市
内
に
お
く
べ
か
ら
ず
、
墓
地
が
市

内
に
あ
る
こ
と
は
第
一
に
死
ん
だ
人
た
ち
が

安
ら
か
に
眠
れ
ま
い
。
更
に
墓
地
自
体
が
汚

さ
れ
る
。
既
に
東
京
で
は
青
山
墓
地
そ
の
他

の
寺
内
の
墓
地
が
不
浄
の
地
と
化
し
つ
ゝ
あ

り
、
沖
縄
で
も
既
に
そ
の
徴
候
は
顕
著
で
あ

る
。
墓
地
は
静
か
な
所
に
移
し
、
墓
地
公
園

或
い
は
霊
園
と
し
て
美
化
さ
れ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
墓
地
を
散
歩
し
て
花
を
眺
め
、
木

陰
に
憩
い
墓
地
も
ま
た
楽
し
か
ら
ず
や
と
云

う
様
に
な
ら
な
け
れ
ば
死
ん
だ
人
も
安
ら
か

に
眠
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
墓
は
死
せ
る
人

の
姿
で
あ
り
、
死
せ
る
そ
の
人
で
あ
る
。
都

心
に
墓
地
を
設
け
て
ね
む
れ
る
者
を
起
す
な

か
れ
。

墓
地
問
題
に
関
連
し
て
火
葬
場

わ
れ
わ
れ

は
葬
儀
所
と
い
つ
て
い
る

を
つ
く
り
、
こ

れ
も
大
小
の
区
別
の
な
い
立
派
な
も
の
そ
し

て
美
し
い
場
所
に
し
た
い
。
特
に
皆
さ
ん
に

申
し
あ
げ
た
い
こ
と
は
昔
か
ら
墓
地
に
つ
い

て
多
大
な
関
心
を
持
つ
て
お
ら
れ
る
の
で
特

に
こ
の
都
市
計
画
で
も
墓
地
の
移
動
に
つ
い

て
は
大
き
な
立
場
か
ら
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

生
活
と
都
計
、
都
市
計
画
は
住
む
だ
け
の
便

利
だ
け
が
目
的
で
は
な
く
、
住
む
こ
と
は
先

ず
食
べ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
都
市
を
中
心
に
工
業
が
起
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
泊
港
は
漁
港
と
し
て
漁
船
が
集
る

か
ら
、
こ
の
漁
獲
物
に
対
す
る
水
産
加
工
場

も
必
要
で
あ
ろ
う
、
首
都
郊
外
に
は
ら
く
農

経
営
に
よ
つ
て
市
民
が
バ
タ
ー
、
ミ
ル
ク
を

日
常
用
い
る
こ
と
に
よ
つ
て
体
力
を
つ
く
る

こ
と
も
考
え
た
い
こ
れ
は
ら
く
農
の
夢
で
あ

る
か
も
知
れ
な
い
が
沖
縄
の
よ
う
に
疲
弊
し

た
と
こ
ろ
の
農
村
救
済
は
ら
く
農
の
外
に
は

な
く
そ
の
た
め
に
は
畜
産
農
家
が
飼
料
の
研

究
を
す
る
こ
と
も
必
要
に
な
つ
て
く
る
。
農

家
が
乳
山
羊
を
育
て
ゝ
そ
れ
か
ら
厩
肥
を
得

る
と
と
も
に
そ
の
ミ
ル
ク
は
家
族
が
飲
み
、

そ
の
余
り
で
豚
を
養
い
更
に
都
市
に
売
り
出

す
と
、
そ
こ
ま
で
考
え
て
こ
そ
都
市
計
画
が

充
実
し
て
く
る
。

商
業
も
現
在
の
ま
ゝ
で
は
み
力
の
な
い
も
の

に
な
つ
て
し
ま
う
、
商
店
街
の
み
力
は
他
の

用
事
を
足
し
な
が
ら
商
品
を
み
る
こ
と
に
よ

つ
て
購
買
欲
を
そ
ゝ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
あ

り
、
ま
た
人
の
集
る
所
で
旧
知
の
人
に
あ
つ

た
り
す
る
所
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の

点
を
考
え
る
と
那
覇
の
商
店
街
は
乱
雑
で
あ

る
。
個
々
の
建
物
は
都
市
の
形
態
か
ら
考
え

た
場
合
決
し
て
全
体
の
美
に
は
な
ら
な
い
。

そ
の
為
に
は
合
同
店
舗
な
ど
も
考
え
て
よ
い

も
の
と
思
う
。
商
業
を
す
る
上
で
は
先
ず
買

う
人
の
便
利
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

為
に
は
自
動
車
置
場

カ
ー
、
パ
ー
キ
ン
グ

を
設
け
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う

都
市
は
先
ず
食
べ
ら
れ
る
都
で
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
市
民
は
自
分
が
住
ん
で
い
る
都
市

を
墳
墓
と
せ
よ
、
人
住
む
な
ら
ば
、
人
死
す

な
ら
ば
美
し
き
都
市
に
せ
よ
、
そ
の
為
に
は

よ
き
土
地
に
住
む
こ
と
を
誇
り
と
せ
よ
。
そ

こ
で
大
那
覇
市
を
在
り
来
り
の
都
市
と
せ
ず

こ
の
大
那
覇
市
を
名
都
と
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。そ
の
た
め
に
は
四
ツ
の
条
件
が
要
る
。

一
ツ
、
山
水
を
保
護
せ
よ
、
那
覇
市
程
名
都

と
し
て
の
立
地
条
件
に
適
つ
た
都
市
は
そ
う

ざ
ら
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
那
覇
港
を
ひ

か
え
た
漫
湖
あ
り
、
奇
岩
奇
石
の
続
く
海
岸

線
は
水
の
条
件
揃
い
、
更
に
こ
の
都
会
を
抱

く
が
如
く
、
高
か
ら
ず
低
か
ら
ず
程
よ
き
丘

陵
が
泊
か
ら
首
里
、
真
和
志
、
那
覇
に
至
つ

て
囲
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
山
水
な
き
所
に

名
都
な
し
と
云
わ
れ
る
名
都
の
条
件
が
完
備

し
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
次
に
都
市
美

で
あ
る
、
道
路
の
突
当
り
は
家
に
例
え
れ
ば

床
の
間
で
あ
り
、
丘
は
床
の
置
物
で
あ
る
、

水
は
そ
の
家
の
庭
で
あ
る
そ
の
た
め
に
は
道

路
に
は
街
路
樹
を
植
え
よ
、
花
壇
を
設
け
て

花
を
植
え
よ
、
舗
道
に
街
路
樹
を
植
え
花
壇

を
設
け
る
こ
と
は
単
に
安
全
地
帯
に
な
る
ば

か
り
で
な
く
人
の
心
を
和
ま
せ
る
。
広
場
に

彫
刻
を
置
く
　
こ
こ
は
心
の
憩
い
場
で
あ

る
。
都
市
美
は
至
る
所
に
緑
あ
り
至
る
所
に

花
が
あ
り
至
る
所
に
彫
刻
あ
り
と
い
う
こ
と

だ三
つ
に
文
化
の
都
市
と
し
て
、
図
書
館
、
郷

土
美
術
館
、
郷
土
博
物
館
を
皆
が
手
軽
に
観

賞
で
き
る
場
所
に
つ
く
る
。
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
と
し
て
は
水
の
設
備
は
波
ノ
上
の
臨
海

公
園
を
中
心
に
、
陸
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

は
現
与
儀
試
験
場
敷
地
に
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
作
る
こ
と

四
つ
、
更
に
こ
れ
ら
の
設
備
が
施
さ
れ
て
も

肝
心
な
の
は
精
神
で
あ
る
。
名
都
と
し
て
の

精
神
的
な
も
の
を
も
つ
こ
と
が
第
一
で
あ
る

そ
の
た
め
に
は
郷
土
博
物
館
、
郷
土
美
術
館

が
必
要
に
な
つ
て
く
る
し
名
都
と
し
て
の
誇

り
が
生
れ
て
く
る
。
伝
統
は
飛
躍
せ
ず
と
い

わ
れ
る
が
ま
た
伝
統
は
過
去
の
ま
ま
で
な
い

伝
統
の
中
か
ら
精
神
が
生
れ
新
し
い
文
化
が
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生
れ
る
。

名
都
の
条
件
と
し
て
は
特
に
申
し
あ
げ
た
い

の
は
市
民
が
仲
好
く
暮
す
こ
と
で
あ
る
。
過

去
の
私
達
の
歴
史
は
余
り
に
も
主
家
中
心
主

義
で
あ
つ
た
た
め
に
都
市
の
人
、
都
市
を
知

ら
ず
市
民
、
市
民
を
知
ら
ず
に
暮
し
て
き
た

が
、
こ
れ
ら
の
都
市
生
活
は
公
道
以
外
の
家

の
前
の
道
路
は
一
つ
の
社
交
場
で
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

更
に
市
の
催
し
物
を
す
る
た
め
に
は
公
会
堂

や
公
民
館
を
作
つ
て
、
絶
え
ず
市
民
が
一
堂

に
会
す
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
に
あ
る
。
お
わ
り

十
月
一
日
期
し
て
合
併
／
那
覇

市
積
極
的
に
意
志
表
示

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
３
・
２
・
19

二
市
二
村
の
合
併
問
題
を
俎
上
に
あ
げ
た

大
那
覇
市
建
設
諮
詢
委
員
会
は
十
八
日
午

後
一
時
半
か
ら
市
役
所
で
開
催
、
諮
詢
委

員
、
市
長
始
め
市
当
局
関
係
部
課
長
、
市

会
議
員
、
合
併
研
究
委
員
等
五
十
余
名
の

ほ
か
政
府
か
ら
嘉
陽
総
務
局
長
も
出
席
、

市
議
会
及
び
市
当
局
側
か
ら
提
出
さ
れ
た

二
市
二
村
の
十
月
一
日
合
併
案
に
つ
い
て

活
発
な
討
議
が
繰
り
返
え
さ
れ
た
が
、
こ

れ
に
就
て
は
二
、
三
の
時
期
尚
早
論
が
あ

つ
た
ほ
か
は
殆
ど
が
賛
成
の
意
向
を
示

し
、
当
日
の
議
長
城
間
市
議
会
副
議
長
か

ら

こ
れ
は
結
論
で
は
な
く
一
案
に
過
ぎ

な
い
。本
委
員
会
の
意
見
も
充
分
に
尊
重
、

さ
ら
に
研
究
し
て
か
ら
決
め
る
こ
と
は
勿

論
で
あ
る

と
の
話
が
あ
つ
て
午
後
四
時

閉
会
し
た
。

然
し
い
ま
ま
で
は
つ
き
り
し
た
態
度
を
表
明

し
な
か
つ
た
那
覇
市
が
、
時
期
を
十
月
一
日

と
す
る
と
い
つ
た
具
体
案
を
ひ
つ
さ
げ
て
登

場
し
た
こ
と
は
那
覇
市
が
合
併
積
極
策
に
転

換
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
上

民
意
を
徴
し
た
こ
の
委
員
会
で
は
強
く
当
局

案
支
持
の
声
が
叫
ば
れ
た
こ
と
か
ら
、
多
年

の
宿
望
で
あ
る
こ
の
合
併
は
十
月
一
日
を
期

し
て
実
現
可
能
の
段
階
に
入
つ
た
も
の
と
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。
市
当
局
お
よ
び
議

会
の
合
併
十
月
一
日
案
を
と
つ
た
理
由
と
当

日
の
主
な
意
見
は
次
の
通
り
。

合
併
十
月
一
日
案
の
理
由
｜
石
川
博
士
は

都
市
の
標
準
面
積
は
三
十
平
方
キ
ロ
で
あ

る
。
そ
の
点
那
覇
市
は
僅
に
五
・
〇
三
平
方

キ
ロ
し
か
な
く
、
二
市
二
村
合
併
し
て
も
二

十
二
平
方
キ
ロ
で
あ
る
。
合
併
は
ど
う
し
て

も
や
る
べ
き
で
あ
り
、
や
る
な
ら
二
市
二
村

を
一
気
に
合
併
、
都
計
は
年
次
計
画
で
や
る

べ
き
だ
と
の
意
見
で
あ
つ
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
二
市
二
村
を
一
気
に
や
る
案
に
し
た
。
時

期
に
つ
い
て
は
七
月
一
日
案
が
あ
る
が
そ
う

す
る
と
年
度
末
と
な
る
の
で
事
務
上
に
支
障

を
き
た
す
恐
れ
が
多
い
、
然
も
年
度
末
と
い

つ
て
も
実
際
上
の
会
計
の
締
切
り
は
八
月
三

十
一
日
で
あ
る
か
ら
そ
れ
以
後
が
良
い
と
の

考
え
方
だ
そ
れ
に
八
月
三
十
一
日
か
ら
一
カ

月
間
の
余
裕
を
お
い
て
十
月
一
日
と
し
た
。

そ
う
す
る
と
合
併
以
後
は
四
十
五
日
間
の
選

挙
期
間
を
す
ぎ
、
更
に
十
五
日
間
の
市
長
就

任
期
間
と
併
せ
て
六
十
日
後
に
新
し
い
市
長

が
就
任
す
る
こ
と
に
な
る
が
そ
の
間
は
議
会

も
な
い
か
ら
勢
い
四
人
の
市
村
長
か
ら
理
事

長
を
決
め
て
暫
定
的
に
行
政
面
を
み
る
こ
と

に
な
る
わ
け
だ
。
十
月
一
日
と
す
れ
ば
各
市

村
で
も
次
年
度
の
予
算
が
組
ま
れ
て
い
る
の

で
理
事
者
は
こ
れ
を
基
礎
に
暫
定
予
算
を
た

て
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
い
つ
た
点
か
ら

十
月
一
日
が
良
い
と
思
う

主
な
賛
成
意
見
―
那
覇
市
が
動
か
ぬ
限
り

合
併
は
困
難
で
あ
る
。
然
も
い
ま
が
時
期

で
あ
り
、後
で
と
な
る
と
困
難
だ
と
思
う
。

石
川
博
士
も
い
わ
れ
た
が
都
計
の
要
は
人

の
和
で
あ
る
。
十
月
一
日
案
を
出
し
て
お

き
な
が
ら
見
送
る
と
他
市
村
は
変
に
思
う

だ
ろ
う
。
ま
た
宿
命
の
一
号
線
で
那
覇
は

二
つ
に
分
離
さ
れ
旧
市
内
の
復
興
は
期
し

難
い
か
ら
旧
市
内
の
都
計
を
済
ま
し
て
か

ら
合
併
に
も
つ
て
い
け
と
の
意
見
が
あ
る

が
、
却
つ
て
旧
市
内
は
合
併
に
よ
つ
て
生

き
て
く
る
と
思
う
。
早
い
方
が
良
い
、
そ

の
点
十
月
一
日
は
妥
当
だ
と
思
う
。

同
反
対
意
見
―
特
に
具
志
頭
得
助
氏
、
山
田

有
幹
氏
は
時
期
尚
早
を
称
え
、
具
志
頭
氏
は

兎
に
角
早
す
ぎ
る
、
四
、
五
年
は
待
つ
て
も

ら
い
た
い
と
の
意
見
を
の
べ
、
山
田
氏
は
旧

市
街
を
元
の
よ
う
に
人
を
入
れ
繁
華
街
に
す

る
目
途
を
つ
け
て
か
ら
合
併
に
も
つ
て
い
つ

て
は
と
の
意
見
を
み
せ
て
い
た
。

な
お
又
吉
市
長
は
最
初
の
挨
拶
で
合
併
は

立
候
補
の
際
の
公
約
で
も
あ
る
が
い
ま
ま
で

は
常
識
的
域
を
出
て
い
な
い
。
そ
こ
に
は
専

門
的
な
も
の
が
あ
る
と
思
う
の
で
皆
の
意
向

を
き
い
て
参
考
に
し
た
い
と
の
べ
て
い
た

が
、
終
了
後
は
次
の
よ
う
に
語
つ
た

別
に

十
月
一
日
と
決
め
た
わ
け
で
は
な
く
時
期
に

つ
い
て
は
全
く
の
白
紙
だ
。
き
よ
う
は
皆
の

意
見
を
き
い
た
だ
け
で
更
に
他
市
村
や
民
意

等
を
き
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
つ
て
い
ま
は
何

も
い
え
ぬ
。
た
ゞ
私
と
し
て
は
早
く
合
併
を

実
現
し
た
い
と
は
思
つ
て
い
る

案
に
過
ぎ
な
い
／
決
つ
て
か
ら
動
く

真
和
志
村
宮
里
村
長
の
話
―
村
議
会
の
意
向

を
き
か
ず
に
は
何
も
言
え
な
い
。
那
覇
市
が

十
月
一
日
合
併
案
を
も
つ
て
い
る
と
い
つ
て

も
そ
れ
は
ま
だ
決
つ
た
も
の
で
は
な
い
。
従

つ
て
す
ぐ
に
真
和
志
の
市
昇
格
問
題
を
ど
う

す
る
と
い
う
事
も
考
え
て
い
な
い
し
、
い
ま

ま
で
の
方
針
通
り
市
昇
格
手
続
き
は
す
ゝ
め

る
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去
る
十
八
日
那
覇
市
に
於
て
開
催
さ
れ
た

首
都
建
設
諮
詢
委
員
会
で
二
市
二
村
の
合
併

に
関
す
る
市
当
局
の
提
案
に
対
し
六
十
名
の

会
員
中
一
、
二
名
を
除
い
て
大
多
数
が
賛
成

し
た
と
い
う
。
こ
れ
で
合
併
が
決
定
し
た
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
と
関
係
者
は
語
つ
て
い

る
様
だ
が
、
大
勢
は
既
に
定
ま
つ
た
と
見
る

べ
く
、
恐
ら
く
は
二
市
二
村
の
住
民
投
票
を

し
て
も
絶
対
多
数
が
賛
成
で
あ
る
と
思
う
。

市
会
議
員
や
村
会
議
員
中
に
は
住
民
の
投
票

に
よ
つ
て
選
挙
さ
れ
た
議
員
で
あ
る
か
ら
に

は
自
分
達
が
住
民
の
代
表
者
で
あ
り
如
何
な

る
問
題
で
も
自
分
達
の
意
志
に
よ
つ
て
決
定

し
て
差
支
え
な
い
と
す
る
思
い
あ
が
つ
た
考

え
方
の
者
が
い
る
か
も
知
ら
な
い
が
、
住
民

に
選
挙
さ
れ
て
そ
の
意
志
を
代
表
す
る
者
は

常
に
住
民
の
意
向
を
察
し
そ
の
世
論
に
し
た

が
つ
て
自
治
体
の
意
思
を
決
定
す
る
心
掛
け

が
あ
る
べ
く
、
住
民
の
意
向
よ
り
も
自
分
達

の
都
合
に
よ
つ
て
勝
手
に
行
動
し
て
も
い
い

理
窟
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い

て
那
覇
市
が
二
市
二
村
の
合
併
と
云
う
よ
う

な
重
要
案
件
に
つ
い
て
議
員
外
の
委
員
と
席

を
並
べ
て
協
議
し
た
こ
と
は
わ
れ
ら
に
公
正

な
印
象
を
与
え
て
い
る
。

云
う
ま
で
も
な
く
合
併
問
題
は
ほ
と
ん
ど

二
十
年
前
か
ら
の
懸
案
で
あ
つ
て
首
都
の
建

設
の
た
め
に
は
必
至
の
前
提
を
な
す
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
が
た
ま
た
ま
戦
災
に
よ
つ
て
絶

好
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
う
え
に
今
回
の
石

川
博
士
の
来
訪
に
よ
つ
て
、
い
よ
い
よ
都
市

計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
は
合
併
を
必
要
と

す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
せ
ら
れ
て
、
い
ま
や

二
市
二
村
の
み
な
ら
ず
全
沖
縄
、
全
琉
球
の

要
望
と
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ

に
対
し
て
異
議
の
あ
る
べ
き
は
ず
は
な
い
の

で
あ
る
。

真
和
志
村
が
合
併
の
時
期
を
七
月
一
日
と

し
那
覇
市
の
議
員
が
そ
れ
で
は
準
備
期
間
が

あ
ま
り
に
短
か
く
し
て
実
行
困
難
な
り
と
し

た
の
に
対
し
、
あ
た
か
も
那
覇
市
当
局
や
市

会
が
合
併
を
好
ま
な
い
か
の
如
き
印
象
を
世

人
に
与
え
ん
と
す
る
よ
う
に
論
じ
た
者
も
い

た
が
そ
れ
は
無
理
と
云
う
も
の
で
こ
れ
を
奇

貨
と
し
て
却
つ
て
合
併
問
題
を
こ
じ
ら
せ
よ

う
と
す
る
者
に
機
会
を
与
え
る
結
果
と
な
つ

て
は
大
変
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ

る
。又
吉
那
覇
市
長
は
市
会
議
員
の
総
員
の
推

薦
に
よ
つ
て
市
長
候
補
に
立
つ
た
の
で
あ

り
、
そ
の
立
候
補
の
政
見
に
も
真
和
志
村
と

の
合
併
を
う
た
つ
た
の
で
、
そ
れ
を
実
行
に

移
さ
ん
と
す
る
際
に
首
里
市
や
小
禄
村
か
ら

も
進
ん
で
合
併
に
参
加
を
申
入
れ
た
た
め
市

会
議
員
は
も
ち
ろ
ん
広
く
市
民
中
か
ら
も
学

識
経
験
者
を
委
員
に
嘱
託
し
て
住
民
の
世
論

を
き
い
た
結
果
、
ほ
と
ん
ど
反
対
が
な
い
の

で
こ
こ
に
多
年
の
懸
案
た
り
し
二
市
二
村
の

合
併
が
新
し
く
取
り
あ
げ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
故
に
わ
れ
わ
れ
は
時
期
の
問
題
の
如
き

は
関
係
市
村
の
話
し
合
い
で
決
め
る
べ
し
と

し
た
の
で
あ
る
が
、
真
和
志
村
が
七
月
一
日

案
を
持
ち
出
し
た
の
に
対
し
準
備
期
間
が
足

り
な
い
と
云
つ
た
ま
で
で
あ
つ
て
合
併
と
云

う
大
方
針
は
少
し
も
動
揺
は
し
て
い
な
い
の

で
あ
る
。

那
覇
市
が
今
度
の
会
議
に
お
い
て
十
月
一

日
を
合
併
期
と
し
て
提
案
し
た
に
つ
い
て
は

予
算
の
関
係
と
選
挙
事
務
の
準
備
の
関
係
と

を
明
に
し
　
準
備
の
出
来
る
可
及
的
早
期
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
お
そ
ら
く
真
和
志

村
に
お
い
て
も
異
議
の
あ
る
は
ず
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
七
月
一
日
と
十
月
一
日
と
三
カ
月

の
遅
速
で
か
か
る
重
大
問
題
の
成
否
が
決
せ

ら
る
べ
く
何
か
絶
対
不
動
の
理
由
が
あ
る
と

は
思
わ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
二
市
二
村
の

合
併
と
云
う
が
如
き
大
事
業
が
達
成
せ
ら
る

べ
く
む
し
ろ
は
な
は
だ
迅
速
な
感
さ
え
与
え

ら
れ
る
も
の
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し

て
も
行
政
事
務
の
運
営
の
上
か
ら
準
備
に
遺

漏
な
き
限
り
は
早
期
に
解
決
す
る
に
越
し
た

こ
と
は
な
い
。
大
勢
は
す
で
に
決
し
た
　
こ

の
上
は
十
分
な
る
準
備
の
う
え
に
二
市
二
村

が
足
並
み
を
揃
え
て
首
都
建
設
に
邁
進
す
る

の
み
で
あ
る
。

合
併
へ
・
合
併
へ
／
近
く
研
究
　

委
員
会
再
開
／
那
覇
の
十
月

一
日
説
に
応
じ
／
二
市
二
村

が
歩
み
よ
る
か
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二
市
二
村
の
合
併
問
題
は
石
川
博
士
の
構
想

に
従
つ
て
那
覇
市
側
が
積
極
的
に
乗
り
出

し
、
十
月
一
日
合
併
案
を
出
す
に
到
つ
て
俄

然
活
溌
化
、
一
般
か
ら
も
十
月
一
日
を
期
し

て
の
合
併
実
現
に
明
る
い
希
望
を
も
た
せ
て

い
る
が
、
開
店
休
業
の
状
態
に
あ
つ
た
二
市

二
村
合
併
研
究
委
員
会
で
も
こ
の
件
を
採
り

上
げ
委
員
会
を
再
開
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

こ
の
委
員
会
は
今
度
が
第
四
回
目
で
あ
り
、

開
催
地
は
小
禄
で
期
日
に
つ
い
て
は
未
定
と

な
つ
て
い
る
が
関
係
者
の
話
に
よ
る
と
合
併

問
題
も
大
詰
め
に
き
た
。
従
つ
て
研
究
委
員

会
は
恐
ら
く
今
度
が
最
後
に
な
る
だ
ろ
う
、

つ
ま
り
結
論
に
到
達
す
る
だ
ろ
う
と
の
こ
と

で
あ
る
が
こ
れ
は
即
ち
十
月
一
日
に
合
併
す

る
の
が
最
良
策
で
あ
る
と
の
研
究
結
果
に
到

達
す
る
こ
と
だ
と
み
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
研

究
委
員
会
で
十
月
一
日
合
併
へ
の
地
固
め
が

な
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

で
は
那
覇
市
の
提
出
し
た
十
月
一
日
合
併

案
の
反
響
は
ど
う
だ
ろ
う
か
、
関
係
市
村
に

き
い
て
み
た
。
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七
千
万
円
の
使
途
を
納
得
さ
せ
よ

真
和
志
村
会
議
長
新
垣
正
英
氏
の
話
―
村
で

は
七
月
一
日
案
を
決
議
、
そ
れ
の
た
め
の
呼

び
か
け
を
や
つ
た
が
こ
ち
ら
が
提
案
し
た
の

は
昨
年
八
月
だ
つ
た
の
で
当
時
な
ら
充
分
可

能
な
こ
と
で
あ
つ
た
。
然
し
那
覇
市
が
乗
り

出
し
て
来
ず
そ
の
ま
ま
に
な
つ
た
の
で
期
日

の
差
迫
つ
た
い
ま
七
月
一
日
と
い
う
こ
と
は

或
は
妥
当
で
は
な
い
か
も
知
れ
ぬ
。
そ
の
点

要
は
合
併
で
あ
り
、
合
併
に
は
何
の
異
議
も

な
い
の
だ
か
ら
期
日
は
七
月
だ
ろ
う
が
十
月

だ
ろ
う
が
ど
ち
ら
で
も
良
い
と
思
つ
て
い

る
。
従
つ
て
十
月
一
日
が
良
い
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
そ
れ
で
良
い
だ
ろ
う
。
た
ゞ
私
と

し
て
考
え
る
の
は
那
覇
市
が
本
当
に
白
紙
的

立
場
で
合
併
し
よ
う
と
い
う
な
ら
七
千
万
円

の
借
入
前
に
や
る
べ
き
だ
と
思
つ
て
い
る
。

勿
論
そ
の
使
途
は
現
在
通
り
那
覇
市
に
そ
ゝ

が
れ
る
よ
う
に
し
て
も
良
い
か
ら
、
そ
う
い

つ
た
こ
と
が
理
解
で
き
な
い
。
更
に
七
千
万

円
の
財
源
捻
出
だ
が
、
使
つ
て
し
ま
つ
て
か

ら
の
合
併
な
ら
、
那
覇
市
は
合
併
後
の
市
民

課
税
に
よ
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
具

体
的
に
皆
に
納
得
さ
せ
る
よ
う
に
し
な
い
と

合
併
に
ヒ
ビ
を
入
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思

う
。ま
ず
合
併
す
る
こ
と
だ

首
里
市
会
議
長
久
高
友
敏
氏
の
話
―
市
議
会

で
さ
き
に
七
月
一
日
案
を
決
議
し
た
が
そ
れ

は
首
里
市
と
し
て
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
よ

り
か
十
月
一
日
が
良
い
と
四
市
村
が
言
う
な

ら
何
ら
異
見
は
な
い
。
合
併
す
る
こ
と
が
第

一
義
だ
。

行
が
ゝ
り
を
水
に
流
せ

小
禄
村

二
十
七
日
に
は
村
議
会
が
開
か
れ

当
然
合
併
問
題
に
就
て
も
話
合
い
が
な
さ
れ

る
筈
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
那
覇
市
都
計
諮
詢

委
の
意
見
に
対
す
る
村
自
体
の
態
度
が
決
ま

る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
長
嶺
良
松
助
役
等
の

見
方
で
は
”
那
覇
都
計
諮
詢
委
の
十
月
一
日

合
併
の
意
見
に
つ
い
て
は
別
段
な
反
対
も
出

な
い
で
済
む
”
も
の
だ
と
云
わ
れ
む
し
ろ

期
日
を
十
月
一
日
と
決
め
て
も
必
要
な
準

備
が
そ
れ
ま
で
に
完
了
す
る
と
は
思
え
な

い

と
期
日
よ
り
も
遅
れ
る
事
さ
え
予
想
さ

れ
て
い
る
。
近
く
再
開
す
る
二
市
二
村
合
併

研
究
委
は
小
禄
村
側
の
主
催
で
開
か
れ
る
事

に
な
り
そ
れ
に
つ
い
て
も
こ
ゝ
二
、
三
日
中

に
各
委
員
に
対
し
て
招
請
状
が
発
せ
ら
れ
る

よ
う
だ
。
小
禄
村
内
の
有
力
筋
と
し
て
は
さ

き
の
那
覇
都
計
諮
詢
委
の
申
し
合
せ
に
よ
つ

て
合
併
問
題
が
大
き
く
好
転
し
た
と
見
て
い

る
が
な
お

問
題
は
真
和
志
村
が
ど
う
出
る

か
だ
、
こ
の
際
従
来
の
ゆ
き
が
ゝ
り
を
あ
つ

さ
り
水
に
流
し
て
話
合
い
に
加
わ
つ
て
欲
し

い

と
長
嶺
助
役
は
語
つ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
の
動
き
か
ら
小
禄
村
側
の
関
心
は
合
併
期

日
よ
り
も
む
し
ろ
合
併
の
都
市
計
画
に
向
け

ら
れ
て
い
る
。

合
併
を
推
進
し
た
い
／
復
帰
問

題
や
都
市
復
興
に
つ
い
て
／

眞
栄
田
議
長
の
土
産
談
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都
市
計
画
面
の
資
料
収
集
の
た
め
上
京
し

た
那
覇
市
会
議
長
、
真
栄
田
世
勲
氏
は
約

一
月
に
わ
た
る
視
察
研
究
を
終
え
、
二
十

五
日
午
前
六
時
空
路
帰
任
。
市
長
室
で
記

者
団
会
見
を
行
つ
た
が
”
首
都
の
建
設
は

大
乗
的
な
立
場
か
ら
推
進
し
た
い
”
と
次

の
と
お
り
語
つ
た

日
本
で
は
都
市
の
復
興
振
り
も
目
覚
ま
し

く
、
財
政
上
の
困
難
性
か
ら
脱
却
す
る
た
め

の
合
併
で
村
が
減
つ
て
市
や
町
が
増
え
つ
つ

あ
る
。
最
近
一
カ
年
間
で
も
四
十
五
件
に
の

ぼ
る
隣
接
町
村
の
併
合
が
行
わ
れ
て
い
る
。

帰
京
し
た
石
川
博
士
を
早
大
に
訪
れ
た
が
、

博
士
は
”
那
覇
、
真
和
志
は
単
に
行
政
区
の

線
を
画
し
た
だ
け
で
す
で
に
一
体
を
な
し
て

い
る
。
大
学
や
空
港
を
持
た
な
い
都
市
は
考

え
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
首
里
、
小
禄

を
合
併
す
べ
き
だ
。
将
来
は
名
護
を
近
接
都

市
と
す
る
構
想
で
い
け
”
と
語
つ
て
お
り
、

や
は
り
首
都
は
二
市
二
村
の
合
併
で
な
け
れ

ば
と
の
確
信
を
得
た
。
復
帰
問
題
は
日
本
の

各
政
党
が
関
心
を
持
ち
つ
つ
あ
る
が
、
吾
々

は
表
面
の
運
動
だ
け
で
な
く
実
質
的
な
面
、

す
な
わ
ち
政
府
や
政
党
と
の
深
い
繋
り
が
必

要
だ
と
痛
感
し
た
。
日
比
谷
公
会
堂
の
全
国

市
会
議
長
会
議
の
市
政
調
査
事
務
局
長
と
逢

つ
て
那
覇
市
の
加
盟
を
申
込
ん
だ
が
常
任
委

員
会
の
参
加
承
認
を
得
て
お
り
、
四
月
九
日

同
館
で
行
わ
れ
る
全
国
市
会
議
長
会
ま
で
に

は
正
式
手
続
を
経
て
招
へ
い
が
あ
る
も
の
と

思
う
。
城
間
副
議
長
を
出
席
さ
せ
た
い
。
ま

た
日
本
で
は
戦
災
都
市
に
対
し
て
五
十
％
か

ら
八
十
％
の
復
興
補
助
費
を
交
付
し
て
お

り
、
吾
々
も
加
盟
市
の
一
員
と
し
て
助
成
金

の
要
請
を
な
す
積
り
だ
。
衆
議
院
議
長
大
野

伴
睦
氏
に
も
こ
の
こ
と
を
折
衝
し
た
が
復
帰

に
し
ろ
合
併
問
題
に
し
ろ
単
な
る
う
わ
す
べ

り
で
な
く
全
琉
を
一
丸
と
す
る
大
局
的
な
根

強
さ
を
も
つ
て
日
本
政
府
へ
当
る
べ
き
で
、

最
早
や
兄
弟
カ
キ
に
せ
め
ぐ
時
期
で
は
な

い
、
大
き
な
立
場
か
ら
琉
球
の
首
都
建
設
の

早
急
な
実
現
を
期
し
た
い

氏
は
二
市
二
村

の
合
併
に
よ
り
十
五
万
の
都
市
と
な
れ
ば
日

本
全
市
二
百
八
十
二
市

沖
縄
を
含
む

の

う
ち
四
十
位
ほ
ど
に
値
す
る
と
の
べ
て
い
た

首
里
も
は
つ
き
り
／
十
月
一
日

合
併
へ

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
３
・
２
・
26

那
覇
市
が
提
唱
し
て
い
る
、
二
市
二
村
”
十

月
合
併
”
方
針
に
対
し
、
関
係
市
町
村
で
は

目
下
そ
の
態
度
決
定
を
急
い
で
い
る
よ
う
で

一
九
五
三
年

昭
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十
八
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あ
る
が
、
首
里
市
で
は
二
十
四
日
都
市
合
併

研
究
委
員
会

委
員
は
西
平
守
由
、
原
田
貞

吉
、
阿
波
根
朝
松
、
真
栄
城
喜
福
、
久
高
友

敏
の
五
氏
久
高
氏
欠

を
招
集
し
て
検
討
し

た
。
そ
の
結
果
、
今
ま
で
唱
え
ら
れ
て
き
た

七
月
一
日
合
併
説
は
予
算
、
選
挙
人
名
簿
の

調
整
そ
の
他
の
関
係
か
ら
無
理
だ
と
し
、
十

月
一
日
が
大
体
適
当
だ
と
の
意
見
が
ま
と
ま

つ
た
。
同
市
で
は
更
に
二
十
七
日
市
議
会
議

員
に
よ
る
協
議
会
を
催
し
更
に
こ
の
提
案
を

研
究
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
が
、
十
月
一

日
説
を
受
入
れ
る
公
算
は
強
い
よ
う
で
あ

る
。二

市
二
村
合
体
へ
の
道
(上)
／
悠

久
の
一
点
に
立
つ
て
翁
長
助
靜

琉
新
　
１
９
５
３
・
２
・
28

１
、
一
人
の
力

歴
史
は
民
衆
の
力
で
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
過
去
数
千
年
の
歴
史
は
あ
る
強
力

な
封
建
的
な
力
に
よ
つ
て
つ
く
ら
れ
た
と
い

う
色
彩
が
余
り
に
濃
厚
で
あ
つ
た

私
は
こ
の
事
実
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
そ

れ
へ
の
厳
し
い
批
判
も
持
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
確
信
す
る
が
、
同
時
に
あ
る
意
味
に

お
い
て
歴
史
上
に
お
け
る

一
人
の
力

の

偉
大
さ
も
率
直
に
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
古
今
東
西
の
事
例
を
常
識
的
記
憶
を
た

ど
る
だ
け
で
も
十
数
人
或
は
数
十
人
の
各
界

各
層
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
挙
げ
る
こ
と
が
出

来
る
と
思
う
。
そ
う
い
う
人
た
ち
は
夫
々
そ

の
時
代
に
或
い
は
後
代
に
永
く
太
く
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
事
は
著
明
な
事
実
で
あ
り
時

代
の
頂
点
に
必
ら
ず
偉
大
な
一
人
の
力
を
み

つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
度
、
石
川
博

士
が
斯
界
の
俊
鋭
学
徒
で
あ
る
秀
島
講
師
同

道
し
て
は
る
ば
る
東
京
か
ら
全
琉
の
首
都
那

覇
市
の
都
計
指
導
の
た
め
に
飛
来
せ
ら
れ
た

こ
と
は
正
に
画
期
的
な
快
事
で
あ
つ
た
。

琉
球
は
、

那
覇
は

勿
論
私
た
ち
の

も
の
で
あ
る
、
ち
ょ
う
ど
歴
史
は
民
衆
の
力

で
作
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
に

。

こ
こ
で
私
た
ち
は
民
衆
の
力
、
そ
れ
の
凝
集

さ
れ
た
政
治
の
歩
み
、
を
一
時
的
に
止
め
て

偉
大
な
一
人
の
力

の
足
音
に
耳
を
傾
け

る
べ
き
で
あ
る
。

一
人
の
力

が
や
が
て
波
及
す
る
と
こ
ろ

に
、
ま
た
歴
史
の
一
駒
が
厳
然
と
し
て
在
る

事
実
を
、
適
確
に
認
識
し
な
か
つ
た
ら
、
進

歩
は
決
し
て
約
束
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
人
の
力

が
民
主
的
に
展
開
す
る
と
こ

ろ
、
そ
れ
を
私
た
ち
住
民
は
見
通
し
て
進
み

た
い
も
の
で
あ
る
、
偉
大
な
頭
脳
か
ら
湧
出

さ
れ
た
総
合
的
合
理
的
な
プ
ラ
ン
を
如
何
に

受
け
取
り
如
何
に
実
現
す
る
か
。
い
よ
い
よ

仕
事
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る

２
、
市
村
民
の
結
集
す
る
力

石
川
博
士
の
那
覇
都
計
に
対
す
る
高
級
技
術

的
啓
蒙
指
導
重
点
は
暫
く
措
い
て
極
く
端
的

に
私
た
ち
市
村
民
に
提
示
せ
ら
れ
た
政
治
的

な
点
を
考
察
し
て
市
村
民
の
純
一
無
雑
な
力

の
展
開
を
期
待
し
た
い
。
ま
ず
首
都
の
範
囲

の
問
題
で
あ
る
。

石
川
博
士
は
現
在
の
首
都
那
覇
の
狭
隘
性
を

突
い
て
い
る
、
現
在
の
都
心
部
を
中
心
に
四

囲
伸
び
る
街
の
形
態
を
構
想
さ
れ
て
、
首
里

真
和
志
小
禄
一
市
二
村
は
必
然
的
に
首
都
の

範
囲
に
包
含
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
と
断
定
づ

け
ら
れ
た
。

思
う
に
、
首
里
、
小
禄
、
真
和
志
、
特
に
緊

密
に
那
覇
と
の
血
の
繋
り
を
も
つ
真
和
志
は

そ
の
広
大
な
土
地
を
首
都
に
提
供
す
る
こ
と

に
よ
つ
て
全
琉
的
な
重
大
役
割
を
果
す
こ
と

が
出
来
、
商
工
業
の
中
枢
地
帯
を
よ
り
合
理

的
な
い
ん
賑
に
す
る
と
共
に
真
和
志
の
現
地

域
も
亦
商
工
業
の
第
二
中
心
地
と
し
て
の
二

段
三
段
の
飛
躍
も
大
い
に
期
待
す
る
こ
と
が

出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か

都
市
合
併
持
ち
越
し
／
首
里
、

小
禄
、
那
覇
に
同
調

琉
新
　
１
９
５
３
・
３
・
１

二
市
二
村
合
併
研
究
会
は
二
十
八
日
ひ
る
二

時
か
ら
小
禄
村
役
場
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の

日
は
那
覇
市
が
”
十
月
一
日
”
合
併
と
明
確

な
期
日
を
掲
げ
て
登
場
し
た
だ
け
に
合
併
へ

の
動
き
も
一
段
と
飛
躍
さ
れ
る
の
を
予
想
し

て
か
二
市
二
村
と
も
全
研
究
委
員
が
出
席
、

関
係
当
局
側
か
ら
も
多
数
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

が
詰
め
か
け
、
周
囲
を
か
こ
む
傍
聴
者
の
注

目
の
う
ち
に
ひ
ら
か
れ
た
。
ま
ず
山
田
委
員

長
の
提
案
に
よ
つ
て
、
真
栄
田
委
員

那
覇

の
日
本
に
お
け
る
都
計
事
情
視
察
報
告
、
花

城
那
覇
市
都
計
課
長
の
都
市
計
画
概
況
、
西

銘
委
員

真
和
志

か
ら
同
村
の
市
昇
格
運

動
に
つ
い
て
の
経
過
報
告
が
研
究
会
の
参
考

と
し
て
の
べ
ら
れ
た
、
つ
い
で
会
は
当
日
の

議
題
に
移
り
、那
覇
市
側
か
ら
提
出
さ
れ
た
”

十
月
一
日
合
併
”
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
適
当

な
時
期
と
す
る
理
由
が
東
江
庶
務
課
長
か
ら

披
瀝
さ
れ
た
が
、
会
の
進
行
上
各
市
村
の
十

月
一
日
説
に
た
い
す
る
見
解
を
発
表
し
て
は

と
の
動
議
が
成
立
、
各
委
員
か
ら
意
向
が
発

表
さ
れ
た
、

首
里
、
小
禄
各
委
員
か
ら
”
住
民
は
那
覇
市

の
積
極
的
な
動
き
に
順
応
し
て
お
り
、
住
民

の
盛
り
あ
が
る
与
論
と
意
欲
は
早
期
合
併
の

気
運
に
あ
る
。十
月
で
は
遅
す
ぎ
る
ほ
ど
だ
”

と
双
手
を
あ
げ
て
の
絶
対
的
賛
成
論
が
唱
え

ら
れ
拍
手
を
浴
び
た
、
一
方
真
和
志
側
委
員

の
△
合
併
に
は
賛
成
だ
が
、
合
併
に
よ
つ
て

行
政
区
域
が
拡
大
さ
れ
る
が
、
こ
れ
を
運
営

す
る
だ
け
の
財
政
力
が
あ
る
か
△
二
市
二
村

合
併
も
年
次
計
画
が
必
要
で
、
そ
の
段
階
と

し
て
那
覇
、
真
和
志
を
先
ず
合
併
し
て
い
き

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年
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た
い
。

△
那
覇
市
の
七
千
万
円
の
市
債
が
合
併
後
の

新
市
民
に
ど
う
降
り
か
ゝ
つ
て
来
る
か
△

吾
々
が
今
合
併
を
賛
成
し
て
も
三
月
二
十
九

日
補
充
選
挙
で
議
席
を
得
る
多
数
議
員
の
反

対
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る

な
ど
劈
頭
か

ら
合
併
範
囲
を
縮
小
す
る
一
市
一
村
論
や
那

覇
市
の
七
千
万
円
市
債
償
還
問
題
に
か
ら
ん

で
他
市
村
の
早
期
合
併
論
を
回
避
し
た
た

め
、
議
場
は
突
然
騒
然
と
な
り
、
昂
奮
し
た

首
里
、
小
禄
の
各
委
員
が
”
こ
こ
ま
で
進
展

し
た
二
市
二
村
早
期
合
併
の
態
度
を
ひ
る
が

え
す
理
由
は
何
か
”
と
詰
め
寄
つ
た
が
真
和

志
側
は
言
を
左
右
に
し
”
今
こ
こ
で
結
論
を

出
せ
と
す
る
な
ら
吾
々
は
同
研
究
委
を
や
め

る
他
な
い
”
と
頑
と
し
て
譲
ら
ず
雲
行
き
は

頗
る
悪
化
、
今
や
決
裂
の
線
ま
で
来
た
が
、

那
覇
側
の
”
各
委
員
と
も
議
会
と
い
う
背
景

を
も
つ
て
い
る
の
で
事
を
急
ぐ
と
前
回
の
よ

う
に
こ
じ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
も
う
一
度
慎

重
考
慮
の
上
、
研
究
会
を
再
開
し
て
は
”
と

す
る
建
設
的
な
意
見
に
よ
つ
て
危
く
暗
礁
を

さ
け
研
究
会
を
再
開
す
る
こ
と
に
し
て
午
後

五
時
閉
会
。
那
覇
市
の
積
極
的
動
き
で
好
転

を
予
想
さ
れ
た
第
四
回
二
市
二
村
合
併
研
究

会
は
真
和
志
村
の
出
方
に
よ
つ
て
住
民
の
期

待
は
裏
切
ら
れ
、
す
つ
た
も
ん
だ
の
難
航
の

果
て
、
か
ろ
う
じ
て
、
難
破
を
さ
け
持
越
し

と
な
つ
た

二
市
二
村
合
体
へ
の
道
(中)
／
悠

久
の
一
点
に
立
つ
て
翁
長
助
靜

琉
新
　
１
９
５
３
・
３
・
２

飛
行
場
地
帯
と
住
宅
地
帯
を
併
せ
も
つ
小
禄

村
地
域
、
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー
、
快
適
な
住

宅
地
と
し
て
の
首
里
市
地
域
も
、
計
画
的
着

意
構
想
に
よ
つ
て
は
、
予
想
以
上
の
充
実
発

展
を
見
込
む
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
那

覇
地
域
が
決
定
さ
れ
た
都
計
で
完
備
さ
れ
て

い
く
、
そ
の
周
辺
の
一
市
二
村
が
そ
れ
ぞ
れ

思
い
思
い
に
計
画
を
樹
て
て
仕
事
を
し
て
い

く
そ
の
個
々
が
た
と
い
密
接
な
連
絡
の
上
進

め
ら
れ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
単

な
る
連
絡
で
あ
つ
て
一
体
的
な
も
の
で
は
な

い
。
必
ら
ず
行
き
違
い
、
連
絡
洩
れ
に
よ
る

誤
謬
が
露
呈
さ
れ
そ
の
た
め
に
粗
悪
な
住
民

地
区
と
な
り
、
生
活
的
に
も
不
利
不
便
を
か

こ
つ
よ
う
に
な
つ
て
い
く
そ
う
な
つ
て
か
ら

思
い
出
し
た
よ
う
に
又
合
併
論
議
が
繰
り
返

さ
れ
る
。悔
を
千
載
に
残
し
て
は
な
ら
な
い
。

更
に
二
市
二
村
を
一
体
に
す
る
こ
と
に
よ
つ

て
財
政
的
に
も
、
現
在
の
或
る
意
味
で
の
行

き
詰
り
、
窮
屈
さ
、
貧
困
さ
を
打
開
し
て
、

よ
り
よ
い
経
済
生
活
、
文
化
生
活
を
企
図
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
思
惟
さ
れ
る
。
二

市
二
村
が
一
体
と
な
つ
て
都
計
が
全
面
的
に

施
行
さ
れ
て
い
く
時
に
は
税
が
あ
が
る
と

か
、
比
較
的
僻
す
う
地
帯
の
農
家
部
落
が
見

棄
て
ら
れ
る
と
か
い
う
考
え
方
は
大
局
的
政

治
見
識
の
欠
除
し
た
も
の
で
あ
る
か
、
単
な

る
民
衆
の
無
知
を
利
用
す
る
低
級
政
治
屋
の

せ
ん
動
で
あ
る
。

四
行
政
体
が
一
本
化
さ
れ
て
緊
縮
さ
れ
る
人

件
費
は
、
強
化
す
る
た
め
の
や
む
を
得
ず
膨

れ
る
人
件
費
そ
の
他
を
上
廻
る
こ
と
は
当
然

で
あ
り
、
又
新
し
く
選
ば
れ
る
議
会
と
理
事

者
は
そ
れ
を
目
指
す
こ
と
も
亦
当
然
で
あ

る
。
農
業
部
落
も
首
都
の
範
囲
に
包
含
さ
れ

る
こ
と
に
よ
つ
て
、
同
一
理
事
者
の
生
産
行

政
の
円
滑
な
運
営
に
よ
つ
て
、
直
接
的
に
消

費
地
帯
と
連
繋
さ
れ
て
今
以
上
の
利
便
を
受

け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
り
、
こ

れ
亦
行
政
責
任
者
に
与
え
ら
れ
た
重
大
な
課

題
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
二
市

二
村
が
合
併
し
て
　
二
市
二
村
民
が
そ
れ
ぞ

れ

よ
く
な
る

と
い
う
こ
と
が
第
一
条
件

で
あ
る
。
ど
う

よ
く
な
る

か
。

そ
れ
を
各
種
各
面
か
ら
考
え
を
深
め
て
、
歴

史
的
重
大
瞬
間
を
誤
り
な
い
よ
う
に
凝
視
め

る
こ
と
は
、
二
市
二
村
民
の
大
き
な
政
治
的

責
任
で
あ
る
。

よ
く
な
る

分
野
が

わ

る
く
な
る

分
野
よ
り
多
い
と
認
め
た
時
、

速
時
速
刻
に
他
の
末
梢
的
な
も
の
を
超
克
し

て
進
む
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
二
市
二
村
民

の
強
い
力
を
行
政
責
任
者
に
適
確
に
反
映
さ

せ
て
歴
史
的
重
大
問
題
の
処
理
に
邁
進
せ
し

め
た
い
。

民
衆
は
強
い
。
然
し
家
業
精
進
の
身
辺
処
理

に
多
忙
の
た
め
社
会
に
お
こ
る
重
大
事
象
に

不
感
症
に
な
り
、
そ
の
た
め
に
本
質
な
優
秀

性
が
消
え
て
結
果
と
し
て
無
知
に
な
り
、
前

述
し
た
一
部
せ
ん
動
政
治
屋
の
好
餌
と
な
る

危
険
が
あ
る
。

二
市
二
村
民
は
活
眼
を
開
い
て
問
題
の
推
移

を
看
視
し
堅
持
す
る
強
い
力
を
結
集
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

二
市
二
村
合
体
へ
の
道
(下)
／
悠

久
の
一
点
に
立
つ
て
翁
長
助
靜

琉
新
　
１
９
５
３
・
３
・
３

指
導
者
の
力

二
市
二
村
合
体
へ
の
道
は
近
い
。

う
余
曲
折
波
瀾
万
丈
と
い
つ
た
時
期
は
戦
前

戦
後
を
通
ず
る
長
期
に
わ
た
る
研
究
期
間
で

す
で
に
経
過
し
て
い
る
。

今
や
た
ゞ
合
体
実
現
へ
の
直
線
近
距
離
道
を

進
ん
で
目
標
に
達
す
る
だ
け
が
残
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
二
市
二
村
の
理
事

者
議
会
人
の
決
定
力
で
あ
る
。
各
市
各
村
の

地
域
特
徴
に
立
脚
し
て
の
究
明
を
行
い

つ
ゝ
、
合
体
後
に
現
わ
れ
て
来
る
行
政
上
の

諸
現
象
に
検
討
を
加
え
て
後
に
決
定
力
は
発

揮
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
究
明
と
検
討
に
は
各
種
各
様
の
角
度
な
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り
方
向
な
り
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
あ
る

が
、
幸
に
昨
年
末
の
第
三
回
委
員
会
ま
で
で

合
体
の
必
然
性
は
各
委
員
の
明
断
で
決
定
づ

け
ら
れ
た
と
云
え
よ
う
。

惜
し
い
こ
と
に
合
併
時
期
の
点
で
、
そ
の
頃

が
石
川
博
士
来
島
以
前
で
あ
つ
た
た
め
に
那

覇
市
と
他
の
一
市
二
村
側
と
の
間
に
若
干
の

喰
い
違
い
が
出
て
円
満
な
纏
り
に
は
到
達
出

来
な
か
つ
た
。
し
か
し
石
川
博
士
の
二
市
二

村
を
包
含
す
る
地
域
に
対
し
て
の
都
計
構
想

が
、
期
日
に
対
し
て
か
ね
て
行
政
事
務
処
理

と
財
政
面
か
ら
考
究
中
の
那
覇
市
側
に
力
強

い
示
唆
と
な
つ
て
、
十
月
一
日
を
期
し
て
首

都
の
拡
充
強
化
を
目
指
し
て
の
二
市
二
村
の

合
体
が
提
論
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
重
大
難
点

で
あ
つ
た

区
域
と
期
日

は
一
応
常
識
的

に
は
解
決
点
に
達
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
七
月
一
日
な
ら
合
併
す
る
が
十
月
一
日
な
ら

真
つ
平
御
免
蒙
り
た
い
と
い
う
議
論
は
生
ま

れ
な
い
に
違
い
な
い
。
こ
う
大
ざ
つ
ぱ
に
考

え
れ
ば
歴
史
的
重
要
課
題
で
あ
つ
た
二
市
二

村
を
含
ん
で
の
首
都
建
設
は
解
決
に
至
つ
た

よ
う
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
市
村
民
の
動
向
、
言
論
機
関
、
四

当
局
四
議
会
の
責
任
あ
る
主
張
の
大
体
が
同

一
線
に
立
ち
並
ん
だ
と
概
観
さ
れ
る
。

今
や
残
さ
れ
た
問
題
は
正
式
議
会
で
ど
う
決

め
ら
れ
る
か
。
と
い
う
最
後
的
一
点
だ
け
で

あ
る
。

四
議
会
人
の
力
が
全
民
衆
の
代
表
と
し
て
の

責
任
あ
る
機
能
を
果
敢
に
果
す
べ
き
で
あ

る
。
指
導
力
の
民
主
的
顕
現
へ
。

○

或
る
特
定
の
人
た
ち
の
面
子
の
ど
う
こ
う
、

個
々
人
の
政
治
感
情
の
対
立
そ
の
他
を
、
こ

の
厳
粛
な
歴
史
的
瞬
間
に
お
い
て
払
拭
し
て

文
字
通
り
百
年
の
大
計
樹
立
と
い
う
悠
久
の

一
点
に
立
脚
し
て
解
決
し
た
い
と
熱
願
し
て

や
ま
な
い
。○

地
勢
的
だ
け
で
な
く
教
育
も

高
校
中
心

経
済
生
活
も
、
社
会
生
活
も
す
べ
て
二
市
二

村
は
一
本
化
さ
れ
て
お
り
ま
た
さ
れ
つ
ゝ
あ

る
。
進
も
う
行
政
的
一
体
へ

二
月
二
十
八
日

小
禄
で
の
合
併
研
究
委
員
会
の
日

｜
社
　
説
｜

真
和
志
村
の
異
議
？

琉
新
　
１
９
５
３
・
３
・
４

二
市
二
村
の
合
併
に
つ
い
て
は
石
川
博
士

の
構
想
に
も
と
づ
い
て
近
く
歩
調
を
そ
ろ
え

て
実
現
す
べ
く
残
る
と
こ
ろ
は
手
続
き
上
の

事
務
的
折
衝
の
み
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

た
と
こ
ろ
が
、
先
月
二
十
八
日
小
禄
村
に
お

け
る
合
併
研
究
会
に
お
い
て
真
和
志
村
委
員

の
異
見
に
よ
つ
て
、
ま
た
も
や
コ
ジ
れ
そ
う

に
な
つ
た
の
は
遺
憾
で
あ
る
。

二
市
二
村
を
合
併
し
て
新
し
い
首
都
を
建

設
す
べ
し
と
す
る
の
は
す
で
に
世
論
の
一
致

す
る
所
で
あ
つ
て
、
今
度
の
立
法
院
議
会
に

都
市
計
画
法
の
提
案
さ
れ
た
の
も
、
こ
れ
と

関
連
す
る
要
請
に
も
と
づ
い
た
も
の
と
見
る

べ
く
、
お
そ
ら
く
議
会
に
お
い
て
も
適
当
に

審
議
さ
れ
て
通
過
す
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る

ま
い
。
真
和
志
村
の
委
員
が
さ
き
に
、
い
わ

ゆ
る
失
地
か
い
復
の
う
え
に
独
立
市
た
ら
ん

と
す
る
意
向
を
表
明
し
た
が
、
そ
れ
は
お
そ

ら
く
内
外
の
賛
同
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
得
な

い
無
理
な
案
で
あ
つ
た
。
今
回
は
か
か
る
無

理
な
案
に
は
触
れ
な
い
で
、
合
併
に
方
向
転

換
を
し
た
か
の
如
き
印
象
を
与
え
た
の
は
賢

明
な
措
置
と
云
う
べ
く
、
こ
の
点
に
関
す
る

限
り
合
併
問
題
は
大
き
な
前
進
を
遂
げ
た
と

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
る
に
ま
ず
那
覇
市
と
真
和
志
村
と
の

み
合
併
し
て
、
首
里
市
と
小
禄
村
の
合
併
は

研
究
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
か
ら
後
廻
し
に

す
べ
し
と
い
う
意
外
な
提
案
を
し
て
、
関
係

市
村
の
委
員
の
み
な
ら
ず
、
世
人
を
お
ど
ろ

か
す
に
至
つ
た
。
さ
き
に
合
併
問
題
が
は
じ

め
て
提
議
さ
れ
た
と
き
に
は
真
和
志
村
が
首

里
市
や
小
禄
村
に
も
呼
び
か
け
た
は
ず
で
あ

り
、
首
里
市
や
小
禄
村
も
殆
ど
無
条
件
に
賛

意
を
表
し
て
参
加
し
た
は
ず
で
あ
る
の
に
、

今
度
の
ひ
よ
う
変
ぶ
り
に
あ
つ
て
、
そ
の
委

員
達
が
目
を
ま
わ
し
た
の
も
無
理
は
な
く
、

あ
る
い
は
煮
え
湯
を
の
ま
さ
れ
た
気
持
に
な

つ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
真
和
志
村
委
員

の
い
う
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
那
覇
市
は
都
市
計

画
の
た
め
に
七
千
万
円

実
は
六
千
七
百
万

円

の
起
債
を
し
た
。
こ
れ
が
償
還
を
す
る

為
に
は
那
覇
市
と
真
和
志
村
と
の
み
そ
の
負

担
に
堪
え
得
る
の
で
あ
り
、
都
計
の
実
現
は

漸
を
逐
う
て
な
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
あ
と

の
一
市
一
村
の
合
併
は
急
ぐ
必
要
が
な
く
、

ま
た
近
く
行
わ
れ
る
補
欠
選
挙
に
よ
つ
て
選

任
さ
る
べ
き
新
議
員
の
意
向
も
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
見
で
あ
る
も
の
の

よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
い
わ
ゆ
る
七
千
万
円

の
起
債
は
合
併
問
題
と
は
ほ
と
ん
ど
関
連
し

て
考
え
な
く
て
い
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
起

債
の
目
的
は
も
ち
ろ
ん
都
計
施
行
の
た
め
で

あ
る
が
、
そ
の
用
途
の
対
象
た
る
事
業
は
指

定
さ
れ
た
う
え
に
許
可
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

の
み
な
ら
ず
、
そ
の
償
還
の
方
法
も
決
定
さ

れ
た
上
に
許
可
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
そ
の
償
還
の
方
法
は
他
市
村
が
合
併
す
る

こ
と
に
よ
つ
て
そ
の
市
村
乃
至
住
民
の
負
担

と
な
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ

る
。
真
和
志
村
の
委
員
が
真
和
志
村
こ
そ
は

那
覇
市
と
並
ん
で
よ
く
都
計
の
負
担
に
堪
え

得
る
と
自
負
す
る
の
は
い
い
が
、
市
村
民
の
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負
担
の
問
題
の
み
で
、
首
都
建
設
の
大
事
業

を
見
る
べ
き
で
は
な
い
。
よ
ろ
し
く
全
琉
球

の
大
局
か
ら
観
て
決
す
べ
き
問
題
で
あ
つ

て
、
二
市
二
村
を
合
併
し
て
も
な
お
且
つ
全

琉
の
首
都
の
地
域
と
し
て
は
狭
い
と
い
う
こ

と
も
す
で
に
明
ら
か
に
せ
ら
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
先
ず
一
市
一
村
が
合
併
し
次
に

他
の
一
市
一
村
を
加
え
る
と
い
う
が
如
き
や

り
方
こ
そ
、
合
併
に
要
す
る
手
続
事
務
は
も

と
よ
り
、
そ
の
執
行
・
議
決
両
機
関
を
初
め

と
す
る
行
政
機
構
の
変
改
か
ら
く
る
ム
ダ
な

負
担
を
住
民
に
負
わ
す
よ
う
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。
こ
れ
ら
の
事
項
の
中
に
は
す
で
に

論
じ
つ
く
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
ま
た
論
ず

る
に
値
い
し
な
い
ほ
ど
の
自
明
の
理
を
含
む

も
の
も
あ
り
、
今
さ
ら
正
面
か
ら
解
説
す
る

の
は
ヤ
ボ
だ
と
冷
笑
さ
れ
る
か
も
わ
か
ら
な

い
が
一
応
は
言
を
費
や
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

合
併
研
究
委
員
会
は
い
ま
や
研
究
の
域
を

脱
し
て
各
市
村
の
意
思
表
明
の
機
関
た
る
が

ご
と
き
観
を
呈
し
て
い
る
が
、
か
り
に
研
究

委
員
が
各
市
村
の
委
任
に
よ
つ
て
か
か
る
権

限
を
与
え
ら
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来

る
と
し
て
も
果
し
て
各
市
村
の
住
民
の
世
論

が
、
彼
等
の
言
動
に
よ
つ
て
代
弁
せ
ら
れ
た

も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
か
如
何
か
、
疑

問
と
さ
れ
て
き
た
。
す
く
な
く
も
真
和
志
村

に
お
い
て
そ
う
で
あ
る
。

水
道
料
金
値
下
げ
／
那
覇
市
議

会
事
務
局
を
設
置

琉
新
　
１
９
５
３
・
３
・
４

那
覇
市
定
例
議
会
は
三
日
午
前
十
時
か
ら
市

会
議
室
で
ひ
ら
か
れ
、
議
会
の
適
切
な
運
営

を
期
す
た
め
”
那
覇
市
議
会
事
務
局
設
置
条

例
制
定
”
と
軍
へ
の
給
水
使
用
料
支
払
い
免

除
に
よ
る
使
用
料
値
下
げ
の
た
め
の
”
那
覇

市
簡
易
水
道
使
用
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
”
そ
の
ほ
か
次
の
諸
議
案
を
原
案

通
り
可
決
午
後
二
時
散
会
し
た

△
那
覇
市
公
告
式
条
例
制
定
に
つ
い
て
△
那

覇
市
役
所
出
張
所
設
置
条
例
制
定
に
つ
い
て

△
那
覇
市
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
定
数
条
例

制
定
に
つ
い
て
△
那
覇
市
議
会
事
務
局
職
員

給
与
支
給
条
例
制
定
に
つ
い
て
△
那
覇
市
職

員
退
職
金
支
給
条
例
制
定
に
つ
い
て
△
泊

港
々
湾
施
設
管
理
使
用
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
、
な
お
議
会
は
引

続
き
四
日
午
前
十
時
か
ら
再
開
さ
れ
る
が
市

町
村
議
会
に
事
務
局
を
設
置
す
る
の
は
那
覇

市
が
は
じ
め
て
で
市
町
村
事
務
局
第
一
号
と

し
て
注
目
さ
れ
る
、
今
回
の
水
道
使
用
条
例

に
よ
つ
て
市
民
の
水
道
使
用
料
は
次
の
よ
う

に
値
下
げ
と
な
つ
て
い
る

家
事
用

一
戸
一
カ
月
に
つ
き

△
専
用
栓

旧
二
、
四
〇
〇
ガ
ロ
ン
迄
　
　
　
　
四
百
円

新
二
、
六
〇
〇
ガ
ロ
ン
迄
　
　
　
　
三
百
円

△
共
用
栓

旧
　
八
〇
〇
ガ
ロ
ン
迄
　
　
　
　
　
　
百
円

新
　
八
〇
〇
ガ
ロ
ン
迄
　
　
　
　
　
七
十
円

営
業
用

一
戸
一
カ
月
に
つ
き

旧
三
、
一
〇
〇
ガ
ロ
ン
迄
　
　
五
百
五
十
円

新
三
、
三
〇
〇
ガ
ロ
ン
迄
　
　
四
百
五
十
円

官
公
署

一
カ
所
一
カ
月
に
つ
き

旧
三
、
一
〇
〇
ガ
ロ
ン
迄
　
　
　
　
五
百
円

新
三
、
一
〇
〇
ガ
ロ
ン
迄
　
　
　
　
四
百
円

船
舶
用

旧
　
一
ト
ン
に
つ
き
　
　
　
　
　
　
五
十
円

新
　
一
ト
ン
に
つ
き
　
　
　
　
　
　
四
十
円

｜
社
　
説
｜

首
都
建
設
へ
の
協
力

琉
新
　
１
９
５
３
・
３
・
５

石
川
博
士
の
実
地
視
察
に
よ
る
首
都
建
設

の
構
想
は
二
市
二
村
の
合
併
を
前
提
と
し
て

博
士
の
い
わ
ゆ
る
自
働
財
政
に
よ
り
実
現
可

能
の
も
の
で
あ
つ
て
、
全
琉
の
世
論
も
こ
れ

を
支
持
し
て
い
る
も
の
と
見
て
差
支
え
な
い

で
あ
ろ
う
。
た
だ
真
和
志
村
の
合
併
研
究
委

員
だ
け
が
、
合
併
の
時
期
に
つ
い
て
首
里
市

と
小
禄
村
と
を
後
廻
し
に
す
べ
し
と
い
う
意

見
を
発
表
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
て

も
博
士
の
深
い
学
識
と
豊
富
な
る
経
験
に
も

と
づ
く
責
任
あ
る
構
想
な
る
こ
と
を
十
分
に

認
識
し
な
い
結
果
慎
重
を
期
し
た
た
め
で
あ

つ
て
、
二
市
二
村
の
合
併
と
都
市
計
画
そ
の

も
の
に
つ
い
て
の
異
議
と
見
な
い
で
も
い
い

か
も
知
れ
な
い
。
二
市
二
村
の
住
民
の
み
な

ら
ず
、
全
琉
の
世
論
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
と

見
て
も
差
支
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
真
和

志
村
の
委
員
と
い
え
ど
も
、
強
い
て
異
を
た

て
る
は
ず
で
な
く
、
来
る
九
日
に
那
覇
市
に

お
い
て
開
催
さ
る
べ
き
会
合
に
お
い
て
は
、

十
分
な
る
話
し
合
い
に
よ
つ
て
結
論
に
歩
み

寄
る
公
算
が
強
い
と
見
て
も
い
い
で
あ
ろ

う
。
ま
た
二
市
二
村
の
住
民
の
み
な
ら
ず
全

琉
の
世
論
の
名
に
お
い
て
か
く
な
ら
ん
こ
と

を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

石
川
博
士
は
都
市
計
画
は
人
に
よ
つ
て
成

就
さ
れ
る
も
の
な
る
こ
と
を
説
い
た
。
こ
れ

は
そ
の
関
係
地
域
の
住
民
の
協
力
が
な
け
れ

ば
出
来
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
が
、
そ
れ
が
あ
る
国
、
又
は
あ
る
地
方
の

首
都
で
あ
る
場
合
に
は
そ
の
国
民
ま
た
は
そ

の
地
方
民
の
全
体
の
協
力
が
な
け
れ
ば
出
来

な
い
も
の
で
あ
る
と
解
し
て
い
い
で
あ
ろ

う
。
那
覇
市
の
ば
あ
い
は
も
と
よ
り
国
の
首

都
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
琉
球
全
体
の
首
都

た
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
。
ゆ
え
に
こ
の

問
題
は
全
琉
民
の
協
力
が
必
要
で
あ
り
、
し

た
が
つ
て
全
琉
民
の
代
表
と
し
て
の
議
員
か

ら
構
成
さ
れ
る
立
法
院
に
お
い
て
も
こ
れ
が

円
満
な
る
進
捗
を
見
る
べ
く
、
率
先
協
力
し

て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。
さ
き
に
議
決

制
定
さ
れ
て
公
布
さ
れ
た
土
地
収
用
法
は
必

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

三
月
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ず
し
も
那
覇
市
の
た
め
の
み
の
法
律
で
は
な

い
け
れ
ど
も
、
那
覇
市
の
都
計
実
施
に
当
り

て
、
公
共
事
業
の
施
行
の
上
の
裏
ず
け
と
云

う
意
味
に
お
い
て
大
い
に
価
値
が
あ
つ
た
こ

と
を
否
む
こ
と
は
出
来
な
い
。
な
お
那
覇
市

の
目
下
施
行
し
つ
つ
あ
る
牧
志
通
り
の
拡
張

の
た
め
の
事
業
が
、
土
地
収
用
法
に
お
け
る

公
共
事
業
と
し
て
認
定
さ
れ
た
の
は
当
然
の

措
置
と
は
い
う
も
の
の
、
都
計
実
現
へ
の
協

力
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
、
さ
き
に
六
千
七
百

万
円
の
起
債
の
た
め
に
斡
旋
の
労
を
と
つ
た

民
政
府
当
局
や
琉
銀
当
局
に
つ
い
で
わ
れ
わ

れ
の
謝
意
を
表
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
収
用
法
を
適
用
し
て

土
地
の
収
用
を
す
る
が
如
き
こ
と
は
万
止
む

を
得
ざ
る
場
合
の
措
置
で
あ
つ
て
、
出
来
る

だ
け
契
約
に
よ
る
解
決
が
望
ま
し
い
こ
と
と

い
う
ま
で
も
な
い
。
今
度
の
那
覇
市
の
都
計

実
施
の
一
端
と
し
て
の
那
覇
地
区
警
察
署
前

か
ら
那
覇
税
務
署
前
ま
で
の
十
間
道
路
拡
張

工
事
は
す
で
に
竣
工
し
、
更
に
引
つ
づ
き
税

務
署
前
か
ら
ガ
ー
ブ
ー
橋
に
至
る
い
わ
ゆ
る

牧
志
通
り
の
拡
張
を
な
さ
ん
と
す
る
に
当
つ

て
も
土
地
所
有
者
並
び
に
家
主
諸
公
の
協
力

的
態
度
に
よ
つ
て
円
満
な
る
交
渉
が
進
め
ら

れ
つ
つ
あ
り
、
お
そ
ら
く
伝
家
の
宝
刀
に
類

す
る
収
用
法
の
適
用
な
ど
を
煩
わ
さ
ず
し
て

解
決
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
聞
く
の
は
頼
も
し

い
感
を
与
え
る
。
こ
れ
が
完
成
を
見
た
暁
に

は
い
か
に
こ
れ
ら
の
公
共
事
業
に
協
力
す
る

こ
と
の
意
義
深
い
も
の
で
あ
る
か
を
具
体
的

に
認
識
す
る
こ
と
と
な
り
、
今
後
の
諸
計
画

を
ス
ム
ー
ズ
に
実
現
す
る
上
に
お
い
て
の
模

範
を
示
す
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
交
通
、

防
火
、
衛
生
、
美
観
等
の
上
か
ら
都
市
の
形

態
と
し
て
の
飛
躍
を
な
す
に
至
る
で
あ
ろ
う

こ
と
は
今
更
説
く
を
要
し
な
い
。

こ
れ
ら
の
事
業
は
石
川
博
士
来
島
以
前
に

計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
博
士
の
構
想

と
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
博
士
に
よ
つ
て

設
計
当
事
者
の
力
量
が
裏
書
き
さ
れ
た
も
の

で
あ
つ
た
。
そ
し
て
都
計
の
た
め
の
起
債
六

千
七
百
万
円
に
よ
つ
て
経
費
が
支
出
さ
れ
る

も
の
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

償
還
方
法
も
決
定
し
て
い
る
こ
と
繰
返
し
わ

れ
ら
の
説
い
た
通
り
で
あ
つ
て
、
二
市
二
村

の
合
併
に
よ
つ
て
そ
の
住
民
に
負
担
を
加
重

す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
付
言
す
る
。

”
都
市
合
併
”
で
会
議
は
踊
る

／
補
選
ま
で
た
な
上
げ
／
暗

礁
手
前
に
建
設
的
な
意
見
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第
五
回
目
の
二
市
二
村
合
併
研
究
会
は
九
日

ひ
る
三
時
半
か
ら
那
覇
市
役
所
で
開
会
。
今

回
は
特
に
委
員
会
の
要
望
で
関
係
市
村
長
も

列
席
、
稲
峯
行
政
課
長
は
じ
め
那
覇
市
政
研

究
会
員
や
、
多
数
の
傍
聴
で
賑
う
な
か
に
各

市
村
長
か
ら
合
併
問
題
に
対
し
て
意
見
が
披

れ
き
さ
れ
た
。
続
い
て
真
和
志
側
の
主
張
す

る
那
覇
・
真
和
志
を
先
ず
併
合
す
る
段
階
論

が
議
題
に
の
ぼ
り
、
首
里
市
側
か
ら
”
那
覇
、

真
和
志
だ
け
な
ら
十
月
一
日
で
も
合
併
す
る

か
”
と
の
問
に
那
覇
市
側
が
首
都
は
二
市
二

村
で
な
け
れ
ば
不
可
能
だ
と
答
え
る
や
真
和

志
村
側
は
那
覇
・
真
和
志
の
み
な
ら
何
日
で

も
こ
れ
に
応
ず
る
と
述
べ
、
三
月
二
十
九
日

の
議
員
補
選
後
に
構
成
す
る
新
議
会
で
、
そ

の
時
期
や
範
囲
を
決
定
　
一
応
一
切
白
紙
に

還
元
し
た
い
と
強
硬
に
出
た
た
め
　
会
場
は

俄
然
、
色
め
き
だ
ち
、
首
里
、
小
禄
と
真
和

志
の
間
に
研
究
会
発
足
当
時
か
ら
の
い
き
さ

つ
と
現
議
会
の
責
任
を
め
ぐ
つ
て
激
し
い
応

酬
が
あ
つ
た
が
、
真
和
志
側
の
”
真
和
志
と

し
て
は
初
め
那
覇
・
真
和
志
だ
け
で
進
め
る

積
り
で
あ
つ
た
が
同
問
題
を
促
進
す
る
た
め

に
首
里
、
小
禄
を
入
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
議
会
は
知
ら
な
い
。
一
市
一
村
に
は
応

ず
る
と
い
う
こ
と
は
宮
里
村
長
も
選
挙
の
と

き
那
覇
市
側
と
の
合
併
を
公
約
、
議
会
も
こ

れ
が
声
明
書
を
発
表
し
た
か
ら
で
あ
る
”
と

今
ま
で
の
研
究
会
に
お
け
る
委
員
と
し
て
の

責
任
を
回
避
し
た
た
め
、
つ
い
に
小
禄
村
側

委
員
が
爆
発
”
新
議
会
が
構
成
さ
れ
て
も
、

同
問
題
の
発
展
は
不
可
能
で
あ
り
、
吾
々
は

も
早
や
同
じ
委
員
と
し
て
那
覇
・
真
和
志
だ

け
の
一
市
一
村
合
併
に
参
与
す
る
権
利
も
な

い
。
吾
々
首
里
・
小
禄
は
こ
こ
ま
で
努
力
し

て
き
た
も
の
の
財
政
的
に
貧
弱
だ
と
し
て
蹴

落
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
小
禄
村
議
会
の

名
に
お
い
て
退
場
す
る
”
と
強
烈
な
解
散
論

が
叫
ば
れ
た
が
、
首
里
側
は
”
真
和
志
が
あ

く
ま
で
一
市
一
村
論
を
強
要
す
る
な
ら
ば
ア

ニ
小
禄
の
み
な
ら
ん
や
首
里
も
同
調
す
る

が
、
全
琉
の
首
都
を
思
う
と
き
、
千
年
の
文

化
と
文
学

首
里

飛
行
場

小
禄

の
な

い
国
際
都
市
は
考
え
ら
れ
な
い
”
と
双
方
の

慎
重
な
考
慮
を
促
し
、
一
方
、
那
覇
市
側
か

ら
も
研
究
会
を
暗
礁
に
乗
り
あ
げ
さ
せ
ぬ
様

と
の
建
設
的
な
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。
こ
れ

に
は
真
和
志
側
も
”
百
歩
譲
つ
て
補
選
後
に

し
て
欲
し
い
”
と
温
和
し
く
出
た
た
め
小
禄

村
側
の
”
新
議
会
に
よ
つ
て
研
究
委
員
も
人

的
構
成
も
予
想
さ
れ
る
の
で
一
応
解
散
、
情

勢
を
み
て
更
に
同
会
を
組
織
し
て
は
と
の
論

を
押
し
切
り
、
結
局
委
員
会
を
そ
の
ま
ま
存

続
、
補
選
に
よ
る
新
議
会
の
設
立
後
、
更
に

研
究
会
を
ひ
ら
く
こ
と
に
落
着
き
、
最
後
に

又
吉
那
覇
市
長
か
ら
石
川
構
想
に
よ
る
雄
大

な
首
都
建
設
の
た
め
少
々
の
意
見
の
ゆ
き
違

い
を
是
正
、
住
民
の
世
論
で
あ
る
二
市
二
村

早
期
合
併
に
協
力
し
て
欲
し
い
と
の
希
望
が

の
べ
ら
れ
午
後
五
時
無
事
散
会
し
た

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

三
月

一
九
四



牧
志
大
通
の
拡
張
急
ぐ
／
立
退

家
屋
は
市
が
保
証
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拡
張
を
急
が
れ
た
牧
志
街
道
拡
張
工
事
の
障

害
家
屋
立
退
き
を
ス
ム
ー
ス
に
運
ぶ
た
め
、

那
覇
市
で
は
九
日
あ
さ
十
時
か
ら
関
係
部
課

長
や
市
議
員
の
全
体
協
議
会
を
ひ
ら
き
立
退

き
家
屋

税
務
署

ガ
ー
ブ
橋
間

六
十
三

軒
の
処
置
方
法
を
次
の
よ
う
に
決
定
し
た
、

先
ず
市
と
し
て
は
先
に
泊
埋
立
地
へ
の
移
転

を
陳
情
し
た
二
十
九
軒
の
同
市
有
地
へ
の
集

団
移
動
を
認
め
、標
準
三
十
坪
を
借
用
さ
せ
、

潰
地
に
対
し
て
は
場
所
柄
を
検
討
、
一
級
か

ら
五
級
ま
で
を
算
定
し
て
買
収
、
地
主
や
建

物
主
に
は
埋
立
地
や
美
栄
橋
の
替
費
地
を
優

先
的
に
売
却
す
る
こ
と
に
な
り
、
特
に
同
工

事
に
よ
つ
て
生
ず
る
廃
道
四
百
十
七
坪
へ
の

移
転
希
望
者
十
四
軒
に
は
財
産
管
理
課
と
折

衝
を
す
す
め
て
善
処
す
る
こ
と
に
な
つ
た
、

な
お
税
務
署
ガ
ー
ブ
ー
橋
間
の
拡
張
に
よ
る

潰
地
は
一
千
八
百
五
十
坪
で
、
市
の
工
事
予

算
総
額
は
一
千
二
百
万
円
の
う
ち
、
一
軒
あ

た
り
平
均
二
万
円
の
移
転
補
償
が
組
ま
れ
て

い
る
同
区
間
の
立
退
き
は
泊
埋
立
地
移
転
の
二
十

九
軒
を
筆
頭
に
廃
道
十
四
、
後
退
二
、
自
己

所
有
二
、
せ
ん
除
十
二
、
そ
の
他
四
で
合
計

六
十
三
軒
と
な
つ
て
い
る
が
市
で
は
今
週
中

に
関
係
者
を
集
め
て
交
接
を
開
始
、
四
月

早
々
、
第
二
工
事
に
着
手
す
る
と
云
う
て
い

る｜
社
　
説
｜

合
併
の
世
論
に
聴
け
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首
都
建
設
の
た
め
の
二
市
二
村
の
合
併
問

題
は
九
日
那
覇
市
に
お
け
る
合
併
問
題
研
究

会
に
お
い
て
、
真
和
志
村
の
前
進
的
意
見
の

吐
露
に
よ
つ
て
、
展
開
を
見
る
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
た
が
、
飽
く
ま
で
も
足
踏
み
を
つ
づ

け
て
い
る
同
村
々
長
や
委
員
の
意
見
に
よ
つ

て
、
つ
い
に
ま
た
ま
た
停
頓
状
態
に
お
ち
い

つ
て
し
ま
つ
た
。
小
禄
村
の
委
員
が
、
こ
れ

ま
で
歩
調
を
揃
え
て
協
議
を
す
す
め
て
来
た

の
に
、
今
に
な
つ
て

お
前
ら
は
あ
と
ま
わ

し
だ

と
い
つ
た
意
味
あ
い
で
、
お
い
と
け

ぼ
り
を
食
わ
し
そ
う
な
仕
打
に
憤
激
し
て
、

委
員
会
解
散
論
を
唱
え
た
気
持
は
よ
く
わ
か

る
が
、
首
里
市
の
委
員
が
隠
忍
自
重
、
ナ
ン

と
か
し
て
、
折
角
の
世
論
の
一
致
を
た
よ
つ

て
円
満
な
解
決
に
漕
ぎ
つ
け
よ
う
と
し
た
努

力
は
見
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

首
都
建
設
の
問
題
に
つ
い
て
、
わ
れ
ら
が

最
も
重
点
を
お
く
も
の
は
全
琉
球
の
世
論
で

あ
る
。
単
に
二
市
二
村
の
住
民
の
み
な
ら
ず
、

そ
れ
が
琉
球
全
体
の
首
都
に
か
か
る
問
題
で

あ
る
以
上
は
、
琉
球
全
住
民
の
世
論
が
ど
う

動
い
て
い
る
か
は
最
も
重
要
な
条
件
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
建
設
の
費
用
の
ご
と

き
も
、
場
合
に
よ
つ
て
は
そ
の
幾
分
を
全
琉

の
予
算
す
な
わ
ち
琉
球
政
府
の
才
出
予
算
か

ら
支
出
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
政
府
予
算

は
さ
ら
ぬ
だ
に
窮
乏
し
て
い
る
現
状
で
あ
る

し
、
ま
た
石
川
博
士
の
い
う
と
こ
ろ
の
自
動

財
政
に
よ
つ
て
賄
い
得
る
見
通
し
も
つ
い
て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
問
題
に
な
ら

ぬ
だ
け
の
話
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
云
つ
て
、

関
係
市
村
だ
け
に
任
し
て
い
い
と
云
う
性
質

の
も
の
で
は
な
く
し
て
、
飽
く
ま
で
も
全
琉

球
の
立
場
か
ら
立
派
な
首
都
を
築
き
あ
ぐ
べ

く
関
心
す
べ
き
こ
と
云
う
を
用
い
な
い
。
い

ま
、
全
琉
住
民
の
世
論
は
二
市
二
村
を
合
併

す
べ
し
と
い
う
こ
と
に
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て

い
る
と
断
言
し
て
も
い
い
位
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
問
題
に
関
し
て
立
法
院
と
し
て
も
し
か

る
べ
き
意
思
表
示
を
し
て
住
民
の
希
望
の
達

成
を
推
進
せ
し
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

真
和
志
村
長
な
ら
び
に
そ
の
委
員
の
意
見

も
二
市
二
村
合
併
に
反
対
で
は
な
い
。
の
み

な
ら
ず
那
覇
市
と
真
和
志
村
と
の
合
併
な
ら

ば
何
時
で
も
賛
成
で
あ
る
と
云
う
。
そ
の
理

由
と
す
る
所
は
他
の
一
市
一
村
、
つ
ま
り
首

里
市
と
小
禄
村
と
の
住
民
の
負
担
力
を
危
ぶ

む
に
あ
る
ら
し
い
が
、あ
ま
り
明
瞭
で
な
く
、

そ
の
明
瞭
な
理
由
と
し
て
は
近
く
補
充
選
挙

に
よ
つ
て
新
議
員
と
共
に
構
成
す
べ
き
村
会

の
意
志
の
決
定
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と

す
る
様
で
あ
る
。
二
市
二
村
の
合
併
に
つ
い

て
、
新
村
議
会
の
意
見
を
重
視
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
も
の
な
ら
ば
、
一
市
一
村
の
合
併
に

つ
い
て
も
新
議
員
の
登
場
を
待
つ
て
慎
重
に

決
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
も
思
わ
れ
る

が
、
そ
れ
は
宮
里
村
長
立
候
補
の
際
に
那
覇

市
と
の
合
併
を
政
見
に
う
た
つ
て
出
た
の
で

あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
実
現
に
つ
い
て
は
責
任

を
有
す
と
云
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
九
日
の

研
究
委
員
会
で
は
二
市
二
村
の
補
充
選
挙
を

終
つ
て
新
議
員
を
迎
え
た
各
市
村
の
議
会
の

意
向
を
見
て
決
し
よ
う
と
云
う
こ
と
に
な
つ

た
。二
市
二
村
の
新
議
員
の
合
併
に
関
す
る
意

見
は
極
め
て
比
重
の
重
い
も
の
に
な
つ
た
。

世
間
に
は
新
し
く
当
選
す
る
で
あ
ろ
う
議
員

は
、
議
員
に
な
つ
て
間
も
な
く
合
併
の
た
め

に
失
格
す
る
こ
と
を
好
ま
ぬ
で
あ
ろ
う
か

ら
、
本
問
題
の
前
途
は
決
し
て
楽
観
を
許
さ

な
い
も
の
と
な
つ
た
と
の
見
方
も
あ
る
よ
う

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
穿
ち
過
ぎ
た

観
測
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
ら
は
む
し
ろ
折
角
世

論
の
ほ
と
ん
ど
一
致
し
た
首
都
建
設
と
い
う

全
琉
球
の
重
要
問
題
を
、
わ
れ
わ
れ
の
手
に

よ
つ
て
解
決
せ
ん
と
の
抱
負
を
も
つ
て
立
候

補
す
る
者
も
多
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
期
待
す

る
。
ま
た
選
挙
民
た
る
住
民
は
、
こ
の
問
題

に
関
し
て
果
し
て
い
か
な
る
見
解
を
有
す
る

か
、
選
挙
民
た
る
住
民
の
世
論
を
代
表
し
て
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他
の
市
村
と
歩
調
を
揃
え
て
多
数
の
見
て
適

当
と
す
る
時
期
に
二
市
二
村
の
合
併
を
実
現

す
べ
く
努
力
す
る
意
向
を
有
す
る
か
否
か
に

よ
つ
て
候
補
者
に
対
す
る
向
背
を
決
す
る
で

あ
ろ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
重
要
案

件
を
そ
つ
ち
の
け
に
し
て
区
々
た
る
政
見
の

ご
と
き
は
当
落
を
決
す
る
鍵
と
は
な
り
得
な

い
で
あ
ろ
う
。
時
に
選
挙
に
の
ぞ
む
真
和
志

村
の
住
民
の
態
度
は
極
め
て
慎
重
な
る
こ
と

が
要
求
さ
れ
よ
う
。
補
充
選
挙
の
候
補
者
た

ら
ん
と
す
る
者
は
こ
の
世
論
を
無
視
し
て
は

馬
を
陣
頭
に
進
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ

ろ
う
。

｜
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地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
う
市
町
村
の
議

会
議
員
補
充
選
挙
は
大
島
の
一
部
を
除
い
て

全
琉
球
に
行
わ
れ
よ
う
と
し
、
す
で
に
そ
れ

ぞ
れ
立
候
補
届
出
を
な
し
て
い
ち
早
く
ポ
ス

タ
ー
戦
を
開
始
し
た
も
の
も
出
て
い
る
。
こ

れ
に
引
続
い
て
来
月
に
入
れ
ば
立
法
院
議
員

の
補
欠
選
挙
も
第
三
区
第
四
区
に
お
い
て
行

わ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
こ
の
と
こ
ろ
選
挙
風

景
は
春
風
と
と
も
に
南
海
の
島
々
の
到
る
と

こ
ろ
に
展
開
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
麗
ら
か

な
陽
光
の
よ
う
な
明
る
く
正
し
い
公
明
選
挙

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、
わ
れ

わ
れ
は
こ
こ
に
特
に
首
都
建
設
の
た
め
の
懸

案
と
な
つ
て
い
る
二
市
二
村
の
候
補
者
に
希

望
を
述
べ
た
い
と
思
う

二
市
二
村
合
併
問
題
は
今
に
は
じ
ま
つ
た

こ
と
で
は
な
く
し
て
戦
前
か
ら
、
沖
縄
県
の

首
都
と
し
て
は
是
非
こ
れ
を
実
現
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
も
の
と
見
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ

つ
て
当
時
の
内
務
省
都
市
計
画
課
の
技
師
の

実
地
調
査
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

太
平
洋
戦
争
の
結
果
、
那
覇
市
の
大
部
分
が

焼
き
払
わ
れ
て
終
戦
後
数
年
に
お
よ
ん
で
立

入
り
禁
止
と
な
つ
た
た
め
に
、
僅
か
に
壺
屋

牧
志
の
方
面
に
旧
市
民
そ
の
他
の
も
の
が
帰

還
ま
た
は
移
動
し
た
結
果
、
今
日
の
よ
う
な

奇
形
的
な
市
街
地
が
出
来
た
こ
と
今
更
解
説

の
要
が
な
い
く
ら
い
に
周
知
の
こ
と
で
あ
る

が
、
内
外
の
情
勢
か
ら
達
観
し
て
今
日
の
よ

う
に
理
想
的
首
都
を
建
設
す
べ
く
二
市
二
村

の
合
併
を
断
行
す
る
絶
好
の
機
会
は
な
い
の

で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
の
際
、
二
市
二
村
の
議

員
た
ら
ん
と
す
る
候
補
者
に
し
て
こ
の
問
題

に
つ
い
て
異
論
を
持
つ
も
の
が
い
な
い
で
あ

ろ
う
こ
と
は
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
は
現
在
の

二
市
二
村
当
局
も
議
員
も
意
見
の
一
致
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
住
民
は

勿
論
、
ほ
と
ん
ど
全
琉
民
の
世
論
の
一
致
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
方
法
と
時
期

に
関
し
て
真
和
志
村
に
異
論
が
あ
る
。
正
確

に
云
え
ば
真
和
志
村
長
及
び
そ
の
議
会
な
ら

び
に
合
併
研
究
委
員
会
に
異
論
が
あ
る
。
す

な
わ
ち
先
ず
那
覇
市
と
真
和
志
村
の
み
合
併

す
べ
く
首
里
市
と
小
禄
村
と
は
後
廻
し
に
す

べ
し
と
云
う
の
で
あ
る
。
も
つ
と
も
七
月
一

日
な
ら
ば
二
市
二
村
を
合
併
す
べ
し
と
云
う

意
向
で
あ
つ
た
が
、
那
覇
市
が
十
月
一
日
説

を
出
す
に
及
ん
で
変
更
し
た
の
で
あ
る
。
そ

の
理
由
と
す
る
所
は
首
里
市
と
小
禄
村
と
の

財
政
の
基
礎
が
薄
弱
で
住
民
負
担
の
能
力
が

乏
し
い
と
云
う
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
あ
ま
り
明
瞭
で
な
く
し
て
そ
の
最
も
力

点
を
置
く
と
こ
ろ
は
、
今
回
の
補
充
選
挙
に

よ
つ
て
当
選
す
べ
き
新
議
員
を
加
え
た
新
し

い
議
会
の
意
向
を
持
つ
て
決
定
し
よ
う
と
云

う
に
あ
つ
て
、
他
の
二
市
一
村
も
こ
れ
を
容

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
二
市
二
村

こ
と
に
真
和
志
村
の
議
員
候
補
者
の
こ
の
問

題
に
関
す
る
態
度
は
極
め
て
重
要
度
を
加
え

た
も
の
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

琉
球
の
首
都
と
し
て
は
二
市
二
村
を
併
せ

た
地
域
で
あ
つ
て
も
決
し
て
広
き
に
過
ぎ

ず
、
む
し
ろ
狭
い
く
ら
い
で
あ
る
と
云
う
こ

と
は
石
川
博
士
の
意
見
を
持
た
ず
と
も
明
ら

か
に
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
二
市
二
村

を
合
併
し
て
都
市
計
画
を
実
施
す
る
よ
う
に

な
つ
て
も
、
決
し
て
こ
れ
が
た
め
に
諸
税
そ

の
他
の
住
民
の
公
課
を
増
す
結
果
と
な
ら
な

い
こ
と
も
、
現
在
の
那
覇
市
の
計
画
に
よ
つ

て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
教
育
文
化
地
区

と
し
て
の
首
里
市
と
海
港
と
空
港
と
を
抱
擁

す
る
小
禄
村
と
を
除
い
た
首
都
は
い
う
ま
で

も
な
く
片
チ
ン
バ
の
首
都
で
し
か
な
く
、
こ

れ
ら
を
併
合
し
た
う
え
で
の
大
局
か
ら
観
た

計
画
を
た
て
る
べ
き
で
あ
り
、
ど
う
せ
二
市

二
村
を
合
併
す
べ
き
も
の
な
ら
ば
一
と
息
に

合
併
を
し
て
お
い
て
漸
を
逐
う
て
都
計
を
実

施
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
ず
一
市
一
村
を
合
わ

せ
次
に
残
つ
た
一
市
一
村
を
も
加
え
る
と
い

う
ご
と
き
は
、
先
ず
一
市
一
村
を
併
せ
た
市

役
所
を
置
き
議
員
を
選
挙
し
市
長
以
下
の
執

行
機
関
を
決
定
し
次
に
ま
た
同
じ
こ
と
を
繰

り
返
し
て
い
た
ず
ら
に
労
力
と
経
費
と
を
重

複
す
る
結
果
と
な
り
、
そ
れ
こ
そ
住
民
の
負

担
を
加
重
す
る
結
果
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
か

く
の
如
き
は
二
市
二
村
の
住
民
の
欲
す
る
所

で
は
あ
る
ま
い
。
二
市
二
村
の
住
民
中
で
ひ

と
り
真
和
志
村
民
の
み
こ
れ
を
欲
す
る
と
も

考
え
ら
れ
な
い
。

議
員
候
補
者
は
こ
の
際
や
や
も
す
れ
ば
痛

く
な
い
腹
を
さ
ぐ
ら
れ
勝
ち
で
あ
る
が
宜
し

く
こ
の
重
大
問
題
に
関
し
て
明
瞭
に
そ
の
意

見
を
開
陳
し
て
選
挙
戦
に
の
ぞ
ま
ん
こ
と
を

希
望
す
る
。
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和
志
村
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／
都
市
合

併
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世
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反
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政
府
で
は
真
和
志
村
の
市
昇
格
申
請
問
題
に

つ
い
て
同
村
長
か
ら
の
撤
回
申
出
に
よ
り
十

三
日
書
類
を
返
戻
す
る
と
と
も
に
政
府
の
態

度
を
情
報
局
か
ら
次
の
よ
う
に
発
表
し
た

真
和
志
村
か
ら
市
町
村
自
治
法
に
基
く
市
昇

格
手
続
の
申
請
が
あ
り
政
府
と
し
て
は
慎
重

研
究
中
で
あ
つ
た
が
、
一
昨
日
同
村
長
か
ら

申
請
撤
回
申
出
が
あ
つ
た
の
で
本
日
返
戻
し

た
、
政
府
と
し
て
は
本
件
が
新
自
治
法
に
よ

る
最
初
の
市
昇
格
の
取
扱
い
で
あ
る
た
め
そ

の
重
要
性
に
鑑
み
調
査
研
究
に
万
全
を
期
す

と
共
に
本
件
の
処
理
が
現
に
世
論
と
し
て
要

望
さ
れ
て
い
る
首
都
建
設
な
い
し
都
市
計
画

の
今
後
の
推
移
に
関
連
又
は
影
響
す
る
と
判

断
し
た
た
め
そ
の
処
理
の
慎
重
を
期
し
た
の

で
あ
る
、
都
市
計
画
に
つ
い
て
現
に
関
係
市

町
村
の
問
に
合
併
が
世
論
で
あ
る
と
判
断
し

て
い
る
、
こ
れ
は
法
律
上
の
手
続
よ
り
し
て

も
合
併
は
関
係
市
町
村
の
申
請
に
よ
り
初
め

て
政
府
と
し
て
は
処
理
出
来
る
の
で
あ
る
か

ら
政
府
と
し
て
は
こ
れ
を
期
待
す
る
外
な
い

先
般
石
川
博
士
の
来
島
で
都
計
の
合
併
は
な

る
べ
く
広
範
囲
が
よ
い
と
の
こ
と
で
市
昇
格

問
題
の
処
理
は
慎
重
を
欠
く
と
判
断
し
今
次

臨
時
議
会
に
も
出
さ
ず
研
究
を
続
け
る
方
針

を
決
定
し
て
い
た
、
い
う
ま
で
も
な
く
政
府

は
日
本
法
規
の
採
用
に
努
力
し
つ
つ
あ
る
立

法
院
の
立
法
方
針
に
鑑
み
市
昇
格
手
続
に
つ

い
て
も
当
然
日
本
自
治
法
に
即
し
立
法
院
の

議
決
を
経
て
行
政
主
席
が
こ
れ
を
決
定
す
る

も
の
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
行
政
処
理
の
責

任
上
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
研
究
を
進
め
て
い

た
の
で
あ
る
が
今
度
真
和
志
村
が
申
請
を
撤

回
し
た
の
で
、
こ
の
際
関
係
市
町
村
に
お
い

て
は
当
面
の
合
併
問
題
に
対
し
十
分
な
話
合

い
を
進
め
首
都
建
設
の
推
進
に
関
し
大
所
高

所
に
立
つ
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
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民
の
態
度
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旧
法
で
は
市
町
村
の
廃
置
分
合
又
は
境
界

変
更
は
関
係
市
町
村
議
会
の
意
見
を
徴
し
て

知
事
が
之
を
定
め
る
こ
と
に
な
つ
て
い
た
の

を
、
今
回
改
正
さ
れ
た
布
令
に
よ
れ
ば
、
行

政
主
席
が

立
法
院
の
議
決
を
経
て

之
を

定
め
る
こ
と
に
な
つ
た
。
こ
れ
は
市
村
の
合

併
な
ど
は
重
要
な
行
政
上
の
変
更
で
あ
る
の

で
ひ
ろ
く
住
民
の
世
論
を
代
表
す
る
立
法
院

の
意
見
を

参
考

す
る
だ
け
で
な
く
て
そ

の

決
定

に
よ
つ
て
行
政
主
席
を
し
て
処

分
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
軽
々

し
く
行
政
区
画
の
変
更
を
せ
し
め
な
い
主
旨

に
出
ず
る
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
首
都
の
建

設
の
た
め
の
市
村
の
合
併
の
ご
と
き
は
、
な

お
さ
ら
立
法
院
の
意
思
を
重
ん
ず
べ
く
そ
の

議
決
方
針
は
決
定
的
の
比
重
を
持
つ
も
の
で

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
問
題
の
た
め
に
、

立
法
院
と
し
て
ナ
ン
ら
か
の
意
思
表
示
を
要

求
し
た
の
も
こ
の
条
文
に
照
ら
し
て
琉
球
全

住
民
の
意
向
を
代
表
す
る

声

が
き
き
た

か
つ
た
た
め
で
あ
る
。
臨
時
議
会
に
お
い
て

審
議
す
べ
き
議
案
は
制
限
さ
れ
て
い
る
の

で
、
そ
の
議
決
の
形
に
お
い
て
の
表
明
は
出

来
な
い
と
し
て
も
、
議
員
一
同
の
共
同
声
明

の
形
式
に
よ
つ
て
で
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
出
来
れ
ば
、
こ
の
問
題
も
一
挙
に
片
ず
け

て
し
も
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
首
都

建
設
と
い
う
琉
球
全
体
の
問
題
の
前
提
を
な

す
、
市
村
の
合
併
で
あ
る
か
ら
、
そ
う
す
る

ほ
ど
の
価
値
が
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
が
琉

球
住
民
全
体
の
た
め
の
政
治
的
義
務
が
あ
る

と
い
つ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
一
方
で
は
関
係

市
町
村

議
会
の
意
見
を
徴
し

と
い
う
条
件
が
あ
る
。

い
か
に
立
法
院
の
意
思
が
決
定
し
た
か
ら
と

て
、
そ
の
市
村
の
意
見
が
反
対
な
ら
ば
行
政

主
席
は
こ
れ
を
勝
手
に
ど
う
す
る
こ
と
も
出

来
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
那
覇
、
首
里
の

二
市
と
真
和
志
、
小
禄
の
二
村
と
が
議
会
の

意
見
を
一
致
せ
し
む
べ
く
、
そ
の
各
市
村
の

議
会
の
意
見
を
代
表
し
た
と
解
さ
る
る
合
併

研
究
委
員
会
を
開
催
し
て
協
議
し
つ
つ
あ

り
、
そ
の
最
近
の
会
合
に
お
い
て
今
回
市
町

村
制
の
改
正
法
に
よ
る
補
充
選
挙
を
行
う
た

後
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
の
意
見
に
よ
つ
て

協
議
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
今
回
の
補
充
選
挙
に
よ
つ
て
選
出

さ
る
べ
き
議
員
候
補
者
の
こ
の
問
題
に
関
す

る
意
見
は
極
め
て
比
重
の
大
な
る
も
の
と
な

つ
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
は
今
回
の
議

員
候
補
者
は
こ
の
問
題
に
対
す
る
意
見
に
よ

つ
て
当
落
の
運
命
が
決
定
す
る
と
い
つ
て
も

い
い
ほ
ど
で
あ
る
。
ナ
ゼ
な
れ
ば
、
こ
の
根

本
問
題
を
お
い
て
他
の
区
々
た
る
地
方
行
政

上
の
政
策
な
ど
を
開
陳
し
た
と
こ
ろ
で
市
政

や
村
政
な
ど
に
さ
し
た
る
プ
ラ
ス
を
な
し
得

る
と
は
思
わ
れ
ず
、
こ
の
根
本
問
題
を
解
決

し
た
う
え
で
の
道
路
交
通
で
あ
り
区
画
整
理

で
あ
り
教
育
施
設
で
あ
り
生
産
増
強
で
あ
り

市
場
問
題
で
あ
り
水
道
施
設
で
あ
り
そ
の
他

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

首
都
建
設
の
事
業
は
実
に
わ
れ
ら
の
時
代

に
課
さ
れ
た
重
要
案
件
で
あ
り
、
わ
れ
ら
の

子
孫
に
遺
す
べ
き
至
大
な
る
遺
産
で
あ
る
。

ま
こ
と
に
百
年
の
大
計
と
は
こ
の
こ
と
を
い

う
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
速
や
か
に
こ

れ
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
わ
れ
わ
れ

の
生
活
は
便
利
と
な
り
明
朗
と
な
り
健
康
を

増
し
近
代
文
化
人
と
し
て
の
生
活
を
享
受
す

る
環
境
に
近
ず
き
得
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば

二
市
二
村
の
現
在
の
議
決
機
関
も
執
行
機
関
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も
悉
く
こ
れ
に
賛
同
し
た
の
は
当
然
の
話
で

あ
る
。
た
だ
一
市
二
村
が
ほ
と
ん
ど
意
見
の

一
致
を
見
て
い
る
に
拘
ら
ず
、
ひ
と
り
真
和

志
村
の
み
が
そ
の
方
法
に
お
い
て
異
を
唱
え

た
た
め
に
、
こ
こ
に
補
充
選
挙
後
の
新
議
会

の
意
見
を
き
く
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
が

そ
の
議
員
候
補
者
の
当
落
の
運
命
を
に
ぎ
る

の
は
云
う
ま
で
も
な
く
市
民
で
あ
り
、
村
民

で
あ
る
。
世
間
に
は
新
議
員
は
ひ
と
た
び
当

選
し
た
暁
に
は
出
来
る
だ
け
そ
の
任
期
い
つ

ぱ
い
議
員
の
席
を
失
な
い
た
く
な
い
は
ず
だ

か
ら
、
合
併
遷
延
の
策
動
を
す
る
だ
ろ
う
と

の
見
方
を
す
る
者
も
い
る
が
、
そ
れ
は
新
時

代
を
解
せ
ず
、
候
補
者
を
侮
辱
す
る
も
の
で

あ
る
。
市
村
住
民
は
だ
か
ら
、
こ
の
問
題
に

関
す
る
議
員
候
補
者
の
意
見
を
き
き
た
い
の

は
当
然
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
意
見
を

き
く
こ
と
は
住
民
と
し
て
選
挙
民
と
し
て
の

責
務
と
い
つ
て
も
い
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
意
味
に
お
い
て
真
和
志
村
の
青
年
会

が
率
先
、
合
同
政
見
発
表
会
を
開
催
し
て
各

候
補
者
の
首
都
建
設
に
関
す
る
意
見
を
聴
か

ん
と
す
る
の
は
甚
だ
時
宜
を
得
た
も
の
だ
と

思
う
。

那
覇
市
臨
時
議
会
／
全
会
一
致

嘉
手
納
助
役
承
認
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那
覇
市
臨
時
議
会
は
十
八
日
午
前
十
一
時
か

ら
開
催
、
嵩
原
氏
の
辞
任
に
伴
う
後
任
助
役

に
嘉
手
納
並
水
氏
を
全
会
一
致
で
承
認
、
続

い
て

水
道
資
材
購
入
に
関
し
随
意
の
契
約

を
な
す
に
就
い
て

審
議
さ
れ
、
当
局
へ

”
六
千
七
百
万
円
の
使
用
に
つ
い
て
は
慎
重

考
慮
、
那
覇
市
民
に
早
急
に
水
を
与
え
る
よ

う
希
望
す
る
”
と
の
要
望
が
あ
つ
て
満
場
一

致
可
決
。
新
垣
松
助
議
員
の
動
議
に
よ
つ
て

上
之
山
、
天
妃
校
の
早
急
な
市
返
還
を
民
政

府
、
琉
球
政
府
に
要
請
す
る
こ
と
に
な
り
午

後
二
時
閉
会
し
た
。
な
お
辞
任
し
た
前
嵩
原

助
役
か
ら
席
上
、
次
の
よ
う
な
挨
拶
が
あ
つ

た
一
身
上
の
都
合
で
退
く
の
は
誠
に
申
訳
な

い
。
満
三
年
三
カ
月
、
文
字
通
り
ロ
バ
に

鞭
打
ち
、
皆
様
の
激
励
で
今
日
ま
で
愉
快

に
過
せ
た
こ
と
は
感
謝
に
た
え
な
い
。
幸

い
後
任
に
は
練
達
の
嘉
手
納
氏
が
選
ば
れ

た
の
で
市
長
の
よ
き
補
佐
役
た
る
こ
と
を

信
ず
る
。
都
市
建
設
の
重
大
な
と
き
団
結

し
て
大
那
覇
市
の
建
設
に
邁
進
し
て
ほ
し

い
。
ベ
ス
ト
を
尽
す
／
嘉
手
納
助
役
談

議
会
の
承
認
で
那
覇
市
助
役
に
決
定
し
た
嘉

手
納
並
水
氏
は
十
八
日
、
次
の
よ
う
に
抱
負

を
語
つ
た
。

識
見
高
邁
な
嵩
原
氏
の
後
を
う
け
、
二
市
二

村
合
併
問
題
を
は
じ
め
仕
事
の
山
積
す
る
と

き
、
浅
学
ひ
才
よ
く
そ
の
任
を
全
う
し
得
る

か
危
ぐ
し
て
い
る
。
幸
い
議
会
は
じ
め
所
内

各
部
課
長
の
協
力
を
得
れ
ば
、
や
つ
て
い
け

る
と
の
自
信
を
確
か
め
た
。
私
と
し
て
は

天
の
時
は
地
の
利
に
如
か
ず
、
地
の
利
は

人
の
和
に
如
か
ず

と
の
金
言
を
座
右
の
銘

に
誠
意
を
も
つ
て
又
吉
市
長
の
抱
負
や
方
針

を
体
し
最
善
の
努
力
を
尽
し
た
い
。

婦
人
候
補
も
初
名
乗
り
／
首
里

の
市
議
選
に
嘉
数
さ
ん

沖
タ
・
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来
る

三
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
る
地
方
議

員
補
充
選
挙
に
対
し
て
立
候
補
の
名
乗
り
を

あ
げ
た
顔
触
れ
の
中
に
は
各
地
方
を
通
じ
て

婦
人
候
補
者
の
名
は
表
わ
れ
て
い
な
か
つ
た

が
、
首
里
市
赤
平
区
の
嘉
数
つ
る
さ
ん
五

四

画
家
嘉
数
能
愛
氏
夫
人

が
女
性
代

表
の
ト
ツ
プ
を
切
つ
て
十
九
日
市
議
立
候
補

の
届
出
を
し
た
。
嘉
数
さ
ん
は
過
去
三
カ
年

に
亘
つ
て
厚
生
局
関
係
の
社
会
福
祉
司
と
し

て
社
会
事
業
面
に
活
躍
し
て
き
た
人
で
、
今

度
福
祉
司
を
辞
職
し
て
議
会
で
の
活
躍
を
目

指
し
て
い
る
が
、
推
薦
者
儀
間
ヨ
シ
さ
ん

首
里
市
婦
人
会
長

と
届
出
の
手
続
を
す

ま
し
て
後
、
次
の
よ
う
に
立
候
補
の
抱
負
を

語
つ
た
。

折
角
与
え
ら
れ
た
婦
人
参
政
権
が
少
し
も
生

か
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
残
念
で
す
。
戦
後

の
大
き
な
問
題
で
あ
る
戦
争
未
亡
人
問
題
、

更
に
婦
人
の
自
覚
を
必
要
と
す
る
不
良
少
年

の
問
題
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
の
社
会
問
題
に
対

し
、
こ
れ
ま
で
の
体
験
を
生
か
し
て
婦
人
の

地
位
の
向
上
、
家
庭
生
活
の
明
朗
化
の
た
め

に
思
い
切
つ
て
立
候
補
し
ま
し
た
。

声
／
真
和
志
の
演
説
会
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真
和
志
村
青
年
団
の
主
催
に
よ
る
村
議
補

充
選
挙
立
候
補
者
の
立
会
演
説
会
は
今
日
午

後
一
時
か
ら
栄
町
の
沖
劇
で
開
催
さ
れ
る
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
今
回
当
選
す
る
議
員
は

重
大
な
る
責
任
と
任
務
を
負
わ
さ
れ
る
。
即

ち
首
都
建
設
に
つ
い
て
二
市
二
村
で
あ
る

か
、
那
覇
真
和
志
だ
け
の
一
市
一
村
で
あ
る

か
、
補
充
議
員
の
態
度
如
何
に
よ
つ
て
、
真

和
志
村
と
し
て
の
最
後
の
態
度
が
決
定
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
各
候
補
者
は
全
村
民

は
勿
論
、
全
琉
住
民
に
た
い
し
て
ハ
ツ
キ
リ

と
二
市
二
村
か
一
市
一
村
か
を
明
言
公
約
す

べ
き
で
あ
つ
て
、
少
し
で
も
あ
い
ま
い
な
演

説
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
は
、
こ
こ
に
説
明
を

要
し
な
い
こ
と
で
あ
る

真
和
志
村
当
局
並
合
併
委
員
達
が
過
般
那

覇
市
役
所
に
お
け
る
二
市
二
村
の
当
局
と
全

委
員
の
前
で
、
今
回
当
選
す
る
補
充
議
員
を

加
え
た
新
村
議
会
に
お
い
て
、
二
市
二
村
か

一
市
一
村
か
を
確
定
す
る
と
明
答
し
た
以

上
、
同
村
議
員
候
補
者
は
少
し
の
駈
引
も
少
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し
の
あ
い
ま
い
も
な
く
、
そ
の
意
見
を
開
陳

し
、
真
和
志
村
民
に
対
し
大
き
く
は
全
琉
住

民
に
対
し
、
断
固
た
る
態
度
を
示
す
べ
き
で

あ
る
。
那
覇
首
里
小
禄
の
三
者
が
何
の
危
ぐ
、
何

の
不
安
も
な
く
喜
ん
で
出
来
る
限
り
好
い
首

都
、
国
際
都
市
の
建
設
に
涙
ぐ
ま
し
い
努
力

を
尽
し
て
居
る
こ
の
際
に
、
真
和
志
一
村
が

那
覇
真
和
志
の
線
を
ど
こ
ま
で
も
固
執
す
る

な
ら
ば
、
如
何
な
る
人
が
聞
い
て
も
一
致
し

て
首
肯
す
る
だ
け
の
理
由
を
挙
げ
る
べ
き
は

当
然
で
あ
つ
て
、
委
員
会
の
最
終
段
階
に
お

い
て
、
首
里
真
和
志
の
経
済
力
を
云
々
す
る

事
は
、
首
都
建
設
の
意
義
を
忘
れ
首
里
と
小

禄
を
蔑
視
す
る
も
の
に
し
か
な
ら
な
い
逃
げ

口
上
と
な
る
。
今
日
の
演
説
会
は
候
補
者
が

神
仏
の
前
に
出
た
気
持
ち
で
意
見
を
吐
露
す

べ
き
と
思
う
。

小
禄
村
小
禄
上
原
夫

｜
社
　
説
｜

合
併
問
題
に
つ
い
て
／
真
和
志

村
民
に
問
う
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真
和
志
村
青
年
会
主
催
で
去
る
二
十
一
日

首
都
建
設
の
た
め
の
市
村
合
併
を
主
題
と
す

る
同
村
議
会
議
員
候
補
者
の
合
同
政
見
発
表

会
が
開
か
れ
た
。
二
三
の
候
補
者
の
外
は
悉

く
一
市
一
村
論
で
あ
つ
て
わ
れ
わ
れ
の
予
想

は
完
全
に
裏
切
ら
れ
た
結
果
に
な
つ
て
い
る

が
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
各
候
補
者
の
意
向

を
選
挙
民
の
み
な
ら
ず
一
般
琉
球
住
民
の
前

に
明
ら
か
に
し
て
貰
つ
た
点
に
お
い
て
、
主

催
者
側
の
労
を
多
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
市
二
村
か
、
一
市
一
村
か
、
関
係
市
村

の
合
同
研
究
会
に
お
い
て
、
近
く
行
わ
れ
る

べ
き
各
市
町
村
議
会
議
員
の
補
充
の
終
了
し

た
後
に
お
け
る
議
会
の
意
見
に
よ
つ
て
、
更

め
て
合
議
し
よ
う
と
云
う
事
に
な
り
、
那
覇

首
里
両
市
と
小
禄
村
と
に
お
い
て
は
、
恐
ら

く
二
市
二
村
に
変
更
を
及
ぼ
す
よ
う
な
結
果

に
は
な
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
が
、
一
市
一
村

説
を
と
つ
た
真
和
志
村
の
新
補
充
議
員
の
意

向
如
何
に
よ
つ
て
は
局
面
の
展
開
を
見
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
。
従
つ
て
そ
の
議

員
候
補
者
の
こ
の
問
題
に
関
す
る
意
見
は
こ

の
問
題
の
前
途
に
対
し
極
め
て
比
重
の
大
き

い
も
の
と
さ
れ
た
が
、
こ
の
通
り
の
実
状
だ

と
す
れ
ば
、
前
途
は
極
め
て
多
難
な
り
と
思

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
那
覇
市
の

候
補
者
に
も
一
市
一
村
論
者
が
い
る
と
の
こ

と
で
は
あ
る
が
、
補
充
選
挙
の
結
果
が
ど
う

あ
ろ
う
と
市
会
議
員
の
多
数
を
支
配
す
る
よ

う
な
変
動
は
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
第
一
那
覇

市
民
の
世
論
と
云
つ
て
も
い
い
く
ら
い
の
多

数
の
住
民
の
意
見
が
、
依
然
と
し
て
二
市
二

村
合
併
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

那
覇
市
が
礼
を
厚
く
し
辞
を
低
く
し
て
石
川

博
士
と
秀
島
氏
と
を
招
聘
し
、
両
氏
は
多
忙

の
身
を
も
つ
て
遠
く
南
島
に
ま
で
来
訪
し
、

そ
の
深
い
学
理
と
広
い
経
験
と
か
ら
成
る
う

ん
蓄
を
傾
け
て
二
市
二
村
を
合
併
し
た
地
域

の
う
え
の
都
市
計
画
の
構
想
を
た
て
、
更
に

帰
京
後
そ
の
デ
デ
イ
ー
ル
に
つ
い
て
調
査
研

究
中
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
構
想
に
対
し
て

は
ほ
と
ん
ど
異
論
を
唱
え
る
も
の
な
く
、
す

く
な
く
と
も
表
面
上
は
何
等
の
反
対
意
見
を

き
か
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
今
更
ら

な
が
ら
那
覇
市
当
局
も
そ
の
住
民
も
二
市
二

村
説
を
ひ
る
が
え
し
て
一
市
一
村
説
に
ひ
よ

う
変
す
る
こ
と
が
ご
と
き
こ
と
は
考
え
得
ら

れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
選
挙
後
の
関
係
市
村

の
動
向
が
か
く
の
如
し
と
見
て
間
違
い
な
い

な
ら
ば
真
和
志
村
の
新
し
い
村
会
に
し
て
歩

み
寄
ら
な
い
限
り
こ
の
問
題
の
解
決
に
進
捗

を
見
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
察
す
る
に
難
く
な

い
。
し
か
る
に
そ
の
議
員
候
補
者
多
数
の
意

向
が
右
の
通
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
首
都
問

題
の
前
途
頗
る
多
難
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。

議
員
候
補
者
多
数
の
意
見
が
一
市
一
村
説

だ
と
云
う
の
は
そ
れ
ら
を
推
薦
す
る
住
民
に

も
そ
の
共
鳴
者
が
い
る
こ
と
を
思
わ
せ
る

が
、
わ
れ
わ
れ
が
疑
問
と
す
る
と
こ
ろ
は
、

こ
れ
果
し
て
真
和
志
村
住
民
の
多
数
の
意
見

な
り
や
否
や
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
候

補
者
達
の
陳
述
す
る
一
市
一
村
の
根
拠
を
新

聞
紙
の
報
道
に
よ
つ
て
見
る
と
、
二
市
二
村

絶
対
反
対
は
わ
ず
か
に
一
人
で
あ
つ
て
他
は

時
期
を
別
つ
て
合
併
す
べ
し
と
す
る
い
わ
ゆ

る
段
階
論
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
理
由
と
す

る
と
こ
ろ
は
頗
る
明
瞭
を
欠
い
で
、
な
お
研

究
を
要
す
と
か
、
財
政
的
裏
づ
け
が
な
い
と

か
、
今
ま
で
唱
え
ら
れ
た
一
市
一
村
論
の
根

拠
の
外
に
出
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
わ
れ
わ
れ
も
し
ば
し
ば
論
じ
た
通

り
で
あ
つ
て
、
理
窟
は
す
で
に
わ
か
つ
て
い

る
と
い
う
感
じ
の
す
る
も
の
で
あ
る
。
二
市

二
村
を
合
併
し
て
も
地
域
は
決
し
て
広
過
ぎ

な
い
と
か
、
都
計
の
た
め
経
費
は
住
民
負
担

に
関
係
が
な
い
と
か
、
い
わ
ゆ
る
七
千
万
円

の
起
債
償
還
の
途
は
別
に
講
じ
ら
れ
て
い
る

と
か
、
す
で
に
論
じ
尽
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
の
み
な
ら
ず
教
育
地
区
を
持
た
ず
大
学

を
持
た
な
い
首
都
は
考
え
ら
れ
な
い
し
、
小

禄
に
お
け
る
国
際
的
空
港
の
名
も
す
で
に

那
覇
飛
行
場

と
い
う
名
称
に
な
つ
て
い

る
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
今
や
直
接
に
真
和
志
村
民
の

意
見
如
何
を
き
き
度
い
段
階
に
達
し
た
。
村

民
の
意
見
を
代
表
す
る
の
が
村
会
議
員
の
意

見
で
あ
る
べ
く
、
従
つ
て
そ
の
候
補
者
の
意

見
が
果
し
て
村
民
大
衆
の
意
見
と
一
致
す
る

か
ど
う
か
は
極
め
て
重
大
な
問
題
で
あ
る
。

一
市
一
村
説
に
か
た
ま
つ
た
と
こ
ろ
で
合
併

と
云
う
か
ら
に
は
相
手
あ
つ
て
の
話
で
あ

る
。
そ
の
相
手
た
る
那
覇
市
の
意
見
が
ほ
と
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ん
ど
全
琉
の
意
見
を
代
表
し
て
二
市
二
村
説

で
あ
る
と
見
ら
れ
る
場
合
に
真
和
志
村
の
み

ひ
と
り
異
を
唱
え
た
な
ら
ば
首
都
建
設
の
前

途
を
は
ば
む
も
の
と
云
わ
れ
て
も
い
た
し
か

た
は
あ
る
ま
い
。
敢
て
真
和
志
村
民
の
意
見

を
問
う
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

｜
社
　
説
｜

真
和
志
村
の
反
省
を
促
が
す

琉
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市
昇
格
を
希
望
し
て
い
た
真
和
志
村
で
は

か
ね
て
こ
れ
に
関
す
る
申
請
書
を
行
政
主
席

に
提
出
し
て
あ
つ
た
が
、
当
局
が
首
都
問
題

乃
至
都
市
計
画
を
前
に
控
え
て
世
論
の
帰
す

る
と
こ
ろ
に
か
ん
が
み
、
軽
々
し
く
立
法
院

の
議
に
附
す
る
こ
と
を
せ
ず
研
究
し
つ
つ
あ

つ
た
際
、
さ
る
十
三
日
真
和
志
村
長
は
こ
の

申
請
を
撤
回
し
た
。
そ
の
後
の
真
和
志
村
の

動
静
は
世
人
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
つ
て

い
た
が
、
昨
日
本
紙
の
報
ず
る
通
り
行
政
府

当
局
が
二
市
二
村
合
併
の
意
向
を
持
し
て
動

か
な
い
限
り
、
慎
重
を
期
し
て
こ
こ
当
分
は

昇
格
問
題
を
保
留
し
て
専
ら
一
市
一
村
合
併

を
め
ざ
し
て
進
む
こ
と
に
し
た
と
云
う
。
宮

里
村
長
は
来
る
二
十
七
日
招
集
の
村
臨
時
議

会
に
お
い
て
、
本
年
度
決
算
報
告
の
後
引
続

き
協
議
会
を
開
い
て
市
昇
格
申
請
な
ら
び
に

撤
回
に
つ
い
て
の
経
過
報
告
を
行
な
い
、
議

員
側
の
意
見
を
聞
く
こ
と
に
な
つ
た
と
も
報

ぜ
ら
れ
て
い
る
。
議
員
側
の
意
向
に
よ
つ
て

ど
う
動
く
か
わ
か
ら
な
い
が
、
村
当
局
が
こ

の
問
題
を
取
上
げ
る
こ
と
を
控
え
よ
う
と
す

る
の
は
賢
明
な
措
置
だ
と
思
う
。
二
市
二
村

に
せ
よ
、
一
市
一
村
に
せ
よ
兎
に
角
、
首
都

建
設
の
た
め
に
行
政
区
域
を
併
合
せ
ん
と
す

る
意
向
を
有
す
る
限
り
、
市
と
し
て
で
あ
ろ

う
が
、
村
と
し
て
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
資
格

を
表
わ
す
名
称
な
ど
は
い
ず
れ
改
ま
る
の
で

あ
る
か
ら
、
い
た
ず
ら
に
簿
籍
類
や
印
鑑
等

を
し
ば
し
ば
更
改
す
る
手
数
を
増
す
に
止
ま

り
、
な
ん
ら
益
す
る
所
あ
る
を
見
な
い
で
あ

ろ
う
。
こ
の
際
わ
れ
わ
れ
は
進
ん
で
合
併
問
題
に

関
し
て
も
率
直
に
真
和
志
村
の
反
省
を
促
し

て
お
き
た
い
。
真
和
志
村
の
理
事
者
や
議
員

や
合
併
研
究
会
委
員
も
二
市
二
村
合
併
に
反

対
で
な
い
こ
と
は
今
更
ら
云
う
ま
で
も
な

い
。
さ
き
に
合
併
問
題
に
つ
い
て
合
同
研
究

会
を
開
始
せ
ん
と
す
る
に
当
つ
て
は
、
首
里

市
や
小
禄
村
を
も
誘
つ
た
位
で
あ
り
、
ま
た

来
る
七
月
一
日
を
期
し
て
二
市
二
村
合
併
を

実
現
し
よ
う
と
の
提
案
も
し
た
位
で
あ
る

が
、
そ
の
後
変
更
し
て
先
ず
一
市
一
村
を
合

併
し
首
里
小
禄
の
合
併
は
将
来
に
待
と
う
と

い
う
の
で
あ
つ
た
。
し
か
し
な
が
ら
現
行
法

規
に
よ
れ
ば
市
町
村
の
廃
置
分
合
や
境
界
変

更
は
関
係
市
町
村
の
意
見
を
徴
し
立
法
院
の

議
決
を
経
て
行
政
主
席
が
こ
れ
を
定
め
る
こ

と
に
な
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
併
合
の

主
体
は
行
政
主
席
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
行
政
府
の

意
向
は
、
今
回
市
昇
格
申
請
を
撤
回
す
る
機

会
に
発
表
し
た
声
明
に
よ
つ
て
明
白
に
さ
れ

て
い
て
、
や
は
り
二
市
二
村
合
併
に
よ
る
首

都
建
設
を
め
ざ
し
て
い
る
事
が
わ
か
つ
た
以

上
、
い
か
に
真
和
志
村
の
み
が
一
市
一
村
説

で
あ
つ
て
も
、
そ
れ
が
実
現
の
可
能
性
は
な

い
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
行
政
主

席
が
決
定
を
す
る
ま
え
に
か
く
の
ご
と
き
重

大
問
題
は
、
立
法
院
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
こ
と
は
法
の
要
求
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
さ
れ
ば
こ
の
問
題
に
関
す
る
立
法
院
の

意
向
も
極
め
て
重
要
な
要
件
を
な
し
て
い
る

事
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ

が
し
ば
し
ば
こ
の
問
題
に
関
す
る
立
法
院
の

意
思
表
示
を
要
請
し
た
の
は
ひ
と
り
こ
の
条

文
の
故
だ
け
で
は
な
く
、
苟
し
く
も
首
都
問

題
た
る
以
上
、
全
琉
住
民
の
関
心
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
故
に
全
琉
の
意
見
を
代
表
す
る

も
の
と
し
て
そ
の
意
向
を
発
表
す
る
責
務
が

あ
る
と
し
て
で
あ
つ
た
が
、
こ
れ
に
関
し
て

立
法
院
は
沈
黙
の
ま
ま
つ
い
に
臨
時
議
会
の

閉
会
と
な
つ
た
の
は
残
念
で
あ
つ
た
。
来
る

べ
き
通
常
議
会
に
お
い
て
都
市
計
画
法
案
が

議
せ
ら
れ
る
際
に
は
、
是
非
立
法
院
の
意
向

を
な
ん
ら
か
の
形
に
お
い
て
表
明
せ
ん
こ
と

を
序
で
な
が
ら
希
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

か
く
の
ご
と
き
重
要
問
題
に
関
し
て
各
政

党
も
冷
淡
な
る
態
度
を
持
て
る
ご
と
く
見
え

る
の
は
ま
こ
と
に
遺
憾
な
次
第
で
あ
る
。

立
法
院
の
意
向
と
て
も
恐
ら
く
関
係
市
村

の
意
見
を
尊
重
す
る
に
違
い
な
い
と
は
思
う

が
、
さ
て
そ
の
関
係
市
村
の
意
見
に
お
い
て

真
和
志
村
ひ
と
り
一
市
一
村
説
を
固
持
し
た

と
こ
ろ
で
、
合
併
と
い
う
以
上
は
相
手
の
い

る
こ
と
で
あ
る
。
ど
こ
か
ら
見
て
も
結
果
に

お
い
て
は
首
都
建
設
を
阻
止
し
不
能
に
終
ら

し
む
る
結
果
に
し
か
な
ら
な
い
こ
と
を
反
省

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

真
和
志
村
の
住
民
全
体
の
意
向
は
果
し
て

か
か
る
結
果
に
終
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

寒
波
出
足
に
ぶ
ら
す
／
市
町
村

議
補
選
き
よ
う
投
票
／
早
朝

か
ら
メ
ガ
ホ
ン
／
さ
い
ご
ま

で
躍
起
の
運
動

沖
タ
・
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市
町
村
議
員
補
充
選
挙
の
投
票
は
け
さ
七

時
か
ら
一
斉
に
開
始
さ
れ
た
。
都
市
地
区

で
は
、
あ
さ
早
く
か
ら
メ
ガ
ホ
ン
の
大
声

が
乱
れ
飛
び
、
名
刺
配
り
が
”
お
願
い
し

ま
す
”
と
投
票
場
へ
急
ぐ
有
権
者
に
一
々

呼
び
か
け
る
風
景
は
何
時
も
と
変
り
は
な

か
つ
た
が
、
け
さ
は
押
寄
せ
た
寒
波
が
意

外
に
寒
く
各
会
場
前
に
列
ん
だ
人
々
の
殆

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

三
月

二
〇
〇



ど
は
冬
恰
好
、
こ
の
寒
さ
が
出
足
を
に
ぶ

ら
し
、
選
挙
運
動
の
低
調
さ
と
共
に
棄
権

率
を
高
く
す
る
の
で
は
な
い
か
と
危
ぶ
ま

れ
て
い
た
。
次
は
那
覇
、
首
里
、
真
和
志

の
模
様
。

那
覇

定
員
十
六
名
に
立
候
補
者
十
九
名
、

有
権
者
総
数
三
五
、
九
六
三
名
、
十
会
々
場
、

本
会
場
の
役
所
で
は
四
区
十
一
組
の
安
仁
屋

宗
真
氏
が
正
七
時
最
初
の
札
を
投
じ
開
場
前

に
十
余
名
が
押
し
か
け
た
が
矢
張
り
寒
い
せ

い
か
出
足
は
鈍
く
、
十
二
時
現
在
で
有
権
者

五
、
七
九
五
人
の
う
ち
一
、
二
〇
〇
人
と
二

割
強
が
投
票
を
終
了
し
た
だ
け
。
そ
れ
で
も

九
時
頃
か
ら
は
増
え
始
め
、
常
に
二
、
三
十

名
が
列
ん
で
い
た
が
、
島
袋
選
挙
管
理
委
員

長
は

寒
い
の
で
ど
う
も
出
足
が
お
そ
い
よ

う
だ
。
棄
権
率
も
三
割
を
上
廻
る
の
で
は
な

い
か

と
の
べ
て
い
た
。
そ
の
他
第
一
分
会

場
で
は
三
、
二
二
〇
名
の
う
ち
九
七
七
名
、

第
二
分
会
場
が
三
、
九
〇
〇
名
の
う
ち
六
五

七
名

十
一
時
現
在

、
第
三
が
二
、
八
五

九
名
の
う
ち
六
六
三

十
一
時
二
十
分

、

第
四
が
四
、
九
七
〇
名
の
う
ち
一
、
〇
一
〇

名

十
一
時
十
分

第
五
が
三
、
七
八
〇
名

の
う
ち
一
、
一
二
〇
名

十
二
時
十
分

、

第
六
が
二
、
四
〇
六
名
の
う
ち
五
〇
八
名

十
二
時
十
分

、
第
七
が
四
、
二
九
三
名
の

う
ち
一
、
三
二
八
名

十
一
時
二
十
五
分

、

第
八
が
二
、
〇
四
二
名
の
う
ち
三
九
九
名

十
一
時
三
十
分

、
第
九
が
二
、
三
六
九
名

の
う
ち
六
五
五
名

十
一
時
四
十
分

で
結

局
午
前
中
に
二
割
五
分
程
度
。

真
和
志

本
会
場
、
分
会
場
あ
わ
せ
て
七
カ

所
の
投
票
場
で
朝
七
時
一
斉
に
受
付
け
が
始

ま
つ
た
が
午
前
十
一
時
現
在
で
投
票
者
数
約

六
千
名
有
権
者
数
二
万
五
千
三
百
余
名
に
対

し
て
二
、
四
割
弱
と
い
つ
た
と
こ
ろ
。
七
時

受
付
開
始
と
同
時
に
十
名
程
の
投
票
者
が
並

び
お
ひ
る
前
に
は
ど
の
投
票
場
で
も
二
、
三

十
名
列
を
つ
く
つ
て
い
て
、
会
場
を
一
巡
し

て
き
た
宮
里
村
長
も
”
ま
ず
ま
ず
出
足
は
普

通
並
み
”
と
安
ど
し
て
い
る
。

各
投
票
場
ご
と
に
み
る
と
本
会
場

役
場

有
権
者
六
、
〇
九
八
に
対
し
て
十
一
時
現
在

の
投
票
者
数
一
、
三
三
六
、
第
一
分
会
場

真
小
校

三
、
一
一
二
に
対
し
て
八
七
九
、

第
二
分
会
場

ソ
小
校

三
、
二
七
九
に
対

し
て
十
二
時
現
在
一
、
一
九
八
、
第
三
分
会

場

真
中
校

三
、
六
八
五
に
対
し
て
十
一

時
現
在
六
二
〇
、
第
四
分
会
場

大
道
小
校

二
、
八
四
八
に
対
し
て
六
〇
四
、
第
五
分
会

場

琉
大
校
外
指
導
部

三
、
三
九
九
に
対

し
て
七
一
六
、
第
六
分
会
場

安
謝
小
校

は
有
権
者
数
二
、
九
〇
三
で
午
前
中
の
投
票

者
数
不
明
。
会
場
で
は
各
候
補
者
の
運
動
員

達
が
往
来
の
人
々
を
た
ん
ね
ん
に
と
ら
え
て

名
刺
を
渡
し
て
い
る
の
が
選
挙
気
分
を
あ
ふ

つ
て
い
た
。

首
里

寒
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
五
カ
所
の
投

票
場
と
も
六
時
半
ご
ろ
か
ら
有
権
者
の
顔
が

み
え
順
調
に
す
す
ん
で
い
る
。
有
権
者
総
数

一
一
、
五
六
三
名
十
一
時
半
現
在
の
投
票
者

数
は
約
三
割
の
二
、
七
七
〇
名
に
達
し
こ
の

分
だ
と
悪
く
て
も
棄
権
率
は
二
割
三
分
位
で

く
い
と
め
る
も
の
と
選
挙
管
理
委
員
側
で
は

の
べ
て
い
た
。
紅
一
点
の
嘉
数
ツ
ル
さ
ん
も

あ
さ
八
時
ご
ろ
投
票
、
そ
の
他
の
立
候
補
者

も
午
前
中
で
大
半
が
す
ま
せ
た
。
と
く
に
各

会
場
を
通
じ
八
十
才
近
く
の
年
寄
連
の
出
足

の
早
い
の
が
目
に
つ
く
が
こ
れ
ま
で
の
経
験

で
な
れ
た
せ
い
か
投
票
の
つ
ま
ず
き
が
す
く

な
く
首
里
市
の
場
合
名
簿
の
照
合
席
に
は
有

権
者
が
お
し
も
せ
ず
順
調
と
言
つ
た
所

｜
社
　
説
｜
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市
町
村
議
員
の
補
充
選
挙
は
終
つ
て
立
法

院
議
員
の
補
欠
選
挙
は
最
後
の
逐
込
戦
と
な

り
、
明
日
を
以
て
投
票
が
行
わ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。

市
町
村
議
員
の
選
挙
は
極
め
て
低
調
で
あ

り
候
補
者
も
選
挙
民
も
気
乗
り
薄
で
、
中
に

は
立
候
補
を
勧
誘
し
て
漸
く
定
員
数
を
充
た

し
た
町
村
も
あ
つ
た
と
云
う
十
一
ケ
所
を
除

い
て
は
無
投
票
と
云
う
例
の
な
い
選
挙
が
行

わ
れ
た
の
で
、
こ
の
分
で
い
け
ば
投
票
に
よ

る
と
こ
ろ
で
も
棄
権
者
が
極
め
て
多
い
の
で

は
な
い
か
と
気
遣
わ
れ
た
。
し
か
も
俄
か
に

襲
来
し
た
寒
波
の
た
め
に
気
象
は
冬
型
と
な

り
、
選
挙
民
の
出
足
に
ぶ
く
し
て
那
覇
市
首

里
市
真
和
志
村
に
お
い
て
は
三
割
以
上
の
棄

権
者
を
出
し
た
が
、
残
り
の
町
村
に
お
い
て

は
案
外
に
投
票
率
高
く
し
て
特
に
小
禄
村
の

ご
と
き
は
九
割
以
上
の
投
票
数
が
あ
つ
て
総

体
と
し
て
は
予
想
を
遙
か
に
上
廻
つ
た
成
績

と
な
つ
て
い
る
。
自
治
制
に
対
す
る
熱
意
が

足
ら
な
い
よ
う
に
見
ら
れ
た
の
は
遺
憾
で
あ

る
が
、
こ
の
選
挙
を
通
じ
て
わ
れ
ら
の
意
を

強
く
せ
し
め
る
面
も
な
い
で
は
な
か
つ
た
。

そ
れ
は
政
党
の
あ
つ
れ
き
が
比
較
的
市
町
村

の
政
治
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
な
い
こ
と
で

あ
る
。
中
央
の
政
治
が
政
党
に
基
礎
を
お
く

以
上
そ
の
影
響
が
市
町
村
に
ま
で
波
及
す
る

こ
と
は
止
む
を
得
な
い
現
象
か
も
知
れ
な
い

が
、
地
方
自
治
体
と
し
て
は
お
の
ず
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
自
主
性
を
保
持
し
市
町
村
住
民
本

位
の
政
治
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
つ
て
政
党

の
抗
争
の
余
波
が
自
治
体
の
政
治
ま
で
も
及

ん
で
そ
の
渦
中
に
巻
き
込
む
こ
と
は
決
し
て

い
い
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
余
弊
の
及
ぶ
と

こ
ろ
つ
い
に
い
わ
ゆ
る
白
黒
斗
争
を
演
じ
て

地
方
政
治
を
正
し
き
軌
道
に
乗
せ
て
住
民
の

生
活
の
安
定
を
は
か
る
こ
と
を
そ
つ
ち
の
け

に
し
、
専
ら
感
情
上
の
争
い
に
陥
る
が
ご
と

き
こ
と
は
甚
だ
憂
う
べ
き
現
象
で
あ
つ
た
こ

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

三
月

二
〇
一



と
す
で
に
経
験
ず
み
で
あ
る
。
今
回
の
選
挙

に
お
い
て
も
か
く
の
如
き
醜
い
争
が
全
然
な

か
つ
た
と
は
云
え
ぬ
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど

も
、
比
較
的
そ
う
し
た
面
の
報
道
が
な
か
つ

た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
も
つ
と
も
こ
れ
は

政
党
の
成
立
日
な
お
浅
い
う
え
に
各
政
党
人

は
中
部
地
区
や
北
部
地
区
の
立
法
院
補
欠
選

挙
に
し
の
ぎ
を
削
つ
て
熱
戦
を
演
じ
市
町
村

の
選
挙
に
ま
で
関
与
す
る
い
と
ま
の
な
い
た

め
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
地

方
自
治
体
は
政
党
政
派
の
争
い
に
熱
中
す
る

よ
り
も
そ
れ
ぞ
れ
の
郷
土
の
産
業
教
育
交
通

衛
生
等
の
諸
方
面
の
運
営
を
い
か
に
す
れ

ば
、
住
民
の
幸
福
を
増
進
せ
し
め
生
活
を
安

定
せ
し
め
る
か
に
努
力
を
払
う
べ
き
で
あ
る

市
町
村
議
員
補
充
選
挙
の
平
穏
な
り
し
に

較
べ
て
立
法
院
補
欠
選
挙
は
極
め
て
激
甚
な

つ
ば
ぜ
り
あ
い
を
演
じ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
こ
れ
は
終
戦
後
の
選
挙
に
お
い
て
初
め

て
の
政
党
と
政
党
と
の
争
い
と
い
う
こ
と
に

な
つ
て
い
る
の
で
当
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
ろ

う
。
具
体
的
の
綱
領
政
策
に
お
い
て
判
然
と

し
た
差
異
は
認
め
ら
れ
な
い
と
は
い
え
、
そ

れ
を
実
現
す
る
手
段
方
法
に
お
い
て
お
の
づ

か
ら
違
い
の
あ
る
点
に
注
目
さ
れ
る
。
現
行

の
布
令
布
告
を
も
ほ
と
ん
ど
否
定
し
よ
う
と

云
う
態
度
と
布
令
布
告
に
し
て
民
政
に
適
し

な
い
も
の
を
漸
を
逐
う
て
改
正
し
よ
う
と
い

う
態
度
と
、
つ
ま
り
急
進
と
漸
進
と
お
の
ず

か
ら
体
臭
の
違
い
の
あ
る
と
こ
ろ
を
選
挙
民

は
漸
次
か
ぎ
わ
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
い

わ
ば
現
実
を
乗
り
越
え
て
一
気
に
理
想
を
実

現
せ
ん
と
す
る
態
度
と
現
実
に
即
し
て
実
行

の
可
能
性
を
重
ん
ず
る
態
度
と
の
差
異
で
あ

ろ
う
。
こ
の
分
岐
点
を
明
瞭
に
す
れ
ば
お
の

ず
か
ら
選
挙
民
の
向
背
は
決
せ
ら
る
べ
き
は

ず
で
あ
る
。こ
の
分
岐
点
を
塗
り
つ
ぶ
し
て
、

い
た
ず
ら
に
抽
象
的
の
題
目
を
掲
げ
て
選
挙

民
の
眼
を
く
ら
ま
し
感
情
の
は
し
る
ま
ま
に

欺
ま
ん
中
傷
に
陥
い
る
る
弁
論
を
弄
す
る
ご

と
き
こ
と
は
戒
し
む
べ
き
こ
と
で
あ
つ
て
選

挙
民
は
決
し
て
事
実
を
掩
い
か
く
す
こ
と
に

よ
つ
て
そ
の
去
就
を
誤
ら
れ
て
は
な
ら
な

い
。中
部
地
区
に
お
け
る
補
欠
選
挙
は
い
ま
や

最
後
の
関
頭
に
立
つ
に
至
つ
た
。
鹿
を
逐
う

も
の
い
た
ず
ら
に
猪
突
し
て
軌
道
を
は
ず
れ

ぬ
よ
う
に
注
意
す
べ
く
、
い
か
に
激
烈
な
競

争
で
あ
つ
て
も
あ
く
ま
で
も
フ
エ
ヤ
ー
プ

レ
ー
に
終
始
し
、
苟
し
く
も
法
に
触
る
る
ご

と
き
こ
と
の
な
い
よ
う
警
告
す
る
。

地
方
議
員
当
選
者
き
ま
る
／
真

和
志
村
ま
た
ま
た
疑
問
票
で

当
落
決
す
？
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蓋
を
開
け
た
市
町
村
議
補
選
の
結
果
は
那
覇

市
で
は
ひ
る
二
時
頃
早
く
も
当
落
の
境
界
線

が
は
つ
き
り
し
た
の
に
対
し
、
先
の
村
長
選

挙
で
一
票
の
差
で
猛
烈
な
争
い
を
演
じ
た
前

例
を
も
つ
真
和
志
村
で
は
、
ま
た
ま
た
最
後

の
一
票
争
い
と
な
り
、
疑
問
票
が
当
落
を
左

右
す
る
と
い
つ
た
選
挙
劇
を
演
じ
た
。
こ
の

た
め
開
票
場
は
よ
る
の
九
時
を
過
ぎ
て
も
見

物
衆
が
鈴
な
り
、
中
で
は
ロ
ー
ソ
ク
を
つ
け

電
燈
が
弱
い

て
血
眼
の
検
討
が
つ
づ
け

ら
れ
る
と
い
つ
た
深
刻
な
様
相
を
呈
し
て
い

た
。
最
後
の
当
落
を
争
つ
た
の
は
島
袋
盛
文
、
島

福
盛
市
、
金
城
武
一
の
三
氏
だ
が
行
方
い
か

に
と
見
守
る
見
物
衆
が
計
算
す
る
度
に
ひ
つ

く
り
返
つ
た
り
す
る
。”
一
票
の
差
ら
し
い

で
す
よ
”
の
声
に
今
度
は
観
戦
側
に
廻
つ
た

宮
里
村
長
も
”
ど
う
も
ネ

”
と
小
首
を
か

し
げ
て
い
た
が

選
挙
が
名
物
の
村
に
な
つ

た
ヨ

と
い
つ
た
よ
う
な
妙
な
表
情
だ
つ
た
。

結
局
疑
問
票
を
含
ま
ぬ
票
数
は
金
城
武
一
氏

七
二
一
、
島
袋
盛
文
氏
七
一
四
、
島
福
盛
市

氏
七
一
二
と
い
つ
た
と
こ
ろ
が
出
た
が
疑
問

票
を
見
当
で
加
え
る
と
武
一
氏
と
盛
市
氏
が

一
、
二
票
の
差
で
最
後
を
争
う
の
で
は
な
い

か
と
い
つ
た
雲
行
き

午
後
十
一
時
現
在

島
袋

に
も

島
福

に
も
ど
つ
ち
に
も

と
れ
る
三
一
票
は
事
前
の
協
定
で
折
半
と
な

つ
て
い
た
為
そ
れ
ぞ
れ
十
五
票
ず
つ
分
け
ら

れ
た
が
そ
れ
ほ
ど
接
戦
で
あ
る
だ
け
に
同
点

の
た
め
票
決
な
ら
ず
翌
三
十
一
日
ま
で
持
ち

越
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
が
、
抽
籤
に
な
る

模
様
。

開
票
結
果

【
南
　
部
】

（
那
覇
）

有
権
者
三
五
、
九
六
三

投
票
二
〇
、
八
五
〇

五
七
・
九
％

渡
口
　
政
行
　
　
　
　
一
、
八
四
七

長
嶺
　
将
真
　
　
　
　
一
、
八
二
二

糸
数
　
昌
秀
　
　
　
　
一
、
七
九
六

佐
久
川
長
吉
　
　
　
　
一
、
七
七
七

渡
口
　
麗
秀
　
　
　
　
一
、
六
五
九

嘉
数
　
盛
一
　
　
　
　
一
、
三
一
二

嘉
手
納
　
武
　
　
　
　
一
、
一
〇
〇

喜
久
山
朝
重
　
　
　
　
一
、
〇
七
七

儀
間
　
真
喜
　
　
　
　
一
、
〇
五
八

宜
保
　
為
楷
　
　
　
　
一
、
〇
五
二

島
袋
　
嘉
順
　
　
　
　
　
　
九
九
七

泉
　
　
正
重
　
　
　
　
　
　
九
二
八

金
城
　
兼
市
　
　
　
　
　
　
八
一
九
　

安
里
　
松
蔵
　
　
　
　
　
　
七
八
五

大
湾
喜
三
郎
　
　
　
　
　
　
七
四
〇

山
城
思
太
郎
　
　
　
　
　
　
六
一
五

次
点慶留
間
　
進
　
　
　
　
　
　
四
五
九

（
真
和
志
村
）

有
権
者
二
五
、
三
二
五

投
票
一
五
、
九
七
三

六
三
・
七
％

大
工
廻
盛
山
　
　
　
　
一
、
三
九
六

幸
地
　
政
徳
　
　
　
　
一
、
二
〇
九

又
吉
　
久
正
　
　
　
　
一
、
一
四
五

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

三
月

二
〇
二



久
場
　
景
善
　
　
　
　
一
、
一
四
五

城
間
吉
次
郎
　
　
　
　
一
、
一
三
八

屋
慶
名
政
永
　
　
　
　
一
、
〇
三
八

翁
長
　
良
雄
　
　
　
　
一
、
〇
二
三

高
良
　
盛
幸
　
　
　
　
　
　
九
七
九

潮
平
　
寛
智
　
　
　
　
　
　
九
五
〇

宮
城
　
久
光
　
　
　
　
　
　
八
七
〇

比
嘉
　
憲
昌
　
　
　
　
　
　
八
五
四

町
田
　
宗
永
　
　
　
　
　
　
八
三
一

具
志
　
清
裕
　
　
　
　
　
　
八
〇
七

島
袋
　
盛
文
　
　
　
　
　
　
七
四
六

当
落
不
明
午
前
〇
時
現
在

金
城
　
武
一
　
　
　
　
　
　
七
四
二

島
福
　
盛
市
　
　
　
　
　
　
七
四
二

（
首
里
市
）

有
権
者
一
一
、
五
六
四

投
票
数
七
、
八
六
二

六
七
・
一
一
％

嘉
数
　
ツ
ル
　
　
　
　
佐
久
川
寛
貞

儀
武
　
息
睦
　
　
　
　
屋
嘉
比
柴
俊

城
間
　
雄
蔵
　
　
　
　
渡
嘉
敷
宗
賀

知
花
　
包
吉
　
　
　
　
真
境
名
元
仁

浜
元
　
盛
斉
　
　
　
　
野
原
　
繁
雄

（
小
禄
村
）

有
権
者
六
、
四
三
五

投
票
五
、
九
八
二

九
一
％

金
城
　
亀
栄
　
　
　
　
上
原
　
政
春

赤
嶺
保
三
郎
　
　
　
　
照
屋
　
幸
智

平
良
　
善
助
　
　
　
　
大
峯
　
善
吉

瀬
底
　
清
喜
　
　
　
　
当
間
　
三
郎

宮
城
清
三
郎
　
　
　
　
高
良
　
惠
三

上
原
　
隆
正

後
略

『
都
計
』
進
捗
に
拍
車
／
泊
港
、

土
地
埋
立
の
布
令
公
布
　

琉
新
　
１
９
５
３
・
４
・
２

民
政
府
で
は
土
地
埋
立
に
関
す
る
布
令
百
六

号
を
三
十
日
付
で
公
布
、
軍
埋
立
地
の
処
分

権
が
副
長
官
に
あ
り
軍
以
外
の
埋
立
地
は
琉

球
政
府
が
こ
れ
に
関
す
る
立
法
あ
る
ま
で
首

席
民
政
官
に
処
理
権
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
が
、
泊
港
埋
立
地
に
つ
い
て
は

す
で
に
管
轄
権
が
軍
に
よ
り
認
め
ら
れ
て
お

り
、
今
回
の
布
令
は
同
市
に
対
す
る
埋
立
及

び
処
分
権
の
許
可
前
提
と
見
ら
れ
、
同
埋
立

地
が
都
計
起
債
の
担
保
に
予
定
さ
れ
て
い
る

の
で
、
都
計
進
捗
に
拍
車
を
か
け
る
も
の
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

布
令
全
文
次
の
通
り

第
一
章

一
条
　
民
政
府
の
埋
立
に
か
ゝ
る
土
地
は
総

て
民
政
副
長
官
が
任
意
に
贈
与
し
販
売
し

又
は
公
売
に
付
し
て
処
分
す
る
こ
と
が
出

来
る

二
条
　
民
政
府
か
ら
不
動
産
の
所
有
権
を
譲

り
受
け
た
法
人
又
は
行
政
機
関
は
そ
の
公

私
の
如
何
を
問
わ
ず
そ
の
受
け
た
価
格
を

以
て
売
る
場
合
を
除
き
あ
ら
か
じ
め
民
政

府
の
許
可
を
得
る
こ
と
な
し
に
こ
れ
を
他

に
譲
り
渡
し
又
は
処
分
す
る
こ
と
は
出
来

な
い

三
条
　
当
初
の
埋
立
が
民
政
府
の
手
に
な
る

土
地
の
所
有
権
を
持
主
が
前
条
に
規
定
す

る
民
政
府
の
許
可
を
得
ず
に
第
三
者
に
譲

渡
し
ま
た
は
処
分
す
る
場
合
は
こ
れ
を
無

効
と
し
、
民
政
府
は
該
土
地
の
所
有
権
を

取
上
る
第
二
章

一
条
　
民
政
府
以
外
の
も
の
に
よ
る
土
地
の

埋
立
に
関
す
る
立
法
が
琉
球
政
府
に
よ
つ

て
公
布
さ
れ
る
ま
で
は
首
席
民
政
官
は
す

べ
て
前
記
埋
立
工
事
申
請
を
取
扱
う
臨
時

機
関
と
し
て
琉
球
政
府
に
対
す
る
当
該
申

請
を
処
理
す
る
事
務
を
と
る
権
限
を
有
す

る
二
条
　
前
記
の
場
合
を
除
き
且
つ
琉
球
政
府

に
よ
る
立
法
の
公
布
が
あ
る
ま
で
は
一
九

四
五
年
七
月
一
日
前
に
琉
球
列
島
内
に
お

い
て
有
効
で
あ
つ
た
土
地
の
埋
立
に
関
す

る
法
規
は
引
続
き
効
力
を
有
す
る
も
の
と

す
る第
三
章

こ
の
布
令
は
一
九
五
三
年
三
月
三
十
日
か

ら
施
行
す
る

真
和
志
で
も
告
訴
沙
汰

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
３
・
４
・
４

四
月
三
日
朝
真
和
志
村
松
川
区
○
班
古
堅
○

○
氏
か
ら
真
和
志
選
管
委
宛

さ
き
の
村
議

補
充
選
挙
に
お
け
る
島
袋
盛
文
、
島
福
盛
市

両
氏
の
当
選
は
無
効
だ

と
訴
え
出
た
。

こ
れ
は
さ
き
の
選
挙
会
で
シ
マ
ブ
ク
は
解
し

難
い
の
で
あ
ら
か
じ
め
両
候
補
か
ら
提
出
さ

れ
た
協
定
書
に
よ
り

シ
マ
フ
ク
ロ

シ

マ
ブ
ク

シ
マ
フ
ク

と
仮
名
で
書
か
れ

た
三
十
二
枚
は
島
袋
で
あ
る
の
か
、
島
福
で

あ
る
の
か
判
ら
な
い
の
で
両
者
に
十
六
枚
宛

折
半
し
た
が
今
度
の
当
選
無
効
申
し
立
て

は
”
こ
の
折
半
が
直
接
当
落
に
関
係
し
な
い

の
で
あ
れ
ば
そ
れ
で
も
よ
い
が
今
度
の
場
合

は
選
挙
法
第
三
十
五
条
に
よ
り
無
効
と
す
べ

き
で
あ
る
。
こ
の
三
十
二
票
が
無
効
に
な
れ

ば
両
者
の
う
ち
一
名
は
落
選
し
次
点
の
金
城

武
一
氏
が
当
選
と
な
る
”
と
い
う
わ
け
、
選

挙
会
で
確
定
し
た
島
袋
氏
の
得
票
は
七
四

六
、
島
福
氏
は
七
四
〇
、
金
城
氏
七
三
九
票

で
あ
る
。

新
議
員
の
登
場
で
、
さ
て
合
併

は
／
舞
台
が
那
覇
へ
う
つ
る

／
一
市
一
村
説
も
強
ま
る

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
３
・
４
・
５

市
町
村
議
補
選
後
の
新
議
会
成
立
ま
で
お
預

け
と
な
り
、
合
併
問
題
は
こ
の
と
こ
ろ
鳴
り

を
ひ
そ
め
て
い
る
が
、
そ
の
選
挙
も
済
ん
だ

の
で
近
く
再
び
採
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
で
は
補
充
議
員
が
出
る
ま
で
は

ど
う
に
も
責
任
は
も
て
な
い
と
い
う
の
で
結

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

三
｜
四
月

二
〇
三



論
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
こ
の
問

題
、
新
議
員
が
出
る
こ
と
に
よ
つ
て
ど
う
変

化
し
て
く
る
か
ま
と
ま
る
に
し
ろ
、
分
裂
す

る
に
し
ろ
、
二
市
二
村
の
合
併
研
究
委
員
会

が
再
開
さ
れ
れ
ば
い
よ
い
よ
終
局
の
結
論
に

く
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
ま
ず
は
主

導
権
を
握
つ
て
い
る
那
覇
、
真
和
志
そ
の
後

の
動
き
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
。

い
ま
ま
で
の
経
緯
を
み
る
と
那
覇
側
は
”
一

市
一
村
と
い
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
、
あ

く
ま
で
石
川
博
士
の
構
想
に
な
る
二
市
二
村

が
十
月
一
日
を
期
し
て
一
気
に
合
併
す
べ
き

で
あ
る
”
と
な
つ
て
お
り
、
真
和
志
側
は
”

二
市
二
村
の
合
併
に
は
賛
成
で
は
あ
る
が
そ

れ
は
理
想
で
あ
る
、
従
つ
て
現
実
的
に
は
ま

ず
一
市
一
村
が
十
月
一
日
に
合
併
、
首
里
小

禄
は
そ
の
後
時
期
が
き
た
と
き
に
す
る
と
い

つ
た
段
階
式
に
や
る
べ
き
で
あ
り
、
二
市
二

村
と
な
る
と
新
議
員
が
出
る
ま
で
は
責
任
は

も
て
な
い
と
い
う
に
あ
つ
た
。
こ
う
い
つ
た

こ
と
か
ら
新
し
い
議
員
が
ど
う
で
る
か
が
注

目
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
が
、
選
挙
を
通
じ

て
現
れ
た
新
議
員
の
意
向
を
み
る
と
那
覇
市

で
は
十
六
名
の
新
議
員
の
う
ち
十
一
名
ま
で

が
真
和
志
の
主
張
し
て
い
る
一
市
一
村
説
に

同
調
し
て
い
る
、
こ
れ
は
大
き
な
変
化
で
、

一
市
一
村
説
を
唱
え
る
新
議
員
の
某
氏
は
投

票
さ
れ
た
票
数
か
ら
み
て
も
一
市
一
村
が
市

民
の
輿
論
で
あ
る
こ
と
が
は
つ
き
り
し
て
い

る
と
の
べ
て
い
た
が
、
こ
う
い
つ
た
こ
と
か

ら
今
後
の
那
覇
市
会
は
二
市
二
村
説
と
一
市

一
村
説
が
相
対
、
火
花
を
散
ら
す
論
争
が
繰

り
返
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
て
い

る
。
一
方
真
和
志
村
で
は
十
五
名
の
う
ち
十
四
名

ま
で
が
い
ま
ま
で
通
り
の
一
市
一
村
説
を
標

榜
し
て
い
る
の
で
ま
す
ま
す
自
説
を
固
め
る

も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
真
和
志
と
し

て
の
結
論
は
既
に
出
て
い
る
と
も
い
わ
れ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
同
村
で
は
市
へ
の
昇
格
問

題
と
い
う
の
が
暗
礁
に
乗
り
あ
げ
た
恰
好
に

な
つ
て
い
る
。
こ
の
件
は
村
当
局
で
は
合
併

問
題
と
は
無
関
係
だ
と
は
の
べ
て
い
る
が
、

暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
で
は
却

つ
て
合
併
を
こ
じ
ら
す
も
の
で
あ
る
と
の
見

解
を
表
明
し
て
い
る
点
、
合
併
問
題
と
極
め

て
深
い
関
連
性
の
あ
る
こ
と
を
裏
で
は
示
唆

し
て
い
る
。
村
当
局
で
は
政
府
が
市
昇
格
を

お
さ
え
て
い
る
意
味
が
分
ら
な
い
、
さ
ら
に

市
に
昇
格
さ
せ
れ
ば
二
市
二
村
で
も
な
く
一

市
一
村
で
も
な
く
そ
の
折
衷
案
と
し
て
三
市

那
覇
、
真
和
志
、
首
里

合
併
と
い
つ
た

ゴ
ロ
の
良
い
の
も
出
て
く
る
の
だ
が
ね
、
等

と
い
つ
た
冗
談
話
も
出
て
い
る
位
で
あ
る
。

こ
う
み
る
と
合
併
問
題
は
ど
う
落
ち
着
く
か

油
断
を
許
さ
ぬ
も
の
が
あ
る
わ
け
で
、
今
度

は
真
和
志
の
動
き
と
共
に
那
覇
の
動
き
が
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
も
の
と
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
つ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
一
方
二

市
二
村
合
併
研
究
委
員
会
か
ら
み
る
と
先
に

解
散
論
ま
で
出
し
た
小
禄
側
委
員
の
出
方
に

よ
つ
て
は
何
等
結
論
に
達
せ
ず
一
応
解
散
白

紙
に
か
え
し
て
か
ら
再
出
発
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
も
危
ぶ
ま
れ
る
よ
う

に
な
つ
て
い
る
。

ま
た
も
異
議
申
立
／
「
シ
マ
」

め
ぐ
り
必
死
の
三
つ
巴

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
３
・
４
・
７

真
和
志
村
で
は
、
先
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ

た
村
議
補
選
に
つ
い
て
落
選
し
た
金
城
武
一

氏
か
ら
異
議
申
立
て
が
提
出
さ
れ
た
が
今
度

は
一
有
権
者
安
里
○
区
大
城
○
○
氏
か
ら
更

に
異
議
申
立
て
が
提
出
さ
れ
、
成
行
き
が
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
い
る
。

大
城
氏
か
ら
の
異
議
申
立
て
は
七
四
六
票
を

獲
得
十
四
番
目
で
当
選
と
な
つ
て
い
る
島
袋

盛
文
氏
の
得
票
に
は
”
シ
マ
”
と
い
う
の
が

あ
る
が
こ
れ
は
島
福
氏
に
も
と
れ
る
あ
い
ま

い
な
も
の
で
従
つ
て
無
効
に
す
べ
き
で
あ
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
島
袋
盛
文

氏
は
ポ
ス
タ
ー
や
名
刺
に
も

シ
マ

と
書

い
た
た
め
そ
の
票
数
は
三
百
票
以
上
に
上
つ

て
い
る
。

こ
れ
で
最
後
の
三
名
島
袋
盛
文
氏

七
四
六

票

島
福
盛
市
氏

七
四
二
票

金
城
武
一

氏
が
三
つ
巴
で
当
選
を
争
う
よ
う
に
な
つ
た

が
こ
れ
か
ら
す
る
と
、
ま
ず
い
ま
ま
で
の
と

こ
ろ
同
票
抽
籤
に
よ
つ
て
金
城
武
一
氏
が
落

選
と
な
つ
て
い
る
が
、
も
し
同
氏
の
異
議
申

立
て

島
袋
氏
と
島
福
氏
が
ど
つ
ち
に
も
と

れ
る
あ
い
ま
い
な
三
十
二
票
を
折
半
し
た
が

そ
れ
は
無
効
と
す
べ
き
で
あ
る

が
成
立
す

れ
ば
島
袋
氏
は
七
一
四
票
、
島
福
氏
が
七
一

〇
票
と
な
つ
て
金
城
武
一
氏
は
十
四
番
目
で

当
選
、
島
福
氏
が
落
選
と
な
る
し
、
も
し
ま

た
大
城
氏
の
異
議
申
立
て
が
成
立
す
れ
ば
島

袋
氏
が
三
百
票
以
上
も
削
ら
れ
て
落
選
と
な

る
わ
け
。

何
れ
に
せ
よ
こ
の
三
名
の
う
ち
誰
か
一
人
落

ち
る
こ
と
は
こ
れ
以
上
異
議
申
立
て
が
な
い

限
り
確
実
で
あ
る
が
果
し
て
誰
れ
が
落
ち
る

か
、
ど
う
落
着
く
か
興
味
あ
る
問
題
と
な
つ

て
い
る
。

泊
港
埋
立
地
の
贈
与
／
那
覇
市

が
民
政
府
へ
要
請

琉
新
　
１
９
５
３
・
４
・
９

那
覇
市
で
は
泊
港
埋
立
地
に
関
す
る
布
令
第

一
〇
六
号
に
基
き
、
同
港
南
岸
お
よ
び
北
岸

の
公
有
水
面
埋
立
地
を
、
港
湾
管
理
上
有
効

に
利
用
す
る
と
い
う
建
前
か
ら
那
覇
市
に
贈

与
し
て
も
ら
う
よ
う
軍
へ
申
請
す
べ
く
準
備

を
す
す
め
て
い
た
が
、
七
日
比
嘉
主
席
は
那

覇
市
か
ら
の
申
請
書
に
要
旨
次
の
よ
う
な
副

申
を
添
え
民
政
府
に
提
出
し
た

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

四
月

二
〇
四



那
覇
市
に
お
い
て
は
市
の
都
市
計
画
事
業
の

一
環
と
し
て
泊
港
埋
立
地
の
使
用
を
計
画
し

て
お
り
そ
の
実
現
に
よ
り
首
都
那
覇
市
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
多
大
な
も
の
が
あ
る
の

で
是
非
那
覇
市
に
贈
与
し
て
も
ら
い
た
い

真
和
志
村
／
異
議
申
立
て
成
立

し
／
金
城
氏
議
席
を
獲
得

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
３
・
４
・
11

真
和
志
村
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
村
議
補
選

の
異
議
申
立
て
に
つ
い
て
十
日
あ
さ
十
時
か

ら
委
員
会
を
開
催
、
金
城
武
一
氏
か
ら
の
異

議
申
立
て
”
島
袋
盛
文
、
島
福
盛
市
の
ど
つ

ち
に
も
と
れ
る

シ
マ
フ
ク

シ
マ
ブ
ク

ロ

シ
マ
ブ
ク

の
三
十
二
票
を
折
半
両

氏
の
得
票
と
し
た
こ
と
は
不
当
で
無
効
に
す

べ
き
で
あ
る
”
に
つ
い
て
は
そ
の
三
十
二
票

の
う
ち
シ
マ
ブ
ク
の
二
十
票
は
無
効
、

シ

マ
フ
ク

の
七
票
は
島
福
氏
の
得
票

シ
マ

ブ
ク
ロ

の
五
票
は
島
袋
氏
の
得
票
と
決
定
、

大
城
氏
か
ら
の
異
議
申
立
て

島
袋
盛
文
氏

の
得
票
の
中
に
”
シ
マ
”
と
い
う
の
が
多
数

加
え
ら
れ
て
い
る
が
こ
れ
は
無
効
と
す
べ
き

で
あ
る

に
つ
い
て
は
予
め
島
袋
氏
か
ら
そ

の
旨
の
申
入
れ
が
あ
り
、
選
挙
管
理
委
員
、

立
会
等
関
係
者
全
員
の
承
諾
を
得
て
い
た
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
ま
ゝ
有
効
と
決
定

し
た
。

こ
れ
で
七
百
四
十
五
票

無
効
と
な
つ
た
代

理
投
票
の
一
票
が
誰
に
投
ぜ
ら
れ
た
か
不
明

の
た
め
全
員
か
ら
一
票
ず
つ
減
じ
て
あ
る

の
島
袋
盛
文
氏
が
十
四
番
目
、
七
百
四
十
一

票
の
島
福
盛
市
氏
が
十
五
番
目
で
当
選
、
同

じ
く
七
百
四
十
一
票
だ
が
抽
選
で
落
選
と
な

つ
て
い
た
最
初
の
決
定
は
見
事
に
く
つ
が
え

さ
れ
、
金
城
武
一
氏
が
十
四
番
、
島
袋
盛
文

氏
が
七
百
三
十
四
票
と
な
つ
て
十
五
番
目
で

そ
れ
ぞ
れ
当
選
、
七
百
三
十
二
票
の
島
福
盛

市
氏
が
落
選
と
な
つ
た
わ
け
、
な
お
大
城
氏

か
ら
の
異
議
申
立
て

シ
マ

を
無
効
に
す

べ
き
で
あ
る
に
つ
い
て
は
法
的
に

シ
マ
ブ

ク

が
無
効
で

シ
マ

が
有
効
だ
と
い
う

こ
と
は
納
得
で
き
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

裁
判
問
題
に
ま
で
発
展
す
る
も
の
と
み
ら
れ

て
い
る
。

立
退
け
立
退
け
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー

乗
り
込
む
／
今
早
朝
銘
苅
・

安
謝
部
落
に
ひ
と
騒
ぎ
／
部

落
民
は
右
往
左
往
あ
っ
と
い

う
間
に
畑
荒
れ
る

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
３
・
４
・
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十
一
日
朝
七
時
ご
ろ
安
謝
部
落
東
側
の
畑
地

に
集
つ
て
い
た
数
台
の
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
が
一

斉
に
動
き
出
し
、
午
前
中
に
は
一
帯
の
畑
地

約
四
、
五
千
坪
が
す
つ
か
り
削
り
取
ら
れ
て

し
ま
つ
た
。

驚
い
た
の
は
部
落
民
で

せ
め
て
残
つ
て
い

る
藷
だ
け
で
も
収
穫
し
よ
う
と
右
往
左
往
す

る
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
の
間
で
ト
コ
ト
ン
ま
で
頑

張
る
も
の
や
ら
部
落
は
ず
れ
の
小
丘
に
集
つ

て
茫
然
と
刻
々
変
貌
す
る
畑
地
を
眺
め
て
い

る
や
ら

一
方
比
嘉
俊
栄
区
長
等
有
志
者
が
直
接
作
業

に
あ
た
つ
て
い
る
三
幸
土
建
職
員
に
事
情
を

た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
居
合
わ
せ
た
米
人
が

こ
ち
ら
で
は
何
も
わ
か
ら
ぬ
、
Ｄ
・
Ｅ
に

い
つ
て
聞
い
て
く
れ

と
突
つ
パ
ネ
ら
れ
区

長
等
は
そ
の
足
で
村
役
場
を
お
と
ず
れ
続
い

て
琉
球
政
府
に
比
嘉
主
席
を
た
ず
ね
主
席
か

ら

善
処
方
軍
と
交
渉
す
る

と
の
返
答
を

得
た
。

途
方
に
く
れ
て
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
の
作
業
に
み

い
つ
て
い
る
安
謝
部
落
天
久
仁
○
○
さ
ん
四

五

の
話

昨
晩
の
う
ち
に
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー

は
集
つ
て
来
て
、
今
朝
は
起
き
ぬ
け
に
作
業

を
始
め
て
い
る
、
ア
ツ
と
い
う
間
も
な
い
出

来
事
だ
、
朝
の
う
ち
は
Ｍ
・
Ｐ
な
ど
も
警
戒

に
あ
た
つ
て
い
る
よ
う
だ
つ
た
が
、
こ
ん
な

風
に
自
分
達
の
汗
み
ず
な
が
し
た
畑
が
あ
つ

け
な
く
削
り
取
ら
れ
る
な
ど
夢
に
も
思
わ
な

か
つ
た
。

銘
苅
部
落
へ
の
代
償
／
軍
は
八
百
二
十

万
円
を
琉
銀
に
寄
託

朝
刊
既
報

さ
き
に
出
た
軍
用
地
収
用
法

適
用
第
一
号
が
十
日
夕
刻
、
ル
イ
ス
准
将
か

ら
主
席
宛
非
公
式
に
通
達
さ
れ
た
よ
う
だ
、

こ
の
問
題
に
つ
き
同
夜
は
比
嘉
主
席
、
泉
副

主
席
等
が
八
時
過
ぎ
ま
で
庁
舎
に
居
残
つ
て

問
題
の
検
討
に
あ
た
り
宮
里
真
和
志
村
長
、

嘉
陽
法
務
局
長
な
ど
も
主
席
室
に
呼
ば
れ
た

り
し
た
が
結
局
①
銘
苅
部
落
な
ど
さ
き
に
軍

用
地
と
し
て
指
定
さ
れ
た
真
和
志
村
内
の
土

地
が
十
日
付
で
収
用
法
適
用
第
一
号
と
決
つ

た
②
適
用
さ
れ
る
範
囲
は
さ
き
に
指
定
さ
れ

た
地
域
そ
の
侭
か
そ
れ
よ
り
縮
少
さ
れ
る
か

ま
だ
は
つ
き
り
し
な
い
と
だ
け
発
表
さ
れ
、

十
一
日
朝
に
な
つ
て
も
正
式
の
通
告
は
お
ろ

か
そ
れ
以
上
の
事
は
何
も
知
ら
さ
れ
て
い
な

い
、
一
方
安
謝
部
落
、
銘
苅
部
落
な
ど
の
地

元
で
は
地
主
達
が
動
き
出
し
、
早
朝
か
ら
銘

苅
部
落
代
表
等
が
役
所
に
押
し
か
け
宮
里
村

長
に

一
度
交
渉
し
て
中
止
さ
れ
、
安
心
し

て
い
た
の
に
今
ご
ろ
に
な
つ
て
強
権
発
動
は

ひ
ど
い

と
泣
き
つ
き
村
長
同
道
で
軍
に

中
止
方

を
陳
情
す
べ
く
で
か
け
、
安
謝

部
落
で
も
代
表
を
琉
球
政
府
に
派
遣
し
た
。

こ
の
問
題
に
関
連
し
て
十
一
日
朝
軍
新
聞
課

は
次
の
よ
う
な
発
表
を
お
こ
な
つ
て
い
る
。

十
日
に
米
国
陸
軍
に
収
用
さ
れ
た
銘
苅

部
落
の
家
屋
、
農
作
物
、
墓
地
の
代
償
と

し
て
総
額
八
百
二
十
万
二
千
三
十
四
円
が

琉
銀
に
寄
託
さ
れ
た
。
そ
れ
に
は
五
二
年

四
月
二
十
八
日
か
ら
同
年
七
月
一
日
ま
で

二
ケ
月
分
の
借
地
料
も
含
ま
れ
て
い
る
、

さ
ら
に
同
部
落
の
地
主
に
は
来
る
七
月
一

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

四
月

二
〇
五



日
最
初
の
土
地
使
用
料
総
額
二
十
五
万
二

千
円
が
支
払
わ
れ
る
、
な
お
そ
れ
は
五
二

年
四
月
八
日
に
軍
に
収
用
さ
れ
た
土
地
の

み
の
使
用
料
で
あ
る

新
聞
課
発
表
に
よ
る

銘
苅
部
落

は
安
謝
、

岡
野
な
ど
そ
の
他
の
部
落
を
含
む
も
の
か
ど

う
か
は
つ
き
り
し
な
い
。

土
地
明
渡
し
を
指
令
／
銘
苅
地

区
安
謝
一
部
に
土
地
収
用
法

を
適
用琉
新
　
１
９
５
３
・
４
・
12

オ
グ
デ
ン
副
長
官
は
さ
き
に
公
布
し
た
土
地

収
用
法
に
基
い
て
十
日
、
主
席
を
通
じ
て
土

地
所
有
者
お
よ
び
使
用
者
に
対
し
て

軍
用

地
明
渡
し
命
令
書

を
送
り
真
和
志
村
の
銘

苅
区
、
安
謝
の
一
部
を
十
日
中
に
明
渡
す
よ

う
指
令
し
た

軍
用
地
の
明
渡
し
に
つ
い
て

四
月
十
日

付
、
オ
グ
デ
ン
准
将
発
、
比
嘉
主
席
宛

一
、
別
紙
軍
用
地
明
渡
命
令
書
の
内
容
を
地

主
及
び
土
地
使
用
者
に
通
知
す
べ
く
適
宜
の

処
置
を
講
ず
る
よ
う
指
令
す
る

所
有
主
が
軍
に
協
力
し
て
、
そ
の
希
望
す
る

財
産
を
早
急
に
撤
去
す
れ
ば
当
初
の
建
設
期

間
中
デ
イ
ス
ト
リ
ク
ト
、
エ
ン
ヂ
ニ
ヤ
の
方

で
は
該
移
動
財
産
の
損
傷
を
未
然
に
防
ぐ
べ

く
処
置
す
る
、
必
要
に
し
て
要
求
が
あ
れ
ば

多
量
の
荷
物
の
運
搬
に
は
軍
の
方
で
便
宜
を

与
え
る
。

軍
用
地
明
渡
し
命
令
書

土
地
所
有
主
お
よ
び
使
用
者
宛

一
九
五
三
年
四
月
三
日
付
民
政
府
布
令
第
百

九
号
に
従
い

デ
イ
ス
ト
リ
ク
ト
・
エ
ン
ジ

ニ
ヤ
財
産
目
録
第
三
十
一
、

Ｃ
号

に
記

載
の
真
和
志
村
在
土
地
を
米
国
が
借
地
す
る

と
し
て
土
地
収
用
宣
告
書
を
一
九
五
三
年
四

月
八
日
付
で
那
覇
市
在
の
地
区
登
記
所
に
提

出
し
、
そ
の
正
当
な
る
補
償
金
を
供
託
し
て

あ
り
、
又
該
土
地
を
直
ち
に
使
用
か
つ
所
有

す
る
の
は
緊
急
に
必
要
で
あ
る
と
ラ
イ
カ
ム

司
令
官
が
決
定
し
た
、
こ
こ
に
前
記
布
令
第

百
九
号
の
第
二
項
ホ
の
規
定
に
基
づ
い
て
該

土
地
の
所
有
者
お
よ
び
使
用
者
は
直
ち
に
該

地
を
明
渡
し
一
九
五
三
年
四
月
十
日
ま
で
に

円
満
に
軍
の
使
用
及
び
占
有
に
移
す
よ
う
指

令
す
る
、

問
題
の
布
令
第
一
〇
九
号
／
土

地
収
用
令
全
文
／
適
用
第
一

号
は
銘
苅
安
謝
地
区

琉
新
　
１
９
５
３
・
４
・
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四
月
三
日
付
で
布
令
第
一
〇
九
号

土
地
収

用
令

が
公
布
さ
れ
た
こ
と
は
既
報
の
通
り

で
あ
る
が
、
こ
の
布
令
に
よ
れ
ば
、
米
政
府

は
琉
球
内
の
個
人
所
有
地
を
買
上
げ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
つ
て
い
る
の
で
、
こ
れ

が
国
際
法
上
妥
当
な
措
置
で
あ
る
か
ど
う
か

疑
問
視
さ
れ
、
一
方
銘
苅
地
区
、
安
謝
一
部

は
収
用
令
適
用
第
一
号
と
し
て
強
制
立
退
き

を
命
令
さ
れ
成
り
行
き
を
注
目
さ
れ
る
に
至

つ
て
い
る
、
こ
の
よ
う
に
米
政
府
が
琉
球
の

土
地
買
上
げ
を
宣
言
し
た
布
令
第
一
〇
九
号

土
地
収
用
令

の
全
文
は
つ
ぎ
の
と
お
り

だ米
国
は
琉
球
列
島
の
土
地
の
使
用
お
よ
び
占

有
に
関
し
、
あ
る
程
度
の
必
要
を
有
す
る
の

で
、
こ
の
必
要
に
応
ず
べ
き
琉
球
法
規
が
な

い
の
で
米
国
が
琉
球
列
島
に
お
い
て
そ
の
責

任
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
権
利
の
取
得

お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
正
当
な
補
償
に
関
す

る
手
続
を
定
め
る
こ
と
は
適
切
且
つ
必
要
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
依
つ
て
次
の
通
り
布
令

す
る
一
、
暫
定
的
に
ま
た
は
無
期
限
に
使
用
す
べ

き
土
地
に
対
す
る
財
産
権
の
取
得
に
関
し
て

は
米
国
軍
隊
使
用
機
関
に
代
り
沖
縄
工
兵
管

区
地
区
工
兵
隊
が
副
長
官
の
特
定
の
認
可
を

得
て
そ
の
処
理
に
あ
た
る

二
、
特
定
の
土
地
ま
た
は
そ
の
他
の
不
動
産

に
対
す
る
権
利
が
取
得
さ
る
べ
き
こ
と
お
よ

び
そ
の
取
得
に
関
し
所
有
者
と
の
協
議
で
意

見
一
致
を
み
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
が
確

定
し
た
と
き
は
民
政
副
長
官
は
米
国
の
名
に

お
い
て
次
の
通
り
処
理
せ
し
め
る

イ

、
当
該
土
地
ま
た
は
不
動
産
の
所
有
者

に
対
し
収
用
の
告
知
を
な
す
も
の
と
し
、
こ

れ
に
は
当
該
財
産
の
識
別
、
取
得
さ
る
べ
き

権
利
お
よ
び
そ
の
た
め
の
権
限
を
明
示
す

る
。
所
有
者
は
告
知
の
日
か
ら
三
十
日
以
内

に
米
国
の
申
出
を
受
諾
す
る
か
ま
た
は
拒
否

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
記
載
す
る

拒
否
す
る
場
合
に
は
所
有
者
は
前
記
三
十
日

以
内
に
文
書
を
以
つ
て
そ
の
旨
副
長
官
に
訴

願
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
記
の
訴
願
が
な

か
つ
た
と
き
は
当
該
財
産
権
は
所
定
の
額
で

米
国
に
譲
渡
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
、
訴
願

に
際
し
て
は
正
当
な
る
補
償
に
関
す
る
争
点

の
み
を
決
定
す
る
も
の
と
し
且
つ
こ
の
訴
願

に
よ
り
米
国
は
収
用
宣
言
の
権
利
を
阻
止
さ

れ
な
い
も
の
と
す
る

ロ

、
必
要
な
財
産
権
を
協
議
に
よ
り
移
譲

す
る
場
合
に
は
、
当
該
土
地
又
は
不
動
産
の

管
轄
登
記
所
に
譲
渡
書
類
を
提
出
し
て
登
記

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ハ

、
必
要
な
土
地
又
は
不
動
産
の
所
有
者

が
そ
の
財
産
権
を
移
譲
し
な
い
で
前
記
第
二

項
の
告
知
後
三
十
日
を
経
過
し
た
と
き
は
副

長
官
は
直
ち
に
正
式
の
収
用
宣
言
書
を
当
該

管
轄
登
記
所
に
提
出
し
て
登
録
さ
せ
且
つ
該

権
利
に
た
い
す
る
正
当
な
る
補
償
と
し
て
沖

縄
工
兵
管
区
の
地
区
工
兵
隊
に
よ
つ
て
決
定

さ
れ
た
金
額
を
琉
球
銀
行
に
供
託
さ
せ
る
。

ニ

、
収
用
及
び
第
二
項
イ
の
規
定
に
よ
り

訴
願
が
な
さ
れ
る
と
き
は
副
長
官
は
こ
れ
を

後
記
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
琉
球
列
島
米
国
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土
地
収
用
委
員
会
に
付
議
し
て
審
理
さ
せ

る
。
訴
願
中
土
地
所
有
者
は
そ
の
権
利
に
対

す
る
供
託
金
の
七
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
を

引
出
す
こ
と
が
で
き
る

ホ

、
ラ
イ
カ
ム
司
令
官
に
お
い
て
米
国
が

告
知
後
財
産
権
を
取
得
す
る
ま
で
の
間
に
お

い
て
土
地
ま
た
は
不
動
産
を
使
用
し
占
有
す

る
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
副

長
官
は
該
地
域
か
ら
の
立
退
命
令
を
発
す

る
。
三
、
こ
こ
に
琉
球
列
島
米
国
土
地
収
用
委
員

会
を
設
置
し
そ
の
委
員
は
琉
球
列
島
民
政
長

官
に
よ
り
任
命
さ
れ
る
も
の
と
す
る
、
委
員

の
過
半
数
を
も
つ
て
同
委
員
会
の
定
足
数
と

す
る
。
委
員
会
は
そ
の
議
事
お
よ
び
処
置
の

公
的
且
つ
恒
久
的
な
記
録
に
必
要
な
記
録
文

書
を
保
管
し
業
務
遂
行
に
あ
た
つ
て
適
当
な

便
宜
を
与
え
ら
れ
る
も
の
と
す
る

四
、
委
員
会
は
琉
球
列
島
副
長
官
ま
た
は
上

級
当
局
か
ら
付
議
さ
れ
た
す
べ
て
の
事
件
に

関
す
る
財
産
の
価
格
及
び
正
当
な
る
補
償
を

決
定
す
る
権
限
を
有
し
、
猶
審
理
を
行
い
適

当
な
る
証
人
及
び
証
拠
を
求
め
土
地
又
は
不

動
産
収
用
の
目
的
に
関
し
準
司
法
機
関
及
び

記
録
裁
判
所
と
し
て
の
権
限
を
行
う
。

五
、
委
員
会
が
審
理
決
定
を
行
つ
た
と
き
は

文
書
に
よ
り
副
長
官
に
提
出
し
副
長
官
は
そ

の
旨
関
係
所
有
主
及
び
沖
縄
工
兵
管
区
地
区

工
兵
隊
に
通
知
す
る
、
工
兵
隊
は
琉
球
銀
行

へ
の
供
託
手
続
を
行
う
。

六
、
前
記
第
二
項
の
供
託
金
に
は
収
用
土
地

内
の
農
作
物
、
墓
、
建
造
物
乃
至
当
該
土
地

の
他
の
改
良
に
対
す
る
損
害
賠
償
を
含
む
も

の
と
す
る
。

七
、
こ
の
布
令
は
一
九
五
三
年
四
月
三
日
か

ら
施
行
す
る
。

｜
社
　
説
｜

土
地
収
用
と
民
主
政
治

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
３
・
４
・
14

琉
球
民
政
府
は
合
衆
国
が
琉
球
列
島
に
於
て

必
要
と
す
る
土
地
を
使
用
す
る
た
め
の
土
地

収
用
の
手
続
き
に
関
す
る
法
律
を
布
令
第
百

九
号
で
公
布
し
更
に
収
用
す
る
土
地
の
所
有

者
に
対
す
る
地
代
の
支
払
に
関
す
る
法
律
を

布
令
第
百
十
号
で
公
布
し
、
そ
の
適
用
の
第

一
号
に
真
和
志
村
の
安
謝
、
天
久
、
銘
苅
の

三
部
落
に
跨
が
る
土
地
を
指
定
し
て
接
収
を

始
め
て
居
る
こ
と
は
各
新
聞
の
一
斉
に
報
道

し
て
居
る
通
り
で
あ
る
。

銘
苅
部
落
で
は
昨
年
も
立
退
き
を
命
令
さ

れ
、
部
落
民
と
の
話
合
い
が
纏
ま
ら
な
い
う

ち
に
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
で
畑
地
の
整
地
を
始
め

た
こ
と
か
ら
紛
争
を
き
た
し
、
そ
の
ま
ま
接

収
を
中
止
し
て
今
日
に
至
つ
て
居
た
の
が
、

四
月
三
日
布
令
百
九
号
、
四
月
十
日
布
令
百

十
号
の
公
布
、
お
な
じ
十
日
首
席
民
政
官
か

ら
行
政
主
席
に
対
し
土
地
収
用
に
関
す
る
通

告

十
一
日
早
朝
、
安
謝
部
落
の
東
方
部
落

外
れ
に
あ
る
畑
地
を
Ｍ
Ｐ
警
戒
の
も
と
に
ブ

ル
ト
ー
ザ
ー
で
整
地
に
着
手
し
、
土
地
の
所

有
者
達
を
し
て
一
時
ぼ
う
然
自
失
せ
し
め
た

と
い
う
。
漸
く
落
ち
つ
き
を
と
り
戻
し
た
地

主
達
は
事
態
の
容
易
な
ら
な
い
の
を
知
つ
て

ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
で
し
か
れ
る
前
に
粒
々
辛
苦

し
て
育
て
た
農
作
物
の
僅
か
で
も
と
り
入
れ

よ
う
と
あ
わ
て
て
畑
に
走
つ
て
行
つ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

地
主
達
の
訴
え
に
対
し
比
嘉
主
席
は
首
席
民

政
官
と
種
々
折
衝
を
行
な
つ
た
よ
う
で
あ
る

が
、
わ
ざ
わ
ざ
土
地
収
用
法
と
い
う
法
律
ま

で
公
布
し
て
接
収
に
着
手
し
て
居
る
こ
と
か

ら
考
え
て
、
い
か
に
哀
訴
嘆
願
し
て
み
て
も

効
果
は
な
い
の
が
ほ
ん
と
で
あ
ろ
う
。

予
て
か
ら
接
収
す
る
計
画
で
あ
つ
た
土
地
で

あ
る
し
又
部
落
民
が
先
年
自
分
の
所
有
地
に

帰
還
す
る
時
に
は
軍
の
必
要
と
す
る
場
合
は

立
退
く
と
い
う
条
件
が
つ
い
て
居
た
と
か
い

う
話
も
あ
る
し
、
兎
に
角
因
縁
の
つ
き
ま
と

つ
て
居
る
土
地
で
あ
る
が
、
今
回
の
立
退
き

命
令
に
対
し
直
接
関
係
の
な
い
一
般
住
民
で

さ
え
甚
だ
割
り
切
れ
な
い
感
を
与
え
ら
れ
て

居
る
。
そ
れ
は
条
件
付
で
復
帰
を
許
さ
れ
た

と
し
て
も
、
既
に
五
、
六
年
を
経
過
し
て
農

業
経
営
の
根
を
お
ろ
し
て
居
る
現
状
で
あ

る
。
そ
の
生
業
を
捨
て
て
立
退
き
を
命
令
す

る
か
ら
に
は
或
る
程
度
の
時
日
の
余
裕
を
与

え
且
つ
十
分
納
得
の
い
く
方
法
を
も
つ
て
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
現
に
布

令
百
九
号
に
は
”
土
地
を
収
用
す
る
場
合
は

予
め
地
主
に
通
告
し
、
地
主
は
通
告
を
う
け

て
か
ら
三
十
日
以
内
に
収
用
に
応
ず
る
か
否

か
を
決
め
拒
絶
す
る
場
合
に
は
副
長
官
に
そ

の
旨
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
”
と
明
示

さ
れ
て
い
る
。
布
令
は
四
月
三
日
に
公
布
さ

れ
て
十
日
も
た
た
な
い
う
ち
に
、
即
ち
地
主

達
が
完
全
に
意
思
の
表
示
を
し
な
い
の
に
拘

わ
ら
ず
畑
地
の
整
理
を
始
め
事
実
上
収
用
を

開
始
し
て
い
る
。

こ
れ
で
は
地
主
の
承
諾
も
不
承
諾
も
あ
つ
た

も
の
で
は
な
い
。
土
地
収
用
法
と
い
う
法
律

に
よ
つ
て
収
用
し
た
と
い
う
名
目
は
た
つ
で

あ
ろ
う
が
実
質
的
に
は
軍
係
官
の
口
頭
命
令

で
立
退
か
さ
れ
た
過
去
の
幾
多
の
事
例
と
何

ら
変
る
と
こ
ろ
は
な
い
の
で
あ
る
。
立
退
き

が
職
業
に
は
何
の
影
響
も
な
く
只
住
居
を
移

転
す
る
と
い
う
だ
け
で
あ
れ
ば

こ
れ
も
小

額
の
移
転
料
で
は
多
大
の
損
害
を
蒙
つ
て
い

る

一
時
の
不
快
を
忍
べ
ば
事
は
す
む
で
あ

ろ
う
が
、
農
業
に
よ
つ
て
一
家
の
生
計
を
た

て
て
居
る
も
の
が
大
事
の
耕
作
地
を
失
う
こ

と
に
な
れ
ば
新
に
職
業
を
求
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
現
在
、
世
間
は
軍
工
事
の
縮
少

に
よ
つ
て
失
業
す
る
も
の
が
ぼ
つ
ぼ
つ
出
て

き
て
、
就
職
難
の
声
が
高
い
上
に
多
年
農
業

に
従
事
し
た
も
の
が
他
の
筋
肉
労
働
に
転
ず
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る
の
は
簡
単
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
今

回
の
立
退
き
命
令
が
寝
耳
に
水
で
あ
つ
た
の

で
立
ち
退
き
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
部
落
民
達

は
ど
こ
に
移
住
す
れ
ば
よ
い
か
、
行
く
先
き

の
あ
て
さ
え
な
い
有
様
で
あ
り
、
更
に
そ
の

上
に
こ
れ
か
ら
先
ど
う
し
て
生
活
し
て
い
く

か
の
不
安
に
お
び
や
か
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
民
政
副
長
官
は
収
用
法
の
適
用
に
関
し
”
地

主
の
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
は
軍
の
本
意
で

は
な
い
が
当
地
に
於
け
る
軍
事
計
画
は
自
由

諸
国
に
と
つ
て
極
め
て
重
要
で
あ
つ
て
如
何

な
る
こ
と
が
あ
つ
て
も
軍
の
建
設
が
邪
魔
さ

れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
”
と
語
つ
て
居

る
が
、
自
由
諸
国
の
防
衛
の
た
め
に
土
地
を

必
要
と
す
る
と
い
う
こ
と
は
よ
く
解
か
る

し
、
こ
れ
に
反
対
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し

か
し
”
地
主
の
権
利
”
を
侵
害
す
る
の
は
本

意
と
し
な
い
と
い
う
言
葉
の
如
く
自
由
諸
国

の
た
め
に
必
要
と
す
る
処
置
は
同
時
に
住
民

の
権
利
も
尊
重
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

軍
で
は
部
落
民
の
家
屋
、
墓
地
、
農
作
物
の

代
償
と
し
て
八
百
二
十
万
余
円
を
琉
銀
に
寄

托
し
た
と
い
う
が
、
住
民
個
々
に
対
し
幾
何

の
補
償
が
な
さ
れ
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
し

又
職
業
を
転
換
す
る
ま
で
の
生
活
補
償
を
し

て
く
れ
る
か
否
か
も
示
さ
れ
て
は
居
な
い
。

そ
れ
に
地
代
を
支
払
う
準
備
も
さ
れ
て
居
る

と
い
う
が
、
坪
当
り
い
く
ら
の
地
代
を
払
つ

て
く
れ
る
か
も
地
主
は
知
ら
さ
れ
て
居
な
い

で
は
な
い
か
。
こ
れ
ら
に
就
い
て
軍
側
が
予

め
地
主
達
に
具
体
的
に
知
ら
し
て
そ
の
承
諾

を
求
め
、
そ
れ
に
応
じ
な
い
場
合
収
用
法
を

発
動
す
る
と
い
う
な
ら
話
は
わ
か
る
が
、
今

回
の
よ
う
な
措
置
は
徒
に
”
強
権
の
発
動
”

と
し
て
の
印
象
の
み
を
強
く
し
た
の
は
否
定

し
が
た
い
も
の
が
あ
る
。
現
在
琉
球
列
島
は

講
和
条
約
第
三
条
第
二
項
に
基
い
て
合
衆
国

に
よ
つ
て
統
治
さ
れ
て
居
る
と
い
う
の
が
国

際
法
に
於
け
る
正
し
い
解
釈
で
あ
ろ
う
が
、

現
実
に
は
な
お
軍
事
的
占
領
行
政
が
そ
の
ま

ま
継
続
さ
れ
て
居
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
問

を
抱
か
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
今

回
の
土
地
収
用
法
の
公
布
か
ら
発
動
ま
で
の

間
に
も
そ
れ
を
見
出
す
の
は
甚
だ
残
念
な
こ

と
で
あ
る
。

シ
カ
ゴ
ト
リ
ビ
ユ
ー
ン
紙
の
ウ
オ
ル
タ
ー
シ

モ
ン
ズ
記
者
は
”
沖
縄
に
於
て
土
地
問
題
を

き
つ
か
け
に
反
米
的
な
気
運
が
生
れ
た
”
と

報
じ
て
い
る
が
、
願
わ
く
ば
住
民
を
反
米
に

追
い
こ
ま
な
い
よ
う
、
民
主
的
政
治
を
と
つ

て
貰
い
た
い
も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
な
い
と

自
他
共
に
損
す
る
だ
け
で
あ
つ
て
何
の
利
益

も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

土
地
事
務
所
立
退
部
落
と
契
約

締
結
を
懇
談
／
天
久
部
落
は

承
諾
／
銘
苅
・
安
謝
は
蹴
る

／
い
き
な
り
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー

は
ひ
ど
い
／
安
い
地
代
で
二

十
年
は
困
る

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
３
・
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・
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土
地
事
務
所
は
十
三
日
午
後
二
時
、
軍
命
に

よ
り
係
官
を
真
和
志
村
安
謝
、
銘
苅
、
天
久

の
三
部
落
に
派
遣
し
、
い
ま
一
度
、
軍
用
地

賃
貸
借
契
約
を
締
結
す
る
意
志
は
な
い
か
ど

う
か
、
地
主
側
の
意
向
を
打
診
し
た
。
こ
れ

は
こ
ん
度
、
契
約
を
結
ば
な
け
れ
ば
布
令
に

よ
る
土
地
収
用
の
手
段
に
出
る
外
な
い
と
云

つ
た
軍
の
最
終
的
な
通
告
を
伝
え
た
も
の
と

見
ら
れ
て
い
る
が
、
各
部
落
に
お
け
る
話
合

い
の
結
果
は
銘
苅
、
安
謝
の
両
部
落
が

賃

貸
料
が
余
り
に
安
い

と
い
つ
た
点
か
ら
契

約
は
全
然
、
考
え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
の
に
対
し
、
天
久
部
落
は
地

主
の
殆
ど
約
四
十
名
が
契
約
締
結
を
承
諾
し

た
様
で
あ
る
。
な
お
同
日
午
後
三
時
頃
に
は

軍
側
も
Ｄ
Ｅ
係
官
セ
イ
フ
ア
ー
氏
、
財
産
管

理
課
高
良
二
世
ら
が
現
地
を
視
察
、
地
主
と

懇
談
し
て
い
ま
一
度
、
話
合
う
よ
う
に
勧
め

た
が
銘
苅
代
表
は

収
用
の
何
ら
の
通
知
も

な
く
し
て
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
を
動
か
し
た
事
は

明
か
に
違
法
で
あ
る
。話
合
う
必
要
は
な
い

と
物
別
れ
に
な
つ
た
模
様
。
土
地
事
務
所
職

員
と
三
部
落
地
主
側
の
話
合
い
の
状
況
、
次

の
通
り
。

ま
ず
生
活
保
障
を

▲
銘
苅

大
城
区
長
外
約
三
十
名
が
集
ま

り
仲
本
為
美
氏
か
ら

契
約
は
全
然
、
考
え

て
い
な
い
。
相
場
の
二
百
分
の
一

畑
坪
年

三
十
銭

で
は
ど
う
に
も
な
ら
ん
。
我
々
百

姓
は
農
業
を
捨
て
ゝ
他
に
転
向
は
出
来
な

い
、
外
で
も
畑
を
借
り
る
外
な
い
が
他
で
は

月
三
円
も
す
る
。
他
の
仕
事
で
稼
げ
と
云
つ

た
つ
て
軍
作
業
や
土
建
は
後
二
年
も
続
か
な

い
。
ま
し
て
二
十
年
後
ま
で
の
契
約
は
考
え

ら
れ
ん

と
激
し
い
口
調
で
フ
ン
マ
ン
が
述

べ
ら
れ
た
が
皆
、
こ
れ
に
同
調
し
、
一
人
の

地
主
は

誰
が
考
え
た
つ
て
そ
の
通
り
だ
。

喰
え
な
い
の
に
ど
う
す
る
？
空
気
は
喰
え
ま

せ
ん
よ

と
云
つ
て
い
た
。
結
局

我
々
は

決
し
て
軍
に
非
協
調
的
態
度
を
と
ろ
う
と
い

う
ん
で
は
な
い
が
、
喰
わ
ず
に
は
協
調
も
出

来
な
い
。
適
当
な
値
段

畑
な
ら
五
円

と

補
償
が
な
け
れ
ば

と
い
う
強
硬
な
態
度
で

あ
つ
た
。

安
い
地
代
に
訴
願

▲
安
謝

こ
ゝ
も
地
主
約
三
十
名
集
ま
つ

た
が
値
が
安
す
ぎ
て
契
約
は
結
べ
な
い
と

い
ゝ
収
用
と
な
つ
て
も
三
十
日
の
余
裕
が
あ

る
か
ら
そ
の
間
に
適
当
な
機
関
を
通
じ
て
訴

願
す
る
と
い
う
の
が
一
致
し
た
意
見
で
あ
つ

た
。

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

四
月

二
〇
八



や
む
を
得
ま
せ
ん

▲
天
久

約
四
十
人
集
つ
た
地
主
は
係
官

の
説
明
に
対
し
て

こ
う
な
つ
た
以
上
仕
方

が
な
い
か
ら
協
力
し
よ
う

と
殆
ど
が
契
約

す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
然
し
二
十
年
の
契
約

期
間
は
不
安
に
た
え
な
い
よ
う
で
何
と
か
短

縮
で
き
な
い
か
？
と
い
う
人
が
多
か
つ
た
。

な
お
す
で
に
土
地
収
用
の
指
令
を
発
し
た
と

云
わ
れ
る
軍
が
賃
貸
借
契
約
を
慫
慂
す
る
の

は
矛
盾
で
は
な
い
か
、
と
い
う
人
も
い
る
が

こ
の
辺
の
事
情
に
つ
い
て
土
地
事
務
所
太
田

主
任
は
次
の
よ
う
に
語
つ
て
い
る
。

我
々
も
き
よ
う
分
つ
た
の
だ
が
ア
メ
リ
カ
の

土
地
収
用
の
観
念
は
違
う
よ
う
だ
。
軍
は
所

有
権
を
永
久
に
取
得
し
よ
う
と
い
う
の
で
は

な
く
借
地
権
を
収
用
す
る
、
つ
ま
り
二
十
年

間
、
借
り
る
と
い
う
考
え
の
よ
う
だ
。
土
地

を
取
上
げ
る
の
で
は
な
く
強
制
的
に
借
り
る

と
い
う
の
が
今
度
の
収
用
法
ら
し
い
。

和
や
か
な
雰
囲
気
／
新
旧
議
員

初
顔
合
せ
那
覇
市
議
会

琉
新
　
１
９
５
３
・
４
・
17

補
選
後
、
初
の
那
覇
市
臨
時
議
会
は
十
六
日

あ
さ
十
時
か
ら
開
会
。こ
の
日
は
新
旧
議
員
、

初
顔
合
せ
の
議
場
と
あ
つ
て
全
議
員
出
席
、

傍
聴
者
も
多
数
押
し
か
け
、
又
吉
市
長
の
挨

拶
の
の
ち
、
喜
び
の
初
舞
台
を
前
に
急
逝
し

た
嘉
手
納
議
員
へ
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。
先

ず
補
充
議
員
の
議
席
を
抽
籤
に
よ
つ
て
決

定
。
議
員
番
号
も
十
二
か
ら
一
躍
二
十
八
に

殖
え
議
案
の
研
究
に
移
つ
た
が
旧
議
員
の
城

間
康
昌
氏
か
ら

新
議
員
を
迎
え
た
初
議
会

で
あ
り
十
分
研
究
の
余
裕
を
与
え
て
は

と

の
発
議
で
十
六
日
は
説
明
と
質
疑
応
答
に
と

ど
め
、
十
七
日
は
議
案
研
究
の
た
め
休
会
。

十
八
日
に
議
会
を
再
開
し
て
表
決
す
る
こ
と

に
な
つ
た
。
議
案
提
出
後
、
提
案
者
と
の
討

論
が
行
わ
れ
た
が
新
議
員
側
か
ら
泉
正
重
氏

が
質
問
の
第
一
声
を
放
つ
て
新
旧
議
員
と
も

和
気
あ
い
あ
い
裡
に
散
会
し
た

な
お
、
当
日
の
議
題
は
議
会
運
営
の
完
璧
を

期
す
た
め
の

那
覇
市
議
会
規
則
を
改
正
す

る
規
則

の
制
定
を
新
市
町
村
自
治
法
に
よ

つ
て
議
事
の
能
率
化
と
円
滑
な
議
会
運
営
を

図
る

那
覇
市
議
会
委
員
会
条
例

の
制
定
。

そ
の
他
諮
問
一
と
な
つ
て
い
る
が
市
議
会
に

委
員
会
制
度
を
設
け
る
委
員
会
条
例
案
に
よ

れ
ば

常
任
委
員
会

と
し
て
総
務
財
政
、

文
教
厚
生
、
建
設
、
懲
罰
の
四
委
員
会
。
特

に
重
要
と
認
め
る
事
件
に
は
臨
時
に

特
別

委
員
会

を
設
け
る
よ
う
に
な
つ
て
お
り
、

市
町
村
議
会
の
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
を
み
る
も

の
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

真
和
志
の
軍
用
地
収
用
範
囲
／

七
五
五
筆
15
万
８
千
坪

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
３
・
４
・
18

真
和
志
村
一
部
に
対
す
る
強
制
立
退
き
収
用

令
の
発
動
と
い
つ
た
こ
と
は
い
ま
時
の
問
題

と
し
て
最
大
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が

実
際
の
と
こ
ろ
収
用
令
は
発
動
さ
れ
た
と
云

つ
て
も
天
久
、
安
謝
部
落
の
地
主
と
は
軍
用

地
賃
貸
契
約
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
し
、
収

用
の
範
囲
も
明
ら
か
に
は
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
う
い
つ
た
点
は
政
府
の
関
係
当
局
で
も
な

お
多
く
の
疑
点
と
し
て
い
る
よ
う
だ
が
法
務

局
筋
か
ら
の
情
報
に
よ
れ
ば
収
用
の
対
象
と

見
な
さ
れ
て
い
る
範
囲
は
い
わ
ゆ
る
Ｄ
Ｅ
リ

ス
ト
の

三
十
一
の
Ｃ

区
域
と

三
十
一

の
Ｄ

区
域

何
れ
も
安
謝
、
銘
苅
、
天
久

の
合
計
七
百
五
十
五
筆
、
十
五
万
八
千
百
八

坪
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
、
そ
の
地
名
次

の
通
り
。

△
三
十
一
の
Ｃ

筆

坪

安
謝
　
　
西
原
　
　
四
　
　
一
、
三
八
〇

〃
　
　
　
前
原
　
五
五
　
　
九
、
九
六
〇

〃
　
　
前
東
原
　
六
八
　
一
二
、
一
一
四

天
久
　
　
後
原
　
八
三
　
二
〇
、
九
四
四

〃
　
　
赤
松
尾
原
　
五
　
　
一
、
九
三
六

〃
　
　
水
溜
原
　
七
九
　
一
〇
、
八
九
二

〃
　
　
壺
川
原
　
　
七
　
　
　
　
六
六
五

銘
苅
　
直
禄
原
　
四
四
　
　
五
、
七
九
七

計
　
　
　
　
三
四
五
　
六
三
、
六
八
八

△
三
十
一
の
Ｄ

安
謝
　
前
東
原
　
九
八
　
二
四
、
一
一
二

〃
　
　
　
前
原
　
二
三
　
　
四
、
七
七
四

〃
　
　
安
謝
原
　
　
九
　
　
一
、
三
三
五

〃
　
　
兼
久
原
　
　
二
　
　
五
、
〇
〇
〇

〃
　
　
　
東
原
一
〇
九
　
二
五
、
〇
三
二

銘
苅
　
メ
カ
ル
原
　
七
　
　
二
、
八
四
一

〃
　
　
直
禄
原
　
一
五
　
　
一
、
〇
七
七

〃
　
　
港
川
原
一
四
七
　
三
〇
、
二
四
九

計
　
　
　
　
四
一
〇
　
九
四
、
四
二
〇

△
総
計
　
　
　
七
五
五
　
一
五
八
、
一
〇
八

天
久
安
謝
で
45
件
契
約

既
報

軍
用
地
収
用
に
不
安
を
感
じ
て
真
和

志
、
天
久
部
落
で
は
軍
用
地
賃
貸
借
契
約
に

調
印
す
る
地
主
が
出
て
い
る
が
十
六
日
、
現

在
、
土
地
事
務
所
が
扱
つ
た
同
契
約
は
次
の

通
り
四
十
五
件
に
上
つ
て
お
り
、
安
謝
部
落

か
ら
も
契
約
者
が
出
て
い
る
。

△
天
久

四
十
件
、
九
十
八
筆

△
安
謝

五
件
、
六
筆

質
問
討
議
活
溌
／
休
会
明
け
那

覇
市
議
会
琉
新
　
１
９
５
３
・
４
・
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那
覇
市
臨
時
議
会
は
十
八
日
あ
さ
十
時
か
ら

全
議
員
出
席
の
も
と
に
再
開
、
こ
の
日
も
多

数
傍
聴
者
が
み
え
る
う
ち
、
上
程
議
案
の
審

議
に
移
つ
た
、
議
席
が
増
え
た
だ
け
に
討
論

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

四
月

二
〇
九



も
多
く
、
中
に
は
一
言
居
士
？
も
あ
る
と
み

え
て
終
始
、
日
本
各
都
市
の
規
則
や
立
法
院

な
ど
を
引
例
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
ス
ロ
ー

モ
ー
な
議
事
進
行
ぶ
り
結
局
二
議
案
と
も
一

部
の
修
正
で
可
決
、
最
後
に

那
覇
市
議
会

の
委
員
会
制
度

新
制
定
に
伴
う
各
委
員
が

選
任
さ
れ
、
補
選
後
、
初
の
議
会
は
真
し
な

審
議
ぶ
り
で
和
気
あ
い
あ
い
裡
に
三
時
半
閉

会
し
た
、
主
な
る
審
議
事
項
は
つ
ぎ
の
通
り

那
覇
市
議
会
会
議
規
則
を
改
正
す
る
規
則

制
定

が
上
程
、
討
論
が
な
い
の
で
議
長
原

案
可
決
を
宣
言
せ
ん
と
し
た
が
一
部
議
員
か

ら
異
論
あ
つ
て
審
議
に
逆
も
ど
り
、
こ
の
一

歩
後
退
の
審
議
に
た
ま
り
か
ね
た
金
城

棟

議
員

こ
れ
で
は
何
時
ま
で
た
つ
て
も
進
行

し
な
い
、
昨
日
も
議
案
研
究
の
た
め
休
会
し

て
お
り
、
一
章
ご
と
に
審
議
し
て
は

の
発

言
で
章
毎
の
審
議
に
移
る
と
い
つ
た
具
合
、

結
局
、
条
文
の
字
句
添
削
が
行
わ
れ
て
可
決

と
な
り

那
覇
市
議
会
委
員
会
条
例
制
定

は
島
袋
議
員
か
ら
の
要
望
で
、
文
教
厚
生
委

に
労
働
問
題
を
強
調
す
る
意
味
で

文
教
厚

生
労
務
委

と
修
正
し
た
だ
け
で
可
決
、
な

お
諮
問
と
し
て
提
出
さ
れ
た

公
有
水
面
の

埋
立
申
請

に
つ
い
て
は
泉
議
員
、
島
袋
議

員
か
ら

公
有
水
面
の
埋
立
許
可
権
は
布
告

百
六
号
に
よ
つ
て
軍
政
副
長
官
に
あ
る
が
、

日
本
の
領
土
権
を
軍
が
処
理
す
る
の
は
大
き

な
問
題
だ
、
と
の
意
見
が
あ
つ
て
、
建
設
委

員
会
に
付
託
さ
れ
た
、
常
任
委
員
会
の
顔
ぶ

れ
次
の
通
り

総
務
財
政
委

十
名

泉
正
重

委
員

長

、
佐
久
川
長
吉

副

、
城
間
康
昌
、

備
瀬
知
良
、
喜
久
山
朝
重
、
渡
口
政
行
、

安
里
松
蔵
、
島
袋
嘉
順
、
比
嘉
朝
四
郎
、

金
城
棟
義

文
教
厚
生
労
務

六
名

阿
波
根
直
英

委
員
長

、
長
嶺
将
真

副

、
親
里
嘉

英
、
糸
数
昌
秀
、
大
湾
喜
三
郎
、
上
原
仁

慶建
設
委

十
名

山
城
思
太
郎

委
員

長

、
新
垣
松
助

副

、
浦
崎
唯
治
、
渡

口
麗
秀
、
金
城
兼
市
、
宜
保
為
楷
、
大
城

鎌
吉
、
儀
間
真
喜
、
嘉
数
盛
一
、
辺
野
喜

英
興懲罰
委

六
名

城
間
康
昌

委
員
長

、

大
湾
喜
三
郎

副

、
泉
正
重
、
長
嶺
将

真
、
上
原
仁
慶
、
阿
波
根
直
英

真
和
志
村
議
会
／
常
任
委
会
等

制
定
／
地
料
引
上
げ
問
題
は

特
別
委
で
琉
新
　
１
９
５
３
・
４
・
21

真
和
志
村
議
会
は
二
十
日
午
前
十
時
か
ら
同

村
会
議
室
で
再
開
さ
れ
た
が
△
真
和
志
村
議

会
会
議
規
則
改
正
に
つ
い
て
△
真
和
志
村
常

任
委
員
会
お
よ
び
特
別
委
員
会
条
例
制
定
に

つ
い
て
△
真
和
志
村
監
査
委
員
条
例
改
正
に

つ
い
て
△
監
査
委
員
の
専
任
同
意
を
得
る
こ

と
に
つ
い
て
△
各
部
常
任
委
員
選
任
に
つ
い

て
の
五
議
案
を
新
旧
議
員
の
間
で
審
理
が
進

め
ら
れ
た
が
結
局
字
句
の
修
正
の
程
度
に

と
ゞ
ま
り
ほ
と
ん
ど
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

た
議
長
副
議
長
は
留
任
に
な
つ
た
各
常
任
委

員
の
顔
ぶ
れ
は
つ
ぎ
の
と
お
り

○
印
は
委

員
長
▽
第
一

庶
務
社
会
委
員

○
高
良
正
文
、
城
間
吉
次
郎
、
潮
平
寛
智
、

奥
浜
清
吉
、
幸
地
改
徳
、
屋
慶
名
政
永

▽
第
二

税
務
、
会
計

委
員

翁
長
良
雄
、
○
山
田
英
盛
、
浦
崎
清
太
郎
、

宮
城
久
光
、
町
田
宗
永
、
高
良
盛
幸

▽
第
三

産
業
、
土
地

委
員

比
屋
定
理
英
、
金
城
武
一
、
久
場
景
善
、
比

嘉
憲
昌
、
我
那
覇
宗
徳
、
○
大
城
三
郎

▽
第
四

土
木
、
建
築

委
員

又
吉
久
正
、
具
志
清
裕
、
○
金
城
貞
秀
、
高

良
正
文
、
平
良
良
松
、
大
工
廻
盛
山

な
お
真
和
志
村
が
当
面
す
る
安
謝
、
天
久
、

銘
苅
の
立
退
問
題
に
つ
い
て
二
十
一
日
午
後

三
時
か
ら
特
別
委
員
会
を
開
き
、
賃
貸
料
の

引
上
げ
移
転
料
の
引
上
げ
な
ど
に
つ
い
て
協

議
し
軍
に
陳
情
す
る
も
よ
う
で
あ
る
特
別
委

員
に
は
つ
ぎ
の
十
名
が
選
ば
れ
た

▽
委
員
長
島
袋
盛
文
△
副
委
員
長
奥
浜
清
吉

▽
委
員
山
田
英
盛
、
宮
城
久
光
、
奥
浜
清
吉
、

屋
慶
名
政
永
、
平
良
良
松
、
大
城
三
郎
、
浦

崎
清
太
郎
、
町
田
宗
永

土
地
収
用
対
策
特
別
委
／
土
地

取
上
や
め
て
ほ
し
い
／
是
非

必
要
な
ら
生
活
の
保
証
を
／

立
退
地
区
関
係
者
か
ら
実
情

聴
取
琉
新
　
１
９
５
３
・
４
・
21

立
法
院
の
土
地
収
用
令
対
策
特
別
委
員
会
は

二
十
日
午
後
一
時
半
開
か
れ
、
参
考
人
と
し

て
招
致
し
た
軍
使
用
地
指
定
地
域
、
即
ち
真

和
志
、
小
禄
、
読
谷
、
中
城
の
各
村
長
、
部

落
代
表
者
ら
か
ら
強
制
立
退
き
に
つ
い
て
の

実
情
を
聴
取
し
た
、
各
参
考
人
の
説
明
を
総

合
す
る
に
△
立
退
き
は
部
落
民
の
死
活
問
題

で
あ
る
、
△
出
来
る
な
ら
軍
使
用
指
示
を
取

消
し
て
も
ら
い
た
い
△
是
非
使
用
す
る
な

ら
、
立
退
料
の
適
正
額
支
払
、
立
退
後
の
生

活
保
証

立
退
先
き
の
考
慮
を
含
む

、
借

地
料
の
適
正
を
期
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

点
で
一
致
し
て
お
り
、
特
別
委
で
は
こ
れ
を

参
考
に
、
三
党
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
提
案
さ
れ
て

い
る
決
議
案
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
午
後

五
時
散
会
し
た

各
村
か
ら
の
訴
え

各
村
か
ら
の
訴
え
要
旨
次
の
通
り

△
真
和
志
村

真
和
志
の
問
題
に
な
つ
て
い
る
銘
苅
、
安
謝

の
立
退
き
に
つ
い
て
は
一
九
五
二
年
十
月
十

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

四
月

二
一
〇



六
日
、
当
時
の
総
務
局
長
か
ら
軍
指
示
と
し

て
明
渡
し
を
村
長
に
要
求
し
て
き
た

十
一
月
二
十
二
日
か
ら
平
野
部
落
命
令
通
り

移
動
を
開
始
、
二
十
五
日
ま
で
に
完
了
し
た
、

そ
の
間
、
事
の
重
大
さ
を
銘
苅
、
安
謝
住
民

は
察
知
、
死
活
問
題
と
し
て
こ
の
取
消
し
を

要
請
す
る
こ
と
に
な
り
十
一
月
二
十
一
日
に

最
初
の
陳
情
書
を
提
出
し
た
、
そ
の
後
更
に

二
十
九
日
銘
苅
区
民
は
、
隣
接
部
落
の
移
動

後
の
生
活
苦
に
鑑
み
、
是
非
移
動
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
時
は
生
活
を
保
証
し
て
も
ら
う
よ
う
二

回
目
の
陳
情
を
な
し
た

十
一
月
二
十
一
日
付
の
第
一
回
陳
情
に
対
し

て
は
要
旨
次
の
回
答
が
あ
つ
た

該
地
域
は
前
か
ら
軍
使
用
地
と
し
て
決
定
し

て
い
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
部
落
民
は
勝

手
に
入
つ
て
き
た
も
の
で
あ
る
、
該
地
域
に

は
永
久
建
築
を
す
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
、

立
退
き
の
取
消
は
出
来
な
い

以
上
で
あ
る
が
そ
の
後
立
退
き
の
時
の
生
活

を
保
証
づ
け
た
回
答
は
な
く
今
日
に
至
つ
て

お
り
今
回
土
地
収
用
令
を
適
用
さ
れ
た
わ
け

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
事
前
に
何
ら

の
通
知
も
受
け
て
い
な
い
、
四
月
十
日
か
ら

い
き
な
り
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
に
よ
る
地
均
し
工

事
が
開
始
さ
れ
、
十
一
日
の
午
後
二
時
ご
ろ

文
書
に
よ
る
正
式
通
知
が
あ
つ
た

わ
れ
わ
れ
は
布
令
の
土
地
収
用
令
は
認
め

る
、
認
め
る
が
ゆ
え
に
こ
の
法
に
基
い
て
納

得
の
で
き
る
合
法
的
な
借
地
契
約
を
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
つ
て
い
る
の
で
あ
る
、
土
地

収
用
令
で
は
使
用
地
を
指
定
し
て
か
ら
地
主

と
の
契
約
協
議
に
一
カ
月
の
余
裕
を
も
た
せ

て
あ
る
、
そ
れ
を
実
行
し
て
も
ら
い
た
い
の

で
あ
る
、
こ
れ
を
や
ら
ず
し
て
い
き
な
り
土

地
収
用
令
を
適
用
す
る
こ
と
は
理
由
が
通
ら

ぬ
は
ず
だ
地
主
側
か
ら
の
こ
れ
ま
で
の
陳
情

は
わ
れ
わ
れ
の

△
土
地
を
軍
使
用
に
し
な
い
で
も
ら
い
た

い
、
△
そ
れ
が
で
き
な
い
と
き
は
完
全
に
生

活
を
保
証
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
線
で
な

さ
れ
て
い
る
、
地
主
が
軍
と
歩
み
よ
つ
て
円

満
に
事
が
解
決
す
る
よ
う
立
法
院
で
方
途
を

講
じ
て
も
ら
い
た
い

△
小
禄
村

二
月
二
十
一
日
付
で
軍
か
ら
、

那
覇
航
空

基
地
付
近
の
立
退
き
に
つ
い
て

と
題
し
、

飛
行
場
付
近
は
二
月
二
十
八
日
ま
で
に
そ
の

他
は
四
月
三
十
日
ま
で
に
立
退
く
よ
う
に
と

立
退
地
域
を
指
定
し
て
指
示
し
て
き
た
、
し

か
し
わ
れ
わ
れ
は
軍
が
強
制
立
退
き
を
命
ず

る
法
的
根
拠
は
な
い
と
い
う
信
念
の
も
と
に

立
退
か
ぬ
決
意
を
か
た
め
、
土
地
立
退
協
会

を
組
織
し
て
対
策
を
講
じ
て
い
る
ま
た
高
地

区
域
で
は
無
断
で
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
を
設
置

し
つ
つ
あ
る
、
一
方
二
月
二
十
三
日
付
で
次

の
よ
う
な
陳
情
を
し
た
当
村
は
総
面
積
の
七

十
五
％
を
既
に
軍
用
地
と
し
て
と
ら
れ
て
お

り
残
り
二
十
五
％
の
狭
い
土
地
に
お
し
こ
め

ら
れ
、
一
人
当
て
耕
地
二
十
六
坪
の
小
さ
な

農
を
し
て
い
る
、
し
か
も
道
路
の
関
係
で
村

内
に
住
宅
地
と
し
て
の
適
地
な
く
、
現
在
立

退
き
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
地
域
は
村
内
唯
一

の
住
宅
地
で
あ
り
こ
れ
を
取
り
あ
げ
ら
れ
る

と
村
内
に
移
転
す
べ
き
土
地
が
な
い
、
そ
れ

故
該
地
域
の
使
用
を
取
消
し
て
も
ら
い
た
い

後
略

酔
い
ど
れ
議
員
初
市
会
を
乱
す
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議
員
補
充
後
初
の
首
里
市
議
会
が
二
十
一
日

午
後
市
役
所
会
議
室
で
開
か
れ
た
。
議
題
と

し
て
当
局
が
提
案
し
た
蓮
池

当
蔵
区
、
通

称
リ
ン
グ
ム
イ

の
埋
立
に
つ
い
て
の
諮
問

第
一
号
は
審
議
の
結
果
、
当
局
の
研
究
不
充

分
と
し
て
提
案
を
無
期
延
期
さ
せ
当
局
の
具

体
的
計
画
が
出
来
次
第
提
案
さ
せ
る
こ
と
に

決
定
し
た
。

○

議
席
の
抽
籤

新
旧
両
議
員
と
も

兼

島
市
長
、
久
高
議
長
か
ら
補
選
後
初
市
会
に

の
ぞ
ん
で
議
員
諸
公
に
送
る
”
市
の
た
め
健

斗
さ
れ
た
い
”
と
の
挨
拶
後
、
予
定
の
正
二

時
よ
り
一
時
間
余
り
お
く
れ
て
三
時
十
五
分

開
会
、
上
地
助
役
か
ら
蓮
池
の
埋
立
に
つ
い

て
、”
こ
の
池
は
周
辺
の
風
致
を
害
す
る
だ

け
で
な
く
、
蚊
の
発
生
地
で
も
あ
り
衛
生
的

観
点
か
ら
も
埋
立
て
を
行
い
市
場
や
そ
の
他

適
当
な
施
設
を
し
、
税
収
を
図
り
た
い
”
と

提
案
理
由
を
説
明
、
審
議
に
移
つ
た
が
、
埋

立
財
源
、
埋
立
後
の
収
益
、
そ
の
他
具
体
的

研
究
が
ウ
ス
く
、
な
お
研
究
の
余
地
が
あ
る

と
し
て
提
案
を
無
期
延
期
し
た
。
こ
の
問
題

の
審
議
の
最
中
新
選
の
Ｃ
議
員
は
酩
酊
し
お

く
れ
て
議
場
に
入
つ
た
が
、
酒
気
の
上
で
の

語
気
が
あ
ら
く
、
一
人
舞
台
の
よ
う
に
振
舞

つ
た
た
め
議
場
は
一
時
混
乱
、
久
高
議
長
は

そ
の
た
め
三
回
も
休
憩
を
宣
言
す
る
等
、
つ

め
か
け
た
傍
聴
人
を
フ
ン
ガ
イ
さ
せ
て
い

た
。
○

そ
の
後
儀
武
議
員
は
さ
き
に
市
営
か
ら

民
営
に
切
り
か
え
ら
れ
た
”
首
里
バ
ス
の
第

四
期
株
主
総
会
が
近
づ
い
て
お
り
市
民
に
と

つ
て
も
移
管
後
の
同
社
の
業
績
に
は
関
心
を

も
つ
て
い
る
”
と
譲
渡
契
約
書
、
こ
れ
ま
で

の
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
財
産
目
録

等
の
記
録
を
提
示
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
緊

急
動
議
を
出
し
、
多
数
の
賛
成
で
動
議
が
成

立
し
た
が
、
当
局
で
は
二
十
四
日
ま
で
に
こ

れ
を
準
備
す
る
こ
と
を
約
し
、
午
後
五
時
初

市
会
を
散
会
し
た
。

こ
こ
で
初
議
会
に
の
ぞ
ん
だ
紅
一
点
嘉
数
ツ

ル
さ
ん
や
傍
聴
人
の
感
想
を
き
い
て
み
よ

う
。嘉
数
さ
ん
の
話

当
局
か
ら
の
通
知
書
で

は
開
会
正
二
時
と
な
つ
て
い
ま
し
た
。
私

は
そ
れ
を
間
に
合
わ
せ
る
た
め
午
後
一
時

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

四
月

二
一
一



半
か
ら
待
つ
て
い
ま
し
た
が
、
定
刻
に
は

議
員
の
半
数
も
集
つ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
市
民
の
代
表
者
た
る
議
員
ら
し
く
も

つ
と
時
間
を
厳
守
し
て
も
ら
い
た
い
と
望

み
ま
す
。

傍
聴
人
Ａ
夫
人
の
話

市
民
の
幸
福
を
は
か

る
た
め
の
清
浄
な
議
場
と
い
う
の
に
議
員
が

よ
つ
ぱ
ら
つ
て
く
る
な
ん
て
ヒ
ド
イ
と
思
い

ま
す
。
切
角
緊
張
し
て
き
い
て
い
る
傍
聴
人

と
し
て
つ
ま
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

揉
め
抜
く
真
和
志
村
会
／
立
退

問
題
で
意
見
書

琉
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布
令
第
百
九
号
土
地
収
用
令
最
初
の
適
用
を

受
け
た
真
和
志
村
天
久
、
安
謝
、
銘
か
る
の

立
退
き
問
題
は
全
住
民
注
目
の
う
ち
に
立
法

院
本
会
議
で
も
活
発
に
論
議
さ
れ
て
い
る
が

地
元
真
和
志
村
議
会
で
も
こ
の
問
題
に
関
し

特
別
委
員
会
を
設
け
二
十
一
日
二
十
三
日
の

両
日
に
わ
た
り
審
議
さ
れ
た
結
果

強
制
立

退
き
に
関
す
る
意
見
書

を
民
政
府
、
琉
球

政
府
、
立
法
院
へ
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

に
な
り
こ
れ
を
村
議
会
で
諮
る
た
め
二
十
三

日
午
前
十
一
時
か
ら
同
意
見
書
に
つ
い
て
村

議
会
を
開
催
し
た
が
満
場
一
致
で
議
決
、
二

十
五
日
午
前
中
に

強
制
立
退
き
に
関
す
る

意
見
書

を
民
政
副
長
官
、
行
政
主
席
、
立

法
院
議
長
あ
て
提
出
す
る
こ
と
に
な
つ
た
、

意
見
書
の
大
要
は
次
の
と
お
り

▽
強
制
立
退
き
に
関
す
る
意
見
書
対
日
講
和

条
約
発
効
後
す
で
に
五
ケ
月
を
経
た
一
九
五

二
年
十
月
十
六
日
真
和
志
村
安
謝
、
銘
苅
、

岡
野
、
平
野
区
一
五
八
、
一
〇
九
坪
に
対
し

命
令
に
よ
る
強
制
立
退
が
強
行
さ
れ
よ
う
と

し
て
数
度
に
わ
た
る
陳
情
と
交
渉
が
行
わ
れ

た
が
そ
の
解
決
を
み
な
い
中
に
更
に
布
令
第

百
九
号
の
適
用
第
一
号
と
し
て
安
謝
区
民
の

畑
、
原
野
、
墓
地
に
ブ
ル
ト
ー
ザ
数
台
を
動

員
し
て
耕
地
作
業
を
開
始
、
農
耕
地
と
作
物

を
一
朝
に
し
て
失
う
と
い
う
こ
と
は
死
の
宣

告
に
等
し
く
関
係
住
民
は
戦
々
き
よ
う
き
よ

う
と
し
て
い
る
。

各
政
党
も
四
月
十
五
日
立
法
院
本
会
議
に
お

い
て
こ
れ
が
全
琉
的
な
問
題
で
あ
る
関
係
住

民
の
苦
し
い
切
実
の
叫
び
に
応
え
て
全
琉
住

民
は
現
在
の
琉
球
政
治
の
あ
り
方
に
つ
い
て

活
発
に
論
議
す
る
よ
う
に
な
つ
て
き
た
、

真
和
志
村
議
会
は
混
迷
せ
る
関
係
住
民
の
窮

状
を
打
開
し
且
つ
平
野
松
原
区
の
ご
と
く
す

で
に
立
退
か
さ
れ
て
そ
れ
に
よ
つ
て
生
じ
た

生
活
上
の
負
債
と
失
業
や
な
れ
ぬ
職
業
へ
の

転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
住
民
の
困
窮
せ
る

の
現
状
に
鑑
み
正
に
立
退
き
を
強
行
さ
れ
ん

と
し
て
い
る
銘
苅
区
や
そ
の
周
辺
区
域
の
住

民
の
意
志
を
尊
重
し
そ
の
生
活
保
障
の
立
場

と
民
主
々
義
政
治
の
基
本
原
則
と
世
界
人
権

宣
言
の
趣
旨
に
則
り
左
の
事
項
を
決
議
し
て

全
琉
住
民
の
死
活
に
か
ん
す
る
重
大
問
題
を

早
急
に
解
決
さ
れ
ん
こ
と
を
希
む

記

１

布
令
第
百
九
号
を
撤
廃
す
る
こ
と

２

強
制
土
地
取
上
げ
に
よ
つ
て
立
退
か

れ
た
住
民
の
生
活
を
保
障
す
る
こ
と

３

財
産
権
の
民
主
的
保
護
法
を
早
急
に

制
定
す
る
こ
と

市
昇
格
問
題
経
過
報
告

な
お
村
議
会
閉
会
後
ひ
き
つ
づ
き
協
議
会
に

う
つ
つ
た
が
宮
里
村
長
か
ら
市
昇
格
問
題
に

つ
い
て
政
府
と
の
折
衝
状
況
報
告
が
あ
つ
た

が
そ
れ
に
よ
る
と
二
十
二
日
、
同
村
長
は
比

嘉
主
席
と
会
見
、
市
昇
格
問
題
に
つ
い
て
意

見
の
交
換
を
行
い
、
善
処
方
を
要
望
し
た
と

こ
ろ
主
席
は
、
異
存
は
な
い
と
回
答
同
日
市

昇
格
認
可
申
請
書
を
提
出
、
結
局
市
町
村
自

治
法
第
三
条
の
”
廃
置
分
合
”
に
解
釈
さ
れ
、

立
法
院
の
議
決
を
得
て
主
席
が
認
可
す
る
も

よ
う
で
あ
る

再
燃
す
る
首
里
バ
ス
の
公
営
／

市
会
が
研
究
会
つ
く
つ
て
検

討沖
タ
・
朝
　
１
９
５
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・
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・
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二
十
一
日
に
引
続
き
二
十
四
日
午
前
十
時
か

ら
首
里
市
議
会
が
再
開
さ
れ
た
。

出
席
議
員
十
六
名
、
久
高
議
長
欠
席
の
た
め

大
山
議
員
を
仮
議
長
に
推
し
、
さ
き
に
儀
武

議
員
の
緊
急
動
議
に
よ
つ
て
議
会
が
当
局
に

要
求
し
た
首
里
バ
ス
の
決
算
書
類
を
全
体
協

議
会
の
形
で
検
討
”
首
里
バ
ス
は
さ
き
に
税

務
署
の
評
価
以
上
の
税
金
を
納
め
た
こ
と
も

あ
る
と
い
う
し
、
今
の
役
員
に
は
ま
か
せ
な

い
”
と
か
”
そ
ん
な
こ
と
は
株
主
総
会
で
云

え
”
等
一
時
は
本
物
の
株
主
総
会

？

と

い
つ
た
感
じ
も
あ
つ
た
が
、
市
営
か
ら
民
営

に
切
り
か
え
ら
れ
た
同
バ
ス
の
業
績
は
慎
重

に
検
討
す
る
こ
と
に
し
、
発
議
者
の
意
向
が

市
財
政
の
確
立
の
た
め
と
い
う
点
に
あ
り
、

又
民
営
移
管
は
当
時
車
輛
購
入
の
た
め
や
む

な
く
と
ら
れ
た
処
置
だ
つ
た
と
し
て
、
こ
の

際
可
能
で
あ
れ
ば
再
び
公
営
に
し
よ
う
と
の

意
見
が
ま
と
ま
つ
た
。

こ
の
よ
う
に
議
会
の
意
向
が
一
応
ま
と
ま
つ

た
た
め
午
後
に
は
こ
の
問
題
に
関
し
て
二
つ

の
委
員
会
を
つ
く
り
、
一
方
は
公
営
の
可
否

に
つ
い
て
政
府
の
意
向
を
打
診
、
他
の
委
員

会
は
市
営
に
し
た
際
の
市
財
政
へ
の
影
響
を

検
討
し
た
が
、
そ
の
結
果
は
今
日

二
十
五

日

開
か
れ
る
本
会
議
に
報
告
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

再
燃
し
た
バ
ス
事
業
の
公
営
問
題
に
つ
い
て

は
市
当
局
と
し
て
は
、
現
在
市
財
産
と
し
て

三
百
万
円
が
あ
る
が
、
現
在
の
十
五
台
の
車

輛
や
諸
施
設
を
完
全
に
買
収
す
る
に
は
そ
の

外
に
あ
と
六
百
万
円
の
資
金
を
必
要
と
し
、

そ
の
財
源
を
ど
う
捻
出
す
る
か
に
難
点
を
置

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

四
月

二
一
二



い
て
い
る
よ
う
で
、
更
に
こ
の
種
営
利
事
業

の
公
営
に
対
し
琉
球
政
府
が
ど
の
よ
う
な
態

度
を
と
つ
て
い
る
か
等
を
に
ら
み
合
わ
せ
、

今
日
の
市
議
会
本
会
議
は
興
味
を
湧
か
し
て

い
る
。

又
も
む
？
首
里
市
会
／
バ
ス
市

営
を
決
議
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首
里
市
議
会
本
会
議
は
二
十
五
日
午
後
三

時
開
会
、
首
里
バ
ス
企
業
の
市
営
移
管
問

題
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の

結
果
城
間
議
員
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
員
十

四
名
の
連
名
に
よ
る

首
里
市
営
バ
ス
企

業
に
関
す
る
決
議
案

首
里
市
の
財
政

現
情
は
貧
弱
で
市
吏
員
に
対
す
る
給
料
遅

払
問
題
も
惹
起
し
た
。
市
財
政
を
確
立
す

る
た
め
に
は
税
外
収
入
を
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
さ
き
の
市
営

バ
ス
譲
渡
の
際
の
公
約
も
あ
り
、
又
市
民

の
要
望
で
も
あ
り
首
里
バ
ス
企
業
を
市
に

譲
渡
さ
せ
る
こ
と
を
請
求
す
る
。
二
十
六

日
同
バ
ス
株
主
総
会
で
市
へ
の
譲
渡
提
案

を
市
長
に
委
任
、
そ
の
議
決
の
実
現
を
要

求
す
る
、
と
の
内
容
を
議
決
し
た
。

○

決
議
案
採
択
前
、
全
体
協
議
会
で
は
バ

ス
事
業
の
公
営
に
就
て
政
府
の
意
向
を
き
い

た
委
員
か
ら
”
政
府
当
局
で
は
別
に
法
文
に

は
事
業
の
公
営
に
つ
い
て
の
規
定
は
な
い

が
、
自
信
を
以
て
は
つ
き
り
し
た
答
え
は
得

ら
れ
な
か
つ
た
”
と
報
告
、”
市
町
村
の
事

業
に
は
琉
銀
融
資
は
難
し
い
が
、
市
営
移
管

に
要
す
る
資
金
は
ど
う
す
る
？
””
公
営
に

対
し
軍
は
ど
う
で
る
か
”
等
の
慎
重
派
に
対

し
”
市
に
移
管
し
、
財
政
を
確
立
し
て
お
け

ば
二
市
二
村
合
併
も
促
進
で
き
る
””
那
覇

市
や
名
護
町
で
も
水
道
電
気
等
公
営
事
業
を

行
つ
て
い
る
”
と
い
つ
た
市
営
促
進
の
意
見

が
出
た
が
、
結
局
議
会
の
意
向
は
市
営
賛
成

に
落
着
い
た
。

○

そ
の
後
一
時
休
憩
後
、
四
時
半
本
会
議

に
移
り
城
間
議
員
か
ら
前
記
の
決
議
案
を
提

案
、
市
町
村
自
治
法
五
十
七
条
と
日
本
の
判

決
例
を
持
出
し
て
首
里
バ
ス
に
関
係
の
あ
る

久
高
、
大
山
正
副
議
長
、
渡
嘉
敷
議
員
の
退

場
を
迫
り
、
一
時
議
場
は
そ
の
可
否
両
論
で

感
情
的
な
昂
奮
情
態
に
陥
入
つ
た
が
、
票
決

の
結
果
八
対
七
で
退
場
を
可
決
、
そ
の
後
最

年
長
と
い
う
理
由
で
儀
武
議
員
が
仮
議
長
の

席
に
つ
き
同
決
議
案
を
残
り
の
十
二
名
の
議

員
全
員
一
致
で
可
決
し
た

○

決
議
案
採
択
後
、
城
間
議
員
が
”
次
の

本
会
議
は
二
十
七
日
午
後
二
時
に
開
き
た
い

が
”
と
動
議
を
出
し
、
仮
議
長
の
ま
ま
で
こ

れ
を
サ
ツ
と
採
択
、
直
ち
に
散
会
を
宣
言
し

た
た
め
、
席
を
外
し
て
い
た
大
山
副
議
長
ら

は
”
決
議
案
審
議
の
た
め
の
仮
議
長
で
あ
り

こ
の
問
題
と
関
係
の
な
い
日
程
変
更
は
当
然

本
議
長
に
よ
つ
て
議
事
を
運
ぶ
べ
き
だ
仮
議

長
の
権
限
で
は
な
い
、
適
法
で
は
な
い
”
と

叫
ん
だ
が
、受
け
入
れ
ら
れ
な
か
つ
た
た
め
、

散
会
後
も
兼
島
市
長
、
久
高
、
大
山
正
副
議

長
ら
が
、
異
常
な
興
奮
で
こ
れ
を
非
難
し
て

い
た
。

土
地
収
用
令
の
撤
廃
／
真
和
志

村
が
陳
情
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真
和
志
村
議
会
で
は
、
二
十
五
日
立
法
院
宛

次
の
よ
う
に
陳
情
書
を
提
出
し
た
。

①

布
令
第
一
〇
九
号

土
地
収
用
令

を

撤
廃
し
て
も
ら
う
よ
う
軍
に
陳
情
す
る
。

②

強
制
土
地
取
あ
げ
に
よ
つ
て
立
退
き
さ

れ
た
住
民
の
生
活
を
保
障
す
る
。

③

財
産
権
の
民
主
的
保
護
法
を
早
急
に
制

定
す
る
こ
と
。

首
里
バ
ス
総
会
／
穏
や
か
に
役

員
を
選
出
琉
新
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首
里
バ
ス
会
社
の
第
四
期
株
主
総
会
は
二
十

六
日
午
後
三
時
か
ら
首
里
劇
場
に
約
百
五
十

名
の
株
主
が
集
つ
て
開
か
れ
た
。
議
会
が
首

里
バ
ス
会
社
の
重
役
で
あ
る
久
高
議
長
、
同

大
山
副
議
長
、
渡
嘉
敷
議
員

子
供
が
バ
ス

の
車
掌

三
氏
を
城
間
議
員
ほ
か
十
三
名
が

首
里
市
営
バ
ス
企
業
に
関
す
る
決
議
案

に
関
係
あ
る
も
の
と
し
て
退
場
を
決
議
し
た

だ
け
に
開
会
前
か
ら
会
社
側
、
市
会
で
強
硬

に
市
営
へ
の
切
換
え
を
主
張
し
た
側
と
双
方

慎
重
に
総
会
対
策
を
練
り
、
荒
れ
も
よ
う
だ

つ
た
が
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
の
内

容
に
つ
い
て
、
議
長
の
正
面
に
陣
取
つ
た
グ

ル
ー
プ
か
ら
僅
か
の
質
問
や
要
望
が
あ
つ
た

だ
け
で
議
事
は
ス
ム
ー
ス
に
進
行
　
最
後
の

役
員
改
選
に
お
い
て
各
校
区
か
ら
五
名
の
選

考
委
員
を
だ
し
役
員
を
改
選
さ
せ
る
と
い
う

会
社
側
と
、
各
区
か
ら
一
名
の
選
考
委
員
を

選
出
す
る
、
こ
の
委
員
は
各
区
株
主
の
選
挙

に
よ
る

と
の
案
を
固
持
す
る
グ
ル
ー
プ

議
会
側

と
の
間
に
応
酬
が
行
わ
れ
た
が

結
局
議
長
に
よ
り
各
校
区
か
ら
五
名
の
委
員

が
指
名
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
取
締
役
九
名
、

監
査
役
三
名
の
重
役
陣
が
選
出
さ
れ
午
後
五

時
半
懇
談
会
に
移
つ
た
。
な
お
閉
会
前
兼
島

市
長
は
二
十
五
日
の
議
会
で
採
択
さ
れ
た

首
里
バ
ス
を
民
営
か
ら
市
営
に
切
換
え
る

よ
う
に

と
の
決
議
案
を
手
交
さ
れ
た
が
三

万
株
の
特
権
を
振
り
廻
さ
ず
株
主
に
迷
惑
を

か
け
な
い
で
此
の
問
題
を
善
処
し
た
い
と
述

べ
た
。
選
出
さ
れ
た
役
員
次
の
通
り

社
長

上
江
洲
安
健

取
締
役

大
山
盛

幸
、
久
高
友
敏
、
松
堂
厚
章
、
金
城
幸
祥
、

真
栄
城
朝
潤
、
島
袋
賀
真
、
又
吉
盛
弘
、
花

城
清
用
、

監
査
役

上
地
安
昭
、
西
平
守

模
、
野
原
繁
雄

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

四
月
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首
里
市
会
大
荒
れ
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二
十
七
日
午
後
二
時
か
ら
再
開
さ
れ
る
こ
と

に
な
つ
て
い
た
首
里
市
会
は
大
山
副
議
長

が
、
二
十
五
日
仮
議
長
に
よ
り
採
択
さ
れ
た

日
程
は
無
効
と
思
わ
れ
る
の
で
”
適
法
か
違

法
か
”
を
質
す
た
め
法
務
局
に
急
行
し
た
久

高
議
長
、
又
吉
総
務
課
長
の
報
告
を
待
つ
て

開
会
す
る
と
開
会
を
渋
つ
た
た
め
議
場
は
劈

頭
か
ら
騒
然
と
な
つ
た
、
こ
の
間
”
明
ら
か

に
違
法
で
あ
る
”と
す
る
上
間
議
員
は
退
場
、

大
山
副
議
長
と
議
員
の
間
に
応
酬
が
行
わ

れ
、
傍
聴
席
に
つ
め
か
け
た
市
民
か
ら
”
市

民
の
代
表
者
と
し
て
子
供
ら
し
い
水
掛
論
は

よ
せ
”
等
の
野
次
が
飛
び
だ
す
な
ど
議
場
は

混
乱
し
た
が
紅
一
点
、
嘉
数
議
員
の

お
互

い
に
興
奮
せ
ず
今
ま
で
の
こ
と
は
水
に
流
し

て
仲
よ
く
や
り
ま
し
よ
う

の
提
案
で
ヤ

ツ
ト
静
ま
り
議
会
の
意
向
で
あ
れ
ば

と
午

後
三
時
二
十
分
大
山
副
議
長
が
議
長
席
に
つ

い
て
開
会
二
十
五
日
可
決
さ
れ
た

首
里
市

営
バ
ス
企
業
案

の
検
討
に
移
つ
た
が
検
討

に
入
る
前
に
城
間
議
員
か
ら
二
十
五
日
の
議

事
録
訂
正
の
動
議
あ
つ
て
こ
れ
を
訂
正
、
続

い
て
佐
久
川
議
員
か
ら
兼
島
市
長
に
対
し
首

里
バ
ス
株
主
総
会
の
模
様
報
告
せ
よ
の
動
議

に
市
長
が
答
弁
、
議
題
に
入
る
と
み
ら
れ
た

が
今
度
は
儀
武
議
員
か
ら
市
町
村
自
治
法
一

八
三
条
に
よ
り
助
役
は
首
里
バ
ス
の
監
査
役

に
な
る
こ
と
が
出
来
な
い
、
首
里
バ
ス
が
第

二
、
三
期
の
総
会
で
株
主
に
配
布
し
た
決
算

書
は
税
務
署
に
提
出
し
た
書
類
と
相
当
な
違

い
が
あ
る

と
の
質
問
が
あ
り
、
議
会
は
議
題
ソ
ツ
チ
の

け
で
首
里
バ
ス
株
主
総
会
の
様
相
を
呈
し
た

市
長
は
こ
の
質
問
に
対
し
首
里
バ
ス
の
計
算

書
に
言
及
す
る
必
要
は
な
い

と
答
弁
、
あ
る
と
す
る
議
員
で
又
も
議
場
は

混
乱
、
直
ち
に
休
会
、
当
局
側
の
説
明
が
行

わ
れ
、
四
時
五
分
再
開
、
上
地
助
役
が
こ
の

問
題
は
近
く
開
か
れ
る
首
里
バ
ス
臨
時
株
主

総
会
で
説
明
す
る
と
答
弁
、
続
い
て
兼
島
市

長
か
ら

議
員
は
二
万
市
民
の
要
望
が
和
で

あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
市
発
展
の
た
め
協
力

し
て
戴
き
た
い

旨
の
挨
拶
が
あ
つ
て
午
後

四
時
十
五
分
大
荒
れ
議
会
の
幕
を
閉
じ
た

な
お
二
十
七
日
の
議
会
も
法
務
局
が
二
十
五

日
の
議
会
に
仮
議
長
が
と
つ
た
処
理
が
違
法

で
あ
る
と
の
見
解
を
下
せ
ば
無
効
に
な
る
も

の
と
み
ら
れ
る
。

問
題
の
”
旧
真
和
志
”
に
／
挟

み
う
ち
の
土
地
税
／
那
覇
、

真
和
志
両
方
か
ら
令
書
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現
在
那
覇
市
の
行
政
地
域
に
編
入
さ
れ
て
い

る
旧
真
和
志
村
行
政
地
域
で
土
地
税
の
二
重

課
税
と
い
う
の
が
で
て
問
題
を
起
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
単
に
土
地
税
だ
け
の
問
題
だ
け

で
は
な
く
、
さ
き
に
真
和
志
村
が
那
覇
市
に

要
求
し
た
土
地
の
返
還
問
題
を
別
な
方
向
か

ら
□
□
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
同
地
域
は

那
覇
市
だ

い
や

真
和
志
村
だ

と
互

に
主
張
し
て
相
譲
ら
な
い
両
市
村
が
遂
に
正

面
き
つ
て
相
対
立
す
る
に
到
つ
た
も
の
と
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
い
る
。

つ
ま
り
土
地
税
の
二
重
課
税
と
は
那
覇
市
と

真
和
志
村
の
両
方
が
同
一
地
域
に
対
し
徴
税

令
を
出
し
て
い
る
こ
と
で
こ
の
こ
と
は
た
ゞ

十
数
件
で
は
な
く
前
記
地
域
全
体
に
及
ん
で

い
る
。
即
ち
同
地
域
は
い
ま
ま
で
那
覇
市
が

土
地
税
を
課
し
て
い
た
が
こ
れ
に
対
し
真
和

志
村
で
は
去
る
十
五
日
に
同
地
域
の
土
地
所

有
者
七
百
一
人
、
総
坪
数
二
十
四
万
七
百
六

坪
に
対
し
前
期
分
と
し
て
合
計
二
十
六
万
五

千
六
百
七
十
七
円
の
土
地
税
令
書
を
一
斉
に

発
送
四
月
末
ま
で
に
納
入
す
べ
き
こ
と
を
通

達
し
た
の
で
あ
る
。

那
覇
市
で
は
十
六
日

に
全
期
分
合
計
で
約
七
十
万
円

。

こ
の
こ
と
は
土
地
の
返
還
問
題
が
解
決
し
な

い
限
り
、
互
に
自
己
を
主
張
す
る
だ
け
で
簡

単
に
解
決
せ
ず
、
悪
く
す
れ
ば
裁
判
問
題
に

ま
で
発
展
す
る
し
、
漸
く
合
併
へ
と
気
運
が

向
い
て
き
て
い
る
昨
今
、
こ
の
合
併
問
題
に

も
大
き
な
ヒ
ビ
を
入
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

危
ぶ
ま
れ
、
さ
ら
に
住
民
が
こ
の
二
つ
の
令

書
を
ど
う
う
け
と
つ
て
よ
い
の
か
、
今
後
が

注
目
さ
れ
る
が
こ
れ
に
つ
い
て
の
両
市
村
の

言
分
を
き
い
て
み
た
。

真
和
志
宮
里
村
長
の
話
―
市
町
村
税
法
で
は

土
地
の
所
在
す
る
と
こ
ろ
が
土
地
税
を
と
る

よ
う
に
な
つ
て
い
る
が
そ
の
所
在
と
い
う
こ

と
が
問
題
だ
、
こ
ち
ら
で
は
土
地
台
帳
が
即

ち
土
地
の
戸
籍
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る

か
ら
そ
れ
の
あ
る
と
こ
ろ
が
所
在
す
る
と
こ

ろ
と
思
つ
て
い
る
然
も
那
覇
で
は
行
政
の
す

べ
て
は
那
覇
に
移
つ
た
と
い
つ
て
い
る
が
土

地
台
帳
は
こ
ち
ら
に
あ
る
以
上
依
然
と
し
て

そ
の
一
部
は
真
和
志
村
に
あ
る
わ
け
だ
。
那

覇
で
は
潰
地
や
土
地
の
売
買
、
名
義
変
更
な

ど
と
い
う
こ
と
は
分
ら
な
い
、
そ
れ
は
こ
ち

ら
で
し
か
で
き
な
い
か
ら
だ
。
従
つ
て
那
覇

市
の
土
地
で
は
な
い
わ
け
で
那
覇
が
土
地
税

を
課
す
と
い
う
こ
と
が
お
か
し
い
。
い
ま
ま

で
は
課
し
て
い
な
い
の
に
急
に
今
ご
ろ
か
ら

税
を
課
す
の
は
ど
う
し
た
か
と
い
う
が
そ
れ

は
同
地
域
を
那
覇
に
貸
し
て
い
る
関
係
か
ら

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
い
ま
ま
で
研
究
し
て
い

た
の
だ
。
最
近
に
な
つ
て
漸
く
課
税
す
べ
き

で
あ
る
と
い
う
結
論
に
き
た
の
で
あ
ら
た
め

て
税
を
課
す
よ
う
に
し
た
の
だ
。
不
動
産
所

得
税
も
課
す
つ
も
り
で
あ
る
。
要
す
る
に
税

法
に
あ
る

所
在

と
い
う
の
が
問
題
で
一

体
同
地
域
は
ど
こ
の
所
在
か
と
い
う
こ
と
に

な
る
が
土
地
台
帳
の
あ
る
と
こ
ろ
に
所
在
し

て
い
る
と
解
釈
し
て
い
る
わ
け
だ
。

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

四
月

二
一
四



那
覇
市
饒
波
税
務
課
長
の
話
―
い
ま
ご
ろ
か

ら
然
も
こ
ち
ら
が
賦
課
す
る
こ
と
を
分
て
い

る
の
に
何
の
連
絡
も
な
く
税
を
課
し
た
の
は

ど
う
に
も
腑
に
お
ち
な
い
。
前
も
つ
て
一
言

い
う
て
も
ら
い
、
政
治
的
に
解
決
す
べ
き
だ

つ
た
と
思
う
。
上
司
に
は
い
う
て
あ
る
し
研

究
中
の
よ
う
で
あ
る
が
住
民
が
迷
惑
し
て
い

る
こ
と
は
い
な
め
な
い
。
こ
ち
ら
で
は
ち
や

ん
と
市
町
村
税
法
に
従
つ
て
や
つ
て
お
り
現

在
は
こ
ち
ら
の
土
地
で
あ
る
こ
と
は
当
然

だ
、
向
う
は
土
地
台
帳
云
々
し
て
い
る
が
、

こ
つ
ち
で
は
一
筆
□
□
が
あ
る
の
で
そ
れ
を

基
に
し
て
や
つ
て
い
る
。

｜
社
　
説
｜

真
和
志
市
と
な
る
か

琉
新
　
１
９
５
３
・
４
・
29

真
和
志
村
で
は
市
村
合
併
の
問
題
と
は
別

途
に
、
か
ね
て
市
へ
の
昇
格
を
希
望
し
琉
球

政
府
に
申
請
書
を
出
し
て
あ
つ
た
が
前
の
総

務
局
に
お
い
て
は
慎
重
を
期
し
、
二
市
二
村

合
併
へ
の
世
論
の
動
き
に
か
ん
が
み
こ
れ
を

立
法
院
の
議
に
付
す
る
事
を
留
保
し
て
い

た
。
村
当
局
は
そ
れ
に
し
び
れ
を
切
ら
し
て

つ
い
に
申
請
書
を
取
下
げ
現
行
法
に
こ
れ
に

関
す
る
別
段
の
規
定
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、

村
自
体
で
昇
格
の
手
続
き
を
と
る
べ
し
と
伝

え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
る
に
市
町
村
の
廃
置

分
合
ま
た
は
境
界
変
更
に
つ
い
て
は
関
係
市

町
村
の
意
見
を
徴
し
、
立
法
院
の
議
決
を
経

て
行
政
主
席
が
こ
れ
を
決
定
す
る
こ
と
に
な

つ
て
お
り
こ
れ
は
日
本
々
土
の
地
方
自
治
法

に
倣
つ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
市
と
な
る
べ

き
地
方
公
共
団
体

即
ち
町
村

の
要
件
は

規
定
し
て
あ
る
に
拘
ら
ず
、
こ
れ
ま
た
日
本

母
法
に
は
廃
置
分
合
や
境
界
変
更
の
手
続
と

お
な
じ
く
関
係
市
町
村
の
申
請
に
も
と
づ

き
、
都
道
府
県
知
事
が
当
該
都
道
府
県
の
議

会
の
議
決
を
経
て
こ
れ
を
定
め
、
内
閣
総
理

大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定

し
て
あ
る
の
に
、
こ
れ
に
類
す
る
手
続
規
定

が
な
い
た
め
に
、
真
和
志
村
に
お
い
て
は
市

と
な
る
べ
き
要
件
を
具
備
し
て
い
る
以
上
、

自
主
的
に
昇
格
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
ゝ
に
も
わ
れ
わ
れ
は
法
の
不
備
欠
陥
を
見

た
の
で
あ
る
が
、
真
和
志
村
に
お
い
て
は
、

琉
球
政
府
と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
起
る
こ
と
を
避

け
ん
が
た
め
、
日
本
母
法
に
倣
つ
て
行
政
主

席
の
諒
解
を
得
た
う
え
で
、
申
請
書
を
提
出

し
、そ
れ
に
つ
い
て
の
立
法
院
の
議
決
を
経
、

主
席
の
決
定
に
よ
つ
て
市
と
な
ろ
う
と
す
る

の
挙
に
出
た
よ
う
で
あ
る
。

す
で
に
諒
解
ず
み
の
う
え
で
立
法
院
の
意

見
を
徴
す
る
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
立
法
院
に

お
い
て
も
市
昇
格
に
同
意
の
議
決
を
す
る
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
は
現
行
法
に
照
し
て
な
ん
ら

違
法
で
な
い
の
み
か
、
法
の
不
備
欠
陥
を
実

行
の
う
え
で
補
な
う
も
の
で
あ
つ
て
、
問
題

を
法
律
的
に
み
る
限
り
に
お
い
て
は
別
に
議

す
べ
き
も
の
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
真
和
志
村

に
お
い
て
も
合
併
の
問
題
と
は
別
で
あ
る
と

い
う
よ
り
も
、
こ
れ
に
よ
つ
て
合
併
を
促
進

せ
し
め
得
る
と
称
え
る
よ
う
で
あ
る
。

市
に
昇
格
す
る
と
と
も
に
二
市
二
村
の
合

併
に
向
つ
て
積
極
的
に
乗
り
出
す
こ
と
は
最

も
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、

真
和
志
村
の
従
来
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
二
市

二
村
の
合
併
に
反
対
で
は
な
い
が
、
先
ず
那

覇
真
和
志
の
合
併
を
行
の
う
て
後
に
時
期
を

見
て
首
里
市
小
禄
村
を
一
体
化
す
べ
し
と
い

う
の
で
あ
れ
ば
、
恐
ら
く
新
議
員
の
立
候
補

当
時
の
声
明
な
ど
考
え
合
わ
し
て
、
新
議
会

の
意
見
も
変
更
を
見
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
方
那
覇
市
の
意
見
と
し
て
は
首
都
建
設
の

た
め
に
は
首
里
市
と
小
禄
村
と
を
併
合
し
て

も
な
お
地
域
の
狭
き
を
嘆
ず
る
の
み
な
ら

ず
、
有
機
的
計
画
を
実
行
す
る
た
め
に
は
、

速
や
か
に
合
併
し
て
百
年
の
計
を
た
て
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
の
で
真
和
志
が

市
に
な
つ
た
と
こ
ろ
で
こ
の
意
見
も
ま
た
変

更
を
見
な
い
で
あ
ろ
う
。

か
く
見
る
な
ら
ば
真
和
志
市
が
実
現
す
る

と
し
て
那
覇
港
か
ら
首
里
の
丘
阜
地
ま
で
掌

大
の
土
地
に
那
覇
、
真
和
志
、
首
里
の
三
都

市
が
連
な
る
結
果
と
な
り
、
恐
ら
く
世
界
地

図
に
お
い
て
例
を
見
な
い
奇
観
を
呈
す
る
で

あ
ろ
う
。
寸
尺
の
余
地
も
残
さ
ず
し
て
連
□

せ
る
地
域
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
長
が
お
り
市

会
が
あ
り
市
役
所
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
予

算
を
も
つ
て
都
市
計
画
を
行
の
う
と
い
う
が

ご
と
き
は
、
世
界
の
珍
聞
奇
談
の
種
と
な
ら

な
け
れ
ば
幸
い
で
あ
ろ
う
。

昔
猫
額
大
の
沖
縄
本
島
に
中
山
南
山
北
山

が
併
立
し
そ
れ
ぞ
れ
明
国
に
向
つ
て
進
貢
船

を
派
遣
し
て
王
国
を
称
し
て
い
た
が
尚
巴
志

の
偉
業
に
よ
つ
て
こ
れ
を
統
一
し
て
以
来
興

隆
の
気
運
す
こ
ぶ
る
あ
が
つ
た
と
云
う
。
人

口
の
稀
薄
な
時
代
、
流
通
経
済
の
発
達
し
な

か
つ
た
時
代
な
ら
ば
お
と
ぎ
ば
な
し
の
よ
う

な
三
王
国
の
併
立
の
話
も
面
白
い
が
、
今
日

の
よ
う
な
人
口
の
密
度
と
交
通
の
繁
忙
と
を

見
な
が
ら
、
地
区
的
分
業
を
合
理
化
せ
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
公
共
団
体
を
擁
し
て
能
率

の
増
進
や
経
費
の
節
約
を
顧
み
な
い
の
は
馬

鹿
げ
た
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。

真
和
志
村
の
市
へ
の
昇
格
は
よ
ろ
し
く
二

市
二
村
合
併
を
条
件
と
す
べ
く
、
か
く
し
て

こ
そ
は
じ
め
て
意
義
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
ん
な
筈
で
は
…
／
流
産
し
た

首
里
市
会
琉
新
　
１
９
５
３
・
４
・
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補
選
後
、
初
の
議
会
で
酔
つ
ぱ
ら
い
議
員
を

出
し
続
い
て
バ
ス
市
営
問
題
で
議
長
、
副
議

長
ほ
か
一
名
の
退
場
を
求
め
仮
議
長
が
瞬
く

間
に
次
回
の
日
程
ま
で
決
め
る
等
、
時
化
続

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

四
月

二
一
五



き
の
も
の
か
違
法
で
な
い
か
注
目
さ
れ
て
い

た
が
二
十
七
日
、
久
高
議
長
、
又
吉
課
長
が

法
務
局
に
見
解
を
質
し
た
と
こ
ろ
”
明
ら
か

に
違
法
”
で
あ
る
こ
と
が
判
明
、
二
十
一
日

の
開
会
か
ら
九
日
を
経
た
今
日
ま
で
議
会
は

続
行
し
て
い
る
形
に
な
つ
て
い
る
、
法
務
局

の
見
解
で
は
二
十
五
日
の
議
会
で
議
長
、
副

議
長
外
一
名
が
該
決
議
案
に
一
身
上
の
関
係

市
町
村
自
治
法
第
五
七
条
に
抵
触

が
あ

る
と
し
て
退
場
さ
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
当
日

出
席
議
員
中
、
前
記
三
議
員
の
ほ
か
金
城
、

玉
那
覇
、
山
城
、
上
間
、
石
川

描

、
野

原
、
浜
元
、
儀
武
、
城
間
の
十
議
員
は
何
れ

も
首
里
バ
ス
会
社
の
株
主
で
あ
り
前
記
三
議

員
同
様
、
明
ら
か
に
五
七
条
に
抵
触
す
る
と

み
て
い
る
。
こ
う
な
る
と
二
十
名
の
議
員
中

十
六
名
が
株
主
で
あ
る
首
里
市
会
で
は
城
間

議
員
提
出
の

首
里
市
営
バ
ス
企
業
案

は

審
議
出
来
な
い
こ
と
に
な
り
緊
急
動
議
と
し

て
こ
れ
を
採
択
し
た
こ
と
自
体
も
違
法
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る

な
お
市
民
の
間
で
は
不
明
朗
な
市
会
に
対
す

る
非
難
の
声
も
昂
ま
り
つ
つ
あ
り
青
年
有
志

の
間
で
は
婦
人
会
と
相
互
連
繋
を
と
つ
て
市

政
明
朗
化
の
た
め
公
聴
会
を
開
い
て
議
員
の

反
省
を
求
め
、
そ
れ
で
も
反
省
の
色
が
現
れ

な
い
場
合
は
有
権
者
の
三
分
の
一
以
上
の
署

名
を
得
て
議
会
の
解
散
を
請
求

市
町
村
自

治
法
第
十
九
条

三
十
才
前
後
の
若
手
議
員

を
送
つ
て
議
会
の
刷
新
を
図
ろ
う
と
の
動
き

も
あ
り
注
目
さ
れ
て
い
る

目
を
つ
け
た
借
地
料
／
財
源
難

の
首
里
・
琉
大
へ
請
求

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
３
・
４
・
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首
里
市
で
は
か
ね
て
か
ら
学
校
運
営
費
そ
の

他
一
般
市
政
収
支
出
の
負
担
軽
減
を
は
か
ろ

う
と
そ
の
財
源
に
腐
心
し
て
い
た
が
、
こ
の

程
首
里
城
跡
、
現
在
琉
大
が
使
用
し
て
い
る

市
有
地
一
万
二
千
坪
の
賃
貸
料
を
支
払
つ
て

も
ら
い
た
い
と
学
校
当
局
に
要
請
し
た
。

今
度
の
土
地
使
用
料
請
求
の
目
的
に
つ
い

て
市
当
局
で
は
”
民
有
地
を
か
り
て
い
る

首
里
中
校
、
城
南
、
城
北
小
校
敷
地
の
地

主
へ
の
借
地
料
支
払
い
の
た
め
”
と
い
つ

て
い
る
が
、
条
件
と
し
て
は
坪
当
り
単
価

は
宅
地
の
最
下
等
一
円
と
し
、
琉
大
予
算

が
許
せ
ば
四
月
か
ら
支
払
つ
て
も
ろ
う
よ

う
望
ん
で
い
る
。

若
し
琉
大
側
が
賃
貸
契
約
を
承
認
す
れ
ば
市

の
方
に
月
一
万
二
千
円
年
額
に
し
て
十
四
万

四
千
円
が
新
し
く
才
入
と
し
て
入
つ
て
く
る

こ
と
に
な
り
、
幾
分
か
市
財
政
を
う
る
お
す

こ
と
に
な
る
が
、
琉
大
側
と
し
て
は
目
下
開

会
中
の
定
例
理
事
会
に
は
か
つ
て
態
度
を
決

め
る
模
様
。

兼
島
首
里
市
長
談

琉
大
創
立
当
時
、
ミ
ー

ド
氏
と
は
別
に
契
約
は
せ
ず
市
有
地
を
か
し

て
あ
げ
た
が
学
校
運
営
費
を
作
り
た
い
た
め

借
地
料
の
支
払
方
を
要
請
し
た
。
一
万
二
千

坪
分
全
部
支
払
つ
て
も
ら
え
ば
結
構
だ
が
、

そ
れ
が
不
可
能
な
ら
せ
め
て
城
南
校
の
運
営

費
が
出
る
分
だ
け
で
も
と
希
望
し
て
い
る
。

琉
大
当
局
の
善
処
を
お
願
い
す
る
。

”
い
つ
そ
寄
贈
し
て
く
れ
”
／

首
里
の
敷
地
料
請
求
に
琉
大

が
回
答

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
３
・
５
・
１

首
里
市
で
は
さ
き
に
学
校
新
設
の
経
費
を
捻

出
し
た
い
と
琉
大
に
対
し
て
現
在
同
大
学
が

使
用
し
て
い
る
一
万
二
千
坪
の
市
有
地
の
使

用
料
を
請
求
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
し
琉

大
当
局
で
は
三
十
日
の
理
事
会
に
は
か
つ
た

結
果
、
学
生
の
自
然
増
加
に
よ
る
予
算
の
減

少
の
た
め
次
の
よ
う
に
態
度
を
決
定
市
当
局

に
回
答
し
た
。

首
里
市
の
文
化
都
市
と
し
て
の
構
想
の
中

に
お
け
る
琉
大
等
の
地
位
と
使
命
に
鑑
み

現
琉
大
用
地
で
あ
る
市
有
地
を
琉
大
に
寄

贈
し
て
頂
き
た
い
。

こ
れ
に
た
い
し
兼
島
首
里
市
長
は
次
の
よ
う

に
語
つ
て
い
る
。

都
計
と
の
関
係
も
あ
り
こ
れ
ま
で
琉
大
が

ハ
ン
タ
ン
山
等
に
発
電
所
等
の
施
設
を
勝

手
に
設
置
し
た
こ
と
が
あ
つ
た
の
で
、
こ

の
際
市
会
に
も
は
か
つ
た
上
使
用
条
件
等

を
つ
け
て
正
式
に
契
約
し
た
い
と
思
う
。

”
六
日
ま
で
に
引
渡
せ
”
／
安

謝
、
銘
苅
の
軍
用
地
に
軍
が

正
式
命
令

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
３
・
５
・
２

真
和
志
村
安
謝
銘
苅
一
帯
の
立
退
き
に
つ
い

て
、
昨
一
日
オ
グ
デ
ン
准
将
よ
り
次
の
よ
う

な
正
式
文
書
が
琉
球
政
府
宛
に
届
い
た
。
同

文
書
は

四
月
三
十
日
附
で
合
衆
国
軍
用
地

明
渡
し
立
退
命
令

と
い
う
主
題
に
な
つ
て

い
る
。

五
三
年
四
月
三
日
附
民
政
府
布
令
一
〇
九
号

に
も
と
づ
き
真
和
志
村
在
の
別
紙

地
区
工

兵
隊
財
産
表

記
載
の
土
地
の
借
地
権
を
合

衆
国
が
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
五
三
年

四
月
十
五
日
附
告
知
書
を
、
琉
球
政
府
へ
既

に
通
知
し
て
あ
り
、
ま
た
琉
球
軍
司
令
官
は

当
該
土
地
を
直
に
使
用
並
に
所
有
す
る
こ
と

が
緊
急
に
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
同

布
令
一
〇
九
号
の
第
二
項
Ｅ
に
も
と
づ
き
当

該
土
地
の
所
有
者
並
に
使
用
者
は
直
ち
に
土

地
お
よ
び
地
所
を
立
退
き
五
三
年
五
月
六
日

ま
で
に
、
お
だ
や
か
に
合
衆
国
に
引
渡
す
よ

う
こ
ゝ
に
命
令
す
る
。

真
和
志
村
字
安
謝

前
原
安
謝
原
、
東
原
、

前
東
原
、
同
村
字
銘
苅

兼
久
原
、
銘
苅
原

直
禄
原
、
港
川
原
。

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

四
｜
五
月

二
一
六



泊
埋
立
地
に
移
し
て
／
旧
垣
花

住
民
が
陳
情

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
３
・
５
・
２

那
覇
市
垣
花
復
興
期
成
会
で
は
一
日
あ
さ
会

長
宮
里
雄
喜
氏
ほ
か
十
数
名
で
市
役
所
に
又

吉
市
長
を
訪
れ
、
当
間
前
市
長
時
代
か
ら
認

め
ら
れ
て
い
る
泊
埋
立
地
へ
の
移
住
に
つ
い

て
、
早
急
に
実
現
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
こ
と

を
元
垣
花
住
民
一
万
二
千
名
の
名
で
陳
情
し

た
。こ
れ
に
対
し
又
吉
市
長
は
善
処
方
を
約
し

た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
同
埋
立
地
の
使
用
区

分
に
つ
い
て
は
正
式
に
は
未
だ
取
り
あ
げ
ら

れ
て
お
ら
ず

但
し
牧
志
通
り
立
退
者
の
移

住
地
は
内
定

、
然
も
六
万
五
千
坪
あ
る
と

い
つ
て
も
港
湾
附
帯
地
区
や
道
路
な
ど
を
差

引
く
と
実
際
に
一
般
へ
使
用
さ
せ
得
る
地
域

は
ぐ
つ
と
減
少
す
る
わ
け
で
、
さ
ら
に
旧
泊

住
民
、
奥
武
山
住
民
な
ど
も
同
様
に
考
え
ら

れ
る
の
で
い
ま
の
と
こ
ろ
ど
う
処
置
さ
れ
る

か
不
明
の
よ
う
で
あ
る
。

な
お
港
湾
附
帯
地
区
の
使
用
許
可
請
願
者

は
倉
庫
会
社
、
船
会
社
な
ど
約
四
十
件
に
上

つ
て
い
る
が
こ
の
埋
立
地
問
題
は
近
く
正
式

に
と
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
も
の
と
み

ら
れ
て
い
る
。

｜
社
　
説
｜

土
地
収
用
令
の
対
策

琉
新
　
１
９
５
３
・
５
・
３

琉
球
民
政
長
官
ク
ラ
ー
ク
大
将
は
琉
球
統

治
に
関
し
四
月
三
十
日
声
明
を
発
表
す
る
と

と
も
に
、
布
告
二
十
二
号
に
よ
つ
て
民
政
府

の
権
限
を
明
ら
か
に
し
、
講
和
条
約
発
行
前

の
布
令
布
告
等
す
べ
て
引
続
き
有
効
で
あ
る

こ
と
を
布
告
し
た
。
こ
れ
は
講
和
条
約
第
三

条
後
段
の
規
定
に
も
と
づ
く
も
の
な
る
こ
と

は
当
然
で
あ
つ
て
、
た
だ
一
年
前
の
講
和
条

約
発
効
と
同
時
に
公
布
し
宣
明
す
べ
き
も
の

で
あ
つ
た
の
が
、
今
回
お
く
れ
ば
せ
な
が
ら

な
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

講
和
条
約
第
三
条
後
段
の
規
定
に
よ
り
北

緯
二
十
九
度
線
以
南
の
南
西
諸
島
の
領
土
及

び
領
海
に
お
い
て
米
国
が
行
政
、
立
法
な
ら

び
に
司
法
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
権
利
を
行
使

す
る
任
務
遂
行
に
当
る
民
政
長
官
が
、
そ
の

代
理
機
関
と
し
て
米
国
民
政
府
に
そ
の
権
限

を
委
託
し
、軍
政
施
行
時
に
公
布
し
た
布
告
、

布
令
並
び
に
指
令
や
そ
の
後

講
和
条
約
発

効
後

公
布
さ
れ
た
す
べ
て
の
合
法
な
立
法
、

行
政
、
司
法
上
の
法
令
は
、
こ
れ
ら
が
修
正
、

改
正
ま
た
は
廃
止
さ
れ
ざ
る
限
り
、
有
効
で

あ
る
と
さ
れ
た
以
上
は
、
今
回
問
題
と
な
つ

て
い
る
土
地
収
用
令
に
つ
い
て
も
、
単
に
こ

れ
を
世
界
人
権
宣
言
お
よ
び
国
連
憲
章
の
主

旨
に
も
と
る
と
の
理
由
に
よ
つ
て
、
反
対
斗

争
等
の
手
段
に
よ
つ
て
対
処
す
べ
き
で
な

く
、
米
国
が
南
西
諸
島
に
対
す
る
前
記
権
利

を
行
使
す
る
に
あ
た
り
、
民
主
々
義
の
線
に

沿
う
べ
し
と
の
声
明
も
あ
つ
た
の
で
あ
る
か

ら
、
琉
球
住
民
の
基
本
的
人
権
を
侵
害
す
る

こ
と
な
く
し
て
そ
の
権
利
の
行
使
が
な
さ
れ

る
よ
う
折
衝
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

琉
球
が
復
帰
を
希
望
せ
る
日
本
も
米
国
お

よ
び
他
の
自
由
諸
国
と
と
も
に
国
際
連
合
の

企
図
す
る
目
的
に
同
調
す
る
以
上
は
、
琉
球

ひ
と
り
こ
の
目
的
か
ら
逸
脱
し
た
方
向
に
進

む
べ
き
も
の
で
も
な
く
、
ま
た
進
み
得
べ
き

も
の
で
な
い
以
上
は
、
こ
の
目
的
の
た
め
に

は
協
力
を
こ
そ
す
べ
き
で
あ
つ
て
、
こ
れ
が

た
め
に
払
う
犠
牲
が
大
き
い
た
め
に
こ
の
目

的
に
ま
で
背
こ
う
と
す
る
よ
う
な
態
度
に
出

ず
べ
き
で
は
な
い
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
は

琉
球
と
し
て
も
相
当
の
負
担
を
す
べ
き
で
あ

る
が
、
た
だ
そ
の
負
担
が
不
当
に
過
重
で
あ

り
、
犠
牲
が
あ
ま
り
に
過
大
で
あ
り
、
し
か

も
こ
の
負
担
や
犠
牲
が
一
部
の
土
地
所
有
者

に
個
人
的
に
課
さ
る
る
に
お
い
て
は
琉
球
住

民
全
体
が
同
胞
と
し
て
見
る
に
忍
び
な
い
の

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
負
担
を
軽
る
く
し

犠
牲
を
緩
和
し
、
な
お
今
後
と
い
え
ど
も
、

か
か
る
過
重
の
負
担
は
過
大
な
犠
牲
を
課
さ

れ
ざ
る
よ
う
に
折
衝
し
て
、
民
政
府
の
善
処

を
要
請
す
る
の
が
立
法
院
の
任
務
で
あ
ろ

う
。

布
令
百
九
号
土
地
収
用
令
が
公
布
さ
れ
た

と
き
に
立
法
院
に
お
い
て
は
与
党
と
野
党
と

根
本
的
に
見
解
が
違
つ
て
い
た
の
で
、
わ
れ

わ
れ
は
到
底
二
つ
の
提
案
を
一
本
化
す
る
こ

と
の
難
き
を
お
も
い
、
現
実
に
対
す
る
応
急

の
措
置
と
根
本
的
解
釈
に
関
す
る
調
査
と
に

別
け
て
対
処
す
べ
し
と
し
た
の
で
あ
る
が
、

幸
に
し
て
、
先
月
二
十
八
日
の
委
員
会
に
お

い
て
与
野
党
間
の
調
整
案
が
成
立
し
、
来
る

四
日
の
本
会
議
に
上
程
す
る
こ
と
と
な
つ
た

の
は
朗
報
と
し
て
受
取
ら
れ
た
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
見
る
も
前
に
述
べ
た

よ
う
に
復
帰
を
希
望
せ
る
日
本
本
土
の
同
調

せ
る
目
的
の
た
め
に
、
琉
球
と
し
て
も
負
担

す
べ
き
は
負
担
し
て
き
た
の
で
あ
り
払
う
べ

き
犠
牲
も
払
つ
て
き
た
の
で
あ
り
、
将
来
と

い
え
ど
も
南
西
諸
島
と
し
て
は
南
西
諸
島
相

当
の
負
担
を
な
し
犠
牲
を
払
う
に
し
て
も
、

そ
の
あ
ま
り
に
過
当
過
大
に
し
て
且
つ
機
械

的
に
一
部
住
民
の
み
に
負
荷
せ
し
む
る
こ
と

を
忍
び
ず
と
し
た
る
精
神
に
出
た
点
に
お
い

て
、大
体
に
お
い
て
正
当
な
要
求
で
あ
ろ
う
。

よ
ろ
し
く
こ
の
精
神
を
基
盤
と
し
て
民
政
府

と
折
衝
す
べ
く
、
誠
意
を
つ
く
し
て
積
極
的

に
折
衝
し
た
な
ら
ば
、
民
政
府
に
お
い
て
も

必
ず
善
処
す
る
方
向
に
動
く
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

か
か
る
根
本
的
の
措
置
を
と
り
な
が
ら
、

現
実
に
土
地
を
失
な
つ
て
そ
の
補
償
が
十
分

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

五
月

二
一
七



で
な
く
、
直
ち
に
生
活
の
窮
迫
を
訴
え
る
被

収
用
土
地
所
有
者
に
対
し
て
は
、
さ
し
あ
た

つ
て
の
応
急
措
置
と
し
て
公
正
な
る
補
償
や

生
活
保
証
な
ど
の
金
額
を
増
額
し
て
や
る
よ

う
な
手
も
う
つ
べ
き
で
あ
る
。

土
地
税
の
奪
い
合
い
／
那
覇
真

和
志
・
両
手
引
張
ら
れ
る
旧

真
和
志
／
”
こ
ち
ら
が
ト
る

の
じ
ゃ
”
／
会
談
決
裂
・
裁

判
へ
持
出
す
か

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
３
・
５
・
８

那
覇
市
に
編
入
さ
れ
て
い
る
旧
真
和
志
村
行

政
地
域
に
対
し
那
覇
市
並
に
真
和
志
村
の
両

方
か
ら
土
地
税
徴
収
の
令
書
が
届
け
ら
れ
、

二
重
課
税
と
な
つ
て
住
民
を
惑
わ
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
那
覇
市
で
は
七
日
あ
さ
嘉

手
納
助
役
、
安
次
富
総
務
部
長
、
の
波
税
務

課
長
の
三
氏
が
真
和
志
村
役
所
を
訪
れ
村
当

局
と
懇
談
を
行
つ
た
が
、
何
等
の
妥
協
点
も

見
い
出
せ
ず
、
物
分
れ
と
な
つ
た
。

問
題
と
な
つ
て
い
る
松
尾
、
樋
川
、
二
中
前
、

ソ
辺
、神
里
原
な
ど
土
地
所
有
者
七
百
一
人
、

総
坪
数
二
十
四
万
七
百
六
坪

真
和
志
調
べ

に
よ
る

は
那
覇
市
で
は
正
式
に
編
入
さ
れ

て
い
る
以
上
明
ら
か
に
那
覇
市
で
あ
り
、
税

法
に
照
ら
し
て
ど
う
み
て
も
那
覇
市
が
土
地

税
を
徴
収
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
と
し
て
い

る
の
に
対
し
真
和
志
村
で
は
税
法
に
は
土
地

税
は
そ
の
土
地
の
所
在
す
る
と
こ
ろ
が
徴
収

す
る
と
な
つ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
そ
の
土
地

の
所
在
す
る
と
い
う
の
は
何
を
根
拠
に
す
る

か
と
い
う
と
そ
れ
は
土
地
の
戸
籍
と
も
い
う

べ
き
土
地
台
帳
を
意
味
す
る
と
解
釈
す
る
。

従
つ
て
前
記
の
土
地
は
土
地
台
帳
の
あ
る
真

和
志
村
に
所
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
わ
け
で
真
和
志
村
が
土
地
税
を
徴
収
す
る

の
が
当
然
で
あ
る
と
そ
れ
ぞ
れ
主
張
、
何
等

の
解
決
点
も
見
出
せ
な
か
つ
た
わ
け
で
あ

る
。と
こ
ろ
が
こ
の
問
題
は
た
ゞ
単
に
那
覇
真

和
志
の
対
立
抗
争
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

住
民
が
直
接
迷
惑
を
蒙
つ
て
い
る
わ
け

で
、
二
つ
の
徴
税
令
書
を
手
に
し
た
関
係

者
達
は
両
市
村
当
局
を
訪
れ
て
一
体
ど
う

な
る
か
と
訴
え
る
な
ど
特
に
早
期
解
決
が

要
望
さ
れ
て
い
る
が
、
懇
談
決
裂
後
両
市

村
と
も
全
然
手
を
引
か
ず
既
定
方
針
通
り

徴
税
す
る
こ
と
を
再
確
認
し
て
い
る
の
で

問
題
は
ま
す
ま
す
紛
糾
す
る
も
の
と
し
て

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
い
る
。

那
覇
市
嘉
手
納
助
役
の
話

話
合
い
は
つ

か
な
か
つ
た
が
こ
ち
ら
が
徴
税
す
る
の
が
当

然
だ
従
つ
て
徴
税
は
つ
ゞ
け
る
。
迷
惑
す
る

の
は
住
民
で
そ
の
点
早
く
解
決
し
よ
う
と
思

う
が
も
う
簡
単
に
解
決
で
き
る
手
は
な
く
な

つ
た
よ
う
だ
。
あ
と
は
行
政
府
が
解
決
し
て

く
れ
る
か
、
行
政
裁
判
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、行
政
府
に
は
解
決
方
を
要
望
し
て
あ
る
。

宮
里
真
和
志
村
長
の
話

那
覇
市
か
ら
話

合
い
に
き
た
が
ど
う
す
る
と
い
う
事
に
も
な

ら
な
か
つ
た
従
つ
て
那
覇
市
の
徴
税
は
無
視

し
て
既
定
方
針
通
り
徴
税
す
る
。
住
民
が
迷

惑
し
て
い
る
の
は
わ
か
る
が
そ
う
か
と
い
つ

て
こ
ち
ら
が
と
る
べ
き
で
あ
る
の
を
と
ら
ぬ

と
い
う
わ
け
に
も
い
か
ぬ
、
行
政
裁
判
以
外

に
解
決
策
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

市
助
役
の
バ
ス
会
社
監
査
役
就

任
／
”
法
に
抵
触
し
な
い
”

行
政
課
が
回
答
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首
里
バ
ス
の
監
査
役
に
同
市
助
役
が
就
任
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
市
町
村
自
治
法
八
十

二
条
及
び
百
三
条
の
規
定
に
よ
り
違
法
で
あ

る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
市
会
で
も
問
題
と
な

つ
て
い
た
が
内
政
局
行
政
課
で
は
首
里
市
か

ら
の
照
会
に
対
し
て
助
役
の
兼
職
は
八
十
二

条
の
適
用
を
受
け
な
い
と
次
の
よ
う
に
回
答

す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

市
町
村
自
治
法
八
十
二
条
の
規
定
を
説
明
す

る
と
本
条
は
市
町
村
長
が
当
該
市
町
村
に
対

し
て
請
負
関
係
に
あ
る
業
務
者
た
る
こ
と
を

定
め
た
も
の
で
あ
る
。
公
共
団
体
の
支
出
金

を
以
て
継
続
的
に
自
己
の
業
務
上
の
所
得
と

し
て
い
る
者
は
公
平
な
見
解
の
下
に
公
務
を

遂
行
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
そ
の
地
位

を
利
用
し
て
私
利
を
図
る
危
険
が
あ
る
。
特

に
市
町
村
長
は
執
行
機
関
で
あ
り
、
か
つ
契

約
の
締
結
及
び
収
支
の
命
令
の
権
限
を
有
し

て
い
る
の
で
弊
害
が
予
想
さ
れ
る
の
で
規
定

さ
れ
て
い
る
。
請
負
関
係
に
あ
る
者
の
範
囲

は
次
の
通
り
。

○

当
該
市
町
村
に
対
し
請
負
を
な
す
者
又

は
支
配
人
。

○

当
該
市
町
村
に
於
て
経
費
を
負
担
す
る

事
業
に
つ
き
そ
の
団
体
の
長
の
委
任
を
受
け

た
者
に
対
し
請
負
を
な
す
者
又
は
支
配
人
。

○

当
該
市
町
村
に
対
し
請
負
を
す
る
こ
と

を
業
と
す
る
法
人
の
無
限
責
任
社
員
、
取
締

役
、
監
査
役
、
又
は
こ
れ
に
準
ず
べ
き
者
、

支
配
人
、
清
算
人
。

○

当
該
市
町
村
に
於
て
経
費
を
負
担
す
る

事
業
に
つ
き
そ
の
団
体
の
長
若
し
く
は
団
体

の
長
の
委
任
を
受
け
た
者
に
対
し
て
請
負
を

な
す
こ
と
を
主
た
る
業
務
と
す
る
法
人
の
無

限
責
任
社
員
、
取
締
役
、
監
査
役
又
は
こ
れ

に
準
ず
べ
き
支
配
人
、
清
算
人
。

前
述
の
通
り
首
里
助
役
の
監
査
役
の
兼
職
は

こ
れ
を
禁
止
す
る
法
の
適
用
を
受
け
な
い
も

の
と
解
釈
す
る
。

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

五
月

二
一
八



那
覇
、
真
和
志
／
水
道
パ
イ
プ

で
連
結
／
い
が
み
合
い
も
水

に
流
し
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水
に
悩
ん
で
い
る
真
和
志
村
で
も
こ
の
ほ
ど

水
道
施
設
を
計
画
、
軍
に
対
し
現
在
那
覇
市

へ
給
水
し
て
い
る
二
十
万
ガ
ロ
ン
を
三
十
万

ガ
ロ
ン
と
し
て
十
万
ガ
ロ
ン
を
真
和
志
村
に

供
給
し
て
も
ら
い
た
い
と
請
願
し
た
ほ
か
、

十
四
日
に
は
宮
里
村
長
自
身
那
覇
市
を
訪

れ
、
神
里
原
の
線
で
真
和
志
水
道
と
連
絡
、

給
水
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
を
申
し
出
た

が
、
話
は
ス
ラ
ス
ラ
ま
と
ま
り
、
あ
と
は
技

術
的
な
面
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
な

つ
た
。
何
か
に
つ
け
て
い
が
み
合
つ
て
い
る

よ
う
な
印
象
を
与
え
て
い
る
那
覇
と
真
和
志

も
こ
の
件
で
は
ど
ち
ら
も
協
力
的
、
暗
礁
に

乗
り
上
げ
た
感
の
合
併
問
題
と
は
別
に
真
和

志
の
水
道
施
設
が
整
い
次
第
見
事
に
連
結
と

い
う
わ
け
、
尤
も
こ
の
水
道
工
事
、
最
初
か

ら
那
覇
、
真
和
志
全
体
を
計
算
に
入
れ
た
計

画
で
は
あ
る
。

那
覇
は
八
月
ご
ろ
給
水
／
水
道
取
付
け

の
仮
申
込
み
受
付
中

水
道
の
本
格
工
事
を
す
ゝ
め
て
い
る
那
覇
市

公
共
施
設
課
で
は
、
十
四
日
か
ら
こ
の
工
事

に
伴
う
水
道
取
付
け
の
仮
申
込
み
を
う
け
つ

け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
水
道
工
事
の
終
了
次

第
道
路
を
舗
装
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
の

で
、
そ
の
前
に
引
込
み
線
の
配
管
計
画
を
つ

く
り
舗
装
後
は
道
路
に
触
れ
な
い
で
も
や
つ

て
い
け
る
よ
う
に
す
る
と
い
つ
た
事
前
準
備

の
た
め
の
も
の
、
申
し
込
み
は
本
月
一
杯
と

な
つ
て
い
る
。
な
お
給
水
の
見
通
し
は
八
月

頃
と
な
つ
て
い
る
が
亀
島
公
共
施
設
課
長
は

そ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
つ
て
い
る

近
く
軍
側
と
軍
の
水
道

旧
那
覇
市
側
施

設
で
現
在
は
軍
が
管
理
し
て
お
り
今
秋
頃
那

覇
に
移
管
さ
れ
る
事
に
な
つ
て
い
る

に
い

つ
連
結
で
き
る
か
と
い
つ
た
こ
と
を
折
衝
す

る
積
り
で
あ
る
。
要
す
る
に
い
つ
給
水
で
き

る
か
と
い
う
こ
と
は
こ
ち
ら
の
準
備
次
第

だ
、そ
の
点
工
事
は
順
調
に
す
ゝ
ん
で
お
り
、

日
本
に
発
注
し
た
約
一
千
万
円
分
の
器
材
も

近
く
着
荷
す
る
の
で
お
そ
く
と
も
渇
水
期
ま

で
に
は
給
水
で
き
る
だ
ろ
う
。

泊
埋
立
地
那
覇
市
に
移
譲
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泊
港
の
埋
立
土
地
及
び
改
修
物
の
所
有
権

を
那
覇
市
へ
譲
渡
方
に
つ
い
て
先
に
同
市

で
は
軍
宛
申
請
中
で
あ
つ
た
が
、
去
る
四

日
付
で
次
の
条
件
に
よ
り
承
認
す
る
旨
ル

イ
ス
民
政
官
か
ら
政
府
宛
文
書
で
正
式
移

譲
を
通
知
し
て
来
た
。

民
政
官
は
布
令
百
六
号
の
権
限
に
基
き
更
に

ま
た
那
覇
市
が
左
に
掲
げ
る
箇
条
に
同
意
す

る
条
件
の
も
と
に
こ
の
土
地
の
所
有
権
を
那

覇
市
に
移
譲
す
る
。

一
、
那
覇
市
は
当
該
土
地
の
埋
立
若
し
く
は

港
湾
に
お
け
る
港
湾
改
修
工
事
に
付
帯
し
て

生
ず
る
不
動
産
の
使
用
又
は
占
有
か
ら
起
る

あ
ら
ゆ
る
苦
情
か
ら
米
国
を
解
放
す
る
。

二
、
那
覇
市
は
米
国
に
対
し
泊
港
一
帯
の
土

地
の
う
ち
改
修
港
の
建
設
に
必
要
欠
く
べ
か

ら
ざ
る
も
の
に
関
し
て
そ
の
権
限
を
無
償
で

与
え
、
又
か
ゝ
る
建
設
を
完
了
す
る
た
め
に

米
国
が
必
要
と
す
る
す
べ
て
の
土
地
を
無
償

で
使
用
に
供
す
る
。

三
、
那
覇
市
は
泊
港
北
側
土
地
に
関
し
こ
れ

を
造
船
所
の
建
設
並
び
に
運
営
の
た
め
沖
縄

水
産
会
社
に
使
用
さ
せ
且
つ
そ
の
長
期
賃
貸

を
前
も
つ
て
承
諾
す
る

四
、
前
記
参
照
書
簡
に
述
べ
て
あ
る
土
地
に

関
し
那
覇
市
が
そ
の
所
有
権
の
移
譲
を
受
け

る
前
に
前
項
の
移
譲
を
条
件
の
下
に
こ
れ
を

受
け
る
意
志
の
有
無
を
公
式
に
表
示
す
る
事

を
望
む
。

五
、
民
政
官
は
こ
れ
ら
の
港
湾
改
修
が
完
了

し
た
時
は
米
国
並
び
に
琉
球
政
府
の
利
益
を

保
護
し
、
且
つ
施
設
の
適
当
な
使
用
及
び
維

持
を
保
障
す
る
に
足
る
諸
条
件
の
下
に
改
修

泊
港
の
所
有
権
を
那
覇
市
に
移
譲
す
る
。

埋
立
地
売
却
に
反
論
／
議
場
久

し
振
り
に
荒
れ
る
／
那
覇
市

会沖
タ
・
朝
　
１
９
５
３
・
５
・
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市
役
所
天
妃
へ
移
転

夕
刊
一
部
既
報

二
十
日
あ
さ
十
時
か

ら
開
か
れ
た
那
覇
市
第
二
十
七
回
臨
時
市

会
は
議
員
二
十
七
名

欠
員
一
名

の
全

員
が
出
席
、
会
期
を
四
日
間
と
し
、

市

役
所
の
位
置
を
変
更
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

ほ
か
六
議
案
が
上
程
さ
れ
た
が
、

第
一
日
目
は
市
役
所
の
位
置
変
更
の
件

を
、
出
席
議
員
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
者

を
要
す
る
と
な
つ
て
い
る
可
決
の
一
杯
一

杯
の
線
、
十
八
名
の
賛
成
で
原
案
通
り
可

決
、
市
役
所
は
天
妃
に
移
転
す
る
こ
と
と

な
つ
た
。

市
会
議
規
則
一
部

第
五
十
九
条

改
正
の

件

島
袋
、
喜
久
山
、
糸
数
議
員
提
出

は

泉
議
員
か
ら
の
修
正
案
が
採
択
さ
れ
、
議
会

規
則
第
五
十
九
条
を
改
正
、
牧
志
街
道
拡
張

工
事
に
伴
う
立
退
き
者
の
受
入
に
要
す
る
市

有
地
の
売
却
処
分
に
つ
い
て
は
特
別
委
員
会

を
構
成
し
て
も
う
一
度
立
退
者
達
と
協
議
す

る
と
い
う
こ
と
で
持
越
し
、
美
栄
橋
地
区
々

画
整
理
に
伴
う
立
退
者
の
受
入
に
要
す
る
市

有
地
の
賃
貸
随
意
契
約
を
な
す
こ
と
に
つ
い

て
は
原
案
通
り
可
決
。

き
よ
う
二
十
一
日
の
第
二
日
目
は
あ
さ
十

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

五
月

二
一
九



時
か
ら
特
別
委
員
会
、
ひ
る
一
時
か
ら
本

会
議
を
開
く
と
い
う
こ
と
で
午
後
四
時
幕

を
閉
じ
た
。

本
市
会
は
新
議
員
が
出
て
か
ら
始
め
て
の
重

要
議
案
上
程
で
あ
る
の
と
牧
志
大
通
り
の
立

退
問
題
と
い
つ
た
直
接
住
民
に
関
係
す
る
問

題
な
ど
が
あ
つ
た
た
め
か
傍
聴
者
も
多
数
つ

め
か
け
、
討
論
も
活
溌
で
華
か
な
と
こ
ろ
を

見
せ
た
が
、
特
に
注
目
さ
れ
た
の
は
島
袋
嘉

順
、
糸
数
昌
秀
、
泉
正
重
議
員
等
か
ら
数
度

に
亘
つ
て
市
当
局
の
考
え
方
は
常
に
安
易
、

杜
撰
で
あ
る
と
き
め
つ
け
た
こ
と
で
、
島
袋

議
員
か
ら
は
、

泊
埋
立
地
を
売
る
と
い
う

こ
と
は
予
算
編
成
当
時
か
ら
既
に
考
慮
に
入

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
ど
う
か
、
市
有

地
を
売
る
と
い
う
こ
と
は
六
万
市
民
の
利
益

に
反
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
も
し
そ
う
な
ら

ぼ
う
大
な
都
計
を
実
施
す
る
こ
と
が
果
し
て

市
民
の
利
益
に
な
る
の
か
、
土
地
を
売
ら
ず

に
は
道
路
は
出
来
な
か
つ
た
の
か

と
矢
継

ぎ
早
や
に
質
問
、
さ
ら
に

市
当
局
は
目
の

前
の
こ
と
を
ち
よ
つ
と
片
付
け
れ
ば
よ
い
と

い
つ
た
安
易
な
杜
撰
な
考
え
方
で
あ
る
以

上
、
こ
の
泊
埋
立
地
売
却
案
に
は
反
対
す
る

と
の
べ
る
な
ど
活
溌
な
討
論
を
み
せ
て
い

た
。な
お
市
当
局
で
は
市
役
所
が
天
妃
に
移
転

し
て
も
社
会
事
業
課
、
衛
生
課
、
出
納
関
係

の
窓
口
事
務
関
係
は
現
在
地
に
出
張
所
と
し

て
存
置
す
る
旨
の
べ
て
い
た
。

那
覇
市
会
／
泊
の
市
有
地
売
る

／
二
重
課
税
問
題
は
互
に
研

究沖
タ
・
夕
　
１
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５
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・
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二
十
一
日
の
那
覇
市
会
は
午
前
中
の
特
別
委

員
会
に
引
続
き
、
午
後
一
時
か
ら
本
会
議
を

開
催
、
特
別
委
員
会
付
托
と
な
つ
て
い
た
牧

志
大
通
り
立
退
き
者
の
受
入
れ
に
要
す
る
泊

埋
立
市
有
地
売
却
の
件
と
主
席
諮
問
の
公
有

水
面
埋
立
申
請
に
対
す
る
答
申
案
を
原
案
通

り
可
決
、
二
重
課
税
の
件
は
総
務
委
員
会
付

托
と
な
り
、
こ
れ
で
上
程
六
議
案
の
審
議
を

終
了
、
閉
会
し
た
。
次
は
市
会
の
模
様
。

○

埋
立
地
売
却
の
件
で
は
既
に
売
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
よ
う
に
献
立
て
が
で
き
て
お
り
、
い

ま
さ
ら
売
ら
ぬ
と
な
る
と
大
き
な
犠
牲
を
払

つ
て
立
退
か
ね
ば
な
ら
ぬ
三
十
八
所
帯
の

人
々
の
気
持
ち
を
崩
す
の
は
勿
論
、
都
計
に

も
支
障
を
き
た
す
と
い
つ
た
と
こ
ろ
か
ら
、

原
則
的
に
市
有
地
の
売
却
に
反
対
で
あ
る
議

員
も
不
本
意
な
が
ら
賛
成
を
表
し
て
い
た
。

こ
う
い
つ
た
こ
と
か
ら
市
会
で
は
売
る
売
ら

ぬ
と
い
う
論
議
は
別
に
し
て
、
議
会
に
諮
る

こ
と
な
く
勝
手
に
売
る
と
い
う
こ
と
を
前
提

に
し
て
立
退
き
者
と
折
衝
を
す
ゝ
め
も
う
売

ら
ね
ば
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
い
う
と
こ
ろ

ま
で
も
つ
て
き
た
市
当
局
の
行
過
ぎ
行
為
に

非
難
の
声
が
集
中
、
議
論
も
沸
騰
し
た
が
こ

れ
に
対
し
市
当
局
で
は
行
き
過
ぎ
行
為
を
認

め
今
後
は
か
ゝ
る
行
為
が
な
い
よ
う
に
す
る

と
詫
び
た
の
で
ケ
リ
と
な
つ
た
。

○

土
地
税
の
二
重
課
税
の
件
で
は
市
当
局

か
ら
法
的
に
み
て
も
真
和
志
村
が
過
つ
て
お

り
、
那
覇
市
が
課
税
す
べ
き
で
あ
る
旨
を
明

ら
か
に
し
た
が
、
提
案
者

島
袋
、
喜
久
山
、

糸
数

か
ら
は
な
お
沖
縄
民
政
府
布
告
第
十

二
号
の
二
の
法
的
根
拠
と
効
力
に
は
疑
義
あ

り
行
政
府
主
席
と
立
法
院
議
長
に
そ
の
見
解

表
明
を
懇
請
す
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
た

の
で
、
一
応
委
員
会
付
托
と
し
て
改
た
め
て

行
政
主
席
と
立
法
院
議
長
に
そ
の
見
解
表
明

を
請
う
決
議
文
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
つ
た

が
、
こ
の
問
題
で
前
記
布
告
十
二
号
公
布
に

当
つ
て
境
界
取
極
め
の
委
員

那
覇
市
仲
本

市
長
他
五
氏
、
真
和
志
金
城
村
長
他
五
名

で
あ
つ
た
真
栄
田
世
勲
氏
、
翁
長
助
静
氏
、

並
に
当
時
副
知
事
兼
総
務
部
長
で
あ
つ
た
又

吉
康
和
氏
が
参
考
人
と
な
つ
た
が
そ
れ
ぞ
れ

次
の
様
に
の
べ
た
。

真
栄
田
氏

那
覇
、
真
和
志
各
六
名
ず
つ
の

委
員
で
境
界
を
廻
り
、
談
笑
裡
に
境
界
を
決

め
た
も
の
で
布
告
十
二
号
の
公
布
の
根
拠
は

は
つ
き
り
あ
る
。

翁
長
氏

委
員
で
巡
視
、
意
見
を
ま
と
め
て

回
答
、
両
方
の
意
見
が
一
致
し
て
い
る
か
ら

と
い
う
の
で
布
告
十
二
号
が
発
せ
ら
れ
た
。

又
吉
氏

私
も
旧
鉄
道
線
路
を
廻
り
軍
の
行

政
課
長
レ
イ
ト
ン
中
佐
も
交
え
て
決
定
し
た

も
の
で
あ
る
、
布
告
十
二
号
は
オ
グ
デ
ン
少

将
以
外
に
こ
れ
を
打
消
す
権
利
を
与
え
ら
れ

た
者
は
い
な
い
。

な
お
牧
志
大
通
り
立
退
き
者
に
対
す
る
泊

埋
立
地
売
却
の
原
案
は
次
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。

立
退
者
三
十
八
名
に
対
し
泊
埋
立
地
市
有

地
を
一
人
四
十
坪
以
内
、
坪
最
高
千
七
百

円
、
最
低
千
五
百
円
、
二
カ
年
々
賦
、
年

二
回
払
い
で
売
却
す
る
。

強
引
な
決
議
案
／
首
里
市
会
疑

義
質
す琉
新
　
１
９
５
３
・
５
・
23

さ
る
二
十
五
日
首
里
市
臨
時
議
会
で
市
町
村

自
治
法
第
五
十
七
条
で
久
高
大
山
正
副
議

長
、
渡
嘉
敷
議
員
ら
を
退
場
さ
せ
儀
武
議
員

が
仮
議
長
に
つ
き
強
引
に

首
里
市
営
バ
ス

企
業
に
関
す
る
決
議
案

を
残
り
の
議
員
で

可
決
し
た
が
そ
の
後
大
山
議
長
は
市
町
村
自

治
法
第
五
十
七
条
の
疑
義
に
つ
い
て
の
五
項

目
を
な
ら
べ
て
内
政
局
長
あ
て
照
会
し
た

移
動
促
進
の
主
動
／
那
覇
市
役

所
旧
天
妃
校
へ
移
転

琉
新
　
１
９
５
３
・
５
・
29

市
町
村
議
員
補
選
に
よ
る
議
員
数
の
倍
加
以

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

五
月

二
二
〇



来
、
市
会
が
ひ
ら
か
れ
る
た
び
に
社
会
部
職

員
は
外
へ
追
つ
ぽ
り
出
さ
れ
る
と
い
つ
た
不

便
を
か
こ
つ
て
い
た
那
覇
市
役
所
は
、
い
よ

い
よ
三
十
日
お
昼
か
ら
一
せ
い
に
天
妃
校
へ

移
転
開
始

雨
天
の
際
は
順
延

六
月
一
日

か
ら
市
政
事
務
は
天
妃
庁
舎
で
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
つ
た
。

但
し
、
市
民
の
足
の
便
を
図
ら
つ
て
最
も
市

民
と
深
い
つ
な
が
り
の
あ
る
衛
生
課
の
全

部
、
社
会
事
業
課
の
救
済
事
務

四
名

、

会
計
課
の
出
納
窓
口

二
名

、
公
共
施
設

課
水
道
修
理
班
の
一
部
を
残
留
さ
せ
、
名
称

も
那
覇
市
牧
志
連
絡
所
と
し
て
発
足
す
る
。

な
お
、
天
妃
庁
舎
の
う
ち
五
教
室
は
上
山
中

校
の
不
足
教
室
に
割
当
、
現
市
庁
舎
は
深
刻

な
校
舎
難
に
あ
え
ぐ
壺
屋
小
校
が
十
教
室
を

使
用
す
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
、
現
市
役
所

の
移
転
は
、
単
に
市
庁
舎
狭
隘
の
開
拓
だ
け

で
な
く
、
校
舎
難
の
緩
和
ひ
い
て
は
旧
市
内

へ
の
移
動
促
進
と
い
つ
た
、
ま
さ
に
一
石
三

鳥
の
役
割
を
果
す
わ
け
だ
。

天
妃
校
庁
舎
割
当

△
階
上

市
長
室
、
助
役
室
、
企
画
部
、
社

会
部
、
建
設
部

△
階
下

収
入
役
を
含
む
総
務
部
、
議
会
事

務
局
、
市
会
議
室

立
消
え
の
”
都
市
合
併
”
／
十

月
説
も
遂
に
お
流
れ
か

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
３
・
５
・
29

合
併
問
題
は
二
市
二
村
研
究
委
員
会
で
結

論
は
補
充
議
員
選
挙
後
と
な
つ
た
ま
ま
、

置
き
忘
れ
ら
れ
た
か
た
ち
に
な
つ
て
い
る

が
、
そ
の
補
選
も
済
ん
で
二
カ
月
に
も
な

つ
て
い
る
の
に
未
だ
に
採
り
上
げ
ら
れ
ぬ

こ
と
か
ら
二
市
二
村
か
一
市
一
村
か
を
決

め
さ
え
す
れ
ば
十
月
一
日
に
は
キ
レ
イ
に

実
現
で
き
る
と
い
う
段
階
に
ま
で
き
て
お

り
な
が
ら
、
こ
の
十
月
一
日
案
も
再
び
葬

ら
れ
て
し
ま
う
と
い
つ
た
気
配
に
な
つ
て

い
る
よ
う
だ
。

こ
れ
に
つ
い
て
最
近
の
事
情
を
の
ぞ
い
て

み
た
。

十
月
一
日
案
を
献
立
て
し
た
那
覇
市
庶
務
課

長
東
江
氏
に
き
く
と
合
併
し
よ
う
と
思
え
ば

何
時
で
も
出
来
る
だ
ろ
う
が
、
た
ゞ
事
務
的

に
ス
ム
ー
ス
に
行
く
よ
う
に
す
る
に
は
十
月

一
日
に
合
併
す
る
な
ら
ば
本
年
度
末
の
六
月

末
日
ま
で
に
は
少
く
と
も
合
併
す
る
と
い
う

結
論
を
出
し
、
そ
れ
か
ら
十
月
一
日
ま
で
を

準
備
期
間
と
す
る
の
が
適
当
だ
と
思
う
と
の

べ
て
い
た
。
つ
ま
り
六
月
末
ま
で
に
合
併
と

い
う
こ
と
が
決
ま
ら
な
い
と
十
月
一
日
案
も

実
現
性
が
極
め
て
薄
く
な
る
わ
け
だ
。

で
は
六
月
末
ま
で
に
結
論
が
で
て
く
る
か

と
い
う
と
そ
の
可
能
性
は
殆
ど
消
え
て
し

ま
つ
た
よ
う
だ
。
つ
ま
り
研
究
委
員
会
で

は
委
員
会
の
再
開
は
議
長
権
限
と
な
つ
て

い
る
が
議
長
の
山
田
有
幹
氏
は
そ
の
再
開

に
つ
い
て
当
分
の
間
駄
目
だ
と
次
の
よ
う

に
語
つ
て
い
る
。

各
市
村
の
態
度
が
決
ま
ら
な
い
限
り
委
員

会
を
開
い
て
も
ど
う
に
も
な
ら
な
い
、
真
和

志
は
一
応
一
市
一
村
と
態
度
は
決
つ
て
い
る

よ
う
だ
が
そ
れ
以
外
に
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ

る
よ
う
だ
し
、
那
覇
は
新
議
員
が
出
て
か
ら

一
市
一
村
を
唱
え
る
の
も
あ
る
が
市
議
会
で

は
未
だ
に
検
討
し
て
い
な
い
、
従
つ
て
市
会

の
意
志
が
不
明
だ
。
従
つ
て
那
覇
市
会
の
意

志
が
決
ま
る
ま
で
は
再
開
し
て
も
無
駄
な
わ

け
だ
。

う
れ
し
い
四
つ
の
引
越
し
／
腰

を
据
え
る
那
覇
市
の
役
所
や

学
校
／
八
年
ぶ
り
に
”
上
之

山
校
”
／
壺
屋
校
三
部
授
業

や
つ
と
解
消

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
３
・
５
・
30

上
之
山
　
か
ね
て
軍
か
ら
の
譲
渡
が
伝
え

ら
れ
て
い
た
上
ノ
山
校
旧
校
舎
が
、
戦
後
八

年
ぶ
り
に
や
つ
と
懐
し
い
那
覇
市
民
の
ふ
と

こ
ろ
へ
帰
つ
て
来
た
。
き
の
う
二
十
九
日
、

新
に
上
之
山
中
校
と
し
て
発
足
す
る
同
校
の

阿
波
根
校
長
外
職
員
五
十
三
名
、
生
徒
二
千

二
百
三
十
三
名
は
住
み
な
れ
た
那
覇
中
校
、

旧
天
妃
校
か
ら
目
出
度
く
引
越
す
運
び
と
な

り
、
掃
除
も
す
ま
せ
て
い
よ
い
よ
今
日
か
ら

張
切
つ
て
勉
強
に
と
り
か
ゝ
つ
た
。
校
舎
は

全
部
で
三
十
七
教
室
、
必
要
教
室
四
十
六
教

室
の
う
ち
不
足
の
九
教
室
分
は
し
ば
ら
く
の

間
旧
天
妃
校
を
那
覇
市
役
所
の
小
父
さ
ん
方

と
仲
よ
く
分
け
合
う
が
、
そ
れ
で
も
旧
天
妃

校
内
の
物
産
検
査
所
、
免
許
事
務
所
、
新
校

舎
内
の
気
象
台
、
放
送
局
な
ど
の
引
越
し
が

未
だ
済
ま
ず
、
仕
切
り
を
設
け
ね
ば
な
ら
ぬ

教
室
も
少
し
あ
る
の
で
、
当
分
の
間
は
二
部

授
業
に
な
る
と
の
事
。
学
校
側
で
は
設
備
も

そ
の
ま
ゝ
民
政
府
か
ら
貰
つ
て
大
助
り
だ

が
、
運
動
場
の
な
い
の
が
頭
痛
の
種
で
今
後

旧
那
覇
尋
常
高
等
小
学
校
の
敷
地
を
そ
れ
に

充
て
る
よ
う
教
育
委
員
会
と
交
渉
す
る
と
述

べ
て
い
る
。

市
役
所
　
那
覇
市
役
所
で
は
き
よ
う
朝
か

ら
旧
天
妃
校
々
舎
へ
の
引
越
し
を
始
め
、
ま

る
一
日
で
終
了
、
六
月
一
日
か
ら
正
式
に
新

庁
舎
で
執
務
を
始
め
る
こ
と
に
な
つ
た
。
同

市
役
所
の
引
越
し
は
こ
れ
で
五
回
目
で
、
最

初
が
一
区
一
組
の
ボ
ロ
ボ
ロ
の
民
家
、
二
回

目
が
現
市
場
敷
地
内
に
あ
つ
た
天
幕
小
屋
、

三
回
目
が
現
開
南
校
の
コ
ン
セ
ツ
ト
、
四
回

目
に
今
ま
で
の
場
所
と
い
う
過
程
を
経
て
来

て
い
る
。

壺
屋
校
　
壺
屋
小
学
校
で
は
来
る
六
月
一

日
に
市
役
所
跡
十
一
教
室
へ
五
年
と
二
年
の

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

五
月

二
二
一



ヨ
イ
子
達
が
引
越
し
、
こ
れ
で
三
部
授
業
解

消
、
□
部
授
業
も
二
年
三
年
だ
け
に
な
る
見

込
で
あ
る
。

教
育
長
事
務
所

こ
れ
ま
で
那
覇
高
校
職
員
室
の
一
室
を
借

り
う
け
て
い
た
地
区
教
育
長
事
務
所
で
は
か

ね
て
か
ら
国
場
組
と
の
契
約
で
同
校
々
舎
と

軒
つ
ゞ
き
に
工
事
中
の
新
庁
舎

四
十
八
坪

ブ
ロ
ツ
ク
建

が
完
成
し
た
の
で
き
よ
う
引

越
し
を
行
つ
た

土
地
収
用
令
、
廃
止
の
意
図
な

し沖
タ
・
朝
　
１
９
５
３
・
６
・
３

軍
回
答

立
法
院
の
軍
用
地
問
題
特
別
委
員
会
の
上
原

委
員
長
及
び
新
里
、
石
原
、
瀬
長
の
各
党
代

表
ら
四
名
は
一
日
午
前
十
時
か
ら
約
一
時
間

に
か
け
て
オ
グ
デ
ン
副
長
官
及
び
ル
イ
ス
准

将
を
そ
れ
ぞ
れ
訪
問
、
さ
き
に
立
法
院
が
決

議
し
た
土
地
収
用
令
廃
止
請
願
等
に
対
す
る

正
式
回
答
を
求
め
た
が
会
談
結
果
に
つ
い
て

は
上
原
委
員
長
か
ら

軍
は
直
ち
に
廃
止
す

る
意
志
は
見
え
な
か
つ
た
が
民
間
か
ら
も
参

加
す
る
土
地
委
員
会
を
ス
ム
ー
ス
に
運
営
し

双
方
の
合
意
に
よ
る
円
満
解
決
を
は
か
る
こ

と
に
よ
つ
て
収
用
令
は
発
動
し
な
い
で
済
む

と
い
う
考
方
で
あ
つ
た

旨
、
次
の
よ
う
な

副
長
官
及
び
ル
イ
ス
准
将
の
回
答
内
容
が
発

表
さ
れ
た
。

軍
事
防
衛
上
、
土
地
を
提
供
せ
よ
／
土

地
委
の
運
営
円
滑
期
す

オ
グ
デ
ン
副
長
官
回
答

一
、
軍
用
地
問
題
は
世
界
的
な
問
題
と
な
つ

て
い
る
ア
メ
リ
カ
が
一
定
の
地
域
を
所
有
す

る
こ
と
は
世
界
の
軍
事
防
衛
上
、
必
要
な
こ

と
で
あ
る
か
ら
住
民
も
自
分
の
土
地
を
提
供

す
べ
き
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
場

合
は
出
来
る
だ
け
適
当
な
使
用
料
が
支
払
れ

る
。
一
、
何
処
の
国
民
で
も
土
地
取
上
げ
は
好
ま

ぬ
も
の
で
あ
る
。

従
つ
て
こ
の
問
題
は
土
地
委
を
円
滑
に
運
営

し
て
軍
民
双
方
が
納
得
の
行
く
よ
う
に
処
理

し
て
行
き
た
い
。

一
、
外
人
の
土
地
購
入
に
関
す
る
布
令
も
軍

が
必
要
と
認
め
れ
ば
出
さ
ん
と
も
限
ら
な

い
。
個
々
の
ケ
ー
ス
の
場
合
は
慎
重
に
検
討

し
た
い
。

一
、
決
議
に
対
す
る
正
式
回
答
は
可
及
的
速

か
に
文
書
で
送
る
が
同
決
議
に
は
具
体
的
な

も
の
が
な
い
。
布
令
百
九
号

土
地
収
用
令

が
悪
け
れ
ば
こ
れ
に
代
る
具
体
案
も
考
え
て

も
ら
い
た
い
。

収
用
令
／
法
的
根
拠
は
平
和
条
約
三
条

”
な
る
べ
く
発
動
せ
ず
納
得
で
”

ル
イ
ス
准
将
回
答

一
、
土
地
収
用
令
を
公
布
し
た
法
的
根
拠
は

行
政
権
か
ら
自
然
に
発
生
す
る
権
利
か
ら
で

あ
る
。
つ
ま
り
平
和
条
約
三
条
後
段
に
規
定

す
る
統
治
権
の

領
水
を
ふ
く
む

は
領

土
も
ふ
く
む
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。
た
ゞ

し
こ
う
い
う
事
態
は
国
際
法
上
、
前
例
の
な

い
こ
と
で
あ
る
。

一
、
土
地
収
用
令
の
適
用
は
最
悪
の
場
合
の

み
で
あ
つ
て
現
に
民
政
府
が
任
命
し
よ
う
と

す
る
土
地
委
員
会
が
発
足
し
て
軍
民
双
方
の

相
談
が
ま
と
ま
つ
た
ら
布
令
は
あ
つ
て
も
使

わ
ん
で
い
ゝ
。

一
、
条
約
発
効
前
の
地
代
支
払
い
は
恩
恵
的

な
も
の
で
国
際
法
に
は
占
領
中
の
土
地
取
上

げ
に
対
す
る
賠
償
の
法
的
根
拠
は
な
い
。
発

効
後
に
つ
い
て
は
土
地
委
と
協
議
の
上
、
納

得
の
行
く
よ
う
な
使
用
料
を
許
可
し
紳
士
協

約
的
な
も
の
と
し
た
い
。

一
、
土
地
収
用
令
は
住
民
に
誤
解
さ
れ
て
い

る
が
こ
れ
を
出
す
ま
で
に
は
予
告
を
し
て
か

な
り
待
つ
た
も
の
で
あ
る
。
や
む
を
得
ず
公

布
し
た
も
の
で
自
分
た
ち
と
し
て
も
土
地
収

用
は
好
も
し
く
な
い
。
出
来
る
だ
け
こ
の
発

動
は
さ
け
、
土
地
委
で
双
方
の
協
議
を
ま
と

め
て
行
き
た
い
。

な
お
委
員
と
の
質
問
応
答
に
お
い
て
ル
イ

ス
准
将
は
昨
年
立
法
院
が
公
布
し
た
土
地
収

用
法
に
は
軍
用
地
は
含
ま
れ
て
い
な
か
つ
た

の
か
？
と
反
問
し
、
適
当
な
法
律
が
な
か
つ

た
か
ら
布
令
の
収
用
法
が
出
さ
れ
た
の
だ
と

述
べ
、
副
長
官
は

目
下
、
来
日
中
の
ダ
ー

ク
セ
ン
、
マ
グ
ナ
ソ
ン
両
上
院
議
員
に
軍
用

地
使
用
料
の
問
題
を
調
査
さ
せ
て
ほ
し
い

と
の
質
問
に

善
処
し
よ
う

と
答
え
た
。

帰
れ
ぬ
国
頭
の
那
覇
人
／
市
が

近
く
十
世
帯
受
入
れ
る

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
３
・
６
・
４

北
部
各
地
に
は
八
カ
年
前
疎
開
し
た
ま
ゝ

未
だ
に
帰
れ
ぬ
多
く
の
那
覇
人
が
い
る

が
、
こ
れ
に
対
し
那
覇
市
社
会
事
業
課
で

は
今
度
の
予
算
で
三
十
六
坪
の
ト
タ
ン
葺

き
バ
ラ
ツ
ク
を
建
て
、
出
来
る
だ
け
の
受

入
れ
を
行
う
こ
と
に
な
つ
た
。

こ
れ
は
当
間
前
市
長
時
代
か
ら
懸
案
さ
れ
た

問
題
で
同
市
長
時
代
に
第
一
回
目
の
受
入
れ

を
行
い
、
今
度
が
第
二
回
目
以
下
年
次
計
画

で
出
来
得
る
限
り
の
受
入
れ
を
行
お
う
と
い

う
事
に
な
つ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

た
め
同
課
で
は
四
日
に
課
員
を
関
係
市
町
村

に
派
遣
、
実
態
調
査
を
行
い
、
十
五
日
に
は

建
物
の
入
札
を
実
施
こ
の
被
救
済
者
家
屋
が

出
来
次
第
受
入
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
つ
て

い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
市
当
局
に
話
を
き
く

と
こ
れ
ら
の
中
に
は
故
郷
で
あ
る
戦
後
の
那

覇
市
を
一
度
も
見
た
こ
と
が
な
い
と
い
つ
た

老
人
達
も
お
り
、
全
て
被
救
済
者
で
自
力
で

は
ど
う
に
も
古
巣
に
帰
る
こ
と
の
出
来
な
い

と
い
つ
た
忘
れ
ら
れ
た
形
の
人
々
だ
と
の
べ
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て
い
た
が
、
関
係
市
町
村
に
問
合
せ
た
資
料

に
よ
つ
て
そ
の
数
は
次
の
よ
う
な
も
の
と
な

つ
て
い
る
。

金
武
村
三
世
帯
九
人
、
本
部
町
四
世
帯
十

三
人
、
今
帰
仁
村
一
世
帯
七
人
、
久
志
村

八
世
帯
十
九
人

平
均
年
令
六
十
七
才

、

大
宜
味
村
一
世
帯
三
人
、
宜
野
座
村
十
世

帯
三
十
六
人
、
石
川
市
三
十
六
世
帯
百
十

四
人
、
糸
満
町
十
六
世
帯
五
十
一
人
、
名

護
町
四
世
帯
十
人
、
羽
地
村
九
世
帯
二
十

三
人
、合
計
九
十
二
世
帯
二
百
八
十
五
人
。

な
お
今
度
三
区
に
建
て
る
被
救
済
者
家
屋
三

十
六
坪
の
う
ち
、
六
坪
は
現
在
那
覇
市
内
で

特
別
に
困
つ
て
い
る
五
世
帯
に
提
供
、
残
り

三
十
坪
が
こ
れ
ら
の
人
々
に
提
供
さ
れ
る
こ

と
に
な
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
十
数
世
帯

だ
け
し
か
受
入
れ
で
き
な
い
の
で
特
に
距
離

の
遠
い
と
こ
ろ
、
残
留
者
の
少
い
と
こ
ろ
、

病
人
、
老
人
、
未
亡
人
な
ど
の
残
留
者
の
少

い
と
こ
ろ
、
病
人
、
老
人
、
未
亡
人
世
帯
の

多
い
市
町
村
、
並
に
市
に
移
れ
ば
救
済
の
要

が
な
い
世
帯
を
優
先
と
し
、
残
部
は
次
年
以

降
に
持
越
す
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

軍
民
相
互
の
連
絡
機
関
／
土
地

委
員
顔
ぶ
れ
決
定

琉
新
　
１
９
５
３
・
６
・
７

比
嘉
主
席
が
民
政
副
長
官
に
対
し
て
推
薦
中

で
あ
つ
た
沖
縄
土
地
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が

決
定
に
な
り
六
日
、
民
政
府
か
ら
次
の
よ
う

に
発
表
さ
れ
た

▽
委
員
長
　
伊
礼
肇
、▽
委
員
　
比
嘉
秀
盛
、

長
嶺
秋
夫
、
知
花
弘
治
、
仲
本
興
正
、
こ
の

委
員
の
選
定
は
政
府
首
脳
部
の
推
薦
し
た

人
々
の
中
か
ら
充
分
な
る
考
慮
を
加
え
た
上

で
行
わ
れ
た
も
の
で
同
委
員
会
は
民
政
副
長

官
を
補
佐
し
沖
縄
住
民
の
土
地
問
題
に
対
し

よ
り
満
足
な
る
解
決
を
も
た
ら
さ
ん
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
任
命
期
間
は
一
年
間
で
、
初

の
会
議
は
六
月
八
日
に
行
わ
れ
る
。
な
お
、

同
委
員
は
当
分
兼
職
と
し
将
来
専
任
も
考
慮

さ
れ
る
模
様
、各
委
員
の
職
業
は
次
の
通
り
、

▽
伊
礼
肇
氏

弁
護
士

▽
比
嘉
秀
盛
氏

市
町
村
長
会
長
、
北
中
城
村
長

▽
長
嶺

秋
夫
氏

小
禄
村
長

▽
知
花
弘
治
氏

読

谷
村
長

▽
仲
本
興
正
氏

浮
島
ホ
テ
ル
主
、

南
洋
引
揚
者
会
長

沖
縄
土
地
委
員
会
委
員
の
発
表
に
当
つ
て
比

嘉
主
席
は
次
の
談
話
を
発
表
し
た

土
地
委
員
会
を
設
置
し
て
土
地
問
題
を
円

満
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
軍
の
熱
意
と
選
ば

れ
た
五
名
の
方
々
が
、
こ
の
重
要
な
仕
事
を

引
き
う
け
て
も
ら
つ
た
こ
と
に
対
し
て
感
謝

に
た
え
な
い
。
土
地
委
員
の
仕
事
は
現
段
階

に
お
い
て
は
沖
縄
に
お
け
る
最
も
重
大
な
、

然
も
極
め
て
困
難
な
仕
事
で
あ
る
と
思
う
の

で
あ
る
が
、
各
委
員
が
全
力
を
打
込
ん
で
こ

の
土
地
問
題
の
円
満
な
解
決
に
努
力
し
て
い

た
ゞ
け
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
、

行
政
副
長
官
お
よ
び
民
政
官
も
各
委
員
の
今

後
の
活
躍
に
多
大
の
期
待
を
も
つ
て
い
る
。

各
委
員
が
土
地
を
失
つ
た
方
々
の
利
益
代
表

と
し
て
そ
の
現
在
お
よ
び
将
来
の
生
活
保
証

に
つ
い
て
あ
り
の
ま
ま
を
率
直
に
軍
に
対
し

て
進
言
す
る
こ
と
を
切
望
し
て
や
ま
な
い
、

ま
た
各
方
面
即
ち
行
政
府
は
勿
論
、立
法
院
、

各
市
町
村
長
、
議
会
そ
の
他
民
間
の
団
体
も

こ
の
同
一
目
的
を
達
成
す
る
よ
う
全
幅
の
協

力
を
望
む
も
の
で
あ
る
。
な
お
月
曜
日

八

日

午
前
九
時
か
ら
民
政
副
長
官
会
議
室
に

お
い
て
民
政
副
長
官
お
よ
び
比
嘉
主
席
も
出

席
の
上
第
一
回
委
員
会
が
開
催
さ
れ
る
。

民
意
を
充
分
に
告
げ
／
軍
の
カ
イ
ラ
イ

に
な
る
な
／
民
主
党

な
お
同
委
員
会
に
つ
い
て
各
党
の
見
解
を
聞

い
て
み
た

民
主
党
上
原
副
幹
事
長
談

今
度
軍
の
諮
問

機
関
と
し
て
伊
礼
氏
外
四
名
の
土
地
委
員
会

が
組
織
さ
れ
た
こ
と
は
土
地
問
題
解
決
へ
の

一
歩
前
進
で
あ
り
、
同
委
員
会
の
活
躍
は
大

い
に
期
待
さ
れ
る
、
お
よ
そ
軍
用
地
問
題
は

同
委
員
会
を
始
め
立
法
院
特
別
委
員
会
と
地

方
に
お
け
る
連
合
委
員
と
の
三
者
が
一
体
と

な
つ
て
解
決
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

あ
く
ま
で
も
民
意
を
最
大
限
に
結
集
し
て
反

映
し
て
も
ら
う
組
織
で
あ
つ
て
、
決
し
て
軍

の
カ
イ
ラ
イ
に
な
る
よ
う
な
性
格
を
も
つ
て

は
な
ら
な
い
、
又
関
係
委
員
会
は
土
地
委
員

会
と
連
携
を
と
り
今
後
こ
れ
以
上
の
土
地
を

取
つ
て
貰
い
た
く
な
い
と
の
方
針
で
自
治
性

の
確
立
を
進
め
軍
用
地
に
関
す
る
立
法
化
も

必
要
と
な
ろ
う
、
こ
れ
は
任
命
主
席
が
住
民

を
代
表
し
て
契
約
を
結
ぶ
と
い
う
こ
と
を
改

め
る
も
の
で
日
本
に
習
い
土
地
条
例
な
る
も

の
を
作
る
必
要
が
あ
る
、
土
地
委
員
会
は
軍

か
ら
報
酬
を
う
け
る
か
ら
何
に
も
な
ら
な
い

と
い
う
声
が
あ
る
が
、
今
度
の
委
員
は
民
意

を
告
げ
て
貰
え
な
い
な
ら
そ
の
職
を
や
め
る

決
意
を
も
つ
て
い
る
筈
だ
民
主
党
と
し
て
は

こ
の
制
度
を
将
来
独
立
せ
し
め
て
い
く
方
針

を
と
り
た
い
。

軍
の
諮
問
機
関
で
あ
り
／
政
治
担
当
者

の
責
任
回
避
だ
／
社
大
党

安
里
社
大
党
書
記
長
談

軍
用
地
問
題
は
軍

と
民
と
の
利
害
関
係
で
あ
り
、
そ
の
調
整
の

た
め
の
委
員
会
で
あ
る
な
ら
、
軍
の
諮
問
機

関
と
し
て
報
酬
を
軍
か
ら
支
給
さ
れ
な
が
ら

そ
の
機
能
を
充
分
発
揮
す
る
こ
と
は
恐
ら
く

困
難
で
あ
ろ
う
し
、
民
に
責
任
を
負
わ
な
い

単
な
る
カ
イ
ラ
イ
乃
至
外
部
に
対
し
て
不
当

を
幾
ら
か
で
も
形
に
お
い
て
合
理
づ
け
る
弁

解
に
役
立
つ
位
の
も
の
と
な
ろ
う
、
政
治
行

政
上
の
責
任
は
そ
の
職
に
あ
る
も
の
の
手
腕

に
よ
つ
て
解
決
す
べ
き
で
あ
り
、
琉
球
政
府

が
存
在
す
る
以
上
、
主
席
並
び
に
立
法
院
に

そ
の
責
任
が
あ
る
。
故
に
委
員
会
を
設
け
る
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な
ら
主
席
の
諮
問
機
関
或
は
立
法
に
基
づ
く

機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
土

地
問
題
に
軍
の
諮
問
機
関
を
設
け
て
や
る
こ

と
は
政
治
担
当
者
の
責
任
回
避
で
あ
り
、
自

治
の
後
退
を
す
ら
承
認
す
る
も
の
で
あ
る
、

こ
の
基
本
線
に
立
つ
て
委
員
会
は
設
け
ら
れ

運
営
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

不
当
行
為
の
合
法
化
が
ね
ら
い
／
任
命

土
地
委
に
反
対
／
人
民
党

オ
グ
デ
ン
副
長
官
が
任
命
す
る
土
地
委
員
は

文
字
通
り
諮
問
機
関
で
そ
の
性
格
に
つ
い
て

は
ア
メ
リ
カ
政
府
が
明
確
に
し
て
い
る
。
民

政
府
の
意
図
は
布
令
一
〇
九
号
土
地
収
用
法

が
あ
ま
り
に
反
人
民
的
で
琉
球
人
民
の
不
評

を
買
つ
て
居
り
、
又
法
的
に
も
根
拠
が
な
い

の
で
そ
れ
を
人
民
の
代
表
の
意
見
を
聞
い
て

解
決
す
る
の
だ
と
い
う
印
象
を
つ
け
る
こ
と

に
よ
つ
て
自
分
達
の
不
当
行
為
を
合
法
化
し

よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
意
味
に

お
い
て
人
民
党
は
こ
の
土
地
委
員
会
に
断
固

と
し
て
反
対
す
る
。
土
地
問
題
の
解
決
土
台

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一

こ
の
問
題
の
主
人
公
は
米
国
政
府
で

な
く
日
本
国
民
と
し
て
の
琉
球
人
民
で
あ
る

と
い
う
事
実
を
忘
れ
な
い
こ
と
だ
、
従
つ
て

根
本
的
で
正
し
い
解
決
の
道
は
こ
の
島
の
主

人
公
の
意
志
を
尊
重
し
て
米
国
政
府
が
琉
球

人
民
の
土
地
買
上
げ
を
や
め
て
引
き
揚
げ
る

こ
と
だ

二

ど
う
し
て
も
土
地
が
必
要
な
ら
全
琉

百
万
人
が
心
か
ら
要
求
し
て
い
る
対
日
平
和

条
約
第
三
条
を
撤
廃
し
即
時
に
日
本
へ
返
還

し
、
日
本
政
府
対
米
国
政
府
が
新
し
い
協
定

の
上
に
立
つ
て
土
地
の
租
借
関
係
を
決
定
す

る
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
二
つ
の
方
法
し
か
な
い
、
し
か
し
今

度
の
土
地
委
員
会
は
人
民
の
意
志
如
何
に
か

か
わ
ら
ず
土
地
を
収
用
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

任
命
土
地
委
員
会
は
は
つ
き
り
云
え
ば
犠
牲

を
少
く
す
る
と
い
う
欺
ま
ん
の
マ
ン
ト
を
着

た
存
在
で
あ
る
。
こ
の
影
響
を
防
ぐ
た
め
立

法
院
は
布
令
一
〇
九
号
に
替
り
得
る
外
人
土

地
法
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
。明

日
の
都
市
建
設
へ
(一)
／
悔
を

百
年
に
残
す
ま
じ
／
又
吉
那

覇
市
長
施
政
演
説
大
要

琉
新
　
１
９
５
３
・
６
・
10

又
吉
那
覇
市
長
は
九
日
の
那
覇
市
定
例
予
算

市
会
で
要
旨
つ
ぎ
の
ご
と
き
五
四
年
度
の
施

政
方
針
演
説
を
行
つ
た
。

施
政
方
針

一

議
員
各
位
と
一
堂
に
会
し
、
こ
こ
に
一
九
五

四
年
度
を
迎
え
る
に
当
り
、
施
政
方
針
の
一

端
を
述
べ
る
機
会
を
得
ま
し
た
こ
と
は
私
の

欣
幸
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

琉
球
政
府
章
典
の
第
二
条
に
よ
れ
ば

琉
球

の
首
都
は
沖
縄
島
の
那
覇
市
で
住
民
の
投
票

に
よ
る
の
で
な
け
れ
ば
こ
れ
を
変
更
す
る
こ

と
が
出
来
な
い
。

と
な
つ
て
お
り
ま
し
て

首
都
の
建
設
は
那
覇
市
が
主
体
と
な
つ
て
大

き
な
視
野
の
下
に
後
世
に
至
る
ま
で
悔
を
残

さ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
思
つ
て
い
ま
す
。

以
下
敬
語
略

琉
球
の
首
都
で
あ
る
か
ら
、
独
り
那
覇
市
だ

け
の
責
任
で
は
な
い
が
、
那
覇
市
の
占
め
る

責
任
の
度
合
は
ま
こ
と
に
重
大
で
あ
つ
て
こ

の
秋
に
当
り
、
市
長
の
職
に
あ
り
、
日
夜
そ

の
責
を
完
う
す
べ
く
腐
心
し
、
首
都
建
設
の

一
日
も
早
か
ら
ん
こ
と
を
念
願
し
、
こ
れ
が

達
成
に
邁
進
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
首
都
の

建
設
は
言
い
換
れ
ば
那
覇
市
の
都
市
計
画
の

早
期
実
施
と
隣
接
市
村
を
包
含
し
て
の
新
し

い
視
野
か
ら
拡
大
し
た
計
画
の
再
編
成
で
あ

る
。明
日
の
那
覇
市
を
目
標
と
す
る

都
市
計
画
事
業
は
六
千
七
百
万
円
の
起
債
に

よ
つ
て
市
民
に
福
音
を
も
た
ら
す
べ
く
今
や

昼
夜
の
別
な
く
高
々
と
建
設
の
譜
を
奏
で
て

お
り
ま
し
て
第
一
次
計
画
の
完
成
の
見
通
し

が
つ
い
た
こ
と
は
各
位
と
と
も
に
御
同
慶
に

堪
え
な
い

都
市
計
画
は
土
地
の
使
用
法
、
建
築
物
の

配
置
、
公
共
施
設
の
合
理
化
を
図
り
、
さ
ら

に
具
体
的
に
申
せ
ば
道
路
、
排
水
、
水
道
、

公
園
、
電
気
等
を
も
つ
て
住
み
よ
い
都
市
を

建
設
す
る
に
あ
る
が
那
覇
市
の
現
状
で
は
整

地
も
平
行
せ
ね
ば
な
ら
な
い
難
関
が
あ
る
の

で
あ
る
。

従
つ
て
、
都
市
計
画
は

市
政
全
般
の
一
大
バ
ツ
ク
ボ
ー
ン
と
も
称
す

べ
き
で
あ
る

都
市
計
画
事
業
の
内
容
お
よ
び
理
論
に
つ

い
て
は
斯
界
の
権
威
者
、
早
大
教
授
石
川
栄

あ
き
博
士
お
よ
び
秀
島
乾
講
師
に
親
し
く
現

地
を
調
査
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
向
う
べ
き

方
向
と
処
す
べ
き
心
構
え
な
ど
、
具
さ
に
御

意
見
を
承
つ
て
い
る
の
で
、
石
川
構
想
の
実

現
に
努
力
す
る
覚
悟
で
あ
る
、

そ
れ
に
は
石
川
プ
ラ
ン
を
市
の
現
状
に
即

応
さ
せ
て
将
来
に
悔
を
残
さ
な
い
よ
う
に
研

究
し
、
近
く
立
法
さ
れ
る

都
市
計
画
法

と
相
ま
つ
て
円
滑
に
推
進
し
次
に
は
人
口
ち

ゆ
う
密
な
現
市
内
の
適
切
な
人
口
配
分
計
画

を
樹
て
る
と
と
も
に
、
都
市
計
画
面
で
は
、

人
口
配
分
と
も
関
連
し
て
旧
市
内
の
土
地
区

画
整
理
事
業
を
早
急
に
完
成
せ
ね
ば
な
ら
な

い
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
商
工
業
の

繁
栄
に
備
え
、
健
全
な
都
市
復
興
に
寄
与
で

き
る
よ
う
取
り
図
り
、
更
に
最
近
民
政
府
か

ら
那
覇
商
港
地
区
の

土
地
区
画
整
理

事

業
を
那
覇
市
に
お
い
て
施
行
す
る
よ
う
に
と

の
指
令
が
来
て
い
る
の
で
こ
れ
は
都
市
計
画

の
面
か
ら
し
て
も
当
然
市
で
や
ら
ね
ば
な
ら

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

六
月

二
二
四



ぬ
事
業
で
あ
る
と
思
い
目
下
そ
の
計
画
に
着

手
し
て
い
る
。

都
市
区
画
整
理
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は

替
費
地
制
度
を
採
つ
て
お
る
が
、
再
検
討
を

加
え
て
替
費
地
を
担
保
に
し
て
琉
銀
融
資
を

う
け
る
と
と
も
に
、
都
市
計
画
法
に
よ
る
政

府
補
助
そ
の
他
の
事
業
運
営
の
方
法
に
よ
つ

て
そ
の
完
遂
を
期
し
た
い
と
思
う

又
現
在
那
覇
市
お
よ
び
隣
接
市
村
の
置
か
れ

て
い
る
客
観
的
な
情
勢
は

１

都
市
の
面
積

政
治
地
理
的
状
勢
即
ち

２

同
一
経
済
下
に
お
け
る
生
活
状
態

３

公
共
施
設
の
合
理
化

４

観
光
都
市
の
創
造

５

密
集
家
屋
の
適
正
配
分

６

学
区
の
再
編

等
を
勘
案
し
、
同
一
の
計
画
の
下
に
都
市
政

策
、
都
市
計
画
事
業
を
推
進
し
て
行
く
べ
き

も
の
だ
と
思
う
。

従
つ
て
私
は
虚
心
坦
懐
に
自
己
の
意
見
を

披
れ
き
し
て
大
所
高
所
か
ら
の
判
断
に
従
つ

て
、
従
来
の
凡
ゆ
る
行
き
懸
り
を
一
掃
し
て

明
日
の
都
市
の
建
設
に
一
層
努
力
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
と
痛
感
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。つゞ
く

明
日
の
都
市
建
設
へ
(二)
／
悔
を

百
年
に
残
す
ま
じ
／
又
吉
那

覇
市
長
施
政
演
説
大
要

琉
新
　
１
９
５
３
・
６
・
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二

こ
の
目
的
の
達
成
に
は
市
民
各
位

は
勿
論
隣
接
市
村
が

純
一
な
る
心
と
心
が
歩
み
寄
ら
れ
て
御
協
力

を
俟
た
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
と
思
う
が
何
よ
り

那
覇
市
議
会
の
御
支
援
が
根
本
で
あ
る
か
ら

積
極
的
御
指
導
御
援
助
を
御
願
い
す
る
。

し
か
ら
ば
都
市
計
画
事
業
の
裏
付
と
な
る

べ
き
財
政
は
ど
う
か
と
申
し
ま
す
と
、
都
市

計
画
事
業
と
市
財
政
の
均
衡
が
取
れ
ず
事
業

の
進
捗
が
阻
ま
れ
て
い
る
の
で
こ
の
隘
路
打

開
に
一
層
の
努
力
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
即
ち
日
本
に
お
い
て
は
都
市
計
画
事
業
は
国

策
と
し
て
そ
の
費
用
は
五
割
乃
至
八
割
国
庫

の
負
担
で
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
琉
球

で
は
全
く

自
力
に
よ
つ
て
都
市
計
画
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
つ
た
の
が
従
来
の
実
状
で
あ
る
。

那
覇
市
の
都
市
計
画
は
実
に
八
億
四
千
八

百
万
円
余
の
莫
大
な
金
額
を
要
す
る
の
で
市

の
財
政
は
、
税
収
入
二
千
八
百
万
円
税
外
収

入
二
千
三
百
万
円
、
合
計
五
千
一
百
万
円
が

純
計
収
入
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
経
常
部
二

千
万
円
、
償
還
費
一
千
万
円
、
土
木
・
都
計

事
業
費
が
一
千
万
円
で
あ
つ
て
、
こ
れ
で
は

現
市
内
の
道
路
改
修
が
手
一
杯
で
あ
り
、
事

業
の
完
成
に
は
驚
く
べ
き
長
年
月
を
要
す
る

の
で
あ
る
。

こ
こ
に
市
の

行
政
運
営
の
容
易
な
ら
ざ
る
困
難
な
点
が
あ

る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
点
を
勘
案
し
て
一
九
五
四
年
度

に
お
き
ま
し
て
は
復
金
よ
り
の

起
債
繰
越

収
入

を
中
心
と
し
て
一
億
四
千
万
円
の
予

算
を
編
成
し
て
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
内
訳
は

自
己
財
源
五
千
一
百
万
円
と
繰
越
財
源
三
千

二
百
万
円
、
替
費
地
処
分
収
入
三
千
三
百
万

円
、
自
己
資
金
一
千
七
百
万
円
、
受
益
者
負

担
金
六
百
万
円
と
な
つ
て
お
り
、
事
業
は
繰

越
財
源
、
自
己
資
金
受
益
者
負
担
金
の
三
者

を
以
て
繰
越
事
業
費
に
充
当
し
替
費
地
処
分

収
入
は
区
画
整
理
費
と
相
殺
し
自
己
財
源
五

千
一
百
万
円
の
中
か
ら

償
還
金
の
一
千
万
円
、
土
木
、
衛
生
、
社
会

事
業
、
消
防
等
の
経
常
事
業
費
お
よ
び
経
常

費
に
充
て
て
あ
る
。

六
千
七
百
万
円
の
起
債
事
業
の
繰
越
は
予
算

上
同
一
で
あ
る
が
実
質
的
に
は
別
箇
の
方
法

で
経
営
し
て
事
業
面
の
重
点
配
置
を
行
い
純

計
才
出
は
純
計
才
入
の
み
を
以
て
充
て
相
互

の
流
用
は
な
る
べ
く
避
け
健
全
な
財
政
を
維

持
し
つ
ゝ
首
都
建
設
を
し
た
い
と
思
う
。

従
つ
て
一
九
五
四
年
度
は
経
常
費
は
努
め
て

圧
縮
し
そ
れ
に
よ
り
生
ず
る
剰
余
金
を
も
つ

て
土
木
・
衛
生
・
消
防
の
事
業
に
充
当
す
る

よ
う
に
し
て
あ
る
。

一
九
五
四
年
度
の

財
源
の
困
難
性
は
一
九
五
三
年
度
に
お
け
る

起
債
計
画
に
時
間
的
な
ズ
レ
が
生
じ
た
た

め
、
水
道
事
業
、
泊
港
よ
り
の
収
入
が
計
上

出
来
な
い
上
に
、
一
千
万
円
の
償
還
金
を
予

算
化
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
大
き
な
悩
み

が
あ
る
訳
で
あ
る
。

然
し
な
が
ら
、
水
道
は
大
体
本
年
八
月
に

は
市
内
給
水
の
可
能
性
が
あ
り
、
泊
港
も
大

型
船
舶
の
出
入
が
い
ん
賑
と
な
り
そ
の
前
途

に
光
明
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
た
。

一
九
五
四
年
度
は
た
と
え
苦
し
く
て
も
こ

れ
は
前
進
の
た
め
の
雌
伏
で
あ
る
の
で
あ

る
。
さ
て
こ
の
よ
う
な
苦
し
い

現
実
を
如
何
に
し
て
打
開
す
る
か
は
市
民
各

位
の
御
援
助
に
よ
ら
な
け
れ
ば
到
底
一
理
事

者
の
手
に
よ
つ
て
解
決
し
得
る
問
題
で
は
な

い
。
打
開
策
の
第
一
は
日
本
の
都
市
計
画
と
同

様
、
戦
災
復
興
の
た
め
、
該
事
業
費
の
大
半

を
政
府
が
負
担
す
べ
き
で
あ
り
、
又
こ
の
た

め
に
は
首
都
建
設
法
、
都
市
計
画
法
の
早
期

実
現
に
よ
つ
て
政
府
に
も
首
都
建
設
の
責
任

を
持
た
す
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

第
二
は
さ
き
に
言
及
致
し
ま
し
た
替
費
地

を
担
保
に
し
て
の
銀
行
借
入
に
よ
つ
て
早
期

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

六
月

二
二
五



に
区
画
整
理
事
業
を
実
施
し
た
後
替
費
地
を

処
分
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
三
は
税
外
収
入
の
確
保
で
あ
る
。

そ
の
内
の

競
輪
事
業
に
つ
い
て
申
し
述
べ
る
と
同
法
案

は
昨
年
末
立
法
院
で
審
議
中
で
あ
り
ま
し
て

成
立
次
第
競
輪
事
業
に
着
手
、
浮
遊
資
本
を

吸
収
し
て
こ
れ
を
復
興
事
業
に
充
て
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

第
四
は
中
央
税
の
内
入
場
税
・
自
動
車
税

の
移
譲
で
あ
る
。

以
上
の
四
点
に
特
に
留
意
致
し
て
今
後
一
層

の
努
力
を
払
い
市
財
政
の
均
衡
を
保
持
し

て
、
市
民
負
担
に
無
理
を
生
じ
な
い
限
度
に

お
い
て
都
市
計
画
の
進
行
を
図
る
べ
く
心
掛

け
て
い
る
。

つ
ゞ
く

明
日
の
都
市
建
設
へ
(三)
／
悔
を

百
年
に
残
す
ま
じ
／
又
吉
那

覇
市
長
施
政
演
説
大
要

琉
新
　
１
９
５
３
・
６
・
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以
下
各
部
門
に
つ
い
て
概
略
申
し
述
べ
る

と
、
社
会
事
業
に
つ
い
て
は
生
活
・
住
居
・
医

療
・
出
産
・
葬
祭
・
教
育
の
六
点
か
ら

扶
助
に
た
い
し
て
、
重
点
的
な
努
力
を
傾
倒

し
、
真
に
弱
い
者
不
幸
な
人
の
た
め
に
社
会

保
障
の
精
神
を
織
り
込
み
た
い
と
思
う
。
旧

那
覇
人
で
生
活
困
窮
の
た
め
今
な
お
遠
く
故

郷
を
離
れ
て
淋
し
い
暮
し
を
し
て
い
る
方
々

の
た
め
に
は
引
続
き
そ
の
御
世
話
を
つ
づ
け

さ
ら
に
一
層
力
を
尽
く
す
つ
も
り
で
あ
る
。

保
健
衛
生
に
つ
い
て
は
直
接
市
民
の
日
常
生

活
に
ひ
び
く
重
要
な
事
柄
で
あ
る
の
で
特
に

留
意
し
て
塵
芥
処
理
、
伝
染
病
予
防
対
策
、

排
水
溝
の
施
設
改
善
等
に
着
実
な
継
続
的
努

力
を
払
つ
て
行
き
た
い
。

次
に
消
防
に
つ
い
て
は

御
承
知
の
通
り
現
市
内
の
密
集
状
態
の
中
で

は
火
災
の
危
険
は
ま
こ
と
に
肌
に
粟
を
生
ぜ

し
め
る
程
の
も
の
が
あ
る
の
で
、
こ
の
充
実

に
は
常
に
留
意
し
て
き
た
が
今
回
用
水
池
施

設
を
中
心
と
し
た
事
業
に
よ
つ
て
、
よ
り
一

層
の
強
化
を
図
つ
て
行
き
た
い
と
思
う
。

産
業
経
済
面
で
は
商
都
那
覇
市
の
本
質
に
即

応
し
て
積
極
的
施
策
が
要
望
さ
れ
て
い
る
が

都
市
計
画
の
線
に
そ
つ
て
種
々
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
本
年
四
月
に
大
々
的
な
商

工
祭
を
催
し
た
が
、
こ
れ
は
戦
後
七
カ
年
の

総
決
算
の
つ
も
り
で
あ
つ
た
。
所
要
経
費
は

僅
少
で
あ
つ
た
が
一
般
商
工
人
に
激
励
と
反

省
を
与
え
そ
の
生
産
意
欲
を
刺
激
し
た
効
果

に
鑑
み
、今
後
も
年
中
行
事
と
し
て
挙
行
し
、

大
き
な
成
果
を
期
待
し
て
い
る
次
第
で
あ

る
。
こ
れ
に
付
帯
し
て
商
工
業
の
実
態
調
査
お
よ

び
商
工
奨
励
館
の
設
置
に
よ
る
保
護
育
成
、

生
産
振
興
に
つ
と
め
る
と
と
も
に
、
商
業
に

お
い
て
は
講
習
会
、
展
示
会
等
を
催
し
て
店

舗
の
装
飾
、
経
営
の
合
理
化
、
サ
ー
ビ
ス
の

改
善
に
進
歩
あ
ら
し
め
た
い
。

工
業
の
面
で
は
現
在
不
況
に
喘
ぎ
つ
つ
あ
る

が
、
市
と
し
て
積
極
的
に
復
活
改
良
を
図
つ

て
施
設
助
成
、
輸
出
促
進
に
力
を
注
ぐ
よ
う

に
し
た
い
。
都
市
計
画
と
不
可
分
の
関
係
に

あ
る
土
木
工
事
に
つ
い
て
は
、
現
市
内
の
主

要
道
路
は
殆
ど
今
年
度
の
起
債
事
業
に
よ
つ

て
、
ア
ス
フ
ア
ル
ト
舗
装
に
な
る
の
で
、
五

四
年
度
で
は
現
市
内
の
道
路
改
修
九
線
、
橋

梁
補
修
を
な
し
つ
ゝ
、
旧
市
内
へ
の
連
繋
に

即
応
す
る
様
努
力
を
傾
け
た
い
。

次
に
墓
地
の
整
理
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て

も
前
市
長
の
計
画
を
踏
襲
、
そ
れ
ぞ
れ
計
画

立
案
し
て
市
民
の
祖
先
崇
拝
の
精
神
を
活
か

し
、
都
市
の
合
理
的
建
設
に
当
り
度
い
と
思

う
。
市
場
付
近
そ
の
他
の
露
店
の
整
理
、
排
水
施

設
に
つ
い
て
は
困
難
な
問
題
で
あ
る
が
具
体

的
に
調
査
研
究
し
て
居
る
の
で
、
皆
さ
ま
の

お
力
を
か
り
て
速
か
に
解
決
を
つ
け
度
い
と

目
下
苦
心
し
て
居
る
。

続

増
え
る
那
覇
の
財
産
／
泊
埋
立

地
晴
れ
て
譲
渡

琉
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ミ
ナ
ト
泊
の
浚
渫
工
事
と
併
行
し
莫
大
な
ガ

リ
オ
ア
資
金
と
近
代
科
学
の
粋
を
あ
つ
め
て

埋
立
て
ら
れ
た
泊
埋
立
地
は
、
軍
の
好
意
で

か
ね
て
か
ら
那
覇
市
へ
移
管
を
約
束
さ
れ
て

い
た
が
十
一
日
午
後
二
時
半
、
首
席
民
政
官

ル
イ
ス
准
将
代
理
、
民
政
府
工
務
部
長
ウ
エ

ス
テ
ン
バ
ー
ガ
ー
氏
は
杉
山
係
官
と
と
も
に

那
覇
市
役
所
を
訪
問
、
又
吉
那
覇
市
長
に
同

埋
立
地
の
譲
渡
契
約
書
を
手
交
、
署
名
捺
印

し
た
。

こ
れ
で
軍
の
手
で
埋
立
て
ら
れ
た
広
大
な
泊

埋
立
地

１

桟
橋
か
ら
泊
高
橋
に
至
る
北

岸
一
帯
の
五
千
五
百
四
坪
余

２

泊
港
の

東
岸
約
三
十
坪

３

現
仮
護
岸
内
の
南
岸

一
帯
三
万
二
千
百
五
十
七
余
坪
の
広
大
な
埋

立
地
が
晴
れ
て
那
覇
市
の
財
産
と
し
て
移
譲

さ
れ
た
わ
け
で
、
那
覇
市
で
は
こ
の
地
域
の

工
事
の
た
め
に
米
軍
建
設
部
の
自
由
な
通
行

を
許
可
し
同
地
区
の
工
事
が
終
る
ま
で
恒
久

建
物
を
除
き
市
の
港
務
運
営
や
Ｄ
Ｅ
に
よ
る

軍
建
設
工
事
に
支
障
の
な
い
限
り
ド
ツ
ク
と

一
号
線
の
間
に
い
か
な
る
建
物
も
建
築
し
な

い
こ
と
な
ど
を
契
約
し
て
い
る
。

市
都
市
計
課
で
は
将
来
南
岸
一
帯
の
三
万

二
千
余
坪
に
港
湾
管
理
運
営
に
必
要
な
施

設
を
す
る
ほ
か
工
場
倉
庫
セ
ン
タ
ー
、
商

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

六
月

二
二
六



業
セ
ン
タ
ー
、
住
宅
な
ど
の
地
域
を
計
画

し
て
お
り
、

明
日
の
大
那
覇
市

を
築

き
つ
つ
あ
る
同
市
に
と
つ
て
一
大
財
源
と

し
て
、
そ
の
役
割
も
大
き
い
。

真
和
志
で
も
水
道
工
事
／
軍
の

補
助
で
那
覇
市
が
協
力

沖
タ
・
夕
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十
一
日
朝
十
時
か
ら
開
か
れ
た
真
和
志
村
臨

時
議
会
は
、
追
加
更
正
予
算
、
議
会
の
議
決

又
は
住
民
の
一
般
投
票
に
す
べ
き
財
産
営
造

物
に
関
す
る
条
例
制
定
村
有
財
産
の
取
得
管

理
及
び
、
処
分
条
例
制
定
に
つ
い
て
、
議
会

の
議
決
に
附
す
べ
き
契
約
に
関
す
る
条
例
制

定
の
四
議
案
を
上
程
し
て
い
る
が
、
そ
の
中

追
加
更
正
予
算
の
件
は
那
覇
に
呼
応
し
て
真

和
志
村
で
も
、
水
道
の
本
格
工
事
に
着
手
す

る
こ
と
に
な
つ
た
た
め
の
も
の
で
議
会
に
臨

み
、
宮
里
村
長
は
水
道
事
情
と
そ
の
計
画
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

本
年
度
の
水
道
工
事
と
し
て
、
最
初
は
簡

易
水
道
を
計
画
、
工
事
費
二
十
万
円
を
計

上
し
て
い
る
が
、
那
覇
市
が
本
格
工
事
に

入
つ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
村
で
も
簡
易
水

道
を
取
止
め
、
す
ぐ
に
本
格
工
事
に
着
手

し
た
方
が
い
い
と
い
う
情
況
に
な
つ
た
、

そ
の
為
軍
に
善
処
方
を
お
願
い
し
た
処
、

早
速
現
金
三
百
八
十
万
円
の
補
助
を
受
け

た
、
そ
れ
で
取
敢
ず
最
も
困
つ
て
い
る
平

野
、
二
中
前
、
楚
辺
、
松
尾
、
壺
川
、
大

原
、
寄
宮
、
上
之
屋
、
天
久
の
九
区

人

口
約
一
万
人

へ
給
水
の
為
の
本
格
工
事

計
画
を
樹
て
た
。

即
ち
、
軍
補
助
の
三
百
八
十
万
円
で
資
材
を

日
本
に
発
注
神
里
原
か
ら
役
所
前
真
和
志
小

校
前
与
儀
に
到
る
幹
線
前
記
と
、
各
区
へ
数

栓
ず
つ
の
引
込
共
同
線
を
取
付
け
よ
う
と
い

う
も
の
だ
。
こ
れ
に
要
す
る
工
事
費
が
三
十

八
万
円
見
積
つ
て
い
る
が
、
予
算
化
さ
れ
て

い
る
の
は
二
十
万
円
し
か
な
く
従
つ
て
残
り

十
八
万
円
の
追
加
予
算
を
作
成
し
た
わ
け
で

あ
る
。
本
年
度
は
そ
れ
位
し
か
で
き
ず
、
そ

の
他
は
次
年
度
施
行
に
な
る
が
、
こ
れ
に
は

莫
大
な
金
額
を
要
す
る
の
で
、
何
れ
起
債
を

す
る
か
適
当
な
方
法
で
資
金
面
を
考
え
水
道

計
画
の
完
成
を
図
り
た
い
と
思
つ
て
い
る
と

こ
ろ
で
現
在
三
原
区
や
、
栄
町
一
帯
は
簡
易

水
道
が
あ
る
が
前
記
各
区
の
一
万
人
の
人
々

は
水
が
無
く
て
困
つ
て
い
る
の
で
、
こ
の
件

に
つ
い
て
も
軍
に
陳
情
、
現
在
那
覇
市
に
流

し
て
い
る
一
日
二
十
三
万
ガ
ロ
ン
の
外
、
更

に
真
和
志
村
の
分
と
し
て
十
万
ガ
ロ
ン
を
追

加
し
て
貰
い
た
い
と
九
日
に
折
衝
し
た
と
こ

ろ
、
軍
で
は
そ
れ
は
い
い
が
、
水
の
配
分
に

つ
い
て
は
那
覇
市
と
話
合
つ
て
く
れ
と
の
こ

と
で
あ
つ
た
。
そ
こ
で
那
覇
市
と
話
合
つ
た

と
こ
ろ
那
覇
市
で
は
福
祉
問
題
に
つ
い
て
は

す
べ
て
虚
心
坦
懐
で
そ
れ
に
は
全
面
的
に
賛

成
し
協
力
す
る
と
の
返
事
で
あ
つ
た
の
で
、

こ
の
件
も
早
急
に
実
現
の
可
能
性
が
あ
る

明
日
の
都
市
建
設
へ
(完)
／
悔
を

百
年
に
残
す
ま
じ
／
又
吉
那

覇
市
長
施
政
演
説
大
要

琉
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本
年
に
於
て
開
設
さ
れ
た
泊
港
は
日
を
逐

う
て
発
展
し
て
来
た
が
、
高
橋
際
の
護
岸
工

事
並
に
浚
渫
を
関
係
業
者
と
協
力
し
て
促
進

す
る
と
同
時
に
港
務
所
の
新
築
、
信
号
所
等

の
完
備
を
図
つ
て
港
の
真
価
を
発
揮
し
て
市

民
引
い
て
は
全
住
民
の
利
益
を
増
進
し
、
税

外
収
入
の
確
保
に
よ
つ
て
財
政
面
に
対
し
て

も
大
き
な
プ
ラ
ス
た
ら
し
め
た
い
と
着
々
計

画
を
進
め
て
い
る
。

公
共
施
設
水
道
に
つ
い
て
申
し
上
げ
る
と
、

本
年
度
画
期
的
に
飛
躍
し
た
プ
ラ
ン
を
施
設

面
に
具
現
さ
せ
る
の
が
、
今
後
の
大
き
な
仕

事
で
あ
る
。
巨
額
な
費
用
を
必
要
と
す
る
水

道
事
業
も
米
民
政
府
の
絶
大
な
る
援
助
と
琉

球
政
府
の
理
解
に
よ
る
資
材

金
額
に
す
れ

ば
約
二
千
七
百
万
円

払
下
げ
と
復
金
の
融

資
に
よ
つ
て
着
工
の
運
び
に
至
り
、
給
水
体

制
も
一
層
強
化
さ
れ
、
昔
か
ら
水
に
悩
む
市

民
の
悩
み
を
も
解
消
さ
れ
る
と
喜
ん
で
い

る
。こ
れ
で
一
応
現
在
の
密
集
住
居
地
域
一
帯

の
市
民
に
は
給
水
で
き
る
準
備
が
出
来
る
事

に
な
る
の
で
次
は
旧
市
内
に
対
し
て
都
計
の

線
に
沿
う
て
の
給
水
計
画
を
考
慮
し
て
行
く

予
定
で
あ
り
、
早
急
に
実
現
し
た
い
。
以
上

各
部
門
に
つ
い
て
概
略
申
し
述
べ
た
が
、

や
る
べ
き
仕
事
が
山
積
し
て
財
源
こ
れ
に

伴
わ
ず

と
い
つ
た
嘆
き
を
各
位
と
と
も
に

持
つ
こ
と
を
遺
憾
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ど
の
面
を
取
り
あ
げ
て
も
極
め
て
重
要
な

こ
と
で
あ
り
、
今
後
年
次
的
財
政
計
画
と
事

業
計
画
に
再
検
討
を
加
え
て
百
年
の
大
計
と

も
い
う
べ
き
首
都
建
設
の
歴
史
的
事
業
の
達

成
に
邁
進
す
る
覚
悟
で
あ
る
。

幸
に
泊
港
の
充
実
同
地
域
埋
立
地
の
繁
栄

充
実
牧
志
十
間
道
路
そ
の
他
市
内
主
要
道
路

の
舗
装
完
成
等
、
明
る
い
希
望
が
市
の
前
途

を
照
ら
し
つ
つ
あ
る
輝
か
し
い
機
運
に
恵
ま

れ
て
来
ま
し
た
の
で
過
去
に
お
け
る
幾
多
の

不
満
、
不
備
隘
路
を
こ
く
服
す
べ
く
奮
励
一

番
、
市
民
各
位
の
御
期
待
に
副
う
べ
く
こ
う

こ
う
た
る
、
一
片
の
赤
心
を
披
れ
き
致
し
ま

し
て
施
政
方
針
と
致
し
ま
す
　
　
　

完

市
町
村
土
地
特
別
委
連
合
会
力

強
く
発
足
／
軍
用
地
問
題
の

解
決
を
／
超
党
派
的
に
促
進

沖
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軍
用
地
問
題
の
円
満
解
決
を
目
標
と
す
る

市
町
村
土
地
特
別
委
員
連
合
会

が
い
よ

い
よ
発
足
し
た
。
十
六
日
ひ
る
一
時
半
か
ら

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

六
月

二
二
七



立
法
院
で
小
禄
村
な
ど
二
十
三
の
関
係
市
町

村
代
表
及
び
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
立
法
院

軍
用
地
特
別
委
、
沖
縄
土
地
委
員
ら
約
五
十

名
が
集
ま
つ
て
協
議
し
た
結
果
、
経
費
の
問

題

窮
乏
の
地
方
財
政
で
は
連
合
会
な
ど
の

新
た
な
経
費
の
負
担
は
無
理
と
す
る
も
の

や
土
地
問
題
に
関
す
る
類
似
の
機
関
を
幾
つ

も
設
置
す
る
こ
と
は
責
任
の
所
在
を
ア
イ
マ

イ
に
す
る
と
云
つ
た
見
地
か
ら
二
、
三
の
反

対
意
見
も
あ
つ
た
が
結
局
、
賛
成
大
多
数
を

も
つ
て
連
合
会
結
成
を
決
定
。
つ
い
で
連
合

会
規
約
案
を
採
択
の
後
、
桑
江
朝
幸
氏

越

来

の
連
合
会
長
を
は
じ
め
各
役
員
を
そ
れ

ぞ
れ
選
出
。
立
法
院
、
沖
縄
土
地
委
、
連
合

会
の
三
者
が
一
体
と
な
り
超
党
派
的
に
軍
用

地
問
題
の
解
決
を
促
進
す
る
こ
と
を
誓
い
あ

い
、
午
後
四
時
十
分
閉
会
し
た
。

規
約
に
住
民
の
財
産
権
保
護
謳
う
／
会

長
に
桑
江
朝
幸
氏

市
町
村
土
地
特
別
委
員
会
連
合
会
規
約

要
旨

一
、
本
会
は
市
町
村
の
強
固
な
団
結
に
よ
り

沖
縄
に
お
け
る
軍
用
地
問
題
の
円
満
か
つ
適

正
妥
当
な
解
決
を
図
る
た
め
そ
の
筋
に
建
言

し
以
て
住
民
の
財
産
権
を
保
護
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

一
、
本
会
に
総
会
と
評
議
員
会
の
二
機
関
を

お
く
。
総
会
は
各
町
村
土
地
委
か
ら
選
ば
れ

た
各
二
名
の
代
議
員
を
以
て
構
成
。
定
期
総

会
を
毎
年
六
月
、
十
二
月
の
二
回
と
す
る
。

評
議
員
会
は
総
会
に
お
い
て
選
出
し
た
評
議

員
を
も
つ
て
構
成
す
る
。

一
、
本
会
役
員
は
会
長
一
、
副
会
長
二
、
評

議
員
若
干
、
監
事
三
、
と
す
る
。

一
、事
務
所
を
那
覇
市
の
沖
縄
会
館
に
お
く
。

△
連
合
会
の
役
員
、
次
の
通
り
。

会
長

桑
江
朝
幸

越
来
。

副
会
長

池
原
新
蔵

金
武
。
津
波
玄
八

佐
敷
。

当
日
、
決
定
し
た
各
村
評
議
員

小
禄
、
上
原
盛
春
。
豊
見
城
、
大
城
一
男
。

高
嶺
、
金
城
亀
喜
。
恩
納
、
伊
波
保
成
。
玉

城
、
仲
村
一
八
。
佐
敷
、
津
波
玄
八
。
石
川
、

山
城
善
栄
。
浦
添
、
吉
長
盛
助
。
西
原
、
玉

那
覇
馨
。
中
城
、
新
垣
盛
繁
。
宜
野
湾
、
儀

間
順
英
。
北
谷
、
真
栄
城
玄
良
。
金
武
、
池

原
新
蔵
。
北
中
城
、
伊
佐
常
亀
。
嘉
手
納
、

儀
保
か
ま
太
郎
。
読
谷
、
天
久
源
吉
。
越
来
、

桑
江
朝
幸
。
美
里
、
高
江
州
義
永
。
与
那
城
、

下
田
精
治
。
勝
連
、
玉
井
清
康
。
国
頭
、
山

城
松
栄
。
上
本
部
、
よ
平
名
知
永
。
伊
江
、

前
田
幸
助
。

監
事

山
城
善
栄

石
川
。
仲
村
一
八

玉
城
。
よ
平
名
知
永

上
本
部

明
治
以
来
初
の
最
重
大
問
題
だ

桑
江
会
長
挨
拶

重
責
な
の
で
誠
心
誠
意

を
も
つ
て
当
り
た
い
。
従
来
の
こ
う
し
た
組

織
は
名
目
だ
け
に
終
つ
て
い
る
が
こ
れ
は
末

端
組
織
と
の
連
携
が
不
十
分
だ
つ
た
か
ら
で

あ
る
。
今
後
は
市
町
村
の
単
位
委
員
会
と
手

を
取
つ
て
活
溌
に
運
営
し
軍
用
地
問
題
を
解

決
し
て
行
き
た
い
。

伊
礼
委
員
長
挨
拶
―
今
度
の
土
地
問
題
は

琉
球
に
お
け
る
明
治
以
来
の
一
番
重
大
問
題

で
あ
る
、
昭
和
の
初
期
、
沖
縄
振
興
計
画
で

は
県
民
が
党
派
を
こ
え
て
中
央
に
当
り
実
現

し
た
が
今
日
の
問
題
は
振
興
計
画
以
上
に
困

難
な
問
題
で
あ
る
。
こ
の
際
、
一
切
の
党
派

感
情
を
捨
て
全
住
民
が
総
力
を
結
集
し
て
円

満
解
決
に
当
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
こ
に
連
合

会
の
結
成
は
誠
に
喜
ば
し
く
土
地
委
も
皆
さ

ん
の
鞭
達
と
忠
告
の
下
に
使
命
を
達
成
し
た

い
。立
法
院
上
原
委
員
長
挨
拶
―
連
合
会
の
設

置
は
軍
用
地
問
題
解
決
の
一
歩
前
進
で
あ

る
。
今
後
は
三
者
一
体
と
な
つ
て
超
党
派
的

に
処
理
し
て
行
き
た
い
。

市
会
で
決
定
／
牧
志
通
り
の
借

家
人
に
も
／
泊
埋
立
地
を
割

当沖
タ
・
朝
　
１
９
５
３
・
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予
算
案
上
程
中
の
那
覇
市
議
会
、
建
設
委

員
会
で
は
十
七
日
に
委
員
会
を
開
催
し
た

が
次
の
よ
う
な
こ
と
が
採
り
あ
げ
ら
れ

た
。

牧
志
大
通
り
拡
張
工
事
に
伴
う
立
退
き
者
受

入
れ
の
件

さ
き
の
議
会
を
通
過
し
た
の
に

伴
う
実
施
面
の
諮
問
事
項

市
当
局
案
に
よ
る
と
泊
埋
立
地
の
割
当
該
当

者
に
は
原
則
と
し
て
借
家
人
は
入
れ
ず
、
家

主
を
対
象
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
或

る
借
家
人
は
そ
の
中
に
加
え
ら
れ
て
い
た

り
、
或
は
他
に
も
い
く
つ
か
の
家
が
あ
り
何

等
困
つ
て
い
な
い
の
に
該
当
者
と
し
て
あ
る

な
ど
実
際
面
に
は
い
ろ
い
ろ
の
問
題
が
あ
る

と
市
当
局
案
が
追
求
さ
れ
あ
ら
た
め
て
も
う

一
回
議
員
も
加
わ
つ
て
実
態
調
査
を
行
い
、

市
当
局
案
で
は
対
象
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い

な
い
借
地
人
に
も
割
当
地
を
賃
貸
す
る
か
売

却
す
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
第
一
号
工
事

ガ
ー
ブ
橋

蔡
温
橋

に
伴
う
立
退
き
者

に
つ
い
て
も
第
二
号
工
事

税
務
署
前

ガ
ー
ブ
橋

と
同
様
な
処
置
、
つ
ま
り
泊
埋

立
地
に
受
入
れ
、
希
望
者
に
は
売
却
す
る
こ

と
に
な
つ
た
。

納
骨
堂

仮
安
置
所

の
件

こ
の
た
め
予
算
に
は
借
家
料
十
八
万
円
、

修
繕
費
十
七
万
円
、
増
設
費
八
万
三
千
二

百
五
十
円
、
合
計
四
十
三
万
余
円
が
計
上

さ
れ
て
あ
る
が
こ
れ
は
金
を
捨
て
る
よ
う

な
も
の
で
そ
れ
よ
り
か
す
ぐ
に
永
久
的
な

納
骨
堂
を
新
設
す
べ
き
だ
と
の
意
見
が
あ

つ
た
が
こ
れ
に
対
し
市
当
局
で
は
現
在
市

内
に
は
適
当
な
場
所
が
な
い
従
つ
て
当
分

現
在
の
よ
う
に
し
、
そ
の
う
ち
良
い
場
所

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

六
月

二
二
八



を
探
し
て
永
久
的
な
も
の
を
つ
く
り
た
い

と
説
明
し
た

市
内
道
路
の
舗
装

土
木
五
四
年
度
予
算
で
キ
ラ
ク
の
フ
ト
ン
工
場

横
通
り
ほ
か
八
線
の
舗
装
工
事
を
す
る
事

に
な
つ
て
い
る
が
予
算
の
範
囲
内
で
更
に

五
区
病
院
街
の
通
り
朝
日
新
聞
社
前
通
り

も
同
様
舗
装
す
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
に

な
つ
た
。

一
瀉
千
里
に
可
決
／
那
覇
市
会
、

無
事
閉
幕
琉
新
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予
算
審
議
の
那
覇
市
議
会
、
合
同
委
員
会
は

十
九
日
午
前
十
時
か
ら
開
会
そ
れ
ぞ
れ
の
常

任
委
員
会
所
管
の
予
算
案
な
ら
び
に
諮
問
案

に
対
す
る
審
査
の
経
過
報
告
の
の
ち
、
予
算

案
総
仕
上
げ
の
再
検
討
を
加
え
た
が
、
各
常

任
委
員
で
殆
ど
審
議
し
尽
さ
れ
た
だ
け
に
さ

し
て
の
論
議
も
み
ら
れ
ず
引
続
き
午
後
か
ら

本
会
議
に
移
り
、

五
四
年
度
那
覇
市
予
算

案

を
一
部
修
正
で
可
決
し
た
ほ
か
、

五

四
年
度
那
覇
市
水
道
と
電
気
事
業
特
別
会
計

予
算

の
両
議
案
を
満
場
一
致
で
原
案
可
決
。

牧
志
街
道
拡
幅
工
事

ガ
ー
ブ
橋

蔡
温
橋

間

に
伴
う
立
退
者
四
十
名
に
た
い
す
る
受

入
土
地
と
し
て
前
島
町
の
市
有
地

一
、
四

一
三
坪

を
譲
渡
す
る
当
局
諮
問
を
建
設
委

の
答
申
案
を
字
句
の
修
正
を
み
た
だ
け
で
可

決
、
最
後
に
臨
時
割
当
土
地
条
例
の
期
限

来
月
三
月

が
切
れ
れ
ば
、
地
主
対
借
地

人
の
□
争
が
予
想
さ
れ
る
の
で
那
覇
市
議
会

と
し
て

借
地
法

借
家
法

の
立
法
要

請
を
急
ぐ
こ
と
に
な
り
、
ま
た
政
府
税
で
あ

る
自
動
車
税
と
入
場
税
を
市
町
村
に
移
譲

し
、
目
下
立
法
要
請
中
の
市
町
村
税
法
に
廃

止
さ
れ
る
と
い
わ
れ
る
不
動
産
取
得
税
も
そ

の
ま
ま
存
置
し
て
も
ら
う
よ
う
市
会
か
ら
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
決
定
、
こ
れ
ら
の

文
案
と
折
衝
を
正
副
議
長
と
総
務
財
政
委
長

に
一
任
し
、
か
く
て
十
余
日
に
わ
た
る
予
算

議
会
も
最
終
日
の
ス
ム
ー
ス
な
議
事
を
も
つ

て
午
後
三
時
す
ぎ
和
気
ア
イ
ア
イ
裡
に
閉
会

し
た五四
年
度
那
覇
市
予
算

総
務
財
政
委

に
お
け
る
会
議
費
十
九
万
八
千
円
を
六
万
円

に
削
減
、
そ
の
ほ
か
役
所
需
要
費
か
ら
十
万

円
を
削
り
、
こ
れ
か
ら
浮
く
二
十
三
万
八
千

円
を
議
会
図
書
費
二
万
円
、
社
会
事
業
費
十

万
円
、
企
業
奨
励
費
三
万
八
千
円
、
水
産
奨

励
費
八
万
円
に
振
り
向
け
る
と
云
う
修
正
案

を
そ
の
ま
ま
認
め
、
そ
の
他
都
計
事
業
の
樹

苗
園
事
業
費
の
う
ち
、
二
十
七
万
七
千
二
十

六
円
を
衛
生
費
の
塵
芥
処
理
費
に
増
額
。
一

億
四
千
四
十
九
万
五
千
九
百
三
円
に
の
ぼ
る

五
四
年
度
予
算
は
以
上
の
一
部
修
正
を
み
て

可
決
し
た

牧
志
街
道
に
対
す
る
議
会
答
申

立
退
者
に
つ
い
て
は
実
態
調
査
も
適
格
に
行

な
い
次
の
条
件
で
措
置
せ
ら
れ
た
い

１

土
地
が
道
路
用
地
に
全
部
潰
さ
れ
る

所
有
者
の
う
ち
市
内
で
直
ち
に
使
用
で
き
る

土
地
を
有
た
な
い
者
に
は
市
有
地
を
適
正
な

価
格
で
譲
渡
す
る

２

移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
建
物
に

よ
つ
て
生
活
を
維
持
し
て
い
る
建
物
所
有
者

で
市
内
で
直
ち
に
該
建
物
を
移
転
す
べ
き
土

地
が
な
い
者
に
は
補
償
費
も
考
慮
に
入
れ
、

適
正
な
価
格
で
市
有
地
を
譲
渡
す
る

３

移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
建
物
を

借
り
て
商
業
を
営
ん
で
い
る
借
家
人
で
他
に

商
店
を
経
営
す
る
適
当
な
借
家
お
よ
び
自
己

所
有
の
建
物
を
持
た
な
い
者
に
は
市
有
地
を

適
正
な
価
格
で
貸
与
す
る

市
昇
格
を
促
進
／
真
和
志
村
会

沖
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朝
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定
例
議
会
開
催
中
の
真
和
志
村
で
は
二
十
五

日
の
全
体
協
議
会
で
市
昇
格
問
題
を
採
り
上

げ
た
が
そ
の
実
現
促
進
を
期
す
こ
と
と
な

り
、
之
に
基
い
て
宮
里
村
長
、
新
垣
議
長
等

は
同
日
立
法
院
を
訪
れ
同
議
案
の
早
急
上
程

方
を
要
請
し
た

バ
ス
会
計
の
疑
点
衝
き
／
首
里

市
会
・
決
算
審
議
で
も
む

沖
タ
・
朝
　
１
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バ
ス
の
特
別
会
計
決
算
で
も
ん
で
い
る
首
里

市
定
例
議
会
は
二
十
六
日
午
後
二
時
半
か
ら

再
開
、
こ
の
日
開
会
へ
き
頭
兼
島
市
長
か
ら

”
二
十
四
日
の
議
会
で
問
題
の
バ
ス
切
符
は

前
助
役
に
托
し
た
と
述
べ
た
の
は
思
い
違
い

で
あ
つ
た
”
と
答
弁
の
訂
正
が
あ
り
、
こ
れ

に
大
宜
見
前
助
役
が
休
会
中
全
然
関
係
が
な

い
と
釈
明
す
る
な
ど
議
場
は
始
め
か
ら
揺
れ

出
し
た
。
つ
い
で
問
題
に
な
つ
た
バ
ス
特
別

会
計
の
再
監
査
結
果
に
つ
い
て
監
査
委
員
か

ら
①
関
係
証
票
書
類
に
決
裁
印
が
な
い

②
車
輌
賃
借
料
が
議
決
な
し
に
支
出
さ
れ

て
い
る
。

③
引
継
当
時
の
大
山
専
務
の
給
料
が
市
会

の
協
議
に
反
し
て
市
特
別
会
計
か
ら
出
さ

れ
て
い
る
。

④
部
品
代
の
支
出
に
数
字
の
食
い
違
い
が

あ
る
。

⑤
移
管
の
さ
い
、
封
印
の
上
、
市
が
保
管

し
て
い
た
切
符
が
市
長
の
知
ら
ぬ
間
に
大

山
専
務
が
無
断
で
使
用
し
て
い
る
。

な
ど
五
項
目
の
報
告
が
あ
り
、
切
符
問
題
を

め
ぐ
り
当
局
の
責
任
を
追
及
さ
れ
た
の
に
対

し
、
市
長
は

報
告
を
聞
い
て
初
め
て
知
つ

た
。
当
時
会
社
は
切
符
の
用
意
が
な
か
つ
た

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

六
月

二
二
九

係



の
で
、
急
場
を
し
の
ぐ
た
め
に
止
む
を
得
ず

使
つ
た
も
の
だ
と
思
う
。
会
社
運
営
の
面
を

考
慮
に
入
れ
て
こ
の
問
題
を
考
え
て
も
ら
い

た
い

旨
答
弁
、
大
山
専
務
も
、
休
会
中
の

議
場
を
か
り
て

こ
の
問
題
は
全
く
自
分
個

人
の
責
任
で
申
し
わ
け
な
い

と
謝
つ
た
。

な
お
市
営
当
時
よ
り
民
営
移
管
後
、
収
益
が

減
つ
た
理
由
に
つ
い
て
上
地
助
役
は
競
争
社

の
出
現
を
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
う

旨
説
明
し
た
。

”
住
民
投
票
で
ゞ
も
”
／
真
和

志
村
会
一
市
一
村
合
併
を
強

調沖
タ
・
朝
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二
十
六
日
の
真
和
志
村
議
会
で
は
五
四
年
度

予
算
案
の
最
終
的
検
討
が
行
わ
れ
た
が
、
一

部
修
正
の
ほ
か
原
案
通
り
可
決
し
た
。

前
年
度
の
予
算
総
額
が
二
千
百
万
円
で
あ
つ

た
の
に
対
し
新
年
度
は
千
三
百
万
円
と
七
百

八
十
万
円
も
減
額
と
な
つ
て
い
る
と
い
う
点

に
つ
い
て
村
当
局
の
編
成
方
針
が
追
求
さ
れ

た
が
、
こ
れ
は
新
税
法
が
施
行
さ
れ
る
の
を

見
越
し
て
の
編
成
で
暫
定
的
な
も
の
で
あ

り
、
八
月
に
は
追
加
更
正
を
必
要
と
す
る
が
特
に

臨
時
部
関
係
は
大
巾
な
増
額
見
通
し
が
あ
る

旨
説
明
が
あ
つ
て
納
得
し
た

ま
た
市
昇
格
の
問
題
な
ら
び
に
合
併
問
題

が
再
び
論
議
さ
れ
非
公
式
で
訪
れ
た
稲
嶺

行
政
課
長
に
対
し
市
昇
格
の
件
と
合
併
問

題
と
は
あ
く
ま
で
別
で
あ
り
市
昇
格
に
よ

つ
て
合
併
が
阻
害
さ
れ
る
も
の
で
な
い
こ

と
を
強
調
、
早
期
認
可
方
を
要
望
し
た
。

新
垣
議
長
の
話
＝
合
併
に
つ
い
て
は
、
都

計
に
関
す
る
政
府
の
財
政
的
な
負
担
力
が
な

い
以
上
徒
ら
に
地
域
だ
け
を
広
く
す
る
の
は

考
え
問
題
で
、
当
村
で
は
全
議
員
と
も
一
市

一
村
が
妥
当
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
変
り
は

な
い
。

那
覇
市
で
は
二
市
二
村
を
唱
え
て
い
る
が
何

と
か
妥
協
点
を
見
出
し
、
一
日
も
早
く
合
併

を
実
現
さ
せ
た
い
と
思
つ
て
、
ま
ず
那
覇
市

議
会
議
員
に
非
公
式
で
折
衝
を
す
ゝ
め
る
こ

と
に
な
つ
た
。
も
し
こ
れ
に
応
ず
る
な
ら
両

市
村
の
住
民
投
票
に
よ
つ
て
解
決
し
て
も
よ

い
と
い
う
の
が
真
和
志
村
議
会
の
意
向
だ
。

｜
社
　
説
｜

首
里
市
政
と
批
判
の
必
要
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ア
ブ
レ
・
ゲ
ー
ル
と
い
う
言
葉
は
戦
前
に
は

見
ら
れ
な
か
つ
た
こ
と
を
平
然
と
や
つ
て
の

け
る
、

特
に
青
年
層
に
多
い
、

旧
い
道

徳
を
蹴
飛
し
て
傍
若
無
人
に
ふ
る
ま
つ
て
居

る
の
を
指
し
て
い
う
て
居
る
も
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
は
多
分
に
非
難
の
意
味
が
含
ん

で
居
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
が
、
し
か

し
こ
れ
が
戦
後
の
変
貌
し
た
社
会
に
適
合
す

る
新
し
い
倫
理
の
”
生
れ
い
ず
る
悩
み
”
の

一
面
を
露
呈
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
等
閑

に
ふ
さ
れ
て
居
た
嫌
が
な
い
で
も
な
い
。

更
に
こ
の
戦
後
派
の
行
動
を
批
判
し
、
非
難

し
な
が
ら
、
巧
み
に
こ
れ
に
便
乗
し
た
戦
前

派
が
あ
つ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

戦
後
の
社
会
が
著
し
く
道
義
が
頽
廃
し
、
庶

民
の
生
活
は
利
己
心
の
奔
馳
す
る
に
任
せ
て

混
迷
を
来
た
し
て
居
た
こ
と
は
漸
く
落
ち
つ

き
を
と
り
戻
し
た
今
日
か
ら
顧
み
る
と
悪
夢

の
連
続
で
あ
つ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
う
し
た

ふ
ん
囲
気
の
中
で
規
律
と
廉
潔
を
必
要
と
す

る
公
共
的
生
活
が
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ

て
居
た
か
、
を
回
想
し
て
み
る
が
よ
い
。
汚

職
と
い
う
言
葉
だ
け
で
は
到
底
形
容
し
が
た

い
よ
う
な
こ
と
が
一
時
は
平
気
で
行
わ
れ
て

い
た
の
で
は
な
か
つ
た
か
。
法
網
に
か
か
ら

な
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
考
え
方
と
破
れ
て
、

細
鱗
で
さ
え
め
つ
た
に
か
か
ら
な
い
よ
う

な
”
法
網
”
で
社
会
の
秩
序
は
維
持
さ
れ
て

い
る
と
い
う
考
え
方
が
存
在
す
る
と
こ
ろ
で

は
廉
潔
な
ど
は
物
笑
の
種
に
し
か
な
ら
な

い
。
従
つ
て
為
す
こ
と
が
ル
ー
ズ
で
あ
り
、

公
共
の
た
め
よ
り
も
自
分
の
た
め
が
優
先

し
、
す
べ
て
に
無
責
任
、
無
思
慮
無
反
省
と

な
つ
て
く
る
。
所
謂
”
テ
ー
ゲ
ー
ド
ヤ
ル
”

に
な
つ
て
し
ま
う
。
最
近
首
里
の
市
会
が
五

二
年
度
の
決
算
報
告
を
検
討
し
た
結
果
、
支

出
の
証
憑
書
類
に
市
長
、
助
役
、
収
入
役
の

捺
印
の
な
い
も
の
が
あ
り
、
市
会
の
議
決
を

経
な
い
で
支
出
し
た
も
の
も
あ
り
、
わ
ざ
わ

ざ
封
印
し
た
キ
ツ
プ
を
勝
手
に
使
つ
て
も
、

使
つ
た
本
人
以
外
は
誰
れ
も
知
ら
な
か
つ
た

と
い
う
し
、
そ
の
他
間
違
つ
た
こ
と
が
い
ろ

い
ろ
指
摘
さ
れ
て
決
算
不
承
認
で
波
瀾
を
起

し
て
い
る
が
、
こ
れ
な
ど
も
戦
後
の
特
長
で

あ
る
無
思
慮
、
無
責
任
を
遺
憾
な
く
語
つ
て

い
る
一
つ
の
事
例
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。

首
里
市
会
を
観
て
つ
く
づ
く
感
ず
る
こ
と
は

批
判
の
な
い
と
こ
ろ
に
は
真
の
政
治
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
市
会
議
員
が
十
名
に

制
限
さ
れ
て
い
た
時
代
は
議
員
の
批
判
が
市

政
に
反
映
し
な
か
つ
た
の
で
あ
る
、

と
い

う
よ
り
も
市
の
平
和
と
か
、
全
会
一
致
主
義

と
か
い
つ
た
一
種
の
ゴ
マ
カ
シ
に
よ
つ
て
市

会
は
そ
の
生
命
と
す
る
批
判
力
を
喪
失
し
て

居
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
議
員
の
定
数
が
倍

増
さ
れ
た
た
め
自
然
に
批
判
力
が
盛
り
あ
が

つ
て
く
る
と
、
市
政
の
ボ
ロ
が
明
る
み
に
出

て
き
た
。
こ
れ
は
批
判
の
な
い
政
治
が
ど
ん

な
結
果
に
な
る
か
の
立
派
な
見
本
で
な
く
て

な
ん
で
あ
ろ
う
。
ボ
ロ
の
出
る
の
は
市
当
局

と
市
会
の
一
部
勢
力
と
の
結
托
に
よ
つ
て
市

政
が
無
思
慮
無
定
見
に
行
わ
れ
て
き
た
こ
と

が
今
ま
で
何
の
批
判
も
う
け
ず
、
そ
の
ま
ま

押
し
通
す
こ
と
が
出
来
、
彼
ら
を
し
て
市
政

の
運
用
に
安
易
な
考
え
方
を
抱
か
し
め
た
こ
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と
か
ら
生
じ
た
も
の
で
は
な
か
つ
た
か
。
そ

れ
が
今
、
き
び
し
く
批
判
を
う
け
る
よ
う
に

な
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
最
早
今
ま
で
の
よ

う
に
”
テ
ー
ゲ
ー
ド
ヤ
ル
”
で
は
す
ま
さ
れ

な
く
な
つ
た
の
で
あ
る
。

民
営
に
移
し
た
バ
ス
を
再
び
市
営
に
移
す
と

い
う
意
見
が
市
会
で
支
配
的
で
あ
る
と
い
う

が
、
バ
ス
を
民
営
に
移
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
つ
た
理
由

即
ち
車
輌
購
入
の
弗
割
当
を

う
け
る
た
め
に
は
市
営
で
は
都
合
が
悪
い
の

で
公
営
で
は
な
い
、
と
い
う
形
を
と
る
た
め

に
余
儀
な
く
さ
れ
た
民
営
へ
の
転
換
で
あ
つ

た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
首
里
バ
ス
の
株
主

は
民
営
の
形
を
整
え
る
に
必
要
と
す
る
も

の
、
即
ち
言
う
な
れ
ば
刺
身
の
ツ
マ
程
度
の

も
の
で
あ
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
今
日
で
は
市

の
利
益
と
株
主
の
利
益
が
均
衡
的
に
一
部
で

強
調
す
る
も
の
が
い
る
と
い
う
の
は
バ
ス
民

営
が
当
初
の
真
の
目
的
を
逸
脱
し
て
居
る
こ

と
を
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

首
里
市
政
の
萎
靡
沈
滞
は
実
に
気
の
毒
な
位

で
あ
る
。
二
市
二
村
合
併
に
辷
り
込
む
外
に

活
路
は
な
い
か
の
如
く
、
無
為
無
策
で
あ
る

の
も
安
逸
の
さ
せ
る
業
で
あ
ろ
う
。

批
判
の
な
い
政
治
は
安
逸
に
陥
り
勝
ち
で
あ

る
。
市
長
派
議
員
を
以
つ
て
固
め
て
居
た
那

覇
市
会
も
そ
の
通
り
で
あ
る
。
折
角
二
市
二

村
合
併
の
機
運
が
高
ま
り
、
こ
れ
に
拍
車
を

か
け
れ
ば
合
併
の
実
現
は
時
日
の
問
題
に
し

か
な
い
、
と
い
う
絶
好
の
機
会
を
つ
か
み
な

が
ら
、
肝
腎
の
市
当
局
の
肚
が
き
ま
ら
ず
、

従
つ
て
市
会
も
こ
れ
に
順
応
し
、
逡
巡
し
て

い
る
間
に
形
勢
は
一
変
し
、
石
川
博
士
の
勧

告
に
あ
わ
て
て
、
二
市
二
村
合
併
を
唱
え
て

み
た
が
真
和
志
村
か
ら
一
市
一
村
合
併
の
逆

手
を
く
つ
て
足
踏
み
状
態
に
陥
つ
て
い
る
の

も
市
会
に
批
判
力
が
欠
け
て
居
た
か
ら
だ
。

最
近
の
市
会
で
予
算
案
に
修
正
を
加
え
た
と

い
う
の
も
市
当
局
に
反
対
せ
ん
が
た
め
の
も

の
で
は
な
く
、
市
政
に
対
す
る
批
判
の
一
つ

の
現
わ
れ
で
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

市
当
局
の
言
う
こ
と
、
為
す
こ
と
に
何
の
批

判
検
討
も
加
え
ず
、
た
だ
賛
成
す
る
こ
と
で

能
事
終
れ
り
と
す
る
な
ら
ば
議
会
な
ど
必
要

と
は
し
な
い
。

戦
後
の
沖
縄
に
於
て

殊
に
社
会
の
民
主
化

を
促
進
す
る
上
に
於
て
正
し
い
批
判
が
行
わ

れ
る
こ
と
、
そ
し
て
虚
心
坦
懐
に
こ
れ
を
受

い
れ
る
心
を
養
う
こ
と
、
が
如
何
に
必
要
で

あ
る
か
知
れ
な
い
。
こ
れ
に
よ
つ
て
所
謂
ア

ブ
レ
・
ゲ
ー
ル
的
風
潮
も
一
掃
す
る
こ
と
が

出
来
る
の
で
あ
る
。

遂
に
異
例
の
決
算
否
決
／
首
里

市
会
バ
ス
会
計
で
波
乱
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市
営
バ
ス
の
五
二
年
度
特
別
会
計
決
算
で
も

み
続
け
て
来
た
首
里
市
議
会
は
二
十
九
日
午

後
二
時
四
十
分
再
開
、
つ
い
に
決
算
承
認
否

決
と
い
う
前
例
の
な
い
大
波
乱
を
生
じ
た
。

こ
の
日
傍
聴
人
も
多
数
押
し
か
け
緊
迫
の
空

気
の
中
に
か
た
ず
を
の
ん
で
い
た
開
会
と
同

時
に
議
長
か
ら

特
別
会
計
決
算
の
認
定
に

関
し
監
査
委
員
は
市
長
に
意
見
書
を
出
し
て

あ
る
か

と
の
質
問
あ
り
同
議
案
の
認
定
を

め
ぐ
つ
て
鋭
い
論
争
が
あ
り
、
城
間
議
員
か

ら

市
町
村
自
治
法
に
よ
り
監
査
委
員
は
監

査
の
結
果
意
見
が
あ
れ
ば
意
見
書
を
市
長
に

提
出
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
意
見
に
基

い
て
市
長
は
執
行
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う

が
、
五
二
年
度
は
意
見
書
の
提
出
が
あ
つ
た

か
、
あ
つ
た
と
す
れ
ば
市
長
は
五
二
年
度
の

こ
の
バ
ス
会
計
に
種
々
の
疑
点
が
あ
る
こ
と

か
ら
し
て
責
任
を
果
し
て
な
い
と
思
う
が
如

何
？

と
の
質
問
に
対
し
市
長
は

五
一
年

度
ま
で
は
意
見
書
が
あ
つ
た
が
五
二
年
度
は

な
い
。
だ
か
ら
監
査
員
は
認
定
し
た
も
の
と

み
な
す

と
答
弁
。

更
に
儀
武
決
算
委
員
長
か
ら

先
の
議
会
か

ら
判
明
し
て
い
る
よ
う
に
予
算
を
超
過
し
て

支
出
が
な
さ
れ
て
い
る
な
ど
種
々
の
疑
点
か

ら
認
定
出
来
な
い

と
の
発
言
で
、
採
決
に

入
り
、
つ
い
に
十
対
六

出
席
十
八
名
議
長

除
く

で
否
決
に
な
つ
た
。

そ
の
間
議
場
は
、
議
員
同
志
の
渡
り
合
い
で

騒
然
と
な
り
、
一
時
は
険
悪
な
空
気
を
は
ら

ん
で
い
た
。

な
お
会
期
は
三
十
日
ま
で
と
な
つ
て
い
る

が
、
五
四
年
度
予
算
案
は
委
員
会
の
審
議
に

か
ゝ
つ
た
ゞ
け
で
年
度
末
ま
で
の
成
立
が
危

ま
れ
る
に
至
つ
た
。
本
会
議
は
三
十
日
午
後

三
時
か
ら
続
開
す
る
。

軍
用
地
問
題
／
小
禄
村
議
会
が

決
議
／
立
法
院
通
じ
善
処
要

請

琉
新
　
１
９
５
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７
・
１

軍
用
地
問
題
が
い
ま
だ
に
解
決
さ
れ
な
い
の

で
小
禄
村
民
は
不
安
と
恐
怖
に
お
の
の
い
て

い
る
か
ら
こ
れ
の
解
決
を
早
急
に
進
め
て
貰

い
た
い
と
こ
の
程
小
禄
村
議
会
か
ら

立
退

指
令
に
関
す
る
意
見
書

と
し
て
立
法
院
議

長
宛
決
議
文
を
提
出
し
て
い
る

△
こ
こ
に
小
禄
村
議
会
は
米
琉
親
善
を
阻
害

し
軍
民
対
立
の
因
を
来
さ
な
い
た
め
に
立
退

問
題
に
対
し
不
安
に
慄
く
村
民
を
代
表
し
早

急
に
こ
れ
が
解
決
さ
れ
ん
こ
と
を
要
望
し
次

の
通
り
決
議
す
る

決
　
議

△
布
令
一
〇
九
号
の
撤
廃
を
さ
れ
た
い

△
住
宅
立
退
は
絶
対
さ
せ
な
い
こ
と

△
軍
用
地
は
最
小
限
度
に
縮
減
す
る
こ
と

△
土
地
の
使
用
は
あ
く
ま
で
地
主
の
権
利
と

意
志
を
尊
重
す
る
こ
と

△
現
在
の
耕
地
は
住
民
の
耕
作
用
と
し
て
最

大
限
に
許
容
す
る
こ
と
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10
日
／
再
び
合
併
委
開
く
／
那

覇
は
”
ぜ
ひ
二
市
二
村
で
”
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那
覇
市
の
二
市
二
村
合
併
研
究
委
員
メ
ン

バ
ー
、
山
田
有
幹
、
真
栄
田
世
勲
、
城
間
康

昌
、
阿
波
根
直
英
、
仲
井
真
元
楷
の
五
氏
は

一
日
の
晩
真
栄
田
氏
宅
に
会
合
、
合
併
問
題

に
つ
い
て
話
合
つ
た
が
、
合
併
問
題
は
二
市

二
村
か
一
市
一
村
か
で
対
立
、
次
の
研
究
委

員
会
は
議
長

山
田
有
幹

に
一
任
と
な
つ

た
ま
ゝ
行
詰
り
と
な
つ
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
、
そ
の
打
開
策
と
し
て
十
日
午
後
三
時
か

ら
那
覇
市
会
議
室
で
研
究
委
員
会
を
再
開
、

合
併
の
促
進
を
期
す
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
山
田
議
長
か
ら
二
、
三
日
中
に
各

市
村
委
員
へ
通
知
状
が
発
せ
ら
れ
る
こ
と
と

な
つ
た
。

こ
の
会
合
で
は
問
題
の
山
と
な
つ
て
い
る
二

市
二
村
か
一
市
一
村
か
と
い
う
こ
と
に
対
す

る
那
覇
市
側
委
員
と
し
て
の
結
論
に
つ
い
て

も
検
討
さ
れ
た
が
、
二
市
二
村
で
あ
る
べ
き

だ
と
い
う
こ
と
に
全
員
が
一
致
し
た
と
の
こ

と
で
あ
り
、
真
栄
田
世
勲
氏
は
次
の
よ
う
に

語
つ
た
。

主
と
し
て
経
営
面
と
石
川
構
想
に
基
く

都
計
の
学
問
的
な
面
か
ら
検
討
を
加
え
た

が
全
員
二
市
二
村
と
す
べ
き
で
あ
る
こ
と

を
再
確
認
し
た
。

早
い
話
が
現
在
二
市
二
村
に
は
九
十
八
名

の
議
員
が
い
る
。
と
こ
ろ
が
合
併
す
れ
ば

三
十
名
と
な
る
わ
け
だ
。
仮
に
報
酬
月
二

千
円
と
す
る
と
、
こ
れ
か
ら
で
も
年
百
万

円
の
経
費
が
軽
減
す
る
こ
と
に
な
る
し
、

人
材
の
面
か
ら
も
優
秀
な
人
が
集
る
こ
と

に
な
る
。
そ
れ
に
都
市
と
し
て
の
力
が
加

わ
り
、
起
債
面
や
日
本
に
対
す
る
信
用
度

も
二
プ
ラ
ス
二
は
四
で
は
な
く
し
て
八
と

い
つ
た
ほ
ど
に
加
わ
つ
て
く
る
。

具
体
的
な
面
か
ら
云
つ
て
も
一
号
線
の
緩
和

を
期
す
た
め
に
は
石
川
構
想
に
あ
る
通
り
旧

鉄
道
線
路
を
道
路
に
す
る
こ
と
で
あ
る
が
こ

う
い
つ
た
こ
と
は
小
禄
も
入
れ
ぬ
と
解
決
困

難
で
あ
る
。
一
市
一
村
を
主
張
す
る
側
で
は

二
市
二
村
に
は
反
対
で
は
な
く
ま
ず
一
市
一

村
を
や
つ
て
か
ら
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
理

由
と
し
て
は
、
財
政
の
貧
困
を
唱
え
て
い
る

が
、
そ
れ
は
逆
だ
と
思
う
。
合
併
す
れ
ば
す

ぐ
に
金
が
要
る
と
考
え
る
の
が
間
違
い
で
二

市
二
村
合
併
し
た
な
ら
ま
ず
そ
れ
に
対
す
る

都
計
を
確
立
、
こ
れ
に
従
つ
て
あ
る
だ
け
の

金
で
逐
次
計
画
を
遂
行
、
十
年
、
二
十
年
後

に
完
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
従
つ
て
合
併

を
段
階
式
に
や
る
と
あ
と
廻
し
と
な
つ
た
と

こ
ろ
で
は
都
計
が
及
ん
で
い
な
い
か
ら
都
計

に
逆
行
し
て
家
が
建
て
ら
れ
あ
と
で
よ
り
多

く
の
金
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
こ

と
を
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
石
川
博
士
は
一
市

一
村
な
ら
意
味
は
な
い
。
二
市
二
村
な
ら
小

ぢ
ん
ま
り
し
た
都
市
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
の

べ
て
い
た
が
全
く
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。

な
お
合
併
に
つ
い
て
真
和
志
村
で
は
さ
き

の
定
例
議
会
の
際
全
体
協
議
会
を
開
い
て

検
討
し
た
結
果
、
那
覇
市
側
と
話
合
い
、

住
民
投
票
に
よ
つ
て
で
も
解
決
す
る
よ
う

に
し
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
促
進
策
が

論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
同
村
議
会
で
は
全

員
一
致
で
一
市
一
村
を
再
確
認
し
て
い
る

こ
と
か
ら
十
日
の
委
員
会
で
は
二
市
二
村

か
一
市
一
村
か
が
論
点
と
な
り
、
ま
と
ま

る
に
せ
よ
決
裂
す
る
に
せ
よ
委
員
会
と
し

て
の
結
論
が
で
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い

る
。

立
法
院
本
会
議
／
都
市
計
画
法

案
可
決
／
審
議
活
溌
／
主
席

の
責
任
追
及
は
後
廻
し

琉
新
　
１
９
５
３
・
７
・
７

六
日
の
立
法
院
本
会
議

二
欠

は
午
後
二

時
五
分
開
議
議
事
日
程
第
一
の
古
物
営
業
法

案
は
新
垣
議
員
の
修
正
案
で
可
決
、
都
市
計

画
法
案

肥
後
議
員
発
議

は
字
句
修
正
と

都
市
計
画
に
た
い
す
る
政
府
の
補
助
額
は
予

算
の
範
囲
内
と
い
う
趣
旨
を
条
文
で
明
文
化

す
る
こ
と
に
な
つ
て
読
会
省
略
で
可
決
、
公

務
員
法
の
一
部
改
正
案

経
済
企
画
室
を
特

別
職
に
認
め
る
件

は
関
連
す
る
諸
法
の
改

正
案
を
待
つ
こ
と
に
な
つ
て
二
読
会
終
結
で

三
読
会
へ
、
婦
女
子
に
売
淫
さ
せ
た
も
の
な

ど
の
処
罰
に
関
す
る
立
法
案

新
垣
議
員
発

議

は
婦
人
の
人
権
問
題
で
再
検
討
を
要
望

さ
れ
て
二
読
会
継
続
へ
、
市
町
村
自
治
法
の

一
部
改
正
案
な
ら
び
に
軽
犯
罪
法
案
は
行
政

法
務
委
員
会
へ
付
託
、
森
林
法
案
は
経
済
委

員
会
の
修
正
案
を
石
原
議
員
が
説
明
し
、
読

会
省
略
で
可
決
、
行
政
主
席
の
章
典
違
反
に

関
す
る
責
任
追
及
決
議
案
は
時
間
の
都
合
で

次
会
へ
持
越
し
、
旅
館
業
、
移
民
金
庫
、
清

掃
、
計
量
の
各
法
案
並
び
に
陳
情
六
件
は
そ

れ
ぞ
れ
関
係
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
て
午
後
五

時
二
十
分
散
会
し
た
。

こ
の
日
は
婦
女
子
に
売
淫
さ
せ
た
者
な
ど
の

処
罰
に
関
す
る
立
法
案
と
市
町
村
自
治
法
の

一
部
改
正
案
に
つ
い
て
多
少
の
質
疑
応
答
が

見
ら
れ
た
が
そ
の
他
の
審
議
は
ス
ム
ー
ス
に

運
ば
れ
、
三
件
の
法
案
が
可
決
さ
れ
た
、
次

は
都
計
法
案
の
骨
子
で
あ
る
。

都
市
計
画
法

第
一
条
　
こ
の
立
法
で
都
市
計
画
と
は
交

通
、
衛
生
、
保
安
、
防
空
、
経
済
等
に
関
し

て
、
永
久
に
公
共
の
安
寧
を
維
持
し
ま
た
は

福
利
を
増
進
す
る
た
め
の
重
要
施
設
の
計
画

で
あ
つ
て
行
政
主
席
の
指
定
す
る
市
町
村
の

区
域
内
に
お
い
て
ま
た
は
そ
の
区
域
外
に
亘

り
施
行
す
る
も
の
を
い
う
。

第
二
条
　
都
市
計
画
区
域
は
前
条
の
市
町
村

の
区
域
に
よ
り
、
当
該
市
町
村
お
よ
び
都
市

一
九
五
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年
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三
二



計
画
審
議
会
の
意
見
を
聞
い
て
行
政
主
席
が

決
定
す
る
。

第
三
条
　
都
市
計
画
、
都
市
計
画
事
業
お
よ

び
毎
年
度
執
行
す
る
都
市
計
画
事
業
は
都
市

計
画
審
議
会
の
意
見
を
き
い
て
行
政
主
席
が

こ
れ
を
認
可
す
る

第
四
条
　
都
市
計
画
審
議
会
の
組
織
権
限
お

よ
び
費
用
に
つ
い
て
の
規
定
は
規
則
で
定
め

る第
五
条
　
行
政
主
席
は
特
別
の
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
都
市
計
画
事
業
を
出
願
者
に
そ
の
一
部

を
執
行
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る

第
六
条
　
都
市
計
画
並
び
に
事
業
に
要
す
る

費
用
は
政
府
が
行
う
場
合
は
政
府
の
負
担
と

し
市
町
村
が
こ
れ
を
行
う
場
合
は
市
町
村
が

負
担
す
る

第
七
条
　
政
府
は
前
条
の
規
定
に
拘
ら
ず
、

市
町
村
の
行
う
重
要
な
る
都
市
計
画
お
よ
び

事
業
に
よ
う
す
る
費
用
は
予
算
の
範
囲
内
に

お
い
て
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
。

第
九
条
　
都
市
計
画
区
域
内
に
あ
る
政
府
管

理
河
岸
地
で
、
公
共
の
用
に
供
さ
な
い
も
の

は
、
第
六
条
の
費
用
を
負
担
す
る
市
町
村
に

こ
れ
を
移
管
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
十
二
条
　
行
政
主
席
の
認
可
を
受
け
た
公

園
緑
地
も
し
く
は
広
場
の
境
域
内
、
又
は
都

市
計
画
と
し
て
行
政
主
席
の
認
可
を
受
け
た

土
地
区
画
整
理
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物

に
関
す
る
制
限
で
、
都
市
計
画
上
必
要
な
も

の
は
規
則
で
こ
れ
を
定
め
る

第
十
三
条
　
都
市
計
画
区
域
内
の
土
地
に
つ

い
て
は
、
そ
の
宅
地
と
し
て
利
用
を
増
進
す

る
た
め
土
地
整
理
法
を
準
用
す
る
。

第
十
五
条
　
土
地
区
画
整
理
の
設
計
に
関
す

る
認
可
は
行
政
主
席
が
行
う

第
二
十
条
　
こ
の
規
定
に
よ
る
収
用
又
は
使

用
に
関
し
て
は
こ
の
立
法
に
別
段
の
定
め
が

あ
る
場
合
を
除
く
外
土
地
収
用
法
を
適
用
す

る
。
付
　
則

２
、
こ
の
立
法
施
行
の
際
現
に
那
覇
市
が
執

行
し
た
都
市
計
画
事
業
は
こ
の
立
法
の
規
定

に
よ
つ
て
し
た
も
の
と
み
な
す
、
た
だ
し
那

覇
市
は
左
に
あ
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
こ
の

立
法
施
行
の
日
か
ら
五
十
日
以
内
に
こ
の
立

法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
つ
て
手
続
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

一
、
牧
志
街
道
改
築
工
事

那
覇
税
務
署
か

ら
蔡
温
橋
間

二
、
東
町
、
辻
町
お
よ
び
美
栄
橋
町
土
地
区

画
整
理
事
業

三
、
辻
町
及
び
若
狭
町
墓
地
整
理
事
業

経
済
文
化
へ
貢
献
担
い
／
新
明

治
橋
オ
ー
プ
ン

琉
新
　
１
９
５
３
・
７
・
８

七
日
午
後
三
時
か
ら
那
覇
港
の
入
江
に
架
せ

ら
れ
た
明
治
橋
の
開
通
式
は
、
オ
グ
デ
ン
少

将
、
ブ
ラ
ム
リ
ー
准
将
、
レ
ン
シ
ヨ
ウ
大
佐
、

民
側
か
ら
比
嘉
主
席
、
又
吉
那
覇
市
長
、
今

城
南
方
連
絡
事
務
所
長
ら
多
数
出
席
し
盛
大

に
挙
行
さ
れ
た
。
ま
ず
三
時
四
十
分
オ
グ
デ

ン
少
将
の
テ
ー
プ
カ
ツ
テ
イ
ン
グ
に
引
続
き

真
和
志
村
安
謝
の
又
吉
三
郎
、
同
か
ま
ど
、

同
真
幸
、
同
お
と
、
同
真
栄
、
同
と
み
子
の

一
家
三
代
夫
婦
が
和
装
姿
で
在
り
し
日
の
明

治
橋
を
し
の
び
つ
つ
渡
橋
式
を
行
つ
た
。

同
橋
は
一
九
五
一
年
八
月
Ｄ
Ｅ
と
の
契
約
で

菅
原
建
設
が
着
工
、
総
工
費
六
千
六
百
六
十

万
円
を
要
し
完
成
し
た
も
の
で
全
長
三
三
二

フ
イ
ー
ト
全
幅
員
七
〇
フ
イ
ー
ト
と
い
う
沖

縄
唯
一
の
近
代
的
鉄
橋
で
架
設
に
つ
い
て
は

並
々
な
ら
ぬ
技
術
と
労
力
が
注
ぎ
込
ま
れ
て

い
る
、
国
場
川
に
架
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
最

初
国
場
川
橋
と
名
付
け
ら
れ
た
が
、
軍
は
那

覇
市
当
局
や
住
民
の
意
志
を
尊
重
し
て
即
日

明
治
橋
開
通
式

と
改
め
と
く
に
オ
グ
デ

ン
副
長
官
は
住
民
の
風
習
を
重
ん
ず
る
意
味

か
ら

明
治
橋
と
改
め
る
も
結
構
だ

と
席

上
つ
ぎ
の
よ
う
に
挨
拶
を
述
べ
た
。

こ
の
橋
の
開
通
は
文
化
経
済
の
発
展
に
多

大
の
貢
献
を
す
る
こ
と
と
思
う
。
私
は
た
え

ず
現
地
の
風
俗
習
慣
を
重
ん
ず
る
よ
う
努
力

し
て
い
る
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
こ
の
橋

も
元
々
は
明
治
橋
で
あ
つ
た
し
、
国
場
川
に

か
け
ら
れ
て
は
い
て
も
皆
さ
ん
が
明
治
橋
が

良
い
と
の
意
見
で
し
た
ら
そ
れ
に
改
め
る
こ

と
は
結
構
な
こ
と
だ

か
く
て
一
同
は
琉
球

ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
開
通
祝
賀
会
場
に
臨
み

八
年
ぶ
り
に
盛
装
を
整
え
た
明
治
橋
の
晴
れ

の
開
通
を
祝
福
し
つ
つ
和
か
に
懇
談
の
一
と

き
を
過
し
た

大
急
ぎ
で
”
明
治
橋
”
へ
／
蔭
に
軍
係

官
の
理
解
と
協
力

七
日
開
通
式
が
行
わ
れ
た
旧
北
明
治
橋
は
い

つ
の
間
に
か

国
場
川
橋

と
改
称
さ
れ
て

い
た
が
那
覇
市
当
局
か
ら
比
嘉
主
席
な
ら
び

に
フ
ラ
イ
マ
ス
氏
を
通
じ
旧
名
継
称
を
申
込

ま
れ
た
た
め
七
日
あ
さ
十
時
ウ
エ
ス
テ
ン

バ
ー
民
政
府
工
務
交
通
部
長
は
比
嘉
主
席
を

訪
れ
同
問
題
に
つ
い
て
主
席
の
意
見
を
求
め

た
と
こ
ろ
主
席
も
明
治
橋
の
由
来
に
つ
い
て

具
さ
に
説
明
文
献
な
ど
を
示
し
て

明
治
橋

と
呼
ぶ
の
が
穏
当
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た

と
こ
ろ
同
部
長
も
こ
れ
を
了
承
し
従
来
通
り

明
治
橋

に
改
め
る
こ
と
を
約
束
し
た
、

ま
た
同
部
の
杉
山
通
訳
も
同
日
あ
さ
那
覇
市

を
訪
れ
要
望
通
り
由
緒
あ
る

明
治
橋

に

改
め
た
こ
と
を
通
達
す
る
と
こ
ろ
が
あ
つ

た
、
な
お
そ
の
裏
面
に
は
Ｏ
Ｄ
Ｅ
顧
問
小
池

卯
一
郎
氏
が
昨
日
本
紙
社
説
を
示
し
ノ
ー
リ
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ス
大
尉
を
動
か
し
て
両
氏
が
活
躍
し
オ
グ
デ

ン
少
将
の
理
解
を
得
て

明
治
橋

と
あ
つ

さ
り
改
め
る
こ
と
に
な
つ
た
よ
う
で
あ
る

結
論
は
出
ず
に
足
ぶ
み
／
二
市

二
村
合
併
研
究
委
員
会
／
解

散
手
前
で
踏
止
ど
ま
る

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
３
・
７
・
11

朝
刊
既
報

十
日
ひ
る
三
時
半
か
ら
再
開

さ
れ
た
問
題
の
二
市
二
村
合
併
研
究
委
員
会

は
何
等
結
論
を
み
ず
解
散
一
歩
手
前
で
踏
み

止
ど
ま
る
と
い
つ
た
冷
汗
も
の
で
あ
つ
た
。

次
は
当
日
の
模
様
。

ま
ず
花
城
那
覇
市
都
計
課
長
か
ら
石
川
博
士

が
帰
日
後
総
ま
と
め
に
し
、
送
つ
て
き
た
分

厚
い
報
告
書
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
こ
の
報
告
書
は
近
く
日
本
で
印
刷
が
出

来
上
り
、
送
ら
れ
て
く
る
こ
と
に
な
つ
て
い

る
か
ら
そ
れ
に
つ
い
て
よ
く
検
討
し
て
欲
し

い
と
の
話
が
あ
り
、

真
栄
田
世
勲
委
員

那

か
ら
石
川
博
士
の

中
間
報
告
書
概
要
の
説
明
が
あ
つ
た
。

山
田
有
幹
委
員
長

那

本
日
は
市
町
村

議
補
選
後
長
ら
く
顔
を
合
せ
な
か
つ
た
の
で

集
つ
て
も
ら
つ
た
が
、
那
覇
市
の
都
計
課
長

か
ら
話
の
あ
つ
た
石
川
報
告
書
の
印
刷
物
が

到
着
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
か

ら
改
め
て
合
併
問
題
を
研
究
す
る
と
い
う
こ

と
に
し
た
い
が
ど
う
か
。

真
栄
城
喜
福
氏

首

二
市
二
村
か
一
市

一
村
か
が
問
題
だ
と
思
う
。

仲
井
真
元
楷
氏

那

委
員
長
の
い
う
こ

と
は
理
解
し
難
い
。
二
市
一
村
は
意
見
が
一

致
し
て
い
る
か
ら
真
和
志
村
が
そ
れ
に
賛
成

か
ど
う
か
を
き
き
た
い
。
二
市
二
村
の
合
併

研
究
委
員
会
だ
か
ら
二
市
二
村
が
ど
う
す
れ

ば
早
く
ス
ム
ー
ス
に
合
併
で
き
る
か
を
研
究

す
べ
き
だ
と
思
う
。

西
平
守
由

首

｜
委
員
長
の
い
う
通
り
石

川
報
告
書
が
き
て
か
ら
に
し
て
は
。

山
田
委
員
長
｜
真
和
志
が
黙
つ
て
居
て
は
ど

う
に
も
な
ら
な
い
が
。

西
銘
順
治
氏

真

那
覇
の
二
市
二
村
論

に
は
何
等
異
存
は
な
い
、
た
ゞ
方
法
と
し
て

同
時
か
、
段
階
式
に
か
、
と
い
う
だ
け
で
あ

る
。
吾
々
が
何
故
段
階
を
主
張
す
る
か
と
い

う
と
財
政
上
の
裏
付
け
が
な
い
と
い
う
こ
と

と
、
然
も
那
覇
、
真
和
志
村
で
は
既
に
一
つ

に
な
つ
て
お
り
、
一
市
一
村
は
ど
う
み
て
も

必
然
的
に
一
つ
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
現
状

と
な
つ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

仲
井
真
氏

那

一
市
一
村
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
こ
の
研
究
委
員
会
を
つ
づ
け
る
の

は
ど
う
か
と
思
う
。

西
銘
氏

真

別
に
二
市
二
村
合
併
研
究

委
員
会
で
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
と

い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

平
良
雄
一
氏

小

小
禄
は
二
市
二
村
か
、

一
市
一
村
か
決
ま
ら
な
け
れ
ば
何
も
言
え
な

い
。そ
こ
を
は
つ
き
り
決
め
て
も
ら
い
た
い
、

も
し
一
市
一
村
と
な
れ
ば
こ
の
委
員
会
は
き

よ
う
限
り
解
散
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
。

仲
井
真
氏

那

那
覇
も
不
本
意
で
は
あ

る
が
解
散
も
止
む
を
得
な
い
と
思
う
。

西
平
氏

首

も
う
一
回
考
え
直
す
こ
と

は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
、
も
し
こ
の
希
望
が

も
て
な
け
れ
ば
解
散
も
止
む
を
得
な
い
。
然

し
、
解
散
は
何
時
で
も
で
き
る
、
た
ゞ
難
局

を
な
ん
と
か
も
ち
こ
た
え
て
実
を
結
ば
す
よ

う
に
努
力
す
る
の
が
吾
々
の
義
務
だ
と
思

う
。
西
銘
氏

真

非
常
に
残
念
だ
が
い
ま
ま

で
の
意
見
を
ま
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
従

つ
て
解
散
に
は
真
和
志
も
同
意
す
る
。

山
田
委
員
長

で
は
解
散
と
な
る
が
結
末
を

ど
う
す
る
か
、
ど
こ
か
に
報
告
す
る
か
。

久
保
田
盛
春
氏

真

西
平
委
員
の
意
見

の
よ
う
に
石
川
構
想
の
プ
リ
ン
ト
が
く
る
ま

で
待
ち
た
い
と
思
う
。

仲
井
真

那

他
市
村
か
ら
の
意
見
な
ら

別
だ
が
真
和
志
か
ら
な
ら
望
み
が
あ
る
と
思

う
か
ら
採
り
上
げ
た
い
と
思
う
。

赤
嶺
慎
英
氏

小

お
互
の
頭
で
は
ど
う

に
も
な
ら
な
い
、
人
を
代
え
た
ら
。

高
良
盛
文
氏

真

村
議
会
の
意
向
を
き

い
て
こ
ゝ
に
出
席
し
て
い
る
の
で
そ
の
意
向

を
ま
げ
て
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
ゞ

補
選
後
、
議
員
の
数
も
倍
近
く
な
つ
て
お
り

議
会
の
推
薦
で
き
て
い
る
の
で
、
人
員
も
再

考
慮
の
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

仲
井
真
氏

那

議
会
と
は
別
で
委
員
会

は
委
員
会
と
し
て
研
究
す
べ
き
も
の
だ
。

真
栄
城
氏

首

さ
き
の
委
員
会
で
は
新

議
会
が
成
立
し
た
の
ち
そ
の
意
向
を
き
い
て

委
員
会
を
再
開
す
る
と
な
つ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
。

高
良
氏

真

こ
の
こ
と
が
議
題
と
な
る

も
の
と
思
つ
て
い
た
が
採
り
上
げ
ら
れ
て
い

な
い
。

山
田
委
員
長

那
覇
は
ど
う
か
。

真
栄
田
氏

那

正
式
に
補
選
後
の
議
会

の
意
向
は
ま
だ
き
い
て
い
な
い
。
然
し
委
員

会
は
議
会
と
は
別
だ
と
思
う
。

阿
波
根
朝
松
氏

首

こ
の
つ
ぎ
ま
で
に

開
く
こ
と
に
し
た
い
。

真
和
志
側
委
員

賛
成
す
る
。
こ
れ
に
引
続

き
小
禄
、
那
覇
側
も
賛
成
し
た
。

山
田
委
員
長

で
は
こ
の
つ
ぎ
ま
で
は
解
散

を
保
留
、
も
つ
と
研
究
を
続
け
る
こ
と
に
し

て
散
会
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

壺
屋
陶
器
に
活
／
舟
木
氏
囲
み

き
の
う
座
談
会
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那
覇
市
が
招
聘
し
た
陶
器
の
研
究
家
舟
木

研
児
氏
を
囲
ん
で
の
座
談
会
は
二
十
二
日

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

七
月

二
三
四



ひ
る
三
時
過
ぎ
か
ら
那
覇
琉
米
文
化
会
館

で
開
催
、
舟
木
氏
を
中
心
に
又
吉
市
長
始

め
山
里
永
吉
氏
、
原
田
貞
吉
氏
、
真
喜
屋

経
済
局
次
長
な
ど
政
府
、市
役
所
関
係
者
、

陶
工
、
画
家
な
ど
三
十
余
名
が
集
つ
て
、

話
合
つ
た
。

舟
木
氏
か
ら
は

壺
屋
陶
器
に
は
驚
く
ほ
ど

色
の
種
類
が
多
い
が
い
く
分
使
い
方
が
乱
雑

に
な
つ
て
い
る
と
思
う
、
も
つ
と
生
活
に
溶

け
込
む
よ
う
に
研
究
し
て
も
ら
い
た
い
、
今

度
来
日
し
た
リ
ー
チ
氏
は
自
分
だ
け
で
造
れ

る
も
の
で
な
く
、
あ
る
程
度
の
デ
ザ
イ
ン
さ

え
与
え
れ
ば
工
場
で
誰
に
で
も
つ
く
れ
る
と

い
つ
た
量
的
生
産
面
に
力
を
そ
そ
い
で
い
た

が
こ
う
い
つ
た
こ
と
を
考
え
る
べ
き
だ
、
ま

た
新
し
い
良
い
作
品
を
出
す
た
め
に
は
感
覚

の
あ
る
人
が
も
つ
と
工
場
に
足
を
入
れ
る
べ

き
だ
と
思
う
、
は
け
口
が
大
切
だ
が
何
に
も

外
国
に
だ
け
出
す
と
い
う
の
で
は
な
く
島
内

で
も
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た

い

な
ど
と
い
つ
た
話
が
あ
り
、
一
般
か
ら

は
ま
だ
ま
だ
技
術
は
昔
に
劣
る
、
ま
ず
昔
に

か
え
れ
と
い
う
こ
と
と
土
の
研
究
に
も
つ
と

力
を
い
れ
て
欲
し
い
な
ど
が
話
合
わ
れ
た
。

な
お
座
談
会
中
に
山
城
鉱
工
課
長
か
ら
目

下
日
本
全
国
に
お
け
る
陶
土
を
調
査
中
で

近
く
デ
ー
タ
が
ま
と
ま
る
こ
と
、
現
琉
大

校
外
部
セ
ン
タ
ー

旧
工
業
試
験
場

を

ま
た
政
府
に
戻
し
て
も
ら
い
、
陶
業
や
そ

の
他
琉
球
民
芸
品
、
工
業
面
の
研
究
所
に

し
よ
う
と
思
つ
て
お
り
、
予
算
を
計
上
し

て
あ
る
旨
の
明
る
い
計
画
が
明
ら
か
に
さ

れ
、

最
近
日
本
か
ら
帰
つ
た
原
田
博
物
館
長
か
ら

は
戦
後
初
め
て
の
こ
と
と
し
て
本
月
始
め
東

京
の

た
く
み
工
芸
品
店

に
出
荷
し
た
壺

屋
陶
器
は
値
が
高
い
と
い
う
話
は
あ
つ
た
が

非
常
に
評
判
が
よ
く
、
よ
く
売
れ
て
お
り
、

同
工
芸
品
店
で
は
い
く
ら
で
も
は
け
る
か
ら

つ
ぎ
つ
ぎ
送
る
よ
う
に
と
の
話
で
あ
つ
た
と

朗
報
を
も
た
ら
し
た
。

泊
の
屋
台
に
市
が
親
心
／
三
カ

月
間
の
立
退
余
裕

琉
新
　
１
９
５
３
・
８
・
２

Ｄ
Ｅ
の
旧
鉄
橋
取
壊
し
工
事
に
端
を
発
し
、

残
る
屋
台
店
も
近
く
整
理
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
長
い
間
、
無
免
許
と
不
法
建
築
の
レ
ツ

テ
ル
と
と
も
に
伸
び
ゆ
く
”
ミ
ナ
ト
泊
”
の

風
致
を
著
し
く
汚
損
し
て
い
た
泊
港
務
所
の

屋
台
問
題

も
遂
に
終
止
符
が
打
た
れ
る

か
に
思
わ
れ
た
が
、
一
日
朝
つ
ぱ
ら
か
ら
人

民
党
瀬
長
亀
次
郎
、
畠
義
基
、
当
間
の
諸
氏

を
先
頭
に
屋
台
主
ら
が
市
当
局
を
訪
れ

い

ま
立
退
か
さ
れ
る
と
明
日
の
生
活
も
で
き
ず

路
頭
に
迷
う
ほ
か
な
い

と
泣
落
し
戦
法
に

出
た
た
め
那
覇
市
側
も
つ
い
に
折
れ
て
月
向

う
三
カ
間
の
移
転
準
備
期
間
を
与
え
る
こ
と

に
な
つ
た

屋
台
業
者
側
で
は
連
名
の
う
え
市
当
局
に
誓

約
書
を
入
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
が
、
屋

台
主
側
の
主
張
す
る
四
十
六
軒
と
当
局
の
調

査
に
よ
る
三
十
六
軒
と
に
十
軒
も
の
相
違
が

あ
り
、
市
で
は
近
く
実
態
調
査
に
よ
つ
て
居

据
わ
り
を
認
め
る
こ
と
に
な
つ
た

幸
喜
建
設
部
長
談

か
か
る
不
法
建
築
に
対

し
て
は
告
発
す
る
か
代
執
行
に
よ
つ
て
強
権

発
動
も
で
き
ぬ
こ
と
は
な
い
が
彼
等
も
誤
ま

つ
た
行
動
で
あ
る
こ
と
は
十
分
反
省
し
て
い

る
の
で
当
局
と
し
て
も
同
情
し
て
三
カ
月
間

の
立
退
猶
予
を
与
え
た
。
都
計
進
行
上
の
今

日
、
建
設
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
よ
う
な
問

題
を
二
度
と
起
さ
な
い
よ
う
協
力
し
て
欲
し

い
首
里
市
長
告
発
さ
る
／
特
別
会

計
決
算
め
ぐ
り
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さ
つ
た
首
里
市
定
例
議
会
で
も
み
ぬ
い
た

あ
げ
く
十
対
六
で
否
決
さ
れ
た
五
二
年
度

市
営
バ
ス
特
別
会
計
決
算
を
め
ぐ
り
、
否

決
さ
れ
た
不
当
な
点
に
対
し
市
長
は
責
任

を
と
る
べ
き
で
あ
る
の
に
未
だ
に
そ
の
責

任
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
と
の
理
由

で
、
同
市
野
党
議
員
十
一
名
は
十
日
検
察

庁
へ
市
長
兼
島
由
明
、
現
首
里
バ
ス
社
長

上
江
洲
安
健
の
両
氏
を
告
発
し
た
。

問
題
の
決
算
が
否
決
に
な
つ
た
理
由
は
次
の

七
項
目
に
亘
る
不
当
な
点
が
あ
る
と
い
う
こ

と
か
ら
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
不
当
な
点
を
再

監
査
し
た
結
果
も
そ
れ
が
認
め
ら
れ
た
。

一
、
事
務
所
建
設
費
と
し
て
特
別
会
計
か
ら

二
万
四
百
二
十
円
支
出
済
み
に
な
つ
て
い
る

が
、
そ
の
領
収
書
は
市
宛
で
は
な
く
バ
ス
会

社
宛
に
な
つ
て
お
り
、
然
も
市
の
三
役
の
決

裁
な
く
支
出
さ
れ
て
い
る
。

二
、
市
議
会
の
議
決
を
経
ず
車
両
賃
貸
料
と

し
て
十
九
万
余
円
支
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
違
法
支
出
で
あ
る
。

三
、
議
会
の
議
決
な
く
予
算
超
過
し
て
部
品

代
の
違
法
支
出
が
あ
る
。

四
、
バ
ス
会
社
創
立
事
務
に
従
事
し
た
同
社

専
務
の
給
料
は
会
社
側
が
出
す
べ
き
で
あ
る

の
に
市
の
特
別
会
計
か
ら
七
千
六
百
円
出
さ

れ
て
い
る
。

五
、
市
営
バ
ス
当
時
の
切
符
八
万
枚
を
ま
と

め
て
当
時
の
市
監
査
委
な
ど
五
名
が
立
会
い

の
上
封
印
し
て
保
管
し
た
の
を
無
断
で
バ
ス

会
社
が
使
用
し
た
の
は
封
印
破
棄
で
あ
る
、

六
、
市
議
会
の
会
議
録
は
署
名
人
の
署
名
が

な
い
の
で
正
し
い
会
議
録
と
は
認
め
ら
れ
な

い
。
七
、
保
管
し
て
あ
る
べ
き
切
符
が
紛
失
し
て

い
る
の
を
市
長
は
議
員
の
要
求
で
初
め
て
発

見
し
た
の
は
市
長
と
し
て
の
職
責
を
十
分
果

し
て
い
る
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

七
｜
八
月

二
三
五



以
上
の
理
由
中
、
バ
ス
切
符
を
無
断
で
使

用
し
た
の
は
窃
盗
と
封
印
破
棄
の
罪
に
な

り
車
輌
賃
貸
料
の
違
法
支
出
は
使
途
不
明

で
あ
る
の
と
事
務
所
建
設
費
と
し
て
二
万

円
出
さ
れ
て
い
る
の
に
事
務
所
は
建
設
さ

れ
て
い
な
い
と
い
つ
た
二
項
目
は
背
任
罪

に
該
当
す
る
か
ら
調
査
し
て
ほ
し
い
と
告

発
状
に
あ
る
。

今
度
の
こ
の
告
発
に
つ
い
で
野
党
議
員
の
間

で
は
市
長
の
こ
れ
ま
で
の
無
責
任
を
理
由
に

行
政
訴
訟
も
準
備
し
て
い
る
と
云
つ
て
い

る
。
ま
た
訴
訟
沙
汰
に
な
つ
た
こ
と
に
つ
い

て
野
党
議
員
は
、

要
す
る
に
市
長
不
信
任

と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
だ

と
も
云
つ
て

い
る
。こ
の
告
発
に
対
し
兼
島
市
長
は
十
日
、

自
分
に
や
ま
し
い
点
は
な
い

と
語
つ
て

い
る
。
弁
償
請
求
が
で
き
る

政
府
行
政
課
の
話

決
算
そ
の
も
の
は
認
定

さ
れ
な
く
て
も
過
去
に
お
い
て
行
わ
れ
た
行

政
処
分
で
あ
り
、
議
会
の
否
決
に
よ
つ
て
決

算
”
そ
の
も
の
”
が
効
果
を
失
う
こ
と
に
は

な
ら
な
い
。
当
局
と
し
て
は
決
算
が
議
会
に

お
い
て
否
決
さ
れ
た
旨
を
つ
け
加
え
て
告
示

を
行
う
と
共
に
、
行
政
主
席
に
も
そ
の
旨
を

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
否
決
に

よ
つ
て
も
決
算
は
効
力
を
失
わ
な
い
に
し
て

も
納
税
者
訴
訟

市
町
村
自
治
法
百
七
十
六

条

に
よ
つ
て
当
局
者
に
対
す
る
弁
償
請
求

と
か
不
信
と
い
う
責
任
追
及
問
題
は
生
じ
て

く
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
納
税
義
務

者
が
当
局
に
弁
償
請
求
が
で
き
る
と
い
う
例

も
住
民
に
地
方
自
治
へ
の
心
を
も
た
せ
る
と

い
う
自
治
法
の
趣
旨
で
も
あ
る
。

膨
れ
る
真
和
志
に
校
舎
の
悩
み

／
八
十
教
室
も
不
足
／
二
部

授
業
で
も
追
つ
か
ぬ
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四
年
前
迄
人
口
一
万
そ
こ
そ
こ
の
真
和
志

村
は
日
ま
し
に
ふ
く
れ
、
今
で
は
人
口
五

万
を
数
え
る
に
到
り
、
そ
れ
に
伴
い
生
徒

児
童
数
も
五
〇
年
に
四
千
人
だ
つ
た
の
が

今
で
は
二
倍
以
上
も
ふ
え
、
八
千
四
百
余

人
に
達
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
同
村
で
は
去
年
か
ら
村
で
起
債
し

て
十
四
教
室
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
十
六
教
室
、
そ
の

他
に
政
府
割
当
四
教
室
を
つ
く
つ
た
が
、
そ

れ
で
も
仮
校
舎
を
入
れ
て
後
四
十
二
教
室
不

足
し
、
仮
校
舎
を
除
け
ば
八
十
二
教
室
も
不

足
し
て
い
る
。
こ
れ
は
全
琉
の
学
校
平
均
二

十
教
室
と
し
て
四
校
分
に
も
相
当
す
る
。

現
在
、
真
和
志
中
、
大
道
小
、
楚
辺
小
の
三

校
で
は
二
部
授
業
を
行
つ
て
い
る
が
、
大
道

な
ど
は
在
籍
二
千
四
百
八
十
八
名
の
全
琉
一

大
所
帯
で
、
四
月
か
ら
六
月
ま
で
の
二
カ
月

で
二
百
名
も
ふ
え
て
い
る
。
そ
の
他
真
和
志

中
が
二
千
四
百
四
十
七
名
、
安
謝
中
三
百
十

四
名
、
真
和
志
小
千
四
十
八
名
、
ソ
ベ
小
千

四
百
三
十
七
名
、
安
謝
小
七
百
四
十
六
名
と

な
つ
て
、
全
村
で
在
籍
八
千
四
百
八
十
名
、

学
級
百
七
十
九
、
本
建
築
九
十
七
、
仮
校
舎

四
十
で
、
宮
里
村
長
、
真
栄
城
区
教
育
委
長

ら
は
十
一
日
文
教
局
を
訪
れ
て
”
早
く
教
室

数
を
ふ
や
し
て
も
ら
い
た
い
”
と
中
教
委
と

同
局
に
陳
情
し
た
。

真
栄
城
区
教
育
委
長
の
話
＝
二
部
授
業
が

教
育
の
効
果
を
そ
ぐ
こ
と
は
判
つ
て
い
て

も
今
の
ま
ま
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。

そ
れ
に
来
年
入
学
す
る
子
供
の
数
か
ら
推

し
て
新
学
期
に
は
五
百
名

十
学
級

の

自
然
増
と
見
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
つ
づ
け

ば
常
欠
児
が
多
く
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
。
二
部
授
業
の
と
こ
ろ
で
は
毎
週
交
代

で
午
前
午
後
に
分
け
て
出
校
し
て
い
る

が
、
子
供
ら
は
午
後
の
組
が
早
く
来
て
み

た
り
、
朝
の
組
が
お
そ
く
来
た
り
し
て
出

席
状
況
も
悪
い
。

お
礼
の
コ
ン
セ
ツ
ト
／
軍
が
渡
久
地
氏

へ
贈
る

沖
縄
戦
も
や
つ
と
す
ん
だ
四
五
年
八
月
米
軍

飛
行
士
を
救
助
し
て
去
る
米
琉
親
善
日
に
表

彰
さ
れ
た
上
本
部
出
身
の
渡
久
地
政
功
氏
は

オ
グ
デ
ン
准
将
か
ら

何
で
も
ほ
し
い
の
を

や
る

と
言
わ
れ
て
”
校
舎
が
欲
し
い
”
と

言
つ
た
と
こ
ろ
早
速
コ
ン
セ
ツ
ト
六
棟

十

二
教
室

を
や
る
こ
と
に
な
り
、
来
る
二
十

日
ひ
る
一
時
か
ら
同
氏
の
母
校
豊
川
小
校
で

引
渡
式
が
行
わ
れ
る
。

首
里
市
長
告
発
事
件
取
調
べ
を

始
む
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十
八
日
午
前
十
時
、
琉
球
検
察
庁
池
原
検
事

は
首
里
署
で
さ
き
に
首
里
バ
ス
問
題
で
野
党

議
員
か
ら
告
発
さ
れ
た
兼
島
首
里
市
長
、
上

江
洲
首
里
バ
ス
社
長
を
招
致
し
、
告
発
状
に

対
す
る
全
般
的
な
取
調
べ
を
行
つ
た
。

条
件
付
し
て
土
地
開
放
／
若
狭

町
、
四
千
七
百
坪
余

琉
新
　
１
９
５
３
・
８
・
20

那
覇
市
で
は
先
に
若
狭
町
を
は
じ
め
波
の
上

ボ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
ク
ラ
ブ
、
辻
町
、
久
茂
地
、

壺
川
一
帯
軍
用
地
の
早
期
開
放
を
民
政
府
へ

陳
情
し
て
い
た
が
、
十
九
日
そ
の
前
ぶ
れ
と

し
て

那
覇
市
若
狭
町
の
土
地
解
放

と
題

す
る
民
政
府
書
翰
が
同
市
へ
齎
ら
さ
れ
た
。

こ
れ
に
依
つ
て
若
狭
町
の
ラ
イ
カ
ム
・
モ
ー

タ
ー
コ
マ
ン
ド
・
ア
ス
レ
テ
イ
ツ
ク
・
フ

イ
ー
ル
ド

Ｒ
Ｔ
Ｂ
広
場

四
千
七
百
七
十

四
坪
余
が
次
の
よ
う
な
条
件
で
八
月
一
日
を

も
つ
て
開
放
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
つ

た
。
開
放
地
に
対
す
る
軍
の
要
求
条
件
は

一
、
売
淫
を
業
と
な
す
家
屋
の
建
築
を
し

て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
建
築
を
許
可
す
る

一
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際
に
は
斯
様
な
建
築
が
な
さ
れ
な
い
よ
う

精
査
す
る
こ
と

一
、
都
市
計
画
と
地
域
法
令
は
厳
格
に
例

外
な
く
守
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い

一
、
最
初
の
建
築
を
手
伝
う
意
味
で
衛
生

団
を
こ
の
地
域
に
割
当
て
ね
ば
な
ら
ぬ
。

従
つ
て
厳
重
に
衛
生
条
件
が
維
持
さ
れ
る

よ
う
定
期
検
査
を
行
う
こ
と

競
輪
法
き
の
う
公
布
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い
ろ
い
ろ
物
議
を
か
も
し
た

自
転
車
競
技

法

所
謂
競
輪
法

は
さ
き
に
立
法
院
を

通
過
、
行
政
府
で
検
討
さ
れ
て
い
た
が
、
政

府
は
主
席
の
署
名
を
終
え
て
二
十
日
こ
れ
を

立
法
四
十
一
号
と
し
て
公
布
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
事
に
な
つ
た
。
こ
れ
は
市
町

村
の
人
口
、
財
政
を
勘
案
し
て
主
席
指
定
の

市
町
村
が
そ
の
緊
急
な
公
共
施
設
の
経
費
を

得
さ
せ
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、
本

法
の
公
布
に
伴
つ
て
目
下
内
政
局
行
政
課
で

は
必
要
な
施
行
規
則
の
立
案
に
と
り
か
か
つ

て
い
る
。
ケ
イ
リ
ン
法
の
施
行
に
よ
つ
て
目

下
那
覇
市
で
は
奥
武
山
公
園
に
競
技
場
・
施

設
の
建
設

巾
六
米
、
延
長
三
百
米
の
ト
ラ

ツ
ク

や
日
本
々
土
か
ら
約
四
十
名
の
男
女

選
手
、
審
判
、
執
行
委
員
の
招
聘
等
を
計
画
、

ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
に
は
競
輪
の
実
際
競

技
を
公
開
し
た
い
方
針
だ
、
と
伝
え
ら
れ
、

そ
の
後
沖
縄
人
選
手
の
養
成
に
手
を
つ
け
る

模
様
で
、
来
年
初
め
ご
ろ
か
ら
は
奥
武
山
一

帯
は
自
転
車
競
争
で
に
ぎ
わ
い
を
呈
し
て
く

る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

”
退
陣
な
ん
か
し
な
い
”
／
バ

ス
問
題
に
か
ら
む
与
野
党
の

対
立
／
首
里
市
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首
里
バ
ス
の
五
二
年
度
会
計
決
算
問
題
を

め
ぐ
る
、
首
里
市
長
告
発
事
件
は
、
検
察

庁
の
取
調
べ
が
開
始
さ
れ
成
行
き
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
告
発
事
件
を
き
つ
か

け
に
首
里
市
の
政
治
的
対
立
が
激
化
し
よ

う
と
し
て
お
り
、
野
党
議
員
は
最
初
の
告

発
に
更
に
追
加
告
発
も
行
い
、
洗
い
ざ
ら

い
掘
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
市
長
は

”
私
に
対
し
て
退
陣
要
求
の
た
め
の
い
や
が

ら
せ
だ
退
陣
を
望
ん
で
い
る
な
ら
面
と
向
つ

て
具
体
的
に
指
摘
す
れ
ば
悪
い
所
が
あ
れ
ば

退
陣
す
る
が
、
や
ま
し
い
点
は
な
い
か
ら
退

陣
し
な
い
。
家
族
も
辞
め
る
よ
う
勧
め
て
い

る
が
、
い
ま
辞
め
た
ら
市
民
に
対
し
て
も
す

ま
な
い
し
あ
と
一
カ
年
の
任
期
中
は
勤
め

お
ゝ
せ
る
つ
も
り
だ
”

と
語
つ
て
い
る
。
更
に
今
度
の
こ
の
告
発
に

対
し
市
長
は
与
党
議
員
と
も
こ
れ
ま
で
数
次

に
亘
つ
て
政
策
を
協
議
し
た
と
い
わ
れ
て
お

り
、
野
党
議
員
側
の
と
つ
た
今
度
の
態
度
に

対
し
市
長
は
勿
論
、
関
係
者
や
一
部
市
民
は

激
怒
し
て
い
る
か
ら
た
ゞ
で
は
す
ま
さ
れ
な

い
と
も
市
長
は
云
つ
て
い
る
、
こ
の
点
か
ら

市
長
側
は
反
訴
す
る
ん
で
は
な
い
か
と
も
見

ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
市
長
は
ま

だ
い
ま
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
と
云
う
。

一
方
野
党
側
は
今
度
の
告
発
で
カ
タ
が
つ
か

な
け
れ
ば
次
は
行
政
訴
訟
を
す
る
と
云
つ
て

お
り
、
ま
た
市
長
を
告
発
し
た
こ
と
は
要
す

る
に
市
長
へ
の
不
信
任
の
現
わ
れ
と
も
云
え

る
の
で
場
合
に
よ
つ
て
は
議
会
で
市
長
不
信

任
案
を
出
す
か
も
知
れ
な
い
と
洩
ら
し
て
い

る
。
も
し
不
信
任
案
を
つ
き
つ
け
た
ら
市
長

は
最
後
の
手
と
し
て
議
会
解
散
の
肚
も
あ
る

と
い
わ
れ
事
態
は
ま
す
ま
す
紛
糾
し
て
来
る

よ
う
だ
。

な
お
、
今
度
の
告
発
事
件
は
、
問
題
の
会

計
決
算
で
市
長
は
単
な
る
行
政
上
の
落
度

か
ら
単
な
る
行
政
責
任
問
題
で
あ
つ
て
何

ら
刑
事
上
の
事
件
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う

と
の
見
方
も
一
部
に
は
あ
る
。

都
計
の
促
進
に
拍
車
／
泊
港
周

辺
の
見
苦
し
い
屋
台
店
に
／

軍
が
工
事
支
障
で
撤
去
命
令
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”
退
け
””
退
か
ぬ
”
で
問
題
化
し
た
ミ

ナ
ト
泊
の
屋
台
小
屋
は
那
覇
当
局
の
三
カ

月
間
猶
予
と
い
う
温
か
い
計
ら
い
に
も
拘

わ
ら
ず
難
航
を
続
け
て
き
た
が
民
政
府
で

は
八
月
二
十
六
日
付

泊
港
に
お
け
る
建

築
物
の
撤
去

と
題
す
る
文
書
を
も
つ
て
、

第
一
号
線
と
泊
港
お
よ
び
ド
ツ
ク
間
に
あ

る
相
当
数

約
四
十
軒

の
不
法
仮
建
築

物
は
同
港
に
お
け
る
Ｄ
Ｅ
の
工
事
施
工
に

支
障
を
来
た
す
も
の
で
あ
る
と
、
そ
の
早

急
な
撤
去
を
那
覇
市
側
へ
要
求
、
長
い
間

市
都
計
の
ガ
ン
と
い
わ
れ
た
屋
台
店
も
近

日
中
に
立
退
き
を
命
じ
ら
れ
た

軍
か
ら
の
文
書
内
容
次
の
通
り

△
泊
港
北
岸
ド
ツ
ク
へ
の
入
口
か
ら
水
産
会

社
付
近
を
除
き
現
在
沖
縄
エ
ン
ジ
ニ
ア
・
デ

イ
ス
ト
リ
ク
ト
に
よ
つ
て
埋
立
施
工
中
の
地

域
の
南
側
の
端
に
至
る
間
の
地
域
は

米
国

が
泊
港
湾
施
設
建
設
の
た
め
に
必
要
と
思
わ

れ
る

こ
の
地
域
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
建
物

は
許
可
を
得
て
建
て
ら
れ
た
永
久
建
築
物
の

ほ
か
地
均
し
、
排
水
工
事
、
出
入
口
舗
装
工

事
を
完
成
す
る
た
め
撤
去
さ
る
べ
き
で
あ
る

△
那
覇
市
長
は
必
要
と
あ
れ
ば
琉
球
政
府
の

協
力
を
得
て
契
約
書

同
埋
立
地
譲
渡
の
際

の
規
定
に
基
き
、
ま
た
こ
の
契
約
を
持
続
的

に
尊
重
す
る
た
め
仮
建
築
物
の
即
時
撤
去
を

行
う
こ
と
を
要
求
さ
れ
て
い
る

△
関
係
地
域
が
個
人
有
地
で
あ
り
又
米
国
を

し
て
こ
の
計
画
を
遂
行
さ
せ
る
た
め
に
障
が

い
物
を
除
去
す
る
必
要
の
あ
る
こ
れ
ら
の
地
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域
に
お
い
て
は
現
在
の
領
有
者
達
を
立
退
か

せ
る
法
の
施
行
権
限
を
認
め
る
為
関
係
地
域

に
対
す
る
充
分
な
法
的
権
限
を
確
保
す
る
こ

と
は
那
覇
市
の
責
任
で
あ
る

以
上
の
よ
う
に
軍
で
は
、
こ
の
早
期
撤
去
を

迫
つ
て
い
る
が
、
二
十
六
日
軍
工
務
部
長
ウ

エ
ス
テ
ン
・
バ
ー
ガ
ー
氏
は
又
吉
那
覇
市
長

に
対
し

近
く
布
令
を
も
つ
て
軍
一
号
線
の

両
側
七
・
五
米
以
内
は
建
築
で
き
な
い
制
限

規
定
を
設
け
る
。
ま
た
四
十
四
号
線

与
那

原

那
覇

四
十
五
号
線

泊

首
里

の

両
道
路
に
も
同
様
措
置
を
と
る

と
語
つ
た

よ
う
で
、
い
ず
れ
に
し
て
も
道
路
沿
い
に
建

て
ら
れ
た
こ
れ
ら
屋
台
店
は
”
立
退
か
ね
ば

な
ら
ぬ
”
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
来
て
お
り
、

軍
側
で
は

若
し
市
が
そ
の
措
置
に
出
て
ト

ラ
ブ
ル
で
も
惹
起
す
れ
ば
、
Ｄ
Ｅ
の
ブ
ル

ト
ー
ザ
ー
の
強
制
立
退
を
も
辞
さ
ぬ

と
か

な
り
強
行
な
態
度
を
示
し
て
い
る
よ
う
だ
。

那
覇
市
は
二
、
三
日
う
ち
に
立
退
き
を
要
求

す
る
よ
う
で
若
し
必
要
と
あ
ら
ば
行
政
代
執

行
の
強
権
を
発
動
す
る
と
云
つ
て
い
る

嘉
手
納
助
役
談

市
と
し
て
は
三
カ
月
の
余

猶
を
与
え
る
こ
と
に
な
つ
て
い
た
が
軍
か
ら

の
要
求
に
も
迫
ま
ら
れ
て
お
り
、
当
局
と
し

て
も
早
急
な
立
退
き
を
実
現
さ
せ
る
ほ
か
は

な
い
。
場
合
に
よ
つ
て
は
代
執
行
も
や
む
を

得
な
い
だ
ろ
う
。

市
長
強
硬
意
見
／
七
万
那
覇
市
民

の
福
祉
を
目
ざ
し
／
屋
台
店
の

代
表
に
回
答

琉
新
　
１
９
５
３
・
９
・
２

即
時
撤
去
の
軍
命
に
端
を
発
し
た
ミ
ナ
ト
泊

の
”
屋
台
店
問
答
”
は
前
日
に
引
続
き
、
一

日
午
後
四
時
半
か
ら
人
民
党
瀬
長
亀
次
郎
、

畠
義
基
の
両
氏
と
代
表
者
三
名
が
市
役
所
を

訪
問
、
市
長
の
意
向
を
纏
め
た
回
答
文
書
、

又
吉
市
長
、
ブ
ラ
ム
リ
ー
准
将
と
の
会
見

呼
出
し
の
た
め
不
在

を
め
ぐ
つ
て
約
一
時

間
に
わ
た
り
当
局
側
の
嘉
手
納
助
役
、
幸
喜

建
設
部
長
と
再
び
”
押
問
答
”
を
繰
り
返
え

し
た
。
市
当
局
と
し
て
は
同
問
題
の
解
決
策

を
見
出
す
た
め
比
嘉
主
席
と
も
逢
つ
た
が

主
席
も
軍
は
か
な
り
強
硬
で
と
り
つ
く
し

ま
も
な
い
だ
ろ
う

と
語
つ
た
よ
う
で
、
ま

た
那
覇
市
の
根
本
方
針
か
ら
も
”
七
万
市
民

の
都
計
”
を
僅
か
な
不
法
侵
入
者
の
た
め
に

阻
害
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
こ
と
だ
と

軍

命
に
共
鳴

す
る
と
の
線
を
堅
持
し
た
。
こ

れ
に
対
し
屋
台
主
側
は
立
退
き
の
理
由
が
ハ

ツ
キ
リ
し
な
け
れ
ば
”
退
か
ぬ
”
と
の
強
行

態
度
を
出
し
軍
と
の
契
約

泊
港
譲
渡
の
際

を
結
ん
だ
市
長
の
責
任
に
お
い
て
軍
命
を
撤

回
す
べ
き
だ
と
迫
つ
た
ゝ
め
再
び
騒
然
と
な

つ
た
が
、
結
局
も
の
分
れ
と
な
り
”
政
府
に

交
渉
を
行
う
ま
で
代
執
行
は
や
め
ろ
”
な
ど

と
捨
ゼ
リ
フ
を
残
し
、
ま
た
逢
う
と
の
意
向

を
述
べ
午
後
五
時
半
退
場
し
た

市
長
回
答

琉
球
経
済
の
利
益
を
目
標
と
し
て
泊
港
の
築

港
と
埋
立
工
事
、
詳
言
す
れ
ば
デ
イ
ス
ト
リ

ク
ト
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
手
に
依
つ
て
ガ
リ
オ

ア
建
設
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
同
工
事

を
邪
魔
し
て
い
る
泊
港
一
号
線
路
屋
台
店
の

撤
去
、
さ
ら
に
今
後
同
種
仮
建
築
物
の
建
築

禁
止
に
関
し
継
続
的
に
失
敗
し
て
い
る
こ
と

を
副
長
官
オ
グ
デ
ン
少
将
お
よ
び
首
席
民
政

官
ブ
ラ
ム
リ
ー
准
将
か
ら

市
は
泊
港
埋
立
地
の
権
利
を
与
え
ら
れ
て

い
る
譲
渡
契
約
書
の
条
件
違
反
で
あ
る

と

市
長
は
忠
告
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

即
ち
契
約
書
に
は
軍
の
泊
港
建
設
工
事
に
関

し
市
が
同
地
域
を
軍
に
使
用
さ
せ
る
こ
と
を

要
求
し
て
い
る
。
更
に
こ
れ
を
一
言
に
し
て

尽
せ
ば
軍
か
ら
第
一
号
線
路
と
泊
港
の
間
に

立
並
ん
だ
屋
台
店
や
仮
建
築
物
の
た
め
港
湾

施
設
工
事
は
継
続
的
に
邪
魔
さ
れ
そ
の
完
成

に
支
障
を
来
し
て
い
る
が
、
つ
い
に
一
部
の

工
事
を
断
念
せ
ん
と
す
る
に
至
つ
た
状
態
に

ま
で
達
し
て
い
る
。

以
上
の
理
由
で
屋
台
店
の
撤
去
を
琉
球
政
府

主
席
を
経
由

厳
命
が
来
た
市
長
と
し
て
は

四
十
名
の
希
望
を
充
た
す
た
め
に
七
万
市
民

の
福
祉
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
、

市
長
は
軍
の
命
に
従
い
ま
た
そ
の
方
針
に
共

鳴
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
速
に
撤
去
を
要

求
す
る
も
の
で
あ
る
。

も
し
撤
去
後
困
る
人
が
出
来
た
時
は
ま
た
他

の
面
で
救
済
す
る
法
が
あ
る
か
ら
心
配
は
な

い
だ
ろ
う
。
法
治
国
民
は
法
を
遵
守
し
て
貰

い
た
い
、
而
し
て
民
主
々
義
は
命
令
系
の
正

し
い
の
も
特
色
の
一
つ
で
あ
る
。
万
一
自
治

的
に
こ
れ
を
遂
行
で
き
な
い
場
合
は
遺
憾
な

が
ら
軍
の
力
を
藉
り
る
の
も
や
む
を
得
な
い

と
思
う
。
そ
の
時
は
琉
球
人
の
自
治
能
力
を

疑
わ
れ
自
治
進
展
に
支
障
を
来
す
恐
れ
が
あ

る
。
諸
氏
は
よ
く
こ
れ
を
理
解
し
て
撤
去
す

れ
ば
そ
れ
が
都
市
計
画
に
協
力
す
る
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
七
万
市
民
否
全
琉
同
胞
の
福
祉

の
た
め
撤
去
し
て
貰
い
た
い
。

”
復
帰
決
議
は
違
法
？
”
／
那

覇
市
議
会
で
論
争

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
３
・
９
・
３

奄
美
大
島
返
還
の
ダ
レ
ス
声
明
以
来
、
日
本

復
帰
問
題
に
対
す
る
全
島
の
関
心
が
極
め
て

強
く
な
つ
て
い
る
折
柄
、
那
覇
市
議
会
で
は

い
ま
、

市
町
村
議
会
で
日
本
復
帰
に
関
す

る
決
議
を
行
う
こ
と
は
違
法
か
ど
う
か

と

い
う
興
味
あ
る
問
題
を
め
ぐ
つ
て
論
争
が
行

わ
れ
て
い
る
。

こ
と
の
起
り
は
去
る
十
三
日
の
那
覇
市
議
会

全
体
協
議
会
で
二
日
後
に
開
か
れ
る
日
本
復

帰
総
決
起
大
会
に
市
会
代
表
を
参
加
さ
せ
復

帰
メ
ツ
セ
ー
ジ
を
送
つ
て
は
と
い
う
動
議
が

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

八
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一
部
議
員
か
ら
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
当

日
は
こ
れ
を
め
ぐ
つ
て
積
極
派
と
消
極
派
に

分
れ
て
結
論
が
つ
か
な
い
ま
ゝ
休
け
い
と
な

つ
た
が
結
局
、
真
栄
田
世
勲
議
長
は
新
垣
事

務
局
長

市
議
会

の

市
議
会
に
お
け
る

琉
球
の
日
本
復
帰
に
関
す
る
議
決
は
違
法
と

解
す
る

旨
の
私
見
に
も
と
づ
い
て
こ
の
問

題
を
処
理
そ
の
ま
ゝ
閉
会
と
し
た
。

こ
の
た
め
総
決
起
大
会
に
は
一
部
議
員
数
名

が
市
会
有
志
と
し
て
参
カ
す
る
に
至
つ
た
が

そ
の
席
上
で
も
時
間
切
れ
を
理
由
に
こ
れ
ら

有
志
は
メ
ツ
セ
ー
ジ
朗
読
を
拒
否
さ
れ
る
一

幕
も
あ
つ
た
様
で
あ
る
。

新
垣
事
務
局
長
が
私
見
と
し
て
復
帰
決
議
を

違
法
と
す
る
理
由
は
大
体
、
次
の
通
り
だ
が

い
わ
ゆ
る
市
議
会
の
一
部
は
そ
も
そ
も
、

一
事
務
局
長
の
私
見
を
も
つ
て
全
体
協
議

会
の
結
論
を
出
し
た
こ
と
そ
の
も
の
が
既

に
誤
ま
り
だ
と
し
市
民
の
正
当
な
要
求
を

と
り
上
げ
ま
い
と
す
る
悪
意
の
妨
害
行
為

だ
と
非
難
し
て
い
る
。

市
町
村
は
現
行
自
治
法
の
範
囲
内
に
お
い
て

し
か
行
政
事
務
を
行
え
な
い
も
の
で
あ
り
日

本
復
帰
は
全
琉
的
な
問
題
で
あ
る
。
章
典
の

市
町
村
と
の
関
係

や
市
町
村
自
治
法
の

関
係
条
項
の
主
旨
は
明
ら
か
に
市
町
村
の
事

務
は
そ
の
市
町
村
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、

市
町
村
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
も
ま
た
そ

の
市
町
村
に
関
係
す
る
事
件
に
限
ら
れ
て
い

る
も
の
と
解
す
る
。
復
帰
問
題
は
明
ら
か
に

全
琉
的
問
題
で
あ
つ
て
那
覇
市
の
み
の
事
件

で
は
な
い
。
従
つ
て
こ
れ
は
立
法
院
で
措
置

す
べ
き
筋
合
い
の
も
の
で
あ
る
。
個
人
的
自

由
意
志
に
よ
る
復
帰
運
動
に
参
加
す
る
こ
と

は
何
ら
差
支
え
な
い
が
、
市
町
村
の
意
志
機

関
で
あ
る
市
議
会
で
日
本
復
帰
に
関
す
る
意

志
決
定
を
な
す
こ
と
は
市
町
村
自
治
法
を
逸

脱
し
た
違
法
行
為
と
解
す
る
。

積
極
的
に
決
議
し
て
も
効
果
は
な
い

真
栄
田
議
長
の
話
　
自
治
法
で
そ
う
い
つ

た
も
の
は
議
決
の
範
囲
に
う
た
わ
れ
て
い

な
い
か
ら
積
極
的
に
決
議
し
て
も
効
果
は

な
い
。
個
人
的
感
情
と
し
て
は
賛
成
だ
が

市
会
と
し
て
取
り
上
げ
て
能
動
的
に
決
議

す
る
必
要
は
な
い
と
思
う
。
私
と
し
て
は

必
要
な
範
囲
の
仕
事
を
す
れ
ば
い
い
か
ら

ふ
れ
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
だ
。

現
状
で
は
強
い
て
取
上
げ
て
決
議
す
る
と

逆
効
果
の
オ
ソ
レ
も
あ
る
。

違
法
云
々
は
復
帰
反
対
の
意
志
表
示

島
袋
嘉
順
議
員
の
話
　
大
島
で
は
全
町
村
が

決
議
し
て
い
る
。

天
城
村
で
は
自
治
法
公
布
後
で
も
や
つ
て
い

る
。
沖
縄
で
出
来
な
い
と
い
う
の
は
や
り
た

く
な
い
、
つ
ま
り
復
帰
反
対
の
意
志
表
明
だ

と
し
か
思
わ
れ
な
い
。

全
人
民
の
要
求
す
る
民
族
の
問
題
は
全
琉
的

な
問
題
だ
か
ら
と
か
云
つ
て
決
議
出
来
な
い

と
い
う
の
は
悪
意
の
あ
る
解
釈
だ
。
こ
う
し

た
考
え
は
比
嘉
政
権
の
復
帰
反
対
、
現
状
維

持
と
い
う
反
人
民
的
や
り
方
に
通
ず
る
も
の

だ
。ヤ

ツ
サ
モ
ツ
サ
泊
の
屋
台
店
／

カ
ナ
エ
の
軽
重
問
わ
れ
る
那

覇
市
沖
タ
・
夕
　
１
９
５
３
・
９
・
３

○

立
退
き
問
題
で
ゴ
タ
つ
い
て
い
る
泊

の
屋
台
店
は
現
在
四
十
五
軒
、
そ
の
大
半

は
大
島
、
宮
古
、
八
重
山
の
離
島
出
身
者

で
あ
り
、
陳
情
に
よ
る
と
未
亡
人
経
営
が

多
い
。
屋
台
と
い
つ
て
も
殆
ど
が
雑
貨
商

で
、一
般
の
一
ぱ
い
屋
と
は
違
つ
て
い
る
。

今
春
三
月
頃
、
軍
の
土
地
関
係
二
世
か
ら

汚
く
て
都
市
の
風
致
を
害
す
る
か
ら
立

退
か
せ
ろ

と
指
示
さ
れ
た
の
が
立
退
き

問
題
の
始
ま
り
。
当
時
は
約
十
軒
程
度
し

か
な
か
つ
た
が
市
当
局
で
は
折
衝
し
て
も

ラ
チ
が
あ
か
ず
放
任
し
て
い
る
間
に
次
第

に
業
者
が
ふ
え
た
も
の
。

当
局
の
話
で
は
夜
の
間
に
コ
ツ
ソ
リ
建
て

た
の
が
多
い
と
い
う
話
だ
。

そ
れ
か
ら
七
月
半
ば
再
び
軍
命
が
あ
つ
て

市
で
は
本
気
で
撤
去
に
乗
出
し
必
要
と
あ

れ
ば
消
防
ポ
ン
プ
も
繰
出
す
等
の
話
ま
で

出
て
い
た
が
こ
の
時
初
め
て
人
民
党
が
斡

旋
に
乗
出
し
、

業
者
側
で
は
”
別
に
私

ら
が
頼
ん
だ
訳
で
は
な
い
”
と
云
つ
て
い

る

話
合
い
の
末
、
都
計
工
事
の
始
ま
る

十
月
末
ま
で
の
三
カ
月
間
は
余
裕
を
認
め

そ
の
後
は
無
条
件
で
立
退
く
こ
と
に
落
着

い
た
。
然
し
こ
の
約
束
も
誓
約
書
に
調
印

す
る
段
に
な
つ
て
業
者
側
が
一
、
十
月
ま

で
と
云
つ
て
も
都
計
工
事
が
着
工
さ
れ
ぬ

間
は
営
業
す
る
。
一
、
移
転
先
を
市
で
考

え
る
等
の
条
件
を
つ
け
て
来
た
ゝ
め
実
際

は
モ
ノ
に
な
ら
な
か
つ
た
。
そ
う
し
て
い

る
中
に
八
月
末
、
三
度
目
の
即
時
、
撤
去

せ
し
む
べ
し
と
い
つ
た
軍
指
令
が
出
て
遂

に
市
で
は
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
限
つ

き
で
立
退
き
を
予
告
、
応
じ
な
い
場
合
は

行
政
代
執
行
を
強
行
す
る
と
い
う
最
後
的

態
度
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
う
し
て
最
終

期
限
の
三
十
一
日
、
業
者
が
人
民
党
瀬
長

氏
ら
と
大
挙
陳
情
を
行
な
い
、
又
吉
市
長

を
缶
詰
に
し
て
談
判
、
ア
ワ
ヤ
と
い
う
競

合
い
迄
起
す
に
至
つ
た
も
の
。

○

双
方
の
云
い
分
を
聞
い
て
見
る
と
市
で

は

建
築
基
準
法
違
反
、
食
品
衛
生
法
違
反
、

不
法
土
地
使
用
、
無
免
許
営
業
、
四
ツ
も
違

反
し
て
い
て
全
く
不
法
だ
か
ら
立
退
き
は
当

然
。
ア
レ
コ
レ
云
う
の
は
全
く
身
勝
手
で
あ

る
。

と
云
つ
て
い
る
。
そ
の
外
、
前
島
町

復
興
期
成
会
等
の

速
か
に
立
退
か
せ
ろ

と
云
つ
た
反
対
陳
情
も
あ
る
し
、
第
一
軍
か

ら
は
泊
埋
立
工
事
の
支
障
に
な
る
か
ら
と
再

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

九
月

二
三
九



三
の
注
意
も
あ
つ
て
市
と
し
て
は
む
し
ろ
こ

れ
ま
で
、
問
題
を
遷
延
さ
せ
た
の
は
自
ら
の

落
度
だ
と
い
う
考
え
方
す
ら
あ
る
。

○

こ
れ
に
対
し
屋
台
店
側
は

一
応
、

十
月
末
ま
で
は
約
束
し
な
が
ら
軍
命
が
来

た
ら
す
ぐ
立
退
か
す
の
か
。
貧
し
い
市
民

の
た
め
軍
と
も
再
折
衝
し
て
善
後
策
を
講

ず
る
親
心
は
な
い
の
か

軍
工
事
の
邪

魔
だ
と
云
う
が
ウ
ソ
だ
。
施
工
者
の
菅
原

組
は
当
分
、
邪
魔
で
は
な
い
と
云
つ
て
い

る
。
現
に
我
々
は
立
退
か
せ
て
他
の
永
久

建
築
は
認
め
て
い
る
で
は
な
い
か

貧

し
い
者
は
ダ
マ
し
て
立
退
か
せ
資
本
家
に

建
て
さ
せ
る
よ
う
な
不
誠
実
な
態
度
だ
か

ら
コ
ジ
れ
た
の
だ

我
々
は
明
日
の
生

活
に
も
困
る
。
こ
う
な
つ
た
ら
立
退
き
は

絶
対
反
対
、
約
束
通
り
十
月
末
ま
で
認
め

る
か
、
移
転
先
を
考
え
て
く
れ

と
い
つ

た
云
い
分
。
一
業
者
は

わ
し
ら
だ
つ
て

初
め
は
云
わ
れ
た
通
り
バ
ラ
ツ
ク
を
壊
し

て
立
退
く
考
え
で
し
た
。
そ
れ
が
他
の
人

に
は
建
て
さ
せ
よ
う
と
す
る

他
に
土
地

を
考
え
て
や
る
と
云
つ
た
り
、
立
売
り
は

認
め
る
と
か
認
め
な
い
と
か
、
と
に
か
く

市
の
云
う
こ
と
は
ハ
ツ
キ
リ
し
な
い
。
そ

れ
が
モ
メ
事
の
原
因
で
す

と
云
つ
て
い

た
。

○

今
度
の
問
題
を
通
じ
て
一
般
の
う
け
る

印
象
は
恐
ら
く
市
当
局
の
政
治
力
の
弱
さ
と

い
う
か
、
生
ヌ
ル
サ
と
い
う
点
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
ま
た
紛
糾
の
原
因
は
屋
台
業
者
の

云
う
不
誠
実
さ
は
別
と
し
て
も
当
局
に
一
貫

し
た
処
理
方
針
が
な
か
つ
た
こ
と
は
一
因
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
と
当
局
の
一
部
で
は
撤
去
取

締
を
行
う
だ
け
の
法
的
根
拠
が
な
か
つ
た
、

或
い
は
法
の
欠
陥
が
あ
つ
た
為
と
も
云
つ
て

い
る
が
そ
れ
は
明
ら
か
に
建
築
基
準
法
、
或

い
は
食
品
衛
生
法
違
反
で
あ
る
が
撤
去
を
命

じ
た
だ
け
で
は
向
う
が
聞
か
な
い
。
ム
リ
ヤ

リ
打
壊
す
訳
に
も
行
か
な
い
し
と
い
う
の
で

あ
る
。
正
に
相
手
が
悪
い
と
い
う
訳
だ
。
そ

こ
で
最
後
に

行
政
代
執
行

と
い
う
こ
と

に
な
る
が
今
の
と
こ
ろ
こ
れ
の
行
使
に
も
悩

み
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
同
法
二
条
に
よ
れ

ば

行
政
庁
よ
り
命
ぜ
ら
れ
た
行
為
に

つ
い
て
義
務
者
が
こ
れ
を
履
行
し
な
い
場
合

か
つ
そ
の
不
履
行
を
放
置
す
る
こ
と
が

著
し
く
公
益
に
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
時
は

当
該
行
政
庁
は
自
ら
義
務
者
の
な
す
べ
き
行

為
を
な
し

と
あ
り
今
度
の
屋
台
店
の

場
合
を
”
著
し
く
公
益
に
反
す
る
”
と
認
め

て
い
ゝ
か
ど
う
か
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
も

そ
も
こ
う
し
た
解
釈
を
す
る
こ
と
そ
の
も
の

が
生
ヌ
ル
イ
と
云
つ
た
強
硬
説
も
あ
る
よ
う

だ
が
何
れ
に
し
ろ
問
題
の
解
決
如
何
に
よ
つ

て
は
那
覇
市
は
カ
ナ
エ
の
軽
重
を
問
わ
れ
る

ド
タ
ン
場
に
あ
る
。
市
は
今
こ
そ
強
い
行
政

力
と
真
に
温
か
い
親
心
の
二
ツ
が
同
時
に
要

求
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
。

真
和
志
上
之
屋
区
／
大
道
へ
併

合
陳
情

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
３
・
９
・
３

真
和
志
村
松
川
後
方
の
上
之
屋
区

与
儀
前

上
之
屋
区
の
分
区

で
は
隣
区
大
道
区
へ
の

合
併
を
目
指
し
て
糸
数
区
長
代
理
外
全
区
民

が
署
名
運
動
を
行
い
、
こ
こ
一
両
日
内
に
村

議
会
へ
陳
情
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

併
合
陳
情
の
理
由
と
し
て
は
同
区
は
人
口
わ

ず
か
三
百
八
十
人
の
小
区
で
あ
り
与
儀
前
上

之
屋
区
の
分
区
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、

イ

行
政
区
画
上
不
利
で
あ
る
。

ロ

現
在
の
状
態
で
は
自
主
的
に
選
良

を
送
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

ハ

ま
た
他
区
民
と
同
じ
村
民
と
し
て

比
肩
出
来
な
い
。

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま

弱
小
区
と
し
て
存
在
す
る
よ
り
こ
の
際
大
道

区
へ
の
併
合
に
よ
つ
て
強
力
な
区
制
を
し
く

方
が
区
民
の
福
祉
の
た
め
に
最
上
の
策
で
あ

る
と
き
ま
つ
た
も
の
で
あ
る
。

西
新
町
、
軍
使
用
地
／
二
日
付
・

一
部
開
放
さ
る

琉
新
　
１
９
５
３
・
９
・
４

那
覇
市
西
新
町
の
軍
使
用
地
が
二
日
付
で
開

放
さ
れ
た
、
副
長
官
室
レ
サ
ー
ド
行
政
課
長

か
ら
主
席
あ
て
に
那
覇
市
長
へ
の
伝
達
、
政

府
関
係
部
長
へ
の
通
知
、
同
地
域
が
琉
球
政

府
の
商
港
地
区
管
理
規
程
に
従
う
べ
き
か
の

決
定
を
求
め
る
通
知
が
あ
つ
た

西
新
町
の
開
放
さ
れ
た
土
地
は
次
の
と
お
り

△
二
丁
目
一
五
番
地
、
一
五
の
一
か
ら
一

五
の
七
ま
で
、
一
三
、
一
三
の
一
、
一
七
、

一
七
の
一
か
ら
一
七
の
三
ま
で
、
一
八
番

地
か
ら
二
八
番
地
ま
で
、
二
八
の
一
△
三

丁
目
二
番
地
、
三
番
地

軍
桟
橋
入
口
に
立
退
き
令
／
15

日
迄
二
千
坪
明
渡
し

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
３
・
９
・
４

民
政
府
は
二
日
付
の
政
府
宛
文
書
で
軍
使
用

那
覇
港
南
岸
入
口
の
向
い
側
の
土
地
二
千
坪

余
を
九
月
十
五
日
ま
で
明
け
渡
す
よ
う
指
示

し
て
き
た
が
、
こ
の
中
に
は
屋
台
店
六
軒
お

よ
び
民
家
数
軒
の
立
退
き
も
含
ま
れ
て
い

る
。食
糧
社
敷
地
の
使
用
料
支
払
い

現
在
沖
縄
食
糧
会
社
が
使
用
し
て
い
る
敷
地

は
下
泉
町
上
泉
を
含
む
一
万
四
千
坪
で
同
社

は
こ
れ
ら
の
地
主
か
ら
土
地
使
用
料
の
請
求

を
う
け
た
の
で
そ
の
支
払
い
に
関
し
民
政
府

に
照
会
中
の
と
こ
ろ
八
月
二
十
八
日
附
で
民

政
府
総
務
課
長
レ
サ
ー
ド
中
佐
か
ら
次
の
よ

う
な
通
知
を
う
け
た
。

一
九
五
十
年
七
月
一
日
か
ら
一
九
五
三
年
十

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

九
月

二
四
〇



一
月
一
日
迄
の
土
地
使
用
料
を
沖
縄
デ
ス
ト

リ
ツ
ク
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
事
務
所
を
通
じ
支
払

う
、
尚
一
九
五
三
年
十
一
月
一
日
以
後
の
土

地
使
用
料
に
対
す
る
協
定
成
就
に
関
し
て
は

あ
と
で
連
絡
す
。

訴
え
ら
れ
た
首
里
市
長
／
事
実

無
根
の
声
明
書
を
発
表

琉
新
　
１
９
５
３
・
９
・
６

さ
る
臨
時
議
会
で
一
九
五
二
年
度
首
里
市
特

別
会
計
決
算
問
題
で
つ
い
に
野
党
側
儀
武
息

睦
氏
ほ
か
十
名
の
議
員
か
ら
七
カ
条
の
理
由

で
告
発
さ
れ
た
兼
島
首
里
市
長
は
目
下
琉
球

検
察
庁
で
取
調
べ
中
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対

し
四
日
市
長
は
つ
ぎ
の
と
お
り
声
明
書
を
発

表
し
た

一
、

事
務
所
建
設
費
二
〇
、
四
二
〇
円
市

あ
て
で
な
く
バ
ス
会
社
あ
て
に
な
つ
て
お
り

三
役
の
決
裁
な
し

株
式
会
社
首
里
バ
ス
の

企
業
免
許
の
下
付
が
お
く
れ
た
た
め
、
こ
の

間
に
お
け
る
諸
請
求
書
や
領
収
証
な
ど
が
バ

ス
会
社
あ
て
と
な
つ
て
い
る
の
は
既
に
会
社

が
発
足
し
た
も
の
と
解
し
会
社
あ
て
と
な
つ

た
の
で
あ
り
ま
た
三
役
の
決
裁
も
そ
の
当
時

諸
準
備
に
忙
殺
さ
れ
た
た
め
で
あ
る

二
、

市
会
の
議
決
な
く
車
両
賃
借
料
十
九

万
円
余
を
支
出
し
て
い
る
が
こ
れ
は
違
法
で

あ
る

バ
ス
会
社
は
六
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
に

は
株
金
の
払
込
も
完
了
し
実
質
上
会
社
は
成

立
し
て
い
た
わ
け
で
あ
り
た
だ
企
業
免
許
の

下
付
が
な
い
た
め
こ
の
間
市
が
会
社
よ
り
車

両
そ
の
他
設
備
一
切
を
借
受
け
運
営
し
た
も

の
で
あ
る
か
ら
市
と
会
社
と
の
関
係
で
車
両

消
却
費
な
ど
の
支
出
が
考
究
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
こ
れ
が
支
出
に
つ

い
て
は
バ
ス
委
員
、
市
当
局
、
会
社
側
重
役

の
合
同
協
議
会
を
開
催
決
定
し
た
も
の
で
あ

る三
、

市
会
の
議
決
な
く
予
算
超
過
部
分
品

代
の
違
法
支
出
が
あ
る

こ
の
超
過
額
は
追

加
予
算
で
支
出
す
べ
き
で
あ
る
が
可
決
と
な

つ
て
一
週
間
目
に
は
企
業
免
許
が
下
付
せ
ら

れ
七
月
二
十
六
日
よ
り
民
営
会
社
と
し
て
発

足
し
た
の
で
あ
る
か
ら
こ
の
間
諸
準
備
に
忙

殺
さ
れ
て
い
た
た
め
予
算
な
ど
か
え
り
み
る

い
と
ま
が
な
か
つ
た
の
で
あ
る

四
、

大
山
専
務
の
給
料
は
会
社
が
出
す
べ

き
で
あ
る
の
に
市
の
特
別
会
計
か
ら
支
出
し

て
い
る

首
里
バ
ス
の
企
業
免
許
が
お
く
れ

た
た
め
暫
定
的
に
市
が
手
続
き
完
了
す
る
ま

で
こ
れ
を
運
営
す
る
こ
と
と
な
り
収
入
は
全

部
市
が
受
入
れ
運
営
費
は
こ
れ
を
支
出
す
る

こ
と
と
な
つ
た

五
、
株
式
会
社
首
里
バ
ス
と
市
と
の
間
に
取

引
し
た
る
部
分
品
そ
の
他
精
算
事
務
は
次
の

と
お
り
首
里
バ
ス
よ
り
の
受
取
勘
定

計
四
五
四
、

六
六
二
円
、
七
〇
銭

首
里
バ
ス
へ
支
払
勘
定

二
〇
三
、
七
二

九
円
三
〇
銭

六
、

一
九
五
一
年
六
月
十
一
日
か
ら
同
三

十
日
ま
で
に
五
千
九
百
十
五
円
の
ガ
ソ
リ
ン

を
ヤ
ミ
で
購
入
し
て
い
る
、
こ
れ
は
ぞ
う
物

故
買
罪
に
該
当
す
る

購
入
し
た
ガ
ソ
リ
ン
は
日
本
軍
の
埋
没
し
て

あ
つ
た
ガ
ソ
リ
ン
で
然
も
水
が
混
り
或
は
錆

が
入
つ
て
お
り
燃
料
用
と
し
て
使
用
不
可
能

で
あ
つ
た
工
場
で
は
洗
滌
用
に
の
み
使
用
す

る
の
で
水
や
錆
の
混
入
し
た
ガ
ソ
リ
ン
で
も

使
用
可
能
で
あ
る
し
値
段
も
安
い
の
で
購
入

し
た
の
で
あ
る

壕
の
中
そ
の
他
に
日
本
軍
の
ガ
ソ
リ
ン
そ
の

他
の
油
脂
が
埋
め
ら
れ
て
あ
る
の
を
掘
り
出

し
て
所
持
し
て
い
る
の
を
告
発
人
も
よ
く
知

つ
て
い
る

那
覇
市
会
ス
ム
ー
ス
に
進
む

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
３
・
９
・
８

那
覇
市
の
秋
の
定
例
議
会
は
八
日
午
前
十
時

半
開
会

欠
席
四
名

。
ま
ず

会
期
を
定

め
る
件

を
上
程
、
一
日
か
三
日
か
で
討
論

と
な
つ
た
が
裁
決
の
結
果
一
日
間
と
決
定
し

た
。
こ
の
日
午
前
中
の
経
過
は
、
ま
ず

市

選
管
委
並
び
に
同
補
充
員
選
挙
の
件

が
現

委
員
が
事
務
に
な
れ
て
い
る
こ
と
、
何
ら
欠

点
の
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
そ
の
侭
再
選
す
る

こ
と
に
意
見
の
一
致
を
み
た
。

つ
い
で
市
条
例
の
一
部
改
正
並
び
に
廃
止
案

な
ど
六
件
を
審
議
し
た
が
、
い
ず
れ
も
関
係

立
法
の
改
正
に
伴
う
改
廃
だ
け
に
異
議
な
く

可
決
さ
れ
た
。
続
い
て
人
民
党
提
出
に
か
か

る

軍
用
地
問
題
の
処
理
に
関
す
る
特
別
委

員
会
設
置
の
件

に
移
つ
た
が
、
そ
の
趣
旨

は
旧
地
域
の
大
部
分
に
軍
用
に
供
さ
れ
て
い

る
那
覇
市
と
し
て
は
、
使
用
料
問
題
や
未
開

放
地
な
ど
の
解
決
を
は
か
り
、
市
民
の
権
利

を
確
立
す
る
た
め
市
議
会
に
特
別
委
を
設
置

す
べ
き
だ
と
い
う
も
の
。
こ
れ
に
対
し
一
部

議
員
か
ら
案
文
が
オ
ン
ビ
ン
を
欠
く
、
も
つ

と
簡
明
に
し
て
は
な
ど
の
意
見
も
あ
つ
た
が

結
局
、
原
案
通
り
可
決
、
特
別
委
は
十
一
名

で
構
成
、
委
員
は
議
長
指
名
で
つ
ぎ
の
通
り

特
別
委
々
員
氏
名

比
嘉
朝
四
郎
、
糸
数
昌
秀
、
辺
野
喜
英
興
、

儀
間
真
喜
、
佐
久
川
長
吉
、
島
袋
嘉
順
、

新
垣
松
助
、
大
湾
喜
三
郎
、
上
原
仁
慶
、

浦
崎
唯
治
、
長
嶺
将
真

な
お
こ
れ
と
は
別
個
に
軍
用
地
の
地
主
で
構

成
さ
れ
る
市
町
村
軍
用
地
特
別
委
設
置
問
題

に
つ
い
て
島
袋
議
員
か
ら

去
る
六
月
、
立

法
院
か
ら
市
町
村
軍
用
地
特
別
委
設
置
の
要

請
で
あ
つ
て
二
十
三
市
町
村
で
は
す
で
に
設

置
を
み
て
い
る
の
に
か
ゝ
わ
ら
ず
市
は
今
ま

で
こ
れ
を
セ
ン
延
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か

と
の
質
問
が
あ
り
、
市
当
局
は

目
下
各
町

復
興
期
成
会
に
連
絡
し
委
員
の
推
薦
方
を
依
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頼
中
で
あ
る

と
の
答
弁
が
あ
つ
た
。

”
日
本
復
帰
決
議
案
”
否
決
／

那
覇
市
議
会
き
の
う
６
対
17

で沖
タ
・
朝
　
１
９
５
３
・
９
・
９

八
日
開
会
さ
れ
た
那
覇
市
定
例
議
会
は
午
後

二
時
五
十
分
、
人
民
党
提
案
の

平
和
条
約

三
条
撤
廃
に
よ
る
沖
縄
の
即
時
完
全
日
本
復

帰
決
議
案

を
賛
成
六
対
反
対
十
七
で
否
決

し
た
。
こ
の
問
題
は
予
て
市
町
村
議
会
で
復

帰
問
題
を
決
議
す
る
こ
と
は
違
法
か
ど
う

か
、
現
行
市
町
村
自
治
法
の
解
釈
な
ど
も
か

ら
ん
で
意
見
の
対
立
を
生
み
、
成
行
き
を
注

目
さ
れ
て
い
た
も
の
。
こ
の
日
は
否
決
は
復

帰
に
反
対
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
既
に
幾
度

か
決
議
し
た
も
の
だ
し
近
く
全
島
的
な
組
織

で
強
力
な
復
帰
運
動
も
開
始
さ
れ
る
か
ら
、

市
議
会
で
特
に
取
上
げ
る
必
要
は
な
い
と
い

う
に
あ
つ
た
。
然
し
何
れ
に
し
て
も
否
決
は

否
決
。
そ
の
影
響
の
重
大
さ
か
ら
早
く
も
こ

う
し
た
処
理
を
行
つ
た
こ
と
に
対
し
一
部
議

員
の
間
で
は

党
派
感
情
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ

た

等
の
自
己
批
判
も
出
て
い
る
よ
う
だ
。

復
帰
決
議
案
を
め
ぐ
る
論
議
要
旨
次
の
通

り
。親
善
運
動
こ
そ
力
入
れ
る
べ
き
時
／
不

必
要
な
摩
擦
避
け
よ
／
否
決
側

阿
波
根
直
英
氏
―
こ
う
し
た
決
議
は
立
法

院
そ
の
他
復
帰
大
会
で
幾
度
か
や
つ
て
い

る
。
決
議
ば
か
り
し
て
も
大
し
た
こ
と
は
な

い
。
日
本
人
で
あ
れ
ば
復
帰
を
希
望
す
る
の

は
当
然
で
あ
る
。
近
く
全
島
的
な
組
織
も
生

れ
る
し
、
市
会
が
全
市
町
村
の
ト
ツ
プ
を
切

つ
て
意
志
を
表
明
す
る
必
要
は
な
い
。

長
嶺
将
真
氏
―
復
帰
問
題
は
方
法
に
意
見

が
別
れ
る
の
で
あ
つ
て
誰
一
人
、
反
対
は
な

い
。
那
覇
市
は
い
ま
全
力
を
あ
げ
て
首
都
建

設
に
邁
進
し
て
い
る
が
、
そ
の
殆
ど
は
軍
の

援
助
に
よ
つ
て
い
る
。
大
島
の
返
還
で
沖
縄

が
当
分
、
ア
メ
リ
カ
の
統
治
下
に
お
か
れ
る

こ
と
が
ハ
ツ
キ
リ
し
た
こ
の
際
、
親
善
運
動

に
こ
そ
力
を
入
れ
る
べ
き
時
だ
。
他
に
も
運

動
の
方
法
が
あ
り
、
市
会
の
任
務
は
自
治
法

で
規
定
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
こ
う
し
た

決
議
を
行
う
こ
と
は
都
計
は
ど
う
で
も
い
ゝ

失
業
者
が
出
て
も
い
ゝ
と
い
う
も
の
で
反

対
。親
里
嘉
英
氏
―
復
帰
は
し
烈
に
し
て
然
も

合
法
的
な
民
族
運
動
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

復
帰
の
同
一
目
標
を
も
ち
な
が
ら
相
手
を
コ

キ
下
し
、
不
必
要
な
摩
擦
を
生
じ
て
い
る
が

こ
れ
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。
現
段
階
で
は
全

島
的
な
組
織
が
発
足
し
、
運
動
方
針
も
確
定

し
て
か
ら
協
力
す
べ
き
で
あ
る
。
各
町
村
で

ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
決
議
す
る
よ
り
統
一
さ
れ
た

大
き
な
組
織
で
一
せ
い
に
や
る
の
が
効
果
的

だ
。

違
法
で
は
な
い
日
本
府
県
議
会
で
も
復

帰
決
議
し
て
い
る
／
賛
成
側

島
袋
嘉
順
氏
―
現
行
市
町
村
自
治
法
は
日

本
の
同
法
を
準
用
し
た
も
の
だ
が
山
梨
の
甲

府
市
会
で
す
ら
琉
球
の
復
帰
決
議
を
や
つ
て

い
る
、
何
ら
違
法
で
は
な
い
。
む
し
ろ
全
市

民
の
九
〇
％
が
復
帰
の
悲
願
を
も
つ
て
い
る

現
在
、
市
民
の
意
志
を
代
表
し
て
表
明
す
る

こ
と
は
我
々
の
義
務
で
あ
り
誇
り
で
あ
る
。

首
都
な
る
が
故
に
他
町
村
に
先
ん
ず
べ
き

だ
。
援
助
と
復
帰
と
は
別
で
あ
る
ア
メ
リ
カ

か
ら
援
助
さ
れ
て
い
る
か
ら
意
志
表
示
が
出

来
な
い
と
い
う
の
は
植
民
地
根
性
で
あ
り
、

将
来
に
汚
点
を
残
す
も
の
だ
。

民
主
党
／
純
正
な
日
本
復
帰
の
否
決
で

は
あ
る
ま
い

与
儀
幹
事
長
談
―
那
覇
市
に
於
て
否
決
さ

れ
た
理
由
が
は
つ
き
り
し
な
い
の
で
何
と
も

云
え
な
い
が
、
本
質
的
な
日
本
復
帰
運
動
や

民
族
悲
願
と
し
て
の
純
正
な
日
本
復
帰
を
拒

む
意
味
で
の
否
決
と
は
考
え
ら
れ
な
い
何
れ

市
会
に
お
け
る
論
議
を
検
討
し
て
か
ら
考
え

た
い
。
社
大
党
／
時
期
的
に
特
に
遺
憾
市
民
の

反
撃
受
け
ん

安
里
書
記
長
談
―
ど
ん
な
理
由
で
否
決
さ

れ
た
か
知
ら
な
い
が
、
理
由
の
如
何
を
問
わ

ず
、
時
期
的
に
み
て
も
特
に
遺
憾
で
あ
る
。

日
本
復
帰
は
琉
球
政
治
の
根
本
問
題
で
あ
る

の
で
、
那
覇
市
会
の
態
度
が
果
し
て
、
正
し

く
民
意
を
反
映
し
て
い
る
か
、
市
民
の
批
判

を
う
け
て
、
そ
の
反
撃
を
う
け
、
今
後
の
運

営
に
も
支
障
を
来
す
よ
う
な
結
果
に
ま
で
発

展
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
考
え
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
は
、
指
導
者
級
の
中
に
何
ら
か
の
理
由

で
、
復
帰
を
望
ま
な
い
輩
が
い
る
こ
と
が
窺

わ
れ
る
こ
と
で
、
こ
の
人
々
は
琉
球
住
民
の

将
来
へ
の
福
祉
を
顧
み
ず
、
単
に
一
時
的
目

前
の
自
己
の
利
益
に
と
ら
わ
れ
て
、
民
族
の

滅
亡
、
大
衆
の
犠
牲
を
顧
み
な
い
も
の
で
あ

る
こ
れ
は
今
後
の
復
帰
運
動
の
実
践
上
留
意

を
要
す
る
点
で
あ
る
と
思
う
。

人
民
党
／
否
決
は
市
民
の
意
志
を
ふ
み

に
じ
る
も
の

瀬
長
書
記
長
談
―
日
本
復
帰
は
那
覇
市
民

の
熱
願
だ
と
思
う
。
市
民
の
代
表
た
る
市
会

が
如
何
な
る
理
由
に
せ
よ
、
決
議
案
を
否
決

す
る
こ
と
は
市
民
の
意
志
を
ふ
み
に
じ
る
も

の
で
あ
る
。
那
覇
市
長
が
未
だ
に
信
託
統
治

を
讃
美
し
て
い
る
と
は
思
わ
な
い
が
、
即
時

復
帰
を
希
望
し
て
い
な
い
事
は
、
し
ば
し
ば

の
談
話
で
明
ら
か
で
あ
る
。
市
長
を
支
持
す

る
市
会
の
与
党
が
、
仮
に
公
私
混
同
し
て
、

そ
の
個
人
的
見
解
を
支
持
し
た
結
果
だ
と
す

れ
ば
、
決
論
と
し
て
は
市
民
の
意
志
の
蹂
躙

だ
。
一
市
民
と
し
て
の
立
場
か
ら
云
え
ば
か

か
る
市
会
は
有
害
で
、
従
つ
て
自
か
ら
解
散

す
べ
き
で
あ
る
し
、
し
な
け
れ
ば
、
市
民
有
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権
者
の
権
利
た
る
リ
コ
ー
ル
制
を
か
け
る
べ

き
だ
。
問
題
の
決
議
案
要
旨

奄
美
大
島
の
復
帰
は
よ
り
一
層
沖
縄
の
即
時

完
全
日
本
復
帰
が
一
九
五
二
年
四
月
二
十
八

日
に
発
効
し
た
対
日
平
和
条
約
第
三
条
を
撤

廃
す
る
以
外
に
実
現
し
な
い
と
い
う
事
実
を

明
確
に
し
た
。
那
覇
市
会
は
七
万
市
民
の
将

来
を
決
定
す
る
民
族
の
独
立
と
平
和
と
自
由

を
か
ち
と
る
た
め
祖
国
復
帰
を
熱
望
し
て
い

る
那
覇
全
市
民
の
意
志
を
代
表
し
て
対
日
平

和
条
約
第
三
条
撤
廃
に
よ
る
沖
縄
諸
島
の
即

時
完
全
日
本
復
帰
を
決
議
し
、
沖
縄
諸
島
日

本
復
帰
期
成
会
に
加
入
し
て
日
本
復
帰
運
動

を
す
す
め
る
市
民
の
先
頭
に
立
つ
と
共
に
対

内
、
対
外
を
問
わ
ず
に
あ
ら
ゆ
る
政
府
、
団

体
機
関
、
議
会
に
対
日
平
和
条
約
第
三
条
撤

廃
に
よ
る
沖
縄
諸
島
の
即
時
完
全
日
本
復
帰

を
請
願
す
る
。

泊
、
外
人
墓
地
／
那
覇
市
に
移

管

琉
新
　
１
９
５
３
・
９
・
９

那
覇
市
、
泊
港
北
岸
天
久
に
あ
る
外
人
墓
地

が
八
月
三
十
一
日
か
ら
那
覇
市
に
移
管
さ
れ

た副
長
官
室
レ
サ
ー
ド
総
務
課
長
は
、
こ
の
移

管
に
つ
い
て
主
席
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
書
簡
を

送
つ
て
き
た

▽
外
人
墓
地
を
地
方
自
治
当
局
に
解
放
す
る

こ
と
を
那
覇
市
長
に
知
ら
せ
て
ほ
し
い

▽
公
衆
を
墓
地
に
立
入
ら
す
こ
と
は
適
切
に

行
つ
て
も
ら
い
た
い
、
こ
の
地
域
は
歴
史
的

な
記
念
の
地
で
あ
る
の
で
那
覇
市
で
管
理
し

て
も
ら
い
た
い

軍
用
地
料
一
八
三
〇
万
円
委
託

／
筆
頭
は
那
覇
市
の
一
五
〇

〇
万
円

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
３
・
９
・
10

九
月
二
日
と
四
日
付
で
合
計
一
千
八
百
三
十

万
円
の
軍
用
地
使
用
料
が
内
政
局
出
納
課
に

委
托
さ
れ
た
。
市
町
村
別
内
訳
は
次
の
通
り

で
原
別
の
名
簿
は
中
央
土
地
事
務
所
に
届
け

ら
れ
て
い
る
。

浦
添
三
万
四
千
三
百
五
十
六
円
、
国
頭
奥

間
ビ
ー
チ
二
万
八
百
二
円
、

具
志
川
三
十
三
万
八
千
二
百
二
十
二
円
、

同
二
万
一
百
四
十
二
円
、
同
一
万
九
千
二

百
七
十
二
円
、

越
来
九
千
九
百
九
十
九
円
、

読
谷
七
十
九
万
七
千
九
百
四
十
四
円
、
同

一
万
五
千
七
百
四
十
四
円
、

北
中
城
四
千
九
十
二
円
、

北
谷
五
万
三
千
七
百
五
十
四
円
、

越
来
八
万
三
千
七
百
五
十
四
円
、

宜
野
湾
六
万
二
千
四
百
八
十
七
円
、

玉
城
五
十
一
万
五
千
六
百
六
十
六
円
、
同

六
万
六
十
円
、

浦
添
六
万
三
百
九
円
、

那
覇
一
千
四
百
七
十
三
万
六
千
余
円
、
同

一
百
十
四
万
四
千
六
百
八
十
八
円
、

浦
添
四
万
一
千
一
百
十
五
円
、

越
来
一
万
五
千
一
百
七
十
六
円
、

真
和
志
二
十
七
万
八
百
十
八
円
、

軍
用
地
特
別
委
／
那
覇
市
初
会

議
開
く琉
新
　
１
９
５
３
・
９
・
12

那
覇
市
初
つ
の
軍
用
地
特
別
委
員
会
は
十
一

日
午
後
二
時
か
ら
市
会
議
室
で
開
会
、
さ
き

に
同
委
付
託
と
な
つ
た

軍
使
用
地
代
臨
時

処
理
法

に
関
す
る
立
法
院
か
ら
の
照
会
に

つ
い
て
審
議
し
た
が
回
答
依
頼
の
△
那
覇
市

に
お
け
る
現
在
一
般
の
土
地
賃
貸
料
お
よ
び

割
当
土
地
賃
貸
料
決
定
当
時
の
一
般
賃
貸
料

に
つ
い
て
は
調
査
困
難
で
あ
り
、
そ
の
理
由

書
を
提
出
す
る
こ
と
に
決
定
△
地
主

軍
使

用
地
々
料
に
関
す
る

の
要
望
事
項
△
地
代

決
定
の
基
準

軍
用
地
代
の
適
正
価
格

は

何
に
よ
る
べ
き
か
そ
の
算
定
方
法
お
よ
び
額

△
契
約
期
間
の
三
項
に
つ
い
て
は
十
四
日
午

後
一
時
か
ら
市
会
議
室
で
地
主
側
と
の
協
議

会
を
ひ
ら
く
こ
と
に
し
た
。
な
お
各
委
員
、

互
選
の
結
果
委
員
長
に
新
垣
松
助
氏
、
副
委

員
長
に
佐
久
川
長
吉
氏
を
選
出
決
定
し
、
午

後
四
時
散
会
し
た

公
聴
／
那
覇
市
会
に
訴
う

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
３
・
９
・
13

祖
国
復
帰
の
熱
願
は
全
住
民
の
輿
論
で
あ
る

こ
と
は
既
に
疑
う
余
地
が
な
い
。
然
る
に
那

覇
市
会
は
祖
国
復
帰
決
議
案
を
十
七
対
六
で

こ
れ
を
否
決
し
て
い
る
が
、
ど
う
い
う
わ
け

か
？
那
覇
市
が
軍
の
援
助
を
受
け
て
居
れ
ば
六
十

万
住
民
の
輿
論
は
無
視
さ
れ
て
も
よ
い
の
で

あ
ろ
う
か
。
特
に
那
覇
市
の
よ
う
な
都
市
が

か
ゝ
る
態
度
に
で
る
こ
と
は
軍
に
対
し
て
沖

縄
は
復
帰
を
要
望
し
て
い
な
い
の
だ
と
い
う

誤
解
を
与
え
、
全
住
民
の
方
向
を
誤
ら
し
め

る
も
の
で
あ
る
。

軍
の
感
情
を
害
し
な
い
た
め
に
は
熱
願
し
て

い
る
こ
と
も
引
込
め
正
し
い
こ
と
も
主
張
し

な
い
で
お
と
な
し
く
す
べ
き
だ
ろ
う
か
？

断
じ
て
そ
う
で
あ
つ
て
は
な
ら
ぬ
。
米
琉
親

善
と
祖
国
復
帰
と
は
自
ら
別
個
の
も
の
で
あ

る
こ
と
を
悟
る
べ
き
で
あ
る
。
他
府
県
で
さ

え
沖
縄
の
日
本
復
帰
決
議
案
を
報
じ
て
い
る

に
拘
ら
ず
地
元
の
沖
縄
が
軍
の
感
情
を
お
そ

れ
て
、
或
は
一
つ
の
市
だ
け
の
利
益
の
た
め

に
祖
国
復
帰
の
問
題
に
つ
い
て
冷
淡
で
あ
つ

て
よ
い
で
し
よ
う
か
？
深
省
す
べ
き
で
あ

る
”
一
米
人
記
者
”
が
沖
縄
人
は
国
家
意
識

が
低
調
で
あ
る
旨
を
述
べ
て
い
る
が
沖
縄
の

大
都
市
が
市
会
で
祖
国
復
帰
決
議
案
を
否
定

す
る
こ
と
は
此
の
一
米
人
記
者
の
考
え
方
を

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

九
月

二
四
三



強
調
す
る
よ
う
な
も
の
で
全
住
民
に
と
つ
て

有
害
無
益
で
あ
る
。
那
覇
市
会
議
員
十
七
名

に
対
し
て
遺
憾
の
意
を
表
明
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
越
来
村
セ
ン
タ
ー
区
三
班
仲
宗
根

義
雄

嘉
手
納
航
空
隊
勤
務

泊
屋
台
立
退
に
断

沖
タ
・
朝
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那
覇
市
で
は
か
ね
て
泊
屋
台
店
の
立
退
き
問

題
で
手
を
焼
い
て
い
た
が
十
二
日
既
定
方
針

通
り
、
強
制
代
執
行
を
実
施
す
る
こ
と
に
決

定
。
来
る
十
九
日

土

ま
で
に
立
退
く
よ

う
戒
告
を
発
し
た
。

理
由
は
泊
屋
台
店
四
十
五
件
は
不
法
建
築

物
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
再
三
、
撤
去
方
を

要
求
し
た
が
こ
れ
に
応
ず
る
様
子
が
な
く

こ
の
ま
ゝ
放
任
し
て
は
都
市
計
画
事
業
に

一
大
支
障
を
来
す
オ
ソ
レ
も
あ
り
か
つ

又
、
軍
か
ら
厳
し
い
示
達
も
あ
る
の
で
万

止
む
を
得
ず
行
政
代
執
行
の
手
続
を
と
る

と
い
う
も
の
。

行
政
代
執
行
法
に
よ
れ
ば

義
務
者

屋
台

店
側

が
戒
告
を
う
け
て
指
定
期
限
迄
に
義

務
を
履
行
し
な
い
時
は
令
書
を
も
つ
て
代
執

行
を
な
す
べ
き
時
期
、執
行
責
任
者
の
氏
名
、

代
執
行
経
費
の
概
算
額
を
義
務
者
に
通
知
す

る

と
あ
る
。
従
つ
て
市
が
撤
去
の
実
力
行

使
に
出
る
ま
で
に
は
な
お
幾
つ
か
の
手
続
を

要
す
る
わ
け
だ
が
当
局
で
は
代
執
行
の
日
時

を
二
十
二
日

火

に
予
定
し
て
い
る
よ
う

だ
。
△
嘉
手
納
助
役
談

今
度
の
立
退
き
問
題
の

成
否
は
市
の
今
後
の
発
展
上
予
想
も
つ
か
ぬ

結
果
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。こ
の
際
、

是
非
、
業
者
も
協
力
し
て
も
ら
い
自
発
的
に

撤
去
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
た
い
。
も
し
こ
れ

に
応
じ
な
い
方
が
あ
れ
ば
市
も
不
本
意
な
が

ら
市
自
ら
の
手
で
執
行
し
て
も
撤
去
す
る
こ

と
は
や
む
を
得
な
い
と
思
う
。

人
民
党
畠
氏
談

調
停
に
入
つ
た
立
場
か
ら

云
う
と
た
ゞ
立
退
け
で
は
困
る
。
貧
困
な

人
々
だ
か
ら
生
活
保
障
の
手
段
も
考
え
て
も

ら
い
た
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
立
退
き
を
十

月
一
ぱ
い
ま
で
延
期
す
る
と
の
初
め
の
約
束

を
守
つ
て
も
ら
い
た
い
。

賃
借
の
適
正
化
／
那
覇
市
き
の

う
軍
用
地
特
別
委

琉
新
　
１
９
５
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・
９
・
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那
覇
市
議
会
軍
用
地
特
別
委
員
会
に
よ
る

地
主
側
と
の
協
議
会

は
十
四
日
午
後
二

時
か
ら
市
会
議
室
で
開
催
、
関
係
地
主
約
五

十
余
名
が
出
席
、
先
き
に
立
法
院
か
ら

軍

使
用
地
代
臨
時
処
理
法

に
関
す
る
立
法
資

料
と
し
て
照
会
の
あ
つ
た
△
地
主

軍
使
用

地
々
料
に
関
す
る

の
要
望
事
項
地
代
決
定

の
基
準

軍
用
地
代
適
正
価
格

は
何
に
よ

る
べ
き
か
其
△
算
定
方
法
お
よ
び
額
△
契
約

の
期
間
の
二
項
を
め
ぐ
つ
て
約
三
時
間
余
に

わ
た
つ
て
協
議
さ
れ
た
が
、
殆
ど
の
要
望
が

次
の
意
見
書

一
地
主
提
出

に
纏
ま
つ
た
。

な
お
同
特
別
委
で
は
更
ら
に
二
十
五
日
午
後

一
時
か
ら
各
町
復
興
期
成
会
代
表
者

各
二

名

を
集
め
て
、
具
体
的
な
地
価
額
な
ど
に

つ
い
て
公
聴
会
を
ひ
ら
く
こ
と
に
な
つ
た
。

地
主
側
の
要
望

一
、
賃
貸
借
当
事
者
の
公
私
を
問
わ
ず
す
べ

て
対
当
者
間
に
行
わ
れ
る
原
則
に
支
配
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
、
賃
貸
借
の
目
的
地
の
価
値
は
す
べ
て
所

有
権
確
認
を
与
え
ら
れ
た
本
来
の
権
利
を
尊

重
す
る
こ
と

一
、
土
地
の
価
額
も
し
く
は
賃
貸
料
は
時
価

に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
時
価
に
よ
り
難
い
と

き
は
最
寄
の
時
価
あ
る
土
地
を
標
準
と
し
て

算
定
す
る

一
、
評
定
委
員
会
決
定
の
割
当
土
地
賃
貸
料

は
一
時
的
ま
た
は
救
済
的
決
定
価
額
を
み
る

べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
軍
使
用
地
代
に
は
適

用
さ
る
べ
き
で
な
い
。
地
代
決
定
の
標
準
は

土
地
の
時
価
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
一
カ

月
の
賃
貸
料
は
土
地
代
の
百
分
の
一
が
適
正

で
あ
る

一
、
契
約
期
間
は
五
カ
年

三
カ
年
が
大
多

数

と
し
て
更
新
の
道
を
与
え
る
こ
と

一
、
賃
貸
料
の
支
払
は
借
地
人
の
義
務
で
あ

つ
て
決
し
て
恩
恵
的
な
も
の
で
な
い
こ
と
を

深
く
認
識
さ
せ
る
こ
と

一
、
地
主
は
軍
に
協
力
す
る
意
味
で
軍
の
緊

急
の
需
要
に
即
応
す
る
こ
と
。
但
し
そ
の
場

合
は
適
切
な
方
策
を
樹
て
て
地
主
の
保
護
に

万
全
を
期
す
よ
う
あ
ら
か
じ
め
懇
談
す
る
こ

と一
、
周
囲
が
軍
使
用
地
に
編
入
し
た
た
め
隣

地
が
従
前
に
較
べ
著
し
く
そ
の
価
値
を
損
し

又
は
損
す
る
と
思
わ
れ
る
と
き
は
適
当
な
救

済
を
行
う
よ
う
懇
談
す
る
こ
と

一
、
地
価
の
算
定
は
戦
後
の
み
で
な
く
戦
前

の
状
態
も
考
慮
す
る
こ
と

之
は
軍
使
用
地

に
な
ら
な
け
れ
ば
本
来
の
価
値
を
維
持
で
き

た
の
も
あ
る

一
、
賃
貸
借
は
契
約
で
あ
る
か
ら
一
切
は
談

笑
裡
に
決
定
す
べ
き
で
あ
る

踏
み
し
め
る
那
覇
の
土
／
疎
開

暮
し
八
年
や
つ
と
故
里
へ
”
ヒ

ヤ
ー
、
す
つ
か
り
変
つ
て
…
”
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戦
争
中
、
国
頭
に
疎
開
し
て
以
来
、
山
原
の

村
々
で
世
話
に
な
つ
て
い
た
旧
那
覇
市
民
の

三
十
名

十
一
世
帯

が
市
当
局
の
温
か
い

出
迎
え
を
う
け
て
十
五
日
午
後
五
時
半
、
八

年
振
り
に
懐
し
の
那
覇
に
帰
つ
て
来
た
。

市
で
は
直
に
準
備
し
て
い
た
三
区
の
新
ら

し
い
救
済
家
屋

三
十
五
坪

に
受
け
入

れ
た
が
、
ト
ラ
ツ
ク
か
ら
降
り
立
つ
た
こ

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

九
月

二
四
四



の
人
々
は
一
よ
う
に
不
安
と
歓
喜
が
入
り

ま
じ
つ
た
複
雑
な
表
情
だ
つ
た
。
日
一
日

と
変
貌
す
る
那
覇
。
ま
し
て
八
年
も
離
れ

て
山
原
暮
し
を
し
て
い
た
身
に
と
つ
て
は

異
郷
の
よ
う
な
感
じ
し
か
な
か
つ
た
で
あ

ろ
う
。

宜
野
座
か
ら
帰
つ
た
比
嘉
○
○
さ
ん
七
四

は

ヒ
ヤ
ー
、
全
く
変
つ
て
し
ま
つ
た
。
何

が
何
だ
か
分
ら
ん
わ
い

と
驚
き
の
眼
を
み

は
り
、
生
き
て
那
覇
の
土
を
踏
め
た
嬉
し
さ

を

山
原
に
た
ゆ
て
い
く
さ
ゆ
ん
は
ん
ち
、

嬉
し
さ
や
那
覇
に
錨
う
る
ち

と
琉
歌
に
托

し
天
に
上
る
心
地
だ
と
ニ
ツ
コ
リ
し
て
い

た
。○

金
武
か
ら
帰
つ
た
名
嘉
山
○
○
さ
ん

四
八

は
四
名
の
子
供
を
抱
え
て
い
る
。
殆

ど
あ
ち
ら
生
れ
で
那
覇
は
全
く
知
ら
な
い
と

い
う
。

向
う
で
は
日
用
や
山
仕
事
で
ど
う

や
ら
暮
し
て
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
に
仕
事
が

あ
れ
ば
い
い
ん
で
す
が
？

と
不
安
の
面
持

ち
だ
つ
た
。

市
社
会
事
業
課
の
話
で
は
確
実
な
調
査
は
し

て
な
い
が
、
こ
う
し
た
生
活
力
が
な
い
た
め

ま
だ
那
覇
に
帰
れ
ぬ
人
々
が
羽
地
、
屋
部
、

本
部
な
ど
に
約
三
十
名
は
残
つ
て
い
る
と
い

う
。

｜
社
　
説
｜

「
新
し
い
村
」
誕
生
の
促
進

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
３
・
９
・
18

市
町
村
自
治
法
の
一
部
改
正
が
十
四
日
公
布

さ
れ
た
。
改
正
の
要
点
は
町
村
の
昇
格
或
は

市
や
町
の
格
下
げ
に
関
す
る
処
分
手
続
き
の

明
確
化
、
市
町
村
の
規
模
の
適
正
化
を
は
か

る
た
め
主
席
が
市
町
村
の
廃
置
分
合
、
境
界

変
更
の
計
画
を
定
め
て
関
係
市
町
村
に
勧
告

で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
の
二
点
が
主
な
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
改
正
法
の
実
施
に
よ
つ

て
予
て
村
議
会
の
決
議
を
経
て
い
た
真
和
志

村
の
市
昇
格
問
題
の
解
決
、
那
覇
、
真
和
志
、

首
里
、
小
禄
二
市
二
村
の
合
併
乃
至
は
那
覇
、

真
和
志
の
一
市
一
村
の
合
併
、
さ
ら
に
名
護

と
屋
部
の
合
併
気
運
な
ど
当
面
し
た
課
題
の

解
決
に
政
府
と
し
て
こ
れ
を
促
進
す
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
つ
た
わ
け
で
、
今
後
発

生
す
る
こ
の
種
問
題
の
解
決
も
含
め
、
地
方

自
治
の
振
興
に
一
歩
前
進
を
も
た
ら
す
も
の

と
し
て
意
義
は
大
き
い
。

市
町
村
の
廃
置
分
合
、
境
界
変
更
は
、
こ
の

改
正
が
行
わ
れ
な
く
と
も
、
こ
れ
ま
で
出
来

な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
つ
た
が
、
こ
れ

で
計
画
的
に
な
り
法
的
に
促
進
が
で
き
る
こ

と
に
な
る
、
し
か
し
市
町
村
の
適
正
規
模
確

立
と
い
う
根
本
的
地
方
自
治
振
興
を
期
待
す

る
た
め
に
は
、
新
し
き
村
や
町
、
市
を
誕
生

さ
せ
る
た
め
の
各
種
の
特
典
が
あ
た
え
ら
れ

る
と
い
う
法
的
保
証
が
伴
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
筈

だ
が
、
そ
の
点
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
か
、

た
と
え
ば
、
合
併
す
れ
ば
悪
く
な
い
と
い
う

こ
と
は
わ
か
つ
て
い
て
も
、
そ
れ
が
積
極
的

に
ど
れ
だ
け
利
益
に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
、
政
府
が
計
画
を
も

つ
て
勧
告
す
る
に
し
て
も
力
の
な
い
も
の
と

な
り
そ
う
で
あ
る
。

市
町
村
規
模
の
適
正
化
は
、
一
方
か
ら
い
え

ば
、
完
全
自
治
化
へ
の
前
提
で
あ
る
。
市
町

村
が
自
治
体
と
し
て
教
育
、
産
業
な
ど
各
種

の
行
政
権
を
も
ち
な
が
ら
、
財
政
上
の
理
由

で
十
分
な
行
政
事
務
能
力
を
発
揮
し
得
な
い

の
が
現
状
で
あ
り
、
ま
た
逆
に
行
政
事
務
の

多
く
な
る
に
つ
れ
て
、
市
町
村
財
政
が
窮
乏

し
、
住
民
の
財
政
負
担
が
増
大
し
て
い
る
と

も
い
え
る
。
し
た
が
つ
て
市
町
村
の
行
政
事

務
能
力
が
貧
弱
で
あ
る
た
め
、
地
方
分
権
を

基
調
と
し
な
が
ら
い
つ
ま
で
も
政
府
に
依
存

し
、
ま
た
行
政
権
の
移
譲
が
行
わ
れ
な
い
の

で
あ
る
。
そ
れ
に
、
財
政
的
に
も
平
衡
交
付

金
や
補
助
金
か
ら
脱
却
で
き
な
い
の
が
現
実

で
あ
つ
て
、
こ
れ
が
完
全
自
治
化
の
障
害
と

な
つ
て
い
る
こ
と
は
、
改
め
て
指
摘
す
る
ま

で
も
な
か
ろ
う
。

勿
論
、
市
町
村
の
合
併
に
よ
つ
て
こ
れ
ら
の

隘
が
一
挙
に
解
決
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

合
併
は
解
決
へ
の
一
条
件
で
あ
る
こ
と
に
疑

い
は
な
い
、
何
よ
り
も
市
町
村
合
併
は
狭
い

部
落
を
中
心
と
し
て
固
い
殻
に
閉
じ
こ
も
り

が
ち
な
地
方
民
の
生
活
の
垣
を
は
ず
し
、
開

放
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
、
だ
か
ら
こ
れ
ら

の
部
落
や
市
町
村
単
位
に
巣
を
つ
く
つ
て
い

る
ボ
ス
勢
力
は
打
撃
を
う
け
る
者
と
な
ろ
う

し
、
そ
れ
程
で
な
く
と
も
何
ら
か
新
し
い
空

気
の
導
入
に
寄
与
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
望

み
が
持
て
る
。
と
い
つ
て
、
そ
れ
だ
け
に
ま

た
、
那
覇
を
中
心
と
し
た
都
市
合
併
に
み
ら

れ
る
如
く
、
議
員
と
か
ボ
ス
勢
力
に
よ
る
阻

止
と
い
う
問
題
が
大
き
な
課
題
と
な
ろ
う
。

政
府
が
市
町
村
の
適
正
規
模
確
立
を
促
進
す

る
と
い
う
な
ら
、
そ
う
い
つ
た
面
の
法
的
準

備
も
考
え
て
い
く
べ
き
か
と
思
う
。

合
併
と
い
つ
て
も
人
口
や
面
積
は
そ
の
地
勢

に
よ
つ
て
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
の
で
あ
る

か
ら
、
一
般
的
に
現
在
の
市
町
村
規
模
は
零

細
で
、
交
通
や
通
信
の
発
達
に
も
適
応
し
て

い
な
い
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
わ
け
だ
か

ら
、
そ
う
し
た
現
状
も
勘
案
し
て
、
こ
の
際
、

全
般
的
に
市
町
村
の
今
後
の
行
き
方
を
示
す

基
本
方
針
や
産
業
、
教
育
、
衛
生
な
ど
の
基

本
計
画
を
樹
て
、
い
わ
ゆ
る

新
し
い
村
、

町
、
市

の
設
計
図
を
一
応
政
府
で
描
い
て

み
た
ら
ど
ん
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
は

村
や
町
の
近
代
化
、
民
主
化
の
実
現
と
い
う

問
題
も
加
え
て
、
よ
り
大
き
な
意
義
が
あ
る

と
信
ず
る
。
殊
に
地
方
農
村
は
根
本
的
な
設

計
替
え
を
必
要
と
し
て
い
る
筈
で
あ
る
。

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

九
月

二
四
五



”
復
帰
決
議
案
の
否
決
は
遺
憾
”

／
期
成
会
が
那
覇
市
会
に
意

見
書
送
る
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沖
縄
諸
島
祖
国
復
帰
期
成
会
で
は
、
十
六
日

午
後
六
時
よ
り
約
三
時
間
に
亘
り
、
実
行
委

員
会
を
開
催
、
先
に
問
題
と
な
つ
た

那
覇

市
会
に
お
け
る
祖
国
復
帰
決
議
案
否
決

に

つ
い
て
検
討
の
結
果
、
那
覇
市
会
に
対
し
意

見
書
を
送
付
す
る
こ
と
に
し
た
。
意
見
書
の

大
要
次
の
通
り

沖
縄
の
首
都
那
覇
市
議
会
で

日
本
復
帰
決

議
案
が
否
決

さ
れ
た
こ
と
は
、
那
覇
市
民

は
勿
論
、
沖
縄
住
民
の
決
定
的
意
志
に
反
す

る
も
の
で
あ
り
、
世
論
に
ほ
お
か
む
り
す
る

処
置
で
あ
つ
て
遺
憾
に
堪
え
な
い
。
時
あ
た

か
も
、
沖
縄
の
立
場
に
つ
い
て
、
米
国
要
路

の
私
見
が
発
表
さ
れ
て
い
る
矢
先
、
こ
れ
が

全
住
民
に
及
ぼ
す
心
理
的
影
響
は
大
き
く
外

部
に
及
ぼ
す
反
響
は
更
に
大
き
い
も
の
で
あ

る
。
よ
つ
て
茲
に
左
記
理
由
を
あ
げ
て
遺
憾

の
意
を
表
明
し
今
後
、
こ
の
問
題
に
対
す
る

善
処
方
を
強
く
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
。

①

祖
国
復
帰
に
つ
い
て
は
既
に
立
法
院
に

お
い
て
二
回
議
決
さ
れ
て
お
り
、
決
定
的
な

世
論
で
あ
り
ま
す
。
那
覇
市
会
に
お
け
る
否

決
は
、
世
論
を
無
視
し
住
民
の
意
志
に
反
す

る
も
の
で
あ
り
、
遺
憾
で
あ
る
。

②

今
や
、
祖
国
日
本
八
千
万
同
胞
は
沖
縄

住
民
の
真
情
に
応
え
る
べ
く
、
沖
縄
復
帰
実

現
の
た
め
澎
は
い
た
る
世
論
を
結
集
さ
せ
、

国
会
に
、
県
会
に
、
市
会
に
、
又
は
民
主
諸

団
体
の
名
に
お
い
て
、
こ
れ
が
決
議
せ
ら
れ

つ
つ
あ
る
秋
、
那
覇
市
会
の
否
決
は
、
祖
国

同
胞
に
対
し
わ
れ
わ
れ
の
真
意
を
疑
わ
せ
、

そ
の
促
進
を
マ
イ
ナ
ス
せ
し
め
る
こ
と
を
お

そ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

③

那
覇
市
会
が
全
市
町
村
の
ト
ツ
プ
を
切

つ
て
意
志
表
示
す
る
必
要
は
な
い
と
の
考
え

も
あ
る
よ
う
だ
が
、
市
民
の
福
祉
と
繁
栄
の

た
め
復
帰
に
反
対
す
る
も
の
で
な
い
な
ら
、

市
議
会
諸
氏
は
よ
ろ
し
く
、
沖
縄
住
民
の
世

論
を
指
導
す
る
意
味
に
お
い
て
積
極
的
に
意

志
を
堅
持
す
べ
き
で
あ
る
。

④

那
覇
市
の
建
設
は
、
殆
ど
軍
の
援
助

に
よ
つ
て
い
る
。
大
島
の
返
還
で
沖
縄
が
当

分
米
国
の
統
治
下
に
お
か
れ
る
と
の
観
点
に

立
ち
、
対
米
親
善
運
動
こ
そ
力
を
入
れ
る
べ

き
で
あ
る

と
の
事
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、

復
帰
運
動
が
如
何
に
も
反
米
運
動
で
あ
る
か

の
言
辞
で
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
民
族
本
来
の
姿
に
戻
り
た
い
と

の
欲
求
が
、
何
で
反
米
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

位
、
思
慮
の
な
い
ア
メ
リ
カ
の
人
々
で
は
な

い
と
信
ず
る
。
な
お
、
復
帰
運
動
と
那
覇
市

の
建
設
と
は
別
個
の
問
題
で
あ
る
。

⑤

市
会
の
任
務
は
、
自
治
法
で
規
定
さ
れ

て
い
る
と
い
う
が
、そ
れ
こ
そ
全
住
民
の
幸
、

不
幸
を
決
定
す
る
復
帰
問
題
が
ど
う
し
て
違

法
で
あ
り
、
ら
ち
外
に
お
か
れ
て
よ
い
も
の

だ
ろ
う
か
、
議
会
に
お
い
て
、
感
謝
決
議
す

る
こ
と
も
違
法
で
あ
る
と
い
い
得
る
だ
ろ
う

か
。
⑥

発
言
を
な
さ
れ
た
ど
の
議
員
も
、
復
帰

に
反
対
す
る
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
て
居
ら

れ
る
が
、
否
決
の
結
果
は
、
明
ら
か
に
反
対

の
意
志
表
示
で
あ
る
。
と
い
わ
れ
て
も
仕
方

が
な
い
。
復
帰
に
反
対
す
る
の
で
な
く
、
内

容
と
方
法
に
反
対
で
あ
つ
た
と
す
れ
ば
、
こ

れ
に
応
ず
る
他
の
方
法
が
あ
つ
た
と
思
う
。

真
和
志
村
会
／
上
之
屋
は
大
道

へ
／
『
復
帰
』
に
特
別
委
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真
和
志
村
会
は
十
八
日
午
前
十
時
か
ら
村
役

場
で
開
か
れ
市
昇
格
運
動
は
強
力
に
展
開
す

る
こ
と
又
先
の
村
会
で
上
之
屋
は
真
嘉
比
に

合
併
さ
れ
る
か
に
見
え
上
之
屋
住
民
に
不
満

の
声
が
あ
つ
た
が
本
会
議
で
大
道
に
全
面
的

に
合
併
す
る
こ
と
に
決
定
、
日
本
復
帰
に
関

し
て
は
一
部
議
員
の
時
期
と
思
想
の
面
か
ら

の
反
対
も
あ
つ
た
が
来
週
水
曜
日
午
後
一
時

に
十
名
の
特
別
委
員

委
員
長
平
良
良
松
議

員

会
を
開
き
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と

に
し
た

都
計
の
父
忽
然
ゆ
く
／
又
吉
那

覇
市
長
逝
去
／
生
前
の
こ
し

た
偉
大
な
業
蹟
を
た
た
え
／

あ
す
市
役
所
で
市
葬
行
う
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那
覇
市
長
又
吉
康
和
氏
は
数
日
来
、
病
気

療
養
中
の
と
こ
ろ
二
十
二
日
午
前
三
時
二

十
五
分
腸
内
出
血
の
た
め
急
逝
し
た
。
享

年
六
十
七
。
日
ご
ろ
職
に
忠
実
な
あ
ま
り

老
く
を
駆
使
し
、
去
る
四
日
極
東
視
察
旅

行
で
来
島
し
た
ノ
ー
ラ
ン
ド
米
上
院
議
員

を
迎
え
る
ゼ
ネ
ラ
ル
・
オ
グ
デ
ン
主
催
の

晩
餐
会
に
健
康
が
す
ぐ
れ
ぬ
の
を
押
し
て

出
席
。
以
来
自
宅
で
静
養
中
で
あ
つ
た
が

経
過
が
思
わ
し
く
な
く
又
吉
市
長
の
病
状

を
深
く
憂
慮
し
た
民
政
府
首
脳
部
の
好
意

に
よ
つ
て
十
九
日
大
山
の
陸
軍
病
院
に
入

院
、
完
璧
な
ア
メ
リ
カ
医
学
陣
と
不
眠
不

休
の
看
護
に
み
ま
も
ら
れ
つ
つ
安
静
を
つ

づ
け
た
が
二
十
二
日
病
状
急
変
し
逝
去
し

た
。

同
氏
の
逝
去
は
首
都
建
設
の
途
上
に
あ
る
那

覇
市
に
と
つ
て
は
大
き
な
損
失
で
あ
り
、
新

し
い
琉
球
を
背
負
う
”
巨
星
の
訃
報
”
と
し

て
米
琉
各
面
か
ら
痛
く
惜
し
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
悲
報
に
接
し
た
市
当
局
で
は
二
十
二
日

午
後
三
時
か
ら
緊
急
臨
時
市
会
を
召
集
協
議

の
結
果
、
氏
の
”
首
都
那
覇
”
の
建
設
に
貢

献
し
た
偉
大
な
功
績
を
讃
え
る
た
め
全
会
一

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

九
月

二
四
六



致
で
那
覇
市
葬
を
行
う
こ
と
に
決
定
、
二
十

四
日
午
後
四
時
か
ら
市
役
所
広
場
で
仏
式
に

よ
り
執
行
し
、
大
那
覇
市
の
基
礎
を
確
め
た

市
民
の
親
、
故
又
吉
市
長
を
し
の
び
つ
つ
生

前
の
功
に
酬
い
七
万
市
民
の
悲
し
い
弔
意
を

霊
前
に
捧
げ
る
こ
と
に
な
つ
た

清
廉
潔
白
の
人
／
又
吉
市
長
の
略
歴

又
吉
市
長
は
一
八
八
七
年

明
治
二
十
年

九
月
二
十
一
日
那
覇
市
祟
元
寺
町
二
ノ
二
二

に
生
れ
、
明
治
四
十
一
年
沖
縄
県
立
中
学
校

を
卒
業
。
次
い
で
愛
知
医
専
に
学
び
大
正
二

年
早
稲
田
大
学
文
科
に
転
じ
、
同
四
年
九
月

中
退
帰
省
と
と
も
に
琉
球
新
報
社

社
長
渡

久
地
政
湖
氏

へ
入
社
、
新
聞
界
へ
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
た
、
記
者
生
活
四
年
目
の
大

正
八
年
に
は
主
筆
太
田
朝
敷
氏
の
下
に
編
集

局
長
、
昭
和
四
年
主
筆
と
な
り
同
十
四
年
に

は
太
田
社
長
の
逝
去
に
よ
り
社
長
に
就
任
、

社
務
の
傍
ら
海
外
協
会
長
と
し
て
移
民
問
題

に
当
つ
た
が
、
昭
和
十
六
年
の
一
県
一
紙
の

戦
時
統
合

各
社

に
よ
り
沖
縄
新
報
社
が

創
立
さ
れ
常
任
監
査
役
と
な
り
、
昭
和
十
八

年
に
は
沖
縄
水
産
業
会
々
長
と
し
て
戦
時
食

糧
の
補
給
に
活
躍
、
戦
後
は
つ
の
諮
じ
ゆ
ん

会
委
員
総
務
部
長
と
し
て
琉
球
の
復
興
に
貢

献
、
翌
四
十
六
年
に
は
沖
縄
民
政
府
副
知
事
、

総
務
部
長
と
し
て
壊
滅
し
た
沖
縄
の
政
治
に

新
し
い
息
吹
を
与
え
、
新
生
琉
球
を
指
導
す

る
人
と
し
て
政
界
に
大
き
な
位
置
を
示
し

た
、
五
二
年
四
月
迎
え
ら
れ
て
第
二
次
琉
球

新
報
社
長
に
就
任
、
新
聞
界
に
復
帰
し
た
、

翌
五
二
年
当
間
市
長
逝
去
の
あ
と
を
つ
い
で

首
都
那
覇
市
の
市
長
に
絶
対
多
数
の
市
民
の

支
持
を
得
て
当
選
。
氏
の
廉
直
果
断
て
き
ぱ

き
し
た
施
策
と
実
力
の
深
さ
は
一
段
と
大
那

覇
市
の
面
目
を
一
新
、
軍
民
両
政
府
の
信
任

あ
つ
く
今
後
な
お
前
進
を
続
け
る
べ
き
幾
多

の
施
策
も
今
は
亡
き
又
吉
市
長
の
手
腕
に
七

万
市
民
の
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
た
が
、
そ

の
中
途
に
お
け
る
氏
の
急
逝
は
各
方
面
か
ら

深
く
惜
ま
れ
て
い
る
。

悲
し
み
の
市
長
宅
／
早
朝
よ
り
弔
問
客

で
混
雑

こ
の
日
、
故
又
吉
市
長
宅
は
早
朝
か
ら
ブ
ラ

ム
リ
ー
首
席
民
政
官
を
は
じ
め
民
政
府
高

官
、
比
嘉
行
政
主
席
、
政
府
各
局
長
、
そ
の

他
実
業
界
、
新
聞
界
な
ど
総
ゆ
る
各
層
の

人
々
や
市
民
達
の
弔
問
客
の
絶
え
間
も
な
く

悲
し
み
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
が
、
嘉
手
納
市

助
役
は
次
の
弔
辞
を
述
べ
た

故
又
吉
那
覇
市
長
は
過
去
一
カ
年
五
カ
月
の

間
、
市
の
都
計
に
心
血
を
注
ぎ
、
そ
の
財
源

と
し
て
六
千
七
百
万
円
の
起
債
に
成
功
。
牧

志
街
道
を
は
じ
め
主
要
幹
線
の
拡
張
、
舗
装

工
事
、
泊
埋
立
地
の
護
岸
工
事
、
永
久
校
舎

ブ
ロ
ツ
ク
二
階
建
の
実
現
、
水
道
本
格
工
事

の
完
成
な
ど
那
覇
市
繁
栄
の
道
を
拓
い
た
。

た
だ
氏
の
深
い
関
心
を
持
つ
て
い
た
合
併
を

見
送
つ
た
こ
と
は
非
常
に
残
念
に
思
わ
れ
た

こ
と
と
思
う
。
新
し
い
市
長
が
決
定
す
る
ま

で
全
職
員
一
致
し
て
故
又
吉
市
長
の
方
針
を

少
し
で
も
前
進
さ
せ
る
決
意
で
あ
る

在
り
し
日
の
声
／
放
送
局
も
臨
時
プ
ロ

編
成

琉
球
放
送
局
で
は
二
十
二
日
、
又
吉
那
覇
市

長
の
逝
去
を
悼
む
た
め
、
た
だ
ち
に
特
別
プ

ロ
を
編
成
午
後
七
時
十
五
分
か
ら
三
十
分
ま

で
の
十
五
分
間
、録
音
ト
ピ
ツ
ク
ス
と
し
て
”

在
り
し
日
の
又
吉
市
長
を
し
の
ぶ
”
意
味
で

又
吉
市
長
が
病
床
に
つ
い
て
か
ら
臨
床
ま
で

の
模
様
に
つ
い
て
金
城
医
院
金
城
清
松
医
師

の
放
送
し
た
の
ち
市
長
就
任
当
時
の
録
音
放

送
、
さ
ら
に
四
十
年
間
の
新
聞
生
活
を
通
じ

て
の
思
い
で
の
録
音
放
送
を
行
い
、
又
吉
市

長
に
対
し
哀
悼
の
意
を
表
し
た

居
直
り
屋
台
一
掃
さ
る
／
明
く

な
つ
た
那
覇
の
玄
関
口
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那
覇
市
当
局
の
戒
告
に
応
ぜ
ず

立
退
き
絶

対
反
対

を
か
か
げ
て
居
直
つ
た
泊
屋
台
店

四
十
五
軒
に
市
当
局
も
異
例
の
強
制
代
執
行

を
適
用
、
二
十
二
日
午
前
九
時
三
十
分
那
覇

署
員
四
十
名
も
万
一
に
備
え
て
警
備
に
つ

き
、
市
役
所
吏
員
に
よ
つ
て
小
屋
の
取
壊
し

に
か
か
つ
た
、
こ
れ
よ
り
先
気
勢
を
挙
げ
る

屋
台
店
側
の
戦
術
で
撤
去
人
夫
も
何
時
の
間

に
姿
を
消
し
、
群
が
る
野
次
馬
連
の
中
で
屋

台
店
側
の
応
援
弁
士
の
声
と
泊
港
湾
事
務
所

か
ら
流
れ
る
ワ
ル
ツ
が
奇
妙
な
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
を
み
せ
て
居
た
。
午
後
零
時
二
十
分
警
備

の
那
覇
嵩
原
警
部
補
が
特
別
布
告
三
二
、二
、

二
、
四
〇
に
よ
つ
て
屋
台
店
業
者
並
び
に
市

役
所
吏
員
以
外
の
群
衆
の
解
散
を
命
じ
、
警

官
の
警
備
の
下
に
市
役
所
吏
員
約
二
十
名
が

撤
去
作
業
に
従
事
、
各
屋
台
店
か
ら
物
品
明

細
表
を
取
つ
て
取
り
こ
わ
し
に
か
か
り
午
後

五
時
過
ぎ
注
目
の
屋
台
店
四
十
五
軒
は
す
つ

か
り
取
り
は
ら
わ
れ
て
那
覇
市
の
明
る
い
玄

関
口
が
道
行
く
人
々
に
微
笑
み
か
け
て
居

た
。上

之
屋
区
大
道
へ
合
流
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行
政
区
画
上
の
不
利
を
理
由
に
真
和
志
村
上

之
屋
区
分
区

真
嘉
比
区
隣

で
は
、
先
に

隣
区
大
道
区
へ
の
合
併
方
を
村
議
会
へ
陳

情
、
十
八
日
の
定
例
村
議
会
で
合
併
が
認
め

ら
れ
、
目
出
度
く
大
道
区
十
班
へ
変
身
す
る

こ
と
に
な
つ
た
が
、
今
朝
糸
数
区
長
等
は
各

戸
を
め
ぐ
つ
て
ハ
ウ
ス
・
ナ
ン
バ
ー
の
切
り

換
え
を
始
め
た
。
雨
に
打
た
れ
た
古
い
ナ
ン

バ
ー
標
を
各
戸
ご
と
に
剥
ぎ
取
り

こ
れ
で

村
当
局
の
告
示
を
待
ち
、
戸
籍
を
改
め
る
と

も
う
大
道
区
民
で
す
、
今
後
は
強
力
区
の
一

単
位
と
し
て
誠
心
誠
意
村
政
へ
協
力
し
て
行

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

九
月

二
四
七



く
つ
も
り
で
す
。

と
嬉
し
そ
う
な
表
情
だ

つ
た
。

な
お
、
上
之
屋
区
は
戦
前
は
泊
浄
水
道
一
帯

に
位
置
を
し
め
て
い
た
が
、
戦
後
四
六
年
十

月
頃
、
こ
の
分
区
の
と
こ
ろ
へ
移
り
、
そ
の

後
約
半
分
は
旧
部
落
跡
に
移
つ
た
が
五
一
年

年
二
月
に
ま
た
追
出
さ
れ
て
与
儀
農
研
指
所

傍
に
寄
留
し
、
現
在
ま
で
二
つ
に
分
れ
て
”

や
ど
か
り
”
の
生
活
を
営
ん
で
い
た
。

二
十
八
日
限
り
停
電
か
／
那
覇

地
区
電
気
業
組
合
が
声
明
書

発
表
／
買
収
価
格
問
題
の
波

及

琉
新
　
１
９
５
３
・
９
・
26

去
る
四
月
沖
縄
配
電
会
社
発
足
以
来
、
現
電

気
業
者
と
施
設
評
価
問
題
で
も
み
抜
き
五
月

工
務
交
通
局
で
行
わ
れ
た
施
設
評
価
聴
聞
会

で
所
謂
”
紳
士
協
定
”
な
る
も
の
が
で
き
あ

が
つ
て
施
設
評
価
も
順
調
に
進
捗
し
て
い
る

も
の
と
み
ら
れ
て
い
た
が
沖
縄
配
電
会
社
の

評
価
が
不
当
で
あ
る
と
叫
ぶ
那
覇
地
区
電
気

業
者
組
合
で
は
二
十
五
日
午
後
一
時
か
ら
組

合
長
宅
で
約
五
十
人
の
組
合
員
が
参
集
し
臨

時
総
会
を
開
き
、
沖
縄
配
電
会
社
の
出
現
に

よ
る
小
企
業
既
設
電
気
業
者
の
転
廃
業
問
題

に
つ
い
て
法
的
補
償
が
な
い
と
の
理
由
で
電

気
事
業
法
一
部
改
正
案
電
気
事
業
法
第
四
項

行
政
主
席
が
電
気
事
業
の
許
可
を
な
し
た
と

き
、
申
請
者
は
申
請
区
域
内
の
既
設
電
気
事

業
者
の
事
業
を
譲
受
け
た
後
で
な
け
れ
ば
そ

の
営
業
を
開
始
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

第

五
項
前
項
の
規
定
に
よ
る
譲
渡
の
価
格
は
許

可
の
当
日
の
市
価
に
よ
る
も
の
と
し
そ
の
他

の
条
件
は
当
事
者
間
の
協
議
に
よ
る
譲
渡
価

格
の
協
議
が
整
わ
な
い
と
き
又
は
協
議
が
で

き
な
い
と
き
は
行
政
主
席
が
裁
定
す
る
本
法

第
五
条
、
第
四
項
、
第
五
項
は
一
九
五
二
年

九
月
二
十
九
日
に
そ
及
し
て
こ
れ
を
適
用
す

の
促
進
方
を
請
願
し
て
き
た
が
さ
ら
に
さ
る

二
十
四
日
、
同
組
合
は
工
務
交
通
新
里
副
委

員
長
を
請
願
し
た
が
早
急
に
立
法
院
で
立
法

化
し
な
け
れ
ば
来
る
二
十
八
日
か
ら
那
覇
地

区
一
斉
に
停
電
す
る
こ
と
を
決
議
二
十
五
日

内
外
に
声
明
書
を
発
表
し
た

電
気
業
者
組
合
側
の
い
い
分
に
よ
る
と
沖
配

電
会
社
側
と
の
折
衝
は
あ
く
ま
で
も
紳
士
協

定
で
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
拘
ら
ず

現
在
ま
で
の
評
価
額
は
市
価
の
五
分
の
一
な

い
し
六
分
の
一
で
ス
ク
ラ
ツ
プ
同
様
の
価
格

し
か
つ
け
て
お
ら
ず
こ
れ
は
法
的
補
償
の
な

い
わ
れ
わ
れ
小
企
業
者
を
見
殺
し
に
す
る
の

も
同
然
で
あ
く
ま
で
も
不
当
で
あ
り
早
急
に

立
法
措
置
を
講
じ
て
も
ら
い
た
い
と
前
記
の

改
正
案
を
去
る
五
月
に
提
出
し
た
よ
う
だ
が

沖
縄
配
電
の
操
業
が
眼
前
に
さ
し
せ
ま
つ
て

現
在
早
急
な
立
法
化
が
望
ま
れ
て
お
り
、
一

応
来
る
二
十
八
日
に
は
廃
業
停
電
す
る
こ
と

に
決
議
し
た
よ
う
だ
声
明
文
の
要
旨
つ
ぎ
の

通
り声
明
文
要
旨

今
回
沖
縄
配
電
会
社
の
設
立
に
当
り
小
資
本

た
る
吾
々
現
業
者
の
買
収
問
題
に
つ
い
て
法

的
補
償
が
な
い
た
め
に
こ
れ
ま
で
会
社
な
ら

び
に
琉
球
政
府
当
局
、
立
法
院
に
交
渉
或
は

請
願
陳
情
を
致
し
て
参
り
ま
し
た
が
吾
々
の

合
法
的
手
段
は
何
等
得
る
と
こ
ろ
な
く
今
回

の
配
電
会
社
の
評
価
と
な
つ
た
わ
け
で
あ
り

ま
す
、
こ
れ
は
余
り
に
も
無
謀
な
価
格
で
あ

り
ま
し
て
、
わ
れ
わ
れ
現
業
者
は
こ
れ
が
発

表
に
た
だ
唖
然
と
な
つ
た
次
第
で
あ
り
ま

す
、
最
早
や
わ
れ
わ
れ
現
業
者
は
良
心
的
に

つ
く
し
て
参
り
ま
し
た
が
二
百
余
名
の
従
業

員
を
か
か
え
て
今
後
の
事
業
運
営
に
希
望
を

失
い
た
だ
破
産
を
待
つ
の
み
と
な
り
業
者
総

会
で
廃
業
を
決
議
し
ま
し
た

土
地
特
別
委
発
足
／
会
長
に
仲

本
為
美
氏
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二
十
七
日
開
か
れ
た
那
覇
市
議
会
の
軍
用
地

問
題
公
聴
会
の
終
了
後
、
出
席
し
た
各
町
の

地
主
代
表
約
十
五
名
は
那
覇
市
土
地
特
別
委

員
会
の
結
成
に
つ
い
て
協
議
の
結
果
全
会
一

致
で
結
成
に
決
定
、
会
則
案
な
ど
を
承
認
し

て
次
の
よ
う
に
役
員
を
選
任
し
た
。

会
長
仲
本
為
美
、
副
会
長
浦
崎
康
華
、
同
牧

志
真
喜
、
同
金
城
順
質
、
監
事
新
里
雅
宣
、

嘉
数
世
隆
。

こ
れ
は
軍
用
地
関
係
の
各
市
町
村
で
は
す
で

に
設
置
を
見
て
い
た
も
の
で

軍
用
地
問
題

の
円
満
か
つ
適
正
妥
当
な
解
決
を
図
る
為
、

そ
の
筋
に
建
言
し
、
地
主
相
互
の
財
産
権
を

保
護
す
る

の
を
目
的
と
し
た
民
間
団
体
。

今
後
、
市
会
の
特
別
委
と
タ
イ
ア
ツ
プ
活
発

に
動
く
こ
と
に
な
つ
た
。

真
和
志
市
、
十
月
か
ら
実
現
か
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真
和
志
村
の
市
昇
格
に
つ
い
て
は
今
年
四
月

同
村
か
ら
の
申
請
が
あ
つ
た
の
に
対
し
市
町

村
自
治
法
の
不
備
の
た
め
一
時
保
留
さ
れ
て

い
た
が
、
行
政
府
は
今
回
同
法
の
一
部
改
正

に
よ
つ
て
市
町
村
配
置
分
合
、
境
界
変
更
或

は
町
村
を
市
に
処
分
す
る
手
続
が
明
確
化
さ

れ
た
の
で
、
同
法
五
条

市
お
よ
び
町
の
要

件
市
町
村
相
互
間
の
変
更

三
項
の
規
定
に

よ
つ
て
二
十
四
日
主
席
の
意
見
書
を
真
和
志

村
が
市
と
な
る
べ
き
要
件
を
備
え
て
い
る
こ

と
を
裏
付
け
る
参
考
資
料
と
共
に
立
法
院
へ

議
決
を
要
請
し
た
。

同
法
に
よ
る
と
市
の
条
件
は

１

人
口
三

万
以
上

２

市
街
地
の
形
成
戸
数
が
全
人

口
の
六
割
以
上

３

商
工
業
そ
の
他
都
市

的
業
態
に
従
事
す
る
者
や
そ
れ
と
同
一
世
帯

の
者
の
数
が
全
人
口
の
六
割
以
上
で
あ
る
こ

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

九
月

二
四
八



と
と
あ
り
、
参
考
資
料
も
こ
れ
を
基
に
し
て

作
成
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
議
決
要
請
に
よ

つ
て
今
会
期
中
に
真
和
志
村
の
市
昇
格
に
対

し
立
法
院
の
議
決
が
行
わ
れ
る
も
の
と
見
ら

れ
、
十
月
か
ら
は
新
真
和
志
市
が
誕
生
す
る

も
の
と
期
待
さ
れ
る
、
主
席
の
意
見
書
次
の

通
り
。

▽
琉
球
政
府
章
典
六
章
に
市
町
村
自
治
の
基

本
理
念
、
機
能
、
組
織
に
つ
い
て
の
基
本
原

則
が
規
定
さ
れ
、
こ
れ
に
基
き
本
年
一
月
市

町
村
自
治
法
が
公
布
、
市
町
村
自
治
の
目
的

が
住
民
の
創
意
と
責
任
で
自
主
的
に
事
務
を

処
理
、
財
政
を
運
営
、
自
律
的
活
動
に
よ
り

そ
の
団
体
の
発
展
強
化
を
期
し
、
適
切
な
行

政
の
運
営
に
よ
り
市
町
村
住
民
の
福
祉
増
進

を
図
り
、
そ
の
本
旨
を
顕
彰
す
る
に
あ
る
に

お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
お
け
る
政

策
等
も
諸
般
の
状
況
に
適
応
す
る
よ
う
施
策

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
、
即
ち
政
府
と
し
て

は
市
町
村
自
治
の
理
念
を
培
い
、
自
主
性
を

強
化
し
、
行
政
運
営
の
自
律
性
を
確
立
し
、

又
変
遷
す
る
社
会
状
勢
に
よ
り
適
応
さ
せ
る

機
会
を
与
え
、
以
て
法
の
実
効
性
に
努
め
る

べ
き
と
考
え
る
。

▽
市
と
町
村
は
現
在
同
一
法
規
の
下
に
規

制
、
権
能
、
組
織
も
同
一
性
格
と
は
い
え
、

社
会
的
経
済
的
に
実
質
を
異
に
し
て
存
在

し
、
法
令
上
も
多
少
の
差
異
が
あ
り
、
行
政

運
営
等
市
或
は
町
村
の
間
に
お
い
て
相
違
の

あ
る
事
は
当
然
で
あ
る
の
で
同
様
の
申
請
或

は
議
会
で
の
討
論
で
も
伺
え
る
通
り
市
と
な

つ
た
場
合
社
会
的
対
外
的
地
位
も
向
上
住
民

も
自
ら
市
と
し
て
の
衿
持
を
以
て
自
治
行
政

の
向
上
が
予
期
さ
れ
る
の
で
諸
要
件
を
与
え

市
と
な
つ
た
場
合
、
そ
の
事
務
処
理
に
要
す

る
財
政
能
力
も
十
分
だ
と
認
め
ら
れ
、
都
市

形
態
を
構
成
す
る
自
治
団
体
と
し
て
の
機
能

を
十
分
発
揮
で
き
る
と
思
う
。

▽
目
下
世
論
で
あ
る
那
覇
、
真
和
志
或
は
那

覇
、
真
和
志
、
首
里
、
小
禄
区
域
を
以
て
す

る
都
市
建
設
の
た
め
の
合
併
問
題
も
一
応
計

画
さ
る
べ
き
だ
が
こ
の
区
域
は
都
計
法
に
よ

る
都
計
区
域
も
那
覇
市
を
中
心
に
な
さ
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
し
、
こ
こ
で
は
一
応
先

ず
合
理
的
に
市
町
村
自
治
を
育
成
し
つ
つ
こ

の
問
題
は
市
昇
格
と
は
別
途
に
処
理
し
た

い
。

｜
社
　
説
｜

理
由
な
き
消
燈
は
慎
め
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泊
港
周
辺
の
不
法
建
築
物
が
、
那
覇
市
の

強
制
執
行
に
よ
つ
て
取
払
わ
れ
、
や
つ
と
明

朗
化
し
た
か
と
思
う
と
今
度
は
、
那
覇
地
区

電
気
業
者
組
合
が

座
し
て
死
を
待
つ
よ
り

進
ん
で
廃
業
の
挙
に
出
る
の
外
無
き
か
を
考

慮
の
上
来
る
二
十
八
日
よ
り
消
燈
態
勢
を
布

く
準
備
に
か
か
つ
て
い
ま
す

と
声
明
し
て
、

市
民
の
心
を
暗
く
し
て
い
る
。
声
明
書
を
読

む
と
消
燈
態
勢
の
理
由
は
沖
配
電
設
立
に
伴

い
、

現
業
者
の
買
収
問
題
に
つ
い
て
法
的

な
補
償
が
な
い
た
め
会
社
並
に
政
府
、
立
法

院
に
交
渉
、
請
願
陳
情
し
た
が
何
等
得
る
と

こ
ろ
な
く
沖
配
電
の
評
価

と
な
つ
た
た
め

だ
と
い
う
。
そ
し
て
評
価
が
あ
ま
り
に

無

謀
な
価
額

だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
要
す
る

に
法
的
補
償
に
つ
い
て
、
立
法
化
し
な
い
か

ら
消
燈
す
る
と
い
う
の
と
、
無
謀
な
評
価
額

と
な
つ
た
か
ら
と
い
う
二
つ
の
理
由
を
あ
げ

て
い
る
が
、
こ
の
理
由
に
よ
つ
て
果
し
て
那

覇
、
真
和
志
地
区
約
二
万
戸
十
万
余
の
需
用

者
を
、
暗
黒
に
投
げ
込
ん
で
迷
惑
を
か
け
る

こ
と
が
許
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

電
気
事
業
法
の
改
正
を
要
求
し
た
改
正
案

な
る
も
の
を
見
る
と
、
既
得
業
者
の
利
益
を

の
み
擁
護
せ
ん
と
す
る
も
の
に
外
な
ら
な

い
。
こ
の
改
正
案
に
よ
つ
て
電
気
事
業
が
運

営
さ
れ
る
と
す
れ
ば
住
民
は
明
る
い
電
燈
、

安
い
電
燈
は
永
久
に
望
ま
れ
な
い
こ
と
に
な

る
。買
収
評
価
の
問
題
は
沖
配
電
と
電
業
者
の

問
題
で
、
こ
の
た
め
需
用
者
に
責
任
を
転
嫁
、

消
燈
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
も
の
で
な
い
。

需
用
者
が
電
燈
料
を
支
払
つ
て
な
い
と
か
、

災
害
や
緊
急
事
態
が
発
生
し
て
送
電
す
る
場

合
、
危
険
を
伴
う
と
か
で
な
け
れ
ば
、
消
燈

の
理
由
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
評
価
額
は

電
業
者
側
が
二
千
五
百
万
円
を
申
出
で
、
沖

配
電
は
八
百
七
十
三
万
余
円
と
打
出
し
て
い

る
が
、
こ
れ
に
不
満
が
あ
れ
ば
両
者
間
で
折

衝
し
、
な
お
か
つ
纏
ま
ら
な
け
れ
ば
、
第
三

者
を
交
え
て
評
価
を
妥
当
な
も
の
に
す
る
方

法
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
電
業
者
の
側
で
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
沖
配
電
あ
る
い
は
、
主
管

当
局
を
通
じ
て
万
全
の
手
段
を
講
じ
た
で
あ

ろ
う
か
。

電
気
事
業
は
公
共
事
業
で
あ
る
。
電
気
事

業
法
の
第
一
条
の
目
的
に
は

公
共
の
福
祉

を
増
進
す
る
こ
と

が
明
示
さ
れ
て
い
る
し
、

ま
た
第
五
条
許
可
の
基
準
に
つ
い
て

電
気

事
業
の
開
始
が
公
共
の
利
益
を
増
進
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と

と
述
べ
ら
れ
、
単
な
る
営

利
事
業
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
電
業
者

は
二
十
八
日
か
ら
消
燈
態
勢
を
布
く
と
、
言

明
し
て
い
る
が
、
事
業
の
休
止
お
よ
び
廃
止

に
は
電
気
事
業
法
第
十
三
条
に
よ
り
主
席
の

許
可
を
受
け
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
の
で
、

そ
の
手
続
き
は
と
る
で
あ
ろ
う
が
、
法
を
無

視
す
る
ス
ト
的
行
為
の
ご
と
き
は
慎
む
べ
き

で
あ
ろ
う
。

照
明
と
生
活
は
今
日
で
は
、
切
離
し
て
考

え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
照
明
に
よ
つ
て
、

そ
の
国
の
文
明
の
度
を
計
る
と
い
わ
れ
て
い

る
ほ
ど
で
あ
る
。
家
庭
に
お
い
て
二
、
三
十

分
で
も
故
障
消
燈
な
ど
が
あ
つ
て
も
、
市
民

の
迷
惑
は
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
電
力
は
今

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

九
月

二
四
九



日
で
は
工
業
、
商
業
等
総
ゆ
る
事
業
に
関
連

を
も
ち
、
一
時
間
の
停
電
が
、
事
業
に
お
よ

ぼ
す
損
害
は
莫
大
な
も
の
が
あ
る
。
日
本
に

お
い
て
、
渇
水
期
の
停
電
、
従
業
員
の
ス
ト

に
よ
る
停
電
な
ど
重
大
な
社
会
問
題
と
し
て

取
扱
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
家
庭
や
事
業
ば
か

り
で
な
く
、
最
も
注
意
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
の
は
、
治
安
と
の
関
係
で
あ
ろ
う
。
電

燈
が
、
わ
り
に
普
及
せ
ら
れ
て
い
る
現
在
に

お
い
て
さ
え
十
二
時
以
後
の
暗
夜
を
利
用
し

て
強
窃
盗
、
暴
行
者
が
横
行
し
て
い
る
。
か

か
る
犯
罪
の
主
因
は
、
も
ち
ろ
ん
電
燈
が
な

い
た
め
に
起
こ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
暗
黒

で
あ
る
こ
と
が
犯
罪
心
理
に
、
大
き
な
関
係

と
影
響
を
持
つ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ

る
。理
由
の
な
い
消
燈
は
世
論
の
反
撃
は
受
け

て
も
、
支
持
を
う
け
る
も
の
で
は
な
い
。
電

業
者
が
事
業
の
公
共
性
に
鑑
み
軽
挙
盲
動
せ

ず
、
自
重
し
て
問
題
の
妥
結
を
期
す
べ
き
で

あ
る
。
政
府
や
取
締
当
局
に
お
い
て
も
、
業

者
の
指
導
に
つ
い
て
は
充
分
意
を
払
う
一

方
、
万
一
の
場
合
に
対
処
し
て
も
遺
憾
の
な

い
よ
う
方
策
を
講
ず
べ
き
で
あ
ろ
う
。

那
覇
市
／
相
互
の
立
場
尊
重
で

／
軍
用
地
特
別
委
で
地
主
側
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望琉
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那
覇
市
議
会
軍
用
地
特
別
委
員
会
は
二
十
六

日
午
前
十
時
か
ら
市
会
議
室
で
開
会
、
前
二

回
に
わ
た
る
協
議
会
で
の
地
主
側
の
要
望
を

纏
め
た
回
答
書
を
作
成
、
二
十
七
日

軍
用

地
代
臨
時
処
理
法

の
立
法
資
料
と
し
て
立

法
院
へ
送
付
す
る
こ
と
に
な
り
午
後
二
時
五

十
分
閉
会
し
た
。
回
答
文
書
の
内
容
次
の
通

り地
主
の
要
望
事
項

一
、
軍
使
用
地
の
賃
貸
借
は
当
事
者
の
公
私

を
問
わ
ず
、
す
べ
て
お
互
い
の
意
志
を
尊
重

し
て
対
等
の
地
位
で
民
主
的
に
行
う
こ
と

一
、
軍
使
用
地
の
賃
貸
借
は
所
有
権
本
来
の

権
利
を
尊
重
す
る

一
、
借
地
人
は
適
法
に
履
行
す
る
こ
と
、
賃

貸
料
の
支
払
い
は
借
地
人
の
義
務
で
あ
つ
て

決
し
て
恩
恵
的
な
も
の
で
は
な
い

一
、
一
九
五
二
年
四
月
二
十
八
日
対
日
平
和

条
約
発
効
以
前
の
軍
使
用
地
々
料
の
未
払
い

の
分
は
早
急
に
支
払
つ
て
も
ら
う
こ
と
、
例

え
ば
同
町
同
番
地
に
あ
る
土
地
が
使
用
す
る

部
隊
が
違
う
た
め
一
方
は
支
払
わ
れ
て
お
ら

な
い
と
い
う
矛
盾
が
あ
る

一
、
軍
の
使
用
料
の
算
定
は
米
国
が
日
本
や

グ
ア
ム
等
で
取
扱
つ
て
い
る
よ
う
な
各
種
資

料
も
参
考
に
し
て
貰
う
こ
と

一
、
一
号
線
そ
の
他
の
軍
事
施
設
に
よ
る
潰

地
補
償
は
軍
が
言
つ
て
い
る
と
お
り
適
正
な

方
法
で
早
期
実
現
す
る
こ
と

一
、
軍
使
用
地
の
う
ち
永
久
的
に
使
用
さ
れ

る
と
み
ら
れ
る
土
地

例
え
ば
垣
花
、
住
吉
、

山
下
、
通
堂
町

の
地
主
に
対
し
て
は
優
先

的
に
換
地
し
て
貰
い
た
い

一
、
前
二
項
の
土
地
喪
失
者
に
換
地
す
る
場

合
地
主
の
要
望
す
る
土
地
、
例
え
ば
泊
埋
立

地
、
奥
武
山
漫
湖
な
ら
び
に
旭
町
海
岸
埋
立

地
に
換
地
す
る
こ
と

一
、
現
在
軍
使
用
地
主
の
リ
ス
ト
洩
れ
に
対

し
て
は
早
急
に
調
査
し
て
適
正
な
地
料
を
払

う
こ
と

一
、
現
在
軍
が
使
用
し
て
い
る
全
未
開
放
地

を
銀
行
の
担
保
物
件
と
し
て
認
め
る
こ
と

一
、
二
十
一
日
の
オ
グ
デ
ン
少
将
発
表
の
契

約
の
強
制
、
強
制
収
用
令
の
適
用
に
は
反
対

す
る地代
決
定
の
基
準

軍
用
地
の
適
正
価
額

は
何
に
よ
る
べ
き
か
、
そ
の
算
定
方
法
お
よ

び
額
△
地
代
決
定
の
基
準
、
算
定
方
法

一
、
土
地
の
価
額
、
若
し
く
は
賃
借
料
は
時

価
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
若
し
時
価

に
よ
り
難
い
と
き
は
最
寄
り
の
時
価
の
あ
る

土
地
を
標
準
に
し
て
比
較
対
照
し
て
定
め
た

時
価
で
算
定
す
る
こ
と

一
、
地
代
は
土
地
の
等
級
に
よ
つ
て
算
定
す

る
こ
と
、
土
地
の
等
級
を
制
定
す
る
に
当
つ

て
は
戦
前
の
等
級
お
よ
び
現
在
の
等
級
を
勘

案
す
る
こ
と

一
、
地
代
は
現
在
の
自
由
契
約
に
基
く
民
間

相
互
の
地
代
お
よ
び
土
地
の
将
来
性
な
ど
を

勘
案
す
る
こ
と

一
、
地
代
決
定
の
基
準
は
土
地
の
時
価
で
あ

つ
て
一
カ
月
の
地
代
は
土
地
代
の
百
分
の
六

乃
至
七
を
適
正
と
す
る
。

△
地
代
の
額

那
覇
市
管
内

等
級
　
　
地
価
　
　
　
使
用
料

月
坪
当

一
　
　
一
万
五
千
円
　
　
　
　
百
　
円

二
　
　
一
万
二
千
円
　
　
　
　
八
十
円

三
　
　
　
　
八
千
円
　
　
　
　
五
十
円

四
　
　
　
　
五
千
円
　
　
　
　
三
十
円

五
　
　
　
　
三
千
円
　
　
　
　
二
十
円

契
約
期
間

若
し
軍
が
継
続
し
て
賃
借
す
る
な
ら
ば
契

約
期
間
は
な
る
べ
く
短
く
一
カ
年
と
し
、
最

高
三
カ
年
を
超
え
な
い
こ
と

｜
社
　
説
｜

真
和
志
の
市
昇
格
と
首
都
建
設
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真
和
志
の
市
昇
格
が
議
決
さ
れ
た
。
自
治

法
案
で
は
立
法
院
の
議
決
を
経
て
行
政
主
席

が
定
め
る
と
あ
る
か
ら
行
政
府
と
し
て
の
決

定
告
示
に
よ
つ
て
、
こ
こ
に
正
式
に
真
和
志

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

九
月

二
五
〇



市
が
生
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

真
和
志
の
昇
格
問
題
は
昨
年
か
ら
の
懸
案

で
あ
つ
た
が
、
行
政
府
側
で
は
、
都
市
計
画

と
の
円
線
や
合
併
問
題
の
推
移
等
を
考
慮
し

て
慎
重
を
期
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の

点
こ
れ
ま
で
の
行
政
府
の
慎
重
な
検
討
や
立

法
院
で
の
議
論
等
か
ら
察
す
る
に
、
結
局
、

真
和
志
の
市
昇
格
は
首
都
と
し
て
の
都
市
計

画
の
推
進
や
首
都
建
設
の
た
め
の
合
併
目
標

の
達
成
の
た
め
に
一
歩
を
進
め
る
と
い
う
理

解
の
下
に
議
決
が
な
さ
れ
た
も
の
と
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
真
和
志
の
都
市

的
形
態
と
い
つ
て
も
実
質
的
に
は
首
都
と
し

て
の
那
覇
市
の
発
展
と
表
裏
一
体
を
な
す
も

の
で
あ
り
、
那
覇
と
真
和
志
が
兄
弟
分
の
円

線
に
立
つ
て
い
る
事
実
は
何
人
も
こ
れ
を
疑

う
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
に
百
尺
竿
頭
一

歩
を
進
め
て
、
首
里
と
小
禄
を
加
え
た
大
都

市
計
画
が
構
想
さ
れ
、
二
市
二
村

こ
れ
か

ら
は
三
市
一
村
の

合
併
が
那
覇
真
和
志
を

回
る
当
面
の
政
治
問
題
と
な
つ
た
わ
け
で
あ

る
が
、
こ
の
際
、
今
ま
で
の
よ
う
な
停
滞
と

混
迷
を
脱
し
大
所
高
所
に
立
つ
た
結
論
に
向

つ
て
一
大
英
断
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
既
に
都
市
計
画
法
は
公
布
さ
れ
、
那
覇
市

の
都
市
計
画
は
法
的
根
拠
を
与
え
ら
れ
た
の

で
あ
る
か
ら
、
次
に
残
さ
れ
た
問
題
は
、
那

覇
市
の
都
市
計
画
と
関
連
す
る
計
画
区
域
の

範
囲
で
あ
ろ
う
。
都
市
計
画
と
い
う
近
代
的

都
市
建
設
の
合
理
的
計
画
の
問
題
を
ま
と
め

て
、
都
市
地
区
住
民
の
福
利
増
進
の
恒
久
的

方
策
を
樹
立
す
る
に
は
関
係
者
自
体
の
頭
脳

が
近
代
的
合
理
性
に
裏
付
け
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
琉
球
の
生
活
が
高
度
化
し
、
生

活
需
要
が
向
上
し
て
い
る
事
実
に
着
眼
し

て
、
真
に
内
外
と
も
に
恥
し
か
ら
ぬ
都
市
計

画
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
現
段
階
に
お
い

て
、
低
俗
な
意
味
で
の
政
治
的
利
益
に
こ
だ

わ
る
こ
と
は
こ
の
際
最
も
戒
め
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
に

お
い
て
は
関
係
者
の
責
任
は
正
に
沖
縄
の
文

化
そ
の
も
の
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
銘
記
す

べ
き
で
あ
る
。

市
と
い
う
名
前
と
都
市
生
活
の
実
質
と
を

名
実
調
和
さ
せ
る
た
め
の
計
画
が
都
市
計
画

で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
真
和

志
村
の
市
昇
格
の
場
合
、
そ
の
都
市
生
活
の

実
態
の
向
上
の
た
め
に
は
、
結
局
那
覇
市
と

一
体
と
な
つ
て
首
都
建
設
の
構
想
に
立
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
り
、
一
旦
首
都

建
設
の
構
想
に
立
つ
限
り
都
市
計
画
の
範
囲

や
合
併
問
題
の
推
移
に
つ
い
て
も
首
都
建
設

の
目
標
よ
り
す
る
大
局
的
な
判
断
が
当
然
な

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ

の
意
味
に
お
い
て
昨
年
来
懸
案
の
昇
格
問
題

の
解
決
を
み
た
も
の
と
理
解
し
今
後
の
推
移

を
期
待
す
る
。

従
来
、
首
都
建
設
を
ま
わ
る
合
併
問
題
に

つ
い
て
那
覇
市
側
と
真
和
志
側
に
感
情
的
隘

路
が
あ
る
と
一
般
に
は
観
察
さ
れ
て
い
る

が
、
今
度
の
真
和
志
の
昇
格
を
機
会
に
、
従

来
の
行
き
が
か
り
を
一
切
払
拭
し
三
市
一
村

の
当
局
者
が
真
に
平
静
公
平
な
指
導
的
見
地

に
立
つ
て
努
力
す
る
こ
と
を
全
住
民
が
期
待

し
注
目
し
て
い
る
事
実
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

屋
台
店
円
満
解
決
／
ハ
ン
ス
ト

団
引
き
あ
げ

琉
新
　
１
９
５
３
・
９
・
29

那
覇
市
泊
の
屋
台
店
も
二
十
八
日
や
つ
と
片

付
い
た
の
で
那
覇
市
役
所
当
局
で
は
直
ち
に

住
居
や
職
業
を
失
う
こ
れ
ら
二
十
六
名
の
生

計
に
つ
い
て
種
々
対
策
を
練
つ
て
い
た
が
二

十
八
日
午
後
一
時
市
長
室
で
業
者
側
約
二
十

名
人
民
党
瀬
長
、
中
村
両
議
員
ら
と
協
議
の

結
果
、１

二
十
六
名
に
は
泊
港
内
で
漸
定
処

置
と
し
て
立
売
り
を
許
可

２

波
之
上
通
り
の
道
路
に
屋
台
店
を

つ
く
る
た
め
市
が
斡
旋
の
労
を
と
る

３

住
居
を
失
つ
た
人
々
に
は
波
之
上

通
り
の
個
人
有
地
に
交
渉
斡
旋
の
労
を
と

る
こ
と
に
決
り
、
業
者
側
も
こ
れ
ま
で
の

行
為
を
わ
び
市
の
親
心
に
感
謝
し
て
円
満

に
解
決
し
た
。

市
で
は
ト
ラ
ツ
ク
で
泊
ま
で
こ
の
人
々
を
送

つ
た
が
同
時
に
屋
台
側
も
ハ
ン
ス
ト
団
を
撤

回
し
た
。

あ
す
こ
ゝ
の
声
あ
げ
る
真
和
志

市
／
農
業
は
僅
か
に
七
％
／

三
十
三
年
の
村
政
に
さ
よ
な

ら沖
タ
・
夕
　
１
９
５
３
・
９
・
30

△
真
和
志
村
の
沿
革

真
和
志
の
地
は
古
く
首
里
三
平
の
一
と
し
て

畿
内
に
属
し
曽
て
は
那
覇
の
大
部
分
を
含
む

ば
く
大
な
地
域
を
占
め
て
い
た
が
、
向
象
賢

時
代
首
里
と
那
覇
の
境
界
が
決
定
し
、
真
和

志
間
切
と
し
て
の
行
政
区
画
が
形
付
け
ら
れ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
西
原
間

切
、
小
禄
間
切
、
東
風
平
間
切
と
首
里
、
那

覇
と
の
間
に
行
政
区
域
の
変
更
が
し
ば
し
ば

行
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
文
献
は
伝
え
て
い

る
。
終
戦
後
那
覇
市
開
放
が
お
く
れ
た
た
め
暫
定

措
置
と
し
て
真
和
志
村
の
一
部
を
那
覇
市
に

編
入
す
る
行
政
処
分
が
な
さ
れ
今
日
に
至
つ

た
。
明
治
四
十
一
年
島
嶼
町
村
制
が
実
施
せ

ら
れ
て
以
来
こ
こ
に
三
十
三
年
に
亘
り
村
政

を
施
行
現
在
に
至
る
。

△
市
昇
格
ま
で
の
い
き
さ
つ

五
三
年
一
月
二
十
日

真
和
志
村
を
真
和

志
市
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て

第
二
六
回
臨

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

九
月

二
五
一



時
議
会
を
召
集
、
提
案
し
た
□
□
□
一
致
で

原
案
通
り
可
決
、
同
日
政
府
宛
申
請
書
を
提

出
し
た
。

△
三
月
十
日

同
申
請
書
が
行
政
府
で
処
理

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
返
戻
を
要
□
、
処
分

撤
回
を
申
し
入
れ
た
。

△
四
月
二
十
九
日

再
請
せ
よ
と
の
行
政
府

の
指
示
に
基
き
、

真
和
志
村
を
真
和
志
市

に
す
る
処
分
に
就
い
て

認
可
申
請
、
現
在

に
至
る
。

△
人
口
、
職
業
別
、
生
産
高

戦
前
の
同
村
人
口
は
約
一
万
八
千
人
、
戦
前

の
本
部
町
と
ほ
ゞ
同
じ
で
あ
つ
た
。
一
九
四

六
年
に
は
人
口
一
万
二
千
人
、
四
八
年

一

万
四
千
人
、
四
九
年
に
は
一
万
九
千
人
と
漸

次
増
加
を
示
し
、
五
〇
年
を
契
機
と
し
て
、

急
激
に
増
加
三
万
一
千
人
を
突
破
、
五
一
年

四
万
一
千
、
本
年
八
月
末
現
在
五
万
一
千

人
を
数
え
、
那
覇
市
と
の
差
は
約
一
万
五
千

で
あ
る
。

人
口
の
数
で
も
沖
縄
第
二
に
の
し
あ
が
り
五

月
末
現
在
の
全
戸
数
は
一
〇
三
七
四
戸
、
そ

の
二
二
・
六
％
二
、
二
八
五
戸
が
商
業
を
営

み
、
所
謂
都
市
形
態
を
具
備
す
る
職
業

工

業
、
土
建
、
運
輸
通
信
、
官
公
吏
、
軍
作
業
、

医
療
衛
生
業
、
公
務
自
由
業
な
ど
で
七
、
八

九
四
戸
、
全
戸
数
の
約
八
〇
％
を
占
め
て
お

り
、
農
業
は
八
六
一
戸
僅
か
に
七
・
五
％
で

あ
る
。

△
職
業
別
戸
数
△
商
業

二
、
二
八
五
△

工
業

九
八
二
△
土
建
業

一
〇
八
四
△

運
輸
通
信
業

八
六
二
△
官
公
吏

九
三

二
△
軍
作
業

九
七
五
△
医
療
衛
生
業

一
五
四
△
公
務
自
由
業

一
五
二
△
農
業

八
六
一
△
水
産
業

二
五
△
金
融
業

一
四
△
日
傭
其
の
他

一
、
七
八
七

計

一
〇
、
一
一
三
戸
。

△

五
二
年
四
月

五
三
年
五
月
ま
で
の
同

村
生
産
高
は
、
総
額
二
億
三
千
二
百
万
円
、

そ
の
う
ち
工
業
が
一
億
五
千
九
百
万
円
、
実

に
六
八
・
九
％
の
高
率
を
示
し
て
い
る
。

△
水
産
業

一
、
〇
六
四
万
円
四
・
六
％
　

△
農
業

五
、
〇
四
〇
万
円
二
一
・
七
％

△
畜
産
業

一
、
一
七
四
万
円
九
％
。

工
業
の
う
ち
、
最
高
は
セ
メ
ン
ト
ブ
ロ
ツ
ク

業
三
、
六
八
五
万
円
で
二
三
％
つ
い
で
、
鉄

鋼
鋳
物
業

二
、
六
三
二
万
円

一
六
・

五
％
、
酒
造
業
一
、
三
六
〇
万
円
、
セ
メ
ン

ト
瓦
業
、
帽
子
、
木
工
製
品
い
ず
れ
も
一
千

万
円
台
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
職
業
、
生

産
各
方
面
か
ら
都
市
的
形
態
を
と
と
の
え
て

い
る
。
△
農
地
、
商
工
業
の
総
面
積
区
分

同
村
総
面
積
三
百
七
十
五
万
八
千
坪
の
う
ち

商
工
地
帯

含
む
住
宅
街

が
二
百
五
十
二

万
四
千
坪
で
総
面
積
の
六
七
・
二
％
、
農
村

地
帯
は
百
二
十
三
万
三
千
坪
で
三
二
・

八
％
、
軍
用
地
と
な
つ
た
も
の

八
十
万
九

千
坪
で
二
一
・
五
％
、
那
覇
市
行
政
区
域
と

な
つ
た
地
域
は
、
三
十
九
万
三
千
坪
一
〇
・

四
％
と
な
つ
て
い
る
。

△

市
昇
格
の
喜
び
に
伴
い
、
看
板
が
ぬ
り

変
え
ら
れ
る
も
の

先
ず
真
和
志
村
が
市
に

変
り
、村
消
防
隊
が
市
消
防
隊
に
変
る
ほ
か
、

学
校
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
村
の
名
前
の
つ

い
た
も
の
一
切
ガ
ツ
サ
イ
市
に
変
る
わ
け
。

名
称
変
更
に
伴
い
市
役
所
で
は
、
ハ
ン
コ
の

注
文
、
帳
面
の
書
き
な
ほ
し
、
既
印
刷
物
を

市
に
訂
正
す
る
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
が
増

え
て
く
る
。
市
役
所
の
公
印
注
文
の
数
は
ザ

ツ
ト
十
四
、
五
あ
る
。
之
に
要
す
る
費
用
だ

け
で
一
万
円
は
掛
る
見
込
み
だ
と
こ
ろ
で

真
和
志
市

の
名
称
に
就
て

当
初
議
会

で
は
沖
縄
市
と
し
て
は
と
の
意
見
も
あ
つ
た

が
、
将
来
那
覇
市
と
の
合
併
問
題
を
考
慮
、

お
と
な
し
く
真
和
志
市
と
し
た
方
が
い
い
と

の
意
見
と
村
の
伝
統
を
維
持
す
る
上
か
ら
又

は
村
に
対
す
る
愛
着
の
点
か
ら
真
和
志
市
と

す
る
こ
と
に
し
意
見
の
一
致
を
み
、
現
在
の

ま
ゝ
と
し
た
。

喜
び
に
満
つ
真
和
志
市

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
３
・
10
・
２

真
和
志
市
政
始
め
式
は
一
日
あ
さ
九
時

半
、
同
市
役
所
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。
主

席
代
理
宮
里
内
政
局
長
よ
り
市
昇
格
の
告

示
を
伝
達
、
同
局
長
の
祝
辞
、
職
員
代
表

義
永
助
役
の
挨
拶
が
あ
つ
て
幕
を
と
じ

た
。

こ
の
朝
、
そ
ぼ
降
る
雨
の
中
を
池
宮
城
瑞
芳

氏
に
よ
つ
て
墨
書
さ
れ
た

真
和
志
市

の

看
板
を
掲
げ
て
、
こ
こ
に
新
し
い
市
と
し
て

の
歴
史
的
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
こ
の
喜

び
に
際
し
、
那
覇
市
か
ら
大
要
次
の
祝
辞
が

お
く
ら
れ
た
。

祝
辞

隣
村
真
和
志
が
本
月
一
日
を
期

し
、
真
和
志
市
と
し
て
輝
か
し
い
出
発
を
始

め
た
こ
と
は
当
那
覇
市
に
と
つ
て
ま
こ
と
に

喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
、
真
和
志
市
の
発
展
は
、

即
ち
那
覇
市
の
発
展
で
あ
り
、
両
市
の
提
携

な
く
し
て
は
都
市
計
画
の
進
展
も
あ
り
得
な

い
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
意
味
で
宮
里
新
市

長
の
御
声
明
は
、
当
市
に
と
つ
て
無
上
の
光

栄
で
あ
り
、
那
覇
市
の
前
途
に
よ
り
よ
き
光

明
を
見
出
し
た
感
じ
が
致
し
ま
す
。
こ
こ
に

謹
ん
で
御
市
の
誕
生
を
御
祝
い
申
し
あ
げ
る

と
と
も
に
御
市
の
発
展
を
祈
つ
て
祝
辞
と
致

し
ま
す
。

初
の
真
和
志
市
臨
時
議
会
が
／

祖
国
復
帰
を
決
議

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
３
・
10
・
３

市
昇
格
初
の
真
和
志
市
の
臨
時
議
会
は
二
日

朝
十
時
か
ら
開
始
、

△
真
和
志
市
議
会
事
務
局
設
置
条
例
制
定

の
件

高
良
正
文
議
員
提
出

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

九
｜
十
月

二
五
二

請
満
場

処



△
真
和
志
市
部
課
設
置
条
例
制
定
の
件

当
局
提
出

△
不
動
産
処
分
の
件

当
局
提
出

△
日
本
復
帰
決
議
の
件

屋
慶
名
議
員
外

一
名
提
出

を
審
議
し
た
。

事
務
局
設
置
条
例
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、

部
課
設
置
条
例
は
新
た
に
衛
生
、
徴
税
、
建

設

現
在
の
土
木
、
建
築
合
併

三
課
を
置

く
こ
と
に
し
た
。

△
不
動
産
処
分
の
件

再
び
特
別
委
員
会
に

附
託
、
四
、
五
名
の
代
表
者
を
交
え
て
交
渉

す
る
こ
と
に
し
た
。

△
祖
国
復
帰
決
議

可
と
す
る
も
の
。

今
更
そ
の
是
否
論
を
言
う
べ
き
で
な
い
。
既

に
立
法
院
で
決
議
さ
れ
た
こ
と
で
は
あ
る

が
、
地
方
議
会
と
し
て
も
、
独
自
の
立
場
で

こ
れ
を
意
志
表
示
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に

よ
り
、
全
住
民
の
悲
願
が
達
成
さ
れ
る
。

否
と
す
る
も
の
。
祖
国
日
本
に
復
帰
さ
せ
て

も
ら
う
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、

し
か
し
最
近
来
島
し
た
□
高
官
の
動
き
は
、

子
々
孫
々
に
至
る
ま
で
米
軍
は
駐
在
す
る

と
言
明
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
決
議
を
保
留
、

吾
々
の
進
む
べ
き
市
議
会
の
在
り
方
に
努
力

す
べ
き
で
あ
る

な
ど
の
発
言
が
あ
り
、

採
決
の
結
果
、
十
三
対
十
で
可
決

欠
席
二

さ
れ
た
。

決
議

対
日
平
和
条
約
第
三
条
に
よ

り
、
同
祖
同
族
の
住
民
が
民
族
分
断
の
悲

運
に
あ
る
こ
と
は
、
け
だ
し
民
族
最
大
の

不
幸
で
あ
る
。
吾
々
は
、
全
沖
縄
住
民
が

平
和
を
愛
好
、
更
生
日
本
国
民
の
一
員
と

し
て
待
せ
ら
れ
る
こ
と
に
依
り
、
そ
の
民

族
的
幸
福
が
招
来
せ
ら
れ
亦
斯
か
る
在
り

方
が
民
族
本
然
の
姿
で
あ
る
と
確
信
す

る
。
よ
つ
て
我
が
真
和
志
市
議
会
は
市
民

の
先
頭
に
立
つ
て
祖
国
運
動
に
参
加
し
、

対
内
外
を
問
わ
ず
あ
ら
ゆ
る
政
府
、団
体
、

機
関
に
対
し
平
和
条
約
第
三
条
の
廃
棄
又

は
第
三
条
の
権
利
放
棄
に
よ
る
即
時
完
全

祖
国
復
帰
を
請
願
す
る
も
の
で
あ
る
。

首
里
市
会
／
特
別
委
員
会
設
け
、

バ
ス
の
市
営
移
管
を
研
究

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
３
・
10
・
11

九
日
の
首
里
市
臨
時
議
会
で
首
里
バ
ス
の
市

営
移
管
問
題
を
研
究
す
る
特
別
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、
全
議
員
が
委

員
と
な
つ
て
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
、

十
二
日
初
会
合
を
行
う
こ
と
に
な
つ
た
。
こ

の
バ
ス
市
営
移
管
問
題
に
関
す
る
委
員
会
は

さ
き
に
も
市
当
局
と
議
会
か
ら
委
員
を
あ
げ

て
研
究
し
て
来
た
が
、
あ
ま
り
進
展
を
見
せ

な
か
つ
た
も
の
で
、
今
度
の
特
別
委
員
会
設

置
に
よ
り
具
体
化
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

全
議
員
で
市
の
一
般
会
計
を
検
査

八
日
召
集
さ
れ
た
首
里
市
臨
時
議
会
で
城
間

議
員
か
ら
納
税
し
て
あ
る
の
に
滞
納
者
と
し

て
督
促
状
が
来
て
い
る
事
実
が
あ
る
な
ど
を

理
由
に
あ
げ
市
の
一
般
会
計
検
査
の
動
議
が

出
さ
れ
、
即
日
全
議
員
で
監
査
が
開
始
さ
れ

た
が
、
ま
だ
終
了
せ
ず
次
の
議
会
ま
で
持
越

さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

｜
社
　
説
｜

市
長
選
挙
と
合
併
問
題

琉
新
　
１
９
５
３
・
10
・
16

さ
き
に
那
覇
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
那
覇

市
長
の
特
別
選
挙
に
つ
い
て
告
示
し
、
選
挙

期
日
は
十
一
月
八
日
、
選
挙
運
動
開
始
期
日

は
十
月
二
十
日
と
な
つ
た
が
、
選
挙
に
対
す

る
動
き
は
市
民
の
関
心
に
も
か
か
わ
ら
ず
甚

だ
低
調
で
あ
る
。
又
吉
市
長
の
逝
去
直
後
は

某
派
は
す
で
に
対
策
を
講
じ
て
い
る
と
か
、

某
々
氏
ら
も
出
馬
す
る
と
か
と
種
々
話
題
に

出
た
も
の
で
あ
る
が
、
選
挙
運
動
期
日
が
近

づ
い
た
今
日
で
は
、
そ
う
し
た
噂
も
消
え
て

し
ま
つ
て
い
る
。
与
野
党
の
市
議
会
議
員
や

政
党
間
で
は
何
等
か
の
対
策
を
講
じ
て
い
る

で
あ
ろ
う
が
未
だ
に
表
面
的
動
き
が
見
ら
れ

な
い
。
要
す
る
に
那
覇
市
が
首
都
と
し
て
建

設
途
上
に
あ
り
目
下
都
市
計
画
の
大
事
業
を

実
施
中
で
、
こ
れ
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
政

府
や
軍
と
折
衝
し
て
行
け
る
人
物
に
つ
い
て

慎
重
を
期
し
て
い
る
た
め
で
は
な
か
ろ
う

か
。
今
月
初
め
那
覇
市
嘉
手
納
助
役
と
真
栄

田
議
会
議
長
が
故
又
吉
市
長
の
那
覇
市
葬
会

葬
御
礼
の
た
め
オ
グ
デ
ン
副
長
官
を
訪
問
し

又
吉
市
長
を
失
つ
た
那
覇
市
は
な
お
一
層
軍

の
援
助
を
必
要
と
し
て
い
る
と
要
望
し
た

際
、
オ
グ
デ
ン
副
長
官
は

那
覇
市
の
都
計

に
は
大
き
な
関
心
を
持
つ
て
い
る
。
皆
も
故

又
吉
市
長
の
意
志
を
継
承
し
て
、
那
覇
を
モ

ダ
ン
な
街
に
し
て
ほ
し
い

と
の
べ
て
い
る

こ
と
は
、
後
継
市
長
に
対
し
て
も

大
き
な

関
心
を
持
つ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

那
覇
市
の
都
計
は
新
都
心
部
の
建
設
に
着

手
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
旧
市
内
の
開
放
や
区

画
、
港
湾
施
設
の
整
備
、
い
わ
ゆ
る
二
市
二

村
合
併
に
よ
る
大
那
覇
市
と
し
て
の
首
都
建

設
と
い
う
、
大
事
業
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
一
部
に
は
合
併
ま
で
の
市
長
に
金
を

つ
か
つ
て
出
て
も
と
い
う
話
も
あ
る
よ
う
で

あ
る
が
、こ
う
し
た
考
え
方
で
は
首
都
建
設
、

の
大
業
は
出
来
る
も
の
で
な
く
市
民
と
し
て

も
委
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
合
併
問
題
は

市
と
し
て
は
何
う
し
て
も
当
面
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
何
人
が
市
長
に
な

る
に
し
て
も
、
こ
れ
を
回
避
し
て
は
市
政
を

掌
握
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。

市
村
合
併
問
題
は
今
日
ま
で
の
何
等
の
進

展
を
見
な
か
つ
た
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
去

る
一
日
、真
和
志
村
が
市
に
昇
格
し
て
以
来
、

漸
次
動
き
出
し
て
来
る
徴
候
が
感
ぜ
ら
れ

る
。
宮
里
真
和
志
市
長
は
市
昇
格
メ
ツ
セ
ー

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

十
月

二
五
三

米



ジ
の
中
で

宿
望
で
あ
る
那
覇
市
と
の
合
併

が
一
日
も
早
く
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
願
う

と
述
べ
道
路
、
衛
生
等
の
文
化
施
設
を
急
速

に
整
備
す
る
事
を
約
し
た
し
、
行
政
主
席
も

市
昇
格
の
告
示
後
の
発
表
で
、
市
昇
格
の
意

義
は
那
覇
、
真
和
志
両
市
の
都
市
計
画
と
那

覇
市
を
中
心
と
す
る
付
近
市
村
の
合
併
で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
合
併
が
政
府
と
し

て
も
関
心
事
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
合

併
問
題
は
両
市
合
併
論
か
ら
、
三
市
合
併
論

な
ど
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
小
禄
を
回
避

す
る
理
由
が
明
ら
か
で
な
い
、
小
禄
は
空
港

を
も
つ
て
お
り
、
海
港
と
空
港
を
持
つ
こ
と

は
近
代
都
市
の
条
件
で
も
あ
り
、
こ
れ
が
首

都
と
し
て
も
除
外
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
は

ず
で
あ
る
。
更
に
空
港
施
設
の
民
移
管
な
ど

考
え
る
と
財
政
的
に
も
市
民
の
受
け
る
利
益

は
大
き
な
も
の
が
あ
る
。
那
覇
、
真
和
志
、

首
里
市
と
東
西
の
小
地
域
に
三
つ
の
小
行
政

区
が
連
な
つ
て
い
る
こ
と
は
行
政
的
に
も
繁

雑
で
あ
り
、
財
政
的
に
も
市
民
の
負
担
を
加

重
す
る
以
外
に
な
い
。
有
能
な
指
導
者
た
ち

は
小
我
を
す
て
て
、
市
民
と
沖
縄
建
設
の
上

か
ら
も
、
合
併
問
題
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
と
考
え
る
。

数
日
後
に
は
立
候
補
、
選
挙
運
動
が
開
始

さ
れ
、
こ
れ
と
と
も
に
立
候
補
者
の
政
策
も

明
ら
か
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
市
と
し
て

の
当
面
し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
市
民
や
、

政
府
は
多
大
の
関
心
を
寄
せ
て
い
る
の
で
あ

る
。奄
美
大
島
の
日
本
復
帰
を
契
機
と
し
て
沖

縄
は
政
治
、
経
済
各
方
面
に
大
き
な
転
換
が

予
想
さ
れ
て
い
る
。
那
覇
市
の
消
長
も
ま
た

こ
れ
と
関
連
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
こ
の

時
に
あ
た
つ
て
有
能
に
し
て
良
識
あ
る
人
士

の
出
現
を
望
む
の
は
全
市
民
の
希
望
で
あ

る
。機

構
を
整
備
し
職
員
常
置
／
き

の
う
那
覇
市
軍
用
地
特
別
委

琉
新
　
１
９
５
３
・
10
・
16

那
覇
市
議
会
軍
用
地
特
別
委
員
会
は
十
四
日

午
後
一
時
か
ら
市
会
議
室
で
ひ
ら
か
れ
、
同

特
別
委
と
市
民
に
よ
る
那
覇
市
土
地
特
別
委

の
関
係
や
今
後
の
運
営
方
針
を
審
議
し
た

が
、
結
局
軍
用
地
問
題
は
直
接
市
民
に
繋
が

る
問
題
で
あ
り
市
民
だ
け
の
委
員
会
と
も
表

裏
一
体
と
な
つ
て
協
力
、
発
足
が
遅
れ
た
同

委
員
会
に
事
務
所
を
設
置
し
担
当
職
員
を
置

く
な
ど
諸
機
構
を
整
備
し
一
日
も
早
く
軌
道

に
乗
せ
る
こ
と
に
な
り
、
問
題
解
決
の
た
め

の
基
礎
資
料
を
早
急
に
作
成
す
る
よ
う
当
局

へ
依
頼
、
そ
の
資
料
を
も
つ
て
十
六
日
午
後

一
時
か
ら
同
委
員
会
と
市
土
地
委
員
会
と
の

協
議
会
を
再
開
。
近
く
立
法
院
で
ひ
ら
か
れ

る
市
町
村
連
合
会
に
よ
る
合
同
協
議
会
に
は

充
分
な
資
料
を
も
つ
て
那
覇
の
現
況
を
訴
え

る
こ
と
に
な
つ
た
。
午
後
五
時
半
閉
会
。

な
お
当
日
事
務
局
へ
依
頼
さ
れ
た
那
覇
市
軍

使
用
地
問
題
に
関
す
る
調
査
事
項
に
つ
い
て

十
五
日
ま
で
に
ま
と
ま
つ
た
資
料
を
の
ぞ
く

と一
、
那
覇
市
に
お
け
る
軍
使
用
地
の
総
面
積

｜
三
四
八
、
四
五
三
、
六
三
坪
。
潰
地
お

よ
び
失
地
の
合
計
坪
数
｜
一
六
、
四
九
四

坪
と
な
つ
て
お
り
土
地
事
務
所
で
は
一
号

線
に
よ
る
潰
地
の
使
用
料
は
支
払
わ
な
い

と
い
つ
て
い
る
が
補
償
に
つ
い
て
は
何
ら

言
及
し
て
い
な
い
、
ま
た
住
吉
、
垣
花
町

の
港
湾
に
つ
い
て
は
補
償
す
る
が
使
用
料

は
支
払
わ
ぬ
と
い
つ
て
い
る

一
、
那
覇
市
に
お
け
る
軍
使
用
地
使
用
料
の

支
払
に
つ
い
て

１
、
対
日
平
和
条
約
発
効
前
の
場
合

△
支
払
う
べ
き
総
額
と
筆
数

筆
数
　
　
　
三
、
三
二
九
筆

総
額
　
　
　
二
六
、
四
六
三
、
六
〇
九
円

△
支
払
済
総
額
一
三
、
三
四
四
、
七
七
四
円

△
土
地
地
目
別
坪
当
平
均
額

宅
地
　
　
　
　
　
二
円
六
四
銭

畑
地
　
　
　
　
　
　
　
九
四
銭

墓
地
　
　
　
　
　
　
　
四
三
銭

原
野
　
　
　
　
　
　
　
四
三
銭

△
支
払
額
と
全
軍
用
地
と
の
パ
ー
セ
ン
ト
、

約
半
額
が
支
払
わ
れ
て
い
る

２
、
対
日
平
和
条
約
発
効
後
の
場
合

△
市
内
軍
用
地
々
主
で
契
約
し
た
も
の

無
し
。
軍
で
は
賃
貸
料
の
リ
ス
ト
も
提
示

し
て
い
な
い

一
、
地
主
は
契
約
を
拒
否
し
て
い
る
か
ど
う

か
。
そ
の
他
の
要
望
事
項
、
地
主
は
契
約

を
拒
否
し
て
い
る
。
要
望
事
項
は
さ
き
に

立
法
資
料
と
し
て
提
出
さ
れ
た
回
答
文
の

ま
ま
と
な
つ
て
い
る

な
お
今
後
の
運
動
方
針
に
つ
い
て
は
立
法
院

特
別
委
員
会
と
地
方
土
地
連
合
委
員
会
と
の

合
同
協
議
会
で
決
定
し
た
方
針
に
従
う
と
の

態
度
を
決
し
て
い
る

”
収
容
能
力
が
落
ち
る
”
／
泊

港
の
修
築
に
那
覇
市
が
陳
情

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
３
・
10
・
16

那
覇
市
は
十
四
日
、
民
政
副
長
官
へ
泊
港

岸
壁
の
修
築
に
関
し
、
現
在
の
軍
の
工
事

計
画
に
よ
れ
ば
港
の
船
舶
収
容
能
力
が
著

し
く
減
少
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
港
内

の
石
張
工
事
を
中
止
、
シ
ー
ト
・
パ
イ
ル

を
新
た
に
打
直
し
て
も
ら
い
た
い
と
陳
情

す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

泊
港
岸
壁
は
そ
の
一
部
が
本
年
二
月
陥
没
し

た
た
め
軍
で
は
当
初
の
計
画
を
変
更
、現
在
、

菅
原
組
に
よ
つ
て
修
築
工
事
を
施
工
中
の
も

の
だ
が
同
工
事
に
よ
る
と
第
四
岸
壁
周
辺
の

水
深
が
浅
く
な
る
た
め
次
の
よ
う
な
結
果
を

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

十
月

二
五
四



招
来
し
て
港
と
し
て
の
利
用
価
値
は
著
し
く

低
下
す
る
。
よ
つ
て
善
処
し
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
も
の
。

一
、
現
在
、
第
三
岸
壁
は
二
千
屯
級
の
船
が

接
岸
可
能
だ
が
修
築
に
よ
つ
て
千
屯
未
満
の

船
舶
し
か
接
岸
で
き
な
く
な
る
。

一
、
三
千
屯
級
が
接
岸
可
能
の
第
一
、
第
二

及
び
Ａ
岸
壁
も
三
千
屯
級
は
入
港
不
能
と
な

り
、
二
千
屯
級
も
港
内
に
お
け
る
タ
ー
ン
困

難
で
出
入
港
に
多
大
の
支
障
を
来
す
。

一
、
民
船
に
よ
る
那
覇
商
港
の
使
用
が
何
ら

か
の
事
由
で
不
可
能
と
な
つ
た
時
は
泊
港
は

そ
の
補
助
港
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
し
得
な

く
な
る
。

那
覇
市
長
選
／
島
袋
氏
の
出
馬

決
る
／
き
の
う
議
員
の
辞
表

提
出
琉
新
　
１
９
５
３
・
10
・
22

那
覇
市
長
選
挙
は
仲
本
派
の
合
流
で
日
増
し

に
強
固
な
態
勢
を
整
え
つ
つ
あ
る
当
間
陣
営

に
対
し
、
人
民
党
で
は
そ
の
当
落
は
別
と
し

て
選
挙
を
機
に

党
勢
拡
張

を
ネ
ラ
う
と

の
観
測
通
り
、
同
党
で
は
現
那
覇
市
会
議
員

島
袋
嘉
順
氏
の
担
ぎ
出
し
に
傾
き
二
十
日
夕

刻
、
那
覇
地
区
党
大
会
を
ひ
ら
い
て
党
公
認

候
補
と
し
て
島
袋
氏
の
出
馬
を
正
式
に
決

定
、
引
続
き
二
十
一
日
に
は
市
会
議
長
宛

同
議
員
の
辞
職
願

を
提
出
し
た
。
同
氏

の
立
候
補
届
出
は
き
よ
う
行
う
よ
う
だ
が
、

こ
の
辞
職
の
措
置
は
改
正
市
町
村
選
挙
法
に

よ
り
議
員
の
職
を
辞
め
な
い
限
り
市
町
村
長

の
候
補
者
に
な
れ
な
い
と
の
規
定
に
抵
触
す

る
た
め
と
ら
れ
た
も
の
、
何
は
と
も
あ
れ
少

数
の
人
民
党
議
席
を
フ
イ
に
し
て
出
馬
す
る

島
袋
氏
が
琉
球
政
界
に
大
き
い
地
歩
を
占
め

る
当
間
氏
に
ど
こ
ま
で
喰
い
さ
が
れ
る
か
は

興
味
あ
る
一
戦
で
、
島
袋
氏
の
旗
あ
げ
に
対

し
消
息
通
で
は
次
の
よ
う
に
み
て
い
る
。

一
、
沖
労
連
な
ど
の
主
導
権
獲
得
に
成
功
し

て
自
信
を
得
た
同
党
の
イ
キ
オ
イ
も
あ
り
党

議
の
決
定
に
対
し
て
は
、
た
と
え
そ
れ
が
全

く
勝
目
の
な
い
こ
と
で
も
党
勢
拡
張
に
乗
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た

一
、
孤
軍
奮
斗
で
全
く
党
の
チ
カ
ラ
を
発
揮

す
る
余
地
の
な
い
議
席
よ
り
も
市
民
と
い
う

自
由
な
立
場
か
ら
市
政
批
判
の
方
が
よ
り
効

果
的
だ
と
み
た

一
、
野
党
連
合
と
し
て
の
社
大
党
か
ら
ハ
ツ

キ
リ
と
一
線
を
画
し
て
決
別
さ
れ
た
こ
と
か

ら
投
票
に
よ
つ
て
同
党
を
支
持
す
る
市
民
の

数
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
党
員
の
結
束
に

支
障
を
来
す
、
こ
れ
に
つ
い
て
人
民
党
本
部

で
は
次
の
よ
う
に
発
表
し
て
い
る

何
故
、
軍
や
保
守
提
携
に
よ
つ
て
ま
で
当

間
氏
を
担
ぎ
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た

か

と
い
う
今
選
挙
の
本
質
か
ら
も
当
然
、

党
と
し
て
の
公
認
候
補
を
出
し
て
斗
わ
ね
ば

な
ら
ず
島
袋
氏
を
推
す
に
至
つ
た
わ
け
だ

那
覇
市
長
選
／
当
間
氏
は
つ
名

乗
り
／
都
市
合
併
の
抱
負
語

る

琉
新
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那
覇
市
長
選
挙
立
候
補
を
決
意
し
た
当
間
重

剛
氏
五
九

は
二
十
二
日
午
後
零
時
四
十
分

同
市
選
挙
管
理
委
へ
正
式
に
立
候
補
届
を
提

出
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
つ
た

合
併
問
題
を
ひ
か
え
極
め
て
短
時
日
の
市
長

と
な
ろ
う
が
早
期
合
併
と
計
画
事
業
の
促
進

に
努
力
し
た
い
。
市
町
村
合
併
は
戦
前
私
が

市
長
時
代
に
提
唱
し
た
も
の
で
あ
り
、
不
幸

に
し
て
両
前
市
長
が
中
途
で
た
お
れ
た
た
め

実
現
を
み
な
か
つ
た
が
議
会
の
動
き
に
よ
つ

て
は
来
年
二
、
三
月
ご
ろ
で
も
よ
い
、
僅
か

半
年
た
ら
ず
の
市
長
で
あ
ろ
う
と
か
ま
わ
な

い
が
、
合
併
実
現
ま
で
の
政
策
と
し
て
は
ま

ず
都
市
計
画
と
現
在
計
画
中
の
事
業
を
促
進

す
る
ほ
か
未
開
放
地

旧
市
街

の
開
放
促

進
な
ど
に
力
を
注
ぎ
、
特
に
合
併
に
よ
る
大

那
覇
市
の
目
標
に
つ
い
て
は
石
川
構
想
の
地

域
制
の
う
え
に
内
容
を
充
実
さ
せ
て
各
セ
ン

タ
ー
の
有
機
的
つ
な
が
り
を
密
に
し
、
現
在

の
消
費
形
態
の
在
り
方
を
生
産
形
態
へ
移
つ

す
こ
と
に
よ
つ
て
合
併
自
体
が
直
ち
に
首
都

の
性
格
を
打
樹
て
る
こ
と
に
し
た
い

当
間
氏
略
歴

大
正
九
年
京
大
法
学
部
卒
、

神
戸
、
長
崎
の
裁
判
所
判
事
を
経
て
大
正
十

一
年
那
覇
市
中
央
裁
判
所
判
事
、
昭
和
八
年

那
覇
市
助
役
、
同
十
四
年
那
覇
市
長
、
四
十

六
年
戦
後
初
代
那
覇
市
長
、
四
十
八
年
民
政

府
経
済
部
長
、
四
九
年
行
政
法
務
部
長
、
五

一
年
上
訴
裁
首
席
判
事

島
袋
氏
、
き
の
う
届
け
出
る
／

”
植
民
地
化
か
ら
の
脱
離
”

ね
ら
う

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
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那
覇
市
長
特
別
選
挙
に
出
馬
を
噂
さ
れ
て

い
た
島
袋
嘉
順
氏

二
八

は
二
十
三
日

午
前
十
時
、
人
民
党
公
認
と
し
て
、
那
覇

市
選
管
委
に
立
候
補
を
届
出
た
。
こ
れ
で

一
日
先
き
に
名
乗
り
を
あ
げ
た
市
当
局
派

が
推
す
当
間
重
剛
氏
と
対
決
す
る
こ
と
に

な
り
、
早
速
言
論
戦
が
展
開
さ
れ
よ
う
。

島
袋
氏
は
届
出
と
共
に
次
の
よ
う
な
立
候

補
の
抱
負
を
述
べ
た
。

今
や
沖
縄
人
民
の
全
生
活
は
く
ず
れ
、
ま
す

ま
す
苦
し
く
な
つ
て
お
り
、
こ
れ
は
直
接
那

覇
市
の
姿
に
現
れ
て
い
る
。
こ
の
事
は
一
日

も
早
く
現
在
の
ア
メ
リ
カ
の
占
領
行
政
か
ら

離
れ
て
日
本
に
復
帰
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
き
わ
め
て
明
か
な
証
拠
で
あ
り
、
全

市
民
が
そ
れ
を
望
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
が
那

覇
の
市
政
は
復
帰
を
好
ま
ず
、
公
然
と
反
対

す
る
過
去
二
代
の
市
長
や
そ
の
取
巻
き
議
員

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

十
月

二
五
五



達
に
よ
つ
て
ろ
う
断
さ
れ
無
視
さ
れ
て
来

た
。
し
か
も
今
ま
た
沖
縄
の
あ
ら
ゆ
る
保
守

反
動
の
輩
が
一
た
ば
に
な
つ
て
市
民
の
存
在

を
無
視
し
、
市
民
の
生
活
の
要
求
に
目
を
つ

ぶ
つ
て
再
び
市
政
を
ひ
き
継
ご
う
と
し
て
い

る
。
こ
の
事
は
今
次
市
長
選
挙
の
一
番
重
要

な
意
義
で
あ
る
事
を
全
市
民
は
よ
く
知
つ
て

戴
き
た
い
。
人
民
党
は
こ
れ
迄
市
民
と
提
携

し
て
や
つ
て
来
た
あ
ら
ゆ
る
運
動
や
市
会
で

の
活
動
を
通
じ
て
今
後
市
民
が
現
在
の
植
民

地
化
さ
れ
て
行
く
生
活
を
く
い
止
め
安
定
し

た
生
活
を
求
め
繁
栄
の
た
め
の
政
治
方
針
と

し
て
市
政
綱
領
を
作
つ
た
。
こ
れ
に
は
人
民

党
の
公
認
候
補
が
市
長
に
な
つ
た
ら
全
市
民

の
協
力
を
得
て
、
こ
う
い
う
市
政
を
行
う
と

い
う
事
を
う
た
つ
た
も
の
で
あ
る
。
全
市
民

の
理
解
と
支
持
に
よ
つ
て
我
々
の
愛
す
る
那

覇
市
を
明
る
く
暮
し
よ
く
す
る
た
め
に
一
生

懸
命
働
き
た
い
。

ど
つ
と
！
水
の
饗
宴
／
こ
れ
か

ら
ジ
ヤ
ブ
ジ
ヤ
ブ
使
え
る
ぞ

／
き
の
う
軍
が
那
覇
市
へ
通

水
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旧
那
覇
市
水
道
施
設
を
移
管
す
る
ま
で
民

政
府
で
は
軍
の
敷
設
パ
イ
プ
と
市
水
道
幹

線
の
連
結
点
に
量
水
器
を
取
付
け
次
第
、

那
覇
市
へ
の
給
水
を
開
始
す
る
こ
と
に
な

つ
て
い
た
が
、
こ
れ
が
取
付
工
事
も
終
え

二
十
七
日
午
後
二
時
半
か
ら
泊
高
橋

交

叉
点

で
初
の
通
水
式
が
行
わ
れ
た
。
軍

Ｄ
Ｅ
係
官
を
は
じ
め
嘉
手
納
市
助
役
、
幸

喜
建
設
部
長
、
亀
島
公
共
施
設
課
長
ら
が

立
会
い
助
役
の
手
に
よ
つ
て
軍
民
を
結
ぶ

バ
ル
ブ
が
緩
め
ら
れ
る
と
軍
専
用
水
と
し

て
一
号
線
を
つ
ゝ
走
つ
て
い
た
水
・
水
・

水

の
奔
流
が
ど
ツ
と
セ
キ
を
切
つ
て
押

流
さ
れ
、
市
内
を
め
ぐ
る
本
格
パ
イ
プ
も

久
し
ぶ
り
水
の
饗
宴
に
満
腹
し
た
。

こ
れ
で
量
の
制
限
も
解
除
し
悩
み
の
種
と
な

つ
て
い
た
時
間
節
水
や
非
常
の
際
の
水
不
足

も
解
消
さ
れ
て
市
民
へ
充
分
な
給
水
が
実
現

し
た
わ
け
。
同
課
で
は
全
管
線
に
水
を
一
杯

た
た
え
て
各
家
庭
の
台
所
と
つ
な
が
る
給
水

栓
に
一
層
バ
リ
キ
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
、

今
ま
で
の
申
込
受
付
を
や
め
て
直
接
課
員
が

街
へ
進
出
、
豊
か
な
水
を
ど
う
ぞ

と
勧

誘
に
乗
り
出
す
と
大
は
り
き
り
だ
。

亀
島
課
長
談

あ
と
は
キ
ボ
の
大
き
な
軍
水

道
移
譲
を
待
つ
ば
か
り
で
ホ
ツ
と
し
た
。
市

の
都
計
工
事
と
並
行
し
て
来
月
あ
た
り
か
ら

五
十
四
年
度
水
道
工
事
に
移
り
、
牧
志
街
道

配
管
を
は
じ
め
取
残
さ
れ
た
現
市
内
支
線
旧

市
街
地
の
幹
線
工
事
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な

つ
て
い
る
。

首
里
バ
ス
問
題
／
市
営
バ
ス
へ

／
結
局
、
落
付
く
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首
里
バ
ス
の
市
営
移
管
促
進
に
つ
い
て
去
る

十
二
日
以
来
、
六
日
間
に
わ
た
つ
て
開
か
れ

た
首
里
市
議
会
特
別
委
員
会
は
慎
重
に
審
議

し
た
結
果
大
た
い
次
の
よ
う
に
促
進
す
る
方

法
を
決
め
た

▽
首
里
バ
ス
の
市
営
移
管
に
つ
い
て
首
里

市
長
、
首
里
市
会
議
長
名
で

趣
意
書

二
千
枚
を
印
刷
し
タ
イ
ム
ス
琉
球
新
報
紙

に
折
込
み
市
内
購
読
者
に
配
付
、
賛
同
を

得
る
▽
市
の
財
源
に
及
ぶ
利
益
と
現
在
乱
立
す

る
バ
ス
業
者
の
経
営
難
を
数
字
に
示
し
た

書
類
を
作
成
す
る
こ
と

▽
全
委
員
市
民
株
主
を
戸
別
に
訪
問
承
認

を
得
、
株
金
の
買
上
げ
折
衝
す
る

統
一
五
大
綱
領
い
ま
何
処
？
／

那
覇
市
長
選
挙
繞
り
／
人
民

党
が
社
大
党
へ
質
問
状

琉
新
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那
覇
市
長
選
挙
を
機
に
、
社
大
・
人
民
両
野

党
連
合
は
完
全
に
崩
潰
す
る
公
算
が
大
と
な

つ
て
き
た
。
即
ち
さ
る
中
北
部
立
法
院
議
員

補
選
に
際
し
、
両
野
党
は
統
一
五
大
綱
領
を

か
か
げ
両
選
挙
と
も
に
社
大
党
公
認
候
補
を

統
一
候
補
と
し
て
推
し
出
し
た
て
ま
え
、
人

民
党
で
は
今
次
那
覇
市
長
選
挙
に
お
け
る
同

党
公
認
候
補
に
つ
い
て
の
共
同
選
挙
運
動
の

申
入
れ
を
社
大
党
に
行
つ
た
が
、
こ
れ
に
対

し
、
社
大
党
は

断
り
状

を
正
式
に
人
民

党
に
送
付
、
人
民
党
の
動
き
が
注
目
さ
れ
て

い
た
が
、
同
党
で
は
一
日
社
大
党
中
央
委
員

会
に
対
す
る
質
問
状
を
公
開
し
た
。
同
質
問

状
は
統
一
五
大
綱
領
を
た
て
に
社
大
党
の
公

約
と
実
践
の
矛
盾
を
強
く
指
摘
し
、
五
大
綱

領
を
放
棄
し
て
い
な
け
れ
ば
那
覇
市
長
候
補

当
間
重
剛
氏
に
反
対
す
べ
き
で
あ
る
と
強
調

し
て
い
る
。
政
界
消
息
筋
で
は
人
民
党
の
こ

の
質
問
状
に
対
し
、
社
大
党
は

人
民
党
が

日
本
共
産
党
と
提
携

し
て
い
る
事
実
が
判

明
し
て
い
る
こ
と
と
も
か
ら
み
合
せ
て
こ
れ

を
無
視
す
る
態
度
に
出
る
も
の
と
み
て
い
る

が
、
こ
れ
を
裏
ず
け
る
か
の
ご
と
く
平
良
社

大
党
委
員
長
も

わ
が
党
が
こ
れ
に
と
り
あ

う
か
ど
う
か
は
な
ん
と
も
い
え
ぬ

と
語
つ

て
い
る
。
な
お
同
質
問
状
に
は
社
大
党
へ
の

質
問
に
か
こ
つ
け
て
当
間
候
補
を
非
難
攻
撃

し
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
選
挙
戦
最
中
で
あ

る
だ
け
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

公
約
と
実
践
に
矛
盾
／
社
大
党
の
態
度
を

痛
烈
に
批
判

人
民
党
か
ら
社
大
党
に
対
す
る
質
問
状
概
要

は
次
の
と
お
り

わ
が
党
は
民
族
の
独
立
と
自
由
、
平
和
の
為

に
貴
党
と
五
大
綱
領
を
公
約
し
中
北
部
選
挙

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

十
｜
十
一
月

二
五
六



に
於
て
は
同
様
の
五
大
綱
領
を
全
人
民
に
訴

え
大
衆
の
絶
対
的
支
持
を
も
つ
て
勝
利
し

た
、
其
公
約
は
決
し
て
口
先
だ
け
の
公
約
で

な
く
ま
た
選
挙
に
勝
つ
た
め
の
道
具
で
も
な

か
つ
た
は
ず
で
あ
る
、
公
約
し
た
五
大
綱
領

即
ち

一

即
時
完
全
日
本
復
帰
、

二

琉
球
植
民
地
化
反
対
、
占
領
行
政
継
続
反
対

三

労
働
法
の
即
時
制
定
、

四

土
地
取

上
強
制
立
退
絶
対
反
対
未
解
放
地
の
解
放

五

比
嘉
任
命
政
府
の
打
倒
、
主
席
公
選

の
実
現
、
こ
の
五
大
綱
領
こ
そ
当
面
す
る
琉

球
百
万
人
民
の
民
族
的
危
機
を
打
開
す
る
道

で
あ
る
と
い
う
一
致
し
た
意
見
に
基
き
貴
党

と
我
が
党
は
共
同
戦
線
を
も
つ
て
民
族
危
機

打
開
の
た
め
に
献
身
す
る
こ
と
を
全
人
民
に

訴
え
誓
つ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
貴
党
の
那
覇
市
長
選
挙
に
対
す
る

回
答
は
、
甚
だ
あ
い
ま
い
で
自
己
矛
盾
に
充

ち
て
い
る
、
わ
が
党
は
民
族
の
危
機
を
憂
え

る
が
故
に
五
大
綱
領
の
意
義
を
一
層
明
確
に

し
民
族
危
機
打
開
の
斗
い
を
更
に
強
固
な
ら

し
め
る
た
め
に
貴
党
の
回
答
の
あ
い
ま
い
と

自
己
矛
盾
を
率
直
に
指
摘
す
る
も
の
で
あ

る
、
批
判
と
大
衆
討
論
こ
そ
が
運
動
を
正
し

く
導
く
た
だ
一
つ
の
鍵
で
あ
る
が
故
に
わ
が

党
は
貴
党
に
対
す
る
質
問
を
大
衆
に
公
開
し

大
衆
と
共
に
討
論
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
、

△
質
問
一

当
間
重
剛
氏
は
戦
前
は
野
蛮
な
日
本

帝
国
主
義
の
手
先
と
な
り
、
翼
賛
会
沖
縄
県

支
部
事
務
局
長
と
し
て
国
民
を
お
そ
る
べ
き

戦
争
へ
狩
り
立
て
戦
後
は
ア
メ
リ
カ
軍
政
府

の
任
命
に
よ
り
志
喜
屋
知
事
時
代
の
那
覇
市

長
と
な
り
続
い
て
琉
球
最
高
裁
判
所
の
首
席

判
事
に
任
命
さ
れ
た
、
任
命
な
る
も
の
は
大

衆
に
責
任
を
負
わ
な
い
、
更
に
当
間
重
剛
氏

は
信
託
統
治
賛
成
論
者
の
一
味
と
直
結
し
て

い
る
、
こ
の
よ
う
に
今
回
の
那
覇
市
長
選
挙

は
植
民
地
化
賛
成
か
、
植
民
地
化
反
対
、
日

本
復
帰
か
の
重
大
意
義
を
も
つ
て
お
り
、
わ

が
党
は
人
民
大
衆
と
五
大
綱
領
に
反
対
し
琉

球
の
ア
メ
リ
カ
統
治
に
賛
成
す
る
当
間
重
剛

氏
と
徹
底
的
に
斗
う
こ
と
を
決
定
し
党
公
認

候
補
と
し
て
同
志
島
袋
嘉
順
を
立
候
補
さ
せ

た
、
か
か
る
重
大
な
意
義
を
も
つ
市
長
選
挙

に
対
す
る
貴
党
の

地
方
自
治
体
選
挙
に
は

タ
ツ
チ
し
な
い

故
に
共
同
斗
争
は
反
対
で

あ
る
と
い
う
傍
観
的
態
度
は
当
間
重
剛
氏
の

植
民
地
政
策
を
黙
認
し
、
大
衆
と
公
約
し
た

五
大
綱
領
を
放
棄
し
た
と
断
定
せ
ざ
る
を
得

な
い
が
、
貴
党
の
見
解
如
何
、

二

も
し
貴
党
が
五
大
綱
領
を
放
棄
し
て

い
な
い
と
す
れ
ば
何
故
当
間
氏
の
政
策
粉
砕

の
た
め
に
斗
わ
な
い
か
、

三

斗
わ
な
い
と
す
れ
ば
植
民
地
政
策
に

目
を
お
お
い
救
国
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
五
大

綱
領
を
放
棄
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で

あ
る
、
も
し
貴
党
が
五
大
綱
領
を
放
棄
し
な

い
と
い
う
な
ら
ば
貴
党
の
公
約
は
紙
上
の
空

文
で
あ
り
、
理
論
と
実
践
の
矛
盾
を
生
ん
で

い
る
が
貴
党
の
見
解
如
何
、

四

、
貴
党
は
当
間
重
剛
氏
が
五
大
綱
領
の

貫
徹
の
た
め
全
人
民
の
先
頭
に
立
つ
て
斗
い

う
る
人
物
と
思
う
か
、

五

、
も
し
斗
い
得
る
人
物
と
思
う
な
ら
ば

具
体
的
に
保
障
出
来
る
根
拠
を
示
し
て
も
ら

い
た
い
、

六

、
大
衆
の
台
所
と
直
結
す
る
地
方
自
治

体
選
挙
に
タ
ツ
チ
し
な
い
と
い
う
方
針
は
大

衆
の
生
活
に
対
す
る
不
認
識
と
無
視
で
あ
る

と
思
う
が
貴
党
の
見
解
如
何
、

七

、
去
る
十
月
十
七
日
の
新
聞
紙
上
で
安

里
書
記
長
は

人
民
党
は
三
条
撤
廃
を
目
標

に
し
て
お
り
、
社
大
党
は
即
時
復
帰
で
打
切

つ
て
い
る
、
こ
の
様
に
統
一
綱
領
を
あ
げ
て

は
い
て
も
一
線
を
画
し
て
い
る
と
述
べ
て
い

る
貴
党
は
中
北
部
選
挙
に
お
け
る
公
約
を
も

う
一
度
冷
静
に
反
省
す
る
必
要
は
な
か
ろ
う

か
、
安
里
書
記
長
談
は
第
一
に
即
時
完
全
日

本
復
帰
の
内
容
を
意
識
的
に
ぼ
か
し
て
お

り
、
こ
の
こ
と
が
や
が
て
人
民
に
対
す
る
欺

瞞
に
転
化
す
る
こ
と
を
憂
え
共
同
責
務
完
徹

の
た
め
率
直
に
忠
告
し
た
い
、
即
ち
安
里
書

記
長
談
は
統
一
綱
領
の
意
義
に
対
す
る
不
認

識
を
示
す
も
の
で
あ
る
、
さ
か
の
ぼ
る
と
中

部
選
挙
で
は
社
大
、
人
民
両
党
は
講
和
条
約

第
三
条
撤
廃
運
動
の
先
頭
に
立
つ
て
民
族
の

大
悲
願
実
現
の
た
め
に
相
提
携
し
て
斗
う
こ

と
を
中
部
の
全
有
権
者
並
び
に
全
琉
同
胞
に

共
同
声
明

を
行
つ
た
、
従
つ
て
安
里
書

記
長
談
は
当
時
の
五
大
綱
領
に
逆
向
し
て
い

る
と
思
う
が
貴
党
の
見
解
如
何
、

移
管
で
賛
否
対
立
／
首
里
バ
ス

問
題
、
難
コ
ー
ス

琉
新
　
１
９
５
３
・
11
・
２

首
里
バ
ス
市
営
移
管
問
題
は
そ
の
方
法
で
行

き
詰
り
の
状
態
を
み
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

が
三
十
一
日
開
か
れ
た
バ
ス
株
主
総
会
後
市

営
移
管
に
つ
い
て
株
主
側
の
懇
談
会
を
開
い

た
が
と
く
に
城
間
委
員
長
、
佐
久
川
副
委
員

長
を
招
き
、
同
問
題
に
つ
い
て
意
見
の
交
換

を
行
つ
た
が
先
ず
委
員
長
か
ら
首
里
バ
ス
を

市
営
移
管
に
す
る
事
は
法
人
税
の
免
除
、
多

額
の
人
件
費
の
削
減
な
ど
が
首
里
市
財
政
を

う
る
ほ
す
の
で
首
里
市
の
た
め
に
こ
れ
が
移

管
に
株
主
の
協
力
を
要
望
、
そ
の
方
法
と
し

て
ま
ず
現
在
一
般
市
民
が
も
つ
て
い
る
二
万

株
を
速
に
市
に
譲
渡
し
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
の
に
対
し
、
株
主
側
は
市
営
移
管
に
は
勿

論
賛
成
で
あ
る
が
三
年
前
と
現
在
の
バ
ス
会

社
の
資
産
の
評
価
と
く
に
株
券
の
評
価
を
ど

う
す
る
か
、
ま
た
市
営
移
管
後
の
確
実
な
経

営
の
み
と
お
し
、
こ
れ
の
科
学
的
な
調
査
資

料
を
も
つ
て
い
る
か
と
は
げ
し
く
委
員
長
ら

に
詰
め
よ
つ
た
が
委
員
会
側
が
資
料
が
な
い
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た
め
終
始
観
念
論
に
終
り
な
か
な
か
意
見
が

ま
と
ま
ら
ず
遂
に
は
皮
肉
や
野
次
も
と
び
だ

す
な
ど
感
情
的
対
立
と
な
り
、
場
内
は
一
時

騒
然
と
な
つ
た
が
結
局
市
営
移
管
問
題
は
首

里
市
の
政
治
斗
争
と
も
み
ら
れ
て
い
る
の
で

移
管
問
題
の
解
決
は
頗
る
困
難
視
さ
れ
て
い

る
水
道
・
道
路
起
債
で
実
現
／
宮

里
真
和
志
市
長
本
土
視
察
よ

り
帰
る

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
３
・
11
・
５

約
一
カ
月
の
予
定
で
東
京
、
関
西
方
面
の

主
要
都
市
を
視
察
中
の
真
和
志
市
長
宮
里

栄
輝
氏
は
三
日
晩
空
路
帰
島
次
の
よ
う
に

語
つ
た
。

主
と
し
て
都
市
計
画
、
市
町
村
財
政
面
を
研

究
し
た
が
、
日
本
政
府
の
戦
災
都
市
の
復
興

に
大
き
い
援
助
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
の
を

み
て
感
激
し
た
。
戦
災
都
市
は
、
八
割
の
国

家
負
担
で
復
興
さ
せ
て
い
る
、
起
債
に
し
て

も
、
水
道
施
設
、
校
舎
建
築
、
下
水
道
な
ど

二
十
年
間
と
い
う
、
長
期
貸
付
を
お
こ
な
つ

て
い
る
現
状
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
沖
縄
に
お

い
て
も
貸
付
条
件
を
緩
和
、
長
期
貸
付
を
行

わ
な
い
限
り
市
町
村
の
復
興
は
希
め
な
い
と

シ
ミ
ジ
ミ
痛
感
し
た
都
市
計
画
の
立
案
並
に

そ
の
施
行
は
一
切
県
の
復
興
事
務
所
で
行
い

市
町
村
単
独
で
は
や
つ
て
い
な
い
。
そ
の
理

由
は
、
施
行
に
伴
い
、
利
害
得
失
な
ど
政
治

的
な
雑
音
の
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る

と
の
こ
と
だ
つ
た
。
目
下
沖
縄
で
騒
れ
て
い

る
軍
用
地

基
地

に
つ
い
て
も
調
査
し
た

が
、
軍
用
地
の
貸
地
料
は
そ
の
土
地
の
年
所

得
額
の
八
割
ま
で
支
払
わ
れ
て
お
り
、
沖
縄

と
比
較
し
て
、
全
く
雲
泥
の
差
で
あ
る
軍
用

地
を
貸
し
た
お
か
げ
で
、
他
に
仕
事
を
せ
ず

と
も
生
活
出
来
る
と
い
う
人
も
い
る
位
、
恵

ま
れ
た
条
件
に
あ
る
。
軍
用
地
の
法
規
関
係

一
切
も
ち
帰
つ
た
。

な
お
同
市
長
は
、
市
昇
格
の
記
念
事
業
と

し
て
水
道
、
市
内
主
要
幹
線
道
路
の
完
備

の
た
め
、
起
債
を
お
こ
し
実
現
せ
し
め
た

い
と
語
つ
た
。

｜
社
　
説
｜

那
覇
市
長
選
挙
を
前
に

琉
新
　
１
９
５
３
・
11
・
６

那
覇
市
の
特
別
市
長
選
挙
は
い
よ
い
よ
明

後
日
に
迫
つ
た
。
又
吉
市
長
が
都
市
計
画
進

行
中
途
に
し
て
た
お
れ
た
た
め
に
、
こ
の
選

挙
は
各
方
面
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
が
選

挙
戦
そ
の
も
の
は
低
調
の
よ
う
で
、
や
つ
と

終
盤
戦
に
入
つ
て
か
ら
色
め
い
た
く
ら
い
で

あ
る
。
前
の
選
挙
で
は
又
吉
対
仲
本
氏
の
対

戦
で
、
又
吉
氏
と
し
て
は
選
挙
に
打
つ
て
出

る
と
い
う
こ
と
は
始
め
て
で
あ
り
、
仲
本
氏

は
選
挙
巧
者
と
い
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
、
選

挙
運
動
開
始
前
か
ら
火
花
を
散
ら
す
白
熱
戦

の
観
が
あ
つ
た
。
最
後
に
は
個
人
攻
撃
な
ど

の
泥
試
合
も
と
び
出
す
ほ
ど
で
選
挙
民
の
ひ

ん
し
ゆ
く
を
買
う
場
面
な
ど
も
あ
つ
た
が
、

こ
れ
に
比
す
れ
ば
今
回
の
選
挙
は
静
粛
な
も

の
で
あ
る
。

市
民
の
関
心
が
湧
か
な
い
の
は
、
今
回
の

市
長
は
市
村
合
併
ま
で
の
短
期
間
だ
か
ら
と

い
う
こ
と
も
、
か
な
り
原
因
に
な
つ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
市
政
を
委
か

す
に
長
期
も
短
期
も
あ
る
も
の
で
は
な
い
。

候
補
者
に
し
て
も
立
候
補
し
て
以
来
の
緊
張

は
、
必
勝
を
期
し
て
最
善
の
努
力
を
傾
け
て

い
る
わ
け
だ
。
当
間
候
補
は
上
訴
裁
首
席
判

事
と
い
う
地
位
を
な
げ
出
し
、
か
つ
て
市
長

で
あ
つ
た
父
君
や
令
弟
の
事
業
を
完
成
し
よ

う
と
の
決
意
で
あ
り
、
ま
た
戦
前
戦
後
を
通

じ
て
自
ら
も
市
長
で
あ
つ
た
し
殊
に
那
覇
、

真
和
志
、
豊
見
城
、
小
禄
を
一
円
と
す
る
大

那
覇
市
計
画
の
立
案
者
で
も
あ
つ
た
か
ら
今

回
の
立
候
補
は
責
任
と
自
信
を
も
つ
て
、
立

向
つ
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
島
袋
候
補

は
市
町
村
制
改
正
に
よ
る
特
別
補
充
選
挙
で

今
春
議
会
人
と
な
つ
た
那
覇
市
議
会
の
新
顔

で
、
人
民
党
公
認
候
補
で
あ
る
。
議
会
の
席

を
投
げ
う
つ
て
、
占
領
行
政
か
ら
離
れ
て
日

本
に
復
帰
し
今
後
市
民
が
植
民
地
化
さ
れ
て

行
く
生
活
を
喰
と
め
る
と
い
う
こ
と
を
目
指

し
て
斗
う
と
い
う
決
意
と
自
信
を
も
つ
て
、

こ
れ
ま
た
選
挙
戦
に
臨
ん
で
い
る
よ
う
で
あ

る
。
当
間
側
で
は

王
道
の
斗
い
は
破
邪
の

斗
を
好
ま
ず

と
正
々
堂
々
と
斗
う
と
気
概

を
示
し
九
対
一
以
下
の
圧
倒
的
勝
利
を
信

じ
、
島
袋
側
も
党
員
が
一
丸
と
な
つ
て
当
り

必
勝
を
期
し
て
の
活
動
で
盛
ん
に
気
勢
を
あ

げ
、
ま
あ
六
対
四
で
勝
つ
の
だ
と
確
信
の
ほ

ど
を
の
べ
て
い
る
。
選
挙
戦
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
皮
算
用
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
公
称
と
実

際
が
ど
ん
な
開
き
で
現
わ
れ
る
か
は
、
一
つ

の
興
味
で
あ
る
。

選
挙
戦
と
な
れ
ば
鳴
物
入
り
の
賑
か
さ
に

げ
ん
惑
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
候
補
者
の
掲
げ

た
政
策
と
、
そ
の
政
策
を
公
約
ど
お
り
実
現

し
得
る
人
で
あ
る
か
何
う
か
を
選
挙
民
は
充

分
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
当
間

候
補
は
、
合
併
問
題
、
旧
市
街
の
開
放
と
そ

の
区
画
整
理
、
上
下
水
道
の
施
設
、
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
設
置
な
ど
大
ま
か
な
政
綱
を
か

か
げ
、
那
覇
市
経
営
の
在
り
方
は
現
在
の
消

費
都
市
形
態
か
ら
生
産
都
市
へ
の
転
換
で
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
こ
に
都
市
合
併
即
ち
首

都
建
設
の
意
義
と
必
然
性
が
あ
る
と
し
て
、

こ
れ
が
実
現
と
都
市
事
業
の
遂
行
を
誓
つ
て

い
る
。
島
袋
候
補
は
人
民
党
と
し
て
の
市
政

綱
領
に
立
ち
、
対
外
問
題
と
し
て
比
嘉
任
命

政
府
打
倒
、
条
約
三
条
撤
廃
、
軍
用
地
、
教

育
失
業
保
険
問
題
な
ど
十
項
と
対
内
問
題
と

し
て
市
政
の
民
主
化
、
両
市
合
併
と
都
計
、
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埋
立
地
の
開
放
、
教
育
の
民
主
化
、
役
所
機

構
整
備
な
ど
十
二
項
目
で
、
全
市
民
の
理
解

と
支
持
に
よ
つ
て
那
覇
市
を
明
る
く
暮
ら
し

よ
く
す
る
た
め
一
生
懸
命
に
働
く
と
誓
つ
て

い
る
。
立
派
な
那
覇
市
、
全
琉
の
首
都
建
設
を
如

何
な
る
人
に
委
か
す
か
は
市
民
が
何
れ
の
候

補
を
選
ぶ
か
に
か
か
つ
て
い
る
。
那
覇
市
は

戦
災
か
ら
や
つ
と
復
興
し
、
当
間

重
民

又
吉
の
両
市
長
に
よ
つ
て
都
市
計
画
が
な
さ

れ
実
施
の
緒
に
つ
い
た
と
は
い
え
、
そ
の
完

成
に
は
な
お
多
く
の
時
日
と
困
難
が
横
わ

り
、
市
お
よ
び
議
会
、
市
民
が
一
体
と
な
つ

て
協
力
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

た
め
に
は
誠
意
を
も
つ
て
市
政
に
あ
た
る

人
、
公
約
を
実
現
し
得
る
実
力
の
人
を
必
要

と
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
市
民
が
こ
の

際
、
一
票
た
り
と
も
お
ろ
そ
か
に
せ
ず
、
棄

権
す
る
こ
と
な
く
良
き
市
長
、
名
市
長
を
選

ら
ぶ
こ
と
が
望
ま
し
い
。

｜
社
　
説
｜

新
都
市
建
設
と
市
長
選
挙

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
３
・
11
・
８

那
覇
市
長
の
選
挙
は
今
日
行
わ
れ
る
。
選
挙

運
動
が
甚
だ
低
調
で
あ
つ
た
の
で
、
棄
権
率

が
高
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
見
方
も
あ

る
が
、
さ
て
有
権
者
の
出
足
は
ど
う
か
。

棄
権
防
止
の
ビ
ラ
も
ま
か
れ
た
そ
う
で
あ
る

が
、
従
来
の
例
か
ら
考
え
る
と
、
各
候
補
の

運
動
が
下
部
ま
で
滲
透
し
て
居
れ
ば
棄
権
は

そ
う
多
く
出
な
い
し
、
そ
う
で
な
い
と
相
当

棄
権
が
多
く
な
る
と
い
う
結
果
を
み
る
で
あ

ろ
う
。

選
挙
の
結
果
が
ど
う
出
る
か
、
当
間
か
島
袋

か
。
蓋
を
あ
け
て
見
な
け
れ
ば

そ
の
道
の

古
強
者
達
に
は
或
は
わ
か
つ
て
居
る
か
も
知

れ
な
い
が

、
わ
か
ら
な
い
が
、
実
際
の
と

こ
ろ
、
余
り
興
味
を
ひ
く
選
挙
で
は
な
い
。

強
い
て
言
う
な
ら
ば
、
新
鋭
シ
マ
に
食
い
下

が
ら
れ
た
古
豪
ト
マ
が
如
何
に
も
迷
惑
千
万

と
い
つ
た
よ
う
な
お
も
も
ち
に
些
か
ユ
ー
モ

ア
を
感
ず
る
の
で
あ
る
。

那
覇
市
長
に
当
間
が
当
選
す
れ
ば
市
政
は
現

状
維
持
派
の
勝
利
と
な
つ
て
、
先
々
代
以
来

の
軌
道
を
辿
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
し
、
島

袋
が
当
選
す
れ
ば
現
状
を
打
破
す
る
こ
と
に

よ
つ
て
、
清
新
の
気
が
市
政
に
流
れ
こ
む
に

違
い
な
い
が
、
同
時
に
波
ら
ん
を
起
す
こ
と

も
免
ぬ
か
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
誰
れ
が
当
選
す
る
に
せ
よ
、
現
在

那
覇
市
が
当
面
し
、
そ
の
解
決
を
は
か
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
、
隣
接
市
村
と
の

合
併
に
よ
る
新
都
市
の
建
設
、
都
市
計
画
、

そ
れ
に
付
帯
す
る
道
路
の
改
修
、
上
下
水

道
の
開
設
、
庶
民
の
住
宅
、
そ
の
他
社
会
政

策
的
な
施
設
な
ど
幾
多
の
も
の
が
山
積
し
て

居
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
為
す
に
は
多
額

の
経
費
を
必
要
と
し
、
し
か
も
そ
の
経
費
を

す
べ
て
市
民
の
負
担
に
求
め
る
こ
と
は
到
底

出
来
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、

そ
の
う
ち
の
一
つ
で
さ
え
も
、
実
現
す
る
に

は
な
ま
や
さ
し
い
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る

か
ら
、
非
常
な
努
力
を
必
要
と
す
る
の
で
あ

る
。
都
市
計
画
に
し
て
も
、
目
抜
の
大
通
り
を
拡

張
し
舗
装
す
る
の
に
さ
え
一
カ
年
余
も
か
ゝ

る
始
末
で
あ
る
。
終
戦
後
、
旧
市
地
域
に
入

る
こ
と
が
許
さ
れ
ず
、
郊
外
に
群
居
す
る
の

余
儀
な
き
に
至
り
、
そ
れ
も
一
定
の
計
画
の

も
と
に
入
つ
た
の
で
は
な
く
、
軍
当
局
か
ら

許
可
を
う
け
た
分
だ
け

周
辺
に
は
な
お
軍

の
宿
舎
、
物
資
集
積
所
が
あ
っ
た
の
で
あ
る

割
り
こ
む
よ
う
に
し
て
、
い
れ
て
貰
う
と
い

う
甚
だ
気
の
毒
千
万

実
際
当
時
の
市
民
は

自
分
で
自
分
が
気
の
毒
に
な
る
思
い
が
し
た

に
違
い
な
い

な
実
状
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

従
つ
て
其
処
に
は
将
来
の
都
市
計
画
を
考
慮

に
い
れ
て
、
市
街
地
を
つ
く
る
と
い
う
よ
う

な
心
の
ゆ
と
り
な
ど
殆
ど
な
か
つ
た
の
は
是

非
も
な
い
事
で
あ
つ
た
と
い
う
て
い
い
。
そ

れ
が
今
日
都
計
を
実
施
す
る
に
当
つ
て
い
ろ

い
ろ
の
障
害
と
な
り
、
又
多
く
の
隘
路
を
つ

く
つ
て
し
ま
つ
た
原
因
を
な
し
、
計
画
の
実

行
を
特
に
む
つ
か
し
く
し
て
い
る
と
も
言
え

よ
う
。

都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
、

走
り
回
つ
て
い
る

自
動
車
に
も
は
ず
か
し
く
な
い
だ
け
の
道
路

を
つ
く
る
こ
と
も
大
き
な
仕
事
で
あ
る
し
、

上
下
水
道
を
整
備
す
る
の
も
簡
単
に
は
い
か

な
い
。
更
に
大
き
な
問
題
は
例
の
隣
接
市
村

と
の
合
併
問
題
で
あ
る
。

一
市
一
市
か
、
三
市
一
村
か
。
目
標
は
同
じ

で
あ
つ
て
も
、
そ
れ
に
行
き
つ
く
ま
で
の
道

程
を
選
ぶ
の
が
異
な
る
だ
け
で
あ
る
と
い
つ

て
も
、
そ
れ
が
政
治
的
に
は
一
致
点
を
見
出

し
難
い
程
の
開
き
と
な
つ
て
現
わ
れ
て
く

る
。
那
覇
、
真
和
志
の
両
市
間
に
於
け
る
過

去
の
い
き
さ
つ
が
よ
く
語
つ
て
居
る
通
り
で

あ
る
。

そ
の
開
き
を
縮
め
る
た
め
、
或
は
そ
れ
を
な

く
す
る
た
め
に
は
ど
ん
な
手
が
う
た
る
べ
き

で
あ
る
か
、

そ
れ
は
合
併
後
に
於
て
も
依

然
中
核
た
る
の
地
位
を
失
わ
な
い
那
覇
市
側

に
二
市
一
村
を
包
容
す
る
だ
け
の
政
治
的
度

胸
と
度
量
が
あ
れ
ば
、
顛
末
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
う
つ
べ
き
手
は
自
ら
見
出
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
で
は
な
く
し
て
、
那

覇
市
を
中
心
に
二
市
一
村
を
吸
収
併
合
す
る

と
い
う
考
え
方
で
終
始
す
る
と
、
出
来
る
も

の
も
結
局
は
出
来
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ

う
。
合
併
問
題
が
話
題
に
の
ぼ
つ
て
以
来
、

那
覇
市
側
が
如
何
な
る
考
え
方
で
、
如
何
に

動
い
て
き
た
か
、
を
関
係
者
は
こ
の
際
ふ
り

返
つ
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。

市
や
村
が
合
併
し
て
一
つ
の
行
政
区
域
に
仲

一
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よ
く
溶
け
こ
も
う
と
い
う
こ
と
は
、
そ
う
難

つ
か
し
い
こ
と
で
も
な
く
、
簡
単
に
行
き
そ

う
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
、
如
何

に
間
違
つ
て
い
る
か
は
言
う
ま
で
も
な
い

が
、
更
に
い
ざ
と
な
れ
ば
、
現
在
関
係
方
面

で
考
え
て
居
る
よ
り
も
遥
か
に
困
難
な
も
の

で
あ
る
こ
と
を
発
見
す
る
に
違
い
な
い
。
何

し
ろ
夫
々
長
い
歴
史
と
伝
統
を
も
つ
て
生
活

し
て
き
た
市
で
あ
り
村
で
あ
る
し
、
又
合
併

に
よ
つ
て
生
ず
る
政
治
的
な
変
化
に
よ
つ

て
、
そ
の
社
会
的
地
位
に
も
大
き
な
影
響
を

う
け
る
人
達
、

そ
れ
は
殆
ど
そ
の
市
村
の

有
力
者
達
で
あ
る

の
去
就
が
情
勢
に
強
く

影
響
す
る
こ
と
も
無
視
す
る
訳
に
も
い
か
な

い
か
ら
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
新
に
選
ば
れ
る
市
長
は
先

代
か
ら
引
き
つ
い
だ
合
併
問
題
に
直
面
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
合
併
に
も

ち
こ
ん
で
行
く
ま
で
の
努
力
が
求
め
ら
れ
て

居
る
の
で
あ
つ
て
、
合
併
後
の
新
都
市
の
建

設
に
も
引
き
つ
づ
き
責
任
を
負
う
も
の
で
な

い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
な

ぜ
な
ら
ば
合
併
が
実
現
す
れ
ば

那
覇
市
に

隣
接
市
村
が
吸
収
併
合
さ
れ
る
な
ら
別
で
あ

る
が

市
長
も
市
会
議
員
も
新
に
選
挙
さ
れ

て
、
執
行
機
関
と
議
決
機
関
が
新
都
市
に
ふ

さ
わ
し
い
姿
を
以
て
構
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
い
う
な
れ
ば
、
新
に

選
ば
れ
る
市
長
は
合
併
ま
で
の
、
暫
定
的
な

任
務
し
か
も
た
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

勿
論
合
併
後
の
選
挙
に
も
立
候
補
し
、
且
つ

当
選
す
る
な
ら
ば
、
更
に
新
し
い
任
務
に
つ

く
訳
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
来
年
の
こ

と
で
あ
つ
て
、
今
か
ら
兎
や
角
言
う
と
鬼
に

笑
わ
れ
る
。

し
か
し
合
併
ま
で
の
期
間
が
よ
し
短
か
い
か

ら
と
い
う
て
、
市
長
た
る
の
任
務
に
は
何
ら

変
る
と
こ
ろ
は
な
い
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
双

肩
に
か
ゝ
つ
て
く
る
重
い
荷
物
を
特
に
軽
く

し
て
貰
え
る
は
ず
の
も
の
で
は
な
い
、
こ
と

は
別
に
こ
と
わ
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

｜
社
　
説
｜

当
間
氏
の
那
覇
市
長
当
選
に
寄

す

琉
新
　
１
９
５
３
・
11
・
10

那
覇
市
の
市
長
選
挙
の
結
果
は
、
昨
九
日

開
票
の
結
果
当
間
重
剛
氏
が
一
万
三
千
余
票

を
獲
得
し
七
対
三
の
圧
倒
的
多
数
で
当
選
し

た
。
当
間
氏
の
当
選
は
最
初
か
ら
決
定
的
な

も
の
で
あ
つ
た
と
は
い
え
、
都
市
計
画
進
行

中
の
那
覇
市
に
と
つ
て
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

る
。
那
覇
市
の
都
市
計
画
は
一
九
四
九
年
十

一
月
当
間
重
民
氏
が
市
長
と
な
つ
て
以
来
進

め
ら
れ
た
が
重
民
氏
が
中
途
に
し
て
病
に
倒

れ
、
次
い
で
又
吉
前
市
長
が
都
市
計
画
を
継

承
、
泊
港
の
築
港
完
成
と
整
備
、
上
下
水
道
、

道
路
の
拡
幅
工
事
と
着
々
進
行
中
で
あ
つ
た

が
、
又
吉
氏
も
中
途
に
し
て
職
に
殉
じ
た
も

の
で
あ
つ
た
。
重
民
氏
は
当
間
新
市
長
の
令

弟
で
あ
り
、
又
吉
氏
は
意
見
を
同
じ
う
す
る

先
輩
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
当
間
氏
の
当
選
は

都
計
に
対
す
る
市
民
の
意
志
の
変
ら
な
い
こ

と
を
示
す
も
の
で
あ
る
、
当
間
氏
と
し
て
も

前
両
市
長
の
事
業
を
継
承
す
る
こ
と
は
本
懐

と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

当
間
新
市
長
は
明
治
二
十
八
年

一
八
九

五
年

生
れ
京
都
帝
大
仏
法
科
を
出
、
判
事

弁
護
士
を
経
て
昭
和
十
五
年

一
九
四
〇
年

那
覇
市
長
と
な
つ
た
。
戦
後
は
戦
争
直
後
の

那
覇
市
長
か
ら
沖
縄
民
政
府
経
済
部
長
、
琉

球
上
訴
裁
首
席
判
事
と
重
職
を
勤
め
、
今
春

し
た
し
く
米
国
を
視
察
し
て
お
り
、
学
識
経

験
と
も
に
備
つ
た
人
物
で
、
こ
と
に
軍
の
信

頼
も
厚
く
米
国
管
理
下
に
あ
る
琉
球
や
那
覇

市
に
と
つ
て
は
得
難
い
良
市
長
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。
又
吉
前
市
長
は
病
臥
中

当
間
氏

が
何
と
か
な
れ
ば

と
独
語
の
よ
う
に
の
べ

て
い
た
と
い
う
が
、
こ
れ
は
心
中
、
当
間
氏

に
対
し
大
き
な
期
待
と
希
望
を
か
け
て
い
た

こ
と
を
物
語
る
も
の
で
、
当
間
新
市
長
が
市

民
へ
の
当
選
あ
い
さ
つ
を
す
ま
す
と
又
吉
当

間
両
前
市
長
の
霊
前
に
報
告
、
焼
香
し
た
こ

と
は
当
間
氏
の
美
し
い
人
間
的
一
面
を
示
す

も
の
で
あ
る
。
当
間
氏
は
戦
前
の
市
長
時
代

す
で
に
大
那
覇
市
の
構
想
を
有
し
真
和
志
、

小
禄
、
豊
見
城
を
地
域
と
す
る
近
代
都
市
の

建
設
計
画
を
す
す
め
て
い
た
が
、
今
次
の
戦

争
で
実
現
に
至
ら
な
か
つ
た
。
戦
後
ふ
た
た

び
都
市
計
画
や
首
都
建
設
計
画
が
す
す
め
ら

れ
た
こ
と
は
故
な
き
こ
と
で
あ
り
、
戦
後
の

事
情
は
こ
れ
が
実
現
を
必
至
な
も
の
に
し
て

い
る
。
当
間
新
市
長
が
立
候
補
に
あ
た
つ
て
市
民

に
公
約
し
た
政
策
は
前
両
市
長
の
都
市
計
画

を
承
継
す
る
と
と
も
に

合
併
問
題
を
始
め

旧
市
街
の
開
放
と
そ
の
区
画
整
理
上
下
水
道

の
施
設
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
設
置

な
ど

大
綱
を
か
か
げ
、
更
に
現
在
の
消
費
都
市
か

ら
生
産
都
市
へ
の
転
換
を
目
指
し
て
い
る
。

合
併
問
題
は
又
吉
前
市
長
時
代
停
滞
し
て
進

捗
を
見
な
か
つ
た
が
、
今
回
の
選
挙
戦
を
機

会
と
し
て
真
和
志
、
首
里
市
、
小
禄
村
の
二

市
一
村
議
会
議
員
は
人
民
党
を
の
ぞ
く
殆
ん

ど
す
べ
て
が
当
間
氏
支
持
の
声
明
を
発
し
て

い
る
の
で
好
転
ど
こ
ろ
か
一
大
転
換
を
も
た

ら
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
泊
港
が
す
で

に
開
港
し
て
内
外
船
舶
が
輻
輳
し
、
軍
の
基

地
工
事
の
完
成
と
と
も
に
旧
那
覇
市
街
の
開

放
も
漸
次
迫
り
つ
つ
あ
る
が
、
す
で
に
出
来

上
つ
て
い
る
都
計
図
に
よ
つ
て
道
路
、
上
下

水
道
計
画
に
伴
う
区
画
整
理
も
大
事
業
と
い

え
る
。
こ
れ
は
現
在
の
消
費
地
区
と
相
ま
つ

て
、
首
都
の
中
心
部
と
な
る
も
の
で
あ
る
か

ら
名
実
と
も
に
近
代
都
市
と
し
て
恥
じ
な
い

計
画
と
施
設
が
実
現
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

十
一
月
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都
市
合
併
が
実
現
す
れ
ば
石
川
構
想
に
よ
つ

て
行
政
、
経
済
、
消
費
、
文
教
、
体
育
等
々

の
各
中
心
が
造
成
せ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る

が
、
こ
の
中
で
体
育
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
空
港
と
と
も
に
近
代
的
施

設
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
と
に
戦
後
の
趨

勢
と
し
て
も
、
青
少
年
指
導
の
立
場
か
ら
も

ス
ポ
ー
ツ
の
も
つ
意
義
は
大
き
く
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
施
設
と
い
う
こ
と
は
全
琉
住
民
に

と
つ
て
も
大
き
な
期
待
で
も
あ
る
。

当
間
新
市
長
の
公
約
は
市
民
と
全
琉
住
民

に
関
係
す
る
だ
け
に
大
き
い
希
望
を
か
け
る

も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
莫

大
な
予
算
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。
首
都
建
設

と
い
う
歴
史
的
事
業
を
完
遂
す
る
に
は
新
市

長
の
尽
力
に
待
つ
が
更
に
軍
の
理
解
と
市
民

の
絶
え
ざ
る
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

那
覇
市
長
選
挙
当
間
氏
圧
倒
的

に
勝
つ
／
得
票
数
一
三
、
四

〇
三
／
島
袋
氏
と
の
開
き
七
、

四
二
四

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
３
・
11
・
10

那
覇
市
長
選
挙
は
終
つ
た
。
九
日
開
票
の
結

果
は
当
間
氏
一
万
三
千
四
百
三
票
で
島
袋
氏

を
七
千
四
百
余
票
、
引
離
し
て
悠
々
当
選
し

た
。
選
管
委
で
は
き
よ
う
当
選
の
告
示
と
共

に
通
知
を
発
し
、
そ
の
後
、
当
間
氏
の
承
諾

を
得
て
両
三
日
中
に
当
選
証
書
を
交
付
す
る

こ
と
に
な
る
。

○

九
日
の
開
票
事
務
は
事
務
馴
れ
し
た
職

員
の
手
さ
ば
き
で
ス
ム
ー
ズ
に
運
び
、
十
一

時
半
、
記
録
と
の
照
合
を
終
え
て
得
票
の
計

算
に
入
る
と
両
者
の
開
き
は
忽
ち
五
千
対
一

千
、
七
千
対
三
千
と
ハ
ツ
キ
リ
し
て
来
る
、

も
は
や
ど
れ
だ
け
引
離
す
か
が
問
題
で
あ
つ

た
。
○

か
く
て
十
二
時
二
十
分
現
在
で
は
当
間

一
万
七
百
対
島
袋
五
千
二
百
で
勝
敗
は
決
し

た
形
。

そ
の
頃
。
各
社
速
報
板
に
群
が
る

市
民
の
間
で
は

さ
す
が
は
当
間
さ
ん
だ
。

若
い
者
で
は
駄
目
で
す
よ

と
い
う
声
が
き

か
れ
る
一
方

ホ
ホ
ー
五
千
も
越
し
た
か
、

偉
い
も
の
だ

と
人
民
党
勢
力
の
伸
長
に
感

歎
を
送
る
労
働
者
階
級
や
知
識
人
の
群
れ
も

少
く
な
か
つ
た
。

ま
ず
合
併
問
題
に
着
手
／
や
り
た
い
の

が
多
く
て
ね
…
／
当
間
氏
語
る

九
日
正
午
、
当
間
選
挙
事
務
所
で
は
早
く

も
当
選
御
礼
と
張
出
し
た
ト
ラ
ツ
ク
が
景

気
よ
く
く
り
出
さ
れ
る
。
家
の
子
郎
党
に

囲
ま
れ
た
当
間
さ
ん
は
例
の
ゆ
つ
た
り
と

し
た
態
度
で
当
選
の
弁
を
一
ク
サ
リ
。

当
間
氏
の
話
＝
私
の
任
期
は
ず
い
分
短
か

い
。
や
り
た
い
こ
と
は
沢
山
あ
る
の
で
一
日

も
早
く
就
任
し
た
い
。
合
併
問
題
は
早
速
関

係
市
町
村
と
交
渉
を
始
め
る
つ
も
り
だ
。
区

画
整
理
工
事
も
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
こ

う
し
た
の
は
財
政
面
と
に
ら
み
合
せ
隘
路
が

あ
れ
ば
ド
シ
ド
シ
打
開
策
を
講
じ
た
い
。
そ

の
他
土
地
開
放
な
ど
民
政
府
と
の
交
渉
を
待

た
れ
る
問
題
も
ず
い
分
あ
る
。

今
後
の
活
躍
に
期
待
／
当
間
氏
の
当
選

喜
ぶ
／
（
比
嘉
主
席
談
）

有
権
者
の
半
数
に
近
い
棄
権
の
あ
つ
た
こ
と

は
、
そ
の
間
に
色
々
の
事
情
が
あ
つ
た
に
し

て
も
、
誠
に
遺
憾
に
た
え
な
い
。
当
間
氏
が

圧
倒
的
勝
利
を
収
め
た
の
は
、
当
然
の
こ
と

と
思
う
が
、
こ
れ
で
又
吉
前
市
長
の
霊
も
最

も
よ
き
後
継
者
を
得
て
喜
ん
で
い
る
こ
と
と

思
う
。
当
間
新
市
長
の
今
後
の
市
政
に
関
す

る
御
活
躍
に
大
い
に
期
待
す
る
と
共
に
主
席

の
立
場
か
ら
能
う
限
り
の
御
協
力
を
し
た
い

と
思
つ
て
い
る
。
軍
当
局
も
大
那
覇
市
建
設

の
た
め
に
当
間
新
市
長
に
対
し
て
全
福
の
援

助
を
与
え
る
も
の
と
信
じ
て
い
る
。
幾
多
の

困
難
な
問
題
が
山
積
し
て
い
る
大
那
覇
市
の

市
政
運
営
に
当
間
氏
の
如
く
人
格
、
手
腕
、

力
量
、
識
見
と
も
に
兼
ね
備
え
た
最
適
任
者

を
得
た
こ
と
は
全
琉
の
首
都
た
る
那
覇
市
の

た
め
に
誠
に
喜
び
に
た
え
な
い
。

市
民
の
支
持
に
感
謝
／
今
後
も
党
政
策

推
進
／
島
袋
氏
語
る

勝
敗
決
し
た
午
後
四
時
す
ぎ
島
袋
候
補
事
務

所
を
訪
れ
る
。
流
石
に
此
処
は
シ
ユ
ン
と
し

た
空
気
で
あ
つ
た
が
玄
関
に
は
”
御
支
持
御

礼
、
人
民
党
島
袋
嘉
順
”
と
大
書
し
た
ビ
ラ

が
一
ぱ
い
。
島
袋
氏
の
云
う
、

斗
か
い
は

こ
れ
か
ら
だ

に
踏
み
出
し
た
斗
志
の
程
も

う
か
ゞ
え
た
。

島
袋
氏
の
話
＝
外
国
人
に
よ
る
直
接
の
威
圧

｜
運
動
員
へ
コ
ー
ラ
瓶
を
投
げ
つ
け
た
り
、

我
が
選
挙
事
務
所
を
数
回
と
な
く
写
真
撮
影

し
た
り
、
投
票
場
を
ハ
イ
ヤ
ー
で
往
復
し
た

り
｜
こ
う
し
た
選
挙
の
中
で
こ
れ
だ
け
の
支

持
を
得
た
の
は
党
政
策
の
正
し
さ
が
市
民
に

理
解
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
証
左
と
し
て
感
謝
に
た

え
な
い
。
特
に
ペ
リ
ー
、
ソ
ベ
、
壺
川
付
近

の
労
働
者
市
民
の
絶
対
的
支
持
に
対
し
て
は

感
激
し
て
い
る
。
我
々
は
今
後
益
々
党
政
策

を
市
民
と
共
に
推
進
め
る
こ
と
を
誓
う
。
今

度
の
選
挙
で
は
政
策
を
持
つ
候
補
者
と
持
た

ぬ
候
補
と
の
差
異
が
ハ
ツ
キ
リ
し
た
と
思

う
。
我
々
は
た
と
え
か
れ
ら
従
属
政
治
家
が

市
政
を
と
る
に
し
て
も
全
党
員
全
市
民
の
力

で
市
民
の
手
へ
市
政
を
移
す
べ
く
斗
か
う
つ

も
り
で
あ
る
。
特
に
復
帰
運
動
の
促
進
、
那

覇
真
和
志
の
合
併
、
都
市
計
画
事
業
費
の
市

民
負
担
反
対
な
ど
要
す
る
に
今
後
と
も
市
政

綱
領
の
実
現
に
ま
い
進
し
た
い
。

市
長
選
挙
得
票
調
べ(

九
日
午
後
三
時
確

定
）
△
有
権
者
数
　
　
　
三
六
、
八
八
五

△
投
票
総
数
　
　
　
一
九
、
五
〇
五

△
投
票
率
　
　
　
　
五
割
二
分
九
厘

△
投
票
総
数
の
う
ち

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

十
一
月

二
六
一



一
、
有
効
投
票
　
　
一
九
、
三
八
二

當
　
間
　
　
　
一
三
、
四
〇
三

島
　
袋
　
　
　
　
五
、
九
七
九

一
、
無
効
投
票
　
　
　
　
　
一
二
三

選
挙
違
反
者
な
し

那
覇
市
長
選
挙
も
当
間
重
剛
氏
の
圧
倒
的
開

き
で
悠
々
当
選
、
無
事
終
幕
し
た
が
、
全
般

を
通
じ
て
低
調
で
あ
つ
た
た
め
に
選
挙
違
反

者
の
摘
発
も
予
想
さ
れ
ず
、
那
覇
署
で
は
今

の
と
こ
ろ
実
体
犯
、
形
式
犯
と
も
な
い
と
い

う
結
論
に
達
し
て
い
る
よ
う
で
、
引
続
き
調

査
を
進
め
る
も
よ
う
。

｜
社
　
説
｜

都
市
合
併
の
促
進
を
計
れ

琉
新
　
１
９
５
３
・
11
・
13

那
覇
市
街
は
日
一
日
と
変
貌
し
、
新
ら
し

い
姿
で
建
設
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
街
区
の
隅
々

で
も
一
、
二
カ
月
見
な
い
と
建
物
が
建
て
か

え
ら
れ
、
道
路
が
き
麗
に
な
つ
て
い
る
。
御

成
橋
通
り
は
拡
幅
工
事
が
完
了
し
、
両
側
に

ク
バ
の
街
路
樹
が
植
え
ら
れ
、
真
中
に
は
ソ

テ
ツ
が
植
え
ら
れ
て
漸
次
市
街
ら
し
く
美
化

さ
れ
て
来
た
。
那
覇
署
前
か
ら
税
務
署
前
ま

で
の
第
一
期
工
事
に
引
つ
づ
い
て
、
現
在

ガ
ー
ブ
橋
ま
で
の
第
二
期
工
事
が
実
施
さ
れ

つ
つ
あ
る
が
、
す
で
に
地
な
ら
し
工
事
を
終

え
て
市
街
ら
し
い
風
景
が
見
透
さ
れ
る
よ
う

に
な
つ
た
。
両
側
に
二
階
三
階
の
鉄
筋
ブ
ロ

ツ
ク
や
新
築
瓦
ぶ
き
が
立
ち
な
ら
び
、
自
動

車
の
通
行
が
頻
繁
に
な
る
と
十
間
と
い
う
道

路
の
幅
員
で
も
狭
い
感
じ
が
す
る
。
牧
志
街

道
は
安
里
三
叉
路
を
経
て
首
里
、
与
那
原
、

ま
た
は
宜
野
湾
を
経
て
中
部
を
結
ぶ
幹
線
と

な
つ
て
い
る
の
で
、
狭
い
感
じ
が
す
る
の
も

無
理
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
ど
し
ど
し
都
市
計
画
が
進
行
し

て
行
く
に
つ
れ
て
、
都
市
合
併
の
早
急
促
進

が
痛
感
さ
れ
る
。
那
覇
市
の
都
市
計
画
は
首

都
建
設
の
一
部
を
な
す
も
の
で
、
す
で
に
政

府
庁
舎
が
出
来
、
経
済
活
動
が
旺
盛
で
海
港
、

空
港
の
動
き
も
活
発
で
あ
る
。
首
都
の
条
件

を
持
ち
な
が
ら
、
統
一
あ
る
機
能
を
発
揮
し

得
な
い
。
首
都
建
設
の
た
め
に
は
都
市
合
併

が
急
務
で
あ
り
、
前
提
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

当
間
那
覇
新
市
長
も
就
任
第
一
声
で
、
十
四

年
前
初
回
市
長
就
任
以
来
、
大
那
覇
市
の
基

盤
建
設
が
目
標
で
あ
つ
た
、
今
日
他
市
村
も

わ
れ
わ
れ
と
同
じ
考
え
を
持
つ
て
い
る
か
ら

都
市
合
併
は
案
外
早
く
実
現
出
来
よ
う
と
語

つ
て
お
り
、
比
嘉
主
席
は
新
市
長
を
迎
え
た

市
民
へ
の
メ
ツ
セ
ー
ジ
で

那
覇
市
の
発
展

に
は
能
う
限
り
の
努
力
を
誓
う

と
の
べ
首

都
建
設
の
決
意
を
新
た
に
す
る
こ
と
を
要
望

し
て
い
る
。

都
市
合
併
の
動
き
は
近
代
、
非
常
に
好
転

し
て
い
る
よ
う
だ
。
真
和
志
も
市
昇
格
を
契

機
と
し
て
文
化
施
設
の
拡
充
を
目
指
し
宮
里

市
長
は
先
き
に
□
月
余
に
わ
た
つ
て
、
日
本

を
視
察
、
道
路
、
水
道
、
都
市
行
政
な
ど
の

調
査
を
な
し
都
市
合
併
へ
の
準
備
を
整
え
つ

つ
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
真
和
志
市
の
態

度
が
都
市
合
併
の
鍵
を
握
つ
て
い
る
と
い
う

ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
宮
里
市
長
帰
任
後
の
動

き
や
同
市
議
会
の
動
向
か
ら
都
市
合
併
へ
の

主
導
的
立
場
を
と
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

首
里
市
は
現
在
バ
ス
の
市
移
管
問
題
で
忙
殺

さ
れ
て
い
る
が
、
合
併
研
究
委
員
会
の
危
機

に
あ
た
つ
て
も
常
に
協
調
へ
の
イ
ニ
シ
ア

チ
ー
ブ
を
と
つ
て
来
た
の
で
、
合
併
に
関
す

る
態
度
に
変
化
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
小
禄
村
は
終
始
合
併
に
熱
意
を
示
し
て

来
た
の
で
あ
る
か
ら
、
何
等
態
度
の
変
化
は

考
え
ら
れ
な
い
。
都
市
合
併
問
題
が
今
日
ほ

ど
好
転
し
機
会
の
熟
し
た
こ
と
は
、
か
つ
て

な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

三
市
一
村
に
は
現
在
処
理
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
、
問
題
が
相
当
あ
る
に
し
て
も
都
市
合

併
に
支
障
と
な
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
那
覇
市
と
し
て
は
旧
市
街
の
開
放
と
い

う
大
き
い
問
題
が
あ
る
が
、
こ
れ
と
て
も
区

画
整
理
や
道
路
、上
下
水
道
の
施
設
が
主
で
、

軍
と
の
開
放
折
衝
以
外
は
事
務
的
問
題
と
い

つ
て
よ
い
。
開
放
に
よ
つ
て
人
口
の
き
形
的

ち
よ
う
密
の
緩
和
に
は
な
つ
て
も
、
現
在
の

都
心
部
は
三
市
一
村
の
中
心
部
を
占
め
て
い

る
し
、
当
間
新
市
長
が
強
調
し
た
消
費
都
市

か
ら
生
産
都
市
へ
の
転
換
や
総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
設
置
、
墓
地
地
域
の
設
定
と
な
る
と
那

覇
市
以
外
の
二
市
一
村
の
協
力
に
待
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て

は
与
儀
農
研
指
所
の
敷
地
が
最
適
だ
と
さ
れ

て
い
る
し
、
生
産
面
と
し
て
も
真
和
志
、
首

里
の
両
市
と
小
禄
村
の
地
域
が
含
ま
れ
な
け

れ
ば
所
期
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
は
出
来
な

い
で
あ
ろ
う
。

都
市
合
併
は
一
般
の
予
想
で
は
半
年
か
一

年
後
と
な
る
と
の
見
方
も
あ
る
が
、
半
年
一

年
後
の
合
併
実
現
に
し
て
も
三
市
一
村
当
局

や
議
会
が
、
直
ち
に
実
動
を
は
じ
め
な
い
か

ぎ
り
実
現
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
善
意
と

良
識
を
も
つ
て
、
こ
の
歴
史
的
事
業
を
果
す

べ
き
こ
と
が
、
市
民
と
し
て
も
全
琉
住
民
と

し
て
も
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

当
間
声
明
の
反
響
を
訊
く

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
３
・
11
・
16

那
覇
市
長
選
挙
を
通
じ
て
再
び
声
明
化
し
た

都
市
合
併
問
題
は
当
間
新
市
長
の
就
任
で
と

く
に
合
併
促
進
へ
の
気
運
が
濃
厚
と
な
つ
て

い
る
が
十
四
日
、
当
間
市
長
は

合
併
は
三

市
一
村
、
時
期
は
九
月
が
適
当
で
あ
る

と

の
基
本
線
を
一
応
切
出
し
た
。
こ
れ
は
合
併

問
題
の
鍵
を
握
る
立
場
に
あ
る
最
高
者
の
談

話
と
し
て
注
目
さ
れ
る
も
の
だ
が
、
で
は
真

和
志
、
首
里
、
小
禄
の
各
市
村
は
ど
う
受
け

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

十
一
月

二
六
二

一



と
つ
た
か
？
当
間
談
話
に
対
す
る
関
係
市
村

の
反
響
で
あ
る
。

真
和
志
市
／
二
市
合
併
必
ず
し
も
固
執

せ
ず
／
話
合
で
具
体
案
を
練
り
た
い

真
和
志
市
長
宮
里
栄
輝
氏
談
＝
真
和
志
市
と

那
覇
市
と
の
合
併
問
題
は
戦
前
か
ら
の
懸
案

で
、
当
時
県
庁
か
ら
の
要
請
に
対
し
真
和
志

議
会
合
併
に
賛
同
の
意
志
表
示
を
な
し
て
お

り
、
現
在
な
お
全
市
民
は
合
併
の
実
現
を
熱

望
し
議
会
も
こ
れ
迄
全
会
一
致
で
再
度
の
議

決
を
行
い
強
力
に
合
併
態
勢
促
進
に
努
力
し

き
つ
た
わ
け
だ
が
、
両
市
の
政
法
や
そ
の
時

期
で
足
並
が
揃
わ
ず
今
日
に
及
ん
で
い
る
も

の
で
真
和
志
と
し
て
は
な
る
べ
く
早
い
機
会

に
合
併
を
実
現
さ
せ
度
い
と
念
願
し
て
い

る
、
幸
い
新
市
長
に
な
ら
れ
た
当
間
氏
は
か

つ
て
首
都
建
設
の
指
導
者
で
あ
り
、
私
達
の

期
待
通
り
に
事
を
運
ん
で
呉
れ
る
も
の
と
喜

ん
で
い
る
真
和
志
も
近
来
と
み
に
発
展
を
遂

げ
都
市
的
形
態
を
備
え
て
き
た
の
で
市
制
昇

格
を
実
施
し
た
も
の
で
何
等
都
市
合
併
に
対

す
る
政
治
的
な
含
み
は
持
つ
て
い
な
い
、
又

私
達
が
二
市
合
併
を
基
本
線
と
し
て
主
張
し

て
い
る
の
は
合
併
後
の
都
市
計
画
を
早
急
に

実
施
す
る
に
当
つ
て
住
民
の
負
担
力
や
政
府

の
補
助
費
な
ど
の
面
か
ら
二
市
合
併
を
一
段

階
と
し
て
逐
次
首
里
、
小
禄
の
合
併
を
押
し

進
め
て
い
つ
た
方
が
効
果
的
だ
と
の
見
地
か

ら
で
あ
る
、
こ
れ
ら
合
併
構
想
や
時
期
の
問

題
に
就
い
て
は
那
覇
市
当
局
と
の
話
合
い
で

具
体
案
を
練
り
一
方
的
に
最
後
的
な
線
を
打

出
し
て
固
執
す
る
態
度
は
慎
み
度
い
、

欲
を
言
え
ば
来
春
七
月
一
日
を
期
し
て
新
発

足
出
来
る
よ
う
に
し
た
い
、
そ
の
こ
と
は
那

覇
市
以
外
の
市
村
長
及
び
議
員
の
任
期
が
八

月
一
杯
に
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
行
き
が
か
り

上
、
そ
れ
ら
の
任
期
中
に
事
を
運
ん
だ
方
が

何
か
と
好
都
合
で
あ
り
、
そ
れ
に
予
算
編
成

技
術
の
面
か
ら
も
割
合
い
に
支
障
が
少
な
い

の
で
時
宜
的
に
最
も
好
い
と
考
え
て
い
る
。

何
れ
那
覇
市
当
局
や
議
会
と
緊
密
な
話
合
い

で
合
併
促
進
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

小
禄
村
…
大
い
に
賛
成
だ
／
い
つ
で
も

応
ず
る
用
意
あ
り

小
禄
村
議
会
議
長
赤
嶺
慎
英
氏
談
＝
合
併
問

題
は
先
に
真
和
志
側
の
一
市
一
村
説
で
障
壁

に
出
会
つ
た
形
に
な
つ
て
い
た
が
、
将
来
に

悔
を
残
さ
ぬ
よ
う
理
想
的
な
都
市
の
建
設
を

や
つ
て
貰
い
た
い
と
我
々
は
か
ね
て
か
ら
希

望
し
て
来
て
い
る
。
こ
う
い
う
見
地
か
ら

我
々
は
今
回
の
当
間
那
覇
市
長
の
声
明
を
全

面
的
に
支
持
し
、
石
川
構
想
に
の
つ
と
つ
た

当
間
氏
の
構
想
に
大
き
な
期
待
を
持
つ
も
の

で
あ
る
。
時
期
に
し
て
も
同
氏
の
プ
ラ
ン
は

政
治
に
空
白
を
生
じ
ぬ
よ
う
四
月
合
併
、
六

月
予
算
編
成
、
九
月
発
足
と
い
う
段
階
で
行

な
わ
れ
る
と
思
う
の
で
大
い
に
賛
成
だ
。
合

併
に
つ
づ
く
都
計
に
つ
い
て
も
村
と
し
て
は

既
定
方
針
通
り
臨
む
つ
も
り
で
あ
る
。
現
在

の
那
覇
の
都
計
に
対
す
る
要
求
と
か
条
件
づ

け
は
考
え
て
な
い
。
合
併
に
際
し
て
は
当
間

氏
が
イ
ニ
シ
イ
ア
テ
イ
ブ
を
取
る
と
い
つ
て

い
る
が
、
我
々
は
既
に
い
つ
で
も
応
ず
る
態

度
を
示
し
て
来
て
い
る
。
な
お
こ
の
問
題
に

つ
い
て
は
従
来
主
導
権
を
持
つ
べ
き
那
覇
市

会
に
確
固
と
し
た
態
度
が
み
ら
れ
ず
、
ひ
き

ず
り
回
さ
れ
た
状
態
に
あ
つ
た
こ
と
が
ゴ
タ

ゴ
タ
を
起
し
た
原
因
に
も
な
つ
て
い
る
と
思

う
。
こ
の
際
三
市
一
村
の
合
併
委
員
全
員
が

ス
ム
ー
ス
に
解
決
を
図
る
よ
う
努
力
す
べ
き

だ
と
思
う
が
、
個
人
の
意
見
と
し
て
は
当
間

市
長
を
中
心
に
議
会
勢
力
を
結
集
し
た
懇
談

会
を
持
つ
こ
と
も
こ
の
問
題
を
促
進
す
る
一

手
段
に
な
ら
ぬ
か
と
考
え
る
。
目
的
達
成
ま

で
は
い
ろ
い
ろ
困
難
も
あ
ろ
う
が
、
手
腕
力

量
に
加
う
る
に
大
き
な
包
容
力
を
持
ち
、
真

珠
貝
が
真
珠
を
作
る
に
も
似
た
苦
労
に
断
乎

と
し
て
立
向
わ
れ
る
こ
と
を
当
間
市
長
に
期

待
し
て
止
ま
な
い
我
々
は
あ
く
ま
で
協
力
を

惜
し
ま
な
い
。

都
計
生
み
の
親
に
期
待

小
禄
村
助
役
長
嶺
良
松
氏
談
＝
議
長
の
お
話

し
の
よ
う
に
当
間
市
長
の
声
明
を
ど
こ
ま
で

も
支
持
す
る
。
も
と
も
と
都
計
の
生
み
の
親

は
当
間
氏
で
あ
り
、
現
在
の
構
想
も
戦
前
の

豊
見
城
の
一
部
と
与
那
原
ま
で
包
含
し
た
氏

の
最
初
の
プ
ラ
ン
に
は
及
ば
ぬ
位
の
も
の

だ
。
近
頃
三
市
合
併
と
か
い
う
事
も
耳
に
す

る
が
、
将
来
大
規
模
の
商
空
港
と
期
待
さ
れ

る
小
禄
飛
行
場
を
持
つ
た
我
が
村
が
、
除
外

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
飛
ん
で
も
な
い
話

で
、
当
間
市
長
の
構
想
に
も
そ
の
価
値
は
充

分
に
み
と
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。
む
し
ろ

実
質
的
に
は
首
里
市
な
ど
よ
り
も
、
我
が
村

が
い
ち
早
く
都
市
と
し
て
の
形
態
を
と
り
得

る
と
考
え
て
い
る
。
合
併
後
の
都
計
へ
の
期

待
の
中
に
は
農
連
前
道
路
を
漫
湖
を
突
切
つ

て
飛
行
場
ま
で
の
直
線
路
に
す
る
こ
と
そ
の

他
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
い
ず
れ
各
市
町
村
か

ら
の
要
望
事
項
と
も
睨
み
合
わ
せ
て
政
治
的

に
手
が
打
た
れ
る
だ
ろ
う
。

”
合
併
決
議
し
て
真
先
に
意
思
表
示

を
”

那
覇
市
会
議
長
真
栄
田
世
勲
談
＝
当
間
談
話

を
全
面
的
に
支
持
す
る
、今
次
選
挙
戦
の
際
、

関
係
市
村
の
議
員
大
多
数

首
里
全
員
、
小

禄
は
人
民
党
を
除
く
全
員
、真
和
志
十
六
名

が
吾
々
と
の
協
力
を
申
出
た
。
こ
う
言
う
ふ

う
に
期
せ
ず
し
て
皆
が
協
力
一
致
と
云
う
こ

と
は
首
都
建
設
に
対
し
て
は
小
さ
な
個
々
の

問
題
に
と
ら
わ
れ
ず
大
乗
的
立
場
に
乗
り
出

し
た
証
拠
だ
、
し
た
が
つ
て
こ
れ
で
も
三
市

一
村
の
基
礎
は
既
に
出
来
た
と
言
つ
て
も
良

い
、
問
題
は
合
併
の
時
期
だ
が
吾
々
と
し
て

は
以
前
に
打
出
し
た
五
四
年
度
以
内
の
線
で

行
き
た
い
、
つ
ま
り
遅
く
と
も
明
年
度
末

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

十
一
月

二
六
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六
月

が
適
度
と
思
う
。
い
ず
れ
に
し
て

も
那
覇
市
議
会
と
し
て
は
実
施
は
と
も
か
く

合
併
決
議
だ
け
は
早
く
行
い
真
先
に
意
思
表

示
を
し
た
い
。

都
市
合
併
は
関
係
市
村
の
首
長
が
主
席
に
申

請
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
こ
れ
を
決
議
す
る

議
会
と
夫
々
の
執
行
機
関
が
積
極
的
か
つ
緊

密
な
る
協
力
を
切
望
し
た
い
。

な
お
こ
の
際
特
に
政
府
に
は
市
町
村
自
治

法
施
行
規
則
の
早
急
な
交
付
を
要
望
す
る
施

行
規
則
が
一
年
近
く
も
出
来
な
い
よ
う
で
は

合
併
事
務
も
ス
ム
ー
ス
に
は
い
か
な
い
と
思

う
。首
里
市
／
既
定
方
針
通
り
で
／
喜
ん

で
合
併
に
参
加
し
た
い

首
里
市
助
役
上
地
安
昭
氏
談
＝
都
市
合
併
に

対
し
て
当
市
と
し
て
は
出
来
る
だ
け
早
く
喜

ん
で
参
加
致
し
た
い
と
い
う
の
が
既
定
の
方

針
で
、
今
後
も
変
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
と

く
に
三
市
一
村
に
せ
よ
と
か
三
市
で
あ
る
べ

き
だ
な
ど
の
説
に
は
余
り
関
心
を
持
つ
て
い

な
い
。
今
回
の
当
間
那
覇
市
長
の
声
明
に
対

し
て
は
心
か
ら
の
支
持
を
お
く
る
も
の
で
、

合
併
実
現
へ
の
氏
の
手
腕
力
量
を
大
い
に
期

待
し
て
い
る
。

那
覇
市
会
の
日
本
復
帰
否
決
は

遺
憾
／
今
少
し
運
動
に
努
力

す
べ
き
／
衆
院
議
員
団
北
部

で
語
る

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
３
・
11
・
22

名
護
支
局

来
島
中
の
内
閣
委
員
平
井
義

一

自

鈴
木
義
男

右
社

の
両
氏
は
二

十
日
名
護
町
を
始
め
羽
地
、
屋
我
地
の
各
村

を
視
察
し
た
が
昼
四
時
名
護
町
で
は
千
名
を

超
え
る
児
童
生
徒
の
歓
迎
を
受
け
た
。
両
議

員
は

沖
縄
全
島
を
あ
ま
ね
く
視
察
し
実
態

を
し
つ
か
り
は
握
し
帰
京
後
は
皆
さ
ん
の
要

望
に
応
え
る
様
努
力
し
た
い

と
語
つ
た
が

名
護
地
区
教
育
長
と
の
間
に
行
わ
れ
た

日

本
復
帰

校
舎
復
旧

教
員
待
遇
改
善

の
諸
問
題
に
つ
い
て
の
懇
談
で
は

那
覇
市

会
が
沖
縄
の
日
本
復
帰
を
否
決
し
た
こ
と
は

誠
に
遺
憾
で
あ
る
。
今
少
し
復
帰
に
努
力
す

べ
き
だ

と
強
調
し
た
。

那
覇
に
市
旗
琉
新
　
１
９
５
３
・
11
・
28

○

那
覇
市
で
は
二
十
七
日
、
戦
前
戦
後
を

通
じ
て
最
初
の

市
旗

が
お
目
見
え
。
金

色
に
キ
ラ
キ
ラ
と
ゆ
ら
め
く
フ
サ
に
囲
ま
れ

て
浮
き
の
ぼ
り
の
那
覇
の
マ
ー
ク
も
鮮
か
に

市
長
室
も
一
段
と
明
る
く
色
添
え
た

○

こ
の
ハ
タ
は
那
覇
市
十
区
十
一
組
、
寿

屋
の
中
山
兼
正
さ
ん
が
新
市
長
の
就
任
を
記

念
し
て
寄
贈
し
た
も
の
。

市
民
運
動
会
に

間
に
合
つ
て
よ
か
つ
た

と
ど
の
顔
も
ニ
コ

ニ
コ
、
当
間
市
長
さ
ん
も
優
勝
旗
な
ら
ぬ
市

旗
を
ひ
る
が
え
し
て
お
得
意
顔
だ
つ
た
。

喜
び
溢
る
真
和
志
市

琉
新
　
１
９
５
３
・
11
・
29

真
和
志
市
の
市
昇
格
祝
賀
式
典
は
二
十
八
日

午
前
十
時
大
道
小
校
々
庭
で
軍
官
民
代
表
約

四
百
名
の
列
席
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
式
場

正
面
舞
台
を
飾
る
二
十
余
の
花
輪
群
の
中
央

に

那
覇
市

の
が
ド
ツ
カ
と
据
え
ら
れ
、

こ
ゝ
に
も
都
市
合
併
の
主
導
格
那
覇
、
真
和

志
の
仲
良
し
ぶ
り
を
発
揮
し
て
ほ
お
え
ま
し

い
感
じ
を
与
え
た
。
喜
び
に
溢
れ
る
宮
里
市

長
を
始
め
来
賓
六
氏
も
純
農
村
か
ら
都
市
形

態
に
飛
躍
し
た
真
和
志
市
の
発
展
を
祝
し
昇

格
を
好
期
に
首
都
建
設
に
邁
進
す
る
決
意
と

激
励
の
こ
と
ば
を
交
し
早
く
も
都
市
合
併
の

幸
先
を
思
わ
せ
た
。

合
併
へ
の
力
強
い
契
／
終
日
お
祭
り
気

分
で
賑
う

好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
朝
十
時
、
ま
ず
同

市
中
小
校
生
の
日
の
丸
行
列
が
お
祭
り
気
分

を
あ
お
り
、
記
念
式
典
場
に
は
定
刻
前
か
ら

付
近
市
村
か
ら
見
物
人
が
お
し
か
け
た
。
□

開
式
で
モ
ー
ニ
ン
グ
姿
の
宮
里
市
長
が
起
ち

純
農
村
か
ら
都
市
形
態
に
発
展
し
た
今
日
ま

で
の
喜
び
の
う
ち
に

真
和
志
市
の
協
力
に

よ
る
首
都
建
設
は
今
や
全
琉
の
大
き
な
課
題

で
あ
る
。
こ
れ
を
市
政
運
営
の
最
高
目
標
に

掲
げ
て
最
善
の
努
力
を
払
う
べ
く
決
意
を
新

た
に
す
る
も
の
で
あ
る

と
満
場
の
拍
手
を

お
く
ら
れ
た
。
ま
た
新
垣
議
長
も

市
昇
格

で
名
実
共
に
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
そ
の
充

実
に
努
力
す
る
は
勿
論
、
都
計
も
首
都
の
一

環
で
な
く
て
な
ら
ず
懸
案
の
首
都
建
設
も
財

政
的
に
大
業
で
あ
り
政
府
で
も
最
大
の
御
指

導
鞭
撻
を
し
て
も
ら
い
た
い

と
市
当
局
の

都
市
合
併
へ
の
関
心
の
程
を
み
せ
た
。
続
い

て
戦
前
戦
後
を
通
じ
市

村

政
に
功
労
の

あ
つ
た
真
栄
城
守
行

六
四

琉
糖
取
締

役
、
金
城
和
信

五
五

前
村
長
、
現
教

育
委
、
翁
長
助
静

四
六

前
村
長
、
現

那
覇
市
企
画
部
長
、
玉
城
徳
成

六
一

現
同
市
土
地
課
長
、
比
屋
定
理
栄

五

一

市
議
の
五
氏
に
表
彰
状
と
記
念
品
を

贈
呈
、
来
賓
祝
辞
に
移
つ
た
が
、
ブ
ラ
ム

リ
ー
准
将
代
理
副
民
政
官
リ
ツ
シ
ユ
マ
ン
大

佐
デ
イ
ー
フ
エ
ン
ダ
ー
フ
ア
ー
民
間
情
報
教

育
部
長
は

今
後
と
も
市
の
発
展
に
努
力
を

惜
し
ま
な
い

と
激
励
、
比
嘉
主
席
、
護
得

久
立
法
院
議
長
、
当
間
那
覇
市
長
、
比
嘉
市

町
村
長
協
議
会
長
四
氏
は
市
の
発
展
を
祝
し

一
日
も
早
く
首
都
建
設
に
邁
進
、
住
み
よ

い
健
康
的
な
街
に
す
る
よ
う

激
励
と
努
力

の
言
葉
を
添
え
た
か
く
て
午
前
十
一
時
四
十

分
ご
ろ
池
畑
商
工
会
議
所
会
頭
の
音
頭
で

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

十
一
月

二
六
四

庁



真
和
志
市
万
才

が
大
道
原
頭
を
こ
だ
ま

さ
せ
て
式
典
を
終
る
こ
ろ
、
栄
町
一
帯
の
三

業
者

料
亭
、
旅
館
、
飲
食
店

や
商
店
街

か
ら
繰
り
出
し
た
仮
装
山
車
約
二
〇
余
台
が

会
場
に
勢
揃
い
一
し
き
り
気
勢
を
あ
げ
て
か

ら
那
覇
糸
満
方
面
に
出
発
。

会
場
の
舞
台
で
は
各
区
の
競
演
大
会
運
動
場

で
は
相
撲
大
会
と
晩
九
時
ご
ろ
ま
で
お
祭
り

気
分
で
賑
わ
つ
た
。

比
嘉
主
席
祝
辞
（
要
旨
）
真
和
志
市
の
市
政

施
行
記
念
式
典
に
参
列
祝
辞
を
述
べ
る
こ
と

を
欣
び
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
年
一
月
十

二
日
立
法
一
号
市
町
村
自
治
法
が
公
布
に
な

つ
た
が
こ
れ
は
地
方
自
治
に
つ
い
て
自
主
的

に
住
民
の
福
祉
増
進
を
期
す
よ
う
に
し
た
も

の
で
あ
る
。
今
回
真
和
志
の
市
昇
格
に
つ
い

て
も
全
市
民
の
多
年
の
要
望
を
申
し
受
け
そ

れ
を
決
め
た
も
の
で
あ
る
。
当
市
は
立
法
上

に
お
け
る
市
と
な
る
べ
き
要
件
を
完
全
に
具

え
人
的
、
財
政
的
要
素
に
つ
い
て
も
申
し
分

な
く
都
市
形
態
の
自
治
団
体
と
し
て
の
機
能

を
充
分
発
揮
し
得
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
世
論
に
な
つ
て
お
る
琉
球
の
首

都
構
想
に
つ
い
て
も
那
覇
真
和
志
の
両
市
が

主
導
的
役
割
を
果
す
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
現
在
の
沖
縄
の
状
況
を
内
外
か
ら
深
く
考

察
す
る
と
こ
の
都
市
計
画
の
構
想
は
誠
に
重

要
問
題
と
考
え
ら
れ
る
。
自
然
の
発
達
の
ま

ま
に
ま
か
せ
ら
れ
た
都
市
が
市
民
生
活
に
と

つ
て
ど
ん
な
に
不
便
な
み
じ
め
な
も
の
で
あ

る
か
を
よ
く
考
え
健
康
で
住
み
よ
い
便
利
な

国
際
都
市
と
し
て
恥
か
し
か
ら
ぬ
都
市
建
設

の
た
め
市
民
各
位
の
絶
大
な
御
協
力
を
御
願

い
し
て
祝
辞
と
す
る
。

漁
港
か
、
商
港
か
／
泊
港
港
域

問
題
で
も
む
／
那
覇
市
会
全

員
協
議
会

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
３
・
12
・
３

三
日
午
前
十
時
開
会
の
那
覇
市
会
全
員
協
議

会
は
行
政
主
席
か
ら
の
諮
問
事
項
三
件
と
泊

埋
立
地
域
設
定
の
件
に
つ
い
て
協
議
を
行
つ

た
が
、
泊
埋
立
地
の
問
題
で
は
当
局
案
に
対

す
る
異
見
が
多
く
質
問
が
集
中
さ
れ
て
結

局
、
結
論
の
出
ぬ
ま
ま
に
来
る
八
日
の
本
会

議
に
持
ち
越
す
こ
と
に
な
つ
た
。

△
泊
港
地
区
内
の

南
岸

地
区
設
定
に
つ

い
て
当
局
案
で
は
市
の
将
来
を
考
慮
し
て
泊

南
岸
の
埋
立
地
三
万
二
千
五
百
坪
を
、

一
、
港
湾
業
務
地
区
一
万
七
千
六
十
坪
。

一
、
倉
庫
地
区
四
千
一
百
三
十
坪
。

一
、
商
業
地
区
一
万
四
十
坪
。

一
、
工
業
地
区
八
千
三
百
八
十
三
坪
。

一
、
住
宅
地
域
八
千
二
百
八
十
五
坪
。

に
区
分
し
よ
う
と
い
う
案
だ
が
、主
に
新
垣
、

金
城
、
大
湾
、
儀
間
、
上
原
な
ど
の
各
議
員

か
ら

泊
港
は
貿
易
界
の
実
状
か
ら
商
港
と

し
て
よ
り
も
漁
港
と
し
て
の
使
命
が
大
き

い
、
従
つ
て
こ
の
よ
う
な
ぼ
う
大
な
工
業
、

倉
庫
地
区
は
不
用
で
あ
る
ま
た
垣
花
通
堂
な

ど
土
地
を
軍
用
に
取
ら
れ
た
市
民
を
出
来
る

だ
け
多
数
収
容
す
る
意
味
か
ら
も
当
局
案
は

妥
当
で
な
い
。
工
業
地
域
、
倉
庫
地
域
な
ど

は
縮
小
し
て
住
宅
地
域
を
拡
大
す
べ
き
で
あ

る

と
の
反
対
意
見
が
述
べ
ら
れ
こ
れ
に
対

し
、花
城
都
計
課
長
は

那
覇
の
発
展
を
考
え

る
場
合
、
泊
港
は
漁
港
だ
け
に
と
ど
め
る

と
い
う
意
見
に
は
賛
成
出
来
な
い
。
ど
う

し
て
も
商
港
と
し
て
併
用
さ
る
べ
き
で
あ

る
。従
つ
て
こ
れ
に
必
要
な
商
工
業
地
帯
、

倉
庫
地
域
を
最
低
限
度
で
設
定
し
た
も
の

で
あ
る
ま
た
都
計
法
か
ら
い
つ
て
も
将
来

市
内
に
散
在
す
る
工
業
施
設
は
一
カ
所
に

ま
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
こ
の
点

も
考
慮
し
た
。
商
業
地
区
の
一
万
坪
は
住

宅
兼
用
も
可
能
で
あ
る

と
答
弁
を
行
つ

た
。

当
間
市
長
も
将
来
の
発
展
の
上
か
ら
泊
港
に

期
待
す
る
も
の
は
大
き
い
と
述
べ
慎
重
な
考

慮
を
希
望
し
た
が
、

な
お
反
対
的
な
質
問
が
続
き
、
結
局
、
次
回

本
会
議
で
再
び
討
議
す
る
こ
と
に
落
着
い

た
。五
万
坪
の
埋
立
地
に
／
ワ
ン
サ
四
十
万

坪
の
借
手

な
お
同
埋
立
地
へ
の
受
入
れ
計
画
に
関
し
、

東
江
庶
務
課
長
は
総
埋
立
坪
数
は
五
万
八
千

坪
だ
が
、す
で
に
借
地
申
請
が
一
万
二
千
件
、

坪
数
に
し
て
四
十
一
万
坪
に
お
よ
び
、
受
入

れ
可
能
の
五
万
坪
の
八
倍
に
達
し
て
い
る
。

従
つ
て
こ
れ
ら
の
受
入
れ
に
は
慎
重
、
公
平

を
要
す
る
の
で
本
会
議
で
諮
問
す
る
こ
と
に

な
つ
て
い
る
。

△
主
席
諮
問
の
う
ち
都
市
計
画
審
議
会
委

員
の
推
薦
は
選
考
委
で
選
考
の
結
果
、
市

議
会
か
ら
の
四
名
は
大
城
鎌
吉
、
阿
波
根

直
英
、
城
間
康
昌
、
泉
正
重
の
各
氏
を
推

薦
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

軍
隊
が
出
動
し
て
解
散
／
小
禄

の
立
退
部
落
民
騒
ぐ
／
重
機

の
前
に
居
座
り

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
３
・
12
・
６

五
日
朝
小
禄
村
具
志
部
落
で
は
同
字
波
座

間
原
で
道
路
開
サ
ク
工
事
を
始
め
た
軍
の

ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
に
具
志
部
落
民
二
百
余
名

が
か
け
つ
け
て
そ
の
作
業
を
阻
止
し
軍
側

は
情
勢
の
悪
化
に
備
え
て
一
個
中
隊
程
の

武
装
し
た
兵
隊
を
現
場
へ
お
く
り
、
警
察

本
部
で
も
西
平
隊
長
以
下
五
十
名
程
の
警

官
を
急
派
す
る
な
ど
騒
動
が
あ
つ
た
。

午
前
中
軍
民
の
調
査
官
等
が
現
場
で
長
嶺
村

長
等
か
ら
事
情
を
聴
取
し
て
い
た
が
十
二
時

半
、
武
装
し
た
兵
隊
の
手
で
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー

の
側
に
座
り
こ
ん
だ
部
落
民
を
解
散
せ
し
め

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

十
一
｜
十
二
月

二
六
五



て
一
応
落
着
を
み
た
。
し
か
し
兵
隊
た
ち
は

午
後
も
引
続
い
て
該
地
域
を
警
戒
し
て
部
落

民
の
立
入
り
を
と
め
、
部
落
民
は
自
字
の
ク

ラ
ブ
に
集
つ
て
終
日
対
策
協
議
を
続
け
依
然

と
し
て
不
安
な
空
気
を
漂
わ
し
て
い
る
。

同
部
落
上
原
亀
治
区
長
等
の
話
に
よ
る
と

波
座
間
原
は
か
ね
て
収
容
予
定
地
に
指
定

さ
れ
て
い
て
、
去
る
十
月
二
十
四
日
民
政

府
後
藤
土
地
課
長
か
ら
村
長
に
口
頭
で

波
座
間
原
の
工
事
に
は
是
非
協
力
し
て

欲
し
い
、
賃
貸
料
も
す
で
に
取
つ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
し
、
軍
用
地
で
あ
る
以
上
工

事
は
す
ゝ
め
る

と
の
通
知
が
あ
り
十
一

月
十
八
日
付
で
は
軍
か
ら
主
席
宛
文
書
で

波
座
間
原
の
工
事
を
は
じ
め
る
か
ら
該

地
域
内
に
あ
る
す
べ
て
の
農
作
物
を
出
来

る
だ
け
早
く
取
払
う
よ
う
必
要
な
手
続
き

を
と
つ
て
貰
い
た
い
。
村
吏
員
及
び
当
方

の
係
官
の
調
査
で
は
こ
の
建
設
地
域
内
に

は
住
民
の
建
物
や
墓
地
等
が
な
い
旨
明
か

に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
那
覇
飛
行

場
総
合
計
画
地
域
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で

農
作
物
の
損
害
賠
償
は
支
払
わ
れ
な
い

と
の
通
知
を
も
た
ら
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
同
月
二
十
九
日
に
は
部
落

の
幹
部
会
が
開
か
れ
、
す
で
に
部
落
南
側

で
は
石
油
タ
ン
ク
の
工
事
が
は
じ
ま
り
、

北
側
で
も
農
地
が
弾
薬
集
積
所
に
と
ら
れ

て
お
り
、
次
第
に
農
地
が
減
つ
て
く
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
や
が
て
一
坪
の
畑
も
な
く

な
る
不
安
も
あ
る
の
で
こ
の
際
強
く
反
対

し
て
こ
れ
以
上
部
落
の
農
地
を
失
わ
な
い

よ
う
に
し
よ
う
、
と
申
し
合
せ
そ
の
後
部

落
常
会
を
開
い
て

万
一
軍
が
同
地
域
の

工
事
を
始
め
た
ら
鐘
を
た
た
い
て
合
図
す

る
、
合
図
を
聞
い
た
ら
部
落
民
は
す
ぐ
現

場
へ
か
け
つ
け
る

と
の
申
し
合
せ
、
一

方
で
は
軍
上
層
部
へ
陳
情
す
べ
く
部
落
民

間
で
署
名
運
動
を
行
つ
た
。

以
上
が
こ
れ
ま
で
の
経
緯
で
五
日
朝
の
事
件

に
つ
い
て
同
部
落
の
上
原
○
○
さ
ん
の
話
は

こ
う
だ
。

”
朝
七
時
半
頃
波
座
間
原
の
近
く
に
住
ん

で
い
る
上
原
○
○
さ
ん
が

今
朝
か
ら
ブ

ル
ト
ー
ザ
ー
が
作
業
を
始
め
て
い
る

と

私
に
伝
え
て
き
た
。
早
速
鐘
を
叩
い
て
部

落
民
を
集
め
て
現
場
に
い
つ
て
み
た
と
き

は
す
で
に
三
百
米
ば
か
り
道
が
出
来
て
い

た
、
作
業
を
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
人
に

作
業
を
中
止
し
て
欲
し
い

と
交
渉
し

た
ら

今
日
は
一
応
引
揚
げ
よ
う

と
軍

用
地
の
柵
内
に
引
下
つ
た
、
間
も
な
く
Ｍ

Ｐ
や
Ｃ
Ｉ
Ｄ
が
現
わ
れ
、
こ
ち
ら
か
ら
の

連
絡
に
よ
つ
て
長
嶺
村
長
も
や
つ
て
き

た
、
長
嶺
村
長
と
Ｃ
Ｉ
Ｄ
の
交
渉
で
は

軍
用
地
の
問
題
は
吾
々
に
は
わ
か
ら
な

い
、
オ
グ
デ
ン
少
将
か
そ
の
代
理
官
が
く

る
ま
で
待
つ
よ
う
に

と
の
事
だ
つ
た
。

部
落
民
は
そ
の
ま
ゝ
す
わ
り
込
ん
で
オ
グ

デ
ン
少
将
の
来
る
の
を
待
つ
て
い
た
が
十

二
時
半
頃
突
然
武
装
し
た
兵
隊
三
百
名
位

が
や
つ
て
き
て
私
共
は
追
つ
ぱ
ら
わ
れ

た
”

な
お
ク
ラ
ブ
に
集
つ
た
部
落
民
は
対
策
を
協

議
す
る
と
の
こ
と
だ
つ
た
が
具
体
的
な
対
策

は
ま
だ
決
つ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

事
前
に
通
告
済
み
／
”
赤
の
扇
動
”
ブ

准
将
が
声
明

今
日
我
々
は
一
〇
四
・
六
エ
ー
カ
ー
の
軍
用

地
を
返
還
す
る
こ
と
に
な
つ
た
が
、
こ
の
時

に
瀬
長
氏
を
始
め
と
す
る
人
民
党
員
は
無
知

の
住
民
を
集
め
、
米
国
の
計
画
に
対
し
て
小

禄
村
に
お
け
る
僅
か
一
エ
ー
カ
ー
半
の
土
地

に
つ
い
て
運
動
を
お
こ
そ
う
と
し
て
い
る
。

今
回
の
土
地
開
放
で
小
禄
村
で
は
四
六
エ
ー

カ
ー

五
万
六
千
三
百
四
坪

の
土
地
返
還

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
瀬
長
氏

は
い
わ
ゆ
る
共
産
主
義
の
方
法
を
と
つ
て
、

そ
の
同
調
者
と
共
に
我
々
の
大
き
な
計
画
を

阻
止
し
て
か
か
ろ
う
と
し
て
い
る
。

小
禄
村
の
一
エ
ー
カ
ー
半
の
土
地

即
ち
瀬

長
氏
を
通
じ
て
収
用
反
対
運
動
が
行
わ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
土
地

は
軍
の
最
も
必
要
と

す
る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
作
付
等

が
行
わ
れ
て
い
て
、
こ
の
土
地
を
か
か
る
運

動
に
利
用
し
て
い
る
。
こ
の
土
地
に
対
し
て

は
五
二
年
四
月
二
十
八
日
ま
で
の
借
地
料
を

支
払
つ
て
あ
り
、
我
々
が
こ
の
土
地
を
使
用

す
る
と
い
う
こ
と
は
事
前
に
通
告
し
て
あ

る
。
民
政
府
布
告
二
十
六
号
は
土
地
の
返
還
に
つ

い
て
も
委
細
に
説
明
し
て
あ
る
。

ブ
ラ
ム
リ
ー
首
席
民
政
官
声
明

極
東
の

人
々
に
対
す
る
責
任
を
負
う
た
め
に
又
そ
の

安
住
の
た
め
に
我
々
は

米
国
の
意

無
知

な
民
衆
を
利
用
し
て
我
々
の
計
画
遂
行
を
阻

む
者
に
対
し
て
は
譲
歩
す
る
こ
と
は
決
し
て

な
い
、
か
か
る
点
か
ら
我
々
は
か
か
る
阻
止

運
動
者
に
対
し
て
は
こ
れ
を
取
除
く
手
段
を

と
る
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
瀬
長
氏
の
よ
う
な

人
や
こ
れ
と
同
様
な
主
義
を
も
つ
人
達
か
ら

の
抗
議
に
対
し
て
は
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
は

で
き
ず
又
か
か
る
思
想
を
拡
げ
る
こ
と
を
も

断
じ
て
許
さ
な
い
で
あ
ろ
う
。

那
覇
、
小
禄
の
軍
用
地
／
十
二

万
余
坪
近
く
開
放

琉
新
　
１
９
５
３
・
12
・
６

民
政
府
新
聞
課

琉
球
軍
司
令
部
が
五
日

発
表
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
十
二
万
八
千
坪

一
〇
四
・
六
エ
ー
カ
ー

に
上
る
軍
用
地

が
近
く
、
そ
の
所
有
主
た
ち
に
返
還
さ
れ
る

こ
と
に
な
つ
て
い
る

こ
の
土
地
は
軍
の
必
要
以
上
の
土
地
で
あ
り

今
度
の
土
地
開
放
は
軍
事
上
ぜ
ひ
必
要
な
最

少
限
度
の
琉
球
の
土
地
を
確
立
す
る
に
止
め

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

十
二
月

二
六
六



る
米
国
の
方
針
と
合
致
す
る
も
の
で
あ
る

開
放
さ
れ
る
土
地
は
次
の
と
お
り

１
、
那
覇
丁
３
、
シ
ー
ビ
ユ
ー

松
山
町

九
、
一
八
〇
坪

２
、
那
覇
Ｃ
５
、
旧
行
政
府
庁
舎
付
近

上

之
蔵
町

五
、
九
九
八
坪

３
、
那
覇
ク
ラ
ブ
近
辺

若
狭
町

二
、
六

九
三
坪

４
、
那
覇
第
一
号
道
路
と
第
四
十
号
道
路
交

叉
点

泊
高
橋

付
近
、
一
二
、
八
五
二
坪

５
、
那
覇
第
四
十
四
号
道
路

与
那
原
線

ポ
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
支
部
区
域

壺
川

二

〇
、
九
三
〇
坪

６
、
那
覇
港
北
側
、
一
四
、
五
六
五
坪

７
、
那
覇
商
港
、
五
、
五
〇
八
坪

８
、
那
覇
航
空
基
地
、
小
禄
部
落
地
域
、
五

六
、
三
〇
四
坪

泊
埋
立
地
に
借
地
人
ワ
ン
サ
／

割
当
に
頭
痛
の
市
当
局
／
五

万
坪
の
土
地
に
四
十
万
坪
の

申
込
み
沖
タ
・
夕
　
１
９
５
３
・
12
・
６

泊
埋
立
地
の
割
当
問
題
は
去
る
三
日
の
那
覇

市
議
会
全
員
協
議
会
で
も
港
域
設
定
を
め
ぐ

つ
て
論
議
が
集
中
さ
れ
注
目
の
的
と
な
つ
て

い
る
が
市
の
中
心
部
を
軍
用
に
供
さ
れ
、
然

も
日
々
発
展
し
て
や
ま
な
い
那
覇
市
民
に
と

つ
て
は
五
万
八
千
坪
の
新
た
な
埋
立
地
に
深

い
関
心
が
集
ま
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
特
に

土
地
を
失
な
つ
た
人
々
や
土
地
柄
、
事
業
家

が
、
ウ
の
目
タ
カ
の
目
と
な
る
わ
け
だ
。
す

で
に
受
入
可
能
の
五
万
坪
に
対
し
借
入
が
ワ

ン
サ
と
一
万
二
千
件
も
申
込
ん
で
坪
数
に
す

れ
ば
四
十
一
万
坪
。
正
に
娘
一
人
に
婿
八
人

の
騒
ぎ
で
あ
る
。
こ
う
な
つ
て
く
る
と
利
権

が
つ
き
ま
と
い
易
い
。
そ
こ
で
市
当
局
も
極

め
て
慎
重
を
期
し
て
い
る
が
、
で
は
こ
れ
ら

の
割
当
や
受
入
れ
は
ど
の
よ
う
に
行
れ
よ
う

と
し
て
い
る
か
。

割
振
を
政
府
も
練
り
直
す

○

市
で
は
泊
埋
立
地
の
受
入
れ
を
急
が
ね

ば
な
ら
ぬ
事
情
に
お
か
れ
て
い
る
。
と
い
う

の
は
埋
立
地
の
賃
貸
借
収
入
や
港
収
入
を
本

年
度
予
算
に
二
百
四
十
万
円
計
上
し
て
お

り
、
こ
れ
で
同
港
の
港
湾
施
設
を
整
備
す
る

計
画
と
な
つ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た

め
既
に
都
計
課
の
区
画
整
理
は
去
る
八
月
に

完
成
し
た
の
だ
が
臨
港
地
区
の
制
定
を
め
ぐ

つ
て
つ
ま
り
港
湾
業
務
、
倉
庫
、
商
工
業
住

宅
の
各
地
域
を
ど
の
よ
う
に
割
振
す
る
か
で

幾
度
も
計
画
が
練
り
直
さ
れ
た
。
こ
れ
は
要

す
る
に
港
の
性
格
を
漁
港
と
す
る
か
、
商
港

と
す
る
か
、
或
い
は
泊
の
発
展
性
に
対
す
る

見
通
し
の
相
違
な
ど
か
ら
見
解
が
分
れ
る
わ

け
だ
が
泊
は
那
覇
港
が
あ
る
か
ら
そ
れ
程
、

伸
び
な
い
。
従
つ
て
倉
庫
、
工
業
地
区
よ
り

も
住
宅
地
区
に
多
く
を
割
い
て
土
地
を
失
つ

た
人
々
に
与
え
よ
と
い
う
の
が
当
局
案
に
対

す
る
反
対
意
見
の
大
半
で
あ
つ
た
。
三
日
の

協
議
会
で
も
こ
の
点
が
ム
シ
返
さ
れ
た
わ
け

だ
が
当
局
で
は
八
日
の
議
会
で
は
今
度
こ
そ

通
さ
ね
ば
と
い
う
考
え
の
よ
う
だ
。

受
入
案
計
画

○

ま
ず
受
入
計
画
案
だ
が
之
は
受
入
れ
の

大
綱
を
次
の
三
ツ
に
分
け
て
い
る
。

一
、
港
湾
運
営
上
の
必
要
業
務

官
公
署
、

船
舶
業
、
荷
役
業
、
油
脂
補
給
業
、
倉
庫
業
、

銀
行
、
通
関
事
務
業

二
、
港
の
繁
栄
に
寄

与
す
る
事
業

水
産
、
水
産
加
工
、
機
械
工

業
、
製
造
業
、
製
氷
、
船
舶
修
理
、
離
島
連

絡
所

三
、
住
宅

住
宅
で
は
　
１
、
都
計

の
た
め
移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
者
　
２
、

軍
用
に
土
地
を
収
用
さ
れ
返
還
の
見
込
も
な

く
移
動
を
必
要
と
す
る
者
　
３
、
戦
前
長
期

に
市
有
地
を
借
用
、
現
在
、
居
住
地
を
求
め

る
の
に
困
難
し
て
い
る
者
の
順

と
な
つ
て

い
る
。
受
入
方
法
は

受
入
方
法
と
し
て
は
受
入
委
員
会

議
会
か

ら
五
、
市
当
局
か
ら
五
、
民
間
五
の
委
員
で

構
成
、
市
長
の
諮
問
機
関

を
設
置
し
、
受

入
大
綱
に
よ
つ
て
申
請
の
個
々
に
つ
い
て

一
々
検
査
、
市
長
に
具
申
す
る
と
な
つ
て
い

る
。
つ
ま
り
市
町
村
自
治
法
に
も
と
づ
い
て

市
有
財
産
の
管
理

貸
付

は
市
長
権
限
で

行
う
と
い
う
も
の
だ
。

○

な
お
こ
の
計
画
で
は
泊
及
び
垣
花
住
民

に
対
す
る
処
置
と
し
て
、

一
、
垣
花
住
民
の
受
入
れ
は
一
定
坪
数
を
割

当
て
、
内
部
配
置
に
つ
い
て
は
自
主
的
な
復

興
期
成
会
の
原
案
に
も
と
づ
き
決
定
す
る
。

一
、
泊
一
帯
の
住
民
の
受
入
れ
は
前
島
町
市

有
地
を
な
る
べ
く
割
当
て
る
。

一
、
割
当
は
各
項
と
も
必
要
の
最
低
限
度
に

止
め
、
住
宅
は
三
十
坪
以
内
と
す
る
と
決
め

る
。九
割
以
上
が
住
宅
申
込
み

各
地
域
の
割
当
を
、

一
、
港
湾
業
務
地
区
千
七
百
六
十
坪
、

一
、
倉
庫
地
区
四
千
百
三
十
坪
、

一
、
商
業
地
区
一
万
四
十
坪
、

一
、
工
業
地
区
八
千
二
百
八
十
三
坪
、

一
、
住
宅
地
域
八
千
二
百
八
十
五
坪
、

計
三
万
二
千
五
百
坪
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
現
在
区
画
整
理
済
み
の
分
で
埋
立

事
業
完
成
の
暁
は
約
五
万
八
千
坪
と
云
わ
れ

る○

最
後
に
借
用
申
込
み
の
方
を
一
渡
り
見

る
と
港
湾
業
務
二
十
七
件
。
倉
庫
地
区
十
三

件
。
工
業
地
区
十
四
件
。
商
業
地
区
三
十
九

件
。
住
宅
一
万
二
千
五
百
七
十
九
件
。
流
石

に
件
数
で
は
住
宅
が
九
割
以
上
を
占
め
て
い

る
。
然
し
住
宅
の
方
は
今
の
と
こ
ろ
個
人
的

な
申
請
は
な
い
よ
う
で
、
殆
ど
が
団
体
、
前

島
、
泊
、
垣
花
の
各
町
復
興
期
成
会
や
那
覇

一
九
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地
区
従
業
組
合
、
元
市
有
地
借
地
人
協
会
と

い
つ
た
も
の
。
業
態
別
で
は
商
業
が
最
も
多

く
、
海
運
、
荷
役
、
水
産
、
貿
易
、
陸
運
、

倉
庫
、
軽
工
業
な
ど
盛
沢
山
だ
が
、
ど
れ
を

見
て
も
一
流
業
者
が
ズ
ラ
ツ
と
並
ん
だ
と
こ

ろ
は
壮
観
。
割
当
に
頭
が
痛
く
な
る
の
は
無

理
も
な
い
話
で
あ
る
。
申
込
の
変
り
種
で
は

例
の
ス
バ
ス
商
会
が
あ
る
。

”
円
満
裡
に
解
決
し
た
い
”
／

主
席
が
具
志
部
落
民
に
約
束

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
３
・
12
・
７

小
禄
村
具
志
部
落
民
約
五
百
名
は
、
け
さ

十
時

土
地
を
守
れ
平
和
の
た
め
に

と

の
ノ
ボ
リ
を
掲
げ
な
が
ら
行
政
府
に
押
し

か
け
上
原
か
ま
戸
土
地
委
員
長
、
上
原
具

志
区
長
、
上
原
青
年
副
会
長
、
国
吉
土
地

委
員
の
四
名
が
主
席
と
会
見
、
具
志
部
落

の
土
地
収
用
に
対
す
る
善
処
方
を
要
請
し

た
。

政
府
側
は
泉
副
主
席
、
宮
里
内
政
、
仲
村
警

察
局
長
、
中
今
官
房
次
長
、
稲
嶺
行
政
課
長

ら
が
立
合
つ
た
が
、
代
表
は
ま
ず
こ
れ
ま
で

の
経
過
を
述
べ
、決
議
文
を
主
席
に
手
交
し
、

こ
の
問
題
に
対
す
る
善
処
方
を
要
請
し
た
。

そ
の
結
果
、
主
席
は
軍
の
土
地
必
要
と
す
る

の
は
防
衛
の
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
に
一
応
協

力
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
の
生
活
保

障
は
充
分
考
え
て
も
ら
う
べ
き
だ
と
説
明
、

部
落
民
の
気
持
も
充
分
副
長
官
に
伝
え
円
満

解
決
を
図
る
旨
確
約
し
た
。

そ
の
後
代
表
者
の
要
請
に
よ
り
十
一
時
か
ら

主
席
は
庁
舎
う
ら
に
集
つ
て
い
る
部
落
民
に

会
い
、
次
の
よ
う
に
語
つ
た
。

代
表
か
ら
み
な
さ
ん
の
お
気
持
を
き
い
て

実
状
は
よ
く
分
つ
た
、
小
禄
村
は
多
く
の

土
地
を
軍
用
地
に
取
ら
れ
非
常
に
苦
ん
で

い
る
こ
と
は
充
分
承
知
し
て
い
る
。
ま
た

こ
の
村
民
の
協
力
に
対
し
て
は
軍
も
こ
れ

を
認
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
私
も
関
係
各

局
長
を
つ
れ
て
先
に
現
地
を
視
察
し
た
こ

と
が
あ
り
、
そ
の
際
具
志
部
落
の
実
状
も

よ
く
み
て
き
た
、
し
か
し
現
在
の
状
勢
は

米
国
と
し
て
は
軍
事
基
地
を
特
に
必
要
と

し
て
お
り
、
こ
れ
は
吾
々
自
身
は
勿
論
、

自
由
諸
国
の
防
衛
の
た
め
で
あ
り
、
そ
れ

に
対
す
る
協
力
も
必
要
と
思
う
、
だ
が
勿

論
一
部
の
犠
牲
に
対
し
て
は
全
部
で
そ
の

責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
。
軍
の
特
に
必
要
と
す
る
土
地
を
軍
事
基
地

に
使
用
さ
れ
て
も
、
そ
の
土
地
の
使
用
者

が
生
活
に
苦
し
む
事
の
な
い
よ
う
、
そ
の

面
の
解
決
を
図
り
た
い
と
思
う
。

は
る
ば
る
こ
ち
ら
ま
で
き
て
も
ら
つ
た
気

持
は
充
分
解
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は

み
な
さ
ん
の
代
表
、
村
当
局
、
政
府
と
緊

密
な
連
絡
を
と
り
、
軍
に
対
し
て
出
来
る

限
り
の
生
活
を
保
障
し
て
も
ら
う
よ
う
強

力
に
努
力
し
た
い
。

そ
の
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
は
代
表
者

ら
と
話
合
つ
て
円
満
解
決
に
尽
力
し
た

い
。
六
項
目
を
要
請

そ
の
後
部
落
民
は
更
に
次
の
よ
う
な
要
望
事

項
を
主
席
に
提
出
、
十
一
時
半
立
法
院
へ
の

陳
情
に
向
つ
た
。

一
、
現
在
ま
で
の
経
過
報
告
に
つ
き
主
席

の
意
見
を
き
き
た
い
。

二
、
こ
の
工
事
進
行
中
の
地
域
は
な
ん
ら

の
契
約
も
結
ば
れ
て
い
な
い
か
ら
正
式
な

契
約
締
結
ま
で
こ
の
工
事
の
中
止
を
考
慮

し
て
も
ら
い
た
い
。

三
、
こ
の
土
地
へ
の
適
切
な
措
置
と
賠
償

支
払
い
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

四
、
現
在
の
土
地
は
現
在
の
ま
ま
耕
作
を

保
障
し
て
も
ら
い
た
い
。

五
、
支
払
い
ず
み
の
金
は
い
か
な
る
性
質

の
も
の
か
、
吾
々
は
講
和
発
効
前
の
使
用

料
と
し
て
受
取
つ
た
。

六
、
住
民
の
生
き
る
た
め
の
要
求
に
対
し

て
武
力
に
よ
る
解
決
は
し
な
い
で
も
ら
い

た
い
。

具
志
部
落
、
政
府
立
法
院
へ
訴

る
／
き
ょ
う
実
情
調
査
／
立

法
院
が
乗
り
出
す

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
３
・
12
・
８

立
法
院
軍
用
地
特
別
委
で
は
、
具
志
部
落
民

代
表
か
ら
の
説
明
を
聴
取
、
引
続
き
委
員
会

を
開
き
、
き
よ
う
八
日
ひ
る
一
時
か
ら
現
地

具
志
部
落
の
実
情
調
査
を
行
つ
た
の
ち
善
処

す
る
こ
と
を
決
定
、
さ
ら
に
布
告
二
十
六
号

に
対
し
て
は
、
従
来
の
態
度
を
堅
持
す
る
こ

と
に
な
つ
た
。
つ
ま
り
適
正
妥
当
な
地
代
が

決
定
す
る
ま
で
は
仮
払
い
と
し
て
、
契
約
を

中
止
す
る
こ
と
を
地
方
連
合
委
に
も
連
絡
を

と
り
、
さ
ら
に
今
後
の
土
地
特
別
委
の
進
む

べ
き
方
向
に
つ
い
て
も
言
及
、
今
明
日
中
に

基
本
的
な
再
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
な
つ

た
。軍
用
地
問
題
解
決
に
／
立
法
化
の
意
見

も
／
特
別
委

特
別
委
に
お
け
る
討
議
の
大
要
。

石
原
委
員
＝
具
志
部
落
の
代
表
証
言
で
も
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
使
用
料
を
払
つ
た
と
い
う

こ
と
を
理
由
に
、
占
有
さ
れ
る
危
険
性
が
あ

る
の
で
、
七
五
％
を
受
領
す
る
こ
と
も
、
貸

す
こ
と
を
是
認
す
る
こ
と
に
な
り
、
あ
く
ま

で
も
適
正
地
代
の
決
定
ま
で
は
、
す
べ
て
仮

払
い
と
い
う
態
度
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

安
里
委
員
＝
布
告
二
十
六
号
の
狙
い
は
七

五
％
を
受
領
さ
せ
、
貸
借
の
既
成
事
実
を
根
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拠
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
。
い
わ
ゆ
る
不

法
占
有
の
そ
し
り
を
免
れ
よ
う
と
す
る
も
の

だ
。
新
垣
委
員
＝
布
告
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
も

必
要
だ
が
、
何
時
ま
で
も
後
手
を
打
つ
て
は

な
ら
な
い
。
布
令
一
〇
九
号
で
収
用
さ
れ
る

こ
と
は
す
で
に
明
ら
か
に
な
つ
て
い
た
も
の

で
、
示
威
運
動
を
す
る
よ
り
は
、
土
地
に
関

す
る
全
般
的
問
題
を
議
題
と
し
て
、
臨
時
議

会
を
招
集
す
べ
き
だ
。

瀬
長
委
員
＝
布
告
、
布
令
の
改
正
も
必
要
で

あ
り
、
総
合
的
な
土
地
問
題
に
関
す
る
立
法

化
の
為
に
招
集
す
べ
き
だ
、

与
儀
委
員
＝
契
約
権
を
主
席
に
義
務
づ
け
る

と
い
う
方
式
が
、
軍
直
接
の
タ
ツ
チ
と
い
う

情
勢
に
変
つ
て
き
て
い
る
の
で
、
軍
用
地
と

し
て
取
上
げ
ら
れ
る
人
の
み
に
損
失
を
与
え

な
い
で
、
琉
球
政
府
が
国
内
的
立
法
に
よ
つ

て
、
財
政
的
保
障
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
考

え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

桃
原
委
員
＝
も
う
一
つ
大
き
な
問
題
は
大
島

返
還
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
軍
事
基
地
設
定
を

行
政
協
定
の
中
に
追
加
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
沖
縄
の
場
合
、
復
帰
は
し
な
い
が
、
潜

在
主
権
の
あ
る
関
係
か
ら
日
米
の
行
政
協
定

に
よ
つ
て
根
本
的
に
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

石
原
委
員
＝
根
本
的
、
合
理
的
解
決
は
日
本

復
帰
に
よ
つ
て
し
か
で
き
な
い
。
従
つ
て
復

帰
し
な
い
現
在
で
も
、
こ
の
面
か
ら
の
研
究

は
必
要
だ
。
一
方
現
実
の
問
題
と
し
て
、
自

主
的
解
決
を
も
図
る
べ
き
で
、
地
代
の
直
接

解
決
で
な
く
損
失
の
補
償
、
生
活
の
保
障
を

政
府
が
財
政
的
に
保
障
す
る
立
法
も
必
要
で

あ
る
。

瀬
長
委
員
＝
現
在
の
統
治
方
式
が
従
来
の
法

理
論
か
ら
は
割
出
せ
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
に

要
求
す
る
こ
と
を
法
制
化
す
べ
き
だ
。

与
儀
委
員
＝
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
軍
が

作
ら
な
け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
立
法
化
す
る

と
い
う
態
度
が
必
要
だ
。

新
垣
委
員
＝
と
に
角
、
主
席
や
軍
が
拒
否
す

る
と
い
う
こ
と
は
別
問
題
で
、
住
民
の
意
志

は
こ
う
だ
と
い
う
点
を
確
た
る
立
法
で
示
す

べ
き
だ
。

部
落
民
大
会
の
決
議

小
禄
村
具
志
部
落
民
第
二
回
大
会
に
お
け

る
決
議
文
要
旨
次
の
通
り
。

終
戦
来
我
々
が
つ
く
し
て
き
た
米
軍
へ
の
協

力
も
空
し
く
、
十
二
月
五
日
朝
八
時
我
々
部

落
民
に
残
さ
れ
た
唯
一
の
そ
し
て
最
後
の
土

地

ハ
ザ
マ
原
一
万
五
千
坪

が
突
然
強
制

的
に
工
事
を
開
始
さ
れ
、
我
々
一
千
五
百
名

の
工
事
反
対
の
要
求
を
無
視
し
た
。
我
々
は

工
事
現
場
に
か
け
つ
け
工
事
の
中
止
を
願
い

出
た
が
、
民
政
副
長
官
代
理

自
称

コ
ン

ド
大
佐
は
質
問
意
見
を
全
然
拒
否
し
、
即
時

退
却
命
令
を
申
し
渡
し
た
。
我
々
字
具
志
住

民
は
道
徳
と
博
愛
を
重
ん
ず
る
米
軍
に
対
し

そ
の
説
明
を
要
求
し
た
に
か
ゝ
わ
ら
ず
、

我
々
の
要
求
は

質
問
を
受
け
つ
け
な
い

と
一
蹴
さ
れ
、
武
装
兵
士
約
三
百
五
十
名
は

銃
剣
を
突
き
つ
け
た
。
こ
の
よ
う
な
非
人
道

的
な
仕
打
ち
で
我
々
は
涙
な
が
ら
に
退
却
せ

ざ
る
を
得
な
か
つ
た
十
一
月
二
十
九
日
具
志

部
落
民
大
会
の
決
議
に
よ
り
該
工
事
反
対
、

土
地
の
強
制
取
上
げ
反
対
の
声
を
人
間
の
正

し
い
要
求
と
信
じ
再
び
決
意
し
、
該
工
事
の

即
時
中
止
を
要
求
す
る
。

当
間
市
長
、
就
任
初
の
那
覇
市

会
／
都
市
合
併
を
推
進
／
競

輪
、
早
期
実
現
な
ど
可
決

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
３
・
12
・
９

那
覇
市
の
定
例
議
会
は
八
日
午
前
十
時
二
十

分
開
会
。
当
間
市
長
の

当
面
の
重
大
目
標

で
あ
る
首
都
建
設
す
な
わ
ち
隣
接
市
村
の
合

併
と
都
計
事
業
の
推
進
の
た
め
議
会
の
全
面

的
協
力
を
望
む

旨
の
挨
拶
が
あ
つ
て
た
だ

ち
に
上
程
案
件
の
審
議
に
入
り
、
市
有
財
産

の
取
得
管
理
及
び
処
分
条
例
案
、
競
輪
の
早

期
実
現
に
関
す
る
決
議
案
な
ど
十
一
件
を
可

決
。
那
覇
市
部
課
設
置
条
例
改
正
案
な
ど
七

件
を
各
関
係
委
員
会
付
託
と
し
て
注
目
の
泊

埋
立
地
を
め
ぐ
る
受
入
対
策
や
地
域
制
定
に

関
す
る
諮
問
案
は
依
然
と
し
て
反
対
意
見
が

あ
つ
て
ま
と
ま
ら
ず
結
局
、二
件
と
も
保
留
、

三
度
当
局
の
検
討
を
要
請
す
る
こ
と
に
な
つ

た
。な
お
今
議
会
の
会
期
は
十
二
日
迄
の
五
日

間
と
し
、九
日
は
都
計
施
行
状
況
の
視
察
、

十
、
十
一
日
は
議
案
研
究
の
た
め
休
会
、

十
二
日
に
本
会
議
を
再
開
す
る
こ
と
に
な

つ
た
。
午
後
五
時
半
散
会
。
主
な
る
議
案

の
審
議
状
況
次
の
通
り
。

△
部
課
設
置
条
例
改
正
案

都
計
事
業
の
推

進
と
強
力
な
財
政
政
策
の
施
行
を
主
眼
と
し

て
四
部
十
四
課
に
改
編
す
る
も
の
、
こ
れ
に

つ
い
て

機
構
強
化
に
は
末
端
行
政
機
構
の

強
化
即
ち
区
長
の
設
置
が
急
務
で
あ
る

総
務
建
設
の
二
本
建
て
が
良
い

企
画
部

を
存
置
せ
よ

当
局
は
職
員
に
対
し
公
僕

と
し
て
温
い
心
で
市
民
に
接
す
る
よ
う
民
主

的
に
指
導
せ
よ

な
ど
の
意
見
が
あ
つ
た
が

結
局
、
委
員
会
付
託
と
な
つ
た
。

▽
電
気
事
業
の
廃
止
に
つ
い
て
及
び
那
覇

市
電
気
使
用
料
徴
収
条
例
廃
止
案
の
二
件
は

沖
縄
配
電
の
発
足
に
伴
い
五
一
年
か
ら
操
業

し
て
き
た
市
営
壺
川
発
電
所
を
廃
止
す
る
も

の
。
何
れ
も
可
決
さ
れ
た
が
こ
れ
に
関
連
し

て
大
湾
議
員
の

那
覇
市
は
都
計
事
業
実
施

の
た
め
市
有
財
産
を
あ
れ
こ
れ
処
分
す
る
な

ど
苦
心
し
て
い
る
が
そ
れ
よ
り
も
市
が
持
つ

て
い
る
沖
配
電
の
株
三
百
万
円
を
売
り
払
つ

て
都
計
事
業
費
に
当
て
る
考
え
は
な
い
か

と
の
質
問
に
対
し
当
間
市
長
は

い
ま
の
と
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こ
ろ
そ
ん
な
考
え
は
な
い
。
市
有
財
産
は
出

来
る
だ
け
確
保
す
べ
き
だ
が
市
が
も
つ
て
い

る
よ
り
も
処
分
し
た
方
が
よ
り
効
果
的
な
場

合
も
あ
る

と
答
弁
し
た
。

水
道
料
次
第
に
値
下
／
泊
埋
立
地
問
題

は
保
留

△
五
四
年
度
那
覇
市
追
加
更
正
予
算
案

本
予
算
案
は
過
年
度
予
算
に
計
上
し
て
あ

つ
た
起
債
に
よ
る
牧
志
街
道
工
事
が
予
定
の

期
間
に
起
工
完
成
出
来
な
か
つ
た
ゝ
め
是
非

と
も
繰
越
計
上
に
よ
り
事
業
の
早
期
完
成
を

計
る
必
要
の
あ
つ
た
こ
と
。
次
に
泊
港
東
側

ふ
頭
の
決
壊
に
よ
り
当
初
予
算
に
計
上
さ
れ

た
同
地
域
の
付
帯
施
設
が
本
会
計
年
度
内
に

は
着
手
出
来
な
く
な
つ
た
の
で
予
算
更
正
を

行
い
同
港
域
の
上
屋
、
倉
庫
の
実
現
を
計
画

し
た
こ
と
。
ま
た
市
営
壺
川
発
電
所
の
廃
止

に
伴
な
う
剰
余
金
の
処
分
或
い
は
客
観
状
勢

の
変
化
に
伴
な
う
や
む
を
得
ざ
る
経
費
の
増

加
な
ど
か
ら
追
加
更
正
し
た

と
の
提
案
理

由
証
明
が
あ
つ
て
質
疑
に
入
つ
た
が
、
質
問

は
主
と
し
て
都
計
事
業
関
係
に
集
中
さ
れ
都

計
の
財
源
と
し
て
い
る
替
費
地
処
分
が
思
わ

し
く
行
か
ぬ
現
状
で
は
予
算
倒
れ
の
オ
ソ
レ

は
な
い
か
、
む
し
ろ
替
費
地
を
抵
当
に
琉
銀

融
資
を
仰
ぐ
べ
き
で
あ
る
等
の
意
見
が
行
れ

た
。
こ
れ
に
対
し
、
市
長
は
政
府
補
助
の
外
、

琉
銀
融
資
も
考
慮
し
て
い
る
と
述
べ
更
に

都
計
は
云
わ
ば
国
の
仕
事
で
あ
る
か
ら
首

都
建
設
法
と
い
つ
た
立
法
の
下
、
関
係
市
町

村
と
政
府
が
全
面
的
に
協
力
す
る
方
向
へ
持

つ
て
行
く
必
要
が
あ
る

と
答
弁
結
局
、
委

員
会
付
託
と
な
る
。

△
五
四
年
度
那
覇
市
水
道
事
業
追
加
更
正

予
算
案
は
可
決
と
な
つ
た
が

水
道
料
は
高

い
と
い
う
の
が
一
般
の
声
だ
が
こ
れ
を
軽
減

す
る
考
え
は
な
い
か

と
の
質
問
に
当
局
は

琉
銀
借
款
の
事
業
資
金
を
短
期
か
ら
長
期

融
資
に
切
り
か
え
る
こ
と
に
努
力
し
た
い
。

加
入
者
の
増
加
で
次
第
に
引
下
げ
る
方
向
へ

進
め
た
い

と
説
明
し
た
。

△
泊
臨
港
地
区
内
の
地
域
制
定
の
件
及
び

泊
埋
立
地
受
入
れ
に
つ
い
て
の
二
諮
問
案
は

再
び
論
議
の
的
と
な
つ
た
が
要
す
る
に
泊
港

を
漁
港
と
す
る
か
商
港
と
す
る
か
或
い
は
泊

の
将
来
性
に
対
す
る
見
通
し
な
ど
の
相
違
か

ら
見
解
が
分
れ
た
。
反
対
意
見
は

地
域
制

は
撤
廃
一
人
で
も
多
く
軍
用
の
た
め
土
地
を

失
な
つ
た
人
々
を
収
容
す
べ
し

泊
は
漁

港
で
充
分
。
商
工
業
地
域
を
縮
小
し
て
住
宅

地
域
を
ふ
や
せ

等
、
結
局
、
保
留
と
な
る
。

△
そ
の
他
可
決
お
よ
び
承
認
さ
れ
た
も
の

は
、
一
、
大
湾
収
入
役
の
再
任
。
一
、
児
童

に
遊
び
場
を
与
え
よ
と
の
決
議
案
。
一
、
競

輪
事
業
を
早
急
に
実
施
せ
よ
。
の
決
議
案
等

が
あ
つ
た
。
ま
た
那
覇
区
教
育
委
の
俸
給
支

給
に
関
す
る
件
は
委
長
四
千
円
副
委
長
三
千

五
百
円
に
修
正
可
決
と
な
つ
た
。

競
輪
実
施
は
い
つ
？
／
立
退
き

迫
ら
れ
た
区
民
が
照
会

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
３
・
12
・
10

那
覇
市
議
会
は
八
日
、
市
営
競
輪
を
早
急

に
実
現
す
る
よ
う
に
と
の
決
議
を
行
つ
た

が
同
競
輪
場
敷
地
に
予
定
さ
れ
て
い
る
奥

武
山
区
民
は
八
日
、

な
る
べ
く
な
ら
湾
港
作
業
に
便
利
な
奥

武
山
区
に
永
住
し
た
い
が
一
体
競
輪
場
は

い
つ
設
置
す
る
の
か
、
現
状
で
は
不
安
に

た
え
な
い

と

一
、
競
輪
場
設
置
は
実
現
す
る
の
か
ど
う

か
。
二
、
実
施
す
る
と
す
れ
ば
区
民
の
移

転
先
は
？
三
、
そ
の
時
期
は
？
の
三
点
に

つ
い
て
市
当
局
へ
照
会
し
た
。

市
当
局
で
は
議
会
で
も

競
輪
の
実
施
は
出

来
る
だ
け
早
目
に
行
う

と
言
明
し
て
い
る

が
、
諸
般
の
事
情
か
ら
大
体
実
際
に
競
輪
が

始
ま
る
の
は
四
月
以
降
と
見
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
同
競
輪
の
経
営
を
依
託
さ
れ
て
い
る

ア
ジ
ア
興
産
か
ら
も
九
日
、
競
輪
場
設
計
、

派
遣
選
手
の
人
選
な
ど
各
種
の
準
備
を
進
め

て
お
り
那
覇
市
営
競
輪
日
本
連
絡
所
を
神
奈

川
県
自
転
車
振
興
会
内
に
設
置
し
た
か
ら

沖
縄
で
も
奥
武
山
敷
地
の
立
退
き
及
び
競

輪
会
社
創
立
を
早
く
し
て
も
ら
い
た
い

と

の
報
告
を
か
ね
た
督
促
状
が
届
い
た
。

機
構
改
革
等
原
案
可
決
／
論
戦

活
発
・
那
覇
市
会
閉
ず

琉
新
　
１
９
５
３
・
12
・
13

那
覇
市
定
例
議
会
は
十
二
日
午
前
十
時
二
十

分
、
再
開
。
直
ち
に
諸
議
案
の
審
議
に
入
り
、

市
長
提
出
議
案

部
課
設
置
条
例
の
改
正

市
有
財
産
の
取
得
管
理
お
よ
び
処
分
条
例

制
定

の
二
件
を
原
案
可
決
。
同
じ
く
市
長

提
案
の

五
四
年
度
予
算
追
加
更
正

を
は

じ
め
牧
志
街
道
、
美
栄
橋
地
区
の
都
計
工
事

に
伴
う
立
退
者
の
受
入
に
関
す
る
件
な
ど
四

件
を
一
部
修
正
で
可
決
。
行
政
主
席
諮
問
の

公
有
水
面
使
用
に
つ
い
て

を
委
員
会
案

通
り
可
決
。
四
度
び
上
程
さ
れ
た
泊
港
区
内

南
岸

の
地
域
制
定
と
泊
埋
立
地
受
入
に

つ
い
て
は
特
別
委
員
会
を
設
け
て
審
議
を
続

け
る
こ
と
に
な
り
、
最
後
に
関
係
各
委
員
長

か
ら
軍
使
用
地
代
臨
時
処
理
法
の
立
法
資
料

な
ど
四
件
の
結
果
報
告
が
あ
つ
て
午
後
二
時

四
十
分
閉
会
。

な
お
、
こ
の
日
復
帰
期
成
会
か
ら
送
ら
れ
て

き
た

各
市
町
村
自
治
体
へ
の
要
請
決
議

沖
縄
の
あ
ら
ゆ
る
市
町
村
が
祖
国
復
帰
決

議
を
採
択
せ
よ
と
す
る

を
め
ぐ
つ
て
協
議

会
に
移
つ
た
が
、
大
き
な
問
題
で
あ
る
の
で

全
議
員
が
慎
重
に
研
究
の
う
え
採
択
す
べ
き

だ
と
の
意
見
が
多
く
来
る
べ
き
議
会
で
取
り

上
げ
る
こ
と
に
な
つ
た
。

主
な
る
議
題
の
審
議
状
況
つ
ぎ
の
通
り

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

十
二
月

二
七
〇



▽
部
課
設
置
条
例
の
改
正

泉
総
務
財
政
委
員
長
か
ら

将
来
の
発
展
に

は
四
部
制
は
妥
当
で
あ
り
、
こ
れ
に
伴
う
人

事
問
題
も
慎
重
を
期
し
て
貰
い
た
い
と
の
要

望
が
あ
り
、
そ
の
ほ
か
工
事
施
工
に
際
し
て

の
各
課
の
有
機
的
連
絡
、
市
民
へ
の
サ
ー
ビ

ス
が
強
調
さ
れ
て
原
案
通
り
可
決
し
た
。

▽
牧
志
街
道
、
美
栄
橋
地
区
の
立
退
者
の
受

入牧
志
街
道
拡
張
に
よ
り
立
退
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
山
田
氏
ほ
か
十
名
の
移
転
先
と
し
て
前

島
町
の
市
有
地
を
売
却
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
う
ち
二
名
は
借
家
人
で
あ
る
た
め
該
当

者
と
み
な
さ
れ
ず
賃
貸
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に

修
正
し
て
可
決
。
同
じ
く
区
画
整
理
に
伴
う

美
栄
橋
の
仲
本
氏
ほ
か
二
十
名
に
つ
い
て
も

埋
立
地
を
四
十
坪
以
下
、
賃
貸
す
る
と
い
う

案
を
平
均
三
十
坪
に
修
正
可
決
し
た
。

▽
五
十
四
年
度
予
算
追
加

経
常
部
の
職
員
給
、
市
長
の
給
料
を
大
那
覇

市
の
首
長
に
ふ
さ
わ
し
く
増
額
せ
よ
と
の
意

見
が
出
て
、
現
在
の
一
万
二
千
円
か
ら
一
万

五
千
円
に
増
額
し
た
の
み
で
当
局
案
通
り
可

決
。
▽
泊
港
の
地
域
制
定
と
受
入

当
局
か
ら
議
会
の
具
体
案
を
き
ゝ
た
い
と
の

こ
と
で
上
程
、
当
間
市
長
か
ら

都
計
の
進

行
上
、
急
を
要
す
る

と
要
望
さ
れ
た
が
、

倉
庫
地
区
、
商
工
業
地
区
の
面
積
に
つ
い
て

泊
港
の
将
来
の
見
通
を
付
け
ね
ば
な
ら
ず

将
来
、
那
覇
港
の
補
助
港
兼
漁
港
と
し
て

計
画
す
べ
き
だ
。
盆
、
正
月
な
ど
沖
待
ち
に

よ
る
被
害
は
大
き
い
。
ま
た
本
土
ア
メ
リ
カ

軍
の
沖
縄
駐
屯
も
考
え
ら
れ
る
の
で
那
覇
港

を
頼
ら
ず
に
当
局
の
業
務
倉
庫
地
域
を
認
め

る
べ
き
だ

と
す
る
の
と

軍
は
泊
港
の
商

港
申
請
も
却
下
し
て
い
る
し
工
業
地
帯
を
北

岸
だ
け
に
限
り
、
漁
港
と
し
て
の
計
画
を
立

て
る
べ
き
だ

と
の
意
見
が
対
立
。
花
城
都

計
課
長
か
ら
三
市
一
村
合
併
の
立
場
か
ら
ど

う
し
て
も
倉
庫
は
那
覇
港
の
半
分
は
必
要
で

あ
り
、
四
分
の
一
の
四
千
坪
は
是
非
認
め
て

貰
い
た
い
と
の
説
明
が
あ
つ
た
が
ま
と
ま
ら

ず
、つ
ぎ
の
各
議
員
で
特
別
委
員
会
を
設
け
、

閉
会
中
も
審
議
を
続
け
る
こ
と
に
し
た
。

城
間
、
比
嘉
、
新
垣
、
儀
間
、
泉
、
上
原
、

大
湾
、
浦
崎
、
長
嶺
、
辺
野
喜
の
各
氏
。

▽
公
有
水
面
使
用

行
政
主
席
諮
問

｜
か

飼
池
の
設
置
は
水
産
業
の
育
成
に
時
宜
を
得

た
措
置
と
し
て
つ
ぎ
の
条
件
を
も
つ
て
許
可

す
る
よ
う
答
申
し
た
。

泊
港
北
岸
に
将
来
防
波
堤
そ
の
他
の
施
設
を

計
画
し
て
い
る
の
で
市
の
都
市
計
画
に
支
障

の
あ
る
場
合
は
い
つ
で
も
無
条
件
に
撤
去
す

る
こ
と
。

機
構
改
革
に
伴
う
／
那
覇
市
部

課
長
級
異
動

琉
新
　
１
９
５
３
・
12
・
17

那
覇
市
で
は
十
六
日
の
特
別
部
長
会
議
で
機

構
改
革
に
伴
う
部
課
長
人
事
の
異
動
を
つ
ぎ

の
よ
う
に
決
定
、
市
長
の
決
裁
を
経
て
即
日

発
令
し
た
。
な
お
、
今
回
の
人
事
異
動
は
外

部
か
ら
の
起
用
を
さ
け
、
す
べ
て
内
部
か
ら

登
用
し
て
お
り
、
税
務
課
長
の
野
波
棟
次
郎

氏
を
財
政
部
長
、
都
計
課
主
任
安
座
間
喜
松

氏
を
衛
生
課
長
、
公
共
施
設
課
主
任
島
袋
完

栄
氏
を
徴
税
課
長
に
そ
れ
ぞ
れ
抜
擢
き
し
て

い
る
。

嘉
手
納
助
役
談

財
政
面
の
強
化
に
よ
る
都

計
事
業
の
推
進
を
主
眼
に
し
て
、
あ
く
ま
で

適
材
適
所
を
も
つ
て
当
て
た
。
事
務
引
つ
ぎ

は
今
年
一
ぱ
い
に
行
い
、
来
春
か
ら
新
し
い

機
構
で
発
足
す
る

機
構
改
革
に
よ
る
人
事
異
動

カ
ツ
コ

内
は
前
職

▽
総
務
部
長
幸
喜
克
彰

建
設

部
長

、
総
務
課
長
安
次
嶺
栄
一

秘
書
課

長

、
戸
籍
課
長
饒
平
名
知
謙

留

、
勧
業

課
長
久
手
堅
憲
栄

留

、

▽
財
政
部
長
野
波
棟
次
郎

税
務
課
長

、

財
政
課
長
東
江
誠
忠

庶
務
課
長

、
税
務

課
長
、
城
田
清
才

社
会
課
長

、
徴
税
課

長
島
袋
完
栄

公
共
施
設
課
書
記
長

、
出

納
課
長
屋
我
兼
金

留

▽
社
会
部
長
助
役
兼
務
、
社
会
課
長
平
識
善

徳

労
務
課
長

、
労
務
課
長
比
嘉
政
謙

衛
生
課
長

、
衛
生
課
長
安
座
間
喜
松

都

計
課
書
記
長

▽
建
設
部
長
安
次
富
長
昌

総
務
部
長

、

都
市
計
画
課
長
花
城
直
政

留

、
土
木
課

長
上
原
直
次
郎

留

、
建
築
課
長
宮
平
く

め
男

留

、
水
道
課
長
亀
島
入
徳

留

、

楚
辺
出
張
所
長
国
吉
真
偉

留

、
泊
港
務

所
長
大
城
実

留

オ
准
将
”
思
う
存
分
使
え
る
”

／
満
々
と
水
を
た
た
え
た
二

億
円
の
施
設
／
泊
浄
水
場
き

の
う
那
覇
市
に
譲
渡

琉
新
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９
５
３
・
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・
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約
二
億
円
の
巨
費
を
投
じ
五
十
一
年
以
来
、

Ｄ
Ｅ
と
鉄
道
工
業
株
式
会
社
の
手
で
工
事
を

急
い
で
い
た
泊
浄
水
場
が
見
事
に
完
成
、
二

十
一
日
午
後
三
時
四
十
五
分
か
ら
同
所
で
オ

グ
デ
ン
副
長
官
、
ブ
ラ
ム
リ
ー
首
席
民
政
官

代
理
ホ
ー
マ
ン
工
務
部
長
、当
間
那
覇
市
長
、

井
上
鉄
道
工
業
株
式
会
社
沖
縄
出
張
所
長
、

Ｄ
Ｅ
レ
ン
シ
ヨ
ー
工
兵
大
佐
な
ど
軍
民
約
三

百
の
知
名
士
が
参
列
し
て
盛
大
な
落
成
式
な

ら
び
に
譲
渡
式
が
行
わ
れ
、
Ｄ
Ｅ
レ
ン
シ

ヨ
ー
大
佐
か
ら
菅
原
鉄
道
工
業
社
長
あ
て
の

感
謝
状
が
井
上
所
長
に
贈
ら
れ
、
午
後
四
時

四
十
五
分
、
遠
く
天
願
か
ら
引
か
れ
た
水
は

オ
グ
デ
ン
副
長
官
、
当
間
市
長
、
井
上
所
長

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

十
二
月

二
七
一



の
ハ
ン
ド
ル
操
作

バ
ル
ブ
開
け

で
堰
を

切
つ
て
浄
水
池
に
流
れ
こ
み
、
市
民
の
台
所

と
直
結
し
た
。

同
浄
水
場
は
戦
後
軍
が
使
用
し
て
来
た
も
の

で
、
こ
れ
が
改
修
さ
れ
て
こ
の
ほ
ど
那
覇
市

へ
譲
渡
の
運
び
と
な
つ
た
も
の
、
戦
前
は
砂

や
木
炭
を
利
用
、
僅
か
百
万
ガ
ロ
ン
そ
こ
そ

こ
の
ろ
過
能
力
し
か
持
た
な
か
つ
た
が
、
改

修
後
は
砂
利
や
木
炭
の
か
わ
り
に
無
煙
炭
を

利
用
ろ
過
能
力
も
一
日
三
百
五
十
万
ガ
ロ
ン

と
見
違
え
る
よ
う
に
な
り
、那
覇
市
は
勿
論
、

三
市
一
村
合
併
後
も
も
て
余
す
ほ
ど
の
水
量

だ
と
い
う
、
席
上
オ
グ
デ
ン
副
長
官
は
”
清

涼
な
水
を
思
う
存
分
使
え
る
こ
と
は
住
民
の

幸
福
と
繁
栄
に
大
き
な
貢
献
を
な
す
も
の
で

あ
る
、
私
は
こ
の
水
が
那
覇
市
外
の
住
民
え

も
お
く
れ
る
よ
う
副
長
官
と
し
て
努
力
す
る

が
差
当
り
こ
の
施
設
を
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ

ン
ト
と
し
て
那
覇
市
民
に
贈
り
た
い
”
と
挨

拶
、
こ
れ
に
応
え
て
当
間
市
長
は
”
那
覇
市

民
の
水
を
求
め
る
姿
は
炎
天
の
砂
漠
を
旅
行

す
る
旅
人
に
似
て
い
た
、
き
よ
う
こ
の
近
代

施
設
が
那
覇
市
に
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ

た
の
は
民
政
府
当
局
の
御
厚
情
の
賜
で
あ

り
、
市
民
を
代
表
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た

い
、
こ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
市
民
に
と
つ
て
地

上
最
大
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
あ

る
”
と
述
べ
た
。

引
続
き
琉
球
ホ
テ
ル
で
祝
宴
が
は
ら
れ
た
。

泊
埋
立
地
の
住
宅
街
拡
げ
る
／

那
覇
市
特
別
委
で
決
ま
る

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
３
・
12
・
23

夕
刊
一
部
既
報

那
覇
市
議
会
の
泊
埋
立

地
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
は
二
十
二
日

午
前
十
時
半
か
ら
開
会
。
市
長
諮
問
の

泊

港
臨
港
地
区
内
地
域
制
定
の
件

に
つ
い
て

審
議
。
ま
ず
地
域
別
の
割
当
を
左
右
す
る
港

の
性
格
を
如
何
に
す
る
か
、
か
ら
論
議
。
結

局
、
泊
は
商
港
兼
漁
港
と
し
て
の
行
方
を
認

め
、
た
だ
し

土
地
を
失
つ
た
人
々
を
多
数

収
容
す
る
た
め
当
局
案
の
港
湾
業
務
、
倉
庫
、

工
業
、
商
業
の
各
地
域
割
当
を
更
に
縮
小
し

住
宅
地
域
を
拡
張
す
べ
き
で
あ
る

と
い
う

浦
崎
、
新
垣
、
儀
間
、
上
原
各
議
員
ら
の
意

見
に
大
多
数
が
賛
成
。
そ
の
線
に
沿
つ
て
地

域
割
当
を
検
討
し
た
が
こ
の
日
は
港
湾
業
務

地
区

三
千
七
十
七
坪

を
原
案
通
り
と
し
、

倉
庫
地
区

四
千
百
三
十
坪

も
一
お
う
原

案
通
り
認
め
る
が
実
際
割
当
の
場
合
は
一
号

線
以
北
の
千
九
百
九
十
四
坪
と
し
て
残
余
は

保
留
。
状
況
を
見
て
、
住
宅
か
、
倉
庫
に
充

て
る
こ
と
に
決
定
。
他
の
地
域
割
当
と

泊

埋
立
地
に
つ
い
て

の
諮
問
案
は
二
十
三
日

に
持
越
す
こ
と
に
な
つ
た
。
当
局
案
の
臨
港

地
域
割
当
は
次
の
通
り
。

△
港
湾
業
務
地
域
　
三
千
七
十
七
坪
。

△
倉
庫
地
域
　
四
千
百
三
十
坪
。

△
商
業
地
域
　
一
万
十
二
坪
。

△
工
業
地
域
　
七
千
九
百
四
坪
。

△
住
宅
地
域
　
八
千
二
百
十
一
坪
。

計
　
三
万
三
千
三
百
三
十
六
坪
。

｜
社
　
説
｜

奄
美
大
島
よ
”
お
め
で
と
う
”

沖
タ
・
朝
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・
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奄
美
大
島
返
還
に
関
す
る
協
定
は
二
十
四

日
、
岡
崎
外
相
、
ア
リ
ソ
ン
米
大
使
に
よ
つ

て
調
印
さ
れ
、
二
十
五
日
午
前
零
時
を
以
て

発
効
し
、
一
九
四
五
年
八
月
以
来
ア
メ
リ
カ

の
統
治
下
に
お
か
れ
て
き
た
奄
美
大
島
は
、

こ
れ
で
祖
国
に
復
帰
す
る
こ
と
に
な
つ
た
の

で
あ
る
。

奄
美
二
十
万
住
民
が
過
去
八
カ
年
の
間
、
寝

て
も
醒
め
て
も
忘
れ
な
か
つ
た
の
は
、
一
日

も
早
く
祖
国
に
帰
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
復
帰
運
動
が
し
烈
化
し
て
遂
に
断
食
祈

願
と
い
う
悲
壮
な
る
場
面
も
現
出
し
た
の

は
、
な
お
、
記
憶
に
新
し
い
こ
と
で
あ
る
。

去
る
八
月
ア
メ
リ
カ
国
務
長
官
ダ
レ
ス
氏
に

よ
つ
て
返
還
が
声
明
さ
れ
て
以
来
、
住
民
は

只
管
そ
の
日
の
来
る
の
を
待
ち
焦
れ
る
と
い

う
有
様
で
あ
つ
た
。
そ
れ
が
十
一
月
一
日
の

期
待
が
破
ぶ
れ
、
十
二
月
一
日
の
期
待
も
空

し
く
過
ぎ
て
、群
島
を
お
う
焦
燥
の
空
気
は
、

復
帰
を
前
に
す
る
経
済
金
融
取
引
の
手
控
え

か
ら
来
る
不
如
意
に
よ
つ
て
ま
す
ま
す
濃
く

な
つ
て
居
た
と
言
わ
れ
る
。

そ
れ
が
人
心
を
動
揺
せ
し
め
る
も
と
に
な
つ

た
の
は
致
方
な
か
つ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、

幸
に
も
十
二
月
二
十
五
日
、
間
違
い
な
く
復

帰
出
来
る
こ
と
に
な
り
、
今
ま
で
待
ち
ボ
ケ

を
く
つ
た
形
で
、
す
つ
か
り
シ
ビ
レ
を
切
ら

し
て
居
た
の
が
、
雲
散
霧
消
し
て
、
明
朗
な

る
気
分
で
復
帰
の
朝
を
迎
え
る
こ
と
に
な
つ

た
の
は
、
奄
美
大
島
の
人
達
に
と
つ
て
此
の

上
も
な
い
幸
で
あ
る
。
吾
々
は
祖
国
に
帰
る

同
胞
達
に
対
し
、
心
か
ら
喜
び
の
万
歳
を
送

る
。
先
に
帰
る
者
と
、
後
に
残
る
者
と
の
差
は
あ

つ
て
も
同
じ
日
本
国
民
と
し
て
、
終
戦
以
来

十
年
に
垂
ん
と
す
る
間
、
政
治
的
に
も
経
済

的
に
も
苦
労
を
共
に
し
た
仲
で
あ
る
。
帰
る

も
の
ゝ
歓
喜
す
る
心
理
も
互
に
よ
く
解
か
る

し
、
又
後
に
残
る
も
の
ゝ
憂
う
つ
な
る
心
理

も
互
に
よ
く
理
解
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と

思
う
。

終
戦
後
の
大
島
が
経
済
的
に
苦
境
に
沈
め
ん

し
て
き
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で

あ
る
。
戦
前
に
は
沖
縄
と
同
様

沖
縄
よ
り

幾
分
遅
れ
て
は
居
た
が

大
島
振
興
計
画
が

実
施
さ
れ
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
戦
後
は
ア

メ
リ
カ
軍
の
駐
留
も
な
く
、
軍
事
的
施
設
も

な
か
つ
た
の
で
、
軍
関
係
に
よ
る
ド
ル
収
入

が
殆
ど
な
か
つ
た
こ
と
、
従
つ
て
有
り
あ
ま

つ
て
居
る
労
働
力
の
消
化
を
沖
縄
に
求
め

て
、
人
口
の
大
量
移
動

そ
れ
は
全
人
口
の
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二
〇
％
に
近
か
い
と
も
言
わ
れ
る

を
余
儀

な
く
さ
れ
た
し
、
又
生
産
企
業
の
回
復
も

遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
つ
た
こ
と
と
相
俟
つ

て
、
全
奄
美
の
生
活
水
準
を
低
位
に
釘
付
け

し
た
の
は
否
定
し
得
な
い
も
の
が
あ
ろ
う
。

戦
後
の
生
活
の
苦
し
さ
、
前
途
に
光
明
を
容

易
に
見
出
し
得
な
い
心
細
さ
が
、
復
帰
運
動

に
油
を
そ
ゝ
い
で
し
烈
に
し
た
と
も
言
え
る

で
あ
ろ
う
。

生
活
を
通
じ
て
、
文
明
が
何
で
あ
る
か
を
知

り
且
つ
自
か
ら
文
化
を
創
造
す
る
力
を
も
つ

て
居
る
国
民

又
は
民
族

が
政
治
的
に
他

民
族
の
支
配
を
う
け
る
こ
と
が
、
如
何
に
精

神
的
に
苦
痛
を
感
ず
る
か
。
そ
れ
が
自
由
を

愛
好
す
る
精
神
を
も
て
ば
、
も
つ
程
こ
の
苦

痛
は
強
烈
と
な
つ
て
く
る
。
こ
れ
は
世
界
に

散
在
す
る
先
進
強
国
の
植
民
地
が
殆
ん
ど
く

び
き
を
争
う
如
く
、
独
立
し
、
或
は
独
立
を

要
求
し
て
居
る
こ
と
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。

過
去
に
於
け
る
奄
美
大
島
の
祖
国
復
帰
運
動

に
し
て
も
、
又
現
在
に
於
け
る
沖
縄
の
祖
国

復
帰
運
動
に
し
て
も
、
民
族
運
動
と
し
て
の

世
界
的
動
向
と
軌
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
は
理

窟
を
越
え
た
国
民
の

民
族
の

偽
る
と
こ

ろ
の
な
い
感
情
の
赤
裸
々
の
表
現
で
し
か
な

い
の
で
あ
る
。

大
島
の
祖
国
に
帰
る
日
を
期
し
て
、
沖
縄
で

は
各
地
に
於
て
祖
国
復
帰
を
念
願
す
る
会
合

が
も
た
れ
る
そ
う
で
あ
る
し
、
又
二
十
五
団

体
の
代
表
者
の
署
名
に
な
る
早
期
復
帰
の
実

現
を
促
進
す
る
陳
情
書
が
吉
田
首
相
、
岡
崎

外
相
に
送
ら
れ
る
と
い
う
が
、
大
島
の
去
り

行
く
姿
を
眺
め
て
安
閑
た
り
得
な
い
、
の
が

沖
縄
住
民
の
心
情
で
あ
り
、
こ
れ
を
何
ら
か

の
形
を
以
て
表
明
せ
ず
に
は
居
れ
な
い
、
と

い
う
の
が
真
実
で
あ
ろ
う
。
従
つ
て
こ
の
陳

情
書
に
署
名
を
求
め
ら
れ
た
比
嘉
行
政
主
席

が
”
主
席
の
立
場
を
了
解
し
て
欲
し
い
”
と

い
う
て
拒
否
し
た
こ
と
に
対
し
、
住
民
の
多

く
が
、
果
た
し
て
こ
れ
を
了
解
し
、
支
持
を

与
え
る
か
ど
う
か
、
は
甚
だ
疑
問
で
あ
る
と

思
う
。

日
本
政
府
は
復
帰
後
の
大
島
に
対
し
、
明
年

三
月
ま
で
の
分
と
し
て
、
十
億
円
の
予
算
を

計
上
し
て
居
る
が
、
更
に
明
年
四
月
以
降
の

新
年
度
に
於
て
は
本
格
的
に
大
島
の
復
興
事

業
が
実
施
さ
れ
る
と
い
う
か
ら
、
大
島
の
経

済
状
態
は
一
両
年
の
う
ち
に
は
見
違
え
る
位

に
よ
く
な
つ
て
来
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は

先
に
復
帰
し
た
十
島
村
が
語
つ
て
い
る
通
り

で
あ
る

、
現
在
沖
縄
を
羨
ま
し
が
つ
て
い

た
の
が
、
却
つ
て
各
種
の
施
設
に
お
い
て
沖

縄
を
追
い
越
す
様
な
事
実
も
や
が
て
現
わ
れ

て
来
る
に
違
い
な
い
。
吾
々
は
虚
心
を
以
て

大
島
が
復
帰
と
共
に
目
ざ
ま
し
い
復
興
振
り

を
見
せ
て
く
れ
る
の
を
望
む
。
そ
れ
は
袂
を

分
つ
同
胞
の
幸
福
を
願
う
か
ら
ば
か
り
で
は

な
く
、
大
島
の
向
上
発
展
は
直
に
沖
縄
の
復

興
に
よ
い
刺
戟
を
与
え
ず
に
は
お
か
な
い
か

ら
で
あ
る
。

産
業
の
開
発
に
は
、
そ
の
誘
い
水
と
な
る
べ

き
資
金
の
援
助
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
戦
前
の
復
興
計
画
が
大
き
な
効
果
を
現

わ
し
て
居
た
の
は
、
政
府
や
県
に
よ
る
施
設

だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
種
々
の
形
を
も
つ
て
す

る
資
金
的
援
助
が
行
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

自
力
で
は
い
か
な
い
か
ら
、
或
る
期
間
、
補

助
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
今
後
の
沖
縄

に
於
て
も
そ
う
で
あ
る
し
、
又
祖
国
に
帰
る

大
島
も
中
央
政
府
や
鹿
児
島
県
の
援
助
の
も

と
に
、
将
来
へ
の
発
展
は
約
束
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

第
二
次
世
界
戦
争
は
九
年
前
に
一
応
終
つ
た

形
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
戦
斗
が

終
つ
た
と
い
う
だ
け
で
あ
つ
て
、
戦
争
そ
の

も
の
は
実
質
的
に
は

講
和
条
約
は
成
立
し

て
も

終
つ
た
と
は
言
え
な
い
の
が
世
界
の

情
勢
で
あ
る
。
沖
縄
が
ア
メ
リ
カ
の
支
配
下

に
お
か
れ
て
居
る
の
も
、
朝
鮮
が
二
分
さ
れ

て
南
北
の
対
立
抗
争
を
み
て
居
る
の
も
、
国

際
会
議
の
議
題
が
戦
争
と
平
和
の
間
を
往
き

つ
戻
り
つ
し
て
居
る
の
も
、
戦
争
が
完
全
に

終
止
符
を
う
つ
て
居
な
い

戦
争
が
尾
を
ひ

い
て
居
る
と
い
う
て
も
よ
い

か
ら
で
あ
る
。

世
界
の
人
類
に
と
つ
て
、
こ
の
上
も
な
い
不

幸
な
こ
と
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

し
か
し
決
し
て
絶
望
す
る
こ
と
は
な
い
。
平

和
を
き
求
す
る
人
類
の
悲
願
は
今
に
水
爆
や

原
爆
な
ど
を
も
つ
て
し
て
も
、
到
底
消
滅
せ

し
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
程
の
偉
力
と
な
つ

て
現
わ
れ
て
来
る
で
あ
ろ
う
。

吾
々
は
奄
美
大
島
の
人
達
の
新
し
い
首
途
を

祝
つ
て
遥
か
に
”
お
め
で
と
う
”
を
送
る
。

ア
メ
リ
カ
の
、
此
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
プ
レ
ゼ

ン
ト
は
や
が
て
新
し
い
年
を
迎
え
る
二
十
万

の
人
間
の
歓
喜
に
よ
つ
て
文
字
通
り
よ
い
年

た
ら
し
め
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
心
か
ら

願
わ
ず
に
は
居
れ
な
い
。
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合
併
に
市
民
投
票
の
動
き
／
二

市
か
、
三
市
一
村
か
／
真
和

志
市
近
く
議
会
へ
提
案

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
１
・
６

当
間
那
覇
市
長
は
、
旧
ろ
う
非
公
式
に
宮
里

真
和
志
市
長
を
招
い
て
、
新
春
明
け
と
共
に
、

合
併
を
促
進
す
べ
く
そ
の
具
体
的
な
方
法
を

検
討
し
た
模
様
で
あ
る
が
、
当
間
那
覇
市
長

は
、

御
用
始
め
式

の
席
上
、
三
市
一
村

合
併
を
任
期
中
に
実
現
せ
し
め
た
い
旨
、
第

一
声
を
は
な
ち
、
新
春
と
共
に
合
併
問
題
も

よ
う
や
く
活
発
化
、
真
和
志
で
は
同
問
題
に

つ
い
て
、
市
民
投
票
に
よ
り
決
す
べ
し
と
の

動
き
が
、
た
い
と
う
し
つ
つ
あ
る
。

那
覇
市
長
の
こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し
真
和

志
市
議
並
び
に
一
部
有
志
で
は
那
覇
、
真
和

志
二
市
の
合
併
を
主
張
、
栄
町
有
志
会
で
は

四
日
そ
の
申
合
せ
を
な
し
、
市
当
局
宛
こ
れ

が
要
請
を
行
つ
た
。那
覇
市
議
会
の
動
き
は
、

所
謂
石
川
構
想
に
基
く
三
市
一
村
が
大
体
の

空
気
の
よ
う
で
、
市
議
会
の
決
議
に
ま
で
至

つ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
真
和
志
議
会
で

は
市
昇
格
以
前
に
那
覇
、
真
和
志
の
合
併
を

決
議
、宮
里
真
和
志
市
長
も
そ
の
線
に
沿
い
、

市
昇
格
の
構
想
を
ま
と
め
て
き
た
。

那
覇
、
真
和
志
、
小
禄
、
首
里
の
三
市
一
村

合
併
と
真
和
志
の
所
謂
二
市
の
主
張
に
対

し
、
真
和
志
市
で
は
、
市
議
会
の
決
議
と
別

に
合
併
に
つ
い
て
市
民
投
票
を
行
う
準
備
を

す
ゝ
め
て
い
る
。
即
ち
普
通
選
挙
と
同
様
に

有
権
者
に
対
し
、
那
覇
、
真
和
志
の
二
市
合

併
か
？
　
那
覇
、
真
和
志
、
首
里
の
三
市

か
？
　
那
覇
、
真
和
志
、
首
里
、
小
禄
の
三

市
一
村
か
、
何
れ
か
を
決
定
し
よ
う
と
す
る

も
の
。
こ
れ
に
つ
い
て
関
係
者
は
次
の
よ
う

に
語
つ
て
い
る
。

△
宮
里
市
長

市
議
会
の
決
議
だ
け
で
、

三
市
一
村
あ
る
い
は
、
三
市
合
併
を
結
論

付
け
る
こ
と
は
、
余
り
に
も
早
計
だ
と
思

う
。
合
併
以
後
は
、
税
負
担
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
点
で
得
失
が
あ
る
と
思
う
。小
禄
、

首
里
に
し
て
も
、
那
覇
、
真
和
志
と
合
併

す
る
事
に
よ
り
、
よ
り
よ
き
住
民
生
活
が

出
来
る
か
、
ど
う
か
。
ハ
ツ
キ
リ
し
た
こ

と
は
い
え
な
い
と
思
う
。
合
併
以
後
市
政

を
明
朗
に
さ
せ
る
た
め
に
も
市
民
投
票
が

効
果
的
だ
と
思
わ
れ
る
。
日
本
に
お
い
て

は
、
一
部
住
民

区
ま
た
は
町
の
三
分
ノ

二
以
上

の
反
対
が
あ
つ
た
場
合
は
合
併

で
き
な
い
よ
う
に
な
つ
て
い
る
位
だ
。

△
新
垣
正
栄
市
会
議
長

こ
の
こ
と
は
旧

ろ
う
か
ら
市
長
と
、
よ
り
よ
り
話
し
合
つ

て
い
た
と
こ
ろ
だ
。
葉
書
投
票
か
、
そ
れ

と
も
市
長
選
挙
と
同
様
に
行
う
か
。
具
体

的
に
も
つ
と
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
二
十
日
す
ぎ
の
議
会
に
で
も
提
案
せ

し
め
た
い
。

都
市
合
併
、
本
格
化
へ

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
１
・
19

那
覇
、
真
和
志
な
ど
を
中
心
と
し
た
い
わ
ゆ

る
都
市
合
併
問
題
は
昨
今
と
み
に
活
発
化
し

て
来
た
。
真
和
志
で
は
十
八
日
臨
時
議
会
で

こ
の
問
題
を
取
上
げ
、
更
に
来
る
二
十
一
日

も
議
会
を
開
く
が
一
方
、
那
覇
の
方
で
も
同

日
、
臨
時
議
会
で
合
併
問
題
を
決
議
す
る
。

今
の
と
こ
ろ
那
覇
、
首
里
、
小
禄
は
三
市
一

村
を
指
向
し
て
い
る
の
に
対
し
真
和
志
側
に

二
市
或
い
は
三
市
説
が
あ
つ
て
ま
と
ま
り
か

ね
て
い
る
状
況
だ
が
何
れ
に
し
て
も
関
係
市

村
の
議
会
が
態
度
を
明
ら
か
に
し
始
め
た
こ

と
で
合
併
問
題
が
具
体
化
の
一
歩
を
踏
出
し

た
こ
と
は
事
実
で
次
は
意
見
調
整
を
は
か
る

た
め
の
合
同
会
議
と
い
つ
た
段
階
が
予
想
さ

れ
て
い
る
よ
う
だ
。

真
和
志
／
大
勢
”
二
市
”
に
傾
く
／
き

の
う
の
臨
時
議
員
協
議
会

真
和
志
市
で
は

都
市
計
画
法
に
基
い
て
那

覇
市
の
行
政
区
域
に
か
か
わ
ら
ず
総
合
的
計

画
を
立
案
実
施
す
る
た
め
那
覇
、
真
和
志
、

首
里
、
小
禄
の
三
市
一
村
を
包
含
し
た
区
域

を
以
つ
て
那
覇
市
都
市
計
画
区
域
と
し
て
決

定
し
た
方
が
適
当
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か

と
い
う
行
政
主
席
か
ら
真
和
志
市
長
に
対
す

る
諮
問
に
つ
い
て
十
八
日
朝
十
時
よ
り
臨
時

議
会
を
開
き
審
議
し
た
。
同
臨
時
議
会
は
結

論
を
出
す
こ
と
な
く
ひ
る
二
時
過
ぎ
に
一
先

ず
散
会
。
引
続
き
全
体
協
議
会
を
開
き
、
同

諮
問
と
深
い
関
連
の
あ
る
合
併
問
題
に
つ
い

て
討
議
を
行
つ
た
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
那

覇
市
と
折
衝
す
る
場
合
に
真
和
志
市
会
の
意

見
を
纏
め
て
お
い
た
方
が
よ
い
と
の
意
見
に

よ
り
、
全
議
員
一
人
一
人
起
立
の
う
え
各
自

の
考
を
述
べ
た
と
こ
ろ
△
合
併
反
対

一
△

二
市

那
覇
、
真
和
志

合
併
賛
成

二
△

三
市

首
里
、
那
覇
、
真
和
志

合
併
賛
成

四
△
三
市
一
村
合
併
賛
成

四
△
原
則
と

し
て
二
市
合
併
に
賛
成
だ
が
合
併
促
進
上
万

止
む
を
得
な
い
場
合
に
は
三
市
合
併
で
も
認

め
る

九
△
原
則
と
し
て
は
二
市
合
併
万
止

む
を
得
な
い
場
合
に
は
三
市
一
村
の
合
併
を

認
め
る

二
、
と
い
う
結
果
が
出
た
。
こ
れ

か
ら
み
る
と
原
則
的
な
二
市
合
併
論
者
は
十

三
名
、
合
併
反
対
が
一
名
、
三
市
合
併
が
四

名
、
三
市
一
村
合
併
四
名
、
で
従
来
通
り
の

二
市
合
併
論
が
有
力
だ
が
合
併
に
は
反
対

一
を
除
い
て
は
二
十
一
名
が
賛
成
し
て
い
る

の
で

止
む
を
得
な
い
場
合
は

と
い
う
譲

歩
が
み
ら
れ
両
市
の
間
に
歩
み
寄
り
が
行
わ

れ
た
場
合
は
首
里
、
那
覇
、
真
和
志
の
三
市

合
併
も
可
能
性
が
あ
る
わ
け
だ

な
お
小
禄
村
を
含
め
る
事
に
対
す
る
反
対
理

二
七
四

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

一
月

一
九
五
四
年



由
は
同
村
の
七
五
％
が
軍
用
地
に
接
収
さ
れ

て
お
り
何
等
見
る
べ
き
生
産
が
な
く
負
担
と

な
る
ば
か
り
だ
と
い
う
こ
と
に
あ
り
、
将
来

必
要
と
あ
れ
ば
そ
の
時
に
合
併
し
て
も
よ
い

と
主
張
し
て
い
る
。

飽
ま
で
三
市
一
村
／
那
覇

那
覇
市
の
臨
時
議
会
は
来
る
二
十
一
日
午
前

十
時
か
ら
開
会
す
る
が
当
日
は
問
題
の
”
三

市
一
村
合
併
決
議
案
”
が
決
議
さ
れ
る
ハ
ズ

で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
首
都
建
設
の
上
か
ら

三
市
一
村
合
併
の
必
然
性
を
強
調
す
る
と
共

に
こ
れ
は
既
に
世
論
と
な
つ
て
い
る
点
を
指

摘
し
て
そ
の
早
期
実
現
を
期
す
る
と
い
う
に

あ
る
。
こ
れ
に
よ
つ
て
か
ね
て
注
目
の
的
に

な
つ
て
い
た
合
併
問
題
に
対
す
る
那
覇
の
態

度
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
わ
け
だ
が
既
に
全
議

員
二
十
六
名
の
う
ち
二
十
一
名
が
賛
成
し
て

い
る
の
で
決
議
は
確
定
的
で
あ
る
。

な
お
今
度
の
議
会
は
市
町
村
自
治
法
四
十
一

条
に
も
と
づ
い
て
議
員
側
の
請
求
に
よ
つ
て

開
か
れ
る
も
の
。
上
程
案
件
は
前
記
決
議
案

の
外
、
泊
港
港
湾
地
区
の
地
域
制
定
並
び
に

泊
埋
立
地
の
受
入
れ
に
関
す
る
二
諮
問
案
及

び
陳
情
案
等
で
あ
る
。

今
晩
の
話
題
／
議
員
の
良
識
…

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
４
・
１
・
19

”
都
市
合
併
”
へ
の
動
き
を
見
る
と
、
関
係

市
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
が
活
発
な
議
論
を
た
た

か
わ
し
、
漸
く
新
都
市
実
現
の
鼓
動
と
い
つ

た
も
の
が
微
か
で
は
あ
る
が
感
じ
ら
れ
る
。

こ
と
に
、
主
導
権
を
握
つ
て
い
る
ワ
ケ
で
は

な
い
に
し
て
も
、
従
来
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
波

紋
を
投
げ
て
ば
か
り
い
る
真
和
志
市
側
の
市

会
が
、
臨
時
に
市
会
を
ひ
ら
き
、
席
上
で
議

員
ひ
と
り
ひ
と
り
に
対
し
て
考
え
を
述
べ
さ

せ
た
こ
と
は
、
問
題
が
く
る
べ
き
と
こ
ろ
ま

で
来
た
と
い
う
事
を
一
般
に
強
く
印
象
づ
け

た
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
た
と
え
議
員
が
、
お
の
お
の
個
人

の
立
場
か
ら
述
べ
た
意
見
に
し
て
も
、
公
的

な
立
場
か
ら
物
を
言
つ
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
だ
か
ら
見
方
に
よ
つ
て
は
議
員
そ
れ
ぞ

れ
の
頭
脳
や
、
物
の
考
え
方
と
い
つ
た
も
の

を
は
つ
き
り
公
衆
の
前
で
自
分
で
示
し
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

良
識
が
欠
け
て
い
た
り
、
利
権
に
つ
な
が
つ

た
り
、
小
さ
い
枠
で
し
か
世
の
中
を
見
な
い

な
ど
と
い
う
こ
と
が
ワ
リ
に
は
つ
き
り
す
る

か
ら
だ
。
そ
れ
で
、
こ
の
メ
ン
タ
ル
・
テ
ス

ト
の
結
果
、
大
勢
は
二
市
に
傾
く
と
い
う
こ

と
に
な
つ
た
。
こ
ま
か
く
別
け
る
と
、
合
併

反
対
一
人
、
三
市
合
併
Ｏ
Ｋ
四
名
、
三
市
一

村
合
併
も
可
な
り
四
名
、
二
市
合
流
説
十
三

名
と
出
た
。
こ
れ
を
分
析
す
る
と
も
つ
と
新

な
要
素
も
生
れ
て
く
る
だ
ろ
う
が
、
こ
う
な

る
と
、
選
良
だ
け
に
任
せ
ず
市
民
は
ど
う
考

え
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
も
気
に
な

つ
て
く
る
。
こ
の
場
合
、
問
題
に
な
る
の
は

カ
ケ
ヒ
キ
で
は
な
く
良
識
で
あ
る
か
ら
だ
。
机

”
大
勢
に
従
う
”
首
里
市

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
１
・
20

首
里
市
臨
時
議
会
は
十
九
日
午
後
三
時
半
か

ら
開
会
出
席
十
九
名

副
収
入
役
設
置
に

つ
い
て

等
六
件
を
上
程
そ
の
う
ち

琉
銀

か
ら
六
十
万
円
借
入
れ
の
件

を
即
日
可
決
、

午
後
五
時
十
五
分
散
会
し
た
。

都
市
合
併
に
つ
い
て
那
覇
、
真
和
志
両
市
議

会
は
活
発
な
動
き
を
見
せ
て
い
る
が
こ
の
日

の
首
里
市
議
会
は
休
憩
中
に
話
し
合
う
程
度

で
那
覇
市
、
真
和
志
市
の
態
度
を
慎
重
に
見

究
め
た
う
え
で
三
市
一
村
か
三
市
か
の
態
度

表
明
を
し
た
い
意
向
。

久
高
議
長
談

都
市
合
併
の
主
導
権
は
那

覇
、
真
和
志
の
両
市
に
あ
り
、
当
市
と
し
て

は
三
市
、
三
市
一
村
何
れ
の
場
合
も
合
併
可

能
で
あ
る
訳
だ
が
、
三
市
と
真
和
志
に
同
調

す
る
の
も
、
三
市
一
村
と
那
覇
市
を
支
持
す

る
こ
と
も
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
あ

り
、
両
市
の
大
勢
に
動
い
て
い
く
よ
り
外
な

い
だ
ろ
う
。

小
禄
村
／
三
市
一
村
の
首
都
建

設
へ
／
全
会
一
致
で
ス
ピ
ー

ド
可
決琉
新
　
１
９
５
４
・
１
・
20

小
禄
村
今
年
初
の
臨
時
議
会
は
十
九
日
午
後

二
時
か
ら
同
会
議
室
で
開
か
れ
た
、
主
席
の

諮
問
、都
市
計
画
法
第
三
条
第
二
項
の
諮
問
”

那
覇
、
真
和
志
、
首
里
、
小
禄
、
の
市
村
を

包
含
し
た
区
域
を
以
つ
て
那
覇
市
都
市
計
画

区
域
と
し
て
決
定
し
た
方
が
適
当
で
あ
る
と

思
う
が
貴
村
の
意
見
を
問
う
、”
に
対
し
て

は
全
面
的
に
賛
成
を
可
決
、
答
申
す
る
こ
と

に
な
り
ま
た
三
市
一
村
の
合
併
も
次
の
主
旨

で
全
会
一
致
可
決
し
午
後
五
時
す
ぎ
閉
会
し

た
主
旨

１

三
市
一
村
早
期
合
併
は
沖
縄

全
住
民
の
世
論
で
あ
る

２

国
際
都
市
厚

生
上
産
業
教
育
経
済
文
化
な
ど
実
質
の
連
携

を
よ
う
す
る
三
市
一
村
を
早
急
に
合
併
し
て

首
都
建
設
を
な
し
、
沖
縄
全
住
民
の
福
祉
を

は
か
る
べ
き
で
あ
る

３

琉
球
政
府
に
お

け
る
都
市
計
画
も
三
市
一
村
を
適
当
な
区
域

と
思
慮
さ
れ
て
い
る
。

三
市
一
村
合
併
、
多
数
で
可
決

／
確
乎
邁
進
説
と
尚
早
説
対

峙
／
退
場
騒
ぎ
を
演
じ
た
き

の
う
の
那
覇
議
会

琉
新
　
１
９
５
４
・
１
・
22

三
市
一
村
合
併
を
決
議
す
る
那
覇
市
臨
時
議

二
七
五

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

一
月



会
は
二
十
一
日
午
後
二
時
、
開
会
、
親
里
嘉

英
氏
ほ
か
十
六
議
員
の
提
出
し
た
合
併
決
議

案
を
め
ぐ
つ
て
直
ち
に
活
発
な
意
見
交
換
に

入
つ
た
が
、
こ
の
日
の
議
場
は
三
市
一
村
合

併
反
対
者
と
、
採
択
は
保
留
す
べ
し
と
す
る

議
員
側
の
強
硬
な
決
議
反
対
が
あ
つ
て
当
初

か
ら
荒
れ
も
よ
う
。
両
者
と
も
一
歩
も
譲
ら

ぬ
険
悪
な
対
じ
と
な
つ
て
、
採
決
前
の
議
場

は
昂
奮
し
て
議
員
の
声
で
混
乱
、
反
対
議
員

八
名
の
退
場
騒
ぎ
ま
で
演
じ
ら
れ
た
が
結

局
、
賛
成
議
員
十
八
名

議
長
を
含
む

の

多
数
を
も
つ
て
押
切
り
、
決
議
文
を
可
決
し

た

三
時
七
分

。

開
会
劈
頭
、
真
和
志
市
に
お
け
る
合
併
協
議

会
の
結
果
報
告
が
あ
り
、
質
問
戦
に
入
つ
た

が
、
こ
の
日
当
局
側
に
も
屡
々
質
問
の
矢
が

向
け
ら
れ
”
真
和
志
最
近
の
動
き
を
ど
う
み

る
”
と
の
問
い
に
対
し
当
間
市
長
は
、
三
市

一
村
合
併
は
市
長
出
馬
の
決
心
を
さ
せ
た
も

の
で
あ
り
、
三
市
一
村
多
数
議
員
の
推
薦

当
間
氏

も
早
期
合
併
に
あ
る
と
確
信
す

る
。
全
会
一
致
の
決
議
を
の
ぞ
む
と
注
目
さ

れ
る
所
信
を
披
れ
き
し
た
、
一
方
、
反
対
議

員
は
三
市
一
村
に
拡
つ
た
と
き
の
大
那
覇
市

の
財
政
問
題
や
同
時
合
併
の
可
能
性
を
取
り

あ
げ
、
泉
議
員
は
性
急
に
決
議
す
る
こ
と
は

な
い
。
真
和
志
側
の
最
後
的
な
態
度
が
決
定

す
る
ま
で
に
は
ま
だ
ま
だ
再
調
整
の
余
地
が

あ
る
と
決
議
の
保
留
を
主
張
。

こ
れ
に
対
し
提
案
者
側
も
す
で
に
論
議
の
段

階
で
な
く
時
日
を
か
す
余
裕
は
な
い
。
那
覇

市
議
会
の
態
度
を
ハ
ツ
キ
リ
打
出
す
こ
と
に

よ
つ
て
多
年
の
懸
案
で
あ
る
首
都
合
併
を
早

急
に
実
行
し
た
い
と
し
て
譲
ら
ず
、
票
決
を

迫
る
や
泉
議
員
が
退
場

議
場
は
騒
然
と
な

る

。
つ
い
に
激
し
い
応
酬
の
の
ち
、
反
対

議
員
の
総
退
場
と
な
つ
た
が
結
局
、
賛
成
議

員
多
数
を
も
つ
て
拍
手
の
う
ち
に
可
決
し

た
。三
市
一
村
賛
成
議
員
は
次
の
と
お
り

親
里
、
辺
野
喜
、
城
間
、
大
城
、
金
城
、

浦
崎
、
比
嘉
、
阿
波
根
、
備
瀬
、
新
垣
、

上
原
、
山
城
、
嘉
数
、
長
嶺
、
渡
口
麗
秀
、

渡
口
政
行
、
佐
久
川
の
各
議
員

両
者
の
見
解
に
訊
く
／
賛
成
、
反
対
の
　
　

理
由

議
会
終
了
後
、
合
併
決
議
に
対
し
城
間
、
泉
、

大
湾
の
各
議
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
し
た

立
場
を
次
の
よ
う
に
語
つ
た

城
間
康
昌
氏
（
賛
成
）
―
合
併
の
理
論
的

裏
付
け
は
、
す
で
に
石
川
構
想
に
よ
つ
て
ハ

ツ
キ
リ
し
て
い
る
吾
々
那
覇
市
議
会
が
決
議

す
る
こ
と
に
よ
つ
て
イ
ニ
シ
ア
テ
イ
ー
ブ
を

に
ぎ
れ
ば
、
他
市
村
は
必
ず
歩
み
よ
つ
て
来

る
と
思
う
、
そ
の
た
め
に
も
態
度
表
明
は
必

要
だ
つ
た

泉
正
重
氏
（
保
留
）
―
真
和
志
の
協
議
会

に
お
け
る
結
果
は
今
議
会
で
は
じ
め
て
公
開

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
議
員
各
個
の
意

見
発
表
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
従
つ
て
同
市
と

の
再
調
整
の
余
地
が
あ
る
か
ど
う
か
の
見
通

し
も
つ
け
ず
、
一
方
的
に
那
覇
市
議
会
だ
け

が
”
決
議
”
を
も
つ
て
答
え
る
の
は
穏
当
で

は
な
い
。
真
和
志
の
最
後
の
線
を
キ
ヤ
ツ
チ

す
る
ま
で
採
決
を
保
留
す
べ
き
だ
つ
た

大
湾
喜
三
郎
氏
（
反
対
）
―
合
併
問
題
は

市
民
の
利
益
と
繁
栄
に
ク
イ
を
残
す
も
の
で

あ
つ
て
は
い
け
な
い
。
僅
か
一
時
間
そ
こ
そ

こ
で
不
合
理
に
押
切
つ
た
市
議
会
の
姿
に
は

全
く
不
満
だ
。
議
会
報
告
演
説
会
で
市
民
に

真
相
を
訴
え
た
い

復
帰
決
議
案
再
び
否
決
／
那
覇

市
議
会
・
態
度
表
明

琉
新
　
１
９
５
４
・
１
・
22

二
十
一
日
の
那
覇
市
臨
時
議
会
で
は
先
に
復

帰
期
成
会
か
ら
要
請
の
あ
つ
た

復
帰
決
議

が
動
議
と
し
て
再
び
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、

今
日
の
情
勢
か
ら
慎
重
を
期
す
べ
き
問
題
で

あ
り
、
市
町
村
議
会
の
扱
う
べ
き
筋
合
の
も

の
で
は
な
く
、
そ
の
時
期
で
も
な
い
と
の
意

見
に
一
致
、
復
帰
決
議
は
採
択
し
な
い
こ
と

に
決
定
し
た

三
市
ま
で
は
譲
歩
か
／
主
席
の

「
諮
問
」
に
答
申
／
真
和
志

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
１
・
22

真
和
志
市
で
は
二
十
一
日
あ
さ
十
一
時
よ
り

臨
時
議
会
を
再
開
、

那
覇
市
都
市
計
画
区

域

に
つ
い
て
の
主
席
か
ら
の
諮
問
に
対
す

る
答
申
案
を
審
議
し
た
が
、
そ
れ
に
先
だ
ち

工
交
局
土
木
課
和
宇
慶
技
師
を
参
考
人
と
し

て
招
致
、
都
市
計
画
に
つ
い
て
質
疑
応
答
を

行
い
、

琉
球
政
府
に
於
て
本
市
を
那
覇
都

市
計
画
区
域
と
し
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
は
都

市
計
画
上
適
当
な
措
置
と
思
料
す

と
い
う

答
申
案
を
可
決
し
た
。

こ
れ
は
結
局

那
覇
、
真
和
志
、
首
里
、

小
禄
の
市
村
を
包
含
し
た
区
域
を
以
つ
て

那
覇
市
都
市
計
画
と
し
て
は

と
い
う
主

席
の
諮
問
に
対
し
て
、
真
和
志
市
を
計
画

区
域
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
異
論
は
な

い
が
他
の
市
村
を
区
域
に
包
含
す
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
”
我
関
せ
ず
”
の
態
度

を
示
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

同
市
議
会
で
は
十
八
日
の
臨
時
議
会
に
お
い

て
も
見
ら
れ
た
如
く
原
則
的
に
二
市
を
標
ぼ

う
、
万
や
む
を
得
な
い
場
合
に
は
三
市
合
併

ま
で
譲
歩
し
て
も
よ
い
と
の
意
向
で
あ
り
、

那
覇
市
側
の
今
後
の
出
方
が
注
目
さ
れ
る
。

二
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／
後
味
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○

那
覇
の
臨
時
議
会
大
に
荒
れ
る
。
こ
の

日
は
合
併
決
議
案
が
提
案
さ
れ
る
と
い
う
の

で
傍
聴
席
も
日
頃
に
な
い
賑
わ
い
。
首
里
の

正
副
議
長
や
真
和
志
の
議
員
数
名
も
顔
を
見

せ
て
い
た
。

○

開
会
冒
頭
、
会
期
を
一
日
に
す
る
か
二

日
に
す
る
か
で
先
ず
モ
め
る
、
結
局
、
一
日

間
と
決
つ
た
が
反
対
派
は
大
い
に
不
服
殊
に

泉
氏
は
こ
の
日
昼
三
時
半
か
ら
全
議
員
列
席

の
上
開
か
れ
る
泊
護
岸
落
成
式
を
引
張
り
出

し
て

落
成
式
ま
で
後
一
時
間
。
か
ゝ
る
重

要
問
題
を
短
時
間
で
処
理
し
よ
う
と
は
全
く

ズ
サ
ン
だ

と
フ
ン
ガ
イ
し
て
い
た
。
反
対

派
に
し
て
見
れ
ば
落
成
式
を
控
え
な
が
ら
ひ

る
二
時
か
ら
開
会
、
然
も
一
日
で
片
づ
け
よ

う
と
す
る
当
局
派
の
底
意
が
見
え
す
い
て
シ

ヤ
ク
の
タ
ネ
だ
と
い
う
訳
で
あ
ろ
う
か
？

○

そ
ん
な
こ
ん
な
で
決
議
案
が
上
程
さ
れ

る
と
質
問
も
答
弁
も
シ
ツ
ク
リ
行
か
ず
お
か

し
な
も
の
。
そ
の
う
ち
に
面
倒
な
り
と
思
つ

た
か
？
新
垣
議
員
が

論
議
無
用
。
採
決
せ

よ

と
云
つ
た
か
ら
た
ま
ら
な
い
。
泉

一

読
会
も
終
了
せ
ず
、
読
会
省
略
の
動
議
も
出

さ
な
い
で
採
決
と
は
議
事
法
違
反
だ
、
取
消

せ

新
垣

取
消
さ
ぬ
。
今
の
は
要
望
だ

で
一
騒
ぎ
。
す
で
に
し
て
こ
の
辺
か
ら
発
火

点
に
近
づ
い
て
い
た
わ
け
だ
。

○

か
く
て
質
問
も
採
決
の
上
で
打
切
り
。

討
論
に
移
つ
た
が
ま
ず
泉
氏
退
場
後
、
オ
ー

ル
反
対
派
連
袂
退
場
の
巻
と
な
る
。
こ
の
場

面
は
儀
間
氏
が

真
和
志
が
反
対
し
た
ら
こ

の
決
議
も
オ
ジ
ヤ
ン
だ

と
云
つ
た
こ
と
が

発
端
。
ど
う
し
た
こ
と
か
、
こ
れ
に
日
頃
お

と
な
し
い
阿
波
根
校
長
先
生
が
真
赤
に
な
つ

て

首
都
の
我
々
こ
そ
主
導
性
を
も
つ
べ
き

だ

と
ド
な
つ
た
の
で
つ
い
に
ハ
チ
の
巣
を

突
い
た
騒
ぎ
。

多
数
横
暴

反
対
意
見
も

聞
け

と
い
う
わ
け
で
一
せ
い
退
場
と
な
つ

た
。
こ
れ
が
予
定
の
行
動
で
あ
つ
た
か
、
ど

う
か
は
判
ら
な
い
。
然
し
可
決
に
後
味
の
悪

さ
を
残
さ
せ
た
点
で
は
確
か
に
効
果
的
だ
つ

た
。
○

傍
聴
の
久
高
議
長

首
里

も

き
よ

う
の
決
議
の
状
況
か
ら
は
合
併
問
題
も
つ
い

に
決
裂
の
印
象
し
か
う
け
な
い
。
恐
ら
く
ま

と
め
る
の
は
不
可
能
だ
ろ
う

と
僅
か
に
当

間
サ
ン
の
政
治
的
手
腕
に
期
待
し
て
い
た
。

合
併
も
結
局
は
市
と
市
。
人
と
人
と
の
問

題
。
ま
ず
は
協
調
が
第
一
で
は
な
い
か
。
無

理
に
一
緒
に
な
つ
て
も
家
庭
争
議
や
離
縁
騒

ぎ
と
な
る
の
が
オ
チ
だ

こ
れ
は
ま
た
一
般

傍
聴
人
の
感
想
で
あ
つ
た
。

｜
社
　
説
｜

市
村
の
合
併
に
直
進
か
漸
進
か
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那
覇
市
議
会
は
三
市
一
村
合
併
決
議
案
を
可

決
し
て
、
他
の
二
市
一
村
に
合
併
の
促
進
を

よ
び
か
け
る
こ
と
に
な
つ
た
と
い
う
が
、
こ

の
決
議
案
は
”
か
ゝ
る
重
要
な
る
問
題
を
短

時
間
に
決
議
に
も
つ
て
い
か
ん
と
す
る
の
は

数
の
暴
力
で
あ
る
”
と
し
て
七
名
の
議
員
が

反
対
を
唱
え
て
連
袂
退
場
し
た
の
を
、
押
し

き
つ
て
議
決
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
で

那
覇
市
側
の
意
志
を
明
確
に
は
し
た
が
、
こ

れ
に
よ
つ
て
合
併
の
機
運
を
促
進
す
る
の
に

有
利
と
な
る
も
の
か
ど
う
か
。
そ
れ
と
も
、

市
議
会
に
存
在
す
る
反
対
意
見
を
表
面
化
し

た
こ
と
に
よ
つ
て
合
併
の
機
運
に
暗
影
を
投

じ
て
不
利
に
は
な
ら
な
い
か
ど
う
か
。
こ
れ

は
観
る
人
に
よ
つ
て
見
解
は
異
な
つ
て
く
る

か
も
知
れ
な
い
。

既
に
真
和
志
市
は
二
市
合
併
を
主
張
し
、
三

市
合
併
ま
で
な
ら
譲
歩
す
る
肚
で
あ
る
事
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、”

三
市
一
村
”
を
議
決
し
た
那
覇
市
も
”
二
市

或
は
三
市

”の
肚
を
決
め
た
真
和
志
市
も
、

そ
の
面
目
に
か
け
て
自
説
を
固
執
す
る
事
に

な
れ
ば
ど
う
な
る
か
。
那
覇
、
真
和
志
両
市

議
会
を
傍
聴
し
た
首
里
市
議
長
は
”
両
市
と

も
議
会
の
権
威
を
も
つ
て
の
表
明
で
あ
り
、

折
合
い
が
つ
く
と
は
思
わ
れ
な
い
。
従
つ
て

合
併
は
不
可
能
で
は
な
い
か
と
思
う
”
と
語

り
、

二
十
二
日
、
琉
球
新
聞

又
真
和
志

市
会
議
長
は
”
那
覇
市
が
三
市
一
村
を
可
決

し
た
の
は
早
ま
つ
た
こ
と
だ
と
思
う
。
那
覇

市
は
指
導
権
を
も
つ
て
居
り
、
ま
と
め
役
に

も
な
る
の
だ
か
ら
、
他
の
市
村
に
先
が
け
て

可
決
し
た
の
は
早
す
ぎ
た
と
思
う
。
真
和
志

の
意
向

三
市
合
併
ま
で
譲
歩
す
る
と
い
う

こ
と
は
十
九
日
那
覇
市
長
お
よ
び
市
会
議
長

へ
通
達
し
て
あ
る
。
そ
れ
を
無
視
し
て
可
決

し
た
那
覇
市
の
態
度
は
遺
憾
で
あ
る
”

同

上

と
語
つ
て
居
る
。

両
市
議
会
の
空
気
は
首
里
市
側
に
三
市
一
村

合
併
の
前
途
を
悲
観
せ
ざ
る
を
得
な
い
印
象

を
与
え
て
居
る
し
、
又
真
和
志
市
側
は
そ
の

合
併
に
対
す
る
態
度
を
伝
え
て
あ
る
に
拘
わ

ら
ず
那
覇
市
側
が
、
こ
れ
を
無
視
し
た
態
度

に
出
た
こ
と
に
、
心
お
だ
や
か
な
ら
ぬ
も
の

が
あ
る
の
を
示
し
て
居
る
が
、
那
覇
市
側
が

一
部
議
員
の
反
対
を
お
し
切
つ
て
強
引
に
三

市
一
村
合
併
を
決
議
し
た
の
は
ど
う
い
う
理

由
に
よ
つ
て
ゞ
あ
る
か
、

こ
れ
は
那
覇
市

側
が
態
度
を
明
確
に
表
明
す
る
な
ら
ば
、
真

和
志
市
側
は
直
に
追
随
し
て
く
る
も
の
と
考

え
た
の
で
あ
る
か

小
禄
村
は
三
市
一
村
を

決
議
し
、
首
里
市
は
大
勢
順
応
主
義
で
あ
る

か
ら
問
題
は
な
い
が

或
は
真
和
志
市
は
二

市
合
併
を
主
張
し
な
が
ら
、
三
市
合
併
ま
で

は
譲
歩
す
る
と
い
ゝ
出
し
て
居
る
か
ら
、今
、
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一
押
し
す
れ
ば
三
市
一
村
に
折
れ
て
く
る
に

違
い
な
い
、
と
フ
ン
ギ
リ
を
つ
け
た
か
ら
で

あ
る
か
。

或
は
他
に
狙
い
で
も
あ
つ
た
の

か
、
そ
の
間
の
事
情
は
知
ら
な
い
が
、
兎
に

角
そ
れ
が
合
併
を
促
進
す
る
た
め
の
決
議
で

あ
る
と
す
れ
ば
甚
だ
拙
劣
な
も
の
で
あ
つ
た

と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

三
市
一
村
を
合
併
し
て
首
都
を
建
設
す
る
と

い
う
構
想
が
世
論
の
支
持
を
う
け
て
居
る
こ

と
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
の
構
想
を
実
現
す

る
基
盤
が
那
覇
、
真
和
志
、
首
里
、
小
禄
の

三
市
一
村
の
地
域
で
あ
る
か
ら
と
い
う
て
、

単
に
地
理
的
に
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
は
い

か
な
い
。
い
ず
れ
も
独
自
の
伝
統
と
生
活
様

式
を
も
つ
て
居
る
自
治
体

即
ち
生
き
て
居

る
生
活
の
複
合
体
で
あ
る
。
従
つ
て
こ
れ
を

機
械
的
に
と
り
扱
う
こ
と
は
勿
論
不
可
能
で

あ
る
し
、
又
市
村
民
の
生
活
感
情
の
機
微
に

考
慮
を
払
わ
な
い
、
素
朴
な
る
政
治
的
か
け

引
で
は
事
が
纏
ま
る
は
ず
は
な
い
の
で
あ

る
。
合
併
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
対
等
の
立
場
に

於
て
行
わ
れ
る
も
の
と
思
う
が
、
そ
れ
で
あ

つ
て
も
、
結
局
は
新
都
市
の
中
核
と
な
る
の

は
那
覇
市
で
あ
る
か
ら
、
合
併
が
成
る
か
成

ら
な
い
か
は
、
一
に
那
覇
市
の
態
度
、

や

り
方
の
如
何
に
係
つ
て
い
る
と
い
う
て
よ
い

の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
首
都
建
設
の
構

想
は
那
覇
市
を
中
心
と
し
て
、
始
め
て
出
来

る
も
の
で
あ
つ
て
、
他
の
二
市
一
村
は
付
随

的
な
存
在
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
つ
て
合

併
に
も
つ
て
行
く
ま
で
の
那
覇
市
は
謙
虚

と
、
細
心
の
忍
耐
強
さ
を
も
つ
て
、
終
始
倦

ま
ず
、
た
ゆ
ま
ず
他
市
村
を
説
得
し
、
彼
ら

が
喜
ん
で
抱
擁
さ
れ
る
心
境
に
な
る
ま
で
、

あ
せ
ら
ず
騒
が
ず
、
努
め
る
の
が
賢
明
な
る

策
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
那
覇
市
議
会
は
遺

憾
な
が
ら
、
謙
虚
さ
も
、
忍
耐
心
も
な
く
、

一
気
か
成
に
、
こ
と
を
運
ぼ
う
と
い
う
あ
せ

り
を
見
せ
て
居
る
の
は
、
政
治
と
し
て
は
甚

だ
拙
ず
い
や
り
方
で
あ
る
。

首
都
建
設
の
目
標
が
”
三
市
一
村
”
に
あ
る

こ
と
は
何
ら
異
論
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
し

か
し
合
併
の
方
法
に
於
て
一
部
に
異
な
つ
た

主
張
が
あ
る
以
上
、
そ
の
主
張
が
大
勢
に
溶

合
し
、
同
一
歩
調
を
と
る
ま
で

そ
の
可
能

性
が
あ
れ
ば

待
機
す
る
か
、
或
は
異
な
つ

た
主
張
を
尊
重
し
て
い
く
か
、
の
い
ず
れ
か

を
選
ぶ
外
は
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
真
和
志

市
が
二
市
合
併

或
は
三
市
合
併

を
固
執

し
て
、
ほ
ん
意
を
求
め
る
こ
と
が
不
可
能
で

あ
る
と
し
た
ら
、
先
ず
二
市
の

或
は
三
市

の

合
併
を
行
い
、
そ
の
次
に
他
の
市
村
と

の
合
併
を
行
う
と
い
う
漸
進
主
義
を
と
つ
て

も
構
わ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
要
は
三
市
一
村

を
地
域
と
す
る
首
都
の
建
設
を
速
か
に
実
現

す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
の
方
法
論

が
討
議
さ
る
べ
き
で
あ
つ
て
、
原
則
論
に
固

執
す
る
と
一
歩
も
前
進
し
な
い
、
の
で
は
な

い
か
。

勿
論
、
那
覇
市
長
の
政
治
力
が
、
形
勢
を
打

開
し
て
、
直
に
”
三
市
一
村
合
併
”
に
も
つ

て
い
く
こ
と
が
出
来
る
な
ら
ば
、
こ
れ
に
越

し
た
こ
と
は
な
い
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
で
は

壁
に
馬
を
乗
り
つ
け
た
感
じ
し
か
与
え
ら
れ

な
い
の
で
あ
る
。

完
全
な
る
意
見
一
致
／
首
里
市

会
三
市
一
村
決
議

琉
新
　
１
９
５
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・
１
・
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首
里
市
臨
時
議
会
第
二
日
目
は
二
十
二
日
午

後
三
時
三
十
分
開
会
、
那
覇
、
真
和
志
の
動

き
を
静
観
す
る
と
先
議
会
か
ら
持
越
さ
れ
て

い
た
主
席
の
都
市
計
画
法
第
二
条
第
二
項
に

よ
る
諮
問

那
覇
、
真
和
志
、
首
里
、
小
禄

の
市
村
を
包
含
す
る
区
域
を
以
つ
て
那
覇
市

都
市
計
画
区
域
と
し
て
決
定
し
た
方
が
適
当

と
思
わ
れ
る
が
貴
市
の
意
見
を
問
う

は
二

十
二
日
の
真
和
志
議
会
の
態
度
が
明
確
に
な

つ
た
の
で
審
議
し
た
が
主
席
の
諮
問
の
と
お

り
同
意
す
る
と
全
会
一
致
で
可
決
し
た
、
さ

ら
に
十
二
番
山
城
議
員
か
ら
三
市
一
村
合
併

を
促
進
す
る
た
め
速
か
に
決
議
し
て
は
ど
う

か
と
の
緊
急
動
議
が
提
出
さ
れ
審
議
に
う
つ

つ
た
が
二
十
二
日
の
真
和
志
市
議
会
で
主
席

の
諮
問
に
同
意
し
た
こ
と
が
そ
の
裏
付
と
な

る
三
市
一
村
合
併
を
暗
に
是
認
し
た
と
み
、

更
に
那
覇
市
議
会
が
三
市
一
村
合
併
を
決
議

し
た
こ
と
か
ら
首
里
市
会
で
は
大
勢
は
動
か

し
が
た
い
と
俄
然
三
市
一
村
合
併
の
決
議
を

早
急
に
す
る
事
に
完
全
な
る
意
見
の
一
致
を

み
た
の
で
次
期
議
会
に
三
市
一
村
合
併
を
決

議
す
る
こ
と
に
な
つ
た

ど
う
な
る
？
「
三
市
一
村
」
／

那
覇
の
決
議
に
真
和
志
硬
化
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さ
き
に
那
覇
市
及
び
小
禄
村
が
三
市
一
村
合

併
を
決
議
し
、
首
里
市
議
会
の
動
き
も
大
勢

は
三
市
一
村
合
併
の
線
で
あ
る
と
い
つ
た
こ

と
か
ら
真
和
志
側
の
態
度
が
硬
化
、
来
る
二

月
六
日
の
同
市
定
例
議
会
の
成
行
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
那
覇
、
小
禄
の
両
市
村
に
続
い

て
首
里
市
議
会
が
三
市
一
村
合
併
を
決
議
す

る
こ
と
に
な
れ
ば
真
和
志
市
は
孤
立
す
る
結

果
と
な
り
、
同
市
議
員
の
間
で
は

真
和
志

が
三
市
ま
で
な
ら
と
い
う
譲
歩
の
意
向
を
明

ら
か
に
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
那
覇
市
が
原

則
的
の
線
を
維
持
し
て
三
市
一
村
合
併
を
決

議
し
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る

と
し
て
、
来

る
六
日
の
定
例
議
会
に
は
合
併
反
対
の
決
議

案
を
提
出
し
よ
う
と
い
う
気
運
が
出
て
来

た
。
之
は
那
覇
市
側
に

三
市
一
村
合
併
に
さ
き

だ
ち
一
応
小
禄
村
を
吸
収
し
た
う
え
三
市
合

併
の
線
を
打
出
そ
う

と
い
う
動
き
の
あ
る

二
七
八
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と
こ
ろ
か
ら
真
和
志
市
側
の
意
志
を
完
全
に

無
視
す
る
も
の
と
し
て
醸
成
さ
れ
て
来
た
動

き
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

又
同
市
の
有
力
者
の
話
で
は
議
会
で
合
併
反

対
の
決
議
が
行
わ
れ
れ
ば
合
併
問
題
が
暗
礁

に
乗
上
げ
る
こ
と
は
必
然
的
だ
が
ひ
い
て
は

戦
後
那
覇
市
に
包
含
さ
れ
て
い
る
ソ
辺
、
松

尾
、
樋
川
、
二
中
前
、
壺
川
な
ど
の
失
地
回

復
の
問
題
も
行
政
訴
訟
の
問
題
と
し
て
と
り

あ
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
こ

の
点
で
も
六
日
の
真
和
志
市
定
例
議
会
が
注

目
さ
れ
る
。

宮
里
市
長
談

那
覇
市
が
都
市
合
併
の

主
導
性
を
持
つ
て
い
る

と
い
う
那
覇
市
議

会
で
の
発
言
は
真
和
志
側
を
刺
激
す
る
言
葉

だ
。
那
覇
市
が
原
則
的
に
三
市
一
村
を
決
議

し
た
こ
と
は
お
互
の
間
に
譲
歩
の
余
地
を
狭

め
た
こ
と
と
し
て
遺
憾
で
あ
る
。
又
小
禄
を

吸
収
合
併
し
た
後
に
三
市
合
併
を
行
う
と
い

う
那
覇
市
の
動
き
に
対
し
て
は
真
和
志
市
の

二
市

又
は

三
市

合
併
論
と
は
相
入

れ
な
い
の
で
合
併
に
大
き
な
失
脚
を
来
た
す

か
も
知
れ
な
い
と
心
配
し
て
い
る
。

｜
社
　
説
｜

首
都
と
合
併
と
開
放
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那
覇
市
の
人
口
動
態
を
見
る
と
一
九
四
八

年
が
二
万
六
千
三
五
一
人
で
、
四
九
年
三
万

三
千
、
五
〇
年
四
万
四
千
、
五
一
年
五
万
六

千
、
五
二
年
六
万
四
千
、
と
漸
増
し
五
三
年

十
二
月
末
で
六
万
八
千
四
二
六
人
と
戦
前
の

人
口
六
万
八
千
の
線
に
達
し
て
い
る
。
那
覇

市
が
戦
後
、
壺
屋
を
中
心
と
す
る
凹
地
に
発

達
し

狭
隘
な
地
域
に
ひ
し
め
き
合
つ
て
今

日
の
ご
と
く
拡
大
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
即

ち
一
九
四
五
年
の
十
一
月
十
日
現
市
議
副
議

長
の
城
間
康
昌
氏
が
隊
長
と
な
つ
て
、
陶
器

製
造
業
者
先
遣
隊
一
〇
三
名
を
引
率
し
て
壺

屋
に
移
動
し
た
の
が
最
初
で
、
年
末
ま
で
に

二
次
三
次
と
移
動
し
て
四
百
余
名
に
達
し
た

が
、
八
年
間
に
今
日
の
人
口
を
擁
す
る
都
市

に
発
達
し
た
こ
と
は
感
慨
が
深
い
。
こ
の
間

真
和
志
村

当
時

か
ら
楚
辺
、
壺
川
等
の

地
区
を
統
合
し
て
地
域
を
ひ
ろ
げ
た
が
、
土

地
関
係
事
務
や
税
金
関
係
が
ま
だ
二
重
行
政

と
な
つ
て
、
住
民
に
煩
雑
な
手
続
き
を
踏
ま

し
て
い
る
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。

那
覇
市
は
旧
市
街
地
は
未
だ
開
放
さ
れ
て

い
な
い
が
、
軍
か
ら
泊
港
の
管
理
移
譲
を
受

け
る
と
と
も
に
、
泊
埋
立
地
三
万
余
坪
を
経

営
す
る
一
方
、
新
市
街
地
を
中
心
に
現
在
尨

大
な
都
市
計
画
を
推
進
し
て
い
る
が
、
緩
慢

な
が
ら
も
日
に
月
に
美
化
さ
れ
て
行
く
市
街

は
、
市
民
の
限
り
な
き
希
望
で
あ
る
。
政
庁

前
の
御
成
橋
通
り
は
拡
幅
の
上
、
舗
装
植
樹

が
完
成
し
周
辺
に
立
ち
な
ら
ぶ
ビ
ル
と
と
も

に
面
目
を
一
新
し
た
こ
と
は
誰
の
眼
に
も
美

観
を
感
ぜ
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
牧

志
街
道
が
完
成
す
れ
ば
、
那
覇
市
都
計
の
モ

デ
ル
地
区
と
し
て
実
感
を
伴
う
も
の
と
な
る

で
あ
ろ
う
。

政
府
で
は
旧
ろ
う
、
都
市
計
画
法
に
も
と

づ
い
て
、
都
市
地
域
と
し
て
、
真
和
志
、
首

里
二
市
と
小
禄
村
に
こ
れ
が
諮
問
を
発
し
た

が
、
こ
れ
は
政
府
と
し
て
首
都
建
設
に
大
き

な
関
心
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
市
一
村

い
ず
れ
も
都
計
地
域
と
し
て
賛
成
し
答
申
決

議
を
し
た
が
、
当
然
な
こ
と
で
あ
る
。
首
都

と
し
て
も
都
計
地
域
と
し
て
も
三
市
一
村
が

必
然
的
な
位
置
に
あ
る
こ
と
は
、
行
政
的
に

も
経
済
的
に
も
証
明
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
都

計
が
実
現
す
れ
ば
首
都
と
し
て
の
那
覇
市
の

面
目
を
一
新
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

三
市
一
村
の
統
合
は
世
論
と
な
つ
て
い
る

が
、
実
際
問
題
と
し
て
は
甘
く
進
展
し
な
い

よ
う
で
あ
る
。

首
里
市
や
小
禄
村
は
合
併
に
賛
成
し
て
い

る
が
、
真
和
志
市
が
依
然
と
し
て
三
市
論
を

持
し
て
い
る
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
。
真
和
志

市
と
し
て
も
先
日
の
議
会
で
は
、
従
来
の
持

論
に
比
し
て
は
る
か
に
進
展
し
た
見
解
を
見

せ
、
三
市
な
ら
何
時
で
も
合
併
と
い
う
と
こ

ろ
ま
で
来
て
い
る
。
昨
年
の
行
詰
つ
た
空
気

に
比
す
れ
ば
、
現
在
の
状
態
は
希
望
が
持
て

る
雰
囲
気
に
あ
る
。
今
日
で
は
関
係
市
村
の

首
脳
や
議
会
議
員
が
、
膝
を
ま
じ
え
て
懇
談

し
善
意
を
つ
く
し
て
合
併
問
題
に
対
処
し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
那
覇
真
和
志
の

両
市
は
接
続
し
て
い
て
す
で
に
一
体
化
し
問

題
に
な
ら
な
い
ほ
ど
で
あ
る
が
、
文
教
地
区

を
持
つ
首
里
市
や
空
港
を
持
つ
小
禄
な
ど

は
、
近
代
都
市
と
し
て
ま
た
首
都
と
し
て
必

須
の
条
件
で
段
階
的
合
併
と
い
う
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
段
階
と
す
る
理
由
が
明
確
に

せ
ら
れ
な
い
か
ぎ
り
意
味
を
な
さ
な
い
こ
と

に
な
る
。
市
町
村
理
事
者
は
市
民
の
声
や
考

え
を
よ
く
察
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
市
民

一
人
一
人
は
ひ
か
え
目
で
あ
る
が
、
何
れ
も

合
併
の
早
か
ら
ん
こ
と
を
望
ん
で
い
る
の
で

あ
る
。
都
市
合
併
の
外
に
旧
市
街
地
の
開
放
問
題

が
あ
る
。
当
間
市
長
も
旧
市
街
地
の
開
放
促

進
を
選
挙
の
時
に
市
民
に
公
約
し
た
し
十
二

月
初
め
に
オ
グ
デ
ン
副
長
官
も
近
く
那
覇
市

内
十
二
カ
所
、
小
禄
村
一
カ
所
を
開
放
す
る

で
あ
ろ
う
と
の
べ
た
の
で
、
市
民
は
今
日
か

明
日
か
と
待
ち
つ
づ
け
て
い
る
有
様
で
あ

る
。
軍
施
設
が
建
設
さ
れ
つ
つ
あ
る
な
ら
と

も
か
く
、
市
民
と
し
て
は
八
年
間
も
目
の
前

に
し
て
は
入
れ
な
い
土
地
に
対
す
る
愛
着
は

大
し
た
も
の
で
、
こ
れ
が
開
放
に
は
一
日
千

秋
の
思
い
で
あ
ろ
う
。
以
前
シ
ー
ツ
長
官
時

代

来
年
の
春

を
歓
び
を
持
つ
て
待
ち
つ

づ
け
て
来
た
だ
け
に
、
今
年
の
春
こ
そ
掌
中

の
朗
報
で
あ
つ
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る

二
七
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都
計
は
人
に
あ
り

と
は
那
覇
市
が
招
聘

し
て
都
市
計
画
案
を
検
討
し
て
貰
つ
た
石
川

博
士
の
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
名
文
句
は
都
計

に
対
す
る
市
民
の
協
力
を
強
調
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
同
時
に
首
都

？

建
設
の
構
想

即
ち
三
市
一
村
合
併
は
、
そ
れ
ら
関
係
市
村

当
局
者
に
そ
の
成
否
の
鍵
が
あ
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
と
理
解
し
た
い
▼
戦
前
、
こ
の
都

市
合
併
は
、
い
ま
一
歩
と
い
う
と
こ
ろ
で
失

敗
に
終
つ
た
。
失
敗
の
理
由
は
や
は
り
一
般

市
村
民
の
非
協
力
で
は
な
く
、
こ
れ
を
推
進

す
べ
き
当
局
者
達
の
、個
人
的
な
利
害
関
係
、

狭
見
、
特
に
那
覇
市
が
主
導
権
を
持
ち
、
那

覇
に
合
併
す
る
と
い
う
高
び
し
や
な
態
度
に

あ
つ
た
▼
行
政
主
席
の
諮
問
に
、
三
市
一
村

と
も
議
会
の
決
議
を
添
え
答
申
し
て
い
る

が
、
幸
い
何
れ
も
合
併
賛
成
で
あ
る
、
た
だ

そ
こ
に
一
挙
に
行
政
区
域
を
一
つ
に
し
よ
う

と
い
う
の
と
漸
進
主
義
を
と
る
の
が
よ
い
と

す
る
、
方
法
に
異
論
が
あ
る
だ
け
の
よ
う
だ

▼
と
こ
ろ
で
、
そ
の
異
論
が
、
も
し
我
田
引

水
、
と
り
わ
け
市
長
と
か
議
員
と
か
の
自
分

自
身
の
地
位
確
保
に
有
利
或
い
は
不
利
に
な

る
と
の
計
算
が
基
底
に
な
つ
て
い
た
り
、

強
力
推
進

と
我
が
意
に
従
わ
す
の
謂
で

あ
つ
た
り
で
は
、
ま
た
ま
た
戦
前
の
失
敗
を

繰
返
す
こ
と
に
な
る
▼

都
計

合
併

は

人
に
あ
り

こ
の
言
葉
を
今
一
度
よ
く
か

み
し
め
て
両
論
協
調
へ
の
努
力
を
市
村
政
に

携
つ
て
い
る
人
々
に
望
み
た
い
の
が
一
般
市

村
民
で
は
な
か
ろ
う
か
▼
漸
進
論
の
真
和
志

も
三
市
ま
で
は
と
、
一
挙
論
の
那
覇
に
申
入

れ
た
と
か
、
正
に
今
一
歩
で
あ
る
、
那
覇
側

で
は
真
和
志
が
き
か
ね
ば
小
禄
を
ま
ず
併
合

す
る
手
を
打
つ
べ
し
と
の
画
策
も
一
部
に
あ

る
と
聞
く
が
、
そ
れ
は
策
を
弄
し
す
ぎ
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
▼
大
計
を
完

遂
す
る
た
め
に
は
小
さ
い
虫
を
踏
み
潰
す
度

量
が
い
る
。
実
質
的
に
は
一
体
化
し
て
い
る

那
覇
、
真
和
志
が
、
合
併
気
運
醸
成
の
み
え

た
数
年
前
に
一
つ
に
な
つ
て
い
た
ら
、
今
頃

は
既
に
三
市
一
村
の
合
併
も
完
了
し
て
い
た

筈
だ
。
合
併
は
大
勢
で
あ
る
、
と
に
か
く
論

議
を
や
め
て
実
現
へ
一
歩
で
も
早
く
踏
出
し

て
貰
い
た
い
も
の
だ
。

依
然
も
た
つ
く
三
市
一
村
合
併

問
題
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さ
き
に
那
覇
市
、
小
禄
村
が
三
市
一
村
合
併

を
決
議
し
　
首
里
市
議
会
も
去
る
二
十
五
日

の
議
会
で
三
市
一
村
合
併
を
決
議
す
る
こ
と

に
完
全
な
一
致
を
み
て
決
議
文
の
起
草
委
員

も
あ
げ
、
近
く
合
併
決
議
す
る
こ
と
に
な
つ

て
い
た
が
小
禄
、
那
覇
の
三
市
一
村
合
併
決

議
で
く
さ
つ
て
い
た
真
和
志
市
議
会
は
首
里

市
の
こ
の
態
度
に
憤
激
、
真
和
志
市
一
部
議

員
は
そ
の
引
止
め
工
作
に
乗
り
出
し
た
と
伝

え
ら
れ
る
が
一
方
二
十
五
日
、
久
高
、
大
山

正
副
議
長
は
宮
里
真
和
志
市
長
、
高
良
議
員

ら
と
会
い
、
真
和
志
市
が
那
覇
市
と
歩
み
寄

り
早
急
な
合
併
を
要
望
し
た
の
に
対
し
宮
里

真
和
志
市
長
は

三
市
合
併
の
方
向
に
向
け

て
も
ら
い
た
い

と
要
望
し
た
よ
う
だ
が
首

里
市
議
会
と
し
て
は
真
和
志
、
那
覇
の
二
市

の
歩
み
よ
り
の
う
ち
に
合
併
し
よ
う
と
し
て

い
る
様
で
あ
る
が
、
那
覇
市
が
三
市
一
村
合

併
を
決
議
し
た
今
日
、
那
覇
、
真
和
志
の
歩

み
よ
り
が
困
難
を
き
わ
め
、
首
里
市
議
会
も

窮
地
に
立
つ
て
い
る
現
状
の
よ
う
で
同
議
会

が
決
議
文
の
起
草
委
員
ま
で
あ
げ
て
い
る
の

で
決
議
文
作
成
す
る
こ
と
に
は
疑
い
な
い
が

三
市
か
三
市
一
村
か
判
然
と
し
な
い
よ
う

だ
。権

限
は
那
覇
市
に
／
水
道
使
用

料
政
府
も
徴
収

琉
新
　
１
９
５
４
・
１
・
28

那
覇
市
か
ら
水
道
使
用
料
の
請
求
を
受
け
た

政
府
で
は
　
無
料
に
し
て
貰
う
よ
う
民
政
府

に
要
望
し
て
い
た
が
二
十
六
日
つ
ぎ
の
よ
う

な
回
答
が
あ
つ
た
。

軍
水
道
を
直
接
使
つ
て
い
る
間
は
無
料
で
よ

か
つ
た
が
、
那
覇
市
に
引
継
が
れ
た
現
在
行

政
ビ
ル
内
の
水
道
使
用
に
対
し
、
那
覇
市
が

料
金
を
徴
収
す
る
の
は
妥
当
で
あ
る
。

那
覇
市
が
運
営
の
責
任
を
引
継
い
だ
の
は
五

三
年
十
二
月
二
十
一
日
か
ら
だ
が
予
算
及
び

会
計
手
続
き
を
簡
潔
に
す
る
た
め
五
四
年
一

月
一
日
か
ら
徴
収
開
始
し
た
ら
よ
い
、
ビ
ル

内
の
水
道
使
用
に
つ
い
て
は
民
政
府
の
分
も

含
め
て
琉
球
政
府
予
算
に
計
上
さ
れ
た
い
。

両
市
の
歩
寄
り
に
期
待
／
首
里

市
会
、
希
望
決
議
文

琉
新
　
１
９
５
４
・
１
・
29

既
報

首
都
建
設
に
つ
い
て
三
市
一
村
か
、

三
市
か
世
人
の
注
目
を
浴
び
て
い
た
首
里
市

議
会
第
五
日
目
の
二
十
八
日
は
午
後
三
時
三

十
分
開
会
、
三
市
、
三
市
一
村
を
問
わ
ず
、

行
政
府
や
立
法
院
の
斡
旋
で
那
覇
、
真
和
志

を
歩
み
よ
ら
せ
て
早
急
に
首
都
建
設
を
し
て

も
ら
う
よ
う
つ
ぎ
の
と
お
り
促
進
決
議
を
し

た

▽
決
　
議

一
九
五
三
年
十
二
月
二
十
四
日
付
行
政
主
席

の
諮
問
第
十
一
号
に
は

那
覇
、
真
和
志
、

首
里
、
小
禄
、
の
三
市
一
村
を
包
含
し
た
区

域
を
決
定
し
た
方
が
適
当
と
思
わ
れ
る

と

あ
る
が
、
首
都
建
設
の
問
題
に
つ
い
て
は
那

覇
、
真
和
志
両
議
会
の
歩
み
よ
り
に
よ
つ
て

実
現
が
可
能
に
な
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い

こ
と
で
あ
る
、
よ
つ
て
本
市
議
会
は
琉
球
の

理
想
的
首
都
が
現
実
の
姿
に
立
脚
し
て
早
急

二
八
〇

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

一
月



に
建
設
さ
れ
る
こ
と
を
願
望
し
、
行
政
主
席

お
よ
び
立
法
院
の
斡
旋
に
よ
り
一
日
も
早
く

実
現
す
る
よ
う
全
会
一
致
を
も
つ
て
促
進
す

る
こ
と
を
決
議
す
る

一
月
二
十
八
日

首
里
市
議
会

小
禄
村
具
志
／
軍
使
用
地
開
放

琉
新
　
１
９
５
４
・
１
・
29

二
十
八
日
、
民
政
府
は
小
禄
村
字
具
志
お
よ

び
宮
城
の
軍
使
用
地
五
十
エ
ー
カ
ー
を
開
放

し
た軍

用
地
二
万
四
千
坪
を
開
放
／

那
覇
の
地
主
に
直
接
返
還

琉
新
　
１
９
５
４
・
１
・
31

昨
年
暮
、
民
政
府
で
は
那
覇
市
内
の
軍
用
地

を
新
春
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
大
巾
に
開
放

す
る
こ
と
を
発
表
。
市
民
の
期
待
を
あ
つ
め

て
い
た
が
、
二
十
八
日
行
政
主
席
を
経
て
那

覇
市
へ
つ
ぎ
の
土
地

約
二
万
四
千
余
坪

を
直
接
、
地
主
に
返
還
し
た
と
朗
報
が
あ
つ

た
。
こ
れ
ら
の
土
地
は
戦
後
八
年
、
晴
れ
て
地
主

の
手
に
還
つ
た
ワ
ケ
で
、
那
覇
市
で
は
近
く

関
係
地
主
に
通
知
状
を
発
す
る
こ
と
に
な
つ

た
。
▽
那
覇
地
区
Ｂ
一
八
一
番
地

約
一
万
六
千

八
百
坪

真
和
志
市
壺
川
国
場
組
事
務
所

前
の
ア
テ
ガ
ワ
原
一
八
一
番
の
土
地
で
、
エ

ン
ジ
ニ
ア
部
隊
が
使
用
し
て
い
た
も
の
。
昨

年
十
一
月
十
八
日
に
さ
か
の
ぼ
つ
て
開
放

▽
久
茂
地
町

約
五
千
五
百
九
十
坪

商

工
会
議
所
向
い
、
お
成
橋
通
り
西
側
の
空
地
。

一
丁
目
一
番
か
ら
四
十
八
番
ま
で
の
五
十
九

筆
で
一
月
一
日
に
さ
か
の
ぼ
り
発
効

▽
若
狭
町

約
二
千
百
五
十
七
坪

波
の

上
第
三
鳥
居
北
側
の
角
地
一
帯
、十
七
筆
分
。

一
月
一
日
か
ら
発
効
す
る
。

那
覇
市
／
産
業
奨
励
制
度
を
実

施
／
ま
ず
壺
屋
陶
器
へ
四
万

三
千
円

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
２
・
９

那
覇
市
で
は
こ
の
ほ
ど
壺
屋
陶
器
組
合

代

表
小
橋
川
永
昌
氏

へ
陶
土
濾
過
装
置
設
備

の
助
成
金
と
し
て
四
万
三
千
九
百
円
を
交
付

す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
引
続
き
那
覇
漁
業

協
同
組
合

代
表
佐
久
川
長
吉
氏

へ
の
助

成
金
交
付
を
同
組
合
の
申
請
に
も
と
づ
い
て

検
討
中
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
措
置
は
何
れ
も

那
覇
市
に
お
け
る
産
業
振
興
の
目
的
か
ら
市

内
主
要
産
業
に
対
し
指
導
奨
励
を
し
よ
う
と

い
う
も
の
だ
が
市
当
局
と
し
て
は
こ
う
し
た

交
付
の
基
準
を
定
め
る
た
め
目
下
次
の
様
な

那
覇
市
産
業
奨
励
補
助
金
交
付
規
程

を

立
案
中
で
も
あ
る
。

規
程
案
大
要

△
市
長
は
那
覇
市
の
産
業
の
指
導
及
び
奨
励

を
図
る
目
的
を
も
つ
て
規
程
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
毎
年
度
、
予
算
の
範
囲
内
で
奨
励

補
助
金
を
交
付
す
る
。

△
奨
励
補
助
金
は
産
業
振
興
の
た
め
次
の
各

項
の
一
に
該
当
す
る
も
の
で
市
長
が
必
要
と

認
め
る
も
の
に
交
付
す
る
。

一
、
有
効
適
切
な
生
産
施
設
の
設
備
費
。
二
、

商
品
の
改
良
発
達
の
た
め
の
試
作
費
。
三
、

産
業
の
指
導
及
奨
励
の
た
め
の
派
遣
及
技
術

指
導
費
。
四
、
経
営
を
合
理
化
し
産
業
の
振

興
を
図
つ
た
個
人
又
は
団
体
に
対
す
る
奨
励

費
。
△
補
助
金
の
交
付
を
う
け
よ
う
と
す
る
も
の

は
規
程
の
必
要
書
類
を
市
長
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

△
交
付
の
決
定
を
う
け
た
者
は
市
長
の
指
定

し
た
検
査
員
の
検
査
を
う
け
ね
ば
な
ら
な
い

な
お
五
四
年
度
市
予
算
に
計
上
さ
れ
た
各
種

奨
励
費
は
次
の
通
り
で
合
計
二
十
四
万
八
千

円
で
あ
る
。

△
陶
土
濾
過
装
置
助
成
費

四
万
三
千
九
百

円
△
水
産
奨
励
費

十
一
万
円
△
漆
器
試
作

研
究
費

三
万
八
千
七
百
円
△
製
帽
試
作
研

究
費

一
万
七
千
四
百
円
△
織
物
試
作
研
究

費

三
万
八
千
円
。

泊
港
を
活
用
せ
よ
／
安
謝
港
浚

渫
、
却
下
さ
る

琉
新
　
１
９
５
４
・
２
・
10

真
和
志
市
で
は
、
小
型
船
舶
の
寄
港
地
と
し

て
同
市
安
謝
港
を
浚
渫
埋
立
し
て
貰
い
た
い

と
軍
に
請
願
し
て
い
た
が
、
二
月
三
日
付
の

民
政
府
書
簡
に
よ
る
と
、
泊
港
が
築
港
さ
れ

近
接
の
安
謝
も
そ
の
恩
恵
に
浴
し
て
居
り
近

く
完
成
す
る
那
覇
港
も
あ
る
の
で
安
謝
港
の

浚
渫
並
び
に
埋
立
は
良
策
と
は
考
え
ら
れ
な

い
と
市
長
宛
政
府
工
交
局
を
通
じ
て
回
答
さ

れ
た
。

泊
埋
立
地
受
入
決
る
／
港
湾
業

務
地
区

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
２
・
20

那
覇
市
の
泊
埋
立
地
受
入
委
員
会
は
十
九
日

午
前
十
時
半
、
初
の
委
員
会
を
開
き
、
市
長

諮
問
の
港
湾
業
務
地
区

千
七
百
六
十
坪

の
受
入
れ
及
び
割
当
て
に
つ
い
て
協
議
を
行

い
次
の
通
り
決
定
し
た
。

借
地
申
請
の
二
十
七
坪

九
千
五
百
坪

か
ら
港
湾
運
営
上
、
必
要
欠
ぐ
こ
と
の
出

来
な
い
業
務
を
選
定
し
た
も
の
だ
が
委
員

会
で
は
特
に
少
な
い
土
地
を
出
来
る
だ
け

立
体
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ

た
。

△
官
公
署

百
坪
、
こ
れ
は
水
上
署
、
税
関
、

植
物
検
査
所
、
郵
便
局
な
ど
か
ら
の
申
請
だ

二
八
一

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

一
｜
二
月



が
ま
と
め
て
タ
ー
ミ
ナ
ル
式
に
す
る
。

△
船
舶
業

申
請
十
社
の
う
ち
琉
球
海
運
、

大
島
産
業
、
共
進
組
の
三
社
に
計
五
百
坪
を

割
当
て
他
の
小
型
船
舶
業
者
は
泊
北
岸
に
持

つ
て
行
く
。

△
船
荷
秤
量
業
、
船
客
サ
ー
ビ
ス
業

臨
時

的
に
琉
球
通
関
社
、
山
城
通
関
、
琉
球
渡
航

サ
ー
ビ
ス
商
社
、
極
東
産
業
○
○
○
○
○
氏

な
ど
六
社
に
計
百
五
十
坪
を
割
当
て
る
。

△
そ
の
他
、
琉
球
に
百
坪
を
割
当
て
、
琉
石

社
は
工
業
地
区
に
移
し
、
荷
役
業

申
請
六

社

は
倉
庫
地
区
受
入
れ
の
際
の
振
合
い
を

見
た
上
、
割
当
て
る
こ
と
等
を
決
定
し
た
。

な
お
各
業
態
の
う
ち
個
々
の
業
者
に
対
す

る
割
振
り
は
事
業
内
容
を
検
討
の
上
、
次

回
は
協
議
す
る
。

通
堂
町
一
筆
の
土
地
開
放

琉
新
　
１
９
５
４
・
２
・
20

那
覇
市
で
は
通
堂
町
の
土
地
開
放
に
つ
い
て

八
日
付
、
民
政
府
か
ら
通
達
が
あ
つ
た
。

開
放
さ
れ
る
土
地
は
同
町
二
丁
目
五
十
番
地

で
、
一
筆
五
百
九
十
七
坪
　
一
月
一
日
に
さ

か
の
ぼ
つ
て
発
効
す
る
が
市
が
該
地
主
に
対

し
近
く
通
知
状
を
発
す
る

当
分
軍
が
管
理
／
那
覇
港
の
運

営沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
２
・
27

政
府
が
さ
き
に
水
先
業
務
の
移
管
、
信
号
所

の
設
置
、
あ
る
い
は
錨
地
の
指
定
等
に
よ
り

那
覇
商
港
の
運
営
の
改
善
を
は
か
つ
て
も
ら

い
た
い
、
と
民
政
府
に
要
請
し
た
が
、
二
十

六
日

見
通
せ
る
範
囲
内
で
は
同
商
港
に
お

け
る
船
舶
の
出
入
は
軍
の
管
理
下
に
お
か
れ

る

と
次
の
回
答
が
あ
つ
た
。

△
五
三
年
五
月
以
降
琉
球
人
水
先
人
に
よ

つ
て
行
わ
れ
て
い
る
水
先
業
務
は
貴
簡
に

の
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
成
果
に

お
い
て
は
確
か
に
満
足
を
与
え
る
も
の
が

あ
る
が
、
し
か
し
斯
界
に
お
い
て
は
こ
れ

を
広
範
な
経
験
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

△
一
般
に
貴
簡
が
問
題
と
し
て
い
る
点
は

那
覇
商
港
の
管
理
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

将
来
見
通
し
の
で
き
る
範
囲
内
で
は
那
覇

港
に
お
け
る
船
舶
の
出
入
は
軍
の
管
理
下

に
お
か
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
従
つ
て

こ
の
水
路
を
通
じ
て
の
船
舶
の
移
動
は
す

べ
て
軍

ラ
イ
カ
ム

の
ハ
ー
バ
ー
マ
ス

タ
ー
に
よ
つ
て
統
制
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
ま
で
再
三
貴
政
府
代
表
と
討
議

し
た
通
り
、
信
号
所
の
設
置
、
錨
地
の
指

定
は
今
の
と
こ
ろ
考
慮
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

布
令
改
正
／
教
育
法
に
織
り
込

む
／
教
育
委
の
特
別
選
挙
法

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
３
・
３

ブ
ラ
ム
リ
ー
首
席
民
政
官
は
二
月
二
十
六
日

付
で
民
政
府
布
令
第
六
十
六
号
改
正
五
号
を

公
布
琉
球
教
育
法
を
次
の
と
お
り
改
正
し

た
。
△
一
九
五
三
年
四
月
七
日
付
民
政
府
布
令
六

十
六
号
改
正
二
号
　
第
三
条
六
節
に
次
の
条

項
を
加
え
る
。

Ａ
、
教
育
委
員
の
任
期
は
四
年
と
し
、
市
町

村
議
会
議
員
と
同
じ
方
法
で
隔
年
毎
に
三
月

中
に
選
挙
さ
れ
る
も
の
と
す
。
選
挙
に
よ
り

選
ば
れ
た
現
在
の
委
員
は
任
期
が
満
了
す
る

ま
で
公
務
を
続
け
る
も
の
と
す
。
二
年
目
毎

の
選
挙
に
お
い
て
は
、
任
期
を
満
了
し
た
委

員
の
後
任
を
選
出
す
る
ほ
か
、
教
育
委
員
は
、

第
四
条
に
基
い
て
臨
時
に
後
任
と
し
て
任
命

さ
れ
た
仮
委
員
の
前
任
者
の
残
任
期
間
も
そ

の
任
期
に
含
む
よ
う
選
挙
さ
れ
る
。
こ
う
い

う
仮
委
員
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
特
別

の
空
席
の
た
め
立
候
補
す
る
こ
と
は
出
来

ず
、
制
限
な
く
教
育
委
員
と
し
て
立
候
補
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
教
育
委
員
は
最

高
得
票
数
を
有
す
る
も
の
が
四
年
、
次
点
が

そ
の
次
と
い
う
風
に
選
挙
さ
れ
る
も
の
と

す
。
Ｂ
、
本
条
の
目
的
の
た
め
に
市
町
村
議
会
議

員
並
び
に
市
町
村
長
選
挙
法
に

市
町
村

ま
た
は

市
町
村
議
員

と
あ
る
箇
所
は
こ

れ
を

学
校
区

ま
た
は

教
育
委
員

と

改
め
る
。

Ｃ
、
選
挙
に
お
い
て
婦
人
の
当
選
者
が
い
な

か
つ
た
場
合
は
第
四
条
に
規
定
せ
る
方
法
に

よ
つ
て
任
命
さ
れ
る
委
員
は
婦
人
と
す
る
。

Ｄ
、
婦
人
委
員
の
任
期
が
切
れ
た
場
合
、
も

し
く
は
当
選
せ
る
婦
人
が
い
な
い
た
め
任
命

を
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
、
在
任
中
の
婦
人

委
員
は
本
条
に
規
定
さ
れ
た
方
法
に
よ
り
任

命
も
し
く
は
選
挙
さ
れ
た
婦
人
に
よ
つ
て
後

任
さ
れ
る
。

二
、
第
四
条
第
十
五
節
に
左
記
の
条
項
を
加

え
る
。

Ｄ
、
一
九
五
二
年
三
月
十
七
日
付
軍
政
府
布

令

教
育
区
教
育
委
員
お
よ
び
会
計
係
特
別

選
挙
法

は
こ
こ
に
廃
止
さ
れ
る
。

泊
の
北
岸
八
千
余
坪
開
放

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
３
・
９

当
間
那
覇
市
長
は
民
政
府
ウ
エ
ス
テ
ン
バ
ー

ガ
ー
工
務
部
長
か
ら
の
申
込
み
で
昨
八
日
昼

一
時
半
、
同
氏
と
泊
港
北
岸
外
人
墓
地
近
く

で
会
見
、
ウ
エ
ス
テ
ン
バ
ー
ガ
ー
工
務
部
長

か
ら
口
頭
で

旧
高
橋
町
二
丁
目
の
約
八
千

二
百
坪
を
即
刻
開
放
す
る
か
ら
市
で
は
直
に

同
地
域
都
市
計
画
を
行
う
よ
う
に

と
の
指

示
を
受
け
た
。
開
放
地
は
泊
港
務
所
か
ら
外

人
墓
地
ま
で
の
範
囲
で
、
元
軍
輸
送
部
隊
が

二
八
二

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

二
｜
三
月



使
用
中
の
も
の
を
□
部
隊
が
最
近
後
退
し
た

の
で
空
地
に
な
つ
て
い
た
。
市
で
は
早
速
九

日
か
ら
直
に
測
量
を
始
め
、
新
市
街
の
実
現

を
期
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
が
、
当
間
市

長
は

こ
れ
ま
で
度
々
陳
情
し
た
の
が
叶
え

ら
れ
て
こ
ん
な
に
嬉
し
い
事
は
な
い
、
軍
の

配
慮
に
対
し
感
謝
し
た
い

と
喜
び
の
言
葉

を
述
べ
て
い
る
。

｜
社
　
説
｜

四
市
村
の
自
重
と
都
市
合
併
の

促
進
琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
３
・
24

選
挙
と
い
う
も
の
は
何
時
で
も
感
情
化
し
何

等
か
の
形
で
尾
を
ひ
く
も
の
で
あ
る
。
も
う

そ
ろ
そ
ろ
感
情
の
混
入
を
清
算
し
て
勝
つ
た

も
の
も
負
け
た
も
の
も
、
相
と
も
に
協
調
し

て
本
来
の
目
的
に
む
か
つ
て
使
命
を
果
さ
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
時
で
あ
ろ
う
。
首
都
建
設
を

目
標
と
す
る
都
市
合
併
が
関
係
市
村
で
漸
く

機
が
熟
し
つ
つ
あ
つ
た
と
こ
ろ
へ
、
立
法
院

議
員
総
選
挙
と
な
つ
て
合
併
の
熱
意
が
中
断

さ
れ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。
関
係
市
村
で
も

政
治
問
題
化
し
て
は
よ
き
結
果
を
得
ら
れ
な

い
と
し
て
一
時
棚
上
げ
と
な
つ
た
こ
と
は
よ

い
が
、
選
挙
の
結
果
こ
の
問
題
を
引
こ
め
た

り
回
避
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
不
見
識
で
も

あ
り
不
誠
意
で
あ
り
、
関
係
市
村
民
の
不
利

益
と
も
な
る
も
の
で
あ
る
。
巷
間
に
は
当
間

構
想
の
敗
退
と
真
和
志
市
に
お
け
る
社
大
党

の
勝
利
か
ら
都
市
合
併
の
前
途
は
暗
く
那
覇

市
と
し
て
も
旧
市
街
の
開
放
と
整
備
や
都
計

の
推
進
だ
け
で
一
杯
だ
ろ
う
と
見
る
む
き
も

あ
る
が
、
こ
れ
な
ど
は
近
視
眼
的
な
利
己
的

見
方
と
い
う
外
は
な
い
。

当
間
構
想
で
三
名
の
議
席
が
獲
得
出
来
、

真
和
志
市
で
翁
長

静

氏
な
ど
が
当
選
し

た
と
す
れ
ば
合
併
問
題
は
時
間
的
に
進
捗
し

た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
社
大

側
が
進
出
し
た
か
ら
と
て
不
可
能
と
い
う
こ

と
に
は
な
ら
な
い
。
こ
う
考
え
る
こ
と
が
か

え
つ
て
感
情
的
で
政
治
問
題
化
せ
し
め
る
怖

れ
を
多
分
に
も
つ
も
の
と
い
え
る
。
当
間
市

長
は
当
分
静
観
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
だ
ろ
う

と
い
つ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
あ

く
ま
で
も
当
分
で
あ
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

都
市
合
併
の
提
唱
は
す
で
に
三
年
越
し
の
問

題
に
な
つ
て
い
る
。
真
和
志
側
が
積
極
的
に

動
き
出
す
と
那
覇
市
側
が
引
込
み
、
那
覇
市

が
積
極
的
に
動
き
出
す
と
真
和
志
側
が
引
込

ん
で
来
た
。
選
挙
後
の
気
負
い
た
つ
た
感
情

が
し
ず
ま
れ
ば
、
今
度
こ
そ
関
係
市
村
が
虚

心
に
な
つ
て
こ
の
問
題
の
解
決
に
進
む
べ
き

で
あ
る
。

都
市
計
画
法
に
よ
る
都
計
地
区
と
す
る
主

席
の
諮
問
に
対
し
て
は
三
市
一
村
と
も
答
え

て
い
る
し
、
三
市
一
村
地
域
が
首
都
と
し
て

も
、
近
代
都
市
と
し
て
も
適
当
で
あ
る
こ
と

は
市
村
民
の
希
望
で
も
あ
り
、
又
専
門
家
も

証
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
に
首

都
の
建
設
は
全
琉
民
の
要
望
で
も
あ
る
。
当

間
那
覇
市
長
も
市
長
就
任
に
あ
た
つ
て

十

四
年
前
初
回
市
長
就
任
以
来
、
大
那
覇
市
の

基
盤
建
設
が
目
標
で
あ
つ
た

都
市
合
併
は

案
外
早
く
実
現
出
来
よ
う

と
声
明
し
た
ほ

ど
で
あ
る
か
ら
、
合
併
に
し
ゆ
ん
巡
し
て
は

な
ら
な
い
と
考
え
る
。
那
覇
市
と
し
て
は
旧

市
街
の
開
放
が
ぞ
く
ぞ
く
行
わ
れ
て
お
り
　

泊
埋
立
、
区
画
整
理
、
上
下
水
道
施
設
と
諸

事
業
を
控
え
て
い
る
が
、
那
覇
市
が
近
代
都

市
と
な
る
た
め
に
は
消
費
と
生
産
の
均
衡
を

と
り
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
各
セ
ン
タ
ー
を

形
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
旧
市

街
が
開
放
な
つ
た
と
し
て
も
ち
ゆ
う
密
し
た

人
口
の
配
置
を
緩
和
す
る
だ
け
で
、
市
と
し

て
は
墓
地
さ
え
設
定
出
来
な
い
現
状
で
あ

る
。都
市
合
併
の
主
動
は
那
覇
市
と
と
も
に
真

和
志
市
の
協
力
が
是
非
必
要
で
あ
る
。
那
覇

と
真
和
志
の
両
市
は
今
日
で
は
一
体
と
な
つ

て
ほ
と
ん
ど
境
界
が
分
ら
ぬ
ほ
ど
に
接
続
発

展
し
て
、
両
市
が
行
政
を
別
に
し
て
い
る
こ

と
が
不
思
議
な
ほ
ど
で
あ
る
。
都
計
の
推
進

に
し
て
も
市
民
の
負
担
か
ら
い
つ
て
も
合
併

す
る
こ
と
は
、
大
き
な
利
益
と
な
る
も
の
で

あ
つ
て
こ
れ
を
は
ば
む
条
件
と
な
る
も
の
は

見
当
ら
な
い
の
で
あ
る
。
首
里
市
や
小
禄
村

は
合
併
に
は
最
初
か
ら
賛
成
で
あ
り
、
那
覇

真
和
志
両
市
の
か
け
ひ
き
に
つ
い
て
は
両
市

村
と
も
し
び
れ
を
切
ら
す
ほ
ど
待
た
し
た
も

の
で
あ
つ
た
。

都
市
合
併
を
決
し
て
政
治
的
か
け
ひ
き
に

供
し
て
は
な
ら
な
い
事
は
選
挙
前
と
か
わ
り

は
な
い
。
選
挙
の
渦
中
に
投
ず
る
こ
と
を
避

け
て
来
た
善
意
を
も
つ
て
合
併
は
促
進
さ
る

べ
き
も
の
で
あ
る
。
選
挙
の
余
じ
ん
が
未
だ

去
ら
な
い
か
ら
関
係
市
村
当
局
が
慎
重
を
期

し
て
い
る
事
は
諒
解
さ
れ
る
が
、
選
挙
の
余

憤
に
乗
じ
て
合
併
を
横
道
に
そ
ら
し
た
り
、

遅
延
せ
し
め
る
ご
と
き
こ
と
が
あ
つ
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
る
。
現
市
村
議
員
の
任
期
は

九
月
で
終
る
が
、
そ
れ
ま
で
に
首
都
建
設
の

歴
史
的
事
業
を
完
全
す
れ
ば
、
四
市
村
民
二

十
万
の
利
益
と
幸
福
を
も
た
ら
し
感
謝
を
表

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
那
覇
と
真
和
志
の
両
市

当
局
者
や
議
員
が
三
思
し
大
乗
的
見
地
に
立

つ
て
結
合
す
べ
き
秋
で
あ
る
。

泊
埋
立
費
の
市
債
可
決
／
他
の

二
件
は
委
員
会
へ
／
那
覇
市

会沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
３
・
24

那
覇
市
の
定
例
議
会
は
二
十
三
日
午
前
十
時

半
開
会
。
ま
ず
会
期
を
五
日
間
と
決
め
、
つ

い
で
市
長
提
出
議
案
の
審
議
に
入
つ
た
が
初

日
は
△
市
債
を
起
す
件

泊
Ｂ
地
区
埋
立
同

二
八
三

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

三
月

同



付
帯
工
事
費
二
千
五
十
一
万
円

の
一
件
を

討
論
打
切
り
で
可
決
。
他
の
市
債
を
起
す
件

の
二
件
及
び
那
覇
市
水
道
給
水
条
例
案
、
五

十
四
年
度
那
覇
市
追
加
更
正
予
算
案
、
五
十

四
年
度
那
覇
市
水
道
事
業
特
別
会
計
追
加
更

正
予
算
案
の
五
件
は
殆
ど
当
局
の
説
明
の
み

を
聞
い
て
総
務
財
政
委
員
会
付
託
と
し
た
。

つ
い
で
各
委
員
会
か
ら
付
託
さ
れ
た
陳
情
案

の
審
査
経
過
な
ら
び
に
結
果
報
告
が
あ
つ
て

午
後
二
時
七
分
散
会
し
た
。
二
十
四
、
二
十

五
の
両
日
は
総
務
財
政
委
員
会
を
開
き
二
十

六
日
午
前
十
時
、
本
会
議
を
再
開
す
る
。

△
可
決
さ
れ
た
市
債
を
起
す
件

泊
Ｂ
地
区

埋
立
及
び
同
付
帯
工
事
費
二
千
五
十
一
万

円こ
れ
は
六
千
七
百
万
円
の
第
一
期
起
債
事
業

に
ふ
く
ま
れ
て
い
た
も
の
だ
が
資
金
の
都
合

上
、
未
着
工
と
な
つ
て
い
た
の
を
今
度
、
第

二
期
起
債
で
自
己
資
金
の
軽
減

従
来
の
三

〇
％
が
二
〇
％
へ
繰
下
げ

に
就
て
銀
行
当

局
と
折
衝
が
成
功
し
た
の
で
一
〇
％
分
を
追

加
借
入
れ
と
し
工
事
を
実
施
す
る
も
の
。
償

還
は
十
年
以
内
に
半
年
毎
の
年
賦
償
還
、
そ

の
財
源
は
埋
立
で
生
ず
る
約
四
万
坪
の
市
有

地
賃
貸
収
入
及
び
港
務
所
収
入
な
ど
。
工
事

は
埋
立
が
二
万
九
千
坪
。
付
帯
工
事
と
し
て

護
岸
や
ガ
ー
ブ
川
の
排
水
を
完
全
に
し
て
市

場
付
近
の
氾
濫
を
防
ぐ
た
め
料
亭
那
覇
付
近

か
ら
真
直
に
泊
埋
立
地
中
部
を
貫
通
す
る
排

水
路
を
新
設
。
ま
た
護
岸
工
事
で
夫
婦
岩
付

近
を
小
公
園
化
す
る
計
画
。
工
事
は
Ｄ
Ｅ
の

浚
渫
船
に
よ
り
約
二
カ
月
間
、
年
度
内
に
完

成
の
予
定
。

△
委
員
会
付
託
と
な
つ
た
各
議
案
の
要
旨

一
、
市
債
を
起
す
件

区
画
整
理
事
業
費
一

千
六
百
四
十
七
万
円

旧
市
内
の
区
画
整

理
事
業
を
早
急
に
実
施
し
敷
地
難
に
悩
む
市

民
の
受
入
れ
を
促
進
す
る
た
め
替
費
地
の
処

分
収
入
を
償
還
財
源
と
し
て
起
債
す
る
と
い

う
の
が
主
旨
。
償
還
期
間
は
三
年
。
整
理
面

積
は
辻
、
若
狭
、
潟
原
、
泊
前
島
の
四
カ
町

計
十
一
万
四
千
坪
。
そ
の
う
ち
地
区
内
の
全

地
主
が
共
同
で
負
担
す
る
工
事
費
用
の
代
り

に
提
供
し
て
も
ら
う
土
地
つ
ま
り
替
費
地

所
有
の
約
五
％

が
計
六
千
二
百
余
坪
。

同
じ
く
地
主
が
提
供
す
る
公
共
用
地

約
二

五
％

が
三
万
六
千
坪
と
い
う
計
画
。
な
お

替
費
地
の
平
均
価
格
は
坪
当
り
二
千
五
百
な

い
し
三
千
六
百
円
と
し
て
い
る
。

△
市
債
を
起
す
件

水
道
事
業
拡
張
工
事
費

一
千
五
万
円

琉
大
及
び
旧
市
内
に
対
し

区
画
整
理
事
業
と
併
行
し
て
配
管
工
事
な
ど

を
行
う
も
の
。
償
還
期
間
は
十
年
。
償
還
財

源
は
水
道
収
入
。

な
お
今
回
の
起
債
総
額
は
三
事
業
を
併
せ

て
計
四
千
七
百
三
万
円

二
十
日
夕
刊
の

五
千
七
百
三
万
円
は
誤
ま
り

と
な
る
が

市
当
局
は
議
員
の
質
問
に
こ
た
え
、
何
れ

も
事
業
自
体
か
ら
上
る
収
益
及
び
税
外
収

で
償
還
、
税
収
面
に
は
ふ
れ
な
い
と
い
う

点
を
明
ら
か
に
し
た
。

区
画
整
理
費
六
千
八
百
万
円
／

那
覇
市
が
政
府
負
担
を
申
請

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
３
・
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那
覇
市
は
二
十
四
日
、
政
府
に
対
し
市
町
村

財
政
法
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
五
五
年
度
区

画
整
理
事
業
費
の
八
割

六
千
八
百
万
円

を
負
担
し
て
も
ら
い
た
い
と
申
請
し
た
。

申
請
要
旨

現
在
、
那
覇
市
で
は
旧
市
内
約
六
十
八
万
坪

の
土
地
区
画
整
理
を
計
画
、
す
で
に
美
栄
橋

地
区
の
整
理
事
業
を
着
手
し
て
お
り
、
な
お

本
年
度
は
銀
行
起
債
で
辻
、
若
狭
、
潟
原
、

泊
前
島
の
区
画
整
理
を
完
成
の
予
定
で
あ

り
、
五
五
年
度
で
は
商
港
建
設
地
区
、
東
、

天
妃
、
上
泉
、
下
泉
、
久
米
、
松
山
、
松
下
、

久
茂
地
各
町
の
計
三
十
五
万
七
千
坪
の
区
画

整
理
を
実
施
の
予
定
で
あ
る
。

区
画
整
理
事
業
は
宅
地
の
利
用
増
進
を
図
る

為
の
事
業
で
あ
り
、
受
益
者
と
な
る
地
区
内

の
地
主
は
受
益
者
負
担
の
原
則
か
ら
事
業
費

の
一
部
を
負
担
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
事

業
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
日
本
で
は
国
が
同

事
業
費
の
八
割
を
補
助
し
て
都
市
の
復
興
を

図
つ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
一
方
、
那
覇
市

は
首
都
建
設
の
た
め
ぼ
う
大
な
事
業
費
の
ね

ん
出
に
悩
ん
で
い
る
実
情
に
あ
つ
て
、
区
画

整
理
は
地
主
の
全
額
負
担
で
事
業
を
進
め
つ

つ
あ
る
が
地
主
の
負
担
過
重
は
民
生
の
安
定

を
欠
く
オ
ソ
レ
が
あ
る
の
で
事
業
の
円
か
つ

な
推
進
と
市
の
早
期
復
興
の
た
め
政
府
は
市

町
村
財
政
法
十
条
十
項
に
も
と
づ
き
事
業
費

の
八
割

六
千
八
百
六
十
万
円

を
負
担
し

て
も
ら
い
た
い
。

註

市
町
村
財
政
法
十
条

政
府
と
市

町
村
と
が
負
担
す
る
経
費

に
は
政
府
が
そ

の
経
費
の
一
部
又
は
全
部
を
負
担
す
る
経
費

と
し
、
そ
の
十
項
に

立
法
又
は
規
則
で
定

め
る
重
要
な
都
市
計
画
及
び
都
市
計
画
事
業

に
要
す
る
経
費

と
定
め
て
あ
る
。

記
者
の
メ
モ
／
差
押
え
覚
悟
の

上
の
起
債
案

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
３
・
27

○

二
十
六
日
の
那
覇
市
議
会
。
四
千
七
百

万
円
に
上
る
三
ツ
の
起
債
案
を
原
案
通
り
ノ

ミ
込
ん
で
し
ま
つ
た
が
、
流
石
に
償
還
問
題

や
年
度
内
に
う
ま
く
消
化
出
来
る
か
と
い
つ

た
の
が
論
点
と
な
つ
た
。
大
湾
氏

区
画
整

理
事
業
費
は
替
費
地
売
上
げ
代
を
償
還
財
源

と
し
て
い
る
が
、
替
費
地
は
余
り
売
れ
な
い

の
が
従
来
の
姿
だ
。
も
し
売
れ
な
い
場
合
、

償
還
は
ど
う
す
る
か
？

こ
の
人
は
”
基
地

経
済
の
姿
”
と
か
”
都
市
計
画
の
姿
”
で
盛

に
”
ス
ガ
タ
”
を
連
発
す
る
の
が
得
意
。
と

二
八
四

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

三
月



こ
ろ
が
受
け
て
立
つ
た
東
江
課
長
が
人
を
食

つ
た
よ
う
な
答
弁

最
悪
の
場
合
は
整
理
地

を
琉
銀
に
差
押
え
て
も
ら
う
外
あ
り
ま
せ

ん

こ
れ
に
は
傍
聴
席
も
ド
ツ
と
来
た
。
ば

ん
石
の
自
信
で
あ
る
。
糸
数
氏
は
ま
た

こ

れ
で
那
覇
の
借
金
は
一
億
余
。
毎
年
二
千
万

円
を
支
払
う
勘
定
で
市
民
も
些
か
不
安
に
思

つ
て
い
る
。
起
債
は
机
上
の
空
論
で
な
し
に

実
際
的
な
基
礎
に
も
と
づ
い
て
計
画
さ
れ
ん

こ
と
を

と
ボ
ソ
ボ
ソ
。
こ
れ
で
は
一
寸

頼
り
な
い
要
望
で
あ
る
。

○

然
し
こ
れ
等
は
”
上
”
の
部
類
で
こ
ん

な
珍
問
も
続
出
し
た
。

那
覇
の
交
付
金
は

六
十
六
市
町
村
の
四
十
二
位
に
な
つ
と
る
ん

ヤ
な
い
か
。
こ
れ
で
ど
う
し
て
首
都
建
設
が

や
れ
ま
す
か
い
ナ

交
付
金
で
区
画
整
理
事

業
を
や
り
た
い
口
振
り
。
一
方
で
は
ま
た

比
嘉
主
席
は
当
間
市
長
就
任
に
際
し
、
大

な
る
援
助
を
約
し
た
。
今
こ
そ
当
間
市
長
が

強
力
な
る
政
治
力
を
ハ
ツ
キ
。
補
助
金
を
カ

ク
ト
ク
す
べ
き
で
あ
る

等
と
ハ
ツ
パ
を
か

け
る
。
中
に
は
ま
だ
水
道
事
業
に
関
し

琉

大
に
ま
で
配
管
す
る
の
は
余
り
に
無
法
で
は

な
い
か
。都
市
合
併
後
に
や
つ
て
は
ど
う
か

と
い
う
も
の
、
何
の
つ
も
り
か

国
際
都
市

と
は
ま
た
首
都
と
は
何
の
意
味
で
す

か
と

大
マ
ジ
メ
に
聞
く
連
中
も
い
た
。

○

予
算
案
で
は
審
議
に
先
立
ち
、
先
月
挙

げ
ら
れ
た
徴
税
課
員
の
横
領
事
件
に
つ
い

て
、
当
局
の
釈
明
を
求
め
、
今
後
の
出
納
事

務
に
万
全
を
期
す
る
よ
う
に
と
お
灸
を
す
え

た
あ
た
り
は
良
か
つ
た
が
、
カ
ン
ジ
ン
の
予

算
案
は
二
件
と
も
一
瀉
千
里
に
可
決
。
後
は

佐
久
川
、
大
湾
両
新
立
法
院
議
員
の
激
励
会

だ
と
ば
か
り
バ
タ
バ
タ
と
片
付
け
て
し
ま
つ

た
。再

び
動
く
三
市
合
併
／
今
度
は

真
和
志
が
乗
り
気
／
”
ま
あ

出
方
を
見
る
よ
”
那
覇

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
４
・
１

那
覇
市
会
の
三
市
一
村
合
併
決
議
に
よ
つ
て

暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
か
に
見
え
た
都
市
合
併

は
総
選
挙
後
の
現
在
真
和
志
側
に
合
併
促
進

の
気
運
抬
頭
に
よ
り
再
び
軌
道
に
乗
ろ
う
と

し
て
い
る
。
即
ち
三
市
ま
で
な
ら
合
併
し
て

も
よ
い
と
の
線
を
堅
持
し
て
い
た
真
和
志
市

議
員
側
に
任
期
中
に
是
非
合
併
を
実
現
し
よ

う
と
い
つ
た
線
が
強
く
打
出
さ
れ
二
市
を
主

張
し
て
来
た
議
員
の
一
部
に
も
三
市
一
村
合

併
の
全
面
的
譲
歩
の
意
見
が
あ
ら
わ
れ
て
来

た
こ
と
と
宮
里
真
和
志
市
長
が
近
々
の
う
ち

に
当
間
那
覇
市
長
と
会
談
し
こ
の
問
題
を
早

く
解
決
し
た
い
と
い
う
た
積
極
的
な
熱
意
を

示
す
態
度
に
出
て
来
た
こ
と
で
、
議
会
側
も

四
月
に
入
つ
て
か
ら
協
議
会
を
開
き
合
併
問

題
を
再
検
討
す
る
と
い
う
。
又
真
和
志
市
か

ら
選
出
さ
れ
た
平
良
良
松
、
西
銘
順
治
両
立

法
院
議
員
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
立
法
院
に

呼
掛
け
早
急
合
併
実
現
に
努
力
す
る
と
い
つ

た
積
極
的
な
態
度
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。

宮
里
真
和
志
市
長
談
＝
三
市
一
村
と
も
な
れ

ば
財
政
行
政
両
面
か
ら
混
乱
を
来
た
す
心
配

が
あ
る
の
で
出
来
得
る
限
り
は
三
市
の
線
で

実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
議
会
も
私
も

任
期
中
に
合
併
を
実
現
し
た
い
と
い
う
考
え

で
あ
る
。
吾
々
の
任
期
中
に
実
現
出
来
な
い

と
す
る
と
今
後
更
に
三
、
四
カ
年
こ
の
問
題

を
引
張
る
こ
と
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
私
と

し
て
は
近
々
の
う
ち
に
那
覇
市
長
と
も
会
つ

て
虚
心
坦
懐
に
話
合
い
合
併
実
現
を
期
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
私
の
考
え
に
対
し

て
那
覇
市
長
も
同
じ
思
で
熱
意
を
示
し
て
く

れ
る
も
の
と
思
う
。

当
間
那
覇
市
長
談
＝
ま
ず
確
か
め
て
み
な
い

と
分
ら
ん
ね
。
事
実
だ
と
す
れ
ば
結
構
な
こ

と
だ
。
こ
ち
ら
の
市
会
で
も
さ
き
の
総
選
挙

後
は
諸
般
の
事
情
か
ら
当
分
、
合
併
は
見
送

り
、
那
覇
自
体
の
復
興
建
設
に
力
を
注
ぐ
べ

き
だ
と
の
意
見
も
一
部
に
あ
つ
た
が
実
際
問

題
と
し
て
は
既
に
三
市
一
村
合
併
を
決
議
し

て
い
る
し
、
向
う
に
そ
ん
な
動
き
が
あ
る
と

す
れ
ば
歓
迎
す
る
。
と
に
か
く
今
度
は
向
う

の
出
方
を
見
て
上
で
の
こ
と
だ
。

公
聴
／
那
覇
市
に
御
願
い

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
４
・
４

奥
武
山
在
住
者
は
競
輪
場
の
設
置
の
た
め
昨

年
か
ら
、
家
屋
の
修
理
も
で
き
ず
雨
が
降
れ

ば
雨
が
漏
れ
風
吹
け
ば
風
に
戦
き
、
全
く
困

つ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
雨
期
と
台
風
期
を

控
え
、
吾
々
公
園
在
住
者
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
思
案
し
て
い
ま
す
、
昔
か
ら
市
民
の
公

園
で
あ
る
奥
武
山
に
終
戦
後
の
定
着
を
理
由

に
生
活
権
を
云
々
し
て
吾
々
は
横
車
を
押
す

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
立
退
き
が
噂
さ
れ

て
か
ら
既
に
二
年
、
市
当
局
か
ら
も
再
三
調

査
が
終
り
、
又
吾
々
の
方
か
ら
も
立
退
き
時

機
に
つ
い
て
市
に
対
し
再
三
照
会
し
陳
情
ま

で
し
た
筈
で
す
。
そ
の
都
度
、
市
か
ら
の
返

事
は

早
く
す
る
。
近
い
内
に
す
る

の
返

事
ば
か
り
で
す
、
い
ろ
い
ろ
法
規
の
枠
も
あ

り
ま
し
よ
う
。
然
し
都
市
計
画
と
之
に
伴
う

市
の
復
興
事
業
は
、
も
つ
と
も
つ
と
速
度
と

決
断
を
要
望
さ
れ
ま
す
。

吾
々
、
奥
武
山
在
住
者
は
立
退
き
が
決
ま
れ

ば
自
費
で
も
移
転
し
ま
す
。
又
立
退
時
機
さ

へ
示
せ
ば
、
自
発
的
に
移
動
す
る
の
も
居
り

ま
し
よ
う
。
要
は
市
の
決
断
と
行
動
で
あ
り

ま
す
。

こ
れ
と
共
に
明
治
橋
を
横
断
す
る
一
号
道
路

は
歩
行
者
に
は
危
険
で
あ
り
不
便
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
壺
川

奥
武
山

ペ
リ
ー
を
直

結
す
る
道
路
も
開
設
し
て
下
さ
い
。
こ
れ
に

二
八
五

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

三
｜
四
月



よ
り
、

小
禄
、
那
覇
の
周
辺
の
発
展
も
速
度
を
増
し

ま
し
よ
う
。
那
覇
市
当
局
の
一
層
の
努
力
を

御
願
い
し
ま
す
。

那
覇
市
奥
武
山
区
　
慶
田
俊
英

35

労
務
事
務
員

那
覇
市
／
議
員
本
土
へ
派
遣

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
４
・
13

那
覇
市
で
は
十
二
日
午
後
二
時
か
ら
議
会
全

員
協
議
会
を
ひ
ら
き
、
議
員
の
管
外
出
張
や

牧
志
街
道
拡
張
工
事
な
ど
に
か
ん
す
る
三
件

を
つ
ぎ
の
よ
う
に
審
議
決
定
し
た
。
午
後
五

時
閉
会
。

▽
市
議
会
議
員
の
管
外
出
張

日
本
に
お
け

る
都
市
議
会
の
運
営
状
況
。
戦
災
復
興
都
市

計
画
、
都
市
合
併
に
か
ん
す
る
事
務
手
続
き

な
ど
を
視
察
、
調
査
す
る
た
め
那
覇
市
議
会

か
ら
議
員
団
を
派
遣
し
よ
う
と
い
う
も
の
、

議
会
建
設
委
員
会
か
ら
金
城
兼
市
氏
、
総
務

財
政
委
か
ら
泉
正
重
氏
、
文
教
厚
生
委
か
ら

阿
波
根
直
英
氏
か
ま
た
は
長
嶺
将
真
氏
、
そ

の
他
議
会
事
務
局
長
新
垣
良
正
氏
の
四
氏
を

今
月
末
出
張
さ
せ
る
こ
と
に
決
定
。
約
一
カ

月
の
期
間
で
本
土
の
東
京
、
大
阪
、
九
州
各

都
市
を
視
察
研
究
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
予

算
十
二
万
円
。

▽
安
里
川
仮
浚
渫
工
事
費
を
牧
志
街
道
第
一

号
工
事
費
へ
流
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て

牧

志
街
道
拡
張
工
事

第
一
号

は
用
地
買
収

費
、
建
物
移
転
費
な
ど
当
初
予
算
の
一
千
二

百
九
十
九
万
円
で
は
足
り
な
い
の
で
、
安
里

川
浚
渫
費

百
五
十
万
円

の
全
額
を
流
用

し
、
同
拡
幅
工
事
完
成
を
急
ご
う
と
い
う
も

の
、
当
局
で
は
来
年
度
に
お
い
て
安
里
川
の

本
格
工
事
を
行
い
、
ま
ず
当
面
せ
る
主
要
都

計
工
事
か
ら
完
了
さ
せ
る
意
向
の
よ
う
だ
が

研
究
の
た
め
建
設
委
付
託

▽
牧
志
街
道
第
一
号
工
事
立
退
者
、
障
害
家

屋
の
移
転
措
置
に
つ
い
て

立
退
者
の
牧
志

う
が
ん
へ
の
収
容
、
ガ
ー
ブ
川
沿
い
で
の
店

舗
建
築
、
泊
埋
立
地
の
割
当
面
積
一
千
四
百

坪
を
一
千
八
百
坪
に
増
加
す
る
な
ど
当
局
か

ら
承
認
の
要
求
が
あ
つ
た
が
、
席
上
、
牧
志

街
道
立
退
者
側
か
ら

現
行
の
用
地
買
収
費

坪
五
千
円
を
一
万
円
に
引
上
げ
る
こ
と
、
移

転
補
償
金
額
の
基
礎
を
明
確
に
し
て
欲
し

い

な
ど
の
陳
情
が
あ
り
、
結
局
こ
れ
と
も

関
連
す
る
問
題
で
あ
る
の
で
建
設
委
へ
付
託

さ
れ
た立退

き
補
償
を
陳
情
／
拡
張
工

事
に
か
ゝ
る
牧
志
通
り

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
４
・
14

那
覇
市
牧
志
大
通
り
団
の
銘
苅
○
○
氏
ら

百
二
十
余
名
は
牧
志
通
り
拡
張
工
事
に
伴

な
う
土
地
買
収
や
移
転
補
償
な
ど
に
つ
い

て
次
の
七
条
件
を
提
出
、
工
事
完
成
に
協

力
す
る
上
か
ら
こ
れ
が
善
処
方
を
お
願
す

る
と
十
三
日
、
市
当
局
へ
陳
情
し
た
。

一
、
用
地
買
収
の
価
格
は
時
価
或
は
銀
行
の

査
定
見
積
な
ど
に
準
じ
平
均
坪
当
り
一
万
円

と
さ
れ
た
い
。
市
当
局
案
は
平
均
五
千
円

。

一
、
家
屋
の
補
償
及
び
同
移
転
補
償
は
算
定

の
基
礎
を
明
確
に
し
、
納
得
の
行
く
価
格
に

す
る
こ
と
。
一
、
土
地
の
大
部
分
を
買
収
さ

れ
る
地
主
に
対
し
て
も
泊
埋
立
地
を
譲
渡

し
、
家
主
へ
の
土
地
売
却
は
支
払
を
延
長
さ

れ
た
い
。
一
、
ガ
ー
ブ
川
沿
い
の
店
舗
設
置

に
つ
い
て
は
予
定
地
に
関
す
る
手
続
許
可
等

を
早
く
完
了
さ
れ
た
い
。
一
、
同
工
事
及
び

橋
梁
工
事
の
施
行
で
付
近
商
店
は
大
き
な
打

撃
を
う
け
、
工
事
期
間
の
四
カ
月
を
ど
う
持

こ
た
え
る
か
問
題
で
あ
る
。従
つ
て
中
央
税
、

地
方
税
の
今
年
度
免
除
及
び
不
動
産
取
得
税

の
免
除
を
考
慮
さ
れ
た
い
。
一
、
残
留
組
、

移
転
組
何
れ
も
工
事
の
犠
セ
イ
者
で
あ
る
か

ら
そ
の
家
屋
建
設
費
の
琉
銀
融
資
を
ア
ツ
セ

ン
さ
れ
た
い
。

移
転
先
を
協
議

那
覇
市
都
計
課
で
は
十

三
日
、
牧
志
通
り
拡
張
工
事
の
た
め
移
転
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
関
係
者
の
一
部
、
十
九
名

と
移
転
先
、
泊
埋
立
地
の
割
当
に
つ
い
て
協

議
の
結
果
一
応
希
望
を
訊
い
た
上
、
建
物
の

状
況
や
被
害
の
程
度
に
応
じ
市
当
局
で
割
当

て
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
坪
数
は
三
十
二
な

い
し
四
十
坪
ま
で
、
そ
の
売
却
価
格
案
は
二

期
工
事
の
際
の
割
当
同
様
、
坪
当
り
千
五
百

な
い
し
千
七
百
円
程
度
で
あ
る
。

牧
志
交
番
も
立
退

那
覇
市
で
は
近
く
那

覇
署
へ
牧
志
派
出
所
を
本
月
末
ま
で
に
移
転

さ
せ
る
よ
う
要
請
す
る
。
こ
れ
は
市
と
し
て

は
牧
志
通
り
拡
張
第
三
期
工
事
を
五
月
初
め

か
ら
着
工
の
方
針
で
関
係
者
百
十
余
軒
と
立

退
き
問
題
を
折
衝
中
だ
が
そ
の
う
ち
の
一
ツ

交
番
の
方
は
公
共
建
物
だ
か
ら
率
先
、
立
退

き
の
範
を
垂
れ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
も

の
。
な
お
移
転
先
に
つ
い
て
は
市
当
局
で
も

適
当
な
候
補
地
を
斡
旋
中
。

近
代
都
市
へ
の
粧
い
／
那
覇
市

の
復
金
起
債
き
ょ
う
政
府
認

可琉
新
・
夕
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那
覇
市
で
は
都
市
計
画
推
進
の
た
め
泊
南
岸

Ｂ
地
区
の
埋
立
工
事
費
と
上
水
道
事
業
拡
張

工
事
費
の
復
金
起
債
を
初
議
会
の
議
決
を
経

て
政
府
に
申
請
し
て
い
た
が
十
六
日
政
府
か

ら
起
債
の
許
可
が
あ
つ
た

起
債
金
額
は
泊
南
岸
埋
立
工
事
が
二
千
五
十

一
万
円
以
内
、
水
道
が
一
千
五
百
万
円
以
内

何
れ
も
復
金
か
ら
の
借
入
で
年
五
分
、
据
置

期
間
が
借
入
の
日
か
ら
半
年
、
償
還
は
借
入

の
日
か
ら
据
置
期
間
を
含
め
て
十
年
以
内
に

半
年
年
賦
元
利
均
等
額
の
償
還
で
水
道
収
入

お
よ
び
市
才
入
を
償
還
財
源
に
充
て
る
こ
と

二
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に
な
つ
て
い
る

泊
南
岸
Ｂ
地
区
埋
立
工
事
費

資
金
の
都
合
で
未
着
工
の
ま
ま
と
な
つ
て
い

る
泊
Ｂ
地
区
公
有
水
面

二
万
九
千
四
百
坪

余

の
埋
立
工
事
及
び
付
帯
工
事
を
先
き
に

融
資
ず
み
の
六
千
七
百
万
円
に
対
す
る
自
己

資
金
軽
減

二
〇
％
引
下
げ

に
よ
る
一

〇
％
の
追
加
借
入
れ
を
行
い
償
還
年
限
の
延

長

十
年
年
賦

に
よ
つ
て
年
度
内
に
工
事

完
成
を
目
標
に
し
た
も
の
で
あ
る

付
帯
工
事
と
し
て
埋
立
地
中
央
部
を
貫
通
す

る
排
水
を
設
け
、
さ
ら
に
自
然
石
の
ミ
ー
ト

ジ
ー
を
湾
曲
に
し
て
小
公
園
化
す
る
こ
と
に

な
つ
て
い
る

上
水
道
事
業
拡
張
工
事
費

泊
浄
水
場
施
設
、
青
小
堀
屋
水
源
地
、
旧
市

内

久
米
町
、
辻
町
、
若
狭
町

お
よ
び
琉

大
の
配
管
工
事
、
給
水
装
置
に
要
す
る
経
費

一
千
七
百
九
十
七
万
五
百
円
の
う
ち
手
持
資

材
五
百
九
十
四
万
七
千
円
、
手
持
資
金
百
九

十
七
万
三
千
五
百
円
で
不
足
額
一
千
五
万
円

を
起
債
に
よ
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
、
償

還
財
源
は
水
道
事
業
特
別
会
計
収
入
で
充
て

る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

牧
志
通
り
工
事
に
分
担
金
／
那

覇
市
地
主
側
は
徴
収
に
反
対
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那
覇
市
で
は
牧
志
通
り
拡
張
工
事
に
初
の
分

担
金
徴
収
条
例
を
適
用
す
る
た
め
十
七
日
関

係
地
主
約
三
十
名
と
協
議
を
行
つ
た
が
問
題

が
工
事
施
行
に
伴
な
う
用
地
買
収
と
か
ら
ん

で
微
妙
な
利
害
関
係
を
生
じ
て
い
る
、
つ
ま

り
地
主
側
に
云
わ
せ
れ
ば

土
地
を
安
値
で

買
取
ら
れ
た
上
に
分
担
金
ま
で
持
た
さ
れ
た

の
で
は
か
な
わ
な
い

と
云
つ
た
気
持
ち
が

強
く
、
何
れ
も
市
当
局
案
に
反
対
、
結
局
、

折
合
い
つ
か
ず
市
側
で
も
更
に
案
を
練
る
こ

と
に
な
つ
て
散
会
し
た
。

今
回
の
措
置
は
こ
の
ほ
ど
、
公
布
さ
れ
た
那

覇
市
分
担
金
条
例
施
行
規
則
に
も
と
づ
い
て

行
わ
れ
る
も
の
だ
が
適
用
範
囲
は
税
務
署
前

か
ら
サ
イ
オ
ン
橋
ま
で
の
区
間

税
務
署
か

ら
那
覇
署
間
は
除
く

で
延
長
五
百
間
、
巾

員
百
間

沿
道
の
両
側
へ
五
十
間
ず
つ

す

な
わ
ち
牧
志
通
り
を
中
心
に
五
万
坪
以
内
の

地
主
及
び
建
物
所
有
者
に
適
用
さ
れ
る
も

の
。
こ
の
範
囲
の
受
益
者
が
ど
の
位
か
ま
だ

不
明
だ
が
こ
の
人
た
ち
全
部
で
牧
志
通
り
二

期
、
三
期
工
事
費
総
額
二
千
四
百
万
円
の
四

分
の
一

六
百
十
三
万
円

を
分
担
さ
せ
る

と
い
う
の
が
市
の
当
初
案
で
あ
つ
た
。

と
こ
ろ
が
前
記
の
よ
う
に
地
主
た
ち
は
殆
ど

が
工
事
の
た
め
土
地
を
潰
さ
れ
た
り
、
安
く

買
上
げ
ら
れ
た
上
、
分
担
金
ま
で
課
さ
れ
て

は
二
重
の
重
荷
と
い
う
わ
け
で
、
土
地
を
正

当
な
相
場

付
近
は
坪
一
万
五
千
な
い
し
二

万
円
と
も
い
う

で
買
わ
ぬ
限
り
分
担
は
出

来
な
い
と
の
反
対
意
見
だ
つ
た
。
こ
れ
に
対

し
市
側
で
は
分
担
金
総
額
を
六
百
十
三
万
か

ら
予
算
の
範
囲
内
で
四
百
二
十
三
万
円
ま
で

落
し
、
更
に
被
害
の
大
き
い
地
主
に
は
泊
埋

立
地
は
普
通
の
価
格
よ
り
も
安
く
分
譲
す
る

と
の
二
案
で
譲
歩
し
た
が
結
局
、
こ
れ
も
容

ら
れ
な
か
つ
た
。
結
局
、
市
と
し
て
は
拡
張

工
事
に
必
要
な
用
地
の
買
収
価
格
を
上
げ
る

か
？
分
担
金
を
も
つ
と
切
下
げ
る
か
？
の
二

ツ
し
か
な
い
が
何
れ
に
し
て
も
条
例
で
定
め

た
分
担
金
は
徴
収
す
る
と
い
う
基
本
線
ら
し

い
。解
説
／
分
担
金
徴
収
に
は
公
聴
会
が
必

要
か

分
担
金
と
は
地
方
公
共
団
体
が
数
人
も
し
く

は
団
体
の
一
部
を
利
す
る
財
産
造
営
物
又
は

団
体
の
一
部
に
対
し
利
益
の
あ
る
事
件
に
就

て
特
に
利
益
を
う
け
る
者
か
ら
徴
収
す
る
も

の
。
例
え
ば
区
画
整
理
と
か
道
路
の
新
設
拡

張
等
を
す
る
と
付
近
の
土
地
は
価
値
が
数
倍

に
ハ
ネ
上
る
従
つ
て
こ
う
い
う
事
業
を
税
金

で
施
行
し
て
は
市
民
一
般
の
負
担
で
一
部
の

人
に
利
益
を
与
え
る
結
果
と
な
る
の
で
こ
の

弊
害
を
改
め
る
た
め
に
生
れ
た
の
が
即
ち
受

益
者
分
担
金
制
度
。
那
覇
の
場
合
は
既
に
旧

市
内
の
区
画
整
理
で
地
主
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
所

有
地
の
三
割
を
提
供
し
て
も
ら
つ
て
事
業
を

進
め
つ
つ
あ
る
実
情
で
こ
の
点
か
ら
も
当
局

と
し
て
は
関
係
地
主
の
理
解
あ
る
協
力
を
望

ん
で
い
る
。

然
し
こ
こ
で
問
題
な
の
は
分
担
金
徴
収
条
例

は
特
定
の
者
や
地
域
に
対
す
る
不
均
一
で
特

別
の
負
担
に
関
す
る
も
の
だ
か
ら
委
員
会
で

公
聴
会
を
開
き
利
害
関
係
者
又
は
学
識
経
験

者
の
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
こ
れ
を
設
け
又

は
改
正
出
来
な
い
と
い
う
の
が
原
則
で
あ

る
。
だ
が
那
覇
市
の
同
条
例
の
場
合
は
公
聴

会
を
開
い
て
い
な
い
、
そ
れ
は
現
行
の
条
例

は
五
二
年
三
月
に
制
定
し
た
も
の
で
当
時
、

そ
の
根
拠
と
な
つ
た
市
町
村
制
に
は
公
聴
会

云
々
の
規
定
が
な
か
つ
た
ゝ
め
と
さ
れ
て
い

る
。
だ
が
市
町
村
制
に
と
つ
て
代
り
昨
年
公

布
さ
れ
た
市
町
村
自
治
法
の
百
五
十
条

分

担
金

に
は
明
ら
か
に
公
聴
会
の
規
定
が
織

込
ま
れ
て
い
る
。
従
つ
て
母
法
の
改
正
に
伴

な
つ
て
条
例
も
そ
の
主
旨
に
そ
う
よ
う
改
め

ら
れ
る
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
が
そ
う
い
う
措

置
は
と
ら
れ
ぬ
ま
ゝ
実
施
の
段
階
へ
入
つ
た

も
の
ゝ
よ
う
で
あ
る
。
法
に
根
拠
を
お
き
な

が
ら
断
乎
と
し
て
施
行
す
る
行
政
力
に
欠
け

て
い
る
の
も
そ
こ
ら
辺
か
ら
来
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
ま
た
地
主
側
は
当
局
を
用
地
買

収
に
分
担
金
で
カ
ケ
引
き
し
て
い
る
と
い
う

が
む
し
ろ
逆
の
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

際
、
国
際
都
市
ナ
ハ
の
メ
イ
ン
・
ス
ト
リ
ー

ト
完
成
の
た
め
或
い
は
工
事
を
速
か
に
完
成

し
て
火
の
消
え
た
業
者
自
体
に
活
気
づ
け
る

た
め
に
も
勘
定
高
さ
を
捨
て
ゝ
大
乗
的
立
場
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か
ら
協
力
す
る
の
が
望
ま
れ
る
わ
け
だ
。

な
お
那
覇
市
の
分
担
金
徴
収
は
、

一
、
道
路
の
新
設
及
拡
張
。
二
、
路
面
改
良

の
二
点
の
み
に
適
用
す
る
も
の
受
益
者
の
分

担
割
合
い
は
沿
線
か
ら
奥
行
き
に
従
い
第
一

地
帯

分
担
額
の
七
〇
％

第
二
地
帯

二

〇
％

第
三
地
帯

一
〇
％

と
別
け
ま
た

土
地
所
有
者
と
権
利
者
は
質
権
又
は
地
上
権

の
契
約
期
間
が
五
年
以
上
か
以
下
か
で
異
な

る
辻
町
な
ど
開
放
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さ
き
に
軍
使
用
地
か
ら
の
開
放
を
予
定
さ
れ

て
い
た
つ
ぎ
の
地
域
に
対
し
、
民
政
府
で
は

十
七
日
付
で
、
政
府
に
正
式
な
開
放
書
簡

指
令

を
送
り
、
当
該
市
町
村
長
へ
の
通

知
を
要
求
し
て
き
た
。

◇
那
覇
市
辻
町

二
・
九
エ
ー
カ
ー

二
月

十
五
日
付
開
放
。

◇
那
覇
市
明
治
橋
付
近

二
エ
ー
カ
ー

二

月
十
五
日
付
開
放
。

◇
那
覇
市
若
狭
町

三
・
四
エ
ー
カ
ー

三

月
一
日
付
開
放
。

◇
那
覇
市
辻
町
一
帯
、
二
月
一
日
付
開
放
。

◇
真
和
志
市
上
之
屋
一
帯
、
二
月
一
日
付
開

放
。
◇
恩
納
村
仲
泊

砂
取
場

、
三
月
一
日
開
放
。

◇
浦
添
村
牧
港
Ｇ
地
区
、
二
月
一
日
付
開
放
。

軍
使
用
・
住
民
地
の
半
分
／
那

覇
市
の
調
査
ま
と
ま
る
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那
覇
市
軍
用
地
特
別
委
員
会
で
は
軍
用
地
料

値
上
げ
そ
の
他
の
資
料
に
す
る
た
め
、
那
覇

市
内
の
軍
用
地
の
坪
数
を
調
査
中
で
あ
つ
た

が
、
こ
の
程
こ
れ
が
ま
と
ま
つ
た

五
三
年

十
二
月
三
十
一
日
調
べ

こ
れ
に
よ
る
と
那

覇
市
の
総
面
積
は
百
七
万
九
千
四
百
十
四
坪

旧
真
和
志
村
区
域
は
ふ
く
ま
れ
な
い

こ

の
の
ち
軍
に
使
用
さ
れ
て
い
る
土
地
は
三
十

六
万
八
千
四
百
七
十
五
坪
、
市
民
の
使
用
地

は
七
十
一
万
九
百
三
十
九
坪
と
な
つ
て
お

り
、
使
用
地
は
実
に
市
民
使
用
地
の
五
十

一
％
に
達
し
て
い
る
。

那
覇
市
の
戦
前
の
人
口
は
七
万
八
千
人
、
戦

後
は
六
万
八
千
八
百
人
だ
が
戦
前
の
耕
地
面

積
一
八
万
坪
に
対
し
戦
後
は
耕
地
面
積
は

〇
、
未
耕
作
地
が
八
百
三
十
五
坪
と
な
つ
て

い
る
。
そ
の
他
軍
道
路
面
積
は
二
万
七
千
三

百
九
十
八
坪
、
失
地
八
千
百
六
十
四
坪
、
一

般
住
宅
地
は
二
万
七
千
三
百
四
十
七
坪
と
な

つ
て
い
る
。

泉
氏
ら
の
出
域
拒
否
／
那
覇
市

会
が
軍
へ
善
処
方
陳
情

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
４
・
４
・
21

那
覇
市
議
、
泉
、
金
城
両
氏
の
出
域
拒
否
に

関
し
市
議
会
側
で
は
、
直
ち
に
真
栄
田
議
長

が
、
民
政
府
の
フ
ラ
イ
マ
ス
連
絡
官
に
善
処

方
を
陳
情
す
る
一
方
、
市
の
安
次
嶺
秘
書
課

長
も
、
当
間
市
長
の
命
を
受
け
て
ラ
ー
セ
ン

課
長
を
訪
問
同
じ
く
、
善
処
方
を
要
請
し
た

が
軍
側
で
は

一
両
日
中
に
、
は
つ
き
り
さ

せ
る
か
ら

と
い
う
回
答
だ
つ
た
も
よ
う
。

な
お
、
同
行
予
定
だ
つ
た
阿
波
根
市
議
、
新

垣
同
議
会
事
務
局
長
は
出
域
許
可
に
な
つ
て

い
る
が
、
二
十
三
日
の
予
定
を
前
記
二
氏
の

問
題
が
結
着
す
る
迄
し
ば
ら
く
延
期
す
る
。

泉
氏
、
出
域
許
可
さ
る

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
４
・
23

出
域
拒
否
で
話
題
を
ま
い
た
那
覇
市
議
の

泉
・
金
城
両
氏
は
そ
の
後
、
出
入
国
管
理
課

を
通
じ
て
運
動
中
で
あ
つ
た
が
、
泉
正
重
氏

は
二
十
二
日
ひ
る
二
時
出
域
許
可
の
通
知
が

あ
つ
た
。
金
城
兼
市
氏
に
つ
い
て
は
出
域
再

申
請
中
で
今
日
頃
判
明
す
る
模
様
。

並
里
出
入
管
理
課
長
の
話
―
泉
氏
が
渡
航

で
き
る
よ
う
に
な
つ
て
嬉
し
い
。
理
由
の
わ

か
ら
な
い
出
域
不
許
可
が
で
れ
ば
、
こ
ん
ご

も
軍
へ
の
折
衝
は
つ
づ
け
る
。

泊
埋
立
地
／
垣
花
町
民
を
優
先

受
入
れ
／
倉
庫
や
商
社
も
ギ

ッ
シ
リ

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
４
・
25

那
覇
市
で
は
二
十
四
日
午
前
十
時
、
市
会
議

室
で
第
二
回
目
の
泊
埋
立
地
受
入
委
員
会
を

開
催
。
港
湾
業
務
地
区
お
よ
び
倉
庫
地
区
の

受
入
業
者
に
対
す
る
敷
地
割
当
て
を
し
た
ほ

か
、
住
宅
地
域

三
千
七
百
二
十
四
坪

に

軍
用
地
で
土
地
の
す
べ
て
を
失
つ
た
垣
花
町

民
約
百
二
十
世
帯
を
真
先
に
受
入
れ
る
方
針

を
決
定
、
同
町
復
興
期
成
会
側
の
割
当
案
が

ま
と
ま
り
次
第
受
入
れ
を
急
ぐ
こ
と
に
な
つ

た
。
当
日
の
決
定
事
項
つ
ぎ
の
と
お
り
、

▽
業
務
地
区

先
の
委
員
会
で
受
入
れ
を
決

定
し
た
各
業
者
に
対
し
、
個
々
の
受
入
れ
坪

数
、
敷
地
な
ど
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
取
決
め
た

ほ
か
、
同
地
域
の
賃
貸
料
を
一
カ
月
坪
当
り

三
十
円

四
十
円
に
決
定
し
た
。

パ
ー
ク
場
二
百
坪
、
琉
球
銀
行
百
十
八
坪
、

琉
球
海
運
百
五
坪
、
那
覇
通
運
八
十
八
坪
、

那
覇
港
湾
六
十
坪
、
沖
縄
港
湾
九
十
坪
、
琉

球
渡
航
サ
ー
ビ
ス
五
十
坪
、
那
覇
通
関
、
琉

球
海
外
興
発
、
琉
球
通
関
の
三
社
で
八
十
五

坪▽
倉
庫
地
区

受
入
可
能
の
約
千
八
百
坪
に

対
し
、
受
入
申
請
が
十
件

計
九
千
坪

と

な
つ
て
い
た
が
、
検
討
し
た
結
果
、
琉
球
中

央
倉
庫
と
沖
縄
第
一
倉
庫
の
二
社
を
受
入
れ

る
こ
と
に
な
つ
た

琉
球
中
央
倉
庫
一
千
坪
、
沖
縄
第
一
倉
庫
八

百
四
十
八
坪
　
賃
貸
料
月
額

坪

二
十
五

円

二
八
八

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

四
月



▽
住
宅
地
域

返
還
見
通
し
の
つ
か
な
い
那

覇
市
軍
用
地
の
約
六
割
を
占
め
て
い
る
垣
花

町
民
の
現
状
を
考
慮
、
住
宅
地
区
へ
の
第
一

回
受
入
れ
を
ま
ず
同
町
民
か
ら
優
先
的
に
行

お
う
と
い
う
も
の
。
敷
地
は
一
戸
当
り
三
十

坪
平
均
、
約
百
二
十
世
帯

総
坪
数
三
千
七

百
二
十
四
で

賃
貸
料
は
月
額
坪
十
円
か
ら

十
五
円
ま
で
。
埋
立
地
は
何
時
で
も
受
入
れ

可
能
な
態
勢
に
あ
り
、
垣
花
町
復
興
期
成
会

の
割
当
原
案
の
作
成
を
ま
つ
て
、
市
当
局
で

は
直
ち
に
受
入
れ
へ
の
諸
準
備
を
開
始
す
る
。

那
覇
市
会
の
本
土
視
察
に
嘉
数

氏
補
充

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
４
・
27

那
覇
市
議
会
の
建
設
委
員
会
は
日
本
視
察
議

員
団
の
一
人
と
し
て
出
域
を
申
請
拒
否
さ
れ

た
金
城
兼
市
氏
の
代
り
に
誰
を
送
る
か
に
つ

い
て
二
十
六
日
、
協
議
会
を
開
い
た
結
果
、

推
薦
で
嘉
数
盛
一
氏
に
決
つ
た
。
渡
航
希
望

者
が
多
い
た
め
代
り
の
選
出
方
法
も
抽
せ

ん
、
投
票
指
名
或
い
は
来
年
度
回
し
な
ど
の

意
見
続
出
、
表
決
で
推
薦
に
決
め
た
も
の
。

小
禄
は
長
嶺
氏
／
圧
倒
的
に
勝

利沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
５
・
３

二
日
行
わ
れ
た
小
禄
村
々
長
選
挙
は
即
日
開

票
の
結
果
十
時
五
十
分
次
の
通
り
判
明
し

た
。
有
権
者
数
　
六
、
六
一
七

投
票
総
数
　
五
、
七
七
〇

投
票

率
　
八
〇
・
七
二
％

無
　
　
効
　
　
　
　
五
九
票

長
嶺
良
松

無
所
属

四
、
二
八
四

国
吉
辰
雄

人
　
民

一
、
四
二
七

ど
う
な
る
二
重
課
税
／
那
覇
市

が
再
び
政
府
へ
要
請

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
５
・
４

那
覇
市
で
は
昨
年
か
ら
未
解
決
の
那
覇
、
真

和
志
両
市
に
か
ゝ
る
二
重
課
税
問
題

五
三
、

五
四
年
度
の
土
地
税

に
つ
い
て
今
明
日
中

に
政
府
へ

昨
年
適
切
な
行
政
措
置
を
と
る

よ
う
要
請
し
た
が
そ
の
ま
ゝ
と
な
つ
て
い
る

か
ら
回
答
を
お
願
す
る

旨
、
再
び
照
会
を

行
う
。

こ
の
二
重
課
税
問
題
は
戦
後
の
行
政
区
域
変

更
に
か
ら
ん
だ
も
の
で
現
在
、
那
覇
市
と
な

つ
て
い
る
旧
真
和
志
地
域

牧
志
旧
那
覇
を

除
く
殆
ど

に
真
和
志
市

当
時
村

が
土

地
税
を
賦
課
し
た
こ
と
か
ら
問
題
に
な
つ
た

も
の
。
全
部
で
約
千
件
内
外
と
見
ら
れ
る
が

真
和
志
は
市
町
村
税
条
例
や
土
地
台
帳
副
本

が
所
在
す
る
こ
と
か
ら
課
税
権
あ
り
と
主

張
。
那
覇
は
こ
れ
を
違
法
で
あ
る
と
し
、
台

帳
副
本
の
保
管
権
や
行
政
権
な
ど
か
ら
当

然
、
那
覇
が
課
税
す
べ
き
も
の
だ
と
唱
え
て

昨
年
六
月
、
政
府
へ

一
、
土
地
台
帳
関
係
書
類
を
那
覇
へ
引
継
ぐ

こ
と
。
二
、
重
複
課
税
を
取
消
処
分
に
す
る

こ
と
等
の
行
政
措
置
を
要
請
し
て
い
た
。
那

覇
市
と
し
て
は

新
年
度
の
課
税
を
控
え
て

再
び
市
民
を
迷
惑
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
か

ら

再
度
と
り
上
げ
た
と
云
つ
て
い
る
。

住
み
よ
い
那
覇
市
建
設
へ
／
都

市
計
画
区
域
決
定
内
申

琉
新
・
夕
　
１
９
５
４
・
５
・
６

那
覇
市
で
は
六
日
政
府
に
対
し
て
都
市
計
画

区
域
決
定
方
の
内
申
を
行
つ
た

交
通
、
衛
生
、
保
安
、
防
空
、
経
済
等
に
関

し
て
永
久
に
公
共
の
安
寧
を
維
持
し
住
民
の

福
利
を
増
進
す
る
た
め
の
重
要
施
設
の
計
画

で
あ
る
都
市
計
画
に
つ
い
て
は
、
そ
の
市
町

村
お
よ
び
都
市
計
画
審
議
会
の
意
見
を
き
い

て
主
席
が
都
市
計
画
区
域
を
決
定
す
る
こ
と

に
な
つ
て
い
る
の
で
那
覇
市
で
は
軍
お
よ
び

政
府
管
理
下
の
那
覇
港
区
域
を
除
い
た
那
覇

市
内
の
区
域
を
都
計
区
域
と
し
て
決
定
し
て

も
ら
う
よ
う
内
申
し
た
も
の
で
あ
る
。

内
申
の
内
容
は
次
の
と
お
り

那
覇
市
の
都
市
計
画
事
業
が
民
政
府
及
び
琉

球
政
府
の
援
助
の
下
に
着
々
進
捗
し
て
い
ま

す
こ
と
は
誠
に
感
謝
に
た
え
な
い
次
第
で
あ

り
ま
す

今
次
の
戦
災
か
ら
雄
々
し
く
立
ち
あ
が
つ
た

那
覇
市
民
の
旺
盛
な
る
復
興
意
欲
は
那
覇
市

を
今
日
の
様
な
い
ん
し
ん
な
る
市
街
と
し
て

造
り
あ
げ
ま
し
た
が
一
平
方
坪
当
り
約
二
万

と
い
う
異
状
な
る
人
口
密
度
で
そ
の
ま
ま
放

置
す
る
な
ら
ば
保
安
衛
生
面
に
お
い
て
マ
ヒ

状
態
に
お
ち
い
る
こ
と
は
火
を
見
る
よ
り
明

ら
か
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
が
解
決
と
し
て

は
旧
市
内
へ
の
適
正
な
る
人
口
の
配
分
以
外

に
途
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す

計
画
な
き
旧
市
内
へ
の
住
民
の
流
入
は
戦
前

の
如
き
ス
ラ
ム
街
を
再
現
す
る
こ
と
は
必
定

で
あ
り
都
市
計
画
の
趣
旨
に
反
し
ま
す
の
で

都
市
計
画
事
業
と
し
て
土
地
区
画
整
理
に
よ

る
土
地
の
整
理
、
道
路
、
公
園
、
学
校
等
の

諸
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
の
み
人

口
の
適
正
な
配
分
が
可
能
と
な
り
住
み
良
い

美
し
い
街
た
ら
し
め
得
る
の
で
あ
り
ま
す

前
述
の
よ
う
な
都
市
計
画
及
び
都
市
計
画
事

業
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
都
市
計
画

区
域
の
決
定
が
必
要
で
あ
り
ま
す
の
で
別
紙

決
定
理
由
書
に
よ
り
都
市
計
画
区
域
の
決
定

方
内
申
請
し
ま
す

決
定
事
項

都
市
計
画
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
那
覇
市

都
市
計
画
区
域
を
当
分
の
間
次
の
と
お
り
決

定
す
る

▽
那
覇
市
都
市
計
画
区
域
、
百
五
十
三
万
六

千
三
百
十
八
坪

現
在
の
那
覇
市
行
政
区
域

か
ら
軍
使
用
の
那
覇
港
及
び
那
覇
商
港
区
域

二
八
九

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

四
｜
五
月



と
除
外
し
た
区
域

百
二
十
三
教
室
も
不
足
／
真
和

志
市
が
復
旧
を
陳
情

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
５
・
９

真
和
志
区
教
委
で
は
同
区
の
人
口
増
加
は
地

元
市
民
三
〇
％
に
対
し
、
七
〇
％
が
転
入
者

で
こ
の
率
は
隣
接
市
町
村
に
は
例
を
み
な
い

も
の
で
あ
り
、
五
四
年
度
だ
け
で
も
前
年
度

に
比
し
て
実
に
千
百
八
十
六
名
の
学
童
が
増

加
、
全
区
に
お
い
て
百
二
十
三
教
室
不
足
と

な
つ
て
い
る
の
で
、
五
五
年
度
校
舎
割
当
に

つ
い
て
は
特
別
に
考
慮
し
て
欲
し
い
と
八
日

文
教
局
に
陳
情
書
を
提
出
し
た
。

な
お
同
区
の
復
興
率

四
月
現
在

は
、
真

和
志
中
校
五
〇
％
、
安
謝
小
中
校
四
七
％
、

大
道
小
学
校
四
一
％
、楚
辺
小
学
校
五
六
％
、

真
和
志
小
学
校
五
七
％
で
全
区
と
し
て
は
四

九
％
で
沖
縄
で
最
下
位
に
あ
る

大
掛
り
な
都
計
を
勉
強
／
大
阪

視
察
の
那
覇
市
議
一
行

琉
新
・
夕
　
１
９
５
４
・
５
・
14

関
西
支
局

那
覇
市
議
会
議
員
阿
波
根
直

成
、
泉
正
重
、
嘉
数
正
一
、
事
務
局
長
新
垣

良
正
ら
の
本
土
調
査
団
は
東
京
、
京
都
の
視

察
を
お
え
十
二
日
晩
七
時
大
阪
に
着
き
十
三

日
九
時
大
阪
市
役
所
を
訪
問
、
奄
美
大
島
徳

之
島
出
身
大
阪
市
会
議
員
の
美
延
重
忠
氏
の

紹
介
で
大
阪
市
会
事
務
局
長
室
で
都
市
計
画

連
絡
係
長
小
北
技
師
、
労
務
局
人
事
係
長
三

宅
氏
ら
か
ら
都
市
計
画
や
労
務
局
の
事
業
、

議
会
運
営
の
説
明
を
聞
き
大
阪
都
市
計
画
の

東
西
幹
線
道
路
巾
員
八
十
米
の
地
下
に
市
電

運
輸
計
画
や
海
岸
地
帯
三
百
五
十
万
坪
の
二

米
土
地
盛
り
上
げ
の
大
工
事
を
は
じ
め
六
百

五
十
万
坪
の
換
地
完
了
や
工
場
、
水
道
の
施

設
な
ど
大
規
模
な
計
画
に
驚
き
、
土
地
の
買

上
げ
換
地
の
悩
み
が
ど
こ
も
同
じ
こ
と
だ
と

語
り
、
労
働
法
規
に
つ
い
て
は
大
阪
府
、
市

に
お
け
る
運
営
を
明
ら
か
に
し
て
、
沖
縄
に

お
け
る
労
働
法
規
の
運
用
の
参
考
資
料
を
得

た
。
美
延
氏
は

沖
縄
の
日
本
復
帰
の
気
持
は
よ

く
わ
か
る
が
現
下
の
情
勢
で
は
復
帰
運
動
よ

り
ア
メ
リ
カ
と
協
力
し
て
復
興
に
力
を
注
ぐ

べ
き
で
は
な
い
か

と
所
感
を
の
べ
た
。
一

同
は
大
阪
市
会
事
務
局
の
案
内
で
国
際
ホ
テ

ル
で
昼
食
を
共
に
し
な
が
ら
懇
談
、
午
後
二

時
美
延
氏
や
事
務
局
員
の
見
送
り
を
受
け
大

阪
駅
を
出
発
し
た
。
一
行
は
連
日
の
調
査
の

疲
れ
も
見
せ
ず
元
気
で
岡
山
、
広
島
、
九
州

各
県
の
調
査
に
赴
き
二
十
五
日
那
覇
帰
着
の

予
定
で
あ
る
。

那
覇
市
で
法
外
な
借
地
料
完
封

に
／
百
数
十
名
の
借
地
人
が

決
議
琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
５
・
15

割
当
土
地
臨
時
条
例
の
期
限
が
切
迫
し
、
早

急
な
借
地
法
制
定
が
叫
ば
れ
て
い
る
折
か
ら

首
都
那
覇
の
中
心
地
で
あ
る
平
和
通
り
一
帯

で
は
十
四
日
、
午
後
四
時
○
○
○
○
○
氏
関

係
借
地
人
約
百
五
十
名
が
松
尾
区
宝
来
館
に

会
合
。
六
月
一
ぱ
い
に
迫
つ
た
法
の
盲
点
と

権
利
の
主
張
を
タ
テ
に
ぼ
う
大
な
権
利
金
と

借
地
料
を
要
求
す
る
悪
質
地
主
か
ら
借
地
人

を
擁
護
す
る
と
と
も
に
、
地
主
対
借
地
人
の

紛
争
や
経
済
界
混
乱
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を

満
場
一
致
で
決
議
。
近
く
民
政
副
長
官
、
行

政
主
席
、
立
法
院
議
長
、
各
政
党
、
那
覇
市

長
あ
て
現
状
に
即
し
た
借
地
法
の
早
急
制
定

を
連
署
陳
情
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
平
和
通

り
一
帯
の
市
評
定
委
員
会
で
定
め
ら
れ
た
借

地
料
は
、
坪
当
り
百
円
な
い
し
六
十
円
と
な

つ
て
い
る
が
、
○
○
氏
の
場
合
は
こ
れ
を
坪

三
百
円
か
ら
三
百
五
十
円
も
要
求
、
最
近
で

は
差
迫
つ
た
臨
時
条
例
の
幕
切
れ
を
ネ
ラ
つ

て
各
戸
を
訪
問
、
要
求
に
応
ぜ
ね
ば
”
立
退

け
”
と
お
ど
し
文
句
の
各
個
撃
破
を
行
い
、

権
利
金
も
坪
六
千
円
か
ら
一
万
円
と
い
う
法

外
な
金
額
を
請
求
し
て
い
る
と
い
う
事
実
が

会
場
で
発
表
さ
れ
た
。
中
に
は
割
当
土
地
で

な
い
と
主
張
し
て
裁
判
沙
汰
に
お
よ
ん
だ
も

の
の
、
証
拠
書
類
不
備
な
ど
の
た
め
結
局

明
渡
し

の
決
審
を
受
け
て
不
安
な
日
々

を
送
つ
て
い
る
借
地
人
も
い
る
現
状
の
よ
う

で
、
こ
れ
が
各
所
に
紛
争
化
し
た
た
め
つ
い

に
借
地
人
側
の
団
結
を
み
た
も
の
。
割
当
土

地
条
例
を
め
ぐ
る
政
府
の
対
策
が
注
目
さ
れ

る
。
借
地
人
代
表
Ａ
氏
の
話

条
例
の
期
限
も
あ

と
一
月
に
迫
り
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
数
度

に
わ
た
つ
て
円
満
解
決
の
た
め
地
主
側
と
の

交
渉
を
重
ね
た
が
、
そ
の
都
度
○
○
氏
と
の

間
に
大
き
な
ミ
ゾ
を
生
ず
る
ば
か
り
だ
。
法

外
な
要
求
は
商
売
不
振
の
折
か
ら
弱
い
立
場

に
あ
る
借
地
人
を
困
惑
さ
せ
て
い
る
。
こ
の

不
当
な
地
主
に
は
一
致
団
結
し
て
対
処
し
て

い
く
つ
も
り
だ
。

陳
情
文
の
内
容

こ
の
事
態
を
そ
の
ま
ゝ
放
置
す
る
と
割
当
土

地
の
期
限
終
了
と
同
時
に
地
主
対
借
地
人
間

に
ど
の
よ
う
な
最
悪
な
結
果
が
惹
起
す
る
か

も
知
ら
な
い
。
何
卒
地
主
側
を
保
護
す
る
と

と
も
に
借
地
人
側
を
も
救
い
、
平
和
裡
に
事

を
円
満
解
決
す
る
意
味
で
平
和
通
り
の
み
な

ら
ず
、
地
主
対
借
地
人
の
紛
争
を
防
止
し
、

経
済
混
乱
を
さ
け
る
た
め
早
急
に
現
状
に
そ

く
し
た
借
地
法
制
定
を
要
望
す
る
。 二

九
〇
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九
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和
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都
市
合
併
八
月
に
実
現
か
／
問

題
の
真
和
志
「
三
市
一
村
」

を
決
議

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
４
・
５
・
18

都
市
合
併
問
題
を
俎
上
に
開
か
れ
た
真
和
志

市
臨
時
議
会
は
十
七
日
、
二
十
一
対
一
の
多

数
を
も
つ
て
三
市
一
村
合
併
の
決
議
を
行

い
、
都
市
合
併
に
対
す
る
声
明
書
を
発
表
し

た
。
過
去
十
数
年
来
の
懸
案
と
な
つ
て
い
た
首
都

建
設
の
問
題
も
真
和
志
市
側
の
歩
み
よ
り

で
、
今
後
は
大
那
覇
市
建
設
の
第
一
歩
を
踏

出
す
こ
と
に
な
つ
た
。
同
議
会
で
は
早
速

三
市
一
村
合
併
促
進
折
衝
委
員

五
名
を

挙
げ
、
合
併
促
進
に
つ
い
て
関
係
市
村
と
折

衝
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
委
員
五
名
は
即
日

那
覇
市
な
ら
び
に
首
里
市
を
訪
れ
、
真
和
志

市
の
都
市
合
併
に
対
す
る
決
議
を
連
絡
す
る

と
同
時
に
声
明
書
を
手
交
し
た
。

真
和
志
市
会
の
今
度
の
決
議
に
よ
り
那

覇
、
小
禄
、
真
和
志
三
市
村
が
三
市
一
村

合
併
を
決
議
し
た
こ
と
に
な
り
、
首
里
市

は
真
和
志
市
の
態
度
決
定
を
待
つ
て
合
併

に
対
す
る
態
度
を
決
議
す
る
こ
と
に
な
つ

て
い
た
が
、
三
市
村
と
歩
調
を
合
せ
て
三

市
一
村
合
併
を
決
議
す
る
も
の
と
み
ら
れ

る
。

真
和
志
市
の
考
え
で
は
早
速
関
係
市
村
と
三

市
一
村
合
併
の
折
衝
を
行
つ
た
う
え
合
併
委

員
会
を
設
け
六
月
上
旬
に

同
時
合
併
の
協

議

を
行
い
同
月
一
杯
に
は
市
町
村
自
治
法
、

第
三
条

市
町
村
の
廃
置
分
合
及
び
境
界
変

更

の
規
定
に
従
い
合
併
申
請
を
行
う
。
立

法
院
の
会
期
は
延
長
さ
れ
る
も
の
と
予
想
さ

れ
る
の
で
、
七
月
中
に
は
立
法
院
で
可
決
、

八
月
十
五
日
ま
で
に
合
併
を
行
い
、
来
る
九

月
に
は
新
し
く
誕
生
す
る
首
都
の
市
長
並
び

に
議
員
の
選
挙
に
の
ぞ
む

と
い
つ
た
予
定

で
諸
準
備
を
進
め
る
計
画
で
あ
る
。

な
お
真
和
志
側
が
挙
げ
た
合
併
促
進
折
衝
委

員
は
新
垣
正
栄

議
長

、
比
屋
定
理
栄
、

奥
浜
清
吉
、
大
工
廻
盛
山
、
高
良
正
文
氏
ら

五
議
員
と
な
つ
て
い
る

”
謙
虚
に
よ
び
か
け
”

真
和
志
市
長
談
―
懸
案
の
都
市
合
併
問
題
が

真
和
志
市
議
会
の
譲
歩
に
よ
り
実
現
の
光
明

を
見
出
し
た
こ
と
は
喜
び
に
た
え
な
い
。

私
は
就
任
以
来
こ
の
問
題
の
解
決
に
腐
心

し
、
特
に
自
分
の
任
期
が
あ
と
幾
ば
く
も
な

い
の
で
非
常
に
あ
せ
つ
て
い
た
。
さ
い
わ
い

議
会
が
こ
の
決
議
を
し
て
く
れ
て
実
に
ホ
ツ

ト
し
た
。

那
覇
を
始
め
首
里
、
小
禄
に
対
し
て
は
あ
く

ま
で
謙
虚
な
気
持
で
折
衝
を
行
い
、
合
併
準

備
の
事
務
を
進
め
関
係
市
村
当
局
及
び
議
会

と
く
に
当
間
那
覇
市
長
の
ご
英
断
を
要
望
し

た
い
。
声
明
書
要
旨

真
和
志
市
議
会
が
那
覇
市
と
の
行
政
合
併
を

重
視
し
、
且
つ
そ
の
早
期
実
現
を
期
し
て
い

る
の
は
両
市
に
於
け
る
教
育
文
化
社
会
の
各

面
を
は
じ
め
産
業
、
経
済
、
交
通
、
運
輸
の

現
実
が
既
に
不
離
一
体
化
し
て
い
る
実
情
に

照
し
こ
れ
を
行
政
上
の
合
併
措
置
に
よ
つ
て

名
実
共
に
首
都
と
し
て
の
面
目
を
発
揮
せ
ん

が
為
で
あ
つ
て
、
若
し
そ
の
実
現
を
遷
延
せ

ん
か
新
首
都
建
設
も
市
民
の
福
祉
増
進
も
こ

れ
に
よ
つ
て
阻
ま
れ
る
結
果
と
な
る
ば
か
り

で
な
く
、
両
市
政
上
の
癌
疾
と
も
い
う
べ
き

旧
真
和
志
地
区
の
那
覇
市
編
入
に
絡
ま
る
地

域
復
元
の
問
題
、
同
地
域
内
土
地
に
対
す
る

二
重
課
税
の
問
題
を
悪
化
せ
し
め
る
こ
と
と

な
り
、
そ
の
他
幾
多
の
重
要
問
題
の
解
決
を

困
難
に
し
両
市
友
好
関
係
に
好
ま
し
か
ら
ざ

る
事
態
を
招
く
こ
と
を
虞
れ
、
従
来
の
主
張

に
一
歩
を
譲
つ
て
那
覇
、
真
和
志
、
首
里
三

市
に
小
禄
を
加
う
る
四
市
村
の
同
時
合
併
に

同
調
す
る
こ
と
ゝ
し
、
茲
に
本
年
八
月
を
期

し
て
合
併
実
現
の
用
意
あ
る
こ
と
を
宣
明
す

る
。

｜
社
　
説
｜

真
和
志
市
議
会
の
都
市
合
併
決

議
に
讃
す

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
５
・
19

真
和
志
市
で
は
十
七
日
臨
時
議
会
を
開
い

て
、
那
覇
、
真
和
志
、
首
里
、
小
禄
の
三
市

一
村
の
都
市
合
併
を
決
議
し
た
が
、
こ
こ
数

年
来
の
懸
案
で
あ
つ
た
だ
け
に
関
係
市
民
の

歓
び
も
大
き
く
、
沖
縄
の
政
治
、
経
済
、
文

化
の
進
展
に
寄
与
す
る
契
機
と
な
る
も
の
で

あ
る
。
都
市
合
併
は
古
く
は
那
覇
市
に
お
い

て
昭
和
十
五
年
当
間

重
剛

市
長
時
代
に

計
画
さ
れ
、
立
案
中
に
第
二
次
大
戦
に
突
入

し
て
中
断
さ
れ
、
戦
後
は
真
和
志
側
の
提
唱

に
よ
り
、
那
覇
、
首
里
、
小
禄
の
関
係
市
村

で
も
非
常
に
関
心
が
よ
せ
ら
れ
、
那
覇
市
で

は
当
間

重
民

又
吉
両
市
長
が
熱
心
に
の

り
出
し
、
昨
年
夏
に
は
早
大
教
授
工
学
博
士

石
川
栄
よ
う
氏
を
招
へ
い
し
て

都
市
計
画

の
考
察

を
依
頼
し
関
係
市
民
は
も
と
よ
り
、

全
住
民
の
認
識
を
深
め
た
の
で
あ
つ
た
。
首

里
、
小
禄
両
市
村
が
全
面
的
に
協
力
の
申
合

せ
た
に
対
し
那
覇
、
真
和
志
の
両
市
は
意
志

の
疎
通
を
欠
き
感
情
の
ソ
ゴ
な
ど
も
あ
つ

て
、
二
市
、
三
市
論
な
ど
を
指
示
し
て
堂
々

め
ぐ
り
の
論
争
を
く
り
か
え
し
、
か
え
つ
て

市
民
が
し
び
れ
を
き
ら
す
ほ
ど
で
あ
つ
た
。

も
つ
と
も
強
硬
で
あ
つ
た
真
和
志
市
が
今
回

宮
里
市
長
の
努
力
と
市
議
会
の
積
極
的
協
力

に
よ
つ
て
四
市
村
合
ぺ
い
を
決
議
し
た
こ
と

は
首
都
建
設
の
歴
史
的
役
割
を
す
い
進
す
る

も
の
と
し
て
記
憶
さ
れ
よ
う
。

戦
後
、
沖
縄
の
人
口
は
戦
前
に
見
な
い
ほ

ど
ぼ
う
脹
し
基
地
関
係
で
経
済
活
動
も
旺
盛

で
あ
る
。
そ
れ
に
本
土
と
の
行
政
分
離
と
米

二
九
一
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九
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和
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十
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月



軍
の
駐
屯
で
す
べ
て
に
国
際
的
つ
な
が
り
を

持
つ
よ
う
に
な
つ
て
来
た
。
そ
の
上
戦
災
よ

り
の
復
興
と
い
う
こ
と
も
あ
つ
て
沖
縄
の
首

都
計
画
が
考
え
ら
れ
、
こ
れ
に
と
も
な
つ
て

三
市
一
村
の
合
併
が
必
然
的
に
な
つ
た
も
の

で
あ
る
。
首
都
の
内
容
が
政
治
、
経
済
、
教

育
、
文
化
の
中
す
う
機
能
を
有
す
る
の
で
都

市
計
画
も
総
合
的
計
画
の
上
に
立
つ
わ
け
で

あ
る
。
石
川
博
士
も
法
定
都
計
と
法
外
都
計

に
よ
つ
て
近
代
的
な
総
合
都
市
を
造
る
こ
と

を
強
調
し
て
い
る
。
三
市
一
村
の
区
域
の
総

面
積
は
二
二
平
方
キ
ロ
で
現
在
人
口
十
五
万

人
口
密
度
に
し
て
六
千
五
百
と
な
り
、
最
低

限
の
状
態
を
維
持
す
る
も
の
で
、
広
ぼ
う
か

ら
い
え
ば
本
土
に
比
較
し
て
中
位
で
あ
る
。

三
市
一
村
そ
れ
ぞ
れ
道
路
、
下
水
計
画
を
実

施
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
総
合
的
の
も
の
で

な
く
局
部
の
改
良
に
す
ぎ
な
い
。
那
覇
、
真

和
志
両
市
の
ご
と
き
は
境
界
が
判
然
と
し
な

い
ほ
ど
一
体
化
し
、
経
済
的
交
渉
、
交
通
、

教
育
な
ど
今
日
で
は
繁
盛
を
越
え
て
さ
く
そ

う
す
る
有
様
で
あ
る
。
真
和
志
市
地
域
よ
り

那
覇
市
へ
編
入
し
た
区
域
に
お
け
る
土
地
税

の
二
重
課
税
問
題
や
戸
籍
取
扱
問
題
な
ど
さ

く
雑
を
極
め
て
い
る
だ
け
で
な
く
市
民
に
及

ぼ
す
利
害
や
迷
惑
も
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

合
併
の
実
現
に
よ
つ
て
こ
れ
ら
の
ふ
く
雑
な

問
題
は
一
掃
さ
れ
、
行
政
に
企
業
に
教
育
に

一
貫
さ
れ
た
活
動
が
期
待
で
き
る
わ
け
で
あ

る
。都
市
合
併
は
す
で
に
各
市
町
村
議
会
で
決

議
さ
れ
て
い
る
の
で
今
後
は
手
続
問
題
を
の

こ
す
の
み
と
な
つ
て
い
る
が
、
真
和
志
市
が

声
明
し
て
い
る
よ
う
に
八
月
を
期
し
て
発
足

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
那
覇
市
に
お
い
て

は
去
る
立
法
院
議
員
選
挙
に
際
し
当
間
構
想

が
敗
れ
て
一
寸
精
神
的
シ
ョ
ツ
ク
を
受
け
、

都
市
合
併
に
つ
い
て
も
従
来
の
熱
意
を
欠
ぐ

か
の
感
が
あ
つ
た
し
、
小
禄
村
に
お
い
て
は

去
る
五
月
二
日
、
長
峯
秋
夫
氏
、
立
法
院
議

員
当
選
に
よ
る
村
長
選
挙
を
行
つ
て
間
も
な

い
事
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
主
観
的
条
件
が
幾

ら
か
の
支
障
に
な
る
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が

都
市
合
併
は
市
民
の
要
望
で
も
あ
り
、
首
都

建
設
と
し
て
全
住
民
の
関
心
で
も
あ
る
か
ら

こ
の
と
う
と
う
た
る
趨
勢
を
局
部
的
事
情
に

よ
つ
て
遷
延
せ
し
む
べ
き
で
な
い
。
も
し
こ

れ
を
は
ば
む
も
の
が
あ
つ
た
と
す
れ
ば
、
こ

れ
は
単
な
る
利
権
屋
が
市
民
の
敵
と
し
て
葬

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
都
市
合
併
の
大
綱
は
す

で
に
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
早
急
に
合

併
を
完
了
し
、
後
に
行
政
的
、
財
政
的
問
題

は
解
決
す
べ
き
も
の
だ
と
考
え
る
。
沖
縄
の

政
治
は
も
早
い
民
族
協
力
の
上
に
立
つ
て
で

な
け
れ
ば
打
開
推
進
す
る
事
は
で
き
な
い
。

都
市
合
併
が
下
手
な
ゴ
の
長
考
の
よ
う
に
思

い
つ
き
つ
つ
運
ぶ
よ
う
な
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
段
階
に
き
て
い
る
。
関
係
市
村
当
局
や
議

会
が
総
力
協
和
の
精
神
を
も
つ
て
機
会
を
逸

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
希
望
す
る
。

那
覇
市
都
計
原
案
を
可
決
／
都

市
計
画
審
議
委
員
会

沖
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・
朝
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５
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・
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政
府
で
は
十
八
日
朝
十
時
か
ら
工
交
局
で
都

市
計
画
審
議
委
員
会
を
開
催
、
先
に
那
覇
市

か
ら
提
出
さ
れ
た
土
地
区
画
整
理
事
業
認
可

申
請
に
関
す
る
比
嘉
主
席
の
諮
問
一
、
那
覇

都
市
計
画
区
域
に
つ
い
て
一
、
那
覇
市
土
地

区
画
整
理
事
業
認
可
に
つ
い
て
の
二
事
項
を

審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
、

そ
の
旨
主
席
に
答
申
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

な
お
都
市
計
画
地
域
に
つ
い
て
の
審
議
中
に

出
席
者
か
ら

都
市
計
画
は
那
覇
市
だ
け
に

止
め
ず
、
こ
の
際
三
市
一
村
を
対
象
に
し
た

ら
ど
う
か

と
い
う
意
見
も
あ
つ
た
が
、
政

府
側
で
は

理
論
的
に
は
そ
う
な
る
と
思
う

が
、
目
下
こ
れ
を
裏
づ
け
る
資
料
を
検
討
中

で
あ
り
、
ま
た
一
応
こ
ゝ
で
那
覇
市
だ
け
に

決
定
を
み
て
も
、
必
要
と
な
れ
ば
後
日
区
域

の
追
加
決
定
は
可
能
で
あ
る
。
市
の
都
計
の

決
定
は
事
業
の
進
捗
上
早
急
に
必
要
だ
か
ら

原
案
通
り
き
め
、
将
来
は
三
市
一
村
を
想
定

す
る

と
い
う
方
針
を
明
か
に
し
た
。
二
事

項
の
主
な
る
内
容
は
次
の
通
り
。

一
、
那
覇
都
市
計
画
区
域
は
一
百
五
十
三
万

六
千
三
百
十
八
坪
五
合

市
行
政
区
域
面
積

一
百
六
十
三
万
三
千
二
百
四
十
六
坪
五
合
の

う
ち
軍
使
用
中
の
那
覇
港
地
帯
九
万
六
千
九

百
二
十
八
坪
を
除
く

一
、
土
地
区
画
整
理
事
業
地
域
は
先
に
認
可

に
な
つ
た
東
町
、
辻
町
、
美
栄
橋
各
地
区

計
六
万
九
千
八
百
十
九
坪

に
つ
い
で
旧

那
覇
市
牧
志
町
の
一
部
。
壺
屋
、
垣
花
、
住

吉
、
山
下
各
町
全
部
お
よ
び
通
堂
町
の
一
部

を
除
外
し
た
地
区
で
総
面
積
は
六
万
六
千
六

百
十
八
坪
七
合
七
勺
、
こ
れ
を
四
カ
年
継
続

工
事
と
し
て
実
施
完
成
す
る
。
▽
区
画
整
理

事
業
費
は
原
則
と
し
て
地
主
の
負
担
で
あ

り
、
事
業
費
の
現
金
徴
収
と
替
費
地
制
度
の

二
つ
あ
り
、
那
覇
市
に
お
い
て
は
替
費
地
制

度
を
採
用
す
る
。
▽
替
費
地
は
工
事
完
了
後

処
分
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
の
で
替
費
地

を
償
還
財
源
と
し
て
琉
銀
復
金
か
ら
三
カ
年

償
却
で
融
資
を
受
け
る
。
▽
整
理
施
行
総
事

業
費
は
一
億
五
千
九
百
八
十
四
万
五
千
円
、

内
訳
は
整
地
工
事
費
五
千
九
百
九
十
四
万
二

千
円
、
道
路
工
事
費
八
千
三
百
二
十
五
万
三

千
円
、
監
督
雑
費
六
百
六
十
六
万
円
、
事
務

費
九
百
九
十
九
万
一
千
九
百
六
十
円
。
▽
替

費
地
坪
数
五
万
三
千
二
百
八
十
二
坪

坪
当

り
価
格
三
千
円
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行
政
全
域
を
都
計
区
域
に
／
那

覇
都
計
審
議
会
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き
の
う
午
前
十
一
時
か
ら
那
覇
都
市
計
画
審

議
会
が
交
務
工
通
局
で
開
か
れ
た
。
審
議
案

は
那
覇
都
市
計
画
区
域
と
那
覇
市
土
地
区
画

整
理
事
業
の
認
可
で
あ
つ
た
が
、
都
市
計
画

区
域
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
人
口
の
増
減
が

都
計
区
域
の
決
定
基
本
と
な
る
た
め
、
都
計

区
域
を
現
行
政
区
域
よ
り
も
拡
め
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
に
満
場
一
致
で

決
議
し
た
。
こ
れ
は
旧
市
内
の
整
備
を
計
る

意
味
に
お
い
て
も
少
な
く
と
も
現
那
覇
市
の

行
政
区
域
を
都
市
計
画
区
域
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
米
軍
使
用
の
那
覇
港
湾
地

帯
を
除
い
た
地
域
を
都
計
区
域
と
す
る
こ
と

に
し
た
。

那
覇
土
地
区
画
整
理
事
業
の
認
可
に
つ
い
て

は
、
旧
那
覇
市
の
内
、
牧
志
の
一
部
、
壺
屋
、

垣
花
、
住
吉
町
、
山
下
町
、
通
堂
町
の
一
部
、

東
町
地
区
、
辻
町
地
区
、
美
栄
橋
地
区
等
を

除
く
他
の
地
区
、
こ
れ
は
四
カ
年
継
続
事
業

と
し
て
実
施
完
成
す
る
事
に
な
つ
た
。

鹿
児
島
で
／
沖
縄
の
教
育
振
興

は
こ
う
し
て
／
泉
市
議
ら
囲

み
座
談
会

琉
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・
朝
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都
市
議
会
研
究
の
た
め
渡
日
中
の
那
覇
市
議

泉
正
重
、
阿
波
根
直
英
、
新
垣
良
正
の
三
氏

を
囲
む
”
沖
縄
の
教
育
振
興
座
談
会
”
が
二

十
日
鹿
児
島
在
住
、
郷
土
出
身
教
育
者
の
間

で
行
わ
れ
た
、
こ
の
日
友
寄
英
彦
氏
の
斡
旋

で
鹿
児
島
高
等
学
校
島
袋
盛
範
氏
宅
を
会
場

に
、
鹿
児
島
大
学
工
学
部
呉
屋
良
幸
、
県
立

大
学
短
期
大
学
部
平
敷
安
貞
、
鹿
児
島
県
立

早
南
高
校
大
城
秀
彦
、
同
県
立
工
業
高
校
喜

瀬
乗
義
、
市
立
名
山
小
学
校
長
峯
朝
景
、
県

立
工
業
高
校
大
城
梅
一
郎
の
各
教
授
な
ら
び

に
教
ゆ
を
は
じ
め
、
市
内
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
相
良

圭
一
、
医
博
相
良
吉
夫
、
前
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
友

寄
英
彦

歯
科
医

の
諸
氏
が
出
席
、
沖
縄

の
学
力
低
下
を
中
心
に
種
々
の
意
見
を
交

換
、
最
近
高
ま
り
つ
ゝ
あ
る
沖
縄
学
徒
の
留

学
や
転
校
の
た
め
の
渡
日
熱
は
と
も
か
く
、

折
角
の
留
学
も
本
土
と
の
学
力
差
で
追
い
つ

く
こ
と
が
で
き
ず
中
退
す
る
者
が
多
い
、
ま

た
小
学
校
か
ら
高
等
学
校
ま
で
の
転
校
も
成

績
水
準
に
達
す
る
ま
で
に
は
約
六
カ
月
を
要

す
る
始
末
で
、
進
学
生
の
受
験
成
績
も
著
し

く
悪
く
と
く
に
理
数
科
に
到
つ
て
は
全
く
ダ

メ
だ

と
の
沖
縄
教
育
の
現
況
を
め
ぐ
つ

て
泉
、
阿
波
根
両
氏
か
ら
つ
ぶ
さ
に
郷
土
教

育
界
の
実
情
を
聴
取
、
立
遅
れ
の
教
育
界
や

こ
の
学
力
低
下
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
に

つ
い
て
深
更
ま
で
語
り
合
つ
た
が
、
結
局

教
育
の
振
興
な
く
し
て
郷
土
の
再
興
は
至

難
で
あ
る

と
つ
ぎ
の
要
望
を
三
氏
に
託
し
、

そ
の
実
現
に
努
力
す
る
こ
と
に
な
つ
た

▽
要
望

戦
前
の
沖
縄
教
育
界
は
全
国
水
準

に
決
し
て
劣
つ
て
い
な
か
つ
た
、
学
童
の
素

質
に
お
い
て
は
寧
ろ
優
つ
て
い
た
、
然
る
に

終
戦
後
の
教
育
低
下
は
著
し
く
、
こ
の
ま
ゝ

で
は
郷
土
の
再
興
も
難
し
い
の
で
つ
ぎ
の
実

現
に
力
を
注
い
で
貰
い
た
い

一
、
政
府
な
ら
び
に
市
町
村
に
お
い
て
教
職

員
の
生
活
を
安
定
さ
せ
る
程
度
の
予
算
を
計

上
し
て
貰
い
た
い

一
、
教
職
員
の
実
力
素
質
の
向
上
を
計
つ
て

も
ら
い
た
い

一
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
絶
大
な
協
力
で
学
校
設
備
内

容
を
完
備
さ
せ
て
も
ら
い
た
い

一
、
米
国
の
援
助
に
深
謝
す
る
と
と
も
に
全

校
舎
復
旧
に
な
お
一
層
の
協
力
方
を
進
言

し
、
早
急
に
校
舎
完
設
を
進
め
て
も
ら
い
た

い一
、
本
土
よ
り
優
良
教
育
者
を
一
時
講
師
名

義
で
で
も
招
聘
し
、
生
徒
の
実
力
向
上
を
計

つ
て
も
ら
い
た
い

一
、
島
袋
盛
範
氏

鹿
児
島
県
教
育
功
労
者

の
ご
と
き
郷
土
出
身
教
育
家
を
招
聘
、
学
校

な
ら
び
に
一
般
へ
の
教
育
講
演
を
行
う
こ
と

に
よ
つ
て
教
育
に
た
い
す
る
一
般
住
民
の
関

心
を
深
め
て
も
ら
い
た
い

合
併
へ
の
舞
台
裏
／
那
覇
市
の

巻
／
行
く
べ
き
と
こ
ろ
は
当

然
／
ゆ
つ
た
り
と
宿
願
を
見

守
る
琉
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・
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真
和
志
議
会
の
”
三
市
一
村
合
併
”
決
議
は

こ
れ
ま
で
の
氷
炭
相
入
れ
ぬ
イ
キ
サ
ツ
か
ら

全
く
寝
耳
に
水
。
合
併
段
階
論
に
抗
し
て
同

時
合
併
を
主
張
し
つ
ゞ
け
た
当
の
那
覇
市
で

も
、
こ
の
”
態
度
ヒ
ヨ
ウ
変
”
に
は
い
さ
ゝ

か
面
く
ら
つ
た
か
た
ち
だ
が
先
代
市
長
か
ら

首
都
建
設
へ
の
積
極
的
態
度
を
示
し
て
来
た

那
覇
市
だ
け
に
今
さ
ら

難
色
を
み
せ
る

こ
と
は
大
義
名
分
か
ら
も
ま
ず
有
り
得
な
い

と
い
つ
た
見
方
が
正
し
い
よ
う
だ
。
真
和
志

の
新
し
い
出
方
に
対
す
る
記
者
団
の
質
問
を

行
く
べ
き
と
こ
ろ
へ
行
つ
た
ま
で
だ

と

例
の
泰
然
た
る
笑
い
の
う
ち
に
逃
げ
き
つ
た

当
間
市
長
。
決
議
文
の
中
に
あ
る
”
枉
げ
難

き
を
枉
げ
”
の
文
句
に

無
理
を
す
る
と
折

れ
る
で
は
な
い
か

と
明
ら
か
に
フ
ン
マ
ン

を
ブ
チ
ま
け
て
い
た
某
議
員
の
態
度
か
ら
一

応
、
表
向
き
に
は
同
決
議
を
歓
迎
す
る
も
の

の
、
目
出
度
く
関
係
市
村
が
結
ば
れ
る
ま
で

に
は
尚
両
市
の
ス
ツ
キ
リ
し
た
”
縁
談
”
の

と
り
な
し
が
必
要
で
は
あ
る
。

巷
間
と
や
か
く
の
合
併
へ
の
舞
た
い
裏
ば
な

し
を
よ
そ
に
那
覇
市
で
は
時
あ
た
か
も
新
年

度
予
算
編
成
に
取
組
ん
で
い
る
が
、
こ
の
と
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ば
つ
ち
り
で
市
職
員
の
ベ
ー
ス
ア
ツ
プ
も
棚

あ
げ

合
併
後
の
他
市
村
職
員
と
の
つ
り
合

い

を
早
く
も
考
慮
中
の
那
覇
市
の
動
き

は
当
然
と
い
え
ば
当
然
、
リ
ツ
パ
と
い
え
ば

リ
ツ
パ
と
い
え
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
真
和
志

側
の
急
転
換
に
つ
い
て
、
住
民
の
福
祉
増
進

の
た
め
と
い
う
名
台
は
と
も
か
く
裏
に
何
か

即
ち
合
併
後
の
新
首
長
を
め
ぐ
つ
て
の

動
き
が
あ
る
と
の
う
が
つ
た
見
方
も
あ
る
か

ら
だ
。
と
も
あ
れ
近
く
合
併
促
進
の
た
め
の

関
係
議
会
正
副
議
長
会
も
ひ
ら
か
れ
る
こ
と

だ
し
、
首
都
建
設
へ
の
動
き
は
こ
れ
ら
の
噂

と
は
別
個
に
否
応
な
し
の
前
進
を
続
け
る
だ

ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
真
和
志
合
併
決
議
の
報

に
接
し
た
安
次
峯
那
覇
市
総
務
課
長

又
吉

市
長
時
代
の
秘
書
課
長
と
し
て
つ
ね
に
側
近

に
あ
つ
た

が
今
は
亡
き
主
の
霊
前
に
喜
び

の
報
告
焼
香
を
な
し
た
と
い
う
こ
と
か
ら
も

歴
代
市
長
の
宿
願
に
違
い
な
か
ろ
う
が
ま
ず

那
覇
市
側
と
し
て
は
い
ま
の
と
こ
ろ

静
観

と
い
つ
た
空
気
。

”
羨
ま
し
い
復
興
振
り
…
／
都

計
は
参
考
に
な
つ
た
”
／
那

覇
市
議
員
お
土
産
談
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本
土
視
察
中
の
那
覇
市
会
議
員
泉
正
重
、

阿
波
根
直
英
両
氏
お
よ
び
新
垣
良
正
同
事

務
局
長
の
三
氏
は
二
十
三
日
若
草
丸
で
帰

任
。
一
行
は
約
四
週
間
に
わ
た
り
本
土
各

都
市
の
実
施
状
況
や
地
方
議
会
の
運
営
振

り
を
勉
強
し
て
き
た
も
の
。
つ
ぎ
は
そ
の

視
察
談

一
行
の
一
人
、
嘉
数
盛
一
市
議

は
二
十
五
日
帰
任
の
予
定

都
計
だ
が
福
岡
の
区
画
整
理
は
那
覇
と
同
様

に
三
〇
％
の
減
歩
率
を
採
用
し
て
い
た
。
一

般
的
に
ど
の
都
市
で
も
戦
後
の
都
計
で
は
道

路
と
公
園
に
非
常
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
に
都
市
の
復
興
が
ス
ム
ー
ス
に
行

つ
て
い
る
の
は
国
庫
か
ら
五
割
、
府
県
か
ら

二
・
五
割
と
い
つ
た
大
き
な
援
助
が
あ
る
か

ら
で
、
そ
の
点
羨
ま
し
か
つ
た
。

町
村
合
併
は
合
併
促
進
法
で
ド
シ
ド
シ
進
ん

で
い
る
。
一
般
に
合
併
後
の
財
政
は
ど
う
な

る
か
と
か
、
一
人
当
り
の
税
負
担
は
等
と
具

体
的
に
計
画
し
た
の
は
失
敗
し
て
合
併
は
抽

象
論
で
サ
ツ
と
持
つ
て
行
く
の
が
案
外
に
成

功
し
て
い
る
よ
う
だ
。
ど
の
都
市
で
も
普
通

の
公
園
以
外
に
子
供
の
遊
び
場
と
し
て
二
、

三
百
坪
程
度
の
小
公
園
を
幾
つ
も
設
け
て
あ

る
点
や
大
て
い
公
設
質
屋
を
経
営
し
て
庶
民

金
融
に
一
役
買
つ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
水
道

料
金
の
極
め
て
低
レ
ン
な
こ
と
等
は
関
心
を

持
つ
て
良
い
こ
と
だ
と
思
う
。
京
都
で
は
家

庭
専
用
が
十
立
方
米
ま
で
月
九
十
円

日
円

那
覇
の
十
分
の
一
と
い
う
安
価
で
あ
る
。

昭
和
三
年
か
ら
十
七
年
に
か
け
て
の
貴
重
な

沖
縄
県
会
議
事
録
を
当
時
の
県
会
速
記
者
山

田
健
児
氏

現
在
、
衆
議
速
記
第
三
課
長

の
厚
意
で
寄
贈
し
て
い
た
ゞ
い
た
の
は
大
き

な
お
土
産
だ
つ
た
。

合
併
へ
の
舞
台
裏
／
小
禄
村
の

巻
／
”
い
ま
さ
ら
”
と
落
着

く
／
お
互
に
懐
の
探
り
合
い
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村
総
面
積
の
七
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
軍
用
地

に
と
ら
れ
、
戦
前
の
純
農
村
か
ら
戦
後
は
消

費
地
と
化
し
た
小
禄
村
が
他
市
村
と
の
合
併

な
く
し
て
は
村
民
の
福
祉
は
有
り
得
な
い
と

三
市
に
先
ん
じ
て
三
市
一
村
合
併
の
決
議
を

行
つ
た
が
真
和
志
側
の
三
市
合
併
説
や
首
里

市
の
に
え
き
ら
な
い
態
度
に
い
さ
さ
か
感
情

を
刺
激
さ
れ
機
の
熟
す
る
の
を
待
つ
て
い
た

恰
好
だ
つ
た
。真
和
志
村
議
会
が
急
転
直
下
”

三
市
一
村
合
併
”
決
議
に
は
こ
れ
ま
で
苦
杯

を
な
め
さ
せ
ら
れ
た
小
ろ
く
側
は
疑
心
暗
鬼

で
静
観
し
て
い
る
よ
う
だ
。

す
な
わ
ち
こ
の
真
和
志
側
の
急
速
な
決
議
に

巷
間
で
は
合
併
後
の
市
長
選
挙
に
勝
算
が
あ

る
の
で
合
併
を
急
い
で
い
る
の
で
は
な
い
か

と
伝
え
ら
れ
社
大
党
平
良
委
員
長
の
出
馬
説

な
ど
合
併
の
事
務
的
問
題
よ
り
も
先
に
市
長

選
挙
云
々

は
住
民
福
し
の
た
め
の
合
併

と
い
う
よ
り
も
政
治
家
連
の
”
政
治
的
か
け

引
き
”
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
点
で
、
小

禄
側
は
同
調
し
難
い
態
度
で
成
行
を
注
視
し

て
い
る
の
よ
う
だ
が
赤
峯
議
長
も
”
市
長
選

挙
の
た
め
の
合
併
な
ら
わ
れ
わ
れ
は
反
対
し

た
い
も
つ
と
純
粋
な
住
民
の
福
し
の
立
場
か

ら
合
併
を
希
望
し
て
い
る
が
、
政
治
的
か
け

ひ
き
が
も
し
真
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
気
の
り

は
し
な
い
。
ま
た
以
前
に
の
け
も
の
に
さ
れ

て
い
る
か
ら

”
と
い
つ
て
い
る
し
、
全

体
的
に
い
つ
て
も
積
極
的
に
は
動
か
な
い
と

い
う
の
が
現
状
の
よ
う
だ
。

『
港
湾
法
』
局
長
会
で
審
議
／

那
覇
商
港
は
政
府
の
管
理
に
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政
府
で
は
、
こ
の
ほ
ど

港
湾
法

を
成
案
、

二
十
七
日
の
局
長
会
議
に
か
け
て
直
ち
に
立

法
要
請
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
こ
れ
が
立
法

目
的
は
港
湾
の
開
発
、
利
用
お
よ
び
管
理
の

方
法
を
定
め
る
も
の
で
、
那
覇
商
港
及
び
特

定
港
湾
の
管
理
者
を
政
府
と
す
る
ほ
か
、
他

の
港
湾
は
該
市
町
村
を
管
理
者
と
し
て
い

る
。
な
お
漁
業
用
の
港
湾
と
し
て
別
に
定
め

る
立
法
で
指
定
さ
れ
た
港
湾
に
は
適
用
し
な

い
も
の
で
、
そ
の
法
案
要
旨
つ
ぎ
の
通
り
。

△
港
湾
管
理
者
は

１

港
湾
区
域
及
び
港

湾
施
設
を
管
理
し
、
こ
れ
を
良
好
な
状
態
に

維
持
す
る

２

港
湾
の
発
展
に
必
要
な
港

湾
施
設
の
建
設
及
び
改
良
の
計
画
を
作
成
す

る

３

こ
の
計
画
を
実
施
す
る
た
め
必
要

な
港
湾
工
事
を
す
る

４

港
湾
施
設
の
使

二
九
四

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

五
月



用
に
関
し
必
要
な
規
則
を
行
う
。

△
港
湾
管
理
者
は
、
そ
の
港
湾
施
設
の
使
用

料
及
び
賃
貸
料
並
び
管
理
者
が
提
供
す
る
給

水
、
そ
の
他
の
役
務
の
料
金
を
徴
収
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

し
か
し
料
金
は
効
力
発
生
期
日
の
六
十
日
前

ま
で
に
主
席
に
提
出
、
認
可
を
う
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

▽
政
府
の
管
理
す
る
特
定
港
湾
に
お
い
て
一

般
公
衆
の
利
用
に
供
す
る
目
的
で
港
湾
施
設

の
工
事
を
す
る
場
合
の
工
事
費
用
は
政
府
が

負
担
す
る
。

▽
主
要
港
湾

外
国
貿
易
船
舶
の
出
入
を
許

さ
れ
た
港
湾

、
地
方
港
湾
又
は
避
難
に
お

い
て
一
般
交
通
の
利
便
を
増
進
す
る
た
め
必

要
が
あ
る
場
合
は
、
政
府
と
港
湾
管
理
者
の

協
議
で
主
席
は
予
算
の
範
囲
内
で
港
湾
工
事

を
自
ら
施
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

▽
政
府
に
、
公
共
の
利
益
を
確
保
し
公
平
且

つ
合
理
的
な
決
定
を
す
る
た
め
に
”
運
輸
審

議
会
”
を
設
け
、
１

避
難
港
の
決
定

２

臨
港
地
区
を
定
め
る
認
可
に
つ
い
て

３

港

湾
工
事
費
の
補
助
率
の
決
定

４
そ
の
ほ
か

主
席
が
必
要
と
認
め
る
事
項
な
ど
を
諮
問
す

る
。な
お
立
法
施
行
の
際
、
港
湾
施
設
の
使
用

料
及
び
賃
貸
料
並
び
に
役
務
の
料
金
を
徴

収
し
て
い
る
者
は
、
施
行
の
日
か
ら
九
十

日
以
内
に
行
政
主
席
の
認
可
を
う
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

３
市
１
村
の
議
長
団
／
”
新
首

都
”
へ
の
胎
動
／
き
の
う
和

や
か
な
初
懇
談
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昨
年
来
、
暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
い
た
三
市
一

村
合
併
に
よ
る
首
都
建
設
は
九
月
に
行
わ
れ

る
市
町
村
長
、
市
町
村
議
会
議
員
の
改
選
を

控
え
、
再
び
頭
を
モ
タ
げ
て
き
た
。
既
報
の

と
お
り
真
和
志
側
は

じ
ゆ
う
民
福
祉
の
立

場
か
ら
三
市
一
村
の
合
併
を
宮
里
真
和
志
市

長
、
新
か
き
議
長
ほ
か
会
議
員
の
任
期
中
に

是
が
非
で
も
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
首
里
市
側
に
も
協
力
を
求
め
、
首
都
建
設

に
つ
い
て
三
市
一
村
正
副
議
長
会
を
開
く
計

画
を
進
め
て
い
た
が

○

二
十
七
日
午
後
五
時
三
十
分
か
ら
真
和

志
市
栄
町
公
民
館
で
那
覇
市
側
真
栄
田
、
城

間
正
副
議
長
、
真
和
志
市
側
新
垣
、
山
田
正

副
議
長
、
首
里
市
側
久
高
、
大
山
正
副
議
長
、

小
禄
側
赤
峯
、
照
屋
正
副
議
長
ら
八
氏
が
集

り
非
公
式
な
三
市
一
村
正
副
議
長
合
併
協
議

会
が
和
や
か
な
ふ
ん
い
き
の
う
ち
に
開
催
。

○

こ
の
日
、
各
正
副
議
長
は
議
会
代
表
と

し
て
で
は
な
く
終
始
こ
ん
談
的
に
話
は
進
め

ら
れ
た
が
総
括
的
に
三
市
一
村
の
は
ん
栄
と

じ
ゆ
う
民
福
祉
の
面
か
ら
九
月
の
選
挙
以
前

に
行
う
よ
う
ほ
ぼ
話
は
ま
と
ま
り
、
こ
れ
か

ら
の
問
題
は
そ
の
促
進
す
る
方
法
に
あ
る
の

で
次
の
三
つ
の
会
談
を
早
急
に
開
催
す
る
こ

と
を
決
定
午
後
六
時
半
散
会
し
た
。

１
、
三
市
一
村
の
市
村
長
正
式
会
談
を
開
く

こ
と
２
、
各
市
村
議
会
の
全
体
協
議
会
を
開
き
、

そ
の
協
賛
を
得
て
更
に
正
副
議
長
会
を
開

く
。
３
、
従
来
あ
つ
た
三
市
一
村
合
併
研
究
委
員

会
を
再
開
す
る
。

｜
社
　
説
｜

都
市
合
併
の
促
進
を
望
む
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真
和
志
市
議
会
が
去
る
十
七
日
三
市
一
村

の
都
市
合
併
の
口
火
を
切
つ
て
か
ら
、
久
し

く
停
と
ん
と
し
て
い
た
都
市
合
併
の
動
き
が

急
速
に
高
ま
つ
た
こ
と
は
喜
ぶ
べ
き
こ
と
と

い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。二
十
七
日
に
は
那
覇
、

真
和
志
、
首
里
、
小
禄
の
三
市
一
村
正
副
議

長
が
参
会
し
懇
談
の
結
果
、
三
市
一
村
の
は

ん
栄
と
住
民
福
祉
の
面
か
ら
九
月
の
市
町
村

関
係
選
挙
前
に
合
併
し
て
い
き
た
い
と
話
が

ま
と
ま
つ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
議
会
代
表
と

し
て
の
話
合
い
で
な
い
に
し
て
も
正
副
議
長

た
ち
に
よ
つ
て
合
併
へ
の
大
綱
を
決
し
た
点

に
お
い
て
意
義
は
大
き
い
。
し
か
も
合
併
促

進
の
た
め
の
三
市
一
村
市
村
長
の
正
式
会

談
、
各
市
村
議
会
の
全
体
協
議
会
と
正
式
正

副
議
長
会
、
三
市
一
村
合
併
研
究
会
再
開
と

い
う
具
体
的
協
議
を
な
し
て
い
る
の
で
、
こ

れ
に
し
た
が
つ
て
合
併
が
急
速
に
促
進
さ
れ

る
も
の
と
信
ず
る
。

三
つ
の
会
合
は
市
村
長
会
に
し
て
も
議
会
の

全
体
会
議
に
し
て
も
困
難
を
予
想
さ
れ
る
も

の
は
な
く
、
こ
れ
は
合
併
に
む
か
つ
て
の
な

さ
ね
ば
な
ら
ぬ
手
続
上
の
会
合
で
あ
る
か

ら
、
九
月
選
挙
以
前
に
合
併
の
運
び
に
至
る

で
あ
ろ
う
と
い
う
予
想
は
な
り
立
つ
わ
け

だ
。
変
質
者
が
い
て
事
態
を
か
き
廻
さ
な
い

か
ぎ
り
三
市
一
村
十
六
万
市
民
の
要
望
は
実

現
を
見
る
も
の
と
考
え
る
。

真
和
志
が
合
併
決
議
を
す
る
ま
で
に
は

色
々
か
け
引
き
が
あ
つ
た
と
の
噂
も
あ
る
が

こ
れ
は
風
聞
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
い
え
る
。

幾
人
か
の
個
人
的
な
問
題
や
選
挙
地
盤
な
ど

考
え
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る

が
、
こ
れ
が
有
利
な
見
透
が
つ
い
た
か
ら
議

会
が
決
議
に
ま
で
も
つ
て
い
つ
た
と
は
思
わ

れ
な
い
。
真
和
志
市
の
地
理
的
関
係
や
人
口

構
成
か
ら
見
て
も
す
で
に
那
覇
、
首
里
と
相

接
し
て
判
別
の
つ
か
な
い
ほ
ど
都
市
化
し
て

お
り
、
単
な
る
個
人
の
政
治
的
立
場
に
は
左

右
さ
れ
な
い
状
態
で
あ
る
。
首
里
市
に
お
い

て
は
某
氏
の
市
長
出
馬
を
封
ず
る
た
め
と
も

い
わ
れ
る
が
、
首
里
市
が
最
初
か
ら
四
市
村

の
合
併
意
見
を
も
つ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ

ば
思
い
半
ば
に
す
ぎ
る
も
の
が
あ
る
。
前
の

二
九
五

一
九
五
四
年

昭
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立
法
院
議
員
選
挙
で
す
で
に
新
人
で
な
け
れ

ば
と
の
民
意
が
溢
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
時

代
の
変
化
が
窺
わ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
那
覇
市
は
当
間
構
想
が
敗
れ
た
と
い
つ

て
も
立
法
院
選
挙
と
市
関
係
選
挙
と
で
は
性

質
を
異
に
し
て
お
り
、
当
間
市
長
と
し
て
も

都
市
合
併
の
実
現
の
た
め
に
は
市
長
の
椅
子

に
つ
い
た
ほ
ど
で
、
椅
子
に
か
ぢ
り
つ
い
た

勢
力
扶
植
に
汲
々
た
る
態
の
人
物
で
な
い
こ

と
は
何
人
も
知
る
と
お
り
で
あ
る
。
小
禄
村

が
つ
い
最
近
村
長
選
挙
を
や
つ
た
ば
か
り
で

何
う
な
る
か
と
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

小
禄
が
耕
地
の
七
五
％
を
失
つ
て
消
費
地
化

し
て
お
り
、
今
日
ま
で
無
条
件
合
併
の
態
度

を
持
ち
合
併
に
は
積
極
的
に
乗
出
し
て
い
た

か
ら
こ
の
機
に
の
ぞ
ん
で
右
顧
左
べ
ん
す
る

と
も
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
れ
か
ら
す
れ
ば
都

市
合
併
は
す
で
に
四
市
村
住
民
世
論
の
大
勢

と
な
つ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
一
部

に
か
け
引
の
小
細
工
を
す
る
も
の
が
あ
つ
て

も
、
こ
の
大
勢
に
抗
し
て
策
動
す
る
も
の
が

あ
れ
ば
そ
れ
は
自
ら
墓
け
つ
を
掘
に
等
し
い

こ
と
に
な
ろ
う
。

二
十
七
日
の
正
副
議
長
会
合
で
は
名
称
や

市
役
所
所
在
地
の
話
を
出
し
て
座
を
白
け
さ

し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
こ

と
は
本
末
を
て
ん
倒
し
た
考
え
方
で
軽
卒
な

態
度
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
要
は
当
事
者
が

心
を
虚
う
し
真
の
住
民
の
福
祉
の
た
め
合
併

す
る
信
念
に
発
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
名
称

そ
の
他
は
次
の
次
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
、

各
市
村
に
お
い
て
自
市
村
の
名
称
を
冠
し
た

い
の
は
人
情
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
こ
と

に
関
わ
つ
て
肝
心
の
大
綱
を
逸
脱
し
て
合
併

を
お
く
ら
す
こ
と
が
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。

江
戸
が
東
京
と
な
つ
た
り
、
北
京
が
北
平
に

な
つ
た
り
、
北
平
は
今
日
再
び
北
京
に
も
ど

つ
て
い
る
が
名
称
は
時
代
と
と
も
に
変
転
し

て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
合
併
の

取
決
め
を
終
つ
て
後
、
検
討
し
て
も
よ
い
問

題
で
あ
る
。

来
週
早
々
関
係
市
村
長
会
議
が
開
か
れ
る

と
い
う
が
、
種
々
の
雑
音
に
わ
ざ
わ
い
さ
れ

ず
に
合
併
を
促
進
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
も

の
で
あ
る
。
那
覇
に
し
て
も
首
里
、
真
和
志
、

小
禄
に
し
て
も
一
市
村
と
し
て
は
解
決
で
き

な
い
問
題
に
ほ
う
着
し
て
い
る
に
違
い
な

い
。
市
村
長
会
議
が
甘
く
す
べ
り
出
す
な
ら

ば
、
正
副
議
長
会
議
も
こ
れ
を
う
け
て
順
調

に
運
ば
れ
て
い
く
は
ず
で
あ
る
か
ら
自
重
し

て
問
題
の
解
決
に
当
つ
て
も
ら
い
た
い
も
の

で
あ
る
。
石
川
構
想
が
す
で
に
示
し
て
い
る

よ
う
に
、
こ
こ
一
、
二
カ
年
の
間
に
政
治
、

経
済
、
教
育
、
文
化
の
各
セ
ン
タ
ー
が
形
造

ら
れ
つ
つ
あ
る
し
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
だ

け
が
計
画
の
中
に
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
中
心
が
有
機
的
に
結
ば
れ
て
機
能
を
発

揮
す
る
に
は
四
市
村
の
合
併
以
外
に
は
な
い

わ
け
で
あ
る
。
首
都
建
設
の
歴
史
的
事
業
と

機
会
を
逸
し
て
は
な
ら
ぬ
。

旧
泊
小
学
校
六
月
一
日
に
開
放

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
５
・
29

二
十
八
日
、
沖
縄
エ
ン
ジ
ニ
ア
・
デ
イ
ス
ト

リ
ク
ト
か
ら
那
覇
市
あ
て
旧
泊
小
学
校
々
舎

は
六
月
一
日
を
も
つ
て
開
放
す
る
旨
、
つ
ぎ

の
よ
う
に
書
簡
が
あ
つ
た
。

校
舎
難
の
折
か
ら
、
市
当
局
と
し
て
は
区
教

育
委
と
協
議
の
上
、
学
校
と
し
て
復
活
す
る

考
え
で
あ
る
。

書
簡
要
旨

△
こ
の
書
簡
は
泊
小
学
校
す
な
わ
ち
”
Ｔ
｜

一
〇
〇
”
と
銘
う
つ
た
建
物
を
貴
殿
に
五
四

年
六
月
一
日
を
も
つ
て
開
放
す
る
旨
、
通
知

す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
”
Ｔ
｜
一
〇
五
”

コ
ン
セ
ツ
ト

と
名
づ
け
た
建
物
の
処
置

に
つ
い
て
は
三
十
日
間
以
内
に
通
知
す
る
。

”
三
市
一
村
合
併
急
げ
”
／
首

里
市
議
会
も
促
進
決
議

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
６
・
１

首
里
市
臨
時
議
会
は
三
十
一
日
午
後
四
時
か

ら
同
会
議
し
つ
で
開
催
、
先
ず

財
産
処
分

に
つ
い
て

可
決
し
た
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
都

市
合
併
に
つ
い
て
従
属
的
立
場
を
と
つ
て
き

た
首
里
市
議
会
は
去
る
十
七
日
の
真
和
志
市

議
会
で
突
然
”
三
市
一
村
合
併
”
決
議
し
た

の
に
再
び
首
都
建
設
問
題
が
再
び
た
い
頭
、

同
議
会
で
も
合
併
を
促
進
さ
せ
る
見
地
か
ら

万
場
一
致
で
”
三
市
一
村
合
併
”
を
決
議
し

た
都
市
計
画
法
罷
り
通
る
／
大
那

覇
市
建
設
か
く
て
完
し

琉
新
・
夕
　
１
９
５
４
・
６
・
４

主
席
は
四
日
、
那
覇
市
の
都
市
計
画
に
つ
い

て

那
覇
都
市
計
画
区
域

の
決
定
を
告
示

し
た
決
定
を
み
た

那
覇
都
市
計
画
区
域

は
那

覇
市
行
せ
い
区
域
百
六
十
三
万
三
千
二
百
四

十
六
坪
五
合
の
う
ち
那
覇
港
湾
地
帯
の
九
万

六
千
九
百
二
十
八
坪
を
除
く
百
五
十
三
万
六

千
三
百
十
八
坪
五
合
で
あ
る

那
覇
市
で
は
交
通
、
衛
生
、
保
安
、
防
空
、

経
済
等
に
関
し
て
永
久
に
公
共
の
安
寧
を
維

持
し
、
ま
た
福
利
を
増
進
す
る
た
め
の
重
要

施
設
計
画
と
し
て
都
市
計
画
を
立
案
、
す
で

に
区
域
整
理
、
主
要
道
路
工
事
、
上
下
水
道

工
事
、
埋
立
工
事
な
ど
事
業
が
す
す
め
ら
れ

つ
つ
あ
る
が
、
今
度
都
市
計
画
法
の
規
定
に

よ
つ
て
那
覇
市
お
よ
び
せ
い
府
の
都
市
計
画

審
議
会
の
意
見
を
聞
い
て
主
席
が
正
式
に
都

市
計
画
法
に
基
く

那
覇
都
市
計
画
区
域

を
決
定
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
つ
て
那
覇

市
の
都
市
計
画
は
都
市
計
画
法
に
よ
る
都
市

計
画
と
し
て
、
そ
の
成
果
に
一
層
の
期
待
が

二
九
六

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

五
｜
六
月



か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た

せ
い
府
と
し
て
も
既
に
都
計
法
に
よ
る
那
覇

都
計
事
業
助
成
費
と
し
て
来
年
度
予
算
案
に

五
百
万
円
計
上
し
て
い
る

都
市
合
併
／
年
内
に
「
実
現
」

す
る
か
／
三
市
一
村
の
肚
を

の
ぞ
く

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
６
・
５

懸
案
の
三
市
一
村
合
併
は
意
表
を
つ
い
た
真

和
志
の
妥
協
、
続
く
首
里
の
同
様
決
議
な
ど

で
こ
ゝ
に
関
係
市
村
の
議
会
が
す
べ
て
歩
調

を
揃
え
て
合
併
決
議
を
し
た
こ
と
に
な
り
、

後
は
急
速
に
実
現
へ
向
つ
て
動
く
か
に
見
え

た
が
、
最
近
で
は
ゴ
ー
ル
間
際
に
な
つ
て
些

か
モ
タ
モ
タ
し
た
空
気
が
漂
よ
う
か
の
如
く

で
あ
る
。
数
十
年
の
伝
統
的
感
情
や
利
害
に

か
ら
む
か
け
引
も
あ
ろ
う
が
世
論
あ
げ
て
こ

れ
を
支
持
す
る
現
在
、
何
故
、
合
併
は
ス

ム
ー
ス
に
行
か
な
い
か
、
以
下
こ
れ
ら
の
原

因
に
つ
い
て
関
係
市
村
の
動
き
を
と
ら
え
て

み
た
。
那
覇
／
態
度
ま
だ
確
定
せ
ず
／
”
吸
収
”

の
底
意
ち
ら
ほ
ら

一
般
で
は

那
覇
は
合
併
す
る
と
決
議
し
た
。

そ
こ
へ
他
の
市
村
も
合
併
し
よ
う
と
い
つ
て

来
た
の
だ
か
ら
後
は
Ｏ
Ｋ
で
は
な
い
か
、
そ

れ
が
う
ま
く
行
か
ぬ
と
す
れ
ば
那
覇
側
に
何

か
あ
る
の
だ
ろ
う

と
云
つ
て
い
る
。
確
か

に
中
心
の
那
覇
さ
え
Ｏ
Ｋ
す
れ
ば
ス
ラ
ス
ラ

行
く
ハ
ズ
だ
。
で
は
こ
の
期
に
お
よ
ん
で
チ

ユ
ウ
チ
ヨ
す
る
の
は
何
か
、
そ
れ
は
ま
ず
旧

市
内
の
区
画
整
理
と
か
、
埋
立
事
業
な
ど
を

完
成
し
て
か
ら
と
い
う
意
見
が
強
く
な
つ
て

い
る
こ
と
だ
。
合
併
す
れ
ば
予
算
が
分
散
さ

れ
る
と
い
つ
た
懸
念
か
ら
で
あ
ろ
う
が
要
す

る
に
那
覇
は
自
分
だ
け
で
十
分
や
つ
て
行
け

る
の
に
何
を
今
さ
ら
他
を
背
負
う
必
要
が
あ

る
か
と
い
つ
た
考
え
方
が
あ
る
。
ま
だ
し
も

こ
れ
は
市
民
の
福
利
と
い
つ
た
面
を
考
え
て

の
こ
と
だ
が
、
一
方
、
反
当
局
派
で
は

合

併
の
決
議
当
時
と
違
い
、
立
法
院
総
選
挙
後

は
い
わ
ゆ
る
当
間
勢
力
の
退
潮
か
ら
合
併
後

の
市
長
選
な
ど
で
勝
つ
自
信
を
失
つ
た
。
そ

れ
が
二
ノ
足
を
踏
む
有
力
な
原
因
だ

と
見

て
い
る
が
こ
れ
は
ど
ん
な
も
の
か
、
何
し
ろ

本
尊
の
当
間
市
長
は
公
約
の
手
前
も
あ
る

し
、
一
部
が
反
対
で
も
こ
れ
を
乗
切
つ
て
合

併
は
実
現
す
べ
き
だ
し
、
必
ず
成
功
す
る
と

云
い
き
つ
て
い
る
か
ら
だ
。
然
し
何
れ
に
し

て
も
最
近
の
那
覇
は
云
う
所
の
”
合
併
”
に

は
消
極
的
態
度
で
一
部
か
ら
は
既
に
真
和
志

そ
の
他
に
”
吸
収
合
併
”
の
線
で
下
交
渉
を

し
て
い
る
と
も
伝
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
当
間

氏
を
そ
の
ま
ゝ
お
い
て
第
一
助
役
を
誰
に
す

る
等
の
人
事
或
い
は
区
画
整
理
な
ど
の
特
別

事
業
は
そ
の
ま
ゝ
継
続
す
る
等
々
の
条
件
を

つ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
の
臆
測
が
行
わ
れ

て
い
る
。
結
局
、
真
和
志
な
ど
が
無
条
件
で

来
る
な
ら
と
い
う
の
が
那
覇
の
態
度
と
云
つ

て
よ
い
。
こ
れ
を
関
係
者
は
”
主
体
性
の
確

立
？
”
と
云
つ
て
い
る
。

真
和
志
市
／
時
日
の
遷
延
許
さ
な
い

都
市
合
併
に
対
す
る
議
会
お
よ
び
市
当
局
の

態
度
は
五
月
十
七
日
の
三
市
一
村
合
併
決
議

の
際
発
表
さ
れ
た
声
明
の
通
り
で
あ
る
と
い

つ
て
い
る
。
即
ち
議
会
も
市
長
も
そ
の
任
期

中
に
実
現
す
る
と
い
つ
た
市
民
へ
の
公
約
を

果
そ
う
と
い
う
こ
と
と
那
覇
、
真
和
志
の
間

に
横
た
わ
る
諸
問
題
を
解
決
し
て
市
民
の
福

祉
を
増
進
し
た
い
と
い
つ
た
切
実
な
要
求
か

ら
従
来
の
二
市
合
併
主
張
か
ら
三
市
一
村
合

併
決
議
に
変
つ
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

宮
里
市
長
は

議
会
も
私
も
任
期
の
問
題
が

な
け
れ
ば
合
併
の
時
期
は
少
し
ぐ
ら
い
延
び

て
も
か
ま
わ
な
か
つ
た
の
だ
が
、
市
民
と
の

約
束
も
あ
り
、
白
紙
の
立
場
で
合
併
実
現
を

呼
掛
け
る
も
の
で
あ
る
。
当
市
の
三
市
一
村

決
議
の
裏
に
は
何
か
政
治
的
な
駈
引
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
見
る
向
も
あ
る
よ
う
だ
が

こ
れ
は
全
然
あ
た
ら
な
い
。
た
ゞ
合
併
後
の

行
政
運
営
を
ス
ム
ー
ス
に
持
つ
て
行
く
よ
う

那
覇
市
側
に
協
調
し
て
行
き
た
い
と
い
う
の

が
私
の
考
え
だ

と
述
べ
て
い
る
。
な
お
真

和
志
議
会
で
は
来
る
七
日
の
臨
時
議
会
で
合

併
に
対
す
る
議
会
の
態
度
を
再
確
認
す
る
も

よ
う
。

小
禄
村
／
”
慎
重
を
期
し
た
い
”

小
禄
は
今
度
村
長
改
選
を
行
つ
た
ば
か
り
で

新
村
長
の
任
期
は
四
カ
年
あ
る
わ
け
だ
。
村

長
と
共
に
助
役
、
収
入
役
も
全
部
交
代
し
た

の
で
当
局
と
し
て
は
都
市
合
併
に
つ
い
て
の

具
体
的
な
構
想
も
資
料
も
持
合
せ
て
い
な

い
。
一
九
五
二
年
十
一
月
の
議
会
で
三
市
一

村
合
併
の
決
議
を
し
た
後
は
議
会
で
合
併
問

題
は
採
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
な
く
最
近
村

当
局
は
戸
籍
整
備
、
新
予
算
の
編
成
等
の
問

題
に
忙
殺
さ
れ
検
討
す
る
機
会
を
持
た
ず
現

在
の
と
こ
ろ
合
併
す
る
か
ど
う
か
決
定
的
な

考
は
何
も
な
い
よ
う
だ
が

観
念
的
な
立
場

を
排
除
し
科
学
的
に
結
論
を
割
出
す
た
め
早

急
に
関
係
市
村
の
財
政
、
行
政
、
教
育
、
道

路
計
画
等
の
資
料
を
集
め
て
研
究
し
た
い

と
云
つ
て
お
り
、
又

三
市
一
村
合
併
を
村

議
会
が
決
議
し
て
か
ら
す
で
に
一
カ
年
半
の

歳
月
が
経
つ
て
お
り
、
状
勢
も
変
つ
て
来
て

い
る
の
で
慎
重
を
期
し
た
い

と
も
云
つ
て

い
る
。
併
し
村
長
も
就
任
し
た
ば
か
り
だ
し

差
当
り
村
民
の
福
祉
増
進
が
都
市
合
併
に
優

先
す
る
と
い
つ
た
考
が
小
禄
の
態
度
の
よ
う

で
あ
る
。

二
十
六
日
に
行
わ
れ
た
三
市
一
村
正
副
議
長

会
談
の
前
日
に
は
那
覇
市
か
ら
真
栄
田
、
城

間
正
副
議
長
が
村
当
局
を
訪
れ
て
い
る
が
小

禄
側
に
は
真
和
志
が
こ
れ
ま
で
の
二
市
合
併

主
張
を
急
に
三
市
一
村
合
併
に
変
え
た
裏
に

二
九
七

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

六
月



は
何
か
政
治
的
な
か
け
引
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
つ
た
疑
心
暗
鬼
な
と
こ
ろ
も
み
ら

れ
る
。
首
里
市
／
発
展
の
至
上
条
件
／
那
覇
・

真
和
志
の
態
度
に
注
目

戦
後
に
な
つ
て
人
口
が
少
し
ば
か
り
増
え
た

だ
け
で
、
都
市
と
し
て
発
展
す
る
基
盤
が
弱

く
、
従
つ
て
、
最
近
に
な
つ
て
畜
産
業
や
文

化
施
設
の
拡
充
に
よ
つ
て
新
し
い
発
展
の
方

向
を
見
出
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
、
現
在
の

首
里
市
の
財
政
規
模
で
は
所
詮
は
机
上
の
計

画
に
終
つ
て
し
ま
う
。
考
え
て
み
る
と
、
首

里
に
残
さ
れ
た
発
展
の
方
向
は
、
総
合
的
な

都
市
計
画
の
一
環
と
し
て
そ
の
地
理
的
環
境

を
最
大
限
に
利
用
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
よ
う

だ
。
こ
う
い
う
首
里
に
と
つ
て
は
都
市
合
併
と
い

つ
て
も
那
覇
や
真
和
志
に
依
存
す
る
恰
好
に

な
り
そ
こ
に
は
”
三
市
一
村
”
や
”
二
市
一

村
”
等
と
勝
手
な
事
を
言
つ
て
折
角
の
好
機

に
ケ
チ
を
つ
け
て
い
る
余
裕
は
な
い
の
で
あ

る
、
合
併
問
題
の
斡
旋
に
老
体
を
駆
つ
て
乗

り
出
し
た
兼
島
首
里
市
長
に
と
つ
て
腹
の
底

を
見
せ
ぬ
那
覇
市
の
態
度
に
待
ち
ぼ
う
け
を

食
つ
て
し
ま
つ
た
恰
好
だ
が
、
そ
う
か
と
言

つ
て
う
つ
か
り
こ
の
”
危
険
物
”
に
手
を
ふ

れ
る
と
元
も
子
も
な
く
な
る
の
で
、
那
覇
市

側
の
一
挙
一
動
を
注
意
深
く
観
察
し
て
い

る
。

那
覇
市
側
で
は
合
併
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
首

里
や
小
禄
を
吸
収
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
と

の
話
も
あ
る
が
、
首
里
に
と
つ
て
は
い
ま
の

と
こ
ろ
無
条
件
に
合
併
す
る
こ
と
を
望
ん
で

い
る
建
前
、
こ
う
い
う
臆
測
で
そ
の
態
度
を

変
え
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。

｜
社
　
説
｜

都
市
合
併
を
も
て
遊
ぶ
な

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
６
・
７

戦
前
か
ら
持
越
し
て
き
た
那
覇
・
真
和
志
・

首
里
・
小
禄
の
市
村
合
併
問
題
は
、
出
た
り

消
え
た
り
、
そ
の
間
、
幾
度
か

今
度
こ
そ

の
期
待
が
も
た
れ
も
し
た
が
、
一
向
に

実
現
し
な
い
。
一
体
そ
の
実
現
を
困
難
に
し

て
い
る
も
の
は
何
ん
で
あ
ろ
う
。

一
時
遠
の
い
て
い
た
こ
の
合
併
問
題
が
、
最

近
ま
た
出
て
き
た
。
三
市
一
村
を
一
挙
に
合

併
へ
持
つ
て
い
こ
う
と
す
る
那
覇
市
側
の
意

向
に
対
し
、
漸
進
主
義
を
と
り
、
ま
ず
那

覇
・
真
和
志
の
二
市
合
併
か
ら
と
し
て
い
た

真
和
志
側
が
、
三
市
一
村
合
併
Ｏ
Ｋ
、
一
気

に
そ
の
実
現
を
期
そ
う
と
ひ
ど
く
積
極
的
に

出
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
既
に
関
係
市

村
議
会
議
長
の
会
合
も
開
か
れ
、
今
秋
ま
で

に
は
実
現
さ
せ
よ
う
、
そ
の
促
進
の
た
め
事

務
局
も
設
置
し
よ
う
と
、
凡
そ
の
意
見
一
致

を
見
せ
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ど
う

し
た
こ
と
か
、
今
度
は
那
覇
市
が
出
渋
つ
て

き
た
、
し
か
も
、
合
併
で
は
な
く
那
覇
市
へ

二
市
一
村
を
編
入
す
る
と
い
う
態
度
を
見
せ

て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
都
市
合
併
問
題
は
絶
え
ず
こ
の
よ
う
に

一
方
が
こ
う
出
れ
ば
一
方
が
あ
あ
出
る
と
い

つ
た
シ
ー
ソ
ー
・
ゲ
ー
ム
を
繰
り
返
え
し
て

い
く
も
の
ら
し
い
。
と
い
う
の
は
既
往
を
ふ

り
返
え
つ
て
み
て
も
、
そ
の
実
現
を
阻
ん
で

い
る
の
は
、
い
つ
も
合
併
後
の
新
し
い
市
長

の
問
題
が
自
分
達
に
有
利
か
不
利
か
に
ひ
つ

か
か
つ
て
、
そ
れ
を
中
心
に
考
え
ら
れ
て
い

た
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
即
ち

実
現
を
困
難
に
し
て
い
る
も
の

は
何
か

の
設
問
は

時
の
当
局
者
や
そ
れ

を
と
り
ま
く
ボ
ス
共
の
我
利
根
性
だ

と
い

う
の
が
答
え
に
な
り
そ
う
だ
。

真
和
志
当
局
が
今
ま
で
の
態
度
を
捨
て
て
積

極
性
を
示
し
て
き
た
の
は
、
去
る
立
法
院
議

員
総
選
挙
後
の
政
治
的
情
勢
が
、
合
併
後
の

新
し
い
市
長
選
挙
な
ど
に
有
利
に
な
つ
て
き

た
故
だ
と
は
巷
間
の
噂
さ
で
あ
る
。
恐
ら
く

那
覇
当
局
の
態
度
の
変
化
も

当
間
株
値
下

り

の
観
測
に
己
れ
を
守
ろ
う
と
す
る
下
心

か
と
思
わ
れ
る
。
小
禄
村
が

再
検
討
の
上

と
い
う
態
度
を
持
つ
て
い
る
の
は
一
応
了
解

で
き
る
と
し
て
、那
覇
・
真
和
志
の
場
合
は
、

実
際
こ
の
外
に
原
因
を
求
め
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
表
面
上
の

説
明
は
あ
る
よ
う
だ
が
、
結
局
今
度
も

我

利
根
性

が
出
て
き
た
し
、
問
題
は
解
決
す

ま
い
と
い
う
の
が
早
く
も
大
方
の
観
測
と
な

つ
て
い
る
。

元
来
、
こ
の
都
市
合
併
は
、
都
市
行
政
の
合

理
化
、
そ
の
円
滑
な
運
営
、
そ
れ
に
よ
る
行

政
費
の
節
約
、
さ
ら
に
社
会
福
祉
、
保
健
衛

生
、
教
育
な
ど
所
謂
住
み
よ
い
市
民
生
活
、

あ
る
い
は
産
業
の
振
興
と
、
そ
れ
ら
を
総
合

し
た
都
市
計
画
の
遂
行
の
た
め
の
も
の
で
あ

る
。
こ
の
三
市
一
村
は
事
実
上
相
互
に
結
び

つ
い
て
、
一
つ
の
都
市
の
形
観
を
持
ち
、
因

習
や
利
害
も
殆
ど
一
致
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
、
目
先
き
の
利
害
か
ら
い
え
ば
、

那
覇
市
に
と
つ
て
他
市
村
と
合
併
す
る
こ
と

は
重
荷
を
背
負
う
よ
う
な
も
の
か
も
知
れ
な

い
。
が
し
か
し
将
来
の
こ
と
を
考
え
る
と
専

門
家
の
説
く
適
正
規
模
と
し
て
の
合
併
は
一

日
も
早
い
ほ
ど
市
民
に
利
益
を
も
た
ら
す
も

の
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
既
に
議
論
も
出

つ
く
し
、
検
討
も
す
ん
で
い
た
筈
で
あ
る
。

小
人
口
や
小
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
機
関

や
議
会
や
消
防
や
を
持
つ
て
い
て
、
財
政
的

に
解
決
で
き
ぬ
自
治
体
の
悩
み
も
こ
れ
な
く

し
て
は
望
む
べ
く
も
な
か
ろ
う
。

こ
の
市
村
民
の
た
め
に
都
市
合
併
が
、
一
部

の
人
々
の
権
勢
慾
や
名
誉
慾
に
よ
つ
て
右
し

左
す
る
と
は
、
ま
つ
た
く
け
し
か
ら
ぬ
は
な

し
で
あ
る
。
ま
さ
に
現
状
は
自
治
そ
の
も
の

が
ボ
ス
化
し
て
い
る
と
の
印
象
さ
え
う
け
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る
。
も
と
も
と
自
治
体
は
国
の
縮
図
と
し
て

政
治
を
や
る
べ
き
場
で
は
な
く
、
ま
た
企
業

体
で
も
な
い
。
地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
住

民
の
ね
ぐ
ら
を
平
穏
無
事
に
す
る
の
が
眼
目

で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
政
党
政
派
の
争
い
を

持
ち
込
ん
で
は
自
治
の
崩
壊
を
招
く
も
の

だ
。
合
併
へ
の
主
導
権
を
握
る
那
覇
の
当
間
市

長
、
真
和
志
の
宮
里
市
長
及
び
両
市
の
議
会

は
、
こ
の
際
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
乗
的
な
気
持

が
合
併
実
現
へ
の
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
こ

と
を
自
覚
し
、
そ
の
良
識
を
発
揮
し
て
貰
わ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
関
係
市
村
民
は
、
各
々
の
当

局
者
に
対
し
、
一
部
の
利
害
よ
り
市
村
民
全

体
の
利
益
を
優
先
に
し
て
く
れ
る
こ
と
を
要

求
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
若
し
合
併
が
将
来

と
も
に
市
村
民
の
福
祉
に
も
ど
る
と
い
う
こ

と
が
新
た
に
発
見
出
来
た
と
あ
れ
ば
、
速
か

に
そ
の
こ
と
を
理
解
さ
せ
ね
ば
な
る
ま
い
、

現
在
の
市
長
た
ち
は
何
れ
も

合
併

を
公

約
し
た
筈
だ
、
そ
し
て
そ
の
公
約
は
市
民
に

支
持
さ
れ
て
い
る
。
期
待
さ
れ
る
首
長
会
議

も
速
か
に
こ
れ
を
開
い
て
意
見
の
一
致
を
見

出
す
よ
う
努
力
し
て
貰
い
た
い
も
の
だ
。

政
府
も
首
都
建
設
と
い
う
立
場
か
ら
積
極
的

に
合
併
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。
政
府
は
さ

き
に
関
係
市
村
に
そ
の
意
向
を
答
申
さ
せ

た
、
そ
れ
に
よ
つ
て
強
力
に
推
進
す
る
も
の

と
期
待
さ
れ
た
が
、
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
こ

の
ほ
ど
与
儀
副
主
席
は
、
立
法
院
で
こ
の
問

題
は
関
係
市
村
の
自
主
的
な
動
き
に
ま
か
す

と
い
う
方
針
を
語
つ
た
そ
う
だ
が
、
停
滞
し

て
い
る
原
因
を
究
明
し
、
こ
れ
を
打
開
し
て

実
現
へ
の
梶
取
り
を
し
て
や
る
こ
と
は
決
し

て
政
府
の
強
制
と
は
な
ら
ぬ
。
都
市
を
適
正

規
模
に
お
き
、
無
駄
を
省
か
し
、
都
計
を
完

成
さ
せ
て
都
市
行
政
を
よ
く
し
て
い
く
た
め

の
助
言
、協
力
は
政
府
の
責
務
で
こ
そ
あ
れ
、

自
主
的
に
と
い
う
言
葉
の
あ
や
を
も
つ
て
、

た
だ
放
任
し
て
お
く
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

な
お
、
関
係
市
村
の
青
年
会
、
婦
人
会
、
消

防
団
、
産
業
団
体
な
ど
も
、
夫
々
の
立
場
か

ら
推
進
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
合

併
問
題
を
単
に
市
村
理
事
者
の
も
の
と
せ

ず
、
一
般
市
村
民
も
も
つ
と
関
心
を
払
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。
一
部
の
人
々
の
政
治
的
取
引

き
に
ま
か
し
て
お
い
て
は
、
こ
の
懸
案
の
大

事
業
は
実
現
し
な
い
の
で
あ
る
。

も
つ
れ
る
都
市
合
併
案
／
那
覇

市
は
吸
収
固
持
／
昨
夜
の
協

議
会
で
最
終
案
を
決
定

琉
新
・
夕
　
１
９
５
４
・
６
・
７

昨
報

全
住
民
の
注
視
の
的
に
な
つ
て
い
る

三
市
一
村
合
併
問
題
は
最
近
三
市
合
併
を
主

張
し
て
き
た
真
和
志
市
が
九
月
の
改
選
と
立

法
院
議
員
選
挙
で

当
間
構
想

の
は
い
北

に

わ
れ
に
有
利
に
展
開
す
る

と
の
見
解

か
ら
急
激
に
三
市
一
村
合
併
を
八
月
ま
で
に

強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
対
し
那
覇
市

で
は
最
近
急
激
に
旧
那
覇
市
の
区
画
整
理
が

進
展
し
つ
つ
あ
る
現
状
か
ら
、
ま
た
合
併
後

の
市
長
選
挙
に
も
い
さ
さ
か
不
安
を
残
し
て

い
る
関
係
で
ち
ゆ
う
ち
よ
す
る
態
度
に
出
て

す
こ
ぶ
る
微
妙
な
動
き
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
た
が
何
れ
に
し
ろ
那
覇
市
と
し
て
は
全
住

民
に
三
市
一
村
合
併
に
よ
る

首
都
建
設

を
住
民
に
公
約
し
た
手
前
、
是
非
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
ず

真
和
志
市
提
案
の
三
市
一
村

合
併

に
対
す
る
那
覇
市
の
最
後
的
態
度
を

決
め
る
た
め
、
六
日
午
後
八
時
か
ら
当
間
那

覇
市
長
宅
で
三
市
一
村
合
併
に
関
す
る
議
員

協
議
会
を
開
催
し
た
。

こ
の
日
、
協
議
会
は
ま
ず
阿
波
根
、
泉
両
議

員
の
日
本
視
察
報
告
を
行
い
、
た
だ
ち
に
合

併
問
題
に
論
議
は
集
中
さ
れ
た
が
昨
年
来
合

併
問
題
と
な
る
と
強
こ
う
に
ゆ
づ
ら
な
か
つ

た
真
和
志
が
今
回
急
変
し
た
態
度
に
は
割
り

き
れ
ぬ
も
の
が
あ
る
と
み
て
真
和
志
が
無
条

件
で
な
け
れ
ば
那
覇
市
は
当
分
の
間
合
併
問

題
を
見
送
る
と
の
強
こ
う
な
態
度
で
の
ぞ
む

よ
う
で
、
さ
ら
に
那
覇
市
は
現
在
来
年
度
に

一
億
円
に
の
ぼ
る
ぼ
う
大
な
予
算
で
旧
市
内

区
か
く
整
理
事
業
を
行
う
と
し
て
お
り
、
こ

れ
に
全
力
を
集
中
し
て
の
ち
吸
し
ゆ
う
し
て

は

と
の
声
も
あ
り
、
ま
た
那
覇
真
和
志
両

市
、
財
産
税
外
収
入
、
各
種
税
を
新
聞
紙
上

に
□
表
し
て
、
合
併
か
吸
収
し
た
方
が
い
□

か
の
世
論
も
き
こ
う
と
の
意
見
も
□
□
た

が
、
結
局
那
覇
市
と
し
て
は
今
月
末
開
か
れ

る
予
算
議
会
を
終
了
都
市
計
画
事
業
費
を
来

年
度
予
算
に
計
上
さ
せ
、
た
と
え
三
市
一
村

合
併
し
て
も
旧
那
覇
市
内
の
区
画
整
理
事
業

を
そ
の
ま
ゝ
来
年
度
中
に
遂
行
す
る
よ
う
二

市
一
村
に
条
件
を
付
す
と
の
意
見
が
ま
と
ま

り
、
那
覇
市
が
絶
対
的
主
導
権
を
握
り
、
吸

収
の
態
度
を
示
し
て
き
た
わ
け
で
、
現
在
ま

で
に
提
唱
さ
れ
て
き
た
三
市
一
村
長
会
談
、

三
市
一
村
正
副
議
長
会
談
も
那
覇
市
の
予
算

議
会
終
了
後
に
開
く
こ
と
に
決
定
、
一
年
近

く
モ
タ
モ
タ
し
て
き
た
都
市
合
併
問
題
の
解

決
は
い
ま
の
と
こ
ろ
道
遠
し
と
い
つ
た
格
好

だ
。
真
栄
田
議
長
談

わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
旧
市

内
の
都
市
計
画
と
い
う
ぼ
う
大
な
事
業
を
遂

行
し
つ
つ
あ
る
中
途
で
あ
り
、
こ
れ
を
終
え

た
の
ち
首
都
建
設
は
お
そ
く
な
い
と
思
う
。

幸
に
首
都
建
設
に
は
軍
も
全
面
的
に
援
助
す

る
と
い
つ
て
い
る
。
き
の
う
の
協
議
会
で
は

真
和
志
が
無
条
件
に
吸
収
し
て
く
れ
と
の
態

度
に
で
て
く
れ
ば
よ
し
、
さ
も
な
く
ば
旧
那

覇
市
を
復
興
し
て
か
ら
で
も
お
そ
く
は
な
い

と
議
会
の
意
見
も
ま
と
ま
つ
た
。
合
併
問
題

の
三
市
一
村
会
談
は
市
の
予
算
議
会
終
了
後

に
開
こ
う
と
の
意
見
だ

二
九
九

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

六
月

発

い

つ
あ
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首
都
建
設
を
め
ざ
す
那
覇
、
首
里
、
真
和

志
、
小
禄
、
三
市
一
村
合
併
は
、
去
月
十
七

日
真
和
志
市
議
会
が
従
来
の
ゆ
き
が
か
り
を

す
て
て
、
三
市
一
村
合
併
を
決
議
す
る
に
至

つ
て
好
望
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
今
度
は
那
覇

市
側
が
出
し
ぶ
つ
て
い
る
事
は
遺
憾
で
あ

る
。
真
和
志
市
側
の
積
極
的
合
併
の
動
き
に

対
し
那
覇
市
側
が
消
極
的
態
度
に
出
て
来
た

こ
と
は
従
来
三
市
一
村
で
な
け
れ
ば
と
頑
張

つ
て
い
た
こ
と
の
理
由
を
何
う
説
明
す
る
つ

も
り
で
あ
ろ
う
か
。
那
覇
市
側
の
消
極
態
度

に
つ
い
て
当
間
市
長
は
本
社
記
者
と
の
一
問

一
答
で
時
期
尚
早
や
合
併
反
対
を
持
込
ん
で

来
る
人
が
あ
り
旧
市
内
の
受
入
れ
や
復
旧
が

お
く
れ
る
と
の
懸
念
か
ら
と
説
明
し
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
当
間
市
長
は
他
を
し
て

い
わ
し
む
で
自
己
の
意
見
を
の
べ
て
な
い
の

で
市
長
の
意
中
は
知
る
由
も
な
い
が
、
都
市

合
併
の
好
機
が
今
日
ほ
ど
熟
し
て
い
る
こ
と

は
か
つ
て
な
い
と
い
つ
て
い
い
ほ
ど
で
あ

る
。那
覇
市
は
最
初
か
ら
三
市
一
村
を
主
張
し

て
来
た
し
時
期
の
問
題
で
真
和
志
を
ケ
ツ
た

こ
と
が
あ
り
、
そ
の
後
真
和
志
も
那
覇
、
真

和
志
の
両
市
合
併
に
転
換
し
た
り
で
一
進
一

退
の
動
き
を
経
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
三
市

一
村
は
行
政
、
経
済
の
現
状
や
首
都
構
想
の

上
か
ら
も
研
究
し
つ
く
さ
れ
、
四
市
村
の
世

論
と
し
て
も
盛
り
上
つ
て
来
た
も
の
で
真
和

志
の
出
方
を
待
つ
ば
か
り
で
あ
つ
た
。
那
覇

市
側
は
六
日
夜
、
市
議
会
十
八
名
が
会
合
し

最
終
的
態
度
を
協
議
し
た
が
、
そ
の
結
果
が

那
覇
市
へ
の
三
市
村
吸
収
と
い
う
こ
と
に
決

定
し
た
と
い
わ
れ
る
。
最
初
か
ら
条
件
を
持

ち
だ
す
こ
と
は
合
併
を
遷
延
せ
し
め
る
種
を

蒔
く
よ
う
な
も
の
で
感
心
出
来
な
い
も
の
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
市
一
村
合
併

が
理
論
的
に
も
世
論
と
し
て
も
出
来
上
つ
て

い
る
今
日
、
一
部
時
期
尚
早
論
者
や
反
対
者

の
た
め
に
条
件
を
つ
け
て
遷
延
せ
し
め
た
り

不
能
に
せ
ん
と
す
る
こ
と
は
危
弁
と
な
り
さ

く
謀
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
議
員
諸
公

と
し
て
は
当
間
市
長
の
任
期
が
あ
と
三
年
半

も
残
つ
て
お
る
の
で
、
親
方
を
大
事
に
す
る

意
図
か
ら
か
か
る
決
定
を
し
た
で
あ
ろ
う
が

こ
う
し
た
狭
い
愛
情
は
当
間
氏
の
政
治
的
生

命
を
せ
ば
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
議
員
は
た
し
か
に
市
民
の
代
表
で
は
あ
る

が
、
政
治
を
と
る
に
あ
た
つ
て
は
常
に
市
民

の
意
図
を
察
知
し
、
世
論
を
重
ん
じ
て
自
己

の
意
見
を
決
定
し
な
け
れ
ば
と
ん
で
も
な
い

方
向
に
市
民
生
活
を
歪
曲
せ
し
め
る
も
の
で

あ
る
。
選
挙
で
当
選
す
れ
ば
後
は
自
己
の
意

志
の
み
で
政
治
を
と
つ
て
い
い
と
い
う
こ
と

は
、
一
つ
の
逆
コ
ー
ス
で
こ
れ
で
は
民
主
主

義
を
ふ
み
に
じ
る
こ
と
に
な
り
、
市
民
の
利

益
や
福
祉
を
無
視
す
る
こ
と
に
な
る
。
那
覇

市
は
決
し
て
地
元
民
だ
け
の
街
で
は
な
く
、

全
琉
の
首
都
で
あ
り
、
全
琉
住
民
の
意
向
を

汲
ん
で
運
営
さ
れ
建
設
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も

の
で
あ
る
。
当
間
氏
を
大
事
に
す
る
に
し
て

も
旧
来
の
狭
い
那
覇
人
と
し
て
成
功
さ
せ
る

の
で
な
く
全
琉
的
な
立
場
で
そ
の
大
成
を
期

す
べ
き
で
あ
る
。

那
覇
市
は
す
で
に
首
都
計
画
と
し
て
の
指

定
を
う
け
て
い
る
の
で
、
都
市
計
画
も
合
理

的
基
礎
の
上
に
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
港
と
商
店
街
の
み
で
は
国
際
都
市
と
し

て
の
条
件
を
も
つ
も
の
で
な
い
。
近
代
都
市

と
し
て
空
港
を
も
ち
、
政
治
、
教
育
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
の
総
合
的
中
心
を
持
つ
て
こ
そ
、

そ
の
将
来
の
発
展
を
期
す
こ
と
が
出
来
る
の

で
あ
る
。
一
方
里
余
り
の
旧
地
域
で
は
墓
地

さ
え
も
満
足
に
と
れ
ず
、
奥
武
山
公
園
の
仮

安
置
所
は
同
胞
市
民
の
霊
を
侮
辱
す
る
と
い

つ
て
も
よ
い
ほ
ど
の
見
す
ぼ
ら
し
さ
で
は
な

か
ろ
う
か
。

各
市
村
と
も
九
月
に
は
議
員
選
挙
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
が
現
在
の
行
政
区
で
当
選

す
る
こ
と
は
幾
分
容
易
で
あ
る
。
都
市
合
併

と
な
れ
ば
現
在
の
数
の
三
分
の
一
程
度
に
限

定
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
自
信
の
な
い
も
の

に
は
現
状
維
持
を
歓
迎
す
る
気
持
が
多
分
に

あ
る
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
と
い
つ
て
こ
の
個

人
的
な
利
益
に
よ
つ
て
都
市
合
併
を
遷
延
せ

し
め
た
り
、
反
対
す
る
と
す
れ
ば
公
益
を
無

視
し
た
行
為
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
当
間
市

長
が
議
員
の
意
志
を
尊
重
す
る
こ
と
は
よ
い

こ
と
で
あ
る
が
、
大
局
に
立
つ
て
那
覇
市
の

将
来
と
年
来
の
抱
負
の
前
に
謙
き
よ
な
気
持

に
な
つ
て
行
動
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。

何
は
と
も
あ
れ
四
市
村
長
が
私
心
を
去
つ

て
早
急
に
話
合
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ

し
て
何
等
の
条
件
な
ど
持
ち
出
さ
ず
三
市
一

村
合
併
の
大
綱
を
決
定
し
、
然
る
後
に
個
々

の
問
題
を
解
決
し
て
行
く
と
い
う
よ
う
に
す

れ
ば
、
事
態
を
好
転
せ
し
め
首
都
建
設
を
市

民
と
と
も
に
推
進
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
信

ず
る
。
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口
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晴
れ
た
り
降
つ
た
り
の
こ
の
ご
ろ
の
梅
雨
期

に
も
に
て
、
懸
案
の
都
市
合
併
問
題
は
那
覇
、

真
和
志
両
市
の
微
妙
な
カ
ケ
引
き
か
ら
、
ま

る
で
キ
ツ
ネ
と
タ
ヌ
キ
の
化
し
合
い
み
た
い

に
な
つ
て
し
ま
つ
た
▼
昨
年
は
那
覇
市
側
が

積
極
的
に
真
和
志
側
へ
呼
び
か
け
て
も
、
先

方
は
二
市
合
併
が
先
き
だ
と
ダ
ダ
を
こ
ね
、

こ
ん
ど
は
逆
に
真
和
志
側
が
八
月
ま
で
に
三

市
一
村
を
ひ
つ
く
る
め
て
、
一
気
に
大
都
市

三
〇
〇

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

六
月



合
併
を
実
現
し
よ
う
と
持
ち
か
け
た
ら
、
那

覇
市
側
が
吸
収
で
な
け
れ
ば
嫌
だ
と
ス
ネ
て

み
せ
た
▼
六
日
夜
、
当
間
那
覇
市
長
宅
で
開

か
れ
た
合
併
協
議
会
後
、
真
栄
田
議
長
は
真

和
志
市
が
無
条
件
降
伏
で
な
け
れ
ば
応
じ
か

ね
る
と
記
者
側
に
ほ
の
め
か
せ
て
お
り
、
相

当
強
硬
な
態
度
を
表
明
し
て
い
る
こ
と
は
注

目
さ
れ
る
▼
都
市
合
併
に
さ
い
し
、
あ
え
て

無
条
件
降
伏
な
る
文
句
を
ふ
り
か
ざ
し
て
い

る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
那
覇
市
側
は
昨
年
来

の
う
ら
み
が
い
ま
だ
に
根
強
く
残
つ
て
い
る

こ
と
を
示
す
も
の
で
、
い
ま
さ
ら
両
市
首
脳

部
間
の
溝
の
ひ
ら
き
が
、
あ
ま
り
に
大
き
す

ぎ
る
の
も
意
外
と
い
う
も
の
だ
▼
首
都
建
設

は
三
市
一
村
民
に
限
ら
ず
、
全
沖
縄
の
関
心

と
期
待
を
か
け
た
大
事
業
だ
け
に
、
こ
う
し

た
犬
猿
の
如
き
両
市
首
脳
部
の
態
度
は
、
な

ん
と
な
く
”
わ
れ
ら
の
代
表
”
と
称
す
る
に

は
、
あ
ま
り
に
感
情
的
に
走
り
す
ぎ
る
キ
ラ

イ
は
な
か
ろ
う
か
、
と
の
非
難
の
叫
び
も
な

い
で
は
な
い
が
、
結
局
合
併
後
に
く
る
べ
き

首
長
選
挙
を
め
ぐ
つ
て
、
政
党
的
な
動
き
が

大
き
な
原
因
を
な
し
て
い
る
と
見
る
向
も
多

く
▼
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
三
市
一
村
民
に

と
つ
て
合
併
問
題
も
政
争
の
具
に
供
さ
れ
る

恐
れ
な
し
と
し
な
い
と
の
危
ぐ
を
抱
く
の
も

尤
も
な
筋
合
だ
、
那
覇
市
が
他
の
二
市
一
村

を
解
体
し
市
に
吸
収
し
よ
う
と
の
考
え
方

は
、
い
さ
さ
か
虫
が
よ
す
ぎ
る
話
と
い
う
べ

き
だ
ろ
う
▼
こ
の
際
合
併
問
題
に
つ
い
て
は

四
者
首
脳
部
が
裸
に
な
つ
て
か
か
ら
ぬ
限
り

ス
ム
ー
ス
に
運
べ
る
道
理
が
な
く
、
一
つ
こ

ん
な
と
こ
ろ
で
も
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、

エ
イ
智
を
も
つ
て
ど
こ
ま
で
も
明
朗
か
つ
、

フ
ア
イ
ン
・
プ
レ
ー
で
ゆ
き
た
い
と
願
う
の

は
心
あ
る
市
民
の
叫
び
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。”

早
く
三
市
一
村
合
併
を
”
／

真
和
志
が
強
腰
の
意
見
書
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真
和
志
市
臨
時
議
会
は
七
日
午
前
十
時
か
ら

同
市
会
議
室
で
開
か
れ
た
。
全
議
員
出
席
の

も
と
に
先
ず
一
九
五
三
年
度
決
算
認
定
を
原

案
ど
お
り
可
決
し
た
の
ち
、
三
市
一
村
合
併

を
促
進
す
る
た
め
七
日
付
で
比
嘉
主
席
あ
て

次
の
よ
う
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
決

議
し
た
。

三
市
一
村
合
併
に
関
す
る
意
見
書

那
覇
、
真
和
志
、
首
里
三
市
に
小
禄
村
を
加

え
る
三
市
一
村
の
合
併
は
関
係
市
村
多
年
の

宿
望
で
あ
り
、
且
つ
ほ
う
は
い
た
る
世
論
と

し
て
全
沖
縄
住
民
の
関
心
を
あ
つ
め
て
お
り

ま
す
こ
と
は
今
更
説
明
を
要
し
な
い
と
思
い

ま
す
。

従
来
我
真
和
志
市
議
会
は
、
那
覇
、
真
和
志

の
現
実
の
要
請
に
基
き
ま
し
て
二
市
合
併
を

先
行
し
、
次
い
で
首
里
、
小
禄
に
及
ぼ
す
こ

と
を
既
定
方
し
ん
と
し
て
こ
れ
を
主
張
し
て

来
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
去
る
五
月
十
七
日

の
市
議
会
に
お
け
る

都
市
合
併
に
対
す
る

声
明
書

の
議
決
に
よ
つ
て
明
ら
か
に
さ
れ

ま
し
た
よ
う
に
本
年
八
月
を
期
し
て
四
市
村

同
時
合
併
の
用
意
あ
る
事
を
宣
明
し
以
て
関

係
市
村
共
通
の
要
請
に
応
え
る
態
度
を
決
定

致
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
真
和
志
市
議
会

が
従
来
の
主
張
を
譲
つ
て
、
こ
ゝ
に
四
市
村

同
時
合
併
へ
の
指
向
し
ま
し
た
の
も
、那
覇
、

真
和
志
に
お
け
る
教
育
、
文
化
、
社
会
面
を

は
じ
め
、
産
業
、
経
済
、
金
融
、
交
通
、
運

輸
等
の
現
じ
つ
が
既
に
不
離
一
体
化
し
て
い

る
に
か
ゝ
わ
ら
ず
依
然
と
し
て
二
つ
の
行
政

区
域
に
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
何
と
し

て
も
不
自
然
で
あ
り
当
然
な
さ
る
べ
き
行
政

上
の
合
併
措
置
が
人
為
的
に
は
ば
ま
れ
て
い

る
と
の
批
判
も
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま

し
て
、
あ
る
べ
き
姿
に
あ
ら
し
め
る
こ
と
こ

そ
現
じ
つ
即
応
の
行
政
措
置
で
あ
る
と
確
信

す
る
か
ら
で
あ
り
、
同
時
に
農
水
産
業
を
は

じ
め
凡
ゆ
る
生
産
地
帯
を
も
圏
内
に
包
含
す

る
こ
と
に
よ
つ
て
、
消
費
、
生
産
の
両
性
格

を
併
有
す
る
近
代
都
市
と
し
て
の
要
件
を
具

備
す
る
必
要
か
ら
相
接
す
る
首
里
、
小
禄
の

両
市
村
を
加
え
る
こ
と
を
得
策
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
ま
た
新
首
都
建
設
も
こ
の
地
域
を

基
盤
と
し
て
な
さ
れ
る
こ
と
を
常
識
と
す
る

か
ら
で
あ
り
ま
す
。
さ
き
に
貴
政
府
の
諮
問

に
応
え
て
関
係
市
村
議
会
か
ら
都
市
計
画
地

域
の
答
申
が
な
さ
れ
ま
し
た
の
も
蓋
し
如
上

の
要
請
に
基
く
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
四
市

村
同
時
合
併
へ
の
同
調
を
議
決
致
し
ま
し
た

我
真
和
志
市
議
会
と
致
し
ま
し
て
は
政
府
が

そ
の
既
定
方
し
ん
と
し
て
お
ら
れ
る
那
覇
、

真
和
志
、
首
里
、
小
禄
の
四
市
村
合
併
を
強

力
に
推
進
せ
ら
れ
速
か
に
之
が
実
現
を
期
し

以
て
国
際
都
市
た
る
に
値
す
る
新
首
都
の
建

設
と
十
五
万
住
民
の
福
祉
増
進
に
寄
与
せ
ら

れ
る
よ
う
こ
ゝ
に
強
く
要
望
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

右
市
町
村
自
治
法
第
三
十
九
条
第
二
項
の
規

定
に
基
き
議
会
の
議
決
を
以
て
意
見
書
を
提

出
致
し
ま
す

都
市
合
併
の
推
進
を
／
真
和
志

市
議
長
、
主
席
訪
問

琉
新
・
夕
　
１
９
５
４
・
６
・
８

真
和
志
市
議
会
は
新
垣
議
長
ら
代
表
五
名
が

八
日
あ
さ
行
政
府
と
立
法
院
を
訪
問
、
七
日

の
臨
時
市
会
で
決
議
し
た

政
府
は
那
覇
、

真
和
志
、
首
里
、
小
禄
の
三
市
一
村
合
併
を

強
力
に
推
進
し
速
や
か
に
実
現
さ
せ
て
も
ら

い
た
い

と
の
意
見
書
を
そ
れ
ぞ
れ
提
出
し

た
。
あ
さ
十
一
時
半
、
代
表
ら
と
会
見
、
意

見
書
を
受
取
つ
た
比
嘉
主
席
は
深
い
関
心
を

持
つ
て
成
り
行
き
を
注
意
し
て
い
る
と
つ
ぎ

の
よ
う
に
答
え
た

三
〇
一

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

六
月



三
市
一
村
合
併
の
問
題
に
つ
い
て
は
深
い

関
心
を
払
つ
て
い
る
、
決
し
て
冷
淡
な
わ
け

で
は
な
い
、
メ
ツ
セ
ー
ジ
で
発
表
し
た
通
り

新
首
都
の
建
設
は
常
に
意
図
し
て
い
る
と
こ

ろ
だ
が
、
し
か
し
私
が
乗
り
出
し
て
ま
と
め

役
に
回
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
、
あ
く
ま
で

民
主
的
に
四
市
村
の
気
持
で
ひ
と
つ
に
ま
と

ま
つ
た
機
会
を
と
ら
え
て
政
府
が
乗
り
出
す

べ
き
だ
と
思
つ
て
い
る
、
関
係
市
村
の
意
見

が
早
く
調
整
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
布
令
133
号
８
日
付
／
那
覇
商
港
、

民
直
轄
に
／
他
の
軍
港
除
い

て
は
市
町
村
が
運
営

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
４
・
６
・
10

五
一
年
七
月
三
日
付
布
令
四
十
七
号

臨
時

中
央
政
府
の
海
事
権
限

に
よ
つ
て
臨
時
中

央
政
府
の
海
事
に
関
す
る
権
限
が
定
め
ら

れ
、
那
覇
商
港
の
規
模
及
び
管
理
権
に
つ
い

て
も
規
定
さ
れ
た
が
軍
で
は
同
布
令
を
廃
止

し
六
月
八
日
付
、
布
令
百
三
十
三
号
を
出
し

て
那
覇
商
港
及
び
そ
の
他
の
市
町
村
港
に
つ

い
て
規
定
し
た
、
こ
れ
に
よ
る
と
那
覇
商
港

は
琉
球
政
府
の
直
轄
下
に
置
か
れ
そ
の
他
の

軍
用
港
を
除
く
港
は
そ
れ
ぞ
れ
最
寄
り
の
市

町
村
で
管
理
運
営
す
る
と
定
め
ら
れ
た
。

又
そ
の
後
の
那
覇
商
港
計
画
の
発
展
に
伴
い

商
港
の
規
模
の
規
定
も
変
更
が
あ
る
よ
う
だ
。

長
期
金
融
資
金
部
の
設
置
／
市

町
村
議
長
会
／
那
覇
市
議
長

が
提
案

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
６
・
11

那
覇
市
議
会
の
真
栄
田
世
勳
議
長
は
十
三
日

開
催
さ
れ
る
全
島
市
町
村
議
会
議
長
会
へ
の

提
案
事
項
と
し
て

長
期
金
融
資
金
部
の
創

設
を
政
府
へ
要
請
す
る
件

を
提
出
す
る
。

こ
れ
は
財
政
窮
迫
と
資
金
難
か
ら
不
振
の
状

況
に
あ
る
地
方
自
治
体
の
た
め
長
期
低
利
融

資
の
途
を
開
い
て
そ
の
育
成
強
化
に
努
め
て

貰
い
た
い
と
い
う
の
が
主
旨
で
理
由
は
お
う

む
ね
次
の
通
り
。

一
、
各
市
町
村
で
は
戦
災
復
興
或
い
は
産
業

開
発
、
教
育
施
設
な
ど
幾
多
の
基
本
施
設
を

計
画
し
て
も
資
金
難
か
ら
事
業
執
行
は
不
可

能
の
状
態
に
あ
る
。

一
、
現
在
、
農
水
金
庫
な
ど
設
置
さ
れ
て
い

る
が
直
接
、
市
町
村
に
対
す
る
融
資
機
関
は

な
い
、

一
、
学
校
建
築
資
金
は
復
金
か
ら
市
町
村
に

対
し
融
資
し
て
貰
え
る
が
条
件
が
む
つ
か
し

い
の
で
借
入
は
容
易
で
な
い
、
よ
つ
て
政
府

に
お
い
て
長
期
融
資
金
を
積
立
て
ゝ
市
町
村

へ
長
期
低
利
融
資
の
途
を
講
じ
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
も
の
、

な
お
特
に
日
本
で
は
戦
災
都
市
復
興
事
業
に

対
し
て
は
現
在
、
事
業
費
の
五
割
を
国
庫
が
、

二
割
五
分
を
府
県
が
そ
れ
ぞ
れ
補
助
し
て
い

る
実
情
に
あ
る
と
付
加
え
て
あ
る
。

那
覇
商
港
の
区
域

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
４
・
６
・
12

布
令
一
三
三
号

那
覇
商
港

六
月
八
日

付

で
は
那
覇
商
港
区
域
を
現
在
鉄
骨
に
よ

つ
て
区
切
ら
れ
て
い
る
岸
壁
地
帯

タ
ー
ミ

ナ
ル
・
ビ
ル
を
含
む

だ
け
と
し
、
従
来
の

港
区
か
ら
三
重
城
倉
庫
地
帯
や
琉
海
運
社
、

税
関
、
出
入
国
管
理
課
な
ど
の
一
帯
が
除
か

れ
て
い
る
。

編
入
合
併
を
堅
持
／
き
の
う
那

覇
市
与
党
議
員
が
協
議
／
反

対
な
ら
小
禄
だ
け
で
も

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
４
・
６
・
17

三
市
一
村
合
併
問
題
は
成
功
か
決
裂
か
愈
々

最
終
的
段
階
に
近
づ
い
た
感
じ
だ
が
那
覇
市

で
は
十
六
日
よ
る
当
間
市
長
等
市
当
局
と
与

党
議
員
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
加
え

た
結
果

合
併
は
吸
収
編
入
の
線
を
堅
持
す

る

と
の
基
本
線
を
再
確
認
し
た
。
こ
れ
に

も
と
づ
い
て
与
党
議
員
は
十
九
日
定
例
議
会

の
初
日
に

十
八
日

に
全
議
員
へ
こ
の
問

題
を
図
つ
て
議
会
の
態
度
を
決
す
る
こ
と
に

な
つ
て
い
る
が
一
方
当
間
市
長
も
又
近
々
の

う
ち
に
四
市
村
長
会
議
を
開
き
那
覇
側
の
編

入
の
線
で
合
併
を
協
力
す
る
よ
う
呼
び
掛
け

る
方
針
で
あ
る
。

な
お
那
覇
と
し
て
は
編
入
の
場
合
で
も
当

初
の
一
年
間
は
各
市
村
の
現
在
予
算
を
そ

の
ま
ま
執
行
す
る
。
と
の
条
件
を
つ
け
る

よ
う
だ
が
以
上
の
線
で
折
衝
し
て
も
な
お

か
つ
真
和
志
そ
の
他
が
反
対
な
ら
ひ
と
ま

ず
小
禄
の
み
を
編
入
し
て
今
期
三
市
一
村

合
併
を
見
送
る
外
は
な
い
と
の
態
度
で
あ

る
。

那
覇
が
編
入
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
理

由
は
大
要
次
の
通
り
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
近
く
議
会
と
し
て
も
正
式

な
声
明
を
発
表
す
る
。

一
、
四
市
村
の
予
算
を
比
較
し
た
場
合
、
那

覇
の
一
億
円
に
対
し
他
三
市
村
は
合
計
約
二

千
万
円
で
四
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
五

分
の
一
の
た
め
に
大
半
を
御
破
産
す
る
こ
と

は
不
合
理
で
あ
る
。

一
、
日
本
で
は
い
わ
ゆ
る
対
等
の
合
併
は
特

異
例
で
殆
ど
が
編
入
で
あ
る
。
し
か
も
こ
ち

ら
は
首
都
で
あ
る
か
ら
編
入
は
不
自
然
で
は

な
い
。

一
、
合
併
は
編
入
に
し
ろ
対
等
に
し
ろ
住
民

福
祉
に
は
関
係
な
い
。
専
ら
事
務
的
な
問
題

で
あ
る
か
ら
む
し
ろ
編
入
が
ス
ム
ー
ス
に
行

く
。
一
、
真
和
志
の
財
産
は
那
覇
の
十
分
の
一
程

度
、
し
か
も
合
併
目
当
て
の
財
産
処
分
を
伝

え
ら
れ
る
状
況
だ
か
ら
こ
れ
で
は
対
等
と
は

無
理
で
あ
る
。

三
〇
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一
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初
め
か
ら
そ
の
ハ
ラ
／
メ
ン
ツ
を
す
て
　

ゝ
協
力
を
／
真
栄
田
議
長
の
談

こ
れ
で
真
和
志
が
Ｏ
Ｋ
な
ら
九
月
ま
で
に
は

大
那
覇
市
が
実
現
し
よ
う
。
こ
の
際
は
メ
ン

ツ
を
捨
て
て
住
民
福
祉
の
上
か
ら
善
処
さ
れ

た
い
と
希
望
す
る
の
み
だ
。
又
こ
れ
以
外
に

真
和
志
の
水
道
や
学
校
問
題
も
解
決
の
道
は

な
い
と
思
う
。
な
お
我
々
は
合
併
決
議
の
際

も
方
法
論
に
は
触
れ
て
い
な
か
つ
た
が
最
初

か
ら
編
入
の
ハ
ラ
で
あ
つ
た
。

｜
社
　
説
｜

都
市
合
併
へ
の
態
度

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
６
・
18

真
和
志
市
が
五
月
十
七
日
の
臨
時
市
会
で

那
覇
、
真
和
志
、
首
里
、
小
禄
の
三
市
一
村

合
ぺ
い
決
議
を
し
て
か
ら
丁
度
一
月
、
昨
年

以
来
都
市
合
ぺ
い
は
懸
案
と
な
り
真
和
志
側

が
し
ぶ
つ
て
い
た
た
め
合
ぺ
い
の
必
要
に
迫

ら
れ
な
が
ら
実
現
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ

た
。
こ
れ
が
真
和
志
市
議
会
の
決
議
と
な
つ

た
の
で
、
問
題
は
急
転
直
下
解
決
す
る
も
の

と
思
つ
て
い
た
ら
今
度
は
那
覇
市
側
が
渋
つ

て
合
併
問
題
は
停
頓
状
態
に
入
つ
た
の
で
あ

つ
た
。
こ
の
間
市
長
候
補
者
が
何
う
の
、
社

会
党
進
出
の
た
め
議
員
選
挙
が
何
う
の
と
い

ろ
い
ろ
の
噂
が
と
び
、
雑
音
が
い
り
乱
れ
て

放
送
さ
れ
た
た
め
に
都
市
合
ぺ
い
問
題
の
真

相
が
ゆ
が
め
ら
れ
た
形
で
あ
つ
た
。
し
か
し

問
題
が
停
頓
し
な
が
ら
も
少
し
ず
つ
進
転
し

つ
つ
あ
る
こ
と
は
慶
ば
し
い
こ
と
で
、
三
市

一
村
の
市
村
長
や
市
村
議
会
が
合
ぺ
い
問
題

を
真
剣
に
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

す
な
わ
ち
十
五
日
に
那
覇
、
真
和
志
両
市

の
首
脳
会
談
が
那
覇
市
側
の
申
入
れ
に
よ
つ

て
当
間
市
長
宅
で
開
か
れ
た
こ
と
は
、
結
果

の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
両
者
の
認
識
を
ふ
か

め
都
市
合
ぺ
い
の
実
現
に
対
し
て
効
果
が
あ

つ
た
こ
と
と
信
ず
る
。
会
談
に
は
那
覇
側
は

当
間
市
長
、
真
栄
田
、
城
間
正
副
議
長
、
真

和
志
側
は
宮
里
市
長
、
新
垣
議
長
が
出
席
し

た
が
当
間
市
長
は
実
業
家
間
に
は
時
期
尚
早

の
意
見
も
あ
る
が

私
と
し
て
は
合
併
は
ぜ

ひ
実
現
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
那
覇
で
は

編
入
の
方
し
ん
で
合
ぺ
い
を
進
め
る
こ
と
に

決
つ
た

と
態
度
を
明
ら
か
に
し
た
よ
う
で

あ
る
。
宮
里
真
和
志
市
長
は

編
入
合
ぺ
い

は
市
会
の
声
を
聞
い
て
か
ら
に
し
た
い

と

し
、
か
ね
て
真
和
志
市
が
行
つ
た
合
ぺ
い
決

議
は
当
面
せ
る
両
市
の
現
実
を
解
決
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
、
何
ら
政
治
的
カ
ケ
ヒ
キ
の

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
と
い

わ
れ
る
。
那
覇
市
側
が
一
部
実
業
人
側
の
時

期
尚
早
に
わ
ざ
わ
い
さ
れ
ず
、
当
間
市
長
が

合
ぺ
い
を
実
現
し
た
い
と
い
う
熱
意
が
失
わ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
窺
わ
れ
、
ま
た
議
員
に

し
て
も
時
期
尚
早
に
藉
口
し
て
選
挙
の
カ
ケ

ヒ
キ
を
度
外
に
し
て
い
る
こ
と
は
都
計
の
促

進
、
首
都
建
設
に
対
す
る
善
意
を
示
し
た
も

の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

真
和
志
市
側
が
従
来
の
那
覇
、
真
和
志
両

市
合
ぺ
い
主
張
か
ら
三
市
一
村
合
ぺ
い
を
決

議
す
る
に
至
つ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
さ
き

に
新
垣
真
和
志
市
議
長
ら
が
当
間
那
覇
市
長

を
訪
問
し
て
合
ぺ
い
促
進
を
要
請
し
た
と
き

も
政
治
的
カ
ケ
ヒ
キ
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
、
ま
た
水
道
問
題
で
宮
里
真
和
志
市

長
が
当
間
那
覇
市
長
訪
問
の
際
に
も
合
ぺ
い

に
協
力
を
要
望
し
て
お
り
、
十
五
日
の
会
談

で
も
政
治
的
カ
ケ
ヒ
キ
の
な
い
こ
と
が
強
調

さ
れ
て
い
る
の
で
、
真
和
志
市
側
が
合
ぺ
い

問
題
に
純
真
な
立
場
を
と
つ
て
当
つ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
今
日
に
お
い
て
政
治
的
カ

ケ
ヒ
キ
以
外
に
都
市
合
ぺ
い
に
支
障
と
な
る

の
は
何
も
な
い
こ
と
に
な
る
。
真
和
志
市
側

は
那
覇
市
側
の
編
入
合
ぺ
い
に
つ
い
て
は
市

議
会
の
声
を
き
い
て
後
に
態
度
を
明
ら
か
に

し
た
い
と
い
つ
て
い
る
が
も
つ
と
も
な
こ
と

で
あ
ろ
う
。
編
入
吸
収
と
い
う
言
葉
は
か
な

り
刺
激
的
な
ひ
び
き
を
も
つ
て
お
る
が
、
こ

れ
は
単
な
る
方
法
の
問
題
で
、
議
員
諸
氏
が

こ
れ
に
刺
激
さ
れ
て
軽
挙
す
る
こ
と
が
あ
つ

て
は
な
ら
な
い
。
形
式
よ
り
も
実
質
を
と
り

首
都
の
建
設
、
市
民
の
福
祉
と
い
う
立
場
か

ら
都
市
合
ぺ
い
が
明
朗
に
推
進
さ
れ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

真
和
志
市
議
会
が
三
市
一
村
合
ぺ
い
を
決

議
し
た
の
は

対
等
合
ぺ
い

を
欲
し
て
の

こ
と
で
は
な
か
つ
た
。
そ
の
声
明
書
に
も
あ

る
と
お
り
大
乗
的
立
場
に
立
つ
て

新
首
都

建
設
に
積
極
的
協
力
の
実
を
示
し
那
覇
真
和

志
両
市
間
に
横
た
わ
る
ガ
ン
症
を
解
決
し
更

ら
に
四
市
村
民
の
繁
栄
に
寄
与

せ
ん
が
た

め
だ
と
う
た
つ
て
い
る
。
こ
の
精
神
を
も
つ

て
す
る
な
ら
ば
政
治
的
カ
ケ
ヒ
キ
を
蔵
さ
な

い
か
ぎ
り
編
入
か
、
対
等
か
は
問
題
と
す
る

に
足
り
な
い
も
の
で
あ
る
。
那
覇
、
真
和
志

両
市
は
す
で
に
境
界
を
分
明
に
出
来
な
い
ほ

ど
両
市
民
が
入
組
ん
で
一
体
化
さ
れ
て
お
り

産
業
、
交
通
、
教
育
な
ど
行
政
の
分
立
に
よ

る
市
民
の
受
け
る
不
便
は
大
き
い
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
に
戸
籍
、
土
地
租
、
水
道
問
題
な

ど
と
分
立
し
て
い
る
が
故
に
解
決
の
繁
雑
と

困
難
を
来
た
し
て
い
る
問
題
も
多
い
。
那
覇

真
和
志
両
市
の
現
実
は
ほ
と
ん
ど
不
可
分
の

状
態
で
あ
り
、
両
市
民
の
世
論
に
対
し
て
も

合
ぺ
い
は
看
過
す
べ
き
時
機
で
は
な
く
な
つ

て
い
る
の
で
あ
る
。

一
部
で
は
那
覇
市
の
態
度
に
対
し
て
真
和

志
市
も
条
件
を
持
ち
出
す
の
で
は
な
い
か
と

危
ぶ
ん
で
い
る
向
き
も
あ
る
が
、
真
和
志
が

す
で
に
大
乗
的
見
地
に
立
つ
て
合
ぺ
い
促
進

に
乗
り
出
し
て
い
る
以
上
、
か
か
る
小
策
を

弄
す
る
こ
と
は
そ
の
精
神
に
も
ど
る
と
と
も

に
所
期
の
八
月
合
ぺ
い
を
不
能
と
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
自
重
す
べ
き
で
あ
る
。
首
都
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建
設
の
歴
史
的
事
業
と
機
会
を
逸
し
て
は
な

ら
な
い
。

旧
市
街
の
復
興
に
重
点
／
当
間

那
覇
市
長
施
政
方
針
演
説
／

生
産
都
市
へ
の
転
換
／
市
民

を
一
号
線
内
側
に
誘
致
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十
八
日
午
前
十
時
開
会
の
那
覇
市
議
会
で
当

間
市
長
は
次
の
よ
う
な
施
政
方
針
演
説
を
行

つ
た
が
、
特
に
市
長
は
旧
市
内
の
早
期
復
興

を
強
調
、
市
民
の
協
力
を
要
望
し
た
。

（
演
説
要
旨
）

那
覇
市
民
多
年
の
希
望
で
あ
る
諸
建
設
事
業

は
軍
民
政
府
の
絶
大
な
理
解
と
支
援
と
那
覇

市
議
会
の
積
極
的
な
協
力
に
よ
り
着
々
そ
の

成
果
を
あ
げ
つ
つ
あ
る
。
こ
と
に
市
政
の
バ

ツ
ク
ボ
ー
ン
と
も
い
う
べ
き
都
市
計
画
事
業

に
つ
い
て
は
前
後
二
回
計
八
千
七
百
五
十
一

万
円
の
復
金
融
資
に
よ
り
牧
志
街
道
、
泊
埋

立
お
よ
び
水
道
な
ど
広
範
囲
の
起
債
事
業
を

行
い
、
か
つ
政
府
の
援
助
で
美
栄
橋
地
区
の

区
画
整
理
を
終
え
た
。
し
か
し
現
在
の
琉
球

経
済
の
動
向
を
つ
ぶ
さ
に
検
討
す
る
と
き
五

五
年
度
は
才
入
面
に
大
巾
の
増
額
を
も
と
め

る
こ
と
は
極
め
て
危
険
で
あ
り
、
税
収
、
税

外
収
と
と
も
に
堅
実
な
線
に
こ
れ
を
抑
制
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
た
め
区
画
整
理
、
安
里
川
改
修

等
の
基
本
的
都
市
復
興
事
業
に
つ
い
て
は
こ

の
際
起
債
財
源
に
よ
る
特
別
会
計
を
設
け
て

一
般
予
算
と
は
は
つ
き
り
区
別
を
つ
け
実
施

を
容
易
な
ら
し
め
た
い
。
一
般
会
計
の
面
で

は
不
急
の
事
業
は
で
き
る
だ
け
圧
縮
し
基
本

産
業
の
育
成
、
衛
生
、
社
会
福
祉
事
業
に
対

し
意
を
用
い
た
。

五
四
年
度
を
通
じ
て
若
狭
町
、
前
島
そ
の

他
旧
市
内
の
軍
用
地
が
関
係
当
局
の
配
慮

に
よ
り
続
々
と
開
放
の
運
び
に
な
つ
た
が

五
五
年
度
は
こ
れ
ら
開
放
地
の
区
画
整
理

を
早
急
に
実
施
し
た
い
。
那
覇
プ
ロ
パ
ー

那
覇
固
有
の

す
な
わ
ち
旧
市
内
の

復
興
を
計
り
一
日
も
早
く
市
民
を
一
号
線

の
う
ち
側
に
誘
致
し
た
い
。

次
に
五
五
年
度
戦
災
復
興
事
業
の
一
つ
と
し

て
安
里
川
改
修
工
事
を
新
規
に
計
画
し
て
い

る
が
、
こ
の
工
事
は
浚
渫
の
土
砂
で
河
川
の

側
面
を
埋
立
て
る
と
い
う
一
石
二
鳥
の
計
画

で
あ
る
。

五
五
年
度
に
は
水
道
使
用
料
の
二
割
引
下

げ
、
市
場
使
用
料
の
一
割
値
下
げ
、
同
時
に

各
種
産
業
団
体
に
対
す
る
補
助
、
基
本
産
業

の
指
導
育
成
に
も
力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、
衛

生
、
生
活
扶
助
な
ど
福
利
施
設
の
面
も
留
意

市
民
所
得
の
増
加
や
消
費
都
市
よ
り
生
産
都

市
へ
の
転
換
を
も
講
ず
る
か
た
わ
ら
、
住
み

よ
い
文
化
都
市
建
設
を
図
り
た
い
と
思
う
。

都
市
合
併
／
こ
ゝ
一
週
間
が

”
成
否
”
の
ヤ
マ
／
当
間
氏

市
長
改
選
は
嫌
／
編
入
に
は

応
ぜ
ら
れ
ぬ
真
和
志
側
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来
る
九
月
に
行
わ
れ
る
市
町
村
長
並
び
に
市

町
村
議
員
選
挙
の
告
示
は
七
月
二
十
三
日
に

行
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
う
余
曲
折
を
経
て
来

た
三
市
一
村
合
併
も
い
よ
い
よ
大
詰
に
近
づ

い
た
感
じ
だ
が
、
告
示
ま
で
に
余
す
と
こ
ろ

三
十
五
日
、
も
し
合
併
す
る
に
し
て
も
関
係

各
市
町
村
の
合
併
申
請
準
備
と
立
法
院
へ
の

提
案
準
備
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
二
週
間
を
要
す

る
も
の
と
み
て
都
市
合
併
は
成
る
も
成
ら
ぬ

も
こ
こ
一
週
間
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

十
五
日
の
当
間
、
宮
里
会
談
で
は
当
間
那

覇
市
長
は

首
長
改
選
は
い
や
だ
か
ら
編

入
合
併
で
行
く

と
言
明
し
た
と
い
わ
れ
、

真
和
志
側
を
困
惑
さ
せ
て
お
り
那
覇
市
議

会
に
は
休
会
時
を
ね
ら
つ
て
那
覇
市
議
員

と
話
し
合
う
た
め
真
和
志
議
員
が
多
数
傍

聴
し
て
い
た
。

新
垣
真
和
志
議
長
談

編
入
合
併
を
受
諾
す
る
こ
と
は
煮
る
な
り

焼
く
な
り
勝
手
に
料
理
し
て
く
れ
と
い
う

こ
と
に
な
る
わ
け
で
こ
れ
を
ウ
呑
み
に
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
。
な
ん
と
い
つ
て
も

人
口
十
七
万
の
都
市
が
で
き
る
の
だ
か
ら

そ
の
首
長
は
全
住
民
の
投
票
に
よ
つ
て
決

め
ら
れ
る
の
が
民
主
的
な
在
り
方
だ
と
思

う
。
当
間
氏
が
大
き
な
腹
を
示
し
て
く
れ

た
ら
住
民
は
再
び
当
間
氏
を
選
任
す
る
だ

ろ
う
。
要
す
る
に
今
度
の
合
併
は
当
間
氏

個
人
の
進
退
問
題
に
つ
な
が
つ
て
い
る
よ

う
だ
。
併
し
真
和
志
は
最
後
ま
で
希
望
を

捨
て
ず
に
努
力
す
る
考
え
で
あ
る
。

解
説
／
対
立
す
る
編
入
と
対
等

合
併
／
合
併
の
理
想
は
『
対

等
』
／
編
入
少
数
が
多
数
支

配
の
疑
問

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
６
・
20

首
都
の
建
設
を
ひ
と
つ
の
目
標
と
し
て
戦
後

再
燃
し
た
都
市
合
併
問
題
は
、
ひ
と
こ
ろ
二

市
か
、
三
市
一
村
か
区
域
の
大
小
を
め
ぐ
つ

て
対
立
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
み
え
た
が
、

最
近
那
覇
市
側
が
編
入
吸
収
を
強
硬
に
主
張

し
た
こ
と
に
よ
つ
て
、
に
わ
か
に
争
点
は

”
合
併
の
方
法
論
”
へ
向
き
を
か
え
て
き
た

よ
う
で
あ
る
。
｜
で
は
い
ろ
い
ろ
複
雑
し
た

政
治
的
問
題
の
伏
在
も
考
え
ら
れ
る
事
で
は

あ
る
が
、
こ
れ
を
地
方
自
治
法
の
面
か
ら
と

り
あ
げ
て
、
二
つ
の
相
違
点
を
み
る
と
し
よ

う
。
○

市
町
村
自
治
法
第
三
条
に
は

市
町
村

の
配
置
分
合
又
は
境
界
変
更
は
”
関
係
市
町

村
の
申
請
に
基
き
”
行
政
主
席
が
立
法
院
の

議
決
を
経
て
こ
れ
を
定
め
る

と
あ
り
、

三
〇
四

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

六
月



市
町
村
の
合
併
は
あ
く
ま
で
関
係
自
治
団
体

の
自
主
的
な
意
志
表
示
を
根
本
と
し
て
始
め

ら
れ
る
も
の
で
、
対
等
的
合
併
が
理
想
的
と

さ
れ
て
い
る
。

市
町
村
の
配
置
分
合
と
は
市
町
村
の
区
域
の

変
更
が
市
町
村
の
人
格
の
発
生
又
は
消
滅
を

来
す
も
の
を
い
い
、
そ
れ
に
は
普
通
次
の
四

つ
の
場
合
が
あ
げ
ら
れ
る
。

１
、
合
併

即
ち
二
以
上
の
市
町
村
を
以

て
一
市
町
村
を
新
設
す
る
場
合

２
、
編
入

一
市
町
村
を
他
の
一
又
は
数

市
町
村
に
編
入
す
る
場
合
。

３
、
分
割

一
市
町
村
を
廃
止
し
、
そ
の

区
域
を
分
け
て
数
市
町
村
を
お
く
場
合
。

４
、
分
立

一
市
町
村
又
は
数
市
町
村
の

廃
止
に
よ
り
新
た
に
一
市
町
村
を
設
置
す

る
場
合
。

○

そ
れ
で
は
対
等
合
併
と
編
入
合
併
と
は

ど
う
い
う
点
で
違
う
か
、
字
句
上
の
解
釈
か

ら
も
大
体
の
判
断
は
で
き
る
が
、
先
ず
行
政

面
で
は
対
等
合
併
の
場
合
、
関
係
市
町
村
は

そ
の
議
決
の
後
一
様
に
首
長
、
議
会
を
解
消

し
て
新
た
に
設
置
さ
れ
る
市
町
村
の
首
長
、

議
員
を
選
挙
す
る
わ
け
で
、そ
れ
ま
で
の
間
、

即
ち
新
し
い
首
長
、
議
会
お
よ
び
選
挙
管
理

委
員
会
が
選
挙
さ
れ
る
ま
で
の
暫
定
期
間
は

関
係
市
町
村
の
協
議
に
よ
り
理
事
者
を
選
任

し
て
行
政
執
行
に
当
る
こ
と
に
な
つ
て
い

る
。
こ
の
場
合
合
併
は
勿
論
冒
頭
に
あ
げ
た

よ
う
に
法
的
に
処
理
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
編
入
合
併
の
場
合
は
現
に
あ

る
市
町
村
に
他
の
市
町
村
が
吸
収
さ
れ
る
の

で
あ
る
か
ら
、
規
定
に
よ
り
境
界
は
自
ら
変

更
し
、
別
に
合
併
、
分
割
お
よ
び
分
立
の
よ

う
な
法
律
の
手
続
を
要
し
な
い
。

更
に
こ
の
場
合
、
編
入
さ
れ
る
市
町
村
は
解

消
し
て
編
入
す
る
市
町
村
に
吸
収
さ
れ
る
わ

け
で
あ
る
し
、
編
入
す
る
方
の
市
町
村
の
首

長
は
そ
の
ま
ゝ
任
期
中
留
ま
る
こ
と
が
で

き
、
議
会
は
吸
収
合
併
に
よ
る
人
口
の
増
加

に
伴
う
議
員
の
増
員
分
だ
け
を
選
挙
に
よ
り

補
充
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

○

合
併
の
場
合
の
財
産
処
分
は
関
係
市
町

村
の
議
会
の
議
決
を
経
て
協
議
に
よ
つ
て
こ

れ
を
定
め
る
が
、
協
議
が
ま
と
ま
ら
な
い
場

合
は
関
係
市
町
村
の
意
見
を
き
い
て
終
局
的

に
は
主
席
が
こ
れ
を
決
め
る
。

異
論
の
あ
る
場
合
は
裁
判
に
よ
つ
て
決
定
さ

れ
る
。

○

以
上
大
体
対
等
合
併
と
編
入
合
併
の
相

違
点
で
あ
る
が
、
現
在
の
都
市
合
併
問
題
を

め
ぐ
る
方
法
論
の
良
し
悪
し
に
ふ
れ
る
こ
と

は
別
と
し
て
も
、
一
つ
だ
け
指
摘
で
き
る
こ

と
が
あ
る
。

即
ち
三
市
一
村
の
人
口
は
大
体
那
覇
六
万
、

真
和
志
五
万
、
首
里
二
万
、
小
禄
一
万
五
千

で
あ
り
、
も
し
那
覇
市
の
主
張
す
る
編
入
合

併
が
実
現
す
る
と
仮
定
し
た
場
合
、
那
覇
六

万
の
住
民
の
意
志
が
他
の
二
市
一
村
八
万
五

千
の
意
志
を
左
右
す
る
と
い
う
事
に
な
り
、

こ
れ
は
多
数
の
意
志
が
少
数
者
に
よ
り
左
右

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
地
方
自
治
或
は
民

主
政
治
の
あ
り
方
か
ら
し
て
本
質
的
に
ど
う

か
と
い
う
疑
問
を
生
ず
る
こ
と
に
な
り
、
こ

の
よ
う
な
意
見
は
相
当
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

本
土
の
場
合
の
実
例

○

日
本
々
土
の
場
合
の
合
併
の
実
例
か
ら

み
る
と
こ
れ
を
容
易
に
実
現
さ
せ
た
方
法
と

し
て
町
村
に
一
部
事
務
組
合
、
例
え
ば
学
校

組
合
、
伝
染
病
組
合
等
を
組
織
し
て
隣
接
町

村
と
の
意
志
の
疎
通
、
親
密
度
を
高
め
る
と

い
う
方
法
に
よ
り
ス
ム
ー
ス
に
合
併
を
実
ら

せ
た
例
が
多
い
、
又
全
部
事
務
組
合
の
設
置

に
よ
る
合
併
も
実
現
を
推
進
す
る
方
法
の
一

つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

合
併
問
題
に
論
議
集
中
／
眞
栄

田
・
泉
両
議
員
渡
り
合
う
／

那
覇
市
会
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那
覇
市
議
会
は
二
十
一
日
午
前
十
時
五
十

分
再
開
、
直
ち
に
当
間
市
長
の
施
政
方
針

に
対
す
る
質
問
に
入
つ
た
が
、
そ
の
日
の

午
前
中
は
ほ
と
ん
ど
合
併
問
題
に
論
議
が

集
中
さ
れ
た
。

ま
ず
質
問
の
た
め
城
間
副
議
長
と
議
長
を
交

代
し
た
真
栄
田
議
員
が

合
併
は
都
市
経
営

の
面
か
ら
検
討
す
べ
き
で
、
そ
の
根
本
と
な

る
財
政
力
等
か
ら
し
て
那
覇
が
他
を
編
入
す

る
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
の
点
市
当
局
が

か
ゝ
る
重
要
な
資
料
を
調
査
し
公
表
し
な
い

の
は
怠
慢
で
あ
る

と
述
べ
、
又

市
長
は

も
し
真
和
志
が
編
入
を
蹴
つ
た
ら
ど
う
す
る

か

と
質
問
し
た
こ
れ
に
対
し
市
長
は

真
和
志
の
出
方
い
か
ん
に
か
ゝ
わ
ら
ず

編
入
を
進
め
、
異
存
の
な
い
関
係
市
村
は

編
入
し
た
い

と
暗
に
真
和
志
を
除
く
二

市
村
の
編
入
も
考
慮
し
て
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。

そ
の
間
約
四
十
分
真
栄
田
議
員
が
質
問
を
独

占
し
た
か
た
ち
で
、
野
党
議
員
は
し
ば
し
ば

不
満
の
ヤ
ジ
を
飛
ば
し
て
い
た
が
、
よ
う
や

く
立
ち
上
つ
た
泉
議
員

合
併
問
題
は
市
民

と
し
て
出
来
る
な
ら
編
入
で
も
行
き
た
い
。

し
か
し
数
字
を
並
べ
立
て
て
か
く
の
如
く

我
々
は
金
持
ち
だ
、
汝
ら
貧
乏
人
つ
い
て
こ

い
。
で
は
合
併
は
成
就
し
な
い

傍
聴
席
か

ら
拍
手

合
併
と
は
地
方
自
治
百
年
の
大
計

で
あ
り
貧
富
も
超
越
し
て
こ
そ
真
の
合
併
が

出
来
る
と
思
う
ひ
ざ
を
つ
き
合
わ
し
て
談
合

す
る
の
が
解
決
の
道
で
あ
る
の
に
そ
う
も
し

な
い
で
も
は
や
相
手
が
蹴
れ
ば
ど
う
す
る
か

等
云
う
の
は
紳
士
的
で
は
な
い
、
ま
し
て
出

来
な
け
れ
ば
他
の
二
市
村
を
編
入
す
る
等
と

は
今
日
大
い
に
慎
む
べ
き
で
あ
る

と
や
や

昂
奮
し
た
口
調
で
論
難
し
こ
の
あ
た
り
議
場

三
〇
五

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

六
月



は
や
や
緊
迫
し
た
空
気
を
呈
し
た
、
か
く
て

ひ
る
十
二
時
昼
食
の
た
め
一
旦
休
憩
、
ひ
る

一
時
か
ら
再
質
問
戦
を
行
つ
た
。

真
和
志
／
”
合
併
”
足
並
乱
れ

る
？
／
議
員
が
當
間
市
長
ら

と
会
談

沖
タ
・
朝
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原
則
二
市
の
線
か
ら
三
市

そ
れ
か
ら
遂
に

三
市
一
村
合
併
に
変
る
ま
で
市
民
に
対
す
る

公
約
を
果
す
た
め
都
市
合
併
を
ぜ
ひ
実
現
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
大
き
な
共
通
の

目
標
の
も
と
に
超
党
派
的
に
歩
ん
で
来
た
真

和
志
市
議
会
も
那
覇
市
側
の
投
じ
た
編
入
合

併
の
条
件
を
め
ぐ
り
遂
に
二
つ
に
割
れ
た
感

が
あ
る
。
つ
ま
り
、

編
入
合
併
に
直
ち
に

賛
成
す
る
こ
と
は
出
来
な
い

と
す
る
与
党

側
と

編
入
合
併
で
も
良
い

と
主
張
す
る

野
党
議
員
の
二
派
に
分
れ
た
わ
け
だ
。
与
党

側
は
近
く
集
り
を
持
つ
て
検
討
す
る
よ
う
だ

が
野
党
側
は
二
十
一
日
夜
六
時
か
ら
那
覇
市

内
某
所
に
那
覇
市
長
当
間
重
剛
氏
並
に
真
栄

田
、
城
間
正
副
議
長
を
招
き
那
覇
の
主
張
す

る

編
入
合
併

に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
を

き
い
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
議
会
か
ら
み
た

編
入

と

対
等

と
の
勢
力
分
野
は
編

入
反
対
十
四
名
、
編
入
賛
成
八
名
、
そ
の
他

一
名
と
な
つ
て
い
る
が
、
那
覇
市
側
で
は
い

ず
れ
真
和
志
の
動
向
に
は
変
化
が
来
る
か
も

知
れ
な
い
と
み
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、

真
和
志
議
会
与
党
議
員
の
一
部
で
は
編
入
合

併
は
絶
対
に
承
服
出
来
な
い
と
い
つ
た
強
硬

論
者
も
あ
り
那
覇
の
予
想
通
り
に
状
勢
が
変

わ
る
か
ど
う
か
こ
ゝ
数
日
間
の
動
向
が
注
目

さ
れ
る
。
二
十
一
日
の
定
例
議
会
で
は
全
体

協
議
会
を
開
い
て
こ
の
問
題
を
協
議
す
る
か

ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
出
た
が
感
情
的
に
ま

ず
い
空
気
を
つ
く
り
出
さ
な
い
た
め
延
ば
し

た
方
が
よ
い
と
い
う
両
派
の
意
見
一
致
に
よ

り
今
週
土
曜
頃
に
と
り
上
げ
て
協
議
す
る
こ

と
に
な
つ
た
。

合
併
と
三
市
一
村
の
”
力
”
く

ら
べ
／
財
産
で
は
那
覇
が
断

然
／
だ
が
負
債
も
筆
頭
を
占

め
る
沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
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・
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三
市
一
村
の
合
併
問
題
は
九
月
の
議
員
改
選

を
間
近
か
に
控
え
て
い
る
こ
と
、
合
併
実
現

に
は
そ
の
承
認
を
必
要
と
す
る
立
法
院
の
会

期
が
切
迫
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
も
は
や
最

後
的
な
段
階
に
入
つ
て
い
る
が
こ
の
時
、
那

覇
側
は
”
編
入
”
の
線
を
ハ
ツ
キ
リ
打
出
し
、

問
題
は
編
入
か
、
再
び
流
産
か
、
と
い
う
こ

と
に
な
つ
て
き
た
。
那
覇
は
、

一
、章
典
に
首
都
は
那
覇
と
規
定
し
て
い
る
。

一
、
政
治
、
産
業
経
済
凡
ゆ
る
面
か
ら
優
位

で
あ
る
。
一
、
日
本
で
は
都
市
合
併
と
は
編

入
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
等
か
ら
編
入
を
主
張

し
て
い
る
の
だ
が
最
も
大
き
な
理
由
は
財
政

力
の
相
違
と
い
う
点
で
あ
る
。

し
か
し
一
方
で
は
こ
う
い
う
考
え
方
を
”
貧

乏
人
は
つ
い
て
来
い
”
と
い
つ
た
金
持
ち
の

不
遜
な
態
度
で
あ
る
と
し
、そ
れ
な
ら
何
故
、

さ
き
に
三
市
一
村
合
併
を
決
議
し
た
か
、
と

い
う
意
見
も
あ
れ
ば
真
和
志
側
の
よ
う
に

目
前
の
財
政
力
と
か
繁
栄
振
り
は
そ
う
だ

ろ
う
。
し
か
し
合
併
は
都
市
の
将
来
性
と
い

つ
た
も
の
を
考
え
た
と
き
必
要
で
は
な
い

か
。
そ
れ
に
合
併
す
れ
ば
那
覇
市
民
の
負
担

過
重
を
四
市
村
民
で
分
担
す
る
こ
と
に
な

り
、
む
し
ろ
得
す
る
の
は
那
覇
で
あ
ろ
う

と
い
つ
た
考
え
方
も
あ
る
。
要
す
る
に
今
で

は
関
係
市
村
の
”
力
”
が
編
入
か
、
合
併
か

を
決
定
す
る
要
因
と
な
つ
た
感
じ
だ
。
で
は

四
市
村
の
”
力
”
は
ど
ん
な
も
の
か
、
次
に

人
口
、
面
積
、
予
算
、
財
産
な
ど
一
覧
表
に

ま
と
め
て
見
た
。

こ
れ
か
ら
見
る
と
那
覇
は
確
か
に
三
市
村
が

束
に
な
つ
て
も
三
十
倍
以
上
の
大
金
持
ち
だ

が
借
金
も
ま
た
三
市
村
の
八
十
倍
を
背
負
つ

て
い
る
の
は
流
石
で
あ
る
。

△
人
口

カ
ツ
コ
は
世
帯

那
覇

七
〇
、
一
五
〇

一
五
、
四
四
四

真
和
志

五
三
、
七
七
三

一
三
、
三
〇
〇

首
里

二
二
、
六
五
九

五
、
二
五
六

小
禄

一
四
、
三
九
三

二
、
八
四
三

計

一
六
〇
、
九
七
五

三
六
、
八
四
三

△
面
積

那
覇

六
・
七
三
平
方
キ
ロ

真
和
志

一
二
・
四
八
　
〃

首
里

五
・
七
五
　
　
　
〃

小
禄

一
〇
・
二
四
　
　
〃

計

三
五
・
二
〇
　
　
　
〃

△
職
員
数

那
覇

三
二
八
。
真
和
志

九
三
。
首
里

五
八
。
小
禄

二
五
。

計

五
〇
四
。

△
議
員
数

那
覇

二
八
。
真
和
志

二
五
。
首
里

二

一
。
小
禄

一
九
。

計

九
三
。

△
五
五
年
度
予
算

案

額

単
位
千
円

那
　
覇

一
〇
八
、
〇
二
八
。

真
和
志

　
四
〇
、
〇
二
五
。

首
　
里

　
　
四
、
一
六
八

た
だ
し
五
四

年
度
の
も
の

小
　
禄

　
　
四
、
六
〇
〇
。

計

　
　
一
五
六
、
八
二
一
。

▽
五
四
年
度
予
算
市
税
総
額

単
位
千
円

那
　
覇

三
〇
、
七
〇
七
。

真
和
志

一
〇
、
二
四
九
。

首
　
里

　
二
、
六
三
一
。

小
　
禄

　
二
、
四
一
三
。

三
〇
六

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

六
月



計

　
　
四
六
、
〇
〇
〇
。

△
同
公
益
企
業
及
び
財
産
収
入
単
位
千
円

那
　
覇

二
五
、
〇
六
八
。

真
和
志

　
　
　
五
三
八
。

首
　
里

　
　
　
六
五
九
。

小
　
禄

　
　
　
　
　
二
。

計

　
　
二
六
、
二
六
七
。

△
同
市
税
の
一
人
当
り
負
担
額
単
位
円

那
　
覇

　
　
　
四
五
九
。

真
和
志

　
　
　
二
〇
四
。

首
　
里

　
　
　
一
一
八
。

小
　
禄

　
　
　
一
〇
二
。

△
同
才
出
予
算
額
の
一
人
当
り
負
担
額

単
位
円

那
　
覇

二
、
一
〇
〇
。

真
和
志

　
　
二
六
九
。

首
　
里

　
　
一
八
八
。

小
　
禄

　
　
二
六
一
。

平
均
額

　
　
七
〇
四
。

△
五
三
年
度
徴
税
率

那
　
覇

七
六
・
九
％

真
和
志

　
　
六
五
％

首
　
里

　
　
七
〇
％

小
　
禄

　
　
九
〇
％

△
市
有
財
産

那
覇

土
地
十
六
万
八
千
坪
。

建
物
四
十
七
棟

延
千
七
十
九
坪

重
機
自
動
車
十
八
台
。
有
価
証
券
七
千
二

百
十
株
。
水
道
施
設

評
価
三
億

な
ど

で
総
計
六
億
な
い
し
七
億
円
と
推
定
。

真
和
志

土
地
二
万
五
千
二
百
坪
。
建
物
七

棟

延
百
四
十
二
坪

有
価
証
券
千
二
百

五
十
二
株
。
車
輛
三
台
な
ど
で
総
額
二
千

二
百
四
十
万
円
。

首
里

土
地
、
建
物
、
有
価
証
券
で
総
額
六

百
五
十
九
万
円
。

小
禄

土
地
、
建
物
そ
の
他
で

千
三
百
二
十
万
円
。

△
負
債

那
覇

二
次
に
わ
た
る
復
金
起
債
で
計
一
億

五
百
十
二
万
円
。

真
和
志

九
十
九
万
八
千
円

首
里

二
十
八
万
円
。

小
禄
｜
な
し
。

都
市
合
併
／
市
長
並
び
議
員
の

延
命
が
真
意
／
真
和
志
の
新

提
案
に
那
覇
は
硬
化

沖
タ
・
朝
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昨
報
｜
三
市
一
村
合
併
問
題
に
関
し
真
和
志

側
が

来
る
九
月
の
市
長
並
び
に
議
員
の
改

選
を
延
長
し
一
カ
年
後
に
対
等
合
併
す
る

と
の
新
提
案
説
は
那
覇
市
側
に
極
め
て
悪
い

印
象
を
与
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
に
つ

い
て
の
那
覇
市
議
会
筋
の
見
解
は
大
体
、

一
、
市
長
な
ら
び
議
員
の
延
命
策
と
し
か
取

れ
な
い
。
こ
れ
が
真
和
志
の
本
当
の
ハ
ラ
で

は
な
か
つ
た
か
。

一
、
そ
ん
な
に
都
合
よ
く
立
法
措
置
が
と
れ

る
も
の
か
、
ど
う
か
、
そ
ん
な
無
理
を
し
て

ま
で
合
併
す
る
こ
と
は
な
い
、
こ
れ
に
よ
つ

て
真
和
志
は
世
論
の
支
持
を
失
な
う
で
あ
ろ

う
、
等
で
あ
る
。

要
す
る
に
真
和
志
の
新
提
案
説
は
疑
問
視
す

る
向
き
も
多
い
が
こ
れ
で
合
併
問
題
は
い
よ

い
よ
こ
じ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
見
方
が

強
い
。

合
併
問
題
各
首
長
に
聴
く
／
二

次
会
談
に
ど
う
臨
む

琉
新
・
朝
　
１
９
５
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・
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・
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三
市
一
村
合
併
を
促
進
す
る
た
め
、
去
る
二

十
日
当
間
那
覇
市
長
宅
で
行
わ
れ
た
三
市
一

村
第
一
次
首
長
会
談
は
那
覇
市
側
の
”
編
入

合
併
”
を
打
ち
出
し
た
の
に
対
し
真
和
志
、

首
里
、
小
禄
の
二
市
一
村
は
”
こ
の
問
題
に

つ
い
て
は
議
会
の
意
見
も
き
か
な
け
れ
ば
い

か
な
い
の
で
第
二
次
会
だ
ん
で
ま
と
め
よ

う
”
と
一
応
会
だ
ん
を
閉
じ
た
が
近
く
開
か

れ
る
第
二
次
会
だ
ん
を
控
え
、
三
市
一
村
の

首
長
ら
は
ど
の
よ
う
な
提
案
を
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
、
卒
直
な
意
見
を
聞
い
て
み
た
。

歩
み
寄
ろ
う

当
間
那
覇
市
長
だ
ん

第
一
次
会
だ
ん
で
わ

れ
わ
れ
の
編
入
合
併
方
し
ん
に
対
す
る
二
市

一
村
の
意
見
は
議
会
側
と
の
意
見
を
調
整
し

て
か
ら
と
の
事
だ
つ
た
が
問
題
は
真
和
志
側

が
ど
う
で
る
か
に
か
か
つ
て
い
る
。
今
明
日

中
に
第
二
次
会
だ
ん
を
開
き
で
き
る
だ
け
歩

み
よ
つ
て
早
急
に
合
併
を
行
う
考
え
で
あ

る
。八
月
中
に
実
現

兼
島
首
里
市
長
談

第
二
次
会
だ
ん
に
は
今

議
会
で
可
決
し
た
予
算
は
五
五
年
度
一
カ
年

そ
の
市
町
村
で
消
化
す
る
こ
と
。
合
併
が
い

か
な
る
方
法
を
と
ろ
う
が
合
併
後
の
市
長
選

挙
は
、
こ
れ
を
行
わ
ず
に
議
員
の
選
挙
は
是

非
や
つ
て
も
ら
い
、
合
併
の
時
期
は
八
月
中

に
是
非
行
う
よ
う
呼
び
か
け
る
つ
も
り
で
あ

る
。判
然
言
え
な
い

長
峯
小
禄
村
長
だ
ん

赤
峯
議
長
が
出
張
か

ら
か
え
ら
な
い
し
、
ま
た
合
併
問
題
に
つ
い

て
全
体
協
議
会
開
い
た
こ
と
も
な
い
の
で
は

つ
き
り
し
た
こ
と
は
い
え
な
い
が
大
体
合
併

に
は
賛
成
の
よ
う
だ
。
し
か
し
対
等
合
併
か

編
入
合
併
か
と
い
う
こ
と
に
は
私
か
ら
は
い

え
な
い
。
第
二
次
会
だ
ん
は
三
十
日
の
協
議

会
後
に
開
い
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

任
期
満
了
の
者
は
改
選
／
新
市
長
選
挙
　

は
一
年
後

宮
里
真
和
志
市
長
だ
ん

那
覇
の
編
入
方
し

ん
に
対
す
る
真
和
志
市
会
な
ら
び
に
一
般
市

民
の
声
は
”
賛
同
で
き
ぬ
”
と
の
空
気
が
の
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う
厚
だ
。
真
和
志
側
の
動
き

編
入
反
対

を
そ
の
ま
ま
首
長
会
だ
ん
に
持
込
ん
だ
場

合
、
問
題
が
不
調
に
終
わ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
を
ど
う
に
か
実

現
さ
せ
る
に
は
”
編
入
合
併
で
な
く
合
体
合

併
の
形
式
に
よ
つ
て
、
し
か
も
那
覇
市
側
の

意
図
を
折
込
む
”
こ
と
に
あ
る
と
の
方
し
ん

で
新
提
案
を
ね
つ
て
い
る
が
、
最
近
市
長
室

で
の
茶
呑
み
話
が
問
題
化
し
て
、
那
覇
市
側

の
批
判
を
浴
び
て
い
る
こ
と
は
イ
カ
ン
に
堪

え
な
い
。

市
長
で
あ
ろ
う
が
、
議
員
で
あ
ろ
う
が
任
期

ま
ん
了
の
も
の
は
す
べ
て
か
い
選
さ
れ
る
べ

き
こ
と
は
民
主
主
義
の
原
則
と
し
て
動
か
し

得
な
い
も
の
と
思
う
。
こ
う
云
つ
た
原
則
か

ら
生
れ
た
も
の
が
つ
ぎ
の
内
容
の
も
の
で
次

期
首
長
会
だ
ん
に
提
案
す
る
ハ
ラ
だ
。

▲
合
併
の
時
期
は
八
月
一
ぱ
い
又
は
九
月
始

め
と
す
る
。
九
月
の
議
員
選
挙
は
新
し
い
合

併
後
の
議
員
と
し
て
四
市
村
を
一
つ
と
し
た

選
挙
を
行
い
、
執
行
機
関
は
日
本
の
町
村
合

併
法
に
準
じ
て
合
併
協
議
会
を
つ
く
る
。
こ

の
場
合
、
任
期
を
満
了
し
た
首
里
、
真
和
志

の
両
市
長
は
改
選
さ
れ
る
の
は
当
り
前
で
あ

り
市
長
立
候
補
者
も
一
カ
年
間
の
任
期
を
承

知
の
上
で
出
馬
す
る
わ
け
だ
。
こ
う
い
う
方

法
を
経
て
首
長
を
罷
め
た
関
係
四
市
村
長
に

よ
つ
て
協
議
会
は
構
成
さ
れ
る
が
、
委
員
長

は
互
選
に
し
て
こ
れ
を
新
市
長
選
挙

一
カ

年
後

の
と
き
ま
で
、
行
政
執
行
の
最
高
責

任
者
と
す
る
。
本
土
の
場
合
、
協
議
会
の
存

置
期
間
は
普
通
三
カ
月
と
な
つ
て
い
る
が
、

こ
れ
を
一
カ
年
間
と
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
那

覇
市
側
の
イ
ト
す
る
所
を
汲
み
取
ろ
う
と
い

う
も
の
だ
。
即
ち
合
併
一
カ
年
後
に
新
し
い

市
長
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
は
編
入
向
う
一
カ

年
間
は
各
市
町
村
に
お
け
る
当
が
い
予
算
を

執
行
す
る
と
い
う
那
覇
の
い
う
条
件
に
完
全

に
一
致
す
る
わ
け
で
、
こ
の
提
案
な
ら
那
覇

市
、
真
和
志
の
両
議
会
や
市
民
も
受
入
れ
て

呉
れ
る
と
思
う
。

｜
社
　
説
｜

歩
み
よ
る
都
市
合
併

琉
新
・
朝
　
１
９
５
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・
６
・
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い
つ
も
感
ず
る
こ
と
で
あ
る
が
那
覇
の
街

が
日
々
、
き
麗
に
な
る
こ
と
は
び
つ
く
り
さ

せ
ら
れ
る
。
目
の
前
で
見
て
い
る
か
ら
異
状

な
し
と
平
気
と
な
つ
て
い
る
が
、
一
年
、
半

年
前
を
ふ
り
か
え
つ
て
見
る
と
著
る
し
い
都

計
の
前
進
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
那
覇
署
前

か
ら
税
務
署
前
ま
で
の
道
路
の
拡
巾
工
事
が

竣
工
し
、
ひ
き
つ
づ
い
て
ガ
ー
ブ
ー
橋
ま
で

ま
た
た
く
間
に
出
来
上
つ
て
今
で
は
街
路
樹

が
芽
を
ふ
い
て
都
市
と
し
て
の
風
情
を
そ
え

て
来
て
い
る
。
そ
れ
に
十
日
前
に
蔡
温
橋
と

む
つ
み
橋

旧
名
ガ
ー
ブ
ー
橋

の
か
橋
工

事
が
完
成
し
、
両
橋
か
ん
の
家
屋
立
退
き
問

題
も
市
と
所
有
者
側
で
円
満
か
い
決
を
見
て

い
る
の
で
直
ち
に
着
手
さ
れ
る
こ
と
と
な
ろ

う
。
合
併
問
題
に
比
す
れ
ば
都
計
は
ま
こ
と

に
順
調
な
進
捗
ぶ
り
で
あ
る
。
先
日
来
、
与

儀
の
中
央
農
指
東
部
の
相
思
樹
の
森
が
切
り

開
か
れ
て
い
る
の
で
、
は
じ
め
は
農
指
側
の

施
設
か
、
真
和
志
市
側
の
移
動
地
か
と
人
々

を
案
じ
さ
せ
た
が
宮
城
森
に
造
築
さ
れ
る
主

席
公
館
と
わ
か
つ
て
何
れ
も
安
ど
さ
せ
た
よ

う
で
あ
る
。
中
央
農
指
敷
地
は
大
那
覇
市
の

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い

る
の
で
、
こ
こ
に
い
ろ
い
ろ
の
構
築
物
を
許

し
て
は
い
ざ
工
事
に
な
つ
て
は
種
々
の
物
議

を
か
も
し
計
画
ど
お
り
す
す
め
る
こ
と
が
困

難
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
那
覇
市
の
幹
線
の

一
つ
で
あ
る
神
里
原
通
り
や
開
南
通
り
な
ど

は
バ
ス
や
ト
ラ
ツ
ク
が
ひ
ん
繁
に
往
来
す
る

よ
う
に
な
つ
て
か
ら
は
道
路
の
狭
あ
い
を
痛

感
す
る
。
し
か
し
建
物
が
立
ち
こ
め
て
か
ら

は
簡
単
に
拡
張
工
事
が
出
来
る
も
の
で
は
な

い
。都
計
の
進
行
ぶ
り
に
比
し
て
都
市
合
併
は

難
航
を
来
た
し
て
い
る
。
真
和
志
市
が
虚
を

つ
く
よ
う
に
提
唱
し
た
三
市
一
村
合
併
を
、

那
覇
市
と
し
て
は

受
け
て
立
つ

と
い
う

表
現
を
か
り
る
ほ
ど
試
合
じ
み
た
感
じ
を
与

え
た
も
の
で
あ
る
。
当
間
市
長
の
、
イ
ス
に

は
こ
だ
わ
ら
な
い
と
い
う
感
想
は
率
直
な
も

の
で
あ
つ
た
が
側
近
や
与
党
側
と
し
て
は
そ

う
は
卸
さ
ず
、
つ
い
に
編
入
合
併
と
い
う
条

件
を
持
出
し
て
来
た
。
条
件
を
持
ち
出
し
た

ら
き
り
が
な
く
困
つ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
三

市
一
村
と
も
合
併
の
線
は
堅
持
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
か
ら
十
分
望
み
が
持
て
る
と
い
え

る
。
本
社
記
者
が
関
係
市
村
長
の
意
見
を
徴

し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
当
間
那
覇
市
長
は

今
明
日
中
に
第
二
次
会
談
を
開
き
で
き
る

だ
け
歩
み
よ
つ
て
早
急
に
合
併

を
行
い
た

い
と
い
つ
て
お
り
、
兼
島
首
里
市
長
は

合

併
が
如
何
な
る
方
法
を
と
ろ
う
が
合
併
後
の

市
長
選
挙
は
こ
れ
を
行
わ
ず
議
員
の
選
挙
は

是
非
や
つ
て
も
ら
い
た
い

と
実
現
性
の
あ

る
意
見
を
の
べ
、
長
峯
小
禄
村
長
は
議
会
の

全
体
協
議
会
を
開
い
て
な
い
と
て
意
見
を
ひ

か
え
て
い
る
。
宮
里
真
和
志
市
長
の
意
見
は

詳
細
に
わ
た
り

市
長
議
員
を
通
じ
て
任
期

満
了
者
は
一
切
改
選
と
し
一
カ
年
後
に
新
市

長
選
挙
を
行
う

と
い
う
も
の
で
相
当
譲
歩

し
具
体
性
を
持
た
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ

れ
よ
う
。
こ
れ
が
第
二
次
会
談
で
何
ん
な
反

響
を
よ
ぶ
か
、
ま
た
何
う
調
和
さ
れ
る
か
は

興
味
が
あ
る
が
、
各
自
が
私
心
を
去
つ
て
自

己
の
説
に
と
ら
わ
れ
ず
に
合
併
の
実
現
を
期

す
立
場
を
と
つ
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

き
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
編
入
論
者
は
合
併

を
遷
延
せ
し
め
て
市
村
議
会
議
員
選
挙
を
行

い
、
し
か
る
後
に
編
入
と
来
る
の
で
は
な
い

か
と
の
疑
念
を
、
他
市
村
に
抱
か
し
め
て
い
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る
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
も
し
こ
う
し
た

策
謀
に
出
る
と
す
れ
ば
首
都
建
設
と
い
う
歴

史
的
事
業
を
阻
む
輩
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
市
長
と
し
て
も
か
か
る
虫
の
よ
い
要
求

ま
で
代
表
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
合

併
せ
ず
し
て
議
会
議
員
の
選
挙
を
行
う
な
ら

ば
他
市
村
議
員
と
し
て
も
居
座
わ
る
こ
と
は

当
然
な
こ
と
で
、
か
く
て
は
合
併
が
四
年
間

あ
る
い
は
そ
れ
以
上
お
く
れ
る
こ
と
は
火
を

見
る
よ
り
も
明
ら
か
だ
と
い
え
る
。
今
が
四

市
村
の
合
併
を
決
す
る
上
に
も
つ
と
も
好
機

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
機
会
を
逸
す
る

こ
と
な
く
四
市
村
長
お
よ
び
議
会
が
自
己
の

打
算
を
は
な
れ
善
処
す
べ
き
時
だ
と
考
え

る
。近
日
中
に
開
か
れ
る
で
あ
ろ
う
第
二
次
会

談
は
如
上
の
意
味
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
わ

け
で
あ
る
が
、
兼
島
首
里
市
長
が
い
う
合
併

後
市
長
選
挙
は
行
わ
ず
、
議
員
選
挙
は
必
ら

ず
行
う
と
い
う
線
は
最
後
の
線
と
し
て
堅
持

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
関
係
各
市

村
長
の
理
解
と
善
意
と
、
そ
し
て
勇
気
を
も

つ
て
当
る
こ
と
を
望
ん
で
や
ま
な
い
。

都
市
合
併
、
首
里
が
折
れ
る
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三
市
一
村
の
都
市
合
併
問
題
は
那
覇
市
側
の

二
市
一
村
を
吸
収
す
る
編
入
と
い
う
態
度
に

真
和
志
市
側
が
硬
化
、
四
首
長
会
談
な
ど
を

開
催
し
て
事
態
の
収
拾
に
努
め
よ
う
と
話
合

い
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
主
導
権
を
握
る

那
覇
、
真
和
志
が
折
合
い
つ
か
ず
、
注
目
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
行
悩
み
状
態
に
対
し
、
二

十
九
日
首
里
市
兼
島
市
長
と
大
山
市
会
副
議

長
の
両
氏
は
ひ
る
す
ぎ
、
那
覇
市
役
所
に
当

間
市
長
を
訪
問

那
覇
市
の
方
針
に
賛
同
、

九
月
一
日
を
期
し
て
合
併
し
た
い

と
首
里

市
の
こ
れ
ま
で
の
真
和
志
市
を
憚
か
つ
た
態

度
を
打
ち
切
つ
て
編
入
合
併
大
い
に
良
し
と

申
し
入
れ
て
来
た
。
丁
度
那
覇
市
で
は
市
会

開
議
中
で
あ
り
、
開
会
後
直
ち
に
こ
の
問
題

に
つ
い
て
全
体
協
議
を
開
き
、
全
員
一
致

四
名
欠

で
首
里
市
の
申
し
入
れ
を
受
け

入
れ
、
今
ま
で
の
編
入
合
併
を

那
覇
市
を

二
市
一
村
に
拡
張
す
る

と
言
葉
に
云
い
替

え
て
あ
く
ま
で
編
入
を
固
持
す
る
と
い
う
意

志
を
固
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
真
和
志
市
の

今
後
の
出
方
が
注
目
さ
れ
る
が
、
そ
の
ま
ゝ

編
入
合
併
と
な
れ
ば
九
月
一
日
を
期
し
合

併
、
三
市
一
村
の
各
市
町
村
議
会
を
解
散
し

て
市
会
議
員
の
総
選
挙
が
行
わ
れ
る
。

真
栄
田
那
覇
市
会
議
長
談

今
ま
で
の
ご
た

ご
た
を
御
破
算
に
し
て
首
里
、
小
禄
が
那
覇

の
意
向
に
同
調
し
て
お
り
真
和
志
に
も
努
力

を
呼
び
か
け
た
い
。

依
然
結
論
に
至
ら
ず
／
注
目
さ

れ
る
真
和
志
側
の
態
度

琉
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・
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・
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合
併
か
編
入
か
で
も
み
ぬ
い
て
い
る
三
市
一

村
統
合
問
題
の
行
詰
り
を
打
開
す
る
意
図
の

下
に
開
か
れ
た
四
首
長
会
談
は
き
よ
う
一
日

午
前
十
一
時
か
ら
那
覇
市
役
所
市
長
室
で
非

公
開
の
う
ち
に
約
一
時
間
に
わ
た
つ
て
続
け

ら
れ
た
が
、
統
合
問
題
に
つ
い
て
は
依
然
と

し
て
結
論
を
得
な
か
つ
た
も
よ
う
で
あ
る
。

当
間
那
覇
市
長
は
会
談
終
了
後
首
長
会
談
を

代
表
し
て
記
者
会
見
を
行
い
、
次
の
よ
う
な

談
話
を
発
表
し
た

宮
里
市
長
か
ら
真
和
志
市
会
□
編
入
に
反

対
す
る
意
見
も
多
い
こ
と
の
説
明
が
あ
つ
た

が
こ
れ
は
予
想
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
宮
里
市

長
に
真
和
志
市
会
に
対
し
て
編
入
の
方
し
ん

の
下
に
折
衝
を
続
け
て
も
ら
う
よ
う
要
請
し

た宮
里
真
和
志
市
長
は
記
者
団
の
質
問
に
対
し

て
言
明
を
さ
け
て
い
た
が
二
、
三
日
中
に
編

入
に
対
す
る
市
会
の
意
向
を
調
整
す
る
こ
と

に
な
つ
て
い
る
も
よ
う
だ
が
、
当
間
那
覇
市

長
は

七
月
下
旬
に
は
各
市
町
村
と
も
選
挙

告
文
が
あ
る
の
で
そ
の
前
に
統
合
問
題
に
関

す
る
最
終
結
論
を
だ
し
た
い

と
の
べ
て
い

る
の
で
真
和
志
市
会
側
の
意
向
を
確
め
た
上

で
一
週
間
以
内
に
再
び
四
首
長
会
談
が
も
た

れ
る
も
よ
う
で
あ
る
。

首
都
建
設
へ
援
助
を
／
那
覇
市

会
、
政
府
へ
要
請

沖
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那
覇
市
議
会
の
真
栄
田
、
城
間
両
正
副
議
長

は
二
日
午
前
十
一
時
、
行
政
府
に
比
嘉
主
席

を
、立
法
院
に
平
良
議
長
を
そ
れ
ぞ
れ
訪
問
、

都
市
計
画
事
業
に
対
す
る
政
府
補
助
を
要
請

し
た
。
こ
れ
は
さ
き
の
市
議
会
で

都
計
事

業
に
対
し
日
本
で
は
国
、
県
の
負
担

国
は

五
割
補
助

を
ハ
ツ
キ
リ
謳
つ
て
あ
る
が
政

府
の
都
計
法
で
は
”
予
算
の
範
囲
内
で
援
助

す
る
こ
と
が
出
来
る
”
と
し
か
規
定
し
て
い

な
い
。
こ
の
点
、
補
助
を
明
り
よ
う
に
義
務

づ
け
る
よ
う
関
係
筋
へ
要
請
す
る

と
決
議

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。
な
お
両
氏
は
那
覇

が
首
都
で
あ
る
点
を
強
調
、
政
府
の
首
都
建

設
面
に
対
す
る
援
助
を
特
に
依
頼
し
た
よ
う

だ
。真

和
志
市
会
／
16
対
５
で
「
編

入
」
を
ケ
る
／
都
市
合
併
、

つ
い
に
ご
破
算
？

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
７
・
４

都
市
合
併
問
題
に
つ
い
て
編
入
か
否
か
を
め

ぐ
り
真
和
志
市
会
の
最
終
意
志
を
決
め
る
全

体
協
議
会
は
三
日
ひ
る
一
時
半
か
ら
市
会
議

室
で
開
か
れ
、
百
人
を
超
え
た
傍
聴
人
の
中

に
は
首
里
市
の
久
高
・
大
山
正
副
議
長
、
那

覇
の
安
里
・
糸
数
両
市
会
議
員
は
じ
め
市
内
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各
区
長
の
姿
が
見
受
け
ら
れ
た
。
約
一
時
間

半
に
わ
た
つ
た
各
議
員
の
意
見
開
陳
の
あ
と

三
時
半
い
よ
い
よ
採
決
が
行
わ
れ
、
十
六
対

五
で
編
入
合
併
は
否
決
さ
れ
た

協
議
会
は
宮
里
市
長
の
経
緯
説
明

約
三
十

分
間

に
始
ま
り
編
入
合
併
側
と
そ
の
反
対

側
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
次
の
意
見
発
表
が
行
わ
れ

た
。町
田
―
合
体
合
併
で
も
編
入
合
併
で
も
那

覇
に
遠
く
及
ば
な
い
。
ま
げ
る
べ
か
ら
ざ
る

を
ま
げ
、
ゆ
ず
る
べ
か
ら
ざ
る
を
譲
つ
た
の

だ
か
ら
更
に
ゆ
ず
つ
て
編
入
で
で
も
合
併
を

実
現
し
た
い
。

高
良
―
真
和
志
は
自
治
体
と
し
て
運
営
に

支
障
の
あ
る
こ
と
は
な
い
と
確
信
す
る
。
又

真
和
志
は
生
産
地
域
を
持
つ
て
お
り
、
人
口

も
多
く
勤
労
大
衆
を
以
つ
て
形
成
さ
れ
て
お

り
、
財
政
上
か
ら
も
那
覇
よ
り
力
強
い
。

合
併
し
た
く
な
い

と
い
う
こ
と
を
え
ん

曲
に
あ
ら
わ
し
た
も
の
が
那
覇
の
編
入
合
併

提
案
で
あ
る
。

那
覇
市
会
は
日
本
に
お
け
る
合
併
は
す
べ
て

が
編
入
だ
と
い
つ
て
い
る
が
昭
和
七
年
に
尼

ガ
崎
市

当
時
人
口
六
万

と
小
田
村

人

口
四
万

が
合
併
し
た
の
は
合
体
合
併
だ
つ

た
。
併
し
こ
れ
は
名
称
だ
け
は
尼
ガ
崎
と
し

た
も
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
事
実
が
あ
る
に
も

か
ゝ
わ
ら
ず
合
併
は
編
入
が
普
通
だ
と
い
う

の
は
一
体
何
の
た
め
だ
。
私
は
合
体
合
併
な

ら
い
つ
で
も
賛
成
だ
が
編
入
に
は
真
向
か
ら

反
対
す
る
。

新
垣
議
長
―
自
治
体
成
立
の
三
大
要
素
は

地
域
、
人
口
、
財
政
力
で
あ
る
。
那
覇
市
は

本
市
に
比
較
し
財
政
力
の
優
位
を
も
つ
て
編

入
絶
対
を
表
看
板
と
し
て
い
る
が
こ
れ
は
一

部
を
も
つ
て
全
部
を
推
論
す
る
も
の
で
あ
り

そ
の
考
え
方
は
力
を
も
つ
て
お
し
切
ろ
う
と

す
る
独
裁
政
治
の
理
念
で
あ
る
。
私
が
編
入

合
併
に
反
対
す
る
理
由
は
次
の
三
つ
で
あ

る
。△
現
那
覇
市
長
が
編
入
に
よ
つ
て
合
併
後

の
新
市
長
に
納
ま
る
こ
と
は
よ
ろ
し
く
な

い
、
六
万
市
民
か
ら
選
挙
さ
れ
た
市
長
が

十
六
万
市
民
の
上
に
乗
つ
か
る
と
い
う
事

は
民
主
政
治
の
基
本
理
念
を
ゆ
が
め
る
も

の
で
あ
る

△
那
覇
市
は
十
一
億
二
千
八
百
万
円
に
の

ぼ
る
膨
大
な
都
計
事
業
を
す
ゝ
め
つ
ゝ
あ

る
が
那
覇
市
の
償
還
財
源
の
確
実
性
は
科

学
的
に
立
証
さ
れ
て
い
な
い
。
編
入
は
那

覇
市
の
膨
大
な
都
計
事
業
費
が
そ
の
ま
ゝ

吾
々
の
頭
上
に
お
お
い
か
ぶ
さ
り
二
市
一

村
の
住
民
の
負
担
が
増
大
す
る
公
算
が
大

だ
。
△
対
等
合
併
に
よ
り
得
ら
れ
た
新
市
長
、

新
議
会
に
よ
つ
て
の
み
吾
々
の
生
活
に
直

結
す
る
適
正
な
各
種
条
例
、
人
事
行
政
機

構
の
適
正
規
模
が
打
ち
た
て
ら
れ
る
も
の

と
確
信
す
る
。

久
場
―
編
入
合
併
か
合
体
合
併
か
に
よ
り

合
併
実
現
の
岐
路
に
立
つ
て
い
る
。
住
民
は

一
日
も
早
く
と
合
併
を
望
ん
で
い
る
。
復
興

に
は
財
政
力
の
裏
付
が
必
要
、
真
和
志
復
興

に
は
四
市
村
の
財
政
力
を
結
集
す
べ
き
だ
。

那
覇
、
首
里
、
小
禄
の
線
に
同
調
し
て
編
入

を
主
張
す
る
。

宮
里
真
和
志
市
長
談
―
当
分
合
併
問
題
を
断

念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
つ
た

と
い
う
こ
と
は
誠
に
残
念
だ
。
真
和
志
は

市
の
立
場
か
ら
市
政
を
益
々
強
化
し
合
併

に
よ
つ
て
市
が
繁
栄
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。
市
民
に
対
し
て
は
真
和
志
市
と

し
て
実
現
し
て
行
く
考
え
だ
。

一
切
手
を
引
く

当
間
那
覇
市
長
談
―
こ
と
こ
ゝ
に
至
つ
て
は

ま
こ
と
に
止
む
を
得
な
い
と
思
う
。
反
対
議

員
達
が
人
民
党
の
瀬
長
、
島
袋
氏
と
工
作
を

し
て
こ
う
い
う
事
態
に
持
込
ん
だ
と
い
う
報

告
も
受
け
て
い
る
し
こ
れ
で
は
こ
ち
ら
が
断

る
の
が
当
然
だ
ろ
う
。
今
後
こ
の
問
題
か
ら

一
切
手
を
引
く
つ
も
り
で
あ
る
。

徴
れ
ぬ
琉
大
の
敷
地
料
／
首
里
市
、

当
て
外
れ
て
困
惑

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
７
・
４

琉
大
用
地
に
接
収
さ
れ
て
い
る
首
里
城
跡
は

首
里
市
有
地
で
あ
る
が
、
今
日
ま
で
琉
大
側

か
ら
土
地
使
用
料
の
支
払
い
が
全
然
な
い
た

め
市
当
局
で
は
何
と
か
善
処
し
て
欲
し
い
と

訴
え
て
い
る
。

問
題
の
土
地
は
琉
大
校
庭
の
敷
地
と
女
子
寮

敷
地
の
二
カ
所
、
二
万
三
千
坪
で
一
坪
一
円

と
し
て
も
市
財
政
の
と
ぼ
し
い
首
里
市
に
と

つ
て
は
大
き
な
財
源
と
み
ら
れ
て
い
る
だ
け

に
関
心
も
大
き
い
よ
う
だ
。

現
在
琉
大
側
で
使
用
し
て
い
る
土
地
は
同
大

設
置
に
先
立
つ
て
一
九
四
八
年
十
二
月
、
極

東
軍
司
令
部
琉
球
局
長
ウ
エ
ツ
カ
リ
ン
グ
准

将
が
来
島
視
察
の
際
、
琉
球
の
政
治
と
教
育

に
縁
の
深
い
地
と
し
て
指
定
し
た
も
の
で
あ

る
た
め
土
地
使
用
は
既
成
事
実
に
な
つ
て
い

る
が
、
一
九
五
二
年
群
島
条
令
で
土
地
所
有

権
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
は
、
首
里
市
と
し
て

も
こ
の
条
令
に
基
い
て
賃
貸
契
約
を
結
ぶ
べ

き
だ
と
い
う
見
方
に
立
つ
て
今
日
ま
で
琉
大

当
局
を
は
じ
め
民
政
府
側
と
も
再
三
折
衝
を

つ
ゞ
け
て
き
た
が
、
何
等
満
足
す
る
回
答
が

え
ら
れ
ず
、
三
月
に
開
か
れ
た
琉
大
理
事
会

で
も
こ
の
問
題
は
保
留
と
い
う
形
に
な
り
、

と
う
と
う
五
五
年
度
予
算
に
も
計
上
さ
れ
ず

に
い
る
。

兼
島
首
里
市
長
の
話
＝
琉
大
側
で
支
払
う

意
思
が
あ
つ
て
も
、
民
政
府
の
承
認
が
必
要

に
な
る
の
で
、
情
報
教
育
部
の
デ
イ
フ
エ
ン

ダ
ー
フ
ア
氏
と
も
話
し
て
み
た
が
、
民
政
府

側
で
は
学
校
用
地
は
市
町
村
側
が
無
償
で
提
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供
す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
を
も
つ
て
い
る
よ

う
だ
が
、
実
際
問
題
と
し
て
首
里
市
で
は
小

学
校
の
敷
地
も
私
有
地
を
買
収
し
て
や
つ
て

い
る
位
だ
か
ら
、
こ
れ
に
当
て
る
位
の
使
用

料
は
払
つ
て
も
良
さ
そ
う
だ
。

胡
屋
琉
大
学
長
の
話
＝
琉
大
側
と
し
て
は

土
地
使
用
料
を
払
い
た
い
と
思
っ
て
も
、
わ

れ
わ
れ
の
一
存
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
の

で
研
究
中
で
あ
る
。

都
市
合
併
よ
何
処
へ
？
／
編
入

と
対
等
で
折
合
い
つ
か
ず

琉
新
・
夕
　
１
９
５
４
・
７
・
４

三
市
一
村
合
併
に
よ
る
首
都
建
設
に
つ
い
て

話
合
い
は
那
覇
市
の
主
張
す
る
編
入
合
併
案

に
対
し
て
、
首
里
市
、
小
禄
村
が
こ
れ
に
同

調
し
、
二
次
に
わ
た
る
四
カ
市
村
首
長
会
談

で
真
和
志
市
側
の
み
対
等
な
立
場
で
合
体
合

併
を
主
張
し
て
譲
ら
な
い
た
め
暗
礁
に
乗
り

あ
げ
た
ま
ま
、
三
日
午
後
一
時
四
十
分
か
ら

開
か
れ
た
真
和
志
市
議
員
の
全
体
協
議
会
に

一
る
の
望
み
が
嘱
さ
れ
た
が
、
当
日
の
編
入

合
併
か
合
体
合
併
か
に
つ
い
て
議
論
沸
騰
、

つ
い
に
十
六
対
五
の
大
多
数
で
編
入
合
併
を

一
蹴
、
こ
こ
に
四
市
村
民
待
望
の
都
市
合
併

が
フ
イ
に
な
り
、
真
和
志
市
は
”
ひ
と
り
わ

が
道
を
ゆ
く
”
態
度
を
決
す
れ
ば
、
那
覇
、

首
里
両
市
長
は
二
市
一
村
合
併
も
辞
せ
ず
と

の
見
解
を
表
明
し
、
当
間
那
覇
市
長
は
”
人

民
党
と
協
調
す
る
真
和
志
市
及
び
真
和
志
市

議
会
な
ら
こ
つ
ち
か
ら
ご
免
蒙
る
”
と
強
硬

な
態
度
に
出
る
な
ど
で
、
三
市
一
村
合
併
に

よ
る
首
都
建
設
も
当
分
お
預
け
の
形
に
な
つ

て
い
る
。
本
社
で
は
三
市
一
村
民
に
真
和
志

市
及
び
同
議
会
、
那
覇
市
お
よ
び
同
議
会
の

態
度
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
そ
の
是
非
を

き
い
て
み
た
。

識
者
の
意
見
聴
く

世
論
化
が
必
要
だ
つ
た
／
山
田
有
幹
氏

談

三
市
一
村
の
合
併
問
題
が
御
破
算
に
な
つ
た

の
は
合
併
に
対
す
る
各
市
民
の
気
持
が
自
分

の
市
、
他
の
市
と
い
う
よ
う
に
一
致
し
て
い

な
い
と
こ
ろ
に
原
因
が
あ
る
。
合
併
が
必
要

な
ら
な
ぜ
合
併
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
当

局
は
市
民
に
よ
く
説
明
し
、
合
併
の
必
要
を

世
論
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
ろ
う
。

三
市
一
村
の
市
民
が
い
わ
ゆ
る
市
利
市
欲
を

す
て
な
い
限
り
合
ぺ
い
し
て
も
う
ま
く
い
か

な
い
だ
ろ
う
。

も
つ
て
の
外
／
編
入
が
当
然
／
山
里
永

吉
氏
談

私
は
こ
の
問
題
が
起
つ
た
最
初
か
ら
編
入
論

旨
で
対
等
な
合
併
を
す
べ
き
で
は
な
い
と
考

え
て
い
た
、
尼
ケ
崎
市
と
那
覇
市
で
は
問
題

が
自
か
ら
違
う
、
那
覇
市
は
沖
縄
の
首
都
で

あ
り
、
政
治
、
経
済
、
文
化
の
中
す
う
で
あ

り
、
首
都
の
面
目
に
か
け
て
も
当
然
隣
接
市

村
は
編
入
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
真
和

志
市
側
で
は
市
長
選
挙
が
ね
ら
い
で
あ
る
ら

し
い
が
、
現
在
の
処
当
間
重
剛
氏
を
お
い
て

他
に
大
那
覇
市
々
長
の
適
任
者
は
い
な
い
、

合
ぺ
い
に
も
つ
て
い
つ
て
ま
た
市
長
選
挙
な

ど
と
い
う
み
え
す
い
た
策
謀
を
民
主
政
治
と

考
え
て
い
る
者
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら

は
大
那
覇
市
建
設
の
ガ
ン
に
こ
そ
な
れ
、
何

等
大
那
覇
市
復
興
に
益
す
る
者
で
な
い
こ
と

を
こ
こ
で
は
つ
き
り
い
つ
て
お
き
た
い
。

合
併
が
善
策
／
真
和
志
の
態
度
は
遺
憾

／
竹
内
和
三
郞
氏
談
　

合
併
問
題
は
那
覇
、
真
和
志
、
首
里
、
小
禄

と
三
市
一
村
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の
行
き
方
が
あ

つ
た
と
思
う
が
一
般
市
民
我
々
と
し
て
考
え

さ
せ
る
の
は
形
式
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く

実
を
結
べ
ば
良
い
と
思
う
、
吸
収
に
し
ろ
編

入
に
し
ろ
感
情
を
抜
き
に
し
て
早
急
に
合
ぺ

い
す
る
こ
と
が
善
策
で
あ
る
、
方
法
ろ
ん
に

と
や
か
く
云
々
す
る
こ
と
は
愚
人
の
な
す
さ

た
で
あ
る
。
こ
の
意
味
か
ら
真
和
志
の
否
決

は
残
念
至
極
だ
、
真
和
志
と
し
て
は
真
和
志

だ
け
で
健
全
な
行
政
が
出
来
る
と
思
つ
て
い

る
か
も
知
れ
な
い
が
実
際
に
那
覇
市
な
く
し

て
何
の
行
政
を
な
す
こ
と
が
出
来
よ
う
、
こ

う
い
つ
た
重
大
な
問
題
は
市
民
投
票
に
し
た

方
が
よ
い
と
思
う

食
糧
会
社
々
長

大
局
的
視
野
で
世
論
に
聴
け
／
上
原
義

弘
氏

三
市
一
村
合
併
に
つ
い
て
は
人
み
な
そ
れ
ぞ

れ
の
考
え
方
が
あ
り
、
那
覇
市
の
い
う
編
入

合
併
に
も
、
真
和
志
市
の
い
う
合
体
合
ぺ
い

に
も
一
理
は
あ
る
の
で
こ
れ
に
つ
い
て
は
何

と
も
い
え
な
い
。
た
ゞ
私
の
考
え
と
し
て
は

市
民
の
福
祉
と
い
う
大
乗
的
な
立
場
で
ゆ
ず

り
あ
わ
ね
ば
い
つ
ま
で
も
首
都
建
設
は
実
を

結
ば
な
い
と
思
う
。
基
地
沖
縄
の
国
際
性
か

ら
も
外
来
者
に
み
せ
て
恥
を
か
ゝ
な
い
都
市

は
つ
く
る
べ
き
だ
が
、
そ
う
か
と
い
つ
て
二

市
一
村
合
併
で
は
す
つ
き
り
し
な
い
も
の
に

な
り
、
国
家
百
年
の
大
計
と
も
い
う
べ
き
首

都
建
設
を
す
る
な
ら
、
は
じ
め
か
ら
す
つ
き

り
し
た
も
の
に
し
て
い
つ
た
方
が
よ
い
と
思

う
。
政
治
向
き
の
こ
と
は
よ
く
知
ら
な
い
が

私
と
し
て
は
国
際
的
地
位
の
高
ま
つ
た
今
日

の
沖
縄
で
、
折
角
こ
れ
か
ら
実
を
結
ぼ
う
と

す
る
首
都
建
設
が
”
乃
公
の
言
い
分
が
通
ら

ね
ば
市
民
□
福
祉
や
世
ろ
ん
は
ど
う
で
も
よ

い
”
と
い
う
態
ど
は
よ
く
な
い
と
思
う
。

日
琉
畜
産
、
ホ
テ
ル
琉
球
社
長

｜
社
　
説
｜

飽
く
ま
で
も
歩
み
寄
れ

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
７
・
５

三
市
一
村
合
併
に
よ
る
首
都
建
設
の
期
待
が

ま
た
ま
た
一
頓
挫
を
み
せ
る
に
至
つ
た
。
那

覇
市
の
編
入
合
併

首
里
市
、
小
禄
村
同
調

の
方
針
に
対
し
、
真
和
志
市
で
は
三
日
市
会

三
一
一

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

七
月

の



全
体
協
議
会
を
開
き
種
々
討
議
の
結
果
、
合

体
合
併
十
六
、
編
入
合
併
五
で
那
覇
市
の
提

唱
す
る
編
入
に
は
応
じ
な
い
態
度
を
決
定
し

た
。
こ
の
事
態
に
対
し
宮
里
真
和
志
市
長
は

ま
こ
と
に
残
念
で
あ
る

と
し

当
分
市

政
の
強
化
に
尽
瘁
し
て
い
く

と
語
り
、
当

間
那
覇
市
長
は

今
後
、
真
和
志
と
の
合
併

問
題
か
ら
は
手
を
引
く

と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
で
、
地
域
的
に
も
ま
た
市
民
生
活
の
上

か
ら
も
、
も
つ
と
も
早
期
合
併
が
望
ま
れ
て

い
る
那
覇
・
真
和
志
が
一
つ
に
な
る
と
い
う

こ
と
は
完
全
に
棚
上
げ
さ
れ
た
恰
好
で
あ

る
。
が
し
か
し
、
真
和
志
の
今
回
の
編
入
否

決
は
、
合
併
そ
の
も
の
を
否
定
し
た
も
の
で

な
く
、
宮
里
市
長
も
、
合
併
に
よ
つ
て
繁
栄

は
期
待
さ
れ
る
と
し
て
今
後
に
問
題
を
残
し

て
お
り
、
那
覇
の
当
間
市
長
の

手
を
引
く

と
い
う
の
も
、
人
民
党
な
ど
の
策
動

事
実

か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が

に
乗
せ
ら
れ
て

編
入
反
対
を
す
る
よ
う
で
は
、
こ
ち
ら
か
ら

お
断
り
だ
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
る
よ

う
で
、
わ
れ
わ
れ
は
問
題
が
こ
こ
ま
で
来
て

も
な
お
、
真
和
志
を
含
め
た
都
市
合
併
へ
の

期
待
が
な
く
な
つ
た
と
は
思
い
た
く
な
い
。

那
覇
市
側
に
は
、
真
和
志
が
応
じ
な
い
か
ら

と
し
て
首
里
と
小
禄
の
み
を
編
入
す
る
意
向

も
あ
る
よ
う
だ
が
、
真
和
志
を
飛
び
越
え
て

首
里
を
吸
収
す
る
と
い
つ
て
も
実
際
に
同
一

地
域
の
形
態
を
な
し
て
い
る
真
和
志
を
抜
い

て
の
都
計
、
首
都
建
設
は
甚
だ
不
自
然
で
あ

る
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
飽
く
ま
で
両
市
の

歩
み
寄
り
を
望
み
た
い
の
で
あ
る
。

編
入
合
併
と
合
体
合
併
の
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張

を
せ
ん
じ
つ
め
る
と
、
結
局

市
長
の
問
題

に
帰
す
る
よ
う
だ
。
真
和
志
側
の
編
入
反
対

の
主
な
る
理
由
は
、
那
覇
六
万
市
民
に
選
ば

れ
た
市
長
が
、
合
併
後
の
十
六
万
市
民
の
上

に
そ
の
ま
ま
の
つ
か
つ
て
い
こ
う
と
す
る
の

は
民
主
政
治
の
基
本
理
念
を
ゆ
が
め
る
も
の

だ
と
い
う
に
あ
る
。
も
と
も
と
都
市
合
併
は

そ
の
地
域
の
経
済
的
発
展
と
行
政
上
の
便
宜

の
た
め
に
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
市
長
の

椅
子
の
奪
い
合
い
で
、
そ
の
本
義
が
忘
れ
ら

れ
て
は
困
る
の
で
あ
る
。
三
市
一
村
と
も
に

昔
か
ら
の
伝
統
や
政
党
の
地
盤
関
係
も
あ

り
、
と
か
く
政
治
的
取
引
き
が
出
て
く
る
こ

と
も
や
む
を
得
な
い
が
、
那
覇
・
真
和
志
の

合
併
方
法
に
於
け
る
対
立
は
、
も
つ
ぱ
ら
そ

う
し
た
政
治
的
か
け
引
き
や
権
力
争
奪
に
あ

る
と
言
え
る
。

だ
が
一
面
、
こ
の
事
は
合
併
の
本
旨
、
所
謂

根
本
的
な
問
題
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
、
合
併

へ
の
期
待
が
な
お
持
続
さ
れ
る
と
い
う
も
の

で
、
そ
れ
だ
け
に
政
府
あ
た
り
が
超
党
派
的

に
、
純
粋
な
行
政
上
の
助
言
と
い
う
立
場
か

ら
両
者
の
和
解
に
一
役
を
買
つ
て
出
れ
ば
、

硬
直
し
た
問
題
も
案
外
一
気
に
解
決
を
み
る

可
能
性
が
あ
る
と
も
い
え
る
わ
け
だ
。

真
和
志
側
の
主
張
の
よ
う
に
、
三
市
一
村
が

一
つ
に
な
つ
た
ら
、
市
長
も
議
員
も
、
合
併

後
の
全
市
民
に
よ
つ
て
新
た
に
選
挙
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
民
主
社
会
で

は
、
常
識
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
行
政
合
併
の

市
で
は
何
よ
り
も
合
併
市
村
住
民
の
融
和
が

大
切
で
あ
り
、
新
し
い
市
固
め
の
精
神
統
一

の
た
め
に
も
肝
要
な
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が

つ
て
真
和
志
側
も
強
い
て
対
等
意
識
で
押
さ

ず
に
一
歩
退
い
て
那
覇
市
を
主
体
と
す
る
編

入
合
併
に
同
意
し
、
ま
た
那
覇
市
側
も
合
併

の
事
務
的
処
理
が
一
応
終
つ
た
頃
に
は
市

長
、
議
員
自
ら
そ
の
地
位
を
新
市
民
の
意
志

に
問
う
条
件
で
大
乗
的
立
場
か
ら
歩
み
寄
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
市
一
村
は
那
覇
市
の
編
入
に
賛
成
し
て
い

る
。
問
題
は
真
和
志
だ
け
で
あ
る
。
こ
こ
ま

で
来
て
、
永
年
そ
の
合
併
を
企
図
し
、
努
力

を
傾
け
た
那
覇
市
が
、
戦
前
も
戦
後
も
専
門

家
を
わ
ざ
わ
ざ
招
聘
し
て
得
た
都
計
の
結
論

適
正
規
模

を
放
棄
し
て
い
い
筈
の
も
の

で
は
な
い
。
相
手
を
進
ん
で
説
き
ふ
せ
、
懸

案
を
成
就
さ
せ
る
一
層
の
努
力
こ
そ
望
ま
し

い
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
た
と
え
首
里
・
小
禄
は
次
ぎ
に

し
て
も
、
那
覇
・
真
和
志
は
速
か
に
一
つ
に

な
る
べ
き
だ
と
さ
え
思
う
。
現
在
沖
縄
の
首

都
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
こ
の
両
市
を
一
つ
に

し
て
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
両
市
が
に

ら
み
合
つ
て
は
利
害
関
係
が
相
通
ず
る
一
般

両
市
民
が
迷
惑
で
あ
る
。

当
間
那
覇
市
長
の

真
和
志
が
編
入
に
反
対

し
た
背
後
に
は
人
民
党
の
工
作
が
あ
つ
た

と
い
う
談
話
に
対
し
、
真
和
志
側
は
事
実
無

根
だ
と
い
い
、
何
か
の
魂
胆
の
下
に
政
治
的

圧
力
を
加
え
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
だ
と
憤

怒
し
て
い
る
と
い
う
。
軍
か
ら
赤
と
き
め
つ

け
ら
れ
て
い
る
人
民
党
が
肩
を
入
れ
て
い
る

と
い
え
ば
正
論
も
そ
れ
な
り
に
は
通
ら
な
く

な
る
、
そ
う
い
う
最
近
の
傾
向
を
、
こ
の
合

併
問
題
に
も
利
用
さ
れ
る
と
あ
つ
て
は
大
変

な
は
な
し
で
あ
る
。
が
同
時
に
自
治
体
が
斯

る
政
党
政
派
に
よ
つ
て
左
右
さ
れ
る
と
あ
れ

ば
、
そ
れ
こ
そ
大
ご
と
で
あ
る
。
双
方
と
も

権
謀
術
数
を
捨
て
、
頭
を
ひ
や
し
て
如
何
に

す
れ
ば
歩
み
寄
り
、合
併
を
実
現
さ
せ
る
か
、

慎
重
な
態
度
で
再
考
し
て
貰
い
た
い
も
の

だ
。痛

烈
な
市
政
批
判
演
説
会
／
合

併
は
全
住
民
の
関
心
／
昨
夜

那
覇
高
で
飛
入
り
で
盛
況
／

三
市
一
村
実
現
せ
よ

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
４
・
７
・
５

那
覇
市
会
野
党
側
の
主
催
す
る
議
会
報
告
演

説
会
は
四
日
夜
八
時
よ
り
那
覇
高
校
々
庭
で

開
か
れ
聴
衆
約
七
百
名
が
集
つ
た
。
弁
士
に

は
市
会
議
員
喜
久
山
朝
重
、
儀
間
真
喜
、
宜

三
一
二

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

七
月



保
為
楷
、
糸
数
昌
秀
四
氏
が
登
壇
、
那
覇
市

の
市
政
批
判
議
会
の
報
告
が
あ
り
、
引
続
き

一
般
市
民
の
自
由
登
壇
と
な
つ
た
が
前
市
会

議
員
島
袋
嘉
順
、市
政
研
究
委
員
宮
城
無
々
、

三
島
英
明
三
氏
の
飛
入
り
が
あ
つ
て
痛
烈
に

市
政
を
批
判
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
十
一
時
半

散
会
し
た
。

喜
久
山
議
員
の
司
会
で
演
説
会
は
進
め
ら

れ
那
覇
市
政
と
合
併
問
題
を
め
ぐ
り
当
間

那
覇
市
長
及
び
そ
の
与
党
に
論
難
の
矢
が

向
け
ら
れ
た
。
喜
久
山
議
員
は

当
間
市

長
は
今
後
合
併
問
題
か
ら
手
を
引
く
と
新

聞
談
話
を
発
表
し
て
い
る
が
こ
れ
は
市
民

へ
の
公
約
を
放
棄
す
る
も
の
で
あ
り
そ
の

信
念
の
程
を
う
た
が
う
も
の
で
あ
る

と

当
間
市
長
の
合
併
に
対
す
る
不
熱
心
を
せ

め

真
和
志
の
編
入
合
併
拒
否
を
人
民
、

社
大
両
党
に
責
任
を
転
嫁
し
て
い
る
が
こ

れ
は
悪
ら
つ
な
る
言
じ
で
あ
り
、
ゆ
る
せ

な
い
こ
と
だ

と
激
し
く
訴
え
た
。

続
い
て
儀
間
議
員
は

那
覇
の
提
案
し
た
編

入
合
併
は
十
八
日
会
メ
ン
バ
ー
十
八
名
が
市

長
宅
に
集
つ
て
決
め
た
こ
と
で
あ
る
、
市
長

宅
で
こ
の
よ
う
な
重
大
問
題
を
密
議
す
る
こ

と
は
ゆ
る
さ
れ
る
か

｜
拍
手
｜
聴
衆
か
ら

は
弥
次
一
つ
飛
ば
な
い
静
け
さ
で
あ
る
。
宜

保
、
糸
数
両
氏
に
次
い
で
司
会
の
喜
久
山
氏

か
ら
一
般
市
民
の
飛
入
り
登
壇
を
歓
迎
の
呼

掛
け
が
あ
つ
て
島
袋
嘉
順
、
宮
城
無
々
氏
ら

が
壇
上
に
立
ち
痛
烈
に
市
政
と
合
併
を
批

判
、
演
説
会
は
主
催
側
よ
り
も
飛
入
り
側
に

よ
つ
て
生
彩
を
加
え
た
感
が
あ
つ
た
。
そ
の

演
説
要
旨
は
次
の
通
り
。

宮
城
―
合
併
問
題
に
つ
い
て
奮
激
の
あ
ま

り
に
一
市
民
と
し
て
立
つ
た
。
都
市
合
併
は

三
市
一
村
だ
け
の
私
益
で
は
な
い
、
全
住
民

の
関
心
事
で
あ
る
。
真
和
志
は
面
子
を
も
ま

げ
あ
え
て
那
覇
の
主
張
す
る
三
市
一
村
の
線

ま
で
も
つ
て
来
た
の
で
あ
る
。
当
間
君
は
法

律
家
だ
か
ら
彼
が
編
入
と
い
う
と
も
つ
と
も

に
聞
え
る
。
真
栄
田
君
は
当
間
君
の
一
の
子

分
だ
か
ら
同
じ
調
子
だ
。

こ
れ
は
七
万
那
覇
市
民
を
馬
鹿
に
し
七
十
万

住
民
を
愚
弄
す
る
も
の
で
あ
る
、
今
後
合
併

問
題
か
ら
は
手
を
切
る
と
云
う
て
い
る
が
市

長
の
イ
ス
と
も
手
を
切
る
と
い
う
言
葉
が
お

ち
て
い
る
。
拍
手

又
吉
君
の
遺
志
を
つ
ぐ
と
公
約
し
た
が
、
こ

れ
は
投
票
サ
ギ
と
云
う
も
の
だ
。
九
月
ま
で

に
は
三
市
一
村
合
併
を
実
現
し
て
貰
い
た

い
。
小
禄
、
首
里
に
編
入
で
よ
い
と
い
う
な

ら
む
し
ろ
那
覇
に
と
つ
て
は
有
難
い
事
。
併

し
真
和
志
が
対
等
合
併
を
主
張
し
て
い
る
の

だ
か
ら
真
和
志
と
は
対
等
合
併
で
や
つ
た
ら

よ
い
。
当
間
君
の
猛
省
を
促
し
、
市
民
の
熱

意
を
結
集
す
れ
ば
こ
の
九
月
合
併
を
実
現
す

る
こ
と
が
出
来
る
。

島
袋
氏
―
編
入
拒
否
は
人
民
党
の
工
作
だ

と
い
う
当
間
市
長
の
談
話
は
良
識
あ
る
真
和

志
市
民
の
反
撃
に
あ
い
全
住
民
か
ら
そ
の
フ

ア
ツ
シ
ヨ
的
陰
謀
は
見
抜
か
れ
る
で
あ
ろ

う
。メ
モ
／
の
べ
つ
幕
な
し
の
折
衝
／
離
合

集
散
生
み
の
悩
み

長
年
に
わ
た
る
懸
案
で
あ
り
三
市
一
村
は

じ
め
全
住
民
の
期
待
と
注
目
を
あ
つ
め
た

都
市
合
併
は
真
和
志
側
の
大
き
な
譲
歩
に

よ
つ
て
三
市
一
村
の
足
並
も
見
事
に
揃
い

こ
の
調
子
で
は
九
月
頃
に
は
新
生
都
市
が

住
民
の
祝
福
の
う
ち
に
誕
生
す
る
か
に
み

え
た
が
そ
の
後
那
覇
市
が
編
入
合
併
を
主

張
し
た
事
か
ら
再
び
流
産
い
ま
那
覇
市
は

編
入
合
併
の
主
張
に
よ
り
首
里
、
小
禄
を

編
入
す
る
と
い
つ
た
立
場
に
立
つ
て
再
び

工
作
は
進
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
程
真
和
志

は
編
入
反
対
を
市
会
で
決
議
、
こ
れ
に
か

ら
ん
で
両
市
長

宮
里
真
和
志
、
当
間
那

覇
市

の
間
に
や
り
と
り
が
行
わ
れ
、
今

や
、
合
併
問
題
は
思
わ
ぬ
デ
ツ
ド
ロ
ツ
ク

に
押
し
あ
げ
ら
れ
て
し
ま
つ
た
又
吉
市
長

以
来
す
ゝ
め
ら
れ
て
来
た
都
市
合
併
へ
の

歩
み
を
反
省
す
る
意
味
で
、
こ
れ
ま
で
の

動
き
を
次
の
よ
う
に
メ
モ
し
て
み
た
。
こ

れ
が
合
併
へ
の
仕
切
直
し
の
き
つ
か
け
と

も
な
れ
ば
幸
い
と
い
う
の
も
の
。

△
五
二
年
―
八
月
十
一
日
、
真
和
志
議
会
那

覇
市
へ
合
併
問
題
懇
談
申
入
れ
の
件
全
会
一

致
で
賛
成
。

八
月
十
二
日
　
真
和
志
、
首
里
両
市
よ
り

那
覇
市
へ
合
併
問
題
懇
談
申
入
れ

八
月
十
三
日
　
那
覇
市
役
所
で
合
併
懇
談

会
を
開
く
。
那
覇
側
か
ら
又
吉
市
長
、
真
栄

田
議
長
、
首
里
市
側
か
ら
兼
島
市
長
、
久
高

議
長
、
真
和
志
村
か
ら
宮
里
村
長
、
新
垣
議

長
が
出
席
。
二
市
二
村
合
併
研
究
委
員
会

の
設
置
を
決
定
。

九
月
中
旬
石
川
博
士
来
島
。

十
一
月
十
五
日
　
真
和
志
議
会
戦
後
那
覇

市
管
内
に
入
つ
て
い
る
真
和
志
村
の
行
政
区

域
を
五
三
年
一
月
一
日
を
も
つ
て
真
和
志
に

返
還
せ
よ
と
決
議
。

十
一
月
十
五
日
　

第
四
回
二
市
二
村
合

併
研
究
会

ひ
ら
く

首
里
、
真
和
志
、
小

禄
の
五
三
年
七
月
一
日
合
併
意
見

と

那

覇
の
五
二
年
七
月

五
四
年
六
月
ま
で
の
間

に
合
併
す
る
と
の
意
見

が
対
立
す
る
。
表

決
に
よ
り
休
会
決
定
。

十
二
月
十
八
日
　
那
覇
市
政
研
究
会
の

面
々
が
真
和
志
を
訪
れ
る
。

十
二
月
二
十
二
日
　
那
覇
市
政
研
究
会
合

併
促
進
に
対
す
る
請
願
書
を
関
係
市
村
及
び

那
覇
市
長
及
市
会
へ
提
出
。

△
五
三
年
八
月
二
十
日
花
城
那
覇
市
都
計
課

長
渡
日
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
、
広
島
、
福

岡
の
各
都
市
を
視
察
、
石
川
博
士
と
打
合
せ
。

石
川
博
士
二
市
二
村
を
再
度
強
調
。三

一
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十
月
一
日
　
真
和
志
村
市
へ
昇
格
。

十
一
月
十
四
日
　
当
間
市
長
記
者
会
見
で

合
併
は
三
市
一
村
に
よ
り
五
四
年
九
月
で
あ

る
と
語
つ
た
。

五
四
年
一
月
三
日

当
間
市
長
御
用
始
式
の

席
上

三
市
一
村
合
併
を
任
期
中
に
実
現
し

た
い

旨
新
春
第
一
声
を
放
つ
。

一
月
二
十
一
日
　
那
覇
市
会
三
市
一
村
を

可
決
。
五
月
十
七
日
　
真
和
志
市
会
三
市
一
村
を

決
議
、
声
明
書
を
発
表
。

五
月
二
十
七
日
　
正
副
議
長
会
談
を
行
い

九
月
合
併
実
現
を
申
合
す
。

五
月
三
十
一
日
　
真
和
志
都
市
合
併
促
進

折
衝
委
関
係
市
村
を
訪
問
、
正
副
議
長
会
々

談
話
合
う
。

六
月
六
日
夜
　
与
党
議
員
ク
ラ
ブ
三
市
一

村
合
併
意
見
交
換
で
吸
収
合
併
の
線
と
申
合

す
。六
月
八
日
　
真
和
志
議
会
代
表
主
席
、
立

法
院
を
訪
問

三
市
一
村
合
併
に
関
す
る
意

見
書

を
提
出
。

六
月
十
五
日
夜
　
当
間
市
長
宮
里
市
長
新

垣
議
員
を
自
宅
に
招
き
編
入
合
併
を
呼
び
か

け
る
。
六
月
十
八
日
　
立
法
院
行
法
委
が
行
政
主

席
に
合
併
へ
の
勧
告
要
請
を
決
定
。

六
月
二
十
日
　
当
間
市
長
宅
で
四
首
長
会

談
那
覇
吸
収
の
線
を
打
出
す
。

六
月
二
十
一
日
夜
　
真
和
志
協
友
会
議
員

当
間
、
マ
エ
ダ
城
間
と
話
合
い
編
入
合
併
に

つ
い
て
説
明
を
き
く
。

六
月
一
日
　
那
覇
市
役
所
で
第
二
回
首
長

会
談
。
真
和
志
側
態
度
決
ら
ず
も
の
別
れ
と

な
る
。
六
月
三
十
日
　
首
里
市
長
大
山
市
副
議
長

当
間
市
長
を
訪
問

九
月
一
日
に
編
入
合
併

し
た
い
と
申
入
れ
る
。

六
月
三
十
日
　
小
禄
村
議
会
編
入
合
併
を

決
議
直
ち
に
折
衝
に
入
る
こ
と
に
な
つ
た
。

七
月
三
日
　
真
和
志
市
会
十
六
対
五
で
編

入
合
併
を
否
決
。

早
く
も
編
入
へ
の
動
き
／
首
里

・
小
禄
那
覇
へ
促
進
申
し
入

れ沖
タ
・
夕
　
１
９
５
４
・
７
・
５

真
和
志
の
編
入
反
対
で
合
併
問
題
は
新
し
い

展
開
を
見
せ
る
こ
と
に
な
つ
た
。

那
覇
市
で
は
五
日
い
よ
い
よ
首
里
、
小
禄
の

み
を
編
入
し
て
新
首
都
の
建
設
に
邁
進
す
る

と
の
方
針
を
決
め
、
そ
の
時
期
は
九
月
一
日

と
し
本
月
中
ば
ま
で
に
編
入
の
告
示
が
行
え

る
よ
う
必
要
な
諸
手
続
き
を
早
急
に
進
め
る

こ
と
に
な
つ
た
。

こ
れ
ら
は
四
日
、
小
禄
村
の
赤
嶺
議
員
ら

議
会
代
表
三
氏
及
び
同
村
出
身
の
長
嶺
秋

夫
立
法
院
議
員
が
那
覇
側
を
訪
問
、

真

和
志
が
抜
け
て
も
予
定
通
り
九
月
ま
で
に

編
入
を
実
現
さ
れ
た
い

と
要
請
。

一
方
、
首
里
の
兼
島
市
長
も
五
日
朝
当
間
市

長
を
訪
問
し
て
真
和
志
の
態
度
確
明
以
後
の

情
勢
判
断
、
今
後
の
見
通
し
な
ど
に
つ
い
て

協
議
。首里
と
し
て
は
六
日
の
全
員
協
議
会
で

は
つ
き
り
さ
せ
る
が
す
で
に
編
入
の
線
に

き
ま
つ
て
い
る

こ
と
を
う
な
が
し
た
な
ど
、
活
発
に
な
つ
て

き
た
小
禄
、
首
里
側
の
動
き
に
答
え
る
も

の
ゝ
よ
う
だ
。

那
覇
、
首
里
、
小
禄
村
の
二
市
一
村
合
併

が
実
現
す
れ
ば
、
人
口
十
万
七
千
、
面
積

二
十
二
平
方
キ
ロ
、
職
員
は
現
在
の
六
十

八
名
か
ら
三
十
名
に
圧
縮
さ
れ
る
。

当
間
市
長
の
話
―
今
月
中
ば
に
編
入
の
告

示
を
出
し
て
貰
い
、
九
月
一
日
に
実
施
、
九

月
の
第
二
日
曜

十
二
日

に
新
議
員
の
選

挙
が
行
え
る
よ
う
す
み
や
か
に
諸
手
続
き
を

進
め
た
い
。

三
市
一
村
合
併
の
失
敗
（
上
）

真
和
志
市
会
議
員
　
町
田
宗
永
　

琉
新
・
夕
　
１
９
５
４
・
７
・
７

わ
れ
わ
れ
は
十
六
対
五
と
い
う
、
極
め
て
少

数
で
敗
れ
た
。
し
か
し
、
決
し
て
悲
観
も
楽

観
も
し
て
い
な
い
。
と
い
う
の
は
結
果
に
お

い
て
、
私
の
お
く
測
ど
お
り
の
始
末
に
終
つ

た
か
ら
で
あ
る
。
七
月
三
日
を
期
し
て
三
市

一
村
編
入
合
併
の
線
は
一
応
ご
破
算
に
お
わ

つ
た
。
何
故
そ
う
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

つ
た
か
？
そ
の
い
き
さ
つ
を
の
べ
て
関
係
市

村
民
の
疑
惑
を
解
く
こ
と
も
あ
え
て
徒
爾
で

は
あ
る
ま
い
。
去
る
五
月
十
七
日
、
突
然
高

良
正
文
議
員
ほ
か
五
名
か
ら
な
る
市
議
の
発

議
に
よ
つ
て
召
集
通
知
に
接
し
た
の
が
今
度

の
三
市
一
村
合
併
だ
つ
た
の
で
あ
る
。
如
何

に
も
こ
れ
は
不
思
議
だ
。
最
初
は
自
分
の
耳

を
疑
ぐ
つ
た
く
ら
い
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば

今
ま
で
一
市
一
村
合
併
を
強
引
に
主
張
し
て

き
て
関
係
市
村
を
散
々
手
古
摺
ら
せ
た
当
の

議
員
諸
公
が
、
ど
う
し
た
風
の
吹
き
ま
わ
し

か
、
心
境
の
著
し
い
ひ
よ
う
変
ぶ
り
か
、
実

に
意
外
と
云
え
ば
不
思
議
な
出
来
ご
と
で
あ

つ
た
。
と
こ
ろ
が
矢
張
り
割
り
切
れ
な
い
気

持
が
な
お
残
つ
た
の
は
、
議
場
出
席
ま
で
は

お
味
方
議
員
以
外
、
内
容
は
飽
く
ま
で
秘
密

に
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
つ
た
。
吾
々
同

志
議
員
一
同
は
不
審
に
堪
え
ず
何
故
こ
ん
な

重
要
な
合
併
問
題
を
議
す
る
の
に
秘
密
に
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
か
、
先
ず
議
会
で
説
明
を

聞
く
ま
で
は
未
だ
未
だ
安
心
出
来
な
い
気
持

で
議
場
に
臨
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
説
明
を
聞
い

て
み
て
成
る
程
立
派
な
声
明
書
で

こ
の
声

明
文
は
既
に
新
聞
や
ラ
ジ
オ
で
放
送
さ
れ

た

一
人
の
人
民
党
を
除
い
て
は
何
時
に
見

ら
れ
な
い
和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
の
う
ち

三
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に
満
場
一
致
可
決
さ
れ
た
。
早
速
交
渉
委
は

選
こ
う
さ
れ
関
係
方
面
へ
の
交
渉
開
始
と
な

つ
た
。
今
日
ま
で
の
イ
キ
サ
ツ
を
熟
知
し
、

散
々
に
手
を
焼
い
た
筈
の
那
覇
市
議
会
お
よ

び
那
覇
市
民
に
し
て
み
れ
ば
こ
の
真
和
志
議

会
の
百
八
十
度
の
急
転
回
ぶ
り
は
本
心
か
そ

れ
と
も
ケ
レ
ン
か
策
動
か
眉
に
つ
ば
を
つ
け

て
眼
を
み
は
つ
た
に
違
い
な
い
。
案
の
定
、

那
覇
市
側
で
は
裏
に
カ
ラ
ク
リ
で
も
仕
掛
け

て
は
い
は
す
ま
い
か
、
流
石
に
用
心
深
く
構

え
て
交
渉
は
遅
々
と
し
て
進
捗
せ
ず
、
遂
に

第
二
回
に
は
立
法
院
や
琉
球
政
府
に
も
運
動

す
べ
く
、
第
二
回
目
の
交
渉
委
員
は
別
に
選

考
す
る
こ
と
と
な
り
、
今
度
は
民
主
党
系
の

議
員
四
名
に
議
長
を
加
え
て
、
比
嘉
主
席
、

立
法
院
、
那
覇
市
長
を
訪
問
し
た
。
殊
に
当

間
市
長
に
対
し
て
は
真
和
志
市
側
は
裏
に
政

治
的
か
け
引
き
は
何
も
な
い
こ
と
を
誓
言
し

た
。
那
覇
市
側
で
は
十
八
名
の
議
員
が
非
公

式
に
集
合
し
て
吸
収
合
併
を
申
し
合
せ
た
と

い
う
こ
と
を
聞
き
、
早
く
も
船
を
暗
礁
に
乗

り
上
げ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
一
ま
つ
の
危

ぐ
の
念
を
感
ぜ
ぬ
で
も
な
か
つ
た
。
結
果
は

か
く
し
て
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

今
回
の
決
裂
の
後
に
新
垣
議
長
、
高
良
議
員

の
論
じ
た
民
主
政
治
の
常
道
を
失
す
る
な
か

れ
の
文
句
は
正
に
名
論
で
あ
り
卓
絶
で
あ

る
。

三
市
一
村
合
併
の
失
敗
（
下
）

真
和
志
市
会
議
員
　
町
田
宗
永

琉
新
・
夕
　
１
９
５
４
・
７
・
８

只
遺
憾
な
が
ら
現
在
の
真
和
志
市
議
会
の
置

か
れ
た
立
場
か
ら
述
べ
る
と
す
れ
ば
ウ
ロ
覚

え
の
空
論
に
過
ぎ
な
く
な
る
　
議
員
と
し
て

の
私
の
表
情
を
卒
直
に
訴
え
る
こ
と
を
許
さ

れ
る
な
ら
ば
、
折
角
九
じ
ん
の
功
を
一
き
に

欠
き
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
つ

と
卒
直
に
具
体
的
に
云
え
ば
、
首
里
、
小
禄

の
落
伍
者
に
な
り
た
く
な
い
と
い
う
一
点
で

あ
る
。
恐
ら
く
今
日
の
状
態
を
そ
の
ま
ゝ
持

続
し
て
い
く
と
す
れ
ば
、
こ
ゝ
二
、
三
年
を

出
で
ず
し
て
旧
首
里
、
小
禄
市
の
急
激
な
首

都
と
し
て
の
発
展
と
飛
躍
が
現
実
と
な
つ
て

確
答
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
わ
が
市
民
諸

賢
は
二
、
三
年
後
に
取
り
残
さ
れ
た
真
和
志

市
の
貧
弱
と
見
違
え
る
位
進
歩
発
展
し
た
首

里
、
小
禄
と
対
照
さ
れ
る
日
ま
で
忍
従
す
る

事
に
堪
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
只

吾
々
は
現
在
の
真
和
志
全
住
民
の
真
の
福
祉

増
進
を
希
念
し
て
名
も
実
も
地
位
も
全
然
念

頭
に
お
か
ず
、
実
に
就
く
こ
と
を
念
願
と
し

た
い
。
一
言
申
し
添
え
て
お
き
た
い
の
は
那

覇
市
側
が
提
唱
す
る
吸
収
合
併
は
、
現
当
間

那
覇
市
長
を
任
期
間
後
三
年
を
そ
の
ま
ま
大

那
覇
市
長
と
し
て
、
早
速
九
月
に
行
わ
れ
る

市
議
選
挙
に
は
全
部
か
ら
選
出
す
機
会
が
出

来
る
ま
で
の
暫
定
処
置
と
し
て
那
覇
市
の
条

令
を
残
す
と
云
う
点
以
外
は
皆
対
等
で
あ
り

内
容
に
何
も
変
つ
た
事
は
な
い
の
で
あ
り
ま

す
以
上
が
合
併
に
対
す
る
私
の
感
想
で
あ
り

ま
す
。

首
里
編
入
合
併
に
歩
寄
る
／
当

間
氏
を
交
え
全
員
協
議
会

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
７
・
９

真
和
志
市
議
会
の
編
入
反
対
決
議
以
来
こ
れ

ま
で
合
併
問
題
に
つ
い
て
は
三
市
一
村
の
歩

み
寄
り
を
強
調
し
て
来
た
首
里
市
が
ど
う
い

う
態
度
に
出
る
か
注
目
さ
れ
て
い
た
が
八
日

午
後
四
時
、
首
里
市
議
会
の
最
後
的
な
態
度

を
決
め
る
た
め
全
員
協
議
会
を
開
き
、
特
に

那
覇
市
側
か
ら
当
間
市
長
、
東
江
財
政
課
長

ら
を
招
い
て
編
入
に
伴
な
つ
て
起
る
い
ろ
い

ろ
の
問
題
に
つ
い
て
も
相
当
突
込
ん
だ
質
問

を
行
つ
た
。
全
体
の
空
気
と
し
て
は
真
和
志

側
の
歩
み
寄
り
を
希
望
し
な
が
ら
も
、
一
足

先
き
に
二
市
一
村
の
方
向
へ
動
き
出
し
て
い

る
よ
う
だ
。

（
当
間
市
長
挨
拶
要
旨
）

地
理
的
に
隣
接
し
な
い
市
町
村
の
合
併
が
可

能
か
ど
う
か
し
ば
し
ば
言
わ
れ
て
い
る
が
、

隣
接
地
で
あ
る
こ
と
は
合
併
の
要
件
で
は
な

く
、
特
別
の
禁
止
規
定
が
な
い
限
り
で
き
る

と
確
信
し
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
問
題
と

し
て
新
那
覇
市
の
市
街
図
を
描
い
て
み
る
と

真
和
志
が
入
り
こ
ん
で
い
る
の
で
恰
好
は
悪

い
が
市
政
の
運
営
上
何
等
支
障
は
な
い
。
現

行
の
各
市
町
村
条
例
は
多
少
の
差
異
は
あ
る

が
、
編
入
と
同
時
に
首
里
、
小
禄
の
条
例
は

当
然
失
効
す
る
が
、
そ
の
ま
ゝ
適
用
で
き
な

い
と
こ
ろ
は
話
し
合
い
で
調
整
で
き
る
。
区

長
制
は
廃
止
し
て
行
き
た
い
。

（
当
間
市
長
と
の
質
疑
応
答
要
旨
）

問

編
入
の
時
期
は
九
月
一
日
に
な
る
が
、

七
月
下
旬
に
は
市
町
村
議
会
議
員
の
選
挙
告

示
が
出
る
の
で
、
各
市
町
村
で
は
こ
れ
に
基

い
て
告
示
を
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
告

示
を
延
期
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
？

答

那
覇
市
側
で
は
二
十
日
ご
ろ
ま
で
に
は

小
禄
、
首
里
の
編
入
を
申
請
し
、
主
席
の
認

可
を
得
て
、
早
速
立
法
院
で
決
議
し
て
も
ら

う
よ
う
進
め
て
い
る
。
選
挙
の
告
示
前
に
編

入
の
告
示
が
出
れ
ば
首
里
、
小
禄
の
市
の
機

構
は
法
律
上
な
く
な
る
わ
け
だ
。

問

小
禄
、
首
里
の
編
入
後
も
三
市
一
村
の

実
現
に
努
力
す
る
か
？

答

真
和
志
側
で
は
自
分
が
賛
成
し
な
け
れ

ば
、
首
里
は
つ
い
て
来
な
い
と
言
つ
て
い
る

よ
う
だ
が
之
は
単
な
る
ゼ
ス
チ
ヤ
ー
に
過
ぎ

な
い
。
然
し
那
覇
市
側
で
は
真
和
志
を
是
非

入
れ
た
い
と
こ
ろ
だ
、
人
民
党
の
諸
君
が
権

力
で
も
つ
て
編
入
を
強
行
し
て
い
る
と
批
難

し
て
い
る
が
、
各
市
町
村
の
自
主
性
を
尊
重

し
て
や
つ
て
い
る
か
ら
批
難
は
当
ら
な
い
。

問

編
入
後
の
小
禄
や
首
里
の
出
張
所
長
の
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権
限
は
ど
う
な
る
か
？

答

地
域
が
狭
い
の
で
出
張
所
を
設
け
る
必

要
が
あ
る
か
ど
う
か
疑
問
だ
が
、
い
ず
れ
に

し
て
も
市
長
の
決
裁
を
要
す
べ
き
事
項
は
出

張
所
で
は
で
き
な
い
し
、
戸
籍
原
簿
だ
け
は

ど
う
し
て
も
一
カ
所
に
備
え
る
必
要
が
あ

る
。
問

那
覇
市
側
の
起
債
の
償
還
計
画
は
？

答

浄
水
道
、
市
有
地
使
用
料
、
市
場
使
用

料
な
ど
の
収
入
で
償
還
す
る
。

問

編
入
後
の
政
策
は
？

答

小
禄
は
基
地
経
済
と
い
う
点
を
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
、
首
里
に
つ
い
て
は
観
光
、

文
化
的
な
面
か
ら
み
た
市
の
構
成
を
考
え
る

べ
き
だ
と
思
う
が
、
そ
の
点
は
む
し
ろ
み
ん

な
の
意
見
を
聞
き
た
い
と
こ
ろ
だ
。
編
入
後

は
当
然
吏
員
の
減
少
は
覚
悟
す
べ
き
で
あ
る

が
こ
ゝ
一
年
位
は
現
状
の
ま
ゝ
で
行
き
た

い
。真

和
志
も
一
緒
に
編
入
へ
／
首

里
市
で
合
併
公
聴
会
開
く

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
７
・
10

編
入
が
対
等
合
併
か
に
つ
い
て
首
里
市
民
の

意
見
を
聞
こ
う
と
首
里
市
で
は
九
日
午
後
五

時
か
ら
城
西
小
学
校
で
約
二
時
間
に
わ
た
り

公
聴
会
を
開
き
十
日
午
後
四
時
か
ら
開
か
れ

る
首
里
市
会
全
体
協
議
会
の
資
料
に
供
し
た

が
当
日
の
主
な
発
言
は
つ
ぎ
の
通
り

○
仲
里
朝
章
氏

民
主
々
義
の
建
前
か
ら
当

然
新
都
市
の
市
長
選
挙
は
行
う
べ
き
で
そ
の

点
対
等
に
合
併
す
べ
き
で
あ
る

○
仲
宗
根
源
和
氏

合
併
で
も
編
入
で
も
実

質
的
に
は
な
ん
ら
変
り
は
な
い
、
当
間
市
長

の
退
陣
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
な
ら
ば
新
議

員
が
当
間
市
長
を
不
信
任
す
る
こ
と
に
よ
つ

て
果
せ
る
だ
ろ
う
し
、
ま
た
当
間
氏
は
あ
と

三
年
の
任
期
一
ぱ
い
は
つ
と
め
な
い
で
一
年

な
り
半
年
な
り
で
改
選
す
る
こ
と
も
可
能
と

思
う
、
こ
の
さ
い
首
里
市
と
し
て
は
面
子
に

こ
だ
わ
ら
ず
編
入
に
直
進
す
べ
き
だ

そ
の
外
多
数
の
意
見
が
の
べ
ら
れ
た
が
大
体

の
空
気
は
真
和
志
も
一
緒
に
編
入
の
態
勢
を

も
つ
て
進
む
べ
き
だ
と
す
る
意
見
が
圧
倒
的

多
く
首
里
市
会
で
は
き
よ
う
の
全
体
協
議
会

で
こ
れ
を
参
考
に
討
議
す
る
か
結
論
に
は
至

ら
な
い
も
よ
う
。

編
入
合
併
に
落
付
く
／
首
里
市

会
全
員
協
議
会
で

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
７
・
11

首
里
市
会
で
は
九
日
の
公
聴
会
に
引
続
き
十

日
午
後
五
時
か
ら
約
二
時
間
に
わ
た
り
合
併

問
題
に
つ
い
て
の
全
体
協
議
会
を
開
い
た
、

開
会
と
同
時
に
渡
嘉
敷
議
員
か
ら

昨
日
の

公
聴
会
の
結
果
は
合
併
反
対
で
あ
つ
た

と

発
言
し
た
こ
と
か
ら
一
時
波
乱
を
予
想
さ
せ

た
が
儀
保
、
知
花
、
石
川
、
大
山
議
員
か
ら

今
度
の
機
会
を
失
つ
て
は
二
度
と
合
併
の
時

機
は
め
ぐ
つ
て
こ
な
い
し
公
聴
会
に
お
け
る

市
民
の
意
見
も
編
入
に
対
し
て
絶
対
反
対
と

い
う
ほ
ど
の
も
の
は
な
く
、
主
に
面
子
に
こ

だ
わ
つ
た
感
情
論
で
参
考
と
す
べ
き
で
は
な

い
、
と
編
入
に
賛
成
の
意
見
を
の
べ
大
多
数

が
こ
れ
に
賛
成
し
た
の
で
首
里
市
会
で
は
久

高
、
大
山
正
副
議
長
、
佐
久
川
、
嘉
数
ツ
ル

の
四
議
員
が
十
二
日
午
前
中
に
真
和
志
と
合

併
問
題
で
同
調
で
き
な
か
つ
た
こ
と
を
報
告

す
る
意
味
で
真
和
志
市
を
お
と
ず
れ
同
日
午

後
四
時
か
ら
開
か
れ
る
協
議
会
で
正
式
に
首

里
市
の
那
覇
市
へ
の
編
入
を
決
議
す
る
こ
と

に
な
つ
た
。

真
和
志
の
了
解
を
求
め
／
首
里

市
会
編
入
の
腹
を
固
む

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
７
・
13

首
里
市
会
で
は
十
二
日
午
後
五
時
か
ら
全
体

協
議
会
を
開
き
十
日
の
協
議
会
で
決
定
し
、

久
高
議
長
以
下
三
議
員
の
真
和
志
市
訪
問
に

つ
い
て
久
高
議
長
か
ら
報
告
が
あ
り
更
に
編

入
問
題
に
つ
い
て
は
万
全
を
期
す
る
た
め
い

ま
だ
編
入
に
対
し
て
腹
の
決
ま
つ
て
い
な
い

議
員
は
十
四
日
ま
で
区
民
の
声
を
聞
き
十
五

日
の
本
会
議
で
編
入
か
合
併
か
を
正
式
に
決

議
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
久
高
議
長
の
報
告

要
旨
、
十
二
日
午
前
十
一
時
ご
ろ
久
高
、
大

山
正
副
議
長
と
佐
久
川
、
嘉
数
両
議
員
の
四

氏
は
宮
里
真
和
志
市
長
を
訪
問
。
我
々
と
し

て
は
十
日
の
協
議
会
で
決
定
し
た
通
り
三
市

一
村
合
併
の
線
で
交
渉
を
進
め
た
が
情
勢
の

変
化
で
真
和
志
市
を
越
え
編
入
の
止
む
な
き

に
至
つ
た
こ
と
に
真
和
志
側
の
了
解
を
求
め

た
、
真
和
志
市
側
も
首
里
市
が
真
和
志
を
の

け
も
の
に
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
よ
く
了

解
し
て
く
れ
た
、
後
で
新
垣
真
和
志
市
会
議

長
も
顔
を
み
せ
た
が
、
新
垣
議
長
は
同
市
が

単
独
で
市
政
を
運
営
す
る
こ
と
は
今
ま
で
よ

り
困
難
に
な
る
の
は
確
か
で
市
民
税
の
引
上

げ
や
起
債
も
考
え
な
く
て
は
な
ら
ず
相
当
財

政
的
に
苦
し
く
な
る
こ
と
と
の
べ
た
が
、
こ

れ
か
ら
考
え
て
真
和
志
市
は
合
併
に
対
し
依

然
と
し
て
望
み
を
捨
て
て
い
な
い
こ
と
が
想

像
さ
れ
る
、
ま
た
九
月
の
改
選
を
二
、
三
カ

月
延
ば
し
て
合
併
の
交
渉
を
す
る
こ
と
も
可

能
と
の
意
向
も
も
ら
し
て
お
り
総
合
し
て
同

市
は
ど
ん
な
事
が
あ
つ
て
も
単
独
の
道
を
い

く
と
は
考
え
ら
れ
ず
三
市
一
村
の
合
併
に
ま

だ
か
す
か
に
希
望
が
も
て
る
、
ま
た
首
里
の

編
入
も
じ
せ
ず
の
空
気
は
三
市
一
村
統
合
の

促
進
に
こ
そ
な
れ
決
し
て
じ
や
ま
に
は
な
ら

な
い16

対
２
で
編
入
議
決
／
首
里
市

会
、
懸
案
に
終
止
符

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
７
・
16

首
里
市
で
は
十
五
日
午
後
四
時
か
ら
定
例
議
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会
を
開
き
那
覇
市
に
編
入
合
併
に
つ
い
て
の

議
案
を
審
議
し
た
が
市
長
不
在
の
た
め
開
会

と
同
時
に
休
憩
に
入
り
午
後
五
時
半
兼
島
市

長
の
出
席
を
ま
つ
て
再
開
し
た
、
ま
ず
上
地

助
役
か
ら
十
三
、
十
四
両
日
各
区
で
開
か
れ

た
公
聴
会
の
結
果
を
つ
ぎ
の
と
お
り
報
告
し

た賛
成
の
区

寒
川
、
山
川
、
当
ノ
蔵
、
鳥
堀
、

崎
山
、
儀
保
、
赤
田
、
末
吉
、
汀
良
、

反
対
の
区

真
和
志
、
池
端
、
桃
原
、

や
む
な
く
賛
成
の
区

金
城
、
石
嶺
、
大
名

公
聴
会
な
し

大
中
、
赤
平
、
久
場
川
、
平

良
で
集
計
す
る
と
賛
成
九
区
、
反
対
三
区
、

三
市
一
村
が
理
想
だ
が
止
む
な
く
賛
成
が
二

区
の
結
果
と
な
つ
た
、
公
聴
会
の
報
告
に
引

続
き
佐
久
川
議
員
か
ら

な
る
べ
く
全
会
一

致
で
賛
成
し
た
い
か
ら
討
議
の
時
間
を
与
え

て
く
れ
る
よ
う

要
求
が
あ
り
、
反
対
派
の

城
間
雄
蔵
議
員
、
渡
嘉
敷
議
員
を
説
得
し
た

が
両
議
員
が
応
ぜ
な
い
た
め
票
決
に
入
り
午

後
六
時
半
十
六
対
二
の
圧
倒
的
多
数
で
編
入

合
併
を
議
決
し
た
。
一
瞬
満
員
の
傍
聴
席
か

ら
軽
い
ど
よ
め
き
が
起
つ
た
が
一
傍
聴
者
は

首
里
市
が
な
く
な
る
こ
と
は
淋
し
い
が
、

今
後
の
発
展
の
た
め
に
万
や
む
を
得
な
い
こ

と
だ

と
語
る
も
の
が
あ
り
こ
れ
は
そ
の
ま

ま
首
里
市
民
多
数
の
気
持
を
表
現
し
て
い
る

か
の
よ
う
に
う
け
取
れ
た
。
兼
島
首
里
市
長

は
総
会
終
了
後
記
者
団
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
語

つ
た
。
や
つ
と
重
荷
を
お
ろ
し
た
よ
う
な
気
持

だ
、
二
名
の
反
対
が
あ
つ
た
が
絶
対
多
数

で
可
決
し
た
の
は
首
里
を
思
う
人
々
に
は

当
然
な
こ
と
で
市
民
の
声
の
反
映
だ
と
思

う
、
早
速
那
覇
市
当
局
と
編
入
に
つ
い
て

の
具
体
的
な
話
し
を
ま
と
め
た
い
。

久
高
議
長
談
　
我
々
と
し
て
は
真
和
志
も
大

乗
的
な
立
場
か
ら
同
調
し
て
く
れ
る
の
を
希

望
す
る
。
二
、
三
日
中
に
全
体
協
議
会
を
開

き
編
入
に
つ
い
て
の
こ
ま
ご
ま
し
た
問
題
の

対
策
を
打
合
せ
た
い
。

大
詰
め
に
き
た
「
都
市
合
併
」

／
政
府
、
ま
と
め
役
に
本
腰

／
き
の
う
那
覇
・
真
和
志
と

懇
談
沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
７
・
16

合
併
問
題
は
い
よ
い
よ
大
詰
め
に
近
づ
い

た
。
十
五
日
、
政
府
で
は
合
併
勧
告
に
先

立
ち
与
儀
副
主
席
が
那
覇
真
和
志
の
意
向

を
打
診
す
る
し
、
首
里
市
議
会
は
編
入
を

決
定
し
た
。
こ
れ
よ
り
先
□
那
覇
側
は
首

里
、
小
禄
と
共
に
編
入
に
伴
な
う
具
体
的

な
事
務
打
合
せ
を
行
う
な
ど
、
こ
の
と
こ

ろ
合
併
を
め
ぐ
る
動
き
は
極
め
て
あ
わ

た
ゞ
し
い
。
何
れ
に
し
ろ
こ
ゝ
数
日
中
に

打
出
さ
れ
る
政
府
の
勧
告
案
を
真
和
志
が

ど
う
う
け
る
か
ゞ
最
後
的
結
着
を
つ
け
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

与
儀
副
主
席
お
よ
び
宮
里
内
政
局
長
は
十
五

日
当
間
那
覇
、
宮
里
真
和
志
の
両
市
長
を
訪

ね
、
都
市
合
併
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
換

す
る
と
共
に
両
市
の
こ
の
問
題
に
対
す
る
意

向
を
打
診
し
た
。
副
主
席
は
両
市
長
訪
問
か

ら
帰
庁
後

両
市
は
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ま
で
の

態
度
を
か
え
る
と
い
う
空
気
は
今
日
の
会
談

で
は
感
じ
ら
れ
ず
、
意
見
の
一
致
点
は
見
出

せ
な
か
つ
た
が
、
四
市
村
合
併
の
可
能
性
は

出
て
く
る
と
思
つ
て
い
る
、
私
と
し
て
も
こ

の
問
題
は
実
現
ま
で
に
非
常
な
困
難
を
覚
悟

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
こ
れ
か

ら
も
当
事
者
と
話
合
う
つ
も
り
で
、
都
市
合

併
の
円
満
な
解
決
を
は
か
り
た
い

と
語
つ

て
い
る
。
一
方
当
日
午
後
民
政
府
を
訪
れ
た

宮
里
真
和
志
市
長
は

真
和
志
市
と
し
て
は

こ
れ
ま
で
の
方
針
を
変
更
す
る
事
は
な
い
筈

だ
が
、
合
併
問
題
に
対
し
て
は
非
常
に
苦
し

い
立
場
に
お
か
れ
て
い
る
。
与
儀
副
主
席
に

は
”
最
近
好
評
の
あ
る
あ
な
た
の
政
治
的
能

力
で
合
併
問
題
が
円
満
に
運
ぶ
よ
う
方
法
を

考
え
て
も
ら
い
た
い
”
と
希
望
し
た

と
語

つ
て
い
た
。

前
日
の
宮
里
内
政
局
長
、
野
波
行
政
課
長
ら

の
関
係
市
村
訪
問
や
十
五
日
の
与
儀
副
主
席

の
動
き
か
ら
政
府
は
都
市
合
併
実
現
に
急
に

非
常
な
関
心
を
も
ち
、
勧
告
に
必
要
な
諸
調

査
や
関
係
当
事
者
の
意
向
聴
取
、
そ
の
他
の

準
備
を
急
い
で
い
る
よ
う
で
、
さ
き
の
行
政

課
に
よ
る
調
査
も
早
急
に
ま
と
め
る
よ
う
指

示
さ
れ
て
お
り
、
地
方
首
長
や
議
員
の
選
挙

告
示
の
前
後
に
は
政
府
と
し
て
の
態
度
表
明

が
な
さ
れ
る
。

折
衷
案
な
ら
／
新
垣
真
和
志
議
長
の
話

議
会
の
意
向
は
変
ら
な
い
が
政
府
が
勧
告

す
る
場
合
に
お
い
て
は
真
和
志
と
し
て
市
民

の
輿
論
に
反
し
な
い
よ
う
な
折
衷
案
な
ら
ば

検
討
し
て
み
た
い

小
禄
村
青
年
会
の
主
催
で
開
か
れ
た
”
編

入
合
併
の
可
否
”
に
就
て
の
議
会
側
と
青

年
会
と
の
討
論
会
は
十
四
日
夜
十
時
か
ら

村
役
所
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。

当
局
及
び
議
会
側
か
ら
は
長
嶺
村
長
議
長
そ

の
他
議
員
二
、
三
が
出
席
し
深
更
一
時
過
ぎ

迄
熱
心
に
討
論
が
行
わ
れ
た
が
青
年
会
側
が

議
事
録
を
読
み
あ
げ

全
体
協
議
会
で
す
ぐ
”

編
入
合
併
”
を
採
決
し
て
い
る
が
こ
れ
は
無

効
で
あ
る

と
キ
メ
つ
け
　
こ
の
よ
う
な
重

大
問
題
を

全
村
民
輿
論
を
聴
く
こ
と
な
く

決
議
し
た
と
い
う
こ
と
は
議
会
の
横
暴
と
い

う
も
の
だ

と
し
て
村
民
大
会
ま
た
は
公
聴

会
の
開
催
を
村
当
局
お
よ
び
議
会
側
に
要
求

し
た
。

公
聴
／
小
禄
議
会
に
望
む
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新
聞
の
報
ず
る
と
こ
ろ
に
依
れ
ば
多
年
懸
案
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の
都
市
合
併
は
真
和
志
を
除
き
二
市
一
村
の

編
入
合
併
が
実
現
す
る
も
の
ら
し
く
今
は
た

だ
行
政
的
手
続
研
究
の
段
階
に
至
つ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
村
民
は
こ
の
千

載
一
遇
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
新
聞
報
道
で

そ
の
大
略
を
知
る
だ
け
で
何
等
知
る
機
会
を

持
ち
得
な
い
の
を
残
念
に
思
う
。
一
九
五
二

年
以
来
舞
台
は
幾
変
転
那
覇
市
の
編
入
合
併

が
持
ち
出
さ
れ
る
と
編
入
合
併
Ｏ
Ｋ
・

好

機
逸
す
べ
か
ら
ず

と
長
嶺
前
村
長
初
め
我

等
の
選
良
諸
賢
が
、
那
覇
市
役
所
や
は
て
は

市
長
宅
ま
で
足
を
の
ば
し
、
早
期
合
併
を
推

進
し
て
い
る
の
は
我
々
村
民
の
こ
と
を
考
え

て
の
御
活
躍
の
こ
と
と
推
察
し
敬
意
を
表
し

た
い
。
然
し
こ
こ
で
一
寸
足
踏
み
を
し
な
が

ら
村
民
を
振
り
か
え
る
必
要
は
な
い
で
し
よ

う
か
。
去
つ
た
六
月
三
十
日
の
議
会
で
は

公
聴
会
は
、
議
決
後
で
も
結
構

と
一
寸

首
を
か
し
げ
た
く
な
る
よ
う
な
こ
と
を
お
つ

し
や
つ
た
そ
う
だ
が
未
だ
に
公
聴
会
は
お
ろ

か
村
民
に
知
ら
し
め
る
会
合
を
も
ち
得
な
い

の
は
ど
う
し
た
こ
と
で
し
よ
う
か
。
議
会
当

局
は
報
告
演
説
会
を
開
い
て
下
さ
る
よ
う
お

願
し
た
い
。

小
禄
村
大
嶺上
原
次
郎

首
里
市
”
編
入
合
併
決
議
”
の

経
緯
／
各
区
で
ひ
ら
く
公
聴

会
／
だ
が
そ
の
結
果
測
定
に

両
論
沖
タ
・
夕
　
１
９
５
４
・
７
・
16

○

首
里
市
議
会
は
昨
十
五
日
、
十
六
対
二

で
那
覇
市
へ
の
編
入
合
併
を
決
議
し
た
が
、

そ
れ
は
全
市
民
が
大
き
な
関
心
を
よ
せ
て
い

た
問
題
だ
け
に
、
市
会
で
も
本
会
議
開
会
前

に
各
区
単
位
に
公
聴
会
を
開
い
た
一
応
市
民

の
声
を
き
く
な
ど
、
慎
重
を
期
し
た
も
の
だ

つ
た
。

つ
ぎ
は
本
会
議
の
席
上
、
上
地
助
役

兼
島

市
長
は
欠
席

か
ら
説
明
さ
れ
た
各
区
公
聴

会
の
結
果
報
告
で
あ
る
。

△
二
市
一
村
編
入
を
可
と
す
る
と
こ
ろ

寒
川
、
山
川
、
当
蔵
、
汀
良
、
鳥
堀
、
赤

田
、
崎
山
、
儀
保
、
末
吉
の
九
区
。

△
三
市
一
村
合
併
を
主
張
す
る
と
こ
ろ

真
和
志
、
池
端
、
桃
原
の
三
区
の
ほ
か
石

嶺
、
大
名
両
区
は
三
市
一
村
を
主
張
し
な

が
ら
も
大
勢
に
応
ず
る

△
金
城
、
赤
平
、
久
場
川
、
平
良
、
大
中

の
五
区
は
意
思
表
示
或
は
結
果
に
つ
い
て

連
絡
な
し
。

○

こ
の
公
聴
会
や
有
志
会
の
結
果
を
ど
う

み
る
か
、
と
い
う
点
で
各
議
員
の
間
で
そ
れ

ぞ
れ
見
解
が
二
つ
に
分
れ
た
。

○

二
市
一
村
編
入
合
併
提
案
に
つ
い
て
は

結
論
に
お
い
て
賛
成
反
対
の
両
論
に
分
れ
た

が
、
い
ず
れ
も
真
和
志
を
飛
び
越
え
て
首
里

市
が
一
足
先
に
編
入
合
併
す
る
こ
と
に
遺
憾

の
意
を
表
明
し
、
特
に
石
川
議
員
は

二
市

一
村
合
併
は
真
和
志
を
除
く
結
果
と
な
つ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
石
川
構
想
に

も
あ
る
よ
う
な
三
市
一
村
合
併
に
よ
る
合
理

的
な
首
都
建
設
の
一
段
階
と
考
え
る
べ
き
で

あ
る

こ
と
を
強
調
し
て
い
た
反
対
側
に
立

つ
た
城
間

雄

渡
嘉
敷
の
両
議
員
は
い
ず

れ
も

真
和
志
側
を
飛
び
越
え
た
合
併
は
変

態
的
な
も
の
で
あ
る

こ
と
を
最
後
ま
で
主

張
し
、
対
外
的
な
考
慮
か
ら
全
会
一
致
に
よ

る
決
議
を
希
望
す
る
大
山
議
員
ほ
か
の
意
見

は
結
局
容
れ
ら
れ
な
か
つ
た
。

兼
島
市
長
談

二
市
一
村
合
併
が
多
数
を
も

つ
て
決
議
さ
れ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
。

今
後
も
那
覇
、
真
和
志
が
歩
み
よ
る
よ
う
努

力
し
、三
市
一
村
合
併
の
実
現
を
期
し
た
い
。

城
間

雄

議
員
の
話

反
対
意
見

住

民
の
多
く
が
二
市
一
村
編
入
に
つ
い
て
反
対

し
て
い
る
の
で
、
あ
く
ま
で
も
反
対
の
立
場

に
立
つ
た
。

”
祝
着
至
極
”
／
当
間
那
覇
市
長
談

ま
ず
祝
着
至
極
だ
な
。
然
し
今
ま
で
の
経
過

か
ら
こ
う
な
る
こ
と
は
判
つ
て
い
た
。
い
わ

ば
既
定
の
事
実
だ
。
こ
ち
ら
と
し
て
は
既
に

引
継
ぎ
の
下
準
備
を
進
め
て
い
て
首
里
、
小

禄
の
編
入
申
請
を
今
月
下
旬
ま
で
に
は
行
う

考
え
だ
。
勿
論
、
そ
れ
ま
で
に
真
和
志
が
こ

ち
ら
の
提
案
通
り
で
編
入
を
聞
く
と
い
う
の

な
ら
入
れ
る
の
に
ヤ
ブ
サ
カ
で
は
な
い
。

小
禄
き
の
う
臨
時
議
会
／
編
入

に
慎
重
論
強
く
持
越
す

沖
タ
・
朝
　
１
９
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合
併
問
題
の
最
後
的
態
度
を
決
す
る
小
禄
村

の
臨
時
議
会
は
十
七
日
ひ
る
三
時
開
会
。
一

お
う
急
施
議
案

小
禄
村
を
廃
し
那
覇
市
編

入
を
申
請
す
る
議
決
を
求
め
る
に
つ
い
て

を
上
程
し
て
一
た
ん
休
け
い
、
特
に
出
席
し

た
当
間
市
長
と
合
併
問
題
に
関
す
る
質
疑
応

答
を
行
つ
た
後
、
公
聴
会
に
移
り
村
民
の
声

を
聞
い
た
上
、
午
後
六
時
四
十
五
分
　
本
会

議
を
再
開
、
編
入
を
め
ぐ
つ
て
賛
否
の
意
見

を
斗
わ
し
た
が
結
局
、
重
要
問
題
な
の
で
当

夜

十
七
日

の
村
民
大
会
を
聞
い
た
上
、

処
理
す
べ
し
と
の
慎
重
論
が
強
く
、
十
八
日

に
本
会
議
を
継
続
す
る
こ
と
に
し
て
午
後
七

時
十
五
分
散
会
し
た
。

那
覇
市
長
も
出
席

当
間
那
覇
市
長
は
小
禄
村
臨
時
議
会
で
合
併

問
題
の
経
過
を
説
明
の
後
、
従
来
の
四
市
村

を
解
体
し
て
新
首
都
を
建
設
す
る
と
の
考
え

か
ら
編
入
を
主
張
す
る
に
至
つ
た
理
由
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

十
五
年
前
は
大
乗
的
立
場
か
ら
関
係
市
町
村

を
解
体
し
て
新
市
を
つ
く
る
と
の
考
え
で
あ

三
一
八
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和
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つ
た
。
か
ゝ
る
解
体
論
は
私
が
初
め
て
提
唱

し
た
も
の
で
日
本
も
殆
ど
が
編
入
で
あ
る
。

然
も
編
入
な
ら
事
務
的
に
ス
ム
ー
ス
に
行

く
。
ま
た
七
万
市
民
の
市
長
が
十
六
万
に
な

つ
て
も
そ
の
ま
ゝ
居
座
る
の
は
い
か
ん
と
云

わ
れ
て
い
る
が
一
お
う
も
つ
と
も
だ
。
然
し

口
は
ゞ
つ
た
い
が
那
覇
市
と
し
て
は
今
の
と

こ
ろ
私
が
い
な
い
と
や
つ
て
行
け
な
い
と
云

わ
れ
て
い
る
。
私
も
ま
た
私
で
な
い
と
解
決

で
き
な
い
と
の
自
信
を
も
つ
た
の
で
編
入
を

打
出
し
た
の
で
あ
る
。
自
己
保
身
の
た
め
と

か
の
非
難
も
甘
ん
じ
て
受
け
る
。
編
入
が
凡

ゆ
る
面
か
ら
好
都
合
な
の
で
あ
る
。

な
お

市
長
は
那
覇
の
一
億
八
千
万
円
の
市
債
に
つ

い
て
言
及
、
こ
れ
は
市
民
に
一
文
の
負
担
も

か
け
な
い
償
還
計
画
が
あ
る
と
も
述
べ
た

合
併
問
題
／
那
覇
側
政
府
勧
告

敬
遠
か
／
副
主
席
ら
那
覇
議

会
代
表
と
会
談

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
７
・
18

”
三
市
一
村
”
の
円
満
合
体
を
目
標
に
政
府

は
局
長
会
談
で
も
一
だ
ん
と
実
現
に
努
力
し

勧
告
す
る
方
し
ん
を
決
め
十
七
日
午
後
四
時

与
儀
副
主
席
、
宮
里
内
政
局
長
が
那
覇
市
真

栄
田
　
城
間

午
後
欠

両
正
副
議
長
、
同

合
併
委
員
仲
井
真
元
楷
氏
ら
と
副
主
席
室
で

一
時
間
半
に
わ
た
り
、
那
覇
市
側
の
意
見
を

聴
取
し
た
。
那
覇
市
側
は
こ
れ
ま
で
の
イ
キ

サ
ツ
を
述
べ
た
の
ち
、
市
町
村
自
治
法
第
五

条
二
項
に

行
政
主
席
は
、
市
町
村
が
そ
の

規
模
の
適
正
化
を
は
か
る
の
を
援
助
す
る
た

め
市
町
村
の
廃
置
分
合
ま
た
は
市
町
村
の
境

界
変
更
の
計
画
を
定
め
、
こ
れ
を
関
係
市
町

村
に
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
規
定
さ

れ
て
い
る
が
、
今
回
の
合
併
勧
告
に
は
市
町

村
の
自
主
性
を
重
ん
じ
、
規
定
に
い
う
”
勧

告
”
を
消
極
的
に
解
し
て
欲
し
い
と
申
し
入

れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
那
覇
市
側
は
当
面
の
首

里
、
小
禄
の
編
入
合
併
の
現
状
維
持
を
原
則

と
し
、
真
和
志
市
は
無
条
件
編
入
で
な
け
れ

ば
勧
告
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
態
度
を

表
明
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
こ
の

申
入
れ
は
一
両
日
中
に
行
う
予
定
だ
つ
た
政

府
の
勧
告
方
し
ん
に
釘
う
つ
た
も
の
と
し
て

政
府
で
も
し
ん
重
に
考
慮
し
て
い
る
よ
う

だ
。
こ
の
日
午
前
中
ま
で
”
あ
く
ま
で
那
覇

市
の
み
の
問
題
で
な
い
。
大
乗
的
な
見
地
か

ら
勧
告
を
行
う
”
こ
と
を
強
調
し
た
与
儀
副

主
席
は
会
談
後

勧
告
す
る
か
ど
う
か
何
と

も
い
え
な
い
。
世
論
の
動
き
を
み
る

と
語

つ
た
ゞ
け
で
会
談
の
内
容
は
発
表
し
な
か
つ

た
。眞
栄
田
議
長
談

要
は
自
治
法
に
い
う
”
勧
告
”
を
消
極

的
に
解
し
て
貰
い
度
い
と
申
し
入
れ
た
真

和
志
市
が
無
条
件
に
来
れ
ば
ど
う
か
し
ら

な
い
が
、
現
在
の
方
し
ん
で
行
き
た
い
と

い
う
那
覇
市
の
意
向
を
伝
え
た
。

△

市
町
村
の
廃
置
、
分
合
、
境
界
変
更
の

勧
告

市
町
村
自
治
法

第
九
条
の
二
行
政
主
席
は
市
町
村
が
そ
の
規

模
の
適
正
化
を
図
る
の
を
援
助
す
る
た
め
市

町
村
の
廃
置
分
合
又
は
市
町
村
の
境
界
変
更

の
計
画
を
定
め
こ
れ
を
関
係
市
村
に
勧
告
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

２
、
前
項
の
計
画
を
定
め
又
は
こ
れ
を
変
更

し
よ
う
と
す
る
と
き
行
政
主
席
は
関
係
市
町

村
、
立
法
院
、
市
町
村
の
議
会
ま
た
は
長
の

連
合
組
織
そ
の
他
の
関
係
の
あ
る
機
関
及
び

学
識
経
験
を
有
す
る
者
等
の
意
見
を
聴
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
、
前
項
の
関
係
市
町
村
の
意
見
に
つ
い
て

は
当
該
市
町
村
の
議
会
の
議
決
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

４
、
行
政
主
席
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

勧
告
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
公
表

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

行
政
府
で
は
こ
の
条
項
を
沖
縄
地
域
全
般

的
な
廃
置
分
合
の
計
画
を
指
す
も
の
と
解
し

て
い
る
。

声
／
真
和
志
市
会
の
再
考
を
望

む琉
新
・
朝
　
１
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５
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７
・
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市
会
は
神
聖
な
る
議
決
機
関
で
あ
る
以
上
極

め
て
大
き
な
責
任
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
首
里
、
小
禄
の
議
会
が
編
入
合
併
を
決

議
し
た
。
真
和
志
は
編
入
反
対
の
決
議
を
し

た
。
こ
の
決
議
に
よ
り
三
市
一
村
の
た
ど
る

方
向
は
決
つ
た
こ
の
方
向
の
何
れ
が
判
断
を

誤
つ
て
い
る
か
俄
か
に
は
決
め
が
た
い
。
し

か
し
な
が
ら
三
市
一
村
と
も
さ
き
に
三
市
一

村
合
併
決
議
を
し
て
お
り
、
方
法
論
に
お
い

て
満
足
し
な
い
真
和
志
市
の
み
反
対
の
道
を

と
つ
た
。
残
念
で
あ
る
。
住
民
が
迷
惑
で
あ

る
。
実
の
と
こ
ろ
首
長
選
挙
な
ど
は
、
住
民

に
と
つ
て
あ
ま
り
重
大
問
題
で
は
な
い
。
首

長
選
挙
が
な
い
故
に
三
市
一
村
合
併
に
よ
る

首
都
建
設
か
ら
抜
け
る
こ
と
は
あ
ま
り
に
ひ

き
よ
う
で
あ
る
真
和
志
と
那
覇
は
実
質
的
に

い
つ
で
も
一
つ
に
な
り
得
る
状
態
に
あ
る
。

合
併
選
挙
に
よ
つ
て
宮
里
栄
輝
さ
ん
が
新
市

長
に
な
ろ
う
が
当
間
重
剛
さ
ん
が
な
ろ
う

が
、
そ
ん
な
に
ひ
ど
い
違
い
が
、
私
達
市
民

の
生
活
に
起
り
得
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

選
挙
の
派
閥
斗
争
の
し
こ
り
が
数
年
も
わ
だ

か
ま
る
こ
と
が
、
か
え
つ
て
住
民
に
は
大
き

な
損
失
だ
。

市
会
の
編
入
反
対
の
決
議
は
絶
対
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
あ
ら
た
め
る
こ
と
に
や
ぶ
さ

か
で
あ
つ
て
は
な
ら
ぬ
、
何
故
な
ら
合
併
の

チ
ヤ
ン
ス
を
逸
す
る
こ
と
が
三
市
一
村
合
併

決
議
を
反
古
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に

チ
ヤ
ン
ス
を
逸
す
る
こ
と
の
住
民
生
活
に
及

ぼ
す
影
響
が
重
大
で
永
久
的
な
も
の
で
あ
つ
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て
み
れ
ば
、
真
和
志
市
会
よ
今
一
度
再
考
せ

よ
と
叫
び
た
い
。

真
和
志
市
安
里
三
区
七
組
　
大
城
賢
勇

会
社
員政府

の
円
満
調
停
に
期
待
／
合

併
へ
真
和
志
市
の
態
度

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
７
・
19

市
町
村
長
選
挙
告
示
も
あ
と
四
日
、
都
市
合

ぺ
い
を
め
ぐ
る
政
府
の
円
満
調
停
工
作
も
い

よ
い
よ
大
詰
め
に
き
た
。
連
日
与
儀
副
主
席
、

宮
里
内
政
局
長
が
関
係
市
村
を
か
け
巡
つ
て

基
本
ほ
う
し
ん
で
あ
る
”
三
市
一
村
の
円
満

合
ぺ
い
”
を
目
標
に
実
情
調
査
や
意
見
聴
取

に
ほ
ん
走
し
て
い
る
が
十
七
日
午
後
四
時
か

ら
約
二
時
間
に
わ
た
る
那
覇
市
議
会
代
表
と

の
会
談
で
”
自
治
体
の
自
主
性
を
重
ん
じ
政

府
も
余
り
斡
旋
に
深
入
り
し
て
も
ら
い
た
く

な
い
”
と
い
う
那
覇
市
側
の
現
状
維
持

首

里
小
禄
の
み
の
編
入

の
態
度
が
打
出
さ
れ

て
注
目
さ
れ
た
。
こ
の
席
上
政
府
側
は
真
和

志
を
の
ぞ
く
都
市
合
併
と
い
う
の
が
無
意
味

で
十
六
万
市
民
の
福
祉
と
い
う
百
年
の
大
計

か
ら
こ
の
チ
ヤ
ン
ス
に
”
三
市
一
村
の
合
併

”
を
那
覇
市
も
あ
く
ま
で
再
考
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
を
強
調
し
た
よ
う
だ
。

ま
た
、那
覇
市
側
の
こ
の
態
度
表
明
に
対
し
、

政
府
も
苦
境
に
追
い
こ
ま
れ
、
真
和
志
側
の

態
度
を
い
よ
い
よ
硬
化
さ
せ
る
も
の
と
み
ら

れ
る
が
、
十
八
日
宮
里
真
和
志
市
長
は
、

政
府
は
三
市
一
村
と
い
う
し
ん
路
を
き
め

た
。
那
覇
市
は
真
和
志
を
今
期
の
合
併
に

入
れ
た
く
な
い
と
い
う
態
度
を
表
明
し
た

の
だ
か
ら
政
府
は
困
る
だ
ろ
う
が
、
こ
の

那
覇
市
の
申
し
入
れ
に
よ
つ
て
直
ち
に
政

府
が
那
覇
市
の
主
張
す
る
無
条
件
編
入
論

を
も
つ
て
調
停
に
出
る
と
は
考
え
ら
れ
な

い
と
語
り
、
あ
く
ま
で
双
ほ
う
の

歩
み
よ
り

合
併

を
与
儀
副
主
席
ら
の
政
治
力
に
期
待

し
て
お
り
、
三
市
一
村
の
円
満
合
併
に
ま
だ

希
望
を
す
て
て
い
な
い
。
何
れ
に
し
ろ
こ
こ

二
、
三
日
中
に
お
け
る
政
府
の
斡
旋
調
停
が

実
を
結
ぶ
か
ど
う
か
成
り
行
き
は
注
目
さ
れ

る
。
那
覇
市
真
栄
田
議
長
ら
の
態
度
表
明
に
つ
い

て
新
垣
真
和
志
市
議
会
議
長
は
次
の
よ
う
に

語
つ
た
。

新
垣
議
長
談

政
府
の
斡
旋
調
停
も
筋
の
通
つ
た
の
で
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
那
覇
市
側
の
態
度
表

明
で
編
入
を
も
つ
て
調
停
に
出
る
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。
よ
し
ん
ば
編
入
を
政
府
が

持
出
す
と
し
て
も
何
故
編
入
が
だ
当
で
あ

る
か
を
五
万
市
民
の
納
得
の
ゆ
く
よ
う
法

的
に
、
状
勢
分
析
か
ら
き
た
理
論
が
な
け

れ
ば
議
会
も
お
さ
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
。
政

府
の
働
き
に
期
待
す
る

小
禄
も
編
入
合
併
可
決
／
昨
夜

十
三
対
四
の
多
数
で

琉
新
・
朝
　
１
９
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編
入
か
対
等
か
を
め
ぐ
つ
て
注
目
さ
れ
て
い

た
合
併
問
題
の
最
終
態
度
を
決
定
す
る
小
禄

村
議
会
は
十
八
日
夕
六
時
か
ら
開
か
れ
た
が

本
会
議
に
移
る
前
に
全
体
協
議
会
を
開
き
そ

の
席
上
議
長
か
ら
十
七
日
夜
の
村
民
大
会
に

つ
い
て
赤
峯
三
郎
議
員
の
説
明
を
求
め
た
、

そ
の
後
議
長
の

世
論
を
喚
起
せ
ず
編
入
合

併
の
決
議
を
し
た
こ
と
が
青
年
会
の
ほ
う
で

も
不
満
に
思
い
村
民
大
会
を
持
つ
た
も
の
と

み
ら
れ
る
が
村
民
大
会
で
去
る
六
月
三
十
日

の
決
議
は
黒
星
で
あ
つ
た
と
云
う
極
め
付
け

に
対
し
て
各
議
員
の
意
見
を
聞
き
た
い

と

発
言
が
あ
つ
た
。
全
体
会
議
上
、

十
七
日

夜
の
村
民
大
会
は
村
民
の
真
意
で
は
な
い

上
原
光
男
、
赤
峯
亀
助

、

尚
一
層
の
慎

重
を
期
す
た
め
各
部
落
ご
と
に
常
会
を
開
き

民
意
を
反
映
し
た
い

大
峯
善
吉
、
新
垣

善
太
郎
議
員

、

故
又
吉
市
長
時
代
に
対
等

合
併
の
話
合
い
で
編
入
合
併
に
つ
い
て
は
何

も
な
か
つ
た
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
青
年
側

も
編
入
合
併
に
慎
重
を
期
し
た
と
思
わ
れ
あ

る
意
味
か
ら
青
年
に
感
謝
す
べ
き
だ

上

原
義
広
議
員

、

当
間
市
長
を
お
い
て
適
任

者
は
な
く
一
日
も
早
く
編
入
合
併
で
行
き
た

い

赤
峯
保
三
郎
議
員

と
議
論
が
続
出
、

赤
峯
三
郎
議
員
の
発
議
に
よ
つ
て
十
七
日
夜

の
村
民
大
会
の
決
議
文
朗
読
が
あ
り
六
時
五

十
分
協
議
会
を
閉
じ
た
。

つ
い
で
午
後
七
時
三
十
五
分
注
目
の
本
会
議

に
入
り
十
四
対
三
の
多
数
を
も
つ
て
小
禄
村

の
那
覇
市
編
入
合
併
が
可
決
さ
れ
た
、
宮
城

清
三
郎
議
員

全
体
協
議
会
に
お
け
る
各
議

員
は
村
民
大
会
を
一
部
の
意
思
か
、
感
情
に

訴
え
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
が
私
は
青
年
の

純
な
批
判
こ
そ
村
の
発
展
へ
の
礎
で
あ
り
慎

重
を
期
し
て
民
意
を
代
表
す
る
合
併
問
題
に

持
つ
て
行
く
た
め
に
こ
の
決
議
文
を
採
択
、

小
禄
村
民
の
望
む
対
等
合
併
に
持
つ
て
行
き

た
い
、

赤
峯
三
郎
議
員

対
等
合
併
が
出
来
な
い
現

実
で
あ
る
の
で
村
の
誇
を
ま
げ
て
ま
で
主
張

し
て
い
る
わ
け
で
こ
の
機
会
を
の
が
し
て
は

ま
た
と
な
い
。

平
良
亀
助
議
員

こ
の
合
併
問
題
に
つ
い
て

二
年
以
上
も
討
議
を
重
ね
て
来
た
、
早
急
に

編
入
合
併
を
実
現
し
た
い

宮
城
清
三
郎

現
在
こ
そ
合
併
の
時
期
で
あ

る
と
各
議
員
の
意
見
だ
が
地
元
民
の
編
入
合

併
に
対
す
る
賛
否
の
実
態
を
握
つ
て
い
な

い
、
村
民
の
意
志
が
ま
と
ま
つ
た
と
き
に
合

併
し
て
も
お
そ
く
な
い

一
た
ん
休
憩

高
良
議
員

地
元
民
を
代
表
し
腹
は
決
つ
て

い
る
三
市
一
村
が
通
ら
な
い
現
状
に
お
い
て

二
市
一
村
の
編
入
合
併
を
ぜ
ひ
実
現
し
た
い
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宮
城
清
三
郎

決
議
文
は
民
意
に
基
い
た
も

の
と
み
て
議
会
あ
て
と
し
て
採
択
し
て
貰
い

た
い
議
長

審
議
に
反
映
さ
せ
る
と
云
う
意
志
の

下
に
や
つ
て
い
る

こ
ゝ
で

二
、
三
日
編
入
合
併
に
つ
い
て
研

究
に
は
い
る
か
、
即
時
採
決
す
る
か
決
め
て

貰
い
た
い

赤
峯
保
三
郎
議
員

村
民
の

意
志
を
尊
重
し
て
即
時
採
決
絶
対
反
対

上
原
政
春
議
員

即
時
採
決

上
原
光

男
議
員

と
意
見
が
三
つ
に
分
れ
た
が
赤
峯

議
長
は
休
会
を
宣
し
た
、
午
後
八
時
三
十
分

採
決
に
入
り
小
禄
村
を
廃
し
那
覇
市
編
入
を

申
請
す
る
急
施
議
案
第
一
号
を
十
三
対
四
の

絶
対
多
数
で
可
決
し
た

那
覇
市
起
債
／
軍
か
ら
認
可

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
７
・
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那
覇
市
で
は
さ
き
に
都
市
計
画
事
業
区
画
整

理
費

前
島
、
か
た
原
、
辻
、
若
狭
四
地
区

に
あ
て
る
た
め
千
六
百
四
十
七
万
四
千
円
の

復
金
借
入
れ
を
軍
へ
申
請
中
だ
つ
た
が
十
三

日
付
で
軍
か
ら
認
可
さ
れ
た
。

泊
の
埋
立
地
／
重
民
町
と
命
名

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
７
・
20

十
八
日
の
那
覇
市
有
志
議
員
協
議
会
で
近
く

工
事
を
完
了
す
る
泊
埋
立
地

約
六
万
坪

の
新
区
域
の
名
称
に
つ
い
て
種
々
協
議
し
た

結
果
、
前
々
市
長
故
当
間
重
民
氏
の
都
市
計

画
に
対
す
る
功
績
を
記
念
す
る
た
め
重
民
町

シ
ゲ
タ
ミ
チ
ヨ
ウ

と
命
名
す
る
こ
と
に

決
つ
た当間

市
長
の
心
境
”
煩
悩
具
足
”

／
小
禄
青
年
代
表
副
主
席
と

会
談
沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
７
・
21

”
編
入
反
対

”
を
決
議
し
た
小
禄
青
年
会

は
、
真
境
名
会
長
ほ
か
二
名
の
折
衝
委
員
を

行
政
府
に
送
り
、
夕
五
時
過
ぎ
与
儀
副
主
席

に
”
決
議
文
”
を
手
交
す
る
と
と
も
に
、
決

議
ま
で
に
至
つ
た
経
過
さ
ら
に
純
粋
な
立
場

か
ら
の
行
動
で
あ
つ
た
こ
と
を
説
明
、
四
市

村
合
併
に
対
す
る
政
府
の
態
度
を
聴
取
し

た
。こ
れ
に
対
し
副
主
席
は

真
和
志
を
含
め

て
の
合
併
促
進
に
努
め
て
い
る
が
、
勧
告

は
し
な
い
。
あ
く
ま
で
も
自
治
体
の
自
主

的
、
有
機
的
に
結
合
す
る
よ
う
な
雰
囲
気

を
政
府
が
作
り
あ
げ
て
達
成
さ
せ
る

と

答
え
た
。

な
お
副
主
席
並
び
に
宮
里
内
政
局
長
と
折

衝
委
員
と
の
間
に
交
さ
れ
た
応
答
は
つ
ぎ

の
と
お
り
。

委
員
―
沖
縄
の
首
都
建
設
に
は
異
論
は
な
い

が
、
そ
の
場
合
の
合
併
は
当
然
”
対
等
”
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
。

副
主
席
｜
ま
ず
対
等
、
編
入
か
の
問
題
は

抜
き
に
し
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
対
等
と
い
つ
た
場
合
は
四
市
村
全
部
が

解
消
さ
れ
、
合
併
協
議
会
と
い
つ
た
も
の

が
組
織
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
特
例
法
が
制
定

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
時
間
的
に

そ
の
余
裕
は
な
い
。
結
局
、
関
係
市
村
の

良
識
に
ま
つ
ほ
か
な
い
。

委
員
｜
合
併
後
の
税
負
担
は
ど
う
な
る
か
。

内
政
局
長
―
那
覇
は
現
在
負
債
も
大
き
い

が
、
又
償
還
能
力
も
も
つ
て
い
る
。
税
金

が
重
く
な
る
か
安
く
な
る
か
は
、
新
発
足

の
市
会
が
決
め
る
も
の
で
あ
り
、
短
期
間

で
の
事
業
完
成
で
あ
れ
ば
高
く
な
ろ
う

し
、
又
現
在
の
行
き
方
で
あ
れ
ば
安
く
な

ろ
う
。

副
主
席
―
合
併
す
れ
ば
負
担
が
重
く
な
る
と

い
う
こ
と
は
素
人
考
え
で
、
当
然
民
力
の
軽

重
に
よ
つ
て
負
担
の
均
衡
は
図
ら
れ
る
。
即

ち
現
小
禄
の
資
力
、
可
動
力
に
よ
つ
て
課
税

は
な
さ
れ
る
も
の
で
、
仮
り
に
那
覇
が
三
百

円
で
あ
る
か
ら
小
禄
も
三
百
円
を
課
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

委
員
―
当
間
市
長
の

私
で
な
け
れ
ば
勤

ま
ら
ぬ

と
い
う
言
葉
は
民
衆
を
愛
す
る

も
の
と
は
思
え
な
い
が
。

副
主
席
―
”
我
立
た
ず
ん
ば

”
の
真
宗
の

大
目
標
を
語
る
も
の
で
、
む
し
ろ
民
衆
を
愛

す
る
か
ら
こ
そ
努
力
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

親
ら
ん
和
尚
の
い
う

”
わ
れ
煩
悩
具
足
の

身
”
の
心
境
か
ら
く
る
言
葉
で
正
し
い
と
思

う
。委
員
―
四
市
村
合
併
は
何
時
ま
で
に
達
成

さ
れ
る
か
。

副
主
席
―
時
日
が
解
決
す
る
も
の
で
、
で
き

る
か
で
き
な
い
か
も
、
や
つ
て
み
ん
と
判
ら

な
い
。
と
に
か
く
当
間
市
長
が
語
る
の
を
一

歩
退
ぞ
い
て
、か
み
く
だ
い
て
み
る
こ
と
だ
。

小
禄
村
の
二
十
八
軒
立
退
き
／

軍
が
再
び
政
府
へ
通
達

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
７
・
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小
禄
村
内
那
覇
航
空
隊
入
口
に
あ
る
二
十
八

軒
の
建
物
の
立
退
き
に
つ
い
て
軍
で
七
月
十

六
日
次
の
よ
う
に

早
急
な
立
退
き
を
行
つ

て
ほ
し
い

と
再
度
通
達
し
て
き
た
。

こ
の
土
地
の
接
収
に
つ
い
て
は
、
昨
年
四

月
に
土
地
料
並
に
建
物
の
補
償
の
手
続
を
と

り
、
五
月
に
は
村
お
よ
び
地
主
達
と
立
退
き

に
つ
い
て
の
協
定
を
行
つ
た
。
協
定
に
よ
れ

ば
こ
れ
ら
の
建
物
は
今
年
六
月
末
日
ま
で
に

立
退
き
を
完
了
す
べ
き
だ
が
、
い
ま
だ
に
実

行
し
て
い
な
い
。
こ
の
要
立
退
建
物
中
に
は

政
府
の
管
理
下
に
あ
る
郵
便
局
も
あ
る
が
こ

れ
も
以
前
の
ま
ゝ
存
置
さ
れ
て
あ
る
。
貴
政

府

琉
球
政
府

は
早
急
に
こ
の
地
域
の
立

退
き
が
実
現
す
る
よ
う
処
置
し
て
ほ
し
い

三
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編
入
合
併
飽
く
ま
で
反
対
／
真

和
志
市
区
長
会
の
意
見

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
７
・
21

真
和
志
で
は
二
十
日
の
定
例
区
長
会
で
合
併

問
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
が
、
結
局

な
ん
ら
の
進
展
も
み
せ
ら
れ
な
か
つ
た
。

区
長
側
の
要
望
で
宮
里
市
長
か
ら
政
府
調
停

な
ど
を
含
む
合
併
へ
の
経
過
報
告
の
ほ
か
、

自
治
体
構
成
の
三
要
素
で
あ
る
、
人
口
、
土

地
、
財
政
の
各
面
か
ら
対
等
合
併
で
あ
る
べ

き
だ
と
の
説
明
が
あ
り
、
つ
づ
い
て
各
区
区

長
の
意
見
も
出
た
が
ほ
と
ん
ど
の
区
長
が
、

へ
ん
入
絶
対
反
対
、”
何
と
か
し
て
歩
み
よ

れ
ぬ
か
”
と
の
声
も
な
く
、
真
和
志
市
を
除

く
二
市
一
村
合
併
や
那
覇
市
側
へ
の
批
判
に

終
始
し
て
い
た
。

”
編
入
申
請
”
を
可
決
／
き
の

う
首
里
市
臨
時
議
会

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
７
・
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首
里
市
臨
時
議
会
は
二
十
三
日
午
後
四
時
半

開
会
、
議
案
第
十
八
号

首
里
市
を
廃
し
那

覇
市
へ
編
入
を
申
請
す
る
件

を
読
会
省
略

で
十
六
名
の
多
数
を
も
つ
て
可
決
し
た
。
採

決
に
あ
た
り
城
間

勇

、
渡
嘉
敷
両
議
は

編
入
反
対
の
態
度
を
表
明
し
退
場
し
た
。

こ
の
決
議
は
市
町
村
自
治
法
第
二
条
に
基

き
、
立
法
院
の
決
議
を
求
め
る
た
め
に
必
要

と
さ
れ
、
こ
の
ほ
か
財
産
処
分
に
つ
い
て
は

議
会
の
決
議
を
要
す
る
と
の
意
見
も
あ
つ
た

が
、
市
当
局
で
は
編
入
決
議
は
当
然
関
係
市

村
の
債
権
、
債
務
の
引
継
ぎ
を
承
認
し
て
い

る
と
の
見
解
を
も
ち
、
改
め
て
決
議
は
し
な

い
こ
と
に
な
つ
た
。

こ
の
決
議
は
二
十
六
日
に
開
か
れ
る
那
覇
市

臨
時
議
会
に
関
係
書
類
を
添
え
て
提
出
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
編
入
に
際
し
那
覇
市
へ
引

継
が
れ
る
財
産
は
つ
ぎ
の
通
り
。

△
土
地

五
、
一
四
一
、
九
六
〇
円

△
建
物

一
、
四
八
二
、
〇
〇
〇
円

△
有
価
証
券

三
、
二
九
〇
、
〇
〇
〇
円

総
額

九
、
九
一
三
、
九
六
〇
円

と
な
り
、
こ
の
ほ
か
首
里
市
淡
水
プ
ー
ル
並

び
に
付
属
施
設

二
、
五
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

も
あ
る
。

解
説
／
”
調
停
”
愈
々
本
格
的

段
階
へ
／
四
市
村
合
併
へ
政

府
の
動
き

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
７
・
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○

難
産
の
四
市
村
合
併
問
題
に
つ
い
て

は
、
政
府
も
土
タ
ン
場
ま
で
こ
れ
と
い
つ
た

積
極
策
を
持
ち
出
し
得
な
か
つ
た
が
、
去
る

十
四
日
か
ら
与
儀
副
主
席
を
は
じ
め
、
主
管

局
の
並
里
内
政
局
長
、
野
波
行
政
課
長
ら
が

関
係
市
村
を
飛
回
る
と
い
う
あ
わ
た
だ
し
さ

を
み
せ
、
今
に
も

勧
告

が
出
さ
れ
る
も

の
と
み
ら
れ
て
い
た
が
、
結
局
自
治
法
に
よ

る
正
式
な
勧
告
は
時
間
的
に
も
不
可
能
な
状

態
に
お
か
れ
、
調
停
の
労
が
続
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
つ
た
。

○

そ
れ
で
は
何
故

勧
告
が
行
わ
れ
な
い

か

と
い
う
と
、
い
わ
ゆ
る
市
町
村
自
治
法

の
第
五
条
が
示
す

勧
告

は
、
｜
勿
論
市

町
村
の
規
模
の
適
正
化
を
図
る
た
め
に
境
界

変
更
の
計
画
を
定
め
て
の
も
の
で
｜
そ
の
事

前
に
関
係
市
町
村
、
立
法
院
、
市
町
村
の
議

会
又
は
長
の
連
合
組
織
そ
の
他
の
関
係
あ
る

機
関
及
び
学
識
経
験
者
の
意
見
を
聞
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
う
た
わ
れ
、
従
つ
て
法
的

に
そ
の
余
裕
が
な
い
訳
で
、
ま
た
こ
の
勧
告

自
体
が

行
政
主
席
は
関
係
市
町
村
に
勧
告

す
る
こ
と
が
”
で
き
る
”

と
い
う
だ
け
で
、

そ
の
勧
告
が
日
本
の
よ
う
に

尊
重
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
明
文
も
な
く
、

さ
ら
に
日
本
の
よ
う
に
合
併
町
村
に
対
す
る

国
有
林
払
下
げ
と
い
つ
た

エ
サ

も
な
く
、

結
局
は
勧
告
の
効
力
に
も
疑
問
の
余
地
が
あ

つ
て

調
定

と
い
う
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

こ
の
調
定
案
に
つ
い
て
は
、
与
儀
副
主
席
、

宮
里
内
政
局
長
の
両
者
間
に
大
体
の
成
案
が

な
つ
た
よ
う
で
、
副
主
席
か
ら
比
嘉
主
席
に

話
合
い
が
行
わ
れ
て
お
り
、
主
席
の
最
後
的

な
断
に
よ
つ
て
い
よ
い
よ
関
係
市
村
の
調
停

に
の
り
出
す
こ
と
に
な
る
。

○

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
政
府
と
し
て

は
、
真
和
志
を
説
得
す
る
こ
と
に
重
点
が
置

か
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、

対
等

合
併

を
主
張
す
る
真
和
志
が
、
従
来
の
面

子
か
ら
も
オ
イ
ソ
レ
と
軟
化
す
る
も
の
と
は

考
え
ら
れ
ず
｜
ど
の
よ
う
な
調
定
案
で
の
ぞ

む
か
は
別
問
題
と
し
て
も
｜
窮
極
は
、
た
と

え
編
入
に
し
て
も
、

首
長
問
題

に
つ
き

当
る
も
の
と
予
想
さ
れ
、
当
間
市
長
が
、
あ

と
三
カ
年
の
任
期
を
も
つ
て
い
る
関
係
か

ら
、
こ
の
任
期
を
一
年
或
い
は
一
年
半
に
縮

め
、
こ
の
後
に
首
長
選
挙
を
行
う
と
い
う
こ

と
に
那
覇
、
真
和
志
を
妥
結
さ
せ
る
の
で
は

な
い
か
？
と
観
測
す
る
向
き
も
あ
る
。

○

一
方
さ
き
に
当
間
市
長
が
政
府
に
疑
義

照
会
し
た
編
入
後
議
員
選
挙
に
つ
い
て
は
ま

だ
正
式
な
回
答
を
与
え
て
い
な
い
が
、
宮
里

局
長
は

編
入
さ
れ
る
側
も
又
編
入
す
る
方

も
一
応
現
在
の
行
政
区
域
選
挙
の
告
示
を
行

い
、そ
の
間
に
編
入
合
併
が
実
現
し
た
場
合
、

編
入
さ
れ
る
市
村
は
告
示
の
効
力
が
自
然
消

滅
し
、
編
入
し
た
市
の
告
示
に
基
づ
い
て
合

併
全
域
の
選
挙
が
行
わ
れ
る

と
解
釈
し
て

い
る
。
こ
こ
で
問
題
を
残
す
の
は
、
議
員
の

定
数
で
現
在
の
那
覇
市
議
会
の
定
員
は
、
市

町
村
自
治
法
第
三
十
三
条
に
よ
つ
て
二
十
八

名
と
な
つ
て
い
る
が
、
こ
の
条
項
の
規
定
に

よ
つ
て
最
高
定
員
が
三
十
名
に
お
さ
え
ら
れ

て
お
り
、
合
併
に
よ
つ
て
現
在
の
那
覇
市
人

口
の
三
倍
に
膨
脹
し
て
も
、
定
員
は
僅
か
に

二
名
を
追
加
さ
れ
る
だ
け
で
、
人
口
対
議
員

三
二
二

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

七
月



定
数
の
比
率
が
高
く
な
り
、
現
市
村
議
の
政

治
地
盤
が
再
編
成
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
事
も

難
航
す
る
合
併
問
題
の
伏
線
に
な
つ
て
い

る
。首

里
・
小
禄
の
編
入
合
併
／
15

対
４
で
遂
に
可
決
／
那
覇
市

会沖
タ
・
夕
　
１
９
５
４
・
７
・
28

那
覇
市
の
臨
時
議
会
は
二
十
八
日
午
後
一
時

十
分

首
里
市
及
び
小
禄
村
を
那
覇
市
の
区

域
に
編
入
す
る
決
議
案

を
十
五
対
四
の
絶

対
多
数
で
可
決
し
た
。
こ
の
日
は
開
会
と
同

時
に
協
議
会
に
移
り
意
見
の
調
整
を
行
つ
た

が
、
協
議
会
で
は
一
、
合
併
問
題
は
二
カ
年

に
亘
る
も
の
で
あ
り
当
初
と
は
情
勢
が
変
化

し
て
い
る
こ
と
、
更
に
問
題
は
極
め
て
重
要

で
あ
る
か
ら
今
一
応
公
聴
会
を
開
き
、
市
民

の
声
を
聞
い
て
か
ら
態
度
を
決
め
た
い

儀

間
、
宜
保

。

一
、
合
併
は
あ
く
ま
で
も
首
都
建
設
の
た
め

で
あ
つ
て
那
覇
の
区
域
拡
張
の
為
で
は
な

い
、
し
た
が
つ
て
真
和
志
を
抜
い
て
は
無
意

味
で
あ
る
、
そ
こ
で
直
ち
に
決
議
は
尚
早
だ

か
ら
代
表
を
送
り
今
一
度
真
和
志
と
折
衝
し

て
は

金
城
、
糸
数

等
の
意
見
も
あ
つ
た

が
こ
れ
に
対
し
て
は
、

当
間
市
長

公
聴
会
説
は
も
つ
と
も
だ
が
、

公
聴
会
は
そ
の
公
正
の
い
か
ん
に
よ
つ
て
方

向
が
決
ま
る
。
も
し
市
民
の
意
志
を
是
非
き

く
と
な
れ
ば
市
民
投
票
に
よ
る
外
は
な
い
。

城
間
、
泉

合
併
は
目
前
の
利
害
か
ら
打
算

し
て
は
成
就
し
な
い
。
市
村
の
繁
栄
と
幸
福

か
ら
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
し
た
が
つ

て
事
実
に
お
い
て
一
体
化
し
て
い
る
真
和
志

を
さ
し
お
い
て
首
里
、
小
禄
と
の
合
併
は
甚

だ
不
満
足
で
あ
る
、
し
か
し
既
に
首
里
、
小

禄
が
決
議
し
た
以
上
那
覇
市
と
し
て
は
曲
り

な
り
に
も
合
併
へ
の
道
を
つ
け
る
。
つ
ま
り

三
市
一
村
へ
の
前
提
と
し
て
決
議
し
た
い
。

真
和
志
に
対
し
て
は
今
後
と
も
誠
意
を
尽
し

て
合
併
を
慫
慂
し
た
い
と
述
べ
た
。

つ
い
で
昼
食
の
た
め
一
旦
休
憩
、
午
後
零
時

四
十
分
本
会
議
を
再
開
。

菊
山

市
民
も
奇
型
的
編
入
は
不
満
で
あ

る
、
政
府
の
調
停
も
あ
る
こ
と
だ
、
二
、
三

日
保
留
を
。

城
間

編
入
を
決
議
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
真

和
志
の
決
意
を
促
す
こ
と
に
な
る
か
ら
全
会

一
致
を
持
つ
て
可
決
を
。

一
年
後
に
選
挙
を
行
う
等
を
当
間
市
長
が
一

考
し
て
歩
み
寄
り
を
か
つ
て
貰
い
た
い
等
の

討
論
を
行
つ
た
後
ひ
る
一
時
十
分
採
決
を
行

つ
た
結
果

そ
の
時
宜
保
議
員
退
場

十
五

対
四
の
多
数
で
首
里
、
小
禄
編
入
を
可
決
し

た
。

｜
社
　
説
｜

真
和
志
市
側
の
熟
慮
促
す
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都
市
合
併
も
一
年
余
の
経
過
を
有
し
な
が

ら
何
ら
だ
結
を
見
ず
二
市
一
村
合
併
と
い
う

変
形
と
な
り
最
後
に
政
府
の
調
停
と
い
う
段

階
に
た
ち
至
つ
た
こ
と
は
残
念
な
こ
と
で
あ

る
。
政
府
で
は
き
よ
う
那
覇
、
真
和
志
の
両

市
長
に
勧
奨
文
を
手
交
す
る
よ
う
で
あ
る

が
、
こ
の
調
停
案
が
最
後
の
も
の
と
な
る
の

で
あ
る
か
ら
、
両
市
と
も
慎
重
に
対
処
し
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。
調
停
案
に
つ
い

て
は
す
で
に
二
十
七
日
与
儀
副
主
席
、
宮
里

内
政
局
長
が
、
当
間
那
覇
市
長
、
宮
里
真
和

志
市
長
に
提
示
し
て
い
る
が
、
正
式
勧
奨
と

な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
改
め
て
両
市
の
態
度

が
表
明
さ
れ
、
決
裂
か
だ
結
か
が
最
終
的
に

決
定
さ
れ
る
わ
け
だ
。
調
停
案
に
つ
い
て
は

当
間
那
覇
市
長
は
大
体
諒
承
し
た
よ
う
で
あ

る
が
宮
里
真
和
志
市
長
は
市
民
に
納
得
せ
し

め
る
自
信
が
な
い
と
不
満
を
も
ら
し
た
よ
う

で
あ
る
。
調
停
案
の
内
容
と
し
て
伝
え
ら
れ

る
も
の
は

１

編
入
合
併
を
基
本
線
と
す

る

２

真
和
志
市
の
首
脳
を
も
含
め
た
役

所
全
員
の
身
分
を
保
証

３

当
間
市
長
の

任
期
を
一
カ
年
半
に
留
め
る

４

都
計
事

業
の
普
遍
化

５

九
月
一
日
合
併
等
で
あ

る
。真
和
志
市
の
首
脳
を
も
新
市
に
吸
収
す
る

こ
と
は
真
和
志
市
側
の
発
言
権
を
実
質
的
に

拡
大
強
化
す
る
も
の
で
、
市
民
の
利
益
の
た

め
に
も
歓
迎
す
べ
き
条
件
だ
と
考
え
る
。
そ

れ
に
当
間
市
長
の
任
期
を
一
カ
年
半
に
留
め

る
こ
と
は
、
か
ね
て
真
和
志
側
の
要
求
し
た

も
の
で
あ
り
、
今
日
ま
で
の
確
執
も
こ
こ
に

あ
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
譲
る
べ
き
は
譲
つ
て

問
題
を
円
満
に
結
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

市
長
の
任
期
が
一
カ
年
半
と
い
つ
て
も
新
議

会
の
状
況
で
は
も
つ
と
短
か
く
な
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
与
党
が
多
数
で
あ
れ

ば
こ
れ
よ
り
長
く
も
な
ろ
う
が

こ
れ
は
新

議
会
の
意
志
と
し
て
尊
重
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

で
あ
ろ
う
。
真
和
志
市
が
対
等
合
併
を
固
執

す
る
理
由
は
市
長
選
挙
を
や
り
た
い
と
の
一

事
に
か
か
つ
て
い
る
感
が
深
い
。
首
里
市
お

よ
び
小
禄
村
で
は
す
で
に
こ
れ
を
望
ん
で
い

な
い
の
に
、
真
和
志
市
側
が
是
が
非
で
も
選

挙
を
と
い
う
の
は
市
長
を
真
和
志
側
か
ら
出

し
た
い
と
い
う
考
え
方
が
一
部
に
強
い
か
ら

で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
強
気
が
市
だ
か
ら
と

い
う
対
等
論
と
な
り
、
民
主
々
議
理
屈
と
な

る
も
の
で
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
那
覇

市
が
首
都
は
那
覇
市
で
あ
り
編
入
が
当
然
だ

と
い
う
理
屈
を
い
い
出
す
の
で
あ
る
。
朝
鮮

休
戦
は
協
定
成
立
ま
で
に
一
年
を
要
し
た

が
、
那
覇
真
和
志
市
の
合
併
交
渉
は
一
年
を

費
し
て
も
何
ら
効
果
が
な
く
、
島
国
根
性
を

さ
ら
け
出
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
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土
地
税
の
二
重
課
税
問
題
は
本
紙
声
欄
で

三
、
四
回
に
わ
た
つ
て
両
市
市
民
の
苦
衷
を

訴
え
た
も
の
で
あ
つ
た
。
両
市
の
税
務
課
長

ま
で
弁
明
を
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
対
立

し
た
見
解
を
の
べ
て
い
る
だ
け
で
、
市
民
の

悩
み
を
解
決
す
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
ま

た
真
和
志
市
安
里
一
区
さ
い
温
橋
通
り
会
で

は
、
渇
水
期
を
迎
え
て
水
道
問
題
の
早
期
解

決
を
要
請
し
、
真
和
志
市
を
訪
問
し
て

合

併
問
題
で
両
市
が
対
立
し
て
い
る
折
だ
し
当

局
よ
り
も
通
り
会
自
体
で
折
衝
す
る
か
ら

と
那
覇
市
へ
の
直
接
交
渉
に
つ
い
て
了
解
を

求
め
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
見
よ
う
に
よ

つ
て
は
市
民
の
市
に
対
す
る
不
信
の
表
明
と

も
い
え
よ
う
。
二
重
課
税
と
い
い
、
水
道
問

題
と
い
い
、
さ
ら
に
道
路
問
題
、
戸
籍
、
通

学
区
問
題
な
ど
両
市
が
入
組
み
接
続
一
体
化

し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
発
生
し
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
て
市
当
事
者
や
議
会
人
が
耳
を
お

お
い
、
目
を
閉
ざ
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
市
民
の
迷
惑
を
解
消
す
る
た
め
に

は
、
両
市
が
合
併
す
る
以
外
に
な
い
の
で
あ

る
。
事
態
が
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
対
等
と
か
編

入
と
か
、
の
名
分
に
こ
だ
わ
る
こ
と
は
許
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
。

政
府
の
調
停
案
に
対
し
て
は
す
で
に
那
覇

市
側
は
諒
承
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
問

題
は
真
和
志
市
側
の
出
方
如
何
に
か
か
つ
て

い
る
と
い
え
る
。
真
和
志
は
首
都
に
お
け
る

地
位
も
那
覇
と
と
も
に
重
要
部
を
占
め
る
も

の
で
最
後
の
段
階
に
お
い
て
合
併
を
拒
む
よ

う
に
な
れ
ば
、
周
囲
を
取
か
こ
ま
れ
た
新
那

覇
市
と
の
協
調
を
欠
き
、
市
政
運
営
に
つ
い

て
も
大
き
な
不
便
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
く
な

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
二
十
八
日
の
那
覇

市
議
会
は
首
里
、
小
禄
の
両
市
村
の
編
入
を

決
議
し
て
い
る
の
で
、
情
勢
は
一
週
前
に
比

し
て
も
大
き
く
変
化
し
て
来
て
い
る
の
で
、

真
和
志
市
側
は
ま
す
ま
す
窮
地
に
お
い
込
ま

れ
る
形
勢
と
な
つ
て
い
る
。
真
和
志
市
の
指

導
者
た
ち
が
熟
慮
す
べ
き
最
後
の
問
題
に
来

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

円
満
妥
結
に
政
府
苦
慮
／
真
和

志
側
の
渋
り
で
絶
望
か
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き
よ
う

二
十
九
日

朝
十
時
半
、
比
嘉
主

席
は
円
満
合
併
へ
の
最
終
勧
奨
の
た
め
当
間

那
覇
、
宮
里
真
和
志
両
市
長
を
招
請
し
た
。

ま
ず
午
前
十
時
二
〇
分
、
当
間
那
覇
市
長
が

ワ
イ
シ
ヤ
ツ
姿
の
軽
装
で
ニ
コ
ニ
コ
と
主
席

控
室
に
入
つ
た
。
待
期
し
て
い
た
比
嘉
官
房

長
に
も
”
今
日
市
長
二
人
を
呼
ん
で
も
話
が

つ
か
ん
ヨ
。
僕
の
方
は
い
い
が
、
あ
そ
こ

真
和
志
の
意

は
議
会
に
か
け
ね
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
”
と
す
で
に
態
度
を
き
め
た
ハ

ラ
を
み
せ
た
。

定
刻
よ
り
五
分
遅
れ
て
宮
里
真
和
志
市
長
の

ハ
イ
ヤ
ー
が
到
着
し
た
。
控
室
に
待
期
す
る

カ
メ
ラ
マ
ン
、
報
道
陣
に
”
今
日
は
物
々
し

い
ネ
”
と
ち
よ
つ
と
照
れ
た
顔
で
主
席
室
に

入
つ
た
。

早
速
政
府
側
は
比
嘉
主
席
、
与
儀
副
主
席
、

比
嘉
官
房
長
、
宮
里
内
政
局
長
ら
が
立
会
い

で
問
題
の
勧
奨
文
を
両
市
長
に
手
交
”
首
都

建
設
と
い
う
軍
民
政
府
の
構
想
か
ら
、
い
ま

一
段
と
両
市
が
手
を
と
り
合
つ
て
円
満
合
併

に
協
力
し
て
貰
い
度
い
”
こ
と
を
強
く
要
望

し
た
。
勧
奨
文
を
受
け
た
宮
里
真
和
志
市
長

は
深
刻
な
表
情
で
こ
れ
を
開
封
、
当
間
那
覇

市
長
は
ユ
ツ
タ
リ
と
一
べ
つ
す
る
や

第
二

項

市
長
任
期
の
項

に
つ
い
て
は
僕
に
関

す
る
限
り
新
議
会
は
も
ち
論
合
併
中
で
も
も

し
現
在
の
三
市
一
村
の
議
員
の
総
意
で
当
間

を
信
頼
し
な
け
れ
ば
い
つ
で
も
辞
め
る

と

注
目
す
べ
き
決
意
を
表
明
し
、
会
談
の
第
一

歩
で
大
き
く
譲
つ
た
形
だ
つ
た
。

こ
れ
に
対
し
宮
里
市
長
は
暫
く
口
を
つ
ぐ
ん

で
い
た
が

政
府
の
御
労
苦
に
感
謝
す
る
が

従
来
の
真
和
志
の
主
張
し
続
け
て
い
た
の
と

こ
の
勧
奨
と
は
大
部
開
き
が
あ
る
五
十
年
一

月
の
港
村
を
含
め
た
那
覇
真
和
志
市
合
併
の

政
府
諮
問
で
も
真
和
志
は
編
入
法
式
で
反
対

し
た
。
こ
の
考
え
は
現
在
で
も
議
会
や
住
民

の
一
貫
し
た
も
の
と
考
え
て
お
り
、
私
に
は

そ
れ
を
説
得
す
る
自
信
が
な
い
。
当
間
市
長

は
議
会
の
総
意
で
は
い
つ
で
も
辞
め
る
と
い

つ
て
い
る
が
十
六
万
全
住
民
の
総
意
に
よ
つ

て
市
長
に
つ
く
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
真
和
志

は
十
六
万
住
民
の
執
行
機
関
を
そ
の
ま
ま
那

覇
市
が
担
当
す
る
こ
と
に
は
反
対
で
あ
る
。

す
で
に
こ
れ
ら
の
こ
と
は
議
会
や
住
民
の
意

志
を
よ
く
は
か
つ
て
の
う
え
だ
。
こ
の
点
で

調
停
案
と
は
相
当
ヒ
ラ
キ
が
あ
る
臨
時
審
議

会
と
い
う
調
停
項
目
が
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け

で
編
入
地
域
の
住
民
の
意
志
を
調
整
で
き
る

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
諮

詢
機
関
で
住
民
の
期
待
を
大
き
く
も
た
ら
す

も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
一
応
こ

の
勧
奨
案
を
い
ま
一
度
し
ん
重
に
検
討
し

て
、
議
会
と
も
善
処
し
た
い

と
絶
望
的
な

発
言
を
行
つ
た
。

こ
れ
に
対
し
政
府
は

軍
で
も
首
都
建
設
に

は
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
お
り
こ
の
歴
史
的

チ
ヤ
ン
ス
を
失
わ
な
い
よ
う
い
ま
一
段
と
合

併
へ
協
力
し
て
貰
い
度
い
。
大
き
く
両
市
長

に
期
待
す
る

と
激
励
午
前
十
一
時
半
ご
ろ

会
談
は
終
つ
た
。

当
間
市
長
談

私
は
タ
ン
タ
ン
と
し
て
い
る
。
現
在
で
も

も
し
各
市
村
議
員
の
総
意
が
あ
れ
ば
や
め

る
。
要
は
真
和
志
の
出
方
一
つ
だ
よ

宮
里
市
長
談

議
会
と
も
い
ま
一
応
は
か
つ
て
み
る
。
期

待
し
て
い
た
調
停
案
に
新
味
が
な
く
、
こ
れ

で
は
真
和
志
は
承
服
し
な
い
と
思
う
反
対
の
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理
由
は
さ
き
に
い
う
た
と
お
り
合
体
の
線
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
今
一
度
、
議

会
や
住
民
の
意
向
に
も
は
か
り
た
い

那
覇
真
和
志
両
市
に
対
す
る
政
府
の
勧
奨
覚

書
試
案
は
次
の
通
り

一
、
真
和
志
は
合
併
の
方
法
に
拘
泥
す
る
こ

と
な
く
合
併
を
行
う
こ
と

一
、
那
覇
市
長
は
合
併
後
、
合
併
事
務
を
処

理
し
首
都
と
し
て
の
都
市
計
画
を
完
了
し
、

こ
れ
が
実
現
の
見
通
が
つ
い
た
と
き
は
市
会

に
諮
つ
て
任
期
中
と
い
え
ど
も
市
長
公
選
を

行
う
よ
う
努
力
す
る
こ
と

一
、
合
併
の
日
を
一
九
五
四
年
九
月
一
日
と

す
る
。

一
、
那
覇
市
長
は
合
併
さ
れ
た
市
村
の
応
急

の
問
題

水
道
、
道
路
等

処
理
に
努
力
す

る
こ
と

△
合
併
後
市
会
の
承
認
を
得
て
那
覇
市
長

は
、
市
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
臨
時
合
併
審

議
委
員
会
を
設
け
委
員
に
真
和
志
市
長
、
首

里
市
長
、
小
禄
村
長
若
く
は
そ
の
推
薦
す
る

者
を
以
て
充
て
合
併
に
伴
う
重
要
事
項
を
諮

る
も
の
と
す
る

△
那
覇
市
長
は
合
併
さ
れ
た
二
市
一
村
の
有

給
吏
員
の
身
分
を
引
継
ぎ
保
障
す
る
も
の
と

す△
琉
球
政
府
も
首
都
建
設
の
た
め
能
う
限
り

の
援
助
を
行
う
も
の
と
す

二
市
村
の
編
入
申
請
／
き
の
う

那
覇
市
が
提
出
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那
覇
市
役
所
幸
喜
総
務
部
長
は
二
十
九
日
午

後
四
時
過
ぎ
市
町
村
自
治
法
の
規
定
に
基
い

て
首
里
市
、
小
禄
村
の
二
市
村
を
編
入
に
よ

り
合
併
し
た
い
旨
の
申
請
書
を
行
政
府
に
提

出
し
た
。
同
自
治
法
に
よ
る
と
市
町
村
の
境

界
変
更
、
廃
置
分
合
は
関
係
市
町
村
の
申
請

に
基
き
、
行
政
主
席
が
立
法
院
の
承
認
を
得

て
こ
れ
を
定
め
る
と
さ
れ
て
お
り
、
勿
論
市

町
村
の
希
望
は
尊
重
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

こ
れ
ま
で
四
市
村
の
合
併
実
現
を
方
針
に
と

つ
て
き
た
行
政
府
が
三
市
村
の
合
併
申
請
を

今
後
ど
う
取
扱
う
か
関
心
が
も
た
れ
る
。

都
市
合
併
、
最
後
の
調
停
暗
礁

へ
／
あ
く
ま
で
合
体
を
主
張

／
真
和
志
の
住
民
投
票
が
鍵

沖
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・
朝
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・
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一
部
夕
刊
既
報

首
都
建
設
の
最
終
的

難
関
と
な
つ
た
那
覇
、
真
和
志
の
合
併
を
円

満
裡
に
調
停
し
よ
う
と
す
る
政
府
は
、
二
十

九
日
あ
さ
当
間
那
覇
、
宮
里
真
和
志
両
市
長

を
招
致
、
比
嘉
主
席
自
ら
両
市
長
に

勧
奨

文

を
手
交

論
議
は
す
で
に
尽
さ
れ
た
、

時
期
も
熟
し
て
い
る

と
大
乗
的
解
決
を
要

望
。
と
く
に
宮
里
真
和
志
市
長
に
対
し
、
異

論
も
い
ろ
い
ろ
あ
ろ
う
が
、
政
府
の
意
の
あ

る
と
こ
ろ
市
議
会
や
市
民
に
十
分
伝
え

歴

史
的

首
都
建
設
の
第
一
歩
を
ふ
み
出
す
こ

と
を
強
く
要
請
し
た
。

こ
れ
に
対
し
宮
里
真
和
志
市
長
は

編
入

を
基
調
と
す
る
案
に
は
依
然
難
色
を
み
せ
結

局
、
政
府
の
最
終
的
調
停
も
何
ら
の
進
展
を

し
な
い
ま
ゝ
に
終
り
、
真
和
志
市
長
が
い
う

住
民
投
票
か
、
公
聴
会

が
今
後
の
キ
ー

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に

な
つ
た
。

当
間
那
覇
市
長
の
云
い
分

合
併
後
暫
定
的
に
市
長
と
し
て
と
ど
ま
る
当

間
を
現
在
の
三
市
一
村
の
議
会
が
信
頼
す
る

か
、
し
な
い
か
を
は
つ
き
り
決
定
す
れ
ば
、

政
府
勧
奨
の
二
項
に
拘
ら
ず
、
強
い
て
任
期

一
ぱ
い
待
つ
必
要
は
な
い
。
つ
ま
り
合
併
反

対
の
最
大
の
原
因
と
思
わ
れ
る
十
六
万
市
民

の
投
票
に
よ
る
市
長
と
い
う
の
を
、
現
在
の

三
市
一
村
の
議
会
が
誇
り
と
責
任
の
上
に
立

つ
て
、
当
間
市
長
の
適
任
、
不
適
任
を
決
定

す
れ
ば
そ
れ
に
従
う
の
み
で
、
こ
れ
以
外
何

も
問
題
は
な
い
。
二
十
七
日
の
那
覇
市
議
会

に
お
け
る
首
里
、
小
禄
の
編
入
決
議
に
反
対

し
た
五
名
の
議
員
も

真
和
志
を
入
れ
な
い

合
併
は
意
味
を
な
さ
な
い

と
い
う
観
点
か

ら
、
も
う
一
度
真
和
志
と
話
合
え
と
い
う
も

の
で
、
決
し
て
四
市
村
合
併
に
反
対
し
て
い

る
も
の
で
は
な
い

真
和
志
の
線
で
い
け
ば
、
永
久
に
合
併
の

時
期
は
来
な
い
。
こ
れ
は
那
覇
市
議
会
で

出
た
問
題
で
あ
る
が
、
政
府
章
典
の
二
条

は

琉
球
政
府
の
首
都
は
沖
縄
島
の
那
覇

市
と
し
、
有
権
者
総
数
の
七
〇
％
に
よ
る

住
民
投
票
に
よ
ら
な
け
れ
ば
変
更
で
き
な

い

と
明
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
住
民
投

票
を
敢
え
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
は
判
ら
な
い
。

ま
た
合
併
は
、
ま
ず
那
覇
、
真
和
志
の
二
市

か
ら
と
い
う
こ
と
も
、”
ま
ず
”
と
い
う
こ

と
は
前
提
で
あ
り
、
入
り
た
が
つ
て
い
る
隣

近
市
村
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
は
当
然
と
思

う
。
と
に
か
く
、
も
う
議
論
す
る
時
期
で
は

な
い
。
す
で
に
機
は
熟
し
て
い
る
。

然
し
真
和
志
吏
員
の
引
受
け
は
全
面
的
に
行

う
が
、
仮
り
に
い
る
と
す
れ
ば
人
民
党
員
も

し
く
は
同
調
者
を
引
受
け
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
宮
里
真
和
志
市
長
の
云
い
分

政
府
が
調
停
に
乗
り
出
し
た
こ
と
を
感
謝
す

る
。
し
か
し
こ
の
調
停
内
容
は
、
二
十
七
日

宮
里
内
政
局
長
が
内
示
し
た
も
の
と
何
ら
変

る
と
こ
ろ
が
な
い
。
宮
里
内
政
局
長
に
も
率

直
に
語
つ
た
よ
う
に
、
従
来
真
和
志
が
主
張

し
続
け
た
主
旨
と
は
大
分
距
離
が
あ
る
。
五

〇
年
八
月
の
初
め
ご
ろ
、
政
府
か
ら
那
覇
、

真
和
志
の
合
併
諮
問
を
う
け
た
が
、
原
案
は

編
入
で
あ
つ
た
の
で
賛
成
で
き
な
か
つ
た
。

そ
れ
以
来
市
当
局
も
議
会
の
考
え
方
も
一
貫

三
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し
て
い
る
。
こ
の
調
停
に
熟
慮
は
す
る
が
、

こ
れ
を
以
つ
て
市
民
、
議
会
を
納
得
さ
せ
る

自
信
は
な
い
。
私
と
し
て
は
こ
の
際
、
当
間

市
長
が
合
体
合
併
の
形
式
で
新
市
民
の
総
意

に
よ
つ
て
新
首
長
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
を
先

導
し
て
貰
い
た
い
と
願
つ
て
い
る
。
首
里
、

小
禄
が
す
で
に
編
入
手
続
を
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
時
期
に
失
し
て
い
る
か
も
知
れ

な
い
が
、
住
民
輿
論
の
首
都
建
設
は
強
く
認

識
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
住
民
福
祉
の
面
か
ら
考
え
た
場

合
、
こ
れ
で
は
自
信
が
も
て
な
い
。
つ
ま
り

民
主
的
に
選
ば
れ
た
市
政
施
行
者
が

臨
時

合
併
審
議
会

を
作
つ
て
も

そ
れ
も
単
な

る
新
市
執
行
機
関
の
諮
詢
機
関
□
あ
る

市

長
に
参
考
資
料
を
提
供
す
る
だ
け
の
も
の

で
、
住
民
か
ら
の
信
頼
は
期
待
さ
れ
な
い
。

し
か
し
一
応
正
式
に
調
停
が
出
さ
れ
た
以

上
、
議
会
筋
或
い
は
市
の
有
力
者
と
も
早
急

に
話
合
い
善
処
す
る
つ
も
り
だ
。

政
府
章
典
の
示
す

首
都

も
単
に
県
庁
所

在
地
い
わ
ゆ
る
政
府
所
在
地
と
解
す
る
。
私

は
丁
度
今
月
が
任
期
で
、
是
非
解
決
し
た
か

つ
た
が
残
念
で
あ
る
。
真
和
志
の
従
来
の
方

針
は
那
覇
、
真
和
志
を
先
に
合
併
し
た
か
つ

た
。
そ
れ
を
今
回
真
和
志
が
抜
け
る
と
い
う

こ
と
は
首
都
建
設
か
ら
逆
な
状
態
だ
。

告
示
は
出
た
が
動
か
ず
／
真
和

志
の
選
挙
合
併
騒
ぎ
で
混
迷

沖
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二
十
二
日
の
市
町
村
長
選
挙
告
示
に
引
続
き

二
十
九
日
市
町
村
議
会
議
員
の
選
挙
告
示
が

行
わ
れ
た
。
今
度
は
小
禄
、
首
里
を
吸
収
す

る
那
覇
市
と
、
吸
収
反
対
を
主
張
し
て
残
つ

た
真
和
志
の
選
挙
が
も
つ
と
も
興
味
あ
る
も

の
に
な
り
そ
う
だ
。
例
年
な
ら
表
面
に
は
あ

ら
わ
れ
な
く
て
も
潜
行
的
な
運
動
が
活
発
に

展
開
さ
れ
る
頃
で
あ
る
が
、
今
年
は
都
市
合

併
と
い
う
大
荷
物
を
し
よ
つ
て
い
る
の
で
、

そ
の
潜
行
運
動
も
ま
だ
ま
だ
と
い
う
と
こ

ろ
。
○

こ
の
ニ
ブ
イ
動
き
を
指
し
て

合
併
問

題
を
よ
そ
に
選
挙
運
動
を
ハ
デ
に
や
ら
か
す

と
合
併
反
対
に
と
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、

人
気
が
落
ち
る
か
ら
だ

と
云
う
む
き
も
あ

る
。
市
長
候
補
は
宮
里
現
市
長
と
翁
長
助
静

氏
の
二
人
が
市
民
の
噂
に
の
ぼ
つ
て
お
り
人

民
党
か
ら
は
立
候
補
は
無
い
よ
う
だ
。

○

真
和
志
の
議
員
定
員
は
人
口
の
増
加
で

一
名
増
え
二
十
六
名
に
な
つ
た
。
現
市
会
議

員
か
ら
は
三
分
の
二
ぐ
ら
い
は
立
候
補
す
る

よ
う
だ
。
新
人
も
十
名
ほ
ど
出
る
も
の
と
予

想
さ
れ
て
い
る
。

立
候
補
断
念
組
に
は

都
市
合
併
と
い
う
市

民
へ
の
公
約
も
果
せ
な
か
つ
た
の
は
残
念
、

何
の
カ
ン
バ
セ
あ
つ
て
又
出
馬
で
き
る
か

と
い
う
も
の
も
あ
り
、
再
出
馬
組
の

合
併

実
現
の
公
約
を
果
す
ま
で
は
何
度
で
も
立
つ

て
働
く

と
い
う
の
と
は
よ
い
対
象
を
な
し

て
い
る
。

○

と
に
か
く
今
度
の
選
挙
は
中
盤
戦
ぬ
き

で
一
挙
に
終
盤
戦
に
飛
び
込
む
ん
じ
や
な
い

か
と
い
つ
た
見
方
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
合

併
問
題
も
一
度
ケ
リ
が
つ
い
た
感
が
あ
り
の

選
挙
気
分
に
湧
く
の
も
近
い
と
思
わ
れ
る
。

合
併
調
停
／
新
し
い
条
件
な
け

れ
ば
／
真
和
志
「
態
度
は
か

わ
ら
ず
」

沖
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那
覇
、
真
和
志
両
市
に
対
し
て
行
わ
れ
た
合

併
問
題
に
関
す
る
政
府
調
停
は

真
和
志
の

意
向
を
く
ん
だ
新
し
い
内
容
は
何
等
見
ら
れ

な
い

と
真
和
志
側
が
、
納
得
し
な
い
た
め

行
詰
り
状
態
に
な
つ
て
い
る
が
、
政
府
で
は

真
和
志
側
の
大
乗
的
な
譲
歩
を
期
待
し
て
三

十
日
夜
与
儀
副
主
席
は
宮
里
内
政
局
長
と
と

も
に
宮
里
真
和
志
市
長
を
栄
町
淡
水
亭
に
招

い
て
そ
の
説
得
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
宮
里
市

長
は
今
度
の
政
府
調
停
案
に
よ
る
条
件
は
真

和
志
の
意
志
と
は
相
反
す
る
も
の
で
あ
る
と

し
て
結
局
何
ら
の
新
し
い
発
展
は
み
ら
れ
な

か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
三
十
一
日
同
市
長
は

副
主
席
と
の
話
合
に
つ
い
て

副
主
席
か
ら

新
し
い
調
停
条
件
は
何
も
示
さ
れ
な
か
つ

た
。
た
ゞ
政
府
が
提
示
し
た
今
度
の
調
停
を

何
と
か
承
諾
し
て
く
れ
と
い
つ
た
こ
と
だ
つ

た
。
真
和
志
と
し
て
は
考
慮
出
来
る
よ
う
な

新
し
い
条
件
が
示
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
こ

れ
ま
で
の
態
度
は
変
ら
な
い
だ
ろ
う

と
語

つ
た
。

記
者
の
メ
モ
／
都
市
合
併
と
議

員
立
候
補

沖
タ
・
朝
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○

合
併
問
題
は
依
然
と
し
て
難
航
し
て
い

る
よ
う
だ
。
そ
の
裏
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
秘

め
ら
れ
て
い
る
か
は
分
ら
ぬ
が
真
和
志
が
応

じ
な
い
と
な
れ
ば
、
い
よ
い
よ
真
和
志
海
峡

が
出
現
し
、
真
和
志
市
民
は
、
そ
れ
で
は

サ
カ
ナ
？

か
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
そ

う
だ
。
そ
れ
は
別
と
し
て
市
町
村
長
議
員
選

挙
の
告
示
は
す
で
に
行
わ
れ
、
八
月
下
旬
か

ら
は
選
挙
運
動
が
開
始
さ
れ
る
と
い
う
の

に
、
合
併
が
九
月
一
日
、
選
挙
が
十
二
日
で

は
、
ど
う
な
る
か
と
い
う
こ
と
だ
。
選
挙
に

突
入
し
て
か
ら
合
併
と
か
編
入
は
、
本
土
に

も
前
例
が
な
く
、
選
挙
時
の
合
併
は
さ
く
べ

き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
つ
て
い
る
ら
し

い
が
、
行
政
課
で
研
究
の
結
果
は
、

一
応
、
各
市
村
の
告
示
に
従
い
、
八
月
下

旬
か
ら
各
市
村
で
立
候
補
し
運
動
す
る
。

そ
し
て
九
月
一
日
の
合
併
ま
で
は
、
各
市

村
の
区
域
で
運
動
す
る
。
合
併
と
同
時
に

三
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首
里
、
小
禄
は
消
滅
し
、
そ
れ
と
共
に
告

示
も
消
え
る
か
ら
、
首
里
、
小
禄
の
候
補

者
は
、
あ
ら
た
め
て
那
覇
市
選
管
委
に
届

出
て
運
動
を
全
地
域
に
わ
た
つ
て
開
始
す

る
。

と
い
う
こ
と
に
な
つ
て
い
る
そ
う
だ
。

合
併
問
題
の
裏
街
道
を
往
く
(1)

／
本
社
記
者
座
談
会
／
那
覇

意
識
が
シ
コ
リ
／
い
さ
ゝ
か

選
挙
も
心
配

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
４
・
８
・
３

○

都
市
合
併
も
、
や
れ
対
等
合
併
だ
、
民

主
的
だ
、
編
入
だ
、
と
そ
れ
ぞ
れ
有
利
な
理

論
を
組
立
て
て
い
る
う
ち
に
、
い
よ
い
よ
大

詰
に
き
た
感
じ
だ
。
と
に
角
、
こ
の
問
題
ほ

ど
理
く
つ
が
並
べ
ら
れ
曲
折
を
極
め
た
も
の

は
な
い
。
合
併
の
中
心
た
る
べ
き
那
覇
と
真

和
志
の
仲
が
う
ま
く
い
か
ず
、
首
里
、
小
禄

が
参
加
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
表
面
上
は
正

に
ヘ
ン
チ
ク
リ
ン
な
印
象
さ
え
与
え
て
い

る
。
で
は
そ
の
裏
は
？

と
い
う
ほ
ど
の
こ

と
で
も
な
い
が

合
併
問
題
の
裏
街
道
を
往

く

と
い
つ
た
狙
い
で
本
社
記
者
座
談
会
を

開
い
て
み
た
。

司
会
―
都
市
合
併
問
題
は
長
い
間
の
懸
案

で
、
首
都
建
設
の
声
は
絶
え
ず
叫
ば
れ
て
き

た
が
、
合
併
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

必
然
的
な
も
の
が
実
際
に
あ
つ
た
の
か
？

た
だ
世
論
と
い
つ
た
も
の
に
押
さ
れ
て
き
た

の
か
、
そ
の
辺
か
ら
具
体
的
に

Ａ
｜
こ
れ
が
叫
ば
れ
た
の
は
一
昨
年
ご
ろ
か

ら
だ
つ
た
と
思
う
。

最
近
再
び
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
那
覇
市

が
膨
脹
し
、
那
覇
、
真
和
志
の
境
界
が
分
ら

な
く
な
つ
た
の
が
一
つ
の
原
因
と
も
な
つ
て

い
る
。

Ｂ
｜
戦
前
の
都
市
合
併
と
い
う
の
は
、
現
在

よ
り
も
広
い
地
域
、
即
ち
那
覇
、
首
里
、
真

和
志
、
小
禄
だ
け
で
な
く
豊
見
城
村
を
含
め

て
の
も
の
で
あ
つ
た
よ
う
だ
。

Ｄ
｜
那
覇
、
真
和
志
に
お
け
る
二
重
課
税
問

題
も
一
つ
の
キ
ツ
カ
ケ
と
な
つ
て
い
る
。

Ｃ
｜
実
際
に
二
重
課
税
問
題
は
、
ど
の
位
あ

る
だ
ろ
う
か
。

Ｅ
｜
現
在
の
那
覇
市
行
政
地
域
の
約
半
分

が
、
元
真
和
志
で
あ
り
、
件
数
に
し
て
五
割

程
度
は
あ
る
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。

Ｃ
｜
合
併
問
題
に
対
す
る
真
和
志
の
当
初
の

考
え
は
ど
う
だ
つ
た
だ
ろ
う
か
。

Ｆ
｜
又
吉
那
覇
市
長
の
時
代
は
、
真
和
志
と

し
て
一
市
一
村
、
い
わ
ゆ
る
那
覇
、
真
和
志

の
合
併
を
主
張
し
て
い
た
。

Ｂ
｜
現
在
の
四
市
村
合
併
へ
変
つ
た
イ
キ
サ

ツ
は
ど
ん
な
も
の
か
。

Ｅ
｜
従
来
二
市
或
い
は
三
市
を
唱
え
て
い
た

真
和
志
が
、
去
る
五
日
に
四
市
村
合
併
を
決

議
し
て
声
明
し
た
こ
と
に
始
ま
る
訳
だ
。

Ｇ
｜
真
和
志
が
急
速
に
働
き
か
け
た
三
市
一

村
の
合
併
の
裏
に
は
水
道
、
学
校
の
切
実
な

問
題
か
ら
で
、
そ
の
上
神
里
原
、
松
尾
な
ど

の
二
重
課
税
の
解
決
か
ら
、
二
市
合
併
の
主

張
を
譲
歩
し
て
三
市
一
村
に
ま
で
変
つ
て
き

た
。
Ｄ
｜
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
那
覇
の
都
計
は

石
川
構
想

を
離
れ
た
形
で
行
わ
れ
て
い

る
の
か
。

Ｅ
｜
率
直
に
い
う
と
、
当
分
は
那
覇
だ
け
で

都
計
を
進
め
、
旧
市
内
ま
で
復
興
し
よ
う
と

し
て
お
り
、
首
都
建
設
も
那
覇
オ
ン
リ
ー
で

行
こ
う
と
す
る
の
が
真
相
の
よ
う
だ
。
今
真

和
志
が
対
等
と
か
何
と
か
で
編
入
合
併
に
反

対
し
て
い
る
が
、
本
当
の
肚
は
入
れ
た
く
な

い
と
い
う
も
の
で
、
首
里
、
小
禄
を
入
れ
た

こ
と
も
行
掛
り
上
已
む
を
得
な
い
と
い
つ
て

い
る
。
い
わ
ゆ
る
編
入
に
し
ろ
何
に
し
ろ
、

真
和
志
が
き
た
ら
迷
惑
だ
と
い
う
気
分
が
濃

厚
だ
。

Ｂ
｜
し
か
し
那
覇
市
と
し
て
は
、
政
府
に
三

市
村
の
編
入
合
併
を
申
請
し
て
お
り
、
真
和

志
を
入
れ
な
い
無
意
味
な
都
市
建
設
は
考
え

ら
れ
な
い
も
の
で
、
こ
ん
ど
の
編
入
申
請
は

四
市
村
合
併
へ
の
一
つ
の
段
階
と
も
い
え
る

だ
ろ
う
。

Ｆ
｜
真
和
志
を
入
れ
た
く
な
い
と
い
う
現
れ

を
具
体
的
に
い
う
と
、
那
覇
市
当
局
に
有
力

な
影
響
力
を
も
つ
一
部
の
も
の
の
考
え
ら
し

い
が
、
全
沖
縄
の
市
町
村
で
、
日
本
復
帰
を

決
議
し
な
か
つ
た
唯
一
の
市
で
あ
り
、
進
歩

の
勢
力
の
は
げ
し
い
真
和
志
を
入
れ
る
と
、

進
歩
勢
力
の
分
子
が
何
を
し
で
か
す
か
わ
か

ら
な
い
。
い
わ
ゆ
る
そ
の
こ
と
に
よ
つ
て
軍

の
覚
え
も
悪
く
な
り
、
銀
行
か
ら
の
起
債
も

難
か
し
く
な
る
と
い
う
声
に
左
右
さ
れ
て
い

る
よ
う
だ
。

Ｃ
｜
そ
れ
が
、
当
間
市
長
の
い
う
人
民
党
の

扇
動
云
々
と
い
う
こ
と
に
な
つ
た
の
だ
ろ

う
。
Ｈ
｜
い
ざ
対
等
合
併
と
な
つ
た
場
合
、
首
長

選
挙
が
果
し
て
勝
て
る
か
、
と
い
う
こ
と
で

問
題
に
な
つ
た
の
で
は
な
い
の
か
。

Ｇ
｜
現
在
の
那
覇
だ
け
な
ら
当
選
す
る
が
、

三
市
一
村
で
は
自
信
が
な
い
と
い
う
考
え

が
、
当
間
市
長
や
与
党
に
あ
る
の
で
は
な
か

つ
た
か
ね
。

Ｈ
｜
こ
れ
は
那
覇
の
一
有
志
の
話
だ
が
、
旧

市
街
が
繁
華
に
な
れ
ば
、
地
価
も
上
り
、
地

主
自
体
或
い
は
そ
の
利
権
を
あ
さ
る
面
々
に

益
す
る
と
い
う
考
え
か
ら

真
和
志
を
入
れ

る
な

と
当
間
氏
に
建
言
し
て
い
る
と
い
う

で
は
な
い
か
。

Ｇ
｜
そ
う
い
つ
た
連
中
が
、
市
長
の
バ
ツ
ク

ボ
ー
ン
と
な
つ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

Ｅ
｜
し
か
し
旧
市
街
の
復
興
は
那
覇
市
の
財

政
で
な
さ
れ
て
い
な
い
。
す
べ
て
地
主
の
負

担
に
よ
つ
て
復
興
さ
れ
て
い
る
。
受
益
者
分
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担
金
と
い
う
の
も
、
そ
の
所
有
地
の
三
割
が

市
に
提
供
さ
れ
、
三
割
の
う
ち
二
割
五
分
が

区
画
整
理
の
財
源
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。

Ｃ
｜
首
里
、小
禄
は
編
入
を
呑
ん
で
い
る
が
、

真
和
志
が
首
を
縦
に
ふ
ら
な
い
政
治
的
な
理

由
は

。

Ｆ
｜
も
う
政
治
的
理
由
と
云
う
よ
り
感
情
に

走
り
過
ぎ
て
い
る
。

Ｅ
｜
真
和
志
側
と
し
て
は
、
春
の
立
法
院
議

員
選
挙
の
結
果
、
真
和
志
の
与
党
勢
力
が
拡

大
さ
れ
た
こ
と
を
相
当
自
負
し
て
い
る
。
い

わ
ゆ
る
小
禄
一
、
真
和
志
三

那
覇
は
人
民

党
を
選
出
し
て
い
る
が

の
立
法
院
議
員
の

選
出
に
力
を
得
て
お
り
、
そ
の
勢
い
に
乗
じ

て

対
等
合
併

を
ふ
り
か
ざ
し
て
い
る
と

い
う
の
が
政
治
的
？
な
見
方
だ
ろ
う
。

Ｏ
｜
そ
れ
を
那
覇
が
編
入
と
い
う
態
度
で
押

さ
え
つ
け
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
も
憤
マ
ン

が
あ
る
訳
だ
ろ
う
。

Ｈ
｜
又
戦
前
か
ら

那
覇
意
識

に
加
え
て

戦
後
の

首
都
那
覇

の
意
識
が
強
く
な
り
、

他
の
市
町
村
は
首
都
に
入
つ
て
く
る
べ
き
も

の
で
、
い
わ
ゆ
る
首
都
区
域
を
広
げ
る
の
が

合
併
だ
と
い
う
と
こ
ろ
に
も
イ
ガ
ミ
合
い
が

あ
る
。

Ａ
｜
政
府
章
典
に
う
た
う

首
都

も
論
議

さ
れ
は
じ
め
て
い
る
よ
う
だ
ネ
。

Ｃ
｜
章
典
が
公
布
さ
れ
た
時
代
、
独
立
国
で

も
な
い
琉
球
に
首
都
と
は
何
事
だ
と
い
う
論

も
あ
つ
た
ネ
。

Ｂ
｜
那
覇
は
こ
の
章
典
の

首
都

を
人
格

と
解
し
て
い
る
が
、
一
方
真
和
志
は
単
な
る

政
府
所
在
地
を
示
す
も
の
だ
と
異
論
を
挟
ん

で
い
る
。

Ｅ
｜
し
か
し
真
和
志
に
中
心
が
な
い
こ
と
は

弱
み
だ
ネ
。

一
時
農
指
所
近
郊
を
中
心
に
し
よ
う
。
ス

ポ
ー
ツ
・
セ
ン
タ
ー
も
作
ろ
う
と
躍
起
に
な

つ
て
い
た
が
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。

Ｆ
｜
そ
の
空
気
が
最
近
計
画
さ
れ
て
い
る

開
放
性
病
院

敷
地
を
農
指
所
に
指
定
し

よ
う
と
す
る
こ
と
に
大
歓
迎
し
て
い
る
訳

か
。
と
に
か
く
真
和
志
と
し
て
は
、
那
覇
が

あ
つ
て
の
発
展
で
あ
り
、
こ
の
際
宮
城
原
を

中
心
に

何
で
も
も
つ
て
来
い

と
い
う
も

の
だ
ろ
う
。
｜
笑
声
｜

つ
づ
く

”
編
入
”
に
六
つ
の
条
件
／
真

和
志
が
一
歩
譲
っ
て
検
討

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
４
・
８
・
３

二
日
夜
真
和
志
側
で
は
宮
里
市
長
、
新
垣
議

長
他
当
局
派
議
員
ら
が
、
市
内
の
嘉
数
昇
氏

宅
に
集
り
合
併
問
題
に
関
す
る
政
府
調
停
案

に
つ
い
て
検
討
を
行
つ
た
が
、
二
日
に
行
わ

れ
た
政
府
側
と
の
対
談
で
は
、

新
し
い
提

案

は
見
ら
れ
ず
、
た
だ
真
和
志
側
が
提
出

す
る
条
件
が
あ
れ
ば
こ
れ
を
那
覇
市
側
に
伝

え
て
調
停
す
る
と
い
つ
た
て
い
ど
の
も
の
で

あ
つ
た
よ
う
だ
。

真
和
志
当
局
と
し
て
は
、
合
併
問
題
が
最

後
的
な
重
要
段
階
に
あ
る
の
で
三
日
の
全

員
協
議
会
で
こ
れ
を
一
挙
に
結
論
づ
け
る

こ
と
を
避
け
、
二
、
三
日
の
期
間
を
設
け

各
自
再
検
討
の
上
再
び
全
員
協
議
会
を
開

い
て
最
後
的
方
向
を
決
定
す
る
と
い
つ
た

態
度
に
決
ま
つ
た
。

当
局
派
と
し
て
は
政
府
調
停
が
、
那
覇
市
の

考
え
を
一
方
的
に
真
和
志
に
押
し
つ
け
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
真
和
志
側
の
意
向

を
充
分
に
汲
ん
だ
内
容
に
す
る
た
め
条
件
を

提
出
す
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
、
結
局

名

を
捨
て
て
実
を
と
る

と
い
つ
た
方
向
へ
進

め
る
た
め
さ
き
に
真
和
志
当
局
が
考
え
て
い

た

新
提
案

の
線
と
、
那
覇
市
側
の
主
張

し
て
い
た
予
算
の
一
カ
年
据
置
措
置
等
を
勘

案
し
た
も
の
を
条
件
と
し
て
提
出
す
る
も
の

と
み
ら
れ
る
。

現
在
、
真
和
志
当
局
側
の
考
え
て
い
る
条
件

の
構
想
は
次
の
よ
う
な
モ
ノ
で
あ
る
。

一
、執
行
機
関
代
表
者
は
当
間
市
長
と
し
、

他
の
三
市
村
長
は
、
合
議
機
関
と
し
て
専

任
さ
せ
る

地
方
自
治
法
に
は
市
長
の
諮

問
機
関
的
性
格
の
も
の
と
し
て
審
議
委
員

を
置
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
条
項
又
は

合
議
機
関
設
置
に
関
す
る
条
項
も
な
い
の

で
、
こ
れ
を
設
置
で
き
る
根
拠
と
し
て
政

府
の
立
法
措
置
が
必
要
で
あ
る

二
、
合
併
後
の
執
行
者
代
表
の
任
期
は
一

カ
年
と
す
る
。

三
、
一
九
五
五
年
度
予
算
は
、
現
在
の
行

政
区
域
に
適
用
せ
し
め
る
。

四
、
現
行
条
令
、
規
則
も
、
特
別
の
も
の

を
除
く
外
は
一
カ
年
間
そ
の
ま
ゝ
適
用
せ

し
め
る
。

五
、
職
員
は
全
員
引
き
つ
ぎ
、
そ
の
身
分

を
保
障
す
る
。

六
、
そ
の
他
の
機
関
に
対
し
て
も
相
互
に

協
定
し
て
そ
の
機
能
発
揮
に
遺
憾
の
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と

等
。

”
政
府
へ
再
調
停
要
請
”
／
合

併
へ
真
和
志
側
慎
重
期
す

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
８
・
４

合
併
審
議
の
真
和
志
議
会
全
体
協
議
会
は
三

日
午
後
二
時
五
分
、
本
会
議
に
引
続
い
て
開

会
。
政
府
調
停
案
を
め
ぐ
つ
て
約
一
時
間
半

に
わ
た
り
、
賛
否
双
方
と
も
活
発
な
意
見
を

交
換
し
た
が

合
併
問
題
が
最
後
の
重
要
段

階
に
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
一
挙
に
結
論
づ

け
る
の
を
避
け
、
結
局
那
覇
市
側
に
今
一
度

の
譲
歩
を
う
な
が
す
よ
う
政
府
勧
奨
の
練
り

な
お
し
を
要
求
す
る
こ
と
に
な
り
午
後
三
時

半
閉
会
し
た
。
な
お
政
府
再
調
停
に
対
す
る

真
和
志
市
案

合
併
へ
の
調
整
条
件

に
つ

い
て
は
五
日
再
開
の
全
体
協
議
会
で
決
定
す

る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
が
、
従
来
”
対
等
合
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併
”
を
固
執
し
続
け
て
来
た
真
和
志
側
が
編

入
を
基
調
と
す
る
所
の
政
府
勧
奨
を
再
調
整

す
る
こ
と
か
ら
都
市
合
併
も
一
歩
飛
躍
し
た

も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
日
、
真
和

志
側
の
最
終
態
度
決
定
と
み
て
傍
聴
席
は
定

刻
前
か
ら
押
か
け
た
市
民
で
ぎ
つ
し
り
埋
ま

り
、
政
府
か
ら
饒
波
行
政
課
長
ら
の
顔
も
み

え
た
。
へ
き
頭
、
宮
里
市
長
か
ら
政
府
調
停

ま
で
の
折
衝
経
過
報
告

約
三
十
分

が
あ

り
直
ち
に
各
議
員
の
討
議
に
移
つ
た
が
当
局

派
も
協
友
ク
ラ
ブ
議
員
も
今
ま
で
に
な
い
し

ん
重
ぶ
り
。
政
府
勧
奨
の
”
練
り
直
し
”
に

落
着
く
ま
で
に
は
住
民
投
票
問
題
を
め
ぐ
つ

て
久
場
議
員
と
高
良

正
文

議
員
間
に
激

し
い
渡
り
合
い
も
み
ら
れ
た
が
、
町
田
議
員

の
機
転
を
き
か
し
た
冷
静
な
取
な
し
で
ケ

リ
。
混
乱
の
議
場
も
こ
の
ユ
ー
モ
ア
混
り
の

調
停
者
の
弁
に
ど
つ
と
爆
笑
す
る
一
コ
マ
も

あ
つ
た

当
日
の
審
議
状
況
つ
ぎ
の
と
お
り

町
田
議
員

五
万
住
民
の
意
志
を
こ
の
歴
史

的
計
画
に
反
映
す
る
よ
う
冷
静
に
検
討
し
た

い
。
問
題
は
す
で
に
真
和
志
を
殺
す
か
生
か

す
か
の
瀬
戸
際
ま
で
来
て
お
り
、
党
派
や
方

法
論
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
将
来
に
く
い
を

残
さ
ぬ
よ
う
全
住
民
福
祉
の
立
場
か
ら
処
理

し
て
い
き
た
い
、

屋
慶
名
議
員

政
府
の
調
停
案
は
真
和
志
へ

の
譲
歩
が
一
つ
も
な
く
、
那
覇
市
長
か
ら
真

和
志
市
長
へ
押
つ
け
た
感
が
深
い
。
先
き
に

編
入
反
対
を
表
明
し
た
当
市
と
し
て
は
当

然
、
こ
の
案
に
反
対
す
べ
き
で
あ
ろ
う

高
良

正
文

議
員

政
府
こ
の
た
び
の
骨

折
に
は
感
謝
す
る
が
、
つ
ぎ
の
理
由
で
政
府

案
に
は
反
対
、
し
か
し
何
と
か
し
て
合
併
を

実
現
し
よ
う
と
思
う
。即
ち
勧
奨
内
容
は
一
、

真
和
志
市
は
合
併
の
方
法
に
拘
泥
す
る
こ
と

な
く
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
多
数
議
員
の
意
見

を
無
視
す
る
も
の
で
何
の
調
停
に
も
な
ら
な

い一
、
当
間
市
長
任
期
の
問
題
に
し
て
も
那
覇

の
都
計
に
見
通
し
が
つ
く
は
ず
が
な
く
、
任

期
一
ぱ
い
当
間
市
長
が
イ
ス
に
つ
く
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。

一
、
応
急
問
題

水
道
、
道
路
等

の
項
は
、

合
併
す
れ
ば
自
治
体
の
首
長
と
し
て
緩
急
の

度
に
よ
つ
て
問
題
を
処
理
す
る
の
は
当
然

だ
。
そ
れ
に
水
道
問
題
と
合
併
を
結
び
つ
け

る
こ
と
は
人
道
上
よ
ろ
し
く
な
い

一
、
何
ら
の
力
も
な
い
審
議
会
の
如
き
機
構

を
も
つ
こ
と
は
住
民
の
負
担
過
重
に
な
る
ば

か
り
で
そ
の
必
要
も
な
い

奥
浜
議
員

い
か
に
す
れ
ば
良
い
調
停
案
が

出
来
る
か
を
目
標
に
す
べ
き
で
、
政
府
勧
奨

を
ど
う
解
し
や
く
す
る
か
は
二
の
次
だ
。
ぜ

ひ
公
聴
会
も
ひ
ら
い
て
市
民
の
声
を
き
き
た

い
。
傍
聴
席
か
ら
拍
手

久
場
議
員

要
は
合
併
す
る
か
、
孤
立
す
る

か
の
問
題
で
あ
り
、
こ
の
際
方
法
論
は
別
と

し
て
ど
う
に
か
実
現
し
た
い
も
の
だ
。
問
題

も
難
か
し
く
な
つ
て
お
り
住
民
投
票
に
も
つ

て
い
つ
て
は

又
吉
議
員

政
府
の
一
方
的
勧
奨
は
残
念

だ
。
公
聴
会
と
か
住
民
投
票
よ
り
も
那
覇
市

が
も
う
一
歩
譲
つ
て
く
れ
る
よ
う
政
府
に
再

調
停
を
の
ぞ
み
た
い
。

こ
ゝ
で
久
場
氏
が
住
民
投
票
は
伝
家
の
宝

刀
で
あ
る
と
発
言
。
議
場
は
一
時
騒
然
と
な

る町
田
議
員

冷
静
に
な
つ
て
貰
い
た
い
。
出

来
る
だ
け
市
民
の
意
志
を
反
映
す
れ
ば
よ
い

の
で
あ
つ
て
、
若
し
調
停
案
が
一
方
的
で
あ

れ
ば
そ
の
練
り
直
し
を
要
求
。
ギ
ロ
ン
の
や

り
取
り
は
さ
け
た
い

又
吉
議
員

当
局
に
向
つ
て

も
う
一
辺
、

真
和
志
の
条
件
を
持
出
す
こ
と
が
問
題
を
前

進
さ
せ
る
か
ど
う
か

市
長

再
交
渉
の
余
地
は
あ
る
と
思
う

こ
の
答
弁
が
あ
つ
て
、
こ
の
新
し
い
問
題

を
再
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
”
調
停
内
容
の

練
直
し
”
と
い
う
こ
と
で
閉
会
し
た
。

合
併
問
題
の
裏
街
道
を
往
く
(2)

／
本
社
記
者
座
談
会
／
甘
く

み
す
ぎ
た
調
停
案
／
裏
の
か

け
ひ
き
虚
々
実
々
？

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
４
・
８
・
４

司
会

真
和
志
の
動
き
に
は
新
首
都
の
主

導
権
を
握
ろ
う
と
い
つ
た
事
は
ひ
そ
ん
で

い
な
か
つ
た
ろ
う
か

Ｇ
―
は
つ
き
り
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
確

か
に
あ
る
と
思
う
。

Ｅ
―
真
和
志
の
こ
れ
ま
で
の
動
き
を
み
る

と
、
当
間
氏
に
対
す
る
感
情
的
な
面
も
あ
る

よ
う
だ
ネ
。

Ｇ
―
ス
ツ
キ
リ
し
な
い
こ
と
は
両
市
に
云
え

る
こ
と
だ
。

Ａ
―
そ
う
。
悪
く
い
え
ば
ひ
よ
う
変
し
た
真

和
志
も
、
又
イ
の
一
番
に
三
市
一
村
を
提
唱

し
た
那
覇
も
ヌ
ラ
リ
ク
ラ
リ
し
て
い
る
。

Ｈ
―
首
里
の
心
境
？
も
複
雑
だ
ろ
う
ネ
。

Ｆ
―
こ
の
問
題
は
首
里
と
し
て
も
、
こ
こ
数

年
来
の
懸
案
で
、
今
回
の
よ
う
に
時
期
が
熟

し
た
こ
と
は
な
い
。
合
併
論
者
の
声
を
聞
く

と
、
こ
の
期
を
逸
し
て
は
永
久

と
は
あ
ん

ま
り
大
げ
さ
だ
が

に
合
併
で
き
な
い
。
合

併
決
議
に
し
て
も
現
議
会
し
か
で
き
な
い
こ

と
で
、
議
会
が
変
れ
ば
、
申
合
せ
事
項
に
し

か
な
ら
な
い
。
と
に
か
く
首
里
と
し
て
忍
ぶ

べ
き
を
忍
ん
で
合
併
す
べ
き
だ
と
い
つ
て
い

る
。
一
方
反
対
論
者
の
空
気
は
近
代
的
な
都
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市
形
態
に
も
つ
て
行
く
に
は
、
真
和
志
市
を

入
れ
な
け
れ
ば
、
初
期
の
目
的
を
達
成
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
に
あ
る
よ
う
だ
。

Ｅ
―
チ
ヤ
ン
ス
と
い
う
の
は
表
面
的
な
問
題

じ
や
な
い
か
。
市
財
政
が
底
を
つ
い
た
と
い

う
と
こ
ろ
に
真
の
合
併
の
必
然
さ
が
あ
る
と

思
う
。

Ｄ
―
そ
の
こ
と
は
、
市
吏
員
の
俸
給
不
渡
り

が
一
カ
月
も
続
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら

肯
か
れ
る
。
結
局
は
財
政
貧
困
か
ら
の
身
売

り
だ
ろ
う

笑
声

Ｂ
―
首
里
を
発
展
に
導
く
に
は
資
本
力
の
豊

か
な
都
市
形
態
に
も
つ
て
行
こ
う
と
い
う
も

の
だ
ろ
う
。

Ｇ
―
い
わ
ば

他
力
本
願

的
に
ネ
。

笑

声

し
か
し
他
の
市
町
村
よ
り
先
に
悲
鳴
を

あ
げ
る
と
い
う
の
は
、
行
政
能
力
が
な
い
と

い
う
こ
と
に
も
な
る
ネ
。

Ｆ
―
結
局
、
個
人
的
に
い
え
ば

家
庭
の
事

情
か
ら

と
い
う
こ
と
に
な
る
訳
か
。

Ｈ
―
公
聴
会
、
議
会
の
議
決
と
い
う
こ
と
も

あ
つ
た
が
首
里
の
一
般
市
民
は
あ
ま
り
に
も

無
関
心
だ
ネ
。
巷
の
声
を
拾
つ
て
み
て
も

判
ら
な
い

と
い
う
の
が
多
く
、
そ
の
判

ら
な
い
中
か
ら
輿
論
が
生
れ
る
筈
は
な
い
。

Ｂ
｜
と
か
く
市
当
局
の
宣
伝
、
啓
発
と
い
つ

た
点
は
薄
い
ネ
。
あ
る
席
上
で
の
話
し
だ
そ

う
だ
が
、

ス
イ
ト
リ

吸
収

合
併
と
は

何
か

と
い
う
こ
と
も
あ
つ
た
そ
う
だ
か
ら

ネ
。
Ａ
｜
小
禄
の
動
き
も
面
白
い
じ
や
な
い
か
。

首
里
と
同
じ
よ
う
に
公
聴
会
で
は
編
入
反
対

が
、
村
議
会
で
は
賛
成
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
つ
て
い
る
が
、
こ
の
辺
を
詳
し
く
説
明
す

る
と
こ
う
だ
。
ま
ず
最
初
に
村
議
会
が
編
入

合
併
を
決
議
し
た
こ
と
に
対
し
、
青
年
会
が

村
民
の
意
向
も
聞
か
ず
に
決
議
す
る
と
は
以

つ
て
の
外
と
食
い
下
が
つ
た
た
め
、
そ
の
議

会
の
席
上
、
公
聴
会
が
開
か
れ
た
が
、
結
果

は
編
入
賛
成
が
多
か
つ
た
。
然
し
又
そ
の
晩

行
わ
れ
た
公
聴
会
に
は
編
入
反
対
が
多
い
と

い
う
こ
と
に
な
つ
た
。
結
局
は
こ
の

公
聴

会

と
い
う
も
の
も
出
席
者
の
構
成
に
問
題

が
あ
る
訳
だ
。

Ｅ
｜
何
れ
に
し
て
も
、
議
会
と
村
民
の
間
に

一
つ
の
距
離
が
あ
つ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

Ｄ
｜
公
聴
会
が
曲
折
を
辿
つ
て
い
る
と
い
う

の
に
、
村
民
自
身
が
慎
重
に
考
え
よ
う
と
し

な
い
し
、
一
方
議
会
は
村
民
の
代
表
と
い
う

権
威
の
下
に
決
議
す
る
と
い
う
結
果
に
な
つ

た
訳
で
、
議
会
が

真
の
住
民
代
表

又
村

民
が

わ
れ
ら
の
代
表

と
い
う
認
識
が
な

か
つ
た
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
、
前
後
の
経

緯
か
ら
み
て
、
も
つ
と
慎
重
な
態
度
が
必
要

だ
つ
た
と
思
う
。

Ｇ
｜
肝
心
な
那
覇
、
真
和
志
が
公
聴
会
を
ま

だ
一
度
も
や
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
オ
カ
シ

イ
。

Ａ
｜
そ
の
点
、
真
和
志
の
場
合
は
全
然
民
意

は
汲
ま
れ
て
い
な
い
。
単
に
区
長
の
意
見
を

聞
く
と
い
う
程
度
で
、
任
命
区
長
か
ら
正
し

い
声
が
生
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

Ｈ
｜
財
産
処
分
の
場
合
、
住
民
投
票
に
よ
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
条
項
が
あ
る

が
、
こ
の
合
併
の
場
合
、
そ
の
す
べ
て
を
吸

取
？
ら
れ
る
と
い
う
の
に
自
治
法
に
住
民
投

票
の
条
項
が
な
い
と
い
う
の
も
オ
カ
シ
イ
。

Ｃ
｜
日
本
の
よ
う
に

市
町
村
合
併
促
進
法

と
い
う
の
も
な
い
し
、
全
く
法
の
不
備
と
い

う
と
こ
ろ
か
な

。

Ｂ
｜
市
当
局
に
投
書
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

Ｆ
｜
真
和
志
に
は
、
よ
く
あ
る
よ
う
だ
ネ
。

ほ
と
ん
ど
が

編
入
反
対

と
い
う
も
の
ら

し
い
が

。

Ｃ
｜
当
間
市
長
に
来
る
よ
う
だ
が
、
那
覇
、

真
和
志
の
合
併
反
対
だ
そ
う
だ
。
も
つ
と
も

た
つ
た
一
つ

対
等
合
併
し
ろ

と
い
う
の

が
あ
つ
た
よ
う
だ
が
、
匿
名
で

ど
う
せ
真

和
志
辺
り
か
ら
の
も
の
だ
ろ
う

と
語
つ
て

い
た
。

Ａ
｜
政
府
が
の
り
出
し
た
イ
キ
サ
ツ
は
。

Ｆ
｜
当
初
政
府
で
は
、
地
方
自
治
体
自
身
で

の
話
合
い
に
よ
る
解
決
を
期
待
し
て
い
た

が
、
去
つ
た
六
月
以
来
の
四
首
長
会
談
の
雲

行
き
か
ら
那
覇
、
首
里
、
小
禄
の
三
市
村
合

併
へ
の
動
向
が
は
つ
き
り
し
て
き
た
た
め
、

従
来
か
ら
の
政
府
方
針
た
る
都
市
区
域
か
ら

真
和
志
を
除
く
と
い
う
こ
と
は
、
無
意
味
と

し
て
四
市
村
合
併
に
よ
る
首
都
建
設
の
裏
づ

け
と
な
る
基
礎
資
料
を
整
え
始
め
、
勧
告
か

調
停
か
を
真
剣
に
と
り
あ
げ
る
よ
う
に
な
つ

た
訳
で
、
そ
こ
へ
真
和
志
議
長
ら
が
三
市
一

村
の
合
併
決
議
を
以
つ
て
主
席
を
訪
問
し
た

こ
と
に
本
腰
を
入
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。

Ｇ
｜
そ
こ
で
与
儀
副
主
席
や
宮
里
内
政
局
長

が
中
心
と
な
つ
て
調
停
委
員
を
引
受
け
、
四

市
村
を
め
ぐ
り
或
い
は
名
護
に
飛
ぶ
な
ど
で

あ
わ
た
だ
し
い
空
気
を
み
る
よ
う
に
な
つ

た
。
Ｆ
｜
と
こ
ろ
で
、
こ
じ
れ
た
那
覇
、
真
和
志

が
、
と
く
に
宮
里
真
和
志
市
長
は
政
府
調
停

に
多
く
の
期
待
を
か
け
て
い
た
が
、
そ
の
結

果
は
あ
ま
り
芳
し
い
も
の
と
は
み
え
な
い
が

。
Ｂ
｜
そ
う
。
政
府
自
体
で
も
、
調
停
の
手
段

方
法
に
必
ら
ず
し
も
一
致
し
て
い
る
と
は
い

え
な
い
も
の
が
あ
り
、
も
つ
と
余
裕
を
も
つ

た
、
い
わ
ゆ
る
政
府
全
体
の
衆
知
を
集
め
た

調
停
が
な
さ
れ
な
か
つ
た
か
に
反
省
の
色
も

あ
る
。

Ｃ
｜
と
に
か
く
あ
の
調
停
で
は
、
副
主
席
の

い
う

唯
我
独
尊

に
当
間
市
長
を
ま
つ
り

あ
げ
、
一
方
的
に
真
和
志
の
み
を
押
さ
え
つ

け
よ
う
と
す
る
考
え
が
は
つ
き
り
う
か
が
え

る
ネ
。

Ａ
｜
全
く
だ
。
調
停
案
を
み
せ
ら
れ
て
真
和
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志
市
長
も
ガ
ツ
カ
リ
し
て
い
た
。
或
る
人
は

那
覇
市
の
意
向
を
政
府
が
代
弁
し
た
よ
う
な

も
の
だ
と
も
い
つ
て
い
た
。

Ｄ
｜
い
く
ら
何
で
も
、
あ
ん
な
重
大
な
問
題

を
局
長
会
議
に
も
か
け
ず
、
一
部
首
脳
者
だ

け
で
調
停
案
を
作
る
と
い
う
法
は
な
い
。

Ｆ
｜
そ
こ
に
は
、
政
府
自
体
政
治
的
か
け
ひ

き
が
あ
つ
た
と
思
う
。
主
席
の
調
停
と
同
時

に
民
主
党
が
声
明
す
る
と
い
う
こ
と
も
チ
ヨ

ツ
ト
臭
い
も
の
が
あ
り
、
あ
わ
よ
く
ば
与
党

地
盤
の
強
化
と
い
つ
た
点
が
考
慮
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
？
。

Ｆ
｜
と
に
か
く
、
あ
の
よ
う
な
抽
象
的
な
内

容
で
調
停
に
成
功
す
る
と
考
え
る
政
府
は
、

甘
過
ぎ
る
ネ
。

Ｅ
｜
主
席
調
停
の
時
、
当
間
市
長
が
切
り
出

し
た
言
葉
も
、
表
現
の
飛
躍
と
い
う
も
の
だ

ネ
。
今
に
な
つ
て

現
在
の
三
市
一
村
の
議

会
が
不
信
任
を
決
定
す
れ
ば
辞
め
る

と
い

う
こ
と
は
、
す
で
に
首
里
、
小
禄
は
Ｏ
Ｋ
し

て
い
る
の
で
絶
対
不
信
任
に
は
な
ら
な
い
と

自
負
し
て
い
る
も
の
で
、
実
質
的
に
は

市

長
は
辞
め
な
い

と
い
う
こ
と
に
し
か
な
ら

な
い
の
で
は
な
い
か

。

つ
ゞ
く

政
府
の
合
併
調
停
／
真
和
志
の

条
件
緩
和
に
主
力
／
き
の
う

副
主
席
、
嘉
数
昇
氏
ら
と
会

談沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
８
・
５

頂
点
に
達
し
た
那
覇
、
真
和
志
の
合
併
問
題

も
、
真
和
志
側
の
編
入
へ
の
動
き
で
、
好
転

が
予
想
さ
れ
な
が
ら
、
な
お
予
断
を
許
さ
ぬ

も
の
が
あ
る
よ
う
で
、
政
府
は
三
日
に
行
わ

れ
た
真
和
志
議
会
の
そ
の
後
の
情
報
キ
ヤ
ツ

チ
に
苦
慮
、
四
日
は
市
有
志
の
嘉
数
昇
氏

生
命
保
険
社
長

を
政
府
に
招
じ
、
不
在
中

の
主
席
室
に
、
与
儀
副
主
席
、
宮
里
内
政
局

長
の
三
人
会
談
が
行
わ
れ
た
。
会
談
内
容
に

つ
い
て
は
極
力
言
明
を
避
け
て
い
る
が
、
既

報
の
真
和
志
市
議
会
与
党
議
員
が
申
合
せ
た

編
入
に
対
す
る
六
条
件

に
つ
い
て
検
討

を
加
え
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
結
果
政
府
で
は
、

１

合
併
審
議

会
を
合
議
制
に
す
る
こ
と
は
、
自
治
法
の

改
正
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
ほ
と
ん
ど

不
可
能
だ

２

当
間
市
長
の
任
期
を
切

る
こ
と
も
法
規
に
反
す
る

３

予
算
の

地
域
執
行
も
と
く
に
真
和
志
の
場
合
、
一

千
百
万
円
の
起
債
を
必
要
と
す
る
予
算
で

あ
り
、
事
業
上
困
難
と
い
う
見
解

他
は

さ
し
て
問
題
は
な
い

に
立
ち
真
和
志
側

要
望
の
条
件
緩
和
に
の
り
出
す
こ
と
に
な

つ
た
。

こ
れ
に
対
し
嘉
数
氏
は
、

六
条
件
も
編
入

へ
の
一
つ
の
段
階
だ

と
語
つ
て
お
り
、
で

き
る
だ
け
那
覇
市
側
が
受
容
れ
る
程
度
の
条

件
に
と
ど
ま
り
、
一
挙
に
編
入
合
併
へ
押
す

こ
と
も
予
想
さ
れ
て
い
る
。

な
お
政
府
と
し
て
は
、
真
和
志
議
会
の
条
件

づ
き
編
入
を
議
決
す
る
前
に
那
覇
、
真
和
志

間
の
再
調
整
に
主
力
を
注
ぐ
も
の
と
み
ら

れ
、
従
つ
て
真
和
志
議
会
も
一
応
延
長
さ
れ

る
も
の
と
も
観
測
さ
れ
て
い
る
。

合
併
問
題
の
裏
街
道
を
往
く
(3)

／
本
社
記
者
座
談
会
／
「
養

子
市
長
」
の
悩
み
／
市
会
の

力
に
は
ど
う
も
…

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
４
・
８
・
５

司
会

そ
こ
で
当
間
市
長
の
心
境
だ
が

。

Ｇ
｜
例
の
小
禄
に
於
る

市
長
は
私
で
な
け

れ
ば
勤
ま
ら
な
い

と
い
う
こ
と
は
各
方
面

の
話
題
と
な
つ
て
い
る
が
、市
長
候
補
当
時
、

合
併
を
公
約
し
、
さ
ら
に
合
併
が
実
現
す
れ

ば
身
を
引
く
と
し
ば
し
ば
語
り
、
そ
の
上
市

民
運
動
会
に
は

私
の
最
初
で
あ
り
、
最
後

で
あ
る
運
動
会

と
合
併
実
現
と
同
時
の
引

退
を
公
け
に
し
て
い
る
が
、
最
近
に
な
つ
て

私
で
な
け
れ
ば
勤
ま
ら
な
い

と
い
う
こ

と
は
至
極
複
雑
な
も
の
と
思
う
。

Ｈ
｜
選
挙
が
恐
い
の
だ
と
い
う
声
も
あ
る

ネ
。
い
わ
ゆ
る
選
挙
の
結
果
は

当
間
株
式

会
社
が
崩
れ
去
る

と
い
う
の
だ
、
勿
論
反

対
派
の
言
分
だ
が

。

Ｂ
｜
小
禄
の
青
年
代
表
を
煙
に
ま
い
た
副
主

席
の
い
う

唯
我
独
尊

も
一
面
の
見
方
で

は
あ
る
ネ
。
と
に
か
く
当
間
氏
自
身
は
あ
け

つ
ぱ
な
し
で
は
あ
る
。

合
併
を
さ
え
成
就

さ
せ
れ
ば
、
い
く
ら
何
と
い
わ
れ
て
も
よ
い

と
も
い
つ
て
い
た
。

Ａ
｜

合
併
が
実
現
す
れ
ば
辞
め
る

と
い

う
こ
と
は
、

ま
だ
勝
つ
自
信
が
あ
る

と

い
う
と
こ
ろ
か
ら
出
た
言
葉
で
は
な
か
ろ
う

か
？
。
と
こ
ろ
が
春
の
立
法
院
議
員
選
挙
の

結
果
は
、
い
う
と
こ
ろ
の

当
間
構
想

が

も
ろ
く
も
崩
れ
、
こ
れ
で
は
市
長
の
椅
子
に

居
座
る
ほ
か
途
は
な
い
と
考
え
た
の
で
は
な

い
か
ネ
。

Ｃ
｜
成
る
べ
く
選
挙
を
避
け
た
い
と
い
う
こ

と
は
、
暗
示
的
に
で
は
あ
る
が
、

進
歩
勢

力
が
は
び
こ
つ
て
は
、
軍
の
覚
え
が
悪
く
な

る

と
も
ら
し
て
い
た
。

Ｆ
｜
自
ら
公
約
を
破
つ
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
ネ
ー
。

Ｇ
｜
少
く
と
も
法
律
家
で
あ
る

そ
れ
も
沖

縄
で
は
大
先
生
格
の

彼
が
、
非
民
主
的
に

六
万
の
市
長
か
ら
選
挙
な
し
で
十
六
万
人
の

市
長
と
な
ろ
う
と
い
う
の
に
は
腐
れ
イ
ワ
シ

を
臭
い
だ
よ
う
な
感
じ
だ
。

Ｅ
｜
し
か
し
当
間
さ
ん
自
身
は
、
編
入
が
非

民
主
的
だ
と
い
う
こ
と
は
認
め
て
い
る
よ
う
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だ
が
、
市
会
が
こ
れ
を
許
さ
な
い
ん
だ
。

Ｈ
｜
そ
う
も
い
え
る
ネ
。
市
会
に
押
さ
れ
て

市
長
に
な
つ
た
の
は
間
違
い
な
い
か
ら
ネ
。

Ａ
｜
い
わ
ゆ
る

ヒ
モ
つ
き
市
長

と
い
う

と
こ
ろ
か
。

Ｆ
｜
そ
れ
は
真
和
志
の
場
合
に
も
い
え
る
。

宮
里
市
長
は
、
翁
長
助
静
氏
の
任
期
中
、
選

挙
訴
訟
で
勝
ち
、
そ
の
椅
子
を
せ
し
め
た
も

の
で
、
訴
訟
に
加
担
し
た
議
員
の
発
言
力
が

強
く
、
自
分
一
個
の
意
思
で
は
ど
う
に
も
な

ら
な
い
。
養
子
市
長

の
悩
み
サ
。

Ｇ
｜
首
里
城
を
明
け
渡
す
と
い
う
兼
島
市
長

の
心
境
も
又
難
し
い
だ
ろ
う
ネ
。

Ｈ
｜
首
里
市
最
後
の
市
長
か
、
一
向
あ
り
そ

う
な
も
の
じ
や
な
い
か

。

Ｂ
｜
彼
は
個
人
的
に
は
当
間
を
信
頼
し
て
い

る
。
し
か
し
当
間
側
近
に
は
相
当
批
判
的
な

意
見
を
も
つ
て
い
る
よ
う
で
大
局
か
ら
み
て

三
市
一
村
は
対
等
合
併
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
つ
て
い
た
。
濃
厚
な

那
覇
意
識

に
も
嫌
悪
は
し
て
い
る
が
、
ど
う
に
も
な
ら

な
い
ん
だ
ネ
。

Ｅ
｜
最
初
三
市
一
村
の
議
長
会
談
を
開
こ
う

と
随
分
飛
び
回
つ
て
い
た
が
、
実
に
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
果
て
は
那
覇
市
長
に
お
株
を

と
ら
れ
、
相
手
に
さ
れ
な
か
つ
た
。
そ
れ
か

ら
だ
ヨ
。兼
島
市
長
が
自
信
を
失
つ
た
の
は
。

Ａ
｜
七
月
十
五
日
の
市
会
に
、
二
番
議
員
が

突
ツ
飛
な
質
問
を
投
げ
た
。
そ
れ
は
市
営
バ

ス
に
つ
い
て
那
覇
市
と
密
約
が
あ
つ
た
か
？

と
い
う
も
の
で
、
市
長
は

ア
ツ

と
息
を

の
み

そ
れ
は
事
実
無
根
で
す

と
う
や
む

や
に
答
弁
し
て
、
そ
の
場
を
つ
く
ろ
つ
て
い

た
。
と
に
か
く
首
里
は
、
那
覇
の
リ
ー
ド
の

ま
ま
ス
テ
ツ
プ
を
踏
む
だ
け
で
、
編
入
さ
れ

る
身
と
あ
つ
て
は
、
全
然
自
主
性
は
な
い
訳

だ
。
Ｈ
｜
十
六
対
五
で
編
入
合
併
を
否
決
し
た
真

和
志
の
最
近
の
情
勢
は
十
一
対
十
或
い
は
十

対
十
一
と
い
う
具
合
に
編
入
に
傾
い
て
い
る

と
い
う
じ
や
な
い
か
、
政
府
も
あ
ら
ゆ
る
機

能
を
発
揮
し
て
反
対
議
員
切
崩
し
に
熱
中
し

て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

Ｂ
｜
那
覇
側
も
や
つ
て
い
た
□
だ
が
現
在
や

つ
て
い
る
か
ど
う
か
は
疑
問
だ
。

Ｇ
｜
そ
の
切
崩
し
に
は
、
何
と
郷
友
会
の
組

織
も
動
い
て
い
る
そ
う
だ
。

Ａ
｜
政
府
調
停
案
が
一
方
的
に
真
和
志
の
譲

歩
だ
け
を
迫
つ
た
こ
と
は
、
批
判
の
声
が
高

ま
つ
て
い
る
。

宮
里
市
長
も
正
式
に
調
停
を
う
け
る
ま
で
に

は
副
主
席
の
政
治
的
手
腕
に
多
く
の
期
待
を

か
け
て
い
た
が
、
実
際
に
そ
れ
を
見
せ
つ
け

ら
れ
て
が
つ
か
り
し
て
い
た
。
と
に
か
く
政

府
調
停
は
公
平
な
内
容
で
な
か
つ
た
こ
と
は

事
実
だ
。

Ｈ
｜
こ
う
な
つ
て
く
る
と
、
陸
の

真
和
志

海
峡

が
で
き
る
こ
と
に
な
る
が
日
本
で
も

そ
の
例
は
少
く
な
い
よ
う
だ
。
し
か
し

飛

地

が
不
合
理
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
全
国

的
に
そ
の
整
理
が
世
論
化
し
て
い
る
。

Ｃ
｜
日
本
で
は
、
そ
の
弊
害
を
除
去
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
に
、
こ
ち
ら
で
は
反
対
に
今

か
ら
そ
の
弊
害
を
作
り
あ
げ
よ
う
と
し
て
い

る
。
こ
れ
に
は
ジ
ヨ
ン
ソ
ン
首
席
民
政
官
も

真
和
志
が
抜
け
る
首
都
は
ド
ー
ナ
ツ
み
た

い
に
な
る

と
笑
つ
て
い
た
そ
う
だ
。

Ｆ
｜
こ
れ
は
オ
グ
デ
ン
副
長
官
の
話
し
ら
し

い
が
、
或
席
上
で
兼
島
市
長
、
護
得
久
朝
章

前
立
法
院
議
長

原
田
貞
吉

博
物
館
長

氏
ら
を
前
に
し
て

首
里
は
由
緒
あ
る
歴
史

を
も
つ
て
い
な
が
ら
、
頭
を
ペ
コ
ペ
コ
下
げ

て
編
入
さ
れ
る
必
要
は
な
い

と
述
べ
、
首

里
王
朝
の
こ
ろ
を
一
く
さ
り
や
つ
た
そ
う

だ
。

つ
ゞ
く

合
併
後
の
行
政
運
営
は
／
市
長

改
選
ま
で
四
委
員
で
／
真
和

志
議
会
・
最
後
的
妥
協
案
決

定琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
８
・
６

編
入
条
件
を
決
定
す
る
五
日
の
真
和
志
市
全

体
協
議
会
は
、
朝
十
一
時
半
か
ら
市
民
注
視

の
う
ち
に
開
会
。
新
垣
議
長
か
ら
提
示
さ
れ

た
”
議
長
調
停
案
”
を
め
ぐ
り
各
議
員
も
活

発
な
討
論
を
展
開

”
こ
の
骨
抜
き
案
に

は
反
対
”
と
す
る
強
硬
な
対
等
組
と
”
公
聴

会
を
ひ
ら
い
て
市
民
の
声
も
き
け
”
と
い
う

慎
重
組
も
あ
つ
て
一
時
は
相
当
混
乱
す
る
の

で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
た
が
結
局
、
賛
否
両

派
が
一
体
と
な
つ
て
こ
そ
こ
の
歴
史
的
事
業

も
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
り
採
決
の
結
果
、

二
十
一
対
一
の
大
多
数
を
も
つ
て
議
長
案
を

決
定
し
た
。
時
に
二
時
二
十
五
分
、
即
日
政

府
側
の
再
調
停
を
要
望
す
る
こ
と
に
な
つ
た

が
、
こ
の
日
人
民
党
の
屋
慶
名
議
員
だ
け
が

最
後
ま
で
反
対
を
続
け
た
の
み
で
、
野
党
の

協
友
ク
ラ
ブ
議
員
は
終
始
協
力
的
だ
つ
た
。

政
府
へ
持
込
む
真
和
志
の
編
入
条
件

議

長
案

つ
ぎ
の
通
り

▽
政
府
勧
奨
の
第
五
項

臨
時
合
併
審
議

会

を
つ
ぎ
の
機
構
、
権
限
を
も
つ
那
覇

市
行
政
運
営
委
員
会
と
す
る
。

１

本
委
員
会
の
委
員
は
那
覇
市
長
の

他
に
真
和
志
、
首
里
、
小
禄
の
現
議
会
か

ら
推
薦
さ
れ
る
者
、
各
一
名
ず
つ
を
も
つ

て
構
成
し
、那
覇
市
長
を
委
員
長
と
す
る
、

２

委
員
の
任
期
は
市
長
改
選
ま
で
と

し
、
市
長
改
選
と
共
に
本
委
員
会
は
解
消

す
る
も
の
と
す
る
、

３

委
員
は
常
勤

と
す
る
、

４

市
行
政
の
執
行
に
当
つ

て
は
す
べ
て
本
委
員
全
員
の
承
認
を
得
べ

き
こ
と

▽
他
の
六
項
目
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も

貴
意
了
承
と
な
つ
て
い
る
が
特
に

各
市

村
の
現
行
条
例
、
規
則
を
本
年
度
中
存
置
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す
る

と
い
う
一
項
を
加
え
て
い
る
。

各
議
員
の
意
見
大
要
つ
ぎ
の
と
お
り

屋
慶
名
議
員

那
覇
市
長
の
手
先
と
な
つ
た

政
府
側
の
調
停
案
を
一
項
で
も
貴
意
了
承
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
。
吾
々
は
フ
ン
然
と
し

て
一
蹴
す
べ
き
で
あ
り
、
市
民
を
編
入
に
よ

つ
て
那
覇
へ
売
り
込
む
位
な
ら
当
初
か
ら
頑

張
る
必
要
も
な
か
つ
た

久
場
議
員

公
聴
会
や
住
民
投
票
を
行
う

べ
き
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
案
に
賛
意

の
あ
る
こ
と
を
喜
ぶ

島
福
議
員

こ
の
骨
抜
き
案
で
は
い
さ
さ
か

賛
意
を
表
し
か
ね
る
。

高
良

正
文

議
員

政
府
の
覚
書
に
は
私

も
反
対
だ
が
、
宮
里
市
長
や
新
垣
議
長
の
苦

衷
も
考
え
て
賛
成
す
べ
き
だ
。
編
入
派
も
対

等
派
も
一
体
に
な
つ
て
政
府
に
当
る
こ
と
が

真
和
志
を
救
う
道
だ
。

町
田
議
員

目
標
を
真
和
志
の
将
来
に
お

く
べ
き
で
、
白
黒
斗
争
ま
で
つ
く
つ
て
合

併
し
た
の
で
は
市
民
に
何
の
益
も
与
え
な

い
。
こ
の
際
、
こ
の
絶
好
の
時
期
を
逸
し

て
は
ダ
メ
だ
。

又
吉
議
員

サ
ン
セ
イ
。
破
壊
は
容
易
だ

が
建
設
は
難
し
い
。
真
和
志
を
除
い
て
の

首
都
建
設
は
あ
り
得
な
い
の
で
、
合
併
の

実
を
あ
げ
た
い
。

こ
こ
で
公
聴
会
を
ひ
ら
け
と
か
骨
抜
き
だ
、

の
意
見
が
乱
れ
飛
び
高
良
議
員
の
要
求
で
一

応
休
会

約
一
時
間

又
吉
議
員

き
よ
う
直
ち
に
政
府
へ
提
出

す
る
た
め
、
採
決
を
の
ぞ
む

島
福

議
長
の
行
政
運
営
委
案
は
法
的
に

約
束
で
き
る
か
ど
う
か
。
立
法
で
き
れ
ば

敢
え
て
反
対
す
る
も
の
で
は
な
い

新
垣
議
長

政
府
の
勧
奨
で
は
単
な
る
諮

問
機
関
と
な
つ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
も

つ
と
権
限
を
持
た
し
首
里
、
小
禄
、
真
和

志
が
那
覇
と
同
等
の
力
で
行
政
執
行
に
当

る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
現
行
条
例
や
規
則

を
存
置
す
る
の
も
職
員
の
身
分
な
ど
を
保

償
す
る
た
め
で
政
府
や
立
法
院
で
ぜ
ひ
合

併
を
実
現
さ
せ
た
け
れ
ば
そ
の
法
的
措
置

も
可
能
と
思
う
。
真
和
志
と
し
て
は
こ
れ

が
最
大
限
の
譲
歩
で
あ
り
、
最
少
限
の
条

件
で
あ
る
。

奥
浜
議
員

今
ま
で
こ
う
い
う
条
件
が
出
せ

な
か
つ
た
の
は
合
併
を
セ
ン
エ
ン
さ
せ
て
い

た
も
の
だ
が
、こ
こ
ま
で
持
つ
て
来
た
市
長
、

議
長
の
気
持
は
市
民
も
喜
ん
で
受
け
る
も
の

と
思
う
。

大
工
廻
議
員

こ
れ
ま
で
譲
歩
に
譲
歩
を
重

ね
て
き
た
。
若
し
こ
れ
を
那
覇
が
蹴
る
と
い

う
場
合
は
真
和
志
も
全
員
一
致
で
は
ね
返
す

と
い
う
こ
と
で
全
員
サ
ン
セ
イ
し
た
い
。

議
長
採
決
に
入
り
、
屋
慶
名
議
員
を
除
く

大
多
数
を
も
つ
て
拍
手
の
う
ち
に
可
決
と
な

つ
た

宮
里
氏
（
真
和
志
市
長
）
の
助
役
就
任

／
政
府
が
真
和
志
に
提
案

真
和
志
市
は
四
日
の
全
体
協
議
会
で
合
併
に

関
す
る
政
府
勧
奨
案
を
検
討

１

臨
時
合
併
審
議
会
の
円
滑
な
る
運
営

を
期
し
て
、
行
政
執
行
に
強
力
な
発
言
権
を

も
つ
運
営
委
員
会
を
設
け
る

２

二
市
一
村
の
現
行
条
例
規
則
は
本
年

度
中
存
置
す
る
こ
と
を
条
件
に
編
入
に
賛
成

す
る
と
い
う
回
答
案
を
ま
と
め
午
後
四
時
半

ご
ろ
、
宮
里
真
和
志
市
長
、
新
垣
議
会
議
長

が
与
儀
副
主
席
宮
里
内
政
局
長
を
政
府
に
訪

問
、
正
式
の
回
答
文
と
し
て
こ
れ
を
手
交
、

引
続
き
約
一
時
間
半
に
わ
た
り
政
府
側
と
会

談
し
た
。
真
和
志
市
側
は

最
大
限
の
譲
歩

で
最
少
限
の
条
件
で
あ
る
。
こ
れ
以
上
譲
れ

な
い
と
い
う
最
後
案
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

政
府
の
再
折
衝
で
こ
の
二
点
だ
け
を
通
さ
せ

る
よ
う
に
し
て
貰
い
度
い

と
要
望
し
た
が

与
儀
副
主
席
ら
は

こ
の
回
答
が
最
後
的
な

も
の
な
ら
決
裂
の
外
は
な
い
。
那
覇
市
が
ケ

ル
こ
と
は
確
か
だ
。
第
一
運
営
委
員
長
と
市

長
と
い
う
執
行
面
に
二
つ
の
頭
が
お
る
こ
と

は
む
じ
ゅ
ん
し
て
い
る
。
市
長
と
委
員
長
を

兼
ね
る
当
間
市
長
で
も
行
政
上
の
”
人
格
”

は
違
う
。
意
志
決
定
者
が
市
に
二
人
も
お
る

こ
と
に
な
り
調
節
は
難
か
し
い
。
こ
の
こ
と

は
自
治
法
の
基
本
に
ふ
れ
る
こ
と
で
、
自
治

法
の
改
正
は
全
市
町
村
に
二
人
の
長
の
性
格

者
を
お
く
こ
と
に
な
り
考
え
ら
れ
な
い
話

だ
。
市
会
は
特
別
立
法
で
何
と
か
で
き
る
と

い
う
考
え
か
も
知
れ
な
い
が
こ
れ
に
は
首
都

建
設
促
進
法
と
い
う
根
本
法
の
制
定
が
必
要

で
到
底
間
に
合
わ
な
い
。
間
に
合
せ
の
立
法

は
危
険
だ
。
ま
た
立
法
す
る
に
も
二
つ
の
長

の
性
格
を
自
治
体
に
お
く
と
い
う
立
法
説
明

に
苦
し
む
へ
ん
入
で
あ
る
か
ら
に
は
厳
然
と

し
て
那
覇
市
長
は
市
長
で
あ
る
。

た
と
え
那
覇
市
が
Ｏ
Ｋ
し
て
も
、
立
法
で
こ

の
条
件
を
満
た
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

現
行
条
例
を
生
か
す
と
い
う
条
件
は
予
算
を

と
も
な
う
問
題
で
一
千
万
円
の
起
債
を
し
、

水
道
料
金
で
こ
れ
を
償
還
す
る
に
し
て
も
一

年
間
は
財
産
区
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
し
、
真
和
志
は
総
体
的
に
み
て
損
を
す
る

こ
と
に
な
る
。
一
年
間
は
一
つ
の
市
に
二
つ

の
予
算
が
お
か
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
お
か
し

い

こ
と
を
法
的
立
場
か
ら
る
ゝ
説
明
、
真

和
志
側
は

議
会
の
動
き
は
こ
う
で
あ
り
、

こ
の
線
に
沿
う
よ
う
再
調
停
を
御
願
い
し
た

い

と
強
調
し
た
。

こ
の
条
件
主
旨
を
め
ぐ
る
会
談
の
の
ち
与
儀

副
主
席
は

そ
れ
よ
り
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は

む
し
ろ
宮
里
市
長
が
那
覇
市
の
助
役
を
引
受

け
ら
れ
る
こ
と
を
す
ゝ
め
た
い
。
那
覇
市
も

喜
ん
で
迎
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
て
執
行
機
関
に
と
び
こ
む
こ
と
に
よ

つ
て
逐
次
廃
止
に
な
る
真
和
志
の
条
例
を
那
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覇
市
の
条
例
に
く
み
変
え
る
こ
と
が
で
き
て

総
て
は
一
挙
に
解
決
す
る
と
思
う
。
或
い
は

諮
問
機
関
を
強
化
す
る
か
二
つ
の
中
一
つ
だ

こ
ゝ
ま
で
御
苦
労
を
か
け
て
お
互
に
頑
張
つ

た
の
だ
か
ら
あ
と
一
ふ
ん
張
り
だ
議
長
の
力

で
議
会
を
承
諾
さ
せ
て
貰
い
度
い

と
新
し

い
進
路
を
示
し
て
真
和
志
の
再
考
を
促
し

た
。
こ
の
真
和
志
の
回
答
に
対
し
政
府
は
き

よ
う
法
的
に
不
可
能
で
あ
る
見
解
を
添
え
て

真
和
志
に
再
考
を
促
す
こ
と
に
な
つ
て
午
後

六
時
半
ご
ろ
会
談
は
終
つ
た
。

與
儀
副
主
席
談

八
分
通
り
合
併
可
能
の
見
通
し
が
つ
い
た
。

あ
と
一
息
だ
真
和
志
議
会
も
了
解
す
る
と
思

う
。
早
速
那
覇
市
長
と
調
整
は
す
る

新
垣
議
長
談

議
会
の
動
き
は
こ
れ
以
上
は
譲
れ
な
い
と

い
う
動
き
だ
。
政
府
の
再
調
整
を
望
む
か
政

府
の
お
す
す
め
は
慎
重
に
検
討
し
、
議
会
を

開
い
て
再
審
す
る
か
も
し
れ
な
い

。

合
併
勧
奨
改
訂
案
／
政
府
が
真

和
志
へ
再
考
懇
請

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
８
・
７

真
和
志
市
側
の
最
後
的
回
答
文
に
対
し
政
府

で
は
三
市
一
村
円
満
合
併
上
遺
憾
と
し
て
六

日
回
答
二
項
目
に
つ
い
て
法
的
に
検
討
を
加

え
別
記
の
よ
う
な
改
訂
案
を
作
成
し
て
午
後

六
時
宮
里
内
政
局
長
が
栄
町
の
淡
水
亭
で
宮

里
市
長
に
手
交
、
一
応
再
考
し
て
貰
う
よ
う

強
く
懇
請
し
た
。
こ
の
改
訂
案
は
一
ま
ず
当

間
那
覇
市
長
に
も
内
示
、
そ
の
了
解
を
得
て

い
る
が
、
こ
れ
は
政
府
の
最
初
の
勧
奨
案
の

線
を
行
つ
て
お
り
、
真
和
志
側
の
態
度
は
相

当
困
難
な
情
勢
に
あ
る

新
垣
議
長
談

よ

う
で
政
府
勧
奨
が
結
実
す
る
か
ど
う
か
、
政

府
の
動
き
と
共
に
こ
ゝ
一
両
日
中
の
真
和
志

議
会
の
出
方
が
注
目
さ
れ
る
。
政
府
の
改
訂

要
望
案
要
旨

△
運
営
委
員
会
の
委
員
は
真
和
志
市
、
首
里

市
、
小
禄
村
の
現
議
員
が
推
薦
す
る
者
各
一

名
を
以
て
構
成
し
委
員
長
は
委
員
の
互
選
に

よ
る
こ
と
に
し
条
例
で
規
定
す
る

△
合
併
後
に
派
生
す
る
合
併
関
係
の
諸
問
題

を
円
か
つ
に
処
理
す
る
た
め
新
市
会
の
承
認

を
経
て
適
当
な
諮
問
機
関

仮
称
那
覇
市
行

政
運
営
委
員
会

を
設
置
す
る
そ
の
職
務
、

権
限
、
任
期
、
報
酬
等
に
つ
い
て
は
市
町
村

自
治
法
に
抵
触
し
な
い
限
り
に
お
い
て
条
例

で
規
定
す
る

△
真
和
志
の
特
殊
条
例
規
則
に
つ
い
て
は
新

那
覇
市
条
例
で
存
置
で
き
る
よ
う
市
会
で
決

定
す
る

合
併
問
題
の
裏
街
道
を
往
く
(4)

／
本
社
記
者
座
談
会
／
市
会

定
員
30
名
が
限
度
／
首
里
小

禄
丸
呑
み
さ
れ
る
危
険

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
４
・
８
・
７

司
会
｜
こ
こ
で
真
和
志
が
抜
け
た
場
合
、

十
七
万
円
を
投
じ
た

石
川
構
想

が
台

な
し
に
な
り
は
し
な
い
か
。

Ｈ
｜
こ
の
事
に
は
、
実
際
に
担
当
す
る
都
計

技
術
者
が
頭
を
悩
ま
し
て
い
る
。
行
政
区
域

と
都
市
計
画
区
域
は
別
で
も
よ
い
と
の
こ
と

だ
が
、
何
れ
に
し
て
も
こ
れ
が
一
本
で
な
け

れ
ば
、
そ
の
苦
痛
は
免
れ
な
い
だ
ろ
う
。

Ａ
｜
那
覇
、
首
里
、
小
禄
の
二
市
一
村
だ
け

が
合
併
し
た
場
合
、
こ
の
問
題
は
し
じ
ゅ
う

繰
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
。

Ｇ
｜
那
覇
市
で
は
首
里
、
小
禄
の
編
入
を
決

議
し
た
時
、四
市
村
合
併
へ
の
段
階
と
し
て
、

一
応
二
市
一
村
か
ら
す
る
の
だ
。
真
和
志
を

見
捨
て
る
も
の
で
は
な
い
と
い
つ
て
い
た
。

Ｂ
｜
そ
の
点
か
ら
い
う
と
、
真
和
志
が
主
張

し
た
段
階
的

四
市
村
が
一
度
に
で
な
く
、

ま
ず
那
覇
、
真
和
志
か
ら
先
に
す
る
合
併
論

も
正
し
い
と
い
え
る
訳
だ
。

Ｆ
｜
那
覇
、
真
和
志
が
完
全
に
決
裂
し
た
場

合
、
行
政
府
は
現
在
那
覇
市
が
申
請
し
て
い

る
二
市
一
村
合
併
を
立
法
院
に
提
案
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
立
法
院
で
も
相
当
論
議
さ
れ

る
だ
ろ
う
ネ
。

Ｃ
｜
で
も

真
和
志
不
参
加
の
都
市
合
併
は

無
意
味
だ

と
し
て
い
る
行
政
府
が
こ
う
い

う
観
点
を
脱
し
て
三
市
村
の
合
併
を
立
法
院

に
承
認
を
求
め
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
と

す
つ
き
り
し
な
い
も
の
が
あ
る
と
思
う
。
そ

う
な
る
と
行
政
主
席
の
提
案
理
由
が
ど
う
現

れ
る
か
見
も
の
だ
よ
。

Ｅ
｜
三
市
村
合
併
が
議
会
に
出
さ
れ
る
と
す

る
と
、ま
ず
民
主
党
は
賛
成
す
る
だ
ろ
う
が
、

四
市
村
合
併
の
急
先
ぽ
う
た
る
西
銘
議
員

は
、
特
に
問
題
処
理
の
行
法
委
員
長
で
も
あ

り
、
委
員
会
の
動
き
か
ら
複
雑
と
な
り
、
採

決
の
結
果
は
ど
つ
ち
に
し
て
も
一

二
票
の

差
と
な
ろ
う
。

Ｈ
｜
勿
論
、
人
民
党
は
反
対
す
る
だ
ろ
う
し

ネ
。
Ａ
｜
立
法
院
は
行
政
主
席
の
申
請
を
可
決
す

る
か
、
否
決
す
る
か
、
で
修
正
は
で
き
な
い
。

採
決
を
引
の
ば
し
て
、
三
市
一
村
で
そ
れ
ぞ

れ
選
挙
を
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
一
応
選
挙
告
示
は
各
々
や
つ
て
い
る
訳

だ
か
ら
ネ
。

Ｇ
｜
選
挙
施
行
前
に
合
併
す
れ
ば
問
題
は
な

い
が
、
選
挙
後
に
合
併
し
た
場
合
は
オ
カ
シ

ナ
議
会
構
成
に
な
る
。
即
ち
首
里
、
小
禄
の

方
は
、
た
と
え
当
選
し
て
も
、
議
員
定
数
は

三
十
名
に
押
さ
え
ら
れ
て
お
り
、
那
覇
は
現

在
の
告
示
も
三
十
名
で
あ
る
か
ら
議
会
に
参

画
で
き
ず
に
自
然
そ
の
効
力
を
失
い
、
結
局
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は
那
覇
選
出
議
員
だ
け
で
首
里
、
小
禄
に
膨

脹
し
た
新
市
の
議
会
を
占
領
す
る
こ
と
に
も

な
る
。

Ｅ
｜
そ
れ
は
大
変
じ
や
な
い
か
。
首
里
、
小

禄
は
一
ぱ
い
食
わ
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
ネ
。

Ｃ
｜
そ
う
。
そ
れ
で
首
里
、
小
禄
の
編
入
合

併
実
現
で
も
、
遅
く
と
も
立
候
補
届
出
締
切

り
の
九
月
九
日
以
前
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
首
里
、
小
禄
の
告
示

は
自
然
消
滅
し
、
那
覇
の
告
示
だ
け
が
効
力

を
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
従
つ
て
首
里
、
小

禄
の
候
補
者
は
新
那
覇
市
の
選
管
委
に
届
出

を
や
り
直
し
て
立
候
補
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
訳
だ
。

Ａ
｜
那
覇
市
側
と
し
て
は
、
合
併
に
よ
る
選

挙
は
非
常
に
不
利
だ
と
み
て
い
る
。
ど
う
せ

首
里
、
小
禄
は
地
域
代
表
と
し
て
挙
市
、
挙

村
一
致
で
臨
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
議
会
勢

力
分
野
も
通
常
の
場
合
、
二
〇
、
六
、
四
の

比
率
と
な
る
べ
き
も
の
が
、
下
手
す
る
と
十

七
、
九
、
四
の
構
成
と
な
り
、
そ
れ
に
議
会

斗
争
で
は
編
入
さ
れ
る
側
は

合
同
戦
線

を
張
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
の
で
、
那
覇
は

相
当
に
食
込
ま
れ
る
と
心
配
し
て
い
る
。

Ｈ
｜
編
入
さ
れ
る
方
は
ま
と
ま
り
易
い
か
ら

ネ
。
小
禄
は
村
民
と
の
離
反
も
あ
つ
て
、

少
々
は
割
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
。

Ｂ
｜
那
覇
は
確
か
に
新
市
議
会
の
与
党
勢
力

の
弱
体
化
と
い
う
点
に
つ
い
て
相
当
頭
を
悩

ま
し
、
首
里
、
小
禄
へ
の

割
込
み
戦
術

も
相
当
研
究
さ
れ
、
そ
の
対
策
に
腐
心
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
？

Ｇ
｜
し
か
し
当
間
氏
自
身
は

自
信
が
あ
る

と
い
つ
て
い
た
。

Ｃ
｜
く
ず
れ
な
い

当
間
構
想

が
あ
れ
ば

ネ
。
Ｇ
｜
一
面
、
反
当
局
派
は
、
こ
れ
を
機
会
に

か
き
回
し
て
み
せ
る

と
い
つ
て
お
り
、

相
当
出
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
人
民
党
も
四

五
名
は
出
せ
る
と
豪
語
し
て
い
た
よ
う
だ
。

Ｅ
｜
議
員
一
人
当
り
の
才
費
も
立
法
院
議
員

並
み
の
一
万
円
と
い
わ
れ
る
が
。

Ｆ
｜
マ
サ
カ
そ
ん
な
に
は
な
ら
ん
だ
ろ
う

が
、
現
在
の
議
長
三
千
五
百
円
、
議
員
三
千

円
で
は
安
過
ぎ
る
ネ
。
し
か
し
議
会
と
し
て

は
、
立
法
院
議
会
よ
り
は
み
も
の
に
な
る
か

も
知
れ
な
い
。
数
も
多
く
な
る
し
、
ハ
ラ
ン

バ
ン
ジ
ョ
ウ
で

。

Ｅ
｜
真
和
志
市
長
の
選
挙
も
関
心
事
だ
ネ
。

従
来
の
勢
力
か
ら
み
て
五
分
五
分
で
あ
る

し
、
現
当
局
の
側
近
政
治
も
相
当
バ
ク
ロ
さ

れ
、
市
民
も
相
当
批
判
的
に
な
つ
て
き
て
い

る
。
Ｈ
｜
寄
合
世
帯
の
モ
ロ
サ
と
い
う
面
も
あ

り
、
こ
ん
ど
の
選
挙
は
当
局
が
不
利
な
立
場

に
追
込
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
蔡
温
橋
筋
の
実
業

人
の
動
き
は
、選
挙
に
大
き
く
響
く
と
思
う
。

Ｂ
｜
南
部
の
西
銘
地
盤
と
宮
里
市
長
地
盤
は

動
か
ぬ
と
こ
ろ
だ
が
、
北
部
は
危
な
い
。
と

く
に
安
里
、
栄
町
付
近
は
ネ
。
結
局
は
北
部

の
争
奪
戦
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

Ａ
｜
翁
長
助
静
氏
は
又

選
挙
男

に
な
る

ネ
。
Ｃ
｜
当
局
に
近
い
も
の
の
観
測
だ
が
、
翁
長

は
出
な
い
と
い
つ
て
い
る
が
、
当
間
重
剛
氏

の
腹
臣
で
あ
り
、
か
つ
ぎ
出
さ
れ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

Ｅ
｜
選
挙
の
度
毎
に
問
題
を
起
す
真
和
志
が

又
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
と
い
う
訳
か

。

司
会
―
ど
つ
ち
に
し
て
も
ス
ツ
キ
リ
し
な

い
。
た
と
え
合
併
が
実
現
し
て
も
、
何
か

シ
コ
リ
が
残
る
だ
ろ
う
と
思
う
が

。

Ｈ
｜
一
旦
は
合
併
し
て
も
分
町
い
や
分
市
問

題
が
起
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
ナ
。

Ｃ
｜
古
く
し
て
、
も
つ
と
も
新
ら
し
い
問
題

だ
け
に
関
心
も
高
い
。
表
面
的
に
は
首
都
建

設
と
か
、
大
乗
的
立
場
か
ら
と
か
、
い
ろ
い

ろ
立
派
な
言
葉
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
ど

つ
ち
も

市
利
市
慾

に
明
け
暮
れ
し
て
い

る
。
こ
れ
で
は

合
併
を
も
て
遊
ん
で
い
る

と
い
わ
れ
て
も
、
已
む
を
得
ま
い
。

Ｆ
｜
と
に
か
く
編
入
で
あ
ろ
う
と
何
で
あ
ろ

う
と
早
く
合
併
し
て
、
事
務
的
問
題
は
そ
の

後
に
解
決
し
て
よ
い
。
真
和
志
が
い
う

当

間
は
、
那
覇
市
長
の
椅
子
に
レ
ン
レ
ン
と
し

て
い
る

も
い
い
で
は
な
い
か
。
法
が
定
め

た
任
期
も
ま
だ
あ
る
し
、
オ
ー
ル
沖
縄
で
は

ま
ず

Ａ
級
市
長

と
い
う
と
こ
ろ
だ
し
、

さ
せ
て
も
よ
い
と
思
う
。
若
し
悪
る
か
つ
た

ら
、
新
議
会
が
退
陣
要
求
を
迫
る
こ
と
も
で

き
る
し
。

Ｅ
｜
市
利
市
慾
も
そ
う
だ
が
、
関
係
政
治
家

の
チ
ツ
ポ
ケ
な
私
利
私
慾
も
大
い
に
災
い
し

て
い
る
。

市
民
の
幸
福
保
証

と
か
何
と

か
の
美
名
の
袖
に
か
く
れ
て
、
不
明
朗
な
か

け
ひ
き
は
も
う
や
め
て
も
ら
い
た
い
も
の

だ
。
那
覇
市
と
し
て
も
、
も
つ
と
大
乗
的
な

気
持
に
な
れ
ば
、
市
長
選
挙
を
や
つ
て
、
は

つ
き
り
全
市
民
の
判
定
を
ま
つ
べ
き
だ
。
そ

う
す
れ
ば
一
段
と

男

も
あ
が
る
と
い
う

も
の
だ
。

Ｇ
｜
政
府
も
、
も
つ
と
適
切
な
時
期

副
主

席
は
最
良
の
時
期
、
最
良
の
調
停
案
と
は
い

つ
て
い
る
が
、

調
停
し
て
い
た
ら
、
案
外

簡
単
に
ま
と
ま
つ
た
筈
だ
が
、
現
在
の
沖
縄

で
は
調
停
役
の
で
き
る
人
は
い
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
政
府
が
顔
を
売
る
と
い
う
こ

と
も
オ
カ
シ
イ
ネ
。

Ａ
｜
真
栄
田
那
覇
、
新
垣
真
和
志
の
両
議
長

も
、カ
ケ
ヒ
キ
の
総
大
将
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

合
併
チ
ヤ
ン
ピ
オ
ン
だ
。

司
会
―
何
の
、
か
ん
の
と
い
つ
て
い
る
う

ち
に
、
こ
の
問
題
も
大
詰
に
き
て
い
る
。

三
市
一
村
の
合
併
か
、
真
和
志
が
抜
け
て

ド
ー
ナ
ツ
合
併
に
な
る
か
、
と
に
角
予
想
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は
困
難
だ
し
、
一
応
こ
の
へ
ん
で
座
談
会

を
終
り
、
今
後
の
動
き
見
守
る
こ
と
に
し

よ
う
。

お
わ
り

編
入
合
併
は
時
間
の
問
題
／
全

会
一
致
の
線
に
努
力

琉
新
・
夕
　
１
９
５
４
・
８
・
10

宮
里
市
長
、
新
垣
議
長
の
政
府
改
訂
調
停
案

の
受
諾
で
円
満
合
併
に
傾
き
つ
つ
あ
る
真
和

志
市
で
は
、
九
日
夕
七
時
か
ら
同
市
繁
多
川

区
の
某
氏
宅
で
議
会
当
局
派
の
緊
急
協
議
会

を
ひ
ら
き
、
議
会
招
集
や
今
後
の
方
し
ん
に

つ
い
て
深
更
ま
で
協
議
を
続
け
た
。

こ
の
日
、
宮
里
市
長
、
善
永
助
役
を
混
え
て

当
局
派
議
員
十
五
名

金
城
貞
秀
議
員
欠

が
真
和
志
側
の
行
く
べ
き
方
向
に
つ
い
て
検

討
、
編
入
を
基
調
と
す
る
政
府
案
を
め
ぐ
つ

て
活
発
な
意
見
を
交
換
し
た
が

一
部
議
員

の
強
硬
な
”
編
入
反
対
”
と
”
住
民
投
票
で

決
す
べ
き
”
と
の
意
見
も
あ
つ
て
ま
と
ま
ら

ず
結
局
、
結
論
を
得
ぬ
ま
ま
に
一
両
日
中
に

議
会
招
集
を
行
う
こ
と
に
し
て
深
夜
十
二
時

す
ぎ
散
会
し
た
。
こ
の
間
、
実
に
五
時
間
余

に
わ
た
る
協
議
会
と
な
つ
た
が
各
議
員
と
も

今
ま
で
に
な
い
慎
重
態
度
を
み
せ
た
よ
う

で
、
賛
否
両
論
の
分
野
は

１

編
入
合
併

に
Ｏ
Ｋ
と
す
る
も
の
十
名

う
ち
二
、
三
議

員
は
住
民
投
票
に
訴
え
よ
う
と
の
意
見
も
あ

る
が
、
そ
の
多
く
は
時
期
が
遅
く
ヨ
ロ
ン
も

は
つ
き
り
し
て
い
る
。
議
会
の
名
に
お
い
て

処
理
す
べ
き
だ
と
の
態
度
を
と
つ
て
い
る
も

よ
う

２

態
度
不
明
の
も
の
三
名

い
ず

れ
は
大
勢
の
傾
く
と
こ
ろ
に
加
担
す
る
も
の

と
み
ら
れ
る

３

編
入
反
対
の
も
の
二
名

但
し
、
こ
の
強
硬
者
も
住
民
投
票
の
結
果

に
よ
つ
て
は
編
入
で
も
よ
い
と
し
て
お
り
、

大
勢
は
円
満
合
併
に
大
き
く
か
た
む
い
て
来

た
こ
と
は
殆
ん
ど
確
定
的
と
い
わ
れ
る

こ
の
当
局
議
会
内
部
の
多
少
の
意
見
相
違
に

つ
い
て
宮
里
市
長
、
新
垣
議
長
は
出
来
る
だ

け
全
員
一
致
で
合
併
問
題
を
処
理
し
よ
う
と

の
ハ
ラ
ら
し
く
、
最
後
ま
で
同
志
議
員
の
説

得
に
協
議
を
続
け
る
と
い
わ
れ
る
が
、
市
の

将
来
を
決
定
す
る
同
問
題
も
大
詰
め
に
き
て

お
り
真
和
志
当
局
派
の
動
き
が
注
目
さ
れ

る
。真

和
志
／
11
名
辞
意
は
全
く
の

誤
り
／
報
道
否
定
に
議
長
談

話
を
発
表

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
８
・
12

円
満
合
併
へ
の
意
見
を
調
整
中
の
真
和
志
議

会
当
局
派
で
は
、
十
日
晩
も
七
時
か
ら
前
回

に
引
続
き
市
内
某
所
で
協
議
会
を
ひ
ら
い
た

が

こ
の
日
、
開
会
当
初
か
ら
問
題
の
”
十

一
名
議
員
総
辞
職
云
々
”
を
め
ぐ
つ
て
会
場

は
フ
ン
ガ
イ
す
る
議
員
達
で
混
乱
状
態
に
落

入
り
、
協
議
は
つ
い
に
何
ら
の
進
展
も
み
ら

れ
ぬ
ま
ゝ
深
更
に
至
る
ま
で
大
も
め
に
モ
メ

ぬ
い
た
。

当
局
派
議
員
の
一
部
に
”
辞
表
提
出
””
議

長
不
信
任
”
の
声
が
あ
つ
た
の
は
確
か
で
あ

つ
た
が
、
大
勢
は
あ
く
ま
で
合
併
実
現
を
指

向
し
つ
つ
あ
り
、
当
局
派
す
な
わ
ち
同
志
議

員
に
と
つ
て
は
全
く
の
寝
耳
に
水
と
な
つ
た

わ
け
当
日
問
題
の
中
心
人
物

新
聞
提
供
者

と
目
さ
れ
る
高
良
正
文
、
大
工
廻
盛
山
、
大

城
三
郎
の
三
議
員
が
欠
席
の
た
め
、
激
怒
す

る
各
議
員
の
攻
撃
は
専
ら
新
垣
議
長
だ
け
に

集
中
。”
辞
表
云
々
は
市
民
へ
の
責
任
逃
避

だ
””
同
志
議
員
の
足
並
み
を
乱
す
も
の
だ
”

と
し
て
裏
切
ら
れ
た
七
議
員

山
田
英
盛
、

島
福
盛
市
、
城
間
吉
次
郎
、
潮
平
寛
智
、
宮

城
久
光
、
金
城
武
市
、
高
良
盛
幸

か
ら
事

の
真
相
を
激
し
く
追
及
す
る
と
こ
ろ
が
あ

り
、
議
長
の
責
任
を
も
つ
て
辞
表
提
出
説
の

否
定
を
市
民
に
声
明
す
る
こ
と
に
な
つ
て
や

つ
と
落
着
い
た
と
い
わ
れ
る
。

な
お
”
問
題
の
真
相
”
に
つ
い
て
確
実
な
筋

の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
十
日
強
硬
な
合

併
反
対
議
員
ら
の
合
併
切
崩
し
工
作
が
行
わ

れ
た
よ
う
で

朝
十
時
か
ら
ヒ
ル
三
時
ま
で

の
間
、
大
工
廻
議
員
が
各
同
志
議
員
の
宅
を

訪
問
、
円
満
合
併
に
傾
き
つ
つ
あ
る
同
志
た

ち
の
辞
職
勧
誘
を
行
つ
て
い
た

と
い
わ
れ
、

比
嘉
憲
昌
議
員
も
こ
の
持
回
り
辞
職
勧
誘
に

参
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
辞
表
議
員
四
名
の
連

署
の
中
に
同
議
員
の
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
も

明
ら
か
だ
と
激
憤
組
は
バ
ク
ロ
し
て
い
る
。

新
垣
議
長
談

合
併
問
題
が
あ
ま
り
に
も
複
雑
な
た
め

に
、
市
民
と
の
板
バ
サ
ミ
に
な
つ
て
態
度

表
明
を
困
難
に
思
つ
て
い
る
二
、
三
議
員

の
間
に
”
辞
表
云
々
”
の
空
気
が
あ
つ
た

の
は
事
実
だ
が
、
私
の
手
許
に
は
一
人
の

辞
表
も
提
出
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
少
く

と
も
自
治
体
の
議
員
で
あ
る
以
上
、
そ
の

職
責
か
ら
逃
れ
る
と
い
う
軽
卒
な
行
動
を

取
る
は
ず
は
な
い
こ
と
だ
。
ま
た
、
こ
う

い
う
重
大
な
こ
と

自
治
権
放
棄
説

が

世
間
に
誤
り
伝
え
ら
れ
た
の
は
全
く
イ
カ

ン
で
あ
る
。
政
府
の
調
停
案
に
つ
い
て
も

早
急
に
回
答
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
遅
く
と
も
十
八
、
九
日
ご
ろ
ま
で
に

は
ハ
ツ
キ
リ
し
た
市
会
の
意
志
を
決
定
し

た
い
。

新
垣
議
長
ら
／
政
府
を
訪
問

十
一
日
午
後
四
時
ご
ろ
新
垣
真
和
志
市
市
議

会
議
長
、
金
城
貞
秀
議
員
が
行
政
府
に
与
儀

副
主
席
、
宮
里
内
政
局
長
を
訪
問
、
約
二
時

間
に
わ
た
り
会
談
し
た
。
こ
の
内
容
は
双
方

と
も
発
表
を
し
な
か
つ
た
が
、
前
日
か
ら
多

数
議
員
辞
任
の
噂
さ
も
あ
つ
た
折
だ
け
に
こ

れ
ま
で
の
議
会
の
動
き
な
ど
を
報
告
し
た
も

の
と
み
ら
れ
る
。
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新
垣
議
長
は
辞
任
組
が
出
て
も
こ
れ
を
保
留

す
る
決
意
の
よ
う
で
次
の
よ
う
に
語
つ
た
。

新
垣
議
長
談

議
員
の
辞
任
届
は
何
も
出
て
い
な
い
。
ま

だ
私
の
手
許
に
も
届
け
ら
れ
て
い
な
い
。
十

八
、
九
日
ご
ろ
議
会
を
招
集
、
欠
席
議
員
が

お
つ
て
定
数
に
足
ら
な
か
つ
た
ら
、
再
招
集

状
を
発
し
そ
れ
で
も
出
席
し
な
か
つ
た
ら
残

る
議
員
だ
け
で
処
理
し
た
い

與
儀
副
主
席
談

事
態
は
む
ず
か
し
い
。
目
標
は
見
出
し
た

が
フ
ン
切
り
が
つ
か
な
い
と
い
う
の
が
真
和

志
の
現
状
だ
。
政
府
の
調
停
は
こ
れ
で
終
る

が
、
何
れ
に
し
ろ
議
員
の
辞
職
の
動
き
に
市

民
の
反
論
が
あ
つ
た
の
は
見
上
げ
た
も
の

だ
。
あ
と
に
つ
い
て
は
何
も
い
え
な
い
。
目

標
を
見
出
し
な
が
ら
世
論
も
冷
く
、
何
ら
の

動
き
も
な
い
の
は
惜
し
い
。

自
治
権
放
棄
す
る
な
／
主
席
が

真
和
志
議
員
に
要
望

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
８
・
12

編
入
に
よ
る
首
都
建
設
に
反
対
し
て
真
和
志

市
会
議
員
の
一
部
が
辞
職
す
る
と
い
う
新
聞

報
道
に
関
し
比
嘉
主
席
は
十
一
日
つ
ぎ
の
よ

う
に
談
話
を
発
表
し
議
員
の
自
重
を
促
し

た
。真
和
志
市
の
一
部
議
員
が
辞
職
す
る
と
い

う
新
聞
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
が
こ
れ
は

自
治
権
を
放
棄
す
る
行
動
で
あ
り
、
か
か

る
行
動
の
な
い
よ
う
希
望
す
る
。
編
入
に

対
す
る
賛
否
に
つ
い
て
自
治
体
と
し
て
の

意
志
決
定
を
や
り
と
げ
得
な
け
れ
ば
も
は

や
自
治
能
力
な
し
と
断
定
さ
れ
て
も
致
し

方
な
い
次
第
で
沖
縄
の
自
治
権
拡
大
を
期

し
つ
つ
あ
る
と
き
こ
れ
に
逆
行
す
る
が
如

き
辞
職
な
ど
と
い
う
考
え
方
で
議
員
と
し

て
の
使
命
が
達
成
さ
れ
る
も
の
で
な
い
こ

と
を
深
く
認
識
し
て
も
ら
う
よ
う
協
調
し

て
お
き
た
い

猶
立
法
院
の
会
期
も
終
了
に
近
づ
い
て
い

る
の
で
来
週
早
々
提
案
す
る
よ
う
準
備
を

命
じ
て
あ
る
か
ら
こ
の
際
真
和
志
市
の
態

度
を
早
急
に
決
定
し
て
貰
い
度
い
。

｜
社
　
説
｜

真
和
志
議
会
の
辞
任
騒
ぎ
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政
府
の
改
訂
調
停
案
に
よ
り
一
挙
に
円
満

合
併
へ
突
入
す
る
か
に
み
え
た
都
市
合
併
問

題
は
、
真
和
志
議
員
十
一
名
の
辞
職
云
々
で

一
時
混
乱
し
た
観
を
呈
し
て
い
た
が
、
十
一

日
、
辞
意
を
も
ら
し
て
い
た
議
員
は
ご
く
一

部
の
議
員
で
、
あ
く
ま
で
問
題
解
決
に
努
力

し
議
会
の
責
任
を
果
す
と
い
う
議
員
の
在
り

方
が
再
確
認
さ
れ
、
新
垣
議
長
談
を
以
て
、

辞
任
説
の
否
定
と
十
八
、
九
日
頃
ま
で
に
議

会
の
意
志
を
決
定
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
、
混
乱
は
や
つ
と
収
拾
さ
れ
た
。
し
か
し

一
時
的
に
し
ろ
自
治
体
の
議
員
が
、
議
会
の

機
能
を
失
わ
し
め
自
治
権
を
放
棄
す
る
か
の

感
を
与
え
た
こ
と
は
甚
だ
遺
憾
と
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
合
併
問
題
が
余
り
に
も
複
雑
な
た
め
に

市
民
と
の
板
バ
サ
ミ
に
な
つ
て
態
度
表
明
を

困
難
と
す
る
二
、
三
の
議
員
の
間
に
辞
任
の

空
気
が
あ
つ
た
事
は
事
実
だ
が
、
私
の
手
許

に
は
一
人
の
辞
表
も
提
出
さ
れ
た
こ
と
は
な

い
。少
く
と
も
自
治
体
の
議
員
で
あ
る
以
上
、

そ
の
職
責
か
ら
逃
が
れ
る
と
い
う
軽
卒
な
行

動
を
取
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
筈
だ
。
ま
た

こ
う
い
う
重
大
な
こ
と
が
世
間
に
誤
り
伝
え

ら
れ
た
の
は
全
く
遺
憾
で
あ
る
。
政
府
の
調

停
案
に
つ
い
て
も
早
急
に
回
答
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
遅
く
と
も
十
八

九
日
頃
ま

で
に
は
ハ
ツ
キ
リ
し
た
市
議
会
の
意
志
を
決

定
し
た
い

こ
れ
は
十
一
日
発
表
さ
れ
た

新
垣
真
和
志
議
長
の
談
話
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
る
と
辞
任
の
空
気
が
あ
つ
た
の
は
ほ
ん
の

二
、
三
の
議
員
間
で
あ
り
、
十
一
名
辞
任

云
々
は
全
く
の
誤
報
で
あ
つ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
こ
と
は
単
な

る
誤
報
で
片
づ
け
ら
れ
ぬ
も
の
が
あ
る
。

今
次
都
市
合
併
の
動
き
は
、
那
覇
、
首
里

小
禄
が
編
入
合
併
を
決
議
し
て
い
る
今
日
、

十
数
年
来
の
懸
案
を
実
現
さ
せ
る
絶
好
の
機

会
と
し
て
首
都
建
設
の
立
場
か
ら
全
琉
住
民

の
関
心
を
呼
び
、
わ
け
て
も
真
和
志
議
会
は

三
市
一
村
合
併
実
現
の
カ
ギ
を
握
る
も
の
と

し
て
そ
の
動
き
が
注
視
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

あ
る
。
従
つ
て
報
道
陣
も
こ
れ
に
応
え
る
べ

く
、
合
併
問
題
の
中
心
を
真
和
志
に
お
き
、

議
会
や
議
員
個
々
の
動
き
に
至
る
ま
で
全
神

経
を
集
中
、
問
題
が
大
き
い
だ
け
で
な
く
、

や
ゝ
と
も
す
る
と
真
和
志
、
那
覇
の
当
事
者

が
感
情
に
走
り
が
ち
な
と
こ
ろ
か
ら
取
材
記

者
も
慎
重
に
慎
重
を
期
し
、
よ
り
正
確
な
動

き
を
伝
え
る
こ
と
に
努
め
て
お
り
、
如
何
に

新
聞
社
間
の
ニ
ユ
ー
ス
競
争
が
激
し
い
と
は

い
え
、
根
拠
が
な
い
ま
ま
に
あ
の
よ
う
な
誤

報
を
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
こ
と
を
ま
ず

指
摘
し
た
い
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
考
え
ら

れ
る
こ
と
は
、
新
垣
議
長
の
い
う
二
、
三
の

議
員
、
あ
る
い
は
そ
の
中
の
一
人
が
十
一
名

辞
任
を
新
聞
記
者
に
吹
き
込
ん
だ
の
で
は
な

い
か
と
い
う
事
で
あ
る
。
も
ち
論
そ
れ
を
う

の
み
に
し
た
記
者
も
記
者
で
あ
る
が
、
そ
れ

が
新
聞
紙
上
で
公
表
さ
れ
る
こ
と
を
知
り

つ
ゝ
、
と
い
う
よ
り
は
記
者
の
競
争
意
欲
に

つ
け
こ
ん
で
故
意
に
曲
つ
た
報
道
を
さ
せ
、

そ
れ
に
よ
つ
て
生
じ
る
混
乱
に
乗
じ
て
議
会

の
機
能
停
止
を
は
か
り
、
合
併
ぶ
ち
こ
わ
し

を
策
し
た
と
思
わ
れ
る
そ
の
魂
胆
を
こ
そ
つ

く
べ
き
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。

首
都
建
設
と
い
う
歴
史
的
大
事
業
を
目
標

と
す
る
都
市
合
併
問
題
は
う
余
曲
折
の
歩
み
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を
続
け
て
き
た
、
那
覇
真
和
志
両
市
合
併
案

那
覇
、
真
和
志
、
首
里
、
小
禄
の
三
市
一
村

対
等
合
併
案
、
し
か
し
て
那
覇
へ
の
二
市
一

村
編
入
合
併
案
と
な
り
、
首
里
小
禄
既
に
こ

れ
に
応
じ
、
一
人
真
和
志
の
み
今
日
に
至
る

も
態
度
を
決
せ
ず
、
そ
の
間
政
府
が
調
停
役

に
立
ち
、
改
訂
調
停
案
ま
で
提
示
し
て
真
和

志
側
説
得
に
努
め
、
い
わ
ば
論
議
に
論
議
を

重
ね
真
和
志
に
と
つ
て
は
合
併
か
孤
立
か
最

終
の
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
き
て
い
る
わ
け
で
あ

る
。
も
ち
論
真
和
志
の
主
張
を
是
と
し
、
こ

れ
に
同
情
す
べ
き
点
も
あ
る
が
、
も
早
や
事

態
は
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
究
極
の
目
的
で
あ

る
首
都
建
設
の
立
場
に
立
た
ざ
る
を
得
な
く

な
つ
て
お
り
、
大
所
高
所
か
ら
判
断
し
て
、

真
和
志
議
会
も
円
満
合
併
の
線
に
傾
い
て
き

た
と
思
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
に
自

己
の
主
張
が
容
れ
ら
れ
ぬ
か
ら
と
て
、
首
都

建
設
と
い
う
最
高
目
標
を
忘
れ
、
自
治
権
放

棄
を
出
し
た
と
思
わ
れ
る
人
々
の
行
動
は
あ

ま
り
に
も
軽
は
ず
み
だ
と
い
う
べ
き
で
あ
り

そ
の
猛
省
促
す
と
共
に
今
一
度
議
員
と
し
て

の
立
場
を
認
識
し
そ
の
責
任
全
う
に
全
力
を

尽
す
こ
と
を
望
ん
で
や
ま
な
い
。

大
絃
小
絃
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那
覇
市
へ
の
編
入
合
併
に
賛
成
か
否
か

ほ

と
ほ
と
合
併
問
題
に
疲
れ
切
つ
た
真
和
志
市

当
局
は
、
つ
い
に
一
般
市
民
の
投
票
に
訴
え

て
こ
れ
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
つ
た
と
い
う

▼
編
入
反
対
の
市
議

十
一
名
と
も
い
い
、

六
名
だ
と
も
い
わ
れ
る

が
辞
表
提
出
の
意

志
を
ひ
つ
こ
め
た
こ
と
は
自
ら
の
責
務
を
放

棄
す
る
軽
挙
を
慎
ん
だ
意
味
に
於
て
結
構
だ

が
、
市
民
投
票
ま
で
持
ち
込
ん
だ
と
い
う
事

実
は
、
同
市
会
が
一
般
市
民
と
密
接
な
繋
り

を
も
た
ず
、
代
議
制
の
下
で
真
の
市
民
代
表

者
と
し
て
の
職
責
を
完
う
し
得
な
か
つ
た
事

を
物
語
る
と
い
え
る
▼
と
も
あ
れ
、
市
会
で

決
定
が
困
難
な
状
態
で
あ
つ
て
み
れ
ば
、
最

後
に
残
さ
れ
た
方
法
は
市
民
の
直
接
裁
決
の

外
は
な
い
の
だ
か
ら
、
一
面
、
よ
く
そ
こ
ま

で
の
腹
を
決
め
た
も
の
だ
と
歓
迎
し
て
よ
い

だ
ろ
う
▼
投
票
日
十
五
日
で

賛
成

不

賛
成

に
○
印
を
つ
け
る
投
票
方
式
で
行
わ

れ
る
ら
し
い
が
、
こ
の
市
政
に
対
す
る
市
民

直
接
の
意
志
を
表
示
す
る
こ
と
は
ま
さ
に
稀

有
な
こ
と
で
あ
つ
て
、
こ
れ
は
同
市
々
民
の

政
治
意
識
の
問
題
も
含
め
多
く
の
意
義
と
興

味
を
そ
そ
る
▼
果
し
て
都
市
合
併
問
題
に
市

民
が
ど
れ
だ
け
の
関
心
を
払
つ
て
き
た
か
、

そ
れ
は
投
票
率
が
答
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う

し
、
ま
た
首
都
建
設
と
い
う
大
事
業
に
対
す

る
理
解
や
い
ま
ま
で
の
合
併
問
題
が
辿
つ
て

き
た
経
路
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
と
こ
ろ
ま
で

き
て
市
民
投
票
に
訴
え
ら
れ
た
か
、
と
い
つ

た
こ
と
の
理
解
は
投
票
の
結
果
に
よ
つ
て
判

断
と
し
よ
う
▼
と
こ
ろ
が
、
多
く
の
有
権
市

民
は
賛
否
何
れ
に
し
た
も
の
か
と
迷
う
の
で

は
な
い
か
、
市
会
あ
た
り
で
演
説
会
を
開
い

て
正
し
い
判
断
資
料
を
提
供
し
て
や
る
に

も
、
市
会
そ
の
も
の
が
賛
否
で
対
立
し
て
い

る
の
だ
し
、
や
る
に
し
て
も
時
間
が
な
く
、

紛
争
も
ま
ぬ
か
れ
ぬ
と
あ
つ
て
厄
介
で
あ
る

▼
な
ん
で
も
、
旧
真
和
志
人
に
は
反
対
が
多

く
、
寄
留
な
ど
に
よ
る
所
謂
新
市
民
は
賛
成

の
方
に
ま
わ
る
だ
ろ
う
と
い
う
観
測
も
あ
る

が
、
何
れ
に
せ
よ
、
市
民
は
個
々
に
じ
つ
く

り
考
え
て
、
こ
の
栄
誉
あ
る
投
票
に
臨
ま
ね

ば
な
ら
ぬ
わ
け
だ
。

真
和
志
／
遂
に
市
民
投
票
へ
／

15
日
合
併
の
賛
否
問
う
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合
併
意
見
を
調
整
中
の
真
和
志
市
で
は
十
二

日
午
後
一
時
半
か
ら
新
垣
議
長
が
記
者
団
と

会
見
。
合
併
問
題
に
対
す
る
全
市
民
の
声
を

き
く
た
め
、
来
る
十
五
日
”
那
覇
市
へ
の
編

入
合
併
の
賛
否
”
を
問
う
市
民
投
票
を
行
う

こ
と
を
発
表
し
た
。
市
当
局
で
は
即
刻
午
後

二
時
か
ら
臨
時
区
長
会
を
招
集
す
る
と
と
も

に
、
投
票
用
紙

世
論
調
査
票

二
万
五
千

枚
を
準
備
、
き
よ
う
か
ら
繰
出
さ
れ
る
周
知

宣
伝
車
や
ポ
ス
タ
ー
の
手
配
に
取
り
か
ゝ
つ

た
。
な
お
、
投
票
は
各
区
事
務
所
を
投
票
場

に
、
賛
成
は
○
で
反
対
は
×
印
で
記
入
す
る

こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

開
票
は
十
六
日
朝
九
時
、
若
し
く
は
十
五
日

の
投
票
に
引
続
き
市
会
議
室
で
行
わ
れ
る

が
、
そ
の
住
民
判
定
の
結
果
に
よ
つ
て
政
府

調
停
案
の
”
受
諾
か
””
拒
否
か
”
に
真
和

志
側
最
後
の
断
が
決
定
す
る
わ
け
。
市
当
局

で
は
早
く
も
十
三
、
十
四
日
を
周
知
徹
底
期

間
▽
十
五
日

朝
七
時

夕
六
時

決
戦
投

票
日
▽
十
六
日
開
票
▽
十
七
日
議
会
▽
十
八

日
那
覇
市
議
会
▽
十
九
日
政
府
提
出
▽
二
十

日
立
法
院
提
出
な
ど
一
応
の
予
定
プ
ラ
ン
を

立
て
て
い
る
。
こ
の
際
市
民
有
権
者
二
万
五

千
百
十
三
名

男
一
一
、
八
六
九
と
女
一
三
、

二
四
四

へ
の
周
知
徹
底
運
動
に
は
各
区
区

長
と
市
役
所
吏
員
が
総
動
員
で
当
る
こ
と
に

な
つ
て
お
り
、
投
票
は
五
四
年
七
月
十
五
日

現
在

八
月
末
日
確
定
の
新
し
い
選
挙
人
名

簿
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
。

宮
里
市
長
談
＝
都
市
合
併
に
対
す
る
こ
ゝ
一

カ
月
間
の
真
和
志
議
会
は
真
剣
そ
の
も
の

で
あ
つ
た
。
こ
の
間
、
新
垣
議
長
と
私
は

政
府
調
停
案
を
中
心
に
議
会
の
意
志
決
定

を
調
整
す
べ
く
骨
身
を
け
ず
る
努
力
を
続

け
て
き
た
が
、
今
日
に
至
る
ま
で
最
後
的

決
定
を
み
て
い
な
い
こ
と
は
イ
カ
ン
に
堪

え
な
い
。
し
か
し
議
会
に
お
い
て
の
問
題

を
住
民
投
票
の
結
果
に
よ
つ
て
意
志
を
決

定
す
る
こ
と
に
話
が
ま
と
ま
つ
た
こ
と
は

無
理
か
ら
ぬ
こ
と
と
思
う
。
私
と
し
て
は
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議
会
か
ら
世
論
調
査
を
依
嘱
さ
れ
て
い
る

の
で
、
区
長
と
市
職
員
を
総
動
員
し
て
公

正
適
切
な
方
法
に
よ
つ
て
住
民
の
判
定
を

ま
つ
こ
と
に
し
た
。

”
市
民
の
判
定
に
俟
つ
”
／
新
垣
議
長

談
話
を
発
表

十
二
日
住
民
投
票
の
施
行
を
声
明
し
た
新

垣
議
長
は
席
上
”
市
民
の
判
定
に
俟
つ
”

と
題
す
る
次
の
談
話
を
発
表
し
た
。

合
併
問
題
に
対
す
る
本
市
議
会
の
考
え
方
は

問
題
が
あ
ま
り
に
も
重
大
で
あ
る
た
め
、
で

き
る
だ
け
全
会
一
致
に
近
い
線
で
解
決
す
べ

く
努
力
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
困

難
で
今
日
に
至
つ
た
こ
と
を
甚
だ
イ
カ
ン
に

思
つ
て
い
る
。
自
治
法
は
問
題
の
性
質
に
よ

つ
て
は
住
民
投
票
に
よ
る
世
論
の
判
定
に
よ

つ
て
問
題
を
決
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い

る
。
本
市
に
と
つ
て
こ
れ
以
上
の
重
大
な
問

題
は
な
い
の
で
私
は
こ
れ
を
市
民
に
問
う
べ

く
議
員
の
同
意
を
得
て
、
市
長
に
対
し
適
当

な
方
法
を
も
つ
て
世
論
調
査
を
な
す
よ
う
要

求
し
、
こ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ

れ
は
琉
球
に
お
け
る
今
後
の
自
治
体
運
営
の

テ
ス
ト
ケ
ー
ス
に
も
な
る
こ
と
だ
。
市
民
各

位
に
お
か
れ
て
は
問
題
の
重
大
性
に
か
ん
が

み
冷
静
に
本
市
の
現
状
な
ら
び
に
将
来
に
思

い
を
致
さ
れ
何
物
に
も
束
縛
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
真
に
公
正
に
し
て
自
由
な
態
度
を
も
つ

て
棄
権
す
る
こ
と
な
く
本
投
票
に
の
ぞ
ん
で

貰
い
た
い
。
な
お
本
問
題
に
つ
い
て
は
今
日

ま
で
各
政
党
と
も
批
判
的
な
冷
静
な
態
度
を

も
つ
て
終
始
し
、
そ
の
成
行
き
を
見
守
つ
て

来
ら
れ
た
こ
と
を
衷
心
よ
り
感
謝
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
今
回
の
世
論
調
査
投
票
に
当
つ

て
も
か
ゝ
る
考
え
方
で
進
ん
で
貰
う
よ
う
希

望
し
て
や
ま
な
い
。

政
府
調
停
打
切

政
府
は
首
都
建
設
を
目
標
に
、
三
市
一
村
の

円
満
合
併
に
約
一
カ
月
間
種
々
那
覇
、
真
和

志
両
市
に
勧
奨
を
続
け
て
き
た
が
か
ぎ
を
に

ぎ
る
真
和
志
が
合
併
の
必
然
性
を
つ
か
み
な

が
ら
住
民
の
意
志
の
反
映
が
な
い
た
め
、
難

渋
し
て
遂
に
異
例
の
市
民
投
票
と
い
う
事
態

ま
で
き
た
こ
と
に
対
し
こ
れ
以
上
の
調
停
は

強
制
の
感
を
与
え
る
お
そ
れ
あ
り
と
し
て
政

府
は
勧
奨
を
打
切
る
方
し
ん
を
決
定
、
自
治

体
の
自
由
意
志
に
よ
つ
て
決
定
さ
せ
る
こ
と

に
な
つ
た
。

こ
れ
に
よ
り
那
覇
市
か
ら
の
首
里
、
小
禄
編

入
申
請
は
十
六
日
ま
で
に
提
案
準
備
を
完

了
、
十
七
日
真
和
志
市
の
最
後
決
定
を
見
計

つ
て
立
法
院
に
提
案
す
る
よ
う
比
嘉
主
席
は

十
二
日
の
局
長
会
議
で
特
に
指
示
し
た
。

｜
社
　
説
｜

編
入
是
か
非
か
の
住
民
投
票

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
８
・
15

真
和
志
市
会
は
遂
に
編
入
合
併
の
断
を
く
だ

す
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
。
し
か
し
政
府
は

来
週
早
々
立
法
院
に
対
し
都
市
合
併
の
承
認

を
も
と
め
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
、
こ
の
機

会
を
逸
し
た
ら
真
和
志
市
だ
け
が
と
り
の
こ

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
進
退
に
窮
し
た
真
和

志
市
会
が
、
住
民
投
票
を
決
行
す
る
に
至
つ

た
苦
衷
は
当
然
と
さ
れ
よ
う
。

投
票
は
き
よ
う
行
わ
れ
る
。
暴
風
が
都
合
よ

く
止
め
ば
よ
い
が
、
そ
う
で
な
い
と
悪
天
候

に
わ
ざ
わ
い
さ
れ
て
投
票
率
に
影
響
す
る
だ

ろ
う
。
天
候
次
第
で
順
延
す
る
こ
と
も
考
う

べ
き
で
あ
る
。
住
民
投
票
の
試
み
は
自
治
運

営
の
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
注
目
に
値
す

る
と
同
時
に
何
と
な
く
興
味
が
抱
か
れ
て
な

ら
な
い
。
あ
り
て
い
に
言
う
と
、
那
覇
市
が

強
引
に
誘
導
し
た
編
入
合
併
へ
の
こ
れ
迄
の

動
き
に
対
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
を
納
得
さ
せ

ぬ
も
の
が
あ
つ
て
、
こ
の
問
題
に
顔
を
そ
む

け
た
い
気
が
む
ら
む
ら
と
起
き
た
こ
と
も
再

三
に
と
ど
ま
ら
な
か
つ
た
。

合
併
問
題
の
歴
史
は
実
に
古
い
。
だ
が
、
実

現
の
機
運
を
せ
つ
か
く
迎
え
な
が
ら
、
そ
の

都
度
沙
汰
止
み
と
な
つ
た
こ
と
が
幾
度
か
あ

つ
た
。
政
治
家
が
そ
う
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

政
治
勢
力
を
保
つ
立
場
か
ら
、
こ
の
問
題
に

対
応
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
い
か
に
理
想
的

な
大
都
市
の
構
想
が
あ
つ
て
も
、
こ
れ
を
破

壊
す
る
役
目
を
果
す
こ
と
に
し
か
な
ら
な

い
。こ
う
し
た
経
緯
の
歴
史
を
積
み
重
ね
て
、

戦
前
は
遂
に
実
を
結
ば
ず
、
戦
後
も
ま
た
同

様
な
曲
折
を
辿
つ
て
大
詰
を
思
わ
せ
る
最
後

の
場
に
、漸
く
に
し
て
到
達
し
た
訳
で
あ
る
。

だ
が
遺
憾
に
耐
え
な
い
こ
と
は
、
数
年
来
首

都
建
設
問
題
が
さ
か
ん
に
論
ぜ
ら
れ
、
こ
れ

に
対
処
す
る
政
府
の
措
置
が
頻
り
に
望
ま
れ

た
に
関
ら
ず
、
今
日
に
至
る
迄
、
首
都
法
の

立
法
が
為
さ
れ
な
か
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
同

時
に
沖
縄
自
治
体
の
不
振
が
、
地
域
の
過
小

と
い
う
点
に
あ
る
こ
と
が
識
者
に
痛
感
さ

れ
、
遅
か
れ
早
か
れ
市
町
村
合
併
を
促
進
す

る
抜
本
的
な
英
断
が
期
待
さ
れ
て
い
た
の

に
、こ
の
立
法
も
未
だ
着
手
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
う
し
た
法
律
が
出
来
て
お
れ
ば
、
恐
ら
く

三
市
一
村
の
合
併
に
し
て
も
、
法
的
に
す
ら

す
ら
と
運
ん
で
容
易
に
実
現
さ
れ
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。

法
律
に
拠
ら
な
い
合
併
が
難
渋
を
き
わ
め
る

の
は
当
然
で
あ
る
。
弱
肉
強
食
、
と
い
つ
た

ら
い
さ
さ
か
強
す
ぎ
る
が
、
自
治
体
と
し
て

の
平
等
感
が
那
覇
市
に
薄
く
、
従
う
な
ら
つ

い
て
来
い
、
と
の
態
度
が
露
骨
で
あ
つ
た
。

首
里
市
が
ま
ず
こ
れ
に
無
条
件
に
降
伏
し

た
。
つ
い
で
小
禄
が
、
多
少
の
い
ざ
こ
ざ
は

あ
つ
た
が
結
局
歩
み
寄
つ
た
。
と
こ
ろ
で
真

和
志
市
は
、
流
石
に
新
興
都
市
の
誇
り
が
あ

る
だ
け
に
対
等
を
主
張
し
て
ゆ
ず
ら
な
か
つ

た
。
す
る
と
那
覇
市
は
、
勝
手
に
し
ろ
、
と

罵
り
、
お
と
な
し
い
首
里
市
と
小
禄
村
を
従
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え
て
、真
和
志
市
を
捨
て
る
と
い
い
だ
し
た
。

民
主
的
な
政
治
的
折
衝
が
殆
ど
行
わ
れ
な
い

で
、
那
覇
市
の
強
引
な
力
で
編
入
合
併
が
推

進
さ
れ
る
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
近
代
の
政

治
感
覚
を
も
つ
て
し
て
は
到
底
理
解
で
き
な

い
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
。

加
う
る
に
調
停
役
の
政
府
か
ら
出
さ
れ
た
宮

里
市
長
の
助
役
就
任
と
い
う
編
入
促
進
の
条

件
は
、
政
治
的
な
か
け
ひ
き
を
思
わ
せ
た
。

こ
れ
を
要
す
る
に
立
役
者
は
那
覇
市
で
あ

り
、
次
の
立
役
者
は
真
和
志
市
で
、
そ
の
陰

に
、
首
里
市
と
小
禄
村
の
弱
小
自
治
体
が
お

と
な
し
く
控
え
た
形
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
を
見
せ
つ
け
ら
れ
る
住
民
の
心
中
は
決

し
て
お
だ
や
か
で
は
あ
る
ま
い
。
な
が
い
歴

史
を
も
つ
都
市
合
併
の
大
詰
め
が
、
し
か
も

民
主
化
を
指
向
し
つ
つ
あ
る
戦
後
に
お
い

て
、
こ
の
よ
う
に
不
明
朗
で
あ
つ
て
よ
い
も

の
か
ど
う
か
。

真
和
志
市
の
住
民
投
票
は
、
遅
き
に
失
し
た

憾
み
は
あ
る
が
、
不
明
朗
に
終
始
し
た
合
併

問
題
の
最
後
を
飾
る
に
足
る
明
朗
な
民
主
的

措
置
と
評
さ
れ
、
概
し
て
好
評
で
あ
る
。
こ

れ
で
真
和
志
市
住
民
は
、
歴
史
的
な
意
義
を

も
つ
ふ
る
さ
と
の
境
界
変
動
に
、
自
ら
の
意

志
を
訴
え
る
貴
い
参
政
の
機
会
を
え
た
の
で

あ
る
。
だ
が
住
民
の
多
数
が
、
真
和
志
市
の

命
運
を
決
す
る
一
票
を
、
自
ら
の
判
断
に
よ

つ
て
正
し
く
行
使
で
き
る
か
否
か
が
懸
念
さ

れ
な
い
で
も
な
い
。
従
来
合
併
問
題
が
政
治

家
の
独
占
と
さ
れ
て
、
住
民
に
周
知
さ
せ
る

民
主
的
な
情
報
活
動
や
啓
蒙
運
動
が
嘗
つ
て

試
み
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
。
三
市
一
村
に
と

つ
て
合
併
問
題
は
歴
史
的
な
有
事
で
あ
り
、

し
た
が
つ
て
こ
れ
を
政
治
家
の
み
で
運
ぶ
こ

と
は
越
権
で
あ
ろ
う
。
事
前
に
、
住
民
に
周

知
さ
せ
る
方
途
が
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
た
筈

だ
。
何
故
合
併
が
必
要
か
。
編
入
と
合
併
は

ど
う
違
う
か
。
対
等
合
併
は
理
想
で
は
あ
る

が
、
厳
し
い
現
実
か
ら
し
て
至
難
な
理
由
、

そ
ん
な
こ
と
を
住
民
に
充
分
理
解
さ
せ
た
う

え
、
住
民
投
票
を
行
い
、
編
入
の
是
非
を
決

定
す
べ
き
で
あ
つ
た
。
も
ち
ろ
ん
首
里
市
、

小
禄
村
に
対
し
て
も
同
様
な
こ
と
が
言
え

る
。
し
か
る
に
果
し
て
真
和
志
市
住
民
が
、

こ
う
し
た
理
解
に
立
つ
て
住
民
投
票
を
迎
え

る
に
至
つ
た
か
ど
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
那
覇

市
の
独
善
に
決
し
て
同
意
す
る
も
の
で
は
な

い
。
し
か
し
合
併
の
方
法
に
不
満
が
あ
る
と

は
言
え
、
合
併
の
機
運
は
ま
さ
に
こ
の
秋
を

お
い
て
、
他
日
に
あ
る
と
は
思
わ
れ
ぬ
。
合

併
し
た
が
最
後
、
三
市
一
村
は
い
つ
か
は
一

体
と
化
し
、
平
等
の
立
場
に
お
か
れ
、
相
携

え
て
国
際
級
の
首
都
を
築
く
努
力
が
払
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
首
都
の
地
域
を
も

つ
と
グ
ツ
と
広
げ
る
石
川
構
想
の
夢
も
決
し

て
笑
い
ご
と
で
は
な
い
。
さ
し
あ
た
り
三
市

一
村
が
一
つ
と
な
り
、
こ
の
広
域
に
首
都
の

経
済
圏
、
生
活
圏
を
つ
つ
ん
で
、
従
来
の
三

市
一
村
の
占
め
る
そ
れ
ぞ
れ
の
地
の
利
を
、

適
所
適
材
に
生
か
し
、
こ
こ
で
相
互
に
繁
栄

す
る
望
み
が
、
合
併
後
に
か
け
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

賛
成
○
か
、
反
対
×
か
／
き
ょ

う
住
民
の
審
判
／
真
和
志
市
、

合
併
問
題
の
世
論
調
査

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
８
・
15

き
よ
う
十
五
日
真
和
志
市
で
は
合
併
の
賛
否

を
問
う
投
票
日
、
各
投
票
場

区
事
務
所

で
は
朝
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
一
斉
に
フ

タ
明
け
、
全
琉
住
民
注
視
の
う
ち
に
市
民
有

権
者
三
万
五
千
百
十
三
名

男
一
一
、
八
六

九
と
女
一
三
、
二
四
四

の
世
論
調
査
を
行

う
。
開
票
は
十
六
日
朝
九
時
、
若
し
く
は
き

よ
う
の
投
票
に
引
続
い
て
市
会
議
室
で
開
始

さ
れ
る
が
、
そ
の
住
民
判
定
の
投
票
結
果
に

よ
つ
て
真
和
志
市
の
将
来
を
決
す
る
”
合
併

か
””
孤
立
か
”
に
最
後
の
断
が
下
さ
れ
る

わ
け
。
一
方
、
懸
案
の
首
都
建
設
を
異
例
の

市
民
投
票
だ
け
に
各
方
面
か
ら
の
関
心
も
深

く

市
民
の
意
志
が
ど
う
反
映
す
る
か

投
票
率
を
め
ぐ
る
種
々
の
観
測
も
手
伝
つ
て

関
係
者
の
興
味
を
そ
そ
つ
て
い
る
が
、
ど
う

や
ら
台
風
グ
レ
イ
ス
の
余
韻
が
禍
し
て

き

よ
う
の
お
天
気
は
曇
り
と
き
ど
き
俄
雨
、
ひ

る
過
ぎ
か
ら
快
復
に
向
い
ま
す
が
十
米
程
度

の
強
風
が
残
り
ま
す

と
気
象
台
で
は
思
案

顔
。
新
垣
真
和
志
議
長
は
問
題
の
重
大
性
か

ら

冷
静
に
本
市
の
現
状
な
ら
び
に
将
来
に

思
い
を
致
し
、
何
も
の
に
も
束
縛
さ
れ
る
こ

と
な
く
真
に
公
平
自
由
な
態
度
で

と
三

市
一
村
円
満
合
併
へ
の
棄
権
防
止
を
呼
び
か

け
て
い
る
。

な
お
、
投
票
は
賛
成
を
○
で
反
対
を
×
で
記

入
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

暴
風
雨
を
つ
い
て
／
宣
伝
カ
ー
も
繰
り
　

出
す

難
行
を
続
け
た
真
和
志
の
合
併
問
題
は
、
つ

い
に
異
例
の
市
民
投
票
に
突
入
、
き
よ
う
”

市
民
最
後
の
判
定
を
俟
つ
”
審
判
の
日
を
迎

え
た
。

○

真
和
志
市
役
所
で
は
各
区
々
長
を
は
じ

め
市
職
員
を
総
動
員
、
投
票
用
紙

世
論
調

査
票

二
万
五
千
枚
や
投
票
箱
の
準
備
に
汗

ダ
ク
。
旧
盆
の
連
日
休
を
返
上
し
て
周
知
宣

伝
車
や
ポ
ス
タ
ー
は
り
出
し
に
大
童
だ
つ

た
。
○

一
方
、
街
で
は
お
盆
風
景
を
よ
そ
に
合

併
促
進
青
年
同
志
会
が
結
成
さ
れ
、
ト
ラ
ツ

ク
を
か
り
立
て
て
の
”
合
併
運
動
”
を
展
開

し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
編
入
反
対
同
志
会

人
民
党
と
み
ら
れ
る

も
出
現
、
各
戸
を

め
ぐ
つ
て

合
併
反
対
ビ
ラ

を
配
布
す
る

あ
わ
た
だ
し
さ
、
青
年
同
志
会
で
は
昨
十
四

日
の
暴
風
雨
に
も
め
げ
ず

合
併
な
く
し
て
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繁
栄
な
し

の
ノ
ボ
リ
を
押
立
て
、
総
員
ズ

ブ
濡
れ
で
マ
イ
ク
か
ら
市
民
へ
の
協
力
を
呼

び
か
け
て
い
た
。

○

”
合
併
か
””
孤
立
か
”
を
決
す
る
こ

の
投
票
は
市
民
の
投
票
率
に
よ
つ
て
結
論
も

左
右
さ
れ
る
と
投
票
通
は
語
つ
て
い
る
が
両

同
志
会
の
宣
伝
ビ
ラ
も
▽
賛
成
派
は
水
道
、

道
路
、
学
校
の
重
大
問
題
解
決
の
た
め
と
呼

び
▽
反
対
派
は
合
併
す
る
と
税
金
が
高
く
な

る

と
当
間
市
長
比
嘉
主
席
を
攻
撃
し
て
い

る
。

｜
社
　
説
｜

合
併
問
題
は
解
決
さ
れ
た
の
で

は
な
い

琉
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・
18

合
併
を
勧
告
す
る
政
府
再
調
停
案
を
受
け

容
れ
、
編
入
合
併
に
応
ず
る
か
、
そ
れ
と
も

あ
く
ま
で
対
等
合
併
を
固
執
し
て
独
自
の
立

場
に
立
つ
べ
き
か
、
最
後
の
断
を
下
さ
ゞ
る

を
得
な
い
ギ
リ
ギ
リ
の
段
階
に
追
い
込
ま
れ

た
真
和
志
市
議
会
は
、
そ
の
歴
史
的
決
定
に

慎
重
を
期
す
た
め
市
民
に
賛
否
を
問
う
こ
と

に
な
り
、
十
五
、
十
六
の
二
日
間
に
わ
た
り

異
例
の
市
民
投
票
を
行
つ
た
。
さ
し
迫
つ
て

い
る
政
府
の
立
法
院
に
対
す
る
都
市
合
併
承

認
提
案
を
ひ
か
え
、
進
退
に
窮
し
て
の
決
行

と
み
ら
れ
、
真
和
志
議
会
の
苦
衷
が
察
せ
ら

れ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
苦
衷
を
よ
そ
に
、
台

風
と
い
う
自
然
の
暴
威
は
十
五
日
の
投
票
日

に
襲
い
か
ゝ
り
翌
十
六
日
ま
で
荒
れ
狂
つ
た

た
め
、
投
票
を
一
日
延
期
し
た
効
も
な
く
、

有
権
者
二
五
、
六
三
〇
人
の
う
ち
僅
か
六
、

七
九
三
人
が
こ
れ
に
参
加
、
投
票
率
二
十

六
・
五
％

と
い
う
極
め
て
低
い
率
を
示
し
、

有
権
者
の
七
十
五
％
近
く
が
、
折
角
の
議
会

の
意
に
応
え
得
な
か
つ
た
こ
と
は
、
事
が
さ

し
迫
つ
て
い
る
だ
け
に
か
え
す
が
え
す
も
残

念
で
あ
つ
た
。

二
十
六
・
五
％
の
投
票
の
結
果
は
、
編
入

反
対
三
、
九
七
四
票
、
編
入
賛
成
二
、
六
五

一
票
の
数
字
が
現
れ
、
編
入
反
対
が
多
数
を

占
め
、
開
票
後
宮
里
真
和
志
市
長
は

午
前

中
に
暴
風
警
報
が
発
せ
ら
れ
一
日
中
風
雨
に

お
か
さ
れ
な
が
ら
投
票
率
が
二
割
五
分
も
あ

つ
た
の
は
市
民
の
合
併
問
題
へ
の
関
心
の
深

さ
を
表
し
た
も
の
で
、
市
当
局
で
も
感
謝
し

て
い
る
。
投
票
の
結
果
は
市
民
の
意
志
と
し

て
、
市
議
会
に
反
映
さ
れ
市
民
の
多
数
の
望

む
道
に
市
は
進
む
こ
と
に
な
ろ
う

と
の
談

話
を
発
表
し
て
い
る
。こ
れ
か
ら
察
す
る
に
、

真
和
志
は
有
権
者
の
僅
か
二
十
六
・
五
％
に

よ
る
投
票
結
果
を
市
民
の
意
志
と
し
て
編
入

合
併
を
ケ
ル
も
の
と
予
想
さ
れ
、
首
都
建
設

の
立
場
か
ら
、
ま
た
真
和
志
市
自
体
の
た
め

に
も
ま
こ
と
に
遺
憾
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

真
和
志
議
会
が
異
例
の
市
民
投
票
を
決
行

す
る
に
至
つ
た
の
は
、
首
都
建
設
か
ら
く
る

合
併
の
必
然
性
と
合
併
方
法
の
板
バ
サ
ミ
に

な
り
断
を
下
し
得
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
来
た
は
ず

で
あ
り
、
合
併
必
至
は
何
人
も
こ
れ
を
認
め
、

真
和
志
市
民
も
極
く
少
数
を
除
く
外
は
合
併

そ
の
も
の
に
は
反
対
し
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
予
想
通
り
真
和
志
議
会
が
編
入
合
併
を

否
決
し
た
と
し
て
も
、
合
併
が
早
晩
実
現
す

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
し
か
も
現
在
那

覇
、
真
和
志
、
首
里
、
小
禄
三
市
一
村
合
併

の
絶
好
の
機
会
に
遭
遇
し
て
お
り
な
が
ら
、

真
和
志
の
み
こ
の
歴
史
的
大
事
業
か
ら
抜
け

る
こ
と
を
思
う
と
き
、
ま
こ
と
に
遺
憾
と
せ

ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
那
覇
、
首
里
、

小
禄
の
合
併
準
備
は
着
々
進
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
二
市
一
村
を
一
体
と
し
た
大
那
覇

市
に
、
将
来
真
和
志
が
吸
収
さ
れ
る
運
命
に

た
ち
至
る
こ
と
は
火
を
見
る
よ
り
も
明
ら
か

で
あ
り
、
ま
た
真
和
志
が
孤
立
し
た
場
合
、

水
道
、
道
路
、
学
校
問
題
等
で
財
政
的
に
苦

し
む
で
あ
ろ
う
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
。

一
方
首
都
建
設
も
都
市
形
体
か
ら
し
て
真
和

志
を
除
い
て
の
計
画
は
、
そ
れ
こ
そ
ジ
ヨ
ン

ソ
ン
民
政
官
評
す
る
と
こ
ろ
の
ド
ー
ナ
ツ
都

市
を
出
現
さ
せ
る
結
果
と
な
り
、
双
方
の
市

民
に
と
つ
て
不
幸
こ
の
上
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。

更
に
憂
慮
さ
れ
る
こ
と
は
、
合
併
の
こ
の

機
を
逸
し
た
場
合
、
今
後
四
カ
年
は
お
そ
ら

く
そ
の
機
会
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
の
は
、
地
方
自
治
法

に
よ
る
市
町
村
議
員
数
の
限
度
は
三
十
名
と

な
つ
て
お
り
、
那
覇
首
里
小
禄
の
合
併
で
新

那
覇
市
の
議
員
三
十
名
は
こ
れ
ら
三
地
区
に

占
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
合
併
必
至
の
観
点
に
立
つ
た
場

合
、
真
和
志
が
今
次
合
併
を
見
送
る
こ
と
に

よ
つ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
、
久
し
く
も
み

に
も
み
抜
い
た
合
併
問
題
も
一
応
ケ
リ
が
つ

い
た
形
で
あ
る
が
、
併
し
な
が
ら
問
題
は
決

し
て
永
久
に
立
消
え
に
な
つ
た
訳
で
は
な

い
。
此
の
問
題
が
発
生
し
た
客
観
事
態
や
要

素
は
以
然
と
し
て
未
解
決
の
ま
ゝ
残
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
他
の
市
町
村
と
同
様
真
和

志
も
直
ち
に
首
長
、
議
員
の
選
挙
に
突
入
す

る
の
で
あ
る
が
、
吾
々
は
此
の
時
に
当
り
、

残
さ
れ
た
此
の
大
き
な
問
題
を
来
る
べ
き
任

期
中
に
解
決
し
真
に
真
和
志
市
民
の
繁
栄
を

図
り
得
る
識
見
高
き
市
政
運
営
者
の
出
現
を

待
望
し
て
止
ま
な
い
。

那
覇
首
里
小
禄
／
二
市
一
村
の

合
併
／
政
府
き
ょ
う
立
法
院

へ
提
案
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連
日
紛
争
を
続
け
て
来
た
真
和
志
の
編
入
合

併
問
題
は
、
そ
の
後
政
府
の
再
調
停
で
一
時

は
明
る
い
見
通
し
が
つ
け
ら
れ
た
も
の
の
、

去
る
十
六
日
の
市
民
投
票
の
結
果
は
遂
に
反

三
四
一

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

八
月



対
派
に
凱
歌
が
あ
が
つ
た
、
最
後
ま
で
仲
介

の
労
を
取
つ
た
政
府
に
対
し
て
は
、
真
和
志

市
か
ら
未
だ
正
式
な
何
ん
ら
の
意
志
表
示
も

な
い
が
、
政
府
は
き
の
う
那
覇
、
首
里
、
小

禄
の
二
市
一
村
合
併
の
書
類
を
整
え
主
席
の

署
名
を
得
て
き
よ
う
立
法
院
に
承
認
を
求
め

る
べ
く
送
付
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

政
府
と
し
て
は
今
後
い
か
な
る
事
が
あ
つ
て

も
自
ら
進
ん
で
双
方
の
仲
介
の
労
を
取
る
事

な
く
今
後
の
双
方
の
意
志
を
尊
重
す
る
と
し

て
お
り
、
独
自
の
道
を
行
く
真
和
志
の
堅
実

な
る
歩
み
に
期
待
を
か
け
て
い
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
最
後
迄
仲
介
の
労
を
惜
し
ま
な
か
つ

た
与
儀
副
主
席
は

三
市
一
村
合
併
が
実
現

し
な
か
つ
た
の
は
実
に
遺
憾
で
あ
る

と
大

要
次
の
よ
う
に
語
つ
た
。

三
市
一
村
が
消
え
た
事
は
実
に
残
念
で

あ
る
。
政
府
と
し
て
は
真
和
志
市
民
の
意

志
通
り
実
行
さ
せ
、
堅
実
な
る
道
を
歩
む

事
を
望
む
、
政
府
と
し
て
は
今
後
自
治
体

の
意
志
が
な
い
か
ぎ
り
、
絶
対
に
干
渉
し

な
い
。
合
併
の
実
現
は
そ
の
市
町
村
の
意

志
が
あ
つ
て
始
め
て
出
来
る
も
の
で
あ
つ

て
、
そ
の
時
機
は
あ
ら
ゆ
る
条
件
か
ら
見

て
四
年
後
の
改
選
期
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ

れ
ま
で
は
真
和
志
市
民
は
自
ら
選
ん
だ
道

を
堅
実
に
歩
ん
で
行
か
れ
た
い
。
首
都
隣

接
市
と
し
て
の
面
目
に
か
け
て
も
都
市
計

画
、
水
道
、
道
路
工
事
も
遅
れ
を
と
ら
な

い
様
努
力
し
て
も
ら
い
た
い
未
だ
真
和
志

か
ら
は
正
式
な
る
回
答
が
来
て
な
い
が
宮

里
市
長
の
談
話
も
公
表
さ
れ
て
い
る
の
で

政
府
と
し
て
は
既
定
方
し
ん
ど
お
り
き
よ

う
書
類
を
ま
と
め
て
立
法
院
に
二
市
一
村

合
併
の
同
意
を
求
め
る
よ
う
手
続
き
を
取

る
。
政
府
と
し
て
か
え
す
が
え
す
も
残
念

に
思
う
こ
と
は
合
併
と
い
う
同
じ
目
的
に

到
達
し
得
な
か
つ
た
事
で
、
宮
里
市
長
も

投
票
後
、
何
時
か
市
民
が
納
得
の
行
く
よ

う
に
合
併
し
た
い
と
希
望
し
て
い
る
。
方

法
論
で
合
併
出
来
な
か
つ
た
の
は
遺
憾
の

至
り
で
あ
る

与
党
承
認
の
方
針
決
定
／
野
党
側
は
反

対
の
空
気

注
目
さ
れ
た
真
和
志
市
民
の
合
併
に
対
す
る

世
論
調
査
投
票
は
一
千
三
百
二
十
三
票
の
差

で
編
入
合
併
反
対
に
決
着
を
見
た
の
で
、
政

府
で
は
さ
き
に
申
請
さ
れ
た
那
覇
、
首
里
、

小
禄
の
二
市
一
村
合
併
に
対
す
る
承
認
方
を

き
よ
う
立
法
院
に
提
案
す
る
、
立
法
院
で
は

十
八
日
の
本
会
議
に
上
程
す
る
予
定
で
い
る

が
、
民
主
党
で
は
十
七
日
午
後
四
時
か
ら
議

員
総
会
を
開
き
、
市
町
村
自
治
を
尊
重
す
る

建
前
か
ら
同
合
併
を
承
認
す
る
方
し
ん
を
決

め
た
、
こ
れ
に
対
し
社
大
、
人
民
両
党
は
真

和
志
市
を
除
い
て
は
首
都
建
設
は
不
可
能
と

い
う
見
解
か
ら
二
市
一
村
の
合
併
に
は
反
対

す
る
態
度
で
い
る
、
こ
れ
は
真
和
志
市
民
の

世
論
調
査
投
票
の
結
果
か
ら
強
硬
に
反
対
主

張
を
な
す
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
一
方

そ
の
処
置
に
対
し
て
直
ち
に
委
員
会
に
付
託

し
て
こ
の
問
題
を
日
本
復
帰
問
題
同
様
長
び

か
す
策
も
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
こ
れ

に
対
す
る
民
主
党
の
出
方
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。議

会
招
集
せ
ず
／
真
和
志
／
編

入
賛
成
―
二
、
六
八
〇
／

〃
反
対
―
四
、
〇
一
三
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十
五
、
十
六
両
日
に
わ
た
つ
て
行
わ
れ
た
真

和
志
市
の
市
民
投
票
の
確
定
し
た
結
果
は
十

七
日
編
入
合
併
賛
成
二
千
六
百
八
十
票
、
反

対
四
千
十
三
票
、
無
効
投
票
九
十
四
票
、
白

紙
八
票
計
六
千
七
百
九
十
五
票
で
あ
る
旨
許

田
真
和
志
市
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら
発
表
さ

れ
た
。

真
和
志
市
当
局
で
は
投
票
前
の
議
員
の
申
し

合
せ
に
よ
り
こ
れ
を
有
効
な
る
世
論
調
査
の

結
果
と
し
て
編
入
合
併
受
諾
か
否
か
に
つ
い

て
の
市
の
方
針
を
決
定
、
臨
時
議
会
は
招
集

し
な
い
こ
と
に
正
式
決
定
し
た
。

万
已
む
を
得
ぬ
措
置
／
二
市
一

村
合
併
昨
日
立
法
院
へ
提
案

琉
新
・
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・
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・
19

去
る
十
六
日
の
真
和
志
市
民
投
票
で
遂
に
真

和
志
の
編
入
合
併
反
対
が
は
つ
き
り
表
示
さ

れ
、
長
い
間
も
み
抜
い
た
合
併
問
題
も
よ
う

や
く
終
局
に
近
づ
い
た
の
で
、
主
席
は
き
の

う
午
後
ジ
ヨ
ン
ソ
ン
民
政
官
を
訪
問
、
二
市

一
村
合
併
促
進
を
報
告
、
立
法
院
に
対
し
二

市
一
村
合
併
申
請
書
を
送
付
し
て
議
決
要
請

を
行
な
つ
た
。
調
書
内
容
次
の
通
り
。

那
覇
市
長
、
首
里
市
長
、
小
禄
村
長
か
ら

提
出
さ
れ
た
申
請
書
を
せ
ん
議
し
た
所
、

二
市
一
村
の
合
併
に
か
ん
し
て
は
、
市
町

村
自
治
法
第
三
条
一
項
の
提
出
に
よ
り
琉

球
の
首
都
建
設
面
か
ら
だ
当
の
処
置
と
思

料
さ
れ
る
。

一
、
石
川
構
想
を
主
体
と
し
て
首
都
建
設
の

都
市
計
画
を
考
察
す
る
と
琉
球
の
首
都
大
那

覇
市
を
建
設
す
る
に
は
、
現
在
の
那
覇
市
区

域
で
は
余
り
に
き
よ
う
少
で
あ
り
、
こ
れ
に

首
里
、
那
覇
、
真
和
志
、
小
禄
の
三
市
一
村

を
包
含
す
る
こ
と
に
よ
り
、
都
市
計
画
の
諸

立
案
が
ス
ム
ー
ス
に
施
行
さ
れ
る
の
で
、
那

覇
市
と
し
て
は
隣
接
市
町
村
を
合
併
す
る
こ

と
が
早
急
の
問
題
と
思
料
さ
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
今
回
の
都
市
合
併
に
際
し
、
真
和
志

の
包
含
を
み
な
い
の
は
誠
に
遺
憾
と
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
琉
球
の
現
状
は
首
都
建
設
の

た
め
の
、
規
模
の
合
理
化
は
早
急
に
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
り
其
の
区
域
の

決
定
は
最
早
一
日
も
し
ゅ
ん
巡
を
許
さ
ず
真

和
志
市
の
そ
の
決
て
い
を
い
た
ず
ら
に
待
つ
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て
時
期
を
遅
ら
す
事
は
で
き
な
い
。
よ
つ
て

真
和
志
市
の
首
都
区
域
編
入
を
一
時
保
留

し
、
ま
ず
首
里
市
、
小
禄
村
を
編
入
合
併
す

る
こ
と
は
首
都
建
設
面
よ
り
万
や
む
を
得
な

い
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
多
く
の
利
便
が

あ
る
事
は
論
を
ま
た
ず
、
那
覇
市
へ
の
首
里

市
、
小
禄
村
の
編
入
合
併
は
両
市
村
と
し
て

又
大
き
な
福
祉
と
な
ろ
う
。

二
、
今
回
の
琉
球
の
首
都
建
設
を
目
途
と
す

る
三
市
一
村
の
合
併
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
ゆ

る
角
度
よ
り
論
議
さ
れ
検
討
さ
れ
、
今
日
に

至
つ
て
い
る
も
の
で
、
行
政
府
と
し
て
は
琉

球
の
首
都
建
設
の
重
大
に
鑑
み
、
こ
の
合
併

の
促
進
に
対
し
努
力
を
払
つ
た
の
で
あ
る

が
、
と
く
に
真
和
志
市
に
対
し
て
は
再
三
、

再
四
三
市
一
村
の
同
時
合
併
を
勧
奨
す
る
と

と
も
に
那
覇
市
、
真
和
志
間
の
合
併
問
題
に

関
連
す
る
幾
多
の
隘
路
の
打
解
策
を
講
じ
た

る
も
真
和
志
市
の
容
る
る
と
こ
ろ
と
な
ら

ず
、
や
む
を
得
ず
首
都
建
設
の
重
大
性
に
鑑

み
真
和
志
市
の
再
考
を
期
待
し
つ
ゝ
一
応
首

里
市
、
小
禄
村
の
那
覇
市
へ
の
編
入
を
議
決

要
請
し
た
次
第
で
あ
る
。

膨
れ
る
大
那
覇
市

真
和
志
市
の
編
入
反
対
で
、
曲
り
な
り
に
も

大
那
覇
市
を
設
立
す
る
事
に
な
つ
た
首
里
、

那
覇
、
小
禄
の
今
後
の
人
口
、
人
口
増
加
率
、

業
態
、
土
地
等
を
調
べ
て
み
る
と
、
現
在
人

口
は
那
覇
六
万
九
千
八
百
二
四
人
、
首
里
二

万
二
千
七
百
三
三
人
、
小
禄
一
万
四
千
四
百

五
三
人
計
十
万
七
千
十
人
で
、
戸
数
は
那
覇

一
万
四
千
七
七
六
戸
、首
里
五
千
二
五
一
戸
、

小
禄
二
千
八
三
九
計
二
万
二
千
八
六
六
戸
と

な
つ
て
い
る
。
し
か
し
一
九
五
四
年
二
月
末

日
現
在
の
公
示
人
口
は
那
覇
七
万
十
人
、
首

里
二
万
三
千
六
五
九
人
、
小
禄
一
万
四
千
六

七
五
人
計
一
〇
万
八
千
三
四
四
人
と
な
つ
て

い
る
。
人
口
の
平
均
増
加
率
に
つ
い
て
は
那

覇
一
〇
・
四
四
％
、
首
里
二
・
九
一
％
、
小

禄
三
・
二
七
％
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
人
口

密
度
に
つ
い
て
は
、
那
覇
一
平
方
キ
ロ
に
つ

き
一
万
三
七
五
人
、
首
里
三
千
九
五
三
人
、

小
禄
一
千
四
一
〇
人
計
四
千
七
〇
七
人
と
な

る
。
又
合
併
後
の
面
積
に
つ
い
て
は
、
那
覇

六
、
七
三
平
方
キ
ロ
、
首
里
五
、
七
五
平
方

キ
ロ
、
小
禄
一
〇
、
二
五
平
方
キ
ロ
で
あ
る

の
で
合
併
後
の
面
積
は
二
二
、
七
三
平
方
キ

ロ
に
な
る
、
そ
の
内
宅
地
は
那
覇
一
三
七
万

四
千
五
六
二
坪
、
首
里
三
八
万
七
千
七
九
五
、

小
禄
二
六
万
一
千
三
〇
九
坪
計
二
〇
二
万
三

千
六
六
五
坪
と
な
る
。
二
市
一
村
合
併
後
の

田
畑
、
山
林
、
原
野
等
の
面
積
に
つ
い
て
は
、

田
畑
二
九
二
万
六
千
六
三
九
坪
、
山
林
一
六

万
五
千
九
七
五
坪
、
原
野
三
八
万
一
千
二
八

八
、そ
の
他
八
一
万
二
千
八
二
九
坪
と
な
り
、

宅
地
と
も
併
せ
て
六
三
一
万
三
九
六
坪
と
な

る
。
こ
の
様
な
大
き
な
世
帯
と
土
地
を
背
負
つ
た

二
市
一
村
の
資
力
は
一
体
ど
の
様
な
数
字
と

な
つ
て
表
わ
れ
て
く
る
か
、
こ
れ
を
各
税
額

か
ら
の
ぞ
い
て
見
る
と
、
政
府
税
那
覇
は
六

千
四
十
九
万
六
千
五
七
三
円
、
首
里
二
四
一

万
四
千
六
八
〇
円
、
小
禄
二
六
一
万
二
千
六

一
二
円
計
三
千
六
三
四
万
六
千
一
八
五
円

市
村
税
那
覇
三
千
六
三
万
四
千
九
七
八
円
、

首
里
三
〇
九
万
八
千
五
九
五
円
、
小
禄
村
二

二
五
万
一
千
一
〇
〇
円
計
六
千
五
一
六
万
二

千
三
五
三
円
、
市
村
費
那
覇
一
億
八
〇
二
万

八
千
九
一
一
円
首
里
五
二
五
万
七
千
九
〇
四

円
、
小
禄
五
四
一
万
五
千
六
九
〇
円
計
一
億

一
千
八
七
〇
万
二
千
五
〇
五
円
。

現
金
那
覇
二
千
八
六
万
一
千
二
八
四
円
三
五

銭
、
首
里
四
七
万
二
千
一
一
円
八
〇
銭
、
小

禄
三
三
万
七
千
三
八
七
円
五
九
銭
計
二
千
一

六
七
万
六
八
五
円
七
四
銭
と
な
る
。

そ
の
他
二
市
一
村
合
せ
て
の
債
券
額
は
総
計

七
一
四
万
三
千
五
〇
〇
円
、
土
地
一
億
四
千

四
四
五
万
八
千
九
六
〇
円
、
建
物
二
千
六
百

九
一
万
五
〇
〇
〇
円
で
あ
る
。

真
和
志
／
合
併
問
題
で
張
合
う

／
市
長
選
に
宮
里
翁
長
両
氏

出
馬
必
至
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合
併
問
題
と
か
ら
ん
で
鳴
り
を
ひ
そ
め
て
い

た
真
和
志
の
市
長
選
挙
も
”
編
入
反
対
”
の

態
度
決
定
に
よ
り
い
よ
い
よ
表
面
化
へ
の
動

き
を
避
け
ら
れ
な
く
な
つ
た
。
今
の
と
こ
ろ

巷
間
で

噂
の
人

に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
新

垣
正
栄
氏

現
議
長

な
ど
の
線
は
ご
く
薄

い
も
の
で
、
再
び
現
市
長
宮
里
栄
輝
氏
と
前

村
長
翁
長
助
静
氏

移
民
金
庫
事
務
局
長

の
宿
命
の
一
騎
打
に
な
る
と
の
公
算
大
で
あ

る
。
選
挙
通
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
両

陣
営
？
と
も
一
両
日
中
に
は
態
度
表
明

立

候
補
届
出

を
行
う
よ
う
で
、
支
持
者
達
の

間
で
は
早
く
も
選
挙
対
策
に
没
頭
中
だ
と
い

わ
れ
る
が

い
ず
れ
に
し
ろ
今
選
挙
の
弁

ろ
ん
戦
は

合
併
問
題

を
中
心
に
行
わ
れ

る
こ
と
は
必
至
で
あ
り
、
宮
里
派
の
主
張
す

る
対
等
合
併
と
翁
長
派
の
標
榜
す
る
合
併
第

一
主
義
が
如
何
な
る
反
響
を
呼
ぶ
か
。
単
に

真
和
志
野
に
相
対
峙
す
る
両
雄
？
の
決
戦
と

な
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
永
い
間
モ
タ
つ
い

て
来
た
合
併
問
題
に
対
す
る
五
万
市
民
の
最

終
判
定
と
も
な
る
わ
け
で
、
成
行
き
は
極
め

て
注
目
さ
れ
る
。

宮
里
、
翁
長
陣
営
の
支
持
者
側

参
謀
格

の
一
大
政
策
と
み
る
べ
き
合
併
態
度
を
の

ぞ
く
と

▽
宮
里
派

今
ま
で
堅
持
し
て
来
た

合
体

対
等

合
併

の
線
で
真
和
志
側
の
首
都

合
流
を
実
現
さ
せ
る
。
こ
の
場
合
、
問
題
の

経
過
か
ら
み
て
当
間
那
覇
市
長
の
任
期
切
れ

を
ネ
ラ
え
ば
六
つ
か
し
い
条
件
を
持
込
ま
な

く
て
も
合
併
可
能
と
し
て
お
り
、
当
間
市
長
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任
期
は
向
う
三
カ
年

と
新
真
和
志
市
長

任
期
四
カ
年

の
一
カ
年
間
の
ズ
レ
は

１

真
和
志
市
長
な
ら
び
に
議
会
、
那
覇

市
議
会
の
任
期
一
年
短
縮
に
よ
る
両
市
一
体

の
同
時
改
選
か
若
く
は

２

当
間
市
長
の

任
期
を
一
カ
年
延
長
そ
の
期
間
を
合
議
制
の

合
併
協
議
会
に
よ
る
準
備
期
と
す
る
な
ど
時

期
さ
え
到
来
す
れ
ば

合
併
で
き
る
と
し
て

強
調
し
て
い
る
。
つ
ぎ
に
水
道
計
画
第
二
期

工
事

一
千
四
百
万
円

と
し
て
の
中
部
、

北
部
一
帯
の
配
管
工
事
完
遂
、
旧
真
和
志
区

域
の
失
地
か
い
復
問
題
が
取
上
げ
ら
れ
る
も

よ
う▽
翁
長
派

合
併
へ
の
方
法
論
は
第
二
義

的
な
も
の
で
あ
り
、
市
民
福
祉
の
立
場
か

ら

合
併
第
一
主
義

を
掲
げ
て
首
都
合

併
問
題
を
解
決
す
る
。
こ
の
こ
と
は
二
市

一
村
に
よ
る
新
那
覇
市
が
出
来
た
場
合
、

十
一
万
市
民
を
擁
す
る
那
覇
と
真
和
志
の

対
等
合
併
は
今
回
よ
り
更
に
困
難
視
さ
れ

る
の
は
当
然
で
あ
り
、
政
治
的
に
よ
つ
ぽ

ど
大
き
な
変
動
が
な
い
限
り
殆
ど
不
可
能

と
目
さ
れ
る
”
対
等
の
線
”
に
拘
泥
す
る

こ
と
な
く
市
民
生
活
の
向
上

す
い
道
、

道
ろ
、
学
校
問
題
解
決

か
ら
首
都
合
併

に
参
加
し
よ
う
と
い
う
も
の
。
最
も
対
等

こ
そ
望
ま
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
単
に

那
覇
市
長
の
任
期
延
長
な
ど
を
目
当
に
す

る
こ
と
は
実
現
性
に
乏
し
く
”
対
等
の
線

で
進
め
ら
れ
な
い
場
合
は
ど
う
す
る
か
、

と
い
う
こ
と
が
政
治
の
要
諦
だ
”
と
し
て

い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
宮
里
陣
営
で
は
先
き
の

グ
レ
イ
ス
台
風
中
に
敢
行
さ
れ
た
市
民
投
票

結
果
と
各
区
々
長
の
チ
カ
ラ
、
現
当
局
と
し

て
の
強
み
も
あ
つ
て
翁
長
地
盤
へ
の
強
行
な

浸
透
作
戦
に
出
る
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
一

方
翁
長
陣
営
で
は
孤
立
と
な
つ
た
真
和
志
の

窮
状
を
救
う
も
の
は
政
府
並
に
新
那
覇
市
に

協
力
態
勢
を
敷
け
る
翁
長
氏
で
な
け
れ
ば
と

の
ホ
ゾ
を
固
め
て
お
り
、
当
局
の
合
併
問
題

処
理
に
対
す
る
不
解
明
？
な
態
度
へ
の
猛
攻

撃
が
予
想
さ
れ
る
。
片
や
現
当
局
の
宮
里
、

片
や
前
村
長
の
翁
長
と
あ
つ
て
永
年
の
好
敵

手
、
最
早
や
し
の
ぎ
を
削
る
激
戦
は
免
か
る

べ
く
も
な
い
が
、
先
き
の
市
民
投
票
で
意
志

表
示
が
で
き
な
か
つ
た
七
割
四
分
の
多
数
市

民
が
今
市
長
選
挙
に
ど
う
動
く
か
。
合
併
問

題
と
微
妙
な
か
ら
く
り
を
持
つ
決
戦
だ
け

に
、
大
勢
の
決
定
を
左
右
す
る
も
の
と
み
ら

れ
、
そ
の
動
向
が
勝
敗
の
カ
ギ
と
も
云
わ
れ

て
い
る
。

真
和
志
市
の
不
参
加
遺
憾
／
比

嘉
主
席
談
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本
日
那
覇
市
首
里
市
お
よ
び
小
禄
村
の
二
市

一
村
の
合
併
処
分
の
た
め
の
道
程
で
あ
る
立

法
院
の
議
決
要
請
を
行
つ
た
。
琉
球
の
首
都

建
設
は
、
最
も
緊
急
な
問
題
で
あ
り
、
首
都

と
し
て
の
規
模
の
決
定
は
、
都
市
計
画
法
と

も
関
連
し
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
規
模

決
定
に
伴
う
市
町
村
合
併
は
、
那
覇
、
真
和

志
、
首
里
三
市
に
小
禄
村
を
含
め
た
の
が
最

も
適
切
と
考
え
た
が
、
真
和
志
市
の
参
加
を

見
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
但
し
首
里
市
、

小
禄
村
を
一
応
那
覇
市
に
編
入
し
、
首
都
建

設
の
促
進
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
後
は
真

和
志
の
参
加
を
期
待
し
、
琉
球
の
名
実
共
に

供
わ
る
都
市
の
建
設
さ
れ
る
事
を
希
う
て
い

る
。琉

大
の
敷
地
問
題
／
最
後
の
首

里
市
会
に
飛
出
る
／
大
学
側

…
”
大
乗
的
な
見
地
か
ら
ぜ

ひ
譲
つ
て
”
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琉
大
翁
長
事
務
局
長
、
真
栄
城
財
務
課
長
の

両
氏
は
十
九
日
首
里
市
議
会
を
訪
問
、
現
在

琉
大
が
使
用
し
て
い
る
首
里
市
有
地

一
万

二
千
六
百
坪

を
琉
大
に
譲
渡
す
る
よ
う
陳

情
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
首
里
市
議
会
は
合
併
を
控
え

て
の
最
後
の
議
会
に
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ

て
い
た
折
、
又
議
員
達
も
淡
水
プ
ー
ル
の
市

へ
の
移
管
な
ど
二
、
三
の
簡
単
な
議
題
を
片

付
け
、
あ
と
は
晴
衣
で
最
後
の
記
念
撮
影
で

も
と
ユ
ツ
ク
リ
構
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
思
わ

ぬ
難
問
を
持
ち
込
ま
れ
困
惑
の
態
だ
つ
た
。

文
字
通
り
合
併
直
前
の
財
産
処
分
と
し
て
市

町
村
自
治
法
第
三
条
二
項
の
規
定
に
基
き
関

係
市
町
村
の
協
議
が
必
要
と
さ
れ
、
従
つ
て

会
期
の
延
長
は
必
至
と
な
つ
て
い
る
。

結
局
、
首
里
市
と
し
て
は
琉
大
側
の
陳
情
に

つ
い
て
は
従
来
の
行
き
が
か
り
か
ら
何
と
か

合
併
前
に
結
着
を
つ
け
な
け
れ
ば
面
目
な
い

と
い
つ
た
と
こ
ろ
だ
。
従
つ
て
合
併
前
の
財

産
処
分
に
就
て
法
律
上
の
手
続
の
必
要
か
ら

那
覇
市
議
会
側
と
協
議
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
二
十
日
久
高
、
大
山
正
副
議
長
が
那
覇

市
議
会
を
訪
問
し
打
合
せ
を
す
る
こ
と
に
な

つ
た
。

こ
の
ほ
か
問
題
の
敷
地
は
旧
首
里
城
跡
で
あ

る
た
め
そ
の
処
分
に
つ
い
て
は
議
会
だ
け
で

な
く
文
化
財
保
護
の
立
場
か
ら
関
係
者
の
意

見
も
聴
い
た
上
、
慎
重
な
決
定
を
す
べ
き
だ

と
い
う
声
が
多
い
。

翁
長
琉
大
事
務
局
長
の
話
―
一
九
四
八
年

マ
司
令
部
琉
球
局
長
、
ウ
エ
ツ
カ
リ
ン
グ

准
将
が
来
島
の
際
、
首
里
城
跡
に
琉
大
を

建
て
る
こ
と
に
な
り
、
同
地
は
琉
大
に
提

供
さ
れ
た
と
思
つ
て
い
た
程
で
、
そ
の
後

数
回
に
亘
り
首
里
市
か
ら
土
地
使
用
料
の

支
払
を
請
求
さ
れ
て
ほ
ん
と
の
所
ビ
ツ
ク

リ
し
た
。
首
里
に
琉
大
が
あ
る
と
い
う
だ

け
で
市
と
し
て
も
い
ろ
い
ろ
益
す
る
と
こ
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ろ
が
多
い
し
又
学
校
用
地
は
当
然
自
治
体

の
方
で
進
ん
で
提
供
す
べ
き
も
の
だ
と
思

う
。
首
里
の
苦
し
い
財
政
状
態
は
良
く
わ

か
る
が
、
全
琉
的
な
問
題
と
し
て
大
乗
的

な
立
場
か
ら
合
併
前
の
首
里
市
と
し
て
同

地
を
正
式
に
琉
大
側
に
提
供
し
て
欲
し

い
。

真
和
志
含
ま
ぬ
の
は
遺
憾
／
大

那
覇
市
建
設
に
ジ
民
政
官
見

解琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
８
・
21

ジ
ヨ
ン
ソ
ン
首
席
民
政
官
は
政
府
が
十
七
日

提
出
し
た
那
覇
、
首
里
、
小
禄
二
市
一
村
合

併
申
請
を
立
法
院
に
送
付
す
る
に
就
て
の
書

類
に
た
い
し
十
八
日
づ
け
で

こ
の
こ
と
は

主
席
の
行
政
処
置
と
し
て
他
に
と
る
べ
き
方

法
は
な
い
と
思
う
、
だ
が
真
和
志
を
含
ま
ぬ

大
那
覇
市
の
誕
生
は
遺
憾
で
あ
る

と
の
回

答
を
送
つ
て
き
た
、
首
里
市
お
よ
び
小
禄
村

の
那
覇
市
合
併
に
つ
い
て
と
題
す
る
同
回
答

は
次
の
と
お
り

△
八
月
十
七
日
付
同
主
題
の
貴
書
簡
参
照

△
琉
球
政
府
の
地
方
自
治
法
に
主
席
は
市

町
村
か
ら
提
出
さ
れ
た
合
併
申
請
を
立
法

院
に
送
付
す
る
と
い
う
条
項
が
あ
る
の

で
、
こ
れ
ら
申
請
書
に
関
す
る
主
席
の
行

政
処
置
と
し
て
は
他
に
と
る
べ
き
方
途
は

な
い
と
思
う
、
し
か
し
な
が
ら
大
那
覇
市

の
誕
生
に
真
和
志
市
を
含
め
得
な
か
つ
た

こ
と
は
現
実
に
沿
わ
な
い
と
思
わ
れ
る
、

こ
れ
は
現
在
の
那
覇
市
と
首
里
市
と
は
地

域
的
に
分
離
し
て
い
る
点
に
お
い
て
特
に

そ
う
だ
と
思
う
、
真
和
志
市
の
管
轄
区
域

を
通
ら
な
く
て
は
首
里
に
い
け
な
い
の
で

将
来
那
覇
市
が
こ
れ
ら
の
分
離
し
た
首
里

地
区
を
管
理
す
る
場
合
、
最
も
不
便
を
感

ず
る
こ
と
と
思
う
。

財
政
面
に
み
る
／
二
市
一
村
の

合
併
琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
８
・
23

首
都
建
設
問
題
は
、
真
和
志
市
の
不
参
加
で

止
む
な
く
二
市
一
村
合
併
と
い
う
線
に
落
着

き
ド
ー
ナ
ツ
型
の
奇
妙
な
首
都
を
構
成
す
る

こ
と
に
な
つ
た
が
、
政
府
は
最
初
都
市
計
画

面
か
ら
那
覇
市
、
首
里
市
、
小
禄
村
の
関
連

性
を
検
討
し
て
　
現
在
の
那
覇
市
を
都
心
区

の
行
政
中
心

政
庁
、
諸
官
庁

、
産
業
中

心

商
業
中
心
、
工
業
中
心

、
交
通
中
心

港
湾
　
バ
ス
セ
ン
タ
ー
等

の
施
設
を
な

し
　
真
和
志
市
を
慰
楽
中
心

ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
、
公
園

医
療
中
心

そ
う
合
病
院

墓
地
住
居
中
心
と
し
て
又
首
里
市
を
文
教
中

心

大
学
　
史
料
博
物
館

社
会
中
心

文

化
会
館

住
居
中
心
と
し
小
禄
村
を
交
通
中

心

飛
行
場

慰
楽
中
心

ボ
ー
ト
場
ゆ
う

戯
場

観
光
中
心

観
光
ホ
テ
ル

住
居
中

心
等
と
な
す
べ
く
計
画
を
樹
立
し
て
い
た

が
、
今
回
の
真
和
志
の
編
入
反
対
で
こ
の
政

府
の
画
期
的
な
計
画
も
一
応
棚
上
げ
の
形
と

な
つ
た
訳
で
あ
る
。

政
府
と
し
て
は
止
む
な
く
真
和
志
の
首
都
区

域
編
入
を
一
時
保
留
し
　
首
都
建
設
と
い
う

面
か
ら
二
市
一
村
合
併
を
推
し
進
め
る
事
に

な
つ
た
が
　
こ
れ
は
両
市
村
の
那
覇
市
合
併

に
よ
つ
て
両
市
村
の
市
町
村
財
政
面
に
お
け

る
住
民
の
負
担
軽
減
及
び
住
民
の
福
利
増
進

等
に
多
く
の
利
便
を
は
か
ら
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
　
こ
れ
を
裏
づ
け
る
政
府
行
政
課
の

作
成
し
た
二
市
一
村
の
一
九
五
四
年
度
税
収

入
及
び
純
税
外
収
入
一
覧
表
に
因
る
と
那
覇

市
の
税
収
入
は
三
千
二
百
七
一
万
四
千
三
八

二
円
、
純
税
外
収
入
五
千
百
二
四
万
三
千
四

七
八
円
六
四
銭
計
八
千
三
百
九
五
万
七
千
八

六
〇
円
六
四
銭
と
な
り
　
首
里
市
の
税
収
入

は
三
百
九
万
八
千
四
九
五
円
、
純
税
外
収
入

一
百
八
二
万
二
千
三
円
二
十
銭
計
四
百
九
二

万
四
百
九
八
円
二
十
銭
　
小
禄
村
の
税
収
入

二
百
六
九
万
七
千
三
百
五
十
六
円
、
純
税
外

収
入
百
五
十
四
万
七
千
四
十
八
円
三
十
九
銭

計
四
百
二
十
四
万
四
千
四
百
四
円
三
十
九
銭

で
那
覇
市
の
総
計
八
千
余
万
円
に
く
ら
べ
る

と
両
市
村
の
財
政
が
い
か
に
貧
弱
で
あ
る
か

が
判
る
、
ま
た
両
市
村
の
税
収
入
及
び
純
税

外
収
入
を
合
せ
て
も
那
覇
市
の
税
収
入
に
も

遥
か
に
及
ば
な
い
事
が
一
目
瞭
然
と
判
別
さ

れ
る
、
次
に
二
市
一
村
の
資
力
表
か
ら
見
て

も
、
首
里
　
小
禄
両
市
村
は
那
覇
の
足
下
に

及
ば
ず
、
今
年
度
那
覇
の
資
力
は
現
金
　
債

券
額
　
土
地
建
物
そ
の
他
政
府
税
、
市
村
税

等
を
含
め
て
三
億
八
千
四
六
万
二
千
七
四
六

円
三
五
銭
で
、
首
里
は
二
千
一
百
一
五
万
七

千
一
五
〇
円
八
〇
銭
、
小
禄
一
千
八
百
七
七

万
九
千
二
九
一
円
で
両
市
村
の
資
力
を
合
せ

て
も
三
億
四
千
余
の
差
が
あ
る
。

特
に
今
後
両
市
村
が
合
併
後
大
い
に
プ
ラ
ス

す
る
点
に
つ
い
て
政
府
で
は
次
の
よ
う
に
見

て
い
る
。

両
市
村
と
も
そ
の
地
元
の
持
味

を
十
分
活
か
し
て
い
く
と
い
う
点
で
あ
り
、

首
里
は
そ
の
古
い
伝
統
と
教
育
社
会
と
し
て

の
立
場
か
ら
市
自
体
を
文
教
中
心
　
社
会
中

心
　
住
居
中
心
と
し
て
琉
大
、史
料
博
物
館
、

文
化
会
館
を
網
羅
し
て
琉
球
の
文
化
の
交
流

を
計
り
、
文
化
の
向
上
に
務
め
て
い
く
事
に

な
り
、
一
方
小
禄
村
は
そ
の
地
の
利
を
十
分

い
か
し
て
飛
行
場
を
主
体
と
す
る
交
通
中

心
、
慰
楽
中
心
、
観
光
中
心
、
住
居
中
心
と

し
て
国
際
都
市
と
し
て
の
発
展
に
大
い
に
貢

献
す
る
と
い
う
点
に
あ
る

税
負
担
額

二
市
一
村
合
併
資
料
の
市
町
村
民
税
く
ら
べ

に
よ
る
と
　
五
四
年
度
に
お
け
る
一
人
平
均

の
負
担
額
は
那
覇
市
が
、
三
百
四
円
、
首
里

市
が
二
百
二
十
三
円
、
小
禄
村
が
四
百
五
円

と
な
り
、
小
禄
村
の
場
合
は
那
覇
市
よ
り
も
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百
一
円
高
い
税
金
を
納
め
て
来
た
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
を
平
均
す
る
と
、
一
人
当
り
の
負

担
額
は
二
百
九
十
三
円
と
な
り
、
小
禄
　
那

覇
の
場
合
は
従
来
よ
り
負
担
が
軽
く
な
る

が
、
首
里
市
の
場
合
は
多
少
の
重
み
が
加
わ

る
、
徴
収
率
を
見
る
と
那
覇
市
が
五
一
・

二
％
、
首
里
市
が
三
八
・
八
％
、
小
禄
村
が

三
九
・
一
％
を
占
め
、
比
較
的
高
い
那
覇
市

民
税
は
そ
の
徴
収
成
績
が
よ
く
、
一
番
安
い

筈
の
首
里
市
民
税
の
徴
収
成
績
は
甚
だ
悪

い
、
こ
れ
は
両
市
民
の
懐
具
合
の
現
れ
と
も

見
ら
れ
る
が
、
一
方
都
市
を
中
心
の
経
済
の

大
き
な
流
れ
が
あ
り
こ
れ
に
付
た
い
す
る
金

融
の
循
還
性
が
か
な
り
那
覇
市
民
の
懐
具
合

を
潤
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
何
れ
に

せ
よ
合
併
後
の
首
里
、
小
ろ
く
は
首
都
建
設

の
立
場
か
ら
あ
ら
ゆ
る
面
で
向
上
が
期
待
さ

れ
、
勢
い
経
済
の
流
れ
も
平
等
に
敷
ぎ
よ
う

さ
れ
る
の
で
、
市
民
の
生
活
も
よ
り
以
上
の

も
の
が
見
ら
う
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い

る
。
次
は
二
市
一
村
の
市
町
村
民
税
く
ら
べ

で
あ
る
。
単
位
円
市
町
村
民
税

一
人
平
均
額

◇
那
覇

五
、
五
五
二
、
九
五
四
　
　
　
　
　

三
〇
四

◇
首
里

一
、
五
一
二
、
四
八
七
　

二
二
三

◇
小
禄

　
　
九
六
二
、
四
二
九
　

四
〇
五

◇
計

　
八
、
〇
二
七
、
八
七
〇
　

二
九
三

三
市
一
村
合
併
へ
の
一
段
階
／

與
儀
副
主
席
関
係
首
長
ら
立

法
院
で
答
弁

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
８
・
25

二
市
一
村
合
併
案
を
審
議
す
る
立
法
院
全
体

協
議
会
は
二
十
四
日
午
前
十
一
時
十
分
議
事

堂
で
開
会
、
こ
の
日
は
行
政
府
側
か
ら
与
儀

副
主
席
、
比
嘉
官
房
長
、
宮
里
内
政
局
長
、

関
係
村
か
ら
は
、
当
間
那
覇
市
長
、
真
栄
田

市
議
長
、
宮
里
真
和
志
市
長
、
新
垣
市
議
長
、

上
地
首
里
助
役
、
久
高
市
議
長
、
長
み
ね
小

禄
村
長
、
赤
峯
村
議
長
等
が
参
考
人
と
し
て

出
席
、
二
市
一
村
合
併
承
認
方
の
決
議
案
提

出
に
至
る
ま
で
の
い
き
さ
つ
を
与
儀
副
主
席

が
説
明
、
二
市
一
村
合
併
は
あ
く
ま
で
も
三

市
一
村
合
併
へ
の
一
段
階
で
あ
る
と
述
べ

た
。
つ
い
で
小
禄
、
那
覇
市
、
首
里
市
の
順

に
当
局
者
の
合
併
説
明
が
あ
り
、
こ
れ
に
対

す
る
各
委
員
の
質
疑
が
あ
つ
て
午
後
二
時
に

閉
会
し
た
が
行
政
委
で
は
こ
の
日
の
資
料
を

近
く
検
討
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
次
は
主
な

質
疑
応
答
で
あ
る
。

○
与
儀
副
主
席

首
都
の
適
正
規
模
を
三
市

一
村
に
区
域
し
て
理
想
的
首
都
を
つ
く
る
こ

と
が
理
想
で
あ
る
。
三
市
一
村
が
実
現
せ
ず

二
市
一
村
に
な
つ
た
事
は
残
念
で
あ
る
が
、

三
市
一
村
合
併
の
目
標
を
早
目
に
実
現
す
る

段
階
と
し
て
の
見
地
に
立
つ
て
提
案
し
た
。

真
和
志
市
は
対
等
合
併
で
民
意
に
よ
る
執
行

機
関
を
設
置
せ
ぬ
と
住
民
の
幸
福
は
得
ら
れ

な
い
と
し
て
反
対
し
た
。
首
都
の
理
想
的
規

模
実
現
が
真
和
志
市
の
拒
否
で
出
来
な
い

が
、
二
市
一
村
を
合
併
し
て
暫
定
的
に
お
し

進
め
る
こ
と
に
し
た

○
瀬
長
議
員

段
階
的
に
い
え
ば
、那
覇
、

真
和
志
を
合
併
し
て
、
周
辺
の
首
里
、
小

ろ
く
を
合
併
す
る
の
が
段
階
的
で
は
な
い

か
○
与
儀
副
主
席

首
都
の
適
正
規
模
を
目
標

と
し
こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
段
階
で
平
面

的
な
理
想
な
し
の
段
階
で
は
な
い
、
又
編
入

と
か
対
等
と
か
の
概
念
だ
が
、
対
等
合
併
す

れ
ば
、
九
月
一
日
で
那
覇
も
廃
止
さ
れ
無
く

な
る
、
市
長
選
挙
ま
で
の
空
白
を
埋
め
る
に

し
て
も
那
覇
市
を
残
し
て
お
か
ん
と
困
難

だ
。
ま
た
執
行
機
関
と
し
て
の
合
議
制
を
つ

く
る
こ
と
は
特
例
法
で
は
出
来
な
い

○
瀬
長
議
員

小
ろ
く
村
議
会
で
は
三
市

一
村
編
入
を
議
決
し
な
が
ら
、
申
請
書
に

は
二
市
一
村
合
併
と
な
つ
て
い
る
、
そ
の

理
由
如
何
？

○
長
峯
小
ろ
く
村
長

政
府
の
方
し
ん
が
首

都
建
設
は
三
市
一
村
と
な
つ
て
お
り
、
小
ろ

く
村
と
し
て
も
最
初
か
ら
の
構
想
で
あ
る
、

し
か
し
真
和
志
市
が
反
対
し
て
い
る
の
で
遺

憾
で
あ
る

○
赤
峯
小
ろ
く
村
議
長

編
入
合
併
は
世
論

で
あ
る
、
小
ろ
く
を
廃
し
那
覇
に
編
入
す
る

方
し
ん
は
変
り
な
い
、
真
和
志
が
反
対
し
て

も
こ
と
こ
こ
に
至
つ
て
は
止
む
を
得
な
い

○
瀬
長
議
員

理
由
は
ど
う
か

○
赤
峯
議
長

村
会
の
空
気
は
二
市
一
村
で

も
よ
い
と
い
う
、
三
市
一
村
が
前
提
の
決
議

で
あ
る
、
決
議
と
申
請
書
と
反
す
る
と
い
う

が
、
二
市
一
村
合
併
の
決
議
を
や
り
直
し
て

も
よ
い
と
い
う
空
気
で
あ
る

何
故
の
編
入
合
併
か

○
瀬
長
委
員

対
等
合
併
で
あ
れ
ば
無
難

に
で
き
る
が
、
な
ぜ
編
入
合
併
の
形
を
と

つ
た
か
、
当
間
氏
の
考
え
は
対
等
合
併
の

場
合
は
市
長
選
挙
が
あ
る
か
ら
と
い
う
理

由
か
ら
か
、
ま
た
真
和
志
市
を
飛
び
超
え

て
首
里
を
合
併
す
る
が
ど
う
い
う
方
法
で

総
合
的
首
都
建
設
を
計
画
し
て
い
る
か

○
当
間
那
覇
市
長

日
本
で
も
戦
後
の
合
併

は
ほ
と
ん
ど
編
入
合
併
だ
、
那
覇
市
は
独
自

の
問
題
を
多
く
も
つ
て
い
る
、
戦
前
の
那
覇

市
と
は
違
う
。
近
代
都
市
の
構
想
の
下
に
広

場
、
道
路
の
面
積
を
全
面
積
の
三
十
％
乃
至

三
五
％

戦
前
七
％
乃
至
八
％

に
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。
区
画
整
理
事
業
も
あ
る
、
な
お

市
民
と
し
て
も
市
長
選
挙
は
好
ん
で
い
な
い

と
思
う
。
こ
う
い
う
特
殊
の
事
情
が
あ
る
の

で
編
入
合
併
で
な
く
て
は
な
ら
な
い

首
里
に
は
利
益

○
瀬
長
委
員

編
入
合
併
に
よ
つ
て
首
里

市
民
は
ど
ん
な
利
益
を
来
す
か
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○
上
地
首
里
市
助
役

戦
前
首
里
は
沖
縄
の

七
割
の
酒
造
業
者
が
お
り
　
尚
家
と
い
う
財

閥
が
あ
つ
た
が
、
戦
後
は
こ
れ
ら
が
抜
け
て

財
政
的
に
ひ
つ
迫
し
て
い
る
沖
縄
全
地
域
で

地
価
も
最
も
安
く
坪
二
十
円
か
ら
三
百
円
程

度
で
あ
る
、
首
都
に
包
含
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
税
負
担
の
軽
減
や
経
済
的
恩
恵
を
う
け

る
こ
と
が
出
来
る

対
等
合
併
法
的
に
無
理

○
与
儀
副
主
席

三
市
一
村
に
表
現
さ
れ
る

首
都
の
適
正
規
模
を
目
標
と
し
て
の
段
階
で

あ
る
、
お
つ
し
や
る
よ
う
な
平
面
的
な
理
想

な
し
の
段
階
に
は
わ
れ
わ
れ
は
あ
く
ま
で
反

対
で
あ
る
。
真
和
志
市
が
都
市
計
画
に
参
加

す
れ
ば
計
画
区
域
と
し
て
指
定
さ
れ
る
し
、

三
市
一
村
が
早
晩
実
現
す
る
信
念
を
も
つ
も

の
で
あ
り
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
真
和
志

市
の
不
幸
で
あ
る
編
入
対
策
と
い
う
が
対
等

合
併
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
現
在
の

法
規
以
外
に
市
町
村
合
併
促
進
法
な
ど
の
よ

う
な
特
別
法
を
作
ら
な
い
限
り
出
来
な
い
。

現
在
で
は
合
併
の
形
式
は
あ
く
ま
で
も
編
入

合
併
で
あ
る
真
和
志
市
の
参
加
が
な
い
か
ら

と
い
つ
て
、
も
し
”
二
市
一
村
”
の
合
併
を

放
置
す
る
な
ら
ば
首
都
合
併
は
あ
と
一
年
あ

る
い
は
四
年
待
た
ね
ば
な
ら
な
い

○
大
山
委
員

三
市
一
村
を
合
併
し
た
場
合

に
琉
球
経
済
の
規
模
、
或
は
地
方
経
済
の
関

係
性
は
ど
う
な
る
か

○
与
儀
副
主
席

そ
の
問
題
は
極
め
て
根
本

的
な
も
の
で
あ
り
、
数
字
的
に
は
後
で
委
員

会
に
提
示
し
た
い
人
口
は
十
六
万
に
な
る
が

日
本
の
都
市
に
く
ら
べ
て
は
ま
だ
少
な
く
、

大
体
三
十
万
位
の
人
口
を
も
つ
て
よ
い
と
考

え
て
い
る

○
平
良
幸
市
議
員

首
都
建
設
の
実
現
は
や

が
て
は
、
全
島
町
村
の
規
模
合
理
化
、
再
編

成
の
端
緒
と
も
な
る
と
考
え
る
か
、
二
市
一

村
合
併
は
そ
ん
な
に
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
さ
し
迫
つ
た
理
由
が
あ
る
の
か
、
真
和
志

市
は
必
ず
参
加
し
て
来
る
と
い
う
メ
ド
を
も

つ
て
い
る
か
、
真
和
志
市
を
除
く
の
と
”
二

市
一
村
”
の
合
併
を
急
ぐ
の
と
ど
ち
ら
が
大

切
か
、
ま
た
市
町
村
の
再
編
成
に
つ
い
て
考

慮
し
た
か

○
与
儀
副
主
席

市
町
村
の
再
編
成
に
つ
い

て
は
考
慮
し
た
が
日
本
に
お
け
る
よ
う
な
も

の
は
や
ら
な
い
と
い
う
結
論
に
な
つ
た
、
合

併
、
統
合
し
な
く
て
も
市
町
村
行
政
は
施
行

で
き
る
、
一
部
は
な
る
が
こ
れ
は
合
意
に
よ

る
合
併
で
で
き
る

○
平
良
幸
市
議
員

学
校
敷
地
問
題
で
も
選

挙
季
節
に
は
や
ら
な
い
、
今
度
の
合
併
も
選

挙
を
ひ
か
え
て
さ
け
る
べ
き
で
は
な
い
か

○
与
儀
副
主
席

選
挙
間
際
に
合
併
す
る
の

は
改
選
期
で
な
い
と
不
可
能
と
思
う
か
ら
で

あ
る
。
合
併
の
絶
好
の
チ
ヤ
ン
ス
で
摩
さ
つ

は
お
こ
ら
ん
と
考
え
て
い
る
、
ま
た
二
市
一

村
を
合
併
し
て
お
い
て
真
和
志
が
さ
ん
加
を

希
望
す
れ
ば
特
例
法
で
も
出
来
る

○
平
良

幸

議
員

特
例
法
で
出
来
る
な

ら
改
選
期
を
は
ず
し
て
も
三
市
一
村
の
合
併

は
出
来
る
と
思
う

○
与
儀
副
主
席

そ
う
な
れ
ば
特
例
法
で
は

な
い
。
二
市
一
村
合
併
を
進
め
て
そ
の
後
に

特
例
法
は
生
れ
る

○
平
良

幸

議
員

真
和
志
の
合
併
に
つ

い
て
時
期
的
に
見
通
し
は
な
い
か

○
与
儀
副
主
席

な
い

那
覇
市
の
財
源
は
十
分
／
他
市
村
に
負
　

担
か
け
ぬ

○
瀬
長
委
員

那
覇
市
が
編
入
合
併
を
す
る

の
は
財
力
関
係
か
、
地
域
的
関
係
か
、

○
当
間
那
覇
市
長

財
力
的
に
は
関
係
は
な

い
、
さ
き
の
真
和
志
市
の
世
論
投
票
に
は
那

覇
市
が
十
一
億
の
負
債
が
あ
る
と
刷
物
を
住

民
に
わ
た
し
て
い
る
こ
と
を
私
は
聞
い
て
い

る
、
こ
れ
は
非
常
に
無
知
な
行
為
で
あ
る
、

那
覇
市
に
は
十
分
に
税
外
収
入
が
あ
り
、
又

将
来
増
え
て
い
く
見
通
し
で
あ
る
、
首
都
建

設
に
つ
い
て
の
費
用
は
直
接
住
民
の
負
担
に

は
な
ら
な
い
。
那
覇
市
民
は
む
し
ろ
自
分
の

利
益
を
他
に
も
分
け
与
え
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

○
知
念
委
員

真
和
志
市
の
行
つ
た
世
論
調

査
投
票
を
ど
う
思
う
か
、
二
市
一
村
の
合
併

後
　
真
和
志
市
は
合
併
に
つ
い
て
積
極
的
に

促
進
す
る
意
向
は
あ
る
か
、
今
度
の
合
併
で

真
和
志
が
ぬ
け
た
ら
不
利
益
は
な
い
か
。

○
宮
里
真
和
志
市
長

御
承
知
の
通
り
投
票

日
は
台
風
が
来
た
投
票
の
結
果
全
有
権
者
の

二
割
七
分
の
投
票
を
見
た
が
、
二
十
七
人
の

議
員
の
意
向
よ
り
も
七
千
余
人
の
考
え
が
最

も
効
果
的
で
あ
る
と
思
う
、
そ
の
日
棄
権
し

た
人
は
ど
う
で
も
良
い
と
い
う
気
持
で
あ
る

と
察
す
る
。
今
後
の
問
題
に
つ
い
て
は
新
議

会
が
自
ら
方
し
ん
を
き
め
て
い
く
と
思
う
、

那
覇
市
は
真
和
志
市
を
編
入
し
て
も
財
政
力

の
強
化
に
な
ら
な
い
と
い
う
が
、
そ
れ
は
大

い
に
疑
問
で
あ
る
、
又
首
都
の
建
設
は
都
市

を
中
心
に
進
め
て
い
く
模
様
で
あ
り
、
今
日

合
併
し
て
も
明
日
か
ら
那
覇
市
に
見
る
よ
う

な
諸
施
設
が
施
工
さ
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な

い
の
で
、
当
分
の
間
真
和
志
市
に
は
損
益
は

な
い
と
思
う
。

○
大
浜
委
員

対
等
合
併
に
し
ろ
、
編
入
合

併
に
し
ろ
、
さ
き
の
世
論
調
査
は
全
市
民
の

総
意
と
は
見
ら
れ
な
い
、
少
く
と
も
市
民
の

半
数
以
上
の
意
志
が
表
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
が
、
二
割
七
分
を
市
民
の
意

志
と
認
め
た
の
は
何
法
に
基
い
た
か

○
宮
里
市
長

自
治
法
に
は
な
い
が
、
真
和

志
市
を
な
く
す
る
か
、
ど
う
か
と
い
う
重
大

な
問
題
は
少
く
と
も
住
民
の
意
見
一
致
が
必

要
で
あ
る
。
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琉
大
が
陳
情
／
那
覇
市
議
会
に

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
８
・
26

二
十
五
日
、
琉
大
か
ら
那
覇
市
会
議
員
あ
て

琉
球
の
学
術
文
化
を
発
表
せ
し
め
る
大
乗
的

見
地
か
ら
首
里
城
跡
敷
地
寄
贈
に
関
し
賛
同

し
て
も
ら
い
た
い
、
と
次
の
よ
う
な
陳
情
書

を
お
く
つ
て
き
た
要
旨

首
里
城
跡

現
琉

大
敷
地

は
首
里
市
及
び
同
議
会
の
承
認
を

得
て
寄
贈
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
那
覇
市
及
び
那
覇
市
議
会
に
は
琉
球
に
お

け
る
唯
一
の
大
学
を
育
成
し
ひ
い
て
は
琉
球

の
学
術
文
化
を
発
展
せ
し
め
る
と
い
う
大
乗

的
見
地
か
ら
琉
大
敷
地
寄
贈
に
関
し
賛
同
下

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

真
和
志
側
の
説
得
工
作
に
／
選

挙
延
長
持
出
す
／
き
の
う
、

議
会
代
表
が
折
衝

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
８
・
27

二
十
六
日
正
午
立
法
院
議
会
を
代
表
し
て
平

良
議
長
、
大
田

社

星

民

両
議
員
と

と
も
に
真
和
志
市
役
所
を
訪
れ
宮
里
市
長
と

約
十
五
分
間
に
わ
た
つ
て
都
市
合
併
の
問
題

に
つ
い
て
非
公
式
の
要
談
を
行
つ
た
。
そ
の

会
談
で
は
大
要
次
の
よ
う
な
条
件
が
持
ち
出

さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

△
今
立
法
院
会
期
中
に
は
首
里
、
小
禄
を
那

覇
市
に
編
入
す
る
二
市
一
村
合
併
決
議
案
は

上
程
し
な
い
。

△
真
和
志
の
編
入
合
併
参
加
の
た
め
の
時
間

を
稼
ぐ
た
め
軍
布
令
公
布
に
よ
つ
て
現
在
の

真
和
志
、
首
里
、
小
禄
三
市
村
の
首
長
並
び

に
那
覇
市
を
含
む
四
市
村
の
議
員
の
任
期
を

三
カ
月
延
長
し
そ
の
間
に
真
和
志
と
の
調
停

を
進
め
る
。
そ
の
た
め
立
法
院
で
は
早
急
に

軍
布
令
公
布
方
を
民
政
府
当
局
に
対
し
要
請

す
る
。

△
真
和
志
側
と
の
調
停
成
立
後
立
法
院
で
は

直
ち
に
臨
時
議
会
を
招
集
し
て
真
和
志
を
含

め
た
三
市
一
村
合
併
決
議
を
す
る
。

決
議
案
上
程
を
保
留

な
お
二
十
六
日
の
立
法
院
本
会
議
の
日
程
に

組
ま
れ
て
い
た
二
市
一
村
合
併
決
議
案
は
合

併
実
現
へ
の
立
法
院
の
こ
う
い
つ
た
う
ご
き

も
あ
つ
て
遂
に
保
留
さ
れ
た
。
又
宮
里
真
和

志
市
長
は
同
日
午
後
新
垣
議
長
と
こ
の
問
題

に
つ
い
て
打
合
せ
を
行
つ
た
結
果
き
よ
う
二

十
七
日
秘
密
議
員
総
会
を
開
き
都
市
合
併
実

現
に
対
す
る
立
法
院
側
の
動
き
に
対
処
す
べ

く
協
議
を
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

真
和
志
ア
ト
の
祭
り
／
合
併
逃

げ
て
ド
ー
ナ
ツ
残
る

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
８
・
28

二
市
一
村
合
併
も
一
応
保
留
、
最
後
の
調

停
？
に
出
た
立
法
院
の
動
き
に
対
し
真
和
志

市
で
は
二
十
七
日
午
前
十
一
時
か
ら
栄
町
公

民
館
で
合
併
問
題
に
関
す
る
緊
急
議
会
議
員

懇
談
会
を
開
催
し
た
が
、
あ
ま
り
に
も
時
期

が
遅
す
ぎ
た
た
め
那
覇
市
へ
の
編
入
合
併

は
”
す
べ
て
が
あ
と
の
祭
り
”
に
終
つ
た

こ
の
日
宮
里
市
長
か
ら

昨
二
十
六
日
の
協

議
会
招
集
後
、
平
良
立
法
院
議
長
か
ら
那
覇

市
で
は
時
期
が
遅
す
ぎ
る
と
し
て
立
法
院
の

調
停
を
断
つ
て
い
る
と
の
話
が
あ
つ
た

と

説
明
が
あ
り
”
ス
ワ
合
併
だ
”
と
ば
か
り
気

負
い
込
ん
だ
議
員
連
を
冒
頭
か
ら
ガ
ツ
カ
リ

さ
せ
た
。
合
併
促
進
派
議
員
か
ら

編
入
は

賛
成
か
反
対
か
。
本
会
議
に
切
替
え
て
直
ち

に
採
決
せ
よ

と
の
激
し
い
要
望
も
な
さ
れ

た
が
、
結
局
立
法
院
や
那
覇
市
側
の
意
見
を

再
確
認
の
う
え
態
度
を
決
定
す
る
こ
と
に
な

り
、
奥
浜
、
町
田
、
又
吉
、
高
良

正

の

四
議
員
を
代
表
者
と
し
て
派
遣
。
平
良
立
法

院
議
長
、
与
儀
副
主
席
、
当
間
那
覇
市
長
の

意
向
を
打
診
し
た
が
、
い
ず
れ
も

時
期
が

遅
す
ぎ
た
。
那
覇
市
で
は
す
で
に
議
員
立
候

補
届
も
続
々
出
て
お
り
、
お
そ
ら
く
議
会
が

承
知
し
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
議
員
の
任
期

延
長
云
々
に
つ
い
て
も
正
式
に
軍
と
折
衝
し

た
こ
と
で
も
な
く
自
信
の
持
て
ぬ
こ
と
だ

と
い
う
絶
望
的
回
答
し
か
得
ら
れ
ず
、
午
後

三
時
に
至
り
折
角
の
合
併
秘
密
懇
談
会
も
”

全
く
無
意
味
”
と
の
結
論
に
達
し
、
長
い
間

モ
タ
つ
き
続
け
た
真
和
志
の
合
併
問
題
も
今

更
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
ず
手
遅
れ
の
ま
ま

ド
ー
ナ
ツ
合
併
を
見
送
る
こ
と
に
な
つ
た

｜
社
　
説
｜

那
覇
市
に
蹴
ら
れ
た
立
法
院

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
８
・
29

戦
前
、
戦
後
を
通
じ
て
わ
れ
わ
れ
の
悲
願
と

さ
れ
た
首
都
建
設
問
題
が
筋
の
と
お
ら
ぬ
ド

ウ
ナ
ツ
合
併
と
し
て
終
止
符
が
う
た
れ
る
と

は
情
な
い
。
そ
う
な
る
だ
ろ
う
、
と
の
推
測

が
当
初
か
ら
あ
る
に
は
あ
つ
た
が
、
し
か
し

衆
目
の
監
視
も
あ
る
こ
と
だ
し
、
総
仕
上
げ

に
臨
ん
で
何
と
か
妥
結
の
道
が
拓
か
れ
て
わ

れ
わ
れ
を
納
得
さ
せ
る
だ
ろ
う
期
待
が
抱
か

れ
も
し
た
の
で
あ
る
。

民
主
政
治
は
世
論
を
承
服
さ
せ
る
政
治
で
あ

る
と
わ
れ
わ
れ
は
心
得
て
い
る
。
こ
ん
ど
の

都
市
合
併
問
題
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
単
な

る
地
域
の
合
併
に
非
ず
し
て
、
首
都
建
設
が

最
大
の
眼
目
で
あ
り
、
こ
れ
を
さ
し
お
い
て

の
地
域
合
併
は
わ
れ
わ
れ
の
待
望
に
反
す
る

も
の
と
言
え
る
。
那
覇
、
真
和
志
、
首
里
、

小
禄
の
三
市
一
村
住
民
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の

問
題
に
関
心
を
寄
せ
た
有
識
者
の
殆
ん
ど
が

こ
れ
を
望
み
、
政
府
並
び
に
立
法
院
、
そ
れ

か
ら
諸
政
党
に
し
て
も
首
都
建
設
を
目
指
す

三
市
一
村
の
合
併
を
支
持
し
て
今
日
に
い
た

つ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
常
識
を
も
つ
て

し
て
も
簡
単
に
割
り
切
れ
る
こ
の
問
題
が
、

不
可
思
議
に
も
、
常
識
ど
お
り
運
ば
な
い
で

脱
線
も
は
な
は
だ
し
い
ド
ウ
ナ
ツ
合
併
と
相

成
る
と
し
た
ら
、
こ
と
は
合
併
問
題
か
ら
離
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れ
た
全
く
別
の
角
度
か
ら
、
一
応
二
応
も
検

討
の
要
が
あ
る
か
に
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。

さ
き
に
も
本
欄
で
指
摘
し
た
と
お
り
、
合
併

を
こ
じ
ら
し
た
責
任
は
、
三
市
一
村
が
連
帯

し
て
お
う
べ
き
で
あ
る
。
周
知
の
と
お
り
那

覇
市
は
終
始
一
貫
し
て
強
引
な
主
導
権
を
握

り
、
他
の
市
村
を
圧
し
て
は
ば
か
ら
ぬ
も
の

が
あ
つ
た
。
那
覇
市
に
対
す
る
世
論
の
反
感

は
相
当
に
つ
よ
い
。
だ
が
黙
し
て
語
ら
ぬ
だ

け
で
あ
る
。
那
覇
市
に
つ
ぐ
真
和
志
市
の
態

度
も
決
し
て
賞
め
た
も
の
で
は
な
か
つ
た
。

ど
ち
ら
も
自
主
性
の
過
剰
が
鼻
に
つ
い
た
。

も
ち
ろ
ん
民
主
々
義
の
建
前
か
ら
し
て
も
、

自
主
性
を
欠
ぐ
こ
と
が
あ
つ
て
は
な
ら
ぬ
。

だ
が
、
こ
の
自
主
性
と
い
う
も
の
は
、
那
覇
、

真
和
志
の
両
者
が
、
真
に
首
都
建
設
を
希
う

立
場
か
ら
し
て
、
い
く
ら
で
も
妥
結
を
可
能

と
す
る
互
譲
的
な
も
の
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
謙
譲
の
な
い
自
主
性
は
、
独
善
或

は
我
意
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

那
覇
、
真
和
志
の
両
者
は
こ
の
独
善
と
我
意

を
つ
ら
ぬ
き
と
お
し
て
当
初
か
ら
都
市
合
併

の
前
途
を
ぐ
ら
つ
か
せ
、
わ
れ
わ
れ
を
危
惧

さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
で
は
、
何
故
互
に
我

意
に
こ
だ
わ
り
、
妥
結
を
望
ま
な
い
か
に
み

え
る
硬
化
と
な
つ
て
、
両
者
相
対
峙
し
た
の

だ
ろ
う
か
。端
的
に
言
う
と
両
者
の
本
心
に
、

首
都
合
併
を
是
非
実
現
さ
せ
た
い
意
欲
が
薄

か
つ
た
か
、
或
は
全
く
な
か
つ
た
か
と
疑
わ

れ
る
節
が
な
い
で
も
な
い
。
殊
に
那
覇
市
は

ま
る
で
喧
嘩
腰
と
も
思
わ
れ
る
奇
態
を
示

し
、
真
和
志
を
歩
み
寄
ら
せ
ぬ
肚
が
ほ
の
み

え
て
、
三
市
一
村
の
首
都
を
建
設
す
る
夢
も
、

努
力
も
な
い
か
に
み
う
け
ら
れ
、
む
し
ろ
破

壊
的
な
言
辞
が
お
お
く
弄
さ
れ
た
と
の
、
世

評
が
た
か
い
の
で
あ
る
。

首
里
、
小
禄
の
両
市
村
に
し
て
も
、
首
都
建

設
の
夢
と
努
力
が
あ
つ
た
か
ど
う
か
。
那
覇
、

真
和
志
両
市
の
自
主
性
の
過
剰
に
く
ら
べ

て
、
両
市
村
の
自
主
性
の
不
足
が
、
何
と
な

く
歯
が
ゆ
く
思
わ
れ
も
し
た
。

と
も
あ
れ

首
都
建
設

の
理
想
を
棚
上
げ

し
た
那
覇
、
真
和
志
、
首
里
、
小
禄
三
市
一

村
の
、
そ
れ
も
一
握
り
程
の
政
治
家
達
の
無

自
覚
が
、
わ
れ
わ
れ
の
待
望
す
る
首
都
建
設

を
遂
に
遅
延
さ
せ
ド
ウ
ナ
ツ
合
併
と
い
う
逸

脱
を
敢
え
て
お
か
し
た
と
言
え
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
に
も
増
し
て
遺
憾
と
さ
れ
る
の
は

政
府
並
び
に
立
法
院
が
、
協
力
を
惜
し
ん
だ

こ
と
で
あ
ろ
う
。
米
軍
当
局
が
三
市
一
村
の

首
都
建
設
を
望
ん
で
い
る
こ
と
は
、
当
初
か

ら
わ
れ
わ
れ
の
感
知
す
る
と
こ
ろ
で
あ
つ

た
。
も
ち
ろ
ん
、
政
府
も
立
法
院
も
意
見
は

一
つ
で
あ
つ
た
筈
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
三
市

一
村
合
併
は
衆
目
一
致
の
理
想
で
あ
つ
た
と

言
え
る
。
し
か
る
に
政
府
並
に
立
法
院
は
、

何
故
か
協
力
の
手
を
藉
さ
な
か
つ
た
。
自
治

団
体
の
自
主
性
を
重
じ
、
こ
れ
に
介
入
す
る

こ
と
を
不
当
と
認
め
て
無
関
心
を
装
つ
た
、

と
の
弁
明
は
当
ら
ぬ
だ
ろ
う
。
協
力
を
怠
け

通
し
て
、
政
府
並
に
立
法
院
の
職
責
と
し
て

解
決
を
迫
ま
れ
る
段
に
な
つ
て
か
ら
、
や
お

ら
み
こ
し
を
あ
げ
て
、
調
停
に
乗
り
出
し
た

泥
縄
式
の
ブ
ザ
マ
は
、
何
と
も
評
の
下
し
よ

う
が
な
い
の
で
あ
る
。

政
府
と
立
法
院
が
も
つ
と
優
れ
た
政
治
感
覚

を
も
つ
て
お
れ
ば
、
先
手
を
打
つ
て
三
市
一

村
を
巧
み
に
歩
み
寄
ら
せ

首
都
建
設

へ

の
歩
み
を
快
調
な
も
の
と
し
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
眉
に
火
が
つ
い
て
か
ら
大
騒
ぎ
す
る
政

治
の
後
手
を
わ
れ
わ
れ
の
眼
前
に
直
証
し

て
、
今
か
ら
で
は
も
う
遅
い
、
と
当
間
那
覇

市
長
か
ら
軽
く
あ
し
ら
わ
れ
る
醜
態
を
臆
面

も
な
く
演
じ
て
い
る
。
即
ち
立
法
院
の
調
停

案
に
対
し
那
覇
市
長
は
こ
れ
を
不
当
な
介
入

と
一
蹴
し
た
。
そ
れ
か
ら
立
法
院
の
行
政
法

務
委
員
の
照
会
に
対
し
て

貴
委
員
会
で
御

存
知
の
筈
で
あ
る

と
の
鼻
で
あ
し
ら
う
回

答
が
為
さ
れ
た
。
そ
し
て
真
和
志
市
長
は

も
う
終
つ
た
。
何
も
い
う
事
な
し

と
ふ

さ
ぎ
込
ん
で
い
る
と
か
。
立
法
院
の
権
威
が

こ
の
よ
う
に
失
墜
し
た
の
も
、
政
治
の
後
手

が
さ
せ
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
誰
が
み
て

も
、
今
か
ら
で
は
も
う
遅
い
の
で
あ
る
。
立

法
院
の
承
認
を
既
定
の
事
実
と
予
測
し
て
、

既
に
着
々
と
二
市
一
村
の
ド
ウ
ナ
ツ
合
併
は

発
足
し
た
も
同
様
な
事
態
を
か
も
し
出
し
て

い
る
。
来
月
十
二
日
の
市
議
、
村
議
選
挙
を

控
え
、
二
市
一
村
で
は
合
併
を
既
定
と
し
て

の
立
候
補
者
が
続
々
と
現
わ
れ
活
発
な
選
挙

運
動
が
開
始
さ
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
そ

う
し
た
現
象
に
対
し
、
立
法
院
が
手
も
な
く

傍
観
を
装
つ
て
い
る
。

こ
れ
を
政
治
の
ル
ー
ル
の
み
だ
れ
と
断
じ
て

は
い
け
な
い
だ
ろ
う
か
。
ド
ウ
ナ
ツ
合
併
も

さ
る
こ
と
乍
ら
、
こ
の
み
だ
れ
も
決
し
て
見

逃
し
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
合
併
問
題
は

恐
ら
く
立
法
院
の
採
決
で
、
か
ん
た
ん
に
与

党
が
勝
ち
、
そ
し
て
真
和
志
市
を
の
ぞ
い
た

二
市
一
村
合
併
の
承
認
と
い
う
こ
と
に
な
る

の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
何
と
し
て
も
明
朗
な

解
決
と
は
言
え
ぬ
。
琉
球
政
治
史
に
汚
点
を

印
す
こ
と
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
さ
い
わ
い
で

あ
る
。

立
法
院
本
会
議
／
二
市
一
村
の

合
併
決
議
／
十
六
対
十
で
遂

に
可
決

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
８
・
29

二
十
八
日
の
立
法
院
本
会
議
は
二
市
一
村
合

併
承
認
の
件
に
つ
い
て
最
終
論
戦
を
展
開
し

た
が
採
決
の
結
果
十
六

民
主
党
無
所
属

対
十
で
可
決
し
た
、
こ
の
日
は
傍
聴
席
も
満

員
の
盛
況
さ
で
午
ご
二
時
開
会
陳
情
請
願
十

四
件
を
各
関
係
委
に
付
託
陳
情
処
理
報
告
二

十
一
件
、
首
里
市
小
禄
村
を
廃
し
、
そ
の
区
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域
を
那
覇
市
に
編
入
す
る
処
分
の
た
め
の
承

認
議
決
は
星
、
瀬
長
、
大
浜
、
新
里
、
当
山
、

西
銘
、
平
良

良

議
員
間
で
賛
否
の
討
論

が
あ
つ
た
が
、
採
決

結
が
十
六
対
十
で
可

決
、
市
町
村
税
法
案
、
銀
行
法
案
を
二
読
会

継
続
、
職
業
安
定
法
案
並
び
に
一
般
職
の
給

与
改
正
案
を
読
会
省
略
可
決
、
煙
草
消
費
税

の
一
部
改
正
案
を
行
政
府
参
考
案
通
り
可

決
、
軍
関
係
雇
用
者
の
賃
金
引
上
請
願
決
議

案

大
山
、
桃
原
、
仲
宗
根
議
員
共
同
発
議

を
文
社
委
に
付
託
し
て
午
後
六
時
二
十
分
閉

会
、
な
お
こ
の
日
上
程
予
定
の
検
察
官
、
立

法
院
議
員
、
特
別
職
、
公
務
員
、
旅
費
改
正

案
は
じ
ゆ
ん
備
の
都
合
で
次
会
に
延
期
さ
れ

た
。
次
は
二
市
一
村
合
併
問
題
を
め
ぐ
る
質

疑
応
答
並
び
に
討
論
要
旨
。

賛
否
両
論
で
渡
り
合
う

△
質
疑
応
答

○
瀬
長
議
員

小
禄
村
の
二
市
一
村
合
併
決

議
書
は
あ
る
か
、

何
故
二
市
一
村
の
合
併
を
急
ぐ
か

星
議
員

１

小
禄
村
の
議
決
書
は
ま
だ

来
な
い
。

２

必
ず
や
近
い
将
来
真
和
志

市
は
合
併
さ
れ
る
と
見
て
い
る
。

○
瀬
長
議
員

小
禄
村
の
三
市
一
村
合
併
決

議
に
行
法
委
は
ど
う
い
う
法
的
見
解
を
も
つ

か
又
近
き
将
来
と
は
想
像
で
あ
つ
て
現
実
で

は
な
い
。
早
急
に
合
併
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
理
由
を
説
明
さ
れ
た
い
。

○
星
議
員

添
付
書
類
を
見
る
と
小
禄
村
を

廃
止
し
て
那
覇
市
に
編
入
す
る
と
い
う
の
が

主
文
で
あ
る
が
、
し
か
し
理
由
書
は
三
市
一

村
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
議
決
文
を
無
効
に
す

る
と
は
思
え
な
い
。
さ
ら
に
さ
き
の
委
員
会

で
小
禄
村
長
並
び
に
議
長
は
二
市
一
村
で
も

良
い
と
い
う
空
気
に
あ
る
と
責
任
あ
る
証
言

を
し
た
。
ま
た
立
法
院
は
市
町
村
に
対
し
て

立
法
院
の
主
観
を
強
い
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
自
治
法
は
自
由
と
責
任
を
認
め
て
保
護

す
る
の
が
そ
の
精
神
と
思
う
。
日
本
の
場
合

で
も
国
会
と
い
え
ど
も
市
町
村
に
た
い
し
い

か
な
る
拘
束
も
で
き
な
い
。
主
席
は
自
治
法

に
基
き
認
可
す
る
の
が
当
然
と
思
う
。

○
瀬
長
議
員

小
禄
村
か
ら
の
書
類
は
三
市

一
村
を
あ
く
ま
で
も
議
決
内
容
と
し
て
い

る
。
何
故
真
和
志
市
を
除
い
て
早
急
に
合
併

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。

○
星
議
員

小
禄
村
長
、
な
ら
び
に
議
長
は

責
任
あ
る
証
言
を
な
し
て
い
る
。
合
併
問
題

に
つ
い
て
は
関
係
市
町
村
以
外
の
如
何
な
る

も
の
も
口
ば
し
を
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と

思
う
。
徒
ら
に
外
部
か
ら
の
干
渉
は
避
け
て

も
ら
い
た
い
。

○
瀬
長
議
員

小
禄
村
議
長
の
証
言
は
そ
う

い
う
気
持
で
あ
る
と
言
つ
た
の
み
だ
議
決
し

た
と
想
像
し
て
は
い
け
な
い
。

○
星
議
員

議
長
の
証
言
が
勝
手
に
述
べ
ら

れ
た
な
ら
再
び
調
査
す
る
こ
と
も
や
ぶ
さ
か

で
な
い
。

○
瀬
長
議
員

二
市
一
村
合
併
と
い
う
こ
と

は
村
議
会
も
知
ら
な
い
。
従
つ
て
二
市
一
村

合
併
は
実
際
か
ら
も
法
的
に
も
不
可
能
だ
。

○
平
良

良

議
員

も
う
一
度
再
検
討
出

来
な
い
か
、
那
覇
市
は
早
く
も
立
法
院
の
意

志
を
ふ
み
に
じ
つ
て
、
議
決
す
る
も
の
と
し

て
ご
う
慢
な
態
度
で
い
る
が
、
そ
の
面
の
反

省
も
含
め
て
で
あ
る
。

○
星
議
員

個
人
の
見
解
は
さ
け
た
い
。

○
当
山
議
員

今
ま
で
、
政
府
も
立
法
院
も

折
衝
し
て
来
た
が
、
ど
う
に
も
出
来
な
か
つ

た
も
の
で
あ
り
、
二
市
一
村
合
併
の
承
認
方

を
早
く
進
行
し
て
も
ら
い
た
い
。

○
西
銘
議
員

首
都
合
併
問
題
は
全
住
民
の

福
祉
に
関
連
す
る
の
で
立
法
院
の
承
認
が
求

め
ら
れ
て
い
る
問
題
は
首
都
建
設
を
何
処
に

重
点
を
置
く
か
で
あ
る
。
水
道
、
学
校
な
ど

色
々
問
題
が
あ
る
と
思
う
が
真
和
志
市
を
除

い
た
首
都
建
設
は
不
当
で
あ
り
不
可
能
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
か
ら
二
市
一
村
合
併

に
は
反
対
す
る
。

○
新
里
議
員

市
町
村
の
自
治
精
神
を
尊
重

し
て
賛
成

○
瀬
長
議
員

小
禄
村
は
二
市
一
村
合
併
を

議
決
し
て
い
な
い
、
こ
の
よ
う
な
不
備
を
強

硬
に
承
認
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
は
不
当
で

あ
る
○
星
議
員

議
決
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
は
重
大
だ
、
瀬
長
議
員
は
小
禄
村
が

三
市
一
村
合
併
を
決
議
し
た
か
、
そ
れ
と
も

二
市
一
村
合
併
な
の
か
、
小
禄
村
議
長
の
証

言
は
独
断
か
ど
う
か
に
つ
い
て
説
明
す
べ
き

だ○
瀬
長
議
員

小
禄
村
か
ら
は

別
紙

の

通
り
議
会
の
議
決
を
得
た
の
で
あ
り
別
紙
に

は
三
市
一
村
合
併
を
内
容
と
し
て
い
る

○
平
良

良

議
員

近
き
将
来
真
和
志
市

は
首
都
合
併
に
参
加
す
る
見
通
し
だ
、
今
少

し
の
期
間
で
円
満
に
解
決
さ
れ
る
も
の
を
一

部
の
人
達
の
圧
力
に
よ
つ
て
こ
れ
を
承
認
す

る
と
い
う
こ
と
に
は
絶
対
反
対
だ

△
賛
否
討
論

○
瀬
長
議
員

真
向
か
ら
反
対
だ
、
理
由
は

那
覇
を
中
心
に
周
辺
を
吸
収
す
る
と
い
う
翼

賛
政
治
の
現
れ
だ
、
次
に
行
政
府
の
事
務
怠

慢
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
不
備
を

数
で
押
し
切
ろ
う
と
し
て
い
る
、
二
市
一
村

を
早
急
に
合
併
す
る
理
由
が
不
明
だ
。
都
市

建
設
の
費
用
、
市
民
の
負
担
に
な
ら
な
い
と

い
う
が
、泊
港
の
収
入
し
か
当
に
な
ら
な
い
、

か
か
る
微
々
た
る
収
入
で
は
で
き
な
い
、
軍

事
施
設
を
目
標
と
す
る
那
覇
市
の
建
設
と
に

十
一
万
の
圧
力
で
真
和
志
を
編
入
せ
し
め
よ

う
と
す
る
意
向
は
粉
砕
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

○
大
浜
議
員

自
治
法
の
趣
旨
に
わ
れ
わ
れ

が
反
対
す
る
こ
と
は
お
か
し
い
、
個
々
人
の

幸
福
を
も
た
ら
す
の
が
至
当
で
あ
る
こ
れ
は

三
五
〇

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

八
月



決
し
て
翼
賛
的
で
は
な
い
、
吾
々
は
琉
球
住

民
と
し
て
国
際
都
市
と
し
て
の
首
都
建
設
の

気
運
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
、
ド
ー
ナ
ツ
的

な
市
で
も
構
わ
な
い
、
真
和
志
は
必
ず
や
近

き
将
来
編
入
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

○
新
里
議
員

翼
賛
政
治
云
々
の
言
葉
は
穏

当
で
な
い
か
ら
そ
の
取
消
し
を
要
求
す
る
、

自
治
体
の
も
え
上
る
力
を
認
め
よ
う
と
す
る

も
の
で
決
し
て
翼
賛
で
な
い
民
主
政
治
に
よ

る
多
数
政
治
を
云
々
す
る
少
数
が
か
え
つ
て

横
暴
で
あ
る
、
那
覇
市
の
税
外
収
入
は
二
千

万
円
以
上
あ
る
の
で
、
瀬
長
議
員
の
心
配
は

き
憂
だ
。

○
瀬
長
議
員

立
法
院
が
翼
賛
政
治
と
は
い

つ
て
な
い
、
那
覇
市
が
立
法
院
を
無
視
し
て

圧
力
を
加
え
て
い
る
か
の
感
を
与
え
て
い
る

か
ら
だ

小
禄
、
首
里
に
強
圧
的
に
押
し
つ
け
た
事
実

や
与
儀
副
主
席
が
合
併
の
メ
ツ
セ
ン
ジ
ヤ

ボ
ー
イ
に
な
つ
た
こ
と
な
ど
の
一
連
の
那
覇

市
の
圧
力
は
翼
賛
政
治
だ

○
新
里
議
員

希
望
を
認
め
て
や
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
決
し
て
翼
賛
政
治
で
な
い

○
平
良
良
松
議
員

去
年
の
競
輪
法
を
思
い

出
さ
れ
た
い
、
そ
の
当
時
も
那
覇
市
の
圧
力

が
あ
つ
た
、
そ
の
後
ど
う
な
つ
て
い
る
か
、

そ
の
法
は
最
早
死
文
と
な
つ
た
。
こ
の
問
題

も
も
つ
と
し
ん
重
を
き
す
意
味
に
お
い
て
反

対
だ

○
大
湾
議
員

那
覇
市
は
一
千
三
百
万
円
を

工
面
す
る
の
に
も
他
の
事
業
を
削
つ
て
い
る

位
だ
か
ら
、
果
し
て
首
都
計
画
、
実
現
で
き

る
か
ど
う
か
は
疑
問
だ
、
反
対

○
知
念
議
員

賛
成
だ
、
人
民
が
自
ら
の
力

を
も
つ
て
自
ら
の
希
望
を
申
請
す
る
の
に
た

い
し
反
対
す
る
こ
と
は
だ
当
で
な
い
、
も
え

上
る
自
治
は
の
ば
す
べ
き
だ

○
当
山
議
員

平
等
合
併
は
好
も
し
い
が
然

し
実
際
の
合
併
事
情
は
自
ら
そ
の
地
に
よ
つ

て
異
な
る
も
の
で
あ
る
千
円
の
資
産
と
一
万

円
の
資
産
を
持
つ
も
の
が
合
併
す
る
場
合
は

個
人
の
場
合
も
難
し
い
も
の
だ
。
一
市
一
村

の
合
併
賛
成
。

○
西
銘
議
員

賛
成
論
者
は
地
方
自
治
と
い

う
が
、
吾
々
も
こ
れ
を
認
め
る
、
し
か
し
こ

れ
は
関
係
市
町
村
の
問
題
で
な
く
、
全
琉
球

の
利
害
得
失
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
、
真

和
志
市
が
ぬ
け
て
首
都
建
設
は
あ
り
得
な

い
、
消
費
経
済
が
中
心
で
あ
る
現
在
は
琉
球

に
根
を
下
し
た
も
の
で
は
な
い
、
ま
た
規
模

に
お
い
て
も
だ
当
で
な
い
、
財
政
の
裏
付
も

な
く
具
体
的
な
編
入
の
現
実
の
理
由
も
な
い

の
で
、
首
都
建
設
は
あ
り
得
な
い
と
思
う
、

反
対
△
か
く
て
採
決
に
入
り
十
六
対
十
で
可
決

告
示
百
四
十
号
／
二
市
一
村
合

併
き
の
う
告
示

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
８
・
31

首
里
市
、
小
禄
村
を
廃
し
そ
の
区
域
を
那

覇
市
に
編
入
す
る
処
分

告
示
第
百
四
十

号

市
町
村
自
治
法
第
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
一
九
五
四
年
九
月
一
日
か
ら
首
里

市
、
小
禄
村
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を
那
覇
市

に
編
入
す
る
。

一
九
五
四
年
八
月
三
十
日
　
行
政
主
席
比
嘉

秀
平比
嘉
主
席
は
三
十
日
午
後
市
町
村
自
治
法

に
基
い
て
九
月
一
日
か
ら
首
里
市
、
小
禄

村
を
廃
し
て
こ
れ
を
那
覇
市
に
編
入
す
る

こ
と
を
告
示

告
示
第
百
四
十
号

、
こ

れ
に
よ
つ
て
い
よ
い
よ
明
日
か
ら
は
従
来

の
地
方
自
治
体
と
し
て
の
首
里
市
、
小
禄

村
は
永
久
に
そ
の
名
を
消
し
、
代
つ
て
沖

縄
の
キ
ヤ
ピ
タ
ル
と
し
て
の
新
し
い
那
覇

市
が
生
れ
る
こ
と
に
な
り
、
真
和
志
不
参

加
の
奇
型
的
あ
る
い
は
ド
ー
ナ
ツ
的
都
市

と
は
い
う
も
の
の
過
去
十
五
年
来
の
都
市

合
併
も
こ
こ
に
一
応
実
を
結
ぶ
こ
と
に
な

つ
た
。
比
嘉
主
席
は
こ
の
日
ケ
ー
ス
と
し

て
は
最
大
の
市
町
村
廃
置
分
合

い
わ
ゆ

る
二
市
一
村
の
合
併

の
行
政
処
分
を
行

つ
た
直
後
別
項
の
よ
う
な
談
話
を
発
表
し

た
。

あ
す
看
板
下
す
／
首
里
市
役
所

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
８
・
31

那
覇
市
で
は
三
十
日
の
部
課
長
会
議
で
九
月

一
日
の
合
併
実
施
に
伴
な
う
首
里
、
小
禄
の

受
入
態
勢
に
つ
い
て
協
議
、
と
り
あ
え
ず
臨

時
措
置
と
し
て
、

一
日
を
期
し
従
来
の
首
里
、
小
禄
両
市
村
役

所
に
は
そ
れ
ぞ
れ

那
覇
市
臨
時
事
務
所

の
新
ら
し
い
看
板
を
掲
げ
る
。
一
日
午
前
八

時
、
合
併
式
典
に
先
立
ち
嘉
手
納
助
役
は
市

長
代
理
と
し
て
両
市
村
を
訪
問
、
挨
拶
す
る
。

事
務
引
継
ぎ
の
た
め
一
日
か
ら
三
日
間
は
両

市
村
役
所
に
お
け
る
現
金
の
出
納
事
務
を
一

お
う
中
止
す
る
。
編
入
地
域
の
呼
び
名

例

え
ば
首
里
市
は

那
覇
市
首
里
区
×
×
町

に
す
る
の
か

な
ど
は
新
議
会
で
決
定
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
ま
だ
ハ
ツ
キ
リ
し
な
い
。

大
那
覇
市
建
設
第
一
歩
／
き
ょ

う
歴
史
的
祝
典
の
盛
観

琉
新
・
夕
　
１
９
５
４
・
９
・
１

首
里
市
、
小
禄
村
を
編
入
し
、
人
口
十
一
万

に
歴
史
的
飛
躍
を
と
げ
た
大
那
覇
市
建
設
記

念
祝
賀
式
典
は
一
日
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

沖
映
本
館
で
は
な
ば
な
し
く
行
わ
れ
た
。

こ
の
日
、
オ
グ
デ
ン
副
長
官
、
ジ
ヨ
ン
ソ
ン

首
席
民
政
官
、
比
嘉
行
政
主
席
、
仲
井
間
上

訴
裁
首
席
判
事
、
政
府
各
局
長
、
全
島
市
町

村
長
ほ
か
旧
那
覇
、
首
里
、
小
禄
二
市
一
村

三
五
一
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民
ら
千
名
近
く
が
集
り
沖
映
ス
テ
ー
ジ
正
面

に
は
那
覇
市
旗
を
か
か
げ
、
左
右
各
会
社
、

団
体
か
ら
贈
ら
れ
た
花
輪
が
飾
ら
れ
、
先
ず

幸
喜
那
覇
市
総
務
部
長
の
開
式
に
は
じ
ま

り
、
当
間
那
覇
市
長
か
ら

今
日
よ
り
新
し

く
首
都
市
民
に
な
ら
れ
た
首
里
、
小
禄
の
諸

兄
姉
に
対
し
、
私
は
皆
さ
ん
が
今
回
よ
く
琉

球
の
現
実
を
認
識
さ
れ
進
ん
で
こ
の
首
都
建

設
の
大
業
に
協
力
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
深

甚
な
る
敬
意
と
謝
意
を
表
明
す
る
と
同
時
に

今
後
わ
が
那
覇
市
が
総
力
を
あ
げ
て
取
り
く

ま
ね
ば
な
ら
な
い
都
市
計
画
推
進
に
対
し
て

一
層
の
協
力
を
望
む

と
の
あ
い
さ
つ
が
の

べ
ら
れ
た
の
ち
、
オ
グ
デ
ン
副
長
官
、
ジ
ヨ

ン
ソ
ン
首
席
民
政
官
、
比
嘉
主
席
、
仲
井
間

上
訴
裁
首
席
判
事
、富
原
商
工
会
議
所
会
頭
、

比
嘉
全
地
区
市
町
村
長
会
長
、
真
栄
田
那
覇

市
議
会
議
長
か
ら
祝
辞
が
の
べ
ら
れ
た
、
つ

い
で
当
間
那
覇
市
長
か
ら
市
政
功
労
者
二
十

九
名
に
対
し
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
、
盛
大
な

祝
賀
式
典
の
幕
を
と
じ
た
。
ひ
き
つ
づ
き
祝

宴
に
う
つ
り
、
琉
球
芸
能
界
の
大
モ
ノ
真
境

名
由
康
、
島
袋
光
裕
両
氏
ら
を
中
心
に
古
典

劇
が
催
さ
れ
、
大
那
覇
市
の
発
展
を
祝
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
市
政
功
労
者
は
つ
ぎ
の
と
お

り
。
△
嘉
手
納
並
水

那
覇
市
助
役

△
大
湾
政

順

那
覇
市
収
入
役

△
饒
平
名
知
謙

那

覇
市
戸
籍
課
長

△
平
田
弦
子

那
覇
市
出

納
課
勤
務

△
高
良
芳
子

那
覇
市
戸
籍
課

勤
務

△
真
栄
田
世
勲

市
議
会
議
長

△

城
間
康
昌

市
議
会
副
議
長

△
大
城
鎌
吉
、

阿
波
根
直
英
、
新
垣
松
助

那
覇
市
議

△

嵩
原
久
光

前
那
覇
市
助
役

△
山
田
有
幹

那
覇
市
福
祉
協
議
会
長

△
兼
島
由
明

前
首
里
市
長

△
富
川
盛
吉

首
里
市
厚

生
課
長

△
勝
連
朝
光

首
里
市
復
興
課
長

△
今
帰
仁
朝
興

首
里
市
税
務
課
長

△
久

高
友
敏

首
里
市
会
議
長

△
金
城
幸
祥
、

山
城
範
英
、
上
間
長
和

首
里
市
議

△
稲

峯
成
珍

首
里
市
前
助
役

△
長
峯
良
松

前
小
禄
村
長

△
長
峯
秋
夫

元
小
禄
村

長

△
上
原
光
男
、
上
原
政
春
、
赤
峯
保
三

郎
、
照
屋
正
徳

小
禄
村
議

△
長
峯
健
太

郎

収
入
役

△
具
志
嘉
助

小
禄
村
勧
業

主
任

｜
社
　
説
｜

大
那
覇
市
の
進
発
を
祝
す

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
９
・
２

首
里
・
小
禄
の
那
覇
市
編
入
が
実
現
し
昨
九

月
一
日
十
一
万
の
新
市
民
の
喜
び
の
う
ち
に

大
那
覇
市
が
新
し
い
一
歩
を
踏
出
し
た
。
こ

と
こ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
幾
星
霜
の
時
と
幾

多
の
迂
余
曲
折
が
あ
つ
た
し
、
も
つ
と
も
枢

要
な
真
和
志
市
の
合
併
が
出
来
な
か
つ
た
こ

と
は
残
念
至
極
で
あ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も

慶
び
に
堪
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。

那
覇
は
沖
縄
の
首
都
と
し
て
政
治
経
済
文
化

各
面
の
中
心
地
で
あ
り
、
近
年
激
増
の
一
途

を
辿
る
人
口
の
増
加
や
都
市
計
画
の
基
礎
条

件
た
る
適
正
規
模
と
い
つ
た
点
な
ど
か
ら
、

隣
接
市
村
を
合
併
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い

た
。
ま
た
首
里
・
小
禄
は
自
治
体
運
営
の
上

か
ら
財
政
的
に
将
来
の
発
展
へ
の
期
待
が
の

ぞ
み
難
く
、
那
覇
市
と
合
体
す
る
こ
と
が
有

利
と
見
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し

そ
れ
ら
の
こ
と
よ
り
、
こ
の
二
十
年
来
の
懸

案
を
実
現
さ
せ
た
の
は
、
現
在
こ
の
二
市
一

村
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
区
域
と
し
て
の
境

界
を
も
ち
な
が
ら
実
際
に
は
既
に
一
つ
の
も

の
と
な
り
お
わ
し
て
い
た
既
定
事
実
、
即
ち

市
村
民
の
経
済
活
動
を
は
じ
め
生
活
全
般
に

わ
た
る
利
害
の
一
致
が
、
旧
い
伝
統
を
か
な

ぐ
り
捨
て
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、

こ
の
合
併
は
最
も
自
然
な
も
の
で
あ
つ
た
と

い
え
る
わ
け
で
、
そ
れ
だ
け
に
新
し
い
市
と

し
て
、
市
政
運
営
の
上
に
、
あ
る
い
は
市
民

感
情
の
点
に
困
難
な
問
題
が
発
生
す
る
が
如

き
こ
と
も
少
か
ろ
う
と
期
待
さ
れ
る
。

と
は
い
え
、
新
し
い
市
の
当
局
者
は
も
と
よ

り
、
一
般
市
民
も
旧
地
域
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
た
え
ず
市
民
感
情
の
調
節
に
意
を

用
い
、
新
し
い
希
望
を
も
つ
て
新
市
の
建
設

に
努
力
す
る
こ
と
で
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

実
質
的
に
一
体
を
な
し
て
い
た
間
柄
で
あ

り
、
旧
い
伝
統
を
捨
て
た
と
は
い
え
、
そ
れ

ぞ
れ
長
い
間
の
地
域
的
な
感
情
は
そ
う
易
々

と
消
え
去
る
筈
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ

る
。
新
し
い
那
覇
市
の
出
発
を
祝
う
に
当
つ
て
、

か
え
す
が
え
す
も
残
念
な
こ
と
は
、
や
は
り

真
和
志
市
を
合
併
し
得
な
か
つ
た
こ
と
だ
。

今
更
ら
那
覇
・
真
和
志
両
市
当
局
者
が

首

都
建
設

と
い
う
大
事
業
と
そ
の
意
義
を
そ

つ
ち
の
け
に
し
て
行
わ
れ
た
単
な
る
政
治
取

引
き
の
終
始
を
攻
め
た
と
て
ど
う
な
る
も
の

で
も
な
い
が
、
那
覇
市
が
名
実
兼
備
し
た

首
都

の
面
目
と
発
展
を
望
む
限
り
、
首

里
・
小
禄
以
上
に
合
併
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

条
件
に
あ
る
真
和
志
と
の
合
併
を
実
現
さ
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
新
し
い
市
と
し
て

今
後
の
積
極
的
な
努
力
を
望
ん
で
や
ま
ぬ
。

真
和
志
の
一
騎
打
ち
双
方
「
合

併
」
を
公
約

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
９
・
３

真
和
志
市
長
選
挙
は
現
市
長
宮
里
栄
輝
と
前

村
長
翁
長
助
静
両
氏
の
一
騎
打
ち
。
翁
長
候

補
側
は
八
月
三
十
一
日
の
夜
栄
町
、
松
川
両

区
を
皮
切
り
に
演
説
会
を
開
い
て
お
り
、
一

日
の
夜
は
与
儀
副
主
席
も
個
人
の
資
格
で
三

原
区
の
演
説
会
場
に
登
壇
、
す
る
な
ど
、
今

度
の
選
挙
戦
が
都
市
合
併
問
題
に
関
連
し
て

い
る
だ
け
に
深
刻
な
激
戦
の
様
想
を
呈
し
て

い
る
。
宮
里
候
補
は
二
日
夜
か
ら
栄
町
、
松

三
五
二

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

九
月



川
両
区
を
皮
切
り
に
演
説
会
を
開
始
し
て
お

り
、
い
ず
れ
が
当
選
す
る
に
し
て
も
そ
の
差

は
五
百
票
程
度
だ
ろ
う
と
の
一
般
の
観
測
が

強
い
一
方
真
和
志
青
年
会
で
は
今
回
の
市
長

選
挙
は
特
に
合
併
問
題
と
の
関
連
性
も
考
え

て
両
氏
の
都
市
合
併
に
対
す
る
考
え
を
公
平

に
披
れ
き
さ
せ
市
民
の
判
断
に
寄
与
す
る
意

味
か
ら
一
両
日
中
に
同
会
主
催
に
よ
る
宮

里
、
翁
長
両
氏
の
立
会
演
説
を
計
画
し
て
い

る
。
な
お
宮
里
、
翁
長
両
候
補
と
も
合
併
問
題
を

公
約
の
最
初
に
か
ゝ
げ
て
い
る
が
そ
れ
ぞ
れ

の
公
約
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

宮
里
候
補
▽
市
民
多
数
の
支
持
す
る
方
法
に

よ
る
都
市
合
併
の
速
か
な
る
実
現
。
▽
上

水
道
施
設
の
急
速
な
る
完
備
。
▽
道
路
網

の
全
面
的
整
備
。
▽
各
種
生
産
業
の
保
護

育
成
。
▽
社
会
福
祉
事
業
の
拡
充
強
化
。

▽
衛
生
諸
施
設
の
積
極
的
改
善
。

翁
長
候
補
▽
市
民
福
祉
の
増
進
の
た
め
首
都

那
覇
市
へ
の
合
併
を
早
期
に
実
現
す
る
た

め
邁
進
す
る
。
▽
合
併
実
現
迄
の
暫
定
期

間
は
常
に
那
覇
市
と
協
調
提
携
す
る
。
▽

水
に
困
つ
て
い
る
各
区
民
の
た
め
速
急
に

水
道
問
題
を
解
決
す
る
。

▽
幹
線
道
路
の
整
備
に
努
力
す
る
と
共
に
各

区
内
の
主
要
道
路
の
修
理
保
全
を
早
急
に

図
る
。
▽
各
種
産
業
の
発
展
充
実
の
施
策

を
積
極
的
に
推
進
す
る
。
▽
明
朗
役
所
を

構
成
し
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
行
政
事
務
の

健
全
な
処
理
の
適
確
敏
速
を
期
す
。

真
和
志
市
長
選
／
表
面
化
し
た

職
場
放
棄
／
き
ょ
う
久
場
議

員
ら
が
当
局
に
抗
議

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
９
・
４

真
和
志
の
市
長
選
も
い
よ
い
よ
高
潮
。
翁
長
、

宮
里
の
宿
命
の
一
騎
打
を
め
ぐ
つ
て
シ
烈
な

セ
ン
キ
ヨ
騒
ぎ
を
繰
展
げ
つ
ゝ
あ
る
が
、
三

日
当
局

宮
里
市
長

の
職
員
に
よ
る
職
場

放
棄
と
選
挙
運
動
が
表
面
化
。
地
方
公
務
員

法
が
未
だ
設
定
さ
れ
て
い
な
い
と
は
云
え
、

公
明
選
挙
の
上
か
ら
重
大
視
さ
れ
る
に
至
つ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
運
動
開
始
の
日
か
ら

一
部
市
民
に
注
目
さ
れ
て
い
た
が
、
昨
三
日

午
後
一
時
か
ら
二
時
ま
で
の
間
に
”
抜
打
ち

調
査
”
を
行
つ
た
久
場
、
幸
地
両
市
会
議
員

に
よ
つ
て
問
題
化
し
た
も
の
。
出
勤
簿
、
出

張
命
令
簿
を
引
合
わ
せ
に
職
員
の
調
べ
を
行

つ
た
結
果
は
、
全
市
職
員

内
勤

八
十
二

名
中
、

１

欠
席

二
十
三
名

２

行

方
不
明

出
張
名
簿
に
な
い
も
の

二
十

三
名
で
、役
場
在
席
数
は
僅
か
に
三
十
六
名
。

ほ
と
ん
ど
の
職
員
が
机
を
並
べ
て
職
場
放
棄

と
判
明
さ
れ
た
。
反
当
局
派
議
員
側
で
は
直

ち
に
協
議
を
行
つ
た
結
果
、
き
よ
う
宮
里
市

長
あ
て
厳
重
抗
議
を
申
込
む
こ
と
を
決
定
し

て
い
る
。

義
永
助
役
談

市
町
村
吏
員
に
は
未
だ
地
方

公
務
員
法
の
立
法
を
み
て
な
い
が
中
央
の
公

務
員
法
が
あ
る
以
上
、
そ
れ
に
準
ず
べ
き
と

思
う
。
し
か
し
こ
の
中
に
は
三
、
四
名
退
職

願
出
中
の
者
も
あ
り
、
市
内
出
張
は
課
長
権

限
で
も
あ
る
の
で
税
務
課
員
な
ど
は
そ
の
面

の
調
査
に
出
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
久
場
議
員
談

い
や
し
く
も
市
民
の
税
金
で

ま
か
な
わ
れ
て
い
る
役
場
職
員
が
執
務
期
間

中
自
ら
の
職
場
を
放
棄
し
て
一
候
補
者

宮

里

の
た
め
に
セ
ン
キ
ヨ
運
動
に
飛
出
す
の

は
イ
カ
ン
で
あ
る
。
宣
伝
カ
ー
や
名
刺
く
ば

り
の
職
員
が
注
意
を
受
け
た
者
も
あ
る
筈
だ

し
、
宮
里
市
長
に
厳
重
抗
議
を
す
る
こ
と
に

し
た
。

軍
用
指
定
の
解
除
を
／
真
和
志

古
島
の
地
主
が
訴
え

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
９
・
４

真
和
志
市
古
島
区
の
具
志
堅
政
真
区
長
以
下

六
名
の
地
主
代
表
は
同
市
玉
城
土
地
課
長
、

富
山
社
会
課
長
に
伴
わ
れ
、
三
日
政
府
で
比

嘉
官
房
長
と
会
い
、
軍
か
ら
立
退
指
示
を
受

け
て
い
る
同
部
落
二
万
三
千
坪
の
土
地
を
軍

用
地
指
定
か
ら
除
外
し
て
も
ら
い
た
い
と
請

願
し
た
。

地
主
代
表
の
話
―
今
か
ら
二
年
前
の
七
月
に

軍
か
ら
口
頭
で
土
地
明
け
渡
し
の
通
知
を
受

け
た
が
現
在
ま
で
軍
は
土
地
使
用
の
気
配
も

な
か
つ
た
の
で
我
々
と
し
て
は
農
耕
も
健
全

に
営
み
、
生
活
も
や
つ
と
落
着
き
を
と
り
も

ど
し
た
と
思
つ
た
矢
先
、
突
然
最
近
に
な
つ

て
土
地
使
用
の
通
告
を
受
け
た
二
万
三
千
坪

は
土
地
も
非
常
に
肥
ヨ
ク
な
農
耕
地
で
我
々

は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
は
違
つ
て
家
は
と
ら
れ

な
く
て
も
土
に
た
よ
つ
て
生
き
て
い
る
者
で

あ
り
こ
の
様
な
土
地
収
用
は
非
常
な
打
撃
と

な
り
、
連
日
協
議
を
開
い
て
い
る
、
こ
の
辺

の
土
地
は
地
理
的
に
み
て
軍
用
地
に
は
ふ
さ

わ
し
く
な
い
と
思
う
し
、
又
賃
貸
契
約
も
し

な
い
前
に
直
ち
に
ク
イ
を
打
込
ん
で
使
用
し

よ
う
と
し
て
い
る
し
、
何
と
か
助
け
て
も
ら

い
た
い
。

比
嘉
官
房
長
談
―
一
応
軍
用
地
と
指
定
通
知

を
う
け
た
と
き
直
ち
に
善
処
を
運
動
す
べ
き

だ
つ
た
と
思
う
し
、
正
式
に
解
除
通
知
が
な

け
れ
ば
安
心
で
き
な
い
わ
け
だ
し
、
時
期
と

し
て
は
お
そ
か
つ
た
と
も
思
う
が
、
陳
情
の

内
容
や
地
主
達
の
困
窮
は
よ
く
了
解
で
き
る

の
で
直
ち
に
軍
に
善
処
を
申
請
す
る
。

｜
社
　
説
｜

真
和
志
市
民
の
意
志
表
示

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
９
・
７

宮
里
か
、
翁
長
か
、
全
琉
注
視
の
中
に
行

わ
れ
た
真
和
志
市
長
選
挙
の
開
票
結
果
は
、

八
八
五
八
票
対
七
四
七
三
票
、
そ
の
差
一
三

三
五
三

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

九
月



八
五
票
の
大
差
を
以
て
翁
長
助
静
氏
が
圧
倒

的
勝
利
を
お
さ
め
た
。
全
琉
三
十
カ
市
町
村

内
十
九
カ
市
町
村
は
無
投
票

で
行
わ
れ

た
今
次
首
長
選
挙
に
お
い
て
、
特
に
真
和
志

市
の
そ
れ
に
全
琉
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、
注

目
を
集
め
た
所
以
は
、
首
都
建
設
と
い
う
琉

球
の
歴
史
的
大
事
業
か
ら
真
和
志
市
が
脱
落

し
た
直
後
で
あ
り
、
し
か
も
、
対
等
合
併
を

固
執
し
て
合
併
を
不
成
功
に
終
ら
せ
た
宮
里

市
長
の
再
出
馬
に
対
し
、
合
併
第
一
を
叫
ん

で
斗
い
を
挑
ん
だ
翁
長
氏
の
決
戦
、
す
な
わ

ち
対
等
合
併
か
編
入
合
併
か
を
市
民
に
問
う

選
挙
と
い
う
こ
と
に
あ
つ
た
。
那
覇
、
首
里
、

小
禄
の
二
市
一
村
合
併
前
に
、
真
和
志
市
は

編
入
合
併
是
非
の
市
民
投
票
を
行
つ
た
。
だ

が
投
票
当
日
は
台
風
に
禍
い
さ
れ
、
有
権
者

の
僅
か
二
割
七
分
し
か
参
加
し
な
か
つ
た
に

か
ゝ
わ
ら
ず
、
そ
の
結
果
に
基
き
、
編
入
合

併
反
対
を
市
民
の
意
志
と
断
定
し
た
真
和
志

市
当
局
の
措
置
が
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
つ
た

こ
と
を
今
次
選
挙
は
も
の
の
見
事
に
立
証
し

た
わ
け
で
あ
り
、
真
和
志
市
民
が
方
法
に
こ

だ
わ
る
こ
と
な
く
、
早
期
合
併
に
よ
る
首
都

建
設
へ
の
参
加
を
望
ん
で
い
る
こ
と
を
改
め

て
意
志
表
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

わ
れ
わ
れ
は
今
次
選
挙
の
結
果
に
よ
つ

て
、
真
和
志
市
当
局
や
真
和
志
議
会
の
合
併

に
関
す
る
過
去
の
措
置
を
責
め
た
て
る
意
志

は
毛
頭
な
い
、
だ
が
し
か
し
、
真
和
志
市
の

行
政
担
当
責
任
者
や
市
民
の
代
表
を
以
て
任

ず
る
議
員
諸
公
が
、
肝
心
な
市
民
か
ら
全
く

遊
離
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は
指
摘
せ
ね
ば

な
ら
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
那
覇
市
と
真

和
志
市
の
境
界
は
判
然
し
な
い
程
事
実
上
は

既
に
合
併
し
て
い
る
。
市
民
生
活
に
お
い
て

も
ま
た
然
り
で
あ
る
、
こ
の
よ
う
な
実
情
下

に
あ
り
な
が
ら
、
行
政
区
域
が
異
う
と
い
う

こ
と
の
み
で
、
真
和
志
市
民
は
、
水
道
、
道

路
な
ど
の
問
題
を
筆
頭
に
、
処
理
を
急
が
ね

ば
な
ら
ぬ
諸
問
題
が
解
決
さ
れ
ぬ
ま
ゝ
に
不

遇
の
中
に
お
し
こ
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
つ

た
、
そ
の
間
那
覇
市
は
、
国
際
的
首
都
建
設

の
使
命
達
成
に
、
着
々
都
市
計
画
を
推
し
進

め
、
隣
接
二
市
一
村
の
編
入
を
画
し
、
首
里
、

小
禄
は
こ
れ
を
了
と
し
て
編
入
合
併
を
決

議
、
大
那
覇
市
実
現
へ
の
態
勢
は
日
一
日
整

え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
こ
の
世
紀
の
歩

み
に
真
和
志
市
民
が
ソ
ツ
ポ
を
向
く
わ
け
は

な
く
、
首
里
、
小
禄
と
歩
調
を
揃
え
て
首
都

建
設
へ
の
参
加
を
望
む
声
は
、
同
市
の
有
識

者
間
に
お
こ
り
、
ま
た
当
時
連
日
本
紙
へ
の

投
書
に
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。
結

局
真
和
志
市
当
局
や
議
会
が
市
民
の
意
向
を

解
し
な
か
つ
た
と
こ
ろ
に
、
合
併
問
題
を
成

功
に
導
け
な
か
つ
た
真
因
が
ひ
そ
ん
で
い
た

こ
と
は
否
め
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
真
和
志
市
民
は
今
次

選
挙
を
通
し
て
、
真
和
志
市
の
進
む
べ
き
方

向
を
決
定
し
た
。
そ
れ
は
方
法
を
ぬ
き
に
し

て
早
急
に
那
覇
市
へ
の
合
併
を
実
現
し
、
水

道
、
道
路
そ
の
他
の
問
題
を
解
決
す
る
と
と

も
に
首
都
建
設
へ
の
大
き
な
役
割
を
果
し
た

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
当
選

し
た
翁
長
氏
の
公
約
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ

り
、
真
和
志
市
民
の
み
な
ら
ず
、
那
覇
市
民

は
も
ち
論
の
こ
と
全
琉
住
民
の
望
む
と
こ
ろ

も
ま
た
そ
こ
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
し

か
し
那
覇
市
は
既
に
首
里
、
小
禄
を
編
入
し

新
那
覇
市
と
し
て
発
足
、
来
る
十
二
日
は
合

併
後
初
の
市
議
会
議
員
選
挙
を
行
う
事
に
な

つ
て
い
る
。
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

議
員
数
が
三
十
名
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
考
え
る
と
き
、
今
後
の
合
併
に
は
相
当
な

隘
路
が
生
じ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
合
併
必
然
の
原
理
に
た
て

ば
、
自
ず
か
ら
新
た
な
方
途
も
講
ぜ
ら
れ
よ

う
し
、
翁
長
新
市
長
の
も
と
に
万
難
を
排
し

て
真
和
志
市
の
首
都
建
設
へ
の
参
加
が
早
期

に
実
現
す
る
こ
と
を
要
望
し
期
待
す
る
も
の

で
あ
る
。

両
市
長
に
つ
こ
り
笑
つ
て
握
手

／
住
民
の
審
判
ど
お
り
／
さ

あ
合
併
へ
共
に
進
も
う

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
９
・
７

首
都
合
併
へ
の
×
か
○
か
を
か
け
た
真
和
志

市
長
選
挙
は
、
つ
い
に
合
併
第
一
主
義
を
標

榜
す
る
翁
長
候
補
の
圧
倒
的
勝
利
に
終
つ

た
。
そ
の
差
、
実
に
一
千
三
百
八
十
五
票

宿
命
の
好
敵
手

ヲ
ナ
カ

エ
イ
キ

の

三
度
目
の
一
き
打
ち
と
、
合
併
決
裂
後
の
新

市
長
を
決
す
る
”
歴
史
的
選
挙
戦
”
に
全
有

権
者
市
民
の
最
終
審
判
が
下
さ
れ
た
わ
け
、

こ
の
こ
と
は
長
い
間
、
も
み
抜
い
て
き
た
合

併
問
題
解
決
の
た
め
の
、
ほ
う
は
い
た
る
”

ヨ
ロ
ン
”
の
現
わ
れ
で
あ
り
、
合
併
の
孤
児

と
な
つ
た
真
和
志
市
民
が
大
那
覇
市
と
手
に

手
を
取
つ
て
前
進
す
る
唯
一
の
方
法
で
も
あ

つ
た
。
こ
の
日
、
喜
び
に
湧
き
立
つ
翁
長
陣

営
で
は
与
儀
副
主
席
を
は
じ
め
、
お
隣
り
の

当
間
那
覇
市
長
、
真
栄
田
議
長
も
顔
を
並
べ

て
バ
ン
ザ
イ
の
祝
盃
を
交
換
、
那
覇
、
真
和

志
の
両
市
長
が
ニ
ツ
コ
リ
笑
つ
て
握
手
共
々

に
両
市
の
繁
栄
を
誓
い
合
う
等

協
調

の

名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
和
や
か
に
も
力
強
い
翁

長
新
市
長
ぶ
り
も
み
ら
れ
た
。

▽
得
票
数

六
日
午
後
三
時
四
十
分
確
定

翁
長
候
補
　
　
八
千
八
百
五
十
八
票

宮
里
候
補
　
　
七
千
四
百
七
十
三
票

那
覇
市
と
協
調
し
て
／
一
日
も
早
く
合
　

併
実
現
図
る

編
入
か
、
対
等
か
、
五
万
真
和
志
市
民
の
福

祉
を
決
定
す
る
真
和
志
市
長
選
挙
は
宮
里
、

翁
長
両
候
補
の
宿
命
的
な
一
騎
打
で
激
戦
が

展
開
さ
れ
た
が
、
六
日
午
後
三
時
遂
に
住
民

の
審
判
は
下
り
、
千
三
百
八
十
五
票
の
圧
倒

三
五
四

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年
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月



的
な
差
で
翁
長
候
補
に
軍
配
は
上
つ
た
。
こ

れ
ま
で
那
覇
市
へ
の
編
入
拒
み
対
等
合
併
を

主
張
し
つ
ゞ
け
た
宮
里
市
長
に
変
り
、
翁
長

新
市
長
に
よ
つ
て
那
覇
市
と
と
も
に
首
都
建

設
へ
の
た
く
ま
し
い
第
一
歩
を
踏
み
だ
す
わ

け
で
あ
る

○

六
日
午
後
二
時
ご
ろ
、
約
五
百
票
を
引

き
は
な
し
た
翁
長
候
補
宅
に
は
那
覇
市
か
ら

当
間
那
覇
市
長
、真
栄
田
那
覇
市
議
会
議
長
、

嘉
手
納
那
覇
市
助
役
、
幸
喜
総
務
部
長
、
政

府
か
ら
高
峯
労
働
局
長
、
山
川
社
会
局
長
、

大
宜
味
琉
球
検
疫
所
長
、
長
峯
立
法
院
議
員
、

竹
内
沖
縄
食
糧
会
社
社
長
、
真
和
志
久
場
議

員
、
ほ
か
側
近
連
が
う
め
つ
く
し
、”
オ
メ

デ
ト
ウ
””
オ
メ
デ
ト
ウ
”
を
連
発
。

○

宿
敵
宮
里
候
補
を
遂
に
降
し
た
翁
長
候

補
の
顔
は
過
去
一
週
間
の
猛
烈
な
追
込
戦
の

疲
労
の
色
は
み
ら
れ
ず
終
始
ニ
コ
ニ
コ

那
覇
市
と
と
も
に

の
気
概
が
満
ち
あ
ふ

れ
て
お
り
、
当
間
那
覇
市
長
、
真
栄
田
那
覇

市
議
会
議
長
ら
は
”
ヨ
カ
ツ
タ
””
ホ
ン
ト

ニ
ヨ
カ
ツ
タ
”
と
翁
長
候
補
に
首
都
建
設
へ

の
固
い
握
手
を
交
わ
し
た
、
運
動
員
、
翁
長

派
議
員
ら
は
酔
え
る
者
の
よ
う
に
喜
び
に
ひ

た
り
、
感
涙
に
む
せ
ぶ
者
さ
え
み
ら
れ
、
こ

の
日
の
翁
長
候
補
宅
は
万
才
！
万
才
！
で
深

夜
ま
で
わ
き
か
え
つ
て
い
た

○

こ
の
喜
び
を
包
み
き
れ
ず
翁
長
新
市
長

は
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
語
つ

た
。新
市
長
の
抱
負

私
の
主
張
は
終
始
合
併
第
一
主
義
だ
つ
た
、

今
後
合
併
の
線
に
沿
う
て
那
覇
市
長
と
協
力

し
て
い
き
た
い
。
合
併
の
時
期
、
新
議
会
が

成
立
し
な
い
と
い
え
な
い
。
一
日
も
早
く
実

現
し
た
い
。
し
か
し
合
併
す
る
時
期
ま
で
常

に
那
覇
市
と
協
調
し
援
助
を
仰
ぎ
な
が
ら
や

る
つ
も
り
だ
。
同
時
に
合
併
を
促
進
す
る
た

め
に
真
和
志
市
役
所
機
構
の
刷
新
を
行
わ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
、
市
内
の
行
政
機
構
も
整

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
こ
れ
は
真
和
志
自

体
の
問
題
で
な
く
、
那
覇
市
と
と
も
に
邁
進

す
る
こ
と
だ

当
間
市
長
喜
び
語
る
／
今
後
も
水
道
道

路
学
校
に
尽
す

当
間
那
覇
市
長
も
さ
す
が
翁
長
候
補
当
選
の

喜
び
を
次
の
よ
う
に
語
つ
た
。

翁
長
君
が
当
選
す
る
こ
と
は
希
望
で
も
あ

つ
た
、
苦
戦
は
す
る
に
し
て
も
当
選
す
る

と
は
思
つ
て
い
た
、
翁
長
君
は
戦
後
真
和

志
の
村
長
も
務
め
、
那
覇
市
の
職
員
と
し

て
も
建
設
面
を
担
当
し
て
い
た
の
で
戦
後

の
自
治
体
経
営
に
つ
い
て
は
エ
キ
ス
パ
ー

ト
と
し
て
十
分
そ
の
手
腕
に
信
頼
が
も
た

れ
て
い
た
。

特
に
那
覇
市
と
の
関
係
に
お
い
て
は
今
度
の

合
併
問
題
に
つ
い
て
の
し
こ
り
を
と
り
去
る

役
目
を
十
分
果
し
た
真
和
志
と
し
て
も
行
政

区
域
は
別
々
で
も
緊
密
な
連
携
を
と
ら
な
け

れ
ば
、市
の
経
営
は
楽
に
で
き
な
い
と
思
う
。

翁
長
君
が
当
選
し
た
こ
と
は
真
和
志
市
民
に

福
祉
を
も
た
ら
す
ば
か
り
で
は
な
く
、
那
覇

市
に
も
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
し
た
、
今
後

真
和
志
の
水
道
、
道
路
、
学
校
問
題
な
ど
に

微
力
な
が
ら
つ
く
し
て
い
き
た
い
。

都
市
合
併
大
那
覇
市
機
構
制
定

／
旧
首
里
、
小
禄
に
暫
定
的

支
所
設
置

琉
新
・
夕
　
１
９
５
４
・
９
・
７

今
期
最
後
の
第
三
十
回
那
覇
市
定
例
議
会
は

午
前
十
時
四
十
五
分
開
会
、
首
里
、
小
禄
編

入
に
伴
う
暫
定
措
置
と
し
て

△
首
里
　
小
禄
が
那
覇
市
に
合
併
に
伴
う
区

設
置
の
暫
定
処
置
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て
。

△
那
覇
市
役
所
支
所
設
置
条
例
制
定
に
つ
い

て
　
△
那
覇
市
職
制
お
よ
び
定
員
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
の
三
議
案
を

原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。
こ
れ
に
よ
つ
て
旧

首
里
市
役
所
、
旧
小
禄
村
役
所
が
法
的
に
那

覇
市
役
所
の
機
構
の
中
に
事
務
が
開
始
さ
れ

る
わ
け
で
あ
る
が
、
那
覇
市
役
所
の
根
本
的

な
機
構
整
備
は
新
議
会
成
立
後
に
行
わ
れ

る
。
可
決
に
な
つ
た
那
覇
市
役
所
支
所
の
機

構
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

△
名
称

那
覇
市
役
所
首
里
支
所
、
位
置

那
覇
市
大
中
町
一
丁
目
一
番
地
、
区
域

金

城
区
、
寒
川
区
、
山
川
区
、
池
端
区
、
真
和

志
区
、
大
中
区
、
桃
原
区
、
当
蔵
区
、
赤
田

区
、
崎
山
区
、
鳥
堀
区
、
汀
良
区
、
赤
平
区
、

儀
保
区
、
久
場
川
区
、
平
良
区
、
石
嶺
区
、

大
名
区
、
末
吉
区
。

△
名
称

那
覇
市
役
所
小
禄
支
所
　
位
置

那
覇
市
高
良
二
十
四
番
地
、区
域

小
禄
区
、

田
原
区
、
金
城
区
、
赤
嶺
区
、
安
次
嶺
区
、

鏡
水
区
、
大
嶺
区
、
当
間
区
、
宮
城
区
、
高

良
区
、
具
志
区
、
宇
栄
原
区

△
支
所
の
取
扱
う
事
務

１
、
諸
税
の
調
査
お
よ
び
調
査
に
か
ん
す
る

事
項
。
２
、
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
の
徴
収

に
か
ん
す
る
事
項
。
３
、
戸
籍
並
び
に
寄
留

に
関
す
る
事
項
。
４
、
埋
火
葬
認
可
、
畜
犬

登
録
、
印
鑑
お
よ
び
身
分
証
明
そ
の
他
の
証

明
に
関
す
る
事
項
。
５
、
土
地
台
帳
、
家
屋

台
帳
、
名
寄
帖
に
関
す
る
事
項
。
６
、
保
健

衛
生
に
関
す
る
事
項
。
７
、
生
活
保
護
援
護
、

事
務
及
び
職
業
斡
旋
に
関
す
る
事
項
。
８
、

各
種
調
査
及
び
統
計
に
関
す
る
事
項
。
９
、

市
民
に
対
す
る
通
達
に
関
す
る
事
項
。
10
、

建
築
に
関
す
る
事
項

△
支
所
長
は
一
号
職

主
事

△
那
覇
市
職
制
お
よ
び
定
員
条
例
の
一
部
改

正
に
よ
る
首
里
、
小
禄
の
定
員
　
首
里
、
小

禄
と
も
に
支
所
長
、
主
事
一
名

三
五
五

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
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九
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書
記
長

首
里

六
名
　
小
禄

五
名

技
手

首
里

三
名
　
小
禄

一
名

書
記

首
里

三
十
四
名
　
小
禄
十
二
名

な
お
当
間
那
覇
市
長
は
閉
会
に
あ
た
り
次
の

よ
う
な
あ
い
さ
つ
を
の
べ
た
。

首
里
市
の
名
称
に
つ
い
て
は
米
人
も
相
当
関

心
を
も
つ
て
お
り
、
ま
た
新
聞
に
も
報
ぜ
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
新
議
会
成
立
後
、
全

市
に
わ
た
つ
て
名
称
の
問
題
は
歴
史
的
な
意

義
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
し
ん
重
に
考
え
ね

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
今
回
の
措
置
は
あ
く

ま
で
臨
時
的
な
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
お
願
い
し
ま
す
。

｜
社
　
説
｜

今
後
の
合
併
問
題

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
９
・
８

去
る
五
日
一
せ
い
に
行
わ
れ
た
各
地
の
首

長
選
挙
の
う
ち
で
最
も
注
目
を
浴
び
た
真
和

志
市
が
つ
い
に
一
四
〇
〇
票
の
差
で
翁
長
氏

に
軍
配
が
上
つ
た
こ
と
か
ら
、
首
都
合
併
問

題
の
早
期
実
現
の
可
能
性
に
対
し
て
再
び
明

る
い
希
望
が
萌
し
初
め
た
模
様
で
あ
る
。
市

議
選
挙
の
蓋
を
あ
け
て
み
な
い
う
ち
は
ま
だ

ま
だ
海
の
も
の
と
も
山
の
も
の
と
も
定
め
兼

ね
る
こ
と
で
は
あ
る
が
何
れ
に
し
て
も
合
併

第
一
主
義
を
標
ぼ
う
す
る
翁
長
氏
の
勝
利
は

市
民
の
世
論
を
強
く
反
映
し
た
も
の
と
し

て
、
合
併
問
題
に
新
し
い
展
開
が
期
待
さ
れ

る
の
は
当
然
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、
早
期

合
併
と
云
つ
て
も
、
そ
れ
が
今
日
明
日
に
で

も
直
ぐ
実
現
す
る
と
考
え
る
の
は
早
計
で
あ

ろ
う
。
首
長
並
び
に
議
員
の
改
選
期
を
絶
好
の
チ

ヤ
ン
ス
と
し
て
合
併
実
現
の
た
め
あ
ら
ゆ
る

手
が
打
た
れ
た
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
、
遂
に
不

調
に
終
り
、
そ
の
結
果
真
和
志
の
市
長
並
び

に
議
員
選
挙
と
首
里
、
小
禄
を
含
め
た
新
那

覇
市
の
議
員
選
挙
に
突
入
し
た
訳
で
あ
り
、

来
る
十
二
日
の
選
挙
に
よ
つ
て
、
那
覇
市
は

三
〇
名
、
真
和
志
市
は
二
六
名
の
新
議
員
が

夫
々
生
れ
出
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
等
の

任
期
が
四
カ
年
で
あ
る
こ
と
を
先
ず
考
慮
に

入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

由
来
市
町
村
の
合
併
問
題
と
首
長
や
議
員

の
任
期
と
が
深
い
因
縁
を
持
つ
て
い
る
こ
と

は
、
既
に
常
識
と
な
つ
て
お
り
こ
れ
ま
で
の

例
に
徴
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
選
挙
を
経

て
首
長
や
議
員
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
決
し

て
な
ま
や
さ
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
莫
大
な

金
も
か
ゝ
る
し
、
多
数
の
人
々
の
犠
牲
的
な

奉
仕
や
援
助
も
仰
が
ね
ば
な
ら
な
い
。
競
争

相
手
側
か
ら
の
種
々
の
批
判
も
甘
受
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
し
、
時
と
し
て
は
バ
リ
ザ
ン

ボ
ウ
の
的
と
な
る
こ
と
も
覚
悟
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
而
も
一
敗
血
に
ま
み
れ
て
落
選

の
憂
目
を
見
る
不
安
も
か
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。
と
に
角
選
挙
は
苦
し
い
も

の
で
あ
る
。
そ
の
苦
し
い
選
挙
を
経
て
や
つ

と
勝
ち
得
た
地
位
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
彼
等
の
任
期
に
対
す
る
執
着
も
一
応
同

情
に
値
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
気
持
を
無

視
し
て
簡
単
に
事
を
押
し
切
ろ
う
と
す
れ
ば

必
ず
大
き
な
困
難
に
逢
着
す
る
危
険
を
免
れ

る
こ
と
は
出
来
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
今
後
の
真
和
志
の
合
併
問
題

に
つ
い
て
懸
念
さ
れ
る
難
点
が
も
う
一
つ
あ

る
。
仮
に
真
和
志
の
新
議
員
た
ち
が
全
会
一

致
で
、
あ
る
い
は
多
数
決
で
編
入
合
併
を
決

議
し
て
、
那
覇
市
が
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
場

合
、
議
員
の
問
題
は
ど
う
な
る
か
と
い
う
点

で
あ
る
。
現
行
の
市
町
村
制
に
は
地
方
自
治

体
の
議
員
定
数
は
三
〇
名
を
限
度
と
し
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
今
度
行
わ
れ
る
選
挙
で
そ
の

三
〇
名
の
議
員
は
首
里
、
小
禄
を
含
め
た
新

那
覇
市
出
身
者
に
よ
つ
て
既
に
占
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
真
和
志
か
ら
一
名
も
議

員
を
送
り
出
す
こ
と
な
く
し
て
編
入
合
併
に

同
意
す
る
こ
と
は
先
ず
考
え
ら
れ
な
い
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
か
と
云
つ
て
、
全
地
域
の
議

員
選
挙
を
今
一
度
や
り
直
す
と
い
う
こ
と
も

選
出
さ
れ
た
ば
か
り
の
那
覇
市
の
議
員
た
ち

が
今
更
聞
き
入
れ
る
と
は
思
え
な
い
。
新
し

く
ム
し
返
さ
れ
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
合
併

問
題
を
め
ぐ
つ
て
此
等
の
難
関
が
当
事
者
た

ち
の
手
で
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
解
決
さ
れ

る
か
と
い
う
こ
と
は
誠
に
興
味
あ
る
問
題
で

あ
る
。
市
町
村
制
の
改
正
に
よ
つ
て
首
都
の
議
員

の
定
員
数
を
適
当
に
増
や
し
那
覇
市
の
議
員

は
そ
の
ま
ゝ
に
し
て
真
和
志
だ
け
で
補
充
選

挙
を
行
い
議
員
を
送
り
出
す
と
い
う
特
別
措

置
を
考
え
ら
れ
ぬ
こ
と
は
な
い
が
、
一
時
的

な
特
殊
な
事
態
を
処
理
す
る
便
法
と
し
て
、

そ
う
簡
単
に
法
律
を
改
正
し
て
い
い
も
の
か

ど
う
か
と
い
う
点
が
更
に
ま
た
論
議
の
的
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
。

す
で
に
時
期
を
失
し
て
し
ま
つ
た
真
和
志

の
合
併
は
、
任
期
満
了
の
四
年
後
が
最
も
実

現
容
易
の
時
期
と
見
ら
れ
る
が
、
し
か
し
そ

ん
な
気
長
な
こ
と
は
い
つ
て
お
れ
な
い
だ
ろ

う
。
も
し
那
覇
、
真
和
志
両
方
の
市
民
が
真

剣
に
早
期
合
併
を
望
む
な
ら
ば
、
約
二
カ
年

後
に
市
議
改
選
を
断
行
す
る
と
い
う
手
も
あ

る
。
那
覇
の
議
員
に
と
つ
て
は
二
カ
年
の
残

任
期
間
を
棒
に
振
る
こ
と
は
相
当
の
犠
牲
で

は
あ
る
が
、
し
か
し
首
都
建
設
と
い
う
大
局

か
ら
、
ま
た
市
民
の
要
望
に
応
え
る
と
い
う

立
場
か
ら
そ
れ
位
の
雅
量
は
持
つ
べ
き
で
あ

ろ
う
。
近
く
選
出
さ
れ
る
両
市
の
議
員
た
ち

が
そ
れ
だ
け
の
覚
悟
を
持
つ
て
望
む
な
ら
ば

待
望
の
首
都
合
併
の
実
現
は
期
し
て
待
つ
べ

き
も
の
が
あ
ろ
う
。

他
に
打
つ
べ
き
手
は
ま
だ
あ
る
か
も
知
れ

な
い
。
当
間
那
覇
市
長
と
翁
長
新
真
和
志
市

長
が
こ
の
宿
命
の
大
問
題
を
解
決
す
る
為
に
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必
死
の
努
力
を
つ
ゞ
け
て
行
く
こ
と
を
信

じ
、
理
想
実
現
の
日
が
一
日
も
近
か
ら
ん
こ

と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

ダ
ン
マ
リ
劇
で
決
戦
へ
／
那
覇

市
議
選
＝
は
り
紙
だ
け
ベ
タ

ベ
タ
／
だ
が
裏
面
の
工
作
活

発
？
沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
９
・
10

市
町
村
議
員
選
挙
は
い
よ
い
よ
明
後
日
今
や

各
派
各
候
補
と
も
最
後
の
追
込
み
に
必
死
の

巻
と
い
う
処
だ
が
、
ど
う
い
う
も
の
か
今
度

の
選
挙
は
余
り
活
気
が
な
い
。
合
併
後
、
初

の
総
選
挙
と
あ
つ
て
注
目
の
那
覇
市
で
す
ら

ベ
タ
ベ
タ
と
ポ
ス
タ
ー
を
貼
る
だ
け
で
、
こ

れ
と
い
つ
た
表
面
的
な
動
き
は
見
ら
れ
ず
、

僅
か
に
一
部
が
首
里
、
小
禄
あ
た
り
で
演
説

会
を
ぶ
つ
程
度
。
も
つ
ぱ
ら
カ
ラ
メ
手
戦
術

が
お
盛
ら
し
く
、
こ
の
分
で
は
ど
う
や
ら
ダ

ン
マ
リ
の
ま
ゝ
投
票
日
を
む
か
え
そ
う
な
気

配
が
濃
い
。
以
下
那
覇
市
議
選
の
予
想
と
運

動
風
景
あ
れ
こ
れ

。

○

定
員
三
十
名
に
対
し
候
補
者
四
十
四
名

う
ち
現
議
二
十
八
、
新
人
十
六

有
権
者

は
那
覇
三
五
、
三
一
一
、
首
里
一
一
、
八
○

六
、
小
禄
六
、
六
〇
六
で
計
五
三
、
七
二
三

男
二
四
、
〇
九
九
、
女
二
九
、
六
二
四

ま
ず
人
口
比
率
か
ら
議
員
数
を
割
出
し
て
み

る
と
那
覇
一
九
、
首
里
七
、
小
禄
四
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
そ
う
注
文
通
り
に

行
か
な
い
の
が
選
挙
、
ま
し
て
候
補
者
は
那

覇
二
八
、
首
里
一
〇
、
小
禄
六
と
定
員
の
一

倍
半
だ
か
ら
地
域
な
ど
に
か
ま
つ
て
お
れ

ぬ
。
そ
こ
で
今
や
首
里
の
攻
防
戦
が
た
け
な

わ
だ
そ
う
だ
。
予
想
と
は
逆
に
那
覇
勢
が
首

里
を
侵
蝕
し
て
い
る
と
い
う
の
だ
が
、
一
方
、

小
禄
は
協
定
？
と
で
も
云
う
か
割
と
固
ま
つ

て
い
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
結
局
、
選
挙
通
に

よ
る
と
那
覇
一
九
、
首
里
六
、
小
禄
五
と
い

つ
た
と
こ
ろ
が
当
選
予
想
ら
し
く
、
そ
の
う

ち
新
人
は
七
な
い
し
八
名
と
見
て
い
る
が
、

果
し
て
ど
ん
な
も
の
か
？
ま
た
当
局
派
を
中

心
に
与
野
党
へ
色
別
け
す
る
と
、
与
党
二
十

二
な
い
し
二
十
五
と
い
う
観
測
が
強
い
。
も

つ
と
も
こ
れ
は
当
局
筋
の
話
だ
が
、
何
れ
に

し
て
も
新
議
会
は
与
党
の
絶
対
優
勢
が
予
想

さ
れ
る
。
四
氏
を
出
し
た
人
民
党
は
よ
う
や

く
一
、
二
名
の
当
選
説
か
ら
全
く
悲
観
説
も

あ
つ
て
さ
ま
ざ
ま
。
サ
イ
の
目
は
ど
う
転
が

り
出
る
か
。

○

選
挙
運
動
の
方
は
い
ま
の
と
こ
ろ
人
民

党
が

×
×
×
×
政
治
を
葬
り
市
政
を
市
民

の
手
へ

と
例
の
激
し
い
演
説
を
ブ
ツ
た
の

と
二
、
三
の
候
補
が
そ
れ
ぞ
れ
選
挙
民
に
訴

え
た
だ
け
で
後
は
全
く
の
ダ
ン
マ
リ
。
詰
ら

ぬ
こ
と
を
し
や
べ
つ
て
公
約
不
履
行
な
ど
と

や
ら
れ
る
よ
り
、
い
つ
そ
無
言
の
行
で
票
集

め
を
と
い
う
所
ら
し
い
。
事
実
、
数
名
の
候

補
は

演
説
会
場
の
拍
手
等
何
に
な
る
。
そ

ん
な
時
間
が
あ
れ
ば
も
つ
と
有
効
に
使
う

よ
。
何
し
ろ
地
盤
の
切
崩
し
が
激
し
く
て
油

断
も
ス
キ
も
な
ら
ん

と
い
つ
て
い
た
。
御

尤
も
と
い
い
た
い
所
だ
が
、
そ
れ
で
は
民
主

政
治
は
ど
う
な
る
？
有
権
者
は
顔
と
名
前
だ

け
で
選
べ
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
で
は

ま
る
で
何
か
の
取
引
で
は
な
い
か
。
と
も
あ

れ
決
戦
の
日
ま
で
は
後
二
晩
、
今
夜
あ
た
り

か
ら
は
ボ
ツ
ボ
ツ
賑
か
に
お
願
い
し
た
い
も

の
。

後
略

月
光
の
下
繰
り
展
げ
た
言
論
戦

／
首
里
の
立
合
演
説
会
／
公

明
選
挙
へ
活
躍
の
首
里
青
年

会沖
タ
・
夕
　
１
９
５
４
・
９
・
10

市
町
村
議
会
議
員
選
挙
も
い
よ
い
よ
明
後
十

二
日
全
琉
一
斉
に
行
わ
れ
る
。
豊
見
城
、
西

原
、
東
風
平
の
各
村
で
は
立
候
補
者
が
定
員

に
足
り
な
い
と
い
う
低
調
ぶ
り
で
再
告
示
も

予
想
さ
れ
て
き
た
。
一
方
、
合
併
後
の
新
那

覇
市
で
は
定
員
三
十
名
に
対
し
四
十
四
名
、

新
旧
入
り
乱
れ
て
の
斗
い
で
あ
る
。
都
市
地

区
で
は
人
民
党
候
補
が
組
織
力
を
バ
ツ
ク
に

軍
事
都
市
反
対

の
活
発
な
言
論
戦
を
展

開
し
て
い
る
ほ
か
、
殆
ん
ど
が
表
面
ポ
ス

タ
ー
戦
に
終
始
し
て
い
る
た
め
、
新
市
政
に

何
を
も
つ
て
臨
む
の
か
判
断
の
し
よ
う
も
な

い
。
こ
う
い
つ
た
顔
と
金
に
物
を
言
わ
す
ダ
ン
マ

リ
選
挙
の
中
で
首
里
青
年
会
が
公
明
選
挙
を

標
榜
し
て
立
ち
上
つ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ

れ
る
。

○

首
里
青
年
会
主
催
の
地
元
出
身
立
候
補

者
合
同
演
説
会
は
昨
九
日
よ
る
八
時
か
ら
仲

秋
十
三
夜
の
明
る
い
首
里
中
校
々
庭
で
開
か

れ
、
約
三
千
の
市
民
が
十
一
時
半
ま
で

お

ら
が
代
表

十
候
補
の
抱
負
の
一
言
一
句
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

○

各
候
補
と
も
合
併
後
の
首
里
を
ど
う
建

て
直
し
、
文
化
、
教
育
の
中
心
と
し
て
そ
の

真
価
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た

の
が
特
徴
、
中
に
は
ま
だ
首
里
市
議
員
の
つ

も
り
で
い
る
の
か

本
員
は
都
市
合
併
に
つ

い
て

私
は

と
や
ら
か
し
た
り

ど
う
か

市
民
の
み
な
さ
ま
の
一
票
を
こ
の
○
○
に

と
泣
き
落
し
の
手
を
み
せ
る
も
の
、
最
後
の

追
込
み
た
け
な
わ
と
い
つ
た
処
。

首
里
の
名
称
残
そ
う

演
説
会
終
了
後
、
首
里
青
年
会
提
案
で

選

挙
浄
化
運
動
を
徹
底
的
に
行
う

と
の
決
議

を
満
場
一
致
で
採
択
し
た
の
ち
、
引
き
つ
ゞ

き
市
民
大
会
に
移
り
、
首
里
の
名
称
を
残
す

こ
と
に
つ
い
て
左
記
の
通
り
決
議
、
当
間
市

長
に
要
望
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

決
議
要
旨

三
五
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首
里
の
名
称
は
歴
史
的
に
み
て
も
古
く
、
沖

縄
の
古
文
化
は
首
里
を
中
心
に
展
開
さ
れ

た
。
由
緒
深
き
首
里
と
い
う
呼
称
は
沖
縄
の
歴
史

を
語
る
に
も
又
私
た
ち
の
魂
の
よ
り
ど
こ
ろ

と
し
て
も
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
と
信
ず

る
。

｜
社
　
説
｜

新
那
覇
市
の
区
制
に
望
む

沖
タ
・
朝
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首
里

の
名
を
残
し
て
く
れ
と
旧
首
里
市

民
が
那
覇
市
当
局
へ
要
望
し
て
い
る
。
恐
ら

く

小
禄

の
方
も
同
じ
希
望
を
も
つ
て
い

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

首
里
・
小
禄
合
併
後
、
初
の
那
覇
市
会
が
七

日
に
開
か
れ
、
区
設
置
や
支
所
設
置
そ
の
他

合
併
に
伴
う
必
要
条
例
の
制
定
あ
る
い
は
改

正
が
行
わ
れ
た
。
而
し
て
区
設
置
は
従
来
の

町
名
、
部
落
名
を
そ
の
ま
ま
区
と
し
、
旧
市

役
所
、
村
役
場
は
首
里
支
所
、
小
禄
支
所
と

決
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
当
間
那
覇

市
長
は

首
里
・
小
禄
の
呼
び
名
に
関
し
て

は
、
そ
の
歴
史
や
伝
統
も
考
慮
に
入
れ
慎
重

を
期
し
た
い
、
何
れ
全
市
に
亘
つ
て
の
名
称

を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う

と
語
り
、
飽
く

ま
で
暫
定
措
置
で
あ
る
こ
と
を
言
明
す
る
と

共
に
、
首
里
・
小
禄
の
呼
称
を
何
ん
ら
か
の

形
で
残
し
て
い
き
た
い
意
向
を
ほ
の
め
か
し

て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
地
元
市
民
の
要
望
は

何
れ
実
現
す
る
も
の
と
期
待
し
て
よ
い
よ
う

だ
。
旧
首
里
市
民
大
会
の
決
議
文
の
中
で
も
謳
つ

て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
こ
と
は
単
な
る
地
元

民
の
古
い
物
に
対
す
る
郷
愁
の
み
で
な
く
、

ま
た
、
沖
縄
が
日
本
の
行
政
権
外
に
お
か
れ
、

十
年
前
に

沖
縄
県

が
消
え
て
し
ま
つ
た

の
に
、
敢
え
て
民
衆
の
郷
愁
、
一
種
の
レ
ジ

ス
タ
ン
ス
を
ア
ジ
る
た
め
立
法
院
議
会
で

沖
縄
県

と
か

県
民

と
呼
ん
で
い
る

一
部
議
員
の
そ
れ
や
、
人
民
党
の
演
説
会
な

ど
で
聞
く
そ
れ
と
は
同
質
の
も
の
で
も
な

く
、
当
間
市
長
が
認
識
し
て
い
る
如
く
、
歴

史
や
伝
統
の
尊
重
と
い
う
意
味
か
ら
自
然
で

あ
り
、
妥
当
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
だ
れ
も
異
論
を
持
た
ぬ
と
信
ず
る
。

そ
こ
で
、
市
当
局
の

全
市
に
亘
つ
て
考
慮

し
て
い
く

に
対
し
望
み
た
い
こ
と
は
、
那

覇
市
も
二
市
一
村
が
一
つ
に
な
つ
て
広
地
域

と
な
つ
た
し
、
そ
れ
に
真
和
志
市
を
編
入
す

る
こ
と
も
既
に
日
時
の
問
題
だ
け
が
残
さ

れ
、
遅
く
も
今
年
一
杯
に
は
そ
の
実
現
が
期

待
さ
れ
て
い
る
情
況
で
あ
る
の
で
、こ
の
際
、

現
在
の
区
制
を
廃
し
、新
た
な
区
制
を
設
定
、

町
名
の
復
元
あ
る
い
は
新
設
を
考
え
て
貰
つ

た
ら
と
思
う
。
即
ち
従
来
の
那
覇
の
区
域
を

中
央
区
と
い
つ
た
よ
う
に
一
区
に
し

二
区

に
分
割
し
て
も
よ
い

旧
首
里
市
を
首
里
区
、

旧
小
禄
村
を
小
禄
区
に
纏
め
、
現
在
の
那
覇

市
の
一
区
、
二
区
を
改
め
旧
町
名
を
復
元
さ

せ
、
首
里
・
小
禄
の
何
々
区
を
町
と
す
る
所

謂

那
覇
市
何
区
何
町
何
番
地

と
い
う
こ

と
に
し
た
ら
ど
ん
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

戦
後
、
東
京
都
が
区
制
を
変
更
し
た
、
し
か

し
今
日
多
く
の
都
民
が
改
悪
だ
と
し
て
内
心

こ
れ
を
歓
迎
し
て
い
な
い
と
い
わ
れ
る
が
、

や
は
り
長
い
間
な
じ
ん
で
来
た
土
地
の
名

は
、
簡
単
に
改
称
せ
ぬ
こ
と
が
賢
明
の
よ
う

で
あ
る
。

真
和
志
投
票
六
割
二
分
／
大
勢

判
明
は
午
後
二
時
あ
と

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
９
・
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合
併
実
現
と
か
ら
ん
で
議
会
分
野
を
争
う
注

目
の
真
和
志
市
議
会
議
員
選
挙
。
十
二
日
の

投
票
は
折
か
ら
の
台
風
ジ
ユ
ー
ン
と
か
ち
合

つ
た
た
め
、
各
投
票
区
と
も
激
し
い
風
雨
を

つ
い
て
の
ズ
ブ
濡
れ
投
票
に
終
止
。
市
長
選

を
上
回
る
と
予
想
さ
れ
て
い
た
投
票
成
績
も

投
票
総
数
一
万
五
千
九
百
四
十
六
票

有
権

者

二
万
五
千
七
百
六
十
七

、
投
票
率
六

割
二
分
の
低
調
選
挙
に
終
つ
た
。

投
票
成
績
の
良
い
の
は
、
相
変
ら
ず
第
一
分

会
場
の
繁
多
川
、
真
地
、
識
名
、
上
間

の

南
部
一
帯
で
総
体
的
に
七
十
七
パ
ー
セ
ン

ト
。
つ
い
で
第
五
分
会
場
の
安
謝
、
天
久
を

中
心
と
す
る
北
部
地
区
が
七
十
五
パ
ー
セ
ン

ト
、
最
も
悪
い
第
三
、
第
四
の
栄
町
、
安
里
、

大
道
付
近
で
は
五
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
不
調
を

示
し
た
。
各
会
場
の
投
票
成
績
を
の
ぞ
く
と

有
権
者
　
　
投
票
数
　
投
票
率

本
会
場
　
六
三
五
三
　
　
三
七
九
四
　
六
〇

第
一
〃
　
三
一
五
四
　
　
二
四
三
八
　
七
七

第
二
〃
　
三
七
七
五
　
　
二
一
八
六
　
五
八

第
三
〃
　
三
五
二
三
　
　
一
八
七
七
　
五
三

第
四
〃
　
六
三
六
三
　
　
三
六
八
〇
　
五
二

第
五
〃
　
二
五
九
九
　
　
一
九
七
一
　
六
五

合
計
　
二
五
七
六
七
　
一
五
九
四
六
　
六
二

な
お
、
開
票
は
き
よ
う
朝
九
時
か
ら
市
会
議

室
で
行
わ
れ
る
が
、
大
勢
判
明
は
三
十
四
名

の
立
候
補
者
か
ら
み
て
午
後
二
時
あ
と
に
な

る
見
込
み
。

地
方
議
員
当
選
者

沖
タ
・
朝
　
１
９
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定
　
員
　
三
十
名

那
覇
市

立
候
補
四
十
四
名

比
嘉
　
祐
直

一
、
四
七
六

備
瀬
　
知
良

一
、
四
三
八

渡
口
　
麗
秀

一
、
三
三
〇

玉
那
覇
有
義

一
、
三
二
八

比
嘉
朝
四
郎

一
、
三
二
六

高
良
　
　
一

一
、
三
一
二

照
屋
　
正
徳

一
、
二
四
五

石
川
清
三
郎

一
、
一
七
五

長
嶺
　
将
真

一
、
一
七
三 三

五
八

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

九
月



上
原
　
永
盛

一
、
一
六
八

平
良
　
亀
助

一
、
一
二
三

久
高
　
友
敏

一
、
〇
八
四

辺
野
喜
英
興

一
、
〇
八
二

赤
嶺
　
三
郎

一
、
二
〇
一

浦
崎
　
唯
治

　
　
九
七
四

高
良
　
清
二

　
　
九
五
六

新
垣
　
松
助

　
　
九
四
六

大
山
　
盛
幸

　
　
九
三
六

喜
久
山
朝
重

　
　
八
三
七

糸
数
　
昌
秀

　
　
八
三
〇

崎
山
　
喜
達

　
　
七
九
五

上
原
　
仁
慶

　
　
七
九
〇

儀
部
　
息
睦

　
　
七
一
三

宮
里
　
敏
慶

　
　
七
〇
二

上
間
　
長
和

　
　
六
八
二

具
志
　
嘉
助

　
　
六
六
五

真
栄
田
義
晃

　
　
六
三
一

宜
保
　
為
楷

　
　
六
三
〇

泉
　
　
正
重

　
　
六
一
六

午
後
七
時
現
在
右
の
二
十
九
名
が
当
選
確

定
、
疑
問
票
五
百
の
取
扱
い
を
め
ぐ
つ
て
選

挙
管
理
委
員
の
態
度
が
決
ま
ら
ず
、
最
下
点

当
選
者
の
確
定
は
十
三
日
に
持
越
さ
れ
る
。

当
選
者
二
十
六
名

真
和
志
市
立
候
補
三
十
四
名

新
垣
義
雄

四
九

社
長
、
金
城
賢
勇
五
一

社
長
、
森
田
孟
松

四
三

公
務
員
、
大
嶺

良
英

五
二

公
吏
、
山
城
盛
善
四
四

飲
食

店
、
垣
花
惠
剛

五
四

会
社
員
、
国
吉
真

政

四
〇

会
社
員
、
嘉
数
仁
和
六
七

農
業
、

大
工
廻
盛
山

三
四

農
協
専
務
、
古
堅
宗

秀

三
四

会
社
員
、
渡
嘉
敷
こ
う
三

四
二

漁
協
専
務
、
久
場
景
善

四
一

旅
館
業
、

新
田
宗
正

五
五

農
業
、
高
良
正
文

三
二

公
吏
、
新
垣
正
達

三
六

区
長
、
比
嘉
憲

昌

三
七

農
業
、
奥
浜
清
吉

四
一

造
船

業
、
山
内
武
夫

四
〇

農
業
、
知
念
清
吉

三
五

無
職
、
野
村
朝
賢

三
四

商
業
、
屋

慶
名
政
永

三
一

党
委
員
、
又
吉
久
正

四

〇

商
業
、
伊
佐
真
福

四
三

司
法
書
士
、

町
田
宗
永

五
九

商
業
、
金
城
貞
秀

四
一

農
業
、
許
田
世
輝

三
五

公
吏
、
次
点

義
永
栄
善

現
助
役

後
略

き
の
う
開
票
／
那
覇
市
与
党
勢

が
圧
倒
的
／
…
問
題
の
こ
す

同
姓
記
名

沖
タ
・
朝
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合
併
後
、
初
の
総
選
挙
と
あ
つ
て
注
目
さ
れ

た
那
覇
市
議
選
は
大
体
予
想
通
り
の
結
果
が

出
た
、
た
ゞ
し
選
挙
は
終
つ
て
い
な
い
、
同

姓
の
記
名
か
ら
宮
城
清
三
郎
氏

人
民
党

の

票
は
判
定
を
き
よ
う
に
持
越
し
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
宮
城
氏
の
問
題
を
今
は
別
に
し
て

開
票
結
果
を
分
析
す
る
と
当
確
は
現
議
十

九
、
新
人
十
一
と
な
つ
て
苦
戦
を
免
れ
ず
と

伝
え
ら
れ
た
新
人
が
予
想
以
上
に
進
出
し

た
。
地
域
別
に
は
、
那
覇
十
九
、
首
里
六
、

小
禄
五
と
な
つ
て
大
体
、
予
想
通
り
だ
が
人

口
比
例
か
ら
す
る
と
首
里
は
一
名
少
な
く
小

禄
は
一
名
多
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
各
地

域
に
お
け
る
投
票
数
と
候
補
者
の
得
票
数
か

ら
割
出
す
と
首
里
が
差
引
千
百
余
票
も
食
込

ま
れ
て
い
る
の
に
反
し
小
禄
の
票
は
殆
ど
動

い
て
い
な
い
事
実
か
ら
、
首
里
は
那
覇
勢
に

侵
さ
れ
、
小
禄
は
い
わ
ゆ
る
協
定
？
で
防
衛

に
成
功
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

い
わ
ゆ
る
当
局
派
を
中
心
に
し
て
新
議
会

の
勢
力
分
布
を
見
る
と
与
党
二
十
三
、
野

党
四
、
中
立
三
で
与
党
勢
は
圧
倒
的
で
あ

る
。
人
民
党
は
い
ま
の
と
こ
ろ
四
名
の
候

補
か
ら
真
栄
田
義
晃
氏
が
一
人
、
議
席
を

獲
得
し
た
が
前
記
宮
城
氏
の
記
名
問
題
の

処
理
如
何
で
は
二
名
と
な
る
可
能
性
も
大

き
い
。

ど
う
な
る
”
ミ
ヤ
キ
”
／
決
定
を
き
よ
　

う
に
持
越
し

今
次
選
挙
の
異
色
は
同
姓
同
名
の
候
補
が
多

か
つ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
高
良
、
嘉
数
、
宮

城
、
石
川
、
上
原
、
比
嘉
、
清
三
郎
な
ど
で

あ
る
。

か
ね
て
こ
の
こ
と
を
予
想
し
て
か
宮
城
清
三

郎
氏
は
石
川
清
三
郎
及
び
宮
城
英
喜
の
両
氏

と
協
定
を
結
び
選
管
委
の
承
認
を
求
め
た
。

宮
城

は
宮
城
英
喜
、
ミ
ヤ
キ

は
宮
城

清
三
郎
、

セ
三
ロ

又
は

セ
イ
三
ロ

は
石
川
清
三
郎
、

清
三
郎

は
宮
城
清
三

郎
と
協
定
し
た
か
ら
と
い
う
も
の
。
こ
れ
に

対
し
選
管
委
は
捺
印
し
て
承
認
を
与
え
た
よ

う
だ

宮
城
氏
談

か
く
て
選
挙

開
票
と

な
つ
た
が
そ
の
結
果
は

宮
城
清
三
郎

三

三
八
票
の
外
、
単
に

ミ
ヤ
キ

と
し
た
の

が
三
百
五
十
票
あ
つ
た
。
こ
れ
を
加
え
る
と

六
百
八
十
余
票
と
な
つ
て
宮
城
氏
は
一
躍
、

当
選
圏
内
に
入
り
、
最
下
位
の
国
吉
有
慶
氏

が
落
選
と
な
る
。

と
こ
ろ
が
こ
の
時
に
至
つ
て
選
管
委
は

始

め
て
の
事
例
な
の
で
協
定
が
妥
当
か
、
否
か

は
問
題
で
あ
る
。
中
央
選
挙
委
の
意
見
を
聞

く
必
要
が
あ
り
態
度
決
定
を
明
日
に
持
越

す

と
決
定
し
た
。
宮
城
氏
側
で
は
既
に
承

認
も
し
て
い
る
し
第
一
、
尊
い
三
百
余
票
を

無
効
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
と
の
意
見
だ

つ
た
が
選
管
委
と
し
て
は
や
は
り
態
度
を
保

留
、
十
四
日
午
後
一
時
、
選
挙
会
を
再
開
す

る
こ
と
に
な
つ
た
。

投
票
記
名
の
協
定
と
い
う
こ
と
は
問
題
が
多

い
。
第
一
、
有
権
者
の
意
志
を
無
視
し
て
候

補
者
間
で
票
の
行
方
を
決
め
る
オ
ソ
レ
が
あ

る
。
現
に
戦
後
の
選
挙
訴
訟
で
も
こ
う
い
う

同
姓
記
名
は
無
効
と
し
た
判
例
も
二
、
三
あ

る
よ
う
だ
。
然
し
宮
城
氏
側
で
は
ポ
ス
タ
ー

や
宣
伝
か
ら

ミ
ヤ
キ

と
し
て
来
て
い
る

か
ら
有
権
者
の
意
志
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る

三
五
九

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

九
月



こ
と
は
な
い
と
も
協
調
し
て
い
る
。
何
れ
に

し
て
も
今
度
の
問
題
は
ど
つ
ち
に
転
ん
で
も

訴
訟
ま
で
尾
を
引
く
可
能
性
が
大
き
い
。

同
志
相
打
つ
一
票
騒
ぎ
／
真
和

志
も
新
人
の
得
票
め
だ
つ

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
９
・
14

首
都
脱
落
後
の
新
議
会
と
し
て
注
目
の
真
和

志
市
議
会
議
員
選
挙
は
、
十
三
日
午
前
九
時

十
分
か
ら
市
会
議
室
で
開
票
。

ヲ
ナ
カ

エ
イ
キ

の
議
席
数
を
競
う
激
し
い
セ
リ

合
を
展
開
し
た
が
、
議
会
の
分
野
は
結
局

翁
長
派
十
二
、
宮
里
派
十
、
中
立
二
、
人
民

党
二
と
決
つ
た
。
こ
の
結
果
か
ら
推
し
て
、

与
党
的
け
い
向
を
も
つ
中
立
派
が
当
局
へ
回

る
こ
と
は
確
実
視
さ
れ
て
お
り
、
議
会
の
勢

力
分
野
も
翁
長
陣
営
の
勝
利
を
も
つ
て
逐
鹿

戦
に
終
止
符
を
打
つ
た

○

こ
の
日
、
開
票
場
の
市
会
議
室
は
投
票

点
検
前
か
ら
ワ
ン
サ
押
し
か
け
た
市
民
の
顔

で
一
ぱ
い
。
つ
ぎ
つ
ぎ
と
開
か
れ
る
玉
手
箱

に
深
刻
な
表
情
だ
つ
た
が
、
一
等
当
選
の
新

里
義
雄
候
補
な
ど
は
一
回
目
の
本
会
場
だ
け

で
も
入
選
圏
内
と
判
明
、
ど
つ
こ
い
勝
負
の

各
陣
営
の
皮
算
用
に
大
き
な
波
紋
を
投
げ

た
。
○

午
前
十
一
時
、
早
く
も
新
里
、
森
田
、

金
城
、
大
峯
、
山
城
、
垣
花
、
国
吉
、
嘉
数
、

大
工
廻
、
古
堅
、
渡
嘉
敷
、
久
場
の
各
候
補

の
当
選
は
確
定
的
と
推
定
さ
れ
、
気
の
早
い

陣
営
で
は
”
当
選
御
礼
”
の
準
備
を
手
配
し

て
い
た
。
一
方
、
得
票
数
の
少
い
各
候
補
の

顔
ぶ
れ
も
、
こ
の
ご
ろ
ま
で
に
は
動
か
せ
な

い
も
の
と
な
り
、
場
内
は

喜
び

と

悲

し
み

に
交
々
の
表
情

○

中
で
も
中
間
報
告

午
後
一
時
半
現
在

で
三
百
票
を
も
つ
て
、
二
十
六
番
に
食
い
込

ん
だ
浦
崎
直
徹
候
補
は
午
後
か
ら
の
再
点
検

で
票
数
勘
定
の
間
違
い
と
分
か
つ
て
ガ
ツ
カ

リ
。
当
選
圏
外
の
二
十
八
位
に
退
い
た
が
、

次
点
に
迫
つ
た
許
田
世
輝
氏
と
義
永
栄
善
氏

が
一
票
を
争
う
激
し
い
セ
リ
合
い
を
演
じ
た

た
め
、
夜
九
時
に
至
る
ま
で
疑
問
票
の

セ

イ
キ

ヨ
シ
ナ
カ

で
一
喜
一
憂
。
当
選

御
礼
回
り
を
止
め
ら
れ
て
、
コ
ウ
フ
ン
し
た

許
田
候
補
の
支
持
者
達
が
も
の
も
の
し
く
窓

外
に
待
期
す
る
な
ど

同
志
相
う
つ
深
刻
な

一
票
騒
ぎ
も
み
ら
れ
た

○

最
後
の
審
判
は
許
田
氏
三
百
三
票
、
義

永
氏
三
百
一
票
と
決
定
。
許
田
氏
の
僅
か
二

票
の
リ
ー
ド
で
当
選
確
定
と
な
つ
た
が
、
当

選
を
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
旧
議
員
の
町
田
、
高

良
、
金
城

貞

、
奥
浜
の
各
候
補
が
、
予

想
を
く
つ
が
え
し
て
当
選
圏
に
ユ
ウ
ユ
ウ
と

の
し
上
つ
て
き
た
の
も
見
も
の
。
新
人
の
新

里
、
金
城

賢

、
大
峯
、
山
城
の
顔
ぶ
れ

が
断
然
、
他
を
圧
し
て
ト
ツ
プ
を
飾
つ
た
の

も
市
民
の
注
目
を
ひ
く
の
に
十
分
だ
つ
た
。

｜
社
　説
｜

中
央
・
地
方
の
議
会
に
警
告

沖
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・
朝
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９
５
４
・
９
・
15

那
覇
市
の
市
会
議
員
選
挙
は
競
争
が
激
し
か

つ
た
だ
け
に
、
開
票
後
当
選
の
予
想
が
つ
く

と
早
手
ま
わ
し
に
当
選
御
礼
の
ビ
ラ
を
貼
つ

て
有
権
者
に
感
謝
の
意
を
あ
ら
わ
し
た
。
有

権
者
へ
の
挨
拶
な
ら
そ
れ
だ
け
で
充
分
足
り

る
筈
で
あ
る
が
、
そ
れ
か
ら
夜
遅
く
ま
で
の

当
選
放
送
は
余
計
な
カ
ラ
騒
ぎ
で
あ
ろ
う
。

ト
ラ
ツ
ク
や
ハ
イ
ヤ
ー
を
ぜ
い
た
く
に
繰
り

出
し
、中
に
は
酒
気
を
帯
び
た
の
も
い
た
し
、

太
鼓
を
た
た
く
、
口
笛
を
吹
き
鳴
ら
す
と
い

つ
た
町
回
り
を
執
拗
に
繰
り
か
え
し
て
い

た
。
そ
れ
だ
け
で
新
議
員
の
知
性
や
良
識
を

疑
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
慎
し
み
た
い
が
、
そ

れ
に
し
て
も
当
選
の
よ
ろ
こ
び
は
も
つ
と
厳

粛
な
も
の
で
あ
つ
て
欲
し
い
。

お
か
し
な
こ
と
が
も
う
一
つ
あ
る
。
開
票
の

日
に
当
間
那
覇
市
長
が
語
つ
た
と
新
聞
に
報

ぜ
ら
れ
た
市
長
派
、
反
市
長
派

或
は
中
立

派

と
い
う
新
議
員
の
派
別
が
、
わ
れ
わ
れ

に
は
何
と
し
て
も
腑
に
落
ち
な
い
。
立
法
院

の
場
合
だ
と
民
主
・
社
大
と
い
つ
た
政
党

が
、
公
認
候
補
を
立
て
、
ま
が
り
な
り
に
も

自
党
の
政
策
を
掲
げ
て
有
権
者
大
衆
に
ま
み

え
る
建
前
が
採
ら
れ
て
い
る
が
、
地
方
議
員

の
場
合
は
、
は
つ
き
り
党
籍
を
名
乗
つ
た
人

民
党
の
候
補
者
は
別
と
し
て
、
そ
の
他
は
街

頭
の
ビ
ラ
に
も
、
文
書
に
も
、
そ
れ
か
ら
演

説
会
に
お
い
て
も
、
党
籍
を
披
露
し
た
者
は

殆
ど
な
か
つ
た
し
、
も
ち
ろ
ん
市
長
派
、
反

市
長
派
の
派
別
を
自
ら
呼
称
し
た
た
め
し
も

寡
聞
に
し
て
聞
か
ぬ
。
当
間
那
覇
市
長
の
言

う
と
お
り
、
当
選
後
の
新
議
員
が
両
派
に
分

れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
大
事
な
こ
と
を
有
権

者
大
衆
に
秘
め
て
、
大
衆
の
公
正
な
批
判
を

故
意
に
防
げ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

当
局
派
、
反
当
局
派
と
い
う
の
は
、
地
方
自

治
体
に
よ
く
あ
る
慣
例
で
あ
り
、
そ
れ
を
今

更
の
如
く
う
ん
ぬ
ん
す
る
こ
と
は
揚
げ
足
と

り
に
ひ
と
し
い
と
言
う
か
も
知
れ
ぬ
。
だ
が

考
え
て
み
よ
、
政
党
政
治
の
理
念
か
ら
し
て

も
政
治
に
お
け
る
対
立
は
、
政
策
対
政
策
の

関
係
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
る
に
周
知

の
如
く
、
地
方
自
治
体
の
当
局
派
、
反
当
局

派
の
対
立
と
い
う
も
の
は
政
策
関
係
か
ら
生

じ
た
も
の
で
は
無
く
、
寧
ろ
政
策
を
棚
上
げ

し
た
権
勢
欲
や
、
選
挙
地
盤
に
か
か
わ
る
私

心
私
欲
か
ら
発
し
た
も
の
と
断
定
し
て
差
支

え
な
か
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
世
に
謂
う
白
・
黒

の
政
争
が
そ
れ
で
あ
る
。
沖
縄
の
地
方
政
治

は
戦
前
の
昔
か
ら
、
こ
の
白
・
黒
政
争
に
よ

つ
て
営
ま
れ
、
住
民
を
ど
ん
な
に
苦
し
め
た

こ
と
か
。
わ
れ
わ
れ
は
当
時
流
行
つ
た

白
・
黒
地
獄

の
言
葉
を
決
し
て
忘
れ
て

は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

那
覇
市
の
新
議
員
が
、
当
選
し
た
途
端
に
、
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市
長
派
、
反
市
長
派
に
分
れ
る
こ
と
は
白
・

黒
政
争
の
き
つ
か
け
を
つ
く
る
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。
議
会
が
開
か
れ
、
そ
し
て
相
当
期

間
市
政
に
直
接
参
与
し
て
後
、
当
間
市
長
の

政
策
に
、
同
調
す
る
者
、
或
は
絶
対
に
同
調

で
き
ぬ
者
が
現
わ
れ
た
時
は
両
派
の
対
立
が

考
え
ら
れ
ぬ
で
も
な
い
。
そ
れ
を
当
初
か
ら

当
間
市
長
に
無
条
件
降
伏
す
る
絶
対
多
数

が
、
市
長
派
に
属
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
す

な
わ
ち
市
長
個
人
に
従
う
翼
賛
政
治
と
い
う

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
或
は
亦
当
初
か
ら
反

当
局
派
の
挙
に
出
る
議
員
は
、
い
わ
ゆ
る
食

わ
ず
嫌
い
と
言
え
る
の
で
あ
る
。と
も
あ
れ
、

不
可
思
議
な
こ
と
は
、
何
故
市
長
の
政
治
意

志
に
議
員
が
支
配
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

か
、
で
あ
る
。
民
主
議
会
へ
の
充
分
な
認
識

が
あ
れ
ば
、
市
長
中
心
の
議
会
を
排
し
て
、

議
員
の
自
主
性
が
最
大
に
重
視
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。

こ
う
し
た
当
局
派
、
反
当
局
派
の
苦
々
し
い

現
象
は
、
改
選
後
の
地
方
議
会
に
例
外
な
く

存
す
る
か
も
知
れ
ぬ
。
処
に
よ
つ
て
は
中
央

の
政
党
と
結
ぶ
地
方
議
会
の
動
き
が
目
立
つ

の
で
あ
る
。
そ
れ
が
教
育
界
に
も
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。
中
央
の
政
党
と
地
方
議
会

が
政
策
的
に
結
ば
れ
る
な
ら
と
も
か
く
、
政

策
を
ぬ
き
に
し
た
党
勢
拡
張
の
も
の
で
あ
れ

ば
、
地
方
政
治
の
白
・
黒
政
争
を
政
党
が
扇

動
し
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
、
政

党
の
自
戒
が
肝
要
と
さ
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
が

中
央
の
政
党
自
体
か
ら
し
て
、
白
・
黒
政
争

に
堕
す
恐
れ
な
し
と
し
な
い
。
た
と
え
ば
今

議
会
に
お
け
る
民
主
、
社
大
両
党
の
対
議
会

活
動
は
、
政
策
の
争
い
と
は
言
え
ず
党
勢
の

消
長
を
第
一
義
と
す
る
政
争
め
い
た
も
の
が

感
知
さ
れ
て
な
ら
な
い
。
こ
の
喧
嘩
も
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
民
主
党
側
か
ら
仕
向
け
る
向

が
あ
る
だ
ろ
う
。
米
軍
当
局
か
ら
厳
し
く
批

判
さ
れ
た
社
大
党
は
、
そ
の
後
す
つ
か
り
お

と
な
し
く
な
り
、
自
ら
与
・
野
党
の
協
調
を

唱
え
て
政
局
の
安
定
を
希
う
か
に
み
え
た
。

と
こ
ろ
が
議
席
に
異
変
が
あ
つ
て
民
主
党
側

の
勢
力
が
い
さ
さ
か
強
ま
つ
た
事
に
よ
つ

て
、
逆
に
野
党
を
み
く
び
り
、
そ
れ
か
ら
と

い
う
も
の
は
、
議
会
の
頭
数
で
押
し
切
る
態

度
に
終
始
す
る
か
の
印
象
を
わ
れ
わ
れ
に
与

え
て
い
る
。
正
副
議
長
不
信
任
問
題
に
し
て

も
、
そ
う
し
た
与
党
の
黒
星
の
一
つ
と
言
え

よ
う
。

正
副
議
長
問
題
が
上
程
さ
れ
た
時
の
議
会
記

事
に

正
副
議
長
の
辞
任
の
挨
拶
が
行
わ
れ

る
と
議
席
か
ら
も
傍
聴
席
か
ら
も
割
れ
る
よ

う
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
が
、
つ
づ
い
て
選
ば

れ
た
新
議
長
と
新
副
議
長
の
就
任
挨
拶
に
は

何
故
か
傍
聴
席
は
し
ん
と
し
て
殆
ど
拍
手
が

聞
え
な
か
つ
た

と
報
じ
て
い
る
。
正
副
議

長
を
辞
め
さ
せ
る
に
は
、
ち
や
ん
と
し
た
筋

道
を
立
て
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
る
に
民
主
党

は
万
人
を
承
服
さ
せ
る
筋
を
立
て
な
か
つ

た
。
だ
か
ら
民
主
党
が
正
副
議
長
問
題
で
勝

利
し
て
も
拍
手
が
起
き
な
か
つ
た
の
だ
ろ

う
。
政
争
に
基
づ
く
政
治
は
、
も
う
こ
り
ご
り
で

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
欲
し
い
も
の
は
、
わ
れ

わ
れ
の
生
活
を
も
つ
と
明
る
く
す
る
政
策
で

あ
り
、
そ
の
実
践
で
あ
る
。
政
策
と
政
策
の

競
い
も
そ
れ
が
白
・
黒
政
争
の
具
に
供
さ
れ

て
は
堪
ら
な
い
。
従
つ
て
政
策
の
協
調
が
望

ま
し
い
。
今
の
何
よ
り
の
急
務
は
こ
の
政
策

の
協
調
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
持
す
る
世
論
の

醸
成
に
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

当
選
決
定
に
三
十
六
時
間
／
遂

に
宮
城
氏
（
人
民
党
）
に
軍

配
／
長
嶺
氏
の
「
ソ
シ
ン
」

も
生
返
え
る

沖
タ
・
朝
　
１
９
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・
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・
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同
姓
記
載
の
問
題
で
も
め
た
那
覇
市
議
選
も

十
四
日
午
後
六
時
半
遂
に

ミ
ヤ
キ

そ
の

他
の
有
効
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
、
宮
城
清

三
郎
氏

人
民
党

は
一
躍
当
選
、
代
り
に

国
吉
有
慶
氏
の
落
選
と
い
う
こ
と
で
落
着
し

た
。
十
三
日
開
票
事
務
に
入
つ
て
か
ら
ま
る

一
日
と
十
二
時
間
を
要
し
た
わ
け
で
あ
る
。

候
補
者
に
同
姓
同
名
が
多
数
あ
つ
た
こ
と
は

今
度
の
開
票
事
務
を
困
難
に
し
た
大
き
な
原

因
で
あ
つ
た
が
中
で
も
宮
城
清
三
郎
氏
の
場

合
は
対
石
川
清
三
郎
、
対
宮
城
英
喜
両
候
補

と
の
記
名
協
定
を
め
ぐ
り
、
一
た
ん
こ
れ
を

承
認
し
た
選
管
委
が
態
度
保
留
を
声
明
す
る

な
ど
の
曲
折
も
あ
つ
て
成
行
き
を
注
目
さ
れ

て
い
た
も
の
。
関
係
当
局
筋
の

協
定
は
法

的
に
無
効

と
す
る
見
解
、
或
い
は
従
来
の

判
例
な
ど
か
ら
一
般
に
は
無
効
と
な
る
公
算

が
大
き
い
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
が
、
島
袋
選

管
委
員
長
は
立
会
人
と
も
協
議
の
上
、
こ
れ

に
有
効
の
断
を
下
し
た
わ
け
で
あ
る
。
然
し

な
が
ら
同
委
員
長
が

協
定
を
承
認
し
た
と

い
う
既
成
事
実
が
あ
つ
た
の
で
や
む
を
得
な

か
つ
た
。
慎
重
な
検
討
が
足
り
な
か
つ
た
の

だ

と
ふ
く
み
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る

点
か
ら
も
記
名
協
定
の
是
非
は
問
題
を
今
後

に
残
す
も
の
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
那
覇

市
会
に
お
け
る
人
民
党
は
二
議
席
と
な
つ

た
。
こ
の
日
も
開
票
事
務
は
遅
々
と
し
て
捗
ら
な

か
つ
た
が
、
午
後
六
時
す
ぎ
二
千
余
票
に
上

る
疑
問
票
を
一
お
う
判
別
し

こ
の
時
ま
で

ミ
ヤ
キ
、
ソ
シ
ン
も
無
効
票
に
分
類
さ
れ
て

い
た

や
が
て
選
管
委
と
立
会
人
と
の
合
議

が
あ
つ
て
、
ア
ツ
と
い
う
間
に
前
記
の
票
が

有
効
と
決
定
さ
れ
、
し
ば
ら
く
し
て
こ
れ
が

参
観
人
席
に
伝
わ
る
と
昨
夜
以
来
、
殆
ど
眠

つ
て
い
な
い
ら
し
い
宮
城

清

候
補
、
瀬

長
書
記
長
を
囲
ん
だ
人
民
党
員
や
支
持
者
の

間
か
ら
は
ド
ツ
と
歓
声
が
上
つ
た
。
勝
利
の
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感
激
で
あ
る
。
然
し
そ
の
陰
に
は
当
選
の
祝

酒
か
ら
転
落
の
悲
哀
を
か
こ
つ
国
吉
候
補
が

生
れ
る
わ
け
だ
。

な
お
一
お
う
無
効
票
に
分
類
さ
れ
た
ソ
シ
ン

も
有
効
と
な
つ
た
の
で
、
長
嶺
将
真
氏
も
一
、

二
二
〇
票
で
再
び
第
八
位
に
の
し
上
つ
た
。

”
う
つ
か
り
し
て
い
た
”

島
袋
選
管
委
員
長
の
話
―
私
が
責
任
を
と
つ

た
。
何
し
ろ
私
一
個
人
の
問
題
で
は
な
い
の

で

。
た
だ
遺
憾
な
の
は
宮
城
氏
の
協
定
承

認
願
い
が
選
挙
の
当
日
持
つ
て
来
ら
れ
た
こ

と
だ
。
も
つ
と
前
に
持
つ
て
来
て
ほ
し
か
つ

た
。
ハ
ツ
キ
リ
い
う
と
検
討
の
余
裕
も
な
か

つ
た
の
で
、
深
く
は
考
え
ず
ウ
ツ
カ
リ
し
た

の
だ
。
そ
れ
を
タ
テ
に
取
ら
れ
た
感
じ
も
あ

る
。
国
吉
候
補
の
異
議
申
立
も
予
想
さ
れ
る
。

従
つ
て
こ
う
い
う
の
が
落
着
す
る
ま
で
は
辞

め
る
訳
に
は
行
か
な
い
だ
ろ
う
。

”
感
無
量
だ
”

宮
城
清
三
郎
氏
の
話
―
感
無
量
だ
。
嬉
し
い

こ
と
も
嬉
し
い
が
、
選
管
委
が
こ
う
し
て
曲

り
な
り
に
も
責
任
を
果
せ
た
の
は
私
の
支
持

者
の
力
が
影
響
し
た
も
の
と
思
う
。
今
後
、

選
管
委
の
民
主
的
な
運
営
を
期
待
し
た
い
。

新
ら
し
い
那
覇
市
政
に
は
充
分
、
旧
小
禄
村

民
の
世
論
を
訴
え
て
た
と
え
編
入
合
併
で
あ

つ
て
も
対
等
の
線
に
持
つ
て
行
き
た
い
。

國
吉
氏
が
異
議
申
立
／
「
選
挙

人
の
意
志
尊
重
せ
よ
」

沖
タ
・
夕
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４
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那
覇
市
議
選
挙
に
次
点
で
落
選
と
な
つ
た
国

吉
有
慶
氏
は
十
六
日
ひ
る
十
一
時
、
選
挙
管

理
委
員
会
に
対
し
那
覇
市
議
の
当
選
無
効
に

関
す
る
異
議
申
立
を
行
つ
た
。

今
度
の
投
票
の
効
力
確
認
に
関
し

ミ
ヤ
キ

宮
城

の
投
票
を
有
効
と
し
た
事
は
不
当

で
あ
り
、
無
効
投
票
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い

う
も
の
。

理
由

一
、
今
度
の
選
挙
で

ミ
ヤ
キ

宮
城

の
投
票
を
宮
城
清
三
郎
、
宮
城
栄

喜
の
両
候
補
は
同
姓
の
故
を
も
つ
て

ミ
ヤ

キ

を
清
三
郎
に

宮
城

を
栄
喜
の
も
の

と
す
る
と
協
定
し
、
選
管
委
員
長
が
こ
れ
を

承
認
し
て
い
る
。
投
票
の
有
効
を
確
認
す
る

に
は
あ
く
ま
で
選
挙
人
の
意
志
を
尊
重
し
て

決
定
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
る
に

宮
城

ミ
ヤ
キ

の
投
票
は
二
人
の
う
ち
な
に
び

と
た
る
か
を
確
認
す
る
事
は
不
可
能
で
あ

る
。
こ
の
確
認
不
可
能
の
投
票
を
二
人
の
何

人
に
ぞ
く
す
る
か
候
補
者
が
協
定
す
る
と
は

選
挙
人
の
意
志
を
じ
ゆ
う
り
ん
し
た
も
の
で

あ
る
。

一
、
候
補
者
お
よ
び
選
管
委
員
長
は
選
挙
人

の
意
志
を
左
右
す
る
こ
と
は
出
来
ず

ミ
ヤ

キ

宮
城

の
投
票
を
両
宮
城
の
何
れ
か

に
決
定
す
る
こ
と
は
客
観
的
に
と
う
て
い
不

可
能
で
あ
る
。

同
選
挙
法
に
よ
る
と
選
管
委
は
異
議
申
立
の

日
か
ら
十
四
日
以
内
に
こ
れ
に
対
す
る
決
定

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
こ
の
決
定
が
前
回

と
同
様
で
こ
れ
に
不
服
の
場
合
は
当
選
告
示

の
日
か
ら
二
十
日
以
内
に
巡
裁
に
訴
え
出
来

る
。
な
お
選
管
委
の
決
定
又
は
裁
判
の
結
審

が
議
員
就
任
前

来
る
二
十
五
日
ま
で

に

行
わ
れ
、
当
選
無
効
と
な
つ
た
場
合
は
次
点

こ
の
場
合
は
国
吉
氏

が
く
り
あ
げ
当
選

と
な
る
。

那
覇
選
管
委
と
し
て
は
こ
の
異
議
申
立
て
に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
検
討
し
た
上
来
週
初
め
ご

ろ
委
員
会
を
開
催
す
る
方
針
で
あ
る
。

政
府
当
局
の
話
で
は
裁
判
に
よ
る
判
決
が
議

員
の
就
任
後
で
あ
つ
て
も
当
選
決
定
当
時
に

さ
か
の
ぼ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
当
然
次
点
が

く
り
あ
が
る
の
で
は
な
い
か
と
の
解
釈
で
あ

る”
人
民
党
じ
ゃ
な
い
”
／
宮
城
栄
喜
氏

が
弁
明

さ
き
の
那
覇
市
議
選
に
立
候
補
し
た
宮
城
栄

喜
氏
は
十
六
日
ひ
る
十
時
那
覇
市
選
管
委
を

訪
問
、
宮
城
清
三
郎
氏
と
の
記
名
協
定
の
問

題
で
人
民
党
と
誤
解
さ
れ
て
は
困
る
、
い
き

さ
つ
は
こ
う
だ
と
次
の
様
に
事
情
を
明
ら
か

に
し
た
。

あ
の
協
定
書
は
十
一
日
の
日
付
け
と
な
つ

て
い
る
が
実
は
十
二
日

選
挙
の
当
日

の
午
前
二
時
ご
ろ
清
三
郎
候
補
外
二
名
で

も
つ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
私
は

人
民
党
と
誤
解
さ
れ
て
は
困
る
か
ら
と
一

応
話
し
た
の
だ
が
向
う
は
政
党
と
は
関
係

が
な
い
か
ら
と
云
う
の
で
時
間
も
さ
し
せ

ま
つ
て
い
る
し
、
な
つ
印
し
た
の
だ
。
問

題
が
こ
う
云
う
ふ
う
に
こ
じ
れ
て
私
の
支

持
者
も
め
い
わ
く
し
て
い
る
の
で
こ
の
際

誤
解
を
と
き
た
い
。

那
覇
市
議
長
を
狙
う
／
自
薦
他

薦
の
裏
面
工
作
活
発
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立
法
院
で
の
議
長
奪
還
戦
？
も
ど
う
や
ら
片

づ
い
た
が
、
三
十
名
を
擁
す
る
新
那
覇
市
会

の
議
長
問
題
が
表
面
に
浮
か
び
あ
が
つ
て
い

る
。
す
で
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
自
薦

他
薦
で
裏
面
工
作
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う

で
、
今
明
日
中
に
は
二
、
三
カ
所
で
の
新
議

員
の
会
合
も
も
た
れ
る
と
い
わ
れ
る
。
今
の

と
こ
ろ
議
長
線
上
に
姿
を
み
せ
て
い
る
の
は

前
議
員
の
泉
正
重
、
元
議
員
の
高
良
一
、
元

立
法
院
議
員
の
上
原
永
盛
の
三
氏
と
い
わ

れ
、
各
々
の
伝
手
を
頼
つ
て
議
員
獲
得
に
奔

走
し
て
い
る
よ
う
だ
。
当
間
市
長
も
こ
の
議

長
問
題
に
つ
い
て
は
慎
重
を
期
し
、
政
府
と

の
間
に
も
話
合
い
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
わ

れ
、
政
府
の
某
首
脳
も
某
氏
に
相
当
な
力
を

入
れ
て
い
る
よ
う
で
、
民
主
党
系
の
市
議
員
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に
そ
の
旨
を
伝
え
、
同
志
獲
得
を
図
つ
て
い

る
と
い
わ
れ
る
。
な
お
十
六
日
晩
金
融
協
会

の
定
例
会
で
も
、
実
業
人
か
ら
の
議
長
選
出

の
声
が
高
ま
り
、
強
力
な
バ
ツ
ク
と
な
る
こ

と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

小
禄
が
前
夜
に
開
票
／
那
覇
市

議
選
に
ま
た
難
問

沖
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疑
問
投
票
で
も
み
ぬ
い
て
い
た
那
覇
市
会
議

員
選
挙
も
一
段
落
つ
い
た
か
に
み
え
た
が
、

今
度
は
従
来
の
小
禄
村
に
設
け
ら
れ
た
第
十

五
投
票
分
会
場

小
禄
小
学
校

第
十
六
分

会
場

役
所

第
十
七
分
会
場

青
年
館

で
、
選
挙
の
当
日
開
票
し
た
事
実
が
わ
か
り
、

選
挙
管
理
委
員
会
は
ま
た
ま
た
難
問
題
を
背

負
い
込
ん
で
し
ま
つ
た
。

問
題
に
な
つ
て
い
る
点
は
、
次
の
通
り
で
あ

る
。
那
覇
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
九
月
六
日

告
示
四
十
五
号
を
以
つ
て
十
三
日
午
前
九
時

か
ら
選
挙
会

開
票

を
開
く
と
通
知
し
、

更
に
九
月
十
二
日
告
示
四
十
六
号
で
開
票
場

所
は
那
覇
市
役
所
会
議
室
で
行
う
こ
と
に
な

つ
て
い
た
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
、
十
五
分
会
場

分
会
長
上
原
実
氏

十
六
分
会
場

分
会
長

金
城
松
栄
氏

十
七
分
会
場

分
会
長
赤
嶺

文
吉
氏

な
ど
旧
小
禄
村
の
有
権
者
数
六
千

六
百
九
十
五
人
、
投
票
数
五
千
九
百
七
十
九

票
分
が
、
投
票
締
切
後
六
時
過
ぎ
に
、
小
禄

地
域
か
ら
の
立
候
補
者
の
立
会
人
高
良
一
候

補
、
宮
里
敏
慶
候
補
、
そ
れ
に
事
務
担
当
者

な
ど
が
立
会
つ
て
開
票
し
検
票
し
た
も
の
。

こ
れ
に
対
し
島
袋
那
覇
市
選
管
委
長
は
十
七

日
実
情
調
査
を
行
つ
て
い
る
が
、
小
禄
村
で

は
従
来
即
日
開
票
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
慣

習
に
従
い
、
当
事
者
達
が
違
法
な
行
為
と
気

づ
か
ず
に
票
数
点
検
を
行
つ
た
も
の
ゝ
よ
う

で
、
選
管
理
委
員
会
と
し
て
は
、
違
法
で
は

あ
つ
た
が
、
八
名
の
候
補
者
の
立
会
人
も
立

会
し
て
お
り
、
そ
の
間
に
不
正
行
為
を
し
た

と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
異
議
申
立
さ
え

な
か
つ
た
ら
、
再
選
挙
で
市
民
を
さ
わ
が
し

た
く
な
い
と
い
う
意
向
で
あ
る
。

”
前
例
が
な
い
”

島
袋
委
員
長
談
―
全
く
前
例
の
な
い
こ
と
で

ど
う
処
置
し
て
い
ゝ
の
か
困
つ
て
い
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
い
ま
の
と
こ
ろ
ど
う
と
も
云
え

な
い
、
も
つ
と
調
査
し
て
み
た
い
。

那
覇
市
議
選
挙
無
効
／
”
慎
重

に
検
討
す
る
”
／
異
議
申
立

に
島
袋
委
員
長
語
る

沖
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那
覇
市
議
選
に
対
す
る
人
民
党
大
嶺
、
石
原
、

宮
城
、
真
栄
田
四
氏
の

選
挙
無
効

の
異

議
申
立
に
つ
い
て
那
覇
市
島
袋
選
管
委
員
長

は
十
九
日
自
宅
で
次
の
通
り
語
り
、

慎
重

に
検
討
し
た
上
処
置
す
る

と
述
べ
た
。

不
当
開
票
は
違
法
で
は
あ
る
が
今
ま
で
調
査

し
た
結
果
か
ら
見
て
決
し
て
悪
意
故
意
の
も

の
で
な
か
つ
た
と
云
う
こ
と
が
は
つ
き
り
し

て
い
る
、
小
禄
は
従
来
か
ら
選
挙
の
度
毎
に

や
つ
て
お
り
、
向
う
と
し
て
は
当
然
だ
と
云

つ
て
い
る
位
だ
。
不
在
投
票
な
ど
も
開
封
し

て
あ
つ
た
が
そ
の
手
続
き
な
ど
も
適
法
に
や

つ
て
お
り
何
ら
怪
し
む
こ
と
は
な
い
、
従
来

通
り
や
つ
た
ま
で
だ
と
云
つ
て
い
る
が
何
れ

に
し
て
も
異
議
申
立
が
出
て
い
る
の
で
改
め

て
正
式
に
調
査
、
慎
重
に
検
討
す
る
。

”
首
里
”
の
名
を
残
せ
／
青
年

団
が
當
間
市
長
へ
要
望

沖
タ
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首
里
青
年
会
の
代
表
尚
詮
氏
ら
外
二
名
は
十

八
日
正
午
、
那
覇
市
役
所
に
当
間
市
長
を
訪

問
、
さ
き
の
市
民
大
会
で
決
議
し
た
、
合
併

後
も

首
里

の
名
を
残
し
て
も
ら
い
た
い

と
の
要
望
書
を
手
交
し
た
。

尚
氏
の
話
に
よ
れ
ば
こ
れ
に
つ
い
て
当
間
市

長
は

自
分
と
し
て
も
残
し
た
い
気
持
で
あ

る
。
然
し
新
ら
し
い
区
制
の
問
題
は
新
市
会

で
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う

と
述
べ
た
よ
う
で
あ
る
。

國
吉
氏
、
市
議
当
選
／
異
議
申

立
て
が
成
立
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那
覇
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
去
る
十
二
日

市
議
員
選
挙
に
お
い
て
次
点
で
落
選
し
た
國

吉
有
慶
氏
か
ら
の
異
議
申
立
に
つ
い
て
二
十

日
審
議
し
た
結
果
、”
ミ
ヤ
ギ
”
宮
城
清
三

郎
し
、”
宮
城
”
宮
城
英
喜
氏
と
し
た
両
候

補
間
の
協
定
は
選
挙
は
選
挙
人
の
意
思
を
尊

重
す
べ
き
も
の
で
こ
れ
を
候
補
者
が
左
右
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
の
理
由
で
”
ミ
ヤ

ギ
””
宮
城
”
と
単
に
姓
だ
け
を
記
入
し
た

票
を
全
部
無
効
と
し
、
そ
の
結
果
宮
城
清
三

郎
氏
が
二
百
五
十
票
、
宮
城
英
喜
氏
が
百
十

三
票
と
な
つ
た
の
で
次
点
の
国
吉
有
慶
氏
五

百
八
十
七
票
を
当
選
者
と
し
た
。

那
覇
市
議
選
無
効
と
／
人
民
党

異
議
申
立
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去
る
十
二
日
行
わ
れ
た
那
覇
市
議
選
挙
で
開

票
は
十
三
日
午
前
九
時
行
わ
れ
る
べ
き
も
の

が
第
十
五
分
会
場

旧
小
禄
村
役
所

第
十

六
分
会
場

同
青
年
会
館

第
十
七
分
会
場

小
禄
中
校

で
は
十
二
日
に
開
票
し
た
こ

と
選
挙
法
第
三
十
三
条
違
反
に
な
る
も
の
と

し
て
十
九
日
ひ
る
ご
ろ
人
民
党
公
認
候
補
大

峯
経
達
、
石
原
昌
進
、
宮
城
清
三
郎
、
真
栄

田
義
晃
の
四
氏
か
ら
那
覇
市
選
管
委
あ
て
今

三
六
三
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九
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年
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年
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回
の
市
議
選
挙
無
効
に
関
す
る
異
議
申
立
が

あ
つ
た
。

｜
社
　
説
｜

那
覇
市
会
の
議
長
問
題

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
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・
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那
覇
市
会
の
議
長
問
題
は
自
薦
他
薦
三
ツ
巴

に
な
つ
て
渦
を
ま
い
て
い
る
ら
し
い
。
市
会

議
員
選
挙
に
当
つ
て
党
の
公
認
候
補
を
出
し

て
斗
つ
た
の
で
は
な
い
政
党
が
、
議
長
候
補

を
推
し
出
し
た
り
、街
の
金
融
業
者
た
ち
が
、

同
業
の
議
員
当
選
者
を
是
非
議
長
に
と
い
つ

て
動
き
を
見
せ
た
り
、
か
と
思
え
ば
、
議
長

に
な
り
た
い
人
た
ち
で

三
者
会
談

を
持

つ
て

取
引
き

を
し
よ
う
と
い
う
話
が
持

ち
上
つ
た
り

も
つ
と
も
こ
れ
は
そ
の
中
の

一
人
が
拒
否
し
た
た
め
に
う
ま
く
運
べ
な
い

と
か
言
わ
れ
る

、
ラ
ジ
オ
の
ア
チ
ヤ
コ
で

は
な
い
が
、
ま
こ
と
に
”
む
ち
や
く
ち
や
で

ご
ざ
り
ま
す
る
”
と
い
わ
ざ
る
を
得
ぬ
体
た

ら
く
の
よ
う
で
あ
る
。

議
長
は
市
会
の
秩
序
を
保
持
し
、
市
会
を
代

表
す
る
者
で
あ
る
。
そ
の
市
会
は
市
民
の
直

接
選
挙
に
よ
つ
て
選
ん
だ
議
員
が
構
成
し
、

議
員
は
市
会
構
成
上
の
要
件
と
し
て
議
員
の

中
か
ら
正
副
議
長
を
選
ん
で
就
任
さ
せ
る
。

い
わ
ゆ
る
議
長
問
題
は
市
会
の
自
主
の
問
題

で
あ
り
、
市
会
の
民
主
的
運
営
と
権
威
の
高

揚
と
い
う
面
か
ら
市
会
構
成
員

議
員

の

間
で
論
究
さ
れ
、
解
決
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。

だ
か
ら
他
の
介
入
は
い
ら
ざ
る
お
せ
つ
か
い

と
い
う
よ
り
、
市
会
の
自
主
性
を
否
定
し
て

か
か
つ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
し
、
同
時

に

三
者
会
談

な
ど
こ
そ
こ
そ
行
わ
れ
る

よ
う
な
類
の
も
の
は
、
市
民
代
表
た
る
議
員

の
人
格
を
無
視
し
た
反
民
主
的
な
も
の
と
言

え
よ
う
。

若
し
市
会
が
議
長
選
出
に
慎
重
を
欠
ぐ
こ
と

が
あ
つ
た
り
、
特
に
他
か
ら
の
圧
力
に
支
配

さ
れ
て
選
出
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
そ
こ
か

ら
生
れ
た
議
長
は
不
偏
不
党
を
名
と
し
議
会

に
奉
仕
す
る
本
来
の
使
命
を
な
い
が
し
ろ
に

す
る
で
あ
ろ
う
、
し
た
が
つ
て
市
会
そ
の
も

の
も
市
民
の
意
思
の
代
表
機
関
か
ら
転
落

し
、
誰
か
の
或
い
は
一
部
団
体
の
御
用
を
勤

め
る
も
の
と
な
つ
て
し
も
う
で
あ
ろ
う
。
議

会
の
権
威
を
高
め
、
そ
し
て
市
会
の
自
主
性

を
保
持
し
、
民
主
的
に
運
営
し
よ
う
と
い
う

な
ら
ば
、
市
会
議
員
は
一
般
市
民
と
の
直
接

の
つ
な
が
り
を
深
く
認
識
し
、
自
治
体
の
決

議
機
関
の
本
旨
に
副
う
て
、
一
党
一
派
に
偏

す
る
こ
と
な
く
白
紙
の
立
場
で
議
長
問
題
を

処
理
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
わ
け
だ
。

最
近
、
琉
球
の
政
界
に
決
議
機
関
と
執
行
機

関
を
ご
つ
ち
や
に
す
る
考
え
方
が
一
つ
の
傾

向
と
し
て
存
在
す
る
よ
う
に
見
う
け
ら
れ

る
。
勿
論
形
式
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
権
対

立
が
劃
然
と
し
て
い
る
が
、
実
質
的
に
そ
う

い
つ
た
運
営
が
地
方
自
治
体
に
ま
で
広
が
り

つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
両
機
関
が
相
協

調
し
行
政
を
円
滑
に
運
行
し
て
い
く
こ
と
は

望
ま
し
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
へ
の
努
力
は

不
断
に
行
わ
れ
て
よ
い
が
、
と
も
す
る
と
首

長
の
権
限
を
過
大
に
考
え
、
た
と
え
ば
市
会

を
市
長
の
従
属
機
関
視
す
る
風
が
議
員
た
ち

自
身
の
中
に
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
市

会
は
決
議
機
関
で
あ
り
、
市
長
は
執
行
機
関

で
あ
る
、
こ
ん
な
こ
と
は
分
り
き
つ
た
こ
と

で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
市
民
が
等
し
く
直

接
選
挙
す
る
と
い
つ
て
も
、
一
方
は
あ
く
ま

で
議
決
機
関
と
し
て
よ
り
よ
き
議
員
で
あ
り

た
い
、
一
方
は
執
行
機
関
と
し
て
よ
り
よ
い

市
長
で
あ
り
た
い
と
の
立
場
と
念
願
か
ら
選

挙
さ
れ
た
の
で
あ
る
こ
と
が
忘
ら
れ
が
ち
で

あ
る
た
め
か
乃
至
は
政
党
政
派
に
よ
る
政
争

の
わ
ざ
わ
い
に
起
因
す
る
傾
向
で
あ
つ
て
み

れ
ば
た
え
ず
戒
心
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
最
近
の
傾
向
か
ら
も
、
那
覇
市
会

の
議
長
問
題
は
党
派
を
超
越
し
た
純
理
論
に

立
つ
て
解
決
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
市
長
の
指

示
に
お
ど
る
議
長
、
一
党
一
派
の
利
害
で
左

右
さ
れ
る
自
治
体
で
は
な
く
、
即
ち
地
方
自

治
を
政
争
か
ら
守
る
た
め
明
朗
な
議
長
選
挙

を
新
市
会
に
要
請
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

実
際
問
題
と
し
て
那
覇
市
会
の
議
長
選
任
は

言
う
と
こ
ろ
の
当
局
派
、
反
当
局
派
と
色
分

け
さ
れ
る
勢
力
の
対
立
が
あ
り
且
つ
市
会
に

政
党
的
分
野
が
守
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い

る
か
ら
当
然
各
党
派
間
の
勢
力
圏
内
で
決
定

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
而
し
て
当
局
派
が
多
数

を
得
て
い
る
と
言
わ
れ
る
か
ら
議
長
も
そ
の

向
き
に
選
任
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
那
覇
市
は

琉
球
の
首
都
と
し
て
建
設
を
急
ぎ
、
都
計
も

進
行
中
で
、
そ
れ
だ
け
に
市
政
の
安
定
と
円

滑
な
運
営
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う

事
情
を
弁
え
ず
議
長
問
題
を
こ
ね
ま
わ
し

て
、
そ
の
た
め
市
会
に
感
情
的
な
空
気
を
招

致
す
る
が
如
き
は
愚
か
と
い
う
外
な
い
。
噂

さ
に
の
ぼ
つ
て
い
る
議
長
候
補
も
軽
率
な
動

き
は
慎
む
こ
と
だ
。
で
な
い
と
、
他
に
漁
夫

の
利
を
占
め
ら
れ
る
結
果
を
招
く
で
あ
ろ

う
。
市
会
と
し
て
も
速
か
に
全
体
協
議
会
で

も
開
い
て

よ
く
話
合
い

立
派
な
正
副
議

長
を
選
出
す
る
こ
と
だ
。
も
た
も
た
時
間
を

見
送
つ
て
い
る
と
ヘ
マ
な
こ
と
ば
か
り
が
起

る
。那

覇
市
議
／
選
挙
無
効
に
な
ら

ぬ
／
異
議
申
立
に
選
管
委
談
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那
覇
市
選
管
委
で
は
来
る
二
十
七
日
昼
一
時

か
ら
新
誕
生
の
議
員
三
十
氏
に
対
し
当
選
証

書
を
交
付
す
る
。
な
お
異
議
申
立
の
行
わ
れ

て
い
る
小
禄
村
に
お
け
る
即
日
開
票
問
題
に

つ
い
て
選
管
委
で
は
二
十
五
日
頃
現
地
で
実

状
調
査
を
行
つ
た
上
結
論
を
出
す
模
様
だ

三
六
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が
、
二
十
二
日
島
袋
選
管
委
長
は

現
在
ま

で
判
明
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
日
本
の
範
例
な

ど
か
ら
み
て
も
そ
の
結
果
が
選
挙
の
効
力
如

何
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
と
思
う

と
楽
観
視
し
て
い
る
。
ま
た
疑
問
票
の
無
効

判
定
で
落
選
と
き
ま
つ
た
宮
城
清
三
郎
氏
か

ら
の
異
議
申
立
は
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
。

東
江
氏
の
助
役
就
任
否
決
／
真

和
志
議
会
、
野
党
が
牛
耳
る

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
10
・
１

真
和
志
市
第
四
十
六
回
臨
時
議
会
は
三
十
日

午
後
二
時
か
ら
開
か
れ
た
が
勢
力
伯
仲
を
伝

え
ら
れ
て
い
た
改
選
後
初
の
市
会
を
見
ん
も

の
と
多
数
の
傍
聴
人
が
詰
め
か
け
緊
張
し
た

空
気
の
う
ち
に
議
案
審
議
に
入
つ
た
。
正
副

議
長
選
挙
は
野
党
側
の
提
案
に
よ
り
直
ち
に

無
記
名
投
票
を
行
つ
た
が
当
局
派
の
推
す
新

里
義
雄
氏
は
十
二
票
で
敗
れ
野
党
の
推
す
森

田
孟
松
氏

現
当
局
派

が
十
四
票
で
当
選
、

即
時
議
長
に
就
任
し
た
。
引
続
き
行
わ
れ
た

副
議
長
選
挙
で
は
金
城
貞
秀

野
党

奥
浜

清
吉

当
局
派

両
氏
と
も
十
三
対
十
三
で

同
点
と
な
り
抽
せ
ん
の
結
果
奥
浜
氏
が
副
議

長
に
就
任
し
た
。
続
い
て
常
任
委
員
の
選
任

を
行
つ
た
の
ち
助
役
選
任
の
審
議
に
入
つ

た
。
先
ず
翁
長
市
長
か
ら
東
江
誠
忠
氏
の
人

物
、
力
量
、
手
腕
等
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
、

審
議
に
入
つ
て
野
党
側
は

▽
真
和
志
の
財
政
、
行
政
に
つ
い
て
詳
し
く

真
和
志
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
人
で
な
け
れ

ば
い
く
ら
有
能
な
士
で
も
適
任
者
と
は
い
え

な
い
。

▽
市
長
は
合
併
問
題
を
解
決
す
る
と
い
う
目

的
の
た
め
に
東
江
氏
を
起
用
し
よ
う
と
し
て

い
る
よ
う
だ
が
こ
れ
は
他
の
市
町
村
を
中
心

に
合
併
を
考
え
て
い
る
も
の
で
あ
り
自
分
の

市
を
中
心
に
問
題
解
決
に
努
力
す
べ
き
だ
、

と
の
理
由
を
の
べ
て
反
対
、

助
役
選
任
は

市
と
し
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
の
で
一
応
保

留
し
て
研
究
し
て
は

と
の
意
見
が
当
局
派

か
ら
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
野
党
側
は
自

治
法
に
議
案
の
保
留
と
い
う
こ
と
は
な
い
と

食
い
下
り
つ
い
に
採
決
に
持
込
ん
だ
が
結
果

は
十
三
対
十
二
票
で
東
江
誠
忠
氏
の
助
役
就

任
を
否
決
し
た
。

こ
の
日
の
初
議
会
の
結
果
注
目
さ
れ
て
い
た

真
和
志
市
会
の
勢
力
分
野
は
中
立
系
も
二
つ

に
割
つ
て
十
三
対
十
三
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
つ
た
が
当
局
派
は
議
長
を
出
し
て
い

る
た
め
採
決
で
は
常
に
十
三
対
十
二
の
苦
汁

を
な
め
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
当
局
派
が

如
何
に
現
在
の
野
党
を
切
り
く
ず
し
議
会
安

定
工
作
を
は
か
る
か
が
今
後
の
み
も
の
と
な

ろ
う
。

大
那
覇
市
合
併
、
初
の
議
会
／

満
場
拍
手
裡
に
議
長
選
任
／

議
長
に
泉
氏
、
副
議
長
に
長

嶺
氏
琉
新
・
夕
　
１
９
５
４
・
10
・
１

小
禄
、
首
里
編
入
の
後
新
那
覇
市
臨
時
議
会

は
一
日
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
市
会
議
室
で

出
席
議
員
二
十
九
名
欠
席
一
名
で
開
か
れ

た
。
先
ず
当
間
市
長
の
あ
い
さ
つ
に
つ
い
で
議
事

進
行
す
る
た
め
、
仮
議
長
に
最
年
長
者
儀
武

息
睦
議
員

赤
峯
三
郎
欠
席
の
た
め

が
選

出
さ
れ
た
の
ち
、
議
長
選
挙
に
う
つ
つ
た
、

市
議
選
挙
後
い
ず
み
正
重
議
員
と
と
も
に
議

長
候
補
と
し
て
一
騎
打
の
う
わ
さ
に
の
ぼ
つ

て
い
た
高
良
一
議
員
か
ら
い
ず
み
正
重
氏
を

議
長
推
薦
す
る
動
議
が
提
出
さ
れ
た
が
、
全

議
員
は
こ
の
高
良
議
員
の
フ
ア
イ
ン
プ
レ
イ

に
動
か
さ
れ
て
か
満
場
一
致
拍
手
を
も
つ
て

泉
正
重
氏
を
議
長
に
選
ん
だ
、
ひ
き
つ
づ
き

副
議
長
も
具
志
嘉
助
議
員
か
ら
長
峯
将
真
議

員
を
副
議
長
に
推
薦
す
る
動
議
が
提
出
さ
れ

た
が
、
こ
れ
ま
た
議
場
わ
れ
る
よ
う
な
拍
手

を
も
つ
て
長
峯
議
員
を
副
議
長
に
推
薦
し

た
。泉
新
議
長
あ
い
さ
つ

要
旨
＝
満
場
一
致
不
肖
い
ず
み
を
議
長
に
推

せ
ん
し
て
下
さ
つ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
致
し

ま
す
。
議
会
は
”
話
し
合
い
の
和
”
と
い
う

こ
と
が
最
も
か
ん
じ
ん
で
あ
り
ま
す
。
衆
員

諸
公
が
よ
く
議
事
規
則
を
十
分
の
み
こ
ん
で

い
た
だ
い
て
議
会
運
営
に
支
障
の
な
い
よ
う

や
つ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
議
会
に
お

い
て
は
少
数
議
員
の
意
見
が
正
し
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
こ
れ
に
お
互
い
が
耳
を
か
た

む
け
る
態
度
が
な
け
れ
ば
真
の
市
民
の
福
祉

増
進
を
は
か
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

常
任
委
の
構
成
決
る
／
那
覇
市

会
、
会
期
は
八
日
間

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
10
・
２

一
日
の
那
覇
市
新
議
会
は
午
前
中
の
正
副
議

長
選
挙
に
引
続
い
て
午
後
は
会
期
の
件
や
各

常
任
委
の
決
定
を
行
い
、
予
算
案
や
条
例
改

正
案
な
ど
は
何
れ
も
当
局
の
説
明
を
聞
く
に

止
め
て
最
後
に
大
山
盛
幸
議
員
の
緊
急
動
議

で
北
海
道
の
風
禍
に
つ
い
て
道
庁
や
運
輸
省

な
ど
へ
見
舞
電
を
送
る
こ
と
を
採
択
。
午
後

二
時
十
分
、
散
会
し
た
。
今
会
期
は
来
週
土

曜
ま
で
の
八
日
間
で
あ
る
。

（
泉
議
長
挨
拶
）
す
べ
て
議
場
は

話
合
い

の
場

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
話
合
い
の
場

た
ら
し
め
る
為
に
は
各
議
員
が
議
事
規
則
を

充
分
に
の
み
込
ん
で
質
問
応
答
は
簡
潔
に
、

討
論
は
ま
た
建
設
的
で
あ
る
と
同
時
に
正
し

い
少
数
意
見
に
は
傾
聴
す
る
態
度
が
望
ま
し

い
。
か
く
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
議
員
と
し
て

の
責
任
を
果
し
、
市
民
の
福
利
増
進
を
図
る
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こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。

（
那
覇
市
議
会
常
任
委
の
構
成
）

◇
印
は
委
員
長
、
○
印
副
委
員
長

△
総
務
財
政

◇
高
良
一
、
○
上
原
永
盛
、

玉
那
覇
有
義
、
上
間
長
和
、
赤
嶺
三
郎
、
国

吉
有
慶
、
宜
保
為
楷
、
喜
久
山
朝
重
、
備
瀬

知
良
、
上
原
仁
慶
。

△
建
設

◇
新
垣
松
助
、
○
久
高
友
敏
、
石

川
清
三
郎
、
照
屋
正
徳
、
浦
崎
唯
治
、
辺
野

喜
英
興
、
比
嘉
朝
四
郎
、
高
良
清
二
、
比
嘉

佑
直
、
平
良
亀
助
。

△
文
厚
労

◇
儀
武
息
睦
、
○
崎
山
喜
達
、

糸
数
昌
秀
、
真
栄
田
義
晃
、
宮
里
敏
慶
、
渡

口
麗
秀
。

△
懲
罰

◇
比
嘉
佑
直
、
○
平
良
亀
助
、
上

原
永
盛
、
高
良
一
、
具
志
嘉
助
、
宮
里
敏
慶
。

異
議
申
立
に
回
答
／
那
覇
市
議

選
挙
は
有
効

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
10
・
２

昨
報

人
民
党
真
栄
田
義
晃
、
大
峯
経
達
、

宮
城
清
三
郎
、
石
原
昌
進
の
四
氏
か
ら
去
る

十
二
日
の
市
議
選
挙
無
効
に
関
す
る
異
議
申

立
て
が
あ
つ
た
の
に
対
し
那
覇
市
選
挙
管
理

委
員
会
で
は
一
日
午
後
二
時
か
ら
同
会
で
選

挙
会
を
開
き
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
決
定
理
由
書

を
付
し
て
去
る
十
二
日
の
那
覇
市
議
選
挙
は

有
効
で
あ
る
と
回
答
し
た
。

決
定
理
由
書
要
旨

去
る
九
月
二
十
五
日
、

小
ろ
く
第
十
五
、
第
十
六
、
第
十
七
の
三
分

会
場
の
全
選
挙
事
務
従
事
者
を
集
め
当
時
の

模
様
を
聴
取
し
た
。
旧
小
ろ
く
村
で
は
一
九

四
七
年
三
月
の
初
回
村
長
選
挙
よ
り
村
議
、

群
島
知
事
、
群
島
議
員
、
立
法
院
議
員
、
前

後
九
回
に
わ
た
る
選
挙
の
際
、
投
票
終
了
後

投
票
箱
を
選
挙
会
場
に
送
致
前
に
投
票
分
会

長
、
投
票
立
会
人
、
選
挙
事
務
従
事
者
立
会

の
上
投
票
箱
を
開
き
、
到
着
番
号
と
投
票
数

と
の
計
算
を
な
し
投
票
箱
を
閉
鎖
し
封
印
の

上
選
挙
会
場
に
送
致
し
た
こ
と
は
永
年
の
慣

例
で
こ
れ
ま
で
一
回
の
異
議
も
な
く
事
を
処

理
、
今
回
も
同
よ
う
で
あ
る
。
選
挙
法
第
三

十
三
条
お
よ
び
第
三
十
条
の
規
定
で
は
明
ら

か
に
違
法
で
あ
る
が
、
然
し
小
禄
の
場
合
は

判
例
集
に
よ
る
と

投
票
立
会
人
お
よ
び
投

票
管
理
者
が
規
定
に
違
背
し
た
る
行
為
を
な

し
た
と
き
と
い
え
ど
も
選
挙
自
体
の
自
由
公

正
を
阻
害
す
る
程
度
に
達
せ
ざ
る
限
り
選
挙

は
無
効
に
あ
ら
ず

と
し
て
あ
る
選
挙
は
ど

こ
ま
で
も
選
挙
民
の
意
志
を
尊
重
す
べ
き
も

の
で
か
ゝ
る
こ
と
が
あ
つ
た
か
ら
と
い
つ
て

あ
く
意
を
も
つ
て
投
票
用
紙
を
開
い
た
も
の

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
要
は
異
動
を
お
よ
ぼ

す
結
果
に
な
ら
な
け
れ
ば
こ
れ
を
有
効
選
挙

と
認
め
る
。
不
在
投
票
の
場
合
も
票
数
計
算

の
と
き
に
外
側
の
ふ
う
筒
を
き
つ
て
内
側
の

投
票
の
入
つ
て
い
る
ふ
う
筒
を
そ
の
ま
ゝ
投

票
箱
に
い
れ
た
も
の
で
別
に
異
状
は
認
め
な

い
。ス

ピ
ー
ド
可
決
／
那
覇
市
会
八

議
案
琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
10
・
５

那
覇
市
臨
時
議
会
第
二
日
目
の
四
日
は
午
前

十
時
四
十
分
再
開
、
午
前
中
は
今
議
会
の
提

出
議
案
に
対
す
る
一
般
質
疑
が
行
わ
れ
、
午

後
は
首
里
、
小
ろ
く
合
併
に
よ
る
旧
那
覇
市

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
△
那
覇
市
公

告
式
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て
△
那
覇
市
職
員
退
職
金
支
給
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
△
那

覇
市
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て
△
那
覇
市
手
数
料
徴
収

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て
△
那
覇
市
割
当
土
地
賃
貸
料
評
定
委
員
会

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て
△
那
覇
市
屠
場
使
用
料
徴
収
条
例
制

定
に
つ
い
て
△
那
覇
市
営
造
物
使
用
料
徴
収

条
例
を
廃
止
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
の
ほ

か
△
監
査
委
員
の
選
任
同
意
を
求
め
る
に
つ

い
て
の
八
議
案
を
ス
ピ
ー
ド
可
決
し
た
。

今
議
会
で
可
決
に
な
つ
た
条
例
改
正
か
ら
主

な
も
の
を
拾
つ
て
み
る
と
監
査
委
員
は
新
し

い
市
議
会
議
員
か
ら
浦
崎
唯
治
氏
、
学
識
経

験
者
か
ら
中
山
興
忠
氏
が
再
任
さ
れ
た
。

従
来
の
市
町
村
税
で
旧
那
覇
市
の
地
区

屠
畜
税
が
加
わ
り
、
旧
小
禄
村
は
畜
犬
税
廃

止
旧
首
里
市
は
ラ
ジ
オ
税
、
接
客
人
税
が
新

た
に
賦
課
、
畜
犬
税
が
廃
止
さ
れ
た

那
覇
市
会
／
各
委
員
会
活
発
に

審
議
／
議
員
に
調
査
研
究
費

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
10
・
６

五
日
午
後
二
時
半
、
那
覇
市
議
会
は
総
務
財

政
、
建
設
、
文
厚
労
の
各
委
員
会
を
開
い
て

追
加
更
正
予
算
案
の
関
係
部
門
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
当
局
の
説
明
を
聴
取
、
簡
単
な
検
討

を
加
え
た
。

▽
総
務
財
政

産
業
経
済
費
を
中
心
に
公
設

市
場
の
整
理
や
首
里
、
小
禄
の
合
併
に
伴
な

い
勧
業
政
策
に
農
学
面
も
織
込
む
べ
き
こ
と

な
ど
の
意
見
が
あ
つ
た
。
議
会
費
で
は
合
併

に
伴
な
い
議
員
の
活
動
も
広
汎
か
つ
重
要
度

を
増
す
の
で
調
査
研
究
費

月
千
円

を
新

設
す
べ
き
で
あ
る
と
要
求
、
当
局
で
は
財
源

難
を
理
由
に
難
色
を
示
し
た
が
結
局
、
検
討

す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

▽
建
設

水
道
特
別
会
計
予
算
案
と
一
般
予

算
案
の
都
計
事
業
費
に
つ
い
て
説
明
を
き
い

た
。
バ
ス
セ
ン
タ
ー
設
置
に
伴
な
う
牧
志
通

り
の
停
留
所
設
置
費
は
百
万
円
、
松
尾
交
番

前
と
元
青
バ
ス
駐
車
場
跡
の
二
カ
所
に
設
置

す
る
が
着
工
は
来
る
十
日
頃
の
予
定
。
こ
れ

は
今
の
と
こ
ろ
市
外
線
だ
け
で
市
内
線
は
次

期
予
算
で
施
工
。

▽
文
厚
労

社
会
及
び
労
働
施
設
費
や
保
健
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衛
生
費
を
中
心
に
検
討
。
扶
助
費
で
は
旧
首

里
の
例
に
な
ら
い
、
救
済
者
の
外
貧
困
者
に

対
す
る
救
済
援
助
費
を
計
上
し
て
は
等
の
意

見
が
あ
つ
た
。

瀬
長
人
民
党
書
記
長
逮
捕
／
大

湾
立
法
院
議
員
ほ
か
二
十
三

名
も
／
逮
捕
理
由
は
隠
匿
幇

助
と
布
令
一
号

琉
新
・
夕
　
１
９
５
４
・
10
・
７

全
沖
労
事
務
局
長
、
畠
追
放
事
件
に
か
ら
み

逮
捕
が
ウ
ワ
サ
さ
れ
て
い
た
立
法
院
議
員
人

民
党
書
記
長
瀬
長
亀
次
郎
氏

四
六

那

覇
市
楚
べ
一
区

は
軍
判
事
ピ
ー
ク
少
佐
の

発
し
た
逮
捕
状
に
よ
り
六
日
ご
後
六
時
半
自

宅
で
犯
人
い
ん
匿
ほ
う
助
の
疑
い
で
那
覇
署

に
捕
え
ら
れ
た
。
二
台
の
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー

に
分
乗
し
た
警
官
が
自
宅
に
乗
り
込
ん
だ
と

き
は
丁
度
夕
食
後
の
イ
コ
イ
の
一
時
、
差
し

だ
さ
れ
た
逮
捕
状
に
か
る
く
一
べ
つ
、
反
抗

も
せ
ず
に
早
速
服
を
着
替
え
て
連
行
さ
れ
た

と
い
う
。
旧
ぼ
ん
の
二
、
三
日
前
畠
を
か
く

ま
つ
て
く
れ
と
瀬
長
氏
の
口
ぞ
え
が
あ
つ
た

と
の
○
○
親
子
の
き
よ
う
述
が
逮
捕
の
り

由
、
瀬
長
氏
を
留
置
し
た
当
日
の
那
覇
署
は

人
民
党
員
の
テ
ロ
行
為
に
備
え
、
報
道
陣
や

部
外
者
の
出
入
を
固
く
と
め
、
武
装
警
官
百

余
名
を
動
員
し
て
た
だ
な
ら
ぬ
徹
夜
の
警
戒

ぶ
り
だ
つ
た
。

一
方
一
家
の
大
黒
柱
を
ひ
き
抜
か
れ
た
人
民

党
で
は
瀬
長
氏
の
逮
捕
に
対
す
る
レ
ジ
ス
タ

ン
ス
と
し
て
”
全
県
民
に
訴
う
七
日
午
前
九

時
那
覇
署
前
に
結
集
し
瀬
長
氏
の
即
時
し
や

く
放
を
要
求
し
よ
う
”
と
の
ビ
ラ
、
ポ
ス

タ
ー
を
作
成
し
て
瀬
長
氏
救
出
の
手
を
う
つ

た
が
仕
事
の
最
中
警
官
に
踏
み
込
ま
れ
て
立

法
院
議
員
大
湾
喜
三
郎
氏

四
五

那
覇

市
つ
ぼ
川
区

外
七
名
が
一
網
打
尽
、
布
令

一
号
二
、
二
、
一
五
違
反
で
捕
え
ら
れ
た
。

七
日
未
め
い
ま
で
に
二
十
三
名
を
留
置
し
た

那
覇
署
は
七
日
早
朝
か
ら
テ
ン
テ
コ
舞
い
の

大
騒
ぎ
、
前
原
、
胡
差
警
察
学
校
、
本
部
な

ど
の
応
援
を
求
め
て
あ
わ
た
だ
し
い
う
ち
に

事
件
処
り
に
大
童
と
な
つ
て
い
る
。
瀬
長
氏

と
と
も
に
犯
人
隠
匿
ほ
う
助
で
逮
捕
状
が
発

せ
ら
れ
た
も
の
は
、
と
見
城
村
長
又
吉
一
郎

氏
、
と
見
城
村
○
○
運
天
〇
〇
、
同
上
原
〇

〇
、
同
上
原
○
○
、
同
村
〇
〇
〇
上
原
〇
〇

の
五
名
で
又
吉
氏
だ
け
が
未
検
挙
。
な
お
大

湾
氏
外
十
七
名
が
捕
つ
た
布
令
一
号
二
、二
、

一
五
と
は
公
の
騒
乱
を
惹
起
す
る
か
又
は
暴

行
行
為
に
導
く
と
思
わ
れ
る
行
い
を
す
る
も

の
は
断
罪
の
う
え
一
万
円
以
下
の
罰
き
ん
一

年
以
下
の
懲
役
又
は
そ
の
両
刑
に
処
す
る
。

人
民
党
検
挙
の
嵐
／
眞
栄
田
（
現
）
島
　

袋
（
前
）
市
議
も

な
お
大
湾
氏
ら
と
と
も
に
捕
え
ら
れ
た
人
民

党
幹
部
は
那
覇
市
楚
べ
区
Ｃ
ノ
十
市
会
議
員

真
栄
田
義
晃

二
八

首
里
汀
良
区
〇
ノ
〇
〇

無
職
石
原
〇
〇
〇
二
八

真
和
志
市
二
中
前
区

三
班
市
会
議
員
屋
慶
名
政
永
三
二

那
覇
市

松
尾
区
〇
ノ
〇
〇
〇
無
職
瀬
名
波
〇
三
一

那

覇
市
前
市
議
島
袋
嘉
順
の
五
氏
で
同
事
件
で

人
民
党
の
有
力
ス
タ
ツ
フ
は
総
ざ
ら
い
さ
れ

た
よ
う
だ
。

記
者
の
メ
モ
／
云
う
な
れ
ば
要

望
決
議
か

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
10
・
９

○

合
計
二
億
余
に
上
る
三
ツ
の
予
算
案
を

ウ
呑
み
に
し
て
那
覇
市
議
会
終
る
。
た
ゞ
し

予
算
を
追
加
し
て
早
急
に
実
施
し
て
も
ら

い
た
い

塵
芥
処
理
車
一
台
購
入
方
取
計

ら
れ
た
い

う
ん
ぬ
ん
の
シ
ミ
ツ
た
れ
た
要

望
事
項
を
羅
列
し
て
で
あ
る
。
い
つ
そ
議
会

の
権
威
に
か
け
て
削
減
や
増
額
、
修
正
の
ナ

タ
を
振
つ
て
も
よ
か
り
そ
う
だ
が
そ
れ
丈
の

器
量
が
な
い
の
か
要
望
で
お
茶
を
濁
し
た
恰

好
。
大
体
、
予
算
審
議
に
お
け
る
那
覇
市
会

の
要
望
と
い
う
の
は
も
は
や
伝
統
的
と
な
つ

た
。
新
議
員
も
”
右
へ
な
ら
え
”
と
い
う
わ

け
か
、
こ
の
日
も
盛
に

本
員
も
重
ね
て
要

望
を

と
や
つ
て
い
た
。

○

議
員
の
調
査
研
究
費
は
財
源
の
都
合
つ

か
ず
一
お
う
見
送
り
と
な
つ
た
が
高
良
一
委

員
長
、
て
ん
で
気
に
し
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
閉
会
後
も
再
開
を
要
求
し
て

五
六
年
度

予
算
編
成
に
対
す
る
意
見

と
い
う
長
口
舌

を
ブ
ツ
て
大
気
焔
。
曰
く

政
府
は
那
覇
か

ら
四
億
余
の
税
金
を
吸
上
げ
て
お
き
な
が
ら

都
計
費
補
助
は
タ
ツ
タ
三
百
万
円
し
か
や
ら

ぬ
。
こ
れ
が
首
都
の
育
成
に
当
る
べ
き
政
府

の
や
り
方
か
。
都
計
が
進
捗
し
な
い
の
も
当

然
で
あ
る

こ
れ
に
は
当
間
市
長
も
ク
ス

グ
つ
た
い
顔
つ
き
だ
つ
た
。

四
議
案
可
決
／
那
覇
市
会
最
終

日琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
10
・
９

那
覇
市
臨
時
議
会
最
終
日
の
八
日
は
午
前
十

時
三
十
分
再
か
い
、
ま
ず
高
良
総
務
財
政
委

員
長
か
ら
各
委
員
会
の
審
議
経
過
報
告
が
あ

つ
て
△
一
九
五
五
年
度
那
覇
市
一
ぱ
ん
会
計

才
入
才
出
予
算
追
加
に
△
既
て
一
九
五
五
年

度
那
覇
市
一
ぱ
ん
会
計
年
度
才
入
才
出
予
算

追
加
更
正
に
つ
い
て
△
一
九
五
五
年
度
那
覇

市
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
才
入
才
出

予
算
追
加
に
つ
い
て
△
一
九
五
五
年
度

一

九
六
〇
年
度
那
覇
市
土
地
区
画
整
理
事
業
費

支
出
が
く
追
加
に
つ
い
て
の
四
議
案
を
原
案

通
り
可
決
し
た
。
さ
ら
に
三
ば
ん
、
四
ば
ん
、

八
ば
ん
、
十
三
ば
ん
、
二
十
五
ば
ん
、
二
十

八
ば
ん
各
議
い
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た

首
里

の
名
称
存
置
方
に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

は
全
会
一
致
で
決
議
し
た
。

ま
た
旧
小
ろ
く
村
で
は
全
地
域
の
七
十
五
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パ
ー
セ
ン
ト
も
軍
用
地
に
と
ら
れ
て
い
る
の

で
そ
の
使
用
料
適
正
額
の
決
定
、
使
用
料
支

払
方
法
、
契
約
方
法
、
潰
地
に
対
す
る
補
し

よ
う
、
そ
の
他
が
未
解
決
の
ま
ゝ
と
な
つ
て

お
り
、
小
ろ
く
編
入
後
の
那
覇
市
で
は
本
問

題
の
早
期
解
決
を
は
か
る
た
め
、
一
番
、
五

番
、
二
十
九
番
、
三
十
番
か
ら
軍
使
用
地
問

題
の
処
理
に
関
す
る
特
別
委
員
会
設
置
に
つ

い
て
決
議
案
が
提
案
さ
れ
た
が
、
全
会
一
致

で
可
決
、
委
員
十
四
名
も
選
考
し
た
。
都
市

計
画
法
に
も
と
づ
く
都
市
計
画
審
議
委
員
の

選
挙
が
行
わ
れ
た
が
、
都
市
計
画
審
議
会
規

則
に
よ
り
五
名
の
審
議
委
員
が
選
ば
れ
つ
い

で
七
日
、
美
栄
橋
町
内
会

会
長
三
島
英
稔

氏

か
ら
陳
情
が
あ
つ
た
美
栄
橋
地
区
一
帯

主
と
し
て
元
那
覇
税
務
署
前
埋
立
地
付
近

一
た
い

に
対
す
る
水
道
工
事
に
つ
い
て
長

み
ね
副
議
長
か
ら
早
急
着
こ
う
方
の
要
望
が

あ
つ
た
。

最
後
に
高
良
一
議
員
か
ら
一
九
五
六
年
度
予

算
編
成
に
対
す
る
意
見
が
あ
り
八
日
間
に
わ

た
る
臨
時
議
会
は
閉
会
し
た
。

軍
使
用
地
問
題
の
処
理
に
関
す
る
特
別
委
員

会
を
構
成
す
る
委
員
は
つ
ぎ
の
通
り
だ
が
、

委
員
長
、
副
委
員
長
は
十
一
日
午
後
二
時
か

ら
市
会
議
室
で
互
選
す
る
。

渡
口
麗
秀
、
玉
那
覇
有
義
、
照
屋
正
と
く
、

あ
か
み
ね
三
郎
、
上
原
永
盛
、
平
良
亀
助
、

浦
崎
唯
治
、
新
垣
松
助
、
糸
数
昌
秀
、
崎
山

喜
達
、
上
原
仁
慶
、
宮
里
敏
慶
、
具
志
嘉
助
、

国
吉
有
慶

以
上
十
四
名

都
市
計
画
審
議
委
い
ん
は
平
良
亀
助
、
長
み

ね
将
真
、
比
嘉
朝
四
郎
、
大
山
盛
幸
、
国
吉

有
慶
の
五
議
い
ん
。

那
覇
市
の
軍
用
地
／
特
別
委
々

員
長
に
／
上
原
永
盛
氏

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
10
・
12

那
覇
市
議
会
の
軍
用
地
問
題
処
理
特
別
委
員

会
は
十
一
日
午
後
三
時
、
初
の
委
員
会
を
開

き
、
委
員
長
に
上
原
永
盛
、
副
委
員
長
に
上

原
仁
慶
の
両
氏
を
互
選
、
つ
い
で
市
町
村
軍

用
土
地
委
連
合
会
か
ら
照
会
の

軍
用
地
問

題
及
び
布
令
一
三
九
号

非
琉
球
人
の
土
地

取
得
権

に
対
す
る
貴
議
会
の
意
見
を
承
り

た
い

を
検
討
の
結
果
、
慎
重
を
期
す
る
た

め
那
覇
軍
用
地
委
員
会

地
主
団
体

と
合

同
協
議
会
を
も
ち
更
に
市
町
村
軍
用
土
地
委

連
合
会
か
ら
従
来
の
経
過
も
聞
い
た
上
で
、

委
員
会
と
し
て
の
態
度
を
決
め
る
こ
と
に
な

つ
た
。全面

的
に
那
覇
が
援
助
／
真
和

志
市
の
水
道
工
事
一
歩
進
む

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
10
・
12

那
覇
市
が
小
禄
、
首
里
編
入
以
前
か
ら
真
和

志
市
の
水
道
、
道
路
、
学
校
問
題
は
予
算
面

か
ら
最
も
難
事
業
と
み
ら
れ
て
い
た
が
、
翁

長
真
和
志
市
長
は
市
長
就
に
ん
後
、
那
覇
市

側
と
の
提
携
に
よ
つ
て
同
事
業
達
成
に
努
力

を
つ
ゞ
け
て
き
た
、
特
に
水
道
問
題
は
真
和

志
市
民
が
直
接
生
活
に
つ
な
が
る
問
題
で
あ

り
、
栄
町
、
真
和
志
地
域
の
蔡
温
橋
通
り
会

か
ら
給
水
方
の
陳
情
も
あ
つ
て
那
覇
市
で
は

去
つ
た
臨
時
議
会
で
十
八
万
円
を
計
上
、
蔡

温
橋
と
安
里
の
幹
せ
ん
と
直
結
す
る
事
に
決

つ
て
近
く
施
工
さ
れ
、
蔡
お
ん
橋
通
り
の
卸

商
店
街
に
対
す
る
給
水
工
事
も
今
年
一
ぱ
い

に
は
完
成
す
る
見
込
み
で
更
に
翁
長
真
和
志

市
長
は
十
一
日
午
前
十
一
時
那
覇
市
役
所
に

当
間
市
長
を
訪
問
、
約
三
十
分
に
わ
た
り
真

和
志
の
水
道
問
題
に
つ
い
て
種
々
協
議
を

つ
ゞ
け
た
、
席
上
翁
長
真
和
志
市
長
は
当
間

市
長
に
真
和
志
の
水
道
施
設
は
全
面
的
に
那

覇
市
で
や
つ
て
も
ら
う
様
要
望
し
た
と
こ
ろ

当
間
市
長
は
こ
れ
を
了
承
し
た
と
い
わ
れ
、

真
和
志
全
域
の
水
道
総
工
費
は
約
二
千
四
百

万
ぐ
ら
い
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
さ
し
あ
た

り
つ
ぎ
の
工
事
と
し
て
那
覇
市
側
で
千
三
百

万
円
を
起
債
し
て
安
里
、
栄
町
、
大
道
、
ま

つ
川
一
た
い
の
水
道
工
事
を
行
う
計
画
の
よ

う
だ
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
十
三
日
行
わ

れ
る
真
和
志
市
議
員
全
員
協
議
会
で
と
り
あ

げ
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
東
江
財
政

課
長
を
真
和
志
助
役
就
に
ん
に
つ
い
て
は
さ

き
の
真
和
志
議
会
で
否
決
に
な
つ
た
た
め
当

間
市
長
、
東
江
財
政
課
長
は
断
つ
た
よ
う
で

あ
る
。

水
道
工
事
は
那
覇
で
／
真
和
志

市
会
が
要
望
意
見

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
10
・
14

十
三
日
午
前
十
時
半
か
ら
開
か
れ
た
真
和
志

市
会
の
全
体
協
議
会
は
当
局
提
案
の
水
道
問

題
、
消
防
支
署
設
置
問
題
に
つ
い
て
協
議
を

行
い
引
続
き
議
員
側
か
ら
市
当
局
に
対
す
る

区
長
人
事
、
役
所
内
人
事
、
及
び
助
役
人
事

等
に
つ
い
て
の
要
望
な
ど
が
あ
り
、
午
後
三

時
前
に
散
会
し
た
。

真
和
志
市
第
一
期
水
道
工
事
問
題
に
つ
い
て

は
市
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、
こ
の
施
設
を
那

覇
市
側
に
適
当
な
価
額
で
譲
渡
す
る
か
又
は

市
自
体
で
今
後
も
管
理
運
営
し
て
行
く
か
に

つ
い
て
は
か
つ
た
と
こ
ろ
、
第
一
期
水
道
配

管
工
事
は
前
那
覇
市
長
当
間
重
民
氏
と
宮
里

市
長
が
軍
か
ら
呼
ば
れ
給
水
す
る
と
い
う
こ

と
が
約
束
さ
れ
特
に
真
和
志
は
軍
用
地
指
定

の
た
め
に
立
退
き
を
命
ぜ
ら
れ
た
平
野
区
住

民
に
報
い
る
意
味
か
ら
三
百
八
十
万
円
の
軍

補
助
金
が
支
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

軍
補
助
に
よ
つ
て
敷
設
さ
れ
た
水
道
を
他
市

に
譲
渡
す
る
こ
と
は
軍
の
厚
意
に
対
し
て
も

申
訳
な
い
し
又
真
和
志
市
は
近
い
将
来
那
覇

市
と
合
併
す
る
運
命
に
あ
る
の
で
そ
の
際
重

要
財
産
で
あ
る
水
道
施
設
を
持
つ
て
い
た
方

が
立
場
も
良
い
だ
ろ
う
。

と
い
つ
た
意
見

三
六
八

一
九
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四
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昭
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が
殆
ん
ど
で
第
一
期
工
事
の
分
を
市
自
体
で

管
理
運
営
す
る
こ
と
に
、
ま
た
第
二
期
上
水

道
工
事
の
一
部
で
あ
る
蔡
温
橋

又
吉
道
路

間
は
那
覇
市
に
依
頼
す
る
こ
と
に
ま
と
ま
つ

た
。
席
上
今
後
の
工
事
に
つ
い
て
は
ど
う
す

る
か
と
い
う
議
員
の
質
問
に
対
し
て
翁
長
市

長
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
。

第
二
期
上
水
道
工
事
か
ら
は
那
覇
市
の
水

道
工
事
の
一
部
と
し
て
施
工
し
て
も
ら
う

よ
う
折
衝
し
真
和
志
は
こ
れ
に
協
力
し
て

行
く
方
針
で
水
道
工
事
予
算
に
予
定
し
て

い
た
起
債
は
当
市
の
能
力
の
限
度
で
起
債

し
て
こ
れ
を
道
路
計
画
そ
の
他
の
面
に
使

い
た
い
。

”
裁
決
”
め
ぐ
り
二
つ
の
解
釈

／
与
野
党
同
数
の
真
和
志
市

会沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
10
・
14

屋
慶
名
議
員
逮
捕
に
よ
り
真
和
志
市
会
の
勢

力
は
十
二
対
十
二

議
長
を
除
く

で
伯
仲
、

当
局
派
で
は
可
否
同
数
で
議
長

当
局
派

の
決
裁
権
に
よ
り
常
に
リ
ー
ド
す
る
と
解
釈

し
て
い
た
が
、
こ
の
解
釈
に
対
し
野
党
側
で

は
議
長
裁
決
は

現
状
維
持
の
原
則
に
よ
り

否
に
つ
く

と
し
、
又
可
十
二
票
否
十
一
票

白
票
一
の
場
合
に
は
従
来
の
判
例
に
よ
り
過

半
数
に
達
し
な
い
た
め
議
案
は
成
立
せ
ず
と

し
て
今
後
も
野
党
側
が
リ
ー
ド
す
る
と
い
う

見
方
を
し
て
い
る
。
近
く
開
か
れ
る
予
定
の

真
和
志
市
の
予
算
更
正
議
会
で
は
野
党
側
が

白
票
一
つ
行
使
又
は
議
長
裁
決
の
問
題
を
た

て
に
攻
勢
に
出
る
も
の
と
み
ら
れ
法
の
解
釈

を
め
ぐ
り
、
双
方
対
立
す
る
も
の
と
予
想
さ

れ
る
。

真
和
志
立
退
の
善
処
／
翁
長
市

長
ら
主
席
へ
要
請

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
10
・
19

十
八
日
あ
さ
翁
長
真
和
志
市
長
と
玉
城
同
市

土
地
課
長
ら
は
行
政
府
に
比
嘉
主
席
を
訪
ず

れ
同
市
古
島
区
と
銘
苅
区
の
立
退
き
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
地
主
側
の
要
望
を
伝
え
こ
れ

が
善
処
を
要
請
し
た
。

古
島
区
の
場
合

農
耕
地
約
二
万
五
千
坪

の
明
渡
し
を
要
求
さ
れ
て
い
る
が
、
該
同
地

奥
島
原
に
あ
る
二
十
一
戸
の
う
ち
十
七
戸
ま

で
が
約
二
万
坪
の
同
農
耕
地
に
生
活
を
依
存

し
て
い
る
が
、
軍
は
家
屋
の
立
退
き
は
要
求

せ
ず
家
周
辺
の
農
耕
地
だ
け
の
明
渡
し
を
通

知
し
て
き
た
の
で
、
地
主
達
は
例
え
家
屋
は

現
在
の
ま
ゝ
で
も
畑
を
取
ら
れ
て
生
活
は
成

り
た
た
な
い
と
立
退
き
期
限
の
九
月
九
日
が

す
ぎ
て
も
軍
の
立
退
き
に
応
じ
て
い
な
い
も

の
。銘苅
の
場
合

住
家
五
十
四
軒
の
立
退
き

と
農
耕
地
約
三
万
坪
明
渡
し
の
要
求
に
対
し

地
主
達
は
軍
工
事
に
対
し
全
面
的
な
協
力
は

惜
し
ま
な
い
が
次
に
か
か
げ
る
地
主
達
の
要

求
が
い
れ
ら
れ
な
い
限
り
立
退
き
に
は
応
じ

ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
、
な
お
同
区
民
は
賃

貸
料
三
八
〇
万
円
は
受
取
り
の
こ
り
一
五
〇

万
円
の
受
領
を
拒
ん
で
い
る
。
地
主
側
の
要

求
と
は

１

移
動
後
の
生
活
の
補
償

２

家
屋
に
対
す
る
賠
償
額
の
値
上
げ

３

農

作
物
と
井
戸
な
ど
に
対
す
る
ば
い
償
額
の
支

払
い
な
ど

「
那
覇
」
を
一
教
育
区
に
／
教

育
法
改
正
布
令
で
明
文
化

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
４
・
11
・
１

民
政
府
は
十
月
二
十
九
日
付
で

琉
球
教
育

法

に
関
す
る
布
令
六
十
六
号
を
次
の
様
に

改
正

改
正
六
号

、
同
日
か
ら
効
力
を
発

し
た
。

△
五
章
十
一
条
を
次
の
様
に
改
め
る
。

市
町
村
長
の
管
轄
す
る
地
理
的
境
界
は
こ
れ

が
法
律
に
従
つ
て
変
更
さ
れ
な
い
限
り
又
は

変
更
さ
れ
る
ま
で
は
教
育
区
の
境
界
と
す

る
。
△
六
章
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

二
つ
以
上
の
市
町
村
の
合
併
に
よ
り
教
育
区

が
合
併
さ
れ
る
場
合
に
は
各
関
係
教
育
委
員

会
の
選
任
に
よ
る
現
職
委
員
は
本
条
三
章
に

規
定
す
る
そ
の
任
期
が
満
了
す
る
ま
で
は
引

続
き
そ
の
職
に
あ
る
も
の
と
す
る
。
但
し
欠

員
補
充
の
た
め
の
委
員
の
選
挙
又
は
任
命
は

有
職
委
員
を
除
く
四
名
の
委
員
に
よ
る
委
員

会
を
構
成
す
る
為
に
必
要
と
さ
れ
な
い
限
り

こ
れ
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。
合
併
教
育

委
員
会
は
合
併
さ
れ
た
教
育
区
に
対
し
財

産
、
資
金
そ
の
他
す
べ
て
の
権
限
を
行
う
も

の
と
す
る
。

こ
の
布
令
改
正
に
よ
つ
て
合
併
し
た
那
覇

市
に
お
け
る
教
育
委
会
は
有
職
委
員
を
除

い
た
も
と
首
里
、
那
覇
、
小
禄
の
各
委
員

が
そ
の
ま
ま
合
併
し
て
一
教
育
区
と
し
て

運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

那
覇
市
議
組
勝
つ
／
和
気
あ
い

あ
い
珍
プ
レ
ー
も
出
ず

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
11
・
４

那
覇

真
和
志
市
議
員
対
抗
親
善
野
球
大
会

は
三
日
午
後
三
時
か
ら
当
間
那
覇
市
長
、
翁

長
真
和
志
市
長
ほ
か
両
市
の
お
偉
方
多
数
列

席
の
も
と
上
山
中
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ

た
。
こ
の
日
、
折
か
ら
パ
メ
ラ
台
風
の
影
響

を
う
け
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
コ
ン
デ
イ
シ
ヨ
ン

悪
く
時
折
り
突
風
に
砂
ぼ
こ
り
が
飛
ん
だ
が

選
手
連
は
き
わ
め
て
活
発
な
プ
レ
ー
を
展

開
、
さ
す
が
に
昔
は
選
手
だ
つ
た
と
い
う
議

員
選
手
が
多
か
つ
た
た
め
珍
プ
レ
ー
も
出
ず

和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
三
時
四
十
分
終
了

し
た
。

上
山
中
校
球
場

ひ
る
三
時

真
和
志
　
１
０
１
０
０
　
２

三
六
九

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

十
｜
十
一
月



那
　
覇
　
０
０
４
１
Ａ
　
５
Ａ

真

国
吉
真
政

許
田
世
輝

那

辺
野
喜
英
興
、
糸
数
昌
秀

比
嘉
ゆ

う
直那

覇
の
軍
用
地
主
も
／
布
告
改

正
を
陳
情

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
11
・
12

小
禄
側
を
加
え
た
初
の
那
覇
市
軍
用
地
特
別

委
員
会
は
十
一
日
、
総
会
を
開
催
、
会
費
徴

収
に
関
す
る
会
則
の
一
部
改
正
案
や
布
告
二

十
六
号
の
一
部
改
正
陳
情
案
な
ど
を
決
議
、

つ
い
で
次
の
通
り
新
役
員
を
選
出
し
た
。

△
布
告
の
改
正
陳
情
は
か
ね
て
か
ら
の
問
題

点
で
一
、
講
和
発
効
時
を
基
準
と
し
た
賃
貸

料
の
設
定
を
妥
当
を
欠
ぐ
。

二
、
契
約
期
間
は
二
十
年
の
長
期
に
わ
た
ら

ず
那
覇
は
三
年
、
郡
部
は
五
年
毎
に
更
新
さ

れ
た
い
と
い
つ
た
も
の
。

△
新
役
員

会
長

仲
本
為
美
、
副
会
長

赤
嶺
一
男
、
牧
志
真
喜
、
浦
崎
康
華
、
監
事

新
垣
善
太
郎
、
糸
嶺
徳
温
、
赤
嶺
慎
英
。

”
刑
務
所
を
移
転
せ
よ
”
／
那

覇
議
会
が
決
議
の
予
定

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
11
・
13

今
度
の
沖
縄
刑
務
所
暴
動
事
件
に
際
し
、
付

近
一
般
住
民
を
恐
怖
の
ど
ん
底
に
叩
き
こ
ん

だ
こ
と
は
、
刑
務
所
の
位
置
が
那
覇
市
の
中

心
地
に
あ
つ
て
受
刑
者
、
一
般
住
民
に
と
つ

て
現
在
の
敷
地
は
好
ま
し
く
な
い
と
い
わ

れ
、
従
が
つ
て
刑
務
所
を
早
急
に
移
転
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
世
論
化
し
て
き
て

い
る
が
、
十
二
日
那
覇
市
議
会
議
長
泉
正
重

氏
は

今
度
の
暴
動
事
件
は
一
般
那
覇
市
民

に
非
常
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
し
ま
た
那
覇

市
の
中
心
地
に
刑
務
所
が
あ
る
の
は
受
刑
者

に
と
つ
て
も
甘
美
な
メ
ロ
デ
イ
ー
や
都
市
の

花
や
か
な
ふ
ん
い
き
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
つ

い
だ
つ
走
し
た
い
と
い
う
気
分
に
も
な
る
し

受
刑
者
、
市
民
双
方
の
た
め
に
早
急
に
移
転

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
よ
つ
て
つ
ぎ

の
定
例
議
会
で
沖
縄
刑
務
所
の
移
転
に
つ
い

て
議
会
に
は
か
り
、
琉
球
政
府
と
民
政
府
に

陳
情
す
る
つ
も
り
で
あ
る

と
語
つ
た
。

那
覇
市
に
譲
渡
軍
埋
立
地
三
千

余
坪
琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
11
・
18

旧
西
新
町
二
丁
目
、
那
覇
商
港
地
域
内
に
あ

る
軍
埋
立
地
三
千
五
百
二
十
坪
は
十
七
日
付

で
那
覇
市
に
譲
渡
さ
れ
た

那
覇
市
民
に
朗
報
／
松
下
・
東

町
の
一
部
近
く
開
放

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
11
・
20

那
覇
市
か
ら
去
る
十
月
二
十
五
日
、
市
内
の

各
軍
用
地
に
つ
い
て
開
放
申
請
の
陳
情
を
し

て
い
た
が
民
政
府
か
ら
十
六
日
付
で
ち
か
く

松
下
町
二
丁
目
一
帯

元
県
病
院
、
大
典
寺

東
側

と
東
町
一
丁
目
と
二
丁
目
の
一
部

琉
銀
裏
東
側
一
帯

を
開
放
す
る
と
次
の

よ
う
に
政
府
あ
て
通
知
が
あ
つ
た
。

▽
開
放
申
請
地
に
つ
い
て
は
一
部
の
地
い
き

を
除
い
て
全
て
開
放
済
か
開
放
六
十
日
前
に

行
う
予
告
を
発
し
て
あ
る
。

▽
未
開
放
の
う
ち
第
一
号
地
域

元
県
病
院
、

大
典
寺
東
側
一
帯

は
近
々
開
放
さ
れ
よ
う
。

ま
た
残
り
は
臨
時
用
地
だ
と
思
う
が
、
こ
れ

は
今
後
使
用
の
必
要
が
な
く
な
れ
ば
遅
滞
な

く
開
放
す
る
。

▽
第
二
号
地
域

琉
銀
裏
の
東
町
一
丁
目
、

二
丁
目
の
一
ぶ

は
請
負
業
者

註

菅
原

建
設

の
キ
ャ
ン
プ
用
地
と
し
て
現
に
使
用

中
で
あ
る
。
こ
の
請
負
業
者
は
重
要
な
那
覇

港
改
良
工
事
に
た
ず
さ
わ
つ
て
い
る
。
恐
ら

く
来
年
頭
初
に
な
る
と
思
う
が
同
工
事
が
終

り
次
第
同
地
域
の
建
物
を
撤
回
し
て
開
放
す

る
所
存
で
あ
る

こ
の
通
知
に
よ
つ
て
那
覇
市
が
申
請
し
た

市
内
の
軍
使
用
地
で
解
放
ず
み
又
は
開
放

予
定
地
も
し
く
は
未
開
放
地
は
次
の
と
お

り
と
な
つ
て
い
る

開
放
ず
み
又
は
開
放
予
定
の
地
域

▽
松
下
町
一
丁
目
　
商
工
会
議
所
付
近

九
月
十
三
日

▽
久
米
町
一
丁
目
、
那
覇
市
役
所
向
軍
診

療
所
敷
地

九
月
十
三
日

▽
久
米
町
二
丁
目
、
工
交
局
南

十
月
十

二
日
▽
高
橋
町
二
丁
目
、
泊
港
北
が
ん
一
帯

十
月
二
十
五
日

▽
若
狭
町
一
丁
目
、
雪
崎
若
狭
病
院
跡
向

十
一
月
二
十
二
日

▽
崇
元
じ
町
二
丁
目
、
泊
小
学
校
東

十

一
月
二
十
四
日

▽
下
泉
町
二
丁
目
、
前
食
糧
会
社
敷
地
一

帯

十
二
月
八
日

▽
高
橋
町
一
丁
目

十
二
月
三
十
一
日

▽
松
下
町
二
丁
目
お
よ
び
前
島
町
一
丁
目

二
丁
目
、
集
積
所
跡
の
半
分
以
上

十
二

月
三
十
一
日

▽
松
下
町
二
丁
目
、
元
県
病
院
東

ち
か

く
開
放

▽
東
町
、
琉
銀
裏

来
年
頭
初

那
覇
市
内
で
未
開
放
の
軍
用
地

▽
那
覇
港
南
岸
一
帯

住
吉
、
垣
花
、
山

下
町
▽
上
泉
町

ハ
ー
バ
ー
ビ
ユ
ー
一
帯

▽
前
島
町
北
東
部
の
半
分

▽
崇
元
寺
町
一
丁
目
お
よ
び
二
丁
目
の
一

ぶ▽
西
本
町
四
丁
目

車
輌
管
理
所
付
き
ん

▽
西
新
町
二
丁
目

三
重
城
冷
凍
工
場
付

き
ん

三
七
〇

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

十
一
月



泊
港
地
区
の
都
計
成
る
／
年
内

に
旧
垣
花
を
受
入
／
建
設
の

か
げ
に
も
財
政
の
な
や
み

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
11
・
27

過
去
二
カ
月
に
わ
た
り
、
軍
浚
渫
船
で
埋
立

実
施
中
の
泊
Ｂ
地
区
二
万
九
千
四
百
坪
が
こ

の
ほ
ど
完
成
し
た
。こ
れ
で
泊
港
北
岸
地
区
、

ふ
頭
地
区
、
泊
港
南
岸
Ａ
地
区
、
同
Ｂ
地
区

総
計
約
六
万
六
千
坪
が
完
成
、
那
覇
市
の
都

市
計
画
事
業
が
た
だ
ち
に
推
進
さ
れ
る
。
那

覇
市
で
は
起
債
に
よ
つ
て
泊
地
区
の
区
画
整

理
を
行
い
、
来
年
中
に
は
全
面
的
に
受
入
れ

を
完
了
す
る
予
定
で
那
覇
市
泊
港
の
都
市
計

画
も
完
成
し
た
。

那
覇
市
の
泊
港
南
岸
埋
立
地
計
画
に
よ
る

と
、一
号
せ
ん
の
沿
せ
ん
の
商
業
用
地
は
一
万

坪
だ
が
、
そ
の
う
ち
約
六
千
六
百
坪
の
個

人
有
地
と
も
と
塩
田
で
あ
つ
た
市
有
地
千

八
百
坪
か
ら
な
り
、
す
で
に
牧
志
街
道
の

立
退
き
約
百
五
十
戸
の
受
入
れ
を
完
了
し

た
、
△
事
務
所
用
地
五
千
坪
△
業
務
用
地

三
千
坪
△
工
業
用
地
二
千
三
百
坪
△
倉
庫

用
地
千
百
坪
△
公
園
二
千
二
百
坪
△
卸
業

者
六
百
坪
△
ふ
頭
用
地
一
万
二
千
百
四
十

坪
△
道
路
一
万
八
千
四
百
坪
△
水
路
二
千

四
百
五
十
坪
△
住
宅
用
地
約
一
万
坪
△
港

湾
面
積
七
千
三
百
坪

陸
地
総
面
積
六
万
六
千
坪
で
、
今
年
中
に

旧
垣
花
住
民
百
二
十
五
戸

六
百
人

を

受
け
入
れ
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

泊
Ｂ
地
区
受
入
れ
は
道
路
排
水
溝
の
建
設
後

と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
泊
埋
立
地
一

帯
が
ミ
ナ
ト
町
と
し
て
繁
華
街
と
な
つ
た
暁

は
泊
港
湾
使
用
料
約
六
百
万
円
、
市
有
地
賃

貸
料
約
五
百
万
円
が
那
覇
市
の
税
外
収
入
に

な
る
。
地
区
は
殆
ど
が
無
償
譲
り
渡
し
で
問

題
は
な
い
と
し
て
Ｂ
地
区
は
三
千
五
百
八
十

九
万
三
千
二
百
七
十
四
円

軍
浚
渫
船
、
護

岸
工
事
そ
の
他

の
起
債
に
よ
つ
て
工
事
を

完
了
し
た
も
の
で
十
年
の
年
賦
償
還

一
年

約
四
百
五
十
万
円

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
市
有
地
の
賃
貸
料
だ
け
で
は
支
払
い
は

困
難
で
市
有
地
の
売
却
や
港
湾
使
用
料
、
上

水
道
使
用
料
、
市
場
使
用
料
な
ど
で
補
わ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
大
那
覇
市
建
設
の
か
げ
に
は

財
政
の
な
み
な
み
な
ら
ぬ
苦
労
が
あ
る
よ
う

だ
。泊

港
正
式
に
譲
渡
／
民
政
府
が

那
覇
市
へ

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
12
・
２

民
政
府
で
は
こ
の
ほ
ど
那
覇
市
へ

軍

Ｄ

Ｅ

に
よ
り
施
行
さ
れ
た
泊
港
諸
施
設
の
所

有
権
お
よ
び
利
権
は
、
す
べ
て
無
条
件
で
譲

渡
す
る

と
通
知
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
泊
港
は
一
日
か
ら
正
式
に
那
覇

市
の
手
で
管
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。

生
れ
変
つ
た
牧
志
街
道
／
総
工

費
三
千
万
円
以
上
か
か
る

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
12
・
４

那
覇
市
が
多
年
の
懸
案
だ
つ
た
牧
志
街
道
の

拡
巾
、
舗
装
工
事
は
四
日
完
成
、
五
日
午
前

五
時
三
十
分
、
当
間
那
覇
市
長
、
神
村
工
交

局
長
の
愛
用
者
で
開
通
さ
れ
る
。

牧
志
街
道

那
覇
署

蔡
温
橋
間

は
五
十

三
年
二
月
六
千
七
百
万
の
起
債
に
対
す
る
一

部
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
長
さ
約
七

百
間
、
巾
十
間

歩
道
四
間
、
車
道
六
間

総
工
費
二
千
七
百
十
五
万
六
千
円
で
政
府
補

助
費
三
百
万
円

ア
ス
フ
ア
ル
ト
工
事
、
停

留
所
設
定
費
等

を
加
え
る
と
街
道
完
成
に

要
し
た
額
は
ナ
ン
ト
三
千
万
円
以
上
要
し
た

こ
と
に
な
る
、
同
街
道
に
面
し
た
借
家
人
、

八
十
三
世
帯
、
建
物
移
転
百
十
二
戸
の
立
退

き
、
家
屋
せ
ん
除
三
十
六
戸
、
関
係
地
主
七

十
五
人
計
二
百
人
以
上
の
一
般
住
民
の
陰
の

協
力
も
あ
り
、
五
十
二
年
二
月
着
工
し
て
か

ら
満
二
カ
年
で
見
事
に
完
成
し
た
わ
け
だ
、

今
後
国
際
都
市
那
覇
市
の
繁
栄
に
大
き
な
力

と
な
ろ
う
。

那
覇
市
会
／
楚
辺
出
張
所
廃
止

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
12
・
15

那
覇
市
定
例
議
会
は
十
四
日
午
前
十
時
三
十

分
開
会
、
会
期
を
五
日
間
と
決
定
し
た
の
ち

五
議
案
を
可
決
、
七
議
案
を
委
員
会
付
託
と

し
五
陳
情
書
を
承
認
午
後
五
時
休
会
し
た
。

可
決
に
な
つ
た
主
な
も
の
は
こ
れ
ま
で
那
覇

市
消
防
隊
副
隊
長

隊
長
事
務
取
扱

の
登

川
正
太
郎
氏
は
隊
長
に
承
認
さ
れ
た
。
一
九

五
〇
年
八
月
み
な
と
村
が
那
覇
市
に
併
入
さ

れ
た
当
時
設
置
さ
れ
た
那
覇
市
役
所
楚
辺
出

張
所
は
廃
止
さ
れ
る
。
安
里
川
下
流
沿
岸
の

一
部
埋
立
て
、
ま
た
沖
縄
文
化
協
会
か
ら
芸

能
会
館
創
設
の
た
め
に
申
請
が
あ
つ
た
那
覇

市
儀
保
区
九
班
の
市
有
地
三
百
坪
の
無
償
貸

与
を
承
認
し
た
。
一
九
五
九
年
度
那
覇
市
一

般
会
計
を
才
入
才
出
予
算
追
加
更
正
に
つ
い

て

追
加
額
二
百
五
十
七
万
三
百
三
十
一
円

△
一
九
五
五
年
度
那
覇
市
水
道
事
業
特
別
会

計
才
入
才
出
予
算
追
加
更
正
に
つ
い
て
△
一

九
五
五
年
度
那
覇
市
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
才
入
才
出
予
算
追
加
更
正
に
つ
い
て

の
三
予
算
案
は
委
員
会
付
託
と
決
定
、
こ
れ

は
吏
員
、
議
員
の
年
末
手
当
支
給
の
た
め
の

追
加
更
正
が
主
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
市
営
公

設
店
舗
設
置
に
関
す
る
十
番
、
十
二
番
、
二

十
番
、
二
十
二
番
、
二
十
四
番
、
二
十
七
番

五
議
員
提
出
の
意
見
書
は
多
数
決
で
採
択
、

早
期
設
置
方
を
要
望
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

議
員
の
ボ
ー
ナ
ス
を
／
救
済
者

の
お
年
玉
へ
／
那
覇
市
議
会

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
12
・
17

那
覇
市
議
会
は
十
六
日
ひ
る
二
時
す
ぎ
か

三
七
一

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

十
一
｜
十
二
月



ら
三
常
任
委
員
会
を
ひ
ら
い
て
そ
れ
ぞ
れ

付
託
さ
れ
た
案
件
の
審
議
を
続
行
、
同
四

時
五
分
か
ら
は
全
員
協
議
会
に
移
つ
て
市

吏
員
の
年
末
手
当
支
給
に
関
す
る
件
を
協

議
の
結
果
、
不
況
で
市
民
生
活
も
き
び
し

い
折
柄
、
高
率
に
過
ぎ
る
と
の
一
部
の
強

い
反
対
も
あ
つ
た
が
結
局
、
総
務
財
政
委

の
案
通
り
、
平
均
八
割
の
支
給
を
承
認
、

た
ゞ
し
出
来
る
だ
け
”
下
に
厚
く
上
に
薄

い
”
方
針
を
と
る
よ
う
に
と
の
意
見
を
付

す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

△
総
務
財
政
委

一
、
前
回
削
除
し
た
議
員
の
年
末
手
当
費
計

九
万
二
千
円
は
救
済
者
の
年
末
慰
問
費
七
万

円
に
加
え
、こ
れ
を
も
つ
て
旧
市
内
は
勿
論
、

首
里
、
小
禄
の
救
済
者
、
他
市
町
村
で
救
済

を
う
け
る
那
覇
出
身
及
び
愛
楽
園
の
那
覇
人

ら
計
二
千
二
百
余
名
に
一
人
当
り
七
十
円
の

お
年
玉
を
贈
る
こ
と
に
決
め
た
。

一
、
吏
員
の
年
末
手
当
八
割
は
不
況
で
市
民

が
苦
し
い
時
、
昨
年
よ
り
上
回
る
ボ
ー
ナ
ス

の
支
給
は
納
税
成
績
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
、
一
率
に
八
割
支
給
で
は
な
く
、
最

高
十
二
割
か
ら
最
低
五
割
と
上
に
厚
い
傾
向

に
あ
る
の
は
妥
当
を
欠
ぐ
な
ど
□
不
満
も
あ

つ
た
が
結
局
、
懸
案
の
増
俸
も
難
し
く
、
薄

給
に
甘
ん
ず
る
職
員
の
た
め
せ
め
て
年
末
は

と
い
つ
た
意
見
で
八
割
支
給
を
認
め
た
。

△
建
設
委

牧
志
通
り
の
横
断
歩
道
設
置
に

関
す
る
政
府
へ
の
陳
情
案
を
検
討
、
要
旨
、

次
の
よ
う
に
決
め
た
。

牧
志
通
り
は
拡
幅
工
事
の
完
成
及
び
バ
ス

・
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
設
置
に
伴
な
い
、
車
両

の
交
通
量
は
以
前
に
倍
加
し
、
特
に
同
通

り
周
辺
は
壺
屋
、
久
茂
地
等
の
小
学
校
な

ら
び
に
幼
稚
園
が
あ
つ
て
学
童
の
登
退
校

時
は
危
険
こ
の
上
も
な
く
、
こ
の
ま
ゝ
放

置
す
れ
ば
如
何
な
る
悲
惨
時
を
惹
起
す
る

や
も
計
り
し
れ
な
い
の
で
事
故
防
止
の
見

地
か
ら
適
当
な
数
カ
所
に
横
断
歩
道
と
自

動
標
識
燈
を
設
置
さ
れ
た
い
。

△
文
厚
労
委

区
教
育
委
の
委
員
な
ら
び
に

職
員
の
俸
給
支
給
に
つ
い
て
を
審
議
、
結
局
、

原
案
通
り
、
委
員
四
千
円
、
職
員
七
千
百
円

以
内
を
承
認
す
る
。

記
者
の
メ
モ
／
『
ボ
ー
ナ
ス
返

上
』
怪
挙
が
快
挙
へ

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
12
・
17

○

那
覇
市
の
”
ボ
ー
ナ
ス
予
算
議
会
”
十

六
日
は
突
如
！
。
全
員
協
議
会
を
開
い
て

吏
員
の
ボ
ー
ナ
ス
八
割
は
妥
当
な
り
や
？

と
検
討
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
こ
れ
は
決
し

て
自
分
た
ち
が
貰
わ
ん
か
ら
職
員
の
奴
も
削

つ
て
や
れ
な
ど
ゝ
い
う
ケ
チ
な
了
簡
か
ら
で

は
な
い
。
デ
フ
レ
で
青
息
ト
息
の
こ
の
頃
、

昨
年
よ
り
上
回
る
高
率
支
給
は

税
金
を
し

ぼ
り
取
つ
た

等
と
市
民
に
怨
ま
れ
は
せ
ん

か
、
ま
た
上
に
厚
い
支
給
方
法
が
気
に
食
わ

ん
と
い
つ
た
尤
も
な
理
由
か
ら
だ
。

○

然
し
ワ
イ
ワ
イ
論
議
し
て
み
る
と
勤
務

年
限
や
成
績
で
当
然
、
落
差
が
つ
い
て
一
率

支
給
は
困
難
な
こ
と
が
判
る
し
、
ボ
ー
ナ
ス

の
支
給
方
法
ま
で
云
々
す
る
の
は
越
権
的
だ

と
い
う
こ
と
に
な
つ
て
原
案
承
認
で
ケ
リ
。

つ
い
で
に
総
務
財
政
委
の
高
良
委
員
長
か
ら

我
々
が
辞
退
す
る
ボ
ー
ナ
ス
は
救
済
者
の

お
年
玉
に
当
て
る
こ
と
に
し
ま
し
た

と
報

告
を
行
つ
た
が
こ
れ
に
は

サ
ン
セ
ー
イ

と
一
人
、
二
人
、
元
気
の
無
い
こ
と
お
び

た
ゞ
し
い
。
そ
れ
で
も
こ
れ
で
”
ボ
ー
ナ
ス

返
上
”
は
ホ
ン
ト
の
快
挙
に
な
つ
た
と
い
う

も
の都

市
合
併
問
題
再
燃
／
真
和
志

市
議
会
早
期
実
現
を
決
議

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
12
・
18

真
和
志
市
議
会
第
二
日
目
の
十
七
日
は
午
前

十
時
再
開
、
助
役
に
護
得
久
朝
俊
氏
の
就
任

を
全
会
一
致
で
承
認
、
那
覇
市
と
の
第
一
期

工
事
上
水
道
需
給
契
約
案
を
可
決
、
ひ
き
つ

づ
き
上
水
道
第
二
期
工
事

安
里
一
区
、
二

区
、
栄
町
、
大
道
、
船
増
原
、
与
儀
区
八
班
、

松
川
、
安
謝

の
配
水
管
敷
設
工
事
な
ら
び

に
給
水
工
事
を
那
覇
市
へ
施
工
さ
せ
る
こ
と

を
可
決
し
た
。
つ
づ
い
て
し
ば
ら
く
途
絶
え

て
い
た
那
覇
市
と
の
合
併
問
題
に
つ
い
て
高

良
正
文
議
員
外
十
二
名
の
議
員
か
ら
緊
急
動

議
と
し
て
”
都
市
合
併
に
関
す
る
決
議
案
”

を
提
出
さ
れ
た
が
満
場
一
致
で
採
決
し
た
の

で
ひ
き
続
き
都
市
合
併
特
別
委
員
会
を
設
置

つ
ぎ
の
十
名
の
委
員
を
あ
げ
那
覇
市
と
の
合

併
促
進
の
た
め
活
動
を
開
始
す
る
こ
と
に
な

つ
た
。
都
市
合
併
に
関
す
る
決
議
文
と
特
別

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

決
議
文

都
市
合
併
に
関
す
る
市
民
の
世

論
は
早
期
合
併
を
要
望
す
る
声
が
圧
倒
的
で

あ
る
。
去
る
九
月
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
編

入
合
併
の
実
現
を
当
面
の
緊
急
施
策
と
し
て

主
張
し
た
翁
長
候
補
が
多
数
の
帰
す
う
を
明

確
に
し
て
い
る
の
で
あ
つ
て
こ
の
事
実
は
わ

が
真
和
志
市
の
都
市
合
併
に
対
す
る
不
動
の

方
針
を
明
示
し
た
も
の
と
し
て
こ
れ
が
実
現

に
直
進
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
真
和
志
議

会
は
早
期
合
併
を
市
民
に
公
約
し
か
つ
そ
の

実
現
に
構
想
と
努
力
を
つ
づ
け
て
い
る
翁
長

市
長
に
同
調
す
る
ば
か
り
で
な
く
進
ん
で
市

長
を
べ
ん
達
激
励
し
一
日
も
早
く
都
市
合
併

の
実
現
を
期
し
て
五
万
五
千
市
民
の
要
望
に

応
え
ん
と
す
。

特
別
委
員
会

高
良
正
文
、
金
城
貞
秀
、

大
工
廻
盛
山
、
又
吉
久
正
、
許
田
世
輝
、
古

堅
宗
秀
、
新
里
義
雄
、
久
場
景
善
、
町
田
宗

永
、
知
念
清
吉
、

翁
長
市
長
談

助
役
に
行
政
面
に
明
る
い
護

得
久
朝
俊
氏
を
満
場
一
致
で
可
決
し
た
こ
と

三
七
二

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

十
二
月

の



は
う
れ
し
い
。
ま
た
高
良
正
文
議
員
ほ
か
十

二
名
か
ら
出
さ
れ
た
那
覇
市
と
の
合
併
決
議

は
私
も
市
長
選
挙
で
も
公
約
し
た
と
お
り
合

併
の
早
期
実
現
を
期
し
て
い
た
の
で
今
回
設

置
さ
れ
た
特
別
委
員
会
と
も
一
体
と
な
つ
て

合
併
を
促
進
し
た
い
。

戦
災
復
興
の
国
庫
助
成
／
本
土

政
府
へ
要
請
／
那
覇
市
会
終

る沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
12
・
18

十
七
日
の
那
覇
市
議
会
は
午
後
一
時
、
本
会

議
を
再
開
、
午
前
に
引
続
き
審
議
を
続
行
し

て
、
一
、
本
年
度
一
般
追
加
更
正
予
算
案
。

一
、
本
年
度
水
道
事
業
特
別
会
計
追
加
更
正

予
算
案
。
一
、
本
年
度
土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計
追
加
更
正
予
算
案
。
一
、
自
五
五

年
度
至
六
〇
年
度
区
画
整
理
継
続
事
業
費
支

出
額
追
加
の
件
。
一
、
泊
埋
立
地
売
却
処
分

の
件
。
一
、
牧
志
通
り
横
断
標
識
灯
設
置
に

関
す
る
陳
情
案
を
そ
れ
ぞ
れ
原
案
通
り
又
は

一
部
修
正
の
上
、
可
決
。
上
程
の
全
案
件
を

処
理
し
た
後
、
引
続
き
自
由
討
議
に
移
つ
て
、

議
会
運
営
や
当
局
に
対
す
る
要
望
な
ど
を
検

討
の
結
果
。

高
良
一
議
員
の
提
案
に
も
と
づ
き

立
法
院

と
提
携
、
戦
災
都
市
那
覇
の
復
興
を
国
庫
負

担
で
行
う
よ
う
日
本
政
府
へ
要
請
す
る

こ

と
に
な
り
、
起
草
委
員
を
挙
げ
て
具
体
案
を

練
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
午
後
二
時
二
十
分

閉
会
。
那
覇
の
戦
災
復
興
を
日
本
政
府
へ
要
請
す

る
問
題
は
援
護
法
な
ど
が
琉
球
に
も
適
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
現
在
、
国
土
防
衛

の
矢
面
に
立
つ
て
戦
災
を
蒙
つ
た
那
覇
市

の
復
興
は
広
島
、
長
崎
の
場
合
と
同
様
、

戦
災
都
市
復
興
計
画
に
も
と
づ
い
て
日
本

政
府
負
担
で
や
つ
て
も
ら
お
う
。
特
に
那

覇
市
は
中
央
税
の
七
、
八
割
を
負
担
し
て

い
な
が
ら
政
府

琉
球

の
援
助
を
う
け

る
こ
と
薄
く
、
然
も
巨
費
を
要
す
る
都
市

復
興
を
自
力
で
賄
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
四
苦
八

苦
の
実
情
に
あ
る
か
ら
と
い
う
も
の
。

こ
れ
に
対
し
外
交
権
な
ど
に
か
ら
ん
で
実
現

不
可
能
だ
か
ら
無
意
味
で
あ
る
と
の
反
対
も

あ
つ
た
が
結
局
、
一
お
う
意
志
表
示
の
た
め

取
上
げ
る
こ
と
に
な
つ
た
。

な
お
本
年
度
一
般
予
算
案
は
議
員
の
年
末
手

当
費
を
救
済
者
の
慰
問
費
に
組
替
え
る
な
ど

の
修
正
を
行
い
、
更
に
要
望
事
項
を
付
し
て

可
決
し
た
も
の
だ
が
要
望
事
項
は
夕
刊
既
報

の
外
一
、
職
員
の
年
末
手
当
は
下
に
厚
く
上

に
ウ
ス
く
す
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
い
、
と
い

う
の
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

編
入
の
線
で
正
式
交
渉
／
真
和

志
合
併
へ
積
極
的
動
き

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
12
・
19

十
七
日
真
和
志
市
会
が
採
決
し
た

都
市
合

併
促
進
に
関
す
る
決
議

は
那
覇
市
当
局
及

び
市
会
側
で
は
大
い
に
歓
迎
す
る
と
い
う
態

度
を
示
し
て
い
る
が
、
真
和
志
市
民
の
間
で

も
世
論
に
従
い
超
党
派
的
に
合
併
促
進
決
議

を
行
つ
た
こ
と
に
対
し
非
常
に
好
感
を
よ
せ

て
い
る
。

同
決
議
案
に
よ
る
と
合
併
の
形
式
は

編

入
合
併

で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
な
諸
問

題
に
つ
い
て
は
十
七
日
設
置
さ
れ
た

都

市
合
併
特
別
研
究
委
員
会

が
検
討
し
た

う
え
政
府
、
立
法
院
、
那
覇
市
と
本
格
的

な
折
衝
に
入
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

○

こ
の
野
党
提
案
に
な
る
決
議
案
に
対
し

て
一
部
で
は
与
党
や
市
当
局
に
対
す
る
単
な

る
ケ
ン
制
策
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
を
し

て
い
る
む
き
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
提
案
者
の

高
良
正
文
議
員
は

市
民
の
世
論
に
沿
う
よ

う
超
党
派
的
に
協
力
態
勢
を
と
つ
た
も
の
で

あ
つ
て
ケ
ン
制
と
か
政
争
手
段
な
ど
と
い
う

も
の
で
は
絶
対
に
無
い

と
語
つ
て
い
る
。

○

翁
長
市
長
も
合
併
問
題
に
つ
い
て
は
就

任
後
数
度
に
わ
た
り
合
併
の
時
期
に
つ
い
て

市
長
私
案
を
漏
ら
し
て
い
る
が
、
那
覇
市
側

に
異
議
が
な
け
れ
ば
、
来
年
六
月
以
降
一
カ

年
以
内
で
合
併
が
実
現
す
る
も
の
と
み
て
差

支
え
な
い
だ
ろ
う
。
真
和
志
市
と
し
て
は
五

五
年
度
追
加
更
正
予
算
案
の
中
に

都
市
合

併
研
究
費

と
し
て
来
年
三
月
迄
の
分
と
し

て
一
万
円
計
上
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
合
併

決
議
も
行
わ
れ
た
の
で
都
市
合
併
特
別
研
究

委
と
し
て
十
分
な
活
動
を
期
す
た
め
相
当
額

更
に
増
額
さ
れ
る
も
よ
う
で
あ
る
。

”
世
論
実
現
”
に
努
力
／
真
和

志
市
助
役
就
任
の
護
得
久
朝

俊
氏
談

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
12
・
19

既
報

真
和
志
市
議
会
は
十
七
日
同
市
助

役
と
し
て
護
得
久
朝
俊
氏

現
琉
球
政
府
行

政
課
主
事

を
全
会
一
致
で
承
認
、
十
七
日

ま
で
離
島
出
張
中
だ
つ
た
同
氏
は
二
十
一
日

ご
ろ
赴
任
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
助
役
就
任

の
抱
負
を
十
八
日
次
の
よ
う
に
語
つ
て
い

る
。正
式
に
辞
令
は
出
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
活
か
し
裸
に
な
つ
て
仕
事
に

ぶ
つ
つ
か
り
た
い
。
真
和
志
は
居
住
市
で

も
あ
り
議
員
や
職
員
の
大
半
が
知
己
で
あ

り
、
そ
の
点
私
の
仕
事
も
や
り
易
い
と
思

う
が
、
那
覇
市
と
の
合
併
問
題
な
ど
も
起

つ
て
お
り
世
論
に
よ
る
良
い
政
治
の
実
現

に
十
分
努
力
し
た
い
。
前
課
長
稲
嶺
氏
、

野
波
行
政
課
長
や
政
府
上
司
各
位
の
こ
れ

ま
で
の
御
指
導
を
謝
す
と
共
に
果
し
て
ど

三
七
三

一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

十
二
月



の
程
度
の
仕
事
が
で
き
る
か
私
と
し
て
新

し
い
職
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い

る
。

記
者
の
メ
モ
／
合
併
決
議
と
失

地
問
題
…

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
４
・
12
・
19

○

十
七
日
の
真
和
志
市
議
会
で
は
、
当
局

側
で
は
一
波
乱
覚
悟
し
て
い
た
助
役
問
題
が

ス
ラ
ス
ラ
と
承
認
さ
れ
、
お
ま
け
に
翁
長
市

長
第
一
の
公
約
で
あ
る
編
入
合
併
決
議
ま
で

飛
び
出
し
何
だ
か
ウ
ス
気
味
悪
い
と
い
つ
た

恰
好
だ
つ
た
。
こ
の
合
併
決
議
は
満
場
一
致

で
採
決
さ
れ
た
も
の
の
当
局
派
は
藪
か
ら
棒

で
ビ
ツ
ク
リ
、
意
見
調
整
の
た
め
是
非
休
ケ

イ
を
と
い
う
余
程
オ
ド
ロ
キ
の
一
幕
も
あ
つ

た
が
散
会
後
当
局
派
の
某
議
員
は

前
に
は

反
対
だ
つ
た
ク
セ
に
今
頃
こ
ん
な
問
題
を
持

出
す
な
ん
て

と
こ
ぼ
し
て
い
た
。
合
併
し

た
ら
セ
ツ
角
つ
か
ま
え
た
議
席
が
フ
イ
に
で

も
な
る
と
い
う
意
味
か
？

○

こ
の
合
併
決
議
の
前
に
行
わ
れ
た
追
加

更
正
予
算
審
議
で
は
真
和
志
の
失
地
問
題
が

持
上
げ
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち

神
里
原
、
松

尾
な
ど
旧
真
和
志
の
失
地
に
対
し
て
は
五
四

年
度
に
は
課
税
し
て
い
る
の
に
五
五
年
度
に

は
課
税
し
な
い
の
か

と
い
う
の
が
問
題
に

な
つ
た
わ
け
だ
が
土
地
台
帳
は
当
市
が
持
つ

て
い
る
ん
だ
が
若
し
課
税
し
な
い
と
い
う
な

ら
市
長
は
土
地
台
帳
を
那
覇
市
へ
渡
し
ま
す

か
な
ど
痛
い
と
こ
ろ
を
つ
か
れ
当
局
は
大
分

窮
地
に
追
つ
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
新
任

の
新
垣
税
務
課
長
流
石
は
税
務
署
畑
で
育
つ

た
だ
け
あ
つ
て

課
税
し
な
い
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
保
留
し
て
あ
る
だ
け
で
す

と
法
律

上
の
問
題
を
一
ク
サ
リ
。
見
事
に
逃
げ
お
う

せ
た
が
翁
長
市
長
の
部
下
で
は
光
つ
た
存
在

で
あ
る
。

真
和
志
市
議
会
／
市
町
村
合
併

に
関
す
る
立
法
要
請

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
12
・
24

真
和
志
議
会
第
三
日
目
の
二
十
日
は
午
後
二

時
か
ら
再
開
、
一
九
五
五
年
度
真
和
志
市
一

般
会
計
才
入
才
出
予
算
追
加
更
正
に
つ
い

て
、
市
債
を
お
こ
す
こ
と
に
つ
い
て
二
議
案

に
つ
い
て
の
意
見
調
整
を
行
つ
た
の
ち
、
古

堅
宗
秀
議
員
ほ
か
十
一
名
か
ら
緊
急
動
議
を

提
出
さ
れ
た
”
市
町
村
合
併
に
関
す
る
立
法

要
請
に
つ
い
て
の
意
見
書
”
を
採
決
、
近
く

立
法
院
議
長
、
行
政
主
席
あ
て
提
出
す
る
こ

と
に
な
つ
た
。
意
見
書
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お

り琉
球
の
地
方
自
治
の
組
織
は
戦
前
の
こ
れ
と

戦
後
の
特
殊
事
情
を
考
慮
し
て
廃
置
分
合
さ

れ
て
現
在
に
お
り
ま
す
が
戦
後
の
混
屯
た
る

情
勢
か
ら
政
治
と
経
済
が
一
応
軌
道
に
乗
る

に
つ
れ
て
着
実
な
数
年
の
歩
み
に
も
拘
ら

ず
、
現
在
の
組
織
と
運
営
は
不
合
理
か
つ
非

能
率
的
な
面
を
露
呈
す
る
に
至
つ
て
お
り
ま

す
。
殊
に
那
覇
、
首
里
、
小
禄
の
二
市
一
村

の
合
併
に
よ
つ
て
真
和
志
を
除
い
た
不
合
理

な
都
市
計
画
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
て

お
り
、
ま
た
真
和
志
市
の
都
市
合
併
に
関
す

る
世
論
も
早
期
合
併
を
要
望
す
る
声
が
圧
倒

的
で
あ
り
、
真
和
志
市
議
会
は
一
九
五
四
年

十
二
月
十
七
日

都
市
合
併
に
関
す
る
決
議

案

を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

琉
球
の
市
町
村
が
市
町
村
合
併
に
よ
り
、
そ

の
組
織
及
び
運
営
を
合
理
的
且
つ
能
率
的
に

し
住
民
の
福
祉
を
増
進
す
る
様
に
規
模
の
適

正
化
を
は
か
る
こ
と
を
積
極
的
に
促
進
し
て

市
町
村
に
お
け
る
地
方
自
治
の
本
旨
を
十
分

実
現
さ
せ
る
と
と
も
に
那
覇
市
と
真
和
志
市

が
一
日
も
早
く
合
併
の
出
来
る
よ
う
市
町
村

合
併
促
進
に
関
す
る
立
法
と
し
て
戴
く
よ
う

自
治
法
第
三
十
九
条
第
二
項
に
も
と
づ
き
意

見
書
を
提
出
す
る
。

｜
社
　
説
｜

合
併
促
進
に
関
す
る
立
法
要
請

に
就
い
て

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
12
・
29

那
覇
市
へ
の
編
入
合
併
を
蹴
つ
た
真
和
志

市
は
去
る
九
月
に
行
わ
れ
た
都
市
合
併
に
取

り
残
さ
れ
、
絶
好
の
機
会
を
み
す
み
す
逃
し

た
形
で
あ
つ
た
。
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
市

長
選
挙
で
は
編
入
合
併
を
主
張
す
る
翁
長
助

静
氏
に
軍
配
が
上
つ
た
が
、
議
員
選
挙
の
結

果
は
両
派
五
分
五
分
の
形
勢
と
な
り
、
合
併

問
題
に
つ
い
て
真
和
志
市
議
会
が
今
後
ど
の

よ
う
な
線
を
打
ち
出
し
て
来
る
か
と
い
う
点

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
去
る
十
七
日
に
開
か
れ
た
市
議

会
に
お
い
て
十
二
名
の
議
員
か
ら
緊
急
動
議

と
し
て
都
市
合
併
に
関
す
る
決
議
案
が
提
出

さ
れ
満
場
一
致
で
可
決
、
二
十
四
日
に
は
立

法
院
議
長
宛
に
市
町
村
合
併
促
進
に
関
す
る

立
法
要
請
の
意
見
書
を
提
出
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
市
議
会
に
お
い
て
緊
急
動
議
を

出
し
た
議
員
は
現
在
野
党
系
と
み
ら
れ
て
い

る
人
達
で
あ
り
、
選
挙
前
に
は
お
お
方
編
入

合
併
に
対
し
て
反
対
の
立
場
を
取
つ
て
い
た

一
派
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
今
回
の
意
表
を

突
い
た
提
案
に
は
何
か
政
略
的
な
含
み
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
警
戒
的
な
見
方
を
す
る

向
き
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
政
略
的
な

掛
け
引
き
に
は
真
和
志
市
々
民
も
既
に
飽
き

飽
き
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
若
し
も

合
併
問
題
と
い
う
重
大
な
問
題
が
こ
れ
以
上

政
略
の
具
に
供
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る

と
す
れ
ば
そ
れ
は
断
じ
て
許
さ
る
べ
き
こ
と

で
は
な
い
、
わ
れ
わ
れ
は
真
和
志
市
議
員
の

良
識
を
一
応
信
じ
て
彼
等
が
首
都
建
設
と
い

う
大
き
な
目
標
に
向
つ
て
一
歩
前
進
し
て
来

三
七
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一
九
五
四
年

昭
和
二
十
九
年

十
二
月

た
事
実
を
先
ず
喜
び
た
い
の
で
あ
る
。

真
和
志
市
議
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
合
併
促

進
に
関
す
る
立
法
要
請
に
対
し
て
立
法
院
が

ど
う
い
う
措
置
を
取
る
か
は
か
な
り
興
味
あ

る
問
題
で
あ
る
。
立
法
と
い
う
事
に
な
れ
ば

単
に
那
覇
と
真
和
志
の
合
併
の
み
を
目
標
に

す
る
の
で
は
な
く
全
琉
の
各
市
町
村
に
適
用

さ
れ
る
法
案
を
つ
く
る
こ
と
が
当
然
予
想
さ

れ
る
。
日
本
本
土
で
は
一
九
五
三
年
に
町
村

合
併
促
進
法
が
公
布
さ
れ
て
以
来
、
町
村
の

合
併
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
日
本
に
お

け
る
大
多
数
の
人
口
が
従
来
二
千
か
ら
五
千

に
過
ぎ
な
か
つ
た
の
を
人
口
七
、
八
千
に
引

き
上
げ
、
町
村
の
規
模
合
理
化
を
図
ろ
う
と

い
う
の
が
こ
の
促
進
法
の
狙
い
と
な
つ
て
い

る
。日
本
と
琉
球
の
場
合
で
は
事
情
が
か
な
り

相
違
す
る
面
も
あ
る
が
、
地
方
自
治
体
の
財

政
が
窮
迫
し
て
い
る
点
で
は
共
通
の
悩
み
を

内
蔵
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
れ
を
打
開

す
る
た
め
に
地
方
自
治
体
の
規
模
合
理
化
が

当
然
問
題
と
な
る
こ
と
は
こ
こ
琉
球
に
お
い

て
も
何
等
変
り
は
な
い
。

立
法
院
が
こ
れ
を
機
会
に
那
覇
、
真
和
志

の
都
市
合
併
問
題
と
並
行
し
て
、
琉
球
に
お

け
る
一
般
市
町
村
の
適
正
規
模
と
合
併
問
題

に
対
し
て
急
速
な
検
討
を
加
え
、
そ
の
実
現

促
進
の
道
を
開
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

「
日
の
丸
」
掲
揚
許
可
／
但
し

役
所
や
学
校
は
駄
目

琉
新
・
朝
　
１
９
５
４
・
12
・
31

元
旦
の

日
の
丸

掲
揚
が
米
民
政
府
か
ら

許
可
さ
れ
た
が
、
役
所
や
学
校
の
建
物
は
掲

げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

政
府
は
元
旦
の
日
本
国
旗
掲
揚
に
つ
い
て
二

十
八
日
民
政
官
に
照
会
し
て
い
た
と
こ
ろ
三

十
日
次
の
よ
う
に
回
答
が
あ
つ
た
。

一
九
五
五
年
元
日
は
琉
球
列
島
に
お
け
る

日
本
国
旗
の
掲
揚
を
許
可
す
る
。
但
し
公
的

或
は
政
治
的
性
質
を
帯
び
る
集
会
、
行
進
に

お
い
て
又
は
、
い
か
な
る
政
治
的
意
味
を
与

え
る
方
法
で
も
国
旗
を
掲
げ
て
は
な
ら
な

い
。
日
本
国
旗
は
琉
球
政
府
庁
舎
又
は
地
方

政
庁
々
舎
に
は
学
校
の
建
物
を
含
め
て
、
こ

れ
を
掲
揚
し
て
は
な
ら
な
い

こ
の
通
知
を
受
け
た
主
席
は
学
校
に
お
け
る

元
旦
の
国
旗
掲
揚
は
一
九
五
四
年
に
は
許
可

さ
れ
た
か
ら
今
度
も
認
め
て
も
ら
い
た
い
と

民
政
府
に
対
し
折
衝
し
た
が
、
当
初
の
通
知

ど
お
り
学
校
で
の
日
の
丸
掲
揚
は
認
め
ら
れ

な
い
こ
と
に
な
つ
た
。

三
七
五



都
市
合
併
を
協
議
／
十
日
か
ら

真
和
志
市
特
別
委

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
５
・
１
・
９

真
和
志
市
都
市
合
併
特
別
委
員
会
で
は
昨
年

十
二
月
十
七
日
の
定
例
議
会
に
お
い
て
満
場

一
致
で
都
市
合
併
促
進
を
決
議
し
、
さ
つ
そ

く
委
員
会
を
組
織
し
た
が
全
委
員
会
で
は
来

る
十
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
六
日
間
に
亙
つ

て
委
員
会
を
開
催
、
具
体
的
な
問
題
を
俎
上

に
検
討
を
行
う
。

な
お
委
員
の
顔
ぶ
れ
は
つ
ぎ
の
通
り
。

久
場
景
善
、
又
吉
久
正
、
高
良
正
文
、
大

工
廻
盛
山
、
知
念
清
吉
、
古
堅
宗
秀
、
町
田

宗
永
、
許
田
世
輝
、
金
城
貞
秀
、
新
里
義
雄
、

森
田
孟
松
、
以
上
の
諸
氏
。

合
併
は
年
内
実
現
か
／
動
き
出

し
た
特
別
委
／
問
題
は
真
和

志
市
選
出
の
議
員
数
　
　

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
１
・
10

昨
年
二
十
一
日
の
真
和
志
市
議
会
が
”
都
市

合
併
に
関
す
る
決
議
”
と
都
市
合
併
特
別
委

員
会

委
員
十
名

を
設
置
、
さ
ら
に
市
町

村
合
併
促
進
に
関
す
る
立
法
要
請
な
ど
に
よ

つ
て
那
覇
、
真
和
志
両
市
の
合
併
問
題
は
八

カ
月
ぶ
り
に
ま
た
ま
た
動
き
だ
し
た
。

こ
の
都
市
合
併
の
決
議
文
が
前
真
和
志
市
長

宮
里
栄
輝
氏
の
時
代
に
”
編
入
合
併
絶
対
反

対
”
を
さ
け
び
、
議
員
の
辞
職
さ
わ
ぎ
ま
で

ひ
き
お
こ
し
た
。
三
、
四
の
議
員
が
中
心
と

な
つ
て
上
程
さ
れ
て
い
る
の
で
、
那
覇
市
議

会
で
は
真
和
志
と
の
合
併
に
一
応
賛
意
を
表

し
て
は
い
る
も
の
の
、
ま
だ
疑
惑
の
色
が
消

せ
な
い
よ
う
で
一
応
今
後
の
特
別
委
員
会
の

動
き
を
見
守
る
と
い
つ
た
か
つ
こ
う
だ
。
何

故
野
党
議
員
か
ら
上
程
さ
れ
た
か
そ
の
理
由

を
あ
げ
て
み
る
と
九
月
の
市
長
選
挙
で
早
期

那
覇
市
と
の
編
入
合
併
を
主
張
し
た
翁
長
助

静
氏
の
当
選
で
真
和
志
市
民
が
合
併
を
望
ん

で
い
る
こ
と
。
真
和
志
市
自
体
の
財
政
で
は

水
道
、
道
路
、
学
校
問
題
が
解
決
で
き
な
い

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
問
題
は

合
併
後
真
和
志
側
か
ら
議
員
数
を
何
名
出
す

か
に
か
か
つ
て
お
り
、
現
行
の
自
治
法
で
は

五
万
三
千
の
真
和
志
市
民
か
ら
一
人
の
議
員

も
出
せ
な
い
わ
け
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
さ

き
に
同
議
会
か
ら
市
町
村
合
併
促
進
に
関
す

る
立
法
措
置
を
講
じ
て
も
ら
い
た
い
と
の
陳

情
も
あ
つ
た
が
同
法
は
あ
く
ま
で
全
琉
的
な

普
へ
ん
性
を
も
つ
た
も
の
で
真
和
志
自
体
に

対
す
る
特
例
措
置
も
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
様
で
早
急
な
立
法
化
が
望
ま
れ
て
い
る
何

れ
に
し
ろ
早
期
合
併
は
今
後
の
都
市
合
併
特

別
委
員
会
の
働
き
に
あ
る
の
で
同
委
員
会
は

愈
々
十
日
か
ら
近
く
本
格
的
な
活
動
を
開
始

し
年
内
に
合
併
を
実
現
さ
せ
様
と
意
気
込
ん

で
い
る
一
方
那
覇
市
当
局
で
は
さ
き
に
小

禄
、
首
里
を
合
併
し
、
財
政
的
に
負
担
も
し

て
お
り
、
い
ま
財
政
の
苦
し
い
真
和
志
市
自

体
が
編
入
し
た
際
、
ま
す
ま
す
負
担
が
重
く

な
り
、
ま
た
那
覇
市
の
復
興
事
業
に
相
当
支

障
を
き
た
す
と
み
て
、
時
期
尚
早
と
い
さ
さ

か
避
け
る
よ
う
な
傾
向
に
あ
る
が
、
議
会
側

は
小
禄
、
首
里
を
編
入
し
た
場
合
の
決
議
ど

お
り
、
真
和
志
の
編
入
を
承
認
は
し
て
い
る

が
、
議
員
定
数
に
難
色
を
示
し
て
い
る
。
何

れ
に
し
ろ
那
覇
市
側
の
態
度
は
当
間
市
長
の

帰
任
を
ま
つ
て
態
度
を
表
明
す
る
よ
う
だ
。

特
別
委
員
高
良
正
文
氏
談

編
入
合
併
は
理

論
的
に
間
違
つ
て
い
て
も
合
併
問
題
は
理
窟

だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
翁
長
市
長

の
当
選
で
真
和
志
市
民
が
那
覇
市
と
の
編
入

を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
は
つ
き
り
し
た
ま
た

水
道
、
道
路
問
題
で
も
那
覇
市
に
編
入
し
な

け
れ
ば
解
決
で
き
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
住
民

の
た
め
の
代
表
者
で
あ
り
、
市
民
と
も
に
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
つ
た
。
幸
に
翁

長
市
長
も
早
期
合
併
を
望
ん
で
い
る
し
、
こ

の
問
題
だ
け
は
与
野
党
を
超
越
し
て
実
現
に

邁
進
し
た
い
。
特
別
委
員
会
は
ま
だ
委
員
長

も
決
ま
ら
な
い
し
、
近
く
第
一
回
の
委
員
会

を
開
き
立
法
院
、
那
覇
市
へ
働
き
か
け
る
積

り
だ
。

泉
那
覇
市
議
会
議
長
談

真
和
志
と
の
合
併

は
早
速
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
現
在

合
併
し
た
場
合
、
真
和
志
か
ら
議
員
が
一
人

も
で
な
い
こ
と
に
な
る
が
こ
れ
の
早
急
な
立

法
措
置
が
必
要
だ
。
議
員
は
大
体
十
名
の
程

度
な
ら
い
い
と
思
う
。
だ
が
合
併
後
の
議
員

数
四
十
名
と
な
り
立
法
院
よ
り
多
く
な
る

が
、
軍
が
許
可
す
る
か
ど
う
か
、
疑
問
だ
。

真
和
志
を
含
め
た
那
覇
市
の
総
選
挙
と
な
れ

ば
お
そ
ら
く
現
在
の
那
覇
市
議
が
承
知
す
ま

い
、
か
と
い
つ
て
真
和
志
側
か
ら
一
人
の
議

員
も
で
な
い
こ
と
に
な
つ
て
も
困
る
だ
ろ

う
。
今
後
に
残
さ
れ
た
大
き
な
問
題
だ
何
に

し
ろ
当
間
市
長
帰
任
後
協
議
し
た
い
。

委
員
長
に
新
里
氏
／
真
和
志
市

議
会
第
一
回
合
併
促
進
委

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
１
・
19

真
和
志
市
会
の
第
一
回
都
市
合
併
促
進
特
別

委
員
会
は
十
八
日
ひ
る
二
時
か
ら
開
か
れ
正

副
委
員
長
選
任
、
合
併
促
進
の
基
本
的
方
向

な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
先
ず
正
副
委
員

長
選
任
に
当
つ
て
は

合
併
を
ス
ム
ー
ス
に

運
ぶ
た
め
那
覇
市
、
政
府
、
軍
側
と
も
種
々

折
衝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
委
員
長
は

当
局
側
か
ら
出
す
の
が
適
切
で
あ
る

と
い

う
反
当
局
側
の
意
見
に
よ
り
新
里
義
雄
氏
が

委
員
長
に
、
副
委
員
長
に
は
当
局
側
の
推
薦

に
よ
り
反
当
局
派
議
員
古
堅
宗
秀
氏
が
そ
れ

三
七
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ぞ
れ
選
任
さ
れ
た
。

第
一
回
協
議
は
約
二
時
間
に
わ
た
り
行
わ
れ

全
員
が
超
党
派
的
に
合
併
実
現
に
尽
力
す
る

こ
と
を
申
し
合
せ
、
合
併
に
当
つ
て
議
席
を

ど
う
す
る
か
が
論
議
の
中
心
と
な
り

全
議

員
を
そ
の
ま
ゝ
据
置
か
、
こ
れ
が
不
可
能
な

ら
ば
一
年
間
だ
け
全
員
据
置
と
す
る
か

又

は

十
二
乃
至
は
十
名
程
度
の
議
席
を
特
別

立
法
に
よ
り
認
め
さ
せ
る
か

又
は

全
く

無
条
件
で
吸
収
合
併
さ
れ
る
か

の
三
つ
に

つ
い
て
意
見
が
述
べ
ら
れ
検
討
さ
れ
た
が
結

局
議
席
の
問
題
、
合
併
の
時
期
、
合
併
後
の

真
和
志
区
域
の
行
政
な
ど
に
つ
い
て
基
本
的

方
向
を
計
画
案
に
よ
つ
て
決
定
し
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
つ
た
。

那
覇
市
／
税
金
は
”
少
し
で
も

安
く
”
／
三
倍
に
増
え
た
異

議
申
立

琉
新
・
夕
　
１
９
５
５
・
１
・
28

那
覇
市
税
務
課
で
は
一
九
五
五
年
度
の
市
民

税
、
家
屋
税
、
土
地
税
、
事
業
税
、
教
育
税
、

不
動
産
取
得
税
、
接
客
人
税
、
自
転
車
税
の

賦
課
を
終
え
、
電
話
税
、
電
柱
税
、
ミ
シ
ン

税
、
ラ
ジ
オ
税
、
船
舶
税
な
ど
も
来
月
一
ぱ

い
に
は
賦
課
す
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
が

同
課
で
は
賦
課
し
た
各
種
税
の
昨
年
七
月
か

ら
一
月
ま
で
の
異
議
申
立
受
理
件
数
を
こ
の

ほ
ど
ま
と
め
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
全
般
的
に

五
四
年
度
の
三
倍
に
な
つ
て
い
る
と
い
わ

れ
、
全
部
で
百
八
十
五
件
で
土
地
税
の
四
十

九
件
が
最
高
で
、
つ
ぎ
に
家
屋
税
の
四
十
七

件
と
な
つ
て
い
る
。

城
田
税
務
課
長
の
話

異
議
申
立
は
五
四
年

度
の
約
三
倍
に
上
つ
て
い
る
。
こ
の
件
数
は

異
議
申
立
を
受
理
し
た
分
で
、
異
議
申
立
に

き
て
受
理
し
な
か
つ
た
も
の
を
ふ
く
め
る
と

千
七
、
八
百
件
に
な
る
わ
け
だ
。
大
体
十
人

異
議
申
立
に
く
る
と
一
人
し
か
受
理
で
き
な

い
こ
と
に
な
る
。
殆
ど
市
民
は
少
し
で
も
安

く
し
て
も
ら
う
と
や
つ
て
く
る
が
説
明
す
れ

ば
納
得
し
て
か
え
る
と
い
う
始
末
だ
。

各
税
別
の
異
議
申
立
受
理
件
数
は
つ
ぎ
の
と

お
り
。

△
土
地
税
四
十
九
件
△
家
屋
税
四
十
七
件
△

市
民
税
四
十
件
△
事
業
税
三
十
一
件
△
不
動

産
取
得
税
十
四
件
△
教
育
税
二
件
△
接
客
人

税
二
件
。

都
市
運
営
…
／
参
考
に
な
つ
た

／
高
良
那
覇
市
議
帰
任
談

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
１
・
30

高
良
一
氏

那
覇
市
会
財
政
委
員
長

は
、

十
日
間
に
亙
り
大
蔵
省
を
は
じ
め
、
東
京

都
、
神
奈
川
県
、
栃
木
県
に
お
け
る
財
政

視
察
を
終
え
、
二
十
八
日
午
後
六
時
、
市

長
及
び
市
議
員
団
一
行
よ
り
先
に
帰
任
、

次
の
よ
う
に
語
つ
た
。

本
土
に
お
け
る
地
方
財
政
は
、
金
融
引
締
め

や
労
働
攻
勢
な
ど
で
、
赤
字
財
政
に
悩
ま
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
各
府
県
と
も
予
算
節

減
の
研
究
に
努
め
て
い
る
。
と
く
に
京
都
府

が
そ
う
い
つ
た
行
政
整
理
は
優
秀
な
成
績
を

あ
げ
、
各
県
か
ら
実
情
視
察
す
る
ほ
ど
で
、

東
京
都
の
財
政
部
長
も
一
週
間
研
究
に
赴
い

て
い
る
。
京
都
府
で
は
六
十
才
の
停
年
制
さ

ら
に
退
命
制

一
カ
年
或
は
半
カ
年
と
勤
務

年
限
、
年
令
な
ど
に
よ
つ
て
退
命
期
間
中
の

月
俸
全
額
を
支
給

が
合
理
的
に
行
わ
れ
て

い
る
。
大
蔵
省
で
も
人
件
費
の
四
百
億
円
節

減
、
印
刷
出
版
費
の
三
％
節
減
を
計
画
す
る

と
と
も
に
各
省
大
臣
に
よ
る
事
務
合
理
化
研

究
会
が
組
織
さ
れ
、
行
政
整
理
や
事
務
簡
素

化
が
企
図
さ
れ
て
い
る
、
一
方
区
画
整
理
も

一
般
予
算
に
計
上
さ
れ
、
那
覇
市
牧
志
通
り

の
よ
う
に
道
路
に
面
し
た
も
の
の
分
担
金
制

度
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
即
ち
分
担
金
は

常
識
的
に
と
れ
な
い
の
で
、
納
得
ず
く
め
に

よ
る
寄
付
が
募
ら
れ
、
荒
川
で
も
五
カ
年
分

割
払
い
、
そ
れ
も
坪
一
円
当
り
と
い
う
安
い

も
の
で
あ
る
が
回
収
に
困
難
を
来
た
し
て
い

る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
牧
志
通
り
の
場
合
で

も
、
政
府
予
算
で
や
る
と
か
の
方
法
が
研
究

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
な
お
日

本
の
場
合
復
興
費
は
八
割
を
国
庫
補
助
、
二

割
が
地
元
負
担
と
な
つ
て
お
り
、
真
和
志
の

合
併
も
予
定
さ
れ
る
首
都
那
覇
の
建
設
事
業

も
こ
う
い
つ
た
検
討
が
必
要
だ
。
ま
た
債
券

宝
く
じ

発
行
も
盛
ん
で
、
東
京
都
な
ど

は
十
円
、
五
十
円
券
を
十
日
に
一
回
発
行
、

年
間
六
億
の
収
益
を
あ
げ
て
い
る
。
東
京
都

で
は
復
興
十
カ
年
計
画
が
作
ら
れ
、運
輸
省
、

自
治
庁
、
都
庁
及
び
財
界
、
学
識
経
験
者
に

よ
つ
て
委
員
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。
那
覇

市
も
こ
う
い
つ
た
年
次
計
画
に
よ
る
復
興
計

画
が
必
要
で
、
市
長
並
び
市
議
一
行
の
間
に

は
東
京
で
協
議
さ
れ
て
お
り
、
帰
任
に
よ
つ

て
こ
の
計
画
が
具
体
化
す
る
も
の
と
思
う
。

社
大
党
那
覇
支
部
結
成
／
真
和

志
合
併
促
進
な
ど
宣
言

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
１
・
31

社
大
党
那
覇
支
部
結
成
大
会
は
三
十
日
午
後

二
時
か
ら
遊
園
地
劇
場
内
で
平
良
委
員
長
外

数
百
名
が
参
集
し
て
行
わ
れ
た
。

知
念
忠
太
郎
氏
が
こ
の
日
の
司
会
者
と
な
り

平
良
良
松
氏

立
法
院
議
員

が
大
会
議
長

と
な
つ
て
議
事
を
進
行
、
経
過
報
告
、
支
部

規
約
の
審
議
、
役
員
選
挙
、
役
員
あ
い
さ
つ
、

宣
言
、
今
年
度
の
運
動
方
針
に
次
い
で
、
平

良
委
員
長
、
平
良
幸
市
、
仲
里
猛
両
立
法
院

議
員
等
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
五
時
ご
ろ
終

了
し
た
。

△
役
員

支
部
長

平
良
良
松
氏

立
法
院
議
員

、

支
部
書
記
長

山
城
善
光
氏
、
会
計

古
堅

三
七
七

一
九
五
五
年

昭
和
三
十
年

一
月



宗
秀
氏
、
顧
問

安
里
積
千
代
氏

支
部
執
行
委
員

三
十
一
名

会
計
監
査

三
名

各
部
長

七
名

○
一
九
五
五
年
度
運
動
方
針

一
、
真
和
志
市
の
合
併
を
実
現
す
る

一
、
借
地
借
家
法
を
制
定
し
て
適
正
な
る
賃

貸
料
を
設
定
す
る

一
、
区
画
整
理
を
促
進
す
る

一
、
公
営
庶
民
住
宅
の
実
現
を
期
す
る

一
、
市
内
の
治
安
維
持
の
確
保
を
期
す

一
、
市
営
託
児
所
を
設
置
す
る

一
、
公
会
堂
の
設
置
を
促
進
す
る

△
宣
　
言
▽

終
戦
以
来
の
あ
の
長
い
無
為
と
混
乱
の
後

に
、
那
覇
市
は
漸
く
復
興
の
緒
に
つ
い
た

と
は
い
え
、
幾
多
の
重
要
問
題
が
依
然
と

し
て
未
解
決
の
ま
ゝ
放
置
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
否
定
出
来
な
い
。

那
覇
市
は
全
琉
球
の
首
都
で
あ
り
な
が
ら

当
事
者
の
個
人
的
な
権
勢
慾
の
た
め
に
そ

の
区
域
に
ま
だ
真
和
志
を
合
併
せ
ず
、
従

つ
て
合
併
は
ド
ー
ナ
ツ
合
併
で
あ
り
、
又

吉
道
路
は
残
念
な
が
ら
キ
セ
ル
道
路
と
な

り
終
つ
て
し
ま
つ
た
。市
内
に
お
い
て
は
、

二
、
三
の
繁
華
街
に
ビ
ル
が
軒
を
並
べ
る

反
面
、
市
民
多
数
は
い
ま
だ
に
終
戦
後
の

仮
小
屋
に
起
居
し
て
暴
風
雨
の
た
び
に
命

を
ち
ゞ
め
、
又
多
額
の
費
用
を
要
す
る
都

市
計
画
は
地
主
と
勤
労
者
の
犠
牲
に
お
い

て
一
方
的
に
進
め
ら
れ
て
、
全
く
忘
れ
ら

れ
た
地
域
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で

あ
る
。
更
に
市
に
暴
力
が
横
行
し
て
善
良

な
る
市
民
が
不
安
の
夜
を
過
し
て
い
る
の

は
全
琉
の
首
都
た
る
名
に
ふ
さ
わ
し
く
な

い
。
わ
れ
ら
は
那
覇
市
が
全
琉
球
の
政
治
、
経

済
、
文
化
の
中
す
う
で
あ
る
事
実
に
鑑
み

那
覇
市
の
こ
れ
ら
の
問
題
は
つ
ね
に
全
琉

球
に
つ
な
が
る
と
の
自
覚
に
立
つ
て
那
覇

市
民
が
文
化
的
に
し
て
人
間
ら
し
い
生
活

を
確
保
す
る
た
め
に
、
市
政
の
刷
新
と
民

主
化
を
目
指
し
て
斗
う
決
意
で
あ
る
。
こ

の
目
的
を
達
成
す
る
わ
れ
わ
れ
の
方
法
は

沖
縄
社
会
大
衆
党
の
綱
領
と
政
策
を
市
政

に
反
映
し
且
実
践
す
る
こ
と
で
あ
る
。

わ
れ
ら
は
本
日
沖
縄
社
会
大
衆
党
那
覇
支

部
を
結
成
す
る
に
あ
た
り
、
わ
れ
ら
の
決

意
を
披
瀝
し
て
向
後
は
那
覇
市
の
市
政
に

積
極
的
に
参
加
し
、
以
つ
て
全
琉
球
の
民

主
化
に
貢
献
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

右
宣
言
す
る
。

卒
先
、
市
民
と
直
結
す
る
／
真

和
志
市
産
業
課
社
会
課
の
各

区
歴
訪

琉
新
・
夕
　
１
９
５
５
・
２
・
２

真
和
志
市
で
は
市
民
と
市
役
所
、
吏
員
と
一

般
住
民
の
つ
な
が
り
を
強
化
し
、
市
行
政
の

運
営
の
円
滑
化
を
は
か
る
た
め
産
業
課
と
社

会
課
が
卒
先
し
て
市
民
の
よ
き
公
僕
と
し

て
、
ま
た
よ
き
相
談
相
手
と
し
て
事
務
の
余

暇
を
利
用
し
て
各
区
事
務
所
を
課
長
以
下
全

課
員
が
訪
問
す
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
市

民
か
ら
予
想
以
上
の
好
評
を
拍
し
て
い
る
。

産
業
課
で
は
森
下
保
栄
課
長
が
陣
頭
に
立

ち
、
仕
事
の
余
暇
や
夜
の
時
間
を
利
用
し
て

各
区
事
務
所
を
訪
れ
、
各
区
に
即
応
す
る
生

産
増
強
に
つ
い
て
、
実
情
を
調
査
し
実
地
指

導
を
す
る
一
方
、
農
家
が
入
手
出
来
な
か
つ

た
り
、
入
手
方
法
に
困
つ
て
い
る
場
合
は
産

業
課
の
職
員
が
苗
木
や
種
物
の
斡
旋
を
し
た

り
、
病
虫
害
防
除
に
つ
い
て
は
農
指
所
と
も

連
絡
を
と
つ
て
指
導
を
し
た
り
す
る
よ
う
に

な
つ
て
か
ら
は
、
産
業
課
に
対
す
る
認
識
は

単
な
る
事
務
連
絡
を
す
る
所
で
は
な
い
と
い

う
認
識
を
高
め
て
い
る
。

社
会
課
で
は
仲
村
幸
永
課
長
が
、
生
活
、
軍

人
援
護
な
ど
の
援
護
事
務
に
つ
い
て
実
情
を

調
査
し
た
り
、
軍
人
援
護
や
遺
家
族
年
金
の

手
続
き
な
ど
、
を
社
会
課
職
員
が
実
地
に
指

導
し
た
り
、
援
護
手
続
き
を
し
て
や
る
な
ど

直
接
市
民
生
活
に
入
る
よ
う
に
な
つ
た
た

め
、
市
行
政
運
営
面
で
は
市
民
の
協
力
が
積

極
的
に
な
り
、
大
き
な
プ
ラ
ス
に
な
つ
て
い

る
と
翁
長
市
長
は
語
つ
て
い
る
。

ど
う
ぞ
『
市
民
室
』
へ
／
議
員

さ
ん
が
相
談
相
手
に
／
那
覇

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
２
・
３

那
覇
市
で
は
当
間
市
長
並
び
に
泉
議
会
議

長
、
外
議
員
団
が
仲
よ
く
東
京
都
を
は
じ
め

日
本
の
各
戦
災
都
市
を
見
学
し
た
が
、
当
局

な
ら
び
に
議
会
側
の
意
向
と
し
て
、
市
民
へ

の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
市
庁
舎
内
に
市
民
室
を

つ
く
り
た
い
旨
、
泉
議
長
立
会
の
上
、
二
日

安
次
嶺
総
務
課
長
か
ら
発
表
が
あ
つ
た
。

こ
れ
は
東
京
都
の
都
民
室
に
ヒ
ン
ト
を
得
た

よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
、
発
行
し
て
い
る

市
民
の
友

に
よ
る
広
報
活
動
を
強
化
す

る
一
方
、
市
庁
舎
内
に
一
室
を
あ
け
て
市
会

議
員
が
輪
番
で
毎
日
出
勤
、
市
役
所
へ
の
用

事
で
く
る
市
民
の
と
り
な
し
、
或
は
相
談
に

の
つ
た
り
或
は
市
当
局
に
は
い
ゝ
に
く
い
苦

情
を
き
い
た
り
す
る
な
ど
、
市
の
行
政
と
市

民
と
の
間
に
立
つ
て
選
良
達
が
大
い
に
サ
ー

ビ
ス
を
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
す
ぐ
予
算

に
計
上
し
て
次
年
度
か
ら
実
施
に
う
つ
す
よ

う
で
あ
る
。

都
市
復
興
委
の
設
置
を
／
競
輪

は
研
究
を
要
す
／
泉
議
長
帰

来
談
琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
２
・
３

さ
き
に
本
土
の
都
市
計
画
、
競
輪
事
業
、
共

同
墓
地
経
営
状
況
視
察
の
た
め
、
渡
日
し
た

三
七
八

一
九
五
五
年

昭
和
三
十
年

一
｜
二
月



当
間
那
覇
市
長
な
ら
び
に
那
覇
市
議
団
一
行

は
予
定
の
視
察
を
終
え
、
帰
覇
し
つ
ゝ
あ
る

が
、
一
行
よ
り
一
足
先
き
に
帰
つ
て
き
た
泉

那
覇
市
議
会
議
長
に
視
察
し
た
結
果
に
つ
い

て
卒
直
な
意
見
を
き
い
て
み
た
。

競
輪
事
業

神
奈
川
県
川
崎
市
に
あ
る
競

輪
場
を
み
た
が
、
本
土
に
お
い
て
は
経
済
界

の
デ
フ
レ
の
影
響
を
う
け
て
二
、
三
年
前
の

競
輪
事
業
の
状
態
と
は
大
分
違
つ
て
き
た
。

那
覇
市
で
は
真
和
志
市
と
合
併
し
て
も
十
六

万
ぐ
ら
い
の
人
口
に
し
か
な
ら
な
い
の
で
五

十
万
以
上
の
都
市
で
な
い
と
い
か
な
い
の
で

は
な
い
か
、
と
思
う
の
で
相
当
研
究
を
要
す

る
問
題
だ
、
何
れ
議
会
で
も
研
究
委
員
会
を

も
つ
て
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
し
た
い
。

都
市
計
画

旧
那
覇
市
の
復
興
を
如
何
に

す
れ
ば
進
捗
さ
せ
る
か
を
考
え
た
場
合
や
は

り
技
術
の
問
題
だ
。
岡
山
、
広
島
あ
た
り
で

も
戦
後
都
市
計
画
の
一
部
と
し
て
区
画
整
理

事
業
と
い
う
も
の
が
生
れ
た
わ
け
で
本
土
に

も
区
画
整
理
事
業
の
技
術
者
が
少
い
、広
島
、

岡
山
で
も
ひ
つ
ぱ
り
ダ
コ
で
簡
単
に
那
覇
市

に
招
へ
い
す
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
。
石
川

博
士
も
近
く
お
み
え
に
な
る
と
思
う
が
、
で

き
る
だ
け
尽
力
す
る
と
い
つ
て
お
ら
れ
た
。

都
計
に
積
極
的
援
助
／
主
席
、

那
覇
市
議
会
で
演
説
か

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
２
・
15

都
市
計
画
に
関
す
る
政
府
の
援
助
方
に
つ
い

て
那
覇
市
議
会
総
務
財
政
委
員
長
高
良
一
氏

は
去
る
十
二
日
午
前
比
嘉
主
席
を
訪
れ
、

種
々
懇
談
し
た
。
そ
の
会
談
で
比
嘉
主
席
は

政
府
と
し
て
も
那
覇
市
の
都
市
計
画
に
対
し

て
積
極
的
な
援
助
を
行
う
方
針
で
あ
り
補
正

予
算
に
も
道
路
橋
梁
費
九
百
万
円
を
計
上
し

て
あ
る
し
来
年
度
予
算
で
も
財
政
援
助
を
行

う
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
来

月
の
市
定
例
議
会
に
主
席
自
ら
出
席
し
て
政

府
の
都
計
援
助
方
針
に
つ
い
て
演
説
す
る
旨

を
約
束
し
た
。

こ
の
会
見
席
上
に
お
け
る
主
席
の
説
明
は
次

の
と
お
り
、

都
市
計
画
に
つ
い
て
の
政
府
の
援
助
は
既

に
今
度
の
補
正
予
算
で
も
打
出
し
て
い

る
、
即
ち
壺
川

農
連

神
里
原
に
至
る

道
路
舗
装
に
五
百
万
円
、
蔡
温
橋

安
里

三
叉
路
ま
で
に
三
百
万
円
、
姫
百
合
橋
と

与
儀
試
験
場
前
橋
に
百
万
円
計
九
百
万
円

を
そ
れ
ぞ
れ
全
額
政
府
負
担
と
し
て
計
上

し
那
覇
市
に
補
助
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い

る
。
又
旧
那
覇
税
務
署
前
か
ら
開
南
交
番

所

与
儀
試
験
場
に
至
る
線
は
次
年
度
予

算
で
計
上
す
る
計
画
で
い
る
の
で
那
覇
市

は
そ
れ
ま
で
に
該
道
路
の
拡
張
を
完
成
し

て
も
ら
い
た
い
。
那
覇
市
の
都
市
計
画
は

政
府
の
援
助
な
し
で
は
そ
の
実
現
は
不
可

能
と
思
う
が
、
市
と
し
て
も
税
外
収
入
増

加
に
つ
い
て
は
最
善
の
努
力
を
つ
く
さ

れ
、
と
く
に
泊
港
な
ど
か
ら
来
る
収
入
増

を
は
か
り
市
の
財
政
に
安
定
策
を
講
じ
て

も
ら
い
た
い
、
政
府
は
そ
の
他
都
市
計
画

に
関
し
て
積
極
的
な
援
助
を
お
し
ま
な
い

積
り
で
、
こ
の
事
は
ジ
ヨ
ン
ソ
ン
首
席
民

政
官
と
も
十
分
に
話
合
つ
て
い
る
、
こ
の

都
市
計
画
に
対
す
る
政
府
の
援
助
方
針
に

つ
い
て
は
、
来
月
開
会
予
定
の
那
覇
市
議

会
に
臨
み
そ
の
概
要
を
説
明
し
た
い
。

高
良
那
覇
市
議
談

こ
れ
で
都
計
に
対
す
る

財
政
的
裏
付
は
政
府
の
援
助
に
よ
つ
て
促
進

さ
れ
て
い
く
と
い
う
明
る
い
見
通
し
が
つ
い

た
わ
け
だ
が
市
当
局
及
び
市
議
会
並
び
に
関

係
団
体
を
一
丸
と
し
都
市
計
画
振
興
期
成
会

な
ど
を
作
り
、
こ
れ
が
実
現
の
た
め
強
力
な

推
進
機
関
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
、
当
間
市
長
も
帰
任
し
て
い
る
の
で
、
当

間
市
長
、
安
次
峯
総
務
部
長
、
私
達
議
員
一

行
の
日
本
視
察
報
告
は
近
く
開
会
さ
れ
る
議

会
で
行
わ
れ
る
が
、
更
に
市
民
大
会
を
催
し

て
一
般
市
民
に
報
告
す
る
計
画
を
進
め
て
い

る
。

首
都
の
不
法
建
築
を
一
掃

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
２
・
15

那
覇
市
は
建
築
基
準
法
に
よ
り
▽
新
築
▽
ま

た
は
、
三
坪
以
上
の
増
改
築
に
は
建
築
前
に

市
役
所
の
確
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
違
反
者
が
多
く
、
つ
い
に
市
当
局
で
は

昨
年
九
月
か
ら
建
築
課
に
専
任
の
職
員
を
お

い
て
不
法
建
築
物
の
取
締
り
に
万
全
を
期
し

て
い
る
が
、
昨
年
九
月
以
降
の
違
反
件
数
は

▽
九
月
一
六
三
▽
十
月
九
〇
▽
十
一
月
五
八

▽
十
二
月
二
一
▽
一
月
二
六
合
計
差
三
百
五

十
八
件
の
多
く
に
の
ぼ
り
、
市
当
局
で
は
そ

の
処
理
を
急
い
で
い
る
が
、
建
築
基
準
法
に

よ
る
と
違
反
者
は
一
万
五
千
円
以
下
の
罰
金

を
受
け
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

上
泉
の
屋
台
店
／
自
主
的
に
立
退
き

那
覇
市
上
泉
町
ハ
ー
バ
ー
ビ
ル
前
に
立
ち
並

ん
だ
三
十
七
軒
の
屋
台
店
は
、
不
法
建
築
物

と
し
て
市
当
局
を
て
こ
ず
ら
し
て
い
た
が
、

こ
の
ほ
ど
業
者
の
自
主
的
な
協
力
で
昨
十
四

日
か
ら
五
日
間
に
立
退
く
こ
と
に
な
つ
た
。

こ
れ
は
一
昨
年
は
じ
め
か
ら
同
地
に
地
主
の

了
解
も
市
役
所
の
建
築
許
可
も
な
し
に
屋
台

店
が
、
つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
に
建
て
ら
れ
、
市
当

局
と
し
て
は
再
三
に
わ
た
り
立
退
き
を
通

告
、
い
よ
い
よ
法
に
従
つ
て
強
制
的
に
代
執

行
す
る
段
に
な
つ
て
い
た
と
こ
ろ
、
同
地
の

下
地
恵
盛
さ
ん

三
〇

等
が
中
心
に
な
つ

て
各
屋
台
店
に
よ
び
か
け
自
主
的
立
退
き
と

三
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な
つ
た
も
の
で
、
す
で
に
昨
十
四
日
か
ら
と

り
こ
わ
し
に
か
か
つ
た
。

両
市
が
合
併
懇
談
会
／
議
員
問

題
に
意
見

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
２
・
22

真
和
志
市
の
主
催
で
那
覇
、
真
和
志
両
市
の

合
併
に
つ
い
て
十
九
日
午
後
六
時
か
ら
国
際

ホ
テ
ル
で
真
和
志
市
側
か
ら
翁
長
市
長
、
護

得
久
助
役
、
森
田
、
奥
浜
正
副
議
長
、
新
里
、

古
堅
都
市
合
併
特
別
委
員
長
、
那
覇
市
側
か

ら
当
間
市
長
、
泉
議
長
ら
が
集
り
懇
談
会
を

行
つ
た
。
両
市
の
合
併
問
題
は
真
和
志
市
の

都
市
合
併
特
別
委
員
会
で
無
条
件
に
編
入
に

賛
成
、
若
干
の
議
員
を
出
す
べ
き
だ
と
い
う

両
意
見
が
対
立
、
意
見
の
調
整
が
で
き
て
な

い
為
何
ら
具
体
的
な
話
し
合
い
は
で
き
な
か

つ
た
よ
う
だ
真
和
志
市
か
ら
議
員
を
選
出
す

る
特
別
立
法
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
そ
の
立
法
化
さ
れ
る
の
が
全
島
市
町

村
に
あ
て
は
ま
る
普
通
性
を
も
つ
た
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
早
期
合
併
に
難
点

が
あ
る
様
だ
が
、
当
間
那
覇
市
長
の
意
見
と

し
て
”
早
期
合
併
の
方
法
と
し
て
無
条
件
に

編
入
し
議
員
の
三
年
の
残
任
期
間
中
、
真
和

志
市
区
域
の
遂
行
し
て
も
ら
い
た
い
事
業
を

那
覇
市
側
に
要
望
す
る
意
見
を
だ
し
た
よ
う

だ
が
そ
れ
に
対
し
て
無
条
件
編
入
を
真
和
志

特
別
委
員
会
で
意
見
の
調
整
が
で
き
る
か
ど

う
か
、
早
期
合
併
の
鍵
は
同
委
員
会
の
出
方

如
何
に
か
か
つ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

水
道
問
題
／
栄
町
代
表
、
那
覇

市
へ
陳
情

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
５
・
２
・
25

二
十
四
日
午
後
、
翁
長
真
和
志
市
長
、
栄
町

区
長
、
比
屋
定
理
栄
、
栄
町
簡
易
水
道
組
合

代
表
中
山
一
、
久
場
景
善
、
我
那
覇
生
享
氏

等
は
那
覇
市
役
所
に
当
間
市
長
を
訪
れ
、
栄

町
、
大
道
、
安
里
一
、
二
区
、
与
儀
に
那
覇

市
の
事
業
と
し
て
七

八
月
の
渇
水
期
ま
で

に
給
水
し
て
く
れ
る
よ
う
陳
情
し
た
。
那
覇

市
で
は
善
処
を
約
し
た
。

き
の
う
盛
大
に
祝
賀
／
又
吉
、

牧
志
道
路
の
開
通
式

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
３
・
１

那
覇
市
、
真
和
志
市
、
国
場
組
共
催
の
”
又

吉
道
路
”
な
ら
び
に
”
牧
志
大
通
り
”
の
開

通
祝
賀
式
は
二
十
八
日
午
後
四
時
か
ら
那
覇

市
牧
志
角
力
場
で
花
々
し
く
開
催
さ
れ
た
春

色
濃
き
牧
志
角
力
場
中
央
部
に
設
け
ら
れ
た

舞
台
に
オ
グ
デ
ン
副
長
官
、
ジ
ヨ
ン
ソ
ン
首

席
民
政
官
、
Ｄ
Ｅ
隊
長
サ
ム
ナ
ー
大
佐
、
比

嘉
主
席
、
主
催
者
側
の
当
間
那
覇
市
長
、
翁

長
真
和
志
市
長
、
国
場
組
社
長
国
場
幸
太
郎

氏
の
ほ
か
、
前
市
長
故
又
吉
康
和
氏
道
子
夫

人
前
々
市
長
故
当
間
重
民
氏
静
子
夫
人
の
ほ

か
軍
官
民
知
名
士
約
三
百
名
が
列
席
、
先
ず

嘉
手
納
那
覇
市
助
役
の
開
式
の
辞
に
は
じ
ま

り
、
当
間
那
覇
市
長
の
あ
い
さ
つ
に
つ
づ
い

て
同
市
長
か
ら
オ
グ
デ
ン
副
長
官
な
ら
び
に

施
工
者
の
Ｄ
Ｅ
隊
長
サ
ム
ナ
ー
大
佐
に
感
謝

状
と
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
ひ
き
つ
ゞ

き
オ
グ
デ
ン
副
長
官
、
ジ
ヨ
ン
ソ
ン
首
席
民

政
官
、比
嘉
主
席
の
祝
辞
で
式
を
閉
じ
た
が
、

式
終
了
後
オ
グ
デ
ン
副
長
官
、
ジ
ヨ
ン
ソ
ン

民
政
官
両
夫
妻
を
先
頭
に
比
嘉
主
席
、
神
村

工
交
局
長
、
当
間
那
覇
、
翁
長
真
和
志
両
市

長
、国
場
組
社
長
ら
首
里
儀
保
三
叉
路
往
復
、

通
り
初
め
を
行
つ
て
約
一
時
間
半
に
わ
た
り

余
興
が
あ
り
、
意
義
あ
る
祝
賀
式
の
幕
を
閉

じ
た
。
オ
グ
デ
ン
副
長
官
、
当
間
市
長
の
あ

い
さ
つ
は
つ
ぎ
の
と
お
り

オ
グ
デ
ン
副
長
官
あ
い
さ
つ
要
旨

戦
争
で

廃
墟
に
化
し
た
那
覇
市
が
戦
後
十
年
で
見
事

に
復
興
し
た
こ
と
は
喜
び
に
た
え
な
い
。
だ

が
こ
の
復
興
に
力
を
つ
く
し
て
き
た
ア
メ
リ

カ
人
、
那
覇
市
民
の
力
も
大
き
い
が
先
ず
最

初
に
計
画
さ
れ
た
方
が
偉
大
な
る
人
で
あ
つ

た
ろ
う
。
前
那
覇
市
長
、
又
吉
康
和
氏
は
自

分
の
一
生
を
通
じ
、
計
画
に
専
念
さ
れ
、
市

民
の
た
め
に
十
分
力
を
尽
し
た
こ
の
偉
大
な

人
の
名
前
を
新
し
く
造
つ
た
道
路
に
”
又
吉

道
路
”
と
私
が
命
名
は
し
た
が
、
住
民
も
い

つ
し
か
”
又
吉
道
路
”
と
よ
ぶ
よ
う
に
な
つ

た
。
私
は
こ
の
両
道
路
に
よ
つ
て
新
し
い
商

店
、
新
し
い
ビ
ル
が
ぞ
く
ぞ
く
建
て
ら
れ
、

那
覇
市
が
ま
す
ま
す
復
興
す
る
こ
と
を
望
ん

で
や
ま
な
い
。

当
間
市
長
あ
い
さ
つ
要
旨

牧
志
街
道
、
又

吉
道
路
に
対
す
る
オ
グ
デ
ン
副
長
官
は
じ
め

軍
官
民
の
絶
大
な
ご
援
助
は
沖
縄
が
存
す
る

限
り
永
久
に
記
念
と
し
て
存
し
、
私
た
ち
は

そ
の
恩
情
を
子
々
孫
々
に
ま
で
伝
え
、
愛
護

し
て
い
き
た
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

都
計
事
業
の
国
庫
補
助
／
那
覇

市
日
本
政
府
へ
陳
情
か

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
３
・
１

那
覇
市
議
会
の
総
務
財
政
委
員
会
は
二
十
八

日
、
那
覇
都
計
事
業
に
対
す
る
日
本
政
府
の

援
助
を
要
請
す
る
件
な
ど
次
の
事
項
を
協
議

し
た
。

△
那
覇
都
計
事
業
に
対
す
る
財
政
援
助
方
を

日
本
政
府
へ
要
請
す
る
件
を
委
員
会
と
し
て

は
決
定
、
一
お
う
関
係
の
建
設
委
員
会
へ
は

か
る
。
こ
れ
は
本
土
の
各
都
市
と
同
様
に
戦

災
都
市
復
興
計
画
や
都
市
計
画
法
に
も
と
づ

く
国
庫
補
助
を
那
覇
に
も
適
用
し
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
も
の
。

△
国
際
通
り
会
か
ら
の
鈴
ら
ん
灯
設
置
補
助

陳
情
は
神
里
原
通
り
の
前
例
も
あ
る
の
で
補

助
す
る
こ
と
と
し
、
額
は
同
通
り
を
め
ぐ
る

受
益
者
分
担
金
の
問
題
が
解
決
し
て
か
ら
決

め
る
こ
と
に
し
た
。
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△
首
里
バ
ス
の
路
線
を
小
禄
ま
で
延
長
す
る

件

小
禄
側
の
陳
情
と
、
バ
ス
収
入
の
増
加

に
よ
る
市
財
政
へ
の
寄
与
と
い
つ
た
面
か
ら

委
員
会
と
し
て
取
上
げ
る
こ
と
に
な
つ
た
。

そ
の
外
、
こ
の
日
は
区
画
整
理
事
業
施
行
に

伴
う
現
在
の
三
割
減
歩
率

経
費
捻
出
の
た

め
地
主
が
所
有
土
地
の
三
割
を
負
担
す
る
方

法

も
問
題
と
な
り
、
区
画
整
理
が
は
か
ど

ら
ぬ
の
は
地
主
の
負
担
過
重
も
一
因
だ
か
ら

一
割
に
引
下
げ
て
は
？
な
ど
の
意
見
も
出
た

が
結
局
こ
れ
は
研
究
課
題
と
な
つ
た
。

合
併
促
進
法
立
案
／
真
和
志
市

特
別
委

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
３
・
２

真
和
志
市
議
会
都
市
合
併
促
進
特
別
委
員
会

で
は
二
十
八
日
ひ
る
二
時
か
ら
市
長
室
で
委

員
会
を
開
催
、
翁
長
市
長
、
森
田
議
長
か
ら

去
る
十
九
日
行
わ
れ
た
当
間
那
覇
市
長
、
泉

同
市
議
長
と
の
会
談
内
容
に
つ
い
て
の
報
告

後
、
合
併
問
題
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

さ
き
に
立
法
院
に
た
い
し
合
併
促
進
法
の
立

法
要
請
を
行
つ
た
が
、
同
委
員
会
自
体
で
合

併
促
進
法
案
を
作
り
、
提
案
し
て
も
ら
い
、

合
併
は
こ
の
促
進
法
に
基
い
て
行
う
べ
き
だ

と
の
意
見
に
一
致
し
た
よ
う
で
、
都
市
合
併

に
つ
い
て
の
資
料
収
集
を
急
い
で
お
り
、
懸

案
の
合
併
問
題
も
近
く
開
か
れ
る
市
定
例
議

会
を
機
に
活
発
に
動
く
も
の
と
見
ら
れ
て
い

る
。那

覇
市
議
選
挙
は
無
効
／
き
の

う
中
央
巡
裁
で
判
決

琉
新
・
夕
　
１
９
５
５
・
３
・
12

那
覇
市
々
会
議
員
総
選
挙
に
か
ら
み
落
選
し

た
市
内
奥
武
山
区
三
号
儀
間
真
喜
、
同
ペ

リ
ー
区
金
城
兼
一
の
両
氏
が
異
議
を
申
し
た

て
て
提
訴
し
た
選
挙
裁
判
の
判
決
言
い
渡
し

は
十
一
日
ひ
る
一
時
か
ら
中
央
巡
裁
で
開
か

れ
”
九
月
十
二
日
行
わ
れ
た
那
覇
市
々
会
議

員
選
挙
は
無
効
”
の
判
決
が
下
さ
れ
た
。
投

票
の
翌
日
那
覇
市
役
所
会
議
室
で
開
票
す
る

と
告
示
さ
れ
な
が
ら
一
五
、
一
六
、
一
七
の

小
禄
各
分
会
場
で
は
選
挙
長
、
立
会
人
も
立

会
い
せ
ず
即
日
開
票
し
た
の
が
異
議
申
し
立

て
の
理
由
で
こ
れ
は
選
挙
の
公
正
を
欠
く
か

ら
無
効
に
す
べ
き
だ
と
い
う
の
が
両
氏
の
言

い
分
、
こ
れ
に
対
し
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
”

小
禄
の
慣
例
に
従
つ
た
ま
で
だ
、
違
反
で
あ

つ
て
も
選
挙
の
自
由
公
正
を
害
す
る
こ
と
は

な
く
選
挙
の
結
果
に
異
動
を
き
た
す
お
そ
れ

も
な
い
か
ら
無
効
で
は
な
い
”
と
反
ば
く
し

て
い
た
も
の
、
選
挙
の
自
由
と
公
正
の
確
保

が
選
挙
法
の
眼
目
で
あ
り
公
正
を
か
け
ば
選

挙
を
害
す
る
結
果
と
な
る
。
現
に
最
高
得
票

者
一
四
八
七
、
次
点
者
五
八
一
の
得
票
よ
り

小
禄
の
五
九
七
七
票
が
は
る
か
に
上
回
つ
て

い
る
こ
と
で
も
選
挙
の
結
果
に
異
動
を
来
す

と
認
定
で
き
る
と
い
う
の
が
判
決
の
理
由
と

な
つ
て
い
る
。

金
口
木
舌

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
３
・
24

二
十
二
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
那
覇
市
定
例

議
会
に
職
員
停
年
制
条
例
制
定
に
つ
い
て
の

議
案
が
提
出
さ
れ
る
が
、
尨
大
な
人
件
費
に

悩
む
那
覇
市
と
し
て
は
止
む
を
得
な
い
措
置

だ
と
思
わ
れ
る
▼
と
こ
ろ
が
此
の
措
置
だ
け

で
直
ち
に
所
期
の
目
的
が
達
成
出
来
る
と
思

う
の
は
早
計
で
あ
り
、
今
度
引
き
つ
づ
き
行

わ
れ
る
人
員
整
理
の
前
触
れ
と
し
て
み
る
と

き
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
▼
昨
年

九
月
首
里
、
小
禄
を
合
併
し
た
那
覇
市
は
こ

れ
ら
の
旧
役
所
員
を
殆
ど
そ
つ
く
り
鵜
呑
み

に
し
た
た
め
市
職
員
数
は
現
在
五
百
八
名
に

達
し
て
い
る
。
都
市
合
併
が
強
く
主
張
さ
れ

た
理
由
の
一
つ
は
行
政
費
の
節
減
と
い
う
こ

と
で
あ
つ
た
▼
し
た
が
つ
て
人
員
整
理
は
お

そ
か
れ
早
か
れ
当
然
断
行
さ
れ
る
も
の
と
み

ら
れ
て
い
た
。
真
先
に
槍
玉
に
上
る
の
が
老

年
組
と
い
う
こ
と
に
な
つ
た
わ
け
で
該
当
者

に
対
し
て
は
実
に
同
情
の
念
に
堪
え
な
い
▼

昔
と
ち
が
つ
て
今
時
の
六
十
才
の
人
た
ち
は

そ
う
ヨ
ボ
ヨ
ボ
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、

事
務
の
上
で
は
壮
者
を
し
の
ぐ
人
た
ち
も
実

際
に
は
か
な
り
い
る
し
、
一
概
に
老
人
だ
か

ら
と
云
つ
て
つ
か
い
も
の
に
な
ら
ぬ
と
い
う

こ
と
で
は
あ
る
ま
い
▼
市
の
財
政
と
い
う
大

き
な
立
場
か
ら
、
ま
た
後
進
に
道
を
開
く
と

い
う
意
味
か
ら

涙
を
ふ
る
つ
て
馬
シ
ヨ
ク

を
斬
る

と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
勇
退

す
る
人
た
ち
に
対
し
て
は
そ
れ
相
当
の
退
職

金
が
出
る
こ
と
は
当
然
だ
が
、
早
速
そ
の
後

の
暮
し
に
事
欠
く
よ
う
な
人
た
ち
に
つ
い
て

は
退
職
後
の
身
の
振
り
方
ま
で
考
え
て
や
る

だ
け
の
親
切
さ
が
あ
つ
て
欲
し
い
も
の
だ
▼

と
こ
ろ
で
停
年
制
だ
け
で
人
員
整
理
を
完
遂

し
よ
う
と
し
た
の
で
は
百
年
河
清
を
待
つ
よ

う
な
も
の
だ
。
ど
う
せ
そ
の
う
ち
も
つ
と
大

巾
な
整
理
が
く
る
こ
と
だ
ろ
う
が
、
今
度
は

ど
ん
な
人
た
ち
を
俎
上
に
の
せ
る
べ
き
か
が

問
題
に
な
る
▼
こ
の
よ
う
な
問
題
を
処
理
す

る
に
当
つ
て
は
当
事
者
の
周
到
な
準
備
と
確

固
た
る
信
念
が
要
求
さ
れ
る
。
肝
心
の
大
ナ

タ
を
揮
う
人
の
腰
が
ふ
ら
つ
い
て
い
た
り
、

手
も
と
が
狂
つ
た
り
し
た
の
で
は
と
ん
で
も

な
い
人
た
ち
に
大
怪
我
を
さ
せ
る
よ
う
な
こ

と
に
な
り
兼
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。

那
覇
市
議
、
公
衛
調
査
へ

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
５
・
３
・
27

那
覇
市
議
、
備
瀬
知
良
氏
は
那
覇
市
と
同
じ

く
ら
い
の
街

長
崎
、
福
岡
な
ど

を
回
り
、

公
衆
衛
生
の
細
部
調
査
を
す
る
た
め
、
同
船

で
渡
日
、
滞
在
一
カ
月
。
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那
覇
市
会
／
借
地
法
の
立
法
を

陳
情
／
高
い
地
代
坪
七
千
円

の
権
利
金

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
３
・
29

二
十
八
日
の
那
覇
市
会
は
高
良
一
、
上
原
永

盛
両
議
員
の
提
案
で
”
借
地
法
”
の
立
法
方

を
立
法
院
議
長
、
行
政
主
席
宛
陳
情
す
る
こ

と
を
議
決
し
た
。

こ
れ
は
、
去
る
二
十
三
日
那
覇
借
地
人
会
々

長
又
吉
嘉
寛
氏
外
三
百
六
十
七
名
の
陳
情
に

よ
つ
て
市
会
が
採
り
上
げ
た
も
の
で
、
こ
の

陳
情
書
は
借
地
状
況
を
要
旨
次
の
よ
う
に
訴

え
て
い
る
。

一
、
那
覇
市
内
に
お
け
る
地
代
は
市
の
土
地

賃
貸
料
評
定
委
員
会
で
等
級
を
き
め
、
一
級

坪
当
り
月
百
円
、
二
十
五
級
坪
当
り
月
二
円

五
十
銭
、
と
な
り
、
そ
の
通
り
守
ら
れ
て
い

た
が
最
近
、
地
主
は
二
倍
、
三
倍
に
値
上
げ

す
る
傾
向
に
あ
り
、
更
に
地
代
の
外
に
権
利

金
と
称
し
て
三
年
乃
至
五
年
の
契
約
で
坪
当

り
千
円
か
ら
七
千
円
ま
で
と
つ
て
い
る
。
こ

れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
六
カ
月
以
内
に
土
地
を

明
渡
し
て
貰
い
た
い
と
要
求
し
て
い
る
。

二
、
或
る
地
主
は
地
代
を
損
料
と
称
し
て
、

地
代
権
利
金
を
要
求
し
て
い
る
。

三
、
或
る
地
主
は
故
意
に
地
代
取
立
を
せ
ず

借
地
人
が
地
代
を
持
参
し
て
も
受
入
れ
ず
、

六
カ
月
も
地
料
を
と
つ
て
い
な
か
つ
た
と
理

由
を
つ
け
て
有
利
な
立
退
き
を
意
図
し
、
借

地
人
を
困
惑
さ
せ
て
い
る
。

四
、
市
内
の
平
和
通
り
、
栄
橋
通
り
、
中
央

市
場
通
り
、
市
場
中
通
り
及
び
そ
の
裏
地
帯

は
坪
当
り
月
百
円
か
ら
最
低
七
円
で
あ
つ

た
。
最
近
二
倍
、
か
ら
三
倍
に
引
上
げ
た
ば

か
り
で
な
く
、更
に
権
利
金
を
最
高
七
千
円
、

最
低
千
円
の
範
囲
で
契
約
を
す
ゝ
め
、
不
服

の
者
は
六
カ
月
後
に
土
地
を
明
渡
す
よ
う
要

求
し
て
い
る
。
明
渡
命
令
を
通
達
さ
れ
た
も

の
。
す
で
に
百
五
十
件
以
上
の
状
態
。
不
当

な
要
求
だ
と
思
い
な
が
ら
も
、
弱
い
立
場
に

あ
る
借
地
人
は
他
に
道
が
な
く
契
約
に
調
印

し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
で
、
那
覇
市
で
は
、

土
地
の
明
渡
し
、
賃
貸
料
の
値
上
げ
、
権

利
金
の
要
求
等
、
す
で
に
土
地
使
用
者
対

所
有
者
の
間
に
様
々
紛
争
が
お
こ
つ
て
い

る
が
、
戦
後
、
政
府
の
臨
時
措
置
と
し
て

と
ら
れ
た
割
当
土
地
の
賃
貸
借
期
間
も
本

年
六
月
三
十
日
で
満
了
す
る
の
で
紛
争
は

ま
す
ま
す
多
く
、
大
き
く
起
り
由
々
し
い

社
会
問
題
を
お
こ
す
こ
と
は
必
定
だ
と

し
、
こ
れ
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
市

会
が
立
法
院
、
政
府
へ
立
法
を
陳
情
す
る

よ
う
に
な
つ
た
も
の
。

職
員
停
年
制
60
才
設
け
る
／
那

覇
市
会
終
る
／
栄
町
の
水
道

工
事
費
な
ど
起
債

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
３
・
29

那
覇
市
会
は
二
十
八
日
あ
さ
十
時
半
か
ら
本

会
議
を
開
き
、
二
十
六
日
ま
で
各
委
員
会
で

検
討
さ
れ
た
各
議
案
を
審
議
、
一
週
間
に
亙

る
第
三
回
定
例
議
会
を
終
え
た
。
可
決
さ
れ

た
議
案
は
次
の
通
り
▽
那
覇
市
職
員
停
年
制

条
例
▽
議
会
の
議
決
又
は
住
民
の
投
票
に
付

す
べ
き
財
産
、
営
造
物
又
は
議
会
の
議
決
に

付
す
べ
き
契
約
に
関
す
る
条
例
▽
那
覇
市
民

税
賦
課
徴
収
条
例
▽
固
定
資
産
評
価
員
の
選

任
同
意
を
求
め
る
こ
と

原
案
通
り
徴
税
課

長
島
袋
宗
栄
を
承
認

▽
那
覇
市
公
告
式
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
▽
市
債
を
起
す

こ
と
▽
五
五
年
度
那
覇
市
才
入
才
出
予
算
追

加
更
正
▽
五
五
年
度
那
覇
市
水
道
事
業
特
別

会
計
才
入
才
出
予
算
追
加
更
正
等
。
議
決
、

制
定
さ
れ
た
条
例
の
主
な
る
も
の
及
び
予
算

の
内
容
は
次
の
通
り
。

▽
那
覇
市
職
員
停
年
制
条
例

市
職
員
の
停
年
を
満
六
十
年
と
し
、
直
ち
に

施
行
す
る
こ
と
に
な
つ
た
、
す
で
に
停
年
に

達
し
た
も
の
は
五
五
年
六
月
三
十
日
を
も
つ

て
退
職
す
る
。
退
職
金
は
市
職
員
退
職
金
条

例
を
準
用
し
て
、
退
職
時
の
月
給
に
勤
務
年

数
を
か
け
た
額
が
支
給
さ
れ
る
。
議
員
の
一

部
に
は
市
民
税
そ
の
他
、
六
十
五
才
ま
で
納

税
義
務
者
と
し
、
そ
の
可
働
能
力
を
認
め
て

い
る
か
ら
年
令
を
の
ば
し
た
ら
と
い
う
意
見

も
あ
つ
た
が
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の
社
会

進
出
に
門
戸
を
あ
け
る
意
味
か
ら
老
人
は
席

を
譲
る
べ
き
で
、
日
本
で
は
す
で
に
官
庁
、

会
社
が
五
十
五
年
の
停
年
制
を
採
用
、
実
績

を
あ
げ
て
い
る
、と
い
う
意
見
が
圧
倒
的
で
、

社
会
政
策
の
上
か
ら
も
那
覇
市
が
真
つ
先
に

実
施
す
べ
き
だ
と
可
決
さ
れ
た
。
市
当
局
の

案
に
よ
る
と
、現
在
の
該
当
者
は
二
十
六
名
、

こ
れ
ら
の
人
件
費
で
年
間
約
百
万
円
う
く
と

い
つ
て
い
る
。

▽
真
和
志
の
栄
町
一
帯
、
及
び
旧
市
内
の
上

泉
、
下
泉
、
前
島
町
等
に
対
す
る
水
道
事
業

拡
張
の
た
め
の
工
事
費
と
し
て
、
那
覇
市
は

復
金
に
一
千
三
百
五
十
万
円
起
債
す
る
こ
と

に
な
つ
た
。
借
入
金
利
率
は
年
五
分
、
借
入

の
日
か
ら
十
年
以
内
に
半
年
々
賦
で
償
還
す

る
。
財
源
は
水
道
事
業
の
利
益
。

▽
五
五
年
度
那
覇
市
追
加
更
正
予
算

予
算
総
額
は
一
億
二
千
五
百
四
十
三
万
七
千

三
十
一
円
。
八
十
五
万
五
千
二
十
九
円
の
追

加
。
当
初
予
算
に
見
積
ら
れ
た
収
入
、
支
出

を
実
績
に
よ
つ
て
追
加
更
正
し
た
も
の
で
泊

の
外
人
墓
地
の
整
地
助
成
費
と
し
て
の
政
府

補
助
六
十
万
円
の
追
加
の
外
は
大
き
な
変
動

が
な
い
浮
浪
児
問
題
調
査

二
十
八
日
の
那
覇
市
会
は
石
川
清
三
郎
議
員

三
八
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の
発
議
で
市
内
の
浮
浪
児
問
題
を
と
り
あ

げ
、
市
会
と
し
て
、
学
校
当
局
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
勧

告
す
る
た
め
、
六
月
の
定
例
議
会
ま
で
文
教

厚
生
委
員
会
で
研
究
調
査
を
す
る
こ
と
に
な

つ
た
。
こ
れ
は
地
方
公
共
団
体
は
保
護
者
と

共
に
児
童
を
心
身
と
も
に
健
か
に
育
成
す
る

責
任
を
負
う
、
と
い
う
児
童
福
祉
法
の
趣
旨

に
従
つ
て
市
会
が
関
心
を
よ
せ
た
も
の
。
石

川
議
員
の
指
摘
し
た
浮
浪
児
の
状
態
は
次
の

通
り
。

▽
五
三
年
一
月
か
ら
五
四
年
一
月
ま
で
一
カ

年
間
、
コ
ザ
で
あ
げ
ら
れ
た
浮
浪
児
に
首
里

六
名
、
那
覇
十
二
名
が
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。

中
部
に
お
い
て
さ
え
那
覇
の
浮
浪
児
が
問
題

を
お
こ
し
て
い
る
。

▽
五
四
年
十
月
十
一
日
、
市
内
の
八
映
画
館

に
つ
い
て
調
査
し
た
ら
、
一
日
の
小
、
中
校

生
単
独
に
よ
る
映
画
観
客
者
数
は
六
三
三

名
、
そ
の
五
百
名
以
上
は
英
雄
主
義
を
あ
お

る
剣
げ
き
映
画
を
み
て
い
る
。
映
画
館
の
話

で
は
、
こ
れ
ら
一
人
で
く
る
児
童
は
た
い
て

い
百
円
札
を
も
つ
て
く
る
と
い
う
、
▽
ア
ル

バ
イ
ト
児
童
は
三
九
六
名
。
▽
常
欠
児
童
は

五
〇
三
名
、
そ
の
う
ち
住
所
不
明
一
三
〇
名

と
い
つ
た
状
況
。

公
営
住
宅
／
若
狭
町
に
か

那
覇
市
で
は
五
六
年
度
予
算
で
公
営
住
宅
を

建
て
よ
う
と
、
政
府
の
立
法
措
置
を
ま
ち
、

市
と
し
て
準
備
を
進
め
て
い
る
が
、
二
十
八

日
の
市
会
で
安
次
富
建
設
部
長
は

問
題
に

な
つ
て
い
る
の
は
敷
地
で
あ
る
。
市
有
地
が

適
当
と
み
と
め
、
若
狭
町
の
埋
立
地
に
建
て

た
ら
と
い
う
案
が
出
て
い
る

と
語
つ
た
。

都
市
計
画
の
援
助
要
請
／
当
間

市
長
ら
主
席
訪
問

琉
新
・
夕
　
１
９
５
５
・
４
・
７

那
覇
市
長
当
間
重
剛
、
同
市
議
会
正
副
議
長

泉
正
重
、
長
峯
將
真
、
同
財
政
委
員
長
高
良

一
氏
ら
は
七
日
あ
さ
十
一
時
政
府
に
比
嘉
主

席
を
訪
問
、
さ
き
に
同
市
議
会
で
決
議
し
た

那
覇
市
都
計
に
対
す
る
政
府
の
援
助
要
請
の

陳
情
書
提
出
に
先
立
つ
て
市
議
会
の
意
志
を

口
頭
で
伝
え
、
都
計
内
容
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
援
助
を
要
請
し
た
。

那
覇
・
真
和
志
合
併
協
議
／
稻

嶺
氏
交
え
立
法
面
研
究

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
５
・
４
・
９

最
近
那
覇
、
真
和
志
両
市
の
合
併
問
題
が
再

燃
し
つ
つ
あ
る
が
、
八
日
午
後
五
時
よ
り
ホ

テ
ル
琉
球
で
、
那
覇
市
よ
り
当
間
市
長
、
嘉

手
納
助
役
、
泉
議
長
、
長
嶺
副
議
長
、
真
和

志
市
よ
り
翁
長
市
長
、
護
得
久
助
役
、
森
田

議
長
政
府
よ
り
稲
嶺
官
房
次
長
ら
が
出
席
、

合
併
の
方
法
に
つ
い
て
意
見
の
交
換
を
行
つ

た
こ
の
会
合
に
お
い
て
、
稲
嶺
次
長
は
個
人

的
立
場
で
、

一
、
市
町
村
合
併
促
進
法
を
立
法
す
る
と

い
う
意
見
も
あ
る
が
、
か
か
る
一
般
的
な

立
法
よ
り
も
、
む
し
ろ
首
都
建
設
の
観
点

か
ら
那
覇
、
真
和
志
両
方
の
合
併
に
関
す

る
臨
時
措
置
法
を
立
法
し
た
方
が
よ
い
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

一
、
法
案
の
骨
子
と
し
て
は
、
議
員
の
定

数
、
予
算
、
財
政
の
扱
い
方
、
人
事
、
役

所
の
機
構
な
ど
を
ど
う
す
る
か
、
と
い
つ

た
合
併
の
条
件
を
織
り
込
む
よ
う
に
す

る
。
一
、
例
え
ば
合
併
の
場
合
は
、
日
本
に
お

い
て
は
両
方
の
議
員
が
そ
の
ま
ま
定
数
と

な
る
が
、
那
覇
、
真
和
志
の
場
合
は
、
両

方
合
す
れ
ば
五
十
六
名
に
も
な
つ
て
多
過

ぎ
る
感
が
あ
る
。
そ
れ
で
、
真
和
志
市
と

し
て
は
、
人
口
割
に
議
員
を
何
名
か
新
た

に
選
出
し
、
こ
れ
を
現
在
の
那
覇
市
の
三

十
名
に
加
え
て
、
任
期
中
、
こ
れ
を
も
つ

て
定
数
と
す
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
税
金

の
問
題
に
し
て
も
当
分
は
不
均
一
賦
課
を

や
る
と
い
つ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

一
、
結
局
、
こ
の
臨
時
措
置
法
に
す
べ
て

の
条
件
を
う
た
い
、
基
本
法
で
あ
る
自
治

法
に
は
触
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

と
い
つ
た
意
見
を
述
べ
た
が
、
双
方
、
大
体

こ
の
案
を
了
承
、
今
後
、
両
市
で
検
討
を
加

え
る
こ
と
に
な
つ
た
。

翁
長
真
和
志
市
長
談
―
こ
の
臨
時
措
置
法

の
立
法
に
つ
い
て
は
、
当
市
と
し
て
も
研
究

す
る
が
、
稲
嶺
官
房
次
長
が
個
人
的
に
案
を

作
成
し
て
も
ら
い
、
こ
れ
に
よ
つ
て
那
覇
市

と
共
に
検
討
を
加
え
、
政
府
に
提
出
し
て
、

今
期
立
法
院
議
会
で
立
法
し
て
貰
う
よ
う
に

し
た
い
長
嶺
那
覇
市
議
会
副
議
長
談
―
こ
の
問
題

は
、
両
市
だ
け
で
な
く
政
府
と
タ
イ
ア
ツ
プ

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
つ
て
い
る
。
稲

嶺
官
房
次
長
の
個
人
的
意
見
と
し
て
の
臨
時

措
置
法
の
立
法
に
つ
い
て
は
大
体
賛
成
で
あ

る
が
、
具
体
的
に
今
後
、
議
会
と
し
て
研
究

し
て
い
く
つ
も
り
で
い
る
。

銘
苅
一
帯
に
立
退
要
求
／
あ
と

四
日
間
で
移
動
厳
命

琉
新
・
夕
　
１
９
５
５
・
４
・
14

真
和
志
市
銘
苅
一
帯
の
約
十
八
万
六
千
坪
、

家
屋
百
数
軒
が
軍
の
牧
港
住
宅
地
建
設
敷
地

と
し
て
五
四
年
八
月
三
日
付
で
民
政
府
か
ら

立
退
要
求
を
受
け
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
民

政
府
か
ら
真
和
志
市
あ
て
に
来
る
四
月
十
八

日
を
以
つ
て
移
動
開
始
す
る
よ
う
口
頭
内
示

が
あ
つ
た
。

真
和
志
市
で
は
、
こ
の
立
退
者
の
移
動
先
敷

地
と
し
て
▽
真
和
志
市
寄
宮
宮
城
原
三
一
四

番
地
二
千
九
百
八
十
坪
▽
同
与
儀
後
原
百
九

六
番
地
三
千
坪
▽
合
計
五
千
九
百
八
十
坪
を

選
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
移
動
先
に
た
い
す

三
八
三

一
九
五
五
年

昭
和
三
十
年

三
｜
四
月



る
道
路
、
暗
渠
、
排
水
溝
等
の
施
設
に
就
て

Ｄ
・
Ｅ
や
民
政
府
に
工
事
施
行
を
要
請
し
た

が
予
算
が
な
い
と
い
つ
て
断
ら
れ
た
た
め
、

十
四
日
政
府
に
総
工
費
百
二
十
一
万
五
千
六

百
四
十
八
円
二
十
六
銭
の
工
事
を
政
府
で
や

つ
て
も
ら
い
た
い
と
陳
情
し
た
。

都
市
合
併
早
期
実
現
困
難
か
／

政
府
の
斡
旋
に
期
待
／
那
覇

真
和
志
両
市
長
の
構
想
に
く

い
違
い

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
４
・
18

那
覇
、
真
和
志
の
合
併
問
題
が
巷
間
で
言
い

伝
え
ら
れ
て
か
ら
も
う
数
年
に
も
な
る
が
、

こ
の
問
題
は
な
か
な
か
困
難
と
み
え
て
ま
だ

解
決
さ
れ
な
い
昨
年
八
月
、
那
覇
、
真
和
志
、

首
里
、
小
禄
の
三
市
一
村
合
併
に
よ
る
首
都

建
設
の
機
運
が
熟
し
た
と
き
に
、
真
和
志
側

は
”
編
入
合
併
反
対
”
で
脱
落
、
首
里
、
小

禄
、
那
覇
の
い
わ
ゆ
る
”
ド
ー
ナ
ツ
合
併
”

が
で
き
あ
が
つ
た
わ
け
だ
。
そ
の
後
、
翁
長

真
和
志
市
長
は
就
任
当
初
か
ら
即
時
那
覇
へ

の
合
併
を
呼
び
つ
ゞ
け
て
い
る
が
、
一
進
一

退
で
は
か
ど
る
気
配
も
な
く
現
在
に
至
つ
て

い
る
。
那
覇
、
真
和
志
の
合
併
へ
の
歩
み
よ

り
を
舞
台
裏
か
ら
の
ぞ
い
て
み
よ
う
。

昨
年
末
、
那
覇
へ
の
”
編
入
合
併
反
対
”
を

さ
け
び
つ
づ
け
て
き
た
野
党
の
面
々
が
音
頭

を
取
り
、
那
覇
市
へ
の
合
併
決
議
を
行
つ
た

真
和
志
市
で
は
つ
づ
い
て
合
併
特
別
委
員
会

を
設
置
、
那
覇
市
と
の
本
格
的
な
折
衝
の
段

階
ま
で
や
つ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
森
田
真
和

志
議
会
議
長
は
再
三
に
わ
た
り
泉
那
覇
市
議

会
議
長
を
訪
問
、
合
併
促
進
方
に
つ
い
て
打

合
せ
を
行
つ
た
真
和
志
側
で
積
極
的
に
合
併

を
進
め
る
意
味
で
三
月
に
入
つ
て
当
間
那
覇

市
長
、
泉
那
覇
市
議
長
を
国
際
ホ
テ
ル
に
招

待
し
、
翁
長
真
和
志
市
長
、
護
得
久
助
役
、

森
田
、
奥
浜
正
副
議
長
、
新
里
、
古
堅
正
副

特
別
委
員
長
ら
と
合
併
後
の
議
員
数
、
早
期

合
併
促
進
に
つ
い
て
懇
談
会
を
行
つ
た
。

と
こ
ろ
が
当
間
市
長
は
”
合
併
を
一
日
も

早
く
行
う
為
無
条
件
で
合
併
し
今
期
の
議

員
の
任
期
中
だ
け
は
真
和
志
の
や
る
べ
き

事
業
を
那
覇
市
に
依
頼
す
る
”
と
い
う
よ

う
な
意
見
に
対
し
翁
長
市
長
は
特
別
立
法

に
よ
つ
て
五
万
五
千
の
人
口
を
も
つ
真
和

志
か
ら
議
員
を
選
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
の
見
解
を
も
つ
て
い
た
よ
う
で
、
実

際
に
は
両
市
長
と
も
意
見
の
く
い
違
い
が

あ
る
よ
う
だ
。

戦
後
十
年
、
旧
那
覇
市
内
の
復
興
が
遅
々
と

し
て
進
ま
な
い
那
覇
市
当
局
で
は
合
併
時
期

尚
早

と
の
声
が
高
く
な
つ
て
き
た
。

一
方
那
覇
市
議
会
側
で
も
三
分
の
二
を
有
す

る
旧
那
覇
市
出
身
議
員
の
大
多
数
が
早
期
合

併
を
反
対
し
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
、
ま
た

小
禄
、
首
里
出
身
の
議
員
に
は
小
禄
、
首
里

地
域
の
復
興
が
遅
れ
る
と
の
懸
念
か
ら
早
期

の
合
併
に
は
賛
意
を
表
し
て
い
る
の
は
少
い

も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
あ
つ
て
那
覇
市
議
選

挙
無
効
の
判
決
が
微
妙
に
か
ら
ん
で
合
併

へ
の
空
気
は
稀
薄
と
な
つ
て
き
て
お
り
、

こ
の
と
こ
ろ
泉
議
長
が
ど
の
程
度
ま
と
め

得
る
か
興
味
あ
る
問
題
と
み
ら
れ
て
い

る
。
翁
長
真
和
志
市
長
は
市
長
選
挙
で
も

公
約
し
た
て
ま
え
、
ま
た
来
年
三
月
施
行

さ
れ
る
立
法
院
議
員
総
選
挙
に
立
候
補
の

話
も
あ
り
、
是
が
非
で
も
来
年
三
月
に
は

合
併
さ
せ
た
い
と
あ
せ
り
気
味
と
な
つ
て

い
る
と
い
わ
れ
、
ま
た
ま
た
四
月
上
旬
当

間
市
長
、
嘉
手
納
助
役
ら
を
国
際
ホ
テ
ル

に
招
き
、
稲
峯
官
房
次
長
も
囲
ん
で
合
併

に
関
す
る
臨
時
措
置
法
に
つ
い
て
相
談
を

行
う
な
ど
、
あ
わ
た
ゞ
し
い
空
気
を
み
せ

て
い
る
。

真
和
志
議
会
、
な
ら
び
に
特
別
委
員
会
側
は

こ
れ
ま
で
の
那
覇
市
の
働
き
か
け
に
対
し
、

ち
つ
と
も
手
応
え
な
い
の
に
業
を
煮
や
し
、

那
覇
市
長
選
の
任
期
満
了
の
時
期
で
は
な
い

か
と
の
見
方
が
多
く
な
つ
て
き
た
よ
う
だ
。

こ
れ
ま
で
の
真
和
志
の
合
併
に
対
す
る
積
極

的
な
行
動
に
対
し
、
那
覇
市
が
思
つ
た
ほ
ど

合
併
に
冷
淡
な
態
度
を
と
つ
た
こ
と
は
小

禄
、
首
里
合
併
後
那
覇
市
が
行
政
上
相
当
な

変
化
が
き
た
こ
と
、
旧
那
覇
市
の
復
興
が
予

想
以
上
に
お
く
れ
て
お
り
、
い
ま
ま
た
真
和

志
と
合
併
し
て
は
ま
す
ま
す
負
担
加
重
し
て

市
政
運
営
上
相
当
な
障
害
が
起
る
も
の
と
み

ら
れ
て
い
る
点
で
市
当
局
に
非
難
の
声
も
あ

が
り
つ
つ
あ
る
現
在
で
は
真
和
志
は
置
き
去

り
に
し
た
か
つ
こ
う
で
あ
る
、
ま
た
現
に
市

当
局
の
責
任
者
も
新
年
度
か
ら
都
計
事
業
特

に
区
画
整
理
事
業
を
強
力
に
推
進
し
、
旧
市

内
へ
の
受
入
態
勢
を
整
え
る
と
言
明
も
し
て

お
り
、
合
併
問
題
解
決
の
困
難
さ
は
こ
の
辺

に
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
だ
が
、
今
後
の
政
府

の
調
停
が
注
目
さ
れ
る
。

銘
苅
／
”
百
姓
が
土
を
離
れ
て
”

／
不
安
に
包
ま
れ
る
立
退
部

落琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
４
・
18

真
和
志
市
銘
苅
一
帯
の
約
十
六
万
六
千
坪
、

家
屋
百
数
十
軒
が
軍
用
地
と
し
て
立
退
き
を

要
求
さ
れ
、
う
ち
東
側
の
二
戸
が
十
八
日
を

も
つ
て
移
動
開
始
す
る
よ
う
口
頭
内
示
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
た
め
市
当
局
で
は
、
す
で
に
移
動
先

も
決
定
、
道
路
排
水
溝
な
ど
の
施
設
工
事

を
政
府
へ
折
衝
中
だ
が
、
純
農
家
だ
け
の

立
退
者
だ
け
に
今
後
の
生
活
に
大
き
な
不

安
を
抱
い
て
い
る
様
だ
。
つ
ま
り
殆
ん
ど

の
区
民
が
”
立
退
か
ね
ば
な
ら
ぬ
”
と
の

ハ
ラ
を
決
め
た
も
の
の
、
農
民
が
土
地
を

三
八
四

一
九
五
五
年

昭
和
三
十
年

四
月



失
つ
て
生
活
し
て
い
け
る
か
ど
う
か
、
ま

た
転
職
す
る
と
い
つ
て
も
、
そ
れ
ま
で
の

補
償
が
十
分
行
わ
れ
る
か
が
問
題
と
な
つ

て
お
り
、
表
面
お
だ
や
か
さ
を
保
つ
て
い

る
銘
苅
部
落
も
虚
脱
し
た
よ
う
な
静
け
さ

と
い
つ
た
と
こ
ろ
。

作
物
の
手
入
れ
も
忘
れ
た
農
家
の
人
々
は

軍
に
協
力
す
る
た
め
立
退
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
の
ハ
ラ
は
決
め
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ

ま
で
の
補
償
額
で
は
ど
う
し
て
も
や
つ
て
い

け
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
先
、
ど
う
食
い
つ
な

ぐ
か
。
子
供
た
ち
の
教
育
は
ど
う
な
る
か
と

思
う
と

と
語
つ
て
い
る
。

希
望
容
れ
ね
ば
退
か
ぬ
／
銘
苅

部
落
二
十
四
世
帯
が
…

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
４
・
20

真
和
志
市
銘
苅
部
落
の
軍
用
地
接
収
に
伴
う

立
退
き
二
十
四
世
帯
は
十
九
日
、
連
署
で
比

嘉
主
席
、
大
浜
立
法
院
議
長
宛
別
項
の
よ
う

な
陳
情
書
を
提
出
、
こ
れ
ら
条
件
が
認
め
ら

れ
な
け
れ
ば
立
退
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
云

う
態
度
を
表
明
し
て
い
る
。

立
退
き
世
帯
数

二
四
、
家
屋
数
四
十
一
、

人
口

一
一
九
人
、
豚
舎

十
五
、
所
有
総

坪
数
、
七
一
、
七
〇
〇
坪
。

第
一
希
望

原
則
と
し
て
移
動
し
た
く
な

い
。
一
方
的
な
赤
線
区
域
の
開
放
を
希
望
す

る
。

第
二
希
望

①
代
替
地
を
真
和
志
市
内
同
程

度
の
土
地
を
与
え
て
貰
い
た
い
。

②
賃
貸
料
の
再
評
価
、
値
上
げ
。

③
家
屋
移
転
費
、
補
償
費
の
再
評
価
、
値
上

げ
。
④
井
戸
新
設
費
支
給

⑤
農
作
物
の
賠
償

⑥
立
木
の
補
償

⑦
生
活
補
償
費
の
支
給

八
カ
月
分

⑧
家
畜
飼
料
費
の
支
給

八
カ
月
分

前
島
町
の
七
万
余
坪
／
軍
が
正

式
に
解
放

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
５
・
３

ラ
イ
カ
ム
情
報
部
に
よ
る
と
民
政
府
工
事
事

務
所
は
四
月
三
十
日
付
で
那
覇
市
内
の
旧
軍

用
地
七
万
三
、
四
四
〇
坪

六
十
エ
ー
カ
ー

を
正
式
に
開
放
し
た
と
発
表
し
た
。
こ
の
地

域
は
以
前
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
部
隊
が
集
積
所
と

し
て
使
用
し
て
い
た
前
島
町
と
そ
の
周
辺
の

土
地
で
現
在
と
く
に
軍
お
よ
び
民
政
府
の
了

解
を
得
て
公
民
館

二
七
万
円

建
設

旧

町
民
の
団
体

の
た
め
ス
ク
ラ
ツ
プ
発
掘
作

業
を
続
け
て
い
る
が
、
こ
の
作
業
が
お
わ
り

土
地
所
有
者
の
使
用
が
始
ま
れ
ば
泊
小
学
校

周
辺
お
よ
び
さ
き
に
開
放
さ
れ
た
隣
接
地
を

合
わ
せ
十
七
万
六
、
二
五
六
坪

百
四
十

エ
ー
カ
ー
以
上

の
土
地
が
市
民
の
手
に
還

え
る
こ
と
に
な
る
。

六
日
に
上
訴
／
無
効
判
決
の
那

覇
市
議
選

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
５
・
10

昨
年
九
月
施
行
の
那
覇
市
議
会
議
員
選
挙

は
、
さ
き
に
中
央
巡
裁
か
ら

選
挙
無
効

の
判
決
が
あ
つ
た
が
、
那
覇
市
選
挙
管
理
委

員
会
で
は
こ
れ
を
不
服
と
し
て
、
六
日
、
上

訴
裁
へ
上
訴
し
た
。
訴
訟
代
理
人
は
知
念
朝

功
氏
。

公
聴
／
翁
長
市
長
に
望
む

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
５
・
11

元
来
真
和
志
市
は
、
那
覇
市
と
一
体
に
な

る
べ
き
立
地
条
件
を
有
し
、
遠
か
ら
ず
合
併

す
べ
き
も
の
と
思
う
。

こ
の
時
に
翁
長
市
長
の
日
本
視
察
は
そ
の
時

宜
を
得
た
も
の
で
私
は
私
な
り
に
翁
長
市
長

の
視
察
事
項
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
を
望
み

た
い
。

つ
ま
り
今
次
の
視
察
は
都
市
の
真
中
で
な

く
、
都
会
の
周
辺
に
及
ぼ
し
て
い
る
幅
、
影

響
と
い
つ
た
よ
う
な
も
の
を
特
に
観
察
し
て

貰
い
度
い
、
例
え
ば
既
合
併
都
市
或
は
都
へ

の
吸
収
条
件
の
例
及
其
の
結
果
は
別
と
し

て
、１

都
計
文
化
が
都
市
の
周
辺
に
波
及
す

る
現
況
。

Ａ
、
松
戸
の
東
京
都
営
墓
地

其
の
収
益
け

だ
し
莫
大
な
も
の
あ
る
と
聞
く

。
Ｂ
、
各

都
市
の
放
水
路
。
Ｃ
、
各
都
市
周
辺
に
於
け

る
施
設
状
況
。
Ｄ
、
各
都
市
の
周
辺
地
帯
の

生
産
と
消
費
市
場
と
の
繋
り
関
係
。
Ｅ
、
都

市
周
辺
に
於
け
る
乗
車
物
の
運
営
状
態
と
道

路
網
の
均
て
ん
関
係
。

２

都
市
教
育
施
設
が
都
心
と
都
辺
に
差

異
あ
る
場
合
の
実
態
。

３

都
市
民
の
都
心
と
都
辺
と
の
生
活
差

課
税
率
も
含
む

区
と
し
て
の
行
政
機
構

の
正
交
。

４

そ
の
他
都
市
計
画
が
都
市
周
辺
に
お

よ
ぼ
さ
ん
と
す
る
計
画
と
現
状
。

以
上
は
翁
長
市
長
の
短
時
日
の
視
察
に
要
求

は
多
大
で
あ
る
が
、
そ
の
成
果
も
ま
た
多
大

で
あ
つ
て
欲
し
い
と
期
待
す
る
。

安
里
二
区
七
班
　
前
原
実

商
業

前
進
す
る
都
市
合
併
／
き
の
う

那
覇
・
真
和
志
が
協
議
／
那

覇
市
に
も
委
員
会
／
今
期
立

法
議
会
へ
提
案
か

沖
タ
・
朝
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最
近
那
覇
、
真
和
志
両
市
の
合
併
問
題
が
再

燃
し
つ
ゝ
あ
り
、
さ
き
に
両
市
長
議
長
間
の

意
見
交
換
が
あ
り
、
ま
た
立
法
院
行
法
委
に

お
い
て
も

市
町
村
合
併
促
進
法

を
立
案
、

今
期
議
会
中
に
立
法
す
る
運
び
と
な
つ
て
い

る
が
、
十
三
日
ひ
る
四
時
か
ら
真
和
志
市
議

会
室
で
、
那
覇
市
よ
り
当
間
市
長
、
泉
議
長
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真
和
志
市
よ
り
翁
長
市
長
、
護
得
久
助
役
、

森
田
議
長
、
奥
浜
副
議
長
、
新
里
都
市
合
併

特
別
委
員
長
外
八
委
員
ら
が
出
席
、
那
覇
、

真
和
志
両
市
の
合
併
問
題
に
つ
い
て
意
見
を

交
換
し
た
。

こ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
会
合
が
両
市
首
脳
者
間

の
話
し
合
い
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
ん
ど

は
両
市
議
会
で
正
式
に
取
り
上
げ
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
つ
た
点
合
併
問
題
が
一
歩
前
進

し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
会
合
は
非
公
開
の
ま
ま
行
わ
れ
た

が
、

一
、
真
和
志
市
側
か
ら
今
後
合
併
問
題
を
処

理
し
て
行
く
に
は
那
覇
市
議
会
に
も
合
併
委

員
会
を
設
け
て
欲
し
い
と
の
意
見
に
た
い
し

て
那
覇
市
側
も
こ
れ
を
了
承
来
る
二
十
一
日

開
会
す
る
那
覇
市
臨
時
議
会
中
に
委
員
会
を

設
け
る
よ
う
に
す
る
。

一
、
両
市
の
合
併
委
員
会
で
合
併
の
方
法
、

時
期
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
今
立
法
議
会
に

提
案
さ
れ
る

市
町
村
合
併
促
進
法

に
お

り
こ
む
。

一
、
那
覇
市
議
選
挙
の
無
効
裁
判
と
は
別
個

に
合
併
問
題
は
進
め
る
こ
と
。

一
、
今
後
の
都
市
計
画
は
真
和
志
市
の
合
併

を
前
提
と
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
。

一
、
那
覇
市
側
か
ら
の
希
望
と
し
て
合
併
に

よ
つ
て
真
和
志
市
が
那
覇
市
に
財
政
的
に
頼

ろ
う
と
す
る
気
持
ち
さ
え
な
け
れ
ば
何
時
で

も
合
併
に
応
ず
る
。

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
早
期
合
併
に

つ
い
て
意
見
の
一
致
を
み
、
五
時
半
協
議
　

会
を
終
了
し
た
。

泉
那
覇
市
議
会
議
長
談
＝
こ
れ
ま
で
首
脳
者

間
の
話
し
合
い
は
行
わ
れ
て
来
た
が
、
き
よ

う
の
合
併
委
員
会
と
の
話
し
合
い
で
真
和
志

市
の
合
併
に
対
す
る
真
意
が
わ
か
つ
た
の
で

那
覇
市
と
し
て
も
委
員
会
を
設
け
早
期
合
併

に
持
つ
て
行
き
た
い
。

那
覇
「
都
計
案
」
の
全
ぼ
う
／

二
十
一
日
か
ら
臨
時
市
会
／

人
口
二
十
万
の
”
首
都
”
に

／
真
和
志
豊
見
城
も
ふ
く
め

仕
上
げ
急
ぐ

沖
タ
・
夕
　
１
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５
・
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・
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待
た
れ
て
い
た
首
都
那
覇
の
都
市
計
画
案
は

二
年
が
か
り
で
昨
十
六
日
、
そ
の
全
貌
が
ま

と
ま
つ
た
。
こ
の
原
案
は
二
十
一
日
か
ら
招

集
さ
れ
る
市
会
の
審
議
に
か
け
、
さ
ら
に
政

府
の
都
市
計
画
審
議
委
員
会
の
検
討
を
経
て

主
席
の
認
可
と
い
う
手
順
を
踏
ん
で
い
く

が
、
市
で
ま
と
ま
つ
た
新
し
い
街
づ
く
り
の

案
の
概
要
は
次
の
通
り
。

【
基
本
計
画
】

那
覇
は
琉
球
の
首
都
で
あ
り
、
政
治
、
経
済

の
中
心
地
で
あ
る
。
従
つ
て
単
な
る
那
覇
市

と
し
て
ゞ
な
く
、
全
琉
的
立
場
か
ら
立
案
す

る
。
▽
都
市
計
画
区
域

那
覇
、
真
和
志
の
行
政

区
域
全
部
、
豊
見
城
の
一
部
。
面
積
は
合
計

一
千
二
百
二
十
二
万
八
千
三
百
坪
。
内
訳
、

那
覇
市
七
百
六
十
二
万
九
千
三
百
坪
。
真
和

志
市
三
百
九
万
九
千
九
百
坪
。
豊
見
城
村
百

四
十
九
万
九
千
百
坪
。

▽
人
口
計
画
　
五
カ
年
後
に
二
十
万
に
達
す

る
予
想
。

【
都
市
計
画
】

▽
基
本
計
画

①
区
域
内
に
出
来
る
限
り
の

定
地
、
緑
地
を
確
保
す
る
②
人
口
の
密
集
化

を
防
ぎ
適
切
な
る
配
分
を
な
す
。
そ
の
一
方

法
と
し
て
、
旧
那
覇
市
街
の
区
画
整
理
及
び

各
種
セ
ン
タ
ー
を
分
散
配
置
す
る
③
都
市
の

自
然
美
を
保
護
育
成
す
る
と
共
に
観
光
客
の

サ
ー
ビ
ス
施
設
、
特
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

慰
楽
関
係
の
設
置
を
考
え
る
④
市
街
地
の
墓

地
を
整
理
す
る
⑤
住
居
地
域
は
小
学
校
を
中

心
に
近
隣
住
区
方
式
を
採
用
し
、
環
境
の
整

備
を
図
る
⑥
道
路
河
川
の
新
設
、
拡
張
を
な

し
都
市
機
能
都
市
衛
生
に
備
え
る
⑦
首
都
と

し
て
都
心
区
計
画
を
な
す
。

陸
橋
も
設
け
る

▽
地
域
制

又
吉
道
路
旧
県
鉄
路
線
、
軍
四

十
四
号
線
に
囲
ま
れ
た
地
域
つ
ま
り
安
里
交

番
前
か
ら
姫
百
合
橋
与
儀
農
試
所
を
結
ぶ
線

か
ら
西
側
を
純
市
街
区
と
み
な
し
、
そ
の
中

の
地
域
制
を
計
画
し
た
。
そ
の
他
の
地
域
は

こ
れ
か
ら
立
案
す
る
①
純
防
火
地
区

耐
火

建
築
帯
を
垣
風
に
直
角
に
一
キ
ロ
毎
に
お
く

の
を
防
火
地
区
と
い
う
が
、
那
覇
市
で
は
そ

れ
に
準
じ
て
、
商
業
地
域
の
一
部
を
路
線
式

道
路
に
沿
つ
て
垣
風
に
、
不
燃
焼
材
料
を

使
つ
た
建
物
を
建
て
さ
せ
る

に
区
画
し
、

準
防
火
地
帯
を
設
け
る
。

現
在
あ
る
川
と
主
要
道
路
に
よ
つ
て
区
画
。

②
臨
港
地
区

物
資
の
集
散
を
便
利
に
す
る

為
に
は
、
港
湾
管
理
運
営
に
必
要
な
も
の
以

外
の
業
務
の
雑
居
は
具
合
悪
い
の
で
、
港
湾

関
係
以
外
の
建
物
は
建
て
さ
せ
な
い
③
公
館

地
区

官
公
庁
は
琉
球
政
府
庁
舎
付
近
に
集

め
る
。
市
庁
舎
も
そ
の
付
近
に
設
け
る
様
に

す
る
。
政
府
の
前
庭
及
び
那
覇
署
を
含
む
武

徳
殿
の
前
庭
は
公
園
に
。

▽
街
路

街
路
網
を
確
立
し
こ
れ
を
都
市
構

築
の
根
幹
と
す
る
。
主
要
幹
線
は
①
軍
の
一

号
、
三
号
、
四
十
号
、
四
十
四
号
線
。
②
旧

県
鉄
道
線
路
③
牧
志
街
道
④
開
南
通
り
。
と

し
、
約
五
十
米
お
き
に
く
も
の
巣
状
に
主
要

幹
線
に
結
び
、
全
体
と
し
て
は
放
射
循
環
線

と
す
る
。軍
一
号
線
と
牧
志
街
道
の
交
差
点
、

つ
ま
り
、
現
在
市
役
所
近
く
に
あ
つ
た
鉄
橋

跡
付
近
は
立
体
橋

陸
橋

と
し
、
ノ
ー
・

ス
ト
ツ
プ
で
行
け
る
よ
う
に
す
る
。

更
に
学
校
四
つ
増
や
す
／
墓
地
は
ま
と

め
て
郊
外
へ

学
校

主
要
幹
線
を
横
ぎ
ら
な
い
事
を
原
則
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と
す
る
。
純
市
街
地
に
於
け
る
一
九
五
四
年

現
在
の
小
学
校
児
童
在
籍
は
七
千
八
十
一

名
、
学
校
敷
地
面
積
は
一
万
四
千
八
百
七
十

坪

一
人
当
た
り
二
・
一
坪

。
中
学
は
在

籍
三
千
五
百
四
十
五
人
に
敷
地
七
千
三
百
七

十
二
坪

一
人
当
た
り
二
・
〇
八
坪

で
い

ず
れ
も
、
敷
地
は
狭
小
。
通
学
に
危
険
、
そ

れ
で
現
在
の
壺
屋
、
城
岳
、
開
南
、
久
茂
地
、

那
覇
中
、
上
の
山
中
、
天
妃

市
庁
舎
建
設

後

の
他
に
、
次
の
四
カ
所
に
学
校
を
新
設

す
る
。
①
与
儀
試
験
場
内
、
神
里
原
、
大
洋
劇
場
、

琉
金
裏
一
帯
五
千
五
百
坪
に
中
学
②
前
島

町
に
五
千
坪
、
小
中
校
③
泊
埋
立
地
、
夫

婦
岩

ミ
ー
ト
ジ
ー

南
側
に
三
千
坪
、

中
学
④
政
府
庁
舎
南
側
、
ハ
ー
バ
ー
ビ

ユ
ー
の
裏
手
、
美
田
原
に
三
千
五
百
坪
、

中
学

▽
公
園

波
之
上
、
夫
婦
岩
、
児
童
博
物
館
、

牧
志
御
岳
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

与
儀
試

験
場

遊
園
地
、
奥
武
山
、
竜
た
ん
、
弁
ガ

岳
等
々
、
緑
化
し
て
市
民
の
憩
い
の
場
に
す

る
。
▽
霊
苑

現
在
市
内
に
あ
る
墓
地
は
全
部
整

理
す
る
。
郊
外
に
墓
地
を
一
括
し
て
霊
苑
に

す
る
。

▽
広
場

交
通
の
要
衝
地
に
設
け
交
通
安
全

を
は
か
る
。

▽
バ
ス
セ
ン
タ
ー
①
交
通
の
安
全
確
保
可
能

な
る
場
所
②
地
方
と
の
連
絡
並
に
官
庁
街
商

店
街
と
の
便
利
な
場
所
③
用
地
獲
得
容
易
な

る
場
所
等
を
条
件
と
し
て
、
現
在
の
バ
ス
セ

ン
タ
ー
よ
り
少
し
南
へ
約
六
千
坪

現
在
は

三
千
四
百
坪

の
一
カ
所
と
す
る
。
分
散
は

認
め
な
い
。

▽
停
留
所

①
琉
銀
松
尾
支
店
前
②
む
つ
み

橋
付
近
、
並
里
商
会
向
い
辺
③
大
宝
舘
付
近

に
増
設
す
る
。

▽
河
川
及
び
排
水
路

安
里
川
、
久
茂
地
川

を
改
修
し
一
方
、
農
事
試
験
場
か
ら
漫
湖
へ
、

旧
県
鉄
道
線
路
に
沿
い
排
水
路
を
開
き
、

ガ
ー
ブ
、
久
茂
地
川
の
氾
濫
を
防
ぐ
。

軍
用
地
要
望
決
議
案
成
る
／

き
ょ
う
可
決
か
／
立
法
院
の

派
米
準
備
急
ピ
ツ
チ

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
５
・
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立
法
院
は
き
よ
う
午
前
十
時
か
ら
本
会
議
を

開
き
、
軍
用
地
問
題
に
関
す
る
要
望
決
議

案
を
可
決
す
る
意
向
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ

に
先
立
ち
立
法
院
軍
用
地
特
別
委
は
、
前
日

に
引
つ
づ
き
き
の
う
午
前
、
午
後
に
わ
た
つ

て
委
員
会
を
開
き
同
決
議
案
を
審
議
検
討

し
、別
項
の
よ
う
な
委
員
会
案
を
決
定
し
た
。

き
よ
う
の
本
会
議
は
同
決
議
案
を
上
程
し
た

後
一
旦
休
け
い
し
、
休
け
い
中
に
各
派
は
院

内
で
議
員
総
会
を
開
き
自
党
所
属
の
土
地
特

別
委
員
か
ら
同
決
議
案
の
内
容
な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
各
員
、
各
派
の
間
に
十
分

意
見
の
調
整
を
は
か
つ
た
上
、
会
議
を
再
開

し
、
一
挙
に
こ
れ
を
可
決
し
た
い
意
向
で
あ

る
が
委
員
会
案
に
対
し
全
員
が
そ
の
ま
ま
賛

意
を
表
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
け
さ
ま
で
は

つ
き
り
し
た
打
診
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

十
七
日
の
軍
用
地
特
別
委
員
会
は
午
前
十

時
半
開
会
。
市
町
村
土
地
委
連
合
会
か
ら

上
原
永
盛
氏
が
参
考
人
と
し
て
出
席
。

こ
の
日
、
委
員
会
は
前
日
か
ら
の
懸
案
で

あ
る
都
市
地
区
の
土
地
賃
借
料
評
価
に
つ

い
て
は
、
法
律
専
門
家
の
出
席
を
求
め
て

意
見
を
聞
く
べ
き
だ
と
す
る
仲
本
委
員
提

案
を
多
数
で
し
り
ぞ
け
る
と
と
も
に
、
仲

本
氏
の
反
対
を
押
し
切
つ
て
都
市
地
区
の

土
地
賃
貸
料
評
価
方
法
は
補
正
事
項
と
し

て
原
案
の
ま
ま
、
ま
た
滅
失
地
の
補
償
か

ら
道
路
に
よ
る
潰
地
を
除
く
こ
と
を
多
数

決
で
決
定
し
た
。

な
お
同
決
議
は
米
国
大
統
領
、
上
下
両
院

議
長
、
上
下
予
算
委
員
長
、
上
下
外
交
委

員
長
、
国
防
、
国
務
両
省
、
琉
球
民
政
長

官
、
副
長
官
あ
て
お
く
ら
れ
る
。

軍
用
地
問
題
に
関
す
る
要
望
決
議
案(

要

旨)

軍
用
地
問
題
は
琉
球
に
お
け
る
最
も
重
要
な

問
題
と
な
つ
て
い
る
。
こ
の
問
題
の
早
期
解

決
は
全
住
民
の
最
も
切
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
且
つ
琉
球
の
政
治
、
経
済
、
社
会
な
ど

万
般
の
問
題
が
そ
の
解
決
如
何
に
か
か
つ
て

い
る
と
い
つ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

沖
縄
に
お
け
る
軍
用
地
は
総
面
積
の
十
二

パ
ー
セ
ン
ト
に
当
る
四
万
エ
ー
カ
ー
余
と

い
う
広
大
な
面
積
に
わ
た
り
、
こ
れ
に
よ

つ
て
土
地
を
失
つ
た
住
民
は
五
万
戸
の
多

き
に
及
ん
で
い
る
。
し
か
も
軍
用
地
の
四

十
四
パ
ー
セ
ン
ト
は
農
地
で
あ
り
、
こ
れ

は
総
農
地
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す

る
。

沖
縄
に
お
い
て
は
土
地
狭
隘
に
し
て
人
口
ち

ゆ
う
密
で
あ
る
た
め
代
替
地
が
得
難
く
、
そ

の
上
後
進
経
済
な
る
が
故
に
転
業
は
至
難
で

あ
る
。
従
つ
て
米
国
政
府
は
、
土
地
の
収
用

に
当
つ
て
は
適
正
且
つ
十
分
な
補
償
を
な
す

べ
き
で
あ
り
、
ま
た
軍
用
地
の
拡
大
及
び
新

収
用
は
さ
け
る
べ
き
で
あ
る
、

な
お
賃
借
料
の
一
括
払
も
沖
縄
の
現
状
か

ら
し
て
だ
当
で
な
く
、
住
民
の
意
志
と
も

相
反
す
る
。

ま
た
米
軍
及
び
同
要
員
の
行
為
に
よ
り
こ

う
む
つ
た
損
害
の
賠
償
が
、
適
切
に
行
わ

れ
て
い
な
い
こ
と
も
住
民
の
不
満
と
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
未
だ
こ
れ
ら
の
要
望

が
実
現
さ
れ
て
い
な
い
の
は
ま
こ
と
に
遺

憾
で
あ
る
。

琉
球
政
府
、
立
法
院
は
全
琉
球
住
民
の
意
思

を
代
表
し
、
こ
こ
に
米
合
衆
国
の
善
意
と
理

解
に
訴
え
て
次
の
通
り
要
望
す
る
。三
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一
、
適
正
補
償

現
在
米
合
衆
国
の
行
つ
て
い
る
補
償
は
、
そ

の
範
囲
に
お
い
て
も
、
そ
の
額
に
お
い
て
も

極
め
て
不
適
正
で
あ
る
。

適
正
な
る
補
償
を
な
す
た
め
に
は
先
ず
補
償

の
範
囲
、
評
価
の
時
期
お
よ
び
方
法
な
ど
の

原
則
が
明
確
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

琉
球
に
お
い
て
こ
う
む
つ
て
い
る
損
失
の
実

情
か
ら
、
そ
れ
は
別
添
の

補
償
要
綱

に

よ
る
の
が
適
正
だ
当
で
あ
る
。
こ
の
補
償
要

綱
に
よ
つ
て
算
定
し
た
年
間
土
地
賃
借
料
九

億
九
千
百
五
十
八
万
一
千
三
百
六
十
三
円
及

び
損
失
補
償
額
金

注
、
計
数
整
理
中

円
の
支
払
を
適
正
補
償
と
し
て
要
望
す
る

も
の
で
あ
る
。

１
、
補
償
の
範
囲

Ａ
、
土
地
賃
借
料

Ｂ
、
損
失
補
償

土
地
以
外
の
物
件
、
権
利
ま
た
立
木
、
立

木
は
期
待
利
益
及
び
竹
林
、
果
樹
、
桑
樹

な
ど
の
永
年
生
作
物
、
建
物
、
工
作
物
及

び
設
備
な
ど
仮
住
居
使
用
料
、
移
転
料
、

通
路
、
水
路
な
ど
の
移
転
費
、
祭
し
費
、

漁
業
補
償
権
利
に
対
す
る
補
償
、
休
業
補

償
、
離
作
料
ま
た
は
職
業
補
償
、
残
産
財

産
ま
た
は
隣
接
財
産
の
補
償
、
測
量
調
査

な
ど
の
補
償
、
滅
失
地
の
補
償
、
返
還
に

と
も
な
う
補
償
、
現
状
回
復
費
、
復
帰
移

転
費
、
管
理
費

２
、
評
価
の
時
期

既
使
用
地
の
土
地
賃
借
料
評
価
の
時
期
は

一
九
五
四
年
と
し
、
そ
の
後
各
年
毎
に
再

評
価
す
べ
き
で
あ
る
。

３
、
評
価
の
方
法

Ａ
、
農
地
が
米
軍
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
所
有
者
が
失
う
も
の
は
そ
の
農
地
が

も
た
ら
す
べ
き
農
業
所
得
で
あ
つ
て
、
そ

の
農
地
の
単
な
る
財
産
的
価
値
で
は
な

い
、
そ
の
為
賃
借
料
と
し
て
補
償
す
べ
き

も
の
は
、
失
な
つ
た
と
こ
ろ
の
農
業
所
得

で
あ
り
小
作
料
や
経
済
学
的
地
代
で
は
な

い
。

Ｂ
、
そ
の
他
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
農
地
の

よ
う
な
特
殊
理
由
が
な
い
か
ら
、
通
常
の
算

定
方
法
に
よ
る
も
、
実
際
価
格
と
関
係
の
な

い
公
簿
上
の
価
格
を
基
礎
と
す
べ
き
で
は
な

い
。
Ｃ
、
右
の
基
準
に
よ
つ
て
算
定
し
た
土
地
賃

借
料
は
、
こ
の
土
地
の
特
殊
事
情
を
考
慮
し

て
適
正
に
補
正
す
る
。

二
、
支
払
方
法

土
地
賃
借
料
の
支
払
は
、
一
年
毎
の
先
払

い
方
法
に
よ
る
べ
き
で
、
一
括
払
の
方
式

に
よ
る
べ
き
で
は
な
い
。
地
主
は
賃
借
料

の
一
括
払
に
よ
つ
て
土
地
が
買
上
げ
ら
れ

る
の
と
同
様
な
状
態
に
な
る
の
で
反
対
し

て
い
る
。
ま
た
一
括
払
に
よ
る
賃
借
料
の

受
領
後
は
土
地
に
関
し
一
切
の
発
言
権
を

失
い
、
利
益
の
擁
護
が
で
き
な
い
。

三
、
土
地
の
収
用
な
ど

軍
使
用
地
は
既
使
用
地
の
範
囲
に
止
め
拡
大

ま
た
は
新
規
使
用
は
絶
対
に
さ
け
て
頂
き
た

い
。
軍
用
地
の
拡
大
ま
た
は
新
収
用
は
、
関
係
住

民
の
生
活
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
る
が
、
殊

に
立
退
か
さ
れ
る
住
民
は
生
活
環
境
の
変
化

に
よ
り
、
収
用
前
程
度
の
生
活
の
安
定
を
取

り
戻
す
こ
と
が
困
難
と
な
る
。
こ
れ
は
財
産

権
の
補
償
が
完
全
に
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
だ
け
で
解
決
で
き
る
問
題
で
は
な
い
。

ま
た
現
在
米
軍
の
使
用
、
占
領
し
て
い
る
土

地
の
な
か
に
は
実
際
に
使
用
せ
ず
放
置
し
て

あ
る
の
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
土
地
は
早

急
に
土
地
所
有
者
に
返
還
し
、
そ
の
本
来
の

利
用
方
法
に
従
つ
て
活
用
せ
し
め
る
べ
き
で

あ
る
。

四
、
損
害
賠
償

米
軍
並
び
に
同
要
員
の
行
為
に
よ
り
こ
う

む
つ
た
損
害
の
賠
償
に
つ
い
て
は
、
定
め

ら
れ
た
法
規
に
従
つ
て
、
び
ん
速
且
つ
適

切
に
処
理
す
る
事
を
要
望
す
る
。

右
決
議
す
る
。

補
償
要
綱
（
全
文
）

一
、
土
地
賃
借
料

Ａ
農
地
に
つ
い
て
は
、
当
該
土
地
の
農
業
経

営
か
ら
得
ら
れ
る
一
切
の
推
定
農
業
収
入
か

ら
支
出
す
べ
き
推
定
農
業
経
営
費

自
家
労

務
費
を
含
ま
ず

を
控
除
し
た
推
定
農
業
所

得
額
Ｂ
農
地
以
外
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
近
傍
類

似
の
土
地
賃
借
料
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
、

ま
た
は
実
際
売
買
価
格
に
基
く
推
定
価
格
の

六
パ
ー
セ
ン
ト
。

Ｃ
右
の
基
準
に
よ
つ
て
算
定
し
た
土
地
賃
借

料
は
、
こ
の
土
地
の
特
殊
事
情
を
考
慮
し
て

適
性
に
補
正
す
る
。
例
え
ば
都
市
或
い
は
そ

の
形
態
を
な
す
地
域
に
お
い
て
は
地
目
の
如

何
に
か
か
わ
ら
ず
賃
借
料
は
宅
地
と
し
て
の

期
待
利
益
を
も
考
慮
し
て
算
定
す
る
。

二
、損
失
補
償

Ａ
土
地
以
外
の
物
件
ま
た
は
権
利
若
し
く
は

期
待
利
益
に
対
す
る
補
償
額
の
算
定
基
準

は
、
左
の
と
お
り
と
す
る
。

１
立
毛
、
当
該
立
毛
の
粗
収
入
見
込
額
か
ら

使
用
開
始
以
後
に
通
常
投
下
さ
る
べ
き
経
営

費

自
家
労
務
費
を
含
ま
ず

を
差
引
い
た

額
。
２
立
木
、
竹
林
、
伐
期
以
上
の
立
木
、
竹
林

は
そ
の
価
格
、
伐
期
未
満
の
立
木
、
竹
林

は
、
伐
期
に
お
け
る
収
入
見
込
額
を
評
価

時
に
還
元
し
た
額
に
年
々
の
薪
炭
用
枝
木

な
ど
の
収
入
を
評
価
時
に
還
元
し
た
額
を

加
算
し
た
も
の
。

３
果
樹
、
桑
樹
、
茶
樹
な
ど
の
永
年
生
作
物

こ
れ
ら
の
特
用
樹
に
つ
い
て
は
、
年
々
の
粗

収
入
見
込
額
か
ら
年
々
通
常
投
下
さ
る
べ
き
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経
営
費
を
差
引
い
た
額
、
ま
た
は
移
植
に
要

す
る
費
用
と
収
入
減
損
予
想
額
を
評
価
時
に

還
元
し
た
額
と
の
合
計
額
。

４
建
物
墓
工
作
物
、
及
び
設
備
な
ど
　
こ
れ

ら
の
物
件
の
除
去
、
移
築
に
要
す
る
一
切
の

費
用
及
び
こ
れ
ら
の
物
件
と
同
質
同
量
の
推

定
再
建
設
、ま
た
は
再
取
得
に
要
す
る
費
用
。

５
仮
住
居
使
用
料
、
当
該
仮
住
居
使
用
期
間

中
の
賃
借
料
に
相
当
す
る
額
。

６
移
転
料
、
動
産
の
荷
造
費
、
運
送
費
、
人

夫
賃
及
び
人
員
の
車
賃
、
船
賃
、
日
当
、
宿

泊
料
、
食
費
な
ど
目
的
地
ま
で
の
所
要
経
費

一
切
。

７
通
路
、
水
路
な
ど
の
移
転
費
、
土
地
の
使

用
に
よ
り
通
路
、
水
路
な
ど
が
使
用
不
可
能

ま
た
は
困
難
と
な
る
場
合
通
路
、
水
路
な
ど

の
路
線
の
変
更
ま
た
は
新
設
に
要
す
る
費

用
。
８
祭
し
料
、
拝
所
、
神
社
、
仏
閣
、
教
会
、

墓
地
な
ど
宗
教
上
の
施
設
の
移
転
、移
築
、

除
却
、
選
定
に
伴
う
供
養
、
祭
礼
な
ど
の

諸
儀
式
に
要
す
る
所
要
経
費
一
切
。

９
漁
業
補
償
、
漁
業
権
、
入
漁
権
な
ど
に
基

づ
く
も
の
に
限
ら
ず
自
由
漁
業
に
対
し
て
も

損
失
を
補
償
し
、
そ
の
補
償
額
は
、
当
該
水

域
に
対
す
る
立
入
禁
止
ま
た
は
制
限
期
間
中

の
漁
獲
減
収
量
。

10
権
利
に
対
す
る
補
償
、
地
上
権
、
永
小
作
、

賃
借
権
、
抵
当
権
、
質
権
、
鉱
業
権
、
採

石
権
、
入
会
権
ま
た
は
灌
漑
排
水
権
、
飲

料
用
水
権
、
工
業
用
水
権
な
ど
の
水
利
権

そ
の
他
慣
習
上
認
め
ら
れ
た
権
利
、
営
業

権
な
ど
に
つ
い
て
は
個
々
の
実
情
に
応
じ

て
適
正
に
算
定
し
た
額
。

11
休
業
補
償
、
企
業
の
場
所
を
喪
失
し
、
企

業
が
不
可
能
ま
た
は
休
止
の
状
態
に
置
か
れ

る
休
業
期
間
中
の
損
失
に
対
し
て
は
、
休
業

期
間
中
の
当
該
営
業
兼
業
及
び
副
業
の
予
想

純
益
、
並
び
に
従
業
員
に
対
し
支
払
う
べ
き

休
業
手
当
若
し
く
は
退
職
手
当
等
の
相
当

額
。
12
離
作
料
ま
た
は
職
業
補
償
、
農
地
に
つ
い

て
は
、
離
作
料
と
し
て
当
該
農
地
を
利
用
し

て
得
ら
れ
る
推
定
年
間
農
業
所
得
額
の
五
年

分
、
農
地
以
外
の
土
地
ま
た
は
権
利
に
つ
い

て
は
、
転
業
資
金
と
し
て
当
該
土
地
ま
た
は

権
利
を
利
用
し
て
得
ら
れ
る
推
定
年
間
所
得

額
に
対
し
て
、
そ
れ
ら
の
種
別
に
応
じ
前
段

に
よ
る
補
償
額
に
相
応
す
る
額
。

13
残
存
財
産
ま
た
は
隣
接
財
産
の
補
償
、
軍

使
用
地
に
残
存
ま
た
は
隣
接
す
る
工
作
物
、

設
備
そ
の
他
の
物
件
な
ど
が
損
害
を
受
け
ま

た
は
利
用
価
値
が
減
少
し
た
と
き
の
損
失
補

償
額
は
、
こ
れ
ら
の
も
の
を
復
旧
し
ま
た
は

新
築
、
改
築
に
要
す
る
工
事
費
若
し
く
は
そ

の
損
失
相
当
額
。

14
測
量
、
調
査
な
ど
の
補
償
、
測
量
調
査
な

ど
に
よ
る
損
失
の
補
償
額
は
当
該
行
為
に

よ
り
生
じ
た
直
接
の
損
失
を
適
正
に
算
定

し
た
額
。

Ｂ
滅
失
地
の
補
償
、
滅
失
し
た
土
地
の
損
失

に
つ
い
て
は
、
当
該
土
地
の
近
傍
類
似
の

土
地
を
取
得
す
る
に
要
す
る
費
用
を
補
償

額
と
す
る
。

Ｃ
返
還
に
伴
う
補
償
、
土
地
返
還
に
伴
う
損

失
補
償
額
は
、
当
該
土
地
を
原
状
に
回
復
す

る
に
要
す
る
費
用
、
ま
た
は
同
地
積
の
近
傍

類
似
の
土
地
を
返
還
時
に
取
得
す
る
に
要
す

る
費
用
、
及
び
物
件
を
当
該
土
地
に
復
帰
移

転
に
要
す
る
物
件
の
除
去
、
移
転
費
用
、
動

産
、
人
員
の
移
転
料
な
ど
の
所
要
経
費
並
び

に
原
状
回
復
ま
で
に
要
す
る
期
間
の
管
理

費
。
三
、
右
に
掲
げ
る
基
準
に
該
当
し
な
い
も
の

ま
た
は
特
殊
異
例
に
わ
た
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
個
々
の
事
実
に
よ
り
右
基
準
の
類
似
項

目
を
準
用
し
、
或
は
慣
習
を
斟
し
や
く
し
て

適
正
に
評
価
す
る
も
の
と
す
る
。

立
法
院
／
”
軍
用
地
要
望
決
議
”

可
決
／
き
よ
う
代
表
渡
米
を

決
議
　
　

琉
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・
５
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十
九
日
夕
刻
か
ら
よ
る
に
か
け
て
の
立
法
院

本
会
議
は
、
派
米
代
表
の
折
衝
基
本
線
と
な

る
決
議
案
い
わ
ゆ
る
一
、
適
正
補
償
に
よ
る

年
毎
の
再
評
価
。
一
、
一
括
払
反
対
と
一
年

毎
の
支
払
。
一
、
新
規
収
用
反
対
と
不
使
用

地
の
開
放
要
請
を
骨
子
と
し
た

軍
用
地
問

題
に
関
す
る
要
望
決
議
案

大
山
土
地
特

別
委
員
長
発
議

満
場
一
致
で
可
決
し
た

後
、
兼
次
氏

社

が
去
る
十
一
、
十
二
、

十
三
日
に
わ
た
つ
て
派
米
代
表
内
定
の
六
氏

が
モ
ー
ア
副
長
官
ら
と
会
談
し
た
際
の

ノ
ー
・
コ
メ
ン
ト
に
付
さ
れ
た
会
談
内
容
に

つ
い
て
大
山
、
長
峯
、
新
里
氏
を
追
及
、
同

氏
ら
は
始
め
て
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
た
。
な

お
平
良

幸

氏

社

、
兼
次
氏
ら
が
代

表
を
派
米
す
る
む
ね
の
決
議
案
の
上
程
を
求

め
た
が
、
論
議
の
結
果
こ
れ
を
き
よ
う
の
本

会
議
に
持
ち
越
し
た
。

十
九
日
午
後
の
本
会
議
に
先
立
ち
、
軍
用

地
問
題
要
望
決
議
案
に
対
す
る
各
党
意
見

調
整
打
合
せ
会
は
、
同
日
午
後
三
時
、
土

地
委
を
中
心
と
し
て
各
代
表
が
集
ま
り
午

後
二
時
開
会
意
見
調
整
の
結
果
決
議
案
中

の
”
一
括
払
”
を
”
い
わ
ゆ
る
無
期
限
使

用
一
括
払
”
に
”
地
主
”
を
”
住
民
”
に
”

賃
借
料
”
を
”
使
用
料
”
に
改
め
、
文
章

表
現
を
具
体
的
に
強
め
た
ほ
か
、
軍
道
路

に
よ
る
潰
地
の
補
償
に
つ
い
て
は
滅
失
地

と
し
て
補
償
す
べ
き
だ
と
す
る
仲
本
氏

無

に
た
い
し
、
民
主
、
社
大
側
が
一

括
払
反
対
の
線
を
弱
め
る
と
し
て
反
対
し

て
結
論
を
得
ず
本
会
議
に
も
ち
こ
ん
だ
。

十
九
日
の
立
法
院
本
会
議
は
午
後
四
時
五
十

三
八
九

一
九
五
五
年

昭
和
三
十
年

五
月



五
分
開
会
、
直
ち
に
軍
用
地
問
題
に
関
す
る

決
議
案
を
上
程
、
休
け
い
し
て
大
山
軍
用
地

特
別
委
員
長
が
同
日
午
後
の
各
党
調
整
の
結

果
に
つ
い
て
報
告
と
説
明
を
行
な
つ
た
後
、

仲
本
氏
が
米
軍
に
よ
り
潰
れ
た
道
路
の
補
償

は
琉
球
政
府
に
相
当
額
を
補
助
す
る
む
ね
の

一
項
を
決
議
案
の
別
添
書
、
補
償
要
綱
に
追

加
す
る
と
い
う
修
正
案
を
提
出
し
た
が
、

種
々
論
議
の
結
果
、
米
軍
に
よ
り
つ
ぶ
れ
た

道
路
を
現
在
軍
用
地
以
外
に
お
け
る
道
路
に

す
る
こ
と
で
だ
結
を
み
、
こ
れ
を
委
員
会
原

案
と
認
め
て
可
決
し
た
。

次
い
で
兼
次
氏
が
派
米
代
表
決
議
を
日
程
に

あ
げ
る
こ
と
を
緊
急
動
議
と
し
て
提
出
、
こ

れ
に
大
山
土
地
委
員
長
は
人
選
が
未
決
定
で

あ
る
と
答
え
た
後
、
大
湾
氏
が
琉
球
政
府
は

外
交
権
が
な
い
、
代
表
内
定
者
は
事
前
に
副

長
官
ら
と
調
整
し
て
い
る
。
日
本
政
府
代
表

と
と
も
に
渡
米
す
べ
き
こ
と
を
理
由
に
代
表

の
派
米
に
は
反
対
で
あ
る
と
述
べ
た
後
、

秘
密
会
談
の
内
容
発
表
／
一
括
払
反
対

と
適
正
補
償
を
訴
え
た

兼
次
氏

社

派
米
代
表
は
三
名

大
山
、

長
峯
、
新
里
氏

は
正
式
決
定
し
て
い
な
い

が
、
予
備
的
折
衝
を
な
し
て
い
る
。
折
衝
内

容
に
つ
い
て
も
ノ
ー
・
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る

の
は
住
民
を
し
て
疑
惑
を
い
だ
か
し
め
る
、

そ
の
た
め
こ
れ
が
発
表
を
求
め
る
。

長
峯
氏

無

自
分
ら
は
代
表
と
し
て
折
衝

し
た
の
で
は
な
い
、
呼
ば
れ
て
向
う

モ
ー

ア
副
長
官
ら

の
質
問
に
答
え
た
だ
け
で
、

そ
の
内
容
は
一
、
賃
借
料
は
九
億
九
千
余
円

が
適
正
と
み
ら
れ
る
の
で
こ
の
額
を
要
望
す

る
。
但
し
折
衝
中
に
お
い
て
再
考
慮
し
な
い
で
も

な
い
。
一
、
一
括
払
は
反
対
で
あ
る
、
ま
し

て
額
が
二
、
三
十
億
円
程
度
の
も
の
は
全
く

話
し
に
な
ら
な
い
。

新
里
氏

民

第
一
日
目
は
ア
メ
リ
カ
に

お
け
る
予
算
編
成
の
手
続
す
な
わ
ち
予
算
は

十
八
カ
月
前
か
ら
資
料
を
集
め
て
編
成
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
と
。

沖
縄
の
土
地
賃
借
料
に
つ
い
て
は
米
国
で
も

陸
軍
、
国
防
省
が
Ｄ
・
Ｅ
の
査
定
に
基
い
て

既
に
計
算
し
て
あ
り
、
そ
の
た
め
渡
米
に
際

し
て
は
、
そ
れ
を
打
消
す
だ
け
の
科
学
資
料

を
持
つ
て
行
け
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。
そ

の
翌
日
は
一
括
払
絶
対
反
対
と
彼
ら
が
適
正

と
思
つ
て
い
る
現
賃
借
料
を
否
定
す
る
話
し

合
い
を
し
、
三
日
目
は
、
適
正
補
償
と
し
て

年
額
七
百
九
十
三
万
八
千
ド
ル
を
要
求
し
、

一
括
払
は
反
対
で
あ
る
こ
と
を
書
面
で
提
出

し
た
。

大
山

社

モ
ー
ア
副
長
官
と
の
会
談
内

容
は
一
、
年
額
七
百
九
十
三
万
八
千
ド
ル
を

適
正
補
償
と
認
め
要
求
す
る
が
、
折
衝
の
期

間
中
に
考
慮
の
余
地
が
あ
る
、
一
、
二
、
三

十
億
円
と
い
う
一
括
払
は
考
慮
の
余
地
が
な

い
こ
と
を
提
出
し
た
。
副
長
官
は
こ
れ
を
米

国
に
送
り
、
そ
の
回
答
に
よ
つ
て
措
置
す
る

と
い
つ
て
い
た
。

兼
次
氏

そ
れ
以
外
に
秘
密
に
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
な
い
か
。

大
山
氏

会
談
初
日
に
副
長
官
が
こ
の
こ
と

は
公
表
し
な
い
よ
う
に
と
い
う
前
提
で
、
三

日
間
話
を
進
め
た
だ
け
だ
。

兼
次
氏

年
額
七
百
九
十
三
万
八
千
ド
ル
を

再
考
慮
す
る
と
言
つ
た
と
い
う
が
、
ど
う
い

う
こ
と
か
。
ま
た
一
括
払
反
対
の
書
簡
を
提

出
し
た
こ
と
は
い
か
な
る
権
限
に
基
い
た

か
。
長
峯
氏

一
行
の
代
表
は
行
政
主
席
に
す
る

と
い
う
こ
と
を
話
合
つ
た
が
、
き
よ
う
の
二

点
は
代
表
と
し
て
で
は
な
く
質
問
に
個
人
と

し
て
補
償
要
綱
に
基
い
て
答
え
た
の
だ
、
権

限
は
何
も
な
い
。

兼
次
氏

再
考
慮
の
余
地
が
あ
る
と
い
つ
た

こ
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
。
要
望
決
議
の
力

を
落
す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
原
則
的
に
は
一

括
払
反
対
と
言
い
、
二
、
三
十
億
円
で
は
考

慮
の
余
地
が
な
い
と
言
つ
て
い
る
が
、
額
の

如
何
で
は
考
慮
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

長
峯
氏

折
衝
途
中
で
ア
メ
リ
カ
が
収
益
説

に
基
き
科
学
的
賃
借
料
を
算
出
し
、
そ
れ
が

だ
当
で
あ
れ
ば
、
両
者
の
差
が
で
る
。
ま
た

日
本
の
場
合
は
農
業
所
得
の
八
十
％
が
補
償

額
と
な
つ
て
い
る
が
、
沖
縄
は
百
％
を
要
求

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
日
本
に
準
じ
て
補
償

す
る
と
言
い
出
し
た
場
合
は
そ
れ
が
九
十
ま

た
は
八
十
％
な
ら
考
慮
し
て
も
い
い
と
い
う

こ
と
と
、
二
、
三
十
億
円
の
金
額
の
こ
と
は
、

金
額
如
何
に
よ
つ
て
も
一
括
払
は
反
対
だ
と

い
う
こ
と
す
な
わ
ち
一
括
払
を
強
く
打
消
す

つ
も
り
で
使
つ
た
。

都
計
案
を
審
議
／
合
併
特
別
委

設
置
を
提
案
／
那
覇
市
会

沖
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・
夕
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第
四
回
那
覇
市
臨
時
議
会
は
二
十
三
日
午
前

十
時
四
十
分
開
か
れ
た
。
今
回
の
議
会
の
招

集
さ
れ
た
主
な
目
的
は
、
こ
の
程
完
成
し
た

都
市
計
画
案
の
審
議
を
す
る
た
め
で
あ
る
。

ま
ず
市
当
局
提
案
の

都
市
計
画
区
域
の
拡

張
及
び
都
市
計
画
施
設
の
決
定

の
提
案
理

由
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。
二
年
が
ゝ
り
に
完

成
さ
れ
た
ぼ
う
大
な
都
計
案
の
説
明
を
き
く

に
は
相
当
な
時
間
が
か
ゝ
る
と
し
て
、
こ
れ

を
午
後
に
持
越
し
午
前
中
は
陳
情
そ
の
他
の

議
案
を
処
理
し
た
。
こ
ゝ
数
年
懸
案
に
な
つ

て
い
る
合
併
問
題
が
再
燃
、
喜
久
山
朝
重
、

比
嘉
朝
四
郎
、
辺
野
喜
英
興
の
三
議
員
か
ら

都
市
合
併
特
別
委
員
会
の
設
置
に
関
す
る
決

議
案
が
提
出
さ
れ
た
。
比
嘉
議
員
か
ら
次
の

よ
う
な
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
つ
た
。

全
琉
住
民
の
関
心
事
で
あ
る
那
覇
、
真
和

志
両
市
の
合
併
に
つ
い
て
は
首
都
建
設
、

三
九
〇

一
九
五
五
年

昭
和
三
十
年

五
月



都
市
計
画
、
都
市
経
営
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る

面
か
ら
そ
の
必
然
性
を
痛
感
す
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
早
期
実
現
が
望
ま
し
い
。
那

覇
、
真
和
志
は
す
で
に
一
つ
の
経
済
的
基

盤
の
上
に
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
つ
な
が

つ
て
い
る
。
昨
年
九
月
一
日
、
那
覇
、
首

里
、
小
禄
合
併
の
際
真
和
志
が
洩
れ
た
こ

と
は
不
幸
で
あ
つ
た
。
こ
れ
を
促
進
す
る

た
め
に
本
議
会
に
都
市
合
併
特
別
委
員
会

を
設
置
し
た
い
。

な
お
今
回
の
臨
時
市
会
の
会
期
は
四
日
以
内

と
き
ま
つ
た
。

派
米
代
表
団
勇
躍
出
発
／
昨
夕

軍
用
機
で
／
”
意
志
卒
直
に

訴
え
ん
”
／
決
意
新
に
ス
テ

ー
ト
メ
ン
ト
発
表

琉
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軍
用
地
問
題
折
衝
代
表
団

行
政
府
主
席
、

比
嘉
秀
平
、
経
済
企
画
室
長
瀬
長
浩
、
市
町

村
軍
用
土
地
連
合
会
長
桑
江
朝
幸
、
立
法
院

議
員
長
峯
秋
夫
、
大
山
朝
常
、
新
里
銀
三
の

六
氏
は
、
き
の
う
午
後
六
時
十
分
小
雨
降
る

中
を
軍
官
民
約
二
百
名
の
見
送
を
受
け
て
空

路
東
京
経
由
ワ
シ
ン
ト
ン
に
向
つ
た
。
嘉
手

納
空
港
ロ
ビ
ー
は
定
刻
前
か
ら
既
に
約
百
数

十
人
の
見
送
人
で
ご
つ
た
返
し
、
ジ
ヨ
ン
ソ

ン
首
席
民
政
官
始
め
民
政
府
の
各
職
員
、
与

儀
副
主
席
、
大
浜
立
法
院
議
長
、
政
府
各
局

長
、
朝
野
の
知
名
士
更
に
代
表
団
の
家
族
が

顔
を
見
せ
て
い
た
。
こ
の
日
モ
ー
ア
副
長
官

は
公
務
の
た
め
顔
を
見
せ
ず
、
代
つ
て
原
田

副
官
か
ら

一
同
元
気
で
が
ん
張
つ
て
く
る

よ
う

に
と
の
言
葉
が
伝
え
ら
れ
、
各
代
表

と
も
そ
れ
ぞ
れ
使
命
達
成
の
固
い
決
意
を
ひ

れ
き
、
次
の
よ
う
な
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
発

表
し
て
、小
雨
の
中
を
機
上
の
人
と
な
つ
た
。

▽
住
民
並
び
に
地
主
各
位
、
軍
用
地
問
題
解

決
の
た
め
渡
米
の
途
に
つ
く
に
当
り
一
言
申

上
げ
た
い
。

御
承
知
の
と
お
り
私
ど
も
の
前
途
に
は
大
き

な
困
難
が
予
想
さ
れ
る
状
態
に
あ
る
。
こ
の

際
私
ど
も
と
し
て
は
全
住
民
の
力
強
い
支
持

を
た
の
み
と
し
、
六
名
力
を
合
わ
せ
て
全
住

民
と
地
主
の
正
し
い
意
志
と
軍
用
地
問
題
の

実
情
を
卒
直
且
つ
十
分
に
開
陳
し
、
四
原
則

に
の
つ
と
つ
て
使
命
達
成
に
最
善
を
つ
く
す

つ
も
り
で
あ
る
。

町
か
ら
村
か
ら
／
都
計
区
域
を

視
察
／
那
覇
の
議
員
さ
ん

沖
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・
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○

那
覇
市
会
で
は
二
十
四
日
ひ
る
一
時
十

五
分
か
ら
七
時
ま
で
約
六
時
間
に
わ
た
り
、

都
市
計
画
区
域
の
実
地
視
察
を
し
た
。

視
察
場
所
は
日
頃
め
つ
た
に
い
か
な
い
郊
外

の
公
園
計
画
地
や
、
都
計
区
域
の
境
界
線
な

ど
辺
ぴ
な
と
こ
ろ
に
限
ら
れ
行
程
は
つ
ぎ
の

通
り
で
あ
つ
た
。

市
役
所

潟
原

商
業
地
帯

泊

臨
港

地
区

安
謝

境
界
線

安
里

安
里

川
改
修

西
森

公
園

弁
ケ
岳

公

園

｜
竜
た
ん

公
園

識
名

霊
苑

真
玉
橋

漫
湖

豊
見
城
役
所

三
号

線

高
良

公
園

小
禄

旭
町

那
覇

港

辻
原
墓
地

波
の
上
。

合
併
委
決
る
／
那
覇
市
会

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
５
・
５
・
25

二
十
五
日
あ
さ
十
時
開
会
し
た
那
覇
市
会
で

は
、
真
和
志
と
の
合
併
問
題
を
促
進
す
る
た

め

都
市
合
併
研
究
特
別
委
員
会

の
委
員

数
及
び
委
員
を
次
の
よ
う
に
決
定
し
た
。

△
委
員
数
十
五
名
。
泉
正
重
、
長
嶺
将
真
、

宜
保
為
楷
、
石
川
清
三
郎
、
儀
武
息
睦
、
照

屋
正
徳
、
喜
久
山
朝
重
、
糸
数
昌
秀
、
赤
嶺

三
郎
、
久
高
友
敏
、
比
嘉
朝
四
郎
、
比
嘉
佑

直
、
高
良
清
二
、
辺
野
喜
英
興
、
渡
口
麗
秀
。

委
員
会
は
都
市
合
併
問
題
に
関
す
る
諸
調
査

研
究
を
な
し
、
閉
会
中
も
継
続
審
議
を
す
る

こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

那
覇
選
管
委
に
辞
職
勧
告

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
５
・
27

二
十
三
日
那
覇
市
会
で
泉
議
長
は
那
覇
市
選

挙
管
理
委
員
会
の
島
袋
委
員
長
他
四
名
の
全

委
員
に
対
し
て
六
月
三
十
日
付
で
辞
職
す
る

よ
う
進
め
る
と
語
つ
た
。
こ
れ
は
那
覇
市
選

管
委
が
こ
れ
ま
で
選
挙
毎
に
ミ
ス
し
て
来
た

責
任
を
問
お
う
と
い
う
も
の
で
、
委
員
更
迭

は
全
議
員
の
要
望
と
な
つ
て
い
た
。

更
に
泉
議
長
は
選
管
委
会
を
強
化
す
る
た
め

次
の
案
を
発
表
し
た
。

新
し
く
選
ば
れ
る
委
員
は
北
部
那
覇
一
名
、

中
部
那
覇
三
名
、
南
部
那
覇
一
名
、
計
五
名

三
名
常
勤
、
二
名
非
常
勤
委

と
す
る
。

委
員
長
は
高
給
で
選
挙
事
務
に
あ
た
り
、
優

秀
な
人
を
選
ぶ
。

書
記
一
名
増
員

平
素
か
ら
関
係
書
類
を
整

理
し
て
選
挙
の
際
、
失
態
を
防
ぐ

”
刑
務
所
の
移
転
”
／
都
計
案

に
那
覇
市
会
が
要
望

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
５
・
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那
覇
市
臨
時
議
会
最
終
日
の
二
十
六
日
は
午

後
一
時
再
開
、
二
十
五
日
に
ひ
き
つ
ゞ
き

都
市
計
画
区
域
の
拡
張
及
び
都
市
計
画
施

設
の
決
定
に
つ
い
て

の
慎
重
な
審
議
が

つ
ゞ
け
ら
れ
た
が
、
同
都
市
計
画
書
案
に
対

し
つ
ぎ
の
よ
う
な
修
正
、
要
望
に
付
し
て
市

長
あ
て
答
申
す
る
こ
と
に
決
定
、
午
後
三
時

三
十
分
、
四
日
間
に
わ
た
る
臨
時
議
会
の
幕

を
閉
じ
た
。

修
正

一
、
都
市
計
画
街
路
原
案
に
つ
ぎ

の
道
路
を
追
加
す
る
。

イ
、
観
音
堂
か
ら
琉
大
ま
で
の
道
路三

九
一

一
九
五
五
年

昭
和
三
十
年

五
月



ロ
、
松
川
か
ら
寒
川
、
金
城
の
南
側
を
通
る

道
路
二
、
都
市
計
画
学
校
中

イ
、
９
若
狭
町
地
先
埋
立
、
新
設
中
校
の

三
千
坪

と
あ
る
を

四
千
坪

に
修
正

す
る
。

ロ
、
第
七
号
、
第
九
号
、
第
十
号
、
第
十
一

号
、
各
号
備
考
欄
の

新
設
中
校

新
設

小
、
中
校

と
あ
る
を
そ
れ
ぞ
れ

新
設
校

に
修
正
す
る
。

三
、
都
市
計
画
公
団
中
、
イ
、
９
号
牧
志
御

嶽
六
百
四
十
坪

と
あ
る
を

千
三
百
六
十

九
坪

に
修
正
す
る
。
ロ
、
原
案
に
左
記
六

カ
地
域
に
追
加
す
る
。

△
末
吉
宮
周
辺

首
里

△
平
良
馬
場

首

里

△
高
良
御
嶽

小
禄

△
津
真
田
森

小
禄

△
豊
見
城
城
跡

豊
見
城

△
長

峯
城

豊
見
城

要
望
意
見

本
諮
問
那
覇
都
市
計
画
と
関

連
し
て
考
察
す
る
に
、
琉
球
の
首
都
大
那
覇

市
の
都
心
部
に
あ
る
沖
縄
刑
務
所
は
そ
の
周

辺
に
教
育
施
設
、
遊
園
地
施
設
部
な
ど
が
あ

り
、
子
弟
の
教
育
環
境
上
、
よ
ろ
し
く
な
い
。

又
都
市
計
画
諸
施
設
の
適
正
配
置
上
、
都
市

美
を
害
す
る
こ
と
お
び
た
だ
し
い
。
よ
つ
て

こ
れ
が
移
転
方
に
つ
き
特
に
配
慮
願
い
た

い
。
ま
た
緊
急
動
議
と
し
て
十
七
番
長
峯
議

員
か
ら
土
地
問
題
で
現
在
渡
米
中
の
比
嘉
主

席
一
行
に
対
す
る
激
励
電
報
を
う
つ
こ
と
二

提
案
さ
れ
た
が
、
全
会
一
致
で
可
決
、
那
覇

市
議
会
の
名
で
渡
米
団
に
電
報
を
お
く
る
こ

と
に
な
つ
た
。

”
真
和
志
の
方
針
を
打
診
”
／

初
の
那
覇
市
都
市
合
併
委

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
５
・
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さ
き
に
設
置
さ
れ
た
那
覇
市
議
会
都
市
合
併

研
究
特
別
委
員
会
で
は
三
十
日
午
後
三
時
か

ら
那
覇
市
議
会
室
で
合
併
問
題
に
対
す
る
大

綱
方
針
に
つ
い
て
第
一
回
協
議
会
を
開
い

た
。
先
ず
当
間
市
長
か
ら
合
併
に
対
す
る
市
長
と

し
て
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
ひ
き
つ
づ
き
、

委
員
側
に
活
発
な
意
見
が
展
開
さ
れ
た
が
、

真
和
志
側
の
都
市
合
併
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
て
す
で
に
半
年
近
く
も
な
る
の
に
、
い

ま
だ
に
合
併
に
対
す
る
基
本
方
針
も
設
立
さ

れ
て
お
ら
ず
、
真
和
志
委
員
間
の
意
見
の
調

整
も
な
さ
れ
て
い
な
い
実
情
に
か
ん
が
み
、

那
覇
市
側
で
は
一
応
真
和
志
側
の
合
併
に
対

す
る
基
本
方
針
を
打
診
し
て
か
ら
決
定
す
る

こ
と
に
な
つ
た
。

当
日
の
当
間
市
長
の
あ
い
さ
つ

那
覇
、

真
和
志
の
合
併
は
戦
前
、
私
の
市
長
時
代

か
ら
の
懸
案
で
あ
り
、
首
都
那
覇
市
の
行

政
区
域
に
編
入
す
る
こ
と
に
異
存
は
な

い
。
だ
が
、
戦
後
十
年
旧
那
覇
市
内
の
復

興
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
の
で
、
那
覇

市
議
会
な
ら
び
に
那
覇
市
民
の
多
数
が
早

急
な
旧
市
内
の
復
興
を
望
ん
で
い
る
と
思

う
。
那
覇
市
は
旧
那
覇
は
無
論
、
首
里
、

小
禄
も
こ
れ
か
ら
や
る
べ
き
事
業
を
あ
ま

り
に
多
く
も
ち
す
ぎ
て
い
る
の
で
真
和
志

は
合
併
さ
れ
て
も
す
ぐ
那
覇
市
か
ら
利
益

に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
み
じ
ん
も
考
え
て

は
い
け
な
い
、
こ
こ
数
年
、
少
く
も
私
の

任
期
中
は
真
和
志
の
事
業
面
ま
で
は
手
が

と
ど
か
な
い
。
財
政
的
、
事
業
的
に
み
た

場
合
、
合
併
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
那
覇
プ

ロ
パ
ー
か
ら
の
余
力
を
あ
て
に
さ
せ
な

い
。
要
す
る
に
真
和
志
と
の
合
併
は
那
覇

と
合
併
し
た
か
ら
と
い
つ
て
プ
ラ
ス
に
も

マ
イ
ナ
ス
に
も
な
ら
な
い
こ
と
を
十
分
承

知
せ
し
め
て
合
併
の
線
へ
も
つ
て
い
き
た

い
と
思
う
。

那
覇
・
真
和
志
の
合
併
す
す
む

／
ま
ず
は
腹
う
ち
わ
つ
て
／

き
の
う
両
委
員
会
の
お
見
合

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
５
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那
覇
、
真
和
志
両
市
の
合
併
問
題
は
去
る
二

十
四
日
の
那
覇
市
臨
時
議
会
に
都
市
合
併
研

究
特
別
委
員
会
が
生
れ
て
大
き
な
前
進
を
見

せ
た
が
、
那
覇
市
側
か
ら
の
申
し
入
れ
に
よ

り
三
十
日
ひ
る
五
時
か
ら
国
際
ホ
テ
ル
で
那

覇
、
真
和
志
両
市
議
会
合
併
特
別
委
員
会
の

初
顔
合
わ
せ
が
行
わ
れ
、
那
覇
市
か
ら
辺
野

喜
委
員
長
外
十
四
委
員
、
真
和
志
市
か
ら
新

里
委
員
長
外
九
委
員
に
森
田
、
奥
浜
正
副
議

長
ら
が
出
席
し
た
。
ま
ず
辺
野
喜
委
員
長
か

ら
、那
覇
市
議
会
に
も
合
併
委
員
会
が
で
き

真
和
志
市
議
会
の
委
員
の
皆
さ
ん
と
は
じ

め
て
懇
談
す
る
機
会
を
得
た
こ
と
は
嬉
し

い
。
今
後
両
委
員
会
で
腹
蔵
な
く
話
し
合

い
、
合
併
問
題
を
ス
ム
ー
ス
に
進
め
て
行

き
た
い

と
挨
拶
、こ
れ
に
た
い
し
て
新
里
委
員
長
は
、

早
期
合
併
は
世
論
の
一
致
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
主
導
権
は
那
覇
市
に
あ
り
、
い
わ

ば
真
和
志
は
嫁
に
行
く
よ
う
な
も
の
で
、
婿

の
那
覇
市
の
意
中
を
よ
く
知
る
必
要
が
あ

る
。
那
覇
市
に
合
併
特
別
委
員
会
が
発
足
し

た
こ
と
を
喜
ぶ

と
答
え
、
合
併
の
具
体
的

な
問
題
に
は
ふ
れ
ず
、
両
者
席
を
交
互
に
着

席
、
夕
食
を
と
も
に
し
な
が
ら
和
気
あ
い
あ

い
の
う
ち
に
懇
談
が
行
わ
れ
た
。

軍
用
地
開
放
／
二
万
二
千
坪

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
６
・
12

民
政
府
土
地
課
で
は
十
日
、
二
万
二
千
四
百

九
十
六
・
三
三
坪

十
八
・
三
八
エ
ー
カ
ー

の
軍
使
用
地
を
地
主
へ
開
放
す
る
と
発
表
し

た
。
新
開
放
地
は
、
久
米
島
具
志
川
村
、
宜
野
湾

村
、
那
覇
市
に
在
る
九
十
三
地
域
で
あ
る

三
九
二

一
九
五
五
年

昭
和
三
十
年

五
｜
六
月



宜
野
湾
村
字
真
志
喜
小
字
蔵
桃
原
在
の
牧
港

Ｈ
地
域

元
病
院

の
八
千
六
百
二
十
一
坪

七
・
○
五
エ
ー
カ
ー

に
お
よ
ぶ
十
三
地

域▽
那
覇
市
松
下
町
一
丁
目
の
那
覇
Ｃ

三
地

域

Ｑ
Ｍ
廃
品
集
積
所

の
七
千
四
百
七
十

六
・
五
一
坪

六
・
一
一
エ
ー
カ
ー

の
面

積
よ
り
成
る
三
十
九
地
域

▽
那
覇
市
松
下
町
二
丁
目
の
那
覇
Ｃ

六
地

域
の
四
千
九
百
二
十
三
・
八
二
坪

四
・
二

エ
ー
カ
ー

の
面
積
よ
り
な
る
四
十
地
域

▽
久
米
島
具
志
川
村
字
西
銘
小
字
山
蔵
原
の

米
空
軍
使
用
地
だ
つ
た
一
千
四
百
七
十
五
坪

一
・
二
エ
ー
カ
ー

の
面
積
よ
り
な
る
地

域
の
一
部
。

名
実
共
に
都
市
建
設
へ
／
当
間

市
長
施
政
方
針
演
説
で
言
明

琉
新
・
夕
　
１
９
５
５
・
６
・
14

第
五
回
那
覇
市
定
例
議
会
は
十
四
日
午
前
十

時
か
ら
市
会
議
室
で
開
か
れ
た
。

先
ず
会
期
を
来
る
二
十
八
日
ま
で
の
十
五
日

間
と
決
め
た
の
ち
、
当
間
市
長
か
ら
一
九
五

六
年
施
政
方
し
ん
演
説
が
あ
つ
た
。

施
政
方
針
要
旨

新
年
度
に
お
け
る
那
覇
市

の
市
政
そ
の
基
本
的
な
原
則
と
し
て
つ
ぎ
に

か
ゝ
げ
る
諸
項
目
に
重
点
を
お
い
て
運
営
し

て
い
く
べ
く
格
別
の
努
力
を
傾
注
し
、
琉
球

の
首
都
と
し
て
か
つ
ま
た
国
際
都
市
と
し
て

恥
じ
な
い
内
容
形
態
を
整
え
て
い
く
所
存
で

あ
る
。

１

都
市
計
画
な
ら
び
に
事
業
の
推
進
、

都
市
区
画
整
理
継
続
実
施

わ
が
那
覇
市
の
都
市
計
画
は
歴
代
市
長
の
基

本
方
し
ん
に
も
と
づ
き
す
で
に
五
カ
年
の
歩

み
を
つ
ゞ
け
た
。
そ
の
間
、
通
算
し
て
八
千

万
円
の
巨
額
に
の
ぼ
る
事
業
費
を
投
じ
復
興

の
成
果
を
収
め
た
。
こ
の
立
案
に
あ
た
つ
て

は
早
大
教
授
石
川
博
士
の
指
導
を
仰
い
だ
、

都
市
計
画
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
現
在
政
府

に
提
出
中
の
都
市
計
画
案
が
主
席
の
認
可
に

な
れ
ば
早
急
に
計
画
区
域
内
に
お
け
る
未
決

定
の
各
種
施
設
を
つ
く
り
、
そ
の
完
遂
を
期

す
都
市
計
画
は
あ
る
意
味
に
お
い
て
は
国
造

ク
ニ
ヅ
ク
リ

で
あ
り
、
ご
く
基
本
的
事

業
お
よ
び
施
設
の
み
を
対
象
と
し
ま
し
て
も

概
算
二
十
数
億
の
巨
費
を
要
す
る
。民
政
府
、

琉
球
政
府
、
市
民
の
皆
様
の
協
力
を
得
て
一

つ
、
一
つ
施
行
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

区
画
整
理
事
業
は
複
雑
な
要
素
を
も
つ
事
業

で
あ
り
、
那
覇
市
は
五
十
二
年
度
に
区
画
整

理
を
開
始
し
て
今
日
に
至
つ
て
い
る
が
、
五

十
六
年
度
は
こ
れ
を
継
続
実
施
致
し
、
換
地

計
画
は
今
年
度
末
ま
で
に
終
了
致
す
べ
く
努

力
中
で
あ
る
。
さ
ら
に
地
区
内
の
整
理
、
道

路
な
ど
の
工
事
は
こ
れ
を
向
う
二
カ
年
以
内

に
換
地
精
算
、
お
よ
び
換
地
処
分
な
ど
の
事

業
、
終
結
業
務
は
一
九
六
〇
年
に
そ
れ
ぞ
れ

五
カ
年
の
継
続
事
業
の
一
環
と
し
て
完
了
す

べ
く
一
段
と
努
力
し
た
い
、
そ
の
他
新
年
度

に
お
い
て
は
辻
町
、
若
狭
町
の
墓
地
整
理
と

関
連
す
る
霊
苑
計
画
を
実
施
致
し
、
全
市
内

の
墓
地
整
理
の
サ
キ
ガ
ケ
と
な
し
、
そ
の
促

進
を
は
か
り
た
い
と
存
じ
て
い
る
。
さ
ら
に

市
民
の
関
心
事
で
あ
る
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
に

つ
い
て
は
今
年
度
末
ま
で
に
は
恒
久
的
な
バ

ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
設
置
、
市
民
の
便
に
供

し
た
い
。
以
上
の
べ
た
よ
う
に
那
覇
市
の
都

市
計
画
は
新
年
度
が
そ
の
基
礎
樹
立
の
と
き

と
も
い
う
べ
き
で
、
こ
の
際
都
市
計
画
課
を

事
業
面
と
計
画
面
を
分
け
る
た
め
、
あ
ら
た

に
区
民
整
理
課
を
設
け
る
。

２

基
本
産
業
の
振
興

従
来
那
覇
市
は
商
業
小
規
模
な
工
業
と
水
産

業
が
あ
つ
た
が
、
隣
接
市
村
の
合
併
に
よ
り

新
た
に
農
業
が
加
え
ら
れ
新
年
度
は
商
業
面

の
内
容
充
実
に
つ
と
め
る
と
共
に
工
業
、
農

業
、
水
産
業
な
ど
生
産
面
に
お
い
て
は
そ
れ

ぞ
れ
、
そ
の
基
本
施
設
の
強
化
を
な
し
産
業

全
般
な
面
で
は
経
済
審
議
会
の
設
置
な
ど
に

よ
り
、
産
業
施
策
に
万
全
を
期
し
、
消
費
都

市
か
ら
生
産
都
市
へ
の
方
向
に
む
け
る
。

３

社
会
福
祉
の
拡
充

都
市
の
復
興
発
展
と
相
ま
つ
て
、
社
会
福
祉

事
業
、
社
会
教
育
、
職
業
補
導
、
衛
生
事
業

な
ど
の
市
民
生
活
に
関
係
の
深
い
も
の
を
政

府
の
民
生
安
定
諸
策
と
相
呼
応
し
万
全
を
期

し
た
い
救
済
家
屋
の
増
築
、
完
備
、
貧
困
者

の
救
済
、
児
童
健
康
相
談
所
及
び
子
供
の
遊

び
場
、
市
営
住
宅
の
建
設
に
意
を
注
ぐ
。

４

内
政
面
の
刷
新
及
び
合
理
化

大
幅
な
人
事
配
置
の
変
換
、諸
制
度
の
強
化
、

改
正
な
ど
思
い
切
つ
た
刷
新
策
を
と
る
こ
と

に
よ
り
、
人
心
の
一
新
を
は
か
り
、
給
与
の

改
善
、
綱
紀
の
し
ゆ
く
正
、
ま
た
役
所
機
構

の
合
理
化
、
窓
口
事
務
の
改
善
に
傾
注
す
る
。

５

健
全
財
産
の
堅
持

不
要
、
不
急
の
経
費
の
圧
縮
、
内
政
面
の
整

理
統
合
に
よ
る
経
費
の
節
減
を
は
か
り
積
極

的
に
財
源
の
開
発
に
の
り
だ
す
。

公
有
水
面
埋
立
／
那
覇
市
へ
手

続
指
示

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
６
・
15

先
に
那
覇
市
で
は
安
里
川
下
流
の
公
有
水
面

を
埋
立
て
る
べ
く
政
府
を
通
じ
て
民
政
府
に

埋
立
認
可
を
要
請
し
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど

次
の
手
続
き
を
完
了
し
た
ら
可
能
で
あ
ろ
う

と
の
書
簡
が
送
ら
れ
て
き
た
。

一
、
公
有
水
面
埋
立
許
可
申
請
書
は
五
部

提
出
を
要
す
る
が
二
部
し
か
で
て
い
な

い
。
二
、
申
請
人
が
市
町
村
で
あ
る
場
合
は
埋

立
に
関
す
る
当
該
市
町
村
議
会
の
議
決
書

の
証
本
に
予
算
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
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三
、
埋
立
予
定
地
域
に
は
地
下
埋
没
さ
れ

た
施
設

水
道
関
係

の
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
が
、
申
請
書
に
添
付
さ
れ
て

い
る
計
画
書
に
は
埋
立
の
影
響
を
受
け
る

同
施
設
の
部
分
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

｜
社
　
説
｜

都
市
合
併
と
旧
市
内
の
復
興

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
６
・
16

那
覇
真
和
志
の
合
併
問
題
は
依
然
と
し
て

足
踏
み
の
状
態
を
続
け
て
お
り
、
早
急
の
実

現
は
こ
こ
の
と
こ
ろ
望
み
薄
の
形
で
あ
る
。

都
市
合
併
の
問
題
は
得
て
し
て
政
治
的
な
諸

要
素
が
か
ら
み
合
つ
て
問
題
の
解
決
が
お
く

れ
が
ち
で
あ
る
が
、
合
併
の
是
非
に
つ
い
て

は
既
に
こ
れ
ま
で
論
じ
尽
さ
れ
て
来
た
こ
と

で
あ
る
し
、
両
市
の
当
局
及
び
議
会
が
出
来

る
だ
け
早
く
環
境
の
整
備
を
急
ぎ
合
併
実
現

の
機
会
を
つ
く
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
を
望

み
た
い
。

首
都
の
合
併
問
題
は
も
と
も
と
那
覇
と
真

和
志
の
合
併
問
題
が
主
体
で
あ
つ
た
し
、
首

里
、
小
禄
は
そ
の
延
長
と
し
て
考
え
ら
れ
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
真
和
志
自
体
内
の
複
雑
な

政
治
的
諸
事
情
が
災
い
し
て
、
遂
に
昨
年
秋

に
訪
れ
た
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
を
逸
し
て
合
併

を
見
送
り
、
他
の
二
市
一
村
の
み
の
合
併
に

終
つ
た
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
真
和
志
で

は
引
き
つ
づ
き
行
わ
れ
た
市
長
選
挙
で
、
即

時
編
入
合
併
論
者
の
翁
長
氏
が
勝
利
を
得
た

の
を
機
と
し
て
、
真
和
志
議
会
内
部
で
に
わ

か
に
早
期
編
入
合
併
の
空
気
が
強
く
な
り
、

こ
の
線
に
向
つ
て
の
積
極
的
な
動
き
が
み
ら

れ
た
。
都
市
合
併
を
一
挙
に
可
決
し
た
り
、
都
市

合
併
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
合
併
促
進
法

の
立
法
を
そ
の
筋
に
要
請
し
た
り
、
近
く
は

那
覇
市
側
の
首
脳
部
と
会
見
し
て
そ
の
意
向

を
打
診
す
る
一
方
、
翁
長
市
長
が
都
市
合
併

問
題
研
究
の
た
め
渡
日
す
る
な
ど
、
か
な
り

の
熱
意
を
見
せ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
こ
の
動
き
に
対
し
て
那
覇
市
側

は
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
極
め
て
冷
静
な
態
度
で

臨
ん
で
い
る
。
対
等
合
併
を
強
く
主
張
し
て

譲
ら
な
か
つ
た
真
和
志
の
野
党
議
員
た
ち

前
の
与
党

が
、
今
度
は
打
つ
て
変
つ
て

編
入
合
併
論
に
く
ら
替
え
し
て
こ
の
問
題
の

主
導
権
を
握
つ
て
し
ま
つ
た
こ
と
に
対
し
那

覇
市
側
で
は
ま
だ
割
り
切
れ
な
い
も
の
を
感

じ
て
い
る
向
き
も
あ
る
よ
う
だ
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
真
和
志
側
の
呼
び
か
け
に
対
し
て

は
何
等
か
の
手
を
打
た
ぬ
わ
け
に
は
い
か

ず
、
去
る
五
月
の
臨
時
議
会
で
、
都
市
合
併

研
究
委
員
会
の
設
置
を
み
る
に
至
つ
た
。
先

般
開
か
れ
た
第
一
回
委
員
会
で
は
時
期
尚
早

論
の
空
気
が
強
か
つ
た
と
伝
え
ら
れ
、
真
和

志
の
合
併
に
対
す
る
真
意
を
確
め
て
か
ら
態

度
を
決
め
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
つ
た
ら
し

い
。那
覇
市
で
は
合
併
問
題
よ
り
も
ま
ず
市
内

の
復
興
に
力
を
入
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
声
が

最
近
市
民
の
間
に
強
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

戦
後
米
軍
に
よ
つ
て
使
用
さ
れ
て
い
た
旧
市

内
が
数
年
前
か
ら
次
々
と
開
放
さ
れ
、
現
在

で
は
極
く
一
部
を
残
す
ほ
か
は
ほ
と
ん
ど
地

主
に
返
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
地
域

へ
の
民
家
の
移
動
は
ま
だ
遅
々
と
し
て
捗
つ

て
い
な
い
。
市
当
局
で
は
こ
の
地
域
を
区
画

整
理
地
区
に
指
定
し
て
強
力
に
都
市
計
画
を

進
め
て
い
る
。

区
画
整
理
は
都
市
計
画
の
根
幹
を
な
す
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
莫
大
な
費
用
と
煩

さ
な
換
地
事
務
を
伴
う
た
め
に
、
ど
こ
の
都

市
で
も
こ
れ
の
実
施
に
当
つ
て
は
大
き
な
困

難
を
経
験
し
て
い
る
よ
う
だ
。
那
覇
市
も
そ

の
例
に
も
れ
ず
、
区
画
整
理
事
務
は
決
し
て

は
か
ば
か
し
い
状
態
に
あ
る
と
は
い
え
な

い
。
し
た
が
つ
て
旧
市
内
の
復
興
は
ま
だ
ま

だ
何
等
み
る
べ
き
成
果
を
あ
げ
て
い
な
い
と

い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。
那
覇
市
の
立
地
条

件
か
ら
み
て
も
沖
縄
本
島
の
玄
関
で
あ
る
那

覇
港
の
良
港
を
控
え
て
い
る
事
だ
し
、
こ
れ

を
重
要
な
足
場
と
し
て
都
市
形
態
が
整
え
ら

る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

し
た
が
つ
て
港
と
都
市
の
間
に
空
白
地
帯
が

ひ
ろ
が
つ
て
い
る
現
状
は
極
め
て
不
自
然
な

姿
で
あ
り
、
そ
の
間
げ
き
を
出
来
る
だ
け
早

く
充
め
る
努
力
が
都
市
を
本
来
の
姿
に
建
て

直
す
所
以
で
あ
る
。

旧
市
内
に
所
有
地
を
持
つ
多
数
の
市
民
や

戦
前
旧
市
内
に
住
ん
で
い
た
人
々
な
ど
が
旧

市
内
の
復
興
を
待
ち
望
む
こ
と
は
至
極
当
然

で
あ
る
。
隣
接
市
村
と
の
合
併
で
騒
ぎ
ま
わ

る
よ
り
、
な
ぜ
旧
市
内
の
復
興
を
急
が
な
い

か
と
い
う
声
も
出
て
来
る
わ
け
で
あ
る
。
真

和
志
と
の
合
併
は
む
し
ろ
こ
の
旧
市
内
の
復

興
を
阻
害
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
考
え
方

さ
え
生
れ
て
来
て
い
る
よ
う
だ
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
那
覇
市
側
の
都
市

合
併
に
対
す
る
熱
意
を
冷
却
さ
せ
て
い
る
と

す
る
な
ら
ば
、
こ
の
際
大
い
に
再
検
討
し
て

み
る
必
要
が
あ
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
既

に
首
里
、
小
禄
を
抱
き
こ
ん
だ
那
覇
市
が
更

に
真
和
志
を
併
合
し
た
場
合
、
地
域
的
な
利

害
関
係
か
ら
我
田
引
水
的
な
議
会
か
け
ひ
き

を
招
き
、
予
算
の
分
取
り
合
戦
な
ど
で
従
来

の
那
覇
市
が
不
利
な
立
場
に
追
い
こ
ま
れ
る

と
い
つ
た
よ
う
な
事
態
が
起
る
こ
と
も
一
応

は
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
旧
市
内
の

都
市
計
画
が
こ
れ
に
よ
つ
て
妨
げ
ら
れ
る
と

考
え
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
旧
市
内
の
区

画
整
理
事
業
は
各
地
主
の
協
力
に
よ
り
三
割

減
歩
率
の
形
で
の
負
担
で
遂
行
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
都
市
合
併
と
は
一
応
関
係
の
な
い

も
の
で
あ
る
。
他
の
予
算
面
で
多
少
地
域
的

な
対
立
は
出
て
く
る
に
せ
よ
、
そ
れ
ほ
ど
憂
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う
べ
き
程
の
も
の
と
は
思
え
な
い
。

都
市
合
併
の
合
理
性
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま

で
既
に
論
じ
尽
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
し
、
そ

の
是
非
に
つ
い
て
今
更
議
論
を
む
し
返
す
ほ

ど
の
こ
と
も
あ
る
ま
い
。

お
そ
ら
く
要
は
時
期
の
問
題
だ
と
思
わ
れ

る
。
首
長
や
議
員
の
任
期
な
ど
も
か
ら
ん
で

実
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
あ
る
が
、
こ
の

時
期
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
首
長
、
議
員
た

ち
が
自
己
の
選
挙
地
盤
に
対
す
る
配
慮
な
ど

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
大
局
的
な
立
場
か

ら
最
も
適
切
な
時
機
を
選
ぶ
よ
う
努
力
し
て

欲
し
い
。
こ
れ
ま
で
合
併
の
実
現
を
阻
ん
で

来
た
も
の
が
何
ん
で
あ
つ
た
か
を
顧
み
て
、

互
い
に
疑
心
暗
鬼
の
心
を
か
な
ぐ
り
捨
て
ぬ

限
り
、
折
角
訪
れ
て
来
る
好
機
を
も
再
び
逸

し
て
し
ま
う
恐
れ
な
し
と
し
な
い
。

予
算
、
委
員
会
へ
付
託
／
き
の

う
那
覇
市
会
本
会
議

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
６
・
21

二
十
日
の
那
覇
市
会
本
会
議
は
午
前
十
時
十

五
分
開
会

五
六
年
度
才
入
才
出
予
算
案

を
始
め
と
す
る
予
算
及
び
決
算
関
係
の
議
案

を
、
そ
れ
ぞ
れ
委
員
会
に
付
託
し
た
。
議
決

さ
れ
た
案
件
の
主
な
る
も
の
は
つ
ぎ
の
通

り
。
▽
泊
港
の
埋
立
地
に
、
琉
石
が
現
在
六
百
九

十
八
坪
の
市
有
地
を
借
り
て
い
る
が
、
油
脂

燃
料
タ
ン
ク
及
び
事
務
所
用
地
と
し
て
狭
過

ぎ
る
と
い
う
の
で
、
更
に
九
百
八
十
九
坪
、

賃
貸
さ
せ
る
こ
と
を
認
可
し
た
。

▽
那
覇
市
部
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
、

新
年
度
か
ら
建
設
部
の
中
に
区
画
整
理
課
を

新
設
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

▽
那
覇
市
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
定
数
条
例

の
一
部
を
改
正
、
書
記
一
名
と
あ
つ
た
の
を

二
名
に
し
た
。

▽
五
六
年
度
当
初
の
支
出
に
備
え
る
た
め
、

琉
銀
そ
の
他
か
ら
五
百
万
円
以
内
の
一
時
借

入
れ
を
す
る
こ
と
を
認
め
た
。

”
受
け
身
で
い
く
”
／
那
覇
市
会
の
合

併
委
員
会

那
覇
市
会
で
は
真
和
志
市
と
の
合
併
を
促
進

す
る
た
め
、
五
月
の
臨
時
議
会
で
都
市
合
併

研
究
特
別
委
員
会
を
設
置
、
二
十
日
の
本
会

議
で
、
辺
野
喜
委
員
長
か
ら
、
同
委
員
会
の

調
査
研
究
の
報
告
が
あ
つ
た
が
、
同
委
員
会

は
真
和
志
市
会
の
委
員
会
に
対
し
て
受
身
の

立
場
に
立
と
う
、
と
い
う
結
論
に
達
し
た
よ

う
で
あ
る
。
報
告
の
要
旨
次
の
通
り
。

調
査
の
結
果
、
真
和
志
市
議
会
の
合
併
特
別

委
員
会
は
、

▽
無
条
件
即
時
合
併
を
希
望
す
る
も
の
。

▽
或
る
程
度
の
議
席
を
獲
得
す
べ
き
で
あ
る

と
い
う
も
の
。

▽
那
覇
市
の
起
債
事
業
の
負
債
を
転
嫁
さ
れ

る
こ
と
を
懸
念
す
る
も
の
。
等
々
に
別
れ
意

見
が
ま
と
ま
つ
て
い
な
い
。
真
和
志
側
の
意

見
の
ま
と
ま
る
の
を
ま
ち
、
そ
の
発
案
に
よ

つ
て
、
本
委
員
会
は
受
身
の
立
場
で
相
談
に

応
ず
る
べ
き
だ
と
い
う
結
論
に
到
達
し
た
。

一
号
線
の
高
圧
線
を
取
除
け
／

那
覇
市
会
が
陳
情
決
議

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
６
・
21

那
覇
旧
市
内
を
一
号
線
に
沿
つ
て
南
北
に
縦

断
す
る
六
万
八
千
ボ
ル
ト
の
高
圧
線
は
、
旧

市
内
へ
の
進
出
に
当
つ
て
と
く
に
厄
介
視
さ

れ
て
い
た
が
、
二
十
日
の
那
覇
市
会
本
会
議

は
上
原
永
盛
議
員
の
緊
急
動
議
で
、
こ
れ
を

地
下
に
埋
め
る
か
、
郊
外
に
も
つ
て
い
く
か
、

を
電
力
公
社
理
事
長
宛
陳
情
す
る
こ
と
を
議

決
し
た
。
こ
の
高
圧
線
は
裸
線
で
、
保
安
上

か
ら
も
危
険
視
さ
れ
、
旧
市
内
へ
の
移
動
を

阻
み
、
都
市
発
展
を
害
し
て
い
る
ば
か
り
で

な
く
地
主
の
利
用
を
制
限
し
て
い
る
、
と
い

う
の
が
提
案
の
理
由
、
陳
情
文
案
は
議
長
に

一
任
さ
れ
た
。

都
市
計
画
区
域
認
可

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
６
・
22

那
覇
都
市
計
画
事
業
戦
災
復
興
土
地
区
画
整

理
那
覇
第
一
区
設
計
書
お
よ
び
同
施
行
規
程

を
都
市
計
画
法
第
十
五
条
に
よ
り
二
十
一
日

付
つ
ぎ
の
と
お
り
認
可
さ
れ
た
。
△
地
区

名

那
覇
都
市
計
画
事
業
戦
災
復
興
土
地
区

画
整
理
那
覇
第
一
地
区
△
面
積

六
十
四
万

一
千
二
百
六
十
七
坪
三
合
二
し
や
く
。

補
償
費
第
一
号
支
払
う
／
銘
苅

の
立
退
、
二
十
七
日
か
ら

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
６
・
23

真
和
志
市
銘
苅
区
は
昨
年
軍
用
住
宅
地
に
指

定
さ
れ
、
約
百
戸
の
移
動
に
つ
い
て
い
ろ
い

ろ
折
衝
が
続
け
ら
れ
て
き
た
が
、
軍
で
は
来

る
二
十
七
日
よ
り
移
動
を
開
始
す
る
よ
う
口

頭
で
命
令
を
発
し
て
き
た
。
移
動
先
は
現
在

の
与
儀
農
研
指
所
用
地
の
一
部
に
決
ま
り
、

す
で
に
米
軍
工
兵
隊
の
手
で
道
路
、
暗
渠
等

も
完
成
、
水
道
も
工
事
中
で
受
入
れ
準
備
は

着
々
整
え
ら
れ
つ
ゝ
あ
る
。
一
方
移
動
補
償

の
面
で
は
、
軍
に

移
動
補
償
特
別
委
員
会

委
員
長
ブ
ラ
ウ
ン
フ
イ
ー
ル
ド
中
佐

が

設
け
ら
れ
初
の
ケ
ー
ス
と
し
て
銘
苅
区
を
取

り
上
げ
た
。
銘
苅
区
で
は
先
月
す
で
に
八
十

六
世
帯
が
総
計
六
百
万
円
に
上
る
移
動
補
償

申
請
書
を
委
員
会
に
提
出
し
た
。
こ
の
補
償

申
請
は
移
動
に
要
す
る
す
べ
て
の
補
償

Ｄ

Ｅ
よ
り
の
土
地
代
を
除
く

す
な
わ
ち
、

１
、
不
動
産
の
移
動
費
、
２
、
家
屋
の
再
建

費
、
３
、
家
屋
敷
に
付
随
す
る
諸
設
備
費
、

４
、
家
畜

牛
、
馬
、
山
羊
、
鶏
、
魚

な

ど
の
農
業
副
収
入
に
よ
る
費
用
の
補
償
、５
、

生
活
費

農
家
・
一
人
千
二
百
円

、
６
、

墓
地
移
動
費
、
７
、
就
職
す
る
ま
で
の
補
償

三
九
五

一
九
五
五
年

昭
和
三
十
年

六
月



等
を
要
求
し
た
も
の
で
、
ブ
中
佐
は
こ
の
申

請
書
に
も
と
づ
い
て
一
軒
一
軒
実
地
調
査
を

す
ま
せ
、
す
で
に
裁
定
を
下
し
た
が
、
裁
定

額
は
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

申
請
額
の
二
割
強

補
償
金
は
移
動
と
同
時
に
軍
裁
判
所
を
通
じ

て
支
払
わ
れ
る
が
、
そ
の
第
一
号
と
し
て
銘

苅
区
一
班
仲
田
○
○
さ
ん

四
二

家
族
六

人

は
約
七
万
円
の
補
償
申
請
に
た
い
し
て

二
十
一
日
軍
か
ら
裁
定
額
一
万
八
千
九
百
十

九
円
を
支
払
わ
れ
た
。

一
部
は
立
退
反
対

銘
苅
区
三
班
二
十
四
世
帯
は
こ
れ
ま
で
原
則

と
し
て
立
退
き
反
対
の
態
度
を
と
つ
て
来
た

が
、
二
十
二
日
全
員
協
議
の
結
果
、

一
、
立
退
き
を
中
止
し
て
も
ら
い
た
い
。

一
、
ど
う
し
て
も
立
ち
退
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
な
ら
代
替
地
を
世
話
し
て
も
ろ
う

こ
と
。

一
、
完
全
な
生
活
補
償
。

の
三
原
則
を
決
定
、
軍
に
陳
情
す
る
と
共
に

代
表
と
し
て
仲
本
為
美
、
真
栄
城
守
行
の
両

氏
は
二
十
四
日
の
ひ
る
三
時
か
ら
ジ
ヨ
ン
ソ

ン
首
席
民
政
官
と
会
見
す
る
こ
と
に
な
つ
て

い
る
。

在
日
資
産
の
受
取
り
／
那
覇
市

会
が
政
府
へ
意
見
書

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
６
・
29

二
十
八
日
の
那
覇
市
会
は
、
石
川
清
三
郎
、

儀
武
息
睦
、
上
原
仁
慶
、
比
嘉
佑
直
、
高
良

清
二
、
上
原
永
盛
各
議
員
の
提
出
で
、

在

日
資
産
に
関
す
る
意
見
書

を
立
法
院
議
長
、

琉
球
政
府
行
政
主
席
宛
提
出
す
る
こ
と
を
議

決
し
た
。

要
旨
次
の
通
り
。

四
六
年
二
月
日
本
々
土
と
行
政
が
分
離
さ
れ

て
十
年
を
迎
え
た
。
日
本
政
府
に
預
托
し
ま

た
は
保
証
さ
れ
た
生
命
保
険
戦
時
災
害
保
障

金
、
各
種
銀
行
預
金
、
郵
便
貯
金
、
簡
易
保

険
、
沖
縄
財
団
へ
の
預
金
、
戦
没
軍
人
葬
祭

料
等
、
在
日
凍
結
資
産
の
処
理
は
、
ま
だ
未

解
決
の
ま
ゝ
に
な
つ
て
い
る
。
誠
に
遺
憾
に

堪
え
な
い
。
昔
か
ら
物
と
金
に
乏
し
い
沖
縄

は
今
次
の
戦
災
で
、
余
り
に
も
大
き
な
衝
撃

を
受
け
た
た
め
、
自
立
復
興
は
遅
々
と
し
て

進
捗
し
な
い
現
状
に
あ
る
。
全
市
民
否
全
住

民
は
右
在
日
凍
結
資
産
の
早
期
支
払
方
を
鶴

首
し
て
い
る
。
琉
球
政
府
は
右
実
情
御
し
ん

酌
の
上
関
係
筋
へ
折
衝
し
て
貰
い
た
い
。
市

議
会
の
議
決
に
よ
り
こ
こ
に
意
見
書
を
提
出

し
ま
す
。

予
算
・
条
例
等
を
可
決
／
那
覇
市
会
終

る

那
覇
市
会
は
二
十
八
日
あ
さ
十
時
か
ら
本
会

議
を
開
き
、
予
算
そ
の
他
の
議
案
を
次
の
よ

う
に
可
決
し
た
。

▽
五
六
年
度
那
覇
市
才
入
才
出
予
算
は
総
務

財
政
委
員
会
の
修
正
案
を
可
決
し
た
。

予
算
総
額
は
一
億
八
百
九
十
五
万
三
千
九
百

七
十
三
円
。

▽
市
営
住
宅
設
置
に
つ
い
て
は
原
案
通
り
可

決
。
こ
れ
で
那
覇
市
は
新
年
度
の
事
業
と
し

て
泊
夫
婦
岩
付
近
の
市
有
地
に
、
ア
パ
ー
ト

式
、
単
独
住
宅
式
の
両
種
の
ブ
ロ
ツ
ク
建
市

民
住
宅
を
建
設
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
こ

の
事
業
の
た
め
千
九
百
万
円
の
市
債
を
お
こ

す
こ
と
も
可
決
さ
れ
た
。

▽

五
六
年
度
水
道
事
業
予
算

。

五
六
年
度
区
画
整
理
事
業
予
算

は
原
案

通
り
可
決
。

▽

五
四
年
度
那
覇
市
才
入
才
出
決
算
の
認

定

、
五
四
年
度
那
覇
市
水
道
事
業
費
決
算

の
認
定

、
五
四
年
度
那
覇
市
電
気
事
業
費

決
算
の
認
定

、

五
四
年
度
首
里
市
才
入
才

出
決
算
の
認
定

、

五
四
年
度
小
禄
村
才
入

才
出
決
算
の
認
定

、

五
五
年
度
首
里
市
才

入
才
出
決
算
の
認
定

、
五
五
年
度
小
禄
村

才
入
才
出
決
算
の
認
定

を
原
案
通
り
承
認

し
た
。

▽

那
覇
市
職
員
の
服
務
規
律
に
関
す
る
条

例

、
那
覇
市
職
員
分
限
及
び
懲
戒
に
関
す

る
条
例

、

那
覇
市
消
防
隊
に
関
す
る
条

例

、
那
覇
市
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例

、

那
覇
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

、

那
覇
市
職
員
の
旅
費
支
給
条
例

等
は
一

部
字
句
を
修
正
し
て
可
決
し
た
。

選
管
委
決
る

二
十
八
日
の
市
会
で
那
覇
市
選
挙
管
理
委
員

は
次
の
各
氏
に
決
定
し
た
。

委
員

赤
嶺
正
一
、
大
湾
政
行
、
与
那
覇

良
哲
、
崎
山
起
興
、
仲
本
朝
昌
。

補
充
員

喜
久
山
朝
臣
、
上
原
栄
一
、
崎

山
里
記
、
桑
江
良
芳
、
松
本
完
可
。

会
長
に
與
那
原
良
昭
氏
／
二
市

一
村
合
併
那
覇
市
青
連
結
成

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
７
・
４

二
市
一
村
合
併
に
よ
る
新
那
覇
市
青
年
連
合

会
結
成
総
会
は
二
日
午
後
一
時
か
ら
那
覇
市

遊
園
地
劇
場
で
開
催
さ
れ
た
。ま
ず
旧
那
覇
、

首
里
、
小
禄
三
青
連
会
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
経
過
報
告
に
つ
づ
い
て
議
長
団
に
高

良
、
尚
、
真
境
名
三
氏
を
選
出
。
会
則
案
の

審
議
、
新
役
員
の
承
認
が
あ
り
、
青
年
会
か

ら
こ
れ
ま
で
青
年
会
活
動
に
功
労
が
あ
つ
た

赤
峯
貞
義
、
宮
平
保
政
、
高
良
徳
栄
、
尚
詮
、

真
境
名
俊
幸
氏
ら
に
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
つ

て
、
那
覇
市
長
代
理
、
上
地
社
会
部
長
、
泉

那
覇
市
議
会
議
長
、
阿
波
根
那
覇
地
区
教
育

長
、
瑞
慶
覧
沖
青
連
会
長
か
ら
祝
辞
が
の
べ

ら
れ
午
後
四
時
閉
会
し
た
。
新
役
員
は
つ
ぎ

の
と
お
り

三
九
六
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△
会
長

与
那
原
良
昭
△
副
会
長

金
城
重

正
、
赤
峯
ト
ヨ
子
△
総
務
部
長

新
垣
淑
文

△
教
養
部
長

中
村
清
治
△
社
会
部
長

石

野
朝
忠
△
女
子
部
長

高
良
節
子
。

港
や
市
場
か
ら
四
千
万
円
／
税

外
収
入
で
ほ
く
ほ
く
／
那
覇

市
…
総
予
算
の
三
八
％

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
５
・
７
・
４

総
額
一
億
八
百
九
十
五
万
円
の
那
覇
市
五
六

年
度
予
算
は
去
る
二
十
八
日
の
市
会
で
成
立

し
た
。
そ
の
歳
入
を
大
ま
か
に
わ
け
る
と
、

税
収
入
三
千
三
百
万
円
、
税
外
収
入
四
千
百

万
円
、
政
府
支
出
金
五
百
万
円
、
市
債
二
千

九
百
万
円
で
、
税
外
収
入
は
税
収
よ
り
も
遥

か
に
大
き
く
、
総
予
算
の
約
三
八
％
も
占
め

て
い
る
。
僅
か
に
税
収
と
政
府
の
補
助
金
で

四
苦
八
苦
す
る
他
の
市
町
村
に
と
つ
て
、
那

覇
市
の
め
ぐ
ま
れ
た
税
外
収
入
は
ま
さ
に
す

い
え
ん
の
的
で
あ
る
。
そ
の
あ
ら
ま
し
を
み

て
み
よ
う
。

▽
公
共
企
業
及
び
財
産
収
入
が
千
六
百
二
十

五
万
四
千
円
。
そ
の
主
な
る
も
の
は

１

市
の
経
営
す
る
砕
石
工
場
の
砕
石
売
払
代
金

三
百
十
三
万
五
千
円
。

２

市
は
琉
銀
、

琉
海
、
琉
石
、
沖
食
、
沖
配
電
、
首
里
バ
ス

等
堅
実
な
会
社
に
対
し
、
約
六
百
八
十
六
万

円
の
出
資
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
株
式
配
当

金
が
五
十
万
円
入
る
見
込
み
で
あ
る
。

３

市
有
の
土
地
、
建
物
の
賃
貸
料
と
し
て
五
百

十
万
円
。

４

市
有
地
売
払
代
金
七
百
五

十
一
万
五
千
円
。
等
で
あ
る
。

▽
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
が
千
三
百
九
十
八

万
四
千
円
。

１

泊
港
は
日
琉
間
の
貿
易
港
と
し
て
、

ま
た
は
本
島
と
離
島
間
の
物
資
の
集
散
地
と

し
て
日
増
し
に
活
気
を
呈
し
て
い
く
。
繋
船

料
、
通
過
料
、
通
行
料
、
荷
揚
場
使
用
料
、

野
積
場
使
用
料
、
ふ
頭
用
地
使
用
料
等
々
の

名
目
で
約
六
百
六
十
万
円
も
稼
ぐ
こ
と
に
な

つ
て
い
る

２

那
覇
の
マ
チ
小
も
相
当
な

稼
場
所
で
あ
る
。
市
公
設
市
場
の
利
用
者
か

ら
の
使
用
料
は
年
間
約
四
百
六
十
万
円

３

建
築
確
認
、
戸
籍
証
明
等
の
手
数
料
が
百
二

十
四
万
円
、

４

他
に
道
路
占
用
料
、
小

禄
、
首
里
の
屠
場
使
用
料
な
ど
が
あ
る
。

▽
繰
入
金
百
二
十
二
万
円

▽
繰
越
金
二
百
万
円

▽
雑
収
入
六
百
十
六
万
円

▽
市
町
村
財
政
調
整
交
付
金
一
千
五
百
八
十

万
円バ

ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
那
覇
駅
跡

に
／
建
設
事
業
、
那
覇
市
が

担
当
沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
７
・
５

那
覇
市
内
の
恒
久
的
タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設
促
進

に
つ
い
て
四
日
ひ
る
二
時
か
ら
工
交
局
で
市

当
局
、
警
察
局
、
政
府
陸
運
課
、
運
輸
審
議

会
の
各
代
表
が
集
つ
て
協
議
し
た
が
、
市
当

局
か
ら
恒
久
的
な
タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設
の
た
め

の
区
画
整
理
及
び
建
設
事
業
は
市
当
局
で
行

う
方
針
で
あ
る
。
但
し
建
設
後
の
運
営
に
つ

い
て
は
各
界
の
意
見
を
き
い
て
決
定
し
た
い

と
明
か
に
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
バ
ス
業

者
側
で
は

建
設
事
業
は
業
者
が
実
施
す
る

方
針
だ
つ
た
が
市
が
や
る
以
上
喜
ん
で
一
任

す
る

と
答
え
、
一
同
市
の
意
向
を
了
承
し

た
。
な
お
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
建
設
予
定
地
は
元
那
覇

駅
跡
の
県
有
地
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
せ
ま
い
の
で
拡
張
の
た
め
の
地
主
側

と
の
交
渉
も
順
調
に
い
つ
て
い
る
よ
う
だ
。

ま
た
事
業
費
は
復
金
か
ら
の
起
債
に
よ
る
こ

と
に
な
つ
て
い
る
。

鳩
笛琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
７
・
９

○

六
日
、
沖
縄
一

？

と
い
わ
れ
る
那

覇
市
議
会
議
員
諸
公
の
バ
ツ
ジ
四
十
個
を
高

良
一
議
員
が
も
つ
て
き
た
。

○

こ
れ
は
那
覇
市
議
が
全
琉
の
首
都
の
議

員
で
あ
る
か
ら
特
に
日
本
の
国
会
議
員
や
五

大
都
市
の
議
員
と
同
様
な
意
匠
を
こ
ら
し
た

も
の
で
一
個
の
値
段
ナ
ン
ト
五
百
円
と
い
う

高
価
な
も
の
。

○

泉
議
長
、
こ
れ
で
は
立
法
院
議
員
も
顔

負
け
じ
や

と
至
極
ご
満
悦
の
様
子

だ
が
名
実
と
も
に
首
都
議
員
と
し
て
恥
づ
か

し
く
な
い
よ
う
勉
強
し
な
く
て
は

と
痛
い

と
こ
ろ
を
チ
ヨ
ツ
ピ
リ
。

那
覇
市
議
会
で
承
認
／
割
当
土

地
賃
貸
料
評
定
委
員
決
る

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
７
・
15

那
覇
市
臨
時
議
会
は
十
四
日
午
前
十
時
市
会

議
室
で
開
か
れ
、
△
那
覇
市
割
当
土
地
賃
貸

料
評
定
委
員
会
設
置
条
例
制
定
に
つ
い
て
△

一
九
五
六
年
度
那
覇
市
歳
入
歳
出
予
算
追
加

に
つ
い
て
△
那
覇
市
割
当
土
地
賃
貸
料
評
定

委
員
会
及
び
同
補
充
委
員
の
任
命
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
の
三
議
案
を
原
案
ど

お
り
可
決
し
た
。

那
覇
市
割
当
土
地
賃
貸
料
評
定
委
員
会
設
置

条
例
第
一
条

沖
縄
群
島
割
当
土
地
に
関
す

る
臨
時
処
理
条
例
の
廃
止
に
伴
う
措
置
に
関

す
る
立
法

一
九
五
五
年
六
月
三
十
日
立
法

第
十
六
号

第
八
条
に
よ
り
那
覇
市
割
当
土

地
賃
貸
料
評
定
委
員
会
を
設
置
す
る
。

２
、
評
定
委
員
会
の
定
員
は
十
五
名
と
し
、

土
地
所
有
者
、
賃
借
人
お
よ
び
学
識
経
験
者

の
中
か
ら
選
任
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
五
名
の
委

員
を
も
つ
て
構
成
す
る
。

３
、
補
充
委
員
の
選
任
も
前
項
と
同
様
の
方

法
に
よ
る
。

第
二
条

評
定
委
員
の
報
酬
は
委
員
会
出
席

三
九
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日
数
一
日
に
つ
き
二
百
円
と
す
る
。

付
　
　
則

１
、
こ
の
条
例
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
、
一
九
五
一
年
十
月
三
十
日
条
例
第
十
八

号
那
覇
市
割
当
土
地
賃
貸
料
評
定
委
員
会
設

置
条
例
は
こ
の
条
例
施
行
の
日
か
ら
廃
止
す

る
。
３
、
こ
の
条
例
賃
貸
料
の
額
の
設
定
完
了
の

日
か
ら
効
力
を
失
う
。

△
那
覇
市
割
当
土
地
賃
貸
料
評
定
委
員
お
よ

び
同
補
充
委
員
は
つ
ぎ
の
と
お
り

一

土
地
所
有
者
の
中
か
ら
選
任
す
る
委

員

城
間
康
雄

会
社
重
役

伊
佐
良
昇

無
職

新
嘉
喜
倫
篤

無
職

赤
峯
賢
信

無
職

高
宮
城
弘
陽

無
職

二

借
地
人
の
中
か
ら
選
任
す
る
委
員

又
吉
嘉
寛

商
業

国
吉
大
昌

商
業

屋

嘉
比
康
仁

商
業

上
原
義
弘

農
協
専
務

兼
本
盛
仁

無
職

三

学
識
経
験
者
の
中
か
ら
選
任
す
る
委

員

仲
村
英
賢

無
職

川
上
喜
成

公
務

員

山
田
親
徳

会
社
社
長

具
志
長
栄

農
業

渡
名
喜
守
明

商
業

イ

土
地
所
有
者
の
中
か
ら
選
任
す
る
補

充
委
員

高
良
嘉
永

会
社
員

松
本
思
明

旅
館
業

高
良
三
郎

無
職

赤
峯
栄
一

商
業

金
城
珍
正

無
職

ロ

借
地
人
の
中
か
ら
選
任
す
る
補
充
委

員

金
城
清
栄

会
社
員

我
那
覇
生
喜

無
職

大
城
善
松

商
業

大
峯
真
栄

商
業

大
田
守
益

製
帽
業

ハ

学
識
経
験
者
の
中
か
ら
選
任
す
る
補

充
委
員

石
川
逢
篤

会
社
重
役

賀
数
世

隆

無
職

浦
崎
康
華

会
社
社
長

国
吉

俊
一

農
業
組
合
長

野
原
繁
雄

公
務
員

那
覇
／
新
規
事
業
に
赤
信
号
／

復
金
借
入
れ
・
償
還
年
限
延

長
を
陳
情
／
借
金
返
済
に
年

二
千
万
円
も

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
７
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復
金
の
市
町
村
に
対
す
る
貸
付
条
件
は
、
去

る
四
月
大
巾
に
緩
和
さ
れ
、
従
来
の
貸
付
期

間
十
年
、
年
利
五
分
は
、
五
六
会
計
年
度
の

借
入
よ
り
、
期
間
三
十
年
、
年
利
四
分
と
な

つ
た
が
、
二
十
一
日
那
覇
市
で
は
、
従
来
の

借
入
額
に
も
こ
の
緩
和
さ
れ
た
条
件
を
適
用

し
、
償
還
年
限
を
延
長
し
て
貰
い
た
い
と
、

陳
情
書
を
提
出
し
た
。

市
財
政
課
の
説
明
に
よ
る
と
、

那
覇
市
の
復
金
借
入
額
は
、
現
在
、
借
入

れ
つ
ゝ
あ
る
五
五
会
計
年
度
の
起
債
額
を

も
含
め
、
総
額
二
億
二
百
万
円
に
達
し
て

い
る
が
、
償
還
さ
れ
た
額
は
わ
ず
か
に
四

百
五
十
万
円
だ
け
。
従
来
の
期
間
十
年
、

年
利
五
分
の
条
件
に
よ
れ
ば
、
毎
年
約
二

千
万
円
も
償
還
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
那

覇
市
の
一
般
財
源
は
五
三
年
度
以
降
横
這

い
状
態
を
つ
ゞ
け
て
伸
び
悩
ん
で
お
り
、

年
収
は
約
七
千
万
円
の
線
。
そ
の
う
ち
か

ら
毎
年
二
千
万
円
を
償
還
す
る
と
す
れ

ば
、
新
規
の
事
業
は
全
く
出
来
な
い
よ
う

で
、
折
角
の
融
資
条
件
緩
和
も
、
那
覇
市

の
場
合
は
絵
に
か
い
た
餅
同
然
と
い
う
こ

と
に
な
つ
た
。

し
か
し
、
都
市
計
画
案
が
完
成
し
た
ば
か
り

の
那
覇
市
に
と
つ
て
、
な
す
べ
き
事
業
は
、

む
し
ろ
、
こ
れ
か
ら
で
、
今
後
に
巨
額
の
費

用
を
必
要
と
し
て
い
る
。陳
情
書
に
よ
る
と
、

も
し
、
条
件
が
期
間
三
十
年
、
年
利
四
分
に

緩
和
さ
れ
る
と
、
年
次
償
還
額
は
現
在
の
二

千
万
円
の
三
分
の
一
に
減
少
す
る
の
で
、
そ

の
浮
い
た
額
で
、
約
二
億
円
の
新
規
起
債
事

業
が
可
能
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
つ
て
公
営
住

宅
事
業
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
事
業
、
道
路
事

業
、
水
道
事
業
の
拡
張
、
使
用
料
金
の
値
下

げ
、
公
園
計
画
、
墓
苑
、
塵
芥
焼
却
場
等
の

事
業
を
行
う
よ
う
で
あ
る
。
と
く
に
水
道
料

金
は
、
こ
の
よ
う
に
長
期
債
に
切
り
か
え
ら

れ
る
と
、
現
行
の
専
用
栓
一
カ
月
二
百
四
十

円
を
約
一
〇
％
か
ら
四
〇
％
も
値
下
げ
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
つ
て
い
る
。

銘
苅
区
／
復
金
融
資
、
政
府
も

賛
同
／
立
退
き
計
画
、
き
の

う
提
出

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
７
・
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真
和
志
市
銘
苅
部
落
二
十
四
戸
の
立
退
き
に

つ
い
て
、
翁
長
真
和
志
市
長
、
富
山
土
地
課

長
、
真
栄
城
守
行
氏
ら
は
二
十
七
日
あ
さ
十

一
時
ム
ー
レ
ー
首
席
民
政
官
と
会
見
の
予
定

で
あ
つ
た
が
ム
ー
レ
ー
大
佐
が
所
用
の
た
め

土
地
係
官
シ
ヤ
ー
プ
少
佐
と
会
見
、
陳
情
書

と
移
動
計
画
書
を
提
出
し
た
。
シ
ヤ
ー
プ
少

佐
は

書
類
を
ほ
ん
訳
の
上
ム
ー
レ
ー
首
席

民
政
官
に
提
出
、
二
十
八
日
回
答
を
行
う

と
語
つ
て
い
る
。

立
退
家
屋
二
十
四
戸
の
う
ち
七
戸
は
軍
の
指

定
し
た
試
験
場
用
地
内
に
立
退
き
を
承
諾
、

残
り
十
七
戸
は
農
業
で
生
活
出
来
る
だ
け
の

土
地
購
入
費
を
復
金
か
ら
融
資
す
れ
ば
立
退

く
と
申
入
れ
て
い
る
が
、
こ
の
案
に
は
与
儀

副
主
席
も
全
面
的
に
賛
同
し
た
と
言
わ
れ
、

そ
の
成
行
は
今
後
の
地
主
た
ち
の
立
退
問
題

の
テ
ス
ト
・
ケ
ー
ス
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。
陳
情
書
と
移
動
計
画
書
の
大
要
は
つ
ぎ

の
と
お
り
。

１
、
私
達
は
農
耕
以
外
で
生
活
す
る
方
法
を

知
ら
な
い
。
ま
た
そ
れ
以
外
の
知
識
と
技
術

も
持
ち
合
わ
し
て
い
な
い
。

２
、
私
達
が
農
地
を
失
う
こ
と
は
魚
が
水
を

離
れ
る
の
と
同
様
、
生
活
能
力
を
失
う
こ
と
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に
な
る
。

３
、
宅
地
四
十
五
坪
だ
け
割
当
て
ら
れ
た
与

儀
試
験
場
内
に
引
越
す
勇
気
が
出
な
い
の
も

将
来
の
生
活
設
計
を
確
立
す
る
自
信
が
な
い

か
ら
で
決
し
て
理
由
な
く
反
対
す
る
も
の
で

は
な
い
。

４
、
協
議
の
結
果
、
米
軍
の
援
助
あ
る
こ
と

を
信
頼
し
次
の
方
法
で
移
動
す
る
こ
と
に
決

し
た
。

５
、
私
達
の
最
少
限
に
し
て
最
後
の
陳
情
に

対
し
信
頼
と
同
情
あ
る
措
置
に
よ
り
移
動
後

の
生
活
に
祝
福
あ
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

移
動
計
画

△
農
地
の
購
入
　
１
、
軍
用
地
で
失
う
二
万

九
千
坪
の
代
替
地
と
し
て
、
償
還
能
力
と
可

動
力
を
考
慮
、
家
族
の
生
活
を
維
持
す
る
に

最
少
限
度
の
約
一
万
二
千
坪
を
購
入
す
る
。

２
、
土
地
代
は
坪
当
り
百
円
ま
で
は
地
主
が

負
担
す
る
が
そ
れ
以
上
は
補
助
す
る

約
四

十
三
万
円

。

３
、
購
入
資
金
は
復
金
か
ら
の
融
資
と
し
て
、

年
利
三
分
、
二
十
五
カ
年
賦
償
還
、
軍
用
地

使
用
料
で
償
還
す
る
。

△
移
転
先
　
１
、
銘
苅
区
多
和
田
原
赤
線
外

の
千
三
百
坪
を
宅
地
と
し
て
十
戸
予
定
。

２
、
安
謝
区
兼
久
原
旧
ブ
タ
ノ
ー
ル
工
場
跡

に
九
戸
を
予
定
。

△
土
地
改
良

暗
渠
排
水
、
埋
立
、
安
謝
川
の
護
岸
工
事

を
行
う
。

△
道
路
　
１
、
学
童
の
通
学
用
の
道
路
と
農

道
を
つ
く
る
。

２
、
安
謝
川
に
橋
を
か
け
る

農
耕
用

。

△
飲
料
水

兼
久
原
に
簡
易
水
道
、
多
和
田
原
に
井
戸

を
新
設
す
る
。

△
赤
線
内
に
入
つ
て
も
金
網
外
と
な
つ
て
い

る
地
域
の
農
耕
を
許
可
し
て
も
ら
う
。

△
評
価
漏
れ
家
屋
の
補
償
を
し
て
も
ら
う
。

な
お
市
長
、
土
地
課
長
、
真
栄
城
氏
ら
は
農

地
購
入
に
奔
走
、
二
十
六
日
ま
で
に
地
主
と

の
売
買
が
成
立
し
た
も
の
約
八
千
坪
、
交
渉

中
の
が
約
四
千
坪
で
土
地
購
入
に
つ
い
て
は

明
る
い
見
と
お
し
が
つ
い
て
い
る
。

真
和
志
議
会
承
認
／
割
当
土
地

賃
借
料
評
定
委
員
決
る

琉
新
・
朝
　
１
９
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真
和
志
市
臨
時
議
会
は
二
十
八
日
午
前
十
時

開
会
、
△
真
和
志
市
割
当
土
地
賃
借
料
評
定

委
員
会
設
置
条
例
制
定
に
つ
い
て
△
真
和
志

市
割
当
土
地
賃
借
料
評
定
委
員
の
任
命
を
承

認
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
二
議
案
を
原
案
ど

お
り
可
決
し
た
。
選
ば
れ
た
評
定
委
員
は
つ

ぎ
の
と
お
り
。

土
地
所
有
者
か
ら
選
任
さ
れ
た
委
員

△

国
場
区
玉
城
全
助
△
寄
宮
区
名
幸
方
保
△
与

儀
区
城
間
清
勇
△
安
謝
区
普
久
原
朝
敏
△
真

嘉
比
区
新
垣
栄
二
郎

借
地
人
か
ら
選
任
さ
れ
た
委
員

△
松
尾

区
山
川
則
元
△
安
里
一
区
富
山
秀
裕
△
住
吉

区
儀
間
真
祥
△
岡
野
区
前
田
朝
信
△
楚
辺
区

太
田
直
温

学
識
経
験
者
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
た
委
員

△
寄
宮
区
嘉
数
昇
△
大
道
区
長
峯
但
貴
△
安

里
一
区
安
谷
屋
正
量
△
繁
多
川
区
金
城
幸
き

△
安
里
二
区
与
儀
清
輝

補
充
委
員

土
地
所
有
者
△
国
場
区
嘉
数

正
助
△
寄
宮
区
仲
尾
次
盛
夏
△
安
謝
区
普
久

原
朝
輝
△
寄
宮
区
伊
江
大
城
次
郎

借
地
人
△
壺
川
区
原
国
政
裕
△
住
吉
区
川
上

喜
章
△
二
中
前
区
兼
城
賢
栄
△
ひ
川
区
松
山

朝
清
△
天
久
区
金
城
光
順

学
識
経
験
者
△
銘
か
る
区
真
栄
城
守
光
△
天

久
区
金
城
光
典
△
与
儀
区
波
平
朝
基
△
識
名

区
玉
城
徳
成
△
上
間
区
大
城
三
郎

円
満
解
決
し
た
銘
苅
の
立
退
き

／
地
主
・
当
局
者
の
協
力
／

粘
り
ぬ
い
た
折
衝
成
功

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
５
・
７
・
31

軍
用
地
に
指
定
さ
れ
た
真
和
志
市
銘
苅
部
落

の
移
動
問
題
は
三
十
日
円
満
な
解
決
を
見
る

に
い
た
つ
た
。
銘
苅
部
落
の
立
退
家
屋
百
十

戸
の
う
ち
八
十
六
戸
は
軍
が
移
動
先
地
の
受

入
準
備
を
行
い
、
更
に
中
間
補
償
も
す
る
と

の
条
件
で
指
定
さ
れ
た
与
儀
試
験
場
用
地
内

へ
本
月
中
旬
移
動
を
完
了
し
た
が
残
り
の
二

十
四
戸
は
代
替
地
の
件
で
立
退
を
し
ぶ
つ
た

た
め
、
軍
は
二
十
七
日
ま
で
に
移
動
計
画
書

の
提
出
を
命
じ
、
計
画
書
を
提
出
し
な
け
れ

ば
強
制
立
退
を
執
行
す
る
こ
と
を
ほ
の
め
か

し
た
。
ち
よ
う
ど
伊
佐
浜
が
強
制
接
収
さ
れ

た
直
後
の
こ
と
で
あ
り
地
主
た
ち
も
緊
張
、

何
度
か
協
議
会
を
ひ
ら
い
た
の
ち

農
民
が

農
耕
地
を
失
つ
て
は
生
活
出
来
な
い
。
だ
か

ら
宅
地
だ
け
割
当
て
ら
れ
た
試
験
場
用
地
内

に
は
移
動
し
な
い
。
そ
の
代
り
土
地
を
自
分

で
購
入
す
る

と
の
基
本
方
針
を
決
め
、
翁

長
市
長
、
富
山
土
地
課
長
、
真
栄
城
守
行
氏

ら
が
中
心
と
な
つ
て

１
、
土
地
購
入
費
は
、
復
金
融
資
と
す
る
。

２
、
軍
用
地
使
用
料
で
復
金
の
償
還
費
に

あ
て
る
。

３
、
土
地
購
入
費
の
一
部

約
四
十
三
万

円

を
補
助
し
て
も
ら
う
。

４
、
移
動
先
地
の
暗
渠
排
水
、
埋
立
、
護

岸
工
事
を
行
う
。

５
、
農
道
、
通
学
用
道
の
新
設
。

６
、
井
戸
の
新
設
。

７
、
軍
用
地
域
内
で
も
金
網
外
の
地
域
の

農
耕
を
許
可
す
る
。

な
ど
の
移
動
計
画
を
立
案
し
て
軍
へ
提
出
す

る
と
と
も
に
、
市
長
、
土
地
課
長
、
真
栄
城

氏
ら
は
早
速
土
地
購
入
に
奔
走
、
銘
苅
区
の

軍
用
地
外
の
多
和
田
原
と
安
謝
区
兼
久
原

三
九
九

一
九
五
五
年

昭
和
三
十
年

七
月



旧
ブ
タ
ノ
ー
ル
工
場
跡

に
約
一
万
二
千

坪
を
見
つ
け
、
地
主
と
の
交
渉
も
殆
ど
成
功

し
た
こ
ろ
、
三
十
日
軍
か
ら
前
記
移
動
計
画

の
う
ち
３
項
を
除
い
て
は
承
認
す
る
と
い
う

こ
と
に
な
つ
て
真
和
志
市
に
お
け
る
軍
用
地

問
題
は
こ
こ
に
円
満
な
解
決
を
見
、
こ
れ
ま

で
ね
ば
り
に
ね
ば
つ
て
軍
と
折
衝
を
重
ね
て

来
た
翁
長
市
長
は
じ
め
関
係
者
は
ホ
ツ
と
安

ど
の
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
。

軍
で
は
八
月
二
日
に
早
速
移
動
先
地
に
重

機
を
派
遣
し
て
軍
自
ら
道
路
そ
の
他
の
受

入
れ
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
つ
て
い
る

が
、
市
役
所
で
も
建
設
課
と
土
地
課
の
職

員
が
土
曜
の
半
日
と
日
曜
を
返
上
し
て
移

動
先
地
の
測
量
と
杭
打
を
行
つ
て
い
る
。

立
退
者
が
資
金
融
資
に
よ
り
自
ら
土
地
を
購

入
し
て
移
動
、
接
収
さ
れ
た
軍
用
地
代
で
復

金
の
支
払
い
に
あ
て
る
と
い
う
こ
と
は
沖
縄

に
軍
用
地
問
題
が
起
つ
て
以
来
は
じ
め
て
の

こ
と
で
あ
り
、
政
府
も
全
面
的
に
協
力
を
約

し
て
い
る
が
、
移
動
す
る
二
十
四
戸
の
人
た

ち
の
結
束
も
固
く
、復
金
融
資
を
受
け
る
際
、

軍
用
地
代
だ
け
で
返
済
す
る
能
力
の
な
い
地

主
に
は
余
裕
あ
る
地
主
た
ち
が
連
帯
責
任
を

負
つ
て
融
資
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
な

ど
、
互
に
助
け
合
い
美
わ
し
い
協
力
振
り
を

見
せ
て
い
る
外
、
真
栄
城
守
行
氏
が
土
地
問

題
に
は
関
係
な
い
が
、
銘
苅
の
出
身
者
と
い

う
事
だ
け
で
、
移
動
計
画
の
立
案
や
大
雨
の

中
を
か
け
ず
り
回
つ
て
土
地
購
入
の
交
渉
を

行
う
外
、
た
え
ず
市
長
を
た
す
け
て
民
政
府

と
折
衝
を
行
い
、
今
回
の
移
動
問
題
を
成
功

に
導
い
て
地
主
た
ち
か
ら
感
謝
さ
れ
る
な
ど

の
美
し
い
話
が
ひ
め
ら
れ
て
い
る
。

銘
苅
立
退
問
題
解
決
に
ホ
ツ
と
し
た
翁
長

市
長
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
つ
た
。

伊
江
島
、
伊
佐
浜
の
こ
と
も
あ
り
一
時
は

ど
う
な
る
こ
と
か
と
思
つ
た
が
先
輩
の
真
栄

城
氏
や
地
主
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
円
満
に
解

決
し
た
こ
と
は
嬉
し
い
。
今
後
、
軍
の
理
解

あ
る
協
力
で
移
動
者
の
生
活
の
安
定
に
力
を

注
ぎ
た
い

借
金
背
負
っ
た
簡
易
水
道
／
真

和
志
栄
町
…
来
週
水
道
着
工

か沖
タ
・
夕
　
１
９
５
５
・
８
・
３

真
和
志
市
栄
町
の
上
水
道
工
事
は
那
覇
市
の

手
で
六
月
か
ら
着
工
す
る
予
定
で
あ
つ
た
が

既
設
の
簡
易
水
道
が
じ
や
ま
に
な
る

と

の
理
由
で
夏
の
か
つ
水
期
を
迎
え
て
も
ま
だ

着
工
さ
れ
ず
期
待
し
て
い
た
区
民
を
が
つ
か

り
さ
せ
て
い
る
が
、
更
に

五
十
万
円
近
く

の
借
金
を
せ
お
い
込
ん
だ
簡
易
水
道
を
ど
う

処
分
し
解
決
を
つ
け
る
か

と
い
う
問
題
も

着
工
を
お
く
ら
せ
て
い
る
原
因
の
よ
う
で
あ

る
。栄
町
に
簡
易
水
道
工
事
が
着
工
さ
れ
た
の

が
五
一
年
七
月
で
五
二
年
一
月
か
ら
給
水

が
始
つ
た
。
最
初
の
計
画
で
は
村

当
時

で
水
道
工
事
を
し
て
も
ら
う
よ
う
議
会
に

も
陳
情
し
た
が
、
財
政
上
の
理
由
で
実
現

出
来
ず
、区
営
と
い
う
こ
と
に
な
つ
た
が
、

区
に
は
法
人
格
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
銀

行
と
し
て
は
金
を
貸
す
こ
と
は
出
来
な
い

と
言
わ
れ
、
中
山
一
、
山
田
政
功
、
仲
宗

根
秀
俊
、
又
吉
世
沢
、
久
場
景
善
、
我
那

覇
清
亨
氏
ら
七
名
が
任
意
組
合
を
つ
く

り
、
水
道
の
利
潤
は
区
民
の
福
祉
の
為
に

使
用
す
る
と
い
う
方
針
で
、
各
自
の
家
屋

財
産
を
担
保
に
銀
行
、
そ
の
他
か
ら
約
百

七
十
万
円
を
借
入
れ
て
首
里
山
川
か
ら
簡

易
水
道
を
引
き
そ
の
運
営
に
当
る
と
と
も

に
経
費
八
十
万
円
で
公
民
館

二
階
建
延

五
十
四
坪

を
建
築
し
た
。

そ
の
後
五
三
年
九
月
区
長
の
交
替
が
あ
つ
て

新
区
長
は
区
民
大
会
を
開
き
、
一
、
水
道
資

材

パ
イ
プ

は
村
役
所
を
通
し
て
区
の
事

業
と
し
て
実
費
で
払
下
げ
ら
れ
た
。
一
、
加

入
金
を
出
し
た
な
ど
の
理
由
で
、
簡
易
水
道

は
区
民
の
も
の
で
あ
る
と
主
張
、
水
道
部
と

い
う
の
を
設
け
て
組
合
側
と
全
く
対
立
し
て

双
方
で
料
金
を
取
り
立
て
る
よ
う
に
な
り
、

昨
年
二
月
組
合
側
が
区
長
ら
を
告
訴
す
る
と

い
う
こ
と
ま
で
発
展
、
料
金
は
一
応
組
合
側

が
徴
収
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
つ
た
が
、
使

用
料
の
未
納
、
そ
れ
に
た
い
す
る
給
水
中
止

な
ど
が
あ
り
、
現
在
ま
で
解
決
に
至
つ
て
い

な
い
。
た
め
に
事
業
が
順
調
に
行
か
ず
約
五

十
万
円
の
負
債
を
か
つ
い
で
い
る
と
い
う
の

が
組
合
側
の
言
分
。

こ
れ
が
栄
町
簡
易
水
道
の
内
情
だ
が
、
組
合

側
も
那
覇
市
が
上
水
道
を
施
設
す
る
こ
と
に

反
対
で
な
く
、
た
ゞ
こ
れ
ま
で
給
水
を
続
け

区
民
の
た
め
に
つ
く
し
て
来
た
の
だ
か
ら
四

十
余
万
円
の
借
金
は
何
と
か
補
助
し
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
だ
つ
た
が
、
こ
れ
を
那
覇
市

が
断
つ
た
た
め
、
組
合
と
し
て
は
簡
易
水
道

施
設
と
栄
町
公
民
館
を
売
つ
て
借
金
の
返
済

に
あ
て
る
こ
と
に
態
度
を
決
定
、
こ
の
処
分

方
を
翁
長
真
和
志
市
長
に
一
任
し
て
い
る

が
、
市
に
こ
れ
を
買
取
る
財
力
が
な
く
、
更

に
公
民
館
の
売
却
に
区
民
が
ど
ん
な
態
度
に

出
る
か
、
こ
の
解
決
は
ま
だ
ま
だ
先
と
い
う

と
こ
ろ
。
と
こ
ろ
で
那
覇
市
水
道
課
で
は
真

和
志
市
長
か
ら
何
ら
か
の
回
答
の
あ
る
の
を

待
つ
て
い
る
が
、
た
と
え
簡
易
水
道
の
負
債

問
題
が
解
決
つ
か
な
く
て
も
、
こ
れ
以
上
区

民
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
の

で
、
既
設
の
水
道
は
そ
の
ま
ゝ
に
し
て
工
事

を
進
め
た
い
と
語
つ
て
お
り
、
来
週
ま
で
に

は
着
工
す
る
と
い
う
明
る
い
見
と
お
し
が
立

て
ら
れ
て
い
る
。

四
〇
〇

一
九
五
五
年

昭
和
三
十
年

七
｜
八
月



那
覇
市
の
競
輪
再
燃
…

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
８
・
４

三

四
年
前
、
那
覇
市
が
や
る
や
ら
ん
で
沙

汰
や
み
に
な
つ
て
い
た
競
輪
問
題
が
、
七
月

二
十
日
来
島
し
た
自
由
党
政
調
会
天
野
富
太

氏
、
秘
書
堀
江
耕
治
氏
に
よ
つ
て
再
び
と
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。那
覇
市
で
は
三
日
午
後
、

堀
江
氏
を
招
き
、
市
会
の
全
体
協
議
会
を
開

い
た
が
、
市
会
と
し
て
も
大
体
賛
成
の
よ
う

で
、
市
長
と
堀
江
氏
と
の
契
約
書
案
が
で
き

て
か
ら
更
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

堀
江
氏
の
は
な
し
に
よ
る
と
、
場
所
は
奥
武

山
公
園
、
建
設
資
金
が
一
億
二
千
万
日
本
円

か
ゝ
る
見
込
み
で
あ
る
が
、
出
資
者
は
早
稲

田
、
慶
応
、
法
政
、
日
大
、
中
大
の
五
大
学

自
治
連
盟
。
も
し
不
足
し
た
ら
福
岡
の
炭
坑

主
上
田
清
次
郎
氏
が
補
う
こ
と
に
な
つ
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
那
覇
市
と
の
契
約
が

調
印
さ
れ
た
ら
直
ち
に
着
工
、
年
内
に
は
コ

ケ
ラ
落
し
を
す
る
よ
う
で
あ
る
。

都
計
の
石
川
博
士
再
度
来
島
／

今
後
の
あ
り
方
を
再
検
討

琉
新
・
夕
　
１
９
５
５
・
８
・
５

早
大
教
授
、
都
計
の
石
川
栄
よ
う
博
士
が
夫

人
同
伴
で
五
日
午
前
三
時
二
十
五
分
着
の
日

航
機
で
来
島
、
那
覇
飛
行
場
ロ
ビ
ー
で
小
憩

の
の
ち
、
安
次
富
那
覇
市
建
設
部
長
、
花
城

都
市
計
画
課
長
、
金
城
区
画
整
理
課
長
ら
の

案
内
で
宿
舎
琉
球
ホ
テ
ル
に
旅
装
を
と
い
た

石
川
博
士
今
回
の
来
島
は
五
十
三
年
以
来
三

年
ぶ
り
で
、
那
覇
市
の
都
市
計
画
進
捗
状
況

視
察
と
今
後
の
指
導
の
た
め
十
日
間
滞
在
す

る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
が
、
空
港
ロ
ビ
ー
で
”

都
計
を
再
検
討
し
た
い
”
と
つ
ぎ
の
と
お
り

語
つ
た
。

石
川
博
士
談
＝
三
年
前
に
都
市
計
画
の
指
導

し
た
と
き
に
は
ま
だ
創
始
期
で
あ
つ
た

が
、
現
在
は
相
当
進
行
し
て
い
る
し
、
再

検
討
を
し
た
い
。
特
に
商
港
地
域
が
予
想

し
た
よ
り
も
発
展
ぶ
り
を
示
し
て
い
る
。

今
度
の
来
島
は
都
市
の
総
合
調
査
が
眼
目

だ
。
那
覇
市
の
今
後
の
あ
り
方
は
全
島
と

の
関
連
を
も
つ
面
か
ら
よ
く
調
べ
た
い
。

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
建
設
設
計
に
つ
い
て
那
覇

市
か
ら
依
頼
さ
れ
た
が
学
生
二
人
が
実
地

調
査
に
あ
た
る
こ
と
に
な
つ
た
。
那
覇
市

の
商
店
街
の
今
後
の
あ
り
方
も
研
究
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
ス
ラ
イ
ド
を
も
つ

て
き
た
の
で
商
人
に
よ
く
み
て
も
ら
い
理

解
し
て
具
体
的
に
研
究
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。

結
論
を
い
う
と
小
さ
い
面
は
商
店
街
の
あ

り
方
を
再
検
討
す
る
こ
と
、
大
き
い
面
は

今
後
の
那
覇
市
の
あ
り
方
と
全
島
と
の
つ

な
が
り
を
滞
在
の
十
日
間
で
よ
く
研
究
調

査
し
て
い
き
た
い
。

石
川
博
士
滞
在
日
程

な
お
石
川
博
士
の
滞
在
中
の
ス
ケ
ジ
ユ
ー
ル

は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

△
八
月
五
日
午
前
三
時
五
十
分
那
覇
着
、

午
後
あ
い
さ
つ
回
り
△
八
月
六
日
都
市
計

画
概
要
説
明
及
び
市
内
視
察
の
の
ち
、
午

後
は
北
部
視
察
の
予
定
。
△
八
月
七
日
帰

覇
△
八
月
八
日
都
計
の
概
要
説
明
、
事
業

計
画
の
説
明
△
八
月
九
日

八
月
十
二
日

都
計
の
指
導
△
八
月
十
三
日
市
議
と
の
懇

談
会
、
講
演
会
△
八
月
十
四
日
帰
日
準
備

△
八
月
十
五
日
午
後
四
時
半
の
那
覇
空
港

発
。

浮
か
び
出
た
市
町
村
合
併
問
題

／
人
口
一
万
五
千
標
準
に
／

「
促
進
法
」
立
法
準
備
す
す

む沖
タ
・
夕
　
１
９
５
５
・
８
・
９

政
府
は
市
町
村
合
併
促
進
法

目
下
参
考
案

準
備
中

の
制
定
に
よ
つ
て
市
町
村
の
規
模

を
合
理
化
し
、
財
政
の
建
て
直
し
を
積
極
的

に
推
し
す
す
め
よ
う
と
意
図
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
自
治
法
や
交
付
金
法
な
ど
に
よ
つ
て

制
度
的
に
は
次
第
に
改
善
さ
れ
な
が
ら
、
毎

年
の
よ
う
に
”
ｓ
ｏ
ｓ
”
を
訴
え
る
地
方

財
政
の
実
情
か
ら
当
然
考
え
ね
ば
な
ら
な
い

大
き
な
課
題
の
一
つ
で
、
こ
の
動
き
を
転
機

に
地
方
自
治
は
又
新
し
い
段
階
に
直
面
し
て

い
る
と
い
え
る
。
町
村
合
併
促
進
を
含
め
て

地
方
自
治
の
今
後
に
は
ど
う
い
う
問
題
が
横

た
わ
つ
て
い
る
か
当
の
立
案
者
で
あ
る
稲
嶺

官
房
次
長
に
そ
の
見
解
を
聴
い
て
み
よ
う
。

▽
政
府
と
市
町
村
と
の
関
係
―
市
町
村
自
治

法
の
制
定
に
当
つ
て
は
、
政
府
の
権
力
的
な

い
し
は
後
見
的
自
治
干
渉
の
制
度
が
殆
ど
な

く
な
り
、
た
だ
わ
ず
か
に
政
府
の
機
関
委
任

事
務
の
遂
行
を
確
保
す
る
と
い
う
立
場
か
ら

主
席
の
指
揮
監
督
お
よ
び
職
務
執
行
命
令
の

制
度
が
採
用
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
し

か
し
将
来

市
町
村
合
併
促
進
法

等
が
で

き
る
と
合
併
促
進
の
た
め
の
協
議
、
情
報
収

集
或
は
監
督
に
基
く
助
言
、
勧
告
、
自
治
紛

争
の
調
停
な
ど
地
方
行
政
に
政
府
が
干
与
す

る
場
合
も
あ
ろ
う
し
、
又
財
政
的
に
も
地
方

財
政
の
再
建
、
整
備
に
あ
た
つ
て
一
定
の
事

項
に
つ
い
て
協
議
を
受
け
、
認
可
の
必
要
も

や
む
を
得
な
い
場
合
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

地
方
自
治
の
本
旨
を
そ
こ
な
わ
な
い
限
度
で

政
府
の
干
与
事
項
が
多
く
な
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

▽
市
町
村
財
政
の
健
全
化
―
戦
後
民
主
主
義

の
基
盤
に
立
つ
て
各
種
の
制
度
が
で
き
た

が
、
そ
れ
を
実
施
す
る
た
め
に
要
す
る
負
担

の
増
加
に
市
町
村
は
苦
悩
し
て
い
る
。
監
査

委
員
、
選
挙
管
理
委
員
な
ど
機
構
の
拡
張
、

消
防
、
衛
生
等
新
し
い
制
度
が
民
生
の
発
展

に
役
立
つ
て
い
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、

区
域
住
民
の
経
済
力
を
越
え
る
場
合
も
多
く
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地
方
財
政
を
大
き
く
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
も

見
逃
せ
な
い
。
地
方
財
政
の
窮
状
は
数
年
来

訴
え
ら
れ
て
き
て
い
る
。
市
町
村
に
与
え
ら

れ
た
財
源
は
妥
当
で
あ
ろ
う
か

？

、
市

町
村
税
法
が
今
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
が
、

そ
れ
に
基
い
て
算
出
さ
れ
る
財
源
の
内
容
は

十
分
把
握
さ
れ
て
い
な
い
し
、
従
つ
て
市
町

村
の
財
政
規
模
も
不
明
で
あ
る
。
又
市
町
村

財
政
調
整
交
付
金
も
基
準
収
入
不
足
額
に
対

す
る
交
付
割
合
が
毎
年
一
定
せ
ず
、
時
々
の

情
勢
で
変
化
し
、
地
方
財
政
政
策
を
た
て
得

べ
く
も
な
い
。
市
町
村
税
は
本
年
度
の
賦
課

徴
収
の
実
績
で
い
ず
れ
そ
の
財
源
額
が
判
明

す
る
か
ら
こ
れ
に
基
い
て
財
政
規
模
を
決

め
、
更
に
政
府
と
市
町
村
の
財
源
を
調
整
し

て
交
付
金
も
一
定
の
率
を
設
け
る
等
市
町
村

財
政
の
健
全
化
を
は
か
る
べ
き
で
あ
る
。

▽
市
町
村
の
合
併
―
常
に
困
窮
を
伝
え
ら
れ

て
い
る
弱
小
町
村
を
救
済
す
る
に
は
市
町
村

規
模
の
合
理
化
は
た
し
か
に
必
要
で
あ
る
。

財
政
力
の
強
化
を
考
え
る
場
合
、
政
府
の
補

助
財
源
の
強
化
を
求
め
る
の
と
町
村
の
自
主

的
財
源
の
強
化
を
図
る
方
法
が
あ
る
が
、
前

者
は
市
町
村
の
自
主
性
確
立
の
上
で
障
害
に

な
る
の
で
結
局
後
者
が
考
え
ら
れ
る
べ
き

で
、
そ
の
場
合
の
方
法
は
租
税
収
入
の
増
が

根
本
と
な
る
。
し
か
し
こ
れ
は
住
民
の
負
担

を
増
大
さ
せ
又
限
度
も
あ
る
の
で
、
人
口
の

増
加
に
よ
つ
て
租
税
収
入
の
増
加
を
は
か
る

と
い
う
方
法
が
残
さ
れ
る
。
こ
こ
に
市
町
村

合
併
が
そ
の
解
決
の
必
至
の
方
策
と
し
て
求

め
ら
れ
る
が
、
合
併
の
形
式
、
新
市
町
村
名
、

議
員
定
数
、
税
の
賦
課
率
な
ど
重
要
な
問
題

が
相
当
あ
る
の
で
、
そ
の
推
進
に
は
市
町
村

と
政
府
に
適
切
な
組
織
を
も
つ
べ
き
で
あ

る
。
市
町
村
規
模
の
再
編
成
事
業
は
合
併
の

完
了
で
終
る
も
の
で
は
な
く
合
併
後
の
育
成

と
い
う
こ
と
に
む
し
ろ
大
き
な
努
力
を
要
す

る
。
合
意
に
よ
つ
て
市
町
村
が
合
併
し
て
も
根
本

的
に
は
脆
弱
性
が
残
り
、
過
剰
な
職
員
を
抱

え
て
整
理
も
で
き
ず
、
又
別
々
の
団
体
の
人

が
面
識
も
な
く
集
ま
る
の
で
運
営
に
円
滑
を

欠
く
こ
と
も
多
い
。
従
つ
て
合
併
後
の
町
村

の
経
営
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
は
町
村
自
体

は
勿
論
、
政
府
も
そ
の
育
成
に
努
力
す
べ
き

で
、
た
だ
政
府
が
市
町
村
の
適
正
規
模
を
一

途
に
確
立
し
よ
う
と
し
て
住
民
の
自
治
意
識

を
無
視
し
て
一
方
的
に
こ
れ
を
推
進
し
て
は

な
ら
な
い
。
市
町
村
の
統
合
は
住
民
の
自
治

意
識
の
た
か
ま
る
の
を
ま
つ
て
本
来
の
目
的

を
達
成
し
得
る
の
で
あ
る
。

注

政
府
の
計
画
で
は
現
在
の
人
口
一
万

一
千
程
度
か
ら
一
万
五
千
人
を
標
準
と
し
て

町
村
の
合
併
を
促
進
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
、
日
本
の
場
合
人
口
五
千
人
未
満
の
町
村

が
約
一
万
も
あ
つ
た
の
を

合
併
促
進

に

よ
つ
て
八
千
に
減
ら
し
た

▽
公
営
企
業
に
関
す
る
法
律
制
度
＝
市
町
村

の
公
営
企
業
に
は
現
在
電
気
、
水
道
、
バ
ス

事
業
等
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
企
業
に
は
、

市
町
村
の
本
来
の
性
格
に
か
ん
が
み
て
公
共

の
福
祉
増
進
を
は
か
る
こ
と
と
、
常
に
企
業

と
し
て
経
済
性
を
発
揮
す
る
よ
う
に
運
営
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
二
様
の
面
を
も
つ
て
い

る
。
そ
こ
で
企
業
の
能
率
的
な
経
営
を
期
す

た
め
に
は
企
業
の
管
理
者
は
十
分
才
能
を
発

揮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
し
そ
の
た
め
に
は
市
町

村
長
の
外
に
相
当
の
権
限
を
も
つ
管
理
者
を

設
け
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
ま
た
合
理
的
な

運
営
を
す
る
た
め
複
式
簿
記
を
採
用
し
て
一

般
会
計
と
別
個
の
基
準
に
従
わ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
市
町
村
関
係
の
現
在
の
法
制

で
は
事
業
経
営
を
不
利
に
し
て
い
る
点
が
多

い
。
そ
こ
に
市
町
村
公
営
企
業
法
の
制
定
が

要
望
さ
れ
る
わ
け
で
一
般
行
政
の
事
務
と
は

別
の
法
規
を
設
け
る
こ
と
は
今
後
の
市
町
村

行
政
の
中
の
一
課
題
で
あ
る
。

石
川
博
士
那
覇
の
都
計
を
語
る

(1)
／
都
市
美
委
員
会
を
作
れ

／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
人
口

割
で
は
東
京
以
上

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
８
・
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十
三
日
午
後
三
時
十
五
分
か
ら
、
那
覇
市
美

栄
橋
の
教
育
会
館
ホ
ー
ル
で
、
早
大
教
授
工

学
博
士
石
川
栄
よ
う
氏
の
講
演
会
が
那
覇
市

の
主
催
で
開
か
れ
た
。
市
会
議
員
、
一
般
希

望
者
等
約
百
八
十
名
が
出
席
、
真
和
志
市
か

ら
も
翁
長
市
長
、
森
田
市
会
議
長
等
が
顔
を

み
せ
る
な
ど
盛
会
で
あ
つ
た
。

那
覇
都
市
計
画
進
捗
に
就
て
の
感
想
と
今

後
に
対
す
る
所
見

と
い
う
の
が
演
題
で
あ

つ
た
。
博
士
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
通
り

斯
界
の
権
威
者
で
あ
る
。
し
か
も
、
一
昨
年

春
、
そ
し
て
今
度
と
二
回
も
来
島
、
那
覇
市

の
都
計
を
最
初
か
ら
指
導
し
た
だ
け
に
、
そ

の
講
演
は
出
席
者
を
感
銘
せ
し
め
た
。

話
の
大
部
分
は
、
那
覇
市
の
将
来
の
在
り

方
、
方
向
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
講
演
要

旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

都
市
計
画
と
は
、
道
を
つ
く
つ
た
り
、
橋
を

か
け
た
り
す
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
人
が

多
い
。
こ
れ
は
大
変
な
誤
解
で
あ
り
ま
す
。

都
市
計
画
は
土
木
事
業
で
は
な
く
、
都
市
の

経
営
を
よ
り
効
率
的
に
し
よ
う
と
い
う
計
画

で
、
こ
ち
ら
で
云
え
ば
、
ど
う
す
れ
ば
那
覇

の
街
を
よ
く
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
二
年
前
、
こ
ち
ら
に
参
り
ま
し
た
時
、

私
は

那
覇
は
美
し
い
街
で
あ
る
。
世
界
の

名
都
と
な
る
だ
ろ
う

と
い
ゝ
ま
し
た
。
小

高
い
陵
線
に
囲
ま
れ
た
街
全
体
の
形
状
に
併

わ
せ
、
赤
い
屋
根
瓦
、
白
い
漆
喰
、
青
と
赤

の
板
塀
の
点
散

。
鮮
や
か
な
色
彩
の
配
合

は
陸
離
と
し
て
忘
れ
得
ぬ
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
今
度
参
り
ま
し
て
、
一
躍
、
ま
つ
と
う
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な
都
市
美
に
入
つ
て
い
る
の
に
驚
き
ま
し

た
。
飛
躍
的
な
景
観
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
建
物
の
数
が
、
素
晴
し
く
増
え
た
こ
と

で
し
た
。
内
地
で
は
わ
れ
わ
れ
が
全
国
を
歩

い
て

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
建
て
ろ

と

す
ゝ
め
て
も
、
い
つ
こ
う
き
ゝ
い
れ
て
く
れ

ま
せ
ん
。

北
海
道
が
人
口
一
万
に
つ
い
て
一
軒
の
割
、

那
覇
市
は
一
万
に
つ
い
て
四
十
五
軒
で
あ
り

ま
す
。
東
京
は
一
万
に
つ
き
四
十
三
軒
の
割

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
那
覇
市
の
方
は
東
京
を

さ
え
オ
ー
バ
し
て
い
ま
す
。
北
海
道
の
札
幌

で
一
万
人
に
つ
き
、
二
十
五
軒
。
新
潟
市
も

二
十
五
軒
、
い
ず
れ
も
日
本
の
文
化
都
市
で

あ
り
ま
す
が
、
那
覇
に
は
遥
か
に
及
び
ま
せ

ん
。
実
は
私
も
計
算
し
て
み
て
、
更
め
て
び

つ
く
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
皆
さ
ん
の

建
築
に
対
す
る
旺
盛
な
意
欲
に
は
感
心
し
ま

し
た
。
こ
う
い
う
ふ
う
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
ふ
え
た
せ
い
か
、
色
彩
の
鮮
や
か
さ
は

前
ほ
ど
に
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
子

供
博
物
館
は
彩
色
が
す
ぎ
る
と
い
う
人
も
い

る
が
、
し
か
し
、
あ
の
一
軒
で
あ
の
付
近
が

う
き
た
つ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
単
に
鉄
筋

で
あ
る
か
ら
い
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
色

彩
を
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
勿
論
ベ
タ
ベ

タ
の
色
一
色
で
は
、
こ
れ
ま
た
困
り
も
の
で

す
。
信
州
の
或
る
街
に
、
色
調
委
員
会
と
い

う
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
建
築
さ
れ
る
家

の
屋
根
や
壁
の
色
彩
を
委
員
会
が
助
言
し
、

勝
手
な
街
の
風
格
を
こ
わ
す
よ
う
な
色
を
使

わ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
那
覇
市
は

首
都
と
し
て
の
品
格
を
保
つ
上
か
ら
も
商
業

の
経
営
、
そ
の
他
が
国
際
性
を
も
つ
て
い
る

点
か
ら
も
、
都
市
美
と
い
う
の
は
十
分
に
考

え
ら
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
色
調
委
員
会
と

い
う
も
よ
し
、
都
市
美
委
員
会
と
い
う
も
よ

し
、
そ
う
い
う
ふ
う
な
の
を
つ
く
つ
て
、
こ

れ
か
ら
建
て
ら
れ
る
一
軒
々
々
の
建
物
の
色

彩
を
よ
く
街
に
調
和
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
ら

い
い
と
思
い
ま
す
。
市
民
も
各
自
が
家
を
建

て
る
と
き
は
、
単
に
自
分
の
家
を
建
て
る
の

で
な
く
、こ
の
家
が
都
市
美
に
加
わ
る
の
だ
、

と
い
う
観
点
か
ら
都
市
美
に
一
つ
の
景
観
を

添
え
て
い
る
と
い
う
意
義
を
も
つ
て
貰
い
た

い
。
例
え
ば
、
国
場
さ
ん
が
建
て
て
い
ら
つ

し
や
る
国
映
館
は
、
あ
れ
は
那
覇
市
に
一
つ

の
偉
観
を
添
え
る
で
し
よ
う
。
だ
が
あ
の
白

い
色
で
は
、
ま
る
で
お
お
き
な
墓
み
た
い
で

す
。
こ
れ
は
国
場
さ
ん
に
と
や
か
く
い
お
う

と
い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
誤
解
し
な

い
で
聞
い
て
下
さ
い
。
も
つ
と
鮮
か
な
色
を

考
え
る
と
、
牧
志
通
り
は
あ
れ
一
つ
で
う
き

た
つ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

”
都
計
”
那
覇
と
同
歩
調
で
／

石
川
博
士
、
真
和
志
と
懇
談

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
８
・
15

那
覇
市
の
都
計
指
導
に
来
島
し
た
早
大
教
授

工
博
石
川
栄
よ
う
氏
は
十
四
日
ひ
る
四
時
よ

り
、
真
和
志
市
当
局
首
脳
及
び
市
会
議
員
と

の
懇
談
会
に
臨
み
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
た
。

今
後
都
市
は
交
通
機
関
で
結
ん
だ
都
市
で
広

域
計
画
で
胡
差
、
糸
満
を
も
那
覇
の
行
政
区

域
に
入
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
。
真
和
志
市
も

当
然
都
計
に
含
ま
れ
る
が
、
合
併
が
ま
だ
出

来
て
い
な
い
。
し
か
し
合
併
は
無
理
し
て
は

な
ら
な
い
と
思
う
。
時
間
が
常
に
解
決
す
る
。

こ
の
こ
と
に
気
づ
け
ば
合
併
も
あ
る
べ
き
方

向
に
ス
ム
ー
ス
に
進
む
と
考
え
ら
れ
る
が
私

は
こ
れ
に
ふ
れ
た
く
は
な
い
。
た
ゞ
言
い
た

い
の
は
行
政
は
別
で
も
都
市
計
画
が
別
に
あ

る
と
考
え
て
も
ら
つ
て
は
困
る
。
那
覇
、
真

和
志
の
二
つ
の
都
計
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え

な
い
。
戦
前
の
都
計
は
港
を
中
心
と
し
た
も

の
で
あ
つ
た
が
、
戦
災
で
総
て
を
失
つ
た
た

め
都
心
部
か
ら
街
の
建
設
が
始
め
ら
れ
た
こ

と
は
よ
い
こ
と
で
あ
る
。
今
後
の
都
計
は
泊

港
と
那
覇
港
を
結
ぶ
建
設
で
あ
る
が
、
も
う

一
つ
文
化
地
域
が
ま
だ
出
来
て
い
な
い
。
山

手
住
宅
地
域
と
都
心
部
と
の
間
に
建
設
す
る

の
が
文
化
地
域
で
あ
り
、
こ
れ
は
真
和
志
市

に
設
け
ら
れ
る
べ
き
で
、
農
研
指
所
が
邪
魔

に
な
つ
て
い
る
。
こ
こ
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
又
は
植
物
園
、
図
書
館
な
ど
学
生
の
た

め
の
セ
ン
タ
ー
と
す
べ
き
で
あ
る
。
更
に
住

宅
地
域
に
す
る
た
め
に
環
状
線
を
通
し
て
真

和
志
市
に
骨
を
入
れ
る
。
都
市
を
美
し
く
す

る
か
破
壊
す
る
か
は
墓
地
に
あ
る
。
現
在
の

墓
地
は
よ
く
な
い
。
設
計
に
よ
つ
て
墓
地
は

つ
く
る
べ
き
だ
。
那
覇
と
真
和
志
何
れ
合
併

す
る
と
思
う
が
、
都
計
だ
け
は
今
か
ら
歩
調

を
合
わ
せ
て
ほ
し
い
。
ま
た
石
川
博
士
は
バ

ス
セ
ン
タ
ー
は
現
在
の
一
カ
所
で
よ
い
か
と

の
質
問
に
、

サ
ブ
・
セ
ン
タ
ー
と
い
う
の

は
二
、
三
必
要
と
思
う
。
現
代
は
道
路
計
画

よ
り
バ
ス
計
画
の
方
が
重
要
で
、
バ
ス
が
走

つ
て
は
じ
め
て
道
路
と
な
る
。
バ
ス
の
路
線

は
業
者
よ
り
市
が
決
め
る
べ
き
で
、
バ
ス
は

市
営
が
の
ぞ
ま
し
い

と
説
明
し
て
、
五
時

懇
談
会
を
終
了
し
た
。

真
和
志
市
割
当
土
地
評
定
委
／

会
長
に
嘉
数
氏

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
８
・
15

真
和
志
市
割
当
土
地
賃
借
料
評
定
委
員
会
で

は
十
二
日
ひ
る
二
時
か
ら
市
会
議
室
で
委
員

お
よ
び
補
充
員
の
初
顔
合
わ
せ
を
行
い
、
会

長
に
嘉
数
昇
氏
を
選
出
し
た
。

な
お
初
回
委
員
会
は
来
る
十
九
日
に
開
催
の

予
定
。
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石
川
博
士
那
覇
の
都
計
を
語
る

(2)
／
躍
進
と
苦
労
の
抱
合
い

／
商
店
街
の
不
潔
を
整
備
せ

よ沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
８
・
15

こ
の
前
参
り
ま
し
た
と
き
、
私
は
牧
志
大
通

り
を
指
し
て
、

こ
こ
に
沖
縄
の
銀
座
が
出

来
る
か
も
知
れ
な
い

と
い
つ
て
お
き
ま
し

た
が
、私
の
予
想
通
り
立
派
な
道
路
が
出
来
、

す
ば
ら
し
い
街
に
な
り
ま
し
た
。
一
号
線
か

ら
お
成
り
橋
を
通
り
、
政
府
庁
舎
に
向
う
。

お
成
り
道
路
も
見
事
な
も
の
で
す
。
道
路
の

真
ん
中
は
ソ
テ
ツ
、
両
側
は
シ
ユ
ロ
の
街
路

樹
も
南
国
的
で
素
晴
し
い
。
中
央
に
丈
の
低

い
も
の
、
両
側
に
高
い
も
の
と
い
う
、
し
つ

ら
え
方
も
な
か
な
か
気
が
き
い
て
い
る
。
お

し
む
ら
く
は
も
う
少
し
金
を
奮
発
し
て
、
も

つ
と
大
き
い
も
の
を
植
え
る
こ
と
が
出
来
な

か
つ
た
も
の
か

。

こ
の
二
つ
の
道
路
で
街
の
趣
が
全
く
変
わ
り

ま
し
た
。皆
さ
ん
は
毎
日
住
ん
で
い
る
の
で
、

つ
い
な
れ
つ
こ
に
な
つ
て
き
づ
か
な
い
で
し

よ
う
が
、
わ
れ
わ
れ
み
た
い
に
、
た
ま
に
く

る
も
の
に
は
、
こ
の
二
つ
が
那
覇
の
街
の
性

格
を
非
常
に
い
い
方
向
に
変
え
た
と
、
強
く

印
象
づ
け
ら
れ
る
の
で
す
。

那
覇
の
街
を
進
歩
さ
せ
た
の
に
も
う
一
つ
泊

の
港
が
あ
り
ま
す
。
泊
の
港
は
今
回
き
て
み

る
と
、水
深
五
米
の
立
派
な
も
の
に
な
つ
て
、

か
つ
て
せ
い
ぜ
い
十
屯
、
二
十
屯
の
船
が
出

入
り
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
、
い
ま
で
は
三
千

屯
の
船
も
横
づ
け
に
し
て
い
る
。泊
の
場
合
、

港
は
す
ば
ら
し
く
出
来
上
り
ま
し
た
が
、
次

は
埋
立
地
の
使
用
に
関
す
る
企
画
を
ぬ
か
り

な
く
す
べ
き
で
し
よ
う
。
港
は
い
ゝ
が
、
そ

れ
に
つ
ゞ
く
土
地
の
使
い
方
が
悪
い
た
め
、

港
全
体
が
失
敗
し
た
例
を
私
は
知
つ
て
い
ま

す
。
最
も
警
戒
す
べ
き
は
単
一
の
会
社
が
フ

ロ
ン
ト
を
殆
ど
占
め
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

で
す
。
例
え
ば
、
四
日
市
は
一
万
屯
級
が
三

四
艘
も
入
り
ま
す
が
、
そ
の
フ
ロ
ン
ト
は

ガ
ラ
ス
会
社
が
占
め
、
そ
の
社
宅
が
バ
ラ
バ

ラ
に
立
つ
て
、
港
の
利
用
価
値
を
悪
く
し
て

い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
統
計
を
合
わ
す
と
、

泊
は
今
日
で
は
那
覇
港
以
上
に
重
要
に
な
つ

て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
港
を
う
ま
く
生
か
す

た
め
埋
立
地
の
利
用
を
十
分
に
検
討
す
べ
き

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
三
ツ
の
も
の
、
つ
ま
り
、

牧
志
街
道
、
お
成
り
橋
通
り
、
泊
港
以
上
が

大
き
な
進
歩
で
あ
り
ま
し
た
。

先
日
、
当
間
市
長
の
案
内
で
北
部
ま
で
つ
れ

て
い
つ
て
貰
い
ま
し
た
。
先
に
き
た
と
き
は

デ
コ
ボ
コ
の
道
路
で
弱
つ
た
の
で
す
が
、
今

回
は
遥
か
名
護
ま
で
坦
々
と
し
た
ア
ス
フ
ア

ル
ト
道
路
が
つ
ゞ
い
て
い
て
、
そ
の
進
歩
ぶ

り
に
は
び
つ
く
り
し
ま
し
た
。
国
頭
の
辺
戸

ダ
ム
を
み
ま
し
た
が
、
あ
の
近
代
化
し
た
施

設
も
驚
く
ば
か
り
で
す
。
辺
戸
岬
の
絶
壁
、

本
部
の
白
砂
青
松
、
中
城
の
城
跡
、
こ
れ
は

恐
ら
く
日
本
的
、
東
洋
的
な
美
し
さ
で
し
よ

う
。
中
城
城
の
構
え
は
、
ゆ
う
ゆ
う
と
し
て

お
り
、
そ
の
く
ず
れ
方
も
ゆ
う
ゆ
う

。
日

本
中
の
城
と
い
う
城
を
み
た
が
、
あ
れ
だ
け

の
景
観
は
あ
り
ま
せ
ん
。全
沖
縄
が
美
し
く
、

風
景
は
異
色
に
富
ん
で
い
ま
す
。
以
上
が
、

私
が
こ
ち
ら
に
き
て
感
じ
た
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
は
い
ゝ
と
こ
ろ
に
住
み
、
い
ゝ

仕
事
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
那

覇
、
ひ
い
て
は
全
沖
縄
が
す
ば
ら
し
く
進
歩

し
た
の
を
み
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
今
度

は
那
覇
の
問
題
点
を
申
上
げ
ま
し
よ
う
。
私

は
、
那
覇
は
存
外
に
苦
労
を
背
負
つ
た
街
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
問
題
点
を
二
、
三
と
り

あ
げ
て
み
ま
し
よ
う
。

第
一
は
、
中
心
商
店
街
が
き
わ
め
て
不
整
備

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
牧
志

大
通
が
沖
縄
の
銀
座
で
あ
れ
ば
、
平
和
通
り

は
沖
縄
の
浅
草
と
も
申
し
ま
し
よ
う
か
。
那

覇
の
中
心
商
店
街
は
浅
草
と
銀
座
を
同
時
に

も
つ
シ
ヨ
ツ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま

す
。
平
和
通
り
の
雑
と
う
は
市
民
に
何
ん
と

も
い
え
な
い
楽
し
さ
を
与
え
ま
す
。
い
わ
ば

ユ
カ
タ
を
着
な
が
し
て
夕
食
後
の
一
時
を
散

歩
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
つ
て
、
す
て
が
た
い

街
で
あ
り
ま
す
。
恐
ら
く
今
後
も
さ
か
え
る

で
し
よ
う
。
平
和
通
り
は
市
場
と
一
体
を
な

し
て
強
味
で
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
、
ガ
ー

ブ
川
と
そ
れ
に
沿
う
小
さ
な
商
店
は
整
理
さ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
が
問
題
点
と

申
し
ま
す
の
は
こ
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

ガ
ー
ブ
川
は
あ
の
奇
妙
な
名
前
の
せ
い
か
、

絶
対
に
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
ド
ブ
み
た
い
に
不
潔
で
あ
り
ま
す
。
あ

の
川
と
そ
れ
に
沿
う
小
さ
な
店
を
整
理
し
て

清
潔
に
し
な
い
と
、
シ
ヨ
ツ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
全
体
が
よ
ご
れ
、
那
覇
の
品
格
に
か
か

わ
り
ま
す
。
那
覇
の
品
格
は
全
琉
の
品
格
で

あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
こ
と
を
軽
々
し
く
み

ず
に
、
早
く
処
置
し
て
貰
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
私
が
、
こ
の
つ
ぎ
参
り
ま
す
と
き
に
、

も
し
、
そ
れ
が
整
理
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、

私
は
も
う
那
覇
の
街
に
さ
よ
な
ら
を
し
よ
う

と
思
う
。
盛
り
場
を
歩
い
て
い
る
と
、
ど
う

も
臭
く
て
や
り
き
れ
な
い
。
も
し
皆
さ
ん
が

盛
り
場
は
臭
い
の
が
当
り
前

と
思
い
こ

む
ほ
ど
、
病
コ
ウ
モ
ウ
に
達
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
ま
た
、
何
を
か
言
わ
ん
や
で
あ
り

ま
す
。
も
う
語
る
に
足
ら
な
い
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
盛
り
場
の
改
造
と
い
う
よ
り
、

不
衛
生
都
市
改
造
と
い
う
の
が
ぴ
つ
た
り
し

ま
す
。

さ
て
、
平
和
通
り
の
す
ぐ
上
の
”
希
望
が
丘
”

に
地
主
が
家
を
建
て
る
計
画
が
あ
る
と
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
が
、
絶
対
に
許
し
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
あ
そ
こ
に
家
が
ぎ
つ
し

り
建
ち
、
オ
シ
メ
や
い
ろ
い
ろ
な
干
物
が
干
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さ
れ
た
ら
天
高
く
恥
を
さ
ら
す
こ
と
に
な
り

ま
し
よ
う
。
地
主
は

自
分
の
土
地
だ
か
ら

ど
う
使
お
う
と
自
分
の
勝
手
だ

と
思
つ
た

ら
大
き
な
間
違
い
で
あ
り
ま
す
。
誰
が
こ
の

土
地
に
価
値
を
与
え
た
か
、
社
会
で
あ
り
ま

す
。
地
主
も
全
琉
的
立
場
か
ら
社
会
全
体
の

た
め
に
協
力
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
あ
の
付

近
は
地
主
の
恣
意
に
は
任
せ
ら
れ
な
い
も
の

で
、
全
琉
的
立
場
か
ら
考
慮
す
べ
き
で
あ
り

ま
す
。

石
川
博
士
那
覇
の
都
計
を
語
る

(3)
／
溢
れ
る
車
・
副
道
つ
け

よ
／
那
覇
・
真
和
志
は
早
く

合
併
を

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
８
・
16

那
覇
市
に
お
け
る
第
二
の
問
題
点
は
、
牧
志

道
路
、
一
号
線
の
二
つ
の
幹
線
道
路
の
交
通

量
を
緩
和
す
る
た
め
、
副
道
を
つ
け
ろ
、
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
沖
縄
に
お
け
る
自

動
車
の
増
え
方
は
め
ざ
ま
し
い
、
統
計
に
よ

り
ま
す
と
、
車
一
台
に
三
十
一
人
の
割
で
あ

り
ま
す
。
東
京
で
は
一
台
に
つ
き
五
十
人
で

あ
り
ま
す
か
ら
、
人
口
割
で
は
沖
縄
の
方
が

遥
か
に
多
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し

か
も
、
こ
れ
は
沖
縄
の
方
々
の
も
つ
た
車
の

台
数
か
ら
割
出
し
た
数
字
で
あ
り
ま
す
。
実

際
に
は
ア
メ
リ
カ
の
シ
ビ
リ
ア
ン
や
軍
隊
の

車
も
盛
ん
に
通
つ
て
い
ま
す
の
で
、
実
質
は

恐
ら
く
一
台
に
二
十
人
、
ま
た
は
十
人
と
な

る
ん
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
と
に
か

く
、
そ
の
夥
し
さ
に
は
驚
く
ば
か
り
で
あ
り

ま
す
。
主
要
幹
線
道
路
を
通
る
車
両
の
一
日

の
総
台
数
を
調
べ
て
み
ま
す
と
牧
志
街
道
が

一
日
七
千
台
、
一
号
線
が
一
万
一
千
台
で
あ

り
ま
す
。
牧
志
道
路
に
お
け
る
飽
和
点
は
一

万
四
千
台
、
一
号
線
で
は
二
万
台
で
あ
り
ま

す
。
も
し
、
一
日
に
牧
志
道
路
を
一
万
四
千

台
、
一
号
線
を
二
万
台
も
車
が
通
る
よ
う
に

な
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
道
路
は
始
終
一
ぱ

い
に
な
つ
て
、
も
う
、
動
く
こ
と
が
で
き
な

い
。
も
し
、
事
故
で
も
あ
れ
ば
交
通
は
マ
ヒ

状
態
に
陥
る
で
し
よ
う
。
現
在
は
こ
の
飽
和

点
の
半
分
ま
で
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
警
戒

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
御
承
知
の
よ
う

に
港
ナ
ハ
は
い
わ
ば
休
火
山
、
ま
た
、
活
動

し
て
お
り
ま
せ
ん
。
あ
れ
が
、
十
分
活
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
と
き
に
は
、
国
道
第
一
号

の
、
一
日
の
車
両
台
数
が
二
万
台
に
な
る
の

も
、
そ
う
遠
く
は
あ
り
ま
す
ま
い
。
そ
う
な

つ
た
場
合
、
こ
れ
ら
の
溢
れ
る
よ
う
な
車
両

を
、
皆
さ
ん
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
シ
ヨ

ツ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
結
ぶ
か
問
題
で
あ
り

ま
す
。
集
中
性
の
交
通
量
は
な
ん
と
か
避
け

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
交
通
ラ
ツ

シ
ユ
は
限
界
に
き
て
い
ま
す
。
早
く
フ
ク
道

を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
フ
ク
道
と

い
つ
て
も
簡
単
に
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
フ
ク
道
の
入
れ
方
に
よ
つ
て
市
民
の
か

し
こ
さ
が
だ
い
た
い
わ
か
る
も
の
で
す
。

与
儀
か
ら
安
里
を
通
り
牧
港
へ
、
つ
ま
り
、

旧
鉄
道
路
線
跡
に
大
き
な
道
路
を
通
す
計
画

だ
、
と
き
て
い
る
が
、
な
か
な
か
着
想
が
よ

い
。
こ
れ
が
で
き
る
と
、
那
覇

真
和
志
も

含
め
て

の
街
は
、
山
の
手
と
ダ
ウ
ン
タ
ウ

ン
の
二
つ
に
は
つ
き
り
わ
か
れ
て
い
く
。
同

時
に
一
号
線
と
牧
志
道
路
の
溢
れ
る
よ
う
な

交
通
量
が
救
さ
い
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
行

政
区
域
の
問
題
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
事
情

も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
い
ま
、
す
ぐ
や

れ
、
と
い
う
て
も
無
理
で
あ
り
ま
し
よ
う
。

こ
の
道
路
が
、
い
ま
の
よ
う
な
性
格
に
あ
る

こ
と
は
真
和
志
に
も
損
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

道
路
が
い
ま
の
ま
ま
で
は
真
和
志
は
那
覇
の

場
末
の
波
を
波
状
的
に
受
け
る
だ
け
で
あ
り

ま
す
。
那
覇
の
交
通
量
を
緩
和
し
、
真
和
志

を
山
の
手
の
街
ら
し
く
繁
栄
せ
し
め
る
た
め

に
も
、
こ
の
道
路
の
建
設
は
急
ぐ
べ
き
で
あ

り
ま
す
。

第
三
の
問
題
点
は
、
真
和
志
と
那
覇
の
合
併

を
急
げ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、

こ
の
前
き
た
と
き
も
強
調
し
ま
し
た
が

。

凡
そ
、
都
市
計
画
を
勉
強
す
る
も
の
か
ら
み

れ
ば
、
こ
の
二
つ
が
別
々
の
行
政
区
域
に
あ

る
こ
と
が
、
ど
う
し
て
も
理
解
で
き
な
い
の

で
あ
り
ま
す
。
ど
う
も
お
か
し
い
の
で
あ
り

ま
す
。
郊
外
部
門
が
閉
塞
し
て
い
る
た
め
那

覇
の
都
心
は
い
じ
け
て
発
達
し
て
い
ま
す
。

私
は
沖
縄
か
ら
の
新
聞
で
、
都
市
合
併
の
記

事
を
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
し
た
が
、
真
和

志
が
合
併
し
な
か
つ
た
こ
と
は
残
念
に
思
い

ま
し
た
。
全
琉
の
た
め
、
よ
り
よ
い
首
都
を

つ
く
る
た
め
早
く
合
併
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
真
和
志
は
住
宅
地
域
と
し
て
は
好
適
で

あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
住
宅
は

全
部
、
真
和
志
に
選
ば
れ
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
真
和
志
に
霊
苑
を
つ
く
る
計

画
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
際
、
那
覇
の
墓
地

を
全
部
整
理
す
る
よ
う
、
大
き
な
力
と
計
画

で
す
す
め
て
貰
い
た
い
。

那
覇
の
方
に
も
真
和
志
の
方
に
も
合
併
し
た

い
意
志
が
あ
る
そ
う
で
す
か
ら
、
今
度
は
う

ま
く
い
く
と
思
い
ま
す
。
工
業
地
域
や
、
住

宅
地
域
設
定
の
た
め
、
真
和
志
は
那
覇
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。ま
た
、

真
和
志
に
と
つ
て
も
、
那
覇
と
離
れ
て
発
展

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
二
つ
は
一
心
同
体

で
あ
り
ま
す
。

注
目
さ
れ
る
判
決
／
那
覇
市
議

選
挙
無
効
裁
判

琉
新
・
夕
　
１
９
５
５
・
８
・
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那
覇
市
選
挙
無
効
裁
判
結
審
は
十
六
日
午
前

十
時
半
か
ら
上
訴
裁
で
富
山
裁
判
長
、松
島
、

玉
城
両
ば
い
席
判
事
、
安
里
、
知
念
両
弁
護

人
立
会
い
で
開
か
れ
、
両
弁
護
人
か
ら
そ
れ
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ぞ
れ
次
の
よ
う
な
弁
論
が
あ
り
午
前
十
一
時

閉
廷
し
た
。
判
決
言
い
渡
し
は
く
る
三
十
日

午
前
十
時
か
ら
上
訴
裁
で
行
わ
れ
る
が
判
決

の
結
果
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

弁
論
要
旨

知
念
朝
功

選
挙
が
不
正
な
く
正
当
に
行
わ

れ
て
い
る
旨
の
関
係
者
の
証
言
を
信
ず
る
に

足
ら
な
い
と
判
示
し
て
い
る
点
は
理
由
不
備

で
あ
る
。
そ
の
理
由
を
示
さ
ず
に
経
験
則
に

反
す
る
証
拠
の
取
り
す
て
を
な
し
た
こ
と
は

理
由
不
備
の
違
法
で
あ
る
。

本
件
で
最
も
重
要
な
証
言
を
採
用
せ
ず
切
り

捨
て
ご
免
式
に
排
し
て
い
る
。
何
故
証
言
を

信
ず
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
の
理
由
は
一
言

も
ふ
れ
て
い
な
い
。

選
挙
の
管
理
執
行
の
手
続
き
の
一
部
に
つ
い

て
違
法
が
あ
つ
た
こ
と
は
争
え
な
い
が
争
点

は

か
か
る
成
規
に
違
反
し
た
手
続
の
結
果
、

選
挙
の
結
果
に
異
動
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る

か
ど
う
か

で
あ
る
。

以
上
の
点
で
原
判
決
を
破
棄
し
て
も
ら
い
た

い
。
安
里
積
千
代

選
挙
が
不
正
で
は
な
く
正
当

に
行
わ
れ
た
旨
の
証
人
の
証
言
を
原
審
で
採

用
し
な
か
つ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
証
拠

の
採
否
は
事
実
裁
判
官
の
権
限
で
あ
つ
て
理

由
を
説
明
す
る
必
要
は
な
い
。

厳
正
な
選
挙
に
お
い
て
選
挙
関
係
者
が
法
規

を
無
視
す
る
こ
と
自
体
が
不
正
で
あ
る
。
関

係
者
は
不
正
は
な
か
つ
た
と
証
言
し
て
い
る

が
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
信
用
す
る
こ
と
は
出
来

ず
何
人
た
り
と
も
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
上

訴
人
の
証
人
の
証
言
を
採
用
し
な
い
こ
と
が

不
法
で
あ
る
と
い
つ
て
い
る
が
そ
れ
は
理
由

に
な
ら
な
い
。

石
川
博
士
那
覇
の
都
計
を
語
る

(4)
／
首
里
は
大
学
タ
ウ
ン
に

／
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
建

設
急
げ

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
８
・
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以
上
の
よ
う
に
、
私
は
那
覇
の
街
の
問
題
点

と
し
て
、
不
潔
な
都
心
部
を
清
潔
に
す
る
こ

と
、
牧
志
大
通
り
、
一
号
線
の
交
通
量
緩
和

の
た
め
、
副
道
と
し
て
旧
鉄
道
線
路
を
活
用

す
る
こ
と
、
那
覇
、
真
和
志
が
合
併
す
る
こ

と
、
の
三
点
を
あ
げ
、
そ
の
対
策
を
急
ぐ
よ

う
申
上
げ
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
皆

さ
ん
は
、
那
覇
の
街
を
、
楽
し
い
生
活
の
営

め
る
場
た
ら
し
め
る
よ
う
考
え
る
べ
き
で
あ

り
ま
す
。

当
地
に
は
優
雅
な
古
典
舞
踊
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
の
み
を
も
つ
て
、
那
覇
は
楽
し
い

街
と
考
え
た
ら
大
き
な
間
違
い
で
あ
り
ま

す
。
い
ま
、
沖
縄
は
む
つ
か
し
い
立
場
に
あ

り
ま
す
が
、
一
方
に
お
い
て
は
大
変
い
ゝ
環

境
に
あ
る
と
も
云
え
ま
す
。
皆
さ
ん
が
百
年

か
ゝ
つ
て
出
来
な
い
こ
と
も
、
ア
メ
リ
カ
の

力
で
は
時
を
か
さ
ず
し
て
出
来
る
の
で
あ
り

ま
す
。
年
寄
り
は
ア
メ
リ
カ
化
さ
れ
る
こ
と

を
好
ま
な
い
が
、
青
年
は
素
直
に
ア
メ
リ
カ

文
化
を
受
入
れ
る
で
あ
り
ま
し
よ
う
。
私
は

存
外
に
沖
縄
は
東
洋
に
お
け
る
う
ま
い
位
置

を
占
め
る
の
で
な
い
か
、
と
思
う
の
で
あ
り

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
富
と
文
化
を
受
入
れ
て

沖
縄
を
発
展
せ
し
め
る
の
は
青
年
達
で
あ
り

ま
す
。
青
年
が
こ
の
大
任
を
果
す
に
は
、
よ

く
学
び
、
よ
く
遊
び
、
健
全
な
精
神
と
身
体

を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
那
覇

の
街
に
は
そ
の
よ
う
な
場
所
が
あ
り
ま
し
よ

う
か
。
た
ゞ
、
映
画
を
み
て
楽
し
む
だ
け
で

あ
れ
ば
、
そ
れ
は
一
つ
の
マ
ス
タ
ー
ベ
ー
シ

ヨ
ン
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
沖
縄
に
と
つ
て
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

建
設
は
急
務
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る
こ
と
は
何
か
の
事
業

を
や
る
つ
い
で
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
青
年
達
が
た
ゞ
喜
ぶ
だ
け

の
こ
と
ゝ
思
わ
な
い
で
欲
し
い
の
で
あ
り
ま

す
。
御
存
知
の
よ
う
に
英
国
の
政
治
は
中
道

政
治
と
し
て
世
界
の
範
に
な
つ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
政
治
家
達
が
大
て
い
オ
ツ
ク
ス

フ
オ
ー
ド
か
、或
は
ケ
ン
ブ
リ
ツ
ジ
に
学
び
、

青
年
時
代
を
ス
ポ
ー
ツ
で
鍛
え
、
フ
エ
ア
プ

レ
イ
の
精
神
を
つ
ち
か
つ
て
い
る
か
ら
で
あ

り
ま
す
。
そ
れ
で
、
私
は
、
こ
の
前
き
た
と

き
、
唯
一
の
よ
い
場
所
と
し
て
与
儀
の
試
験

場
を
あ
げ
ま
し
た
が
、
今
度
参
つ
て
き
ゝ
ま

す
と
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
む
つ
か
し
い
よ

う
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

必
ず
し
も
与
儀
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
奥
武
山
に
競
輪

場
が
出
来
る
そ
う
だ
が
、
市
の
財
政
の
た
め

と
あ
れ
ば
そ
れ
も
結
構

。
し
か
し
、
同
時

に
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
も
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

青
年
に
希
望
を
与
え
よ

で
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
他
に
、
文
化
公
園
を

つ
く
る
こ
と
も
必
要
で
あ
り
ま
す
。
今
日
、

日
本
で
は
、
ど
ん
な
小
さ
な
街
で
も
美
術
館

を
も
と
う
と
し
、
そ
れ
が
一
つ
の
運
動
に
な

つ
て
い
ま
す
。

当
地
で
も
、
考
え
深
い
青
年
、
思
さ
く
す
る

青
年
の
た
め
に
文
化
公
園
を
つ
く
り
、
読
書

と
美
術
心
を
陶
冶
す
る
場
を
与
え
る
よ
う
、

お
す
す
め
致
し
ま
す
。
今
日
、
沖
縄
の
学
生

達
は
東
京
の
大
学
に
い
か
な
け
れ
ば
勉
強
で

き
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
”
学
生
ノ
イ
ロ
ー

ゼ
”
に
か
か
つ
て
い
る
よ
う
で
、
毎
年
多
く

の
学
生
が
上
京
す
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
学
生
を
し
て
、沖
縄
で
こ
と
済
む
、

と
い
う
よ
う
に
し
て
や
る
た
め
、
首
里
の
大

学
を
強
化
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
琉
大
は
校

舎
な
ど
体
裁
を
と
と
の
え
つ
つ
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
に
伴
い
内
容
を
充
実
す
れ
ば
立
派

な
大
学
に
な
る
で
し
よ
う
。
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日
本
の
東
大
、
早
稲
田
、
慶
応
等
は
大
都
市

大
学
で
、
大
学
タ
ウ
ン
は
北
海
道
の
札
幌
ぐ

ら
い
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
し
た
こ
と

か
、
日
本
は
大
都
市
大
学
ば
か
り
で
す
が
、

外
国
で
は
大
学
を
中
心
に
し
て
街
を
か
た
ち

づ
く
る
、
所
謂
大
学
タ
ウ
ン
が
多
い
の
で
あ

り
ま
す
。
学
生
が
静
か
に
思
さ
く
し
、
勉
強

す
る
に
は
勿
論
、
大
学
タ
ウ
ン
が
い
い
に
越

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
首
里
は
大
学
タ

ウ
ン
と
し
て
い
い
位
置
を
占
め
て
お
り
ま

す
。
あ
そ
こ
に
、
工
場
が
一
つ
で
き
た
そ
う

で
す
が
、お
し
い
こ
と
を
し
た
と
思
い
ま
す
。

首
里
と
い
う
街
を
か
り
そ
め
の
街
と
思
つ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
大
学
タ
ウ
ン
を
つ
く
る
と

い
う
意
味
か
ら
バ
ラ
バ
ラ
に
使
つ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
私
の
考
え
で
は
、
主
席
官
邸
も
首

里
に
つ
く
れ
ば
よ
か
つ
た
。
と
惜
し
ま
れ
て

な
り
ま
せ
ん
。
首
里
を
大
学
タ
ウ
ン
と
し
て

伸
ば
す
こ
と
は
、
首
里
が
よ
く
な
る
だ
け
で

な
く
、
那
覇
の
街
を
よ
く
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。市
長
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
は
、

早
く
首
里
を
文
教
地
区
と
し
て
指
定
し
、
街

の
育
ち
ゆ
く
方
向
と
性
格
を
は
つ
き
り
さ
せ

て
貰
い
た
い
、
と
い
う
事
で
あ
り
ま
す
。
私

は
那
覇
の
街
を
楽
し
い
街
に
す
る
た
め
に
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
事
、
文
化

公
園
を
建
設
す
る
事
、
首
里
を
大
学
タ
ウ
ン

と
し
て
育
て
る
こ
と
な
ど
、
を
希
望
し
ま
し

た
が
、
以
上
三
つ
は
青
年
へ
希
望
を
与
え
る

も
の
と
し
て
忘
れ
て
い
た
だ
き
た
く
な
い
、

強
い
注
文
で
あ
り
ま
す
。
子
供
の
遊
び
場
も

必
要
で
あ
り
ま
す
。
あ
の
丘
の
上
の
遊
園
地

を
み
ま
し
た
が
、
あ
の
面
積
で
は
狭
ま
す
ぎ

る
と
思
い
ま
し
た
。
子
供
の
遊
び
場
は
単
に

子
供
だ
け
の
遊
ぶ
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。石

川
博
士
那
覇
の
都
計
を
語
る

(完)
／
壺
川
に
四
万
坪
の
動
物

園
／
波
之
上
は
水
族
館
・
噴

水
塔
沖
タ
・
朝
　
１
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５
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将
来
の
那
覇
に
つ
い
て
、
私
の
意
見
を
申
上

げ
て
み
ま
し
よ
う
。
一
応
、
原
理
の
み
を
申

上
げ
て
、
個
々
の
具
体
的
な
問
題
は
皆
さ
ん

に
考
え
て
貰
つ
て
も
い
ゝ
の
で
あ
り
ま
す

が
、
私
は
、
那
覇
そ
の
も
の
を
例
に
と
つ
て

申
し
上
げ
ま
し
よ
う
。
或
は
、
そ
う
い
う

い
ゝ
方
は
外
道
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の

方
が
は
つ
き
り
し
て
い
ゝ
と
思
い
ま
す
。

た
ゞ
注
意
し
て
貰
い
た
い
こ
と
は
、
私
の
申

上
げ
る
こ
と
は
、
将
来
の
那
覇
の
在
り
方
は

こ
う
で
あ
る
と
、
宣
言
す
る
も
の
で
な
く
、

皆
さ
ん
の
御
参
考
に
供
し
よ
う
、
と
い
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
夢
な
く
し
て
子
供
を
育
て
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
前
き
た
時
の
馬
小
屋
校

舎
に
較
べ
、
学
校
と
い
う
学
校
が
素
晴
し
く

復
興
し
、
新
し
い
校
舎
が
建
ち
並
ん
で
い
る

の
を
み
て
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。し
か
し
、

学
校
は
校
舎
が
よ
く
な
つ
た
と
い
う
だ
け
の

こ
と
で
、
遊
び
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
児

童
の
遊
び
場
所
と
し
て
、
ど
こ
が
い
い
か
考

え
て
み
ま
し
た
。

ま
ず
、奥
武
山
公
園
を
考
え
て
み
ま
し
た
が
、

現
在
の
高
い
と
こ
ろ
が
狭
ま
く
て
適
当
で
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。
漫
湖
に
臨
ん
だ

壺
川
一
帯
を
三
万
坪
か
ら
四
万
坪
、
埋
立
て

る
と
き
い
て
い
ま
す
が
、
あ
そ
こ
な
ら
理
想

的
な
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
を
婦
人
子

供
の
セ
ン
タ
ー
と
し
、
土
曜
、
日
曜
、
そ
し

て
閑
な
週
日
を
、
一
家
が
あ
げ
て
楽
し
く
遊

べ
る
場
所
に
す
る
た
め
、
い
ろ
ん
な
施
設
を

す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
動
物
園
か
ら

さ
き
に
つ
く
る
べ
き
で
し
よ
う
。
動
物
園
な

ら
大
ぶ
金
が
か
か
る
だ
ろ
う
と
、
そ
う
、
最

初
か
ら
む
つ
か
し
く
考
え
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
ど
こ
の
国
で
も
動
物
園
の
は
じ
め
は
、

ま
ず
、
猿
か
ら
、
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
ち
ら
の
場
合
も
最
初
は
猿
の
一
匹
で
も
飼

つ
て
お
け
ば
い
い
で
し
よ
う
。
そ
の
金
も
な

い
と
、
お
つ
し
や
る
な
ら
人
間
を
猿
み
た
い

に
オ
リ
に
入
れ
て
お
い
て
も
い
い
で
し
よ
う

。
そ
ん
な
具
合
に
、
ま
ず
、
猿
の
二

三
匹
か

ら
始
め
て
も
、
年
月
を
ふ
る
に
従
つ
て
立
派

な
動
物
園
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
婦
人
子
供
セ
ン
タ
ー
に
、
花
城
都
計
課

長
は

も
う
一
カ
所
、
適
当
な
と
こ
ろ
が
あ

る

と
い
い
、
案
内
さ
れ
た
場
所
は
波
之
上

で
あ
り
ま
し
た
。陸
の
上
に
あ
つ
て
波
之
上
、

と
は
少
し
名
前
が
お
か
し
い
が
、
し
か
し
、

あ
の
神
社
に
つ
づ
く
海
岸
の
美
し
さ
は
、
ま

た
、
格
別
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
岩

が
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
て
足
に
さ
さ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
付
近
を
砂
で
埋
め
、
小
学
生
は
、
浜
辺

で
、
中
学
生
は
な
ぎ
さ
で
、
大
学
生
は
沖
で

、
と
階
段
式
に
、
そ
の
利
用
を
考
え
た
ら

い
い
で
し
よ
う
。
つ
い
で
で
あ
り
ま
す
が
、

那
覇
は
都
市
美
的
な
軸
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お

な
り
通
り
を
真
ツ
す
ぐ
波
之
上
に
通
し
た
ら

立
派
な
軸
が
で
き
上
る
で
あ
り
ま
し
よ
う
。

し
か
し
、
そ
の
道
路
が
そ
の
ま
ま
波
之
上
の

海
岸
に
お
ち
こ
ん
で
し
ま
つ
て
は
、
こ
れ
ま

た
、
ま
こ
と
に
味
気
な
い
も
の
と
な
り
ま
す

の
で
、
こ
の
道
路
が
波
之
上
の
テ
ラ
ス
ビ
ー

チ
に
交
わ
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
叉
廊
を
つ
く

り
、
そ
の
中
に
大
き
な
噴
水
の
塔
を
建
て
た

ら
ど
ん
な
も
の
で
し
よ
う
か
。
希
望
の
塔
と

し
て
も
よ
い
、ウ
ツ
プ
ン
塔
と
い
う
も
よ
い
。

力
強
く
噴
き
出
る
水
し
ぶ
き
は
沖
縄
の
人
々

の
希
望
の
象
徴
と
な
り
、
明
日
へ
の
発
展
を

は
げ
ま
し
て
く
れ
る
で
あ
り
ま
し
よ
う
。
壺

川
の
動
物
園
に
対
し
、
こ
こ
に
は
水
族
館
を

つ
く
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
金
の

か
か
る
こ
と
で
、
夢
物
語
み
た
い
に
片
づ
け

四
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て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
威

勢
の
い
い
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
て
方
か

ら
す
れ
ば
、
那
覇
は
存
外
に
金
持
が
多
く
、

こ
れ
ら
を
建
て
る
よ
う
な
金
が
な
い
と
は
申

さ
せ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
が
、
自
分
た
ち
の
住

ん
で
い
る
那
覇
の
街
を
、
よ
り
よ
い
街
に
し

よ
う
と
、
皆
さ
ん
が
そ
の
気
に
な
れ
ば
必
ず

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

之
に
、
那
覇
は
あ
く
ま
で
美
し
く
あ
ら
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
都
市
美
審
議
会
を
つ
く

る
よ
う
お
す
す
め
致
し
ま
す
。
こ
の
審
議
会

は
建
築
物
が
都
市
美
に
一
つ
の
景
観
を
添
え

る
よ
う
に
指
導
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
漫
湖
に
臨
む
真
玉
橋
に
屠
殺
場
が
あ

り
ま
す
が
、
あ
れ
は
い
さ
さ
か
ど
う
に
か
し

て
い
ま
す
。
屠
殺
場
を
以
つ
て
美
し
い
湖
を

飾
つ
た
の
は
那
覇
を
も
つ
て
始
め
と
す
る
で

し
よ
う
。
あ
の
水
辺
の
美
し
さ
は
一
等
格
別

で
あ
り
ま
す
。
審
議
会
は
あ
の
よ
う
な
美
し

さ
を
、
ま
す
ま
す
よ
く
す
る
よ
う
に
考
え
る

べ
き
で
あ
り
ま
す
。
最
後
に
欲
を
申
し
ま
す

と
、
那
覇
は
首
都
で
あ
り
ま
す
。
街
の
勢
力

は
半
径
十
五
キ
ロ
の
範
囲
に
及
ぶ
も
の
と
想

定
し
て
、
都
市
の
経
営
を
考
え
な
け
れ
ば
い

じ
け
た
街
に
な
つ
て
し
ま
い
ま
す
。
人
口
の

動
態
を
み
る
と
、
糸
満
、
普
天
間
は
那
覇
に

潮
が
引
い
て
い
る
最
中
で
あ
り
、
こ
れ
に
対

し
胡
差
は
潮
が
満
ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。
人
口

の
増
え
方
を
み
る
と
、
那
覇
、
真
和
志
に
つ

ぐ
も
の
は
胡
差
で
あ
り
ま
す
。
胡
差
は
胡
差

な
り
に
街
を
つ
く
る
で
あ
り
ま
し
よ
う
。
し

か
し
接
客
業
の
特
殊
婦
人
の
増
え
る
こ
と
は

好
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
の

町
村
合
併
で
さ
え
、
大
体
半
径
十
五
キ
ロ
の

線
で
す
ゝ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
し
て
や
、

那
覇
は
首
都
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
糸
満
、
普

天
間
を
も
含
む
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
も
つ
と

も
、
行
政
区
域
の
合
併
と
い
う
問
題
は
、
大

変
む
つ
か
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
云
う

べ
く
し
て
な
か
な
か
で
き
な
い
も
の
で
あ
り

ま
す
。
今
日
、
明
日
に
も
合
併
す
る
と
い
う

こ
と
は
ま
ず
望
め
な
い
で
あ
り
ま
し
よ
う
。

そ
れ
な
ら
私
は
い
ゝ
ま
し
よ
う
。
首
都
建
設

総
合
計
画
の
た
め
委
員
会
を
つ
く
り
、
那
覇

を
中
心
に
半
径
十
五
キ
ロ
、
こ
れ
ら
の
街
々

を
も
含
め
て
都
市
計
画
を
す
べ
き
で
あ
り
ま

す
。
糸
満
、
普
天
間
は
那
覇
を
中
心
に
育
成

し
て
い
く
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
と
に
か
く
、

黙
つ
て
放
つ
て
お
け
ば
那
覇
市
は
ど
こ
ま
で

伸
び
る
か
知
れ
ま
せ
ん
。
し
つ
か
り
し
た
計

画
の
も
と
に
、
悔
い
な
き
発
展
を
祈
つ
て
や

み
ま
せ
ん
。
本
当
に
皆
さ
ん
は
日
本
に
と
つ

て
ホ
ー
プ
で
あ
り
ま
す
。
事
に
よ
る
と
、
沖

縄
は
琉
球
の
歴
史
あ
つ
て
以
来
の
関
頭
に
来

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
戦
争

に
よ
る
苦
し
み
も
大
き
か
つ
た
で
し
よ
う

が
、
そ
の
苦
し
み
の
代
価
と
し
て
得
つ
ゝ
あ

る
も
の
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
、
皆
さ
ん
の

沖
縄
の
前
途
は
洋
々
と
し
て
い
ま
す
。

二

枚
舌
を
使
わ
な
い

と
い
う
学
者
の
名
誉
に

か
け
、
お
世
辞
抜
き
に
、
那
覇
の
街
の
発
展

を
祝
福
い
た
し
ま
す
。

｜
社
　
説
｜

那
覇
市
と
公
会
堂
の
建
設

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
８
・
23

建
設
途
上
に
あ
る
首
都
那
覇
市
に
対
す
る

注
文
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
バ
ス
セ
ン
タ
ー
の

目
鼻
を
早
く
つ
け
て
く
れ
、
総
合
グ
ラ
ン
ド

は
ど
う
し
て
く
れ
る
か
、
共
同
墓
地
も
早
く

設
計
し
て
く
れ
、
公
営
住
宅
や
塵
芥
処
理
所

の
設
営
も
急
い
で
欲
し
い
と
市
民
は
希
望
の

数
々
を
並
べ
た
て
ゝ
い
る
。
こ
れ
ら
の
施
設

は
何
れ
も
市
民
生
活
に
欠
く
こ
と
の
出
来
ぬ

切
実
な
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
首
都
市
と
し

て
の
那
覇
市
に
と
つ
て
は
市
民
に
尻
を
た
ゝ

か
れ
る
ま
で
も
な
く
自
発
的
に
解
決
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
問
題
で
あ
る
だ
け
に
、
当
間
市
政
の

上
で
は
相
当
な
力
を
け
い
注
し
、
幸
い
市
会

の
支
援
も
厚
い
の
で
我
々
は
大
き
な
期
待
を

寄
せ
て
い
る
よ
う
な
次
第
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
施
設
と
同
様
寧
ろ

そ
れ
以
上
の
比
重
を
持
つ
も
の
の
う
ち
に
公

会
堂
の
建
設
が
急
を
告
げ
て
い
る
こ
と
を
見

逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
公
会
堂
の
建
設
は
市

庁
舎
の
建
設
と
不
即
不
離
の
関
係
に
置
か
れ

て
い
る
た
め
に
市
庁
舎
の
建
設
が
先
決
だ
と

さ
れ
て
今
日
ま
で
話
題
に
も
上
ら
な
か
つ
た

よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
公
会
堂
は
現
下
の

情
勢
で
は
市
庁
舎
よ
り
も
先
に
解
決
し
て
欲

し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
希
望
を
述

べ
る
と
本
末
を
顛
倒
し
た
も
の
だ
と
論
を
な

す
人
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
と
も
あ
れ

近
代
都
市
に
お
け
る
公
会
堂
の
地
位
と
機
能

は
市
民
生
活
の
高
度
を
高
め
市
政
の
水
準
を

上
げ
る
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、

市

民
の
座

と
し
て
或
い
は

市
民
の
教
養
セ

ン
タ
ー

と
し
て
一
日
も
早
く
解
決
を
急
が

ね
ば
な
ら
な
い
。

公
会
堂
と
い
え
ば
戦
前
の
那
覇
市
公
会
堂

が
思
い
出
さ
れ
る
が
、
今
か
ら
考
え
る
と
随

分
お
粗
末
な
建
物
だ
つ
た
。
予
算
の
関
係
も

あ
つ
て
下
手
な
設
計
か
ら
な
り
、
表
玄
関
を

背
に
す
る
ス
テ
ー
ジ
や
音
響
に
対
す
る
無
分

別
な
設
計
に
市
議
会
や
各
種
の
会
合
が
い
つ

も
悩
ま
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
天
井
の
中
央

に
釣
ら
れ
た
シ
ヤ
ン
デ
リ
ヤ
は
一
応
豪
華
に

み
え
た
が
、
イ
ス
が
そ
ろ
わ
ず
汚
れ
た
莚
が

敷
い
て
あ
つ
た
。
二
階
は
白
蟻
に
や
ら
れ
て

使
用
が
禁
止
さ
れ
、
混
乱
し
た
市
政
を
象
徴

す
る
か
に
み
え
た
。
従
つ
て
こ
の
よ
う
な
設

備
で
は
文
化
的
な
催
し
物
に
は
利
用
価
値
が

少
な
く
、市
政
争
奪
の
演
説
会
場
と
化
し
て
、

言
わ
ば
一
種
の
タ
マ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
な
り
終

つ
て
い
た
。

東
京
の
日
比
谷
公
会
堂
や
大
阪
の
中
の
島
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の
公
会
堂
が
東
京
、
大
阪
の
文
化
セ
ン
タ
ー

と
な
つ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ

る
。
こ
の
二
つ
の
大
公
会
堂
が
日
本
文
化
に

与
え
た
影
響
は
顕
著
で
あ
り
、
市
民
に
と
つ

て
は
大
き
な
学
び
の
場
所
と
な
つ
て
彼
等
の

生
活
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。
戦
前
の
那

覇
市
公
会
堂
は
市
議
会
議
場
と
し
て
出
発
し

た
関
係
か
ら
、
こ
の
公
会
堂
に
は
い
つ
も
政

治
性
が
つ
き
ま
と
つ
て
文
化
性
を
見
失
い
勝

ち
で
あ
つ
た
の
は
甚
だ
遺
憾
で
あ
つ
た
。

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
が
新
ら
し
く
求
め
る
公

会
堂
は
市
の
議
事
堂
と
は
別
個
の
建
物
た
ら

し
め
、
産
業
、
教
育
、
絵
画
、
音
楽
、
舞
踊
、

演
劇
、
映
画
な
ど
何
れ
の
催
し
物
に
も
使
用

出
来
る
設
計
を
基
本
と
し
、
更
に
市
民
の
家

庭
と
つ
な
ぎ
冠
婚
葬
祭
に
も
使
用
で
き
る
も

の
で
あ
り
度
い
。
今
日
こ
の
よ
う
な
催
し
物

は
持
つ
て
い
く
場
所
が
な
く
、
そ
の
多
く
が

那
覇
高
校
や
市
内
の
劇
場
に
持
ち
込
ま
れ
、

主
催
者
は
勿
論
、
参
加
す
る
者
に
と
つ
て
も

甚
だ
し
い
不
便
を
満
喫
し
て
い
る
の
は
否
め

な
い
事
実
で
あ
る
。
那
覇
市
が
い
や
し
く
も

文
化
都
市
を
以
て
任
ず
る
な
ら
ば
、
公
会
堂

の
建
設
は
緩
急
の
点
か
ら
見
て
も
急
速
に
解

決
す
べ
き
問
題
で
あ
り
、
市
民
生
活
の
実
態

や
要
望
に
添
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
そ
こ
で

市
当
局
は
勿
論
、
市
会
に
お
い
て
も
本
問
題

の
急
速
な
る
解
決
を
目
指
し
、
モ
デ
ル
と
な

る
べ
き
本
土
の
公
会
堂
を
調
査
し
て
国
際
都

市
那
覇
の
進
運
に
備
う
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
琉
球
政
府
に
お
い
て
も
側
面
的
援
助

を
与
え
、
全
琉
的
な
催
し
物
が
い
つ
も
首
都

那
覇
市
を
中
心
と
し
て
挙
行
さ
れ
て
い
る
事

実
に
徹
し
、
那
覇
市
公
会
堂
の
建
設
を
助
成

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
あ
選
挙
や
り
直
し
！
／
那
覇

市
議
に
無
効
の
判
決
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那
覇
市
議
選
挙
の
有
効
、
無
効
を
め
ぐ
る
選

挙
訴
し
よ
う
の
上
訴
審
判
決
言
い
渡
し
は
き

よ
う

三
十
日

午
前
十
時
十
分
か
ら
上
訴

裁
で
富
山
裁
判
長
、
松
島
、
玉
城
両
ば
い
席

判
事
、
原
告
代
理
人
安
里
弁
護
士
、
被
告
代

理
人
知
念
弁
護
士
立
会
い
で
開
廷
、
富
山
裁

判
長
か
ら

本
件
上
訴
を
棄
却
す
る
。
上
訴

費
用
は
上
訴
人
の
負
担
と
す
る

の
判
決
が

言
い
渡
さ
れ
午
前
十
時
三
十
分
閉
廷
し
た
。

判
決
理
由
要
旨
次
の
通
り
。

証
言
は
不
可
分
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
原

審
が
所
論
掲
示
の
証
人
等
の
証
言
の
一
部

を
措
信
せ
ず
と
し
て
排
せ
き
す
る
も
違
法

で
は
な
く
又
此
の
場
合
裁
判
所
は
何
故
措

信
し
な
い
か
の
理
由
を
説
示
す
る
職
責
は

な
い
。
民
事
訴
し
よ
う
法
第
一
九
一
条
一

項
に
よ
れ
ば
判
決
に
理
由
を
記
載
す
る
事

が
要
求
さ
れ
て
い
て
こ
こ
に
謂
う
理
由
と

は
判
決
に
よ
つ
て
来
る
所
以
を
意
味
す
る

の
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
学
義
通
り
解
す
る

な
ら
ば
証
拠
の
信
ぴ
よ
う
力
に
関
す
る
判

断
の
理
由
を
も
包
合
す
る
も
の
と
言
い
得

る
か
も
知
れ
な
い
し
か
し
民
事
訴
し
よ
う

法
は
こ
ん
な
理
由
の
確
定
か
ら
裁
判
所
を

解
放
し
て
い
る
。
一
体
証
拠
の
信
ぴ
よ
う

力
は
そ
の
証
拠
の
内
容
そ
の
も
の
だ
け
で

出
来
る
も
の
で
は
な
い
。
殊
に
証
言
の
信

ぴ
よ
う
力
の
そ
の
供
述
の
内
容
の
み
な
ら

ず
証
人
そ
の
人
の
人
物
、
そ
の
立
場
そ
の

利
害
関
係
、
そ
の
供
述
態
度
、
そ
の
他
諸

般
の
事
情
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
訴
し
よ
う
法
が
自
由
心
証
主
義
の
原

則
を
採
つ
た
の
も
あ
る
証
拠
の
信
ぴ
よ
う

力
に
つ
き
判
断
を
な
す
に
当
つ
て
は
裁
判

所
は
こ
れ
を
措
信
す
べ
き
か
否
か
の
結
論

を
決
す
れ
ば
足
り
、
そ
の
何
故
に
措
信
す

べ
き
か
否
か
の
理
由
を
詳
決
す
る
必
要
は

な
い

日
本
最
高
裁
判
所
裁
判
官
沢
田
弁

次
郎
、
同
井
上
登
、
同
岩
松
三
郎
意
見

従
つ
て
判
決
に
証
拠
を
措
信
し
な
い
所
以

を
説
示
す
る
こ
と
は
訴
し
よ
う
法
上
要
請

せ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

故
に
原
判
決
に
こ
の
説
示
が
な
い
の
を
違

法
と
主
張
す
る
所
論
は
許
せ
な
い
。
証
拠

の
証
拠
力
は
そ
の
信
ぴ
よ
う
力
を
前
提
と

す
る
の
で
あ
る
か
ら
或
る
証
拠
が
形
式
上

如
何
に
有
力
な
内
容
を
有
す
る
よ
う
に
み

え
て
も
そ
れ
を
裁
判
所
が
措
信
し
な
い
な

ら
ば
そ
の
証
拠
力
は
皆
無
と
い
う
べ
き
で

あ
る
。

原
告
の
主
張
は
改
正
市
町
村
議
会
議
員
及

市
町
村
長
選
挙
法
の
開
票
手
続
に
よ
る
こ

と
な
く
投
票
箱
を
開
披
し
て
投
票
を
点
検

し
た
が

そ
の
投
票
に
つ
い
て
差
換
え
、

書
き
変
え
、
引
抜
き
、
そ
の
他
不
正
投
票

の
混
入
等
が
な
か
つ
た
。
す
な
わ
ち
選
挙

は
不
正
な
く
公
正
に
行
わ
れ
た

と
の
趣

旨
の
証
言
を
措
信
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
す
る
が
如
き
経
験
則
が
存
在
す
る
も
の

の
よ
う
な
主
張
で
あ
る
が
、
か
よ
う
な
経

験
則
は
断
じ
て
存
在
し
な
い
。

日
本
最
高
裁
判
所
判
決
参
照

違
法
事

実
は
現
実
に
不
正
行
為
が
行
わ
れ
た
と
否

と
に
か
か
わ
ら
ず
、
選
挙
の
結
果
に
異
動

を
お
よ
ぼ
す
恐
れ
あ
る
場
合
に
限
り
、
そ

の
選
挙
を
無
効
な
ら
し
め
る
と
解
し
た
の

で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
正
当
で
あ
る
。

以
上
で
原
判
決
に
は
理
由
不
備
、
経
験
則

違
反
や
法
の
解
釈
を
誤
つ
た
違
法
は
な

い
。
仍
て
民
事
訴
し
よ
う
法
第
三
九
六
条
第
三

八
四
条
、
第
九
五
条
、
第
八
九
条
に
則
り

判
事
全
員
一
致
を
以
て
主
文
の
通
り
判
決

す
る
。

訴
訟
事
件
の
概
要

こ
の
訴
し
よ
う
事
件
の
発
端
は
、
五
四
年
九

月
十
二
日
に
行
わ
れ
た
合
併
後
初
の
那
覇
市
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議
選
挙
に
十
五
、
十
六
、
十
七
投
票
分
会
場

旧
小
禄
村
の
投
票
数
五
千
九
百
七
十
九
票
が

十
二
日
の
投
票
締
切
の
午
後
六
時
す
ぎ
小
禄

地
区
か
ら
の
立
候
補
者
数
名
と
投
票
事
務
員

が
立
会
の
上
開
票
し
た
こ
と
が
判
明
、
こ
の

た
め
、
立
候
補
者
の
儀
間
真
喜
氏
か
ら

選

挙
無
効
の
異
議
申
立

が
提
訴
さ
れ
、
那
覇

中
央
巡
裁
で
審
理
の
結
果
選
挙
無
効
の
判
決

が
下
さ
れ
た
が
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
こ
れ

に
不
服
、
知
念
朝
功
氏
を
代
理
人
と
し
て
上

訴
し
て
い
た
も
の
。
結
局
こ
の
最
終
判
決
に

よ
つ
て
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
市
町
村
議
員

選
挙
法
第
四
十
九
条
に
よ
り
総
選
挙
の
期
日

を
告
示
す
る
こ
と
に
な
る
が
十
月
中
旬
に
行

わ
れ
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

勝
訴
側
、
得
意
／
勝
利
は
信
じ
て
い
た

儀
間
真
喜
、
金
城
兼
市
両
氏
の
話

は
じ
め

か
ら
勝
利
は
信
じ
て
い
た
。
語
る
も
お
こ
が

ま
し
い
話
だ
、
今
度
立
候
補
し
て
市
民
の
た

め
に
つ
く
し
た
い
。

軍
へ
再
審
す
る
／
大
湾
選
管
委
員
長
談

那
覇
市
選
挙
管
理
委
員
長
大
湾
政
行
氏
の

話

残
念
の
一
語
に
つ
き
る
。
だ
が
泉
議
長

ほ
か
十
八
名
の
議
員
と
も
話
し
あ
つ
た
が
、

民
裁
判
所
制
第
五
条
第
三
項
に
よ
り
民
政
副

長
官
あ
て
再
審
す
る
つ
も
り
だ
。
理
由
は
現

行
の
市
町
村
会
議
員
、
な
ら
び
に
市
町
村
長

選
挙
法
は
布
令
十
七
号
に
規
定
さ
れ
た
も
の

で
、
そ
の
解
釈
に
疑
義
が
生
じ
た
か
ら
だ
。

選
挙
管
理
委
員
会
と
裁
判
所
が
全
然
意
見
を

異
に
し
て
い
る
。
こ
れ
が
最
も
た
ゞ
し
い
解

釈
は
立
法
者
で
あ
る
軍
で
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。

｜
社
　
説
｜

市
議
選
挙
無
効
と
選
管
委
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那
覇
市
議
会
議
員
の
選
挙
訴
訟
は
予
想
通
り

上
訴
裁
で
上
訴
棄
却
の
判
決
が
く
だ
り
、
選

挙
や
り
直
し
と
な
つ
た
。

こ
の
訴
訟
は
昨
年
九
月
十
二
日
投
票
が
終
了

し
た
直
後
、
小
禄
区
で
投
票
函
を
開

あ

け
て
点
検
し
た
事
実
を
違
法
行
為
と
し
て
と

り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
当
時
開
函

し
た
係
員
達
は
旧
小
禄
村
で
は
従
来
即
日
開

票
し
て
い
た
の
で
慣
習
に
従
つ
た
ま
で
で
あ

り
、
こ
れ
に
よ
つ
て
候
補
者
の
当
落
に
は
何

ら
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
か
ら
問
題

に
は
な
ら
な
い
、
と
い
つ
た
よ
う
な
弁
解
を

し
て
い
た
し
、
又
那
覇
市
の
選
管
委
は
”
違

法
で
は
あ
つ
た
が
、
八
名
の
候
補
者
の
立
会

人
も
立
会
つ
て
お
り
、
そ
の
間
に
不
正
行
為

が
あ
つ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
”
と
い
う
態

度
で
選
挙
の
効
力
に
関
す
る
異
議
申
立
を
却

下
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
中
央
巡
裁
に
提
訴
さ
れ
て
、
無
効
の

判
決
が
あ
り
、
今
回
上
訴
裁
の
最
終
判
決
で

御
破
算
と
な
つ
た
訳
で
あ
る
。

那
覇
市
選
管
委
は
選
挙
を
告
示
す
る
に
当
つ

て
開
票
を
投
票
の
翌
日
に
行
う
こ
と
を
明
示

し
、
し
か
も
開
票
に
当
つ
て
は
特
定
の
開
票

立
会
人
を
立
会
せ
し
め
る
こ
と
に
な
つ
て
い

る
。
小
禄
区
が
村
時
代
は
即
日
開
票
を
慣
例

と
し
て
い
た
か
ら
と
い
う
理
由
で
開
函
し
た

の
は
明
ら
か
に
市
選
管
委
の
告
示
を
無
視
し

て
か
か
つ
た
も
の
で
あ
り
、
法
秩
序
を
軽
視

し
て
憚
か
ら
な
い
も
の
と
言
わ
れ
て
も
致
し

方
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
又
こ
れ
を
明
ら
か
に

違
法
で
あ
る
と
認
め
な
が
ら
選
挙
を
有
効
と

し
た
当
時
の
選
管
委
の
ダ
ラ
シ
な
さ
は
、
法

の
執
行
者
と
し
て
完
全
に
無
能
で
あ
つ
た
こ

と
を
語
る
も
の
で
あ
る
。

法
は
遵
守
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
時
の
情

勢
判
断
か
ら
或
は
対
人
関
係
か
ら
、
こ
れ
が

遵
守
さ
れ
ず
、
そ
の
運
用
が
い
い
加
減
に
行

わ
れ
る
な
ら
ば
法
と
し
て
の
存
在
を
稀
薄
に

す
る
の
み
で
な
く
、
ひ
い
て
は
住
民
の
遵
法

精
神
を
低
下
せ
し
め
る
結
果
と
な
ろ
う
。

昨
年
ひ
ん
ぴ
ん
と
お
こ
つ
た
選
挙
の
効
力
を

め
ぐ
る
訴
訟
事
件
を
通
じ
て
痛
切
に
感
ず
る

こ
と
は
中
央
、
地
方
の
選
管
委
が
今
少
し
毅

然
た
る
態
度
を
も
つ
て
法
の
運
用
に
当
つ
て

貰
い
た
い
こ
と
で
あ
る
。

市
議
選
挙
は
十
月
下
旬
ご
ろ
に
な
る
と
思
う

が
、
市
議
会
の
勢
力
分
野
は
現
状
を
維
持
す

る
か
、
或
は
変
動
を
来
た
す
か
興
味
あ
る
問

題
で
あ
り
、
こ
の
選
挙
を
通
じ
て
市
民
の
意

志
が
表
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
市
当
局

に
と
つ
て
も
安
閑
た
り
得
な
い
も
の
が
あ
ろ

う
。大

絃
小
絃
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法
律
と
は
む
つ
か
し
い
も
の
で
す
。
別
に
実

害
が
あ
る
わ
け
で
な
し
、
形
式
的
に
手
違
い

が
あ
つ
た
か
ら
つ
て
選
挙
を
や
り
直
さ
ね
ば

な
ら
ぬ
な
ん
て
、
法
の
精
神
の
上
か
ら
も
、

ど
う
で
す
か
ね
え
ー
こ
れ
は
き
の
う
上
訴
裁

で
判
決
に
な
つ
た
那
覇
市
議
選
挙
無
効
に
対

す
る
或
る
一
市
民
の
声
で
あ
る
▼
判
決
を

云
々
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
選
挙
事
務
を

と
る
幾
た
り
か
の
人
々
の
選
挙
法
に
関
す
る

無
知
で
、
つ
い
こ
の
間
、
大
騒
ぎ
を
し
た
ば

か
り
の
選
挙
を
ま
た
や
り
直
さ
ね
ば
な
ら
ぬ

と
あ
れ
ば
、
こ
れ
で
プ
ラ
ス
に
な
る
人
は
極

く
僅
か
、
絶
対
多
数
の
市
民
は
大
迷
惑
、
だ

か
ら
そ
の
よ
う
な
嘆
息
も
口
か
ら
出
る
と
い

う
も
の
だ
▼
権
限
の
な
い
投
票
管
理
人
た
ち

が
開
票
事
務
ま
で
と
つ
た
、
確
か
に
違
法
で

あ
る
。
こ
と
に
投
票
分
会
、
つ
ま
り
小
地
域

の
投
票
結
果
が
ど
の
よ
う
に
な
つ
て
い
た
と

な
る
と
、
選
挙
の
秘
密
が
あ
ば
か
れ
た
よ
う

な
も
の
で
、
誰
は
誰
に
投
票
し
た
と
い
う
こ

と
ま
で
わ
か
る
よ
う
に
な
ら
ぬ
と
も
限
ら
な

い
▼
し
か
し
、
今
度
の
場
合
、
選
挙
民
の
意

志
が
そ
れ
に
よ
つ
て
無
視
さ
れ
た
と
か
、
不

四
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正
な
事
が
あ
つ
た
と
か
い
う
よ
り
、
単
な
る

事
務
的
手
違
い
が
大
き
い
原
因
の
よ
う
で
あ

り
、
一
般
市
民
と
し
て
は

ヘ
エ
、
そ
ん
な

も
の
か

と
思
う
の
も
無
理
は
な
い
▼
選
挙

公
営
費
用
だ
け
で
も
二
十
数
万
円
を
徒
費
す

る
だ
ろ
う
。
候
補
者
の
選
挙
費
用
、
投
票
人

の
時
間
的
消
費
、
計
算
す
る
と
馬
鹿
に
で
き

ぬ
も
の
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
選
挙
事

務
関
係
方
面
の
不
届
が
も
た
ら
す
損
失
は
独

り
今
度
の
那
覇
市
の
場
合
だ
け
に
止
ま
ら
ぬ

▼
戦
後
選
挙
や
り
直
し
は
珍
ら
し
い
も
の
で

は
な
く
な
つ
て
い
る
。
こ
の
事
実
に
つ
い
て

政
府
も
市
町
村
も
大
い
に
反
省
し
、
勉
強
し

て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
。

き
ょ
う
那
覇
合
併
一
周
年
／
「
財

政
」
で
旧
首
里
は
恩
恵

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
９
・
１

那
覇
市
は
き
よ
う
九
月
一
日
、
首
里
小
禄
合

併
一
周
年
を
迎
え
た
。
近
接
市
町
村
を
併
し

て
大
都
市
を
建
設
す
る
と
い
う
、
こ
ゝ
で
十

数
年
来
の
夢
は
、
ま
ず
ド
ー
ナ
ツ
合
併
に
始

ま
り
、
人
口
は
七
万
か
ら
十
一
万
に
飛
躍
し

た
。
懸
案
の
真
和
志
市
と
の
合
併
は
ま
だ
先

に
延
び
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
、
那
覇
市
は

発
展
し
た
。
次
は
合
併
一
年
の
那
覇
市
の
ア

ウ
ト
ラ
イ
ン
で
あ
る
。

合
併
前
の
那
覇
市
人
口
は
七
万
八
百
十
六

人
。
首
里
の
二
万
三
千
二
百
四
十
二
人
小
禄

の
一
万
四
千
四
百
十
八
人
を
併
せ
て
一
躍
十

万
八
千
六
百
五
十
人
と
な
り
あ
れ
か
ら
一
年

更
に
ふ
え
て
六
月
末
現
在
で
十
一
万
一
千
七

百
八
人
、
と
な
つ
て
い
る
。

合
併
当
時
と
現
在
の
職
員
数
を
比
較
す
る

と
、
首
里
は
五
十
二
人
か
ら
四
十
七
人
へ
。

小
禄
は
四
十
人
か
ら
三
十
五
人
へ
。
そ
れ
ぞ

れ
減
つ
た
が
本
庁
は
少
し
増
え
て
四
百
人
か

ら
四
百
三
十
七
人
に
な
つ
て
い
る
。
こ
れ
は

特
別
会
計
の
水
道
事
業
の
拡
張
に
よ
る
も

の
。
こ
れ
を
し
め
る
と
、
四
百
九
十
二
人
か

ら
五
百
十
九
人
へ
、二
十
七
人
増
え
て
い
る
。

合
併
は
年
度
半
ば
に
行
わ
れ
た
た
め
、
予
算

は
統
一
せ
ず
、
首
里
市
の
予
算
は
那
覇
市
首

里
支
所
に
、小
禄
村
の
予
算
は
小
禄
支
所
に
、

そ
れ
ぞ
れ
引
つ
ぎ
、
今
年
七
月
の
新
年
度
か

ら
予
算
を
統
一
し
た
。
過
年
度
予
算
と
新
年

度
予
算
か
ら
合
併
是
非
を
み
る
と
次
の
通
り

で
、
首
里
の
場
合
は
合
併
に
よ
る
恩
恵
が
大

き
い
。

▽
首
里
　
　
　
　
　
　
　

単
位
円

55
年
度
才
入
才
出
　
　
　
五
、
八
四
一
、
一
三
七

経
営
費
　
四
、
〇
一
三
、
六
〇
二

六
八
・
七
一
％

事
業
費
　
一
、
八
二
七
、
五
三
五

三
一
・
二
九
％

56
年
度
才
入
　
　
　
　
　
四
、
六
七
二
、
七
七
七

同
　
　
才
出
　
　
　
　
　
五
、
五
七
二
、
六
〇
六

差
引
払
出
　
　
　
　
　
　
八
九
九
、
八
二
九

経
営
費
　
三
、
〇
九
五
、
〇
五
四

五
五
・
五
％

事
業
費
　
二
、
四
七
七
、
五
五
二

四
四
・
五
％

▽
小
禄

55
年
度
才
入
才
出
　
　
　
五
、
四
一
五
、
六
九
〇

経
営
費
　
二
、
六
四
九
、
六
九
一

四
八
・
九
三
％

事
業
費
　
二
、
七
六
五
、
九
九
九

五
一
・
〇
七
％

56
年
度
才
入
　
　
　
　
　
五
、
二
〇
一
、
三
一
一

同
　
　
才
出
　
　
　
　
　
五
、
〇
〇
二
、
一
九
八

経
営
費
　
二
、
二
七
三
、
〇
三
〇

四
五
・
四
四
％

事
業
費
　
二
、
七
二
九
、
〇
九
八

五
四
・
五
六
％

▽
旧
那
覇
市

55
年
度
才
入
才
出
　
一
一
四
、
一
八
〇
、
五
一
〇

経
営
費
　
　
二
八
、
〇
〇
一
、
四
六
九

二
五
％

事
業
費
　
　
八
六
、
一
二
七
、
〇
四
一

七
五
％

56
年
度
才
入
才
出
　
　
九
八
、
八
八
三
、
九
七
五

経
営
費
　
　
一
八
、
七
〇
七
、
四
一
三

二
九
％

事
業
費
　
　
七
〇
、
一
七
六
、
五
六
二

七
一
％

以
上
の
通
り
で
、
首
里
の
場
合
は
過
年
度
よ

り
約
百
万
円
も
負
担
が
軽
く
な
り
、
事
業
費

で
は
六
十
万
円
も
多
く
な
つ
て
い
る
。
目
立

つ
て
い
る
の
は
、
首
里
、
小
禄
と
も
、
市
長
、

助
役
、
収
入
役
等
の
三
役
が
い
な
く
な
り
、

議
会
費
が
な
く
な
つ
た
の
で
、
経
営
費
が
著

し
く
減
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
反
対
に
事
業
費

は
増
え
て
、
消
防
、
土
木
、
社
会
、
労
働
保

険
、
衛
生
、
産
業
費
等
に
回
さ
れ
た
。
合
併

一
周
年
に
当
り
、
当
間
市
長
は
次
の
よ
う
に

語
つ
て
い
る
。

人
口
が
増
え
、地
域
が
広
く
な
つ
た
だ
け
で
、

い
ま
の
と
こ
ろ
こ
れ
と
い
つ
て
み
る
べ
き
も

の
は
な
い
。
合
併
に
よ
つ
て
不
要
の
経
費
を

減
ら
し
、
人
員
整
理
が
出
来
た
位
な
も
の
だ

ろ
う
。
議
会
で
も
議
論
は
活
発
で
あ
つ
た
が

地
域
的
な
感
情
が
な
く
な
つ
た
小
禄
と
首
里

へ
の
水
道
敷
設
を
今
月
の
議
会
に
は
か
る
つ

も
り
で
い
た
が
、
議
会
が
欠
け
た
の
で
暫
く

待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

都
計
は
一
緒
に
／
真
和
志
、
那

覇
か
ら
説
明
き
く

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
９
・
１

真
和
志
市
で
は
二
十
九
日
ひ
る
二
時
か
ら
那

覇
市
か
ら
安
次
富
建
設
部
長
、
花
城
都
計
課

長
ら
を
招
い
て

都
計
懇
談
会

を
開
催
し

た
。
こ
れ
は
真
和
志
市
が
那
覇
の
都
計
案
の

中
に
含
ま
れ
な
が
ら
こ
れ
ま
で
都
計
に
つ
い

て
の
説
明
が
な
く
、
例
え
行
政
区
域
は
別
で

も
都
計
だ
け
は
一
し
よ
に
や
つ
て
行
こ
う
、

そ
れ
に
は
意
志
の
そ
通
が
第
一
だ
と
い
う
真

和
志
側
の
希
望
で
開
か
れ
た
も
の
で
、
翁
長

市
長
、
森
田
議
長
は
じ
め
市
職
員
、
議
員
、

区
長
等
が
多
数
出
席
し
た
。

安
次
富
建
設
部
長
も
こ
の
考
え
に
賛
意
を

表
し
、
九
月
か
ら
毎
月
一
回
那
覇
、
真
和

志
間
で
都
計
懇
談
会
を
持
つ
こ
と
に
決
定

し
た
。

花
城
都
計
課
長
か
ら
那
覇
市
が
政
府
へ
提
出

し
た
都
計
案
に
つ
い
て
人
口
、
範
囲
、
住
宅
、

商
工
地
域
、
公
園
、
道
路
等
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
つ
い
で
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
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主
な
る
質
問
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

｜
一
号
線
に
そ
つ
て
那
覇
市
を
通
つ
て
い

る
高
圧
線
を
除
去
、
真
和
志
市
を
迂
回
さ

せ
る
と
い
う
が
、

安
次
富
部
長

高
圧
線
を
除
か
な
け
れ
ば
区

域
整
理
が
う
ま
く
行
か
な
い
の
で
是
非
都
市

か
ら
除
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
の
方

法
と
し
て
①
そ
の
地
点
で
地
下
に
埋
め
る
、

②
他
所
へ
迂
回
さ
せ
る
、
の
二
つ
の
方
法
が

あ
る
が
①
は
②
よ
り
五
百
万
円
高
く
つ
く
と

の
電
力
公
社
の
回
答
な
の
で
上
之
屋
か
ら
真

和
志
を
通
し
た
い
と
思
う
。

｜
真
和
志
市
は
那
覇
市
の
都
計
に
指
定
さ

れ
て
い
な
い
が
、
ど
う
思
う
か
。
ま
た
真

和
志
市
に
た
い
し
て
さ
し
あ
た
り
ど
ん
な

計
画
を
持
つ
て
い
る
か
。

安
次
富
部
長

真
和
志
市
も
指
定
す
る
よ
う

申
請
は
し
て
あ
る
。
い
ず
れ
主
席
か
ら
諮
問

が
あ
る
だ
ろ
う
。
真
和
志
市
ま
で
都
計
を
実

施
し
た
い
が
財
政
が
許
さ
な
い
。
さ
し
あ
た

り
三
百
万
円
の
予
算
で
真
和
志
市
に
霊
園
を

設
置
、
つ
い
で
泊
の
外
人
墓
地
も
そ
こ
へ
移

し
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
立
派
な
霊
園
に
し

て
外
人
に
示
す
必
要
が
あ
る
。

ガ
ー
ブ
、
安
里
川
／
那
覇
市
が

浚
渫
陳
情

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
９
・
４

那
覇
市
は
三
日
、
主
席
あ
て
に
ガ
ー
ブ
川
と

安
里
川
の
浚
渫
と
改
修
工
事
を
や
つ
て
も
ら

い
た
い
と
陳
情
書
を
出
し
た
。
毎
年
ガ
ー
ブ

川
と
安
里
川
下
流
は
豪
雨
の
た
び
に
は
ん
ら

ん
し
付
近
は
通
行
不
能
や
歩
行
困
難
と
な
り

避
難
さ
わ
ぎ
ま
で
あ
り
衛
生
的
に
み
て
も
憂

慮
に
た
え
な
い
有
様
で
あ
る
の
で
市
民
の
生

命
財
産
の
保
護
、
国
土
保
全
の
上
か
ら
政
府

で
工
事
を
や
つ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
も

の
。
ま
た
那
覇
市
で
は
、
こ
の
排
水
を
幾
分
で
も

緩
和
す
る
た
め
与
儀
試
験
場
前
か
ら
旧
鉄
道

路
線
沿
い
に
奥
武
山
の
漫
湖
に
流
す
計
画
を

都
計
に
織
り
込
ん
で
あ
る
が
費
用
が
多
く
か

か
り
市
の
財
政
で
は
今
の
と
こ
ろ
何
時
着
手

で
き
る
か
見
当
も
つ
か
な
い
と
述
べ
て
い

る
。

｜
社
　
説
｜

那
覇
市
議
選
挙
に
望
む

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
９
・
９

那
覇
市
議
会
議
員
選
挙
を
無
効
と
す
る
訴
訟

は
、
判
決
の
結
果
、
上
訴
棄
却
と
さ
れ
て
原

判
決
通
り
選
挙
無
効
と
な
つ
た
が
、
な
か
に

は
、
上
訴
に
い
た
る
迄
論
争
の
焦
点
と
さ
れ

た

た
と
え
違
法
行
為
が
あ
つ
た
と
し
て
も

そ
れ
が
選
挙
に
及
ぼ
す
よ
う
な
重
大
な
問
題

で
あ
る
か
ど
う
か

と
い
う
法
律
の
解
釈
の

相
違
か
ら
、
選
挙
無
効
の
判
決
に
不
満
を
抱

く
向
も
あ
り
、
当
間
那
覇
市
長
も
、
こ
の
説

を
主
張
し
て
な
か
な
か
強
硬
で
あ
る
。
問
題

は
軍
当
局
に
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
か

も
知
れ
な
い
が
、
い
ま
さ
ら
上
訴
裁
の
判
決

を
く
つ
が
え
す
、
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
既
に
告
示
さ
れ
た
通

り
十
月
十
六
日
に
全
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ

る
も
の
と
み
ら
れ
、
市
内
は
立
候
補
者
の
噂

さ
で
も
ち
き
り
、
選
挙
運
動
を
始
め
た
の
も

い
る
ら
し
く
、
早
く
も
前
し
よ
う
戦
に
入
つ

て
い
る
と
い
う
。
す
ぎ
去
つ
た
こ
と
を
責
め

た
て
て
も
ど
う
に
も
な
ら
な
い
が
、
顧
み
て

那
覇
市
選
挙
管
理
委
員
会
の
監
督
不
行
届
き

が
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。
合
併
当
初
の
選

挙
で
あ
る
か
ら
に
は
、
投
票
分
会
場
に
お
け

る
投
票
分
会
長
、
同
立
合
人
及
び
選
挙
事
務

員
が
、
選
挙
の
管
理
及
び
執
行
に
行
過
ぎ
の

違
法
行
為
を
な
さ
ぬ
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
事

前
の
措
置
が
、
あ
つ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。

し
か
る
に
そ
う
し
た
対
策
を
怠
つ
た
こ
と
が

禍
い
の
因
と
な
り
、
せ
つ
か
く
当
選
し
た
全

議
員
を
、
今
頃
に
な
つ
て
か
ら
、
選
挙
無
効

で
失
格
さ
せ
、
延
い
て
は
選
挙
人
に
迷
惑
を

及
ぼ
す
こ
と
に
も
相
成
つ
た
。
こ
の
際
、
選

挙
管
理
委
員
会
の
深
省
を
望
ん
で
や
ま
な
い

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
か
く
な
つ
た
か
ら
に
は
、
過
去
の

経
緯
を
一
切
水
に
流
し
て
全
市
民
が
心
機
を

一
転
し
、
禍
を
福
に
転
ず
る
心
構
え
を
抱
い

て
、
那
覇
市
政
を
飛
躍
さ
せ
る
契
機
と
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
で
も
せ
ぬ
と
全
く

や
り
切
れ
な
い
の
で
あ
る
。
立
候
補
者
は
た

と
え
や
り
直
し
の
選
挙
で
あ
つ
て
も
、
万
難

を
排
し
て
当
選
し
た
い
意
気
を
燃
や
す
事
は

必
定
で
あ
り
、
前
回
の
落
選
組
は
、
捲
土
重

来
の
勢
い
に
か
ら
れ
て
元
に
倍
す
る
努
力
を

惜
し
ま
ぬ
だ
ろ
う
。だ
か
ら
候
補
者
側
に
は
、

や
り
な
お
し
の
選
挙
で
あ
つ
て
も
、
低
調
に

お
ち
い
る
気
遣
い
は
、
ま
ず
な
か
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。
心
配
な
の
は
、
選
挙
人
側
で
あ
る
。

や
り
直
し
選
挙
に
気
を
腐
ら
し
て
、
選
挙
へ

の
気
乗
り
薄
を
著
し
く
す
る
危
惧
が
な
い
と

も
言
え
な
い
。も
し
そ
ん
な
こ
と
に
な
れ
ば
、

結
局
す
る
と
こ
ろ
那
覇
市
政
の
衰
退
を
ま
ね

く
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
青
年
会
、
婦
人

会
の
選
挙
高
揚
運
動
を
望
ん
で
お
き
た
い
。

選
挙
の
度
毎
に
、
候
補
者
の
立
合
い
演
説
会

を
主
催
し
て
い
る
旧
首
里
市
青
年
会
で
は
、

既
に
新
た
な
プ
ラ
ン
が
な
る
ら
し
い
が
、
欲

を
言
え
ば
、
狭
い
単
位
地
域
の
町
、
或
は
区

に
お
け
る
有
権
者
の
個
々
に
政
治
意
識
を
高

め
る
啓
蒙
運
動
の
展
開
を
望
み
た
い
の
で
あ

る
。
同
時
に
、
過
去
の
腐
敗
選
挙
に
鋭
い
メ
ス
を

加
え
て
、
利
益
誘
導
、
戸
別
訪
問
、
供
応
、

買
収
を
平
気
で
や
る
ボ
ス
達
に
、
だ
ん
こ
と

し
て
反
発
す
る
態
勢
を
つ
く
つ
て
貰
い
た

い
。
周
知
の
と
お
り
、
選
挙
の
秘
密
と
自
由

及
び
公
正
は
選
挙
法
に
よ
つ
て
厳
し
く
保
証
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さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
民
主
政
治
の
自

覚
が
十
分
で
な
い
後
進
性
に
禍
い
さ
れ
て
、

町
内
や
区
内
の
顔
役
、
そ
れ
か
ら
親
戚
関
係

等
か
ら
の
不
当
な
支
配
が
、
ま
だ
完
全
に
払

わ
れ
ぬ
憾
み
が
あ
る
だ
ろ
う
。
選
挙
界
の
そ

う
し
た
封
建
的
慣
習
を
打
破
す
る
こ
と
が
、

市
政
刷
新
の
近
道
だ
と
言
え
る
。
か
か
る
選

挙
粛
正
運
動
は
容
易
な
わ
ざ
で
な
い
が
、
そ

れ
で
ボ
ス
の
不
当
な
圧
力
に
抗
す
る
た
め
の

勇
気
を
絶
対
に
必
要
と
す
る
が
、
そ
の
覚
悟

の
う
え
で
、
進
歩
的
な
青
年
会
、
婦
人
会
が
、

市
内
各
地
域
で
自
主
的
に
選
挙
粛
正
に
の
ぞ

む
事
は
、
決
し
て
意
義
な
し
と
し
な
い
。
と

こ
ろ
で
、
こ
ん
ど
の
総
選
挙
に
、
わ
れ
わ
れ

は
何
を
期
待
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
言
う
迄

も
な
く
、
那
覇
市
歴
代
市
長
の
重
大
政
策
と

い
わ
れ
る
首
都
建
設
に
協
力
を
惜
し
ま
ぬ
有

能
な
新
議
員
の
当
選
を
ま
ず
待
望
し
た
い
。

既
に
首
里
、
小
禄
は
合
併
し
た
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
ド
ウ
ナ
ツ
合
併
の
誹
り
が
あ
り
、
真

和
志
市
の
合
併
に
積
極
的
な
努
力
を
惜
し
ま

ぬ
新
市
会
の
出
現
を
望
み
た
い
の
で
あ
る
。

現
那
覇
市
政
は
、特
に
懸
案
の
都
市
計
画
は
、

旧
那
覇
市
に
最
大
の
力
が
注
が
れ
、
首
里
、

小
禄
の
影
が
い
た
つ
て
う
す
い
。
そ
れ
は
合

併
に
際
し
て
の
一
つ
の
条
件
で
あ
つ
た
ろ
う

が
、
そ
れ
に
し
て
も
首
里
、
小
禄
、
そ
し
て

何
れ
は
合
併
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
真
和
志
市
を

含
め
た
広
域
の
都
市
計
画
が
必
要
で
あ
り
、

そ
う
し
た
総
合
計
画
の
線
に
沿
う
て
、
旧
那

覇
市
以
外
に
も
実
現
可
能
な
も
の
か
ら
、
公

平
に
着
手
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
縄
張
り
主
義

を
と
な
え
る
訳
で
は
な
い
が
、
市
会
が
、
自

主
性
を
も
つ
と
発
揮
し
て
、
都
市
計
画
の
拡

充
を
促
す
そ
う
し
た
努
力
が
、
旧
那
覇
市
以

外
の
市
民
か
ら
現
に
望
ま
れ
て
い
る
。
と
も

か
く
、
首
都
建
設
へ
の
前
進
を
合
理
的
、
建

設
的
に
す
る
候
補
者
が
現
わ
れ
た
ら
い
い
と

思
う
。
が
し
か
し
都
計
で
あ
れ
、
そ
の
他
の

市
政
抱
負
で
あ
れ
、
政
見
発
表
会
で
の
大
言

壮
語
は
も
う
聞
き
あ
き
た
。
と
も
か
く
政
見

を
聴
く
こ
と
も
是
非
奨
め
た
い
が
、
同
時
に

候
補
者
の
顔
触
れ
に
、い
ま
か
ら
注
意
し
て
、

果
し
て
市
政
に
携
わ
る
識
見
と
実
力
の
あ
る

人
物
か
ど
う
か
、
徒
ら
に
市
長
派
、
反
市
長

派
に
分
れ
、或
は
各
政
党
の
私
利
と
結
ん
で
、

首
都
建
設
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
他
の
市
政
百

般
を
阻
む
恐
れ
の
あ
る
人
物
で
な
い
か
ど
う

か
、
そ
の
吟
味
が
何
よ
り
の
先
決
で
あ
り
、

特
に
市
会
の
自
主
性
を
護
り
抜
け
る
民
主
的

人
物
を
登
場
さ
せ
て
、
全
住
民
待
望
の
首
都

建
設
と
那
覇
市
民
の
福
祉
増
進
に
役
立
て
た

い
も
の
で
あ
る
。

政
党
で
は
、
人
民
党
、
社
大
党
が
候
補
者
を

賑
や
か
に
推
し
、
党
勢
拡
張
の
契
機
た
ら
し

め
る
ら
し
い
が
、
せ
つ
か
く
の
選
挙
を
か
き

ま
わ
す
よ
う
な
行
過
ぎ
の
政
党
活
動
は
慎
し

ん
で
貰
い
た
い
。
政
党
と
地
方
自
治
団
体
が
、

沖
縄
政
治
の
現
段
階
に
お
い
て
、
い
ま
直
に

密
着
し
て
い
い
か
ど
う
か
は
疑
い
の
余
地
が

な
い
で
も
な
い
。
那
覇
市
の
選
挙
は
、
政
党

か
、
人
物
か
と
問
わ
れ
た
ら
、
わ
れ
わ
れ
は

一
応
も
、
二
応
も

人
物

と
答
え
る
だ
ろ

う
。法

文
の
解
釈
に
誤
り
あ
り
／
那

覇
市
選
管
委
軍
へ
再
審
願
い
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さ
る
三
十
日
、
上
訴
裁
で
那
覇
市
議
選
挙
無

効
訴
訟
裁
判
は
上
訴
棄
却
の
判
決
を
う
け
、

十
月
十
六
日
那
覇
市
議
再
選
挙
が
行
な
わ
れ

る
こ
と
に
な
つ
た
が
、
那
覇
市
選
挙
管
理
委

員
会
で
は
、
上
訴
裁
の
判
決
を
不
服
と
し
て

再
審
の
申
請
を
準
備
、
す
で
に
九
日
ひ
る
那

覇
市
選
挙
管
理
委
員
会
訴
訟
代
理
人
弁
護
士

当
間
重
剛
氏
は
デ
ビ
ス
法
務
部
長
、
フ
ラ
イ

マ
ス
連
絡
官
に
一
応
再
審
の
説
明
を
お
え
、

十
二
日
あ
さ
正
式
に
琉
球
政
府
を
通
じ
、
民

政
副
長
官
あ
て
再
審
の
申
請
を
行
な
う
こ
と

に
な
つ
た
。

申
請
人
は
那
覇
市
選
挙
管
理
委
員
会
代
表
者

大
湾
政
行
、
右
訴
訟
代
理
人
弁
護
士
当
間
重

剛
と
な
つ
て
お
り
、
申
請
の
趣
旨
は

１

五
十
四
年
九
月
十
二
日
施
行
の
那
覇
市
議
会

議
員
選
挙
無
効
訴
訟
事
件
に
つ
い
て
中
央
巡

回
裁
判
所
に
差
し
戻
し
す
る
と
の
判
決
を
求

め
る
。

２

再
審
が
完
了
す
る
ま
で
那
覇

市
選
挙
管
理
委
員
会
が
一
九
五
五
年
九
月
一

日
告
示
し
た
那
覇
市
議
選
挙
の
執
行
を
停
止

す
る
こ
と
の
二
件
と
な
つ
て
い
る
再
審
の
理

由

要
旨

選
挙
法
第
五
十
一
条
に
は

選
挙
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
、
そ
れ
が

選
挙
の
結
果
に
実
際
に
異
動
を
与
え
る
場
合

に
限
り

選
挙
の
全
部
ま
た
は
一
部
無
効
の

決
定
を
し
、
ま
た
は
判
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

と
規
定
し
て
い
る
が
、
中
央
巡
裁
で

は
法
文
の
字
句
を
読
み
か
え
て

実
際
に
異

動
を
与
え
る
場
合

と
あ
る
の
を

異
動
を

与
え
る
お
そ
れ
あ
る
場
合

と
読
み
か
え
た

こ
と
。
上
訴
裁
で
は
実
際
に
異
動
を
与
え
る

場
合
と
は
選
挙
の
結
果
に
確
実
に
異
動
を
お

よ
ぼ
す
場
合
は
勿
論
、
選
挙
の
規
定
違
反
が

選
挙
の
結
果
に
異
動
を
お
よ
ぼ
す
お
そ
れ
あ

る
場
合
を
包
含
す
る
趣
旨
と
解
す
べ
き
で
あ

る
と
し
た
。
こ
の
二
つ
の
判
決
は
法
文
の
解

釈
に
共
通
し
た
誤
り
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ

る
。
上
訴
裁
の
判
決
は
す
で
に
仲
里
村
の
選

挙
訴
訟
事
件
で
同
様
な
誤
り
を
お
か
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
右
の
判
例
は
法
律
と
同
様
な
拘

束
力
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
選
挙
法
い
わ
ゆ

る

選
挙
の
結
果
に
異
動
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

あ
る
場
合
に
限
り

と
法
律
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
な
り
裁
判
所
は
立
法
権
を
握
る
こ
と

に
な
る
の
で
民
裁
判
所
制
第
五
条
の
三
項
の

規
定
に
よ
つ
て
再
審
の
申
請
を
し
た
の
で
あ
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る
。那

覇
市
会
選
挙
無
効
の
再
審
訴

願
と
自
治

池
宮
城
　
秀
意

琉
新
・
朝
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・
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・
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那
覇
市
会
選
挙
に
つ
い
て
開
票
手
続
き
に

規
定
違
反
が
あ
り
、
こ
れ
が
上
訴
裁
判
決
に

よ
つ
て
無
効
と
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
自
体
は

現
議
員
な
ら
び
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
お
よ

び
市
当
局
に
と
つ
て
は
困
つ
た
こ
と
で
あ

り
、
ま
た
、
そ
の
ま
ま
再
選
挙
と
な
る
と
す

れ
ば
気
の
毒
な
こ
と
に
相
違
な
い
。
し
た
が

つ
て
、
当
事
者
が
そ
の
難
を
ま
ぬ
か
れ
る
た

め
に
八
方
手
を
つ
く
す
こ
と
は
一
応
当
然
な

こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
琉
球
人

の
司
法
に
自
主
性
を
与
え
る
建
て
前
か
ら
最

終
裁
判
所
の
体
裁
を
そ
な
え
て
い
る
上
訴
裁

判
所
の
判
決
に
対
し
、
米
軍
に
再
審
権
が
留

保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
那
覇
市
選

管
委
｜
こ
の
場
合
実
際
に
は
当
間
市
長
だ
が

｜
が
再
審
を
訴
え
出
る
と
い
う
こ
と
は
、
沖

縄
の
現
情
勢
か
ら
そ
う
簡
単
に
は
是
認
で
き

な
い
も
の
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
現
在
の

沖
縄
の
複
雑
な
客
観
情
勢
か
ら
、
公
正
な
態

度
で
こ
の
問
題
を
論
議
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

筆
者
は
こ
ゝ
で
法
律
論
を
展
開
し
よ
う
と

は
思
わ
な
い
が
、
法
の
精
神
か
ら
近
代
の
民

主
的
法
律
は
そ
の
時
代
の
一
般
に
容
認
さ
れ

た
コ
ン
モ
ン
セ
ン
ス

常
識

か
ら
逸
脱
し

た
も
の
で
は
な
く
世
論
に
よ
つ
て
生
れ
た
政

治
に
従
属
す
る
し
、
ま
た
、
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
と
の
考
え
か
ら
議
論
を
す
ゝ
め
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
那
覇
市
の

再
審
訴
願
は
、
単
な
る
法
文
解
釈
の
異
同
、

あ
る
い
は
那
覇
市
当
局
の
行
政
上
の
都
合
如

何
を
は
な
れ
て
、
琉
球
の
政
治
、
更
に
く
わ

し
く
言
え
ば
、
立
法
、
司
法
、
行
政
の
自
主

を
獲
得
し
よ
う
と
努
力
し
つ
づ
け
て
い
る
琉

球
の
政
治
の
立
場
か
ら
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

当
間
市
長
は
再
審
訴
願
に
つ
い
て
い
ろ
い

ろ
と
悩
ん
だ
が
、
立
法
権
の
よ
う
護
の
た
め
、

涙
を
ふ
る
つ
て
決
行
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る

が
、
筆
者
は
市
長
の
悩
ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
出

発
し
た
い
。

再
審
決
意
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
法
律
専

門
家
が
議
論
を
つ
く
す
だ
ろ
う
か
ら
、
わ
れ

わ
れ
非
専
門
家
は
遠
慮
す
る
が
、

選
挙
の

結
果
に
異
動
を
実
際
に
与
え
る
場
合

云
々

と

異
動
を
与
え
る
お
そ
れ
あ
る
場
合

の
二
つ
の
異
つ
た
文
句
の
与
え
る
二
つ
の
概

念
の
間
に
は
き
わ
め
て
微
妙
な
も
の
が
あ

り
、
事
実
の
解
釈
認
定
如
何
で
ど
ち
ら
に
も

な
り
得
る
。
そ
れ
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
法
律
専

門
家
の
当
間
市
長
と
上
訴
、
巡
裁
の
判
事
た

ち
と
の
判
断
が
二
つ
に
分
裂
し
た
の
で
あ

る
。

こ
の
よ
う
な
判
断
の
分
裂
は
最
近
、
三
鷹

事
件
を
め
ぐ
る
日
本
の
最
高
裁
判
所
の
大
法

廷
に
お
い
て
さ
え
見
ら
れ
た
こ
と
で
、
必
ず

し
も
不
思
議
と
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
そ

の
他
、
い
ず
れ
の
国
の
裁
判
に
お
い
て
も
、

こ
の
よ
う
な
事
例
は
あ
る
。

法
律
は
決
し
て
不
易
の
も
の
で
も
な
け
れ

ば
、
無
き
ず
の
珠
の
如
き
も
の
で
も
な
い
。

一
国
の
法
律
を
他
国
の
法
学
者
が
見
れ
ば
、

間
違
つ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
多
い
で
あ

ろ
う
し
、
同
一
国
民
間
で
も
現
行
法
令
に
反

対
す
る
場
合
も
し
ば
し
ば
あ
る
の
は
周
知
の

通
り
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
今
回
の
上
訴

裁
の
判
決
が
一
つ
の
判
例
と
し
て
法
令
と
同

等
の
力
を
持
つ
こ
と
に
対
し
、
反
対
解
釈
を

し
て
い
る
当
間
市
長
が
遺
憾
と
さ
れ
る
こ
と

は
十
分
に
理
解
で
き
る
が
、
だ
か
ら
と
言
つ

て
、
擬
態
的
に
し
て
も
最
終
裁
判
所
的
機
能

を
持
つ
上
訴
裁
を
否
定
し
、
米
軍
法
務
部
の

留
保
す
る
権
限
を
発
動
さ
せ
る
と
い
う
こ
と

は
、
次
第
に
昇
華
し
て
実
質
的
な
最
終
裁
判

所
に
な
る
に
相
違
な
い
上
訴
裁
の
擬
態
ま
で

た
た
き
つ
ぶ
す
こ
と
に
な
り
や
し
な
い
か
。

更
に
憂
慮
さ
れ
る
こ
と
は
、
琉
球
人
の
司

法
に
対
し
琉
球
人
自
体
が
不
信
を
表
明
す
る

こ
と
は
、
表
明
す
る
人
が
当
間
市
長
の
よ
う

な
重
要
ポ
ス
ト
に
あ
り
世
間
的
信
用
の
あ
つ

い
場
合
、
現
在
の
琉
球
の
統
治
者
で
あ
る
ア

メ
リ
カ
要
路
の
人
々
に
お
よ
ぼ
す
影
響
は
重

大
な
も
の
が
あ
る
。
こ
の
点
を
当
間
市
長
は

う
か
つ
に
忘
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

以
上
、
思
い
つ
く
ま
ま
に
述
べ
た
が
、
現

在
の
琉
球
に
は
余
り
に
も
法
律
以
前
の
問
題

が
多
す
ぎ
る
。
そ
の
よ
う
な
琉
球
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
琉
球
に
は
世
論
が
な
い
と

日
本
の
一
学
者
は
な
げ
い
て
い
た

東
京
工

大
、
河
田
龍
夫
教
授

。
わ
れ
わ
れ
は
私
情

を
は
な
れ
た
議
論
を
も
つ
と
活
発
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
片
隅
で
の
非
難
私
語
は
社
会

を
分
裂
さ
せ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
公
明
な
世

論
は
統
一
へ
の
唯
一
の
道
で
あ
る
。
今
度
の

那
覇
市
の
再
審
問
題
も
十
分
に
検
討
を
加
え

ら
る
べ
き
も
の
と
考
え
、
識
者
の
御
教
示
を

待
つ
次
第
で
あ
る
。

小
禄
／
も
う
別
れ
話
し
も
出
る

／
固
定
資
産
税
評
価
等
め
ぐ

り琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
９
・
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那
覇
に
合
併
し
て
一
年
し
か
た
ゝ
な
い
と
い

う
の
に
、
固
定
資
産
税
問
題
で
小
禄
で
は
”

分
村
問
題
”
に
ま
で
発
展
し
つ
ゝ
あ
る
険
悪

な
空
気
に
あ
る
よ
う
だ
。
那
覇
市
で
新
税
法

に
よ
り
、
固
定
資
産
税
を
賦
課
、
徴
税
令
書

を
発
送
し
た
が
、小
禄
で
は
旧
税
法
の
こ
ろ
、

家
屋
税
、土
地
税
約
八
十
万
円
だ
つ
た
の
が
、

新
税
法
で
約
二
百
四
十
万
円
に
つ
り
あ
が

り
、
三
倍
ぐ
ら
い
増
え
た
こ
と
に
な
る
が
、
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個
々
の
賦
課
も
増
加
を
み
せ
、
固
定
資
産
評

価
が
適
正
で
な
い
と
の
理
由
で
某
部
落
を
中

心
に
那
覇
市
当
局
の
評
価
を
め
ぐ
り
反
対
の

声
が
あ
り
、
こ
れ
と
相
呼
応
し
て
さ
き
に
合

併
反
対
を
と
な
え
た
連
中
も
ま
じ
り
政
治
問

題
化
し
よ
う
と
す
る
空
気
に
あ
る
も
よ
う

だ
。
前
議
員
平
良
亀
助
、
具
志
嘉
助
、
赤
峯

三
郎
、
照
屋
正
徳
、
上
原
永
盛
氏
ら
は
こ
の

問
題
鎮
圧
に
躍
起
と
な
つ
て
い
る
よ
う
だ
が

一
部
部
落
民
の
態
度
は
あ
く
ま
で
再
評
価
に

よ
る
課
税
で
な
け
れ
ば

と
強
硬
で
あ
り
、

全
小
禄
住
民
大
会
ま
で
も
つ
て
い
く
空
気
が

あ
つ
た
の
で
、
前
記
の
五
氏
は
十
九
日
あ
さ
、

嘉
手
納
助
役
、
城
田
税
務
課
長
に
会
い
、
部

落
民
の
意
志
で
あ
る
再
評
価
に
つ
い
て
種
種

協
議
し
た
が
、
結
論
に
至
ら
な
か
つ
た
も
よ

う
で
同
氏
ら
は
さ
ら
に
き
よ
う
午
後
五
時
各

部
落
代
表
ら
と
協
議
の
う
え
、
明
朝
部
落
民

代
表
ら
と
共
に
那
覇
市
当
局
と
折
衝
す
る
こ

と
に
な
つ
て
い
る
。

城
田
那
覇
市
税
務
課
長
の
話

旧
税
法
の
場

合
は
賃
貸
価
格
の
百
分
の
十
で
利
潤
か
ら
払

え
る
よ
う
な
一
種
の
収
得
税
で
あ
つ
た
。
し

か
し
新
税
法
は
収
益
を
あ
げ
な
く
て
も
財
産

と
し
て
の
課
税
で
あ
る
の
で
那
覇
市
内
の
い

た
る
と
こ
ろ
で
不
満
の
声
は
き
か
れ
る
。
今

度
の
小
禄
の
場
合
も
新
税
法
の
ま
ず
さ
で
は

な
か
つ
た
だ
ろ
う
か
。

｜
社
　
説
｜

首
都
建
設
は
政
府
の
責
任
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首
都
建
設
法
案
が
真
栄
田
議
員
を
中
心
と
す

る
無
所
属
議
員
ら
に
よ
つ
て
立
法
院
に
提
出

さ
れ
る
ら
し
い
が
、
そ
の
実
現
を
わ
れ
わ
れ

も
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
欲
を
言

え
ば
わ
ず
か
幾
た
り
か
の
無
所
属
議
員
の
発

議
と
し
な
い
で
、
そ
れ
を
超
党
派
的
に
し
た

ら
も
つ
と
よ
か
つ
た
と
思
う
。

那
覇
市
を
沖
縄
の
首
都
に
す
る
こ
と
は
殆
ん

ど
の
住
民
が
望
む
と
こ
ろ
で
あ
り
、
従
つ
て

首
都
建
設
の
責
任
を
政
府
が
負
う
こ
と
も
理

の
当
然
と
さ
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
で
全
住
民
の

待
望
す
る
首
都
建
設
で
あ
つ
て
み
れ
ば
、
そ

れ
に
政
争
臭
を
い
さ
さ
か
も
に
お
わ
し
て
は

な
ら
ぬ
と
思
う
。
真
栄
田
議
員
を
中
心
と
す

る
無
所
属
議
員
ら
が
果
し
て
政
党
的
に
無
色

無
臭
で
あ
る
か
ど
う
か
は
知
ら
ぬ
が
、
世
評

は
、
必
ず
し
も
純
無
所
属
議
員
と
は
み
な
い

だ
ろ
う
。
そ
こ
に
、
こ
の
発
議
が
、
政
争
の

具
に
供
せ
ら
れ
る
懸
念
な
し
と
し
な
い
。
そ

こ
で
真
栄
田
議
員
ら
が
、
首
都
建
設
の
超
党

派
性
を
自
ら
も
よ
く
自
覚
す
る
と
と
も
に
各

政
党
所
属
の
議
員
に
対
し
て
も
、
そ
れ
を
謙

虚
に
う
つ
た
え
、
首
都
建
設
法
案
を
審
議
す

る
議
会
の
超
党
派
態
勢
を
築
く
努
力
が
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

旧
那
覇
市
の
都
市
計
画
が
く
わ
だ
て
ら
れ
た

当
初
か
ら
、
そ
し
て
首
里
、
小
禄
両
市
村
の

合
併
問
題
が
起
き
た
頃
か
ら
、
あ
り
て
い
に

言
う
と
、
わ
れ
わ
れ
は
政
府
の
責
任
に
お
い

て
な
す
べ
き
首
都
建
設
法
の
実
施
を
こ
の
欄

で
切
に
望
ん
で
や
ま
な
か
つ
た
。
市
当
局
ま

か
せ
で
は
、
余
り
に
も
弱
く
、
た
よ
り
な
い

の
で
あ
る
。
当
間

重
民

、
又
吉
、
当
間

重
剛

の
三
代
市
長
が
、
首
都
建
設
を
目

標
と
す
る
那
覇
市
都
市
計
画
に
、
大
き
な
抱

負
を
も
ち
、
そ
れ
を
着
々
と
推
進
し
た
こ
と

は
誰
し
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
し

か
し
歴
代
の
市
長
が
、
那
覇
市
都
計
は
、
膨

大
な
予
算
を
必
要
と
し
、
そ
の
実
現
も
全
く

予
測
で
き
な
い
も
の
で
、
恐
ら
く
長
年
月
を

要
す
る
だ
ろ
う
と
い
い
、
し
か
も
財
政
的
な

目
度
な
ど
も
定
か
で
な
く
、
旧
那
覇
市
の
都

計
を
細
々
と
お
し
進
め
る
程
度
に
し
か
す
ぎ

な
か
つ
た
。
と
は
言
え
、
そ
れ
だ
け
で
も
功

績
は
大
き
い
。
那
覇
市
都
計
の
指
導
助
言
者

た
る
石
川
博
士
も
、
旧
那
覇
市
の
復
興
と
都

市
美
を
た
た
え
、
建
築
も
、
道
路
も
、
立
派

に
な
つ
た
と
評
し
た
。
そ
の
す
べ
て
が
都
計

の
賜
で
あ
る
か
ど
う
か
は
知
ら
ぬ
が
、
と
に

か
く
歴
代
市
長
と
市
議
会
の
努
力
が
む
く
わ

れ
て
、
懸
案
の
区
画
整
理
は
ほ
ぼ
目
鼻
が
つ

き
、
主
な
道
路
も
装
い
を
改
め
て
、
首
都
の

匂
い
を
そ
こ
は
か
と
な
く
に
お
わ
し
つ
つ
あ

る
こ
と
は
否
め
ま
い
。

だ
が
、
石
川
博
士
に
し
て
も
、
手
放
し
に
ほ

め
た
訳
で
は
な
い
。
博
士
も
、
わ
れ
わ
れ
と

同
様
、
旧
那
覇
市
に
限
ら
れ
た
都
計
の
進
捗

だ
け
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
に
と
ら

わ
れ
な
い
首
都
建
設
の
立
場
か
ら
、
し
ん
ら

つ
に
批
評
す
る
こ
と
も
忘
れ
な
か
つ
た
。
た

と
え
ば
、旧
首
里
市
を
大
学
タ
ウ
ン
に
せ
よ
、

と
い
い
、
教
育
、
住
宅
、
工
業
、
商
業
、
風

致
区
指
定
の
問
題
に
ふ
れ
た
。
或
は
公
園
、

墳
墓
地
、
緑
地
、
広
場
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
計
画
を
望
ん
だ
、
そ
れ
か
ら
ち
よ
つ

ぴ
り
河
川
問
題
に
も
ふ
れ
、
ガ
ー
ブ
橋
一
帯

の
臭
気
を
皮
肉
つ
た
り
し
て
都
計
未
だ
し
、

の
警
告
が
あ
た
え
ら
れ
た
。
こ
れ
を
要
す
る

に
、
旧
那
覇
市
の
都
計
も
よ
い
が
、
同
時
に

首
都
建
設
を
目
指
し
て
の
総
合
計
画
が
、
当

初
か
ら
な
く
て
は
な
ら
ぬ
、
と
い
う
訳
な
の

だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
首
都
建
設
と
い
う
は
つ

き
り
し
た
目
的
か
ら
出
発
し
て
、
那
覇
市
を

琉
球
の
首
都
と
し
て
十
分
に
そ
の
政
治
、
経

済
、
文
化
等
に
つ
い
て
の
機
能
を
発
揮
し
得

る
よ
う
計
画
し
、
か
つ
建
設
す
る
こ
と
が
望

ま
れ
た
の
で
あ
る
。

那
覇
市
歴
代
市
長
並
に
市
議
会
に
し
て
も
、

恐
ら
く
首
都
建
設
に
無
関
心
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
だ
が
、
予
算
の
関
係
等
も
あ
つ
て
そ
の

確
た
る
目
処
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
時
期
尚

早
と
諦
め
て
地
道
に
旧
那
覇
市
の
都
計
に
こ

だ
わ
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
が
し
か
し
そ
れ
で

は
、
首
都
建
設
を
阻
む
危
ぐ
が
な
い
で
も
な

四
一
五

一
九
五
五
年

昭
和
三
十
年

九
月



い
。
首
都
建
設
法
と
い
う
法
的
裏
付
が
あ
れ

ば
、
旧
那
覇
市
の
都
計
を
含
む
予
定
さ
れ
る

全
首
都
地
域
の
総
合
計
画
に
基
い
て
、
年
度

計
画
を
た
て
、
政
府
並
に
民
政
府
の
協
力
を

え
て
、
可
能
な
も
の
か
ら
、
的
確
に
着
手
し

て
い
け
る
だ
ろ
う
。
な
お
こ
の
法
律
の
裏
付

を
欠
い
だ
ら
、
那
覇
市
政
に
お
け
る
市
長
派
、

反
市
長
派
の
政
争
が
あ
つ
た
場
合
、
那
覇
市

都
計
の
実
現
を
危
く
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
そ
ん
な
こ
と
に
な
れ
ば
首
都
建
設
も
い

よ
い
よ
迂
遠
な
る
道
で
あ
ろ
う
。

首
都
建
設
が
、
全
住
民
の
望
む
も
の
で
あ
る

な
ら
ば
、
特
定
の
地
方
自
治
体
で
あ
る
那
覇

市
の
み
に
、
そ
の
計
画
と
実
施
を
委
か
せ
切

る
の
も
ど
う
か
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
首
都
建

設
法
が
制
定
さ
れ
た
ら
、
政
府
に
首
都
建
設

委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
委
員
に
そ
れ
ぞ
れ
の

関
係
当
局
代
表
と
議
会

立
法
院
、
市
会

代
表
と
学
識
経
験
者
な
ど
が
行
政
主
席
か
ら

任
命
さ
れ
、
首
都
建
設
計
画
の
作
成
と
、
そ

の
実
施
の
推
進
に
当
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し

て
政
府
は
、
民
政
府
に
対
し
大
幅
な
援
助
を

も
と
め
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
政
府
は
、
那
覇

市
が
琉
球
の
首
都
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が

み
、
政
府
と
市
町
村
が
分
担
し
て
施
行
す
る

事
業
施
設
を
決
定
す
る
。
那
覇
市
側
に
し
て

も
、
そ
の
所
管
の
施
設
及
び
事
業
の
施
行
に

際
し
て
は
、
す
べ
て
政
府
の
首
都
建
設
計
画

を
尊
重
す
る
建
前
が
と
ら
れ
る
。
と
も
か
く

政
府
は
も
ち
ろ
ん
、
首
都
計
画
区
域
内
の
市

町
村
又
は
関
係
者
が
、
計
画
の
作
成
及
び
実

施
に
出
来
る
か
ぎ
り
協
力
し
、
援
助
し
合
つ

て
待
望
の
首
都
建
設
を
速
か
に
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

首
都
建
設
法
が
出
来
て
も
、
棚
か
ら
ボ
タ
餅

式
に
理
想
の
首
都
が
に
わ
か
に
実
現
す
る
筈

も
な
い
が
、
し
か
し
こ
の
法
的
裏
付
が
な
い

で
は
、
首
都
建
設
の
計
画
も
、
そ
し
て
実
施

も
、
と
う
て
い
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
超
党
派

し
て
立
法
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
や
ま
な
い
。

那
覇
市
議
選
挙
／
再
審
願
つ
い

に
取
下
げ
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・
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那
覇
市
議
選
無
効
の
上
訴
裁
判
決
に
対
し
、

那
覇
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
那
覇
市
長

当
間
重
剛
氏
を
代
理
人
と
し
て
去
る
十
二
日

無
効
判
決
は
法
的
に
誤
り
を
お
か
し
て
い

る

と
副
長
官
あ
て
再
審
願
い
を
提
出
し
て

い
た
が
、
二
十
六
日
あ
さ
当
間
氏
は
同
再
審

願
い
を
取
下
げ
る
旨
政
府
を
通
じ
て
副
長
官

あ
て
提
出
し
た
。
こ
れ
で
二
十
七
日
か
ら
立

候
補
の
届
出
受
付
が
は
じ
ま
り
、
向
う
二
十

日
間
に
わ
た
つ
て
那
覇
市
議
の
選
挙
運
動
が

展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。

回
答
遅
延
で
不
安
／
明
朗
な
る
選
挙
運

動
を
阻
害
／
選
管
委

選
挙
無
効

判
決
に
対
す
る
軍
へ
の
再

審
願
い
取
下
げ
に
つ
い
て
、
二
十
六
日
那

覇
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
つ
ぎ
の
よ
う

に
発
表
し
た
。

さ
き
に
当
委
員
会
が
弁
護
士
当
間
重
剛
氏
を

訴
願
代
理
人
と
し
て
な
し
た
一
九
五
四
年
九

月
十
二
日
施
行
の
那
覇
市
議
選
挙
無
効
訴
訟

事
件
に
つ
い
て
の
再
審
の
申
請
を
左
の
理
由

を
も
つ
て
取
下
げ
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

再
申
の
申
請
書
を
琉
球
政
府
行
政
主
席
を
通

し
て
提
出
し
て
か
ら
既
に
二
週
間
を
経
過
し

た
が
、
そ
の
回
答
が
な
く
こ
の
ま
ま
推
移
す

る
と
し
た
ら
、
当
委
員
会
に
お
い
て
告
示
し

た
今
回
選
挙
の
選
挙
運
動
開
始
日
も
明
日
に

迫
つ
て
お
り
、
選
挙
民
な
ら
び
に
立
候
補
者

に
不
安
の
ま
ま
に
明
朗
な
る
べ
き
法
定
選
挙

運
動
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
再
審

取
下
げ
す
る
こ
と
が
こ
こ
に
お
よ
ん
で
の
当

委
員
会
の
賢
明
な
る
措
置
と
思
考
し
本
日
こ

こ
に
取
下
げ
の
手
続
を
完
了
し
た
。

混
乱
を
さ
け
る
た
め
に
／
当
間
市
長
法

律
的
良
心
で
は
不
服

再
審
取
下
げ
と
な
つ
て
、
訴
訟
代
理
人
、

弁
護
士
当
間
重
剛
氏

那
覇
市
長

は
悲

痛
な
面
持
ち
で
記
者
団
に
対
し
、
次
の
よ

う
な
取
下
げ
に
至
る
ま
で
の
い
き
さ
つ
及

び
現
在
の
心
境
を
語
つ
た
。

○

取
下
げ
は
け
さ

二
十
六
日

決
定
し

た
。
僕
自
身
は
取
下
げ
る
意
志
は
全
然
な
か

つ
た
。
む
し
ろ
選
管
委
が
民
裁
判
に
再
審
手

続
き
を
す
る
意
志
が
あ
る
な
ら
僕
は
あ
く
ま

で
や
つ
て
も
い
い
と
思
つ
て
い
る
く
ら
い

だ
。
し
か
し
こ
れ
は
い
ろ
い
ろ
の
問
題
を
惹

起
す
る
。
民
裁
判
で
は
選
挙
の
執
行
を
停
止

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
う
な
る
と
選
挙

の
事
務
は
進
ん
で
い
く
訴
訟
も
進
ん
で
い
く

二
つ
が
こ
ん
が
ら
が
つ
て
拾
収
が
つ
か
な
く

な
る
。
僕
は
今
市
長
と
い
う
立
場
と
弁
護
士

と
い
う
二
つ
の
立
場
に
あ
る
。
弁
護
士
の
立

場
と
し
て
は
法
律
的
な
進
み
方
ば
か
り
考
え

る
。
つ
ま
り
今
度
の
判
決
は
正
し
く
な
い
。

決
定
的
に
斗
い
た
い
、
と
思
う
し
市
長
と
し

て
は
や
ら
な
く
て
も
い
い
選
挙
で
市
民
に
い

た
ず
ら
な
無
駄
と
不
安
を
与
え
た
く
な
か
つ

た
。
市
長
と
し
て
も
弁
護
士
の
立
場
か
ら
も

あ
く
ま
で
も
こ
の
再
審
は
や
る
べ
き
で
あ
つ

た
が
、
微
力
で
ど
う
に
も
な
ら
な
か
つ
た
。

こ
の
取
下
げ
に
つ
い
て
軍
か
ら
取
下
げ
を
す

す
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
全
然
な
い
。
あ

つ
ち
こ
つ
ち
で
情
報
を
集
め
て
み
る
と
大
体

こ
の
再
審
に
つ
い
て
軍
が
ノ
ー
・
タ
ツ
チ
す

る
だ
ろ
う
と
い
う
判
断
が
下
さ
れ
た
。
法
律

的
な
良
心
か
ら
取
下
げ
た
く
な
い
。
取
下
げ

た
の
は
選
挙
管
理
委
員
会
で
あ
る
。
取
下
げ

の
決
定
に
つ
い
て
情
報
は
私
が
い
ろ
い
ろ
蒐

集
し
て
管
理
委
員
会
に
伝
え
た
。
管
理
委
員

会
と
し
て
は
選
挙
無
効
の
判
決
に
も
と
づ
く

選
挙
の
受
付
け
が
切
迫
し
て
き
た
の
で
混
乱

を
さ
け
る
意
味
か
ら
再
審
取
下
げ
と
決
定
し

四
一
六

一
九
五
五
年

昭
和
三
十
年

九
月



た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
今
度
の
件
に
つ
い
て

僕
が
い
う
こ
と
は
市
民
に
対
し
て
申
し
わ
け

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

当
然
の
措
置
だ

儀
間
真
喜
氏
の
話
＝
当
然
だ
と
思
う
。
自
主

権
の
拡
大
に
向
つ
て
全
住
民
が
進
み
つ
つ
あ

る
際
だ
か
ら
、
こ
の
問
題
に
は
軍
と
し
て
も

タ
ツ
チ
し
な
い
だ
ろ
う
こ
と
を
確
信
し
て
い

た
。
こ
れ
で
選
挙
が
公
正
に
行
わ
れ
る
と
い

う
こ
と
を
認
識
さ
せ
た
こ
と
は
大
き
な
喜
び

で
あ
る

選
挙
無
効
異
議
申
立
訴
訟
人

軍
の
内
意
？
は
知
ら
な
い

那
覇
選
管
委
大
湾
委
員
長
の
話
＝
き
の
う
ひ

る
三
時
委
員
会
を
開
い
て
態
度
を
決
め
た
。

と
り
下
げ
の
理
由
は
委
員
会
発
表
で
も
の
べ

た
通
り
や
は
り
選
挙
を
不
安
な
く
施
行
す
る

た
め
だ
。
軍
の
内
意
？
さ
ー
そ
れ
は
市
長
に

あ
つ
た
と
い
う
話
も
あ
る
が
、
よ
く
知
ら
な

い
、
こ
ち
ら
に
は
何
に
も
な
か
つ
た
。

｜
社
　
説
｜

軍
は
民
裁
判
に
干
渉
し
な
い
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再
選
挙
か
、
選
挙
執
行
停
止
か
そ
の
成
行
を

注
目
さ
れ
た
那
覇
市
会
議
員
選
挙
は
、
訴
訟

代
理
人
当
間
重
剛
氏
の
再
審
取
り
下
げ
に
よ

つ
て
、
再
選
挙
に
決
定
、
い
よ
い
よ
き
よ
う

か
ら
立
候
補
の
届
出
が
始
ま
り
、
同
時
に
選

挙
運
動
が
開
始
さ
れ
、
十
月
十
六
日
に
投
票

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
そ
う
こ
な
く

て
は
嘘
で
あ
ろ
う
。

那
覇
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
再
審
取
下

げ
の
理
由
に
つ
い
て

候
補
者
の
届
出
が
始

ま
る
の
で
、
軍
の
回
答
を
い
つ
迄
も
待
つ
て

い
て
は
、
せ
つ
か
く
の
選
挙
を
不
明
り
よ
う

に
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
し
て
い
る
。
賢

明
な
措
置
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
打
つ
手
は

恐
ら
く
な
か
つ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
問
題

の
い
き
さ
つ
は
周
知
の
通
り
、
上
訴
裁
の
無

効
判
決
に
対
し
て
、
那
覇
市
選
管
委
が
不
服

を
と
な
え
、
当
間
市
長
を
訴
訟
代
理
人
と
し

て
、
同
裁
判
の
再
審
願
い
を
軍
当
局
に
提
出

し
た
こ
と
に
あ
る
。
当
間
市
長
の
代
理
訴
訟

が
伝
え
ら
れ
る
や
、
一
体
那
覇
市
議
の
選
挙

は
ど
う
な
る
か
、
と
の
関
心
が
各
方
面
か
ら

注
が
れ
、
忽
ち
話
題
の
的

ま
と

と
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
当
初
は
、
概
し

て
言
う
と
楽
観
の
傾
向
が
強
か
つ
た
の
で
は

な
い
か
。
と
言
う
の
は
、
法
律
の
解
釈
と
い

う
も
の
は
、
素
人

し
ろ
う
と

に
は
至
難

な
も
の
で
は
あ
ろ
う
が
、常
識
的
に
考
え
て
、

何
と
な
く
上
訴
裁
の
無
効
判
決
が
あ
た
つ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
司
法

自
治
の
建
前
か
ら
、
軍
へ
の
再
審
願
い
が
自

治
権
の
放
棄
を
疑
わ
せ
、
そ
れ
へ
の
反
撥
も

あ
つ
て
、
と
も
か
く
わ
れ
わ
れ
の
上
訴
裁
を

信
頼
し
た
い
、
そ
の
無
効
判
決
を
正
し
い
と

肯
定
し
た
い
、
と
の
希
望
的
、
感
情
的
な
も

の
が
あ
つ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
結
局
は
、
恐
ら
く
軍
か
ら
の
干
渉
が

な
い
だ
ろ
う
、
再
選
挙
は
予
定
通
り
必
定
、

と
楽
観
す
る
向
が
圧
倒
的
に
多
数
だ
つ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
が
、
当
間
市
長
の
例
の
論
文
が
発
表

さ
れ
、
そ
れ
へ
の
反
駁
も
続
々
と
現
わ
れ
、

問
題
は
法
律
専
門
家
同
士
の
や
や
つ
こ
し
い

論
争
と
相
成
り
、
わ
れ
わ
れ
素
人
筋
に
は
、

何
が
何
や
ら
さ
つ
ぱ
り
わ
か
り
か
ね
る
混
乱

に
お
ち
い
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
勝
負
は
、
果

し
て
ど
ち
ら
が
勝
つ
か
、
と
の
興
味
が
抱
か

れ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
が
、
再
選
挙
を
好

ま
ぬ
連
中
は
、
恐
ら
く
当
間
氏
の
必
勝
を
信

じ
た
に
違
い
な
い
。
再
審
の
途
は
、
民
裁
判

と
副
長
官
の
二
つ
が
あ
る
と
は
言
え
、
副
長

官
へ
の
訴
え
は
、
言
う
迄
も
な
い
自
治
権
放

棄
に
つ
な
が
る
。
世
評
も
専
ら
そ
の
点
を
憂

慮
し
、
当
間
市
長
の
訴
訟
を
遺
憾
と
す
る
か

に
み
う
け
ら
れ
も
し
た
。
そ
う
し
た
非
難
を

覚
悟
の
う
え
、
軍
に
再
審
を
願
出
る
か
ら
に

は
、必
勝
の
確
信
が
必
ず
あ
る
に
違
い
な
い
。

問
題
が
問
題
だ
け
に
多
分
に
政
治
的
臭
い
が

あ
る
、
と
の
評
も
な
い
で
は
な
か
つ
た
。
し

か
し
当
間
市
長
は

法
の
解
釈
と
し
て
は
間

違
い
な
く
自
信
が
あ
る

と
い
い
、
市
長
論

文
へ
の
反
駁
の
弾
は
い
ず
れ
も

外
れ
て
い

る

と
言
い
切
り
、
世
の
集
中
攻
撃
を
浴
び

て
も
、
い
さ
さ
か
も
動
じ
な
か
つ
た
。
そ
う

し
た
当
間
市
長
の
強
気
を
た
の
ん
で
、
再
選

挙
を
好
ま
ぬ
連
中
は
、
軍
当
局
か
ら
の
色
よ

い
返
答
を
ひ
た
す
ら
待
ち
か
ね
て
い
た
の
だ

ろ
う
。
那
覇
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
し
て
も

亦
然
り
で
あ
る
。

逆
に
、
再
選
を
望
む
連
中
と
、
大
乗
的
な
立

場
か
ら
、
軍
当
局
へ
の
再
審
願
い
を
自
治
権

放
棄
と
し
て
に
が
に
が
し
く
思
う
側
は
、
万

一
当
間
市
長
が
勝
つ
な
ら
ば
、
司
法
自
治
の

後
退
は
必
至
で
あ
り
、
那
覇
市
の
選
挙
問
題

に
と
ど
ま
ら
ぬ
重
大
化
の
危
惧
を
、
抱
い
た

で
あ
ろ
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
必

勝
確
信
の
市
長
談
話
が
頻
り
に
伝
え
ら
れ
も

し
た
し
、
何
と
な
く
憂
色
に
包
ま
れ
た
か
の

如
く
で
あ
つ
た
。
し
か
し
裁
判
所
側
と
し
て

も
、
ま
さ
か
司
法
自
治
を
脅
や
か
す
軍
当
局

で
も
あ
る
ま
い
、
と
の
確
信
が
あ
つ
て
、
世

の
注
目
を
浴
び
た
。
す
な
わ
ち

再
審
で
上

訴
の
判
決
が
破
棄
さ
れ
る
筈
は
な
い
、
破
棄

と
な
れ
ば
軍
は
自
ら
選
挙
法
を
改
正
し
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
し
、
法
規
を
今
の
ま
ま
に
し
て

い
る
と
結
局
不
正
行
為
を
許
す
こ
と
に
な

る
。
そ
う
な
れ
ば
選
挙
の
度
に
暴
動
が
起
る

か
も
知
れ
な
い

と
い
い
、
さ
ら
に

こ
れ

迄
の
個
々
の
ケ
ー
ス
を
通
じ
軍
裁
と
民
裁
の

間
に
、
互
に
干
渉
し
な
い
と
い
う
線
が
で
て

い
る

と
語
つ
て
、
司
法
自
治
は
揺
が
ず
、

と
の
感
を
わ
れ
わ
れ
に
与
え
た
も
の
で
あ

る
。
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と
も
あ
れ
、
ど
ち
ら
に
与

く
み

す
る
に

せ
よ
、
軍
当
局
の
回
答
如
何
が
一
せ
い
に
注

目
さ
れ
た
が
、
そ
の
た
め
に
立
往
生
の
状
態

に
お
か
れ
た
那
覇
市
議
選
挙
は
、
あ
り
て
い

に
言
う
と
み
に
く
く
も
あ
れ
ば
、
お
か
し
く

も
あ
つ
た
。
も
し
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
届

出
が
始
ま
り
、
同
時
に
選
挙
運
動
が
開
始
さ

れ
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
言
語
に
絶
す
る
不
明
朗

な
選
挙
と
な
つ
た
ろ
う
。
だ
が
、
さ
い
わ
い

に
し
て
間
一
髪
の
と
こ
ろ
で
、
選
挙
管
理
委

員
会
が
良
識
を
は
た
ら
か
し
、
再
審
を
取
り

下
げ
て
明
朗
選
挙
に
切
替
え
た
こ
と
は
、
那

覇
市
政
の
た
め
に
も
、
そ
れ
か
ら
司
法
自
治

の
た
め
に
も
、
よ
か
つ
た
と
思
う
。
新
聞
の

伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
再
審
取
下
げ
は

自
発
的
な
も
の
で
は
な
く
軍
か
ら
の
内
意
が

あ
つ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
民
裁
判
へ

の
軍
の
不
介
入
は
、
か
ね
て
か
ら
予
知
さ
れ

た
こ
と
で
も
あ
り
、
自
治
権
の
放
棄
を
疑
わ

し
め
る
軍
当
局
へ
の
訴
え
が
、
住
民
の
期
待

を
裏
切
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
際
よ

く
よ
く
反
省
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、

そ
う
し
た
詮
索
は
こ
こ
で
は
一
応
棚
上
げ
す

る
と
し
て
遅
き
に
失
し
た
憾
み
は
あ
る
に
せ

よ
、
と
に
も
か
く
に
も
、
再
審
を
取
下
げ
、

那
覇
市
議
選
挙
へ
の
不
安
を
一
応
払
い
の
け

た
こ
と
は
、
選
管
委
の
良
心
の
健
在
を
示
す

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
了
す
る
に
や
ぶ
さ
か

で
あ
つ
て
は
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
。

さ
あ
、
そ
こ
で
、
こ
れ
迄
の
い
ざ
こ
ざ
を
忘

れ
て
、
那
覇
全
市
民
を
挙
げ
て
の
明
る
い
選

挙
を
迎
え
よ
う
で
は
な
い
か
。
黒
星
つ
づ
き

の
選
管
委
に
し
て
も
、
こ
ん
ど
こ
そ
は
、
手

抜
か
り
な
く
や
つ
て
貰
い
た
い
も
の
で
あ

る
。金

口
木
舌
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再
選
挙
か
、
再
審
か
と
世
論
を
沸
か
せ
た

那
覇
市
議
の
再
選
挙
は
、
再
審
取
下
げ
で
い

よ
い
よ
き
よ
う
か
ら
届
出
を
開
始
し
て
選
挙

戦
の
火
蓋
が
切
ら
れ
た
ワ
ケ
で
あ
る
▼
二
市

一
村
を
合
併
し
て
一
年
に
な
つ
た
ば
か
り
の

那
覇
市
議
会
の
再
建
で
あ
り
、
い
わ
ば
新
し

い
那
覇
市
の

政
治
づ
く
り

が
こ
の
日
か

ら
始
ま
る
▼
三
十
の
議
席
を
め
ぐ
つ
て
四
十

四
、
五
名
の
立
候
補
が
噂
さ
れ
四
、
五
人
の

前
議
員
を
除
い
て
殆
ど
の
前
議
員
が
立
候
補

す
る
の
で
、
そ
の
顔
ぶ
れ
は
大
し
た
異
動
は

な
い
と
い
う
向
き
も
あ
る
▼
首
都
那
覇
市
に

課
さ
れ
た
任
務
は
相
当
重
大
な
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
を
推
進
す
る
市
議
会
の
役
目
も
同

様
で
あ
つ
て
み
れ
ば
、
前
市
議
会
が
一
年
間

で
み
せ
た
足
並
み
と
同
様
に
、
目
下
推
進
し

つ
ゝ
あ
る
都
市
計
画
を
強
力
に
進
め
る
人
材

を
新
市
議
会
に
送
る
よ
う
に
市
民
は
選
挙
権

を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
▼
次
に
市
議

会
構
成
に
際
し
て
は
党
よ
り
も
人
に
重
点
を

置
き
、
識
見
の
高
い
人
、
市
政
に
情
熱
を
燃

や
し
得
る
人
、
政
治
的
立
場
が
ハ
ツ
キ
リ
し

て
協
調
力
の
あ
る
人
を
選
び
出
さ
ね
ば
な
ら

な
い
▼
市
議
選
は
選
挙
区
が
せ
ま
い
た
め
得

票
が
読
み
易
く
、
こ
れ
が
た
め
感
情
的
な
行

動
に
出
て
選
挙
後
に
そ
の
シ
コ
リ
を
持
ち
こ

す
キ
ラ
イ
が
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
公
明
選
挙

の
線
で
押
し
進
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
▼
市
議

選
挙
の
暗
い
面
と
し
て
い
つ
も
問
題
に
な
る

の
は
買
収
、
供
応
は
勿
論
、
金
銭
、
物
品
、

因
縁
情
実
な
ど
は
絶
対
に
排
し
論
戦
一
本
槍

で
戦
い
抜
こ
う
と
す
る
者
を
推
し
そ
の
言
行

一
致
や
誠
実
さ
を
確
か
め
た
上
で
投
票
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
▼
こ
の
こ
と
は
選
挙
の
粛

正
を
意
味
し
、
公
明
選
挙
を
推
進
す
る
大
き

な
原
動
力
に
も
な
る
し
、
こ
の
よ
う
な
気
風

が
出
来
上
れ
ば
市
民
側
か
ら
、
進
ん
で
言
論

戦
で
そ
の
優
劣
を
決
め
る
と
い
う
風
に
な
る

で
あ
ろ
う
▼
そ
う
な
れ
ば
街
の
美
観
を
甚
だ

し
く
損
ね
る
下
品
な
ポ
ス
タ
ー
戦
や
、
朝
か

ら
晩
ま
で
ハ
イ
ヤ
ー
に
ス
ピ
ー
カ
ー
を
取
付

け
て
無
意
味
に
近
い
ほ
ど
ガ
ナ
リ
立
て
る
必

要
も
な
く
、
不
愉
快
な
街
頭
風
景
も
み
ら
れ

な
く
な
り
、
自
然
に
選
挙
も
金
が
か
か
ら
な

く
な
る
で
あ
ろ
う
▼
し
か
し
、
一
番
大
切
な

こ
と
は
、

首
都
建
設

と
い
う
大
事
業
を

も
つ
那
覇
市
の
た
め
に
も
、
清
き
一
票
を
行

使
し
、
買
収
な
ど
に
よ
つ
て
選
挙
民
の
尊
い

良
心
を
売
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

那
覇
市
議
選
き
ょ
う
か
ら
受
付
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再
審
願
の
取
下
げ
で
那
覇
市
議
選
挙
は
い
よ

い
よ
十
月
十
六
日
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
決

定
。
き
よ
う
二
十
七
日
あ
さ
八
時
か
ら
立
候

補
届
出
の
受
付
と
、
選
挙
運
動
が
始
ま
る
こ

と
に
な
つ
た
。
去
る
十
二
日
の
再
審
願
の
提

出
以
来
、
選
挙
は
行
わ
れ
る
か
、
ど
う
か
、

こ
ん
と
ん
と
し
て
い
た
が
、
二
十
六
日
那
覇

市
選
管
委
会
が
再
審
を
取
下
げ
た
た
め
、
事

態
は
急
転
直
下
、
き
よ
う
二
十
七
日
か
ら
選

挙
運
動
へ
突
入
と
な
つ
た
。
立
候
補
を
伝
え

ら
れ
て
い
る
も
の
は
約
五
十
名
に
上
つ
て
い

る
が
、
選
管
委
会
で
は
き
よ
う
中
に
約
二
十

名
ば
か
り
の
届
出
が
あ
る
と
予
想
す
る
ほ

ど
、
出
足
は
好
調
と
み
ら
れ
て
い
る
。

新
し
い
選
挙
を
迎
え
て
大
湾
選
管
委
長
は

今
度
こ
そ
間
違
な
く
適
法
に
選
挙
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
す
る

と
語
つ
て
い
る
。

な
お
、
今
回
の
有
権
者
数
は
八
月
三
十
一
日

現
在
で
五
万
七
千
八
百
四
十
一
人
、
男
女
別

内
訳
は
男
二
万
五
千
九
百
三
十
一
人
、
女
三

万
一
千
九
百
十
人
で
女
子
有
権
者
は
男
子
有

権
者
よ
り
五
千
九
百
七
十
九
人
も
多
い
こ
と

に
な
つ
て
い
る
。

話
の
卵
／
那
覇
市
二
十
四
町
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那
覇
市
議
選
も
た
け
な
わ
の
こ
の
ご
ろ
、
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那
覇
ツ
児
ば
か
り
が
集
つ
て
懐
旧
談
に
な

り
、
返
ら
ぬ
夢
を
追
う
よ
う
な
話
で
昔
の
那

覇
の
よ
か
つ
た
こ
と
。
ノ
ン
ビ
リ
し
た
街
で

は
あ
つ
た
と
か
何
か
し
ら
よ
り
ど
こ
ろ
の
あ

る
街
で
あ
つ
た
テ
ナ
具
合
に
話
が
進
展
し
、

ア
ル
コ
ー
ル
が
回
つ
て
く
る
と
那
覇
ツ
児
の

意
気
地
な
さ
を
嘆
、
ど
う
に
も
な
ら
ん
と
嘆

い
て
は
お
れ
な
い
か
ら
、
お
前
市
議
に
出
て

は
ど
う
か
と
か
乃
公
出
で
ず
ん
ば
と
か
で
、

も
う
市
長
か
何
か
に
当
選
し
た
ツ
モ
リ
で
さ

か
ん
に
ウ
ダ
を
あ
げ
て
い
た

そ
れ
で
は
聞

く
が
旧
那
覇
市
の
町
名
を
暗

そ
ら

ん
じ

て
い
る
や
否
や

ち
よ
い
待
ち
、
さ
て
と
、

旧
那
覇
市
に
は
何
町
あ
つ
た
つ
け

な
調
子

で
、
こ
れ
を
完
全
に
覚
え
て
い
る
の
は
一
人

も
い
な
か
つ
た
。

こ
の
話
は
那
覇
の
住
人
以
外
に
は
あ
ま
り

興
味
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
話
の
つ
い
で
に
那

覇
二
十
四
町
を
ご
紹
介
申
し
あ
げ
て
、
博
覧

強
記
？
ガ
ク
の
あ
る
と
こ
ろ
を

ま
ず
都

心
の
昔
の
那
覇
四
町
に
位
す
る
と
こ
ろ
か
ら

申
す
と
、

因
み
に
那
覇
四
町
は
東
、
西
、

泉
崎
、
若
狭
で
あ
る
。

１

東
町

２

西
本
町

３

西
新
町

４

若
狭
町

５

上
泉
町

６

下
泉
町

７

通
堂
町

８

垣
花
町

９

住
吉
町

10

山
下
町

11

旭
町

12

辻
町

13

上
ノ
蔵
町

14

天
妃
町

15

久
米
町

16

松
山
町

17

松
下
町

18

久
茂
地
町

19

美
栄
橋
町

20

牧
志
町

21

前
島
町

22

高
橋

町

23

崇
元
寺
町

24

壺
屋
町
と
以
上

の
二
十
四
町
で
あ
る
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
首

都
那
覇
市
の
区
画
整
理
が
早
く
片
づ
き
、
ま

た
昔
の
よ
う
に
古
い
町
名
を
使
え
る
よ
う
に

な
れ
ば
よ
い
の
だ
が
、
そ
れ
に
も
首
里
、
小

禄
の
合
併
後
は
い
ろ
い
ろ
の
町
名
に
も
支
障

が
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
新
市
内
で
も
開

南
町
ま
で
は
よ
い
が
神
里
原
町
の
原
と
い
う

こ
と
ば
が
気
に
な
つ
て
し
よ
う
が
な
い
。
首

里
と
小
禄
に
金
城
区
と
い
う
の
が
あ
り
、
こ

れ
な
ど
も
町
名
呼
称
が
実
現
さ
れ
る
と
き
に

は
物
議
を
醸
し
そ
う
な
同
町
名
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
那
覇
二
十
四
町
は
過
去

の
も
の
と
な
つ
て
い
る
現
在
、
こ
の
町
名
を

ど
う
し
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
が
、
し
か

し
差
支
え
の
な
い
限
り
旧
町
名
は
区
画
は
別

と
し
て
復
活
さ
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。

那
覇
市
は
市
議
選
で
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な

い
だ
ろ
う
が
、
今
の
う
ち
に
そ
ろ
そ
ろ
町
名

審
議
会
み
た
い
な
も
の
を
作
り
、
区
画
整
理

完
了
後
、
時
を
移
さ
ず
現
在
の
番
号
区
番
制

を
町
名
制
に
し
て
も
ら
わ
な
い
と
、
こ
れ
で

悲
鳴
あ
げ
る
の
は
郵
便
屋
さ
ん
だ
け
で
な

く
、
市
民
全
体
で
あ
る
こ
と
も
考
え
早
く
実

現
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る

蚊

｜
社
　
説
｜

那
覇
市
議
選
挙
に
望
む
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那
覇
市
議
の
再
選
挙
は
届
出
が
開
始
さ
れ

て
か
ら
一
週
間
を
経
過
し
三
十
の
議
席
を
め

ぐ
つ
て
す
で
に
四
十
五
名
が
名
乗
り
を
あ
げ

決
戦
ま
で
余
す
と
こ
ろ
旬
余
、
早
く
も
中
盤

戦
に
突
入
、
モ
グ
ラ
戦
法
、
音
な
し
の
構
え

で
各
候
補
者
と
も
秘
策
を
練
つ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
都
市
美
を
損
う
こ
と
お
び
た
だ
し

い
と
市
民
か
ら
も
苦
情
が
出
る
ぐ
ら
い
ベ
タ

貼
り
の
紙
弾
戦
も
し
烈
を
極
め
て
い
る
。

潜
行
戦
が
い
つ
ま
で
続
け
ら
れ
る
こ
と

か
、
今
ま
で
の
例
か
ら
推
し
て
も
立
法
院
議

員
選
挙
に
見
る
よ
う
な
言
論
戦
は
期
待
出
来

そ
う
も
な
い
。
せ
い
ぜ
い
投
票
日
が
間
近
か

に
な
つ
て
か
ら
例
の
お
願
い
し
ま
す
の
狂
声

を
競
う
騒
音
を
街
中
に
ま
き
ち
ら
す
に
ち
が

い
な
い
。

こ
れ
ま
で
い
く
た
び
か
経
験
し
て
き
た
選

挙
で
は
あ
る
が
、
何
ん
の
変
て
つ
も
な
け
れ

ば
一
歩
の
前
進
す
ら
な
い
。
選
挙
戦
術
が
小

利
巧
に
な
つ
て
き
た
だ
け
で
あ
る
。
一
体
市

民
に
何
を
訴
え
共
感
を
得
よ
う
と
い
う
の
で

あ
ろ
う
か
。
一
片
の
ビ
ラ
に
ゴ
テ
ゴ
テ
と
公

約
な
る
も
の
を
列
挙
し
て
配
布
し
た
と
こ
ろ

で
候
補
者
の
氏
名
す
ら
片
仮
名
で
な
け
れ
ば

読
み
も
書
け
も
せ
ぬ
と
い
う
選
挙
民
に
何
を

わ
か
ら
せ
よ
う
と
い
う
の
か
、
そ
れ
こ
そ
ホ

ゴ
紙
同
然
で
勿
体
な
い
浪
費
で
あ
る
。

選
挙
民
に
候
補
者
の
抱
負
な
り
政
見
の
一

端
を
理
解
さ
せ
る
機
会
を
与
え
な
い
ま
ま
に

清
き
一
票
を
頂
戴
し
よ
う
と
い
う
票
取
り
競

争
な
ら
そ
れ
こ
そ
選
挙
民
を
愚
弄
す
る
の
も

甚
だ
し
い
。
情
実
因
縁
に
モ
ノ
を
言
わ
せ
る

よ
う
な
選
挙
は
地
方
自
治
を
後
退
さ
せ
る
ば

か
り
で
あ
る
。

二
市
一
村
合
併
以
来
、
日
な
お
浅
い
那
覇

市
は
国
際
都
市
と
し
て
の
形
態
を
整
え
る
の

に
今
後
打
つ
べ
き
施
策
も
幾
多
山
積
し
て
い

る
、
に
も
拘
ら
ず
僅
か
一
年
足
ら
ず
で
市
議

選
や
り
直
し
の
再
選
挙
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

こ
と
は
こ
れ
ほ
ど
不
経
済
極
ま
る
労
力
は
な

い
の
で
あ
る
が
、
他
面
政
治
意
識
の
高
揚
覚

醒
の
面
か
ら
考
察
す
れ
ば
選
挙
こ
そ
政
治
教

育
絶
好
の
チ
ヤ
ン
ス
と
も
い
え
る
。
選
挙
を

わ
ず
ら
わ
し
い
も
の
と
し
て
無
下
に
嫌
悪
す

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。
選
挙
と
い
え
ば
兎
角
立
法
院
選
挙
の
如
き

中
央
選
挙
に
は
相
当
関
心
を
呼
ぶ
が
市
町
村

議
員
選
挙
の
如
き
地
方
選
挙
と
な
る
と
小
バ

カ
に
し
て
中
央
政
治
に
の
み
ノ
ボ
セ
上
る
悪

い
風
習
が
あ
る
が
、
地
方
自
治
こ
そ
は
民
主

政
治
の
最
良
の
学
校
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
、

そ
れ
だ
け
に
地
方
自
治
の
良
し
悪
し
も
、
も

と
を
た
だ
せ
ば
市
町
村
民
の
政
治
的
水
準
如

何
に
か
か
つ
て
い
る
ワ
ケ
で
あ
る
。
地
方
自
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治
で
は
そ
の
市
町
村
住
民
自
体
が
政
治
の
主

人
公
で
あ
り
そ
の
意
思
に
よ
つ
て
首
長
は
勿

論
、
議
員
も
決
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で

あ
り
そ
の
力
を
発
揮
す
る
機
会
は
選
挙
以
外

に
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
唯
一
絶
対
の
好
機

を
自
分
の
も
の
と
せ
ず
に
外
部
か
ら
ろ
う
断

さ
れ
る
な
ど
愚
ろ
か
し
い
こ
と
で
あ
る
。
斯

る
愚
か
し
い
票
が
結
合
し
て
や
が
て
地
方
自

治
を
毒
し
腐
敗
さ
せ
る
結
果
を
ま
ね
く
。

地
方
行
政
と
い
つ
て
も
そ
の
首
長
や
一
部

議
員
な
ど
に
よ
つ
て
勝
手
に
行
わ
れ
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
。
常
に
住
民
の
意
思
が
反
映

し
、
住
民
の
た
め
の
政
治
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
運
営
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
た
め
に

住
民
が
直
接
市
政
な
り
村
政
な
り
に
参
加
す

る
唯
一
の
機
会
が
選
挙
で
あ
る
こ
と
を
強
く

肝
に
銘
記
す
べ
き
で
あ
る
。

選
挙
民
の
望
む
こ
と
は
常
に
明
る
い
政
治

で
あ
り
公
僕
と
し
て
識
見
、
力
量
の
あ
る
人

物
に
出
て
貰
い
た
い
と
い
う
願
望
は
昔
も
今

も
変
り
が
な
い
。
出
て
貰
い
た
い
人
に
は
余

暇
も
な
け
れ
ば
金
も
な
い
と
い
つ
た
人
々
も

多
数
あ
る
が
、
こ
う
い
つ
た
悩
み
か
ら
金
の

か
ゝ
ら
ぬ
選
挙
が
要
望
さ
れ
る
。
そ
の
端
的

の
欲
求
も
う
ら
を
か
え
せ
ば
選
挙
を
暗
く
す

る
も
の
の
第
一
が
金
で
あ
り
更
に
情
実
因
縁

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
中

盤
戦
に
入
ろ
う
と
す
る
那
覇
市
議
選
も
こ
れ

か
ら
愈
よ
微
妙
な
戦
線
を
く
り
ひ
ろ
げ
る
に

ち
が
い
な
い
。
お
そ
き
に
失
す
る
よ
う
だ
が

市
議
選
へ
の
正
し
い
理
解
と
受
入
体
制
を
つ

く
る
た
め
に
も
明
朗
選
挙
を
呼
び
か
け
る
啓

蒙
運
動
は
あ
つ
て
も
よ
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ま
ず
市
民
の
意
思
が

自
由
に
表
明
さ
れ
、
真
に
明
る
い
自
治
を
創

造
し
て
い
く
と
い
う
建
設
的
意
欲
と
情
熱
と

が
選
挙
民
と
い
わ
ず
候
補
者
と
い
わ
ず
市
議

選
戦
線
に
あ
ふ
れ
出
る
よ
う
に
な
れ
ば
選
挙

も
自
ず
と
活
気
を
帯
び
明
朗
化
さ
れ
よ
う
。

記
者
の
メ
モ
／
那
覇
市
議
選
の

と
ば
っ
ち
り
…

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
10
・
５

○

四
日
の
真
和
志
市
定
例
議
会
が
閉
会
し

た
の
ち
那
覇
市
議
選
挙
の
話
が
出
た
が
、
那

覇
市
議
候
補
者
の
中
に
は

那
覇
、
真
和
志

両
村
の
合
併
を
拒
ん
だ
の
は
真
和
志
議
会
で

あ
る

と
公
言
す
る
の
が
い
て
議
員
の
所
へ

も
真
相
を
聞
き
に
来
る
人
が
多
く
な
り
、
ト

ン
ダ
ぬ
れ
ぎ
ぬ
を
着
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
、
問
題
と
な
り
森
田
議
長
か
ら

両

市
の
市
長
、
議
会
正
副
議
長
等
が
出
席
し
て

合
併
問
題
を
話
し
合
つ
た
際
、
真
和
志
側
は

那
覇
市
議
選
無
効
判
決
が
下
さ
れ
る
前
に
両

市
会
と
も
合
併
決
議
を
行
い
、
選
挙
無
効
の

判
決
あ
り
次
第
主
席
に
合
併
の
日
を
告
示
さ

せ
、
一
挙
に
合
併
し
総
選
挙
に
持
ち
込
も
う

と
提
案
し
た
が
、
那
覇
市
側
は
選
挙
無
効
に

は
絶
対
な
ら
な
い
か
ら
と
全
然
話
に
乗
ら
な

か
つ
た
。
合
併
が
実
現
し
な
か
つ
た
責
任
は

む
し
ろ
那
覇
市
側
に
あ
る

と
説
明
す
れ
ば
、

声
明
書
を
出
せ

議
長
談
話
を
発
表
せ
よ

と
い
き
ま
く
議
員
も
い
た
が
、
結
局
も
つ
と

事
の
真
相
を
確
か
め
て
か
ら
適
当
な
対
策
を

講
ず
る
と
い
う
こ
と
で
ケ
リ
と
な
つ
た
。

｜
社
　
説
｜

裏
街
道
を
ゆ
く
那
覇
市
議
選
挙

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
10
・
７

那
覇
市
議
選
挙
は
い
よ
い
よ
自
睫
に
迫
り
つ

つ
あ
る
と
言
う
の
に
、
本
紙

五
日
三
面

の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
顔
が
の
し
歩

く
中
盤
戦
、
あ
る
い
は
音
無
し
の
構
え
、
沈

黙
の
選
挙
な
ど
と
報
ぜ
ら
れ
、
し
か
も
ど
こ

で
ど
う
運
動
が
行
わ
れ
る
の
か
、
多
く
の
市

民
が
知
ら
ぬ
間
に
選
挙
は
も
う
相
当
す
ゝ
ん

で
い
る
、
大
勢
は
既
に
判
明
し
た
と
の
観
察

も
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
選
挙
の
後
進

性
に
わ
れ
わ
れ
は
心
底
か
ら
湧
き
あ
が
る
腹

立
ち
を
禁
じ
え
な
い
の
で
あ
る
。
戦
前
の
昔

か
ら
、
沖
縄
の
選
挙
界
は
、
日
本
屈
指
の
政

争
県
と
い
う
汚
名
を
着
せ
ら
れ
、
お
よ
そ
自

由
選
挙
の
逆
を
ゆ
く
白
・
黒
斗
争
の
選
挙

が
、
ボ
ス
ど
も
の
操
る
ま
ま
に
、
い
と
も
簡

単
に
行
わ
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
戦
後
の

民
主
主
義
時
代
を
迎
え
て
か
ら
、
政
治
に
お

け
る
主
権
在
民
が
強
調
さ
れ
、
選
挙
を
迎
え

る
た
び
に
選
挙
の
民
主
化
を
訴
え
る
啓
蒙
運

動
が
ひ
と
頃
は
活
発
に
行
わ
れ
た
が
、
戦
後

十
カ
年
を
経
た
今
日
に
至
つ
て
も
、
旧
態
依

然
と
し
て
改
ま
ら
ぬ
と
は
、
一
体
ぜ
ん
た
い

何
ご
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
首
都
呼
わ
り
さ

れ
る
那
覇
市
の
選
挙
が
、
こ
の
態
た
ら
く
と

あ
つ
て
は
、
失
望
の
度
が
余
計
に
つ
よ
く
、

候
補
者
を
ふ
く
ん
で
の
那
覇
全
市
民
の
猛
省

を
促
さ
な
い
で
は
お
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

ま
ず
啓
蒙
運
動
が
い
さ
さ
か
も
展
開
さ
れ
ぬ

の
は
ど
う
し
た
こ
と
か
。
ボ
ス
ど
も
に
操
ら

れ
る
選
挙
と
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
市
民
の
民

主
主
義
思
想
の
欠
如
を
意
味
し
、
或
は
わ
れ

わ
れ
の
生
活
を
決
定
的
に
左
右
す
る
政
治
へ

の
自
覚
の
乏
し
さ
か
ら
生
ず
る
政
治
無
関
心

が
原
因
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
言
う
迄
も
な
く

民
主
社
会
の
建
設
を
阻
む
致
命
的
な
欠
陥
で

あ
り
、
こ
れ
を
払
わ
ぬ
こ
と
に
は
那
覇
市
政

の
向
上
も
な
け
れ
ば
、
市
民
の
福
祉
増
進
も

と
う
て
い
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら

民
主
主
義
思
想
を
培
い
、
か
つ
政
治
関
心
を

た
か
め
る
た
め
に
市
当
局
は
勿
論
、
あ
ら
ゆ

る
社
会
教
育
機
関
が
相
互
に
提
携
し
て
、
不

断
に
市
民
に
働
き
か
け
、
殊
に
選
挙
を
迎
え

た
ら
、
こ
れ
を
啓
蒙
運
動
の
好
機
会
と
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
終
戦
後
暫
く

は
、
そ
う
し
た
努
力
も
確
か
に
あ
り
は
し
た

が
、
速
効
的
な
利
目

き
き
め

が
な
か
つ

た
の
に
シ
ビ
レ
を
切
ら
し
た
の
か
、
そ
う
し
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た
啓
蒙
運
動
が
す
つ
か
り
棚
上
げ
さ
れ
て
い

る
。
啓
蒙
運
動
な
る
も
の
は
い
わ
ゆ
る
社
会

教
育
で
あ
り
、
教
育
は
、
時
間
を
浪
費
し
て

こ
そ
、効
果
が
徐
々
に
あ
が
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
那
覇
市
に
限
ら
ず
沖
縄
全
体
に

該
当
す
る
問
題
点
で
あ
り
、
民
主
主
義
の
後

進
性
に
対
処
す
る
社
会
教
育
施
設
が
、
あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
活
発
に
さ
れ
な
く
て
は
、
い

つ
迄
た
つ
て
も
民
主
的
な
公
明
選
挙
は
望
め

ぬ
だ
ろ
う
。
政
府
に
し
て
も
、
こ
の
こ
と
を

じ
つ
く
り
考
え
て
み
た
ら
ど
う
か
。

市
民
が
知
ら
ぬ
間
に
選
挙
が
中
盤
戦
に
入

り
、

も
う
大
勢
は
判
明
し
た

と
い
う
こ

と
は
、
ま
さ
に
由
々
し
い
事
態
で
あ
り
、
そ

れ
は
昔
の
選
挙
と
比
べ
て
み
て
も
、
一
歩
の

前
進
す
ら
な
い
こ
と
を
証
左
す
る
。
自
由
選

挙
の
理
想
か
ら
い
え
ば
、
人
々
の
秘
め
ら
れ

た
自
由
意
志
を
臆
測
し
て
、
候
補
者
の
当
落

を
観
測
す
る
こ
と
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

無
用
の
お
せ
つ
か
い
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が

い
つ
も
指
摘
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
戦
前
迄

は
、
専
ら
地
盤
関
係
か
ら
推
し
て
ほ
ぼ
確
か

な
予
想
が
為
さ
れ
、
開
票
の
結
果
は
事
実
当

る
こ
と
も
珍
ら
し
く
な
か
つ
た
。
戦
前
に
も

選
挙
の
自
由
意
志
は
認
め
ら
れ
て
い
た
。
だ

が
、
沖
縄
の
社
会
及
び
政
界
に
濃
く
残
存
す

る
封
建
性
に
わ
ざ
わ
い
さ
れ
て
政
治
ボ
ス
の

ば
つ
こ
が
甚
し
く
、
大
小
の
ボ
ス
ど
も
が
政

党
を
私
党
化
し
、
あ
た
か
も
支
配
者
で
あ
る

か
の
如
き
権
勢
を
張
つ
て
、
従
う
者
に
は
利

権
を
あ
た
え
、
従
わ
ぬ
者
に
は
威
圧
を
加
え

る
な
ど
し
て
、
人
び
と
の
自
由
意
志
を
奪
い

と
り
、
人
び
と
を
白
・
黒
の
派
閥
に
両
分
し

て
、
こ
れ
を
地
盤
と
な
し
、
選
挙
と
も
な
れ

ば
こ
の
地
盤
を
動
か
し
て
票
を
稼
ぐ
、
と
い

つ
た
、
式
の
選
挙
が
、
嘗
つ
て
は
公
然
と
繰

り
か
え
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

戦
前
の
各
警
察
に
は
高
等
刑
事
な
る
者
が
い

て
、こ
の
地
盤
関
係
か
ら
候
補
者
の
得
票
を
、

た
ん
念
に
か
ぞ
え
あ
げ
て
予
想
し
、
か
つ
的

中
さ
せ
た
。
政
治
ボ
ス
に
操
ら
れ
る
選
挙
と

い
う
も
の
は
、概
し
て
そ
の
よ
う
な
も
の
で
、

秘
中
の
秘
と
さ
れ
る
選
挙
の
自
由
意
志
が
、

政
治
ボ
ス
ど
も
の
私
有
物
と
化
し
て
、
こ
の

よ
う
に
容
易
に
透
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

那
覇
市
の
選
挙
運
動
は
、
運
動
員
を
先
頭
に

立
て
て
、
門
中
、
友
人
、
そ
の
友
人
の
ま
た

の
友
人
、
と
あ
ら
ゆ
る
情
実
を
辿
つ
て
票
数

を
ふ
や
す
式
の
戦
術
が
と
ら
れ
、
そ
れ
が
職

域
、
親
戚
関
係
に
及
ぶ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

あ
る
。
或
は
部
落
や
区
民
の
顔
役
を
動
員
し

て
特
定
の
地
域
市
民
を
地
盤
に
で
つ
ち
あ
げ

る
。
そ
れ
が
音
無
し
の
構
え
で
な
さ
れ
、
こ

の
裏
街
道
を
ゆ
く
戸
別
訪
問
が
ま
さ
に
常
習

化
さ
れ
て
公
然
と
ま
か
り
通
つ
て
い
る
。
候

補
者
の
す
べ
て
が
、
そ
う
だ
と
は
言
わ
ぬ
が

沈
黙
の
選
挙

な
る
も
の
か
ら
連
想
さ
れ

る
も
の
は
、そ
れ
以
外
に
は
な
い
の
で
あ
る
。

戦
前
か
ら
伝
承
さ
れ
た
傾
向
と
し
て
、
総
括

的
に
は
確
か
に
そ
う
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
だ
が
、
有
権
者
が
、
戦
後
民
主
政
治
へ

の
自
覚
を
漸
進
的
に
辿
り
つ
つ
あ
る
こ
と
も

否
め
ぬ
で
あ
ろ
う
。
目
に
見
え
な
い
本
能
的

な
鋭
い
勘
が
さ
せ
る
ワ
ザ
な
の
か
、
そ
こ
は

か
と
な
く
政
治
批
評
眼
を
備
え
つ
つ
あ
り
、

遅
々
た
る
歩
み
で
は
あ
ろ
う
が
、
政
治
ボ
ス

の
支
配
か
ら
逃
れ
て
自
ら
の
政
治
意
志
に
よ

る
選
挙
を
、
心
秘
か
に
望
ん
で
い
よ
う
。
し

か
る
に
そ
れ
が
表
面
的
に
現
わ
れ
ぬ
理
由
が

ど
こ
か
に
あ
つ
て
沈
潜
し
て
い
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
音
無
し
の
選
挙
を
賛
え
、
裏
街

道
を
行
く
選
挙
を
肯
定
す
る
市
民
は
恐
ら
く

一
人
も
い
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
た
だ
そ
れ
に

反
発
す
る
だ
け
の
逞
し
い
意
欲
が
な
い
だ
け

で
あ
る
。
だ
か
ら
市
民
は
苦

に
が

い
顔

し
て
、
選
挙
を
軽
蔑
し
、
徒
ら
に
黙
し
て
無

関
心
を
装
つ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
ま
れ
、
そ
う
し
た
市
民
の
選
挙
無
関
心
を

払
う
努
力
が
、
候
補
者
側
に
も
あ
つ
て
然
る

べ
き
で
あ
る
。
政
見
を
発
表
し
な
い
候
補
者

は
、
自
由
選
挙
を
望
む
市
民
を
裏
切
る
者
で

あ
り
、候
補
者
の
心
構
え
如
何
に
よ
つ
て
は
、

市
民
の
選
挙
関
心
を
う
ん
と
高
め
る
こ
と
が

可
能
な
筈
で
あ
る
。
候
補
者
の
深
省
を
望
ん

で
や
ま
な
い
。

市
政
に
対
す
る
私
の
抱
負
／
那

覇
市
議
選
に
臨
む
決
意
(一)

琉
新
・
夕
　
１
９
５
５
・
10
・
７

那
覇
市
議
再
選
挙
ま
で
あ
と
一
旬
足
ら
ず
、

中
盤
戦
を
迎
え
、
四
十
七
名
の
立
候
補
者
は

し
の
ぎ
を
け
ず
る
激
戦
を
展
開
し
て
い
る

が
、
本
社
で
は
明
朗
、
公
正
な
選
挙
を
期
し
、

ま
た
候
補
者
と
有
権
者
と
の
公
正
な
る
密
着

に
資
す
る
た
め
原
稿
字
数
も
同
一
制
限
下
に

お
き
、
全
候
補
者
の
紙
上
政
見
発
表
を
求
め

た
。
以
下
、
原
稿
到
着
順
に
候
補
者
の
再
選

挙
に
臨
む
抱
負
と
決
意
を
明
ら
か
に
さ
せ
、

市
政
の
向
上
発
展
に
備
え
る
こ
と
と
し
た
。

一
、
立
候
補
を
決
意
し
た
理
由

二
、
当
選
し
た
ら
市
政
を
ど
う
改
革
す
る
か

三
、
都
計
に
対
す
る
抱
負
如
何

真
和
志
と
の
早
期
合
併
を
儀
武
　
息
睦
　
　

一
、
私
は
昨
年
の
総
選
挙
で
御
同
情
御
支
援

下
さ
れ
た
市
民
の
皆
様
の
御
期
待
に
副
ふ
可

く
立
候
補
す
る
の
が
自
分
と
し
て
当
然
の
義

務
と
思
ひ
ま
し
て
こ
こ
に
再
び
立
候
補
決
意

し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

二
、
バ
ス
を
公
営
に
し
乗
車
賃
を
低
減
し
て

市
民
の
福
利
増
進
を
期
す
。

真
和
志
市
と
合
併
促
進
を
期
す
。

旧
市
街
地
の
区
画
整
理
促
進
を
期
す
。

三
、大
学
タ
ウ
ン
と
し
て
施
設
充
実
を
期
す
。

市
民
室
設
置
の
実
現
を
期
す
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泉
　
正
重

一
、
那
覇
の
都
市
計
画
事
業
が
や
つ
と
軌
道

に
乗
り
之
か
ら
本
格
的
に
進
捗
し
よ
う
と
す

る
矢
先
、
選
挙
無
効
と
な
つ
た
の
で
、
こ
ゝ

で
引
込
ん
だ
の
で
は
自
分
自
身
の
仕
事
が
中

途
半
端
で
放
棄
さ
れ
た
よ
う
な
物
で
、
折
角

油
の
乗
り
か
か
つ
た
仕
事
だ
か
ら
、
も
う
一

ふ
ん
ば
り
や
つ
て
見
た
く
て
立
候
補
を
決
意

致
し
ま
し
た
が
、
本
市
の
事
業
も
あ
と
二
、

三
年
に
は
大
体
の
目
鼻
が
つ
く
と
の
見
透
し

を
持
つ
て
い
ま
す
。

二
、
従
来
当
局
が
仕
事
を
進
め
る
に
当
つ
て
、

市
民
と
の
連
繋
が
充
分
で
な
か
つ
た
感
が
す

る
。
当
局
で
は
一
般
市
民
が
充
分
了
承
し
て

い
る
積
り
な
の
が
、
案
外
周
知
さ
れ
て
い
な

い
事
が
余
り
に
多
い
、
従
つ
て
市
民
と
の
連

絡
、
相
談
に
応
ず
べ
く
市
民
室
の
設
置
は
何

を
お
い
て
も
為
す
べ
き
で
あ
り
、
議
会
閉
止

後
、
大
き
な
問
題
と
し
て
浮
上
つ
て
い
る
固

定
資
産
税
に
つ
い
て
も
税
制
の
上
か
ら
慎
重

に
検
討
を
加
え
改
善
を
図
る
余
地
が
あ
る
と

信
ず
る
。

其
の
他
色
々
改
革
す
べ
き
点
も
あ
る
と
考
え

ま
す
が
、
要
は
議
会
と
当
局
が
も
つ
と
頻
繁

に
話
合
う
機
会
を
も
つ
べ
き
で
、
お
互
に
つ

つ
込
み
方
が
足
り
な
い
と
い
う
感
を
深
く
し

ま
す
。

三
、
都
計
の
大
綱
に
つ
い
て
は
当
局
案
に
対

し
不
満
は
な
い
、
が
仕
事
を
す
る
上
の
緩
急

若
く
は
軽
重
の
度
合
い
を
、
相
互
に
深
く
研

究
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
｜
｜
例
え
ば
旧
市

街
地
へ
の
復
帰
を
促
進
す
る
に
は
、
現
在
や

つ
て
い
る
他
に
ど
ん
な
こ
と
を
為
す
べ
き
か

等
、
そ
の
隘
路
は
何
か
、
こ
れ
が
打
開
策

は
？
こ
う
考
え
て
見
る
と
、
私
自
身
ま
だ
ま

だ
勉
強
が
足
り
な
い
こ
と
を
痛
感
し
ま
す
。

教
育
施
設
の
完
備
を
図
る
新
垣
　
松
助

一
、
先
輩
友
人
と
市
民
多
数
の
御
推
薦
に
よ

り
不
肖
マ
ツ
ス
ケ
は
立
候
補
を
決
意
致
し
ま

し
た
。

二
、
私
も
今
回
の
選
挙
で
四
回
目
で
あ
り
ま

す
れ
ば
当
選
の
栄
を
賜
れ
た
ら
市
民
の
尤
も

注
目
さ
れ
て
居
る
市
町
村
税
法

固
定
資
産

税

の
条
例
の
改
正
を
実
施
し
市
民
税
賦
課

負
担
を
軽
く
し
税
外
収
入
の
見
出
に
専
念
し

財
源
を
求
め
に
務
め
、
教
育
施
設
の
完
備
を

図
る
。

三
、
道
路
拡
張
工
事
の
早
期
完
成
及
び
上
下

水
道
工
事
を
実
施
完
成
し
、
旧
市
内
の
区
画

整
理
を
早
急
に
実
施
さ
せ
旧
市
民
を
元
の
土

地
に
復
帰
さ
せ
割
当
土
地
の
緩
和
策
を
講

ず
。旧
市
内
へ
の
早
期
移
動
を
糸
数
　
昌
剛
　

一
、
浅
学
非
才
の
者
で
は
あ
る
が
、
先
輩
知

友
に
薦
め
ら
れ
、
若
人
の
情
熱
を
も
つ
て
山

積
さ
れ
た
那
覇
市
の
凡
ゆ
る
問
題
と
取
つ
く

ん
で
研
究
し
広
く
会
議
を
興
し
、
万
機
公
論

に
決
す
気
持
で
立
候
補
を
決
意
致
し
ま
し

た
。
二
、
先
ず
最
初
に
ド
ー
ナ
ツ
合
併
の
解
消
、

さ
ら
に
市
税
並
に
固
定
資
産
税
に
対
す
る
再

検
討
、
旧
市
内
開
放
に
よ
る
地
主
三
割
負
担

の
再
検
討
。

三
、
旧
市
内
の
都
計
並
び
に
区
画
整
理
の
早

期
解
決
に
よ
る
移
動
促
進
。

石
川
構
想
を
参
考
と
し
て
二
市
の
合
併
を
主

張
し
、
大
那
覇
市
と
し
て
の
百
年
の
大
計
を

樹
て
一
日
も
早
く
そ
の
実
現
に
邁
進
し
た

い
。認
定
課
税
の
公
正
は
か
る
上
間
　
長
和
　

一
、
戦
前
よ
り
宿
願
で
あ
つ
た
、
都
市
の
合

併
は
、言
ひ
易
く
し
て
実
行
は
困
難
だ
つ
た
、

之
は
当
事
者
間
の
対
立
感
情
が
起
因
し
て
ゐ

た
事
と
思
ふ
。
幸
か
不
幸
か
去
る
大
戦
に
於

て
戦
禍
に
見
舞
は
れ
、す
べ
て
が
破
壊
さ
れ
、

本
格
的
建
設
は
、
こ
れ
か
ら
と
言
ふ
段
階
に

於
て
、
百
年
の
大
計
を
樹
立
し
首
里
、
那
覇
、

真
和
志
、
小
禄
が
一
体
と
な
り
、
総
合
首
都

計
画
を
推
進
す
べ
く
強
行
に
合
併
を
主
張

し
、
昨
年
九
月
一
日
を
期
し
て
合
併
を
実
現

し
た
。
強
力
に
推
進
し
て
来
た
、
我
々
旧
首

里
市
会
議
員
と
し
て
立
候
補
し
な
い
事
は
、

無
責
任
過
ぎ
る
し
、
合
併
後
の
目
鼻
を
つ
け

ん
で
は
市
民
各
位
に
対
し
て
申
訳
な
く
、
良

心
的
に
も
許
さ
れ
ん
し
立
候
補
を
決
意
し

た
。
二
、

イ

政
府
の
都
市
計
画
区
域
に
あ
り

な
が
ら
真
和
志
市
が
未
だ
合
併
し
て
ゐ
な

い
。
過
去
に
於
て
、
色
々
と
那
覇
市
と
の
複

雑
な
問
題
も
あ
る
が
世
論
も
熟
し
て
ゐ
る
し

合
併
を
促
進
し
二
重
課
税
、
水
道
問
題
、
道

路
問
題
等
解
決
し
た
い
。

ロ

市
長
の
施

政
方
針
に
示
さ
れ
た
、
消
費
都
市
よ
り
、
生

産
都
市
を
作
り
度
い
と
の
方
針
に
賛
同
し
中

小
企
業
を
保
護
育
成
す
る
と
共
に
、
農
に
於

て
は
、
首
里
、
小
禄
に
重
点
を
置
、
直
接
生

産
地
よ
り
、
那
覇
消
費
地
区
へ
の
有
機
的
つ

な
が
り
、
つ
ま
り
自
給
体
制
の
確
立
を
図
り

反
面
農
産
物
の
輸
入
を
押
え
た
い
。

ハ

市
税
の
改
正
立
法
に
伴
ひ
税
法
と
合
併
と
は

別
個
の
問
題
だ
が
、
合
併
し
た
か
ら
、
高
く

な
つ
た
と
い
う
声
が
多
く
税
法
の
改
正
に
つ

い
て
周
知
徹
底
さ
れ
な
い
向
が
あ
り
、
更
に

小
禄
に
於
て
高
い
と
の
世
論
も
あ
る
の
で
、

法
の
基
本
的
修
正
は
不
可
能
だ
か
ら
評
価
格

の
基
準
並
に
認
定
課
税
の
公
正
及
び
控
除
額

の
引
上
等
考
慮
し
市
民
負
担
の
軽
減
を
図
り

度
い
。

三
、
旧
市
内
一
辺
倒
を
排
し
、
機
会
均
等
を

図
り
、現
実
に
重
点
を
置
き
将
来
に
備
へ
る
。
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市
政
に
対
す
る
私
の
抱
負
／
那

覇
市
議
選
に
臨
む
決
意
(二)

琉
新
・
夕
　
１
９
５
５
・
10
・
８

一
、
立
候
補
を
決
意
し
た
理
由

二
、
当
選
し
た
ら
市
政
を
ど
う
改
革
す
る
か

三
、
都
計
に
対
す
る
抱
負
如
何

総
合
的
都
市
計
画
を
推
進比
嘉
　
朝
四
郎
　

一
、
昨
年
九
月
市
民
の
皆
様
の
絶
大
な
る
援

助
に
よ
り
再
度
那
覇
市
政
へ
参
画
し
、
当
初

明
朗
な
る
市
政
、
即
ち
市
民
の
福
利
増
進
を

図
る
、
よ
り
よ
き
市
民
の
為
の
政
治
を
行
ふ

べ
く
決
意
を
し
た
処
、
不
幸
に
し
て
僅
か
一

年
目
的
半
ば
で
再
選
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

為
。
二
、

イ

市
民
の
納
得
す
る
税
の
賦
課

ロ

市
役
所
機
構
の
粛
正
、
適
材
適
所
へ

の
配
置
に
よ
り
最
少
限
度
の
人
員
に
よ
る
最

大
限
度
の
能
率
向
上

ハ

一
般
庶
民
に
対
す
る
大
衆
ア
パ
ー
ト

の
建
設
ニ

中
小
企
業
者
、
特
に
生
産
業
者
へ
金

融
面
の
裏
付
に
よ
る
保
護
育
成

ホ

市
民
の
友
の
強
化
拡
充
並
に
特
別
講

座
に
よ
り
市
民
の
国
際
人
と
し
て
の
教
養
を

培
い
度
い

ヘ

市
民
の
福
利
増
進
を
図
り
以
つ
て
市

民
生
活
の
水
準
を
世
界
的
レ
ベ
ル
に
引
上
げ

る
の
が
究
極
の
目
的
で
あ
る
の
で
議
会
を
通

じ
て
産
業
文
化
教
育
経
済
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る

面
を
こ
れ
に
立
脚
し
て
市
政
へ
反
映
さ
せ
た

い
。
三
、
◎
真
和
志
市
を
含
め
た
国
際
都
市
と
し

て
の
総
合
的
都
市
計
画
を
推
進
致
し
た
い
。

就
中
旧
市
内
の
区
画
整
理
を
早
急
に
完
了
さ

せ
て
同
地
へ
の
進
出
を
一
日
も
早
く
促
進
し

た
い
。

◎
市
内
各
地
に
於
け
る
上
下
水
道
の
早
急
な

る
完
備
と
住
宅
へ
直
結
す
る
岐
線
道
路
の
整

備◎
現
在
の
区
を
廃
し
戦
前
の
町
に
よ
る
行
政

区
呼
称
を
用
い
た
い

市
政
運
営
に
献
身
的
努
力
國
吉
　
有
慶
　

一
、
明
る
く
健
康
な
住
み
よ
い
那
覇
市
を
如

何
に
建
設
す
る
か
を
考
へ
ぬ
い
て
来
た
の
で

す
が
短
期
間
の
議
員
在
任
だ
つ
た
の
で
御
同

情
下
さ
つ
た
市
民
の
方
々
の
御
意
に
そ
う
こ

と
が
出
来
ず
誠
に
申
訳
な
く
又
残
念
に
思
つ

て
居
り
ま
す
。
今
度
も
先
輩
知
友
並
に
御
同

情
の
皆
様
の
お
す
ゝ
め
も
あ
り
在
任
中
に
実

現
出
来
な
か
つ
た
事
を
具
体
化
す
べ
く
立
候

補
致
し
ま
し
た
。

二
、
那
覇
市
に
は
幾
多
の
問
題
が
山
積
さ
れ

て
を
り
単
に
夢
の
よ
う
な
構
想
で
な
く
堅
実

に
一
歩
一
歩
足
を
地
に
つ
け
て
現
実
に
則
し

た
解
決
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
財
政
に

し
ろ
勧
業
に
し
ろ
社
会
事
業
に
し
ろ
も
つ
と

市
民
と
接
触
を
密
に
し
た
市
政
運
営
が
必
要

で
す
。
一
例
を
税
制
問
題
に
と
つ
て
も
新
税

法
施
行
に
当
り
市
民
に
徹
底
さ
せ
た
か
ど
う

か
税
金
が
適
正
か
ど
う
か
も
つ
と
探
究
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
市
議
会
も
市
当
局
と
な

れ
つ
こ
に
な
つ
て
は
い
け
な
い
。
監
視
を
厳

に
し
督
励
を
懇
に
し
確
固
た
る
信
念
を
も
つ

て
市
政
運
営
に
献
身
的
努
力
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

三
、
都
計
区
域
が
豊
見
城
村
の
一
部
を
包
含

し
た
広
大
な
地
域
に
な
つ
て
い
る
が
隣
接
地

の
合
併
と
港
湾
に
連
続
し
た
旧
市
内
の
区
画

整
理
の
早
期
実
現
を
期
し
て
こ
そ
都
計
事
業

の
真
面
目
が
具
現
さ
れ
ま
す
。
教
育
、
住
宅

と
し
て
の
首
里
地
区
、
首
里
小
禄
地
区
の
田

園
都
市
的
計
画
或
は
末
吉
、
首
里
城
識
名
奥

武
山
漫
湖
と
連
結
し
た
観
光
ル
ー
ト
の
設
定

等
々
都
計
に
要
望
す
る
も
の
多
々
あ
る
が
事

業
費
二
十
六
億
と
算
定
さ
れ
る
故
市
民
の
総

財
力
と
も
総
合
的
対
照
を
し
て
緩
急
の
度
を

考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

常
に
世
論
を
基
調
と
し
て

上
津
　
保
　

一
、
厳
正
な
る
議
決
機
関
の
一
員
と
し
て
提

案
さ
れ
た
る
諸
案
件
を
厳
密
に
検
討
し
、
市

民
の
要
望
事
項
と
、
時
宜
に
適
し
た
諸
問
題

を
発
議
し
、
善
良
な
る
市
民
の
代
表
と
し
て

恥
ぢ
ざ
る
議
員
と
な
り
た
い

二
、
市
政
運
営
の
指
針
た
る
の
自
確
を
常
に

世
論
を
基
礎
と
し
て
裏
付
け
と
な
し

市
民

の
生
活
安
定
を
期
す
る

の
窮
極
目
的
に
邁

進
致
し
ま
す方
　
　
法

常
に
各
層
の
方
々
と
接
触
し
、
お
互
に
研
究

審
議
す
る
機
会
を
設
け
、
又
は
市
民
の
声
を

聞
く
為
の
投
書
箱
等
を
自
宅
に
置
き
、
切
実

な
る
市
政
運
営
を
画
す

三
、
一
、
二
、
項
の
信
念
を
堅
持
し
、
特
に

自
己
の
職
域
の
測
量
技
術
と
体
験
に
よ
り
、

対
象
と
な
る
市
民
の
財
産
の
適
確
な
る
把
握

と
、
都
計
の
予
算
面
の
検
討
を
為
す
こ
と
に

よ
り
、
こ
れ
が
促
進
の
資
と
な
さ
ん
と
す以
上

真
和
志
と
の
合
併
を
促
進
渡
口
　
麗
秀
　

一
、
戦
後
、
旧
み
な
と
村
助
役
時
代
か
ら
那

覇
、
み
な
と
村
、
真
和
志
の
合
併
は
懸
案
だ

つ
た
が
、
み
な
と
村
が
那
覇
市
に
合
併
さ
れ

た
だ
け
で
那
覇
、
真
和
志
の
合
併
は
ま
だ
実

現
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
合
併
を
促
進
す

る
た
め
に
立
候
補
致
し
ま
し
た
。

二
、
当
選
し
た
ら
つ
ぎ
の
政
策
の
早
期
実
現

を
期
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１

那
覇
市
、
真
和
志
市
の
合
併
促
進

２

旧
市
内
の
区
画
整
理
事
業
の
促
進

３

道
路
、
上
、
下
水
道
の
完
備

４

固
定
資
産
税
の
適
正
な
る
課
税

５

勤
労
者
に
対
す
る
市
民
税
の
軽
減
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６

小
企
業
者
に
対
す
る
事
業
税
の
軽
減

三
、
石
川
構
想
を
実
現
し
た
い

現
実
に
即
し
た
都
計
推
進
高
良
　
淸
二
　

一
、
絶
え
ず
社
会
的
奉
仕
の
精
神
を
も
つ
て

事
に
の
ぞ
み
、
特
に

先
憂
後
楽

を
第
一

義
と
し
、
議
会
活
動
を
通
じ
市
民
生
活
の
向

上
を
は
か
り
た
い
。

二
、
絶
え
ず
市
民
の
世
論
を
尊
重
し
、
議
会

に
反
映
せ
し
め
る
。

三
、
現
実
を
加
味
し
た
都
計
の
促
進
を
は
か

り
た
い
。

市
民
負
担
の
軽
減
を
は
か
り
つ
ゝ
都
計
の
促

進
。
真
和
志
市
と
の
合
併
を
推
進
し
本
格
的
都
計

を
は
か
り
た
い
。

区
画
整
理
事
業
の
早
期
実
現
と
受
入
体
制
の

確
立
。

ゆ
れ
は
じ
め
た
那
覇
市
議
選
戦

／
戸
別
訪
問
な
ど
厳
戒
を
／

候
補
者
側
が
取
締
り
要
望

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
10
・
９

那
覇
市
議
選
挙
は
決
戦
日
が
迫
る
に
つ
れ
て

こ
れ
ま
で
の
モ
グ
リ
戦
か
ら
言
論
戦
へ
と
活

発
な
動
き
を
み
せ
て
き
た
。
各
選
挙
事
務
所

で
は
一
、
二
名
の
参
謀
格
を
の
ぞ
き
、
全
員

が
運
動
に
で
か
け
票
読
み
に
大
童
と
な
つ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
大
勢
は
立

候
補
者
の
三
分
の
二
以
上
が
当
選
圏
上
下
す

る
と
い
う
混
戦
ぶ
り
。
那
覇
、
首
里
、
小
禄

の
候
補
者
は
相
互
に
他
地
盤
あ
ら
し
に
躍
起

と
な
り
、
モ
グ
リ
だ
け
で
は
票
カ
セ
ギ
は
だ

め
だ
と

各
候
補
者
と
も
そ
ろ
そ
ろ
み
こ
し

を
上
げ
て
政
見
発
表
や
議
会
報
告
演
説
会
を

準
備
、
中
盤
戦
も
よ
う
や
く
激
烈
に
な
つ
て

き
た
。

取
締
り
陣
で
は
終
盤
戦
の
乱
戦
を
予
想
し
て

取
締
り
を
強
化
す
る
と
共
に
情
報
収
集
に
奔

走
し
て
い
る
が
こ
の
ほ
ど
戸
別
訪
問
や
法
定

選
挙
費
用
の
超
過
の
疑
い
あ
る
候
補
者
を
探

知
内
偵
を
進
め
て
い
る
こ
れ
は
某
候
補
の
話

で
推
断
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
戸
別
訪
問
で

告
訴
準
備
し
て
い
る
の
が
一
名
、
選
挙
費
用

超
過
が
二
、
三
名
い
る
と
語
つ
て
い
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
某
候
補
の
如
き
は
二
日
間
の

広
告
代
で
選
挙
費
用

九
千
六
百
円

を
上

回
り
た
と
え
支
持
者
の
寄
付
が
集
つ
て
も
選

挙
費
用
額
に
計
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
候
補
者
の
失
格
問
題
は
必
ず
起
り
取
締
り

当
局
や
選
管
委
は
監
視
、
取
締
り
を
厳
重
に

し
て
く
れ
と
苦
言
を
呈
し
て
い
る
候
補
者
も

い
る
。市政

に
対
す
る
私
の
抱
負
／
那

覇
市
議
選
に
臨
む
決
意
(三)

琉
新
・
夕
　
１
９
５
５
・
10
・
９

一
、
立
候
補
を
決
意
し
た
理
由

二
、
当
選
し
た
ら
市
政
を
ど
う
改
革
す
る
か

三
、
都
計
に
対
す
る
抱
負
如
何

生
産
都
市
へ
の
発
展
を
期
す上
原
　
光
男
　

一

私
は
合
併
当
時
の
小
禄
村
議
会
議
員

で
あ
り
し
か
も
合
併
論
議
盛
な
り
し
頃
の
即

時
合
併
論
者
の
一
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今

や
既
に
合
併
一
周
年
を
経
て
、
大
那
覇
市
建

設
も
着
々
と
進
み
つ
つ
あ
る
と
は
言
い
な
が

ら
、
新
市
民
の
全
部
が
必
ず
し
も
市
民
と
し

て
の
幸
福
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
る
と
は

言
い
難
い
処
が
あ
り
ま
す
。
合
併
論
を
叫
ん

だ
者
と
し
て
、
合
併
に
対
す
る
兎
角
の
風
評

を
聞
く
と
い
う
事
は
仮
令
そ
れ
が
小
さ
な
事

柄
で
あ
つ
た
と
し
て
も
、
合
併
論
を
ま
く
し

た
て
た
者
と
し
て
、
責
任
を
感
ず
る
が
故
に
、

又
自
ら
蒔
い
た
種
子
は
自
ら
刈
り
取
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
｜
と
い
う
気
持
も
あ
り
、
市
民
の
福

祉
増
進
の
た
め
に
老
骨
捧
げ
た
い
一
心
か
ら

立
候
補
し
ま
し
た
。

二

イ
、
従
来
市
の
産
業
政
策
は
、
只
単

に
商
工
関
係
の
み
で
事
足
り
た
か
も
知
れ
な

い
が
合
併
後
は
大
分
趣
を
異
に
し
て
い
る
。

今
後
は
農
業
生
産
に
対
す
る
施
策
も
最
重
要

事
で
あ
る
と
思
う
が
、
予
算
の
裏
付
が
極
め

て
少
な
い
と
思
う
。
今
後
は
生
産
都
市
と
し

て
の
発
展
を
期
す
る
た
め
に
予
算
の
強
化
を

図
り
た
い
。

ロ
、
固
定
資
産
税
は
頗
る
不
人
気
で
あ
る
。

政
府
で
決
め
た
税
法
と
は
言
い
乍
ら
、
現
状

に
於
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
受
取
る
訳
に
は
行

か
な
い
だ
ろ
う
。
那
覇
市
は
那
覇
市
に
即
し

た
賦
課
の
方
法
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

三

イ
、
都
計
は
那
覇
市
一
円
に
わ
た
つ

て
施
行
す
べ
き
で
あ
る
、
単
に
中
心
部
だ
け

の
都
計
で
は
恩
恵
に
浴
す
る
市
民
が
中
心
部

に
限
ら
れ
る
事
に
な
り
民
主
政
治
か
ら
か
け

離
れ
る
事
に
な
る
。

ロ
、
市
の
面
目
に
か
け
て
も
、
糸
満
線

ペ

リ
ー
高
良
間

を
舗
装
し
市
民
と
し
て
の
誇

り
を
持
た
せ
、
一
日
も
早
く

天
下
の
悪
道

の
汚
名
を
無
く
し
た
い

勿
論
政
府
と
打
合

せ
の
上
で

市
民
負
担
の
公
正
は
か
る新
垣
　
善
太
郎
　

一
、
建
設
途
上
誠
心
誠
意
取
組
ん
で
市
民
の

福
利
増
進
に
努
力
し
た
い

二
、
旧
村
当
時
を
顧
て
負
担
過
重
を
再
検
討

是
非
改
革
し
た
い
。
本
庁
支
所
の
職
務
権
限

現
行
市
行
政
区
画
の
検
討

三
、
強
力
に
推
進
し
一
日
も
早
く
市
民
安
定

の
都
市
を
築
き
た
い

真
和
志
と
の
合
併
を
促
進喜
久
山
　
朝
重
　

一
、
昨
年
九
月
有
権
者
の
御
支
援
に
依
つ
て

当
選
し
た
が
任
期
僅
か
十
一
月
で
先
に
立
候

補
し
た
趣
旨
の
半
分
も
実
行
で
き
な
か
つ
た

の
で
再
び
立
候
補
す
る
こ
と
が
前
の
選
挙
に

四
二
四

一
九
五
五
年
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御
援
助
い
た
ゞ
い
た
市
民
各
位
に
対
す
る
責

任
で
あ
る
と
考
え
た
。

二
、
当
選
し
た
後
市
政
で
改
革
を
要
す
る
こ

と
は
色
々
あ
る
が

イ

固
定
資
産
税
賦
課
の
公
平

一
九
五
五
年
度
の
固
定
資
産
税
の
評
価
委
員

の
時
価
の
評
定
は
所
に
よ
つ
て
は
公
平
で
な

い
固
定
資
産
税
は
今
後
市
税
の
中
心
を
な
す

も
の
で
あ
る
か
ら
こ
の
税
金
の
賦
課
が
公
平

に
行
は
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

ロ

水
道
料
金
の
値
下
、
那
覇
市
の
水
道

は
復
金
か
ら
の
五
年
間
の
短
期
融
資
で
出
来

て
い
る
の
で
そ
の
返
済
の
た
め
現
在
の
水
道

料
金
と
な
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
三
十
年
位

の
長
期
融
資
に
借
替
え
れ
ば
相
当
の
値
下
が

出
来
る
の
で
そ
の
方
向
に
進
み
た
い
。

ハ

那
覇
市
真
和
志
市
合
併
の
促
進
　
前

議
会
の
議
員
在
任
中
も
両
市
の
合
併
の
早
期

実
現
に
努
力
し
た
積
り
で
あ
る
。
那
覇
、
真

和
志
両
市
事
実
上
合
体
し
て
い
る
こ
と
は
衆

知
の
事
実
で
あ
る
か
ら
両
市
の
合
併
を
是
非

早
急
に
実
現
し
た
い
。

三
、
都
市
計
画
に
対
す
る
抱
負
　
那
覇
市
は

沖
縄
の
門
戸
で
あ
り
又
総
て
の
点
で
沖
縄
の

中
心
を
な
す
都
会
で
あ
る
か
ら
都
市
計
画
事

業
は
本
来
琉
球
政
府
の
為
す
可
き
仕
事
で
あ

る
、
そ
れ
で
都
市
計
画
の
費
用
は
是
非
と
も

政
府
の
補
助
に
依
つ
て
市
民
の
負
担
を
最
大

軽
減
す
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

旧
市
街
地
の
早
急
整
備
を
喜
瀬
　
康
一
　

一
、
今
ま
で
の
議
会
を
省
り
み
る
に
余
り
に

も
自
己
中
心
主
義
で
あ
り
感
情
的
な
対
立
は

い
な
め
な
い
事
実
で
あ
る
。
こ
う
い
つ
た
封

建
的
な
弊
風
を
打
破
し
明
朗
な
市
政
、
現
情

に
そ
く
し
た
政
治
に
よ
る
実
質
的
な
復
興
を

促
進
す
べ
き
で
あ
る
。

二
、
ま
ず
議
会
の
与
野
党
の
徒
ら
な
対
立
を

な
く
し
、
現
実
に
促
し
た
建
設
的
な
議
会
の

雰
囲
気
を
作
り
話
合
い
に
よ
る
政
治
に
も
つ

て
い
き
た
い
。

イ

積
極
主
義
に
依
る
都
計
の
推
進
を
計

る
。ロ

旧
市
街
を
早
急
に
整
備
し
首
都
と
し

て
の
面
目
を
一
新
す
る
。

ハ

託
児
所
、
子
供
遊
場
の
増
設
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
開
設
に
よ
る
環
境
教
育
の
強
化

を
図
る
。

起
債
に
よ
る
市
営
住
宅
を
長
嶺
　
將
眞
　

一
、
私
は
こ
れ
ま
で
市
議
に
二
回
立
候
補
し

皆
様
の
絶
大
な
ご
支
援
に
よ
つ
て
連
続
当
選

の
栄
を
得
て
、
お
約
束
し
た
こ
と
の
実
現
に

努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
思
わ
ざ
る
再
選
挙

と
な
つ
た
。

多
く
の
方
々
が

ぜ
ひ
出
ろ

と
す
す
め
て

下
さ
る
し
、
私
と
し
て
も
今
ま
で
の
経
験
を

生
か
し
て

住
み
よ
い
那
覇
市

を
つ
く
る

た
め
一
段
と
力
を
つ
く
し
た
い
の
で
立
候
補

を
決
意
し
た
。

二
、
１
、
市
政
に
対
す
る
基
本
態
度

い
た
ず
ら
な
島
国
根
性
、
対
敵
意
識
を
な
く

し
強
い
政
治
力
を
集
め
、
市
民
の
協
力
を
は

か
る
。

２
、
市
民
生
活
の
安
定

商
工
業
を
盛
ん
に
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
市
民

の
仕
事
を
ふ
や
し
生
活
を
安
定
さ
せ
る
よ
う

に
す
る
。

３
、
住
宅
難
の
解
決

衣
、
食
、
住
の
う
ち
復
興
の
お
く
れ
た
住
宅

問
題
を
解
決
す
る
た
め
市
営
住
宅
を
多
く
建

て
る
。
そ
の
費
用
は
税
金
に
よ
ら
ず
起
債
で

あ
て
る
。

４
、
税
外
収
入
の
活
用

市
民
の
税
金
を
も
つ
力
は
、
ま
だ
弱
い
の
で

市
の
事
業
を
や
る
経
費
は
税
外
収
入
を
ふ
や

す
よ
う
に
す
る
。
幸
に
泊
港
と
埋
立
地
が
完

成
し
た
か
ら
、
こ
れ
を
も
つ
と
活
用
し
て
収

入
を
ふ
や
す
よ
う
に
し
た
い
。

三
、
都
計
に
は
相
当
大
き
な
金
が
い
る
が
、

そ
の
た
め
に
一
般
市
民
の
税
金
を
ふ
や
す
こ

と
は
反
対
で
あ
る
。

琉
銀
か
ら
の
借
入
れ
で
区
域
整
理
や
道
路
、

下
水
工
事
な
ど
都
計
を
重
点
的
に
実
施
し
、

そ
の
地
域
の
企
業
の
繁
栄
を
は
か
り
、
そ
れ

に
よ
つ
て
も
う
か
つ
た
大
企
業
か
ら
多
く
は

い
る
税
金
で
都
計
費
に
あ
て
る
。
特
に
ス

ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
、
ま
た
税
外
収
入
を
ふ

や
す
た
め
に
も
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
設
置

を
急
ぎ
た
い
。

旧
小
禄
／
合
併
で
高
過
ぎ
る
と

不
満
／
固
定
資
産
税
続
々
異

議
申
立
て

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
５
・
10
・
９

那
覇
市
に
合
併
さ
れ
た
旧
小
禄
村
で
は
市
当

局
が
賦
課
し
た
固
定
資
産
税
が
旧
村
時
代
の

土
地
家
屋
税
の
三
倍
に
近
い
高
額
で
あ
る

と
、
区
民
の
中
に
不
満
の
声
が
高
く
な
つ
て

い
る
。
こ
れ
は
先
月
賦
課
さ
れ
た
那
覇
市
の

固
定
資
産
税
が
小
禄
の
場
合
、
こ
れ
に
該
当

す
る
従
来
の
土
地
、
家
屋
税
に
比
し
て
余
り

に
高
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
昨
年
十

二
月
改
正
に
な
つ
た
市
町
村
税
法
に
よ
る
税

額
算
出
の
相
違
か
ら
き
た
も
の
で
、
即
ち
旧

群
島
市
町
村
税
条
例
で
は
賃
貸
料
の
十
分
の

一
と
い
う
こ
と
で
査
定
さ
れ
て
い
た
も
の

が
、
改
正
税
法
で
は
売
買
評
価
額
の
百
分
の

一
と
い
う
こ
と
に
な
つ
た
の
で
こ
の
よ
う
な

変
動
が
来
た
も
の
と
当
局
で
は
説
明
し
て
い

る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
全
体
的
に
従
来
の

課
税
額
よ
り
ハ
ね
上
つ
た
の
は
事
実
だ
か

ら
、
表
面
に
は
つ
き
り
し
た
納
税
反
対
の
動

き
や
、
合
併
反
対
派
が
中
心
に
な
つ
た
分
村

運
動
な
ど
は
見
ら
れ
な
い
に
し
ろ
区
民
各
個

人
の
意
見
と
し
て

反
那
覇
市

、

分
村

四
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の
声
は
き
か
れ
る
。
同
区
に
課
さ
れ
た
固
定

資
産
税
の
総
額
は
約
二
百
三
十
万
だ
が
、
こ

れ
は
旧
村
時
代
の
土
地
税
、
六
三
万
五
千
余

円
、
家
屋
税
三
六
万
五
千
余
円
、
計
約
百
万

余
円
の
二
・
五
倍
に
な
つ
て
い
る
。
そ
れ
に

従
来
の
村
民
税
は
八
万
三
千
余
円
、
教
育
税

は
百
五
十
三
万
二
千
余
円
で
、
従
来
の
全
税

額
が
今
度
の
固
定
資
産
税
に
ほ
ゞ
匹
敵
す
る

わ
け
に
な
る
。
個
々
の
例
に
違
い
は
あ
る
が
、

旧
村
時
代
、
全
租
税
で
一
万
五
千
円
を
賦
課

さ
れ
て
い
た
人
が
、
今
度
は
固
定
資
産
税
だ

け
で
二
万
三
千
円
と
な
つ
て
い
る
例
も
あ
る

と
い
う
。

合
併
の
場
合
、
大
多
数
の
村
議
た
ち
は
賛

成
に
ま
わ
つ
た
も
の
だ
つ
た
が
、
そ
れ
ら

旧
村
議
た
ち
の
間
に
幾
分
、
後
悔
や
時
期

が
早
か
つ
た
等
の
声
も
き
か
れ
る
、
区
代

表
ら
は
当
間
市
長
や
税
務
当
局
者
と
話
し

合
つ
た
結
果
、
結
局
、
異
議
の
あ
る
者
は

異
議
申
し
立
て
を
し
て
再
検
討
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
続
々

異
議
申
し
立
て
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

こ
れ
に
つ
い
て
市
当
局
側
は
合
併
の
問
題
と

は
全
く
別
で
、
純
粋
に
税
法
の
改
正
に
よ
る

変
動
な
の
だ
か
ら
、
現
在
の
根
本
的
な
態
度

は
変
え
る
こ
と
は
せ
ず
、
今
後
も
押
し
す
す

め
て
ゆ
く
意
向
で
、
結
局
、
小
禄
区
側
の
住

民
と
し
て
も
現
在
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
異
議
申

し
立
て
に
対
す
る
市
当
局
の
処
理
、
そ
の
結

果
を
み
て
か
ら
、
具
体
的
な
動
き
を
み
せ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

合
併
と
は
関
係
な
し

那
覇
市
城
田
税
務
課
長
の
話

税
法
が
全
く

変
わ
つ
た
の
だ
か
ら
、
別
に
高
く
な
つ
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
合
併
と
関
係
あ
る
こ
と

で
も
な
い
。

合
併
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
る
者
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
改
正
税
法
の
理
解
の
浅
さ
が
さ
せ

る
も
の
だ
。
小
禄
で
は
旧
税
法
が
市
民
税
も

土
地
、
家
屋
税
に
よ
つ
て
勘
案
さ
れ
た
か
ら

余
計
に
心
配
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

改
正
法
で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

そ
れ
に
も
し
、
こ
の
税
法
の
改
正
を
問
題
に

せ
ず
、
従
来
の
税
額
に
引
下
げ
ろ
と
い
う
の

な
ら
そ
れ
自
体
が
法
に
抵
触
す
る
こ
と
に
な

る
。
自
分
ら
と
し
て
根
本
的
な
線
で
変
る
も
の
で

は
な
い
が
、
現
在
異
議
申
し
立
て
を
さ
せ
て

い
る
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
再
検
討
は
し

な
い
。
異
議
申
し
立
て
の
結
果
、
小
禄
側
が
、

ど
の
よ
う
に
出
る
か
は
事
務
屋
と
し
て
の
自

分
ら
の
知
る
所
で
は
な
い
し
、
自
分
ら
と
し

て
は
法
の
執
行
を
事
務
的
に
す
ゝ
め
て
ゆ
く

だ
け
に
す
ぎ
な
い
。

急
激
な
引
上
げ
に
困
惑

高
良
区
責
任
者
上
原
正
氏
の
話

前
と
い
ま

と
急
激
な
変
動
だ
つ
た
の
で
約
九
割
の
区
民

は
合
併
を
後
悔
し
個
人
的
に
は
分
村
に
つ
い

て
も
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。

去
月
二
十
三
日
ご
ろ
、
市
長
に
も
会
つ
て
善

処
方
を
要
望
し
て
お
い
た
が
、
い
ま
の
所
別

に
何
ん
と
も
い
え
な
い
。

従
来
の
税
額
に
準
じ
た
賦
課
を
し
て
欲
し
い

と
異
議
申
し
立
て
し
て
い
る
が
、
そ
の
結
果

に
よ
つ
て
は
、
全
区
民
の
大
会
な
ど
を
催
し

て
対
策
を
講
ず
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

小
禄
支
所
大
城
総
務
係
の
話
　
合
併
を
後
悔

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
現
在
の
評

価
の
場
合
、
そ
の
等
級
を
も
つ
と
大
幅
に
し

て
も
ら
え
ば
査
定
に
も
大
き
な
ひ
ら
き
が
出

て
来
る
の
で
、
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
本
庁

に
も
要
望
し
て
あ
る
。
賦
課
に
不
満
な
人
は

異
議
申
し
立
て
を
さ
せ
て
調
整
を
す
る
よ
う

努
め
て
い
る
か
ら
約
一
カ
月
も
す
れ
ば
一
応

の
解
決
は
み
る
だ
ろ
う
。

那
覇
市
議
選
挙
昨
夜
小
禄
で
合

同
演
説
会
／
首
里
で
も
計
画

／
依
然
言
論
戦
は
低
調

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
５
・
10
・
９

○

沈
黙
の
那
覇
市
議
選
も
中
盤
戦
に
入
る

と
漸
く
激
烈
な
様
相
を
お
び
、
旧
小
禄
、
旧

那
覇
で
は
人
民
党
を
皮
切
り
に
、
二

三
の

候
補
者
が
言
論
戦
に
入
つ
て
い
る
が
、
小
禄

で
は
高
良
校
区
、
小
禄
校
区
青
年
会
主
催
に

よ
り
、
八
日
ば
ん
小
禄
支
所

旧
役
場

前

広
場
で
小
禄
か
ら
の
立
候
補
者
八
名
の
合
同

演
説
会
を
開
い
た
。

○

折
か
ら
の
寒
風
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
聴
衆

は
約
五
百
人
も
集
つ
た
。
演
説
時
間
は
一
候

補
者
に
つ
き
、
候
補
者
十
分
、
推
薦
人
十
分
、

計
二
十
分
。
演
説
会
は
運
営
委
員
会
の
統
制

の
と
れ
た
司
会
の
う
ち
に
す
す
め
ら
れ
て
い

つ
た
。
野
次
も
と
ば
ず
、
粛
と
し
て
演
説
に

き
き
入
つ
て
い
た
が
、
政
見
の
内
容
は
、
い

ま
小
禄
で
問
題
に
な
つ
て
い
る
固
定
資
産
税

に
ふ
れ
る
も
の
が
多
か
つ
た
。

○

首
里
で
も
近
く
合
同
演
説
会
の
開
催
が

青
年
会
の
手
で
計
画
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
が
、
旧
那
覇
市
で
は
ご
く
少
数
の
候
補
者

を
除
い
て
は
政
見
を
発
表
す
る
様
子
も
な

く
、
言
論
戦
は
至
つ
て
低
調
で
あ
る
。

那
覇
市
／
昨
年
度
予
算
／
予
算

の
執
行
、
僅
か
50
％
／
あ
て

が
外
れ
た
復
金
借
入
れ
　
　

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
10
・
10

那
覇
市
で
は

那
覇
市
財
政
状
況
の
作
成
お

よ
び
公
表
に
関
す
る
条
例

に
も
と
づ
い
て
、

こ
の
ほ
ど
、
五
五
年
度
下
半
期
、
つ
ま
り
、

本
年
一
月
一
日
よ
り
六
月
末
日
ま
で
の
財
政

状
況
を
公
表
し
た
。

主
と
し
て
決
算
見
込
を
中
心
に
実
績
の
面
か

ら
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、そ
れ
に
よ
る
と
、

那
覇
市
の
事
業
執
行
状
況
は
当
初
も
く
ろ
ま

れ
た
予
算
の
僅
か
五
〇
％
と
い
う
ひ
ど
い
ア

四
二
六

一
九
五
五
年

昭
和
三
十
年

十
月



ン
バ
ラ
ン
ス
を
み
せ
て
い
る
。
経
理
面
で
は

一
応
、
健
全
財
政
を
維
持
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
が
、
あ
ら
ま
し
は
次
の
通
り
。

那
覇
市
の
予
算
は
一
般
会
計
、
水
道
事
業
特

別
会
計
、
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
の
三
つ

に
分
れ
、
総
額
二
億
七
千
五
百
万
円
に
な
つ

て
い
る
。

【
一
般
会
計
】
都
市
合
併
の
実
現
、
そ
の
他

で
五
回
も
予
算
の
追
加
更
正
を
行
い
、
そ
の

最
終
の
総
額
は
一
億
二
千
五
百
四
十
三
万
七

千
三
十
一
円
で
あ
つ
た
。
そ
の
使
途
は
、
都

市
復
興
事
業
費
、
基
本
産
業
の
育
成
及
び
社

会
福
祉
事
業
費
等
、
市
の
繁
栄
の
た
め
の
投

資
的
経
費
に
五
六
・
〇
二
％
、
人
件
費
、
物

件
費
、
そ
の
他
の
消
費
的
経
費
に
三
五
・
八

五
％
、
借
入
金
の
償
還
等
の
公
債
費
に
五
・

七
一
％
、
繰
出
金
に
二
・
四
二
％
、
計
上
さ

れ
た
。
そ
の
財
源
、
つ
ま
り
収
入
は
次
の
よ

う
に
得
る
こ
と
に
な
つ
た
。
単
位
千
円
。
括

弧
内
は
総
額
に
対
す
る
百
分
比
。

才
入
総
額
一
二
五
、
四
三
七

一
〇
〇
％

一
、
自
己
財
源
八
三
、
一
九
五

六
六
・
三

二

１
、
市
税
収
入
三
六
、
六
三
八

二

九
・
二
一

２
、
公
営
企
業
及
び
財
産
収
入

二
三
、
五
五
八

一
八
・
七
一

３
、
使
用

料
手
数
料
一
四
、
〇
七
〇

一
一
・
二
一

４
、
そ
の
他
収
入
八
、
九
二
六

七
・
一
二

二
、
依
存
財
源
四
二
、
二
四
一

三
三
・
六

八

１
、
政
府
支
出
金
六
、
四
八
四

五
・

一
七

２
、
市
債
一
九
、
五
〇
〇

一
五
・

五
五

３
、
繰
越
金

市
債

一
六
、
二
五

六

一
二
・
九
六

。

つ
ま
り
、
歳
入
は
六
割
六
分
は
市
自
体
の
力

で
生
み
出
し
得
る
も
の
で
、
残
り
三
割
三
分

強
は
政
府
の
補
助
や
市
の
復
金
そ
の
他
か
ら

の
借
入
と
な
つ
て
い
る
。
税
金
に
よ
る
収
入

は
全
体
の
収
入
の
中
で
僅
か
二
割
九
分
程
度

の
比
率
し
か
占
め
て
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ

の
予
算
の
決
算
見
込
額
は
約
九
千
三
百
万
円

で
、
予
算
の
一
億
二
千
五
百
四
十
三
万
円
か

ら
す
る
と
、
執
行
比
率
は
七
三
％
と
な
つ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
市
債
約
八
百
万
円
の
貸
付

認
可
が
遅
延
し
て
年
度
内
に
そ
の
収
入
が
得

ら
れ
な
か
つ
た
の
と
、
財
産
収
入
八
百
万
円

が
予
定
通
り
得
ら
れ
な
か
つ
た
こ
と
等
に
原

因
し
て
い
る
。
才
出
決
算
見
込
額
及
び
才
入

見
込
額
を
表
で
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

金
額
単
位
千
円
。
括
弧
内
は
決
算
見
込
額
に

対
す
る
百
分
比
。

才
出
決
算
見
込
額
九
一
、
九
一
二

一
〇

〇
％
一
、
投
資
的
経
費
五
一
、
二
五
八

五
五
・

七
七

１
、
都
市
復
興
事
業
費
三
九
、
七
四

五

四
三
・
二
四

２
、
基
本
産
業
の
育
成

及
び
社
会
福
祉
事
業
費
一
一
、
五
一
三

一

二
・
五
三

。

二
、
消
費
的
経
費
三
三
、
九
六
九

三
六
・

九
五

１
、
人
件
費
二
三
、
七
一
三

二

五
・
八
〇

２
、
そ
の
他
一
〇
、
二
五
五

一
一
・
一
七

３
、
公
債
費
六
、
六
八
五

七
・
二
八

。

才
入
決
算
見
込
額
九
三
、
八
五
五

一
〇

〇
％
一
、
自
己
財
源
六
四
、
一
七
三

六
八
・
三

八

１
、
市
税
収
入
三
〇
、
六
六
二

三

二
・
六
七

２
、
公
営
企
業
及
び
財
産
収
入

一
一
、
六
九
八

一
二
・
四
七

３
、
使
用

料
及
び
手
数
料
一
五
、
〇
六
六

一
六
・
〇

五

４
、
そ
の
他
六
、
七
四
五

七
・
一
九

。

二
、
依
存
財
源
二
九
、
六
八
一

三
一
・
六

二

１
、
政
府
支
出
金
六
、
〇
五
九

六
・

四
六

２
、
市
債
七
、
三
六
五

七
・
八
五

３
、
繰
越
金

市
債

一
六
、
二
五
六

一

七
・
三
一

。

【
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
】
最
終
予
算
額

は
総
額
一
億
一
千
二
百
七
十
九
万
九
千
四
百

二
十
六
円
で
、
区
画
整
理
の
際
地
主
が
提
供

す
る
所
有
面
積
の
三
割
の
替
費
地
を
処
分
す

る
こ
と
に
よ
つ
て
得
る
自
己
財
源
が
二
六
・

三
〇
％
。
市
債
に
よ
る
依
存
財
源
が
七
三
・

七
〇
％
で
あ
つ
た
が
事
業
が
は
か
ば
か
し
く

進
ま
ず
、
決
算
見
込
額
は
才
入
が
僅
か
、
二

千
四
百
七
十
七
万
九
千
五
百
五
十
三
円
。
才

出
が
僅
か
一
千
八
百
三
万
三
千
九
百
四
十
二

円
と
な
つ
て
い
る
。

【
水
道
事
業
特
別
会
計
】
最
終
予
算
額
三
千

七
百
四
十
七
万
三
千
二
百
十
一
円
に
対
し
、

決
算
見
込
額
は
才
入
才
出
と
も
二
千
二
百
十

四
万
四
千
五
百
五
十
円
と
な
つ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
総
額
二
億
七
千
五
百
万
円

に
上
る
最
終
予
算
額
と
約
一
億
三
千
二
百
万

円
の
決
算
見
込
額
と
を
比
較
す
る
と
、
那
覇

市
の
五
五
年
度
予
算
は
実
質
的
に
は
五
〇
％

執
行
さ
れ
た
だ
け
で
、
計
画
し
て
い
た
事
業

の
半
分
は
完
成
し
え
な
か
つ
た
と
い
う
ひ
ど

い
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。
一
般
会
計
は
最

終
予
算
一
億
二
千
五
百
万
円
に
対
し
、
決
算

見
込
額
九
千
三
百
万
円
で
予
算
執
行
率
は
七

三
％
、
比
較
的
好
成
績
を
収
め
て
い
る
が
、

問
題
は
両
特
別
会
計
、
特
に
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計
の
予
算
執
行
率
た
つ
た
一
六
％
と

い
う
低
調
さ
に
か
ゝ
つ
て
い
る
よ
う
だ
。
区

画
整
理
事
業
は
市
債
、
つ
ま
り
、
復
金
そ
の

他
か
ら
の
借
入
を
主
な
る
財
源
と
し
て
い
る

が
、
そ
の
貸
付
の
認
可
が
遅
延
し
た
た
め
、

五
五
年
度
で
事
業
が
執
行
で
き
ず
、
次
年
度

に
繰
越
す
よ
う
に
な
つ
た
も
の
だ
。
と
市
当

局
は
説
明
し
て
い
る
。

五
五
年
度
予
算
で
何
が
建
設
さ
れ
た
か
そ
の

主
な
る
も
の
を
拾
う
と
次
の
通
り
。

△
牧
志
街
道
拡
幅
工
事
△
バ
ス
セ
ン
タ
ー
仮

設
置
△
泊
南
岸
の
埋
立
工
事
△
安
里
川
下
流

河
口
工
事
△
五
万
一
千
坪
の
整
地
工
事
△
一

万
七
千
呎
の
道
路
工
事
△
そ
の
他
市
内
道
路

の
改
修
工
事
△
水
道
事
業
と
し
て
牧
志
大
通

り
外
十
三
カ
所
の
配
管
工
事

延
長
四
万
二
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千
余
呎

△
そ
の
他
琉
大
構
内
の
五
万
ガ
ロ

ン
入
貯
水
タ
ン
ク
△
楚
辺
高
台
の
三
万
ガ
ロ

ン
入
貯
水
タ
ン
ク
△
松
川
ポ
ン
プ
場
の
設
置

工
事
等
々
で
あ
る
。

市
政
に
対
す
る
私
の
抱
負
／
那

覇
市
議
選
に
臨
む
決
意
(四)

琉
新
・
夕
　
１
９
５
５
・
10
・
10

一
、
立
候
補
を
決
意
し
た
理
由

二
、
当
選
し
た
ら
市
政
を
ど
う
改
革
す
る
か

三
、
都
計
に
対
す
る
抱
負
如
何

明
る
い
市
政
建
設
に
努
力
赤
嶺
　
愼
英
　
　

小
禄
村
最
後
の
議
長
と
し
て
昨
年
市
民
に
な

つ
た
当
時
、
議
長
が
新
議
会
に
出
馬
し
な
い

の
は
総
ゆ
る
面
に
無
責
任
な
事
だ
と
の
批
判

も
甘
受
し
た
。
其
れ
は
私
の
政
治
的
立
地
条

件
と
政
治
を
離
れ
よ
う
と
す
る
努
力
の
為
だ

つ
た
。
以
来
一
年
総
て
の
条
件
を
自
力
で
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
つ
た
。
つ
ま
り

合
併
以
来
市
政
に
対
す
る
批
判
は
次
第
に
高

ま
り
、
最
近
の
固
定
資
産
税
問
題
に
お
い
て

は
分
村
の
話
題
に
ま
で
も
到
達
し
た
。
此
の

世
論
の
中
に
あ
り
な
が
ら
そ
の
是
非
と
真
否

を
確
め
る
事
も
出
来
な
か
つ
た
。
所
が
人
民

は
総
て
を
誰
か
解
決
し
て
呉
れ
る
事
を
願
つ

て
ゐ
る
。
こ
の
こ
と
を
何
時
ま
で
も
放
任
し

た
場
合
、
自
ら
識
者
を
任
ず
る
市
民
と
し
て

人
民
に
対
し
申
訳
な
い
と
信
じ
市
政
批
判
の

真
相
と
そ
の
可
否
を
市
民
に
訴
え
明
る
い
市

建
設
の
為
立
候
補
を
決
意
し
た
次
第
で
あ

る
。
そ
こ
で
私
は
市
政
の
刷
新
は
内
部
か
ら

と
い
う
方
針
を
堅
持
し
次
に
目
抜
通
り
の
華

や
か
さ
と
裏
面
に
於
け
る
市
民
生
活
を
考
へ

る
市
政
を
や
り
次
に
消
費
都
市
か
ら
生
産
都

市
へ
の
方
針
の
市
政
を
や
り
度
い
決
心
で
あ

り
ま
す
。

以
上
の
大
綱
方
針
で
市
政
を
論
ず
る
決
心
で

す
が
最
後
に
現
在
施
行
中
の
都
心
部
の
都
計

に
対
し
、
更
に
日
本
田
園
都
市
の
実
際
も
織

込
ん
で
那
覇
市
百
年
の
都
計
を
進
め
度
い
所

存
で
居
り
ま
す
。

市
民
の
声
を
卒
直
に
訴
う
森
田
　
孟
眞
　

一
、
当
局
と
市
民
と
の
連
絡
を
よ
り
一
層
密

に
し
て
市
民
の
声
を
率
直
に
訴
え
納
得
の
ゆ

く
明
る
い
市
政
の
在
り
方
に
尽
力
す
る
た
め

微
力
な
が
ら
立
候
補
を
決
意
し
た

二
、
１

窓
口
の
事
務
的
サ
ー
ビ
ス

２

公
僕
の
精
神
に
立
脚
し
た
公
利
優
先

に
努
力
し
た
い

３

真
和
志
市
と
の
合
併
早
期
実
現

三
、
首
里
真
和
志
小
禄
那
覇
と
の
関
連
性
を

持
た
せ
て
促
進
し
現
実
主
義
を
採
り
急
を
要

す
る
施
設
は
ど
し
ど
し
整
備
す
る
。

市
会
の
自
主
性
守
り
ぬ
く
赤
嶺
　
三
郞
　

一
、
昨
年
九
月
当
選
後
の
一
年
間
は
合
併
に

伴
う
行
政
面
の
暫
定
的
調
整
に
終
り
、
市
政

に
つ
い
て
の
私
の
構
想
は
実
現
を
見
る
に
至

ら
な
か
つ
た
の
で
、
再
出
馬
し
て
抱
負
の
実

現
に
努
力
し
た
い
。

二
、

１

何
を
措
い
て
も
市
会
の
自
主
性

を
守
り
抜
き
た
い
。
市
当
局
の
独
善
を
排
し

市
民
の
た
め
に
明
朗
な
市
政
を
図
り
た
い
。

２

問
題
本
位
の
是
々
非
々
主
義
で
市
政

に
臨
み
た
い
。
建
設
途
上
の
那
覇
市
の
た
め

に
大
乗
的
立
場
か
ら
超
党
派
的
存
在
で
あ
り

た
い
。

３

財
政
改
革

市
当
局
の
予
算

へ
ん
成
は
慎
重
を
期
し
、
濫
り
に
更
正
予
算

を
提
出
さ
せ
な
い
。
例
え
ば
市
当
局
が
勝
手

に
増
額
徴
税
し
て
支
出
を
更
正
予
算
に
回
す

こ
と
な
ど
は
市
民
の
負
担
を
増
加
し
支
出
を

放
ま
ん
に
し
て
い
る
。
従
来
行
わ
れ
た
斯
る

予
算
技
術
を
是
正
し
た
い
。
適
正
課
税
の
た

め
市
民
の
担
税
力
を
勘
案
し
、
課
税
物
件
に

つ
い
て
慎
重
且
つ
公
平
な
調
査
を
実
施
さ
せ

た
い
。

三
、

１

首
都
建
設
法
の
実
現
に
よ
り
市

民
負
担
の
軽
減
を
図
る
。

２

真
和
志
合

併
を
実
現
し
都
計
を
円
滑
に
進
捗
さ
せ
る
。

３

ス
ポ
ー
ツ
教
養
娯
楽
方
面
施
設
を
重

点
的
に
取
扱
う
。

４

現
在
の
都
計
は
旧

那
覇
市
に
重
点
が
置
か
れ
、
首
里
小
禄
の
ご

と
き
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
い
状
態
に
あ

る
。
首
里
を
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
、
小
禄
を

住
宅
軽
工
業
蔬
菜
園
芸
地
帯
と
せ
ば
夫
々
実

施
す
べ
き
都
市
計
画
が
あ
る
筈
で
あ
る
。
今

後
は
現
那
覇
市
、
将
来
は
真
和
志
を
含
め
た

総
合
計
画
の
下
に
実
現
可
能
な
も
の
か
ら
公

平
に
着
手
さ
せ
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

全
婦
人
の
地
位
の
向
上
を
嘉
数
　
ツ
ル
　

一
、
私
は
今
授
産
事
業
を
始
め
て
居
り
ま
す

の
で
こ
れ
を
も
つ
と
具
体
的
に
進
め
て
行
く

た
め
に
又
全
婦
人
の
地
位
の
向
上
の
た
め
に

立
候
補
を
決
意
い
た
し
ま
し
た
。

二
、
言
行
一
致
公
約
を
果
す
こ
と
に
つ
と
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

三
、
公
衆
衛
生
施
設
の
完
備
と
児
童
福
祉
の

向
上
を
は
か
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
た
め
の
都
計
推
進
照
屋
　
正
德
　

一
、
選
挙
無
効
な
ら
な
け
れ
ば
こ
の
任
期
で

や
め
て
仕
事
に
専
念
し
た
か
つ
た
。
永
い
間

の
議
員
生
活
は
貧
乏
に
な
る
。
然
し
中
途
半

端
で
放
棄
す
る
の
は
無
責
任
で
あ
り
、
ま
だ

ま
だ
真
の
小
禄
の
姿
を
議
会
に
訴
へ
て
お
互

い
が
誠
心
か
ら
理
解
融
合
し
、
那
覇
市
の
福

祉
が
田
舎
の
一
隅
迄
も
平
等
に
其
の
光
明
が

与
へ
ら
れ
る
迄
は
と
、
合
併
の
責
任
を
痛
感

し
て
い
る
の
で
再
び
立
候
補
を
決
意
し
た
の

で
あ
る
。

二
、
市
町
村
自
治
制
に
政
党
色
を
織
り
込
ん

で
は
い
け
な
い
往
々
に
し
て
さ
つ
覚
を
起
し

与
党
野
党
の
区
別
を
し
斗
争
に
専
念
す
る
議

四
二
八
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会
も
あ
る
。
こ
れ
で
は
立
上
り
つ
ゝ
あ
る
那

覇
を
救
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
、
建
設
せ
ん

が
為
め
の
斗
争
は
元
よ
り
結
構
で
あ
る
が
反

対
せ
ん
が
た
め
の
斗
争
は
あ
つ
て
は
な
ら

ぬ
、
市
民
と
市
当
局
と
の
壁
を
つ
く
る
ガ
ン

は
理
屈
論
か
ら
来
る
の
で
こ
れ
に
負
け
て
涙

流
し
て
帰
つ
て
来
る
市
民
は
数
多
く
あ
る
。

公
平
な
る
諸
税
の
負
担
を
図
る
。
固
定
資
産

税
の
評
価
格
基
準
を
、
首
里
、
那
覇
、
小
禄
、

更
に
検
討
し
改
善
を
図
る
余
地
が
あ
る
。
評

価
委
員
は
其
の
土
地
に
明
る
い
方
々
を
選
定

す
る
を
要
す
。

三
、
都
計
の
根
本
大
綱
に
異
存
は
な
い
が
市

民
あ
つ
て
の
都
計
で
あ
り
計
画
あ
つ
て
の
市

民
で
な
い
市
民
の
経
済
力
を
よ
く
に
ら
み
合

せ
て
之
に
平
行
し
て
進
ま
な
く
て
は
な
ら
な

い
、
功
を
急
い
で
市
民
を
苦
し
め
な
い
よ
う

に
、
万
里
の
長
城
に
す
る
な
。
日
本
内
地
に

お
い
て
は
都
市
の
建
設
は
五
〇
％
は
政
府
負

担
で
あ
る
那
覇
市
長
も
市
民
の
た
め
に
は
政

府
に
御
百
度
を
踏
み
実
情
を
訴
え
市
民
の
負

担
を
軽
減
せ
し
む
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。

来
年
六
月
迄
に
は
完
了
／
五
十

二
万
坪
が
未
整
理

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
10
・
11

那
覇
市
が
発
表
し
た
同
市
の
五
五
年
度
財
政

状
況
を
み
る
と
、
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

は
、
最
終
予
算
額
一
億
一
千
二
百
七
十
九
万

九
千
四
百
二
十
円
に
対
し
、
そ
の
才
出
決
算

見
込
額
は
僅
か
千
八
百
三
万
三
千
九
百
四
十

二
円
で
、
事
業
執
行
は
当
初
計
画
の
た
つ
た

一
六
％
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
市
当
局
の
説

明
を
き
く
と
、
那
覇
市
の
区
画
整
理
を
要
す

べ
き
土
地
は
前
島
町
、
若
狭
町
、
潟
原
、
上

泉
町
、
下
泉
町
、
久
茂
地
町
、
松
下
町
、
久

米
町
、
天
妃
町
、
松
川
町
、
東
町
、
崇
元
寺

町
、
高
橋
町
、
西
本
町
、
西
新
町
、
通
堂
町

等
に
わ
た
り
、
総
坪
数
六
十
四
万
坪
の
ぼ
う

大
な
面
積
で
あ
る
が
、
事
業
は
五
三
年
か
ら

始
め
、
現
在
ま
で
に
完
成
し
た
の
は
辻
町
、

松
山
町
、
若
狭
町
、
久
茂
地
町
、
前
島
町
の

一
部
な
ど
十
一
万
九
千
坪
で
、
約
五
十
二
万

一
千
坪
が
未
整
理
に
な
つ
て
い
る
。つ
ま
り
、

整
理
地
の
八
一
％
に
及
ぶ
ぼ
う
大
な
面
積
が

未
整
理
の
ま
ゝ
残
つ
て
い
る
訳
で
あ
る
。
市

当
局
で
は
旧
市
内
へ
の
市
民
誘
致
と
い
う
点

か
ら
区
画
整
理
事
業
を
促
進
す
る
為
こ
の
七

月
か
ら
区
画
整
理
課
を
新
設
、
同
課
で
事
業

計
画
の
樹
立
と
推
進
に
当
つ
て
い
る
が
、
そ

れ
に
よ
る
と
、
事
業
完
成
は
来
年
六
月
の
予

定
で
、
来
年
二
月
か
ら
三
月
ま
で
に
集
中
的

に
工
事
が
実
施
さ
れ
、
遅
く
と
も
十
月
ま
で

に
は
全
旧
市
内
へ
の
移
動
が
可
能
に
な
る
よ

う
で
あ
る
。

な
お
、
昨
十
日
朝
刊
三
面
所
載
の
、
那
覇

市
五
五
年
度
財
政
状
況
に
関
す
る
記
事

中
、
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
に
よ
る
事

業
が
は
か
ば
か
し
く
な
い
、と
あ
つ
た
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
那
覇
市
で
は

こ
れ
は
復

金
の
貸
付
事
務
が
遅
れ
た
た
め
に
事
業
執

行
が
お
く
れ
た
の
で
な
く
、
旧
市
内
の
開

放
そ
の
他
や
む
を
得
ざ
る
事
情
で
、
市
当

局
の
借
入
申
請
事
務
が
遅
れ
た
た
め
で
あ

る

と
述
べ
て
い
る
。

有
名
無
実
の
那
覇
青
連
／
市
議

選
も
傍
観
、
見
お
く
り
？

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
10
・
11

那
覇
市
議
選
挙
戦
は
終
盤
戦
を
迎
え
た
と
は

い
う
も
の
の
、
殆
ど
の
候
補
者
が
モ
グ
リ
と

ポ
ス
タ
ー
戦
に
熱
中
し
、
ま
だ
ま
だ
低
調
で

巷
間
で
は
し
き
り
に
演
説
会
開
催
の
声
が
き

か
れ
る
が
、こ
れ
ま
で
合
同
演
説
会
は
小
禄
、

高
良
両
校
区
の
青
年
会
主
催
で
部
分
的
に
開

か
れ
た
程
度
で
あ
つ
て
、
那
覇
市
青
年
連
合

会
は
個
々
の
会
員
が
選
挙
に
深
入
り
、
青
年

会
本
来
の
使
命
を
忘
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
の
疑
惑
も
一
部
に
も
た
れ
て
お
り
那
覇

市
青
年
連
合
会
の
実
態
を
さ
ぐ
つ
て
み
た
。

旧
那
覇
、
旧
首
里
、
旧
小
禄
の
青
年
会
が
合

併
し
た
の
が
去
る
七
月
で
会
長
に
与
那
原
良

昭
氏

土
建
協
会
事
務
局
長

が
推
さ
れ
た
。

那
覇
市
青
連
の
下
部
組
織
は
那
覇
に
開
南
、

壺
屋
、
久
茂
地
、
垣
花
、
城
岳
の
五
校
区
の

青
年
会
、
首
里
地
区
に
は
城
北
、
城
南
、
城

西
の
三
校
区
青
年
会
、
小
禄
地
区
に
高
良
、

小
禄
の
二
校
区
の
青
年
会
計
十
校
区
の
青
年

会
が
中
心
と
な
つ
て
那
覇
市
青
年
連
合
会
を

運
営
す
る
よ
う
に
な
つ
て
い
た
が
、
高
良
、

小
禄
両
校
区
青
年
会
以
外
は
未
だ
に
結
成
さ

れ
て
お
ら
ず
、
事
務
局
も
会
則
に
那
覇
市
役

所
内
に
置
く
よ
う
に
な
つ
て
い
る
が
こ
れ
も

ま
だ
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
那
覇
市
青
年
会

は
全
然
運
営
さ
れ
て
な
い
の
が
実
情
の
よ
う

だ
。
こ
れ
に
つ
い
て
会
長
与
那
原
良
昭
氏
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
語
つ
て
い
る
。

首
都
で
あ
る
那
覇
市
の
青
年
会
が
有
名
無
実

の
様
な
状
態
に
あ
る
の
は
実
に
情
け
な
い
話

だ
会
員
約
二
千
名
位
は
お
る
と
思
う
が
那
覇

市
議
選
で
啓
蒙
運
動
に
活
発
な
動
き
を
み
せ

て
い
る
の
も
小
禄
校
区
の
青
年
会
ば
か
り
で

首
里
の
校
区
青
年
会
は
十
一
月
上
旬
結
成
さ

せ
た
い
と
思
う
旧
那
覇
市
の
青
年
の
熱
が
足

り
な
い
の
は
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
る
。
今
次

市
議
選
挙
で
も
理
想
選
挙
を
行
う
た
め
、
活

発
に
動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
申
し
わ

け
な
い
。
青
年
会
存
在
の
意
義
を
し
つ
か
り

認
識
し
早
急
に
都
市
の
青
年
会
と
し
り
つ
ぱ

な
運
営
を
し
て
い
き
た
い
。
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市
政
に
対
す
る
私
の
抱
負
／
那

覇
市
議
選
に
臨
む
決
意
(六)

琉
新
・
夕
　
１
９
５
５
・
10
・
12

一
、
立
候
補
を
決
意
し
た
理
由

二
、
当
選
し
た
ら
市
政
を
ど
う
改
革
す
る
か

三
、
都
計
に
対
す
る
抱
負
如
何

真
和
志
市
と
の
合
併
促
進
宮
里
　
敏
慶

１
、
昨
年
九
月
の
選
挙
で
先
輩
知
友
市
民

多
数
の
御
同
情
と
御
支
援
に
よ
つ
て
当
選

さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
が
在
任
十
一
カ
月
に

し
て
再
選
挙
と
な
り
、
当
初
私
が
意
図
し

た
考
え
の
半
分
も
実
行
で
き
ず
、
な
お
現

在
進
捗
し
つ
つ
あ
る
都
計
を
更
に
推
進

し
、
明
る
く
住
み
よ
い
市
政
を
う
ち
た
て

市
民
の
福
利
を
増
進
せ
し
め
る
こ
と
が
御

援
助
を
賜
つ
た
市
民
各
位
に
対
す
る
私
の

責
務
と
信
じ
再
び
立
候
補
を
決
意
し
ま
し

た
。

２
、
市
民
と
の
連
繋
を
緊
密
に
し
そ
の
世
論

を
市
政
に
反
映
せ
し
め
る
こ
と
は
申
す
ま

で
な
い
こ
と
で
す
が
市
政
に
対
す
る
私
見

は
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

イ
現
実
に
即
し
た
都
計
の
促
進

ロ
諸
税
の
適
正
な
賦
課

ハ
真
和
志
市
の
早
期
合
併
の
促
進

ニ
教
育
施
設
の
整
備
充
実

ホ
軍
用
地
問
題
の
早
期
解
決

ヘ
市
内
バ
ス
の
市
営
に
よ
る
車
賃
の
軽
減

３
、
真
和
志
市
と
の
合
併
に
よ
る
首
都
建
設

を
促
進
す
る
と
共
に
道
路
水
道
な
ど
の
早

期
完
成
を
は
か
り
、
ま
た
旧
市
内
の
区
画

整
理
を
早
期
実
現
さ
せ
て
市
民
の
移
動
を

促
進
し
た
い
。

旧
市
内
の
区
画
整
理
促
進
上
原
　
正
顕
　

一
、
旧
小
禄
村
編
入
合
併
前
又
は
そ
の
後
新

市
民
と
し
て
多
く
の
悩
み
と
、
課
税
に
対
す

る
不
満
を
解
消
す
べ
く
、
新
人
出
で
ず
ん
ば

の
声
に
励
ま
さ
れ
て
皆
様
の
公
僕
た
る
べ
く

立
候
補
を
決
意
し
た
。

二
、
慣
れ
合
い
の
政
治
で
な
く
是
々
非
々
主

義
を
モ
ツ
ト
ー
と
し
、
与
党
野
党
の
線
を
余

り
強
く
打
出
さ
ず
市
民
の
福
利
の
為
に
一
致

協
力
し
て
や
つ
て
行
き
度
い
。

三
、
１
、
旧
市
内
中
心
主
義
都
計
の
幅
を
拡

げ
る
。
２
、
旧
市
内
の
区
画
整
理
促
進

３
、
大
那
覇
市
幹
線
道
路
の
敷
設

４
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
設
置

５
、
中
小
企
業
の
保
護
育
成

市
営
事
業
の
拡
大
強
化
を
上
原
　
仁
慶
　

一
、
不
図
選
挙
無
効
と
な
り
市
民
各
位
の
御

期
待
に
添
ひ
得
な
か
つ
た
事
を
残
念
に
思
ふ

再
た
び
先
輩
知
己
諸
賢
の
御
勧
告
と
御
声

援
も
辞
し
難
く
浅
学
非
才
を
省
み
ず
敢
然
立

候
補
を
決
意
し
た

二
、
税
収
入
に
頼
ら
ず
市
営
事
業
の
拡
大
強

化
或
は
新
規
事
業
の
新
設
等
に
依
り
歳
入
増

加
の
方
法
を
講
じ
て
税
金
の
軽
減
を
図
り
た

い
。
殊
に
市
営
に
依
る
市
内
巡
還
バ
ス
の
如

き
は
多
年
提
唱
せ
る
事
柄
で
之
の
実
現
に
依

り
市
財
政
を
潤
す
と
共
に
市
民
の
福
祉
に
大

い
に
役
立
て
た
い

三
、
都
計
事
業
に
対
し
て
は
全
琉
の
首
都
で

あ
り
国
際
都
市
の
名
に
於
て
協
力
を
惜
ま
な

い
、
処
で
こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
相
当
莫
大

な
経
費
を
要
し
ま
す
の
で
従
つ
て
市
民
に
負

担
を
与
え
な
い
建
前
か
ら
新
財
源
の
捻
出
の

外
、
殊
に
立
法
院
並
び
に
琉
球
政
府
に
対
し

特
別
立
法
に
依
る
か
又
は
特
例
を
設
け
る
等

の
御
配
慮
を
請
願
し
て
其
の
費
用
の
総
額
の

三
割
な
い
し
五
割
の
補
助
金
制
度
の
確
立
化

で
あ
る
、
こ
れ
は
政
府
財
政
の
大
部
分
を
那

覇
市
民
が
負
担
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

失
業
者
救
済
対
策
に
努
力
渡
口
　
政
行
　

一
、
市
民
の
協
力
一
致
に
よ
つ
て
世
論
を
統

一
し
政
治
力
を
結
集
し
て
市
民
の
福
利
増
進

を
図
り
吾
々
ひ
と
し
く
手
を
相
携
え
て
重
要

問
題
を
解
決
す
る
政
治
を
実
現
さ
せ
る
の
が

立
候
補
せ
し
め
た
理
由
で
あ
り
ま
す
。

二
、

イ

生
産
企
業
の
振
興
と
、
荒
地
の

開
拓
移
民
問
題
の
解
決
に
依
る
失
業
者
の
救

済
に
努
力
。

ロ

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
設
置
を
期
す
。

ハ

市
税
賦
課
徴
収
条
例
改
正
に
依
る
市

民
の
適
正
の
減
税
。

ニ

衛
生
設
備
並
に
上
下
水
道
の
完
備
。

三
、
真
和
志
市
合
併
に
依
る
都
市
計
画
の
促

進
。市
民
負
担
軽
減
都
計
推
進
当
間
　
英
哲
　

不
肖
私
立
候
補
に
当
り
市
政
に
関
す
る
見
解

を
明
ら
か
に
し
且
そ
の
決
意
を
表
明
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

複
雑
な
る
軍
政
下
に
那
覇
市
も
戦
後
十
カ
年

着
々
建
設
の
途
を
た
ど
つ
て
い
る
こ
と
は
皆

様
と
共
に
同
慶
の
至
り
で
あ
り
尚
一
層
の
健

斗
を
誓
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
て
復
興
途

上
に
あ
る
市
政
を
わ
れ
わ
れ
は
、
ぼ
う
然
と

し
て
み
て
お
つ
て
良
い
の
で
あ
り
ま
し
よ
う

か
、
早
期
実
現
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
市
内

区
画
整
理
、
適
正
な
る
固
定
財
産
税
の
設
定
、

高
度
累
進
課
税
の
設
定
、
那
覇
真
和
志
合
併

問
題
の
実
現
、
市
民
負
担
軽
減
に
よ
る
都
市

計
画
そ
の
他
市
民
の
期
待
に
添
う
ご
と
き
市

政
の
運
営
に
議
会
を
通
じ
こ
れ
が
実
現
と
明

朗
な
る
市
政
に
相
ま
つ
て
大
那
覇
市
建
設
に

貢
献
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
深
く

痛
感
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

実
情
に
即
し
た
都
計
推
進
備
瀬
　
知
良
　

私
の
一
生
を
市
民
の
公
僕
と
し
て
捧
げ
た

い
。
こ
れ
が
立
候
補
を
決
意
し
た
理
由
で
あ
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り
ま
す
。
幸
い
市
民
各
位
の
御
支
援
に
依
り

当
選
の
暁
は
、
口
先
だ
け
の
も
の
で
な
く
、

実
際
に
庶
民
の
中
に
融
合
し
、
市
民
の
意
志

を
市
政
に
反
映
さ
せ
、
明
る
い
都
市
を
打
建

て
る
べ
く
市
政
に
参
与
、
粉
骨
砕
身
、
進
行

途
上
に
あ
る
首
都
建
設
に
邁
進
し
て
行
く
決

意
で
あ
り
ま
す
。
次
に
都
計
は
、
机
上
プ
ラ

ン
で
な
く
、
実
情
に
即
し
た
市
民
の
納
得
づ

く
の
都
計
を
実
行
に
移
し
、
そ
の
完
成
を
期

し
、
次
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
、
市
民
各

位
と
共
に
、
こ
れ
が
実
現
に
努
力
す
る
考
え

で
あ
り
ま
す
。

一
、
首
都
建
設
の
早
期
完
成

一
、
都
市
合
併
の
促
進

一
、
税
の
適
正
賦
課

一
、
失
業
対
策
の
確
立

一
、
社
会
事
業
の
充
実
と
救
済
範
囲
の
拡

大

一
、
公
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
設
置
実
現

一
、
都
市
環
境
衛
生
施
設
の
完
備

▽
訂
正

宜
保
為
楷
氏
の
原
稿
中
税
外
収
入

首
里
の
市
移
管

と
あ
る
は
首
里
バ
ス
の

市
移
管
に
付
き
、
バ
ス
の
二
字
挿
入

終
盤
戦
の
形
勢
探
る
／
那
覇
市

議
選
挙
／
物
い
う
出
身
部
落

小
禄
／
旧
那
覇
首
里
か
ら
の

得
票
狙
う

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
10
・
13

那
覇
市
会
議
員
選
挙
は
投
票
ま
で
あ
と
四

日
、
い
よ
い
よ
終
盤
戦
に
突
入
し
た
。
全
般

に
形
勢
は
ま
だ
ま
だ
沈
黙
の
ま
ゝ
に
進
み
、

一
部
候
補
者
に
よ
つ
て
演
説
会
も
開
か
れ
た

が
、
聴
衆
は
至
つ
て
少
く
、
低
調
な
言
論
戦

と
な
り
、
大
勢
は
や
は
り
、
潜
行
の
ま
ゝ
最

後
の
追
込
に
か
ゝ
る
よ
う
で
あ
る
。
昨
年
の

市
議
選
挙
で
は
最
高
得
票
が
千
四
百
四
十

六
、
千
四
百
台
二
人
、
千
三
百
台
四
人
と
高

点
者
が
多
く
、
千
票
以
上
を
と
つ
た
も
の
は

全
部
で
十
四
人
、
三
十
人
の
当
選
者
の
う
ち

の
約
半
数
を
占
め
、
九
百
票
台
四
人
、
八
百

台
二
人
、
七
百
台
三
人
、
六
百
台
六
人
、
最

下
位
は
六
百
票
足
ら
ず
、と
な
つ
て
い
る
が
、

今
回
は
当
選
者
の
得
票
が
昨
年
ほ
ど
む
ら
が

な
い
だ
ろ
う
と
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
ゝ
、
有

権
者
数
が
約
四
千
五
百
人
も
増
え
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
ど
の
候
補
も
ま
ず
七
百
票
あ

れ
ば
当
選
圏
と
み
て
、
作
戦
を
た
て
ゝ
い
る

よ
う
で
あ
る
。
次
は
各
地
の
模
様
。

首
里
は
地
元
か
ら
八
名
立
候
補
し
て
い

る
。
儀
武
息
睦
、
大
山
盛
幸
、
久
高
友
敏
、

玉
那
覇
有
義
、上
間
長
和
氏
等
の
前
議
員
に
、

嘉
数
ツ
ル
、
城
間
雄
蔵
、
石
川
逢
禄
氏
等
で

あ
る
が
、
形
勢
は
い
ま
の
と
こ
ろ
前
議
員
が

有
利
の
よ
う
で
あ
る
。
首
里
の
特
徴
は
旧
那

覇
か
ら
ど
つ
と
候
補
者
が
な
だ
れ
こ
む
こ
と

だ
。
ま
ず
、
前
議
長
の
泉
正
重
氏
で
、
こ
こ

で
は
三
日
も
演
説
会
を
つ
ゞ
け
る
と
い
う
熱

の
入
れ
方
、
同
氏
は
も
と
も
と
首
里
の
出
身

で
、
相
当
の
得
票
を
期
待
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
前
議
員
の
面
々
で
、
長
嶺
将
真
氏
は

門
中
を
、
比
嘉
佑
直
氏
は
空
手
関
係
者
を
、

辺
野
喜
英
興
、
渡
口
麗
秀
氏
等
が
会
社
関
係

者
を
そ
れ
ぞ
れ
手
が
か
り
に
運
動
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。そ
の
他
森
田
孟
真
氏
が
門
中
、

渡
口
政
行
氏
が
会
社
関
係
。
高
良
一
、
仲
井

真
元
楷
氏
等
も
首
里
に
期
待
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

那
覇
で
は
依
然
混
線
。
こ
こ
で
所
謂
、
情

報
屋
も
多
く
、
運
動
員
も
多
種
多
様
。
候
補

者
の
手
も
と
に
集
め
ら
れ
る
情
報
は
水
増
し

が
多
い
よ
う
だ
。
那
覇
は
一
般
に
演
説
会
も

低
調
、
す
で
に
宣
伝
カ
ー
を
繰
り
出
し
て
マ

イ
ク
合
戦
も
始
ま
つ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は

や
は
り
、
潜
行
運
動
が
専
ら
だ
と
の
評
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
例
か
ら
も
得
票
に
か
け
て

は
、
演
説
会
組
よ
り
は
沈
黙
組
が
強
い
と
い

わ
れ
て
い
る
。

小
禄
で
は
や
は
り
出
身
部
落
が
も
の
を
い

う
よ
う
だ
。
全
体
と
し
て
み
て
も
昨
年
の
市

議
選
挙
の
場
合
は
、
旧
小
禄
村
の
投
票
者
は

五
千
九
百
票
で
あ
る
の
に
旧
小
禄
村
か
ら
の

六
人
の
立
候
補
者
の
得
票
総
数
は
六
千
六
百

だ
つ
た
そ
う
で
、
票
は
地
元
か
ら
は
殆
ど
逃

げ
ず
、
む
し
ろ
那
覇
あ
た
り
か
ら
相
当
と
り

入
れ
る
よ
う
だ
。
旧
小
禄
村
で
の
噂
を
ま
と

め
る
と
、
大
き
い
部
落
を
バ
ツ
ク
に
し
た
前

議
員
照
屋
正
徳
氏
と
新
人
の
上
原
光
雄
氏
、

赤
嶺
慎
英
氏
、
新
垣
善
太
郎
氏
等
は
ま
ず
ま

ず
当
確
と
い
う
声
が
高
く
、
小
禄
南
部
側
の

具
志
嘉
助
、
赤
嶺
三
郎
、
上
原
正
顕
氏
等
及

び
人
民
党
の
宮
城
清
三
郎
氏
は
楽
な
選
挙
で

な
い
よ
う
で
、
旧
小
禄
全
体
と
し
て
も
こ
の

四
名
が
ど
の
順
序
で
当
選
圏
に
入
つ
て
い
く

か
に
注
目
し
て
い
る
よ
う
だ
。

市
政
に
対
す
る
私
の
抱
負
／
那

覇
市
議
選
に
臨
む
決
意
(七)

琉
新
・
夕
　
１
９
５
５
・
10
・
13

一
、
立
候
補
を
決
意
し
た
理
由

二
、
当
選
し
た
ら
市
政
を
ど
う
改
革
す
る
か

三
、
都
計
に
対
す
る
抱
負
如
何

総
合
グ
ラ
ン
ド
の
実
現
へ玉
那
覇
　
有
義
　

一
、
先
に
二
市
一
村
合
併
後
、
初
の
選
挙
に

お
け
る
有
権
者
各
位
の
御
支
援
に
こ
た
へ
、

前
回
の
公
約
遂
行
の
責
任
を
痛
感
し
再
出
馬

を
決
意
し
た
。

二
、
余
り
に
も
重
大
な
れ
ば
当
選
の
暁
は
慎

重
に
研
究
し
市
予
算
面
と
も
照
し
合
せ
て
市

民
生
活
に
プ
ラ
ス
な
る
や
う
市
政
の
改
革
を
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図
り
た
い
。

即
ち
新
都
市
の
発
展
の
要
素
と
し
て
新
市
内

幹
線
道
路
の
整
備
拡
充
を
期
し
以
て
生
産
業

の
興
隆
を
図
り
例
へ
ば
小
中
、
工
業
の
振
興

発
展
を
促
進
さ
せ
、
泡
盛
の
増
生
産
、
漆
器

の
製
造
、
紅
型
織
物
、
製
帽
の
高
度
生
産
に

よ
つ
て
海
外
輸
出
を
旺
盛
な
ら
し
め
外
貨
の

獲
得
に
よ
つ
て
わ
れ
わ
れ
の
経
済
を
ゆ
た
か

に
し
、
子
弟
の
教
育
を
た
の
し
み
つ
つ
よ
り

文
化
的
な
生
活
を
営
む
や
う
努
力
す
る
。

三
、
故
石
川
博
士
の
都
計
に
賛
成
し
市
予
算

の
裏
付
と
相
俟
つ
て
そ
の
実
現
を
期
す
。

就
中
総
合
グ
ラ
ン
ド
の
設
置
に
対
し
て
は
一

段
の
努
力
を
惜
ま
ず
早
急
な
る
実
現
を
当
局

に
強
く
要
望
す
。

小
企
業
者
の
事
業
税
軽
減
與
那
　
誠
正
　

一
、
諸
先
輩
殊
に
中
堅
青
年
層
の
薦
に
よ
り

正
し
く
よ
り
良
い
市
政
の
改
革
に
努
力
せ
ん

と
す
る
為
。

二
、
私
利
、
私
慾
を
排
し
浅
学
の
身
に
努
力

の
二
字
を
加
へ
正
し
く
明
る
い
市
を
建
設
の

た
め
に
左
の
実
現
を
期
し
度
い
。

イ

子
供
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め

小
公
園
の
早
期
実
現
。

ロ

中
心
部
の
道
路
改
修
は
勿
論
乍
ら

住
宅
街
の
幹
道
改
修
の
早
期
実
現
。

ハ

国
際
都
市
と
し
て
の
構
成
を
備
へ
　

る
点
か
ら
と
し
て
も
ぜ
ひ
真
和
志
市
と
の

早
期
合
併
の
促
進
。

ニ

小
企
業
者
の
事
業
税
の
軽
減

三
、
市
当
局
案
を
基
礎
と
し
研
究
し
て
行
き

度
い
。
真
和
志
と
の
早
期
合
併
を辺
野
喜
　
英
興
　

一
、
前
回
選
挙
で
市
民
多
数
の
御
支
援
に
よ

り
当
選
し
た
が
、
都
市
計
画
や
市
営
住
宅
の

事
業
完
遂
な
か
ば
に
再
選
挙
に
な
つ
た
の
で

初
志
を
貫
徹
す
る
こ
と
が
御
支
援
の
皆
様
に

報
う
る
所
以
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
立
候
補

を
決
意
し
た
。

二
、
市
政
に
対
す
る
基
本
態
度
と
し
て
市
民

の
一
致
協
力
、
即
ち
い
た
ず
ら
に
す
る
対
敵

意
識
を
解
い
て
強
い
政
治
力
を
結
集
す
る
見

解
に
立
ち
、

○
商
工
各
企
業
を
繁
栄
せ
し
む
る
市
政
の
確

立
を
期
し
て
、
全
市
民
の
仕
事
に
多
く
の
突

破
口
を
開
い
て
就
職
を
た
や
す
く
す
る
方
向

に
推
進
し
た
い

○
市
街
の
復
興
は
一
般
市
民
の
税
金
に
よ
る

こ
と
な
く
企
業
の
繁
栄
に
よ
る
受
益
者
の
負

担
に
し
た
い

○
戦
後
十
年
衣
、
食
は
辛
う
じ
て
向
上
を
見

た
が
、
住
宅
問
題
未
解
決
の
現
実
に
立
脚
し

て
市
営
住
宅
を
早
急
に
建
設
す
る
、
し
か
も

こ
れ
が
費
用
は
税
外
収
入
と
起
債
に
依
存
せ

し
む
る

○
道
路
衛
生
問
題
な
ど
の
解
決
も
市
の
歳
入

増
加
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
市
政

の
赴
か
ん
と
す
る
処
、
商
工
各
企
業
の
繁
栄

に
重
点
を
置
き
、
速
か
に
処
理
し
た
い
。

三
、
都
市
計
画
は
百
年
の
大
計
を
理
想
と
す

る
の
で
は
あ
る
が
、
飽
く
ま
で
那
覇
市
の
立

地
条
件
を
考
慮
に
入
れ
て
商
工
業
の
繁
栄
を

基
本
と
す
る
方
針
を
採
用
し
た
い
、
行
政
区

域
の
合
併
も
財
政
問
題
の
健
全
化
に
留
意
を

怠
る
こ
と
な
く
速
か
に
真
和
志
市
と
の
合
併

を
促
進
し
た
い

責
任
持
つ
て
公
約
を
遂
行
大
山
　
盛
幸
　

”
時
の
ち
や
ら
さ
ら
み
大
都
市
も
造
て
な
す

事
や
あ
ま
多
手
取
い
進
ま
”

不
肖
大
山
の
こ
の
心
境
は
再
選
挙
に
な
つ
て

も
変
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

責
任
を
も
つ
て
公
約
を
遂
行
せ
ん
と
す
る
私

の
熱
情
と
、
先
輩
知
友
皆
様
の
薦
め
に
よ
つ

て
立
候
補
し
ま
し
た
。

二
、
前
期
初
議
会
に
於
け
る
常
任
委
員
選
任

の
際
、
文
教
厚
生
労
務
委
員
に
希
望
し
た
者

は
大
山
一
人
だ
つ
た
そ
う
で
す
が
、
今
回
も

当
選
し
た
ら
初
志
を
貫
徹
し
、
四
ケ
年
を
通

し
て
文
教
厚
生
労
務
委
任
会
の
一
メ
ン
バ
ー

と
な
り
、
教
育
文
芸
、
社
会
福
祉
、
労
務
、

保
健
衛
生
等
の
足
り
な
い
部
面
に
全
力
を
注

ぎ
市
民
の
福
利
を
増
進
し
た
い
。

三
、
１
、
琉
球
の
首
都
那
覇
市
が
国
際
都
市

と
し
て
恥
か
し
く
な
い
様
に
す
る
た
め
、
全

市
民
と
協
力
し
て
”
清
潔
で
美
し
く
、
明
る

い
”
町
に
し
た
い
。

２
、
全
琉
の
首
都
を
合
理
的
に
造
る
と
い
う

大
乗
的
見
地
か
ら
、
真
和
志
市
と
の
合
併
を

促
進
し
た
い
。

３
、
首
里
に
於
け
る
各
種
の
問
題
を
、
大
学

タ
ウ
ン
計
画
に
集
中
し
て
考
究
し
た
い
。

軍
用
地
問
題
の
解
決
促
進平
良
　
眞
次
郎
　

一
、
先
輩
友
人
並
び
に
神
里
原
通
会
の
お
推

め
を
戴
き
浅
学
ひ
才
を
顧
み
ず
世
論
を
基
調

に
市
政
の
諸
問
題
の
解
決
に
努
力
し
た
い
為

立
候
補
を
決
意
し
ま
し
た
。

二
、
軍
用
地
問
題
の
解
決
促
進

本
課
題
の
解
決
こ
そ
沖
縄
の
政
治
経
済
の
根

本
的
問
題
の
解
決
策
と
い
う
て
も
過
言
で
な

い
。
軍
用
地
連
合
会
と
提
携
し
今
迄
の
経
験

を
本
と
し
て
解
決
促
進
に
努
力
し
た
い
。

三
、
諸
税
の
適
正
賦
課

固
定
資
産
税
の
課
税
評
価
が
適
正
を
欠
ぐ
為

之
が
賦
課
を
公
平
な
ら
し
め
市
民
の
担
税
力

に
応
じ
課
税
す
る
や
う
努
力
す
る
。

四
、
開
放
地
の
移
動
を
促
進
す
る
と
共
に
市

民
の
受
益
を
均
衡
な
ら
し
め
る
都
市
計
画
を

推
進
す
る
。

真
和
志
市
と
の
提
携
並
び
に
合
併
の
促
進
を

計
る
。
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モ
グ
リ
戦
で
サ
ヤ
当
て
／
那
覇

市
議
選
必
死
の
追
込
み
へ

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
10
・
14

那
覇
市
議
再
選
挙
は
い
よ
い
よ
明
後
十
六
日

に
迫
つ
た
。
市
議
立
候
補
届
出
は
十
三
日
午

後
十
二
時
で
締
切
ら
れ
結
局
三
十
議
席
を
狙

つ
て
四
十
七
名
が
必
死
の
追
込
戦
に
入
つ

た
。
有
権
者
数
五
万
八
千
三
百
三
名
の
う
ち
那
覇

三
万
八
千
六
百
七
十
名
、
首
里
一
万
二
千
六

百
三
十
二
名
、
小
禄
七
千
一
人
と
な
つ
て
い

る
が
、
こ
れ
を
立
候
補
者
を
地
区
別
に
わ
け

て
み
る
と
那
覇
三
十
一
人
、
首
里
八
人
、
小

禄
八
人
と
な
つ
て
お
り
、
有
権
者
と
立
候
補

者
の
割
合
を
み
る
と
那
覇
は
立
候
補
一
人
に

有
権
者
千
二
百
四
十
七
人
、
首
里
は
千
五
百

七
十
九
人
、
小
禄
は
八
百
七
十
八
人
で
、
那

覇
市
全
体
の
選
挙
区
を
み
た
場
合
、
当
選
圏

は
六
百
五
十
か
ら
七
百
程
度
と
み
ら
れ
て
い

る
。
旧
那
覇
、
小
禄
地
区
の
候
補
者
は
首
里
地
区

に
対
す
る
進
出
は
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ

り
、
首
里
側
で
は
有
権
者
の
五
割
が
那
覇
、

小
禄
側
の
候
補
に
も
つ
て
い
か
れ
る
と
み
て

お
り
、
首
里
側
候
補
を
タ
ジ
タ
ジ
に
さ
せ
て

い
る
よ
う
だ
。
ま
た
旧
那
覇
は
強
力
の
地
盤

を
も
つ
候
補
以
外
は
散
票
な
の
で
全
く
の
乱

戦
を
き
わ
め
、
依
然
と
し
て
言
論
戦
は
低
調

で
モ
グ
リ
戦
に
主
力
を
お
い
て
い
る
の
が
多

い
よ
う
だ
。

小
禄
側
は
固
定
資
産
税
問
題
で
特
に
地
域
意

識
が
つ
よ
い
よ
う
で
小
禄
地
区
内
の
票
数
を

那
覇
、
首
里
に
に
が
す
ま
い
と
ガ
ツ
チ
リ
組

ん
で
い
る
よ
う
だ
が
、
有
権
者
が
立
候
補
者

数
に
く
ら
べ
て
少
い
の
で
八
名
の
う
ち
、
千

票
以
上
が
多
数
で
れ
ば
当
選
者
は
昨
年
よ
り

少
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
見
方
も
あ

る
。
全
般
的
に
み
て
言
論
戦
は
依
然
低
調
で

あ
る
か
わ
り
に
モ
グ
リ
戦
が
選
挙
当
日
ま
で

激
烈
を
加
え
る
も
の
と
み
ら
れ
、
こ
の
モ
グ

リ
戦
が
市
議
選
の
特
色
で
あ
る
よ
う
だ
。

市
政
に
対
す
る
私
の
抱
負
／
那

覇
市
議
選
に
臨
む
決
意
(八)

琉
新
・
夕
　
１
９
５
５
・
10
・
14

石
川
構
想
に
基
く
都
計
を
久
高
　
友
敏
　

一
、
私
は
合
併
当
時
の
首
里
市
議
員
と
し
て

即
時
合
併
論
者
の
第
一
人
で
も
あ
り
ま
し
た

今
や
既
に
合
併
一
周
年
を
迎
え
た
今
日
合
併

に
対
す
る
兎
角
の
風
評
を
聞
く
と
い
う
事
は

合
併
論
を
推
進
致
し
た
者
と
し
て
誠
に
責
任

を
感
じ
明
る
い
那
覇
市
建
設
に
蒔
い
た
種
子

の
健
全
な
る
発
展
に
努
力
す
る
事
は
市
民
に

対
す
る
義
務
と
思
い
立
候
補
を
決
意
し
ま
し

た
。
二
、
那
覇
市
真
和
志
市
の
合
併
促
進
に
最
善

の
努
力
を
尽
し
故
石
川
博
士
の
構
想
に
基
く

都
市
計
画
に
邁
進
し
た
い
。

２
、
首
都
と
し
て
の
那
覇
市
の
政
治
、
商
工

地
域
の
発
展
に
努
力
す
る
と
共
に
文
化
教
育

住
宅
地
域
と
し
て
の
首
里
農
産
業
地
域
と
し

て
の
首
里
小
禄
各
々
の
持
つ
特
異
性
を
充
二

分
に
発
揮
せ
し
め
る
た
め
に
は
産
業
政
策
を

強
力
に
市
政
に
反
映
せ
し
め
予
算
の
強
化
を

図
り
た
い
。

３
、
固
定
資
産
税
の
適
正
な
課
税
に
極
力
努

力
す
る
。

４
、
問
題
本
位
に
絶
え
ず
市
民
の
世
論
を
尊

重
し
議
会
に
反
映
せ
し
め
る
。

三
、
１

石
川
構
想
の
実
現
に
努
力
す
る
。

な
れ
あ
い
の
議
会
を
排
撃

中
村
　
栄
　

一
、
法
規
を
無
視
し
、
住
民
の
正
し
い
権
利

の
行
使
を
軽
視
し
た
市
当
局
の
こ
れ
ま
で
官

僚
独
善
的
な
市
政
は
も
は
や
許
さ
る
べ
き
で

な
い
。
と
く
に
公
正
な
民
裁
判
の
結
果
選
挙

や
り
な
お
し
と
決
ま
る
や
市
長
を
始
め
当
間

私
党
的
な
れ
あ
い
議
会
は
軍
に
再
審
願
い
を

出
し
て
居
座
り
を
か
く
さ
く
し
て
軍
の
お
情

を
請
う
こ
と
は
明
ら
か
に
自
ら
自
主
性
を
ほ

う
き
し
、
民
主
政
治
を
ふ
み
に
じ
る
行
為
当

間
な
れ
あ
い
政
治
の
腐
敗
の
姿
で
あ
る
。
こ

れ
以
上
当
間
市
政
を
無
条
件
で
認
め
る
な
ら

ば
市
民
の
た
め
の
明
る
い
市
政
は
望
め
な

い
。
私
は
か
ゝ
る
市
長
と
な
れ
あ
い
議
会
を

排
し
、
執
行
機
関
と
議
決
機
関
そ
れ
ぞ
れ
の

権
限
を
明
確
し
、
市
民
の
生
の
声
が
議
会
に

直
結
し
明
る
い
民
主
的
市
政
の
た
め
斗
う
決

意
で
社
大
党
の
推
薦
に
よ
り
立
候
補
致
し
ま

し
た
。

二
、
１
、
那
覇
、
真
和
志
、
の
対
等
合
併

２
、
市
役
所
の
民
主
化
、
特
に
官
僚
的
封

建
性
の
打
破

３
、
選
挙
に
よ
る
区
長
制
度
の
実
施

４
、
固
定
資
産
税
の
適
正
軽
減
、
条
例
の

改
正
と
評
価
の
引
下
げ

５
、
失
業
対
策
、
労
働
対
策
の
強
化

６
、
道
路
、
上
下
水
道
の
整
備

三
、
旧
市
内
偏
重
主
義
を
排
し
て
現
実
に
即

し
た
都
計
を
推
進
す
る
現
在
の
財
政
規
模

不
相
応
な
事
業
は
行
詰
つ
て
い
る
こ
れ
を

打
開
す
る
た
め
に
は
再
検
討
し
、
事
業
を

縮
小
し
て
、
道
路
、
上
下
水
道
衛
生
施
設

に
重
点
を
お
き
度
い
。

市
民
の
立
場
を
強
く
主
張眞
栄
田
　
義
晃

一
、
沖
縄
人
民
党
那
覇
市
委
員
会
の
決
定
に

よ
つ
て
立
候
補
し
ま
し
た
。

従
来
の
那
覇
市
会
は
独
善
的
な
当
間
市
長
の

取
巻
き
に
な
り
下
り
、
税
金
、
失
業
、
割
当

土
地
の
問
題
な
ど
で
苦
し
み
抜
い
て
い
る
市

民
生
活
に
無
関
心
で
あ
る
。

市
会
の
第
一
の
任
務
は
市
民
生
活
を
占
領
統

治
の
重
圧
か
ら
守
る
た
め
、
市
会
の
権
限
内

で
処
理
で
き
る
問
題
は
勿
論
、
市
会
だ
け
で
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は
処
理
で
き
な
い
こ
と
で
も
市
民
の
生
活
を

守
る
立
場
か
ら
、
市
民
の
先
頭
に
立
つ
て
政

府
や
軍
に
も
ぶ
つ
つ
か
つ
て
ゆ
く
こ
と
だ
と

考
え
る
。
新
し
い
市
会
で
は
市
民
の
立
場
を

強
く
主
張
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
市
会
を
民

主
化
し
、
天
下
り
的
な
当
間
市
政
を
あ
ら
た

め
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

二
、
一
と
関
れ
ん
す
る
が
市
政
を
民
主
化
す

る
原
動
力
は
何
と
言
つ
て
も
市
民
自
身
の
結

束
で
あ
る
。

市
会
へ
ど
し
ど
し
市
民
が
要
求
を
も
ち
込

み
、
そ
れ
を
正
し
く
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
よ

つ
て
市
会
全
体
の
協
力
を
得
て
、
現
在
の
都

計
を
根
本
的
に
あ
ら
た
め
、
失
業
対
策
を
強

化
し
、
税
金
そ
の
他
の
市
民
負
担
の
軽
減
を

も
は
か
り
割
当
土
地
を
は
じ
め
借
地
問
題
を

解
決
す
る
の
に
努
力
し
た
い
。

三
、
都
計
そ
の
も
の
は
市
を
健
康
的
な
住
み

よ
い
も
の
に
す
る
た
め
必
要
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
あ
く
ま
で
市
民
生
活
を
脅
か
さ
な
い
こ

と
を
前
提
と
す
る
。

元
来
那
覇
市
の
堅
実
な
発
展
の
基
礎
は
全
島

的
な
生
産
の
向
上
に
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ

る
。
占
領
統
治
に
よ
つ
て
全
島
の
生
産
が
枯

れ
、
あ
や
ふ
や
な
基
地
経
済
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
現
在
、
八
年
、
二
十
四
億
の
金
を
か

け
、
そ
れ
も
復
金
か
ら
金
を
借
り
、
事
業
収

入
を
返
債
に
向
け
る
と
い
う
借
金
都
計
に
は

反
対
で
あ
る
。

先
ず
市
民
生
活
の
向
上
を
島
袋
　
嘉
順
　

一
、
沖
縄
人
民
党
那
覇
市
委
員
会
の
決
定
に

よ
つ
て
、
立
候
補
し
ま
し
た
。

過
去
一
ケ
年
の
あ
い
だ
、
那
覇
市
会
は
、

ア
メ
リ
カ
の
占
領
統
治
に
心
か
ら
協
力
し
て

い
る
当
間
市
長
の
市
政
を
、
ほ
と
ん
ど
無
条

件
で
み
と
め
て
、
翼
賛
議
会
を
つ
く
つ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

し
だ
い
に
悪
く
な
る
市
民
生
活
の
現
実
に

目
を
と
じ
て
、
そ
の
上
お
も
い
税
金
を
か
け

る
那
覇
市
政
に
、
市
民
は
強
く
反
対
し
て
お

り
ま
す
。
新
し
い
市
会
に
は
、
ぜ
ひ
人
民
党

か
ら
も
議
員
を
出
し
て
、
市
民
の
立
場
を
主

張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
二
、
十
年
に
わ
た
る
占
領
統
治
の
た
め
、
那

覇
市
民
は
勿
論
、
沖
縄
中
の
ひ
と
び
と
の
全

生
活
が
非
常
に
悪
く
な
り
大
き
な
困
難
に
ぶ

つ
か
つ
て
い
る
。

市
長
が
、
こ
の
困
難
に
身
を
な
げ
こ
ん
で

は
じ
め
て
、
市
会
の
協
力
と
、
十
一
万
市
民

の
支
持
で
、
市
民
の
生
活
と
権
利
が
守
れ
る

と
信
じ
ま
す
。

市
民
生
活
を
よ
く
す
る
に
は
、
大
き
な
努

力
が
い
り
ま
す
が
、
市
政
の
改
革
は
、
ま
ず

第
一
に
そ
こ
に
目
を
む
け
て
ゆ
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

三
、
都
市
計
画
に
は
、
都
市
の
生
産
と
市
民

の
経
済
力
を
た
か
め
、
市
民
生
活
を
よ
り
健

康
的
で
住
み
よ
い
も
の
に
す
る
た
め
必
要
で

あ
り
、
日
本
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
事
業
そ
の

も
の
は
、
当
然
国
の
負
担
で
行
わ
れ
る
べ
き

と
考
え
ま
す
。

市
の
都
計
事
業
は
、
八
年
、
二
十
四
億
円

も
か
か
る
そ
う
で
す
が
、
現
在
の
よ
う
に
、

復
金
か
ら
借
金
し
、
市
財
産
を
う
り
、
事
業

収
入
を
返
債
に
向
け
る
よ
う
な
借
金
都
計
に

は
反
対
し
ま
す
。

こ
れ
で
は
、
市
民
や
、
市
の
経
済
は
つ
ぶ

れ
て
、
那
覇
に
市
民
の
住
め
な
い
街
が
出
来

る
よ
う
な
も
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
琉
球
政
府
が
事
業
費
を
負
担

す
る
す
じ
あ
い
で
も
な
く
、
都
計
と
事
業
資

金
に
つ
い
て
、
市
会
も
市
も
充
分
考
え
る
べ

き
だ
。
市
政
の
方
向
改
め
さ
せ
る宮
城
　
淸
三
郞
　

一
、
二
、
小
禄
村
民
の
世
論
を
無
視
し
て
吸

収
合
併
を
強
行
し
た
当
間
構
想
や
そ
の
取
ま

き
連
中
は
、
違
法
選
挙
で
あ
り
な
が
ら
、
那

覇
市
会
を
一
カ
年
も
運
営
し
て
き
て
い
る
。

小
禄
区
域
は
軍
事
基
地
の
中
で
、
軍
作
業

や
土
地
問
題
な
ど
、
市
民
の
苦
痛
は
広
範
な

も
の
で
、
さ
ら
に
固
定
資
産
税
の
問
題
も
く

わ
わ
つ
て
、
市
民
の
生
活
に
眼
を
む
け
な
い

当
間
市
政
に
対
す
る
不
信
は
深
ま
つ
て
い

る
。

こ
う
い
う
市
政
の
方
向
を
あ
ら
た
め
さ

せ
、
市
民
の
生
活
と
、
権
利
と
、
福
利
を
主

張
し
、
市
民
の
生
活
を
基
盤
と
す
る
政
治
の

立
場
で
議
会
に
の
ぞ
み
、明
る
い
健
康
的
な
、

衛
生
的
な
、
都
市
建
設
を
押
し
す
す
め
る
た

め
、
人
民
党
小
禄
委
員
会
の
す
い
せ
ん
に
よ

り
、
立
候
補
し
ま
し
た
。

三
、
１
、
軍
事
基
地
と
深
い
つ
な
が
り
を
も

つ
都
計
で
は
な
く
あ
く
ま
で
も
市
民
の
福
利

を
最
大
目
標
に
し
た
都
計
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
２
、
消
費
都
市
と
し
て
で
は
な
く
、
生
産

都
市
と
し
て
の
性
格
を
も
た
ね
ば
な
ら
な

い
。３
、
小
禄
区
域
で
は
、
軍
事
基
地
の
中
に

か
こ
ま
れ
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
終
戦
後
か

ら
の
割
当
土
地
に
住
ん
で
い
る
人
々
の
問

題
、
農
道
、
車
道
の
完
備
、
土
地
取
上
げ
の

問
題
、
未
使
用
地

軍
使
用
地
内
の

の
解

放
の
問
題
等
々
が
あ
り
、
こ
う
い
う
重
大
な

関
係
を
無
視
し
た
都
計
で
あ
つ
て
は
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
。

｜
社
　
説
｜

市
民
の
自
覚
に
期
待
す
る

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
10
・
15

那
覇
市
議
選
挙
は
い
よ
い
よ
明
日
行
わ
れ

る
。四
十
七
名
の
候
補
者
は
き
よ
う
一
日
を
、

最
後
の
秘
術
を
つ
く
し
て
有
権
者
を
自
分
に
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ひ
き
つ
け
る
作
戦
に
血
眼
に
な
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。

今
回
の
や
り
直
し
選
挙
は
総
体
に
低
調
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
演
説
会
な
ど
も
少

な
い
し
、
開
い
て
も
聴
衆
は
あ
ま
り
寄
つ
て

来
な
い
と
い
う
し
、
候
補
者
の
中
に
は
演
説

会
な
ど
全
然
や
ら
な
い
の
も
い
る
と
い
う
か

ら
気
勢
が
あ
が
ら
な
い
感
を
与
え
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
街
頭
に
ベ
タ
ベ
タ
貼
り
出
さ
れ

て
い
る
ポ
ス
タ
ー
の
非
美
術
的
な
こ
と
は
別

に
し
て
も
、
書
か
れ
て
い
る
候
補
者
の
名
前

の
奇
怪
さ
は
ど
う
だ
。

カ
タ
カ
ナ
で
な
け
れ
ば
効
目

き
き
め

が

な
い
と
い
う
有
権
者
軽
侮

軽
侮
さ
れ
て

も
致
方
な
い
の
が
い
る
か
ら
で
は
あ
ろ
う

が

も
考
え
て
み
る
と
笑
つ
て
は
す
ま
さ
れ

な
い
も
の
が
あ
る
が
、

投
票
の
場
合
、
有

権
者
が
書
き
や
す
い
か
ら
と
い
う
て
、
各
候

補
者
は
思
い
思
い
に
珍
妙
な
名
前

正
常
に

は
使
わ
な
い
は
ず
で
あ
る

を
並
べ
て
い
る
。

恰
か
も
”
名
前
の
動
物
園
”
と
で
も
い
い
た

い
程
変
チ
ク
リ
ン
で
あ
る
。
こ
れ
が
真
面
目

で
あ
る
べ
き
選
挙
に
お
い
て
、
い
か
に
も
日

常
茶
飯
事
の
如
く
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に

誰
れ
も
不
思
議
と
し
な
い
。

こ
れ
を
眺
め
る
時
、
目
的
さ
え
よ
け
れ
ば
ど

ん
な
手
段
を
と
つ
て
も
か
ま
わ
な
い
と
い
つ

た
気
風
が
、
こ
の
選
挙
に
も
脈
う
つ
て
流
れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

選
挙
の
あ
る
た
び
毎
に
選
挙
の
粛
正
と
い
つ

た
よ
う
な
言
葉
を
聞
く
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

に
対
し
有
権
者
か
ら
、
俺
達
を
馬
鹿
に
す
る

も
の
だ
と
い
う
反
発
が
出
て
来
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、一
向
そ
れ
が
な
い
。

結
局
、
選
挙
と
は
誰
れ
の
も
の
で
あ
る
か
、

は
つ
き
り
わ
か
ら
な
い
ま
ゝ
に
”
投
票
さ
せ

る
”
こ
と
に
し
か
な
ら
な
い
。

こ
れ
で
民
主
主
義
が
ど
う
の
、
こ
う
の
と
は

と
て
も
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
、
｜
と
い

う
の
が
、
過
去
に
お
け
る
選
挙
を
通
じ
て
知

ら
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
那
覇
市
は
琉
球

の
首
都
を
も
つ
て
任
じ
て
い
る
位
で
あ
る
か

ら
、
市
民
が
自
分
達
に
代
つ
て
市
政
の
運
営

に
当
つ
て
く
れ
る
議
員
を
選
ぶ
の
に
、
無
関

心
で
あ
る
は
ず
は
な
い
。
お
そ
ら
く
市
民
の

誰
れ
も
、
か
れ
も
が
、
こ
の
選
挙
に
深
甚
な

る
関
心
を
も
ち
、
独
自
の
判
断
を
も
つ
て
適

当
と
思
う
人
物
を
選
ぶ
に
違
い
な
い
。

演
説
会
が
盛
で
な
い
か
ら
、
選
挙
は
低
調
で

あ
る
と
は
一
概
に
い
え
な
い
。
市
民
は
吹
く

笛
に
躍
る
か
わ
り
に
、
正
し
く
も
の
ご
と
を

考
え
て
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
と
観

た
い
。
そ
れ
が
選
挙
に
現
わ
れ
て
く
る
も
の

と
期
待
し
た
い
の
で
あ
る
。

泊
埋
立
地
の
那
覇
市
編
入
／
行

法
委
…
議
決
を
決
定

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
10
・
15

▽
行
法
委

委
員
長
・
知
念
議
員

は
十
四

日
、
あ
さ
十
一
時
開
会
、

所
属
未
定
地
を

那
覇
市
の
区
域
に
編
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て

の
議
決
要
請

に
つ
い
て
審
議
、
那
覇
市
幸

喜
総
務
部
長
等
を
参
考
人
と
し
て
招
き
意
見

を
聴
取
し
た
。こ
の
所
属
未
定
地
は
泊
港
南
、

北
岸
の
埋
立
地
六
万
六
千
五
百
坪
だ
が
特
に

真
和
志
市
寄
り
の
北
岸
の
埋
立
地
の
編
入
に

つ
い
て
同
委
で
は
真
和
志
市
側
と
の
紛
争
は

な
い
か
、
ど
う
か
を
念
を
お
し
た
が
幸
喜
総

務
部
長
は

真
和
志
市
側
と
の
争
い
は
全
然

な
い

と
答
え
、
正
午
か
ら
真
和
志
市
護
得

久
助
役
等
も
立
会
い
の
下
に
境
界
線
に
関
す

る
実
地
検
証
を
行
い
、
行
政
主
席
の
要
請
通

り
議
決
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

▽
経
工
委

委
員
長
・
兼
次
委
員

は
十
四

日
あ
さ
十
時
開
会
、

移
住
地
開
発
法
案

に
つ
い
て
検
討
、
経
済
局
宮
城
開
拓
課
長
の

意
見
を
求
め
、
一
応
の
逐
条
的
な
審
議
を
終

つ
た
。

▽
内
政
委

委
員
長
・
平
良
幸
市
議
員

は

十
四
日
あ
さ
十
時
開
会

市
町
村
税
法
の
一

部
改
正
案

に
つ
い
て
再
検
討
し
た
。

市
政
に
対
す
る
私
の
抱
負
／
那

覇
市
議
選
に
臨
む
決
意
(九)

琉
新
・
夕
　
１
９
５
５
・
10
・
15

一
、
立
候
補
を
決
意
し
た
理
由

二
、
当
選
し
た
ら
市
政
を
ど
う
改
革
す
る
か

三
、
都
計
に
対
す
る
抱
負
如
何

教
育
振
興
に
努
力
し
た
い
石
川
　
逢
祿
　

一
、
わ
れ
わ
れ
は
生
活
が
一
歩
一
歩
向
上
す

る
こ
と
を
望
み
そ
の
努
力
を
し
て
い
る
は
ず

で
あ
る
が
、
現
実
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
は
あ

ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
猛
省
の
必
要
が
あ
る
。

あ
る
べ
き
姿
の
要
求
か
ら

明
る
い
政
治
は

明
る
い
選
挙
か
ら

を
モ
ツ
ト
ー
に
市
民
の

良
識
と
御
理
解
を
期
待
し
今
一
度
愚
見
を
世

に
問
う
て
み
た
い
。
都
市
合
併
の
責
任
者
の

一
人
で
あ
つ
た
都
合
か
ら
も
合
併
に
意
義
あ

ら
し
め
る
た
め
の
市
政
へ
の
参
与
で
あ
る
。

二
、

イ

現
行
の
法
規
上
教
育
と
市
政
が

不
離
の
関
係
に
あ
る
以
上
教
育
上
の
諸
問
題

を
と
り
上
げ
や
や
も
す
れ
ば
閑
却
さ
れ
る
教

育
の
振
興
に
尽
力
し
た
い
。

ロ

諸
税
の
賦
課
の
適
正
、
例
市
民
税
に

お
い
て
数
字
そ
の
ま
ま
を
押
え
ら
れ
が
ち
な

俸
給
生
活
者
及
び
他
の
勤
労
所
得
者
の
控

除
、
問
題
の
固
定
資
産
税
の
実
態
に
即
す
る

査
定
。

ハ

施
政
方
針
に
あ
る
生
産
地
区
の
育
成

地
域
の
特
性
を
生
か
し
小
禄
、
首
里
地
区
の
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大
都
市
と
し
て
の
任
を
果
す
三
大
都
市
建
設

の
大
き
な
構
想
を
想
起
し
一
部
に
偏
す
る
都

計
実
施
に
な
ら
ぬ
よ
う
留
意
し
、
大
き
す
ぎ

る
程
の
夢
を
持
つ
て
の
ぞ
み
た
い
。
真
和
志

と
の
合
併
は
、
吸
収
か
対
等
か
、
そ
ん
な
こ

と
ば
は
さ
ら
り
と
す
て
ゝ
両
方
が
、
言
い
分

を
切
り
つ
め
て
ア
ユ
ミ
ヨ
ル
以
外
に
な
い
と

考
え
る
。

市
民
の
納
得
い
く
課
税
を

高
良
　
一
　

一
、
私
は
健
全
財
政
の
確
立
、
明
る
い
市
政

の
刷
新
強
化
の
た
め
、
微
力
を
捧
げ
て
参
り

ま
し
た
が
、
事
半
ば
に
し
て
選
挙
無
効
と
な

り
、
今
回
の
再
選
挙
を
迎
え
ま
し
た
。
在
任

一
年
足
ら
ず
の
政
治
活
動
で
は
そ
れ
こ
そ
中

途
半
ぱ
の
仕
事
に
し
か
な
ら
ず
、
こ
れ
で
は

ご
支
持
を
戴
い
た
有
権
者
の
皆
様
へ
お
応
え

す
る
道
に
あ
ら
ず
と
思
い
、
再
び
市
政
に
参

画
の
う
え
、
十
分
の
仕
事
を
や
り
と
げ
た
い

と
の
決
意
で
立
候
補
し
ま
し
た
。

二
、
首
都
建
設
法
の
早
急
実
現
を
は
か
り
た

い
。
真
和
志
市
と
の
早
期
合
併
と
市
民
の
納

得
の
い
く
課
税

特
に
現
在
問
題
と
な
つ
て

い
る
固
定
資
産
税
の
適
正
賦
課

市
財
政
の

建
直
し
、
衣
食
住
充
足
に
よ
る
市
民
生
活
の

安
定
化
、
商
工
業
の
振
興
と
生
産
都
市
と
し

て
の
飛
躍
的
発
展
、
国
際
都
市
へ
の
面
目
一

新
、
教
育
の
機
会
均
等
に
よ
る
市
民
文
化
の

向
上
な
ど
市
政
改
革
の
問
題
は
山
積
し
て
い

る
が
、
政
策
の
全
看
板
を
並
べ
て
も
財
政
的

裏
付
け
が
な
け
れ
ば
空
手
形
に
終
る
の
で
、

こ
れ
を
達
成
さ
せ
る
た
め
に
は
米
国
、
琉
球

政
府
や
日
本
政
府

戦
災
復
興
地
と
し
て
広

島
、
長
崎
同
様

へ
大
幅
な
財
政
的
援
助
を

得
る
こ
と
が
那
覇
市
の
復
興
を
は
や
め
る
方

法
で
あ
り
ま
す
。

三
、
都
計
は
旧
那
覇
市
中
心
主
義
で
な
し
に

首
里
、
小
禄
、
真
和
志
を
含
め
た
総
合
的
な

観
点
に
た
つ
て
画
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
住
宅
地
域
、
田
園
地
域
、
教
育
地
域
な

ど
の
近
代
都
市
形
態
を
整
え
る
の
は
勿
論
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
公
園
、
遊
園
地
な
ど

文
化
、
観
光
的
施
設
も
充
実
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
現
市
街
地
の
整
備
に
も
意

を
用
い
つ
ゝ
、
明
日
の
大
那
覇
市
建
設
の
実

現
に
努
力
い
た
す
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

世
論
基
調
に
公
共
福
利
を
村
田
　
憲
英
　

一

私
が
立
候
補
を
決
意
し
た
の
は
従
来

の
市
政
に
何
か
し
ら
あ
き
た
ら
ぬ
も
の
が
あ

り
、
不
安
に
か
ら
れ
る
場
合
が
往
々
で
あ
つ

た
。
そ
れ
が
今
回
の
再
選
に
当
り
先
輩
各
位

並
び
に
知
友
の
お
薦
も
あ
つ
て
出
馬
し
た
の

で
す
が
、
当
選
の
暁
は
先
ず
も
つ
て
市
民
の

声
を
市
会
に
十
分
反
映
せ
し
め
、
市
民
の
た

め
の
現
実
に
則
し
た
諸
問
題
か
ら
解
決
し
て

速
や
か
に
市
民
の
生
活
安
定
を
図
り
大
那
覇

市
の
建
設
に
尽
力
し
た
い
。

二

市
政
の
改
革
は
第
一
に
市
民
の
生
活

の
実
体
を
把
握
し
一
部
の
者
の
利
益
に
動
さ

れ
る
こ
と
な
く
公
共
の
福
利
を
モ
ツ
ト
ー
と

し
、
世
論
を
基
調
と
し
て
、
政
策
の
実
現
を

期
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

イ

市
民
負
担
金
の
軽
減

税
外
収
入
の
ね
ん
出
、
行
政
費
の
節
減
、

都
計
費
の
政
府
補
助
負
担

ロ

住
宅
難
の
調
査

旧
那
覇
市
へ
の
進
出
、
市
営
住
宅
の
施

設ハ

中
小
企
業
者
の
育
成
保
護

ニ

真
和
志
市
の
合
併
促
進

ホ

固
定
資
産
税
の
適
正
な
る
賦
課

三

都
市
計
画
は
那
覇
市
の
末
端
に
も
明

る
い
希
望
を
も
て
る
よ
う
な
総
合
的
計
画
に

立
脚
し
特
に
教
育
文
化
の
施
設
を
強
化
す
る

な
ど
石
川
構
想
を
適
切
に
実
現
し
た
い
。

現
実
に
即
し
世
論
反
映
を
崎
山
　
喜
逹
　

一
、
前
回
の
選
挙
に
際
し
、
有
権
者
各
位
の

絶
大
な
る
御
支
援
に
よ
り
当
選
を
致
し
、
明

朗
な
る
都
市
建
設
に
一
意
専
心
市
民
の
皆
様

の
御
期
待
に
副
ふ
可
く
努
力
致
し
て
き
ま
し

た
が
、
議
会
活
動
僅
か
十
一
カ
月
に
し
て
再

選
挙
に
な
り
ま
し
た
事
は
、
市
民
の
皆
様
に

対
し
誠
に
申
訳
な
い
と
存
じ
ま
す
。

前
議
会
に
お
い
て
は
、
重
要
な
幾
多
の
諸
問

題
が
山
積
さ
れ
て
い
る
現
況
で
あ
り
ま
す
。

是
等
の
問
題
を
解
決
す
る
為
に
、
不
肖
を
顧

み
ず
再
び
立
候
補
を
決
意
致
し
ま
し
た
次
第

で
あ
り
ま
す
。
幸
い
に
し
て
市
民
の
皆
様
の

御
支
持
に
依
り
当
選
の
暁
は
、
左
記
政
策
の

実
現
を
期
し
市
民
の
皆
様
の
福
利
増
進
を
図

り
た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

二
、
１
、
税
外
収
入
に
よ
る
市
営
事
業
の
振

興
を
図
り
市
民
負
担
の
軽
減
に
努
力
す
る
。

２
、
固
定
資
産
税
の
公
平
な
る
調
整

３
、
都
市
衛
生
設
備
の
完
璧
を
図
る

４
、
中
小
商
工
業
者
の
保
護
育
成

５
、
入
学
前
児
童
の
教
育
施
設
の
拡
充

６
、
真
和
志
市
と
の
合
併
問
題
を
促
進
し

総
合
的
都
市
計
画
を
推
進
し
た
い
。

三
、
現
実
に
即
応
し
た
都
市
計
画
の
促
進
に

努
力
し
た
い
、
旧
市
内
の
区
画
整
理
を
早
急

に
実
現
す
る
よ
う
全
力
を
尽
す
。

私
は
こ
ん
な
人
を
選
ぶ
／
あ
す

那
覇
市
議
選
挙

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
５
・
10
・
15

那
覇
市
会
議
員
選
挙
は
い
よ
い
よ
あ
す
十
六

日
行
わ
れ
る
。
沈
黙
、
モ
グ
ラ
の
運
動
も
最

後
の
追
込
み
と
あ
つ
て
、
急
に
賑
や
か
に
な

つ
た
。街
頭
に
繰
り
出
さ
れ
た
宣
伝
カ
ー
は
、

大
通
り
と
い
わ
ず
、
横
町
と
い
わ
ず
、
街
の

裏
々
ま
で
ふ
み
わ
け
て

お
ね
が
ア
ー
い
し

ま
ア
ー
す

の
連
呼
合
戦
。
な
か
に
は
、
バ

ス
大
の
宣
伝
車
を
繰
り
出
し
て
人
目
を
ひ
く

四
三
六

一
九
五
五
年

昭
和
三
十
年

十
月



な
ど
、
あ
の
手
、
こ
の
手
の
秘
策
を
つ
く
し
、

最
後
の
あ
が
き
を
み
せ
て
い
る
。
約
二
十
日

間
に
わ
た
る
モ
グ
ラ
運
動
も
き
よ
う
で
終

り
、
五
万
八
千
三
百
三
人
の
有
権
者
が
審
判

を
下
す
日
が
や
つ
て
き
た
。
選
び
出
さ
れ
る

の
は
三
十
名
、
候
補
者
は
四
十
七
名
。
有
権

者
は
ど
ん
な
候
補
者
に
一
票
を
投
ず
る
だ
ろ

う
か
。
次
は
各
層
に
き
い
た

私
は
こ
ん
な

人
を
選
ぶ

の
意
見
。

裏
通
り
の
繁
栄
も
／
見
極
め
た
い
空
念

仏
の
政
策

保
坂
好
太
朗
氏
（
沖
縄
港
湾
荷
役
労
働
組

合
委
員
長
）
＝
公
約
を
実
行
し
得
る
人
。
例

え
ば
、
従
来
、
立
候
補
の
際
に
は
い
ろ
い
ろ

い
ゝ
意
見
や
政
策
を
あ
げ
て
お
き
な
が
ら
、

当
選
し
て
し
ま
つ
た
ら
ケ
ロ
リ
と
忘
れ
て
し

ま
う
、
と
い
う
の
が
多
か
つ
た
。
政
策
も
公

約
も
単
な
る
選
挙
目
あ
て
の
看
板
と
い
う
印

象
を
与
え
る
の
が
多
か
つ
た
。
今
度
の
場
合

も
、
市
議
の
権
能
を
超
え
た
大
き
な
こ
と
を

ヌ
ケ
ヌ
ケ
公
約
に
掲
げ
た
の
が
な
い
で
も
な

い
。
そ
ん
な
の
は
机
上
の
空
論
に
等
し
い
。

多
く
の
市
民
は
カ
ラ
念
仏
に
等
し
い
公
約
を

す
ぐ
見
わ
け
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。
や

は
り
、
実
行
可
能
な
意
見
を
か
ゝ
げ
、
そ
れ

を
実
践
す
る
人
を
選
び
た
い
。
ボ
ス
的
な
所

謂
、
顔
役
は
選
び
た
く
な
い
も
の
だ
。

竹
野
光
子
さ
ん
（
婦
連
会
長
）
＝
私
利
私

欲
が
な
く
高
潔
な
人
柄
で
民
主
々
義
を
実
践

し
得
る
人
。時
代
感
覚
が
鋭
く
大
衆
を
愛
し
、

大
衆
の
味
方
に
な
り
得
る
人
、
婦
人
少
年
問

題
に
深
い
関
心
を
も
ち
、
婦
人
少
年
の
福
祉

増
進
を
打
出
す
情
熱
を
も
つ
て
い
る
人
を
選

び
、
子
供
の
遊
び
場
、
託
児
所
、
幼
稚
園
問

題
、
授
産
面
の
強
化
な
ど
婦
人
に
切
実
な
問

題
を
解
決
し
て
貰
う
よ
う
に
す
る
。

安
里
源
秀
氏
（
琉
大
学
長
）
＝
勿
論
教
育

に
関
心
の
あ
る
人
を
選
び
た
い
。
良
心
的
に

市
を
愛
し
、
と
く
に
、
心
身
と
も
に
清
潔
な

人
が
出
て
も
ら
い
た
い
。
政
策
的
に
は
｜
私

も
首
里
の
住
人
だ
し
｜
大
那
覇
市
の
面
目
に

反
し
た
タ
ン
ボ
道
と
ア
ス
フ
ア
ル
ト
と
の
ご

つ
ち
や
に
な
つ
た
よ
う
な
道
路
を
早
く
改
善

し
て
整
備
し
、
又
衛
生
施
設
の
完
備
に
よ
つ

て
住
み
よ
い
那
覇
市
建
設
へ
の
実
行
の
人
を

選
び
た
い
。

比
嘉
正
幸
君
（
琉
大
文
理
学
部
三
年
）
＝

当
選
し
て
も
議
会
に
顔
を
出
さ
な
い
人
も
い

る
と
き
く
し
、
そ
ん
な
人
は
絶
対
に
出
て
も

ら
い
た
く
な
い
。
市
会
議
員
は
名
誉
職
と
か

顔
で
と
い
う
傾
向
も
感
じ
ら
れ
る
が
、
市
の

事
情
に
よ
く
通
じ
、
従
つ
て
自
ら
の
政
策
を

必
ず
実
行
で
き
る
自
信
の
あ
る
人
、
変
な
裏

面
工
作
を
し
な
い
人
を
選
び
た
い
。

売
名
を
排
す
…

浜
松
哲
雄
氏
（
医
師
）
＝
自
画
自
賛
で
出

た
が
る
人
は
出
し
た
く
な
い
。
腹
に
一
物
あ

る
よ
う
に
見
え
る
か
ら
。
普
段
か
ら
市
当
局

と
親
し
い
人
も
出
し
た
く
な
い
。
情
実
に
か

ら
れ
て
市
政
が
ゆ
が
め
ら
れ
る
オ
ソ
レ
も
あ

る
か
ら
。
私
は
誠
実
な
人
で
中
立
的
な
立
場

か
、
健
全
野
党
の
立
場
を
と
る
人
を
選
び
た

い
。平
川
一
郎
氏
（
二
六
）
会
社
員
＝
一
、
こ

れ
ま
で
の
市
議
選
挙
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と

だ
が
、
政
策
を
忘
れ
て
名
前
だ
け
を
売
り
つ

け
て
い
る
。
知
り
合
い
や
親
戚
筋
を
通
し
て

お
願
い
し
ま
す

と
頼
ん
で
き
た
と
こ
ろ

で
、
そ
ん
な
人
に
投
票
す
る
気
に
は
な
れ
な

い
。
二
、
小
禄
、
首
里
、
那
覇
が
合
併
し
て
い
つ

し
よ
に
な
つ
て
い
る
が
、
市
議
は
単
な
る
出

身
地
の
地
域
代
表
に
お
ち
い
ら
な
い
で
首
都

那
覇
の
発
展
に
努
力
す
る
人
で
あ
つ
て
欲
し

い
。具
志
芳
子
（
公
務
員
、
二
十
二
才
）
＝
那

覇
市
を
外
観
的
に
見
て
行
く
と
表
通
り
と
裏

通
り
の
差
が
段
々
、
激
し
く
な
る
よ
う
な
感

じ
で
す
。
そ
れ
で
何
時
も
表
通
り
の
発
展
ば

か
り
を
考
え
る
よ
う
な
人
や
あ
わ
よ
く
ば
地

位
を
利
用
し
て
一
も
う
け
し
よ
う
と
か
、
選

挙
の
時
だ
け
ペ
コ
ペ
コ
す
る
人
な
ど
は
よ
く

注
意
し
て
見
別
け
た
い
。
結
局
、
平
素
の
行

動
や
実
績
を
よ
く
み
て
社
会
事
業
に
関
心
の

あ
る
実
行
力
を
も
つ
人
を
選
び
た
い
と
思
い

ま
す
。

き
ょ
う
投
票
／
審
判
待
つ
四
十

七
士
／
ホ
コ
を
お
さ
め
て
当

選
の
夢
？

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
10
・
16

二
十
日
間
に
わ
た
つ
て
モ
グ
リ
で
し
の
ぎ
を

削
る
運
動
が
展
開
さ
れ
た
那
覇
市
議
選
挙
戦

も
き
の
う
で
ひ
と
ま
ず
ホ
コ
を
お
さ
め
き
よ

う
一
斉
に
行
わ
れ
た
市
民
の
投
票
で
四
十
七

名
に
審
判
が
下
さ
れ
る
。
各
候
補
選
挙
事
務

所
で
は
十
五
日
は
深
夜
ま
で
モ
グ
リ
戦
を
つ

づ
け
る
一
方
、
街
頭
に
は
マ
イ
ク
宣
伝
カ
ー

を
く
り
だ
し
、
最
後
の
追
込
み
戦
に
火
花
を

散
ら
し
た
。
事
務
所
内
で
は
票
読
み
が
行
わ

れ
、
く
い
こ
ん
だ
候
補
、
く
い
こ
ま
れ
た
候

補
悲
喜
交
々
の
表
情
で
き
よ
う
の
投
票
に
の

ぞ
む
。
有
権
者
は
五
万
八
千
二
名

男
二
万

五
千
九
百
九
十
二
名
、
女
三
万
二
千
十
名

で
投
票
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
行

わ
れ
る
が
今
年
は
不
在
投
票
も
昨
年
よ
り
グ

ツ
ト
ふ
え
て
い
る
の
で
投
票
率
は
よ
く
な
る

の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
て
い
る
。

選
管
委
が
注
意
／
他
事
は
書
か
ぬ
こ
と

／
「
有
効
」
「
無
効
」
問
題
の
タ
ネ

大
湾
選
挙
管
理
委
員
長
の
話
＝
前
の
て
つ
を

ふ
ま
な
い
よ
う
に
今
度
の
選
挙
事
務
は
石
橋

を
た
た
く
よ
う
な
慎
重
さ
で
準
備
を
す
す
め

て
き
た
。
巷
間
で
は
投
票
率
が
悪
い
だ
ろ
う

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
き
よ
う
の
投
票
に
は

選
挙
権
の
あ
る
方
は
一
人
も
も
れ
な
く
投
票

四
三
七

一
九
五
五
年

昭
和
三
十
年

十
月



し
て
も
ら
い
た
い
。
せ
つ
か
く
尊
い
一
票
を

投
じ
て
も
ら
つ
て
も
▽
正
規
の
用
紙
を
用
い

て
い
な
い
も
の
▽
候
補
者
の
氏
名
以
外
の
こ

と
を
か
い
た
も
の
▽
候
補
者
で
な
い
も
の
の

名
前
を
書
い
た
も
の
▽
二
人
以
上
の
候
補
者

の
名
前
を
書
い
た
も
の
▽
被
選
挙
権
の
な
い

候
補
者
の
名
前
を
書
い
た
も
の
▽
候
補
者
の

氏
名
を
自
書
し
な
い
も
の
、
な
ど
は
無
効
に

な
り
ま
す
か
ら
注
意
し
て
下
さ
い
。

大
絃
小
絃

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
10
・
17

な
か
ず
飛
ば
ず
、
音
な
し
の
構
え
だ
つ
た
那

覇
市
議
選
挙
も
、
終
盤
ま
ぎ
わ
で
急
に
バ
タ

バ
タ
し
た
が
、
そ
れ
も
き
の
う
で
あ
つ
気
な

く
幕
。

と
い
う
の
は
一
般
の
感
想
で
、
候

補
者
に
す
れ
ば
、
昨
夜
は
不
安
の
一
夜
だ
つ

た
に
違
い
な
い
▼

泣
く
も
笑
う
も

蓋
を

明
け
て
み
れ
ば
わ
か
る
が
、
当
落
の
は
つ
き

り
す
る
ま
で
は
、
そ
れ
こ
そ
ソ
ワ
ソ
ワ
物
だ

ろ
う
。
さ
て
、
投
票
は
万
事
旨
く
い
つ
た
か
、

き
の
う
は
曇
つ
て
は
い
た
が
朝
か
ら
秋
ら
し

い
好
日
に
恵
ま
れ
、出
直
し
選
挙
と
は
い
え
、

尊
い
一
票
を
行
使
し
よ
う
と
い
う
人
達
で
、

各
投
票
場
は
賑
わ
つ
た
▼
例
に
よ
つ
て
、
投

票
場
へ
の
道
の
両
側
に
は
、
投
票
の
人
を
迎

え
る
運
動
員
が
ズ
ラ
リ
と
垣
を
つ
く
つ
て
い

た
。
こ
れ
又
例
に
よ
つ
て
奇
怪
な
片
仮
名
の

名
前
を
刷
り
込
ん
だ
紙
片
を
手
に
持
ち
、
会

釈
ま
じ
り
に
、
い
ち
い
ち
て
い
ね
い
に
差
出

す
。
ま
じ
め
に
受
け
た
ら
、
忽
ち
バ
ス
の
車

掌
の
持
つ
て
い
る
切
符
の
束
く
ら
い
の
厚
さ

に
な
つ
て
し
ま
う
▼
一
体
、
こ
ん
な
式
タ
リ

は
い
つ
ご
ろ
か
ら
始
ま
つ
た
の
か
、
ず
い
ぶ

ん
ム
ダ
な
労
働
も
あ
つ
た
も
の
だ
と
思
う
。

ど
う
せ
文
書
戦
の
残
り
モ
ノ
を
最
後
の
ダ
ン

に
な
つ
て
有
効
に
役
立
て
た
ワ
ケ
だ
ろ
う

が
、
そ
れ
が
果
し
て
票
稼
ぎ
に
な
る
か
ど
う

か
、
本
当
は
疑
問
だ
▼
そ
れ
に
、
投
票
場
に

入
れ
ば
、
こ
の
紙
片
は
邪
魔
ツ
気
だ
。
丸
め

て
ポ
イ
と
捨
て
る
に
は
場
所
柄
悪
い
。
そ
う

か
と
い
つ
て
チ
リ
箱
行
き
は
可
哀
想
で
あ
る

▼
お
よ
そ
、
投
票
を
す
る
人
は
、
投
票
場
に

向
か
う
前
に
は
、
ち
や
ん
と
意
中
の
人
は
決

つ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
を
大
し
た
効

果
も
な
い
の
に
、
選
挙
の
た
び
毎
に
繰
り
返

す
の
は
ど
う
し
た
こ
と
だ
ろ
う
▼
お
義
理

や
、
機
械
的
な
こ
と
な
ら
、
い
つ
そ
一
思
い

に
廃
止
し
た
ら
ど
ん
な
も
の
か
。
そ
れ
よ
り

も
、
気
に
な
る
な
ら
、
候
補
者
や
運
動
員
が

手
分
け
し
て
投
票
場
に
並
び

御
苦
労
様

と
挨
拶
で
も
し
た
ら
ど
ん
な
も
の
か
。
あ
る

投
票
場
で
は
肝
心
の
立
会
人
が
遅
刻
し
た
そ

う
だ
が
、
こ
ん
な
コ
ト
で
ゴ
タ
ゴ
タ
で
も
起

し
た
ら
大
変
で
あ
る
▼
こ
ん
ど
は
二
番
煎
じ

の
感
は
免
か
れ
ず
、
或
い
は
張
合
い
の
な
い

選
挙
だ
つ
た
か
も
し
れ
ぬ
が
、
そ
れ
だ
け
に

選
管
委
は
よ
ほ
ど
し
つ
か
り
し
て
く
れ
な
く

て
は
困
る
。
出
足
は
重
か
つ
た
と
い
わ
れ
る

し
、
投
票
成
績
も
上
々
で
は
な
い
と
い
わ
れ

る
が
、
開
票
の
時
は
一
つ
し
つ
か
り
頼
み
た

い
も
ん
だ
。

記
者
の
メ
モ
／
”
九
千
六
百
円
”

の
選
挙

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
10
・
17

法
定
選
挙
費
用
、
九
千
六
百
余
円
の
那
覇
市

議
選
挙
は
花
や
か
？
に
終
つ
た
。
一
候
補
で

数
万
枚
を
要
し
た
と
い
う
ビ
ラ
、
そ
の
労
力

費
、
追
い
込
み
用
宣
伝
カ
ー
、
挨
拶
状
等
々

。
し
め
て
九
千
六
百
余
円
也
だ
つ
た
ら
、

さ
し
ず
め
紙
屋
も
、
タ
ク
シ
ー
屋
も
ひ
ど
い

欠
損
を
し
た
に
違
い
な
い
。

○

た
つ
た
九
千
円
で
選
挙
が
で
き
る
も

の
か

と
い
ぶ
か
る
の
が
普
通
だ
が
、
実
際

は
可
能
だ
そ
う
だ
。
あ
る
候
補
者
の
話
に
よ

る
と
、
支
持
者
や
後
援
会
の
名
義
で
な
ら
法

定
選
挙
費
に
計
上
し
な
い
で
い
ゝ
の
だ
と

か
。
市
町
村
議
員
選
挙
法
の
盲
点
と
言
お
う

か
、
こ
れ
で
は
、
使
い
た
い
ほ
ど
に
使
え
ば

い
ゝ
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
金

権
候
補
万
才
で
あ
る
。

○

那
覇
市
議
選
挙
の
投
票
も
ま
だ
済
ま
な

い
う
ち
に
開
票
立
会
人
の
抽
せ
ん
問
題
で
ゴ

タ
ゴ
タ
、
選
管
委
長
の
大
湾
氏

今
更
こ
ん

な
異
議
申
立
を
受
付
け
ら
れ
ま
す
か

と
は

い
つ
た
も
の
の
、内
心
や
は
り
不
安
ら
し
い
。

開
票
立
会
人
の
面
々
が
、
当
間
派

？

に

近
い
と
い
う
の
が
異
議
組
の
本
音
。
例
の
”

エ
ビ
””
イ
ビ
”
論
争
が
あ
つ
た
だ
け
に
、

開
票
立
会
人
を
出
し
た
候
補
者
は
、
何
か
に

つ
け
て
損
は
し
な
い
と
い
う
わ
け
だ
。
こ
ん

ど
こ
そ
は
ミ
ス
一
つ
も
許
さ
な
い
、
と
意
気

込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
へ
名
簿
洩
れ
や
ら
の
苦

情
が
出
て
は
、
公
正
明
朗
な
選
挙
も
遠
い
先

の
こ
と
ら
し
い
。

○

照
り
も
せ
ず
降
り
も
せ
ず
、
吹
く
風
も

肌
に
涼
し
い
絶
好
の
秋
の
行
楽
日
和
と
あ
つ

て
き
の
う
の
日
曜
は
各
地
で
運
動
会
や
野

球
、
婦
連
の
バ
ザ
ー
な
ど
で
賑
つ
た
が
、
那

覇
市
で
は
市
議
の
再
選
挙
と
あ
つ
て
、
陽
が

落
ち
る
頃
ま
で
各
候
補
と
も
最
後
の
追
込
み

に
必
死
の
宣
伝
戦
を
展
開
し
た
が
、
ポ
ス

タ
ー
で
ニ
ギ
ニ
ギ
し
く
飾
つ
た
宣
伝
カ
ー
も

蔡
温
橋
を
渡
つ
て
真
和
志
市
に
入
つ
た
ト
タ

ン
に
鳴
り
を
ひ
そ
め
ま
つ
し
ぐ
ら
に
首
里
へ

向
う
。
そ
の
真
和
志
市
で
は
市
内
の
四
小
校

が
運
動
会
。
ド
ー
ナ
ツ
合
併
の
お
か
げ
で
再

選
挙
を
ま
ぬ
か
れ
た

？

真
和
志
市
議
諸

公
、
来
賓
席
に
収
つ
て
、
童
心
に
帰
つ
て
ユ

ウ
ユ
ウ
と
運
動
会
を
見
物
し
て
い
た
。

四
三
八

一
九
五
五
年

昭
和
三
十
年

十
月



皮
算
用
で
自
信
満
々
…
…
／

き
ょ
う
開
票
、
市
民
の
審
判

は
？
琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
10
・
17

那
覇
市
議
総
選
挙
の
投
票
は
終
つ
た
。
四
十

七
名
の
候
補
の
運
命
は
十
八
の
投
票
函
の
な

か
に
固
く
秘
め
ら
れ
、
全
市
民
注
目
の
う
ち

に
き
よ
う
あ
さ
九
時
の
開
票
を
迎
え
た
。
二

十
日
間
に
わ
た
る
戦
果
は
玉
手
箱
を
あ
け
て

み
な
い
と
判
ら
な
い
が
、
四
十
七
名
の
候
補

者
い
ず
れ
も
得
票
の
皮
算
用
で
自
信
満
々
と

い
つ
た
と
こ
ろ
か
次
に
全
候
補
者
か
ら
変
り

種
を
拾
い
あ
げ
て
み
よ
う
。

○

比
嘉
ゆ
う
直
候
補

昨
年
の
選
挙
で

千
四
百
八
十
七
票
で
最
高
点
を
獲
得
し
た

が
、
今
回
は
ど
う
か
、
選
挙
事
務
所
に
比
嘉

候
補
を
訪
ね
る
と
”
昨
年
よ
り
上
回
る
ね

ま
た
も
最
高
点
だ
よ
”
と
自
信
タ
ツ
プ
リ
の

様
子
”
昨
年
は
天
気
が
悪
か
つ
た
の
で
棄
権

者
が
で
た
が
、
今
年
は
特
に
充
実
し
て
き
た
、

殊
に
首
里
方
面
が
グ
ツ
ト
の
び
た
”

と
語

つ
た
。

○

泉
正
重
候
補

昨
年
最
下
位
か
ら
二

番
目
で
当
選
し
た
泉
前
議
長
今
回
は
”
ポ
ス

タ
ー
も
全
廃
モ
ツ
パ
ラ
言
論
戦
で
い
く
よ
”

と
元
気
な
と
こ
ろ
を
み
せ
て
い
た
が
選
挙
事

務
所
に
訪
ね
る
と
泉
候
補
、
選
挙
公
営
論
を

一
ク
サ
リ
。

昨
年
の
選
挙
の
時
、
感
じ
た
の
で
今
年
は
ポ

ス
タ
ー
を
全
廃
し
、
立
候
補
の
あ
い
さ
つ
状

で
よ
び
か
け
、
そ
の
ほ
か
は
演
説
会
で
斗
か

う
決
意
を
し
た
。
昨
年
は
六
百
台
だ
が
、
今

回
は
有
識
層
の
支
持
が
大
き
い
し
、
八
百
か

ら
九
百
票
は
確
実
と
み
て
い
る

と
自
信

満
々
。
つ
ぎ
の
選
挙
か
ら
選
挙
公
営
と
い
う

も
の
を
よ
く
考
え
ね
ば
い
か
ん
。
ポ
ス
タ
ー

の
見
苦
し
い
こ
と
、
政
権
発
表
の
機
会
を
与

え
る
な
ど
、
も
つ
と
選
挙
民
の
納
得
の
い
く

選
挙
を
考
え
ね
ば

と
語
つ
て
い
た
。

○

大
城
正
顕
候
補

小
禄
出
身
の
唯
一

の
イ
ン
テ
リ
ー
で
明
大
出
の
学
士
さ
ま
、
小

禄
側
の
ピ
カ
一
で
あ
る
人
民
党
候
補
に
対
抗

し
て
立
候
補
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、

新
人
で
し
か
も
具
志
部
落
と
い
う
小
部
落
を

バ
ツ
ク
に
立
候
補
を
し
て
い
る
だ
け
に
当
落

は
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
大
城
候
補
は
”
は

じ
め
て
で
緊
張
し
て
い
る
が
、
先
ず
八
百
か

ら
八
百
五
十
は
大
丈
夫
で
し
よ
う
”

と
自

信
の
あ
る
と
こ
ろ
を
み
せ
て
い
る
。

○

嘉
数
ツ
ル
候
補

四
十
七
名
候
補
中

の
紅
一
点
。
昨
年
当
選
確
実
と
み
ら
れ
て
失

敗
し
た
だ
け
に
今
回
は
余
程
慎
重
に
か
ま
え

た
ら
し
い
が
、
予
想
は
ど
う
だ
ろ
う
か
嘉
数

ツ
ル
女
史
に
き
い
て
み
た
。

今
年
は
婦
人
側
の
認
識
が
つ
よ
く
な
つ
て
是

非
”
婦
人
候
補
を
”
と
の
気
持
が
み
な
ぎ
り
、

婦
人
会
も
活
躍
し
て
も
ら
つ
た
の
で
千
票
は

と
れ
る
で
し
よ
う

と
自
信
の
あ
る
と
こ
ろ

を
語
つ
た
。

本
社
速
報
板

▽
本
社
前

▽
安
里
琉
映
本
館
前

▽
壺
屋
民
衆
百
貨
店
前

▽
首
里
支
所
前

棄
権
二
割
八
分

き
の
う
の
投
票
は
市
民
の
出
足
好
天
に
恵
ま

れ
て
好
調
投
票
率
は
昨
年
の
六
割
八
分
に
く

ら
べ
て
七
割
二
分
を
示
し
地
区
別
に
み
る
と

小
禄
が
九
割
二
分
が
最
高
、
最
低
は
第
五
会

場
の
五
割
四
分
で
全
般
的
に
み
て
や
ゝ
良
好

と
み
ら
れ
る
。

会
場
別
　

有
権
者
　

投
票
　

棄
権
率

▽
本
会
場

三
区
、
四
区

六
、
四
八
五
　
　
三
、
九
五
六
　
三
割
九
分

▽
第
一
分
会
場

一
区
、
二
区

四
、
〇
三
〇
　
　
二
、
六
二
三
　
三
割
四
分

▽
第
二
分
会
場

五
区

三
、
六
六
五
　
　
二
、
三
八
〇
　
三
割
五
分

▽
第
三
会
場

七
区
、
十
一
区

二
、
九
〇
八
　
　
二
、
〇
九
四
　
二
割
八
分

▽
第
四
分
会
場

六
区
、
八
区
、
九
区

五
、
〇
七
八
　

三
、
六
八
八
　
二
割
七
分
四

▽
第
五
分
会
場

松
尾
区

二
、
三
五
一
　
　
一
、
二
九
六
　
四
割
五
分

▽
第
六
分
会
場

十
区
、
美
栄
橋

四
、
六
二
七
　
　
三
、
一
七
二
　
三
割
一
分

▽
第
七
分
会
場

ソ
ベ
一
区
、
二
区

五
、
〇
四
〇
　
　
三
、
三
三
九
　
三
割
四
分

▽
第
八
分
会
場

美
田
、
壺
川

二
、
一
二
三
　
　
一
、
二
二
二
　
四
割
二
分

▽
第
九
分
会
場

奥
武
山
ペ
リ
ー

二
、
一
九
九
　
　
一
、
六
一
八
　
二
割
六
分
四

▽
第
十
分
会
場

大
中
、
当
蔵
、
赤
平

二
、
三
四
〇
　
　
一
、
六
七
七
　
二
割
八
分

▽
第
十
一
分
会
場

金
城
、
赤
田
、
崎
山

二
、
四
八
六
　
　
一
、
九
五
八
　
二
割
一
分

▽
第
十
二
分
会
場

汀
良
、
鳥
堀

二
、
五
一
四
　
　
一
、
九
四
三
　
二
割
二
分

▽
第
十
三
分
会
場

儀
保
、
久
場
川
、
石
嶺
、
平
良
、

大
名
、
末
吉
、
厚
生
園

二
、
九
六
七
　
　
二
、
三
六
六
　
二
割
一
分

▽
第
十
四
分
会
場

寒
川
、
山
川
、
真
和
志
、
池
端
、

桃
原

二
、
二
二
四
　
　
一
、
七
一
四
　
二
割
二
分

▽
第
十
五
分
会
場

小
禄
、
田
原
、
金
城

一
、
九
一
四
　
　
一
、
六
〇
八
　
一
割
五
分
九

▽
第
十
六
分
会
場

赤
嶺
、
安
次
嶺
、
鏡
水
、
大
嶺

二
、
五
四
一
　
　
二
、
三
四
七
　
　
七
分
六
厘

▽
第
十
七
分
会
場

当
間
、
宮
城
、
宇
栄
原
、
高
良
、

具
志
、
美
屋
里

二
、
五
三
三
　
　
二
、
二
九
一
　
九
分
五
厘

計
　
五
八
、
〇
〇
二
　
四
一
、
二
八
二
　
二
割
八
分

四
三
九

一
九
五
五
年

昭
和
三
十
年

十
月



｜
社
　
説
｜

当
選
し
た
新
議
員
に
望
む

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
10
・
18

那
覇
市
会
議
員
選
挙
は
、
と
に
も
か
く
に
も

滞
り
な
く
お
え
、
那
覇
市
政
を
新
た
に
に
な

う
新
議
員
の
顔
を
揃
え
た
。
民
主
主
義
の

ル
ー
ル
が
み
ご
と
に
守
ら
れ
た
公
明
選
挙
で

あ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
当
選
者
に
対
し
、
無

条
件
に
そ
の
当
選
を
祝
う
だ
ろ
う
。
だ
が
、

果
し
て
民
主
主
義
の
ル
ー
ル
を
忠
実
に
守
つ

た
選
挙
で
あ
つ
た
か
ど
う
か
。
新
議
員
は
、

ま
ず
そ
う
し
た
反
省
を
、
市
政
参
加
の
発
足

点
と
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
思
う
。

終
盤
戦
に
入
つ
て
か
ら
、
か
た
ち
だ
け
の
政

見
発
表
演
説
会
が
、
わ
ず
か
幾
た
り
か
の
候

補
者
に
よ
つ
て
為
さ
れ
た
と
は
言
え
、
概
し

て
言
う
と
、
こ
ん
ど
の
市
議
選
挙
は
終
始
音

無
し
の
構
え
と
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
の
待
望
し

た
自
由
選
挙
と
は
お
よ
そ
縁
遠
い
も
の
で
あ

つ
た
。
沖
縄
の
首
都
を
自
負
す
る
那
覇
市
に

ふ
さ
わ
し
か
ら
ぬ
後
進
性
が
、
い
ち
じ
る
し

く
目
立
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
進
性
の
特

徴
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
選
挙
に
有

権
者
が
絶
え
ず
受
け
身
の
立
場
に
あ
る
こ

と
、
こ
の
よ
う
な
有
権
者
に
対
し
て
候
補
者

が
支
配
的
な
攻
撃
力
を
も
つ
こ
と
が
指
摘
さ

れ
る
。

有
権
者
の
消
極
性
は
、
別
の
言
葉
で
言
う
と

選
挙
の
自
由
を
自
ら
つ
よ
く
求
め
ぬ
こ
と
で

あ
り
、
候
補
者
の
攻
撃
力
と
は
、
そ
れ
を
い

い
こ
と
に
し
て
、
戸
別
訪
問
、
供
応
、
買
収
、

情
実
な
ど
に
よ
つ
て
選
挙
の
自
由
を
無
視
し

有
権
者
獲
得
を
一
方
的
、
支
配
的
に
す
る
こ

と
で
あ
る
。
極
言
す
れ
ば
民
主
主
義
の
ル
ー

ル
を
選
挙
の
当
初
か
ら
無
視
し
て
か
ゝ
り
、

意
識
的
に
選
挙
の
自
由
を
否
定
し
て
、
有
権

者
の
自
由
を
奪
い
、
候
補
者
並
に
そ
の
運
動

員
の
強
制
に
従
わ
す
こ
と
な
の
で
あ
る
。
周

知
の
通
り
、
自
由
の
保
障
は
、
基
本
的
人
権

の
基
底
で
あ
り
、
思
想
お
よ
び
良
心
の
自
由
、

信
教
の
自
由
、
集
会
、
結
社
、
言
論
出
版
そ

の
他
表
現
の
自
由
、
居
住
、
移
転
、
職
業
選

択
の
自
由
、
移
住
、
国
籍
離
脱
の
自
由
、
学

問
の
自
由
、
人
身
の
自
由
な
ど
が
、
基
本
人

権
を
尊
ぶ
先
進
国
で
は
夙
に
認
め
ら
れ
、
わ

が
沖
縄
で
も
、
こ
の
線
に
そ
う
人
権
擁
護
運

動
が
、
ち
か
頃
と
み
に
活
発
で
あ
る
。
そ
し

て
す
べ
て
の
自
由
の
基
本
と
な
る
も
の
は
、

基
本
人
権
の
在
り
方
を
左
右
す
る

政
治

そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
政
治
に
つ

な
が
る
選
挙
の
自
由
が
守
ら
れ
な
い
と
、
す

べ
て
の
自
由
が
根
本
か
ら
揺
ぐ
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

選
挙
の
自
由
と
は
要
す
る
に

す
べ
て
選
挙

に
お
け
る
投
票
の
秘
密
は
こ
れ
を
侵
し
て
は

な
ら
な
い
。
選
挙
人
は
そ
の
選
択
に
関
し
公

的
に
も
私
的
に
も
責
任
を
問
わ
れ
な
い

と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
ん
ど
の
市
議
選
挙

で
、
か
か
る
選
挙
の
自
由
を
、
意
識
し
て
否

定
し
、
そ
れ
と
は
逆
の
戦
術
を
も
ち
い
て
当

選
し
た
新
議
員
が
も
し
多
数
い
た
と
し
た

ら
、
市
政
の
民
主
化
が
疑
わ
れ
、
延
い
て
は

那
覇
市
住
民
の
あ
ら
ゆ
る
基
本
的
人
権
を
脅

か
す
恐
れ
な
し
と
し
な
い
。
市
政
の
民
主
化

を
切
に
望
む
わ
れ
わ
れ
は
、
新
議
員
発
足
の

起
点
を
、
そ
う
し
た
反
省
に
お
い
て
貰
い
た

い
、
と
訴
え
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
過
去
の
市
政
を
省
み
、
専
ら
の

世
評
と
な
つ
て
い
る
欠
陥
を
新
議
員
一
同
が

認
め
、
こ
れ
を
改
め
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な

ら
ぬ
だ
ろ
う
。
端
的
に
言
う
と
、
那
覇
市
政

の
目
立
つ
欠
陥
は
、
当
間
市
長
の
政
治
力
が

余
り
に
も
強
く
打
ち
出
さ
れ
、
従
つ
て
議
会

の
影
が
う
す
く
、
そ
の
自
主
性
が
疑
わ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
当
間
市
長
の
政
治
力

の
強
さ
を
、
那
覇
市
政
の
長
所
と
み
る
向
も

な
い
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
議
会

の
自
主
性
を
も
つ
と
高
く
し
な
い
と
、
市
政

の
民
主
的
発
展
を
阻
む
恐
れ
が
な
い
で
も
な

い
。
当
間
市
長
の
政
治
力
と
言
え
ば
、
例
の

当
間
構
想
な
る
も
の
が
連
想
さ
れ
る
。
同
市

長
の
政
治
力
は
、
勢
い
余
つ
て
市
政
の
枠
内

か
ら
は
み
出
し
、
沖
縄
の
政
界
に
何
か
と
影

響
を
与
え
て
い
る
が
、
政
党
再
編
成
問
題
に

お
け
る
当
間
構
想
も
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
と
市
政
の
関
係
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
る

か
は
く
わ
し
く
知
ら
ぬ
が
、
察
す
る
に
プ
ラ

ス
よ
り
か
マ
イ
ナ
ス
が
多
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
と
も
あ
れ
、
当
間
構
想
が
う
ま
く
い

つ
て
那
覇
市
政
に
も
好
影
響
を
与
え
る
公
算

が
定
か
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
そ
の
公
算
も

な
く
、
逆
に
政
党
筋
か
ら
の
恨
み
が
、
当
間

市
長
を
通
じ
て
市
政
に
及
ぶ
と
し
た
ら
、
那

覇
市
政
を
衰
退
さ
せ
る
何
等
か
の
異
変
を
招

く
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
那
覇
市
政
の
欠
陥
と
し
て
旧
那
覇

市
の
偏
重
が
指
摘
さ
れ
る
。
首
里
、
小
禄
両

市
村
の
合
併
い
き
さ
つ
か
ら
し
て
、
旧
那
覇

市
が
圧
倒
的
な
優
位
を
占
め
た
こ
と
は
否
め

ぬ
事
実
で
あ
る
が
、
新
議
会
の
成
立
を
契
機

と
し
て
、
こ
の
旧
那
覇
市
偏
重
を
徹
底
的
に

清
算
し
た
ら
ど
う
か
。
都
計
実
施
に
し
て
も
、

旧
那
覇
市
優
先
の
合
併
条
件
が
あ
つ
た
と
記

憶
す
る
が
、
そ
れ
が
今
後
数
年
間
も
釘
付
に

さ
れ
、
首
里
、
小
禄
を
継
子
扱
い
に
す
る
感

を
首
里
、
小
禄
居
住
の
市
民
に
与
え
る
こ
と

が
あ
つ
て
は
、
全
市
一
体
の
市
政
に
疑
念
が

は
さ
ま
れ
る
に
違
い
な
い
。
既
に
そ
の
声
が

起
き
つ
つ
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
際
全
市
一
体

の
市
政
確
立
を
望
ん
で
や
ま
な
い
。
殊
に
旧

那
覇
市
出
身
の
新
議
員
が
、
縄
張
り
主
義
を

捨
て
、
首
里
、
小
禄
に
対
し
て
も
、
市
政
の

恩
恵
を
旧
那
覇
市
と
均
等
に
あ
た
え
る
努
力

を
払
う
べ
き
で
あ
り
、
旧
那
覇
市
議
員
の
市

政
独
占
を
厳
に
自
戒
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
新
議
員
の
重
大
課
題
と
し
て
、
真
和
志

四
四
〇

一
九
五
五
年

昭
和
三
十
年

十
月



市
の
合
併
問
題
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ド
ー
ナ
ツ

合
併
と
非
難
さ
れ
た
那
覇
市
の
現
状
維
持

は
、
と
う
て
い
首
肯
し
が
た
い
。
速
か
に
真

和
志
市
を
加
え
た
首
都
建
設
の
実
現
を
期
し

て
貰
い
た
い
の
で
あ
る
。

那
覇
市
政
の
む
つ
か
し
さ
は
、
市
民
の
福
祉

増
進
を
目
的
と
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
加
う

る
に
首
都
的
、
国
際
的
、
都
計
実
施
、
と
い

う
二
重
の
使
命
を
負
わ
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
だ
ろ
う
。
新
議
員
は
、
こ
の
重
大
な
責
任

を
感
じ
て
惜
し
み
な
く
、
奮
斗
し
て
貰
い
た

い
の
で
あ
る
。

金
口
木
舌

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
10
・
18

那
覇
の
市
議
選
は
一
向
に
見
所
が
な
く
、
そ

の
姿
は
十
年
も
二
十
年
も
後
退
し
て
い
る
。

候
補
者
の
愚
劣
な
戦
術
と
有
権
者
の
傍
観
的

態
度
が
サ
ク
ソ
ウ
し
て
断
層
に
落
ち
込
ん
だ

よ
う
な
格
好
で
あ
つ
た
▼
棄
権
率
二
割
八
分

と
い
う
低
調
さ
で
は
義
理
に
も
首
都
の
選
挙

と
し
て
誇
る
訳
に
は
ゆ
く
ま
い
、
投
票
場
に

よ
つ
て
は
松
尾
区
一
帯
が
四
割
五
分
、美
田
、

壺
川
区
が
四
割
二
分
の
高
率
棄
権
が
あ
り
三

割
九
分
か
ら
二
割
八
分
の
地
区
が
ザ
ラ
に
あ

る
の
は
ど
う
し
た
こ
と
か
▼
棄
権
率
の
高
い

と
こ
ろ
は
、
お
お
む
ね
都
心
に
近
い
繁
華
街

で
あ
り
知
性
の
高
い
人
達
が
い
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
そ
れ
で
い
て
こ
の
始
末
と
は
呆
れ

た
話
で
あ
る
、
そ
の
他
場
末
で
も
相
当
の
棄

権
が
あ
つ
た
様
で
あ
る
が
、
首
里
、
小
禄
は

総
体
的
に
好
調
を
呈
し
小
禄
の
第
十
六
分
会

場
は
僅
に
七
分
六
厘
と
い
う
模
範
的
な
成
績

を
示
し
て
い
る
▼
全
有
権
者
五
万
八
千
人
中

か
ら
一
万
七
千
人
の
棄
権
者
が
出
た
の
は
市

政
へ
の
関
心
が
浅
い
証
拠
で
あ
り
、
こ
れ
は

戦
後
他
か
ら
那
覇
の
都
心
に
転
住
し
て
き
た

人
が
ま
だ
那
覇
市
政
に
溶
け
込
ん
で
い
な
い

こ
と
が
近
因
を
な
し
て
い
る
も
の
と
察
せ
ら

れ
る
▼
こ
ん
な
訳
で
代
議
政
治
の
本
質
を
つ

か
み
と
る
こ
と
が
で
き
ず
市
政
が
ど
の
よ
う

な
段
階
に
置
か
れ
て
い
る
か
も
解
せ
ず
漫
然

と
こ
の
選
挙
を
見
送
つ
て
い
る
の
は
甚
だ
遺

憾
で
あ
る
。
選
挙
権
を
行
使
し
た
人
の
中
で

も
だ
性
で
投
票
し
候
補
者
の
見
立
て
を
誤
つ

て
い
る
向
き
も
な
し
と
し
な
い
か
ら
こ
う
し

た
人
た
ち
を
対
象
と
す
る
政
治
教
育
の
水
準

引
揚
げ
に
は
指
導
的
地
位
に
あ
る
者
が
率
先

し
て
起
ち
あ
が
ら
ね
ば
那
覇
市
政
の
強
化
は

望
め
な
い
▼
候
補
者
が
当
選
第
一
主
義
の
戦

術
に
出
る
の
は
や
む
を
得
な
い
と
し
て
も
今

回
の
再
選
挙
に
お
け
る
醜
態
は
許
さ
る
べ
き

も
の
で
な
く
、
良
識
あ
る
市
民
か
ら
厳
し
く

批
判
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ

る
。
泉
正
重
氏
が
ポ
ス
タ
ー
戦
の
無
駄
を
見

抜
き
ス
ツ
キ
リ
し
た
形
で
斗
い
見
事
金
的
を

射
と
め
た
事
実
を
余
人
は
何
と
見
る
か
▼
選

挙
法
の
不
備
も
あ
り
選
挙
後
に
、
又
し
て
も

い
ざ
こ
ざ
が
あ
つ
て
は
困
り
も
の
で
あ
り
こ

の
辺
で
、
街
の
ポ
ス
タ
ー
も
洗
い
落
し
て
静

か
に
反
省
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

首
都
の
議
員
さ
ん
誕
生
／
那
覇

市
議
選
挙
終
る
／
夜
を
明
か

す
当
選
決
定
／
前
議
員
18
・

目
立
つ
新
人
群

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
10
・
18

那
覇
市
議
選
挙
の
開
票
は
十
七
日
午
前
九
時

か
ら
始
ま
つ
た
。
午
前
中
は
殆
ん
ど
票
の
計

算
と
点
検
に
終
り
、
午
後
一
時
ご
ろ
か
ら
候

補
者
別
の
え
り
わ
け
が
始
ま
つ
た
。
三
時
、

四
時
ご
ろ
か
ら
や
や
情
勢
が
わ
か
り
出
し
五

時
ご
ろ
に
は
大
勢
判
明
、
気
の
早
い
と
こ
ろ

は
街
頭
に
当
選
御
礼
の
車
を
繰
り
出
し
た
。

午
後
八
時
ご
ろ
に
は
殆
ん
ど
当
落
が
判
明

し
、
あ
と
は
疑
問
票
の
整
理
。
最
終
発
表
は

午
前
三
時
に
実
現
し
た
が
、
き
わ
ど
い
二
票

の
差
で
ま
け
た
与
那
候
補
側
か
ら
大
湾
選
挙

長
宛
異
議
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
も
た
つ
い
て
、

今
朝
五
時
を
過
ぎ
て
よ
う
や
く
当
選
が
決
定

し
た
。氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
得
票
数

島
袋
　
嘉
順
　

元

一
六
九
一

玉
那
覇
有
義
　

前

一
二
〇
九

泉
　
　
正
重
　

前

一
一
八
〇

渡
口
　
麗
秀
　

前

一
一
四
〇

比
嘉
　
佑
直
　

前

一
一
三
〇

嘉
数
　
ツ
ル
　

新

一
一
一
四

照
屋
　
正
徳
　

前

一
〇
七
八

辺
野
喜
英
興
　

前

一
〇
五
四

大
山
　
盛
幸
　

前

一
〇
五
二

糸
数
　
昌
剛
　

新

一
〇
五
二

備
瀬
　
知
良
　

前

一
〇
二
九

高
良
　
　
一
　

前

一
〇
三
六

宮
里
　
敏
慶
　

前

一
〇
〇
九

長
嶺
　
将
真
　

前

一
〇
一
一

新
垣
善
太
郎
　

新

一
〇
〇
七

上
原
　
光
男
　

新

一
〇
二
〇

喜
瀬
　
康
一
　

新

九
八
四

喜
久
山
朝
重
　

前

九
六
九

上
間
　
長
和
　

前

九
六
三

赤
嶺
　
慎
英
　

新

九
六
五

渡
口
　
政
行
　

元

九
二
八

森
田
　
孟
真
　

新

九
二
五

比
嘉
朝
四
郎
　

前

九
一
二

崎
山
　
喜
達
　

前

九
一
六

仲
井
真
元
楷
　

元

八
五
五

真
栄
田
義
晃
　

元

八
二
五

宮
城
清
三
郎
　

新

八
三
三

高
良
　
清
二
　

前

八
二
六

久
高
　
友
敏
　

前

九
〇
六

儀
武
　
息
睦
　

前

七
九
〇

与
那
　
誠
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
七

平
良
新
次
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
〇

宜
保
　
為
楷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
六

赤
嶺
　
三
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
三

四
四
一

一
九
五
五
年

昭
和
三
十
年

十
月



新
垣
　
松
助
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
三

上
原
　
仁
慶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
五

具
志
　
嘉
助
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
六

国
吉
　
有
慶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
四

上
津
　
　
保
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
二

城
間
　
雄
蔵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
一

石
川
　
逢
禄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
九

上
原
　
正
顕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
八

儀
間
　
真
喜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
二

渡
嘉
敷
唯
厚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
二

村
田
　
憲
英
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
五

中
村
　
　
栄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
八

当
間
　
英
哲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
八

当
選
者
の
顔
ぶ
れ
を
み
る
と
前
議
員
が
十
八

名
、
元
議
員
四
名
、
新
人
八
名
で
、
新
人
の

進
出
が
目
立
ち
、
前
議
員
は
約
半
数
が
落
選

の
憂
目
を
み
た
。
今
回
の
選
挙
で
と
く
に
注

目
さ
れ
る
の
は
、
人
民
党
の
革
新
陣
営
が
三

名
揃
つ
て
当
選
し
た
こ
と
で
、
そ
れ
に
、
前

回
苦
戦
だ
つ
た
泉
正
重
氏
が
著
し
く
の
び
、

嘉
数
ツ
ル
さ
ん
が
全
地
域
か
ら
唯
一
の
婦
人

候
補
の
名
で
票
を
あ
つ
め
て
ゆ
う
ゆ
う
当
選

す
る
な
ど
、
全
般
に
意
識
票
が
の
び
た
こ
と

で
あ
る
。

投
票
の
地
域
性
を
み
る
と
、
小
禄
は
投
票
総

数
六
千
九
百
八
十
四
で
、
八
名
の
候
補
者
の

得
票
数
は
六
千
三
百
七
十
。
さ
し
ひ
き
六
百

十
四
票
が
う
い
て
い
る
が
、
疑
問
票
そ
の
他

を
計
算
に
入
れ
四

五
百
票
が
他
へ
出
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

首
里
は
投
票
数
九
千
六
百
八
十
九
、
首
里
地

元
の
八
名
の
候
補
者
の
得
票
数
六
千
七
百

十
、
さ
し
ひ
き
二
千
九
百
七
十
九
。
首
里
の

候
補
は
那
覇
か
ら
も
と
つ
て
い
る
。
し
て
み

る
と
、
三
千
を
上
回
る
票
が
那
覇
へ
い
つ
た

と
み
ら
れ
る
。
前
回
と
く
ら
べ
る
と
小
禄
も

首
里
も
旧
那
覇
に
と
ら
れ
、
旧
行
政
区
域
に

よ
る
一
種
の
見
え
ざ
る
垣
は
と
り
の
ぞ
か
れ

つ
つ
あ
る
。

”
社
会
福
祉
面
で
働
く
”
／
喜
び
の
婦

人
議
員
嘉
数
さ
ん

市
議
候
補
の
紅
一
点
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

た
嘉
数
ツ
ル
さ
ん
は
十
七
日
午
後
五
時
の
中

間
発
表
で
”
当
確
”
に
決
ま
る
と
那
覇
市
儀

保
区
の
選
挙
事
務
所
に
は
那
覇
婦
人
会
の
宇

良
清
子
さ
ん
、
儀
間

ヨ
シ

前
首
里
婦
人

会
長
ら
を
始
め
首
里
、
那
覇
、
真
和
志
の
婦

人
有
志
が
三
十
名
近
く
も
か
け
つ
け
、
せ
ま

い
事
務
所
に
一
ぱ
い
。ツ
ル
さ
ん
は
祝
客
の
”

お
め
で
と
う
””
お
め
で
と
う
”
の
ガ
ヤ
ガ

ヤ
声
に
押
さ
れ
て
口
も
き
け
な
い
有
様
だ
つ

た
が

夜
も
ロ
ク
ロ
ク
寝
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た

と
さ
す
が
に
う
れ
し
そ
う
で
次
の
よ
う

に
語
つ
た
。

昨
年
の
恥
を
く
り
返
し
て
は
、
と
夜
も
寝

ら
れ
な
い
程
で
し
た
が
、
婦
人
や
有
権
者

の
皆
さ
ん
の
団
結
と
御
支
持
で
無
事
に
パ

ス
で
き
て
涙
が
出
る
位
光
栄
に
思
つ
て
い

ま
す
。
息
子
も
真
剣
に
な
つ
て
選
挙
運
動

に
立
ち
ま
わ
り
大
へ
ん
力
に
な
り
ま
し
た

が
、
と
く
に
今
度
は
名
刺
く
ば
り
は
止
め

て
棄
権
防
止
の
啓
蒙
に
運
動
の
重
点
を
お

き
、
効
果
が
あ
つ
た
と
思
い
ま
す
、
議
会

に
出
ま
し
た
ら
実
行
で
き
な
い
よ
う
な
大

き
な
こ
と
は
い
わ
ず
、
社
会
福
祉
事
業
、

婦
人
の
授
産
、
公
衆
衛
生
の
改
善
を
図
り

必
ず
婦
人
の
地
位
が
向
上
す
る
よ
う
努
力

し
ま
す
。
こ
れ
を
土
台
に
も
つ
と
多
く
の

婦
人
が
議
会
に
立
ち
、
将
来
は
立
法
院
に

も
出
て
も
ら
い
た
い
と
願
つ
て
止
み
ま
せ

ん
。
最
高
点
に
涙
／
人
民
党
三
議
員
進
出

島
袋
嘉
順
氏
の
話
＝
人
民
党
の
候
補
者
が

三
人
揃
つ
て
当
選
、
そ
の
中
一
人
は
最
高
点

と
い
う
成
績
を
あ
げ
た
事
は
三
カ
年
に
亙
る

当
間
市
長
の
市
民
生
活
を
裏
切
り
民
主
主
義

の
原
則
を
踏
み
は
ず
し
た
市
政
に
対
す
る
批

判
が
明
ら
か
に
示
さ
れ
た
と
信
ず
る
。
予
想

以
上
の
得
点
で
つ
い
涙
を
出
し
た
。
市
民
は

今
後
、
市
会
に
お
け
る
人
民
党
選
出
議
員
の

献
身
的
な
活
動
に
期
待
し
て
い
る
の
で
、
私

達
は
他
の
議
員
と
協
力
し
て
市
政
を
市
民
の

立
場
に
立
つ
て
行
わ
せ
、
現
実
を
無
視
し
た

都
計
を
再
考
慮
し
て
も
ら
い
市
民
の
生
活
と

民
主
的
権
利
を
守
る
た
め
斗
う
こ
と
を
お
誓

い
す
る
。

問
題
の
儀
間
候
補
敗
戦
の
弁

那
覇
市
議
再
選
挙
の
キ
ツ
カ
ケ
を
つ
く
つ
た

選
挙
無
効
訴
訟
の
原
告
、
問
題
の
儀
間
真
喜

候
補
は
敗
戦
の
弁
を
次
の
よ
う
に
語
つ
た
。

全
力
を
尽
し
た
が
負
け
た
。
敗
戦
の
将
で
何

も
い
い
た
く
は
な
い
、
た
だ
支
持
者
各
位
に

お
わ
び
し
た
い
。
私
の
お
こ
し
た
選
挙
訴
訟

が
正
し
か
つ
た
か
、
否
か
は
選
挙
の
結
果
で

判
る
こ
と
だ
。
そ
の
意
味
で
私
は
敗
れ
た
が

正
し
い
こ
と
は
ど
こ
ま
で
も
生
き
る
ん
だ
と

の
信
念
を
も
つ
て
い
る
。

新
那
覇
市
議
会
に
望
む

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
５
・
10
・
18

や
り
直
し
選
挙
は
終
つ
た
。
首
都
の
新
し
い

市
議
会
が
誕
生
し
た
。
古
顔
の
カ
ム
バ
ツ
ク

や
新
人
の
進
出
が
め
ざ
ま
し
く
殆
ど
半
分
近

く
の
入
れ
替
り
で
あ
る
。
僅
か
一
年
で
こ
ん

な
変
り
よ
う
は
市
民
が
新
味
あ
る
市
政
を
待

望
し
て
い
る
あ
ら
わ
れ
と
も
見
ら
れ
そ
う

だ
。
そ
れ
だ
け
に
新
議
員
へ
の
期
待
も
ま
た

大
き
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
以
下
新
市
会
へ

望
む
市
民
、
各
界
、
各
層
の
声
。

公
約
実
践
に
熱
意
も
て
／
住
民
負
担
に
　

応
じ
た
都
計
を

琉
大
経
済
学
科
助
教
授
久
場
政
彦
氏

三

五

＝
市
の
財
政
関
係
で
固
定
資
産
税
を
め

ぐ
つ
て
い
ろ
い
ろ
批
判
の
声
が
き
か
れ
る

が
、
都
市
計
画
と
い
う
も
の
は
も
と
も
と
ぼ

う
大
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
は
大
層
結

四
四
二

一
九
五
五
年

昭
和
三
十
年

十
月



構
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に

住
民
負
担
が
過
重
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
れ

ば
、
住
民
の
負
担
能
力
に
応
じ
て
徐
々
に
推

進
し
て
ゆ
く
方
法
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い

か
。
要
す
る
に
都
計
も
足
が
地
に
つ
く
こ
と

が
大
切
で
、
花
々
し
い
だ
け
で
は
実
現
に
際

し
て
い
ろ
ん
な
ゴ
タ
ゴ
タ
が
お
こ
つ
て
来

て
、
か
え
つ
て
完
成
が
遅
れ
る
だ
け
に
な
る
。

今
度
の
新
市
会
は
新
し
い
住
民
の
声
を
心
を

つ
く
し
て
き
ゝ
、
適
正
な
る
財
政
及
び
経
済

政
策
を
樹
て
て
も
ら
い
た
い
。

琉
大
国
文
科
三
年
　
喜
舎
場
朝
順
君

二

一

＝
な
ん
と
い
つ
て
も
革
新
勢
力
の
進
出

は
喜
ば
し
い
こ
と
だ
。
こ
の
こ
と
は
従
来
の

市
政
に
対
す
る
市
民
の
正
し
い
要
望
を
反
映

し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
し
、
当
局
へ
の

批
判
の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
ろ
う
。

こ
れ
か
ら
は
市
民
と
議
員
と
の
固
い
結
び
つ

き
が
そ
の
ま
ま
市
政
に
反
映
す
る
よ
う
に
な

つ
て
欲
し
い
も
の
で
あ
り
、
と
く
に
都
計
は

市
の
あ
ら
ゆ
る
点
に
マ
ツ
チ
す
る
よ
う
に
押

し
す
す
め
て
ゆ
く
よ
う
に
望
み
た
い
。

今
年
か
ら
選
挙
権
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
自

ら
の
信
ず
る
人
を
市
会
に
押
し
出
す
こ
と
が

出
来
た
こ
と
も
大
き
な
喜
び
だ
が
、
ボ
ク
た

ち
市
民
の
正
し
い
要
求
を
市
民
ひ
と
り
、
び

と
り
の
立
場
に
立
つ
て
積
極
的
に
具
現
し
て

ゆ
く
議
員
た
ち
で
あ
つ
て
も
ら
い
た
い
も
の

だ
。

真
和
志
と
の
合
併
促
進
を

並
里
商
会
高
良
盛
一
氏

今
度
こ
そ
は
市
会

を
刷
新
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
公
平
な
政

治
が
第
一
で
、
従
来
議
員
は
自
己
の
地
盤
を

維
持
す
る
為
我
田
引
水
的
に
次
回
の
選
挙
運

動
に
つ
な
い
で
政
治
を
運
営
し
て
い
た
。

大
那
覇
市
の
市
会
と
都
市
計
画
は
一
貫
性
を

持
ち
、
真
和
志
市
と
の
合
併
を
促
進
す
べ
き

で
あ
る
。

都
計
の
変
更
は
多
く
の
市
民
が
迷
惑
す
る
。

青
連
山
城
葉
子
さ
ん

今
度
は
婦
人
の
議
員

も
進
出
し
た
こ
と
だ
し
市
政
に
新
し
い
エ
ポ

ツ
ク
を
つ
く
つ
た
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
婦
人
の
政
治
に
対
す
る
大
き
な
め
ざ
め
だ
と

云
え
ま
し
よ
う
。

都
計
な
ど
多
く
の
問
題
が
山
積
さ
れ
て
い
る

こ
と
だ
し
選
出
さ
れ
た
議
員
は
超
党
派
的
に

精
魂
を
傾
け
市
民
の
た
め
に
働
い
て
戴
き
た

い
。
今
度
の
選
挙
は
時
間
的
に
も
大
き
な
損

失
を
市
民
に
与
え
た
こ
と
は
事
実
で
、
そ
れ

だ
け
に
一
層
住
民
の
期
待
は
大
き
い
。

こ
れ
ま
で
那
覇
市
は
青
年
会
活
動
が
振
わ
な

か
つ
た
。
こ
れ
は
指
導
者
の
理
解
が
足
ら
な

か
つ
た
た
め
だ
と
思
い
ま
す
。
青
年
の
一
人

と
し
て
議
員
の
皆
さ
ん
に
青
年
会
活
動
へ
深

い
関
心
を
持
つ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
う
す

る
こ
と
に
よ
つ
て
青
年
も
政
治
に
対
す
る
協

力
が
出
来
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

首
里
、
尚
詮
氏

選
挙
期
間
中
の
公
約
又
は

口
約
が
当
選
後
は
用
が
済
ん
だ
膏
薬
同
様
、

チ
リ
箱
行
き
に
な
ら
ぬ
よ
う
実
践
を
希
望
す

る
。
そ
し
て
よ
く
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
特

に
青
年
、
婦
人
の
意
志
を
尊
重
し
て
市
政
刷

新
を
期
待
す
る
市
民
に
こ
た
え
て
も
ら
い
た

い
。
私
は
首
里
出
身
な
の
で
特
に
合
併
後
の

市
政
が
公
正
に
運
営
さ
れ
、
旧
首
里
、
小
禄

が
少
し
で
も
マ
マ
子
扱
い
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
と
要
望
し
た
い
。
最
後
に
当
選
後

も
議
員
の
皆
さ
ん
は
選
挙
運
動
中
の
け
ん
虚

さ
と
熱
意
を
忘
れ
ず
に
活
躍
を
お
願
す
る
。

主
婦
、
新
垣
ナ
ベ
さ
ん

私
は
主
人
の
お
し

つ
け
る
の
を
反
対
し
て
自
分
の
思
う
候
補
者

に
投
じ
た
。
有
権
者
は
皆
自
分
の
信
頼
す
る

人
に
尊
い
一
票
を
さ
さ
げ
た
こ
と
で
し
よ

う
。
当
選
者
は
選
挙
民
を
裏
切
ら
ず
に
、
選

挙
運
動
中
だ
け
の
公
約
で
な
く
、
私
達
主
婦

に
も
納
得
の
い
く
政
治
を
や
つ
て
い
た
だ
き

た
い
。
市
議
選
挙
／
当
選
決
定
は
今
暁
五
時
／

大
事
を
と
つ
た
那
覇
選
管
委

○

那
覇
市
議
選
挙
の
開
票
は
以
前
の
や
り

な
お
し
が
こ
た
え
て
選
管
委
で
も
慎
重
に
か

ま
え
た
せ
い
か
意
外
に
手
間
取
り
、
遂
に
夜

を
徹
し
て
の
運
び
に
な
つ
た
。
大
湾
選
挙
長

が
決
定
発
表
を
読
上
げ
た
の
が
丁
度
今
朝
五

時
。
○

開
票
当
日
、
選
管
委
側
で
は
一
時
間
毎

に
中
間
発
表
を
行
つ
た
が
、
丁
度
午
後
七
時

に
不
在
投
票
、
疑
問
票
を
除
く
投
票
数
が
や

や
ま
と
ま
つ
て
昼
間
の
く
く
り
を
つ
け
た
。

こ
の
頃
、
既
に
大
勢
は
判
明
、
八
百
以
上
の

得
票
者
は
、
当
確
の
線
が
出
た
が
、
こ
れ
が

二
十
七
名
。
そ
の
下
に
七
百
台
が
三
名
、
六

百
台
が
九
名
で
、
七
時
の
発
表
で
早
速
御
礼

回
り
に
出
る
気
の
早
い
候
補
者
も
い
た
が
、

八
百
台
ス
レ
ス
レ
に
低
迷
中
？
の
と
こ
ろ
は

さ
す
が
に
気
が
か
り
と
み
え
て
、
最
後
ま
で

開
票
場
に
つ
め
か
け
て
い
た
。

御
礼
し
て

落
ち
る
と
恥
さ
ら
し
だ
が

と
落
ち
つ
か

ぬ
表
情
。

○

立
会
人
に
よ
る
不
在
票
を
ぶ
つ
込
め
た

票
ヨ
ミ
が
つ
ゞ
け
ら
れ
る
が
、
た
つ
た
五
名

に
四
万
余
の
票
だ
か
ら
な
か
な
か
だ
。
会
場

に
は
そ
ろ
そ
ろ
一
杯
気
嫌
の
人
の
姿
も
み
え

出
し
た
。

十
時
前
、
そ
れ
ま
で
頑
張
り
通
し
の
市
役
所

の
女
子
職
員
一
同
が
許
さ
れ
て
や
つ
と
帰

宅
。
○

不
在
投
票

を
終
え
て
疑
問
票
に
取

り
か
ゝ
つ
た
の
が
午
後
十
一
時
。
外
の
そ
ぼ

降
る
雨
に
、
ま
だ
八
十
人
位
の
観
衆
が
窓
に

鈴
な
り
、
入
口
で
も
押
合
つ
て
い
る
。

ロ
ー
ソ
ク
が
持
出
さ
れ
た
。
明
る
い
電
燈
の

下
で
銀
髪
の
Ｎ
氏
が
い
か
め
し
い
顔
で
一

本
々
々
配
つ
て
い
る
。
万
一
い
ま
停
電
と
き

た
ら
、
テ
ン
ヤ
ワ
ン
ヤ
で
再
び
や
り
直
し
の
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お
そ
れ
が
な
い
と
も
い
え
ぬ
。
何
事
も
用
心

第
一
と
い
う
次
第
だ
。
票
が
減
つ
て
い
く
と

ヨ
ミ
手
の
手
さ
ば
き
も
軽
く
み
え
る
。
時
折

不
良
票
が
出
る
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
と
か
ス

ザ
ン
ナ
な
ど
と
例
の
落
書
だ
が

バ
カ
ナ

と
目
も
く
れ
ず
、
票
ヨ
ミ
は
進
捗
。
二
時
過

ぎ
か
ら
手
の
す
い
た
職
員
が
コ
ツ
ク
リ
舟
を

こ
ぎ
始
め
る
。
片
隅
の
台
で
二
、
三
の
観
衆

が
こ
ろ
が
つ
て
い
る
。
婦
人
の
顔
も
チ
ラ
ホ

ラ
み
え
た
。
二
時
、
疑
問
票
を
終
了
。
こ
こ

で
票
三
枚
が
横
に
破
け
て
い
る
こ
と
が
一
寸

問
題
に
な
つ
た
が
、
開
票
人
が
取
扱
中
の
過

失
に
よ
る
場
合
は
有
効
と
い
う
解
釈
で
無
事

パ
ス
。
何
し
ろ
当
選
圏
ス
レ
ス
レ
の
人
達
に

と
つ
て
一
、
二
票
た
り
と
も
気
が
気
で
は
な

い
。最
後
ま
で
せ
り
合
う
儀
武
、
与
那
両
候

補

○

三
時
、
最
後
の
中
間
発
表
。
こ
れ
で
当

落
が
き
ま
つ
た
が
、
最
後
の
儀
武
候
補
と
与

那
候
補
が
僅
か
三
票
の
き
わ
ど
い
差
。
間
も

な
く
再
度
の
検
票
で
そ
の
差
二
票
に
ち
ぢ
ま

つ
た
が
こ
こ
で
与
那
候
補
側
か
ら
選
挙
長
へ

物
言
い
が
つ
い
た
。
他
の
候
補
者
と
同
程
度

の
ま
ぎ
ら
わ
し
い
票
を
な
ぜ
こ
ち
ら
の
分
は

認
め
な
い
と
の
異
議
申
立
て
だ
。
大
湾
選
挙

長
は
自
分
の
判
断
に
狂
い
は
な
い
と
こ
れ
を

受
け
ず
、
立
会
人
を
呼
ん
で
一
時
間
余
も
話

し
た
が
、
結
局
選
挙
長
の
裁
定
の
ま
ま
に
ケ

リ
が
つ
い
た
形
に
な
つ
た
。
し
か
し
与
那
候

補
側
で
は
新
里
壮
吉
氏
が

我
々
は
納
得
が

い
か
ぬ
限
り
訴
訟
を
提
起
し
て
も
解
決
を
目

指
す
。
当
落
は
問
題
で
は
な
く
要
は
こ
う
い

う
し
こ
り
を
ス
ツ
キ
リ
し
た
も
の
に
し
た
い

か
ら
だ

と
語
り
、
一
方
、
選
挙
長
は

自

分
の
判
断
に
間
違
い
は
な
い
。
一
た
ん
決
定

し
た
も
の
を
変
え
る
わ
け
に
は
い
か
ぬ

と

キ
ツ
パ
リ
し
た
態
度
を
み
せ
た
。
こ
の
辺
り

か
ら
観
衆
も
少
し
興
奮
。
五
時
ま
で
伸
ば
す

と
は
何
事
か
、
早
く
ヤ
レ
ヤ
レ
で
一
寸
き
つ

い
と
こ
ろ
も
み
せ
た
が
、
発
表
で
ケ
リ
が
つ

き
、
悲
喜
こ
も
ご
も
の
顔
で
う
つ
す
ら
と
夜

明
け
の
大
門
の
道
を
帰
つ
て
い
つ
た
。

｜
社
　
説
｜

市
民
と
直
結
す
る
市
政

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
10
・
19

那
覇
市
議
選
挙
の
結
果
を
み
て
感
ず
る
こ
と

は
｜
地
盤
を
も
つ
て
い
る
も
の
、
金
の
あ
る

も
の
、
顔
の
売
れ
て
い
る
も
の
、
組
織
を
も

つ
て
い
る
も
の
は
当
選
し
、
そ
う
で
な
い
も

の
は
落
選
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

選
挙
に
勝
つ
に
は
、
今
の
と
こ
ろ
で
は
、
学

識
、
経
歴
、
見
識
、
手
腕
よ
り
も
、
選
挙
運

動
が
う
ま
く
や
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
は
非
民
主
的
な
、
あ
り
方
で
は

あ
る
が
、
そ
れ
が
事
実
で
あ
る
か
ら
致
方
は

な
い
。
有
権
者
が
も
つ
と
自
覚
し
、
選
挙
は

”
自
分
の
も
の
”
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
正

し
く
も
つ
よ
う
に
な
れ
ば
、
候
補
者
の
公
約

す
る
政
見
、
政
策
の
吟
味
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
人
格
に
対
す
る
批
判
も
自
主
的
に
為
し
得

る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
英
国
や
米
国

な
ど
で
公
然
と
行
わ
れ
て
い
る
候
補
者
お
よ

び
運
動
員
の
戸
別
訪
問
に
類
似
し
た
こ
と

が
、
万
一
許
さ
れ
た
と
し
て
も
、
直
接
政
見

を
聞
い
て
判
断
す
る
契
機
に
こ
そ
な
れ
、
投

票
を
強
要
さ
れ
た
り
、
或
は
誘
惑
さ
れ
た
り

す
る
よ
う
な
結
果
に
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
境
地
に
ま
で
、
市
民
の
政
治
意

識
が
高
め
ら
れ
る
の
は
何
時
の
こ
と
で
あ
る

か
、
考
え
る
と
甚
だ
寂
し
い
思
を
せ
ず
に
は

お
れ
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
回
の
市
議
選
挙
に
は
か
な
り
に

意
識
票
が
あ
つ
た
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
。

好
む
好
ま
な
い
は
別
と
し
て
、
人
民
党
の
議

員
が
三
名
も
当
選
し
た
こ
と
は
、
従
来
の
市

会
の
温
順
な
る
行
き
方
に
、
か
な
り
の
変
化

を
与
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

や
り
直
し
選
挙
で
候
補
者
も
市
民
も
ひ
と
騒

ぎ
を
演
じ
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
の
選
挙

に
よ
つ
て
、
新
し
い
市
会
が
市
政
に
対
す
る

批
判
を
強
め
て
く
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
情

勢
を
つ
く
つ
た
こ
と
は
決
し
て
悪
い
も
の
で

は
な
い
。

全
会
一
致
の
議
決
も
必
要
で
あ
る
が
、
理
事

者
の
や
り
方
を
批
判
す
る
こ
と
も
又
必
要
で

あ
る
。
そ
れ
は
批
判
の
な
い
と
こ
ろ
に
は
進

歩
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

と
に
か
く
選
挙
の
結
果
は
、

前
議
員
は
十

八
名
再
選
さ
れ
、
あ
と
は
新
顔
が
進
出
し
た

訳
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
、
い
く
ら
か
で
も
清

新
の
気
が
出
て
く
る
に
違
い
な
い
。
市
政
に

は
幾
多
の
問
題
が
解
決
を
ま
つ
て
い
る
。
殊

に
都
市
計
画
の
如
き
は
漸
く
そ
の
緒
に
つ
い

た
と
い
つ
て
も
よ
い
位
だ
。

表
通
り
に
は
大
か
高
楼
が
建
ち
並
び
、
一
歩

裏
に
入
つ
た
ら
カ
バ
ー
屋
や
茅
葺
屋
が
貧
し

い
姿
を
な
ら
べ
て
い
る
の
が
那
覇
市
の
現
実

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、

市
政
を
庶
民

の
生
活
と
直
結
せ
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。

新
那
覇
市
会
の
分
野
／
三
分
の

二
占
め
る
”
当
局
派
”

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
10
・
19

那
覇
市
会
議
員
選
挙
は
と
ど
こ
お
り
な
く
す

ん
で
、
昨
十
八
日
あ
さ
五
時
、
三
十
名
の
選

良
が
決
定
し
た
。
こ
れ
ら
の
議
員
は
市
民
の

信
任
を
受
け
て
、
向
う
四
カ
年
間
市
政
の
一

翼
を
担
う
わ
け
で
あ
る
が
、
さ
て
、
新
市
会

の
勢
力
分
野
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
一
般
の
関
心
は
、
所
謂
当
間
派
が
ど

れ
だ
け
当
選
し
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
こ
の
当
間
派
を
当
間
氏
直
々
の
息
の

か
ゝ
つ
た
家
の
子
郎
党
だ
け
で
な
く
、
市
の
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政
策
に
全
面
的
に
協
力
し
て
い
く
人
々
を
含

め
て
解
す
る
場
合
は
、
か
な
り
幅
の
広
い
も

の
と
な
つ
て
い
る
。
消
息
通
に
よ
る
と
、
当

局
派
二
十
、
中
立
五
、
野
党
五
と
な
つ
て
い

る
。
さ
き
の
議
会
で
は
、
多
少
、
当
間
市
政

に
批
判
的
立
場
を
と
る
議
員
が
い
た
が
、
多

勢
に
無
勢
、
殆
ど
一
つ
の
力
を
つ
く
る
ほ
ど

に
い
か
ず
、
所
謂
当
局
派
の
流
れ
に
ま
き
こ

ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
新
市
会
は
そ

う
は
い
か
な
い
よ
う
だ
。
ま
つ
こ
う
か
ら
市

政
を
批
判
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
民
党
が
三

名
も
当
選
し
て
き
た
か
ら
だ
。
従
つ
て
中
立

派
も
、
問
題
に
よ
つ
て
は
反
当
局
の
立
場
に

立
つ
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

当
局
は
三
十
の
議
席
の
う
ち
三
分
の
二
を
よ

う
し
て
い
る
の
で
、
多
少
の
批
判
は
受
け
て

も
市
政
の
運
営
に
支
障
を
来
す
こ
と
は
ま
ず

な
い
と
み
ら
れ
て
い
る
。

”
ご
当
選
お
め
で
と
う
”
／
真
和
志
の

合
併
委
員
が
新
議
員
訪
問
／
ま
ず
固

い
握
手
で
合
併
へ

○

那
覇
市
の
や
り
直
し
選
挙
は
終
り
新
し

い
議
会
が
誕
生
し
た
。
新
議
員
た
ち
は
公
約

の
実
践
に
努
力
す
る
だ
ろ
う
が
、
ま
ず
都
計

の
一
環
と
し
て
の
真
和
志
市
と
の
合
併
と
い

う
大
き
な
問
題
が
ひ
か
え
て
い
る
。

○

真
和
志
市
議
会
に
は
す
で
に

都
市
合

併
促
進
特
別
委
員
会

な
る
も
の
が
設
け
ら

れ
、
前
那
覇
市
議
会
に
も
働
き
か
け
て
、
合

併
実
現
に
つ
と
め
て
来
た
が
、
再
選
挙
で
ま

た
振
り
出
し
に
戻
つ
た
と
い
う
と
こ
ろ
。

○

そ
こ
で
今
度
こ
そ
市
民
の
世
論
に
応
え

て
合
併
の
実
現
に
邁
進
し
よ
う
と
真
和
志
市

議
会
森
田
、
奥
浜
正
副
議
長
と
新
里
合
併
促

進
特
別
委
員
長
外
六
委
員
が
十
八
日
降
り
し

き
る
雨
の
中
を
那
覇
市
の
新
議
員
三
十
名
の

家
を
首
里
、
小
禄
那
覇
の
順
に
一
軒
一
軒
訪

ね
て

当
選
お
め
で
と
う
。
今
後
と
も
相
協

力
し
て
行
き
ま
し
よ
う

と
挨
拶
す
れ
ば
当

選
祝
い
の
気
分
が
ま
だ
覚
め
な
い
新
議
員
た

ち
は

こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く

と
こ
の
雨

中
の
訪
問
に
感
激
固
い
握
手
を
交
し
た
。

那
覇
市
／
情
実
を
廃
し
実
力
本

位
／
職
員
の
試
験
採
用
を
規

定沖
タ
・
朝
　
１
９
５
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・
10
・
21

那
覇
市
で
は
去
る
十
五
日
、

職
員
採
用
、

昇
任
試
験
及
び
昇
級
等
に
関
す
る
規
則

を

公
布
し
た
。
こ
れ
は
、
と
も
す
れ
ば
情
実
に

と
ら
わ
れ
や
す
い
職
員
の
採
用
、
昇
任
を
公

平
に
し
、
人
事
を
刷
新
し
て
い
こ
う
と
い
う

の
が
狙
い
で
、
今
後
は
、
特
殊
な
技
術
者
な

ど
を
除
い
て
は
、
一
切
が
試
験
制
度
に
よ
つ

て
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
政
府
の
人

事
委
員
会
の
制
度
と
精
神
を
小
規
模
な
が
ら

地
方
自
治
体
に
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
も
の

で
、
採
用
昇
任
に
は
試
験
の
結
果
、
候
補
者

名
簿
も
作
成
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

勧
業
課
水
産
係
採
用
の
為
昨
二
十
日
こ
の
制

度
施
行
後
、
第
一
回
目
の
試
験
が
行
わ
れ
、

受
験
者
十
六
名
が
集
ま
つ
た
。
な
お
、
那
覇

市
で
は
、
近
く
約
一
カ
月
間
、
雇
員
六
十
名

に
対
し
、
研
修
を
行
い
、
試
験
の
結
果
、
書

記
候
補
者
名
簿
を
つ
く
り
、
試
験
に
よ
る
初

の
昇
任
の
道
を
開
く
よ
う
で
あ
る
。

公
聴
／
都
市
合
併
の
チ
ヤ
ン
ス

を沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
10
・
21

十
九
日
朝
刊
の
タ
イ
ム
ス
紙
は
真
和
志
市
会

の
合
併
委
員
六
氏
が
、
那
覇
市
の
新
議
員
の

自
宅
を
一
軒
々
々
訪
問
し
て
歩
い
た
と
報
じ

た
。
近
頃
愉
快
な
ニ
ユ
ー
ス
で
す
。
市
民
の

一
人
と
し
て
拍
手
か
つ
采
を
送
り
ま
す
。

来
年
三
月
ま
で
に
は
合
併
の
目
鼻
を
つ
け
る

と
か
、
合
併
促
進
法
を
作
る
と
か
い
ろ
い
ろ

取
沙
汰
さ
れ
て
い
た
の
が
、
ば
つ
た
り
沙
汰

止
み
に
な
つ
て
い
た
頃
と
て
、
た
し
か
に
快

ニ
ユ
ー
ス
だ
。

那
覇
に
し
ろ
、
真
和
志
に
し
ろ
早
か
れ
お
そ

か
れ
、合
併
せ
ね
ば
な
ら
ん
と
い
う
こ
と
は
、

議
員
な
ら
ず
と
も
、
み
ん
な
が
知
つ
て
い
る
。

議
員
に
負
わ
さ
れ
た
こ
と
は
、
早
目
に
何
時

実
現
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

相
手

が
ど
う
だ
か
ら

と
逃
げ
を
打
つ
て
来
た
の

が
い
ま
ま
で
の
当
事
者
の
言
訳
だ
が
、
そ
ん

な
き
弁
は
真
つ
平
だ
。

真
和
志
が
先
に
対
等
合
併
論
と
い
う
、
こ
だ

わ
り
す
ぎ
る
メ
ン
ツ
の
た
め
に
合
併
の
機
を

逸
し
、
住
民
福
祉
に
少
か
ら
ぬ
悪
影
響
を
与

え
た
こ
と
は
、は
つ
き
り
し
て
い
る
と
思
う
。

真
和
志
の
六
委
員
が
今
回
積
極
的
な
動
き
を

見
せ
て
下
さ
つ
た
こ
と
に
対
し
感
謝
し
ま

す
。
チ
ヤ
ン
ス
は
貴
方
が
た
の
力
で
作
る
べ

し
。
チ
ヤ
ン
ス
の
お
と
ず
れ
を
待
つ
よ
う
な

こ
と
を
せ
ず
、
堂
々
と
合
併
を
呼
び
か
け
押

し
て
押
し
て
押
し
ま
く
つ
て
下
さ
い
。
真
和

志
市
安
里
一
区
七
班
・
高
里
朝
勇
・
会
社
員

合
併
問
題
再
び
活
発
化
／
真
和

志
側
積
極
的
に
動
き
出
す

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
10
・
23

真
和
志
市
の
那
覇
と
の
合
併
問
題
は
し
ば
ら

く
鳴
り
を
ひ
そ
め
て
い
た
が
、
那
覇
市
議
選

と
共
に
再
び
胎
動
し
は
じ
め
た
。
十
八
日
真

和
志
市
都
市
合
併
促
進
委
員
連
が
新
那
覇
市

議
の
自
宅
を
回
り
合
併
を
相
提
携
し
て
促
進

し
て
行
こ
う
と
呼
び
掛
け
、
そ
の
結
果
那
覇

市
議
側
は
全
員
そ
れ
に
同
意
、
十
一
月
に
開

か
れ
る
議
会
に
提
案
す
る
と
の
約
束
を
得
た

よ
う
だ
。

又
翁
長
真
和
志
市
長
は
、
那
覇
市
側
の
真
和

志
市
早
期
受
入
れ
方
を
数
度
に
わ
た
つ
て
、

当
間
那
覇
市
長
を
訪
れ
要
請
し
て
い
る
。
合

併
問
題
は
那
覇
市
議
選
を
境
い
に
し
て
一
段

四
四
五
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と
活
気
づ
い
て
い
る
。

翁
長
真
和
志
市
長
談

こ
ち
ら
と
し
て
は
那

覇
市
側
が
早
期
受
入
を
し
て
く
れ
る
の
を
要

望
し
続
け
て
い
る
。

那
覇
市
の
都
市
計
画
に
も
、
早
け
れ
ば
早
い

程
都
合
は
良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
そ
れ
で
十
一
月
に
開
会
に
な
る
那
覇
市

議
会
に
期
待
し
て
い
る
わ
け
だ
。

那
覇
競
輪
社
／
き
の
う
発
足
／

役
員
人
事
は
保
留

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
５
・
10
・
23

日
琉
合
資
に
よ
つ
て
設
立
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
た
那
覇
競
輪
株
式
会
社
の
設
立
総
会
が

二
十
二
日
ひ
る
一
時
か
ら
幸
楽
で
開
催
さ
れ

た
。
宮
良
永
昌
、
富
原
守
保
、
平
敷
慶
久
、

泉
正
重
、
嘉
手
納
並
水
、
堀
江
耕
治
、
長
瀬

健
太
郎
、
桑
原
慶
治
、
宗
村
幸
彦
氏
ら
日
琉

双
方
の
発
起
人
と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
当

間
那
覇
市
長
が
出
席
、
定
款
を
審
議
承
認
し

た
。
資
本
金
は
全
額
発
起
人
引
受
け
で
既
に
見
通

し
が
つ
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
外
資
導
入

が
認
可
に
な
り
次
第
、
設
立
登
記
を
行
い
た

い
と
宮
良
発
起
人
代
表
は
語
つ
て
い
る
。

会
社
役
員
は
発
起
人
が
そ
の
ま
ゝ
就
任
す
る

計
画
で
あ
つ
た
が
日
琉
間
の
均
衡
を
保
つ
こ

と
、
現
在
の
仕
事
の
関
係
か
ら
一
部
の
変
更

を
要
す
る
こ
と
に
な
り
、
確
定
す
る
に
い
た

ら
な
か
つ
た
が
社
長
に
は
宮
良
永
昌
氏
が
有

力
視
さ
れ
て
い
る
。

な
お
競
輪
場
の
工
事
が
完
成
す
る
ま
で
に
約

三
カ
月
間
を
要
す
る
見
込
み
で
あ
る
が
、
そ

れ
ま
で
に
地
元
か
ら
競
輪
選
手
を
養
成
し
て

当
て
る
計
画
で
あ
り
、
月
に
二
万
円
以
上
の

収
入
に
な
る
だ
ろ
う
と
発
起
人
側
で
は
語
つ

て
い
る
。

米
調
査
団
昨
夕
来
島
／
28
日
ま

で
滞
在
か

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
10
・
24

全
沖
縄
住
民
が
鶴
首
し
て
待
つ
て
い
た
米
下

院
軍
事
委
軍
用
地
問
題
調
査
団
一
行
七
名
は

昨
夜
九
時
十
五
分
空
路
来
島
し
た
。
嘉
手
納

の
軍
飛
行
場
に
は
軍
首
脳
部
や
琉
球
政
府
比

嘉
主
席
は
じ
め
各
局
長
そ
の
他
軍
用
地
解
決

委
員
な
ど
関
係
者
約
百
名
が
集
り
タ
ー
ミ
ナ

ル
に
は
常
な
ら
ぬ
緊
迫
感
が
た
ゞ
よ
つ
て
い

た
。
調
査
団
一
行
は
米
空
軍
機
で
予
定
よ
り

一
時
間
半
ほ
ど
お
く
れ
て
到
着
、
モ
ー
ア
副

長
官
、
バ
ー
ジ
ヤ
ー
民
政
官
、
比
嘉
主
席
ら

と
握
手
を
交
し
た
の
ち
軍
差
し
向
け
の
車
に

乗
つ
て
Ｖ
・
Ｉ
・
Ｐ

軍
貴
賓

宿
舎
へ
向

つ
た
。
メ
ル
ヴ
イ
ン
・
プ
ラ
イ
ス
団
長
は
記

者
団
に
た
い
し
次
の
よ
う
に
語
つ
た
。

わ

れ
わ
れ
は
沖
縄
の
米
軍
が
軍
用
地
に
た
い
し

適
正
な
処
置
を
取
つ
て
い
る
か
ど
う
か
を
調

査
研
究
す
る
た
め
来
島
し
た
の
で
出
来
る
だ

け
の
時
間
を
費
し
て
沖
縄
の
重
大
問
題
で
あ

る
土
地
問
題
を
調
査
す
る
つ
も
り
で
あ
り
、

日
程
は
僅
か
三
日
間
と
な
つ
て
い
る
が
、
確

固
た
る
調
査
が
終
る
ま
で
沖
縄
に
滞
在
し
、

出
発
は
二
十
八
日
か
二
十
九
日
に
な
る
予
定

で
あ
る
。

一
行
の
顔
ぶ
れ
は
プ
ラ
イ
ス
団

長

民

ス
タ
ー
リ
ン
・
コ
ウ
ル

共

ウ

オ
ル
タ
ー
・
ノ
ー
ブ
ラ
ツ
ド

共

Ｏ
・

Ｃ
・
フ
イ
シ
ヤ
ー

民

ウ
イ
リ
ア
ム
・

Ｈ
・
ベ
イ
ツ

共

ジ
ヨ
ー
ジ
・
Ｐ
・
ミ

ラ
ー

民

ジ
エ
イ
ム
ス
・
Ｔ
パ
タ
ー
ソ
ン

共日
米
報
道
陣
も
来
島

米
下
院
調
査
団
の
沖
縄
に
お
け
る
調
査
状
況

を
報
道
す
る
日
米
報
道
陣
一
行
は
二
十
三
日

午
後
二
時
半
、
到
着
し
た
。
一
行
は
Ａ
Ｐ
、

Ｕ
Ｐ
、
朝
日
、
毎
日
を
含
む
日
本
及
び
米
国

新
聞
社
の
十
名
で
、
二
十
四
日
か
ら
調
査
団

と
行
動
を
共
に
し
て
、
そ
の
調
査
状
況
の
報

道
に
あ
た
る
。

那
覇
市
議
選
挙
の
異
議
申
立
／

判
読
に
困
る
千
余
／
あ
い
ま

い
票
の
奪
い
合
い

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
５
・
10
・
27

那
覇
市
議
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
、
五
件
の

異
議
申
立
が
出
て
い
る
。
異
議
申
立
期
間
の

三
十
一
日
ま
で
に
は
、
更
に
あ
と
一

二
件

出
る
み
こ
み
で
、
選
挙
後
の
後
味
の
悪
る
さ

を
み
せ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
争
は
ど
こ

か
ら
出
て
き
た
だ
ろ
う
か
、
異
議
申
立
の
問

題
点
を
み
て
み
よ
う
。

○

選
挙
開
票
の
日
、
判
読
し
に
く
い
票
が

約
千
四
百
も
あ
つ
て
、
そ
の
処
理
に
数
時
間

も
要
し
、
五
百
票
は
有
効
、
九
百
票
は
疑
問

票
と
無
効
と
決
定
さ
れ
た
。
問
題
は
殆
ど
、

こ
の
五
百
票
と
、
九
百
票
に
関
し
て
お
こ
つ

て
い
る
よ
う
だ
。

○

異
議
申
立
書
を
み
る
と
、
与
那
誠
正
候

補
は
、

コ
ナ

ヨ
ハ

ヲ
ナ

ヨ
ト

は
い
ず
れ
も

ヨ
ナ

で
あ
る
と
い
ゝ
。
上

津
保
候
補
は

上
ス

上
ヌ

上
ソ

上
ハ

は

上
ツ

で
あ
る
と
い
つ
て
い

る
が
、
今
度
は
上
間
当
選
人
が

上
フ

上
ス

上
ヌ

は

上
マ

で
あ
る
。

上
コ

も
そ
う
だ
、
と
主
張
。
宜
保
為
楷

候
補
は

ニ
カ
イ

ニ
カ
ニ

リ
カ
イ

リ
カ
リ

ト
カ
ト

人
カ
人

イ
ケ
イ

は

イ
カ
イ

で
あ
る
と
い
ゝ
、
儀
武
息
睦

当
選
人
が

ギ
マ

注

濁
点
が
つ
く

フ
キ

は

ギ
ブ

だ
、
と
い
つ
て
い
る
。

○

疑
問
票
九
百
票
の
う
ち
七
百
七
十
二
票

は
、
ど
の
候
補
者
の
氏
名
を
記
載
し
た
の
か

確
認
で
き
な
い
も
の
と
な
つ
て
い
る
が
、
有

効
に
な
つ
た
五
百
票
の
な
か
に
も

ニ
ル
ヤ

テ
ル
ヤ

、

キ
ロ

キ
セ

、

ク
ク
カ

ク
ダ
カ

、
王
リ
タ

モ
リ
タ

と
い
つ

た
類
の
も
の
が
多
く
、
選
挙
長
は

選
挙
人

四
四
六
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の
意
思
を
尊
重
し
よ
う
と
い
う
余
り
、
判
断

に
寛
大
で
あ
り
過
ぎ
た
の
で
な
か
つ
た
か
と

も
思
う

と
語
つ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

○

こ
の
こ
と
は
裏
を
か
え
す
と
、
首
都
那

覇
市
と
い
え
ど
も
、
如
何
に
無
筆
者
が
多
い

か
、
と
い
う
こ
と
を
物
語
つ
て
い
る
。
約
千

票
は
仮
名
で
さ
え
も
候
補
者
の
氏
名
を
正
確

に
書
け
て
な
い
も
の
と
い
う
か
ら
、
立
会
人

や
選
挙
長
の
苦
労
が
知
ら
れ
よ
う
と
い
う
も

の
。
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
判
例
を
み
る

と
日
本
で
は
沖
縄
み
た
い
に
、
片
仮
名
の
し

か
も
は
つ
き
り
字
体
さ
え
な
さ
な
い
も
の
で

争
つ
て
い
る
こ
と
は
め
つ
た
に
な
い
。
ほ
と

ん
ど
漢
字
に
よ
る
も
の
で
、
例
え
ば

浜
口

幸
雄

は
浜
口
雄
幸
、

若
槻
次
郎

は
若

槻
礼
次
郎
へ
の
投
票
と
判
定
す
る
、
と
い
つ

た
類
の
も
の
の
よ
う
だ
。

○

選
管
委
で
は
、
選
挙
事
務
に
た
ず
さ
わ

つ
て
い
る
当
事
者
と
し
て
の
経
験
か
ら
、
選

挙
を
公
正
に
運
営
す
る
た
め
に
選
挙
法
を
改

正
し
て
、
①
ポ
ス
タ
ー
は
漢
字
に
す
る
。
②

投
票
用
紙
へ
記
入
す
る
候
補
者
名
も
漢
字
で

書
く
と
い
う
こ
と
に
し
た
ら
、
と
の
意
見
を

の
べ
て
い
る
。

三
十
名
の
選
良
／
那
覇
市
議
／

当
選
証
書
交
付
式

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
10
・
28

二
十
七
日
ひ
る
一
時
半
か
ら
那
覇
市
会
議
室

で
、
那
覇
市
会
議
員
当
選
証
書
の
交
付
式
が

行
わ
れ
た
。
三
十
名
の
選
良
は
始
め
て
一
堂

に
顔
を
合
わ
し
、
一
人
一
人
大
湾
選
挙
管
理

委
員
長
か
ら
当
選
証
書
と
、
那
覇
市
会
議
員

の
記
章
を
受
け
、
晴
れ
て
議
員
に
就
任
し
た
。

新
議
員
三
十
名
を
迎
え
、
当
間
市
長
は
次
の

よ
う
に
祝
辞
を
の
べ
た
。

私
個
人
の
気
持
を
率
直
に
申
上
げ
る
な
ら
実

は
前
議
員
が
揃
つ
て
全
部
当
選
す
る
よ
う
祈

つ
て
い
た
。
何
故
な
ら
、
新
し
く
選
ば
れ
て

き
た
人
に
は
ま
こ
と
に
失
礼
で
あ
る
が
、
首

里
、
那
覇
、
小
禄
の
合
併
後
、
最
初
に
当
選

し
て
き
た
人
々
で
あ
り
、
も
し
、
選
挙
管
理

委
員
会
の
落
度
が
な
け
れ
ば
あ
と
三
年
間
、

大
那
覇
市
の
基
礎
を
つ
く
る
権
利
と
義
務
を

も
つ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
幸
に

し
て
こ
れ
ら
の
人
々
に
代
つ
て
当
選
し
て
き

た
十
二
名
の
方
は
大
部
分
が
、
那
覇
、
小
禄
、

首
里
の
議
会
に
議
席
を
も
つ
て
い
た
方
々
で

あ
り
、
前
議
員
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
経
歴

と
識
見
を
も
つ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
か

ら
、
喜
び
に
た
え
ま
せ
ん
。
那
覇
市
は
旧
那

覇
の
復
興
さ
え
前
途
が
遠
く
、
更
に
首
里
、

小
禄
が
あ
り
、
更
に
懸
案
の
真
和
志
と
の
合

併
も
残
つ
て
い
る
。
祖
先
と
子
孫
に
誇
れ
る

都
市
の
基
礎
を
と
も
に
つ
く
り
た
い
。
皆
さ

ん
の
御
協
力
を
お
願
い
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
儀
武
息
睦
氏
が
当
選
者
を

代
表
し
て
、

わ
れ
わ
れ
は
市
民
の
絶
大
な
る
援
助
で
当

選
し
た
。
市
の
発
展
と
市
民
の
福
祉
の
た
め

全
身
を
う
ち
こ
ん
で
い
き
た
い

と
答
辞
を

の
べ
た
。

一
戸
五
万
円
の
補
償
を
／
競
輪

で
立
退
く
奥
武
山
区
民
陳
情

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
11
・
２

那
覇
市
の
競
輪
事
業
計
画
に
伴
う
奥
武
山
地

区
住
民
六
十
六
世
帯
、

五
十
三
戸

の
立

退
補
償
費
に
つ
い
て
は
、
今
議
会
で
予
算
案

に
計
上
、
一
戸
あ
た
り
一
万
円
強
の
費
用
に

あ
た
る
が
、
一
日
ひ
る
奥
武
山
区
立
退
住
民

代
表
儀
間
真
喜
氏

五
十
一
人
は
那
覇
市

議
長
あ
て
、
五
万
円
補
償
す
る
よ
う
努
力
し

て
も
ら
い
た
い
と
つ
ぎ
の
よ
う
な
陳
情
を
行

つ
た
。

陳
情
要
旨

奥
武
山
の
公
園
化

競
輪
場
を

含
む

の
問
題
に
た
い
し
て
は
住
民
も
心
か

ら
賛
成
し
て
い
る
が
、
奥
武
山
区
住
民
は
四

十
六
年
十
二
月
、
那
覇
港
南
桟
橋
作
業
隊
が

結
成
さ
れ
た
際
、
今
日
ま
で
住
み
つ
づ
け
て

い
る
者
が
殆
ど
で
五
十
年
九
月
就
業
義
務
解

除
ま
で
の
五
カ
年
間
は
月
二
十
八
日
の
義
務

就
業
を
強
制
さ
れ
、
こ
れ
に
違
反
す
る
者
は

即
時
家
屋
の
明
け
渡
し
を
要
求
さ
れ
、
甚
大

な
犠
牲
を
払
わ
さ
れ
た
、
現
在
で
は
船
舶
の

入
港
漸
減
し
、
収
入
が
へ
り
、
全
く
苦
し
い

状
態
に
た
ゝ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
実

情
の
た
め
、
今
回
の
家
屋
移
転
に
つ
い
て
は

そ
の
費
用
の
ね
ん
出
方
法
が
全
く
な
く
、
途

方
に
く
れ
て
い
る
、
資
材
の
運
搬
な
ら
び
に

補
足
資
材
の
購
入
費
及
び
休
業
中
の
家
族
の

生
活
費
な
ど
を
あ
わ
せ
て
一
世
帯
あ
た
り
五

万
円
補
償
し
て
も
ら
い
た
い
。

三
氏
の
異
議
申
立
／
那
覇
選
管

委
却
下

琉
新
・
夕
　
１
９
５
５
・
11
・
２

那
覇
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
さ
き
に
異

議
申
立
を
行
つ
た
上
間
長
和
、
儀
武
息
睦
、

宜
保
為
楷
の
三
氏
に
対
し
、
三
十
一
日
、
申

立
て
は
容
認
で
き
な
い
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な

回
答
を
お
く
つ
た
。
選
挙
長
が
立
会
人
の
意

見
を
き
き
、
徹
頭
徹
尾
慎
重
を
期
し
、
適
法

公
正
に
行
わ
れ
た
も
の
で
投
票
の
効
力
決
定

に
対
し
て
は
妥
当
な
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で

申
立
理
由
は
容
認
で
き
な
い
。

那
覇
市
会
議
長
に
泉
氏
／
副
議

長
に
長
嶺
氏
／
選
挙
す
ん
で

握
手
／
泉
16
・
高
良
10
・
島

袋
３
・
白
票
１

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
５
・
11
・
２

注
目
を
ひ
い
た
新
那
覇
市
議
会
の
正
副
議
長

選
挙
は
二
日
あ
さ
議
会
開
会
の
冒
頭
か
ら
始

め
ら
れ
、
議
長
は
投
票
の
結
果
、
泉
正
重
氏

に
、
副
議
長
は
推
薦
で
長
嶺
将
真
氏
に
そ
れ
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ぞ
れ
決
定
、
正
副
議
長
と
も
再
び
元
の
サ
ヤ

に
納
つ
た
。

新
議
員
に
よ
る
那
覇
市
の
初
議
会
は
け
さ
十

時
三
十
五
分
開
会
、
当
間
市
長
の
挨
拶
に
つ

い
で
議
長
選
挙
に
移
つ
た
。
ま
ず
年
長
者
の

儀
武
息
睦
議
員
を
臨
時
議
長
に
あ
げ
、
一
た

ん
休
け
い
、
選
挙
の
方
法
に
つ
い
て
議
会
を

も
つ
た
。

従
来
、
議
長
選
挙
で
投
票
を
す
る
こ
と
は

派
閥
的
な
シ
コ
リ
が
で
き
て
後
々
の
議
会
運

営
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
殆
ど

推
薦
の
形
を
と
つ
て
い
る
。
各
派
を
代
表
す

る
委
員
を
出
し
、
そ
の
協
議
に
よ
つ
て
、
決

め
た
ら
と
臨
時
議
長
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
た

が
赤
嶺
慎
英
議
員
、
人
民
党
の
島
袋
嘉
順
議

員
ら
か
ら
議
長
選
挙
に
関
し
い
ろ
い
ろ
な
工

作
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
事
は
す
で
に
市
民
多

数
が
知
つ
て
い
る
。
市
民
の
疑
惑
を
払
拭
す

る
た
め
投
票
に
よ
り
議
長
を
選
出
し
た
い

と
の
意
見
が
あ
り
、
つ
い
で
大
山
盛
幸
議
員

か
ら
も

公
明
な
ス
ツ
キ
リ
し
た
選
挙
に
す

る
た
め
投
票
が
い
い
。
た
だ
し
誰
が
議
長
に

選
ば
れ
よ
う
と
こ
れ
ま
で
の
感
情
や
行
が
か

り
を
抜
き
に
し
て
協
力
一
致
、
明
朗
な
議
会

を
建
設
し
よ
う

と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
か

く
て
十
時
五
十
分
、
再
開
投
票
に
よ
つ
て
議

長
を
選
出
す
る
こ
と
に
決
定
、
直
に
投
票
に

移
つ
た
。

比
嘉
朝
四
郎
、
比
嘉
佑
直
の
両
議
員
が
立

会
人
に
あ
げ
ら
れ
て
開
票
し
た
が
出
席
議

員
三
十
名
、
う
ち
泉
正
重
氏
十
六
票
、
高

良
一
氏
十
票
、
島
袋
嘉
順
氏
三
票
。
白
票

一
で
泉
氏
が
再
び
議
長
席
に
つ
い
た
。

泉
新
議
長
の
挨
拶

多
数
の
御
支
援
を
得

て
議
長
に
当
選
し
た
こ
と
を
感
謝
し
ま
す
。

過
去
十
一
カ
月
の
間
、
自
分
の
や
つ
て
来
た

議
長
ぶ
り
が
何
ら
の
欠
点
も
な
か
つ
た
と
は

考
え
て
い
な
い
。
特
に
私
は
短
気
ツ
ぽ
い
、

齢
す
で
に
六
十
に
な
ん
な
ん
と
し
て
な
お
こ

の
よ
う
な
欠
点
を
持
つ
て
い
る
こ
と
が
情
な

い
。
つ
と
め
て
こ
れ
を
直
す
よ
う
に
努
力
し

ま
す
。
議
長
選
出
ま
で
い
ろ
い
ろ
対
立
も
あ

つ
た
が
感
情
は
水
に
流
し
て
和
か
な
話
合
い

の
議
会
を
建
設
す
る
よ
う
お
互
い
で
努
力
し

た
い
。
も
し
私
の
議
会
の
運
営
振
り
に
抜
か

り
が
あ
つ
た
り
、
行
過
ぎ
あ
る
時
は
御
注
意

願
い
た
い
。

つ
い
で
泉
氏
は
議
長
席
を
下
り
て
高
良
一

氏
及
び
島
袋
嘉
順
氏
と
握
手
、
各
議
員
か

ら
割
れ
る
よ
う
な
拍
手
を
送
ら
れ
た
。

競
輪
を
実
現
し
た
い
／
市
長
挨
拶

当
間
市
長
は
初
の
議
会
に
当
り
、
次
の
よ
う

に
挨
拶
し
た
。

こ
の
議
会
は
形
式
的
に
云
え
ば
合
併
後
の
第

一
回
目
の
議
会
と
同
じ
で
あ
る
。
那
覇
復
興

の
前
途
は
ま
だ
り
よ
う
遠
で
あ
る
の
で
執
行

機
関
と
議
決
機
関
と
が
互
い
に
力
を
合
せ
て

解
決
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
が
沢
山
あ

る
。
議
会
不
成
立
の
二
カ
月
間
に
お
い
て
市

町
村
自
治
法
に
よ
り
市
長
が
専
決
処
分
し
た

事
柄
が
あ
る
の
で
そ
れ
を
報
告
す
る
。
同
時

に
市
の
懸
案
の
競
輪
が
承
認
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
直
に
実
施
に
移
す
つ
も
り
で
す
。
よ
ろ

し
く
御
審
議
願
う
。

記
者
の
メ
モ
／
午
前
四
時
の
訪

問
客
？
…

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
11
・
３

○

那
覇
市
議
長
選
挙
は
こ
こ
二
、
三
日
息

づ
ま
る
運
動
を
展
開
し
て
い
た
。
双
方
に
投

票
を
約
束
し
て
誓
約
書
に
署
名
し
た
も
の
も

い
た
と
い
わ
れ
、
一
日
ま
で
泉
、
高
良
両
候

補
は
い
ず
れ
も
優
勢
を
呼
号
、
当
事
者
で
あ

る
議
員
自
体
が
こ
ん
と
ん
と
し
て
適
確
な
状

勢
を
つ
か
み
き
ら
な
い
と
い
つ
た
調
子
だ
つ

た○

そ
れ
だ
け
に
各
派
と
も
競
争
が
は
げ
し

く
夜
も
お
ち
お
ち
眠
れ
な
か
つ
た
ら
し
い
。

票
を
開
け
て
あ
と
の
話
だ
が
、

私
は
昨
夜
、

午
前
四
時
に
お
こ
さ
れ
て
ね

と
か
、

×

時
に
き
た

明
方
き
た

等
々

の
話
が

四
、
五
名
の
人
か
ら
出
た
。
午
前
四
時
の
訪

問
客
。
さ
ぞ
や
、
つ
ら
か
つ
た
ろ
う
に

。

政
治
は
夜
つ
く
ら
れ
る
と
は
よ
く
い
つ
た
も

の
だ
。

○

分
野
が
は
つ
き
り
色
わ
け
さ
れ
た
の
は

二
日
の
未
明
で
あ
つ
た
ら
し
い
。
落
ち
た
高

良
氏
や
そ
の
運
動
員
の
照
屋
議
員
は

午
前

十
時
ご
ろ
、
状
勢
の
変
つ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
い
た
。
票
は
読
め
て
い
た
ヨ

と
い
う

し
、
当
選
し
た
泉
氏
は

昨
夜
ま
で
ヒ
ヤ
ヒ

ヤ
だ
つ
た

と
の
べ
て
い
た
。
再
び
議
長

の
席
を
射
と
め
た
泉
氏
は
さ
す
が
に
う
れ
し

そ
う
で
、
終
始
ニ
コ
ニ
コ
だ
つ
た
。
我
が
最

良
の
日
だ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。

○

高
良
派
は
日
程
終
了
後
、
直
ち
に
車
を

つ
ら
ね
て
某
所
へ
｜
。
仲
井
真
元
楷
氏
を
含

め
て
、
市
政
革
新
同
志
会
を
組
織
し
よ
う
と

の
話
が
出
た
が
、
き
の
う
二
日
の
日
を
ボ
ク

し
て
”
二
日
会
”
と
改
め
た
。
こ
れ
ま
で
穏

び
ん
で
あ
つ
た
那
覇
市
会
も
今
後
一
波
乱
お

こ
る
よ
う
な
空
気
で
あ
る
。

○

議
長
選
挙
の
際
、
白
票
が
一
つ
あ
つ
た
。

白
票
は
誰
？

全
議
員
の
関
心
が
あ
つ
ま

つ
た
。

誰
だ
ろ
う

い
や
ア
レ
だ

噂
は

つ
き
な
か
つ
た
。
投
票
は
秘
密
主
義
と
あ
つ

て
詮
じ
つ
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。結
局
、

わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
付
さ
れ
た
。
白
票
は
誰

だ
つ
た
だ
ろ
う
？

常
任
委
員
を
選
任
／
那
覇
市
臨

時
議
会
ふ
た
開
け

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
11
・
３

那
覇
市
臨
時
議
会
は
二
日
あ
さ
十
時
四
十
分

か
ら
開
か
れ
、
午
前
中
に
正
副
議
長
に
泉
正

重
、
長
嶺
将
真
氏
を
そ
れ
ぞ
れ
選
任
し
た
の

四
四
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ち
、
午
後
は
各
常
任
委
員
会
の
委
員
数
と
委

員
を
選
任
、
ひ
き
つ
ゞ
き
今
議
会
の
会
期
を

二
日
か
ら
八
日
ま
で
の
七
日
間
と
決
定
、
那

覇
市
営
自
転
車
競
技
事
業
を
施
行
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、ほ
か
関
係
五
議
案
を
一
括
上
程
、

当
局
の
提
案
理
由
説
明
が
あ
つ
て
午
後
二
時

す
ぎ
閉
会
し
た
。

三
日
は
議
案
研
究
の
た
め
、
一
旦
休
会
に
入

り
、
四
日
あ
さ
十
時
か
ら
本
会
議
を
再
開
す

る
。
当
日
選
任
さ
れ
た
常
任
委
員
は
つ
ぎ
の
と
お

り

◎
印
は
委
員
長
○
印
は
副
委
員
長

▽
総
務
財
政
委
員
会

九
名

島
袋
嘉
順
、

玉
那
覇
有
義
、
渡
口
麗
秀
、
上
原
光
男
◎
高

良
一
、
喜
久
山
朝
重
○
赤
嶺
慎
英
、
久
高
友

敏
、
仲
井
真
元
楷
。

▽
建
設
委
員
会

十
一
名

○
照
屋
正
徳
、

比
嘉
ゆ
う
直
、
備
瀬
知
良
、
新
垣
善
太
郎
、

上
間
長
和
、
渡
口
政
行
、
崎
山
喜
達
、
比
嘉

朝
四
郎
、
宮
城
清
三
郎
、
高
良
清
二
◎
儀
武

息
睦
。

▽
文
教
厚
生
労
務
委
員
会

八
名

○
嘉
数
ツ
ル
、
辺
野
喜
英
興
、
◎
大
山
盛
幸
、

糸
数
昌
剛
、
宮
里
敏
慶
、
喜
瀬
康
一
、
森
田

孟
真
、
真
栄
田
義
晃
、

▽
懲
罰
委
員
会

六
名

○
玉
那
覇
有
義
、

◎
比
嘉
ゆ
う
直
、
嘉
数
ツ
ル
、
照
屋
正
徳
、

高
良
一
、
宮
里
敏
慶
。

八
日
ま
で
の
議
事
日
程

▽
三
日

議
案
研
究
の
た
め
休
会
▽
四
日

本
会
議
▽
五
日

委
員
会
付
託
事
件
の
審
査

▽
六
日

休
日
▽
七
日

委
員
会
付
託
事
件

の
審
査
▽
八
日

本
会
議
。

｜
社
　
説
｜

競
輪
事
業
に
反
対
す
る

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
11
・
５

那
覇
市
議
会
は
議
長
選
挙
を
き
つ
か
け
に
、

二
日
会
と
い
う
野
党
的
な
団
体
が
出
来
て
、

こ
れ
か
ら
の
市
会
運
営
に
多
難
を
思
わ
せ
て

い
る
。
選
挙
前
の
市
会
は
与
党
勢
力
が
強
く
、

市
当
局
の
意
志
は
不
自
由
な
く
通
つ
て
き
た

の
で
あ
る
が
、
選
挙
後
は
形
勢
一
変
し
、
市

当
局
の
施
政
に
対
し
、
多
分
に
批
判
的
な
空

気
が
生
れ
て
く
る
こ
と
は
二
日
会
の
結
成
に

よ
つ
て
も
想
像
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が

よ
い
こ
と
で
あ
る
か
或
い
は
好
ま
し
く
な
い

こ
と
で
あ
る
か
は
見
る
人
に
よ
つ
て
違
つ
て

く
る
で
あ
ろ
う
が
、
批
判
が
あ
つ
て
進
歩
も

あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
那
覇
の
市
政
も
批
判

の
中
か
ら
協
力
を
盛

も

り
あ
げ
て
い
く

こ
と
が
出
来
る
な
ら
ば
改
選
後
の
新
し
い
情

勢
は
必
ず
し
も
悪
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

初
市
会
は
、
選
挙
無
効
の
判
決
で
、
市
会
が

解
消
し
、
空
白
を
生
じ
た
際
、
市
長
が
専
決

処
分
し
た
競
輪
事
業
関
係
の
契
約
と
水
道
資

材
の
購
入
な
ど
の
事
後
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
な
つ
て
い
る
が
、
競
輪
に
関
す
る
専
決
処

分
に
は
議
場
が
沸
騰
す
る
の
で
は
な
い
か
と

み
ら
れ
て
い
る
が
、
我
々
は
又
吉
市
長
時
代

に
競
輪
事
業
が
計
画
さ
れ
た
時
、
断
固
反
対

を
表
明
し
た
こ
と
が
あ
り
、
今
日
に
お
い
て

も
こ
れ
に
賛
意
を
表
す
る
訳
に
は
い
か
な

い
。
本
土
各
府
県
に
お
け
る
競
輪
事
業
が
す
べ
て

好
成
績
を
あ
げ
て
地
方
財
政
を
潤
お
し
て
い

る
も
の
で
は
な
く
、
地
方
都
市
の
う
ち
で
は

競
輪
事
業
が
赤
字
を
出
し
て
対
策
に
苦
し
ん

で
い
る
と
い
う
事
実
も
聞
い
て
い
る
し
、
沖

縄
の
よ
う
な
賭
博
趣
味
の
低
調
な
と
こ
ろ
で

果
し
て
計
画
書
に
盛

も

ら
れ
て
い
る
よ

う
な
収
入
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
か
ど
う

か
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
も
し
市
当
局
が
自
信

を
も
つ
て
こ
の
疑
問
を
一
掃
し
て
く
れ
る
勇

気
が
あ
る
な
ら
、
市
当
局
は
先
ず
第
一
に
競

技
場
と
な
る
奥
武
山
か
ら
立
退
き
を
求
め
て

い
る
六
十
三
戸
の
市
民
に
対
し
十
分
な
る
補

償
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
。
立
退
き
が
市
の

公
益
に
関
す
る
施
設
を
行
う
た
め
で
あ
る
な

ら
、
財
政
窮
乏
を
理
由
と
す
る
僅
少
の
金
額

で
も
、
時
と
場
合
に
は
犠
牲
を
忍
ん
で
貰
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
競

輪
事
業
で
市
は
年
に
二
千
万
円
に
近
か
い
利

益
配
当
を
う
け
る
と
謳
つ
て
い
る
で
は
な
い

か
。そ
れ
だ
け
の
収
入
を
予
想
す
る
な
ら
ば
、

そ
の
一
、
二
割
を
補
償
金
と
し
て
支
出
す
る

位
の
社
会
政
策
的
配
慮
は
当
然
あ
つ
て
然
か

る
べ
き
だ
と
思
う
が
如
何
。

我
々
は
戦
争
に
よ
つ
て
文
字
通
り
裸
に
さ
れ

た
上
に
、
精
神
的
に
も
頽
廃
し
た
空
気
の
中

で
十
年
近
く
も
生
活
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ど
ん
底
か
ら
脱
け
出
す
た
め
に
、
全
住

民
が
ど
ん
な
に
苦
し
ん
で
き
た
こ
と
か
。

現
在
市
内
の
ど
こ
か
で
見
受
け
る
街
頭
ト
バ

ク
や
、
殺
人
、
傷
害
、
強
盗
、
カ
ツ
パ
ラ
イ

の
類

た
ぐ
い

は
い
う
ま
で
も
な
く
戦
争

の
落
し
子
で
あ
る
。
こ
れ
を
ど
う
す
れ
ば
な

く
し
て
、
我
々
の
社
会
を
立
派
な
も
の
に
す

る
か
で
、
み
ん
な
が
苦
労
し
て
い
る
の
は
な

い
か
。

そ
こ
へ
も
つ
て
き
て
儲
か
る
か
ら
と
い
う
て

ト
バ
ク
類
似
の
事
業
を
や
る
こ
と
は
世
道
人

心
に
と
つ
て
百
害
あ
つ
て
一
利
な
し
と
考
え

る
か
ら
我
々
は
反
対
す
る
の
で
あ
る
。

本
土
で
も
や
つ
て
い
る
か
ら
、
い
い
じ
や
な

い
か
と
い
う
人
達
に
対
し
、
我
々
は
目
的
の

た
め
に
は
手
段
を
選
ぶ
こ
と
が
沖
縄
の
明
日

を
明
る
く
、
健
康
な
も
の
に
す
る
も
の
で
あ

る
と
、
い
い
た
い
の
で
あ
る
。

泊
港
埋
立
地
／
那
覇
市
編
入
告

示琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
11
・
５

主
席
は
四
日
、
那
覇
市
泊
港
の
南
側
と
北
岸

の
埋
立
地
を
市
町
村
自
治
法
第
三
条
の
規
定

に
よ
つ
て
那
覇
市
の
区
域
に
編
入
し
、
五
日

四
四
九
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か
ら
施
行
す
る
と
告
示
し
た
。
所
属
未
定
だ

つ
た
の
が
五
日
か
ら
那
覇
市
に
編
入
さ
れ
る

場
所
は
、
泊
港
北
岸
が
高
橋
町
二
丁
目
と
隣

接
の
公
有
水
面
埋
立
地
五
千
五
百
四
坪
。
泊

港
南
岸
が
前
島
町
二
丁
目
、松
山
町
二
丁
目
、

若
狭
町
二
丁
目
と
隣
接
の
公
有
水
面
埋
立
地

六
万
一
千
五
百
六
十
坪
。

記
者
の
メ
モ
／
歴
史
が
語
る
競

輪
問
答
…

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
11
・
５

○

四
日
の
那
覇
市
会
は
競
輪
問
題
の
質
疑

で
大
揺
れ
だ
つ
た
。
と
く
に
厳
正
中
立
を
標

ぼ
う
す
る
十
二
名
の
二
日
会
と
完
全
野
党
の

人
民
党
三
名
を
か
か
え
て
い
る
だ
け
に
、
当

局
に
し
て
み
れ
ば
う
る
さ
い
ほ
ど
質
問
が
出

る
。
一
々
答
え
る
の
に
汗
だ
く
の
態
だ
つ
た
。

○

頃
合
い
を
み
て
、
与
党
の
大
山
議
員
か

ら

委
員
会
付
託

の
動
議
が
出
て
、
採
決

に
う
つ
つ
た
ら
、
挙
手
は
十
二
名
、
あ
え
な

く
否
決
さ
れ
て
し
ま
つ
た
。
こ
れ
ま
で
の
殆

ど
与
党
一
色
で
あ
つ
た
那
覇
市
会
で
は
み
ら

れ
な
い
風
景
だ
。
気
を
よ
く
し
た
野
党
の
某

氏

こ
れ
か
ら
面
白
く
な
る
ぞ

と
悦
に

入
つ
て
い
た
。

○

も
し
、
奥
武
山
の
住
民
が
立
退
か
な

い
、
と
言
つ
た
ら
ど
う
す
る
か

の
質
問
に
、

市
長
や
や
、
ム
ツ
と
し
て

那
覇
市
の
場
合

は
す
べ
て
法
規
に
よ
つ
て
や
る

と
、
法

律
専
門
家
ら
し
い
と
こ
ろ
を
チ
ヨ
ツ
ピ
リ
み

せ
た
。
と
こ
ろ
が
く
い
つ
い
て
く
る
の
が
い

た
。
宮
里
議
員
の

ど
ん
な
法
規
で
す
か

の
質
問
に
、
市
長
は

法
規
は
た
く
さ
ん
あ

る
が
い
ま
は
考
え
て
い
な
い

と
逃
げ
た
。

そ
こ
ま
で
い
つ
て
し
ま
え
ば
、
こ
と
は
面
倒

に
な
る
ば
か
り
と
思
つ
た
の
だ
ろ
う
。

○

人
民
党
は
根
本
的
に
反
対
だ
つ
た
。

日
本
の
出
資
者
が
、
沖
縄
で
競
輪
を
や
る

の
は
、
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
ス
テ
ツ
プ
と
し
て

で
あ
る
、
と
の
話
し
だ
つ
た
。
ア
メ
リ
カ
や

ヨ
ー
ロ
ツ
パ
等
の
先
進
国
で
競
輪
を
や
つ
て

い
る
と
は
き
い
た
こ
と
が
な
い
。
日
本
は
ア

メ
リ
カ
の
半
植
民
地
だ
、
沖
縄
は
も
と
よ
り

植
民
地
で
あ
る
。
虐
い
た
げ
ら
れ
た
植
民
地

や
後
進
国
に
ば
か
り
、
い
ま
わ
し
い
競
輪
が

強
い
ら
れ
て
い
く
。
わ
れ
わ
れ
と
て
市
の
財

政
は
何
ん
と
か
増
や
し
た
い
、
し
か
し
し
か

し

と
、
そ
の
一
流
の
説
法
で
競
輪
反
対

を
と
な
え
て
い
た
。
競
輪
は
先
進
国
と
は
縁

が
な
い
ら
し
い
。

○

こ
れ
に
は
当
間
市
長
も
ま
け
て
い
な
か

つ
た
。
先
進
国
に
競
輪
が
な
か
つ
た
の
は
、

そ
れ
は
日
本
が
先
べ
ん
を
つ
け
た
も
の
だ
か

ら
だ
。
こ
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん
の
び
る
だ
ろ
う

さ
て
、
競
輪
が
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
や
ア
メ
リ

カ
で
の
び
る
か
ど
う
か
。
何
年
か
後
の
歴
史

を
み
な
い
と
、
こ
の
議
論
の
勝
負
は
わ
か
ら

な
い
。

競
輪
問
題
で
当
局
追
及
／
ゆ
れ

る
那
覇
市
会
／
当
局
財
政
的

に
プ
ラ
ス
／
議
会
が
認
め
ね

ば
止
め
る

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
11
・
５

四
日
午
後
の
那
覇
市
会
本
会
議
は
午
前
に
引

き
つ
ゞ
き
、
競
輪
事
業
開
始
に
関
す
る
六
ツ

の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
た
が
、
議
場
は
市

当
局
と
の
質
疑
応
答
で
依
然
大
揺
れ
、
戦
後

の
那
覇
市
会
に
か
つ
て
み
な
い
ほ
ど
騒
然
と

な
つ
た
が
、
四
時
十
五
分
、
質
疑
続
行
の

ま
ゝ
総
務
財
政
委
員
会
に
付
託
し
た
。
質
疑

応
答
の
主
な
る
も
の
は
次
の
通
り
。

仲
井
真
議
員

競
輪
の
結
果
の
も
た
ら
す
市

の
利
益
と
社
会
的
な
意
義
に
つ
い
て
ど
ち
ら

が
重
要
か
。

助
役
　
日
本
で
盛
ん
な
の
は
利
益
が
大
き
い

か
ら
だ
。
政
府
で
も
富
ク
ジ
を
や
つ
て
い
る

が
、
そ
れ
に
よ
つ
て
受
け
た
利
益
が
大
き
い

か
ら
で
あ
る
。
普
通
の
バ
ク
チ
と
は
大
分
趣

が
違
う
。
売
上
げ
の
五
％
が
社
会
に
貢
献
す

る
の
だ
か
ら
。

仲
井
真
議
員
　
五
一
年
の
初
め
か
ら
計
画
さ

れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
が
、
当
時
と
今
日
で

は
社
会
的
に
も
経
済
的
に
も
変
動
が
は
げ
し

い
。
事
業
経
過
の
あ
ら
ま
し
を
う
か
が
い
た

い
。
市
長

日
本
の
亜
細
亜
興
産
の
海
老
沢
と
い

う
人
が
当
初
計
画
し
て
市
と
の
間
に
話
が
す

す
め
ら
れ
て
い
た
が
、
亜
細
亜
興
産
の
資
金

の
バ
ツ
ク
で
あ
つ
た
例
の
保
全
経
済
会
が
潰

れ
た
の
で
、
そ
の
後
、
話
は
立
消
え
に
な
つ

て
い
た
が
、
今
年
八
月
に
突
然
、
日
本
側
か

ら
現
在
の
計
画
者
で
あ
る
人
達
か
ら
話
が
も

ち
こ
ま
れ
て
、
全
資
本
を
日
本
側
が
出
す
と

い
う
こ
と
で
話
が
す
す
ん
だ
。

仲
井
真
議
員

八
月
三
日
の
市
会
の
全
員
協

議
会
で
市
長
は
次
の
よ
う
に
明
言
し
て
い

る
。
①
神
奈
川
、
東
京
周
辺
は
相
変
ら
ず
黒

字
で
あ
る
が
、
全
国
的
に
は
グ
ツ
と
下
火
に

な
つ
て
い
る
②
出
資
者
に
迷
惑
を
か
け
な
い

か
心
配
だ
③
二

三
年
は
大
丈
夫
と
思
う

が
、
あ
と
が
ど
う
な
る
か
、
以
上
の
こ
と
を

市
長
は
明
言
し
て
い
る
が
、
ま
こ
と
に
心
細

く
弱
気
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
九
月
八
日
に
な

る
と
市
町
村
自
治
法
百
十
四
条
と
い
う
、
ま

こ
と
に
都
合
の
い
い
法
律
で
、
専
決
で
契
約

を
し
て
い
る
。
市
長
に
か
く
心
境
の
大
転
換

を
与
え
た
の
は
何
の
た
め
で
あ
つ
た
か
。

市
長
　
出
資
者
へ
の
迷
惑
云
々
は
沖
縄
側
の

出
資
者
に
対
し
て
で
あ
る
。
そ
う
い
え
ば
、

沖
縄
の
人
々
に
損
を
か
け
ね
ば
、
他
府
県
の

人
々
に
は
損
を
か
け
て
も
よ
い
と
考
え
ら
れ

な
い
で
も
な
い
が
、
し
か
し
、
計
画
者
達
は

自
信
を
も
つ
て
い
る
よ
う
で
す

。

仲
井
真
議
員

議
案
説
明
書
に
は
八
月
三
日

全
員
協
議
会
に
諮
り
賛
同
を
得
た
と
い
つ
て

い
る
が
、

四
五
〇
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市
長

賛
同
し
た
と
い
う
こ
と
は
当
ら
な
い

か
も
知
れ
な
い
、
賛
同
し
た
と
い
う
形
式
は

と
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
質
疑
応
答
の
前

後
の
空
気
か
ら
し
て
私
は
賛
同
し
た
も
の
と

受
け
と
つ
た
。

嘉
数
議
員

①
競
輪
は
客
の
主
体
が
外
人
相

手
か
、
日
本
人
土
建
業
者
か
、
沖
縄
人
か
、

市
は
ど
ち
ら
か
ら
余
計
客
を
集
め
る
予
想
か

②
市
民
の
経
済
は
ま
だ
充
実
し
て
い
な
い
の

で
、
競
輪
が
始
ま
つ
た
ら
家
庭
悲
劇
が
お
こ

る
と
、
婦
人
側
や
男
の
一
部
で
も
危
惧
し
て

い
る
。
③
一
人
一
日
の
車
券
買
上
げ
を
二
百

円
と
し
て
い
る
が
、
ど
う
し
て
割
り
出
し
た

か
。
助
役

①
主
体
は
や
は
り
日
本
土
建
業
者
、

外
人
、
そ
し
て
事
業
が
発
展
す
れ
ば
沖
縄
人

も
入
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
②
家
庭
悲
劇
が

全
然
な
い
と
は
申
上
げ
ら
れ
な
い
、
し
か
し

一
部
の
人
の
家
庭
悲
劇
よ
り
も
社
会
的
な
利

益
の
方
が
大
き
い
③
車
券
の
売
上
二
百
円
は

那
覇
と
ほ
ゞ
規
模
の
似
て
い
る
日
本
の
小
田

原
の
競
輪
場
で
は
一
日
七
百
円

日
本
円

の
売
上
げ
で
あ
る
の
で
、
そ
の
三
分
の
一
で

二
百
円
と
み
た
。

高
良
議
員

専
決
処
分
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど

急
ぐ
こ
と
だ
つ
た
か
。

市
長

受
託
者
側
が
旧
正
月
頃
ま
で
に
始
め

た
い
と
い
う
の
で
急
い
だ
。
市
の
問
題
よ
り

も
受
託
者
側
の
希
望
に
よ
つ
て
急
い
だ
。

上
間
議
員

八
月
三
日
の
全
員
協
議
会
の
議

事
録
を
読
ん
で
貰
い
た
い
。

こ
こ
で
休
会
し
て
全
員
協
議
会
に
う
つ

り
、
新
垣
事
務
局
長
が
八
月
三
日
の
全
員

協
議
会
の
記
録
を
よ
み
上
げ
た
。
記
録
は

殆
ど
、
市
当
局
の
経
過
報
告
と
、
そ
れ
に

対
す
る
議
員
の
質
疑
に
終
つ
て
い
る
。
十

二
時
十
五
分
全
記
録
を
読
み
上
げ
て
、
中

食
に
入
り
午
後
一
時
本
会
議
を
再
開
、
質

疑
を
続
行
し
た
。

「
委
員
会
付
託
」
の
動
議
否
決

宮
里
議
員
　
市
に
契
約
申
入
れ
を
し
た
堀

江
、
桑
原
氏
等
に
つ
い
て
興
信
所
を
利
用
す

る
な
り
、
信
用
調
査
は
し
た
か
。
資
金
を
出

す
と
い
う
五
大
学
自
治
連
盟
に
は
問
合
わ
し

た
こ
と
が
あ
る
か
。

助
役

直
接
、
信
用
調
査
を
し
た
こ
と
は
な

い
。
島
袋
議
員

競
輪
に
或
る
程
度
社
会
的
不
安

を
伴
つ
て
も
、財
政
上
プ
ラ
ス
に
な
る
か
ら
、

目
を
つ
ぶ
つ
て
や
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る

か
。
市
民
一
般
は
競
輪
は
悪
の
温
床
と
み
て

い
る
。
そ
れ
で
も
市
は
あ
く
ま
で
競
輪
を
や

る
つ
も
り
か
。

市
長
　
日
本
で
一
番
さ
き
に
競
輪
を
実
施
し

た
川
崎
市
の
場
合
で
も
当
初
猛
烈
な
反
対
が

あ
つ
た
。
そ
れ
が
日
本
で
は
、
い
ま
は
六
十

数
カ
所
に
競
輪
場
が
出
来
て
い
る
。
そ
れ
だ

け
自
治
体
に
プ
ラ
ス
す
る
か
ら
だ
。
多
少
と

り
さ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
欠
点
が
あ
つ
て
も
大

き
な
立
場
か
ら
実
施
し
た
い
。

島
袋
議
員

那
覇
市
に
は
す
で
に
パ
チ
ン

コ
、
ビ
ン
ゴ
、
バ
ー
、
カ
フ
エ
ー
が
出
来
、

青
少
年
を
毒
し
て
い
る
。
さ
ら
に
競
輪
が
設

置
さ
れ
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
。
わ
れ
わ

れ
は
那
覇
市
を
国
際
ト
博
場
モ
ナ
コ
に
し
た

く
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
市
首
脳
者
の
見
解

を
き
き
た
い
。

市
長

各
地
で
や
つ
て
い
る
。
多
少
の
不
安

は
あ
ろ
う
が
、
各
地
区
の
経
験
に
従
つ
て
や

つ
て
い
く
。

助
役

私
も
市
長
と
同
じ
意
見
で
す
。

長
嶺
財
政
部
長

私
も
市
長
と
同
じ
意
見
で

あ
り
ま
す
。

島
袋
議
員

市
長
、
助
役
、
財
政
部
長
は
、

競
輪
問
題
に
引
き
つ
づ
い
て
お
こ
る
社
会
問

題
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
か
。

当
局

責
任
を
負
う
。

こ
こ
で
、
大
山
議
員
か
ら

大
体
、
根
本

的
問
題
は
わ
か
つ
た
。
質
疑
継
続
の
ま
ゝ

委
員
会
に
付
託
し
た
ら

と
動
議
が

出
た
が
、
十
二
対
十
七
で
否
決
さ
れ
、
与

党
が
た
じ
ろ
ぐ
場
面
も
見
ら
れ
た
。

島
袋
議
員

①
競
輪
を
始
め
た
ら
ど
う
い
つ

た
階
層
が
余
計
入
る
だ
ろ
う
か
。
二
百
円
券

に
命
を
か
け
て
く
る
貧
し
い
人
々
が
多
い

か
、
そ
れ
と
も
、
き
れ
い
な
洋
服
を
つ
け
た

金
も
あ
り
暇
も
あ
る
人
々
が
多
い
だ
ろ
う

か
。
市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。
②
ア
メ
リ
カ

に
対
し
全
住
民
は
軍
用
地
の
適
正
補
償
を
叫

ん
で
い
る
。
那
覇
市
の
競
輪
実
施
に
伴
な
う

立
退
き
へ
の
補
償
は
適
正
に
行
わ
れ
る
か
ど

う
か
。

市
長

①
日
本
に
お
け
る
各
府
県
、
各
都
市

の
競
輪
場
の
例
を
私
は
よ
く
知
ら
な
い
。
②

適
正
な
る
補
償
で
移
動
さ
せ
る
。

こ
ゝ
で
、
全
議
案
、
相
互
に
関
連
が
あ
る

の
で
、
一
括
上
程
し
よ
う
。

と
の
動
議
が
あ
つ
て
、
採
択
。
質
疑
続
行
し

た
。
仲
井
真
議
員

市
長
は
専
決
処
分
が
議
会
の

承
認
を
得
ら
れ
な
い
場
合
ど
う
す
る
か
。

市
長

そ
の
と
き
は
や
ら
な
い
。

高
良
一
議
員

日
本
側
の
出
資
と
い
う
点
で

外
資
導
入
委
員
会
と
の
問
題
も
あ
る
が
。

助
役

委
員
会
に
も
申
請
し
て
あ
る
。

高
良
一
議
員

こ
の
競
輪
に
対
し
て
は
市
当

局
が
大
ぶ
無
理
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受

け
る
。
各
議
員
の
質
問
に
対
す
る
答
弁
も
的

は
ず
れ
の
感
が
す
る
。

今
議
会
に
提
案
／
那
覇
市
会
の

二
日
会
／
真
和
志
側
と
合
併

協
議
沖
タ
・
夕
　
１
９
５
５
・
11
・
５

四
日
、
那
覇
市
議
会
の
二
日
会

会
長
高
良

一
議
員

側
か
ら

合
併
問
題
に
つ
い
て
懇
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談
し
た
い

と
の
申
入
れ
が
あ
り
、
真
和
志

側
で
は
早
速
正
副
議
長
、
合
併
委
員
が
集
ま

つ
て
協
議
の
結
果
、
申
込
み
を
受
諾
、
同
日

午
後
八
時
か
ら
那
覇
市
内
の
某
所
で
会
合
が

行
わ
れ
た
。
二
日
会
側
か
ら
高
良
一
議
員
は

じ
め
九
議
員

小
禄
出
身
議
員
三
氏
は
都
合

で
欠
席

と
真
和
志
側
か
ら
森
田
、
奥
浜
正

副
議
長
、
新
里
、
古
堅
正
副
委
員
長
外
五
委

員
が
出
席
、
ま
ず
高
良
一
議
員
か
ら
、

真
和
志
側
の
都
市
合
併
へ
の
熱
意
に
は

感
激
し
て
い
る
。
本
日
は
非
公
式
で
あ
る

が
、
我
々
は
合
併
促
進
を
と
な
え
て
当
選

し
た
以
上
、
ぜ
ひ
合
併
を
実
現
さ
せ
た
い

と
思
つ
て
お
り
、
真
和
志
側
の
意
見
を
き

い
て
、
合
併
問
題
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他

の
こ
と
で
も
今
後
相
提
携
し
て
行
き
た

い
と
の
挨
拶
が
あ
つ
て
懇
談
に
移
つ
た
。

真
和
志
側
か
ら
、
合
併
は
住
民
の
世
論
で
あ

り
、
真
和
志
は
真
底
か
ら
合
併
の
実
現
を
願

い
、
前
議
会
に
も
働
き
か
け
、
那
覇
市
議
再

選
挙
の
前
に
合
併
決
議
を
し
て
、
真
和
志
議

会
も
任
期
を
捨
て
て
も
共
に
選
挙
に
臨
ん
で

よ
い
と
ま
で
申
込
れ
た
が
実
現
さ
れ
な
か
つ

た
の
は
残
念
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
か

ら
自
治
体
だ
け
の
折
衝
で
は
う
ま
く
行
か
な

い
か
ら
近
く
立
法
さ
れ
る

合
併
促
進
法
案

に
則
つ
て
合
併
を
進
め
て
行
き
た
い
。
合
併

で
一
番
問
題
と
な
る
の
は
議
席
で
あ
る
が
、

合
併
促
進
法
案
に
従
つ
て
、

一
、
合
併
さ
れ
る
議
会
の
議
席
を
そ
の
ま

ま
に
し
て
任
期
を
一
年
間
に
限
る
。

一
、
又
は
両
議
会
い
ず
れ
か
の
残
任
期
間

だ
け
に
す
る
。

と
い
う
こ
と
を
基
本
線
に
し
て
合
併
を
進
め

て
ほ
し
い
と
の
希
望
が
述
べ
ら
れ
た
が
、
那

覇
市
側
も
こ
れ
を
了
承
、
当
日
の
会
合
は
和

気
あ
い
あ
い
た
る
も
の
が
あ
り
、
那
覇
、
真

和
志
の
早
期
合
併
に
明
る
い
希
望
が
も
た
れ

た
。な
お
二
日
会
で
は
真
和
志
市
と
の
合
併
問

題
を
今
会
議
中
に
提
案
す
る
模
様
で
あ
る
。

”
競
輪
”
に
集
中
攻
撃
／
那
覇

市
会
委
員
会
は
否
定
的

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
11
・
６

那
覇
市
会
総
務
財
政
委
員
会

委
員
長
高
良

一
氏

は
五
日
あ
さ
十
時
半
開
会
。

競
輪
問
題
に
関
す
る
六
ツ
の
議
案
の
審
議
を

始
め
た
が
、
ま
ず
、
競
輪
場
に
な
る
現
場
を

視
察
し
よ
う
と
、
市
当
局
の
案
内
で
現
場
に

赴
き
、
立
退
箇
所
を
み
た
。
午
後
一
時
か
ら

再
び
審
議
に
う
つ
り
、
議
案
を
一
括
し
て

①
経
営
面
か
ら
②
社
会
的
影
響
③
市
民
の

立
退
④
市
長
の
専
決
処
分
に
つ
い
て
。
の

四
つ
の
面
か
ら
審
議
す
る
こ
と
に
な
つ

た
。
委
員
会
の
意
見
は
主
と
し
て
次
の
通

り
で
あ
つ
た
。

一
、
経
営
面

▽
日
本
は
八
千
五
百
万
の
人
口
で
六
十
三
カ

所
の
競
輪
場
が
あ
る
と
い
う
。
一
カ
所
当
り

約
百
三
十
万
平
均
に
な
る
。
沖
縄
の
人
口
八

十
万
で
競
輪
場
が
維
持
で
き
る
か
▽
一
日
三

千
人
入
る
と
い
う
の
が
市
の
事
業
計
画
の
基

礎
と
な
つ
て
い
る
が
、
当
局
は
社
会
問
題
と

い
う
面
か
ら
、
ど
う
い
う
人
々
が
入
る
か
と

き
け
ば

外
人
日
本
土
建
業
者
そ
し
て
沖
縄

人
も
だ
ん
だ
ん
入
る
だ
ろ
う

と
主
体
を
外

人
に
お
き
、
三
千
人
は
ど
う
割
り
出
し
た
か

と
い
え
ば

人
口
八
万
の
小
田
原
の
競
輪
場

に
例
を
と
つ
て

と
い
つ
て
い
る
。
論
理

の
不
統
一
だ
。
市
長
は
二
、
三
年
は
も
つ
だ

ろ
う
と
ま
こ
と
に
心
細
い
言
明
を
し
て
い

る
。
確
信
も
な
く
”
一
応
や
つ
て
み
よ
う
”

と
い
う
安
直
な
気
持
で
事
業
計
画
に
か
ゝ
つ

て
い
る
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
▽
市
長
が
い
う

よ
う
に
三
年
も
つ
と
み
る
と
、
市
の
計
画
書

は
年
間
二
百
万
円
の
税
外
収
入
だ
か
ら
、
六

百
万
稼
ぐ
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
で
市
営
住
宅

な
ら
四
十
世
帯
分
は
つ
く
れ
る
。

二
、
社
会
的
影
響

▽
手
段
は
目
的
に
奉
仕
す
る
か
ら
、
目
的
さ

え
よ
け
れ
ば
手
段
は
選
ば
な
い
、
と
す
る
の

は
間
違
つ
て
い
る
。

▽
市
の
財
源
を
増
や
す
た
め
、
子
供
達
に
も

市
民
に
も
わ
る
い
環
境
を
与
え
る
。
こ
の
悪

い
環
境
を
と
り
除
く
た
め
わ
れ
わ
れ
は
責
任

と
負
担
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
▽
競
輪
の
客

層
は
大
方
が
失
業
者
で
、
そ
の
弊
害
は
す
で

に
日
本
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
渡
口
麗
秀
議
員
か
ら
反
対
意

見
が
出
さ
れ
た
。
同
議
員
は

日
本
で
六
十

三
カ
所
で
行
わ
れ
、
今
日
ま
で
存
続
し
て
い

る
。
立
法
院
で
競
輪
法
が
可
決
さ
れ
た
こ
と

は
、
大
多
数
の
人
が
競
輪
を
や
つ
て
も
よ
い

と
い
う
意
見
で
あ
る
と
み
て
い
ゝ

と
述
べ
、

上
原
光
男
議
員
は

事
業
に
は
い
い
こ
と
も

悪
い
こ
と
も
つ
き
も
の
だ
、
一
応
や
つ
て
み

て
み
る
こ
と
だ

と
述
べ
た
。

三
、
市
民
の
立
退

競
輪
を
み
と
め
る
み
と
め
な
い
に
か
ゝ
わ
ら

ず
、
将
来
の
公
園
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
計
画
と
い

う
見
地
か
ら
立
退
い
て
貰
う
こ
と
に
し
、
当

局
、
立
退
者
、
第
三
者
で
委
員
会
を
組
織
、

適
正
補
償
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
つ

た
。
四
、
市
長
の
専
決
処
分

▽
こ
れ
は
妥
当
で
は
な
か
つ
た
。
議
会
の
成

立
は
時
間
の
問
題
で
、
し
か
も
予
期
で
き
る

こ
と
で
あ
つ
た
。
議
会
無
視
も
甚
だ
し
い
。

責
任
を
追
及
す
べ
き
だ
▽
た
と
え
、
議
会
が

こ
の
専
決
処
分
を
承
認
し
な
く
て
も
、
効
力

は
す
で
に
発
し
て
い
る
。
市
長
は
強
行
す
る

事
が
で
き
る
。
し
か
し

議
会
が
承
認
し
な

け
れ
ば
や
め
る

と
い
つ
た
。
市
長
は
法
律

専
門
家
だ
。
専
決
処
分
の
も
つ
意
義
を
一
番
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よ
く
知
つ
て
い
る
、
近
く
議
会
が
成
立
す
る

の
も
待
た
な
い
で
、
専
決
に
す
る
に
は
そ
れ

だ
け
決
心
が
あ
つ
た
筈
だ
、
そ
れ
な
の
に

承
認
が
な
け
れ
ば
や
ら
な
く
て
い
ゝ
と
い

う

本
気
で
、
こ
の
議
案
を
出
し
た
の
だ
ろ

う
か
▽
市
長
が

も
し
議
会
が
承
認
し
な
け

れ
ば
や
め
て
も
い
ゝ

と
い
う
の
は
も
つ
と

善
意
に
解
す
べ
き
だ
、
む
し
ろ
議
会
を
尊
重

す
る
善
意
の
あ
ら
わ
れ
だ
。

審
議
は
午
後
四
時
十
五
分
に
打
ち
き
ら
れ
、

七
日
あ
さ
十
時
か
ら
再
開
す
る
こ
と
に
な
つ

た
が
、
競
輪
問
題
に
は
手
き
び
し
い
批
判
が

く
わ
え
ら
れ
て
お
り
、
委
員
会
の
空
気
は
否

定
的
で
あ
る
。

広
告
／
御
挨
拶

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
11
・
６

那
覇
市
新
議
会
は
十
一
月
二
日
招
集
さ
れ
、

い
よ
い
よ
市
会
活
動
を
開
始
い
た
し
ま
し
た

が
、
わ
れ
ら
十
二
名
は
同
志
的
結
束
を
固
め
、

市
会
活
動
に
当
つ
て
は
一
党
一
派
に
偏
せ
ざ

る
厳
正
中
立
の
政
治
的
立
場
を
堅
持
し
市
民

の
皆
様
に
誓
つ
た
公
約
を
履
行
す
る
と
共

に
、
真
に
全
市
民
の
福
祉
増
進
を
図
る
べ
く

茲
に

二
日
会

を
結
成
し
て
御
期
待
に
副

う
覚
悟
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た

那
覇
市
が
琉
球
の
首
都
と
し
て
且
つ
は
商

工
、
生
産
都
市
と
し
て
今
後
の
発
展
を
期
す

た
め
に
は
幾
多
の
困
難
が
前
途
に
横
た
わ
つ

て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
わ
れ
ら
十
二
名

の
同
志
は
政
治
力
を
結
集
し
て
暗
黒
不
明
朗

な
市
政
の
刷
新
強
化
に
一
段
の
努
力
を
傾
注

せ
ん
と
す
る
の
で
あ
り
ま
す

何
卒
今
後
と
も
な
お
一
層
の
御
支
援
御
鞭
撻

を
賜
わ
る
よ
う
お
願
い
申
上
げ
ま
す

一
九
五
五
年
十
一
月
三
日

那
覇
市
会
議
員
二
日
会
々
員

那
覇
区
　
高
良
一
　
仲
井
真
元
か
い
　
宮
里
　

敏
慶
　
比
嘉
佑
直
　
喜
久
山
朝
重

糸
数
昌
剛
　
森
田
孟
眞

首
里
区
　
久
高
友
敏
　
上
間
長
和

小
禄
区
　
照
屋
正
徳
　
新
垣
善
太
郎
　
赤
嶺

愼
英

年
齢
順

那
覇
市
民
各
位

話
の
卵
／
納
得
で
き
ぬ
競
輪

琉
新
・
夕
　
１
９
５
５
・
11
・
６

那
覇
市
が
市
の
事
業
と
し
て
競
輪
を
行
う

か
否
か
に
つ
い
て
市
議
会
で
は
大
分
も
め
て

い
る
よ
う
だ
。
競
輪
が
社
会
的
に
与
え
る
悪

影
響
が
議
論
の
中
心
に
な
つ
て
お
り
、
事
業

そ
の
も
の
を
実
行
す
る
前
に
、
競
輪
の
本
質

論
で
ゴ
タ
ゴ
タ
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
競

輪
が
社
会
的
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
わ

か
り
切
つ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
競
輪
の

よ
い
面
も
み
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

が
、
よ
い
面
と
は
ど
ん
な
こ
と
を
差
す
の
か

こ
つ
ち
で
訊
き
た
い
く
ら
い
で
あ
る
。

市
の
方
で
は
悪
い
反
面
も
あ
る
が
市
の
復

興
面
に
大
き
く
財
政
的
プ
ラ
ス
に
な
る
事
業

で
あ
り
、
一
部
の
人
た
ち
は
犠
牲
に
な
つ
て

も
、
大
局
的
に
は
那
覇
市
の
復
興
を
促
進
す

る
。
と
い
う
意
味
の
答
弁
を
し
て
い
る
が
、

大
局
か
ら
み
て
も
小
局
か
ら
み
て
も
競
輪
だ

け
は
願
下
げ
た
い
。
と
い
う
の
が
大
方
市
民

の
声
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

戦
後
の
沖
縄
で
は
賭
博
行
為
に
類
す
る
娯

楽
が
少
い
と
い
う
の
が
自
慢
の
一
つ
だ
つ
た

が
、
ビ
ン
ゴ
、
パ
チ
ン
コ
も
あ
り
、
そ
れ
に

競
輪
ま
で
や
る
よ
う
に
な
れ
ば
何
を
か
い
わ

ん
や
で
あ
る
。
競
輪
が
非
常
に
那
覇
市
の
財

政
を
う
る
お
し
、
那
覇
市
の
復
興
を
促
進
す

る
か
も
知
れ
な
い
が
、
那
覇
市
は
競
輪
で
復

興
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
な
い
だ
ろ

う
。
競
馬
な
ら
馬
券
を
か
け
る
こ
と
に
或
る

程
度
の
ぐ
う
然
で
、
ア
ナ
を
当
て
る
興
味
が

わ
か
な
い
こ
と
も
な
い
が
競
輪
と
な
れ
ば
ぐ

う
然
と
ワ
ザ
の
競
技
に
な
る
。

そ
れ
よ
り
も
利
欲
に
走
る
作
為
、
つ
ま
り

八
百
長
、
も
つ
と
は
つ
き
り
言
え
ば
馴
れ
合

い
の
試
合
に
な
ら
な
い
と
誰
が
断
言
出
来
よ

う
。
日
本
で
は
八
百
長
試
合
で
は
血
の
惨
劇

を
み
た
例
も
あ
る
と
聞
く
し
、
新
し
く
競
輪

ボ
ス
な
ど
も
出
現
し
て
悪
の
温
床
に
な
ら
な

い
と
い
う
保
証
を
出
来
る
も
の
は
一
人
も
居

な
い
だ
ろ
う
。

婦
連
、
青
連
、
子
供
を
守
る
会
な
ど
が
躍

起
に
な
つ
て
競
輪
事
業
の
反
対
を
す
る
気
持

も
よ
く
わ
か
る
よ
う
な
気
が
す
る
し
、
あ
る

婦
連
の
役
員
は
、
那
覇
市
の
政
治
向
き
の
こ

と
は
よ
く
知
ら
な
い
し
、
競
輪
事
業
の
内
容

も
詳
し
く
知
ら
な
い
が
、
若
し
も
こ
の
事
業

が
失
敗
し
た
時
の
補
償
は
誰
が
す
る
の
だ
ろ

う
か
。
バ
ク
チ
の
テ
ラ
銭
を
か
せ
ぎ
損
ね
た

上
、
穴
埋
め
を
私
た
ち
の
税
金
で
や
る
の
だ

ろ
う
か
、
と
納
得
の
出
来
な
い
表
情
で
語
つ

て
い
た
。

競
輪
に
興
ず
る
の
が
米
人
、
日
本
人
、
沖

縄
人
だ
ろ
う
と
そ
の
弊
害
が
伴
う
場
合
、
そ

の
被
害
者
は
ム
コ
の
那
覇
市
民
で
あ
り
沖
縄

の
住
民
で
あ
る
。
那
覇
市
当
局
は
こ
れ
ほ
ど

市
民
の
反
対
す
る
声
を
き
い
て
も
競
輪
事
業

を
強
行
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か

蚊

競
輪
是
非
の
公
聴
会
も
／
那
覇

市
総
務
財
政
委
審
議
に
慎
重

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
11
・
８

那
覇
市
議
会
総
務
財
政
委
員
会
は
五
日
に
ひ

き
つ
づ
き
七
日
は
午
前
十
時
開
会
、
競
輪
事

業
で
立
退
く
奥
武
山
住
民
代
表
久
高
普
正
氏

ほ
か
五
名
を
招
き
、
立
退
側
の
実
情
を
聴
取

し
、
さ
ら
に
五
万
円
の
立
退
補
償
費
の
算
定

基
礎
に
つ
い
て
聴
取
し
た
の
ち
、
午
後
は
競

輪
事
業
施
行
に
つ
い
て
の
議
案
を
再
び
審
議

し
た
が
、
世
論
も
競
輪
事
業
反
対
の
空
気
に

あ
る
よ
う
で
問
題
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
の

四
五
三

一
九
五
五
年

昭
和
三
十
年

十
一
月



で
委
員
会
で
は
会
期
を
五
日
間
延
長
し
、
そ

の
間
に
商
工
会
議
所
、
教
職
員
会
、
子
供
を

守
る
会
、
青
連
、
婦
連
な
ど
の
各
団
体
代
表

を
招
い
て
公
聴
会
を
開
き
つ
つ
、
総
務
財
政

委
員
会
審
議
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
、
き
よ

う
の
本
会
議
で
報
告
さ
れ
る
が
、
議
会
が
ど

の
よ
う
に
決
定
す
る
か
、
成
行
は
注
目
さ
れ

て
い
る
。
奥
武
山
住
民
立
退
補
償
費
の
算
定

基
礎
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

▽
人
夫
賃
一
人
二
食
付
一
日
二
百
円
、
五
人

で
二
日
間

二
千
円
。

▽
立
退
後
片
付

二
千
円
▽
運
搬
ト
ラ
ツ
ク

賃
一
日
一
台
千
五
百
円
▽
資
材
費

二
万
五

千
円
▽
立
退
生
活
補
償
費

二
千
五
百
円
▽

大
工
賃
一
人
一
日
二
百
円
、
五
人
の
十
五
日

間
一
万
五
千
円
。

競
輪
発
起
人
と
質
疑
応
答

那
覇
市
議
会
で
は
、
七
日
午
後
四
時
か
ら
市

会
議
室
で
競
輪
事
業
に
つ
い
て
発
起
人
側
の

堀
江
耕
治
、
宮
良
永
昌
氏
か
ら
説
明
を
聴
取

し
た
。

質
疑
応
答
の
要
旨
つ
ぎ
の
と
お
り
。

問

競
輪
事
業
を
沖
縄
に
計
画
し
た
動
機
に

つ
い
て
。

答

東
京
に
お
け
る
沖
縄
の
留
学
生
は
寮

も
満
足
に
な
く
、
不
自
由
で
一
応
寮
建
設

資
金
に
も
あ
て
よ
う
。
六
大
学
自
治
連
盟

の
ム
ネ
ム
ラ
氏
が
資
金
を
出
す
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
ま
た
那
覇
市
の
た
め
に
も
や

ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

問

競
輪
事
業
の
対
象
は
？

答

沖
縄
に
お
け
る
外
国
人
を
対
象
と
す

る
、
と
い
う
の
は
国
映
館
の
観
客
層
の
統

計
を
と
つ
て
み
る
と
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
が

外
人
で
あ
る
の
で
、
競
輪
も
三
千
人
位
大

丈
夫
と
の
確
信
を
持
つ
て
い
る
。

問

選
手
は
現
地
で
養
成
す
る
の
か
。

答

現
地
出
身
を
養
成
し
た
い
。
先
ず
さ

し
あ
た
り
百
名
を
目
標
と
し
て
い
る
が
、

最
初
は
男
子
六
十
名
、
女
子
二
十
名
募
集

し
、
二
カ
月
間
、
日
本
の
自
転
車
学
校
で

訓
練
し
、
帰
つ
て
き
て
義
務
と
し
て
三
カ

年
間
は
勤
務
さ
せ
る
。
勿
論
渡
航
費
一
切

は
会
社
が
負
担
す
る
。

問

日
本
の
競
輪
場
の
観
客
層
は
ど
ん
な
も

の
か
。
答

静
岡
あ
た
り
は
金
持
、
後
楽
園
は
労

働
者
が
多
い
。

問

日
本
に
お
い
て
競
輪
場
で
失
敗
し
て
い

る
所
は
な
い
か
。

答

六
十
三
カ
所
の
う
ち
、
失
敗
し
て
い

る
の
は
長
野
県
の
松
本
市
だ
け
で
あ
る
。

問

沖
縄
で
の
競
輪
事
業
の
み
と
お
し
に
つ

い
て
。
答

沖
縄
の
人
口
密
度
、
そ
の
ほ
か
内
情

が
小
田
原
市
に
似
て
い
る
し
、
ま
た
沖
縄

は
軍
事
基
地
と
い
う
特
殊
な
情
勢
下
に
あ

る
か
ら
経
営
に
自
信
が
あ
る
。

問

奥
武
山
一
カ
所
だ
け
で
経
営
は
大
丈
夫

か
。答

胡
屋
あ
た
り
に
進
出
す
る
か
も
分
ら

な
い
。

問

競
輪
事
業
は
も
う
か
る
の
は
い
い
と
し

て
こ
れ
か
ら
で
る
社
会
悪
が
生
じ
天
秤
に
か

け
た
場
合
、
マ
イ
ナ
ス
に
は
な
ら
な
い
か
。

答

自
治
体
の
財
源
獲
得
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
る
と
思
う
。
現
に
川
崎
市
長
は
市

民
か
ら
評
判
が
い
い
と
い
う
こ
と
を
き
い

て
い
る
。

那
覇
市
会
／
都
市
合
併
委
を
設

立
／
競
輪
で
会
期
四
日
延
ば

す沖
タ
・
夕
　
１
９
５
５
・
11
・
８

那
覇
市
会
は
八
日
あ
さ
十
時
か
ら
本
会
議
を

開
い
た
。
各
委
員
会
で
審
議
さ
れ
た
議
案
を

上
程
、
討
論
採
決
し
て
き
よ
う
で
議
会
を
閉

じ
る
予
定
に
な
つ
て
い
た
が
、
総
務
財
政
委

員
会
か
ら
競
輪
関
係
の
議
案
に
つ
い
て
、
審

議
が
不
十
分
で
あ
る
の
で
会
期
五
日
延
長
の

提
案
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、
四
日
延
長
と

き
ま
り
、
十
二
時
本
会
議
を
閉
じ
た
。

十
二
日
あ
さ
十
時
か
ら
本
会
議
を
開
い

て
、
本
会
期
を
閉
じ
る
が
、
そ
の
間
、
総

務
財
政
委
員
会
は
、
教
職
員
会
、
青
連
、

婦
連
、
子
供
を
守
る
会
、
商
工
会
議
所
、

そ
の
他
各
種
団
体
を
よ
ん
で
公
聴
会
を
催

し
、
広
く
市
民
の
意
見
を
き
い
て
委
員
会

の
態
度
を
決
定
、
本
会
議
に
報
告
す
る
こ

と
に
な
つ
た
。

こ
の
日
、
さ
き
に
真
和
志
市
議
員
と
、
合
併

問
題
そ
の
他
に
つ
い
て
懇
談
し
た
が
二
日
会

十
二
名

が
都
市
合
併
特
別
委
員
会
の
設

置
を
提
案
、
採
択
さ
れ
た
。
委
員
の
氏
名
は

次
の
通
り
。

高
良
一
、
渡
口
麗
秀
、
玉
那
覇
有
義
、
久

高
友
敏
、
宮
里
敏
慶
、
辺
野
喜
英
興
、
真

栄
田
義
晃
、
糸
数
昌
剛
、
儀
武
息
睦
、
比

嘉
朝
四
郎
、
比
嘉
佑
直
、
高
良
清
二
、
渡

口
政
行
、
泉
正
重
、
長
嶺
将
真
。

税
制
審
議
会
も
設
置
／
固
定
資
産
税
を
　

検
討

那
覇
市
会
は
、
上
間
長
和
、
新
垣
善
太
郎
、

玉
那
覇
有
義
、
久
高
友
敏
、
照
屋
正
徳
の
各

議
員
の
提
案
に
よ
り
、
税
制
審
議
特
別
委
員

会
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
こ
れ
は
改

正
市
町
村
税
法
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
賦
課

に
関
し
て
、
地
域
的
に
均
衡
を
失
し
、
不
満

の
声
が
多
い
の
で
、
こ
れ
を
検
討
是
正
し
よ

う
と
い
う
も
の
。委
員
の
氏
名
は
次
の
通
り
。

仲
井
真
元
楷
、
赤
嶺
慎
英
、
島
袋
嘉
順
、

喜
久
山
朝
重
、
上
原
光
男
、
上
間
長
和
、

新
垣
善
太
郎
、
照
屋
正
徳
、
備
瀬
知
良
、

崎
山
喜
達
、
宮
城
清
三
郎
、
喜
瀬
康
一
、

森
田
孟
真
、
嘉
数
ツ
ル
、
大
山
盛
幸
。
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競
輪
／
那
覇
市
が
割
り
出
し
た

ご
利
益
／
市
の
ふ
と
こ
ろ
太
　
　

ら
す
／
年
間
収
益
ざ
っ
と
二

百
万
円

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
11
・
10

那
覇
市
議
会
で
も
み
ぬ
い
た
競
輪
事
業
の
是

非
は
十
日
午
後
二
時
か
ら
市
会
議
室
で
各
種

団
体
を
招
き
、
意
見
を
聴
取
し
て
那
覇
市
議

会
総
務
財
政
委
員
会
と
し
て
の
結
論
を
出
す

こ
と
に
な
つ
た
が
、
那
覇
市
当
局
で
は
、
公

聴
会
に
先
だ
ち
、
競
輪
事
業
と
は
ど
ん
な
も

の
か
、
あ
る
い
は
競
輪
事
業
が
那
覇
市
財
政

に
及
ぼ
す
意
義
な
ど
に
つ
い
て
の
資
料
を
各

種
団
体
に
配
付
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、

▽
競
輪
事
業
を
行
う
趣
旨

復
興
途
上
の
那

覇
市
の
財
政
需
要
は
巨
額
で
あ
り
那
覇
市
の

税
収
お
よ
び
そ
の
他
の
税
外
収
入
で
こ
れ
を

充
す
こ
と
は
不
可
能
で
、
新
規
財
源
の
開
拓

と
い
う
見
地
か
ら
幾
多
の
事
業
の
財
源
に
あ

て
る
た
め
と
な
つ
て
い
る
。

▽
事
業
の
実
益

社
会
福
し
施
設
す
る
競
輪

事
業
の
副
効
果
と
し
て

１
、
競
輪
事
業
の
コ
ー
ス
の
内
部
は
陸
上
競

技
場
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

２
、
競
輪
場
を
中
心
と
す
る
職
業
の
増
加
、

観
客
輸
送
の
バ
ス
、
飲
食
店
、
競
輪
場
内
の

従
業
員

二
百
名

な
ど
失
業
救
済
の
面
で

も
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
、
沖
縄
出
身
の
競
輪
選
手
が
日
本
内
地
の

競
輪
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
、
外
人
の
車
券
購
入
に
よ
る
ド
ル
獲
得
。

▽
社
会
的
影
響
に
つ
い
て

日
本
で
は
当
初

競
輪
事
業
運
営
の
不
馴
れ
、
フ
ア
ン
の
熱
狂

賭
事
本
来
の
性
質
な
ど
世
論
の
き
び
し
い
反

撃
を
う
け
た
。
競
輪
に
た
い
す
る
批
判
と
し

て
は
競
輪
そ
の
も
の
即
ち
、
競
輪
場
内
部
の

問
題
に
た
い
す
る
批
判
と
競
輪
に
付
随
し
て

発
生
す
る
社
会
問
題
に
た
い
す
る
批
判
と
に

わ
け
ら
れ
る
。
競
輪
施
行
当
初
に
は
一
部
不

良
の
八
百
長
事
業
、
こ
れ
を
背
後
で
あ
や
つ

る
競
輪
ボ
ス
な
ど
の
不
正
行
為
と
社
会
的
な

悪
影
響
、
家
庭
を
か
え
り
み
な
い
破
産
の
危

機
、
ト
バ
ク
心
の
育
成
、
青
少
年
の
不
良
化

な
ど
あ
げ
数
え
る
に
い
と
ま
も
な
い
程
で
あ

る
と
い
わ
れ
、
競
輪
が
時
の
注
目
を
浴
び
問

題
の
焦
点
と
な
つ
て
い
た
の
は
事
実
で
あ

る
。
だ
が
、
社
会
悪
の
発
生
に
つ
い
て
は
全
力
を

あ
げ
て
除
去
に
つ
と
め
つ
つ
結
果
的
に
み
て

社
会
全
体
の
福
し
向
上
を
期
す
べ
き
で
映
画

な
ど
を
例
に
と
つ
て
も
幼
少
年
に
社
会
教
育

上
、
好
ま
し
く
な
い
も
の
も
相
当
あ
つ
た
と

思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
こ
れ
と
し
て
存
在
価

値
も
あ
り
か
つ
存
在
し
て
お
り
、
社
会
の
良

識
は
適
当
に
処
理
す
る
。

▽
事
業
と
市
財
政
に
つ
い
て

那
覇
市
の
財

政
が
急
激
に
膨
張
し
、
こ
れ
と
同
時
に
戦
災

復
興
事
業
を
行
う
こ
と
が
最
も
大
き
な
問
題

で
一
九
五
五
年
度
の
一
般
会
計
の
内
訳
を
み

る
と
自
主
財
源
八
千
万
円
、
依
存
財
源
八
百

万
円
、
起
債
三
千
六
百
万
円
計
一
億
二
千
四

百
万
円
と
な
り
総
事
業
費
二
十
億
円
余
の
ぼ

う
大
な
戦
災
復
興
事
業
を
行
う
に
つ
い
て
の

財
政
的
裏
付
け
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と

が
大
き
な
悩
み
の
種
の
よ
う
で
、
戦
災
後
十

年
、舗
装
道
路
普
及
率
二
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
、

上
水
道
普
及
率
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
さ
ら
に

社
会
福
し
施
設
は
扶
助
家
屋
五
棟
、
児
童
健

康
相
談
所
一
と
い
う
甚
だ
低
調
な
復
興
ぶ
り

で
、
競
輪
事
業
を
行
う
こ
と
が
、
今
後
の
那

覇
市
の
各
種
事
業
、
市
営
住
宅
、
公
益
質
屋
、

授
産
所
、
図
書
館
、
保
育
所
、
消
防
施
設
、

市
立
病
院
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
公
園
お

よ
び
緑
地
計
画
、
養
護
施
設
、
産
業
奨
励
館
、

工
芸
指
導
所
、
園
芸
指
導
所
、
公
会
堂
、
市

庁
舎
な
ど
と
つ
ぎ
つ
ぎ
新
計
画
さ
れ
て
お

り
、
新
規
財
源
の
開
拓
に
待
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
競
輪
事
業
の
収

益
は
年
間
最
低
収
入
二
百
万
円
が
予
想
さ
れ

て
い
る
。

裁
判
に
持
こ
む
／
那
覇
市
議
選

挙沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
11
・
10

去
る
十
月
十
六
日
行
わ
れ
た
那
覇
市
議
選
挙

に
落
選
し
た
宜
保
為
楷
、
上
津
保
、
与
那
誠

正
の
三
氏
は
こ
の
ほ
ど
中
央
巡
裁
へ
当
選
の

効
力
に
関
す
る
訴
え
を
出
し
た
。
訴
え
の
趣

旨
は
次
の
と
お
り
。

△
那
覇
市
十
区
九
組
宜
保
為
楷

松
島
代
理

人

疑
問
票
と
し
て
処
理
さ
れ
た
九
百
余
票

の
う
ち
原
告
の
有
効
票
五
九
票
が
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

△
那
覇
市
六
区
十
八
組
七
号
上
津
保

宮
良

代
理
人

委
員
会
は
訴
外
上
間
長
和
を
当
選

者
と
決
定
し
た
こ
と
を
取
消
し
、
原
告
を
当

選
者
と
し
て
決
定
せ
よ
。

△
那
覇
市
楚
辺
一
区
Ｃ
の
九
八
号
与
那
誠
正

岸
本
代
理
人

儀
武
息
睦
の
当
選
決
定
を

取
消
す
。

ど
う
な
る
競
輪
き
の
う
公
聴
会

／
那
覇
市
会
総
務
財
政
委
・

傍
聴
人
ぎ
っ
し
り
／
賛
成
五･

反
対
一
〇
／
反
対
論
に
わ
れ

る
拍
手

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
11
・
11

競
輪
是
非
に
関
す
る
那
覇
市
会
総
務
財
政
委

員
会
の
公
聴
会
は
十
日
午
後
二
時
三
十
五
分

か
ら
市
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。
招
き
を
受
け

た
二
十
二
団
体
の
う
ち
十
五
団
体
が
出
席
。

ま
ず
、
高
良
一
委
員
長
よ
り
公
述
人
、
傍
聴

人
に
そ
れ
ぞ
れ
注
意
が
あ
り
、
つ
い
で
、
当

間
市
長
か
ら

競
輪
実
施
に
つ
い
て

の
説

明
が
あ
つ
て
、
各
団
体
の
意
見
公
述
に
移
つ
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た
。
こ
の
日
、
傍
聴
人
は
ぎ
つ
し
り
つ
ま
つ

て
約
二
百
人
、
公
述
人
の
意
見
に
じ
つ
と
き

き
入
つ
て
い
た
が
、
競
輪
反
対
の
意
見
が
出

る
と
、
わ
れ
る
よ
う
な
拍
手
を
送
り
、
委
員

長
か
ら
場
内
の
秩
序
を
保
つ
た
め
拍
手
は
せ

ぬ
よ
う
に
、
と
止
め
ら
れ
て
も
、
そ
の
都
度
、

拍
手
は
な
り
や
ま
ず
、
賛
成
論
が
出
る
と
、

場
内
は
シ
ユ
ン
と
静
ま
り
わ
ず
か
に
関
係
者

ら
し
い
人
が
小
さ
な
声
で
賛
意
を
送
る
、
と

い
つ
た
空
気
の
中
で
賛
成
二
、
条
件
付
賛
成

三
、
反
対
十
の
結
果
が
打
ち
出
さ
れ
午
後
五

時
閉
会
し
た
。
公
聴
会
の
場
内
の
雰
囲
気
も

意
見
も
競
輪
反
対
が
圧
倒
的
だ
つ
た
。
公
述

人
の
意
見
の
要
旨
は
次
の
通
り
。

発
言
順
。

中
産
階
級
が
苦
し
く
な
る

▽
通
り
会
連
合
会

新
崎
康
彦
氏

反
対
す

る
。
理
由
は
、
十
六
名
の
人
員
が
集
ま
つ
て

こ
の
問
題
を
協
議
し
た
ら
賛
成
一
、
わ
か
ら

な
い
一
、
反
対
十
四
で
あ
つ
た
。
競
輪
を
や

る
人
は
金
持
で
な
く
、中
産
階
級
や
労
働
者
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
殆
ど
を
占
め
る
だ
ろ
う
。

近
郊
の
人
々
の
生
活
が
苦
し
く
な
れ
ば
、
わ

れ
わ
れ
の
商
売
に
影
響
す
る
。
外
貨
を
獲
得

す
る
と
い
う
が
結
局
、
別
の
面
で
外
貨
が
減

る
だ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
の
経
済
を
か
く
ら
ん

し
て
都
市
計
画
の
確
立
は
な
い
。

▽
沖
縄
新
聞

玉
城
勝
信
氏

反
対
す
る
。

日
本
で
や
つ
て
い
る
か
ら
や
る
と
い
う
よ
う

な
安
易
な
考
え
方
は
や
め
て
欲
し
い
。

▽
沖
縄
キ
リ
ス
ト
協
会

池
宮
克
賢
氏

反
対
す
る
。
大
那
覇
市
の
名
誉
に
か
け
て
設

置
し
な
い
で
欲
し
い
。
明
る
い
社
会
の
建
設

に
は
市
民
の
身
体
が
健
康
で
あ
り
、
精
神
が

健
康
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
欠
く
こ
と

の
出
来
ぬ
要
件
で
あ
る
。
悔
を
千
載
に
残
さ

ぬ
よ
う
に
し
て
貰
い
た
い
。

精
神
の
損
失
金
で
補
え
ぬ

▽
教
職
員
会

屋
良
朝
苗
氏

反
対
す
る
。

①
競
輪
は
純
粋
な
ス
ポ
ー
ツ
で
な
い
、
賭
博

性
を
帯
び
た
非
生
産
的
な
遊
戯
で
あ
る
。
②

競
輪
ボ
ス
が
お
こ
り
競
輪
場
に
ス
リ
、
悪
質

犯
が
横
行
す
る
よ
う
に
な
ろ
う
。
日
本
の
例

が
示
し
て
い
る
。
③
青
少
年
、
常
欠
児
の
巣

窟
に
な
る
。
④
青
少
年
不
良
化
防
止
運
動
に

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
反
対
の
方
向
に
お
し
や
る

こ
と
に
な
る
。
⑤
社
会
福
祉
面
に
つ
く
す
と

い
う
が
、
競
輪
が
社
会
に
悪
を
生
む
こ
と
を

考
え
る
と
、
自
分
で
こ
わ
し
て
、
自
分
で
修

理
す
る
と
い
う
愚
に
も
つ
か
ぬ
こ
と
だ
。
精

神
の
損
失
は
物
や
金
で
は
補
え
ぬ
も
の
が
多

い
。
⑥
競
輪
に
一
攫
千
金
を
夢
見
る
の
は
貧

困
な
一
般
大
衆
だ
。
⑦
サ
ン
デ
ー
毎
日
の
報

ず
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
競
輪
は
大
衆
か
ら

勤
労
心
を
奪
い
、
射
倖
心
を
そ
そ
る
ば
か
り

だ
。
⑧
日
本
の
場
合
は
自
転
車
工
業
の
振
興

と
い
う
目
的
も
あ
る
が
、
沖
縄
で
は
自
転
車

工
業
が
な
い
ば
か
り
か
、
経
営
自
体
も
外
資

導
入
で
、
外
資
に
よ
つ
て
搾
取
さ
れ
る
。

▽
沖
縄
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

徳
元
八
一
氏

反
対
す
る
。
理
由
は
屋
良
教
職
員
会
長
の
述

べ
た
通
り
だ
。

収
入
の
道
も
講
ず
べ
き
だ

▽
商
工
会
議
所

富
原
守
保
氏

賛
成
す

る
。
こ
れ
は
商
工
会
議
所
の
意
見
で
な
く
、

私
の
意
見
で
あ
る
。
五
三
年
立
法
院
で
競
輪

法
が
通
過
し
た
こ
と
は
全
住
民
が
こ
れ
に
賛

成
だ
つ
た
。
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
那
覇
市

は
都
計
費
を
生
み
出
す
た
め
収
入
の
道
を
講

ず
べ
き
だ
。

▽
那
覇
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

与
那
覇
政
牛

氏

反
対
す
る
。
惰
民
を
つ
く
る
競
輪
に

は
反
対
だ
。

▽
琉
球
新
報
社

座
喜
味
盛
良
氏

競
輪

に
は
社
会
悪
が
つ
き
が
ち
だ
と
、
い
わ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
点
を
市
や
経
営
者
が
注
意
し

て
い
く
な
ら
や
つ
て
も
よ
い
。

▽
沖
青
連

瑞
慶
覧
長
仁
氏

大
反
対
で

あ
る
。
①
私
は
愛
知
県
の
一
の
宮
で
競
輪
を

み
た
が
、
八
百
長
は
あ
り
得
る
と
思
つ
た
。

②
発
起
人
の
中
で
私
は
出
資
し
な
い
、
会
社

が
で
き
て
も
関
係
し
な
い
、
と
い
つ
て
い
た

が
、
事
業
に
成
算
が
み
ら
れ
な
い
。
失
敗
し

た
ら
社
会
は
混
ら
ん
す
る
。
③
都
計
は
明
朗

社
会
の
建
設
の
観
点
か
ら
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
儲
か
る
な
ら
や
る
こ
と
だ

▽
那
覇
地
区
体
協

伊
良
波
長
正
氏

賛

成
す
る
。
わ
れ
わ
れ
ス
ポ
ー
ツ
人
の
夢
で
あ

る
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
で
き
な
い
の
は
市

や
政
府
の
財
政
が
豊
で
な
い
か
ら
だ
。
社
会

悪
と
い
え
ば
、
パ
チ
ン
コ
も
映
画
も
あ
る
で

は
な
い
か
。
那
覇
市
が
タ
ツ
チ
す
る
よ
う
な

競
輪
に
社
会
悪
が
伴
う
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
①
市
当
局
、
業
者
は
道
義
の
面
を
十
分

気
を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
。
②
儲
か
る
な
ら

や
る
こ
と
、
儲
か
ら
な
い
な
ら
初
め
か
ら
や

め
る
こ
と
。
二
つ
の
条
件
を
つ
け
て
賛
成
す

る
。
▽
沖
婦
連

竹
野
光
子
さ
ん

絶
対
反
対

す
る
。
六
日
の
代
議
員
会
、
理
事
会
で
、
競

輪
事
業
を
お
こ
そ
う
と
い
う
力
は
、
資
本
家

と
、
い
ろ
い
ろ
な
野
心
で
か
た
め
ら
れ
て
強

大
な
圧
力
を
も
つ
て
い
る
の
で
婦
連
の
全
組

織
を
あ
げ
て
反
対
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

つ
た
。
住
民
に
射
こ
う
心
を
与
え
、
勤
労
心

を
奪
い
去
つ
て
、
二
百
万
円
の
収
入
を
得
た

と
て
ど
う
な
ろ
う
、
競
輪
は
ス
ポ
ー
ツ
で
は

な
い
。
議
会
で
議
決
さ
れ
た
法
律
が
あ
る
か

ら
や
つ
て
も
よ
い
、
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら

な
い
。
議
会
は
全
能
で
な
い
。
実
に
き
弁
だ
。

あ
の
、
い
ま
わ
し
い
、
私
達
を
不
幸
の
ど
ん

底
に
つ
き
お
と
し
た
戦
争
は
、
議
会
が
き
め

て
行
つ
た
も
の
で
は
な
い
か
。
私
達
は
ど
こ

ま
で
い
つ
て
も
反
対
す
る
。
精
神
の
だ
落
は

金
で
は
救
え
な
い
。
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▽
那
覇
地
区
教
育
委
員
会

上
江
洲
安
健

氏

委
員
会
で
き
め
た
わ
け
で
な
く
、
一

委
員
と
し
て
、
一
市
民
と
し
て
条
件
を
つ
け

賛
成
す
る
。
場
所
が
郊
外
に
あ
る
の
で
、
経

営
者
の
注
意
で
社
会
悪
は
か
な
り
圧
え
ら
れ

る
だ
ろ
う
。
利
益
は
教
育
面
に
ま
わ
し
て
貰

い
た
い
。

▽
那
覇
地
区
教
育
長

阿
波
根
朝
松
氏

私
個
人
の
意
見
で
あ
る
が
、
条
件
を
つ
け
て

賛
成
す
る
。
委
員
会
は
財
政
面
で
苦
し
ん
で

い
る
。
競
輪
に
よ
る
利
益
は
教
育
復
興
、
社

会
福
祉
面
に
使
わ
し
て
貰
い
た
い
。

▽
社
会
福
祉
協
議
会

平
安
盛
市
氏

反

対
す
る
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
本
質
に
反
す

る
か
ら
だ
。
犯
罪
や
社
会
悪
は
陥
入
つ
て
か

ら
救
う
よ
り
、
予
防
が
大
切
で
あ
る
。
犯
罪

を
生
む
原
因
に
な
る
よ
う
な
も
の
は
最
初
か

ら
し
り
ぞ
け
た
方
が
い
い
。

▽
子
供
を
守
る
会

仲
松
庸
全
氏

大
反

対
で
あ
る
。
理
由
は
屋
良
教
職
員
会
長
と
同

じ
だ
。
私
は
こ
こ
に
昭
和
二
十
五
年
四
月
九

日
の
サ
ン
デ
ー
毎
日
を
も
つ
て
い
る
が
、
そ

の
写
真
を
み
る
と
、
し
ぼ
ら
れ
て
い
る
勤
労

大
衆
の
み
じ
め
な
姿
が
こ
ん
な
に
写
さ
れ
て

い
る

写
真
を
示
し
ペ
ラ
ペ
ラ
頁
を
め
く
つ

て
み
せ
る

声
／
那
覇
市
会
に
望
む

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
11
・
12

先
哲
は

賭
博
多
き
国
は
滅
ぶ

と
言
つ

た
。
賭
博
は
腐
廃
と
だ
落
だ
け
を
生
む
か
ら

で
あ
る
。
競
輪
が
教
育
的
に
も
社
会
的
に
も

経
済
的
に
も
害
の
み
多
い
賭
博
以
外
の
何
も

の
で
も
な
い
こ
と
は
す
で
に
日
本
で
証
明
さ

れ
て
い
る
。
も
し
そ
の
収
益
金
が
目
的
な
ら

ば
、
人
民
を
し
ぼ
り
あ
げ
て
益
す
る
金
が
ほ

ん
と
の
収
益
に
な
る
か
ど
う
か
考
え
て
も
ら

い
た
い
。
競
輪
が
実
現
す
れ
ば
経
済
組
織
は

必
ず
破
壊
さ
れ
る
。
競
輪
自
体
外
資
導
入
で

市
は
搾
取
さ
れ
る
側
に
あ
り
、
大
衆
は
そ
の

二
重
搾
取
の
下
積
み
に
し
か
な
ら
な
い
の

だ
。
収
益
金
で
ど
う
こ
れ
を
償
う
と
い
う
の

で
あ
る
か
。
ご
ま
か
し
も
ひ
ど
す
ぎ
る
と
思

う
。
賛
成
論
の
中
に
は
パ
チ
ン
コ
も
悪
い
映

画
も
あ
る
じ
や
な
い
か
と
い
う
の
が
あ
る
。

ま
た
社
会
悪
対
策
を
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
の

が
あ
る
。
す
で
に
悪
を
み
と
め
て
い
る
賛
成

論
の
中
に
植
民
地
ボ
ケ
的
感
覚
が
あ
る
。
現

に
警
察
を
は
じ
め
政
府
や
社
会
は
超
記
録
的

社
会
悪
を
も
て
あ
ま
し
て
い
る
で
は
な
い

か
。
競
輪
か
ら
出
る
社
会
悪
は
専
ら
そ
の
賭

博
性
か
ら
く
る
か
ら
い
く
ら
対
策
し
て
も
そ

の
賭
博
性
を
除
去
し
な
け
れ
ば
対
策
空
論
で

あ
る
。
私
の
い
う
こ
と
は
理
屈
で
は
な
く
現

実
で
あ
る
。
何
も
混
ら
ん
し
た
日
本
の
社
会

状
態
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
う
べ
き
競
輪
を
輸

入
す
る
必
要
は
全
然
な
い
。

大
衆
へ
の
信
頼
と
自
己
の
良
心
に
よ
つ
て
働

い
て
も
ら
い
た
い
と
望
む
も
の
で
あ
る
。

那
覇
市
寒
川
区
二
班
仲
松
庸
全

”
財
政
面
も
検
討
し
よ
う
”
／

那
覇
市
会
競
輪
問
題
で
会
期

再
延
長

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
５
・
11
・
12

那
覇
市
会
は
十
二
日
午
前
十
時
四
十
分
か
ら

全
員
協
議
会
を
開
い
た
。
ま
ず
総
務
財
政
委

員
会
か
ら

競
輪
事
業
に
関
す
る
議
案
に
つ

い
て
、
意
見
が
ま
と
ま
ら
ず
慎
重
協
議
す
る

た
め
こ
の
議
案
を
保
留
し
、
来
月
の
本
会
議

ま
た
は
そ
れ
以
前
の
臨
時
議
会
ま
で
総
務
財

政
委
員
会
に
継
続
審
議
さ
せ
て
貰
い
た
い

と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
こ
れ
を
ど
う
す
る
か

で
論
議
が
た
た
か
わ
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
、○
委
員
会
案
通
り
来
議
会
ま
で
保
留
継
続

審
議
に
し
よ
う
。

○
会
期
を
再
延
長
し
よ
う
。

○
い
ま
さ
ら
会
期
を
延
長
し
て
も
各
職
員

の
胸
の
う
ち
は
決
つ
て
い
る
。
き
よ
う
で

委
員
会
の
態
度
を
決
め
さ
せ
直
ち
に
本
会

議
を
開
い
て
本
議
案
を
処
理
し
よ
う
。

と
の
三
つ
の
意
見
に
分
れ
、
十
二
時
ぎ
り
ぎ

り
ま
で
議
論
ふ
つ
と
う
し
た
が
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
二
十
三
、
反
対
五
で

会
期
を
二

十
二
日
ま
で
再
延
長
す
る

こ
と
に
な
つ
た
。

会
期
延
長
と
反
対
の
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
の
要

点
は
次
の
通
り
。

会
期
延
長
説

こ
れ
ま
で
競
輪
事
業
の
社

会
に
及
ぼ
す
影
響
を
中
心
に
論
議
し
た
だ
け

で
、
競
輪
に
よ
る
収
入
と
市
の
財
政
と
の
関

係
等
に
つ
い
て
は
ま
だ
検
討
さ
れ
て
い
な

い
。
世
論
も
賛
否
二
つ
に
分
れ
て
い
る
の
で

慎
重
審
議
の
必
要
が
あ
る
。

会
期
延
長
反
対
説

こ
の
議
案
に
対
す
る

各
議
員
の
意
中
は
も
う
決
つ
て
い
る
。
会
期

延
長
の
真
意
が
那
辺
に
あ
る
か
は
つ
き
り
し

て
い
る
。
デ
マ
も
と
べ
ば
恥
知
ら
ず
の
こ
と

も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
議
案
に
関
し
て
市

当
局
は
各
議
員
の
家
庭
を
訪
問
す
る
こ
と
を

や
め
て
堂
々
と
明
白
に
審
議
さ
せ
て
貰
い
た

い
。記

者
の
メ
モ
／
競
輪
問
題
で
家

庭
訪
問
？
…

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
11
・
13

○

那
覇
市
会
は
十
日
間
、
更
に
会
期
を
延

長
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
問
題
に
な
つ
て
い

る
の
は
競
輪
事
業
を
許
可
す
る
か
、
し
な
い

か
で
あ
る
。

議
会
不
成
立
中
で
し
た
が
、

緊
急
を
要
し
ま
し
た
の
で

と
い
う
市
長

の
専
決
処
分
も
さ
ん
ざ
ん
の
体
で
あ
る
。
八

日
に
め
で
た
く
終
る
？
と
予
想
さ
れ
た
議
会

が
二
十
二
日
ま
で
延
び
、
さ
ぞ
、”
緊
急
”
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の
文
字
が
議
案
文
中
で
居
心
地
を
悪
く
し
て

い
る
に
違
い
な
い
。

○

人
民
党
は
会
期
延
長
に
反
対
し
て
い

た
。
デ
マ
、
謀
略
、
こ
の
十
日
間
に
ど
ん
な

こ
と
が
お
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
の

で
あ
る
。

島
袋
議
員
は

市
当
局
は
議
員
の
家
庭
訪
問

を
す
る
よ
り
、
も
つ
と
資
料
を
整
備
し
て
、

質
問
に
十
分
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
貰
い

た
い

、
と
相
当
き
つ
い
こ
と
を
い
つ
て
い

た
。
○

市
長
に
き
く
と
、

知
ら
ん

と
い
う

し
、
助
役
も
、
財
政
部
長
も
、
知
ら
な
い
、

わ
か
ら
な
い

の
一
点
張
り
。
さ
て
、
誰
が

議
員
の
家
庭
訪
問
を
し
た
か
が
、
総
務
財
政

委
員
会
で
話
題
に
な
つ
た
。
島
袋
議
員
は

そ
れ
は
幸
喜
総
務
部
長
だ
。
市
当
局
な
の

か
、
事
業
主
な
の
か
、
ま
つ
た
く
区
別
の
つ

か
ん
事
を
い
つ
て
い
る

と
ブ
チ
ま
け
る
と
、

与
党
の
渡
口

麗

議
員
は

そ
れ
は
誤
解

だ
ヨ
。
総
務
部
長
は
一
市
民
と
し
て
会
つ
て

い
る
ん
だ
ろ
う

と
弁
明
し
て
い
た
。

○

何
故
、
市
は
競
輪
を
せ
ね
ば
な
ら
な

い
か

。

財
政
が
貧
困
だ
か
ら
だ

。
総
務

財
政
の
議
員
間
で
意
見
の
や
り
と
り
が
な
さ

れ
た
。

た
だ
、
競
輪
を
や
る
な
で
は
市
会
の
コ
ケ

ン
に
か
か
わ
る
と
い
う
も
の
だ

。
で
は
。

で
は
。
と
い
う
の
で
首
里
バ
ス
は
全
バ
ス
会

社
の
中
で
一
番
利
益
を
上
げ
て
い
る
。
健
全

な
公
益
企
業
と
し
て
こ
れ
を
市
営
化
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

首
里
出
身
の
総
務
財
政
委
員
、
久
高
友
敏
、

玉
那
覇
有
義
の
両
議
員
が
資
料
収
集
、
調
査

を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
つ
た
。

儲
け
た
首
里
バ
ス
／
半
年
で
二

百
万
円
の
純
益
／
那
覇
市
会

で
”
市
営
移
管
”
検
討
　
　

沖
タ
・
夕
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９
５
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・
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・
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首
里
バ
ス
で
は
十
三
日
ひ
る
二
時
か
ら
首
里

劇
場
で
株
主
総
会
を
開
催
、
第
九
期

五
五

年
四
月

同
九
月
末

の
決
算
報
告
を
行
つ

た
が
、
今
期
の
純
益
金
は
百
九
十
七
万
円
で

同
社
創
立
以
来
の
最
高
を
記
録
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
実
績
は
大
体
百
二
、
三
十
万
円

で
あ
つ
た
が
特
に
採
算
が
よ
く
な
つ
た
原
因

と
し
て
は
、
夏
季
に
台
風
が
少
な
く
天
候
が

順
調
で
あ
つ
た
。
那
覇
市
内
の
道
路
が
整
備

さ
れ
て
車
両
維
持
費
を
節
減
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
旧
那
覇
市
で
は
競
争
相
手
が
い
る
が

首
里
線
は
半
独
占
的
に
運
行
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
条
件
が
積
つ
て
収
益
増
を
き
た
し
た

と
会
社
側
で
は
説
明
し
て
い
る
。
最
近
で
は

泊

西
武
門
線
を
復
活
し
て
い
る
が
一
日
に

四
百
円
か
ら
六
百
円
の
売
上
げ
し
か
な
く
赤

字
運
行
だ
と
言
わ
れ
る
が
会
社
全
体
の
収
益

と
公
共
性
を
考
え
て
復
活
し
た
と
の
こ
と
で

サ
ー
ビ
ス
に
力
を
い
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
も

の
。
決
算
を
み
る
と
六
カ
月
間
の
車
券
売
上

げ
が
千
四
百
二
十
八
万
円
で
月
平
均
二
百
三

十
八
万
円
、
保
有
車
二
十
八
台
か
ら
一
日
、

一
台
約
三
千
八
百
二
十
円
を
稼
い
で
い
る
こ

と
に
な
る
。

主
な
る
経
費
は
人
件
費
が
四
百
四
十
一
万

円
、
燃
料
費
百
二
十
九
万
二
千
円
、
部
分
品

費
百
二
十
九
万
七
千
円
、
タ
イ
ヤ
ー
七
十
二

万
円
、
油
脂
五
十
二
万
円
、
修
繕
費
四
十
九

万
円
で
車
両
償
却
費
と
し
て
百
九
十
六
万
円

を
計
上
し
て
い
る
。
会
社
の
収
益
状
況
と
は

別
に
那
覇
市
営
へ
の
移
管
問
題
が
く
す
ぶ
つ

て
い
る
。

同
社
は
資
本
金
五
百
万
円

五
万
株
の
う
ち

三
万
株
、
六
〇
％
を
市
が
持
つ
て
お
り
当
間

市
長
も
市
営
に
移
し
た
い
意
向
で
経
営
陣
と

の
話
合
い
も
再
々
行
わ
れ
た
と
言
わ
れ
る
。

現
重
役
陣
は
首
里
バ
ス
の
特
殊
性
を
あ
げ
て

時
期
尚
早
を
主
張
し
て
い
き
悩
み
の
状
態
に

あ
る
が
、
競
輪
と
も
関
連
し
て
市
会
で
も
と

り
上
げ
て
検
討
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

首
里
バ
ス
は
競
争
に
う
ち
か
つ
て
経
営
も
軌

道
に
の
つ
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
営
陣

の
な
め
た
苦
労
は
並
大
抵
で
は
な
か
つ
た
と

い
う
の
が
反
対
意
見
と
な
つ
て
い
る
よ
う

で
、
財
源
を
増
や
す
た
め
の
市
営
移
管
に
対

す
る
動
き
と
会
社
側
の
出
方
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。

一
足
先
に
不
用
地
開
放
／
真
和

志
の
宇
久
増
原
／
軍
が
地
代

も
支
払
う

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
５
・
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・
14

軍
の
住
宅
用
地
と
し
て
真
和
志
市
銘
苅
区
が

収
用
さ
れ
た
際
、
隣
接
地
の
古
島
の
一
部
宇

久
増
原
も
軍
用
地
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
た

が
、
軍
で
は
八
月
二
十
二
日
付
で
宇
久
増
原

一
万
余
坪
を
正
式
に
開
放
す
る
旨
、
こ
の
ほ

ど
Ｄ
Ｅ
か
ら
真
和
志
市
長
宛
文
書
で
通
知
し

て
来
た
。
古
島
区
宇
久
増
原
が
開
放
に
な
る

ま
で
の
経
過
は
つ
ぎ
の
通
り
。

軍
用
地
と
な
つ
た
銘
苅
一
帯
は
五
三
年
に
な

つ
て
速
か
に
立
退
く
よ
う
軍
か
ら
正
式
の
通

知
を
受
け
た
。
五
四
年
九
月
、
古
島
区
で
は

区
長
以
下
関
係
地
主
た
ち
が
連
署
で
宇
久
増

原
を
開
放
し
て
く
れ
る
よ
う
軍
へ
陳
情
し
た

が
、
同
年
十
月
、
軍
は
軍
事
上
の
必
要
か
ら

予
定
通
り
工
事
を
行
う
と
、
こ
の
陳
情
は
民

政
府
か
ら
却
下
さ
れ
た
。

そ
こ
で
今
度
は
こ
の
問
題
を
真
和
志
市
と
し

て
取
り
あ
げ
、
銘
苅
区
の
移
動
計
画
案
と
と

も
に
宇
久
増
原
の
開
放
を
つ
ぎ
の
理
由
を
付

し
て
同
年
十
一
月
、
再
陳
情
を
行
つ
た
。

①
宇
久
増
原
を
軍
用
地
と
し
て
収
用
す
れ

ば
、地
主
の
家
屋
は
軍
用
地
外
に
あ
る
の
で
、

農
地
だ
け
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
結
果
に

な
る
。

②
農
地
を
取
ら
れ
て
は
農
民
は
生
活
し
て
行

四
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け
な
い
。
農
地
を
取
る
な
ら
軍
用
地
外
に
あ

る
家
屋
の
移
動
も
必
要
と
な
つ
て
来
る
。

③
周
囲
の
軍
用
地
を
見
る
と
千
二
百
坪
に
住

宅
が
十
二
棟
と
い
つ
た
よ
う
に
不
用
に
土
地

を
広
く
使
用
、
又
は
不
用
な
空
地
が
沢
山
あ

る
。
④
宇
久
増
原
は
く
ぼ
地
で
農
耕
地
と
し
て
は

最
適
の
土
地
で
あ
る
が
住
宅
を
建
て
る
に
は

不
向
き
で
あ
る
。

⑤
隣
接
地
に
あ
る
二
つ
の
岡
を
米
軍
の
機
械

力
で
な
ら
せ
ば
農
耕
地
を
潰
さ
な
く
て
も
立

派
に
家
が
建
て
ら
れ
る
。
特
に
④
項
と
⑤
項

を
強
調
し
た
と
こ
ろ
、
十
二
月
に
は
係
官
が

来
て
実
施
に
調
査
が
行
わ
れ
た
。

軍
の
調
査
結
果
と
そ
の
正
式
回
答
が
待
た
れ

て
い
た
が
、
一
九
五
五
年
八
月
二
十
二
日
付

で
開
放
し
、
同
日
ま
で
土
地
賃
貸
料
を
支
払

う
旨
こ
の
ほ
ど
正
式
に
通
知
書
が
送
付
さ
れ

て
来
た
。

今
度
開
放
に
な
る
古
島
区
宇
久
増
原
は
一
万

五
千
八
百
五
十
八
坪

一
二
・
九
五
エ
ー

カ
ー

、
筆
数
に
し
て
三
十
四
筆
、
農
家
は

十
七
戸
、
八
十
二
人
と
な
つ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
農
耕
を
許
さ
れ
軍
用
地
料
も
支
払
わ
れ

て
い
る
。

”
競
輪
事
業
”
を
衝
く
／
舞
台

回
っ
て
那
覇
市
会
へ

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
５
・
11
・
15

口
角
泡
を
飛
ば
し
て
論
議
さ
れ
、
何
と
か
主

席
の
署
名
を
得
て
、
立
法
と
な
つ
て
施
行
さ

れ
た
も
の
の
、
住
民
と
は
何
ら
の
関
係
も
な

く
、
全
く
死
ん
だ
も
同
然
の
立
法
が
二
つ
あ

つ
た
。
選
挙
期
日
を
布
令
で
削
除
さ
れ
て
骨

抜
き
に
な
つ
た
主
席
選
挙
法
、い
ま
一
つ
は
、

最
近
那
覇
市
会
で
診
断
を
受
け
て
い
る
競
輪

法

自
転
車
競
技
法

だ
。
こ
の
二
つ
と
も

立
法
院

当
時
は
大
島
議
員
が
八
名
も
い
た

で
立
法
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
前
者
は
別
と
し

て
、
後
者
は
那
覇
市
会
の
診
断
如
何
で
は
、

息
を
吹
き
か
え
し
そ
う
な
容
態
と
な
つ
て
い

る
。”
よ
み
が
え
る
か
競
輪
法
！
”

こ
れ

ま
で
の
経
過
を
ふ
り
か
え
つ
て
み
た
｜
。

立
法
の
当
初
か
ら
賛
否
／
成
立
の
カ
ゲ
　

に
大
島
議
員
？

○

那
覇
市
が
競
輪
事
業
を
計
画
し
た
の
は

前
々
市
長
当
間
重
民
氏
の
と
き
だ
。
当
時
、

那
覇
市
は
見
渡
す
限
り
バ
ラ
ツ
ク
建
て
で
旧

市
内
は
草
ぼ
う
ぼ
う
、
市
庁
舎
は
粗
末
な
コ

ン
セ
ツ
ト
、
校
舎
と
い
う
校
舎
は
そ
れ
こ
そ

馬
小
屋
、
灰
じ
ん
の
中
か
ら
立
上
る
市
民
に

大
き
な
負
担
能
力
が
あ
ろ
う
筈
が
な
い
。
税

外
収
入
と
て
め
ぼ
し
い
も
の
は
な
か
つ
た
。

当
間
重
民
市
長
が
嘆
息
を
も
ら
し
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
当
時
日
本

の
地
方
自
治
体
は
競
輪
で
戦
後
の
ア
ブ
ク
銭

を
か
き
あ
つ
め
、
校
舎
そ
の
他
の
施
設
を
つ

く
つ
て
い
た
。
そ
し
て
競
輪
設
置
運
動
は
各

地
方
都
市
に
拡
が
つ
て
い
く
ば
か
り
で
あ
つ

た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
理
解
す
る
な
ら
、

当
間
重
民
市
長
が

競
輪
を
や
ろ
う

と
考

え
出
し
た
の
は
異
と
す
る
に
足
ら
な
い
の
で

あ
る
。
或
は
当
然
だ
つ
た
か
も
し
れ
な
い
。

重
民
市
長
は
五
一
年
九
月
二
十
九
日
、
日
本

の
業
者
海
老
沢
某
氏
と
事
業
契
約
書
を
と
り

交
わ
し
た
。

○

同
市
長
が
計
画
半
ば
に
急
逝
し
た
た

め
、
業
者
は
あ
わ
て
出
し
て
五
二
年
二
月
二

十
日
、
時
の
助
役
嵩
原
久
光
氏
と
覚
書
を
交

わ
す
、
と
い
う
念
の
入
れ
方
。
計
画
は
又
吉

前
市
長
に
受
け
つ
が
れ
、
海
老
沢
氏
も
来
島

し
た
。
や
は
り
場
所
は
奥
武
山
と
い
う
こ
と

に
な
つ
て
設
計
そ
の
他
諸
準
備
が
す
す
め
ら

れ
た
が
、
そ
の
と
き
問
題
に
な
つ
た
の
は

競
輪
法

が
ま
だ
立
法
さ
れ
て
な
い
こ
と

だ
つ
た
。

競
輪
に
よ
る
地
方
財
政
の
確
立
？
と
い
つ
て

も
、
行
政
府
の
政
策
で
も
な
け
れ
ば
、
政
党

の
政
策
に
も
な
い
。
行
政
府
か
ら
立
法
要
請

さ
せ
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
、
と
い
つ
て
立

法
案
の
提
案
権
は
議
員
に
限
ら
れ
て
い
る
。

と
な
る
と
、
こ
れ
に
ク
ミ
し
そ
う
な
議
員
の

グ
ル
ー
プ
を
つ
か
ま
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
那
覇
市
が
先
ず
目
を
つ
け
た
の
は
、
当

時
立
法
院
で
絶
対
多
数
を
擁
し
て
い
た
民
生

ク
ラ
ブ

後
の
民
主
党

、
特
に
そ
の
中
で

主
導
権
を
握
つ
て
い
た
大
島
出
身
の
議
員
だ

つ
た
よ
う
だ
。
何
と
か
こ
れ
ら
に
対
す
る
工

作
が
効
い
て
、
提
案
者
が
大
島
議
員
の
勝
美

代
治
氏
に
決
り
、
那
覇
市
が
立
案
し
た
法
案

が
立
法
院
に
送
付
さ
れ
た
の
が
五
二
年
八
月

七
日
、そ
の
後
立
法
院
は
休
会
に
入
つ
た
が
、

こ
れ
を
付
託
さ
れ
た
行
法
委
で
は
慎
重
を
期

し
て
各
面
の
意
見
を
聴
取
し
て
い
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
当
時
の
新
聞
は
次
の
よ
う
に
報
じ

て
い
る
。

一
か
く
千
金
を
夢
見
る
戦
後
派
的
心
理
に

迎
え
ら
れ
、
日
本
で
は
忽
ち
全
国
に
流
行

し
、
地
方
財
政
の
建
直
し
に
一
役
買
つ
た

半
面
、
倒
産
者
続
出
し
た
と
い
う
悲
喜

交
々
の
曰
く
つ
き
で
あ
る
。

あ
た
か
も
日
本
で
は
、
宝
ク
ジ
で
儲
け
た

二
百
五
十
万
円
を
そ
つ
く
り
競
輪
に
つ
ぎ

こ
ん
で
、
自
殺
し
た
と
い
う
笑
え
ぬ
悲
劇

も
あ
り
云
々

。

工
作
な
ら
ず
流
産
の
憂
目
も

○

競
輪
法
案
が
登
場
す
る
や
、
と
き
の
野

党
は
ト
バ
ク
法
案
だ
と
一
せ
い
に
こ
れ
に
攻

撃
す
る
態
勢
を
と
つ
た
。

行
法
委
で
は
、
さ
ら
に
同
年
十
一
月
六
日
に

政
府
関
係
局
長
、
新
聞
代
表
ら
を
招
き
意
見

を
き
い
た
が
、

地
方
財
政
を
う
る
お
す

、

人
心
の
頽
廃
を
招
く

で
賛
否
対
立
し
、
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委
員
会
で
は
結
局
採
決
に
も
ち
こ
ん
だ
が
、

委
員
会
で
は
否
決
と
な
つ
て
い
る
。

こ
の
法
案
、
性
格
が
性
格
だ
け
に
絶
対
多
数

の
民
主
党
で
も
押
し
通
す
こ
と
は
出
来
ず
、

十
一
月
の
十
六
日
に
つ
い
に
流
産
と
な
つ
て

し
ま
つ
た
が
、
那
覇
市
で
は
何
で
も

だ
い

た
い
与
党
の
み
に
頼
る
か
ら
そ
う
な
る
の

だ
、
社
大
党
に
も
工
作
す
る
ん
だ
つ
た

と

い
つ
た
こ
と
が
話
さ
れ
た
そ
う
だ
。

こ
え
て
五
三
年
の
定
例
議
会
で
七
月
十
三
日

に
可
決
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
可
決
さ
れ

る
ま
で
に
は

こ
れ
が
通
過
し
た
ら
、
那
覇

市
の
収
入
は
バ
ク
大
な
も
の
に
な
り
、
他
の

市
町
村
に
も
分
け
て
あ
げ
る
こ
と
が
出
来

る

そ
れ
で
は
那
覇
市
は
財
政
交
付
金
を

貰
わ
ん
で
も
よ
い
の
か

と
い
つ
た
珍
問
答

も
堂
々
と
本
会
議
で
交
さ
れ
た

。
あ
れ
か

ら
何
年
か
過
ぎ
た
。
提
案
者
の
勝
氏
も
同
調

し
た
大
島
議
員
も
今
は
沖
縄
に
は
い
な
い
。

消
え
去
っ
た
保
全
経
済
会

○

さ
て
、
こ
う
し
て
立
法
院
で
も
み
つ
づ

け
て
や
つ
と
陽
の
目
を
み
た
と
き
肝
心
の
業

者
が
事
業
着
手
で
き
な
い
よ
う
な
事
態
が
お

こ
つ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
海
老
沢
某
氏
に

資
金
を
出
す
筈
で
あ
つ
た
日
本
の
保
全
経
済

会
が
、
一
世
を
騒
が
し
て
潰
れ
去
つ
て
い
つ

た
か
ら
で
あ
る
。
こ
ん
な
わ
け
で
昨
年
あ
た

り
か
ら
沙
汰
や
み
に
な
り
、
今
年
は
じ
め
頃

日
本
を
視
察
し
た
泉
市
会
議
長
は
、

競
輪

は
沖
縄
に
は
む
か
な
い
、
企
業
と
し
て
採
算

が
と
れ
な
い

と
談
話
を
発
表
、
一
応
こ
の

問
題
に
は
ピ
リ
オ
ド
が
打
た
れ
、
自
然
立
消

え
と
な
つ
て
い
た
。

○

と
こ
ろ
が
、
こ
の
夏
、
降
つ
て
湧
く
が

如
く
に
こ
の
問
題
が
ま
た
取
上
げ
ら
れ
た
。

今
度
の
事
業
申
込
者
は
新
手
の
口
で
あ
つ

た
。
現
在
関
係
者
数
氏
は
す
で
に
来
島
し
て

市
会
の
成
行
を
見
守
つ
て
い
る
が
、
申
込
の

条
件
は
、
殆
ど
日
本
側
で
出
資
し
、
事
業
は

一
切
、
競
輪
会
社
に
任
し
、
那
覇
市
は
た
だ

土
地
を
貸
す
だ
け
で
、
し
か
も
車
券
売
上
げ

か
ら
五
％
を
貰
う
。
会
社
側
の
計
画
書
で
は

こ
の
五
％
は
年
間
約
千
八
百
万
、
市
は
石
橋

を
叩
い
て
二
百
万
円
と
踏
ん
で
い
る
が
、
い

ず
れ
も
、
一
銭
の
出
資
も
な
く

ぬ
れ
手
に

粟

と
い
う
わ
け
で
、
市
当
局
の
魅
力
を
そ

そ
る
に
十
分
で
あ
る
。
選
挙
や
り
な
お
し
寸

前
の
市
会
の
全
員
協
議
会
に
こ
の
話
が
も
ち

こ
ま
れ
、
つ
い
で
、
市
会
不
成
立
中
の
九
月

八
日
、
市
長
は

緊
急
を
要
す
る

と
い
う

の
で
、
専
決
処
分
に
よ
る
契
約
を
し
た
。

た
た
っ
た
専
決
処
分

○

い
ま
、
市
会
で
も
み
つ
づ
け
て
い
る
理

由
の
一
つ
に
は
、
選
挙
に
よ
り
追
つ
つ
け
議

会
が
成
立
す
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
議
会

を
無
視
し
て
専
決
処
分
に
し
た
、
と
い
う
感

情
の
シ
コ
リ
が
な
い
で
も
な
い
。
し
か
し
、

こ
れ
は
ご
く
小
さ
な
こ
と
で
、
論
争
の
焦
点

は
、
競
輪
事
業
の
本
質
そ
の
も
の
に
あ
る
よ

う
だ
。
二
日
に
議
会
を
招
集
し
、
八
日
に
終

る
つ
も
り
で
あ
つ
た
の
が
、
再
度
延
長
に
な

つ
て
二
十
二
日
ま
で
引
延
ば
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
議
会
に
お
け
る
対
立
の

激
し
い
こ
と
を
物
語
つ
て
い
る
。

賭
博
だ

と
い
わ
れ

市
民
か
ら
勤
労
心
を
奪
い
、
射

倖
心
を
そ
ゝ
る
も
の

と
き
め
つ
け
ら
れ
て

い
る
だ
け
に
、
与
党
議
員
も
た
ゞ
数
だ
け
で

押
切
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
よ
う

だ
。

慎
重
に

、

慎
重
に

の
相
言
葉
で

の
び
の
び
に
な
つ
て
い
る
が
、
言
う
議
員
そ

れ
ぞ
れ
に
よ
つ
て
ニ
ユ
ー
ア
ン
ス
も
違
う
よ

う
だ
。
当
局
派
の
一
部
で
は

反
対
派
が
、

き
の
う
ま
で
反
対
を
唱
え
て
、
き
よ
う
急
に

賛
成
す
る
わ
け
に
い
か
な
い
か
ら
、
わ
れ
わ

れ
の
顔
も
立
て
ゝ
く
れ
、
市
民
の
感
情
が
鎮

ま
る
ま
で
暫
ら
く
待
つ
て
く
れ
、
と
い
う
意

味
だ
ろ
う

と
み
て
お
り
、
反
対
派
の
或
る

人
は

い
ま
表
決
と
な
る
と
憂
慮
す
べ
き
結

果
が
生
ま
れ
る

と
い
ゝ
、
或
る
人
は
研
究

不
足
と
い
う
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

市
当
局
は
通
過
を
楽
観
…

○

公
聴
会
の
結
果
は
反
対
が
圧
倒
的
だ
つ

た
。
市
民
の
意
志
を
反
映
さ
せ
る
議
会
だ
か

ら
競
輪
は
否
決
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
思
つ
た

ら
早
計
だ
。
議
会
は
法
的
に
は
公
聴
会
の
結

果
か
ら
何
等
の
拘
束
も
受
け
な
い
の
で
あ

る
。
最
後
に
決
す
る
も
の
は
、
三
十
名
の
議

員
で
あ
る
。
三
十
名
の
過
半
数
の
頭
数
を
揃

え
た
と
こ
ろ
が
勝
つ
わ
け
だ
。
競
輪
を
め
ぐ

る
最
近
の
那
覇
市
会
は
そ
う
い
う
か
け
引
き

に
走
つ
て
い
る
感
が
し
な
い
で
も
な
い
。
市

民
の
声
が
正
し
く
総
務
財
政
委
員
会
に
反
映

さ
れ
、
そ
し
て
本
会
議
に
反
映
さ
れ
る
か
、

ど
う
か
、
二
十
二
日
の
本
会
議
の
結
果
を
み

な
け
れ
ば
ど
う
と
も
云
え
な
い
。
当
時
立
法

院
議
員
だ
つ
た
人
達
は
、
こ
の
那
覇
市
会
の

動
き
を
ど
う
感
じ
、
見
守
つ
て
い
る
こ
と
か

｜
。

｜
社
　
説
｜

那
覇
市
会
は
世
論
を
尊
重
せ
よ

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
11
・
16

競
輪
問
題
は
す
で
に
論
議
は
つ
く
さ
れ
て

最
後
の
断
を
下
す
べ
き
と
こ
ろ
に
き
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
パ
チ
ン
コ
の
連
発
が
問
題
に

な
り
、
警
察
当
局
で
も
業
者
の
都
合
を
考
慮

し
て
明
春
二
月
ま
で
の
期
限
で
禁
止
す
る
方

針
を
決
定
し
た
。
パ
チ
ン
コ
と
同
様
、
あ
る

い
は
金
額
の
上
で
は
そ
れ
以
上
の
も
の
と
な

る
競
輪
が
社
会
的
な
関
心
を
よ
ぶ
こ
と
は
や

む
を
得
な
い
こ
と
に
ち
が
い
な
い
。
こ
れ
は

政
治
的
な
見
地
か
ら
で
な
く
、
社
会
悪
の
面

か
ら
反
対
が
叫
ば
れ
て
い
る
と
見
る
方
が
正

し
い
よ
う
だ
。
婦
人
団
体
や
教
育
界
か
ら
の

反
対
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

競
輪
が
明
ら
か
に
ト
バ
ク
で
あ
り
、
ト
バ
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ク
心
理
を
利
用
し
て
の
収
益
事
業
で
あ
つ
て

み
れ
ば
、
倫
理
的
に
ま
た
教
育
的
に
は
全
く

考
慮
の
余
地
は
な
い
わ
け
で
、
こ
れ
の
埋
め

合
せ
に
は
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。市
当
局
と
し
て
は
、
古
く
か
ら
勧
業
債
券

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
の
ト
ミ
ク
ジ
的
公
共
事
業

が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
の
だ
か
ら
、
市
の
財

政
的
貧
困
を
切
り
抜
け
る
方
法
と
し
て
、
競

輪
の
悪
は
目
を
つ
む
つ
て
競
輪
に
よ
る
収
益

で
市
の
公
共
事
業
を
推
進
す
れ
ば
い
ゝ
で
は

な
い
か
、
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
世
相
が
お

だ
や
か
で
、
一
般
市
民
の
生
活
に
ゆ
と
り
の

あ
る
時
代
な
ら
ば
、こ
の
く
ら
い
の
こ
と
は
、

あ
る
い
は
見
逃
さ
れ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、

現
在
の
沖
縄
の
世
相
の
暗
さ
が
、
反
対
の
声

を
大
な
ら
し
め
た
と
み
ら
れ
る
。

市
会
に
お
け
る
賛
否
両
派
の
数
は
政
治
的

な
動
き
に
よ
つ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
な
い

と
は
言
え
な
い
が
、
少
く
と
も
世
論
は
政
治

と
は
別
個
の
市
民
の
生
の
声
と
み
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

全
日
刊
新
聞
が
筆
を
そ
ろ
え
て
そ
の
論
説

に
お
い
て
反
対
を
唱
え
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら

見
れ
ば
、
世
論
は
そ
れ
に
よ
つ
て
リ
ー
ド
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
公

聴
会
に
お
け
る
賛
否
の
数
か
ら
み
れ
ば
、
そ

れ
ぞ
れ
確
固
と
し
た
自
ら
の
論
拠
を
持
つ
て

い
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
市

会
議
員
の
名
誉
を
重
ん
じ
、
賛
成
せ
よ
と
か

反
対
せ
よ
、
と
か
指
図
が
ま
し
い
こ
と
を
言

う
こ
と
は
や
め
る
。
た
ゞ
、
各
議
員
が
世
論

を
尊
重
し
自
ら
の
動
向
を
決
す
べ
き
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
た
い
。
そ
れ
は
各
議
員
た
ち

が
市
民
に
約
束
し
た
こ
と
で
も
あ
る
。
自
重

す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

競
輪
／
財
政
面
か
ら
検
討
／
那

覇
市
会
総
財
委

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
11
・
17

那
覇
市
会
総
務
財
政
委
員
会
は
十
六
日
ひ
る

三
時
か
ら
委
員
会
を
開
き
、
継
続
審
議
中
の

競
輪
問
題
に
つ
い
て
、
財
政
面
か
ら
検
討
す

る
こ
と
に
な
り
、
長
嶺
財
政
部
長
、
比
嘉
財

政
課
長
等
を
招
い
て
説
明
を
き
い
た
。
市
当

局
は
、
市
の
五
六
年
度
一
般
予
算
が
、
一
億

九
百
万
円
で
、
才
入
の
中
す
う
を
占
め
る
税

収
が
約
三
千
万
円
、
税
外
収
入
も
約
三
千
万

円
、
と
も
に
横
ば
い
状
態
で
、
こ
の
三
年
間

の
び
て
い
な
い
。
起
債
は
一
般
予
算
関
係
で

は
す
で
に
八
千
万
円
、
今
年
度
中
に
予
定
さ

れ
て
い
る
の
が
二
千
万
円
で
計
一
億
円
に
な

る
。
年
間
償
還
額
は
一
千
三
百
余
万
円
で
、

現
在
の
財
政
状
態
で
は
も
う
起
債
能
力
は
な

い
。
一
方
、
こ
れ
か
ら
や
る
べ
き
都
計
事
業

費
は
二
十
億
円
に
も
の
ぼ
る
の
で
、
是
非
、

競
輪
事
業
に
よ
り
収
入
を
増
や
し
た
い
、
と

説
明
し
た
。

委
員
会
は
競
輪
に
よ
る
年
間
二
百
万
円
の
収

入
で
ど
れ
だ
け
の
こ
と
が
解
決
さ
れ
る
か
、

ど
う
か
。
そ
れ
に
か
わ
る
他
の
収
入
は
な
い

か
、
ど
う
か
等
の
検
討
を
行
つ
た
が
、
結
局

ま
と
ま
つ
た
結
論
は
出
な
か
つ
た
。
次
の
委

員
会
は
十
八
日
ひ
る
二
時
か
ら
開
か
れ
る
。

声
／
競
輪
に
就
い
て

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
11
・
17

公
認
ト
バ
ク
と
云
わ
れ
る
、
問
題
の
競
輪

も
、
ど
う
や
ら
、
議
論
も
出
し
つ
く
さ
れ
た

感
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
那
覇
市
当
局
の
や

り
方
は
、
思
い
切
り
が
悪
く
、
後
味
の
悪
い

こ
と
が
お
び
た
ゞ
し
い
。
新
聞
を
見
る
と
、

会
期
の
延
長
と
か
、
某
部
長
は
市
会
議
員
を

個
別
訪
問
で
ま
わ
つ
て
歩
い
て
い
る
と
か
、

是
が
非
で
も
と
云
う
当
局
の
決
意
の
程
が
伺

わ
れ
て
、
未
練
タ
ラ
タ
ラ
の
や
り
方
に
、
住

民
は
何
か
そ
の
裏
に
変
な
モ
ノ
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
、
思
い
廻
し
が
ち
に
な
る
の
で

あ
る
。
も
し
那
覇
市
当
局
が
公
明
正
大
な
ら

ば
痛
く
も
な
い
腹
を
さ
ぐ
ら
れ
る
と
、
く
す

ぐ
つ
た
い
ど
こ
ろ
か
、
片
腹
痛
い
以
上
の
も

の
が
あ
る
だ
ろ
う
。
公
聴
会
を
持
つ
た
こ
と

は
良
か
つ
た
け
れ
ど
こ
れ
で
は
何
の
た
め
の

公
聴
会
か
と
云
い
た
く
な
る
の
は
私
一
人
で

は
な
い
と
思
う
。
市
会
の
数
で
お
し
切
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
。
最
初
の
住
民

の
不
安
が
現
実
化
し
そ
う
で
、
か
つ
て
の
大

政
翼
賛
政
治
を
思
わ
し
め
、
そ
こ
か
ら
民
主

政
治
に
対
す
る
不
信
の
念
が
か
も
し
出
さ
れ

る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
ま
た
競
輪
が
事
業

と
し
て
成
り
立
つ
モ
ノ
で
あ
つ
て
も
そ
こ
に

は
大
多
数
の
犠
牲
を
払
う
人
々
が
い
る
こ
と

は
誰
も
否
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ

う
。
沖
縄
の
社
会
悪
に
拍
車
を
か
け
る
よ
う

な
ト
バ
ク
事
業
を
や
ら
な
け
れ
ば
、
市
政
の

運
営
が
出
来
な
い
な
ら
こ
れ
は
自
ら
の
無
能

を
暴
露
す
る
以
外
の
モ
ノ
で
は
な
い
。
こ
れ

は
那
覇
市
だ
け
の
問
題
で
は
勿
論
な
い
。
那

覇
市
が
世
論
を
お
し
切
つ
て
ま
で
強
行
す
る

な
ら
ば
、
沖
縄
を
更
に
悪
く
す
る
ト
バ
ク
事

業
か
ら
社
会
を
守
る
た
め
、
宗
教
団
体
は
勿

論
、全
ゆ
る
団
体
は
立
ち
起
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
は
民
族
と
し
て
の
義
務
で
な
か
ろ
う

か
。

石
川
市
三
区
五
班

国
吉
真
吉

広
告
／
声
明
書

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
11
・
19

わ
れ
わ
れ
は
、
い
ま
那
覇
市
が
実
現
し
よ
う

と
し
て
い
る
競
輪
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
非
生

産
的
、
非
教
育
的
も
う
け
主
義
の
も
の
で
あ

る
と
い
う
だ
け
で
な
く
大
衆
の
生
活
と
、
経

済
と
、
人
情
を
破
壊
す
る
賭
博
以
外
の
何
も

の
で
も
な
い
と
の
見
地
か
ら
、
次
の
諸
点
を

強
調
し
て
、
こ
れ
に
絶
対
反
対
の
意
を
表
明

し
市
当
局
な
ら
び
に
市
議
会
の
猛
省
を
促
し
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て
、
一
般
大
衆
と
共
に
多
大
の
関
心
を
集
中

す
る
。

一
、
競
輪
の
性
格

那
覇
市
は
、
日
本
々
土
か
ら
競
輪
を
輸
入
し

よ
う
と
し
て
い
る
が
、
日
本
の
競
輪
は
ど
さ

く
さ
に
混
乱
し
た
戦
後
日
本
の
社
会
状
態
の

産
物
で
、
そ
れ
自
体
ま
つ
た
く
不
健
康
で
あ

り
、
Ｕ
・
Ｃ
・
Ｉ

国
際
自
転
車
競
技
連
合

の
統
轄
す
る
純
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
、
あ
る

い
は
純
娯
楽
と
し
て
の
世
界
の
自
転
車
競

技
、
そ
し
て
各
国
の
そ
れ
と
は
完
全
に
異
質

の
非
生
産
的
、
非
教
育
的
も
う
け
主
義
に
も

と
ず
い
た
政
府
公
認
の
賭
博
で
あ
る
。

二
、
切
り
は
な
せ
な
い
賭
博
と
八
百
長
と
ボ

ス競
輪
が
賭
博
で
あ
る
以
上
、
し
く
み
に
よ
る

レ
ー
ス

競
技

が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
充

分
に
あ
る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
大
衆
の
目
を

あ
ざ
む
く
、
し
く
み
と
し
て
の
競
輪
八
百
長

の
大
き
な
可
能
性
で
あ
る
。
ま
た
競
輪
八
百

長
の
裏
に
は
必
ず
競
輪
ボ
ス
が
巣
を
張
り
、

競
輪
場
に
は
暴
力
団
や
、
ス
リ
等
の
悪
質
犯

が
横
行
す
る
も
の
と
予
断
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
賭
博
と
八
百
長
と
ボ
ス
は
切
り
は
な

す
こ
と
の
で
き
な
い
間
柄
に
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
全
部
先
例
で
あ
る
日
本

の
競
輪
が
、
競
輪
八
百
長
事
件
や
そ
の
他
の

競
輪
騒
擾
な
ど
、
か
ず
か
ず
の
事
実
を
も
つ

て
証
明
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
川
崎
で
は
、

競
輪
ボ
ス
や
、
選
手
ボ
ス
の
た
え
な
い
検
挙

が
続
き
、
後
楽
園
で
は
連
続
的
に
警
官
隊
出

動
の
混
乱
事
件
が
あ
つ
た
の
は
そ
の
片
り
ん

で
あ
る
。

三
、
社
会
悪
の
温
床

那
覇
市
の
計
画
す
る
競
輪
が
、
右
の
よ
う
な

性
格
と
素
質
を
も
つ
の
で
あ
る
こ
と
は
は
つ

き
り
し
て
お
り
、
市
当
局
や
市
議
会
も
こ
れ

を
認
め
て
い
る
。
少
く
と
も
悪
の
温
床
と
し

て
、
青
少
年
や
、
常
欠
児
童
、
浮
浪
児
等
の

た
ま
り
場
と
な
つ
て
大
き
な
社
会
問
題
を
ひ

き
お
こ
し
、
現
状
で
さ
え
、
超
記
録
的
な
犯

罪
に
な
や
む
暗
い
世
相
に
油
を
そ
ゝ
ぐ
も
の

で
な
い
と
誰
が
断
言
し
、
保
証
す
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
か
。

四
、
社
会
悪
防
止
対
策
論
は
無
意
味

予
測
さ
れ
る
社
会
悪
の
防
止
対
策
に
つ
と
め

る
と
い
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
か
、
犯
罪
者
強
硬
取
締
り
と
い
う

な
ら
ば
、
こ
れ
は
全
く
不
当
で
あ
る
。
何
故

な
ら
は
じ
め
か
ら
犯
罪
を
挑
撥
し
て
お
い
て

こ
れ
を
取
締
る
と
い
う
こ
と
は
人
権
じ
う
り

ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
八
百
長
を
ふ
せ
ぐ
と
い

う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
競
輪
の
賭
博
性
を
完
全

に
の
ぞ
き
、
競
輪
を
純
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の

レ
ー
ス
に
す
る
他
に
方
法
は
あ
り
得
な
い
。

五
、
て
ん
び
ん
論
は
根
本
的
な
あ
や
ま
り

競
輪
の
収
益
金
を
社
会
福
祉
な
ど
の
公
益
事

業
に
充
当
す
る
こ
と
が
目
的
と
な
つ
て
い
る

が
、
ま
つ
た
く
矛
盾
し
た
目
的
論
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
自
分
で
ぶ
ち
壊

し
て
自
分
で
修
繕
す
る
と
い
う
、
お
よ
そ
愚

に
も
つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

更
に
拍
車
を
か
け
ら
れ
る
深
刻
な
社
会
悪

と
、
収
益
金
と
を
て
ん
び
ん
に
か
け
る
と
い

う
な
ら
ば
、
こ
れ
こ
そ
と
ん
で
も
な
い
こ
と

で
あ
り
、
根
本
的
な
あ
や
ま
り
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
仮
に
、
社
会
悪
が
”
殺
人
事
件
”

と
い
う
具
体
的
問
題
を
ひ
き
起
し
た
と
仮
定

す
る
と
き
、
収
益
金
で
、
こ
れ
を
ど
う
償
う

と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
事
件

を
仮
定
す
る
こ
と
は
極
端
か
も
し
れ
な
い

が
、
し
か
も
、
誰
が
、
お
こ
り
得
な
い
こ
と

だ
と
予
言
し
、
保
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
か
。
ま
た
こ
の
て
ん
び
ん
論
は
那
覇
市

財
政
だ
け
を
主
張
せ
ん
が
た
め
に
、
全
島
経

済
に
及
ぼ
す
大
き
な
打
撃
を
無
視
し
て
い

る
。
六
、
大
衆
と
浜
辺
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

昭
和
二
十
五
年
四
月
九
日
の

サ
ン
デ
ー
毎

日

は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

一
昨

年
の
小
倉
か
ら
昨
年
末
ま
で
競
輪
の
開
催
回

数
は
九
十
八
で
、
車
券
の
売
上
合
計
が
七
二

億
九
、
八
〇
〇
万
円
、
一
日
平
均
一
五
、
〇

〇
〇
人
が
つ
め
か
け
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、

穴
を
あ
て
る
の
は
ま
あ
浜
辺
に
落
ち
た
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
を
探
す
み
た
い
な
も
の
で
あ
る

と
。
七
、
主
催
者
は
笑
い
、
大
衆
は
泣
く

こ
の
よ
う
な
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
探
す
た
め

に
、
血
ま
な
こ
に
な
る
の
は
、
ひ
と
り
那
覇

市
民
に
限
ら
ず
、
各
地
方
か
ら
来
る
大
衆
で

あ
ろ
う
、そ
し
て
財
布
の
底
を
は
た
く
の
も
、

ノ
ド
か
ら
手
の
出
る
程
生
活
費
を
欲
し
て
い

る
一
般
大
衆
で
あ
る
こ
と
は
、
日
本
の
場
合

と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
い
ま
の
沖
縄
で
は
生
活

に
ゆ
と
り
の
あ
る
人
よ
り
も
ゆ
と
り
の
な
い

人
が
多
く
、
苦
し
ん
で
い
る
人
も
少
く
な
い

が
、
し
ぼ
ら
れ
る
対
象
が
彼
等
で
あ
る
こ
と

を
考
え
る
と
、こ
の
結
果
は
非
常
に
深
刻
で
、

主
催
者
や
、
競
輪
を
食
い
も
の
に
す
る
一
部

の
も
の
は
笑
う
で
あ
ろ
う
し
、
大
衆
は
泣
き

面
に
蜂
と
い
う
恰
好
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し

か
も
な
お
、
病
み
つ
き
の
よ
う
な
射
こ
う
心

の
た
め
に
、
大
衆
の
理
性
と
勤
労
精
神
は
奪

わ
れ
、
家
庭
も
、
生
活
も
破
壊
さ
れ
な
い
と

誰
が
保
証
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

八
、
経
済
組
織
も
破
壊
さ
れ
る

大
衆
搾
取
に
よ
る
生
活
の
破
壊
は
、
す
な
わ

ち
購
売
力
の
低
減
を
き
た
す
が
、
こ
の
打
撃

は
あ
ら
ゆ
る
中
小
企
業
、
商
店
、
輸
入
商
、

そ
の
他
の
供
給
面
に
ひ
び
く
こ
と
は
当
然
で

あ
り
、
こ
の
こ
と
は
経
済
組
織
の
破
壊
を
意

味
す
る
。

九
、
市
も
搾
取
さ
れ
る
側
に
あ
る

日
本
の
競
輪
事
業
は
、
全
く
近
視
眼
的
と
は
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い
え
、

自
転
車
の
改
良
、
増
産
、
輸
出
の

増
加
、
国
内
需
要
の
充
足
と
地
方
財
政
の
増

収

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
ゝ
げ
て
い
る

の
に
、
沖
縄
で
は
、
地
方
財
政
の
増
収
以
外

は
改
良
増
産
で
は
な
く
、
完
全
に
輸
入
依
存

だ
か
ら
逆
で
あ
り
、
日
本
の
場
合
よ
り
条
件

は
更
に
そ
れ
だ
け
悪
い
。
競
輪
自
体
が
外
資

導
入
で
あ
り
、
経
済
的
に
は
、
市
は
む
し
ろ

搾
取
さ
れ
る
側
に
あ
り
、
大
衆
は
そ
の
二
重

搾
取
の
下
積
み
に
し
か
な
ら
な
い
。

十
、
も
は
や
競
輪
を
認
め
る
何
の
理
由
も
な

い日
本
で
も
や
つ
て
い
る
で
は
な
い
か
と
い
う

の
は
も
は
や
愚
論
で
あ
る
。
パ
チ
ン
コ
も
、

悪
い
映
画
も
あ
る
で
は
な
い
か
と
い
う
の
は

植
民
地
的
感
覚
の
た
め
で
正
常
な
主
張
に
は

な
り
得
な
い
。
や
ら
せ
て
み
な
け
れ
ば
判
ら

な
い
と
い
う
の
は
無
責
任
き
わ
ま
る
放
言
で

あ
る
。
も
し
も
沸
と
う
す
る
世
論
を
押
し
切

つ
て
、
無
理
に
も
競
輪
を
強
行
す
る
と
き
、

こ
こ
に
世
論
政
治
は
完
全
に
消
え
失
せ
る
で

あ
ろ
う
。
し
か
も
そ
の
時
、
当
局
は
民
族
的

大
事
業
の
一
つ
で
あ
る
、
官
民
あ
げ
て
の
青

少
年
不
良
化
防
止
運
動
を
真
つ
向
か
ら
否
定

す
る
だ
け
で
な
く
、
逆
に
犯
罪
製
造
に
馬
力

を
か
け
て
、
社
会
大
衆
の
生
活
を
か
く
乱
す

る
結
果
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
、
主
張
し
、
警
告
し

て
競
輪
に
絶
対
反
対
す
る
。
更
に
わ
れ
わ
れ

は
、
常
に
犯
罪
を
な
く
し
、
世
の
中
を
明
る

く
す
る
た
め
に
は
何
よ
り
も
大
衆
の
生
活
を

建
て
直
す
こ
と
が
先
決
だ
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
意
味
で
那
覇
市
の
財
政
増
収
対
策
も
健

康
で
有
意
義
な
と
こ
ろ
に
み
つ
け
る
よ
う
あ

ら
た
な
研
究
と
努
力
を
要
望
す
る
。

一
九
五
五
年
十
一
月
十
八
日

沖
縄
子
ど
も
を
守
る
会

沖

縄

教

職

員

会

沖
縄
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

沖
縄
婦
人
連
合
会

沖
縄
青
年
連
合
会

沖
縄
社
会
福
祉
協
議
会
　

記
者
の
メ
モ
／
競
輪
、
報
告
は

可
否
同
数
で
…

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
11
・
22

○

那
覇
市
会
野
党
の
領
袖
？
と
み
な
さ
れ

て
い
た
高
良
一
氏
は
、
二
十
一
日
の
総
務
委

員
会
で
苦
境
に
追
い
こ
ま
れ
、
つ
い
に
当
局

に
歩
み
よ
つ
た
。
彼
を
い
じ
め
た
議
案
は
、

例
の
競
輪
事
業
契
約
に
関
す
る
市
長
の
専
決

処
分
と
、そ
れ
に
連
な
る
諸
議
案
で
あ
つ
た
。

○

議
案
は
本
会
議
で
議
論
を
沸
と
う
さ

せ
、
総
務
財
政
委
員
会
で
も
み
、
と
う
と
う

八
日
に
終
る
筈
で
あ
つ
た
議
会
は
再
度
延

長
、
二
十
二
日
ま
で
と
な
つ
た
。
委
員
会
で
、

も
つ
と
慎
重
に
審
議
さ
せ
よ
う
、
と
い
う
の

が
延
長
の
主
旨
で
あ
つ
た
が
、
当
の
委
員
会

の
審
議
は
ダ
レ
気
味
で
あ
つ
た
。
審
議
日
程

を
競
輪
事
業
の
本
質
、社
会
に
及
ぼ
す
影
響
、

市
財
政
と
の
関
係
、
事
業
と
し
て
の
採
算

等
々
と
わ
け
て
み
た
も
の
の
、
再
度
延
長
さ

れ
た
頃
か
ら
各
委
員
の
胸
に
は

イ
エ
ス

か

ノ
ー

か
の
答
が
し
ま
い
こ
ま
れ
て
い

る
の
で
、
委
員
会
が
低
調
に
な
つ
た
の
も
無

理
は
な
い
。

○

き
の
う
は
委
員
会
に
と
つ
て
最
後
の
日

で
あ
つ
た
。
午
後
五
時
を
回
つ
て
い
よ
い
よ

表
決
。
座
席
の
順
に
従
つ
て
ま
ず
、
赤
嶺
議

員
が

賛
成

と
い
い
、
喜
久
山
、
久
高
議

員
は

支
持
者
市
民
各
位
の
意
向
に
従
い
反

対
す
る

と
の
べ
た
。
つ
い
で
玉
那
覇
議
員

賛
成
、
仲
井
真
議
員
反
対
、
島
袋
議
員
反
対
、

上
原
議
員
、
渡
口
議
員
賛
成
。
し
め
て
賛
成

四
、
反
対
四
。

○

困
つ
た
の
は
委
員
長
の
高
良
氏
で
あ

る
。

可
否
同
数
の
と
き
は
、
委
員
長
の
決

す
る
と
こ
ろ
に
よ
る

と
議
事
規
則
に
謳
わ

れ
て
い
る
か
ら
だ
。
委
員
長
は
各
委
員
の
顔

色
を
よ
く
み
な
が
ら
ニ
ヤ
ニ
ヤ
笑
い
出
し
た

数
刻

そ
し
て
い
つ
た

こ
の
ま
ま
本
会

議
に
報
告
し
よ
う
。
可
否
同
じ
だ
と
ね

。

お
さ
ま
ら
ぬ
の
は
委
員
達
だ
。
事
務
局
長
は

慌
て
て
議
事
規
則
を
開
い
て
み
せ
た
。
進
退

き
わ
ま
り
全
く
つ
ら
い
と
い
う
表
情
で
つ
い

に

賛
成

と
託
宣
こ
こ
に
委
員
会
の
結
論

が
生
み
出
さ
れ
た
。
議
案
が
提
出
さ
れ
て
の

当
初
、
反
対
派
の
旗
頭
ら
し
い
印
象
を
与
え

て
い
た
だ
け
に

賛
成

の
二
言
を
い
う
彼

の
つ
ら
さ
は
思
い
や
ら
れ
る
の
が
あ
つ
た
。

問
題
の
競
輪
…
委
員
会
パ
ス
／

き
ょ
う
本
会
議
通
過
か
／
委

員
長
裁
決
で
賛
成
に
傾
く

沖
タ
・
朝
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５
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・
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・
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那
覇
市
会
は
き
よ
う
二
十
二
日
あ
さ
十
時
か

ら
本
会
議
を
開
き
、
今
月
始
め
か
ら
市
会
で

問
題
と
な
つ
て
い
た
競
輪
事
業
に
つ
い
て
最

後
的
に
態
度
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い

る
が
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
二
十
一
日
ひ
る
二

時
十
五
分
か
ら
開
か
れ
た
総
務
財
政
委
員
会

は
、
五
対
四
で
賛
成
の
意
を
表
し
た
の
で
、

も
み
つ
づ
け
た
競
輪
事
業
も
き
よ
う
ゆ
う
ゆ

う
本
会
議
を
通
過
す
る
見
通
し
と
な
つ
た
。

昨
二
十
一
日
の
委
員
会
は
、
ま
ず
、
市
長

が
専
決
処
分
に
し
た
契
約
の
内
容
に
つ
い

て
審
議
、
原
案
を
一
部
修
正
し
▽
初
年
度

は
事
業
着
手
前
に
二
百
万
円
前
納
入
さ
せ

る
▽
次
年
度
以
降
に
、
も
し
、
二
百
万
円

以
上
の
収
入
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
な
か

つ
た
場
合
は
契
約
を
破
棄
し
、
事
業
を
廃

止
さ
せ
る
▽
そ
の
と
き
、
施
設
は
市
が
没

収
す
る
。
と
し
、

表
決
に
移
つ
た
が
、
可
否
四
対
四
で
同
数
と

な
り
、
高
良
委
員
長
が
賛
成
と
決
し
、
も
み

つ
ゞ
け
た
競
輪
問
題
に
委
員
会
の
結
論
が
生

四
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み
出
さ
れ
た
。

賛
成
の
議
員
＝
高
良
一
、
赤
嶺
慎
英
、
玉

那
覇
有
義
、
渡
口
麗
秀
、
上
原
光
男
の
各
氏
　

反
対
の
議
員
＝
喜
久
山
朝
重
、久
高
友
敏
、

仲
井
真
元
楷
、
島
袋
嘉
順
。
総
務
財
政
委
員

会
の
委
員
数
は
九
名
。
こ
れ
迄
、
高
良
一
氏

等
の
厳
正
中
立
を
標
ぼ
う
す
る
所
謂
二
日
会

と
人
民
党
が
合
わ
せ
て
六
名
、
与
党
派
は
三

名
と
み
ら
れ
て
い
た
委
員
会
で
は
当
初
、
こ

の
議
案
に
つ
い
て
鼻
息
が
あ
ら
か
つ
た
。

市
当
局
は
、
例
え
、
本
会
議
で
は
多
数
を
擁

し
て
い
た
と
せ
よ
、
委
員
会
で
承
認
を
得
ら

れ
な
か
つ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
本
会
議
で

筋
を
立
て
る
か
、
気
に
も
ん
で
い
た
よ
う
で

あ
る
が
、
か
ん
じ
ん
の
委
員
会
が
賛
成
と
な

つ
た
の
で
そ
の
瞬
間
、
参
考
人
席
に
座
つ
て

い
た
長
嶺
財
政
部
長
や
市
の
当
事
者
に
さ
つ

と
喜
び
の
色
が
流
れ
た
。

当
間
市
長
の
話

い
き
つ
く
と
こ
ろ
に
い
つ

た
、
と
い
う
感
じ
だ
ね
、
人
民
党
を
除
い
て
、

反
対
の
立
場
に
あ
る
人
々
は
何
故
、
反
対
し

た
の
だ
ろ
う
。
私
に
は
判
ら
な
い
。
高
良
君

の
場
合
は
、
最
初
か
ら
事
業
と
し
て
採
算
が

と
れ
る
か
、
ど
う
か
を
問
題
に
し
て
い
た
よ

う
に
思
う
。

那
覇
市
会
競
輪
本
会
議
を
滑
走

／
奥
武
山
一
万
二
千
坪
の
市

有
地
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競
輪
是
か
非
か
、
最
後
の
断
を
下
す
那
覇
市

会
本
会
議
は
、二
十
二
日
あ
さ
十
時
半
開
会
。

競
輪
関
係
者
や
各
団
体
な
ど
、
傍
聴
人
は
議

場
の
廊
下
に
溢
れ
、
各
方
面
か
ら
注
目
の
う

ち
に
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
ず
、
競
輪
に

関
す
る
六
つ
の
議
案
が
一
括
上
程
さ
れ
、
市

長
が
専
決
処
分
に
付
し
た
議
案
第
三
十
八
号

那
覇
市
営
自
転
車
競
技
事
業
を
施
行
す
る

こ
と
に
つ
い
て

市
長
が
九
月
八
日
付
で
、

受
託
会
社
と
競
輪
事
業
施
行
に
つ
い
て
契
約

し
た
も
の
の
承
認
を
求
め
る
議
案

を
め
ぐ

つ
て
激
し
い
討
論
が
あ
つ
て
、ひ
る
一
時
半
、

表
決
の
結
果
、
賛
成
十
九
、
反
対
十
で
つ
い

に
競
輪
事
業
は
那
覇
市
会
通
過
し
た
。
引
続

き
午
後
は
本
会
議
を
二
時
半
か
ら
開
き
、
一

連
の
関
係
議
案
を
採
決
、
世
論
の
沸
と
う
す

る
中
で
、
再
度
延
長
し
て
、
も
み
つ
ゞ
け
た

議
会
も
三
時
十
分
閉
会
。
こ
れ
で
競
輪
事
業

は
い
よ
い
よ
来
春
早
々
か
ら
奥
武
山
公
園
で

始
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。

来
春
早
々
に
事
業
開
始
／
売
上
金
の
五

％
が
市
収
入

可
決
さ
れ
た
議
案
の
要
旨
は
次
の
通
り

▽
那
覇
市
営
自
転
車
競
技
事
業
を
施
行
す

る
こ
と
に
つ
い
て
＝
こ
れ
は
那
覇
市
会
が

選
挙
や
り
直
し
で
欠
け
た
の
で
、
九
月
八

日
、
市
長
は
市
町
村
自
治
法
第
百
十
四
条

に
よ
る
専
決
処
分
で
、
競
輪
事
業
施
行
に

つ
い
て
受
託
会
社
と
契
約
、
そ
の
承
認
を

議
会
に
求
め
よ
う
と
い
う
も
の
。
こ
の
契

約
書
の
内
容
は
総
務
財
政
委
員
会
で
①
契

約
保
証
金
と
し
て
初
年
度
に
二
百
万
円
を

前
納
す
る
こ
と
②
十
年
た
て
ば
、
建
設
そ

の
他
を
償
却
し
な
く
て
も
、
施
設
一
切
を

無
償
譲
渡
す
る
③
年
間
二
百
万
円
以
上
の

収
益
が
な
い
場
合
は
契
約
を
解
除
す
る
、

と
修
正
。
こ
の
修
正
案
が
本
会
議
で
可
決

さ
れ
た
。

契
約
書
に
よ
る
と
、
競
輪
の
建
設
、
運
営

管
理
一
切
が
受
託
会
社
に
委
任
さ
れ
、
車

券
売
上
金
の
七
五
％
は
勝
者
投
票
券
の
的

中
者
に
払
戻
し
、
三
％
は
政
府
税
、
一

二
％
は
運
営
費
、
五
％
は
市
役
所
収
入
、

残
り
五
％
は
受
託
会
社
収
入
と
な
つ
て
い

る
。
▽
自
転
車
競
技
場
設
置
に
つ
い
て
＝
競
輪

場
を
奥
武
山
一
万
二
千
坪
の
市
有
地
に
設

置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
決
を
求
め
る
も

の
。
原
案
通
り
可
決
。

▽
市
有
地
を
賃
貸
す
る
こ
と
に
つ
い
て
＝

競
輪
場
用
地
と
し
て
市
有
地
一
万
二
千
坪

を
競
輪
会
社
に
賃
貸
す
る
こ
と
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。
原
案
通
り
可
決
、
一
万
二

千
坪
を
競
輪
会
社
に
賃
貸
す
る
こ
と
に
な

つ
た
。

▽
那
覇
市
自
転
車
競
技
特
別
会
計
設
置
に

つ
い
て
＝
一
般
会
計
と
区
別
し
て
競
輪
関

係
の
収
支
を
明
確
に
す
る
た
め
特
別
会
計

に
し
よ
う
と
い
う
も
の
。
原
案
通
り
可
決

さ
れ
た
。

▽
市
債
を
お
こ
す
こ
と
に
つ
い
て
＝
競
輪

場
用
地
、
奥
武
山
に
居
住
し
て
い
る
六
三

戸
の
移
転
補
償
の
た
め
競
輪
会
社
か
ら
起

債
し
よ
う
と
い
う
も
の
。
原
案
は
百
万
一

円
と
な
つ
て
い
た
が
、
委
員
会
で
百
四
十

五
万
一
円
に
修
正
。
修
正
案
通
り
可
決
さ

れ
た
。

競
輪
事
業
を
承
認
す
る
か
、し
な
い
か
に
は
、

議
長
を
除
く
二
十
九
名
の
全
議
員
が
表
決
に

加
わ
つ
た
が
、
賛
否
両
派
の
議
員
は
次
の
通

り
。賛
成
＝
新
垣
善
太
郎
、
森
田
孟
真
、
渡
口

麗
秀
、
喜
瀬
幸
一
、
上
原
光
男
、
崎
山
喜
達
、

玉
那
覇
有
義
、
比
嘉
朝
四
郎
、
辺
野
喜
英
興
、

儀
武
息
睦
、
長
嶺
将
真
、
比
嘉
佑
直
、
高
良

一
、
高
良
清
二
、
照
屋
正
徳
、
渡
口
政
行
、

大
山
盛
幸
、
備
瀬
知
良
、
赤
嶺
慎
英
の
十
九

氏
。反
対
＝
上
間
長
和
、
仲
井
真
元
楷
、
宮
里

敏
慶
、
喜
久
山
朝
重
、
島
袋
嘉
順
、
真
栄
田

義
晃
、
宮
城
清
三
郎
、
嘉
数
ツ
ル
、
糸
数
昌

剛
、
久
高
友
敏
の
十
氏
。

競
輪
は
ト
バ
ク
で
は
な
い
／
当
間
市
長

四
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挨
拶

閉
会
に
当
り
、
当
間
市
長
は
要
旨
次
の
よ
う

に
挨
拶
し
た
。

慎
重
審
議
の
結
果
、
承
認
を
頂
き
心
か
ら
喜

ん
で
い
ま
す
。
た
だ
全
会
一
致
の
承
認
を
得

ら
れ
な
か
つ
た
の
は
市
の
理
事
者
の
不
注
意

か
ら
出
た
も
の
で
深
く
お
詫
び
致
し
ま
す
。

競
輪
が
市
財
政
に
及
ぼ
す
特
点
を
離
れ
、
議

論
の
焦
点
が
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
だ
け
に
集

ま
つ
た
の
は
私
に
は
多
少
不
満
で
あ
り
ま
し

た
。
御
承
知
の
よ
う
に
競
輪
は
人
間
の
射
倖

心
を
そ
そ
る
面
を
も
つ
て
い
る
が
、
賭
博
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
に
は
そ
れ
ほ
ど
の
社
会

悪
が
お
こ
る
と
は
予
想
さ
れ
な
い
、
皆
さ
ん

の
心
配
が
杞
憂
に
終
る
だ
ろ
う
と
思
う
。
収

益
の
方
も
年
間
二
百
万
円
と
な
つ
て
い
る

が
、
経
営
の
よ
ろ
し
き
を
得
れ
ば
も
つ
と
大

き
な
利
益
が
期
待
で
き
る
。

う
ん
と
儲
か
る
／
業
者
堀
江
氏
談

は
る
ば
る
東
京
か
ら
来
島
し
て
こ
の
議
案
の

審
議
状
況
を
み
て
い
た
業
者
の
堀
江
耕
治
、

桑
原
惠
治
の
両
氏
は
競
輪
可
決
の
瞬
間
、
ホ

ツ
と
肩
の
荷
を
お
ろ
し
た
よ
う
な
表
情
に
な

り
、
次
の
よ
う
に
記
者
に
語
つ
た
。

事
業
に
は
絶
対
自
信
が
あ
る
。
市
は
石
橋

を
た
た
い
て
年
間
二
百
万
円
を
あ
げ
て
い

る
が
、
そ
れ
は
最
低
の
月
収
程
度
の
も
の

だ
。
第
一
年
間
二
百
万
円
そ
こ
ら
の
収
入

で
は
事
業
と
し
て
成
立
た
な
い
の
で
、
始

め
か
ら
手
を
つ
け
な
い
市
会
の
修
正
し
た

二
百
万
円
の
前
納
、
そ
の
他
の
条
件
は
全

部
受
け
入
れ
る
。
早
速
現
地
側
の
選
手
の

養
成
と
、
運
営
に
当
つ
て
事
務
面
に
回
る

人
の
採
用
な
ど
準
備
を
す
す
め
た
い
。
外

資
導
入
委
員
会
へ
も
す
ぐ
申
請
す
る
。
工

事
は
す
ぐ
に
で
も
着
工
で
き
る
よ
う
準
備

万
端
と
と
の
つ
て
い
る
。

記
者
の
メ
モ
／
二
日
会
は
八
百

長
だ
…

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
11
・
23

○

十
一
月
初
め
、
那
覇
の
新
議
会
の
誕
生

の
頃
、
花
々
し
く
？
登
場
し
た

二
日
会

も
ど
う
や
ら
競
輪
が
た
た
つ
て
雲
行
は
あ
や

し
く
な
つ
て
き
た
。
会
員
仲
井
真
元
楷
議
員

は
二
十
二
日
本
会
議
の
始
ま
る
前
か
ら

二

日
会
は
八
百
長
だ

と
い
い
、
上
間
長
和
議

員
は

今
後
、
二
日
会
云
々
と
い
う
こ
と
は

や
め
に
し
よ
う

と
、
自
ら
あ
ざ
け
る
。
そ

う
い
え
ば
、
当
局
派
の
議
員
が
当
初
か
ら

二
日
会
な
ん
て
、
あ
ん
な
の
烏
合
の
衆
さ
、

今
に
散
り
散
り
に
な
る
ヨ

と
い
つ
て
い
た

が
、
図
星
だ
つ
た
よ
う
だ
。

○

十
二
名
の
会
員
の
う
ち
、
反
対
に
回
つ

た
の
は
仲
井
真
元
楷
、
久
高
友
敏
、
上
間
長

和
、
喜
久
山
朝
重
、
宮
里
敏
慶
、
糸
数
昌
剛

氏
等
　
賛
成
に
は
高
良
一
、
赤
嶺
慎
英
、
比

嘉
佑
直
、
新
垣
善
太
郎
、
照
屋
正
徳
、
森
田

孟
真
の
各
氏
、
六
対
六
で
真
ツ
二
つ
に
割
れ

た
。
市
民
の
意
志
を
正
し
く
議
会
に
反
映
さ

せ
る
ん
だ
と
、
最
後
ま
で
反
対
に
と
ど
ま
つ

た
久
高
友
敏
氏

こ
れ
だ
け
が
厳
正
中
立
、

本
も
の
の
二
日
会
だ

と
悲
そ
う
な
面
持
だ

つ
た
。ニ
セ
物
の
二
日
会
も
で
き
た
ら
し
い
。

今
晩
の
話
題
／
競
輪
の
出
発
…

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
５
・
11
・
23

と
う
と
う
競
輪
が
那
覇
市
会
を
通
過
し
た
。

通
つ
て
し
ま
つ
た
も
の
に
、
今
さ
ら
難
ク
セ

を
つ
け
よ
う
と
は
思
わ
な
い
。
矢
は
弦
を
離

れ
、
反
対
し
よ
う
が
、
す
ま
い
が
そ
れ
は
問

題
で
は
な
く
な
つ
た
の
で
あ
る
。

議
会
で
も
、
そ
の
他
の
議
決
で
も
、
衆
知
を

集
め
て
大
い
に
よ
し
あ
し
を
論
じ
合
い
、
決

ま
つ
て
し
ま
え
ば
と
ど
の
つ
ま
り
そ
れ
は
実

行
に
移
す
と
い
う
の
が
民
主
主
義
の
方
法
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
、
ど
ん
な
格
好
で
生
れ

る
の
か
、
そ
れ
を
見
守
る
だ
け
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
競
輪
だ
け
は
正
直
の
と
こ
ろ
、

那
覇
市
会
で
は
議
員
の
数
が
魔
術
を
行
う
よ

う
に
十
九
対
十
で
、
賛
成
派
が
勝
つ
て
い
る
。

委
員
会
で
は
、
五
分
五
分
で
、
後
は
一
人
の

人
間
の
頭
数
で
賛
成
に
重
み
が
か
か
り
本
会

議
へ
と
そ
の
ま
ま
の
比
重
で
持
ち
越
さ
れ
て

し
ま
つ
た
。
だ
か
ら
、
こ
れ
は
数
の
魔
術
と

い
つ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。”
競
輪
”

是
か
非
か
は
、
こ
な
い
だ
の
公
聴
会
で
圧
倒

的
に
反
対
を
唱
え
る
者
が
多
か
つ
た
し
、
世

論
は
大
き
く
、
否
定
の
線
を
打
ち
出
し
て
い

る
。
だ
か
ら
見
方
に
よ
つ
て
は
、
こ
の
競
輪
世
論

を
無
視
し
て
辷
り
出
し
た
ワ
ケ
で
あ
る
。
そ

れ
で
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
今
後
に
か
ゝ

つ
て
い
る
の
は
方
法
で
あ
る
。
犯
罪
を
生
む

ほ
ど
の
こ
と
に
な
る
か
、
或
い
は
少
し
で
も

そ
れ
を
防
ぐ
よ
う
に
当
事
者
の
気
の
配
り
よ

う
で
、
い
く
ら
か
で
も
健
全
な
運
営
は
で
き

る
。
と
同
時
に
、
競
輪
場
に
お
ん
ぶ
さ
れ
て

も
よ
い
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
・
セ
ン
タ
ー
を
申

訳
的
に
し
ろ
造
る
こ
と
で
あ
る
。
競
輪
場
を

つ
く
る
の
が
先
か
、
ス
ポ
ー
ツ
・
セ
ン
タ
ー

を
つ
く
る
の
が
先
か
は
も
う
討
議
の
余
地
は

な
い
の
だ
か
ら
、
少
し
で
も
罪
ほ
ろ
ぼ
し
の

気
持
ち
が
あ
つ
た
ら
将
来
陸
上
競
技
場
へ
、

或
い
は
野
球
場
へ
切
り
替
え
ら
れ
る
よ
う
、

又
は
、
随
時
に
そ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫

は
で
き
な
い
も
の
か
。

机

｜
社
　
説
｜

世
論
は
無
視
さ
れ
た
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立
法
院
に
よ
り
競
輪
法
が
出
来
、
那
覇
市
長

は
、
競
輪
事
業
を
、
や
り
直
し
市
議
選
の
間

隙
を
利
し

緊
急
事
項

と
し
て
専
決
処
分
、

成
立
し
た
市
会
は
ま
た
こ
れ
を
承
認
し
た
。

立
法
院
に
競
輪
法
が
上
程
さ
れ
る
や
世
論

四
六
五

一
九
五
五
年

昭
和
三
十
年

十
一
月



は
、
競
輪
の
不
健
康
性
、
非
生
産
的
、
非
教

育
的
な
点
を
つ
い
て
反
対
の
大
勢
を
み
せ
た

が
、
立
法
院
は
多
数
決
を
も
つ
て
こ
れ
を
無

視
し
て
通
過
さ
せ
、
那
覇
市
の
事
業
施
行
契

約
に
対
し
て
も
競
輪
が
賭
博
性
や
八
百
長
な

ど
の
要
素
を
も
つ
社
会
悪
の
温
床
だ
と
し
て

世
論
の
大
勢
は
激
し
い
反
対
を
示
し
た
が
、

こ
れ
ま
た
市
会
は
多
数
決
を
も
つ
て
世
論
を

無
視
し
た
。
そ
の
間
、
為
政
者
た
ち
は
一
応

ア
ン
ケ
ー
ト
や
公
聴
会
な
ど
開
い
て
世
論
尊

重
の
民
主
的
為
政
者
ぶ
り
を
み
せ
た
、
し
か

し
そ
れ
は
偽
善
者
ど
も
の
欺
ま
ん
手
段
で
し

か
な
か
つ
た
。
そ
し
て
、
競
輪
問
題
は
政
治

へ
の
不
信
を
招
き
、
心
あ
る
人
々
の
憤
り
を

買
つ
て
、
い
ち
早
く
も
社
会
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
に
至
つ
た
よ
う
だ
。

那
覇
市
の
市
営
競
輪
事
業
に
対
し
て
は
独
り

同
市
民
の
注
目
だ
け
で
な
く
、
全
住
民
の
注

目
の
的
と
な
つ
て
い
る
。
新
聞
の
論
説
、
投

書
欄
を
み
て
も
そ
の
広
が
り
と
深
さ
が
わ
か

る
。
識
者
だ
け
で
な
く
一
般
世
人
の
激
し
い

反
対
が
市
理
事
者
や
市
会
で
感
取
で
き
な
か

つ
た
筈
も
な
い
。
し
か
も
、
沖
縄
の
子
供
を

守
る
会
、
教
職
員
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、
婦

人
連
合
会
、
青
年
連
合
会
、
社
会
福
祉
協
議

会
と
い
つ
た
大
き
な
団
体
は
具
体
的
に
反
対

理
由
を
掲
げ
て
声
明
し
た
。
だ
が
、
自
分
在

る
を
知
つ
て
社
会
在
る
を
忘
れ
て
い
る
市
の

為
政
者
多
数
は
、
ま
だ
ま
だ
敗
戦
後
の
虚
脱

時
代
の
、
そ
し
て
戦
時
中
の
翼
賛
政
治
家
の

カ
ラ
か
ら
脱
去
し
得
ず
、
当
局
者
へ
の
妥
協

第
一
主
義
、
便
宜
第
一
主
義
を
も
つ
て
世
論

を
無
視
し
た
の
で
あ
る
。
当
間
市
長
は
、
市

会
で
全
会
一
致
の
承
認
を
得
る
こ
と
が
で
き

な
か
つ
た
の
は
遺
憾
で
あ
る
、
と
い
つ
て
い

る
が
、
全
会
一
致
不
承
認
が
得
ら
れ
な
か
つ

た
こ
そ
遺
憾
千
万
と
多
く
の
市
民
否
多
数
住

民
は
憤
つ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
十
九
対

十
の
そ
の
反
対
十
が
せ
め
て
も
の
な
ぐ
さ
め

と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

競
輪
に
よ
つ
て
、
市
財
政
に
及
ぼ
す
特
点
だ

け
を
算
え
あ
げ
て
い
る
市
当
局
は
、
麻
薬
密

売
業
者
の
悪
徳
行
為
の
そ
れ
と
同
類
で
あ

る
。
利
益
さ
え
あ
れ
ば
、
手
段
を
選
ば
な
い

方
針
で
あ
る
こ
と
は
、
当
間
市
長
の

議
論

の
焦
点
が
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
だ
け
に
集
ま

つ
た
の
は
不
満
だ

と
語
つ
て
い
る
不
遜
の

態
度
に
十
分
汲
み
と
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
敢

え
て
緊
急
専
決
処
分
の
挙
に
出
た
市
長
の
、

世
論
抑
え
の
先
手
と
い
い
、
少
く
と
も
競
輪

問
題
に
対
す
る
市
政
運
営
に
関
す
る
限
り
、

市
民
を
な
い
が
し
ろ
に
し
た
独
裁
且
つ
不
純

な
市
政
と
断
じ
て
過
言
に
は
な
る
ま
い
。

不
純
と
い
え
ば
、
市
会
で
野
党
的
立
場
を
と

る

二
日
会

な
る
も
の
の
今
度
の
動
き
は

見
逃
せ
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
の

中
で
、
当
初
も
つ
と
も
強
く
反
対
の
気
勢
を

あ
げ
て
い
た
一
部
の
者
が
、
い
つ
の
間
に
か

ケ
ロ
リ
と
賛
成
側
に
回
つ
て
い
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
そ
こ
に
情
実
や
利
権
に
よ
る
誘
惑

の
舞
台
裏
取
引
き
が
あ
つ
た
の
で
は
な
い
か

と
一
般
に
疑
問
を
抱
か
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
今
後
な
ん
ら
か
の
形
で
姿
を
現
わ
し
て

く
る
予
想
の
も
と
に
市
民
の
注
目
を
あ
つ
め

て
い
く
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
で
市
営
競
輪
は
、
来
春
早
々
元
奥
武
山

公
園
で
事
業
開
始
を
予
定
し
て
受
託
会
社
に

よ
り
準
備
が
進
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、

そ
の
受
託
者
は
い
わ
ゆ
る
外
商
で
、
こ
れ
か

ら
外
資
導
入
に
つ
い
て
の
手
続
き
が
残
さ
れ

て
い
る
。
し
た
が
つ
て
反
対
の
世
論
が
恐
ら

く
外
資
導
入
審
議
会
に
響
い
て
い
く
で
あ
ろ

う
。
つ
ま
り
最
後
の
関
所
で
ど
う
い
う
よ
う

に
、
競
輪
に
対
す
る
世
論
が
扱
わ
れ
る
か
、

こ
れ
か
ら
の
関
心
の
的
と
い
う
わ
け
だ
。
若

し
こ
れ
も
無
事
通
過
と
な
れ
ば
、
沖
縄
の
社

会
で
は
世
論
は
た
え
ず
一
部
の
為
政
者
や
指

導
者
に
よ
つ
て
足
げ
に
さ
れ
、
何
ん
ら
の
力

も
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

競
輪
問
題
で
世
論
は
無
視
さ
れ
た
。
最
後
ま

で
無
視
さ
れ
通
し
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

さ
て
、
そ
こ
か
ら
何
が
生
れ
て
く
る
で
あ
ろ

う
。
或
い
は
民
意
高
揚
と
世
論
喚
起
と
か
ク

ソ
食
ら
え
と
諦
め
て
、
人
々
は
不
平
不
満
を

抱
い
て
黙
り
こ
く
な
り
、
地
に
伏
し
て
い
く

か
、
或
い
は
新
た
な
る
気
運
即
ち
反
発
を
得

て
、
正
当
な
権
利
、
主
張
で
あ
ら
ゆ
る
面
に

世
論
を
高
め
、
昔
流
の
為
政
者
に
斗
い
を
い

ど
ん
で
い
く
か
、
そ
の
二
つ
の
う
ち
の
一
つ

で
あ
る
。
そ
れ
は
民
主
社
会
の
建
設
を
捨
て

る
か
進
め
る
か
の
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
勿

論
わ
れ
わ
れ
は
後
者
を
と
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
あ
た
り
の
社
会
の
よ
う

に
、
問
題
を
つ
か
ま
え
て
は
、
民
論
を
沸
騰

さ
せ
、
と
き
に
示
威
運
動
や
演
説
会
は
も
と

よ
り
紙
上
や
討
論
会
や
、
も
つ
と
具
体
的
、

効
果
的
に
世
論
を
表
現
す
る
努
力
を
払
い
た

い
も
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
居
酒
屋
や

コ
ー
ヒ
ー
店
で
何
か
と
い
え
ば
人
々
は
卓
を

叩
い
て
激
論
し
施
政
を
批
判
す
る
と
い
う
。

フ
ラ
ン
ス
の
真
似
を
す
る
こ
と
は
な
い
が
、

学
ぶ
と
こ
ろ
は
あ
ろ
う
。
住
民
の
政
治
的
、

社
会
的
関
心
の
広
が
り
が
強
く
な
る
と
、
た

と
え
一
石
の
え
が
く
波
紋
で
も
、
ぐ
ん
ぐ
ん

広
が
つ
て
浸
透
し
、
大
き
な
力
と
な
る
。
そ

れ
の
み
が
世
論
無
視
の
為
政
者
や
指
導
者
を

後
退
さ
せ
得
る
も
の
で
あ
る
。
考
え
方
は

人
々
に
よ
つ
て
異
な
る
の
は
当
り
前
で
あ

る
、
そ
れ
だ
け
に
政
治
、
社
会
の
問
題
に
対

す
る
関
心
や
発
言
は
大
い
に
活
発
化
さ
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
住
民
が
沈
黙
す
る
と
、

す
る
ほ
ど
右
や
左
の
フ
ア
シ
ズ
ム
と
い
う
狼

に
わ
が
ま
ま
勝
手
に
ふ
る
ま
う
チ
ヤ
ン
ス
を

与
え
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
わ
れ
わ

れ
は
競
輪
に
対
す
る
世
論
が
無
視
さ
れ
た
の

を
一
つ
の
試
練
と
う
け
と
ら
ね
ば
な
る
ま
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い
。”

若
松
通
り
”
と
命
名
／
潟
原

卸
商
街
の
通
り
名

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
11
・
26

新
し
く
区
画
整
理
さ
れ
た
旧
若
狭
町
、
松
山

町
に
ま
た
が
る
俗
称

潟
原

に
誕
生
す
る

卸
商
店
街
で
は
先
に
広
く
名
を
募
集
し
て
い

た
が
、
こ
の
程
遠
く
は
新
潟
、
栃
木
、
宮
崎

を
は
じ
め
、
全
島
各
地
か
ら
約
六
百
通
の
応

募
が
あ
り
、
き
の
う
午
後
六
時
半
か
ら
真
和

志
市
栄
町
公
民
館
で
、
関
係
商
店
主
、
警
察
、

新
聞
社
立
会
の
下
に
、
若
狭
、
松
山
、
松
下

町
の
頭
文
字
を
と
つ
た

若
松
通
り

と
命

名
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
な
お
こ
の
通
り
名

は
応
募
者
か
ら
。

常
磐
な
る
松
の
変
る
事
ね
さ
み

い
つ
も
春
来
れ
ば
色
ど
ま
さ
る

琉
歌
が
寄
せ
ら
れ
る
。

”
若
松
通
り
”
と
書
い
た
人
が
四
十
三
名
も

お
り
回
転
式
抽
せ
ん
器
に
よ
り
抽
せ
ん
の
結

果
藤
岡
房
子
さ
ん

真
和
志
市
三
原
区
九
班

二
号

五
千
円
の
金
的
を
射
止
め
た
。

二
等
、
三
等
は
つ
ぎ
の
通
り
。

二
等

賞
金
二
千
円

本
町
通
り

板
橋
叶

さ
ん

那
覇
市
平
和
通
り
楠
見
薬
局

三
等

賞
金
五
百
円

曙
通
り
・
日
の
出
通

り

大
城
繁
子
さ
ん

那
覇
市
当
之
蔵
一
ノ

二
九

、
山
内
芳
子
さ
ん

伊
是
名
村
字
仲

田
八
班

な
お
賞
金
は
通
り
会
か
ら
書
留
で
入
選
者
に

送
る真

和
志
と
の
合
併
／
折
衝
委
挙

げ
調
整

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
11
・
27

那
覇
市
会
都
市
合
併
委
員
会

委
員
長
辺
野

喜
英
興
議
員

は
二
十
五
日
午
後
二
時
す
ぎ

か
ら
市
会
議
室
で
開
か
れ
た
が
、
真
和
志
市

と
の
合
併
に
つ
い
て
は
次
期
立
法
院
に
提
出

さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
市
町
村
合
併
促

進
法
を
各
議
員
で
研
究
の
上
次
回
の
委
員
会

で
方
法
そ
の
他
を
審
議
す
る
こ
と
に
な
つ

た
。
最
初
に
辺
野
喜
委
員
長
か
ら
合
併
委
員
会
の

経
過
報
告
が
あ
り
、
次
い
で
泉
議
長
か
ら
真

和
志
市
合
併
委
員
会
と
の
懇
談
の
結
果
に
つ

い
て
報
告
、合
併
問
題
の
審
議
に
移
つ
た
が
、

合
併
後
の
議
席
の
わ
り
ふ
り
に
つ
い
て
は
意

見
が
ま
ち
ま
ち
で
、
結
局
那
覇
市
、
真
和
志

市
両
方
か
ら
折
衝
委
員
を
出
し
て
双
方
の
意

見
を
調
整
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

な
お
次
回
の
委
員
会
で
は
折
衝
委
員
が
指
名

さ
れ
る
。

市
営
住
宅
、
愈
よ
実
現
／
一
千

九
百
万
円
の
起
債
認
可

琉
新
・
夕
　
１
９
５
５
・
12
・
１

那
覇
の
市
営
住
宅
が
近
く
着
工
さ
れ
る
こ
と

に
な
つ
た
。
那
覇
市
で
は
市
営
住
宅
の
建
設

費
に
つ
い
て
政
府
に
起
債
の
認
可
申
請
を
し

て
い
た
が
一
日
次
の
よ
う
に
認
可
さ
れ
た
。

起
債
金
額

一
千
九
百
三
十
六
万
五
千
九

百
二
十
円

起
債
目
的

市
営
住
宅
建
築
工
費
充
当
の

た
め借入
先

復
金

借
入
利
率

年
四
分
以
内

借
入
時
期

一
九
五
六
年
度

据
置
期
間

借
入
れ
の
日
か
ら
半
年

償
還
期
限

借
入
れ
の
日
か
ら
据
置
期
間

を
含
め
三
十
年
以
内
に
半
年
々
賦
元
利
均
等

額
の
償
還

償
還
財
源

住
宅
使
用
料
で
あ
て
不
足
を

生
じ
た
ら
一
般
財
源
そ
の
他
の
会
計
か
ら
も

補
填
す
る
。

な
お
市
営
住
宅
は
泊
埋
立
地
内
に
建
築
の
予

定
で
そ
の
種
類
と
使
用
料
は
次
の
と
お
り
と

な
つ
て
い
る
。

単
独
住
宅

七
十
四
棟

１
、
単
独
家
屋

十
二
坪

五
十
棟

家
賃

一
千
二
百
九
十
円

２
、
単
独
家
屋

十
坪

二
十
四
棟

家
賃

一
千
百
円

共
同
住
宅

三
階
建
二
十
四
世
帯
ず
つ
の

二
棟

四
十
八
世
帯

使
用
料
七
百
五
十

円
”
競
輪
法
を
撤
廃
せ
よ
”
／
五

団
体
が
政
府
に
強
硬
要
請

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
12
・
３

沖
縄
子
ど
も
を
守
る
会
、
教
職
員
会
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
、
沖
青
連
、
婦
連
、
福
祉
協
議
会

の
五
団
体
で
は
、
先
に
那
覇
市
が
可
決
し
た

競
輪

は
完
全
な
る
賭
博
で
あ
り
、
沸
と

う
す
る
世
論
を
無
視
し
て
可
決
し
た
こ
と
は

民
主
政
治
の
原
則
に
も
と
る
も
の
で
那
覇
市

が
こ
れ
を
可
決
し
た
か
ら
と
い
つ
て
、
こ
れ

を
放
置
で
き
な
い
と
し
て
昨
二
日
、
つ
ぎ
の

よ
う
な
理
由
を
付
し
て
行
政
主
席
、
立
法
院

議
長
、
同
議
員
、
外
資
導
入
委
員
長
あ
て
さ

き
に
立
法
さ
れ
た

競
輪
法

の
撤
廃
を
強

く
要
請
し
た
。

理
由

競
輪
事
業
の
弊
害
は
、
各
新
聞
が
筆

を
揃
え
て
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
那
覇

市
が
沸
と
う
す
る
世
論
を
押
切
つ
て
こ
れ
を

可
決
し
た
こ
と
は
、
民
主
政
治
の
根
本
理
念

で
あ
る
世
論
を
踏
み
に
じ
つ
た
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
那
覇
市
が
こ
れ
を
可
決
し
た
か

ら
と
言
つ
て
、
そ
の
害
毒
を
よ
く
知
つ
て
い

る
私
た
ち
は
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
。
私
た
ち
は
明
る
い
明
日
の

沖
縄
を
つ
く
る
子
供
を
守
る
た
め
に
、
こ
の

四
六
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競
輪
賭
博
を
根
本
的
に
排
除
す
る
こ
と
を
決

意
し
て
競
輪
法
の
撤
廃
を
決
議
し
ま
し
た
。

人
々
を
無
気
力
か
ら
起
ち
上
ら
せ
、
苦
し
い

生
活
の
中
に
も
勇
気
と
希
望
を
抱
か
せ
将
来

の
生
活
に
明
る
い
設
計
を
樹
て
さ
せ
よ
う
と

す
る
な
ら
ば
、
こ
の
逆
コ
ー
ス
を
断
固
は
ね

か
え
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
故
に
有
害
無

益
な
競
輪
の
根
本
法
で
あ
る
競
輪
法
の
撤
廃

と
、
こ
れ
に
対
す
る
外
資
導
入
を
却
下
し
て

欲
し
い
。

那
覇
市
の
工
業
実
態
調
べ
／
月

に
一
億
五
百
万
円
生
産
／
五

倍
に
増
え
た
食
糧
品
工
業

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
５
・
12
・
３

那
覇
市
勧
業
課
が
さ
る
八
月
実
施
し
た
産

業
実
態
調
査
の
う
ち
、
工
業
の
部
面
が
ま

と
ま
つ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
那
覇
市
の

工
場
総
数
は
四
百
九
十
三
軒
、
一
カ
月
の

生
産
高
は
一
億
五
百
三
十
三
万
三
千
九
百

円
と
な
つ
て
い
る
。
概
況
次
の
通
り
。

工
場
数

工
場
数
は
逐
年
増
加
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
昨
年
の
三
百
十
九
軒
に
く
ら
べ
四

百
九
十
三
軒
と
な
り
、
総
数
に
お
い
て
五

四
％
も
増
加
、
中
で
も
食
料
品
工
業

製
菓
、

パ
ン
、
冷
凍
業
、
ジ
ユ
ー
ス
、
み
そ
醤
油
、

製
麺
等

が
最
も
多
く
、
修
理
業

自
転
車
、

各
種
機
械
器
具
類

製
材
、
木
製
品
工
業
も

多
く
な
つ
た
。
順
位
を
あ
げ
る
と
、
食
料
品

工
業
百
二
十
軒
、
修
理
業
百
十
六
軒
、
製
材

木
製
品
工
業
六
十
六
軒
、
鉄
工
金
属
製
品
三

十
四
軒
、
建
設
工
業
三
十
二
軒
、
印
刷
工
業

三
十
一
軒
、
特
産
品
工
業
十
七
軒
、
そ
の
他

七
十
七
軒
と
な
つ
て
い
る
。

従
業
員

総
数
五
千
九
百
七
十
九
人
で
そ
の

う
ち
五
六
％
三
千
三
百
七
十
人
は
建
設
工
業

に
従
事
し
て
い
る
。
食
料
品
工
業
の
従
業
員

は
昨
年
の
約
二
倍
に
ふ
え
た
が
そ
の
他
は
一

般
に
減
少
し
て
い
る
。

工
場
面
積

総
面
積
一
万
三
千
百
余
坪
で
一

事
業
場
当
り
二
十
六
・
六
坪
と
な
り
、
昨
年

の
二
十
五
坪
に
く
ら
べ
、
わ
ず
か
に
向
上
し

て
い
る
。

資
本
金

総
額
二
億
三
千
八
百
六
十
九
万
二

千
百
五
十
円
。
業
種
別
に
み
る
と
建
設
工
事

の
九
千
一
百
六
十
三
万
六
千
円
が
最
も
多

く
、
食
糧
品
工
業
の
五
千
五
百
八
十
万
五
千

円
、
印
刷
工
業
の
二
千
二
百
九
十
三
万
四
千

円
、
修
理
業
の
二
千
二
百
四
十
万
七
千
円
な

ど
が
こ
れ
に
つ
い
で
い
る
。

資
本
金
総
額
は
増
え
た
が
、
一
事
業
場
当
り

は
昨
年
よ
り
減
つ
て
い
る
。

生
産
高

一
カ
月
の
生
産
高
は
一
億
五
百
三

十
三
万
三
千
九
百
円
で
建
設
工
業
の
六
千
六

百
六
十
三
万
七
千
円
が
最
高
で
総
額
の
六

三
％
を
占
め
て
い
る
。

食
料
品
工
業
は
一
千
七
百
万
で
昨
年
の
約
五

倍
に
飛
躍
し
た
。
他
の
業
種
は
ほ
ぼ
昨
年
同

様
の
生
産
を
あ
げ
、
進
歩
の
跡
を
み
せ
て
い

な
い
。

｜
社
　
説
｜

那
覇
市
の
住
宅
政
策
を
推
進
せ

よ琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
12
・
７

戦
後
の
住
宅
復
興
が
復
金
貸
付
け
に
よ
つ

て
大
き
く
推
進
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と

で
あ
る
。
復
金
の
住
宅
建
築
貸
付
け
が
償
還

も
き
わ
め
て
成
績
が
よ
く
、
貸
付
利
潤
に
よ

つ
て
運
転
資
金
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
は
、

復
金
自
体
の
た
め
に
よ
ろ
こ
ば
し
い
だ
け
で

な
く
、
今
後
に
貸
付
け
を
受
け
よ
う
と
す
る

人
た
ち
の
た
め
に
も
好
も
し
い
こ
と
で
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。

復
金
貸
付
け
に
よ
る
住
宅
貸
付
け
も
依
然

と
し
て
相
当
の
額
に
達
し
、
そ
の
恩
恵
は
拡

大
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
は
い
う
も
の
の
、
貸
付

け
の
頭
金
と
し
て
の
自
己
資
金
、
宅
地
の
入

手
難
な
ど
か
ら
、
償
還
能
力
を
そ
な
え
て
い

る
者
で
も
、
皆
が
皆
、
貸
付
け
を
受
け
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
と
こ
ろ
が
玉
に
キ
ズ
、
多

く
の
勤
労
者
に
は
高
嶺
の
花
と
い
う
声
も
聞

え
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
、
償
還
能
力
を
見
て
、
し
か
も

建
物
自
体
は
担
保
に
取
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、

貸
付
条
件
を
も
つ
と
拡
大
し
て
も
よ
さ
そ
う

な
も
の
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
な
か
な

か
大
衆
の
と
こ
ま
で
は
お
り
て
来
な
い
。

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
小
額
給
与
者
に
は

当
分
復
金
の
恩
典
に
あ
ず
か
る
こ
と
は
見
込

め
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
こ
れ
の
解
決
方
法

と
し
て
は
公
営
ア
パ
ー
ト
以
外
に
は
な
い

し
、
戦
後
、
東
京
や
六
大
都
市
そ
の
他
小
都

市
で
も
公
営
ア
パ
ー
ト
は
政
策
的
に
強
力
に

お
し
す
す
め
ら
れ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
那
覇
市
が
今
度
ア
パ
ー
ト
を
建
設
す
る

こ
と
に
な
つ
た
こ
と
は
、
や
つ
と
沖
縄
で
も

そ
れ
に
追
い
つ
い
た
と
い
う
形
で
あ
る
。

那
覇
市
の
住
宅
問
題
は
那
覇
市
自
体
に
解

決
さ
せ
れ
ば
い
い
わ
け
の
も
の
か
も
知
れ
な

い
が
、
お
よ
そ
沖
縄
現
下
の
住
宅
問
題
は
ひ

と
り
那
覇
市
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ぬ
。
純
然

た
る
農
村
地
域
は
別
と
し
て
、
名
護
、
糸
満
、

本
部
、
胡
差
な
ど
の
地
区
で
は
ア
パ
ー
ト
が

事
業
と
し
て
十
分
に
採
算
が
と
れ
る
は
ず
で

あ
る
。
那
覇
市
の
計
画
に
よ
る
七
坪
半
の
ア
パ
ー

ト
一
戸
分
が
七
百
五
十
円
、
十
二
坪
の
単
独

住
宅
が
千
二
百
九
十
円
と
い
う
市
価
の
半
額

に
近
い
家
賃
で
、
も
し
も
、
こ
れ
が
市
の
公

営
事
業
と
し
て
な
り
立
た
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
不
思
議
な
こ
と
で
あ
つ
て
、
こ
れ

は
確
実
に
好
成
績
を
お
さ
め
る
に
ち
が
い
な

い
。
那
覇
市
の
こ
の
住
宅
政
策
は
琉
球
銀
行

と
し
て
も
バ
ツ
ク
し
て
金
融
も
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
今
後
、
さ
ら
に
拍
車
を
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か
け
て
、
那
覇
市
そ
の
他
か
ら
ス
ラ
ム
街
を

追
放
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

那
覇
市
が
住
宅
問
題
に
手
を
つ
け
る
ま

で
、
い
ま
だ
に
何
百
と
残
つ
て
い
る
戦
災
小

舎
、

沖
縄
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
海
外
に
紹

介
さ
れ
て
い
る
｜
に
つ
い
て
琉
球
政
府
も
立

法
院
も
何
一
つ
処
置
を
講
じ
て
く
れ
な
か
つ

た
と
い
う
こ
と
も
不
思
議
な
こ
と
で
は
あ

る
。
そ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
小
舎
が
政
府
首

脳
や
立
法
院
議
員
た
ち
の
目
の
と
ど
か
な
い

場
所
に
あ
つ
た
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に

し
て
も
知
ら
な
い
と
は
言
え
な
い
は
ず
で
あ

る
。那
覇
市
が
ア
パ
ー
ト
二
棟
、
四
八
戸
、
単

独
住
宅
で
七
四
棟
、
合
せ
て
百
二
十
二
戸
を

第
一
次
計
画
で
収
容
す
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
よ
う
だ
が
、
こ
れ
を
二
次
、
三
次
と
つ
ゞ

け
て
い
く
こ
と
に
よ
つ
て
、
那
覇
市
の
住
宅

難
も
次
第
に
緩
和
さ
れ
よ
う
が
、で
き
れ
ば
、

狭
い
那
覇
市
の
地
域
を
考
え
て
、
面
積
を
余

計
と
る
単
独
住
宅
よ
り
も
ア
パ
ー
ト
に
し
て

ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

ア
パ
ー
ト
よ
り
も
単
独
住
宅
が
需
要
者
の

好
み
に
投
ず
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
る

が
、
観
点
を
ち
が
え
れ
ば
、
ア
パ
ー
ト
の
環

境
に
よ
つ
て
集
団
生
活
を
な
ら
す
と
い
う
こ

と
も
社
会
的
な
意
義
を
持
つ
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
ア
パ
ー
ト
に
す
れ
ば
、
子
供
た
ち
の

遊
び
場
も
ま
と
ま
つ
て
広
く
と
れ
る
と
い
う

利
便
も
あ
る
し
、
必
ず
し
も
需
要
者
の
狭
い

好
み
に
と
ら
わ
れ
る
必
要
も
な
か
ろ
う
。
お

そ
ま
き
な
が
ら
、
那
覇
市
の
住
宅
政
策
が
政

府
の
施
策
の
一
端
と
し
て
強
力
に
推
進
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
通
り
会
合
併
き
ま
る
／
平
和
、

栄
橋
、
壺
屋
通
り

琉
新
・
夕
　
１
９
５
５
・
12
・
９

か
ね
て
合
併
を
計
画
し
て
い
た
那
覇
市
平
和

通
り
会

会
長
具
志
幸
得
氏

栄
橋
通
り
会

会
長
屋
嘉
比
康
仁
氏

壺
屋
通
り
会

会

長
新
村
長
佳
氏

の
三
通
り
会
で
は
八
日
よ

る
八
時
か
ら
那
覇
市
四
区
久
松
食
堂
で
三
通

り
会
の
合
併
総
会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
那

覇
市
か
ら
久
手
堅
勧
業
課
長
、
仲
井
真
通
り

会
連
合
会
長
、
森
田
孟
真
那
覇
市
議
、
具
志

幸
得
氏
ら
ほ
か
約
七
十
名
が
集
り
、
合
併
に

つ
い
て
協
議
し
た
。

平
和
通
り
を
中
心
に
栄
橋
、
壺
屋
通
り
を
一

つ
の
商
業
ブ
ロ
ツ
ク
と
し
て
平
和
商
店
街
と

し
、
従
来
の
栄
橋
通
り
を
平
和
街
南
通
り
、

壺
屋
通
り
を
平
和
街
東
通
り
に
名
称
を
変
更

し
た
。
平
和
商
店
街
の
最
大
の
目
的
は
同
商

店
街
の
振
興
発
展
と
会
員
相
互
の
和
に
よ
つ

て
商
工
業
の
発
展
を
築
こ
う
と
い
う
も
の
で

そ
の
た
め
従
来
の
三
通
り
会
を
一
応
発
展
的

解
消
の
上
平
和
商
店
街
結
成
と
な
つ
た
も
の

で
、
役
員
選
出
は
詮
衡
委
員
に
よ
り
次
の
諸

氏
が
決
定
し
た
。

▽
会
長

具
志
幸
得
▽
副
会
長

新
村
長
佳

東
通
り
代
表

屋
嘉
比
康
仁

南
通
り
代

表

安
仁
屋
雅
一

平
和
通
り
代
表

▽
監

事

嘉
手
納
並
裕
、
照
屋
太
郎
、
比
嘉
朝
順
、

▽
評
議
員
は
東
南
両
通
り
か
ら
三
名
宛
、
本

通
り
五
名
を
そ
れ
ぞ
れ
選
出
し
た
。

平
和
商
店
街
結
成
の
大
き
な
目
的
は
商
業
地

帯
を
一
つ
の
ブ
ロ
ツ
ク
と
し
て
発
展
さ
せ
る

た
め
だ
と
具
志
新
会
長
は
次
の
よ
う
に
語
つ

た
。平
和
通
り
を
は
じ
め
、
従
来
の
三
通
り
に

は
名
称
を
知
ら
せ
る
施
設

ア
ー
チ
や
立

看
板
な
ど

を
早
急
に
つ
く
り
た
い
。
通

り
会
連
合
の
記
念
大
売
出
し
な
ど
を
催
し

て
、
通
り
が
合
併
し
て
い
る
こ
と
を
皆
さ

ん
に
知
つ
て
も
ら
い
、
商
店
街
全
体
の

サ
ー
ビ
ス
に
つ
と
め
る
こ
と
な
ど
が
目
下

の
急
務
だ
と
思
う
の
で
、
近
日
中
に
評
議

員
会
を
開
き
、
歳
末
売
出
し
を
か
ね
た
記

念
大
売
出
し
を
や
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

”
競
輪
中
止
”
を
決
議
／
南
部

市
町
村
議
長
会
／
世
論
無
視

は
非
民
主
議
会
／
那
覇
市
会

に
強
硬
申
入
れ
か

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
５
・
12
・
12

南
部
地
区
市
町
村
議
会
議
長
会

会
長
安
次

富
信
雄
氏

玉
城
村

で
は
、
十
日
ひ
る
二

時
か
ら
協
議
会
を
開
催
、
さ
き
に
那
覇
市
議

会
が
議
決
し
た
競
輪
を
中
止
す
る
か
、
或
い

は
保
留
す
る
よ
う
那
覇
市
に
申
入
れ
を
行
う

こ
と
を
決
議
し
た
。

当
日
は
、
副
議
長
を
ま
じ
え
た
一
行
三
十
名

が
あ
さ
九
時
か
ら
中
部
の
軍
用
地
に
接
収
さ

れ
た
地
区
を
視
察
し
た
の
ち
協
議
会
に
移

り
、
ま
ず
那
覇
市
議
会
で
議
決
し
た
競
輪
問

題
を
と
り
あ
げ
。

一
、
那
覇
市
が
競
輪
を
行
え
ば
、
隣
接
町

村
ま
で
種
々
の
悪
影
響
を
及
す
こ
と
。

一
、
世
論
は
反
対
で
あ
つ
た
の
に
、
世
論

を
無
視
し
て
議
決
し
た
こ
と
は
議
員
と
し

て
民
主
議
会
の
あ
り
方
に
も
と
り
、
同
じ

議
会
人
と
し
て
容
認
出
来
な
い
。

な
ど
を
理
由
に
、
那
覇
市
に
た
い
し
て
競
輪

事
業
の
中
止
か
、
ま
た
は
保
留
を
申
し
入
れ

る
こ
と
を
決
議
し
、
さ
ら
に
近
く
開
催
さ
れ

る
全
島
市
町
村
議
会
議
長
会
に
こ
の
こ
と
を

南
部
地
区
と
し
て
提
案
す
る
こ
と
に
な
つ

た
。
つ
い
で
、
豊
見
城
村
側
か
ら
、
那
覇
市

の
都
市
計
画
に
豊
見
城
村
も
指
定
し
た
い
と

の
主
席
諮
問
が
あ
る
が
、
豊
見
城
村
議
会
と

し
て
は
賛
成
出
来
な
い
の
で
、
議
長
協
議
会

と
し
て
も
豊
見
城
の
立
場
を
支
持
し
て
ほ
し

い
と
の
発
言
が
あ
つ
て
、
こ
れ
を
了
承
。
さ

ら
に
先
ご
ろ
廃
案
に
な
つ
た

家
畜
災
害
補

償
法

は
、
地
方
農
村
と
し
て
は
、
是
非
必
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要
視
さ
れ
る
も
の
で
、
早
期
に
復
活
制
定
し

て
も
ら
う
こ
と
を
政
府
に
要
望
す
る
こ
と
を

申
合
わ
し
た
。

都
計
編
入
反
対
／
豊
見
城
が
回

答琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
12
・
13

豊
見
城
村

村
長
大
城
英
男
氏

は
、
さ
き

に
政
府
か
ら
諮
問
の
あ
つ
た
”
那
覇
都
市
計

画
区
域
の
拡
張
に
よ
る
豊
見
城
村
一
部
区
域

の
都
計
区
域
指
定
”
に
つ
い
て
十
二
日
”
反

対
で
あ
る
”
と
回
答
し
た
。

那
覇
都
計
区
域
の
拡
張
に
つ
い
て
は
真
和
志

市
で
は
賛
成
回
答
を
な
し
て
い
る
が
豊
見
城

村
は
十
一
月
二
十
九
日
の
村
議
会
で
審
議
、

次
の
よ
う
な
理
由
で
全
員
一
致
反
対
に
決
し

た
も
の
で
あ
る
。

▽
都
計
区
域
に
編
入
さ
れ
る
と
法
に
よ
つ
て

自
分
の
土
地
も
思
う
よ
う
に
施
設
で
き
ず
行

政
権
を
と
ら
れ
た
の
と
同
様
で
あ
る
。

▽
豊
見
城
は
純
農
村
で
一
般
村
民
は
都
市
的

施
設
を
好
ま
な
い
。

▽
都
市
的
形
態
を
お
び
る
こ
と
に
よ
り
青
少

年
が
不
良
化
す
る
。

▽
人
口
が
飽
和
状
態
の
所
へ
都
市
的
施
設
を

す
る
と
耕
地
を
失
う
。

▽
村
内
に
遊
園
地
や
公
園
な
ど
つ
く
る
こ
と

で
村
民
で
怠
だ
の
気
風
に
流
れ
る
お
そ
れ
が

あ
る
。

｜
社
　
説
｜

那
覇
市
の
競
輪
事
業
に
警
告

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
12
・
18

申
請
に
基
き
慎
重
検
討
を
し
て
い
た
外
資

導
入
審
議
会
で
は
競
輪
ま
か
り
な
ら
ぬ
、
と

の
結
論
を
出
し
た
。
さ
い
ご
の
決
定
権
は
民

政
副
長
官
に
あ
る
が
、同
審
議
会
の
決
議
に
、

恐
ら
く
比
嘉
主
席
も
、
そ
し
て
副
長
官
も
異

議
は
な
か
ろ
う
と
思
わ
れ
、
結
局
す
る
と
こ

ろ
審
議
会
の
決
議
に
よ
つ
て
、
那
覇
市
の
競

輪
事
業
は
終
止
符
を
う
つ
た
か
の
ご
と
く
で

あ
る
。
だ
が
、
当
間
那
覇
市
長
は
、
依
然
と
し
て

諦
め
が
つ
か
ず
、
市
会
の
面
目
に
か
け
て
も

再
審
を
訴
え
、
外
資
導
入
が
許
さ
れ
ぬ
な
ら

地
元
の
資
本
を
か
き
集
め
て
で
も
、
ぜ
ひ
決

行
し
た
い
肚
だ
と
い
う
。
だ
か
ら
決
定
的
な

終
止
符
は
ま
だ
打
た
れ
ぬ
、
と
い
う
訳
か
。

周
知
の
と
お
り
外
資
導
入
は
、
沖
縄
の
経
済

に
対
し
、
生
産
的
に
プ
ラ
ス
す
る
も
の
を
許

可
す
る
建
前
が
と
ら
れ
て
い
る
。
競
輪
事
業

が
果
し
て
こ
の
建
前
に
該
当
す
る
か
否
か
は

自
明
で
あ
ろ
う
。
同
審
議
会
が
、
不
許
可
の

態
度
を
鮮
明
し
た
ゆ
え
ん
も
そ
こ
に
あ
る
と

言
え
る
。
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
競

輪
事
業
が
、
市
民
並
に
全
住
民
に
悪
影
響
を

お
よ
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
市
会
が
こ

れ
を
認
め
て
も
世
論
の
動
向
は
明
か
に
反
対

だ
つ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
同
審
議
会
が
世
論

を
重
視
し
、
競
輪
の
如
き
消
費
性
の
事
業
が

も
た
ら
す
弊
害
は
、
単
に
経
済
面
に
と
ど
ま

る
も
の
で
な
く
、
社
会
文
化
面
、
す
な
わ
ち

精
神
的
に
も
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
こ
と
を
認

め
、
寧
ろ
警
告
的
な
意
図
さ
え
含
め
て
比
嘉

主
席
に
競
輪
反
対
の
答
申
を
し
た
こ
と
で
あ

る
。
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
こ
の
欄
で
こ
の
こ
と

を
幾
度
か
訴
え
た
し
、
な
お
公
聴
会
に
お
い

て
も
識
者
や
社
会
教
育
諸
団
体
代
表
者
ら
が

競
輪
の
非
文
化
性
を
鋭
く
難
じ
た
も
の
で
あ

る
。
し
か
る
に
那
覇
市
会
は
、
こ
の
よ
う
な

世
論
を
完
全
に
無
視
し
、
社
会
の
憤
ま
ん
を

か
つ
た
。
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
主
席
並
に

外
資
導
入
審
議
会
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
あ

つ
た
。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
の
期
待
は
裏
切
ら

れ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
性
懲
り
も
な
く
、
那
覇
市
当
局

は
地
元
の
投
資
に
よ
る
競
輪
事
業
の
決
行
を

望
ん
で
い
る
と
い
う
。
一
体
世
論
に
そ
む
い

て
迄
、
投
資
を
敢
え
て
す
る
実
業
家
が
果
し

て
い
る
か
ど
う
か
。
そ
う
し
た
疑
念
も
あ
つ

て
、
地
元
実
業
家
の
投
資
は
と
う
て
い
望
ま

れ
ま
い
。
だ
が
か
り
に
投
資
者
が
い
て
、
実

現
の
見
通
し
が
あ
る
に
せ
よ
、
世
論
は
さ
ら

に
再
燃
し
て
、
何
か
と
実
現
を
阻
む
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。そ
う
し
た
懸
念
が
あ
つ
て
も
、

な
お
か
つ
競
輪
事
業
を
決
行
す
る
こ
と
に
な

れ
ば
、
那
覇
市
当
局
並
に
市
議
会
の
非
文
化

性
と
非
民
主
性
の
政
治
感
覚
が
、
あ
ら
た
め

て
問
題
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
。

市
当
局
並
に
市
議
会
が
、
世
論
に
そ
む
い

て
も
、
競
輪
を
決
行
す
べ
く
意
図
す
る
真
意

は
、
恐
ら
く
財
政
の
欠
陥
を
競
輪
の
儲
け
で

充
当
す
る
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
都
市
計
画
そ

の
他
の
諸
支
出
が
近
時
膨
大
の
一
途
を
辿

り
、
市
財
政
は
既
に
飽
和
点
に
達
し
て
い
る

と
言
う
。
競
輪
か
ら
年
間
約
二
百
万
円
収
め

ぬ
と
、
市
財
政
の
破
綻
が
危
惧
さ
れ
る
ら
し

い
。
な
る
ほ
ど
理
屈
は
そ
の
通
り
で
あ
る
。

だ
が
、
手
段
を
選
ば
ぬ
点
に
問
題
が
あ
る
だ

ろ
う
。
競
輪
に
も
と
め
る
収
入
を
、
果
し
て

他
に
も
と
め
る
こ
と
が
で
き
ぬ
か
ど
う
か
。

そ
こ
に
政
治
の
良
識
が
存
す
る
訳
で
あ
る
。

市
当
局
と
議
員
が
、じ
つ
く
り
対
策
し
た
ら
、

競
輪
に
か
わ
る
有
望
な
事
業
が
な
い
で
も
な

か
ろ
う
。
た
と
え
ば
現
に
首
里
バ
ス
を
市
営

に
す
る
企
て
も
あ
る
と
い
う
が
、
市
営
バ
ス

な
ら
競
輪
に
も
優
つ
て
寧
ろ
有
望
で
あ
ろ

う
。
そ
の
他
に
も
財
源
確
保
の
方
途
は
幾
ら

で
も
あ
る
筈
で
あ
る
。
競
輪
が
駄
目
だ
と
、

万
事
休
す
と
あ
つ
て
は
、
政
治
の
弾
力
性
が

な
い
こ
と
に
な
り
、
従
つ
て
市
当
局
や
市
議

会
の
存
在
も
無
い
に
ひ
と
し
い
も
の
と
な

る
。そ
れ
か
ら
、
市
議
会
の
世
論
無
視
が
も
つ

と
問
題
に
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
思
う
。

戦
後
、
消
費
経
済
の
異
常
な
発
達
が
、
住
民

の
勤
労
愛
好
心
を
奪
い
、
沖
縄
の
命
運
を
決
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す
る
基
本
産
業
の
振
興
を
阻
ん
で
い
る
こ
と

は
衆
目
の
一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。
競
輪
の

如
き
生
産
を
伴
わ
ず
、
か
つ
非
文
化
性
の
事

業
は
、
幾
ら
市
財
源
の
足
し
に
な
る
と
し
て

も
、
社
会
文
化
に
百
害
を
及
ぼ
す
も
の
と
し

て
排
斥
さ
れ
て
い
い
だ
ろ
う
。
外
資
導
入
審

議
会
が
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら

社
会
に
及

ぼ
す
悪
影
響
が
あ
る
と
い
う
世
論
を
支
持

し
、
却
下
す
る

態
度
に
出
た
こ
と
は
、
前

述
の
通
り
で
あ
り
、
そ
れ
は
世
論
無
視
の
那

覇
市
議
会
に
対
す
る
厳
し
い
警
告
と
考
え
ら

れ
、
競
輪
問
題
と
は
別
に
考
え
て
、
民
主
政

治
の
根
本
に
触
れ
た
重
大
問
題
だ
と
言
え
よ

う
。従
つ
て
世
論
に
従
う
市
政
が
切
に
望
ま
れ

る
だ
ろ
う
。
こ
の
際
市
議
会
が
そ
れ
を
反
省

し
、
競
輪
問
題
の
解
決
に
当
つ
て
も
、
実
際

に
、
世
論
に
従
う
こ
と
に
な
ら
ぬ
と
、
市
政

に
対
す
る
信
用
度
が
落
ち
、
悔
を
将
来
に
残

す
恐
れ
な
し
と
し
な
い
。
現
に
、
市
議
の
中

に
も
競
輪
反
対
者
が
い
て

政
治
が
財
政
の

面
か
ら
時
に
社
会
事
象
に
目
を
つ
ぶ
る
こ
と

も
あ
る
が
、
賭
博
性
の
強
い
競
輪
を
近
代
的

合
理
性
で
片
づ
け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
政

治
感
覚
の
低
さ
が
あ
る

と
主
張
し
て
い
る
。

だ
が
そ
う
し
た
主
張
は
、
恐
ら
く
少
数
で
あ

ろ
う
。
だ
が
、
民
主
政
治
と
は
、
数
の
暴
力

を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
議
会
で
討
論

を
つ
く
し
、
か
つ
世
論
に
耳
を
傾
け
、
た
と

え
少
数
の
議
員
に
せ
よ
、
そ
の
主
張
が
正
し

け
れ
ば
、
そ
れ
が
衆
議
を
主
導
す
る
点
に

民
主
政
治

の
妙
味
が
あ
る
だ
ろ
う
。
競

輪
問
題
に
お
け
る
那
覇
市
議
会
は
、
ま
さ
に

そ
の
逆
で
あ
り
、
少
数
議
員
の
正
論
と
、
世

論
の
無
視
を
敢
え
て
し
て
、
飽
く
ま
で
も
競

輪
に
こ
だ
わ
り
、
民
主
政
治
を
棚
上
げ
し
た

か
の
如
く
で
あ
る
。

子
供
を
守
る
会
、
青
連
、
そ
の
他
の
社
会

教
育
諸
団
体
は
、
強
硬
な
態
度
で
競
輪
に
反

対
し
て
い
る
。
今
の
沖
縄
で
何
よ
り
恐
ろ
し

い
も
の
は
、

社
会
へ
の
悪
影
響

で
あ
り
、

諸
犯
罪
の
激
増
も
、結
局
そ
れ
に
原
因
す
る
。

市
議
会
の
深
省
を
望
ん
で
や
ま
な
い
。

外
資
競
輪
ヒ
ジ
鉄
食
う
／
申
請

却
下
振
出
し
へ
逆
戻
り

琉
新
・
朝
　
１
９
５
５
・
12
・
18

競
輪
事
業
の
外
資
導
入
申
請
を
審
議
中
だ
つ

た
外
資
導
入
審
議
委
員
会
で
は
、
こ
の
種
事

業
は
布
令
九
十
号

外
資
導
入

に
あ
て
は

ま
る
条
項
が
な
い
と
て
民
政
官
に
却
下
を
勧

告
中
だ
つ
た
が
十
七
日
付
で
民
政
官
か
ら
却

下
さ
れ
た
、
こ
れ
に
よ
つ
て
競
輪
事
業
に
つ

い
て
は
今
後
と
も
外
資
導
入
は
出
来
な
い
こ

と
に
な
つ
た
、
従
つ
て
こ
れ
を
や
る
と
す
れ

ば
地
元
資
本
の
み
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
わ

け
で
あ
る
。

外
資
審
議
会
の
却
下
理
由
は
次
の
通
り

Ａ
、
審
議
会
は
該
事
業
が
琉
球
経
済
の
自
立

と
健
全
な
発
展
お
よ
び
国
際
収
支
の
改
善
に

寄
与
す
る
か
ど
う
か
の
観
点
に
た
つ
て
審
議

し
た
結
果
次
の
通
り
の
結
論
に
達
し
た
。
該

事
業
が
物
を
生
産
し
資
源
を
開
発
し
、
経
済

に
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。

Ｂ
、
該
事
業
に
よ
る
ド
ル
獲
得
の
源
泉
は
米

軍
要
員

ド
ル
紙
幣
を
使
用
出
来
る

の
み

だ
が
外
人
投
資
者
及
び
そ
の
雇
用
す
る
外
人

雇
用
人
が
送
金
す
る
ド
ル
額
と
同
等
の
外
貨

を
こ
れ
ら
の
顧
客
か
ら
稼
げ
る
か
ど
う
か
疑

問
だ
Ｃ
、
元
来
琉
球
の
源
泉
か
ら
得
た
収
益
か
ら

税
収
入
を
産
み
出
す
こ
と
を
理
由
に
外
人
事

業
を
許
可
す
る
こ
と
は
困
な
ん
で
あ
る
。
か

く
す
る
こ
と
は
外
資
導
入
の
目
的
に
そ
わ
な

いＤ
、
十
年
後
那
覇
市
に
受
つ
ぐ
こ
と
に
な
つ

て
い
る
資
産
は
現
在
評
価
出
来
な
い
が
今
の

計
画
か
ら
は
相
当
か
け
離
れ
た
僅
少
な
も
の

と
な
る
だ
ろ
う
、
申
請
人
が
毎
年
最
低
二
百

万
円
の
収
入
を
保
証
す
る
こ
と
が
出
来
な
い

場
合
、
い
つ
で
も
全
事
業
財
産
を
取
得
す
る

こ
と
に
同
意
し
て
い
る
が
、
事
業
が
早
期
に

失
敗
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
許
可
す
る
こ
と

は
外
資
導
入
目
的
に
対
す
る
お
か
し
な
考
え

方
で
あ
る
。

與
儀
外
審
委
長
談
＝

審
議
会
と
し
て
は
純
粋
な
経
済
問
題
と
し

て
、
一
切
の
政
治
的
、
社
会
的
問
題
を
は
な

れ
慎
重
に
検
討
し
た
、
そ
し
て
布
令
九
十
号

に
あ
る
外
資
導
入
の
原
則
と
な
つ
て
い
る
。

一
、
琉
球
内
の
資
源
を
開
発
す
る
事
業
。

二
、
輸
入
品
に
代
る
島
内
生
産
業
。

三
、
琉
球
経
済
を
進
展
さ
せ
る
。
農
産
加
工

事
業
。

四
、
駐
留
軍
の
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
業
。

等
に
主
眼
を
お
い
て
審
議
し
た
。
こ
れ
以
外

に
は
琉
球
経
済
に
ヒ
エ
キ
し
国
際
収
支
を
向

上
さ
せ
る
経
済
活
動
だ
け
が
認
め
ら
れ
る
も

の
で
あ
り
今
回
の
如
き
外
資
に
よ
る
競
輪
事

業
は
以
上
の
目
的
に
あ
て
は
め
る
こ
と
が
極

め
て
困
な
ん
で
あ
る
。
駐
留
軍
の
必
要
と
す

る
も
の
な
ら
許
さ
れ
る
が
必
要
な
い
と
結
論

づ
け
ら
れ
た
の
で
全
会
一
致
で
却
下
勧
告
を

決
定
し
た
。
本
日
民
政
府
か
ら
正
式
に
却
下

さ
れ
た
の
で
外
資
に
よ
る
競
輪
は
不
可
能
に

な
つ
た
。
外
資
審
議
会
と
し
て
は
今
後
と
も

外
資
導
入
の
目
的
に
そ
わ
な
い
も
の
は
却
下

を
勧
告
す
る
方
針
で
あ
る
。

進
む
那
覇
の
都
市
計
画
／
新
旧

市
内
結
ぶ
12
間
道
路
／
首
里
・

小
禄
に
も
水
道
敷
設

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
12
・
22

那
覇
市
会
は
二
十
一
日
あ
さ
十
時
五
十
分
か

ら
開
会
、
各
委
員
会
の
審
議
を
経
た
九
ツ
の
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議
案
や
そ
の
他
の
議
案
、
陳
情
書
な
ど
を
上

程
、
原
案
通
り
可
決
し
て
九
日
間
に
わ
た
る

議
会
を
閉
じ
た
。
今
議
会
の
議
決
に
よ
り
、

市
当
局
は
、
真
和
志
市
識
名
に
お
け
る
市
営

霊
園
、
現
市
街
地
と
旧
市
内
と
を
結
ぶ
た
め

の
幹
線
道
路
、
首
里
、
小
禄
へ
の
水
道
敷
設

等
の
事
業
を
直
ち
に
着
手
し
、
那
覇
市
の
都

計
は
著
し
く
前
進
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
可

決
さ
れ
た
事
業
の
概
要
は
次
の
通
り
。

▽
霊
園

戦
後
の
那
覇
市
は
従
来
の
郊
外
地

か
ら
発
展
し
た
た
め
、
現
在
で
は
墓
地
が
市

街
地
の
中
央
に
散
在
し
、
都
市
発
展
の
障
害

と
な
つ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
都
市
の
美

観
上
も
捨
て
お
け
な
く
な
つ
た
の
で
、
こ
れ

を
整
理
し
、
真
和
志
市
識
名
の
上
門
後
原
に

公
園
を
か
ね
た
市
営
墓
地
を
つ
く
ろ
う
と
い

う
も
の
。
敷
地
は
約
十
万
四
千
八
百
坪
が
予

定
さ
れ
、
そ
こ
に
市
の
規
格
に
も
と
づ
く
墓

が
整
然
と
建
て
ら
れ
る
が
、
今
年
度
は
用
地

の
買
収
と
整
地
、
納
骨
堂
の
建
設
が
な
さ
れ

る
。消
え
る
か
／
料
亭
那
覇
別
館

▽
新
旧
市
内
を
結
ぶ
幹
線
道
路

市
会
の
議

決
に
よ
り
、
復
金
か
ら
五
百
六
十
万
円
を
借

入
れ
て
、
む
つ
み
橋
か
ら
沖
映
前
を
通
り
、

料
亭
那
覇
別
館
の
上
を
経
て
、
前
島
町
一
丁

目
に
至
る
、
幅
員
十
二
間
、
全
長
二
百
五
十

五
間
の
道
路
を
来
年
六
月
ま
で
に
竣
工
す
る

こ
と
に
な
つ
た
。
牧
志
大
通
り
の
完
成
で
、

現
市
街
地
は
年
々
近
代
的
都
市
と
し
て
の
偉

容
を
整
え
つ
ゝ
あ
る
が
、
終
戦
直
後
無
計
画

に
発
達
し
た
た
め
、
人
口
の
増
加
、
家
屋
の

密
集
な
ど
で
き
形
的
な
都
市
と
な
り
、
必
然

的
に
旧
市
内
へ
の
分
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
。
旧
市
内
は
区
画
整
理
の
施
行
な
ど
で

受
入
態
勢
を
整
え
て
は
い
る
が
、
そ
の
誘
致

策
と
し
て
現
市
街
地
と
旧
市
内
を
直
結
す
る

主
要
幹
線
道
路
を
設
け
、
泊
港
と
の
つ
な
が

り
を
便
利
に
し
て
経
済
活
動
を
助
長
し
、
交

通
量
の
緩
和
を
も
図
ろ
う
、
と
い
う
の
が
、

こ
の
道
路
の
狙
い
。
総
予
算
は
一
千
四
百
万

円
で
、
政
府
が
七
百
万
円
補
助
、
起
債
五
百

六
十
万
円
、
残
り
百
四
十
万
円
は
、
こ
の
道

路
の
建
設
で
利
益
を
受
け
る
人
々
か
ら
受
益

者
分
担
金
と
し
て
徴
収
す
る
こ
と
に
な
つ
て

い
る
。
市
当
局
の
話
で
は
政
府
の
施
行
認
可

や
復
金
か
ら
の
借
入
認
可
を
得
た
り
す
る
の

で
、
着
工
は
来
年
二
月
ご
ろ
と
な
り
、
六
月

ま
で
に
竣
工
す
る
が
、
こ
の
工
事
に
料
亭
那

覇
な
ど
三
十
一
軒
が
か
か
り
、
う
ち
十
五
軒

は
完
全
立
退
と
な
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
道

路
の
終
点
前
島
一
丁
目
か
ら
一
号
線
ま
で
の

道
路
は
区
画
整
理
事
業
に
よ
つ
て
行
わ
れ

る
。
▽
首
里
、
小
禄
へ
の
水
道
敷
設

都
市
合
併

で
編
入
に
な
つ
た
首
里
、
小
禄
並
び
に
、
真

和
志
市
の
栄
町
、
安
里
二
区
、
松
川
、
大
道

へ
の
配
水
管
敷
設
工
事
、
及
び
給
水
工
事
を

施
工
し
、
区
画
整
理
の
都
合
で
取
残
さ
れ
て

い
た
若
狭
町
の
一
部
、
高
橋
町
、
崇
元
寺
町

な
ど
に
配
管
工
事
を
実
施
し
、
市
民
の
受
入

準
備
す
る
た
め
、
三
千
一
百
五
十
万
円
の
復

金
か
ら
の
借
入
が
議
決
さ
れ
た
。
償
還
は
水

道
事
業
か
ら
あ
が
る
収
益
で
な
さ
れ
る
が
、

こ
れ
で
首
里
、
小
禄
へ
の
水
道
敷
設
が
実
現

し
、
他
市
町
村
で
あ
る
近
距
離
の
真
和
志
市

よ
り
は
二
割
も
安
い
料
金
で
、
合
併
前
の
市

内
区
域
と
同
様
の
給
水
が
な
さ
れ
る
わ
け
で

あ
る
。

那
覇
競
輪
が
再
申
請
／
外
資
委

へ
今
度
は
技
術
導
入
で

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
５
・
12
・
29

那
覇
市
の
幸
喜
総
務
部
長
は
、
二
十
八
日
宮

良
永
昌
氏
と
共
に
、
行
政
府
を
訪
ず
れ
、
与

儀
副
主
席
並
び
に
宮
里
内
政
局
長
と
会
い
、

技
術
導
入
だ
け
で
競
輪
事
業
を
認
可
し
て
も

ら
い
た
い
と
要
請
、
即
日
外
資
導
入
合
同
審

議
会
に
技
術
導
入
申
請
書
を
提
出
し
た
。
申

請
や
り
直
し
の
競
輪
事
業
計
画
は
、
当
初
の

資
本
金
四
千
万
円
の
う
ち
三
千
万
円
の
外
資

導
入
を
止
め
、
地
元
資
本
の
二
千
万
円
だ
け

で
出
発
、
事
業
を
続
け
な
が
ら
資
本
を
増
や

そ
う
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
資
本
金
の
二
千

万
円
に
つ
い
て
は
、
パ
チ
ン
コ
業
の
転
業
者
、

映
画
関
係
者
及
び
料
理
屋
関
係
な
ど
の
出
資

が
予
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

な
お
再
申
請
を
う
け
た
外
資
導
入
合
同
審

議
会
で
は
、
近
く
小
委
員
会

リ
ー
フ
・

ス
ナ
イ
ダ
ー
財
経
部
係
官
、
宮
里
内
政
局

長

が
検
討
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

某
審
議
委
員
の
話
に
よ
る
と
、
技
術
導
入
の

場
合
、
前
回
の
よ
う
に
完
全
な
外
資
が
琉
球

経
済
に
プ
ラ
ス
す
る
か
ど
う
か
の
検
討
は
な

さ
れ
ず
、
結
局
①
申
請
の
技
術
は
琉
球
人
で

は
得
ら
れ
な
い
か
②
技
術
者
の
送
金
と
い
う

二
点
に
ポ
イ
ン
ト
が
置
か
れ
、
こ
の
面
か
ら

の
み
制
約
が
加
え
ら
れ
よ
う
と
い
つ
て
い

る
。

四
七
二

一
九
五
五
年

昭
和
三
十
年

十
二
月



立
退
は
政
府
の
責
任
／
楚
辺
送

信
所
に
軍
が
回
答

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
１
・
５

政
府
で
は
、
先
に
那
覇
楚
辺
に
あ
る
送
信
所

を
拡
張
す
る
為
、
そ
の
一
帯
の
日
本
政
府
有

の
土
地
に
居
住
し
て
い
る
住
民
を
立
退
か
し

て
貰
い
た
い
と
民
政
府
に
要
望
し
て
い
た

が
、
民
政
府
は
四
日

立
退
か
す
の
は
琉
球

政
府
の
責
任
で
あ
る

と
次
の
様
な
回
答
が

あ
つ
た
。

民
政
府
と
し
て
は
こ
れ
ら
の

人
々
を
移
動
さ
せ
る
と
か
、
土
地
を
利
用
す

る
と
か
の
何
ら
の
処
置
を
と
ら
ず
に
一
九
五

四
年
十
二
月
に
こ
れ
ら
の
人
々
と
借
地
契
約

を
し
た
。
貴
政
府
の
代
表
者
に
よ
つ
て
、
提

出
さ
れ
た
新
ら
し
い
図
面
で
一
九
五
五
年
二

月
七
日
に
同
地
域
の
割
当
を
縮
小
し
て
発
表

し
た
が
、
当
方
の
行
な
つ
た
借
地
契
約
で
は

三
十
日
前
の
予
告
で
も
つ
て
、
こ
の
契
約
を

廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
な
つ
て
い
る
。

こ
の
土
地
は
割
当
て
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る

が
、
こ
の
土
地
に
居
住
し
て
い
る
住
民
を
移

動
さ
せ
る
と
か
、
ま
た
は
移
動
を
完
了
さ
せ

る
と
か
は
貴
政
府
の
責
任
で
あ
る

高
圧
線
架
設
の
変
更
／
真
和
志

市
が
陳
情

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
１
・
６

真
和
志
市
で
は
、
現
在
一
号
線
内
に
架
設
さ

れ
て
い
る
高
圧
線
を
壺
川

与
儀

寄
宮

大
原

首
里

牧
港
を
通
る
よ
う
移
動
架
設

す
る
と
の
電
力
公
社
理
事
会
の
計
画
に
対

し
、
次
の
よ
う
な
理
由
を
あ
げ
て
、
同
計
画

を
変
更
す
る
よ
う
電
力
公
社
宛
陳
情
書
を
提

出
し
た
。

△
真
和
志
市
全
地
域
内
に
あ
る
既
設
給
水
タ

ン
ク
の
設
置
そ
の
他
の
高
層
物
に
支
障
を
き

た
す
。

△
住
宅
地
域
の
拡
張
計
画
に
対
す
る
障
害
と

な
る
。

△
都
市
計
画
の
支
障
と
な
る
。

住
宅
街
の
真
和
志
市
／
一
日
一

棟
の
建
築
が
進
む

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
６
・
１
・
６

戦
後
真
和
志
市
は
急
激
な
人
口
の
膨
張
と
と

も
に
、
住
家
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
つ
ゝ

あ
り
、
住
宅
都
市
と
し
て
発
展
し
つ
ゝ
あ
る
。

事
実
、
主
席
を
は
じ
め
政
府
首
脳
や
商
社
の

重
役
連
の
殆
ん
ど
が
真
和
志
に
住
ん
で
お

り
、
那
覇
市
に
よ
る
都
計
で
も
真
和
志
市
を

住
宅
地
区
と
し
て
は
つ
き
り
打
ち
出
し
て
い

る
。
し
た
が
つ
て
住
宅
の
建
築
許
可
申
請
者

は
あ
と
を
た
た
ず
、
多
い
日
に
は
数
通
の
申

請
書
が
建
設
課
に
提
出
さ
れ
る
。

建
築
が
許
可
制
と
な
つ
た
一
九
四
九
年
二
月

か
ら
一
九
五
五
年
十
二
月
ま
で
の
真
和
志
市

に
お
け
る

確
認
建
築
状
況

は
次
の
表
の

通
り
と
な
つ
て
い
る
。

年
　
　

住
宅
　

住
宅
兼
店
舗
　

店
舗
そ
の
他
　
　

計

一
九
四
九

九
五
二
　

二
三
〇

二
九
〇
　

一
、
四
七
二

一
九
五
〇

六
二
八
　

一
〇
八
　
　

一
六
六
　
　

九
〇
二

一
九
五
一

一
、
三
〇
〇
　
　

七
六
　
　

八
〇
　

一
、
四
五
六

一
九
五
二
　

八
五
〇
　
　

六
七
　
　

一
〇
一

一
、
〇
一
八

一
九
五
三
　
　

四
七
六
　
　

三
〇
　
　

一
三
三
　

六
三
九

一
九
五
四
　
　

二
六
四
　
　

三
三
　
　
　

六
〇

三
五
七

一
九
五
五
　
　

二
六
〇
　
　

二
三
　
　
　

六
八

三
五
一

計
　

四
、
七
三
〇
　

五
六
七
　
　

八
九
八

六
、
一
九
五

五
一
年
に
は
日
に
四
棟
の
家
が
建
ち
、
五
二

年
に
は
一
日
平
均
三
棟
の
家
が
完
成
し
た
こ

と
に
な
り
、
現
在
で
も
毎
日
一
棟
の
家
屋
が

完
成
し
つ
つ
あ
る
。
し
か
も
こ
の
家
屋
の
う

ち
の
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
強
が
住
宅
で
占
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
、
真
和
志
市
が
住
宅
地
域

に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
物
語
つ
て
い
る
。

隣
り
の
那
覇
市
で
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

高
層
建
物
が
増
え
て
行
き
、
花
や
か
で
あ
る

が
、
真
和
志
市
の
場
合
、
地
味
な
住
宅
建
築

が
多
い
。

無
許
可
建
築
が
／
全
市
の
半
分
近
く

こ
れ
ら
建
築
許
可
申
請
の
手
数
料
や
建
築
が

完
了
し
て
賦
課
さ
れ
る
不
動
産
取
得
税
な
ど

が
真
和
志
市
の
財
源
を
う
る
お
し
て
い
る
。

な
お
現
在
真
和
志
市
内
に
は
約
一
万
二
千
棟

の
家
屋
が
あ
る
が
、
四
九
年
二
月
の
建
築
許

可
制
以
前
に
建
て
ら
れ
た
家
屋
も
含
め
て
、

五
千
七
百
八
十
余
棟
の
無
届
家
屋
が
あ
り
、

市
当
局
で
は
何
ら
か
の
対
策
を
取
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
と
語
つ
て
い
る
。

「
才
の
神
」
の
坂
も
消
え
る
／

松
下
町
の
区
画
整
理
始
ま
る

琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
１
・
７

那
覇
市
旧
市
内
松
下
町
一
帯
の
整
地
が
五
日

か
ら
始
ま
り
、
商
工
会
議
所
付
近
の
旧
那
覇

市
長
官
舎
付
近
、
む
か
し
才
の
神

セ
ー
ヌ

カ
ン

と
い
わ
れ
て
那
覇
市
民
に
親
ま
れ
た

坂
か
ら
松
下
町
に
か
け
て
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
で

削
り
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
旧
大
典
寺
境

内
に
あ
る
裁
判
所
、
軍
用
土
地
委
員
会
、
登

記
所
な
ど
も
移
転
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い

る
。
旧
市
街
に
土
地
を
持
つ
人
達
に
と
つ
て
区
画

整
理
の
促
進
は
何
よ
り
も
待
た
れ
る
も
の
で

あ
る
。
那
覇
市
で
は
新
年
早
々
こ
う
い
う
市

民
の
要
望
に
応
え
て
、
前
島
、
松
下
、
天
妃

の
区
画
整
理
工
事
に
取
り
か
か
つ
て
い
る

が
、
四
日
当
間
那
覇
市
長
も
区
画
整
理
に
は

特
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
と
関
係
部
課
長
に

指
示
し
て
い
る
の
で
、
工
事
は
更
に
拍
車
を

加
え
、
今
年
六
月
ま
で
に
全
工
事
を
完
了
し

よ
う
と
区
画
整
理
は
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い

一
九
五
六
年

昭
和
三
十
一
年

一
月

四
七
三

一
九
五
六
年



る
。産

業
都
市
へ
の
飛
躍
に
／
那
覇

市
が
生
産
対
策
委
を
設
置

琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
１
・
10

消
費
都
市
か
ら
生
産
都
市
へ
を
目
標
に
那
覇

市
で
は
近
く
生
産
振
興
対
策
委
員
会
を
設

け
、
こ
の
機
関
を
通
じ
て
市
内
の
工
業
、
水

産
業
、
農
業
な
ど
生
産
部
門
の
振
興
を
は
か

る
こ
と
に
な
つ
た
。
那
覇
市
の
商
業
は
す
で

に
飽
和
点
に
達
す
る
ま
で
に
発
展
し
て
い
る

反
面
、
生
産
面
の
工
業
、
農
業
、
水
産
業
は

極
め
て
不
振
で
あ
り
、
そ
の
対
策
が
早
急
に

必
要
と
さ
れ
て
い
た
。

生
産
振
興
対
策
委
員
会
は
こ
う
い
う
消
費
中

心
の
那
覇
市
か
ら
生
産
都
市
と
し
て
の
那
覇

市
へ
大
き
く
転
換
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
目

的
で
設
置
さ
れ
る
も
の
で
、
工
業
、
水
産
業
、

農
業
の
各
産
業
の
育
成
に
当
り
、
政
府
の
経

済
振
興
五
カ
年
計
画
と
も
呼
応
、
業
種
を
指

定
し
て
助
成
金
を
与
え
積
極
的
な
育
成
に
当

ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

工
業
関
係
で
育
成
対
象
と
な
る
の
は
陶
器
、

漆
器
、
そ
の
他
の
特
産
品
で
こ
れ
は
主
に
ド

ル
獲
得
の
た
め
輸
出
向
き
に
つ
く
ら
れ
る
。

農
業
、
水
産
業
は
、
自
給
を
目
標
に
土
地
改

良
、
経
営
合
理
化
な
ど
積
極
的
に
振
興
さ
せ

て
い
く
が
、
水
産
品
の
加
工
も
大
い
に
奨
励

し
、
製
品
を
世
界
の
市
場
に
進
出
さ
せ
て
ド

ル
を
稼
ご
う
と
い
う
案
で
あ
る
。

こ
の
生
産
業
の
育
成
で
大
き
な
問
題
と
な
る

の
は
助
成
金
の
問
題
だ
が
、
日
本
の
各
都
市

で
は
信
用
保
証
協
会
制
度
を
設
け
、
市
指
定

の
金
融
機
関
か
ら
相
当
額
の
融
資
を
業
者
が

受
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
つ
て
い
る

の
で
、
那
覇
市
で
も
こ
う
い
う
制
度
を
適
用

す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

一
石
三
鳥
を
ね
ら
う
／
安
里
川

の
川
幅
改
修
堤
防
工
事

琉
新
・
夕
　
１
９
５
６
・
１
・
10

真
和
志
市
と
那
覇
市
を
流
れ
る
安
里
川
下
流

の
那
覇
市
崇
元
寺
橋
か
ら
泊
高
橋
に
至
る
間

の
安
里
川
下
流
の
大
が
か
り
な
川
幅
の
改
修

堤
防
工
事
は
約
七
十
％
進
捗
し
、
工
程
は
順

調
に
進
み
、
五
月
竣
工
予
定
が
こ
の
分
で
い

け
ば
三
、
四
月
ご
ろ
ま
で
に
は
完
成
す
る
見

通
し
が
つ
い
た
。

同
川
下
流
の
改
修
工
事
は
那
覇
市
が
総
工
費

八
百
十
万
円
を
投
じ
て
川
底
を
浚
渫
し
、
川

端
の
堤
防
を
築
い
て
、
毎
年
雨
期
に
頻
発
す

る
川
水
の
は
ん
濫
を
防
止
す
る
と
共
に
、
野

放
し
の
ま
ま
土
地
を
浸
蝕
し
て
い
る
川
幅
の

堤
防
を
構
築
し
て
一
万
一
千
余
坪
の
埋
立
地

を
高
橋
町
と
美
栄
橋
に
得
ら
れ
る
と
い
う
一

石
三
鳥
の
計
画
か
ら
昨
年
八
月
以
来
着
工
さ

れ
た
も
の
で
、
泊
高
橋
か
ら
崇
元
寺
橋
ま
で

の
間
二
千
五
百
二
十
フ
イ
ー
ト
、
こ
れ
を
二

工
区
に
分
け
第
一
工
区
は
泊
高
橋
か
ら
中
の

橋
ま
で
川
幅
十
二
間
を
小
祿
土
建
会
社

代

表
新
崎
武
雄
氏

が
、
第
二
工
区
は
中
ノ
橋

か
ら
崇
元
寺
橋
ま
で
川
幅
八
間
を
沖
縄
木
工

会
社
土
建
部

代
表
宮
里
盛
助
氏

が
工
事

請
負
を
し
て
い
る
。

民
政
府
が
真
和
志
銘
苅
区
へ
融

資
／
軍
用
地
立
退
者
の
／
代

替
地
購
入
に
新
た
な
措
置

琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
１
・
11

真
和
志
市
め
苅
区
の
軍
用
地
立
退
者
二
十
五

戸
に
対
す
る
代
替
土
地
購
入
資
金
と
し
て
十

日
、
民
政
府
か
ら
真
喜
屋
法
務
局
長
に
地
主

の
要
望
ど
お
り
三
百
四
十
二
万
七
千
二
百
五

十
六
円
の
小
切
手
が
手
渡
さ
れ
た
。
こ
の
土

地
購
入
資
金
は
琉
球
政
府
の
管
理
で
軍
用
地

賃
貸
料
を
償
還
財
源
と
し
て
地
主
に
融
資
さ

れ
る
も
の
で
、
将
来
、
米
国
政
府
予
算
に
あ

る
移
住
資
金
五
千
七
百
万
ド
ル

六
億
八
千

四
百
万
円

が
交
付
さ
れ
た
ら
、
こ
れ
に
切

か
え
ら
れ
る
も
の
で
、
今
度
は
民
政
府
の
資

金
か
ら
立
替
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

銘
苅
区
で
軍
用
地
接
収
に
よ
り
昨
年
十
月
、

真
和
志
市
内
安
謝
区
に
移
動
し
た
地
主
ら
が

代
替
地
の
購
入
資
金
を
琉
銀
か
ら
融
資
を
希

望
、
政
府
で
も
折
衝
し
て
い
た
が
、
実
現
せ

ず
、
そ
の
後
、
五
六
年
度
米
政
府
予
算
に
計

上
さ
れ
て
い
る
移
住
資
金
五
千
七
百
万
ド
ル

か
ら
融
資
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
す
で
に
軍
用
地
立
退
地
主
ら
は

こ
の
融
資
を
ア
テ
に
し
て
代
替
地
地
主
と
売

買
契
約
を
す
ま
せ
た
も
の
の
移
住
資
金
の
政

府
へ
の
交
付
が
ま
だ
の
た
め
、
関
係
者
が
困

つ
て
い
た
も
の
で
、
民
政
府
で
、
こ
の
間
の

事
情
を
察
し
、
移
住
資
金
が
と
ど
い
た
ら
、

こ
れ
に
肩
が
わ
り
す
る
こ
と
に
し
て
民
政
府

資
金
か
ら
立
か
え
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
土
地
購
入
資
金
の
融
資
条
件
は
次
の
と

お
り
と
な
つ
て
い
る
。

融
資
額

所
有
軍
使
用
地
の
賃
貸
料
か
ら

訴
願
の
た
め
受
領
を
控
え
た
二
五
％
の
供

託
金
を
除
く
額

七
五
％

の
十
六
カ
年

六
カ
月
分
全
額

融
資
金
利
子
率

無
利
子

償
還
期
限

融
資
の
月
か
ら
十
六
年
六
カ

月支
払
方
法

軍
用
地
賃
貸
料
と
し
て
支
払

わ
れ
る
金

二
五
％
を
供
託
し
て
あ
る
場

合
は
、
期
間
中
は
賃
貸
料
全
額

で
あ
て

る軍
用
地
開
放
の
場
合

万
一
、
償
還
の
途

中
で
軍
用
地
が
開
放
さ
れ
民
政
府
か
ら
賃

貸
料
が
継
続
し
な
い
ば
あ
い
は
、
自
己
資

金
か
ら
払
戻
す
か
ま
た
は
所
有
財
産
を
抵

当
と
し
て
貸
付
金
の
返
済
に
あ
て
る
。

な
お
、
民
政
府
で
は
、
こ
の
軍
用
地
立
退
者

に
対
す
る
代
替
地
購
入
資
金
の
融
資
は
他
の

一
九
五
六
年
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地
域
に
も
適
用
さ
れ
る
と
言
つ
て
お
り
、
す

で
に
伊
江
島
の
立
退
地
主
数
名
も
、
そ
の
融

資
を
申
込
ん
で
お
り
、
法
務
局
が
民
政
府
に

申
請
中
で
あ
る
。

真
喜
屋
法
務
局
長
の
話

今
ま
で
土
地
を

買
う
約
束
で
家
も
建
て
た
が
、
金
が
な
く

て
代
替
地
地
主
に
も
迷
惑
を
か
け
立
退
者

も
真
和
志
市
も
困
つ
て
い
た
が
、
民
政
府

の
好
意
で
解
決
で
き
て
う
れ
し
い
。
民
政

府
で
は
伊
江
島
に
も
適
用
さ
れ
る
と
言
明

し
て
お
り
、
数
名
が
手
続
中
だ
。

こ
れ
で
軍
用
地
の
代
替
地
購
入
に
つ
い
て

は
一
応
解
決
の
途
が
つ
い
た
わ
け
だ
。

「
ス
」
「
マ
」
の
票
争
い
／
訴

え
取
り
下
げ
で
ケ
リ
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那
覇
市
六
区
十
八
組
の
上
津
保
氏
は
昨
年
十

月
の
那
覇
市
議
選
挙
で
、
選
管
委
の
当
選
決

定
に
不
服
、
上
間
長
和
氏
の
当
選
を
取
消
し

原
告
を
当
選
者
と
決
定
す
る
よ
う
訴
え
て
い

た
が
、
十
三
日
あ
さ
開
か
れ
た
中
央
巡
裁
で

は
能
山
判
事
、
原
告
代
理
人
宮
良
、
河
野
両

弁
護
士
、
被
告
那
覇
選
管
委

委
員
長
大
湾

氏

、
被
告
代
り
人
牧
野
弁
護
士
立
会
い
で

上
間
氏
の
得
票
数
の
中
か
ら
誤
認
さ
れ
易
い

と
思
わ
れ
る
票
数
を
取
出
し
た
が
二
十
票
た

ら
ず
し
か
出
な
か
つ
た
の
で
訴
を
取
下
げ

た
、
上
津
氏
の
裁
判
請
求
原
因
は
同
人
の
旧

姓
は
上
江
洲
で
あ
り
、
旧
知
人
の
中
に
は

上
ス

と
書
い
た
も
の
も
い
る
の
で
こ
れ

は
当
然
得
票
数
の
中
に
加
え
ら
れ
る
べ
き
も

の
だ
が
、

上
ス

と

上
マ

の
混
同
で

二
百
数
十
票
上
間
氏
の
得
票
数
の
中
に
誤
認

さ
れ
て
入
つ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
原
告
の

得
票
数
に
加
え
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て

い
た
も
の
。

”
評
価
の
六
％
は
名
の
み
”
／

那
覇
市
軍
用
地
料
の
実
態

琉
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今
年
の
軍
用
地
訴
願
審
理
は
九
日
か
ら
始
つ

た
恩
納
村
を
皮
切
り
に
、
十
六
日
か
ら
那
覇

市
引
続
き
越
来
村
、
伊
江
村
な
ど
九
カ
市
町

村
の
軍
用
地
審
理
、
再
審
理
が
土
地
収
用
委

員
会
で
行
わ
れ
る
が
、
那
覇
市
の
軍
用
地
評

価
及
び
賃
貸
料
は
ど
う
な
つ
て
い
る
だ
ろ
う

か
、
そ
の
実
態
を
こ
ゝ
に
探
つ
て
み
る
。

Ｄ
Ｅ
の
査
定
で
は
那
覇
市
を
一
級
か
ら
六
級

の
地
域
に
わ
け
て
あ
り
、
各
地
域
の
軍
土
地

評
価
価
格
は
一
級
地
域
最
高
三
千
円
、
二
級

二
千
五
百
円
、
三
級
二
千
円
、
四
級
千
八
百

円
、
五
級
千
五
百
円
、
六
級
千
円
と
な
つ
て

い
る
。

軍
の
年
間
土
地
賃
貸
料
は
い
わ
ゆ
る
世
界
的

基
準
と
い
わ
れ
る
土
地
価
格
に
六
パ
ー
セ
ン

ト
を
乗
じ
た
も
の
を
適
正
賃
貸
料
と
み
な
し

て
い
る
が
、
現
在
の
那
覇
市
に
は
軍
評
価
の

土
地
価
格
に
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
乗
じ
た
賃
貸

料
が
支
払
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
一
つ
も
な

い
状
態
で
あ
る
。

さ
ら
に
宅
地
は
他
町
村
が
二
等
地
ま
で
し

か
な
い
に
拘
ら
ず
那
覇
市
で
は
二
十
七
等

ま
で
あ
り
、
そ
の
た
め
那
覇
の
宅
地
が
隣

接
す
る
真
和
志
市
や
小
禄
村
の
宅
地
よ
り

過
少
に
評
価
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

例
を
山
下
町
一
丁
目
に
と
る
と
宅
地
は
十
一

等
か
ら
二
十
等
ま
で
に
区
分
さ
れ
て
い
る
が

最
高
賃
貸
料
が
十
一
等
の
年
間
三
十
円
で
こ

れ
は
軍
の
査
定
方
法
に
よ
る
と
六
十
円
支
払

わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
そ
れ
が
な
さ
れ
て
お

ら
ず
、
ま
た
同
じ
宅
地
で
も
隣
村
の
小
禄
鏡

水
で
は
最
低
三
十
三
円
で
山
下
町
の
一
等
地

よ
り
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
山
下
町
で
は

土
地
使
用
料
に
対
し
最
高
六
百
円
か
ら
最
低

四
百
円
を
適
正
と
し
て
要
望
し
て
い
る
。

ま
た
崇
元
寺
町
は
十
九
等
か
ら
二
十
四
等

ま
で
あ
り
賃
貸
料
は
最
高
年
間
二
十
七
円

最
低
二
十
四
円

坪
当

で
あ
る
が
、
こ

れ
は
真
和
志
市
の
め
苅
、
天
久
、
上
之
屋
、

真
嘉
比
な
ど
の
一
、
二
等
級
四
十
二
円
な

い
し
二
十
七
円
よ
り
遙
か
に
低
い
。

貧
困
者
住
宅
に
補
助
を
…
／
那

覇
市
が
陳
情
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十
四
日
政
府
に
那
覇
市
か
ら
宿
所
提
供
施
設

補
助
金
と
し
て
三
十
六
万
二
千
二
百
五
十
八

円
を
支
給
し
て
も
ら
い
た
い
と
次
の
よ
う
な

陳
情
が
あ
つ
た
。

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

被
保
護
者
及
び
生
活
困
窮
者
に
対
し
、
無
料

で
家
屋
を
提
供
し
て
あ
る
が
、
近
時
増
加
の

一
途
を
辿
る
被
保
護
者
数
と
都
市
地
区
に
お

け
る
住
宅
事
情
の
不
安
定
に
よ
つ
て
増
設
が

要
求
さ
れ
、
市
で
も
五
五
棟
設
置
し
て
あ
る

が
、
そ
の
需
要
が
多
額
に
の
ぼ
り
、
運
営
面

に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
の
で
、
三
十
六
万

二
千
二
百
五
十
八
円
を
補
助
し
て
も
ら
い
た

い
悪
路
を
早
く
直
せ
／
真
和
志
市

民
の
声
き
く
懇
談
会
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真
和
志
市
で
は
去
る
十
六
日
か
ら
行
政
懇
談

会
を
ひ
ら
き
、
翁
長
市
長
以
下
全
課
長
及
び

議
員
が
各
区
を
回
つ
て
、
市
民
と
膝
を
交
え

て
市
政
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
つ
て
い
る

が
、
こ
の
懇
談
会
は
市
民
の
間
に
好
評
の
よ

う
で
、
各
区
と
も
三
十
名
程
度
の
人
た
ち
が

出
席
、
夜
遅
く
ま
で
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
て

い
る
。
市
民
の
市
当
局
に
た
い
す
る
意
見
や

要
望
は
お
お
よ
そ
次
の
通
り
で
あ
る
。

△
税
金

納
税
成
績
が
悪
い
と
言
う
こ
と

で
あ
る
が
、
納
期
ま
で
に
納
め
た
税
金
に

は
一
連
番
号
を
付
し
て
、
後
で
抽
せ
ん
で

賞
金
を
贈
る
よ
う
に
し
た
ら
、
真
和
志
は

一
九
五
六
年
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和
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
多
く
殆
ど
三
｜
四
百
円

程
度
の
税
金
で
あ
る
の
で
よ
く
納
ま
る
と

思
う
。
二
千
万
円
も
滞
納
が
あ
る
と
い
う

こ
と
は
う
な
ず
か
れ
な
い
。
賦
課
と
と
も

に
徴
収
も
公
平
に
し
て
、
ど
し
ど
し
滞
納

処
理
を
す
べ
き
で
あ
る
。

△
道
路

道
路
を
改
修
又
は
新
設
し
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
は
各
区
で
の
要
望
で
あ
つ

た
。
そ
れ
だ
け
真
和
志
の
道
路
が
不
備
で
あ

る
こ
と
を
物
語
つ
て
い
る
が
、
市
民
の
中
に

は
、
ま
ず
当
局
が
道
を
一
本
ず
つ
立
派
に
し

て
い
つ
て
仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
実
績
を

示
せ
ば
税
金
も
よ
く
納
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ

う
と
の
意
見
も
あ
つ
た
。

△
合
併
問
題

市
長
は
早
期
合
併
を
公
約
し

た
が
、
今
も
そ
の
気
持
に
変
り
は
な
い
か
と

そ
の
真
意
を
た
だ
す
質
問
も
あ
つ
た
。

ま
た
一
方
、
合
併
は
必
要
な
こ
と
だ
が
合
併

と
い
う
こ
と
に
頼
り
す
ぎ
て
、
真
和
志
市
と

し
て
や
る
べ
き
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な

い
。
真
和
志
は
真
和
志
と
し
て
の
態
勢
を
確

立
し
て
何
時
で
も
合
併
に
応
ず
る
と
い
う
こ

と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は

那
覇
が
起
債
で
工
事
を
進
め
て
い
る
よ
う
に

真
和
志
も
起
債
し
て
で
も
ど
し
ど
し
仕
事
を

進
め
て
も
ら
い
た
い
。

真
和
志
／
財
政
建
直
し
に
苦
慮

／
移
動
多
く
悪
い
納
税
成
績
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真
和
志
市
の
五
六
年
度
の
予
算
は
前
年
度
の

約
半
分
の
千
五
百
七
十
六
万
三
千
九
十
八
円

で
あ
る
が
、
税
外
収
入
の
殆
ど
な
い
真
和
志

と
し
て
は
財
源
を
税
収
に
頼
る
外
は
な
く
、

予
算
額
の
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
る
約
千
百

六
十
万
円

調
定
額

を
市
税
に
よ
る
収
入

に
求
め
て
い
る
。
一
方
人
件
費
を
見
る
と
八

百
六
十
万
円
で
、
こ
れ
は
全
予
算
の
五
五

パ
ー
セ
ン
ト
に
当
り
、
税
収
の
七
三
パ
ー
セ

ン
ト
が
人
件
費
に
当
て
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
従
つ
て
納
税
の
成
績
如
何
は
す
ぐ

職
員
の
毎
月
の
給
料
の
支
払
い
に
ま
で
ひ
び

い
て
来
て
、
市
の
事
業
を
遂
行
す
る
余
裕
も

な
く
な
る
。
と
こ
ろ
で
真
和
志
市
の
納
税
成

績
は
あ
ま
り
か
ん
ば
し
い
も
の
で
は
な
く
、

五
四
年
度
と
五
五
年
度
だ
け
で
総
予
算
額
に

匹
敵
す
る
千
二
百
五
十
九
万
円
の
滞
納
額
が

あ
る
が
、
市
民
の
移
動
が
多
く
、
無
籍
者
も

多
い
の
で
滞
納
税
の
取
り
立
に
当
局
も
頭
を

悩
ま
し
て
い
る
。

そ
こ
で
財
政
の
建
て
直
し
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
真
和
志
市
で
は
各
区
で
市
政
懇
談
会
を

去
る
十
六
日
か
ら
開
始
し
、
市
民
と
親
し
く

市
政
に
つ
い
て
話
し
合
つ
て
い
る
が
、
特
に

納
税
に
就
て
市
民
の
納
得
と
協
力
を
期
待
し

て
い
る
。
そ
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
納
税

と
徴
収
に
便
利
な

納
税
貯
蓄
組
合

の
結

成
を
奨
励
、
そ
の
組
織
方
法
と
し
て
は
、
納

税
員
を
三
十
人
以
上
と
し
て
職
業
別
又
は
区

域
別
に
結
成
さ
せ
当
局
と
し
て
は
設
置
条
例

を
制
定
し
て
適
当
な
交
付
金
を
組
合
に
補
助

す
る
方
針
で
あ
る
。

競
輪
法
の
撤
廃
、
輸
入
規
制
な

ど
／
市
町
村
議
会
議
長
会
が

政
府
へ
要
請

琉
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沖
縄
市
町
村
議
会
議
長
会

会
長
伊
礼
正
幸

氏

は
二
十
五
日
、
政
府
に
競
輪
法
撤
廃
、

輸
入
規
制
、
パ
イ
ン
増
殖
、
た
い
肥
舎
増
設
、

豚
疫
予
防
強
化
な
ど
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

陳
情
書
を
出
し
た
。
去
る
十
一
日
の
同
会
総

会
で
決
議
し
た
も
の
で
あ
る
。

競
輪
法
の
撤
廃

競
輪
事
業
は
非
生
産
的
、
非
教
育
的
な
も

の
で
大
衆
の
生
活
と
経
済
と
人
情
を
破
壊

す
る
ト
博
で
あ
り
、
人
権
擁
護
全
沖
縄
住

民
大
会
で
も
十
項
目
の
弊
害
を
あ
げ
反
対

し
て
お
り
世
論
も
反
対
し
て
い
る
の
で
競

輪
法
を
撤
廃
し
競
輪
事
業
を
停
止
し
て
も

ら
い
た
い
。

島
産
保
護
の
た
め
の
輸
入
調
節

五
四
年
中
に
生
鮮
野
菜
二
十
三
万
五
千
四
百

九
十
七
ド
ル
、
乾
燥
野
菜
五
十
四
万
三
千
四

十
七
ド
ル
、
肉
類
十
六
万
六
千
四
百
九
十
八

ド
ル
が
輸
入
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
い
つ
た
輸
入
は
産
業
意
欲
の
低
下
と
産

業
不
振
を
来
た
す
憂
い
が
あ
る
。
政
府
で
は

島
産
品
の
数
量
、
生
産
時
期
な
ど
を
考
え
島

産
品
と
輸
入
品
と
の
輸
入
調
節
を
は
か
つ
て

も
ら
い
た
い
。

パ
イ
ン
の
増
殖

パ
イ
ン
は
沖
縄
の
風
土
に
最
も
適
し
た
有
望

な
作
物
な
の
で
、
次
の
こ
と
に
よ
つ
て
一
段

と
増
殖
を
は
か
つ
て
ほ
し
い
。

１
、
栽
培
面
積
の
増
加

現
在
政
府
が
補

助
し
て
い
る
沖
縄
本
島
の
栽
培
面
積
二
十

五
町
歩
を
二
百
五
十
町
歩
か
ら
三
百
町
歩

ま
で
増
や
し
て
ほ
し
い
。

２
、
栽
培
の
補
助
金
増
額

現
在
の
栽
培

補
助
一
坪
当
り
六
円
を
十
円
に
増
額

３
、
開
拓
の
補
助
機
関
設
置
及
び
機
械
の

貸
与

た
い
廏
水
肥
舎
の
増
設
奨
励

多
く
の
農
家
が
た
い
廏
肥
を
せ
つ
か
く
た
い

積
し
て
も
露
天
に
さ
ら
し
十
分
な
腐
熟
を
さ

せ
る
事
が
で
き
な
い
あ
り
さ
ま
で
そ
の
施
設

が
痛
感
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
農
家
の
状

態
で
は
建
設
資
金
が
な
く
困
つ
て
い
る
。
次

の
よ
う
な
措
置
で
そ
の
増
設
を
は
か
つ
て
も

ら
い
た
い
。

１
、建
設
補
助
額
を
六
〇
％
に
引
上
げ
る
。

２
、
年
次
計
画
で
各
市
町
村
農
家
の
八

〇
％
ま
で
建
設
さ
せ
る
。

一
九
五
六
年

昭
和
三
十
一
年

一
月

四
七
六



豚
疫
予
防
の
強
化
と
殺
豚
手
当
総
額

豚
の
飼
育
数
十
万
七
千
八
百
三
十
九
頭
で
農

家
経
済
に
寄
与
す
る
所
が
大
き
い
が
五
四
年

中
に
も
発
生
豚
三
千
七
百
九
十
四
頭
の
う
ち

一
千
九
百
七
十
頭

罹
病
豚
の
五
〇
％

が

死
ん
で
い
る
よ
う
に
豚
疫
の
被
害
が
大
き

い
。
そ
の
絶
滅
を
は
か
る
た
め
政
府
が
毎
年
一
回

や
つ
て
い
る
予
防
注
射
を
年
三
回
行
い
、
殺

豚
手
当
を
実
際
値
の
五
割
に
増
額
し
て
も
ら

い
た
い
。

代
替
地
の
斡
旋
を
／
立
退
き
の

楚
辺
区
民
に
政
府
が
…
軍
に

要
請
沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
１
・
31

楚
辺
電
信
所
拡
張
工
事
に
伴
う
民
家
三
十
七

戸
の
移
転
に
つ
い
て
は
、
先
に
民
政
府
か
ら

琉
球
政
府
の
責
任
で
あ
る
と
の
回
答
が
あ
つ

た
が
、
三
十
日
政
府
で
は
代
替
地
一
千
五
百

坪
の
斡
旋
の
た
め
再
度
民
政
府
に
次
の
よ
う

要
請
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

△
工
事
に
支
障
す
る
三
十
七
戸
の
移
転
に
つ

い
て
は
、
当
政
府
に
お
い
て
早
速
そ
の
居
住

者
と
直
接
協
議
す
る
が
、
円
滑
な
る
移
転
を

完
了
せ
し
め
る
た
め
、
移
転
地
の
斡
旋
が
先

決
で
住
民
福
祉
を
損
ず
る
こ
と
な
く
一
千
五

百
坪
の
敷
地
を
他
に
斡
旋
し
て
も
ら
い
た

い
。
な
お
移
転
補
償
費
は
当
政
府
で
負
担
す

る
。那

覇
市
に
特
別
補
助
金
／
８
、７
０
０

万
円
の
支
出
決
定
／
都
計
大

幅
に
促
進
／
『
首
都
建
設
法
』

に
主
席
署
名
　
　

琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
２
・
10

民
政
府
は
九
日
、
那
覇
市
の
都
市
計
画
に
対

し
八
千
七
百
万
円
の
特
別
補
助
金
を
出
す
こ

と
を
決
め
、
政
府
で
も
こ
れ
と
タ
イ
ア
ツ
プ

し
て
比
嘉
主
席
が
”
首
都
建
設
法
”
に
署
名

を
行
つ
た
。
こ
の
立
法
と
特
別
補
助
金
に
よ

つ
て
那
覇
市
の
都
計
は
大
幅
に
促
進
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
主
要
幹
線
の
ほ
と
ん
ど
が
整

備
で
き
る
こ
と
に
な
つ
た
。
ま
た
、
今
ま
で

ガ
リ
オ
ア
の
見
返
資
金
が
復
金
長
期
融
資
と

政
府
行
政
費
補
助
金
に
使
わ
れ
て
い
た
ほ

か
、
こ
の
那
覇
市
へ
の
補
助
を
初
の
ケ
ー
ス

と
し
て
新
た
に
市
町
村
の
緊
急
重
要
施
設
に

対
し
て
も
特
別
措
置
と
し
て
復
金
を
通
じ
償

還
の
必
要
の
な
い
補
助
金
と
し
て
支
出
さ
れ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
つ
た
。

那
覇
市
で
は
都
市
計
画
事
業
費
と
し
て
現
行

予
算
に
一
億
三
千
万
円
を
計
上
し
て
い
る

が
、
こ
ん
ど
の
都
計
特
別
補
助
金
の
交
付
を

機
会
に
三
月
六
日
の
定
例
市
会
に
予
算
補
正

を
提
案
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

補
正
の
内
容
は
、
こ
の
特
別
補
助
金
八
千
七

百
万
円
の
ほ
か
に
▽
水
道
敷
設
費

起
債

四
千
七
百
六
十
万
円
▽
道
路
拡
張
工
事
費

起
債

一
千
四
百
万
円
を
加
え
、
総
額
一

億
四
千
八
百
六
十
万
円
を
追
加
す
る
予
定
と

な
つ
て
お
り
、
那
覇
の
都
計
費
は
現
行
予
算

の
一
億
三
千
万
円
か
ら
一
躍
二
倍
を
超
え
る

二
億
七
千
八
百
六
十
万
円
と
な
る
こ
と
に
な

つ
た
。

な
お
政
府
の
那
覇
市
に
対
す
る
都
計
事
業
補

助
は
現
年
度
七
百
万
円
で
近
く
こ
れ
も
交
付

の
予
定
と
な
つ
て
い
る
。

八
千
七
百
万
円
の
特
別
補
助
で
那
覇
市
は
次

の
都
計
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。

【
道
路
、
橋
】

久
茂
地
川
沿
岸

お
成
橋
、
中
之
橋
間
の
道

路
舗
装
工
事
で
久
茂
地
川
の
西
側
に
ア
ス
フ

ア
ル
ト
道
路
を
完
成
す
る
。

道
路
工
費
六
百
十
五
万
円
、
橋
二
カ
所
で
三

百
二
十
万
円
計
九
百
三
十
五
万
円

ハ
ー
バ
ー
ビ
ユ
ー

ハ
ー
バ
ー
ビ
ユ
ー
、
那

覇
高
校
間
の
ア
ス
フ
ア
ル
ト
道
路
工
事
、
工

費
六
百
四
十
万
、

旧
税
務
署
一
号
線

旧
税
務
署
か
ら
一
号
線

に
新
道
路
を
通
し
牧
志
通
り
の
交
通
量
の
減

少
を
は
か
る
。
道
路
工
費
六
百
五
十
万
円
、

橋
一
カ
所
で
二
百
四
十
万
円
の
計
八
百
九
十

万
円
。

前
島

久
茂
地
川
か
ら
一
号
線
に
至
る
道
路

舗
装
、
工
費
三
百
五
十
万
円
、

牧
志
道
路
延
長

那
覇
署
か
ら
旧
那
覇
駅
に

設
置
す
る
バ
ス
セ
ン
タ
ー
に
至
る
道
路
の
舗

装
工
費
百
六
十
万
円
。

美
栄
橋

牧
志
通
り

沖
銀
前

か
ら
一
号

線
に
至
る
新
設
道
路
工
事
百
二
十
万
円
、
橋

一
カ
所
二
百
四
十
万
円
、計
四
百
五
十
万
円
、

港
道
路

那
覇
港
泊
港
を
結
ぶ
ア
ス
フ
ア
ル

ト
道
路
で
那
覇
港
と
泊
港
を
こ
の
道
路
を
通

じ
て
直
結
さ
せ
る
。
工
費
九
百
五
十
万
円
。

那
覇
港

一
号
線
か
ら
琉
銀
に
至
る
道
路
の

舗
装
、
工
費
二
百
七
十
万
円
。

【
河
川
改
修
】

久
茂
地

崇
元
寺
橋
か
ら
月
見
橋
に
至
る
河

川
の
改
修
工
事
で
工
費
二
千
三
百
九
十
五
万

円
を
投
じ
て
都
市
美
に
景
観
を
そ
え
る
。

安
里
上
流

崇
元
寺
橋
か
ら
姫
百
合
橋
に
至

る
河
川
の
改
修
で
工
費
一
千
万
円
。

【
市
営
住
宅
】

現
在
建
設
を
決
定
さ
れ
て
い
る
市
営
住
宅
の

外
に
二
百
五
十
棟
分
を
補
助
す
る
。
工
費
六

百
六
十
万
。

感
無
量

比
嘉
主
席
の
話

過
去
数
年
待
望
し
て
い
た

首
都
建
設
法
に
署
名
で
き
た
の
は
感
無
量
で

あ
る
。

那
覇
市
は
琉
球
の
首
都
と
し
て
政
府
も
能
う

限
り
の
援
助
を
す
る
責
任
を
感
じ
て
お
り
、

で
き
る
だ
け
の
こ
と
を
し
て
き
た
が
要
望
に

応
え
る
だ
け
の
予
算
措
置
が
で
き
ず
遺
憾
に

思
つ
て
い
た
。
そ
こ
で
当
間
市
長
と
と
も
に

一
九
五
六
年

昭
和
三
十
一
年

一
｜
二
月

四
七
七



民
政
府
に
特
別
援
助
を
要
望
し
続
け
て
来
た

が
、
こ
の
度
八
千
七
百
万
円
と
い
う
巨
額
の

援
助
を
決
め
た
の
で
あ
る
。

民
政
府
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
那
覇
市
は
今

後
も
一
層
政
府
と
の
連
繋
を
緊
密
に
し
て
首

都
建
設
に
最
善
の
努
力
を
し
て
も
ら
い
た

い
。
な
お
他
の
市
町
村
の
緊
急
重
要
施
設
に
対
し

て
も
特
別
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
よ
う
目
下
極

力
折
衝
中
で
あ
る
。

前
途
に
光
明

当
間
市
長
の
話

首
都
建
設
法
の
署
名
は
那

覇
市
の
前
途
に
光
明
を
与
え
る
も
の
で
政
府

に
感
謝
す
る
。
こ
の
立
法
の
裏
付
と
も
い
う

べ
き
財
政
的
援
助
が
民
政
府
に
よ
り
八
千
七

百
万
円
の
特
別
補
助
と
な
つ
た
こ
と
は
喜
び

に
た
え
な
い
。

こ
れ
は
主
席
に
た
い
し
市
議
会
と
と
も
に
懇

望
し
て
い
た
も
の
で
民
政
府
の
御
好
意
で
実

現
で
き
衷
心
感
謝
に
た
え
ぬ
。
年
度
中
に
巨

額
の
補
助
を
も
ら
い
消
化
す
る
に
大
き
な
努

力
を
要
す
る
の
で
全
能
力
を
傾
け
て
早
急
に

工
事
を
完
成
し
両
政
府
の
御
好
意
に
お
応
え

し
た
い
と
思
つ
て
い
る
。

地
番
呼
称
近
く
改
正
／
那
覇
市

が
熊
本
県
人
会
へ
回
答

琉
新
・
夕
　
１
９
５
６
・
２
・
11

那
覇
市
で
は
さ
き
に
熊
本
市
沖
縄
県
人
会
で

決
議
さ
れ
た
那
覇
市
地
番
の
呼
称
改
正
に
つ

い
て
の
要
望
に
つ
い
て

現
行
の
地
番
の
呼

称
は
暫
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
旧
町
の
呼
称

が
当
然
な
の
で
近
く
改
正
す
る
準
備
を
進
め

て
い
る

と
回
答
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

な
お
同
決
議
は
那
覇
市
○
区
を
○
班
と
い
う

現
在
の
呼
称
は
植
民
地
的
な
ひ
び
き
を
伝
え

好
ま
し
く
な
い
、
特
に

”
松
尾
区
Ｂ
二
十

九
”
な
ど
と
い
う
呼
称
は
言
語
道
断
と
し
て

那
覇
市
長
宛
改
正
を
要
望
し
た
も
の
で
あ

る
。”

首
都
建
設
法
”
公
布
さ
る
／

委
員
会
七
月
発
足
の
予
定

琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
２
・
12

立
法
第
二
号
”
首
都
建
設
法
”
が
十
一
日

公
布
さ
れ
同
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

首
都
建
設
法
は
那
覇
市
を
琉
球
の
首
都
と

し
て
十
分
に
そ
の
政
治
、
経
済
、
文
化
等

に
つ
い
て
の
機
能
を
発
揮
し
得
る
よ
う
計

画
し
、
建
設
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
政
府

の
機
関
と
し
て
”
首
都
建
設
委
員
会
”
を

設
け
首
都
建
設
計
画
を
作
成
し
、
そ
の
実

施
の
推
進
に
あ
た
ら
せ
る
こ
と
に
な
つ
て

い
る
。

首
都
建
設
委
員
会
の
組
織

委
員
長

行
政
副
主
席

委
員

▽
内
政

局
長
▽
工
交
局
長
▽
那
覇
市
長
▽
学
識
経
験

者
五
名

立
法
院
の
同
意
を
経
て
主
席
が
任

命事
務
局

委
員
会
に
関
す
る
事
務
を
処
理
さ

せ
る
た
め
委
員
会
に
事
務
局
を
お
く
。

政
府
の
援
助
、
助
成

１
、
政
府
と
那
覇
都
計
区
域
内
の
市
町
村
お

よ
び
関
係
事
業
者
は
首
都
建
設
計
画
の
作
成

と
実
施
に
で
き
る
限
り
協
力
し
援
助
を
与
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
て
あ
る
。

２
、
政
府
は
都
計
区
域
内
市
町
村
の
同
意
を

得
て
政
府
と
市
町
村
が
分
担
し
て
執
行
す
る

事
業
種
別
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
、
政
府
は
首
都
建
設
事
業
の
用
に
供
す
る

た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
政
府

所
有
の
普
通
財
産
を
譲
与
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
主
席
の
報
告

主
席
は
毎
年
一
回
、
立
法
院

に
対
し
首
都
建
設
事
業
の
状
況
を
報
告
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

首
都
建
設
委
員
会
の
設
置
は
、
こ
れ
に
要

す
る
経
費
の
支
出
が
予
算
上
可
能
と
な
つ

た
と
き
に
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
付
則
に
定

め
ら
れ
て
い
る
が
、
政
府
で
は
来
る
七
月

の
新
年
度
か
ら
発
足
さ
せ
る
つ
も
り
で
そ

の
経
費
を
五
七
年
度
予
算
に
計
上
し
よ
う

と
検
討
を
す
す
め
て
い
る
。

市
税
二
年
分
の
贈
物
／
那
覇
市

軍
補
助
の
八
千
七
百
万
円

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
２
・
13

八
千
七
百
万
円
の
特
別
補
助
で
那
覇
市
は
色

め
き
立
つ
て
い
る
。
春
と
と
も
に
土
建
ブ
ー

ム
が
や
つ
て
く
る
と
、
早
く
も
期
待
さ
れ
て

い
る
が
、
さ
て
、
こ
の
八
千
七
百
万
円
は
那

覇
市
に
と
つ
て
ど
れ
ほ
ど
の
恩
恵
で
あ
つ
た

か
、
那
覇
市
の
五
六
年
度
予
算
か
ら
推
し
て

み
よ
う
。

那
覇
市
五
六
年
度
予
算
は
総
額
一
億
二
千
八

百
二
十
七
万
三
千
九
百
五
十
八
円
で
、
そ
の

才
入
の
内
訳
を
大
別
す
る
と
税
収
入
が
約
三

千
三
百
万
円
、税
外
収
入
約
三
千
八
百
万
円
。

そ
の
他
は
市
が
復
金
か
ら
借
入
れ
て
才
入
に

繰
入
れ
る
の
と
、
政
府
補
助
で
あ
る
。
那
覇

市
の
純
然
た
る
収
入
、
つ
ま
り
、
市
民
が
負

担
す
る
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
税
金
と
、
市
場

や
、
泊
港
、
そ
の
他
か
ら
市
の
稼
ぐ
税
外
収

入
の
合
計
、
約
七
千
一
百
万
円
か
ら
す
る
と
、

今
度
の
軍
補
助
は
そ
の
一
二
二
％
に
当
つ
て

い
る
。
直
接
負
担
の
税
金
に
よ
る
収
入
か
ら

す
る
と
ま
さ
に
二
カ
年
分
で
あ
る
。

才
出
予
算
を
大
別
す
る
と
、
土
木
費
四
千
百

万
円
、
都
計
費
五
百
万
円
、
社
会
費
二
千
四

百
万
円
、
衛
生
費
四
百
万
円
、
経
済
振
興
費

四
百
万
円
。
以
上
が
事
業
費
で
締
め
て
七
千

八
百
万
円
、
他
は
人
件
費
な
ど
の
経
営
費
と
、

公
債
費

復
金
借
入
の
償
還
す
る
額

で
あ
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る
。
今
度
の
補
助
は
那
覇
市
の
全
事
業
費
の

一
一
一
％
に
当
る
額
で
、
と
く
に
、
土
木
費
、

都
計
費
の
合
計
四
千
六
百
万
円
と
比
べ
る
と

約
二
倍
に
当
る
額
だ
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
土

木
、
都
計
費
の
合
計
四
千
六
百
万
円
の
内
容

を
み
る
と
、
復
金
借
入
が
二
千
五
百
万
円
、

政
府
補
助
が
七
百
万
円
で
、
市
の
自
力
は
僅

か
に
千
四
百
万
円
で
あ
る
。
従
つ
て
、
軍
補

助
額
は
市
の
土
木
、
都
計
事
業
の
自
力
負
担

額
の
六
年
分
を
超
す
わ
け
で
あ
る
。

市
立
図
書
館
の
設
置
／
郷
土
史

研
究
会
が
那
覇
市
に
要
請
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郷
土
歴
史
研
究
会
会
長
山
田
有
幹
氏
、
会
員

山
里
永
吉
氏
、
城
間
朝
教
氏
、
与
那
国
善
三

氏
ら
は
十
三
日
当
間
那
覇
市
長
に
市
立
図
書

館
の
設
置
を
陳
情
し
た
。
こ
れ
は
市
立
図
書

館
の
設
置
に
よ
り
、
各
地
に
分
散
し
て
い
る

郷
土
関
係
の
資
料
を
集
め
よ
う
と
い
う
も
の

で
那
覇
市
で
は
こ
の
陳
情
に
対
し
市
当
局
と

し
て
も
市
立
図
書
館
の
設
置
は
都
市
計
画
の

中
に
含
ま
れ
て
お
り
、
な
る
べ
く
早
急
に
着

工
す
る
予
定
で
あ
る
と
回
答
し
た
。

山
田
会
長
の
話

郷
土
史
の
研
究
は
地
元

が
主
体
と
な
つ
て
や
る
べ
き
だ
が
、
資
料
の

不
足
の
た
め
逆
に
地
元
側
が
リ
ー
ド
さ
れ
て

い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
郷
土
資
料

を
集
め
る
こ
と
に
よ
り
、
地
元
側
の
郷
土
史

研
究
熱
を
高
め
、
権
威
あ
る
も
の
に
し
た
い
。

与
儀
に
四
万
坪
の
公
園
／
真
和

志
含
め
都
計
区
域
を
拡
張
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十
七
日
の
都
市
計
画
審
議
会
で
那
覇
都
市
計

画
区
域
に
真
和
志
市
を
含
め
る
拡
張
案
が
承

認
さ
れ
、
こ
ゝ
に
那
覇
市

旧
首
里
小
禄
を

含
む
七
百
二
十
九
万
坪

真
和
志
市

三
百

九
十
一
万
坪

計
千
百
二
十
万
坪
に
わ
た
る

都
市
計
画
区
域
が
決
定
し
た
。
以
下
都
市
計

画
審
議
会
で
本
決
ま
り
と
な
つ
た
那
覇
都
市

計
画
決
定
書
か
ら
今
後
こ
の
地
域
に
つ
く
り

あ
げ
ら
れ
る
首
都
の
概
要
を
の
ぞ
い
て
み
よ

う
。
こ
の
都
市
計
画
は
一
、
区
域
内
に
で
き
る
限

り
の
空
地
緑
地
を
設
け
る
二
、
人
口
の
密
集

化
を
防
止
し
人
口
の
適
切
な
る
配
分
を
な
す

三
、
都
市
の
自
然
美
を
保
護
育
成
す
る
と
共

に
観
光
客
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
施
設
特
に
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
慰
楽
設
備
を
す
る
四
、
市

街
内
の
墓
地
を
整
理
す
る
五
、
人
口
密
集
を

防
止
す
る
た
め
に
旧
市
街
の
区
画
整
理
お
よ

び
各
種
セ
ン
タ
ー
を
分
散
配
置
す
る
六
、
住

居
地
域
は
小
校
を
中
心
に
近
隣
住
区
方
式
を

採
用
し
、
環
境
の
整
備
を
図
る
七
、
道
路
河

川
の
新
設
拡
張
を
な
し
都
市
機
能
、
都
市
衛

生
を
向
上
さ
せ
る
八
、
首
都
と
し
て
の
都
心

区
を
計
画
す
る
と
い
う
基
本
方
針
の
も
と
に

計
画
さ
れ
た
も
の
で
、
特
に
公
園
は
数
多
く

設
置
さ
れ
て
お
り
、
与
儀
の
試
験
場
敷
地
に

四
万
六
千
坪
の
大
公
園
が
で
き
る
な
ど
都
市

の
美
化
が
十
分
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
、
今
度

決
定
し
た
都
市
計
画
書
か
ら
主
な
も
の
を
あ

げ
て
み
よ
う
。

公
館
地
区

お
成
橋
通
り
沿
線
と
那
覇
署

ハ
ー
バ
ー
ビ
ユ
ー
通
り
沿
線
の
三
万
五
千
坪

を
公
館
地
区
に
決
定
、
現
在
各
所
に
点
在
し

て
い
る
官
庁
そ
の
他
の
公
館
を
こ
の
一
帯
に

集
め
、
沖
縄
の
政
治
の
要
衝
と
す
る
。

学
校

現
那
覇
中
校
を
小
学
校
に
、
現
上
山

中
校
を
小
学
校
に
転
用
、
若
狭
埋
立
地
に
三

千
坪
の
中
校
を
新
設
す
る
。
前
島
町
に
五
千

坪
の
小
中
校
を
新
設
、
美
田
原
に
四
千
坪
、

神
里
原
に
五
千
五
百
坪
の
中
校
を
そ
れ
ぞ
れ

新
設
す
る
。

公
園

都
市
美
化
の
立
場
か
ら
公
園
地
を
多

く
と
つ
て
あ
る
。現
遊
園
地
の
九
千
二
百
坪
。

奥
武
山
八
万
一
千
八
百
十
坪
、
波
之
上
六
千

七
百
八
十
坪
、
夫
婦
岩
千
九
百
二
十
坪
、
子

供
博
物
館
二
万
二
千
六
百
八
十
坪

周
辺
の

旧
墓
地
を
公
園
化
す
る

旧
ミ
ス
日
本
裏
千

九
百
二
十
坪
、
那
覇
消
防
署
裏
二
千
八
百
八

十
坪
、
希
望
ガ
丘
二
千
六
百
八
十
坪
、
牧
志

御
嶽
六
百
四
十
坪
、
竜
た
ん
八
千
八
百
六
十

坪
、
与
儀
試
験
場
四
万
六
千
坪
、
崇
元
寺
二

千
八
百
八
十
坪
、弁
ガ
岳
七
千
八
百
七
十
坪
、

高
良
御
嶽
六
百
四
十
坪
、
小
禄
津
真
田
千
二

百
八
十
坪
の
丘
陵
地
、
墓
地
、
水
辺
、
名
勝

地
を
公
園
と
し
、
市
民
の
健
康
と
都
市
の
美

観
に
役
立
た
せ
る
。

広
場

旭
橋
、
久
茂
地
、
高
橋
、
安
里
十
字

路
に
交
通
広
場
を
設
け
古
波
蔵
、
与
儀
に
美

観
広
場
を
設
置
す
る
。

市
町
村
長
も
選
挙
運
動
で
き
る

／
中
央
選
挙
委
選
挙
法
解
釈

を
統
一
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中
央
選
挙
委
員
会
で
は
二
十
二
日
さ
き
に
各

市
町
村
選
管
委
に
対
し
て
行
つ
た
立
法
議
員

選
挙
法
の
公
聴
会
で
出
さ
れ
た
同
法
の
疑
義

に
つ
い
て
法
務
局
と
合
議
の
上
、
そ
の
解
釈

を
決
め
市
町
村
選
挙
管
理
委
に
通
知
し
た
。

選
挙
権
の
要
件
た
る
琉
球
住
民

一
、
出
入
国
管
理
令
に
基
い
て
副
長
官
か
ら

永
住
許
可
が
あ
つ
て
現
に
琉
球
内
に
居
住
し

て
い
て
も
琉
球
住
民
に
は
含
ま
れ
ず
従
つ
て

選
挙
権
も
有
し
な
い
。

二
、
外
国
人
が
琉
球
政
府
章
典
の
規
定

第

三
条

に
基
い
て
琉
球
住
民
と
し
て
の
資
格

を
取
得
し
た
場
合
に
は
取
得
し
て
か
ら
三
カ

月
経
過
し
な
け
れ
ば
選
挙
権
を
有
し
な
い
。

△
選
挙
事
務
従
事
者
の
不
在
者
投
票
　
そ

の
投
票
区
の
あ
る
市
町
村
の
投
票
区
内
に
お

い
て
選
挙
事
務
に
従
事
す
る
も
の
も
不
在
投

票
の
適
用
が
な
い
の
で
投
票
管
理
者
は
出
来
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る
だ
け
そ
の
投
票
区
内
に
選
挙
権
を
有
す
る

も
の
を
も
つ
て
投
票
管
理
者
に
専
任
し
て
棄

権
防
止
に
万
全
を
期
し
た
方
が
よ
い
。

△
不
在
投
票
後
に
選
挙
権
を
喪
失
し
た
も

の
の
取
扱

選
挙
法
に
基
い
て
な
し
た
不
在

投
票
を
投
票
日
ま
で
保
管
中
に
そ
の
不
在
投

票
を
な
し
た
も
の
の
中
に
死
亡
し
た
者
、
住

居
を
移
転
し
た
者
又
は
失
格
者
が
あ
つ
た
場

合
は
投
票
当
日
の
選
挙
権
を
有
し
て
い
な
い

方
と
し
て
そ
の
不
在
投
票
は
投
票
管
理
者
に

お
い
て
当
然
投
函
出
来
な
い
。

供
託

供
託
は
選
挙
告
示
の
期
日
前
で
も

可
能
で
あ
る
。

徴
税
吏
員

選
挙
運
動
を
禁
止
さ
れ
る
徴

税
吏
員
は
こ
の
中
に
市
町
村
長
は
含
ま
れ
ず

市
町
村
長
か
ら
徴
税
委
任
を
受
け
た
区
長
は

含
ま
れ
る
と
解
す
る
。

外
人
の
選
挙
運
動
に
つ
い
て
は
別
段
の
規

定
は
な
い
の
で
や
つ
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る

布
令
選
挙
法
に
よ
る
処
刑
者

布
令
第
五

七
号

立
法
院
議
員
選
挙
法

に
よ
つ
て
刑

に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
つ
た
も
の
は

民
立
法
に
よ
る
新
選
挙
法
に
規
定

第
二
百

十
条

さ
れ
た
選
挙
犯
罪
に
よ
る
処
刑
者
に

対
す
る
選
挙
権
及
び
被
選
挙
権
の
停
止
期
間

と
の
関
係
は
な
い
も
の
と
解
す
る
。

選
挙
事
務
所
の
設
置
場
所

選
挙
の
当
日

に
お
い
て
投
票
場
を
設
け
た
場
所
の
入
口
か

ら
一
町
以
外
の
区
域
に
限
り
選
挙
事
務
所
を

設
置
出
来
る

第
百
十
三
条

の
で
平
常
の

場
合
は
投
票
場
を
設
け
た
場
所
の
入
口
か
ら

一
町
以
内
の
区
域
に
選
挙
事
務
所
を
設
置
す

る
こ
と
も
差
し
つ
か
え
な
い
と
解
す
る
。

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
個
所

ア
メ
リ
カ
合
衆

国
軍
隊
お
よ
び
そ
の
代
行
機
関
も
し
く
は
そ

れ
ら
の
職
員
は
政
府
又
は
市
町
村
が
所
有
し

も
し
く
は
管
理
す
る
も
の
に
は
選
挙
運
動
の

た
め
に
使
用
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す
る
事

が
出
来
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
て
同
ポ
ス

タ
ー
以
外
の
演
説
会
の
広
告
の
た
め
に
使
用

す
る
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
に
つ
い
て
は
何
ら
禁

止
規
定
が
な
い
の
で
こ
れ
ら
の
場
所
に
掲
示

し
て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
と
解
す
る
。

教
育
四
法
案
葬
ら
る
／
民
政
府

の
承
認
拒
否
で
／
主
席
署
名

行
わ
ず
廃
案
に
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去
る
立
法
院
臨
時
会
で
可
決
さ
れ
た
教
育
基

本
法
、
教
育
委
員
会
法
、
学
校
教
育
法
、
社

会
教
育
法
の
教
育
四
法
案
は
二
十
四
日
、
民

政
府
か
ら
承
認
を
拒
否
さ
れ
た
。
こ
の
た
め

比
嘉
主
席
は
同
日
が
署
名
期
限
と
な
つ
て
い

る
”
教
育
基
本
法
案
”
に
署
名
を
行
わ
ず
廃

案
と
し
、
残
る
三
法
案
も
同
様
に
署
名
期
限

の
三
月
六
日
ま
で
に
署
名
を
行
わ
ず
ポ
ケ
ツ

ト
・
ビ
ー
ト
ー

廃
棄

と
す
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
な
お
、
教
育
四
法
案
の
拒
否

に
よ
つ
て
第
七
回
臨
時
議
会
可
決
法
案
は
全

部
処
理
さ
れ
た
。
教
育
四
法
案
を
拒
否
し
た

民
政
府
書
簡
の
内
容
は
次
の
と
お
り

一
、
さ
き
に
立
法
院
を
通
過
し
た
教
育
基
本

法
案
の
英
語
訳
は
受
領
し
た
。
同
時
に
議
決

さ
れ
た
、
学
校
教
育
法
、
教
育
委
員
会
法
、

社
会
教
育
法
の
三
法
案
も
検
討
し
た
が
、
こ

の
四
法
案
が
相
互
に
連
関
す
る
こ
と
は
、
は

つ
き
り
し
て
い
る
。

こ
の
四
法
案
を
別
々
に
考
慮
し
よ
う
と
す
れ

ば
、
提
案
さ
れ
た
教
育
計
画
の
全
構
造
を
バ

ラ
バ
ラ
に
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
果
、

違
つ
た
法
律
の
寄
せ
集
め
と
な
り
、
そ
れ
で

は
琉
球
教
育
の
健
全
な
る
発
展
を
促
進
し
プ

ラ
ス
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
四
法
案
は
何
れ
も
一
つ
と
し
て
孤
立
し

て
は
意
味
の
な
い
も
の
で
あ
る
の
で
、
相
互

関
連
性
と
い
う
見
地
か
ら
検
討
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

二
、
こ
の
よ
う
に
検
討
し
た
結
果
、
こ
の

四
法
案
の
中
に
は
、
琉
球
教
育
の
任
務
を

強
化
、
増
進
す
る
立
派
な
規
定
が
多
い
こ

と
が
わ
か
る
。
教
育
計
画
を
考
慮
す
る
に

当
つ
て
琉
球
政
府
は
こ
の
よ
う
な
規
定
を

守
り
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
、
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
四
法
案
に
は
琉

球
政
府
設
立
の
基
礎
た
る
権
威
の
分
裂
を
さ

せ
る
よ
う
な
規
定
も
あ
る
よ
う
に
見
え
る
、

そ
れ
は
主
と
し
て
教
育
委
員
会
法
案
で
あ

る
。
そ
れ
は
こ
の
法
律
を
起
草
し
た
立
法
院
の
委

員
会
が
本
政
府
に
説
明
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ

ば
、
教
育
を
行
政
部
門
か
ら
分
離
し
て
政
府

の
現
在
の
三
部
門
と
並
行
の
段
階
に
事
実
上

置
く
も
の
で
あ
る
。
琉
球
政
府
法
務
局
長
が

本
政
府
の
職
員
と
討
議
し
て
こ
の
法
律
を
法

的
に
検
討
し
た
結
果
、
委
員
会
の
説
明
し
た

上
記
の
意
図
を
確
認
し
た
。

な
お
ア
イ
マ
イ
な
点
が
あ
る
の
を
考
慮
し
た

と
こ
ろ
、
本
法
案
の
意
図
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
本
政
府
に
お
い
て
は
努
力
し
た
が
、
本

法
案
で
実
際
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
皆
が
皆
十
分
に
意
見
の
一
致
を
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な

つ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
、
こ
の
法

律
の
解
釈
は
必
然
的
に
最
初
か
ら
こ
れ
に
関

係
し
た
立
法
院
議
員
の
説
明
し
た
意
図
に
従

わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

更
に
ま
た
立
法
院
を
通
過
し
た
こ
の
法
案
は

政
府
の
各
部
門
に
与
え
ら
れ
て
い
る
の
と
全

く
同
等
の
権
限
を
中
央
教
育
委
員
会
に
確
保

す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
解
釈
に
な
る
。

そ
れ
で
、
こ
の
法
律
は
中
央
教
育
委
員
会
に

対
し
て
布
告
十
三
号

琉
球
政
府
の
設
立

に
よ
り
行
政
主
席
に
与
え
ら
れ
た
行
政
権
と

分
離
、
無
関
係
に
教
育
に
関
係
す
る
行
政
権

を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

教
育
行
政
と
い
う
行
政
の
一
大
分
野
の
行
政

一
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の
最
終
責
任
の
遂
行
を
切
離
す
と
い
う
こ
と

は
全
般
的
行
政
の
健
全
な
る
計
画
を
破
壊
す

る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

四
、
な
お
注
意
す
べ
き
も
う
一
つ
の
こ
と
は
、

高
等
教
育
計
画
の
行
政
に
大
事
な
規
定
を
設

け
る
た
め
の
他
の
立
法
を
予
定
し
て
い
る
と

い
う
事
実
を
考
慮
す
る
時
に
は
学
校
教
育
法

案
に
不
完
全
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
立
法
に
よ
り
こ
の
よ
う
な
必
要
な
法
律
を
将

来
考
慮
す
る
保
証
も
確
実
性
も
今
の
所
な

い
。
も
し
万
一
こ
れ
が
長
い
期
間
に
わ
た
つ

て
整
備
で
き
な
い
な
ら
ば

事
実
そ
う
い
う

状
態
に
あ
る
の
だ
が
新
立
法
院
は
前
立
法
院

の
行
為
を
続
行
す
べ
き
義
務
を
負
う
も
の
で

な
い
か
ら

可
決
さ
れ
た
立
法
に
対
し
て
一

致
し
た
見
解
が
な
い
の
だ
か
ら
こ
の
諸
法
を

執
行
し
よ
う
と
す
れ
ば
甚
だ
し
く
議
論
が
対

立
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

五
、
か
り
に
個
別
的
に
考
慮
す
る
と
き
は
、

こ
の
諸
法
案
の
あ
る
部
分
は
受
入
れ
ら
れ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
法
案

を
個
別
的
に
分
離
し
た
も
の
と
認
め
る
な
ら

ば
琉
球
教
育
の
健
全
な
る
全
琉
球
教
育
計
画

を
も
た
ら
す
も
の
で
も
な
く
終
局
に
お
い
て

わ
れ
わ
れ
が
常
に
最
も
関
心
を
抱
く
琉
球
の

児
童
生
徒
の
教
育
の
均
等
な
基
礎
を
打
ち
樹

て
る
こ
と
に
も
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

布
告
、
布
令
に
反
す
る
／
署
名
出
来
ぬ

の
は
残
念

比
嘉
主
席
の
談
話

今
回
、
立
法
院
で
議
決

に
な
つ
た
教
育
四
法
案
は
布
令
布
告
を
民
立

法
に
切
替
え
る
と
い
う
点
で
重
要
な
意
義
が

あ
る
と
同
時
に
法
案
の
内
容
を
検
討
し
て
も

現
行
布
令

琉
球
教
育
法

に
優
る
点
が
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
次
の
重
大
な
難
点
が
あ

る
の
で
本
日
署
名
期
日
に
な
つ
て
い
る
”
教

育
基
本
法
案
”
に
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
は
非
常
に
残
念
で
あ
る
。

民
政
府
布
告
第
十
三
号

琉
球
政
府
の
設
立

及
び
民
政
府
布
令
第
六
十
八
号

琉
球
政
府

章
典

に
よ
る
と
琉
球
政
府
は
立
法
機
関
、

司
法
機
関
お
よ
び
行
政
機
関
で
構
成
さ
れ
、

行
政
主
席
は
行
政
権
の
行
使
に
つ
い
て
立
法

お
よ
び
司
法
機
関
か
ら
独
立
し
た
権
限
を
有

す
る
と
同
時
に
、
そ
の
責
任
を
有
す
る
の
で

あ
る
。
即
ち
右
の
布
告
布
令
に
よ
る
と
、
琉

球
政
府
の
機
構
と
し
て
三
権
分
立
の
制
度
を

採
用
す
る
と
の
原
則
が
樹
立
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
し
か
る
に
”
教
育
委
員
会
法
案
”

に
よ
る
と
中
央
教
育
委
員
会
の
性
格
が
現
行

布
令
と
は
異
つ
た
も
の
に
な
つ
て
い
る
。

即
ち
現
在
、
主
席
の
所
轄
下
に
あ
る
文
教
局

が
な
く
な
つ
て
、
そ
の
代
り
に
新
た
に
独
立

し
た
中
央
教
育
委
員
会
が
設
立
さ
れ
る
こ
と

に
な
つ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
完
全
な
行
政
事
務
で
あ
る
教
育

の
事
務
を
司
る
政
府
機
関
た
る
中
央
教
育
委

員
会
が
行
政
権
の
主
掌
者
で
あ
る
行
政
主
席

の
所
属
か
ら
完
全
に
独
立
す
る
こ
と
は
右
の

布
令
布
告
の
趣
旨
と
す
る
三
権
分
立
の
機
構

と
は
別
個
の
第
四
の
政
治
部
門
を
形
成
す
る

こ
と
に
な
つ
て
琉
球
政
府
機
構
の
原
則
と
相

反
す
る
。

以
上
の
理
由
で
教
育
委
員
会
法
案
は
根
本

的
に
布
告
布
令
に
違
反
し
て
い
る
点
が
あ

る
。
こ
の
教
育
基
本
法
案
は
教
育
委
員
会

法
案
と
不
離
不
即
の
関
係
に
あ
る
の
で
残

念
な
が
ら
署
名
を
さ
し
控
え
る
こ
と
に
す

る
。
但
し
、
そ
の
こ
と
は
行
政
主
席
が
教
育
の

中
立
を
否
定
す
る
意
味
で
は
な
い
。
学
問

の
自
由
や
教
育
が
不
当
の
支
配
に
服
し
な

い
と
い
う
原
則
は
、
あ
く
ま
で
も
守
る
べ

き
で
あ
る
。
よ
つ
て
来
る
四
月
か
ら
の
定

例
議
会
に
お
い
て
再
度
教
育
四
法
案
の
審

議
を
お
願
い
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
約
束
す

る
も
の
で
あ
る
。

署
名
拒
否
は
納
得
で
き
ぬ

新
里
教
職
員
会
事
務
局
の
話
　
主
席
が
全
住

民
の
選
良
に
よ
つ
て
し
か
も
満
場
一
致
で
可

決
し
た
教
育
四
法
案
の
署
名
を
拒
否
す
る
こ

と
は
考
え
ら
れ
な
か
つ
た
、
主
席
が
こ
れ
に

署
名
し
て
民
政
府
が
こ
れ
に
拒
否
権
を
発
動

す
る
の
な
ら
一
応
話
は
わ
か
る
が
、
全
住
民

の
総
意
を
主
席
は
署
名
に
よ
つ
て
率
直
に
民

政
府
に
通
じ
る
べ
き
だ
つ
た
と
思
う
。

お
寒
い
那
覇
市
の
道
路
／
舗
装

し
た
の
は
僅
か
10
％

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
６
・
２
・
28

二
十
七
日
、
那
覇
市
の
道
路
統
計
が
ま
と
ま

つ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
政
府
管
理
道
路
を

除
き
、
那
覇
市
が
管
理
し
て
い
る
道
路
は
実

延
長
二
十
四
万
七
千
三
百
九
十
一
呎

約
四

万
一
千
二
百
三
十
三
間

で
、
う
ち
自
動
車

の
交
通
可
能
道
路
は
二
十
二
万
九
千
七
十
一

呎

約
三
万
八
千
百
七
十
八
間

。
実
延
長

の
約
八
三
％
に
当
る
二
十
万
六
千
五
百
二
十

八
呎

約
三
万
四
千
四
百
二
十
一
間

は
砂

利
道
路
、
舗
装
道
路
は
僅
か
二
万
三
千
九
百

十
六
呎

約
三
千
九
百
八
十
六
間

で
那
覇

市
の
管
理
す
る
道
路
の
一
〇
％
弱
。
首
都
那

覇
市
の
お
粗
末
さ
を
如
実
に
語
つ
て
い
る
。

そ
の
他
砂
利
で
も
な
い
、
舗
装
で
も
な
い
道

路
が
一
万
七
千
呎
あ
る
よ
う
だ
。
同
じ
那
覇

市
で
も
、
市
の
管
理
道
路
で
小
禄
は
舗
装
道

路
が
全
く
な
く
、
首
里
は
た
だ
の
六
十
呎
で

あ
る
。

記
者
の
メ
モ
／
金
を
奪
い
合
う
那

覇
市
会
？
…

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
３
・
２

○

一
日
の
那
覇
市
会
は
金
の
奪
い
合
い
の

議
会
と
い
う
感
じ
だ
つ
た
。
開
会
。
ト
タ
ン

に
休
憩
。
そ
し
て
、
市
長
室
で
意
見
調
整
に

も
み
合
い
。
二
時
再
開
。
二
時
四
十
分
散
会
。
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議
場
で
正
々
堂
々
と
審
議
す
る
の
で
な
く
、

殆
ど
の
時
間
が
裏
口
取
引
に
潰
さ
れ
た
。
と

い
う
と
こ
ろ
だ
つ
た
。

○

首
里
、
小
禄
選
出
議
員
の
不
満
を
代
弁

し
て
、
小
禄
の
赤
嶺
議
員
は

八
千
七
百
万

円
の
ニ
ユ
ー
ス
は
全
市
民
を
喜
ば
し
、
皆
な

が
受
け
る
恩
典
と
思
つ
た
。
提
案
さ
れ
た
議

案
を
み
る
と
、
軍
か
ら
指
示
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
都
心
中
心
の
案

に
は
承
諾
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
千

四
百
万
円
を
予
定
し
て
い
る
市
有
地
売
却
代

を
更
に
四
百
万
円
増
や
し
て
、
千
八
百
万
円

に
し
、
増
え
た
四
百
万
円
で
、
首
里
、
小
禄

に
も
道
を
つ
く
れ

と
い
い
、
結
局
、
そ

の
案
に
市
当
局
も
他
の
議
員
も
歩
み
よ
つ

て
、
ケ
リ
が
つ
い
た
。

○

八
千
七
百
万
円
の
特
別
援
助
に
乗
つ

て
、
四
百
万
円
を
せ
し
め
た
、
首
里
、
小
禄

選
出
議
員
達
は
大
へ
ん
な
喜
び
方
だ
つ
た
。

人
民
党
の
島
袋
議
員
は
、

ま
る
で
、
金
の

奪
い
合
い
で
は
な
い
か
。
し
か
も
、
市
有
地

を
売
つ
て

。
市
民
こ
そ
い
い
つ
ら
の
皮
で

は
な
い
か

と
憤
慨
。
ま
た
或
る
議
員
は
、

今
度
は
そ
の
四
百
万
円
の
分
配
で
、
首
里
、

小
禄
が
ま
た
喧
嘩
し
な
い
だ
ろ
う
か

と

早
く
も
気
を
回
し
て
い
た
が
、
首
里
の
儀
武

議
員
、
小
禄
の
上
原
議
員
は

そ
ん
な
こ
と

は
な
い

と
、
い
と
も
ニ
コ
ニ
コ
だ
つ
た
。

○

と
こ
ろ
で
、
首
里
、
小
禄
の
た
め
に
市

有
地
を
更
に
四
百
万
円
分
売
る
こ
と
に
な
つ

た
が
、
肝
心
の
市
有
地
が
あ
る
か
、
ど
う
か

も
一
部
で
話
題
に
な
つ
た
。

首
里
の
方
の

市
有
地
を
売
る
と
す
れ
ば
、
虎
頭
山
か
西
森
。

小
禄
に
は
目
星
し
い
も
の
が
な
い

と
市

の
係
は
こ
ぼ
し
て
い
た
が
、
結
局
、
旧
那
覇

市
の
土
地
の
売
却
と
な
る
ら
し
い
。

○

土
地
を
売
る
、
と
な
つ
て
当
間
市
長
は

浮
か
ぬ
顔
だ
つ
た
。

こ
の
分
で
は
、
手
を

切
り
、
足
を
切
り
、
そ
し
て
ダ
ル
マ
に
な
る

だ
ろ
う
ヨ

と
苦
が
笑
い
。
議
会
が
ひ
け
て
、

市
長
室
を
訪
ね
た
或
る
議
員
が

も
つ
と
、

補
助
を
貰
つ
て
下
さ
い
ヨ

と
い
つ
た
の
に

対
し

そ
し
て
、
ま
た
市
有
地
を
売
ら
す
の

か
。
ハ
ツ
ハ
ツ
ハ

と
皮
肉
つ
て
い
た
。

那
覇
市
会
／
将
来
は
首
里
に
も

造
る
／
市
営
住
宅
に
論
議
集

ま
る
沖
タ
・
夕
　
１
９
５
６
・
３
・
２

開
会
中
の
那
覇
市
臨
時
議
会
は
二
日
午
前
十

一
時
再
開
、
八
千
七
百
万
円
の
軍
特
別
援
助

に
よ
つ
て
緊
急
施
工
す
る
工
事
、
及
び
そ
れ

に
と
も
な
う
起
債
、
一
般
会
計
の
追
加
更
正

案
な
ど
に
関
す
る
議
案
を
一
括
上
程
、
討
論

に
入
つ
た
が
、
午
前
中
は
ほ
と
ん
ど
市
営
住

宅
の
問
題
に
集
中
し
た
。
質
疑
応
答
の
状
況

次
の
通
り
。

渡
口
（
麗
）
議
員

市
営
住
宅
の
家
賃
は

現
在
の
市
内
に
お
け
る
家
賃
の
状
況
を
勘
案

し
て
定
め
て
あ
る
と
思
う
。
即
ち
単
独
住
宅

十
二
坪
が
千
二
百
九
十
円
、
十
坪
千
百
円
、

ア
パ
ー
ト

七
坪
半

が
七
百
五
十
円
と
な

つ
て
い
る
が
、
も
し
将
来
経
済
の
変
動
に
よ

つ
て
市
内
の
家
賃
が
安
く
な
つ
た
場
合
、
そ

れ
に
と
も
な
い
市
営
住
宅
も
安
く
す
る
か
。

嘉
手
納
助
役

現
在
の
市
内
の
家
賃
よ
り

も
安
く
し
て
あ
る
。
も
し
市
内
の
家
賃
が
安

く
な
る
場
合
、
ど
う
す
る
か
は
考
え
て
い
な

い
。
そ
の
と
き
は
そ
の
と
き
で
対
策
を
こ
う

じ
た
い
。

高
良
（
清
）
議
員

市
営
住
宅
の
入
居
者

が
三
十
年
を
経
過
し
た
場
合
、
市
は
所
有
権

を
譲
渡
す
る
か
。

嘉
手
納
助
役

三
十
年
経
過
し
た
ら
有
償

に
な
る
か
、
無
償
に
な
る
か
知
ら
な
い
が
、

仮
に
有
償
に
し
て
も
譲
渡
す
る
場
合
は
安
い

価
格
に
な
ろ
う
。

渡
口
（
麗
）
議
員

こ
の
問
題
に
関
連
す

る
が
、
仮
に
五
年
継
続
し
て
入
居
し
た
も
の

が
経
済
的
に
ゆ
と
り
が
で
て
復
金
債
務
を
か

た
が
わ
り
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
所
有
権
の

移
転
を
申
し
で
た
場
合
、
市
は
そ
れ
を
受
付

け
る
か
。

嘉
手
納
助
役

場
合
に
よ
つ
て
は
認
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

島
袋
議
員

市
営
住
宅
管
理
条
例
が
必
要

に
な
る
と
思
う
が
、
市
は
そ
の
案
を
用
意
し

て
い
る
か
。

嘉
手
納
助
役

用
意
し
て
い
る
。

市
内
に
借
家
人
が
八
千
世
帯

島
袋
議
員

入
居
者
の
資
格
に
つ
い
て
新

聞
で
見
た
が
、
収
入
に
制
限
を
つ
け
て
い
る

が
、
ど
う
い
う
範
囲
に
な
つ
て
い
る
か
。

嘉
手
納
助
役

家
族
全
体
の
収
入
が
五
千

円
乃
至
九
千
円
と
い
う
こ
と
に
し
て
あ
る
。

九
千
円
以
上
の
高
給
者
は
自
分
で
自
分
の
住

居
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

島
袋
議
員

市
内
に
借
家
人
が
ど
れ
位
い

る
か
、
ど
ん
な
家
に
住
ん
で
い
る
か
、
市
は

科
学
的
な
統
計
資
料
を
持
つ
て
い
る
か
。

嘉
手
納
助
役

市
の
現
在
ま
で
の
調
査
で

は
約
八
千
十
二
世
帯
、
さ
ら
に
細
か
い
と
こ

ろ
を
調
査
中
で
あ
る
。

高
良
（
清
）
議
員

あ
る
婦
人
層
が
ア

パ
ー
ト
に
入
つ
た
ら
兵
隊
な
ど
が
出
入
り
し

て
風
紀
上
も
隣
近
所
が
め
い
わ
く
す
る
と
思

う
が
、
考
慮
し
て
い
る
か
。

比
嘉
財
政
課
長

ち
か
く
管
理
条
例
が
制

定
を
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
中
に
入
居
の
資
格

が
あ
り
、
選
考
に
考
慮
さ
れ
る
で
し
よ
う
。

渡
口
（
麗
）
議
員

カ
バ
屋
、
ト
タ
ン
ぶ

き
に
住
ん
で
い
る
人
々
が
優
先
入
居
す
る
と

思
う
が
、
現
在
の
家
賃
案
は
高
く
な
い
だ
ろ

う
か
、
助
役
は
火
災
保
険
の
料
率
を
引
下
げ

る
こ
と
に
よ
つ
て
幾
分
家
賃
を
下
げ
る
こ
と

が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
つ
た
が
、
工
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事
費
が
入
札
で
浮
い
た
場
合
、
そ
の
分
も
繰

入
れ
て
家
賃
を
安
く
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
。嘉
手
納
助
役

ま
だ
そ
こ
ま
で
考
え
て
い

な
い
。
上
間
議
員

入
居
者
は
勤
務
先
が
そ
れ
ぞ

れ
違
う
。
バ
ス
賃
そ
の
他
の
通
勤
の
便
利
か

ら
し
て
将
来
、
市
営
住
宅
を
分
散
的
に
建
設

す
る
よ
う
考
慮
し
て
も
ら
い
た
い
。

嘉
手
納
助
役

管
理
人
、
借
家
人
の
連
絡

上
一
個
所
に
集
つ
た
方
が
い
い
と
思
う
。
し

か
し
場
所
は
必
ず
し
も
若
狭
町
ば
か
り
で
な

い
。
将
来
首
里
に
も
造
る
。

渡
口
（
麗
）
議
員

軍
、
琉
球
政
府
、
市

当
局
の
政
策
上
、
立
退
き
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
人
々
に
対
し
て
優
先
入
居
を
認
め
る
べ
き

で
あ
る
と
思
う
が
、
当
局
は
ど
う
考
え
て
い

る
か
。
嘉
手
納
助
役

十
分
考
慮
す
る
。

｜
社
　
説
｜

那
覇
市
会
の
予
算
争
奪

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
３
・
３

那
覇
市
会
は
八
千
七
百
万
円
の
民
政
府
の
特

別
援
助
金
に
よ
る
更
正
予
算
案
を
審
議
す
る

に
当
り
首
里
、
小
禄
両
地
選
出
の
議
員
か
ら

異
論
が
出
て
、
新
に
四
百
万
円
を
追
加
計
上

し
て
両
地
区
の
道
路
工
事
に
あ
て
る
こ
と
に

な
つ
た
と
い
う
。
八
千
七
百
万
円
の
特
別
援

助
も
結
構
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
旧
那
覇
市
内

に
工
事
個
所
を
指
定
し
て
い
る
ヒ
モ
付
き
の

も
の
で
あ
る
た
め
、
何
の
恩
恵
に
も
浴
し
な

い
首
里
、
小
禄
の
両
地
区
が
心
お
だ
や
か
で

な
い
の
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
首
里
、

小
禄
両
地
区
の
市
民
の
中
に
は
無
条
件
で
合

併
し
た
の
を
後
悔
す
る
も
の
が
多
い
と
い
わ

れ
る
が
、
そ
れ
は
折
角
合
併
は
し
た
が
、
市

側
か
ら
施
設
ら
し
い
施
設
も
し
て
く
れ
ず
、

何
の
た
め
に
合
併
し
た
か
意
味
が
わ
か
ら
な

い
、

と
不
満
を
も
ら
し
て
い
る
。

合
併
を
主
張
し
た
当
時
の
市
幹
部
や
議
員
達

は
、
合
併
し
て
大
那
覇
市
を
建
設
す
れ
ば
、

市
民
は
多
大
の
利
益
を
う
け
る
、
現
状
を
維

持
す
る
よ
り
も
合
併
し
た
方
が
よ
い
と
、
市

民
を
説
得
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
い
ざ
合
併

し
て
み
る
と
、
特
に
こ
れ
と
い
つ
た
利
益
も

な
い
の
で
、
両
地
区
選
出
の
議
員
達
が
今
更

の
よ
う
に
あ
わ
て
る
の
も
無
理
は
な
い
。
今

の
ま
ま
で
は
次
の
選
挙
の
時
、
祟
つ
て
く
る

で
あ
ろ
う
。

合
併
後
、
両
地
区
か
ら
不
満
が
出
て
く
る
こ

と
は
、
合
併
前
か
ら
予
想
さ
れ
て
い
た
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
は
那
覇
市
側
は
首
里
、
小
禄

を
合
併
す
る
よ
り
も
旧
那
覇
市
地
域
の
復
興

を
急
務
と
し
、
こ
れ
に
政
治
力
を
集
中
し
て

き
た
の
で
あ
る
。
旧
那
覇
の
復
興
が
出
来
た

ら
、
そ
の
次
は
首
里
、
小
禄
の
こ
と
を
考
え

よ
う
と
い
う
の
が
市
当
局
や
旧
那
覇
人
の
偽

り
の
な
い
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
。
真
和
志
市

の
合
併
問
題
が
一
進
一
退
の
状
態
に
あ
る
の

を
見
て
も
思
い
な
か
ば
に
す
ぎ
る
も
の
が
あ

ろ
う
。
合
併
を
促
進
し
た
功
労
者
で
あ
る
首

里
、
小
禄
両
地
選
出
の
議
員
達
が
今
に
な
つ

て
不
満
を
な
ら
す
の
は
笑
止
と
い
う
外
は
な

い
。
那
覇
市
の
都
市
計
画
は
那
覇
、
首
里
、
小
禄
、

真
和
志
を
包
摂
す
る
計
画
で
は
な
く
主
と
し

て
旧
那
覇
市
を
対
象
と
し
て
つ
く
ら
れ
て
お

り
、現
在
そ
れ
に
よ
つ
て
工
事
が
進
め
ら
れ
、

手
一
杯
と
い
つ
た
と
こ
ろ
で
、
他
を
顧
み
る

余
裕
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。

新
に
追
加
計
上
さ
れ
る
四
百
万
円
が
、
従
来

の
道
路
を
単
に
修
理
す
る
と
い
つ
た
程
度
以

上
に
活
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
見
物

み
も

の

で
あ
る
。
ヒ
モ
付
き
補
助
に
文
句
を
つ

け
る
よ
り
も
、
こ
の
際
両
地
区
側
の
議
員
は

都
市
計
画
を
再
検
討
し
、
所
謂
首
都
的
規
模

に
お
い
て
、
こ
れ
を
練
り
直
し
て
み
る
方
が

賢
明
で
あ
ろ
う
。

記
者
の
メ
モ
／
ミ
ス
は
忘
れ
た

が
よ
い
…

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
３
・
３

○

二
日
の
那
覇
市
臨
時
議
会
は
議
案
を
一

括
上
程
し
た
が
、
議
員
の
質
疑
、
討
論
は
殆

ど
市
営
住
宅
に
集
中
、
他
の
議
案
は
す
で
に

内
容
を
知
り
つ
く
し
て
い
た
故
も
あ
つ
て
魅

力
を
失
つ
て
い
た
。
或
る
議
員
の
話
で
あ
る

が
、
も
う
、
す
で
に
議
員
の
前
に
は

市
営

住
宅
が
で
き
た
際
に
は
是
非

と
い
う
斡

旋
依
頼
が
も
ち
こ
ま
れ
て
い
る
と
か
で
、
弱

つ
て
い
る
そ
う
だ
。
各
議
員
が
鋭
く
質
問
し

た
り
熱
の
あ
る
と
こ
ろ
を
み
せ
た
り
し
て
い

る
の
も
故
な
し
で
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
い
よ

い
よ
近
代
的
ア
パ
ー
ト
や
単
独
住
宅
が
で
き

上
る
ま
で
、
市
営
住
宅
は
人
気
者
に
な
り
そ

う
で
あ
る
。

○

た
だ
一
人
の
婦
人
議
員
嘉
数
ツ
ル
氏

は
、
救
済
者
と
紙
一
重
の
ス
レ
ス
レ
の
と
こ

ろ
で
苦
し
ん
で
い
る
戦
争
未
亡
人
、
そ
の
他

の
未
亡
人
を
優
先
入
居
せ
し
め
る
べ
き
だ
、

と
、
不
幸
な
る
同
性
の
た
め
に
訴
え
た
。
し

か
し
、
女
史
の
意
気
は
壮
な
る
も
、
市
営
住

宅
建
設
の
財
政
計
画
か
ら
は
、
チ
ト
無
理
ら

し
い
。
復
金
借
入
れ
で
建
設
し
、
家
賃
を
と

つ
て
返
済
す
る
。
つ
ま
り
、
建
設
費
の
償
還

は
家
賃
収
入
が
唯
一
の
財
源
で
あ
つ
て
み
れ

ば
、
所
定
の
家
賃
を
支
払
い
得
る
者
の
み
が

入
居
す
る
と
、
い
う
こ
と
は
自
明
の
理
で
あ

る
か
ら
だ
。

市
の
財
政
が
豊
か
で
、
市
営

住
宅
に
補
助
で
も
出
せ
た
ら
い
い
ん
で
す
が

ね

と
市
の
係
は
あ
と
で
、
も
ら
し
て
い

た
。
○

金
が
あ
る
か
ら
と
い
つ
て
、
或
る
婦

人
層
、
も
つ
と
、
わ
か
り
や
す
く
云
え
ば
特

殊
婦
人
。
こ
う
い
う
人
々
が
ア
パ
ー
ト
に
入
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つ
て
き
た
ら
風
紀
上
、
問
題
だ
、
兵
隊
が
出

入
り
し
て
、
隣
近
所
が
迷
惑
す
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
当
局
は
考
え
て
い
る
か
と
或
る
議
員

が
発
言
し
た
。
満
場
ド
ツ
と
笑
つ
た
。
な
る

ほ
ど
、
そ
ん
な
こ
と
も
お
こ
り
得
る
、
と
い

う
わ
け
だ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

次
の
議
会
辺
り
で
、
市
当
局
が
市
営
住
宅
管

理
条
例
を
提
出
す
る
の
で
、
そ
の
と
き
に
審

議
し
よ
う
、と
い
う
の
で
笑
は
幕
と
な
つ
た
。

那
覇
市
会
終
る
／
来
る
ぞ
”
土

建
ブ
ー
ム
”
／
六
月
か
ら
一

億
余
の
工
事

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
３
・
３

那
覇
市
臨
時
議
会
は
二
日
午
前
十
一
時
、
再

開
、
八
千
七
百
万
円
の
軍
特
別
援
助
に
伴
う

一
般
会
計
の
追
加
更
正
案
、
及
び
市
営
住
宅

建
設
や
、
水
道
拡
張
の
た
め
の
起
債
、
水
道

事
業
特
別
会
計
の
追
加
更
正
予
算
案
、
沖
縄

財
団
保
管
中
の
那
覇
市
財
産
を
沖
縄
講
和
前

損
失
補
償
獲
得
期
成
会
に
貸
付
る
こ
と
、
な

ど
の
議
案
を
一
括
上
程
さ
れ
た
が
、
問
題
に

な
つ
て
い
た
首
里
、
小
禄
へ
の
四
百
万
円
の

道
路
工
事
費
を
追
加
し
、
当
局
が
原
案
を
訂

正
、
再
提
出
し
た
の
で
、
全
議
案
原
案
通
り

可
決
、
第
九
回
臨
時
議
会
を
閉
じ
た
。

議
会
の
可
決
に
よ
り
、こ
れ
か
ら
市
営
住
宅
、

水
道
の
配
水
管
敷
設
、
道
路
、
河
川
な
ど
約

一
億
四
千
万
円
に
上
る
工
事
が
す
す
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
つ
た
。

当
間
市
長
に
よ
る
と
、
六
月
ま
で
に
は
相
つ

い
で
工
事
の
入
札
が
あ
り
、
十
二
月
末
ま
で

に
は
全
部
完
了
す
る
よ
う
で
あ
る
。

子
供
の
遊
び
場
提
供
を
／
生
徒

会
の
陳
情
に
那
覇
市
が
協
力

依
頼
琉
新
・
夕
　
１
９
５
６
・
３
・
３

交
通
禍
に
悩
ま
さ
れ
る
那
覇
市
内
の
各
小
中

校
生
徒
会
か
ら

私
た
ち
の
遊
び
場
を
作
つ

て
下
さ
い

と
い
う
陳
情
が
昨
年
の
暮
那
覇

市
当
局
に
寄
せ
ら
れ
た
。
市
当
局
で
は
早
速

一
月
十
二
日
の
市
議
会
の
文
教
厚
生
労
務
委

員
会
に
こ
れ
を
は
か
つ
て
協
議
、
本
格
的
な

都
市
計
画
に
よ
る
遊
び
場
が
出
来
る
ま
で
、

小
さ
な
施
設
で
も
数
多
く
設
け
て
交
通
事
故

や
不
良
化
防
止
に
努
め
る
べ
く
各
学
校
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
婦
人
会
、
青
年
会
、
通
り
会
に
対
し

て
適
当
な
場
所
が
あ
つ
た
ら
設
置
申
請
を
す

る
よ
う
協
力
を
依
頼
し
て
あ
る
の
で
皆
さ
ん

か
ら
も
積
極
的
な
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
い
う
回
答
を
こ
の
程
し
た
。

現
在
都
市
計
画
に
よ
る
公
園
は
遊
園
地
、
奥

武
山
、
波
ノ
上
、
夫
婦
岩
、
子
供
博
物
館
、

旧
ミ
ス
日
本
裏
、
那
覇
消
防
署
裏
、
希
望
ガ

丘
、
牧
志
御
嶽
、
龍
た
ん
、
与
儀
試
験
場
、

那
覇
署
、
崇
元
寺
、
弁
ガ
岳
、
高
良
御
嶽
、

小
禄
津
真
田
の
十
六
カ
所
、
さ
ら
に
本
年
度

六
月
末
ま
で
に
は
旧
市
内
に
三
カ
所
と
首

里
、
小
禄
に
各
一
カ
所
設
置
す
る
予
定
。

私
の
意
見
／
要
は
実
態
の
適
正

把
握
／
那
覇
市
の
固
定
資
産

評
価
に
つ
い
て

仲
井
真
元
楷

琉
新
・
夕
　
１
９
５
６
・
３
・
５

群
島
政
府
時
代
に
、
所
得
税
が
問
題
に
な
り

悪
税
呼
ば
わ
り
さ
れ
た
が
、
こ
ん
ど
は
固
定

資
産
税
が
、那
覇
市
議
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
、

小
禄
の
分
村
問
題
に
ま
で
発
展
す
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
、
悪
税
の
名
を

付
け
ら
れ
た
。

喜
ん
で
払
う
税
金

な
ん
て
あ
る
は
ず

は
な
い
。
と
こ
ろ
が
当
局
者
は
、
法
に
よ
つ

て
、
適
正
に
課
税
す
れ
ば
、
市
民
は

喜
ん

で
払
う

と
ひ
と
り
合
点
す
る
と
こ
ろ
に
、

問
題
の
点
が
ひ
そ
ん
で
い
る
。
し
か
も
、
権

力
と
い
う
強
い
も
の
の
背
景
の
い
か
め
し
さ

と
、
お
そ
ろ
し
さ
が
、
で
ん
と
し
て
座
つ
て

い
る
の
で
あ
る
。

那
覇
市
議
会
で
固
定
資
産
税
が
高
す
ぎ
る

と
い
う
の
は
、
評
価
の
仕
方
が
、
適
当
で
な

く
、
従
つ
て
、
適
正
で
な
い
わ
け
で
あ
る
。

実
施
の
面
で
は
、
こ
の
よ
う
な
困
難
な
障
害

に
ぶ
つ
か
つ
た
が
、
地
方
税
法
が
改
正
さ
れ

て
、
家
屋
税
が
土
地
税
に
代
つ
て
、
固
定
資

産
税
と
改
つ
て
出
て
き
た
け
れ
ど
も
、
改
正

と
実
施
が
同
時
に
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
に
、
実

は
不
適
当
な
問
題
が
内
在
し
て
い
た
と
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

日
本
に
お
い
て
も
、
長
期
の
ゆ
う
よ
の
あ

る
時
日
の
後
に
、
実
施
さ
れ
、
そ
の
間
種
々

の
研
究
が
な
さ
れ
た
。
し
か
る
に
こ
ち
ら
で

は
、
す
ぐ
に
施
行
課
税
さ
れ
た
の
で
、
税
法

か
ら
当
然
な
さ
れ
る
べ
き
、
条
件
も
不
問
に

付
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、課
税
が
現
実
に
は
、

立
派
な
よ
り
ど
こ
ろ
と
い
わ
れ
な
い
で
、
評

価
が
行
わ
れ
た
の
で
、
令
書
を
手
に
し
た
市

民
は
、不
服
の
色
を
浮
か
べ
た
の
で
あ
つ
た
。

実
際
に
土
地
や
家
屋
に
つ
い
て
、
市
内
を

見
て
回
つ
た
と
こ
ろ
、
評
価
の
基
準
に
照
ら

し
て
み
て
、
不
均
衡
な
と
こ
ろ
が
、
歴
然
と

し
て
い
る
し
、
税
法
実
施
ま
で
に
、
相
当
研

究
す
べ
き
で
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

り
、
単
に
評
価
に
あ
た
つ
た
人
に
そ
の
責
を

負
わ
せ
る
べ
き
で
な
く
、
那
覇
市
の
財
政
問

題
、
税
制
の
根
本
問
題
、
市
民
の
所
得
問
題

等
々
、
幾
多
の
調
査
研
究
の
後
に
実
施
す
べ

き
で
あ
つ
た
と
思
う
。

多
く
の
非
難
す
べ
き
点
が
あ
つ
た
が
と
に

か
く
、
一
九
五
六
年
度
は
も
う
す
で
に
課
税

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
で
も
、

お
そ
く
は
な
い
と
し
て
。

一
、
全
面
的
に
異
議
申
立
を
受
付
け
、
市
民

へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
と
め
る
こ
と
。

二
、
基
礎
調
査
を
慎
重
に
検
討
し
て
可
及
的
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速
か
に
是
正
し
て
も
ろ
う
こ
と
。

三
、
評
価
基
準
の
変
更
に
よ
る
更
正
課
税
額

に
つ
い
て
は
、
追
徴
還
付
の
措
置
を
講
じ

て
も
ろ
う
こ
と
。

の
三
点
を
市
当
局
に
示
し
、
評
価
が
不
適
正

で
あ
る
こ
と
は
、十
分
承
知
し
て
い
る
の
で
、

進
ん
で
是
正
し
て
い
く
意
向
を
は
つ
き
り
つ

か
ん
だ
の
で
あ
る
。

で
次
年
度
の
五
七
年
度
の
分
に
対
し
て

は
、
一
、
評
価
補
助
員
の
組
織
強
化

二
、
評
価
の
再
検
討

三
、
地
域
差
乗
率
の
再
検
討

四
、
償
却
資
産
評
価
の
再
検
討

の
大
綱
方
針
で
検
討
す
る
こ
と
に
な
つ
た

が
、
い
く
ら
立
派
な
方
針
を
樹
立
し
て
も
、

課
税
客
体
の
実
態
把
握
が
、粗
漏
で
あ
れ
ば
、

勢
い
賦
課
の
不
均
衡
を
き
た
す
こ
と
は
必
然

的
な
も
の
で
あ
り
、
要
は
、
実
態
把
握
が
一

番
大
切
な
こ
と
で
あ
る
が
、何
と
言
つ
て
も
、

市
民
生
活
を
基
礎
に
し
て
、
市
民
の
立
場
を

考
慮
に
入
れ
て
納
税
し
て
行
く
べ
く
つ
と
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

筆
者
は
那
覇
市
議
会
税
制
審
議
委
員
長

那
覇
港
埋
立
地
の
千
坪
売
却
を

承
認
琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
３
・
９

那
覇
市
で
は
那
覇
港
埋
立
地
約
千
坪
の
売
却

許
可
を
民
政
府
に
申
請
し
て
あ
つ
た
が
六
日

民
政
府
か
ら
承
認
の
文
書
が
届
い
た
。
同
埋

立
地
の
売
却
金
は
市
営
霊
園
の
用
地
買
収
に

あ
て
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

霊
園
事
業
な
ど
／
那
覇
市
へ
許

可琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
３
・
18

政
府
は
十
七
日
、
さ
き
に
都
市
計
画
審
議
会

で
決
定
し
た
那
覇
市
の
都
市
計
画
街
路
と
霊

園
事
業
の
施
行
を
認
可
し
た
。

▽
都
計
道
路
新
設
改
良
工
事

む
つ
み
橋
、

前
島
間
の
幅
員
二
十
一
呎
、
延
長
二
千
六
十

六
呎
▽
霊
園
事
業

真
和
志
市
字
識
名
上
門
後
原

に
三
万
五
千
二
百
八
十
二
坪
の
霊
園
を
買
入

れ
四
十
坪
の
納
骨
堂
を
つ
く
る
。

新
首
都
の
名
称
／
当
間
市
長
の

反
省
を
促
す

島
袋
盛
敏

琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
３
・
19

那
覇
、
小
禄
、
首
里
は
す
で
に
合
併
し
、

近
く
真
和
志
も
参
加
し
て
、
沖
縄
の
新
首
都

が
建
設
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
時
最

も
大
切
な
こ
と
は
、
人
の
和
を
は
か
る
こ
と

で
あ
る
。

人
の
和
が
な
か
つ
た
ら
、
大
都
市
に
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
、
統
一
を
欠
ぎ
、
将
来
の
発
展

も
繁
栄
も
望
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
人
の
和

が
あ
つ
て
始
め
て
理
想
的
な
首
都
が
生
れ
る

の
で
あ
る
。

こ
の
大
事
な
人
の
和
を
得
る
に
は
、那
覇
、

真
和
志
、、
小
禄
、
首
里
四
地
域
の
住
民
が
、

合
併
を
心
の
底
か
ら
喜
び
満
足
す
る
よ
う
に

は
か
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

一
方
の
人
間
は
得
意
に
な
り
、
他
方
の
人

間
は
失
意
に
陥
り
、
一
方
の
人
間
は
喜
び
、

他
方
の
人
間
は
悲
し
む
と
い
う
こ
と
が
あ
つ

て
は
な
ら
ぬ
。

現
在
各
方
面
で
活
躍
し
て
い
る
人
々
を
見

れ
ば
、
こ
の
四
地
域
の
人
々
は
、
何
れ
も
優

り
劣
り
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
従
つ
て

新
首
都
の
建
設
に
当
つ
て
も
、
真
に
無
差
別

で
あ
り
、
平
等
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

○

当
間
市
長
が
、
も
し
も
那
覇
の
優
越
を
ほ
こ

り
、
合
併
に
あ
ら
ず
無
条
件
吸
収
だ
、
お
前

達
そ
れ
で
よ
か
つ
た
ら
来
い
、
い
や
な
ら
来

る
な
と
い
う
態
度
で
の
ぞ
む
な
ら
、
人
の
和

は
と
う
て
い
得
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
優
位

に
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
謙
虚
な
態
度
で
相
手

を
迎
え
、
ほ
こ
り
の
色
を
示
す
こ
と
な
く
、

新
首
都
の
建
設
に
心
か
ら
協
力
す
る
よ
う
、

相
手
の
言
分
を
十
分
に
聞
く
べ
き
で
あ
る
。

○

一
番
切
実
な
問
題
は
、
新
首
都
の
名
称
を
い

か
に
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
新
首

都
は
那
覇
の
都
合
の
い
い
よ
う
に
、
那
覇
市

で
い
い
の
だ
と
、
ワ
ン
マ
ン
的
に
一
方
的
に

お
し
つ
け
て
他
地
域
の
住
民
の
意
志
を
ふ
み

に
じ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
つ
た
ら
、
人
心
は

ナ
ー
ハ
イ
バ
イ
に
な
る
ば
か
り
で
、
市
政
の

運
営
は
、
幾
多
の
困
難
に
直
面
す
る
で
あ
ろ

う
。

○

真
和
志
方
面
で
は
、
新
都
市
の
名
称
を
、
沖

縄
市
と
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
話
が
あ
つ
た

そ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
た
し
か
に
人
の
和

を
は
か
る
一
つ
の
方
法
だ
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。
沖
縄
市
と
し
た
ら
、
何
れ
に
も
か
た

よ
ら
ず
、
公
平
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
沖
縄
市
と
し
た
方
が
よ
い
か
、
他
に

も
つ
と
適
当
な
い
い
名
は
な
い
か
ど
う
か
、

雄
大
な
名
を
考
え
て
見
る
必
要
が
あ
り
そ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
と
に
も
か
く
に
も
、
新
し

い
名
称
の
首
都
の
下
に
、
那
覇
区
、
真
和
志

区
、
小
禄
区
、
首
里
区
と
い
う
四
つ
の
区
を

設
け
る
と
い
う
方
法
は
、
四
地
域
の
住
民
の

郷
土
愛
の
精
神
を
生
か
し
、、
各
自
の
ほ
こ

り
を
傷
つ
け
る
こ
と
も
な
く
、
平
等
の
思
想

感
情
も
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
う
し
て
そ
の
区
の
下
に
、
更
に
昔
な
つ
か

し
い
町
名
の
町
々
を
作
る
と
す
れ
ば
、
何
れ

の
方
面
か
ら
も
文
句
の
出
る
は
ず
は
な
く
、

従
つ
て
人
心
が
ナ
ー
ハ
イ
バ
イ
に
な
る
こ
と

も
な
く
、
立
派
に
一
つ
に
ま
と
ま
つ
て
行
く
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で
あ
ろ
う
。
当
間
市
長
は
、
那
覇
は
金
持
だ
、

お
前
達
貧
乏
人
つ
い
て
来
い
と
い
う
よ
う
な

意
味
の
こ
と
を
い
つ
て
、
泉
議
長
か
ら
、
そ

れ
で
は
円
満
な
解
決
は
望
ま
れ
ぬ
と
、
た
し

な
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
つ
た
よ
う
で
あ
る

が
、
そ
の
点
を
十
分
に
反
省
し
て
、
四
地
域

の
人
心
が
立
派
に
結
び
付
く
よ
う
努
力
を
払

つ
た
ら
、
単
に
市
長
と
し
て
の
任
務
を
果
す

ば
か
り
で
な
く
、
全
市
民
か
ら
そ
の
恩
を
感

謝
さ
れ
て
、
長
く
そ
の
徳
を
た
た
え
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
。

○

私
が
二
高
女
に
い
た
時
、
当
間
氏
は
二
高
女

に
よ
く
遊
び
に
来
た
こ
と
が
あ
り
、
わ
れ
わ

れ
も
ま
た
当
間
氏
の
家
に
行
つ
て
、
よ
く

ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
遊
ん
だ
仲
間
で
あ
つ
て
、

昔
の
交
り
を
思
え
ば
、
反
省
を
促
す
と
か
何

と
か
、
肩
ひ
じ
張
つ
た
こ
と
は
言
い
た
く
な

い
の
だ
。

そ
れ
故
に
、
一
度
は
私
信
を
発
し
て
、
新
首

都
の
建
設
に
当
つ
て
、
わ
が
衷
情
を
訴
え
た

こ
と
も
あ
る
の
で
あ
る
。
建
設
の
た
め
の
忠

言
に
は
、
喜
ん
で
耳
を
傾
け
て
く
れ
る
で
あ

ろ
う
と
信
じ
た
か
ら
だ
。

し
か
る
に
当
間
氏
は
、
そ
の
後
ウ
ン
と
も
ス

ン
と
も
い
つ
て
来
な
い
の
は
多
忙
の
た
め
ば

か
り
で
は
な
く
、
わ
が
言
に
耳
を
か
す
意
志

が
な
い
も
の
と
見
る
ほ
か
は
な
い
。

責
任
あ
る
地
位
の
人
に
訴
え
て
聞
か
ざ
れ

ば
、
今
は
全
く
万
策
つ
き
て
、
ひ
ろ
く
世
論

に
訴
え
る
ほ
か
は
な
い
の
で
あ
る
。
わ
が
は

い
ア
ニ
弁
を
好
ま
ん
や
、止
む
に
止
ま
れ
ず
、

黙
し
て
黙
す
能
わ
ず
、素
志
の
一
端
を
述
べ
、

世
論
の
盛
に
湧
き
起
ら
ん
こ
と
を
祈
る
も
の

で
あ
る
。

筆
者
は
元
成
城
高
校
教
諭
、
横

浜
市
西
区
元
久
保
町
五
七
在
住

那
覇
港
区
埋
立
地
／
琉
球
政
府

へ
譲
渡

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
３
・
21

政
府
で
は
那
覇
商
港
地
区
公
有
水
面
埋
立
地

二
万
八
千
二
百
五
十
七
坪
の
譲
渡
方
に
つ
い

て
民
政
府
へ
申
請
中
で
あ
つ
た
が
二
十
日
同

埋
立
地
を
正
式
に
琉
球
政
府
へ
譲
渡
す
る
と

民
政
府
よ
り
連
絡
が
あ
つ
た
。
同
埋
立
地
は

Ｄ
Ｅ
に
よ
り
埋
立
工
事
が
行
わ
れ
た
も
の
。

副
議
長
に
金
城
氏
／
真
和
志
市

定
例
議
会
開
く

琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
３
・
30

真
和
志
市
定
例
議
会
は
二
十
九
日
午
前
十
時

か
ら
市
会
議
室
で
全
員
出
席
し
て
開
か
れ
た

が
、
監
査
委
員
の
監
査
結
果
報
告
な
ど
の
諸

般
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
空
席
で
あ
つ
た
副

議
長
の
選
挙
に
移
つ
た
が
満
場
一
致
で
金
城

秀
貞
氏
を
決
定
、
午
後
一
時
過
ぎ
閉
会
し
た
。

泊
二
丁
目
を
開
放
／
使
用
料
35

万
円
支
払
う

琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
４
・
１

二
十
九
日
Ｄ
Ｅ
か
ら
法
務
局
あ
て
泊
二
丁
目

の
使
用
料
と
し
て
三
十
四
万
九
千
七
百
五
十

八
円
を
支
払
う
む
ね
通
知
が
あ
つ
た
。
同
地

は
去
る
二
十
日
開
放
に
な
つ
た
も
の
で
坪
数

は
三
万
二
千
百
三
坪
、
五
五
年
七
月
一
日
以

降
三
月
二
十
日
ま
で
の
使
用
料
で
あ
る
。

那
覇
の
「
都
市
計
画
」
決
る
／

全
地
域
を
五
つ
に
区
分
／
住

居
・
商
業
・
工
業
・
港
・
風

致
別
に

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
４
・
５

琉
球
の
首
都
那
覇
市
の
都
市
計
画
の
全
容
が

主
席
の
決
裁
を
経
て
こ
の
ほ
ど
最
終
的
に
決

定
し
た
。
同
計
画
に
よ
る
と
全
地
域
は
住
居
、

商
業
、
工
業
、
港
、
風
致
地
区
の
五
つ
の
区

域
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
地
理
的
な
特
色

を
生
か
し
て
新
し
い
都
市
を
形
成
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

将
来
、
十
年
、
二
十
年
先
の
那
覇
市
は
真
和

志
と
の
合
併
も
実
現
す
る
だ
ろ
う
し
、
こ
の

都
市
計
画
の
青
写
真
の
一
つ
一
つ
が
緑
の
公

園
と
な
り
、
舗
装
道
路
に
な
つ
て
今
と
は
見

違
え
る
よ
う
な
美
し
く
そ
し
て
近
代
的
な
都

市
と
し
て
形
づ
く
ら
れ
て
行
く
こ
と
で
あ
ろ

う
。

○

那
覇
市
は
商
業
都
市
で
あ
る
か
ら
最
も

重
点
的
に
配
置
計
画
さ
れ
て
い
る
の
は
商
業

地
域
で
あ
る
。

戦
後
自
然
発
生
し
た
牧
志
通
り
の
商
店
街
、

壺
屋
、
姫
百
合
橋
通
り
、
安
里
、
は
勿
論
、

こ
れ
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
旧
市
内
は
ま
だ

辻
町
な
ど
一
部
の
地
域
だ
け
が
商
業
的
な
活

動
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
将
来
は
一
号
線

の
両
側
、
泊
町
、
前
島
町
、
若
狭
町
の
卸
商

店
街
、
通
堂
町
、
辻
町
、
下
泉
町
の
一
帯
が

予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
前
島
町
は
む
つ

み
橋
と
泊
と
の
間
を
結
ぶ
十
一
間
道
路
が
出

来
る
た
め
港
と
現
在
の
商
業
中
心
地
と
を
結

ぶ
地
域
と
し
て
将
来
の
繁
栄
が
約
束
さ
れ
て

い
る
。

新
旧
両
市
内
の
ほ
か
に
は
小
禄
、
高
良
、
寄

宮
な
ど
住
居
地
域
の
真
中
に
市
民
の
便
宜
の

た
め
商
店
街
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
て

い
る
。

○

工
業
地
域
は
現
琉
球
水
産
社
北
側
の
三

重
城
、
西
新
町
埋
立
地
一
帯
、
泊
北
岸
埋
立

予
定
地
よ
り
安
謝
に
至
る
間
と
安
里
川
の
下

流
両
側
一
帯
、
旭
町
一
帯
を
指
定
し
こ
ゝ
に

那
覇
市
内
の
工
業
は
一
応
全
部
収
め
よ
う
と

い
う
計
画
の
よ
う
だ
。

○

都
市
計
画
の
中
で
学
校
、
公
園
、
広
場

な
ど
も
道
路
、
住
居
地
域
と
に
ら
み
合
せ
て

配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
次

の
よ
う
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
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学
校

現
那
覇
中
学
校

若
狭
町
四
、
四
九

八
坪

と
現
上
山
中
学
校

上
之
倉
町
五
、

〇
〇
〇
坪

は
将
来
小
学
校
に
使
わ
れ
、
現

久
茂
地
小
学
校

久
茂
地
町
二
、八
三
〇
坪

、

開
南
小
学
校

上
泉
町
三
、
八
三
三
坪

、

壺
屋
小
学
校

牧
志
町
三
、
八
〇
〇
坪

、

城
岳
小
学
校

楚
辺
五
、
〇
〇
〇
坪

は
現

在
通
り
小
学
校
と
し
て
そ
の
ま
ま
継
続
使
用

さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
に
新
し
く
新
設
さ
れ
る

の
は
現
市
役
所

天
妃
町
三
、
〇
〇
〇
坪

の
ほ
か
若
狭
町
の
埋
立
地
三
、
〇
〇
〇
坪
に

中
校
、
前
島
町
の
五
、
〇
〇
〇
坪
に
小
学
校
、

美
田
原
の
四
、
〇
〇
〇
坪
に
中
校
、
神
里
原

の
五
、
五
〇
〇
坪
に
中
校
が
そ
れ
ぞ
れ
新
し

く
生
ま
れ
る
。

公
園

全
部
で
十
五
カ
所
、
そ
の
総
面
積
は

十
七
万
七
千
五
百
六
十
八
坪
と
い
う
広
さ
で

こ
れ
に
種
々
の
施
設
を
ほ
ど
こ
せ
ば
立
派
な

市
民
の
い
こ
い
の
場
所
と
な
ろ
う
と
い
う
も

の
。
指
定
さ
れ
た
場
所
は
城
岳
遊
園
地

九
、

二
〇
〇
坪

、
奥
武
山

八
一
、
八
一
〇
坪

、

波
之
上

六
、
七
八
〇

、
夫
婦
岩

一
、

九
二
〇
坪

、
子
供
博
物
館

二
、
二
六
八

坪

、
旧
ミ
ス
日
本
裏

一
、
九
二
〇
坪

、

希
望
が
丘

二
、
六
二
〇
坪

、
牧
志
御
岳

六
四
〇
坪

、
竜
潭

八
、
八
六
〇
坪

、

与
儀
試
験
場

二
、
八
八
〇
坪

、
崇
元
寺

二
、
八
八
〇
坪

、
弁
ガ
岳

七
、
八
七
〇

坪

、
高
良
御
岳

六
四
〇
坪

、
小
禄
津
真

田

一
、
二
八
〇
坪

で
あ
る
。
こ
の
ほ
か

霊
園
と
し
て
真
和
志
市
識
名
園
跡
に
十
万
坪

余
、
風
致
地
区
と
し
て
漫
湖
一
帯
を
、
緑
地

帯
と
し
て
三
重
城
波
之
上
か
ら
泊
港
ま
で
の

海
岸
線
が
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
た
。

那
覇
市
会
／
二
日
延
長

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
４
・
５

那
覇
市
会
本
会
議
は
四
日
あ
さ
十
時
半
か
ら

開
会
、
委
員
会
に
付
託
し
た
議
案
の
審
査
経

過
を
き
い
た
が
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
設
置
問

題
に
つ
い
て
大
山
盛
幸
議
員
か
ら
、
バ
ス
業

者
の
意
見
を
き
く
こ
と
な
し
に
こ
の
議
案
を

可
決
す
る
な
な
ど
の
意
見
が
出
て
、
議
場
は

一
あ
れ
、
結
局
、
会
期
を
二
日
延
長
、
六
日

あ
さ
市
当
局
、
市
会
、
業
者
代
表
が
集
ま
つ

て
意
見
を
調
整
し
、
六
日
午
後
本
会
議
で
議

決
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

市
の
案
と
業
者
が
対
立
し
て
い
る
と
み
ら
れ

る
点
は
、
市
が
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
を
一
手
に

建
設
し
て
各
バ
ス
会
社
に
貸
し
つ
け
る
。
運

営
に
当
つ
て
は
市
が
六
、
業
者
四
の
持
株
に

よ
る
運
営
会
社
を
つ
く
つ
て
も
い
い
、
と
い

う
案
を
も
つ
て
い
る
の
に
対
し
、
業
者
は
二

月
二
十
八
日
の
役
員
会
で
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

の
建
設
か
ら
経
営
に
至
る
ま
で
一
切
を
引
受

け
る
新
会
社
を
設
立
、
そ
の
持
株
は
市
と
業

者
が
五
対
五
、
と
い
う
意
見
に
な
つ
た
。
市

会
の
委
員
会
は
ビ
ル
の
建
設
と
復
金
借
入
を

急
ぐ
と
こ
ろ
か
ら
一
応
市
当
局
の
原
案
通
り

承
認
、
竣
工
ま
で
業
者
と
の
意
見
が
調
整
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め

運
営
に
つ
い
て
は

更
め
て
市
会
の
議
決
を
経
る
こ
と

と
い
う

案
件
を
付
し
た
。

四
日
の
本
会
議
は
委
員
会
案
通
り
議
決
し
よ

う
と
し
た
が
、
大
山
議
員
か
ら

議
決
に
先

立
ち
、
ま
ず
、
業
者
と
も
話
合
う
べ
き
だ

と
い
う
こ
と
に
な
り
会
期
は
二
日
延
長
と
な

つ
た
。

バ
ス
協
会
で
は
五
日
役
員
会
を
開
い
て
こ
の

問
題
を
協
議
す
る
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
四
日
の
本
会
議
で
▽
那
覇
市
清
掃
条

例
案
▽
那
覇
市
教
育
税
賦
課
徴
収
条
例
案
▽

上
水
道
資
材
購
入
契
約
な
ど
が
原
案
通
り
可

決
さ
れ
た
。
▽
那
覇
市
営
住
宅
管
理
条
例
案

は
六
月
の
定
例
議
会
ま
で
総
務
財
政
委
員
会

で
継
続
審
議
さ
せ
る
こ
と
を
議
決
し
た
。

バ
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
案
め
ぐ
り

／
市
と
業
者
が
意
見
対
立
／

き
ょ
う
三
者
会
談
で
妥
結
か

琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
４
・
６

当
間
那
覇
市
長
が

業
者
自
体
で
作
つ
て
も

よ
い

と
洩
ら
し
た
こ
と
か
ら
業
者
側
を
刺

激
、
那
覇
市
と
業
者
で
そ
の
設
置
を
め
ぐ
り

奪
い
合
い
を
演
じ
て
い
る
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

問
題
は
去
る
三
日
の
那
覇
市
会
で
取
り
あ
げ

ら
れ
た
が
、

業
者
と
の
話
し
合
い
な
く
し

て
タ
ー
ミ
ナ
ル
設
置
を
強
行
す
る
の
は
将
来

両
者
の
間
に
紛
争
を
起
す

と
い
う
強
硬
な

反
対
意
見
が
あ
り
、
こ
の
た
め
業
者
と
の
会

談
を
行
つ
た
後
の
六
日
午
後
の
本
会
議
で
最

終
決
定
を
行
う
こ
と
に
な
つ
た
が
、
一
方
業

者
側
で
は
五
日
午
後
四
時
す
ぎ
か
ら
協
議
会

を
開
き
、
市
と
業
者
が
対
等
の
立
場
で
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
建
設
運
営
に
当
る
と
い
う
、

去
る
二
十
八
日
の
役
員
会
の
決
議
を
再
確
認

し
、
六
日
の
市
当
局
と
の
会
談
で
も
あ
く
ま

で
そ
の
線
を
お
し
進
め
る
こ
と
に
な
り
、
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
設
置
に
つ
い
て
の
業
者
、
那

覇
市
の
対
立
が
注
目
さ
れ
る
に
至
つ
た
。

こ
の
問
題
が
起
つ
た
の
は
当
間
那
覇
市
長
が

バ
ス
業
者
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
設
置
に
つ
い
て
の

市
当
局
案
の
説
明
会
を
行
つ
た
時

業
者
が

希
望
す
る
な
ら
ば
業
者
自
体
で
タ
ー
ミ
ナ
ル

を
建
設
し
て
も
差
支
え
な
い

と
言
つ
た
こ

と
に
始
ま
る
。

バ
ス
業
者
と
し
て
は
こ
の
市
長
の
言
葉
で
業

者
自
体
に
よ
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設
を
検
討
し

た
と
こ
ろ
、
業
者
自
体
で
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
設

置
す
る
こ
と
が
高
い
家
賃
を
払
つ
て
市
当
局

か
ら
借
り
る
よ
り
有
利
だ
と
い
う
結
論
を
得

た
。
こ
の
立
場
か
ら
第
一
案
と
し
て

業
者
だ
け

で
建
設
す
る

第
二
案

業
者
六
市
四
の
割

合
で
建
設
資
金
を
受
持
つ

の
両
案
を
市
当

局
に
出
し
た
が
那
覇
市
で
は
こ
の
業
者
案
を

一
九
五
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無
視
し
て
二
十
八
日
の
市
会
に

市
だ
け
で

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設

を
議
案
と
し
て
提
出

し
た
。

一
方
業
者
で
は
こ
の
市
の
態
度
を
不
満
と
し

同
じ
く
二
十
八
日
役
員
会
を
開
き
、

業
者

五
、
那
覇
市
五

の
案
を
決
議
し
た
。
こ
の

業
者
案
か
ら
市
会
と
し
て
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
設

置
を
決
議
す
る
前
に
摩
さ
つ
を
さ
け
る
た
め

に
業
者
と
の
話
し
合
い
を
行
つ
た
上
で
六
日

の
本
会
議
で
タ
ー
ミ
ナ
ル
設
置
を
決
議
し
よ

う
と
い
う
こ
と
に
な
つ
た
。

こ
れ
に
対
し
バ
ス
協
会
で
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
設

置
問
題
に
つ
い
て
五
日
午
後
四
時
半
か
ら
役

員
会
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
運
営
協
議
会
の
合

同
協
議
会
を
開
き
、
同
問
題
に
つ
い
て
の
業

者
の
態
度
を
協
議
し
た
結
果
、
去
る
三
月
二

十
八
日
の
役
員
会
で
決
議
し
た

那
覇
市
五
、

業
者
五
の
割
合
で
建
設
運
営
を
行
う

と
い

う
案
を
再
確
認
し
、
こ
の
基
本
線
を
あ
く
ま

で
堅
持
す
る
立
場
で
き
よ
う
午
前
十
時
か
ら

の
那
覇
市
当
局
、
那
覇
市
会
、
バ
ス
業
者
の

三
者
会
談
に
の
ぞ
む
こ
と
に
な
つ
た
。

上
原
バ
ス
協
会
長
の
話

当
間
那
覇
市
長
が

業
者
自
体
の
手
で
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
作
つ
て
も

良
い
と
い
う
話
が
あ
つ
た
の
で
我
々
業
者
も

タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設
を
検
討
し
、
そ
の
上
で
去

る
二
十
八
日
業
者
五
、
市
五
の
割
合
で
建
設

に
当
る
こ
と
を
決
議
し
た
わ
け
だ
。
六
日
の

三
者
会
談
で
は
あ
く
ま
で
こ
の
基
本
線
を
つ

ら
ぬ
く
つ
も
り
だ
。

｜
社
　
説
｜

那
覇
の
都
計
に
就
い
て

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
４
・
７

琉
球
の
首
都
那
覇
市
の
都
市
計
画
の
全
容

が
主
席
の
決
裁
を
経
て
こ
の
ほ
ど
最
終
的
に

決
定
し
た
と
い
う
が
、
前
議
会
に
お
け
る
首

都
法
の
制
定
と
い
い
、
民
政
府
か
ら
の
特
別

補
助
と
い
い
、
と
に
か
く
わ
れ
わ
れ
が
待
望

し
て
や
ま
な
い
首
都
建
設
の
歩
み
は
、
こ
の

と
こ
ろ
頗
る
快
調
に
、
み
う
け
ら
れ
る
。

あ
り
て
い
に
言
う
と
、
今
頃
に
な
つ
て
主

席
の
最
終
的
決
裁
は
ピ
ン
と
こ
な
い
。
都
計

の
全
容
は
な
る
ほ
ど
最
近
に
い
た
つ
て
纏
つ

た
の
だ
ろ
う
が
、
そ
の
全
容
を
構
成
す
る
一

部
は
、
周
知
の
と
お
り
先
年
来
槌
音
も
た
か

ら
か
に
実
施
さ
れ
、
着
々
と
進
捗
の
一
途
を

辿
つ
て
い
る
。
そ
れ
は
都
計
で
は
な
く
、
別

の
名
目
な
の
か
、
そ
の
辺
の
と
こ
ろ
は
く
わ

し
く
知
ら
ぬ
。
だ
が
、
そ
う
し
た
法
的
な
詮

さ
く
は
と
も
か
く
と
し
て
、
都
計
の
全
容
が

遂
に
決
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
単
に
那
覇
市
の

み
で
な
く
琉
球
全
体
の
よ
ろ
こ
び
で
も
あ
ろ

う
。
こ
の
計
画
に
直
接
た
ず
さ
わ
つ
た
那
覇

市
当
局
並
に
市
議
会
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
を

多
謝
し
た
い
の
で
あ
る
。
戦
後
に
お
け
る
那

覇
市
が
、
年
を
追
う
て
琉
球
の
首
都
的
地
位

を
占
め
つ
つ
あ
る
こ
と
は
否
め
ま
い
。
独
立

国
で
も
な
い
琉
球
の

首
都

呼
ば
わ
り
は

怪
し
か
ら
ぬ
、
と
の
論
も
あ
り
は
す
る
が
、

わ
れ
わ
れ
の
解
釈
は
、
決
し
て
そ
ん
な
も
の

で
は
な
い
。
い
う
な
れ
ば
、
本
土
政
府
の
統

治
か
ら
切
離
さ
れ
た
戦
後
の
沖
縄
に
お
い

て
、
司
法
、
行
政
、
立
法
府
が
那
覇
市
に
お

か
れ
、
通
念
的
に
評
し
て
政
治
、
経
済
、
文

化
の
中
心
地
帯
の
観
が
あ
り
、
し
た
が
つ
て

琉
球
の
代
表
的
首
都
の
様
相
を
暫
定
的
に
示

し
て
い
る
現
状
か
ら
し
て
、首
都
の
命
名
を
、

独
立
国
か
否
か
の
問
題
に
か
か
わ
り
な
く
、

素
朴
な
態
度
を
も
つ
て
肯
定
し
た
い
の
で
あ

る
。
そ
れ
か
ら
、
国
際
都
市
的
な
様
相
を
お

び
つ
つ
あ
る
こ
と
も
否
め
ぬ
と
思
う
。

そ
う
し
た
首
都
構
想
か
ら
、
首
都
の
名
に

あ
た
い
す
る
那
覇
市
の
都
市
計
画
を
全
住
民

が
期
待
し
た
訳
で
あ
る
が
、
那
覇
市
当
局
並

に
市
議
会
は
、
本
土
に
お
け
る
都
市
計
画
の

権
威
者
、
故
石
川
博
士
を
二
度
に
わ
た
つ
て

招
き
、
例
の
理
想
的
な
石
川
構
想
が
も
た
れ

て
、
こ
の
構
想
に
基
く
都
計
の
一
部
が
先
年

来
着
手
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
全
容
を
と
と
の

え
て
主
席
の
最
終
決
裁
と
な
つ
た
の
だ
ろ

う
。
同
計
画
に
よ
る
と
全
地
域
は
住
居
、
商

業
、
工
業
、
港
、
風
致
地
区
の
五
つ
の
区
域

に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
的
な
特
色
を

生
か
し
て
、
新
し
い
都
市
を
形
成
し
よ
う
と

し
て
い
る
ら
し
い
。
形
と
り
ど
り
、
色
さ
ま

ざ
ま
の
近
代
建
築
美
が
、
首
都
の
偉
容
を
い

よ
い
よ
加
え
、
緑
の
公
園
が
転
在
し
、
み
ご

と
な
舗
装
道
路
が
従
横
に
ひ
ら
け
て
、
将
来

の
わ
が
那
覇
市
は
、
今
と
は
較
べ
も
の
に
な

ら
ぬ
飛
躍
的
な
変
貌
を
遂
げ
、
見
違
え
る
よ

う
に
美
し
く
、
か
つ
著
し
く
発
達
し
た

琉

球
の
首
都

を
形
づ
く
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

明
る
い
夢
を
抱
く
こ
と
は
た
の
し
い
。
そ
し

て
こ
の
夢
が
、
琉
球
全
体
の
復
興
を
象
徴
す

る
も
の
で
あ
つ
て
欲
し
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
首
都
つ
く
り
に
那
覇
市
住
民

は
も
ち
ろ
ん
、
延
い
て
は
全
琉
住
民
の
希
望

を
反
映
さ
せ
る
着
眼
が
当
然
で
あ
ろ
う
。
市

当
局
並
に
市
議
会
が
計
画
に
当
り
、
比
嘉
主

席
が
最
終
的
決
裁
を
く
だ
す
建
前
は
、
法
的

手
続
き
な
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
市
民
や
住

民
の
世
論
も
十
分
汲
み
と
る
べ
き
で
あ
る
。

一
般
住
民
を
対
象
と
す
る
世
論
聴
取
の
方
法

は
、
考
え
た
ら
い
ろ
い
ろ
あ
る
だ
ろ
う
。
そ

れ
に
、
都
計
に
関
す
る
住
民
へ
の
啓
蒙
運
動

も
看
過
し
て
は
な
ら
ぬ
と
思
う
。
そ
れ
か
ら

各
分
野
の
専
門
家
並
に
知
識
層
の
知
慧
を
借

り
る
謙
虚
な
態
度
が
是
非
欲
し
い
の
で
あ

る
。
い
い
か
え
る
と
、
都
計
の
諮
問
機
関
の

設
置
が
必
定
で
あ
ろ
う
。
那
覇
市
並
に
琉
球

政
府
に
果
し
て
そ
う
し
た
諮
問
機
関
が
あ
る

だ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
な
い
で
も
な
か
ろ
う
。

だ
が
、
活
発
に
運
営
さ
れ
ぬ
た
め
か
、
有
名

無
実
の
感
が
す
る
。
審
議
機
関
の
活
動
に
し

て
も
、
余
り
社
会
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
主
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席
の
最
終
決
定
に
い
た
る
迄
の
い
き
さ
つ

が
、
ひ
ろ
く
周
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。
当
事
者
だ
け
の

独
善
的
都
計

と
い
う
非
難
は
差
し
控
え
る
が
、
と
も
か
く

も
つ
と
衆
知
を
集
め
る
多
角
的
な
諮
問
機
関

を
つ
く
り
、
都
計
の
い
き
さ
つ
を
周
知
さ
せ

て
、
住
民
の
都
計
関
心
を
盛
り
上
げ
る
工
夫

が
あ
つ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
に
都
計

へ
の
住
民
参
加
が
あ
る
だ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、
道
路
計
画
に
対
し
て
は
、
当

然
消
防
行
政
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。
商

業
地
域
の
計
画
は
、
業
者
と
の
懇
談
を
必
要

と
す
る
。
工
業
地
帯
も
然
り
で
あ
る
。
風
致

地
区
で
あ
れ
ば
美
術
家
の
活
用
は
当
然
で
あ

り
、
建
築
に
し
て
も
、
技
術
者
委
せ
で
は
、

色
と
形
の
美
観
を
欠
ぐ
恐
れ
が
あ
ろ
う
。
公

園
の
指
定
に
、
文
化
財
指
定
の
竜
潭
そ
の
他

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
文
化
財
保
護
行
政
と
の

関
連
を
無
視
し
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
何

一
つ
と
り
あ
げ
て
み
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
家
並
び
に
知
識
人
と
の
提
携
が
必
要
で
あ

り
、
従
つ
て
幾
つ
も
の
諮
問
機
関
を
多
角
的

に
組
織
し
て
、
首
都
計
画
の
夢
を
豊
か
な
も

の
、
完
璧
な
も
の
と
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

主
席
決
裁
の
都
計
全
容
に
果
し
て
、
衆
の
夢

が
盛
ら
れ
た
か
ど
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

家
並
に
知
識
人
に
と
つ
て
は
、
恐
ら
く
あ
の

全
容
に
幾
多
の
不
満
が
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
と
に
学
校
関
係
の
決
裁
に
対
し
て
は
、

疑
問
が
あ
り
、
極
言
す
れ
ば
越
権
の
憾
み
な

し
と
し
な
い
。主
席
決
裁
の
都
計
に
よ
る
と
、

都
市
計
画
の
中
で
学
校
は
、
道
路
、
住
居
地

域
と
に
ら
み
合
せ
て
配
置
す
る
必
要
を
認

め
、
現
中
校
を
小
校
に
使
い
か
え
る
と
か
、

幾
つ
か
の
小
、
中
校
の
新
設
を
決
め
、
か
つ

具
体
的
に
校
名
を
挙
げ
、
新
設
校
設
置
の
場

所
を
指
定
し
て
い
る
。
明
か
に
違
法
で
あ
ろ

う
。
言
う
迄
も
な
く
学
校
行
政
は
、
教
委
の

権
限
に
属
し
、
市
町
村
行
政
並
に
政
府
一
般

行
政
か
ら
完
全
に
分
離
さ
れ
て
い
る
。
教
委

の
決
定
に
基
い
て
、
主
席
が
決
裁
し
た
の
で

あ
れ
ば
問
題
は
な
い
が
、
恐
ら
く
そ
う
で
は

あ
る
ま
い
。
そ
こ
で
都
計
と
教
育
行
政
の
関

連
を
無
視
し
た
当
事
者
の
失
態
が
指
摘
さ
れ

る
。揚
げ
足
と
り
の
積
り
は
さ
ら
さ
ら
な
い

が
、
当
事
者
の
独
善
を
厳
に
戒
め
た
い
の
で

あ
る
。
前
述
の
諮
問
機
関
を
是
非
設
け
て
欲

し
い
。バス

・
タ
ー
ミ
ナ
ル
／
建
設
は

那
覇
市
が
／
業
者
の
意
思
を

尊
重
運
営
／
三
者
会
談
円
満

妥
結
琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
４
・
７

バ
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
設
置
を
め
ぐ
つ
て
対
立

す
る
バ
ス
業
者
と
那
覇
市
の
意
見
の
相
違
を

調
整
す
る
た
め
六
日
午
前
十
時
半
か
ら
那
覇

市
、
那
覇
市
会
、
バ
ス
業
者
の
三
者
会
談
が

那
覇
市
会
議
室
で
開
か
れ
た
が
、
業
者
の
妥

協
で
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
建
設
は
全
面
的
に
市
が

行
い
、
そ
の
運
営
に
つ
い
て
業
者
の
意
見
を

十
分
に
尊
重
す
る
と
い
う
案
が
採
択
さ
れ
、

結
局
午
後
か
ら
の
本
会
議
で
は
市
の
原
案
通

り
バ
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
市
が
建
設
す
る
こ

と
が
決
議
さ
れ
た
。

午
前
十
時
半
か
ら
の
三
者
会
談
に
は
那
覇
市

側
か
ら
助
役
、
各
部
課
長
、
市
議
全
員
が
出

席
、
業
者
も
上
原
バ
ス
協
会
長
以
下
各
社
の

代
表
者
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
。
ま
ず
上
原

会
長
か
ら
バ
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
建
設
に
業

者
も
参
加
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
決
ま
る
ま

で
の
い
き
さ
つ
の
説
明
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ

い
て
各
議
員
か
ら
質
問
が
あ
つ
た
が
、
業
者

側
と
し
て
は
五
対
五
の
割
合
で
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
建
設
運
営
に
当
る
と
い
う
案
だ
け
し
か
用

意
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
た
め
双
方
の
意
見
を

ま
と
め
る
た
め
い
つ
た
ん
休
会
、
業
者
、
市

会
別
々
に
会
合
を
持
つ
た
。
そ
の
結
果
業
者

と
し
て
も
、
こ
れ
以
上
市
当
局
案
に
反
対
し

て
も
将
来
ト
ラ
ブ
ル
を
起
す
ば
か
り
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
市
当
局
が
建
設
に
当
る
が
そ

の
運
営
に
当
つ
て
は
十
分
に
業
者
の
意
見
を

尊
重
す
る
と
い
う
妥
協
案
を
の
む
に
至
つ

た
。
こ
の
た
め
午
後
二
時
か
ら
市
会
で
は
本

会
議
を
開
き
、
市
当
局
の
原
案
通
り
バ
ス
・

タ
ー
ミ
ナ
ル
設
置
案
を
可
決
、
十
日
間
に
わ

た
る
定
例
会
議
の
幕
を
閉
じ
た
。

沖
縄
に
誘
導
弾
ナ
イ
キ
／
八
百

万
弗
の
砲
座
工
事
入
札

琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
４
・
11

米
国
陸
軍
は
沖
縄
に
誘
導
弾
”
ナ
イ
キ
”
を

そ
え
つ
け
る
た
め
そ
の
砲
座
建
築
工
事
と
し

て
八
百
万
ド
ル

九
億
六
千
万
円

の
入
札

を
行
う
と
琉
球
軍
司
令
官
兼
第
九
軍
司
令
官

モ
ー
ア
中
将
は
十
日
発
表
し
た
。
ナ
イ
キ
が

沖
縄
に
姿
を
見
せ
る
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で

あ
る
が
、
Ｄ
Ｅ
で
は
こ
の
砲
座
八
基
を
建
設

す
る
た
め
今
週
中
に
工
事
明
細
書
を
請
負
業

者
宛
発
送
す
る
。
砲
座
は
一
基
を
完
成
す
る

の
に
約
百
万
ド
ル

一
千
二
百
万
円

要
す

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

工
事
開
始
は
今
秋
の
初
め
ご
ろ

八
月
ご
ろ

と
推
定
さ
れ
る

に
な
る
よ
う
で
あ
る
が
、

八
基
を
完
成
す
る
の
に
約
一
年
は
か
ゝ
る
も

の
と
見
ら
れ
て
い
る
。
ナ
イ
キ
の
名
前
は
ギ

リ
シ
ア
神
話
の
勝
利
の
女
神
か
ら
と
つ
た
も

の
で
、
こ
れ
ま
で
は
米
本
土
の
防
空
用
に
本

土
に
備
え
つ
け
ら
れ
て
い
た
も
の
。

米
陸
軍
が
発
明
し
た
最
初
の
超
音
速
対
空
誘

導
弾
で
、
砲
弾
の
長
さ
二
十
呎
、
そ
れ
自
体

レ
ー
ダ
ー
を
装
備
し
、
こ
れ
に
よ
つ
て
目
標

に
達
す
る
よ
う
に
な
つ
て
い
る
。

米
本
土
で
は
試
射
の
結
果
、
ナ
イ
キ
は
爆
撃

機
、
戦
斗
機
、
輸
送
機
に
も
使
用
出
来
る
こ
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と
が
判
明
し
て
い
る
。
民
政
府
新
聞
課

制
限
う
け
る
財
産
権
／
『
那
覇

都
計
施
設
』
決
ま
る

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
４
・
17

都
計
法
に
も
と
づ
き
、
去
る
三
月
二
十
三
日

行
政
主
席
は

那
覇
都
市
計
画
施
設
の
決
定

を
告
示
し
た
。
こ
の
告
示
で
真
和
志
市
も
那

覇
の
都
計
区
域
内
に
含
ま
れ
、
更
に
こ
れ
ら

の
地
域
は
、
住
居
地
域
、
商
業
地
域
、
準
工

業
地
域
、
防
火
地
域
、
風
致
地
区
等
に
分
け

ら
れ
、
こ
れ
か
ら
の
都
市
の
発
展
に
大
き
な

方
向
を
与
え
た
が
、
こ
れ
に
伴
つ
て
、
こ
れ

ら
の
地
域
は
財
産
権
の
制
限
も
受
け
る
よ
う

に
な
つ
た
。
各
地
域
毎
に
み
る
と
、
次
の
通

り
で
あ
る
。

住
居
地
域

住
宅
地
の
安
寧
秩
序
を
守
る

た
め
、
こ
の
地
域
に
は
、
常
時
煤
煙
を
吐
く

よ
う
な
工
場
は
勿
論
、
待
合
、
キ
ヤ
バ
レ
ー
、

舞
踏
場
、
映
画
館
等
は
建
築
す
る
こ
と
が
許

さ
れ
な
い
。

更
に
、
住
宅
建
築
の
際
は
従
来
、
建
築
基
準

法
で
建
坪
は
敷
地
の
七
割
ま
で
認
め
ら
れ
て

い
た
が
、
今
回
の
住
居
地
域
指
定
に
よ
り
、

敷
地
か
ら
十
坪
を
引
い
た
面
積
の
六
割
が
建

造
物
の
最
大
建
坪
と
な
つ
た
。
つ
ま
り
、
百

坪
の
敷
地
な
ら
、
従
来
七
十
坪
建
築
で
き
た

の
が
、
去
る
二
十
三
日
以
降
は
、
百
坪
か
ら

十
坪
引
い
て
九
十
坪
、
そ
の
六
割
の
五
十
四

坪
ま
で
し
か
建
て
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
つ

た
。
住
居
地
域
は
最
も
広
く
、
多
く
の
人
々

に
も
関
係
す
る
の
で
　
建
築
課
で
は
今
後
建

築
申
請
の
際
、
よ
く
注
意
し
て
欲
し
い
と
い

つ
て
い
る
。

商
業
地
域

市
場
周
辺
、
牧
志
街
道
、
沖

映
か
ら
十
貫
寺
を
通
り
、
泊
埋
立
地
の
夫
婦

岩
に
新
設
さ
れ
る
道
路
の
周
辺
、
泊
港
、
那

覇
港
、
辻
町
、
潟
原
商
店
街
な
ど
が
指
定
さ

れ
て
い
る
。
商
店
、
会
社
は
勿
論
、
待
合
、

キ
ヤ
バ
レ
ー
、
映
画
館
も
こ
の
地
域
で
な
け

れ
ば
新
築
で
き
な
い
。
建
築
面
積
は
従
来
通

り
敷
地
の
七
割
ま
で
認
め
ら
れ
る
。

準
工
業
地
域

郊
外
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
常
時
煤
煙
を
吐
く
よ
う
な
工
場
は
こ
こ

以
外
に
は
つ
く
つ
て
い
け
な
い
こ
と
に
な

る
。
敷
地
か
ら
十
坪
を
引
い
て
そ
の
六
割
ま

で
は
建
築
が
認
め
ら
れ
る
。

防
災
地
域

都
心
部
を
主
要
道
路
に
よ

り
、
い
く
つ
か
に
わ
け
て
帯
状
に
囲
ん
で
、

火
災
の
際
も
、
そ
の
帯
の
地
帯
で
火
の
拡
が

る
の
を
防
ご
う
と
い
う
も
の
で
、
建
築
の
際

は
一
定
の
基
準
に
従
つ
て
、
堅
固
、
不
燃
性

の
材
料
を
使
わ
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
な
つ

て
い
る
。
敷
地
の
七
割
ま
で
建
て
ら
れ
る
。

風
致
地
域

奥
武
山
を
含
め
た
漫
湖
一
帯

で
あ
る
。

大
半
は
消
え
る
／
運
命
の
桜
坂

こ
の
地
域
制
の
指
定
で
、
さ
し
当
り
最
も
影

響
を
こ
う
む
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
の
□
、”

夜
の
那
覇
”
桜
坂
一
帯
だ
。
バ
ー
、
カ
フ
エ
、

キ
ヤ
バ
レ
ー
等
が
ず
ら
り
と
な
ら
ん
で
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
店
は
商
業
地
域
で
な
け
れ
ば

新
築
を
許
さ
れ
な
い
。
商
業
地
域
外
に
お
け

る
こ
れ
ら
の
既
設
の
店
は
従
来
通
り
営
業
は

で
き
る
も
の
の
今
後
は
営
業
者
が
代
つ
た
場

合
は
、
風
俗
営
業
取
締
法
に
も
ひ
つ
か
か
つ

て
、
営
業
は
と
り
や
め
と
な
り
、
住
居
に
な

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
し
か
も
、
桜

坂
一
帯
の
営
業
主
の
変
更
は
ひ
ん
ぱ
ん
と
い

う
か
ら
、
案
外
、
環
境
の
整
理
さ
れ
る
の
も

早
い
時
期
で
は
な
い
か
と
み
る
む
き
も
あ

る
。
こ
の
一
帯
で
商
業
地
域
に
指
定
さ
れ
て

い
る
の
は
牧
志
大
通
り
の
井
筒
屋
か
ら
東
に

入
る
道
路
の
左
側
は
住
居
地
域
で
あ
る
　
つ

ま
り
、
現
在
の
桜
坂
バ
ー
街
の
半
分
は
、
将

来
、
営
業
者
が
代
る
こ
と
が
あ
れ
ば
営
業
は

強
制
的
に
ス
ト
ツ
プ
と
な
る
し
、
新
築
、
改

築
、
増
築
等
も
勿
論
認
め
ら
れ
な
い

も
う
制
限
第
一
号
？
が

地
域
制
指
定
に
よ
る
制
限
一
号
が
出
そ
う
で

あ
る
。
波
の
上
の
旭
ガ
丘
付
近
に
或
る
人
が

キ
ヤ
バ
レ
ー
を
新
築
し
た
。
建
築
申
請
を
出

す
と
き
は
三
月
二
十
三
日
の
地
域
制
指
定
以

前
で
あ
つ
た
の
で
建
築
基
準
法
で
制
限
す
る

と
い
う
手
も
な
く
、
建
築
は
認
可
と
な
り
、

さ
て
、
営
業
開
始
の
段
に
な
つ
て
、
那
覇
署

に
届
出
を
し
た
ら
、
二
十
三
日
の
告
示
以
後
、

風
俗
営
業
取
締
法
の
施
行
規
則
に
よ
り
、
緑

地
帯

旭
ガ
丘

か
ら
百
米
は
風
俗
営
業
が

禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
お
ま
け
に
こ
の
地
域
は

住
居
地
域
で
あ
る
の
で
、
警
察
で
は
認
可
を

控
え
、
那
覇
市
か
ら
都
計
の
図
面
が
届
く
の

を
待
つ
て
い
る
が
、
営
業
は
不
許
可
と
な
る

よ
う
で
あ
る
。
三
月
二
十
三
日
の
告
示
以
前

の
申
請
で
あ
れ
ば
問
題
は
な
か
つ
た
よ
う
で

あ
る
。

軍
用
地
開
放
／
山
下
町
な
ど
一

万
坪
琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
５
・
２

一
日
沖
縄
デ
イ
ス
ト
リ
ク
ト
・
エ
ン
ジ
ニ
ヤ

か
ら
民
政
府
に
米
陸
軍
は
六
月
三
十
日
付
で

一
万
三
千
五
百
七
十
五
坪

十
一
エ
ー
カ
ー

余

の
軍
使
用
土
地
を
開
放
す
る
と
通
知
が

あ
つ
た
。

開
放
予
定
地
の
内
訳
は
▽
那
覇
市
山
下
町

シ
ー
メ
ン
ズ
・
サ
ー
ビ
ス
・
ク
ラ
ブ
一
帯
七

千
坪

五
・
五
八
エ
ー
カ
ー

▽
具
志
川
村

元
第
二
Ｐ
Ｏ
Ｌ
タ
ン
ク
地
域
の
残
り
五
千
坪

三
・
九
エ
ー
カ
ー

▽
浦
添
村
牧
港
発
電

所
付
近
一
千
九
百
七
十
坪

一
・
六
一
エ
ー

カ
ー

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
土
地
所
有
者
は
六
月
三
十
日
か
ら

土
地
の
使
用
が
で
き
、
当
日
ま
で
の
土
地
使

用
料
は
開
放
正
式
発
表
後
で
き
る
だ
け
早
く

支
払
わ
れ
る

民
政
府
新
聞
課

一
九
五
六
年

昭
和
三
十
一
年

四
｜
五
月

四
九
〇

が



潮
渡
橋
を
軍
で
／
那
覇
が
架
設

陳
情
琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
５
・
２

那
覇
市
は
一
日
、
都
市
計
画
の
ひ
と
つ
で
あ

る
久
茂
地
川
か
ら
前
島
町
で
分
れ
て
泊
南
岸

埋
立
地
区
に
注
ぐ
河
川
が
一
号
線
道
路
と
交

差
す
る
地
点
に
米
軍
に
よ
つ
て
橋
を
か
け
て

も
ら
い
た
い
と
の
民
政
府
あ
て
陳
情
書
を
政

府
に
出
し
た
。
那
覇
市
で
は
都
市
計
画
の
一

部
と
し
て
都
市
衛
生
に
重
要
な
役
割
を
持
つ

河
川
を
決
定
、
排
水
の
万
全
を
期
し
て
い
る

が
、
軍
道
路
一
号
線
に
橋
を
か
け
な
け
れ
ば

豪
雨
の
時
に
は
ん
ら
ん
す
る
。
も
と
こ
こ
に

は
潮
渡
橋
が
あ
つ
て
排
水
を
順
調
に
し
て
い

た
が
米
軍
が
一
号
線
道
路
工
事
の
と
き
、
こ

れ
に
代
る
べ
き
橋
を
か
け
な
か
つ
た
た
め
現

在
の
排
水
に
支
障
が
あ
る
と
と
も
に
都
計
の

排
水
計
画
に
障
害
を
き
た
す
こ
と
に
な
つ
て

い
る
。
す
で
に
橋
の
架
設
地
点
か
ら
西
側
の

排
水
路
は
完
成
し
て
お
り
東
側
は
目
下
工
事

施
行
中
で
九
月
に
は
完
成
の
予
定
な
の
で
、

こ
れ
に
応
じ
て
民
政
府
で
橋
を
か
け
て
も
ら

い
た
い
と
要
請
し
て
い
る
。

真
和
志
市
議
会
／
本
土
へ
議
員

派
遣
琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
５
・
６

真
和
志
市
議
会
で
は
、こ
の
ほ
ど
垣
花
恵
綱
、

許
田
世
輝
、
高
良
正
文
の
三
議
員
を
本
土
へ

派
遣
、
市
町
村
行
政
と
議
会
運
営
の
ほ
か
当

面
の
合
併
問
題
を
調
査
研
究
さ
せ
る
こ
と
に

な
つ
て
い
た
が
、
五
日
泊
出
港
の
沖
縄
丸
で

高
良
氏
が
一
足
さ
き
に
出
発
し
た
。
期
間
は

約
一
カ
月
で
、
真
和
志
と
同
様
に
合
併
問
題

が
未
解
決
の
ま
ま
と
な
つ
て
い
る
ケ
ー
ス
も

調
べ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
な
お
真
和
志

市
の
議
員
派
遣
は
今
回
が
は
じ
め
て
、
新
年

度
に
も
さ
ら
に
六
名
の
議
員
を
送
り
込
む
予

定
。問

題
に
な
る
水
上
店
舗
／
那
覇

市
会
が
当
局
へ
善
処
求
む

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
５
・
11

十
日
の
那
覇
市
臨
時
議
会
で
長
嶺
将
真
、
仲

井
真
元
楷
、
崎
山
喜
達
議
員
等
が
、
最
近
、

カ
ー
ブ
川
上
流
、
及
び
カ
ー
ブ
川
の
上
に
建

設
さ
れ
た
水
上
店
舗
に
つ
い
て
、
建
築
許
可

は
あ
る
か
、
ど
う
か
。
何
故
、
そ
れ
が
建
設

さ
れ
る
に
至
つ
た
か
、
な
ど
に
つ
い
て
、
市

当
局
を
追
及
し
た
。
こ
れ
は
、
質
問
し
た
三

議
員
に
限
ら
ず
、
大
方
の
議
員
が
、
市
民
の

衛
生
保
健
上
、
ま
た
は
都
計
上
、
都
市
美
の

点
か
ら
い
つ
て
も
、
こ
の
様
な
建
物
が
川
の

上
に
出
来
た
こ
と
を
了
解
に
苦
し
ん
で
い
る

よ
う
で
、
市
当
局
に
行
政
的
処
置
を
希
ん
で

い
た
。

こ
れ
に
対
し
、
市
当
局
は
研
究
の
上
、
善
処

し
た
い
と
答
え
て
い
た
。

嘉
手
納
助
役
、
安
次
富
建
設
部
長
の
話
に
よ

る
と
、
ガ
ー
ブ
川
水
上
に
建
設
さ
れ
た
店
舗

は
、
牧
志
道
路
拡
幅
工
事
の
際
、
立
退
者
を

ガ
ー
ブ
川
水
上
に
店
舗
を
つ
く
つ
て
収
容
す

る
、
と
約
束
し
て
あ
つ
た
の
で
、
立
退
者
十

八
名
の
人
々
が
、
昨
年
暮
、
地
主
の
上
岡
作

太
郎
氏
と
、
借
地
契
約
を
な
し
、
建
築
し
た

も
の
。
二
間
に
三
十
五
間
、
七
十
坪
の
面
積

で
、
十
八
名
の
人
々
が
、
花
屋
や
雑
貨
商
、

食
堂
を
営
ん
で
い
る
。

市
当
局
は
ガ
ー
ブ
川
を
公
有
水
面
と
み
な
し

た
た
め
、

河
川
法

に
基
く
建
築
申
請

政
府
工
交
局
が
許
可

が
な
さ
れ
た
が
、

工
交
局
が
私
有
水
面

こ
の
場
合
は
警
察
署

長
が
許
可

と
み
な
し
た
た
め
、
建
物
は
昨

年
暮
、
竣
工
、
す
で
に
営
業
し
て
い
る
に
か

か
わ
ら
ず
、ま
だ
建
築
確
認
証
が
得
ら
れ
ず
、

無
届
不
法
建
築
に
な
つ
て
い
る
。
市
当
局
で

は
政
府
と
打
合
せ
て
、建
築
許
可
を
得
た
い
、

と
い
つ
て
い
る
。

ガ
ー
ブ
川
上
流
に
で
き
た
建
物
は
、
新
栄
橋

近
く
の
流
の
上
に
、
二
、
三
日
前
出
来
た
も

の
で
、
二
間
四
方
は
あ
る
と
い
う
。
市
当
局

は
こ
の
方
に
つ
い
て
は
建
築
確
認
を
し
な
い

方
針
だ
と
い
つ
て
い
る
。

那
覇
都
計
補
助
／
七
百
万
円
交

付
指
令

琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
５
・
14

政
府
は
十
二
日
、
那
覇
市
の
都
市
計
画
事
業

に
対
し
補
助
金
七
百
万
円
の
交
付
指
令
を
出

し
た
。

こ
れ
は
那
覇
市
が
総
工
費
一
千
四
百
万
円
で

市
予
算
に
計
上
し
既
に
着
工
中
の
”
む
つ
み

橋
、
前
島
間
道
路
新
設
”
と
橋
や
路
側
護
岸

な
ど
の
付
帯
工
事
に
対
す
る
補
助
金
で
あ

る
。バ

ス
セ
ン
タ
ー
最
終
案
な
る
／

い
よ
い
よ
今
月
末
に
着
工

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
６
・
５
・
14

十
二
日
ひ
る
二
時
か
ら
那
覇
市
役
所
で
那
覇

市
長
、
建
設
部
長
、
建
設
課
長
、
都
計
課
長
、

バ
ス
協
会
、
各
バ
ス
会
社
代
表
が
集
ま
つ
て
、

バ
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
建
設
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
、
最
終
案
が
決
定
し
た
。
総
工
費
約

四
千
万
円
に
上
る
、
近
代
的
な
バ
ス
・
セ
ン

タ
ー
が
い
よ
い
よ
今
月
下
旬
、
着
工
の
運
び

と
な
つ
た
。

建
設
場
所
は
、
那
覇
市
下
泉
町
一
丁
目

旧

県
鉄
駅
跡

、
四
千
百
九
十
三
坪
の
敷
地
が

こ
れ
に
充
て
ら
れ
る
。
建
物
は
本
館
と
二
つ

の
別
館
、
い
ず
れ
も
二
階
建
で
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ツ
ク
造
、
総
面
積
約
千
八
百

七
十
四
坪
。
一
階
は
延
五
百
八
十
坪
で
、
待

一
九
五
六
年

昭
和
三
十
一
年

五
月

四
九
一



合
室
、
荷
物
預
り
所
、
切
符
売
場
、
案
内
所
、

管
理
人
室
、
貸
店
舗

理
髪
館
、
美
粧
院
等

を
含
む

、
公
衆
浴
場
、
バ
ス
会
社
事
務
所
、

便
所
等
が
設
け
ら
れ
、
二
階
は
本
館
か
ら
別

館
へ
通
ず
る
陸
橋
プ
ラ
ツ
ト
ホ
ー
ム
を
含
め

延
千
二
百
七
十
坪
、
運
転
司
令
室
、
貸
事
務

所
、
貸
店
舗
、
バ
ス
会
社
事
務
所
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
食
堂
、
便
所
等
が
設
け
ら
れ
る
。
竣

工
は
来
年
三
月
の
予
定
。

”
早
く
首
都
建
設
委
を
”
／
那

覇
市
が
政
府
に
陳
情

琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
５
・
25

那
覇
市

市
長
当
間
重
剛
氏

は
二
十
四
日
、

政
府
に
対
し
首
都
建
設
委
員
会
の
早
急
な
発

足
と
事
務
局
の
設
置
を
要
請
す
る
陳
情
書
を

出
し
た
。

去
る
二
月
十
一
日
”
首
都
建
設
法
”
が
公
布

さ
れ
た
が
付
則
で
”
委
員
会
の
設
置
は
こ
れ

に
要
す
る
経
費
の
支
出
が
予
算
上
可
能
と
な

つ
た
時
に
こ
れ
を
行
う
”
と
規
定
し
て
実
際

の
運
営
は
停
止
さ
れ
今
ま
で
委
員
会
が
設
け

ら
れ
て
い
な
い
し
か
も
政
府
は
同
法
の
公
布

に
当
つ
て
新
年
度
予
算
に
経
費
を
計
上
し
来

る
七
月
か
ら
委
員
会
を
発
足
さ
せ
る
方
針
を

示
し
た
も
の
の
、
立
法
勧
告
し
た
予
算
案
に

は
全
く
計
上
さ
れ
て
お
ら
ず
、
首
都
建
設
委

員
会
の
発
足
は
見
と
お
し
が
つ
か
な
く
な
つ

た
の
で
那
覇
市
で
は
次
の
理
由
を
あ
げ
て
、

そ
の
早
急
な
発
足
を
要
請
し
た
も
の
で
あ

る
。１
、
那
覇
の
都
市
建
設
は
コ
ザ
、
平
良
、

石
垣
な
ど
の
各
都
市
の
ご
と
き
単
な
る
地

方
都
市
と
し
て
の
建
設
計
画
と
は
自
ら
そ

の
趣
を
異
に
し
て
い
て
首
都
と
し
て
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
る
建
設
計
画
を
含
む

も
の
で
、
そ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
で
き

る
よ
う
計
画
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
首
都
建

設
法
に
規
定
さ
れ
た
が
琉
球
の
政
治
、
経

済
、
文
化
面
の
復
興
を
促
進
す
る
に
は
、

そ
の
首
都
機
能
を
早
急
に
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
。

２
、
首
都
建
設
計
画
は
那
覇
市
計
画
区
域

内
の
那
覇
市
及
び
真
和
志
市
の
行
政
区
域

に
わ
た
る
の
で
そ
の
事
業
の
総
合
計
画
及

び
実
施
は
首
都
建
設
法
の
完
全
な
る
運
営

に
よ
つ
て
可
能
で
あ
る
。

３
、
こ
の
立
法
の
早
期
運
営
に
よ
つ
て
那

覇
市
と
真
和
志
市
と
の
合
併
も
促
進
さ
れ

名
実
と
も
に
首
都
が
実
現
す
る
。

４
、
こ
の
立
法
の
運
営
に
よ
つ
て
都
市
計

画
区
域
外
の
隣
接
村
と
の
関
連
あ
る
計
画

も
可
能
で
あ
る
。

泊
埋
立
地
Ｂ
地
区
を
商
業
地
域

に
／
旭
町
復
興
期
成
会
が
陳

情沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
５
・
26

那
覇
市
旭
町
復
興
期
成
会
で
は
こ
の
ほ
ど
同

町
民
に
割
当
て
ら
れ
た
泊
埋
立
地
の
Ｂ
区
域

は
那
覇
市
都
計
で
住
宅
地
域
に
指
定
さ
れ
て

い
る
が
同
町
民
は
戦
前
旧
鉄
道
那
覇
駅
を
中

心
に
商
業
を
営
み
、
ま
た
戦
後
も
商
業
を
営

ん
で
い
る
者
が
多
く
、
期
成
会
で
も
商
業
者

を
移
転
さ
せ
る
よ
う
決
つ
て
い
る
の
で
同
地

域
を
商
業
地
域
に
指
定
し
て
も
ら
い
た
い
と

政
府
に
陳
情
し
た
。

那
覇
市
生
産
振
興
委
に
十
氏
を

委
嘱
琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
５
・
30

那
覇
市
で
は
二
十
九
日
森
根
武
信

琉
球
肥

料
常
務

安
谷
譲

農
連
専
務

儀
部
喜
俊

沖
園
連
専
務

波
平
仁
吉

大
衆
金
庫
専

務

嘉
手
苅
林

中
央
金
庫
専
務

赤
嶺
慎

英

沖
漁
連
専
務

辺
野
喜
英
興

琉
水
常

務

松
川
久
男

商
工
会
議
所
調
査
部
長

具
志
幸
得

沖
縄
綿
花
社
長

久
場
長
文

山
久
商
会
主

の
十
氏
を
生
産
振
興
対
策

委
員
に
委
嘱
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

こ
れ
は
消
費
偏
重
の
那
覇
市
経
済
の
現
状
を

是
正
し
、
生
産
都
市
と
し
て
産
業
面
の
開
発

に
当
ろ
う
と
設
け
ら
れ
た
も
の
で
六
月
二
日

午
前
九
時
か
ら
那
覇
市
会
議
室
で
第
一
回
委

員
会
を
開
き
、
生
産
振
興
に
つ
い
て
の
基
本

方
針
を
打
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

桜
坂
を
商
業
地
域
に
／
擁
護
期

成
会
が
陳
情

琉
新
・
夕
　
１
９
５
６
・
６
・
２

三
月
二
十
三
日
付
那
覇
市
都
市
計
画
告
示

に
よ
り
桜
坂
の
約
三
分
の
二
が
住
居
区
域

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
桜
坂
一
帯
の

業
者
は
桜
坂
商
業
地
域
擁
護
期
成
会

会

長
久
場
長
文
氏

を
組
織
、
政
府
、
那
覇

市
へ
桜
坂
全
域
を
商
業
地
域
に
編
入
す
る

よ
う
陳
情
を
続
け
て
い
る
。
同
期
成
会
か

ら
の
陳
情
は
つ
ぎ
の
通
り
。

一
、
桜
坂
一
帯
の
総
世
帯
数
は
三
百
二
十
二

世
帯
だ
が
、
そ
の
中
に
は
劇
場
三
軒
、
貿
易

業
者
二
十
七
軒
、
バ
ー
、
キ
ヤ
バ
レ
ー
な
ど

百
十
数
軒
な
ど
三
十
七
種
目
の
事
業
が
営
ま

れ
て
い
る
。

二
、
住
居
区
域
と
な
る
と
現
在
の
建
物
は
建

築
基
準
法
に
ふ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

三
、
学
校
の
近
く
に
風
俗
営
業
が
営
ま
れ
る

こ
と
を
当
局
は
心
配
し
て
い
る
が
、
こ
の
点

業
者
は
自
粛
し
て
お
り
、
ま
た
法
規
に
よ
つ

て
学
校
近
く
で
は
営
業
が
で
き
な
い
よ
う
に

な
つ
て
い
る
。
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那
覇
市
議
会
開
幕
／
新
首
都
の

献
立
て
練
る
／
当
間
市
長
施

政
方
針
で
五
点
を
強
調

琉
新
・
夕
　
１
９
５
６
・
６
・
５

那
覇
市
定
例
議
会
は
五
日
午
前
十
時
半
開

会
。
会
期
を
二
十
五
日
ま
で
の
三
週
間
と
決

定
し
た
あ
と
当
間
那
覇
市
長
か
ら
新
年
度
に

当
つ
て
の
施
政
方
針
の
発
表
が
あ
つ
た
。

当
間
市
長
は
施
政
方
針
の
中
で
一
、
首
都
建

設
事
業
の
継
続
的
推
進
二
、産
業
の
振
興
三
、

社
会
福
祉
面
の
向
上
四
、
内
政
面
の
刷
新
お

よ
び
合
理
的
運
営
五
、
健
全
財
政
の
堅
持
の

五
点
を
強
調
、
五
七
年
度
の
那
覇
市
政
の
在

り
方
を
示
し
た
。

施
政
方
針
の
概
要

軍
の
八
千
七
百
万
円
の
特
別
補
助
に
よ
り
那

覇
市
の
都
市
計
画
が
大
き
く
進
展
し
た
こ
と

を
市
民
と
と
も
に
喜
び
た
い
施
政
方
針
も
就

任
以
来
の
基
本
方
針
と
根
本
に
お
い
て
は
ち

が
い
な
い
が
、
項
目
別
に
あ
げ
る
と
つ
ぎ
の

通
り
と
な
る
。

▽
首
都
建
設
事
業

今
年
の
都
市
計
画
告
示
に
よ
り
都
市
計
画
の

大
綱
が
決
ま
り
、
那
覇
市
が
真
に
首
都
に
ふ

さ
わ
し
い
住
み
良
い
町
に
な
る
こ
と
を
確
信

す
る
。
た
だ
戦
後
無
計
画
に
建
て
ら
れ
た
部

分
は
ス
ラ
ム
街
化
し
て
保
健
、
市
民
生
活
そ

の
他
に
支
障
を
来
し
て
い
る
の
で
、
新
年
度

に
お
い
て
は
既
成
市
街
の
綿
密
な
調
査
に
よ

り
改
造
計
画
を
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。

那
覇
市
は
琉
球
の
首
都
で
あ
り
、
こ
の
意
味

か
ら
那
覇
の
都
市
計
画
は
全
住
民
の
責
任
に

お
い
て
な
す
べ
き
だ
と
痛
感
し
て
い
た
が
、

首
都
建
設
法
が
立
法
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

那
覇
市
の
都
市
計
画
も
一
段
と
進
展
を
見
せ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

▽
区
画
整
理
事
業

五
二
年
美
栄
橋
区
を
皮
切
り
に
区
画
整
理
事

業
を
遂
行
し
て
き
た
が
、
整
地
工
事
の
殆
ど

が
完
了
、
新
年
度
一
杯
に
は
区
画
整
理
事
業

全
般
が
大
き
く
進
捗
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
▽
土
木
事
業

道
路
、
橋
梁
の
補
修
、
新
設
な
ど
着
々
と
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
五
十
七
年
度
も
引
続
き

工
事
を
行
い
、
市
内
道
路
の
面
目
を
一
新
し

た
い
。▽
水
道
事
業

水
源
地
の
開
発
に
重
点
を
置
き
新
年
度
に
お

い
て
は
暫
定
的
水
源
と
し
て
宜
野
湾
村
チ
ユ

ン
ナ
水
源
、
恒
久
的
に
は
イ
ゼ
ナ
ー
上
流
を

水
源
に
す
る
の
を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
区

画
整
理
事
業
と
並
行
し
て
旧
市
街
へ
の
配
管

も
計
画
し
て
い
る
。

▽
建
築

今
後
不
法
建
設
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
の
で

建
設
法
規
の
周
知
を
は
か
り
、
防
火
そ
の
他

安
全
を
期
し
た
い
。

▽
泊
港
管
理
運
営

ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
保
税
倉
庫
を
設
置
す

る
こ
と
に
よ
り
泊
港
を
内
外
航
路
の
発
着
港

と
し
て
な
お
便
利
な
港
と
し
て
い
き
た
い
。

▽
産
業
振
興

那
覇
市
経
済
の
実
態
は
農
村
、
加
工
そ
の
他

の
生
産
業
は
二
十
％
に
す
ぎ
ず
、
貿
易
、

サ
ー
ビ
ス
業
の
消
費
面
が
大
部
分
で
あ
る
、

こ
れ
は
那
覇
市
の
生
産
業
の
低
調
を
示
す
も

の
で
、
生
産
振
興
委
の
設
置
に
よ
り
消
費
偏

重
を
是
正
し
て
い
き
た
い
。

▽
社
会
福
祉

清
掃
法
の
施
行
と
相
ま
つ
て
那
覇
市
を
清
潔

な
街
に
す
る
た
め
貯
留
そ
う
、
処
理
そ
う
を

設
置
し
た
い
。

▽
戸
籍

恩
給
事
務
に
も
関
連
す
る
こ
と
な
の
で
戸
籍

の
早
急
な
る
整
備
を
行
い
た
い
。

▽
財
政
の
健
全

財
政
合
理
化
を
は
か
る
と
と
も
に
財
源
の
開

発
に
よ
り
で
き
る
だ
け
市
民
の
負
担
を
軽
く

す
る
よ
う
に
し
た
い
。

む
し
返
す
合
併
、
競
輪
／
那
覇

市
議
会
、
質
疑
も
漸
く
活
発

化琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
６
・
12

十
一
日
午
前
十
時
す
ぎ
開
か
れ
た
那
覇
市
本

会
議
で
当
間
市
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る
質

疑
が
行
わ
れ
た
が
、
仲
井
真
議
員
が
真
和
志

と
の
合
併
問
題
、
競
輪
問
題
に
つ
い
て
鋭
く

市
長
に
迫
り
、
ま
た
島
袋
議
員
が
八
千
七
百

万
円
の
補
助
金
問
題
を
つ
く
な
ど
い
つ
に
な

い
緊
迫
し
た
雰
囲
気
だ
つ
た
。

主
な
質
疑
は
つ
ぎ
の
通
り
で
、
十
二
日
は
引

続
き
午
前
十
時
か
ら
施
政
方
針
を
め
ぐ
つ
て

の
質
疑
が
行
わ
れ
る
。

仲
井
真

施
政
方
針
の
中
に
八
千
七
百
万

余
の
軍
補
助
は
財
源
開
拓
に
行
き
悩
ん
で
い

る
那
覇
市
に
と
つ
て
は
大
き
な
光
明
だ
つ
た

と
言
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
任
期
余
す
と
こ

ろ
十
数
カ
月
の
市
長
が
財
政
困
難
の
た
め
の

悲
鳴
と
も
と
れ
る
。
那
覇
市
の
財
政
は
そ
ん

な
に
困
難
な
状
態
か
、
軍
か
ら
の
補
助
金
の

見
通
し
は
。

市
長

前
途
を
決
し
て
楽
観
し
て
い
る
の

で
は
な
い
が
、
戦
前
以
上
の
那
覇
を
つ
く
つ

て
い
く
と
い
う
理
想
の
た
め
に
困
難
を
乗
り

越
え
て
い
き
た
い
。

仲
井
真

ド
ー
ナ
ツ
合
併
は
過
渡
期
的
な

も
の
と
思
う
が
、
施
政
方
針
の
中
に
は
真
和

志
と
の
合
併
が
言
及
さ
れ
て
な
い
。
こ
れ
は

市
長
任
期
中
に
お
い
て
は
合
併
が
不
可
能
だ

と
い
う
意
味
か
。

市
長

真
和
志
と
の
合
併
は
就
任
以
来
の

懸
案
で
あ
る
の
で
特
に
う
た
わ
な
か
つ
た
わ

け
だ
が
現
在
立
法
院
で
市
町
村
合
併
促
進
法

を
準
備
中
な
の
で
こ
れ
に
よ
つ
て
合
併
が
促

一
九
五
六
年

昭
和
三
十
一
年

六
月

四
九
三



進
さ
れ
る
と
思
う
。

仲
井
真

既
成
市
街
地
の
改
造
計
画
を
言

つ
て
い
る
が
、
都
市
計
画
は
現
在
の
市
民
の

利
便
を
考
え
て
や
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
を

第
二
義
的
な
も
の
に
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
。
こ
の
意
味
か
ら
直
接
市
民
の
利
便
と
つ

な
が
る
既
成
地
域
の
改
造
計
画
が
今
ご
ろ
行

わ
れ
る
と
い
う
の
は
お
そ
き
に
失
し
て
い
る

改
造
計
画
を
早
急
に
現
実
に
行
つ
て
貰
い
た

い
。市
長

既
成
市
街
の
改
造
が
お
く
れ
た
こ

と
は
お
わ
び
し
た
い
。
旧
市
街
へ
の
移
動
を

一
日
も
早
く
と
い
う
市
民
の
要
望
に
よ
り
、

財
政
的
に
両
方
行
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
つ

た
の
で
旧
市
街
を
さ
き
に
し
た
わ
け
で
あ

る
、
新
年
度
で
は
既
成
市
街
の
十
分
な
る
実

情
を
調
査
し
て
対
策
を
こ
う
じ
た
い
。

仲
井
真

市
営
霊
園
に
つ
い
て
は
土
地
買

収
で
ご
た
ご
た
を
起
し
て
い
る
が
、
実
現
可

能
な
案
で
早
急
に
着
工
し
て
貰
い
た
い
。

市
長

計
画
が
発
表
さ
れ
る
と
地
価
が
あ

が
る
こ
と
を
予
想
し
な
か
つ
た
の
で
失
敗
し

た
。
今
年
度
で
ち
や
ん
と
し
た
も
の
を
作
り

た
い
。
仲
井
真

生
産
振
興
に
力
を
入
れ
る
と
い

う
こ
と
は
必
要
だ
が
、
那
覇
市
と
し
て
は
商

業
の
育
成
も
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

特
に
お
く
れ
て
い
る
生
産
業
の
振

興
を
う
た
つ
た
わ
け
だ
が
、
商
業
の
育
成
も

併
行
し
て
行
う
。

仲
井
真

総
合
運
動
場
の
地
図
の
中
に
競

輪
場
を
含
め
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
競
輪
を
健

全
娯
楽
と
み
な
し
て
い
る
た
め
か
。
今
や
競

輪
の
廃
止
は
日
本
で
も
世
論
と
な
つ
て
い
る

が
奥
武
山
か
ら
競
輪
を
閉
め
出
す
わ
け
に
は

い
か
な
い
か
、
そ
の
後
の
競
輪
事
業
の
動
き

は
ど
う
な
つ
て
い
る
か
。

市
長

競
輪
場
と
総
合
運
動
場
は
関
係
が

な
く
便
利
の
た
め
位
置
を
図
示
し
た
ま
で

だ
。
競
輪
事
業
は
株
式
会
社
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
と
い
う
名
称
で
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
な

ど
も
や
る
計
画
な
の
で
混
同
を
さ
け
る
た
め

に
総
合
運
動
場
と
し
た
。

大
山

年
次
有
給
休
暇
は
実
施
さ
れ
て
い

る
か
。
社
会
部
長

努
め
て
年
次
休
暇
を
与
え
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

島
袋

都
市
計
画
の
実
施
に
よ
り
失
業
者

が
相
当
吸
収
さ
れ
る
と
思
う
が
、
ど
の
程
度

か
。助
役

相
当
吸
収
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が

は
つ
き
り
し
た
数
は
調
べ
て
な
い
。

島
袋

八
千
七
百
万
円
の
軍
補
助
は
見
返

り
資
金
か
ら
出
て
い
る
と
思
う
が
、
市
長
は

こ
れ
の
出
所
を
知
ら
な
い
か
。

市
長

知
ら
な
い
。

島
袋

那
覇
市
が
直
接
軍
と
交
渉
し
て
補

助
金
を
貰
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
一
部
で
は

琉
球
政
府
を
否
定
す
る
こ
と
だ
と
い
う
考
え

が
あ
る
が
、
そ
の
い
き
さ
つ
を
説
明
し
て
貰

い
た
い
。

市
長

い
き
さ
つ
は
色
々
さ
し
さ
わ
り
が

あ
る
の
で
秘
密
会
で
な
い
と
い
え
な
い
。

こ
ゝ
で
秘
密
会
を
開
く
か
ど
う
か
議
決
を

求
め
る
こ
と
に
な
つ
た
が
、
仲
井
真
議
員
か

ら
も
う
少
し
市
長
と
話
し
合
つ
た
上
で
決
め

た
い
と
い
う
意
見
が
出
て
、
秘
密
会
議
の
可

否
は
翌
日
に
持
越
さ
れ
た
。

那
覇
と
の
合
併
問
題
な
ど
／
翁

長
真
和
志
市
長
施
政
方
針
演

説琉
新
・
夕
　
１
９
５
６
・
６
・
13

真
和
志
市
翁
長
市
長
は
、
十
三
日
午
前
十
時

半
か
ら
目
下
開
会
中
の
同
市
第
五
七
回
定
例

議
会
で
、
次
の
よ
う
な
施
政
方
針
演
説
を
行

つ
た
。

▽
合
併
問
題

市
当
局
で
は
、
都
市
合
併
促

進
法
の
早
期
立
法
を
要
請
し
、
ま
た
那
覇
市

当
局
に
も
継
続
的
に
進
言
し
て
い
る
が
、
巷

間
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
那
覇
市
当
局
で

は
積
極
的
な
意
図
は
く
み
と
れ
な
い
。

主
体
を
な
す
那
覇
市
が
積
極
的
に
、
真
和
志

に
呼
び
か
け
て
く
れ
る
こ
と
を
願
う
。

来
年
六
月
ま
で
に
合
併
問
題
の
処
理
を
し
な

け
れ
ば
事
態
が
悪
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
つ
て
い
る
。

来
月
中
に
も
専
門
技
術
員
を
採
用
し
て
こ
の

問
題
の
法
規
問
題
を
研
究
し
て
立
案
を
急
が

せ
る
。

▽
土
木
事
業

現
在
二
カ
所
の
路
線
修
理
を

終
え
六
カ
所
の
修
理
を
続
行
中
で
あ
る
。

二
週
間
内
に
こ
れ
が
完
了
す
る
の
で
、
更
に

七
、
八
カ
所
の
道
路
、
排
水
口
の
改
修
を
し

た
い
。

▽
都
市
計
画

都
市
計
画
指
定
区
域
に
な
つ

て
い
る
の
で
、
都
市
計
画
審
議
委
員
会
の
取

き
め
に
よ
り
仕
事
を
進
め
て
い
る
が
、
市
と

し
て
も
独
自
の
計
画
案
を
立
て
て
、
市
の
地

域
性
を
考
え
て
い
き
た
い
。

真
和
志
市
は
住
宅
地
域
で
あ
る
と
い
う
一
般

的
通
念
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
商
工
業
の
性
格

を
併
せ
持
た
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

現
在
那
覇
市
の
計
画
し
て
い
る
安
里
か
ら
浦

添
に
通
ず
る
第
二
の
一
号
線
と
も
い
う
べ
き

道
路
を
今
後
は
実
現
に
努
力
し
た
い
。

▽
社
会
事
業

救
済
、
戦
没
者
遺
族
年
金
を

推
進
し
て
市
民
の
生
活
を
安
定
さ
せ
て
い
き

た
い
。

ま
た
保
健
衛
生
の
面
で
は
、
最
近
公
布
さ
れ

た

清
掃
法

に
基
い
て
実
施
に
当
り
た
い
。

▽
産
業
振
興

単
な
る
住
民
地
域
で
は
な

く
、
生
産
地
域
と
し
て
、
農
業
、
水
産
地
域

を
開
発
し
て
、
そ
れ
に
よ
つ
て
荒
廃
地
の
解

消
を
促
進
す
る
。
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ま
た
清
涼
飲
料
、
泡
盛
な
ど
の
生
産
工
業
が

興
り
つ
つ
あ
り
、
近
く
は
肉
豚
カ
ン
ヅ
メ
工

業
の
設
立
の
運
び
と
な
つ
て
い
る
。
市
の
地

域
性
を
利
用
し
て
、
中
小
工
業
を
活
発
に
推

進
さ
せ
た
い
。

▽
水
道
事
業

今
年
は
与
儀
、
三
原
区
方
面

の
事
業
を
開
発
す
る
そ
し
て
議
会
が
終
り
次

第
、
水
道
料
金
の
値
下
げ
に
つ
い
て
努
力
し

た
い
。

▽
歳
入

真
和
志
の
歳
入
の
七
七
％
は
税
収

に
よ
つ
て
賄
つ
て
い
る
の
で
、
徴
税
思
想
の

啓
蒙
、
宣
伝
を
行
い
、
理
解
を
深
め
て
い
る

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
成
績
が
上
ら
な
い
の
で
、

各
区
に
納
税
貯
蓄
組
合
を
結
成
し
て
事
業
の

発
展
を
期
し
た
い
。

ま
た
公
益
質
屋
や
市
営
住
宅
に
つ
い
て
準
備

し
て
い
る
が
、
ま
だ
発
表
の
段
階
に
は
至
つ

て
い
な
い
。

そ
の
他
に
起
債
を
行
い
、
国
場
川
沿
岸
と
泊

北
岸
の
埋
立
を
し
て
、
そ
の
収
入
に
よ
つ
て

運
営
面
に
持
つ
て
い
き
た
い
。

｜
社
　
説
｜

競
輪
問
題
と
政
府
の
反
省

沖
タ
・
朝
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５
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・
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・
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政
府
は
那
覇
市
の
競
輪
事
業
を
公
認
し
、
十

五
日
に
、
那
覇
市
を
競
輪
施
行
地
域
に
指
定

す
る
告
示
を
行
う
こ
と
に
な
つ
た
と
い
う
。

こ
の
主
席
の
告
示
で
、
那
覇
市
の
競
輪
も
い

よ
い
よ
実
現
の
度
合
が
濃
く
な
つ
た
。
あ
と

は
、
こ
の
事
業
を
直
接
に
行
う
人
々
が
資
本

を
集
め
得
る
か
ど
う
か
に
か
か
つ
て
い
る
。

新
聞
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
こ
れ
を
引
請

け
る

沖
縄
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

の
設
立
運
動
が
あ
る
そ
う
で
、
並
べ
ら
れ
た

設
立
発
起
人
達
の
顔
ぶ
れ
か
ら
、
こ
れ
は
案

外
、
早
期
に
実
現
す
る
か
も
知
れ
な
い
と
思

わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
事
業
の
実
現
は
、
手
放
し

で
歓
迎
で
き
ぬ
と
す
る
一
般
的
空
気
に
あ

る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
政
府
の

競
輪
施

行
地
域

と
し
て
の
指
定
が
な
け
れ
ば
、
こ

の
事
業
を
行
う
こ
と
は
出
来
な
い
。
少
く
と

も
こ
の
事
業
を
歓
迎
せ
ぬ
人
々
は
政
府
の
善

意
を
信
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
昨
年
十
一
月

に
那
覇
市
か
ら
申
請
を
受
け
、
今
日
ま
で
そ

の
決
定
を
保
留
し
て
い
る
の
か
ら
し
て
、
そ

の
ま
ま
そ
れ
を
斥
け
る
か
、
或
は
、
進
ん
で

競
輪
法
廃
止
の
た
め
の
措
置
を
と
る
の
で
は

な
い
か
、
と
、
密
か
に
期
待
も
し
て
い
た
に

違
い
な
い
。
事
実
、
政
府
が
半
年
余
り
も
決

定
を
保
留
し
て
い
た
の
は
、
当
時
の
厳
し
い

世
論
の
た
め
で
あ
つ
た
筈
だ
。
だ
が
今
に
し

て
思
え
ば
、
冷
却
期
を
待
つ
た
め
の
こ
う
か

つ
な
政
治
的
配
慮
に
よ
る
も
の
だ
つ
た
と
し

か
解
釈
出
来
ぬ
。

そ
も
そ
も
、
こ
の
競
輪
を
実
現
さ
せ
よ
う

と
す
る
社
会
的
な
力
は
、
終
始
、
善
良
な
る

市
民

那
覇
市
民
だ
け
で
な
い

の
良
識
を

踏
み
つ
け
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
競
輪
法
案

が
立
法
院
で
審
議
さ
れ
た
と
き
、
良
識
あ
る

議
員
や
市
民
の
殆
ど
が
、
反
対
の
声
を
あ
げ

た
。
だ
が
、
那
覇
や
沖
縄
の
市
民
生
活
に
は

余
り
関
係
の
な
い
奄
美
選
出
の
議
員
達
の
数

が
も
の
を
い
つ
て
、
つ
い
に
法
律
と
な
つ
た
。

彼
等
の
大
島
は
恐
ら
く
、
こ
の
法
律
か
ら
大

き
な
被
害
を
受
け
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
こ
と

は
、
容
易
に
想
像
で
き
た
。
つ
ぎ
に
、
昨
年

夏
、
那
覇
市
が
、
い
よ
い
よ
、
日
本
の
業
者

と
手
を
組
ん
で
、
こ
の
事
業
を
始
め
よ
う
と

し
た
と
き
、
当
間
市
長
は
、
市
議
再
選
挙
で

議
会
が
欠
け
て
い
る
の
を
う
ま
く
利
用
す
る

か
の
よ
う
に
、
敢
え
て
、
専
決
処
分
と
い
う

挙
に
出
て
、
業
者
と
契
約
し
た
。
市
民
の
ご

う
ご
う
た
る
非
難
や
、

競
輪
は
絶
対
い
け

な
い

と
い
う
、
市
会
の
公
聴
会
に
お
け
る

圧
倒
的
多
数
の
意
見
を
無
視
し
て
、
市
会
は

競
輪
を
是
認
し
た
の
で
あ
つ
た
。

一
体
、
競
輪
か
ら
何
か
社
会
的
利
益
で
も

生
れ
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
戦
争
後
、
い

ち
早
く
、
こ
れ
を
実
施
し
た
日
本
の
状
態
を
、

新
聞
や
そ
の
他
の
出
版
物
か
ら
う
か
が
う

と
、
確
に
、
地
方
自
治
体
に
幾
何
か
の
税
外

収
入
を
与
え
て
は
い
る
よ
う
で
あ
る
。
市
町

村
に
よ
つ
て
規
模
は
違
う
が
、
そ
の
収
益
で

学
校
や
そ
の
他
の
公
共
施
設
が
建
て
ら
れ
た

の
も
、
事
実
の
よ
う
だ
。
だ
が
、
そ
の
裏
に

は
、
競
輪
に
よ
つ
て
踏
み
に
じ
ら
れ
た
市
民

生
活
の
、
多
く
の
哀
話
が
あ
る
の
で
あ
る
。

新
聞
の
論
調
は

競
輪
は
賭
博
で
あ
る
。
家

庭
生
活
に
暗
影
を
投
げ
、
犯
罪
の
温
床
に
す

ら
な
つ
て
い
る

と
、
な
か
な
か
、
手
厳
し

い
。わ
れ
わ
れ
が
、
政
府
な
り
、
市
町
村
な
り

の
公
共
団
体
の
存
在
を
必
要
と
す
る
の
は
、

生
命
、
財
産
の
安
全
や
、
近
代
市
民
と
し
て

の
人
間
の
権
利
を
保
障
さ
れ
、
平
和
な
社
会

生
活
を
送
り
た
い
、
と
希
求
す
る
か
ら
に
他

な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
政
府
、

公
共
団
体
に
は
、
原
則
と
し
て
、
自
然
人
に

優
る
人
格
を
与
え
る
べ
き
で
な
い

と
さ
え

考
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
古
い
時
代
の

政
府
や
公
共
団
体
の
も
つ
て
い
た
、
強
い
権

力
を
出
来
る
だ
け
弱
く
し
よ
う
と
い
う
の
で

あ
る
。
そ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
政
府

や
地
方
公
共
団
体
が
、
地
方
自
治
体
の
財
源

を
得
る
た
め
と
は
言
え
、
住
民
の
社
会
生
活

に
暗
い
影
を
及
ぼ
す
賭
博
の
競
輪
を
実
施

し
、
ま
た
は
認
可
し
よ
う
、
と
い
う
態
度
は

理
解
に
苦
し
む
の
で
あ
る
。
法
律
上
の
手
続

さ
え
踏
め
ば
、
世
論
が
ど
う
あ
ろ
う
と
、
そ

れ
を
無
視
し
て
い
い
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う

か
。那
覇
市
の
態
度
に
対
す
る
批
評
は
暫
ら
く

お
く
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
際
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
、
政
府
が
も
う
一
度
考
え
直
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す
よ
う
勧
め
た
い
。
那
覇
と
い
う
一
地
方
自

治
体
の
財
源
を
潤
お
す
た
め
に
、
全
住
民
、

と
く
に
若
い
人
々
に
賭
博
を
や
る
機
会
を
与

え
、
憂
慮
さ
れ
る
い
ろ
い
ろ
な
社
会
問
題
も

お
こ
さ
せ
て
い
い
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
そ

こ
に
社
会
的
意
義
で
も
あ
る
と
い
う
の
で
あ

ろ
う
か
。
政
府
の
反
省
を
の
ぞ
み
た
い
。
こ

の
度
の
、那
覇
市
を
競
輪
施
行
地
域
に
す
る
、

と
い
う
政
府
の
措
置
は
、
競
輪
反
対
を
叫
ぶ
、

住
民
の
世
論
を
踏
み
に
じ
ろ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
例
え
、
任
命
政
府
で
あ
つ
て
も
、

独
り
よ
が
り
の
こ
と
を
し
て
い
い
と
い
う
こ

と
は
な
い
。
む
し
ろ
、
で
き
る
だ
け
住
民
の

信
に
応
え
る
よ
う
謙
虚
に
な
つ
て
努
力
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
い
か
に
好
も
し
く
な
い
制
度

で
あ
つ
て
も
、
一
た
ん
存
在
す
れ
ば
、
そ
れ

に
よ
つ
て
利
益
を
受
け
る
団
体
な
り
個
人
な

り
が
生
れ
て
く
る
。
そ
の
と
き
に
な
つ
て
、

そ
の
弊
害
の
大
き
い
の
を
知
つ
て
、
廃
止
し

よ
う
と
し
て
も
、
社
会
的
な
摩
擦
が
お
こ
つ

て
、
な
か
な
か
出
来
る
も
の
で
な
い
。
本
土

で
す
で
に
試
験
ず
み
の
、
こ
の
憂
慮
す
べ
き

制
度
は
、
断
じ
て
、
沖
縄
へ
入
れ
て
い
け
な

い
。
幸
い
政
府
の
告
示
ま
で
、
ま
だ
一
両
日

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
政
府
の
善
処
を
希
ん
で

や
ま
な
い
。

”
競
輪
は
止
め
て
く
れ
”
／
六

団
体
が
立
法
院
へ
訴
う

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
６
・
14

政
府
は
那
覇
市
の
競
輪
事
業
を
認
め
、”
那

覇
市
を
競
輪
施
行
地
域
に
指
定
す
る
告
示
”

を
十
五
日
に
行
う
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ

ま
で
競
輪
廃
止
運
動
を
続
け
て
来
た
子
ど
も

を
守
る
会
、
青
連
、
婦
連
、
社
会
福
祉
協
議

会
、
教
職
員
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
各
代
表

は
十
三
日
午
前
立
法
院
に
各
党
代
表
を
訪

れ
、
競
輪
廃
止
と
競
輪
法
撤
廃
に
つ
い
て
要

請
し
た
が
、
さ
ら
に
次
の
要
請
文

要
旨

を
社
会
関
係
六
団
体
の
連
署
で
立
法
院
に
送

付
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

那
覇
市
の
企
図
し
た
競
輪
事
業
は
明
ら
か

に
教
育
的
に
も
社
会
的
に
も
経
済
的
に
も

大
衆
を
毒
す
る
も
の
と
し
て
世
論
の
強
い

反
対
を
受
け
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

那
覇
市
議
会
は
遂
に
多
数
で
競
輪
を
通
過

さ
せ
た
。
こ
う
し
た
中
で
わ
れ
わ
れ
は
反

対
を
続
け
世
論
に
沿
つ
た
行
動
は
外
資
導

入
委
員
会
で
競
輪
外
資
の
導
入
を
拒
否
さ

せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

競
輪
反
対
は
多
く
の
那
覇
市
民
だ
け
で
な
く

各
種
団
体
、
地
方
市
町
村
、
議
会
に
よ
つ
て

も
叫
ば
れ
て
い
る
。

ま
た
五
月
十
二
日
の
第
一
回
全
琉
社
会
福
祉

事
業
大
会
で
も
競
輪
法
撤
廃
を
決
議
し
た
。

然
る
に
行
政
府
は
那
覇
市
の
競
輪
を
公
認
す

る
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
世
論
を
踏
み

に
じ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
自
ら
主
催
し
た

全
琉
社
会
福
祉
事
業
大
会
は
芝
居
に
す
ぎ
な

か
つ
た
の
か
。
そ
し
て
自
ら
運
営
す
る
防
犯

対
策
協
議
会
の
政
策
を
否
定
す
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
今
ま
で
の
主
張
の
正
し

さ
と
必
要
さ
を
再
確
認
し
、
競
輪
絶
対
反
対

の
意
を
重
ね
て
表
明
し
、
次
の
通
り
要
請
す

る
。一
、
競
輪
法
の
存
在
は
競
輪
賭
博
の
政
府

公
認
制
を
許
し
て
い
る
。
こ
れ
は
民
主
政

治
を
あ
や
ま
ら
す
も
の
で
あ
り
、
競
輪
法

を
速
か
に
撤
廃
し
て
政
治
の
建
設
的
あ
り

方
を
確
立
せ
よ
。

二
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
政
治
的
手
段
を
採

用
し
て
競
輪
の
実
現
の
阻
止
。

三
、
競
輪
の
他
に
大
衆
娯
楽
の
域
を
脱
し

た
頽
廃
的
、
敗
北
的
、
賭
博
的
す
べ
て
の

企
業
、
施
設
並
に
制
度
に
反
対
す
る
。

競
輪
の
告
示
無
期
延
期
／
反
対

の
狼
火
に
あ
わ
て
た
政
府

琉
新
・
夕
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政
府
は
那
覇
市
に
対
す
る
”
競
輪
施
行
地
域

の
指
定
”
を
十
五
日
に
告
示
す
る
こ
と
に
し

て
い
た
が
十
三
日
付
本
紙
報
道
で
子
供
を
守

る
会
、
青
連
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
教
職
員

会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、
婦
連
に
よ
る
”
競
輪

法
撤
廃
と
競
輪
廃
止
”
の
ノ
ロ
シ
が
あ
が
つ

た
上
、
民
主
党
か
ら
も
反
対
が
出
た
の
に
あ

わ
て
て
、
十
三
、
十
四
日
に
わ
た
つ
て
神
村

副
主
席
、
宮
里
内
政
局
長
ら
が
緊
急
に
協
議

を
行
い
、”
競
輪
施
行
地
域
の
指
定
”
を
再

び
保
留
す
る
こ
と
に
な
つ
た
模
様
で
、
十
五

日
の
告
示
は
無
期
延
期
と
し
た
。

”
自
転
車
競
技
法
”
は
、
主
席
が
施
行
地
域

の
指
定
を
行
わ
な
け
れ
ば
動
き
出
さ
な
い
の

で
、
こ
の
指
定
が
中
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ

ば
那
覇
市
の
競
輪
は
、
実
質
的
に
、
実
現
不

可
能
に
な
る
。

な
お
、
与
党
の
民
主
党
幹
事
長
新
里
善
福
立

法
院
議
員
は
十
四
日
あ
さ
九
時
、
神
村
副
主

席
、
比
嘉
官
房
長
と
会
い
、
那
覇
市
に
限
ら

ず
、
現
在
、
実
質
的
な
効
力
を
発
揮
し
て
い

な
い
”
自
転
車
競
技
法
”
を
活
動
さ
せ
る
よ

う
な
”
施
行
地
域
指
定
”
に
は
反
対
だ
と
申

し
入
れ
を
し
た
。

新
里
善
福
氏
の
話

競
輪
法
を
生
か
し
て

競
輪
を
実
現
さ
せ
る
な
ん
て
、
と
ん
で
も
な

い
話
だ
。

金
口
木
舌

琉
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那
覇
市
が
財
政
の
補
い
の
た
め
に
企
図
し
た

競
輪
は
さ
ん
ざ
ん
な
不
評
。
そ
こ
で
政
府
も

世
論
を
尊
重
し
て
競
輪
施
行
地
域
の
指
定
告

示
を
引
込
ま
せ
る
こ
と
に
な
つ
た
模
様
▼
施

行
地
域
の
指
定
が
な
け
れ
ば
自
転
車
競
技
法

一
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年
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は
骨
を
抜
か
れ
た
の
も
同
様
、
い
く
ら
那
覇

市
が
汗
を
流
し
懸
命
に
ペ
ダ
ル
を
踏
ん
で
も

競
輪
は
当
分
動
き
出
す
筈
は
な
く
万
事
休
す

で
あ
ろ
う
▼
に
く
ま
れ
る
競
輪
は
も
と
も
と

敗
戦
の
置
土
産
で
あ
り
、
混
迷
期
の
ド
サ
ク

サ
に
乗
じ
て
生
れ
た
も
の
で
本
土
の
主
催
都

市
で
は
相
当
に
稼
ぎ
た
め
た
が
民
心
が
安
定

す
る
に
つ
れ
て
、
良
識
あ
る
市
民
か
ら
嫌
わ

れ
出
し
て
き
た
▼
競
輪
に
た
か
る
者
は
勤
労

精
神
に
乏
し
い
ア
ン
チ
ヤ
ン
連
中
が
多
く
競

技
が
持
つ
賭
博
性
に
か
り
た
て
ら
れ
て
身
を

亡
し
て
い
る
の
は
見
逃
せ
な
い
事
実
で
あ
る

▼
主
催
者
が
ベ
ラ
棒
に
儲
か
る
と
言
う
こ
と

は
裏
返
え
し
て
言
え
ば
券
を
買
つ
た
大
衆
の

懐
中
が
ま
き
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
、
張

つ
て
も
張
つ
て
も
芽
が
出
ず
裸
に
な
る
と
思

案
に
余
り
妻
子
を
ほ
つ
て
盗
み
に
出
る
手
合

も
い
て
競
輪
所
在
地
の
警
察
は
事
件
に
追
わ

れ
る
▼
競
輪
が
社
会
悪
の
温
床
と
な
つ
て
青

壮
年
を
蝕
ん
で
い
る
事
実
を
確
認
し
た
大
阪

府
で
は
赤
間
知
事
が
率
先
、
競
輪
を
廃
止
し

て
莫
大
な
競
輪
収
入
を
惜
し
げ
な
く
放
棄
し

た
こ
と
は
那
覇
市
長
も
那
覇
市
議
会
も
共
に

学
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
▼
最
近
本
土
に
於
け
る

競
輪
熱
は
冷
え
か
か
り
六
大
競
輪
は
別
と
し

て
地
方
競
輪
は
何
れ
も
細
り
赤
字
で
、
あ
が

き
が
と
れ
ず
中
止
し
た
県
市
も
多
く
今
や
競

輪
は
財
政
的
に
も
魅
力
を
喪
失
し
つ
ゝ
あ
る

▼
那
覇
市
は
こ
の
際
、
為
す
べ
き
も
の
を
以

つ
て
せ
ず
、
為
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
を
以
つ

て
す
る
言
わ
ば

手
で
す
る
事
を
足
で
す
る

競
輪
に
男
ら
し
く
見
切
り
を
つ
け
て
健
全
な

る
世
論
に
応
え
、
ス
ツ
キ
リ
し
た
首
都
建
設

に
邁
進
す
べ
き
で
あ
る
。

記
者
席
琉
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・
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○

十
五
日
の
那
覇
市
会
は
プ
ラ
イ
ス
勧
告

に
た
い
す
る
決
意
表
明
書
を
全
員
一
致
で
可

決
し
た
が
、
表
明
書
の
内
容
に
つ
い
て
ち
よ

つ
と
異
論
が
で
た
。
原
案
に
は
”
四
原
則
を

あ
く
ま
で
死
守
す
る
”
と
あ
つ
た
の
を
仲
井

真
議
員
が
”
死
守
す
る
と
い
う
が
四
原
則
が

通
ら
な
い
と
討
死
す
る
の
か
”
と
聞
い
た
の

に
た
い
し
赤
嶺
議
員
が
”
議
会
に
お
い
て
死

守
す
る
と
い
う
意
味
で
本
当
に
死
ぬ
わ
け
で

は
な
い
”
と
説
明
、
泉
議
長
が
”
辞
典
に
は

死
守
は
死
に
至
る
ま
で
守
る
。
死
力
を
つ
く

す
と
い
う
こ
と
で
必
ず
し
も
死
ぬ
こ
と
は
意

味
し
な
い
”
と
い
う
講
釈
も
あ
つ
た
が
、
結

局
那
覇
市
会
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
四
者

の
後
押
し
を
す
る
の
だ
か
ら
と
死
守
と
い
う

字
を
さ
け
、堅
持
と
い
う
言
葉
に
落
着
い
た
。

真
和
志
議
会
も
／
四
者
決
意
問

題
取
上
ぐ
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十
六
日
の
真
和
志
市
議
会
は
朝
十
時
か
ら
開

会
の
予
定
で
あ
つ
た
が
議
員
の
出
席
が
お
く

れ
十
一
時
五
十
分
か
ら
開
か
れ
た
。
そ
の
た

め
こ
の
日
議
事
日
程
で
あ
つ
た
市
長
の
施
政

方
針
演
説
に
た
い
す
る
一
般
質
問
、
陳
情
書

審
議
、五
五
年
度
決
算
承
認
は
保
留
と
な
り
、

森
田
議
長
か
ら
去
る
十
三
日
同
議
会
が
決
議

し
た

軍
用
地
問
題
決
意
書

の
関
係
当
局

へ
の
手
交
状
況
、
翁
長
市
長
か
ら
十
五
日
に

知
ら
さ
れ
た
全
島
緊
急
市
町
村
協
議
会
の
模

様
な
ど
の
報
告
が
あ
つ
た
後

関
係
当
局
指

導
者
の
総
辞
職
後
の
後
始
末
は
ど
う
す
る
の

か
、
そ
の
問
題
は
よ
く
考
え
る
べ
き
だ
、
そ

し
て
我
々
議
員
も
今
後
の
成
行
に
よ
つ
て
総

辞
職
の
ハ
ラ
も
決
め
る
べ
き
で
あ
る

と
の

発
言
も
あ
つ
た
。

四
者
の
決
定
支
持
／
那
覇
市
議

会
も
決
意
示
す
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那
覇
市
会
で
は
十
五
日
午
後
三
時
か
ら
緊
急

本
会
議
を
開
き
、
プ
ラ
イ
ス
勧
告
に
対
す
る

那
覇
市
会
の
態
度
を
協
議
し
た
結
果
、
つ
ぎ

の
よ
う
な
決
意
表
明
書
を
発
表
し
、行
政
府
、

立
法
院
、
市
町
村
長
会
、
軍
用
土
地
連
合
会

に
表
明
書
を
送
付
し
た
。

決
意
表
明
書

那
覇
市
議
会
は
軍
用
地
問
題
解
決
の
鉄
則
で

あ
る
四
原
則
を
堅
持
し
、
今
回
の
プ
ラ
イ
ス

勧
告
に
よ
る
一
括
払
い
並
び
に
新
規
接
収
に

た
い
し
て
は
絶
対
承
服
で
き
な
い
。

こ
れ
が
阻
止
に
つ
い
て
は
、
行
政
府
、
立
法

院
、
市
町
村
長
会
、
軍
用
土
地
連
合
会
の
四

者
協
議
会
の
決
定
を
全
面
的
に
支
持
し
、
こ

れ
に
協
力
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
表
明
す
る
。

プ
ラ
イ
ス
勧
告
の
要
旨

沖
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・
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東
京
二
十
日
共
同

二
十
日
外
務
省
に

入
電
し
た
プ
ラ
イ
ス
勧
告
の
要
旨
次
の
通

り
。

△
米
三
軍
の
土
地
収
用

一
九
四
五
年
米
軍
は
沖
縄
に
お
い
て
約
四
万

五
千
エ
ー
カ
ー
の
土
地
を
収
用
し
た
が
、
そ

の
後
約
五
千
エ
ー
カ
ー
を
住
民
に
返
還
し
た

の
で
現
在
の
収
用
地
面
積
は
約
四
万
エ
ー

カ
ー
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
土
地
は
も
と
も
と
戦
争
に
よ
る
措

置
と
し
て
地
主
に
対
す
る
補
償
な
し
に
収
用

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

五
六
会
計
年
度
に
お
け
る
沖
縄
向
け
の
予
算

要
求
額
は
四
千
三
百
九
十
八
万
三
千
ド
ル

で
、
う
ち
三
千
五
十
万
ド
ル
は
五
万
二
千

エ
ー
カ
ー
の
土
地
収
用
の
た
め
に
割
当
て
ら

れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
こ
の
土
地
の
う

ち
五
万
一
千
六
百
三
十
七
エ
ー
カ
ー
は
軍
用

地
で
、
三
軍
別
の
内
訳
は
次
の
通
り

五
五

年
六
月
現
在

必
要
土
地
面
積
、
費
用

単
位
千
ド
ル

一
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兵
力
の
順

陸
軍
一
〇
、
一
三
八
　
　
七
、
五
四
七

一
四
、
六
〇
〇

海
軍

含
海
兵

二
一
、
八
三
七
　
　
六
、

八
〇
〇
　
　
一
九
、
二
五
九

空
軍
一
九
、
六
六
二
　
　
一
〇
、
三
一
四

一
〇
、
八
八
七

接
収
さ
れ
た
土
地
の
年
間
地
代
は
登
記
価
格

の
六
％
と
定
め
ら
れ
、
こ
の
評
価
は
五
二
年

四
月
二
十
八
日
米
陸
軍
工
兵
隊
に
よ
つ
て
下

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

△
米
国
の
土
地
保
有
期
間

米
国
の
土
地
保

有
期
間
の
長
さ
に
つ
い
て
は
ダ
レ
ス
国
務
長

官
が
奄
美
群
島
の
日
本
返
還
に
関
連
し
て
述

べ
た
言
明
に
よ
つ
て
十
分
に
説
明
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
ダ
レ
ス
長
官
は

極
東
に
お

い
て
脅
威
と
緊
張
の
状
態
が
継
続
す
る
限
り

残
り
の
琉
球
諸
島
に
お
い
て
現
在
の
権
力
と

権
利
を
行
使
し
続
け
る
意
向
で
あ
る

と
述

べ
て
い
る
。
従
つ
て
不
幸
に
し
て
米
軍
は
き

わ
め
て
長
期
間
に
わ
た
り
沖
縄
に
駐
留
す
る

こ
と
に
な
ろ
う
。

△
一
時
的
な
問
題
で
は
な
い

以
上
の
事
実

を
念
頭
に
お
け
ば
土
地
問
題
は
現
在
限
り
又

は
近
い
将
来
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
相
当
長

期
性
を
も
つ
た
問
題
で
あ
る
。
ま
た
同
様
に

米
国
は
沖
縄
島
民
に
対
し
若
干
の
責
任
を
持

つ
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
米
国

憲
法
に
よ
れ
ば
土
地
取
得
に
対
し
正
当
な
補

償
が
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
ほ
か
責
任
問
題
は
沖
縄
が
も
つ

と
も
簡
潔
な
意
味
で

民
主
主
義
の
シ
ヨ
ウ

ウ
イ
ン
ド
ー

と
な
つ
た
と
い
う
こ
と
に
関

連
し
て
も
生
ず
る
。
世
界
の
眼
と
く
に
共
産

世
界
の
い
ん
け
ん
な
眼
は
沖
縄
に
お
け
る
わ

れ
わ
れ
の
行
動
に
向
け
ら
れ
て
お
り
共
産
側

は
反
米
宣
伝
に
利
用
で
き
る
材
料
を
発
見
し

よ
う
と
懸
命
に
な
つ
て
い
る
。
以
上
の
二
つ

の
問
題

第
一
に
道
徳
問
題
、
第
二
に
は
現

実
問
題

を
優
先
的
に
考
慮
に
入
れ
た
。

△
沖
縄
案
の
意
味

ま
ず
こ
こ
で
沖
縄
側
が

要
求
す
る
補
償
案
の
正
し
い
性
格
と
効
果
を

検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
明
ら
か

に
沖
縄
案
は
土
地
か
ら
の
推
定
総
収
入
の
八

〇
％
を
地
代
に
充
て
る
こ
と
を
規
定
し
た
日

本
特
別
法
に
基
い
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
法
律
は
日
本
に
お
け
る
過
渡
的
な
状
態
に

対
応
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
土
地

所
得
者
が
永
久
的
に
他
の
土
地
に
移
住
す
る

た
め
の
必
要
に
基
い
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で

な
く
、
む
し
ろ
米
軍
が
そ
の
土
地
を
必
要
と

し
な
く
な
つ
た
と
き
そ
の
土
地
へ
帰
還
し
、

返
還
を
受
け
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

前
述
の
通
り
、
米
国
の
土
地
保
有
は
長
期
に

わ
た
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
沖
縄
に
は
こ
の

状
態
は
存
在
し
な
い
。
金
額
に
す
れ
ば
、
沖

縄
案
は
年
額
使
用
料
八
百
二
十
六
万
三
千
百

七
八
ド
ル
、
そ
れ
に

そ
の
他
補
償
金

と

し
て
千
四
百
三
十
六
万
八
千
百
四
ド
ル
の
一

括
払
い
を
要
求
し
て
い
る
。簡
単
に
い
え
ば
、

沖
縄
案
は
米
国
に
対
し
耕
作
土
地
か
ら
引
き

出
し
得
る
期
待
す
る
総
収
入
を
沖
縄
地
主
に

支
払
え
と
要
求
し
て
い
る
。
一
般
に
は
家
族

労
働
で
あ
る
労
働
さ
え
も
総
収
入
か
ら
控
除

さ
れ
て
お
ら
ず
、
控
除
さ
れ
る
唯
一
の
も
の

は
種
子
代
金
そ
の
他
の
小
額
の
も
の
に
過
ぎ

な
い
。
こ
れ
は
琉
球
政
府
の
正
式
な
提
案
で

あ
る
。
分
科
委
員
会
に
と
つ
て
こ
れ
が
た
と

え
交
渉
上
の
か
け
引
き
と
し
て
も
、
い
か
に

し
て
こ
ん
な
極
端
な
要
求
が
出
さ
れ
た
か
了

解
に
苦
し
む
も
の
で
あ
る
。
こ
の
提
案
は
分

科
委
員
会
の
委
員
が
知
つ
て
い
る
い
か
な
る

社
会
主
義
的
な
補
償
理
論
の
範
囲
を
も
越
え

て
い
る
。

こ
の
計
画
の
採
用
に
よ
り
急
激
に
イ
ン
フ
レ

が
起
り
、
沖
縄
島
民
と
く
に
毎
年
巨
大
な
借

地
料
を
受
取
ら
な
い
人
々
に
重
大
な
影
響
を

お
よ
ぼ
す
で
あ
ろ
う
。
基
本
的
な
問
題
は
毎

年
の
借
地
料
で
は
解
決
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。

と
い
う
の
は
定
期
的
な
土
地
の
再
評
価
の
時

期
が
毎
年
近
づ
く
と
と
も
に
、
も
つ
と
多
く

の
借
地
料
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
起

る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

△
不
十
分
な
現
在
ま
で
の
米
計
画

沖
縄
島

民
は
公
正
な
範
囲
を
は
る
か
に
越
え
た
補
償

を
要
求
し
、
他
方
米
政
府
は
島
民
の
受
け
た

損
失
を
十
分
に
補
償
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

つ
た
。

米
国
は
接
収
し
た
土
地
に
つ
い
て
は
年
間
地

代
を
公
正
な
土
地
価
格
の
六
％
に
き
め
、
一

エ
ー
カ
ー
あ
た
り
平
均
地
代
を
年
三
百
三
十

ド
ル
と
査
定
し
た
。
沖
縄
島
民
の
家
族
は
平

均
僅
か
〇
・
八
エ
ー
カ
ー
の
土
地
を
所
有
す

れ
ば
生
活
で
き
た
が
、
〇
・
八
エ
ー
カ
ー
に

対
す
る
地
代
二
十
ド
ル
未
満
で
は
生
活
で
き

な
い
。

△
米
軍
占
領
に
と
も
な
う
諸
利
益

米
国
の

借
地
料
支
払
い
に
関
す
る
上
記
の
記
述
は
米

軍
駐
留
に
と
も
な
う
沖
縄
島
民
へ
の
副
次
的

利
益
を
反
映
し
て
い
な
い
。

た
と
え
ば
米
軍
防
衛
建
設
お
よ
び
他
の
面
で

米
国
は
島
民
を
雇
用
し
て
お
り
、
沖
縄
労
働

者
の
四
分
の
一
は
な
ん
ら
か
の
か
た
ち
で
米

軍
の
た
め
働
き
、
沖
縄
史
上
最
高
の
賃
金
を

受
け
て
い
る
。
沖
縄
の
狭
く
き
た
な
い
道
路

が
舗
装
さ
れ
恒
久
的
建
築
物
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。
二
年
前
に
学
校
建
設
計
画
が
着
手
さ

れ
た
あ
と
一
年
た
て
ば
近
代
的
な
コ
ン
ク

リ
ー
ト
建
の
学
校
校
舎
が
十
分
な
数
に
達
す

る
だ
ろ
う
。
現
在
小
学
校
が
百
四
十
一
、
高

校
が
十
六
、
実
業
高
校
が
十
、
そ
れ
に
大
学

が
一
つ
あ
る
。

△
そ
の
他
の
考
察

前
記
の
よ
う
な
考
慮
か

ら
し
て
本
分
科
委
員
会
の
見
解
は
一
方
で
は

琉
球
政
府
の
補
償
要
求
は
不
合
理
で
あ
り
、

他
方
現
在
ま
で
米
政
府
の
と
つ
て
い
る
立
場
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も
非
現
実
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

沖
縄
側
の
要
求
と
本
来
困
難
な
性
質
を
も
つ

土
地
問
題
と
は
う
る
さ
い
少
数
派
に
か
つ
こ

う
の
政
治
問
題
を
提
供
し
た
。
こ
れ
ら
の
少

数
派
が
共
産
党
に
よ
つ
て
せ
ん
動
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
か
れ
ら
は
米

国
が
補
償
問
題
で
ど
れ
ほ
ど
公
正
か
つ
寛
容

な
態
度
を
と
つ
て
も
満
足
し
な
い
だ
ろ
う
。

本
分
科
委
員
会
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
す

な
わ
ち
沖
縄
に
お
け
る
土
地
の
接
収
に
つ
い

て
は
米
国
の
場
合
と
ち
が
い
非
常
に
特
殊
な

政
治
的
か
つ
経
済
的
要
素
が
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
最
初
に
述
べ
た
よ
う
な
気
安

い
便
宜
的
な
立
場
を
と
る
な
ら
ば
土
地
の
問

題
を
公
正
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
沖

縄
の
土
地
接
収
問
題
責
任
者
を
一
層
迷
わ
せ

そ
の
結
果
は
現
在
の
不
公
平
な
状
態
を
今
後

も
続
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

△
一
括
払
に
つ
い
て

ワ
シ
ン
ト
ン
お
よ
び

沖
縄
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
公
聴
会
に
た
い

し
沖
縄
島
民
の
証
人
た
ち
か
ら
普
通
の
島
民

は
金
銭
の
取
扱
い
に
な
れ
て
お
ら
ず
、
適
当

な
使
い
方
が
で
き
な
い
た
め
一
括
支
払
い
で

も
ら
つ
た
金
を
使
い
果
し
て
し
ま
い
苦
し
い

経
済
状
態
に
陥
る
だ
ろ
う
と
の
懸
念
が
表
明

さ
れ
た
。
本
分
科
委
員
会
と
し
て
は
こ
の
よ

う
な
可
能
性
が
合
理
的
に
存
在
し
う
る
も
の

か
ど
う
か
、
何
と
も
判
定
で
き
な
い
。

△
沖
縄
で
の
公
聴
会

委
員
会
は
沖
縄
の
新

聞
が
沖
縄
島
民
証
人
の
証
言
の
内
容
、
態
度

に
不
満
を
示
し
て
い
る
の
を
見
て
い
さ
さ
か

驚
い
て
い
る
。
証
人
た
ち
が
米
国
議
会
の
調

査
方
法
を
余
り
知
ら
な
か
つ
た
こ
と
は
十
分

了
解
で
き
る
。
公
聴
会
に
お
け
る
委
員
た
ち

の
鋭
い
質
問
で
土
地
問
題
を
め
ぐ
る
情
勢
、

事
実
の
す
べ
て
を
知
ろ
う
と
す
る
委
員
た
ち

の
あ
く
な
き
探
求
心
は
沖
縄
島
民
に
委
員
会

は
同
情
的
で
な
い
と
の
感
じ
を
与
え
た
よ
う

だ
。
△
一
般
考
察

沖
縄
に
お
け
る
米
国
の
主
な

目
的
は
戦
略
的
な
も
の
で
あ
る
が
こ
の
目
的

お
よ
び
こ
れ
か
ら
派
生
す
る
軍
事
的
必
要
は

優
先
的
に
と
り
扱
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
地

代
の
年
払
い
に
代
つ
て
分
科
委
員
会
が
勧
告

す
る
長
期
地
役
権
は
沖
縄
に
お
け
る
米
軍
駐

留
の
期
間
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
な
い
。
沖

縄
島
民
お
よ
び
そ
の
一
部
の
人
々
と
同
様
に

米
国
も
同
島
の
占
領
が
不
必
要
で
あ
る
こ
と

を
希
望
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

そ
し
て
こ
の
報
告
に
含
ま
れ
る
あ
ら
ゆ
る
勧

告
は
す
べ
て
そ
の
真
実
に
基
づ
く
も
の
で
あ

る
。
△
沖
縄
の
原
子
力
発
電

沖
縄
の
土
地
問
題

と
は
直
接
関
係
な
い
が
委
員
会
は
究
極
に
お

い
て
沖
縄
住
民
、
米
国
の
国
防
お
よ
び
お
そ

ら
く
世
界
に
影
響
を
与
え
る
と
思
わ
れ
る
勧

告
を
行
い
た
い
。
一
九
五
七
会
計
年
度
の
軍

に
よ
る
公
共
事
業
計
画
の
な
か
に
は
約
四
万

四
千
キ
ロ
ワ
ツ
ト
の
電
力
を
生
産
す
る
の
に

必
要
な
施
設
の
建
設
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ

の
発
電
施
設
の
建
設
は
ま
だ
手
始
め
に
す
ぎ

な
い
が
、
そ
の
建
設
費
は
約
一
千
百
五
十
万

ド
ル
か
か
る
だ
ろ
う
。
究
極
的
に
見
る
と
沖

縄
で
は
十
五
万
キ
ロ
ワ
ツ
ト
前
後
の
電
力
が

必
要
に
な
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
米
国
で

は
陸
軍
が
遠
方
の
基
地
に
熱
と
電
力
を
提
供

す
る
た
め
携
帯
用
の
発
電
原
子
炉
を
作
る
計

画
を
立
て
て
い
る
。
本
分
科
委
会
の
見
解
に

よ
る
と
輸
送
費
が
高
い
沖
縄
の
よ
う
な
地
域

で
こ
そ
原
子
力
発
電
所
は
普
通
の
発
電
所
と

最
も
よ
く
競
争
で
き
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
経
済
上
の
理
由
や
技
術
の
発
展
、
本
質

的
に
戦
争
色
の
強
い
印
象
を
与
え
る
沖
縄
で

原
子
力
が
平
和
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ

つ
て
起
る
劇
的
効
果
な
ど
か
ら
考
え
て
本
分

科
委
員
会
は
国
防
総
省
に
対
し
以
上
の
点
を

検
討
の
上
適
当
な
意
見
を
発
表
す
る
よ
う
勧

告
す
る
。

△
分
科
委
員
会
勧
告

不
動
産
の
評
価
に
あ

た
り
、
行
政
府
の
権
限
に
ま
で
立
入
る
の
は

本
分
科
委
員
会
の
本
意
で
は
な
い
。
然
し
以

上
に
述
べ
た
よ
う
に
沖
縄
の
農
地
に
関
す
る

限
り
比
較
対
照
で
き
る
物
件
の
価
格
か
ら
算

定
し
て
評
価
す
る
と
い
う
や
り
方
は
全
く
非

現
実
的
で
あ
る
。
農
村
に
最
適
の
土
地
の
補

償
額
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
米
国
は
そ
の
農

地
の
現
在
の
生
産
性
と
現
在
沖
縄
に
あ
つ
て

耕
作
さ
れ
て
い
る
こ
の
農
地
に
似
た
土
地
の

収
入
に
関
す
る
資
料
と
に
最
大
の
考
慮
を
払

う
べ
き
で
あ
る
。
も
し
沖
縄
の
地
主
に
適
正

補
償
を
行
つ
て
米
国
の
沖
縄
に
お
け
る
義
務

を
全
面
的
に
果
す
よ
う
に
す
る
な
ら
ば
、
沖

縄
で
は
財
産
が
将
来
あ
げ
得
る
利
益
も
考
慮

す
べ
き
要
素
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

将
来
無
期
限
に
必
要
と
す
る
だ
ろ
う
こ
と
に

つ
い
て
取
得
さ
る
べ
き
権
益
は
長
期
地
上
権

ま
た
は
現
行
法
、
現
行
法
修
正
で
許
さ
れ
る

最
大
の
権
益
と
す
べ
き
で
あ
る
と
本
分
科
委

員
会
は
勧
告
す
る
。
長
期
地
上
権
を
獲
得
す

る
場
合
は
本
勧
告
の
他
の
部
で
明
記
し
た
よ

う
な
評
価
手
続
き
に
の
つ
と
つ
て
公
正
価
格

を
支
払
う
べ
き
で
あ
る
。
本
分
科
委
員
会
は

こ
れ
こ
そ
地
主
が
満
足
の
い
く
金
額
を
得
て

他
地
域
に
移
住
し
得
る
唯
一
の
途
で
あ
る
と

み
な
す
。
も
し
そ
う
で
な
く
て
借
地
料
を
毎

年
払
い
に
す
る
と
土
地
の
評
価
変
え
を
や
る

毎
に
借
地
料
に
つ
い
て
十
分
な
同
意
が
得
ら

れ
ず
い
た
ず
ら
に
不
安
、
不
満
を
続
け
る
ば

か
り
で
あ
る
。
以
上
述
べ
た
こ
と
は
農
地
に

だ
け
限
る
も
の
で
あ
る
が
、
沖
縄
に
は
商
業

地
そ
の
他
の
土
地
で
は
沖
縄
で
の
米
軍
活
動

に
よ
つ
て
新
し
く
生
じ
た
環
境
の
た
め
に
高

い
地
価
を
生
ん
で
い
る
。
こ
う
い
う
土
地
に

つ
い
て
比
較
対
照
で
き
る
物
件
の
価
格
か
ら

算
出
す
る
方
法
で
価
格
を
決
定
す
る
の
が
適
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当
で
あ
る
。
本
分
科
委
員
会
は
次
の
追
加
勧

告
を
行
う
。
こ
れ
は
希
望
的
な
考
え
方
で
何

も
か
も
織
込
ん
だ
も
の
と
し
て
勧
告
す
る
。

続
くこ

の
叫
び
世
界
に
届
け
／
全
島

一
斉
に
住
民
大
会
／
「
四
原

則
貫
徹
」
夜
空
に
こ
だ
ま
／

十
五
万
余
が
参
加
／
歴
史
的

な
民
族
の
大
集
会

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
６
・
21

沖
縄
八
十
万
住
民
の
悲
願
を
こ
め
た
プ
ラ
イ

ス
勧
告
拒
否
と
軍
用
地
対
策
四
原
則
貫
徹
の

住
民
大
会
は
、
き
の
う
二
十
日
ば
ん
、
全
島

各
市
町
村
で
一
斉
に
行
わ
れ
た
。
約
四
万
を

数
え
る
市
民
が
参
加
し
た
那
覇
市
大
会
を
は

じ
め
、
全
島
十
五
万
五
千
余
名
を
動
員
し
た

歴
史
的
民
族
の
大
集
会
の
叫
び
は
夜
空
に
高

く
こ
だ
ま
し
こ
の
声
、
海
の
彼
方
ま
で
と
ど

け
、
と
固
い
団
結
に
よ
る
全
住
民
の
無
抵
抗

の
抵
抗
は
こ
こ
に
力
強
い
第
一
歩
を
踏
み
出

し
た
。

那
覇
市
の
住
民
大
会
は
ば
ん
七
時
半
に
始
ま

り
、
十
時
す
ぎ
終
つ
た
。
参
加
者
は
約
四
万
。

稀
に
み
る
歴
史
的
大
集
会
で
あ
つ
た
。
会
場

に
は
四
原
則
死
守
、
ノ
ー
・
ス
テ
イ
ー
ル
・

オ
キ
ナ
ワ

沖
縄
を
盗
む
な

、
プ
ラ
イ
ス

勧
告
絶
対
反
対
、
領
土
権
の
死
守
、
領
土
を

商
品
に
す
る
な
等
の
プ
ラ
カ
ー
ド
が
立
ら

れ
、
ま
ず
当
間
市
長
の
挨
拶
が
あ
り
続
い
て

那
覇
市
土
地
委
員
仲
本
為
美
氏
、
与
那
原
那

覇
市
青
年
会
長
、
知
念
立
法
院
議
員
、
阿
波

根
那
覇
地
区
教
職
員
会
長
、
赤
嶺
那
覇
市
会

議
員
及
び
さ
き
に
米
軍
が
出
動
し
て
強
制
接

収
が
行
わ
れ
た
具
志
部
落
の
農
民
上
原
さ
ん

ら
が
登
壇
し
た
あ
と
、
瀬
長
亀
次
郎
氏
も
市

民
の
下
と
し
て
登
壇
、
大
会
の
雰
囲
気
は
最

高
潮
に
達
し
た
瀬
長
氏
は
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ

ズ
ム
や
ロ
マ
ン
チ
ツ
ク
な
考
え
方
で
は
土
地

問
題
の
闘
争
は
戦
え
ぬ
、
と
叫
び
、
政
党
政

派
を
超
越
し
た
全
住
民
の
結
集
を
呼
び
か

け
、
一
人
の
裏
切
者
も
一
人
の
脱
落
者
も
出

さ
な
い
よ
う
固
い
団
結
を
結
ぶ
べ
き
だ
と
訴

え
た
。

そ
の
あ
と
那
覇
住
民
大
会
の
宣
言
決
議
を
満

場
一
致
、
拍
手
の
う
ち
に
採
決
、
最
後
に
泉

那
覇
市
会
議
長
の
音
頭
取
り
で

軍
用
地
問

題
四
原
則
貫
徹
万
歳

を
海
の
彼
方
ま
で
と

ど
け
と
ば
か
り
高
ら
か
に
三
唱
し
て
散
会
し

た
。
な
お
、
同
大
会
で
は
沖
縄
商
科
学
院
、
同
文

化
服
装
学
院
の
学
生
た
ち
が
プ
ラ
カ
ー
ド
を

掲
げ

し
あ
わ
せ
の
歌

を
合
唱
し
て
気
勢

を
あ
げ
た
が
、
那
覇
高
校
二
年
生
石
原
浩
君

も
登
壇
を
申
入
れ
民
族
の
重
大
危
機
に
あ
た

つ
て
学
生
の
身
と
は
云
え
安
閑
と
腕
を
こ
ま

ね
い
て
は
お
れ
ぬ
と
、
住
民
の
力
強
い
抵
抗

運
動
の
推
進
を
訴
え
て
い
た
。

真
和
志

市
民
大
会
は
午
後
八
時
、
大
道
小

学
校
で
開
か
れ
、
宮
里
栄
輝
、
平
良
良
松
の

両
立
法
院
議
員
、
土
地
連
合
会
顧
問
真
栄
城

守
行
、
屋
良
教
職
員
会
長
、
全
市
会
議
員
、

並
び
に
老
若
男
女
の
約
一
万
五
千
人
が
集
つ

て
行
わ
れ
た
。
翁
長
市
長
か
ら
プ
ラ
イ
ス
勧

告
の
一
括
払
の
経
過
報
告
、
宮
里
、
平
良
の

両
立
法
院
議
員
屋
良
教
職
員
会
長
、
真
栄
城

土
地
連
合
会
顧
問
の
各
氏
が
登
壇
、
そ
れ
ぞ

れ
四
原
則
貫
徹
を
強
調
市
民
挙
げ
て
の
宣
言

決
議
を
行
い
、
同
十
一
時
半
散
会
し
た
。

な
お
、
各
地
か
ら
多
数
の
激
励
電
が
あ
り
、

大
会
場
で
読
み
あ
げ
ら
れ
た
。

プ
ラ
イ
ス
勧
告
の
要
旨
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・
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二
十
一
日
朝
刊
二
面
よ
り
続
く

本
分
科
委
員
会
は
次
の
追
加
勧
告
を
行
う
。

こ
れ
は
希
望
的
な
考
え
方
で
、
何
も
か
も
織

り
込
ん
だ
も
の
と
し
て
勧
告
す
る
も
の
で
は

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
関
係
軍
政
部
が
綿

密
に
検
討
し
特
定
の
勧
告
の
要
因
が
熟
す
る

に
つ
れ
て
軍
事
委
員
会
に
報
告
す
る
も
の
と

期
待
す
る
事
項
と
し
て
勧
告
す
る
の
で
あ

る
。
一
．
現
地
経
済
に
戻
す
こ
と
の
で
き
る
土
地

は
可
耕
地
、
非
可
耕
地
を
ふ
く
め
て
す
べ
て

急
速
に
返
還
す
べ
き
で
あ
る
。
現
在
は
使
用

さ
れ
て
い
な
い
が
、
現
存
の
全
般
的
計
画
に

従
つ
て
は
つ
き
り
と
ま
た
具
体
的
に
使
用
が

考
慮
さ
れ
て
い
る
土
地
が
あ
る
こ
と
は
認
め

ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
分
科
委
員
会
は
こ

れ
ら
の
土
地
に
加
え
て
単
に
将
来
必
要
と
な

る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
可
能
性
に
基
い
て

保
留
さ
れ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
土
地
の
あ

る
こ
と
を
懸
念
す
る
。
こ
れ
ら
の
土
地
は
そ

の
存
在
す
る
限
り
に
お
い
て
遅
滞
な
く
返
還

す
べ
き
で
あ
る
。

二
．
現
在
軍
の
管
理
下
に
あ
る
可
耕
地
約
一

万
七
千
エ
ー
カ
ー
の
う
ち
約
六
千
エ
ー
カ
ー

は
許
可
に
基
い
て
沖
縄
人
に
よ
り
耕
作
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
こ
の
六
千
エ
ー
カ
ー
の
う
ち

三
千
エ
ー
カ
ー
は
主
と
し
て
予
備
の
た
め
の

滑
走
路
、
ア
ン
テ
ナ
棒
付
用
地
、
Ｐ
Ｏ
Ｌ
タ

ン
ク
用
地
、
軍
需
品
貯
蔵
用
地
か
ら
な
つ
て

い
る
た
め
ほ
と
ん
ど
無
制
限
に
耕
作
で
き
る

と
信
ず
べ
き
十
分
な
理
由
が
あ
る
と
了
解
し

て
い
る
。
沖
縄
人
が
現
在
耕
作
し
て
い
る
こ

れ
ら
の
土
地
は
引
続
き
で
き
る
だ
け
耕
作
を

許
さ
る
べ
き
で
あ
り
ま
た
余
分
な
土
地
が
生

じ
た
場
合
も
で
き
る
だ
け
耕
作
を
許
す
よ
う

に
す
べ
き
で
あ
る
。

三
．
次
に
記
さ
れ
る
勧
告
は
沖
縄
人
代
表
と

し
て
と
く
に
琉
球
政
府
に
向
け
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。
沖
縄
島
は
か
つ
て
可
耕
地
で
あ
り

な
が
ら
現
在
休
閑
地
に
な
つ
て
い
る
土
地
は

少
く
と
も
一
万
二
千
エ
ー
カ
ー
あ
る
と
見
積

ら
れ
て
き
た

一
部
の
見
積
り
は
こ
れ
は
二

一
九
五
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年
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和
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一
年
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万
七
千
エ
ー
カ
ー
の
広
さ
に
も
及
ん
で
い

る

こ
こ
に
言
及
さ
れ
た
土
地
は
い
ず
れ
も

全
般
的
な
計
画
に
も
と
づ
く
土
地
で
は
な

い
、
こ
の
土
地
の
大
部
分
は
他
に
生
計
の
道

を
も
つ
個
人
、
他
に
も
つ
と
肥
よ
く
な
農
地

を
も
つ
個
人
或
い
は
軍
ま
た
は
民
間
産
業
で

雇
用
さ
れ
て
い
る
個
人
に
よ
つ
て
所
有
さ
れ

て
い
る
。
な
ぜ
こ
れ
ら
の
土
地
が
耕
作
さ
れ

て
い
な
い
か
に
つ
い
て
は
沖
縄
人
は
理
由
を

あ
げ
て
い
る
け
れ
ど
も
そ
の
理
由
は
ど
れ
も

い
ぜ
ん
と
し
て
こ
れ
ら
の
土
地
を
非
耕
地
と

し
て
放
棄
し
て
お
く
に
十
分
な
妥
当
性
を
も

つ
も
の
と
は
思
え
な
い
。
分
科
委
員
会
の
調

査
に
よ
れ
ば
琉
球
諸
島
政
府
の
行
政
部
が
米

国
当
局
の
要
請
が
あ
つ
た
あ
と
、
こ
れ
ら
の

土
地
や
他
の
数
千
エ
ー
カ
ー
の
潜
在
的
可
耕

地
を
政
府
機
関
に
よ
り
接
収
す
る
法
案
を
起

草
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
つ
て
い
る
。
こ

の
法
案
は
ま
た
水
利
清
掃
の
た
め
に
接
収
さ

れ
た
土
地
の
改
善
を
は
か
る
こ
と
を
規
定
し

て
い
る
。
耕
作
可
能
な
す
べ
て
の
土
地
を
こ

の
よ
う
に
し
て
打
開
す
る
目
的
で
直
ち
に
積

極
的
な
措
置
が
と
ら
れ
る
よ
う
要
請
す
る
。

四
．
こ
れ
ら
の
諸
計
画
は
表
面
上
は
ま
だ
十

分
で
な
い
よ
う
に
み
え
る
が
、
分
科
委
員
会

の
了
解
す
る
と
こ
ろ
で
は
空
軍
当
局
は
沖
縄

の
西
南
方
二
百
八
十
キ
ロ
に
あ
る
宮
古
島
に

飛
行
場
を
建
設
す
る
計
画
を
慎
重
に
検
討
し

て
い
る
。
分
科
委
の
調
査
に
よ
る
と
宮
古
島

の
島
民
達
の
間
に
は
耕
地
の
不
足
か
ら
近
く

の
石
垣
島
や
そ
の
他
島
に
移
住
し
よ
う
と
す

る
動
き
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
宮
古
島
で
の
飛

行
場
建
設
は
規
模
は
小
さ
い
が
沖
縄
に
お
け

る
よ
り
も
も
つ
と
重
大
な
事
態
を
起
す
可
能

性
が
あ
る
か
ら
計
画
そ
の
も
の
は
き
わ
め
て

慎
重
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五
．
現
在
、
住
民
た
ち
は
米
軍
の
演
習
を
は

じ
め
そ
の
他
の
軍
事
行
為
に
よ
つ
て
非
民
有

林
に
立
入
で
き
な
く
な
る
の
で
薪
の
獲
得
に

非
常
な
不
便
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

分
科
委
員
会
は
米
軍
関
係
当
局
が
現
住
民
の

薪
の
確
保
の
た
め
非
民
有
林
を
利
用
す
る
の

を
さ
ま
た
げ
な
い
よ
う
に
で
き
る
だ
け
の
措

置
を
と
る
よ
う
要
望
す
る
。

六
．
土
地
を
接
収
さ
れ
た
沖
縄
地
主
に
対
し

て
は
可
耕
地
を
回
復
す
る
な
り
、
そ
の
他
の

方
法
に
よ
つ
て
農
地
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ

り
、
こ
れ
ら
地
主
達
を
め
ぐ
る
問
題
の
解
決

に
か
な
り
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
つ
て

軍
事
分
科
委
員
会
と
し
て
は
米
軍
当
局
が
こ

の
線
で
問
題
解
決
の
た
め
に
積
極
的
に
動
く

よ
う
提
案
す
る
。
こ
の
よ
う
な
措
置
を
と
る

こ
と
は
”
沖
縄
住
民
の
福
祉
増
進
の
た
め
に

米
政
府
は
で
き
る
だ
け
の
こ
と
を
す
る
用
意

が
あ
る
”
と
い
う
旨
の
ダ
レ
ス
国
務
長
官
の

声
明
と
合
致
す
る
わ
け
で
あ
る
。
軍
事
分
科

委
の
調
査
団
は
現
地
視
察
の
結
果
、
次
の
二

つ
の
問
題
に
つ
い
て
は
解
答
が
得
ら
れ
な
い

ま
ま
に
本
国
に
帰
還
し
た
。
即
ち

一

米
海

兵
隊
一
個
師
団

た
だ
し
一
戦
闘
部
隊

連

隊
程
度

を
欠
く

を
沖
縄
に
駐
留
さ
せ
る

べ
き
か
ど
う
か

二

米
空
軍
が
普
天
間
飛

行
場
を
使
用
す
べ
き
か
ど
う
か
、
ま
た
こ
れ

に
関
連
し
て
米
海
軍
当
局
が
与
那
原
飛
行
場

拡
充
計
画
を
推
進
す
べ
き
か
ど
う
か
。

調
査
団
は
帰
国
後
こ
の
二
つ
の
問
題
に
つ
い

て
広
範
囲
に
わ
た
る
公
聴
会
を
開
い
て
各
方

面
の
意
見
を
き
い
た
結
果
、
海
兵
隊
一
個
師

団
の
三
分
の
二
に
相
当
す
る
兵
力
を
沖
縄
に

駐
留
さ
せ
る
と
い
う
軍
事
当
局
の
決
定
は
現

下
の
軍
事
的
要
求
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て

こ
れ
を
正
当
な
措
置
で
あ
る
と
認
め
る
と
い

う
結
論
に
到
達
し
た
。
前
記
公
聴
会
に
お
け

る
証
言
お
よ
び
分
科
委
の
結
論
と
基
礎
と
な

つ
た
資
料
の
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
軍
事

機
密
に
ふ
れ
る
点
が
多
い
の
で
こ
れ
を
公
表

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
普
天
間
飛
行
場
の

面
積
は
千
八
百
エ
ー
カ
ー
で
現
在
米
空
軍
は

こ
れ
を
全
面
的
に
使
用
し
て
い
な
い
が
、
将

来
は
こ
れ
を
特
殊
の
目
的
に
使
用
す
る
計
画

を
た
て
て
い
る
。
与
那
原
飛
行
場
は
海
軍
用

の
も
の
で
、
現
在
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

面
積
は
六
百
三
十
エ
ー
カ
ー
で
こ
れ
を
海
軍

が
再
び
使
用
す
る
に
は
か
な
り
の
土
地
を
接

収
し
て
拡
張
工
事
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
軍
事
分
科
委
員
会
と
し
て
は
こ
れ
ら
二

つ
の
飛
行
場
を
使
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の

暫
定
計
画
に
も
異
議
は
な
い
が
、
使
用
に
当

る
空
軍
と
海
軍
が
よ
く
利
害
関
係
を
調
整
す

る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

こ
れ
ら
二
つ
の
飛
行
場
の
使
用
お
よ
び
拡
張

は
現
在
の
と
こ
ろ
ま
だ
”
計
画
段
階
”
を
出

て
い
な
い
。
で
あ
る
か
ら
こ
れ
ら
諸
問
題
の

最
終
決
定
に
当
つ
て
は
こ
れ
ま
で
提
起
さ
れ

な
い
諸
々
の
考
え
方
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要

が
あ
る
。

四
者
協
議
会
に
合
流
／
市
町
村

議
会
議
長
会
が
声
明
発
表
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沖
縄
市
町
村
議
会
議
長
会

会
長
伊
礼
正
幸

氏

で
は
二
十
一
日
午
後
三
時
か
ら
沖
縄
会

館
で
総
会
を
開
き
、
プ
ラ
イ
ス
勧
告
に
対
す

る
声
明
文
を
発
表
、
四
原
則
貫
徹
の
た
め
立

法
院
、
行
政
府
、
土
地
連
合
委
、
市
町
村
長

会
の
四
者
と
合
流
、
五
者
が
同
問
題
解
決
の

推
進
力
と
し
て
当
る
こ
と
を
決
め
た
。

な
お
席
上
に
四
者
代
表
と
し
て
真
喜
屋
法
務

局
長
が
出
席
、
二
十
一
日
午
後
二
時
半
の

モ
ー
ア
副
長
官
と
の
会
見
結
果
に
つ
い
て
報

告
、
副
長
官
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
読
み
上

げ
た
が
議
長
会
と
し
て
は
一
丸
と
な
つ
て
”

四
原
則
貫
徹
”
に
当
る
と
い
う
決
意
に
変
り

は
な
か
つ
た
。

声
明
文

軍
用
地
問
題
解
決
四
原
則
こ
そ
は
、
民
族
生
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存
の
悲
願
で
あ
り
、
最
低
の
要
求
で
あ
る
に

も
拘
ら
ず
こ
れ
を
破
砕
せ
ん
と
す
る
プ
ラ
イ

ス
勧
告
は
我
ら
が
断
じ
て
承
服
出
来
な
い
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
が
達
成
に
は
沖
縄
市
町
村

議
会
議
長
会
は
如
何
な
る
圧
力
や
困
難
に
も

屈
す
る
こ
と
な
く
あ
く
ま
で
も
四
者
協
議
会

と
行
動
を
共
に
し
て
総
退
陣
し
以
て
米
国
の

猛
省
を
求
め
世
界
の
正
義
人
道
に
訴
え
こ
れ

が
貫
徹
を
期
す
る
も
の
で
あ
る
。

右
声
明
す
る
。

｜
社
　
説
｜

本
土
政
府
の
対
米
折
衝
／
沖
縄

の
声
に
応
え
よ

琉
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朝
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沖
縄
の
土
地
問
題
は
日
本
々
土
で
も
大
き

な
関
心
を
寄
せ
各
紙
と
も
大
々
的
に
報
道
し

て
お
り
、一
般
世
論
は
沖
縄
の
訴
え
に
同
調
、

四
原
則
貫
徹
せ
よ
の
叫
び
は
全
国
津
々
浦
々

に
ふ
つ
と
う
し
て
い
る
が
、
肝
心
か
な
め
の

政
府
の
対
米
折
衝
が
至
つ
て
弱
腰
で
あ
る
の

に
は
全
く
歯
が
ゆ
い
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

重
光
外
相
が
ア
リ
ソ
ン
駐
日
米
大
使
を
通

じ
て
日
本
政
府
の
関
心
と
沖
縄
住
民
の
見
解

を
説
明
し
て
善
処
方
を
依
頼
し
た
と
い
う

が
、
こ
ん
な
お
座
な
り
な
な
ま
ぬ
る
い
要
請

は
一
国
の
外
交
折
衝
と
は
ど
こ
を
お
し
て
も

出
て
こ
な
い
。

市
町
村
長
会
で
は
本
土
政
府
の
沖
縄
問
題

に
対
す
る
積
極
的
熱
意
の
な
い
の
を
遺
憾
と

し
て
、
沖
縄
の
苦
悶
を
共
同
の
責
任
に
お
い

て
解
決
に
対
処
す
る
よ
う
祖
国
同
胞
に
も
訴

え
る
と
同
時
に
政
府
に
対
し
て
も
強
硬
な
対

米
折
衝
を
要
請
す
る
こ
と
に
な
つ
た
が
、
な

ぜ
祖
国
の
首
脳
者
た
ち
は
こ
う
も
弱
腰
な
の

か
、
岩
立
共
同
特
派
員
発
の
ワ
シ
ン
ト
ン
電

に
よ
る
と
重
光
外
相
の
善
処
方
要
望
も
日
本

が
単
に
潜
在
主
権
を
も
つ
て
い
る
だ
け
な
の

で
一
方
的
な
要
請
に
す
ぎ
な
い
し
、
日
本
外

務
省
の
出
先
機
関
も
日
本
に
沖
縄
問
題
介
入

の
法
的
根
拠
が
な
い
と
の
考
え
方
を
し
て
い

る
と
伝
え
て
い
る
。

日
本
政
府
の
生
ぬ
る
さ
は
米
国
の
沖
縄
基

地
拡
大
は
在
日
米
軍
と
く
に
地
上
兵
力
が
日

本
か
ら
引
揚
げ
て
い
く
た
め
の
代
替
地
で
あ

つ
て
、
米
軍
当
局
が
沖
縄
で
新
た
に
接
収
し

よ
う
と
し
て
い
る
一
万
二
千
エ
ー
カ
ー
も
現

在
九
州
に
い
る
第
一
海
兵
師
団
の
移
駐
用
で

あ
り
、
米
極
東
軍
が
沖
縄
の
土
地
収
用
を
断

念
す
る
と
な
る
と
、
そ
れ
だ
け
日
本
か
ら
の

米
軍
撤
退
も
お
く
れ
る
と
い
う
懸
念
か
ら
き

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
沖
縄
問
題
に
限

ら
ず
重
光
外
交
は
こ
れ
ま
で
幾
度
び
か
そ
の

多
面
外
交
の
せ
つ
劣
さ
を
さ
ら
け
出
し
て
き

て
い
る
が
、
こ
れ
も
端
的
に
い
え
ば
、
ま
だ

一
人
歩
き
の
出
来
ぬ
日
本
の
弱
さ
が
大
き
な

原
因
を
な
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

向
米
一
辺
倒
か
ら
多
面
外
交
へ
と
ふ
み
き

つ
て
は
み
た
も
の
ゝ
鳩
山
内
閣
の
無
定
見
な

外
交
が
常
に
野
党
側
の
集
中
攻
撃
を
浴
び
て

い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
対
ソ
交

渉
を
敢
行
し
た
り
中
共
貿
易
使
節
を
迎
え
る

な
ど
何
ら
か
の
期
待
も
持
た
れ
国
際
情
勢
の

新
転
機
を
待
ち
望
ん
だ
も
の
の
一
向
に
新
転

機
が
お
と
ず
れ
て
こ
な
い
と
い
う
の
が
日
本

の
政
情
で
あ
る
。

こ
う
い
う
政
情
の
下
に
か
ゝ
る
弱
腰
の
日

本
外
交
に
何
を
期
待
す
る
と
い
う
の
か
、
期

待
す
る
方
が
間
違
つ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
れ
で
も
な
お
強
力
な
対
米
折
衝
を
要

請
し
よ
う
と
い
う
こ
と
は
沖
縄
の
直
面
す
る

苦
悩
が
ひ
と
り
沖
縄
だ
け
の
問
題
で
な
く
、

そ
の
責
任
は
本
土
も
共
同
に
負
わ
ね
ば
な
ら

ぬ
筋
合
い
の
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

戦
争
で
十
数
万
の
犠
牲
を
出
し
、
そ
の
う

え
祖
国
か
ら
も
切
り
離
さ
れ
る
と
い
う
宿
命

は
当
然
本
土
政
府
の
責
任
に
お
い
て
そ
の
悩

み
を
解
き
ほ
ぐ
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

日
米
両
国
は
民
主
主
義
陣
営
の
ワ
ク
の
中

で
協
同
し
つ
ゝ
あ
り
な
が
ら
も
日
本
は
小
笠

原
、
沖
縄
を
米
国
に
お
さ
え
ら
れ
て
思
う
よ

う
に
な
ら
ず
、
一
部
日
本
領
土
に
ま
で
侵
入

し
て
き
た
ソ
連
に
対
し
て
は
理
論
上
は
そ
の

不
当
を
な
じ
る
こ
と
は
出
来
て
も
現
実
的
に

は
そ
れ
ら
の
領
土
が
今
な
お
占
領
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
日
本
の
自
主
独
往
の
外
交
な

ど
ま
だ
ま
だ
望
め
そ
う
も
な
い
が
そ
れ
に
し

て
も
沖
縄
の
土
地
問
題
は
い
わ
ば
一
国
の
領

土
に
も
つ
な
が
る
重
大
な
問
題
だ
け
に
祖
国

の
奮
起
と
強
力
な
対
米
折
衝
を
要
請
せ
ず
に

は
お
れ
な
い
の
で
あ
る
。

琉
球
が
太
平
洋
の
孤
児
と
し
て
の
異
例
な

地
位
に
終
止
符
を
打
つ
時
期
は
米
国
の
握
る

と
こ
ろ
と
は
い
え
、
そ
の
時
期
を
早
や
目
に

招
来
さ
せ
る
の
も
国
際
情
勢
に
か
ゝ
る
こ
と

は
勿
論
だ
が
先
ず
も
つ
て
日
本
の
強
い
意
思

を
明
確
に
打
ち
出
し
て
く
れ
る
こ
と
を
こ
の

際
強
く
祖
国
に
訴
え
た
い
。

沖
縄
の
世
論
は
各
市
町
村
住
民
大
会
で
も

す
で
に
帰
一
さ
れ
、
祖
国
同
胞
の
世
論
も
沖

縄
の
土
地
問
題
を
め
ぐ
つ
て
沸
き
立
つ
て
い

る
。
今
こ
そ
本
土
政
府
は
そ
の
責
任
に
お
い

て
沖
縄
住
民
の
意
思
を
国
際
外
交
場
裏
に
強

く
打
ち
出
し
て
世
界
の
正
義
人
道
に
も
問
う

べ
き
で
あ
る
。
派
日
す
る
住
民
代
表
も
す
で

に
決
定
し
た
。
弱
腰
な
日
本
政
府
の
尻
を
沖

縄
全
住
民
、
祖
国
同
胞
の
燃
え
さ
か
る
雄
叫

び
で
強
く
お
し
上
げ
て
も
ら
い
た
い
、
沖
縄

の
土
地
問
題
は
日
本
の
土
地
問
題
で
あ
る
こ

と
を
こ
の
際
は
つ
き
り
理
解
さ
せ
ね
ば
な
る

ま
い
。
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既
に
一
千
二
百
万
円
使
う
／
移

住
資
金
／
銘
苅
な
ど
の
代
替

地
購
入
に
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プ
ラ
イ
ス
勧
告
の
全
文
発
表
に
よ
り
政
府
が

特
別
会
計
化
を
す
す
め
て
い
た
六
億
八
千
四

百
万
円
の
移
住
資
金
は
一
万
二
千
エ
ー
カ
ー

の
新
規
接
収
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
判
明
、
こ
れ
ま
で

新
規
接
収
と
は
な

ん
ら
関
係
な
い

と
た
か
を
く
く
つ
て
い
た

行
政
府
は
こ
と
の
重
大
さ
に
あ
わ
て
予
算
組

替
え
案
を
や
り
だ
す
と
い
う
事
態
に
追
い
込

ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
該
移
住
資
金
の

到
着
を
見
込
ん
で
民
政
府
立
替
資
金
と
し
て

出
さ
れ
た
金
額
は
一
千
二
百
十
四
万
五
千
百

八
十
六
円
に
上
つ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
つ
た
。
こ
れ
は
去
る
一
月
六
日
付
民
政
副

長
官
書
簡

代
替
地
購
入
資
金
立
替
え
に
つ

い
て

に
基
き
真
和
志
市
銘
苅
、
読
谷
渡
具

知
、
宜
野
湾
村
伊
佐
浜
の
軍
用
地
立
退
き
者

に
対
し
て
十
六
カ
年
半
の
期
間
で
長
期
貸
付

さ
れ
た
も
の
で
返
済
は
毎
年
の
軍
用
地
料
を

も
つ
て
充
て
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

注

書
簡
要
旨

一
、
米
国
民
政
府
は
琉
球
政
府
に
資
金
を
立

替
え
る
。
こ
の
立
替
え
金
は
土
地
使
用
料
と

し
て
受
領
し
た
支
払
金
及
び
米
国
政
府
よ
り

移
動
及
び
開
発
費
に
当
て
ら
れ
て
い
る
資
金

を
も
つ
て
償
還
す
る
も
の
と
す
。

一
、
立
替
え
金
の
管
理
及
び
会
計
は
琉
球
政

府
が
行
う
。

四
原
則
貫
徹
実
践
本
部
も
設
置

／
五
者
協
議
会
に
拡
大
／
市

町
村
議
長
会
を
加
え
て
運
動

推
進
琉
新
・
夕
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軍
用
地
四
原
則
を
貫
徹
す
る
た
め
に
二
十
二

日
の
四
者
協
議
会
で
市
町
村
議
会
議
長
会
を

加
え
て
”
五
者
協
議
会
”
に
拡
大
す
る
こ
と

を
決
め
、
運
動
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
の

組
織
を
明
確
に
し
て
次
の
決
議
を
行
つ
た
。

一
、
市
町
村
議
会
議
長
会
を
加
え
て
”
五
者

協
議
会
”
に
拡
大
、
改
称
す
る
。

一
、”
五
者
協
議
会
”
は
意
思
決
定
機
関
と

し
神
村
副
主
席
を
司
会
者
と
す
る
。

一
、
五
者
協
議
会
の
意
思
決
定
を
執
行
す
る

機
関
と
し
て
”
四
原
則
貫
徹
実
践
本
部
”
を

設
け
る
。
そ
の
具
体
的
実
践
に
つ
い
て
は
各

団
体
と
協
議
し
て
行
う
。

実
践
本
部
に
”
実
践
本
部
長
”
を
お
き
与
儀

議
長
を
実
践
本
部
長
と
す
る
。

二
十
三
日
あ
さ
十
時
か
ら
副
主
席
室
で
神
村

副
主
席
、
真
喜
屋
法
務
局
長
、
瀬
長
経
済
局

長

行
政
府

、
与
儀
議
長
、
安
里
、
大
湾
、

松
井
、
大
山
、
新
里

善

、
知
念
、
宮
城

の
各
議
員

立
法
院

吉
元
、
兼
島
、
比
嘉

秀
盛
、
渡
慶
次

市
町
村
長
会

桑
江
、
真

栄
城

軍
用
地
委
連
合
会

の
各
氏
が
出
席

し
て
四
者
協
議
会
が
開
か
れ
た
。

軍
用
地
四
原
則
貫
徹
の
運
動
を
強
力
に
展
開

す
る
た
め
住
民
の
意
思
決
定
機
関
や
実
践
組

織
の
確
立
が
必
要
だ
と
し
て
具
体
案
の
審
議

を
行
つ
た
。

ま
ず
、
安
里
議
員
、
大
湾
議
員
か
ら
四
原
則

貫
徹
運
動
の
意
思
決
定
機
関
は
今
ま
で
の
立

法
院
、
行
政
府
、
市
町
村
長
会
、
軍
用
地
委

連
合
会
の
四
者
だ
け
と
せ
ず
、
十
七
団
体
連

絡
協
議
会
の
構
成
団
体
も
参
加
さ
せ
る
べ
き

だ
と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
が
、
兼
島
市
町

村
長
会
副
会
長
、
与
儀
議
長
、
知
念
議
員
か

ら
四
者
協
議
会
の
構
成
は
軍
用
地
主
の
連
合

会
と
琉
球
で
最
も
住
民
を
代
表
す
る
公
け
の

機
関
か
ら
成
つ
て
い
る
か
ら
現
状
で
い
い
と

の
主
張
が
あ
り
、
真
栄
城
守
行
氏
か
ら
も
軍

用
地
問
題
は
経
済
問
題
解
決
の
た
め
に
政
治

力
を
結
集
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
他
の
政

治
運
動
に
そ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
十
七
団
体

は
文
化
団
体
が
主
で
あ
り
四
者
協
議
会
と
合

体
し
て
同
等
の
発
言
権
を
持
た
せ
る
こ
と

は
、
四
者
の
政
治
責
任
を
ア
イ
マ
イ
に
す
る

と
の
強
硬
な
反
対
意
見
が
出
た
。

協
議
の
結
果
、
住
民
運
動
の
意
思
決
定
機
関

と
し
て
は
四
者
協
議
会
が
当
る
こ
と
に
決
つ

た
。
さ
ら
に
実
践
機
関
と
し
て
は
、”
四
原
則
貫

徹
実
践
本
部
”
を
お
き
与
儀
立
法
院
議
長
を

実
践
本
部
長
と
す
る
こ
と
に
な
つ
た
が
桑
江

軍
用
地
連
合
会
長
か
ら
実
践
運
動
に
備
え
、

”
全
住
民
が
す
ぐ
動
員
で
き
る
よ
う
”
各
市

町
村
に
二
名
の
連
絡
員

大
部
分
が
市
町
村

長
と
議
長

と
運
営
委
員
一
名
を
設
置
の
手

配
が
で
き
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
さ

ら
に
市
町
村
議
会
議
長
会

会
長
伊
礼
正
幸

氏

か
ら
要
請
の
あ
つ
た
同
会
を
四
者
協
議

会
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
地
方

自
治
体
の
議
決
機
関
と
し
て
住
民
の
意
思
を

反
映
さ
せ
る
代
表
的
な
機
関
で
あ
り
、
参
加

さ
せ
る
の
は
当
然
だ
と
し
て
全
員
一
致
で
承

認
、
従
つ
て
四
者
協
議
会
の
名
称
も
”
五
者

協
議
会
”
に
改
称
す
る
こ
と
に
し
た
。
正
午

散
会
。

夜
空
に
こ
だ
ま
す
”
国
土
を
守

れ
”
／
第
二
回
住
民
大
会
／

誓
い
も
新
た
に
十
万
余
／
最

高
潮
の
”
無
抵
抗
の
抵
抗
”
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朝
　
１
９
５
６
・
６
・
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二
十
五
日
の
第
二
回
住
民
大
会
は
よ
る
八
時

か
ら
那
覇
高
校
、
コ
ザ
諸
見
小
学
校
の
二
会

場
で
約
十
万
余
の
参
加
者
を
集
め
て
催
さ
れ

た
。
ジ
グ
ザ
グ
行
進
、”
幸
せ
の
歌
”
合
唱

で
幕
を
あ
け
、
各
代
表
の
演
説
、
自
由
討
論

が
深
夜
零
時
を
過
ぎ
る
迄
つ
づ
き
、悲
痛
な
”

無
抵
抗
の
抵
抗
”
の
叫
び
は
世
界
に
と
ど
け

と
星
空
に
こ
だ
ま
し
て
い
た
。

一
九
五
六
年

昭
和
三
十
一
年

六
月

五
〇
三



那
覇
会
場

四
原
則
貫
徹
の
那
覇
地
区
住
民
大
会
は
軍
用

地
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
主
催
で
二
十
五
日

ば
ん
八
時
半
か
ら
、那
覇
高
校
で
開
か
れ
た
。

ノ
ー
・
ス
テ
ー
ル
・
オ
キ
ナ
ハ

沖
縄
を

盗
む
な

プ
ラ
イ
ス
勧
告
を
葬
れ

、

祖

国
よ
！
沖
縄
の
血
の
叫
び
に
応
え
よ

な
ど

の
プ
ラ
カ
ー
ド
も
夜
空
に
高
く
、
場
内
は
約

五
万
余
の
参
加
者
で
ぎ
つ
し
り
埋
ま
り
神
村

副
主
席
、
真
栄
城
守
行
、
安
里
積
千
代
、
屋

良
朝
苗
、
瀬
長
亀
次
郎
氏
等
の
各
知
名
士
や

琉
大
生
等
の
演
説
で
場
内
は
湧
き
た
ち
、

土
地
を
守
ろ
う

の
誓
も
新
に
、
深
夜
一

時
ご
ろ
散
会
し
た
。
そ
の
日
の
模
様
、
あ
ら

ま
し
は
次
の
通
り
。

○

開
会
に
先
だ
ち
、
琉
大
生
、
商
科
学
院

の
生
徒
が
会
場
で
ジ
グ
ザ
グ
コ
ー
ス
に
よ
る

デ
モ
行
進
を
や
り
、
大
い
に
士
気
を
あ
ふ
つ

た
。
開
会
と
な
る
と
、
琉
大
生
が
登
壇
、
ス

ク
ラ
ム
を
組
ん
で

し
あ
わ
せ
の
歌

を
合

唱
、
場
内
か
ら
割
れ
る
よ
う
な
拍
手
が
お
こ

つ
た
。

○

議
長
団
に
は
、
屋
良
朝
苗
、
竹
野
光
子
、

瑞
慶
覧
長
仁
氏
等
を
選
出
、
大
会
は
秩
序
よ

く
進
め
ら
れ
た
。

五
者
協
議
会
を
代
表
し
て
神
村
副
主
席
が
壇

上
に
立
ち
、

四
原
則
の
線
で
あ
く
ま
で
進

も
う
。闘
争
方
針
を
土
地
問
題
に
し
ぼ
つ
て
、

八
十
万
住
民
の
自
治
能
力
を
示
そ
う

と
語

り
、
つ
づ
い
て
土
地
連
合
会
代
表
真
栄
城
守

行
氏
が

一
括
払
い
に
な
つ
た
ら
土
地
が
騰

貴
し
、
失
業
者
が
増
え
、
経
済
的
混
乱
、
社

会
不
安
が
来
る

と
力
説
、

ア
メ
リ
カ
の

富
、
自
由
、
繁
栄
の
た
め
に
基
地
が
作
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
が
、
沖
縄
の
犠
牲
の
上
に
築
か

れ
て
は
な
ら
な
い

と
結
ん
で
、
満
場
拍
手

の
中
に
降
壇
し
た
。

○

屋
良
教
職
員
会
長
の
意
見
開
陳
に
移

る
、
前
演
壇
近
く
参
加
者
の
一
人
が

本
土

派
遣
代
表
を
全
参
加
者
で
激
励
し
た
い

と

緊
急
動
議
を
申
し
出
、
直
に
採
択
さ
れ
て
安

里
積
千
代
、
知
念
朝
功
、
新
里
善
福
、
翁
長

助
静
の
四
氏
が
登
壇
し
た
。
あ
ら
し
の
よ
う

な
拍
子
。
本
土
特
派
員
の
ア
イ
モ
が
ジ
ー
と

回
り
強
烈
な
電
光
が
明
滅
す
る
。
四
氏
の
頬

が
み
る
み
る
紅
潮
、
感
激
に
目
を
う
る
ま
せ

な
が
ら

全
住
民
の
意
志
を
本
土
政
府
へ
ぶ

つ
つ
け
て
く
る

と
固
い
決
意
を
披
瀝
し
た
。

全
く
劇
的
な
シ
ー
ン
。

那
覇
市
会
／
首
里
の
名
称
復
活

八
月
か
ら
／
固
定
資
産
税
は

減
る
沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
６
・
26

去
る
十
五
日
開
会
し
た
那
覇
市
会
は
昨
二
十

五
日
閉
会
し
た
。
可
決
さ
れ
た
議
案
の
主
な

る
も
の
は
次
の
通
り
。

▽
五
七
年
度
予
算

総
務
財
政
委
員
会
で
、

才
入
才
出
と
も
、
市
の
原
案
一
億
一
千
八
百

九
十
八
万
八
千
三
百
九
十
四
円
を
七
十
四
万

三
千
百
三
十
八
円
減
じ
て
、
一
億
一
千
八
百

二
十
四
万
五
千
二
百
五
十
六
円
と
修
正
、
委

員
会
の
修
正
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。
削
ら
れ

た
の
は
才
入
面
で
は
、
昨
年
か
ら
市
民
の
不

評
を
買
つ
て
い
る
固
定
資
産
税
で
、
市
の
案

よ
り
一
〇
％
減
つ
て
一
千
七
百
二
十
八
万
七

千
九
百
八
十
八
円
と
な
つ
た
。
土
地
売
払
代

金
は
市
の
案
よ
り
三
十
万
八
千
円
も
増
え

た
。
才
出
面
で
は
、
役
所
費
が
五
十
一
万
五
千
百

三
十
八
円
が
削
ら
れ
た
。
こ
れ
は
市
長
の
乗

用
車
四
十
六
万
円
と
、
そ
れ
に
伴
う
運
転
手

給
料
、
手
当
、
燃
料
費
な
ど
で
、
市
会
は
市

長
に
高
級
の
ポ
ン
テ
イ
ヤ
ツ
ク
を
買
つ
て
や

ろ
う
と
い
う
予
算
を
全
然
認
め
な
か
つ
た
。

株
式
購
入
費
も
三
十
万
円
の
計
上
か
ら
七
万

二
千
円
に
削
減
さ
れ
た
。
こ
れ
は
沖
縄
銀
行

へ
市
が
六
〇
％
払
込
み
で
五
百
株
投
資
し
て

あ
る
の
を
百
二
十
株
に
減
じ
た
も
の
。

▽
首
里
の
町
名
変
更

五
四
年
九
月
一
日
に

編
入
さ
れ
た
旧
首
里
市
の
区
域
内
の
凡
て
の

町
名
に
、

首
里

の
二
字
を
冠
し
、
来
る

八
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
、
と
い
う
市
長
提

出
の
議
案
が
議
決
さ
れ
た
。
由
緒
あ
る

首

里

の
名
称
を
永
久
に
保
存
し
よ
う
、
と
い

う
意
図
か
ら
出
た
も
の
。

那
覇
都
計
21
％
が
完
成
／
来
年

度
か
ら
五
ヵ
年
計
画
で
施
工

琉
新
・
夕
　
１
９
５
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・
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去
る
三
月
二
十
三
日
那
覇
都
市
計
画
告
示
に

よ
り
那
覇
都
市
計
画
事
業
の
全
容
が
決
定
し

た
が
、
最
近
那
覇
市
で
ま
と
め
ら
れ
た
都
市

計
画
事
業
出
来
高
表
に
よ
る
と
三
十
一
億
余

の
総
事
業
費
の
う
ち
五
十
六
年
度
内
に
六
億

円
余
が
執
行
さ
れ
、
六
月
十
五
日
現
在
で
事

業
の
二
一
・
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
が
完
成
し
て

い
る
。

那
覇
都
市
計
画
の
全
部
が
完
了
す
る
に
は
三

十
一
億
八
百
四
十
二
万
四
千
六
百
十
三
円
と

い
う
巨
額
の
金
が
必
要
で
そ
の
内
訳
は

▽
道
路
事
業
費
十
八
億
四
千
七
百
万
二
千
二

百
円
。

▽
橋
梁
事
業
費
一
億
四
千
五
百
四
十
九
万
五

千
円
。

▽
河
川
排
水
事
業
費
一
億
五
百
九
十
万
八
千

円
。
▽
造
園
並
木
事
業
費
二
千
八
百
三
十
万
円
。

▽
埋
立
事
業
費
二
億
八
千
九
百
八
十
四
万
五

千
円
。

▽
墓
地
整
理
事
業
費
二
千
八
百
八
十
万
円
。

▽
区
画
整
理
事
業
費
二
億
六
千
三
百
七
万
四

千
四
百
十
三
円
。

▽
下
水
道
事
業
費
四
億
円
、と
な
つ
て
い
る
。

六
月
十
五
日
現
在
の
事
業
完
成
率
は
河
川
排

水
事
業
が
一
番
高
く
四
一
・
四
九
％
が
完
成

一
九
五
六
年

昭
和
三
十
一
年

六
｜
七
月

五
〇
四



し
て
お
り
、
つ
ぎ
は
道
路
事
業
の
二
五
・
五

一
％
で
あ
る
、
続
い
て
区
画
整
理
事
業
の
二

四
・
二
％
、
埋
立
事
業
二
〇
・
七
％
、
橋
梁

事
業
一
一
・
六
一
％
、
ぐ
つ
と
低
く
な
つ
て

造
園
並
木
事
業
が
二
・
四
一
％
墓
地
整
理
事

業
一
・
一
八
％
と
な
つ
て
い
る
。
五
十
二
年

に
都
市
計
画
事
業
に
着
手
し
て
か
ら
五
カ
年

間
で
こ
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
わ
け
だ
が
、

今
ま
で
の
速
度
で
事
業
が
進
捗
す
る
と
す
れ

ば
完
成
す
る
ま
で
に
あ
と
二
十
年
は
か
か
る

こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
那
覇
市
と
し
て
は
来

年
度
か
ら
財
政
面
を
に
ら
み
合
わ
せ
て
第
一

次
五
カ
年
計
画
を
樹
立
、
こ
れ
に
よ
り
重
点

的
に
都
市
計
画
を
実
施
し
五
カ
年
計
画
終
了

時
に
は
都
市
計
画
に
一
応
の
メ
ド
を
つ
け
よ

う
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
三
十
一
億
円
余

の
事
業
費
総
額
に
は
現
在
使
用
し
て
い
る
道

路
の
拡
張
、
舗
装
な
ど
比
較
的
不
急
な
工
事

も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
現
在
ぜ
ひ
必
要
で
あ

る
造
園
並
木
工
事
な
ど
を
第
一
次
五
カ
年
計

画
に
お
り
込
み
、
都
市
計
画
事
業
の
一
応
の

形
を
こ
れ
で
整
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
花
城
都
計
課
長
の
話

三
十
一
億
円
余
に
上

る
巨
額
の
都
市
計
画
を
那
覇
市
の
自
己
財
源

だ
け
で
や
る
の
で
は
あ
と
二
十
年
以
上
も
か

か
る
。
幸
い
首
都
建
設
法
も
立
法
さ
れ
て
い

る
の
で
そ
の
面
か
ら
も
補
助
が
あ
る
と
思
う

の
で
来
年
度
か
ら
第
一
次
五
カ
年
計
画
を
立

案
、
こ
の
計
画
終
了
に
よ
り
那
覇
の
都
市
計

画
に
一
応
の
メ
ド
を
つ
け
る
こ
と
に
し
た

い
。問

題
化
す
る
当
間
発
言
／
”
一

括
払
い
賛
成
”
の
波
紋
／
正

に
悪
商
人
の
代
弁
／
「
糾
弾

へ
」
と
一
般
の
批
判
高
ま
る

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
６
・
７
・
19

先
に
来
島
し
た
米
国
コ
ロ
ン
ビ
ア
放
送
テ
レ

ビ
記
者
ピ
ー
タ
ー
ポ
イ
ン
ト
氏
と
会
見
し
た

那
覇
市
長
当
間
重
剛
氏
は
ピ
ー
タ
ー
ポ
イ
ン

ト
記
者
の
質
問
に

所
有
権
を
獲
得
し
な
い

と
い
う
前
提
で
、
適
正
補
償
を
認
め
、
経
済

変
動
を
起
さ
な
い
な
ら
一
括
払
い
も
反
対
で

は
な
い

と
答
え
た
と
云
わ
れ
る

本
紙
十

六
日
朝
刊
既
報

こ
の
当
間
発
言
は
四
原
則

貫
徹
、
プ
ラ
イ
ス
勧
告
拒
否
の
全
住
民
総
抵

抗
運
動
の
中
で
、
反
響
を
呼
び
本
社
に
も
団

結
の
共
調
を
乱
す
も
の
と
し
て
糾
弾
せ
よ
、

と
の
投
書
も
寄
せ
ら
れ
、
悪
商
人
の
代
弁
を

す
る
も
の
で
あ
る
と
一
般
の
批
判
も
高
ま
つ

て
い
る
。
軍
用
地
連
合
会
で
も
来
る
二
十
一

日
開
か
れ
る
同
会
総
会
で
討
議
が
予
想
さ
れ

て
お
り
、連
協
の
新
里
教
職
員
会
事
務
局
長
、

嵩
原
社
大
党
総
務
部
長
ら
は
、
十
八
日
午
後

五
時
か
ら
行
わ
れ
た

土
地
を
守
る
会

結

成
の
あ
と
、
同
会
と
し
て
慎
重
に
検
討
す
る

と
現
在
の
と
こ
ろ
一
切

ノ
ー
・
コ
メ
ン
ト

当
間
市
長
、
発
言
を
再
確
認

問
題
の
那
覇
当
間
市
長
を
市
長
室
に
訪
ね
る

と

私
の
知
つ
て
い
る
範
囲
で
も
経
済
的
な

面
で
生
活
の
困
窮
か
ら
一
括
払
い
を
希
ん
で

い
る
人
は
多
い
。
こ
の
人
た
ち
を
法
的
に
抑

え
る
こ
と
は
出
来
な
い

と
前
置
き
し
て
次

の
如
く
所
信
を
述
べ
て
い
る
。

当
間
市
長
の
話

フ
イ
・
タ
イ
ト
ル
の
解
釈

に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
側
は
、
処
分
権
を
有
し

な
い
所
有
権
の
移
転
だ
と
い
つ
て
い
た
し
、

そ
れ
な
ら
ば
よ
い
。
し
か
し
、
日
本
経
済
新

聞
の
報
じ
た
よ
う
に
処
分
権
を
含
む
と
い
う

解
釈
に
立
て
ば
、
土
地
の
完
全
買
上
げ
に
な

る
か
ら
自
分
と
し
て
も
真
向
か
ら
反
対
だ
。

現
在
一
括
払
い
を
待
つ
て
い
る
人
が
多
い
の

も
事
実
で
、
利
口
な
人
た
ち
は
借
金
し
て
す

で
に
代
替
地
を
買
求
め
て
い
る
。
そ
の
借
金

は
一
括
払
い
の
金
で
払
う
と
い
う
考
え
だ
。

一
括
払
い
拒
否
が
全
住
民
の
意
志
で
あ
る
と

い
う
の
は
当
ら
な
い
。
自
分
の
発
言
に
対
し

て
非
難
の
多
い
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
る

し
、
直
接
注
意
す
る
人
も
い
る
が
、
自
分
と

し
て
は
こ
の
問
題
の
衝
に
あ
る
五
者
協
の
人

た
ち
が
冷
静
な
打
開
策
を
考
え
て
欲
し
い
と

い
う
意
味
で
い
つ
た
も
の
だ
。
自
分
の
考
え

で
は
四
原
則
貫
徹
と
い
う
こ
と
も
よ
い
が
、

現
在
の
行
き
方
は
ま
ず
い
。

た
だ
進
む
こ
と
だ
け
知
つ
て
退
く
こ
と
を
知

ら
な
い
か
ら
だ
。
こ
れ
で
は
壁
に
ぶ
つ
つ
か

る
ほ
か
道
は
な
い
し
、
解
決
の
道
は
な
い
。

一
応
の
妥
協

こ
の
言
葉
が
誤
解
を
招
く
よ

う
で
あ
れ
ば
打
開
の
道
を
教
え
て
ほ
し
い
の

だ
。
そ
の
妥
協

打
開
を
ど
の
点
に
見
つ
け
る

か
、
と
い
う
の
が
五
者
の
仕
事
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。
地
料
も
年
々
歩
み
寄
り
を
み
せ

て
い
る
し
、
来
年
、
再
来
年
と
好
転
す
る
だ

ろ
う
。
総
辞
職
な
ど
と
壁
に
ぶ
つ
つ
か
る
だ

け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
ん
。
と
か
く
総
辞
職

で
政
治
的
効
果
を
狙
う
と
か
い
わ
れ
た
が
、

示
威
運
動
で
は
い
け
な
い
。
打
開
の
道
を
探

す
べ
き
で
、
そ
の
た
め
に
冷
静
に
な
つ
て
ほ

し
い
と
い
う
考
え
で
い
る
だ
け
で
あ
る
。

と
か
く
基
地
撤
廃
を
目
標
に
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
保
有
を
認
め
る
前
提
に
立
つ
て

い
る
だ
け
に
こ
ん
な
矛
盾
が
出
て
く
る
わ
け

で
あ
る
。

私
が
渡
日
代
表
を
断
つ
た
こ
と
と
こ
の
問
題

と
は
自
ず
と
別
で
あ
る
。

住
民
の
戦
列
を
乱
す

沖
青
連
副
会
長
尚
詮
氏
の
話

全
住
民
が
四

原
則
を
貫
徹
す
る
と
い
う
点
で
団
結
し
、
そ

れ
が
全
住
民
の
総
抵
抗
と
い
う
形
で
打
ち
出

さ
れ
て
い
る
際
に
首
都
で
あ
る
那
覇
市
の
市

政
担
当
者
の
当
間
市
長
が
斯
か
る
発
言
を
し

た
と
い
う
こ
と
は
憤
慨
に
た
え
な
い
し
、
ど

う
い
う
意
味
で
い
わ
れ
た
の
か
疑
問
で
あ

る
。
こ
れ
は
力
強
く
結
束
し
た
八
十
万
住
民
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の
戦
列
を
乱
す
も
の
で
あ
り
、
今
後
と
も
か

か
る
言
動
を
内
部
よ
り
お
こ
せ
し
め
る
こ
と

を
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
土
で
も

現
地
の
足
並
み
が
揃
わ
な
い
等
と
報
道
さ
れ

て
お
る
折
か
ら
遺
憾
と
い
う
ほ
か
な
い
。

た
だ
、
現
地
に
お
け
る
色
々
な
形
の
内
輪
モ

メ
を
わ
れ
わ
れ
は
出
来
る
だ
け
内
輪
で
解
決

し
、
対
外
的
に
悪
い
影
響
、
印
象
を
与
え
る

こ
と
は
避
け
る
よ
う
に
し
た
い
。

し
か
し
乍
ら
当
間
市
長
の
言
葉
は
先
の
渡
日

代
表
団
派
遣
拒
否
の
件
と
も
関
連
し
て
近
く

十
分
に
検
討
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
だ
ろ

う
。ひ
と
り
よ
が
り
の
言
／
断
じ
て
許
せ
ぬ

桑
江
土
地
連
合
会
長
の
話

新
聞
報
道
の
あ

つ
た
翌
日
す
ぐ
当
間
氏
に
電
話
で
た
し
か
め

る
と
経
済
的
な
問
題
か
ら
み
て
そ
う
い
つ
た

迄
で
、
フ
イ
・
タ
イ
ト
ル
の
問
題
が
明
瞭
に

さ
れ
な
け
れ
ば
反
対
す
る
と
の
言
分
だ
つ

た
。
こ
れ
は
沖
縄
の
実
体
を
し
つ
か
り
つ
か

ん
で
い
な
い
一
人
よ
が
り
の
言
で
あ
つ
て
沖

縄
の
将
来
を
捨
て
て
か
え
り
み
な
い
二
、
三

の
悪
商
人
達
の
代
弁
的
な
役
割
を
果
た
し
て

お
り
断
じ
て
許
し
て
お
け
な
い
。
当
間
氏
は

も
つ
と
慎
重
に
考
え
て
物
を
言
う
べ
き
で
あ

る
。
話
し
た
相
手
が
米
国
々
民
に
大
き
く
む

す
び
つ
く
コ
ロ
ン
ビ
ア
放
送
の
記
者
で
あ
つ

た
だ
け
に
当
間
氏
の
言
動
は
問
題
が
余
り
に

も
大
き
い
。

誠
に
遺
憾
な
発
言

与
儀
立
法
院
議
長
の
話

既
に
プ
ラ
イ
ス
反

論
に
よ
つ
て
す
べ
て
の
方
針
が
決
定
さ
れ
て

い
る
時
に
当
間
市
長
の
談
話
は
問
題
を
ア
イ

マ
イ
モ
コ
た
ら
し
め
、
相
手
に
乗
ず
る
ス
キ

を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
こ
と
に
遺
憾
で
あ

る
。
四
原
則
貫
徹
は
既
に
全
住
民
の
意
志
に

な
つ
て
い
る
。

一
括
払
い
に
無
理
解

社
大
党
平
良
幸
市
議
員
の
話

あ
ら
ゆ
る
角

度
か
ら
審
議
検
討
の
結
果
、
全
住
民
の
最
低

要
求
と
し
て
決
定
し
た
四
原
則
の
貫
徹
に
対

し
、
任
命
主
席
も
、
立
法
院
も
各
種
団
体
も

立
上
り
、
各
地
に
土
地
を
守
る
会
が
組
織
さ

れ
つ
つ
あ
る
今
日
、
指
導
的
立
場
に
あ
る
人

か
ら
一
括
払
い
賛
成
の
声
を
聞
く
こ
と
は
誠

に
遺
憾
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
括
払
の
意
義
に

つ
い
て
無
理
解
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

真
に
生
活
か
ら
に
じ
み
出
た
考
え
方
を
持
つ

住
民
は
こ
う
い
う
言
葉
に
い
さ
さ
か
も
迷
う

も
の
で
は
な
い
と
信
じ
、
た
だ
こ
う
い
う
個

人
の
た
め
に
悲
し
む
も
の
で
あ
る
。

辞
職
を
要
求

人
民
党
島
袋
嘉
順
氏
の
話

当
間
市
長
の
談

話
に
つ
い
て
那
覇
市
民
は
勿
論
、
国
頭
の
山

の
奥
で
も

デ
タ
ラ
メ
だ

と
の
言
葉
が
聞

か
れ
て
い
る
。
私
た
ち
は
十
一
万
市
民
な
ら

び
に
八
十
万
沖
縄
県
民
更
に
八
千
万
の
祖
国

同
胞
に
対
し
て
も
那
覇
市
議
と
し
て
責
任
を

と
り
、
当
間
市
長
の
辞
職
を
要
求
す
る
。
当

間
市
長
は
六
月
十
一
日
の
那
覇
市
定
例
会
に

お
い
て
議
員
の
質
問
に
対
し

四
原
則
貫
徹

は
沖
縄
の
国
論
だ
か
ら
私
も
賛
成
だ
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
市
町
村
長
会
と
行
動
を
と
も
に

す
る

と
答
弁
し
て
い
る
が
、
そ
の
裏
を
か

え
す
よ
う
に
こ
の
談
話
で
あ
る
。
こ
の
人
は

民
族
の
裏
切
り
者
で
あ
り
、
も
は
や
い
か
な

る
公
職
に
も
留
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
を
自

ら
証
明
し
て
み
せ
た
。

あ
す
市
会
で
責
任
追
及

十
九
日
あ
さ
十
時
半
か
ら
那
覇
市
会
の
総
務

財
政
委
員
会
が
開
か
れ
た
が
、
た
だ
ち
に
休

憩
に
入
つ
て
問
題
の
当
間
談
話
に
つ
い
て
話

合
つ
た
。

ど
う
も
当
間
市
長
の
態
度
が
は
つ
き
り
し
な

い
の
は
困
る
。
一
体
市
長
は
ど
う
い
う
考
え

な
の
か
。
前
の
議
会
で
四
原
則
を
承
認
し
た

の
は
ど
う
な
る
の
か
。
と
い
つ
た
意
見
や
、

ま
た
十
九
日
に
那
覇
市
で
も
土
地
を
守
る
協

議
会
の
下
部
組
織
が
作
ら
れ
る
予
定
だ
が
、

こ
れ
は
当
間
市
長
の
名
で
招
集
さ
れ
て
い

る
。
か
よ
う
に
一
括
払
い
賛
成
だ
と
い
う
市

長
が
土
地
を
守
る
会
を
招
集
し
て
い
る
の
は

可
笑
し
い
、
と
疑
問
も
出
さ
れ
た
。
結
局
、

委
員
会
と
し
て
は
四
原
則
貫
徹
が
議
会
の
方

針
で
あ
る
の
で
二
十
日
か
ら
の
臨
時
議
会
へ

き
頭
全
議
員
に
は
か
り
、
動
議
と
し
て
市
長

の
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

会
長
に
当
間
市
長
／
那
覇
市
土

地
守
る
会
結
成

琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
７
・
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十
九
日
午
後
二
時
か
ら
那
覇
市
美
栄
橋
の
教

育
会
館
で
那
覇
市
土
地
を
守
る
会
の
結
成
大

会
が
行
わ
れ
た
。
当
日
は
各
種
団
体
代
表
約

百
名
が
参
集
、
全
那
覇
市
民
が
一
丸
と
な
つ

て
プ
ラ
イ
ス
勧
告
粉
砕
に
当
る
決
意
を
固
め

た
。
土
地
を
守
る
会
は
那
覇
市
役
所
に
事
務
所
を

お
き
、
全
市
民
で
組
織
、
各
区
に
支
部
お
よ

び
班
を
お
く
。
軍
用
土
地
無
期
限
使
用
料
の

一
括
払
い
の
企
図
、
新
規
接
収
に
反
対
し
、

か
つ
そ
の
実
施
の
事
態
が
発
生
し
た
場
合
は

各
方
面
と
連
絡
折
衝
を
行
い
、
解
決
促
進
、

阻
止
対
策
に
当
る
。
そ
の
他
軍
用
地
問
題
解

決
に
当
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
結
成
大
会

で
選
挙
の
結
果
、
会
長
当
間
重
剛
氏
、
副
会

長
仲
本
為
美
氏
、
同
泉
議
長
、
同
嘉
手
納
助

役
が
決
ま
り
、
早
急
に
新
規
接
収
に
対
し
ゆ

る
が
ぬ
決
意
を
と
る
こ
と
に
な
つ
た
。

当
間
会
長
の
話

こ
の
問
題
は
長
期
間
に

わ
た
る
き
わ
め
て
困
難
な
も
の
で
、
新
し
き

決
意
を
も
つ
て
目
的
を
達
成
し
た
い
。
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那
覇
市
議
会
／
”
一
括
払
い
賛

成
”
吊
し
上
げ
／
当
間
市
長

の
言
質
追
及
さ
る
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コ
ロ
ン
ビ
ア
放
送
記
者
に

一
括
払
い
は
必

ず
し
も
反
対
で
は
な
い

と
言
つ
た
こ
と
か

ら
種
々
な
論
議
を
捲
き
起
し
た
当
間
那
覇
市

長
の
放
言
問
題
は
、
二
十
日
の
那
覇
市
会
で

も
議
員
側
か
ら
激
し
く
追
及
さ
れ
た
。
こ
の

日
傍
聴
席
は
満
員
と
い
う
状
況
の
中
で
ま
ず

赤
嶺
慎
英
議
員
、
続
い
て
島
袋
議
員
と
当
間

市
長
の
言
辞
を
追
及
、
市
長
も
再
三
答
弁
に

窮
し
シ
ド
ロ
モ
ド
ロ
と
い
う
場
面
を
見
せ
た

が
主
な
質
疑
は
つ
ぎ
の
通
り
。

赤
嶺

四
原
則
貫
徹
は
全
住
民
の
世
論
で

あ
り
市
会
も
こ
の
貫
徹
を
決
議
し
て
い
る
。

だ
が
当
間
市
長
は
一
括
払
い
に
賛
成
と
い
つ

て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
市
長
の
真
意
を

き
ゝ
た
い
。

市
長

農
村
で
は
広
い
土
地
が
必
要
だ

が
、
那
覇
の
よ
う
な
都
市
で
は
一
括
払
い
を

希
望
す
る
の
も
い
る
。
ア
メ
リ
カ
が
使
用
し

て
い
る
土
地
が
自
分
の
手
元
に
返
る
に
は
時

間
が
か
ゝ
る
の
で
、
他
か
ら
金
を
借
り
る
こ

と
に
な
る
が
、
そ
の
時
は
一
括
払
い
が
良
い

わ
け
だ
。
直
面
し
て
い
る
問
題
は
カ
ベ
に
ぶ

つ
か
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
一
歩
退
つ
て
そ

の
打
開
す
る
道
も
考
え
た
い
と
い
う
意
味
で

そ
う
い
う
の
で
あ
り
、
四
原
則
貫
徹
に
対
す

る
私
の
考
え
は
全
然
か
わ
つ
て
い
な
い
。

赤
嶺

重
大
な
今
の
時
期
に
お
い
て
政
治

的
に
一
歩
退
る
と
い
う
こ
と
は
住
民
の
結
束

を
み
だ
す
よ
う
な
も
の
だ
が
。

市
長

妥
協
で
は
な
く
打
開
策
を
考
え
た

い
。
私
人
当
間
の
言
く
ら
い
で
住
民
運
動
に

ヒ
ビ
が
入
る
と
は
思
わ
な
い
。

島
袋

市
長
が
コ
ロ
ン
ビ
ア
放
送
の
記
者

に
会
つ
た
の
は
私
人
と
し
て
か
公
人
と
し
て

か
。市
長

そ
の
へ
ん
は
確
で
な
い
。

島
袋

た
と
え
私
人
と
し
て
の
資
格
の
つ

も
り
で
も
聞
く
方
で
は
指
導
者
の
意
見
と
し

て
受
取
る
が
。

市
長

そ
う
だ
。

島
袋

市
長
は
さ
き
の
議
会
で
”
市
町
村

長
会
と
行
動
を
共
に
す
る
”
と
言
つ
て
い
た

が
、
こ
ん
ど
一
括
払
い
賛
成
云
々
に
対
し
て

世
界
の
影
響
が
ど
ん
な
も
の
か
結
果
を
考
え

て
い
た
か
。

市
長

意
識
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
、

カ
ベ
に
ぶ
つ
か
る
の
が
恐
い
の
で
、
事
前
の

打
開
方
法
と
し
て
一
括
払
い
云
々
の
言
葉
が

出
た
が
こ
れ
は
一
寸
ま
ず
か
つ
た
か
も
知
れ

な
い
。
反
米
運
動
に
な
る
危
険
も
あ
る
の
で

適
当
な
時
期
に
打
開
策
を
こ
う
ず
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
。

島
袋

一
括
払
い
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

か
。

市
長

フ
イ
タ
イ
ト
ル
は
買
上
げ
で
は
な

く
借
地
だ
と
思
う
、
と
こ
ろ
が
米
国
で
は
ア

メ
リ
カ
が
所
有
権
を
持
つ
と
日
本
経
済
新
聞

は
報
じ
て
い
る
。
私
は
所
有
権
は
あ
つ
て
も

処
分
権
は
な
い
と
思
う
。

赤
嶺

一
括
払
い
に
賛
成
す
る
も
の
が
い

た
と
き
そ
れ
を
説
得
し
て
四
原
則
貫
徹
に
参

加
さ
せ
る
だ
け
の
熱
が
あ
る
か
。

市
長

地
主
だ
け
で
な
く
全
住
民
に
四
原

則
の
趣
旨
を
徹
底
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

主
張
し
た
の
は
私
だ
。
と
こ
ろ
が
現
在
土
地

を
ア
メ
リ
カ
に
取
ら
れ
て
セ
ツ
パ
詰
つ
た
人

を
ど
う
救
済
す
る
か
考
え
な
く
て
は
い
け
な

い
と
思
う
。

島
袋

こ
の
場
合
、
一
括
払
い
を
し
な
く

て
も
地
主
が
生
き
て
い
け
る
よ
う
政
府
の
責

任
で
ち
や
ん
と
行
う
べ
き
で
あ
る
五
者
協
議

会
で
は
政
党
そ
の
他
の
独
走
を
い
ま
し
め
て

い
る
が
当
間
市
長
の
今
度
の
言
動
は
完
全
な

独
走
で
あ
る
。

宮
城

四
原
則
は
正
し
い
と
思
う
か
、
ま

た
渡
日
代
表
お
よ
び
本
土
の
動
き
を
ど
う
思

う
か
。
市
長

四
原
則
貫
徹
に
変
り
は
な
い
が
、

長
期
の
行
詰
り
解
決
策
も
考
え
な
け
れ
ば
と

い
う
の
だ
。
日
本
の
同
胞
の
動
き
に
は
感
謝

し
て
い
る
が
、
反
米
的
な
運
動
も
相
当
あ
る

と
思
う
。

宮
城

日
本
の
同
胞
が
反
米
的
と
い
う
の

か
。市
長

私
の
情
報
で
は
そ
う
な
つ
て
い

る
。宮
城

市
長
は
土
地
を
守
る
会
長
と
な
つ

て
い
る
が
、
一
括
払
賛
成
と
矛
盾
を
感
じ
な

い
か
。
市
長

土
地
を
守
る
会
は
一
会
長
の
方
針

で
決
ま
る
こ
と
は
な
い
、
み
ん
な
で
運
営
す

る
の
だ
か
ら
心
配
な
い
。

宮
城

住
民
の
正
し
い
意
見
を
聞
く
と
い

う
の
か
。

市
長

そ
う
だ
。

な
お
島
袋
議
員
か
ら

市
長
は
責
任
を
取
る

べ
き
だ

と
迫
る
場
面
も
出
た
が
、
結
局
市

長
の
態
度
が
は
つ
き
り
し
な
い
う
ち
に
質
疑

を
打
切
つ
た
。

な
お
当
間
市
長
が
コ
ロ
ン
ビ
ア
放
送
の
テ

レ
ビ
記
者
ピ
ー
タ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
氏
の
質
問

に
つ
い
て
答
え
た
と
い
う
言
辞
は
次
の
と
お

り
。
”
米
国
が
所
有
権
を
獲
得
し
な
い
と
い
う
前

提
で
、
沖
縄
側
が
主
張
す
る
適
正
補
償
を
認

め
経
済
変
動
を
起
さ
な
い
の
な
ら
、
一
括
払

い
も
さ
し
て
反
対
で
な
い
と
思
う
”。

当
間
放
言
追
及
／
け
さ
の
那
覇

市
議
会
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米
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記
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な
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一
括
払
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は
必
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ず
し
も
反
対
で
は
な
い
”
と
語
つ
た
こ
と
か

ら
尾
を
引
い
た
当
間
那
覇
市
長
の
放
言
問
題

は
、”
四
原
則
貫
徹
”
と
い
う
線
で
一
つ
に

ま
と
ま
つ
た
全
住
民
の
結
束
を
み
だ
す
も
の

と
し
て
各
方
面
か
ら
当
間
市
長
追
及
の
声
が

あ
が
つ
て
い
る
が
、
二
十
三
日
の
那
覇
市
本

会
議
で
当
間
放
言
が
再
び
と
り
あ
げ
ら
れ
市

長
の
責
任
が
追
及
さ
れ
た
。
が
午
前
中
で
は

結
論
に
至
ら
ず
午
後
一
時
か
ら
再
開
、
さ
ら

に
市
長
放
言
を
追
及
す
る
。

赤
嶺

当
間
市
長
の
放
言
に
つ
い
て
は
首

里
青
年
会
、
小
禄
の
住
民
大
会
で
問
題
と
な

り
退
陣
要
求
の
決
議
ま
で
し
て
い
る
が
、
こ

れ
に
対
し
市
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長

二
十
日
の
議
会
で
も
い
つ
た
通

り
、
四
原
則
貫
徹
の
努
力
に
変
り
は
な
く
、

こ
れ
に
ヒ
ビ
を
入
れ
よ
う
と
は
考
え
て
な

い
。
従
つ
て
退
陣
は
考
え
て
な
い
。

島
袋

一
括
払
い
賛
成
云
々
の
真
相
は
。

市
長

”
さ
し
て
反
対
せ
ず
”
と
い
つ
た

の
で
あ
り
サ
ン
成
で
は
な
い
。

宮
城

四
原
則
は
住
民
の
最
小
限
の
要
求

と
い
う
こ
と
を
知
つ
て
い
て
そ
れ
に
含
ま
れ

て
い
る
一
括
払
い
を
サ
ン
成
し
た
の
か
。
日

本
の
国
民
運
動
は
反
米
と
い
う
が
具
体
的
な

理
由
は
、

市
長

カ
ベ
に
ぶ
つ
か
る
と
き
が
必
ず
く

る
。
そ
の
と
き
私
の
言
つ
た
線
で
折
衝
す
る
。

赤
嶺

放
言
に
対
し
て
こ
れ
は
し
ま
つ
た

と
い
う
感
じ
は
な
い
か
。

市
長

時
期
的
に
私
の
発
言
が
ま
ず
い
と

い
う
な
ら
取
消
し
て
も
よ
い
が
、
崩
れ
な
い

見
通
し
が
あ
る
。

島
袋

市
長
の
一
括
払
い
は
プ
ラ
イ
ス
勧

告
の
一
括
払
い
と
は
ち
が
う
の
か
。
ち
が
う

な
ら
相
違
点
を
説
明
し
て
貰
い
た
い
。

市
長

ま
た
誤
解
を
招
く
か
ら
い
わ
な

い
。
こ
の
方
策
で
解
決
し
よ
う
と
私
が
い
つ

て
も
今
更
誰
も
私
の
い
う
の
は
聞
い
て
く
れ

な
い
だ
ろ
う
。

な
お
当
間
市
長
の
退
陣
に
つ
い
て
の
市
会
の

正
式
な
意
思
表
示
は
午
後
に
持
越
さ
れ
た
。

”
貴
方
は
や
め
な
さ
い
”
／
首

里
青
年
会
／
当
間
市
長
へ
決

議
文
渡
す
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首
里
各
区
青
年
連
絡
会
代
表
城
間
健
君
他
五

名
は
、
二
十
三
日
午
前
十
時
半
那
覇
市
役
所

を
訪
れ
二
十
一
日
夜
の
同
青
年
連
絡
会
で
決

議
し
た
一
、
当
間
重
剛
氏
を
那
覇
市
長
と
し
て
不

適
任
と
認
め
、
即
時
退
陣
を
要
求
す
る
。

二
、
当
間
重
剛
氏
を
那
覇
市
土
地
を
守
る

会
々
長
と
し
て
の
資
格
な
し
と
認
め
、
即

時
退
陣
を
要
求
す
る
。

と
の
決
議
文
を
当
間
市
長
に
読
み
上
げ
手
交

し
た
。
更
に
泉
議
会
議
長
に
も
同
様
の
決
議

文
を
手
交
し
善
処
を
要
求
し
た
。

首
里
青
年
連
絡
協
議
会
長
仲
松
庸
全
氏
の

話

四
原
則
貫
徹
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
全

県
民
を
先
頭
に
祖
国
八
千
万
同
胞
も
闘
つ
て

い
る
時
、
い
や
し
く
も
那
覇
十
一
万
市
民
の

市
長
で
あ
る
当
間
氏
が
一
括
払
い
賛
成
と
い

つ
た
こ
と
は
こ
の
闘
い
の
戦
列
を
み
だ
す
も

の
で
あ
る
、
な
ぜ
な
ら
一
括
払
い
賛
成
は
四

原
則
に
反
対
し
た
の
と
同
じ
だ
か
ら
だ
。

こ
の
こ
と
が
内
外
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
取
返

し
の
つ
か
な
い
も
の
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は

当
間
市
長
に
対
し
て
、

市
民
と
し
て
退
陣
要
求
の
権
利
を
行
使
し
て

市
民
の
団
結
を
固
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。那

覇
市
議
会
／
”
当
間
言
質
”

陳
謝
で
ケ
リ
／
”
人
さ
わ
が

せ
な
発
言
だ
つ
た
”
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夕
刊
一
部
既
報

二
十
三
日
の
那
覇
市
会

は
”
一
括
払
い
賛
成
”
の
当
間
言
質
を
野
党

系
の
議
員
か
ら
鋭
く
追
及
、
当
間
市
長
の
引

責
退
陣
の
話
ま
で
出
た
が
、
午
後
再
開
さ
れ

た
本
会
議
で
当
間
市
長
が
”
人
騒
が
せ
な
発

言
を
し
た
こ
と
を
わ
び
た
い
”
と
陳
謝
、
人

民
党
を
除
く
全
議
員
が
市
長
の
陳
謝
を
認
め

た
の
で
こ
の
問
題
に
対
す
る
質
疑
を
打
切
つ

た
。

赤
嶺

市
長
放
言
は
重
要
な
影
響
を
与
え
て

い
る
が
そ
れ
の
責
任
を
市
長
は
ど
う
と
る

か
。
市
長

四
原
則
を
貫
徹
し
よ
う
と
い
う
私
の

決
意
に
変
り
は
な
い
。
た
だ
運
動
が
壁
に
ぶ

つ
か
ら
ん
方
法
と
し
て
”
一
括
払
い
云
々
”

の
発
言
を
し
た
の
だ
が
、
こ
れ
で
住
民
の
四

原
則
貫
徹
の
決
意
に
ヒ
ビ
が
入
る
と
は
思
わ

ず
、
那
覇
土
地
を
守
る
会
長
、
那
覇
市
長
と

も
辞
め
る
考
え
は
な
い
。
し
か
し
本
当
に
ヒ

ビ
が
入
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
退
陣
を
考

え
る
。

赤
嶺

四
原
則
貫
徹
の
気
持
を
持
つ
て
い
る

に
も
拘
ら
ず
”
一
括
払
い
云
々
”
を
放
言
し

て
し
ま
つ
た
と
は
思
わ
な
い
か
。

市
長

時
期
的
に
私
の
発
言
が
早
く
、
住
民

の
団
結
が
こ
の
た
め
崩
れ
る
と
い
う
な
ら
取

消
し
て
も
よ
い
。
だ
が
崩
れ
な
い
見
通
し
が

あ
る
。
今
後
の
私
の
行
動
を
見
て
く
れ
た
ら

異
心
の
な
い
こ
と
が
分
る
。

島
袋

国
頭
の
例
で
も
分
る
よ
う
に
住
民
は

ど
ん
な
こ
と
が
あ
つ
て
も
土
地
を
守
ろ
う
と

い
う
決
意
に
も
え
て
い
る
。
当
間
市
長
は
”

垣
花
に
一
括
払
い
賛
成
が
い
る
”
と
い
つ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
二
、
三
年
前
一
括
払
い
の

正
体
を
知
ら
な
い
た
め
に
起
つ
た
考
え
方

で
、
今
で
は
こ
う
い
う
考
え
は
な
い
の
に
市

長
は
こ
れ
を
利
用
し
て
い
る
。

市
長

生
活
権
を
守
る
と
い
う
の
が
基
本
問
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題
で
、
適
正
補
償
は
強
く
要
望
す
べ
き
で
あ

る
。
四
原
則
の
範
囲
を
脱
し
な
い
が
、
生
活

権
を
守
る
こ
と
は
望
ま
し
い
が
、
あ
る
程
度

妥
協
す
る
こ
と
も
必
要
だ
。

島
袋

市
長
の
妥
協
策
と
い
う
の
は
将
来
に

対
す
る
も
の
で
は
な
く
、
現
在
の
妥
協
策
か
。

市
長

土
地
を
使
わ
れ
て
い
る
の
は
あ
き
ら

め
で
、
進
ん
で
使
わ
し
て
は
な
い
。
し
か
し

適
正
地
代
と
い
う
こ
と
は
貸
す
こ
と
を
認
め

る
こ
と
に
な
る
。

言
葉
を
に
ご
し
て
意
味

が
判
然
し
な
い

島
袋

市
長
の
考
え
て
い
る
一
括
払
い
は
プ

ラ
イ
ス
勧
告
の
一
括
払
い
と
は
ち
が
う
か
。

市
長

ち
が
う
。
だ
が
誤
解
を
招
く
お
そ
れ

が
あ
る
か
ら
は
つ
き
り
し
た
こ
と
は
言
え
な

い
。
五
者
が
聞
い
た
ら
進
言
し
て
も
よ
い
。

島
袋

市
会
が
聞
き
た
い
と
い
つ
て
も
言
え

な
い
の
か
、
市
長
が
必
要
と
い
う
な
ら
秘
密

会
を
開
い
て
も
よ
い
が
。

市
長

時
期
が
早
い
。

島
袋

米
人
記
者
に
は
話
し
て
も
市
会
に
は

話
せ
な
い
と
い
う
の
か
。

市
長

そ
う
で
は
な
い
。
さ
ら
に
誤
解
を
招

く
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
言
わ
な
い
の
だ
。

島
袋

い
わ
な
け
れ
ば
ま
す
ま
す
誤
解
を
招

く
こ
と
に
な
る
が
。

市
長

私
の
考
え
を
公
開
し
、
今
さ
ら
住
民

と
と
も
に
前
進
す
る
と
い
つ
て
も
誰
も
聞
い

て
く
れ
な
い
と
思
う

投
げ
だ
す
よ
う
に
い

う島
袋

住
民
の
口
が
う
る
さ
い
か
ら
い
え
な

い
と
い
う
の
か
。

市
長

そ
う
思
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。

こ
こ
で
真
栄
田
議
員
か
ら
議
員
全
員
が
当
間

放
言
に
た
い
し
て
の
見
解
を
は
つ
き
り
さ
せ

る
べ
き
だ
と
い
う
発
言
が
あ
つ
た
が
採
決
の

結
果
、
午
後
に
決
定
を
持
ち
越
さ
れ
た
。

午
後
一
時
三
十
五
分
再
開
、
仲
井
真
議
員
が

質
問
す
る
。

仲
井
真

市
長
は
四
原
則
支
持
の
決
意
は
変

ら
な
い
と
い
つ
て
い
る
が
、
当
間
放
言
の
悪

影
響
を
認
め
る
な
ら
陳
謝
し
て
住
民
の
先
頭

に
立
つ
て
闘
う
こ
と
を
表
明
せ
よ
。

市
長

四
原
則
貫
徹
の
決
意
は
変
ら
な
い

が
、
方
法
論
が
非
難
を
浴
び
た
。
土
地
を
守

る
会
長
を
引
き
受
け
た
の
も
身
を
も
つ
て
や

つ
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
で
引
き
受
け
た
の

で
あ
る
。
私
の
言
が
人
騒
せ
を
し
た
点
お
わ

び
し
た
い
。
今
後
と
も
誤
解
を
招
く
よ
う
な

こ
と
は
し
な
い
。

長
嶺

市
長
が
陳
謝
し
て
今
後
を
誓
つ
た
私

共
も
こ
れ
を
了
し
て
市
長
の
今
後
を
見
守

り
、
質
疑
も
こ
れ
で
打
切
ろ
う
。

人
民
党
が
発
言
を
求
め
た
が
、
泉
議
長
が
決

を
取
り
、
そ
の
ま
ま
質
疑
を
打
切
つ
た
が
、

人
民
党
か
ら
さ
ら
に
発
言
を
求
め
”
市
長
の

陳
謝
は
誰
に
対
し
行
わ
れ
た
も
の
か
、
放
言

は
取
消
す
の
か
”
と
市
長
の
答
弁
を
求
め
た

が
少
数
で
否
決
さ
れ
た
。

競
輪
か
ら
手
を
引
く
／
那
覇
市
、

議
会
の
要
望
で
契
約
破
棄
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二
十
三
日
の
那
覇
市
会
本
会
議
で
久
高
友
敏

議
員
か
ら
”
競
輪
会
社
と
の
契
約
を
破
棄
す

る
よ
う
市
当
局
に
要
望
し
た
い
”
と
い
う
動

議
が
提
出
さ
れ
、満
場
一
致
で
こ
れ
を
可
決
、

競
輪
か
ら
手
を
引
く
よ
う
要
望
す
る
こ
と
に

な
つ
た
。
こ
れ
に
対
し
市
当
局
で
も
競
輪
問

題
が
世
論
の
反
撃
を
食
い
、
政
府
で
も
指
定

を
保
留
し
て
い
る
実
情
か
ら
競
輪
の
廃
止
を

考
慮
し
て
い
る
の
で
こ
の
要
望
を
入
れ
、
競

輪
会
社
と
契
約
の
破
棄
に
つ
い
て
話
し
合
う

こ
と
に
な
つ
た
。
こ
れ
で
世
論
を
わ
か
し
た

競
輪
も
事
実
上
実
施
が
不
可
能
と
な
つ
た
わ

け
で
あ
る
。

当
間
言
質
の
責
任
追
及
／
土
地

守
る
協
議
会
が
声
明
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沖
縄
土
地
を
守
る
協
議
会
で
は
二
十
四
日
理

事
会
を
開
き
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
当
間
那
覇
市

長
の
放
言
に
た
い
す
る
声
明
書
を
発
表
し

た
。
声
明
書
は
き
よ
う
あ
さ
十
時
土
地
協
代

表
か
ら
当
間
市
長
に
直
接
に
手
交
す
る
こ
と

に
な
つ
て
い
る
。
な
お
き
よ
う
の
定
例
理
事

会
は
午
前
十
時
か
ら
沖
縄
会
館
で
開
か
れ
る

が
土
地
を
守
る
協
議
会
の
代
表
を
本
土
に
派

遣
す
る
こ
と
を
話
合
い
代
表
の
人
選
を
行

う
。
【
声
明
】

沖
縄
に
お
け
る
軍
用
地
問
題
の

正
し
い
解
決
は
四
原
則
の
実
現
に
あ
り
と
す

る
全
県
民
の
意
志
は
既
に
立
法
院
並
び
に

度
々
の
住
民
大
会
に
お
い
て
決
議
さ
れ
、
広

く
中
外
に
宣
明
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
従

つ
て
昨
年
五
月
米
国
に
派
遣
さ
れ
た
六
代
表

及
び
今
次
の
渡
日
代
表
団
も
そ
の
意
思
を
体

し
て
終
始
こ
れ
が
実
現
に
つ
く
し
本
問
題
解

決
に
対
す
る
県
内
に
お
け
る
全
県
民
の
行
動

も
四
原
則
を
基
盤
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
祖
国
八
千
万
同
胞
も
ま
た
四
原
則

が
沖
縄
県
民
の
生
存
権
を
守
る
最
低
の
要
求

で
あ
る
と
し
て
確
認
し
、
現
地
沖
縄
に
呼
応

し
て
活
発
な
運
動
を
展
開
し
つ
ゝ
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
し
て
祖
国
八
千
万
同
胞
と
八
十
万

県
民
が
そ
の
意
志
を
統
一
し
不
屈
の
団
結
を

以
て
正
し
い
解
決
に
邁
進
し
つ
ゝ
あ
る
と
き

現
地
沖
縄
の
主
都
で
あ
る
那
覇
市
の
市
長
が

四
原
則
を
自
ら
放
棄
し
一
括
払
い
に
賛
成
す

る
談
話
を
米
国
の
報
道
関
係
者
に
発
表
し
た

こ
と
は
対
外
的
に
県
民
の
統
一
に
対
し
不
信

と
疑
惑
を
い
だ
か
し
め
四
原
則
貫
徹
に
多
大

な
支
障
を
与
え
る
も
の
と
し
て
わ
れ
わ
れ
の

遺
憾
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は

こ
の
際
当
間
那
覇
市
長
が
対
外
的
に
与
え
た

悪
影
響
を
解
消
さ
せ
全
県
民
の
団
結
を
強
固
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に
す
る
た
め
自
ら
の
言
に
責
任
を
負
い
そ
の

職
を
辞
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
も

の
で
あ
る
。
右
声
明
す
る
。

四
原
則
貫
徹
新
た
に
誓
う
／
昨

夜
、
首
里
で
住
民
大
会

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
７
・
28

首
里
青
年
会
、
同
教
職
員
会
、
同
婦
人
会
琉

大
学
生
会
共
催
の
四
原
則
貫
徹
首
里
住
民
大

会
は
二
十
七
日
よ
る
八
時
す
ぎ
か
ら
大
中
広

場
で
開
催
さ
れ
た
。
会
場
に
は
開
会
前
す
で

に
五
十
余
の
市
民
が
集
ま
り
、
な
お
続
々
つ

め
か
け
る
盛
会
だ
つ
た
。

ま
ず
主
催
者
側
を
代
表
し
て
仲
松
康
全

青

年
会

嘉
数
ツ
ル

婦
人
会

石
川
盛
良

教
職
員
会

上
江
洲
清
光

琉
大

の
四

氏
が
登
壇
、
四
原
則
貫
徹
の
決
意
を
述
べ
れ

ば
夜
空
に
嵐
の
よ
う
な
拍
手
が
こ
だ
ま
す

る
。
従
つ
て
招
か
れ
た
青
連
副
会
長
尚
詮
、

立
法
院
議
員
知
念
朝
功
、
土
地
連
合
会
長
桑

江
朝
幸
、
伊
江
島
代
表
阿
波
根
昌
鴻
氏
ら
が

立
つ
て

祖
父
伝
来
の
土
地
を
一
坪
も
売
渡

す
な

と
叫
ぶ
頃
は
大
会
気
分
は
い
や
が
上

に
も
燃
え
上
つ
た
。

か
く
て
大
会
の
名
に
お
い
て
宣
言
決
議
を
行

つ
た
後
、
緊
急
動
議
と
し
て
那
覇
市
長
、
同

土
地
を
守
る
会
会
長
、
当
間
重
剛
氏
に
対
す

る
退
陣
要
求
決
議
が
出
さ
れ
、
こ
れ
を
満
場

一
致
で
採
択
し
た
。

（
宣
言
要
旨
）
今
ア
メ
リ
カ
は
自
由
世
界
防

衛
の
美
名
の
下
に
沖
縄
を
原
水
爆
の
基
地
化

す
る
た
め
に
プ
ラ
イ
ス
勧
告
に
よ
つ
て
新
規

土
地
取
上
げ
と
一
括
永
久
買
上
げ
を
強
行
し

つ
つ
あ
る
。こ
れ
は
領
土
権
の
侵
害
で
あ
る
。

八
十
万
県
民
は
国
土
防
衛
と
生
存
権
擁
護
の

た
め
に
立
上
つ
た
。
世
界
は
こ
の
正
し
い
民

族
の
総
抵
抗
を
支
持
し
て
い
る
。
我
々
は
四

原
則
を
死
守
す
る
。
そ
し
て
国
土
を
一
坪
も

米
国
に
売
渡
さ
な
い
。

（
決
議
）
一
、
国
土
を
一
坪
も
米
国
へ
売
渡

さ
な
い
。
一
、
軍
用
地
代
一
括
払
い
絶
対
反

対
。
一
、
新
規
土
地
接
収
絶
対
反
対
。
一
、

適
正
地
代
毎
年
払
い
の
要
求
。
一
、
損
害
賠

償
の
要
求
。
一
、
四
原
則
を
切
崩
す
一
切
の

デ
マ
ゴ
ギ
ー
を
曝
露
し
圧
力
を
粉
砕
す
る
。

一
、
住
民
組
織
を
構
成
し
そ
の
団
結
を
□
め

る
。
一
、
独
立
と
平
和
と
民
主
々
義
を
高
く

か
か
げ
祖
国
と
民
族
を
守
る
た
め
に
闘
い
抜

く
。真

和
志
／
四
原
則
貫
徹
へ
鉄
の

団
結
誓
う
／
真
和
志
と
首
里

土
地
守
る
結
束
強
化

琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
７
・
28

真
和
志
市
土
地
を
守
る
会
結
成
大
会
は
、
昨

夜
八
時
す
ぎ
か
ら
約
三
百
名
が
集
り
沖
縄
劇

場
で
開
催
、
さ
き
に
軍
用
地
問
題
で
渡
日
し

た
翁
長
真
和
志
市
長
の
あ
い
さ
つ
、
会
則
審

議
な
ど
が
あ
つ
て
、
会
長
に
翁
長
市
長
、
副

会
長
に
護
得
久
助
役
、
森
田
市
会
議
長
、
吉

永
同
市
特
別
土
地
委
員
長
、
そ
れ
に
支
部
長

各
区
長

な
ど
を
選
出
、
来
ひ
ん
あ
い
さ

つ
の
後
、
次
の
決
議
文
と
当
間
那
覇
市
長
の

退
陣
要
求
を
決
議
し
た
。

沖
縄
八
十
万
住
民
の
生
活
基
盤
で
あ
る
土
地

を
、
ア
メ
リ
カ
は
終
戦
十
一
年
間
に
わ
た
り

自
由
世
界
防
衛
の
美
名
の
も
と
に
一
方
的
に

広
大
な
る
土
地
を
接
収
し
、
人
類
を
滅
亡
に

導
く
原
水
爆
の
基
地
を
設
置
し
た
。
こ
の
間

我
々
は
幾
多
苛
酷
な
犠
牲
の
下
に
血
と
涙
の

悲
劇
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
加
う
る
に
惨
極

り
な
き
プ
ラ
イ
ス
勧
告
は
我
々
の
生
き
る
為

め
の
最
低
要
求
で
あ
る
四
原
則
を
踏
み
に
じ

り
、
八
十
万
同
胞
の
生
存
を
否
定
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
こ
の
と
き
に
当
り
、
我
々
六
万

真
和
志
市
民
は
こ
こ
に
鉄
の
団
結
を
以
つ
て

一
糸
乱
れ
ず
行
動
し
、
祖
国
八
千
万
同
胞
の

期
待
に
呼
応
し
、
組
織
を
強
化
し
土
地
を
守

る
態
勢
は
確
立
し
た
。
今
こ
そ
我
々
は
如
何

な
る
困
難
も
克
服
し
、
正
義
は
必
ず
勝
つ

と
い
う
固
い
信
念
の
も
と
に
右
宣
言
し
、
次

の
と
お
り
決
議
す
る
。

我
々
真
和
志
市
六
万
余
の
市
民
は
、
強
固
な

る
意
志
と
鉄
の
如
き
団
結
を
以
つ
て
八
十
万

住
民
の
福
祉
と
繁
栄
の
た
め
四
原
則
貫
徹
を

誓
う
。

一
、
如
何
な
る
権
力
並
び
に
武
力
に
も
屈
せ

ず
領
土
権
、
所
有
権
を
確
保
す
る
。

一
、
如
何
な
る
富
を
積
ん
で
買
上
げ
を
強
行

せ
ん
と
す
る
も
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
並
び
に

沖
縄
経
済
を
混
乱
に
導
く
一
括
払
い
に
絶
対

反
対
。

一
、
人
類
を
滅
亡
へ
と
導
く
原
子
兵
器
基
地

拡
張
の
た
め
の
新
規
接
収
に
絶
対
反
対
。

一
、
生
活
権
擁
護
の
た
め
、
無
策
の
低
廉
な

る
賃
貸
料
の
適
正
補
償
を
要
求
す
る
。

一
、
人
権
を
無
視
し
我
等
に
ぼ
う
大
な
る
損

害
を
与
え
た
米
国
政
府
に
対
し
、
適
正
な
る

損
害
賠
償
を
要
求
す
る
。

一
、
沖
縄
の
現
状
に
添
わ
な
い
民
族
性
を
無

視
し
た
布
告
、
布
令
の
改
廃
を
要
求
す
る
。

一
、
わ
れ
わ
れ
は
一
糸
乱
れ
ず
歩
調
を
合
わ

せ
、
一
人
の
落
ご
者
も
な
い
よ
う
相
互
に
連

け
い
を
保
ち
、
互
恵
の
精
神
に
立
脚
し
行
動

す
る
。

一
、
わ
れ
わ
れ
は
プ
ラ
イ
ス
勧
告
に
反
対
す

る
も
の
で
あ
つ
て
、
在
留
米
人
に
対
し
て
憎

し
み
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。

一
坪
た
り
と
売
り
渡
せ
ぬ
／
参

加
十
五
万
・
昨
夜
の
県
民
大

会
／
プ
勧
告
粉
砕
へ
総
決
起

／
夜
空
ど
よ
も
す
団
結
の
誓

い琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
７
・
29

プ
勧
告
粉
砕
を
め
ざ
す
八
十
万
住
民
の
固
い
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決
意
は
二
十
八
日
の
四
原
則
貫
徹
県
民
大
会

で
最
高
潮
に
達
し
た
。
大
会
は
定
刻
午
後
八

時
キ
ツ
カ
リ
那
覇
高
校
庭
で
開
か
れ
、
開
会

前
午
後
五
時
校
庭
に
到
着
し
た
日
の
丸
鉢
巻

き
の
琉
大
、
帰
省
学
生
の
デ
モ
行
進
に
続
い

て
全
島
各
地
か
ら
四
原
則
貫
徹
の
決
意
も
新

た
に
集
つ
た
諸
団
体
五
千
も
デ
モ
行
進
に
参

加
”
ワ
ツ
シ
ヨ
イ
””
ワ
ツ
シ
ヨ
イ
”
と
気

勢
を
あ
げ
、
大
会
気
分
は
最
高
潮
に
達
し
、

琉
大
、
帰
省
学
生
歌
声
セ
ン
タ
ー
の
音
頭
で

若
者
よ

平
和
を
守
れ

し
あ
わ
せ
の

う
た

を
全
員
合
唱
快
晴
の
夜
空
に
こ
だ
ま

し
老
幼
男
女
約
十
五
万
に
よ
る
”
団
結
の
力

で
国
土
を
守
ろ
う
”
と
の
集
会
は
前
回
の
住

民
大
会
を
し
の
ぐ
歴
史
的
な
大
集
会
と
な
つ

た
。
大
会
は
土
地
を
守
る
協
議
会
副
会
長
瑞
ケ
覧

長
仁
氏
か
ら

一
人
の
ガ
ン
ジ
ー
よ
り
八
十

万
の
団
結
が
強
い

と
力
強
い
開
会
あ
い
さ

つ
が
あ
つ
て
議
長
団
に
沖
縄
教
職
員
会
中
央

委
員
島
袋
良
安
、
沖
青
会
長
瑞
ケ
覧
長
仁
、

公
民
館
連
絡
協
議
会
長
山
田
栄
一
の
三
氏
が

選
出
さ
れ
た
。
続
い
て
渡
日
代
表
の
報
告
が

あ
り
安
里
、
知
念
、
新
里
、
翁
長
の
四
氏
か

ら

い
か
な
る
軍
事
問
題
よ
り
も
人
道
問
題

が
優
先
す
べ
き
で
、
軍
事
優
先
を
と
な
え
る

の
は
最
早
、
野
ば
ん
人
の
い
う
こ
と
だ
。
八

十
万
住
民
の
抵
抗
に
は
祖
国
八
千
万
の
同
胞

が
あ
り
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
、
ア
メ
リ
カ
を
含

め
た
世
界
の
良
心
が
わ
れ
わ
れ
の
味
方
で
あ

る
。
四
原
則
貫
徹
に
住
民
は
一
丸
と
な
つ
て

団
結
を
崩
す
こ
と
な
く
邁
進
す
べ
き
で
あ

る

問
題
解
決
は
長
期
か
つ
困
難
な
道
を

皆
さ
ん
と
共
に
歩
ま
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
が
、
本
土
同
胞
を
動
か
し
た
大

き
な
原
因
は
四
者
が
政
党
政
派
を
越
え
て
総

辞
職
を
断
行
す
る

と
い
う
現
地
の
悲
そ
う

な
決
意
に
あ
つ
た
こ
と
に
あ
り
、
最
後
ま
で

そ
の
線
を
崩
し
て
は
な
ら
な
い

と
日
本
政

府
や
全
国
民
の
強
い
バ
ツ
ク
が
あ
る
こ
と
を

強
調
し
て
初
志
貫
徹
を
叫
び
、
満
場
の
拍
手

を
浴
び
た
。

烈
々
訴
う
土
地
守
る
叫
び

四
代
表
の
報
告
に
次
い
で
次
の
と
お
り
会
員

の
演
説
に
移
り
い
ず
れ
も
烈
々
た
る
意
見
を

発
表
、
四
原
則
貫
徹
を
訴
え
た
。

古
我
地
勇
君
（
琉
大
学
生
会
長
）
プ
ラ
イ

ス
勧
告
は
八
十
万
住
民
に
い
ま
ま
で
押
し
殺

し
て
来
た
人
間
と
し
て
の
感
情

生
き
る
た

め
の
権
利
を
叫
ば
す
動
機
と
な
つ
た
。
ア
メ

リ
カ
の
偉
い
方
た
ち
は
口
を
開
く
と
沖
縄
を

重
要
な
戦
略
拠
点
と
言
い
、
領
土
的
野
心
は

な
い
と
い
う
。
こ
れ
は
馬
鹿
の
一
つ
覚
え
で

あ
り
、
彼
等
の
領
土
的
野
心
云
々

の
言
は

プ
ラ
イ
ス
勧
告
に
よ
つ
て
完
全
に
く
つ
が
え

さ
れ
、
こ
れ
を
立
派
な
報
告
文
と
し
て
賛
辞

を
送
つ
た
政
府
首
脳
部
の
言
は
領
土
的
野
心

が
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
人
間
と
し
て
の
あ
る
べ
き
自
由

を
か
ち
と
る
た
め
に
ぜ
ひ
と
も
こ
の
闘
い
に

勝
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
長
期
を
予
想
さ

れ
る
闘
い
の
中
で
わ
れ
わ
れ
が
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
裏
切
者
で
あ
る
。

帰
省
学
生
代
表
宮
城
君

わ
れ
わ
れ
は
本

土
の
新
聞
等
で
一
応
住
民
の
盛
り
上
り
を
聞

い
て
い
た
が
き
よ
う
こ
の
大
会
で
大
校
庭
を

埋
め
つ
く
す
二
十
万
住
民
に
今
更
の
よ
う
に

驚
き
、
住
民
の
闘
い
抜
こ
う
と
い
う
熱
意
を

読
み
と
る
こ
と
が
出
来
た
。
プ
ラ
イ
ス
勧
告

は
ア
メ
リ
カ
の
腹
の
中
を
さ
ら
け
出
し
て
み

せ
た
。
十
年
間
も
沖
縄
住
民
を
苦
し
め
続
け

て
来
た
ア
メ
リ
カ
は
ま
た
新
規
接
収
を
や
る

と
言
い
出
し
た

正
に
獣
だ
の
声
あ
り

彼

等
は
、
沖
縄
の
人
達
が
プ
ラ
イ
ス
勧
告
反
対

に
立
ち
上
つ
て
い
る
闘
い
の
最
中
に
空
か
ら

ガ
ソ
リ
ン
を
ふ
り
か
け
て
伊
江
島
の
農
作
物

を
焼
き
払
つ
た
。
極
悪
非
道

人
間
と
し
て

な
し
得
な
い
こ
と
だ
。
彼
等
は
土
地
は
世
界

平
和
の
た
め
に
必
要
だ
と
言
つ
て
い
る
が
今

世
界
は
平
和
だ
。
彼
等
ア
メ
リ
カ
こ
そ
沖
縄

の
土
地
を
と
り
あ
げ
て
基
地
を
つ
く
り
戦
争

を
起
そ
う
｜
世
界
平
和
を
ぶ
ち
こ
わ
そ
う
と

し
て
い
る
の
だ
。
彼
等
の
コ
ン
タ
ン
は
異
民

族
の
犠
牲
の
上
に
平
和
を
打
ち
樹
て
よ
う
と

言
う
の
だ
、
わ
れ
わ
れ
は
学
生
だ
、
父
兄
が

金
を
送
る
か
ら
勉
強
も
出
来
る
の
だ
。
そ
の

金
の
な
る
土
地
を
取
ら
れ
た
ら
わ
れ
わ
れ
は

勉
強
も
中
絶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か

ら
こ
そ
学
生
の
身
で
も
闘
い
戦
列
に
加
わ
ら

ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

平
良
幸
市
氏
（
社
大
党
書
記
長
）

ア
メ

リ
カ
が
生
ん
だ
リ
ン
カ
ー
ン
、
ジ
エ
フ
ア
ソ

ン
ら
三
偉
人
の
魂
は
、
ア
メ
リ
カ
の
こ
の
十

年
間
に
わ
た
る
沖
縄
統
治
の
姿
を
何
と
み
る

で
あ
ろ
う
か
、
共
産
主
義
を
防
ぐ
と
い
つ
て

平
和
の
民

八
十
万
沖
縄
住
民
を
虐
待
し
て

い
る
現
在
の
ア
メ
リ
カ
の
姿
を
何
と
み
る
で

あ
ろ
う
か
。
住
民
の
四
原
則
貫
徹
は
沖
縄
住

民
の
生
き
る
た
め
の
最
低
の
願
い
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
い
か
な
る
か
ん
難
に
ぶ
つ
か
つ

て
も
あ
く
ま
で
も
手
を
握
り
合
つ
て
闘
い
抜

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

瀬
長
亀
次
郎
氏
（
人
民
党
書
記
長
）

意

見
を
述
べ
る
前
に
四
代
表
と
、
悪
法
で
あ
る

布
令
九
号
を
尻
目
に
那
覇
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
こ
の
大
会
を
持
つ
こ
と
を
許
可
し
た
勇
敢

な
那
覇
高
校
区
連
合
教
育
委
に
心
か
ら
感
謝

し
た
い
。
こ
の
こ
と
は
こ
ん
ご
の
学
校
使
用

に
良
い
前
例
を
残
し
た
も
の
で
あ
る
。
ア
メ

リ
カ
は
二
年
間
も
闘
い
続
け
て
来
た
伊
江
島

の
真
謝
区
の
農
作
物
に
空
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
を

ぶ
つ
か
け
て
放
火
し
た
。
東
村
で
も
ア
メ
リ

カ
は
砂
泥
棒
を
続
け
て
い
る
。
一
リ
ツ
ト
ル

の
水
も
、
一
粒
の
砂
も
、
一
坪
の
土
地
も
ア

メ
リ
カ
の
も
の
で
は
な
い
。
空
気
は
わ
れ
わ

れ
が
た
ゞ
で
吸
わ
し
て
い
る
。
水
は
飲
む
だ
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け
で
な
く
コ
ー
ラ
や
ジ
ユ
ー
ス
を
作
つ
て
う

ん
と
儲
か
つ
て
い
る
。
や
が
て
不
買
同
盟
も

起
る
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
対
米
非
服
従

運
動
を
起
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

斯
く
て
決
議
に
入
り
別
項
の
通
り
一
、
布
令

改
正
六
号
撤
回
　
二
、
県
民
代
表
祖
国
派
遣

三
、
当
間
市
長
辞
職
要
求
　
四
、
比
嘉
主
席

辞
職
要
求
の
四
つ
の
動
議
が
提
出
さ
れ
満
場

拍
手
の
う
ち
に
可
決
さ
れ
た
。

な
お
比
嘉
主
席
の
退
陣
要
求
決
議
後
一
人
の

青
年
が
起
ち

主
席
に
こ
の
会
場
で
辞
職
要

求
を
決
議
す
る
こ
と
は
絶
対
反
対

と
叫
ん

だ
た
め
満
場
騒
然
と
な
り
、
一
部
の
人
が
発

言
し
た
青
年
を
小
づ
き
回
す
と
い
う
場
面
も

見
ら
れ
た
が
、
議
長
団
の
処
理
で
こ
と
な
き

を
得
た
。
続
い
て
県
民
代
表
に
決
定
し
た
社

大
党
兼
次
佐
一
氏
、
人
民
党
瀬
長
亀
次
郎
氏

を
代
表
し
て
兼
次
氏
が
壇
上
に
起
ち
”
日
本

同
胞
に
沖
縄
の
実
情
を
訴
え
て
く
る
”
と
決

意
を
披
瀝
し
た
。

最
後
に
再
び
全
員
に
よ
る
”土
地
を
守
る
歌
”

の
合
唱
が
あ
り
午
後
十
二
時
す
ぎ
瑞
ケ
覧
青

年
会
長
の
リ
ー
ド
で
万
歳
三
唱
を
と
な
え
閉

会
し
た
。

く
り
出
し
た
琉
大
デ
モ
隊
／
沿
道
に
沸

き
上
る
拍
手
と
声
援
浴
び
て

○

那
覇
高
校
の
県
民
大
会
場
ま
で
デ
モ
行

進
を
行
い

四
原
則
貫
徹

の
琉
大
学
生
会

で
は
、
き
の
う
午
後
四
時
過
ぎ
か
ら
約
四
百

余
名
の
男
女
学
生
が
手
に
手
に

ア
メ
公
帰

れ

土
地
強
盗
は
や
め
よ

伊
佐
浜
を
忘

れ
る
な

裏
切
者
を
葬
れ

死
ん
で
も
土

地
は
売
ら
な
い

な
ど
と
大
書
し
た
プ
ラ

カ
ー
ド
を
持
つ
て
、
同
学
女
子
寮
入
口
の
あ

や
門
通
り
か
ら
那
覇
高
校
ま
で
デ
モ
行
進
を

行
つ
た
が
、

○

三
組
に
編
成
さ
れ
た
デ
モ
隊
は

若
人

の
歌

幸
せ
の
歌

原
爆
許
す
ま
じ

平
和
を
守
れ

を
力
強
く
合
唱
し
な
が
ら
、

首
里
署
前
か
ら
山
川
入
口
を
経
て
安
里
三
差

路
へ
、
同
三
差
路
で
は
待
機
し
て
い
た
帰
省

学
生
約
五
十
名
も
合
流
、
牧
志
大
通
り
へ
と

進
ん
だ
。

○

国
際
通
り
に
入
つ
た
デ
モ
隊
は
、
市
内

目
抜
き
通
り
で
、

ヤ
ン
キ
ー
ゴ
ホ
ー
ム

平
和
を
守
れ

そ
の
他

比
嘉
主
席
、
当

間
那
覇
市
長
退
陣
せ
よ

な
ど
と
プ
ラ
カ
ー

ド
を
両
手
に
か
か
げ
な
が
ら
大
声
で
三
唱
、

そ
の
都
度
、
両
脇
の
歩
道
や
屋
内
或
は
運
行

中
の
バ
ス
の
窓
か
ら
拍
手
や
、

頑
張
れ

な
ど
の
声
援
を
浴
び
た
。

デ
モ
隊
は
六
時
半
ご
ろ
那
覇
高
会
場
に
到
着

し
た
が
、
そ
の
間
、
デ
モ
隊
を
撮
ろ
う
と
し

た
二
、
三
人
の
米
人
が
一
学
生
の

ヤ
ン

キ
ー
ゴ
ホ
ー
ム

に
苦
笑
し
な
が
ら
立
去
つ

た
の
と
、
那
覇
消
防
署
前
で
浴
衣
か
け
で
立

つ
て
い
た
真
栄
田
文
教
局
長
が
デ
モ
隊
の
姿

を
見
る
や
何
を
思
つ
た
か
路
地
へ
姿
を
消
し

た
の
が
印
象
的
だ
つ
た
。

宣
言

わ
れ
ら
八
十
万
県
民
は
、
今
ア
メ
リ
カ
の
自

由
世
界
防
衛
の
美
名
の
も
と
に
築
き
上
げ
た

原
水
爆
基
地
拡
張
の
た
め
の
新
規
土
地
接
収

と
永
久
土
地
買
上
げ
を
強
制
す
る
プ
ラ
イ
ス

勧
告
に
よ
つ
て
、
そ
の
生
存
を
否
定
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。

終
戦
十
一
年
、
幾
多
苛
酷
な
犠
牲
と
強
制
の

下
に
血
と
涙
の
悲
劇
を
積
み
重
ね
て
き
た
わ

れ
わ
れ
は
、
八
千
万
祖
国
同
胞
と
と
も
に
領

土
の
防
衛
と
生
存
権
擁
護
の
た
め
決
然
と
し

て
起
ち
上
つ
た
。
世
界
は
こ
の
正
し
い
わ
れ

わ
れ
の
抵
抗
を
支
持
し
、
あ
た
た
か
い
友
情

の
ま
な
ざ
し
を
向
け
て
支
援
と
激
励
の
手
を

さ
し
の
べ
て
い
る
。

か
か
る
世
界
の
正
し
い
動
き
に
逆
い
、
ア
メ

リ
カ
政
府
と
そ
の
軍
隊
は
惨
酷
な
一
方
的
計

画
を
強
行
し
つ
つ
あ
る
。
今
こ
そ
、
わ
れ
わ

れ
は
断
固
と
し
て
屈
辱
の
鎖
を
断
ち
切
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
独
立
と
平

和
と
民
主
主
義
の
旗
じ
る
し
の
も
と
に
、
祖

国
と
民
族
を
守
り
全
県
民
の
土
地
と
生
活
を

守
る
た
め
に
四
原
則
を
死
守
す
る
。
そ
し
て

一
切
の
デ
マ
ゴ
ギ
ー
を
紛
砕
し
、
欺
ま
ん
を

暴
露
し
て
た
た
か
い
、
長
期
化
と
困
難
を
克

服
し
常
に
た
た
か
う
き
よ
う
だ
い
達
の
先
頭

に
立
つ
て

国
土
を
一
坪
も
ア
メ
リ
カ
に
売

り
渡
さ
な
い

決
意
を
固
め
不
敗
の
統
一
と

団
結
を
組
ん
で
、鋼
鉄
の
よ
う
に
抵
抗
す
る
。

こ
の
決
意
は
わ
れ
わ
れ
に
対
す
る
い
か
な
る

形
の
攻
撃
の
前
に
も
絶
対
不
変
で
あ
る
。
歴

史
の
鉄
則
の
上
に
立
ち

正
義
は
必
ず
勝
つ

こ
と
を
確
信
し
つ
つ
右
宣
言
す
る
。

比
嘉
主
席
退
陣
要
求
決
議

プ
ラ
イ
ス
勧
告
発
表
以
来
施
政
権
者
た
る
米

国
側
と
わ
れ
わ
れ
県
民
は
完
全
に
意
見
の
対

立
を
み
る
こ
と
に
な
つ
た
。
そ
し
て
今
や
わ

れ
わ
れ
県
民
は
打
つ
て
一
丸
と
な
り
、
わ
れ

わ
れ
の
正
し
い
要
求
で
あ
る
四
原
則
の
貫
徹

の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
お
し
ま
ず
闘
い

つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
八
十
万
県
民
と
米

国
側
が
激
し
く
対
立
す
る
闘
い
の
な
か
で
、

比
嘉
主
席
が
米
国
側
の
代
行
機
関
で
あ
る
任

命
主
席
の
地
位
に
あ
つ
て
、
県
民
の
側
に
つ

き
然
も
そ
の
先
頭
に
立
つ
と
い
う
こ
と
は
理

論
的
に
も
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
く
、
実
質
的
に
県
民
の
団
結
を

弱
め
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
わ
れ
わ

れ
は
こ
の
際
比
嘉
任
命
主
席
が
そ
の
職
を
退

き
住
民
の
一
人
と
し
て
そ
の
戦
列
に
加
わ
る

こ
と
が
県
民
の
結
束
を
強
固
に
し
、
対
外
的

に
こ
の
闘
い
に
対
す
る
県
民
の
決
意
を
強
く

表
示
す
る
こ
と
に
な
り
、
四
原
則
の
実
現
に

寄
与
す
る
所
以
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
信

し
、
比
嘉
主
席
の
即
時
退
陣
を
要
求
す
る
も

の
で
あ
る
。

右
決
議
す
る
。
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当
間
市
長
退
陣
要
求
決
議

さ
き
に
、
当
間
市
長
は
一
括
払
い
の
賛
否
に

つ
い
て
、
不
鮮
明
の
ま
ゝ
陳
謝
を
表
明
し
て

い
る
が
、
こ
れ
が
対
外
的
に
与
え
た
悪
影
響

を
解
消
さ
せ
、
全
県
民
の
団
結
を
強
固
に
す

る
た
め
自
ら
の
言
に
責
を
負
い
。
本
大
会
の

名
に
於
い
て
当
間
市
長
の
退
陣
を
要
求
す

る
。
右
議
決
す
る
。

学
校
地
使
用
制
限
の
布
令
撤
回
要
求
決
議

一
九
五
六
年
七
月
十
七
日
付
で
琉
球
民
政
府

布
令
六
十
六
号
改
正
九
号
に
よ
つ
て
琉
球
教

育
法
の
第
十
五
章
第
六
条
に
新
に

学
校
所

有
地
内
に
お
け
る
い
か
な
る
目
的
の
集
合
も

当
該
教
育
委
員
会
、
当
該
理
事
会
、
ま
た
は

こ
れ
ら
の
代
表
者
の
許
可
書
が
な
け
れ
ば
催

す
こ
と
は
出
来
な
い
。
本
条
の
規
程
に
故
意

に
違
反
し
、
あ
る
い
は
許
可
な
く
し
て
違
反

す
る
者
で
有
罪
と
認
め
ら
れ
た
者
は
五
千
円

以
下
の
罰
金
ま
た
は
三
カ
月
以
内
の
懲
役
若

し
く
は
併
科
に
処
す
る
。
本
改
正
は
七
月
十

七
日
か
ら
施
行
す
る

と
い
う
条
項
が
挿
入

さ
れ
た
。

琉
球
政
府
章
典
や
世
界
人
権
宣
言
に
も
反

し
、
民
主
主
義
の
原
則
に
も
反
す
る
も
の
で

あ
る
。
よ
つ
て
四
原
則
貫
徹
県
民
大
会
の
名

に
お
い
て
同
布
令
の
施
行
に
反
対
す
る
事
を

決
議
し
、
速
か
に
こ
れ
を
撤
回
す
る
よ
う
要

求
す
る
。

県
民
代
表
祖
国
派
遣
に
関
す
る
決
議

そ
の
た
め
に
過
去
十
一
年
の
軍
事
占
領
の
下

で
身
を
も
つ
て
苦
し
ん
だ
わ
れ
わ
れ
県
民
の

代
表
を
祖
国
に
送
り
全
国
津
々
浦
々
で
同
じ

立
場
で
苦
し
ん
で
い
る
労
働
者
、
農
民
に
強

く
訴
え
て
、
今
後
な
お
一
層
の
組
織
的
連
携

を
強
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
植
民

地
主
義
に
反
対
し
、
平
和
の
た
め
に
闘
つ
て

い
る
世
界
人
民
の
支
持
の
も
と
に
、
四
原
則

貫
徹
の
闘
い
は
勝
利
に
輝
く
こ
と
を
確
信
す

る
。よ
つ
て
県
民
代
表
を
祖
国
に
派
遣
す
る
。

住
民
所
得
31
億
円
／
那
覇
市
、

全
琉
の
23
％
占
め
る

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
７
・
30

那
覇
市
で
は
市
政
の
基
本
方
針
を
決
定
す
る

基
礎
資
料
と
し
て
五
五
年
度
市
民
所
得
の
推

計
を
行
つ
て
い
た
が
こ
の
ほ
ど
結
果
が
ま
と

ま
つ
た
。
こ
れ
は
所
得
を
分
配
面
か
ら
捉
え

た
も
の
で
あ
る
が
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、

ま
た
資
料
の
不
備
も
手
伝
つ
て
、
今
後
な
お

研
究
調
査
を
つ
づ
け
て
正
確
を
期
し
た
い
と

語
つ
て
い
る
。

所
得
の
総
額
は
三
十
一
億
八
千
六
百
三
十
八

万
円
で
あ
る
が
同
年
度
の
琉
球
全
体
の
所
得

百
四
十
億
円
に
対
し
て
二
三
％
を
占
め
て
い

る
。
市
民
一
人
当
り
の
所
得
額
は
二
万
八
千

七
百
円
で
全
琉
一
人
平
均
の
一
万
七
千
五
百

に
比
べ
て
七
〇
％
も
高
率
に
な
つ
て
お
り
、

都
市
地
区
に
お
け
る
経
済
力
の
強
み
を
示
し

て
い
る
。
地
方
税
総
額
は
三
千
六
百
六
十
三

万
円
で
所
得
の
一
・
一
五
％
に
当
る
が
、
こ

れ
は
全
琉
平
均
〇
・
八
四
％
よ
り
は
負
担
過

重
に
な
つ
て
い
る
。

所
得
の
内
訳
は
勤
労
所
得
が
十
六
億
三
千
九

百
万
円
で
五
二
％
を
占
め
、
次
で
個
人
業
主

所
得
八
億
四
千
二
百
万
円
で
二
七
％
、
賃
貸

料
三
億
千
八
百
万
円

一
〇
％

法
人
所
得

二
億
八
千
万
円

九
％

利
子
所
得
一
億
円

三
％

そ
の
他
の
構
成
比
率
に
な
つ
て
い

る
が
賃
貸
料
、
利
子
所
得
が
法
人
所
得
を
上

回
つ
て
い
る
の
が
目
立
つ
て
い
る
。

業
態
別
所
得
内
訳
は
次
の
通
り

○
…
勤
労
所
得

筆
頭
は
軍
作
業
の
三
億
五

千
四
百
万
円
で
二
二
％
、
サ
ー
ビ
ス
自
由
業

二
億
二
千
百
万
円
、
運
輸
通
信
業
一
億
五
千

万
円
、
卸
小
売
業
一
億
三
千
四
百
万
円
が
大

き
い
方
で
、
次
で
建
設
業
、
製
造
業
、
金
融

保
険
業
、
公
務
、
水
産
、
農
林
の
順
に
な
つ

て
い
る
。
一
人
当
り
の
年
間
平
均
所
得
は
金

融
保
険
の
五
万
八
千
八
百
円
が
最
高
で
、
五

万
円
以
上
は
建
設
、
製
造
、、
卸
小
売
、
運

輸
通
信
、
公
務
団
体
、
軍
作
業
と
な
つ
て
お

り
、
低
額
所
得
者
四
千
八
百
五
十
九
人
の
調

査
で
は
年
間
二
万
七
千
円
の
低
収
入
で
あ

る
。
○
…
個
人
賃
貸
料
所
得

賃
貸
料
で
は
屋
賃

収
入
が
大
部
分
で
七
六
％
、
二
億
四
千
三
百

万
円
に
上
つ
て
い
る
。
店
舗
な
ど
営
業
用
が

五
千
六
百
万
円
、
住
宅
が
一
億
八
千
六
百
万

円
で
市
民
の
大
き
な
収
入
源
、
次
い
で
地
代

が
七
千
四
百
万
円
、
軍
用
地
代
一
千
三
百
万

円
、
営
業
地
代
二
百
三
十
三
万
円
。

○
…
個
人
業
主
所
得

卸
、
小
売
の
商
業
が

四
億
六
百
万
円
で
四
八
％
を
占
め
商
業
都
市

の
性
格
を
物
語
つ
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
自
由

業
二
億
六
千
四
百
万
円
、
製
造
、
建
設
、
運

輸
通
信
、
農
水
産
業
は
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
以
下

を
占
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

政
治
責
任
を
追
及
／
軍
用
地
連

合
会
／
当
間
市
長
に
抗
議
文

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
８
・
５

軍
用
地
連
合
会
で
は
四
日
役
員
会
を
開
催
、

評
議
員
総
会
で
一
任
さ
れ
て
い
た
当
間
那
覇

市
長
に
対
す
る
抗
議
文
の
承
認
を
求
め
、
早

速
桑
江
、
池
原
正
副
会
長
が
当
間
市
長
を
訪

れ
て
連
合
会
の
決
議
と
し
て
手
交
し
た
。

抗
議
文
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

八
十
万
住
民
の
生
活
権
を
ま
も
る
最
低
要
求

と
し
て
打
出
さ
れ
た
四
原
則
貫
徹
の
一
致
し

た
世
論
を
う
し
ろ
だ
て
に
強
力
な
対
米
折
衝

を
開
始
せ
ん
と
す
る
現
段
階
に
お
い
て
、
一

括
払
い
云
々
の
談
話
を
コ
ロ
ン
ビ
ア
放
送
記

者
に
取
材
さ
せ
た
こ
と
は
米
国
を
し
て
軍
用

地
問
題
の
解
決
に
誤
つ
た
認
識
を
与
え
、
か

つ
沖
縄
八
十
万
住
民
並
に
本
土
八
千
万
同
胞

一
九
五
六
年

昭
和
三
十
一
年

七
｜
八
月

五
一
三



の
サ
イ
疑
と
不
信
を
招
き
、
四
原
則
貫
徹
に

暗
影
を
投
ず
る
も
の
と
誠
に
憂
慮
に
堪
え
な

い既
に
各
種
団
体
並
に
首
里
、
小
禄
青
年
会
、

各
地
住
民
大
会
に
お
い
て
退
職
要
求
決
議
が

く
り
か
え
し
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
軍
用
地
連
合
会
は
重
大
局
面
に
た
つ

現
段
階
を
十
分
認
識
し
た
良
識
あ
る
那
覇
市

民
の
判
断
に
委
せ
る
と
し
て
、
貴
殿
に
対
し

責
任
あ
る
那
覇
市
長
と
し
て
の
政
治
責
任
を

と
つ
て
貰
い
た
い
こ
と
を
要
求
す
る
。

那
覇
市
役
所
職
員
労
組
を
結
成

琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
８
・
12

那
覇
市
役
所
職
員
労
働
組
合
結
成
大
会
が
十

一
日
午
後
二
時
か
ら
那
覇
市
役
所
構
内
で
行

わ
れ
た
。
こ
れ
は
か
ね
て
か
ら
職
員
の
福
祉

向
上
の
た
め
労
働
組
合
を
結
成
し
よ
う
と
準

備
を
進
め
て
い
た
も
の
で
約
四
百
名
の
那
覇

市
職
員
が
労
組
加
入
を
申
し
で
て
い
る
が
、

大
会
で
執
行
委
員
長
に
水
間
平
、
副
委
員
長

石
川
源
三
の
両
氏
が
選
ば
れ
た
。
な
お
地
方

公
共
団
体
で
労
組
が
結
成
さ
れ
た
の
は
今
度

の
那
覇
市
労
組
が
は
じ
め
て
で
あ
る
。

三
日
間
各
区
で
住
民
大
会
／
真

和
志
市
、
土
地
を
守
る
会
の

組
織
強
化

琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
８
・
25

真
和
志
市
土
地
を
守
る
会

会
長
翁
長
助
静

氏

で
は
、
来
る
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
ま

で
の
三
日
間
に
、
次
の
日
程
で
市
内
三
十
区

の
土
地
を
守
る
会
各
区
支
部
の
結
成
を
兼

ね
、
毎
晩
八
時
か
ら
住
民
大
会
を
開
催
す
る

こ
と
に
な
つ
た
。
こ
れ
ま
で
、
同
会
で
は
区

長
会
で
下
部
組
織
強
化
に
つ
い
て
再
三
協

議
、
各
区
に
有
志
会
で
準
備
会
を
設
置
し
て

腹
案
を
練
つ
て
い
た
も
の
で
下
部
組
織
を
強

化
す
る
と
と
も
に
上
部
と
の
連
携
を
密
に
す

る
た
め
、
各
区
支
部
と
も

一

総
務
部

二

情
報
部

三

実
践
行
動
部
を
置
き
、

一

の
下
に
庶
務
、
会
計
、
企
画
組
織
、

二

の
下
に
情
報
宣
伝
、
調
査
、
三

の

下
に
実
践
行
動
、
連
絡
、
補
給
、
輸
送
の
各

組
織
を
そ
れ
ぞ
れ
つ
く
り
、
長
期
の
運
動
に

備
え
る
こ
と
に
な
つ
た
。

各
区
支
部
結
成
住
民
大
会
日
程

▽
二
十

八
日
繁
多
川
、
真
地
、
仲
井
真
、
寄
宮
、
与

儀
、
松
尾
、
二
中
前
、
三
原
、
真
嘉
比
、
天

久
▽
二
十
九
日
識
名
、
国
場
、
大
原
、
古
波

蔵
、
楚
辺
、
平
野
、
宮
城
、
大
道
、
安
里
一

区
、
同
二
区
、
松
川
、
安
謝
、
岡
野
▽
三
十

日
上
間
、
樋
川
、
壺
川
、
古
島
、
銘
苅

な

お
住
吉
区
は
二
十
三
日
行
つ
た

。

富
山
同
会
理
事
（
市
土
地
課
長
）
の
話

四

原
則
貫
徹
は
地
主
が
し
つ
か
り
し
て
な
け
れ

ば
つ
ぶ
れ
る
。
そ
こ
で
上
部
と
下
部
の
組
織

を
強
化
し
て
連
携
を
密
に
し
、
強
固
な
も
の

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
実
践
体
の
組
織
づ

く
り
を
し
て
長
期
の
運
動
に
備
え
る
こ
と
に

な
つ
た
。

わ
れ
わ
れ
は
五
三
年
四
月
十
一
日
沖
縄
で
最

初
の
強
制
接
収
を
真
和
志
市
の
安
謝
に
経
験

し
、土
地
問
題
は
身
に
し
み
て
感
じ
て
い
る
。

不
満
の
真
和
志
が
変
更
申
請
／

那
覇
都
計
用
途
地
域
の
指
定

琉
新
・
夕
　
１
９
５
６
・
８
・
26

既
報

さ
る
三
月
二
十
三
日
政
府
が
都
市

計
画
地
域
指
定
を
告
示
し
た
が
、
そ
の
な
か

の
那
覇
都
計
用
途
地
域

那
覇
、
真
和
志
の

両
市

の
指
定
に
対
し
、
真
和
志
市
で
は
こ

れ
を
不
満
と
し
て
、
さ
き
の
議
会
で
同
指
定

の
一
部
変
更
と
追
加
変
更
申
請
を
決
議
、
そ

の
書
類
作
成
を
急
い
で
い
た
が
こ
の
ほ
ど
ま

と
ま
つ
た
。
こ
の
不
満
と
い
う
の
は
同
市
の

栄
町

、

安
里
一
、
二
区

与
儀
区
六
、

七
、
八
班

と
い
う
”
商
業
地
域
”
を
”
住

居
地
域
”
と
指
定
告
示
し
た
た
め
で
、
直
ち

に
主
席
宛
変
更
、
追
加
申
請
す
る
が
、
那
覇

都
計
審
議
委
員
会

会
長
安
里
工
交
局
長
で

も
近
く
審
議
会
を
開
い
て
同
問
題
を
審
議
す

る
こ
と
に
な
つ
た
。
次
は
主
席
宛
同
市
の
那

覇
都
計
用
途
地
域
指
定
の
一
部
変
更
と
追
加

申
請
文
。

一
九
五
六
年
三
月
二
十
三
日
告
示
第
七
十

二
号
那
覇
都
市
計
画
用
途
地
域
指
定
中
、
真

和
志
市
の
行
政
区
域
内
に
あ
る
住
居
、
工
業

地
域
指
定
の
区
域
を
未
指
定
地
域
に
変
更

し
、
別
紙
図
面
に
示
す
地
域
を
商
業
地
域
に

追
加
指
定
す
る
。

▽
真
和
志
市
の
行
政
区
域
内
に
お
け
る
那
覇

都
市
計
画
の
用
途
地
域
指
定
の
一
部
変
更

方
に
つ
い
て
申
請
の
理
由

当
市
の
全
域
を
那
覇
都
市
計
画
区
域
に
包
含

し
、
那
覇
真
和
志
両
市
併
せ
つ
一
貫
し
た
計

画
の
も
と
に
都
市
づ
く
り
し
た
方
が
合
理
的

首
都
建
設
事
業
に
し
て
将
来
の
発
展
に
寄
与

す
る
と
思
考
さ
れ
た
の
で
、
十
一
月
二
十
三

日
貴
職
か
ら
諮
問
の
あ
つ
た
都
市
計
画
区
域

の
編
入
に
つ
い
て
は
、
真
和
志
市
の
全
区
域

を
那
覇
都
市
計
画
区
域
に
編
入
方
答
申
し
た

ば
か
り
で
あ
る
。

然
る
に
三
月
二
十
三
日
真
和
志
市
の
全
区
域

を
那
覇
都
市
計
画
区
域
に
編
入
す
る
告
示
同

日
同
時
に
用
途
地
域
へ
の
指
定
告
示
は
、
余

り
急
に
し
て
調
査
の
実
施
、
計
画
の
立
案
を

得
ず
、
ま
た
如
何
に
復
興
を
一
日
も
早
く
実

施
致
し
た
い
両
市
の
悲
願
で
あ
る
と
は
い

え
、
そ
の
運
営
は
難
し
く
か
え
つ
て
運
営
上

色
々
な
障
害
を
生
じ
、
真
和
志
の
復
興
を
遅

ら
せ
こ
そ
す
れ
決
し
て
促
進
す
る
も
の
と
は

一
九
五
六
年

昭
和
三
十
一
年

八
月

五
一
四



い
い
難
い
。
当
市
と
し
て
は
都
市
計
画
の
調

査
研
究
資
料
収
集
を
よ
う
や
く
始
め
た
ば
か

り
で
あ
り
、

一
九
五
七
年
度
予
算
に
お
い

て
都
市
計
画
調
査
費
を
三
十
数
万
円
計
上
し

て
あ
る

那
覇
市
で
さ
え
真
和
志
に
対
す
る

調
査
資
料
を
持
た
な
い
状
況
で
あ
る
。

真
和
志
市
の
一
部
に
早
急
に
住
宅
地
域
に
指

定
し
な
け
れ
ば
都
市
計
画
の
将
来
に
悔
い
を

残
す
が
如
き
事
態
は
起
つ
て
い
な
い
。

故
に
準
備
も
調
査
計
画
も
で
き
て
い
な
い
真

和
志
市
の
区
域
に
、
地
域
制
を
施
行
し
て
も

当
市
と
し
て
は
運
営
が
で
き
な
い
。

該
地
域
は
各
土
地
所
有
者
に
よ
る
各
自
の
地

界
も
判
然
と
せ
ぬ
ま
ま
、
軍
使
用
部
落
の
立

退
移
動
者
の
受
入
地
並
び
に
各
市
町
村
か
ら

の
移
住
者
の
収
容
地
と
し
て
急
激
に
各
種
の

建
築
が
な
さ
れ
た
地
域
で
、
狭
隘
な
土
地
に

多
数
の
者
が
短
期
日
に
い
集
し
た
た
め
、
市

と
し
て
こ
れ
等
の
者
に
土
地
を
小
区
画
に
区

切
つ
て
割
当
充
当
す
る
の
止
む
な
い
状
況

で
、
多
数
受
入
れ
を
実
施
し
て
来
た
。
そ
し

て
こ
れ
等
の
受
入
者
が
総
じ
て
仮
建
築
で
あ

つ
た
た
め
、
殆
ど
の
家
屋
が
今
改
築
期
に
至

つ
て
お
り
、
之
を
計
画
的
に
換
地
移
動
等
の

処
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ

つ
て
、
該
地
域
を
無
計
画
に
用
途
地
域
と
し

て
指
定
さ
れ
た
場
合
は
、
是
等
住
民
と
土
地

主
の
混
乱
を
来
す
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
当

市
と
し
て
は
地
域
制
に
対
す
る
調
査
計
画
も

で
き
て
い
な
い
の
で
そ
の
実
施
は
時
期
尚
早

の
意
見
で
あ
る
。
よ
つ
て
貴
職
に
お
か
れ
て
、

当
市
に
た
い
す
る
住
宅
地
域
の
指
定
を
今
暫

く
施
行
猶
予
の
処
置
を
と
つ
て
も
ら
い
、
一

九
五
六
年
三
月
二
十
三
日
告
示
第
七
十
二
号

に
よ
る
真
和
志
市
の
区
域
内
に
あ
る
商
業
地

域
以
外
の
地
域
を
未
指
定
地
域
に
変
更
方
取

計
つ
て
も
ら
い
た
い
。

▽
商
業
地
域
指
定
の
追
加
に
つ
い
て
　

当
市
と
し
て
は
都
市
計
画
に
関
す
る
調
査
が

で
き
て
い
な
い
の
で
、
市
全
域
に
亘
つ
て
地

域
制
の
施
行
を
今
暫
く
待
つ
て
貰
い
た
い
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
那
覇
市
の
事
業
執
行

に
一
部
支
障
を
来
す
こ
と
が
あ
る
の
で
、
追

加
申
請
の
地
域
は
、
市
と
し
て
商
業
地
域
と

し
て
そ
の
育
成
に
努
力
い
た
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
別
紙
統
計
の
示
す
と
お
り
既
に
業
態

が
商
業
地
域
的
形
態
に
あ
り
、
地
域
的
に
も

将
来
斯
種
形
態
の
発
展
が
確
信
さ
れ
、
那
覇

市
と
し
て
も
都
市
計
画
上
支
障
な
い
意
向
で

あ
る
の
で
、
次
の
よ
う
に
地
域
を
商
業
地
域

に
追
加
し
て
貰
い
た
い
右
強
く
要
求
い
た
し

ま
す
。

▽
与
儀
十
字
路
よ
り
那
覇
市
楚
辺
に
通
ず
る

三
差
路
間
、
▽
与
儀
十
字
路
よ
り
神
里
原
入

口
十
字
路
間

そ
れ
ぞ
れ
道
路
境
界
線
の
両

側
奥
行
二
十
キ
ロ

▽
船
増
原
地
内
真
和
志
十
三
号
線

起
点
よ

り
左
側
十
五
間
よ
り
終
点
二
十
四
キ
ロ
を
結

ぶ
線
内
、
同
右
側
五
間

▽
農
連
市
場

同
市
場
を
中
心
と
し
て
路
線

は
開
南
通
り
沿
い
真
和
志
市
区
域
の
分
面
積

五
千
坪

▽
栄
町
区
ロ
ー
タ
リ
ー
を
中
心
二

十
一
号
線

南
北
に
通
ず
る
真
和
志
二
十
一

号
線
東
よ
り
七
間
の
と
こ
ろ
よ
り
、
公
道
四

十
号
線
と
真
和
志
二
十
号
線
お
よ
び
公
道
四

十
六
号
線
に
包
ま
れ
た
面
積
一
万
坪

▽
同
区
真
和
志
二
十
号
線
沿
い

芳
乃
亭
入

口
を
起
点
と
し
て
、
公
道
四
十
六
号
線
に
至

る
間
左
側
奥
行
二
十
キ
ロ

▽
同
区
公
道
四
十
六
号
線

真
和
志
二
十
号

線
と
公
道
四
十
六
号
線
と
の
交
叉
点

十
字

路
よ
り
安
里
橋
間
奥
行
両
側
二
十
キ
ロ

、

▽
安
里
一
、
二
区
公
道
四
十
号
線
崇
元
寺
か

ら
安
里
三
差
路
間

山
の
手
側
と
崇
元
寺
よ

り
安
里
三
差
路
間
奥
行
五
間
、
安
里
川
と
公

道
四
十
号
線
に
包
ま
れ
る
部
分

市
町
村
長
・
議
会
議
長
合
同
会

議
／
瀬
長
兼
次
両
氏
、
代
表

で
は
な
い
／
採
決
で
声
明
／

退
場
者
も
出
る

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
８
・
29

去
る
七
月
二
十
八
日
那
覇
高
校
々
庭
で
開
か

れ
た
沖
縄
土
地
を
守
る
協
議
会
主
催
の
中
央

県
民
大
会
で
本
土
派
遣
県
民
代
表
と
し
て
選

出
さ
れ
た
人
々
の
う
ち
人
民
党
書
記
長
瀬
長

亀
次
郎
、
社
大
党
員
兼
次
佐
一
両
氏
は
沖
縄

市
町
村
長
会
、
同
議
長
会
が
選
出
し
た
も
の

で
は
な
い
と
す
る
両
会
共
同
声
明
に
つ
い

て
、
こ
れ
を
行
う
か
ど
う
か
を
め
ぐ
り
、
去

る
二
十
二
日
の
合
同
総
会
で
も
相
当
論
議
さ

れ
、
一
応
各
市
町
村
に
帰
え
つ
て
検
討
し
た

う
え
、
次
回
総
会
で
こ
れ
を
決
め
る
こ
と
に

な
つ
て
い
た
が
、
二
十
八
日
の
合
同
総
会
で

は
記
名
投
票
に
よ
る
採
決
の
結
果
、
同
声
明

を
行
う
こ
と
に
賛
成
す
る
者
が
過
半
数
を
占

め
両
会
役
員
会
の
提
案
通
り
声
明
が
行
わ
れ

た
。
合
同
総
会
は
二
十
八
日
午
後
二
時
半
か
ら
沖

縄
会
館
二
階
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
八
十
一
名

が
出
席
し
て
開
か
れ
吉
元
市
町
村
長
会
長
か

ら
問
題
の
声
明
採
決
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
れ

に
対
し
、
再
び
反
対
意
見
が
述
べ
ら
れ
、

こ
の
声
明
を
行
う
こ
と
に
よ
つ
て
、
今
後

い
ろ
い
ろ
な
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
す
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
声
明
を
発
表

す
る
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
の
権
限
外
の
問
題
で

あ
り
、
役
員
会
の
提
案
は
こ
れ
を
撤
回
し
て

い
た
だ
き
た
い

真
和
志
市
森
田
議
長
、

極
め
て
重
大
な
問
題
で
あ
り
、
な
ぜ
会
長
は

こ
れ
を
強
引
に
押
し
切
ろ
う
と
し
て
い
る
の

か
、
会
長
は
軍
と
住
民
の
板
ば
さ
み
と
な
つ

て
苦
し
ん
で
い
る
と
思
う
が
そ
う
で
あ
れ
ば

即
刻
会
長
を
お
辞
め
な
さ
い

浦
添
村
又

吉
村
長

四
代
表
と
し
て
東
京
の
国
民
大
会
に
出
席
し
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た
立
場
か
ら
素
直
に
申
し
上
げ
た
い
。
東
京

の
あ
る
文
化
人
か
ら
の
通
信
で
は
困
つ
た
人

を
派
遣
し
て
来
た
も
の
だ
と
言
つ
て
来
て
い

る
が
、
左
翼
陣
営
の
人
々
で
あ
つ
て
も
国
家

的
な
世
論
を
動
か
す
力
は
あ
る
と
み
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
吾
々
県
民
が
代
表
を
送
つ
た

の
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
不
問
に
付
す
べ
き
だ

真
和
志
市
翁
長
市
長

副
長
官
の
正
式
許
可
で
渡
航
し
た
も
の
で
あ

り
、
四
原
則
貫
徹
の
団
結
を
く
ず
さ
な
い
た

め
と
い
う
二
点
か
ら
声
明
は
や
め
た
方
が
よ

い

大
宜
味
村
宮
里
村
長

な
ど
の
反
対
意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対

し
吉
元
会
長
は
既
に
こ
の
声
明
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
期
に
至
つ
て
い
る
と
述
べ
、

玉
城
屋
我
地
村
長
の
動
議
に
よ
り
採
決
、
実

行
に
つ
い
て
の
賛
否
を
挙
手
に
よ
つ
て
定

め
、
次
い
で
記
名
投
票
に
よ
つ
て
最
後
の
決

を
と
る
と
の
役
員
会
側
の
宣
言
が
行
わ
れ

た
。
こ
の
時
、
会
場
は
騒
然
と
な
り
、

こ
の
よ
う
な
声
明
に
は
名
前
を
連
ね
る
わ

け
に
は
行
か
な
い

と
反
対
宣
言
を
行
い
八

十
一
名
の
う
ち
十
七
名
が
退
場
す
る
と
い
う

緊
迫
し
た
空
気
の
う
ち
に
投
票
用
紙
が
配
ば

ら
れ
た
。
開
票
の
結
果
は
投
票
六
十
四
の
う

ち
声
明
賛
成
五
十
三
、
反
対
五
、
白
紙
六
で

多
数
を
も
つ
て
声
明
を
行
う
こ
と
に
決
つ

た
。

市
町
村
長
会
、
同
議
長
会
声
明

兼
次
佐

一
、瀬
長
亀
次
郎
両
氏
は
沖
縄
市
町
村
長
会
、

沖
縄
市
町
村
議
会
議
長
会
の
選
出
し
た
派
遣

代
表
で
な
し
。

右
声
明
す
る
。

法
に
よ
る
合
併
を
／
真
和
志
市

立
法
院
へ
回
答

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
９
・
６

真
和
志
市
会
で
は
五
日
特
別
委
員
会
を
開

き
、
都
市
合
併
に
対
す
る
立
法
院
か
ら
の
質

問
に
対
し
次
の
よ
う
な
結
論
を
得
、
全
体
協

議
会
の
承
認
を
得
た
。

立
法
院
質
問
　
去
つ
た
都
市
合
併
問
題
の

際
、
那
覇
市
側
と
折
合
い
が
つ
か
な
か
つ
た

の
は
如
何
い
う
点
か
。

答
　
合
併
そ
れ
自
体
に
対
す
る
考
え
方
が
違

う
。
つ
ま
り
、
那
覇
市
側
は
単
に
吸
入
合
併

を
主
張
し
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
と
し
て
は
真

和
志
の
人
口
、
面
積
、
産
業
、
経
済
の
各
面

か
ら
勘
案
し
て
対
等
合
併
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
。
そ
の
方
が
民
主
的
で
あ
り
、

又
、
自
治
体
と
し
て
の
あ
り
方
だ
と
思
う
。

立
法
院
質
問
　
都
市
合
併
促
進
法
が
な
く
て

も
合
併
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

答
　
法
に
基
い
て
合
併
を
し
た
い
。
政
府
は

法
を
制
定
す
る
だ
け
で
な
く
、
行
政
的
、
財

政
的
立
法
か
ら
両
方
の
間
に
立
つ
て
促
進
す

る
方
向
に
向
け
て
欲
し
い
。
日
本
本
土
の
例

を
見
て
も
、
政
府
は
地
方
自
治
体
を
育
成
す

る
意
味
で
総
ゆ
る
援
助
を
与
え
て
い
る
。

な
お
、行
法
委
で
は
質
問
に
答
弁
す
る
の
は
、

森
田
、
金
城

貞

正
副
議
長
、
新
里
、
古

堅
、
正
副
都
市
合
併
特
別
委
員
長
の
四
氏
。

合
併
促
進
の
早
期
立
法
／
真
和

志
市
議
、
立
法
院
に
要
望

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
９
・
７

立
法
院
行
法
委

委
員
長
・
星
克
議
員

は

六
日
、
あ
さ
十
時
開
会
、
那
覇
市
議
会
、
久

高
友
敏
、
赤
嶺
慎
英
、
辺
野
喜
英
興
氏
、
真

和
志
市
議
会
、
森
田
猛
松

議
長

金
城
貞

秀

副
議
長

古
堅
宗
秀
氏
ら
各
代
表
を
参

考
人
と
し
て
招
致
、

市
町
村
合
併
促
進
法

案

に
関
す
る
意
見
を
聴
取
し
た
。
先
ず
星

委
員
長
か
ら
法
案
の
骨
子
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
各
委
員
の
質
問
に
対
し
て
両
市
議
会

代
表
は
そ
れ
ぞ
れ
つ
ぎ
の
通
り
答
え
、
何
れ

も
同
法
の
早
期
立
法
を
要
望
、
特
に
真
和
志

市
側
は

こ
の
立
法
案
が
制
定
さ
れ
な
い
と

那
覇
市
は
合
併
に
応
じ
な
い
と
い
う
態
度
を

見
せ
て
い
る
か
ら
何
ん
と
か
早
急
に
制
定
し

て
貰
い
た
い

旨
、
強
く
要
望
し
た
。
意
見

聴
取
後
、
委
員
会
は
同
法
案
の
今
後
の
と
り

扱
い
に
つ
い
て
協
議
し
た
が
、
今
後
更
に
慎

重
な
検
討
を
重
ね
る
こ
と
に
な
り
正
午
す
ぎ

散
会
し
た
。

安
里
積
千
代
委
員

社

合
併
の
際
に
各
村

市
有
財
産
は
ど
う
し
た
か
。

赤
嶺
慎
英
氏

那
覇
市
議

合
併
さ
れ
る
母

体
の
財
産
に
な
つ
た
。

安
里
委
員

法
的
に
何
か
協
定
、
と
り
決
め

を
し
た
か
。

赤
嶺
氏

し
な
か
つ
た
。
あ
さ
は
か
と
い
う

か
、
賢
か
つ
た
と
い
う
か
、
そ
う
い
う
と
り

決
め
は
し
な
か
つ
た
。

安
里
氏

職
員
は
ど
う
な
つ
た
か
。

長
嶺
氏

旧
小
禄
村
は
増
え
た
。
区
長
を
廃

止
し
た
た
め
で
あ
る
。

久
高
友
敏
氏

那
覇
市
議

旧
首
里
は
十
二

名
減
つ
た
。

安
里
委
員

合
併
の
利
害
、
得
失
を
伺
い
た

い
。
長
嶺
氏

抽
象
的
で
は
あ
る
が
か
つ
て
の
村

時
代
と
異
り
市
民
が
圧
迫
感
を
抱
か
ず
、
心

境
の
変
化
を
来
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

久
高
氏

首
里
の
場
合
は
合
併
し
た
ら
直
ち

に
よ
く
な
る
と
は
考
え
て
い
な
か
つ
た
。
利

点
と
い
え
ば
当
時
、
首
里
は
財
政
的
に
困
つ

て
い
た
の
で
吏
員
俸
給
も
不
渡
り
が
あ
つ
た

が
そ
れ
が
解
決
さ
れ
、
待
遇
も
よ
く
な
つ
た
。

そ
れ
に
伴
つ
て
地
価
も
上
つ
て
来
て
い
る
。

不
利
の
点
と
い
え
ば
支
所
し
か
な
い
の
で
市

民
が
不
便
を
感
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。

赤
嶺
氏

負
担
も
全
般
的
に
は
軽
減
さ
れ
て

い
る
が
、
部
分
的
に
は
村
時
代
よ
り
重
く
差

が
大
き
く
出
て
い
る
の
も
あ
つ
て
、
悪
影
響
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を
及
ぼ
し
て
い
る
現
状
も
あ
る
。

安
里
委
員

都
計
事
業
は
ど
う
か
。

長
嶺
氏

区
域
は
前
に
指
定
さ
れ
た
、
し
か

し
都
計
事
業
は
ま
だ
及
ぼ
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
き
に
問
題
に
な
つ
た
七
千
八
百
万
円
も
旧

那
覇
市
以
外
に
は
動
か
せ
な
い
と
い
つ
て
い

る
の
で
ひ
よ
つ
と
し
た
ら
だ
ま
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
憤
慨
し
て
い
る
。

安
里
委
員

自
治
法
に
基
い
て
合
併
を
政
府

は
勧
告
し
た
こ
と
が
あ
る
か
、
合
併
促
進
法

が
な
く
て
も
勧
告
は
で
き
る
が
。

野
波
行
政
課
長

自
治
法
に
基
い
て
勧
告
し

た
こ
と
は
な
い
。
促
進
法
で
は
い
ろ
い
ろ
な

特
例
を
設
け
て
所
謂
、
条
件
を
よ
く
し
て
規

模
の
合
理
化
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
安
里
委
員

真
和
志
市
は
現
在
も
合
併
を
希

望
し
て
い
る
か
。
こ
れ
が
実
現
で
き
な
か
つ

た
理
由
は
何
か
。

森
田
孟
松
氏

真
和
志
市
議
長

早
期
合
併

を
望
ん
で
い
る
。
実
現
し
な
か
つ
た
根
本
的

原
因
は
対
等
合
併
と
吸
収
合
併
の
基
本
線
に

相
違
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
現
市
長
も
早

期
合
併
の
公
約
で
市
民
多
数
の
支
持
を
得
て

お
り
、
市
議
も
こ
れ
を
支
持
し
て
い
る
。
最

近
は
ま
だ
那
覇
市
と
話
し
合
つ
た
こ
と
は
な

い
が
那
覇
市
と
し
て
は
促
進
法
を
ま
つ
て
い

る
よ
う
で
あ
り
、
こ
れ
が
で
き
た
ら
喜
ん
で

迎
え
て
く
れ
る
も
の
と
信
じ
て
い
る
。
那
覇

市
の
意
向
も
あ
る
の
で
促
進
法
を
早
く
つ
く

つ
て
そ
れ
に
よ
つ
て
合
併
を
実
現
し
よ
う
と

考
え
て
い
る
。

儀
間
文
彰
委
員

民

市
町
村
の
適
正
規
模

を
一
万
五
千
人
と
し
て
い
る
が
政
策
的
に
も

あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
検
討
し
た
の
ち
に
こ
の
規

模
が
出
た
の
か
。

野
波
行
政
課
長

統
計
的
に
も
検
討
し
て
決

め
た
。

金
城
貞
秀
氏

真
和
志
市
議
会
副
議
長

那

覇
市
が
”
那
覇
人
”
と
い
う
気
持
を
す
て
て

首
都
建
設
と
い
う
大
き
な
立
場
か
ら
将
来
に

悔
を
残
さ
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
や
れ
ば
必

ず
合
併
は
実
現
で
き
る
と
思
う
。

安
里
委
員
、
星
委
員
長
か
ら

合
併
促
進

法
に
よ
る
合
併
は
審
議
会
と
か
協
議
会
と

か
い
ろ
い
ろ
な
機
関
を
新
設
す
る
必
要
が

あ
り
、
ま
た
、
合
併
後
の
具
体
的
な
建
設

計
画
も
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に

な
つ
て
い
る
の
で
促
進
法
が
立
法
さ
れ
た

ら
両
市
の
利
害
が
正
面
衝
突
し
て
ま
す
ま

す
合
併
が
遅
れ
る
こ
と
も
危
惧
さ
れ
る

と
述
べ
る
。

新
里
義
雄
氏

真
和
志
市
議
会
合
併
促
進
特

別
委
員
長

促
進
法
は
わ
れ
わ
れ
の
目
標
、

方
向
を
示
し
て
く
れ
る
と
思
う
。
そ
の
一
つ

の
基
準
と
し
て
早
く
立
法
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
真
和
志
と
し
て
は
今
で
も
合
併
し
て
そ

の
後
に
話
し
合
う
こ
と
に
よ
つ
て
す
べ
て
の

計
画
が
な
さ
れ
て
い
く
こ
と
も
可
能
だ
と
信

じ
て
い
る
。
し
か
し
那
覇
市
の
意
向
も
あ
る

の
で
早
目
に
立
法
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要

望
す
る
。

森
田
氏

わ
れ
わ
れ
が
如
何
に
積
極
的
に
動

い
て
も
那
覇
市
が
積
極
的
に
親
切
な
態
度
を

示
し
て
く
れ
な
け
れ
ば
一
人
相
撲
に
な
る
。

限
界
に
達
し
た
上
水
道
／
那
覇

市
が
新
水
源
地
さ
が
し
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那
覇
市
上
水
道
は
最
近
使
用
水
量
が
現
水
源

地
に
よ
る
給
水
量
を
上
回
つ
た
た
め
五
日
午

後
十
一
時
か
ら
五
時
間
の
断
水
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
つ
た
が
、
最
近
五
カ
月
間
で
千
五

百
栓
近
く
も
利
用
者
が
増
え
た
の
に
水
源
地

は
限
界
に
達
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
那
覇

市
の
水
不
足
は
よ
う
や
く
深
刻
化
し
、
市
当

局
と
し
て
は
そ
の
対
策
と
し
て
新
た
な
水
源

地
獲
得
に
大
童
と
な
つ
て
い
る
。

現
在
那
覇
市
上
水
道
は
青
小
堀
、
後
原
川
な

ど
数
カ
所
の
水
源
地
を
利
用
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
水
源
地
の
流
量
は
豊
水
期
で
も
二

百
二
十
万
ガ
ロ
ン
程
度
で
あ
る
。
那
覇
市
で

は
来
年
六
月
ま
で
は
二
百
二
十
万
ガ
ロ
ン
程

度
の
水
量
が
あ
れ
ば
何
と
か
市
民
の
需
要
を

み
た
せ
る
と
い
う
見
通
し
を
持
つ
て
い
た
の

だ
が
、
今
年
に
な
つ
て
か
ら
急
激
に
水
道
利

用
者
が
増
え
、
五
日
に
は
使
用
水
量
が
二
百

四
十
万
ガ
ロ
ン
を
こ
え
、
水
源
地
の
流
量
を

二
十
万
ガ
ロ
ン
も
上
回
る
こ
と
に
な
つ
た
。

こ
の
た
め
市
水
道
課
で
は
軍
に
剰
余
水
を
回

し
て
も
ら
う
よ
う
交
渉
し
て
い
る
が
、
手
続

き
の
関
係
で
そ
れ
が
難
し
く
五
日
か
ら
夜
間

断
水
を
行
う
こ
と
に
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。

水
道
課
で
は
こ
の
対
策
と
し
て
新
た
な
水
源

地
を
獲
得
し
よ
う
と
調
査
を
進
め
て
い
る

が
、
今
の
と
こ
ろ
候
補
に
上
つ
て
い
る
の
は

摩
文
仁
村
米
須
海
岸
の
湧
水
、
具
志
頭
村

ギ
ー
ザ
バ
ン
タ
の
湧
水
、
牧
港
発
電
所
付
近

の
湧
水
な
ど
だ
が
、
現
在
の
施
設
を
す
ぐ
使

用
で
き
る
こ
と
、
流
量
が
百
万
ガ
ロ
ン
を
下

ら
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
牧
港
発
電
所
付
近
の

湧
水
を
利
用
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

早
急
に
付
近
一
帯
の
ボ
ー
リ
ン
グ
を
始
め
水

脈
を
突
き
止
め
る
こ
と
に
な
つ
た
。

那
覇
市
東
江
水
道
課
長
の
話

現
在
の
水
源

地
の
能
力
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
使
用
水
量
が
増
加

し
て
い
る
の
で
断
水
は
止
む
得
な
い
も
の
が

あ
る
。
水
源
地
開
発
を
早
急
に
行
い
た
い
と

思
う
が
、
百
万
ガ
ロ
ン
の
流
量
が
あ
る
水
脈

さ
え
発
見
で
き
た
ら
浄
水
能
力
は
三
百
万
ガ

ロ
ン
も
あ
る
の
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
は
な
く
な
る
と
思
う
。
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中
央
住
民
組
織
成
る
／
四
原
則

貫
徹
を
実
践
／
土
地
を
守
る

会
総
連
合
結
成
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二
十
日
午
後
二
時
か
ら
沖
縄
会
館
で
沖
縄
土

地
を
守
る
会
総
連
合
結
成
総
会
が
開
か
れ
、

長
い
間
の
懸
案
で
あ
つ
た
四
原
則
貫
徹
の
た

め
の
全
住
民
を
一
丸
と
し
た
組
織
が
発
足
し

た
。
会
場
に
は
各
市
町
村
土
地
を
守
る
会
長
、

副
会
長
、
土
地
協
傘
下
の
各
種
団
体
代
表
約

百
名
が
出
席
、
吉
元
市
町
村
長
会
長
司
会
の

下
に
会
則
案
が
審
議
さ
れ
た
。

会
則
の
主
な
も
の
は
つ
ぎ
の
通
り
。

▽
こ
の
会
は
市
町
村
土
地
を
守
る
会
お
よ
び

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
各
種
団
体
で
組
織

す
る
。

▽
こ
の
会
は
全
琉
八
十
万
住
民
の
団
結
を
強

固
に
し
て
軍
用
地
問
題
解
決
の
最
低
要
求
た

る
四
原
則
貫
徹
の
実
践
に
伴
う
諸
般
の
事
項

を
審
議
決
定
し
そ
の
行
動
を
有
効
適
切
た
ら

し
め
、
四
原
則
貫
徹
を
期
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

▽
こ
の
会
は
目
的
達
成
の
た
め
の
事
業
を
行

う
。
一
、
組
織
の
強
化
　
二
、
情
報
の
収
集
と
宣

伝
　
三
、
本
土
と
緊
密
な
る
連
携
　
四
、
住

民
大
会
の
開
催
と
示
威
行
進
の
指
導
　
五
、

新
規
接
収
、
強
制
測
量
を
阻
止
す
る
一
切
の

実
践
活
動
　
六
、
既
接
収
地
住
民
の
生
活
補

償
。
▽
本
会
に
総
会
、
理
事
会
を
置
く
。

▽
総
会
は
本
会
の
最
高
議
決
機
関
で
各
構
成

団
体
の
代
表
を
も
つ
て
組
織
し
四
原
則
貫
徹

の
実
践
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

▽
定
期
総
会
は
三
カ
月
毎
に
一
回
開
催
し
、

会
長
は
構
成
員
の
五
分
の
一
以
上
の
要
求
が

あ
つ
た
場
合
は
直
ち
に
臨
時
総
会
を
開
か
ね

ば
な
ら
な
い
。

▽
本
会
に
会
長
一
名
、
副
会
長
三
名
、
理
事

三
十
三
名
、
監
事
若
干
名
を
置
く
。
理
事
会

は
市
町
村
土
地
を
守
る
会
代
表
二
十
五
名
、

各
種
団
体
代
表
八
名
で
組
織
す
る
。

会
則
審
議
で
問
題
と
な
つ
た
の
は
理
事
の
割

り
ふ
り
だ
つ
た
が
、
休
会
し
て
関
係
者
が
協

議
し
た
結
果
、
市
町
村
土
地
を
守
る
会
代
表

二
十
五
名
、
三
政
党
代
表
一
名
宛
、
教
職
員

会
代
表
一
名
、
青
連
代
表
一
名
、
婦
連
代
表

一
名
、
土
地
連
代
表
一
名
、
各
種
団
体
代
表

一
名
の
計
八
名
が
決
定
し
た
。

会
則
審
議
に
続
い
て
役
員
の
選
出
が
と
り
あ

げ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
理
事
会
で
候
補
者
を

あ
げ
る
こ
と
に
な
り
、
決
定
を
持
ち
越
さ
れ

た
。
最
後
に
決
議
文
の
採
決
に
移
り
、
全
会

一
致
で
つ
ぎ
の
決
議
文
を
採
決
、
午
後
四
時

半
散
会
し
た
。

決
議

軍
用
土
地
問
題
は
極
め
て
重
要
な
段
階
に
到

達
し
た
。
こ
こ
に
わ
れ
わ
れ
は
全
琉
住
民
一

丸
の
沖
縄
土
地
を
守
る
会
総
連
合
を
結
成

し
、
軍
用
土
地
問
題
解
決
に
処
す
る
た
め
、

本
会
を
組
織
し
、
そ
の
目
的
達
成
に
全
琉
八

十
万
住
民
の
団
結
を
強
固
に
す
る
。

そ
の
組
織
を
通
じ
て
、
軍
用
土
地
問
題
解
決

の
最
低
要
求
た
る
四
原
則
貫
徹
を
実
践
す
る

た
め
、
七
つ
の
基
本
方
針
に
則
り
、
そ
の
四

原
則
貫
徹
の
実
践
行
動
を
有
効
適
切
な
ら
し

め
、
初
期
の
目
的
貫
徹
に
邁
進
す
る
こ
と
を

期
す
る
。

右
決
議
す
る
。

バ
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
ま
た
悶

着
／
荒
れ
模
様
の
那
覇
市
／

議
会
無
視
と
議
員
側
怒
る
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那
覇
市
に
お
け
る
バ
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設

に
つ
い
て
、
那
覇
市
議
会
で
既
に
”
那
覇
市

が
建
設
す
る
”
こ
と
を
議
決
し
て
い
る
に
拘

ら
ず
市
当
局
が
市
議
会
に
な
ん
の
連
絡
も
な

く
バ
ス
業
者
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設
を
依
頼
し

た
と
い
う
の
で
議
会
筋
で
は
市
当
局
の
議
会

無
視
の
態
度
に
ふ
ん
が
い
し
、
場
合
に
よ
つ

て
は
市
長
不
信
任
も
辞
さ
な
い
と
の
強
硬
な

意
向
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
問
題
は
こ
れ

ま
で
に
も
同
工
事
の
入
札
や
そ
の
他
の
こ
と

で
当
局
の
議
会
無
視
と
い
う
こ
と
が
議
会
で

し
ば
し
ば
問
題
に
さ
れ
て
来
た
だ
け
に
今
回

の
こ
と
で
一
部
議
員
な
ど
は
臨
時
議
会
を
開

い
て
で
も
当
局
を
追
及
す
る
と
い
き
ま
い
て

お
り
成
行
き
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

那
覇
市
の
バ
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設
は
都
計

と
の
関
連
も
あ
つ
て
那
覇
市
が
こ
れ
を
直
接

行
う
べ
く
準
備
を
す
ゝ
め
て
い
た
が
、
当
間

市
長
が

民
間
業
者
が
や
り
た
け
れ
ば
や
ら

し
て
も
い
ゝ

と
い
つ
た
と
か
い
わ
な
い
と

か
で
一
悶
着
が
お
こ
り
市
議
会
で
”
こ
れ
は

当
然
市
が
や
る
べ
き
だ
”
と
の
方
針
を
た
て

市
当
局
も
そ
れ
に
そ
つ
て
敷
地
や
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
の
設
計
も
終
り
、
工
費
二
千
万
円
の

起
債
も
立
案
し
て
議
会
に
提
出
し
た
が
、
こ

ん
ど
は
市
当
局
が
工
事
の
公
入
札
と
い
う
議

会
の
意
向
を
無
視
し
て
一
部
業
者
と
随
意
契

約
の
話
を
す
す
め
て
い
る
と
い
う
の
で
又
一

騒
ぎ
を
演
じ
た
が
、
結
局
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

建
設
は
市
で
こ
れ
を
行
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
工
事
は
公
入
札
に
す
る
。
工
費
二
千
万

円
は
復
金
か
ら
借
入
れ
る
と
い
う
こ
と
を
去

る
七
月
二
十
三
日
の
議
会
で
議
決
し
、
タ
ー

ミ
ナ
ル
建
設
問
題
は
落
着
し
た
か
に
見
え

た
。
と
こ
ろ
が
九
月
七
日
市
か
ら
バ
ス
業
者

に
対
し
タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設
を
依
頼
、
九
月
三

十
日
ま
で
に
可
否
の
回
答
を
要
求
し
た
。
こ

れ
に
よ
つ
て
バ
ス
業
協
会
で
は
九
月
二
十
日

バ
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
会
社
設
立
発
起
人
会
を

開
い
て
資
本
金
二
千
万
円
の
会
社
設
立
を
決

定
、
同
日
那
覇
市
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設
受
諾

の
回
答
を
行
つ
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
市
議
会
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で
は
全
く
寝
耳
に
水
で
び
つ
く
り
し
、
一
部

議
員
な
ど
、
こ
の
度
重
な
る
当
局
の
議
会
無

視
の
態
度
を
非
難
し
て
い
る
が
、
た
ま
た
ま

当
間
市
長
は
日
航
の
招
待
で
渡
日
し
て
留
守

中
で
あ
り
、
帰
つ
て
来
た
ら
責
任
を
追
及
す

る
と
い
き
り
立
つ
て
い
る
。
な
お
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
泉
議
長
自
身
全
く
知
ら
な
か
つ

た
と
び
つ
く
り
し
て
お
り
、
二
十
日
は
早
速

長
嶺
副
議
長
を
伴
つ
て
市
に
乗
り
込
み
関
係

各
部
長
を
集
め
て
事
情
を
聴
取
し
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
当
局
の
方
で
は

市
で
つ
く

つ
た
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
設
計
に
つ
い
て
民
政
府

係
官
と
の
調
整
が
出
来
な
い
の
で
、
業
者
が

民
政
府
の
要
望
す
る
設
計
通
り
出
来
る
な
ら

や
ら
そ
う
と
の
考
え
か
ら
業
者
に
依
頼
し
た

も
の
で
あ
り
、
そ
の
回
答
を
得
て
か
ら
議
会

に
も
は
か
る
つ
も
り
だ
つ
た

と
い
つ
て
い

る
。
そ
れ
に
し
て
も
議
会
で
議
決
し
た
問
題

で
あ
り
、
お
ま
け
に
色
々
論
議
さ
れ
た
も
の

だ
け
に
一
言
ぐ
ら
い
何
と
か
あ
つ
て
し
か
る

べ
き
だ
つ
た
と
泉
議
長
も
い
さ
さ
か
不
満
の

意
を
表
し
て
い
る
。

一
方
バ
ス
業
者
の
方
で
も
市
に
回
答
を
す
る

必
要
か
ら
さ
し
当
り
タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設
の
方

針
だ
け
を
き
め
て
い
る
も
の
で
、
具
体
的
計

画
に
つ
い
て
は
当
間
市
長
が
日
本
か
ら
帰
つ

た
ら
相
談
し
た
い
と
い
つ
て
お
り
、
議
会
の

方
で
も
市
長
の
帰
り
を
ま
つ
て
い
る
状
態
で

市
長
の
帰
任
に
よ
つ
て
こ
の
問
題
は
火
が
つ

き
そ
う
な
形
勢
に
あ
る
。

災
害
復
旧
に
／
那
覇
市
議
会
が

政
府
補
助
陳
情
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那
覇
市
議
会
議
長
泉
正
重
、
同
副
議
長
長
嶺

将
真
氏
ら
は
二
十
二
日
政
府
を
訪
ね
比
嘉
官

房
長
と
会
つ
て
那
覇
市
の
台
風
被
害
復
旧
に

補
助
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
要
旨
次
の
よ
う

に
陳
情
し
た
。

九
月
七
日
、
八
日
の
台
風
エ
マ
に
よ
る
被
害

は
那
覇
市
で
は
殊
に
排
水
施
設
の
不
完
備
な

の
に
加
え
て
台
風
に
伴
う
豪
雨
の
た
め
ガ
ー

ブ
川
沿
い
一
帯
、
蔡
温
橋
上
下
一
帯
、
壺
川

区
一
帯
、
ペ
リ
ー
区
一
帯
の
低
地
帯
に
浸
水

が
甚
だ
し
く
、
た
め
に
家
財
の
流
失
な
ど
が

あ
つ
た
。
ま
た
首
里
、
小
禄
地
域
で
は
突
風

に
よ
る
家
屋
の
全
半
壊
が
お
び
た
だ
し
く
農

作
物
の
被
害
も
大
き
い
。

市
で
も
緊
急
対
策
に
腐
心
し
て
い
る
が
市
財

政
不
如
意
の
現
状
で
は
一
般
被
害
者
に
対
す

る
復
旧
費
は
軍
民
両
政
府
の
援
助
に
仰
が
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
実
情
に
あ
る
の
で
政
府
財
政

の
許
す
最
大
限
の
補
助
を
し
て
も
ら
い
た

い
。
な
お
市
調
に
よ
る
那
覇
市
内
の
被
害
額
は
四

千
五
百
万
円
以
上
に
上
つ
て
い
る
。

公
用
及
び
公
共
用
施
設
　
百
六
万
二
千
三
百

五
十
五
円

住
宅
　
一
千
九
十
九
万
五
千
五
百
五
十
円

農
作
物
　
二
千
九
百
八
十
五
万
八
千
三
百
七

十
五
円

畜
産
　
三
百
四
十
万
八
千
円

合
計
　
四
千
五
百
三
十
二
万
四
千
二
百
八
十

円
。都

計
を
ハ
バ
む
も
の
／
那
覇
市

が
一
号
線
沿
い
高
圧
線
移
転

要
請
琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
９
・
28

那
覇
市
で
は
市
内
一
号
線
ぞ
い
の
六
万
五
千

ボ
ル
ト
の
高
圧
線
の
移
転
意
見
書
を
電
力
公

社
に
提
出
し
た
。
意
見
書
に
よ
れ
ば
電
気
工

作
物
規
程
で
高
圧
線
の
五
米
以
内
に
は
建
造

物
が
建
て
ら
れ
ず
電
線
の
下
に
は
道
路
も
作

れ
な
い
。
こ
の
た
め
同
高
圧
線
付
近
の
土
地

所
有
者
は
土
地
が
あ
つ
て
も
家
を
建
て
ら
れ

な
い
。
ま
た
外
国
で
は
公
共
福
祉
、
災
害
防

止
と
い
う
意
味
で
六
万
五
千
ボ
ル
ト
の
特
別

高
圧
線
の
市
街
通
過
を
法
律
で
禁
止
し
て
い

る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
同
高
圧
線
を
移
転
し

て
市
外
に
迂
回
さ
せ
る
か
、
地
下
ケ
ー
ブ
ル

に
し
て
貰
い
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

花
城
都
計
課
長
の
話

高
圧
線
の
た
め
都

計
面
で
も
種
々
の
障
害
を
受
け
て
い
る
が
、

公
社
で
は
近
く
こ
れ
を
移
転
す
る
計
画
を
進

め
て
い
る
の
で
、
市
街
地
を
迂
回
す
る
か
、

地
下
ケ
ー
ブ
ル
に
す
る
か
し
て
災
害
を
未
然

に
防
止
す
る
よ
う
依
頼
し
た
。

政
府
の
都
計
政
策
を
批
判
／
当

間
那
覇
市
長
が
意
見
書

琉
新
・
夕
　
１
９
５
６
・
10
・
１

当
間
那
覇
市
長
は
二
十
八
日
、
比
嘉
主
席
に

対
し
那
覇
の
都
市
計
画
に
関
す
る
意
見
書
を

提
出
、
都
計
法
を
立
法
し
た
だ
け
で
具
体
的

な
財
政
等
の
関
連
計
画
を
持
ち
合
わ
さ
な
い

政
府
の
都
計
に
対
す
る
政
策
の
在
り
方
に
批

判
を
加
え
、
さ
し
当
つ
て
必
要
な

道
路
新

設
に
よ
る
受
益
者
負
担
規
程

を
早
急
に
制

定
す
る
よ
う
参
考
案
を
そ
え
て
要
請
し
た
。

都
市
事
業
の
道
路
新
設
、
拡
張
等
に
よ
る
受

益
者
負
担
に
つ
い
て
は
、
同
じ
都
計
事
業
で

あ
り
な
が
ら
一
方
で
は
土
地
区
画
整
理
に
当

つ
て
は
区
域
内
の
地
主
が
土
地
の
三
割
を
提

供
し
て
い
る
の
に
道
路
を
新
設
し
た
り
拡
張

し
た
こ
と
で
利
益
を
受
け
る
者
が
負
担
し
な

い
こ
と
は
不
合
理
だ
と
い
う
の
で
、
政
府
が

一
日
も
早
く
規
程
を
制
定
し
て
那
覇
市
が
負

担
金
を
徴
収
で
き
る
根
拠
を
つ
く
つ
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

【
那
覇
市
長
の
意
見
書
】

都
市
計
画
法
に

よ
れ
ば

都
市
計
画
お
よ
び
都
市
計
画
事
業

は
行
政
庁
が
行
う

第
五
条
第
一
項

と

あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
都
計
の
立
案
決
定
お

よ
び
都
計
事
業
の
執
行
は
国
の
事
業
と
し
て

規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
九
五
六
年

昭
和
三
十
一
年

九
｜
十
月

五
一
九



そ
の
建
前
か
ら
す
れ
ば
現
在
の
那
覇
都
計
事

業
は
公
共
団
体
の
長
と
し
て
の
那
覇
市
の
大

き
な
責
任
に
お
い
て
起
債
し
、
ま
た
一
般
税

収
入
に
よ
つ
て
賄
わ
れ
、
政
府
は
予
算
の
許

す
範
囲
内
で
し
か
補
助
し
な
い
と
い
う
政
策

の
在
り
方
は
都
計
事
業
の
財
政
的
基
盤
計
画

を
持
ち
合
わ
さ
な
い
こ
と
を
意
味
し
遺
憾
な

が
ら
法
の
趣
旨
に
そ
わ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

政
府
の
負
担
に
お
い
て
事
業
の
遂
行
が
な
さ

れ
て
お
つ
た
な
ら
ば
｜
言
葉
を
変
え
て
い
え

ば
、
国
の
機
関
と
し
て
行
政
主
席

又
は
那

覇
市
長

が
事
業
を
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ

の
復
興
は
一
段
と
促
進
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
容
易
に
う
な
づ
け
る
。

以
上
の
見
地
か
ら
都
計
法
施
行
規
則
第
七
条

に
基
き
主
席
は
都
計
事
業
に
よ
る
受
益
者
に

対
し
”
負
担
規
程
”
を
制
定
し
て
、
そ
の
財

源
の
確
保
に
具
体
策
を
講
じ
な
い
限
り
事
業

の
遂
行
は
容
易
で
は
な
い
と
考
え
る
次
第
で

あ
る
。

那
覇
市
都
計
土
地
区
画
整
理
事
業
の
執
行
に

当
つ
て
は
土
地
の
三
割
を
私
人
に
提
供
さ
せ

相
当
の
負
担
に
よ
つ
て
な
さ
れ
て
い
な
が

ら
、
都
計
道
路
事
業
に
よ
つ
て
受
け
る
受
益

者
に
対
し
て
の
負
担
規
程
が
な
い
こ
と
は
応

益
の
原
則
に
も
反
す
る
の
で
那
覇
市
は
、
そ

の
具
体
案
を
検
討
中
で
あ
つ
た
が
成
案
を
得

た
の
で
資
料
と
し
て
検
討
の
上
、
早
急
に
本

規
程
の
制
定
を
取
り
は
か
つ
て
い
た
だ
き
た

い
。
受
益
者
負
担
規
程
案

▽
目
的

那
覇
市
長
は
都
計
事
業
と
し
て
執

行
す
る
道
路
の
新
設
又
は
拡
張

都
計
事
業

と
し
て
施
行
さ
れ
る
土
地
区
画
整
理
の
施
行

地
域
内
で
執
行
す
る
道
路
の
新
設
又
は
拡
築

を
除
く

に
必
要
な
費
用
を
こ
の
規
程
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
受
益
者
に
負
担
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

▽
受
益
者

１
、
都
計
事
業
と
し
て
道
路
、
広
場
、
公
園

の
新
設
、
拡
築
も
し
く
は
路
面
の
改
良
又
は

バ
ス
発
着
場
停
留
所
の
建
設
も
し
く
は
河

川
、
運
河
、
防
潮
に
関
す
る
施
設
の
新
設
改

修
を
し
た
場
合
に
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
付
近

で
主
席
の
定
め
る
区
画
内
に
あ
る
有
租
地
の

所
有
者
。
但
し
質
権
の
目
的
で
あ
る
土
地
に

つ
い
て
は
質
権
者
。

十
年
よ
り
長
い
期
間
の
定
め
が
あ
る
地
上

権
、
永
小
作
権
お
よ
び
賃
借
権
の
目
的
で
あ

る
土
地
に
つ
い
て
は
地
上
権
者
、
永
小
作
権

者
及
び
賃
借
人
。

２
、
前
号
の
区
画
内
に
あ
る
無
租
地
で
公
用

又
は
公
共
の
用
に
供
せ
ら
れ
て
い
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
地
上
権
者
、
永
小
作
権
者
お
よ

び
賃
借
人
。

▽
負
担
区
画

１
、
道
路
の
境
界
線
か
ら
道
路
幅
員
の
三
倍

の
地
域
。

２
、
土
地
の
状
況
に
よ
り
負
担
地
域
を
拡
張

す
る
要
が
あ
る
と
き
は
道
路
幅
員
の
十
倍
以

内
で
主
席
が
定
め
る
。

▽
負
担
金
の
総
額

１
、
道
路
新
設
の
場
合

事
業
費
総
額
の
五

分
の
一

２
、
道
路
拡
張
の
場
合

事
業
費
の
六
分
の

一３
、
負
担
区
域
が
幅
員
の
三
倍
を
超
え
る
と

き
の
道
路
新
設
の
場
合

事
業
費
総
額
の
十

分
の
六
以
内
で
主
席
が
定
め
る
。

４
、
同
じ
く
道
路
拡
張
の
場
合

事
業
費
総

額
の
十
分
の
四
以
内
で
主
席
が
定
め
る
。

▽
各
受
益
者
の
負
担
金
額

主
席
が
こ
れ
を

定
め
る
。

港
こ
の
頃
(11)
／
泊
に
”
重
民
町
”

誕
生
？

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
６
・
10
・
３

新
開
地

泊
港
ど
な
り
に
約
五
万
坪
の
新

開
地
が
で
き
た
。
名
付
け
て
泊
埋
立
地
と
い

い
、
軍
が
港
口
を
さ
ら
え
て
海
底
の
土
砂
を

流
し
こ
み
作
つ
て
く
れ
た
那
覇
市
の
新
し
い

土
地
で
あ
る
。
そ
の
一
角
に
百
数
十
棟
の
瓦

葺
き
が
並
ら
ん
で
い
る
。
ぜ
ん
ぶ
島
瓦
を
使

つ
て
お
り
、
上
か
ら
み
る
と
漆
喰
の
白
さ
と

瓦
の
赤
さ
が
目
を
う
ば
い
、
統
制
が
と
れ
て

い
て
美
し
い
。

旧
垣
花
の
集
い
、
垣
花
復
興
期
成
会
が
市
の

優
先
割
当
を
う
け
て
作
つ
た
住
宅
街
で
あ

る
。
住
人
は
ほ
ど
ん
ど
漁
夫
。
台
風
に
は
大

事
な
船
を
守
つ
て
泊
り
こ
む
の
で
、
留
守
は

妻
子
だ
け
。
主
人
が
い
な
く
て
も
大
丈
夫
な

家
を
作
る
と
い
う
の
が
共
通
の
願
い
で
、
ほ

と
ん
ど
復
金
を
か
り
本
建
築
に
し
た
一
号
線

寄
り
の
割
当
地
は
坪
八
円

十
二
円
、
そ
の

奥

海
岸
寄
り

は
坪
六
円

八
円
で
、
月

賃
貸
料
を
市
に
納
め
て
い
る
。
前
島
町
の
同

一
番
地
に
百
余
棟
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
戦
前

の
顔
が
集
つ
て
い
る
の
で
、
誰
は
何
軒
目

と
一
カ
所
で
聞
け
ば
大
体
分
り
、”
戦
後
、

那
覇
市
内
は
各
区
と
も
寄
り
あ
い
だ
が
、
昔

な
じ
み
が
一
カ
所
に
集
ま
つ
た
の
は
こ
こ
だ

け
”
と
住
人
ら
は
自
慢
し
て
い
る
。
一
号
線

か
ら
前
島
町
側
に
学
校
は
那
覇
中
校
、
新
設

の
若
狭
小
校
が
あ
つ
て
、
子
供
た
ち
の
心
配

は
な
い
が
、
市
場
が
遠
い
の
と
、
バ
ス
の
不

便
な
の
は
欠
点
と
い
う
。

旧
垣
花
人
が
、
ミ
ー
ト
ジ
ー

夫
婦
岩

の

新
し
い
住
人
と
な
る
た
め
、
故
当
間
重
民
氏

が
そ
う
と
う
尽
力
し
た
。
こ
の
功
績
を
た
た

え
て
新
開
住
宅
街
を
”
重
民
町
”
に
し
よ
う

と
い
う
動
き
が
あ
る
。
当
間
氏
の
遺
徳
を
し

の
ぶ
と
と
も
に
、
名
を
訳
し
て
”
民
を
重
ん

じ
る
”
と
な
り
、
町
名
に
う
つ
て
つ
け
だ
と

い
う
。
こ
の
ほ
か
埋
立
地
の
海
岸
ベ
リ
に
は

市
営
住
宅
街
が
あ
り
、
ア
パ
ー
ト
三
階
建

延
二
百
四
十
坪

四
棟
、
十
坪
と
十
二
坪

一
九
五
六
年

昭
和
三
十
一
年

十
月

五
二
〇



の
住
宅
百
三
十
棟
が
建
ち
、
近
近
、
新
し
い

住
人
を
迎
え
る
。

合
併
促
進
法
は
成
立
し
た
が

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
６
・
10
・
６

市
町
村
合
併
促
進
法
も
去
る
議
会
で
通
過

し
、
那
覇
市
と
真
和
志
市
は
琉
球
の
首
都
建

設
と
い
う
大
局
的
な
立
場
か
ら
、
合
併
し
て

琉
球
の
政
治
、
経
済
、
文
化
の
中
心
地
と
し

て
発
展
す
べ
き
で
あ
る
と
の
声
は
高
い
。

然
し
、
当
事
者
で
あ
る
両
市
の
間
に
は
ま
だ

ま
だ
モ
タ
モ
タ
し
て
す
つ
き
り
し
な
い
空
気

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
両
市
の
行
政
の
責
任
者
で
あ
る
当

間
那
覇
市
長
、
翁
長
真
和
志
市
長
に
過
去
の

い
き
さ
つ
、
当
面
の
問
題
、
更
に
将
来
の
見

通
し
を
聞
い
て
見
た
。

あ
く
ま
で
吸
収
合
併
那
覇
／
真
和
志
形

式
に
拘
泥
せ
ず
実
現
へ

市
町
村
合
併
促
進
法
も
立
法
で
き
、
懸

案
の
那
覇
、
真
和
志
の
合
併
が
促
進
さ
れ

る
と
思
う
が

当
間
市
長

立
法
院
を
通
過
し
た
市
町
村
合

併
促
進
法
を
詳
し
く
見
て
な
い
の
で
、
如
何

い
う
所
が
ポ
イ
ン
ト
か
は
つ
き
り
掴
ん
で
な

い
が
、
私
と
し
て
は
原
則
と
し
て
合
併
し
た

い
。
然
し
、
問
題
点
は
議
員
の
数
を
如
何
す

る
か
と
い
う
こ
と
と
、
両
市
の
改
選
期
が
違

う
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
、
日
本
の
例
を
見

る
と
、
合
併
の
場
合
は
一
年
の
期
間
を
置
い

て
あ
る
ね
。

私
の
任
期
が
来
年
の
十
一
月
で
切
れ
る
の

で
、
そ
れ
ま
で
に
は
議
会
に
も
働
き
か
け
て

実
現
し
た
い
と
思
う
。
ま
あ
、
今
は
合
併
の

時
期
と
方
法
を
検
討
し
て
い
る
段
階
だ
。

翁
長
市
長

今
迄
は
政
府
は
単
に
合
併
を
斡

旋
す
る
と
い
う
だ
け
で
、
那
覇
と
真
和
志
だ

け
が
頭
を
つ
つ
こ
ん
で
い
た
状
態
だ
つ
た
。

そ
れ
で
、
う
ま
く
行
く
場
合
も
あ
つ
た
だ
ろ

う
が
、
今
度
、
ち
や
ん
と
し
た
法
が
で
き
、

よ
り
ど
こ
ろ
を
得
た
の
で
合
併
に
対
し
て
は

力
強
さ
を
与
え
た
と
思
う
。
私
は
去
つ
た
六

月
の
市
議
会
の
施
政
方
針
演
説
で
来
年
六
月

を
目
標
と
し
て
合
併
を
公
約
し
た
か
ら
是
非

実
現
す
べ
く
努
力
し
た
い
。
然
し
、
合
併
の

主
体
は
那
覇
だ
が
、
那
覇
側
の
現
在
の
態
度

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
な
い
。
こ
ち
ら
の
線
に

沿
つ
て
交
渉
し
た
い
。
明
ら
か
に
言
う
と
那

覇
側
が
理
想
的
な
首
都
建
設
の
た
め
、
も
つ

と
も
つ
と
積
極
的
に
働
き
か
け
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
と
こ
ろ
だ
。
今
に
な
つ
て
真
和
志

が
那
覇
に
呼
び
か
け
て
い
る
の
は
一
寸
逆
だ

ね

今
ま
で
何
回
と
な
く
繰
返
え
さ
れ
て
き

た
合
併
が
崩
れ
た
わ
け
は

当
間
市
長

こ
ち
ら
が
吸
収
合
併
を
条
件
と

し
た
か
ら
だ
と
思
う
。
吸
収
す
る
こ
と
に
よ

り
真
和
志
の
市
長
が
な
く
な
り
、
従
つ
て
議

員
の
連
中
の
地
位
が
ぐ
ら
つ
く
か
ら
だ
。
私

が
あ
の
当
時
、
辞
め
な
い
と
い
つ
た
の
は
進

行
中
の
都
計
に
く
る
い
が
生
じ
、
将
来
の
首

都
建
設
に
支
障
を
き
た
し
た
ら
い
け
な
い
と

思
つ
た
か
ら
だ
。

翁
長
市
長

一
つ
に
は
真
和
志
市
民
の
中
に

間
切
か
ら
村
、
村
か
ら
市
と
い
う
風
に
発
展

し
て
き
た
真
和
志
が
合
併
に
よ
り
な
く
な

る
。
つ
ま
り
、
歴
史
的
な
伝
統
が
崩
れ
る
と

言
う
懸
念
が
あ
つ
た
。
こ
れ
は
別
に
悪
い
こ

と
で
は
な
い
が
今
で
は
認
識
が
せ
ま
い
と
思

う
ね
。
又
、
人
口
六
万
も
い
る
わ
け
だ
か
ら

別
に
吸
収
合
併
と
い
う
形
で
那
覇
に
従
属
す

る
必
要
は
な
い
で
は
な
い
か
。
と
い
う
市
民

と
し
て
の
誇
り
を
保
ち
た
い
と
い
う
声
も
あ

つ
た
。
歴
史
を
振
返
え
る
と
牧
志
、
壺
屋
の

よ
う
に
那
覇
市
の
発
展
史
の
裏
に
は
何
時
も

真
和
志
が
犠
牲
に
な
つ
て
い
る
と
い
う
郷
土

愛
か
ら
で
た
反
発
も
あ
つ
た
。

一
昨
年
の
場
合
な
ど
両
方
の
市
当
局
、
議
会

が
意
志
の
疎
通
を
欠
い
た
た
め
に
ピ
ツ
タ
リ

行
か
な
か
つ
た
と
い
う
の
も
言
え
る
と
思

う
。議
会
解
散
も
嫌
だ
か
ら
ね

合
併
促
進
法
が
で
き
て
も
そ
の
隘
路
は

残
さ
れ
る
か
。

当
間
市
長

残
ら
な
い
と
思
う
。
然
し
那
覇

市
は
あ
く
ま
で
も
吸
収
合
併
を
主
張
す
る
。

翁
長
市
長

先
ず
両
議
会
の
議
決
を
経
な
け

れ
ば
い
か
な
い
。
こ
ち
ら
は
い
い
と
し
て
、

那
覇
市
は
市
長
始
め
都
市
合
併
を
公
約
し
て

い
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
最
近
の
巷
間
の
噂
に

よ
る
と
、
那
覇
側
は
シ
ブ
ツ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
見
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、

真
和
志
の
合
併
を
希
望
す
る
心
あ
る
人
々
は

憤
慨
し
、
心
を
痛
め
て
い
る
。

那
覇
市
は
合
併
に
よ
り
現
在
、
進
行
中
の
旧

市
街
の
復
興
が
遅
れ
る
と
い
う
話
も
聞
こ
え

る
が
、
真
和
志
は
合
併
に
よ
り
そ
れ
を
停
滞

さ
せ
る
意
向
は
絶
対
に
な
い
。
物
に
は
順
序

が
あ
る
か
ら
、
こ
ち
ら
の
こ
と
を
先
に
し
て

有
利
に
導
こ
う
と
は
思
わ
な
い
。
こ
う
い
う

こ
と
は
一
昨
年
の
愚
策
を
繰
返
さ
な
い
た
め

に
も
双
方
の
話
合
い
に
よ
り
円
満
に
も
つ
て

行
き
た
い
。

｜
何
故
、
那
覇
市
は
吸
収
合
併
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
。

当
間
市
長

那
覇
市
も
真
和
志
も
両
方
市
に

は
違
い
な
い
が
人
口
、
予
算
、
経
済
の
規
模

な
ど
が
違
う
か
ら
吸
収
合
併
が
常
道
と
思

う
。
そ
れ
に
対
等
合
併
と
な
る
と
議
会
を
解

散
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
ら
ね
。

何
故
、
真
和
志
市
は
対
等
合
併
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
。

翁
長
市
長

現
在
の
段
階
で
は
そ
れ
に
拘
泥

し
て
い
な
い
。
今
度
の
立
法
に
従
つ
て
編
入

の
形
を
と
つ
て
行
き
た
い
。
そ
う
す
る
こ
と

に
よ
り
真
和
志
市
民
の
意
志
を
反
映
す
る
よ
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う
に
し
た
い
。

現
在
、
両
市
民
の
合
併
に
対
す
る
声
は

当
間
市
長

そ
れ
は
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
と

思
う
。
つ
ま
り
利
害
を
考
え
な
い
人
達

イ

ン
テ
リ
に
多
い
け
ど

は
大
局
的
に
早
く
合

併
し
た
方
が
よ
い
と
い
つ
て
い
る
。
一
方
、

市
政
に
通
じ
て
い
る
人
、
利
害
関
係
の
あ
る

人
々
は
そ
う
あ
わ
て
な
く
て
も
い
い
で
は
な

い
か
と
い
う
意
見
だ
、
つ
ま
り
旧
那
覇
市
の

復
興
を
先
ず
終
え
て
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い

じ
や
な
い
か
と
い
う
意
味
で
す
ね
。

翁
長
市
長

合
併
を
望
ん
で
い
る
の
は
市
民

の
大
部
分
の
声
だ
と
思
う
。
真
和
志
市
民
は

こ
の
際
と
思
つ
て
い
る
の
に
、
先
も
い
つ
た

よ
う
に
那
覇
市
側
が
シ
ブ
ツ
て
い
る
云
々
の

噂
さ
に
市
民
の
間
に
は
悲
観
的
な
空
気
が
あ

る
。
然
し
、
合
併
は
私
の
公
約
で
も
あ
る
か

ら
那
覇
市
側
と
の
話
合
い
に
よ
り
是
非
、
実

現
し
て
市
民
の
意
志
に
沿
い
た
い
。

真
和
志
市
議
会
／
区
長
制
廃
止

を
可
決
／
来
年
一
月
一
日
か

ら
施
行

琉
新
・
夕
　
１
９
５
６
・
10
・
11

き
の
う
の
真
和
志
市
第
五
七
回
定
例
議
会
で

同
市
の

区
長
制

を
廃
し
、
こ
れ
に
か
わ

つ
て
役
所
常
勤
の

区
担
当
員

を
置
く
こ

と
を
満
場
一
致
で
可
決
、
来
年
一
月
一
日
か

ら
施
行
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

こ
れ
は
以
前
か
ら
議
会
で
も
問
題
に
な
つ
て

い
た
も
の
で
、
現
在
の
三
十
区
長
よ
り
十
三

名
減
じ
た
十
七
名
の
区
担
当
員
を
約
八
百
戸

単
位
ず
つ
に
分
担
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
こ

れ
か
ら
施
行
期
日
ま
で
の
五
十
余
日
間
余
裕

が
あ
る
の
で
、
そ
の
間
に
各
区
長
を
は
じ
め

全
区
民
を
納
得
せ
し
め
、
誤
解
の
な
い
よ
う

に
ス
ム
ー
ス
に
実
施
す
る
こ
と
を
申
合
わ

せ
、
今
後
議
会
と
市
当
局
は
互
に
緊
密
な
連

係
を
と
る
こ
と
に
し
、
慎
重
を
期
す
る
こ
と

に
な
つ
た
。
市
当
局
案
の

担
当
員
配
置

は
次
の
通
り
。

戸
数
は
概
数

１

繁
多

川

一
班

五
班

真
地
、
識
名
、
四
七
〇

戸
。２

仲
井
真
、
国
場
、
樋
川
、
上
間
の
一

部
五
二
〇
戸
。

３

寄
宮
、
二
中
前
の
一
部
、
上
間
の
一

部
六
四
四
戸
。

４

大
原
、
繁
多
川

六
班

十
一
班

５

古
波
蔵
、
与
儀
の
一
部

船
増
原
、

市
場

七
七
〇
戸
。

６

与
儀
、
銘
苅
の
一
部
一
、
〇
三
七
戸
。

７

松
尾
、
壺
川
、
宮
城
六
二
〇
戸
。

８

楚
辺
、
二
中
前
、
銘
苅
の
一
部
、
平

野
六
四
九
戸
。

９

三
原
一
、
二
八
二
戸
。

10

大
道

一
部

七
二
三
戸
。

11

栄
町
八
二
三
戸
。

12

安
里
一
区
九
四
四
戸
。

13

安
里
二
区
八
〇
〇
戸
。

14

松
川
七
二
五
戸
。

15

真
嘉
比
、
古
島
、
大
道
の
一
部
三
七

八
戸
。

16

天
久
、
住
吉
、
安
謝

下

七
八
四

戸
。17

安
謝

上

、
岡
野
、
銘
苅
の
一
部
六

一
八
戸
。

計

一
二
、
四
五
四
戸

六
二
、
四
〇
〇

人
。
な
お
こ
れ
の
施
行
に
当
つ
て
議
会
と
し
て
次

の
よ
う
な
点
を
考
慮
し
て
貰
う
よ
う
市
当
局

に
要
望
し
て
い
る
。

▽
区
長
並
び
に
全
区
民
に
十
分
こ
れ
の
趣
旨

を
納
得
さ
せ
る
。
▽
各
区
の
実
情
を
十
分
に

検
討
し
て
適
切
な
区
担
当
の
人
選
を
行
つ
て

貰
い
た
い
。
▽
区
長
制
が
な
く
な
つ
て
す
ぐ

当
該
区
民
が
困
ら
な
い
よ
う
に
対
処
し
て
貰

い
た
い
。
▽
区
担
当
員
と
区
徴
税
担
当
員
と

の
く
み
合
せ
を
検
討
し
て
貰
い
た
い
。
▽
施

行
に
当
つ
て
は
、
議
会
と
密
接
な
連
係
を
と

つ
て
ぬ
か
り
の
な
い
よ
う
に
し
て
貰
い
た

い
。
▽
現
在
の
吏
員
の
な
か
か
ら
補
助
担
当

員
を
決
め
て
担
当
員
を
補
佐
さ
せ
る
よ
う
に

し
て
貰
い
た
い
。

翁
長
真
和
志
市
長
の
話

数
十
年
も
続
い
た

区
長
制
を
都
市
と
し
て
の
近
代
的
な
行
政
の

あ
り
方
に
高
め
て
行
き
た
い
。
末
端
行
政
の

円
滑
な
る
運
営
が
ネ
ラ
イ
だ
。
ま
た
そ
れ
と

同
時
に
区
長
制
の
妙
味
も
生
か
し
て
行
き
た

い
。
区
長
制
は
早
晩
、
那
覇
市
と
の
合
併
で

必
然
的
に
な
く
な
る
運
命
で
あ
る
。
来
年
一

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
間

に
各
区
と
も
密
接
な
連
係
を
と
り
、
入
念
に

事
を
運
び
た
い
。
十
七
名
の
区
担
当
員
の
任

用
は
つ
と
め
て
現
区
長
内
か
ら
採
用
す
る
考

え
で
あ
る
。
議
会
が
満
場
一
致
で
可
決
し
て

く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。

市
が
建
設
す
る
／
全
員
協
議
会

で
当
局
言
明
／
那
覇
市
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
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那
覇
市
議
会
で
は
、
十
五
日
ひ
る
二
時
か
ら

全
員
協
議
会
を
開
き
、
市
当
局
の
依
頼
で
な

さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
バ
ス
業
者
の
バ
ス
・

タ
ー
ミ
ナ
ル
会
社
設
立
の
動
き
に
対
し
て
、

そ
の
事
情
と
市
当
局
の
意
向
を
聴
取
し
た
。

こ
れ
は
去
る
七
月
二
十
三
日
の
議
会
で
バ

ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
那
覇
市
で
建
設
す
る

と
議
決
し
て
い
た
の
に
も
拘
ら
ず
、
市
当

局
が

市
で
は
こ
れ
を
や
ら
ず
、
業
者
自

体
で
作
る
よ
う

と
申
入
れ
た
た
め
、
バ

ス
業
者
が
会
社
設
立
に
動
き
、
す
で
に
株

式
の
割
当
や
定
款
の
審
議
を
す
す
め
て
い

る
と
伝
え
ら
れ
て
議
会
で
は

寝
耳
に
水

と
市
当
局
の
議
会
無
視
に
憤
慨
、
そ
の
成

一
九
五
六
年

昭
和
三
十
一
年

十
月

五
二
二



行
き
が
注
目
さ
れ
て
い
た
も
の
。

当
間
市
長
の
報
告
に
よ
る
と
、
既
に
工
費
二

千
万
円
の
復
金
借
入
れ
の
決
裁
も
得
て
い
た

が
、
そ
の
条
件
の
中
に
民
政
府
と
話
合
つ
て

か
ら
施
行
す
る
と
あ
つ
た
為
に
民
政
府
係
官

と
話
合
つ
た
と
こ
ろ
、
市
当
局
が
議
会
の
議

決
を
経
て
設
計
し
て
あ
つ
た
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
計
画
が
受
付
け
ら
れ
ず
、
別
案
を
持
出
さ

れ
た
た
め

市
と
し
て
は
計
画
通
り
で
な
け

れ
ば
や
ら
ぬ

と
答
え
た
の
を
バ
ス
業
者
が
、

設
計
の
如
何
を
問
わ
ず
市
当
局
は
着
手
せ
ず

業
者
に
さ
せ
る
、
と
受
取
つ
た
も
の
だ
ろ
う

と
さ
れ
て
い
る
。

市
の
設
計
で
は
本
館
一
棟
、
別
館
二
棟
で
四

カ
所
の
発
着
ホ
ー
ム
を
持
ち
、
ビ
ル
内
に
は

市
財
源
と
し
て
の
貸
事
務
所
、
貸
売
店
が
計

画
さ
れ
て
い
た
が
、
民
政
府
側
の
意
向
と
し

て
は
本
館
の
み
一
棟
と
し
て
い
る
。
こ
れ
で

は
現
在
の
バ
ス
台
数
か
ら
相
当
フ
ク
ソ
ウ

し
、
時
間
的
に
も
支
障
を
来
し
事
故
の
危
険

も
あ
り
財
源
と
し
て
考
え
る
諸
施
設
の
設
置

も
出
来
な
い
、
と
し
て
当
局
は
認
め
な
か
つ

た
と
こ
ろ
、
建
設
を
急
ぐ
業
者
は
民
政
府
案

で
も
よ
い
、
と
の
意
向
を
示
し
た
の
で
去
る

九
月
七
日
当
間
市
長
は
業
者
に

市
で
は
手

を
つ
け
な
い
。
業
者
自
体
で
や
る
な
ら
月
末

ま
で
に
回
答
し
て
欲
し
い

と
申
入
れ
、
業

者
は
同
二
十
日
会
社
設
定
発
起
人
会
を
開

き
、
資
本
金
二
千
万
円
の
会
社
設
立
を
決
定
、

那
覇
市
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設
受
諾
を
回
答
し

た
。
結
局
、
当
間
市
長
と
し
て
も
バ
ス
業
者
に

タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設
を
依
頼
し
た
覚
え
は
な

く
、
飽
迄
市
議
会
の
議
決
を
経
た
市
の
計
画

通
り

市
が
建
設
す
る

に
す
す
め
る
意
向

を
明
ら
か
に
し
た
の
で
、
バ
ス
業
者
と
の
円

満
妥
結
を
図
つ
て
予
定
通
り
明
年
三
月
頃
ま

で
に
建
設
す
る
こ
と
を
申
合
せ
て
閉
会
と
な

つ
た
。那覇

近
郊
に
六
候
補
地
／
農
研

所
移
転
先
鳥
堀
区
は
決
っ
て

い
な
い

沖
タ
・
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９
５
６
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那
覇
市
議
会
で
は
十
六
日
ひ
る
二
時
半
か
ら

総
務
財
政
委
員
会
を
開
き
、
先
に
首
里
鳥
堀

区
民
か
ら
提
出
さ
れ
た

与
儀
農
研
所
移
転

反
対
陳
情

を
審
議
し
た
。

こ
の
日
の
総
務
財
政
委
員
会
は
政
府
か
ら
瀬

長
経
済
局
長
、
金
城
次
長
、
下
地
農
研
所
長
、

地
元
側
か
ら
屋
嘉
比
区
民
代
表
、
古
差
地
主

代
表
等
の
出
席
を
求
め
て
開
か
れ
、
ま
ず
屋

嘉
比
区
民
代
表
か
ら
土
地
収
用
反
対
理
由
の

説
明
が
あ
っ
た
。

同
代
表
は
候
補
地
に
あ
が
っ
て
い
る
首
里
鳥

堀
区
の
弁
ガ
岳
を
中
心
と
す
る
所
は
耕
地
八

万
坪
、
原
野
五
万
坪
で
地
主
お
よ
び
小
作
人

は
百
四
十
五
世
帯
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
区
民

た
ち
は
農
耕
で
生
計
を
立
て
て
お
り
、
農
民

の
生
命
で
あ
る
土
地
を
収
用
さ
れ
る
こ
と
は

生
死
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
と
し
て
土
地

収
用
に
は

絶
対
反
対

で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
ま
た
こ
の
問
題
が
お
き
て
か

ら
農
民
は
落
付
い
て
農
耕
も
出
来
な
い
の
で

当
局
の
早
急
な
る
解
決
を
望
む
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
下
地
農
研
所
長
は
現
在
の
試
験

場
農
耕
地
は
狭
く
ど
う
し
て
も
移
転
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
候
補
地
と
し
て

鳥
堀
区
を
始
め
那
覇
近
郊
の
六
カ
所
を
調
査

中
で
あ
り
、収
用
決
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

同
地
と
決
ま
れ
ば
勿
論
、
代
替
地
と
、
区
民

の
生
活
保
障
等
の
問
題
も
出
て
来
る
が
現
在

は
ま
だ
そ
の
段
階
で
は
な
い
と
説
明
、
つ
い

で
政
府
当
局
の
見
解
が
求
め
ら
れ
、
瀬
長
経

済
局
長
は
、
鳥
堀
と
決
定
し
た
わ
け
で
は
な

い
の
で
な
ん
と
も
い
え
な
い
が
若
し
収
用
と

決
ま
れ
ば
政
府
は
代
替
地
の
選
定
や
生
活
保

障
な
ど
の
問
題
も
予
算
に
計
上
し
て
話
合
い

に
よ
る
円
満
な
る
解
決
を
し
て
行
き
た
い
と

の
説
明
が
あ
つ
た
。

総
務
財
政
委
と
し
て
は
後
日
、
委
員
会
を
再

開
こ
の
問
題
を
審
議
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

結
局
、
農
研
所
移
転
問
題
は
今
後
に
残
さ
れ

る
こ
と
に
な
つ
た
が
鳥
堀
区
の
外
、
他
の
候

補
地
か
ら
も
反
対
陳
情
が
来
る
も
の
と
予
想

さ
れ
る
の
で
今
後
の
成
行
き
が
注
目
さ
れ

る
。市

町
村
合
併
法
き
の
う
公
布
／

規
模
の
適
正
化
を
図
る
／
来

月
二
十
日
よ
り
施
行
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比
嘉
主
席
は
二
十
日
、

市
町
村
合
併
促
進

法

を
公
布
し
た
。
同
法
は
公
布
後
一
カ
月

の
十
一
月
二
十
日
に
施
行
に
移
さ
れ
る
も
の

で
、
市
町
村
合
併
促
進
審
議
会
を
設
置
、
合

併
に
よ
っ
て
市
町
村
の
組
織
及
び
運
営
を
合

理
的
且
つ
能
率
的
に
し
、
住
民
の
福
祉
を
増

進
す
る
よ
う
に
規
模
の
適
正
化
を
図
る
た

め
、
積
極
的
に
促
進
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
で
実
現
を
み
な
い
那
覇
、
真
和
志

の
合
併
も
法
的
に
進
め
ら
れ
る
も
の
と
期
待

さ
れ
る
。
な
お
こ
の
立
法
は
施
行
の
日
か
ら

五
カ
年
間
の
時
限
制
度
で
、
六
一
年
十
一
月

に
は
効
力
を
失
う
。

立
法
の
趣
旨
及
び
法
内
容
は
大
体
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

○
…
趣
旨

沖
縄
に
お
け
る
市
町
村
の
規
模

は
、市
町
村
の
自
治
能
力
を
確
保
す
る
に
は
、

あ
ま
り
に
も
狭
小
で
市
町
村
自
治
行
政
の
運

営
に
幾
多
の
支
障
を
来
し
て
い
る
。
市
町
村

自
治
の
確
立
は
市
町
村
財
政
の
強
化
に
よ
っ

て
達
成
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
達
成
は
弱
少

市
町
村
を
合
併
し
、
地
域
的
、
人
的
構
成
に

そ
の
規
模
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
町

一
九
五
六
年

昭
和
三
十
一
年

十
月

五
二
三



村
財
政
の
確
立
と
健
全
性
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
。

○
…
市
町
村
の
規
模

第
三
条
で
適
正
規
模

を
人
口
一
万
五
千
人
以
上
と
規
定
し
て
い
る

が
、
こ
れ
を
標
準
と
し
た
理
由
は
次
の
通
り
。

①
自
主
財
源
は
大
市
町
村
ほ
ど
大
で
あ
る

市
町
村
の
財
政
分
析
面
よ
り
こ
れ
を
検
討
し

た
場
合
、
一
千
人
未
満
の
最
少
人
口
を
有
す

る
村
の
自
主
財
源
は
、
総
予
算
に
対
し
て
二

七
・
二
％
、依
存
財
源
七
二
・
八
％
と
な
り
、

人
口
一
万
四
千
人
か
ら
一
万
六
千
人
の
市
町

村
は
自
主
財
源
が
七
一
％
、
依
存
財
源
が
二

九
％
と
な
つ
て
い
る
②
消
費
的
経
費
も
大
市

町
村
ほ
ど
割
安

市
町
村
の
普
遍
的
経
費
で

あ
る
役
所
費
、
議
会
議
案
に
つ
い
て
検
討
し

た
場
合
、
最
低
人
口
一
千
人
の
役
所
費
、
議

会
費
の
総
経
費
の
指
数
を
一
〇
〇
と
す
る

と
、
人
口
一
万
四
千
か
ら
一
万
六
千
人
の
市

町
村
役
所
費
、
議
会
費
の
経
費
は
一
八
・
一

の
指
数
を
示
し
て
い
る
。

③
投
資
的
経
費
は
大
市
町
村
ほ
ど
大

消
費

的
経
費
が
割
安
と
な
る
と
、
当
然
こ
れ
に
伴

つ
て
生
ず
る
財
政
余
力
は
投
資
的
経
費
に
充

当
さ
れ
建
設
的
事
業
の
促
進
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
。
④
職
員
の
数
は
大
市
町
村
ほ
ど
少

数
で
足
る

役
所
費
が
大
市
町
村
に
な
れ
ば

な
る
ほ
ど
割
安
に
な
れ
ば
、
こ
れ
に
付
随
し

て
職
員
数
は
弱
少
市
町
村
に
比
較
し
て
少
数

で
足
り
る
。人
口
一
千
人
未
満
の
市
町
村
は
、

人
口
百
二
十
五
人
に
対
し
職
員
一
人
の
割
合

と
な
り
、
一
万
四
千
か
ら
一
万
六
千
人
ま
で

の
市
町
村
は
人
口
五
百
五
十
五
人
に
対
し
一

人
の
割
合
い
と
な
る
。

○
…
市
町
村
合
併
促
進
審
議
会

市
町
村
長

会
推
せ
ん
の
市
町
村
長
、
市
町
村
議
会
議
員

連
合
会
推
せ
ん
の
市
町
村
議
会
議
長
、
政
府

職
員
及
び
学
識
経
験
者
で
構
成
、
行
政
主
席

の
諮
問
機
関
と
す
る
。
こ
の
審
議
会
は
通
常

の
諮
問
機
関
と
異
な
り
、
主
席
の
要
請
に
基

き
、
合
併
促
進
に
つ
い
て
啓
発
、
宣
伝
、
勧

奨
及
び
あ
っ
せ
ん
委
の
職
務
権
限
も
与
え
ら

れ
る
。

○
…
議
員
の
任
期
、
定
数
の
特
例

①
合
併

前
に
関
係
市
町
村
の
協
議
に
よ
り
新
市
町
村

合
併
後
一
カ
年
を
こ
え
な
い
範
囲
に
お
い

て
、
そ
の
協
議
で
定
め
る
期
日
、
又
編
入
合

併
に
お
い
て
は
、
編
入
す
る
市
町
村

母
村

の
議
員
の
残
任
期
間
、
選
挙
に
よ
ら
ず
在
任

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
つ
て
そ
の
在
任
期

間
中
は
市
町
村
自
治
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
新
市
町
村
の
議
員
の
現
在
数
を
以
っ
て
定

数
と
す
る
。

②
合
併
前
の
協
議
に
よ
る
新
設
合
併
に
あ
っ

て
は
、
議
員
の
一
任
期
、
編
入
合
併
に
あ
っ

て
は
、
編
入
す
る
市
町
村
の
議
員
の
残
任
期

間
に
相
当
す
る
期
間
に
限
っ
て
自
治
法
の
規

定
に
よ
る
定
数
の
一
・
五
倍
に
相
当
す
る
数

を
こ
え
な
い
範
囲
で
増
員
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
従
っ
て
こ
の
特
例
で
新
設
合
併
に
あ
っ

て
は
議
員
の
一
般
選
挙
を
、
編
入
合
併
に
あ

っ
て
は
編
入
さ
れ
る
区
域
よ
り
補
欠
選
挙
を

行
う
こ
と
に
な
る
。

市
町
村
と
政
府
が
協
力
し
て
促
進

比
嘉
主
席
談

市
町
村
合
併
促
進
法
が
公

布
さ
れ
、
来
る
十
一
月
二
十
日
を
期
し
て
施

行
さ
れ
る
。
市
町
村
の
規
模
を
拡
大
し
、
そ

の
適
正
化
を
図
る
こ
と
は
、
地
方
自
治
を
強

化
す
る
為
に
も
現
在
の
複
雑
な
事
務
の
処
理

を
簡
素
合
理
化
す
る
た
め
に
も
極
め
て
緊
要

な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
諸
同
法
施
行
で
市
町

村
合
併
が
進
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
単
に
小
市

町
村
が
解
消
さ
れ
る
の
み
で
な
く
、
行
政
制

度
全
般
の
合
理
化
の
基
礎
が
固
め
ら
れ
、
行

政
能
率
の
向
上
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
、
す

こ
ぶ
る
大
き
い
も
の
と
信
ず
る
。
今
後
政
府

及
び
市
町
村
が
一
体
と
な
り
、
相
共
に
協
力

し
て
市
町
村
合
併
を
推
進
し
た
い
。
と
く
に

市
町
村
当
局
及
び
住
民
各
位
に
お
い
て
は
市

町
村
合
併
の
必
要
の
よ
っ
て
来
る
と
こ
ろ
に

深
く
思
い
を
い
た
さ
れ
、
真
に
住
民
の
負
担

の
軽
減
と
福
祉
の
向
上
を
図
り
、
明
日
の
力

強
い
市
町
村
の
実
現
へ
尽
力
を
希
望
す
る
。

那
覇
市
の
産
業
実
態
調
べ
／
月

三
億
円
の
仕
入
れ
商
店
街
／

よ
う
や
く
整
理
安
定
期
へ
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那
覇
市
で
は
五
六
年
度
市
産
業
実
態
調
査
を

す
す
め
て
来
た
が
、
こ
の
程
ま
と
ま
っ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
全
商
業
企
業
は
五
、
〇
三
九

軒
で
、
昨
年
に
比
べ
て
八
八
軒
の
減
少
を
み

せ
て
お
り
、
こ
れ
は
主
と
し
て
一
区

公
設

市
場

、
六
区
な
ど
の
商
業
中
心
地
、
松
尾
、

美
栄
橋
な
ど
が
減
っ
て
い
る
た
め
で
、一
方
、

辻
町
一
帯
は
著
し
く
増
加
、
旧
市
内
の
区
画

整
理
事
業
の
進
捗
と
相
ま
っ
て
次
第
に
旧
市

内
へ
の
移
動
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

工
業
で
は
、
工
場
数
は
昨
年
と
ほ
ぼ
同
数
で
、

昨
年
は
一
昨
年
よ
り
五
四
％
の
増
加
を
示
し

た
が
、今
年
は
昨
年
よ
り
三
軒
増
え
た
だ
け
。

工
場
面
積
は
昨
年
の
二
倍
に
拡
張
を
み
て
お

り
資
本
金
な
ど
事
業
内
容
は
充
実
し
て
来
て

い
る
が
、
総
生
産
額
は
僅
か
の
向
上
を
み
せ

た
だ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
商
業
企
業
の
五
、
〇
三
九
軒
は
、

総
戸
数
の
二
一
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
中

に
は
サ
ー
ビ
ス
業
、
飲
食
店
、
金
融
業
、
ス

ク
ラ
ッ
プ
、
倉
庫
、
医
院
な
ど
の
よ
う
な
販

売
業
以
外
の
も
の
も
含
ま
れ
、
純
然
た
る
商

業
は
三
、
七
二
四
軒
で
全
商
企
業
の
七
四
％

で
あ
る
。
那
覇
市
の
こ
れ
ら
商
企
業
は
一
九

五
二
年
三
、
〇
三
三
軒
、
一
九
五
三
年
二
、

一
九
五
六
年

昭
和
三
十
一
年

十
月

五
二
四



九
七
五
軒
、
一
九
五
四
年
四
、
一
六
六
軒
、

一
九
五
五
年
五
、
一
二
七
軒
と
年
々
飛
躍
的

な
増
加
振
り
を
み
せ
て
い
た
が
、
今
年
度
に

な
っ
て
昨
年
よ
り
八
八
軒
の
減
少
を
示
し
、

よ
う
や
く
安
定
し
た
と
こ
ろ
を
み
せ
た
。

資
本
金
の
総
額
は
五
億
四
千
八
百
十
二
万

余
円
の
増
加
を
み
せ
て
い
る
が
、
卸
業
で

は
五
十
万
か
ら
百
万
円
の
資
本
金
の
店
舗

が
多
く
、
小
売
業
で
は
一
万
円
程
度
の
零

細
経
営
者
が
大
多
数
を
占
め
て
い
る
。
従

業
員
総
数
は
一
万
三
千
九
百
十
九
人
で
昨

年
よ
り
一
千
百
九
十
三
人
の
増
、
那
覇
市

全
可
働
者
の
三
三
％
。

業
種
別
で
は
専
門
品
小
売
店
が
全
体
の
四

五
％
を
占
め
ト
ッ
プ
、そ
れ
に
サ
ー
ビ
ス
業
、

卸
小
売
業
、
小
売
業
、
そ
の
他
の
順
に
な
っ

て
い
る
。

こ
う
し
て
業
者
間
の
競
争
が
は
げ
し
く
な
る

に
つ
れ
て
、
店
舗
の
増
設
、
改
装
が
行
わ
れ

売
場
面
積
も
拡
張
を
み
て
お
り
、
商
品
配
列

や
店
内
配
置
な
ど
も
改
善
さ
れ
、
店
の
規
模

と
品
格
は
と
と
の
っ
て
来
て
い
る
。
し
か
し
、

大
部
分
の
小
売
店
で
は
依
然
と
し
て
一
坪
の

店
頭
に
雑
然
と
商
品
を
積
ん
で
い
る
状
態
で

あ
る
。

一
カ
月
の
こ
れ
ら
仕
入
総
額
は
三
億
一
千
八

百
八
十
万
五
千
余
円
で
卸
業
二
億
三
千
三
百

三
十
三
万
余
円
で
七
三
％
、
卸
小
売
八
千
五

百
四
十
七
万
四
千
余
円
と
な
っ
て
、
売
上
額

は
昨
年
に
比
べ
て
約
二
割
の
上
昇
を
み
せ
て

い
る
。

手
持
額
は
三
億
九
千
五
十
八
万
九
千
余
円
で

昨
年
よ
り
一
千
四
百
四
十
七
万
三
千
余
円
の

増
加
。
さ
か
ん
な
消
費
生
活
／
目
立
つ
バ
ー
、

飲
食
店
の
増

と
こ
ろ
で
業
種
別
に
み
れ
ば
卸
、
卸
小
売
、

専
門
小
売
な
ど
何
れ
も
衣
料
、
食
料
店
が
最

も
多
く
、
市
民
の
旺
盛
な
消
費
生
活
を
如
実

に
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

卸
業
で
は
食
糧
品
店
が
五
四
軒
で
三
七
％
、

衣
料
二
六
軒
、
嗜
好
品
十
四
軒
、
金
物
陶
器

九
軒
、
菓
子
七
軒
、
書
籍
文
具
五
軒
、
各
種

商
品
二
九
軒
、
計
一
四
四
軒
で
、
特
異
な
も

の
で
あ
る
卸
と
小
売
り
の
兼
業

卸
小
売
業

で
は
食
料
品
店
五
一
、
衣
料
五
五
、
嗜
好
品

二
九
、
菓
子
二
一
、
薬
品
二
三
、
建
築
資
材

二
三
、
履
物
帽
子
二
〇
、
金
物
陶
器
一
六
、

書
籍
文
具
一
八
、
日
用
雑
貨
一
三
、
電
気
器

具
九
、
時
計
六
、
各
種
商
品
四
八
、
計
三
二

二
軒
。

専
門
商
品
小
売
店
は
衣
料
五
三
一
、
洋
服
仕

立
一
二
八
、
米
五
一
、
肉
一
五
三
、
魚
四
七
、

果
類
野
菜
一
二
三
、
菓
子
七
三
、
か
つ
お
節

三
三
、
そ
の
他
食
品
二
二
八
、
飲
料
水
五
八
、

化
粧
品
六
三
、
金
物
八
一
、
帽
子
履
物
九
二
、

薬
品
四
二
、
古
物
二
〇
、
書
籍
文
具
四
七
、

時
計
め
が
ね
一
七
、
嗜
好
品
一
四
、
自
転
車

一
一
、
家
具
一
三
、
建
築
材
一
二
、
そ
の
他

二
〇
九
、
計
二
、
〇
四
四
軒
。

サ
ー
ビ
ス
業
は
、
昨
年
来
増
加
の
一
途
を
辿

り
、
こ
と
に
今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
辻
町
を

中
心
に
し
た
バ
ー
の
増
加
が
目
立
っ
た
。

バ
ー
小
料
理
店
一
六
五
、
料
亭
一
七
、
旅
館

九
五
、
湯
屋
三
五
、
洗
濯
八
九
、
写
真
三
二
、

理
髪
一
二
九
、
美
粧
六
七
、
遊
技
場
二
一
、

映
画
一
九
、
斡
旋
業
五
、
放
送
宣
伝
一
二
、

通
関
五
、
そ
の
他
九
、
計
七
〇
〇
軒
。
専
門

商
品
小
売
店
以
外
の
小
売
店

雑
貨
店

は

一
、
二
〇
四
軒
で
昨
年
よ
り
三
八
軒
増
加
し

て
い
る
。

こ
れ
ら
一
店
舗
の
平
均
資
本
金
は
四
万
九
千

四
十
八
円
で
、
一
万
円
以
下
の
零
細
経
営
は

七
九
六
軒
も
あ
り
、
七
〇
％
を
占
め
て
い
る
。

飲
食
店
は
昨
年
よ
り
五
五
軒
増
加
し
て
い

る
。減
る
露
天
営
業

ま
た
軒
下
露
天
営
業
者
が
一
七
六
軒
も
あ
る

が
立
売
り
と
共
に
次
第
に
減
少
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
各
商
業
企
業
の
経
営
者
の
出
身
地

は
、
那
覇
二
、
九
四
六
名
に
続
い
て
宮
古
二

一
〇
、
真
和
志
、
本
部
の
一
四
三
、
日
本
一

六
〇
、
糸
満
一
二
三
、
八
重
山
、
国
頭
の
九

八
、
今
帰
仁
九
〇
名
な
ど
の
多
い
と
こ
ろ
か

ら
北
中
城
、
渡
嘉
敷
の
と
も
に
三
名
と
い
う

少
な
い
所
ま
で
全
琉
各
地
に
亙
っ
て
い
る
。

工
業
で
は
家
具
製
造
が
多
い

工
業
調
査
に
よ
る
と
、
工
業
数
は
昨
年
と
ほ

ぼ
同
数
で
、
業
種
別
で
は
家
具
製
造
業
、
製

パ
ン
業
、
製
靴
及
び
修
理
業
が
目
立
っ
て
多

い
。
ま
た
自
転
車
、
自
動
車
ら
修
理
業
、
印

刷
業
、
板
金
加
工
業
、
鉄
工
業
、
土
建
設
計

業
、
土
建
請
負
業
が
相
当
進
出
を
み
せ
た
。

従
業
員
は
総
数
で
三
四
八
人
の
増
加
で
土
建

関
係
が
最
も
多
く
、
総
数
の
四
五
％
を
占
め

て
い
る
。

工
場
面
積
は
昨
年
の
一
事
業
場
当
り
平
均
二

二
・
六
坪
か
ら
五
五
・
七
坪
と
倍
の
拡
張
を

み
せ
、
資
本
金
も
毎
年
増
加
し
て
一
応
の
安

定
を
見
せ
て
い
る
が
、
総
生
産
額
は
昨
年
よ

り
僅
か
に
向
上
し
た
だ
け
で
あ
る
。
印
刷
二

六
、
製
パ
ン
四
五
、
製
粉
一
四
、
醸
造
一
八
、

飲
料
水
五
、
陶
器
一
三
、
漆
器
一
三
、
家
具

四
八
、
た
た
み
一
六
、
土
建
請
負
二
二
、
電

気
水
道
一
一
、
製
材
一
八
、
電
具
修
理
一
四
、

自
動
車
修
理
二
三
、
自
転
車
修
理
二
八
、
時

計
修
理
一
四
、
バ
ッ
テ
リ
ー
四
、
タ
イ
ヤ
ー

五
、
機
械
六
、
製
靴
四
〇
、
板
金
二
七
、
鉄

工
二
三
、
製
氷
六
、
印
判
一
九
、
看
板
一
三
、

郷
土
楽
器
六
、
そ
の
他
二
七
、
計
四
九
六
軒

が
工
業
の
業
種
別
内
訳
で
、
事
業
主
は
那
覇

二
六
八
、
国
頭
一
七
、
真
和
志
一
〇
六
、
大

宜
味
一
三
、
今
帰
仁
一
二
、
本
部
一
一
、
糸

満
九
、
宮
古
一
三
、
八
重
山
一
四
、
羽
地
五
、

東
風
平
六
、
具
志
頭
五
、
佐
敷
四
、
中
城
四
、

西
原
四
、
玉
城
四
、
与
那
原
四
、
美
里
三
、

一
九
五
六
年

昭
和
三
十
一
年

十
月

五
二
五



名
護
三
、
豊
見
城
三
、
与
那
城
三
、
日
本
一

九
、
そ
の
他
三
一
、
不
明
二
六
、
計
四
九
六

名
と
な
っ
て
い
る
。

農
研
所
移
転
、
き
の
う
懇
談
会

／
地
主
も
協
調
的
に
な
る
／

12
万
坪
買
上
げ
、
結
論
は
次

回
へ
沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
10
・
25

中
央
農
研
所
の
移
転
問
題
は
琉
球
経
済
に
寄

与
す
る
と
い
う
全
住
民
の
利
益
の
た
め
移
転

地
の
首
里
崎
山
、
真
和
志
市
、
南
風
原
三
市

村
の
関
係
地
主
の
犠
牲
的
な
協
力
と
、
土
地

の
売
収
に
あ
た
っ
て
は
土
地
収
用
法
の
発
動

は
最
後
ま
で
控
え
、
す
べ
て
を
納
得
ず
く
の

話
合
に
よ
っ
て
解
決
し
て
行
こ
う
と
い
う
政

府
側
の
誠
意
あ
る
態
度
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ

て
お
り
、
解
決
の
見
通
し
は
極
め
て
明
る
く

当
局
側
も
楽
観
し
て
い
る
。
二
十
四
日
は
午

後
二
時
か
ら
首
里
崎
山
区
公
民
館
で
下
地
中

央
農
研
所
長
、
多
和
田
林
業
試
験
場
長
、
並

び
に
三
市
村
勧
業
産
業
課
長
と
関
係
地
主
百

余
名
と
の
用
地
売
収
懇
談
会
が
開
か
れ
た
。

同
懇
談
は
極
め
て
ザ
ッ
ク
バ
ラ
ン
な
空
気
の

う
ち
に
進
め
ら
れ
、
崎
山
区
の
用
地
地
主
委

員
会
の
宇
座
委
員
長
が
懇
談
を
司
会
し
午
後

六
時
相
互
間
の
話
合
が
十
分
な
さ
れ
散
会
し

た
。
引
続
き
地
主
側
は
全
員
会
議
を
開
い
て
地
主

個
人
の
用
地
売
収
に
対
す
る
態
度
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
協
議
を
行
っ
た
が
、
午
後
七
時

現
在
ま
で
に
は
結
論
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。

懇
談
会
は
始
め
宇
座
委
員
長
か
ら

協
力
す

べ
き
点
は
協
力
し
、
こ
ち
ら
の
言
分
は
ハ
ッ

キ
リ
当
局
に
訴
え
て
よ
り
よ
き
条
件
で
こ
の

難
局
を
乗
り
切
る
と
い
う
建
設
的
な
立
場
で

話
し
合
い
た
い

と
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て

下
地
所
長
が
崎
山
原
一
帯
の
耕
地
が
農
研
指

所
に
適
し
て
い
る
理
由
、
売
収
及
び
補
償
の

問
題
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
を
行
っ
た

あ
と
、
地
主
側
と
当
局
側
の
質
疑
応
答
に
入

っ
た
。

質
疑
の
あ
と
多
和
田
林
業
試
験
場
長
か
ら
移

転
用
地
の
範
囲
、
地
番
と
所
有
主
名
な
ど
の

説
明
が
黒
板
に
板
書
さ
れ
た
略
図
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
。

懇
談
会
の
は
じ
め
ご
ろ
は
相
当
い
き
り
立
っ

て
い
た
一
部
地
主
も
当
局
の
説
明
で
疑
問
が

氷
解
、
こ
れ
ま
で
飛
ん
で
い
た
種
々
の
デ
マ

も
と
き
ほ
ぐ
さ
れ
、
散
会
時
に
は
非
常
に
協

調
的
な
フ
ン
イ
キ
に
変
っ
て
い
た
。
な
お
会

場
で
説
明
さ
れ
た
同
用
地
地
主
の
内
訳
は
首

里
八
十
三
名
　
八
万
二
千
坪
、
南
風
原
村
二

十
一
名
、
二
万
五
千
坪

う
ち
村
有
地
五
千

坪

、
真
和
志
市
二
十
八
名
　
一
万
八
千
坪
、

玉
城
村
一
名
　
八
百
坪
、
名
護
町
一
名
　
百

二
坪
、
計
百
三
十
四
名
　
十
二
万
五
千
九
百

二
坪
と
な
っ
て
い
る
。

土
地
審
理
、
地
主
の
意
向
反
映

／
一
部
は
要
望
額
上
回
る
／

市
中
景
気
の
活
況
も
予
想

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
10
・
29

五
四
年
十
月
か
ら
始
め
ら
れ
た
軍
用
地
使
用

料
の
訴
願
審
理
は
三
回
も
委
員
会
の
構
成
が

変
っ
た
が
、な
お
審
理
が
続
行
さ
れ
て
い
る
。

土
地
連
合
会
の
調
査
で
は
審
理
回
数
は
四
十

二
回
に
及
ん
で
お
り
、
あ
と
十
二
回
の
予
定

で
あ
る
が
、
今
年
一
ぱ
い
で
全
部
終
了
す
る

見
通
し
だ
と
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
九
五

二
年
四
月
か
ら
五
五
年
六
月
末
で
三
カ
年
分

の
使
用
料
値
上
げ
の
訴
願
で
あ
り
、
現
在
支

払
中
の
五
六
年
度
分
も
平
均
二
・
七
倍
に
引

上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
殆
ど
の
地
主
が
不
服

を
唱
え
て
訴
願
書
を
提
出
し
て
い
る
の
で
年

明
け
と
と
も
に
こ
の
分
に
対
す
る
審
理
が
始

ま
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る

土
地
収
用
委
員
会
で
は
当
初
、
細
分
さ
れ

た
リ
ス
ト
ご
と
に
審
理
を
行
っ
て
い
た

が
、
途
中
か
ら
各
市
町
村
の
一
括
審
理
に

切
変
え
て
ス
ピ
ー
ド
を
加
え
る
よ
う
に
な

り
、
ま
た
再
々
要
望
さ
れ
て
い
た
地
料
の

裁
定
も
次
々
に
下
さ
れ
て
い
る
。
土
地
連

合
会
で
は
ま
だ
要
望
額
に
は
遠
い
が
、
し

か
し
土
地
収
益
説
に
基
い
て
Ｄ
Ｅ
当
局
の

査
定
を
改
め
さ
せ
る
な
ど
一
応
の
成
功
を

か
ち
え
た
も
の
と
確
信
を
深
め
て
い
る
。

旧
賃
貸
料
で
は
那
覇
市
東
町
の
坪
百
五
十
円

宅
地
一
等

が
最
高
で
あ
っ
た
が
、
裁
定

賃
貸
料
は
最
高
七
百
二
十
円

通
堂
町
宅
地

に
値
上
げ
さ
れ
、
那
覇
、
石
川
、
西
原
あ
た

り
の
宅
地
使
用
料
は
一
部
で
は
あ
る
が
要
望

額
を
上
回
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
地
主
側

の
主
張
が
審
理
を
通
し
て
漸
次
反
映
さ
れ
つ

つ
あ
る
も
の
と
受
取
ら
れ
て
い
る
。
今
後
の

訴
願
も
Ｄ
Ｅ
の
評
価
し
た
矛
盾
を
指
摘
す
る

と
と
も
に
民
間
使
用
料
の
実
勢
や
実
地
検

証
、
証
人
喚
問
な
ど
に
よ
っ
て
強
力
に
審
理

に
の
ぞ
む
方
針
を
決
め
て
お
り
一
歩
一
歩
地

主
の
要
望
に
接
近
し
た
裁
定
を
推
進
す
る
意

向
で
あ
る
。

裁
定
が
下
さ
れ
た
三
カ
年
分
の
地
料
は
こ

れ
が
最
終
的
な
も
の
で
再
訴
願
の
道
は
開

か
れ
て
い
な
い
。
今
後
の
問
題
は
裁
定
地

料
の
早
急
な
支
払
を
受
け
る
こ
と
で
、
連

合
会
仲
本
副
会
長
は
裁
決
が
下
れ
ば
直
ぐ

に
で
も
請
求
の
権
利
が
あ
る
わ
け
で
、
連

合
会
と
し
て
も
何
れ
支
払
請
求
の
要
望
を

す
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
語
っ
て
い
る
。
同

事
務
局
の
計
算
で
は
値
上
げ
に
な
っ
て
受

領
す
る
の
が
約
六
億
円

三
カ
年
分

に

な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
訴
願
の
た
め
保
留

さ
れ
て
い
る
二
五
％
も
支
払
う
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

五
二
年
四
月
か
ら
去
る
六
月
末
ま
で
の
地
料

と
し
て
琉
球
政
府
に
供
託
ず
み
の
金
額
は
総

額
は
九
月
三
十
日
現
在
で
、
五
億
九
千
七
百

一
九
五
六
年

昭
和
三
十
一
年

十
月

五
二
六



四
十
二
万
円
で
、
う
ち
支
払
ず
み
は
三
億
二

千
四
百
七
十
四
万
円
、
未
払
二
億
七
千
二
百

六
十
六
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
値
上

げ
額
を
合
算
し
た
の
が
四
カ
年
間
の
総
使
用

料
に
な
り
、
支
払
い
が
順
調
に
進
め
ば
市
中

景
気
に
も
非
常
な
活
気
を
添
え
る
だ
ろ
う
と

期
待
さ
れ
て
い
る
。

平
均
二
・
六
六
倍
の
値
上
げ

政
府
法
務
局
で
は
土
地
収
用
委
の
裁
定
地
料

と
Ｄ
Ｅ
の
旧
使
用
料
及
び
地
主
の
要
望
す
る

地
料
を
総
ま
と
め
に
し
た
資
料
を
発
表
し
て

い
る
。
裁
定
額
は
読
谷
村
ほ
か
二
十
一
カ
町

村
、
二
十
六
件
の
リ
ス
ト
か
ら
集
め
た
も
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
平
均
二
・
六
六

倍
の
値
上
率
に
な
っ
て
い
る
。

○

宅
地
の
一
等
で
は
那
覇
市
の
六
百
円

が
最
高
か
、
次
で
真
和
志
百
十
二
円
、
嘉

手
納
四
十
八
円
、
浦
添
二
十
八
円
、
石
川

二
十
四
円
、
北
谷
二
十
二
円
四
十
銭
、
宜

野
湾
二
十
一
円
六
十
銭
、
具
志
川
二
十
円

八
十
銭
、
玉
城
二
十
円
八
十
銭
、
コ
ザ
、

勝
連
、
北
中
城
、
伊
江
各
十
六
円
、
最
低

は
読
谷
の
十
円
四
十
銭
と
な
っ
て
い
る
。

倍
率
は
那
覇
市
の
四
倍
、
真
和
志
二
・
一

六
倍
の
ほ
か
は
一
様
に
二
・
六
六
倍
の
引

上
げ
で
あ
る
。
宅
地
二
等
も
那
覇
の
三
・

二
六
倍
の
ほ
か
は
全
部
が
二
・
六
六
倍

で
、
地
域
的
な
評
価
は
Ｄ
Ｅ
の
査
定
を
基

準
に
し
て
い
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

○

畑
の
一
等
で
は
真
和
志
市
十
三
円
七
十

七
銭
が
最
高
、
次
で
北
谷
十
一
円
十
一
銭
、

浦
添
十
円
八
十
五
銭
、美
里
九
円
三
十
九
銭
、

宜
野
湾
、
具
志
川
各
八
円
五
十
五
銭
、
北
中

城
八
円
三
十
五
銭
、
コ
ザ
七
円
九
十
七
銭
、

嘉
手
納
七
円
九
十
三
銭
、
玉
城
七
円
五
十
一

銭
、
読
谷
七
円
五
十
銭
、
勝
連
七
円
三
十
銭
、

上
本
部
六
円
八
十
八
銭
、
恩
納
六
円
四
十
八

銭
、
最
低
は
伊
江
村
の
五
円
六
十
九
銭
で
あ

る
。
倍
率
は
北
谷
の
三
・
三
六
倍
の
ほ
か
は

二
倍
か
ら
二
・
五
倍
の
間
で
、
各
村
ま
ち
ま

ち
と
な
っ
て
い
る
。
等
級
が
下
る
に
つ
れ
て

倍
率
は
よ
く
な
っ
て
お
り
、
四
倍
、
三
倍
が

目
立
っ
て
い
る
。

○

水
田
一
等
で
は
豊
見
城
十
三
円
四
十

九
銭
、
浦
添
十
三
円
九
銭
、
真
和
志
十
二

円
十
六
銭
、
宜
野
湾
十
二
円
四
十
三
銭
、

石
川
十
一
円
二
十
銭
、
北
谷
十
一
円
十
一

銭
、
読
谷
九
円
八
十
九
銭
、
北
中
城
九
円

八
十
四
銭
、
嘉
手
納
八
円
七
十
八
銭
、
恩

納
九
円
五
十
銭
で
、
二
・
六
倍
か
ら
三
・

六
倍
の
間
で
値
上
げ
さ
れ
、
畑
よ
り
は
有

利
に
さ
れ
て
い
る
。

土
地
連
合
会
で
も
次
の
審
理
資
料
と
し
て
地

域
、
地
目
別
の
詳
し
い
値
上
げ
状
況
を
ま
と

め
て
お
り
、
綜
合
的
に
検
討
し
て
発
表
し
た

い
と
語
っ
て
い
る
。

歩
の
よ
い
都
市
地
区

那
覇
市
及
び
旧
小
禄
村
に
対
す
る
裁
定
書
類

が
こ
の
ほ
ど
政
府
に
届
い
た
が
、
訴
願
代
理

人
で
あ
る
仲
本
為
美
氏
は
一
覧
し
た
と
こ
ろ

で
は
ほ
ぼ
妥
当
な
線
が
だ
さ
れ
て
い
る
と

語
っ
て
い
る
。

一
等
で
は
通
堂
町
坪
七
百
二
十
円
、
東
町
六

百
円
、
垣
花
、
住
吉
で
四
百
八
十
円
で
あ
る

が
、
垣
花
桟
橋
は
こ
れ
ま
で
の
最
高
三
十
円

か
ら
十
五
倍
の
値
上
げ
、
通
堂
が
旧
三
十
一

円
、
東
町
が
旧
百
五
十
円
で
、
都
市
地
区
は

非
常
に
歩
が
よ
く
な
っ
た
と
関
係
者
は
見
て

い
る
。

同
地
域
の
畑
は
等
級
の
別
な
く
六
十
円
、
山

林
五
十
六
円
、
原
野
、
墓
地
、
池
沼
、
拝
所

が
一
率
に
四
十
八
円
に
な
っ
て
い
る
が
、
仲

本
氏
は
使
用
価
値
に
よ
る
地
料
設
定
の
主
張

が
通
っ
た
も
の
だ
と
見
て
い
る
。
こ
れ
は
収

用
前
の
地
目
、等
級
な
ど
に
か
か
わ
り
な
く
、

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
価
値
の
如
何
が
基
礎

に
な
る
と
の
主
張
で
、
審
理
に
あ
た
っ
て
も

こ
れ
で
お
し
通
し
た
と
い
う
。

旧
小
禄
村
も
他
の
町
村
に
比
べ
る
と
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
。

宅
地
の
一
等
三
十
円
六
十
銭
か
ら
百
三
十

六
円
に
上
り
、
こ
れ
は
要
望
額
の
五
十
六

円
を
は
る
か
に
上
回
っ
た
も
の
で
あ
る
。

同
二
等
が
十
九
円
八
十
銭
か
ら
八
十
八

円
、
畑
は
一
等
五
十
五
円
四
十
四
銭

旧

四
円
八
十
銭

二
等
四
十
八
円
二
十
四
銭

旧
三
円
六
十
銭

三
等
四
十
円
六
十
四

銭

旧
二
円
七
十
銭

四
等
三
十
二
円
九

十
七
銭

旧
二
円
十
銭

原
野
が
一
等
十

八
円

旧
五
円
四
十
銭

二
等
六
円

旧

一
円
八
十
銭

山
林
一
等
二
十
四
円
五
十

銭

旧
十
円
五
十
銭

二
等
十
円
五
十
銭

旧
二
円
七
十
銭

と
原
野
、
山
林
な
ど

他
町
村
に
比
べ
て
十
五
倍
以
上
の
評
価
の

よ
う
で
あ
る
。

後
任
「
主
席
」
に
当
間
氏
／
き
ょ

う
正
午
東
京
で
辞
令
交
付

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
６
・
11
・
１

レ
ム
ニ
ッ
ツ
ア
ー
民
政
長
官
は
一
日
ひ
る

零
時
、
極
東
軍
司
令
部
に
お
い
て
当
間
重
剛

氏

那
覇
市
長

に
後
任
主
席
の
辞
令
を
交

付
し
た
。

バ
ー
ジ
ヤ
ー
首
席
民
政
官
は
一
日
ひ
る
三
時

二
十
分
、
国
際
電
話
で
こ
の
情
報
を
う
け
、

た
だ
ち
に
神
村
行
政
主
席
代
理
、
與
儀
立
法

院
議
長
及
び
仲
松
上
訴
裁
首
席
判
事
の
三
権

代
表
を
民
政
官
室
に
招
き

い
ず
れ
ラ
ジ
オ

や
新
聞
報
道
で
判
る
こ
と
で
は
あ
ろ
う
が

と
後
任
主
席
に
当
間
氏
が
発
令
さ
れ
た
こ
と

を
伝
え
た
。

神
村
主
席
代
理
談

当
間
さ
ん
は
、
私
た
ち

の
大
先
輩
で
も
あ
り
、
行
政
力
に
お
い
て
も

豊
富
な
経
験
を
お
も
ち
で
あ
る
の
で
適
任
だ

と
思
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
私
た
ち
も
当
間

氏
に
な
る
も
の
と
予
想
し
て
い
た
。
局
長
人

一
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年
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事
の
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
は
私
か
ら
は
何
ん

と
も
言
え
な
い
が
、
当
間
さ
ん
で
あ
れ
ば
そ

う
異
動
す
る
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
。

実
は
三
十
一
日
の
民
政
官
と
の
定
例
会
見
で

も
人
事
を
円
滑
に
す
る
た
め
私
と
し
て
は
、

何
時
で
も
や
め
る
用
意
が
あ
る
こ
と
を
表
明

し
て
お
い
た
。

早
く
も
後
任
市
長
の
噂
／
当
間

市
長
主
席
転
出
に
那
覇
市
会

は
動
揺

琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
11
・
２

市
長
の
主
席
任
命
の
報
道
に
那
覇
市
当
局
は

た
だ
ガ
ク
然
と
し
た
表
情
。
助
役
室
に
部
課

長
が
集
ま
つ
て
後
任
市
長
選
や
同
告
示
問
題

に
つ
い
て
鳩
首
会
議
、
巷
間
で
は
早
く
も
後

任
市
長
の
椅
子
を
め
ぐ
つ
て
出
馬
す
る
人
の

噂
で
持
ち
切
つ
て
い
る
。

今
の
と
こ
ろ
当
間
市
長
の
バ
ト
ン
を
継
ぐ
当

局
派
か
ら
の
候
補
と
し
て
沖
縄
相
互
銀
行
社

長
具
志
頭
得
助
氏
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
人
民

党
公
認
候
補
瀬
長
亀
次
郎
氏
の
一
騎
打
ち
。

さ
ら
に
昔
か
ら
”
ト
ウ
マ
””
イ
ビ
”
の
呼

び
名
で
現
当
間
市
長
の
政
敵
と
さ
れ
て
い
る

仲
本
為
美
氏
の
出
馬
に
よ
る
三
ツ
巴
戦
も
予

想
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
市
議
会
議
長
泉
正
重

氏
の
担
ぎ
出
し
を
始
め
、
弁
護
士
会
長
仲
井

間
宗
一
氏
、
瀬
長
亀
次
郎
氏
に
代
つ
て
立
つ

島
袋
嘉
順
氏
の
噂
も
浮
び
上
つ
て
お
り
、
那

覇
市
長
候
補
問
題
が
ど
う
落
着
く
か
全
く
予

断
を
許
さ
な
い
。

こ
の
こ
と
は
当
間
氏
の
主
席
就
任
の
報
に
、

す
つ
か
り
動
揺
し
て
い
る
市
議
会
各
派
の
動

き
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
が
、
合
併
後
の
那

覇
市
議
会
は
”
当
間
派
””
反
当
間
派
”
の

ほ
か
に
問
題
に
よ
つ
て
は
元
首
里
、
小
禄
と

い
つ
た
地
域
的
な
感
情
も
あ
つ
て
、
今
後
市

長
選
の
大
勢
を
決
す
る
と
い
う
議
会
側
の
態

度
も
か
な
り
微
妙
な
動
き
を
見
せ
る
も
の
と

み
ら
れ
る
。

つ
ぎ
は
各
派
議
員
の
語
る

当
間
氏
主
席

就
任
に
伴
う
　
新
市
政
の
在
り
方

赤
嶺
英
慎
氏

小
禄

那
覇
の
都
計
は
や
や

も
す
る
と
一
般
庶
民
の
生
活
か
ら
浮
い
て
い

る
所
が
あ
つ
た
。
新
市
長
を
め
ざ
す
人
は
役

所
人
事
の
刷
新
を
で
き
る
人
で
あ
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
戦
争
で
痛
め
つ
け
ら
れ
た
多
く

の
市
民
を
早
く
立
ち
直
ら
せ
て
、
り
つ
ぱ
な

都
計
に
も
そ
え
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
は
社
会
福
祉
事
業
、
産

業
面
に
も
つ
と
力
を
注
ぐ
べ
き
だ
。

真
栄
田
義
晃
氏

人
民
党

競
輪
問
題
や
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
問
題
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、

こ
れ
ま
で
の
市
当
局
は
議
会
軽
視
の
傾
向
が

強
か
つ
た
。
ま
た
議
会
側
も
当
局
に
は
常
に

消
極
的
で
、
ど
の
問
題
も
単
に
要
望
す
る
と

い
う
程
度
に
と
ど
ま
つ
て
い
た
感
が
す
る
。

都
市
計
画
も
政
府
補
助
が
少
く
、
市
債
に
よ

る
市
民
の
負
担
が
多
く
て
再
検
討
を
要
す
る

と
思
う
。
そ
れ
に
市
債
だ
け
に
頼
り
過
ぎ
る

こ
と
は
復
金
な
ど
か
ら
の
物
言
い
が
多
く
、

議
会
の
予
算
審
議
権
、
す
な
わ
ち
地
方
自
治

の
自
主
性
を
か
な
り
お
び
や
か
さ
れ
る
嫌
い

が
あ
つ
た
。

久
高
友
敏
氏

首
里

当
間
市
長
が
主
席
に

任
命
さ
れ
た
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
市
民
と
し

て
も
誇
り
に
思
つ
て
い
る
。
次
に
く
る
の
は

後
任
市
長
問
題
だ
が
、
新
市
長
は
当
間
氏
の

政
策
を
遂
行
し
て
行
け
る
よ
う
な
人
で
あ
り

た
い
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
市
長
の
代
表
機
関

で
あ
る
議
会
の
決
議
も
大
い
に
尊
重
す
る
よ

う
な
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
今
の
と
こ
ろ

首
里
か
ら
候
補
者
が
出
る
と
い
う
こ
と
は
ま

だ
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。

大
山
盛
幸
氏

首
里

当
間
市
長
が
主
席
に

な
つ
た
こ
と
は
那
覇
の
都
計
推
進
に
も
絶
好

の
時
で
、
後
任
者
も
当
間
主
席
と
コ
ン
ビ
で

や
つ
て
い
け
る
人
を
選
出
し
た
い
。こ
の
際
、

真
和
志
を
取
残
し
た
ド
ー
ナ
ツ
合
併
も
早
急

に
か
た
ず
け
る
べ
き
で
、
後
任
市
長
が
公
約

と
し
て
”
合
併
促
進
”
を
打
出
し
て
く
れ
れ

ば
幸
だ
。
議
会
の
文
教
厚
生
委
員
長
と
し
て

学
校
関
係
や
公
衆
衛
生
、
社
会
福
祉
面
に
も

つ
と
力
を
入
れ
た
い
こ
と
な
ど
色
々
と
考
え

て
い
る
。
が
、
新
市
長
に
は
大
那
覇
市
建
設

と
い
う
大
き
な
立
場
か
ら
都
心
部
だ
け
に
か

た
よ
ら
ず
首
里
、
小
禄
も
並
行
し
て
都
計
を

推
し
進
め
て
い
く
よ
う
要
望
し
た
い
。

那
覇
真
和
志
早
期
合
併
を
／
当

間
氏
の
主
席
転
出
に
真
和
志

が
緊
急
措
置
要
請

琉
新
・
夕
　
１
９
５
６
・
11
・
２

”
那
覇
市
長
当
間
重
剛
氏
後
任
主
席
に
任
命

さ
る
”
の
報
に
真
和
志
市

市
長
翁
長
助
静

氏

で
は
少
な
か
ら
ず
衝
撃
を
受
け
て
い
る
。

と
い
う
の
は
当
間
氏
が
市
長
在
任
中
に
真
和

志
と
の
合
併
を
実
現
す
る
と
公
約
し
て
い
な

が
ら
、
成
就
半
ば
に
し
て
主
席
に
転
出
し
て

新
市
長
が
選
挙
さ
れ
る
と
な
れ
ば
、
必
然
的

に
合
併
が
遅
延
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら

だ
。
そ
こ
で
翁
長
市
長
は
こ
の
緊
急
事
態
に

一
気
に
那
覇
に
編
入
し
よ
う
と
東
京
滞
在
中

の
当
間
氏
あ
て
け
さ

合
併
へ
の
緊
急
措
置

に
ご
高
配
を
懇
請
す

と
の
至
急
電
報
を
打

ち
早
急
編
入
に
乗
出
し
た
。
は
じ
め
は
飛
行

機
で
上
京
す
る
ハ
ラ
で
あ
つ
た
と
い
う
翁
長

市
長
は
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
つ
て

い
る
。いわ
ば
ど
さ
く
さ
ま
ぎ
れ
に
や
る
の
で

あ
る
か
ら
少
々
無
理
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
緊
急
事
態
に
は
緊
急
措
置
を
と
ら

ね
ば
那
覇
市
長
選
挙
が
は
じ
ま
つ
た
の
で

は
遅
す
ぎ
る
。
今
ま
で
準
備
期
間
は
十
分

取
つ
て
あ
つ
た
わ
け
な
の
だ
か
ら
那
覇
、

真
和
志
双
方
の
覚
悟
は
出
来
て
い
る
。

一
九
五
六
年

昭
和
三
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一
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十
一
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戦
前
戦
後
を
通
じ
て
最
も
理
解
あ
る
先
輩

で
あ
る
当
間
氏
は
今
ま
で
熱
意
を
持
つ
て

合
併
を
促
進
し
て
来
た
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
事
態
を
分
つ
て
貰
え
る
と
確
信
す

る
。
け
さ
内
政
局
長
と
も
打
合
せ
行
政
面

に
つ
い
て
連
絡
を
と
つ
て
い
る
。

来
週
早
速
議
会
を
招
集
し
て
那
覇
へ
の
編

入
を
議
決
し
、
那
覇
市
議
会
の
承
認
を
得

て
行
政
府
に
申
請
、
立
法
院
に
か
け
る
と

い
う
段
取
り
で
あ
る
が
、
二
日
間
位
で
さ

ば
け
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
那

覇
市
長
選
挙
に
真
和
志
側
も
対
等
に
打
つ

て
出
る
こ
と
が
出
来
る
。
問
題
の
議
員
の

議
席
に
つ
い
て
は
那
覇
の
三
十
名
そ
の
後

は
双
方
の
話
合
い
で
行
政
措
置
を
図
る
と

い
う
構
想
で
あ
る
。
合
併
促
進
法
も
公
布

さ
れ
た
現
在
そ
れ
に
の
つ
と
つ
て
緊
急
措

置
を
講
じ
る
ワ
ケ
で
あ
る
。

市
長
選
挙
前
の
合
併
は
困
難
か

琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
11
・
３

那
覇
の
市
長
選
挙
に
か
ら
み
真
和
志
で
は
合

併
熱
が
再
び
も
り
上
つ
て
い
る
が
二
日
、
真

和
志
議
会
の
新
里
義
雄
、
久
場
景
善
の
両
氏

は
那
覇
市
会
議
長
室
を
訪
れ
、
泉
議
長
に
早

期
合
併
の
申
入
れ
を
行
つ
た
。
こ
れ
に
対
し

那
覇
市
側
も

早
急
に
研
究
会
を
も
ち
一
日

も
早
く
合
併
を
実
現
し
た
い

と
協
力
を
約

し
て
い
た
が
、
新
市
長
の
選
挙
ま
で
に
合
併

を
実
現
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
選
挙
告
示
の

日
も
迫
つ
て
い
る
こ
と
か
ら
と
う
て
い
難
し

い
と
の
見
方
が
強
い
。
す
な
わ
ち
市
町
村
の

合
併
に
は
議
会
の
議
決
を
経
て
行
政
府
に
申

請
、
さ
ら
に
立
法
院
の
議
決
を
得
ね
ば
な
ら

ず
、
こ
れ
だ
け
の
手
続
き
が
選
挙
告
示
前
に

片
づ
く
は
ず
が
な
い
と
い
う
も
の
。

投
票

日
に
さ
え
間
に
合
え
ば
真
和
志
も
市
長
選
に

参
加
で
き
る

と
い
う
見
解
に
対
し
て
も
、

選
挙
の
手
続
き
に
は
選
挙
区
域
や
投
票
場
設

置
な
ど
の
法
に
定
め
ら
れ
た
管
理
事
務
を
へ

ね
ば
な
ら
ず
、
選
挙
半
ば
か
ら
の
真
和
志
の

参
加
は
市
長
選
挙
を
ご
破
算
に
す
る

つ
ま

り
告
示
の
日
を
の
ば
さ
ぬ
限
り
同
市
の
投
票

参
加
は
で
き
な
い
が

現
行
法
で
は
ど
う
に

も
な
ら
な
い

と
那
覇
市
の
某
議
員
は
語
つ

て
い
る
。

三
つ
巴
戦
？
み
だ
れ
と
ぶ
下
馬

評
／
焦
点
は
那
覇
市
長
選
へ

／
早
く
も
統
一
候
補
擁
立
の

動
き
琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
11
・
３

当
間
重
剛
氏
の
主
席
転
出
で
に
わ
か
に
動
き

出
し
た
那
覇
市
長
選
は
、
選
挙
告
示
の
問
題

を
め
ぐ
つ
て

１

任
命
の
日
を
お
さ
え
て

直
ち
に
告
示
す
べ
き
か

２

自
治
法
に
よ

つ
て
、
市
長
の
辞
職
届
が
議
会
の
同
意
を
得

た
の
ち
に
す
べ
き
か

と
二
つ
の
解
釈
が

あ
り
、
選
管
委
で
も

当
間
氏
の
正
式
の
任

命
通
知
が
な
い
限
り
態
度
は
決
定
で
き
ぬ

と
語
つ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
選
挙
事
務

上
の
問
題
を
よ
そ
に
巷
で
は
早
く
も
候
補
者

の
噂
が
乱
れ
飛
び
、
具
志
頭
、
仲
本
、
瀬
長

の
三
つ
巴
戦
が
か
な
り
濃
厚
だ
と
観
測
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
ん
ど
は
新
た
に
那
覇
市
全
議

員

人
民
党
を
除
く

が
納
得
の
い
く
候
補

者
を
擁
立
し
よ
う
と
の
動
き
が
あ
り
、
注
目

さ
れ
て
い
る
。

三
者
し
の
ぎ
を
削
る
激
戦
と
な
つ
た
場
合

１

人
民
党
側
の
候
補
に
漁
夫
の
利
を
占

め
ら
れ
る
。

２

首
都
建
設
と
い
う
大
き

な
立
場
か
ら
も
こ
の
際
、
新
市
長
は
当
間
主

席
と
協
力
し
て
都
計
事
業
を
ス
ム
ー
ス
に
運

べ
る
人
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

３

同

時
に
、
議
会
側
と
も
し
つ
く
り
し
た
信
頼
の

お
け
る
人
物
で
あ
る
こ
と

等
か
ら
こ
の
案

が
出
た
も
の
で
、
那
覇
市
議
会
で
は
き
よ
う

六
時
、
市
内
”
新
風
荘
”
で
殆
ど
の
議
員
が

出
席
し
て
懇
談
会
を
も
ち
、
全
議
員
の
市
長

選
に
の
ぞ
む
態
度
を
打
合
せ
る
こ
と
に
な
つ

て
い
る
。
こ
の
場
合
、
直
ち
に
各
支
持
候
補

者
の
氏
名
を
出
し
合
つ
て
は
到
底
全
員
一
致

の
線
は
見
出
せ
ず
問
題
を
紛
糾
さ
せ
る
ば
か

り
で
あ
る
の
で
、
ひ
と
先
ず
新
市
長
の
資
格

条
件
に
つ
い
て
調
整
。
全
員
の
意
見
の
ま
と

ま
つ
た
こ
ろ
浮
び
上
つ
た
候
補
者
を
検
討
し

よ
う
と
い
う
。
そ
こ
で
従
来
の
”
ト
ウ
マ
””

イ
ビ
”
の
宿
敵
同
士
が
、
市
会
だ
け
の
こ
の

動
き
で
果
し
て
お
さ
ま
る
か
ど
う
か
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
が
中
立
の
某
議
員
は

三
つ
巴

戦
で
他
に
お
株
を
さ
ら
わ
れ
る
ほ
ど
両
者
と

も
ま
だ
腐
つ
て
い
な
い

と
も
語
つ
て
お
り
、

本
人
が
出
馬
を
受
諾
す
れ
ば
平
良
辰
雄
氏
が

最
も
適
任
者
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
市
会
の
動
き
と
は
別
に
具

志
頭
、
仲
本
の
各
支
持
者
間
で
は
着
々
と
選

挙
態
勢
を
整
え
つ
つ
あ
る
と
も
い
わ
れ
、
当

間
派
で
は

ま
だ
具
志
頭
氏
に
決
ま
つ
た
わ

け
で
は
な
い
。
お
や
じ

当
間
氏

が
帰
つ

て
か
ら
で
な
け
れ
ば
こ
ち
ら
の
駒
は
決
定
で

き
ん
ヨ

と
慎
重
に
構
え
て
い
る
が
、
今

の
と
こ
ろ
各
派
の
関
心
は
社
大
党
で
あ
る
安

里
積
千
代
氏
の
支
持
票
と
首
里
、
小
禄
が
ど

う
動
く
か
に
も
あ
る
よ
う
で
、
大
勢
の
変
化

如
何
に
よ
つ
て
は
”
出
馬
断
念
”
の
駒
も
出

る
も
の
と
み
ら
れ
、
立
候
補
者
の
顔
ぶ
れ
も

浮
き
つ
沈
み
つ
、
暫
く
は
落
着
き
を
み
せ
な

い
と
の
見
方
が
強
い
。

崎
山
区
の
地
主
代
表
が
反
対
陳

情
／
農
研
所
移
転

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
11
・
３

中
央
農
研
指
所
移
転
候
補
地
の
一
つ
首
里
崎

山
区

区
長
高
里
良
正
氏

の
地
主
代
表
約

十
名
は
二
日
ひ
る
那
覇
市
役
所
を
訪
れ
、
市

当
局
並
び
に
市
議
会
あ
て

同
地
耕
地
を
候
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補
地
か
ら
除
外
し
て
貰
う
よ
う
関
係
当
局
へ

要
請
し
て
欲
し
い

旨
地
主
七
十
一
名
、
小

作
人
十
四
名
の
連
署
に
よ
る
陳
情
書
を
提

出
、
善
処
を
要
望
し
た
。

な
お
、
近
く
崎
山
区
青
年
会
で
も
会
と
し
て

反
対
陳
情
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

微
妙
に
動
く
都
市
合
併
／
真
和

志
か
ら
申
入
れ
／
け
さ
那
覇

市
会
訪
れ
打
診

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
６
・
11
・
３

当
間
那
覇
市
長
の
主
席
就
任
、
そ
れ
に
続
く

那
覇
市
長
選
挙
へ
の
動
き
の
な
か
に
あ
っ
て

那
覇
市
と
真
和
志
市
の
合
併
問
題
が
再
び
浮

び
上
っ
て
来
た
。
翁
長
真
和
志
市
長
は
二
日

あ
さ
滞
京
中
の
当
間
氏
宛
に

合
併
へ
の
緊

急
措
置
に
ご
高
配
を
懇
請
す

と
打
電
、
合

併
促
進
特
別
委
員
長
の
新
里
義
雄
氏
も
同
文

意
の
打
電
を
行
い
、
ま
ず
真
和
志
市
側
か
ら

合
併
の
実
現
へ
動
き
出
し
た
。

真
和
志
市
側
が
那
覇
市
長
選
挙
を
前
に
合
併

に
動
き
出
し
た
理
由
は
、
翁
長
市
長
が
那
覇

市
と
の
早
期
合
併
を
公
約
し
、
こ
の
こ
と
は

当
間
氏
も
十
分
了
解
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た

市
長
選
挙
を
機
会
に
合
併
す
れ
ば
、
後
で
市

長
任
期
の
問
題
で
ゴ
タ
ゴ
タ
が
お
こ
ら
ず
、

好
都
合
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
に
市
町
村
合
併

促
進
法
が
来
る
二
十
日
か
ら
効
力
を
発
す
る

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
真
和
志
市
で
は

政
府
行
政
課
と
も
話
し
合
い
の
上
、
市
町
村

合
併
促
進
法
で
も
い
ま
た
だ
ち
に
合
併
で
き

る
と
の
確
信
を
得
て
、
翁
長
市
長
が
積
極
的

に
動
き
出
し
た
も
の
で
、
真
和
志
市
議
会
は

す
で
に
那
覇
市
と
の
合
併
を
決
議
し
て
お

り
、
那
覇
市
議
会
が
決
議
さ
え
す
れ
ば
、
両

市
の
合
体
は
案
外
簡
単
に
行
く
も
の
と
み
ら

れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
両
市
の
合
併
で
問
題
と
な
っ

た
の
は
、
合
併
さ
れ
る
真
和
志
市
議
会
の

議
員
を
何
名
那
覇
市
が
受
け
入
れ
る
か
と

い
う
事
で
あ
り
、
合
併
促
進
法
に
よ
れ
ば

１
、
全
員
受
け
入
れ
る
。

２
、
合
併
後
の
議
員
数
を
合
併
す
る
議
会

の
定
員
の
一
・
五
倍
ま
で
と
す
る
。
３
、

一
カ
年
間
に
限
り
全
員
受
け
入
れ
る
と
い

う
三
つ
の
方
法
が
あ
り
真
和
志
市
議
会
は

編
入
合
併
で
も
よ
い
と
い
う
肚
を
固
め
て

い
る
の
で
問
題
は
む
し
ろ
受
け
入
れ
る
側

の
那
覇
市
議
会
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。

真
和
志
市
議
会
で
は
五
日
に
合
併
促
進
委
員

会
を
開
い
て
対
策
を
協
議
す
る
の
で
当
間
市

長
帰
任
予
定
の
日
で
あ
る
五
日
か
ら
那
覇
市

議
会
へ
の
働
き
か
け
が
活
発
化
す
る
も
の
と

見
ら
れ
る
。

翁
長
市
長
の
話

真
和
志
市
と
し
て
は
十
一

月
一
日
か
ら
企
画
室
を
設
け
て
合
併
へ
の
支

障
が
な
い
よ
う
に
準
備
を
整
え
て
い
た
と
こ

ろ
だ
が
、
突
然
那
覇
市
政
に
変
更
が
起
っ
て
、

懸
案
の
合
併
問
題
を
少
々
無
理
は
す
る
が
合

法
的
に
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
当
間
氏

は
両
市
合
併
の
指
導
的
役
割
を
果
し
て
こ
ら

れ
た
の
で
今
度
は
ぜ
ひ
実
現
さ
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
な
に
も
那
覇
市
長
の
交
替
の

ど
さ
く
さ
で
合
併
を
解
決
し
よ
う
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
て
、
政
治
的
に
見
て
せ
っ
か
く

の
よ
い
機
会
を
見
逃
し
た
く
な
い
だ
け
で
、

早
期
合
併
は
す
で
に
行
政
府
、
経
済
的
基
盤

を
同
じ
く
し
て
来
て
い
る
両
市
民
の
世
論
で

や
る
こ
と
と
思
う
。

結
局
当
間
氏
の
帰
任
待
つ

那
覇
市
で
は
真
和
志
合
併
に
つ
い
て
表
面
の

動
き
は
み
ら
れ
な
い
。

市
当
局
者
と
し
て
嘉
手
納
助
役
は

時
期
的

に
も
遅
す
ぎ
る
し
、
後
任
市
長
の
選
任
ま
で

は
問
題
の
新
し
い
発
展
は
期
待
出
来
な
い
だ

ろ
う
。
新
市
長
が
就
任
す
れ
ば
、
そ
の
政
策

と
し
て
再
び
問
題
が
も
ち
上
る
こ
と
は
当
然

考
え
ら
れ
る
が
、
選
挙
前
に
合
併
と
は
今
の

と
こ
ろ
考
え
ら
れ
な
い

と
の
こ
と
だ
っ
た
。

ま
た
、
二
日
午
後
真
和
志
市
会
議
員
久
場
景

善
、
新
里
義
雄
両
氏
は
那
覇
市
会
議
長
室
に

泉
議
長
に
後
任
市
長
選
挙
前
の
真
和
志
合
併

に
つ
い
て
善
処
を
申
入
れ
、
こ
れ
に
対
し
泉

議
長
は

法
的
に
も
研
究
の
余
地
が
あ
る

と
し
て
、
三
日
よ
る
料
亭
新
風
荘
で
那
覇
市

会
議
員
有
志
の
集
り
が
あ
り
、
そ
の
席
上
で

も
よ
く
話
合
う
事
を
約
し
た
が
、
議
会
と
し

て
は
い
ま
の
と
こ
ろ
全
く
こ
の
問
題
に
対
す

る
動
き
は
見
ら
れ
ず
事
務
局
側
で
も
事
務
的

な
面
で
市
長
選
挙
以
前
の
合
併
は
不
可
能
だ

ろ
う
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
合
併
問
題
は
こ
れ
ま
で

那
覇
市
側
の
煮
え
き
ら
ぬ
態
度
で
た
び
た
び

流
産
し
て
い
る
き
ら
い
が
あ
り
、
こ
ん
ど
の

場
合
も
真
和
志
が
編
入
で
も
と
積
極
的
に
出

て
い
る
の
に
対
し
、
那
覇
は
市
長
後
任
問
題

に
目
を
奪
わ
れ
て
合
併
問
題
に
は
余
り
関
心

を
示
し
て
い
な
い
。
結
局
、
こ
の
問
題
も
当

間
主
席
の
帰
任
待
ち
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。新
里
真
和
志
市
市
議
ら
は
三
日
ひ
る
十
時

半
ご
ろ
も
那
覇
市
議
会
の
意
向
を
打
診
す

る
た
め
に
訪
れ
た
が
、
泉
議
長
不
在
の
た

め
新
垣
事
務
局
長
と
会
っ
た
の
み
だ
っ

た
。

那
覇
・
真
和
志
の
合
併
問
題
／

当
間
氏
の
主
席
転
出
で
再
燃

／
積
極
的
に
動
く
、
真
和
志

／
問
題
は
当
間
市
長
の
決
断

に琉
新
・
夕
　
１
９
５
６
・
11
・
４

那
覇
市
長
当
間
重
剛
氏
の
行
政
主
席
転
出
に

伴
う
政
界
の
混
迷
を
よ
そ
に
那
覇
市
と
真
和

志
市
の
合
併
機
運
が
急
速
に
高
め
ら
れ
つ
つ
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あ
り
、
当
間
那
覇
市
長
が
行
政
主
席
に
就
任

す
る
以
前
に
合
併
し
て
真
和
志
市
民
も
那
覇

市
民
と
し
て
新
市
長
選
に
参
加
す
べ
く
、
翁

長
真
和
志
市
長
ら
が
中
心
と
な
つ
て
動
い
て

い
る
。

翁
長
市
長
は
非
公
式
に
大
多
数
の
真
和
志
市

議
を
も
代
表
し
て
い
る
よ
う
で
目
下
那
覇
市

当
局
と
政
府
関
係
局
に
わ
た
り
を
つ
け
て
い

る
が
、
真
和
志
市
側
で
は
以
前
の
対
等
合
併

か
ら
無
条
件
編
入
へ
基
本
的
態
度
の
変
更
を

表
明
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
那
覇
市
側
は

表
面
で
は
賛
意
を
み
せ
て
い
る
も
の
の
当
間

市
長
不
在
の
た
め
積
極
的
な
協
力
を
避
け
て

お
り
、
一
方
行
政
府
の
宮
里
内
政
局
長
は
三

日
午
前
の
翁
長
氏
か
ら

合
併
を
促
進
し
て

貰
い
た
い

と
い
う
申
入
れ
を
受
け
て
い
る

が
具
体
的
な
話
し
合
い
は
五
日
に
行
う
こ
と

に
な
つ
て
い
る
の
で
政
府
の
態
度
も
ま
だ
は

つ
き
り
し
て
い
な
い
。
因
に
市
町
村
合
併
促

進
法
は
去
る
九
月
二
十
日
に
公
布
さ
れ
来
る

二
十
日
か
ら
そ
の
実
施
に
移
る
が
、
当
間
新

主
席
の
就
任
が
十
一
日
と
な
つ
て
い
る
の

で
、
同
法
の
実
施
を
待
た
ず
に
緊
急
な
自
主

的
合
併
を
真
和
志
側
は
望
ん
で
い
る
わ
け
で

あ
る
。
し
か
し
こ
の
問
題
は
あ
く
ま
で
も
双

方
の
話
し
合
い
が
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
わ
け
て
も
当
間
那
覇
市
長
の
決
断
力
に

待
つ
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
い
わ
れ
、
市
長
選

挙
と
も
か
ら
ん
で
今
後
の
成
行
き
が
注
目
さ

れ
る
。
行
政
府
は
慎
重
な
態
度

○

翁
長
真
和
志
市
長
の
今
回
の
動
き
は
去

る
市
長
選
挙
で
市
民
に
対
し
在
任
中
に
那
覇

市
と
真
和
志
市
と
の
合
併
実
現
を
公
約
し
て

お
り
一
方
当
間
那
覇
市
長
も
同
様
に
公
約
し

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
翁
長
市
長
は
か
な
り
の

自
信
を
持
つ
て
動
い
て
い
る
。
ま
た
合
併
の

際
に
お
け
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
真
和
志
市

議
の
大
多
数
が
大
幅
な
譲
歩
を
み
せ
て
い
る

よ
う
で
そ
の
点
も
関
係
者
と
の
話
し
合
い
で

は
大
き
な
力
と
な
つ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
即
ち
問
題
点
と
さ
れ
る
市
会
議
員
の
合

併
後
の
措
置
、
市
役
所
職
員
の
身
分
保
障
な

ど
に
つ
い
て
は
市
町
村
合
併
促
進
法
な
ら
び

に
市
町
村
自
治
法
に
そ
つ
て
処
理
し
、
都
市

計
画
に
つ
い
て
は
那
覇
市
の
都
市
計
画
と
同

時
に
実
現
し
て
も
ら
う
よ
う
要
望
す
る
こ
と

に
な
つ
て
い
る
。

○

市
町
村
の
合
併
は
あ
く
ま
で
相
方
の
意

見
一
致
に
よ
つ
て
し
か
決
め
ら
れ
な
い
。
従

つ
て
政
府
で
も
双
方
の
意
見
さ
え
早
急
に
一

致
す
れ
ば
市
町
村
合
併
促
進
法
の
実
施
を
ま

た
ず
に
合
併
は
実
現
出
来
る
と
い
う
見
込
み

を
立
て
て
い
る
。
し
か
し
政
府
は
来
る
五
日

に
真
和
志
市
側
か
ら
具
体
的
な
合
併
方
法
を

聞
い
た
後
に
そ
の
方
法
を
検
討
し
て
政
府
の

態
度
を
決
め
、
そ
の
後
に
相
方
の
意
見
を
聞

き
、
よ
け
れ
ば
調
停
に
乗
り
出
す
と
い
う
態

度
で
努
力
し
た
も
の
の
実
を
結
ば
な
か
つ
た

こ
と
に
て
ら
し
て
政
府
と
し
て
は
慎
重
を
期

し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

○

市
町
村
合
併
促
進
法
に
よ
る
と
合
併
の

際
に
は
、
議
員
の
任
期
、
定
数
に
関
す
る
特

例

第
九
条

市
町
村
の
境
界
変
更
に
関
す

る
特
例

第
十
条
、
十
一
条

市
町
村
財
政

法
の
特
例

十
三
条

、
市
町
村
財
政
調
整

交
付
金
法
の
特
例

十
五
条

不
当
な
財
産

処
分
又
は
事
業
の
実
施
の
禁
止

十
九
条

職
員
の
身
分
取
扱
い

第
二
十
条

市
町
村

合
併
及
び
新
市
町
村
建
設
計
画
実
施
の
促

進
、
合
併
促
進
の
た
め
の
補
助
金
、
新
市
町

村
建
設
計
画
実
施
の
た
め
の
政
府
の
行
う
措

置
な
ど
種
々
の
問
題
点
が
あ
る
が
、
議
員
の

任
期
、
定
数
と
職
員
身
分
取
扱
い
に
関
す
る

特
例
は
次
の
通
り
と
な
つ
て
い
る
。

△
議
員
の
任
期
、
定
数

市
町
村
議
会
議
員
の
身
分
に
対
し
て
は
次
の

二
つ
の
型
が
あ
る
。

１

市
町
村
合
併
の
際
、
合
併
市
町
村

の
議
会
の
地
域
に
あ
る
も
の
で
当
該
合
併

後
も
引
続
き
合
併
市
町
村
の
議
員
の
被
選

挙
権
を
有
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
合
併
前

に
関
係
市
町
村
の
協
議
に
よ
り
、
新
市
町

村
合
併
後
一
カ
年
を
こ
え
な
い
範
囲
に
お

い
て
そ
の
協
議
で
定
め
る
期
日

新
設
合

併
の
場
合

ま
た
編
入

吸
収
合
併

に

お
い
て
は
編
入
す
る
市
町
村

母
市
町
村

の
議
会
の
議
員
の
残
任
期
間
に
相
当
す
る

期
間
は
選
挙
に
よ
ら
ず
引
続
き
新
市
町
村

の
議
会
の
議
員
と
し
て
在
任
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
従
つ
て
そ
の
在
任
期
間
中
は
市

町
村
自
治
法
第
三
十
三
条
第
一
項

定
数

規
定

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
新
市
町
村

の
議
会
の
議
員
の
現
在
数
を
も
つ
て
定
数

と
し

那
覇
市
と
真
和
志
市
の
場
合
は
五

十
五
名

当
該
期
間
中
に
議
員
の
欠
員
が

生
じ
、
ま
た
は
議
員
が
す
べ
て
な
く
な
つ

た
と
き
は
、
こ
れ
に
応
じ
て
自
治
法
の
定

数
に
至
る
ま
で
減
少
す
る
。

２

１

の
特
例
に
よ
ら
な
い
場
合
は

合
併
前
の
合
併
関
係
市
町
村
の
協
議
に
よ

り
新
設
合
併
に
あ
つ
て
は
議
員
の
一
任

期
、
編
入
合
併
に
あ
つ
て
は
編
入
す
る
議

会
の
議
員
の
残
任
期
間
に
相
当
す
る
期
間

に
限
つ
て
市
町
村
自
治
法
第
三
十
三
条
の

規
定
に
よ
る
□
市
町
村
議
員
の
定
数
の

一
・
五
倍

那
覇
市
の
場
合
は
四
十
五
名

に
相
当
す
る
数
を
超
え
な
い
範
囲
で
増
加

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
さ
れ
て
い

る
。
従
つ
て
こ
の
特
例
の
場
合
は
新
設
合

併
に
あ
つ
て
は
議
員
の
一
般
選
挙
を
、
編

入
合
併
に
あ
つ
て
は
編
入
さ
れ
る
区
域
に

よ
り
補
欠
選
挙
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
欠
員
が
生
じ
た
場
合
も
同
じ
。

△
職
員
の
身
分
取
扱

第
二
十
条
で
は
現
職
々
員
は
合
併
市
町
村
職
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員
と
し
て
の
身
を
保
存
し
、
職
員
の
任
免
、

給
与
、
そ
の
他
の
身
分
扱
い
に
つ
い
て
は
職

員
の
す
べ
て
に
通
じ
て
公
正
に
処
理
、
合
併

後
一
カ
年
以
内
で
退
職
を
申
出
た
も
の
に
対

し
て
は
退
職
手
当
を
支
給
し
特
に
優
遇
す
べ

き
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

な
お
真
和
志
市
側
で
は
前
記
の
二
項
目
の
ど

の
扱
い
で
も
よ
い
と
し
て
い
る
よ
う
だ
。

強
気
の
真
和
志
、
那
覇
は
静
観

琉
新
・
夕
　
１
９
５
６
・
11
・
４

翁
長
真
和
志
市
長
は
き
の
う
神
村
副
主
席
と

宮
里
内
政
局
長
を
訪
れ
、
那
覇
市
へ
の
編
入

に
つ
い
て
面
談

少
々
無
理
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
真
和
志
側
の
意
向
に
そ
つ
て
協
力

す
る

と
の
確
約
を
得
た
と
い
わ
れ
、
一
方

同
市
合
併
促
進
委
員
会
新
里
義
雄
委
員
長
と

金
城
貞
秀
市
議
会
副
議
長
が
那
覇
市
議
会
側

に
こ
の
件
の
受
入
体
制
方
に
つ
い
て
要
請
す

る
と
共
に
、
五
日
午
後
二
時
か
ら
合
併
促
進

委
員
会
、
さ
ら
に
七
日
午
後
一
時
か
ら
議
員

全
体
協
議
会
を
そ
れ
ぞ
れ
招
集
し
て
体
制
を

整
え
る
こ
と
に
な
つ
た
。

那
覇
市
議
会
と
し
て
は
今
の
と
こ
ろ
真
和
志

側
の
編
入
申
入
れ
が
あ
ま
り
に
も
急
で
あ
つ

た
た
め
面
食
ら
つ
て
い
る
格
好
で
、
新
市
長

選
挙
の
動
き
に
ま
ぎ
れ
て
無
関
心
を
装
つ
て

い
る
と
い
う
と
こ
ろ
。
申
入
れ
を
受
け
た
泉

議
長
は

我
々
の
気
づ
か
な
い
こ
と
で
あ
つ

た
。
よ
い
こ
と
を
い
つ
て
く
れ
た

と
賛
意

を
表
明
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
結
局
当
間
氏

の
帰
島
を
待
つ
て
急
速
に
動
き
出
す
公
算
が

大
で
、
今
の
と
こ
ろ
こ
の
問
題
に
は
静
観
の

か
た
ち
を
と
つ
て
い
る
。

翁
長
真
和
志
市
長
の
構
想
は
、
当
間
氏
が
那

覇
市
長
在
任
中
に
実
現
す
る
と
公
約
し
た
も

の
な
の
で
、
主
席
就
任
を
延
ば
し
、
そ
の
間

の
行
政
府
運
営
は
副
主
席
に
当
ら
せ
、
何
ら

の
支
障
も
な
い
よ
う
に
し
て
お
き
、
こ
の
間

に
両
市
議
会
が
議
決
し
て
行
政
府
に
申
請
、

緊
急
臨
時
立
法
院
議
会
を
招
集
し
て
一
気
に

承
認
、
公
布

と
い
う
段
取
り
で
あ
る
。

首
都
建
設
と
い
う
大
き
な
問
題
な
の
で
当
間

氏
に
期
待
し
て
い
る
わ
け
で
、
こ
の
問
題
へ

の
同
氏
の
決
断
が
注
目
さ
れ
る
。

真
和
志
側
”
編
入
に
条
件
つ
け

ぬ
”
／
歩
み
よ
る
那
覇
市
と

の
合
併

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
11
・
６

真
和
志
市
議
会
の
合
併
促
進
特
別
委
員
会
は

五
日
ひ
る
二
時
か
ら
市
会
議
室
で
委
員
会
を

開
き
、
当
間
那
覇
市
長
の
行
政
主
席
転
出
に

よ
っ
て
急
速
に
盛
り
上
っ
て
来
た
那
覇
市
と

の
合
併
を
ど
の
よ
う
に
進
め
た
ら
よ
い
か
に

つ
い
て
協
議
し
た
。

委
員
会
は
、
新
里
委
員
長
の
外
九
議
員

五

議
員
は
出
張
中

に
翁
長
市
長
、
護
得
久
助

役
、
新
垣
企
画
課
長
等
が
出
席
、
ま
ず
新
里

委
員
長
か
ら

去
る
二
日
滞
京
中
の
当
間
氏

に
”
主
席
御
快
諾
を
祝
す
る
と
と
も
に
合
併

へ
の
緊
急
配
慮
を
乞
う
”
の
電
報
を
打
っ
た

こ
と
、
三
日
は
那
覇
市
役
所
に
泉
議
長
を
訪

れ
て
、
合
併
の
実
現
に
協
力
し
て
ほ
し
い
と

要
望
し
た
と
こ
ろ
、
泉
議
長
は
”
よ
い
考
え

だ
、
わ
れ
わ
れ
も
そ
こ
ま
で
は
考
え
な
か
っ

た
”
と
賛
意
を
表
し
た
。
委
員
会
と
し
て
こ

れ
か
ら
の
進
み
方
を
協
議
し
、
は
っ
き
り
し

た
線
を
打
ち
出
し
た
い

と
の
あ
い
さ
つ
の

の
ち
、
翁
長
市
長
は

両
市
の
合
併
に
つ
い

て
は
十
分
に
態
勢
を
と
と
の
え
て
推
進
す
る

と
い
う
方
針
で
臨
ん
で
来
た
の
で
あ
る
が
、

今
回
の
合
併
の
機
会
を
の
が
し
た
ら
、
い
つ

合
併
が
実
現
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
情
勢
に

あ
る
の
で
、
万
一
の
場
合
は
当
間
主
席
に
要

請
し
て
特
別
措
置
に
よ
っ
て
で
も
合
併
を
実

現
し
た
い

と
の
決
意
を
の
べ
、
委
員
会
と

し
て
、
一
、
那
覇
市
長
選
挙
前
に
合
併
が
実
現
す

る
よ
う
那
覇
市
議
会
と
の
話
合
い
を
進
め

る
こ
と
。

一
、
編
入
合
併
で
も
よ
く
、
そ
の
際
議
席

に
つ
い
て
は
合
併
促
進
法
に
の
っ
と
り
、

真
和
志
側
は
別
に
条
件
は
つ
け
な
い
。

一
、
合
併
の
話
合
い
が
つ
く
ま
で
は
那
覇

市
長
選
挙
に
真
和
志
側
は
全
然
タ
ツ
チ
し

な
い
。

一
、
当
間
氏
の
帰
任
前
ま
で
に
自
信
の
あ

る
合
併
態
勢
を
と
と
の
え
て
お
く
こ
と
。

な
ど
の
合
併
推
進
の
基
本
方
針
を
決
定
し

た
。あ
す
両
市
合
同
委
員
会

委
員
会
の
途
中
で
、
那
覇
市
議
会
合
併
研
究

委
員
会
の
辺
野
喜
委
員
長
と
の
電
話
連
絡
が

つ
き
、
那
覇
市
議
会
も
七
日
ひ
る
二
時
か
ら

合
併
委
員
会
を
開
く
予
定
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
、
辺
野
喜
、
新
里
両
委
員
長
の
話
合
い

の
結
果
、

△
六
日
正
午
両
委
員
長
が
真
和
志
市
役
所

で
会
見
す
る
。

△
七
日
に
両
市
合
併
委
員
会
の
合
同
会
議

を
持
つ
こ
と
な
ど
を
決
定
し
た
。

当
日
の
委
員
会
は
終
始
合
併
促
進
に
た
い
す

る
活
発
な
意
見
が
各
議
員
か
ら
の
べ
ら
れ
、

那
覇
市
議
会
と
腹
を
割
っ
て
話
し
合
い
、
合

併
へ
の
意
見
の
一
致
を
み
る
よ
う
努
力
す
べ

き
だ
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

編
入
合
併
に
反
対
の
立
場
を
と
っ
て
来
た
大

工
廻
議
員
も

こ
の
際
編
入
合
併
で
も
よ
い
、

議
席
に
も
コ
ウ
デ
イ
し
な
い

と
発
言
。
ま

た
那
覇
の
合
併
委
員
会
も
動
き
出
し
た
と
の

朗
報
が
入
る
な
ど
、
合
併
問
題
の
前
途
に
明

る
さ
を
感
じ
さ
せ
る
会
合
で
あ
っ
た
。
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合
併
に
明
る
い
希
望
／
両
市
委

員
和
や
か
に
懇
談

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
11
・
８

那
覇
市
議
会
合
併
研
究
特
別
委
員
会
と
真
和

志
市
合
併
促
進
特
別
委
員
会
が
七
日
ひ
る
五

時
か
ら
真
和
志
市
の
料
亭
玉
家
で
会
合
、
昨

年
十
月
の
那
覇
市
会
議
員
の
再
選
挙
後
の
初

の
顔
合
せ
を
行
っ
た
。

各
議
員
こ
も
ご
も
立
っ
て
自
己
紹
介
を
行

い
、
両
市
合
併
の
必
要
性
と
早
期
合
併
を

説
き
、
な
ご
や
か
な
懇
談
が
行
わ
れ
、
合

併
の
前
途
に
明
る
い
希
望
を
抱
か
せ
た
。

那
覇
、
真
和
志
両
合
併
委
員
長
の
あ
い
さ

つ

要
旨

は
次
の
通
り
。

新
里
義
雄
氏

真
和
志

両
市
議
会
が
話

し
合
い
に
よ
っ
て
円
満
な
合
併
に
持
っ
て
行

き
た
い
と
両
市
合
併
委
員
会
が
会
合
を
開
い

た
。
今
度
は
合
併
の
最
適
の
時
期
と
思
わ
れ

る
の
で
、
那
覇
側
の
理
解
の
下
に
納
得
の
行

く
合
併
を
実
現
し
た
い
。
真
和
志
の
態
度
と

し
て
は
お
こ
が
ま
し
い
条
件
も
つ
け
な
い

で
、
理
解
に
よ
る
合
併
を
実
現
し
た
い
。
願

わ
く
ば
市
長
選
挙
に
も
参
加
さ
せ
て
ほ
し

い
。
市
長
選
挙
後
の
合
併
で
は
市
民
が
納
得

し
な
い
と
思
う
。
た
と
え
市
長
選
挙
に
参
加

し
て
も
、
誰
が
よ
い
、
彼
が
よ
い
と
い
う
こ

と
は
真
和
志
側
は
つ
つ
し
ん
で
、
那
覇
側
と

歩
調
を
そ
ろ
え
て
行
き
た
い
。
真
和
志
が
参

加
し
た
か
ら
と
い
っ
て
市
長
選
に
迷
惑
に
な

ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
那
覇
の
合
併
委
員

会
で
も
合
併
に
異
存
が
な
か
っ
た
と
聞
い
て

喜
ん
で
お
り
、大
き
な
希
望
を
持
つ
て
い
る
。

辺
野
喜
英
興
氏

那
覇
市

当
間
市
長
の

主
席
就
任
が
決
り
、
懸
案
の
合
併
問
題
が
急

に
持
ち
上
っ
た
。
那
覇
に
と
っ
て
は
市
長
選

も
合
併
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
委
員
会
は

合
併
に
つ
い
て
は
大
賛
成
で
あ
る
。
真
和
志

側
の
合
併
へ
の
熱
意
と
誠
意
は
よ
く
わ
か
っ

て
い
る
。
真
和
志
が
合
併
に
よ
っ
て
い
っ

し
ょ
に
市
長
を
選
び
た
い
と
い
う
真
和
志
の

希
望
も
み
と
め
て
い
る
。
当
間
氏
が
帰
任
し

て
市
長
選
挙
の
告
示
と
な
る
が
、
告
示
後
の

措
置
に
は
多
く
の
問
題
と
な
る
点
が
あ
る
の

で
、
急
に
は
結
論
は
出
せ
な
い
が
、
合
併
促

進
法
を
立
案
し
た
政
府
代
表
も
両
市
の
合
同

委
員
会
に
招
い
て
話
合
い
、
早
目
に
合
併
に

持
っ
て
行
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
早
急
に

合
同
委
員
会
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。

な
お
八
日
は
午
前
中
に
、新
里
委
員
長
が
、

内
政
局
行
政
課
を
訪
ね
て
合
同
委
員
会
へ

の
出
席
を
求
め
、
承
諾
を
得
れ
ば
、
午
後

か
ら
直
ち
に
両
市
合
併
委
員
会
の
合
同
会

議
を
開
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
両
市
合
同
会
議
で
／
那
覇
市
合
併

研
究
委

那
覇
市
都
市
合
併
研
究
特
別
委
員
会

会
長

辺
野
喜
英
興
氏

で
は
七
日
ひ
る
二
時
三
十

五
分
す
ぎ
か
ら
市
会
議
室
で
委
員
会
を
開

き
、
さ
き
に
真
和
志
市
か
ら
申
入
れ
の
あ
っ

た
市
長
選
挙
前
の
合
併
に
つ
い
て
検
討
し
た

が
、
近
く
両
市
合
併
促
進
委
員
会
合
同
会
議

を
持
ち
、
こ
れ
に
行
政
府
関
係
部
課
長
の
出

席
を
求
め
て
質
疑
検
討
、
法
的
に
も
事
務
処

理
の
面
で
も
支
障
が
な
け
れ
ば
合
併
す
る
こ

と
に
態
度
を
決
め
た
。

真
和
志
市
側
の
申
入
れ
は
合
併
促
進
法
に

則
っ
て
無
条
件
編
入
合
併
と
い
う
柔
軟
な

も
の
で
あ
る
が
、
那
覇
市
会
の
大
勢
と
事

務
当
局
は
事
務
処
理
の
面
で
難
色
を
み
せ

て
お
り
、
結
局
両
市
合
併
委
員
会
合
同
会

議
で
結
論
を
見
出
そ
う
と
決
っ
た
も
の

で
、

委
員
会
で
は
今
回
の
真
和
志
市
側
の
熱
意
に

応
え
る
た
め
早
急
に
合
併
し
、
新
市
長
選
挙

民
に
両
市
対
等
に
選
挙
権
を
行
使
さ
す
べ
き

だ
と
の
意
見
も
あ
っ
た
が
結
論
は
今
後
の
両

市
合
同
会
議
に
持
ち
越
し
て
真
和
志
市
合
併

促
進
特
別
委
員
と
の
懇
親
会
に
臨
ん
だ
。
ま

た
、
同
問
題
は
市
長
選
挙
と
も
深
く
絡
む
以

上
、
市
選
管
委
で
も
選
挙
告
示

十
一
月
十

日

並
び
に
投
票
期
日

十
二
月
二
十
五
日

の
態
度
は
変
り
な
い
が
、
選
挙
人
名
簿
縦
覧

な
ど
の
法
定
期
日
や
、
合
併
に
よ
る
真
和
志

市
民
の
選
挙
権
の
問
題
な
ど
確
た
る
法
的
根

拠
を
研
究
し
て
慎
重
を
期
し
て
い
る
。

”
こ
の
好
機
を
逸
す
る
な
”
／

真
和
志
青
連
も
合
併
促
進
を

決
議
琉
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・
夕
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・
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真
和
志
市
の
那
覇
市
へ
の
編
入
合
併
問
題

は
、
き
の
う
の
両
市
合
併
促
進
委
員
会
の
合

同
懇
談
会
で
真
和
志
市
の
無
条
件
編
入
の
線

で
意
見
が
一
致
、
問
題
は
事
務
面
の
処
理
だ

け
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
が
、
真

和
志
市
青
年
連
合
会

会
長
島
袋
雅
夫
氏

で
は
き
の
う
夕
六
時
す
ぎ
か
ら
市
役
所
で
緊

急
理
事
会
を
開
き
、
那
覇
市
と
の
合
併
促
進

決
議
を
全
会
一
致
で
採
択
、
け
さ
島
袋
会
長

の
ほ
か
に
喜
舎
場
盛
一
、
知
念
清
勇
、
新
垣

盛
信
、
許
田
恵
美
子
、
渡
久
地
健
、
内
間
安

彦
の
各
理
事
代
表
が
副
主
席
、那
覇
市
助
役
、

同
市
会
議
長
を
訪
れ
て
そ
れ
を
手
交
し
た
。

合
併
促
進
を
決
議
し
た
の
は
同
青
連
の
こ
の

問
題
に
対
す
る
態
度
を
明
確
に
表
明
し
、
市

当
局
、
議
会
と
一
致
協
力
し
て
強
力
に
合
併

を
推
進
さ
せ
る
た
め
で
、
さ
ら
に
那
覇
、
小

禄
、
首
里
の
各
青
年
会
と
相
提
携
し
て
、
よ

く
検
討
し
、
那
覇
市
側
に
積
極
的
に
働
き
か

け
る
こ
と
を
申
合
わ
せ
た
。

ま
た
那
覇
市
へ
の
編
入
後
に
お
い
て
、
目
下

農
村
地
域
の
政
策
が
徹
底
せ
ず
に
分
村
問
題

が
起
つ
た
り
し
て
い
る
と
い
う
の
で
、
編
入

後
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
那
覇
市

当
局
に
強
く
要
望
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
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決
議
文

”
英
断
を
以
て
合
併
の
実
現
を
期

せ
”
那
覇
、
真
和
志
の
合
併
は
戦
前
か
ら
叫

ば
れ
、
数
知
れ
ぬ
ウ
余
曲
折
を
経
て
今
日
に

至
り
、
那
覇
市
長
の
主
席
就
任
と
共
に
再
び

合
併
論
が
ほ
う
は
い
と
し
て
起
つ
た
。
二
年

前
合
併
の
急
務
を
説
き
つ
つ
も
そ
の
方
法
論

に
決
定
的
妥
協
点
を
得
る
こ
と
が
出
来
ず
、

物
別
れ
の
運
命
に
あ
つ
た
こ
と
は
人
々
の
記

憶
に
新
し
く
、
誠
に
遺
憾
に
た
え
な
い
。

わ
が
真
和
志
市
青
年
連
合
会
は
一
九
五
四
年

五
月
の
総
会
で
早
期
合
併
促
進
を
決
議
し
つ

つ
も
そ
の
機
の
熟
す
る
の
を
一
日
千
秋
の
思

い
で
待
つ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は

し
な
く
も
好
機
の
到
来
し
た
こ
と
を
喜
ぶ
と

と
も
に
、
千
載
一
遇
の
こ
の
機
会
を
逸
す
る

こ
と
な
く
懸
案
の
合
併
問
題
に
終
止
符
が
打

た
れ
ん
こ
と
を
祈
念
す
る
も
の
で
あ
る
。
も

は
や
合
併
の
功
罪
を
論
ず
る
時
期
は
過
ぎ

た
。
今
や
為
政
者
諸
先
輩
の
断
に
待
つ
の
み

で
あ
る
。

願
わ
く
ば
百
年
の
大
計
に
生
き
る
為
政
者
諸

先
輩
が
、
真
和
志
六
万
市
民
の
福
利
増
進
と

首
都
建
設
の
大
偉
業
達
成
の
た
め
大
英
断
を

下
さ
れ
ん
こ
と
を
熱
望
す
る
。

那
覇
市
長
選
挙
／
投
票
は
来
月

二
十
五
日
／
き
ょ
う
告
示
、

六
日
か
ら
届
出

琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
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・
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那
覇
市
長
選
挙
は
き
よ
う
朝
十
時
、
臨
時
議

会
を
ひ
ら
い
て
当
間
重
剛
氏
の
市
長
辞
任
の

承
認
を
行
い
、
即
日
選
挙
告
示
の
運
び
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
那
覇
市
選
管
委
で
は
十
二

月
六
日
立
候
補
者
届
出
の
受
理
を
開
始
、
選

挙
は
師
走
の
街
に
二
十
日
間
に
わ
た
る
火
ぶ

た
を
切
つ
て
落
す
。
や
が
て
暮
も
押
迫
つ
た

ク
リ
ス
マ
ス
の
十
二
月
二
十
五
日
、
選
挙
民

は
各
候
補
の
運
命
を
決
す
る
投
票
日
を
迎
え

る
が
、
明
け
て
二
十
六
日
は
全
市
民
の
注
視

の
う
ち
に
票
読
み
。
泣
く
も
笑
う
も
”
わ
れ

ら
が
首
長
”
を
決
定
す
る
。

選
挙
は
き
よ
う
の
告
示
を
待
た
ず
、
早
く
も

出
馬
す
る
人
の
噂
で
街
の
話
題
を
さ
ら
つ
て

い
る
が
、
議
会
の
統
一
候
補
擁
立
の
動
き
も

次
第
に
候
補
者
の
範
囲
が
し
ぼ
ら
れ
て
き

て
、
現
議
長
泉
正
重
氏
と
弁
護
士
仲
井
間
宗

一
氏
の
線
が
残
さ
れ
た
か
た
ち
。
十
六
日
に

帰
島
延
期
と
な
つ
た
”
当
間
主
席
ま
ち
”
で

議
会
両
派
と
も
無
気
味
な
ほ
ど
の
沈
黙
を
続

け
て
い
る
。
そ
れ
に
出
馬
の
機
の
熟
す
る
の

を
待
つ
て
鳴
り
を
ひ
そ
め
て
い
る
と
い
う
仲

本
為
美
氏
の
支
持
者
達
の
ほ
か
に
、
人
民
党

で
は
昨
晩
”
那
覇
支
部
連
合
会
”
を
ひ
ら
い

て
凡
そ
の
駒
を
決
定
、
十
一
日
の
党
中
央
委

員
会
で
党
公
認
候
補
を
発
表
の
段
取
り
で
あ

る
。
な
お
き
よ
う
の
告
示
で
は
じ
ま
る
選
挙
事
務

の
日
程
つ
ぎ
の
と
お
り
。

▽
十
日
選
挙
告
示
▽
二
十
三
日
か
ら
十
二
月

二
日
ま
で
の
十
日
間
、
補
充
選
挙
人
名
簿
の

縦
覧
期
間
、
有
権
者
の
名
簿
も
れ
に
対
す
る

異
議
申
立
て
の
期
間
で
も
あ
る
。
▽
十
二
月

十
四
日
選
挙
会
場

投
票
分
会
場

そ
の
所

轄
区
域
、
選
挙
期
日
の
告
示
最
終
日
。
▽
十

二
月
六
日
立
候
補
届
出
の
受
理
開
始
。
同
時

に
街
に
は
選
挙
運
動
が
展
開
さ
れ
る
。
届
出

は
投
票
日
の
三
日
前
、
二
十
二
日
夜
十
二
時

を
も
つ
て
締
切
る
。
▽
十
二
月
二
十
四
日
不

在
投
票
の
最
終
日
。
病
気
や
負
傷
、
妊
娠
、

出
産
な
ど
の
た
め
選
挙
会
場
に
行
く
こ
と
の

で
き
な
い
人
は
医
師
や
産
婆
の
証
明
を
得

て
、
選
挙
長
か
ら
投
票
用
紙
と
封
筒
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
▽
十
二
月
二
十
五
日

投
票
日
。
▽
十
二
月
二
十
六
日
開
票
日
、
当

選
人
を
決
定
す
る
。
な
お
不
在
投
票
用
紙
は

１

軍
施
設
で
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
に

な
つ
て
い
る
も
の

２

船
舶
に
勤
務
、
ま

た
は
海
上
で
漁
業
に
従
来
す
る
こ
と
に
な
つ

て
い
る
も
の

３

自
己
の
住
所
か
ら
離
れ

て
選
挙
事
務
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
も
発
行
さ
れ
る
。

市
長
退
職
を
承
認
／
那
覇
市
会

合
併
問
題
な
ど
協
議

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
６
・
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・
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那
覇
市
臨
時
議
会
は
十
日
あ
さ
十
時
半
か
ら

開
か
れ
、
当
間
重
剛
氏
の
主
席
転
出
に
伴
な

う
市
長
退
職
を
承
認
し
た
。
ま
ず
嘉
手
納
助

役
か
ら
比
嘉
主
席
の
急
逝
に
伴
な
い
任
期
を

ま
た
ず
に
市
長
が
主
席
に
任
命
さ
れ
た
が
辞

任
を
承
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
の
べ
て

開
会
。

泉
議
長
か
ら
当
間
市
長
よ
り
送
ら
れ
た

十

一
月
十
日
辞
職
し
た
し
手
続
た
の
む
、当
間

の
電
文
を
朗
読
、
全
員
賛
成
で
市
長
辞
任
を

承
認
し
た
。

そ
の
後
、
島
袋
嘉
順
議
員

人

か
ら

市

民
の
選
挙
で
主
席
に
任
命
さ
れ
た
の
で
は
な

く
軍
任
命
に
よ
り
主
席
を
受
諾
、
後
は
お
願

い
し
ま
す
と
い
っ
て
い
る
が
、
滞
日
期
間
を

延
期
し
て
い
る
そ
の
間
の
滞
在
費
は
ど
こ
か

ら
出
さ
れ
る
の
か

の
質
問
が
出
さ
れ
泉
議

長
と
わ
た
り
あ
う
一
幕
も
あ
っ
た
が
、
そ
の

ま
ま
十
一
時
五
分
前
に
閉
会
し
た
。

市
選
管
委
で
は
辞
職
承
認
決
議
に
も
と
づ
い

て
同
日
ひ
る
す
ぎ
後
任
市
長
選
挙
の
期
日

十
二
月
二
十
五
日

と
選
挙
運
動
開
始
日

十
二
月
六
日

な
ど
を
告
示
し
た
。

な
お
臨
時
議
会
閉
会
後
、
全
員
協
議
会
が
も

た
れ
真
和
志
市
と
の
合
併
問
題
首
里
バ
ス
の

増
資
問
題
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
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当
間
氏
の
主
席
就
任
、
そ
れ
に
伴
う
那
覇

市
長
の
選
挙
を
キ
ッ
カ
ケ
と
し
て
、
久
し
く

懸
案
と
な
っ
て
い
た
那
覇
・
真
和
志
の
合
併

問
題
が
、
急
速
に
動
き
出
し
て
き
て
い
る
。

十
日
開
か
ら
れ
た
那
覇
臨
時
市
会
は
、
当
間

氏
の
市
長
辞
職
を
承
認
、
選
管
委
は
、
こ
れ

に
基
い
て
、
選
挙
を
告
示
、
来
月
二
十
五
日

に
投
票
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
こ
の
選
挙
を
機
会
に
、
真
和
志
側
が
、

合
併
を
一
挙
に
実
現
し
よ
う
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
主
張
を
す
て
、
無
条
件
合
併
を
申
入

れ
た
の
が
、
今
回
の
動
き
の
発
端
と
な
っ
て

い
る
。
真
和
志
側
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま

で
対
等
の
合
併
を
主
張
、
市
へ
の
昇
格
後
は
、

ま
す
ま
す
そ
の
意
向
が
強
く
な
っ
た
感
じ
を

与
え
て
い
た
が
、
こ
れ
が
那
覇
市
側
の
い
れ

る
と
こ
ろ
と
な
ら
ず
、
結
局
は
も
の
わ
か
れ

に
な
る
の
を
例
と
し
て
い
た
。
そ
れ
が
急
に

無
条
件
編
入
の
線
を
う
ち
だ
し
た
と
こ
ろ
に

注
目
さ
れ
る
点
が
あ
る
が
、
そ
の
理
由
と
し

て
は
、
来
月
の
市
長
選
挙
ま
で
に
、
合
併
を

実
現
し
、
こ
の
市
長
選
挙
に
参
画
し
、
そ
れ

を
通
じ
て
今
後
の
市
政
に
真
和
志
と
し
て
の

意
思
を
反
映
さ
せ
て
い
く

つ
ま
り
形
の
上

で
は
、
編
入
だ
が
、
実
質
的
に
は
、
対
等
の

合
併
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
真
和
志
市
と
し

て
も
面
目
が
立
つ
、
と
い
う
点
を
狙
っ
た
も

の
だ
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
真
和

志
側
の
申
入
れ
の
無
条
件
合
併
と
は
い
っ
て

も
、
そ
こ
に
は
市
長
選
挙
の
際
、
現
在
の
真

和
志
の
有
権
者
が
投
票
す
る
と
い
う
最
低
の

条
件
は
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
わ
け
だ

が
、
こ
の
条
件
を
那
覇
市
側
が
受
け
入
れ
る

か
ど
う
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
今
回
の
合

併
問
題
の
焦
点
は
、
し
ぼ
ら
れ
て
く
る
も
の

と
予
想
さ
れ
る
。

今
度
の
市
長
選
挙
は
、
首
里
、
小
禄
が
那

覇
市
に
合
併
さ
れ
て
か
ら
最
初
の
も
の
で
あ

り
、
そ
の
規
模
の
拡
大
に
伴
っ
て
、
選
挙
戦

も
こ
れ
ま
で
と
は
、
多
少
お
も
む
き
を
異
に

し
、
複
雑
さ
を
増
す
も
の
と
み
ら
れ
る
。
当

間
氏
の
主
席
任
命
以
来
、
市
長
候
補
の
顔
ぶ

れ
が
、
い
く
つ
か
あ
げ
ら
れ
て
浮
き
沈
み
し
、

そ
の
範
囲
も
漸
次
せ
ば
め
ら
れ
て
き
て
い
る

が
、
現
在
進
行
中
の
都
市
計
画
事
業
を
円
滑

に
す
す
め
る
意
図
も
含
め
、
保
守
系
統
一
候

補
の
工
作
が
、
市
会
を
中
心
に
つ
づ
け
ら
れ

て
い
る
。人
民
党
が
候
補
者
を
た
て
る
の
は
、

ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
る
し
、
仮
に
保
守
系
が
分

裂
し
た
場
合
、
右
に
述
べ
た
首
里
、
小
禄
が

加
わ
っ
て
い
る
現
在
、
選
挙
戦
の
前
途
は
、

全
く
予
断
を
許
さ
ぬ
も
の
と
な
り
、
お
そ
ら

く
、
真
和
志
と
の
合
併
問
題
も
、
こ
の
保
守

統
一
工
作
と
い
う
問
題
と
か
ら
ん
で
、
大
き

な
焦
点
に
ぶ
っ
つ
か
る
の
で
は
な
い
か
と
み

ら
れ
る
。

合
併
問
題
に
つ
い
て
は
、
両
市
委
員
会
の

合
同
懇
談
会
が
も
た
れ
、
早
期
合
併
へ
の
意

見
が
交
わ
さ
れ
、
前
途
に
明
る
い
希
望
が
見

出
さ
れ
た
、
と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体

的
な
推
進
策
□
み
ら
れ
ず
、
さ
き
に
公
布
さ

れ
た
合
併
促
進
法
を
研
究
し
て
み
る
と
い
う

こ
と
で
懇
談
は
終
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の

前
に
那
覇
市
で
も
、
合
併
研
究
特
別
委
員
会

を
開
い
て
、
検
討
を
加
え
て
い
る
が
、
一
応

真
和
志
の
申
入
れ
に
は
賛
意
を
表
し
て
い
る

も
の
の
、
事
務
処
理
の
面
で
難
色
を
み
せ
て

い
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
事
務
面
の
問
題

は
、
と
も
か
く
と
し
て
も
、
真
和
志
側
が
希

望
す
る
よ
う
に
、
選
挙
ま
で
に
合
併
を
実
現

し
、
そ
の
投
票
を
認
め
る
こ
と
に
な
っ
た
場

合
、
選
挙
は
一
層
複
雑
な
も
の
と
な
り
、
い

ま
工
作
さ
れ
て
い
る
統
一
候
補
が
、
勢
力
分

野
の
変
化
に
よ
っ
て
、
思
う
よ
う
に
う
ま
く

運
ぶ
か
ど
う
か
に
、
市
会
側
と
し
て
の
大
き

な
悩
み
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ

る
。選
挙
は
す
で
に
告
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

故
に
、
市
会
の
一
部
に
は
、
出
来
る
だ
け
早

目
に
合
併
の
決
議
を
行
い
、合
併
の
時
期
は
、

選
挙
が
終
っ
て
、
来
年
に
も
っ
て
い
く
、
と

い
っ
た
考
え
方
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ

れ
で
は
、
選
挙
を
通
じ
そ
の
意
思
を
反
映
す

る
と
い
う
、
実
質
的
な
対
等
合
併
を
狙
う
真

和
志
側
の
一
部
に
反
対
意
見
が
出
て
く
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
な
い
で
も
な
い
。
真
和
志
と

し
て
は
、
こ
の
機
会
を
の
が
し
た
ら
、
お
そ

ら
く
当
分
は
、
合
併
の
機
会
は
こ
な
い
、
と

み
て
い
る
よ
う
で
、
こ
れ
が
ま
た
、
無
条
件

合
併
を
う
ち
だ
し
た
一
つ
の
理
由
に
も
な
っ

て
い
る
と
い
わ
れ
、
真
偽
の
ほ
ど
は
分
ら
ぬ

が
、
も
し
、
今
回
の
合
併
工
作
が
、
那
覇
側

の
き
き
い
れ
る
と
こ
ろ
と
な
ら
ず
、
実
現
さ

れ
な
い
と
す
れ
ば
、
反
転
し
て
、
旧
真
和
志

の
失
地
回
復
に
動
く
、
と
も
ら
し
て
い
る
も

の
も
い
る
と
い
う
。
も
し
、
こ
う
い
っ
た
動

き
が
仮
に
あ
ら
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

こ
れ
ま
で
両
市
の
合
併
を
阻
ん
で
い
た
溝
を

余
計
大
き
く
す
る
結
果
に
も
な
り
か
ね
な

い
。よ
く
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、

那
覇
と
真
和
志
は
、
そ
の
主
要
部
に
お
い
て

す
で
に
一
体
化
し
て
い
る
。
そ
れ
が
、
今
日

ま
で
合
併
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
不
思
議

だ
、
と
言
え
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
こ
の
際
、

盛
り
上
が
っ
て
い
る
気
運
を
そ
の
ま
ま
見
送

ら
ず
に
、
何
と
か
、
理
解
と
納
得
の
い
く
合

併
が
、
実
現
出
来
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
、
と

思
う
。
む
ろ
ん
、
政
府
の
積
極
的
助
言
も
要

望
さ
れ
る
が
、
特
に
両
市
当
局
の
公
正
な
判

断
に
期
待
を
寄
せ
た
い
の
で
あ
る
。
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／
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那
覇
市
議
会
で
は
十
日
全
体
協
議
会
を
ひ
ら

き
首
里
バ
ス
の
増
資
問
題
、
合
併
問
題
、
水

道
問
題
に
つ
い
て
協
議
し
た
が
、
首
里
バ
ス

の
件
に
つ
い
て
は
”
市
営
”
と
”
民
営
”
を

め
ぐ
っ
て
論
議
が
ふ
つ
と
う
。
結
局
、
現
在

の
市
当
局
六
割
と
市
民

首
里

側
四
割
の

率
の
ま
ま
で
株
の
増
資
を
行
う
よ
う
、
強
い

要
望
が
な
さ
れ
、
殆
ど
の
議
員
が
こ
れ
に
賛

意
を
示
し
た
。

首
里
バ
ス
の
増
資

先
の
運
輸
審
議
会
で
同

社
は
九
台
の
車
両
購
入
が
認
可
さ
れ
た
が
こ

れ
は
今
年
一
ぱ
い
で
輸
入
せ
よ
と
の
条
件
づ

き
で
早
急
に
三
百
万
円
の
増
資
が
必
要
と
な

つ
た
。
と
こ
ろ
が
同
社
は
市
六
割
、
民
四
割

の
持
ち
株
と
な
つ
て
お
り
、
こ
ん
ど
の
増
資

を
機
会
に
三
百
万
円
の
全
株
を
民
側
に
譲
つ

て
貰
い
た
い

と
市
当
局
へ
要
望
が
な
さ

れ
て
い
た
も
の
。
首
里
バ
ス
専
務
大
山
盛
幸

議
員
が
民
を
代
表
し
て

首
里
バ
ス
は
首
里

の
人
々
に
よ
つ
て
創
設
し
た
も
の
で
あ
り
、

将
来
こ
れ
が
市
営
に
な
る
こ
と
は
し
の
び
難

い
。
事
業
ら
し
い
事
業
も
な
い
首
里
の
立
場

を
考
慮
し
て
、
せ
め
て
同
社
だ
け
で
も
市
民

首
里

に
確
保
さ
せ
て
貰
い
た
い

と
将

来
予
想
さ
れ
る
市
営
移
管
へ
の
防
止
に
そ
な

え
て
、
民
側
株
の
率
引
上
げ
を
強
く
訴
え
た
。

こ
れ
に
対
し
同
社
の
重
役

三
議
員

を
除

く
、
首
里
選
出
三
議
員
も
含
め
た
殆
ど
の
議

員
が
真
つ
向
う
か
ら
反
対
、
市
民
の
足
の
便

を
は
か
り
小
禄
ま
で
線
を
の
ば
す
た
め
に

も
、
む
し
ろ
市
の
株
を
多
く
し
て
市
営
に
持

つ
て
い
く
べ
き
だ
。
こ
ん
ど
の
場
合
も
全
額

市
が
保
有
し
た
い
が
、
商
法
に
従
い
一
対
一

の
割
で
妥
結
。
最
小
限
六
対
四
の
比
率
は
維

持
し
て
い
き
た
い

と
す
る
当
局
の
方
針
を

支
持
。
一
時
は

市
が
大
き
な
株
を
持
つ
こ

と
に
よ
つ
て
会
社
の
役
員
人
事
ま
で
市
長
に

左
右
さ
れ
る
オ
ソ
レ
が
あ
る

一
体
市
当

局
が
何
時
、
役
員
を
お
び
や
か
し
た
と
い
う

の
だ
。
同
じ
市
民
で
あ
り
な
が
ら
小
禄
は
そ

の
恩
恵
に
も
浴
し
て
い
な
い
で
は
な
い
か

と
激
し
く
渡
り
合
う
場
面
も
あ
つ
た
が
、
大

多
数
の
意
見
で
”
現
在
の
六
対
四
の
比
率
で

筋
の
通
つ
た
増
資
を
す
る
”
こ
と
に
落
着
い

た
。
合
併
問
題

合
併
研
究
委
員
長
辺
野
喜
英
興

氏
か
ら
、
真
和
志
か
ら
申
出
の
あ
つ
た

市

長
選
挙
前
の
合
併

に
つ
い
て
経
過
報
告
が

あ
り
、
各
議
員
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
が

新
聞
で
も
合
併
の
成
否
は
も
早
、
那
覇
市

会
に
か
か
つ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
真

和
志
市
民
が
選
ん
で
い
な
い
市
長
に
よ
つ
て

治
め
ら
れ
る
と
い
う
、
不
合
理
を
除
く
た
め

に
も
選
挙
前
に
合
併
す
べ
き
だ

と
か

簡

単
に
合
併
を
急
い
で
は
事
を
誤
ま
る
。
十
分

法
を
研
究
し
て
あ
く
ま
で
も
市
民
の
立
場
か

ら
解
決
し
て
ほ
し
い

と
の
要
望
が
な
さ
れ

た
。記

者
の
メ
モ
／
真
和
志
は
積
極

的
だ
が
…

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
11
・
12

○

那
覇
、
真
和
志
の
選
挙
前
合
併
に
つ
い

て
那
覇
市
側
は
表
面
何
と
も
な
い
が
、
真
和

志
市
側
は
翁
長
市
長
が
当
間
さ
ん
と
同
問
題

を
打
合
せ
る
た
め
近
く
本
土
へ
飛
ぶ
予
定
を

た
て
る
な
ど
積
極
的
な
動
き
で
あ
る
。

十
日
の
那
覇
市
会
全
員
協
議
会
で
も
初
め
の

程
は
至
極
の
ん
び
り
促
進
法
の
研
究
不
十
分

で
十
二
日
の
合
同
委
員
会
で

行
政
府
課
長

に
疑
義
を
質
し
て
検
討
し
よ
う

と
落
着
き

か
け
た
が
島
袋
嘉
順
議
員

合
併
は
今
や
那

覇
市
側
の
態
度
に
か
か
っ
て
い
る
。
研
究
委

員
会
は
十
二
日
の
両
市
合
同
協
議
会
に
合
併

の
期
日
に
就
て
一
応
の
メ
ド
は
つ
け
て
話
合

う
の
か
、
た
だ
検
討
す
る
だ
け
な
の
か

と

質
問
、
選
挙
前
合
併
推
進
を
力
説
し
た
。

○

こ
れ
に
対
し
辺
野
喜
委
員
長

促
進
法
、

事
務
処
理
の
研
究
を
十
分
し
な
い
限
り
期
日

を
想
定
す
る
こ
と
は
考
え
な
い
し
、
合
同
協

議
会
で
見
通
し
が
つ
け
ば
小
委
員
会
を
作
っ

て
促
進
し
て
い
き
た
い

と
答
弁
。
島
袋
議

員
再
び
当
局
並
び
に
大
部
分
の
市
会
の
い
う

事
務
処
理
は
派
生
的
な
問
題
で
あ
っ
て
、

こ
れ
だ
け
を
理
由
に
合
併
を
延
ば
す
こ
と
は

不
合
理
で
あ
る

と
食
い
下
っ
た
が
結
局

慎
重
論

を
も
っ
て
気
乗
り
薄
の
大
勢
に

押
さ
れ
て
幕
と
な
っ
た
。

○

こ
う
し
て
当
局
の
強
く
主
張
す
る
事
務

処
理
不
可
能
と
い
う
説
を
理
由
に
選
挙
前
合

併
の
実
現
回
避
は
市
会
の
支
配
的
空
気
と

な
っ
て
、
た
っ
て
と
い
う
な
ら
合
併
の
期
日

の
決
議

何
月
何
日
合
併
し
よ
う
と
の
決
議

だ
け
し
て
、
実
質
的
合
併
は
明
年
に
持
越
す

と
い
う
意
見
が
強
い
。

那
覇
側
に
と
っ
て
そ
の
理
由
と
す
る
事
務
処

理
面
の
困
難
だ
け
で
は
な
く
合
併
に
よ
り
真

和
志
市
民
が
選
挙
に
参
加
す
る
と
統
一
候
補

が
ま
と
ま
っ
た
と
し
て
も
再
び
基
盤
が
混
乱

す
る
こ
と
を
大
き
く
懸
念
し
て
い
る
よ
う

で
、複
雑
微
妙
な
立
場
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

○

一
方
真
和
志
側
も
こ
の
点
は
百
も
承

知
、
市
長
選
挙
に
際
し
て
は
最
悪
の
場
合
で

も
当
局
派
一
候
補
に
対
し
て
有
権
者
の
七

〇
％
獲
得
は
可
能
で
あ
る
と
の
見
通
し
を
那

覇
側
へ
個
別
的
に
匂
わ
す
な
ど
真
剣
そ
の
も

の
の
出
方
。
し
か
し
那
覇
側
の
こ
う
し
た
点

か
ら
選
挙
前
合
併
は
望
み
薄
の
ま
ま
難
航
す

る
も
の
と
み
ら
れ
、
若
し
こ
れ
が
実
現
し
な

け
れ
ば
真
和
志
側
の
態
度
は
再
び
硬
化
、
合

併
の
見
通
し
は
一
段
と
暗
く
な
る
も
の
と
し

て
憂
慮
さ
れ
て
い
る
。
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那
覇
と
真
和
志
の
縁
組
談
合
／

日
取
り
で
ゆ
き
な
や
む
両
市

合
併
委
／
小
委
員
会
設
け
て

研
究
／
事
務
的
処
理
に
那
覇

側
難
色

琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
11
・
13

那
覇
市
長
選
挙
前
の
合
併
問
題
を
検
討
す
る

那
覇
、
真
和
志
の
第
二
回
合
併
研
究
合
同
委

員
会
は
十
二
日
ひ
る
二
時
半
か
ら
那
覇
市
議

会
室
で
開
催
。
政
府
か
ら
野
波
行
政
課
長
の

出
席
を
求
め
て
、
事
務
的
手
続
き
に
つ
い
て

説
明
を
き
い
た
の
ち
”
選
挙
前
の
合
併
か
””

選
挙
後
の
合
併
か
”
に
つ
い
て
も
お
互
の
ハ

ラ
を
さ
ぐ
り
合
う
意
見
も
交
わ
さ
れ
た
が
、

法
的
に
も
ま
だ
疑
問
点
が
あ
る
と
し
て
那
覇

側
が
難
色
を
示
し
て
結
論
に
至
ら
ず
、
結
局

両
市
の
小
委
員
会

十
四
名

を
設
け
て
研

究
し
合
う
こ
と
に
な
つ
た
。

那
覇
、
真
和
志
の
両
市
は
一
応
小
委
員
会
の

歩
み
寄
り
に
合
併
問
題
の
処
理
を
一
任
。
法

的
、
事
務
的
に
も
選
挙
前
の
合
併
が
可
能
で

あ
る
か
ど
う
か
を
深
く
検
討
し
て
、
合
併
の

時
期
に
た
い
す
る
結
論
を
得
た
の
ち
、
両
市

議
会
で
合
併
問
題
の
解
決
に
乗
り
出
す
こ
と

に
な
つ
た
。
な
お
小
委
員
会
は
両
市
と
も
合

併
研
究
正
副
委
員
長
も
含
め
た
議
員
五
名
、

市
当
局
二
名
、
計
七
名
ず
つ
を
上
げ
る
こ
と

に
な
つ
て
お
り
、
き
よ
う
両
市
の
委
員
長
で

決
定
す
る
。
き
の
う
合
同
委
は
那
覇
の
辺
野

喜
合
併
委
員
長
を
議
長
に
話
合
い
が
進
め
ら

れ
た
が
、
双
方
の
主
な
る
意
見
つ
ぎ
の
と
お

り
。真
和
志
側
（
高
良
正
文
）

合
併
の
持
込

み
が
あ
ま
り
に
も
急
で
あ
つ
た
た
め
、
那
覇

で
は
事
務
的
な
問
題
に
難
色
を
示
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
が
、
選
挙
前
の
合
併
が
で
き

る
か
ど
う
か
。
那
覇
の
意
見
を
き
き
た
い
。

那
覇
側
（
辺
野
喜
英
興
）

早
速
、
助
役

に
も
は
か
つ
て
み
た
が

事
務
的
に
は
無
理

だ

と
の
こ
と
で
、
可
能
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
ハ
ツ
キ
リ
い
え
ず
早
く
検
討
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

那
覇
側
（
真
栄
田
義
晃
）

促
進
法
は
制

限
よ
り
促
進
の
規
定
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
両

市
の
ハ
ラ
が
決
ま
れ
ば
後
は
ス
ム
ー
ス
だ
と

思
う
。
真
和
志
が
選
挙
人
名
簿
な
ど
を
整
理

し
て
、
選
挙
に
間
に
合
せ
得
る
か
ど
う
か
を

き
き
た
い
。

真
和
志
側
（
新
里
義
雄
）

合
併
の
事
務

処
理
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
日
程
も
作
成
。

選
挙
前
の
合
併
実
現
に
万
遺
憾
の
な
い
よ
う

努
力
し
て
い
る
。

政
府
側
（
野
波
行
政
課
長
）

補
充
名
簿

は
縦
覧
期
間
と
異
議
申
立
期
間
を
お
い
て
作

成
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
が
、
那
覇
市
で

は
十
日
す
で
に
告
示
し
て
お
り
、
そ
の
中
途

で
合
併
が
実
現
し
た
場
合
、
真
和
志
側
の
異

議
申
立
期
間
を
置
か
な
い
名
簿
が
果
し
て
有

効
か
ど
う
か
。
ま
だ
多
く
の
疑
問
が
あ
り
、

そ
れ
に
は
布
令
改
正
な
ど
も
必
要
か
も
知
れ

な
い
。
ま
た
促
進
法
に
は
制
限
の
項
も
あ
る

こ
と
を
念
の
た
め
。

那
覇
側
（
真
栄
田
義
晃
）

促
進
法
に
よ

る
の
が
や
や
つ
こ
し
け
れ
ば
市
町
村
自
治
法

だ
け
で
も
合
併
で
き
る
か
。

政
府
側
（
野
波
行
政
課
長
）

で
き
な
い

こ
と
も
な
い
が
、
編
入
に
よ
つ
て
片
方
の
議

会
が
消
滅
、議
席
を
一
つ
も
持
て
な
く
な
る
。

那
覇
側
（
比
嘉
朝
四
郎
）

選
挙
前
の
合

併
に
は
法
的
に
も
疑
問
が
あ
り
直
ち
に
結
論

は
見
出
せ
な
い
が
、
も
し
今
度
の
那
覇
に
政

変
が
な
か
つ
た
場
合
は
真
和
志
は
何
時
ご
ろ

合
併
の
予
定
だ
つ
た
か
。
ま
た
選
挙
前
の
合

併
が
不
成
功
に
終
つ
た
場
合
は
。

真
和
志
側
（
新
垣
義
雄
、
高
良
正
文
）

当
間
氏
の
主
席
転
出
ま
で
は
来
年
六
月
ま
で

に
合
併
す
る
ハ
ラ
だ
つ
た
。
合
併
は
両
市
長

の
公
約
で
あ
り
、
ぜ
ひ
選
挙
前
の
合
併
を
実

現
し
た
い
。
万
一
、
で
き
な
か
つ
た
に
し
て

も
現
在
の
歩
み
よ
り
の
精
神
を
崩
さ
ず
で
き

る
だ
け
速
や
か
に
解
決
し
て
貰
い
た
い
。
選

挙
前
の
合
併
に
つ
い
て
政
府
の
見
通
し
を
一

つ
政
府
側
（
野
波
行
政
課
長
）

両
市
議
会

の
議
決
に
よ
る
申
請
が
あ
つ
て
の
ち
、
主
席

が
こ
の
合
併
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
と

き
、
立
法
院
議
会
が
招
集
さ
れ
る
。
申
請
が

何
時
出
さ
れ
る
か
に
も
よ
る
ネ

こ
れ
も
当

間
ま
ち
か
で
爆
笑

那
覇
市
側
（
辺
野
喜
英
興
、
高
良
清
二
）

両
市
民
と
も
合
併
を
早
く
や
る
こ
と
に
は
異

論
は
な
い
、
と
い
つ
て
も
メ
ド
も
つ
け
ず
に

結
論
を
生
む
の
も
出
来
な
い
の
で
、
両
市
に

小
委
員
会
を
設
置
。
継
続
的
に
研
究
し
て
早

く
一
致
点
を
見
出
し
た
い
。
市
長
選
挙
前
の

合
併
が
万
一
、
出
来
な
い
場
合
で
も
、
期
日

を
決
め
て
合
併
の
促
進
決
議
を
行
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
る

全
員
”
賛
成
、
賛
成
”
の
声

日
程
く
ん
で
待
機
／
早
や
手
回
し
の
真

和
志
側

真
和
志
市
都
市
合
併
促
進
委
員
会

委
員

長
新
里
義
雄
氏

で
は
、
十
二
日
あ
さ
十
時

す
ぎ
か
ら
会
合
、
那
覇
市
と
の
合
併
に
対
す

る
方
針
を
次
の
よ
う
に
決
定
し
た
。

一

那
覇
市
長
選
挙
前
に
是
非
と
も
合
併

を
実
現
す
る
。

二

合
併
す
る
ま
で
は
那
覇
市
長
選
挙
候

補
な
ど
に
は
介
入
し
な
い
。

三

合
併
後
の
議
席
数
は
都
市
合
併
促
進

法
に
則
つ
て
那
覇
側
と
話
合
う
。

四

事
務
面
の
問
題
は
両
市
側
か
ら
選
出

し
た
合
併
促
進
協
議
会
で
検
討
す
る
。
な
お

合
併
事
務
処
理
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
予

定
表
を
作
成
し
、
そ
の
線
に
沿
つ
て
合
併
の

実
現
に
努
力
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

▽
二
十
二
日
　
合
併
に
つ
い
て
意
見
調
整
見
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通
し
決
定
、
那
覇
市
合
併
書
類
作
成
開
始
。

▽
三
十
日
　
両
市
会
招
集
。

▽
十
二
月
一
日
　
申
請
書
行
政
府
提
出
。

▽
六
日
　
那
覇
市
長
選
挙
立
候
補
届
出
受
理

開
始
、
選
挙
運
動
開
始
。

▽
七
日
　
立
法
院
招
集
告
示
、
書
類
送
付
。

▽
十
日
　
立
法
院
議
会
。

▽
十
二
日
　
立
法
院
よ
り
行
政
府
へ
送
付
。

▽
十
五
日
　
合
併
告
示

合
併

、
市
長
選

挙
会
場
、
日
時
の
告
示
最
終
日
。

▽
二
十
二
日
　
市
長
選
挙
立
候
補
届
出
受
理

最
終
日
。

▽
二
十
五
日
　
投
票
日
。

市
長
選
線
に
情
勢
分
析
／
統
一
候
補
擁

立
の
動
き
慎
重

那
覇
市
長
選
挙
を
め
ぐ
る
議
会
の
統
一
候
補

問
題
に
つ
い
て
、
十
二
日
朝
那
覇
市
役
所
で

泉
正
重
、
辺
野
喜
英
興
、
仲
井
真
元
楷
、
糸

数
昌
剛
四
市
議
と
新
崎
興
彦
氏
ら
が
密
談
。

当
間
主
席
の
帰
り
を
待
つ
議
会
の
態
度
に
つ

い
て
協
議
し
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
日
の
会

合
は
、
各
派
の
出
馬
に
対
す
る
思
惑
に
つ
い

て
も
検
討
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
こ
れ
を
総
合

す
る
と

１

仲
本
派
の
場
合
、
な
る
べ
く

仲
本
為
美
氏
を
出
し
た
い
よ
う
で
泉
正
重
氏

を
助
役
に
し
て
人
事
な
ど
を
任
し
、
土
地
問

題
に
は
個
人
的
に
余
り
意
見
を
い
わ
ず
都
計

を
そ
の
ま
ま
推
進
し
て
い
く
方
針
の
よ
う
で

あ
る
。
ま
た
平
良
辰
雄
氏
が
出
た
場
合
は
大

先
輩
で
あ
る
の
で
引
込
む
が
、
仲
井
間
宗
一

氏
を
出
す
な
ら
あ
る
種
の
条
件
を
つ
け
て
賛

成
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

今
の
と
こ
ろ
、

そ
の
条
件
は
分
ら
な
い

２

当
間
派
は

な
る
べ
く
平
良
辰
雄
氏
を
出
し
た
い
。
も
し
、

こ
れ
が
駄
目
で
も
仲
井
間
宗
一
氏
の
線
を
す

て
な
い
も
の
と
見
ら
れ
る
。

３

人
民
党

は
仲
本
為
美
氏
に
対
し
て
申
入
れ
を
行
つ
た

よ
う
で
、
仲
本
氏
が
出
る
な
ら
党
員
国
場
幸

太
郎
氏
を
出
す
。
も
し
仲
本
氏
が
出
な
い
な

ら
瀬
長
亀
次
郎
氏
が
出
馬
す
る
と
い
う
二
段

の
構
え
の
よ
う
で
あ
る

と
、
こ
の
日
の
会

合
で
情
勢
分
析
の
結
果
、
議
会
側
は
あ
く
ま

で
統
一
候
補
の
擁
立
に
努
力
し
、
会
合
を
重

ね
て
結
束
を
固
め
当
間
主
席
の
帰
り
を
待
つ

こ
と
を
申
合
せ
た
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
か
、
き
の
う
は
二
日

会
が
市
内
神
里
原
の
飲
食
店
”
一
平
”
で
会

合
を
持
つ
た
も
よ
う
で
あ
り
、
今
夕
は
早
速

第
二
回
目
の
議
会
合
同
懇
談
会

人
民
党
を

除
く

が
市
内
某
所
で
ひ
ら
か
れ
る
こ
と
に

な
つ
て
い
る

当
間
主
席
の
助
言
に
期
待
／
翁
長
真
和

志
市
長
け
さ
福
岡
へ
飛
ぶ

真
和
志
市
長
翁
長
助
静
氏
は
、
き
よ
う
あ
さ

九
時
四
十
分
発
の
日
航
機
で
福
岡
向
け
出
発

す
る
。
こ
れ
は
十
三
日
大
阪
か
ら
福
岡
に
向

う
当
間
主
席
と
落
ち
合
い
、
那
覇
市
長
選
挙

前
の
合
併
に
つ
い
て
話
し
合
う
た
め
で
、
十

二
日
開
か
れ
た
同
市
都
市
合
併
促
進
委
員
会

委
員
長
新
里
義
雄
氏

で
全
会
一
致
で
渡

福
を
決
定
し
た
も
の
で
、
翁
長
市
長
は
出
発

を
前
に
し
て
次
の
よ
う
に
語
つ
た
。

当
間
氏
と
会
う
目
的
は
合
併
の
よ
き
助
言

者
で
あ
る
氏
に
助
言
し
て
貰
う
た
め
で
、
主

席
と
い
う
立
場
か
ら
主
管
局
を
督
励
し
て
で

も
こ
の
際
是
非
合
併
を
実
現
し
て
貰
い
た
い

か
ら
で
あ
る
。
十
六
日
の
帰
島
を
待
つ
て
い

て
は
話
し
合
う
機
会
も
な
い
と
思
わ
れ
る
の

で
、
む
こ
う
で
ゆ
つ
く
り
真
和
志
市
の
諸
般

の
問
題
を
説
明
し
て
選
挙
前
の
合
併
を
促
進

し
て
く
る
。
氏
は
法
律
家
で
も
あ
る
の
で
、

細
密
な
資
料
を
示
し
誠
意
を
持
つ
て
当
る
つ

も
り
だ
。
帰
島
は
多
分
当
間
主
席
と
一
緒
に

な
ろ
う
。

な
お
、
同
市
議
会
で
は
市
長
選
挙
前
合
併
実

現
に
つ
い
て
当
間
主
席
宛
て
懇
請
書
を
作

成
、
連
署
し
て
翁
長
市
長
に
託
し
た
。

記
者
の
メ
モ
／
当
つ
て
砕
け
ろ

の
福
岡
行
き
？
…

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
11
・
14

○

翁
長
真
和
志
市
長
は
十
三
日
、
日
航
機

で
福
岡
に
飛
ん
だ
。
大
阪
か
ら
下
り
て
来
る

当
間
新
主
席
を
と
ら
え
て
、
那
覇
、
真
和
志

両
市
合
併
に
つ
い
て
当
間
氏
の
協
力
を
懇
請

す
る
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
翁
長
氏
が
福
岡

行
き
を
決
意
す
る
ま
で
に
は
紆
余
曲
折
が

あ
っ
た
。

○

は
じ
め
福
岡
行
き
を
決
意
し
た
の
は
翁

長
市
長
自
身
で
あ
り
、
そ
の
理
由
は
、
当
間

氏
が
帰
任
し
て
か
ら
で
は
、
新
主
席
と
し
て

多
忙
を
極
め
る
の
は
当
然
で
、
と
う
て
い
、

ゆ
っ
く
り
合
併
に
つ
い
て
話
し
合
う
時
間
的

余
裕
は
な
い
と
の
判
断
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ

の
翁
長
氏
の
福
岡
行
き
に
つ
い
て
合
併
委
会

の
委
員
間
に
賛
否
両
論
が
あ
っ
て
、
翁
長
氏

も
少
し
と
ま
ど
っ
た
様
子
だ
っ
た
。

○

と
こ
ろ
が
十
二
日
、
那
覇
市
と
の
合
同

協
議
会
が
開
か
れ
た
結
果
、
那
覇
側
が
真
和

志
の
熱
望
す
る
市
長
選
挙
前
の
合
併
に
難
色

を
示
し
、
小
委
員
会
で
も
設
け
て
検
討
し
よ

う
と
う
ま
く
に
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

時
、
真
和
志
側
は
市
長
選
挙
前
の
合
併
を
那

覇
が
望
ま
な
い
こ
と
を
知
っ
て
、
非
常
に
失

望
、
し
ょ
う
し
ょ
う
と
引
き
あ
げ
た
。

○

こ
の
合
同
委
員
会
の
模
様
を
聞
い
た
翁

長
市
長
も
落
胆
し
は
っ
き
り
と
福
岡
行
き
断

念
を
議
員
連
に
言
明
し
、
日
航
の
予
約
を
取

り
け
し
た
。
し
ば
ら
く
重
苦
し
い
空
気
が

漂
っ
た
が
、
議
員
連
か
ら
、
最
後
ま
で
努
力

し
、
合
併
へ
の
誠
意
の
あ
る
こ
と
を
市
民
に

納
得
し
て
も
ら
う
に
も
翁
長
市
長
に
福
岡
に

行
つ
て
も
ら
お
う
と
今
度
は
議
員
連
が
翁
長

氏
を
激
励
、
翁
長
氏
は
そ
う
と
う
苦
慮
し
た

よ
う
だ
が
、
再
び
福
岡
行
き
を
決
意
し
た
。

○

こ
こ
ま
で
合
併
問
題
を
押
し
進
め
て
来

一
九
五
六
年

昭
和
三
十
一
年

十
一
月

五
三
八



た
翁
長
市
長
が
、
退
く
に
退
か
れ
ず
、
た
と

え
当
間
氏
か
ら
色
よ
い
返
事
を
も
ら
え
な
く

て
も
、
当
っ
て
砕
け
よ
う
と
い
う
気
持
は
、

何
か
悲
壮
な
も
の
が
あ
り
、
そ
の
夜
栄
町
某

所
で
も
た
れ
た
壮
行
会
も
し
ん
み
り
し
た
も

の
だ
っ
た
と
い
う
。

那
覇
市
長
選
挙
／
全
議
員
（
人

民
党
を
除
く
）
が
署
名
／
統

一
候
補
擁
立
に
結
束
固
む

琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
11
・
14

統
一
候
補
擁
立
を
め
ざ
す
那
覇
市
議
会
で

は
、
昨
夜
八
時
か
ら
、
市
内
新
風
荘
で
第
二

回
目
の
懇
談
会
を
開
い
た
。
こ
の
会
に
は
人

民
党
を
除
く
二
十
四
名

渡
日
議
員
一
名
欠

二
名

が
出
席
、
統
一
候
補
問
題
に
つ
い
て

話
し
合
つ
た
が
、
候
補
人
選
に
つ
い
て
は
直

接
ふ
れ
ず
先
に
決
定
し
た
統
一
候
補
擁
立
の

線
を
再
確
認
し

今
市
長
選
挙
は
全
議
員
が

あ
く
ま
で
統
一
行
動
を
と
る

こ
と
を
誓
つ

て
全
員
署
名
、
当
間
主
席
の
帰
島
を
待
つ
こ

と
に
な
つ
た
。

社
大
党
も
乗
り
出
す
？
／
人
民
党
が
共

闘
を
申
入
れ

那
覇
市
長
選
挙
は
議
会
の
統
一
候
補
擁
立
を

め
ぐ
り
複
雑
な
動
き
を
み
せ
て
い
る
が
、
こ

れ
に
対
抗
し
て
党
公
認
候
補
の
発
表
を
ひ
か

え
て
い
た
人
民
党
で
は
、
き
の
う
朝
十
一
時

ご
ろ
瀬
長
亀
次
郎
、
大
湾
喜
三
郎
、
又
吉
一

郎
、
島
袋
嘉
順
の
四
氏
が
社
大
党
本
部
で
安

里
積
千
代
、
嵩
原
久
男
、
山
城
善
光
の
党
幹

部
と
会
見
、
市
長
選
挙
に
た
い
す
る
”
共
同

闘
争
”
の
申
入
れ
を
行
つ
た
。
こ
れ
に
た
い

し
社
大
党
で
は
近
く
執
行
委
員
会
を
持
ち
、

党
の
態
度
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る

が
、
人
民
党
で
は

議
会
の
保
守
統
一
の
動

き
は
日
本
復
帰
と
四
原
則
を
妥
協
さ
せ
よ
う

と
す
る
当
間
氏
の
後
継
者
を
担
ご
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
際
、
復
帰
を
掲
げ
て
闘

つ
て
き
た
社
大
党
と
結
び
復
帰
や
四
原
則
、

主
席
公
選
を
め
ざ
し
て
進
歩
的
な
勢
力
を
結

集
し
て
闘
い
た
い

と
語
つ
て
お
り
、
社
大

党
の
出
方
が
注
目
さ
れ
る
。
安
里
社
大
党
委

員
長
は

正
式
の
申
入
れ
で
あ
り
当
然
、
党

に
は
か
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
だ
ろ
う

と
慎
重
な

態
度
を
と
つ
て
お
り
、
も
し
社
大
党
公
認
候

補
が
立
つ
と
す
れ
ば
同
党
総
務
嵩
原
久
男
、

組
織
部
長
山
城
善
光
両
氏
の
出
馬
説
が
流
布

さ
れ
て
い
る
が
、
党
本
部
で
は

宮
古
の
選

挙
で
追
い
ま
わ
さ
れ
、
考
え
て
も
み
な
か
つ

た

と
ハ
レ
も
の
に
で
も
さ
わ
る
よ
う
な
回

答
、
人
民
党
の
申
入
れ
を
受
入
れ
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
も
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。

一
方
こ
の
新
し
い
動
き
に
、
那
覇
市
議
会
側

で
は
当
間
主
席
の
帰
島
を
ま
つ
て
全
員
の
結

束
を
固
め
つ
つ
あ
り
、
き
の
う
は
晩
七
時
か

ら
市
内
”
新
風
荘
”
で
第
二
回
目
の
懇
談
会

を
ひ
ら
い
て
い
る
が
、
こ
の
議
会
統
一
候
補

の
擁
立
と
人
民
党
の
投
げ
た
共
同
戦
線
の
二

つ
の
動
き
が
ど
う
落
着
く
か
、
市
長
選
挙
は

い
よ
い
よ
前
哨
戦
の
口
火
を
切
つ
た
か
の
感

を
深
め
て
い
る
。

合
併
小
委
員
会
／
両
市
メ
ン

バ
ー
沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
11
・
15

那
覇
、
真
和
志
の
選
挙
前
合
併
問
題
は
十
二

日
の
両
市
合
併
委
員
会
合
同
協
議
会
の
決
定

に
従
っ
て
双
方
の
小
委
員
会

各
七
名

に

よ
り
研
究
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
十
四

日
そ
れ
ぞ
れ
次
の
通
り
委
員
が
決
っ
た
。

那
覇
市
側

総
務
部
長

幸
地
克
彰
、
同
課

長

亀
島
入
徳
、
合
併
委
員
長

辺
野
喜
英

興
、
同
副
委
員
長

久
高
友
敏
、
同
委
員

長
嶺
将
真
、
比
嘉
朝
四
郎
、
比
嘉
佑
直
。

真
和
志
市
側

市
長

翁
長
助
静
、
助
役

護
得
久
朝
俊
、
合
併
委
員
長

新
里
義
雄
、

同
副
委
員
長

古
堅
宗
秀
、
市
会
議
長
、
森

田
孟
松
、
同
副
議
長
、
金
城
貞
秀
、
委
員

久
場
景
善
。

な
お
十
四
日
ひ
る
過
ぎ
真
和
志
側
護
得
久
、

新
里
、
金
城
の
三
氏
は
那
覇
市
に
幸
地
、
辺

野
喜
、
久
高
の
三
氏
を
訪
ね
、
合
同
協
議
会

に
つ
い
て
打
合
せ
た
が
、
十
五
日
昼
二
時
か

ら
那
覇
市
会
議
室
で
両
市
小
委
員
会
合
同
協

議
会
を
開
き
、
選
挙
前
合
併
に
つ
い
て
の
事

務
処
理
と
、
す
で
に
告
示
済
の
選
挙
期
間
が

法
的
に
無
理
は
な
い
か
を
検
討
、
合
同
協
議

会
運
営
の
方
法
に
つ
い
て
取
り
き
め
る
。

｜
社
　
説
｜

那
覇
市
長
選
挙
を
翼
賛
選
挙
に

す
る
な

琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
11
・
16

那
覇
市
政
面
に
お
け
る
重
要
人
物
で
あ
つ

た
当
間
重
剛
氏
の
後
任
を
め
ぐ
つ
て
那
覇
市

会
は
何
度
も
鳩
首
合
議
、
一
向
に
話
は
ま
と

ま
ら
な
い
ら
し
い
。
そ
れ
ぞ
れ
思
惑
を
腹
に

秘
め
て
の
渡
り
合
い
だ
け
に
う
ま
く
ロ
レ
ツ

の
合
う
は
ず
は
な
い
。
よ
ほ
ど
み
ん
な
が
、

こ
の
人
な
ら
、
と
い
う
人
物
が
出
て
こ
な
い

限
り
ま
だ
モ
ミ
つ
づ
け
る
も
の
と
み
ら
れ

る
。う
ま
い
具
合
に
み
ん
な
が
安
心
し
て
手
を

打
つ
て
み
た
と
こ
ろ
が
、
そ
の
人
物
が
ふ
抜

け
た
ロ
ボ
ツ
ト
で
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
に
で

も
な
つ
て
は
、
迷
惑
す
る
の
は
十
二
万
市
民

で
あ
る
。
二
日
会
と
当
局
派
の
旧
当
間
派
と

は
従
来
そ
り
の
合
つ
た
方
で
は
な
い
し
、
こ

の
両
派
が
合
う
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
手

ざ
わ
り
の
よ
い
ク
ツ
シ
ヨ
ン
の
性
質
を
も
つ

た
人
物
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
れ
は
う
つ
か
り

す
る
と
中
性
的
で
何
の
取
り
え
も
な
い
人
物

に
行
き
当
る
。

市
長
に
な
る
人
物
も
重
要
な
問
題
で
は
あ

る
が
、
市
長
の
公
選
と
い
う
民
主
的
な
手
続
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き
を
無
視
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
つ
て
は
な

ら
ぬ
。
敢
え
て
そ
う
言
う
の
は
、
現
在
の
那

覇
市
会
の
動
き
は
、
う
か
う
か
す
る
と
戦
争

中
の
翼
賛
選
挙
の
轍

て
つ

を
ふ
ま
な
い

と
は
い
え
な
い
。
混
乱
の
中
か
ら
市
会
の
大

勢
に
好
も
し
く
な
い
市
長
が
飛
び
出
す
と
い

う
こ
と
も
有
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
い
が
、

そ
れ
だ
か
ら
と
い
つ
て
民
主
的
な
市
民
の
選

挙
権
を
無
視
す
る
よ
う
な
こ
と
が
ゆ
る
さ
れ

て
い
ゝ
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
ぬ
。
混
乱
を

さ
け
よ
う
と
い
う
市
会
の
動
き
に
も
自
ら
限

界
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
こ
れ
を
忘
れ

た
ら
必
ず
市
民
か
ら
非
難
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。市
会
と
し
て
な
す
べ
き
こ
と
は
、
議
員
各

自
が
私
心
を
去
る
こ
と
は
よ
い
と
し
て
、
議

員
と
し
て
の
政
見
を
付
和
電
同
の
中
に
放
棄

す
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
作
り
出
さ
な
い
こ
と

で
あ
る
。
統
一
候
補
を
立
て
る
に
し
て
も
筋

を
通
す
こ
と
は
政
治
的
要
件
で
あ
つ
て
、
そ

の
場
限
り
の
ゴ
マ
か
し
は
直
ぐ
馬
脚
を
出

す
。超
党
派
的
に
推
せ
る
中
立
的
な
人
が
い
な

い
と
き
に
は
、
党
派
が
あ
れ
ば
党
派
と
し
て
、

正
々
堂
々
と
名
乗
り
を
あ
げ
て
選
挙
に
よ
つ

て
争
う
外
は
な
い
。
市
会
と
し
て
順
調
に
統

一
候
補
を
出
す
こ
と
に
決
ま
つ
た
ら
、
そ
の

い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
市
民
の
納
得
の
い
く

よ
う
に
十
分
に
解
明
す
べ
き
で
あ
る
。
少
く

と
も
戦
争
中
の
翼
賛
選
挙
を
お
も
わ
せ
る
よ

う
な
、
市
民
に
背
を
向
け
た
行
動
を
と
ら
ぬ

よ
う
戒
心
す
べ
き
で
あ
る
。

選
挙
前
合
併
へ
／
事
務
処
理
の

日
程
を
検
討
／
那
覇
・
真
和

志
き
の
う
合
同
協
議
会

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
11
・
16

那
覇
、
真
和
志
選
挙
前
合
併
問
題
を
研
究
促

進
す
る
両
市
合
併
小
委
員
会
合
同
協
議
会
は

十
五
日
ひ
る
二
時
か
ら
那
覇
市
会
議
室
で
行

わ
れ
た
が
、
真
和
志
側
か
ら
出
さ
れ
た
事
務

処
理
日
程
の
プ
ラ
ン
を
中
心
に
両
市
当
局
が

研
究
を
す
す
め
、
併
せ
て
両
小
委
員
会
の
代

表

正
副
委
員
長
に
当
局
者

に
行
政
府
へ

連
絡
折
衝
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

協
議
会
は
議
長
を
那
覇
側
辺
野
喜
委
員

長
、
副
議
長
真
和
志
側
新
里
委
員
長
を
選

任
、
真
和
志
側
か
ら
提
出
さ
れ
た
市
長
選

挙

十
二
月
二
十
五
日

ま
で
に
合
併
が

実
現
す
る
よ
う
組
ま
れ
た
事
務
処
理
日
程

の
プ
ラ
ン
を
認
め
て
検
討
し
た
。

日
程
プ
ラ
ン
に
よ
る
と

△
十
八
日

二
十
二
日

事
務
処
理
面
の
研

究
。
△
二
十
二
日

合
併
に
つ
い
て
の
意
見

調
整
と
見
通
し
決
定
。
△
二
十
三
日

二
十

九
日

両
市
書
類
作
成
開
始
。
△
三
十
日

市
会
招
集
。
△
十
二
月
一
日

申
請
書
政
府

提
出
。
立
法
院
招
集
告
示
。
△
十
五
日
立
法

院
開
会
。

会
期
二
日

△
十
七
日
立
法
院
よ
り
政
府
へ
送
付
。

△
十
二
月
二
十
日

合
併
告
示
。

と
な
つ
て
お
り
、
ま
ず
両
市
当
局
で
は
二
十

三
日

二
十
九
日
の
短
期
日
で
事
務
処
理
と

建
設
計
画
書
の
作
成
が
可
能
か
ど
う
か
十
八

日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
に
十
分
研
究
す
る
と

共
に
、
政
府
行
政
課
と
頻
繁
に
話
合
い
事
務

処
理
促
進
の
指
示
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
つ
た
。

こ
の
折
衝
代
表
に
は
両
市
正
副
委
員
長
と
当

局
者
が
当
り
、
早
速
十
六
日
ひ
る
一
時
か
ら

行
政
課
を
訪
ね
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

大
絃
小
絃

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
11
・
17

無
条
件

と
い
う
最
後
の
切
札
ま
で
出
し

て
、
真
和
志
が
合
併
を
迫
っ
て
き
て
い
る
の

に
、
話
は
な
か
な
か
軌
道
に
の
っ
て
く
れ
な

い
。
数
度
ひ
ら
い
た
両
市
会
の
合
併
合
同
委

も
、
問
題
を
小
委
員
会
へ
あ
ず
け
た
よ
う
な

格
好
で
あ
る
▼
根
本
方
針
を
は
じ
め
に
ち
ゃ

ん
と
決
め
て
か
ら
、
あ
と
の
法
的
手
続
上
の

問
題
を
小
委
員
会
で
研
究
し
よ
う
と
い
う
な

ら
話
は
わ
か
る
が
、
小
委
員
会
の
結
論
を

待
っ
て
、
態
度
を
決
め
よ
う
と
す
る
の
は
、

根
と
葉
を
と
っ
ち
が
え
て
い
る
よ
う
に
思
え

て
な
ら
な
い
▼

合
併

も
ち
ろ
ん
賛
成
で

あ
る
。
だ
が
、
ち
よ
っ
と
待
て
よ

と
法
的

な
手
続
ば
か
り
を
し
き
り
に
気
に
し
て
い
る

の
は
真
和
志
に
く
ら
べ
て
那
覇
の
方
が
そ
れ

だ
け

気

が
な
い
と
し
か
、
傍
の
目
に
は

み
え
な
い
の
で
あ
る
。
実
際
問
題
と
し
て
、

選
挙
の
告
示
後
合
併
が
可
能
で
あ
る
か
、
ど

う
か
こ
の
法
律
上
の
問
題
が
い
ま
の
場
合
、

合
併
へ
の
前
提
条
件
と
な
る
わ
け
で
あ
る

が
、
初
め
に
選
挙
前
合
併
の
方
針
を
一
応
決

議
、
こ
れ
を
枕
に
し
て
か
か
る
な
ら
、
押
し

方
が
違
う
は
ず
で
あ
る
▼

合
併

よ
り
、

む
し
ろ

市
長
選
挙

に
目
を
奪
わ
れ
て
い

る
様
子
で
あ
る
か
ら
、
熱
の
入
れ
方
が
足
り

な
い
の
も
道
理
。
そ
し
て
市
長
選
で
は
、
数

名
の
者
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
全
議
員
が

同

一
歩
調

で
い
こ
う
と
署
名
決
議
ま
で
し
て

い
る
。
ま
だ
誰
を
候
補
に
推
そ
う
と
も
決
め

な
い
先
か
ら
、
架
空
の
人
物
に
意
見
の
一
致

を
み
た
わ
け
だ
▼
つ
ま
り
、
ハ
ン
コ
を
押
し

た

白
紙
推
薦
状

を
ま
と
め
て
、
こ
れ
か

ら
担
ぎ
出
す
人
物
を
物
色
し
よ
う
と
い
う
の

で
あ
る
。

ト
ビ

に
油
揚
げ
を
さ
ら
わ
れ

ぬ
用
心
か
ら
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
も
ま
た
攻

め
ら
れ
る
も
の
の
窮
余
の
一
策
か
。
し
か
し

こ
う
し
た
動
き
が
選
挙
後
ま
で
尾
を
ひ
く
と

な
る
と
、
い
さ
さ
か
今
か
ら
気
に
な
る
こ
と

が
あ
る
▼
絶
対
多
数
の
現
役
市
議
が
ひ
と
か

た
ま
り
に
な
っ
て
統
一
候
補
を
押
し
出
す
の

は
結
構
で
あ
る
に
し
て
も
、
こ
れ
が
間
接
選

挙
の
よ
う
な
効
果
を
あ
げ
、
市
の
理
事
者
と
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議
決
機
関
の
間
に
一
種
の
馴
れ
合
い
が
生
れ

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
、
市
政
発
展
の

た
め
に
よ
ろ
こ
ん
で
ば
か
り
は
お
れ
ま
い
▼

自
治
体
の
な
か
の
こ
の
二
つ
の
機
関
は
、
相

協
力
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
牽
制
し
合
う
と

こ
ろ
に
運
営
の
妙
味
が
あ
る
。
二
つ
が
馴
れ

合
い
に
で
も
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
市
民
か

ら
浮
き
あ
が
っ
て
、
や
ろ
う
と
思
え
ば
ど
ん

な
振
舞
も
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
さ
き
頃
、

東
京
都
で
騒
が
れ
た
議
員
の
お
手
盛
退
職
金

問
題
も
、
都
民
反
対
の
声
の
な
か
で
、
い
と

も
平
然
と
行
わ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
取
り
越

し
苦
労
で
な
け
れ
ば
幸
で
あ
る
。

内
政
局
／
”
決
意
が
あ
れ
ば
や

れ
る
”
／
選
挙
前
の
合
併
可

能
を
示
唆

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
11
・
17

那
覇
、
真
和
志
の
合
併
問
題
を
検
討
し
て
い

る
両
市
合
併
小
委
員
会
で
は
、
真
和
志
の
希

望
し
て
い
る
那
覇
市
長
選
挙
前
の
合
併
が
は

た
し
て
事
務
的
に
可
能
か
ど
う
か
、
に
つ
い

て
行
政
府
の
見
解
を
聞
く
た
め
、
十
六
日
ひ

る
二
時
両
市
合
併
小
委
員
会
の
代
表
が
内
政

局
を
訪
れ
、
約
一
時
間
に
わ
た
つ
て
話
し

合
っ
た
。

那
覇
側
辺
野
喜
、
久
高
正
副
委
員
長
、
幸

喜
総
務
部
長
、
亀
島
総
務
課
長
、
真
和
志

側
新
里
、
古
堅
正
副
委
員
長
、
護
得
久
助

役
に
、
宮
里
内
政
局
長
、
野
波
行
政
課
長

等
が
出
席
し
た
。

野
波
行
政
課
長
か
ら
私
案
と
し
て
の
那
覇
、

真
和
志
合
併
に
関
す
る
日
程
参
考
案

別
項

が
非
公
式
に
示
さ
れ

両
市
議
会
が
真
に
合

併
を
望
み
、
議
決
す
る
意
志
さ
え
決
れ
ば
、

政
府
と
し
て
も
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
惜
し
ま
な

い

と
選
挙
前
合
併
が
事
務
的
に
不
可
能
で

は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
た
。

だ
が
補
充
名
簿
が
、
十
二
月
二
十
五
日
の
選

挙
に
間
に
合
う
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る

が
、
行
政
課
と
し
て
は
市
町
村
の
廃
止
分
合

の
際
の
特
例
と
し
て
補
充
名
簿
に
つ
い
て
の

布
令
改
正
を
軍
に
要
請
す
る
準
備
を
し
て
い

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

那
覇
側
は
、
補
充
名
簿
の
問
題
は
き
わ
め
て

重
大
な
こ
と
で
あ
り
、
も
し
選
挙
後
異
議
申

立
が
出
て
、
選
挙
無
効
に
で
も
な
っ
て
は
困

る
か
ら
、
布
令
改
正
に
つ
い
て
の
は
っ
き
り

し
た
軍
の
意
向
と
行
政
課
の
回
答
を
得
る
ま

で
は
議
会
で
合
併
決
議
に
ま
で
持
っ
て
行
く

こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
、
結
局
来
る
十
九

日
ま
で
に
行
政
課
で
布
令
改
正
に
つ
い
て
軍

の
意
向
を
た
し
か
め
て
も
ら
う
こ
と
を
小
委

員
会
代
表
か
ら
要
望
し
て
話
し
合
い
を
お
え

た
。
【
主
な
る
発
言
内
容
】

野
波
行
政
課
長

市
町
村
の
廃
止
分
合
の
際

の
補
充
名
簿
の
特
例
を
布
令
改
正
に
よ
っ
て

行
い
、
十
二
月
二
十
五
日
の
選
挙
に
間
に
合

わ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

辺
野
喜
委
員

布
令
改
正
は
軍
の
承
認
を
得

る
見
込
み
が
あ
る
の
か
。

野
波
課
長

軍
と
は
ま
だ
正
式
に
話
し
合
っ

て
い
な
い
が
、
両
市
議
会
が
円
満
に
行
け
ば

う
ま
く
行
く
と
思
う
。

護
得
久
助
役

本
名
簿
だ
け
で
選
挙
を
行
う

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

野
波
課
長

そ
れ
も
考
え
ら
れ
る
が
、
研
究

の
余
地
が
あ
る
。

宮
里
内
政
局
長

一
日
も
早
い
合
併
を
希
望

す
る
、
両
市
議
会
の
意
志
さ
え
決
ま
れ
ば
、

布
令
改
正
ま
で
持
っ
て
行
っ
て
よ
い
と
考
え

て
い
る
。

辺
野
喜
委
員

補
充
名
簿
な
ど
の
疑
義
が
解

決
し
な
け
れ
ば
議
会
で
議
決
は
で
き
な
い
。

野
波
課
長

軍
に
う
か
が
っ
て
早
急
に
解
決

し
た
い
。

宮
里
局
長

事
務
的
な
問
題
よ
り
、
合
併
を

や
る
か
や
ら
な
い
か
の
決
意
の
問
題
で
は
な

い
か
。

辺
野
喜
委
員

合
併
を
決
議
す
る
の
に
は
膳

立
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
那
覇
と
し
て
は

合
併
の
誠
意
は
あ
る
。

【
両
市
合
併
の
日
程
参
考
案
】

△
十
一
月
二
十
一
日

両
市
議
合
併
決
議
△

二
十
二
日

立
法
院
招
集
告
示
△
十
二
月
一

日

合
併
申
請
最
終
日
△
六
日

立
法
院
開

会
△
七

八
日

立
法
院
議
会
の
議
決
△

九

十
日

立
法
院
よ
り
行
政
府
へ
議
決

書
類
の
送
付
△
十
一

十
二
日

軍
と
の

調
整
△
十
三
日

編
入
告
示
△
十
四
日

補

充
名
簿
調
整
期
日
△
十
五
日

選
挙
会
場
、

日
時
の
告
示
最
終
日
△
十
五

十
七
日

補
充
名
簿
縦
覧
期
間
△
十
八

十
九
日

同
異
議
申
立
に
対
す
る
決
定
期
間
△
二
十

二
十
三
日

出
訴
期
間
△
二
十
二
日

立
候
補
最
終
日
△
二
十
五
日

補
充
名
簿

決
定
△
二
十
五
日

投
票
日
。

軍
か
ら
毎
日
50
万
ガ
ロ
ン
／
水

不
足
の
那
覇
市
へ
補
給

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
11
・
17

那
覇
市
で
は
水
源
の
湧
水
量
が
急
減
し
て
二

十
四
時
間
給
水
が
困
難
に
な
っ
た
た
め
、
十

三
日
か
ら
夜
間
の
給
水
を
停
止
し
て
い
た

が
、
十
六
日
米
民
政
府
新
聞
課
の
発
表
に
よ

る
と
、
米
陸
軍
で
は
こ
れ
ま
で
断
続
的
に
一

日
二
十
万
ガ
ロ
ン
の
軍
水
源
地
か
ら
の
給
水

を
毎
日
五
十
万
ガ
ロ
ン
に
増
や
し
て
補
給
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

新
水
源
地
も
具
体
化

な
お
、
那
覇
市
で
は
一
九
四
五
年
以
来
人
口

の
増
加
に
伴
う
給
水
絶
対
必
要
量
の
確
保
の

た
め
新
水
源
池
の
調
査
を
す
す
め
て
、
候
補

地
の
一
つ
と
し
て
軍
接
収
予
定
地
で
あ
る
具

志
頭
村
ギ
ー
ザ
バ
ン
タ
の
使
用
計
画
を
民
政
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府
へ
照
会
中
だ
っ
た
が
、
十
四
日
民
政
府
と

し
て
同
水
源
池
の
使
用
計
画
に
異
存
の
な
い

旨
回
答
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
那
覇
市

で
は
同
所
の
測
量
を
す
す
め
る
と
共
に
、
日

本
水
道
協
会
川
口
理
事
長
ら
本
土
技
術
者
の

招
聘
を
急
い
で
具
体
化
を
は
か
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

合
併
問
題
／
成
否
は
布
令
改
正

に
／
真
和
志
側
は
可
能
だ
と

楽
観
沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
11
・
18

去
る
一
日
、
当
間
前
那
覇
市
長
の
主
席
就
任

受
諾
を
機
に
那
覇
、
真
和
志
両
市
合
併
の
気

運
が
高
ま
り
、
二
回
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
た

両
市
合
併
委
員
会
合
同
協
議
会
で
、
両
市
と

も
早
期
合
併
に
異
論
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
が
、
た
だ
真
和
志
の
主
張
す
る
那

覇
市
長
選
挙
前
の
合
併
に
つ
い
て
は
、
那
覇

が
難
色
を
示
し
、
小
委
員
会
を
持
っ
て
選
挙

前
合
併
が
事
務
処
理
面
か
ら
も
可
能
で
あ
る

か
ど
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
、
十
五

日
の
第
一
回
両
市
合
同
小
委
員
会
で
、
真
和

志
の
作
製
し
た
合
併
日
程
参
考
案
に
つ
い
て

研
究
し
た
が
、
行
政
府
の
見
解
を
聞
く
必
要

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
十
六
日
、
両
市
小

委
員
会
代
表
が
内
政
局
行
政
課
を
訪
れ
て
、

選
挙
前
合
併
の
問
題
点
に
つ
い
て
話
合
っ

た
。

行
政
課
か
ら
市
長
選
挙
前
の
両
市
合
併
に
つ

い
て
の
日
程
参
考
案
が
非
公
式
に
提
示
さ

れ
、
補
充
選
挙
人
名
簿
の
調
製
縦
覧
、
異
議

の
決
定
お
よ
び
確
定
の
期
間
を
市
町
村
の
廃

置
分
合
の
際
の
特
例
と
し
て
短
縮
で
き
る
よ

う
布
令
改
正
が
で
き
れ
ば
、
選
挙
前
の
両
市

の
合
併
は
事
務
的
に
も
可
能
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
。

行
政
課
の
私
案
と
し
て
は
市
町
村
議
会
議
員

及
市
町
村
長
選
挙
法

布
令
十
七
号

第
十

七
条
四
項
の
補
充
選
挙
人
名
簿
は
①
十
日
間

の
縦
覧
と
異
議
申
立
②
五
日
以
内
の
異
議
決

定
③
七
日
以
内
に
巡
裁
へ
の
上
訴
、
と
あ
る

の
を
①
を
三
日
間
、
②
を
二
日
、
③
を
五
日

に
短
縮
す
る
よ
う
布
令
改
正
を
軍
に
要
請
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
、
そ
れ
に
は
両
市
議
会

が
合
併
決
議
を
し
て
も
ら
え
ば
都
合
が
よ
い

と
い
う
の
に
た
い
し
て
、
那
覇
は
布
令
改
正

の
確
信
が
持
て
な
く
て
は
議
決
は
で
き
な
い

と
主
張
、
い
ち
お
う
行
政
課
が
軍
の
意
向
を

た
し
か
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
で
は
布
令
改

正
が
行
わ
れ
る
見
込
み
が
あ
る
か
ど
う
か
、

軍
の
意
向
を
た
し
か
め
な
く
て
は
わ
か
ら
な

い
こ
と
だ
が
、
真
和
志
側
で
は
可
能
だ
と
見

て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
立
法
院
議
員

選
挙
法
で
は

補
充
選
挙
人
名
簿
の
調
製
、

縦
覧
、
異
議
の
決
定
及
び
確
立
に
関
す
る
期

日
及
び
期
間
は
中
央
選
挙
管
理
委
員
会
が
定

め
る

三
十
一
条
三
項

と
な
っ
て
い
て
、

去
る
十
一
日
に
行
わ
れ
た
第
二
十
五
区
の
立

法
院
議
員
特
別
選
挙
で
は
、
補
充
名
簿
に
つ

い
て
①
縦
覧
及
び
異
議
申
立
五
日
間
、
②
異

議
の
決
定
二
日
間
、
③
決
定
通
知
一
日
間
、

④
巡
裁
へ
の
異
議
申
立
三
日
間
と
な
っ
て
い

た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
立
法
院
議
員
選
挙

法
で
は
補
充
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
、
異
議
申

立
の
期
間
を
適
当
に
中
央
選
挙
委
員
会
が
決

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

ら
、
市
町
村
の
廃
置
分
合
の
場
合
は
特
例
と

し
て
補
充
名
簿
の
縦
覧
、
異
議
申
立
な
ど
の

期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
を
軍
も
行
政
課
参
考

案
通
り
認
め
る
だ
ろ
う
と
真
和
志
は
期
待
し

て
い
る
わ
け
だ
が
、
二
十
日
ま
で
に
は
軍
の

意
向
が
わ
か
る
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
て

い
る
。

選
挙
前
の
合
併
は
無
理
／
那
覇

の
目
標
は
来
年
三
月
に
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那
覇
市
議
会
で
は
十
七
日
朝
十
一
時
か
ら
都

市
合
併
研
究
特
別
委
員
会
を
ひ
ら
き
、
市
長

選
挙
前
の
合
併
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
た
結

果

政
府
か
ら
布
令
に
よ
る
特
別
措
置
の
確

約
が
得
ら
れ
な
い
現
在
、
選
挙
前
の
合
併
は

殆
ど
見
込
み
薄
。
ま
た
た
と
え
布
令
が
出
た

に
し
て
も
両
市
が
合
併
ま
で
に
必
要
な
書
類

を
整
え
る
ま
で
に
少
く
と
も
三
カ
月
は
要
す

る

と
の
結
論
に
達
し
た
。

そ
の
た
め
那
覇
市
議
会
で
は
一
応
、
来
年
三

月
一
日
の
合
併
目
標
を
立
て
て
真
和
志
側
と

折
衝
。
両
市
と
も
委
員
会
を
継
続
し
て
、
選

挙
後
と
い
え
ど
も
出
来
る
だ
け
早
く
合
併
を

実
現
し
て
い
く
と
い
う
態
度
を
決
定
し
た
。

合
併
委
員
会
の
主
な
る
意
見
つ
ぎ
の
と
お

り
。
辺
野
喜
英
興

選
挙
前
の
合
併
が
実
際
上
で

き
る
か
、
ど
う
か
、
法
的
疑
義
に
つ
い
て
折

衝
委
を
あ
げ
て
政
府
の
ハ
ラ
を
き
い
た
。
そ

の
結
果
、
内
政
局
で
は
単
に
努
力
し
て
み
よ

う
と
い
う
の
で
あ
つ
て
特
別
措
置
に
つ
い
て

は
自
信
は
持
て
ぬ
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。

宮
里
敏
慶

こ
の
問
題
は
当
間
主
席
が
合
併

は
”
選
挙
後
に
”
と
い
う
ハ
ラ
で
あ
れ
ば
軍

に
対
し
て
も
布
令
改
正
の
申
出
は
し
な
い
も

の
と
み
ら
れ
る
が

主
席
の
意
向
は
。

辺
野
喜
英
興

五
分
位
、
主
席
と
会
見
し
た

が
、
主
席
と
し
て
も

布
令
改
正
ま
で
し
て

選
挙
前
に
合
併
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
理
由
が
ど
こ
に
あ
る
か

と
語
つ
て
お
ら

れ
た
し
、
そ
れ
以
上
突
込
ん
で
き
く
こ
と
も

な
い
と
思
わ
れ
た
。

泉
正
重

五
カ
年
の
財
政
計
画
や
建
設
計
画

な
ど
、
合
併
に
必
要
な
書
類
が
こ
の
短
時
日

に
作
成
可
能
か
。

幸
喜
克
彰
、
高
良
清
二

向
う
が
掲
げ
て
い

る
”
編
入
合
併
”
が
無
条
件
な
ら
書
類
の
内

容
も
相
当
ち
ぢ
め
て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ

一
九
五
六
年

昭
和
三
十
一
年

十
一
月

五
四
二



る
が
、
表
向
き
編
入
を
か
か
げ
て
い
る
も
の

の
、
な
る
べ
く
促
進
法
に
の
つ
と
つ
て
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
合
併
に
は
新
市
町
村

建
設
の
基
本
方
針
で
あ
る
書
類
作
成
は
ぜ
ひ

必
要
で
あ
り
、
少
く
と
も
三
カ
月
は
か
か
る
。

比
嘉
朝
四
郎
、
高
良
清
二

那
覇
と
し
て
は

仮
令
布
令
の
見
通
し
が
得
ら
れ
た
と
し
て
も

選
挙
前
の
合
併
が
不
可
能
と
い
う
態
度
を
か

え
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
。
こ
の
際
、
那
覇

市
当
局
が

市
民
の
納
得
の
得
ら
れ
る
建
設

計
画
が
い
つ
ま
で
に
で
き
る
か

を
ハ
ツ
キ

リ
さ
せ
、
そ
の
目
標
で
真
和
志
側
と
折
衝
し

た
い
。

幸
喜
克
彰

関
係
部
課
長
が
検
討
し
た
結

果
、
書
類
作
成
に
は
最
小
限
三
カ
月
は
要
す

る
と
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
真
和
志
の
強
い
要

望
も
あ
る
の
で
、
十
二
月
か
ら
早
速
作
成
に

か
か
り
二
月
末
ま
で
に
は
完
成
さ
せ
た
い
。

長
嶺
将
真
、
久
高
友
敏

真
和
志
は
選
挙
前

の
合
併
一
本
で
押
し
て
き
て
お
り
、
こ
れ
が

不
成
功
に
終
れ
ば
、
こ
ん
ご
ど
う
動
く
か
も

知
れ
な
い
。
一
応
、
那
覇
は
三
月
一
日
合
併

の
線
を
持
つ
て
両
市
の
意
見
調
整
を
行
い
、

委
員
会
を
こ
の
ま
ま
継
続
し
て
、
早
急
に
合

併
が
実
現
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

真
和
志
側
が
っ
か
り
／
”
合
併

の
チ
ャ
ン
ス
逸
す
…
”
と
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那
覇
市
議
会
都
市
合
併
研
究
委
員
会

委
員

長
辺
野
喜
英
興
氏

で
は
、
十
八
日
の
委
員

会
で
真
和
志
市
と
の
合
併
は

行
政
府
の
民

政
府
に
対
す
る
布
令
改
正
要
請
の
確
約
も
得

て
な
い
う
え
に
、
た
と
え
そ
れ
が
実
現
し
て

も
合
併
書
類
の
作
成
は
少
く
と
も
三
カ
月
は

か
か
る

と
し
て
、
一
応
来
年
三
月
一
日
を

合
併
の
目
標
に
す
る
こ
と
を
決
定
、
那
覇
市

長
選
挙
前
の
合
併
は
出
来
な
い
こ
と
を
打
出

し
た
た
め
、
真
和
志
側
の
シ
ヨ
ツ
ク
は
大
き

い
。
真
和
志
側
と
し
て
は
当
初
か
ら
終
始
譲
歩
し

た
立
場
を
と
り
な
が
ら
、
熱
心
に
市
長
選
挙

前
の
合
併
実
現
を
促
進
し
て
来
た
だ
け
に
そ

の
落
胆
ぶ
り
は
深
刻
で
あ
る
。

今
ま
で
市
役
所
に
は
毎
日
四
、
五
人
以
上
の

議
員
連
が
早
朝
か
ら
詰
め
か
け
て
い
た
の

に
、
今
朝
は
誰
も
顔
を
み
せ
な
い
の
が
目
に

つ
く
。

市
長
選
挙
前
の
合
併
実
現
に
当
間
主
席
の
も

と
に
飛
行
機
で
と
ん
で
行
つ
た
翁
長
市
長
も

ひ
つ
そ
り
閑
の
市
長
室
に
し
よ
ん
ぼ
り
し
た

顔
で
ひ
と
り
、
ぽ
つ
ね
ん
と
座
つ
て
い
た
。

六
、
四
分
ぐ
ら
い
で
希
望
を
持
つ
て
い
た
。

新
聞
を
見
て
実
の
と
こ
ろ
が
つ
か
り
し
て
い

る
。
那
覇
側
か
ら
こ
れ
の
正
式
の
通
知
は
な

い
が

と
前
置
し
て
次
の
よ
う
に
語
つ
た
。

無
理
な
こ
と
は
承
知
の
上
だ
つ
た
が
、
こ
の

絶
好
の
機
会
に
合
併
と
い
う
重
要
な
問
題
に

対
し
、
行
政
府
も
協
力
を
誓
つ
て
く
れ
て
い

た
だ
け
に
ま
つ
た
く
残
念
だ
。
私
個
人
の
考

え
で
は
那
覇
側
の
い
う
来
年
三
月
で
も
六
月

で
も
結
構
だ
が
、
こ
の
絶
好
の
チ
ヤ
ン
ス
を

逸
す
る
こ
と
は
惜
し
い
。

あ
す
二
十
日
か
ら
”
都
市
合
併
促
進
法
”
が

発
効
す
る
が
、
来
年
三
月
の
際
で
も
や
は
り

編
入
の
線
で
や
つ
て
行
く
。
こ
ち
ら
の
議
会

と
し
て
も
対
策
を
立
て
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

誰
も
顔
を
出
さ
ん
の
で
今
の
と
こ
ろ
ど
う
し

よ
う
も
な
い
。
今
ま
で
あ
れ
ほ
ど
誠
心
誠
意

に
那
覇
側
や
行
政
府
に
働
き
か
け
て
い
た
議

員
と
し
て
も
、
ま
つ
た
く
が
つ
か
り
し
て
い

る
こ
と
だ
ろ
う
。
私
も
議
員
連
に
是
非
行
つ

て
こ
い
と
し
か
ら
れ
て
当
間
主
席
に
会
い
に

行
つ
た
り
し
た
が
、
現
在
市
民
の
世
論
が
完

全
に
支
持
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
は
心
強

い
。料

金
値
上
げ
へ
対
抗
策
／
真
和

志
松
川
に
も
区
営
理
髪
店
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理
髪
器
具
の
値
上
げ
を
理
由
に
那
覇
、
真
和

志
の
理
髪
業
組
合
で
は
、
去
る
一
日
か
ら
料

金
の
値
上
げ

那
覇
五
十
円
、
真
和
志
四
十

円

を
行
っ
た
が
、
市
民
の
間
で
は
納
得
出

来
ず
と
し
て
不
満
の
声
が
大
き
い
、
真
和
志

市
で
は
先
の
区
長
会
で
区
営
の
理
髪
所
を
設

け
幾
分
な
り
と
も
市
民
の
負
担
を
軽
く
し
よ

う
で
は
な
い
か
と
申
し
合
わ
せ
た
が
。

松
川
区
で
は
早
速
、
区
事
務
所
を
広
げ
て

理
髪
所
を
つ
く
り
、
区
民
の
要
望
に
応
え

る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
金
城
松
川
区
長
は
、
区
民

の
中
に
は
本
当
に
困
っ
て
お
ら
れ
る
人
々
が

多
く
、
度
重
な
る
料
金
値
上
げ
に
は
相
当
痛

い
思
い
を
さ
れ
て
い
る
し
又
区
の
有
志
か
ら

も
是
非
や
れ
、
と
再
三
言
わ
れ
る
の
で
、
す

ぐ
区
事
務
所
を
広
げ
、
工
事
が
終
り
次
第
始

め
る
つ
も
り
だ
。
何
も
現
業
者
の
妨
害
を
す

る
積
り
で
は
な
く
困
っ
て
い
る
人
々
を
助
け

る
の
が
目
的
だ
と
語
っ
て
い
る
。

又
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
五
年
前
か
ら
ひ
た

す
ら
区
民
の
た
め
に
と
、
区
事
務
所
内
に
理

髪
所
を
設
け
安
い
料
金
で
奉
仕
し
て
き
た
大

道
区
長
武
村
朝
良
氏
は
今
度
の
値
上
げ
は
理

由
が
通
ら
ん
、
去
年
の
十
月
ご
ろ
は
二
十
円

の
料
金
だ
っ
た
の
が
、
二
十
五
円
、
三
十
円

と
な
り
ま
た
ま
た
今
度
、
理
髪
器
具
の
値
上

げ
を
理
由
に
四
十
円
に
ま
で
上
げ
て
い
る

が
、
私
の
方
は
当
初
か
ら
業
者
の
半
額
料
金

で
今
ま
で
や
っ
て
き
た
が
別
に
困
る
と
い
う

こ
と
は
な
い
。
組
合
の
方
か
ら
幾
度
か
歩
調

を
揃
え
て
是
非
値
上
げ
し
て
く
れ
と
持
ち
か

け
て
来
た
が
、
ず
っ
と
断
り
通
し
て
き
た
。

一
九
五
六
年

昭
和
三
十
一
年

十
一
月

五
四
三



こ
う
い
う
こ
と
は
婦
連
の
方
で
も
積
極
的
に

と
り
あ
げ
少
々
で
も
生
活
の
安
定
を
考
え
る

べ
き
で
し
ょ
う
。
と
に
角
、
元
通
り
三
十
円

位
に
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
組
合
の
反
省
を

促
し
て
い
る
。

一
方
、
三
原
の
普
久
原
区
長
も
区
内
に
は
料

金
値
上
げ
に
つ
い
て
相
当
非
難
の
声
も
あ
る

が
、
幹
部
会
で
も
開
い
て
区
民
の
要
望
に
沿

う
よ
う
努
力
し
た
い
と
語
っ
て
い
る
。

今
後
は
促
進
法
で
／
真
和
志
側

合
併
推
進
を
確
認
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真
和
志
市
議
会
で
は
き
の
う
ひ
る
二
時
す
ぎ

か
ら
全
体
協
議
会
を
開
催
。
ま
ず
新
里
都
市

合
併
促
進
委
員
長
か
ら
那
覇
市
と
の
合
併
に

つ
い
て
の
経
過
報
告
が
あ
つ
た
が
、
同
委
員

長
は

那
覇
市
長
選
挙
前
に
合
併
を
進
め
て

来
た
理
由
は
、
那
覇
市
長
在
任
中
の
当
間
氏

と
翁
長
市
長
が
早
期
合
併
を
政
策
と
し
て
い

た
の
で
、
那
覇
市
長
選
挙
が
最
も
適
当
な
時

機
と
考
え
た
か
ら
促
進
し
て
き
た
。
那
覇
側

は
当
初
賛
意
を
表
し
て
い
た
の
が
、
さ
る
十

二
日
の
小
委
員
会
か
ら
せ
ん
延
策
を
と
り
出

し
た
の
で
翁
長
市
長
を
当
間
主
席
の
も
と
に

飛
ば
し
た
と
述
べ
た
あ
と
、
今
後
の
合
併
に

対
す
る
態
度
に
つ
い
て
話
合
つ
た
結
果
、
今

後
は
二
十
日
か
ら
発
効
し
た
”
都
市
合
併
促

進
法
”
に
則
つ
て
今
ま
で
と
変
ら
ぬ
態
度
で

こ
れ
を
促
進
さ
せ
て
行
く
こ
と
を
再
確
認
し

た
。
な
お
那
覇
市
議
会
都
市
合
併
研
究
委
員
会
の

辺
野
喜
、
久
高
正
副
委
員
長
は
き
の
う
午
後

真
和
志
市
役
所
を
訪
れ
、
同
市
議
会
都
市
合

併
促
進
委
員
長
新
里
義
雄
氏
ら
と
面
談
、
さ

る
十
八
日
に
決
定
し
た

選
挙
前
合
併
実
現

不
可
能

の
正
式
通
知
を
行
つ
た
。
席
上
、

辺
野
喜
委
員
長
は

十
二
月
の
議
会
で
三
月

合
併
を
議
決
さ
せ
た
い

と
語
つ
た
。

三
月
合
併
を
目
標
に
／
那
覇
真

和
志
合
併
促
進
委
を
協
議
会

に
切
り
替
え
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那
覇
、
真
和
志
の
合
併
問
題
に
つ
い
て
、
き

の
う
真
和
志
市
都
市
合
併
促
進
委
員
会
の
新

里
、古
堅
正
副
委
員
長
は
那
覇
市
会
を
訪
れ
、

辺
野
喜
那
覇
都
市
合
併
研
究
委
員
長
と
泉
議

長
等
に
会
い
”
市
長
選
挙
前
合
併
”
問
題
の

正
式
な
ケ
リ
を
つ
け
る
と
共
に
、
今
後
の
問

題
に
つ
い
て
話
し
合
つ
た
。

席
上
新
里
氏

真
和
志

は
、

今
後
も
合

併
の
基
本
方
針
に
は
変
り
は
な
い
。
そ
れ
に

さ
る
二
十
日
か
ら
都
市
合
併
促
進
法
も
発
効

し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
そ
つ
て
両
市
議
会

が
早
急
に
現
在
の
”
合
併
促
進
委
員
会
”
か

ら
”
合
併
促
進
協
議
会
”
に
組
織
が
え
し
、

継
続
し
て
首
都
建
設
の
た
め
の
合
併
に
努
力

し
よ
う

と
申
入
れ
、
そ
れ
に
対
し
泉
議
長

は

那
覇
市
長
選
挙
前
の
合
併
が
困
難
と
い

う
理
由
は
、
今
後
五
カ
年
間
の
財
政
計
画
を

立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
十
日
そ
こ

ら
で
は
ズ
サ
ン
に
な
る
か
ら
だ
。
促
進
協
議

会
は
市
長
選
挙
後
に
組
織
し
、
十
二
月
の
議

会
で
来
年
の
三
月
合
併
を
議
け
つ
し
た
い

と
語
つ
た
が
、双
方
と
も
固
い
握
手
を
交
し
、

今
後
の
早
期
合
併
に
対
す
る
努
力
を
誓
い
合

つ
た
。

統
一
担
ぎ
出
し
テ
ン
ワ
ン
の
楽

屋
う
ら
／
棚
あ
げ
さ
れ
た
選

挙
権
／
三
転
し
た
那
覇
市
会

の
動
き
に
不
ま
ん
の
声

琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
11
・
27

那
覇
市
長
選
挙
は
”
当
間
待
ち
”
か
ら
”
仲

井
間
か
つ
ぎ
出
し
”

三
転
し
て
、
こ
ん
ど

は
”
平
良
待
ち
”
と
な
り
、
誰
が
立
候
補
す

る
の
か
市
民
に
は
皆
目
見
当
が
つ
か
な
い
と

い
う
の
が
昨
今
の
情
勢
で
あ
る
。
市
会
議
員

連

人
民
党
を
除
く

は
、
後
任
市
長
に
は
”

大
物
”
と
い
う
見
地
か
ら
当
初
は
一
致
し
た

動
き
を
見
せ
て
い
た
が
、
最
近
は
こ
の
線
が

く
ず
れ
て
、
各
派
バ
ラ
バ
ラ
で
思
惑
を
秘
め

た
動
き
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
動
き
に
対
し

市
民
の
間
に
は
強
い
不
満
が
あ
り
、
そ
の
行

過
ぎ
を
い
ま
し
め
る
声
も
あ
る
。
以
下
街
に

拾
つ
た
市
民
の
声
と
、
投
書
か
ら

”
当
初
の
線
を
外
れ
た
対
立
”

那
覇
市
役
所
職
員
Ｍ
子

市
会
が
市
長
を

決
め
て
し
ま
う
印
象
を
与
え
て
い
る
が
、
当

間
さ
ん
が
主
席
に
な
つ
た
那
覇
の
現
状
か

ら
”
都
市
建
設
”
の
た
め
に
は
統
一
候
補
も

よ
い
と
思
う
。
た
だ
議
会
が
両
派
に
分
れ
て

対
立
し
て
い
る
の
は
、
市
民
を
忘
れ
て
当
初

の
署
名
の
精
神
か
ら
離
れ
て
い
る
よ
う
な
感

じ
が
す
る
。
各
議
員
が
市
民
の
た
め
に
立
派

な
人
物
を
選
び
出
す
”
統
一
行
動
”
で
あ
つ

て
ほ
し
い
。

”
誰
の
利
益
の
た
め
の
動
き
か
”

Ｙ
（
軍
作
業
員
）
仲
井
間
さ
ん
の
説
き
伏

せ
に
失
敗
し
た
カ
ツ
ギ
屋
連
中
が
最
後
の
切

札
に
平
良
辰
雄
さ
ん
の
帰
り
を
待
つ
て
い

る
。
ま
る
で
取
ら
ぬ
た
ぬ
き
の
皮
算
用
と
い

つ
た
カ
ラ
騒
ぎ
の
よ
う
な
感
じ
が
し
な
い
で

も
な
い
。
市
民
は
何
時
ま
で
も
猿
回
し
の
猿

で
は
な
い
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
選
挙

す
る
の
が
自
由
な
ら
立
候
補
す
る
の
も
自
由

で
あ
る
筈
だ
。
翼
賛
選
挙
で
も
な
い
の
に
候

補
者
を
限
定
す
る
よ
う
な
こ
と
は
さ
け
て
も

ら
い
た
い
。
市
会
に
し
て
も
政
党
に
し
て
も

彼
ら
が
今
や
つ
て
い
る
こ
と
は
市
民
の
利
益

よ
り
も
自
分
た
ち
の
利
害
関
係
が
中
心
に
な

つ
て
い
る
と
し
か
受
け
取
れ
な
い
。
選
挙
は

公
明
正
大
で
あ
る
べ
き
だ
。

”
公
正
な
選
挙
を
冒
と
く
す
る
”

琉
大
生
Ｋ
君

市
長
選
挙
に
当
つ
て
那
覇
市
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会
議
員
の
態
度
は
実
に
奇
々
怪
々
と
し
か
い

え
な
い
。
こ
れ
ら
議
員
の
態
度
は
公
正
な
選

挙
を
冒
と
く
す
る
も
の
で
あ
つ
て
断
じ
て
許

し
が
た
い
。
こ
れ
が
一
般
選
挙
民
の
意
思
を

反
映
し
て
の
行
動
で
あ
る
の
か
、
ま
た
市
長

選
挙
に
当
つ
て
一
般
有
権
者
は
市
会
議
員
の

い
う
な
り
に
つ
い
て
い
く
と
で
も
思
つ
て
い

る
の
か

独
走
も
甚
だ
し
い
。
常
識
で
は
考

え
ら
れ
ぬ
。
一
体
那
覇
市
長
は
市
会
議
員
だ

け
で
選
ぶ
の
か
、
こ
の
よ
う
な
利
害
得
失
だ

け
で
動
い
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
議
員
を

早
く
な
ん
と
か
し
た
い
も
の
だ
。
そ
う
す
る

こ
と
に
よ
つ
て
有
能
な
人
々
が
自
由
に
立
候

補
出
来
、
ほ
ん
と
に
明
る
い
政
治
が
生
れ
る

と
思
う
。

”
民
主
政
治
を
無
視
し
た
や
り
方
”

医
師
Ｔ
氏

市
長
選
挙
で
市
会
の
連
中
が

暗
躍
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
民
主
政
治
を
無

視
し
た
や
り
方
で
苦
々
し
く
思
つ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
の
望
ん
で
い
る
市
長
は
常
に
市
民

の
利
益
の
た
め
に
働
く
人
で
誠
実
の
人
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
市
会
の
連
中
は
ど
う
い
う

人
が
当
選
し
た
方
が
自
分
の
利
益
に
な
る
か

と
い
う
こ
と
だ
け
で
動
い
て
い
る
気
が
す

る
。
人
徳
経
歴
と
も
に
立
派
な
人
を
市
長
に

出
し
た
い
と
思
う
。

”
納
得
で
き
ぬ
統
一
候
補
擁
立
”

投
書
よ
り

仲
井
間
氏
は
健
康
上
で
固
辞
し

て
居
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
三
つ
の
条
件

付
で
再
三
要
請
し
て
居
る
事
は
は
な
は
だ
市

民
を
無
視
し
て
居
る
。
市
長
に
出
馬
す
る
方

は
自
分
で
市
長
に
な
つ
て
市
民
の
福
祉
の
事

を
考
え
る
方
で
な
け
れ
ば
だ
め
で
す
。
市
会

議
員
の
統
一
候
補
擁
立
を
め
ぐ
る
対
立
は
絶

対
頂
け
ま
せ
ん
。

那
覇
市
一
区
城
間

”
推
せ
ん
ま
で
一
任
し
た
覚
え
な
し
”

教
員
某
氏

那
覇
市
の
市
会
議
員
は
市
民
の

代
表
と
し
て
は
選
出
し
た
が
、
市
長
候
補
の

推
薦
ま
で
一
任
し
た
お
ぼ
え
は
な
い
。
那
覇

市
会
の
一
部
議
員
が
統
一
候
補
と
か
何
と
か

い
つ
て
勝
手
に
す
い
せ
ん
す
る
の
は
か
ま
わ

な
い
が
、
そ
れ
を
選
挙
民
に
押
し
つ
け
よ
う

と
す
る
こ
の
ご
ろ
の
動
き
は
奇
怪
千
万
と
い

う
べ
き
だ
。
彼
ら
は
市
政
運
営
に
関
す
る
議

決
権
は
市
民
か
ら
得
て
い
る
は
ず
だ
が
市
長

選
挙
に
勝
手
に
統
一
候
補
か
つ
ぎ
出
し
は
明

ら
か
に
市
議
員
の
越
権
行
為
で
あ
る
。
統
一

候
補
か
つ
ぎ
だ
し
に
よ
る
選
挙
民
を
ま
ど
わ

す
行
動
は
速
や
か
に
や
め
て
公
明
市
長
選
挙

へ
の
態
勢
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
だ
大
正

時
代
の
封
建
的
な
選
挙
と
感
ち
が
い
を
し
て

い
る
。
け
し
か
ら
ぬ
話
で
あ
る
。

”
市
民
無
視
の
印
象
与
え
る
”

那
覇
市
美
栄
橋
町
Ｍ
氏
（
三
六
）
商
業

首

都
の
市
長
で
あ
る
か
ら
主
席
級
の
人
物
を
、

と
い
う
の
は
市
会
議
員
だ
け
で
な
く
わ
た
し

達
市
民
の
希
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
し
か

し
最
近
の
市
長
問
題
は
市
会
議
員
だ
け
で
市

長
を
決
め
れ
ば
差
支
え
な
い
と
い
つ
た
動
き

で
、
て
ん
で
わ
れ
わ
れ
市
民
を
問
題
に
し
て

な
い
印
象
を
与
え
て
い
る
。
民
心
を
遊
離
し

た
議
員
は
、
さ
ら
に
自
分
達
だ
け
で
市
長
を

選
ん
で
雲
の
上
に
置
き
た
い
意
向
な
の
だ
ろ

う
か
。

本
人
の
意
思
を
無
視
し
て
半
強
制
的
に
押
出

そ
う
と
す
る
な
ど
奇
々
怪
々
で
あ
る
。
選
良

と
い
わ
れ
る
議
員
諸
君
は
も
つ
と
反
省
す
べ

き
だ
。

那
覇
市
長
選
挙
／
二
日
会
同
一

行
動
を
破
棄
／
当
局
派
事
態

収
拾
に
苦
慮

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
11
・
28

那
覇
市
長
選
挙
の
動
き
は
仲
井
間
宗
一
氏
の

出
馬
拒
絶
に
よ
っ
て
当
局
派
、
二
日
会
の
分

裂
が
確
定
的
と
な
っ
て
混
迷
を
続
け
て
い
た

が
、
二
日
会
で
は
、
二
十
七
日
ひ
る
五
時
か

ら
琉
球
ホ
テ
ル
で
会
合
、
さ
き
に
連
署
し
て

誓
約
し
た
統
一
候
補
擁
立
の
た
め
の
同
一
行

動
の
破
棄
を
決
定
、
即
日
泉
正
重
市
議
長
あ

て
次
の
申
入
れ
を
行
っ
た
。

仲
井
間
氏
の
拒
絶
後
も
ま
だ
こ
れ
に
望
み
を

捨
て
ず
、
平
良
氏
の
帰
島
後
当
間
、
平
良
、

仲
井
間
の
話
合
い
で
統
一
候
補
擁
立
の
実
現

を
信
じ
る
当
局
と
、
す
で
に
両
者
と
も
に
そ

の
脈
は
断
っ
た
も
の
と
し
、
独
自
の
候
補
者

擁
立
の
態
度
を
決
め
た
二
日
会
は
仲
井
間
氏

出
馬
拒
絶
の
去
る
二
十
四
日
か
ら
事
実
上
分

裂
し
て
い
た
が
、
こ
の
二
日
会
の
同
一
行
動

破
棄
の
申
入
れ
に
よ
っ
て
二
十
七
議
員
申
し

合
せ
の
決
裂
は
確
定
、
当
局
は
こ
の
最
悪
事

態
の
収
拾
に
苦
慮
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
市
会
二
十
七
議
員
同
一
行
動
申

し
合
せ
に
よ
る
候
補
者
推
挙
は
、
そ
れ
が
足

並
み
の
揃
わ
ぬ
ま
ま
に
混
迷
を
続
け
た
た

め
、
市
民
の
批
判
も
よ
う
や
く
高
ま
り
、

選
挙
民
の
意
志
を
無
視
し
た
市
会
議
員
の

独
善
を
排
除
せ
よ

と
の
声
は
随
所
に
き
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

那
覇
市
政
を
安
心
し
て
任
せ
て
お
け
る
人

物

と
し
て
平
良
、
仲
井
間
両
氏
の
線
を
捨

て
ず
、
結
束
を
強
め
る
当
局
派
と
、

市
民

の
世
論
に
応
え
る
最
適
の
人
物
を

と
し
て

独
自
の
行
動
を
宣
言
し
た
二
日
会
と
、
今
後

市
会
の
動
き
が
ど
う
推
移
す
る
か
注
目
さ
れ

る
。
二
日
会
で
は
、
当
初
か
ら
泉
議
長
の
線

を
持
っ
て
お
り
、
仲
井
間
氏
出
馬
拒
絶
し
た

二
十
四
日
よ
る
の
会
合
で
も
こ
の
態
度
を
再

確
認
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
仲
本
為
美
氏
側
か
ら
の
働

き
か
け
も
あ
っ
て
擁
立
候
補
の
決
定
は
こ
こ

二
、
三
日
中
に
な
さ
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
動
き
か
ら
推
測
さ
れ
る
の

は
泉
議
長
担
ぎ
出
し
の
公
算
が
大
き
い
も
の

と
み
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
う
し
た
市
会
内
両
派
の
表
面
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化
し
た
対
立
関
係
の
勢
力
は
現
在
の
と
こ

ろ
優
劣
が
な
く
、
小
禄
出
身
議
員

上
原

光
男
、
照
屋
正
徳
、
新
垣
善
太
郎
、
赤
嶺

慎
栄

の
四
氏
の
動
き
が
両
派
の
関
心
を

集
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
四
氏
は
ほ
と
ん
ど

二
日
会
メ
ン
バ
ー
で
は
あ
る
が
、
一
応
両

派
と
独
立
し
た
形
を
と
っ
て
事
態
の
結
着

を
ま
っ
て
静
観
の
態
度
を
と
っ
て
い
る
。

市
民
無
視
の
統
一
／
泉
議
長
に
強
硬
申

入
れ

二
日
会
申
入
れ

今
回
の
市
長
選
挙
で
強

力
な
建
設
的
推
進
力
の
あ
る
候
補
者
を
立
て

る
世
論
に
添
う
べ
く
、
統
一
候
補
の
線
を
打

出
し
た
が
、
今
日
ま
で
統
一
候
補
に
関
す
る

動
勢
で
は
市
民
の
世
論
に
応
え
る
こ
と
が
出

来
な
い
も
の
と
思
惟
さ
れ
る
の
で
統
一
候
補

の
破
棄
を
申
し
出
て
、
我
々
は
独
自
の
行
動

を
と
り
ま
す
。

那
覇
市
会
二
日
会
。

市
議
長
泉
正
重
殿

止
む
を
得
な
い

市
議
長
泉
正
重
氏
の
話

私
と
し
て
は
平
良

辰
雄
氏
の
口
か
ら
は
っ
き
り
返
事
を
き
く
ま

で
は
、
同
一
行
動
の
足
並
み
を
乱
し
た
く
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
現
今
の
よ
う
に
議
員
が

暗
中
策
謀
し
て
い
る
印
象
を
与
え
て
、
市
民

の
批
判
も
高
ま
っ
て
い
る
の
に
際
し
て
、
あ

の
人
た
ち

二
日
会

が
統
一
戦
線
か
ら
退

き
世
論
に
添
っ
て
向
う
べ
き
方
向
を
は
っ
き

り
さ
せ
る
と
い
う
の
な
ら
止
む
を
得
な
い
だ

ろ
う
。
た
だ
私
と
し
て
今
の
と
こ
ろ
こ
の
申

入
れ
に
対
し
て
何
と
も
言
う
べ
き
時
で
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

慎
重
に
対
処

長
嶺
将
真
氏
（
当
局
派
）
の
話

何
ん
と
も

言
え
な
い
。
早
急
に
集
っ
て
皆

当
局
派

で
慎
重
に
協
議
し
て
か
ら
こ
れ
に
対
処
し
て

ゆ
く
他
な
い
だ
ろ
う
。

｜
社
　
説
｜

有
権
者
の
眼
を
遮
切
る
な

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
11
・
29

那
覇
市
長
選
挙
を
め
ぐ
っ
て
、
二
日
会
が

さ
き
に
人
民
党
系
を
の
ぞ
く
全
市
議
の
名
で

申
し
合
せ
た

統
一
候
補

の
破
棄
を
発
表

し
た
。
泉
議
長
宛
に
出
し
た
そ
の
協
約
破
棄
の
理

由
に
よ
る
と

強
力
な
建
設
的
推
進
力
の
あ

る
候
補
者
を
た
て
る
世
論
に
添
う
べ
く
、
統

一
候
補
の
線
を
打
ち
出
し
て
き
た
が
、
今
日

ま
で
の
動
勢
で
は
市
民
の
世
論
に
応
え
る
こ

と
が
出
来
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

わ
れ
わ
れ
は
独
自
の
行
動
を
と
り
ま
す

と

な
っ
て
い
る
。

も
っ
と
も
な
言
い
分
に
聞
え
る
が
、
し
か

し
も
と
は
と
い
え
ば
利
害
の
い
く
分
対
立
し

て
い
る
当
局
、
二
日
会
両
派
が
一
緒
に
な
ろ

う
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
出
発
点
か
ら
多
少
無

理
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
市
に
と
っ
て

は
懸
案
の
大
事
業
と
し
て
、

都
計

が
よ

う
や
く
緒
に
つ
い
た
と
こ
ろ
で
、
当
間
氏
に

去
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
後
任
に
は
、
ぜ

ひ
こ
の
事
業
を
受
け
つ
ぎ
推
進
し
て
い
け
る

よ
う
な
人
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る

考
え
方
は
、
む
ろ
ん
全
市
民
が
異
論
な
い
は

ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ま
だ
候
補
者
も
誰

と
決
ま
ら
ぬ
う
ち
か
ら
、
推
薦
の

白
紙
委

任
状

に
判
を
お
さ
せ
、
こ
れ
で
逃
げ
道
を

ふ
さ
い
で
お
こ
う
と
い
う
や
り
方
は
、
も
の

の
順
序
を
は
き
ち
が
え
、
度
を
す
ご
し
た
行

動
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
二
日
会
は
泉

議
長
を
押
し
出
す
底
意
が
み
え
る
し
、
一
方

当
局
派
は
、
仲
井
間
氏
か
平
良
氏
の
二
者
択

一
を
ね
ら
っ
て
、
か
つ
ぎ
出
し
工
作
に
、
な

お
も
ね
ば
り
つ
づ
け
て
い
る
ら
し
い
。
こ
う

な
る
と
、
い
か
に
も
世
論
を
バ
ッ
ク
に
し
た

根
拠
あ
り
気
に
み
え
て
、
実
は
た
ん
な
る
派

閥
の
ナ
ワ
張
り
争
い
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
印
象
を
与
え
る
。

も
と
も
と
、
市
長
選
挙
は
、
法
に
よ
り
、

市
民
の
全
有
権
者
が
直
接
投
票
す
る
性
質
の

も
の
で
あ
っ
て
、
戦
前
行
わ
れ
た
市
議
に
よ

る
間
接
選
挙
と
は
、
あ
き
ら
か
に
法
の
趣
旨

が
異
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
市
民
は
、

市
長

推
薦

ま
で
市
議
た
ち
に
自
分
の
意
志
を
あ

ず
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
市
長
は
市
長

と
し
て
、
市
議
は
市
議
と
し
て
、
別
々
に
選

ぶ
権
利
が
あ
る
し
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
適
任

者
を
選
択
す
る
”
眼
”
を
そ
な
え
て
い
る
と

言
い
た
い
。

一
部
の
人
た
ち
が
、
候
補
者
推
薦
を
す
る

の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
自
由
で
あ
る
。
だ

が
、
自
分
ら
の
み
で
間
接
選
挙
で
も
や
る
よ

う
な
気
持
ち
で
動
き
ま
わ
っ
て
く
れ
た
ら
、

は
な
は
だ
有
難
迷
惑
で
あ
る
し
、
思
い
あ
が

り
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。

周
囲
の
情
勢
か
ら
、
個
人
の
自
由
意
志
に

よ
っ
て
、
も
し
候
補
者
が
一
人
し
か
出
な
い

と
い
う
な
ら
、
そ
れ
も
あ
な
が
ち
悪
い
と
は

い
わ
ぬ
。
た
だ
、
い
か
な
る
場
合
で
も
有
権

者
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
て
、
そ
の
眼
を
さ

え
ぎ
る
よ
う
な
ま
ね
は
よ
し
て
も
ら
い
た
い

の
で
あ
る
。

土
地
守
る
組
織
一
本
化
／
土
地

協
き
の
う
解
散
／
運
動
土
地

守
る
総
連
合
に
持
込
む

琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
12
・
１

沖
縄
土
地
を
守
る
協
議
会
で
は
三
十
日
午
後

二
時
か
ら
総
会
を
開
き
、
住
民
組
織
を
土
地

を
守
る
会
総
連
合
に
一
本
化
す
る
た
め
発
展

的
に
解
散
す
る
こ
と
を
満
場
一
致
で
可
決
、

七
月
十
八
日
結
成
以
来
四
カ
月
間
に
わ
た
る

同
会
の
四
原
則
貫
徹
運
動
は
こ
れ
を
土
地
を

守
る
総
連
合
に
持
ち
込
む
こ
と
に
な
つ
た
。

土
地
協
は
七
月
十
八
日
四
原
則
貫
徹
を
主
張

一
九
五
六
年

昭
和
三
十
一
年

十
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二
月
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す
る
教
職
員
会
、
青
連
、
婦
連
、
各
政
党
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
な
ど
各
種
民
間
団
体
で
組
織
さ

れ
、
県
民
大
会
の
開
催
、
県
民
代
表
の
本
土

派
遣
、
土
地
問
題
懇
談
会
、
演
説
会
な
ど
で

活
躍
し
て
き
た
が
、
九
月
二
十
日
に
吉
元
栄

真
氏
を
会
長
に
各
市
町
村
土
地
を
守
る
会
が

中
心
と
な
つ
た
沖
縄
土
地
を
守
る
会
総
連
合

が
結
成
さ
れ
る
に
至
り
、
全
住
民
を
う
つ
て

一
丸
と
す
る
た
め
に
一
つ
の
組
織
に
ま
と
ま

る
べ
き
だ
と
い
う
意
向
が
土
地
協
内
に
出
た

が
、
総
連
合
が
発
足
間
も
な
い
た
め
時
期
を

見
た
上
で
一
本
に
ま
と
ま
ろ
う
と
い
う
こ
と

に
な
つ
て
い
た
。

そ
の
後
土
地
を
守
る
会
総
連
合
も
活
発
に

動
き
始
め
た
の
で
去
つ
た
二
十
二
日
土
地

協
理
事
会
で
再
び
こ
の
問
題
が
と
り
あ
げ

ら
れ
、
各
種
団
体
が
所
属
団
体
の
意
向
を

聞
い
た
上
で
三
十
日
の
総
会
に
は
か
る
こ

と
に
な
つ
て
い
た
も
の
で
、
三
十
日
の
総

会
で
は
各
団
体
と
も
総
連
合
を
強
力
に
推

進
す
る
た
め
に
は
土
地
協
を
発
展
的
に
解

散
せ
し
め
た
方
が
よ
い
と
の
意
見
で
、

こ
ゝ
に
満
場
一
致
で
土
地
協
の
解
散
が
可

決
さ
れ
た
。

な
お
土
地
協
で
は
解
散
に
当
り
つ
ぎ
の
声

明
書
を
発
表
し
た
。

声
明
書

沖
縄
の
土
地
問
題
に
関
し
本
年
六
月
九
日

に
発
表
さ
れ
た
プ
ラ
イ
ス
勧
告
は
八
十
万
県

民
の
意
思
を
無
視
し
米
国
側
の
一
方
的
見
解

に
基
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
四
原
則
の
実
現

を
願
う
わ
れ
わ
れ
に
と
つ
て
は
青
天
の
ヘ
キ

レ
キ
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
つ
た
。

従
つ
て
軍
用
土
地
問
題
の
前
途
に
は
多
く

の
困
難
が
予
想
さ
れ
る
に
至
り
、
そ
の
正
し

い
解
決
に
つ
い
て
は
更
に
民
族
の
強
固
な
決

意
と
団
結
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
機
運
の
中
に
お
い
て
全
県
民
を
う
つ
て
一

丸
と
す
る
強
靱
な
住
民
組
織
の
結
成
が
急
務

で
あ
る
と
の
声
が
民
論
と
し
て
台
頭
し
、
四

者
協
議
会
に
お
い
て
も
そ
の
必
要
性
が
強
調

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
軍
用
地
問
題
解
決
促
進

連
絡
協
議
会

本
会
の
前
身

に
お
い
て
も

総
会
に
お
い
て
、
軍
用
地
問
題
解
決
の
た
め

に
、
ま
ず
強
固
な
る
住
民
組
織
の
結
成
が
最

重
要
事
で
あ
る
と
確
認
し
、
そ
の
実
現
に
努

力
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。
爾
来
、
四
者

協
議
会
と
相
提
携
し
て
そ
の
こ
と
に
関
し
努

力
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
当
時
の
複
雑
な

諸
情
勢
は
我
々
の
懸
命
な
努
力
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
早
急
な
実
現
を
困
難
に
し
県
民

の
運
動
に
支
障
を
来
す
状
態
に
あ
つ
た
の
で

連
絡
協
議
会
と
し
て
は
そ
の
面
の
努
力
を
続

け
な
が
ら
、
会
自
体
の
強
化
を
図
る
こ
と
に

な
り
去
る
七
月
十
八
日
、
沖
縄
土
地
を
守
る

協
議
会
と
改
称
、
屋
良
朝
苗
氏
を
会
長
に
迎

え
、
事
務
局
を
設
置
し
強
固
な
組
織
体
と
し

て
活
動
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
そ
れ
以
来
、

目
的
達
成
の
た
め
演
説
会
、
懇
談
会
、
県
民

大
会
の
開
催
、
本
土
へ
の
代
表
派
遣
、
本
土

各
面
と
の
連
絡
、
軍
用
地
問
題
に
関
す
る
調

査
な
ど
、
幾
多
の
活
動
を
な
し
て
来
た
の
で

あ
る
が
、
幸
に
し
て
関
係
各
面
の
協
力
の
下

に
多
く
の
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
出
来
た
こ

と
を
喜
び
と
し
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
他
方
、
我
々
が
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
た
ゆ

ま
ざ
る
努
力
を
続
け
て
来
た
県
民
組
織

沖

縄
土
地
を
守
る
総
連
合

が
幾
多
の
ウ
余
曲

折
を
経
て
去
る
九
月
二
十
日
結
成
さ
れ
、
十

一
月
十
日
強
力
な
る
事
務
局
の
設
置
を
み
、

真
に
全
県
民
を
一
丸
と
す
る
組
織
と
し
て
活

動
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
プ
ラ
イ
ス

勧
告
発
表
以
来
、
全
県
民
の
熱
望
し
て
止
ま

な
か
つ
た
こ
と
で
あ
り
、
軍
用
地
問
題
の
正

し
い
解
決
の
た
め
に
斉
し
く
喜
び
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

本
会
に
お
い
て
は
十
一
月
三
十
日
の
総
会
に

お
い
て
、
か
ね
て
か
ら
我
々
が
そ
の
実
現
を

期
待
し
、
ま
た
、
そ
の
た
め
に
努
力
し
来
た

つ
た
県
民
組
織
が
結
成
さ
れ
た
今
日
、
四
原

則
貫
徹
の
た
め
に
組
織
を
一
元
化
す
る
こ
と

が
、
最
も
正
し
い
こ
と
で
あ
る
と
し
て
本
会

を
発
展
的
に
解
散
し
土
地
総
連
合
の
強
化
を

図
る
こ
と
が
協
議
決
定
さ
れ
た
。

顧
る
に
本
会
は
沖
縄
の
死
命
を
制
す
土
地
問

題
に
つ
い
て
多
く
の
苦
難
と
闘
い
な
が
ら
、

今
日
ま
で
歩
ん
で
来
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の

間
、
八
十
万
県
民
、
九
千
万
同
胞
、
心
あ
る

世
界
各
国
民
の
支
援
に
よ
り
予
期
以
上
の
成

果
を
収
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
厚
く

感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
会
は
土
地
を
守
る
総
連
合
の
強
力
な
る

活
動
と
民
族
の
悲
願
で
あ
る
四
原
則
の
早
期

貫
徹
を
祈
念
し
つ
ゝ
こ
ゝ
に
発
展
的
解
散
を

声
明
す
る
。

一
九
五
六
年
十
一
月
三
十
日

沖
縄
土
地
を
守
る
協
議
会
　
　

婦
人
会
が
署
名
運
動
／
真
和
志

市
区
長
制
廃
止
に
反
対

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
12
・
３

真
和
志
市
で
は
去
る
十
月
の
市
会
で
、
明
年

一
月
一
日
か
ら
区
長
制
を
廃
止
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
が
、
最
近
市
内
各
区
に
廃
止
反
対

の
気
運
が
あ
る
よ
う
で
、
す
で
に
松
川
区
で

は
廃
止
反
対
署
名
運
動
を
内
密
に
行
っ
て
お

り
成
行
き
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

真
和
志
市
の
区
長
廃
止
問
題
は
現
翁
長
市
長

の
就
任
後
、
今
年
の
は
じ
め
ご
ろ
か
ら
具
体

的
に
検
討
さ
れ
た
が
六
月
ご
ろ
市
民
の
中
か

ら
反
対
の
気
勢
が
あ
が
っ
て
論
議
さ
れ
、
結

局
、
十
月
の
市
会
で
当
局
案
通
り
廃
止
と
決

定
、
準
備
期
間
と
し
て
二
カ
月
の
余
裕
を
お

き
今
年
一
杯
は
実
施
し
な
い
と
い
う
こ
と
で

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

一
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市
当
局
は
区
長
制
廃
止
の
理
由
と
し
て
①

財
政
支
出
の
節
約
②
那
覇
市
と
の
合
併
態

勢
を
整
え
る

那
覇
市
は
区
長
制
度
が
な

い

こ
と
、
の
二
点
を
あ
げ
市
内
三
十
一

区
の
区
長
を
な
く
す
る
代
り
に
一
人
で
三

区
程
度
を
担
当
す
る
担
当
員
を
十
七
名
お

く
計
画
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
対
し
て
市
会
の
一
部
や
各
区
民
の
中

か
ら
①
区
長
制
を
廃
止
し
て
も
財
政
の
節
減

は
多
く
は
望
め
な
い
、
②
む
し
ろ
区
長
制
の

廃
止
に
よ
っ
て
市
政
運
営
の
円
滑
さ
が
失
わ

れ
る
、
な
ど
そ
の
他
の
理
由
を
あ
げ
て
反
対

の
声
が
で
た
。
そ
の
後
十
月
の
市
会
で
は
結

局
満
場
一
致
で
廃
止
が
決
議
さ
れ
た
が
反
対

の
声
は
そ
の
ま
ま
く
す
ぶ
り
続
け
、
廃
止
を

一
月
後
に
ひ
か
え
て
火
の
手
が
再
燃
し
た
も

の
。反
対
署
名
運
動
を
は
じ
め
て
い
る
の
は
松

川
区
で
婦
人
会
が
中
心
に
な
り
、
区
内
有

権
者

約
二
千
人

の
大
半
の
署
名
を
得

て
い
る
よ
う
だ
が
他
の
部
落
は
今
の
と
こ

ろ
具
体
的
な
動
き
は
な
い
。
し
か
し
北
部

地
域
の
他
の
二
部
落
お
よ
び
南
部
農
村
地

域
の
一
部
落
に
も
署
名
運
動
の
気
配
が
あ

る
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
近
く
開
か
れ
る

市
婦
人
会
や
部
落
青
年
会
な
ど
も
こ
の
問

題
を
検
討
す
る
よ
う
で
あ
る
。

今
の
と
こ
ろ
署
名
運
動
を
行
っ
て
い
る
婦
人

会
は
婦
人
独
自
の
立
場
で
反
対
を
唱
え
て
い

る
が
、
も
と
も
と
こ
の
問
題
は
今
年
春
の
立

法
院
議
員
選
挙
で
白
黒
争
い
の
具
に
供
さ
れ

た
い
き
さ
つ
も
あ
り
、
今
後
の
成
行
き
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。

農
研
指
所
移
転
問
題
の
反
対
陳

情
を
採
択
／
四
日
の
那
覇
市

会沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
12
・
５

那
覇
市
議
会
で
は
四
日
あ
さ
十
時
半
か
ら
第

十
六
回
定
例
議
会

会
期
一
日

を
開
き
、

一
、
那
覇
市
職
員
に
対
す
る
一
九
五
七
年
度

期
末
手
当
支
給
に
関
す
る
条
例

一
年
以
上

職
務
者
に
八
割
支
給

二
、
一
九
五
七
年
度
那
覇
市
追
加
予
算

選

挙
費
用
と
し
て
二
十
一
万
八
千
五
百
一
円
の

追
加
三
、
泊
タ
ー
ミ
ナ
ル
新
築
工
事
に
関
す
る
契

約
の
専
決
処
分
の
報
告
お
よ
び
承
認
に
つ
い

て

落
札
者
の
善
太
郎
組
九
百
六
十
万
円

の
三
議
案
を
審
議
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
通
り
可

決
し
た
。

続
い
て
真
和
志
市
と
の
合
併
問
題
に
つ
い
て

合
併
委
員
会
辺
野
喜
委
員
長
か
ら
経
過
報
告

が
あ
り
休
憩
、
午
後
か
ら
同
問
題
に
つ
い
て

協
議
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
都
市
合
併
研
究

特
別
委
を
存
続
さ
せ
、
真
和
志
側
と
の
連
絡

を
保
ち
つ
つ
新
市
長
の
就
任
後
、
そ
の
新
方

針
も
勘
案
し
合
併
促
進
法
に
則
っ
た
両
市
の

合
併
促
進
協
議
会
を
設
け
て
早
期
合
併
を
期

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
島
袋
嘉
順
議
員
の
動
議
よ
り

中

央
農
研
指
所
の
崎
山
区
移
転
に
対
す
る
地
主

の
反
対
陳
情
に
関
す
る
日
程
の
追
加

を
採

択
総
務
財
政
委
が
実
情
調
査
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

｜
社
　
説
｜

市
長
選
挙
に
望
む

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
12
・
８

那
覇
市
の
市
長
選
挙
は
六
日
の
立
候
補
届

出
初
日
に
三
名
の
候
補
者
が
届
出
て
、
二
十

五
日
の
投
票
日
を
目
指
し
早
く
も
活
発
な
運

動
を
展
開
し
て
い
る
。
外
に
立
候
補
予
定
者

も
聞
か
ぬ
の
で
、
い
わ
ゆ
る
三
ッ
巴
戦
の
形

で
闘
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
い
つ
の
選
挙
の

場
合
に
も
望
ま
れ
る
公
明
選
挙
運
動
を
、
沖

縄
の
首
都
の
面
目
に
か
け
て
実
現
さ
せ
た
い

も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
市
長
選
挙
は
、
市
政

界
の
事
前
工
作

候
補
者
擁
立

が
も
た
つ

い
た
た
め
に
、
一
般
市
民
の
選
挙
気
分
を
相

当
も
り
上
げ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
統
一
候

補
問
題
に
対
し
一
部
に
批
判
的
な
声
も
出
た

が
、
そ
の
点
、
ケ
ガ
の
功
名
と
み
ら
れ
ぬ
で

も
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
事
前
工
作
か
ら
、

保
守
・
革
新
抗
争
と
い
っ
た
飛
ん
で
も
な
い

も
の
を
持
込
ん
だ
こ
と
は
何
ん
と
し
て
も
残

念
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
市
民
の

良
識
で
大
い
に
関
心
を
払
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
で

あ
ろ
う
。

地
方
選
挙
の
特
色
は
、
そ
れ
が
政
党
政
派

よ
り
超
越
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

地
方
自
治
体
の
首
長
や
議
員
を
選
ぶ
と
い
う

こ
と
は
、
も
と
も
と
政
党
と
は
関
係
が
な
い

は
ず
で
あ
る
。
政
党
か
人
か
、
と
い
う
よ
う

な
こ
と
で
な
く
、
問
題
な
く
人
物
本
位
に
選

ぶ
べ
き
な
の
で
あ
る
。
勿
論
、
現
実
に
は
政

党
色
が
だ
ん
だ
ん
地
方
選
挙
に
も
は
い
り
込

ん
で
き
て
い
る
。
極
端
に
は
、
市
町
村
の
首

長
や
議
員
が
立
法
院
議
員
選
挙
の
細
胞
組
織

の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
さ

え
あ
る
よ
う
だ
。
地
方
財
政
の
中
央
依
存
度

が
高
ま
る
に
つ
れ
、
こ
の
よ
う
な
地
方
政
治

の
政
党
化
が
ひ
ど
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
一
面
、
政
党
の
発
達
と
と
も
に
、
あ
る

程
度
は
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
避
け
ら
れ
な
い

の
で
あ
る
が
、
余
り
い
き
す
ぎ
る
と
地
方
自

治
体
の
根
本
を
ゆ
る
が
す
問
題
と
な
っ
て
く

る
。那
覇
市
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
他
の
市
町
村

自
治
体
と
異
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

凡
そ
保
守
と
か
革
新
と
か
は
社
会
機
構
に
ま

で
及
ぶ
問
題
で
あ
り
、
た
と
え
ば
那
覇
市
に

革
新
思
想
と
い
わ
れ
る
社
会
思
想
を
も
っ
て

市
政
を
律
し
よ
う
と
し
て
も
国
家
的
な
社
会

組
織
乃
至
は
そ
の
諸
法
律
を
無
視
す
る
わ
け
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に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

市
長
戦
を
保
守
・
革
新
の
旗
を
た
て
て
闘

う
の
は
、
何
れ
に
し
て
も
地
方
自
治
体
に

と
っ
て
好
も
し
い
結
果
は
も
た
ら
す
ま
い
、

且
つ
ま
た
市
民
を
惑
わ
す
も
の
と
し
て
賛
成

し
か
ね
る
。
同
時
に
政
党
色
の
出
す
ぎ
に
対

し
て
も
警
戒
し
た
い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
防

ぐ
方
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
ろ
う
が
、
最
も
直
接

的
な
方
法
と
し
て
、
有
権
者
が
政
党
政
派
に

と
ら
わ
れ
ず
、
人
物
本
位
に
投
票
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

那
覇
市
長
選
／
三
候
補
が
出
揃

う
ま
で
／
空
砲
に
終
っ
た
”
統

一
”
／
花
道
を
こ
ば
ま
れ
た

二
日
会

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
６
・
12
・
10

立
候
補
届
出
初
日
の
六
日
、
く
つ
わ
を
並
べ

て
届
け
出
た
仲
井
間
宗
一
、
仲
本
為
美
、
瀬

長
亀
次
郎
の
三
氏

届
出
順

は
、
ポ
ス

タ
ー
、
文
書
戦
で
闘
い
を
始
め
保
守
、
革
新

入
り
乱
れ
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
激
戦
が
予
想

さ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
緒
戦
と
あ
っ
て
目

立
っ
た
動
き
は
な
く
”
嵐
の
前
の
静
け
さ
”

と
い
っ
た
表
情
。
九
日
よ
る
か
ら
ま
ず
人
民

党
が
本
格
的
な
舌
戦
を
展
開
、
二
十
五
日
の

投
票
日
ま
で
の
十
数
日
、
那
覇
全
市
は
市
長

選
挙
の
ポ
ス
タ
ー
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
、
宣
伝

マ
イ
ク
の
叫
び
声
に
明
け
暮
れ
て
市
民
の
審

判
を
待
つ
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
次
に
三
候
補

が
出
揃
う
ま
で
の
い
き
さ
つ
を
那
覇
市
会
の

動
き
を
中
心
に
ふ
り
か
え
っ
て
み
よ
う
。

○

去
る
十
一
月
十
日
の
告
示
以
来
、
人
民

党
議
員
を
除
い
た
市
会
二
十
七
名
の
議
員

は
、
革
新
勢
力
の
結
集
を
叫
ぶ
人
民
党
に
対

抗
す
る
た
め

保
守
統
一

の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
打
ち
樹
て
、
平
良
辰
雄
、
仲
井
間
宗
一
両

氏
の
う
ち
い
ず
れ
か
を
擁
立
し
よ
う
と
連
署

誓
約
を
し
て
選
挙
へ
の
同
一
行
動
を
固
め
た

こ
の
よ
う
な
市
会
議
員
だ
け
の
申
し
合
せ
に

よ
る
動
き
は

選
挙
民
の
意
志
を
無
視
し
た

市
会
の
行
き
過
ぎ

と
し
て
市
民
多
数
の
批

判
を
か
っ
た
も
の
だ
っ
た
が
”
保
守
統
一
候

補
”
と
し
て
ま
ず
市
会
代
表
は
仲
井
間
氏
に

折
衝
、
仲
井
間
氏
は
こ
れ
を
健
康
、
訴
訟
、

待
遇
な
ど
三
条
件
を
理
由
に
固
辞
し
続
け

た
。
ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
滞
日
中
の
平
良

氏
の
も
と
に
は
経
済
界
か
ら
竹
内
和
三
郎

氏
、
社
大
党
か
ら
平
良

幸

氏
が
飛
ん
で

出
馬
の
説
得
が
な
さ
れ
た
が
、
見
通
し
は
暗

く
、

平
良
待
ち

と
な
っ
た
。
し
か
し
硫

黄
会
社
の
総
会
に
間
に
合
せ
て
帰
島
し
た
平

良
氏
は
空
港
並
び
に
当
間
、
仲
井
間
両
氏
と

の

三
者
会
談

で
あ
っ
さ
り
出
馬
を
拒
絶
、

保
守
派
を
狼
狽
さ
せ
た
。
こ
れ
に
先
立
っ
て

平
良
辰
雄
氏
の
政
界
引
退
の
い
き
さ
つ
や
、

健
康
問
題
か
ら
出
馬
受
諾
不
可
能
を
見
越
し

た
市
会

二
日
会

で
は
さ
き
に
申
合
せ
た

同
一
行
動

の
破
棄
を
声
明
、
泉
正
重
氏

擁
立
の
肚
を
決
め
て
市
会
内
当
局
派
と
袖
を

分
っ
た
。
こ
う
し
て
市
会
内
が
真
ッ
二
つ
に

割
れ
溝
が
深
ま
る
と
人
民
党
勢
力
の
台
頭
を

極
度
に
恐
れ
る
保
守
陣
営
は
事
態
の
収
拾
に

苦
慮
、
当
局
派
は
財
界
、
経
済
人
を
か
り
集

め
る
一
方
、
拒
絶
し
た
平
良
氏
と
共
に
仲
井

間
氏
説
得
を
行
い
、
そ
の
担
ぎ
出
し
に
成
功

す
る
所
ま
で
漕
ぎ
つ
け
た
。と
こ
ろ
が
一
旦
、

辞
退
し
た
仲
井
間
氏
の
受
諾
は
反
当
局
の
色

を
鮮
明
に
し
た

二
日
会

を
強
く
刺
激
、

当
局
派
並
び
に
仲
井
間
氏
担
ぎ
出
し
に
一
役

買
っ
た
財
界
、
経
済
人
を
声
明
書
の
連
発
で

批
判
、
泉
氏
擁
立
を
正
式
に
表
明
す
る
に

至
っ
た
。

保
守
統
一
へ
／
財
界
も
動
く

○

こ
の
た
め
財
界
、
経
済
人
代
表
は
二
日

会
メ
ン
バ
ー
を
料
亭

那
覇

に
招
い
て
懇

談
す
る
等
の
あ
せ
り
を
み
せ
て
い
た
が
、
仲

井
間
氏
を
擁
立
す
る
当
局
派
は
着
々
準
備
を

す
す
め
、
地
盤
固
め
を
急
ぎ
、
ま
た
仲
本
為

美
氏
側
は
支
持
者
が
当
初
か
ら
強
気
で

絶

対
に
出
馬
さ
せ
る

と
い
き
ま
き
仲
本
氏
自

身
は

時
期
を
み
て
か
ら

と
表
明
を
さ

け
て
い
た
が
、
三
日
ひ
る
開
か
れ
た
当
間
主

席
を
交
え
た
保
守
三
派
の

四
者
会
談

で

は
そ
の
態
度
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
。
こ
こ
で

三
派
の
乱
立
に
よ
る
敗
北
を
防
ご
う
と
持
た

れ
た
調
整
の
た
め
の

四
者
会
談

で
は
仲

井
間
、
仲
本
、
泉
の
各
派
い
ず
れ
も
自
己
の

優
勢
を
主
張
し
て
譲
ら
ず
、
か
え
っ
て
分
派

争
い
に
油
を
そ
そ
ぐ
結
果
に
な
っ
て
、
翌
四

日
各
支
持
者
の
懇
談
会
に
結
論
を
持
ち
越
し

た
が
、こ
れ
は
そ
の
ま
ま
流
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
間

二
日
会

側
は
仲
本
派
の
抱
き
込

み
工
作
に
の
り
出
し
、
当
局
派
も
こ
の
動
き

に
神
経
を
と
が
ら
せ
て
い
た
。

一
方
、
人
民
党
で
は
十
一
月
四
日
の
第
八
回

党
大
会
で
公
認
候
補
擁
立
を
決
め
、
祖
国
復

帰
、
主
席
公
選
、
四
原
則
貫
徹
を
か
ざ
し
て

保
守
勢
力
よ
う
撃
の
態
勢
を
固
め
て
党
書
記

長
瀬
長
亀
次
郎
氏
を
推
し
た
て
た
。そ
の
後
、

同
党
で
は
こ
の
選
挙
を
革
新
勢
力
対
保
守
勢

力
の
対
決
で
あ
る
と
し
て
内
定
、
瀬
長
候
補

を
白
紙
に
返
し
て
社
大
党
に
共
闘
を
申
入
れ

た
が
、
社
大
党
で
は
当
時
ま
だ
出
馬
可
否
い

ず
れ
と
も
判
ら
な
か
っ
た
平
良
辰
雄
氏
推
挙

の
態
度
を
決
め
て
人
民
党
の
申
入
れ
を
拒
む

方
法
と
し
た
が
、平
良
氏
が
拒
絶
し
た
た
め
、

今
回
の
選
挙
を
静
観
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
同
党
で
は
、
個
人

的
に
は
三
派
に
そ
れ
ぞ
れ
応
援
す
る
動
き
も

あ
り
、
微
妙
な
動
き
を
み
せ
て
い
る
。

あ
く
ま
で
白
紙
の
立
場
堅
持
か

○

泉
氏
擁
立
を
決
め
た
二
日
会
で
は
終
始

泉
氏
の
線
で
仲
本
派
と
の
調
整
を
試
み
た

が
、
四
日
よ
る
調
整
が
決
裂
、
ま
た
翌
五
日

同
会
有
力
メ
ン
バ
ー
の
高
良
一
氏
が
仲
井
間
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氏
へ
走
る
態
度
を
み
せ
た
こ
と
か
ら
動
揺
、

選
挙
資
金
の
関
係
も
あ
っ
て

特
定
の
候
補

者
を
支
持
し
な
い

と
し
て
白
紙
の
立
場
を

と
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
で
保
守

三
派
の
乱
立
で
苦
悩
し
た
保
守
陣
営
は
そ
の

分
派
争
い
を
仲
井
間
、
仲
本
両
派
の
争
い
に

食
い
止
め
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

二
日
会

で
は
そ
の
後
も
い
く
ら
か
動
揺

を
み
せ
、
当
局
派
並
び
に
仲
本
派
で
も
そ
の

去
就
を
注
目
し
て
い
る
が
、
十
日
よ
る
予
定

さ
れ
て
い
る
会
合
で
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と

る
か
待
た
れ
て
い
る
。
し
か
し
同
会
某
氏
は

政
治
的
責
任
に
於
い
て
白
紙
の
立
場
を
表

明
し
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
今
更
動
揺
す
れ

ば
市
民
か
ら
徹
底
的
に
批
判
さ
れ
よ
う

と

二
日
会
の
動
揺
説
を
強
く
否
定
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
仲
井
間
、
仲
本
、
瀬
長
の
三
氏
が
、

那
覇
市
長
の
席
を
狙
っ
て
中
原
に
駒
を
す
す

め
た
わ
け
だ
が
、
当
間
主
席
、
市
会
当
局
派
、

財
界
経
済
人
を
バ
ッ
ク
に
し
た
仲
井
間
氏
、

合
併
実
現
を
叫
ん
で
庶
民
階
級
の
上
に
立
つ

と
呼
号
す
る
仲
本
氏
の
保
守
両
派
に
、
祖
国

復
帰
、
主
席
公
選
、
四
原
則
貫
徹
を
叫
ん
で

革
新
勢
力
の
結
集
を
掲
げ
る
瀬
長
氏
と
い
う

当
初
予
想
さ
れ
て
い
た
保
守
二
革
新
一
の
三

ツ
巴
戦
は
二
十
五
日
の
投
票
日
で
市
民
が
ど

の
よ
う
に
審
判
を
下
す
か
が
注
目
さ
れ
る
。

高
良
一
氏
を
除
名
／
那
覇
市
議

二
日
会

琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
12
・
11

那
覇
市
議
会
の
二
日
会
は
四
日
午
後
四
時
か

ら
那
覇
市
小
禄
在
の
上
原
光
男
氏
宅
で
、
全

会
員
が
出
席
し
て
会
合
を
開
き
協
議
を
行
つ

た
結
果
、
今
回
の
那
覇
市
長
選
挙
に
か
ら
む

保
守
統
一
擁
立
問
題
を
め
ぐ
り
、
高
良
一
氏

の
と
つ
た
行
動
は
二
日
会
と
相
容
れ
ぬ
も
の

が
あ
つ
た
こ
と
を
理
由
に
、
高
良
氏
を
二
日

会
か
ら
除
名
す
る
こ
と
を
決
議
し
た

那
覇
市
政
へ
の
抱
負
／
争
点
は

”
都
計
”
の
進
め
方
／
三
候

補
、
合
併
実
現
を
公
約

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
６
・
12
・
12

投
票
日

二
十
五
日

が
余
す
と
こ
ろ
十
三

日
の
那
覇
市
長
選
挙
は
、
く
つ
わ
を
並
べ
て

名
乗
り
出
た
仲
井
間
宗
一
、
仲
本
為
美
、
瀬

長
亀
次
郎
の
三
候
補
が
そ
れ
ぞ
れ
陣
固
め
”

必
勝
”
の
態
勢
で
選
挙
工
作
に
精
魂
を
傾
け

て
い
る
。
主
席
に
任
命
さ
れ
た
前
市
長
当
間

重
剛
氏
が
推
進
し
て
来
た
膨
大
な
都
計
事
業

や
、
数
年
来
の
懸
案
で
あ
る
真
和
志
市
と
の

合
併
問
題
が
三
候
補
が
一
致
し
て
掲
げ
る
大

き
な
政
策
で
、
ま
た
こ
れ
が
大
き
な
争
点
と

も
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
ス

ポ
ー
ツ
・
セ
ン
タ
ー

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
建
設
、文
化
施
設
の
拡
充
な
ど
を
は
じ
め
、

人
民
党
で
と
く
に
力
を
入
れ
て
い
る
市
政
の

民
主
化
と
税
制
の
問
題
、
そ
れ
に
加
え
て
対

外
的
に
は
軍
用
地
問
題
、
祖
国
復
帰
問
題
な

ど
、
保
守
、
革
新
が
真
っ
向
う
か
ら
ぶ
っ
つ

け
合
う
市
政
担
当
候
補
と
し
て
の
市
政
綱
領

は
、こ
れ
ま
で
に
な
い
活
気
を
み
せ
て
い
る
。

仲
井
間
、
仲
本
の
両
候
補
で
は
、
箇
条
的
に

そ
の
政
策
を
示
し
て
、
そ
の
具
体
的
発
表
は

演
説
会
で
す
る
と
今
の
と
こ
ろ
表
明
を
避
け

て
い
る
が
、
こ
れ
は
敵
方
に
手
の
内
を
見
せ

な
い
作
戦
だ
と
い
う
。
一
方
、
人
民
党
瀬
長

候
補
側
は
数
ペ
ー
ジ
に
亙
る
細
か
な
市
政
綱

領
を
ま
と
め
、
市
政
担
当
に
際
し
て
の
自
信

を
表
明
し
て
い
る
。
仲
井
間
候
補
側
の
演
説

は
十
五
日
か
ら
十
日
間
、
仲
本
候
補
側
は
ま

だ
未
定
だ
が
大
体
仲
井
間
候
補
と
同
じ
時
期

と
み
ら
れ
、
九
日
よ
る
第
一
声
を
あ
げ
た
人

民
党
は
十
二
日
か
ら
首
里
を
は
じ
め
再
び
言

論
戦
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
首

都
那
覇
市
の
市
長
の
座
を
狙
っ
て
争
わ
れ
る

こ
の
選
挙
に
、
市
民
は
各
自
の
尊
い
一
票
を

ど
の
よ
う
に
行
使
す
る
か
、
そ
の
指
針
と
し

て
次
に
三
候
補
の
政
策
の
大
綱
を
ま
と
め
て

み
た
。
福
祉
施
設
の
強
化
と
／
秩
序
あ
る
公
明

な
行
政
に

（
仲
井
間
宗
一
候
補
）

一
、
官
民
一
体
の
実
を
強
化
し
て
首
都
建
設

法
に
基
き
真
和
志
市
合
併
に
よ
る
大
那
覇
市

を
計
画
し
て
政
治
、
経
済
及
び
文
化
の
機
能

を
発
揮
せ
し
め
る
よ
う
な
建
設
に
努
め
る
。

一
、
秩
序
あ
る
公
明
親
和
の
行
政
を
行
い
、

各
職
責
に
能
率
を
高
揚
せ
し
め
る
。

一
、
民
心
の
一
新
を
期
し
て
朗
ら
か
な
楽
し

い
社
会
に
仕
向
け
る
。

以
上
の
三
点
を
基
本
点
と
し
て
あ
げ
て
い
る

仲
井
間
候
補
は
と
く
に

市
議
会
の
建
策
を

尊
重
し
て
ゆ
き
た
い

と
語
り
、
こ
の
市
会

を
重
視
す
る
点
は
前
市
長
と
は
幾
分
異
な
っ

た
態
度
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

当
面
の
政
策

と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の

は
、
一
、総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
早
期
に
完
遂
す
る
。

二
、
一
号
線
の
副
線
と
し
て
浦
添
か
ら
姫
百

合
橋
を
経
て
小
禄
に
至
る
与
儀
農
指
所
通
り

を
早
期
に
実
現
す
る
。

三
、
社
会
福
祉
施
設
と
し
て
市
営
住
宅
、
公

会
堂
、
公
園
、
霊
園
、
児
童
遊
園
地
な
ど
を

早
期
に
完
成
す
る
。

四
、
そ
の
他
観
光
施
設
の
拡
充
な
ど
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
政
策
を
実
現

す
る
た
め
に
は
是
非
市
会
の
承
認
を
得
た
予

算
の
獲
得
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い

て
は
現
市
議
員
多
く
の
支
援
が
あ
っ
て
心
強

い
所
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

適
正
課
税
と
／
徴
税
民
主
化

（
瀬
長
亀
次
郎
候
補
）

人
民
党
で
は
そ
の
市
政
綱
領
を
対
内
問
題
、
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対
外
問
題
に
二
分
し
て
具
体
的
な
市
政
策
を

作
成
、
市
政
担
当
に
自
信
を
み
せ
て
い
る
。

こ
の
中
に
は
市
政
の
運
営
を
改
め
る
だ
け
で

実
現
出
来
る
も
の
、
ま
た
、
他
市
町
村
民
と

も
に
政
府
に
要
求
し
て
得
ら
れ
る
も
の
、
更

に
本
土
同
胞
の
力
と
結
ん
で
成
就
す
る
問
題

な
ど
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

対
内
的
諸
問
題

一
、
市
政
の
民
主
化

△
各
区
に
公
民
館
、

市
に
公
会
堂
を
設
置
、
市
民
の
意
見
を
市
政

に
反
映
さ
せ
る
△
区
民
の
公
選
に
よ
る
区
長

制
の
実
施
△
市
職
員
労
組
の
育
成
に
よ
る
市

政
運
営
の
民
主
化
。

二
、
中
、
小
商
工
業
の
保
護
育
成
と
中
小
商

工
業
従
業
員
の
生
活
向
上

こ
の
た
め
、
市

に
専
門

部
門
商
工
課

を
新
設
す
る
。

三
、
農
漁
業
の
振
興
と
農
漁
民
の
生
活
安

定

こ
の
た
め
に
専
門
部
門

農
林
水
産
課

を
新
設
す
る
。

四
、
適
正
な
課
税
と
徴
税
の
民
主
化

△
資

産
所
得
を
再
評
価
、
担
税
能
力
に
応
じ
て
課

税
す
る
。
△
固
定
資
産
税
の
評
価
の
適
正
を

期
す
た
め
評
価
委
員
会
の
設
置
。

五
、
社
会
保
障
制
度
の
改
善
充
実

失
業
保

険
法
制
定
の
政
府
へ
の
要
求
と
共
に
市
で
も

失
業
対
策
事
業
を
行
う
。
△
市
営
託
児
所
、

公
益
質
屋
の
設
置
、
△
市
営
住
宅
の
増
設
、

△
生
活
困
窮
者
保
護
に
つ
い
て
政
府
へ
積
極

的
要
求
。

六
、
都
市
復
興
計
画
は
軍
事
優
先
主
義
を
や

め
て
、
市
民
の
利
益
を
第
一
と
し
、
那
覇
全

域
に
亙
る
総
合
的
都
市
復
興
事
業
と
す
る
。

七
、
税
制
の
民
主
化
と
健
全
財
政
確
立
及
び

地
方
自
治
体
の
自
主
税
の
強
化

勤
労
者
の

税
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
間
接
税
中
心
の
大

衆
課
税
制
度
を
直
接
税
中
心
の
民
主
的
累
進

課
税
制
度
に
改
め
る
様
に
政
府
に
要
求
す

る
。
△
地
方
自
治
体
強
化
の
た
め
、
他
市
町
村
と

共
に
政
府
税
制
と
財
政
政
策
の
革
改
を
要
求

す
る
。

八
、
那
覇
、
真
和
志
両
市
の
対
等
合
併
の
実

現
。対
外
的
諸
問
題

一
、
祖
国
復
帰
実
現
の

促
進
。
二
、
土
地
を
守
る
四
原
則
の
貫
徹
。

三
、
主
席
公
選
と
民
主
的
権
利
の
擁
護
。

ま
ず
市
民
生
活
を
豊
か
に
／
土
地
問
題

解
決
に
も
努
力

（
仲
本
為
美
候
補
）

仲
本
氏
は
立
候
補
の
弁
を
次
の
よ
う
に
表
明

し
て
い
る
。

創
業
途
上
に
あ
る
那
覇
市
の
首
都
事
業
が

極
め
て
順
調
に
進
捗
し
、
一
日
も
早
く
完

成
さ
せ
た
い
。

ま
た
、
沖
縄
の
首
都
た
る
大
那
覇
市
の
発

展
を
計
る
上
か
ら
真
和
志
市
を
早
期
に
合

併
す
る
。

一
方
、
表
玄
関
で
あ
る
海
、
空
港
の
施
設

は
次
第
に
完
備
さ
れ
て
来
た
が
、
陸
上
交

通
機
関
の
中
心
で
あ
る
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

始
め
、
道
路
河
川
の
改
良
と
相
俟
っ
て
教

育
施
設
の
整
備
拡
充
、
市
民
生
活
を
豊
富

に
す
る
上
か
ら
福
祉
施
設
の
強
化
充
実
を

計
る
。

以
上
の
諸
点
を
立
候
補
の
基
本
態
度
、
理
由

と
し
て
次
の
通
り
政
見
を
掲
げ
て
い
る
が
、

そ
の
具
体
的
な
発
表
は
演
説
会
で
な
す
、
と

し
て
い
る
。

仲
井
間
候
補
と
並
ん
で
、
共
に
人
民
党
革
新

勢
力
に
対
抗
す
る
保
守
陣
営
に
属
し
乍
ら
、

そ
の
政
見
の
一
つ
に

軍
用
地
問
題
の
解
決

促
進

を
か
か
げ
て
い
る
点
が
異
っ
て
い
よ

う
。プ

勧
告
で
土
地
値
上
り
傾
向
／

那
覇
旧
市
街
は
高
騰
／
坪
三

千
円
か
ら
二
万
円
に
上
っ
た

土
地
も

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
６
・
12
・
20

プ
ラ
イ
ス
勧
告
に
よ
る
地
料
一
括
払
い
の
方

針
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
か
ら
、
土
地
の
値
段

が
全
島
的
に
値
上
り
の
傾
向
を
見
せ
て
い
る

と
い
わ
れ
る
。
勧
告
書
の
内
容
が
発
表
さ
れ

た
当
時
は
売
買
の
話
合
い
が
進
ん
で
い
る
土

地
も
御
破
算
に
な
っ
た
例
が
多
く
、
ま
た
そ

の
後
も
思
惑
に
よ
る
買
い
急
ぎ
や
売
り
惜
し

み
が
極
端
に
な
っ
て
次
々
に
地
代
を
つ
り
あ

げ
、
こ
の
調
子
で
い
く
と
土
地
を
も
っ
て
い

る
の
は
ま
す
ま
す
肥
り
、
接
収
地
主
や
勤
労

者
な
ど
は
僅
か
の
宅
地
を
手
に
入
れ
る
こ
と

も
困
難
に
な
る
だ
ろ
う
と
、
土
地
連
合
会
あ

た
り
で
は
心
配
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
沖

縄
だ
け
で
な
く
宮
古
、
八
重
山
に
も
波
及
し

て
い
る
よ
う
で
、
某
金
融
機
関
が
支
店
敷
地

を
購
入
す
る
の
に
難
渋
を
予
想
し
、
隠
密
裏

に
即
決
で
買
い
と
る
た
め
職
員
を
派
遣
し
た

例
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
那
覇
、
中

部
な
ど
商
業
地
区
付
近
の
値
上
り
が
ひ
ど
い

と
い
わ
れ
る
が
、
那
覇
旧
市
街
の
最
近
の
動

き
を
調
べ
て
み
た
。
旧
市
街
の
区
画
整
理
は

八
分
通
り
完
了
し
、
商
業
、
工
業
、
住
宅
地

域
の
指
定
も
す
ん
で
い
る
が
、
今
年
一
年
で

大
幅
な
上
昇
を
示
し
て
い
る
。

値
上
り
の
原
因
に
つ
い
て
は
区
画
整
理
が
す

め
ば
当
然
上
る
こ
と
、
好
景
気
に
よ
り
買
手

が
相
当
に
動
い
て
い
る
。
一
括
払
い
の
気
運

を
察
し
て
つ
り
あ
げ
て
い
る
な
ど
い
ろ
い
ろ

あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
一
括
払
い
の
方
針
が
す

べ
て
の
要
因
だ
と
は
言
え
な
い
が
、
し
か
し

大
き
く
響
い
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と

当
局
者
は
語
っ
て
い
る
。

部
分
的
に
大
体
の
相
場

坪
当
り

を
聞
い

て
み
る
と
、
千
五
百
円
か
ら
二
千
円
て
い
ど

だ
っ
た
旧
若
狭
町
付
近
が
五
千
円
か
ら
六
千

円
、
辻
町
な
ど
昨
年
二
千
五
百
円
て
い
ど
で

買
え
た
土
地
が
、
安
い
と
こ
ろ
で
七
千
円
、
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良
い
場
所
に
な
れ
ば
一
万
二
千
円
ま
で
上
っ

て
い
る
。
商
港
地
域
の
西
新
、
西
本
町
あ
た

り
は
四
千
円
か
ら
六
千
円
、
久
茂
地
が
六
、

七
千
円
か
ら
一
万
円
、
前
島
町
の
学
校
付
近

で
九
千
円
な
い
し
一
万
円
、
久
米
町
大
通
り

一
万
円
、
中
に
入
る
と
四
、
五
千
円
か
ら
八

千
円
と
こ
こ
一
カ
年
で
大
幅
な
暴
騰
を
き
た

し
て
い
る
。
も
っ
と
も
有
利
に
な
っ
た
地
域

は
松
下
町
の
卸
商
店
街
付
近
で
、
商
業
地
域

と
し
て
な
お
非
常
な
強
気
だ
と
い
わ
れ
て
い

る
。
昨
年
商
店
街
が
市
か
ら
買
取
っ
た
値
段

は
坪
三
千
百
円
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
周
辺

の
土
地
が
一
万
五
千
円
か
ら
二
万
円
に
ハ
ネ

上
り
、
旧
市
街
随
一
の
高
値
を
は
り
、
こ
の

付
近
に
地
所
を
買
い
、
或
は
所
有
し
て
い
た

地
主
は
ぬ
れ
手
に
粟
式
の
儲
け
か
た
の
よ
う

で
あ
る
。
区
画
工
事
中
の
泊
方
面
は
相
当
に

お
ち
る
よ
う
で
、
又
吉
道
路
に
面
し
た
と
こ

ろ
で
六
千

七
千
円
、
内
側
が
五
千
円
て
い

ど
崇
元
寺
の
後
方
一
帯
が
三
千
五
百
円
か
ら

五
千
円
と
い
う
の
が
凡
そ
の
相
場
と
な
っ
て

い
る
。
最
近
開
放
に
な
っ
た
ハ
ー
バ
ー

ビ
ュ
ー
地
域
な
ど
は
い
つ
開
放
に
な
る
か
、

は
っ
き
り
し
た
見
通
し
が
つ
か
な
か
っ
た
た

め
二
千
円

二
千
五
百
円
の
見
方
で
あ
っ
た

が
、
開
放
と
同
時
に
一
躍
六
千
円
、
七
千
円

に
ハ
ネ
上
り
、
取
引
き
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

都
市
地
区
の
土
地
相
場
ほ
ど
極
端
な
も
の
は

な
い
と
い
わ
れ
、
道
路
が
開
通
し
た
た
め
に

五
、
六
倍
に
値
上
り
し
た
例
は
ザ
ラ
に
あ
る

よ
う
で
、
ま
た
一
、
二
間
離
れ
た
と
こ
ろ
で

も
位
置
に
よ
り
値
段
に
大
き
な
差
を
生
じ
て

い
る
。
旧
市
街
の
地
価
は
う
な
ぎ
上
り
に
値

上
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
戦
後
十
年
間
も

利
用
を
た
た
れ
、
収
入
の
み
ち
を
塞
が
れ
た

地
主
達
の
心
理
的
な
作
用
も
大
き
い
よ
う
で

あ
る
。
放
っ
て
お
い
て
も
下
る
心
配
は
な
く
、

場
合
に
よ
っ
て
は
二
倍
、
三
倍
の
幸
運
を
つ

か
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考
え
か
た
の
よ

う
で
、
特
別
の
事
情
が
な
い
か
ぎ
り
手
離
そ

う
と
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ど
こ
ま
で
値
上
り
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
や

は
り
軍
用
地
料
の
一
括
払
い
が
ど
う
な
る
か

に
左
右
さ
れ
る
と
い
わ
れ
、
は
っ
き
り
し
た

見
通
し
は
つ
い
て
い
な
い
が
、
客
観
情
勢
に

変
化
が
な
い
と
す
れ
ば
三
、
四
月
ご
ろ
を
ヤ

マ
に
□
年
中
で
一
応
の
線
に
お
ち
つ
い
て
く

る
だ
ろ
う
と
の
見
方
が
強
い
。

市
役
所
で
も
久
茂
地
十
字
路
内
側
に
役
所
、

公
会
堂
敷
地
を
予
定
し
て
い
た
が
、
坪
一
万

円
に
上
っ
て
は
市
有
地
を
売
っ
て
も
手
が
で

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
現
在
の
仮
バ
ス

セ
ン
タ
ー
に
予
定
敷
地
を
変
更
、
公
会
堂
は

お
預
け
と
い
う
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
。
全

く
土
一
升
、
金
一
升
の
相
場
に
な
り
つ
つ
あ

る
と
い
う
の
が
旧
市
街
の
土
地
に
対
す
る
評

価
で
あ
る
。

軍
用
地
を
買
占
め
？

一
方
一
括
払
い
を
見
こ
ん
で
軍
用
地
を
安
く

買
い
と
る
傾
向
も
強
ま
り
、
土
地
連
合
会
で

調
査
に
の
り
だ
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
登
記

所
で
調
べ
て
も
所
有
権
移
転
の
内
容
が
は
っ

き
り
せ
ず
サ
ジ
を
投
げ
て
い
る
。
巷
間
の
噂

さ
で
は
誰
某
が
何
万
坪
買
い
と
っ
た
と
か
、

多
く
の
町
村
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
実

際
に
は
軍
用
地
は
そ
れ
ほ
ど
投
機
的
な
買
占

め
が
行
わ
れ
て
い
る
形
跡
は
な
い
と
の
見
方

で
あ
る
。
す
で
に
売
買
が
行
わ
れ
た
も
の
の

間
で
、
今
度
は
使
用
料
の
受
取
を
め
ぐ
り

方
々
で
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
使
用
料
の
う
ち
で
保
留
さ
れ
た

二
五
％
、
及
び
三
倍
に
値
上
げ
さ
れ
た
残
額

の
地
料
が
来
年
早
々
支
払
わ
れ
る
予
定
で
あ

る
が
、
買
い
と
っ
た
所
有
者
が
受
取
る
べ
き

だ
と
し
て
承
諾
書
を
要
求
さ
れ
て
い
る
例
も

あ
り
、
双
方
の
間
で
イ
ザ
コ
ザ
が
起
る
の
で

は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
使
用
料
は

そ
の
支
払
い
期
間
の
所
有
者
に
支
払
わ
れ
る

の
が
常
識
で
あ
る
と
土
地
連
合
会
で
は
語
っ

て
お
り
、
売
買
の
と
き
に
特
別
な
契
約
が
な

い
か
ぎ
り
疑
問
の
余
地
は
な
い
期
間
内
に
所

有
権
が
移
転
し
て
い
る
場
合
は
Ｄ
Ｅ
か
ら
個

別
に
地
料
を
支
払
う
か
或
は
そ
の
年
月
に
応

じ
て
配
分
す
る
建
前
に
な
っ
て
い
る
。

大
絃
小
絃
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旧
市
街
の
地
主
達
に
よ
う
や
く
春
が
訪
れ
て

き
た
よ
う
で
あ
る
。
区
画
整
理
も
大
体
八
割

は
完
了
し
て
、
い
つ
で
も
家
が
建
て
ら
れ
る

し
、
そ
れ
に
高
い
値
段
で
売
る
こ
と
も
で
き

る
▼
牧
志
通
り
を
中
心
と
し
た
新
市
街
の
繁

昌
ぶ
り
を
指
を
く
わ
え
て
眺
め
て
き
た
地
主

達
に
と
っ
て
は
十
年
と
い
う
年
月
は
長
い
忍

従
の
明
け
く
れ
で
あ
っ
た
か
と
思
う
。
自
分

の
土
地
を
も
っ
て
い
な
が
ら
高
い
地
料
を
払

っ
て
借
地
す
る
。
売
ろ
う
と
す
れ
ば
二
束
三

文
に
た
た
か
れ
る
と
い
う
の
が
こ
れ
迄
の
実

情
で
あ
っ
た
よ
う
だ
▼
戦
争
と
い
う
全
く
不

可
抗
力
な
天
災
だ
か
ら
あ
き
ら
め
も
つ
く
だ

ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
商
業
都
市
の
土
地

ほ
ど
財
産
価
の
高
い
も
の
は
な
い
。
二
、
三

千
円
で
し
か
買
れ
な
か
っ
た
土
地
が
二
倍
、

三
倍
に
ハ
ネ
上
る
の
は
ザ
ラ
に
あ
る
そ
う
で

あ
る
。
道
が
で
き
て
水
道
、
電
気
が
ひ
か
れ

る
と
途
端
に
五
百
円
か
ら
千
円
は
値
上
り
す

る
と
い
う
▼
も
っ
と
も
整
理
事
業
の
た
め
地

主
は
三
割
相
当
の
負
担
を
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
分
ま
で
土
地
の
相
場
に
ブ
チ
こ
ん
で
単

価
を
ツ
リ
上
げ
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
が
、
た

だ
放
っ
て
お
い
て
も
財
産
が
肥
る
の
で
あ
る

か
ら
こ
ん
な
有
難
い
は
な
し
は
な
か
ろ
う
。

都
市
地
区
ほ
ど
貧
富
の
差
が
甚
し
く
な
る
の

も
自
か
ら
分
る
よ
う
な
気
が
す
る
▼
旧
松
山

一
九
五
六
年

昭
和
三
十
一
年

十
二
月

五
五
二

来



町
の
卸
街
周
辺
は
坪
一
万
五
千
円
か
ら
二
万

円
ま
で
相
場
を
は
り
、僅
か
一
カ
年
間
に
四
、

五
倍
に
上
っ
て
い
る
と
い
う
。
小
金
を
も
ち

思
惑
で
買
っ
た
人
達
も
相
当
に
い
る
よ
う

で
、
大
当
り
し
て
い
る
幸
運
児
？
の
手
柄
話

も
あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ
る
。
ブ
ロ
ー
カ
ー
で

な
く
と
も
土
地
へ
の
投
資
だ
け
は
間
違
い
な

い
と
随
分
食
指
が
動
い
て
い
る
の
は
事
実
の

よ
う
で
あ
る
▼
現
在
旧
市
街
で
は
最
低
坪
二

千
円
を
見
こ
ま
な
け
れ
ば
土
地
は
買
え
な
い

と
の
定
評
で
あ
る
。
崇
元
寺
の
後
方
及
び
壺

川
付
近
が
安
い
部
類
に
属
す
る
が
こ
の
付
近

も
区
画
整
理
が
行
わ
れ
る
計
画
で
あ
る
の

で
、
消
息
通
の
人
達
は
や
は
り
値
上
り
を
予

想
し
て
い
る
。
都
市
の
人
口
は
増
え
る
一
方

で
土
地
は
狭
い
の
で
あ
る
か
ら
無
理
も
な
い

▼
一
体
都
市
の
地
価
は
ど
こ
ま
で
あ
が
る
の

だ
ろ
う
？
見
方
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
と
く

に
軍
用
地
料
の
一
括
払
い
で
も
実
現
す
る
と

天
井
知
ら
ず
だ
と
の
意
見
も
あ
る
。
ま
た
景

気
の
好
悪
で
も
大
い
に
影
響
す
る
よ
う
で
、

不
景
気
に
な
れ
ば
下
っ
て
く
る
と
見
る
向
も

あ
る
が
、
し
か
し
客
観
情
勢
か
ら
す
れ
ば
当

分
下
落
材
料
は
少
い
と
い
わ
れ
る
▼
全
島
的

に
土
地
代
は
上
る
傾
向
の
よ
う
で
、
宅
地
か

ら
農
地
、
山
林
原
野
に
波
及
す
る
恐
れ
も
な

し
と
し
な
い
。
そ
う
な
る
と
当
然
借
地
料
、

小
作
料
な
ど
に
も
響
い
て
く
る
わ
け
で
、
農

業
、
商
工
業
の
発
展
や
住
宅
政
策
の
面
か
ら

重
要
な
問
題
を
提
供
す
る
も
の
と
思
う
。
軍

用
地
と
関
連
し
て
手
放
し
の
自
由
相
場
で
は

経
済
秩
序
を
乱
す
懸
案
も
あ
り
、
政
府
で
も

と
り
あ
げ
て
研
究
に
値
す
る
問
題
で
あ
る
。

｜
社
　
説
｜

那
覇
市
長
選
挙
に
想
う
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那
覇
市
長
選
挙
は
約
二
千
票
も
引
き
は
な

し
て
瀬
長
の
勝
利
に
帰
し
た
。
仲
井
間
、
瀬

長
の
せ
り
合
い
と
な
る
こ
と
は
一
般
の
予
想

で
は
あ
つ
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
引
き
は
な
す
と

は
大
方
の
人
々
が
考
え
て
い
な
か
つ
た
よ
う

で
あ
る
。
今
度
の
選
挙
に
お
け
る
反
瀬
長
派

の
敗
北
は
統
一
戦
線
の
失
敗
に
は
じ
ま
つ
て

い
る
。
人
民
党
を
除
く
那
覇
市
会
の
統
一
候

補
推
せ
ん
は
仲
井
間
の
辞
退
で
混
乱
し
、
結

局
、
仲
本
の
立
候
補
と
い
う
こ
と
に
な
つ
た

が
、
い
わ
ゆ
る
春
秋
の
筆
法
を
も
つ
て
い
え

ば
、
仲
本
が
瀬
長
を
勝
た
せ
た
、
と
い
う
こ

と
も
い
え
る
。
ま
た
、
仲
井
間
が
当
初
に
決

然
と
し
て
市
会
の
統
一
候
補
を
引
き
受
け
た

な
ら
ば
、
仲
本
は
立
候
補
の
キ
ツ
カ
ケ
を
失

い
、
保
守
統
一
が
実
現
し
た
と
み
る
向
き
も

あ
る
が
、
仲
井
間
支
持
派
が
い
た
ず
ら
に
時

日
を
引
き
延
ば
し
、
仲
本
を
誘
い
出
す
こ
と

に
な
つ
た
の
は
戦
術
的
に
拙
劣
で
あ
つ
た
。

も
の
ご
と
は
出
端
が
肝
要
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
今
度
の
選
挙
は
余
り
に
も
痛
烈
に
証
明

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、

大
衆
心
理
を
つ
か
む
と
い
う
点
で
、
仲
井
間

は
瀬
長
に
お
く
れ
を
と
つ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
大
衆
が
選
挙
に
野
次
馬
気
分
を
発
揮

す
る
こ
と
は
沖
縄
に
限
つ
た
こ
と
で
は
な

い
。
そ
れ
が
ど
の
程
度
政
治
意
識
と
直
接
む

す
び
つ
い
て
い
る
か
は
正
確
に
測
定
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。
ど
の
候
補
者
に
も
そ
の

よ
う
な
投
票
は
あ
る
が
、
瀬
長
の
場
合
、
と

く
に
今
度
の
選
挙
で
は
他
の
候
補
者
に
く
ら

べ
て
そ
う
い
つ
た
投
票
が
割
合
に
多
か
つ
た

と
一
般
に
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の

理
由
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
の
点
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
最
も
大
き
い
の
は
、
仲
井

間
支
持
者
の
選
挙
運
動
の
中
に
、
ひ
い
き
の

引
き
倒
し
み
た
い
な
こ
と
が
終
盤
戦
に
な
つ

て
み
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
衆
の

ア
マ
ノ
ジ
ヤ
ク
的
な
反
骨
を
ゆ
り
起
し
た
こ

と
は
大
い
に
反
省
さ
れ
て
よ
い
。
こ
れ
は
大

衆
を
愚
ろ
う
す
る
も
の
と
し
て
逆
に
大
衆
の

反
感
を
買
い
、
瀬
長
の
方
へ
押
し
や
つ
た
と

み
ら
れ
て
も
致
し
方
の
な
い
ふ
し
が
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
仲
井
間
、
仲
本
の
敗
北

は
明
ら
か
で
、
今
更
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

か
く
て
問
題
は
今
後
に
尾
を
引
く
こ
と
に
な

る
。
瀬
長
の
得
票
は
有
効
投
票
四
万
余
り
の

中
約
一
万
六
千
で
、
半
数
に
は
足
り
な
い
が
、

そ
れ
で
も
選
挙
法
に
よ
つ
て
市
長
に
な
れ
る

の
だ
か
ら
、
事
態
は
前
途
予
想
を
ゆ
る
さ
ぬ

も
の
が
あ
る
。
瀬
長
市
長
に
よ
つ
て
那
覇
市

政
が
ど
う
な
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
市
議
会

関
係
そ
の
他
の
こ
と
か
ら
楽
観
す
る
者
は
ほ

と
ん
ど
い
な
い
し
、
瀬
長
自
身
も
う
ま
く
や

つ
て
い
け
る
と
は
決
し
て
考
え
て
い
な
い
に

ち
が
い
な
い
。

瀬
長
の
考
え
方
が
反
米
で
割
り
切
つ
て
い

る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
思
想
の
自

由
、
言
論
の
自
由
と
い
う
上
か
ら
は
、
瀬
長

が
反
米
だ
ろ
う
と
何
だ
ろ
う
と
、
彼
の
勝
手

で
、
ア
メ
リ
カ
政
府
と
い
え
ど
も
ど
う
し
よ

う
も
な
い
。
し
か
し
、
自
治
体
の
首
長
と
な

る
と
、
そ
う
は
い
か
ぬ
。
議
会
を
無
視
し
て

は
仕
事
は
で
き
な
い
し
、
市
吏
員
の
動
向
如

何
に
よ
つ
て
は
、
市
長
の
職
責
は
果
せ
な
く

な
る
。
立
法
院
議
員
の
場
合
と
市
長
の
場
合

と
は
状
況
が
全
く
異
つ
て
く
る
。
そ
の
点
か

ら
、
市
長
選
挙
に
は
瀬
長
は
立
候
補
し
な
い

だ
ろ
う
、
と
み
る
人
も
少
く
な
か
つ
た
の
で

あ
る
。
今
後
、
瀬
長
市
長
実
現
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
事
態
が
生
ず
る
か
、
わ
か
ら
な
い
が
、

民
主
的
な
手
続
き
に
よ
つ
て
選
挙
さ
れ
た
以

上
、
那
覇
市
民
は
そ
れ
か
ら
来
る
事
態
に
つ

い
て
自
ら
責
任
を
と
る
覚
悟
が
必
要
で
あ

る
。
米
国
政
府
が
好
も
し
く
な
い
と
し
て
い

る
人
を
市
長
に
し
た
以
上
、
米
国
政
府
の
援

助
を
受
け
よ
う
と
考
え
る
こ
と
は
や
め
な
け
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れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
理
の
当
然
で
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
ハ
ラ
を
き
め
て
か
か
る
べ
き
で

あ
る
。
も
し
も
、
一
方
で
瀬
長
を
当
選
さ
し

て
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
援
助
も
従
来

通
り
お
願
い
し
ま
す
、
と
い
う
の
で
は
、
も

の
笑
い
と
な
ろ
う
。
琉
球
政
府
の
自
主
的
に

処
理
で
き
る
限
り
に
お
い
て
は
、
那
覇
市
も

他
市
町
村
な
み
の
援
助
も
不
可
能
で
は
な
い

が
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
援
助
は
絶
た
れ
る
こ

と
を
は
つ
き
り
と
自
覚
し
、
市
財
政
の
自
立

を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
。
果
し
て
こ

れ
が
う
ま
く
い
く
か
ど
う
か
は
将
来
の
問
題

で
あ
る
。
那
覇
市
民
も
大
き
い
関
頭
に
立
た

さ
れ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

大
絃
小
絃
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保
守
統
一
だ
と
か
、
同
一
行
動
だ
と
か
、
或

い
は
保
守
と
革
新
の
対
決
だ
と
か
い
わ
れ
、

候
補
者
問
題
で
複
雑
な
動
き
を
し
て
き
た
那

覇
市
長
選
挙
は
、
つ
い
に
市
民
の
審
判
が
下

さ
れ
、
開
票
の
結
果
は
、
一
万
六
千
余
の
得

票
で
、
人
民
党
の
瀬
長
氏
が
当
選
し
て
し
ま

っ
た
▼
投
票
の
日
に
雨
が
降
っ
た
か
ら
人
民

党
が
勝
っ
て
し
ま
っ
た
、
保
守
が
二
つ
に
分

裂
し
た
か
ら
だ
｜
、
い
や
、
立
候
補
に
至
る

ま
で
の
動
き
が
、
有
権
者
の
批
判
を
買
っ
た

の
だ
ろ
う

い
ろ
い
ろ
と
結
果
論
は
あ
る
よ

う
だ
が
、
今
更
、
表
わ
れ
た
票
数
は
ど
う
に

も
な
る
ま
い
▼
地
方
農
村
の
首
長
な
ら
、
そ

う
問
題
で
は
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
お
膝
下

の
那
覇
市
に
革
新
系
の
首
長
が
出
現
し
た
こ

と
は
、
そ
の
理
由
は
別
と
し
て
、
大
方
の
人

達
が
、
多
少
ア
ッ
ケ
に
と
ら
れ
た
カ
ッ
コ
ウ

で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
▼
三
つ
巴
戦
で
、
何

れ
の
候
補
も
過
半
数
に
達
し
て
お
ら
ず
、
最

初
の
選
挙
法
み
た
い
に
決
戦
投
票
の
規
定
で

も
あ
れ
ば
、
ど
う
な
っ
た
か
、
分
ら
な
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
一
万

六
千
と
い
う
票
が
人
民
党
に
流
れ
た
、
と
い

う
こ
と
は
、
一
応
検
討
し
て
み
る
こ
と
も
必

要
か
と
思
う
▼
問
題
は
、
今
後
の
市
政
を
含

め
て
、
そ
の
影
響
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

す
で
に
助
役
は
、
市
議
長
宛
、
辞
表
を
提
出

し
た
と
い
わ
れ
る
し
、
部
課
長
級
も
辞
任
の

ハ
ラ
だ
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
も
し
そ
れ

が
実
行
さ
れ
た
ら
、
市
政
は
混
乱
を
招
く
こ

と
は
十
分
に
予
想
さ
れ
る
こ
と
だ
▼
人
民
党

市
長
に
協
力
は
出
来
な
い
、
と
い
う
気
持
は
、

分
ら
ぬ
で
も
な
い
し
、
役
所
の
幹
部
達
の
心

境
は
微
妙
な
も
の
が
あ
ろ
う
、
と
推
測
さ
れ

る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
や
は
り
市
民
に

よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
市
会
の
動
き
が
、
注
目

の
的
と
な
ろ
う
▼
保
守
統
一
の
署
名
と
か
、

そ
の
後
の
分
裂
や
思
惑
的
な
動
き
は
、
市
民

か
ら
だ
い
ぶ
批
判
の
声
が
あ
っ
た
よ
う
で
も

あ
る
が
、
極
端
に
い
っ
て
、
今
回
の
選
挙
結

果
は
、
こ
れ
ら
保
守
系
と
い
わ
れ
る
議
員
達

の
動
き
に
も
原
因
の
一
つ
く
ら
い
は
な
か
っ

た
か
ど
う
か
で
あ
る
▼
と
に
か
く
、
今
後
の

市
政
を
ど
う
す
る
か
、
と
い
う
責
任
は
議
決

機
関
で
あ
る
市
会
に
あ
る
、
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
瀬
長
氏
が
就
任

す
れ
ば
、
そ
う
遠
く
は
待
た
ず
臨
時
の
市
会

が
招
集
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
困
っ
た
、
と

い
う
前
に
、
思
惑
な
し
の
筋
の
通
っ
た
対
決

を
す
る
の
が
理
に
合
う
よ
う
な
気
も
す
る
。

人
民
党
市
長
出
現
の
波
紋
／
焦

点
は
市
会
の
動
き
に
／
財
界

人
、
昨
夜
慌
し
く
動
く
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那
覇
市
長
選
挙
の
開
票
結
果
は
、
人
民
党
候

補
瀬
長
亀
次
郎
氏
の
当
選
が
決
定
、
全
琉
市

町
村
始
め
て
の
人
民
党
首
長
誕
生
で
、
異
様

な
関
心
が
集
り
、
複
雑
な
表
情
を
か
も
し
て

い
る
。
と
く
に
政
府
章
典
で
明
示
さ
れ
た
”

琉
球
の
首
都
”
と
い
う
だ
け
に
米
民
政
府
が

ど
う
対
処
す
る
か
も
注
目
さ
れ
、
ま
た
市
議

会
に
よ
る
瀬
長
市
長
不
信
任
議
決
も
予
想
さ

れ
、
新
那
覇
市
政
は
大
き
な
波
乱
を
含
ん
で

い
る
と
い
わ
れ
る
。

当
選
確
定
が
ほ
ぼ
つ
け
ら
れ
た
二
十
六
日
の

正
午
ご
ろ
に
は
バ
ー
ジ
ャ
ー
首
席
民
政
官
室

に
モ
ー
ア
副
長
官
を
始
め
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ス

総
領
事
が
要
談
、
一
方
、
仲
井
間
宗
一
氏
を

擁
立
し
た
財
界
人
も
第
一
相
銀
会
議
室
に

集
っ
て
協
議
す
る
と
い
う
あ
わ
た
だ
し
さ
を

み
せ
た
。

と
も
か
く
合
法
的
な
選
挙
に
よ
る
当
選
で
あ

る
た
め
、
当
落
を
ど
う
す
る
と
い
う
こ
と
は

で
き
ず
、
専
ら
人
民
党
市
政
に
よ
る
市
民
の

不
利
益
ひ
い
て
は
全
琉
に
及
ぼ
す
悪
影
響
に

つ
い
て
話
合
い
、
今
明
日
中
に
商
工
会
議
所

会
議
を
も
ち
、
何
ら
か
の
声
明
を
行
う
こ
と

を
予
定
し
て
い
る
。
財
界
人
の
集
り
は
、
当

間
主
席
を
囲
ん
で
国
場
幸
太
郎
、
富
原
守
保
、

稲
嶺
一
郎
、
宮
城
仁
四
郎
、
長
嶺
彦
昌
氏
ら

で
、
午
後
七
時
過
ぎ
に
は
人
民
党
所
属
を
除

く
市
会
議
員
が
長
嶺
副
議
長
宅
に
会
合
、
市

会
と
し
て
の
態
度
を
ど
う
す
る
か
が
協
議
さ

れ
た
。

市
町
村
長
の
任
期
は
市
町
村
自
治
法
第
八
十

条
に
よ
っ
て
四
年
と
さ
れ
、
選
挙
の
日
か
ら

起
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
結
局
瀬

長
氏
の
市
長
効
力
は
十
二
月
二
十
五
日
か
ら

発
効
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
い
っ
た

実
情
か
ら
、
市
会
の
態
度
決
定
が
重
視
さ
れ

る
わ
け
で
、
瀬
長
市
長
を
ど
う
不
信
す
る
か

が
注
目
さ
れ
る
。

自
治
法
第
百
十
三
条
に
示
さ
れ
た
の
に
よ

る
と

市
町
村
議
会
が
市
町
村
長
を
不
信

任
議
決
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
議
長
か
ら

市
町
村
長
に
通
知
さ
れ
、
そ
の
場
合
市
町

村
長
は
そ
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
十
日

以
内
に
議
会
を
解
散
す
る

こ
と
が
で
き

一
九
五
六
年

昭
和
三
十
一
年

十
二
月

五
五
四



る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
不
信
任
を
う
け
た
市
長
は
、
市
長
権

限
に
よ
っ
て
議
会
を
解
散
し
、
市
民
に
信
を

問
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
解
散
後
初
め
て

誕
生
し
た
市
議
会
が
再
び
不
信
任
の
議
決
を

し
た
場
合
に
始
め
て
市
長
の
職
を
失
う
こ
と

に
な
る
。

従
っ
て
市
会
の
態
度
が
市
長
不
信
任
に
決

定
し
た
場
合
は
、
議
会
定
数
の
四
分
の
一

以
上
の
議
員
が
臨
時
会
の
招
集
を
市
長
に

請
求
し
、
不
信
任
決
議
を
す
る
こ
と
に
な

る
。
足
並
み
乱
れ
が
敗
因

と
こ
ろ
で
、
保
守
統
一
を
め
ざ
し
た
人
民
党

を
除
く
二
十
七
人
の
那
覇
市
会
が
平
良
辰
雄

氏
の
担
ぎ
出
し
に
失
敗
し
、
果
て
は

二
日

会

の
統
一
行
動
破
棄
と
な
り
、
市
会
当
局

派
が
辛
じ
て
仲
井
間
宗
一
氏
の
出
馬
を
承
諾

さ
せ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
二
日
会
擁
立
の

泉
正
重
氏
、
そ
し
て
仲
本
為
美
氏
も
立
候
補

を
譲
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
”
保
守
三
派
”
の
鼎

立
に
ま
で
至
り
、
保
守
の
足
並
み
は
完
全
に

乱
れ
た
。
一
応
泉
氏
は

白
紙
の
立
場
で
臨

む

と
い
う
二
日
会
の
声
明
で
出
馬
を
断
念

し
た
が
、
仲
本
氏
側
は
支
持
者
の
強
力
な
後

押
し
も
あ
っ
て
、
保
守
の
二
候
補
が
決
定
、

強
力
な
政
党
組
織
を
も
つ
瀬
長
氏
に
三
つ
巴

を
い
ど
ん
だ
。
こ
う
い
っ
た
保
守
の
乱
れ
が

人
民
党
市
長
を
誕
生
さ
せ
た
大
き
な
敗
因
と

い
わ
れ
る
。

こ
れ
と
共
に
仲
井
間
宗
一
氏
を
市
長
候
補
に

あ
げ
た
財
界
人
の
動
き
も
、
一
般
市
民
か
ら

は
、
あ
ま
り
好
感
は
も
た
れ
て
い
な
か
っ
た

よ
う
で
、
政
治
介
入
へ
の
財
界
、
経
済
人
の

行
過
ぎ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
首
里
、

小
禄
で
の
瀬
長
氏
圧
勝
は
、
今
ま
で
の
都
計

の
在
り
方
が
旧
那
覇
市
地
域
に
偏
重
し
た
、

首
里
、
小
禄
市
民
の
不
満
の
現
わ
れ
だ
と
み

る
向
き
も
あ
る
。
と
も
か
く
党
組
織
の
全
機

動
を
動
員
し
て
の
人
民
党
勢
力
に
民
主
、
社

大
の
両
党
が
無
責
任
な
行
動
を
と
っ
た
と
い

う
こ
と
も
批
判
の
対
象
と
な
ろ
う
と
い
わ

れ
、
幾
つ
か
の
保
守
派
敗
因
の
要
素
は
、
那

覇
市
政
に
大
き
く
波
乱
を
も
た
ら
す
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

社
大
支
部
に
不
満
／
問
題
化
の
お
そ
れ

社
大
党
那
覇
支
部
の
兼
次
佐
一
氏

前
立
法

院
議
員
、
元
書
記
長
、
現
中
執
委
員

ら
支

部
党
員
の
瀬
長
亀
次
郎
氏
支
持
に
つ
い
て
は

選
挙
中
か
ら
党
外
で
い
ろ
い
ろ
と
り
沙
汰
さ

れ
、
特
に
当
間
主
席
の
”
歩
み
寄
り
政
治
”

と
も
か
ら
ん
で
同
党
の
動
き
が
注
目
さ
れ
て

い
た
が
今
後
、
こ
の
問
題
が
支
部
の
方
か
ら

表
面
的
に
問
題
化
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
観
測
も
な
さ
れ
て
い
る
。
支
部
党
員
の

中
に
は
今
後
の
那
覇
市
長
選
挙
と
結
ん
で
現

在
の
支
部
幹
部
に
対
し
て
強
い
不
満
を
持
つ

者
も
お
り
、
成
り
行
き
が
注
目
さ
れ
る
。
現

支
部
長
の
平
良
良
松
氏
、
及
び
書
記
長
の
古

堅
宗
秀
氏
は
今
度
の
選
挙
に
あ
た
っ
て
党
本

部
の
方
針
通
り
全
く
”
ノ
ー
タ
ッ
チ
”
の
態

度
を
と
り
、
党
員
個
々
の
瀬
長
氏
支
持
に
つ

い
て
は

個
人
の
行
動
は
拘
束
し
な
い

と

述
べ
て
来
た
が
も
し
、
支
部
党
員
が
人
民
党

と
の
共
闘
問
題
な
ど
を
む
し
返
し
て
来
た
場

合
、
相
当
な
苦
境
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
、
党
の
中
執
委
が
ど

う
い
う
手
を
打
つ
か
注
目
さ
れ
る
。

瀬
長
市
長
に
表
情
と
り
ど
り
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那
覇
市
選
管
理
委
員
会
は
二
十
六
日
よ
る
七

時
五
十
分
、
瀬
長
氏
の
当
選
を
決
定
し
た
。

な
お
、
当
選
の
告
示
は
遅
く
な
っ
た
た
め
二

十
七
日
に
行
わ
れ
る
。

各
候
補
の
得
票
数

瀬
長
亀
次
郎
氏
　
　
一
六
、
五
九
二

仲
井
間
宗
一
氏
　
　
一
四
、
六
四
八

仲
本
　
為
美
氏
　
　
　
九
、
八
〇
二

無
効
票
　
　
　
　
　
　
四
〇
九

人
民
党
書
記
長
瀬
長
亀
次
郎
氏
が
那
覇
市
長

に
当
選
し
た
。
瀬
長
新
市
長
の
出
現
は
各
階

層
で
そ
れ
ぞ
れ
う
け
と
り
方
も
違
う
と
い
う

も
の
だ
が

、
何
と
い
っ
て
も
こ
れ
ま
で
民

政
府
か
ら
”
好
ま
し
か
ら
ざ
る
人
物
”
と
敬

遠
さ
れ
て
き
た
瀬
長
氏
の
こ
と
、
す
で
に
市

幹
部
の
間
に
辞
表
提
出
の
波
紋
を
描
い
て
い

る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
首
都
那
覇
の
市
政
を

ど
う
切
り
盛
り
し
て
行
く
か
、
そ
の
点
に
不

安
と
期
待
、
好
奇
の
目
が
注
が
れ
て
い
る
と

い
う
の
が
実
情
の
よ
う
で
あ
る
。
以
下
、
開

か
れ
た
玉
手
箱
に
対
す
る
各
界
の
表
情
と
り

ど
り市
役
所
／
不
安
の
中
に
鳩
首
協
議
／
嘉

手
納
助
役
は
辞
表
提
出

瀬
長
氏
の
当
選
は
市
役
所
幹
部
に
大
き
な
打

撃
を
与
え
た
。
二
十
六
日
午
後
、
市
役
所
幹

部
た
ち
は
助
役
室
に
集
ま
っ
た
が
、
ど
の
顔

も
暗
く
、
軍
が

好
ま
し
か
ら
ざ
る
人
物

と
み
て
い
る
瀬
長
氏
が
市
長
と
な
っ
た
場

合
、
当
面
す
る
那
覇
市
の
い
ろ
い
ろ
な
事
業

の
執
行
が
ど
う
な
る
か
、
早
く
も
心
配
し
、

那
覇
市
の
復
興
と
都
計
事
業
は
軍
の
全
面
的

な
協
力
が
得
ら
れ
な
い
限
り
推
進
で
き
な
い

と
し
て
、
個
人
的
に
辞
意
を
明
ら
か
に
し
た

人
が
数
人
も
あ
り
、
市
長
代
理
嘉
手
納
並
水

氏

助
役

は
同
日
午
後
三
時
、
那
覇
市
議

会
議
長
あ
て
辞
表
を
提
出
し
た
。
日
時
は
二

十
七
日
に
な
っ
て
い
る
が
、
同
氏
は
助
役
室

で
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

嘉
手
納
助
役

ど
う
せ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に

も
人
民
党
と
は
一
し
よ
に
仕
事
が
で
き
な
い

の
で
や
め
る
こ
と
に
し
た
。
ま
さ
か
人
民
党

が
勝
つ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
敗
因
は
小
禄

首
里
の
土
地
問
題
と
、
市
民
が
投
票
に
つ
い

て
深
く
考
え
て
い
な
い
た
め
で
あ
っ
た
。
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那
覇
市
会
泉
正
重
議
長

三
月
に
定
例
議
会

が
あ
る
が
、
そ
の
時
人
民
党
か
ら
出
さ
れ
る

議
案
に
よ
っ
て
そ
の
政
策
を
十
分
知
っ
た
上

で
信
任
す
る
か
不
信
任
す
る
か
決
め
ら
れ

る
。
那
覇
市
の
建
設
は
ど
う
し
て
も
軍
の
信
頼
を

バ
ッ
ク
に
し
て
し
か
推
進
出
来
な
い
の
で
、

こ
の
時
人
民
党
の
具
体
的
政
策
が
そ
れ
に

マ
ッ
チ
す
る
か
が
問
題
だ
。
と
く
に
希
み
た

い
の
は
市
職
員
が
感
情
に
走
っ
て
直
ち
に
辞

表
を
提
出
す
る
と
い
う
風
な
軽
挙
妄
動
は
慎

し
ん
で
貰
い
た
い
と
い
う
事
だ
。
い
た
ず
ら

な
混
乱
は
避
け
、
現
当
局
の
人
た
ち
と
議
会

が
一
体
に
な
っ
て
コ
ト
に
処
し
て
ゆ
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。

那
覇
市
職
員
労
組
安
里
一
郎
書
記
長

我
々

は
組
合
と
し
て
今
回
の
選
挙
に
対
し
中
立
の

立
場
を
守
る
こ
と
を
申
し
合
せ
て
来
た
し
、

誰
が
当
選
し
て
も
こ
う
し
た
態
度
で
進
む
こ

と
に
決
め
て
い
る
の
で
、
瀬
長
氏
が
新
市
長

の
椅
子
に
着
い
て
も
何
等
我
々
の
態
度
に
変

る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
通
り
職
務
に
励

み
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
続
け
て
ゆ
く
だ
け

の
こ
と
で
あ
る
。

市
会
二
十
七
議
員
／
き
ょ
う
態
度
協
議

那
覇
市
会
の
人
民
党
議
員
を
除
い
た
全
議
員

は
、
二
十
六
日
よ
る
美
栄
橋
町
某
所
で
会
合
、

新
市
長
に
当
選
し
た
瀬
長
亀
次
郎
氏
に
対
す

る
対
策
を
協
議
、
そ
の
態
度
を
決
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
が
集
り
が
悪
く
十
八
議
員
し

か
集
ら
な
か
っ
た
た
め
き
ょ
う
二
十
七
日
よ

る
再
び
会
合
、
意
見
を
調
整
し
て
態
度
を
発

表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
市
会
二
十

七
議
員
の
動
き
と
し
て
は
、
従
来
の
当
局
派

二
日
会
の
い
き
が
か
り
を
無
く
し
、
一
致
し

た
態
度
で
瀬
長
新
市
長
に
対
処
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
市
長
不
信
任
を
め

ぐ
っ
て
急
進
論
、
慎
重
論
に
分
れ
た
意
見
が

ま
と
ま
ら
ず
結
論
を
き
ょ
う
に
持
越
し
た
形

で
あ
る
。

一
月
五
日
／
当
選
証
書
の
交
付

那
覇
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
二
十
七
日
瀬

長
亀
次
郎
氏
の
市
長
当
選
を
告
示
す
る
が
、

当
選
証
書
の
交
付
式
は
一
月
五
日
に
行
う
と

い
っ
て
い
る
。

緊
張
す
る
軍
民
政
府
／
与
儀
議
長
”
や

ら
せ
て
み
る
こ
と
だ
”

○

瀬
長
亀
次
郎
氏
の
当
選
確
定
の
報
が
伝

わ
る
や
、
行
政
府
は
緊
張
し
、
主
席
室
に
は

入
れ
替
り
立
ち
替
り
訪
問
客
が
姿
を
見
せ
、

四
時
前
に
は
、
与
儀
立
法
院
議
長
、
長
嶺
副

議
長
、
仲
宗
根
源
和
氏
、
そ
れ
に
神
村
副
主

席
等
が
顔
を
見
せ
た
。
ど
の
顔
も
深
刻
な
表

情
で
キ
ッ
と
締
り
、
固
く
閉
ざ
し
た
扉
の
中

で
選
挙
の
模
様
を
あ
れ
こ
れ
語
っ
て
い
た
。

四
時
五
分
過
ぎ
仲
井
間
候
補
が
登
庁
し
期
待

に
そ
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
当
間
主
席

に
あ
や
ま
る
と
、
皆
ん
な
口
を
揃
え
て
御
苦

労
様
で
し
た
。
と
健
闘
を
た
た
え
る
光
景
が

み
ら
れ
た
が
、
い
つ
に
な
い
し
ん
み
り
し
た

も
の
だ
っ
た
。

続
い
て
仲
井
間
候
補
は
民
政
官
室
で
待
機

し
て
い
る
モ
ー
ア
副
長
官
や
バ
ー
ジ
ャ
ー

民
政
官
へ
挨
拶
を
す
ま
し
、
午
後
五
時
に

は
自
宅
に
向
っ
た
が
、
記
者
団
に
対
し
て

は
一
言
も
語
ら
な
か
っ
た
。
当
間
主
席
も

五
時
過
ぎ
に
は
、
第
一
相
銀
で
の
財
界
人

と
の
懇
談
に
出
か
け
た
が
、
記
者
団
に
対

し
て
は
、
只
一
言

何
も
い
う
こ
と
は
な

い
ヨ

と
見
解
を
述
べ
る
こ
と
を
控
え
た
。

た
だ
与
儀
立
法
院
議
長
だ
け
が
、

敗
れ

た
最
大
の
原
因
は
保
守
合
同
を
実
現
さ
せ

き
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
れ
以

上
残
念
な
こ
と
は
な
い
が
、
一
応
や
ら
せ

て
み
る
以
外
に
な
い
だ
ろ
う
。
や
ら
せ
て

市
民
に
は
っ
き
り
と
人
民
党
の
政
策
を
見

せ
て
反
省
さ
せ
る
外
に
す
べ
は
な
い

と

憤
懣
や
り
方
な
い
表
情
だ
っ
た
。

副
長
官
・
民
政
官
が
／
緊
急
会
談

○

一
方
民
政
府
で
は
朝
十
時
か
ら
モ
ー
ア

副
長
官
、
バ
ー
ジ
ャ
ー
民
政
官
及
び
ス
テ
ィ

ブ
ス
総
領
事
等
が
民
政
官
室
に
集
ま
り
、
民

政
官
室
と
開
票
所
に
設
け
ら
れ
た
特
別
電
話

で
、
開
票
の
模
様
を
約
二
十
分
お
き
に
聞
い

て
い
た
。
午
後
二
時
過
ぎ
瀬
長
候
補
当
選
の

色
が
濃
く
な
る
と
、
民
政
府
も
俄
か
に
慌
し

く
な
り
、
モ
ー
ア
副
長
官
と
バ
ー
ジ
ャ
ー
民

政
官
と
の
間
で
は
、
善
後
策
を
講
ず
る
緊
急

会
談
が
開
か
れ
午
後
五
時
ま
で
続
け
ら
れ

た
。
こ
の
会
談
で
い
か
な
る
こ
と
が
話
し
合

わ
れ
た
か
知
ら
な
い
が
、
モ
ー
ア
副
長
官
は

五
時
過
ぎ
帰
宅
。
バ
ー
ジ
ャ
ー
民
政
官
は
六

時
半
頃
ま
で
残
り
、
サ
ン
キ
大
尉
を
通
じ
て

当
間
主
席
と
絶
え
ず
連
絡
を
と
っ
て
い
た
。

ま
た
民
政
府
行
政
法
務
部
長
デ
ビ
ス
氏
の
見

解
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
デ
ビ
ス
氏
は

今
は

何
も
い
う
こ
と
は
な
い
。
民
政
府
の
意
向
や

見
解
が
知
り
た
い
な
ら
新
聞
課
を
通
じ
て
聞

い
た
ら
よ
い
だ
ろ
う

と
そ
の
見
解
を
明
ら

か
に
し
な
か
っ
た
。
デ
ビ
ス
氏
が
、
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
発
表
で
き
な
い
の
は
、
検
討
す

べ
き
資
料
も
何
も
な
い
か
ら
だ
と
い
う
意
味

の
よ
う
で
あ
る
が
、
一
方
新
聞
課
も

何
ら

の
発
表
も
な
い
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
こ
と
は

発
表
す
る
に
は
、
ま
だ
早
す
ぎ
る
だ
ろ
う

と
一
切
を
ノ
ー
コ
メ
ン
ト
。
瀬
長
候
補
当
選

に
よ
っ
て
受
け
た
民
政
府
お
よ
び
行
政
府
の

打
撃
は
大
き
く
、
今
後
の
動
き
が
可
成
り
注

目
さ
れ
る
。

政
党
も
反
省

民
主
党
星
政
調
会
長
談

瀬
長
さ
ん
が
平

常
、
い
ろ
い
ろ
と
英
雄
め
い
た
事
を
言
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
が
果
し
て
実
際
市
政
の
上
に

現
わ
れ
る
か
、
ど
う
か
を
市
民
に
知
ら
せ
る

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
う
。
そ
れ
と
今
度

の
選
挙
は
一
方
は
強
力
な
政
党
の
組
織
を
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持
っ
て
い
る
し
、
一
方
は
組
織
を
持
た
な
い

で
、
親
分
子
分
の
つ
な
が
り
で
選
挙
を
や
っ

て
い
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
誤
り
が
あ
り
、
政

党
も
市
民
も
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。
”
市
民
へ
の
公
約
果
す
”
／
喜
び
に
湧

く
瀬
長
氏
当
選
の
弁

○

瀬
長
候
補
の
選
挙
本
部
並
び
に
人
民
党

本
部
に
は
大
勢
決
っ
た
ひ
る
過
ぎ
、
多
数
の

支
持
者
連
が
詰
め
か
け
喜
び
に
湧
い
て
い

た
。
当
の
瀬
長
氏
は
自
宅
で
大
湾
喜
三
郎
、

兼
次
佐
一
氏
ら
に
囲
ま
れ
て
、
次
の
よ
う
に

当
選
の
弁
を
語
っ
た
。

こ
の
闘
い
の
勝
利
は
我
々
が
市
長
選
挙
の

意
義
を
明
確
に
し
た
こ
と
に
よ
る
。
即
ち

四
原
則
貫
徹
、
祖
国
復
帰
の
実
現
を
希
う

勢
と
こ
れ
を
崩
し
沖
縄
住
民
を
異
民
族
の

支
配
下
に
置
こ
う
と
す
る
勢
力
と
の
闘
い

で
あ
る
事
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
た
め
で
、

結
果
は
我
々
民
主
革
新
勢
力
の
勝
利
に

終
っ
た
。
票
で
言
え
ば
私
の
票
と
仲
本
候

補
の
票
に
合
算
さ
れ
た
票
数
は
四
原
則
貫

徹
、
祖
国
復
帰
を
支
持
し
た
票
数
だ
と
思

う
。
仲
本
氏
も
こ
れ
を
政
策
に
打
ち
出
し

た
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
仲
井
間
氏
に
投
ぜ

ら
れ
た
票
も
四
原
則
貫
徹
、
日
本
復
帰
を

希
望
し
な
い
の
が
全
部
で
は
な
く
、
那
覇

市
民
の
大
多
数
が
、
日
本
の
領
土
主
権
を

守
る
こ
と
を
希
っ
て
い
る
証
拠
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
日
本
の
革
新
民
主
勢
力
も
沖

縄
の
同
勢
力
を
支
持
し
た
こ
と
は
日
沖
の

民
主
勢
力
が
結
束
し
て
祖
国
復
帰
の
日
が

近
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
私
は
直
ち
に

十
一
万
市
民
の
先
頭
に
立
っ
て
、
四
原
則

貫
徹
、
祖
国
復
帰
運
動
を
展
開
し
た
い
。

そ
の
他
市
政
の
面
で
公
約
し
た
市
民
の
利

益
と
民
族
の
平
和
独
立
の
た
め
に
闘
っ
て

行
く
考
え
で
あ
る
。

悲
憤
慷
が
い
の
仲
本
派

仲
本
氏
の
選
挙
事
務
所
で
は
、
支
持
者
運
動

員
が
仲
本
氏
を
囲
ん
で
し
き
り
に
”
落
選
”

を
残
念
が
っ
て
い
る
。
酔
い
の
回
っ
た
運
動

員
ら
し
い
人
が

沖
縄
人
、
と
く
に
那
覇
市

民
は
三
等
国
民
だ
。
瀬
長
な
ど
出
し
て
こ
の

那
覇
は
ど
う
な
る
の
だ

と
悲
憤
慷
慨
、
そ

れ
を
な
だ
め
る
人
、
ま
た
仲
本
氏
の
肩
を
叩

い
て

何
も
気
を
落
す
こ
と
は
な
い
。
今
後

も
し
っ
か
り
や
っ
て
下
さ
い

と
励
ま
す
人

な
ど
打
ち
沈
ん
だ
情
景
。

仲
本
候
補
も

落
選
の
苦
杯

に
頬
を
赤
く

染
め
な
が
ら
も
、
終
始
微
笑
み
を
浮
か
べ
つ

つ
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。

本
当
に
尊
い
一
票
一
票
の
積
み
重
な
り
の

票
を
貰
っ
て
支
持
者
に
深
く
感
謝
し
て
い

る
。
た
だ
不
徳
の
至
す
と
こ
ろ
、
落
選
の

憂
目
を
み
た
こ
と
は
支
持
者
の
諸
氏
に
対

し
て
は
真
に
申
訳
け
な
い
。
だ
が
し
か
し

こ
れ
だ
け
金
力
と
権
力
と
を
対
手
に
闘
っ

て
一
万
票
近
く
の
票
が
取
れ
た
事
は
悔
い

の
な
い
戦
い
だ
っ
た
。
意
外
に
票
が
減
っ

た
の
は
仲
宗
根
源
和
氏
の
出
版
物
に
災
い

さ
れ
た
か
ら
だ
。あ
れ
に
対
す
る
反
発
で
、

こ
っ
ち
の
票
が
グ
ン
と
瀬
長
氏
へ
流
れ

た
。
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

”
保
守
分
裂
が
敗
因
”
／
憂
い
に
沈
む

仲
井
間
候
補

○

仲
井
間
氏
の
自
宅
に
詰
め
か
け
た
国
場

幸
太
郎
氏
は
じ
め
支
持
者
、
運
動
員
は
二
十

六
日
正
午
す
ぎ
か
ら
刻
々
伝
え
ら
れ
る

瀬

長
優
勢

の
情
報
に
次
第
に
憂
色
に
包
ま
れ
、

三
時
す
ぎ
瀬
長
候
補
の
当
選
確
実
と
な
る
と

一
座
は
シ
ー
ン
と
し
て
悲
痛
な
空
気
の
下
に

沈
ん
で
し
ま
っ
た
。
長
嶺
参
謀
ら
は
戦
い
敗

れ
て
う
つ
む
い
た
ま
ま
腕
ぐ
み
し
て
語
ら

ず
、
や
が
て
仲
井
間
氏
は
記
者
団
と
会
見

敗
戦
の
弁

を
語
っ
て
の
ち
民
政
府
へ
出

向
い
て
い
っ
た
。

仲
井
間
宗
一
氏
の
話

反
人
民
党
勢
力
の

分
裂
が
敗
因
だ
っ
た
。

人
民
党
で
は
か
ね
て
か
ら
組
織
を
強
化
し
て

選
挙
の
対
策
を
し
て
い
る
の
に
、
反
人
民
党

勢
力
は
分
散
し
て
い
る
か
ら
敗
け
た
の
だ
。

沖
縄
の
政
治
の
方
向
に
つ
い
て
大
い
に
反
省

す
べ
き
と
き
だ
。
分
裂
し
た
勢
力
が
勝
っ
た

た
め
し
は
世
界
に
な
い
と
い
う
こ
と
を
沖
縄

の
政
治
家
は
知
っ
て
い
な
い
。
こ
ん
な
状
態

で
は
何
時
ま
で
た
っ
て
も
沖
縄
の
政
治
的
団

結
は
出
来
な
い
。
今
度
の
選
挙
を
通
じ
て
感

じ
た
こ
と
は
、
政
治
を
し
て
い
る
の
か
、
個

人
の
勢
力
争
い
を
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い

は
政
治
を
も
て
あ
そ
ん
で
い
る
の
か
、
私
の

政
治
観
か
ら
理
解
し
難
い
こ
と
が
多
か
っ

た
。
私
及
び
私
を
支
持
し
て
く
れ
た
人
達
の
顔
ぶ

れ
か
ら
見
て
、
敗
け
た
と
い
う
こ
と
は
沖
縄

人
に
政
治
的
な
反
省
を
促
し
た
こ
と
に
な

る
。
こ
の
敗
因
は
大
い
に
検
討
し
て
今
後
に

対
処
す
る
資
料
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

｜
社
　
説
｜

選
挙
後
の
不
安
動
揺

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
12
・
28

那
覇
市
長
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
多

く
の
市
民
が
”
開
け
て
び
っ
く
り
玉
手
箱
”

と
い
っ
た
表
情
の
よ
う
だ
。
米
軍
政
下
の
沖

縄
、
そ
し
て
そ
の
米
軍
政
当
局
か
ら

人
民

党
は
共
産
党
な
り

瀬
長
亀
次
郎
は
日
共

の
地
方
幹
部
な
り

と
断
じ
ら
れ
て
い
て
、

果
し
て
人
民
党
市
長
に
よ
っ
て
市
政
が
円
滑

に
運
営
で
き
る
も
の
か
と
の
不
安
と
危
惧
が

先
き
に
た
ち
、
市
民
を
当
惑
さ
せ
て
い
る
格

好
で
あ
る
。

普
通
の
場
合
、
選
挙
で
激
し
い
対
立
抗
争

を
み
せ
て
も
、
す
ん
で
し
ま
え
ば
、
少
く
と

も
表
面
上
は
、
政
治
的
な
安
定
感
を
み
せ
る

も
の
で
あ
る
が
、今
度
の
那
覇
市
長
選
挙
は
、
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選
挙
中
よ
り
も
そ
の
結
果
に
対
し
て
動
乱
し

て
い
る
。

ま
ず
市
役
所
の
幹
部
職
員
が
人
民
党
市
長

の
も
と
で
は
働
け
な
い
と
の
態
度
を
表
明
し

て
い
る
と
い
わ
れ
、
市
会
の
九
割
が
、
早
く

も
新
市
長
不
信
任
を
画
策
す
る
と
い
っ
た
調

子
だ
。
さ
ら
に
人
民
党
市
長
出
現
の
及
ぼ
す

内
外
へ
の
影
響
の
重
大
さ
か
ら
米
行
政
当

局
、
琉
球
政
府
或
い
は
政
界
、
広
く
一
般
住

民
ま
で
動
揺
を
示
し
て
い
る
異
例
の
情
景
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
瀬
長
市
長
を
登
場
さ
せ
た
那
覇

市
の
投
票
総
数
の
約
三
分
の
一
の
中
に
は
、

い
わ
ゆ
る
野
次
票
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま

た
瀬
長
当
選
を
歓
迎
す
る
野
次
気
分
の
市
民

や
一
般
住
民
も
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

自
治
体
の
行
政
が
、
文
字
通
り
市
民
生
活
に

直
結
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
反
米
的

な
乃
至
は
偏
狭
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
持
主

で
あ
る
人
民
党
市
長
の
出
現
に
は
、
何
か
、

と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
、
大
き
な
し
く
じ

り
を
お
か
し
た
と
い
う
反
省
と
今
後
に
予
想

さ
れ
る
多
く
の
困
難
な
ど
が
織
り
ま
ざ
っ
て

一
般
的
な
動
揺
を
も
た
ら
し
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

過
ぎ
ぬ
る
事
は
も
の
申
さ
ず
と
い
う
け
れ

ど
も
、
何
故
、
こ
の
よ
う
に
、
す
な
お
に
歓

迎
出
来
ぬ
市
長
を
出
現
さ
せ
た
か
。
一
応
、

人
民
党
が
そ
の
組
織
力
を
完
全
に
動
員
で
き

た
と
こ
ろ
に
彼
ら
の
勝
因
が
求
め
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
が
、
も
っ
と
も
力
を
な
さ
し
め
た
の

は
、
所
謂
保
守
勢
力
の
不
統
一
、
そ
し
て
下

部
に
滲
透
さ
せ
得
ぬ
そ
の
選
挙
運
動
の
拙
劣

さ
で
あ
り
、
立
地
的
な
要
素
と
し
て
は
、
多

く
の
支
持
者
を
出
し
た
首
里
・
小
禄
地
区
が

都
計

の
受
益
に
不
満
を
も
っ
て
い
る
こ

と
、
軍
政
下
に
お
け
る
現
在
の
政
治
行
政
に

対
し
て
市
民
の
中
に
相
当
の
不
平
が
あ
っ

て
、
そ
れ
が

声
な
き
声

と
し
て
選
挙
に

現
わ
れ
て
き
た
な
ど
が
考
え
ら
れ
、
且
つ
ま

た
、
選
挙
毎
に
出
て
く
る
出
所
不
明
の
”
怪

文
書
”
や
浮
わ
つ
い
た
批
判
文
書
が
一
部
の

人
心
に
反
発
を
感
ぜ
し
め
そ
れ
が
逆
効
果
を

招
い
た
こ
と
や
権
力
を
バ
ッ
ク
に
す
れ
ば
ど

ん
な
こ
と
で
も
な
せ
る
と
す
る
が
如
き
軽
率

な
最
近
の
一
部
経
済
人
の
動
き
な
ど
に
対
す

る
反
動
も
指
摘
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
市
長
を

選
ん
で
、
そ
れ
に
狼
狽
し
、
不
安
動
揺
す
る

今
回
の
事
態
を
深
く
分
析
し
て
自
ら
の
責
任

を
た
だ
し
、
厳
し
く
反
省
す
る
と
同
時
に
、

事
態
収
拾
に
も
責
任
を
感
ず
べ
き
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
一
般
的
に
歓
迎
せ
ざ
る
市
長

で
も
、
民
主
的
に
、
合
法
的
な
選
挙
に
よ
っ

て
出
て
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、

や
ら
せ
て

み
る
以
外
に
は
な
い

と
い
う
見
解
と
、
市

会
が
不
信
任
案
を
出
し
て
、
そ
れ
を
市
民
に

問
う
べ
き
だ
と
の
見
解
が
あ
る
。
前
者
は
、

や
ら
せ
て
み
れ
ば
、
実
際
に
は
や
れ
な
い
だ

ろ
う
、
市
政
は
動
揺
混
乱
し
、
人
民
党
市
長

で
は
建
設
ど
こ
ろ
か
破
滅
を
招
く
以
外
に
な

い
と
い
う
こ
と
を
市
民
に
わ
か
ら
す
こ
と
に

よ
っ
て
人
民
党
勢
力
の
伸
長
を
阻
止
す
る
こ

と
に
も
な
ろ
う
｜
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
り
、
後
者
は
四
カ
年
の
市
政
を

無
為
に
送
る
こ
と
は
当
面
の
都
計
の
推
進
や

市
民
の
生
活
を
無
視
す
る
も
の
と
な
り
、
そ

の
間
、
人
民
党
の
手
に
市
を
ま
か
せ
て
お
け

ば
、
大
な
り
小
な
り
教
育
の
面
に
、
社
会
面

に
彼
ら
の
も
つ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
染
ま
っ
て

い
く
危
険
が
あ
る
と
の
観
点
か
ら
発
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

結
局
、
市
会
筋
で
は
明
け
て
三
月
の
定
例

議
会
に
、
瀬
長
市
長
不
信
任
案
を
提
出
す
る

肚
だ
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
恐
ら
く
瀬

長
市
長
は
こ
れ
を
拒
否
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
市
会
は
解
散
、
市
議
選
挙
と
な
り
、
再

び
新
し
い
市
会
に
よ
っ
て
不
信
任
を
議
決
、

市
長
追
放
と
い
う
段
取
に
も
っ
て
い
く
と
い

う
も
の
。
も
っ
と
も
、
そ
の
選
挙
で
人
民
党

議
員
が
多
数
選
出
さ
れ
る
と
、
そ
れ
こ
そ
目

も
当
て
ら
れ
な
い
事
態
を
現
出
す
る
と
い
う

わ
け
で
あ
る
。

選
挙
後
の
こ
の
不
安
動
揺
の
す
み
や
か
な

る
収
拾
は
、
政
治
に
対
す
る
市
民
の
野
次
的

気
分
を
揚
棄
し
て
自
治
体
の
真
意
を
究
わ

め
、現
実
を
冷
静
に
判
断
す
る
こ
と
に
あ
り
、

同
時
に
、
市
民
に
野
次
的
な
気
持
を
起
さ
せ

る
が
如
き
、
或
い
は
指
導
的
地
位
に
あ
る

人
々
の
浮
薄
軽
ち
ょ
う
な
言
動
を
慎
し
む
こ

と
に
あ
ろ
う
。

瀬
長
市
長
、果
し
て
短
命
市
長
か
ど
う
か
、

選
挙
後
の
こ
れ
か
ら
が
な
お
興
味
あ
る
今
回

の
那
覇
市
長
選
挙
と
い
う
と
こ
ろ
だ
。

「
絶
対
に
協
力
で
き
ず
」
／
那

覇
市
会
、
反
共
態
度
を
声
明
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那
覇
市
議
会
の
人
民
党
議
員
を
除
い
た
二
十

五
議
員

久
高
、
上
間
両
氏
は
欠

は
二
十

七
日
ひ
る
す
ぎ
か
ら
市
内
某
所
で
会
合
、
瀬

長
亀
次
郎
氏
の
市
長
当
選
に
伴
う
新
事
態
を

協
議
検
討
し
た
が
、
今
後
反
共
の
態
度
を
鮮

明
し
て
瀬
長
新
市
長
に
対
し
て
全
く
非
協
力

の
態
度
を
決
定
、
声
明
文
を
発
表
し
た
。

話
し
合
い
の
内
容
に
つ
い
て
は
公
表
さ
れ

な
か
っ
た
が
、
敗
因
の
反
省
と
共
に
、
今

後
の
対
策
、
と
く
に
反
共
連
盟
組
織
、
並

び
に
現
市
当
局
首
脳
と
の
提
携
に
よ
る
対

人
民
党
対
策
が
重
点
と
な
っ
た
も
の
と
み

ら
れ
る
。

泉
正
重
議
長
の
話

今
回
の
選
挙
で
当
選
し

た
瀬
長
氏
に
対
し
て
我
々
は
当
初
か
ら
相
容

れ
な
い
も
の
と
考
え
て
い
た
。
改
め
て
そ
の

政
策
が
発
表
さ
れ
る
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ま

で
の
政
策
を
み
て
も
、
今
後
の
那
覇
市
政
を
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混
乱
に
導
く
事
は
予
想
す
る
に
難
く
な
い
。

二
議
員
は
所
用
で
来
れ
な
か
っ
た
が
、
二
十

五
名
集
り
話
し
合
っ
た
結
果
、
瀬
長
氏
に
は

協
力
し
よ
う
に
も
出
来
な
い
と
の
結
論
に
達

し
た
。

我
々
は
彼
が
市
長
に
就
任
し
て
も
絶
対
非
協

力
の
線
で
ゆ
く
。
ま
た
今
回
だ
け
で
な
く
、

今
後
も
一
致
団
結
し
て
反
共
の
旗
を
八
十
万

県
民
の
前
に
立
て
、
強
い
団
結
を
誓
い
合
っ

た
。市
民
生
活
を
混
乱
さ
せ
る

（
声
明
文
）
那
覇
市
長
選
挙
で
瀬
長
候
補
が

最
高
点
を
得
た
が
、
人
民
党
は
明
ら
か
に
共

産
主
義
活
動
を
為
す
党
で
あ
り
反
米
感
情
を

あ
お
っ
て
市
民
を
攪
乱
す
る
政
党
の
書
記
長

が
市
長
で
は
那
覇
市
民
生
活
の
混
乱
と
破
壊

が
次
々
と
現
実
に
あ
ら
わ
れ
て
来
る
の
は
必

定
で
あ
る
。
我
々
二
十
七
名
の
議
員
は
那
覇

市
の
興
隆
と
繁
栄
の
た
め
に
欺
ま
ん
と
扇
動

を
政
治
の
策
と
す
る
瀬
長
亀
次
郎
氏
に
は
絶

対
に
協
力
出
来
な
い
こ
と
を
宣
明
し
、
沖
縄

の
復
興
を
後
退
せ
し
め
、
貧
困
と
不
安
に
追

い
込
む
人
民
党
の
破
壊
活
動
に
対
決
す
べ
く

反
共
の
態
度
を
鮮
明
し
、
強
じ
ん
な
団
結
を

な
す
こ
と
を
表
明
す
る
。

協
力
拒
否
に
／
実
業
人
も
署
名
運
動

富
原
琉
銀
総
裁
、
國
場
幸
太
郎
氏
ら
実
業
人

有
志
は
二
十
六
日
晩
に
引
つ
づ
き
二
十
七
日

あ
さ
再
度
懇
談
会
を
開
い
て
意
見
の
交
換
を

行
っ
た
が
、
瀬
長
新
市
長
に
那
覇
市
の
復
興

と
繁
栄
を
期
待
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

り
、
将
来
の
発
展
と
市
民
生
活
の
安
定
幸
福

を
希
望
す
る
実
業
人
と
し
て
は
絶
対
に
協
力

で
き
な
い
と
の
結
論
に
達
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
実
業
界
の
人
達
を
は
じ
め
、
農

林
水
産
協
会
、
建
設
協
会
な
ど
各
種
経
済
団

体
に
対
し
て
署
名
運
動
を
行
っ
て
お
り
、
全

部
の
署
名
が
完
了
し
て
か
ら
声
明
書
を
発
表

す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

土
建
業
に
打
撃
／
建
設
協
会
、
き
ょ
う

緊
急
対
策

建
設
協
会
で
は
都
計
工
事
の
停
止
措
置
に
よ

り
業
界
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
憂

慮
し
て
お
り
、
二
十
八
日
ひ
る
二
時
か
ら
建

設
協
会
事
務
所
に
お
い
て
緊
急
対
策
協
議
会

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

”
城
は
明
け
渡
さ
な
い
”
／
市
部
課
長
、

進
退
は
慎
重
に

瀬
長
氏
の
市
長
当
選
に
伴
っ
て
、
嘉
手
納

並
水
助
役
は
泉
正
重
市
議
長
に
二
十
七
日

付
で
辞
表
を
提
出
し
た
が
泉
議
長
は
こ
れ

を
受
理
し
な
か
っ
た
。

市
議
会
と
し
て
も
今
後
は
現
市
当
局
幹
部
と

一
体
と
な
っ
て
人
民
党
に
対
処
す
る
べ
き
で

あ
り
、
直
ち
に
辞
任
す
る
の
は
早
計
で
あ
る

と
い
う
理
由
で
泉
議
長
は
次
の
通
り
語
っ
て

い
る
。
助
役
辞
表
も
撤
回

何
も
直
ち
に
辞
め
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ

に
任
期
も
来
春
三
月
ま
で
だ
し
、
瀬
長
氏

が
就
任
し
た
か
ら
と
て
直
ち
に
辞
め
る
の

は
逃
避
に
し
か
な
ら
な
い
。
我
々
は
ま
す

ま
す
一
致
し
て
慎
重
な
対
策
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
市
当
局
首
脳
は
二
十
八
日
午
前
市
議

会
代
表
と
懇
談
、
二
十
七
日
の
市
会
二
十
五

議
員
の
会
合
の
模
様
を
き
く
と
共
に
そ
れ
に

よ
っ
て
直
ち
に
緊
急
部
課
長
会
議
を
招
集
し

て
今
後
の
対
策
、
身
の
振
り
方
に
つ
い
て
協

議
す
る
。

市
当
局
の
各
部
課
長
は
す
で
に
個
人
的
に

は
辞
職
の
態
度
を
決
め
て
い
る
が

直
ち

に
辞
め
る
と
相
手
に
城
を
明
け
渡
す
こ
と

に
な
り
、
そ
れ
で
は
向
う
の
思
う
壺
だ
。

慎
重
に
市
議
会
と
協
議
し
て
対
策
を
樹
て

た
い

幸
喜
総
務
部
長
談

と
し
て
い

る
。

那
覇
の
動
き
を
静
観
／
合
併
問

題
き
の
う
真
和
志
市
会
で
協

議沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
12
・
28

真
和
志
市
で
は
二
十
七
日
午
前
十
時
半
か
ら

定
例
議
会
を
開
き
合
併
問
題
に
つ
い
て
検
討

し
た
が
結
局

さ
き
に
作
ら
れ
た
都
市
合

併
特
別
委
員
会
は
、
那
覇
市
長
選
挙
前
の
合

併
が
見
送
り
に
な
り
、
一
応
ひ
と
区
切
り
の

仕
事
を
終
え
た
形
だ
が
、
今
後
那
覇
市
と
の

合
併
は
合
併
促
進
法
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る

も
の
と
し
て
も
同
法
に
も
と
づ
い
て
作
ら
れ

る
新
し
い
合
併
促
進
協
議
会
が
生
れ
る
ま
で

は
、
そ
の
ま
ま
特
別
委
を
存
置
し
、
不
断
に

研
究
を
つ
づ
け
て
早
急
に
合
併
の
実
現
に
努

力
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。
し
か
し
特
に

瀬
長
氏
が
那
覇
市
長
に
当
選
し
た
事
態
に
対

す
る
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
方
針

は
打
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

一
方
翁
長
市
長
は
以
前
か
ら

誰
が
那
覇

市
長
に
当
選
し
て
も
早
期
合
併
の
申
入
れ
を

す
る

と
語
っ
て
い
る
の
で
、
瀬
長
氏
が
市

長
に
就
任
す
れ
ば
直
ち
に
申
入
れ
を
行
う
も

の
と
み
ら
れ
る
が
そ
の
場
合
、
真
和
志
は
先

に
無
条
件
合
併
で
も
よ
い
と
の
態
度
を
決
め

た
が
瀬
長
氏
は
対
等
合
併
を
公
約
し
て
い
る

の
で

当
然
対
等
合
併
を
申
入
れ
る

と
翁

長
市
長
は
い
っ
て
い
る
。
し
か
し
同
市
長
と

し
て
は
合
併
を
承
諾
す
る
か
し
な
い
か
は
那

覇
市
議
会
の
意
向
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
先

に
対
等
合
併
に
反
対
し
た
同
市
議
会
が
、
こ

ん
ど
こ
れ
を
承
諾
す
る
可
能
性
は
ま
ず
な
い

と
み
て
お
り
、
一
応
申
入
れ
を
し
て
そ
の
後

の
動
き
を
観
測
し
よ
う
と
の
態
度
で
あ
る
。

な
お
二
十
七
日
の
議
会
終
了
後
ひ
ら
か
れ
た

議
員
協
議
会
で
も
、
議
会
と
し
て
瀬
長
市
長

に
合
併
促
進
を
申
入
れ
よ
う
と
の
話
が
出
た

が
、
積
極
的
な
意
見
で
は
な
か
っ
た
。
と
に
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角
真
和
志
と
し
て
は
、
那
覇
市
側
の
今
後
の

動
き
を
静
観
し
よ
う
と
の
態
度
で
あ
る
。

な
お
二
十
七
日
の
議
会
で
は
、
合
併
問
題

の
他
に
次
の
こ
と
が
提
議
さ
れ
た
｜
①
新
設

す
る
松
川
小
学
校
の
建
設
に
要
す
る
真
和
志

区
教
委
の
琉
銀
一
時
借
入
れ
に
対
し
市
が
連

帯
債
務
者
に
な
る
こ
と
を
み
と
め
る
。
更
に

借
入
金
五
十
万
円
は
少
い
の
で
こ
の
さ
い
百

万
円
以
内
の
借
入
れ
を
認
め
る
こ
と
に
す

る
。
②
区
長
制
を
存
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
真

嘉
比
区
か
ら
の
陳
情
は
、
す
で
に
区
長
制
を

廃
止
し
て
そ
れ
に
代
り
担
当
員
制
を
置
く
こ

と
で
予
算
処
置
も
と
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
議

会
と
し
て
も
先
に
区
長
制
廃
止
を
決
議
し
て

お
り
取
消
す
訳
に
行
か
な
い
の
で
こ
の
陳
情

は
採
択
し
な
い
。

真
和
志
市
を
都
計
未
指
定
地
域

に沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
12
・
28

政
府
で
は
二
十
六
日
工
交
局
で
都
市
計
画
審

議
委
員
会
を
開
き
、
真
和
志
市
を

未
指
定

地
域

と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

同
審
議
委
で
は
先
に
那
覇
市
の
建
議
に
も
と

づ
い
て
真
和
志
市
大
部
分
を
住
宅
地
域
と
商

業
地
域
に
指
定
し
て
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
は

真
和
志
側
の
重
要
な
計
画
が
組
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
の
で
今
度
真
和
志
市
の
希
望
に
よ
っ

て
未
指
定
地
域
と
し
て
計
画
案
を
白
紙
に
還

し
た
も
の
。
こ
れ
で
真
和
志
市
は
独
自
の
都

計
を
組
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
同
市
で
は
い
ず
れ
合
併
も
実
現
す
る
の

で
、
そ
の
面
も
考
え
て
那
覇
市
と
緊
密
な
連

絡
を
と
り
つ
つ
都
計
案
を
作
る
と
い
っ
て
い

る
。正
月
迄
に
道
路
改
修

真
和
志
市
で
は
先
ご
ろ
か
ら
市
内
各
所
の
道

路
改
修
に
の
り
だ
し
て
い
る
。
約
四
十
万
円

の
予
算
で
天
久
区
の
採
石
場
か
ら
、
年
内
に

ト
ラ
ッ
ク
千
台
分
の
石
粉
を
各
区
に
運
ぶ
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
各
区
で
は
、
雨
が
降
っ

て
も
例
年
の
よ
う
な

泥
ん
こ
正
月

は
ま

ぬ
か
れ
る
と
共
同
作
業
で
道
路
改
修
に
張

切
っ
て
い
る
。

遂
に
総
退
陣
を
決
定
／
那
覇
市

部
課
長
会
議

琉
新
・
夕
　
１
９
５
６
・
12
・
28

瀬
長
市
長
の
誕
生
で
注
目
さ
れ
て
い
た
那
覇

市
役
所
幹
部
の
進
退
問
題
に
つ
い
て
二
十
八

日
午
前
、
全
課
長
会
議
の
要
望
で
緊
急
部
、

課
長
会
議
を
持
つ
た
那
覇
市
で
は
ひ
る
十
二

時
に
至
つ
て
幸
喜
総
務
部
長
を
は
じ
め
全

部
、
課
長
兼
秘
書
長
、
港
務
部
長
、
消
防
隊

長
の
”
総
退
陣
”
を
全
員
一
致
で
決
定
。

直
ち
に
嘉
手
納
助
役
あ
て
辞
表
を
と
り
ま
と

め
て
提
出
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
る
と
共

に
、
次
の
声
明
文
を
発
表
し
た
。

声
明

人
民
党
書
記
長
瀬
長
亀
次
郎
氏
が

那
覇
市
長
に
当
選
す
る
や
、
途
端
に
市
役

所
の
全
機
能
が
完
全
に
停
止
す
る
こ
と
は

必
定
で
あ
る
。
今
日
現
に
こ
の
き
ざ
し
が

顕
著
で
あ
り
、し
た
が
つ
て
当
那
覇
市
の
、

部
課
長
は
こ
の
た
め
に
禄
を
無
為
に
食
む

こ
と
は
善
良
な
市
民
各
位
に
対
し
申
訳
け

な
い
こ
と
と
信
ず
る
の
で
、
こ
こ
に
退
職

す
る
こ
と
を
声
明
す
る
。

”
他
の
市
町
村
へ
融
資
”
／
好

転
す
る
迄
復
金
ス
ト
ッ
プ

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
６
・
12
・
28

富
原
琉
銀
総
裁
は
那
覇
市
に
対
す
る
民
政
府

特
別
補
助
金
及
び
起
債
済
み
の
復
金
貸
出
し

支
払
い
を
二
十
七
日
以
降
全
面
的
に
保
留
し

た
が
、
二
十
八
日
午
前
民
政
府
と
の
話
し
合

い
の
結
果
民
政
府
も
そ
の
ま
ま
ス
ト
ッ
プ
す

る
見
解
を
表
明
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
富
原

総
裁
は

那
覇
市
に
対
す
る
支
払
い
停
止
の

措
置
は
永
久
的
或
い
は
反
永
久
的
と
い
う
も

の
で
は
な
い
。
那
覇
市
の
現
状
が
好
転
す
る

ま
で
の
期
間
で
あ
る

と
語
り
結
局
、
瀬
長

氏
が
那
覇
市
長
の
職
務
を
と
る
間
は
復
金
に

預
託
さ
れ
て
い
る
民
政
府
補
助
金
は
も
と
よ

り
起
債
決
済
す
み
の
復
金
貸
出
を
も
全
面
的

に
止
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

富
原
総
裁
の
話

ス
ト
ッ
プ
期
間
が
い
つ

ま
で
か
に
つ
い
て
は
那
覇
市
が
い
つ
好
転
す

る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
那
覇
市

の
都
計
に
対
す
る
相
当
額
の
支
払
い
を
予
定

し
て
い
た
わ
け
だ
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
た
め
に

そ
の
余
裕
金
が
あ
り
、
当
分
那
覇
市
に
は
使

え
な
い
の
で
他
の
市
町
村
の
公
共
事
業
に
融

資
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
他
の
市
町

村
が
大
い
に
利
用
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。対

等
合
併
／
真
和
志
が
近
く
申

入
れ
沖
タ
・
朝
　
１
９
５
６
・
12
・
29

真
和
志
市
長
翁
長
助
静
氏
は
二
十
八
日
ひ
る

三
時
、
行
政
府
に
当
間
主
席
を
訪
ね
、
那
覇
、

真
和
志
の
合
併
に
つ
い
て
二
十
七
日
の
真
和

志
定
例
議
会
の
模
様
を
報
告
す
る
と
共
に
、

真
和
志
市
は
那
覇
市
に
対
し
、
対
等
合
併

を
申
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

と
明
ら
か
に

し
た
。
こ
れ
ま
で
真
和
志
市
と
し
て
は
、
誰

が
市
長
に
な
ろ
う
と
も
早
期
合
併
を
実
現
さ

せ
る
た
め
に
、
編
入
合
併
を
申
し
入
れ
る
と

の
線
を
強
く
維
持
し
て
い
た
が
、
今
回
那
覇

市
長
に
瀬
長
氏
が
当
選
し
、
更
に
瀬
長
氏
は

対
等
合
併
を
公
約
し
て
い
る
の
で
、
真
和
志

市
側
と
し
て
も
当
然
対
等
合
併
を
申
入
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

実
際
の
申
入
れ
は
瀬
長
氏
の
市
長
就
任
後

に
な
る
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
し
か
し
翁
長
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市
長
と
し
て
は
、
合
併
問
題
の
カ
ギ
は
実
際

上
那
覇
市
議
会
が
握
っ
て
い
る
の
で
、
先
に

対
等
合
併
に
反
対
し
た
那
覇
市
議
会
が
改
め

て
こ
れ
を
承
諾
す
る
こ
と
は
な
い
と
み
て
い

る
よ
う
で
あ
り
、
今
度
行
う
申
入
れ
は
単
に

那
覇
市
側
の
今
後
の
出
方
を
観
測
す
る
た
め

の
も
の
と
み
ら
れ
る
。

翁
長
市
長
談

こ
れ
ま
で
真
和
志
市
と
し

て
は
、
誰
が
市
長
に
な
ろ
う
と
も
編
入
合
併

を
す
す
め
る
気
で
い
た
が
、
瀬
長
氏
が
市
長

に
な
っ
た
以
上
、
編
入
合
併
を
す
る
訳
に
は

い
か
な
く
な
っ
た
。
編
入
合
併
と
い
う
こ
と

は
、
こ
の
際
、
真
和
志
市
民
側
の
方
か
ら
大

反
対
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
瀬
長
氏
も
対

等
合
併
を
公
約
し
て
い
る
の
で
、
真
和
志
市

と
し
て
は
あ
く
ま
で
対
等
合
併
の
線
で
い
く

積
り
で
あ
る
。

那
覇
市
、
一
億
五
千
万
の
資
金

断
た
れ
／
吏
員
給
与
も
懸
念

さ
る
／
都
計
、
土
木
事
業
マ

ヒ
状
態

琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
12
・
29

民
政
府
で
は
き
の
う
”
那
覇
市
の
情
勢
が
好

転
す
る
ま
で
”
の
期
間
と
し
て
同
市
へ
の
軍

補
助
金
や
新
規
起
債
、
こ
れ
ま
で
に
起
債
が

認
可
さ
れ
て
い
る
も
の
で
ま
だ
未
払
い
の
分

も
含
め
て
、
全
面
的
に
そ
の
支
出
を
停
止
す

る
こ
と
を
決
定
。
富
原
琉
銀
総
裁
も
同
意
を

表
明
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
る
那
覇
市
の
都
計

事
業
や
土
木
事
業
が
受
け
る
打
撃
は
相
当
深

刻
な
も
の
が
あ
り
、
資
金
面
を
断
た
れ
た
現

在
施
行
中
の
全
工
事
が
早
く
も
マ
ヒ
状
態
の

一
歩
寸
前
に
陥
つ
て
い
る
。
市
当
局
で
も
直

ち
に
緊
急
部
課
長
会
議
を
も
つ
て
新
規
の
工

事
入
札
を
一
切
ひ
か
え
る
こ
と
に
な
つ
た

が
、
額
面
に
し
て
一
億
五
千
万
円
に
の
ぼ
る

特
別
補
助
や
起
債
だ
け
に
、
そ
れ
に
か
わ
る

財
源
も
な
く
完
全
に
お
手
あ
げ
の
格
好
で
あ

る
。
軍
特
別
補
助
金
と
復
金
起
債
が
す
べ
て
支
出

停
止
さ
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
直
接
影
響
を

受
け
る
事
業
は
八
千
七
百
万
円
の
特
別
補
助

に
よ
る
道
路
、
橋
梁
、
河
川
改
修
工
事
の
請

負
業
者
に
対
す
る
未
払
額
二
千
八
百
五
十
二

万
九
千
八
百
三
十
円
と
未
着
手
の
道
路
ア
ス

フ
ア
ル
ト
工
事
二
千
七
百
二
十
八
万
三
千
三

百
九
十
一
円
。
そ
れ
に
復
金
か
ら
の
起
債
に

よ
る
事
業
と
し
て
現
在
施
行
中
の
水
道
事
業

費
九
百
五
万
三
千
円
、
区
画
整
理
事
業
費
三

千
万
円
、
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
五
百
二
十
六

万
円
、
む
つ
み
橋

前
島
町
間
道
路
工
事
五

百
六
十
万
円
と
未
借
入
れ
の
バ
ス
・
タ
ー
ミ

ナ
ル
三
千
七
百
万
円

ざ
つ
と
合
計
一
億
四

千
二
百
十
二
万
六
千
余
円
で
、
こ
れ
に
新
水

源
地
獲
得
の
た
め
起
債
計
画
中
の
八
千
万
円

を
加
え
る
と
二
億
二
千
万
円
を
突
破
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
正
月
を
ひ
か
え
て
各
関
係
請

負
業
者
は
工
事
契
約
金
を
受
け
と
る
こ
と
も

で
き
ず
、
労
務
者
の
賃
金
支
払
い
問
題
に
悩

ん
で
い
る
が
、
問
題
を
更
に
深
刻
に
し
て
い

る
こ
と
は
琉
銀
が
債
権
の
担
保
と
し
て
琉
銀

預
金
の
市
一
般
歳
入
一
千
九
百
万
円
を
も
封

鎖
し
た
こ
と
で
、
財
政
課
で
は

起
債
、
特

別
補
助
の
ス
ト
ツ
プ
で
那
覇
市
の
復
興
事
業

も
完
全
に
停
止
。
一
般
歳
入
の
預
金
ま
で
押

さ
え
ら
れ
て
は
早
速
、
来
月
か
ら
の
市
役
所

吏
員
の
給
与
支
給
も
ど
う
な
る
か
分
か
り
ま

せ
ん

と
語
つ
て
い
る
。
特
別
補
助
、
起
債

の
支
出
を
断
た
れ
て
直
ち
に
工
事
停
止
を
食

う
工
事
と
額
面
つ
ぎ
の
と
お
り
。

軍
特
別
補
助
八
千
七
百
万
円
に
よ
る
も
の

▽
道
路
工
事

久
茂
地
川
沿
線
道
路
、
ハ
ー

バ
ー
ビ
ユ
ー
道
路
、
久
茂
地
校
横
線
道
路
、

前
島
線
道
路
、
牧
志
街
道
延
長
線
道
路
、
港

湾
線
道
路
、
琉
銀
前
道
路
の
路
盤
工
事
に
対

す
る
未
払
額
一
千
百
六
十
万
九
千
五
百
円
と

未
契
約
の
二
千
七
百
二
十
八
万
三
千
三
百
九

十
一
円
▽
橋
梁
工
事

久
茂
地
大
東
糖
業
社

前
第
一
号
橋
、
久
茂
地
校
前
第
二
号
橋
、
前

島
町
第
三
号
橋
、
中
之
橋
第
四
号
橋
の
未
払

額
六
百
十
万
三
千
三
百
五
十
八
円
。
▽
安
里

川
改
修
工
事

未
払
額
一
千
八
十
一
万
六
千

九
百
七
十
二
円
。
▽
合
計

工
事
施
工
中
で

未
払
い
の
分
二
千
八
百
五
十
二
万
九
千
八
百

三
十
円
、
年
度
内
に
工
事
着
手
の
分
二
千
七

百
二
十
八
万
三
千
三
百
九
十
一
円
、
計
五
千

五
百
八
十
一
万
三
千
二
百
二
十
一
円

四
千

二
百
三
万
余
円
は
す
で
に
認
可
を
得
て
今
ま

で
に
支
払
い
ず
み

起
債
と
政
府
補
助
等
に
よ
る
も
の

▽
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設
工
事

未
借
入

れ
の
五
百
二
十
六
万
円

五
百
万
は
政
府
補

助

▽
む
つ
み
橋
前
島
間
道
路
工
事

未
借

入
五
百
六
十
万
円
。
▽
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

未
借
入
三
千
七
百
万
円
。
▽
水
道
事
業

未

借
入
九
百
五
万
三
千
円
。
▽
区
画
整
理
事

業

未
借
入
三
千
万
円
。
▽
計
八
千
六
百
九

十
一
万
三
千
円
。
▽
合
計

一
億
四
千
二
百

七
十
二
万
六
千
二
百
二
十
一
円
。

長
嶺
財
政
部
長
の
話

こ
れ
ら
の
都
計
、

土
木
事
業
は
総
工
費
三
億
に
の
ぼ
る
大
が
か

り
な
も
の
で
半
数
の
約
一
億
五
千
万
円
は
工

事
費
も
支
払
い
済
み
だ
が
、
い
ま
特
別
補
助

や
融
資
を
断
た
れ
る
と
残
る
一
億
五
千
万
円

の
工
事
が
ス
ト
ツ
プ
。
現
在
、
進
行
中
工
事

の
契
約
金
支
払
い
も
で
き
ず
困
つ
て
い
る
。

け
さ
安
次
富
建
設
部
長
と
共
に
、
関
係
方
面

に
折
衝
を
続
け
て
み
た
が
琉
銀
預
金
中
の
市

一
般
歳
入
か
ら
や
つ
と
八
百
万
円
の
労
務
費

支
出
を
認
め
て
貰
つ
た
だ
け
で
途
方
に
暮
れ

て
い
る
。
情
勢
が
好
転
す
る
ま
で
停
止
す
る

と
い
つ
て
お
り
、
こ
の
措
置
に
よ
る
市
財
政

面
の
混
乱
は
全
く
手
が
つ
け
ら
れ
な
い
。

一
九
五
六
年

昭
和
三
十
一
年

十
二
月

五
六
一



瀬
長
新
市
長
へ
の
干
渉
／
日
共

が
即
時
中
止
要
求

琉
新
・
夕
　
１
９
５
６
・
12
・
29

東
京
二
十
八
日
発
Ａ
Ｐ

日
本
共
産
党
は

二
十
八
日
政
府
に
対
し
新
那
覇
市
長
に
対
す

る
米
国
の
”
不
当
な
干
渉
”
を
即
時
中
止
す

る
よ
う
要
求
し
た
。沖
縄
の
極
左
党
で
あ
り
、

共
産
系
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
人
民
党
の

党
首
瀬
長
亀
次
郎
氏
が
去
る
二
十
五
日
沖
縄

の
首
都
の
市
長
に
当
選
し
た
こ
と
に
関
し
て

の
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
共
産
党
の
要
求
書

に
は
米
国
が
ど
う
い
う
風
に
干
渉
し
た
か
明

示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
野
坂
参
三
氏
か
ら
田

中
栄
一
官
房
次
官
に
提
出
さ
れ
た
も
の
。
当

地
の
消
息
筋
は
日
本
共
産
党
が
沖
縄
の
反
米

感
情
を
あ
お
つ
て
い
る
と
非
難
し
て
い
る
。

モ
ー
ニ
ン
グ
ス
タ
ー

工
事
金
支
出
し
て
解
約
／
建
設

業
協
会
、
那
覇
市
へ
要
求
／

二
十
九
日
で
全
工
事
停
止

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
６
・
12
・
29

琉
球
建
設
業
協
会
で
は
二
十
九
日
あ
さ
十
時

す
ぎ
国
場
幸
太
郎
会
長
、
古
波
津
選
良
副
会

長
、
与
那
原
良
昭
事
務
局
長
の
三
代
表
が
市

役
所
を
訪
れ
、
瀬
長
亀
次
郎
氏
の
市
長
当
選

に
よ
っ
て
琉
銀
が
決
定
し
た
軍
補
助
金
な
ら

び
に
起
債
の
支
出
停
止
に
伴
う
工
事
契
約
の

解
約
と
工
事
金
の
即
時
支
払
い
を
要
求
し
た

結
果
、
市
当
局
と
協
議
の
上
、
一
応
工
事
完

成
し
た
も
の
と
み
な
し
合
意
解
約
の
形
で
那

覇
市
の
全
建
設
工
事
に
つ
い
て
二
十
九
日
現

在
の
出
来
高
で
工
事
金
を
支
払
う
こ
と
に
話

が
ま
と
ま
っ
た
。

こ
の
話
合
い
に
先
立
っ
て
那
覇
市
で
は
財

政
、
建
築
関
係
部
課
長
会
議
を
開
い
て
こ

の
問
題
に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、

一
、
建
設
関
係
の
事
業
は
す
べ
て
十
二
月
二

十
九
日
よ
り
一
時
中
止
す
る
。

二
、
臨
時
雇
人
は
当
分
の
間
出
勤
の
必
要
を

認
め
な
い
。

三
、
業
務
は
原
則
と
し
て
事
務
事
業
の
み
に

と
ど
め
る
。

四
、
特
別
会
計
に
か
か
る
業
務
は
す
べ
て
中

止
す
る
。

五
、
当
面
す
る
債
務
の
う
ち
、
八
百
万
円
は

支
払
う
が
人
件
費
に
限
る
。

の
五
項
目
を
決
定
、
直
ち
に
全
建
設
工
事

の
中
止
を
行
っ
て
い
る
が
土
建
業
界
側
か

ら
出
さ
れ
た
、

一
、
十
二
月
二
十
九
日
現
在
の
債
務
は
一
応

確
認
し
、
そ
の
処
理
に
つ
い
て
は
後
日
協
議

す
る
。
二
、
保
証
金
は
即
日
還
付
す
る
。

の
二
要
望
を
了
承
、

契
約
中
の
諸
工
事
は

一
応
現
助
役
の
在
任
中
に
解
約
す
る

こ
と

に
話
が
ま
と
ま
っ
た
も
の
。
現
在
工
事
契
約

を
し
て
い
る
業
者
は
約
三
十
名
に
の
ぼ
り
、

そ
の
う
ち
工
事
完
了
し
て
請
求
ず
み
の
工
事

金
は
約
一
千
二
百
万
円
、
現
在
続
行
中
で
未

請
求
の
出
来
高
は
約
八
百
万
円
で
総
計
約
二

千
万
円
の
金
額
で
あ
る
。

こ
の
た
め
長
嶺
財
政
、
安
次
富
建
設
両
部
長

は
直
ち
に
琉
銀
に
富
原
総
裁
を
訪
れ
、
こ
れ

ら
の
債
務
二
千
万
円
の
支
払
い
方
に
つ
い
て

折
衝
し
た
。

ま
た
土
建
協
会
は
泉
議
長
な
ら
び
に
嘉
手

納
助
役
に
対
し
全
部
課
長
の
総
退
職
の
動

き
は
こ
れ
を
撤
回
し
て
議
会
と
一
致
協

力
、
新
市
長
と
対
決
し
て
ほ
し
い
旨
強
く

要
望
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
泉
議
長
は

一
月
四
日
午
後

五
時
に
態
度
を
表
明
す
る

と
回
答
を
与
え

て
い
る
。

ま
た
新
市
長
に
当
選
し
た
瀬
長
氏
は
同
日
あ

さ
十
時
三
十
分
市
議
長
室
に
泉
正
重
議
長
を

訪
ね
た
が
泉
議
長
不
在
の
た
め
そ
の
ま
ま
帰

宅
し
た
。

人
民
党
で
は
き
ょ
う
午
後
六
時
ご
ろ
瀬
長
新

市
長
に
対
す
る
各
界
の
一
連
の

非
協
力

の
動
き
に
つ
い
て
態
度
を
表
明
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

国
場
建
設
協
会
長
の
話

人
民
党
の
掲
げ

た
公
約
は
な
る
ほ
ど
理
想
か
も
知
れ
な
い
が

現
在
の
情
勢
か
ら
判
断
し
て
と
う
て
い
実
現

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
今
日

の
よ
う
な
情
勢
を
予
想
し
て
今
回
の
選
挙
に

対
処
し
た
わ
け
だ
。
都
計
事
業
工
事
精
算
を

け
さ
市
当
局
と
話
合
っ
た
が
出
来
る
だ
け
早

目
に
支
払
っ
て
も
ら
っ
て
労
務
者
に
安
心
し

て
年
が
こ
せ
る
よ
う
に
さ
せ
た
い
。

幸
喜
那
覇
市
総
務
部
長
の
話

市
当
局
と

し
て
は
建
設
工
事
の
二
十
九
日
現
在
の
出
来

高
は
前
市
長
の
責
任
に
お
い
て
な
し
た
も
の

だ
か
ら
当
然
債
務
を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
業
者
側
の
希
望
す
る
よ
う
に
琉

銀
側
と
折
衝
し
て
早
急
に
支
払
い
を
す
ま
せ

た
い
。
業
者
側
は
新
市
長
に
な
っ
て
も
軍
か

ら
の
債
務
に
対
し
て
債
務
の
能
力
が
な
い
と

い
う
こ
と
で
今
の
う
ち
に
全
契
約
を
解
約
し

て
ほ
し
い
と
い
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ

れ
で
二
十
九
日
限
り
那
覇
市
の
全
建
設
工
事

は
全
く
停
止
し
た
こ
と
に
な
る
。

当
局
幹
部
、
民
政
官
へ
支
出
懇
請

那
覇
市
の
泉
市
会
議
長
、
長
嶺
財
政
部
長
、

安
次
富
建
設
部
長
ら
は
二
十
九
日
あ
さ
十
一

時
半
、
行
政
府
に
当
間
主
席
を
訪
ね
、
主
席

の
政
治
力
に
よ
っ
て
こ
れ
迄
執
行
さ
れ
た
都

計
事
業
費

二
十
八
日
支
出
を
予
定
さ
れ
た

八
百
万
円
を
除
く
一
切
の
資
材
費
、
労
賃
、

工
事
費

を
支
出
し
て
貰
う
よ
う
訴
え
た
。

こ
れ
は
市
当
局
が
再
三
に
わ
た
っ
て
民
政
府

と
折
衝
を
重
ね
て
来
た
も
の
だ
が
民
政
府
側

は

融
資
し
た
場
合
、
ど
う
し
て
償
還
す
る

か
、
君
達
で
償
還
の
責
任
が
お
え
る
か

と

い
う
理
由
で
難
色
を
示
し
て
い
る
も
の
で
、

当
間
主
席
は
一
行
を
伴
い
バ
ー
ジ
ャ
ー
首
席

一
九
五
六
年

昭
和
三
十
一
年

十
二
月

五
六
二



民
政
官
に
そ
の
実
情
を
訴
え
、
支
出
方
を
懇

請
し
た
。
な
お
市
建
設
部
で
は
一
切
の
都
計

事
業
工
事
を
二
十
九
日
付
で
全
面
的
に
ス

ト
ッ
プ
。
二
十
八
日
現
在
で
執
行
し
た
事
業

額
に
つ
い
て
集
計
し
て
い
る
が
、
工
事
請
負

人
に
対
す
る
未
払
額
は
約
二
千
万
円
に
上
る

も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

権
力
者
は
反
省
す
べ
き
／
安
里

委
員
長
福
岡
で
語
る

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
６
・
12
・
30

福
岡
支
局

社
大
党
委
員
長
、
安
里
積
千

代
氏
は
、
私
用
で
上
京
の
途
中
、
二
十
九
日

の
日
航
機
で
福
岡
に
立
ち
寄
っ
た
が
、
空
港

ロ
ビ
ー
で
、
こ
ん
ど
の
那
覇
市
長
選
挙
に
つ

き
つ
ぎ
の
通
り
語
っ
た
。

社
大
党
は
ノ
ー
・
タ
ッ
チ
の
線
で
臨
ん

だ
、
そ
の
前
は
社
大
党
は
委
員
会
で
候
補
を

推
薦
し
て
出
す
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
財
界
と

一
部
政
治
家
の
押
す
線
と
社
大
党
の
線
と

は
っ
き
り
分
れ
た
か
ら
だ
。
人
民
党
は
従
来

の
実
践
行
動
か
ら
果
し
て
責
任
を
も
っ
て
市

政
を
遂
行
出
来
る
か
が
問
題
だ
。
財
界
人
が

政
治
に
タ
ッ
チ
す
る
の
は
も
っ
と
も
い
か

ぬ
。
人
民
党
の
当
選
は
財
界
人
や
特
権
階
級

に
対
す
る
大
衆
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
で
あ
り
、

瀬
長
氏
も
当
選
は
あ
て
に
し
て
な
か
っ
た
と

思
う
、
人
民
党
の
支
持
者
が
多
い
と
言
っ
て

も
皆
ん
な
が
人
民
党
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
、
一
部
権
力
に
対
す
る
不
満
が
今
度
の
選

挙
に
出
た
ま
で
だ
。
時
の
権
力
に
よ
っ
て
大

き
な
利
益
を
受
け
て
い
る
人
達
、
そ
れ
ら
に

対
し
て
言
い
表
す
こ
と
の
出
来
な
い
不
満
か

ら
票
が
流
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
大
衆
の
気
持

を
無
視
す
る
こ
と
は
、
為
政
者
の
心
す
べ
き

こ
と
だ
。
土
地
問
題
は
こ
の
た
び
の
選
挙
に

は
関
係
は
な
い
、
前
に
も
述
べ
た
通
り
、
一

部
財
界
人
が
政
党
を
左
右
し
て
い
る
の
に
対

す
る
反
発
だ
。
ア
メ
リ
カ
は
首
都
建
設
に
対

す
る
補
助
を
打
ち
切
る
と
思
う
。
瀬
長
氏
の

経
歴
問
題
に
し
て
も
琉
球
政
府
の
地
方
自
治

法
に
は
何
ら
触
れ
な
い
の
で
資
格
が
な
い
と

言
う
こ
と
は
当
ら
な
い
。
ア
メ
リ
カ
も
単
に

施
政
権
を
持
っ
て
い
る
か
ら
と
民
意
を
封
す

る
と
い
う
こ
と
は
反
省
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
オ

フ
・
リ
ミ
ッ
ツ
、
琉
大
問
題
と
た
く
さ
ん

問
題
が
残
っ
て
い
る
、
一
部
権
力
者
か
ら
は

聞
け
な
い
だ
ろ
う
が
、
大
衆
の
中
か
ら
そ
う

い
う
声
が
あ
る
と
言
う
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
、
那
覇
市
の
部
課
長
が
辞
表
を
出
し
た

が
こ
れ
は
い
け
な
い
、
こ
の
市
長
の
も
と
で

市
政
の
運
営
が
出
来
な
い
こ
と
を
大
衆
に
見

せ
る
の
が
民
主
的
あ
り
か
た
で
あ
る
。
真
和

志
の
合
併
も
む
つ
か
し
い
、
結
局
公
約
が
実

現
せ
ぬ
こ
と
に
な
る
。

自
治
へ
の
不
干
渉
を
要
請
／
日

本
社
会
党

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
６
・
12
・
30

東
京
支
局

二
十
九
日
ひ
る
社
会
党
浅
沼

書
記
長
は
沖
縄
問
題
に
関
し
石
田
官
房
長
官

に
要
旨
次
の
通
り
要
請
し
た
。
社
会
党
は
こ

れ
ま
で
沖
縄
に
お
い
て
完
全
自
治
権
が
確
立

さ
れ
る
よ
う
要
請
し
て
き
た
。
今
回
の
選
挙

で
那
覇
市
長
に
当
選
し
た
瀬
長
氏
に
対
し
米

極
東
軍
は
市
政
の
執
行
を
不
可
能
に
す
る
た

め
あ
ら
ゆ
る
干
渉
を
加
え
て
い
る
。
民
意
に

よ
り
選
ば
れ
た
首
長
に
よ
っ
て
市
政
の
行
わ

れ
る
の
が
民
主
政
治
の
原
理
で
あ
り
、
沖
縄

に
お
け
る
政
治
干
渉
を
み
す
ご
す
こ
と
は
出

来
な
い
。
政
府
は
直
ち
に
米
政
府
お
よ
び
極

東
軍
が
自
治
権
確
立
の
見
地
か
ら
民
意
を
無

視
し
た
干
渉
が
排
除
さ
れ
る
よ
う
折
衝
さ
れ

た
い
。

発
言
ひ
か
え
る
／
市
役
所
職
員

労
組
沖
タ
・
夕
　
１
９
５
６
・
12
・
30

那
覇
市
役
所
職
員
労
組
で
は
、
二
十
九
日
ひ

る
す
ぎ
中
央
執
行
委
員
会
を
開
き
、
瀬
長
亀

次
郎
氏
の
市
長
当
選
に
伴
っ
て
市
部
課
長
全

員
が
退
職
届
を
嘉
手
納
助
役
あ
て
提
出
し
た

こ
と
、
並
び
に
二
十
九
日
あ
さ
の
部
課
長
会

議
で
琉
銀
の
支
出
停
止
で

臨
時
雇
人
は
当

分
の
間
出
勤
の
必
要
を
認
め
な
い

と
の
決

定
に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、
部
課
長
の
留

任
を
要
望
す
る
態
度
を
決
め
る
と
共
に
、
臨

時
雇
人
の
出
勤
停
止
の
理
由
を
幸
喜
総
務
部

長
に
質
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
幸
喜
部
長
は
、
退
職
決
意
は

さ
き
の
決
定
通
り
動
か
せ
な
い
も
の
で
、
職

員
労
組
の
好
意
は
感
謝
す
る
旨
答
え
、
臨
時

雇
人
の
出
勤
停
止
は
琉
銀
の
支
出
停
止
に

伴
っ
て
市
財
源
か
ら
の
給
与
支
払
い
の
見
通

し
が
な
い
た
め
の
一
時
的
措
置
で
、
解
雇
を

意
味
し
た
も
の
で
は
な
い
と
回
答
し
た
。
ま

た
市
職
員
労
組
と
し
て
瀬
長
新
市
長
に
つ
い

て
は
従
来
通
り
全
く
中
立
の
立
場
を
守
り
こ

の
問
題
に
つ
い
て
組
合
側
は
一
切
の
発
言
は

控
え
る
態
度
を
再
確
認
し
た
。

瀬
長
市
長
反
対
期
成
会
／
波
之

上
バ
ー
組
合

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
６
・
12
・
30

二
十
九
日
ひ
る
三
時
半
か
ら
波
之
上
地
区
の

バ
ー
組
合

組
合
長
与
那
原
春
一
氏

料
亭
、

旅
館
営
業
主
ら
を
中
心
に
約
五
十
名
が
辻
町

料
亭
花
咲
で
集
ま
り
、
瀬
長
新
市
長
反
対
期

成
会
を
結
成
し
た
。

△
米
軍
に
協
力
で
き
な
い
と
い
う
瀬
長
氏
が

市
長
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
米
軍
が
オ
フ
リ

ミ
ッ
ツ
を
や
る
と
バ
ー
、
料
亭
、
旅
館
業

者
の
生
活
が
直
接
お
び
や
か
さ
れ
る
。
△
旧

市
の
都
計
が
完
成
す
れ
ば
、
桜
坂
の
よ
う
に

一
九
五
六
年

昭
和
三
十
一
年

十
二
月

五
六
三



波
之
上
に
も
一
般
人
の
顧
客
が
増
え
る
の
で

旧
市
街
の
復
興
は
新
市
街
で
あ
る
波
之
上
街

の
繁
栄
と
関
係
が
深
い
。
△
那
覇
市
の
建
設

を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
瀬

長
新
市
長
に
対
し
、
今
後
計
画
を
樹
て
反
対

運
動
を
行
う
こ
と
な
ど
を
協
議
し
、
反
対
声

明
を
発
表
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

瀬
長
市
政
と
対
決
／
民
主
党
那

覇
連
合
支
部
が
声
明

琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
12
・
31

民
主
党
は
三
十
日
夕
刻
党
本
部
で
党
務
執
行

委

親
里
、
大
浜
、
星
氏

と
那
覇
連
合
支

部
役
員
の
合
同
会
議
を
開
き
、
瀬
長
人
民
党

書
記
長
の
那
覇
市
長
当
選
を
め
ぐ
る
政
局
へ

の
対
処
策
に
つ
い
て
協
議
を
行
つ
た
結
果
、

瀬
長
市
政
の
徹
底
的
批
判
に
よ
り
都
市
地
区

に
お
け
る
民
主
党
勢
力
の
伸
張
を
行
う
方
針

を
決
定
、
那
覇
連
合
支
部
の
名
で
次
の
声
明

書
を
発
表
し
た
。
な
お
同
連
合
支
部
は
こ
の

方
針
に
基
き
、
年
明
け
を
待
つ
て
各
地
で
人

民
党
批
判
演
説
会
を
開
く
予
定
で
あ
る
。

声
明

琉
球
民
主
党
那
覇
連
合
支
部
は
、
市
長
選
挙

後
の
今
日
の
情
勢
の
中
で
民
主
党
の
政
策
が

真
に
那
覇
市
民
に
現
実
に
繁
栄
と
復
興
を
も

た
ら
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
、
ま
す

ま
す
団
結
を
強
く
し
て
ウ
ソ
と
妄
想
の
欺
ま

ん
政
策
で
、
市
民
を
不
安
と
困
窮
に
お
ち
い

ら
し
め
る
人
民
党
の
瀬
長
氏
の
市
政
運
営
と

徹
底
的
に
対
決
し
て
い
く
。

民
主
党
連
合
支
部
は
市
民
多
数
の
支
持
の
も

と
に
、
市
民
の
福
祉
の
た
め
に
わ
が
党
の
建

設
的
政
策
を
押
し
進
め
て
い
く
こ
と
を
声
明

す
る
。二千

余
名
が
職
を
失
う
／
お
先

真
っ
暗
、
那
覇
の
都
計

琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
12
・
31

人
民
党
市
長
の
出
現
で
軍
特
別
補
助
金
起
債

な
ど
琉
銀
か
ら
一
億
五
千
万
円
に
の
ぼ
る
資

金
の
支
出
を
断
た
れ
た
那
覇
市
で
は
、
す
べ

て
の
建
設
関
係
事
業
が
二
十
九
日
を
も
つ
て

一
斉
に
工
事
中
止
。
市
当
局
や
議
会
側
の
折

衝
で
、
こ
れ
ま
で
の
工
事
出
来
高
に
対
す
る

資
材
労
務
費

一
千
二
百
万
円

だ
け
は
や

つ
と
支
出
し
て
貰
う
こ
と
に
な
つ
た
が
、
問

題
は
こ
れ
ら
都
市
復
興
事
業
に
従
事
し
て
い

た
労
働
者
の
今
後
が
ど
う
な
る
か
に
あ
る
わ

け
。
資
金
の
支
出
停
止
、
建
設
事
業
の
停
止

で
多
く
の
労
働
者
が
失
業
の
危
機
に
さ
ら
さ

れ
た
ま
ま
新
し
い
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
市
当
局
で
は
早
速
、
来
月
か
ら
の
職
員

給
与
に
も
響
く
と
あ
つ
て

建
設
事
業
関
係

の
臨
時
雇
人
は
当
分
の
間
出
勤
を
中
止
さ
せ

る

こ
と
を
財
政
、
建
設
部
課
長
会
議
で
決

定
。
都
市
計
画
課
の
道
路
計
画
、
公
園
計
画

の
測
量
業
務
に
従
事
し
て
い
る
臨
時
技
術
職

員
二
十
二
名
を
は
じ
め
建
築
課
の
現
場
監

督
、
設
計
係
六
名
、
区
画
整
理
課
の
測
量
、

工
事
監
督
十
九
名
、
そ
れ
に
土
木
課
の
技
術

員
や
労
務
者
な
ど
七
十
八
名

合
計
百
二

十
五
名
の
臨
時
雇
員
が
き
の
う
か
ら
職
を
失

つ
た
形
と
な
つ
た
。
こ
の
ほ
か
市
の
復
興
事

業
を
請
負
つ
て
い
る
建
設
業
者
の
労
務
者
が

失
業
の
憂
目
に
あ
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の

数
は
ザ
ツ
と
二
千
百
名

概
算

に
の
ぼ
つ

て
お
り
、
市
の
臨
時
職
員
を
加
え
る
と
二
千

二
百
名
を
突
破
し
て
い
る
。
関
係
請
負
業
者

の
も
と
で
働
い
て
い
る
労
務
者
は
、
一
つ
の

工
事
の
場
合
で
も
毎
日
の
出
動
人
員
に
多
少

の
変
動
が
あ
り
ハ
ツ
キ
リ
し
た
実
数
は
つ
か

め
な
い
が
、
都
計
課
の
工
事
で
は
ハ
ー
バ
ー

ビ
ユ
ー
、
久
茂
地
校
前
道
路
工
事

総
工
費

四
百
七
十
六
万
円

で
毎
日
の
平
均
労
務
人

員
は
百
十
六
名
。
こ
れ
を
現
在
ま
で
進
行
中

だ
つ
た
特
別
補
助
工
事
五
千
七
百
万
円
、
起

債
工
事
千
五
百
万
円
、
水
道
事
業
二
百
七
十

万
円
、
区
画
整
理
事
業
千
四
百
万
円
、
合
計

八
千
八
百
七
十
万
円
に
比
べ
る
と
、
ザ
ツ
と

都
計
課
の
も
つ
工
事
の
十
八
倍
の
規
模
に
な

る
の
で
二
千
百
名
位
の
労
働
者
が
市
の
復
興

事
業
に
従
事
し
て
い
る
計
算
に
な
る
。

広
告
／
小
禄
地
区
反
人
民
党
同

志
会
宣
言

琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
12
・
31

反
米
的
で
あ
り
反
政
府
的
で
あ
り
破
壊
的
で

あ
る
瀬
長
亀
次
郎
氏
の
市
長
就
任
に
反
対

し
、
今
後
も
全
力
を
挙
げ
て
人
民
党
協
力
の

打
倒
に
邁
進
す
る
こ
と
を
誓
う
。

後
略

広
告
／
声
明
書

琉
新
・
朝
　
１
９
５
６
・
12
・
31

金
融
協
会
と
し
て
は
全
会
員
一
致
を
以
つ
て

人
民
党
及
び
そ
の
同
調
者
に
対
し
て
は
一
切

の
融
資
を
断
る
と
共
に
党
員
並
び
に
同
調
者

の
雇
傭
を
拒
否
す
る
事
を
決
議
す

右
声
明
す
る
　
　

一
九
五
六
年
十
二
月
三
十
一
日

金
融
協
会
琉
球
銀
行

沖
縄
相
互
銀
行

琉
球
生
命
保
険
株
式
会
社

第
一
相
互
銀
行

琉
球
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社

南
洋
相
互
銀
行

協
同
組
合
中
央
金
庫

沖
縄
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社

南
西
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社

三
和
相
互
銀
行

那
覇
市
商
工
信
用
協
同
組
合

沖
縄
銀
行

一
九
五
六
年

昭
和
三
十
一
年

十
二
月

五
六
四



瀬
長
氏
の
市
長
就
任
に
／
人
民

党
が
声
明
を
発
表

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
１
・
１

沖
縄
人
民
党
は
三
十
日
常
任
委
員
会
を
開
き

瀬
長
氏
の
市
長
就
任
に
つ
い
て
要
旨
つ
ぎ
の

よ
う
な
声
明
文
を
発
表
し
た
。

声
明
文
要
旨

合
法
的
な
選
挙
に
よ
り
瀬
長
氏
が
那
覇
市
長

に
当
選
し
た
の
に
も
拘
ら
ず
、
こ
れ
に
ケ
チ

を
つ
け
よ
う
と
暗
躍
す
る
財
界
人
と
特
権
官

僚
は
現
在
の
那
覇
市
を
混
乱
に
お
と
し
い
れ

た
張
本
人
で
あ
る
。

瀬
長
氏
は
彼
を
支
持
し
た
十
一
万
市
民
と
と

も
に
今
後
も
沖
縄
の
祖
国
復
帰
、
平
和
擁
護

の
先
頭
に
立
つ
て
進
み
、
あ
ら
ゆ
る
ボ
ウ
害

に
も
か
か
わ
ら
ず
市
長
に
就
任
す
る
も
の
で

あ
る
。
な
お
瀬
長
氏
は
二
十
八
日
選
管
委
の
当
選

通
知
を
受
け
て
い
た
が
、
き
の
う
朝
十
時
同

承
諾
書
を
正
式
に
提
出
。
五
日
市
会
議
室
で

当
選
証
書
交
付
式
に
の
ぞ
む
こ
と
に
な
つ

た
。

千
二
百
万
円
／
労
賃
支
払
う

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
１
・
１

那
覇
市
で
は
き
の
う
朝
十
一
時
、
泉
議
長
、

長
嶺
財
政
部
長
、
安
次
富
部
長
ら
が
民
政
府

に
バ
ー
ジ
ヤ
ー
首
席
民
政
官
を
訪
問
。
建
設

請
負
業
者
に
支
払
う
資
材
、
労
務
賃
一
千
二

百
万
円
の
支
払
に
つ
い
て
正
式
に
了
解
を
得

た
の
で
、
午
後
三
時
に
は
工
事
出
来
高
に
よ

つ
て
関
係
業
者
へ
の
支
払
い
を
終
え
た
。

｜
社
　
説
｜

沖
縄
の
情
勢
を
め
ぐ
っ
て

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
１
・
４

人
民
党
瀬
長
書
記
長
の
那
覇
市
長
当
選
は

ワ
シ
ン
ト
ン
の
米
国
政
府
は
無
論
の
こ
と
、

ロ
ン
ド
ン
・
タ
イ
ム
ス
紙
の
よ
う
な
世
界
一

流
の
大
新
聞
で
も
こ
れ
を
取
り
あ
げ
て
論
評

す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
こ
れ
ら
の
批
評
の
中

で
も
、
現
地
の
事
情
を
知
ら
ぬ
た
め
に
、
事

象
に
対
す
る
過
大
評
価
、
あ
る
い
は
過
小
評

価
が
あ
つ
た
り
す
る
。
し
か
し
、
全
般
を
通

し
て
共
通
す
る
も
の
は
、
沖
縄
の
住
民
の
政

治
的
自
由
が
不
十
分
な
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ

に
対
す
る
反
発
が
瀬
長
書
記
長
の
当
選
と
い

う
こ
と
に
な
つ
て
現
わ
れ
た
、
と
い
う
点
で

あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
米
国
務
省
筋
で
も

再
検
討
の
必
要
を
認
め
て
い
る
と
ワ
シ
ン
ト

ン
発
Ａ
Ｐ
や
Ｉ
Ｎ
Ｓ
通
信
も
つ
た
え
て
い

る
。

土
地
問
題
に
関
す
る
四
原
則
は
無
論
の
こ

と
、
数
年
来
の
叫
ば
れ
て
い
る
知
事
公
選
な

ど
も
、
こ
れ
ら
が
沖
縄
の
世
論
で
な
か
つ
た

と
言
う
人
は
少
い
。
四
原
則
の
中
に
も
そ
の

実
施
に
関
し
て
は
、
多
少
の
互
譲
も
不
可
能

で
は
な
く
、
折
り
合
い
も
つ
け
ら
れ
る
と
こ

ろ
も
あ
る
は
ず
だ
が
、
原
則
と
し
て
は

世

論

と
呼
ぶ
こ
と
に
お
い
て
不
当
と
は
い
え

な
い
。
当
間
主
席
の
見
解
の
具
体
的
内
容
は
ま
だ

明
ら
か
で
は
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
互
譲
を

意
図
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

た
。
し
か
し
、
昨
年
末
の
久
志
村
の
土
地
契

約
は
新
し
い
土
地
問
題
の
ケ
ー
ス
を
つ
く
つ

た
た
め
当
間
主
席
や
立
法
院
の
今
後
の
出
方

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

那
覇
市
長
問
題
は
土
地
問
題
を
め
ぐ
る
沖

縄
の
情
勢
に
、
更
に
、
新
し
い
一
つ
の
問
題

を
加
え
る
こ
と
に
な
つ
た
が
、
わ
れ
わ
れ
は

今
後
の
事
態
の
打
開
に
、
ど
こ
ま
で
も
自
主

的
な
動
き
を
心
が
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
瀬

長
書
記
長
は
一
万
六
千
余
票
で
最
高
点
だ
か

ら
、
選
挙
法
に
よ
つ
て
当
選
し
た
。
こ
れ
は

民
主
主
義
の
習
慣
で
、
別
に
現
行
法
の
定
む

る
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
当
選
が
無
効
と
な
ら
な

い
限
り
市
長
と
な
る
こ
と
は
、
彼
を
支
持
し

な
か
つ
た
者
も
民
主
主
義
を
否
定
し
な
い
限

り
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
泉
市
会
議
長
な
ど

も
そ
の
よ
う
な
見
解
を
表
明
し
た
。
し
か
し

こ
の
こ
と
は
那
覇
市
民
の
過
半
数
が
瀬
長
支

持
で
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
に
は
無
論
な
ら
な

い
。
仲
井
間
、
仲
本
の
両
者
の
得
票
が
過
半

数
を
制
し
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
、ま
た
、

全
有
権
者
六
万
余
の
中
瀬
長
支
持
票
は
二
割

六
分
で
約
四
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
数
字
の
上
で
の
四
分
の
一
が

四
分
の
三
の
市
民
の
市
政
を
支
配
す
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
自
由

な
民
主
主
義
の
喜
劇
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
民
主
主
義
と
し
て
は
ど
う
し
よ
う
も

な
い
。
こ
れ
は
現
在
の
市
町
村
長
公
選
が
過

半
数
に
よ
ら
な
い
で
、
候
補
者
が
何
名
出
よ

う
が
、
最
高
点
者
と
い
う
法
規
を
改
め
な
い

以
上
、
や
む
を
得
な
い
法
の
矛
盾
と
い
え
よ

う
。そ
こ
で
、
問
題
は
、
こ
の
民
主
的
手
続
き

を
認
め
る
以
上
、
民
主
的
に
且
つ
自
主
的
に

現
在
の
事
態
を
解
決
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
人
民
党
と
が
つ
ち
り
組
ん
で
、
あ
く
ま

で
も
正
面
切
つ
て
ア
メ
リ
カ
と
闘
つ
て
い
く

と
い
う
態
度
を
堅
持
す
る
有
権
者
は
必
ず
し

も
、
選
挙
に
お
け
る
票
数
に
は
一
致
し
な
い

と
い
う
こ
と
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。

一
万
六
千
票
と
い
う
も
の
を
十
分
に
分
析

す
る
こ
と
に
よ
つ
て
し
か
、
今
後
の
沖
縄
の

政
治
的
情
勢
は
打
開
で
き
な
い
。
も
し
、
人

民
党
が
こ
の
一
万
六
千
票
が
ど
こ
か
ら
つ
ゝ

い
て
も
厳
と
し
て
動
か
な
い
人
民
党
の
支
持

一
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者
の
数
だ
と
考
え
る
な
ら
ば
、
彼
ら
自
身
今

後
の
政
略
を
あ
や
ま
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う

し
、
場
合
に
よ
つ
て
は
、
人
民
党
の
不
人
気

の
出
発
点
と
も
な
り
か
ね
な
い
こ
と
を
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。
一
方
、
一
万
六
千
票
の
瀬

長
支
持
を
ゆ
る
し
た
保
守
派
も
、
こ
れ
で
も

つ
て
、
六
万
の
有
権
者
の
こ
と
を
忘
れ
て
、

那
覇
市
政
を
明
け
渡
し
す
る
な
ら
ば
、
後
世

も
の
笑
い
の
種
と
な
ろ
う
。

民
主
主
義
を
あ
く
ま
で
も
貫
く
こ
と
を
考

え
る
な
ら
ば
、
あ
く
ま
で
も
自
主
性
を
失
つ

て
は
な
ら
ぬ
。
自
主
性
を
保
守
派
が
堅
持
し

得
る
な
ら
ば
、
人
民
党
は
那
覇
市
政
を
投
げ

出
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
し
、
そ
の
反
対
の

場
合
は
、
逆
に
、
人
民
党
を
い
よ
い
よ
強
力

に
す
る
で
あ
ろ
う
。
過
去
十
年
に
さ
か
の
ぼ

れ
ば
、
沖
縄
の
保
守
派
が
自
主
性
を
失
つ
た

た
め
に
、
人
民
党
の
勢
力
が
伸
び
た
と
も
い

え
る
。沖
縄
が
世
界
の
注
視
の
下
に
あ
る
際
、

識
者
の
十
分
な
反
省
と
、
政
治
に
た
ず
さ
わ

る
人
々
の
猛
省
を
促
し
た
い
。

”
選
挙
の
結
果
を
認
め
よ
”
／

那
覇
市
長
問
題
で
社
大
党
声

明琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
１
・
４

旧
年
末
三
十
日
よ
る
社
大
党
は
党
本
部
で
中

執
委
を
開
き
、
久
志
村
辺
野
古
一
帯
の
新
規

接
収
問
題
、
瀬
長
人
民
党
書
記
長
の
当
選
に

伴
う
那
覇
市
長
問
題
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を

行
つ
た
が
、
そ
の
結
果
に
基
き
三
日
、
那
覇

市
長
問
題
に
つ
い
て

一
部
財
界
、
市
会
議

員
ら
が
と
つ
て
い
る
行
為
は
法
治
国
民
と
し

て
自
殺
行
為
で
あ
り
、
沖
縄
を
無
法
化
し
よ

う
と
す
る
考
え
で
あ
る
。
社
大
党
は
人
権
の

擁
護
と
民
主
主
義
の
確
立
の
た
め
、
そ
の

人
々
の
猛
省
を
求
め
る

旨
次
の
声
明
書
を

発
表
し
た
。

声
明
　
今
回
の
那
覇
市
長
選
挙
後
に
お
け

る
一
部
実
業
財
界
、
市
会
議
員
、
市
民
の
と

つ
た
行
動
が
独
り
那
覇
市
の
み
の
問
題
で
な

く
、
琉
球
に
お
け
る
民
主
主
義
の
存
廃
に
か

か
わ
る
重
大
問
題
で
あ
る
と
い
う
事
態
の
重

要
性
に
か
ん
が
み
、
わ
が
社
会
大
衆
党
は
中

央
執
行
委
員
会
の
議
を
経
て
民
主
主
義
擁
護

の
立
場
か
ら
声
明
し
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
猛

省
を
求
め
る
と
と
も
に
、
法
治
国
民
と
し
て

自
主
性
の
高
揚
と
八
十
万
県
民
の
正
し
い
判

断
を
促
す
次
第
で
あ
る
。

人
は
す
べ
て
そ
の
信
条
、
人
種
、
性
別
、
言

語
、
風
俗
、
地
位
、
門
ば
つ
の
如
何
を
問
わ

ず
、
平
等
で
あ
り
、
同
一
法
域
に
あ
る
住
民

が
人
間
個
々
に
差
別
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
も
ま
た
当
然
で
あ
る
。
選
挙
権
は
法
の
規

定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
何
人
に
も
干
渉
さ

れ
て
は
な
ら
な
い
選
挙
民
の
絶
対
の
権
利
で

あ
る
。
そ
の
絶
対
の
権
利
に
基
い
て
正
し
く

投
ぜ
ら
れ
た
票
は
、
如
何
な
る
権
力
も
こ
れ

を
否
定
す
る
権
能
を
有
し
な
い
。
最
高
得
票

者
が
選
挙
に
お
け
る
当
選
者
と
決
定
さ
れ
る

こ
と
に
何
人
も
異
論
は
あ
る
ま
い
。
法
に
よ

り
与
え
ら
れ
た
権
利
を
行
使
し
、
そ
の
権
利

の
行
使
に
よ
り
一
つ
の
新
事
実
が
発
生
す

る
。
こ
の
新
事
実
も
ま
た
絶
対
に
認
め
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
自
然
の
成
行
き
に
対
し
一
部
の
人
が
こ

れ
を
否
定
せ
ん
と
す
る
動
き
が
あ
り
、
世
界

に
そ
の
例
を
見
な
い
自
己
否
定
の
行
動
が
、

沖
縄
の
首
都
那
覇
市
に
み
ら
れ
る
こ
と
は
誠

に
遺
憾
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
常
に
自
治
権

の
拡
大
と
人
権
の
確
立
を
叫
び
つ
ゞ
け
て
い

る
最
中
で
あ
る
。
こ
の
秋
に
自
ら
こ
れ
を
放

棄
し
、
否
定
す
る
よ
う
な
行
動
を
と
る
こ
と

は
、
当
選
者
が
市
長
に
就
任
す
る
か
、
し
な

い
か
の
問
題
の
み
で
な
く
、
全
県
民
の
熱
願

た
る
祖
国
復
帰
と
完
全
自
治
を
否
定
し
、
沖

縄
の
植
民
地
化
を
画
す
る
反
逆
行
為
で
あ
る

と
極
言
さ
れ
、
そ
の
責
任
が
追
及
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
行
為
た
る
や
法

治
国
民
と
し
て
の
自
殺
行
為
で
あ
り
、
沖
縄

を
し
て
無
法
化
せ
ん
と
す
る
お
そ
る
べ
き
考

え
で
あ
る
。
財
界
、
実
業
人
は
那
覇
市
の
都

計
と
市
民
の
福
祉
の
た
め
だ
と
大
言
し
、
敢

え
て
民
主
主
義
に
反
す
る
行
動
を
と
つ
て
い

る
が
市
民
で
あ
る
以
上
、
市
の
発
展
と
幸
福

を
願
わ
ぬ
者
は
あ
る
ま
い
。
市
民
の
幸
福
を

口
に
す
る
な
ら
市
民
の
権
利
も
尊
重
し
て
然

る
べ
き
で
あ
る
。

今
回
の
一
部
の
人
の
動
き
に
よ
り
、
合
法
的

に
行
使
さ
れ
た
市
民
の
権
利
が
葬
ら
れ
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
法
の
否
定

で
あ
り
、
権
力
独
裁
、
暗
黒
政
治
の
出
現
で

あ
り
、
市
の
発
展
ど
こ
ろ
か
市
民
を
混
迷
さ

せ
、
ひ
い
て
は
琉
球
に
お
け
る
民
主
主
義
の

存
廃
に
か
か
わ
る
重
大
問
題
と
な
る
。
い
ず

れ
の
社
会
に
も
万
人
を
満
足
さ
せ
る
よ
う
な

こ
と
は
あ
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
選
挙
の
結

果
は
認
む
べ
き
で
あ
り
、
法
は
厳
守
さ
る
べ

き
で
あ
る
。
社
会
大
衆
党
は
人
権
の
擁
護
と

民
主
主
義
の
確
立
の
た
め
、
こ
こ
に
一
部
財

界
、
実
業
界
、
市
会
議
員
、
市
民
の
方
々
の

猛
省
を
求
め
る
と
共
に
、
法
治
国
民
と
し
て

の
八
十
万
県
民
の
正
し
き
判
断
を
促
す
次
第

で
あ
る
。

広
告
／
声
明

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
１
・
４

今
回
那
覇
市
長
選
挙
に
際
し
　
人
民
党
公
認

瀬
長
亀
次
郎
氏
が
当
選
さ
れ
た
事
は
遺
憾
に

堪
え
ま
せ
ん
同
人
は
実
に
反
米
的
で
あ
る
の

で
斯
か
る
破
壊
的
な
せ
ん
動
者
で
あ
る
　
彼

に
我
が
大
那
覇
市
の
復
興
と
繁
栄
を
期
待
す

る
事
は
不
可
能
で
あ
り
　
更
に
我
々
住
民
の

生
活
に
一
大
脅
威
が
来
る
べ
き
事
を
自
覚
し

生
活
の
安
定
と
大
那
覇
市
の
発
展
を
希
望
す

る
　
那
覇
市
辻
町
在
住
の
我
々
は
同
氏
に
対
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し
絶
対
に
協
力
し
な
い
　
事
と
今
後
に
於
け

る
彼
の
破
壊
的
思
想
の
防
止
に
万
全
を
期
す

べ
く
声
明
し
ま
す

後
略

”
時
機
を
見
て
不
信
任
”
／
瀬

長
氏
の
市
長
就
任
に
議
会
態

度
決
定

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
１
・
４

瀬
長
氏
の
市
長
就
任
を
あ
す
に
ひ
か
え
た
那

覇
市
議
会

人
民
党
三
議
員
を
除
く

は
け

さ
十
時
か
ら
市
内
神
里
原
の
某
所
で
二
十
七

議
員
の
合
同
懇
談
会
を
ひ
ら
き

１

人
民

党
市
長
が
実
現
し
た
こ
と
に
よ
つ
て
直
ち
に

不
信
任
案
に
持
つ
て
い
か
ず
、
事
態
の
推
進

を
十
分
に
見
極
め
た
の
ち
時
機
を
み
て
不
信

任
を
叩
き
つ
け
る

２

市
現
執
行
部
の
部

課
長
の
総
辞
職
問
題
に
つ
い
て
も
現
実
を
と

ら
え
て
で
な
け
れ
ば
退
職
の
理
由
に
な
ら

ず
、
最
後
の
ギ
リ
ギ
リ
の
線
ま
で
職
責
を
守

る
べ
き
で
あ
る

と
の
結
論
に
達
し
た
。

こ
の
日
、
瀬
長
氏
の
市
長
就
任
に
対
処
す
る

議
会
の
不
信
任
案
議
決
に
つ
い
て
は
一
議
員

か
ら

臨
時
議
会
を
ひ
ら
い
て
直
ち
に
不
信

任
案
を
叩
き
つ
け
る
べ
き
だ
。
こ
れ
を
延
ば

す
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
も
幾
ら
か
は
彼
に
協

力
す
る
と
い
う
結
果
に
な
る
の
で
は
な
い

か

と
す
る
強
硬
論
も
出
た
が
、
殆
ど
の
議

員
が

人
民
党
市
長
が
出
現
し
た
か
ら
直
ち

に
不
信
任
と
い
う
こ
と
は
、
か
え
つ
て
人
民

党
側
の
望
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
で
に
都
計

工
事
の
全
面
停
止
、
そ
れ
に
よ
る
労
働
者
の

困
窮
、
市
職
員
の
俸
給
支
払
い
の
問
題
が
あ

り
、
実
際
に
市
民
の
生
活
に
ひ
び
く
と
い
う

事
態
が
こ
う
次
々
と
起
つ
て
は
議
会
と
し
て

も
こ
れ
を
座
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

そ
こ
で
議
会
と
し
て
は
彼
が
市
長
に
な
つ
て

か
ら
の
実
績
を
み
て
か
ら
不
信
任
に
も
つ
て

い
つ
て
も
遅
く
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず

政
策
面
で
人
民
党
と
闘
争
。
最
後
に
不
信
任

を
出
す
と
い
う
線
で
の
ぞ
む
べ
き
だ

と
の

意
見
。
瀬
長
市
長
が
果
し
て
市
政
を
円
滑
に

運
営
で
き
る
か
、
ど
う
か
を
こ
の
際
市
民
に

見
極
め
て
貰
お
う
と
す
る
空
気
が
濃
厚
だ
つ

た
。瀬

長
氏
の
市
長
当
選
問
題
で
会

談
／
”
住
民
で
反
共
態
勢
を
”

／
レ
長
官
が
民
首
脳
に
示
唆

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
１
・
５

来
島
中
の
レ
ム
ニ
ツ
ツ
ア
ー
民
政
長
官
は

モ
ー
ア
副
長
官
、
バ
ー
ジ
ヤ
ー
首
席
民
政
官

と
と
も
に
四
日
午
後
三
時
半
か
ら
首
席
民
政

官
室
に
当
間
主
席
、
与
儀
立
法
院
議
長
、
長

嶺
同
副
議
長
、
大
浜
民
主
党
総
務
会
長
、
星

同
政
調
会
長
、
泉
那
覇
市
議
会
議
長
、
長
嶺

同
副
議
長
お
よ
び
富
原
琉
銀
総
裁
、
伊
礼
肇

氏

弁
護
士

ら
を
呼
ん
で
約
二
時
間
に
わ

た
り
人
民
党
書
記
長
瀬
長
亀
次
郎
氏
の
那
覇

市
長
当
選
問
題
に
つ
い
て
会
談
、”
沖
縄
全

住
民
自
ら
に
よ
る
共
産
主
義
に
対
抗
す
る
態

度
の
樹
立
”
を
示
唆
、
出
席
者
の
意
見
を
求

め
た
。

こ
の
会
談
に
よ
つ
て
米
民
政
府
首
脳
は
一
部

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
瀬
長
氏
の
就
任

を
認
め
な
い
措
置
を
執
る
こ
と
は
考
慮
し
て

い
な
い
も
の
と
推
察
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る

が
、
レ
大
将
の
示
唆
に
対
し
て
も
、
さ
き
に

当
間
主
席
が
表
明
し
た

人
民
党
の
非
合
法

化
意
見

な
ど
の
具
体
的
な
結
論
は
出
て
お

ら
ず
、今
後
の
成
行
き
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

レ
ム
ニ
ツ
ツ
ア
ー
長
官
は
瀬
長
亀
次
郎
氏
の

那
覇
市
長
当
選
に
つ
い
て
要
旨
つ
ぎ
の
よ
う

に
語
つ
た
。

ア
メ
リ
カ
国
民
の
税
金
を
つ
ぎ
込
ん
で

築
い
た
自
由
主
義
陣
営
の
防
衛
基
地
で
あ

る
沖
縄
の
首
都
那
覇
市
で
共
産
主
義
を
奉

ず
る
人
民
党
書
記
長
瀬
長
亀
次
郎
が
市
長

選
挙
に
当
選
し
た
こ
と
は
世
界
に
大
き
な

反
響
を
呼
ん
で
い
る
。
那
覇
市
民
だ
け
で

な
く
沖
縄
全
住
民
は
自
ら
の
手
で
共
産
主

義
と
対
抗
し
、
そ
の
勢
力
を
沖
縄
か
ら
駆

逐
す
る
態
勢
を
整
え
て
も
ら
い
た
い

引
続
き
レ
大
将
は
各
出
席
者
に
対
し
瀬
長
人

民
党
市
長
へ
の
対
抗
策
に
つ
い
て
意
見
を
求

め
、
那
覇
市
議
会
正
副
議
長
に
向
つ
て
は

那
覇
の
議
会
自
体
で
し
つ
か
り
闘
つ
て
く

れ

と
要
望
し
た
。

レ
大
将
の
示
唆
し
た
”
共
産
主
義
対
策
”
に

対
す
る
各
出
席
者
の
具
体
的
意
見
に
つ
い
て

は
関
係
者
が
固
く
口
を
つ
ぐ
ん
で
い
る
が
”

人
民
党
の
非
合
法
化
”
の
意
見
も
出
た
も
の

と
見
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
民
側
出
席
者
か

ら

米
民
政
府
と
し
て
の
対
策

を
質
問
し

た
の
に
対
し
て
は

ノ
ー
コ
メ
ン
ト

だ
つ

た
と
い
わ
れ
る
。

さ
ら
に
出
席
者
は
、
こ
の
日
の
会
談
の
模
様

か
ら
、
米
国
で
は
那
覇
市
長
選
挙
の
結
果
に

対
す
る
世
界
の
反
響
に
非
常
に
気
を
使
い
、

そ
の
取
扱
い
に
極
め
て
慎
重
を
期
し
て
い
る

こ
と
、
一
部
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
瀬

長
氏
の
失
格
に
よ
る
就
任
拒
否
の
措
置
は
考

慮
し
て
い
な
い
様
子
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
た
と
語
つ
て
い
る
。

政
界
に
二
つ
の
問
題
提
起

レ
ム
ニ
ツ
ツ
ア
ー
長
官
に
よ
る
四
日
の
”
人

民
党
市
長
問
題
”
の
会
談
は
政
界
に
二
つ
の

問
題
を
提
起
し
た
。
一
つ
は
レ
長
官
か
ら
示

唆
さ
れ
た
”
住
民
の
手
に
よ
る
共
産
主
義
対

策
”
を
ど
う
具
体
化
す
る
か
と
い
う
問
題
で

あ
り
、
一
つ
は
こ
の
問
題
を
契
機
に
当
間
主

席
の
二
頭
馬
車
構
想
が
難
局
に
直
面
し
た
こ

と
で
あ
る
。

当
日
の
民
側
出
席
者
は
政
党
か
ら
は
与
儀
、

長
嶺
立
法
院
正
副
議
長
と
大
浜
総
務
会
長
、

星
政
調
会
長
の
民
主
党
一
色
で
占
め
ら
れ
、
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当
人
ら
の
口
か
ら
も

各
党
代
表
が
呼
ば
れ

て
い
る
と
思
つ
た

と
意
外
の
感
が
洩
ら
さ

れ
た
。

こ
ん
ど
の
那
覇
市
長
選
挙
で
は
候
補
者
を
出

す
時
か
ら
当
間
主
席
の
二
頭
馬
車
構
想
に
基

く
保
守
陣
営
統
一
候
補
の
擁
立
が
計
画
さ

れ
、
そ
れ
が
失
敗
し
て
仲
井
間
宗
一
、
仲
本

為
美
の
保
守
系
二
候
補
が
出
馬
し
た
の
ち

も
、
民
主
、
社
大
両
党
と
も
両
候
補
の
支
持

に
党
内
が
二
分

社
大
党
は
瀬
長
候
補
も
出

て
三
分

さ
れ
た
。

そ
の
頃
か
ら
当
間
主
席
の
二
頭
馬
車
構
想
の

前
途
多
難
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
つ
た
が
、

四
日
の
レ
ム
ニ
ツ
ツ
ア
ー
会
談
に
社
大
党
代

表
が
呼
ば
れ
な
か
つ
た
こ
と
に
よ
つ
て
、
当

間
主
席
の
言
つ
て
い
た

社
大
も
民
主
も
な

い

と
の
考
え
方
が
、
米
民
政
府
は
依
然
と

し
て
民
主
党
を
与
党
系
と
し
て
遇
し
て
い
る

事
実
に
よ
つ
て
否
定
さ
れ
た
形
と
な
つ
た
。

ま
た
レ
ム
ニ
ツ
ツ
ア
ー
大
将
か
ら
示
さ
れ
た

住
民
の
手
に
よ
る
共
産
主
義
対
策

の
具

体
化
に
つ
い
て
も
、
会
談
出
席
者
が
ど
ん
な

方
策
を
講
ず
る
か
注
目
さ
れ
て
い
る
。
民
主

党
で
は
五
四
年
の
定
例
議
会
で
新
里
銀
三
議

員
か
ら

破
防
法

立
法
化
を
提
案
、
五
四

年
八
月
に
共
産
主
義
政
党
調
査
特
別
委
員
会

が
立
法
院
に
設
置
さ
れ
審
議
を
続
け
た
が
立

法
化
の
必
要
性
が
明
確
で
は
な
く
、
不
評
を

買
つ
て
立
消
え
と
な
つ
た
い
き
さ
つ
が
あ
る

こ
と
と
、
比
嘉
前
主
席
の
急
死
に
よ
る
当
間

主
席
の
就
任
で
与
党
の
座
か
ら
す
べ
り
落

ち
、
そ
の
後
中
途
半
ぱ
な
位
地
に
あ
る
こ
と

か
ら
積
極
的
な
動
き
は
見
せ
な
い
の
で
は
な

い
か
と
み
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
当
間
主
席
は
既
に
十
二
月
二
十
七
日

の
記
者
会
見
で

人
民
党
の
非
合
法
化
も
考

え
ら
れ
る

と
語
つ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
当

間
主
席
が
難
関
に
さ
し
か
か
つ
た
二
頭
馬
車

に
よ
つ
て
、
こ
の
問
題
を
ど
う
処
理
す
る
か

注
目
さ
れ
る
。

全
員
留
任
の
ハ
ラ
固
む
／
瀬
長

市
長
迎
え
る
那
覇
市
役
所
部

課
長
／
市
議
会
の
要
望
容
れ

態
度
決
定

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
１
・
５

瀬
長
氏
の
当
選
証
書
交
付
式
を
き
よ
う
に
ひ

か
え
た
那
覇
市
現
執
行
部
首
脳
で
は
、
き
の

う
議
会
側

人
民
党
三
議
員
を
の
ぞ
く

の

留
任
要
望
を
受
け
て
ひ
る
一
時
か
ら
、
緊
急

部
課
長
会
議
を
開
催
。
先
に
表
明
し
た
総
辞

職
の
問
題
に
つ
い
て
夕
刻
ま
で
協
議
し
た
が

結
論
を
得
ず
、
引
続
き
夕
七
時
か
ら
市
内
料

亭
花
咲
で
開
か
れ
た
二
十
七
議
員
と
部
課
長

と
の
合
同
会
議
で
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
議

会
側
の
強
い
要
求
で

最
後
の
ぎ
り
ぎ
り
の

線
ま
で
個
人
的
な
感
情
を
捨
て
て
留
任
す

る

と
い
う
こ
と
に
決
定
し
た
。

市
議
会
と
部
課
長
と
の
合
同
協
議
会
で
は
幸

喜
部
長
か
ら

わ
れ
わ
れ
は
自
分
の
意
に
反

し
て
、
そ
の
ま
ま
留
任
す
る
こ
と
は
公
務
員

と
し
て
い
つ
わ
り
の
勤
務
を
続
け
る
こ
と
で

あ
り
、
相
容
れ
る
こ
と
の
で
き
ぬ
瀬
長
氏
の

当
選
に
よ
つ
て
総
退
陣
す
る
こ
と
が
妥
当
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
辞
職
の
声
明
を
し
た
。

い
ま
市
役
所
を
彼
ら
の
手
に
簡
単
に
明
け
渡

す
な

と
の
声
が
高
ま
つ
て
い
る
が
、
瀬
長

氏
の
就
任
で
相
手
は
市
長
だ
け
で
な
く
人
民

党
員
の
出
入
り
も
激
し
く
な
り
、
実
際
上
そ

の
職
場
を
守
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
な
こ
と

と
思
う
。
ま
た
辞
職
声
明
も
出
し
た
以
上
、

全
市
民
の
納
得
の
い
く
理
由
が
な
い
と
居
す

わ
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
部
課
長
の
決
意

の
変
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
が
、
議
会
側

は

辞
職
は
ど
う
し
て
も
事
務
の
執
行
が
不

可
能
だ
と
い
う
問
題
が
起
ら
な
い
限
り
、
一

般
市
民
は
納
得
し
な
い
だ
ろ
う
。
二
十
七
議

員
は
部
課
長
の
辞
意
を
ひ
る
が
え
し
て
く
れ

と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
適
当
な
時
期
が

く
る
ま
で
暫
く
待
つ
て
ほ
し
い
と
い
う
の

だ

と
留
任
を
要
望
。
建
設
関
係
部
課
長
の

建
設
事
業
は
全
面
的
に
停
止
し
て
い
る
か

ら
居
残
る
必
要
も
な
い

と
す
る
強
硬
意
見

に
も

人
民
党
は
都
計
を
中
止
す
る
と
は
公

約
し
て
い
な
い
。
こ
れ
を
彼
の
就
任
前
に
部

課
長
だ
け
で
都
計
関
係
は
残
ら
な
く
て
も
よ

い
と
の
憶
そ
く
を
理
由
に
直
ち
に
辞
め
る
こ

と
は
早
計
で
あ
る

と
反
論
が
あ
る
な
ど
、

一
時
は
論
議
の
ふ
つ
と
う
で
結
論
を
持
越
す

の
で
は
な
い
か
と
も
見
ら
れ
た
が
、
結
局
”

ど
う
し
て
も
辞
め
ね
ば
な
ら
な
い
事
態
が
く

る
ま
で
踏
み
止
ま
る
”
と
の
態
度
に
決
ま
つ

た
。
【
留
任
声
明
】
我
々
那
覇
市
の
部
課
長
は
さ

き
に
総
辞
職
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た

が
、
そ
の
後
市
職
員
労
働
組
合
の
諸
君
並
び

に
二
十
七
名
の
議
員
各
位
よ
り
市
長
が
交
代

す
る
事
に
よ
つ
て
総
て
の
責
任
者
が
退
く
事

は
悪
い
前
例
を
残
す
事
に
な
り
、
公
務
員
は

特
定
な
個
人
の
使
用
人
で
は
な
く
あ
く
ま
で

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
行
動
す
べ
き
で
あ
る

と
の
熱
意
あ
る
申
入
れ
を
受
け
、
こ
れ
を
熟

慮
し
た
結
果
こ
の
際
我
々
が
辞
職
す
る
事
に

よ
り
市
の
事
務
が
停
滞
し
、
住
民
へ
の
サ
ー

ビ
ス
が
低
下
す
る
の
は
遺
憾
な
こ
と
な
の
で

個
人
的
な
感
情
を
殺
し
敢
え
て
留
任
す
る
様

に
し
ま
し
た
。

議
会
27
議
員
声
明

さ
き
に
瀬
長
亀
次
郎
氏
が
市
長
に
当
選
し
た

こ
と
に
よ
つ
て
部
長
な
ら
び
に
課
長
が
辞
意

を
表
明
し
た
が
、
那
覇
市
議
会
の
二
十
七
議

員
が
部
課
長
に
対
し
あ
く
ま
で
も
市
民
全
体

の
奉
仕
者
と
し
て
公
正
に
市
民
の
福
祉
の
た

め
如
何
な
る
政
党
に
も
偏
せ
ず
行
動
し
、
職

場
を
放
棄
す
べ
き
で
な
く
、
ま
た
二
十
七
議

員
は
公
正
な
る
部
課
長
の
各
位
に
対
し
て
は
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全
面
的
に
強
力
に
支
持
す
る
と
の
誠
意
を
す

な
お
に
受
取
り
、
辞
任
を
し
な
い
と
の
善
意

の
承
諾
を
得
た
の
で
、
こ
の
こ
と
を
市
民
各

位
に
公
表
す
る
こ
と
の
で
き
る
こ
と
を
適
切

な
る
措
置
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
。

瀬
長
氏
に
き
ょ
う
当
選
証
書
交
付

瀬
長
亀
次
郎
氏
の
当
選
証
書
交
付
式
は
き
よ

う
朝
十
時
か
ら
、
市
会
議
室
で
行
わ
れ
る
。

”
人
事
に
は
公
正
を
期
せ
”
／

瀬
長
氏
の
市
長
就
任
に
市
職

労
組
が
五
項
目
要
求

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
１
・
５

那
覇
市
職
員
労
働
組
合
で
は
き
の
う
ひ
る
一

時
か
ら
、
水
道
課
会
議
室
で
中
央
委
員
と
執

行
委
員
の
合
同
会
議
を
開
き
、
組
合
員
の
生

活
権
擁
護
と
い
う
立
場
か
ら
種
々
検
討
し
た

結
果
、
瀬
長
氏
の
市
長
就
任
に
対
し
次
の
五

項
目
の
要
求
事
項
を
決
議
。
き
よ
う
行
わ
れ

る
瀬
長
氏
の
市
長
当
選
証
書
交
付
式
の
終
了

後
、
直
ち
に
同
組
合
書
記
長
安
里
一
郎
氏
か

ら
市
長
に
手
交
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

職
員
組
合
の
要
求
事
項

一
、
人
事
交
流
は
組
合
の
意
思
を
尊
重
し
公

平
な
立
場
で
行
う
こ
と
。

二
、
給
料
の
遅
払
い
並
び
に
不
払
い
は
絶
対

に
し
な
い
こ
と
。

三
、
職
員
の
解
雇
は
絶
対
に
行
わ
な
い
こ
と
。

四
、
臨
時
傭
人
の
雇
用
を
継
続
す
る
こ
と
。

五
、
市
民
福
祉
の
面
か
ら
現
部
課
長
の
留
任

を
認
め
る
こ
と
。

真
和
志
／
自
主
的
に
区
運
営
／

区
長
制
に
代
り
担
当
員
設
く

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
１
・
５

真
和
志
市

市
長
翁
長
助
静
氏

で
は
、
元

旦
か
ら
三
十
区
の
区
長
制
を
廃
し
、
こ
れ
に

代
つ
て
市
役
所
詰
十
七
名
の
担
当
員
を
次
の

よ
う
に
任
命
し
た
が
各
区
と
も
自
主
的
に
町

内
会
長
制
を
も
う
け
、
担
当
員
と
タ
イ
ア
ツ

プ
し
て
区
運
営
を
行
う
体
制
を
整
え
つ
つ
あ

り
、
担
当
員
の
殆
ど
は
前
区
長
。
担
当
員
は

市
長
の
指
揮
を
受
け
▽
担
当
区
域
内
の
行
、

財
政
事
務
の
執
行
と
指
導
▽
市
政
お
よ
び
諸

団
体
に
必
要
な
連
絡
事
務
▽
人
口
、
世
帯
の

移
動
増
減
な
ど
の
資
料
の
整
備
▽
市
政
お
よ

び
諸
公
文
書
の
配
布
▽
徴
税
及
び
令
書
の
配

布
と
い
つ
た
仕
事
を
受
持
ち
、
毎
日
の
勤
務

状
況
を
日
誌
に
記
入
し
て
い
る
。
担
当
区
域

と
担
当
員
次
の
通
り

▽
仲
井
真
、
国
場
、
樋
川
、
上
間
の
四
区

二
一
四
五
人
、
四
二
一
戸

嘉
数
盛
興

▽
寄
宮

三
一
八
八
人
、
五
一
四
戸

米

須
朝
貞
▽
大
原
、
三
原
の
一
部

三
三
九
〇

人
、
六
〇
六
戸

新
垣
よ
し
▽
古
波
蔵
、

与
儀
船
増
原

三
六
三
九
人
、
六
九
五

戸

与
儀
仁
清
▽
与
儀
、
銘
苅
の
一
部

五
四
八
五
人
、
一
一
五
八
戸

城
間
勇

進
▽
松
尾
、
壺
川
、
宮
城

三
三
〇
五
人
、

六
八
二
戸

原
国
政
裕
▽
楚
辺
、
平
野
、

二
中
前
、
銘
苅
の
一
部

四
三
七
一
人
、
七

五
三
戸

宮
城
清
芳
▽
三
原

五
五
六
四

人
、
一
〇
八
〇
戸

普
久
原
朝
光
▽
大
道

四
八
一
六
人
、
八
二
八
戸

新
垣
正
徳

▽
安
里
一
区

四
一
三
五
人
、
八
〇
五

戸

高
良
正
四
郎
▽
松
川

三
七
〇
二
人
、

五
四
八
戸

吉
田
盛
義
▽
真
嘉
比
、
古
島
、

松
川
の
一
部

二
二
五
四
人
、
四
七
五

戸

伊
佐
真
昌
▽
天
久
、
住
吉
、
安
謝

下

四
二
一
六
人
、
七
一
一
戸

宮
里
義

太
郎
▽
岡
野
、
銘
苅
の
一
部
、
安
謝

上

三
四
四
七
人
、
六
一
二
戸

崎
山
喜
丈

繁
多
川
、
真
地
、
識
名

二
一
八
二
人
、
四

六
五
戸

は
未
決
定
。

瀬
長
氏
、
市
長
の
イ
ス
へ
／
け

さ
当
選
証
書
交
付

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
１
・
５

那
覇
市
長
に
当
選
し
た
瀬
長
亀
次
郎
氏
へ
の

当
選
証
書
交
付
式
は
、
五
日
朝
十
時
過
ぎ
か

ら
市
会
議
室
で
那
覇
市
選
管
委

委
員
長
大

湾
政
功
氏

に
よ
り
行
れ
た
。
那
覇
市
部
課

長
全
員
始
め
人
民
党
三
市
会
議
員

二
十
七

議
員
は
欠
席

阿
波
根
那
覇
地
区
教
育
長
ら

の
来
賓
の
出
席
、
立
す
い
の
余
地
も
な
い
程

つ
め
か
け
た
参
観
人
の
見
守
る
中
で
、
十
時

十
分
当
選
証
書
が
大
湾
委
員
長
よ
り
手
交
さ

れ
た
。
証
書
交
付
に
続
き
大
湾
委
員
長
、
瀬

長
新
市
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
引
続
き
懇
談
会

に
う
つ
っ
て
そ
の
後
、
市
長
室
で
記
者
会
見

を
行
な
っ
た
。

私
一
人
で
は
何
も
で
き
ぬ

瀬
長
新
市
長
挨
拶

此
の
度
行
れ
た
市
長

選
挙
で
那
覇
市
民
多
数
の
支
持
を
受
け
て
当

選
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
か
ら
十
一
万
市

民
と
八
十
万
県
民
に
示
し
た
市
政
綱
領
を
実

行
す
る
が
、
こ
の
中
に
は
す
ぐ
で
き
る
も
の
、

十
一
万
市
民
と
八
十
万
県
民
の
団
結
に
よ
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
、
ま
た
祖
国
同
胞

と
力
を
合
さ
な
け
れ
ば
実
現
で
き
な
い
も
の

が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
私
は
さ
か
ん
に
報
道
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
怪
物
で
も
バ
ケ
も
の
で
も

な
く
普
通
に
あ
り
ふ
れ
た
人
間
で
あ
り
、
単

な
る
マ
チ
ヤ
グ
ワ
ー

小
店

の
オ
ヤ
ジ
に

過
ぎ
な
い
。
今
後
は
皆
さ
ん
と
手
を
取
っ
て

市
民
の
公
僕
と
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思

う
。
ま
た
私
が
当
選
確
定
し
て
か
ら
幾
多
の

デ
マ
中
傷
や
悪
意
に
満
ち
た
行
為
が
な
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
私
は
一
言
も
話
し

て
い
な
い
が
、
私
は
那
覇
市
民
の
団
結
力
が

い
か
に
強
い
か
を
信
じ
て
お
り
、
ま
た
八
十

万
県
民
の
力
に
よ
り
奇
蹟
も
起
り
得
る
も
の

と
信
じ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
祖
国
同
胞
と
の

団
結
は
か
な
ら
ず
近
く
祖
国
の
民
族
的
解
放

を
も
た
ら
す
も
の
と
信
じ
て
い
る
。
結
局
私

一
人
で
何
も
で
き
な
い
こ
と
を
私
も
よ
く

一
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知
っ
て
い
る
の
で
皆
様
の
協
力
と
全
市
民
、

全
県
民
の
団
結
の
力
で
や
っ
て
い
き
た
い
。

皆
様
に
約
束
し
た
公
約
を
静
か
に
だ
が
毅
然

と
し
て
実
行
し
ま
す
。

那
覇
市
助
役
辞
任

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
１
・
５

那
覇
市
助
役
嘉
手
納
並
水
氏
は
瀬
長
亀
次
郎

氏
の
市
長
就
任
に
先
立
ち
、
四
日
付
で
泉
市

会
議
長
あ
て
辞
表
を
提
出
、
泉
議
長
は
こ
れ

を
受
理
し
た
。
な
お
市
役
所
部
課
長
は
五
日

ひ
る
一
時
か
ら
市
内
神
里
原
久
米
ク
ラ
ブ
で

嘉
手
納
助
役
の
送
別
会
を
催
す
。

強
制
収
用
は
避
け
る
／
新
市
長

出
現
で
動
き
出
す
農
研
所
問

題沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
１
・
６

中
央
農
業
研
究
指
導
所
の
移
転
問
題
は
那
覇

市
長
選
挙
に
利
用
さ
れ
る
の
を
さ
け
る
た

め
、
当
局
側
も
一
時
積
極
的
な
動
き
を
控
え

て
来
た
が
、
市
長
選
挙
も
終
っ
て
一
段
落
つ

い
た
の
で
、
中
央
農
研
所
で
は
、
再
び
用
地

買
収
に
つ
い
て
地
主
と
の
話
合
を
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
農
研
所
当
局
は
強
制
収
用

は
最
後
ま
で
控
え
、
話
合
い
に
よ
っ
て
こ
の

問
題
の
解
決
を
見
出
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
近
く
下
地
農
研
所
長
が
瀬
長
新
市
長
を

訪
ね
て
用
地
買
収
に
対
す
る
協
力
方
を
要
請

す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
下
地
中
央
農
研
所
長

は
、強
制
収
用
は
あ
く
ま
で
さ
け
た
い
。
話
合

に
よ
っ
て
や
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

る
が
、
全
琉
的
な
問
題
で
も
あ
り
、
首
都

の
新
市
長
と
懇
談
し
た
う
え
協
力
を
願
う

よ
う
に
し
た
い
。

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
中
央
農
研
所
当
局
の

こ
う
し
た
協
力
要
請
の
態
度
に
対
し
、
瀬
長

那
覇
市
長
は
次
の
通
り
語
っ
た
。

地
主
の
意
志
を
尊
重

瀬
長
那
覇
市
長
談

農
研
所
用
地
問
題
に
つ

い
て
は
地
主
の
立
場
、
地
主
の
意
志
と
い
う

も
の
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
立

退
か
さ
れ
る
地
主
は
経
済
的
に
も
生
活
の
基

盤
を
失
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
点
よ
く

考
え
て
解
決
す
べ
き
で
あ
る
。
農
研
所
と
は

十
分
話
合
い
た
い
。

ど
う
な
る
職
員
の
給
与
支
払
い

／
那
覇
市
手
持
ち
は
差
引
ゼ

ロ
？
　

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
１
・
６

那
覇
市
で
は
先
に
請
負
業
者
の
資
材
費
と
労

賃
一
千
二
百
万
円
の
支
出
認
可
を
得
て
、
去

る
三
十
一
日
や
つ
と
労
務
者
へ
の
賃
金
支
払

い
を
済
ま
せ
た
が
、
き
の
う
は
更
に
財
政
課

の
折
衝
で
、
一
千
一
百
万
円
の
新
た
な
支
出

認
可
に
成
功
し
て
年
を
越
し
た
債
務
の
整
理

に
当
つ
た
。
こ
れ
で
昨
五
日
は
ザ
ツ
と
五
百

万
円
を
請
負
業
者
と
物
品
購
入
費
な
ど
に
支

払
い
、
市
の
手
持
ち
現
金
は
約
七
百
万
円
を

残
し
た
が
、
大
湾
収
入
役
は

い
ま
債
務
整

理
を
進
行
中
で
シ
メ
て
み
な
け
れ
ば
残
高
は

ハ
ツ
キ
リ
し
な
い
が
、
市
の
負
債
の
大
口
は

こ
れ
で
大
体
整
理
ず
み
。
あ
と
手
持
ち
の
七

百
万
円
も
支
出
予
定
で
帳
簿
尻
は
差
引
ゼ
ロ

に
な
る
だ
ろ
う

と
語
つ
て
い
る
。
そ
こ
で

気
に
な
る
の
は
市
職
員
の
俸
給
支
払
い
だ

が
、
組
合
側
か
ら
新
市
長
に
も
”
遅
払
い
を

せ
ぬ
よ
う
”
強
い
要
求
が
あ
り
、
総
額
に
し

て
三
百
万
円
に
近
い
金
だ
け
に

市
の
手
持

ち
も
な
く
、
銀
行
預
金
が
こ
の
ま
ま
凍
結
さ

れ
る
と
早
速
今
月
分
の
給
与
に
も
影
響
す

る

と
係
職
員
を
心
配
さ
せ
て
い
る
。

”
困
難
な
市
政
打
開
せ
ん
”
／

瀬
長
那
覇
市
長
け
さ
就
任
挨

拶琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
１
・
７

瀬
長
新
那
覇
市
長
は
け
さ
十
時
、
市
長
専
用

車
で
初
登
庁
。
市
長
室
で
幸
喜
総
務
部
長
と

あ
い
さ
つ
ま
わ
り
、
事
務
引
継
ぎ
に
つ
い
て

打
合
せ
た
の
ち
同
十
分
か
ら
、
市
役
所
構
内

広
場
で
全
職
員
を
集
め
て
就
任
の
あ
い
さ
つ

を
行
つ
た
。
あ
い
さ
つ
ま
わ
り
は
モ
ー
ア
副

長
官
、
バ
ー
ジ
ヤ
ー
首
席
民
政
官
、
ス
テ

イ
ー
ブ
ス
総
領
事
を
は
じ
め
行
政
主
席
、
立

法
院
議
長
、
首
席
判
事
、
各
新
聞
社
、
商
工

会
議
所
、
琉
大
、
教
育
委
員
会
、
南
運
、
琉

銀

と
な
つ
て
お
り
市
長
第
一
日
目
の
日
程

は
あ
い
さ
つ
ま
わ
り
で
終
え
る
予
定
で
あ
る

が
、
事
務
引
継
ぎ
に
つ
い
て
は
四
日
付
け
で

記
述
書
を
作
成
、
あ
す
か
ら
各
課
毎
に
手
を

つ
け
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

瀬
長
市
長
あ
い
さ
つ

私
が
当
選
す
る
と

同
時
に
い
ろ
い
ろ
の
噂
が
飛
び
、
手
も
つ
け

ぬ
う
ち
か
ら
高
射
砲
弾
が
乱
れ
と
ん
で
い

る
。
私
の
市
民
へ
の
公
約
は
決
し
て
実
行
不

能
な
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
十
一
万
市
民

と
八
十
万
県
民
、
祖
国
九
千
万
の
同
胞
と
団

結
し
な
け
れ
ば
出
来
な
い
の
も
あ
る
。
何
も

一
足
と
び
に
天
に
昇
る
よ
う
な
市
政
綱
領
は

掲
げ
て
い
な
い
し
、
過
去
十
一
カ
年
の
叫
び

も
ア
メ
リ
カ
の
統
治
政
策
に
反
対
で
あ
つ
た

た
め
に
叫
ん
だ
も
の
で
、
反
対
の
た
め
の
反

対
で
は
な
い
。
ワ
シ
ン
ト
ン
国
防
省
か
ら
”

監
獄
に
ぶ
ち
込
ま
れ
た
男
は
公
職
に
つ
け
な

い
”
と
い
つ
た
の
を
始
め
補
助
金
の
凍
結
、

さ
ら
に
市
議
会
の
非
協
力
声
明
。
瀬
長
は
共

産
主
義
者
で
あ
り
、
破
壊
主
義
者
で
あ
る
と

し
て
当
選
し
て
も
就
任
さ
せ
な
い
よ
う
な
動

き
を
み
せ
て
い
る
が
私
は
住
民
の
団
結
と
祖

国
の
世
論
の
力
を
信
じ
て
い
る
。
市
部
課
長

の
声
明
も
圧
力
で
な
さ
れ
た
と
の
疑
も
あ

り
、
二
十
七
議
員
も
異
民
族
で
は
な
い
の
で

常
識
を
も
つ
て
市
民
の
利
益
に
合
致
す
る
も

一
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の
で
あ
れ
ば
反
対
は
し
な
い
と
思
う
。
軍
の

政
策
は
批
判
は
し
た
が
、
金
は
借
り
な
く
て

も
い
い
と
は
い
わ
な
か
つ
た
し
、
私
の
責
任

で
も
皆
さ
ん
の
責
任
で
も
な
い
。
あ
く
ま
で

も
民
主
主
義
を
信
じ
、
日
本
国
民
と
し
て
の

誇
を
も
つ
て
六
百
市
職
員
と
共
に
困
難
な
那

覇
市
政
を
打
開
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

主
席
や
議
長
と
懇
談

瀬
長
市
長
は
幸
喜
総
務
部
長
の
案
内
で
主
席

室
を
訪
れ
、
十
一
時
四
十
五
分
か
ら
当
間
主

席
と
会
見
。
就
任
あ
い
さ
つ
の
後
、
懇
談
を

行
つ
た
。

主
席
室
に
入
つ
た
瀬
長
市
長

ヤ
ー
ち
よ
つ

と
だ
け
、
あ
い
さ
つ
に
来
ま
し
た

と
笑
つ

て
話
し
か
け
る
と
、
主
席
も

ヤ
ー
ど
う
も

と
苦
笑

記
者
団
を
閉
出
し
て
話
合
つ
た

が
途
中
、
約
十
分
後
に
は
幸
喜
総
務
部
長
も

座
を
は
ず
し
、
当
間
主
席
と
瀬
長
市
長
と
差

し
向
い
の
懇
談
も
行
わ
れ
た
。
引
続
き
瀬
長

市
長
は
立
法
院
に
与
儀
議
長
を
訪
れ
た
。

瀬
長
市
長
談

ち
よ
つ
と
あ
い
さ
つ
を
し
た

だ
け
だ
。
琉
銀
の
凍
結
の
問
題
や
具
体
的
な

政
策
面
に
つ
い
て
は
何
も
触
れ
な
か
つ
た
。

”
那
覇
市
政
研
究
ク
ラ
ブ
”
／

二
日
会
も
解
散
二
十
七
議
員

で
結
成

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
１
・
９

那
覇
市
議
会

人
民
党
三
議
員
を
除
く

で

は
き
の
う
朝
十
一
時
か
ら
、
市
内
神
里
原
の

久
米
ク
ラ
ブ
で
市
政
問
題
を
検
討
し
た
結
果

二
十
七
議
員
の
”
那
覇
市
政
研
究
ク
ラ
ブ
”

を
結
成
、
即
日
発
足
さ
せ
た
。
同
ク
ラ
ブ
は

今
後
”
野
党
の
座
”
に
立
つ
二
十
七
議
員
と

し
て
那
覇
市
政
を
如
何
に
運
営
し
、
時
々

刻
々
と
変
化
し
て
い
く
事
態
に
ど
う
対
処
す

る
か

を
研
究
。
生
活
を
守
る
会

会
長

伊
礼
肇
氏

を
は
じ
め
婦
人
、
青
年
団
体
と

の
連
携
を
つ
く
る
の
を
目
的
と
し
た
も
の

で
、
ク
ラ
ブ
を
よ
り
強
力
な
も
の
と
す
る
た

め
に
議
会
内
の
二
日
会
も
発
展
的
に
解
消
す

る
と
い
つ
て
い
る
。

泉
議
長
の
話

い
ま
の
と
こ
ろ
銀
行
は
テ

コ
で
も
動
か
せ
な
い
態
勢
に
あ
る
の
で
、
わ

れ
わ
れ
と
し
て
も
対
策
は
立
て
ら
れ
な
い
。

そ
こ
で
臨
時
議
会
を
招
集
す
る
ま
で
も
な

く
、
事
態
に
即
応
さ
せ
る
た
め
に
は

１

市
民
か
ら
訴
え
の
あ
る
も
の

２

議
員
が

調
査
し
た
も
の

を
そ
の
都
度
、
市
長
に
質

す
こ
と
が
当
を
得
て
お
り
、
ク
ラ
ブ
は
一
つ

に
は
市
民
の
”
苦
情
取
次
ぎ
”
の
役
も
果
す

わ
け
で
近
く
事
務
所
を
設
置
。
将
来
は
議
員

以
外
の
有
志
も
加
入
さ
せ
た
い
。
ま
た
生
活

を
守
る
会
は
自
由
主
義
諸
国
民
の
一
部
と
し

て
、
生
活
を
お
び
や
か
す
ア
カ
の
運
動
を
防

ご
う
と
い
う
も
の
で
、
こ
う
い
つ
た
組
織
を

固
め
て
い
く
意
味
も
持
つ
も
の
で
あ
る
。

農
研
指
所
の
移
転
促
進
／
那
覇

市
政
研
究
ク
ラ
ブ
が
乗
り
出

す琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
１
・
12

那
覇
市
議
会
二
十
七
議
員
の
”
那
覇
市
政
研

究
ク
ラ
ブ
”
で
は
き
の
う
市
内
神
里
原
久
米

ク
ラ
ブ
で
第
一
回
目
の
研
究
会
を
ひ
ら
き
、

農
研
指
所
移
転
問
題
に
つ
い
て
協
議
し
た
が

１

現
在
の
場
所
が
都
市
計
画
上
、
移
転

の
必
要
性
が
あ
る
こ
と

２

農
指
所
が
産

業
発
展
の
た
め
の
指
導
機
関
と
し
て
都
市
近

郊
に
設
置
す
べ
き
こ
と

等
か
ら
移
転
候

補
地
の
関
係
地
主
の
リ
ス
ト
を
早
急
に
提
出

す
る
よ
う
政
府
へ
要
望
。
ク
ラ
ブ
と
し
て
地

主
側
の
納
得
の
い
く
適
正
地
価
や
補
償
方
法

を
具
体
的
に
検
討
、
問
題
解
決
の
促
進
を
は

か
る
こ
と
に
な
つ
た
。
こ
の
た
め
同
移
転
問

題
に
絶
対
反
対
の
態
度
を
と
つ
て
き
た
人
民

党
、
瀬
長
新
市
長
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
如

何
に
対
処
す
る
か
、
第
一
回
目
の
試
練
と
な

る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
研
究
会
は
瀬

長
経
済
局
長
、
下
地
農
研
所
長
も
出
席
。
下

地
所
長
か
ら
現
在
ま
で
の
経
過
報
告
を
き
い

た
の
ち
協
議
に
入
つ
た
が
、
席
上
政
府
側
か

ら

最
初
、
関
係
地
主
の
殆
ど
が
政
府
に
協

力
し
て
賛
意
を
示
し
て
い
た
が
、
人
民
党
の

演
説
会
や
同
党
議
員
の
干
渉
で
十
一
月
か
ら

急
に
硬
直
。移
転
が
進
め
ら
れ
な
く
な
つ
た

と
説
明
が
あ
つ
た
。
研
究
会
の
主
な
る
質
疑

応
答
つ
ぎ
の
と
お
り

泉
議
長

農
指
所
移
転
問
題
は
選
挙
の
た

め
見
送
つ
て
き
た
が
、
総
務
財
政
委
で
人
民

党
議
員
は

移
転
の
必
要
性
は
認
め
る
が
那

覇
の
周
辺
に
も
つ
て
い
く
の
は
反
対
。
慶
良

間
に
も
つ
て
い
け

と
暴
言
を
は
い
て
い
る

が
、
わ
れ
わ
れ
は
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
問
題

の
解
決
を
促
進
し
た
い
。

瀬
長
局
長

市
会
と
し
て
ハ
ツ
キ
リ
意
思

表
示
を
し
て
、
関
係
地
主
補
償
の
具
体
的
な

条
件
を
出
し
て
貰
い
た
い
。
そ
れ
で
あ
れ
ば

政
府
も
地
主
を
困
ら
せ
な
い
で
十
分
補
償
、

解
決
の
線
も
見
出
せ
る
。

二
日
会
は
解
消

那
覇
市
政
研
究
ク
ラ
ブ

で
は
き
の
う
の
研
究
会
で
、
今
後
の
ク
ラ
ブ

活
動
と
し
て
毎
週
木
曜
日

午
前
十
一
時

に
定
例
集
会
を
も
つ
こ
と
を
決
定
。同
時
に
、

全
員
の
承
認
を
得
て
二
日
会
も
発
展
的
に
解

消
し
た
と
発
表
し
た
。

瀬
長
市
長
の
方
針
を
質
す
／
那

覇
市
議
四
氏
が
会
見
懇
談

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
１
・
12

那
覇
市
議
会
の
仲
井
真
元
楷
、比
嘉
ゆ
う
直
、

喜
久
山
朝
重
、
玉
那
覇
有
義
の
四
議
員
は
昨

夕
七
時
半
か
ら
市
内
”
富
滋
味
屋
”
で
瀬
長

市
長
と
懇
談
。
記
者
団
を
閉
め
だ
し
て
新
市

長
の
市
政
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
に
つ
い

て
質
し
た
。
こ
れ
は
瀬
長
市
長
の
申
入
れ
で
、
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市
政
研
究
ク
ラ
ブ
二
十
七
議
員
の
了
解
を
得

て
希
望
者
が
参
加
し
た
も
の
で
、
当
局
派
議

員

人
民
党

か
ら
は
島
袋
、
真
栄
田
、
宮

城
の
三
議
員
の
ほ
か
伊
波
市
長
秘
書
も
出

席
。
話
合
い
の
席
上
、
瀬
長
市
長
は
来
週
二

十
七
全
議
員
と
の
懇
談
会
を
持
つ
こ
と
を
申

込
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。
懇
談
を
一
応
終
え
た

の
ち
仲
井
真
議
員
は
真
栄
田
議
員

人

の

立
会
い
で
質
問
に
対
す
る
市
長
の
答
え
を
つ

ぎ
の
通
り
発
表
し
た
。

問

合
併
問
題
に
つ
い
て

市
長

真
和
志
と
の
対
等
合
併
問
題
も
民
主

的
に
解
決
す
る
考
え
で
、
市
長
と
し
て
の
政

策
面
で
対
等
合
併
の
政
策
を
も
つ
た
に
過
ぎ

な
い
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
は
議
会
を
通
じ
て
解

決
さ
れ
る
問
題
で
あ
る
。

問

一
般
で
は
減
税
さ
れ
る
と
期
待
さ
れ
て

い
る
が
。

市
長

税
金
も
無
条
件
に
や
す
く
す
る
と
誤

り
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
民
主
的
な
徴
税
を
や

る
の
だ
。

同

資
金
凍
結
に
よ
る
都
計
の
ス
ト
ツ
プ
を

ど
う
打
開
す
る
か
。

市
長

資
金
凍
結
の
問
題
は
そ
れ
が
と
け
る

ま
で
、
全
力
を
あ
げ
て
解
決
を
は
か
る
。
区

画
整
理
も
都
計
の
根
本
か
ら
破
壊
せ
ず
、
市

民
の
利
益
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
政
策
と
な

る
。
問

日
本
に
資
金
援
助
の
要
請
を
し
に
大
湾

議
員
が
行
つ
た
と
い
う
が
。

市
長

日
本
か
ら
の
援
助
に
つ
い
て
は
考
え

て
い
な
い
。

な
お
、
基
地
問
題
に
対
し
て
も
瀬
長
市
長
は

基
地
に
は
反
対
で
な
い
。
原
水
爆
基
地
に

対
し
て
反
対
し
た
の
だ

と
語
つ
た
。

一
お
う
買
上
げ
ス
ト
ッ
プ
／
農

研
所
移
転
話
合
い
解
決
に
曙

光沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
１
・
14

約
十
二
万
坪
に
お
よ
ぶ
与
儀
農
研
所
移
転
問

題
で
真
和
志
、
首
里
崎
山
、
南
風
原
村
新
川

の
百
二
十
三
名
の
関
係
地
主
代
表
我
如
古
盛

仁
氏
ほ
か
十
二
名
は
十
四
日
午
前
十
時
半
、

行
政
府
を
訪
ね
神
村
副
主
席
、
瀬
長
経
済
局

長
と
話
合
っ
た
。
話
合
い
は
当
初
絶
対
承
服

で
□
な
い
と
い
う
険
悪
な
空
気
も
み
ら
れ
た

が
瀬
長
局
長
に
よ
っ
て

一
応
計
画
予
定
の

十
二
万
坪
の
地
域
買
上
げ
を
ス
ト
ッ
プ
、
そ

の
周
辺
に
見
合
え
る
だ
け
の
土
地
を
買
い
、

そ
の
後
に
現
計
画
地
の
地
主
と
個
々
に
折
衝

し
て
最
終
的
に
決
定
す
る
。
そ
の
場
合
、
地

主
の
大
多
数
が
移
転
に
賛
成
す
れ
ば
現
計
画

通
り
に
一
た
ん
買
上
げ
た
土
地

予
定
地
周

辺

と
交
換
す
る
。
ま
た
地
主
の
反
対
が
多

け
れ
ば
試
験
場
の
あ
り
方
お
よ
び
移
転
問
題

を
政
府
が
再
検
討
す
る

と
の
説
明
で
地
主

代
表
も
こ
れ
に
納
得
、
約
半
時
間
余
の
話
合

い
も
終
り
問
題
解
決
に
明
る
い
曙
光
を
得

た
。
地
主
の
話
で
は

こ
れ
迄
の
試
験
場
職
員
の

や
り
方
は
警
官
を
伴
っ
て
脅
迫
的
な
態
度
に

あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
よ
う
な
脅
迫
を
今
後

も
続
け
る
も
の
で
あ
れ
ば
あ
く
ま
で
も
鐘
を

鳴
ら
し
て
部
落
民
総
出
で
反
対
す
る

と
の

強
硬
意
見
も
み
ら
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
瀬
長
経
済
局
長
の

決
し
て
脅

迫
行
為
は
さ
せ
な
い
。
村
八
分
の
問
題
が
お

き
て
は
困
る
の
で
個
人
折
衝
に
当
る
場
合
は

代
表
立
会
い
で
円
満
な
話
合
い
で
行
う
。
絶

対
多
数
の
地
主
が
賛
成
で
あ
る
の
に
一
部
の

反
対
者
が
あ
る
と
い
う
最
悪
事
態
に
は
そ
の

部
分
の
強
制
収
用
は
や
む
を
得
な
い
が
、
あ

く
ま
で
も
強
制
的
行
き
方
は
ひ
か
え
る

と

い
う
確
約
と
ま
た
、
神
村
副
主
席
の

農
研

所
は
農
家
の
利
益
の
た
め
に
お
か
れ
る
も
の

で
、
不
利
益
を
押
し
通
し
て
ま
で
や
る
必
要

は
な
い
。
地
主
の
意
向
は
十
分
に
主
席
に
も

伝
え
地
主
に
心
配
の
な
い
よ
う
対
処
し
た

い
。
そ
れ
で
経
済
局
を
信
頼
し
て
相
談
ず
く

で
円
満
に
解
決
す
る

の
話
に
地
主
代
表
は

納
得
し
た
。

な
お
地
主
の
主
張
は
理
想
的
な
農
家
経
営
は

自
家
の
周
辺
に
ま
と
ま
っ
た
大
き
な
耕
地
を

持
つ
こ
と
が
先
決
で
あ
り
、
予
定
地
周
辺
の

土
地
が
農
家
経
営
に
マ
イ
ナ
ス
に
な
ら
な
い

よ
う
政
府
の
施
策
を
要
請
し
て
い
た
。

｜
社
　
説
｜

農
研
所
移
転
に
関
連
し
て

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
１
・
19

中
央
農
研
所
の
移
転
は
、
首
里
・
南
風

原
・
真
和
志
に
ま
た
が
る
予
定
用
地
の
買
上

げ
困
難
に
ぶ
っ
か
っ
て
依
然
見
通
し
が
た
た

な
い
。
当
初
ス
ム
ー
ス
に
運
べ
そ
う
な
こ
と

だ
っ
た
が
、
一
部
の
地
主
が
き
か
ず
、
軍
用

地
問
題
で
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
に
な
っ
た
土
地

へ
の
一
般
的
執
着
心
も
作
用
し
、
そ
の
間
、

補
償
費
の
こ
と
や
政
治
的
介
入
な
ど
も
み
ら

れ
、
十
二
万
坪
余
の
用
地
確
保
が
至
難
視
さ

れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
農
業
研
究
指
導
所
は
、

農
家
の
た
め
の
機
関
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
、

特
定
の
一
部
農
家
の
犠
牲
を
無
視
す
る
が
如

き
は
慎
し
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
原
則
的
に
は

必
要
な
用
地
を
進
ん
で
提
供
す
る
と
い
う
農

家
の
態
度
が
建
前
で
あ
る
べ
き
だ
。
で
あ
る

に
か
か
わ
ら
ず
、
当
局
の
相
談
に
も
応
じ
よ

う
と
せ
ず
、
単
に

売
ら
な
い

一
点
張
り

で
拒
否
す
る
態
度
を
示
し
、
公
共
の
福
利
に

一
顧
も
与
え
な
い
土
地
所
有
者
が
い
た
こ
と

は
残
念
で
あ
る
。
幸
い
、
そ
れ
ら
の
人
々
も

最
近
幾
ら
か
軟
化
し
、
代
替
地
が
あ
れ
ば
敢

え
て
固
執
し
な
い
と
い
う
態
度
だ
と
伝
え
ら

れ
る
が
、
瀬
長
経
済
局
長
の
い
う
通
り
、
出

来
る
だ
け
強
制
収
用
な
ど
と
軍
用
地
に
み
ら

れ
る
如
き
強
権
発
動
の
真
似
は
せ
ず
、
且
つ
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地
主
農
民
の
犠
牲
を
避
け
、何
は
と
も
あ
れ
、

当
事
者
間
で
よ
く
話
し
合
い
妥
当
適
切
な
取

引
き
で
早
急
な
解
決
を
期
待
し
た
い
も
の
で

あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
農
研
所
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

こ
の
際
一
応
再
検
討
し
て
み
る
こ
と
も
無
駄

で
は
な
い
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
中
央
農

研
所
と
い
え
ど
も
、
強
い
て
都
市
周
辺
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
理
由
は
な
い
の
で
は

な
い
か
、
ま
た
狭
い
沖
縄
、
特
に
軍
用
地
に

広
い
面
積
の
耕
地
が
収
用
さ
れ
て
い
る
島
で

十
二
万
余
坪
も
の
広
面
積
を
占
め
ね
ば
な
ら

ぬ
の
で
あ
る
か
、
ど
う
し
て
も
必
要
だ
と
い

う
な
ら
試
験
地
を
分
散
し
て
持
つ
こ
と
は
考

え
ら
れ
な
い
か
ど
う
か
、
そ
れ
ら
の
こ
と
は

運
営
上
多
く
の
不
便
を
も
た
ら
す
か
も
知
れ

な
い
が
、
反
面
で
は
農
家
の
指
導
、
普
及
の

点
で
は
有
利
で
あ
ろ
う
。
長
短
折
半
で
あ
る
。

現
在
の
中
央
農
研
所

与
儀

は
、
か
つ

て
広
い
用
地
を
も
て
あ
ま
し

雑
草
試
験
場

の
汚
名
を
奉
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
戦
後
と

い
え
ど
も
、
刑
務
所
の
自
給
園
に
そ
の
一
部

を
提
供
し
て
い
る
。
絶
対
に
必
要
な
面
積
で

あ
る
な
ら
、
よ
そ
へ
貸
地
す
る
こ
と
も
な
い

だ
ろ
う
。
研
究
試
験
は
、
そ
れ
こ
そ
集
約
的

に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
小
さ
い
島
で
南

北
両
端
、
さ
し
て
気
候
風
土
の
変
化
差
も
あ

ろ
う
筈
が
な
い
し
、
現
在
の
本
島
三
カ
所
の

農
研
所
の
在
り
方
に
関
し
て
も
、
維
持
・
運

営
面
、
さ
ら
に
政
府
予
算
の
支
出
効
率
化
な

ど
か
ら
再
検
討
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
だ

ろ
う
。早期

合
併
申
入
れ
る
／
注
目
さ

れ
る
那
覇
市
会
の
動
き
／
真

和
志
市
会
態
度
決
る

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
１
・
22

真
和
志
市
会
は
二
十
一
日
ひ
る
二
時
半
か
ら

定
例
全
体
協
議
会
を
開
き
合
併
問
題
に
つ
い

て
検
討
し
た
結
果
、
合
併
を
促
進
す
る
こ
と

に
つ
い
て
全
議
員
の
意
見
が
一
致
、
月
末
に

開
催
予
定
の
那
覇
市
臨
時
議
会
に
間
に
合
わ

せ
て

合
併
促
進
法
に
よ
る
両
市
合
同
の
合

併
促
進
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と

を
早
急

に
那
覇
市
会
へ
申
入
れ
る
こ
と
を
決
定
し

た
。
こ
の
た
め
遅
く
と
も
二
十
四
日
ご
ろ
ま

で
に
合
併
問
題
特
別
委
員
会

既
設

を
開

い
て
検
討
し
た
上
、
更
に
議
員
全
体
協
議
会

を
開
い
て
那
覇
市
会
へ
申
入
れ
る
要
望
書
の

文
案
を
決
め
る
こ
と
に
な
る
。

合
併
問
題
に
つ
い
て
真
和
志
市
会
は
那
覇

市
長
選
挙
前
の
合
併
が
お
流
れ
に
な
っ
て
以

来
こ
れ
ま
で
静
観
の
立
場
を
と
っ
て
き
た

が
、
市
民
に
対
し
て
早
朝
合
併
を
約
束
し
て

あ
る
手
前
も
あ
り
、
ま
た
瀬
長
那
覇
市
長
の

就
任
に
よ
る
那
覇
市
側
の
混
乱
で
再
び
合
併

問
題
が
ウ
ヤ
ム
ヤ
に
流
れ
そ
う
な
気
配
が
あ

る
の
で
、
こ
の
さ
い
積
極
的
に
那
覇
市
側
へ

働
き
か
け
る
た
め
現
在
両
市
会
内
に
あ
る
合

併
問
題
委
員
会
を
発
展
的
に
解
消
し
て
新
し

く
合
併
促
進
法
に
基
く
合
併
促
進
協
議
会
の

組
織
を
那
覇
市
会
に
要
望
し
よ
う
と
い
う
も

の
。し
か
し
那
覇
市
会
側
は
瀬
長
市
長
の
就
任

以
来
混
乱
を
つ
づ
け
て
市
政
建
直
し
に
懸
命

の
状
態
で
合
併
問
題
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ

ろ
ノ
ー
タ
ッ
チ
の
態
度
を
と
っ
て
お
り
真
和

志
側
の
申
入
れ
に
対
し
て
ど
う
回
答
す
る
か

注
目
さ
れ
る
。

な
お
こ
の
日
の
全
体
協
議
会
で
は
真
和
志

市
の
水
道
料
金
値
下
げ
問
題
に
つ
い
て
も
那

覇
市
へ
要
望
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
瀬

長
市
長
は
一
週
間
ほ
ど
前
に
真
和
志
市
会
の

九
議
員
を
招
い
て
就
任
挨
拶
か
た
が
た
懇
談

し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
さ
い
水
道
料
金

に
つ
い
て
は
真
和
志
か
ら
要
望
書
が
出
さ
れ

れ
ば
早
急
に
解
決
し
た
い
と
語
っ
た
と
い
わ

れ
る
。

資
金
凍
結
と
補
助
の
停
止
／
那

覇
市
が
琉
銀
に
理
由
質
す

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
１
・
22

瀬
長
市
長
は
け
さ
十
一
時
幸
喜
総
務
部
長
、

安
次
富
建
設
部
長
、
長
嶺
財
政
部
長
ら
と
と

も
に
琉
銀
総
裁
富
原
守
保
氏
を
訪
問
、
民
政

府
の
特
別
補
助
金
な
ら
び
に
起
債
の
打
ち
切

り
に
つ
い
て
文
書
を
も
つ
て
照
会
、
琉
銀
側

の
回
答
を
求
め
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
琉
銀
で

は
近
く
正
式
に
回
答
を
行
う
も
よ
う
。

照
会
書
面
の
内
容
は
次
の
通
り
。

△
市
預
金
凍
結
、
民
政
府
特
別
補
助
な
ら
び

に
起
債
打
ち
切
り
に
つ
い
て
、
一
九
五
六

年
十
二
月
二
十
七
日
実
施
さ
れ
た
標
題
の

こ
と
に
つ
い
て
市
建
設
行
政
運
営
上
甚
だ

困
惑
し
て
お
り
ま
す
の
で
こ
れ
を
早
急
に

解
除
、
ま
た
は
再
開
琉
球
の
首
都
と
し
て

の
都
市
た
い
揚
の
整
備
促
進
を
図
り
た
い

と
存
じ
ま
す
の
で
左
記
の
こ
と
に
つ
い
て

若
干
の
疑
義
を
お
問
合
せ
致
し
ま
す
。

一
、
市
預
金
の
う
ち
三
千
一
百
五
十
九
万
二

千
八
百
十
円
二
十
銭
也
が
一
九
五
七
年
一
月

四
日
よ
り
凍
結
に
な
つ
て
い
る
が
そ
の
理

由
。
二
、
民
政
府
特
別
補
助
金
が
全
面
的
に
停
止

さ
れ
た
理
由
。

三
、
琉
球
復
興
金
融
基
金
部
よ
り
の
借
入
れ

が
打
ち
切
り
に
な
つ
た
理
由
。

き
の
う
か
ら
節
水
／
那
覇
市
の

水
道
新
水
源
地
の
測
量
開
始

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
１
・
23

那
覇
市
で
は
上
水
道
需
要
量
が
増
え
る
の
に

反
し
て
新
恒
久
水
源
の
確
保
が
す
す
ま
な
い

た
め
、
渇
水
期
に
は
水
不
足
で
悩
み
、
軍
か

ら
の
給
水
補
助

現
在
七
十
万
ガ
ロ
ン

で

凌
い
で
い
る
が
、
計
画
中
だ
っ
た
新
水
源
地

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

一
月

五
七
三



具
志
頭
村
ギ
ー
ザ
バ
ン
タ
水
源
の
測
量
を
二

十
二
日
あ
さ
か
ら
市
水
道
課
安
里
一
郎
技
手

ら
に
よ
り
始
め
た
。
現
在
は
牧
港
水
源
地
か

ら
採
水
し
て
い
る
が
、
こ
の
頃
の
旱
魃
で
浄

水
量
が
一
日
約
八
十
万
ガ
ロ
ン
に
減
っ
た
の

と
好
天
候
続
き
で
需
要
量
が
増
え
た
た
め
、

二
十
二
日
か
ら
再
び
当
分
の
間
区
域
別
時
間

給
水
制
を
し
い
て
節
水
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
時
間
は
午
前
四
時
か
ら
明
日
正
午
ま
で
首

里
、
真
和
志
、
楚
辺
高
台
一
帯
の
区
域
、
正

午
か
ら
午
後
八
時
ま
で
そ
の
他
の
那
覇
市
の

区
域
別
に
給
水
、
そ
の
他
の
時
間
中
は
断
水

節
水
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
市
水
道
課

で
二
十
二
日
よ
り
始
め
ら
れ
た
ギ
ー
ザ
バ
ン

タ
は
す
で
に
軍
並
び
に
具
志
頭
村
の
了
解
は

得
て
お
り
、
こ
の
測
量
に
よ
っ
て
同
水
源
の

具
体
的
資
料
を
ま
と
め
、
三
月
上
旬
の
定
例

市
議
会
に
恒
久
水
源
地
と
し
て
提
出
、
そ
の

承
認
を
う
け
、
そ
の
開
拓
と
確
保
に
乗
り
出

す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

窮
之
の
那
覇
市
財
政
／
急
場
凌

ぎ
の
予
算
編
成

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
１
・
24

民
政
府
か
ら
”
共
産
主
義
者
”
の
レ
ツ
テ
ル

を
は
ら
れ
た
瀬
長
市
長
の
出
現
で
軍
特
別
補

助
や
起
債
な
ど
が
一
斉
に
支
払
い
停
止
、
加

え
て
市
税
の
徴
収
低
下
も
伝
え
ら
れ
、
那
覇

市
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
資
金
難
に
見
舞
わ
れ

た
。
お
陰
で
一
時
は

月
給
さ
え
も
ら
え
な

く
な
る

と
の
不
安
が
市
役
所
労
組
を
つ
つ

み
、
窮
乏
に
あ
え
ぐ
市
財
政
課
で
は
す
で
に

新
年
度
予
算
編
成
準
備
の
時
期
と
い
う
の
に

三
・
四
半
期
実
行
予
算
の
配
賦
計
画
で
ヤ
リ

ク
リ
算
段
。
こ
の
ほ
ど
や
つ
と
一
千
八
百
九

十
万
円

支
出

の
急
場
し
の
ぎ
の
実
行
予

算
を
ま
と
め
た
が
、
こ
の
貧
弱
財
政
で
は
中

途
で
放
置
さ
れ
た
都
計
工
事
や
水
道
起
債
事

業
な
ど
、
総
額
三
億
に
の
ぼ
る
復
興
面
に
は

全
く
手
の
ほ
ど
こ
し
よ
う
も
な
く
、
那
覇
市

政
は
”
火
の
車
”
の
台
所
を
抱
え
て
八
方
塞

が
り
の
様
相

。
気
遣
わ
れ
て
い
た
給
与
支

給
の
人
件
費

七
百
七
十
万
円

が
無
事
捻

出
で
き
た
こ
と
だ
け
が
、
市
職
員
を
ホ
ツ
と

さ
せ
て
い
る
。

資
金
凍
結
と
補
助
金
の
打
切
り
に
直
面
し

て
、
ひ
つ
ぱ
く
し
た
市
の
財
政
状
況
を
三
・

四
半
期

一
月

三
月

の
実
行
予
算
に
の

ぞ
く
と
歳
入
面
▽
市
税
四
五
〇
万
円
▽
市
町

村
財
政
調
整
交
付
金
一
〇
〇
万
円
▽
公
企
業

お
よ
び
財
産
収
入

採
石
収
入
、
市
有
地
賃

貸
料

一
三
五
万
円
▽
使
用
料
お
よ
び
手
数

料

港
湾
収
入
、
市
場
収
入
、
戸
籍
関
係
手

数
料

四
八
五
万
円
▽
雑
収
入

ス
ク
ラ
ツ

プ
売
上
げ
等

六
八
万
円
▽
政
府
支
出
金

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
建
設
補
助
、
戸
籍
、

援
護
な
ど
の
政
府
委
託
事
務
費

二
九
〇
万

円
▽
手
持
現
金

泊
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
ビ
ル

の
政
府
補
助
支
給
済
み
の
残
額

一
六
七
万

円
▽
合
計
一
、
七
〇
〇
万
円
。
歳
出
面
▽
人

件
費
七
七
〇
万
円
▽
物
件
費

備
品
、
消
耗

品
な
ど

一
八
六
万
円
▽
事
業
費

道
路
維

持
修
繕
、
清
掃
衛
生
費
な
ど

八
九
〇
万
円

▽
そ
の
他
四
四
万
円
▽
合
計
一
、
八
九
〇
万

円

以
上
端
数
切
捨
て
。

○

こ
れ
に
よ
る
と
歳
入
一
千
七
百
万
円
に

対
し
て
歳
出
は
一
千
八
百
九
十
万
円
で
、
百

九
十
万
円

収
入
不
足
額

の
赤
字
を
出
す

と
い
う
異
例
の
ケ
ー
ス
。
財
政
課
で
は

道

路
維
持
費
や
衛
生
費
は
ど
う
し
て
も
組
ま
ね

ば
な
ら
ず
、
と
う
と
う
赤
字
の
支
出
を
決
定

し
た
。
こ
の
不
足
額
は
徴
税
週
間
を
設
け
て

ど
う
に
か
お
ぎ
な
う
積
り
だ

と
説
明
し
て

い
る
。
そ
れ
に
五
七
年
度
当
初
予
算

一
般

会
計

二
億
六
千
八
百
六
十
七
万
円
か
ら
推

し
て
、
四
半
期
分

三
カ
月
間

は
六
千
七

百
万
円
程
度
？
を
計
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず

建
設
部
門
で
は

僅
か
一
千
八
百
万
円

事

業
費
八
百
九
十
万
円

の
予
算
で
は
道
路
維

持
や
清
掃
衛
生
、
社
会
福
祉
事
業
等
の
消
極

事
業
を
行
う
の
に
手
一
ぱ
い
で
建
設
面
の
積

極
事
業
は
何
一
つ
手
が
つ
け
ら
れ
ぬ

と
嘆

い
て
い
る
。
更
に
こ
こ
で
目
立
つ
の
は
市
税

三
カ
月
間

が
僅
か
四
百
五
十
万
円
し
か

計
上
で
き
な
か
つ
た
こ
と
で
、
例
年
の
三
・

四
半
期
市
税

約
一
千
二
百
万
円

に
比
べ

半
額
に
も
達
し
な
い
減
少
ぶ
り
で
あ
る
。

○

市
財
政
課
が
今
期
の
予
算
計
上
不
能
で

見
送
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
業
を
拾

つ
て
み
る
と
道
路
修
繕
四
百
万
円
、
霊
園
事

業
三
百
五
十
六
万
円
、
公
衆
便
所
設
置
六
十

万
円
、
産
業
振
興
三
百
二
十
万
円
、
学
校
用

地
買
収
費
百
万
円
、
社
会
事
業
関
係
費
三
百

万
円

で
総
額
一
千
五
百
三
十
六
万
円
。
そ

れ
に
八
千
七
百
万
円
の
特
別
補
助
に
よ
る
都

計
の
未
執
行
額
三
千
三
百
二
十
万
円
、
三
億

二
千
六
百
万
円
に
の
ぼ
る
起
債
事
業
の
未
執

行
額
八
千
八
百
八
十
万
円
で
、
こ
れ
ら
資
金

凍
結
で
全
面
停
止
の
憂
目
を
み
た
建
設
工
事

は
ザ
ツ
と
一
億
二
千
二
百
万
円

夏
の
渇

水
期
に
そ
な
え
て
水
源
地
確
保
の
た
め
近
く

起
債
予
定
だ
つ
た
一
億
四
千
万
円
を
加
え
る

と
、
そ
の
額
は
更
に
二
億
七
千
万
円
の
巨
額

に
達
す
る
。

○

こ
の
た
め
真
つ
先
に
悲
鳴
を
あ
げ
た
の

が
都
計
工
事
に
従
事
し
て
い
た
請
負
業
者
と

労
務
者
の
群
れ
で
、
最
も
活
気
に
あ
ふ
れ
て

い
た
市
建
設
部
各
課
も
連
日
”
開
店
休
業
”

の
ま
ま
閑
古
鳥
の
鳴
く
寂
し
さ
。
月
刊
雑
誌

や
週
刊
読
物
が
職
員
の
時
間
か
せ
ぎ
に
ハ
バ

を
き
か
せ
て
い
る
。
花
城
都
計
課
長
ら
は

も
う
こ
う
な
つ
て
は
工
事
が
再
開
し
て
も

小
屋
が
け
な
ど
工
事
下
準
備
の
繰
返
し
で
、

全
部
で
一
千
万
円
位
余
計
に
金
が
か
か
る
。

や
が
て
雨
期
に
で
も
入
る
と
相
当
な
被
害
を

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

一
月

五
七
四



こ
う
む
る
こ
と
に
な
ろ
う

と
気
を
も
ん
で

い
る
が
、
一
部
建
設
業
者
で
は
契
約
不
履
行

に
よ
る
工
事
停
止
を
理
由
に
市
長
を
相
手
ど

つ
て
の
”
損
害
賠
償
”
の
訴
訟
を
起
す
声
も

あ
り
、
瀬
長
市
長
が
危
機
は
ら
む
那
覇
の
市

政
問
題
を
い
か
に
解
決
す
る
か
注
目
さ
れ

る
。積
極
事
業
で
は
行
詰
り
／
財
政
運
営
、

今
後
の
見
通
し

那
覇
市
財
政
課
で
は
民
政
府
特
別
補
助
や
市

債
打
切
り
、
市
預
金
凍
結
と
関
連
し
”
市
財

政
運
営
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
”
と
し
て

要
旨
つ
ぎ
の
よ
う
に
発
表
し
て
い
る
。

経
過

都
計
事
業
は
米
国
民
政
府
、
琉
球
政

府
、
復
興
金
融
基
金
部
の
強
力
な
支
持
で
施

行
さ
れ
て
き
た
。
即
ち
市
の
年
間
純
計
予
算

は
約
八
千
万
円
を
上
下
す
る
の
み
で
、
総
額

三
十
五
億
と
見
積
ら
れ
る
都
計
事
業
を
推
進

す
る
に
は
余
り
に
微
力
で
あ
り
起
債
事
業
と

し
て
三
億
二
千
万
円
、
民
政
府
の
特
別
補
助

八
千
七
百
万
円
、
合
計
四
億
七
百
万
円
の
巨

費
が
す
べ
て
依
存
財
源
に
よ
つ
て
処
理
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
那
覇
市
長
選
の
結
果
、
起

債
と
特
別
補
助
が
打
切
ら
れ
、
執
行
率
は
そ

れ
ぞ
れ
六
一
・
九
三
パ
ー
セ
ン
ト
お
よ
び
七

二
・
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
も
つ
て
、
総
計
一

億
三
千
万
円
が
未
執
行
の
ま
ま
全
工
事
現
場

が
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。

今
後
の
見
通
し

前
述
の
よ
う
に
市
財
政
は

年
間
約
八
千
万
円
の
純
計
財
源
を
根
幹
と
し

て
組
立
て
ら
れ
て
お
り
、
歳
出
面
で
は
経
常

的
な
役
所
経
営
費
を
如
何
に
緊
縮
し
て
も
約

四
千
万
円
は
見
積
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、

残
額
の
四
千
万
円
が
投
資
的
な
積
極
的
事
業

の
対
象
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
す

で
に
復
金
借
入
れ
の
復
興
事
業
債
二
億
三
千

万
円
の
約
定
償
還
額
が
各
年
度
約
一
千
万
円

を
必
要
と
す
る
の
で
、
結
局
差
引
三
千
万
円

が
積
極
事
業
に
投
入
可
能
と
な
る
。
こ
れ
を

一
九
五
七
会
計
年
度
当
初
予
算
を
例
に
と
つ

た
場
合
、
歳
入
で
は
自
己
財
源
四
一
・
二
六

パ
ー
セ
ン
ト
、
依
存
財
源
五
八
・
七
四
パ
ー

セ
ン
ト
、
歳
出
で
は
投
資
的
経
費
七
五
・
〇

九
パ
ー
セ
ン
ト
、
消
費
的
経
費
一
七
・
四
七

パ
ー
セ
ン
ト
。
以
上
の
よ
う
な
財
政
状
態
か

ら
巨
額
の
都
計
復
興
事
業
を
か
か
え
て
い
る

市
行
政
は
い
ず
れ
に
し
て
も
民
政
府
、
琉
球

政
府
お
よ
び
琉
銀
か
ら
の
補
助
ま
た
は
融
資

を
得
ず
し
て
は
円
滑
に
運
営
さ
れ
な
い
も
の

と
考
え
る
。

ど
う
な
る
徴
税
成
績

那
覇
の
市
税
徴
収
状
況

一
月
分

は
十
五

日
現
在
、
六
十
三
万
五
千
円
で
こ
れ
を
十
日

間
の
実
際
出
勤
日
数
で
割
る
と
”
一
日
平
均

六
万
三
千
円
”
の
徴
収
成
績
。
こ
れ
ま
で
に

な
い
不
調
を
示
し
て
い
る
が
、
財
政
課
で
は

年
間
の
市
税
予
算
額
四
千
万
円
か
ら
み
て
、

四
半
期
分

三
カ
月

で
少
く
と
も
九
百
万

円
は
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め

に
は
月
二
十
五
日
を
徴
税
員
が
出
勤
す
る
計

算
で
一
日
に
十
二
万
円
の
成
績
を
あ
げ
ね
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
に
例
年
な
ら
三
・
四
半
期

は
千
二
百
万
位
も
徴
収
し
て
お
り
、
一
日
十

六
万
円
程
度
は
徴
収
で
き
る
の
が
普
通
だ

と
徴
税
率
の
低
下
を
心
配
し
て
い
る
。
し
か

し
実
際
に
は
新
市
長
就
任
か
ら
ま
だ
日
が
浅

く
、
僅
か
な
日
数
で
は
徴
税
率
の
上
下
に
つ

い
て
結
論
を
出
す
ま
で
に
は
至
つ
て
い
な
い

よ
う
で
、
主
管
下
の
徴
税
課
で
は

今
期
は

市
民
税
や
固
定
資
産
税
の
賦
課

令
書
発
送

が
一
月
余
も
遅
れ
た
の
も
大
き
く
響
い
て
い

る
と
思
う
。
実
行
予
算
に
も
四
百
五
十
万
円

し
か
計
上
し
て
な
い
が
、
こ
れ
も
幾
分
増
加

す
る
と
み
て
い
る

減
税
に
な
つ
て
か
ら

払
う
と
納
付
を
し
ぶ
る
人
も
あ
る
に
は
あ
る

が
、
僅
か
な
期
間
で
徴
税
率
も
見
通
す
の
は

早
計
だ

と
語
つ
て
い
る
。

合
併
促
進
協
議
会
作
る
／
両
市

会
代
表
が
意
見
一
致

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
１
・
26

那
覇
市
会
泉
議
長
、
森
田
真
和
志
市
会
議
長

ら
那
覇
、
真
和
志
両
市
会
代
表
は
二
十
五
日

よ
る
七
時
か
ら
真
和
志
市
栄
町
の
料
亭

淡

水

で
、
両
市
の
合
併
問
題
に
つ
い
て
会
談

し
た
。
こ
れ
は
真
和
志
市
側
の
申
入
れ
で
開

か
れ
た
も
の
で
、
泉
、
森
田
両
議
長
ほ
か
那

覇
市
側
か
ら
長
嶺
副
議
長
、
辺
野
喜
合
併
研

究
委
員
会
正
副
委
員
長
、
真
和
志
側
か
ら
金

城
副
議
長
、
新
里
、
古
堅
合
併
促
進
委
員
会

正
副
委
員
長
ら
が
出
席
し
た
。
真
和
志
市
側

は
こ
の
会
談
で
先
の
同
市
合
併
促
進
委
員
会

の
決
定
に
基
き
、
両
市
会
の
全
議
員
協
議
会

を
開
く
事
を
申
入
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
会

談
後
、
泉
、
森
田
両
議
長
の
語
っ
た
処
に
よ

る
と
、
那
覇
市
側
が
全
議
員
協
議
会
を
持
つ

こ
と
に
賛
成
せ
ず
、
結
局
合
併
促
進
法
に

の
っ
と
っ
た
両
市
合
同
の
合
併
促
進
協
議
会

を
作
る
こ
と
に
意
見
の
一
致
を
み
た
。

真
和
志
市
側
が
先
に
那
覇
市
会
と
の
全
議

員
協
議
会
を
開
く
事
を
決
め
た
意
図
は
、

那
覇
市
側
と
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
合
う
こ

と
で

一
体
那
覇
市
に
は
合
併
す
る
意
志

が
あ
る
の
か
、
ど
う
か

を
は
っ
き
り
確

か
め
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
様
だ

が
、
那
覇
市
側
は
瀬
長
市
長
就
任
後
の
市

政
に
多
く
の
困
難
な
問
題
を
抱
え
て
今
の

と
こ
ろ
合
併
問
題
に
は
ふ
れ
た
く
な
い
よ

う
で
そ
の
た
め
に
那
覇
市
側
は
一
先
ず
法

に
の
っ
と
っ
た
合
併
促
進
協
議
会
を
作
る

と
い
う
こ
と
で
真
和
志
市
側
と
の
打
合
い

を
つ
け
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

し
か
し
微
妙
な
現
状
か
ら
協
議
会
を
作
る
時

期
な
ど
具
体
的
な
面
の
話
合
い
は
な
さ
れ
ず

原
則
的
な
意
見
の
一
致
を
み
た
と
い
う
に
止

ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

一
月

五
七
五



森
田
真
和
志
市
会
議
長
の
話

法
に
よ
る

両
市
合
同
の
合
併
促
進
協
議
会
を
作
る
こ
と

に
な
れ
ば
こ
ち
ら
が
予
定
し
て
い
た
議
員
全

員
協
議
会
は
開
く
必
要
な
い
じ
ゃ
な
い
か
、

と
い
う
那
覇
市
側
の
い
い
分
だ
っ
た
。
今
後

は
促
進
協
議
会
の
組
織
へ
真
和
志
市
も
積
極

的
に
動
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
組
織
す

る
時
期
は
全
然
話
合
わ
な
か
っ
た
。

那
覇
市
会
泉
議
長
の
話

合
併
促
進
に
よ

る
合
法
的
な
両
市
合
併
促
進
協
議
会
を
条
件

の
許
す
限
り
早
急
に
組
織
す
る
こ
と
に
話
は

ま
と
ま
っ
た
。
両
市
の
全
議
員
全
員
協
議
会

を
持
つ
こ
と
は
、
我
々
が
二
十
七
名
に
よ
る

市
政
研
究
ク
ラ
ブ
で
結
束
し
て
い
る
以
上
、

そ
の
意
味
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
断
っ
た

が
、
那
覇
市
側
と
し
て
早
期
促
進
の
基
本
態

度
に
変
る
こ
と
は
な
い
。
だ
が
、
来
る
臨
時

議
会
が
ど
の
よ
う
に
進
展
す
る
か
、
今
の
と

こ
ろ
予
測
出
来
な
い
し
、
た
と
え
真
和
志
市

側
で
合
併
促
進
協
議
会
の
組
織
を
議
決
し
て

那
覇
市
へ
申
入
れ
を
し
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の

臨
時
議
会
で
那
覇
側
は
同
問
題
に
つ
い
て
の

案
件
も
準
備
し
て
な
い
の
で
動
議
を
出
す
し

か
な
く
、
現
在
の
見
通
し
で
は
動
議
提
出
、

議
決
の
機
会
が
あ
る
か
、
ど
う
か
判
ら
な
い
。

だ
か
ら
結
局
、
促
進
協
議
会
組
織
は
臨
時
議

会
の
動
向
如
何
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
え

る
。

那
覇
市
へ
の
水
源
地
貸
与
／
具

志
頭
村
議
会
が
拒
否
声
明

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
１
・
28

具
志
頭
村
議
会
で
は
、
か
ね
て
か
ら
話
の
あ

つ
た
”
同
村
安
里
区
域
慶
座
原
に
あ
る
水
源

地
を
那
覇
市
へ
貸
与
す
る
件
”
に
つ
い
て
二

十
七
日
十
三
議
員
出
席

一
名
欠
席

の
も

と
に
協
議
の
結
果
、
満
場
一
致
で
同
案
を
否

決
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
日
付
で
上
条
英
喜

村
長
、
崎
浜
盛
司
議
長
連
名
の
も
と
に
つ
ぎ

の
声
明
書
を
発
表
し
た
。

声
明
書

わ
れ
わ
れ
は
瀬
長
亀
次
郎
氏
が

那
覇
市
長
で
あ
る
限
り
具
志
頭
村
か
ら
那
覇

市
へ
水
源
地
を
貸
与
す
る
事
を
拒
否
す
る
こ

と
を
声
明
す
る
。

な
お
同
水
源
地
は
か
つ
て
当
間
市
長
時
代
▽

契
約
期
限
は
契
約
日
よ
り
三
十
年
間
▽
仲

座
、
与
座
、
安
里
、
大
屯
、
は
名
城
、
具
志

頭
小
学
校
、
同
中
学
校
を
無
償
給
水
区
域
と

す
る
▽
分
水
タ
ン
ク
四
万
ガ
ロ
ン
入
り
の
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
を
同
村
内
に
施
設
し

て
提
供
す
る
事
▽
借
地
賃
貸
料
は
那
覇
市
の

負
担
と
す
る
な
ど
の
条
件
で
前
当
間
市
長
と

は
”
貸
与
す
る
”
に
口
約
が
あ
つ
た
も
の
。

予
算
審
議
に
質
問
活
発
／
瀬
長

市
長
、
初
の
那
覇
市
会

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
１
・
28

瀬
長
市
長
就
任
後
、
初
の
那
覇
市
臨
時
議
会

は
、
二
十
八
日
午
前
十
時
三
十
分
市
会
議
室

で
全
議
員
出
席
、
傍
聴
者
多
数
注
目
の
も
と

で
開
会
さ
れ
た
。

ま
ず
、
会
期
を
二
週
間
以
内
と
決
定
、
案
件

の
説
明
ま
で
は
平
穏
に
す
ぎ
た
が
、
十
一
時

ご
ろ
、
五
七
年
度
追
加
改
正
予
算
案
の
審
議

に
入
る
と
質
疑
が
活
発
化
し
た
。
結
局
予
算

案
は
総
務
財
政
委
員
会
付
託
と
決
定
、
十
一

時
半
、
休
憩
と
な
っ
た
。

こ
の
間
反
当
局
派
議
員
は
、
予
算
案
の
一

項
一
項
を
通
し
て
市
長
の
根
本
方
針
に
切

り
込
む
気
構
え
を
み
せ
、
傍
聴
席
か
ら
の

ヤ
ジ
に
議
長
が
注
意
を
あ
た
え
る
一
幕
も

あ
っ
て
今
後
の
は
ら
ん
を
思
わ
せ
る
雲
行

き
だ
っ
た
。
次
は
追
加
予
算
案
に
対
す
る

主
な
る
質
疑
応
答
。

比
嘉
（
朝
）
過
去
に
お
い
て
人
民
党
は
、

泊
の
開
港
設
備
は
必
要
な
い
と
い
っ
て
い
た

が
、
現
在
そ
れ
に
頼
っ
て
い
る
。
市
長
は
そ

の
こ
と
を
ど
う
思
う
か
。
や
は
り
当
時
反
対

し
な
か
っ
た
ら
よ
い
と
思
う
か
。

瀬
長
市
長

こ
れ
は
予
算
案
と
は
別
の
問

題
で
あ
る
か
ら
一
般
施
政
方
針
で
答
え
る
。

宮
里

市
長
は
泊
港
の
収
入
増
確
信
が
あ

る
が
、
財
界
で
は
市
長
不
協
力
の
声
明
を
し

た
し
、
も
し
泊
港
に
船
を
ま
わ
さ
な
い
と

い
っ
た
ら
、
ど
う
な
る
か
。

瀬
長
市
長

収
入
に
確
信
を
も
っ
て
い

る
。
部
下
が
過
去
の
経
験
と
実
績
に
よ
っ
て

計
上
し
た
も
の
だ
か
ら
承
認
し
た
。
部
下
を

信
じ
て
い
る
。
ま
た
財
界
が
泊
に
船
を
ま
わ

さ
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
予
想
に
対
し
て
は
市

会
の
皆
さ
ん
と
共
に
沢
山
船
が
入
る
よ
う
に

努
力
し
た
い
。

こ
の
と
き
傍
聴
席
よ
り
拍

手
あ
り
議
長
注
意
を
あ
た
え
る

辺
野
喜

予
算
案
は
慎
重
に
審
議
す
る
た

め
委
員
会
に
付
託
し
た
い
。
賛
成
声
多
数

赤
嶺

予
算
に
あ
る
前
島
町
の
人
道
橋
は

ど
の
て
い
ど
た
も
つ
か
。

上
原
土
木
課
長

木
造
で
三
年
て
い
ど
と

思
う
。
新
垣

本
工
事
が
で
き
れ
ば
い
ら
な
く
な

る
橋
か
。

上
原
課
長

そ
う
で
す
。

赤
嶺
　
こ
の
よ
う
な
わ
ず
か
三
年
と
い
う

か
り
の
橋
に
市
民
の
血
税
を
ぶ
ち
込
ん
で
お

け
と
い
う
気
持
な
の
か
市
長
に
き
き
た
い
。

市
長

資
金
凍
結
に
関
連
し
て
こ
の
よ
う

な
質
問
が
あ
る
こ
と
を
み
こ
し
て
施
政
方
針

に
う
た
っ
て
あ
る
。

こ
の
傍
聴
席
よ
り
逃

げ
る
な
、
ひ
き
よ
う
だ
ぞ
と
の
声
あ
り
、
傍

聴
席
ざ
わ
め
く

比
嘉

都
計
工
事
が
順
調
に
進
む
よ
う
市

長
が
と
り
は
か
ら
っ
て
も
ら
え
な
い
か
。

市
長

皆
さ
ま
と
一
緒
に
協
力
し
た
い
。

こ
こ
で
委
員
会
付
託
決
定
、
こ
の
間
当
局
派

の
島
袋
議
員
、
発
言
を
求
め
た
が
封
じ
ら
れ

た
。

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

一
月

五
七
六



市
民
の
利
益
第
一
に
／
市
長
の
施
政
方

針

（
施
政
の
基
本
態
度
）
私
が
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
お
か
さ
れ
つ
つ
あ
る
ブ
ル

ジ
ョ
ア
民
主
主
義
で
あ
り
、
市
政
に
お
け
る

基
本
態
度
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
を
擁
護

し
、
育
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
市
民
の
利
益

を
守
り
抜
く
た
め
に
一
切
の
不
正
不
義
を
ハ

ネ
か
え
し
、
不
当
な
圧
迫
と
干
渉
に
対
し
て

徹
底
的
に
抵
抗
す
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の

精
神
が
指
導
的
根
拠
で
あ
る
。

（
人
事
問
題
）
市
役
所
の
重
要
ポ
ス
ト
を
人

民
党
幹
部
が
お
さ
え
る
人
民
党
独
裁
の
市
政

が
生
れ
る
と
の
デ
マ
が
あ
っ
た
が
人
事
問
題

は
市
民
の
利
益
を
裏
切
り
、
公
僕
と
し
て
不

適
格
な
も
の
が
市
民
の
反
撃
を
受
け
る
ま
で

で
あ
る
。

部
課
長
も
連
袂
辞
職
を
表
明
し
て
い
た
が
そ

の
後
公
僕
と
し
て
立
ち
か
え
り
、
着
実
に
ポ

ス
ト
を
守
っ
て
い
る
こ
と
は
喜
び
で
あ
る
。

（
市
政
の
大
綱
）
対
内
問
題

一
、
市
政
の

民
主
化
、
二
、
中
小
商
工
業
保
護
育
成
。
三
、

農
漁
業
の
振
興
。
四
、
適
正
な
課
税
と
徴
税

の
民
主
化
。
五
、
社
会
保
障
制
度
の
改
善
充

実
。
六
、
戦
災
都
市
復
興
計
画
の
充
実
。
七
、

民
政
府
及
び
日
本
政
府
か
ら
の
補
助
金
獲

得
。
八
、
税
制
の
民
主
化
と
健
全
財
政
の
確

立
及
び
地
方
自
治
体
の
自
主
性
の
強
化
。

九
、
那
覇
、
真
和
志
両
市
の
民
主
的
方
法
に

よ
る
対
等
合
併
。

（
対
外
問
題
）
一
、祖
国
復
帰
実
現
の
促
進
。

二
、
土
地
を
守
る
四
原
則
貫
徹
。
三
、
主
席

公
選
と
民
主
的
権
利
の
擁
護
。

（
結
び
）
市
政
大
綱
の
具
体
化
は
市
財
政
と

関
連
す
る
も
の
で
あ
り
来
る
六
月
の
予
算
市

会
に
は
自
信
を
も
っ
て
そ
の
実
現
の
た
め
の

予
算
案
を
提
出
で
き
る
確
信
を
も
っ
て
お

り
、
ま
た
約
束
す
る
。
私
の
基
本
態
度
は
権

力
に
屈
せ
ず
利
権
に
迷
さ
れ
ず
市
民
の
利
益

を
念
願
に
お
い
て
仕
事
を
や
る
。
も
し
政
策

に
誤
ま
り
が
あ
れ
ば
勇
気
を
も
っ
て
引
下
し

是
正
し
話
合
い
に
よ
る
市
政
を
押
進
め
る
。

市
民
の
団
結
の
力
を
信
じ
市
会
の
良
識
を
確

信
し
冷
静
に
勇
気
を
も
っ
て
市
政
を
遂
行
す

る
こ
と
を
那
覇
市
会
に
誓
う
。

予
算
案
を
修
正
可
決
／
那
覇
市

会
”
資
金
凍
結
”
で
論
議

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
１
・
30

那
覇
市
臨
時
議
会
は
三
十
日
あ
さ
十
時
三
十

分
再
開
さ
れ
追
加
更
正
予
算
案
の
総
務
財
政

委
修
正
案
を
審
議
、
与
党
三
議
員
、
野
党
二

十
六
議
員

一
名
欠

が
資
金
凍
結
を
め
ぐ

る
責
任
に
つ
い
て
盛
ん
な
討
論
の
後
、
委
員

会
修
正
案
通
り
の
可
決
を
み
た
。
結
局
、
雨

期
対
策
と
し
て
当
局
が
織
込
ん
だ
前
島
中
の

橋
の
仮
架
橋
な
ど
約
二
十
五
万
円
は
削
ら
れ

た
。

ま
ず
高
良
委
員
長
よ
り

歳
入
面
で
港
湾
使

用
料
の
収
入
増
の
見
通
し
は
確
信
が
な
く
収

入
見
積
り
ギ
リ
ギ
リ
の
予
算
計
上
は
危
な

い
。
歳
出
の
仮
架
橋
、
河
川
浚
渫
も
姑
息
な

手
段
で
あ
っ
て
資
金
凍
結
の
解
除
に
努
力
す

べ
き
で
あ
り
そ
の
他
の
理
由
で
修
正
し
た

と
の
報
告
が
あ
っ
て
質
疑
討
論
に
入
り
十
一

時
二
十
五
分
修
正
案
を
可
決
し
た
。

な
お
、
三
十
一
日
、
二
月
一
日
は
休
会
で
、

二
月
二
日
本
会
議
を
再
開
し
て
市
長
の
施
政

方
針
に
対
す
る
一
般
質
問
が
あ
る
。
次
は
討

論
要
旨
長
嶺
議
員

市
長
は
春
が
来
る
と
凍
結
は

と
け
る
と
信
じ
て
い
る
と
言
う
し
、
姑
息
な

手
段
は
や
ら
ず
修
正
案
に
賛
成
す
る
。

島
袋
議
員
（
人
）
市
会
並
に
当
局
の
尽
力

で
凍
結
が
と
け
れ
ば
こ
の
予
算
は
施
行
し
な

く
て
も
よ
い
、
市
民
の
利
益
の
不
測
の
事
態

を
考
え
て
原
案
通
り
可
決
し
て
も
ら
い
た

い
。宮
城
議
員
（
人
）
瀬
長
市
長
が
嫌
だ
か
ら

そ
の
案
を
通
す
と
手
柄
に
な
る
と
感
情
的
に

な
ら
ず
に
理
性
的
に
原
案
の
可
決
を
望
む
。

大
雨
で
万
一
の
事
が
あ
っ
た
ら
瀬
長
個
人
の

責
任
に
な
る
の
か
、
或
は
三
十
名
の
市
会
の

責
任
と
な
る
の
か
、
市
民
の
生
命
財
産
を
守

る
べ
き
だ
。

真
栄
田
議
員
（
人
）
瀬
長
は
合
法
的
、
民

主
的
ル
ー
ル
で
当
選
し
た
し
就
任
前
に
こ
ん

な
事
態
が
起
っ
た
の
だ
か
ら
そ
の
責
任
の
所

在
を
市
会
は
ハ
ッ
キ
リ
さ
せ
る
べ
き
だ
、
瀬

長
へ
の
協
力
非
協
力
は
別
と
し
て
市
民
の
民

主
的
権
利
を
守
り
た
い
。
凍
結
に
つ
い
て
琉

銀
総
裁
は
政
治
的
意
図
は
な
い
と
い
っ
て
い

る
の
で
償
還
能
力
が
な
い
と
の
理
由
と
思
わ

れ
る
が
市
会
は
誇
り
と
権
威
を
持
っ
て
償
還

の
責
任
を
保
証
す
れ
ば
凍
結
は
と
け
よ
う
。

辺
野
喜
議
員

瀬
長
個
人
に
何
ら
の
感
情

は
な
い
が
、
政
策
的
に
吾
々
と
食
い
違
う
の

で
反
対
す
る
の
は
十
一
万
市
民
の
利
益
の
た

め
で
あ
る
。

比
嘉
（
朝
）
議
員

那
覇
十
一
万
市
民
の

利
益
を
守
る
た
め
仮
工
事
な
ど
に
ム
ダ
金
を

使
わ
ず
、
根
本
の
凍
結
解
除
に
努
力
す
べ
き

だ
。那

覇
／
水
を
求
め
て
各
地
調
査

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
１
・
30

那
覇
市
水
道
課
で
は
こ
れ
ま
で
水
源
地
拡
張

の
た
め
那
覇
、
真
和
志
を
は
じ
め
浦
添
、
宜

野
湾
、
嘉
手
納
、
読
谷
、
三
和
、
大
里
、
兼

城
、
具
志
頭
な
ど
各
市
村
の
湧
水
並
び
に
地

下
水
検
査
を
や
っ
て
来
た
が
、
二
十
九
日
こ

れ
ら
の
う
ち
か
ら
有
望
水
源
地
と
し
て
次
の

各
所
が
選
ば
れ
、
近
く
具
体
的
調
査
を
始
め

る
こ
と
に
な
っ
た
。

△
第
一
次
工
事
計
画

読
谷
村
長
田
川

一

日
水
量
百
三
十
五
万
ガ
ロ
ン

同
比
謝
川

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

一
月

五
七
七



三
百
五
十
万
ガ
ロ
ン

兼
城
村
報
得
川

十
万
ガ
ロ
ン

三
和
村
米
須
海
岸

五
十

五
万
ガ
ロ
ン

△
第
二
次
工
事
計
画

具
志
頭
村
ギ
ー
ザ
バ

ン
タ

五
十
七
万
ガ
ロ
ン

同

十
四
万
ガ

ロ
ン
△
臨
時
採
水
計
画
水
源

首
里

元
製
紙
工

場
裏

儀
保
樋
川

八
万
ガ
ロ
ン

壺
川
古

波
蔵
井
戸

七
万
ガ
ロ
ン

な
お
、
具
志
頭
村
会
で
は
水
源
地
貸
与
拒
否

の
議
決
を
し
た
が
、
那
覇
市
水
道
課
の
話
で

は
同
水
源
地
は
測
量
の
結
果
、
当
初
予
想
し

て
い
た
三
百

四
百
万
ガ
ロ
ン
の
水
量
は
な

く
、
渇
水
期
の
た
め
も
あ
っ
て
五
十

六
十

万
ガ
ロ
ン
し
か
な
い
た
め
、
市
の
水
源
地
と

し
て
適
当
で
な
い
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。

瀬
長
那
覇
市
長
問
題
／
現
状
、

基
地
に
危
険
は
な
い
／
軍
当

局
当
分
静
観
の
態
度

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
１
・
31

那
覇
二
十
八
日

Ｕ
Ｐ

沖
縄
の
瀬
長
那

覇
市
長
は
二
十
八
日
、
市
議
会
の
初
会
議
で

新
市
長
と
し
て
は
じ
め
て
の
施
政
方
針
演
説

を
行
い
、
同
時
に
予
算
案
を
提
出
し
た
が
、

瀬
長
市
長
の
属
す
る
人
民
党
を
共
産
党
だ
と

非
難
し
て
き
た
米
軍
民
政
府
当
局
は

こ
の

演
説
で
瀬
長
市
長
は
共
産
党
を
合
法
化
し
よ

う
と
す
る
意
図
を
も
ら
し
た

と
し
て
新
た

な
攻
撃
を
加
え
て
い
る
。

瀬
長
市
長
が
発
表
し
た
市
政
計
画
は
同
市
長

が
選
挙
の
さ
い
公
約
し
た
線
に
ぴ
っ
た
り

沿
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
軍
当
局
も
み
と

め
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
は
市
役
所
職
員

の
労
働
組
合
の
設
立
、
那
覇
市
に
お
け
る
小

区
画
行
政
制
度
の
採
用
、市
行
政
の
民
主
化
、

沖
縄
の
日
本
復
帰
要
求
な
ど
が
含
ま
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
米
軍
の
沖
縄
民
政
府
首
席

民
政
官
バ
ー
ジ
ャ
ー
准
将
は
同
日
記
者
会
見

を
行
い

瀬
長
市
長
は
労
働
組
合
の
承
認
と

小
区
画
行
政
制
度
の
採
用
に
よ
っ
て
共
産
党

の
細
胞
組
織
を
合
法
化
し
よ
う
と
し
て
い

る

と
の
べ
、
さ
ら
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ

た
。
一
、
那
覇
市
の
現
状
に
対
し
米
軍
は
な
ん
の

措
置
も
と
ろ
う
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
わ
れ

わ
れ
は
こ
の
よ
う
な
情
勢
は
那
覇
の
民
衆
自

身
に
よ
っ
て
矯
正
さ
れ
る
も
の
と
希
望
し
て

い
る
。
那
覇
の
民
衆
が
こ
の
よ
う
な
情
勢
を

生
み
出
し
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
改
め
る
の

も
民
衆
次
第
で
あ
る
。
米
軍
は
那
覇
市
民
が

自
分
た
ち
で
で
き
る
手
段
を
と
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

一
、
こ
の
よ
う
な
手
段
と
し
て
は
重
要
犯
罪

を
犯
し
た
人
物
を
公
職
に
つ
け
な
い
よ
う
に

す
る
市
条
例
の
通
過

瀬
長
市
長
は
二
年
前

共
産
党
員
を
か
く
ま
っ
た
か
ど
で
投
獄
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
を
重
要
犯
罪
と
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
良
い
か
が
問
題
と
さ
れ
て
い

る

市
長
を
罷
免
し
、
再
選
挙
す
る
市
条
例

を
改
正
し
、
現
行
の

市
長
が
一
年
在
任
の

の
ち

と
い
う
規
定
を
六
カ
月
あ
る
い
は
そ

れ
以
内
に
短
縮
し
、
早
期
に
リ
コ
ー
ル
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
市
議
会
が
市
長
不
信

任
提
案
を
可
決
す
る
こ
と

こ
の
場
合
は
市

長
は
議
会
を
解
散
で
き
る
の
で
新
議
会
で
改

め
て
三
分
の
二
多
数
決
で
市
長
を
不
信
任
し

な
け
れ
ば
市
長
を
辞
任
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
問
題
は
反
瀬
長
派
が
新
議
会
で
三
分

の
二
と
れ
る
か
ど
う
か
に
あ
る

が
あ
る
。

一
、
現
在
ま
で
の
那
覇
市
の
情
勢
は
沖
縄
に

お
け
る
米
軍
基
地
施
設
を
危
く
す
る
ま
で
に

至
っ
て
い
な
い
。
も
し
そ
の
よ
う
な
危
険
が

起
れ
ば
、
よ
り
民
主
的
で
な
い
手
段
が
と
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。二
十
九
日
付
産
経
紙
よ
り

債
務
の
償
還
力
に
懸
念
／
”
資

金
凍
結
”
に
琉
銀
回
答

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
１
・
31

さ
き
に
瀬
長
那
覇
市
長
は
琉
銀
富
原
総
裁
あ

て
資
金
凍
結
な
ら
び
に
軍
補
助
、
起
債
の
打

切
り
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
を
問
い
合

わ
せ
て
い
た
が
、
三
十
日
次
の
よ
う
な
回
答

が
あ
っ
た
。

（
回
答
）

一
、琉
球
復
興
金
融
基
金
は
那
覇
市
に
対
し
、

約
二
億
八
百
万
円
の
債
権

貸
付
金

を
有

し
て
い
る
が
、
復
金
の
受
託
者
た
る
琉
球
銀

行
は
こ
の
債
権
の
完
全
な
る
回
収
を
な
す
責

任
を
負
う
て
い
る
。

し
か
る
に
那
覇
市
に
お
い
て
は
今
回
の
市
長

選
挙
の
結
果
諸
般
の
情
勢
が
変
化
し
市
の
財

政
状
態
も
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
か
見
通
し

が
た
て
ら
れ
ず
右
債
権
の
回
収
に
不
安
が
生

じ
た
の
で
こ
れ
を
保
全
す
る
た
め
に
最
善
と

思
考
さ
れ
る
今
回
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
た
わ

け
で
あ
る
こ
の
こ
と
は
受
託
者
と
し
て
の
当

然
の
責
務
で
あ
る
。

一
、
金
融
機
関
が
融
資
す
る
に
当
っ
て
は
コ

マ
ー
シ
ヤ
ル
・
ペ
イ
シ
ス
に
立
っ
て
貸
付
金

回
収
の
安
全
確
実
性
が
強
く
要
求
さ
れ
、
十

分
な
る
考
慮
が
払
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
復

金
と
い
え
ど
も
そ
の
ラ
チ
外
に
あ
る
も
の
で

は
な
い
。
従
っ
て
将
来
の
償
還
の
見
通
し
が

不
十
分
で
あ
る
対
象
に
対
す
る
貸
付
は
極
力

回
避
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
で
那

覇
市
に
対
し
て
は
そ
の
財
政
状
態
の
見
通
し

が
完
全
に
立
て
ら
れ
、
債
務
の
償
還
に
懸
念

が
な
い
と
十
分
に
判
断
さ
れ
る
ま
で
現
在
と

ら
れ
て
い
る
措
置
は
継
続
さ
れ
る
。
こ
れ
は

ま
た
受
託
者
と
し
て
の
当
然
の
責
任
で
あ

り
、
金
融
機
関
を
管
理
す
る
も
の
の
常
識
で

あ
る
。
瀬
長
市
長
の
話

回
答
の
理
由
に
よ
る
と

償
還
の
見
通
し
が
不
十
分
で
あ
る
対
象
に
対
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す
る
貸
付
け
は
極
力
回
避
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
軍
命
で
は
な
く
琉

銀
独
自
の
立
場
か
ら
や
っ
た
と
い
う
の
で
あ

る
か
ら
、
ウ
ラ
を
か
え
せ
ば
償
還
能
力
が
十

分
あ
る
と
い
う
条
件
が
わ
か
れ
ば
起
債
事
業

の
融
資
は
継
続
す
る
し
、
市
預
金
の
凍
結
も

解
か
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
市
当
局
と

し
て
は
二
、
三
日
中
に
そ
の
条
件
を
銀
行
に

明
示
し
て
融
資
の
継
続
を
し
て
も
ら
い
、
都

計
事
業
を
従
来
通
り
押
し
進
め
て
ゆ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
軍
補
助
八
千
七
百
万
円
の

う
ち
未
交
付
額
の
四
千
五
百
万
円
の
打
切
り

の
理
由
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

一
〇
〇
万
円
／
補
助
残
額
の
交

付
拒
否
／
工
交
局
が
那
覇
市

へ沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
２
・
２

さ
る
一
月
二
十
日
瀬
長
那
覇
市
長
か
ら
政
府

に
泊
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
補
助
金
残
額
百

万
円
を
早
急
に
交
付
し
て
も
ら
い
た
い
と
の

陳
情
が
あ
っ
た
が
二
日
安
里
工
交
局
長
は
、

次
の
理
由
で
交
付
を
拒
否
し
た
。

貴
市
長
は
現
在
の
都
市
計
画
は
無
謀
な
軍

事
優
先
の
都
市
計
画
で
あ
り
再
検
討
を
す
る

と
い
う
方
針
の
よ
う
で
あ
る
が
日
本
の
権
威

者
石
川
博
士
指
導
の
も
と
で
の
大
那
覇
市
都

市
計
画
で
あ
り
軍
事
優
先
と
い
う
こ
と
は
誰

が
み
て
も
当
ら
な
い
。
都
市
計
画
を
再
検
討

す
る
の
で
あ
れ
ば
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
も
そ
の

存
在
価
値
が
変
っ
て
く
る
の
で
泊
港
が
商
港

と
し
て
価
値
あ
る
都
市
計
画
で
あ
る
か
ど
う

か
、
検
討
を
必
要
と
す
る
の
で
補
助
金
支
出

も
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
住
民
も
泊

港
の
商
港
と
し
て
の
価
値
を
高
め
る
た
め
に

近
代
的
な
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
を
建
設
す
る
こ

と
に
賛
成
し
て
立
法
院
も
補
助
す
る
こ
と
を

可
決
し
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
現
在
の
都
市
計

画
が
無
茶
で
あ
る
か
ど
う
か
、
住
民
の
意
向

も
聞
く
必
要
が
あ
る
。
よ
っ
て
補
助
金
残
額

百
万
円
は
交
付
条
件
の
通
り
全
事
業
完
成
後

で
な
け
れ
ば
検
討
で
き
な
い
。
同
ビ
ル
工
事

は
政
府
は
あ
く
ま
で
補
助
で
あ
り
同
ビ
ル
工

事
中
止
に
よ
る
損
害
を
補
助
の
み
で
局
限
す

る
と
い
う
考
え
は
当
を
得
て
い
な
い
。
あ
く

ま
で
市
の
財
源
を
も
っ
て
損
害
防
止
の
万
全

の
策
を
と
ら
れ
た
い

な
お
政
府
で
は
都
市
計
画
補
助
費
残
額
五

百
五
十
万
円
も
同
様
の
理
由
で
再
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
の
方
針
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

都
計
に
一
億
二
千
万
／
瀬
長
那

覇
市
長
が
補
助
金
陳
情

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
２
・
３

三
十
一
日
那
覇
市
長
瀬
長
亀
次
郎
氏
か
ら
工

交
局
に
五
八
年
度
都
市
計
画
事
業
費
一
億
二

千
七
百
十
二
万
一
千
円
を
新
年
度
政
府
予
算

に
計
上
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
陳
情
が
あ
っ

た
。
同
計
画
書
に
よ
る
と
那
覇
市
は
道
路
工
事
費

と
し
て
五
千
六
百
六
十
九
万
八
千
円
、
橋
梁

工
事
費
と
し
て
一
千
万
円
を
計
上
し
て
あ
り

内
訳
け
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

▽
道
路
工
事
費
◇
松
尾

城
岳
一
千
四
百
二

万
五
千
円
、
◇
那
高

与
儀
一
千
三
百
八
十

七
万
五
千
円

◇
崇
元
寺

姫
百
合
橋
一
千
八
百
八
万
九
千

円
、
◇
寄
宮

南
風
原
一
千
七
十
万
円
。

◇
街
路
樹

一
百
三
十
三
万
二
千
円
。

◇
霊
園

識
名
一
千
五
百
万
円

用
地
買
収

並
び
に
納
骨
堂
施
設
費

◇
公
園
及
び
緑
地

波
の
上
子
供
博
物
館
一

千
万
円

植
樹
並
び
に
用
地
買
収
費

◇
橋
梁
◇
久
茂
地
川
六
百
七
十
万
円

◇
安
里
川
三
百
三
十
万
円
。

◇
河
川
及
び
排
水

与
儀
農
指
所

旧
鉄
道

路
一
千
万
円
。

◇
埋
立
◇
旭
町
八
百
万
円
◇
泊
北
岸
二
百
万

円
。死

ん
で
も
脱
党
せ
ぬ
／
資
金
凍

結
め
ぐ
り
論
争
／
那
覇
市
会

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
２
・
４

四
日
の
那
覇
市
臨
時
議
会
本
会
議
は
午
前
十

時
半
開
会
。
日
程
に
先
だ
ち
嘉
数
ツ
ル
氏
か

ら

若
狭
幼
稚
園
、
同
小
校
敷
地
拡
張
陳
情

の
審
議
に
つ
い
て
同
日
午
後
文
教
厚
生
労
務

委
を
ひ
ら
く
こ
と
を
理
由
に
本
会
議
を
午
前

中
で
打
切
る
よ
う
提
案
、
次
い
で
島
袋
嘉
順

氏
か
ら
同
提
案
の
取
扱
い
に
つ
い
て
直
ち
に

全
員
協
議
会
を
ひ
ら
く
よ
う
動
議
を
提
出
。

よ
つ
て
本
会
議
は
直
ち
に
休
け
い
に
移
り
、

同
陳
情
を
早
急
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
い

う
文
教
厚
生
労
務
委
員
と
こ
れ
を
渋
る
人
民

党
側
の
間
に
暫
く
論
議
が
行
わ
れ
た
後
、
同

日
の
本
会
議
を
午
前
中
で
打
切
り
五
、
六
日

の
両
日
本
会
議
を
休
会
す
る
こ
と
に
決
定
。

島
袋
氏
か
ら
議
事
運
営
の
改
善
に
つ
い
て
発

言
が
あ
つ
た
後
、
市
長
一
般
施
政
方
針
に
対

す
る
質
問
に
入
り
。

儀
武
息
睦
氏

資
金
は
凍
結
さ
れ
、
都
計

は
ス
ト
ツ
プ
し
た
。
こ
れ
が
解
決
に
つ
い
て

市
長
は

誠
心
を
も
ち
市
会
と
協
力
し
て
打

か
い
す
る

と
抽
象
的
に
答
え
て
い
る
が
、

具
体
的
な
解
決
策
を
聞
き
た
い
。
市
長
が
人

民
党
を
脱
党
し
て
こ
そ
諸
問
題
は
解
決
す
る

と
思
う
が
脱
党
の
意
思
が
あ
る
か
。

傍
聴
席
笑
う
。

瀬
長
市
長

資
金
凍
結
だ
が
一
市
長
が
当

選
し
た
こ
と
で
こ
の
処
置
が
と
ら
れ
た
事
は

正
当
か
ど
う
か
を
究
め
る
べ
き
だ
。
私
は
暴

力
で
市
長
の
イ
ス
を
奪
つ
た
の
で
な
く
布
令

の
選
挙
法
で
合
法
的
に
選
ば
れ
た
の
で
あ

る
。
民
政
府
バ
ロ
ン
氏
、
富
原
琉
銀
総
裁
は

補
助
金
も
融
資
も
必
要
と
し
な
い
も
の
に
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は
貸
す
必
要
が
な
い

と
述
べ
て
い
る
が
私

は

軍
補
助
金
は
要
ら
な
い
と
い
つ
た
こ
と

は
な
く
、
も
つ
と
補
助
金
の
必
要
を
感
じ
て

い
る
。
銀
行
は
償
還
能
力
が
あ
れ
ば
貸
す
べ

き
だ

と
答
え
た
。
そ
の
凍
結
理
由
に
対
す

る
琉
銀
の
文
書
回
答
は

償
還
能
力
が
あ
れ

ば
貸
す

と
な
つ
て
お
り
、
軍
と
富
原
総
裁

の
先
の
言
と
は
違
つ
て
い
る
。
当
間
主
席
も

償
還
能
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
現
在
の

区
画
整
理
を
押
進
め
て
い
く
か
ど
う
か
に
か

か
つ
て
い
る
。
市
長
は
償
還
財
源
に
あ
て
ら

れ
て
い
る
地
主
負
担
の
三
割
面
積
を
二
割
に

減
ら
す
と
い
つ
て
い
る
そ
う
じ
や
な
い
か

と
い
つ
て
い
た
が
、
私
は
そ
う
い
つ
た
こ
と

は
な
い
。
私
は
た
だ
花
城
課
長
に
三
割
の
理

由
を
聞
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
私
は
い
ま
起
債

の
償
還
可
能
の
検
討
を
終
つ
た
の
で
四
日
か

ら
折
衝
す
る
。
凍
結
理
由
に
対
す
る
民
政
府
、

琉
銀
の
回
答
は
日
々
猫
の
目
の
よ
う
に
変
つ

て
い
る
。
凍
結
は
不
当
な
も
の
だ
。
四
千
名

の
労
働
者
の
失
職
を
瀬
長
の
責
任
に
し
よ
う

と
す
る
が
、
労
働
者
は
そ
の
責
任
の
所
在
を

は
つ
き
り
知
つ
て
い
る
。
資
本
家
の
ス
ト
ラ

イ
キ
は
沖
縄
に
の
み
あ
る
特
殊
な
現
象
だ
。

そ
れ
が
証
拠
に
は
一
人
の
労
働
者
も
私
に
文

句
を
い
つ
て
こ
な
い
。
対
米
協
力
に
つ
い
て

も
、
ア
メ
リ
カ
の
政
策
が
常
識
的
に
正
し
い

も
の
で
あ
れ
ば
こ
れ
を
推
進
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
不
当
な
も
の
で
あ
れ
ば
断
固
闘
う
。

私
は
死
ん
で
も
人
民
党
は
脱
党
し
な
い
。

傍
聴
席
拍
手
。

比
嘉
朝
四
郎
氏

語
気
鋭
く

死
な
な
い

と
解
決
し
な
い
じ
や
な
い
か
。
一
体
市
長
は

ど
こ
か
ら
財
源
を
求
め
る
の
か
ツ

議
場
一

時
騒
然
と
な
る

市
長

努
力
し
て
解
け
な
け
れ
ば
、
こ
の

措
置
は
不
当
で
あ
る
の
で
徹
底
的
に
闘
い
抜

く
、
屈
服
す
る
こ
と
は
日
本
国
民
の
魂
が
許

さ
な
い
。
ア
メ
リ
カ
民
政
府
の
補
助
金
と
同

様
、
日
本
政
府
か
ら
も
戦
災
特
別
都
市
復
興

資
金
を
要
求
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
そ
の
具
体
化
の
見
通
し
が
あ
る
と
み
て

い
る
。
辺
野
喜
英
興
氏

人
民
党
は
市
政
綱
領
で

現
在
の
都
計
は
軍
事
優
先
と
非
難
し
て
い
る

が
、
市
長
は
施
政
方
針
で
い
ま
ま
で
の
都
計

を
強
力
に
お
し
進
め
て
い
く
と
逆
な
こ
と
を

い
つ
て
い
る
。
い
か
に
し
て
百
八
十
度
の
転

換
を
し
た
か
。

市
長

別
に
百
八
十
度
の
転
換
で
は
な
く

同
じ
線
を
行
つ
て
い
る
。
軍
事
優
先
と
は
い

ま
の
と
ら
れ
た
措
置
、
す
な
わ
ち
市
民
の
金

が
簡
単
に
打
切
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
軍
事

優
先
と
い
う
の
で
あ
る
。
都
計
は
小
禄
、
首

里
に
も
全
般
的
に
行
き
渡
さ
ね
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
。
現
予
算
を
突
然
変
更
す
る
こ
と

は
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
現
在
の
事
業
予

算
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
く
こ
と
が
常
識

で
あ
る
。
施
政
方
針
が
具
体
化
す
る
の
は
六

月
の
予
算
議
会
を
ま
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。

宮
里
敏
慶
氏

日
本
復
帰
し
た
時
、
中
小

商
工
業
者
の
保
護
策
を
考
え
て
い
る
か
。
本

土
か
ら
の
流
人
に
よ
り
労
働
者
も
圧
迫
を
う

け
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長

む
し
ろ
そ
の
逆
と
考
え
る
。
復
帰

し
た
時
は
国
土
復
興
が
大
き
な
視
野
か
ら
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
政
治
、
経
済
的
に
も

む
し
ろ
豊
か
に
な
る
と
確
信
す
る
。

赤
嶺
慎
英
氏

市
長
は
真
の
民
主
主
義
は

ブ
ル
ジ
ヨ
ア
民
主
主
義
で
あ
り
、
こ
れ
を
守

る
決
心
と
い
う
が
、
琉
球
の
現
状
で
は
民
主

主
義
は
法
が
先
行
し
市
民
は
そ
れ
を
追
つ
か

け
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
市
長
が
い
う
侵
さ

れ
て
い
る
民
主
主
義
の
具
体
例
は
何
か
。

市
長

ロ
ン
ド
ン
タ
イ
ム
ス
東
京
支
局
長

は

補
助
金
が
打
切
ら
れ
、
市
預
金
が
凍
結

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
わ
れ
ら
で
は
考
え
ら

れ
な
い
こ
と
だ

と
三
回
に
わ
た
つ
て
私
に

質
し
て
い
た
。
こ
の
凍
結
は
市
民
の
自
由
を

守
り
抜
く
と
い
う
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
の

人
々
に
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
新

聞
も
私
の
こ
と
を
時
に
は
歪
曲
し
て
書
く
。

圧
力
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

合
併
促
進
協
議
会
の
組
織
／
臨

時
議
会
中
に
那
覇
も
乗
出
す

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
２
・
７

既
報

那
覇
・
真
和
志
の
合
併
に
つ
い
て
真

和
志
側
で
は
四
日
、
那
覇
市
の
臨
時
議
会
々

期
中
に
法
に
の
っ
と
っ
た
合
併
促
進
協
議
会

を
組
織
す
る
よ
う
文
書
で
申
入
れ
る
こ
と
を

決
め
、
申
入
れ
の
時
期
に
つ
い
て
那
覇
市
側

に
照
会
し
て
い
た
が
、
六
日
あ
さ
十
時
那
覇

市
内
某
所
で
開
か
れ
た
那
覇
市
市
政
研
究
ク

ラ
ブ
協
議
会

二
十
七
議
員

に
真
和
志
側

森
田
議
長
と
新
里
合
併
促
進
委
員
長
が
招
か

れ
懇
談
し
た
結
果
、
那
覇
市
側
か
ら

今
会

期
中
に
自
主
的
に
合
併
促
進
協
議
会
を
持
つ

よ
う
に
取
計
ら
い
た
い

と
申
出
が
あ
っ
た

の
で
真
和
志
側
も
こ
れ
を
了
承
し
た
。

こ
れ
で
真
和
志
側
と
し
て
は
文
書
に
よ
る
申

入
れ
を
見
合
わ
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
今
回

の
那
覇
の
申
出
は
こ
れ
ま
で
合
併
問
題
に
つ

い
て
消
極
的
だ
っ
た
那
覇
市
側
が
や
っ
と
積

極
的
に
動
き
出
す
も
の
と
し
て
歓
迎
し
て
お

り
、
久
し
く
停
滞
気
味
だ
っ
た
合
併
問
題
も

今
後
活
発
に
進
展
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
る
。
な
お
促
進
協
議
会
組
織
へ
の
具
体
的
な
方

法
と
し
て
は
、
現
在
両
市
会
に
設
置
さ
れ
て

い
る
合
併
問
題
委
員
会
を
そ
れ
ぞ
れ
発
展
的

に
解
消
し
て
協
議
会
組
織
の
準
備
委
員
会
を

作
る
こ
と
に
な
る
よ
う
で
、
那
覇
市
側
は
今
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会
期
中
に
こ
の
準
備
委
員
会
に
つ
い
て
検
討

す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
真
和
志
側
も
八
日
に
合
併
促
進
委
員
会

を
開
き
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

真
和
志
市
会
新
里
合
併
委
員
長
の
話

こ

れ
で
那
覇
側
も
よ
う
や
く
合
併
問
題
に
つ
い

て
積
極
的
に
動
き
だ
し
て
貰
っ
た
の
で
私
共

と
し
て
満
足
に
た
え
な
い
。

こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
／
那
覇

の
河
川
工
事
停
止
／
雨
季
控

え
氾
濫
の
不
安
／
市
長
と
市

会
は
責
任
の
な
す
り
あ
い

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
２
・
７

こ
こ
二
、三
日
雨
模
様
の
天
気
が
つ
づ
い
た
。

那
覇
市
で
は
軍
特
別
補
助
で
施
工
し
て
い
た

安
里
、
久
茂
地
両
川
改
修
工
事
が
ス
ト
ッ
プ

さ
れ
、
流
れ
の
真
ン
中
に
土
砂
を
積
み
重
ね

た
ま
ま
放
置
さ
れ
た
た
め
、
雨
が
続
く
と
氾

濫
が
気
遣
わ
れ
て
、
川
沿
い
の
市
民
た
ち
は

不
安
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
共
に
中
之
橋
な

ど
の
架
橋
工
事
も
停
止
に
な
っ
て
い
る
の
で

川
を
渡
っ
て
通
学
す
る
児
童
た
ち
も
雨
季
と

な
れ
ば
危
険
こ
の
上
な
い
と
い
う
有
様

。
市
当
局
で
は
資
金
凍
結
が
解
け
る
ま
で
の
臨

時
措
置
と
し
て
約
二
十
五
万
円
の
予
算
を
計

上
、
架
橋
、
浚
渫
の
仮
工
事
を
計
画
し
て
臨

時
議
会
に
上
程
し
た
が
、
反
当
局
派
二
十
七

名
の

仮
工
事
な
ど
姑
息
な
方
法
を
せ
ず
、

凍
結
解
除
に
市
長
は
努
め
よ

と
い
う
理
由

で
否
決
さ
れ
、
陽
の
目
を
み
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と
に
お
構
い
な
く
雨
は

降
る
し
、
現
に
降
っ
て
市
中
の
川
の
水
量
も

増
し
て
い
る
の
だ
か
ら
ど
う
に
か
し
て
貰
わ

ん
と
困
る
の
は
市
民
達
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
瀬
長
市
長
は
、

若
し
も
の

こ
と
が
あ
れ
ば
、
当
局
上
程
の
追
加
予
算
を

否
決
し
た
二
十
七
議
員
の
責
任
だ

と
語
り
、

こ
れ
ら
二
十
七
議
員
側
は

昨
日
、
今
日
の

雨
で
は
大
し
た
こ
と
で
は
な
い
。
若
し
万
一

の
こ
と
が
あ
っ
て
も
我
々
の
責
任
だ
と
い
う

の
は
当
ら
な
い
。
そ
れ
は
正
し
く
瀬
長
市
長

の
政
治
責
任
と
な
る
だ
ろ
う

と
の
見
方
で

ど
う
や
ら
今
か
ら
責
任
の
な
す
り
合
い
が

始
っ
た
感
じ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
瀬
長
市
長
の
話
で
は
、
川
沿
い
の

市
民
や
父
兄
の
中
か
ら
自
分
た
ち
で
架
橋
、

浚
渫
の
仮
工
事
を
し
た
い
が
ど
う
か

、
と

申
出
も
来
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
三
・
四
半
期
実
行
予
算
中
の
河
川
道
路

修
理
費
か
ら
の
市
長
専
決
処
分
に
よ
る
流
用

も
法
的
な
面
で
研
究
中
で
、
今
明
日
中
に
結

論
を
出
す
。
何
れ
に
せ
よ
、
近
く
市
民
に
不

安
を
与
え
な
い
程
度
の
仮
工
事
は
着
手
す
る

と
い
っ
て
い
る
。

気
象
台
の
話
で
は
、
今
日
、
明
日
は
相
変
ら

ず
天
気
は
ぐ
ず
つ
き
、
そ
の
後
次
第
に
上
る

と
い
う
が
、
三
月
末
頃
に
な
る
と
春
先
の
雨

が
あ
り
、
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
は
本
格

的
な
雨
季
と
な
る
。
仮
工
事
も
必
要
だ
が
、

そ
の
頃
ま
で
に
都
計
再
開
を
と
願
う
の
は
川

べ
リ
の
市
民
だ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

瀬
長
市
長
の
話

万
一
の
こ
と
が
あ
れ
ば

否
決
し
た
市
会
二
十
七
名
の
責
任
で
あ
る
。

し
か
し
当
局
と
し
て
放
置
す
る
わ
け
に
も
い

か
ず
、
市
長
専
決
に
よ
る
予
算
流
用
を
検
討

中
で
あ
る
。

市
民
の
中
か
ら
も
自
力
で
や
り
た
い
と
申
し

出
が
あ
る
し
、
早
急
に
や
る
。

泉
議
長
の
話

こ
の
雨
で
は
大
し
た
こ
と

は
な
い
。

長
嶺
副
議
長
の
話

も
し
万
一
の
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
こ
れ
は
市
長
の
政
治
責
任
と
な

る
も
の
で
あ
る
。
彼
と
わ
れ
わ
れ
の
見
解
の

相
違
と
い
う
他
は
な
い
。

一
日
も
早
く
工
事
再
開
を

安
里
川
沿
い
の
Ｙ
さ
ん
の
話

雨
季
が

や
っ
て
く
る
度
に
浸
水
騒
ぎ
と
な
る
の
で
護

岸
工
事
は
隣
近
所
の
人
達
と
共
に
喜
ん
で
い

た
の
で
す
が
、
那
覇
市
へ
の
資
金
凍
結
で
工

事
が
中
途
か
ら
ス
ト
ッ
プ
し
た
こ
と
は
誠
に

残
念
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
一
日
も
早
く
工

事
が
再
開
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
が
こ

の
ま
ま
の
状
態
が
続
く
と
非
常
に
心
配
だ
。

安
里
川
は
工
事
の
た
め
川
の
半
分
は
せ
き
止

め
ら
れ
て
い
る
の
で
排
水
も
悪
く
、
前
よ
り

も
浸
水
の
被
害
は
ひ
ど
く
な
る
の
で
は
な
い

か
。
他
に
移
ろ
う
と
思
っ
て
も
自
分
達
に
は

そ
れ
だ
け
の
金
も
、
土
地
も
な
い
の
で
ど
う

す
る
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
。

同
Ａ
さ
ん
の
話

工
事
の
停
止
で
我
々
付

近
の
人
達
は
た
い
へ
ん
迷
惑
し
て
い
る
。
昨

年
の
台
風
の
時
な
ど
床
上
ま
で
浸
水
し
た
の

で
雨
の
降
る
た
び
毎
に
び
く
び
く
で
す
。
工

事
が
中
途
で
止
め
ら
れ
て
い
る
の
で
土
砂
が

川
の
真
中
に
積
み
上
げ
ら
れ
か
え
っ
て
前
よ

り
悪
く
な
っ
て
い
る
。
四
月
の
雨
季
を
控
え

て
い
る
の
で
一
日
も
早
く
工
事
を
再
開
し
て

も
ら
い
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
や
は
り
琉
銀

が
早
く
那
覇
市
へ
の
融
資
を
再
開
す
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
我
々
川
沿
い
の
住

民
の
問
題
だ
け
で
な
く
全
那
覇
市
民
の
問
題

だ
か
ら
で
す
。

凍
結
論
争
で
那
覇
市
会
幕
切
れ

最
高
潮
／
”
責
任
は
市
長
に
”

要
望
決
議
／
市
長
”
市
民
へ

の
責
任
転
嫁
だ
”

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
２
・
８

那
覇
市
議
会
は
き
の
う
朝
十
時
四
十
分
本
会

議
を
再
開
、
若
狭
小
学
校
敷
地
拡
張
と
同
幼

稚
園
敷
地
に
つ
い
て
文
教
厚
生
委

委
員
長

大
山
盛
幸
氏

の
決
定
ど
お
り
採
択
決
議
し

た
の
ち
、
資
金
凍
結
問
題
を
中
心
に
活
発
な
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質
疑
が
続
行
さ
れ
論
争
も
最
高
潮
に
達
し
た

が
、
辺
野
喜
議
員
の
動
議
で

資
金
凍
結
に

よ
る
建
設
事
業
の
早
期
再
開

に
つ
い
て
市

長
へ
の
要
望
決
議
が
な
さ
れ
、
午
後
五
時
臨

時
議
会
の
幕
を
閉
じ
た
。

決
議

こ
の
度
の
資
金
凍
結
は
、
瀬
長
市
長

の
反
米
行
動
に
よ
つ
て
発
生
し
た
政
治
的
現

象
で
あ
る
。
従
つ
て
こ
の
現
象
は
瀬
長
市
長

の
反
米
行
動
が
な
か
つ
た
ら
発
生
し
な
か
つ

た
と
思
わ
れ
る
。
結
論
と
し
て
資
金
凍
結
を

さ
せ
て
、
那
覇
市
十
一
万
市
民
待
望
の
都
市

計
画
事
業
そ
の
他
の
建
設
事
業
を
ス
ト
ツ
プ

さ
せ
、
市
民
に
不
利
益
を
与
え
て
市
民
を
苦

し
め
て
い
る
真
の
責
任
者
は
瀬
長
市
長
で
あ

る
。
よ
つ
て
市
長
は
来
る
三
月
の
定
例
議
会

の
開
催
予
定
日
ま
で
に
、
資
金
凍
結
を
解
除

し
て
都
市
計
画
事
業
、
水
道
事
業
、
区
画
整

理
事
業
を
速
か
に
再
開
始
し
て
貰
い
た
い
こ

と
を
要
望
す
る
。

主
な
る
発
言
つ
ぎ
の
と
お
り
。

渡
口
（
麗
）
議
員

市
長
は
資
金
凍
結
を
解

く
確
信
が
あ
る
と
ハ
ツ
キ
リ
い
つ
て
い
る

が
。
瀬
長
市
長

凍
結
は
軍
や
財
界
人
が
計
画
し

た
も
の
で
、
こ
の
措
置
に
対
す
る
抵
抗
は
す

で
に
盛
り
上
り
つ
つ
あ
る
。
私
が
凍
結
を
と

く
確
信
が
あ
る
と
い
う
の
も
こ
の
上
に
立
つ

て
の
こ
と
だ
。

森
田
議
員

十
一
万
市
民
は
も
ち
ろ
ん
軍
民

両
政
府
の
援
助
が
な
け
れ
ば
市
政
運
営
は
で

き
ぬ
。
凍
結
問
題
も
、
市
長
の
責
任
を
他
に

転
嫁
し
て
は
い
け
な
い
。

瀬
長
市
長

具
志
頭
村
の
水
源
地
貸
与
拒
否

も
軍
の
威
圧
で
な
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
う
し

た
仕
打
ち
に
対
し
て
は
徹
底
的
に
闘
い
、
絶

対
に
市
長
の
席
を
退
か
な
い
。

赤
嶺
議
員

市
長
は
十
一
万
市
民
、
八
十
万

県
民
、
九
千
万
祖
国
同
胞
の
力
で
必
ず
と
け

る
と
い
う
が
、
そ
の
見
通
し
が
あ
る
の
か
。

ま
た
功
を
奏
す
る
ま
で
待
つ
の
か
。

瀬
長
市
長

琉
銀
回
答
は
政
治
的
意
図
は
な

い
と
い
つ
て
い
る
の
で
、
あ
す
償
還
能
力
が

あ
る
こ
と
を
示
す
書
類
を
出
す
こ
と
に
な
つ

て
い
る
。
私
は
融
資
の
継
続
を
確
信
し
て
お

り
、
六
月
ま
で
に
は
具
体
的
に
打
出
せ
る
と

思
う
。

長
嶺
副
議
長

市
長
は
反
米
で
も
親
米
で
も

な
く
基
地
反
対
で
も
な
い
と
い
う
が
、
人
民

党
綱
領
は
ア
メ
リ
カ
の
沖
縄
占
領
統
治
に
対

し
て
闘
う
と
明
示
。
明
ら
か
に
基
地
に
も
反

対
で
あ
り
、
沖
縄
の
立
法
・
司
法
・
行
政
を

も
認
め
な
い
も
の
だ
。
こ
れ
を
押
切
つ
て
市

長
に
出
た
こ
と
は
米
に
頼
ら
ず
独
自
で
市
政

を
推
進
し
て
い
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
。
瀬
長
市
長

そ
の
通
り
闘
つ
て
き
た
し
今
後

も
占
領
統
治
に
は
真
ツ
向
か
ら
闘
う
こ
と
を

宣
言
す
る
。
民
政
が
し
か
れ
な
い
の
は
ブ
ル

ジ
ヨ
ア
民
主
主
義
の
否
定
で
あ
り
、
セ
ナ
ガ

が
退
陣
し
て
凍
結
が
解
決
す
る

と
言
う

か
も
知
れ
ぬ
が
、
恐
ろ
し
い
占
領
統
治
は
続

く
し
、
私
は
選
挙
が
あ
れ
ば
ま
た
立
候
補
す

る
ハ
ラ
だ
。

渡
口
（
麗
）
議
員

八
十
万
県
民
の
力
で
凍

結
を
と
く
と
い
う
が
、
こ
れ
で
は
瀬
長
は
外

交
、
政
治
能
力
も
な
い
こ
と
に
な
る
。
施
政

権
者
に
十
カ
年
も
反
対
し
て
き
た
張
本
人
で

も
あ
り
、
セ
ナ
ガ
の
い
る
間
は
不
可
能
だ
と

思
う
。

瀬
長
市
長

金
を
貸
さ
な
い
と
い
う
銀
行
の

政
策
が
お
か
し
い
。
ア
メ
リ
カ
の
民
主
主
義

を
信
じ
て
お
り
、
や
が
て
正
常
に
か
え
る
と

思
う
。

渡
口
（
麗
）
議
員

都
計
の
停
止
な
ど
迷
惑

す
る
の
は
市
民
で
あ
り
、
市
長
に
解
決
の
意

思
が
あ
れ
ば
三
月
の
定
例
議
会
ま
で
に
ぜ
ひ

解
い
て
も
ら
い
た
い
。

瀬
長
市
長

一
日
も
早
く
と
く
よ
う
に
す
る

が
、
解
除
す
る
し
な
い
は
向
う

銀
行

で

あ
り
、
も
し
不
当
な
こ
と
が
続
け
ば
辞
め
る

ど
こ
ろ
か
ま
す
ま
す
頑
張
る
。

渡
口
（
麗
）
議
員

凍
結
は
セ
ナ
ガ
の
反
米

行
為
に
よ
り
発
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
都
計

事
業
を
ス
ト
ツ
プ
さ
せ
十
一
万
市
民
に
不
利

益
を
与
え
て
い
る
の
は
瀬
長
市
長
で
あ
る
。

一
日
も
早
く
退
陣
を
要
求
す
る
。

瀬
長
市
長

セ
ナ
ガ
に
責
任
を
転
嫁
さ
せ
る

こ
と
は
十
一
万
市
民
へ
の
責
任
転
嫁
で
あ

る
。
あ
く
ま
で
抵
抗
す
る
。

大
山
議
員

市
長
は
選
挙
時
、
一
括
払
い
問

題
を
と
り
上
げ
一
年
よ
り
半
年
、
も
つ
と
短

か
く
し
て
一
カ
月

と
一
時
間
払
い
に
な

る
と
”
そ
こ
に
お
れ
な
く
な
る
の
で
彼
ら
は

引
揚
げ
る
”
と
い
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明

ら
か
に
基
地
反
対
だ
と
思
う
が
。

瀬
長
市
長

基
地
反
対
で
は
な
い
、
原
水
爆

基
地
に
反
対
な
の
だ
。
沖
縄
は
原
爆
基
地
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
反
対
す
る
。

嘉
数
ツ
ル
議
員

施
政
方
針
は
婦
人
の
授
産

事
業
等
一
つ
も
謳
わ
れ
て
い
な
い
。

瀬
長
市
長

未
亡
人
や
不
具
廃
疾
者
問
題
は

六
月
の
予
算
議
会
に
打
出
す
。

辺
野
喜
議
員

い
ま
ま
で
の
質
疑
で
明
ら
か

に
政
治
的
な
見
解
の
相
違
で
あ
る
こ
と
が
ハ

ツ
キ
リ
し
た
。
凍
結
解
除
に
は
市
長
も
十
分

確
信
を
も
つ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
市
長
の

責
任
で
早
急
に
解
決
。
都
計
、
水
道
、
区
画

事
業
を
促
進
す
る
よ
う
要
望
決
議
を
し
た

い
。こ
こ
で
辺
野
喜
議
員
、
議
案
の
都
計
、

水
道
、
区
画
整
理
、
資
金
凍
結
解
除
を
一

括
決
議
す
る
よ
う
動
議
。
人
民
党
島
袋
議

員
ら
と
の
間
に
、
議
案
処
理
に
つ
い
て
も

め
た
が

起
草
委
を
あ
げ
て
決
議
案
を
上

程
。
同
決
議
案
を
め
ぐ
つ
て
、
与
野
党
の

間
に
激
し
く
質
疑
・
討
論
が
闘
わ
さ
れ
た

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

二
月

五
八
二



が
、
結
局
人
民
党
三
議
員
の
反
対
を
除
く

全
員
の
賛
成
で
要
望
決
議
は
決
議
さ
れ

た
な
お
農
研
所
移
転
問
題
は
総
務
財
政
委
で
継

続
審
議
の
た
め
再
付
託
さ
れ
た
。

合
併
促
進
協
議
会
を
結
成
／
那

覇
市
会

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
２
・
８

那
覇
市
で
は
七
日
ひ
る
四
時
三
十
分
、
臨
時

議
会
閉
会
後
、
直
ち
に
全
体
協
議
会
を
開
い

て
真
和
志
市
と
の
合
併
問
題
に
つ
い
て
協
議

の
結
果
、
合
併
促
進
法
に
則
っ
た
両
市
合
併

促
進
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と
に
意
見
一

致
、
そ
の
規
約
起
草
そ
の
他
諸
準
備
を
す
す

め
る
た
め
準
備
委
員
会

五
名

を
従
来
の

合
併
研
究
委
を
発
展
的
に
解
消
し
て
結
成
、

次
の
各
議
員
を
選
任
し
た
。

辺
野
喜
英
興
、
久
高
友
敏
、
渡
口
麗
秀
、

比
嘉
佑
直
、
真
栄
田
義
晃
。

足
並
み
揃
わ
ぬ
「
不
信
任
」
／

那
覇
市
会
提
出
時
期
に
異
論

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
２
・
８

七
日
閉
会
し
た
那
覇
市
臨
時
議
会
は

三
月

定
例
議
会
ま
で
に
資
金
凍
結
を
解
除
す
る
よ

う

と
の
瀬
長
市
長
へ
の
要
望
決
議
を
行
っ

た
。
一
般
で
は
こ
れ
を
も
し
瀬
長
市
長
が
三

月
ま
で
に
こ
の
凍
結
を
解
く
こ
と
が
で
き
な

け
れ
ば
直
ち
に
不
信
任
す
る
動
き
の
表
わ
れ

だ
と
も
み
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
野
党
二

十
七
議
員
側
の
大
勢
は
要
望
決
議
は
単
な
る

督
励
の
意
味
の
も
の
で
こ
の
決
議
が
直
接
不

信
任
の
裏
づ
け
と
な
る
も
の
で
は
な
い
と
す

る
態
度
に
あ
る
。
と
こ
ろ
で
二
十
七
議
員
側

の
動
き
で
は
早
期
不
信
任
論
者
も
い
る
事
な

が
ら
こ
れ
は
ご
く
少
数
で
大
勢
は
市
長
不
信

任
に
一
致
し
て
も
そ
の
提
出
の
時
期
に
つ
い

て
意
見
の
相
違
が
あ
る
。
た
と
え
ば
三
月
の

定
例
議
会
で
提
出
を
も
く
ろ
む
者
も
お
れ

ば
、
六
月
頃
を
ヤ
マ
と
み
る
議
員
も
お
り
、

一
方
、
現
在
の
段
階
に
立
っ
て
の
見
通
し
で

は
不
信
任
提
出
そ
れ
自
体
に
反
対
の
意
向
を

み
せ
、
瀬
長
市
長
が
実
際
に
市
政
運
営
不
可

能
な
状
態
に
お
ち
入
り
な
が
ら
な
お
そ
の
席

を
去
ら
な
い
と
と
も
に
最
終
手
段
と
し
て
不

信
任
案
を
出
す
べ
き
だ
と
す
る
議
員
も
い

る
。
こ
う
し
た
足
な
み
の
不
一
致
は
二
十
七

議
員
の
市
研
ク
ラ
ブ
で
不
信
任
問
題
に
つ
い

て
の
具
体
的
打
合
せ
を
し
て
な
い
た
め
と
各

人
の
立
場
が
微
妙
に
作
用
し
て
い
る
た
め
、

ま
た
今
後
情
勢
が
ど
の
よ
う
に
変
っ
て
い
く

か
、
そ
の
見
通
し
が
困
難
な
た
め
で
あ
る
。

長
嶺
副
議
長
の
話

要
望
決
議
は
市
長
が

六
月
ま
で
に
解
い
て
み
せ
る
と
い
っ
た
の
に

対
し
六
月
で
は
遅
過
ぎ
る
か
ら
早
く
せ
よ
と

い
う
督
励
の
イ
ミ
で
し
か
な
い
。
実
際
に
不

信
任
す
る
場
合
は
彼
我
の
客
観
情
勢
の
分
析

も
十
分
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
各
人
の
立

場
も
考
慮
し
て
慎
重
に
す
べ
き
だ
ろ
う
。
だ

か
ら
基
本
線
で
は
一
致
し
て
も
時
期
的
な
点

で
一
致
は
む
つ
か
し
い
の
で
あ
る
。

”
市
債
償
還
に
確
信
あ
り
”
／

那
覇
市
融
資
再
開
を
申
請

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
２
・
９

那
覇
市
で
は
き
の
う
安
次
富
建
設
、
長
嶺
財

政
部
長
の
両
氏
が
琉
銀
に
富
原
総
裁
を
訪

れ
、
市
債
償
還
計
画
を
そ
え
た
融
資
の
継
続

申
請
書
を
提
出
し
た
。
こ
れ
に
対
し
富
原
総

裁
は

よ
く
検
討
し
て
回
答
す
る

旨
答
え

た
よ
う
で
、
那
覇
市
が
ま
と
め
た
市
債
償
還

の
能
力

計
画

つ
ぎ
の
と
お
り
。

融
資
再
開
に
つ
い
て

市
一
般
会
計
お
よ
び

水
道
、
区
画
整
理
の
各
会
計
に
お
け
る
資
金

計
画
の
現
状
お
よ
び
将
来
の
見
通
し
、
ま
た

は
総
合
的
な
財
政
運
営
の
見
通
し
を
説
明

し
、
従
来
市
に
対
し
て
講
じ
ら
れ
た
融
資
を

再
開
し
て
い
た
だ
く
よ
う
懇
願
致
し
ま
す
。

▽
一
般
会
計
の
市
債
償
還

市
の
毎
年
度
確

保
で
き
る
財
源

経
済
的
財
源

は
七
千
九

百
八
十
万
円
で
、
運
営
費
の
土
木
、
社
会
福

祉
、
産
業
振
興
な
ど
を
差
引
い
た
残
額
一
千

八
百
五
十
万
が
年
間
起
債
償
還
金
に
振
向
け

ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
五
六
年
十
二
月
末
現

在
の
起
債
額
は
都
計
事
業
、
泊
埋
立
事
業
、

安
里
川
改
修
、
市
営
住
宅
で
一
億
一
千
三
百

六
十
六
万
五
千
円
で
、
年
間
償
還
額
が
一
千

五
百
五
十
五
万
円
。
そ
れ
に
安
里
川
改
修
費

三
千
四
百
四
十
万
円
は
埋
立
地
処
分
で
償
還

す
る
計
画
で
あ
る
の
で
、
年
間
実
際
償
還
額

は
一
千
二
百
十
一
万
円
と
な
り
、
こ
れ
を
償

還
可
能
額
の
一
千
八
百
五
十
万
円
か
ら
差
引

い
て
も
六
百
三
十
九
万
円
の
余
裕
が
あ
る
。

以
上
は
市
税
収
入
、
土
地
賃
貸
料
等
の
徴
収

成
績
に
も
と
づ
い
て
計
画
し
た
も
の
で
、
市

債
償
還
は
円
滑
に
行
い
う
る
と
確
信
す
る
。

▽
区
画
整
理
事
業

五
七
年
度
十
二
月
現
在

の
収
入
合
計

替
費
地
、
起
債
収
入

一
億

五
千
万
円
、
支
出
合
計

工
事
費
、
人
件
費
、

市
債
償
還
金

九
千
二
百
二
十
万
で
差
引
一

千
三
百
三
十
万
の
残
。
今
後
の
区
画
整
理
事

業
完
了
ま
で
の
収
入

起
債
、
替
費
地

一

億
三
千
九
百
五
十
万
円
、
支
出

工
事
費
、

人
件
費
、
償
還
費

一
億
三
千
七
百
十
万
円
。

そ
の
残
額
二
百
四
十
万
円
で
十
分
償
還
で
き

る
。
▽
水
道
事
業

使
用
料
、
工
事
収
益
、
起
債

等
の
収
入
合
計
五
千
八
百
四
十
五
万
円
で
、

こ
れ
か
ら
水
道
維
持
費
、
拡
張
費
、
償
還
金

の
支
出
合
計
五
千
四
百
万
円
を
差
引
い
て
も

四
百
万
円
の
残
。

新
水
源
地
拡
張
四
百
十
万
円
の
起
債
を
お
こ

し
て
も
償
還
可
能
と
い
う
も
の
。

瀬
長
市
長
の
話

琉
銀
が
政
治
的
意
図
が
な

く
コ
ン
マ
シ
ヤ
ー
ル
ベ
ー
ス
に
立
つ
て
い
る

一
九
五
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年
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和
三
十
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五
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な
ら
償
還
能
力
を
示
し
た
の
だ
か
ら
、
融
資

を
継
続
す
る
だ
ろ
う
。
従
来
の
各
部
課
の
実

績
に
よ
り
科
学
的
な
分
せ
き
を
基
礎
に
見
通

し
を
つ
け
た
も
の
で
あ
り
、
軍
補
助
は
別
と

し
て
起
債
の
融
資
継
続
は
近
く
可
能
で
あ
る

と
み
て
い
る
。
近
く
琉
銀
総
裁
と
も
話
し
合

う
つ
も
り
だ
。

市
町
村
合
併
促
進
審
議
会
規
則

公
布
琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
２
・
10

政
府
で
は

市
町
村
合
併
促
進
審
議
会
規
則

を
昨
八
日
公
布
し
た
の
で
、
同
審
議
会
の
発

足
に
伴
う
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
次
は
主
な
規
則
内
容
。

○
…
審
議
会
の
所
掌
事
項
は
｜

(

１
）
行
政
主
席
の
諮
問
に
応
じ
て
市
町

村
合
併
に
関
す
る
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

の
調
査
審
議
を
す
る
こ
と
。

(

２
）
行
政
主
席
の
求
め
に
応
じ
て
市
町

村
合
併
の
促
進
に
つ
い
て
の
啓
発
、宣
伝
、

勧
奨
お
よ
び
斡
旋
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

○

審
議
会
は
委
員
十
二
人
以
内
で
組
織
し

(

１
）
市
町
村
議
会
の
連
合
組
織
が
推
薦

す
る
市
町
村
議
会
の
議
長
三
人
（
２
）
市

町
村
長
五
人
（
３
）
政
府
職
員
二
人

(

４
）
学
識
経
験
者
二
人
を
行
政
主
席
が

任
命
し
又
は
委
嘱
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い

る
。

渡
日
拒
否
に
／
瀬
長
市
長
再
申

請沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
２
・
13

出
入
管
理
部
か
ら
渡
日
を
拒
否
さ
れ
た
瀬
長

那
覇
市
長
は
十
二
日
午
後
、
行
政
府
を
通
じ

バ
ー
ジ
ャ
ー
首
席
民
政
官
に
再
審
理
に
よ
る

渡
航
許
可
を
与
え
る
よ
う
再
申
請
し
た
。
な

お
再
申
請
に
は
、
那
覇
市
は
広
島
、
長
崎
、

と
同
様
な
戦
災
都
市
で
あ
る
の
で
、
同
地
の

実
情
を
視
察
す
る
こ
と
は
、
当
然
の
急
務
で

あ
る
と
し
て
い
る
。

那
覇
市
／
16
億
円
の
特
別
補
助

を
／
日
本
政
府
へ
戦
災
復
興

援
助
要
請

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
２
・
14

那
覇
市
で
は
、
こ
の
程
、
日
本
政
府
は
じ
め

各
関
係
者
あ
て
、

那
覇
戦
災
復
興
都
市
計

画
へ
の
援
助
に
就
て

の
国
庫
補
助
の
申
請

並
び
に
協
力
方
の
依
頼
を
し
た
。
発
送
先
は

岸
首
相
代
理
、
衆
参
両
院
議
長
、
自
民
党
淵

上
・
高
岡
氏
ら
関
係
議
員
、
社
会
党
鈴
木
委

員
長
、
浅
沼
書
記
長
、
総
評
、
県
人
会
、
全

学
連
な
ど
約
二
十
通
で
、
関
係
資
料
と
し
て

都
市
計
画
事
業
の
全
貌
を
数
字
的
に
ま
と

め
、
瀬
長
市
長
の
当
選
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た

軍
補
助
、
起
債
打
切
り
、
預
金
凍
結
に
よ
る

現
況
、
今
後
の
計
画
書
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
那
覇
市
都
計
見
積
り
額
約
三
十
五

億
円
の
う
ち
の
未
執
行
額
約
二
十
七
億
円

の
中
で
継
続
事
業
で
あ
る
約
十
六
億
円

Ｂ
円

を
特
別
戦
災
都
市
と
し
て
特
別

立
法
に
よ
る
か
、
或
い
は
す
で
に
廃
止
に

な
っ
た
特
別
都
市
計
画
法
の
準
用
に
よ
っ

て
国
庫
か
ら
補
助
し
て
貰
い
た
い
と
い
う

内
容
の
も
の
で
、
と
く
に
開
会
中
の
国
会

に
間
に
合
わ
せ
て
送
ら
れ
た
。

復
興
計
画
書
に
よ
る
と
国
庫
補
助
を
申
請
し

た
額

Ｂ
円

は
道
路
橋
梁
費
約
九
億
九
千

四
百
万
円
、
河
川
排
水
工
事
約
六
千
万
円
、

造
園
事
業
約
三
千
七
百
万
円
、
埋
立
約
一
億

四
千
八
百
万
円
、
区
画
整
理
約
四
千
万
円
、

市
営
住
宅
建
設
約
一
千
三
百
万
円
、
ポ
ー

ト
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
約
七
百
万
円
、
総
合
グ
ラ

ン
ド
約
二
百
万
円
、
バ
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
約

二
千
四
百
万
円
、
水
道
事
業
約
七
百
万
円
、

下
水
道
約
二
億
六
千
四
百
万
円
、
小
型
船
避

難
所
三
千
三
百
万
円
、
霊
園
事
業
約
二
千
三

百
万
円
の
計
十
六
億
五
千
八
百
万
余
円
で
、

残
る
十
億
八
千
七
百
万
余
円
の
財
源
は
市
債

に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
国
庫
補
助
申
請
要
旨
）

当
市
は
五
三

年
都
計
法
の
施
行
と
共
に
、
近
代
的
都
計
を

樹
て
第
一
次
五
ヵ
年
計
画
、

五
二
年
七
月

五
六
年
六
月

は
歩
一
歩
将
来
の
大
計
を

固
め
つ
つ
あ
る
が
、
今
回
市
長
選
挙
の
結
果
、

瀬
長
亀
次
郎
が
当
選
し
た
と
い
う
事
実
だ
け

で
、
軍
特
別
補
助
、
起
債
の
打
切
り
、
市
預

金
の
凍
結
を
さ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
市

民
待
望
の
都
市
の
復
興
は
中
断
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
問
題
解
決
の
た
め
関
係
者
と
話
し

合
い
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
の
見
通
し
困
難

な
た
め
、
戦
災
復
興
事
業
に
大
き
な
障
害
を

来
た
し
、
市
民
に
独
力
で
遂
行
の
余
力
は
な

く
、
琉
球
政
府
の
援
助
も
微
力
で
あ
る
。

よ
っ
て
今
回
の
事
情
を
明
察
さ
れ
、
計
画
書

を
検
討
の
上
、
広
島
、
長
崎
と
同
じ
く
特
別

立
法
又
は
特
別
都
市
計
画
法

昭
和
二
十
九

年
廃
止

及
び
戦
災
地
復
興
計
画
基
本
方
針

昭
和
二
十
年
十
二
月
三
十
日
閣
議
決
定

の
趣
旨
に
沿
い
、
那
覇
市
の
復
興
事
業
に
特

別
の
御
援
助
を
賜
る
よ
う
切
望
し
ま
す
。

瀬
長
市
長
の
話

こ
ち
ら
の
軍
民
両
政
府

か
ら
の
補
助
は
勿
論
、
日
本
政
府
か
ら
も
戦

災
特
別
都
市
と
し
て
補
助
を
貰
う
べ
き
だ
。

と
い
う
の
は
施
政
方
針
に
も
謳
っ
て
あ
っ
た

し
、
い
わ
ば
そ
の
施
政
方
針
の
具
体
化
だ
。

瀬
長
市
長
渡
航
拒
否
問
題
／
日

本
社
会
党
が
取
上
げ
る

沖
タ
・
夕
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東
京
十
四
日
共
同

瀬
長
那
覇
市
長
の
日

本
渡
航
に
つ
い
て
現
地
米
民
政
官
が
渡
航
を

拒
否
し
た
と
の
電
文
が
瀬
長
市
長
か
ら
十
三

日
社
会
党
の
浅
沼
書
記
長
、
佐
竹

晴

沖

縄
対
策
特
別
委
員
長
あ
て
届
い
た
。
社
会
党

は
十
四
日
緊
急
に
沖
縄
対
策
委
員
会
を
開
き

一
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協
議
し
た
。

瀬
長
市
長
か
ら
の
電
文
は

バ
ー
ジ
ャ
ー
民
政
官
に
よ
り
理
由
な
く
日

本
渡
航
拒
否
さ
る
。
さ
ら
に
再
申
請
中
で
あ

る
が
、
レ
ム
ニ
ッ
ツ
ア
ー
民
政
長
官
に
折
衝

乞
う

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
同
市
長
は
市

長
当
選
当
初
か
ら
の
市
政
妨
害

民
政
府
に

よ
る
助
成
金
打
切
り
、
琉
球
銀
行
の
融
資
拒

否
、
市
預
金
の
凍
結
な
ど

を
切
抜
け
る
た

め①
日
本
か
ら
の
戦
災
復
興
助
成
金
の
交
付
。

②
日
本
の
国
民
運
動
に
よ
っ
て
基
金
を
集
め

建
設
資
材
を
購
入
、
目
下
ス
ト
ッ
プ
し
て
い

る
事
業
を
継
続
す
る
。

③
琉
銀
の
融
資
拒
否
に
対
し
日
本
の
銀
行
か

ら
融
資
を
受
け
る
。

な
ど
の
目
的
で
訪
日
を
申
請
し
て
い
た
も
の

で
あ
る
。

社
会
党
は
こ
の
渡
航
拒
否
問
題
を
重
視
し
、

レ
ム
ニ
ッ
ツ
ア
ー
民
政
長
官

米
極
東
軍
司

令
官

へ
の
申
入
れ
、
国
会
の
外
交
、
法
務
、

内
閣
各
委
員
会
で
の
究
明
な
ど
次
の
態
度
を

決
め
、
自
民
党
の
沖
縄
対
策
委
員
会

委
員

長
野
村
吉
三
郎
氏

に
も
合
同
協
議
会
を
開

く
よ
う
申
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
、
十
五
日
午
前
、
浅
沼
書
記
長

国
民
運

動
連
絡
会
議
議
長

田
中
稔
男
連
絡
会
議
副

議
長
、
佐
竹

晴

沖
縄
対
策
委
員
長
、
佐

多
国
際
局
長
ら
が
レ
ム
ニ
ッ
ツ
ア
ー
民
政
長

官
に
面
会
、
申
入
れ
を
行
う
。

一
、
渡
航
拒
否
問
題
を
国
会
で
取
上
げ
外
務

渡
航
問
題

法
務

人
権
問
題

内
閣
委

で
究
明
す
る
。

一
、
土
地
補
償
、
見
舞
金
、
災
害
復
旧
費
の

交
付
を
日
本
政
府
に
要
求
す
る
。

野
党
議
員
の
大
半
が
署
名
／
那

覇
市
会
防
共
法
の
立
法
請
願
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既
報

那
覇
市
会
反
当
局
派
二
十
七
議
員
に

よ
る
”
市
研
ク
ラ
ブ
”
で
は
瀬
長
市
長
に
対

す
る
対
抗
策
と
し
て
共
産
主
義
運
動
非
合
法

化
へ
の
立
法
請
願
を
行
政
主
席
に
求
め
る
動

き
を
み
せ
、
す
で
に
泉
議
長
、
仲
井
真
、
喜

久
山
両
議
員
ら
三
氏
に
よ
っ
て
成
案

既
報

も
な
り
、
現
在
二
十
七
議
員
各
自
の
捺
印
署

名
を
し
て
、
お
よ
そ
九
分
通
り
捺
印
を
す
ま

せ
て
い
る
。

そ
の
提
出
時
期
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
確

定
し
て
お
ら
ず
、
全
員
捺
印
終
了
後
直
ち
に

主
席
あ
て
提
出
す
る
、と
し
て
い
る
議
員
と
、

来
る
二
十
五
日
頃
、
結
成
さ
れ
る
都
市
地
区

生
活
を
守
る
会

の
結
成
を
ま
っ
て
、
一

般
の

生
活
を
守
る
会

を
通
じ
て
も
り
上

る
”
反
共
”
の
声
を
バ
ッ
ク
に
提
出
す
る
と

し
て
い
る
議
員
も
い
る
。

”
市
研
ク
ラ
ブ
”
側
で
は
こ
の
立
法
請
願
に

よ
っ
て
”
防
共
法
案
”
が
具
体
化
す
る
と
、

か
っ
て
の
星
案
同
様
に
一
般
か
ら
の
批
判
が

相
当
あ
る
こ
と
は
予
想
し
て
い
る
が
、
各
自

研
究
も
す
す
め
て
お
り
、
ま
た
当
間
主
席
、

宮
良
法
務
局
長
ら
と
も
事
前
の
話
し
合
い
も

重
ね
て
慎
重
な
態
度
で
臨
ん
で
い
る
。

大
絃
小
絃
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”
赤
い
市
長
”
退
治
に
チ
エ
が
尽
き
て
し

ま
っ
た
の
か
。
那
覇
市
会
議
員

市
研
ク
ラ

ブ

が
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に
、
防
共
法
を
も

ち
だ
し
て
、
こ
と
を
決
し
よ
う
と
の
動
き
が

あ
る
。
瀬
長
市
長
の
実
現
は
、
市
民
の
目
か

ら
見
て
も
、
皮
肉
な
こ
と
に
は
、
復
興
途
上

の
首
都
に
と
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
迷
惑
な
こ
と

も
あ
る
の
は
事
実
で
あ
る
▼
だ
が
、
正
し
い

道
を
踏
ま
ず
に
、
防
共
法
を
頼
み
の
ツ
ナ
と

す
る
あ
た
り
、敵
側
の
瀬
長
市
長
に
と
っ
て
、

ま
す
ま
す
思
う
壺
に
ハ
マ
る
よ
う
な
こ
と
で

あ
る
。
ね
ざ
め
の
悪
い
話
だ
が
、
昔
、
当
局

の
思
想
取
締
り
が
強
く
、
民
衆
の
懐
に
ま
で

そ
の
手
が
の
び
、
そ
れ
こ
そ
不
自
由
に
苦
し

ん
だ
体
験
は
た
い
て
い
の
人
が
も
っ
て
い

る
。
今
で
は
誰
で
も
手
に
す
る
こ
と
の
で
き

る
雑
誌
の
類
い
で
さ
え
、
大
っ
ぴ
ら
に
は
読

め
な
か
っ
た
軍
閥
時
代
だ
▼
人
間
は
自
由
に

読
み
、
見
、
考
え
て
こ
そ
幸
福
で
あ
る
の
に
、

そ
の
権
利
を
い
っ
さ
い
無
く
し
て
は
元
も
子

も
な
い
。
で
も
、
そ
れ
は
長
つ
づ
き
は
し
な

か
っ
た
。
今
な
ら
ず
い
ぶ
ん
バ
カ
バ
カ
し
い

こ
と
だ
が
。
そ
れ
が
一
た
ん
法
律
で
定
め
ら

れ
た
ら
従
う
の
が
法
治
国
民
の
式
タ
リ
で
あ

る
。
▼
従
わ
な
い
者
は
国
賊
か
非
国
民
扱
い

を
さ
れ
る
。
市
研
ク
ラ
ブ
は
、
こ
ん
な
手
ッ

取
り
早
い
前
例
が
あ
る
の
に
、
利
用
し
な
い

手
は
な
い
と
で
も
考
え
た
上
で
の
こ
と
か
。

あ
ん
ま
り
拙
い
や
り
口
と
い
う
ほ
か
な
い
▼

こ
と
に
、
住
民
の
気
持
を
素
通
り
し
て
、
そ

れ
を
も
ち
出
す
目
的
が
、
た
と
え
瀬
長
市
長

打
倒
に
あ
る
と
し
て
も
、
ど
う
も
能
が
な
さ

す
ぎ
る
話
で
は
な
い
か
。
防
共
と
い
え
ば
、

か
っ
て
幾
人
か
の
議
員

立
法
院

た
ち
が
、

こ
れ
を
も
ち
だ
し
て
、
世
論
に
邪
魔
さ
れ
、

跡
か
た
も
な
く
消
え
去
っ
た
こ
と
が
あ
る
▼

こ
ん
ど
の
防
共
法
も
、
そ
の
ダ
ン
で
い
け
ば
、

住
民
の
良
識
の
壁
に
つ
き
当
る
も
の
と
い
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
メ
リ
カ
中
に
吹
き

捲
っ
た
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
旋
風
は
、
善
良
な
国

民
た
ち
を
悩
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
同
工
異
曲

の
旋
風
を
ま
さ
か
、
沖
縄
に
吹
か
せ
よ
う
と

い
う
、
つ
も
り
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
▼

瀬
長
氏
の
市
長
就
任
は
、
こ
れ
か
ら
も
問
題

を
呼
ぶ
と
は
思
う
が
、
市
会
と
し
て
防
共
と

は
あ
く
ま
で
切
り
離
し
て
考
え
て
貰
い
た

い
。
そ
れ
よ
り
も
、
罪
も
な
い
人
間
が
、
容

共
の
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
れ
て
困
る
事
態
が
怖

い
の
で
あ
る
▼
沖
縄
の
地
位
は
、
現
に
琉
米

協
調
を
希
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
エ
チ
ケ
ッ
ト
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だ
。
問
題
の
フ
シ
が
、
そ
れ
と
、
こ
れ
と
は

大
い
に
ち
が
う
。

社
大
党
／
那
覇
へ
の
圧
迫
排
除

な
ど
／
政
治
社
会
問
題
で
三

つ
の
決
議

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
２
・
18

社
大
党
は
去
る
十
六
日
の
定
期
党
大
会
で
、

代
議
員
の
緊
急
動
議
提
出
に
基
き

那
覇
市

政
を
め
ぐ
る
非
民
主
的
行
動
の
排
除
決
議
案

那
覇
支
部
提
出

那
覇
、
真
和
志
両
市

合
併
促
進
決
議
案

那
覇
支
部
提
出

Ｗ
・
Ｗ
テ
イ
ラ
ー
社
に
お
け
る
労
働
争
議

に
対
す
る
支
援
決
議
案

浦
添
、
那
覇
両
支

部
共
同
提
出

を
全
会
一
致
可
決
、
当
面

の
政
治
、
社
会
問
題
に
た
い
し
明
確
な
態
度

を
表
明
し
た
。
決
議
内
容
次
の
と
お
り
。

那
覇
市
政
を
め
ぐ
る
非
民
主
的
行
動
の

排
除
決
議

去
る
那
覇
市
長
選
挙
で
人
民
党
公
認
の
瀬
長

亀
次
郎
君
が
当
選
す
る
や
財
界
、
実
業
人
、

那
覇
市
議
一
部
と
彼
ら
に
扇
動
さ
れ
た
市
民

一
部
は
、
民
主
政
治
の
ル
ー
ル
に
則
つ
た
合

法
的
な
選
挙
の
結
果
を
否
定
し
て
、
市
長
へ

の
非
協
力
を
声
明
し
つ
い
に
市
長
追
放
の
暴

挙
に
出
た
が
、
依
然
と
し
て
一
部
の
も
の
は

こ
の
行
動
を
改
め
な
い
の
み
か
、
都
計
事
業

資
金
の
貸
出
し
と
那
覇
市
預
金
を
凍
結
し
て

市
政
の
混
乱
を
策
し
て
い
る
。
し
か
し
国
策

的
首
都
計
画
に
基
く
那
覇
市
の
都
市
計
画
事

業
の
た
め
に
、
偏
見
と
感
情
に
よ
つ
て
な
さ

れ
た
資
金
凍
結
を
解
除
す
る
こ
と
と
、
市
民

の
生
命
と
財
産
の
危
険
を
排
す
る
た
め
の
緊

急
的
仮
工
事
の
施
行
は
、
今
や
十
一
万
那
覇

市
民
は
も
ち
ろ
ん
八
十
万
県
民
の
世
論
と
な

つ
て
い
る
。

社
大
党
は
こ
の
よ
う
な
非
市
民
的
挙
動
を
な

す
も
の
に
対
し
、
同
じ
血
の
通
う
日
本
民
族

と
し
て
の
認
識
の
上
に
た
ち
、
権
力
者
へ
の

忠
誠
を
つ
く
す
あ
ま
り
市
民
の
福
祉
を
じ
ゆ

う
り
ん
す
る
よ
う
な
誤
つ
た
考
え
方
を
是
正

す
る
よ
う
一
大
反
省
を
促
す
。
更
に
こ
の
問

題
が
単
に
瀬
長
那
覇
市
長
に
対
す
る
政
治
的

圧
迫
に
止
ま
ら
ず
、
沖
縄
八
十
万
県
民
を
奴

隷
化
す
る
た
め
の
植
民
地
政
策
を
意
図
す
る

権
力
者
と
、
こ
れ
に
追
従
す
る
売
国
者
ど
も

に
よ
る
一
大
挑
戦
と
み
な
し
、
そ
の
真
相
の

究
明
と
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
人
権
擁
護
の
た

め
に
全
県
民
と
と
も
に
、
闘
い
抜
く
こ
と
を

声
明
す
る

要
旨

那
覇
、
真
和
志
両
市
の
合
併
に
関
す
る

決
議

那
覇
、
真
和
志
両
市
を
合
併
し
て
首
都
を
建

設
す
る
こ
と
は
県
民
多
年
の
要
望
と
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
ま
だ
そ
の
実
現
を
み
な
い

こ
と
は
最
も
遺
憾
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

す
で
に
市
町
村
合
併
促
進
法
も
施
行
さ
れ
、

こ
れ
が
実
現
は
両
市
民
は
も
ち
ろ
ん
全
県
民

の
世
論
と
な
つ
て
い
る
。

わ
が
党
は
あ
く
ま
で
も
県
民
世
論
の
上
に
た

ち
、
こ
れ
が
民
主
的
か
つ
早
期
実
現
に
ま
い

進
せ
ん
こ
と
を
期
す
。

公
聴
／
防
共
法
立
法
請
願
の
那

覇
市
議
を
批
判
す

沖
タ
・
朝
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那
覇
二
十
七
市
議
が
立
法
を
請
願
せ
る
防
共

法
な
る
も
の
が
立
法
に
な
る
や
否
や
は
別
と

し
て
そ
れ
を
請
願
す
る
の
態
度
を
取
っ
た
二

十
七
議
員
の
良
識
を
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

前
臨
時
市
会
に
お
い
て
の
瀬
長
市
長
に
対
す

る
質
疑
応
答
か
ら
推
察
し
て
瀬
長
市
長
個
人

に
対
す
る
反
対
せ
ん
が
た
め
の
反
対
に
始
終

し
、
何
等
政
策
的
に
相
手
を
屈
伏
せ
し
め
る

よ
う
な
発
言
理
論
も
な
く
瀬
長
市
長
を
追
放

せ
ん
が
た
め
に
は
多
数
市
民
の
福
祉
や
利
益

を
無
視
し
て
ま
で
自
説
を
数
の
力
に
よ
っ
て

押
し
通
し
た
る
が
如
き
は
、
全
く
任
命
議
員

で
は
な
か
ろ
う
か
と
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

真
に
市
民
の
公
僕
で
あ
り
選
良
と
自
か
ら
任

ず
る
な
ら
ば
例
え
現
市
長
が
過
去
に
如
何
な

る
経
歴
の
持
主
で
あ
ろ
う
と
も
折
角
多
数
市

民
の
投
票
に
よ
っ
て
合
法
的
に
選
出
さ
れ
た

市
長
だ
か
ら
そ
の
市
長
が
市
民
の
た
め
に
な

る
政
策
を
遂
行
す
る
に
当
っ
て
は
議
員
も
ま

た
協
力
し
て
市
民
の
福
祉
を
計
る
の
が
当
然

で
あ
る
。
然
る
に
二
十
七
議
員
は
瀬
長
市
長

に
協
力
す
る
事
は
敗
北
で
あ
り
人
民
党
勢
力

を
益
々
増
大
す
る
ば
か
り
で
あ
る
と
手
段
を

選
ば
ず
瀬
長
市
長
追
放
の
目
的
で
考
え
た
の

が
今
回
の
防
共
立
法
請
願
で
あ
る
。
敗
戦
に

よ
り
ア
メ
リ
カ
の
民
主
々
義
政
策
に
よ
っ
て

折
角
獲
得
し
た
自
由
を
今
二
十
七
市
会
議
員

の
地
位
を
護
ら
ん
が
為
に
自
か
ら
の
手
に

依
っ
て
失
な
わ
ん
と
し
て
い
る
。
そ
の
卑
劣

を
許
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
喜
こ
ぶ
者
は
代
行

機
関
為
政
者
と
そ
の
周
囲
に
集
る
一
部
経
済

人
の
み
で
あ
る
。
政
治
は
与
党
あ
り
野
党

あ
っ
て
、
相
互
に
批
判
し
合
っ
て
は
じ
め
て

健
全
な
る
運
営
が
出
来
る
も
の
で
、
反
対
党

は
赤
と
か
或
は
赤
の
同
調
者
な
り
と
断
じ
頭

か
ら
排
撃
し
て
数
の
力
に
よ
っ
て
横
車
を
押

さ
ん
と
す
る
事
は
、
か
っ
て
の
日
本
軍
閥
独

裁
政
治
に
等
し
く
共
産
党
よ
り
も
恐
ろ
し
い
。

那
覇
市
六
区
十
組
・
軍
作
業
・
照
屋
清
三

郎”
小
作
人
に
も
補
償
”
／
…
農
研

所
移
転
問
題
で
当
局
説
明
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那
覇
市
総
務
財
政
委
員
会

委
員
長
高
良
一

氏

で
は
二
十
二
日
ひ
る
三
時
か
ら
農
研
所

移
転
問
題
に
つ
い
て
瀬
長
経
済
局
長
、
下
地

農
研
所
長
を
招
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
政
府
当

局
の
折
衝
経
過
報
告
を
聴
取
し
た
。

ま
ず
瀬
長
局
長
は

政
府
は
原
則
と
し
て
話
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し
合
い
に
よ
る
解
決
を
望
ん
で
お
り
、
補
償

も
納
得
の
ゆ
く
よ
う
や
り
た
い
。
地
主
、
小

作
人
の
心
配
は
代
替
地
の
な
い
こ
と
に
あ
る

よ
う
だ
が
、
当
局
で
は
四
カ
部
落
に
亙
る
代

替
地
買
収
の
検
討
を
す
す
め
て
い
る
。
ま
た

一
つ
の
方
法
と
し
て
政
府
が
直
接
代
替
地
を

買
収
す
る
よ
り
十
分
の
補
償
を
し
て
個
別
に

代
替
地
を
求
め
る
の
も
条
件
は
よ
い
の
で
は

な
い
か
、
と
も
考
え
て
い
る
し
、
地
主
だ
け

で
な
く
、
小
作
人
に
対
す
る
補
償
も
考
え
て

い
る

と
報
告
が
あ
り
質
疑
が
あ
っ
た
が
、

現
在
地
主
、
小
作
人
中
に
何
名
程
反
対
者
が

お
り
、
賛
成
者
は
何
名
い
る
の
か
、
と
の
問

い
に
下
地
所
長
は

収
集
し
た
情
報
に
よ
る

と
約
六
〇
％
は
買
い
得
る
し
、
す
で
に
売
買

契
約
済
み
は
二
万
坪
、
十
八
世
帯
が
署
名
捺

印
を
し
て
い
る
。
全
体
に
村
八
分
を
お
そ
れ

て
い
る
よ
う
だ

と
述
べ
ら
れ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
島
袋
議
員
か
ら

売
約
済

み
の
大
多
数
は
酒
造
業
、
商
業
そ
の
他
の

企
業
家
で
あ
り
、
耕
地
に
頼
る
農
業
経
営

者
で
は
な
い

と
し
て
反
駁
質
問
が
出
さ

れ
た
が
、
結
局
、
現
在
は
政
府
対
地
元
民

の
対
立
が
感
情
的
に
な
つ
て
解
決
の
見
通

し
が
つ
か
な
い
た
め
、
来
る
二
十
五
日
ひ

る
二
時
か
ら
現
地
視
察
を
し
て
、
実
地
に

調
査
の
上
、
双
方
の
意
向
の
折
衷
に
よ
る

解
決
案
を
見
出
す
よ
う
努
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。

合
併
の
促
進
へ
／
真
和
志
市
議

会
動
く
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真
和
志
市
臨
時
議
会
は
二
十
二
日
あ
さ
十
時

か
ら
全
議
員
が
出
席
し
て
開
か
れ
、
先
ず
議

会
日
程
を
二
十
五
日

二
十
三
、
二
十
四
日

休
会

ま
で
と
し
議
案
審
議
に
移
つ
た
。
最

初
に
来
る
三
月
の
定
例
議
会
か
ら
発
足
す
る

各
委
員
会
の
編
成
替
え
を
行
い
総
務
委
員
八

名
、
産
業
財
政
委
員
九
名
、
建
設
委
員
八
名

を
割
当
て
、
次
い
で
十
五
名
か
ら
な
る
こ
れ

ま
で
の
合
併
促
進
特
別
委
員
会

委
員
長
新

里
義
雄
氏

を
発
展
的
に
解
消
、
新
た
に
都

市
合
併
促
進
法
に
も
と
づ
く
合
併
促
進
協
議

会
を
生
み
出
す
た
め
の
準
備
委
員
会
を
つ
く

る
事
に
な
り
、
議
会
側
か
ら
議
長
の
森
田
孟

松
、
前
合
併
特
別
委
員
長
の
新
里
義
雄
の
両

氏
を
選
出
、
市
当
局
か
ら
選
出
さ
れ
る
三
名

と
計
五
名
で
こ
れ
に
当
る
こ
と
に
な
つ
た
。

な
お
先
に
区
長
制
度
か
ら
担
当
吏
員
制
度
に

か
わ
つ
た
際
、
退
職
に
な
つ
た
十
五
名
の
一

部
前
区
長
に
対
す
る
退
職
金
支
給
の
件
に
つ

い
て
討
議
さ
れ
た
が

支
給
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
ほ
と
ん
ど
の
議
員
が
賛
成
し
て
い
る

が
支
給
方
法
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要

が
あ
る

と
し
て
総
務
財
政
委
員
会
付
託
と

な
つ
た
。
最
後
に
当
局
か
ら
二
百
二
十
万
三

千
二
百
余
円
の
追
加
更
正
予
算
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
午
後
五
時
過
ぎ
散
会
し
た
。
な

お
、
次
会
は
二
十
五
日
午
前
十
時
か
ら
。

論
叢
／
議
員
と
い
う
名
の
職
業

／
那
覇
市
議
員
を
批
判
す
る

(

上
）

金
城
次
郎
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人
間
は
一
度
誤
ち
を
犯
す
と
、
そ
れ
を
解
決

す
る
勇
気
を
も
た
な
い
た
め
に
、
間
違
い
を

間
違
い
と
知
り
つ
つ
そ
れ
を
重
ね
て
い
く
。

こ
れ
が
慢
性
に
な
る
と
、
も
は
や
間
違
い
を

間
違
い
と
思
わ
な
く
な
り
、
か
え
っ
て
そ
れ

を
合
理
化
し
正
当
化
せ
ん
と
し
て
底
な
し
の

泥
沼
に
沈
ん
で
い
く
よ
う
に
考
え
方
は
腐
り

始
め
る
。
し
か
し
我
々
は
自
分
の
力
の
限
り

で
は
解
決
し
得
な
い
不
純
な
も
の
や
間
違
い

を
そ
の
ま
ま
あ
き
ら
め
か
ら
黙
認
す
る
の
で

は
な
く
、
自
己
批
判
し
つ
つ
又
、
他
か
ら
の

批
判
に
対
し
て
も
容
易
に
耳
を
傾
け
る
素
直

さ
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
誰
で
も

知
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
知
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
実
践
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
単
な
る
静
的
消
極
的
な
も
の
で
し
か
な

い
。
何
が
正
し
い
も
の
で
あ
る
か
を
知
っ
て

い
な
が
ら
、
そ
れ
を
実
践
し
得
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
そ
れ
が
た
と
え
社
会
の
利
益
に
は

な
っ
て
も
、
自
己
に
は
何
ら
利
益
を
与
え
て

く
れ
な
い
か
ら
、
英
雄
的
に
自
ら
進
ん
で
実

行
す
る
必
要
も
な
い
と
い
う
怠
惰
心
か
ら
発

し
た
態
度
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、

一
般
民
衆
に
お
い
て
は
条
件
が
許
す
限
り
、

あ
る
程
度
は
黙
認
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

公
の
地
位
に
あ
る
者
が
な
し
た
場
合
は
絶
対

に
許
さ
る
べ
き
で
は
な
い
。

議
員
た
る
も
の
は
市
民
に
よ
っ
て
選
挙
さ
れ

た
代
表
者
で
あ
る
。
自
己
の
利
益
の
た
め
に

は
住
民
な
ど
念
頭
に
な
い
と
い
っ
た
よ
う
な

態
度
が
見
過
ご
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う

か
。
彼
等
議
員
諸
氏
が
言
う
と
お
り
、
市
民

の
利
益
と
幸
福
の
実
現
の
た
め
に
彼
等
は
自

ら
進
ん
で
立
候
補
し
当
選
し
た
は
ず
で
あ

る
。
と
は
い
え
、
現
在
の
那
覇
市
議
会
議
員

の
中
に
、
真
に
正
し
い
理
論
に
立
っ
て
市
民

の
利
益
と
幸
福
の
た
め
に
実
践
し
て
い
る
人

が
何
人
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

一
般
に
政
治
家
は
二
枚
舌
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
だ
か
ら
我
々
も
真
似
て
み
よ
う
で

は
な
い
か
と
い
っ
た
、
ず
る
け
た
態
度
は
自

己
の
理
性
的
判
断
の
薄
弱
さ
を
示
す
以
外
の

何
物
で
も
な
い
。

矛
盾
の
塊
み
た
い
な
こ
の
沖
縄
に
お
い
て

は
、
民
主
主
義
の
実
践
に
お
い
て
も
大
き
な

拘
束
が
あ
り
、
人
権
を
無
視
し
た
法
的
行
為

は
至
る
と
こ
ろ
に
転
が
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
特
殊
条
件
下
に
あ
る
か
ら
少
々
の
不
正

は
認
め
て
い
い
と
い
う
見
方
は
絶
対
に
あ
り

得
な
い
し
、
又
二
枚
舌
で
あ
る
こ
と
も
止
む

を
得
な
い
と
す
る
よ
う
な
条
件
は
ど
こ
に
も
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見
い
出
せ
な
い
。
し
い
て
見
い
出
さ
ん
と
す

れ
ば
、
彼
は
も
は
や
正
義
を
愛
す
る
こ
と
を

第
一
条
件
と
す
る
公
の
立
場
に
立
つ
人
で
は

な
く
、
低
級
な
傍
観
者
に
し
か
す
ぎ
な
い
こ

と
に
な
る
。
苦
し
い
立
場
に
あ
れ
ば
こ
そ
、

指
導
者
た
る
も
の
は
正
義
が
何
で
あ
る
か
を

見
抜
き
、
利
欲
に
走
ら
ず
行
動
す
べ
き
で
あ

る
は
ず
だ
。
し
か
し
、
那
覇
市
議
会
の
二
十

七
議
員
の
態
度
は
、
今
ま
で
の
言
動
や
行
動

か
ら
判
断
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
正
義
を

見
失
っ
た
醜
い
歪
め
ら
れ
た
人
間
の
姿
が
浮

彫
り
に
さ
れ
る
。

議
員
と
い
う
も
の
は
市
民
の
代
表
者
で
あ
る

と
こ
ろ
の
単
な
る
技
術
屋
で
し
か
な
い
。
即

ち
人
民
の
声
を
総
合
し
、
系
統
立
て
て
一
つ

の
理
論
を
構
成
し
、
そ
れ
を
政
策
と
し
て
執

行
す
る
役
目
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
。
に
も
拘
わ
ら
ず
彼
等
は
ペ
テ
ン
師
の
よ

う
な
あ
ざ
や
か
さ
で
、
そ
の
言
葉
と
は
全
く

反
対
の
行
動
を
し
て
い
る
。
一
例
を
あ
げ
る

な
ら
ば
、
雨
季
を
目
前
に
ひ
か
え
て
心
配
さ

れ
て
い
る
前
島
中
の
橋
の
仮
架
橋
工
事
に
し

て
も
、
市
民
は
、
三
年
間
し
か
も
た
な
い
仮

架
橋
で
あ
っ
て
も
良
い
か
ら
急
救
策
と
し

て
、
早
く
作
っ
て
ほ
し
い
と
要
望
し
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
そ
の
成
案
は
一
月
三
十
日
の

臨
時
議
会
に
お
い
て
、
二
十
七
議
員
の
反
対

に
よ
っ
て
無
惨
に
も
否
決
さ
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。
市
民
の
福
祉
と
安
全
を
守
る
た

め
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
惨
酷
な
こ
と
は
出

来
な
い
は
ず
で
あ
る
。
彼
等
は
市
民
の
中
に

立
っ
て
市
民
の
声
を
自
分
の
声
と
し
て
市
民

と
共
に
活
動
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
市
民

の
上
に
立
ち
議
員
各
自
の
勝
手
な
意
志
に

よ
っ
て
、
市
民
に
対
し
命
令
的
活
動
を
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
彼
等
の
吐
く

市
民
の
利

益
の
た
め
に

と
い
う
言
葉
は
、
い
ま
や
有

名
無
実
化
し
つ
つ
あ
る
。

こ
の
度
の
瀬
長
市
長
当
選
後
に
お
け
る
彼
等

の
言
動
は
常
識
で
は
判
断
で
き
な
い
こ
と
ば

か
り
で
あ
る
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
相
違
か
ら

絶
対
に
協
力
で
き
な
い
と
い
う
が
、
彼
等
は

ど
の
様
な
立
派
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
も
っ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
要
す
る
に
彼
等
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
と
は
、
民
主
主
義
に
基
づ
い
た

も
の
で
は
な
く
、
自
己
の
小
さ
な
名
誉
心
と

金
銭
の
た
め
に
は
市
民
を
売
る
こ
と
も
あ
え

て
辞
さ
な
い
よ
う
な
立
場
に
立
っ
た
恐
ろ
し

い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
。
市
政
研
究
ク
ラ

ブ
等
と
名
目
は
立
派
な
会
を
組
織
し
て
、
如

何
に
す
れ
ば
瀬
長
市
長
を
倒
す
こ
と
が
で
き

る
か
又
、
如
何
に
す
れ
ば
市
民
の
利
益
を
看

板
に
し
た
自
己
の
利
益
を
守
る
こ
と
が
で
き

る
か
を
、
一
生
懸
命
に
研
究
し
て
い
る
ら
し

い
。
そ
れ
で
も
あ
ま
り
効
果
が
な
い
と
見
て

か
、
今
度
は
生
活
を
守
る
会
と
い
う
の
を
組

織
せ
ん
と
し
て
い
る
。
生
活
を
守
る
会
な
ど

と
、
看
板
は
見
事
な
も
の
で
あ
る
が
、
果
し

て
誰
の
生
活
を
守
る
の
だ
ろ
う
か
。
勿
論
、

彼
等
は
こ
の
会
が
市
民
の
生
活
を
守
る
た
め

の
会
で
あ
る
こ
と
を
声
を
大
に
し
て
言
う
で

あ
ろ
う
。
が
し
か
し
、
冷
静
に
今
一
度
考
え

て
み
る
と
、
こ
れ
は
額
面
ど
お
り
受
け
取
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
市
民
の
生
活
を
守
る
た

め
の
会
な
ら
ば
、
市
民
自
ら
が
立
上
っ
て
始

め
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、

お
偉
方
連
中
が
立
上
っ
て
組
織
し
た
も
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
市
民
の
生
活

を
守
る
た
め
の
会
で
な
い
こ
と
は
、
始
め
か

ら
見
え
透
い
て
い
る
。
学
生
・
那
覇
市
二
区
四
組

論
叢
／
議
員
と
い
う
名
の
職
業

／
那
覇
市
議
員
を
批
判
す
る

(

下
）
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彼
等
は
啓
蒙
的
立
場
か
ら
こ
と
を
運
ん
で

い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
い
る
が
、

実
際
は
彼
等
自
身
の
地
位
を
守
ら
ん
が
た
め

の
一
手
段
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
見
抜
く
べ

き
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
彼
等
は

市
民
の
要
求
が
あ
っ
て
始
め
て
活
動
す
る
の

で
は
な
く
、
市
民
の
要
求
は
な
く
て
も
自
己

の
要
求
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
市
民
の
要
望
と

い
う
高
尚
な
言
葉
で
塗
り
変
え
て
、
堂
々
と

無
責
任
な
発
言
を
し
活
動
し
て
い
る
の
で
あ

る
か
ら
市
民
に
と
っ
て
は
迷
惑
千
万
で
あ

る
。既
に
成
案
に
な
っ
た
と
新
聞
で
報
じ
ら
れ

て
い
る
防
共
法
に
し
て
も
、
全
く
子
供
の
よ

う
な
無
邪
気
な
欲
望
か
ら
世
論
を
無
視
し
、

市
民
を
戦
前
の
軍
閥
時
代
の
戦
慄
す
べ
き
暗

黒
の
世
に
落
し
入
れ
ん
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
全
市
民
否
全
沖
縄
の
人
民
は
知
っ
て
い

る
。
日
本
の
軍
閥
独
裁
政
治
体
制
下
に
於
る

人
民
の
あ
の
悲
惨
な
、
そ
し
て
絶
望
的
あ
が

き
を
。
言
論
、
出
版
、
思
想
の
自
由
が
完
全

に
拘
束
さ
れ
、
社
会
は
牢
獄
と
化
し
、
人
民

は
明
日
を
忘
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
と
化
し
て
、
飢

え
の
た
め
勇
を
起
し
て
叫
ぶ
者
は
監
獄
に
ぶ

ち
込
ま
れ
、
勇
気
も
な
く
平
凡
な
る
住
民
は

飢
え
と
弾
圧
に
身
も
ち
ぎ
れ
る
思
い
で
そ
の

日
そ
の
日
を
沈
黙
の
連
鎖
の
中
で
生
き
続
け

た
の
で
あ
っ
た
。
あ
の
よ
う
な
時
代
を
思
い

浮
べ
る
時
、
思
想
や
言
論
の
自
由
が
如
何
に

重
要
な
も
の
で
あ
る
か
、
又
我
々
人
民
は
如

何
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
こ
れ
を
死
守
せ
ね

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
良
く
知
っ
て
い

る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
二
十
七
名
の
議
員
は
共

産
主
義
の
防
止
と
い
う
こ
と
に
名
を
借
り

て
、
あ
の
暗
黒
時
代
を
今
や
再
現
せ
ん
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
人
民
の
要
求
で

あ
り
市
民
の
声
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は

市
民
の
声
で
も
な
け
れ
ば
人
民
の
要
求
で
も

な
く
彼
等
二
十
七
名
の
議
員
の
名
誉
心
や
利
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欲
に
駆
ら
れ
た
声
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お

い
て
彼
等
は
市
民
か
ら
か
け
離
れ
た
立
場
に

あ
り
、完
全
に
孤
立
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

も
は
や
実
質
的
に
は
我
々
市
民
の
代
表
で
は

な
い
。

あ
の
有
名
な
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
リ
ン
カ
ー

ン
は
言
っ
た
。
真
の
民
主
主
義
政
治
と
は

人
民
の
人
民
に
よ
る
人
民
の
為
の
政
治

で
あ
る
と
、
彼
の
こ
の
有
名
な
文
句
は
二
十

世
紀
の
今
日
に
お
い
て
も
な
お
生
き
て
い

る
。
民
主
主
義
の
存
在
す
る
国
な
ら
ば
、
例

外
な
く
こ
の
文
句
が
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
那
覇
市
に
お
い
て
は
正
に

こ
れ
が
死
に
つ
つ
あ
る
。
人
民
の
た
め
の
政

治
と
は
名
ば
か
り
の
一
部
政
治
家
に
よ
る
独

裁
政
治
が
白
昼
公
然
と
行
わ
れ
つ
つ
あ
り
、

民
主
主
義
は
そ
の
芽
に
お
い
て
摘
み
去
ら
れ

ん
と
し
て
い
る
。口
で
は
民
主
主
義
を
唱
え
、

左
手
に
は
金
力
を
、
右
に
は
権
力
を
持
っ
て

地
位
と
名
誉
に
し
が
み
つ
き
、
現
在
必
死
に

あ
が
き
つ
つ
あ
る
の
で
あ
り
、
人
民
の
声
な

ど
は
念
頭
か
ら
消
え
失
せ
て
い
る
。
瀬
長
市

長
を
倒
す
こ
と
を
最
大
の
目
標
と
し
、
那
覇

市
政
を
牛
耳
ら
ん
と
す
る
彼
等
は
、
あ
ら
ゆ

る
手
段
を
尽
し
て
市
民
を
欺
ま
ん
せ
ん
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
い
ま
や
市
政
研

究
ク
ラ
ブ
な
る
も
の
を
後
盾
に
種
々
の
悪
法

を
準
備
工
作
し
、
市
民
の
首
を
徐
々
に
し
め

つ
つ
あ
る
。

諺
に
歴
史
は
繰
り
返
す
と
い
う
文
句
が
あ

る
。
人
間
が
欲
望
と
理
性
の
両
面
を
有
し
て

い
る
限
り
、
こ
の
文
句
は
今
後
も
生
き
つ
づ

け
る
で
あ
ろ
う
。
欲
望
を
抑
え
る
力
が
弱
く

な
っ
た
時
、
人
間
は
こ
れ
を
悪
と
呼
ん
で
い

る
。
人
間
が
動
物
と
異
る
所
以
は
欲
望
を
抑

制
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
あ

る
。
即
ち
、
人
間
は
理
性
を
有
し
て
い
る
が

動
物
に
は
こ
れ
が
な
い
。
人
間
が
動
物
と
同

じ
よ
う
に
欲
求
の
ま
ま
行
動
す
る
と
相
互
に

衝
突
せ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
、
傷
つ
け
合
う

結
果
と
な
り
、
強
食
弱
肉
の
関
係
に
お
か
れ

て
し
ま
い
、
動
物
と
の
違
い
は
見
い
出
せ
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
に
、
現
在

の
那
覇
市
議
会
の
二
十
七
議
員
の
今
ま
で
の

行
動
に
し
て
も
、
彼
等
が
自
ら
の
欲
望
を
抑

え
る
力
が
弱
く
、
そ
の
う
え
に
迎
合
的
な
古

い
頭
の
持
ち
主
で
あ
る
た
め
少
々
動
物
に
近

い
行
動
を
し
た
い
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ

る
が
、
公
の
地
位
に
立
つ
者
が
人
間
的
良
心

を
悪
魔
に
売
っ
て
動
物
に
近
い
行
動
を
平
然

と
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
断
じ
て
許
す

こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
責
任
は
市
民
が
負
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
誠
に
残
念
で
た
ま

ら
な
い
。
選
挙
と
い
う
も
の
が
如
何
に
重
大

で
あ
る
か
を
今
更
な
が
ら
痛
感
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
彼
等
が
作
り
つ
つ
あ

る
圧
制
の
枠
を
叩
き
潰
す
の
は
誰
で
あ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
瀬
長
市
長
で
も
な
け
れ
ば
人
民

党
で
も
な
い
。
そ
れ
は
正
に
全
市
民
の
力
で

あ
る
。
歴
史
は
一
部
の
権
力
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ

る
の
で
は
な
く
、
全
人
民
が
作
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
那
覇
市
民
は
、

今
こ
そ
、
自
信
と
勇
気
を
も
っ
て
立
ち
上
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

学
生
・
那
覇
市
二

区
四
組

五
七
年
二
月
二
十
日
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収
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）
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地
価
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／
原
形
に
復
す
る
責
任
は
な

い
／
長
期
使
用
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合
衆
国
は
琉
球
列
島
に
お
い
て
土
地
の
使
用

と
所
有
を
必
要
と
し
、
合
衆
国
に
よ
る
土
地

収
用
に
伴
う
当
事
者
に
対
し
正
当
な
処
置
と

保
護
を
行
う
た
め
最
終
的
計
画
を
定
め
、
こ

れ
が
明
ら
か
に
理
解
さ
れ
る
た
め
に
こ
こ
に

次
の
通
り

布
令
を

制
定
す
る
。

一
、
琉
球
列
島
に
於
る
合
衆
国
の
土
地
収
用

計
画
は
今
後
次
の
通
り
施
行
さ
れ
る
。

二
、
琉
球
の
法
律
に
包
含
さ
れ
る
土
地
に
あ

る
財
産
は
他
の
い
か
な
る
法
律
や
慣
習
に
も

か
か
わ
ら
ず
合
衆
国
が
適
当
な
土
地
登
記
所

に
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ａ
　
終
続
財
産

収
用
時
に
お
け
る
価
格

土
地
の
価
格
の
金

額
に
相
当
す
る
一
括

総
額

補
償

に
よ
っ
て
も
そ
の
財

産
が
放
棄
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
土
地
を
復

元
調
節
し
又
は
特
定
の
状
態
に
す
る
と
い
う

い
か
な
る
義
務
も
合
衆
国
に
は
付
託
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
。

五
ヵ
年
以
内
の
使
用
地
は
原
形
に
復
す

Ｂ
　
借
地
保
有
権
（LEA

SE
HO
LD

）
五
ヵ

年
に
達
し
な
い
期
間
収
用
さ
れ
る
財
産
に
対

し
て
は
定
期
的
に
賃
借
料
が
支
払
わ
れ
る
。

賃
借
地

地
上

に
あ
る
財
産
に
関
し
て
合

衆
国
は
こ
れ
を
移
動
し
、
譲
与
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
合
衆
国
は

収
用

土
地
を
い
つ

で
も
解
除
す
る
権
利
を
有
す
る
が
、
こ
の
場

合
解
除
が
発
効
す
る
日
の
九
十
日
以
前
に
そ

の
旨
を
予
告
す
る
。
解
除
の
日
の
六
十
日
以

前
に
賃
貸
人

注

土
地
所
有
者

か
ら
要

求
が
あ
れ
ば
合
衆
国
は
収
用
時
の
原
形
に
復

元
す
る
か
、
又
は
損
害
に
対
す
る
支
払
を
行

う
。
Ｃ
　
地
役
権
（EA

SEM
ENT

）
一
括
払
い
な

さ
れ
た
土
地
に
対
し
て
合
衆
国
は
特
定
的
又

は
制
限
さ
れ
た
目
的
の
た
め
に
こ
れ
を
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
か
る
財
産
は
合
衆

国
が
こ
れ
を
不
必
要
と
決
定
し
、
解
除
を
予

告
す
る
ま
で
は
持
続
さ
れ
る
。
一
括
払
い
の

一
部
と
し
て
支
払
わ
れ
た

土
地

に
対
し

て
は
合
衆
国
は
そ
の
復
元
に
関
す
る
い
か
な

る
義
務
か
ら
も
解
除
さ
れ
る
。

三
、
普
通
の
状
態
に
お
い
て
琉
球
列
島
に
お
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け
る
土
地
財
産
は
、
交
渉
手
続
に
よ
っ
て
合

衆
国
の
権
能
代
行
者
が
こ
れ
を
収
用
す
る
。

土
地
所
有
者
と
の
交
渉
に
よ
っ
て
も
合
衆
国

が
希
望
す
る
土
地
を
収
用
す
る
こ
と
が
不
成

功
に
終
っ
た
場
合
で
な
い
か
ぎ
り
収
用
の
宣

言
は
さ
れ
な
い
。
し
か
し
合
衆
国
に
早
急
に

土
地
財
産

の
取
得
の
必
要
を
生
じ
事
前

交
渉
の
時
間
的
余
裕
の
な
い
緊
急
事
態
に
お

い
て
は
土
地
収
用
に
関
す
る
こ
の
方
針
の
施

行
は
次
の
手
続
に
よ
る
。

Ａ
、
Ｄ
Ｅ

デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
・
エ
ン
ジ
ニ

ア

は
か
か
る
土
地
財
産
の
収
用
に
関
す
る

権
限
に
つ
い
て
副
長
官
に
申
請
す
る
。
こ
の

申
請
書
に
は
次
の
事
項
が
記
入
さ
れ
る
。

①
収
用
予
定
の
土
地
財
産
と
補
償
支
払
の
方

法
。
②
収
用
地
の
面
積
と
地
図

③
地
上
物
件
の
数
お
よ
び
種
類

Ｂ
、
前
記
の
手
続
に
従
っ
て
Ｄ
Ｅ
は
関
係
登

記
所
お
よ
び
市
町
村
に
保
管
さ
れ
る
収
用
告

知
書
を
作
成
す
る
。
同
告
知
書
に
は
収
用
予

定
地
を
明
確
に
示
し
、
地
図
を
添
付
す
る
。

又
告
知
書
に
は
合
衆
国
は
収
用
に
つ
い
て
交

渉
に
努
力
し
て
い
る
こ
と
或
は
交
渉
が
成
立

し
た
旨
も
明
記
す
る
。
告
知
書
は
関
係
市
町

村
に
お
い
て
公
示
さ
れ
る
。

Ｃ
、
収
用
告
知
書
を
提
出
後
三
十
日
か
ら
九

十
日
を
経
過
し
、
交
渉
に
よ
る
収
用
が
で
き

な
い
と
き
は
、
Ｄ
Ｅ
は
収
用
宣
告
書
を
当
該

管
轄
登
記
所
に
提
出
し
、
該
権
利
に
対
す
る

正
当
補
償
金
を
琉
球
銀
行
に
供
託
す
る
。
収

用
宣
言
書
の
提
出
に
よ
っ
て
か
か
る
財
産
は

合
衆
国
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ

の
場
合
財
産
の
譲
渡
ま
で
は
適
当
な
期
間
が

与
え
ら
れ
る
。

Ｄ
、
収
用
宣
言
書
が
提
出
さ
れ
た
場
合
、
財

産
の
評
価
や
借
用
契
約
に
不
満
足
を
も
つ
所

有
者
は
宣
言
書
の
提
出
か
ら
六
十
日
以
内
に

公
正
な
補
償
の
決
定
を
求
め
る
た
め
訴
願
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。
か
か
る
訴
願
書
は
八

項
に
お
い
て
設
け
ら
れ
る
民
政
府
土
地
裁
判

所
に
提
出
さ
れ
る
。
も
し
前
記
の
期
間
内
に

訴
願
書
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
に
は
収
用
宣

言
書
と
共
に
供
託
さ
れ
た
金
額
は
公
正
な
補

償
と
み
な
さ
れ
る
。
訴
訟
が
な
さ
れ
最
終
的

決
定
が
行
わ
れ
る
ま
で
は
訴
願
者
は
宣
言
書

に
よ
る
供
託
金
の
一
部
又
は
全
部
を
引
出
す

権
利
を
与
え
ら
れ
る
。
但
し
供
託
金
の
額
の

中
そ
の
七
五
％
を
超
え
て
引
出
す
場
合
に
は

訴
願
の
権
利
は
自
動
的
に
消
滅
す
る
。
収
用

し
た
不
動
産
の
補
償
金
と
し
て
最
終
決
定
を

み
た
額
又
は
評
価
額
は
琉
球
銀
行
に
預
金
す

る
。
上
記
の
基
金
は
終
極
的
に
確
定
登
記
を

行
う
か
、
裁
判
を
通
し
て
権
利
を
取
得
す
る

者
の
利
益
を
考
慮
し
て
特
殊
の
信
用
預
金
と

し
て
お
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
終
権

利
人
は
琉
球
諸
島
Ｄ
Ｅ
の
発
行
す
る
適
当
な

証
明
書
を
提
示
し
て
基
金
補
償
費
の
支
払
い

を
受
け
る
。

Ｅ
、
前
記
規
定
に
基
く
不
動
産
の
評
価
の
資

金
は
供
託
の
日
か
ら
二
ヵ
年
の
期
限
付
き
で

米
国
が
回
収
す
る
。
但
し
こ
の
二
ヵ
年
の
期

限
に
お
い
て
不
動
産
の
確
認
の
た
め
四

条

に
基
く
登
記
が
現
に
な
さ
れ
た
場
合
そ
の
中

に
お
け
る
評
価
は
結
果
的
に
確
証
さ
れ
、
前

述
の
事
項
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
な
い
。

六
　
此
の
布
令
の
目
的
の
為
、
全
財
産
権
の

登
記
の
発
効
日
は
登
記
を
承
認
す
る
公
式
の

記
入
が
土
地
登
記
台
帳
に
な
さ
れ
た
時
と
な

し
、
上
記
の
目
的
の
た
め

全
財
産
権
の
登

記
の
発
効
日
は
適
当
な
土
地
登
記
事
務
所
に

よ
り
申
請
書
が
受
理
さ
れ
た
日
を
以
て
な

す

の
場
合
を
除
く
。
適
当
な
土
地
登
記
事

務
所
に
よ
り
発
表
さ
れ
る
上
記
期
日
の
公
示

を
申
し
立
て
る
こ
と
は
凡
ゆ
る
場
合
に
申
請

を
す
る
人
の
責
任
で
あ
る
。

七
、
上
記
三
条
の
下
に
収
用
の
申
し
渡
し
或

は
交
渉
に
よ
り
正
式
要
求
の
対
象
に
な
っ
て

い
な
い
、
財
産
或
は
土
地
に
関
し
、
或
は
そ

れ
ら
の
全
財
産
権
に
対
す
る
実
質
的
侵
害
或

は
損
害
の
申
立
て
を
す
る
人
は
｜
下
記
八
条

の
設
置
さ
れ
る
民
政
府
土
地
裁
判
所
に
申
請

書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
補
償
の
為
の
手

続
き
を
起
し
得
る
。

”
土
地
は
売
り
ま
せ
ん
”
／
那

覇
市
会
地
主
と
懇
談
／
農
研

所
移
転
難
航
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那
覇
市
議
会
総
務
財
政
委
員
会
は
二
十
五
日

午
後
三
時
か
ら
那
覇
市
首
里
、
真
和
志
、
南

風
原
の
三
市
村
に
ま
た
が
る
中
央
農
研
所
移

転
用
地
十
二
万
四
千
坪
の
現
場
を
崎
山
区
の

高
里
、
我
如
古
両
地
主
小
作
人
代
表
の
案
内

で
視
察
し
た
あ
と
三
時
半
か
ら
約
四
十
分
間

崎
山
区
公
民
館
で
地
主
小
作
人
五
十
一
名
と

懇
談
、
地
主
側
の
直
接
の
声
を
聞
い
た
高
良

委
員
長
は
政
府
、
地
主
小
作
人
双
方
の
中
に

立
っ
て
最
も
公
平
且
つ
円
満
に
問
題
を
解
決

す
る
よ
う
話
合
を
す
す
め
る
べ
き
で
あ
る
と

挨
拶
し
た
が
、
地
主
側
で
は
絶
対
に
土
地
を

売
ら
な
い
と
次
の
三
つ
の
理
由
を
あ
げ
て
反

対
の
意
志
を
表
明
し
た
。
そ
の
理
由
は
①
買

収
用
地
に
対
し
て
は
十
分
な
補
償
を
す
る
と

い
っ
て
い
る
が
こ
れ
は
一
時
的
な
も
の
で
永

久
的
な
も
の
で
は
な
い
②
代
替
地
を
与
え
る

と
い
う
が
買
収
地
と
同
等
の
も
の
で
あ
る
か

ど
う
か
問
題
で
あ
り
、
悪
い
土
地
の
場
合
に

は
農
業
採
算
は
と
れ
な
い
。
③
代
替
地
が
か

り
に
十
万
坪
必
要
と
し
て
も
、
こ
の
代
替
地

を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
更
に
第
二
の
犠
牲

者
が
出
る
の
で
納
得
が
い
か
な
い
。
以
上
の

ほ
か
各
地
主
か
ら
も
意
見
が
あ
り
、

二
千

万
円
で
は
坪
百
五
十
円
で
買
収
す
る
と
す
れ

一
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ば
十
二
万
坪
で
千
八
百
万
円
に
な
る
が
残
り

二
百
万
円
で
は
家
屋
移
動
そ
の
他
完
全
な
補

償
が
出
来
る
と
は
思
わ
れ
な
い

、
我
々
は

父
祖
伝
来
の
土
地
に
か
わ
る
土
地
が
あ
る
と

は
思
わ
な
い

、

な
ど
買
収
反
対
が
主
張

さ
れ
た
。
崎
山
現
地
の
視
察
が
終
っ
た
あ
と

午
後
五
時
半
か
ら
総
務
財
政
委
員
会
を
開
い

て
崎
山
区
か
ら
の
陳
情
に
ど
う
対
処
す
る
か

を
協
議
し
た
が
、
事
が
重
要
で
あ
る
の
で
結

論
を
保
留
、
現
在
本
土
出
張
中
の
赤
嶺
議
員

ら
三
委
員
の
帰
任
後
に
地
主
な
ど
参
考
人
を

喚
問
し
た
う
え
で
再
協
議
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
う
し
た
地
主
小
作
人
側
の
強
い
反
対

の
空
気
に
対
し
て
下
地
中
央
農
研
所
長
は
問

題
解
決
の
自
信
は
十
分
あ
る
。
あ
く
ま
で
話

合
で
解
決
し
て
行
き
た
い
が
全
員
が
全
員
反

対
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
語
っ
て
い

る
。那

覇
市
の
資
金
凍
結
／
”
米
政

府
は
知
ら
な
い
”
／
極
東
軍
、

社
会
党
に
回
答

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
２
・
26

東
京
二
十
五
日
共
同

社
会
党
は
沖
縄
瀬

長
那
覇
市
長
の
日
本
渡
航
拒
否
問
題
に
つ
い

て
協
議
す
る
た
め
、二
十
五
日
午
前
十
一
時
、

佐
竹

晴

沖
縄
対
策
委
員
長
、
佐
多
国
際

局
長
、
田
中

稔

国
民
連
絡
会
議
副
議
長

が
東
京
市
ヵ
谷
米
極
東
軍
司
令
部
で
レ
ム

ニ
ッ
ツ
ア
ー
司
令
官
の
代
理
と
し
て
フ
ラ
イ

ク
ー
グ
氏
と
会
見
し
た
。
席
上
米
側
か
ら
次

の
回
答
が
あ
っ
た
。

一
、
琉
球
銀
行
の
那
覇
市
予
算
凍
結
は
那
覇

市
と
琉
銀
間
と
の
問
題
で
あ
る
が
、
米
政
府

と
し
て
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
え
な
い

と
考
え
る
。

一
、
那
覇
市
長
の
渡
航
問
題
は
現
地
民
政
府

の
決
定
で
、
東
京
の
司
令
部
で
ど
う
こ
う
で

き
な
い
が
、
再
申
請
に
つ
い
て
は
慎
重
考
慮

中
で
あ
る
。

｜
社
　
説
｜

新
布
令
の
公
布
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二
十
三
日
付
で
、
土
地
問
題
に
関
す
る
新

布
令
第
百
六
十
四
号

合
衆
国
土
地
収
用
計

画

が
公
布
、
同
日
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
布

令
は
、
民
政
府
土
地
裁
判
所
を
新
に
設
け
る

こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
と
同
時
に
、
土
地

を
軍
が
収
用
す
る
時
に
当
っ
て
の
手
続
き
を

詳
細
に
定
め
て
あ
る
が
、
問
題
は
な
ん
と

い
っ
て
も
、
現
在
に
あ
っ
て
沖
縄
側
が
土
地

問
題
解
決
に
際
し
焦
点
と
な
っ
て
い
る
土
地

代
の
支
払
い
方
式
が
ハ
ッ
キ
リ
打
ち
出
さ
れ

て
い
る
点
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
布
令
百
六
十
四
号
に
よ
る
と

五
ヵ
年
以
内
の
短
期
使
用
土
地
に
対
し
て

は
、
毎
年
分
割
払
い
を
行
う
が
、
五
ヵ
年
以

上
の
長
期
使
用
に
当
っ
て
は
、
地
価
相
当
額

を
一
括
払
い
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

今
の
と
こ
ろ
、同
布
令
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

行
政
府
の
訳
が
完
成
し
な
い
の
で
、
ほ
ん
の

要
旨
の
範
囲
内
で
し
か
わ
か
ら
な
い
が
、
合

衆
国
の
、
沖
縄
の
土
地
収
用
に
関
し
て
、
基

本
的
な
計
画
の
線
が
先
ず
打
ち
出
さ
れ
た
と

見
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
中
で
、
収
用
さ
れ
る
側
の
立
場
か
ら

特
に
注
目
し
て
よ
い
も
の
に
”
地
役
権
”
の

項
が
あ
る
。

合
衆
国
は
、
早
急
に

土
地

財
産

の
取
得
の
必
要
を
生
じ
、
事
前
交
渉

の
時
間
的
余
裕
の
な
い
緊
急
事
態
に
お
い
て

は
、
土
地
収
用
に
関
す
る
こ
の
方
針
の
施
行

を
Ｄ
・
Ｅ
の
手
に
よ
っ
て
、
副
長
官
に
申
請

さ
せ
る
形
で
行
う

も
の
と
思
わ
れ
る
点
で

あ
る
。
も
う
一
つ
は
、

五
ヵ
年
以
上
の
使

用
に
は
一
括
払
い
を
行
う

と
い
う
こ
と
だ
。

な
る
ほ
ど
、
ア
メ
リ
カ
側
が
、
軍
用
土
地

を
設
定
す
る
背
後
に
は
、
両
陣
営
に
分
れ
て

対
峙
す
る
無
気
味
な
世
界
の
客
観
情
勢
と
い

う
も
の
が
あ
り
、
世
界
の
主
な
国
に
は
大
て

い
米
軍
か
ソ
連
軍
が
駐
留
し
て
い
る
。
自
由

諸
国
に
は
北
大
西
洋
条
約

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

や
、

東
南
ア
ジ
ア
集
団
防
衛
条
約

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｏ

な
ど
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
、
沖
縄

は
、
ソ
連
に
対
す
る
大
き
な
防
衛
帯
の
一
環

で
あ
る
こ
と
に
は
ま
ち
が
い
な
い
だ
ろ
う
。

従
っ
て
、
世
界
の
情
勢
如
何
に
よ
っ
て
は
、

沖
縄
の
基
地
が
、
現
在
以
上
に
強
化
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
は
ア
メ
リ
カ
が
沖
縄
の
基
地
に
注

目
し
、
力
瘤
を
入
れ
る
こ
と
は
、
自
由
諸
国

防
衛
と
い
う
面
か
ら
大
義
名
分
の
立
つ
も
の

で
あ
る
。
沖
縄
人
に
と
っ
て
、
こ
れ
に
は
異

議
を
さ
し
は
さ
む
余
地
も
、
考
え
方
も
な
い

と
思
う
。

だ
が
、
基
地
問
題
を
離
れ
て
、
ア
メ
リ
カ

側
が
政
策
を
行
う
に
当
っ
て
、
言
い
換
え
れ

ば
、
自
由
諸
国
の
繁
栄
を
図
る
と
い
う
考
え

方
の
面
か
ら
見
る
と
、
果
し
て
こ
ん
ど
の
土

地
収
用
計
画
に
伴
う
布
令
の
行
使
は
満
足
と

い
う
べ
き
事
で
あ
る
か
ど
う
か
。
こ
と
に
基

地
の
ゴ
タ
ゴ
タ
が
世
界
の
各
地
に
起
き
て
い

る
現
在
、
ア
メ
リ
カ
の
や
り
口
は
今
や
世
界

の
注
目
を
浴
び
て
い
る
と
い
っ
て
も
決
し
て

過
言
で
は
な
い
と
思
う
。

そ
こ
で
、
先
に
述
べ
た
二
つ
の
問
題
点
だ

が
、
土
地
問
題
解
決
に
当
っ
て
、
土
地
を
守

る
総
連
合
が
ま
と
め
た
妥
協
線
を
ど
う
し
て

も
沖
縄
側
の
考
え
方
と
し
て
推
進
せ
ざ
る
を

得
な
い
ワ
ケ
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
つ

ま
り

新
な
土
地
を
接
収
す
る
ば
あ
い
は
、

宅
地
・
田
畑
は
避
け
、
不
毛
地
な
ど
部
分
的

な
収
用
は
認
め
る
。
軍
用
地
は
必
要
な
限
り

の
使
用
を
認
め
る
が
、
地
料
の
引
上
げ
と
、

五
ヵ
年
毎
の
土
地
評
価
更
新
を
す
る

と
い

う
、
す
く
な
く
と
も
住
民
側
の
願
う
最
低
の
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妥
協
案
で
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
政

党
側

社
大
・
人
民
両
党

は
、
こ
う
し
た

最
低
の
線
に
対
し
て
強
い
不
満
を
示
し
て
い

る
。一
た
ん
公
布
さ
れ
た
布
令
と
い
う
も
の

は
、
容
易
に
改
変
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
は
、
万
般
承
知
の
上
で
あ
る
が
、
し
か
し

政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
民
政
府

と
折
衝
の
余
地
は
残
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

又
当
然
布
令
の
施
行
に
当
っ
て
細
部
に
つ
い

て
こ
ち
ら
か
ら
意
見
を
述
べ
る
こ
と
は
、
た

と
え
沖
縄
の
よ
う
な
土
地
柄
で
は
、
難
事
な

こ
と
で
あ
ろ
う
が
そ
こ
は
民
主
主
義
の
国
で

あ
る
ア
メ
リ
カ
だ
、
民
意
を
容
れ
て
調
整
す

る
必
要
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

か
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
要
路
の
人
が
い
っ
た

よ
う
に

ア
メ
リ
カ
は
、
沖
縄
を
、
民
主
主

義
の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
た
ら
し
め
る

の

言
に
そ
む
く
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
思
う
。
こ
の
際
、
当
事
者
で
あ
る
軍

用
土
地
の
地
主
た
ち
が
望
ん
で
い
る
最
大
公

約
数
で
あ
る
、
土
地
総
連
の
行
っ
た
案
さ
え
、

こ
の
分
で
は
危
し
と
す
る
危
惧
の
生
じ
や
す

い
、
こ
ん
ど
の
新
布
令
の
内
容
個
々
に
亙
っ

て
、
沖
縄
側
の
最
終
の
責
任
を
負
う
政
府
と

し
て
、
こ
れ
に
ど
う
対
し
た
ら
よ
い
か
、
そ

れ
は
も
う
こ
こ
で
く
ど
く
ど
し
く
繰
り
言
を

言
う
必
要
は
な
い
ほ
ど
、
こ
の
欄
で
再
三
再

四
述
べ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

お
っ
つ
け
、
布
令
百
六
十
四
号
の
全
貌
が

政
府
の
手
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
思
う
が
、

そ
の
時
は
、
布
令
全
内
容
に
つ
い
て
細
い
分

析
を
や
る
と
同
時
に
、
政
党
側
や
、
土
地
総

連
合
の
意
見
を
ま
と
め
て
、
施
行
に
当
っ
て

少
し
で
も
両
者

軍
・
民

の
歩
み
寄
り
を

見
せ
る
努
力
を
す
べ
き
で
あ
る
。

大
絃
小
絃
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二
十
五
日
の
共
同
電

昨
報

に
よ
る
と
、

琉
球
銀
行
の
那
覇
市
へ
の
資
金
凍
結
は
那
覇

市
と
琉
銀
間
の
問
題
で
あ
っ
て
米
政
府
と
し

て
は
、

そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
考

え
る

と
極
東
軍
司
令
部
レ
ム
ニ
ッ
ツ
ア
ー

司
令
官
の
代
理
と
し
て
フ
ラ
イ
ク
ー
グ
氏
が

語
っ
て
い
る
と
い
う
▼
こ
の
問
題
は
、
当
初

の
こ
ろ
た
し
か
富
原
琉
銀
総
裁
は
民
政
府
当

局
と
の
協
議
に
よ
る
と
言
っ
て
い
た
よ
う
だ

し
、
そ
の
後
、
こ
れ
を
否
定
す
る
よ
う
な
口

ぶ
り
を
し
た
り
、
最
近
で
は
償
還
能
力
が
な

い
た
め
と
か
わ
っ
て
い
る
▼
昨
今
、
悪
い
風

邪
が
は
や
っ
て
い
る
。
天
気
が
暖
く
な
っ
た

り
、
寒
く
な
っ
た
り
、
ジ
メ
ジ
メ
と
降
っ
た

り
、
変
調
が
続
く
か
ら
で
あ
ろ
う
。
恰
も
こ

の
天
候
の
よ
う
に
那
覇
市
へ
の
資
金
凍
結
の

理
由
も
め
ま
ぐ
る
し
く
変
る
も
の
だ
か
ら
市

民
に
悪
感
を
も
た
ら
し
て
い
る
よ
う
だ
▼
那

覇
の
瀬
長
市
長
が
共
産
主
義
者
で
反
米
政
策

を
と
る
人
だ
か
ら
、
琉
銀
と
し
て
ア
メ
リ
カ

の
五
一
％
の
株
金
を
あ
ず
か
っ
て
い
る
手

前
、
瀬
長
市
長
を
金
で
い
じ
め
る
｜
と
い
う

忠
臣

振
り
を
発
揮
す
る
な
ら
、
そ
う

は
っ
き
り
言
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
あ
あ
だ
こ

う
だ
の
し
ど
ろ
も
ど
ろ
は
、
何
れ
は
馬
上
か

ら
落
ち
る
雑
魚
的
忠
臣
と
い
う
と
こ
ろ
か
▼

先
程
来
島
し
た
レ
ム
ニ
ッ
ツ
ア
ー
民
政
長
官

は
、
那
覇
市
長
問
題
は
市
民
の
自
治
に
よ
っ

て
解
決
す
べ
き
だ
と
い
っ
た
意
味
の
こ
と
を

述
べ
た
し
、
こ
こ
の
民
政
首
脳
も
そ
の
よ
う

な
基
本
的
態
度
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
瀬
長
追
放
は
市
民
の
手
に
期
待
し
て
い

る
と
い
う
わ
け
だ
し
、
方
法
と
し
て
市
会
の

不
信
任
決
議
に
望
み
を
か
け
て
い
る
と
思
わ

れ
る
▼
勿
論

市
民
の
手

を
出
さ
せ
る
た

め
の
手
が
資
金
凍
結
で
あ
ろ
う
が
、
瀬
長
個

人
を
痛
み
つ
け
る
た
め
に
、
全
市
民
に
害
を

与
え
、
大
切
な
建
設
の
時
間
を
空
費
さ
せ
て

い
る
。
こ
れ
は
責
任
あ
る
米
当
局
の
望
む
こ

と
で
は
な
い
に
違
い
な
い
。
フ
ラ
イ
ク
ー
グ

氏
に
よ
っ
て
も
そ
れ
は
明
ら
か
だ
▼
或
い

は
、
心
な
き
あ
さ
は
か
な
そ
の
筋
の
下
ッ
端

の
教
唆
に
富
原
総
裁
は
踊
ら
さ
れ
た
の
か
も

知
れ
な
い
。
ど
こ
に
も
よ
く
あ
る
こ
と
で
は

あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
事
志
の
一
致

を
破
壊
す
る
者
は
、
能
無
き
忠
臣
族
に
き

ま
っ
て
い
る
。

一
階
ス
ラ
ブ
で
中
止
／
泊
港

タ
ー
ミ
ナ
ル
工
事
解
約
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泊
ポ
ー
ト
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
ビ
ル
新
築
工
事

は
二
月
で
い
ち
お
う
打
切
る
。

琉
銀
の
資
金
凍
結
で
昨
年
末
か
ら
工
事
を
ス

ト
ッ
プ
、
一
月
の
末
政
府
補
助
の
百
六
十
七

万
円
が
で
て
、
再
び
工
事
を
は
じ
め
た
が
、

こ
の
分
の
工
事

一
階
ス
ラ
ブ
ま
で

を
二

十
八
日
ま
で
に
お
わ
り
、
那
覇
市
と
施
工
者

善
太
郎
組
が
ひ
と
ま
ず
工
事
契
約
を
と
く
こ

と
に
な
っ
た
。

同
ビ
ル
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造

二
階
建
、
延
五
百
二
十
二
坪
で
総
工
費
一
千

万
円
。
去
年
十
一
月
に
起
工
、
こ
の
五
月
に

完
成
、
二
階
に
は
税
関
、
出
入
管
理
部
、
那

覇
、
植
防
、
家
畜
の
各
検
疫
所
、
港
事
務
所

な
ど
が
入
り
、
一
、
二
階
で
港
の
政
府
出
先

機
関
や
船
会
社
事
務
所
が
ぜ
ん
ぶ
そ
ろ
う
予

定
だ
っ
た
。

十
一
月
か
ら
二
月
ま
で
で
三
ヵ
月
予
定
の
工

期
か
ら
み
る
と
ち
よ
う
ど
半
分
だ
が
、
工
事

は
三
分
の
一
も
終
っ
て
い
な
い
。

工
事
の
解
約
で
善
太
郎
組
は
、
い
ま
使
っ
て

い
る
足
場
な
ど
、
ぜ
ん
ぶ
は
ず
し
現
場
を
か

た
づ
け
て
別
の
工
事
に
も
っ
て
い
く
が
、
工

事
資
金
が
で
き
た
場
合
入
札
や
り
な
お
し
に

な
り
、
善
太
郎
組
が
再
入
札
し
て
も
仕
事
の

段
取
り
を
す
る
の
に
、
そ
う
と
う
手
間
が
か

一
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か
る
。
同
ビ
ル
工
事
の
現
場
監
督
は

工
事

予
定
表
も
書
く
気
に
な
れ
ま
せ
ん
。
労
務
者

が
か
わ
い
そ
う
で
す
。
よ
く
働
い
て
く
れ
る

の
で
す
が
、
工
事
が
な
く
て
は
解
雇
す
る
ほ

か
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
る
だ
け
ほ
か

の
仕
事
を
み
つ
け
て
や
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
こ
ん
ど
工
事
を
す
る
と
き
は
入
札
や
り

な
お
し
で
す
が
ほ
か
の
業
者
は
手
を
つ
け
な

い
で
し
よ
う
。
何
ん
と
か
資
金
を
出
し
て
も

ら
い
た
い
も
の
で
す

と
語
っ
た
。

市
民
の
手
で
再
開
／
安
里
川
の

浚
渫
工
事
け
さ
か
ら
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琉
銀
の
資
金
凍
結
で
那
覇
市
の
都
計
工
事
は

ス
ト
ッ
プ
、
い
つ
解
け
る
と
も
な
く
、
市
当

局
と
、
琉
銀
間
で
や
っ
さ
も
っ
さ
し
て
い
る

が
、
安
里
、
久
茂
地
川
の
河
川
工
事
は
二
十

七
日
か
ら
市
民
の
手
で
再
開
さ
れ
た
。

こ
れ
は
浦
崎
康
華

会
長

新
村
長
佳
、
宜

保
為
楷
、
平
良
真
次
郎
、
三
島
英
稔
、
泉
正

重
氏
ら
約
五
十
名
で
結
成
し
た

久
茂
地
、

安
里
川
浚
渫
、
前
島
、
中
の
橋
仮
架
橋
期
成

会

が
着
工
し
た
も
の
で
二
十
七
日
は
朝
か

ら
ク
レ
ー
ン
一
台
で
安
里
川
の
浚
渫
に
と
り

か
か
っ
た
。
こ
の
期
成
会
は
、
市
民
の
人
命

と
財
産
を
守
る
と
い
う
趣
旨
で
発
足
、
約
十

三
万
円
の
予
算
を
見
積
っ
て
、
安
里
、
久
茂

地
両
川
の
浚
渫
、
前
島
、
中
の
橋
の
仮
架
橋

を
予
定
し
て
い
る
。

工
事
は
三
月
中
旬
ま
で
に
完
了
、
同
会
は
決

算
報
告
を
し
て
解
散
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
。
浦
崎
期
成
会
長
の
話

な
に
し
ろ
予
算
は

一
般
か
ら
の
浄
財
に
も
抑
ぐ
の
で
護
岸
工
事

は
見
合
す
。
た
だ
水
の
流
通
を
よ
く
す
る
た

め
川
の
ま
ん
中
に
積
ま
れ
た
土
砂
の
浚
渫

と
、こ
の
四
月
前
島
小
校
が
開
校
す
る
の
で
、

こ
ど
も
た
ち
を
水
難
か
ら
救
う
た
め
前
島
と

中
の
橋
の
仮
架
橋
を
す
る
。
こ
の
会
は
政
治

的
な
企
図
は
毛
頭
な
い
の
で
一
般
の
協
力
を

願
い
た
い
。

安
里
川
ベ
リ
Ｈ
さ
ん
の
話

全
く
ホ
ッ
ト

し
ま
し
た
。
日
ご
ろ
で
も
ち
ょ
っ
と
長
雨
が

続
く
と
床
上
ま
で
浸
水
す
る
の
に
、
こ
の
ま

ま
工
事
を
放
置
さ
れ
て
は
と
、
不
安
で
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

会
長
大
い
に
語
る
／
グ
ル
ー
プ

め
ぐ
り
(3)
／
那
覇
市
政
研
究

ク
ラ
ブ
／
集
ま
り
も
ダ
レ
気

味
／
足
並
揃
わ
ぬ
二
十
七
士

沖
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○

去
る
那
覇
市
長
選
挙
で
保
守
派
が
大
敗

し
て
か
ら
、
急
転
直
下
野
党
の
座
に
下
ろ
さ

れ
た
那
覇
市
会
二
十
七
議
員
は
、
今
年
の
初

め

一
月
八
日

那
覇
市
政
研
究
ク
ラ
ブ

を
結
成
し
た
。

等
し
く
野
党
に
あ
る
者
同
士
が
大
同
団
結
し

て
、
瀬
長
市
長
に
反
撃
し
よ
う
と
い
う
狙
い

で
、
最
初
の
程
は
大
層
意
気
さ
か
ん
だ
っ
た

も
の
だ
。
そ
れ
が
臨
時
議
会
が
済
み
、
三
月

定
例
議
会
が
近
づ
く
こ
の
頃
に
な
っ
て
士
気

が
上
ら
な
い
こ
と
甚
し
い
有
様
。
三
月
定
例

議
会
と
い
え
ば
こ
れ
ら
野
党
の
面
々
、
そ
の

面
目
に
か
け
て
”
不
信
任
案
”
を
叩
き
つ
け

る
と
い
っ
て
目
標
を
置
い
て
い
た
の
で
あ
る

が
、
一
向
に

二
十
七
人
の
サ
ム
ラ
イ

た

ち
の
足
並
が
揃
わ
な
い
の
で
あ
る
。

○

そ
こ
で
リ
ー
ダ
ー
格
の
泉
議
長
に
き
い

て
み
る
と

そ
れ
に
は
各
議
員
の
複
雑
な
立

場
が
あ
っ
て
調
整
が
難
し
い
か
ら
だ

と

い
っ
て
多
く
は
語
ら
な
い
。
た
と
え
ば
出
せ

ば
直
ち
に
解
散
。
そ
の
後
の
総
選
挙
の
選
挙

費
用
の
問
題
や
、
一
寸
当
選
が
お
ぼ
つ
か
な

い
、
と
い
っ
た
思
惑
が
各
人
の
間
に
微
妙
に

働
い
て
い
る
よ
う
だ
。
だ
か
ら

三
月
定
例

議
会
に
不
信
任
案
を
出
す
の
に
は
っ
き
り
賛

成
を
し
て
い
る
の
は
二
十
七
名
の
う
ち
五
、

六
名
と
い
う
淋
し
さ

と
い
う
の
を
泉
氏

も
認
め
て
、

何
ん
と
し
て
も
第
一
回
目
に

は
四
分
の
三
以
上
、
即
ち
二
十
三
名
以
上
の

用
意
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
万
一
出
し
て

通
ら
な
い
事
態
に
で
も
な
れ
ば
恥
を
天
下
に

さ
ら
す
よ
う
な
も
の
だ

と
溜
息
ま
じ
り
に

言
う
わ
け
だ
。

ク
ラ
ブ
の
士
気
の
鈍
っ
た
証
拠
に
は
、
こ
の

ク
ラ
ブ
の
定
例
会
は
毎
週
木
曜
日
に
も
つ
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
ご
ろ
で
は
そ
の

集
り
の
悪
い
こ
と
も
相
当
な
も
の
。
せ
い
ぜ

い
十
名
内
外
、
大
抵
決
ま
っ
た
顔
ぶ
れ
が

集
っ
て
来
る
だ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
た
ダ
レ
気
味
の
ク
ラ
ブ
を
建
て
直

す
何
か
よ
い
方
法
は
？

と
問
え
ば

別
に

な
い
。
今
後
一
つ
の
具
体
的
な
事
柄

不
信

任

を
打
出
さ
な
い
限
り
無
駄
だ
ろ
う

と

し
ん
み
り
。

○

と
こ
ろ
で
さ
き
頃

防
共
法

な
る
も

の
の
立
法
要
請
の
た
め
の
署
名
を
は
じ
め
て

世
の
関
心
を
集
め
た
。
い
ち
早
く
一
部
で
は

反
撃
の
色
を
み
せ
、
新
聞
の
投
書
に
も
強
い

批
判
の
声
が
あ
ら
わ
れ
た
。

我
々
は
共
産
主
義
或
い
は
共
産
主
義
思
想

そ
の
も
の
を
取
締
れ
、
と
い
う
の
で
は
な
く
、

共
産
主
義
運
動
、
そ
の
活
動
を
取
締
る
べ
き

だ
と
い
う
の
だ
。
大
方
の
批
判
の
動
き
は
、

そ
れ
を
混
同
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

る
。
だ
が
、
こ
れ
も
”
生
活
を
守
る
会
”
が

結
成
さ
れ
、
そ
こ
で
立
法
要
請
す
る
か
ら

我
々
と
し
て
は
必
要
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
二

十
七
議
員
批
判
の
新
聞
投
書
は
、
ク
ラ
ブ
内

に
こ
れ
に
反
駁
す
べ
き
と
い
う
の
と
、
黙
殺

す
べ
き
、
と
い
う
意
見
が
あ
る
。
自
分
と
し

て
も
今
は
議
論
な
ど
し
て
い
る
時
で
は
な
く

黙
殺
し
て
不
信
任
な
ど
の
具
体
的
な
形
で

我
々
の
態
度
を
示
せ
ば
よ
い
と
考
え
る

と

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

二
月

五
九
三



い
う
こ
と
だ
っ
た
。

○

そ
れ
か
ら
お
も
む
ろ
に
言
う
こ
と
に
は

現
在
の
ク
ラ
ブ
は
御
覧
の
よ
う
に
全
く
活

動
停
止
状
態
だ
。
そ
れ
も
会
と
し
て
の
規
約

や
申
し
合
せ
事
項
を
持
た
な
い
ま
ま
の
出
発

の
せ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
ク
ラ
ブ
を
一
人
前
の

グ
ル
ー
プ
の
よ
う
に
出
す
の
は
ど
う
か
な
ァ

と
登
場
御
免
の
弁
と
相
成
っ
て
い
た
。

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
／
使
用
料
徴

収
で
も
む
／
業
者
、
那
覇
市

と
対
立
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那
覇
の
恒
久
バ
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設
問
題

は
市
当
局
と
バ
ス
業
者
が
対
立
の
ま
ま
未
解

決
に
な
っ
て
い
る
が
、
今
度
は
現
在
の
仮
バ

ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
敷
地

市
有
地

の
使
用

料
を
め
ぐ
っ
て
再
び
市
当
局
と
バ
ス
協
会
と

の
意
見
が
対
立
し
て
い
る
。
発
端
は
市
有
地

で
あ
る
現
在
の
仮
バ
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
敷
地

約
二
千
三
百
坪
の
使
用
料

坪
十
五
円

を

昨
五
六
年
四
月
一
日
に
遡
っ
て
徴
収
す
べ
く

バ
ス
協
会
側
に
賃
貸
契
約
を
結
ぶ
た
め
働
き

か
け
た
こ
と
に
よ
る
。

同
敷
地
は
五
六
年
二
月
以
前
は
市
有
地
並

び
に
個
人
有
地
か
ら
な
っ
て
い
た
が
、
那

覇
市
で
は
市
庁
舎
の
建
設
用
地
と
し
て
区

画
整
理
の
換
地
に
よ
り
、
五
六
年
二
月
以

来
市
有
地
と
し
て
確
保
さ
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
琉
銀
の
資
金
凍
結
に
よ
っ
て
恒
久
バ

ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
建
設
も
見
通
し
が
つ
か

な
い
現
在
、
市
当
局
と
し
て
は
財
源
捻
出
の

た
め
、
そ
の
使
用
料
を
取
り
立
て
る
こ
と
に

し
た
も
の
。

バ
ス
協
会
側
で
は
、
五
四
年
、
そ
れ
ま
で
牧

志
通
り
に
十
カ
所
近
く
も
あ
っ
た
各
社
営
業

所
を
取
り
払
わ
せ
、
恒
久
タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設

ま
で
の
暫
定
措
置
と
し
て
現
在
の
仮
タ
ー
ミ

ナ
ル
に
集
結
さ
せ
た
の
だ
し
、
牧
志
の
各
営

業
所
を
引
払
っ
た
時
も
各
社
で
は
自
己
負
担

で
相
当
の
犠
牲
を
払
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
当

時
の
政
府
、
市
当
局
、
警
察
側
、
業
者
の
四

者
に
お
け
る
話
し
合
い
で
も
一
ヵ
年
以
内
に

恒
久
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
建
設
す
る
。
暫
定
措
置

と
し
て
当
時
の
地
主
た
ち
に
も
地
代
を
徴
し

な
い
様
取
り
決
め
て
働
き
か
け
て
あ
っ
た
の

だ
か
ら
、
現
在
で
も
使
用
料
の
取
り
立
て
は

筋
が
通
ら
な
い
と
い
う
。

こ
の
た
め
五
日
ひ
る
す
ぎ
、
上
原
バ
ス
協

会
長
は
じ
め
各
バ
ス
社
長
、
高
良
工
交
局

陸
運
課
長
ら
が
那
覇
市
財
政
部
を
訪
ね

て
、
こ
の
使
用
料
徴
収
が
不
当
で
あ
る
こ

と
を
申
し
立
て
た
が
、
市
当
局
と
し
て
は

す
で
に
部
長
会
で
協
議
の
上
決
定
を
み
た

も
の
で
も
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
協
議
会
を

持
っ
て
の
ち
回
答
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

祖
国
復
帰
の
促
進
へ
／
昨
夜
那

覇
市
民
大
会
で
決
議

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
３
・
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社
大
、
人
民
党
那
覇
支
部
主
催
の
祖
国
復
帰

那
覇
市
民
大
会
は
十
二
日
午
後
七
時
半
か
ら

久
茂
地
広
場
で
約
一
万

九
時
現
在
推
定

の
市
民
が
集
ま
つ
て
開
か
れ
た
。

△
国
旗
掲
揚
の
自
由
△
那
覇
市
政
不
当
圧
迫

の
排
除
△
防
共
法
絶
対
反
対
△
沖
縄
の
原
水

爆
基
地
反
対
△
プ
勧
告
、
レ
声
明
反
対
△
講

和
条
約
第
三
条
撤
廃
△
祖
国
渡
航
の
自
由
な

ど
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
に
大
会
は
開
か
れ
、

議
長
団
に
松
田
富
也
、
大
嶺
経
達
、
真
栄
田

義
晃
の
三
氏
を
選
出
、
島
袋
嘉
じ
ゆ
ん
、
新

垣
善
太
郎
、
平
良
良
松
、
兼
次
佐
一
氏
ら
が

登
壇
、
祖
国
復
帰
の
熱
弁
を
ふ
る
い
、
集
ま

つ
た
市
民
の
拍
手
を
あ
び
た
。
な
お
、
大
会

場
は
当
夜
七
時
ご
ろ
か
ら
異
様
な
臭
気
に
つ

つ
ま
れ
た
が
、
主
催
側
の
調
べ
で
会
場
周
辺

に
無
数
の
ア
ン
プ
ル

注
射
液
状

が
ば
ら

ま
か
れ
て
い
た
も
よ
う
で
、
直
ち
に
那
覇
保

健
所
に
検
出
を
依
頼
し
た
と
い
う
。

当
夜
の
決
議
次
の
通
り

一
、
講
和
条
約
第
三
条
撤
廃
即
時
日
本
復
帰

一
、
沖
縄
の
原
水
爆
基
地
化
反
対

一
、
プ
ラ
イ
ス
勧
告
、
レ
ム
ニ
ツ
ツ
ア
ー
声

明
反
対
、
四
原
則
貫
徹

一
、
米
国
土
地
収
用
令

布
令
一
六
四
号

の
撤
廃

一
、
祖
国
へ
の
渡
航
送
金
の
自
由

一
、
防
共
法
絶
対
反
対

一
、
那
覇
市
政
不
当
圧
迫
の
廃
除

一
、
戦
災
復
興
助
成
金
の
交
付

一
、
軍
労
働
法
の
廃
止
、
民
労
働
法
へ
の
一

本
化

一
、
国
旗
掲
揚
の
自
由

大
絃
小
絃

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
３
・
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資
金
凍
結
の
さ
わ
ぎ
で
、”
都
計
”
が
マ
ヒ

し
た
。
や
り
か
け
た
安
里
川
の
工
事
も
途
中

で
止
ま
り
、
橋
も
い
つ
か
け
て
く
れ
る
か

ま
っ
た
く
見
通
し
が
つ
か
な
い
▼
も
と
は
と

言
え
ば
、
一
た
ん
予
定
さ
れ
て
い
た
金
の
支

出
が
、
瀬
長
氏
の
市
長
就
任
と
と
も
に
、
琉

銀
の
窓
口
で
抑
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
が
、

双
方
の
間
に
い
ま
も
っ
て
ど
う
と
も
話
が
つ

か
な
い
。
し
か
し
付
近
に
住
む
人
々
の
身
に

な
れ
ば
、
そ
の
理
非
曲
直
は
別
と
し
て
、
と

に
か
く
一
日
も
早
く
橋
が
ほ
し
い
。
事
実
毎

日
の
生
活
に
大
き
な
不
便
を
感
じ
て
い
る
の

で
あ
る
▼
市
で
も
そ
の
窮
情
を
察
し
て
、
と

り
あ
え
ず
間
に
合
せ
の
仮
橋
工
事
を
予
算
化

し
よ
う
と
し
た
ら
、
多
数
野
党
の
た
め
に
市

会
で
み
ご
と
蹴
ら
れ
た
。
こ
ん
ど
は
地
元
の

人
々
が
自
力
で
工
事
を
す
す
め
よ
う
と
計
画

し
た
ら
、
着
工
寸
前
こ
れ
も
”
待
っ
た
”
を

食
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
泣
き
た
く
な
る
の
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が
地
元
民
だ
▼
工
交
局
が
、
仮
工
事
を
禁
止

し
て
い
る
第
一
の
理
由
は

そ
の
て
い
ど
の

橋
で
は
交
通
の
安
全
が
た
も
て
な
い

と
い

う
点
に
あ
る
ら
し
い
。
つ
ま
り

危
険

と

い
う
わ
け
だ
。
な
る
ほ
ど
受
け
と
り
よ
う
に

よ
っ
て
は
”
親
心
”
を
み
せ
た
こ
と
に
も
な

る
。
お
も
に
学
童
が
利
用
す
る
”
通
学
橋
”

で
あ
れ
ば
こ
そ
だ
▼
と
こ
ろ
が
仮
工
事
を
止

め
て
お
い
て
、
あ
と
は
こ
っ
ち
の
知
っ
た
こ

と
で
は
な
い
と
、
投
げ
や
り
の
態
度
に
出
て

い
る
の
は
、一
体
ど
う
解
釈
す
べ
き
だ
ろ
う
。

架
橋
工
事
は
当
然
市
当
局
が
や
る
べ
き
も

の
で
あ
る

だ
け
で
は
、
親
切
な
答
え
と
は

言
え
ま
い
。
市
の
方
は
今
手
足
を
縛
ら
れ
た

格
好
で
動
け
な
い
の
で
あ
る
▼
そ
れ
を
百
も

承
知
の
う
え
で
、

そ
れ
み
た
こ
と
か

と

言
わ
ん
ば
か
り
の
や
り
口
は
、
あ
ま
り
に
も

無
慈
悲
で
は
な
い
か
。
も
し
瀬
長
氏
を
市
長

に
選
ん
だ
こ
と
が

自
業
自
得

と
い
う
の

な
ら

足

を
奪
わ
れ
て
手
も
足
も
出
な
い

地
元
の
人
々
が
浮
か
ば
れ
な
い
。
目
の
前
に

困
っ
て
い
る
の
は
結
局
は
市
民
で
あ
る
も
っ

と
親
切
な
相
談
相
手
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の

だ
▼
地
元
で
は
工
事
費
の
出
道
が
な
け
れ
ば

自
分
た
ち
の
懐
か
ら
出
し
合
う
と
さ
え
言
っ

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
本
格
的
工
事
に
越
し
た

こ
と
は
な
い
が
、そ
れ
ま
で
待
て
な
い
の
で
、

仕
方
な
く
考
え
つ
い
た
仮
橋
で
あ
る
▼
土
木

技
術
の
上
か
ら
危
い
と
い
う
な
ら
、
暴
風
雨

の
際
は

通
行
止
め

に
す
る
と
か

危
険

予
防

の
方
法
は
い
く
ら
も
あ
ろ
う
。
今
は

最
善
の
”
橋
”
を
選
ぶ
よ
り
、
次
善
の
策
に

待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
窮
鳥

ふ
と
こ
ろ
に
入
れ
ば
救
け
て
や
る
べ
し
だ
。

｜
社
　
説
｜

混
迷
の
那
覇
市
会
と
市
政
の
正

常
化
琉
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瀬
長
那
覇
市
長
の
出
現
以
来
の
那
覇
市
会

は
漫
画
の
題
材
に
な
る
以
外
、
全
く
何
も
し

て
い
な
い
。
ま
ず
、
三
人
の
議
員
に
市
会
高

地
を
占
領
さ
れ
て
、
二
十
七
人
が
麓
の
方
で

右
往
左
往
し
て
い
る
、
と
い
う
図
で
あ
る
。

は
な
は
だ
、
も
っ
て
、
だ
ら
し
の
な
い
図
で

あ
る
。
こ
れ
は
瀬
長
派
、
反
瀬
長
派
を
問
わ

ず
、
市
民
一
般
の
ひ
と
し
く
み
と
め
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

資
金
凍
結
を
さ
れ
た
那
覇
市
で
は
仕
事
の

で
き
な
い
こ
と
は
眼
前
の
事
実
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
の
批
判
は
勝
手
で
あ
る
が

現
状
の
打
開
が
簡
単
に
で
き
な
い
こ
と
は
大

多
数
の
市
民
が
み
と
め
て
い
る
よ
う
だ
。
し

た
が
つ
て
、
こ
れ
を
打
開
す
る
こ
と
は
百
の

議
論
で
は
な
く
、
一
つ
一
つ
の
行
動
の
つ
み

重
ね
で
あ
る
。

合
法
的
な
選
挙
で
当
選
し
た
市
長
を
無
視

す
る
こ
と
は
け
し
か
ら
ん
、
と
い
う
瀬
長
派

の
一
方
通
行
的
な
理
屈
も
そ
の
限
り
に
お
い

て
は
誤
り
で
は
な
い
し
、
現
実
に
市
政
を
推

進
で
き
な
い
事
態
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
市

長
は
そ
の
地
位
に
あ
る
べ
き
で
な
い
、
と
す

る
反
瀬
長
派
の
現
実
論
も
市
民
に
は
う
な
ず

け
る
理
屈
で
あ
ろ
う
。
と
い
つ
て
、
こ
の
二

つ
の
理
屈
は
決
し
て
交
合
点
を
見
出
せ
な
い

並
行
線
で
あ
る
こ
と
は
両
者
と
も
わ
か
り
す

ぎ
る
ぐ
ら
い
よ
く
知
つ
て
い
る
。
だ
か
ら
、

過
去
三
カ
月
で
両
者
と
も
市
政
に
一
歩
の
前

進
も
も
た
ら
さ
な
か
つ
た
し
、
何
の
た
め
に

市
民
は
市
税
を
払
つ
た
か
、
わ
け
の
わ
か
ら

ぬ
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

市
民
は
両
者
の
責
任
な
す
り
合
い
の
議
論

を
聞
い
て
も
、
理
屈
と
膏
薬
は
ど
こ
に
で
も

つ
く
、
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ど
ち
ら

の
言
う
こ
と
を
信
用
し
て
よ
い
か
、
判
断
に

迷
う
人
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
市
政
の

困
難
を
救
う
こ
と
を
考
え
る
の
が
市
会
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
会
は

政
府
に
よ
り
か
か
つ
て
打
開
の
道
を
講
じ
よ

う
と
し
て
い
る
。
三
十
名
の
う
ち
二
十
七
名

の
反
当
局
派
が
市
会
で
行
動
を
と
れ
な
い

で
、
政
府
に
よ
り
か
か
る
と
い
う
こ
と
は
自

治
の
放
棄
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。
何
の
た

め
に
彼
ら
は
市
会
議
員
に
な
つ
た
の
か
、
ま

こ
と
に
不
可
解
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

現
在
の
ま
ま
で
市
会
が
市
政
を
放
置
す
る

こ
と
は
ゆ
る
せ
な
い
怠
慢
で
あ
り
、
市
長
を

不
信
任
す
る
と
い
う
な
ら
ば
法
に
よ
つ
て
そ

の
手
続
き
を
す
べ
き
で
あ
り
、
不
信
任
可
決

で
逆
に
解
散
を
投
げ
返
さ
れ
る
こ
と
も
、
覚

悟
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
不
信
任
案
提
出

以
外
に
合
法
的
に
不
信
任
と
同
一
効
果
を
ね

ら
う
と
い
う
な
ら
、
そ
れ
も
政
治
的
戦
術
と

し
て
不
当
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
現
在
の
市

会
と
し
て
は
こ
の
方
向
が
賢
明
な
策
か
も
知

れ
な
い
。

真
和
志
市
と
の
対
等
合
併
が
ウ
ワ
サ
に
の

ぼ
つ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
議
員

の
延
命
策
と
非
難
さ
れ
は
し
な
い
か
、
と
気

が
さ
し
て
い
る
向
き
が
多
い
と
い
う
。
し
か

し
、
最
近
の
市
会
内
部
の
動
き
で
は
不
信
任

案
も
あ
や
し
く
な
つ
て
い
る
と
い
う
。
不
信

任
案
を
投
げ
つ
け
る
こ
と
は
瀬
長
市
長
に
手

袋
を
投
げ
る
こ
と
で
あ
る
し
、
市
長
も
売
ら

れ
た
喧
嘩
は
買
お
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

は
自
然
の
成
行
き
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
議
員
の
中
に
は
解
散
が
何
よ

り
も
こ
わ
い
人
が
少
か
ら
ず
い
る
。
一
と
突

き
つ
か
れ
た
ら
次
の
当
選
が
危
ぶ
ま
れ
る
者

が
半
分
近
く
も
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
彼

ら
の
瀬
長
市
長
反
対
か
ら
す
れ
ば
、
不
信
任

案
は
理
の
当
然
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
が
、
政
治
屋
の
滑
稽
さ
で
あ

り
、
市
民
に
は
か
く
さ
れ
た
裏
面
で
あ
る
。

那
覇
市
政
が
現
在
の
ま
ま
で
い
い
と
は
市

長
派
も
反
市
長
派
も
お
そ
ら
く
考
え
て
い
な
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い
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
主
導
権
を

と
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
三
人
の
与
党
議
員
を

持
つ
市
長
で
は
な
く
、
当
然
二
十
七
名
の
反

市
長
派
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
も
、
共

産
主
義
国
や
全
体
主
義
国
で
や
つ
た
よ
う
に

政
治
的
粛
清
に
類
す
る
非
民
主
的
な
手
段
を

と
る
べ
き
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
民
主
主

義
の
ル
ー
ル
に
よ
つ
て
や
る
べ
き
で
あ
る
。

人
民
党
は
第
三
党
の
少
数
派
で
あ
り
、
こ

れ
を
不
当
に
お
そ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
自
ら

の
無
能
を
表
明
す
る
だ
け
で
あ
る
。
解
散
さ

れ
た
後
の
こ
と
、
あ
る
い
は
次
の
市
長
の
選

挙
の
結
果
を
あ
れ
こ
れ
と
予
想
し
て
一
歩
も

ふ
み
出
せ
な
い
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
笑
止
の
沙
汰
で
あ
る
。
瀬
長
市
長
の

再
選
を
心
配
し
て
い
る
反
市
長
派
の
議
員
が

少
く
な
い
と
も
い
わ
れ
、
そ
れ
が
不
信
任
案

提
出
を
し
ぶ
ら
せ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
不
信
任
案
を
出
す
に
し
て
も
、
真
和
志

市
と
の
対
等
合
併
で
い
く
に
し
て
も
、
い
ず

れ
は
市
長
選
挙
は
避
け
ら
れ
な
い
。
不
信
任

で
正
面
か
ら
喧
か
を
売
る
か
、
対
等
合
併
で

え
ん
曲
に
裏
か
ら
攻
め
る
か
、
こ
の
場
合
は

市
長
は
受
身
の
立
場
に
お
か
れ
、
市
会
が
攻

め
を
か
け
る
順
序
と
な
つ
て
い
る
。
考
え
べ

き
は
市
会
で
あ
る
。
市
民
は
市
会
の
出
方
を

注
目
し
て
い
る
。

野
党
に
も
三
つ
の
動
き
／
市
長

不
信
任
、
真
和
志
と
の
合
併
、

自
治
法
の
改
正
促
進
／
注
目

さ
る
那
覇
市
定
例
議
会

琉
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瀬
長
那
覇
市
長
が
就
任
し
て
早
く
も
二
カ
月

半
が
経
過
し
た
。
こ
の
間
瀬
長
市
長
は
三
名

の
与
党
議
員
と
共
に
初
の
臨
時
議
会
を
乗
り

切
り
、
来
る
二
十
六
日
か
ら
開
か
れ
る
定
例

議
会
を
迎
え
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。
こ
の

定
例
市
議
会
で
野
党
議
員
は
、
瀬
長
市
長
不

信
任
案
を
上
程
す
べ
く
、一
部
有
力
議
員
が
、

開
会
を
前
に
署
名
運
動
を
起
す
な
ど
そ
の
動

き
が
注
目
さ
れ
る
に
至
つ
た
。

こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し
、
人
民
党
で
は
中

央
委
員
た
ち
が
鳩
首
対
策
を
練
り
、
市
議
会

が
不
信
任
案
を
可
決
す
れ
ば
法
に
従
つ
て
解

散
す
る
と
、
瀬
長
市
長
は
既
に
そ
の
決
意
の

程
を

市
民
の
友

に
披
瀝
し
て
い
る
。

瀬
長
市
長
に
非
協
力
声
明
を
出
し
た
野
党
二

十
七
議
員

市
研
ク
ラ
ブ
員

が
早
晩
市
長

不
信
任
案
を
出
す
こ
と
は
予
想
さ
れ
た
こ
と

だ
が
、
定
例
市
議
会
が
近
づ
く
に
従
つ
て
不

信
任
案
上
程
に
野
党
側
は
必
ず
し
も
意
見
が

一
致
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
現
状
だ
。
即

ち
真
和
志
市
と
対
等
合
併
す
る
こ
と
に
よ
つ

て
市
長
再
選
に
持
ち
こ
も
う
と
す
る
動
き

と
、
目
下
政
府
行
政
課
が
立
案
中
の

市
町

村
自
治
法
の
一
部
改
正

を
促
進
す
る
。
即

ち
改
正
案
に

破
廉
恥
罪

の
項
目
を
設
け

る
こ
と
に
よ
つ
て
、
実
質
的
に
瀬
長
氏
の
議

員
や
市
長
へ
の
立
候
補
資
格
を
剥
奪
し
よ
う

と
す
る
動
き
が
現
わ
れ
て
来
た
こ
と
で
あ

る
。
解
散
も
厭
わ
ず

市
長
不
信
任
案

を

上
程
す
べ
し
と
強
調
、
署
名
運
動
を
起
し
て

い
る
議
員
は
主
に
会
社
の
重
役
や
次
期
選
挙

に
財
界
か
ら
選
挙
資
金
を
期
待
で
き
る
メ
ン

バ
ー
、
対
等
合
併
を
担
ぎ
出
し
た
議
員
は
仲

本
為
美
派
と
い
わ
れ
対
等
合
併
す
る
こ
と
に

よ
つ
て
、
即
ち
大
義
名
分
を
た
て
て
瀬
長
市

長
の
辞
任
を
求
め
、
次
回
の
市
長
選
挙
の
際

に
も
立
候
補
を
断
念
さ
せ
よ
う
と
す
る
グ

ル
ー
プ
で
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
は
次
期
市
長
選

挙
で
は
仲
本
氏
を
立
候
補
さ
せ
瀬
長
氏
と
結

託
し
て

反
当
間

の
旗
印
を
か
か
げ
る
算

段
だ
と
い
う
。
一
方
財
政
か
ら
あ
ま
り
援
助

を
期
待
で
き
な
い
メ
ン
バ
ー
は
、
市
町
村
自

治
法
の
改
正
を
促
進
し
て
い
る
と
い
わ
れ

る
。
と
こ
ろ
で
三
派
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
悩
み
が
あ

り
、
こ
れ
が
現
在
の
よ
う
に
当
初
結
束
し
た

市
研
ク
ラ
ブ
の
足
並
み
を
乱
し
た
原
因
だ
と

い
わ
れ
る
。

即
ち
、
即
時
市
長
不
信
任
を
し
ぶ
る
メ
ン

バ
ー
は
、
不
信
任
案
を
可
決
す
る
と
議
会
は

解
散
さ
せ
ら
れ
、
次
期
議
会
が
再
び
市
長
不

信
任
案
を
出
し
、
瀬
長
市
長
を
失
脚
さ
せ
て

も
、
次
期
市
長
選
挙
に
再
び
瀬
長
氏
が
立
候

補
す
れ
ば
誰
が
瀬
長
氏
と
太
刀
打
す
る
か
。

果
し
て
保
守
が
大
同
団
結
し
て
瀬
長
氏
を
倒

せ
る
か
。
若
し
瀬
長
氏
を
再
び
当
選
さ
せ
る

よ
う
な
ら
問
題
は
ム
シ
返
す
だ
け
だ
と
い
う

危
ぐ
と
解
散
は
恐
い
と
い
う
議
員
心
理
。
真

和
志
市
と
の
対
等
合
併
に
対
し
て
は
、
那
覇

市
民
は
対
等
合
併
を
希
望
し
て
い
な
い
し
、

市
議
会
も

編
入
合
併

の
決
議
を
し
て
い

る
ば
か
り
か
、
対
等
合
併
は
瀬
長
氏
が
市
長

立
候
補
の
際
打
出
し
た
大
政
策
で
あ
り
、
そ

れ
を
市
長
に
非
協
力
を
声
明
し
た
市
議
二
十

七
名
が
、
手
段
を
選
ば
ず
と
は
い
え
支
持
す

る
の
は
大
義
名
分
が
た
た
な
い
し
市
民
か
ら

延
命
工
作
と
悪
評
さ
れ
る
と
い
う
悩
み
。
又

市
町
村
自
治
法
の
改
正
を
鶴
首
す
る
と
い
う

こ
と
に
対
し
て
も
、
果
し
て
六
月
の
予
算
議

会
ま
で
に
同
法
が
立
法
院
を
通
過
す
る
か
ど

う
か
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
異
つ
た
悩
み
を
持
つ

て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
二
、
三
日
の
大
勢
は
解

散
止
む
を
得
ず
と
し
て

市
長
不
信
任
案

を
提
出
す
る
動
き
が
濃
く
な
つ
て
い
る
六
月

の
予
算
議
会
で
は
、
既
に
瀬
長
市
長
が
そ
の

市
民
へ
の
公
約
を
予
算
に
織
り
こ
ん
だ
後
で

あ
り
若
し
選
挙
が
行
わ
れ
る
場
合
に
選
挙
が

瀬
長
氏
に
有
利
に
展
開
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
と
み
て
こ
の
動
き
が
出
た
と
い
わ
れ
る
。
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／
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那
覇
市
会
総
務
財
政
委
員
会
で
は
十
九
日
ひ

る
二
時
か
ら
農
研
所
の
移
転
問
題
に
つ
い
て

委
員
会
を
開
い
て
協
議
し
た
が
、
結
論
が
得

ら
れ
ず
、
審
議
未
了
の
ま
ま
継
続
審
議
す
る

こ
と
に
決
ま
っ
た
。

声
／
那
覇
市
会
解
散
を
望
む

琉
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人
民
党
瀬
長
市
長
で
は
何
日
ま
で
待
っ
て
も

那
覇
が
国
際
都
市
に
な
る
所
か
旧
市
内
に
住

民
が
帰
る
こ
と
さ
え
当
分
望
め
な
い
様
だ
、

こ
の
苦
境
を
取
除
く
こ
と
は
二
十
七
名
の
多

数
野
党
議
員
が
三
月
定
例
市
会
で
市
長
不
信

任
案
提
出
に
よ
っ
て
市
会
解
散
を
も
辞
せ
な

い
堅
い
決
意
で
対
決
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
対
決
を
市
議
Ｂ
、
Ｍ
、
Ｔ
、
Ｈ
、
Ｗ
、
Ｔ

の
六
人
は
強
引
に
要
望
し
て
い
る
が
議
長
、

副
議
長
を
含
め
て
残
り
二
十
一
人
の
議
員
は

不
信
任
に
反
対
し
て
三
月
市
会
を
無
風
状
態

で
送
り
そ
の
反
面
役
所
の
部
課
長
に
辞
表
を

出
さ
せ
て
貰
っ
て
市
の
事
務
混
乱
に
よ
っ
て

瀬
長
市
長
追
い
出
し
の
劣
等
手
段
を
取
ら
ん

と
し
て
あ
べ
こ
べ
に
部
課
長
側
か
ら
ケ
ラ
レ

て
反
感
を
も
た
れ
て
い
る
。
ア
サ
マ
シ
イ
市

議
か
な
だ
。
又
此
等
の
議
員
は
自
ら
の
議
会

権
限
を
放
棄
し
て
当
間
主
席
や
某
氏
等
と

時
々
会
談
市
会
を
語
る
無
能
振
り
も
ハ
ラ
の

な
い
議
員
振
り
を
発
揮
し
て
い
る
よ
う
だ
。

二
十
一
人
議
員
の
説
を
か
り
る
と
今
市
会
を

解
散
さ
れ
た
ら
人
民
党
議
員
が
ふ
え
る
又
真

和
志
市
と
合
併
し
た
ら
人
民
党
に
は
益
々
有

利
と
な
る
か
ら
い
け
な
い
そ
う
だ
、
と
解
い

て
い
る
が
我
々
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。
人
民

党
議
員
が
一
人
や
二
人
ふ
え
た
か
ら
と
い
っ

て
ど
う
に
も
な
る
も
の
で
は
な
い
。
と
思
う

が
如
何
。
そ
れ
よ
り
も
彼
等
二
十
一
人
は
解

散
に
よ
る
選
挙
が
一
番
恐
ろ
し
い
と
い
う
の

が
不
信
任
反
対
の
大
き
な
理
由
で
は
な
い
か

な
。
即
ち
自
己
を
守
る
議
員
で
市
民
の
利
福

を
考
え
る
議
員
で
な
い
こ
と
を
表
明
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
我
々
市
民
は
一
日

も
早
く
国
際
都
市
が
築
か
れ
旧
市
内
が
繁
栄

す
る
た
め
に
は
三
月
の
定
例
市
会
が
解
散
さ

れ
明
朗
な
る
選
挙
が
行
わ
れ
て
新
し
い
那
覇

市
の
再
出
発
を
望
み
た
い
の
で
あ
る
。
こ
れ

が
市
民
の
セ
ツ
な
る
要
求
で
あ
る
。

四
区

九
組
会
社
員
嘉
数
世
方

那
覇
市
と
の
早
期
合
併
／
真
和

志
全
市
議
翁
長
市
長
に
申
入

れ
要
請

琉
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二
十
五
日
あ
さ
十
時
か
ら
十
二
時
半
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
た
真
和
志
市
議
員
懇
談
会

で
、
那
覇
市
と
の
合
併
問
題
が
討
議
さ
れ
た

が
、
二
十
五
名
の
全
員
一
致
で
翁
長
真
和
志

市
長
に
対
し

正
式
に
那
覇
市
長
に
早
期
合

併
の
申
入
れ
を
す
る

よ
う
要
請
し
た
。

翁
長
真
和
志
市
長
の
話

私
は
市
政
研
究
ク

ラ
ブ
の
面
々
と
話
し
あ
い
合
併
問
題
を
解
決

し
て
ゆ
く
と
い
う
ハ
ラ
で
あ
っ
た
が
、
一
向

ラ
チ
が
あ
か
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
こ
の

際
正
式
に
合
併
の
申
入
れ
を
し
よ
う
と
い
う

の
が
議
会
の
意
向
と
思
う
。
申
入
れ
に
よ
っ

て
那
覇
市
が
早
期
合
併
を
や
る
の
か
や
ら
な

い
の
か
、
や
る
と
す
る
と
そ
の
期
日
と
か
形

な
ど
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
と
思

う
。那

覇
市
会
や
っ
さ
も
っ
さ
／
う

ず
ま
く
底
流
も
表
面
波
静
か

琉
新
・
朝
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注
目
を
あ
び
て
い
た
那
覇
市
定
例
議
会
は
、

二
十
六
日
午
前
十
時
半
開
会
、
初
日
は
会
期

を
四
日
と
き
め
た
後
、
当
局
か
ら
市
長
提
出

議
案
の
説
明
を
聞
い
た
だ
け
で
、
あ
っ
さ
り

休
会
に
入
っ
た
。
こ
の
日
は
、
市
長
不
信
任

案
が
出
さ
れ
る
と
の
噂
さ
も
あ
っ
て
、
傍
聴

席
は
開
会
前
か
ら
大
入
満
員
、
開
会
す
る
頃

に
は
ろ
う
下
か
ら
ハ
ミ
出
す
有
様
だ
っ
た

が
、
あ
っ
け
な
い
幕
に
い
さ
さ
か
期
待
外
れ

の
態
。
一
方
議
員
の
方
は
、
与
野
党
と
も
一

触
即
発
と
い
っ
た
緊
張
ぶ
り
も
み
ら
れ
ず
冷

静
そ
の
も
の

だ
が
、
議
場
を
出
る
議
員

の
足
並
み
は
自
然
に
、
即
時
不
信
任
案
上
程

賛
成
組
？
、
慎
重
グ
ル
ー
プ
、
不
信
任
反
対

の
与
党
メ
ン
バ
ー
に
分
れ
て
帰
途
に
つ
く
あ

た
り
、
那
覇
市
会
や
っ
さ
も
っ
さ
の
一
端
を

の
ぞ
か
せ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

情
勢
は
ど
う
転
ぶ
？
／
市
長
不
信
任
に

三
様
の
見
解

那
覇
市
会
野
党
の
一
部
議
員

当
間
系
と
み

ら
れ
る

が
、
瀬
長
市
長
不
信
任
案
の
署
名

運
動
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
次
定
例
議
会

で
は
、
先
に
瀬
長
市
長
に
非
協
力
声
明
を
出

し
た
二
十
七
野
党
議
員
が
揃
っ
て
市
長
不
信

任
案
を
出
す
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
て
い

た
が
、
そ
の
後
情
勢
の
変
化
か
ら
旧
二
日
会

の
一
部
メ
ン
バ
ー
は
、
今
次
議
会
で
市
長
不

信
任
案
を
出
す
べ
き
か
ど
う
か
は
慎
重
に
検

討
す
べ
き
で
あ
る
と
の
態
度
を
と
る
よ
う
に

な
り
、
そ
の
他
の
一
部
議
員
に
も
、
即
時
不

信
任
案
上
程
に
は
、
議
員
個
人
の
か
く
さ
れ

た
利
害
関
係
も
か
ら
ん
で
い
る
と
見
る
向
き

も
あ
る
よ
う
で
野
党
議
員
の
足
並
み
は
必
ず

し
も
一
致
し
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
本
社
で
は
当
間
系
と
み
ら
れ
る
渡

口
麗
秀
議
員
、
旧
二
日
会
メ
ン
バ
ー
の
仲
井

真
元
楷
議
員
、
与
党
で
あ
る
人
民
党
の
島
袋

嘉
順
議
員
に
△
市
政
の
行
詰
り
を
認
め
る
か

△
不
信
任
案
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
△
瀬
長

市
長
の
在
職
中
に
情
勢
の
好
転
が
考
え
ら
れ

る
か
の
三
点
に
つ
い
て
意
見
を
聞
い
て
み

一
九
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七
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昭
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た
。”
ま
だ
行
き
詰
り
の
段
階
に
至
ら
ず
”

仲
井
真
元
楷
議
員

瀬
長
市
政
は
ま
だ
決
し

て
行
詰
っ
た
と
い
う
だ
ん
階
で
は
な
い
と
思

う
。
な
ぜ
な
ら
現
在
は
当
間
市
政
の
継
続
に

す
ぎ
ず
、
瀬
長
新
市
長
自
体
の
市
政
は
六
月

の
新
予
算
案
に
盛
ら
れ
た
内
容
を
見
な
く
て

は
分
ら
な
い
か
ら
だ
。

従
っ
て
現
在
は
不
信
任
案
を
提
出
す
る
時
期

で
は
な
く
、
市
政
研
究
ク
ラ
ブ
で
も
不
信
任

案
を
提
出
す
る
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
課
題

と
し
て
と
り
あ
げ
た
こ
と
は
な
く
、
決
論
も

出
し
て
な
い
の
で
ク
ラ
ブ
員
か
ら
不
信
任
案

に
同
調
す
る
も
の
は
個
人
と
し
て
の
資
格
で

同
調
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

瀬
長
市
長
の
在
職
中
に
情
勢
が
好
転
す
る
と

い
う
こ
と
は
先
ず
考
え
ら
れ
な
い
。
私
と
し

て
は
六
月
に
は
瀬
長
市
政
は
完
全
な
行
詰
り

状
態
に
な
る
と
思
う
の
で
、
こ
の
と
き
こ
そ

不
信
任
案
提
出
の
時
期
で
あ
る
と
信
じ
て
い

る
。”
今
こ
そ
不
信
任
案
提
出
の
時
期
”

渡
口
麗
秀
議
員

琉
銀
の
資
金
凍
結
で
都
計

が
完
全
に
ス
ト
ッ
プ
し
た
以
上
、
市
政
の
行

詰
り
は
認
め
ぬ
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
し

て
そ
の
行
詰
り
を
認
め
た
以
上
は
当
然
瀬
長

市
長
に
対
す
る
不
信
任
案
の
提
出
が
市
会
と

し
て
の
と
る
べ
き
道
だ
と
思
う
。

真
和
志
と
の
対
等
合
併
に
よ
る
瀬
長
市
長
追

い
出
し
策
を
考
え
て
い
る
の
も
あ
る
よ
う
だ

が
真
和
志
と
那
覇
を
対
等
の
条
件
で
合
併
す

る
こ
と
は
那
覇
の
市
民
感
情
が
許
さ
な
い
だ

ろ
う
し
、
筋
も
通
ら
な
い
と
思
う
。

と
に
か
く
我
々
と
し
て
は
瀬
長
市
長
の
在
職

中
は
、
ど
う
し
て
も
情
勢
が
好
転
す
る
と
は

見
え
な
い
の
で
、
現
在
が
最
も
不
信
任
案
提

出
の
条
件
を
備
え
て
い
る
と
信
じ
、
上
程
の

準
備
を
進
め
て
い
る
。

”
情
勢
は
き
っ
と
好
転
す
る
”

島
袋
議
員

軍
補
助
や
琉
銀
融
資
が
ス
ト
ッ

プ
さ
れ
、
工
事
が
と
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
認

め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
瀬
長

市
長
が
や
め
た
ら
凍
結
が
と
け
る
と
い
う
の

は
市
町
村
自
治
法
の
精
神
に
も
と
る
の
で
、

市
当
局
は
市
当
局
と
し
て
、
市
会
は
市
会
と

し
て
独
自
の
立
場
か
ら
ま
ず
市
民
の
利
益
と

い
う
こ
と
を
考
え
、
こ
れ
が
解
除
促
進
に
努

力
す
べ
き
で
あ
る
。
市
会
議
員
と
し
て
は
市

町
村
自
治
法
の
自
主
性
を
守
る
と
の
立
場
か

ら
今
静
か
に
反
省
す
べ
き
時
だ
と
思
う
。

私
は
市
長
の
不
信
任
を
出
す
と
い
う
こ
と
は

間
違
っ
て
い
る
と
思
う
。
即
時
不
信
任
案
を

出
す
よ
う
動
い
て
い
る
メ
ン
バ
ー
は
財
界
人

の
雇
用
者
で
あ
る
。
こ
の
人
た
ち
は
こ
の
よ

う
な
財
界
人
の
利
益
を
守
る
た
め
に
動
い
て

い
る
の
で
あ
っ
て
市
民
の
利
益
は
考
え
て
い

な
い
。

私
は
こ
の
よ
う
な
動
き
は
市
民
を
ま
ど
わ
す

不
純
な
行
動
だ
と
思
う
。
市
会
が
ま
ず
市
民

の
こ
と
を
先
に
考
え
る
と
情
勢
は
必
ず
好
転

す
る
と
思
う
。

”
さ
ぁ
早
く
合
併
し
よ
う
”
／

真
和
志
市
側
、
那
覇
市
に
正

式
申
し
入
れ
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翁
長
真
和
志
市
長
、
森
田
同
市
議
長
の
両
氏

は
二
十
七
日
ひ
る
一
時
か
ら
那
覇
市
役
所
に

瀬
長
市
長
を
訪
れ
、
両
市
の
懸
案
で
あ
る
那

覇
・
真
和
志
合
併
問
題
の
早
期
解
決
を
正
式

に
申
入
れ
た
。

こ
れ
は
先
の
真
和
志
市
議
会
全
員
協
議
会
の

席
上
、
二
十
五
名
の
全
員
一
致
で
翁
長
市
長

に
対
し

正
式
に
那
覇
市
長
に
早
期
合
併
の

申
入
れ
を
す
る
よ
う

要
請
が
あ
り
、
両
市

民
は
一
日
も
早
く
統
一
し
た
行
政
形
態
に
な

る
の
を
望
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い

つ
ま
で
も
問
題
解
決
を
た
め
ら
う
べ
き
で
は

な
い
と
い
う
強
い
要
望
で
、
申
入
れ
を
行
っ

た
も
の
。
会
見
は
約
四
十
分
間
、
記
者
団
を

し
め
出
し
て
行
わ
れ
た
が
、
会
見
終
了
後
こ

の
真
和
志
側
か
ら
の
申
入
れ
に
対
す
る
記
者

の
質
問
に
つ
い
て
は
瀬
長
市
長
は
一
切
を

ノ
ー
コ
メ
ン
ト
。
翁
長
市
長
、
森
田
議
長
の

話
に
よ
る
と
瀬
長
市
長
は

真
和
志
の
こ
れ

ま
で
の
合
併
に
対
す
る
熱
意
に
は
敬
意
を
表

し
た
い
。
自
分
と
し
て
も
民
主
的
な
対
等
合

併
を
公
約
と
し
て
打
出
し
て
い
る
以
上
議
会

さ
え
賛
成
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
結
構
だ
。
し

か
し
自
分
を
追
出
す
た
め
の
も
の
な
ら
断
固

と
し
て
反
対
す
る
。

と
答
え
た

と
い

わ
れ
る
。

翁
長
真
和
志
市
長
の
話

両
市
の
早
期
合
併

は
、
就
任
以
来
の
大
き
な
政
策
で
あ
り
、
六

万
市
民
の
支
持
を
得
て
、
そ
の
実
現
に
は
あ

ら
ゆ
る
協
力
を
し
た
つ
も
り
だ
。
こ
ん
ど
全

議
員
の
強
い
要
請
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
が
実

現
に
は
政
治
的
な
複
雑
さ
や
感
情
的
な
も
つ

れ
を
越
え
て
問
題
解
決
に
当
っ
て
い
き
た

い
。
森
田
真
和
志
市
議
長
の
話

真
和
志
議
会
は

純
粋
な
立
場
で
合
併
促
進
を
と
な
え
て
お
り

那
覇
市
も
こ
の
際
は
っ
き
り
し
た
態
度
を
表

明
し
て
貰
い
た
い
。
昨
年
十
一
月
、
那
覇
市

長
選
挙
前
の
合
併
申
入
れ
に
対
し
、
那
覇
市

は
選
挙
事
務
執
行
上
、
無
理
で
あ
る
の
で
今

年
三
月
に
合
併
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
ま
だ
何
の
連
絡
も
な
い
の
で
、
那

覇
に
対
し
極
力
”
合
併
促
進
”
に
努
力
し
て

貰
う
よ
う
申
入
れ
た
。

泉
那
覇
市
議
長
の
話

人
民
党
市
長
で
は
那

覇
市
の
都
計
事
業
は
推
進
で
き
ず
、
従
っ
て

市
民
の
福
祉
増
進
も
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
こ

で
人
民
党
市
長
の
退
陣
を
ど
う
す
る
か
が
議

員
の
責
任
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
先
ず
不
信

任
案
の
提
出
が
あ
り
、
今
期
議
会
に
必
ず
提
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案
す
る
。
し
か
し
万
一
、
こ
れ
が
四
分
の
三

法
定
数
に
達
し
な
い
場
合
は
第
二
の
次
善
策

と
し
て
、
対
等
合
併
の
線
を
打
出
す
べ
き
で

あ
る
。

｜
社
　
説
｜

市
長
不
信
任
案
ど
う
な
る
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公
式
論
か
ら
は
と
も
か
く
、
現
実
に
民
政

府
の
補
助
打
切
り
と
か
、
琉
銀
か
ら
の
資
金

凍
結
、
そ
の
他
瀬
長
市
長
へ
の
非
協
力
が
一

つ
の
情
勢
と
な
っ
て
那
覇
市
政
は
麻
痺
状
態

に
あ
り
、
殊
に
同
市
当
面
の
重
要
な
都
計
事

業
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
を
何
ん
と
か
常
軌
に
戻
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
言
を
俟
つ
ま
で
も
な
い
こ
と

で
あ
る
。
而
し
て
、
こ
の
事
態
は
、
も
と
も

と
共
産
主
義
者
或
い
は
反
米
思
想
の
持
主
と

さ
れ
る
瀬
長
亀
次
郎
氏
の
那
覇
市
長
就
任
に

よ
っ
て
招
い
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
瀬
長
市

長
自
身
が
市
民
の
利
益
を
思
い
、
進
ん
で
退

陣
す
れ
ば
問
題
は
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
当

の
瀬
長
市
長
は
、
合
法
的
に
選
挙
さ
れ
て
就

任
し
た
以
上
、
後
に
退
け
ぬ
と
い
う
態
度
を

堅
持
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
瀬
長
市
長

へ
の

非
協
力

が
解
け
そ
う
も
な
い
限
り
、

市
民
の
う
け
る
損
害
は
続
く
の
で
あ
る
か

ら
、
市
会
が
、
や
は
り
合
法
的
に
瀬
長
市
長

退
陣
の
道
を
開
く
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

休
会
あ
け
の
那
覇
市
定
例
議
会
は
、
き
ょ

う
再
開
さ
れ
る
。
そ
し
て
反
市
長
派
の
議
員

た
ち
に
よ
っ
て
、
市
長
不
信
任
案
が
提
出
さ

れ
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

昨
年
末
の
市
長
選
挙
で
、
い
う
と
こ
ろ
の

保
守
勢
力
の
不
統
一
が
、
瀬
長
市
長
を
出
現

さ
せ
た
。
そ
の
結
果
に
び
っ
く
り
し
た
定
員

三
十
名
の
う
ち
二
十
七
名
の
議
員
は
、
酒
肴

を
供
え
ら
れ
て
の
一
部
財
界
人
や
保
守
勢
力

指
導
者
の
激
励
も
あ
っ
て
、
当
時
、
堂
々
と

瀬
長
市
長
へ
の
非
協
力
を
声
明
し
た
り
、
今

に
も
不
信
任
案
を
出
し
て
、
と
い
っ
た
態
度

を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
逆
説

ま
た
真
な
り
か
、

時
は
医
な
り

も
瀬
長

市
長
へ
有
利
と
な
る
情
勢
を
招
き
つ
つ
あ
っ

た
も
の
だ
。
即
ち
、
時
が
た
つ
に
つ
れ
議
員

の
軟
化
が
み
ら
れ
、
ま
ず
去
る
臨
時
市
会
で

不
信
任
案
提
出
が
見
送
ら
れ
た
。
さ
ら
に
最

近
で
は
八
名
の
時
期
尚
早
論
者
が
出
て
、
今

回
の
共
同
提
案
は
な
か
な
か
苦
労
し
て
態
勢

を
整
え
た
も
の
だ
と
い
わ
れ
る
。

市
会
議
員
は
市
民
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
も

の
で
あ
り
、
市
民
の
代
弁
者
、
市
民
の
意
思

を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
責
任
を
負
う
も
の
で

あ
る
。
市
政
が
円
滑
に
運
営
さ
れ
ず
、
市
民

の
利
益
を
増
進
さ
せ
得
ぬ
状
態
に
あ
る
と

き
、
現
実
と
地
道
に
取
組
む
べ
き
議
員
が
何

を
な
す
べ
き
か
は
お
の
ず
か
ら
事
明
で
あ
ろ

う
。
理
屈
は
膏
薬
の
如
く
ど
こ
へ
で
も
つ
け

ら
れ
る
。
し
か
し
、
特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

や
公
式
政
治
論
の
好
き
な
一
部
の
市
民
は
別

と
し
て
、
恐
ら
く
多
く
の
市
民
は
、
何
一
つ

出
来
な
い
市
政
の
現
状
を
速
か
に
打
開
し
て

貰
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
を
望
ん
で
い

る
で
あ
ろ
う
。

も
と
よ
り
、
情
勢
転
換
の
道
は
市
長
不
信

任
案
の
ほ
か
に
も
方
法
は
あ
る
に
違
い
な

い
。
現
実
に
懸
案
の
真
和
志
市
と
の
合
併
促

進
に
よ
っ
て
市
長
選
挙
の
機
会
を
持
つ
こ
と

を
賢
明
の
策
と
し
て
唱
え
る
議
員
も
い
る
。

一
方
、
新
年
度
予
算
を
通
過
さ
せ
た
上
、
い

よ
い
よ
瀬
長
市
長
の
市
政
運
営
が
行
詰
っ
た

と
き
こ
そ
、
そ
の
退
陣
を
要
求
す
る
好
機
と

す
る
説
も
出
て
い
る
。
さ
ら
に
防
共
法
と

い
っ
た
の
を
政
府
に
制
定
さ
せ
て
、
そ
れ
で

ひ
っ
か
け
よ
う
と
の
意
図
を
持
つ
議
員
も
い

る
そ
う
だ
。
だ
が
、
そ
れ
ら
は
、
何
れ
も
安

易
な
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
議
員
自
身
の

自
己
保
身
か
ら
出
発
し
た
も
の
と
み
ら
れ
て

い
る
。
一
歩
退
い
て
、
こ
れ
を
見
解
の
相
違

と
み
て
も
、
去
る
市
長
選
挙
当
時
の
不
統
一

の
失
敗
に
責
任
を
感
ず
る
な
ら
、
そ
れ
ら
の

見
解
を
持
つ
議
員
は
、
広
く
市
民
に
そ
の
是

非
を
問
う

公
聴
会
な
ど

努
力
を
な
す
べ

き
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
信
あ
る
行
動

を
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
市
長
不
信
任
の
決
議
を

す
れ
ば
、
瀬
長
市
長
は
必
ず
市
会
解
散
の

し
っ
ぺ
返
し
に
出
て
く
る
、
そ
う
な
っ
た
ら

市
議
選
で
五
万
や
十
万
円
の
費
用
が
要
る
、

そ
れ
に
当
落
も
定

サ
ダ

か
で
は
な
い
、

と
い
っ
た
自
己
本
位
な
立
場
だ
け
は
捨
て
て

貰
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

市
長
不
信
任
案
の
決
議
に
は
三
十
名
の
定

員
数
の
三
分
の
二
以
上
の
出
席
が
あ
っ
て
、

そ
の
出
席
者
の
四
分
の
三
以
上
の
賛
成
を
要

す
る
。
つ
ま
り
全
員
出
席
と
し
て
二
十
三
名

の
賛
同
が
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
。

今
会

期
に
お
け
る
不
信
任
案
提
出
は
時
期
尚
早
、

今
後
の
瀬
長
市
政
を
見
究
め
て
、
時
至
れ
ば

断
固
と
し
て
決
断
、
果
敢
の
行
動
を
な
す

と
誓
い
合
っ
た
幾
た
り
か
の
議
員
も
い
る
そ

う
だ
か
ら
、
き
ょ
う
反
市
長
派
の
共
同
提
案

が
行
わ
れ
て
も
、
楽
観
は
許
さ
れ
な
い
わ
け

だ
。何
一
つ
よ
く
な
ら
な
い
中
で
、
市
税
の
納

入
成
績
だ
け
が
良
く
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

瀬
長
市
長
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
各
方
面
か

ら
の
弾
圧
に
対
し
市
民
が
抵
抗
を
示
し
て
く

れ
た
も
の
で
あ
り
、
自
分
に
対
す
る
同
情
と

協
力
だ
と
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
今
ま
で
反

市
長
陣
営
に
あ
た
っ
た
議
員
の
中
に
も
、
そ

の
よ
う
な
解
釈
を
下
し
て
い
る
の
も
い
な
い

と
は
限
ら
な
い
。

瀬
長
市
政
を
見
究
め

る
と
い
う
真
意
は
、
案
外
そ
こ
ら
か
ら
き
て

い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も

時

至
れ
ば

今
日
の
情
勢
は
ひ
と
り
で
に
打
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開
さ
れ
る
も
の
と
信
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。と
に
か
く
き
ょ
う
の
休
会
あ
け
定
例
市
会

は
那
覇
市
の
市
民
だ
け
で
な
く
広
く
全
住
民

注
視
の
的
と
な
っ
て
い
よ
う
。

不
信
任
案
お
流
れ
／
旧
二
日
会

の
態
度
変
ら
ず
／
那
覇
市
会
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瀬
長
市
長
の
不
信
任
案
を
出
す
か
ど
う
か
注

目
さ
れ
て
い
た
那
覇
市
定
例
議
会
は
、
け
さ

十
時
四
十
分
か
ら
二
十
九
議
員
が
出
席
し
て

再
開
さ
れ
た
。
注
目
を
浴
び
て
い
た
不
信
任

案
は
午
後
の
本
会
議
で
提
出
の
予
定
だ
っ
た

が
当
間
主
席
の
意
向
も
あ
っ
て
会
期
を
四
月

二
日
ご
ろ
ま
で
延
期
し
、
そ
の
間
に
お
い
て

更
に
旧
二
日
会
と
の
意
見
調
整
を
行
う
こ
と

に
な
り
本
日
の
不
信
任
案
上
程
は
見
合
せ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

議
会
は
傍
聴
席
を
う
め
つ
く
す
市
民
注
視
の

中
で
開
か
れ
、
市
長
提
出
議
案
の
専
決
処
分

安
里
川
埋
立
地
三
・
二
三
七
坪
を
二
千
百

十
四
万
円
で
売
却
し
た
件

を
め
ぐ
り
、
当

局
と
議
員
の
間
に
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
た
が
、
瀬
長
市
長
は
同
問
題
は
自
分
の
就

任
前
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
調
査
の
結
果
不

正
な
こ
と
が
あ
る
の
で
問
題
が
明
確
に
な
り

し
だ
い
摘
発
す
る
と
断
言
、
ま
た
島
袋
議
員

人
民
党

は
、
こ
の
土
地
売
買
は
瀬
長
市

長
就
任
直
前
の
こ
と
で
、
当
時
の
市
当
局
は

業
者
と
結
託
、
公
僕
に
あ
る
ま
じ
き
行
為
が

あ
り
、
市
の
行
政
を
監
視
す
べ
き
一
部
市
会

議
員
も
両
者
の
中
に
入
っ
て
営
利
を
む
さ

ぼ
っ
て
い
る
具
体
的
事
実
を
握
っ
て
い
る
の

で
、
近
く
そ
の
政
治
責
任
を
追
及
す
る
と
発

言
し
注
目
さ
れ
た
。

今
次
定
例
議
会
で
瀬
長
市
長
の
不
信
任
案

が
上
程
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
全
市
民
の
注

目
を
あ
つ
め
て
お
り
、
既
に
当
間
系
の
十

八
議
員
が
不
信
任
案
に
賛
成
署
名
を
な
し

て
い
た
が
、
旧
二
日
会
の
八
議
員
が
依
然

と
し
て
時
期
尚
早
と
の
態
度
を
堅
持
し
て

い
る
た
め
、
た
と
え
不
信
任
案
が
出
さ
れ

て
も
成
立
の
見
込
み
な
い
こ
と
か
ら
、
こ

れ
が
上
程
を
見
合
せ
た
も
の
で
、
旧
二
日

会
の
八
議
員
は
完
全
に
今
次
定
例
議
会
の

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド
を
握
っ
た
と

い
え
よ
う
。

き
ょ
う
の
本
会
議
開
会
前
も
泉
議
長
や
長
嶺

副
議
長
は
不
信
任
に
同
調
し
な
い
旧
二
日
会

の
一
部
メ
ン
バ
ー
の
説
得
を
つ
づ
け
て
い
た

が
同
意
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の

記
者
席
／
那
覇
市
議
会
か
く
て

会
期
延
長

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
３
・
30

○

き
の
う
の
那
覇
市
定
例
会
、
前
日
同
様

不
信
任
案
が
出
さ
れ
る
と
の
噂
が
あ
っ
て
傍

聴
席
は
大
入
満
員
。
と
こ
ろ
で
こ
の
不
信
任

案
、
十
八
名
の
賛
成
署
名
を
得
て
絶
対
過
半

数
と
は
言
え
、
法
定
の
二
十
三
名
に
達
せ
ず

泉
議
長
、
渡
口
麗
秀
、
長
嶺
副
議
長
、
比
嘉

朝
四
郎
氏
ら
は
気
を
も
む
こ
と
し
き
り

開

会
時
刻
が
来
て
も
議
場
に
入
る
ど
こ
ろ
か
事

務
局
や
ろ
う
下
を
う
ろ
う
ろ
し
て
旧
二
日
会

の
抱
き
込
み
工
作
に
一
苦
労
。
結
局
一
人
も

獲
得
す
る
こ
と
が
出
来
ず
旧
二
日
会
の
メ
ン

バ
ー
か
ら
”
出
す
な
ら
出
し
な
さ
い
ヨ
、
喧

嘩
し
て
み
よ
う
じ
ゃ
な
い
か

”
と
カ
ラ

カ
ワ
れ
そ
れ
で
も
怒
る
に
怒
れ
ず
平
身
低

頭
。
○

議
場
の
片
隅
に
陣
取
っ
て
賛
成
議
員
の

狼
ば
い
ぶ
り
を
ほ
く
そ
え
み
な
が
ら
眺
め
て

い
る
旧
二
日
会
の
面
々
は
余
裕
し
ゃ
く
し
ゃ

く

正
に
議
場
の
八
人
の
侍
と
い
っ
た
態
。

あ
せ
っ
て
事
を
仕
損
ん
じ
る
よ
り
仲
直
り

と
ば
か
り
、
高
良
一
議
員
が

今
議
会
で

は
市
長
の
辞
職
勧
告

と
い
う
妥
協
案
を

持
っ
て
来
た
が
旧
二
日
会
は

そ
の
手
は
桑

名
の
焼
き
は
ま
ぐ
り

と
用
心
し
て
近
寄
る

よ
う
で
近
寄
ら
ず
。
と
う
と
う
賛
成
組
は
真

昼
の
料
亭
花
咲
に
乗
り
込
ん
で
チ
エ
を
し

ぼ
っ
た
が
名
案
浮
か
ば
ず
、
筋
を
通
す
つ
も

り
で
緊
急
動
議
で
出
す
こ
と
に
き
め
た
。

○

そ
こ
へ
御
大
当
間
主
席
か
ら
書
簡
が
舞

い
込
ん
だ

飛
脚
は
安
次
嶺
秘
書
。

内
容
は
”
成
立
の
見
込
み
の
な
い
不
信
任
案

の
上
程
は
ち
ょ
い
と
待
て
”
と
い
う
も
の
。

勢
い
こ
ん
で
い
た
当
間
系
の
賛
成
議
員
、
鉛

筆
書
き
と
は
い
え
御
大
の
直
筆
だ
け
に
駄
々

も
こ
ね
ら
れ
ず
遂
に
会
期
延
長
動
議
と
い
う

新
手
を
考
え
出
し
た
と
い
う
ワ
ケ
。

会
期
四
日
間
延
長
、
情
勢
ど
う

変
る
那
覇
市
会
／
出
直
す
市

長
不
信
任
案
／
旧
二
日
会

”
時
期
尚
早
”
を
堅
持

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
３
・
30

二
十
九
日
の
那
覇
市
定
例
議
会
の
本
会
議

は
、
市
長
提
出
の
議
案
十
件
を
一
し
ゃ
千
里

で
可
決
、
渡
口
麗
秀
議
員
の
緊
急
動
議
で
会

期
を
四
日
間
延
長
し
、
三
月
三
十
日
、
三
十

一
日
、
四
月
一
日
は
休
会
。
四
月
二
日
午
前

十
時
か
ら
本
会
議
を
再
開
し
て

瀬
長
市
長

不
信
任
案

を
提
出
す
る
こ
と
に
き
め
た
。

瀬
長
市
長
の
不
信
任
に
つ
い
て
は
当
間
系
と

み
ら
れ
る
十
八
議
員
が
既
に
賛
成
署
名
を
し

て
い
る
が
、
旧
二
日
会
の
八
議
員
は
依
然
と

し
て
時
期
尚
早
の
態
度
を
堅
持
し
て
い
た
も

の
。
き
の
う
の
本
会
議
で
瀬
長
市
長
が
、
具

体
的
な
資
料
を
あ
げ
て
問
題
と
な
っ
て
い
る

資
金
凍
結

軍
補
助
金
打
切
り
、
起
債
停
止

預
金
封
鎖

が
実
質
的
に
は
解
除
さ
れ
た
旨

を
公
表
し
た
こ
と
か
ら
、
旧
二
日
会
メ
ン

バ
ー
は
こ
れ
で
瀬
長
市
長
不
信
任
の
理
由
は

消
滅
し
た
と
み
て
お
り
、
別
項
の
如
き
声
明
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を
も
発
表
し
て
い
る
こ
と
か
ら
四
月
二
日
の

本
会
議
に
お
け
る
市
長
不
信
任
動
議
に
も
同

調
し
な
い
も
の
と
み
ら
れ
、
結
局
、
瀬
長
市

長
不
信
任
案
は
情
勢
の
変
化
が
な
い
限
り
否

決
さ
れ
る
可
能
性
が
強
い
。

本
会
議
は
、
午
前
中
は
専
決
処
分
問
題
で
活

発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
瀬
長
市
長
、
島

袋
嘉
順
議
員
は
、
瀬
長
市
長
就
任
前
に
行
わ

れ
た
こ
の
専
決
処
分
の
土
地
売
買
の
裏
で

は
、
市
の
部
課
長
、
議
会
議
員
に
対
し
業
者

か
ら
相
当
の
饗
応
や
賄
ろ
が
お
く
ら
れ
た
事

実
が
あ
り
、
問
題
の
核
心
を
つ
か
み
次
第
、

摘
発
す
る
と
共
に
市
会
で
氏
名
を
公
表
し
て

政
治
責
任
を
追
及
す
る
と
の
爆
弾
声
明
を
発

表
し
て
注
目
を
あ
び
た
。
ま
た
午
後
の
本
会

議
で
は
、
五
七
年
度
の
追
加
予
算
に
計
上
さ

れ
た
中
之
橋
、
前
島
の
人
道
橋
仮
架
設
予
算

と
関
連
し
て
、
仲
井
真
議
員
が

瀬
長
市
長

は
去
る
臨
時
議
会
で
三
月
の
定
例
議
会
ま
で

に
資
金
凍
結
を
解
除
す
る
確
信
が
あ
る
と
答

え
た
が
見
通
し
如
何

と
質
し
た
の
に
た
い

し
、
瀬
長
市
長
は
別
項
の
よ
う
な
具
体
的
資

料
を
あ
げ
て

資
金
凍
結
は
実
質
的
に
は
解

除
さ
れ
つ
つ
あ
る

と
答
弁
し
注
目
を
あ
び

た
。
こ
れ
で
全
議
案
は
終
了
し
た
が
全
体
協

議
会
の
後
開
か
れ
た
本
会
議
で
、
渡
口
麗
秀

議
員
が
緊
急
動
議
と
し
て

瀬
長
市
長
の
不

信
任
案
を
上
程
し
た
い
か
ら
四
日
間
の
会
期

延
長
を
決
め
た
い

と
発
言
し
た
た
め
、
議

場
は
騒
然
と
な
り
、
傍
聴
席
か
ら
も
盛
ん
に

野
次
が
飛
ば
さ
れ
た
が
十
五
議
員
の
賛
同
で

会
期
延
長
が
決
定
さ
れ
た
。

信
念
曲
げ
ず
／
旧
二
日
会
声
明

二
十
九
日
午
後
二
時
半
、
旧
二
日
会
メ
ン

バ
ー
の
儀
武
息
睦
、
上
原
光
男
、
崎
山
喜
達
、

仲
井
真
元
楷
、
比
嘉
ゆ
う
直
、
久
高
友
敏
、

喜
久
川
朝
重
、
上
間
長
和
の
八
議
員
は
つ
ぎ

の
声
明
を
発
表
し
た
。

【
声
明
】

わ
れ
わ
れ
は
市
民
の
福
し
の
た
め
に
純
粋
卒

直
に
議
員
と
し
て
の
行
動
の
不
退
転
の
態
勢

を
持
続
し
て
き
て
い
る
。

議
員
と
し
て
の
わ
れ
わ
れ
の
信
念
は
如
何
な

る
策
謀
に
も
曲
げ
ら
れ
な
い
。
那
覇
市
の
復

興
と
市
民
の
繁
栄
を
阻
害
す
る
も
の
に
は
固

い
決
意
で
対
処
し
、
不
信
任
問
題
に
対
し
て

も
従
来
と
少
し
も
変
ら
な
い
強
い
意
向
を
も

ち
つ
づ
け
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
す
る

右
声
明
す
る

”
実
質
的
に
は
既
に
氷
解
”
／
瀬
長
市

長
資
金
凍
結
の
段
階
答
弁

瀬
長
那
覇
市
長
は
、
二
十
九
日
午
後
の
本
会

議
で
、
仲
井
真
元
楷
議
員
の
質
問
に
対
し
、

注
目
を
あ
び
て
い
た
資
金
凍
結
は
、
実
質
的

に
は
解
除
さ
れ
て
い
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
答

弁
し
た
。

仲
井
真
議
員

市
長
は
一
月
の
臨
時
議
会

で
、
三
月
ま
で
に
は
資
金
凍
結
解
除
の
見
通

し
が
あ
る
と
答
弁
し
た
が
見
通
し
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

瀬
長
市
長

三
月
に
な
れ
ば
資
金
凍
結
は
解

除
で
き
る
と
答
え
た
が
現
在
既
に
雪
解
け
の

よ
う
に
と
け
つ
つ
あ
る
。

軍
補
助
金
の
八
、
七
〇
〇
万
円
を
分
析
す
る

と
当
然
政
府
の
す
べ
き
工
事
が
五
千
万
円
分

も
あ
り
、
こ
の
う
ち
執
行
し
た
の
が
三
、
一

五
六
万
円
未
執
行
が
一
、
八
五
八
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
未
執
行
分
は
政
府
が
な

す
べ
き
工
事
で
あ
る
の
で
政
府
に
話
し
た
ら

一
札
入
れ
た
ら
や
る
と
の
話
で
既
に
決
済
を

得
て
お
り
、
近
く
部
課
長
で
具
体
的
な
話
し

合
い
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。結
局
八
、

七
〇
〇
万
円
の
う
ち
市
が
や
る
べ
き
工
事
は

三
、
六
八
四
万
円
、
う
ち
未
執
行
額
は
一
、

四
五
三
万
円
で
あ
り
、
こ
れ
は
自
己
資
金
で

出
来
る
。
琉
銀
の
起
債
が
打
切
ら
れ
た
が
、

民
族
資
本
の
銀
行
が
貸
す
と
申
し
出
て
い
る

の
で
こ
の
問
題
も
解
決
し
た
こ
と
に
な
る
。

市
預
金
が
三
、一
〇
〇
万
円
封
鎖
さ
れ
た
が
、

こ
れ
は
琉
銀
と
の
話
し
合
い
で
五
九
年
十
一

月
二
十
日
ま
で
の
市
債
の
年
賦
償
還
に
ふ
り

か
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

結
局
、
こ
れ
で
資
金
凍
結
問
題
は
八
割
ま
で

解
決
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
こ
れ
は
市
会
の

協
力
の
賜
で
あ
り
、
市
民
に
か
わ
っ
て
礼
を

い
い
た
い
。

那
覇
市
会
に
要
請
／
明
大
文
学

部
学
生
会
か
ら

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
３
・
30

二
十
八
日
、
那
覇
市
議
会
あ
て
明
治
大
学
文

学
部
学
生
会

委
員
長
小
原
静
夫
君

か
ら

沖
縄
の
永
原
水
爆
基
地
化
反
対
祖
国
復
帰

の
運
動
を
す
す
め
て
い
る
。
聞
く
と
こ
ろ
に

よ
る
と
市
議
会
で
瀬
長
市
長
の
リ
コ
ー
ル
が

計
画
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
よ
う
な

策
動
は
断
固
除
け
、
瀬
長
市
長
の
も
と
全
市

議
員
が
協
力
し
市
政
の
運
営
に
当
ら
れ
る
よ

う

と
の
要
請
が
届
い
た
。

那
覇
の
態
度
が
問
題
／
翁
長
市

長
真
和
志
市
会
で
答
弁

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
３
・
31

翁
長
真
和
志
市
長
は
三
十
日
の
同
市
会
で
議

員
の
質
問
に
答
え
、
合
併
問
題
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
の
べ
た
。

△
合
併
問
題

瀬
長
那
覇
市
長
も
合
併
に
は

賛
意
を
表
し
た
。
だ
が
肝
心
の
那
覇
市
会
が

御
承
知
の
よ
う
な
状
態
で
当
分
の
間
は
合
併

問
題
を
と
り
上
げ
て
貰
う
こ
と
は
到
底
無
理

だ
。
瀬
長
市
長
も
那
覇
市
会
の
今
会
期
中
に

は
ダ
メ
だ
と
語
っ
て
い
た
。
こ
ち
ら
と
し
て

は
今
後
は
法
に
の
っ
と
っ
た
合
併
促
進
協
議

会
を
作
る
よ
う
進
め
た
い
。

し
か
し
当
方
の
誠
意
に
対
し
て
那
覇
側
が
言

を
左
右
に
し
た
り
、
ま
た
真
和
志
は
那
覇
に
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オ
ン
ブ
さ
れ
る
積
り
で
合
併
を
進
め
て
い
る

と
那
覇
側
が
解
釈
し
て
い
る
な
ら
ば
我
々
と

し
て
も
相
当
の
覚
悟
で
問
題
を
処
理
し
た

い
。
△
与
儀
農
指
所
の
移
転
に
つ
い
て

那
覇
、

南
風
原
当
局
の
こ
の
問
題
に
対
す
る
処
置
の

経
過
を
み
て
、
こ
ち
ら
と
し
て
は
急
が
な
い

方
が
い
い
と
思
っ
て
い
る
。
根
本
方
針
と
し

て
は
早
く
移
転
さ
せ
た
い
が
移
転
先
が
同
市

内
な
の
で
ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
て
い
る
。

△
泊
港
北
岸
埋
立
地
を
真
和
志
に
編
入
す
る

こ
と

前
宮
里
市
長
時
代
に
民
政
府
か
ら
同

区
域
を

真
和
志
が
埋
立
て
な
け
れ
ば
那
覇

市
に
埋
立
て
さ
せ
る

と
文
書
で
い
っ
て
き

た
が
回
答
し
な
か
っ
た
た
め
に
那
覇
が
埋
立

て
た
。
そ
の
後
民
政
府
は

那
覇
市
の
財
産

と
み
と
め
る
な
ら
ば
行
政
区
は
真
和
志
に
入

れ
て
も
よ
い

と
の
意
向
を
示
し
た
が
我
々

は
財
産
と
し
て
も
真
和
志
に
登
録
し
た
い
、

今
後
折
衝
を
つ
づ
け
る
つ
も
り
だ

助
役
答

弁
花
火
で
ビ
ラ
も
飛
ぶ
／
那
覇
市

主
催
の
市
政
報
告
会

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
３
・
31

那
覇
市
主
催
の

市
政
報
告
、
市
民
集
会

は
昨
夕
七
時
四
十
分
か
ら
市
内
久
茂
地
広

場
に
約
六
万

主
催
者
側
発
表

の
市
民

が
集
ま
っ
て
開
か
れ
た
。

ま
ず
島
袋
嘉
順
議
員
か
ら
、
議
会
報
告
と
し

て
、安
里
川
埋
立
地
の
売
却
問
題
に
か
ら
み
、

市
議
や
吏
員
の
中
に
市
民
の
利
益
に
反
す
る

行
為
が
あ
っ
た
と
指
摘
、
瀬
長
市
長
不
信
任

案
提
出
の
裏
話
な
ど
が
述
べ
ら
れ
た
。
つ
い

で
立
っ
た
瀬
長
市
長
は
、
私
を
辞
め
さ
せ
る

方
法
は
▽
不
信
任
案
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
▽

市
町
村
選
挙
法
を
改
正
し
て
投
獄
さ
れ
た
者

の
立
候
補
資
格
を
奪
う
こ
と
▽
防
共
法
を
つ

く
っ
て
人
民
党
員
を
公
職
か
ら
追
放
す
る
こ

と
｜
の
三
つ
が
あ
る
が
、
私
は
十
一
万
市
民

を
バ
ッ
ク
に
断
固
と
し
て
不
正
と
闘
う
。

資
金
凍
結
も
実
質
的
に
は
解
け
た
も
同
然
で

あ
り
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
中
で
政
治
を
行
っ
て

来
る
六
月
ま
で
に
は
前
当
間
市
政
の
腐
敗
ぶ

り
を
バ
ク
ロ
す
る
が
、
こ
ん
ご
毎
月
市
民
集

会
を
開
く
予
定
で
あ
る
と
結
ん
だ
。

続
い
て
、市
民
と
し
て
兼
次
佐
一
氏
が
登
壇
、

十
八
議
員
が
瀬
長
市
長
の
不
信
任
案
を
出
す

こ
と
に
躍
起
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
財

閥
に
牛
耳
ら
れ
る
少
数
議
員
の
暗
躍
の
結
果

で
、
市
会
議
員
は
雇
用
主
や
自
分
の
利
益
を

追
求
す
る
こ
と
な
く
、
公
僕
と
し
て
市
民
の

利
益
を
守
っ
て
も
ら
い
た
い
と
要
望
し
午
後

十
一
時
半
散
会
し
た
。

な
お
当
夜
八
時
ご
ろ
一
号
線
路
側
で
二
回

に
わ
た
り
仕
掛
花
火
の
よ
う
な
も
の
が
打

上
げ
ら
れ
、
そ
の
中
か
ら
瀬
長
市
長
の
似

顔
入
マ
ン
ガ
数
種
が
飛
び
出
し
た
が
、
風

の
た
め
殆
ど
集
会
場
外
に
飛
び
去
っ
た
。

大
絃
小
絃

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
４
・
１

市
の
繁
栄
を
願
わ
な
い
市
民
な
ん
て
一
人
も

い
な
い
だ
ろ
う
。
市
長
を
選
ぶ
に
も
こ
の
考

え
方
の
上
に
立
っ
て
い
た
こ
と
と
お
も
う
。

そ
し
て
一
た
ん
選
ん
だ
以
上
、
ど
こ
ま
で
も

責
任
の
一
端
を
負
わ
さ
れ
る
の
が
、
こ
れ
ま

た
市
民
の
立
場
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
▼

小
む
つ
か
し
く
い
う
必
要
は
な
い
が
、
わ
れ

わ
れ
は
こ
れ
を
民
主
主
義
の
ル
ー
ル
と
思
っ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
さ
い
き
ん
の
那
覇
市

議
会
の
瀬
長
市
長
不
信
任
案
を
め
ぐ
っ
て
の

動
き
を
み
る
と
、
ど
う
も
ル
ー
ル
に
適
っ
て

い
な
い
感
じ
を
受
け
る
。
瀬
長
市
長
を
俗
に

い
う
”
赤
い
市
長
”
と
い
う
こ
と
で
退
け
よ

う
と
い
う
こ
と
で
は
、
な
っ
と
く
が
い
か
な

い
気
が
す
る
▼
選
ん
だ
の
は
一
部
市
民
で

オ
レ
た
ち
の
知
っ
た
こ
と
か

で
は
選
良

と
し
て
筋
道
も
た
つ
ま
い
。
な
る
ほ
ど
市
長

が
変
わ
っ
て
、
都
計
な
ど
の
資
金
は
凍
結
し

た
。
都
計
の
恩
恵
を
蒙
る
人
た
ち
は
デ
コ
ボ

コ
で
、
地
域
に
よ
っ
て
は
多
く
受
け
た
り
少

な
く
受
け
た
り
も
あ
る
だ
ろ
う
▼
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
凍
結
が
決
し
て
市
民
に
マ
イ
ナ
ス

に
な
ら
な
い
と
は
誰
の
目
に
も
い
え
ぬ
こ
と

で
は
な
い
か
。
そ
こ
を
つ
き
と
め
る
と
、
市

民
は
ど
う
し
て
も
市
長
の
善
営
を
お
願
い
す

る
ほ
か
な
い
▼
と
こ
ろ
が
、
そ
の
善
営
も
、

悪
営
も
ま
だ
ハ
ッ
キ
リ
わ
か
ら
な
い
中
に
、

市
会
が
真
ッ
二
つ
に
分
れ
て
争
う
の
は
、
市

民
に
と
っ
て
却
っ
て
い
い
面

ツ
ラ

の
皮

で
、
迷
惑
至
極
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
へ

も
っ
て
き
て
当
の
瀬
長
市
長
は

決
し
て
市

政
は
マ
ヒ
し
て
い
な
い

と
い
う
▼
そ
の
い

い
分
で
は
、
市
税
の
徴
収
成
績
も
グ
ッ
と
よ

く
な
っ
た
し
、
資
金
の
凍
結
だ
っ
て
、
実
質

的
に
は
解
け
つ
つ
あ
る
。
と
い
っ
て
い
る
。

ほ
ん
と
う
に
こ
れ
と
い
っ
て
証
拠
は
ま
だ
示

さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
時
間

の
問
題
で
、
い
つ
か
近
い
将
来
市
当
局
に

よ
っ
て
、
或
い
は
客
観
的
に
も
示
さ
れ
る
だ

ろ
う
▼
焦
点
と
な
っ
て
い
る
市
長
不
信
任
案

は
、
あ
す
ま
で
お
あ
ず
け
だ
が
、
一
方
市
長

も
黙
っ
て
は
い
ず
、
市
政
報
告
会
を
ひ
ら
い

て

市
議
や
吏
員
の
、
こ
れ
ま
で
の
不
正

を
あ
ば
い
て
い
る
。市
を
愛
す
る
市
民
な
ら
、

当
然
、
こ
の
不
正
摘
発
に
は
関
心
を
は
ら
っ

て
よ
い
だ
ろ
う
▼
た
だ
、
こ
の
不
正
の
指
摘

と
い
う
こ
と
が
、
果
し
て
瀬
長
氏
本
来
の
思

い
切
っ
た
市
政
刷
新
で
あ
る
の
か
、
ま
た
不

信
任
案
と
い
う
火
の
子
の
ふ
り
か
か
っ
て
き

た
こ
と
を
う
ま
く
そ
ら
す
戦
術
の
手
な
の

か
、
そ
こ
を
市
民
は
冷
や
か
に
見
守
る
こ
と

は
必
要
だ
ろ
う
。
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那
覇
市
会
／
閉
会
宣
言
に
混
乱

状
態
／
議
長
に
番
号
札
投
げ

つ
け
る

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
４
・
２

那
覇
市
会
は
、
二
日
あ
さ
十
時
再
開
す
る
予

定
だ
っ
た
が
賛
成
派
十
八
議
員
側
で
不
信
任

案
に
か
わ
っ
て
提
案
手
続
を
す
ま
せ
て
い
た

瀬
長
市
長
辞
職
勧
告
案
を
め
ぐ
り
、
賛
否
両

派
の
意
見
調
整
の
た
め
開
会
を
延
ば
し
、
泉

議
長
が
両
派
の
意
見
調
整
に
努
め
た
。

慎
重
派
側
で
は
、
既
定
通
り
、
不
信
任
、

辞
職
勧
告
両
案
に
同
調
し
な
い
態
度
を
み

せ
、
両
案
を
提
案
せ
ず
に
閉
会
す
る
よ
う

議
長
に
伝
え
、
泉
議
長
は
こ
れ
を
別
室
で

話
し
合
い
中
の
賛
成
派
議
員
に
は
か
っ
た

が
、
こ
ち
ら
も
既
定
方
針
通
り
直
ち
に
辞

職
勧
告
を
出
す
べ
き
だ
と
の
強
硬
な
態
度

に
あ
り
、
そ
の
ま
ま
十
一
時
十
分
議
場
入

り
、
開
会
さ
れ
た
。

開
会
延
期
で
十
時
定
刻
前
か
ら
廊
下
か
ら
戸

外
ま
で
あ
ふ
れ
る
程
つ
め
か
け
た
傍
聴
人

は
、
し
び
れ
を
切
ら
し
て
し
ば
し
ば
ヤ
ジ
や

怒
声
で
騒
ぎ
た
て
て
い
た
。

こ
う
し
て
十
一
時
十
三
分
開
会
が
宣
さ
れ

る
と
、
泉
議
長
は
直
ち
に
発
言
、

去
る
二

十
九
日
に
会
期
延
長
を
可
決
し
、
今
日
の
本

会
議
に
案
件

辞
職
勧
告

も
準
備
さ
れ
て

い
る
が
、
会
期
延
長
に
つ
い
て
二
つ
の
解
釈

が
あ
り
疑
義
が
あ
る
。
一
つ
は
会
期
延
長
は

具
体
的
案
件
の
伴
わ
な
い
会
期
延
長
は
違
法

で
あ
る
と
い
う
解
釈
と
、
今
一
つ
は
提
案
の

予
告
が
あ
れ
ば
よ
い
、と
い
う
解
釈
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
ま
だ
そ
の
点
に
つ
い
て
は
っ
き

り
し
た
議
長
と
し
て
の
解
釈
は
で
き
な
い

し
、
こ
の
ま
ま
で
提
案
を
審
議
し
、
表
決
す

る
の
は
で
き
な
い
の
で
、
消
極
的
な
解
釈
に

た
っ
て
案
件
の
提
案
を
拒
否
し
、
閉
会
し
ま

す

と
閉
会
を
宣
言
し
た
。

閉
会
宣
言
と
同
時
に
賛
成
派
十
八
議
員
側

は
激
昂
、
番
号
札
で
テ
ー
ブ
ル
を
叩
い
て

反
対
の
意
を
示
し
、
渡
口
麗
秀
議
員
は
、

い
き
な
り
立
ち
上
っ
て
自
分
の
番
号
札
を

鷲
づ
か
み
、
議
長
に
投
げ
つ
け
る
と
い
う

乱
闘
寸
前
の
劇
的
場
面
を
み
せ
た
。
議
長

は
危
く
こ
れ
を
か
わ
し
て
、
番
号
札
は
議

長
の
頬
を
か
す
め
て
後
方
に
落
ち
た
が
、

傍
聴
人
側
は
、
長
く
待
た
さ
れ
た
揚
句
の

閉
会
宣
言
だ
っ
た
だ
け
に
、
こ
れ
も
激
昂

早
く
や
め
ろ

何
故
解
散
し
な
い

｜

と
口
々
に
叫
び
、
怒
号
で
議
場
は
ゆ

れ
動
く
程
。

そ
の
後
、
瀬
長
市
長
か
ら

議
事
取
扱
い
に

法
的
疑
義
が
あ
る
た
め
、
案
件
審
議
を
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
と
直
ち
に
閉
会
し
た
議
長

の
と
っ
た
態
度
は
正
し
い
。
し
か
し
こ
れ
が

法
的
に
正
し
い
か
ど
う
か
は
時
間
と
空
間
と

人
間
の
集
団
に
よ
る
法
律
に
よ
っ
て
し
か
決

し
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
瀬
長
は
今
、
単
に
ソ

ベ
の
店
小
の
親
爺
で
な
く
十
一
万
市
民
の
市

長
で
あ
る
。
如
何
な
る
弾
圧
が
あ
ろ
う
と
市

民
の
利
益
の
た
め
に
闘
う
こ
と
を
誓
う

と

閉
会
の
挨
拶
、
こ
れ
に
傍
聴
人
は
口
笛
、
拍

手
で
カ
ン
声
を
あ
げ
て
応
え
る
な
ど
興
奮
に

つ
つ
ま
れ
て
い
た
。

閉
会
後
も
傍
聴
人
は
容
易
に
散
ら
ず
議
場
を

と
り
囲
ん
で

議
長
を
帰
す
な

な
ど
と
緊

張
し
た
空
気
だ
っ
た
が
、
上
原
光
男
、
島
袋

嘉
順
議
員
に
伴
わ
れ
て
議
場
を
出
て
帰
宅
し

た
。
ま
た
慎
重
派
並
び
に
人
民
党
議
員
側
で

は
番
号
札
を
議
長
に
投
げ
つ
け
た
渡
口

麗

議
員
を
懲
罰
委
員
会
に
付
す
た
め
検
討
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

泉
議
長
の
話

二
十
九
日
の
緊
急
動
議
に

よ
る
会
期
延
長
は
二
通
り
の
解
釈
が
出
来
る

の
で
、
ア
イ
マ
イ
な
ま
ま
審
議
す
る
こ
と
は

出
来
な
か
っ
た
。
は
っ
き
り
し
た
解
釈
が
出

来
な
か
っ
た
の
は
議
長
と
し
て
の
勉
強
不
足

で
、
直
ち
に
日
本
の
権
威
者
に
照
会
し
て
み

る
。
自
分
と
し
て
は
こ
れ
で
賛
否
両
派
に
話

合
い
の
空
気
が
生
ま
れ
る
よ
う
努
力
し
た
も

の
だ
。

大
絃
小
絃

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
４
・
４

那
覇
の
定
例
市
会
は
ど
う
も
ヘ
ン
な
カ
ッ
コ

ウ
に
な
っ
て
終
っ
て
し
ま
っ
た
。
議
長
席
に

番
号
札
が
投
げ
つ
け
ら
れ
る
、
泉
議
長
が
二
、

三
の
市
議
に
護
ら
れ
る
よ
う
に
議
場
外
に
脱

出
？
す
る
、
記
事
を
読
ん
だ
だ
け
で
あ
る
が
、

そ
の
混
乱
ぶ
り
が
あ
り
あ
り
と
想
像
さ
れ
た

▼
戦
後
、
沖
縄
で
地
方
自
治
が
施
か
れ
て
以

来
、首
長
に
対
す
る
不
信
任
案
と
い
う
の
は
、

そ
う
例
が
な
か
っ
た
こ
と
だ
し
、
し
か
も
そ

れ
が
那
覇
市
で
あ
り
、
人
民
党
員
で
あ
る
瀬

長
市
長
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
に
余

計
人
々
の
関
心
を
集
め
た
の
だ
ろ
う
▼
し
か

し
、
最
後
ま
で
不
信
任
案
は
提
出
さ
れ
な

か
っ
た
。
泉
議
長
が
ア
ッ
サ
リ
閉
会
を
宣
し

た
た
め
、
い
わ
ゆ
る
強
硬
派
に
そ
の
機
会
が

な
か
っ
た
ら
し
い
。傍
聴
席
は
騒
然
と
す
る
、

番
号
札
は
飛
ぶ
、
懲
罰
委
に
付
せ
と
怒
声
が

入
り
乱
れ
る
、
冷
静
さ
を
失
っ
た
那
覇
市
会

の
幕
の
下
り
方
だ
っ
た
の
で
あ
る
▼
会
期
を

四
日
間
も
延
長
し
な
が
ら
不
信
任
案
が
議
題

と
し
て
上
ら
な
か
っ
た
の
は
、
延
長
そ
の
も

の
に
疑
問
が
あ
っ
た
か
ら
だ
、
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
審
議
す
べ
き
案
件
も
出
さ

れ
て
い
な
い
の
に
、
単
に
会
期
だ
け
延
長
し

た
の
は
適
法
で
な
い
と
い
う
こ
と
ら
し
い
▼

だ
が
、
不
信
任
の
是
非
は
別
と
し
て
、
こ
う

も
延
長
市
会
が
ア
ッ
ケ
な
く
終
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
は
、
拍
子
抜
け
の
感
が
し
な
い
で
も

な
い
。
市
民
の
殆
ど
は
、
大
ゲ
サ
に
言
っ
て
、

不
信
任
案
が
ど
う
処
理
さ
れ
て
い
く
か
手
に

汗
を
に
ぎ
っ
て
見
守
っ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う

▼
と
に
か
く
那
覇
市
長
問
題
は
、
就
任
以
前

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

四
月

六
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よ
り
い
ろ
い
ろ
と
複
雑
な
動
き
が
あ
っ
た
こ

と
だ
し
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
市
民
の

政
治
意
識
が
向
上
し
て
き
た
こ
と
は
間
違
い

な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
市
会
開
会
中
は
、

ど
こ
へ
行
っ
て
も
そ
の
話
が
出
た
し
、
そ
こ

で
述
べ
ら
れ
る
こ
と
は
決
し
て
低
い
も
の
で

は
な
か
っ
た
▼
不
信
任
案
を
め
ぐ
る
市
会
の

動
き
は
、
強
硬
派
、
慎
重
派
、
当
局
派
と
三

つ
模
様
を
描
い
て
い
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
だ

け
に
市
民
と
し
て
は
、
不
信
任
決
議
の
成
不

成
立
と
は
別
に
、
こ
の
三
派
の
徹
底
し
た
論

議
を
き
き
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
の
意
味
で
は
前
述
の
よ
う
に
ア
ッ
ケ

な
い
閉
会
で
あ
っ
た
と
い
え
そ
う
で
も
あ
る

▼
こ
の
問
題
は
、
お
そ
ら
く
今
後
も
大
き
く

尾
を
引
い
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
角
度
を
か

え
て
見
る
な
ら
ば
、
与
え
ら
れ
た
地
方
自
治

と
い
う
も
の
が
、
市
民
の
良
識
で
立
派
に
保

持
し
て
い
け
る
か
ど
う
か
の
試
金
石
で
あ
る

と
も
い
え
る
。
那
覇
の
問
題
は
、
そ
う
い
っ

た
要
素
を
も
含
ん
で
い
る
の
だ
。

”
ち
ょ
っ
と
待
っ
た
真
和
志
へ

の
移
転
”
／
嫌
わ
れ
る
高
圧

線
架
設
／
都
計
妨
ぐ
と
市
議

会
が
反
対
表
明

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
４
・
５

都
心
に
架
設
さ
れ
て
い
る
高
圧
線
の
取
除
き

は
以
前
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
い
た
が
電
力
公

社
で
は
こ
れ
を
真
和
志
市
上
之
屋
か
ら
安

里
、
大
道
、
松
川
、
古
島
、
首
里
の
一
部
を

経
て
繁
多
川
、
識
名
、
国
場
、
古
波
蔵
の
民

家
と
離
れ
た
山
野
な
ど
に
移
転
す
る
計
画
を

進
め
、
近
く
測
量
す
る
段
階
に
達
し
て
い
た

が
、
四
日
真
和
志
市
議
会
で
は
全
体
協
議
会

を
開
き
、
同
問
題
を
検
討
し
た
結
果

高
圧

線
の
真
和
志
市
へ
の
移
転
は
都
計
や
そ
の
他

の
面
か
ら
支
障
を
き
た
す

と
の
理
由
で
反

対
を
表
明
、今
後
の
成
行
き
が
注
目
さ
れ
る
。

真
和
志
市
で
は
四
日
午
後
三
時
か
ら
議
員
全

体
協
議
会
を
開
き
、
同
問
題
を
検
討
す
る
と

共
に
、
政
府
工
交
局
下
地
電
力
課
長
、
電
力

公
社
長
嶺
秘
書
な
ど
を
招
き
、
詳
細
に
わ

た
っ
て
事
情
を
聞
い
た
後
、
更
に
検
討
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
移
転
架
設
に
対
し
て
は
全

体
協
議
会
の
名
に
お
い
て
反
対
表
明
し
た
。

”
都
計
そ
の
他
の
面
で
賛
成
で
き
ぬ
”

森
田
議
長
の
話

行
政
区
域
内
へ
の
高
圧
線

移
転
は
全
体
協
議
会
で
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら

検
討
し
た
が
、
都
計
や
そ
の
他
の
面
に
支
障

を
き
た
す
の
で
賛
成
出
来
な
い
。
し
た
が
っ

て
全
議
員
と
も
反
対
の
態
度
を
表
明
し
て
い

る
の
で
、
近
く
私
と
翁
長
市
長
が
代
表
者
と

な
っ
て
反
対
の
趣
旨
を
電
力
公
社
理
事
長
に

説
明
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

”
話
し
合
い
で
解
決
し
た
い
”

翁
長
市
長
の
話

将
来
の
学
校
敷
地
や
ま
た

住
宅
地
域
と
し
て
発
展
性
の
あ
る
地
域
へ
移

転
さ
れ
る
と
、
将
来
色
々
と
困
難
が
予
想
さ

れ
る
。
高
圧
線
は
永
久
施
設
で
あ
る
か
ら
そ

の
と
き
に
な
っ
て
取
除
く
こ
と
も
不
可
能
だ

と
思
う
。
現
に
図
面
に
は
松
川
の
一
部
と
古

波
蔵
の
一
部
の
民
家
に
接
近
し
て
い
る
。
い

ず
れ
電
力
公
社
理
事
長
の
ギ
リ
ー
ス
さ
ん
に

お
会
い
し
、
話
し
合
い
に
よ
っ
て
解
決
し
て

い
き
た
い
。

”
危
険
性
の
な
い
所
へ
の
移
転
は
当
然
”

下
地
電
力
課
長
の
話

現
在
都
心
に
架
設
さ

れ
て
い
る
高
圧
線
を
危
険
性
の
な
い
場
所
へ

移
転
す
る
の
は
大
局
的
に
み
て
当
然
だ
と

思
っ
て
い
る
。
真
和
志
市
が
反
対
し
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
あ
え
て
土
地
収
用
令
な
ど

を
持
ち
出
し
て
強
行
す
る
か
ど
う
か
は
、
私

と
し
て
は
な
ん
と
も
言
え
な
い
。

旧
市
街
中
心
だ
っ
た
／
那
覇
市

が
政
府
へ
回
答
／
都
計

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
４
・
13

さ
き
に
那
覇
市
で
は
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
建

設
の
た
め
、
公
有
水
面

奥
武
山
漫
湖

の

埋
立
を
政
府
へ
申
請
中
だ
っ
た
が
、
三
月
末

当
間
主
席
か
ら

従
来
の
那
覇
都
計
事
業
に

つ
い
て
は
、
貴
職
は
検
討
す
る
と
の
意
向
の

よ
う
で
あ
る
。
現
在
施
行
中
の
都
計
の
変
更

を
申
請
す
る
意
が
あ
れ
ば
将
来
の
都
計
事
業

遂
行
上
必
要
だ
か
ら
回
答
が
欲
し
い
。
そ
れ

に
よ
っ
て
埋
立
て
免
許
申
請
に
つ
い
て
処
理

し
た
い

と
の
照
会
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
瀬
長
市
長
は
、
十
二
日
次

の
回
答
文
を
当
間
主
席
あ
て
送
り
、
従
来
の

那
覇
都
計
の
基
本
に
つ
い
て
異
議
を
は
さ
む

も
の
で
は
な
い
が
、

計
画
が
実
施
に
移
さ

れ
る
時
、
住
民
の
権
利
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
十
分
検
討
さ
れ
、

公
正
、
妥
当
に
運
営
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

と
要
旨
次
の
よ
う
に
回
答
し
た
。

一
、
こ
れ
ま
で
の
都
計
事
業
の
大
部
分
は

旧
那
覇
市
に
だ
け
施
行
さ
れ
、
他
の
地
域
の

市
民
は
そ
の
恩
恵
を
受
け
な
か
っ
た
。
更
に

過
去
の
都
計
事
業
約
九
億
の
大
部
分
が
、
軍

道
路
で
あ
る
こ
と
は
、
五
七
年
三
月
の
那
覇

市
財
政
公
表
に
現
れ
て
い
る
通
り
で
、
こ
の

道
路
は
米
軍
と
琉
球
全
住
民
に
利
用
さ
れ
る

道
路
で
、
那
覇
市
民
だ
け
の
利
益
を
も
た
ら

す
道
路
で
は
な
い
。
ま
た
軍
特
別
補
助
金
八

千
七
百
万
円
の
如
き
理
事
者
が
変
っ
た
ら
打

切
る
よ
う
な
紐
つ
き
補
助
は
好
し
く
な
い
。

二
、
本
土
都
計
法
で
は
、
重
要
な
都
計
事

業
は
そ
の
二
分
の
一
を
国
か
ら
支
出
し
積
極

的
に
援
助
し
て
い
る
。
し
か
る
に
沖
縄
で
は

市
町
村
の
固
定
事
業
の
よ
う
に
考
え
、
財
政

面
で
も
大
部
分
を
市
町
村
に
負
担
さ
せ
、
政

府
が
積
極
的
に
援
助
し
な
い
の
は
遺
憾
に
た

え
な
い
。
都
計
は
政
府
負
担
、
政
府
補
助
、

市
負
担
に
分
け
て
年
次
計
画
を
た
て
、
毎
年

の
事
業
を
実
施
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
今

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

四
月

六
〇
四



般
の
補
助
金
打
切
り
で
市
は
計
画
通
り
の
事

業
執
行
が
不
能
と
な
っ
て
い
る
の
で
さ
き
に

上
申
し
た
通
り
政
府
が
施
行
し
た
個
所
は
政

府
負
担
で
施
行
し
て
貰
い
た
い
。
残
り
の
未

執
行
分
は
軍
補
助
が
な
け
れ
ば
市
の
財
政
の

都
合
上
年
次
的
に
施
行
す
る
。

三
、
総
合
運
動
建
設
に
つ
い
て
は
昨
年
六

月
市
議
会
に
よ
っ
て
議
決
さ
れ
て
お
り
、
小

職
も
そ
の
必
要
性
を
認
め
、
早
急
に
建
設
し

た
い
。
当
市
と
し
て
も
許
可
次
第
い
つ
で
も

着
工
で
き
る
状
態
で
あ
る
。

那
覇
の
都
計
工
事
一
部
再
開

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
４
・
13

那
覇
市
の
都
計
工
事
の
一
部
が
十
三
日
か
ら

始
め
ら
れ
る
。
軍
補
助
並
び
に
起
債
に
よ
る

工
事
は
依
然
見
通
し
が
た
た
な
い
が
、
自
己

資
金
に
よ
る
施
行
中
止
の
工
事
や
施
行
予
定

の
も
の
を
着
工
す
る
。

再
開
第
一
号
は
去
る
八
日
、
上
原
組
が
十

万
九
千
余
円
で
落
札
し
た
六
区
の
排
水
溝
工

事
。
こ
れ
は
、
昨
年
末
、
工
事
契
約
を
し
な

が
ら
資
金
凍
結
騒
ぎ
で
施
行
さ
れ
な
い
ま
ま

に
解
約
さ
れ
て
い
た
も
の
。

更
に
同
日
は
首
里
の
金
城

寒
川
路
線
の

改
修
道
路
工
事
の
入
札
が
あ
り
、
こ
れ
が

都
計
再
開
第
二
号
と
な
る
。

金
城

寒
川
路
線
工
事
は
十
五
万
二
千
円
で

沖
縄
工
務
所
が
施
行
し
て
い
た
が
、
そ
の
七

二
％
を
済
ま
せ
て
い
る
時
、
資
金
凍
結
で
工

事
中
止
、
解
約
し
て
い
た
こ
の
工
事
は
七

二
％
は
執
行
済
み
と
は
い
う
も
の
の
、
補
強

を
十
分
に
し
な
い
う
ち
に
放
置
し
て
い
た
た

め
、
若
干
の
損
失
が
あ
っ
て
工
事
出
来
高
は

六
〇
％
か
六
五
％
に
逆
も
ど
り
し
た
も
の
と

み
ら
れ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
再
工
事
に
引
続
い
て
牧
志

中
通
り
、

七
十
五
万
円
の
う
ち
約
四

一
％
執
行
済

、
九
区
内
の
道
路
、
首
里

劇
場
前
や
、
小
禄
新
部
落
内
の
排
水
溝
な

ど
が
着
工
の
予
定
。

苦
情
の
多
い
区
画
整
理
／
”
実

態
を
明
ら
か
に
”
／
那
覇
市

議
が
陳
情

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
４
・
20

那
覇
市
の
区
画
整
理
事
業
は
耕
地
整
理
法
に

も
と
ず
い
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
瀬
長
市
長

就
任
後
は
代
替
地
問
題
や
、
三
割
削
減
の
問

題
な
ど
に
つ
い
て
地
主
か
ら
の
苦
情
が
連
日

あ
と
を
断
た
な
い
有
様
で
あ
る
。

二
十
日
あ
さ
市
会
の
儀
武
、
上
間
、
仲
井
真
、

比
嘉

佑

、
崎
山
、
上
原
、
久
高
の
八
議

員
は
泉
議
長
あ
て
同
事
業
の
実
態
を
一
般
に

知
ら
せ
て
紛
争
状
態
に
あ
る
件
を
早
急
に
解

決
す
る
よ
う
陳
情
書
を
提
出
し
た
。

那
覇
市
会
建
設
委
員
会
は
二
十
二
日
開
か

れ
る
が
、
こ
れ
ら
八
議
員
側
は
区
画
整
理

事
業
に
つ
い
て
そ
の
実
態
を
追
及
す
る
態

度
を
見
せ
て
い
る
。

（
陳
情
要
旨
）
那
覇
市
の
区
画
整
理
事
業
は

根
本
的
に
は
耕
地
整
理
法
に
よ
っ
て
合
理
的

に
な
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
対
地
主

と
の
問
題
、
代
替
地
の
問
題
、
三
割
削
減
の

問
題
ま
た
は
計
画
変
更
の
問
題
に
関
し
、
市

民
と
の
間
に
紛
争
を
生
じ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
件
に
関

し
て
区
画
整
理
事
業
の
実
態
を
現
実
の
段
階

で
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
都
計
事
業
を
推
進
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
の
で
、
こ
の
点
を

市
民
に
周
知
徹
底
さ
せ
紛
争
状
態
に
あ
る
件

を
早
急
に
解
決
し
て
も
ら
い
た
い
。

大
絃
小
絃

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
４
・
21

那
覇
の
都
計
事
業
に
と
も
な
う

区
画
整
理

に
つ
い
て
、
市
民
の
苦
情
が
多
い
と
い
う
の

で
、
八
名
の
市
議
が
市
会
へ

実
情
を
あ
き

ら
か
に
す
る
よ
う

申
し
入
れ
て
い
る
▼

八
名
の
議
員
と
い
う
の
は
前
市
長
の
と
き
反

当
局
派
で
あ
っ
た
グ
ル
ー
プ
。
区
画
整
理
を

や
っ
た
の
も
そ
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
か
ら
、
お

く
れ
ば
せ
な
が
ら
、
前
市
長
時
代
の
市
政
に

批
判
の
ホ
コ
先
を
向
け
よ
う
と
し
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
。当
時
の
市
長
派
議
員
た
ち
が
、

ふ
れ
よ
う
と
し
な
い
の
も
そ
の
た
め
で
は
な

か
ろ
う
か
▼
と
こ
ろ
で
、
苦
情
の
内
容
が
ど

ん
な
も
の
で
あ
る
か
い
ま
の
と
こ
ろ
く
わ
し

い
こ
と
は
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。
近
代
都
市

と
し
て
ゴ
バ
ン
目
型
の
道
路
を
つ
け
る
た

め
、
区
画
整
理
の
際
に
、
多
少
所
有
地
の
異

動
を
や
る
の
は
避
け
が
た
い
こ
と
で
、
地
主

の
全
部
を
満
足
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
は
、
理

想
で
は
あ
っ
て
も
な
か
な
か
の
業
で
あ
る
▼

だ
が
、
問
題
は
利
益
が
あ
ま
り
一
部
へ
片
よ

り
す
ぎ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
か
で
あ
る
。
何

か
の
ツ
テ
で
も
の
を
強
く
言
え
る
者
は
得
を

し
て
、
そ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
者
は
損
を
す

る
で
は
、
ま
ず
公
正
と
は
言
え
な
い
。
と
く

に
地
所
の
コ
ト
に
な
る
と
小
さ
な
損
害
で
も

当
事
者
に
と
っ
て
は
大
き
く
み
え
る
も
の
で

あ
る
。
当
局
と
し
て
、
よ
く
よ
く
気
を
配
ば

ら
ね
ば
な
ら
な
い
点
で
あ
る
▼
こ
の
区
画
整

理
の
問
題
で
は
、
さ
き
の
市
会
で
、
一
市
議

が

不
正
な
事
件
が
あ
る

と
、
聞
き
流
し

で
き
な
い
重
大
な
発
言
を
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
は
頭
を
の
ぞ
か
せ
た

だ
け
で
、
深
く
突
き
止
め
ら
れ
な
い
ま
ま
に

今
に
至
っ
て
い
る
。池
に
投
げ
ら
れ
た
石
が
、

シ
ュ
ン
と
沈
ん
で
し
ま
っ
た
よ
う
で
、
一
体

あ
と
は
ど
う
な
っ
た
と
問
い
か
け
た
い
と
こ

ろ
だ
っ
た
▼
八
市
議
の
陳
情
は

実
態

を

納
得
の
い
く
よ
う
市
民
へ
知
ら
せ
て
ほ
し
い

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
苦
情
を
そ
の
ま
ま
に

放
っ
て
お
い
た
ら
、
い
つ
か
は
発
酵
し
て
ど

う
に
も
手
の
つ
け
ら
れ
な
い
ガ
ス
が
発
生
す
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る
の
で
、今
の
う
ち
早
目
に
処
理
す
る
の
が
、

賢
明
な
策
で
あ
る
に
違
い
な
い
▼
政
治
的
な

や
り
と
り
か
ら
、
こ
の
際
に
と
、
必
要
以
上

に
騒
ぎ
た
て
る
の
は
、ど
う
か
と
も
思
う
が
、

不
正
な
コ
ト
が
あ
る
と
い
う
の
な
ら
、
そ
れ

に
は
手
心
を
加
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ

ろ
う
。

都
計

を
め
ぐ
っ
て
一
部
の
人
々

に
甘
い
汁
を
吸
わ
せ
て
は

都
計

が
泣
く
。

ど
ち
ら
に
せ
よ
”
疑
い
”
の
く
も
り
を
早
く

拭
き
と
っ
て
ほ
し
い
。

瀬
長
市
長
、
渡
航
申
請
／
出
管

部
で
再
び
手
続
き

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
４
・
24

那
覇
市
長
瀬
長
亀
次
郎
氏
は
二
十
三
日
、
出

入
管
理
部
で
本
土
渡
航
の
申
請
を
し
た
。
渡

航
目
的
は
佐
賀
産
業
観
光
博
覧
会
お
よ
び
東

京
で
の
国
際
見
本
市
を
み
る
た
め
、
二
十
九

日
出
発
の
予
定
で
本
土
に
一
ヵ
月
滞
在
。
同

氏
は
さ
き
に
本
土
行
政
視
察
の
目
的
で
渡
航

申
請
を
し
た
が
、
民
政
府
か
ら
不
許
可
に

な
っ
た
。

水
源
地
開
拓
に
五
千
万
円
／
那

覇
市
が
政
府
へ
補
助
申
請

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
４
・
28

水
不
足
に
悩
む
那
覇
市
で
は
三
ヵ
年
計
画
で

比
謝
川
下
流
域
と
長
田
川
を
水
源
に
完
全
給

水
の
計
画
を
た
て
政
府
、
立
法
院
へ
工
費
五

千
八
百
五
十
五
万
七
千
円
の
補
助
を
申
請
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

◇

那
覇
市
の
水
道
は
宜
野
湾
村
と
浦
添
村

に
あ
る
青
小
堀
、
後
原
川
、
あ
ら
な
き
川
、

一
つ
川
、
牧
港
川
の
五
つ
の
水
源
地
か
ら
給

水
し
て
い
る
が
、
貯
蔵
能
力
が
乏
し
い
た
め
、

雨
期
で
三
百
万
ガ
ロ
ン
、
旱
魃
期
に
百
万
ガ

ロ
ン
の
給
水
し
か
で
き
ず
、
夏
は
一
日
平
均

給
水
量
の
二
百
二
十
三
万
ガ
ロ
ン
に
達
し
な

い
こ
と
も
あ
り
断
水
、
時
間
給
水
を
す
る
有

様
で
あ
る
。
応
急
措
置
と
し
て
那
覇
市
で
は

渇
水
期
に
な
る
と
米
軍
か
ら
千
ガ
ロ
ン
二
十

六
円
四
十
銭
で
補
給
を
う
け
て
お
り
、
更
に

現
在
臨
時
水
源
と
し
て
首
里
儀
保
の
樋
川
、

壺
川
の
旧
鉄
道
使
用
の
井
戸
を
水
源
に
し
て

一
日
十
万
ガ
ロ
ン
の
採
水
を
計
画
、
首
里
は

す
で
に
工
事
に
と
り
か
か
っ
て
い
る
。
そ
れ

で
も
給
水
人
口
は
年
々
増
加
す
る
の
で
更
に

基
本
計
画
と
し
て
比
謝
川
下
流
と
長
田
川
に

水
源
を
求
め
て
一
日
五
百
四
十
万
ガ
ロ
ン
の

給
水
を
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

◇

そ
れ
に
よ
る
と
、
第
一
次
水
源
拡
張
計

画
は
七
月
ま
で
に
測
量
調
査
を
終
え
る
予

定
、
工
費
は
第
一
年
次
五
千
八
百
五
十
五
万

七
千
円
、
第
二
年
次
六
千
六
百
六
十
八
万
九

千
円
、
第
三
年
次
二
千
五
百
三
十
二
万
六
千

円
、
計
一
億
五
千
五
十
七
万
二
千
円
で
一
九

六
〇
年
ま
で
に
完
成
の
計
画
。

と
こ
ろ
が
琉
銀
起
債
が
打
ち
切
ら
れ
、
年
間

四
千
万
円
の
自
己
収
入
で
は
諸
設
備
の
整
備

拡
張
を
は
か
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
第

一
年
次
の
施
設
費
総
額
五
千
八
百
五
十
五
万

七
千
円
の
政
府
補
助
を
申
請
し
た
も
の
。

ど
う
な
る
ガ
ー
ブ
川
工
事
／
折

合
い
つ
か
ぬ
政
府
と
那
覇
市

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
５
・
１

既
報

那
覇
市
の
ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
放
た

ら
か
し
に
市
場
中
通
り
会
が

雨
季
に
は
氾

濫
の
危
険
が
あ
る
。
市
も
政
府
も
や
ら
な
け

れ
ば
自
費
で
や
り
た
い

と
市
当
局
や
工
交

局
へ
機
材
借
用
を
陳
情
し
た
。
と
こ
ろ
が
市

で
は
工
交
局
の
責
任
で
あ
る
と
し
、
工
交
局

は
市
の
工
事
で
あ
る
と
し
て
責
任
を
押
し
つ

け
あ
い
、
川
べ
り
の
市
民
は
不
安
に
か
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
工
交
局
で
は

こ

の
工
事
は
市
当
局
が
や
る
べ
き
で
あ
る

と

次
の
よ
う
に
根
拠
を
説
明
し
て
い
る
。

去
る
四
月
三
日
、
瀬
長
市
長
か
ら
当
間
主

席
へ

久
茂
地
川
、
安
里
川
上
流
河
川
改
修

工
事
の
認
可
を
取
消
し
て
ほ
し
い

と
次
の

文
書
が
送
ら
れ
て
い
る
。

五
七
年
一
月
三
日
付
指
令
一
号
に
よ
り
認

可
に
な
っ
た
久
茂
地
、
安
里
川
両
上
流
河
川

の
改
修
工
事
は
、
当
初
の
資
金
計
画
に
支
障

を
き
た
し
、
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
事
業
認
可
を
取
消
し
の
上
、
政

府
予
算
で
工
事
を
施
行
し
て
ほ
し
い
。

こ
れ
は
現
在
保
留
さ
れ
て
お
り
、
近
く
都

計
審
議
会
を
開
い
て
検
討
さ
れ
る
わ
け
だ

が
、
そ
の
決
定
を
み
る
ま
で
は
工
事
施
行

の
責
任
は
市
当
局
に
あ
る
。

市
長
が

申
請
の
決
定
が
な
い
の
に
工
交
局

に
責
任
が
あ
る
と
い
う
の
は
不
当
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
結
局
今
度
の
ガ
ー
ブ
川
問
題

も
、
ガ
ー
ブ
川
が
久
茂
地
川
の
上
流
で
あ
る

の
で
、
当
然
市
が
や
る
べ
き
で
あ
る
、
と
の

見
解
で
あ
り
、
市
土
木
課
長
に
も
説
明
し
て

い
る
。
那
覇
市
の
言
い
分

久
茂
地
川
、
安
里
川

の
浚
渫
は
政
府
で
や
る
べ
き
も
の
を
八
千
七

百
万
円
の
特
別
補
助
金
を
出
し
河
川
の
改
修

を
指
定
し
て
き
た
の
で
市
が
や
っ
た
ま
で

だ
。
補
助
金
が
打
ち
切
ら
れ
た
現
在
で
は
当

然
管
理
者
で
あ
る
政
府
の
責
任
で
あ
る
。

都
計
の
一
部
と
し
て
市
に
工
事
の
認
可
を
し

た
の
は
補
助
金
の
財
政
的
な
裏
付
け
が
あ
っ

て
や
っ
た
も
の
だ
と
思
う
が
、
そ
れ
を
打
ち

切
っ
た
こ
と
は
実
質
的
に
は
認
可
の
取
り
消

し
に
な
る
。

そ
こ
で
那
覇
市
で
は
五
八
年
の
政
府
予
算
に

改
修
費
を
計
上
す
る
よ
う
工
交
局
に
申
請
し

た
。通
り
会
が
再
陳
情

市
場
中
通
り
会
は
三
十
日
再
び
瀬
長
市
長
を

訪
れ
善
処
を
要
望
し
、
同
市
長
と
共
に
政
府

を
訪
問
、
神
村
副
主
席
に
も
早
く
結
論
を
出
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し
て
欲
し
い
と
申
し
入
れ
た
。
神
村
副
主
席

は
一
日
回
答
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ガ
ー
ブ
ー
川
の
土
砂
片
づ
け
／

政
府
の
機
材
借
り
市
が
着
工

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
５
・
４

既
報

那
覇
市
の
都
計
事
業
が
ス
ト
ッ
プ
し

た
た
め
、
そ
の
と
ば
っ
ち
り
を
く
っ
て
市
内

ガ
ー
ブ
ー
川
の
数
ヵ
所
に
土
砂
が
つ
も
っ
た

ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
は

近
ず
く
雨
季
に
川
は
氾
濫
、
周
辺
の
家
屋
は

水
浸
し
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
犠
牲
者
を
出

す
お
そ
れ
が
あ
る
、
と
し
て
市
場
通
り
会
員

が
市
当
局
へ
善
処
方
を
要
望
し
た
。
市
で
は

政
府
責
任
で
あ
る

と
し
て
取
り
あ
わ
ず
、

工
交
局
で
は

都
計
を
認
可
し
た
以
上
市
が

や
る
べ
き
で
、
市
民
が
負
担
し
て
や
る
べ
き

で
は
な
い

と
責
任
の
な
す
り
合
い
で
尾
を

引
い
て
い
た
が
、
二
日
市
当
局
か
ら

着
工

す
る
の
で
ク
レ
ー
ン
一
台
を
一
ヵ
月
間
貸
し

て
ほ
し
い

と
条
件
を
つ
け
て
工
交
局
へ
申

請
、
貸
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

那
覇
25
万
余
坪
に
権
利
取
得
通

告
／
軍
用
地
一
括
払
い
第
一

号
／
地
料
は
四
億
一
千
万
円

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
５
・
５

四
日
ひ
る
Ｄ
Ｅ
か
ら
布
令
百
六
十
四
号

土

地
収
用
令

に
も
と
づ
き

限
定
付
土
地
保

有
権

を
取
得
す
る

財
産
取
得
告
知
書

が
送
付
さ
れ
た
。
こ
れ
は
去
る
二
月
二
十
三

日
米
合
衆
国
土
地
収
用
令
と
し
て
布
令
百
六

十
四
号
が
公
布
さ
れ
て
以
来
、
土
地
に
関
す

る
初
の
権
利
取
得
通
告
で
、
那
覇
市
の
垣
花
、

住
吉
、
山
下
、
鏡
水
地
域
の
宅
地
、
農
地
な

ど
約
二
十
五
万
六
千
坪
、
補
償
額
は
約
四
億

円
と
な
っ
て
お
り
実
質
上
の
一
括
払
い
第
一

号
で
あ
る
。

合
衆
国
陸
軍
工
兵
地
区
、地
区
隊
長
室
は
、

布
令
百
六
十
四
号
に
よ
る
財
産
取
得
告
知

書
第
一
号
、
確
認
証
お
よ
び
使
用
料
供
託

第
百
四
号
に
記
載
さ
れ
て
い
る
財
産
の
所

有
者
と
、
そ
の
財
産
に
対
し
権
利
を
主
張

す
る
人
々
に
、
次
の
通
り
通
告
す
る
。

琉
球
列
島
副
長
官
は
、
五
七
年
二
月
二
十
三

日
付
、
民
政
府
布
令
百
六
十
四
号

米
国
土

地
収
用
令

に
規
定
さ
れ
た
手
続
き
に
基
き
、

五
七
年
五
月
二
日
を
も
っ
て
、
こ
の
文
書
に

記
述
さ
れ
た
土
地
に
対
し
、
布
令
百
六
十
四

号
に
規
定
さ
れ
た
”
限
定
付
土
地
保
有
権
”

を
、
米
合
衆
国
に
代
り
取
得
す
る
権
限
を
合

衆
国
陸
軍
工
兵
地
区
の
地
区
工
兵
隊
長
に
与

え
る
。
従
っ
て
、
五
七
年
四
月
十
九
日
付
の
権
限

委
任
で
琉
球
列
島
副
長
官
か
ら
本
官
に
与

え
ら
れ
た
権
能
と
権
限
、
並
び
に
五
七
年

二
月
二
十
日
付
民
政
府
布
令
第
百
六
十
四

号
、
第
三
条

収
用
手
続

の
規
定
に
基

き
、
米
合
衆
国
は
こ
の
文
書
の
添
書
”
Ｂ
”

那
覇
軍
港
、
住
吉
町
一
、
二
、
三
丁
目
、

垣
花
町
一
、
二
、
三
丁
目
、
山
下
町
一
、

二
丁
目
、
通
堂
町
三
丁
目
並
び
に
旧
小
禄

箕
隅
原
、
下
田
原
、
土
砂
原
の
地
図

に

示
さ
れ
た
境
界
線
に
従
い
、
添
書
”
Ａ
”

坪
数
明
細
書

に
明
記
さ
れ
た
土
地
す

な
わ
ち
那
覇
市

旧
小
禄
村
を
含
む

に

所
在
し
、
現
在
確
認
証
及
び
使
用
料
供
託

第
百
四
号
に
含
ま
れ
て
い
る
全
土
地
に
対

し
、
布
令
百
六
十
四
号
の
第
二
節
ａ
項
で

規
定
さ
れ
て
い
る
”限
定
付
土
地
保
有
権
”

を
、
取
得
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と
を
、
こ

こ
に
通
告
す
る
。

こ
の
土
地
保
有
権
は
、
米
合
衆
国
が
同
土
地

を
不
必
要
と
認
め
、
か
つ
放
棄
す
る
旨
文
書

で
那
覇
登
記
所
に
通
告
す
る
ま
で
存
続
す

る
。
こ
の
土
地
保
有
権
は
す
べ
て
の
特
権
を

保
有
し
、
か
つ
布
令
百
六
十
四
号
の
第
二
節

ａ
項
に
規
定
さ
れ
た
す
べ
て
の
制
約
と
義
務

を
負
う
も
の
と
す
る
。

米
合
衆
国
は
取
得
す
る
”
限
定
付
土
地
保
有

権
”
に
対
す
る
適
正
補
償
と
し
て
添
書
”
Ａ
”

に
示
さ
れ
た
金
額
を
同
添
書
に
記
載
さ
れ
て

い
る
全
地
筆
、
ま
た
は
部
分
の
土
地
に
対
し

支
払
う
意
思
が
あ
る
。
こ
の
金
額
は
、
同
土

地
の
全
価
格
に
つ
い
て
米
合
衆
国
が
評
価
し

た
見
積
額
を
示
し
て
い
る
。
同
土
地
に
現
在

存
在
す
る
一
切
の
財
産
と
地
上
物
件
は
す
で

に
合
衆
国
が
所
有
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
そ

の
”
限
定
付
土
地
保
有
権
”
を
取
得
す
る
さ

い
、
米
合
衆
国
は
い
か
な
る
地
上
物
件
を
も

取
得
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
添
書
”
Ａ
”
に
示
す
価
格
で
、
限
定
付

土
地
保
有
権
を
自
由
意
志
に
基
き
譲
渡
す
る

こ
と
を
望
む
土
地
所
有
者
は
す
べ
て
琉
球
列

島
米
合
衆
国
陸
軍
工
兵
地
区
の
地
区
工
兵
隊

長
と
、
本
人
ま
た
は
本
人
の
指
名
し
た
代
理

人
を
通
じ
て
、
譲
渡
証
書
の
締
結
を
な
す
こ

と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
本
人
の
所
有

権
ま
た
は
権
利
が
、
布
令
百
六
十
四
号
の
第

四
条
に
規
定
さ
れ
た
手
続
き
に
基
き
”
確
認

さ
れ
た
”
も
の
で
あ
る
こ
と
。
更
に
そ
の
賃

貸
権
、
譲
渡
抵
当
と
担
保
権

留
置
権

に

限
ら
ず
、所
有
権
以
外
の
い
か
な
る
権
利
と
、

合
衆
国
以
外
の
法
律
で
確
認
さ
れ
権
利
を
主

張
す
る
す
べ
て
の
関
係
者
は
、
こ
の
譲
渡
に

加
わ
る
も
の
と
す
る
。
然
も
一
切
の
租
税
並

び
に
租
税
債
権
額
が
す
で
に
支
払
わ
れ
た
も

の
か
、
或
は
そ
れ
ら
が
消
滅
す
る
。

自
由
意
志
に
基
く
譲
渡
は
、
土
地
保
有
権
を

譲
渡
す
る
意
思
を
五
七
年
五
月
十
八
日
ま
で

に
那
覇
市
役
所
に
通
告
し
た
人
々
と
の
み
、

締
結
さ
れ
る
も
の
と
す
る
規
定
を
設
け
る
こ

と
を
条
件
と
す
る
。

米
合
衆
国
陸
軍
工
兵
地
区
代
表
者
は
、
五
七

年
五
月
十
八
日
に
、
自
由
意
思
に
基
き
譲
渡

す
る
地
主
の
名
前
を
、
那
覇
市
役
所
で
得
る
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こ
と
に
す
る
。

五
七
年
五
月
四
日
、
工
兵
軍
団
、
建
設
企

画
、
副
工
兵
隊
長
フ
ィ
ッ
シ
ェ
大
佐
米
合

衆
国
が
”
限
定
付
土
地
保
有
権
”
の
取
得

を
意
図
す
る
確
認
証
お
よ
び
使
用
料
供
託

百
四
号
に
含
ま
れ
た
土
地
面
積
と
支
払
金

額
は
次
の
通
り
。

①
総
筆
数
　
一
千
五
百
五
十
一
筆

②
総
坪
数
　
二
十
五
万
六
千
二
百
五
十
三
坪

一
合
九
勺

③
総
エ
ー
カ
ー
数
　
二
百
九
・
三
六
エ
ー
カ
ー

④
”
限
定
付
土
地
保
有
権
”
に
対
し
合
衆
国

が
支
払
い
を
予
定
し
て
い
る
総
額
は
三
百

四
十
八
万
二
千
六
百
六
十
一
ド
ル
十
セ
ン

ト

四
億
一
千
七
百
九
十
一
万
九
千
三
百

三
十
一
円
八
十
銭

”
限
定
付
土
地
保
有
権
”
／
地
主
の
所

有
権
は
認
め
る

限
定
付
土
地
保
有
権
は
土
地
収
用
令
の
他
の

二
権
利
す
な
わ
ち
定
期
賃
借
権
や
地
役
権
に

対
し
、
土
地
の
所
有
権
は
そ
の
ま
ゝ
元
の
地

主
の
も
の
と
し
て
認
め
る
が
、
米
国
が
地
主

に
返
す
ま
で
は
収
用
し
た
土
地
の
上
空
、
地

下
、
地
上
の
完
全
な
使
用
、
占
有
、
収
益
を

な
す
権
利
で
、
収
用
さ
れ
た
土
地
ま
た
は
物

件
の
全
価
格
に
等
し
い
補
償
額
を
収
用
の
と

き
に
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
権

利
取
得
に
は
合
衆
国
陸
軍
工
兵
地
区
工
兵
隊

は
収
用
し
よ
う
と
す
る
土
地
ま
た
は
地
上
物

件
の
管
轄
登
記
所
お
よ
び
市
町
村
に
、
取
得

す
べ
き
権
利
を
明
示
し
、
さ
ら
に
取
得
の
た

め
に
協
議
す
る
努
力
を
払
う
こ
と
、
ま
た
は

協
議
が
成
立
し
た
こ
と
を
記
載
し
た
財
産
収

用
告
書
を
提
出
す
る
が
、
こ
れ
の
提
出
後
三

十
日
以
上
九
十
日
以
内
に
協
議
に
よ
っ
て
取

得
で
き
な
か
っ
た
も
の
に
対
し
収
用
宣
告
書

を
発
し
土
地
ま
た
は
地
上
物
件
を
登
記
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

こ
ん
ど
の
場
合
”
地
価
に
等
し
い
価
格
”
が

支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
宅
地
の
場
合
現
行
賃
貸
料

増
額
後
の
も

の

の
十
倍
、
畑
、
原
野
は
十
六
・
六
六
倍

が
地
価
に
等
し
い
額
と
さ
れ
て
お
り
、
自
由

意
志
に
も
と
づ
い
て
こ
の
権
利
譲
渡
す
る
意

図
の
あ
る
関
係
地
主
は
五
月
十
八
日
ま
で
に

那
覇
市
役
所
に
そ
の
旨
通
告
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

那
覇
市
／
一
括
払
い
を
検
討
／

会
議
室
で
地
主
た
ち
が

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
５
・
６

去
る
四
日
、
布
令
第
百
六
十
四
号
に
も
と
づ

き
、
那
覇
市
垣
花
、
住
吉
、
山
下
、
鏡
水
地

域
の
宅
地
、
農
地
な
ど
約
二
十
五
万
六
十
坪

の

限
定
付
土
地
保
有
権

を
取
得
す
る

財
産
取
得
報
告
書

が
行
政
府
を
通
じ
那

覇
市
に
送
付
さ
れ
た
。

補
償
金
額
は
約
四
億
円
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
実
質
的
な
一
括
払
い
第
一
号
だ
け
に

内
外
の
注
目
を
あ
び
て
い
る
が
、
那
覇
市
土

地
委
員
会
で
は
、
け
さ
十
一
時
か
ら
土
地
連

を
は
じ
め
垣
花
、
小
禄
該
当
地
域
の
地
主
約

二
十
名
を
那
覇
市
会
議
室
に
招
い
て
、
こ
の

一
括
払
い
の
補
償
金
を
う
け
る
か
ど
う
か
を

検
討
し
た
。

一
括
払
い
に
対
し
て
は
、
去
年
の
プ
ラ
イ
ス

勧
告
以
来
、
地
主
と
し
て
は
反
対
の
立
場
を

と
っ
て
お
り
、
去
る
地
主
大
会
で
も
こ
れ
を

再
確
認
し
て
い
る
だ
け
に
、
今
更
一
括
払
い

を
受
け
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
必
要
は
な

い
と
の
意
向
が
強
か
っ
た
が
、
慎
重
に
こ
の

問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
各
地
区
毎
に
地
主

会
を
開
い
て
再
度
個
々
の
地
主
の
意
向
を
聞

い
て
十
八
日
ま
で
市
当
局
、
土
地
連
に
結
果

を
報
告
、
最
後
的
決
定
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
な
お
、
け
さ
の
話
し
合
い
で
、
地
主
の
中
に

は
ま
だ
布
令
百
六
十
四
号
を
十
分
理
解
し
て

い
な
い
向
き
も
あ
る
の
で
、
こ
の
各
区
の
地

主
会
で
は
こ
の
布
令
に
つ
い
て
も
話
し
合
い

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
先
に
告

示
さ
れ
た
約
四
億
円
の
補
償
金
は
、
宅
地
は

十
カ
年
、
田
畑
が
十
六
年
半
分
の
土
地
使
用

料
で
土
地
連
が
提
出
し
た
資
料
で
は
坪
当
り

一
、
六
三
〇
円
平
均
で
、
こ
れ
を
等
級
別
に

わ
け
る
と
垣
花
付
近
が
最
高
四
千
円
、
小
禄

方
面
で
は
宅
地
の
最
高
が
一
三
六
円
と
な
っ

て
お
り
、
最
低
で
は
十
二
円
二
十
銭

何
れ

も
一
年
分

と
な
っ
て
い
る
。

｜
社
　
説
｜

土
地
収
用
令
と
政
府

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
５
・
８

四
原
則
の
一
つ
で
あ
る
一
括
払
い
が
、
軍

の
告
知
書
に
よ
っ
て
崩
れ
そ
う
な
と
し
て
い

る
気
配
が
う
か
が
わ
れ
る
。
那
覇
港
地
域
二

十
五
万
坪
に
お
よ
ぶ

限
定
付
土
地
保
有
権

の
取
得
告
知
で
、
行
政
府
で
は
こ
れ
に
対
処

す
る
た
め
当
間
主
席
以
下
関
係
首
脳
が
集
ま

り
告
知
書
の
内
容
を
検
討
し
た
け
れ
ど
も
、

内
容
に
疑
問
が
あ
る
の
で
、
民
政
府
に
照
会

す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
根
本
的
な
政
府

の
態
度
に
つ
い
て
は
す
こ
し
も
考
え
を
ま
と

め
て
い
な
い
様
子
で
あ
る
。

立
法
院

土
地
特
別
委

で
も
お
な
じ
日

の
六
日
か
ら
、
一
括
払
い
を
中
心
と
し
た
今

後
の
態
度
を
ど
う
き
め
る
か
に
つ
い
て
討
議

し
て
い
る
。
結
果
は
ま
と
ま
っ
た
と
は
い
え

な
い
が
、
寝
耳
に
水
の
感
じ
の
す
る
こ
の

土
地
収
用
令

適
用
第
一
号
に
対
し
て
一

括
払
い
反
対
を
再
確
認
し
た
か
っ
こ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
基
本
的
な
線
と
い
う

こ
と
で
は
反
対
の
意
向
を
ま
と
め
た
も
の

の
、
各
派
の
見
方
は
ま
ち
ま
ち
で
、
そ
の
受

取
り
方
は
一
様
で
は
な
い
。
社
大
党
は

収

用
令
と
い
う
の
は
、
合
意
に
い
た
ら
な
か
っ
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た
ば
あ
い
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
、
既
に

使
っ
て
い
る
土
地
に
こ
れ
を
適
用
す
る
の
は

合
点
が
い
か
な
い

と
、
あ
く
ま
で
も
四
原

則
を
堅
持
し
て
い
る
。
民
主
党
は
、
こ
れ
に

対
し

四
原
則
は
原
則
で
あ
っ
て
幅
が
あ
る
。

軍
が
公
共
上
絶
対
必
要
な
土
地
を
収
用
す
る

の
は
や
む
を
得
な
い

と
暗
に
そ
れ
を
認

め
て
い
る
。
問
題
は
当
間
主
席
だ
が
、
主
席

は

自
由
意
思

地
主
の

は
尊
重
す
べ
き

で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
政
治
的
な
圧
力
を
か
け

る
よ
う
な
こ
と
は
反
対
す
る

と
相
変
わ
ら

ず
一
括
払
い
に
対
し
て
は
こ
れ
ま
で
の
考
え

方
を
す
こ
し
も
改
め
て
い
な
い
。
こ
う
な
る

と
、
土
地
問
題
は
、
民
側
の
意
見
を
ま
と
め

な
い
中
に
、
新
た
に
手
を
打
っ
て
き
た
ア
メ

リ
カ
の
具
体
的
な
土
地
収
用
令
適
用
第
一
号

と
な
っ
て
、
ま
た
も
振
り
出
し
へ
戻
り
そ
う

な
感
じ
さ
え
受
け
る
し
、
極
端
に
い
え
ば
、

従
来
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
は
進
展
し
な
か
っ
た

土
地
問
題
が
、
予
期
し
な
い
暗
礁
に
乗
り
上

げ
て
し
ま
っ
た
か
っ
こ
う
に
な
っ
た
。

土
地
収
用
は
、
先
に
公
布
さ
れ
た
布
令
百

六
十
四
号
に
拠
る
も
の
で
、
こ
ん
ど
の
収
用

告
知
が
仮
り
に
実
行
さ
れ
る
と
し
た
ら
、
那

覇
港
地
域
一
帯
の
土
地
に
対
し
て
、
一
切
の

権
利
は
半
永
久
的
に
ア
メ
リ
カ
の
手
に
移
る

こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ら
の
土
地
に
支
払
わ
れ

る
金
額
は
約
四
億
一
千
七
百
万
円
と
い
う
多

額
に
な
る
。
限
定
付
所
有
権
と
は
い
え
、
日

本
の
沖
縄
に
対
す
る
考
え
方

ア
メ
リ
カ
が

権
利
を
放
棄
す
る
ま
で
は
保
有
権
は
存
続
す

る
が
、
実
際
上
は
、
日
本
の
沖
縄
に
対
す
る

潜
在
主
権
的
な
権
利
し
か
地
主
に
は
な
い

と
も
つ
な
が
っ
て
く
る
の
で
、
当
間
主
席
の

い
う
”
地
主
の
自
由
意
思
”
で
果
し
て
割
り

切
れ
る
の
か
、大
変
疑
問
で
あ
る
。そ
し
て
、”

政
治
的
圧
力
に
は
反
対
”
と
い
う
見
方
も
、

こ
の
ば
あ
い
、
何
を
指
し
て
地
主
に
対
す
る

圧
力
な
の
か
リ
ク
ツ
上
も
、
釈
然
と
は
し
な

い
の
で
あ
る
。

そ
れ
よ
り
も
、
心
配
な
の
は
補
償
総
額
四

億
円
の
金
が
地
主
を
経
て
バ
ラ
撒
か
れ
た
時

の
経
済
波
及
で
あ
る
。
悪
性
イ
ン
フ
レ
と
ま

で
は
い
か
な
く
て
も
、
た
だ
で
さ
え
ダ
ブ
つ

き
が
ち
の
通
貨
に
、
そ
れ
が
な
ん
の
作
用
も

起
さ
な
い
と
は
保
証
で
き
な
い
。
こ
れ
に

よ
っ
て
刺
激
を
受
け
た
業
界
や
、
商
界
の
影

響
も
予
断
で
き
な
い
し
、
現
に
土
地
ブ
ロ
ー

カ
ー
の
暗
躍
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
他
の
面
に
及

ぼ
す
思
惑
な
ど
、
経
済
変
動
は
早
晩
免
か
れ

な
い
と
す
る
と
、

資
金
の
政
府
運
用

や

地
主
個
々
の
意
思

も
、
一
つ
と
し
て
具

体
性
の
な
い
、
言
い
変
え
る
と
、
こ
れ
と

い
っ
て
ハ
ッ
キ
リ
し
た
根
底
の
な
い
と
ん
辞

と
し
か
受
取
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
、
前
途
を
悲
観
的
に
眺
め
る
と
、

一
事
が
万
事
で
、
布
令
百
六
十
四
号
の
上
に

立
て
ば
、
や
ろ
う
と
お
も
え
ば
、
土
地
収
用

令
適
用
は
、那
覇
港
一
帯
の
土
地
に
限
ら
ず
、

こ
れ
ら
第
二
、
第
三
号
の
保
有
権
取
得
を
生

ま
な
い
と
は
こ
れ
ま
た
保
証
は
誰
に
も
で
き

な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
常
識
と
し
て
は
あ

り
え
な
い
こ
と
と
お
も
う
が
、
軍
事
基
地
の

性
格
か
ら
推
し
て
、
つ
ま
り
、
世
界
の
客
観

情
勢
に
機
敏
に
反
応
す
る
軍
事
上
の
要
求
に

照
ら
せ
ば
、
現
に
自
由
諸
国
の
守
り
と
い
う

点
か
ら
、
沖
縄
に
基
地
を
持
つ
ア
メ
リ
カ
と

し
て
、
い
つ
こ
れ
の
改
変
に
迫
ら
れ
る
こ
と

か
も
し
れ
ず
、
そ
の
名
目
で
は
第
二
、
第
三

号
の
土
地
取
得
と
い
う
こ
と
は
一
応
考
え
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
な
る
と
、
今
の
よ
う
な
行
政
府
の
態

度
で
は
、
資
金
の
政
府
運
用
と
い
う
こ
と
も
、

観
念
の
域
を
出
て
い
な
い
し
、
ま
た
こ
れ
を

体
系
づ
け
る
工
夫
も
容
易
に
で
き
上
り
そ
う

も
な
い
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
が
沖
縄
の
基
地
を
使
う
こ
と
に

反
対
す
る
地
主
は
い
な
い
は
ず
だ
し
、
一
般

の
世
論
も
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
了
解
ず

み
で
あ
る
の
に
、
基
地
設
定
に
つ
な
が
る
土

地
問
題
と
し
て
、
つ
ま
り
技
術
上
は
い
つ
も

壁
に
ば
か
り
つ
き
当
る
の
を
、
ど
う
す
れ
ば

解
決
で
き
る
の
か
、
こ
れ
は
内
外
ひ
と
し
く

注
目
す
る
と
こ
ろ
だ
し
、民
意
を
結
集
し
て
、

そ
れ
を
反
映
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
機
関
で
あ
る

立
法
院
に
対
す
る
期
待
も
、
そ
の
辺
に
あ
る

わ
け
だ
が
、
当
間
主
席
は
、
や
や
と
も
す
れ

ば
、
こ
れ
を
政
治
的
な
圧
力
と
で
も
解
釈
す

る
か
の
口
吻
で
あ
る
の
は
、
単
に
二
頭
立
政

治
の
む
つ
か
し
さ
か
ら
く
る
悩
み
を
、
態
よ

く
ス
リ
代
え
た
も
の
か
、
こ
う
し
た
現
実
に

直
面
し
て
、
は
な
は
だ
頼
り
な
い
考
え
方
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

不
審
な
区
画
整
理
を
究
明
／
那

覇
市
会
建
設
委

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
５
・
８

那
覇
市
会
の
建
設
委
員
会
は
七
日
ひ
る
二
時

か
ら
市
場
中
通
り
会
か
ら
出
さ
れ
た
ガ
ー
ブ

川
の
浚
渫
工
事
の
陳
情
に
つ
い
て
協
議
し

た
。
河
川
工
事
に
つ
い
て
金
城
区
画
整
理
課
長
は

浚
渫
は
政
府
の
責
任
だ
が
、
工
事
停
止
の
た

め
に
せ
き
と
め
ら
れ
て
い
る
土
の
と
り
の
け

は
市
の
責
任
だ
と
説
明
し
た
の
に
対
し
瀬
長

市
長
は
河
川
は
河
川
法
に
よ
っ
て
政
府
が
責

任
を
も
っ
て
工
事
を
す
す
め
る
べ
き
だ
と
の

見
解
を
と
っ
た
た
め
結
論
を
得
ず
、
継
続
審

議
と
し
て
次
回
に
回
す
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
後
宮
城
清
三
郎
委
員

人
民
党

か

ら
区
画
整
理
に
よ
る
換
地
は
地
主
か
ら
か
な

り
不
満
の
声
が
聞
か
れ
る
が
、
適
正
に
な
さ

れ
た
か
ど
う
か
質
問
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
金
城
区
画
整
理
課
長
は
、

規
定
に
よ
っ
て
換
地
を
行
っ
た
も
の
で
、
地

一
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主
に
は
規
定
を
説
明
、
皆
納
得
し
て
い
る
。

不
満
の
者
が
い
て
も
僅
か
な
も
の
だ
と
答
弁

し
た
が
、

傍
聴
し
て
い
た
美
栄
橋
商
業
地
区
擁
護
期

成
会
代
表
の
三
島
英
稔
氏
は
休
憩
時
間
に

換
地
に
満
足
し
て
い
る
の
は
換
地
が
い

い
場
所
に
い
っ
た
人
た
ち
で
殆
ど
は
不
満

だ
。
補
償
の
問
題
で
も
市
と
地
主
の
間
に

は
相
当
の
ひ
ら
き
が
あ
る

と
証
言
し
た
。

そ
こ
で
同
委
員
会
で
は
、
市
当
局
に
換
地
台

帳
の
提
出
を
求
め
、
次
の
委
員
会
で
適
正
で

あ
っ
た
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。な
お
瀬
長
市
長
が
就
任
す
る
二
日
前
の
一

月
三
日
、
専
決
処
分
で
売
却
さ
れ
た
安
里

川
の
埋
立
地
に
つ
い
て
も
不
審
な
点
が
あ

り
、
去
る
本
会
議
で
も
島
袋
嘉
順
議
員
か

ら
も
質
問
さ
れ
て
い
る
の
で
同
委
員
会
で

は
、
十
四
日
委
員
会
を
開
き
、
島
袋
議
員

を
呼
び
事
情
を
き
き
、
区
画
整
理
の
不
審

な
点
を
糾
明
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ど
う
す
る
七
千
七
百
万
円
／
那

覇
市
へ
の
一
括
払
い
土
地
補

償琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
５
・
10

那
覇
市
垣
花
・
小
禄
鏡
水
一
帯
の
軍
用
地
二

十
五
万
坪
に
対
す
る
四
億
一
千
万
円
の
一
か

つ
払
い
通
知
は
土
地
収
用
令
適
用
第
一
号
と

し
て
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
地
主
の
中
に

も

ま
と
ま
っ
た
金
を
貰
っ
て
事
業
資
金
に

し
た
い

な
ど
の
声
が
あ
り
、
と
く
に
垣
花

地
主
の
間
で
は
一
か
つ
払
い
に
対
し
賛
否
両

論
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で

こ
の
地
域
の
地
主
の
一
人
那
覇
市
に
は
七
千

七
百
万
円
の
補
償
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
資
金
凍
結
に
あ
い
、
融
資
を
拒

否
さ
れ
て
都
計
工
事
中
止
の
や
む
な
き
に

至
っ
た
市
当
局
は
こ
れ
ま
で
の
軍
補
助
額
に

等
し
い
補
償
額
を
得
て
再
び
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

を
う
な
ら
せ
る
か
ど
う
か

こ
ゝ
に
得
た
回

答
は

い
く
ら
積
ん
で
も
国
土
は
売
ら
ぬ

で
あ
っ
た
。

受
け
取
る
訳
に
は
い
か
ぬ
／
”
し
ば
ら

く
辛
抱
”
と
市
当
局

Ｄ
Ｅ
か
ら
送
ら
れ
た

財
産
取
得
告
知
書

リ
ス
ト
に
よ
る
と
那
覇
市
の
市
有
地
は
住

吉
、
垣
花
、
山
下
、
通
堂
町
で
四
千
八
百
坪
、

こ
れ
に
非
細
分
土
地
二
万
五
千
八
百
坪

旧

那
覇
市

、
二
万
九
千
五
百
坪

旧
小
禄
村

を
合
せ
る
と
合
計
六
万
百
坪
で
、
こ
れ
に
対

す
る
補
償
額
は
七
千
七
百
六
十
万
八
千
四
百

三
十
二
円
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
も
土
地
収
用
令
に
よ
る
と
地
主
が
自
由

意
志
に
よ
る
権
利
譲
渡
契
約
を
し
な
か
っ
た

場
合
次
は

強
制
収
用
宣
告

に
訴
え
ら
れ
、

そ
れ
で
も
地
料
を
取
ら
な
い
場
合
は
銀
行
に

供
託
さ
れ
て
二
カ
年
後
に
は
米
国
政
府
に
返

還
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
権
利
の
放

棄
と
み
な
さ
れ
る
。

補
償
額
七
千
七
百
六
十
万
円
と
い
え
ば
那
覇

市
に
と
っ
て
軍
補
助
金
と
ほ
と
ん
ど
同
額
で

あ
る
。
こ
れ
だ
け
の
金
が
入
れ
ば
資
金
面
で

八
方
塞
り
の
那
覇
市
は
小
康
を
得
て
、
中
止

さ
れ
て
い
た
都
計
工
事
を
推
進
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
再
び
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
を
う
な
ら
せ
て
都
計
工
事
を
始
め

る
か
、
あ
る
い
は
水
道
施
設
を
強
化
し
て
”

水
攻
め
”
か
ら
逃
れ
る
か
。
瀬
長
市
長
と
泉

議
長
は
一
か
つ
払
い
受
理
問
題
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

瀬
長
市
長
談

あ
く
ま
で
四
原
則
貫
徹
で
行

く
。
た
と
え
五
十
億
、
百
億
積
ん
で
も
国
土

を
売
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
財
政
的
に

困
っ
て
は
い
る
が
辛
抱
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
泉
市
会
議
長
談

議
会
で
一
か
つ
払
反
対
の

意
思
を
全
会
一
致
で
表
明

昨
年
六
月

し

て
あ
る
し
受
取
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ

れ
に
は
二
つ
の
理
由
が
あ
っ
て
一
つ
は
市
当

局
が
ま
ず
真
向
う
か
ら
反
対
し
て
い
る
し
、

ま
た
個
人
と
市
政
と
い
う
の
は
全
然
性
質
が

違
う
か
ら
だ
。
市
と
し
て
は
不
動
産
を
保
持

す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ま
た
毎

年
と
れ
る
の
を
一
回
で
と
ろ
う
と
い
う
の
は

ノ
ー
マ
ル
じ
ゃ
な
い
と
思
う
。

目
の
前
の
こ
と
だ
け
考
え
て
受
理
す
る
よ
う

な
無
茶
は
で
き
な
い
。
全
議
員
が
一
致
し
た

考
え
を
も
っ
て
い
る
か
ら
別
に
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
議
会
が
打
合
せ
る
こ
と
は
な
い
。
強

制
収
用
の
ば
あ
い
の
措
置
は
ま
た
そ
の
と
き

に
な
っ
て
か
ら
し
か
い
え
な
い
。

毎
年
払
を
決
議
／
一
括
払
は
生

活
に
不
安
／
き
の
う
那
覇
地

主
大
会

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
５
・
13

土
地
収
用
令
告
知
を
う
け
た
垣
花
、
住
吉
、

山
下
三
丁
目
の
旧
垣
花
地
主
会
で
は
、
十
二

日
ひ
る
一
時
か
ら
那
覇
劇
場
で
総
会
を
開

催
、
土
地
連
側
か
ら
当
面
す
る
布
令
百
六
十

四
号
並
び
に
収
用
告
知
書
の
説
明
、
質
疑
応

答
が
あ
っ
た
。
会
長
挨
拶
、
経
過
報
告
に
ひ

き
つ
づ
き
小
波
津
土
地
連
事
務
局
長
か
ら
、

限
定
付
保
有
権
の
性
格
、
Ｄ
Ｅ
の
地
代
評
価

の
算
定
基
礎
、
所
得
税
な
ど
こ
ん
ご
の
問
題

点
に
就
て
説
明
が
あ
り
、
更
に
こ
の
件
に
つ

い
て
土
地
連
側
と
活
発
な
質
疑
応
答
が
あ
っ

た
が
、
協
議
に
移
る
前
、
場
内
か
ら
い
ま
の

総
会
を
地
主
大
会
に
切
換
え
る
よ
う
動
議
が

出
て
採
択
、
一
時
休
け
い
し
て
地
主
大
会
に

移
っ
た
。

牧
志
真
喜
氏
外
四
名
を
議
長
団
に
選
出
、
牧

志
氏
か
ら

こ
の
収
用
令
第
一
号
は
沖
縄
の

首
都
し
か
も
表
玄
関
で
あ
る
那
覇
港
に
面
し

た
土
地
だ
け
に
、お
互
い
が
慎
重
に
検
討
し
、
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将
来
を
誤
ら
な
い
よ
う
正
し
い
判
断
を
下
し

て
も
ら
い
た
い

と
挨
拶
、
地
主
の
意
見
表

明
、
自
由
登
壇
が
あ
っ
て
後
、

一
括
払
い

絶
対
反
対

の
次
の
よ
う
な
決
議
、
並
び
に

要
望
決
議
を
行
い
、
政
府
、
立
法
院
に
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
自
由
登
壇
で
瀬
長
那

覇
市
長
は
当
該
市
有
地
を
代
表
し
て
登
壇

収
用
告
知
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
七
千
坪

市
有
地

地
代
七
千
四
百
万
円

は
絶
対
譲

渡
し
な
い
事
を
こ
の
席
で
宣
言
す
る

と
述

べ
た
。

（
決
議
）
私
た
ち
軍
用
地
主
は
祖
先
よ
り
受

け
つ
い
だ
土
地
の
一
括
払
い
を
う
け
る
こ
と

は
こ
ん
後
の
生
活
に
不
安
と
危
惧
を
感
ず
る

も
の
で
従
来
通
り
賃
貸
料
を
毎
年
払
い
し
て

も
ら
う
こ
と
を
決
議
し
ま
す
。

（
要
望
決
議
）
一
、
軍
用
地
適
正
賃
貸
料
の

訴
願
審
理
を
早
急
に
実
施
し
て
も
ら
う
こ

と
。
二
、
那
覇
港
湾
の
海
に
な
っ
た
土
地
の
賃
貸

料
及
補
償
を
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

大
絃
小
絃

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
５
・
15

那
覇
市
役
所
に
、も
や
も
や
と
し
た
も
の
が
、

た
ち
こ
め
て
い
る
。土
木
工
事
を
め
ぐ
っ
て
、

ど
う
も
臭
い
事
件
が
あ
る
ら
し
い
よ
う
な
空

気
だ
▼
援
護
課
の
汚
職
事
件
が
、
司
直
の
手

に
よ
っ
て
目
下
追
及
を
う
け
て
い
る
際
な
の

で
、
ま
た
こ
こ
に
も
か
｜
と
顔
を
し
か
め
た

く
な
る
。
役
人
と
い
う
も
の
は
、
ど
う
し
て

こ
う
な
ん
だ
ろ
う
。
た
た
け
ば
、
い
く
ら
で

も
ホ
コ
リ
が
で
る
と
あ
っ
て
は
、
第
一
税
金

を
納
め
よ
う
と
い
う
気
持
が
つ
き
崩
さ
れ
る

▼
那
覇
市
役
所
の
場
合
、ず
っ
と
以
前
か
ら
、

都
市
計
画
工
事
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、
い
ろ
い

ろ
の
疑
惑
が
う
わ
さ
さ
れ
た
。
市
会
の
席
上

で

わ
れ
わ
れ
は
、
不
正
事
件
に
つ
い
て
、

ち
ゃ
ん
と
資
料
を
も
っ
て
い
る

と
公
言
す

る
議
員
も
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。だ
が
そ
の
後
、

コ
ト
の
い
き
さ
つ
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、

市
民
は
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
▼
疑
惑
に
つ

つ
ま
れ
た
ま
ま
で
、
真
相
を
知
ら
さ
れ
な
い

じ
れ
っ
た
さ
は
、
ど
う
に
も
や
り
き
れ
な
い

気
持
で
あ
る
。
そ
こ
へ
、
あ
る
課
長
が
出
勤

停
止
を
命
ぜ
ら
れ
た
り
、
部
長
の
辞
表
が
な

に
分
の
沙
汰
あ
る
ま
で
保
留
と
な
っ
た
り
す

る
と
、
ま
す
ま
す
早
く
黒
白
を
あ
き
ら
か
に

し
て
ほ
し
い
と
い
い
た
く
な
る
。
他
人
の
悪

事
が
あ
ば
か
れ
る
の
を
手
を
叩
い
て
喜
ぶ
わ

け
で
は
な
い
が
、
不
正
は
ど
こ
ま
で
も
恨
ま

ね
ば
な
ら
な
い
▼
都
計
工
事
を
め
ぐ
っ
て
も

し
不
正
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
前
市
長

時
代
の
で
き
ご
と
で
あ
る
こ
と
は
、
お
よ
そ

察
し
が
つ
く
。
新
市
長
の
就
任
以
後
は
、
ほ

と
ん
ど
の
主
要
工
事
が
、
い
わ
ゆ
る
資
金
の

凍
結
で
停
っ
て
い
る
は
ず
な
の
で
、
ま
ず
汚

職
を
は
た
ら
く
ス
キ
は
な
か
っ
た
と
思
え
る

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
新
市
長
は
”
掃
除
役
”

を
ひ
き
う
け
た
こ
と
に
な
ろ
う
か
▼
と
に
か

く
瀬
長
市
長
は
、
用
心
ぶ
か
く
コ
ト
の
真
相

究
明
へ
手
を
つ
け
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え

る
。
援
護
課
の
事
件
が
、
外
部
か
ら
手
を
加

え
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
役
所
の
内
側
か
ら

汚
職
を
摘
発
し
よ
う
と
か
か
っ
て
い
る
の

は
、
メ
ス
の
入
れ
方
に
大
き
な
違
い
が
あ
る

と
い
う
も
の
だ
が
、
あ
ま
り
に
も
た
も
た
し

て
い
る
よ
う
な
印
象
を
う
け
る
▼
遠
回
し
に

か
こ
ん
で
逃
が
し
が
ち
な
呑
舟
の
魚
を
と
り

押
え
る
算
段
で
も
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
早
く
真
相
が
知
り
た
い
。

疑
惑
は
さ
ら
に
疑
惑
を
生
ん
で
、
つ
い
に
は

司
直
の
手
が
の
び
な
い
の
に
も
疑
惑
の
目
を

む
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
い
つ
ま
で
も
も

や
の
な
か
に
と
じ
こ
め
て
は
な
ら
な
い
。

”
一
括
払
い
絶
対
反
対
”
／
昨

夜
那
覇
市
民
大
会
で
決
議

沖
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那
覇
市
土
地
を
守
る
会
は
、
十
八
日
よ
る
八

時
半
か
ら
久
茂
地
広
場
に
約
三
千
名
の
聴
衆

を
集
め
、”
一
括
払
い
反
対
市
民
大
会
”
を

開
い
た
。

大
会
は
開
会
前
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
”
軍

用
地
代
の
一
括
払
い
絶
対
反
対
””
布
令
百

六
十
四
号
を
廃
止
せ
よ
”
等
六
項
目
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
か
か
げ
て
決
行
さ
れ
た
。

那
覇
土
地
を
守
る
会
事
務
局
長
浦
崎
康
華
氏

の
開
会
挨
拶
で
幕
を
あ
け
、
議
長
団
に
松
根

稔
、
牧
志
真
喜
、
平
良
真
次
郎
の
三
氏
を
選

出
し
た
の
ち
、
平
良
真
次
郎
氏
の
大
会
経
過

報
告
が
あ
り
、
各
団
体
代
表
の
意
見
発
表
に

移
っ
た
。

意
見
発
表
で
は
土
地
連
合
会
長
、
桑
江
朝
幸

氏
、
社
大
党
代
表
、
安
里
積
千
代
氏
、
人
民

党
代
表
、
大
湾
喜
三
郎
氏
、
那
覇
市
土
地
を

守
る
会
長
、
瀬
長
亀
次
郎
氏
の
団
体
代
表
が

登
壇
し
た
の
ち
、
自
由
登
壇
と
な
り
、
兼
次

佐
一
氏
が
意
見
を
発
表
し
た
が
、
何
れ
も
”

限
定
付
保
有
権
は
、土
地
権
の
譲
渡
で
あ
り
、

一
括
払
い
を
受
け
る
こ
と
は
祖
先
か
ら
受
け

つ
い
だ
土
地
を
売
る
こ
と
に
な
り
断
固
反
対

す
る
”
と
の
べ
た
。

そ
の
後
本
土
各
種
団
体
、
個
人
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
激
電
朗
読
が
あ
っ
て
宣
言
決
議
に
入

り
、
十
一
時
す
ぎ
閉
会
し
た
。

【
宣
言
要
旨
】
去
る
五
月
四
日
、
ア
メ
リ
カ

軍
は
先
に
公
布
し
た
布
令
百
六
十
四
号
の
適

用
第
一
号
と
し
て
沖
縄
の
表
玄
関
で
あ
り
、

喉
元
に
も
あ
た
る
那
覇
港
一
帯
の
土
地
二
十

五
万
余
坪
に
対
し
、
限
定
付
土
地
保
有
権
を

設
定
す
る
と
通
告
し
た
。
こ
の
収
用
の
通
告

に
際
し
、
ア
メ
リ
カ
軍
と
当
間
主
席
は
所
有

権
は
地
主
に
残
る
と
弁
明
し
て
い
る
が
、
実

際
は
土
地
使
用
料
の
一
括
払
い
に
よ
っ
て
、

土
地
を
永
久
に
買
い
あ
げ
よ
う
と
す
る
も
の

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

五
月

六
一
一



で
あ
る
。
こ
れ
は
地
主
の
意
思
を
無
視
し
た

所
有
権
、
私
有
財
産
権
の
否
定
で
あ
り
、
日

本
の
領
土
権
の
侵
害
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は

こ
の
よ
う
な
国
際
法
を
無
視
し
た
暴
挙
を
断

じ
て
容
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
わ
れ
わ

れ
那
覇
十
一
万
市
民
は
こ
の
軍
用
土
地
所
有

者
の
決
意
と
た
た
か
い
を
心
か
ら
支
持
す

る
。
わ
れ
わ
れ
那
覇
十
一
万
市
民
は
、
祖
国

の
領
土
主
権
を
守
り
抜
く
た
め
に
プ
ラ
イ
ス

勧
告
と
布
令
百
六
十
四
号
を
粉
砕
し
、
四
原

則
の
貫
徹
を
め
ざ
し
て
軍
用
土
地
所
有
者
と

腕
を
組
ん
で
共
に
闘
う
こ
と
を
固
く
誓
う
も

の
で
あ
る
。

【
決
議
】
軍
用
地
代
の
一
括
払
い
が
、
強
制

実
施
さ
れ
ん
と
す
る
に
当
り
、
わ
れ
わ
れ
は

四
原
則
貫
徹
を
確
認
し
、
一
層
強
固
な
団
結

を
も
っ
て
沖
縄
全
住
民
永
遠
の
福
祉
を
確
保

す
る
た
め
、
一
括
払
い
を
絶
対
反
対
し
、
左

記
に
よ
り
国
土
を
守
り
抜
く
こ
と
を
改
め
て

決
意
す
る
。
軍
民
両
政
府
は
こ
の
世
論
に
鑑

み
善
処
さ
れ
ん
こ
と
を
要
請
す
る
。

一
、
軍
用
地
代
の
一
括
払
い
絶
対
反
対
。

一
、
軍
用
地
使
用
料
を
毎
年
払
い
に
せ
よ
。

一
、
布
令
第
百
六
十
四
号
を
廃
止
せ
よ
。

競
輪
法
廃
止
／
行
政
府
方
針
決

定琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
５
・
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公
認
賭
博
だ
と
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
一
九

五
三
年
に
立
法
化
し
た
”
自
転
車
競
技
法
”

は
昨
年
六
月
に
那
覇
市
か
ら
の
申
請
に
よ
っ

て
政
府
が
同
市
を
競
輪
を
行
う
こ
と
の
で
き

る
市
町
村
に
指
定
し
よ
う
と
し
た
が
、
世
論

の
反
対
に
あ
っ
て
告
示
準
備
を
完
了
し
て
い

る
の
を
取
止
め
結
局
、
立
法
公
布
後
一
回
も

適
用
し
な
い
ま
ゝ
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
政

府
で
は
十
九
日
、
同
法
を
廃
止
す
る
立
法
を

今
期
議
会
に
立
法
勧
告
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

”
自
転
車
競
技
法
を
廃
止
す
る
立
法
”
は
民

政
府
の
同
意
を
得
し
だ
い
立
法
勧
告
す
る
が

沖
縄
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
山
城
篤
男
氏

か
ら
昨
年
、
競
輪
法
廃
止
の
陳
情
が
出
て
い

る
の
で
政
府
は
十
九
日
次
の
よ
う
に
廃
止
措

置
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
と
回
答
を
送
っ

た
。自
転
車
競
技
法

一
九
五
三
年
立
法
第
四

十
一
号

に
よ
っ
て
自
転
車
競
走
を
行
う

こ
と
の
で
き
る
市
町
村
の
指
定
が
な
い
の

で
現
在
同
法
を
実
施
し
て
い
る
市
町
村
は

な
い
。
こ
の
立
法
の
措
置
に
つ
い
て
は
今

期
立
法
院
議
会
に
提
案
し
廃
止
の
手
続
き

を
と
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

二
年
前
か
ら
水
増
し
／
那
覇
砕

石
場
汚
職
の
処
分
発
表

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
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・
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・
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那
覇
市
営
の
首
里
砕
石
場
を
中
心
と
す
る
汚

職
事
件
に
つ
い
て
二
十
一
日
瀬
長
市
長
は
懲

戒
委
員
会
の
結
論
に
基
い
て
、
懲
戒
免
職
二

名
、
一
年
の
停
職
二
名
、
戒
告
一
名
、
即
時

解
雇
四
名
、訓
戒
五
名
の
処
分
を
発
表
し
た
。

調
べ
で
は
土
木
課
長
上
原
直
次
郎
、
現
場
主

任
前
原
昭
二
は
技
手
古
波
鮫
唯
芳
、
工
夫
上

江
洲
重
雄
、
そ
の
他
雇
員
四
名
と
共
謀
し
て

労
賃
を
水
増
し
し
て
着
服
し
た
外
、
上
原
、

前
原
の
両
人
は
、
労
務
者
延
百
五
名
を
家
屋

修
理
、
庭
作
り
な
ど
の
私
用
に
使
い
、
さ
ら

に
、
資
材
を
横
流
し
し
て
い
る
。

前
現
場
主
任
古
波
鮫
の
証
言
に
よ
る
と
労

賃
の
水
増
し
は
二
年
前
か
ら
行
っ
て
い
た

と
い
わ
れ
、
直
接
労
賃
の
水
増
し
に
当
っ

て
い
た
雇
員
の
証
言
で
は
、
二
重
帳
簿
を

作
っ
て
い
た
と
い
う
が
、
証
拠
い
ん
め
つ

の
た
め
に
帳
簿
は
焼
か
れ
て
い
る
の
で
横

領
し
た
総
額
は
不
明
。

経
理
も
管
理
も
乱
脈
を
き
わ
め
て
お
り
、
収

益
か
ら
の
ピ
ン
は
ね
も
あ
る
模
様
。
な
お
、

同
砕
石
場
は
上
原
課
長
の
親
戚
人
事
で
固
め

ら
れ
金
貸
し
人
も
出
入
り
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
管
理
の
乱
脈
さ
は
建
設
部
長
に
は

責
任
が
あ
る
と
懲
戒
委
員
会
で
は
二
十
一
日

安
次
富
部
長
の
任
意
出
頭
を
求
め
た
が
、
同

部
長
は
顔
を
み
せ
ず
、
瀬
長
市
長
は
”
出
頭

し
な
い
場
合
に
は
懲
戒
委
と
は
か
り
、
単
独

で
処
分
す
る
”
と
い
っ
て
い
る
。
処
分
に

な
っ
た
職
員
は
次
の
通
り
。

△
懲
戒
免

上
原
直
次
郎

土
木
課
長

前

原
昭
二

現
場
主
任

△
一
ヵ
年
の
停
職

古
波
鮫
唯
芳

技
手

上
江
洲
重
雄

工
夫

△
戒
告

運
転
手
一
名
、
適
当
な
時
期
に
総

務
課
で
辞
職
を
勧
告
す
る
。

△
即
時
解
雇

雇
員
四
名

民
マ
ー
ジ
ャ
ン
、
花
札
を
し
て
い
た
か
ど
で

訓
戒
、
五
名
。

瀬
長
市
長
の
話

市
民
の
税
金
で
あ
る
市

財
産
を
私
有
化
し
、
あ
る
い
は
市
の
財
産
で

ま
か
な
わ
れ
て
い
る
労
務
者
の
賃
金
を
ピ
ン

は
ね
、
不
当
、
不
正
に
支
出
消
費
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
職
場
内
に
高
利
貸
を
出
入
り
さ

せ
る
こ
と
は
市
民
の
名
に
お
い
て
許
す
べ
き

こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
事
件
は
当
然
司
法
の

手
に
渡
る
で
あ
ら
う
。

首
里
バ
ス
役
員
人
事
決
る

沖
タ
・
朝
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首
里
バ
ス
株
式
会
社
は
二
十
五
日
ひ
る
四
時

か
ら
首
里
劇
場
で
株
主
総
会
を
開
き
、
取
締

役
七
名
、
監
査
役
二
名
の
役
員
改
選
を
行
っ

た
。こ
れ
は
去
る
十
九
日
首
里
中
校
で
開
か
れ

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

五
月

六
一
二



た
総
会
で
、
三
万
株
を
も
つ
那
覇
市
代
表
の

瀬
長
市
長
が
”
三
万
株
”
を
代
表
し
て
役
員

に
取
締
役
、
監
査
役
各
一
名
を
市
代
表
か
ら

出
し
た
い
が
、
腹
案
を
も
た
な
い
の
で
二
十

五
日
に
総
会
を
延
期
す
る
よ
う
提
案
、
延
期

さ
れ
た
も
の
。

二
十
五
日
に
は
株
主
百
十
二
名

株
数
四

万
三
千

が
出
席
、
上
江
洲
安
健
社
長
の
司

会
で
総
会
は
進
め
ら
れ
た
が
、
役
員
選
考
委

員
の
選
出
方
法
を
め
ぐ
り
冒
頭
か
ら
も
め
た

が
、”
首
里
三
校
区
か
ら
各
三
名
の
選
考
委

員
を
現
役
員
が
選
出
、
そ
れ
に
市
長
を
加
え

た
十
名
の
委
員
で
推
薦
し
た
い
”
と
い
う
瀬

長
市
長
の
提
案
が
採
択
さ
れ
、
議
事
は
追
行

し
た
。
選
考
委
員
会
に
よ
っ
て
推
薦
さ
れ
た
七
名

の
取
締
役
、
二
名
の
監
査
役
は
そ
の
ま
ま
承

認
さ
れ
た
が
、
瀬
長
市
長
推
薦
の
崎
山
喜
達

氏
は
取
締
役
に
、
國
場
幸
太
郎
氏

首
里
支

所
長

が
監
査
役
に
新
し
く
那
覇
市
を
代
表

し
て
役
員
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
外
、監
査
員
に
儀
武
息
睦
氏
が
入
り
、

元
監
査
員
の
新
垣
栄
昌
氏
が
取
締
役
に
回

り
、
元
取
締
役
の
花
城
清
用
氏
と
当
真
嗣
松

氏
が
抜
け
た
外
は
全
員
留
任
と
な
っ
た
。

な
お
、
選
考
委
員
か
ら
相
談
役
に
瀬
長
亀

次
郎
氏
と
花
城
清
用
氏
が
推
さ
れ
た
が
、
こ

れ
は
同
社
定
款
三
十
条
に
よ
り
相
談
役
は
取

締
役
会
で
推
薦
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
要
望
事
項
と
す
る
こ
と
に
な
り
、
五
時

閉
会
し
た
。

新
役
員
は
次
の
通
り
。

△
取
締
役

新
垣
栄
昌
、
上
間
長
和
、
大

山
盛
幸
、
久
高
友
敏
、
崎
山
喜
達
、
島
袋
賀

真
、
上
江
洲
安
健
。

△
監
査
役

儀
武
息
睦
、
國
場
幸
太
郎

那
覇
港
一
帯
を
強
制
収
用
／
限

定
付
土
地
保
有
権
米
に
移
る

／
一
括
払
い
総
額
四
億
円
二

十
二
万
坪

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
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６
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沖
縄
地
区
工
兵
隊

Ｄ
Ｅ

は
四
日
、
法
務

局
お
よ
び
那
覇
登
記
所
あ
て

土
地
収
用
令

第
百
号

を
送
付
、
布
令
百
六
十
四
号

米

国
土
地
収
用
令

に
基
き
、
去
る
五
月
四
日

限
定
付
保
有
権
の
取
得
を
告
知
し
た
那
覇
市

住
吉
、
垣
花
、
山
下
、
通
堂
、
鏡
水
を
含
む

那
覇
港
湾
地
域
二
十
二
万
五
千
余
坪
に
対
す

る
土
地
収
用
を
宣
告
し
て
き
た
。
こ
れ
は
布

令
百
六
十
四
号
に
よ
る
強
制
収
用
の
第
一
号

で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
問
題
の
”
一
括
払

い
”
は
い
よ
い
よ
具
体
的
な
実
施
へ
移
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

収
用
宣
告
書
／
き
の
う
届
く

布
令
百
六
十
四
号
第
三
項
Ｃ
に
は

収
用
告

知
書
の
提
出
後
三
十
日
以
上
九
十
日
以
内
の

期
間
内
に
合
衆
国
陸
軍
工
兵
地
区
工
兵
隊
は

そ
の
時
ま
で
に
協
議
に
よ
っ
て
取
得
す
る
こ

と
の
で
き
な
か
っ
た
土
地
又
は
地
上
物
権
の

管
轄
登
記
所
に
収
用
宣
告
書
を
登
記
す
る
こ

と
が
で
き
る

と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
今
回

の
那
覇
港
湾
地
区
に
対
す
る
収
用
宣
告
は
協

議
に
よ
っ
て
土
地
を
取
得
で
き
な
か
っ
た
た

め
に
、
こ
の
規
定
に
示
さ
れ
た
”
宣
告
期
間
”

の
第
一
日
目
に
当
っ
て
宣
告
し
て
き
た
も
の

で
あ
る
。
宣
告
書
は
ま
ず

地
区
工
兵
隊
長

は
副
長
官
か
ら
与
え
ら
れ
た
権
限
に
よ
り
五

七
年
六
月
四
日
付
で
限
定
付
保
有
権
を
与
え

ら
れ
て
い
る

と
宣
言
す
る
と
と
も
に
具
体

的
収
用
手
続
面
に
つ
い
て
①
こ
の
収
用
令
提

出
と
同
時
に
収
用
さ
れ
る
土
地
に
対
す
る
一

括
払
い
資
金
を
琉
銀
に
供
託
し
た
こ
と
。
②

補
償
費
に
つ
い
て
不
満
の
あ
る
地
主
は
八
月

三
日
ま
で
に
民
政
府
土
地
裁
判
所
に
訴
願
を

す
る
こ
と
。
③
従
来
取
得
し
て
い
た
定
期
賃

借
権

毎
年
払
い

は
こ
れ
に
よ
っ
て
直
ち

に
終
結
す
る
、
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。な
お
収
用
さ
れ
る
場
所
は
住
吉
町
一
、

二
、
三
丁
目
。
垣
花
町
二
、
三
丁
目
。
山
下

町
一
、
二
丁
目
。
通
堂
町
三
丁
目
、
鏡
水
下

田
原
、
崎
原
、
名
座
原
、
土
砂
原
、
ミ
ノ
陶

原
な
ど
千
五
百
三
十
筆
、
面
積
二
十
二
万
五

千
七
十
一
坪
で
こ
れ
に
対
し
総
額
四
億
一
千

四
百
五
十
六
万
二
千
三
十
二
円
の
補
償
費
が

支
払
わ
れ
る
。

那
覇
港
一
帯
の
土
地
収
用
令
要

旨沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
６
・
５

布
令
百
六
十
四
号
に
も
と
づ
く
強
制
収
用
の

第
一
号
と
な
っ
た
那
覇
港
湾
地
域
二
十
二
万

五
千
余
坪
に
対
す
る

土
地
収
用
令
第
百
号

の
要
旨
、
次
の
通
り
。

米
国
合
衆
国
は
布
令
第
百
六
十
四
号
に
も
と

づ
き
五
月
四
日
付
で
那
覇
登
記
所
に
財
産
取

得
告
知
書
第
一
号
を
提
出
し
た
。
よ
っ
て
本

書
に
記
載
さ
れ
た
財
産
の
所
有
権
者
並
び
に

そ
の
如
何
な
る
権
利
を
有
す
る
人
々
に
対

し
、
布
令
百
六
十
四
号
二
節
Ａ
項
に
定
義
づ

け
ら
れ
た
”
限
定
付
土
地
保
有
権
”
を
取
得

す
る
意
図
で
告
知
書
を
与
え
た
。

琉
球
列
島
民
政
副
長
官
は
布
令
百
六
十
四
号

三
節
Ｃ
項
の
規
定
に
よ
り
、
財
産
告
知
書
第

一
号
に
含
ま
れ
た
地
域
内
の
財
産
に
つ
い
て

合
衆
国
陸
軍
工
兵
隊
地
区
、
地
区
工
兵
隊
長

に
こ
の
収
用
令
の
許
可
を
与
え
た
。
従
っ
て

副
長
官
が
四
月
十
九
日
付
、
Ｄ
Ｅ
に
委
任
し

た
権
限
並
び
に
権
力
に
よ
り
、
工
兵
隊
は
”

土
地
取
得
計
画
”
に
従
い
、
本
収
用
令
に
示

さ
れ
た
日
付
で
那
覇
登
記
所
に
土
地
宣
告
書

を
提
出
す
る
。

本
収
用
令
に
示
さ
れ
た
不
動
産
権
は
地
上

空
地
下
お
よ
び
地
上
に
お
け
る
完
全
な
る

独
占
的
使
用
、
所
有
及
び
享
有
す
る
範
囲

で
あ
る
。
ま
た
米
国
合
衆
国
が
該
地
の
必

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

五
｜
六
月

六
一
三



要
が
な
い
と
判
断
し
且
つ
那
覇
登
記
所
に

文
書
を
も
っ
て
放
棄
を
通
告
す
る
ま
で
本

不
動
産
権
は
継
続
す
る
。
本
不
動
産
権
は

布
令
百
六
十
四
号
二
節
Ｃ
項
に
規
定
さ
れ

た
一
切
の
制
限
並
び
に
責
任
を
負
う
。

収
用
地
に
あ
る
一
切
の
財
産
並
び
に
地
上
物

権
は
合
衆
国
に
よ
り
所
有
さ
れ
る
の
で
あ
る

か
ら
何
人
も
こ
れ
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

従
っ
て
補
償
金
は
供
託
さ
れ
な
い
。
合
衆
国

が
不
動
産
権
の
所
有
権
お
よ
び
利
権
を
断
念

し
な
い
限
り
米
国
の
財
産
で
あ
り
且
つ
財
産

と
し
て
存
続
す
る
。

米
合
衆
国
は
本
収
用
令
を
提
出
す
る
と
同
時

に
本
書
に
添
付
さ
れ
た
Ａ

補
償
費
支
払
い

リ
ス
ト

お
よ
び
Ｂ

図
面

に
表
示
し
且

つ
記
載
さ
れ
た
土
地
の
全
価
格
の
見
積
り
価

格
に
相
当
す
る
四
億
一
千
四
百
五
十
六
万
二

千
三
十
二
円

三
百
四
十
五
万
四
千
六
百
八

十
三
ド
ル

を
布
令
百
六
十
四
号
五
節
の
規

定
に
も
と
づ
き
終
局
的
に
支
払
い
を
受
け
る

人
々
に
対
し
て
信
任
さ
れ
る
よ
う
琉
球
銀
行

に
特
別
会
計
と
し
て
供
託
す
る
。
前
記
金
額

を
供
託
す
る
こ
と
に
よ
り
収
用
地
を
原
形
に

回
復
す
る
。
或
は
そ
の
代
り
に
損
害
に
対
す

る
支
払
い
を
な
す
。
或
は
限
定
付
土
地
保
有

権
の
終
局
の
際
は
米
国
合
衆
国
は
そ
の
財
産

の
状
態
を
変
更
し
、
ま
た
は
改
良
す
る
責
任

は
な
い
。

信
託
会
社
の
管
理
は
布
令
百
六
十
八
号
の

規
定
に
よ
り
琉
球
政
府
が
行
う
が
、
地
区
工

兵
隊
長
は
琉
球
政
府
並
び
に
琉
球
銀
行
そ
の

他
関
連
せ
る
団
体
の
記
録
書
を
調
査
し
検
査

す
る
権
利
を
常
に
有
す
る
。
ま
た
、
布
令
百

六
十
四
号
五
節
Ｃ
項
の
各
項
に
該
当
す
る
時

は
供
託
さ
れ
た
資
金
に
つ
き
米
国
合
衆
国
に

対
し
て
取
消
及
び
回
復
を
要
請
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

収
用
地
に
不
動
産
権
、
賃
借
権
ま
た
は
権

利
を
主
張
す
る
人
々
で
添
書
に
示
さ
れ
た

補
償
額
に
不
満
の
あ
る
も
の
は
不
動
産

権
、
賃
借
権
、
又
は
そ
の
他
の
権
利
に
関

す
る
限
り
、
適
正
補
償
に
就
て
の
検
討
並

び
に
決
定
の
た
め
、
布
令
百
六
十
四
号
八

節
に
規
定
さ
れ
た
土
地
裁
判
所
に
訴
願
す

る
こ
と
が
出
来
る
。

訴
願
は
文
書
を
も
っ
て
な
し
五
七
年
八
月

三
日
ま
で
に
土
地
裁
判
所
の
書
記
に
対
し

て
提
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

該
日
ま
で
に
訴
願
の
な
い
も
の
は
布
令
百
六

十
四
号
三
節
Ｄ
項
の
規
定
に
も
と
づ
き
価
格

考
慮
よ
り
永
久
に
除
外
さ
れ
る
。
訴
願
資
格

を
有
す
る
人
は
土
地
裁
判
所
に
訴
願
中
で
も

補
償
額
の
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
受
け
取
る
こ

と
が
出
来
る
が
、
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
受

け
取
る
場
合
は
彼
の
訴
願
権
利
は
如
何
な
る

も
の
で
あ
っ
て
も
価
格
考
慮
よ
り
自
動
的
に

除
外
さ
れ
る
。

信
託
会
計
の
供
託
上
の
資
金
支
払
は
琉
球

政
府
或
は
同
政
府
が
指
定
し
た
団
体
に
よ
り

行
わ
れ
る
が
、
工
兵
隊
長
に
支
払
証
明
書
お

よ
び
訴
願
書
を
転
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
支
払
管
財
人
は
支
払
期
日
お
よ
び

場
所
を
要
請
者
に
対
し
て
通
知
を
出
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

布
令
百
六
十
四
号
三
節
Ｃ
項
の
規
定
に
よ

り
本
書
に
記
さ
れ
た
土
地
の
確
認
証
お
よ

び
使
用
料
、
即
ち
布
令
百
六
十
四
号
の
も

と
に
取
得
さ
れ
た
”
定
期
賃
借
権
”
は
再

度
の
告
知
が
な
く
し
て
た
だ
ち
に
有
効
を

も
っ
て
終
結
さ
れ
る
。
該
地
に
対
す
る
終

結
使
用
料
は
確
認
証
お
よ
び
使
用
料
供
託

の
も
と
に
五
七
年
六
月
三
日
に
終
結
す

る
。

”
市
長
に
許
可
の
資
格
は
な
い
”

／
航
空
隊
内
の
黙
認
耕
作
で

那
覇
市
に
回
答

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
６
・
５

米
国
空
軍
第
五
十
一
戦
闘
機
隊
は
、
四
日
瀬

長
市
長
に
対
し
”
那
覇
空
軍
基
地
内
で
の
黙

認
農
耕
者
の
許
可
申
請
を
す
る
権
限
は
な
い

と
考
え
る
の
で
、
航
空
隊
内
で
の
農
耕
希
望

者
は
、
直
接
琉
球
政
府
に
パ
ス
発
行
の
申
請

を
す
る
よ
う
通
達
し
て
ほ
し
い
”
と
通
告
し

て
き
た
。
小
禄
は
耕
地
の
三
分
の
二
が
軍
用

地
に
接
収
さ
れ
て
い
る
が
、
空
軍
で
は
同
軍

用
地
内
で
使
用
さ
れ
て
い
な
い
部
分
に
は
パ

ス
を
発
行
し
て
農
耕
を
黙
認
、
六
ヵ
月
毎
に

パ
ス
の
更
新
を
や
っ
て
い
た
も
の
で
、
こ
の

通
告
は
去
る
五
月
十
四
日
、
瀬
長
市
長
が
、

同
地
域
へ
の
パ
ス
更
新
を
申
請
し
た
も
の
に

対
す
る
回
答
と
し
て
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

同
文
書
で
は
”
瀬
長
市
長
は
共
産
主
義
と
関

係
が
あ
り
、
そ
の
言
動
は
合
衆
国
の
安
全
と

利
益
に
反
す
る
の
で
、
重
要
な
那
覇
航
空
隊

に
入
る
農
耕
者
を
保
証
す
る
適
格
者
で
は
な

い
”
と
い
っ
て
い
る
。

な
お
、
現
在
有
効
で
あ
る
五
百
九
十
五
名
の

農
耕
許
可
証
は
当
間
市
長
時
代
に
保
証
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
六
月
三
十
日
ま
で
に
各
自

で
政
府
に
許
可
更
新
を
申
請
す
れ
ば
許
可
す

る
と
い
っ
て
い
る
。

松
根
小
禄
支
所
長
の
話

ま
だ
正
式
の
文
書

を
み
て
い
な
い
が
、
耕
作
中
の
土
地
は
作
物

も
で
き
て
お
り
、
突
然
不
許
可
に
な
っ
て
は

困
る
。

地
主
と
協
議
し
て
政
府
に
善
処
す
る
よ
う
申

し
入
れ
た
い
。

｜
社
　
説
｜

那
覇
市
会
は
混
迷
を
脱
せ
よ

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
６
・
11

注
目
の
那
覇
市
会
は
い
よ
い
よ
開
会
さ
れ

た
。
瀬
長
市
長
就
任
以
来
、
那
覇
市
会
は
内

外
の
注
目
を
浴
び
て
い
る
が
、一
月
の
臨
時
、

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

六
月

六
一
四



三
月
の
定
例
、
両
議
会
と
も
瀬
長
市
長
に

リ
ー
ド
さ
れ
て
簡
単
に
乗
り
切
ら
れ
た
。
当

局
派
、
反
当
局
派
と
の
間
に
は
い
ろ
い
ろ
戦

術
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、一
般
市
民
に
は
、

市
政
の
実
態
が
い
ま
だ
十
分
に
理
解
さ
れ
て

い
な
い
う
ら
み
が
あ
る
。

市
役
所
内
の
不
正
事
件
摘
発
は
市
理
事
者

に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
こ
れ
が
前
任
者
以
来
の

ク
サ
レ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
市

当
局
に
有
利
な
材
料
と
な
っ
た
こ
と
は
争
わ

れ
な
い
。
市
政
の
浄
化
も
無
論
肝
心
な
こ
と

で
あ
る
が
、
建
設
途
上
に
あ
る
那
覇
市
に
お

い
て
は
、
積
極
的
な
都
市
計
画
を
着
々
と
推

進
す
る
こ
と
が
第
一
の
眼
目
と
さ
れ
ね
ば
な

ら
ぬ
。
し
た
が
っ
て
、
問
題
は
市
民
多
数
の

福
祉
を
中
心
と
し
て
市
政
は
争
わ
れ
ね
ば
な

る
ぬ
。
反
当
局
派
が
瀬
長
市
長
を
排
撃
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
と
確
信
す
る
な
ら
ば
、
瀬
長
市
長
の
地

位
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
は
、
那
覇
市

十
一
万
市
民
の
福
祉
が
は
か
れ
な
い
、
と
い

う
こ
と
を
一
般
市
民
に
理
解
さ
せ
る
外
に
途

は
な
い
。

こ
れ
を
な
し
得
な
い
と
す
れ
ば
好
む
と
好

ま
ざ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
瀬
長
市
政
を
い
た

だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
、
三
名
の
与
党
議
員
を
抱
え
て
い
る
瀬
長

市
長
を
二
十
七
名
の
そ
の
中
に
は
態
度
不
明

も
数
名
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
野
党
が

ど
う
に
も
歯
が
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

決
し
て
正
常
で
は
な
い
。

か
く
て
、
那
覇
市
会
の
多
数
派
は
自
ら
の

責
任
を
感
じ
て
職
を
な
げ
う
つ
か
、
市
長
不

信
任
を
成
立
さ
せ
る
か
の
ど
ち
ら
か
に
踏
み

切
ら
ね
ば
、
市
会
議
員
と
し
て
の
職
責
を
け

が
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
市
会
が

い
つ
ま
で
も
現
在
の
よ
う
に
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ

状
態
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
市
民
と
し
て
も

ゆ
る
せ
な
い
事
態
で
あ
る
。

一
方
、
市
民
と
し
て
も
市
会
を
十
分
に
監

視
す
べ
き
で
あ
り
、
私
利
私
欲
で
市
会
が
動

く
べ
き
で
は
な
い
し
、
も
し
、
こ
の
よ
う
な

重
要
な
時
機
に
私
利
で
行
動
を
左
右
す
る
者

は
政
治
的
に
抹
殺
す
べ
き
で
あ
る
。
市
会
は

市
民
大
多
数
の
利
益
を
は
か
る
広
場
で
あ
っ

て
、
取
引
所
で
も
な
い
し
、
政
壇
演
説
の
場

で
あ
っ
て
も
な
ら
ぬ
。
現
下
の
那
覇
市
会
は

沖
縄
人
に
自
治
能
力
が
あ
る
か
な
い
か
の
試

金
石
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と
を
市
議
員
も
市

民
も
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。

那
覇
市
会
／
一
切
の
融
資
お
断

り
／
金
融
協
会
が
声
明
書
配

布琉
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十
一
日
開
会
し
た
那
覇
市
定
例
市
会
は
、
午

前
中
は
瀬
長
市
長
の
施
政
方
針
、
午
後
は
市

長
提
出
議
案
の
説
明
を
聞
い
て
初
日
の
日
程

を
終
り
、
十
五
日
午
前
十
時
に
本
会
議
を
再

開
し
て
施
政
方
針
に
対
す
る
一
般
質
問
に
入

る
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
、
き
ょ
う
午
後
の
本
会
議
で
議
案
説
明

に
先
立
ち
、
人
民
党
お
よ
び
人
民
党
同
調
者

に
は
一
切
の
融
資
を
断
る
と
と
も
に
、
瀬
長

氏
が
那
覇
市
長
で
あ
る
限
り
那
覇
市
に
対
す

る
直
接
間
接
を
問
わ
ず
融
資
し
な
い
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
今
後
更
に
預
金
取
引
を
も
拒
否

す
る
と
い
う
金
融
協
会
の
声
明
書
が
配
布
さ

れ
た
瀬
長
市
長
は
、
十
一
日
発
表
し
た
施
政

方
針
の
中
に
、
琉
銀
の
融
資
拒
否
は
不
当
で

あ
り
、
軍
か
ら
の
貸
付
指
令
が
取
り
消
さ
れ

な
い
限
り
、
起
債
残
額
も
当
然
収
入
と
し
て

予
算
に
計
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｜
と
述

べ
て
い
る
が
、
野
党
側
の
中
に
は
、
こ
の
声

明
書
自
体
が
そ
の
貸
付
指
令
の
取
消
し
に
匹

敵
す
る
も
の
で
あ
る
と
見
る
向
き
も
あ
る
。

ま
た
、
同
声
明
の
中
に
は
今
後
更
に
那
覇
市

と
の
預
金
取
引
を
も
拒
否
す
る
と
述
べ
て
い

る
の
で
、
瀬
長
市
長
が
去
る
市
民
大
会
で
述

べ
た
”
琉
銀
が
金
を
貸
さ
な
く
て
も
民
族
資

本
で
あ
る
民
間
銀
行
か
ら
金
を
借
り
て
都
計

を
遂
行
す
る
｜
｜
そ
の
見
通
し
も
つ
い
て
い

る
”
と
い
う
言
辞
は
現
在
で
は
実
現
の
可
能

性
は
な
い
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
那
覇
市

当
局
と
し
て
は
、
来
る
十
五
日
の
本
会
議
に

先
立
ち
十
四
日
午
後
七
時
か
ら
久
茂
地
広
場

で
市
民
大
会
を
開
き
、
瀬
長
市
長
の
施
政
方

針
や
不
正
事
件
の
全
貌
を
報
告
す
る
と
い

う
。
【
声
明
書
】
金
融
協
会
は
一
九
五
六
年
十
二

月
三
十
一
日
全
会
一
致
を
も
っ
て
人
民
党
お

よ
び
人
民
党
同
調
者
に
対
し
、
一
切
の
融
資

を
断
わ
る
と
と
も
に
、
党
員
お
よ
び
そ
の
同

調
者
の
雇
用
を
拒
否
す
る
こ
と
を
決
議
し
、

日
刊
新
聞
を
通
じ
て
全
琉
に
声
明
し
た
上
、

人
民
党
員
た
る
瀬
長
亀
次
郎
氏
が
、
那
覇
市

長
就
任
以
来
那
覇
市
に
対
し
て
も
右
声
明
を

実
行
し
て
来
た
。

今
回
右
声
明
を
再
確
認
し
、
瀬
長
氏
が
那
覇

市
長
で
あ
る
限
り
那
覇
市
に
対
し
て
直
接
間

接
を
問
わ
ず
融
資
し
な
い
こ
と
は
勿
論
、
今

後
更
に
預
金
取
引
を
も
拒
否
す
る
こ
と
を
声

明
す
る
。
一
九
五
七
年
六
月
十
日

金
融
協
会

金
融
協
会
の
声
明
に
対
し
瀬
長
市
長
、
長

嶺
副
議
長
、
富
原
琉
銀
総
裁
は
そ
れ
ぞ
れ

つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

”
情
勢
は
悪
化
す
る
ば
か
り
だ
”

長
嶺
副
議
長

施
政
方
針
に
は
貸
付
指
令
の

取
消
し
が
な
い
限
り
、
市
債
残
額
は
収
入
と

し
て
予
算
に
計
上
す
る
の
は
当
然
だ
と
述
べ

て
い
る
が
、
こ
の
金
融
協
会
の
声
明
は
実
質

的
な
指
令
取
消
し
で
あ
る
。
那
覇
市
は
約
五

百
万
円
を
沖
銀
に
預
け
て
い
る
が
、
こ
ん
ご

は
預
金
も
で
き
な
く
な
る
わ
け
で
、
情
勢
は
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好
転
ど
こ
ろ
か
ま
す
ま
す
悪
化
し
て
い
る
。

先
に
瀬
長
市
長
が
市
民
集
会
で
述
べ
た
民
族

資
本
を
借
り
て
都
計
を
遂
行
す
る
自
信
が
あ

る
云
々
の
言
辞
も
全
く
根
拠
の
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

”
貸
付
指
令
の
取
消
し
と
は
見
ら
れ
ぬ
”

瀬
長
市
長
の
話

こ
れ
は
単
な
る
金
融
協
会

の
申
し
合
せ
で
、
軍
か
ら
の
貸
付
指
令
の
取

消
し
と
み
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
金
融
協
会

は
人
民
党
及
び
そ
の
同
調
者
に
一
切
の
融
資

を
拒
否
す
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
小
禄
周
辺

で
は
、
ハ
ガ
キ
で
党
員
や
同
調
者
に
軍
用
地

代
と
し
て
貰
っ
た
金
を
預
金
す
る
よ
う
勧
誘

し
て
い
る
。
小
禄
周
辺
の
党
員
や
同
調
者
が

貰
っ
た
地
代

一
括
払
い
で
な
い

は
約
一

億
円
で
あ
る
。

”
融
資
の
拒
否
は
文
書
で
回
答
し
た
”

瀬
長
市
長
は
、
琉
銀
の
市
債
残
額
を
新
年
度

予
算
に
計
上
し
た
の
は
、
融
資
拒
否
の
正
式

文
書
が
来
な
い
か
ら
だ
と
述
べ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
対
し
琉
銀
側
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
に

語
っ
て
い
る
。

富
原
琉
銀
総
裁
談

去
る
二
月
那
覇
市
か
ら

凍
結
解
除
の
文
書
に
よ
る
要
請
が
あ
っ
た
の

に
対
し
、
琉
銀
と
し
て
は
文
書
で
も
っ
て
正

式
に
融
資
で
き
な
い
旨
回
答
し
た
。
従
っ
て

今
更
瀬
長
市
長
が
正
式
文
書
に
よ
る
融
資
拒

否
が
な
い
と
い
う
の
は
お
か
し
い
。

瀬
長
那
覇
市
長
新
年
度
施
政
方

針琉
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軍
補
助
金
打
切
り
、
琉
銀
の
融
資
拒
否
な
ど

と
い
う
悪
条
件
の
な
か
で
、
臨
時
議
会
、
三

月
の
定
例
市
会
を
乗
り
切
っ
た
瀬
長
那
覇
市

長
は
、
六
月
市
会
に
自
分
の
政
策
を
織
り
こ

ん
だ
新
年
度
予
算
案
を
提
出
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
瀬
長
市
長
の
政
策
が
審
議

さ
れ
批
判
さ
れ
る
が
、
巷
間
で
は
野
党
が
再

び

瀬
長
市
長
不
信
任
案

の
上
程
や
、
真

和
志
市
と
の
対
等
合
併
に
よ
る
瀬
長
市
長
追

出
し
等
を
考
慮
し
て
い
る
と
の
う
わ
さ
も
あ

り
注
目
さ
れ
て
い
る
。十
一
日
の
開
会
冒
頭
、

瀬
長
市
長
は
約
五
十
分
に
わ
た
り
施
政
方
針

を
述
べ
た
が
要
旨
つ
ぎ
の
と
お
り
。

▽
都
市
計
画

現
在
の
那
覇
市
都
市
計
画
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
は
一
九
五
六
年
三
月
二
十
三
日
の
都
計
法

に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
基
礎

的
な
構
想
や
計
画
を
根
本
的
に
変
更
し
よ
う

と
は
思
わ
な
い
。
従
来
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
認
め
た
上
、
市
民
と
公
約
し
た
通
り
、
旧

市
街
地
域
に
の
み
か
た
よ
る
こ
と
な
く
首

里
、
小
禄
、
新
市
街
地
域
の
都
計
を
行
う
が
、

現
在
ま
で
の
都
計
で
は
そ
の
基
礎
で
あ
る
測

量
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
今
年
度
で
前

記
三
地
区
の
測
量
費
を
組
み
、
全
面
的
都
市

計
画
の
実
践
に
当
り
た
い
。

▽
特
補
工
事
の
分
析

軍
の
特
別
補
助
金
八
千
七
百
万
円
の
う
ち
工

事
の
執
行
済
み
額
が
五
千
三
百
八
十
七
万
円

で
、
差
引
き
三
千
三
百
十
二
万
。
そ
の
う
ち

千
二
百
十
九
万
は
一
般
財
源
で
立
替
支
出
し

て
あ
る
の
で
、
実
際
上
の
打
切
額
は
四
千
五

百
三
十
一
万
円
。
こ
れ
だ
け
の
金
額
が
元
通

り
支
出
さ
れ
る
と
す
れ
ば
議
会
の
一
部
か
ら

の
不
信
任
案
も
根
拠
が
い
く
ら
か
ぐ
ら
つ
い

た
ろ
う
が
、
こ
れ
が
わ
ざ
わ
い
し
て
い
ま
だ

に
市
政
に
暗
雲
が
た
な
び
い
て
い
る
。

私
の
考
え
で
は
軍
補
助
金
に
よ
る
工
事
を
分

類
し
て
政
府
が
当
然
や
る
べ
き
河
川
と
道
路

の
分
は
都
計
か
ら
は
ず
し
政
府
自
体
に
ま
か

せ
、
市
が
や
る
べ
き
工
事
だ
け
予
算
化
す
る

の
が
那
覇
市
財
政
の
健
全
運
営
の
道
理
で
あ

る
。▽
起
債
事
業
に
つ
い
て

起
債
事
業
は
全
部
繰
り
越
し
て
あ
る
が
一
体

起
債
拒
否
は
今
も
続
い
て
い
る
の
に
と
問
題

に
な
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
私
は
十
分
当
て

に
し
て
い
る
。
琉
銀
は
軍
か
ら
貸
付
指
令
と

い
う
法
的
な
裏
う
ち
が
あ
り
、
こ
の
指
令
が

あ
る
以
上
貸
付
を
拒
否
す
る
こ
と
は
不
当
で

あ
る
。
起
債
事
業
の
主
な
も
の
は
、
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
三
千
七
百
万
円
、
ポ
ー
ト

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
九
百
二
十
四
万
円
で
、
い
ず

れ
も
早
急
な
守
成
が
待
た
れ
て
い
る
。
つ
ぎ

は
水
道
事
業
だ
が
、
百
％
の
自
己
給
水
能
力

を
解
決
す
る
た
め
水
源
地
の
確
保
が
ぜ
ひ
必

要
で
、
政
府
に
五
千
七
百
万
円
の
補
助
を
申

請
し
て
あ
る
。

▽
市
民
の
担
税
力
と
自
己
財
源
の
分
析

五
六
年
度
に
お
け
る
全
県
民
の
所
得
総
額
は

百
五
十
二
億
で
、
そ
れ
に
対
す
る
政
府
税
は

そ
の
十
％
強
の
十
五
億
五
千
三
百
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
那
覇
市
民
の
所

得
総
額
三
十
三
億
七
千
三
百
万
円
か
ら
政
府

税
は
十
四
％
に
当
る
四
億
六
千
四
百
二
十
七

万
円
で
市
民
の
負
担
す
る
政
府
税
は
重
い
。

こ
の
た
め
過
重
な
政
府
税
を
負
わ
さ
れ
た
し

わ
寄
せ
が
市
税
に
か
か
っ
て
い
る
。
地
方
財

政
の
貧
困
と
窮
迫
を
よ
そ
に
現
琉
球
政
府
が

四
億
の
使
え
な
い
税
金
を
吸
い
あ
げ
て
い
る

こ
と
は
許
し
が
た
い
行
為
で
、
不
当
に
ま
き

上
げ
た
政
府
税
を
正
当
な
割
合
で
各
市
町
村

に
交
付
す
る
こ
と
で
あ
る
。

▽
起
債
政
策
の
限
界

那
覇
市
の
場
合
約
六
千
一
百
万
円
の
起
債
能

力
が
あ
り
、
今
年
度
予
算
に
お
け
る
起
債
額

四
千
七
百
万
円
は
十
分
に
負
担
能
力
が
あ

る
。
し
た
が
っ
て
返
済
能
力
が
な
い
と
い
う

理
由
だ
け
で
起
債
の
拒
否
を
継
続
す
る
と
す

れ
ば
十
一
万
那
覇
市
民
に
対
す
る
挑
戦
で
あ

る
。▽
新
規
事
業
に
つ
い
て

新
規
事
業
と
し
て
希
望
カ
丘
公
園
、
牧
志
児

童
公
園
、
首
里
、
新
市
街
地
、
小
禄
を
含
む
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都
市
計
画
の
測
量
、
水
源
開
発
を
実
現
し
た

い
。▽
適
正
課
税
と
徴
税
の
民
主
化

課
税
の
適
正
を
は
か
る
た
め
、
税
務
課
を
中

心
と
し
て
課
税
の
標
準
案
を
立
て
、
各
界
の

特
に
庶
民
階
級
の
意
見
が
反
映
す
る
よ
う
に

課
税
委
員
会
を
組
織
し
、
担
税
能
力
に
応
じ

て
適
正
に
課
税
さ
れ
る
よ
う
努
力
す
る
。

▽
社
会
保
障
に
つ
い
て

市
と
し
て
は
社
会
保
障
に
つ
い
て
は
お
の
ず

か
ら
限
界
が
あ
り
、
例
え
ば
一
般
失
業
者
の

生
活
を
市
財
政
で
ま
か
な
う
と
い
う
こ
と
は

不
可
能
で
あ
り
、
こ
の
た
め
日
本
で
は
十
年

前
か
ら
失
業
保
険
法
を
制
定
し
て
い
る
。

現
在
失
業
対
策
事
業
と
し
て
政
府
か
ら
の
補

助
に
よ
り
僅
か
日
に
三
十
名
程
度
の
失
業
者

が
百
円
足
ら
ず
の
日
給
で
甘
ん
じ
て
労
働
を

続
け
て
い
る
状
態
で
あ
る
が
、
失
業
し
て
一

定
期
間
は
政
府
と
雇
用
者
が
そ
の
生
活
を
保

障
す
る
失
業
保
険
法
を
制
定
実
施
す
べ
き
で

あ
る
。
市
と
し
て
も
財
政
の
許
す
範
囲
で
生

活
困
窮
者
の
救
済
に
努
力
す
る
。
そ
の
一
例

と
し
て
牧
志
児
童
公
園
内
施
設
と
し
て
こ
れ

ら
困
窮
者
の
た
め
の
無
料
診
療
所
を
設
置
す

る
計
画
で
、
そ
の
財
源
の
一
部
は
日
本
労
働

組
合
総
評
議
会
を
始
め
日
本
の
各
民
主
団
体

の
集
め
た
百
万
円
を
あ
て
る
。

▽
教
育
文
化
に
つ
い
て

新
教
育
布
令
は
沖
縄
の
実
情
に
そ
ぐ
わ
ず
、

そ
の
廃
止
と
教
育
に
関
す
る
民
立
法
の
制
定

に
市
も
全
力
を
あ
げ
て
努
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
教
育
に
つ
い
て
は
日
本
民
族
の
独

立
と
平
和
と
い
う
高
い
理
想
を
掲
げ
て
努
力

す
る
積
り
で
あ
る
。

▽
市
か
ら
の
補
助
金
に
つ
い
て

市
の
補
助
金
総
額
五
十
万
円
で
建
物
を
建
て

市
有
地
を
使
っ
て
い
る
琉
球
特
産
品
協
会
の

二
、
三
首
脳
部
は
協
会
を
利
益
追
及
の
商
社

化
し
、
補
助
金
の
私
有
化
を
た
く
ら
ん
だ
が

幸
い
に
し
て
こ
の
陰
謀
は
粉
砕
さ
れ
、
こ
の

陰
謀
の
首
魁
を
そ
の
ま
ゝ
会
長
と
し
て
置
く

こ
と
は
沖
縄
の
特
産
品
の
保
護
育
成
に
支
障

を
き
た
す
こ
と
を
知
っ
た
業
者
は
直
ち
に
理

事
会
を
開
き
役
員
の
改
選
を
行
い
長
嶺
但
貴

氏
を
会
長
と
し
良
心
的
協
会
運
営
に
当
る
決

情
を
か
た
め
て
い
る
。
私
は
こ
の
生
れ
変
っ

た
協
会
を
補
助
育
成
す
る
。

▽
区
長
制
度
の
復
活

市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
は

区
長
制
度
を
実
施
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
現
在

各
部
課
で
行
っ
て
い
る
諸
調
査
の
費
用
を
削

減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

▽
行
政
機
構
の
改
革
と
人
事
の
刷
新

部
長
制
度
は
現
在
の
那
覇
市
の
よ
う
な
比
較

的
小
さ
な
行
政
組
織
で
は
屋
上
屋
の
へ
い
害

を
伴
う
の
で
こ
れ
を
廃
止
、
課
を
中
心
と
し

て
市
政
を
遂
行
し
た
い
。
今
ま
で
各
部
課
で

思
い
思
い
に
行
わ
れ
て
い
た
諸
調
査
、
統
計

資
料
を
ま
と
め
統
一
的
企
画
が
行
わ
れ
る
よ

う
企
画
室
を
設
置
す
る
。

▽
不
正
事
件
の
摘
発

市
政
の
担
当
者
が
常
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
不
正
の
母
胎
で
あ
る
市
政
の
停

滞
と
腐
敗
で
あ
る
。
こ
の
原
則
に
立
っ
て
市

政
を
点
検
し
た
中
か
ら
土
木
課
の
不
正
事

実
、
石
嶺
の
農
道
改
修
に
か
ら
ま
る
不
正
事

件
、
消
防
隊
の
消
火
器
四
百
本
の
不
当
財
産

処
分
が
摘
発
さ
れ
た
。

那
覇
市
会
き
ょ
う
再
開
／
市
長

不
信
任
強
硬
派
ふ
え
る
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注
目
の
那
覇
市
会
は
、
三
日
間
の
議
案
研
究

の
た
め
の
休
会
を
終
え
、
き
ょ
う
十
五
日
あ

さ
十
時
か
ら
再
開
さ
れ
る
。
き
ょ
う
の
議
会

で
は
、
去
る
十
一
日
発
表
さ
れ
た
瀬
長
市
長

の
施
政
方
針
に
対
す
る
一
般
質
問
が
な
さ
れ

る
が
、
と
く
に
質
問
は
瀬
長
市
長
が
、
継
続

事
業
の
収
入
源
と
し
て
予
算
に
計
上
し
た
軍

特
別
補
助
並
び
に
琉
銀
か
ら
の
起
債
に
対
す

る
当
局
側
の
見
解
に
集
中
さ
れ
、
与
野
党
、

当
局
の
活
発
な
応
酬
が
な
さ
れ
る
も
の
と
み

ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
去
る
三
月
定
例
議
会
で
流
れ
た

市
長
不
信
任
問
題
は
、
不
信
任
に
同
調
し

な
か
っ
た
旧
二
日
会
系
議
員
八
名
の
う
ち

上
原
光
男
議
員
は
そ
の
立
場
上

食
肉
会

社
々
長
を
し
て
お
り
、
精
肉
を
軍
向
け
出

し
て
い
る
の
で

今
回
は
は
っ
き
り
市
長

不
信
任
強
硬
派
の
当
間
系
議
員
側
に
つ
い

た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
旧
二
日
会
系

七
議
員
も
個
人
的
な
立
場
を
考
え
て
こ
れ

を
了
承
し
て
い
る
が
、
こ
の
た
め
市
長
不

信
任
派
は
、
前
議
会
で
は
不
信
任
賛
成
の

署
名
に
も
加
ら
ず
反
対
派
に
も
属
さ
ず
、

表
面
上
中
立
を
保
っ
た
大
山
議
員
が
は
っ

き
り
態
度
を
示
し
た
の
と
あ
わ
せ
て
二
十

名
と
な
っ
た
。

旧
二
日
会
系
の
七
議
員
側
は
依
然

筋
が
通

ら
な
い
不
信
任
案
に
は
同
調
し
な
い
。
今
後

更
に
市
長
の
予
算
案
は
じ
め
諸
案
件
を
検
討

の
結
果
で
な
け
れ
ば
不
信
任
案
に
同
調
す
る

か
し
な
い
か
は
決
め
ら
れ
な
い

と
語
っ
て

そ
の
態
度
を
明
確
に
し
て
い
な
い
た
め
、
前

議
会
に
引
続
い
て
不
信
任
成
否
の
カ
ギ
を

握
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

両
派
と
も
十
四
日
も
ひ
る
過
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

会
合
し
て
議
案
研
究
、
議
会
対
策
を
検
討
し

て
い
る
が
、
と
く
に
当
間
系
不
信
任
派
で
は
、

前
回
派
手
に
動
い
て
旧
二
日
会
系
を
強
く
刺

激
し
て
野
党
二
十
七
議
員
の
分
裂
を
決
定
的

に
し
た
こ
と
か
ら
今
回
は
慎
重
に
会
議
を
重

ね
て
い
わ
ゆ
る
不
信
任
問
題
に
つ
い
て
積
極

的
に
旧
二
日
会
の
議
員
に
働
き
か
け
る
こ
と

を
さ
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
不
信

任
問
題
が
表
面
化
す
る
の
は
十
七
日
の
本
会

一
九
五
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年
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二
年
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議
で
予
算
案
を
は
じ
め
諸
条
例
の
改
廃
案
な

ど
の
上
程
条
件
を
め
ぐ
る
質
疑
を
終
え
て
こ

れ
が
委
員
会
付
託
と
な
り
、
委
員
会
で
、

個
々
の
案
件
に
つ
い
て
詳
細
に
審
議
し
た
な

か
で
浮
び
あ
が
る
も
の
と
み
ら
れ
、
い
ま
の

と
こ
ろ
当
間
系
、
旧
二
日
会
両
派
と
も
静
か

な
構
え
を
守
っ
て
い
る
。

那
覇
市
会
／
瀬
長
市
長
の
不
信

任
案
／
二
十
四
対
六
で
可
決
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注
目
の
瀬
長
那
覇
市
長
の
不
信
任
案
は
、
十

七
日
午
後
一
時
か
ら
再
開
さ
れ
た
本
会
議
の

席
上
、
仲
井
真
元
楷
議
員
発
議
の
緊
急
動
議

と
し
て
上
程
採
択
さ
れ
、
儀
武
息
睦
議
員
が

反
対
、渡
口
麗
秀
議
員
が
賛
成
演
説
の
の
ち
、

直
ち
に
採
決
に
入
っ
た
結
果
二
十
四
対
六
の

圧
倒
的
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。
不
信
任
理
由

は
別
項
の
通
り
で
、三
月
の
定
例
議
会
以
来
、

も
み
つ
づ
け
て
来
た
瀬
長
那
覇
市
長
の
不
信

任
問
題
は
一
段
落
つ
い
た
わ
け
。

瀬
長
市
長
は
十
九
日
に
議
会
の
解
散
通
告
を

行
い
、
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
二
十
一
日
選

挙
の
告
示
を
行
い
、
八
月
四
日
に
市
会
議
員

選
挙
を
行
う
予
定
。

（
不
信
任
案
）

今
日
沖
縄
の
産
業
経
済
文
化
等
の
各
面
の
復

興
は
、
那
覇
市
を
中
心
と
し
て
動
い
て
い
る

が
瀬
長
亀
次
郎
氏
が
市
長
に
就
任
し
て
か
ら

六
カ
月
間
所
謂
、
資
金
は
凍
結
さ
れ
て
都
市

計
画
事
業
は
中
止
さ
れ
て
い
る
。

今
期
議
会
の
予
算
に
民
政
府
補
助
金
と
起
債

が
歳
入
と
し
て
組
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
み

と
お
し
は
断
た
れ
た
。
こ
れ
は
財
政
計
画
と

し
て
大
き
な
見
込
み
違
い
で
あ
る
。
市
政
は

予
算
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
現
実
に
市
民
の

福
祉
を
招
来
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
し
、
民
主
主
義
の
根
幹
も
こ
れ
で
あ
る
。

市
民
生
活
の
根
本
問
題
と
し
て
都
市
復
興
事

業
に
支
障
を
来
す
こ
と
は
市
政
担
当
の
最
高

責
任
者
と
し
て
不
適
当
だ
と
謂
え
る
。
よ
っ

て
瀬
長
市
長
を
不
信
任
し
連
署
し
て
不
信
任

案
を
上
程
致
し
ま
す
。

一
九
五
七
年
六
月
十
七
日

仲
井
真
元
楷
、
比
嘉
ゆ
う
直
、
上
間
長
和
、

喜
久
山
朝
重
、
辺
野
喜
英
興
、
森
田
孟
真
、

高
良
清
二
、
喜
瀬
康
一
、
嘉
数
ツ
ル
、
糸
数

昌
剛
、
玉
那
覇
有
義
、
長
嶺
将
真
、
大
山
盛

幸
、
新
垣
善
太
郎
、
照
屋
正
徳
、
宮
里
敏
慶
、

渡
口
麗
秀
、
比
嘉
朝
四
郎
、
渡
口
政
行
、
上

原
光
男
、
泉
正
重
、
高
良
一
、
備
瀬
知
良
、

赤
嶺
慎
英
。

議
会
終
了
後
、
瀬
長
市
長
は
傍
聴
人
を
前
に

し
て
次
の
よ
う
に
演
説
し
た
。

【
演
説
要
旨
】

何
一
つ
悪
い
こ
と
を
し
な
か
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
財
界
や
軍
の
威
力
を
か
さ
に
着
た
二

十
四
名
の
議
員
に
よ
っ
て
私
は
不
信
任
さ
れ

た
。
私
は
断
固
市
会
の
解
散
を
命
ず
る
。
近

く
市
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
る
が
、
一
人
で

も
彼
等
を
当
選
さ
せ
る
と
那
覇
市
は
暗
黒
に

な
る
。
私
は
次
の
市
長
選
挙
に
も
立
候
補
す

る
。傍
聴
席
は
ス
ズ
な
り
／
ヤ
ジ
や
口
笛
で

議
場
騒
然

注
目
の
那
覇
市
会
第
三
回
目
の
本
会
議
は
、

十
七
日
あ
さ
十
時
三
十
七
分
か
ら
再
開
さ

れ
、
市
長
提
出
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会

に
付
託
し
た
。
こ
の
日
は
旧
二
日
会
系
の
一

部
議
員
が
、
瀬
長
市
長
の
不
信
任
に
ふ
み

切
っ
た
た
め
、
午
前
中
に
瀬
長
市
長
の
不
信

任
案
が
出
さ
れ
る
の
で
は
と
噂
さ
れ
て
い
た

だ
け
に
、
議
場
の
周
辺
に
は
定
刻
前
か
ら
多

数
の
市
民
が
押
し
か
け
、
開
会
が
約
半
時
間

お
く
れ
た
こ
と
か
ら
傍
聴
席
か
ら
盛
ん
に
野

次
が
飛
ば
さ
れ
る
な
ど
議
場
は
開
会
前
か
ら

嘗
つ
て
な
い
緊
張
し
た
空
気
に
包
ま
れ
て
い

た
。
私
服
警
官
の
警
戒
の
も
と
に
議
会
は
開
か
れ

た
が
、
傍
聴
席
の
野
次
や
手
笛
、
口
笛
の
た

め
、
議
場
が
騒
然
と
な
り
、
議
事
を
中
断
す

る
と
い
う
場
面
も
あ
っ
た
。
午
前
中
に
は
注

目
の
不
信
任
案
は
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

瀬
長
市
長
の
不
信
任
に
つ
い
て
は
、
三
月
の

定
例
議
会
で
は
、
旧
二
日
会
は
依
然
と
し
て

当
間
派
と
同
調
す
る
こ
と
を
嫌
い
、
動
議
と

し
て
上
程
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
不
信
任
案
を

未
然
に
上
程
不
可
能
と
し
た
が
、
そ
の
後
情

勢
の
変
化
で
一
、
二
の
議
員
が
当
間
派
に
同

調
、
今
議
会
に
提
出
さ
れ
た
新
年
度
予
算
、

瀬
長
市
長
の
施
政
方
針
で
打
切
り
に
な
っ
た

軍
補
助
金
や
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
た
琉
銀
融
資
が

見
通
し
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
依
然
と
し

て
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
｜
即
ち
都

計
が
再
開
さ
れ
る
見
込
み
が
な
い
こ
と
を
唯

一
の
瀬
長
市
長
不
信
任
の
理
由
と
し
て
旧
二

日
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
仲
井
真
元

楷
、
比
嘉
ゆ
う
直
、
上
間
長
和
、
喜
久
山
朝

重
議
員
な
ど
が
十
六
日
晩
不
信
任
案
上
程
に

賛
成
す
る
と
の
態
度
を
決
め
、
当
間
派
に
連

絡
す
る
と
共
に
、十
七
日
午
前
一
時
仲
井
真
、

比
嘉
、
上
間
の
三
議
員
は
瀬
長
市
長
宅
を
訪

れ
、
旧
二
日
会
の
四
議
員
が
不
信
任
に
踏
み

切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
経
緯
を
述
べ

て
瀬
長
市
長
の
了
承
を
求
め
た
。

瀬
長
市

長
談

と
い
わ
れ
る
。

議
会
解
散
と
選
挙
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○

瀬
長
那
覇
市
長
は
、
つ
い
に
不
信
任
さ

れ
た
。
で
は
市
長
お
よ
び
市
議
員
は
、
一
体

ど
う
な
る
の
か
、
議
会
解
散
、
選
挙
、
そ
し

て
選
ば
れ
た
議
員
が
野
党
過
半
数
以
上
と
な

れ
ば
市
長
再
不
信
任
、
市
長
退
陣
、
選
挙
と

い
っ
た
あ
わ
た
だ
し
い
政
界
が
予
想
さ
れ
る

が
、
つ
ぎ
は
今
後
の
法
的
措
置
。

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

六
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六
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○

市
町
村
自
治
法
第
百
十
三
条
で
は
、
市

長
は
不
信
任
可
決
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら

十
日
以
内
に
議
会
を
解
散
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
直
ち
に
市
長
の
退
陣
と
は
な
ら
な

い
。
市
長
の
リ
コ
ー
ル
は
、
選
挙
後
初
め
て

招
集
さ
れ
た
議
会
で
再
び
不
信
任
案
が
提
出

さ
れ
、
三
分
の
二
以
上
の
議
員
が
出
席
し
、

そ
の
過
半
数
で
可
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
と
こ
ろ
で
、
議
会
の
解
散
で
議
員
選
挙

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
不
信
任
投
票

の
結
果
議
会
が
解
散
さ
れ
た
場
合
に
は
市
町

村
議
会
議
員
及
び
市
町
村
長
選
挙
法
第
四
十

二
条
に
よ
っ
て
選
挙
管
理
委
員
会
は
解
散
後

三
日
以
内
に
議
員
の
欠
員
を
宣
言
し
、
四
十

五
日
後
に
特
別
選
挙
を
行
う
こ
と
を
告
示
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

瀬
長
市
長
は
、
議
会
解
散
の
意
を
表
明
し
て

い
る
の
で
右
の
手
続
き
規
定
な
ど
か
ら
し

て
、
こ
の
解
散
に
伴
う
那
覇
市
会
議
員
の
選

挙
は
八
月
上
旬
に
行
わ
れ
る
公
算
が
大
き

い
。緊

急
部
課
長
会
議
開
く

”
不
信
任
案
可
決
は
決
定
的
”
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午
前
一
時
、
仲
井
真
、
比
嘉
、
上
間
三
議
員

の
深
夜
訪
問
を
う
け
て
、
旧
二
日
会
の
四
議

員
が
、
市
長
不
信
任
に
同
調
す
る
旨
の
報
告

を
う
け
た
瀬
長
市
長
は
、
登
庁
後
直
ち
に

午
前
九
時

緊
急
部
課
長
会
議
を
開
き
、

旧
二
日
会
の
四
議
員
の
市
長
不
信
任
同
調

で
、
不
信
任
案
の
可
決
は
決
定
的
と
な
っ
た

旨
を
報
告
”
政
治
的
な
問
題
は
私
が
全
責
任

を
持
つ
か
ら
、
部
課
長
は
じ
め
、
職
員
は
議

員
の
質
疑
や
対
市
民
と
の
事
務
面
や
実
務
的

面
は
親
切
丁
寧
に
応
待
し
て
ほ
し
い
”
と
要

望
し
た
。

金
は
貸
さ
な
い
／
琉
銀
か
ら
文
書

席
上
、
瀬
長
市
長
は
旧
二
日
会
の
四
議
員
が

不
信
任
に
賛
成
す
る
条
件
と
し
て
、
軍
に
認

可
取
消
し
指
令
を
出
す
こ
と
を
要
望
、
旧
二

日
会
で
は
そ
の
確
約
を
得
て
い
る
よ
う
だ
｜

と
語
っ
た
。

な
お
琉
銀
か
ら
、
復
金
融
資
打
切
り
に
つ
い

て
、
正
午
泉
議
長
あ
て
”
瀬
長
氏
が
市
長
で

あ
る
限
り
那
覇
市
に
は
金
を
貸
さ
な
い
”
と

い
う
通
告
書
と
、
こ
れ
に
同
意
す
る
旨
の

バ
ー
ジ
ャ
ー
首
席
民
政
官
の
書
簡
の
写
が
届

け
ら
れ
た
。

法
的
裏
打
ち
は
な
い
／
市
へ
の

融
資
、
琉
銀
が
回
答

沖
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琉
球
銀
行
で
は
十
七
日
、
市
会
開
会
前
に
復

金
に
対
す
る
疑
義
に
つ
い
て
の
回
答
を
議
長

と
市
長
あ
て
大
要
次
の
文
書
を
送
っ
て
き

た
。
瀬
長
市
長
は
、
市
会
で
復
金
か
ら
那
覇
市
に

対
す
る
貸
付
に
は
税
金
の
よ
う
に
法
的
裏
打

が
あ
る
と
か
、
琉
銀
は
軍
か
ら
の
指
令
に

よ
っ
て
貸
付
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

云
々
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
市
長

が
復
金
の
貸
付
制
度
を
知
ら
な
い
た
め
の
独

断
的
解
釈
に
す
ぎ
な
い
。
琉
銀
で
は
、
あ
ら

ゆ
る
借
入
申
込
者
に
対
し
、
慎
重
に
調
査
検

討
し
て
貸
付
け
て
よ
い
と
決
定
す
れ
ば
民
政

府
に
進
言
す
る
。
こ
れ
に
基
い
て
民
政
府
は

異
議
が
な
け
れ
ば
承
認
す
る
。
こ
の
承
認
は

貸
付
に
対
す
る
同
意
で
命
令
で
は
な
い
。
こ

の
よ
う
に
民
政
府
の
指
令
は
、
市
長
の
い
う

よ
う
に
融
資
を
命
ず
る
性
質
の
指
令
で
は
決

し
て
な
い
。
従
っ
て
琉
銀
は
絶
対
的
に
貸
付

を
行
う
義
務
を
法
的
に
負
う
も
の
で
は
な

い
。記

者
の
メ
モ
／
”
婦
人
議
員
に

何
を
す
る
か
ッ
”

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
６
・
18

○

十
七
日
の
那
覇
市
会
は
終
始
緊
張
し
て

い
た
が
不
信
任
案
表
決
の
際
、
挙
手
し
よ
う

と
し
た
唯
一
の
婦
人
議
員
嘉
数
ツ
ル
女
史

は
、
傍
聴
席
の
す
ぐ
前
の
議
席
だ
か
ら
、
う

し
ろ
の
傍
聴
人
か
ら
ひ
ど
く
こ
づ
か
れ
て
憤

然
。
こ
れ
を
み
た
近
く
の
席
の
長
嶺
将
真
氏

グ
ッ
と
に
ら
み
つ
け
て

婦
人
に
何
を
す
る

か

と
大
喝
す
れ
ば
、
件
の
男
は

済
み
ま

せ
ん

と
ペ
コ
リ
。
何
し
ろ
長
嶺
氏
は
空
手

師
範
を
し
て
い
る
人
。
休
会
後

あ
の
様
な

ヤ
ジ
と
暴
力
的
な
行
為
は
新
聞
で
ウ
ン
と
叩

く
べ
き
だ

と
怒
っ
て
い
た
。

○

散
会
後
も
殺
気
だ
っ
た
ま
ま
帰
ろ
う
と

し
な
い
傍
聴
人
に
怒
声
を
は
り
あ
げ
て

ア

メ
リ
カ
と
沖
縄
財
界
人
た
ち
の
圧
力
に
負
け

た
こ
の
屈
辱
の
議
会
に
私
は
解
散
を
命
ず

る
。
不
信
任
賛
成
二
十
四
議
員
を
市
会
か
ら

追
放
す
る
よ
う
市
長
は
市
民
に
要
請
す
る

と
例
の
ア
ジ
口
調
で
叫
ん
で
聴
衆
の
熱
狂
的

な
カ
ン
声
に
包
ま
れ
て
市
長
室
に
引
上
げ
た

瀬
長
市
長

。

○

市
長
室
で
は
不
信
任
に
反
対
し
た
旧
二

日
会
系
三
議
員
や
兼
次
佐
一
氏
な
ど
と
深
刻

な
表
情
で
話
し
合
っ
て
い
た
が
、
折
か
ら
Ｎ

Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
来
て
ポ
ー
ズ

を
頼
む
と
、
市
長
の
椅
子
に
戻
っ
て
注
文
通

り
ニ
コ
ニ
コ
ポ
ー
ズ
を
作
る
な
ど
先
刻
の
怒

り
も
ケ
ロ
リ
と
忘
れ
た
よ
う
な
表
情
で
カ
メ

ラ
に
収
っ
て
い
た
。

○

不
信
任
に
踏
み
切
っ
た
比
嘉
佑
直
議
員

は
、
市
会
事
務
局
に
つ
く
ね
ん
と
座
っ
て
い

た
が
、

と
う
と
う
踏
切
り
ま
し
た
ね

の

質
問
に

い
や
本
心
で
は
な
い
の
だ
。
誰
か

思
い
き
り
殴
っ
て
く
れ
れ
ば
と
こ
う
し
て
お

そ
く
ま
で
残
っ
て
い
る
が
、
誰
も
殴
ろ
う
と

し
な
い

と
の
こ
と
。

佑
直
さ
ん
を
殴
れ
る
よ
う
な
豪
傑
は
お
ら

ん
で
し
ょ
う

と
言
え
ば

い
や
、
今
日
は
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ど
ん
な
こ
と
で
も
黙
っ
て
う
け
る
よ

と
し

ん
み
り
し
て
い
た
。

○

島
袋
議
員
が
発
言
を
求
め
る
の
を
押
さ

え
て
表
決
し
た
泉
議
長
は
、
殺
気
だ
っ
た
傍

聴
人
か
ら
若
し
も
の
こ
と
で
も
あ
れ
ば
と
家

ま
で
護
衛
が
つ
い
て
ゆ
く
程
だ
っ
た
。
家
に

帰
っ
て
一
杯
や
っ
た
処
を
訪
ね
る
と
す
で
に

す
こ
ぶ
る
上
気
嫌
　
キ
ン
グ
・
コ
ー
ラ
の

コ
ッ
プ
で

サ
ア
乾
杯
だ

と
御
満
悦
。

今
日
の
こ
と
が
見
通
せ
た
か
ら
去
る
三
月

定
例
議
会
で
は
あ
あ
い
う
風
に
強
引
に
閉
会

宣
言
を
し
た
ん
だ

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

○

不
信
任
案
を
成
立
さ
せ
た
那
覇
市
会
野

党
代
表
の
長
嶺
将
真
、
渡
口
麗
秀
、
辺
野
喜

英
興
氏
ら
は
、
十
七
日
ひ
る
三
時
半
ご
ろ
行

政
府
に
当
間
主
席
を
訪
ね
、
そ
の
成
立
を
報

告
し
た
。
主
席
就
任
以
来
、
那
覇
市
長
問
題

に
は
悩
ま
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
、
市
議
代
表

を
迎
え
て
の
表
情
は
さ
す
が
に
嬉
し
そ
う
だ

が
、
こ
れ
で
す
べ
て
が
片
づ
い
た
わ
け
で
は

な
く

こ
れ
か
ら
が
大
仕
事
だ
、
三
分
の
二

以
上
を
当
選
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

と
早
く
も
選
挙
対
策
へ
の
心
構
え

。

一
行
は
主
席
共
々
直
ち
に
バ
ー
ジ
ャ
ー
首
席

民
政
官
に
も
挨
拶
、
民
政
府
か
ら
労
を
ね
ぎ

ら
わ
れ
た
が
、
当
間
主
席
も
、
不
信
任
成
立

祝
賀
宴
に
二
ダ
ー
ス
の
ビ
ー
ル
を
贈
っ
た
。

｜
社
　
説
｜

瀬
長
市
長
の
不
信
任
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十
七
日
の
那
覇
市
会
は
、
つ
い
に
瀬
長
市

長
へ
不
信
任
決
議
を
た
た
き
つ
け
た
。
そ
の

理
由
は
、
瀬
長
市
長
の
就
任
に
よ
っ
て
市
財

政
へ
の
資
金
融
資
の
途
が
閉
さ
れ
、
市
民
福

祉
を
招
来
す
る
都
市
計
画
事
業
は
中
止
と
な

り
、
し
か
も
そ
の
打
開
の
見
通
し
も
な
い
ま

ま
に
新
年
度
予
算
の
執
行
も
不
可
能
視
さ
れ

る
の
で
、
瀬
長
市
長
に
市
政
を
ま
か
し
て
い

る
わ
け
に
は
い
け
な
い
と
い
っ
た
も
の
で
あ

る
。瀬
長
追
放
に
つ
い
て
は
、
昨
秋
施
行
の
市

長
選
挙
の
と
き
か
ら
、
市
会
三
十
名
の
議
員

の
う
ち
二
十
七
名
が
瀬
長
氏
へ
の
非
協
力
態

度
を
鮮
明
し
て
い
た
し
、
そ
の
就
任
と
同
時

に
、
市
会
多
数
派
十
七
名
に
よ
っ
て
一
挙
に

不
信
任
案
提
出
も
画
策
さ
れ
て
い
た
も
の
で

あ
る
。
今
回
の
措
置
は
、
市
民
の
選
挙
に
よ

る
市
長
を
、
単
に
共
産
主
義
者
だ
と
か
反
米

政
治
家
だ
と
い
っ
た
見
解
で
お
っ
ぽ
り
出
す

の
は
筋
の
通
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
多
数
派

の
抗
議
に
批
判
的
態
度
を
み
せ
て
い
た

二

日
会

が
瀬
長
市
政
半
ヵ
年
の
実
績
を
慎
重

に
検
討
し
た
結
果
推
進
し
た
も
の
と
い
わ

れ
、
結
局
、
市
会
と
し
て
と
る
べ
き
措
置
を

筋
を
通
し
て
断
行
し
た
も
の
と
み
て
よ
か
ろ

う
。

瀬
長
市
長
就
任
以
来
の
那
覇
市
政
は
、
幾

ら
瀬
長
市
長
が
強
が
り
を
言
っ
て
い
て
も
、

現
実
に
は
身
動
き
も
で
き
ぬ
状
況
で
あ
る
。

例
え
ば
そ
の
施
政
演
説
で
、

市
債
に
つ
い

て
法
的
裏
付
け
が
あ
る

と
い
っ
て
も
、
ま

た

金
融
機
関
の
責
任
者
が
日
本
人
と
し
て

の
自
覚
に
た
つ
と
き
融
資
の
途
は
開
か
れ
よ

う

と
い
っ
て
も
、
現
実
は
理
屈
通
り
に
は

い
か
ぬ
も
の
、
瀬
長
氏
が
市
長
で
あ
る
限
り

協
力
せ
ぬ
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
ど
う
し
よ

う
も
あ
る
ま
い
。
那
覇
市
へ
の
資
金
凍
結
を

は
じ
め
非
協
力
の
情
勢
が
、
瀬
長
個
人
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
、
そ
れ
が
全
市
民
に
不

利
益
を
結
果
さ
せ
て
い
る
事
実
は
掩
う
べ
く

も
な
い
の
で
あ
る
。

瀬
長
市
長
に
し
て
み
れ
ば
、
選
挙
時
に
お

け
る
市
民
へ
の
公
約
や
そ
の
後
の
施
政
方
針

発
表
を
、
自
分
と
し
て
は
忠
実
に
実
行
し
つ

つ
あ
る
と
言
う
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
半
年
な
し
得
た
こ
と
は
市
役
所
の
汚
職

追
及
、
吏
員
の
給
与
引
上
げ
な
ど
が
目
星
し

い
も
の
で
あ
っ
て
、
一
般
市
民
の
福
利
増
進

の
た
め
の
積
極
的
な
施
策
は
何
一
つ
着
手
し

得
ず
に
い
る
。
勿
論
、
都
計
事
業
の
施
行
を

は
じ
め
全
般
的
に
市
政
が
マ
ヒ
し
て
い
る
原

因
は
米
民
政
府
の
権
力
に
よ
る
圧
迫
と
い
え

る
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
、
一
般
市
民
は
権

力
や
圧
力
に
抵
抗
し
て
カ
ス
ミ
を
食
っ
て
生

き
る
な
ど
は
、
さ
き
の
大
東
亜
戦
争
に
動
員

さ
れ
て
最
悪
の
不
幸
を
招
い
た
体
験
か
ら
、

も
う
沢
山
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
が
敗
北
主
義
で
あ
り
、

瀬
長
市
長
に
言
わ
せ
ば
売
国
奴
と
い
う
こ
と

に
な
る
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
と
に
か

く
、
こ
の
際
瀬
長
氏
と
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ

側
と
の
協
調
な
く
し
て
は
自
治
体
の
運
営
が

至
難
で
あ
り
、
瀬
長
個
人
の
た
め
に
全
市
民

に
難
儀
を
か
け
て
い
る
こ
と
を
大
い
に
反
省

し
て
貰
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
。

瀬
長
市
長
は
、
市
会
の
不
信
任
決
議
に
対

し

議
会
解
散

を
も
っ
て
応
え
る
と
言
明

し
て
い
る
。
こ
れ
は
間
接
に
市
民
の
意
見
を

問
わ
ん
と
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
た
と
え
市

会
議
員
の
選
挙
結
果
に
勝
算
を
も
ち
、
或
い

は
今
後
の
市
長
選
挙
に
再
び
出
馬
し
て
当
選

を
か
ち
得
る
も
の
と
過
信
し
て
い
る
に
し
て

も
、
市
民
の
た
め
の
明
る
い
市
政
が
期
待
で

き
る
と
は
瀬
長
氏
自
身
確
信
が
持
て
る
筈
の

も
の
で
は
な
か
ろ
う
し
、
そ
れ
は
、
行
政
権

が
二
つ
に
分
れ
て
不
幸
を
か
こ
つ
ド
イ
ツ
の

ベ
ル
リ
ン
市
民
の
運
命
を
那
覇
市
民
に
与
え

る
も
の
で
し
か
な
い
と
思
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
筈

で
あ
る
。

市
会
二
十
四
名
の
議
員
が
連
署
し
て
市
長

不
信
任
案
を
提
出
し
、
こ
れ
を
決
議
し
た
こ

と
は
、
政
治
乃
至
行
政
が
飽
く
ま
で
現
実
の

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
観
点
か
ら

市
民
は
十
分
納
得
の
い
く
こ
と
と
思
う
。
し
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た
が
っ
て
市
会
は
市
民
の
代
表
機
関
と
し
て

の
責
任
も
一
応
果
し
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
那
覇
市
に
明
る
い

市
政
が
か
え
り
、
市
民
の
福
祉
を
招
く
諸
施

策
が
円
滑
に
と
ら
れ
て
い
く
よ
う
祈
り
た

い
。
そ
し
て
市
民
の
そ
の
向
き
へ
の
関
心
と

努
力
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

記
者
席
／
野
次
、
怒
声
、
口
笛

の
那
覇
市
会

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
６
・
18

○

”
泉
議
長
早
く
開
会
し
ろ
””
選
良
が

オ
キ
ナ
ワ
ン
タ
イ
ム
を
認
め
る
の
か
”
と
、

き
の
う
の
那
覇
市
会
は
、
瀬
長
市
長
の
不
信

任
案
が
上
程
さ
れ
る
と
い
う
の
で
開
会
前
か

ら
傍
聴
席
は
殺
気
立
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
ア

メ
リ
カ
の
新
聞
記
者
が
入
っ
て
来
た
か
ら
た

ま
ら
な
い
。”
ア
ヌ
ア
メ
リ
カ
ヤ
ヌ
ウ
ヤ
イ

ビ
ー
ガ
ヤ

”
か
ら
、
果
て
は
”
ツ
マ
ミ
出

せ
””
ヤ
ン
キ
ー
・
ゴ
ー
ホ
ー
ム
”
の
野
次

ま
で
飛
び
出
す
始
末

、
そ
こ
に
瀬
長
市
長

が
顔
を
見
せ
た
ら
”
頑
張
れ
瀬
長
！
””
頑

張
れ
！
頑
張
れ
”
と
、
傍
聴
席
は
応
援
団
に

早
が
わ
り
。

○

正
午
後
一
時

千
数
百
の
目
が
見
守
る

中
を
、三
十
名
の
市
会
議
員
が
議
場
に
入
る
。

泉
議
長
が
議
長
席
に
つ
く
と
同
時
に
仲
井
真

元
楷
議
員
が
、
緊
急
動
議
と
し
て
、
市
長
不

信
任
案
を
提
出
し
た
い
旨
を
述
べ
る
。
ト
タ

ン
に
猛
然
と
野
次
、
怒
声
が
入
り
乱
れ
、
不

信
任
理
由
も
耳
に
入
ら
な
い
。

”
元
楷
ヤ
メ
ロ
！
””
誰
が

””
二
度
と
市

会
議
員
に
な
れ
な
い
ゾ
”
手
笛
、
口
笛
も
乱

れ
飛
ぶ
。

島
袋
議
員
が
”
条
例
違
反
！
”
と
条
例
集
を

ふ
り
か
ざ
す
が
議
長
は
聞
か
な
い
。

場
内
は
依
然
と
し
て
騒
然

一
時
二
十
三

分
、”
こ
の
騒
動
は
計
画
的
な
も
の
だ
！
議

長
職
権
で
傍
聴
者
の
退
場
を
命
じ
る
”
泉
議

長
が
真
っ
赤
に
な
っ
て
怒
鳴
っ
た
が
傍
聴
席

は
一
人
も
動
か
ず
相
変
ら
ず
野
次
の
続
発
。

議
長
命
を
執
行
す
る
衛
視
が
い
な
い
、
読
会

省
略
で
採
決
し
た
い

泉
議
長
の
声
に
二

十
三
本
の
腕
が
あ
が
っ
た
。
万
事
終
り

難
産
の
不
信
任
案
は
可
決
さ
れ
た
。

議
場
は
再
び
騒
然
”
仲
井
真
を
出
す
ナ
””

元
楷
を
議
場
か
ら
出
す
ナ
”
の
声
を
尻
目
に
、

二
十
余
議
員
は
意
気
よ
う
よ
う
と
退
場
。
そ

の
後
で
瀬
長
市
長
が
傍
聴
者
に
向
っ
て
”
二

十
四
議
員
を
一
人
た
り
と
も
こ
ん
ど
の
選
挙

で
市
会
に
送
る
な
”
と
訴
え
て
い
た
。

全
く
大
荒
れ
の
市
会
だ
っ
た
。

基
地
が
脅
か
さ
れ
な
い
限
り
追

放
は
せ
ぬ
／
瀬
長
市
長
問
題

で
バ
民
政
官
声
明

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
６
・
18

十
七
日
共
同

バ
ー
ジ
ャ
ー
琉
球
首
席

民
政
官
は
十
七
日
声
明
を
発
表
し
、
ア
メ

リ
カ
は
昨
年
十
二
月
の
那
覇
市
長
選
挙
に

当
選
し
た
瀬
長
人
民
党
書
記
長
が
治
安
を

脅
か
す
こ
と
に
な
ら
な
い
限
り
市
長
の
職

か
ら
追
放
す
る
考
え
は
な
い

と
次
の
よ

う
に
述
べ
た
。

ア
メ
リ
カ
が
瀬
長
市
長
を
追
放
す
る
こ
と
は

民
主
的
な
行
為
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
問
題

の
処
理
は
沖
縄
住
民
が
決
定
す
べ
き
こ
と
で

あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
米
軍
基
地
の
安
全
が
お

び
や
か
さ
れ
な
い
限
り
瀬
長
氏
に
対
し
て
直

接
処
置
を
と
ら
な
い
だ
ろ
う
。

那
覇
市
会
解
散
を
告
示
／
け
さ

の
市
会
当
局
側
出
席
せ
ず
流

会沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
６
・
18

十
七
日
、
瀬
長
市
長
不
信
任
案
を
議
決
し
た

那
覇
市
会
は
　
十
八
日
あ
さ
十
時
か
ら
、
本

会
議
を
再
開
、
市
長
提
出
議
案
を
審
議
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
参
与
と
し
て
呼
ば

れ
て
い
た
市
長
以
下
部
課
長
が
出
席
し
な
い

た
め
、開
会
前
に
議
事
運
営
を
め
ぐ
り
紛
糾
、

十
一
時
つ
い
に
お
流
れ
と
な
っ
た
。

参
与
の
出
席
し
な
い
こ
と
に
対
し
、
幸
喜

総
務
部
長
か
ら
、
市
長
不
信
任
さ
れ
た
以
上

は
議
会
に
出
席
し
て
も
意
味
な
い
の
で
、
自

治
法
六
十
一
条
に
も
と
づ
き
、
市
会
か
ら
説

明
を
求
め
ら
れ
た
時
に
だ
け
出
席
す
る
。
と

報
告
さ
れ
た
泉
議
長
は
、
開
会
に
先
立
ち
議

会
に
は
か
っ
た
が
、
渡
口
麗
秀
議
員
が
、
参

与
が
出
席
し
な
い
こ
と
は
、
議
会
に
対
す
る

義
務
違
反
だ
、と
の
べ
　
島
袋
嘉
順
議
員
が
、

そ
れ
は
条
例
違
反
だ
、
議
長
は
き
の
う
、

き
ょ
う
の
開
会
を
宣
言
し
て
い
る
の
で
開
会

す
べ
き
だ
、
と
議
場
は
一
時
騒
然
と
な
っ
た

が
、
泉
議
長
が
議
場
を
で
る
と
続
い
て
反
当

局
派
議
員
が
退
場
、
本
会
議
は
お
流
れ
に

な
っ
た
。
な
お
、
十
七
日
議
決
さ
れ
た
市
長

の
不
信
任
は
、
十
八
日
ひ
る
ま
え
瀬
長
市
長

に
正
式
に
通
知
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
瀬
長

市
長
は
自
治
法
第
百
十
三
条
に
も
と
づ
き
、

直
ち
に
市
会
の
解
散
を
命
じ
発
表
と
同
時
に

告
示
し
た
。

議
会
な
き
那
覇
市
政
／
市
長
の
専
決
処

分
で
予
算
執
行

那
覇
市
長
が
不
信
任
さ
れ
、
こ
れ
に
対
抗
し

て
同
市
長
が
議
会
を
解
散
す
れ
ば
、
議
会
な

き
那
覇
の
市
政
は
新
議
会
の
成
立
ま
で
市
長

に
よ
る
か
な
り
の
専
決
処
分
が
な
さ
れ
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
年
度
末
と
い
う
重

要
な
と
き
に
予
算
案
の
審
議
が
解
散
に
よ
っ

て
不
成
立
に
終
る
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、

政
府
関
係
当
局
の
見
解
に
よ
る
と
、
瀬
長
市

長
は

長
の
専
決
処
分

に
関
す
る
市
町
村

自
治
法
百
十
四
条
の
規
定
に
よ
っ
て
市
当
局

案
通
り
新
年
度
予
算
を
執
行
で
き
る
こ
と
に

な
り
、
必
要
条
例
も
こ
れ
を
制
定
し
、
次
期
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議
会
に
お
い
て
そ
の
承
認
を
受
け
れ
ば
い
い

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
百
十
四
条
の
規
定
は

議
会
に
お
い
て
議
決
ま
た
は
決
定
す
べ
き

事
件
に
関
し
て
必
要
な
議
決
や
決
定
が
得
ら

れ
な
い
場
合
に
”
補
助
的
手
段
”
と
し
て
当

該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
に
専
決
処
分
を

認
め
た
も
の

で
あ
る
が
、
こ
の
専
決
処
分

権
は
、
①
議
会
が
成
立
し
な
い
と
き

在
任

議
員
の
総
数
が
議
員
定
数
の
半
数
に
満
た
な

い
場
合
も
含
む

、
②
議
会
を
招
集
し
て
も

催
告
し
て
も
、
な
お
議
員
が
半
数
以
上
に
達

し
な
い
と
き
、
③
当
該
事
件
が
急
を
要
し
議

会
を
招
集
し
て
も
議
決
を
経
て
執
行
す
る
と

時
期
を
失
し
て
、
公
共
団
体
の
長
が
招
集
の

暇
が
な
い
と
認
め
る
と
き
、
④
議
会
が
法
令

上
、
事
実
上
議
決
す
べ
き
事
件
を
議
決
し
な

い
と
き
に
行
使
さ
れ
、
那
覇
市
長
の
ケ
ー
ス

の
場
合
は
前
記
の
①
に
該
当
す
る
よ
う
だ
。

な
お
市
町
村
長
の
不
信
任
が
実
現
し
た
の
は

沖
縄
本
島
で
は
那
覇
市
が
最
初
の
ケ
ー
ス

で
、
宮
古
群
島
で
は
一
九
四
八
年
に
当
時
の

下
地
平
良
市
長
が
不
信
任
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る
。市

長
不
信
任
ま
で
の
楽
屋
裏
／

踏
切
り
に
苦
慮
／
二
日
会
に

主
導
権
と
ら
せ
る

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
６
・
18

開
会
中
の
那
覇
市
会
は
、
十
七
日
の
本
会
議

で
つ
い
に
瀬
長
市
長
の
不
信
任
案
を
可
決
し

た
。
昨
年
末
瀬
長
市
長
当
選
の
の
ち
直
ち
に

市
長
へ
の
非
協
力

を
声
明
し
た
反
当
局

派
は
、
こ
れ
で
初
期
の
目
的
を
達
す
る
こ
と

が
出
来
た
わ
け
で
あ
る
。

去
る
三
月
定
例
議
会
前
の
反
当
局
派
二
十
七

議
員
の
分
裂
以
来
、
不
信
任
問
題
に
つ
い
て

カ
ギ
を
握
っ
て
い
た
旧
二
日
会
系
八
議
員
の

う
ち
、
五
議
員
が
不
信
任
に
踏
み
切
っ
て
、

こ
の
不
信
任
案
成
立
に
導
い
た
も
の
だ
が
、

旧
二
日
会
系
議
員
の
動
き
は
ひ
と
し
く
、
市

民
の
注
目
を
集
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
こ
れ

ら
議
員
は
ど
の
よ
う
に
し
て
不
信
任
を
踏
み

き
り
、
今
回
の
成
立
を
導
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

各
人
の
動
き
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

○

今
回
の
不
信
任
問
題
で
、
立
役
者
と

な
っ
た
の
は
十
七
日
の
緊
急
動
議
を
出
し
た

仲
井
真
元
楷
議
員
。
す
で
に
去
る
三
日
定
例

議
会
直
後
か
ら
着
々
と
準
備
を
す
す
め
て
い

た
と
い
わ
れ
、
そ
こ
に
は
政
、
財
界
と
も
話

し
合
い
が
持
た
れ
て
い
る
。
仲
井
真
氏
は
今

議
会
開
会
以
前
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
当
間
系
不

信
任
派
の
渡
口
麗
秀
、
辺
野
喜
英
興
、
比
嘉

朝
四
郎
ら
と
も
連
絡
、
今
回
は
さ
き
に
反
対

の
立
場
を
守
っ
た
旧
二
日
会
系
が
主
導
権
を

握
っ
て
不
信
任
案
を
出
す
線
で
話
し
合
い
は

す
す
め
ら
れ
た
。
一
方
、
旧
二
日
会
系
議
員

内
で
は
、
上
原
光
男
氏
が
そ
の
仕
事
の
関
係

も
あ
っ
て
不
信
任
案
同
調
の
色
を
早
く
表
明

し
て
、
他
の
七
名
と
袖
を
分
っ
て
い
た
が
、

七
議
員
の
う
ち
仲
井
真
議
員
を
除
く
六
議
員

は
ま
だ
不
信
任
に
踏
み
切
れ
な
か
っ
た
。
し

か
し
や
が
て
喜
久
山
朝
重
、
比
嘉
佑
直
両
議

員
は

軍
か
ら
那
覇
市
に
瀬
長
市
長
が
い
る

限
り
融
資
し
な
い

と
の
指
令
が
来
れ
ば
、

同
調
す
る
と
動
き
、
十
七
日
そ
の
指
令
が
那

覇
市
会
に
来
る
と
の
見
通
し
で
踏
み
切
っ

た
。
○

不
信
任
可
決
さ
れ
る
前
晩
、
こ
れ
ら
七

議
員
は
仲
井
真
議
員
宅
で
会
合
し
て
そ
の
態

度
を
協
議
、
喜
久
山
、
比
嘉
両
議
員
の
同
調

者
を
得
て
い
る
仲
井
真
議
員
は
、
全
員
獲
得

の
線
で
残
る
議
員
の
説
得
と
調
整
を
図
っ
た

が
、
難
航
し
た
。
つ
ま
り
儀
武
、
久
高
、
崎

山
、
上
間
の
四
議
員
は
依
然
強
硬
な
態
度
を

変
え
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
す
で
に
仲
井
真
、
喜
久
山
、
比
嘉
三

議
員
が
不
信
任
に
踏
み
切
っ
て
不
信
任
案
成

立
の
法
定
数
二
十
三
名
に
達
し
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
こ
れ
ら
議
員
は
苦
慮
の
表
情
が
深

か
っ
た
。
儀
武
議
員
は

あ
く
ま
で
も
筋
が

通
ら
な
い
。
一
部
財
界
の
指
金
で
動
く
こ
と

は
な
い

と
の
ん
び
り
し
て
い
た
が
、
崎
山

議
員
は
そ
の
前
日
出
た
某
週
間
新
聞
に
人
民

党
同
調
者
と
し
て
た
た
か
れ
て
い
る
の
に
フ

ン
ガ
イ

不
信
任
問
題
は
我
々
を
ア
カ
と
し

て
陥
し
入
れ
る
策
略
だ

。
と
ま
す
ま
す
不

同
調
の
肚
を
固
め
、
と
く
に
久
高
議
員
は
首

里
バ
ス
社
長
と
し
て
の
立
場
も
あ
り

民
衆

の
世
論
に
か
つ
か
、功
利
的
な
道
を
ゆ
く
か
。

今
こ
そ
政
治
生
活
何
十
年
の
私
の
苦
し
い
試

練
だ

と
そ
の
立
場
を
洩
ら
し
て
い
た
が
、

結
局

政
治
を
す
る
も
の
と
し
て
と
る
べ
き

道
は
や
は
り
一
つ
だ
。
私
が
い
る
こ
と
に

よ
っ
て
会
社
の
運
営
に
支
障
が
あ
る
と
す
れ

ば
何
時
で
も
辞
表
を
出
そ
う

と
そ
の
態
度

は
変
え
な
か
っ
た
。
そ
し
て
同
じ
く
首
里
バ

ス
専
務
の
上
間
長
和
議
員
も
同
様
苦
慮
、
す

で
に
二
十
三
名
が
同
調
し
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
土
壇
場
に
な
っ
て
こ
れ
を
不
信
任
に
踏

切
っ
て
そ
の
日
は
幕
と
な
っ
た
。

○

さ
て
明
け
て
十
七
日
の
本
会
議
、
午
前

中
に
仲
井
真
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
る
も
の
と

み
ら
れ
て
い
た
不
信
任
案
は
仲
井
真
氏
の
草

案
が
遅
れ
た
た
め
、
午
後
に
回
さ
れ
た
。
そ

の
休
憩
に
入
る
直
前
、
琉
銀
か
ら
貸
付
け
拒

否
の
回
答
書
が
市
長
に
来
た
が
、
休
憩
中
は

早
速
仲
井
真
議
員
が
持
ち
回
り
で
署
名
集
め

に
か
か
っ
て
お
り
、
比
嘉
佑
直
、
喜
久
山
議

員
は
さ
っ
さ
と
署
名
を
済
ま
せ
た
。
そ
の
あ

と
市
長
あ
て
に
来
た
の
は
軍
の
指
令
で
は
な

く
、
琉
銀
総
裁
の
回
答
書
で
あ
る
と
い
う
の

で
、
比
嘉
佑
直
議
員
は
市
長
ら
と
打
合
す
か

ら
、
短
い
時
間
の
う
ち
で
あ
わ
た
だ
し
く
動

き
、
上
間
長
和
議
員
も
比
嘉
、
喜
久
山
議
員

ら
と
話
し
合
っ
て
再
度
態
度
を
検
討
す
る
有

様
、
休
憩
時
も
せ
っ
ぱ
詰
っ
た
頃
、
仲
井
真
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議
員
が
上
間
議
員
に
署
名
を
求
め
る
と
し
ば

し
た
め
ら
っ
た
が
、

今
日
の
回
答
書
は
軍

の
直
接
の
指
令
で
な
く
と
も
バ
民
政
官
は

は
っ
き
り
明
言
し
て
い
る
の
だ

と
説
明
さ

れ
、
更
に
前
に
比
嘉
佑
直
、
喜
久
山
朝
重
両

議
員
の
サ
イ
ン
も
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
深
刻
な

顔
で
署
名
、
こ
れ
で
あ
と
は
前
々
か
ら
の
賛

成
派
二
、
三
名
の
署
名
で
二
十
四
名
と
な
り

二
十
四
対
六
の
可
決
と
な
っ
た
。

那
覇
市
／
暫
定
予
算
組
む
／
新

議
会
ま
で
専
決
処
分
で
運
営

沖
タ
・
朝
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瀬
長
那
覇
市
長
は
、
十
八
日
議
会
議
長
か
ら

不
信
任
の
通
知
を
受
け
る
と
同
時
に
、
議
会

の
解
散
を
命
じ
、
議
長
、
選
挙
管
理
委
員
会

あ
て
に
通
告
し
、
告
示
し
た
。
こ
の
た
め
、

市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
五
八
年
度
予
算
案
を

は
じ
め
、
三
十
五
件
の
議
案
は
、
審
議
未
了

の
ま
ま
廃
案
に
な
り
、
七
月
一
日
か
ら
は
じ

ま
る
新
年
度
の
市
政
は
、
選
挙
後
の
議
会
成

立
ま
で
市
長
の
専
決
処
分
で
運
営
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

市
町
村
長
の
専
決
処
分
は
自
治
法
百
十
四

条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る

と
”
議
会
が
成
立
せ
ず
議
会
で
議
決
ま
た

は
決
定
す
べ
き
事
件
に
関
し
て
必
要
な
議

決
や
決
定
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
補

助
的
な
手
段
と
し
て
市
長
の
専
決
が
認
め

ら
れ
、
次
の
議
会
で
承
認
を
求
め
る
”
こ

と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
範
囲
や

禁
止
規
定
が
な
い
の
で
、
瀬
長
市
長
は
、

今
議
会
に
提
出
し
た
殆
ん
ど
全
議
案
を
専

決
処
分
す
る
方
針
の
よ
う
だ
。

財
政
課
で
は
、
す
で
に
七
月
か
ら
三
ヵ
月
間

の
暫
定
的
な
予
算
編
成
を
進
め
て
い
る
が
、

自
治
法
の
判
例
集
に
は
、
条
例
の
制
定
、
改

廃
も
次
の
議
会
で
修
正
ま
た
は
廃
止
し
な
い

限
り
、
ず
っ
と
効
力
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
今
議
会
に
出
さ
れ
た
区
設
置

条
例
案
、
課
等
設
置
条
例
案
も
専
決
処
分
さ

れ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

な
お
、
瀬
長
市
長
は
、
一
週
間
以
内
に
は
、

暫
定
予
算
は
で
き
あ
が
る
だ
ろ
う
と
い
っ
て

い
る
。
瀬
長
市
長
の
話

義
務
経
費
だ
け
の
予
算

を
組
ん
で
、
俸
給
を
や
っ
て
い
る
だ
け
で
は

仕
様
が
な
い
。
法
に
触
れ
な
い
限
り
、
専
決

処
分
を
し
た
い
。

内
通
す
れ
ば
免
職
／
瀬
長
市
長
、

職
員
に
訓
示

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
６
・
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瀬
長
那
覇
市
長
は
十
九
日
ひ
る
四
時
半
か

ら
市
役
所
中
庭
に
全
職
員
を
集
め
、
市
会

解
散
の
い
き
さ
つ
を
説
明
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
市
長
の
方
針
を
発
表
、”
安

心
し
て
公
僕
と
し
て
の
任
務
を
果
た
し
て

貰
い
た
い
”
と
約
二
十
分
に
わ
た
り
、
要

旨
次
の
よ
う
に
訓
示
し
た
。

専
決
処
分
は
市
長
に
与
え
ら
れ
た
権
限
で
あ

り
、
自
治
法
の
範
囲
内
で
全
部
や
り
、
九
月

の
議
会
で
承
認
を
受
け
る
。
七
月
か
ら
の
市

政
が
マ
ヒ
し
た
り
、
職
員
の
給
与
が
不
払
い

に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
の
で
、
安
心
し

て
市
民
の
公
僕
と
し
て
働
い
て
も
ら
い
た

い
。
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
八
月
四
日
に
選
挙
を

や
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
全
職
員
は
政

治
的
に
は
自
由
な
立
場
で
投
票
し
て
ほ
し

い
。
次
の
議
会
で
リ
コ
ー
ル
さ
れ
れ
ば
退
陣

す
る
が
、
次
の
市
長
選
挙
に
は
再
出
馬
す
る
。

私
の
方
針
に
対
す
る
批
判
は
あ
っ
て
い
い

が
、
職
員
で
公
務
員
の
本
分
を
忘
れ
市
政
の

機
密
を
相
手
方
に
内
通
す
る
よ
う
な
も
の
が

あ
れ
ば
、
断
固
処
分
す
る
積
り
で
あ
る
。

那
覇
市
議
員
選
挙
き
ょ
う
告
示

／
選
挙
は
八
月
四
日
に
／
過

半
数
を
め
ざ
す
両
陣
営

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
６
・
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那
覇
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
き
よ
う
二

十
日
午
後
一
時
、
那
覇
市
会
議
員
選
挙
を

八
月
四
日
に
行
う
と
告
示
し
た
。
こ
の
告

示
に
よ
り
立
候
補
届
出
の
開
始
が
七
月
十

六
日
と
な
り
、
同
日
以
後
保
守
対
革
新
の

今
ま
で
に
な
い
激
し
い
選
挙
戦
が
く
り
広

げ
ら
れ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
前

哨
戦
と
も
い
う
べ
き
立
候
補
を
め
ぐ
る
動

き
は
す
で
に
活
発
化
し
て
い
る
よ
う
だ
。

瀬
長
市
長
不
信
任
案
が
二
十
四
対
六
と
い
う

圧
倒
的
な
数
で
可
決
さ
れ
た
と
き
か
ら
、
す

べ
て
の
議
員
が
解
散
に
よ
る
次
期
選
挙
を
め

ざ
し
て
活
発
な
動
き
を
見
せ
て
い
る
が
、
不

信
任
案
に
同
調
し
た
二
十
四
議
員
は
反
瀬
長

と
い
う
旗
を
ふ
り
か
ざ
し
て
、
瀬
長
市
長
で

は
那
覇
市
の
運
営
は
や
っ
て
い
け
な
い
こ
と

を
強
調
、
瀬
長
派
と
の
対
決
を
決
意
し
て
い

る
。
反
瀬
長
派
と
し
て
は
現
議
員
を
中
心
に

三
十
名
か
ら
二
十
五
名
の
候
補
者
を
立
て
、

最
低
限
二
十
名
の
当
選
を
目
論
ん
で
い
る

が
、
こ
の
た
め
に
は
仲
井
真
元
楷
氏
ら
不
信

任
案
に
は
踏
み
切
っ
た
け
れ
ど
、
瀬
長
市
長

と
の
つ
な
が
り
も
幾
ら
か
残
っ
て
い
る
旧
二

日
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、
反
瀬
長
の
線
で
、
今

ま
で
い
が
み
合
っ
て
い
た
当
間
系
と
大
同
団

結
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
さ
れ
、
そ
の
工
作

が
進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
反
瀬
長
派
で

出
馬
を
確
実
視
さ
れ
て
い
る
の
は
つ
ぎ
の
各

氏
で
あ
る
。

泉
正
重
、
長
嶺
将
真
、
渡
口
麗
秀
、
仲
井

真
元
楷
、
比
嘉
佑
直
、
辺
野
喜
英
興
、
比

嘉
朝
四
郎
、
以
上
各
氏
の
ほ
か
前
議
員
の

三
分
の
二
が
出
馬
を
す
る
の
で
は
な
い
か

と
見
ら
れ
て
い
る
。

一
方
瀬
長
市
長
を
中
心
と
す
る
革
新
系
は
人

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

六
月

六
二
三



民
党
と
社
大
党
那
覇
支
部
、
仲
本
為
美
氏
の

系
統
、
そ
れ
に
不
信
任
案
に
反
対
し
た
久
高

友
敏
、
儀
武
息
睦
、
崎
山
喜
達
氏
ら
を
加
え

て
幅
広
い
統
一
戦
線
を
し
き
、
今
度
の
選
挙

で
一
挙
に
那
覇
市
会
か
ら
保
守
色
を
ふ
っ
拭

し
よ
う
と
、
前
議
員
以
外
に
相
当
数
の
新
人

を
含
め
て
約
二
十
名
を
立
候
補
さ
せ
、
過
半

数
獲
得
を
目
標
と
し
て
い
る
。
革
新
派
か
ら

出
馬
を
予
想
さ
れ
て
い
る
顔
ぶ
れ
は
つ
ぎ
の

と
お
り
。

革
新
派

島
袋
嘉
順
、
真
栄
田
義
晃
、
宮

城
清
三
郎
、
石
原
昌
進
、
浦
崎
康
華
、
仲

松
傭
全
、
兼
次
佐
一
、
山
城
善
光
、
松
田

富
也
、
仲
本
正
興
、
仲
村
栄
、
赤
嶺
一
男
。

区
役
所
47
カ
所
に
設
置
／
瀬
長

市
長
専
決
処
分
で
告
示

沖
タ
・
朝
　
１
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・
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瀬
長
那
覇
市
長
は
、
二
十
日
、
市
町
村
自
治

法
第
百
十
四
条
に
も
と
づ
い
て
、
議
会
に
提

出
し
た
議
案
の
う
ち
、
市
宿
所
提
供
施
設
条

例
外
九
件
の
条
例
案
を
専
決
処
分
に
よ
っ
て

制
定
し
た
が
、
二
十
一
日
、
さ
ら
に
区
設
置

条
例
を
公
布
す
る
。

こ
れ
は
、
区
長
制
を
復
活
し
市
行
政
事
務

の
便
宜
を
は
か
る
と
と
も
に
市
政
と
市
民

を
直
結
さ
せ
る
ね
ら
い
と
い
わ
れ
、
那
覇

市
を
四
十
七
区

旧
那
覇
市
十
六
、
首
里

十
九
、
小
禄
十
二

に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

区
事
務
所
を
設
置
す
る
。

こ
の
条
例
は
、
七
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る

が
、
区
長
は
区
民
が
選
出
し
て
市
長
が
任
命

す
る
。

区
事
務
所
に
は
、
区
長
を
補
佐
す
る
職
員
若

干
名
を
置
く
が
、
区
事
務
所
で
取
り
扱
う
事

務
は
、
①
徴
税
に
関
す
る
事
項
、
②
広
報
紙

の
配
布
、
そ
の
他
市
民
に
対
す
る
伝
達
に
関

す
る
事
項
、
③
諸
調
査
に
関
す
る
事
項
、
④

市
役
所
と
の
連
絡
に
関
す
る
事
項
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。

行
政
区
の
区
分
は
次
の
通
り
。

△
神
里
原
区

二
、
三
区

△
壺
屋
区

一
、
四
区

△
牧
志
区

五
区
、
前
島

△
開
南
区

六
、
七
区

△
樋
川
区

八
、

九
、
十
一
区

△
楚
辺
区

楚
辺
一
、
二

区
楚
辺
原

△
松
尾
区

松
尾

△
美
栄

橋
区

美
栄
橋
、
十
区

△
泊
区

高
橋
、

崇
元
寺

△
壺
川
区

壺
川
区
、
美
田
区

△
泉
崎
区

上
泉
、
下
泉
、
旭
町

△
垣

花
区

奥
武
山
、
ペ
リ
ー
区

△
久
米
区

久
茂
地
、
松
下
、
久
米

△
若
狭
区

若
狭
、
泊
埋
立
地
、
松
山

△
天
妃
区

天
妃
、
上
ノ
蔵
、
辻

△
港
区

東
、

西
本
町
、
西
新
町
、
通
堂

な
お
、
首
里
、
小
禄
は
現
在
の
区
に
そ
の

ま
ま
区
事
務
所
が
置
か
れ
る
。

大
絃
小
絃

沖
タ
・
朝
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来
る
七
月
一
日
か
ら
那
覇
市
に

区
長
制

が
布
か
れ
る
と
い
う
。
前
に
も
区
長
は
設
け

ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
間
も
な
く
廃
止
と
な

り
、
こ
ん
ど
は
旧
制
度
の
復
活
を
す
る
わ
け

だ
▼
市
政
の
た
め
に
区
長
は
あ
っ
た
方
が
よ

い
か
、
な
く
て
も
結
構
か
｜
と
い
う
是
非
論

は
と
や
か
く
い
わ
な
い
と
し
て
、
こ
ん
ど
の

区
長
制
復
活
が
市
長
の
専
決
処
分
で
行
わ
れ

た
こ
と
は
あ
ま
り
感
心
し
な
い
。
解
散
さ
れ

た
市
会
の
留
守
の
間
に
、
た
と
い
市
長
の
年

来
の
抱
負
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
強
引
に

お
し
切
っ
て
よ
い
も
の
か
、
ど
う
か
▼
決
議

機
関
が
何
か
の
都
合
で
休
止
し
た
場
合
、
法

が
市
長
に
専
決
処
分
権
を
許
し
て
い
る
の

は
、
行
政
の
執
行
を
痳
痺
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
か
ら
で
、
そ
れ
は
エ
ン
ジ
ン
・
ス
ト
ッ
プ

し
な
い
て
い
ど
に
軽
く
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
な

が
ら
主
人
を
待
つ
と
い
っ
た
範
囲
の
事
だ
ろ

う
。
空
車
を
さ
い
わ
い
、
ハ
ン
ド
ル
を
思
う

が
ま
ま
に
回
わ
し
て
好
き
な
方
向
へ
独
走
さ

せ
て
も
よ
い
｜
は
ず
は
な
い
▼
な
る
ほ
ど
区

長
制
の
復
活
は
、
瀬
長
市
長
が
立
候
補
当
時

に
市
民
へ
誓
っ
た
公
約
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
市
会
の
賛
成
を
待

た
ず
に
移
そ
う
と
い
う
の
は
、
行
き
す
ぎ
だ

ろ
う
。す
く
な
く
と
も
行
政
機
構
の
改
変
は
、

市
政
に
と
っ
て
一
種
の
改
革
で
あ
る
。
し
か

も
そ
れ
は
数
年
前
市
会
に
よ
っ
て
廃
止
に

な
っ
た
も
の
だ
▼
年
度
は
じ
め
に
あ
た
っ

て
、
急
場
に
間
に
あ
わ
せ
る
た
め
の
止
む
な

い
処
置
と
は
い
え
解
散
の
ど
さ
く
さ
に
専
決

処
分
で
い
こ
う
と
す
る
の
は
、
て
い
の
よ
い

市
会
無
視

に
近
い
。
専
決
を
通
り
こ
し

て
専
制
に
も
な
り
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。
あ

と
二
ヵ
月
を
待
た
ず
に
新
市
会
が
生
れ
る
の

を
目
の
前
に
し
て
の
こ
と
だ
▼
さ
き
に
、
区

画
整
理
を
め
ぐ
る
市
有
地
処
分
の
市
長
代
理

専
決
が
問
題
に
な
っ
た
矢
先
で
あ
る
か
ら
、

な
お
さ
ら
市
長
の
専
決
処
分
は
注
目
を
ひ

く
。
市
政
に
と
っ
て
理
事
者
の
都
合
は
あ
る

て
い
ど
犠
牲
に
し
て
も
、
市
会
の
意
思
を
尊

重
す
る
こ
と
が
、
よ
り
重
要
な
こ
と
が
ら
で

あ
る
に
違
い
な
い
▼
も
し
、
万
一
、
つ
ぎ
の

市
会
で
こ
の
制
度
が
否
定
さ
れ
た
と
し
た
ら

ど
う
な
る
だ
ろ
う
。
就
任
し
た
ば
か
り
の
区

長
も
困
る
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
よ
り
以
上
に
市

民
が
は
な
は
だ
迷
惑
す
る
。
市
会
の
留
守
の

間
は
、
な
る
べ
く

独
走

を
し
て
も
ら
い

た
く
な
い
も
の
だ
。民
主
主
義
の
た
め
に

。

那
覇
市
の
区
長
制
復
活
／
専
決

処
分
と
自
治
法
／
”
市
長
の

行
き
す
ぎ
”
一
部
で
疑
問
視

沖
タ
・
朝
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那
覇
市
議
会
の
解
散
に
伴
っ
て
審
議
未
了
と

な
っ
た
同
市
新
年
度
予
算
や
必
要
条
例
な
ど

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

六
月

六
二
四



の
制
定
に
関
し
て
瀬
長
市
長
、
で
き
る
だ
け

の
専
決
処
分
を
行
う
こ
と
を
言
明
、
三
ヵ
月

の
暫
定
予
算
な
ど
こ
の
処
分
権
の
行
使
に
着

手
し
て
い
る
が
、
同
市
長
が
企
図
し
て
い
る

専
決
処
分
事
項
の
中
に
は
関
係
面
か
ら
そ
の

行
為
を
疑
問
視
し
て
い
る
向
き
が
現
わ
れ
始

め
て
い
る
。
新
年
度
予
算
の
執
行
の
ほ
か
に

専
決
処
分
行
為
の
中
で
最
も
注
目
さ
れ
て
い

る
の
は
条
例
の
制
定
に
よ
る
区
長
制
の
復
活

問
題
で
あ
る
が
、
市
長
不
信
任
派
だ
っ
た
前

市
会
議
員
の
中
に
は

市
議
会
の
解
散
後
の

議
決
機
関
の
空
白
時
に
お
い
て
あ
わ
て
て
区

長
制
を
設
け
よ
う
と
い
う
こ
と
は
市
議
選
挙

前
で
も
あ
り
、
疑
問
だ

と
批
判
す
る
声
も

あ
る
よ
う
だ
。

市
町
村
自
治
法
で
は

市
町
村
は
事
務
処
理

の
便
宜
の
た
め
条
例
で
区
を
画
し
区
長
を
置

く
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
任
意
的
な
百
八

条
の
規
定
は
あ
る
に
し
て
も
長
の
専
決
処
分

に
関
す
る
百
十
四
条
に
は

議
会
が
成
立
し

な
い
と
き
、
五
十
三
条
の
場
合
に
お
い
て
な

お
会
議
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
、”

緊
急
な
事
件
”
で
議
会
招
集
の
暇
の
な
い
と

き
又
は
議
会
に
お
い
て
議
決
又
は
決
定
す
べ

き
事
件
を
議
決
又
は
決
定
し
な
い
と
き

は

市
町
村
長
は
そ
の
議
決
す
べ
き
事
件
又
は
決

定
す
べ
き
事
件
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き

る
、
と
う
た
わ
れ
て
お
り
、
前
記
の
関
係
者

の
間
で
は
、

区
長
制
の
設
置
は
百
十
四
条

に
い
う
緊
急
な
事
件
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な

い

と
い
う
考
え
方
の
よ
う
で
、
市
長
の
行

き
過
ぎ
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
も
っ
て

い
る
。

一
方
行
政
府
当
局
で
は
今
度
の
立
法
院
議
会

に
勧
告
し
た
市
町
村
自
治
法
の
一
部
改
正
の

中
で
、
市
町
村
の
経
費
の
節
減
を
は
か
り
地

方
財
政
の
強
化
の
た
め
区
長
制
の
廃
止
規
定

を
盛
り
こ
ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
政
府
と
し

て
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
何
ら
か
の
見
解
を

示
す
の
で
は
な
い
か
と
も
予
想
さ
れ
る
。

消
防
隊
の
不
正
／
那
覇
市
総
務

課
が
内
容
発
表

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
６
・
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去
る
十
一
日
那
覇
市
定
例
議
会
で
、
瀬
長

市
長
は
市
消
防
隊
長
に
不
正
経
理
が
あ
り

同
隊
長
を
懲
戒
免
に
す
る
と
発
表
し
た
こ

と
に
対
し
、
消
防
隊
の
各
分
団
正
副
団
長

が
、
二
十
三
日
声
明
書
を
出
し
、
隊
内
に

不
正
の
事
実
は
な
い
と
釈
明
し
た
が
、
市

総
務
課
で
は
、
二
十
六
日
、
事
件
の
内
容

を
次
の
通
り
発
表
し
た
。

◇

消
防
隊
で
は
、
五
五
年
五
月
、
消
防
機

能
の
充
実
を
は
か
り
、
警
察
局
か
ら
消
火
器

四
百
七
十
二
本
、
ラ
バ
ホ
ー
ス
十
三
本
、
二

吋
ホ
ー
ス
一
本
、
冷
凍
器
エ
ン
ジ
ン
四
台
な

ど
を
払
い
下
げ
収
入
役
の
決
裁
を
受
け
ず
隊

長
の
独
断
で
消
火
器
も
売
却
処
分
、
そ
の
収

納
、
支
出
に
収
入
役
の
決
裁
を
う
け
て
な
い

の
は
、
自
治
法
に
規
定
さ
れ
た
収
入
役
の
権

限
を
無
視
し
、
条
例
も
犯
し
て
い
る
。

△
消
火
器
、
薬
品
の
売
上
総
額
三
十
三
万
四

百
十
五
円
、寄
付
金
と
謝
礼
金
五
千
九
百
円
、

そ
の
他
の
収
入
三
万
三
千
七
百
十
円
、
総
計

三
十
七
万
二
十
五
円
の
収
入
の
う
ち
三
十
五

万
二
千
三
百
十
八
円
が
支
出
さ
れ
て
い
る

が
、
支
出
金
に
は
領
収
書
が
あ
っ
て
記
帳
さ

れ
て
な
い
も
の
、
記
帳
さ
れ
て
い
な
が
ら
領

収
書
の
な
い
も
の
な
ど
経
理
は
乱
脈
で
あ

る
。
な
お
、
差
引
き
残
金
一
万
七
千
七
百
七

円
の
う
ち
、
四
千
三
百
七
十
三
円
は
預
金
さ

れ
、
二
千
七
百
六
十
円
は
現
金
で
残
っ
て
お

り
、
一
万
五
百
七
十
三
円
の
用
途
が
不
明
だ

が
、
こ
れ
は
殆
ん
ど
遊
興
費
と
個
人
が
負
担

す
べ
き
も
の
に
使
わ
れ
て
い
る
。

△
ま
た
、
五
五
年
十
月
以
来
、
ガ
ソ
リ
ン

千
六
百
二
十
ガ
ロ
ン
、
オ
イ
ル
五
十
五
ガ

ロ
ン
が
国
場
組
に
預
け
ら
れ
て
お
り
、
消

防
隊
で
は
、
危
険
物
取
扱
法
に
よ
っ
て
隊

に
は
保
管
で
き
な
い
の
で
預
け
た
と
い
っ

て
い
る
が
、
隊
に
は
ド
ラ
ム
罐
七
、
八
罐

が
常
備
さ
れ
、
い
つ
で
も
給
油
で
き
る
体

制
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
消
費
し
な

い
も
の
を
消
費
し
た
形
で
市
に
予
算
を
要

求
し
た
も
の
で
、
予
算
の
不
正
執
行
に
な

る
。

△
寄
付
金

募
金

行
為
に
つ
い
て
は
前
議

会
で
も
注
意
さ
れ
、
収
入
役
か
ら
も
注
意
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
続
け
て
お
り
、
そ
の
支

出
も
法
的
な
手
続
き
を
経
ず
に
や
っ
て
い

る
。
寄
付
に
よ
る
収
入
総
額
は
、
三
万
一
千

九
百
円
で
そ
の
支
出
は
三
万
四
百
八
十
五
円

と
な
っ
て
い
る
が
、
差
引
き
千
四
百
十
五
円

の
残
金
が
な
く
、
私
的
に
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
当
局
で
押
収
し
た
帳
簿
か
ら
明
ら
か

で
あ
る
。

泊
タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設
等
／
那
覇

暫
定
予
算
二
千
六
百
万
円

沖
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去
る
十
八
日
議
会
を
解
散
し
た
那
覇
市
で

は
、
明
日
七
月
一
日
か
ら
新
年
度
を
迎
え
、

市
長
の
専
決
処
分
に
よ
っ
て
市
政
の
運
営
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
瀬
長
市
長
は
先

に
、
区
設
置
条
例
を
は
じ
め
、
十
二
件
の
条

例
を
専
決
処
分
に
よ
っ
て
制
定
し
た
が
、
前

議
会
で
新
年
度
予
算
案
が
未
処
理
の
ま
ま
流

れ
た
た
め
、
次
の
議
会
招
集
ま
で
の
三
ヵ
月

間

七
、
八
、
九
月

は
専
決
処
分
暫
定
に

よ
る
予
算
で
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
財

政
課
で
そ
の
編
成
を
い
そ
い
で
い
た
が
、
二

十
九
日
公
布
さ
れ
た
。

七
、
八
、
九
月
の
四
分
の
一
半
期
の
暫
定

予
算
歳
入
歳
出
総
額
は
二
千
六
百
八
十
六

万
九
千
二
百
五
十
二
円
で
那
覇
市
の
自
己

財
源
に
よ
る
歳
入
総
額
八
千
五
百
万
円
の

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

六
月

六
二
五



三
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。

な
お
、
専
決
処
分
に
よ
る
暫
定
予
算
に
は
、

道
路
新
設
改
良
費

二
百
六
十
四
万
八
百
十

円

や
排
水
工
事
費

二
十
八
万
一
千
二
百

六
十
円

特
別
補
助
打
ち
切
り
で
放
置
さ
れ

て
い
た
泊
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
建
設
費

二
百

七
十
二
万
四
千
六
百
三
十
二
円

区
長
制
の

復
活
に
よ
る
区
事
務
所
費

三
十
九
万
九
千

十
円

霊
園
建
設
事
業
費

百
二
十
三
万
二

千
八
百
十
円

な
ど
の
新
規
事
業
な
ど
が
組

ま
れ
て
い
る
。

項
目
別
歳
入
歳
出
暫
定
予
算
額
は
次
の
通

り
。歳入
の
部

二
千
六
百
八
十
六
万
九
千
二

百
五
十
円
。
△
市
税
百
五
十
八
万
六
百
六
十

二
円
、
△
公
営
企
業
及
び
財
産
収
入
百
三
十

二
万
九
千
四
百
八
十
円
。
△
使
用
料
及
び
手

数
料
四
百
五
万
八
千
五
十
円
。
△
政
府
支
出

金
二
十
万
円
、
△
繰
越
金
一
千
九
百
万
円
、

△
雑
収
入
七
十
万
一
千
六
十
円
。

歳
出
の
部

二
千
六
百
八
十
六
万
九
千
二

百
五
十
二
円
。
△
議
会
費
六
十
九
万
七
千
九

百
十
五
円
。
△
役
所
費
八
百
八
十
八
万
二
百

五
十
二
円
。
△
消
防
費
百
三
万
一
千
四
百
五

十
五
円
。
△
土
木
費
五
百
四
十
七
万
九
百
六

十
二
円
。
△
都
市
計
画
事
業
費
二
百
二
十
二

万
一
千
九
百
七
十
円
。
△
港
湾
費
三
百
二
十

万
八
千
九
百
八
十
七
円
、
△
社
会
及
労
働
施

設
費
百
二
十
七
万
四
千
六
百
八
十
三
円
。
△

保
健
衛
生
費
百
六
十
四
万
八
百
三
十
四
円
。

△
産
業
経
済
費
七
十
四
万
七
百
八
十
九
円
。

△
選
挙
費
四
十
四
万
四
千
五
百
四
十
円
。
△

公
債
費
四
十
二
万
五
千
七
百
二
十
三
円
。
△

諸
支
出
金
二
十
三
万
七
十
円
。
△
戸
籍
整
備

費
四
十
万
四
千
七
十
二
円
。
△
予
備
費
二
十

万
円
。

｜
社
　
説
｜

瀬
長
支
持
対
反
瀬
長
の
戦
い
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・
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八
月
四
日
に
投
票
が
行
わ
れ
る
今
次
那
覇

市
議
会
議
員
の
総
選
挙
は
、
七
月
十
六
日
か

ら
立
候
補
届
出
の
受
付
を
開
始
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
街
で
は
早
や
候
補
の
下
馬

評
が
で
て
、
保
守
系
か
ら
だ
れ
だ
れ
が
出
馬

す
る
の
、
革
新
系
は
ど
う
の
と
噂
と
り
ど
り

の
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
ん
ど
の
那
覇
市
議
総
選
挙

は
、
市
議
会
の
瀬
長
市
長
不
信
任
に
よ
り
、

瀬
長
市
長
が
と
っ
た
対
抗
措
置
と
し
て
の
議

会
解
散
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
ん
ど
選
び
出

さ
れ
る
議
員
の
半
数
以
上
が
再
び
瀬
長
市
長

を
不
信
任
す
れ
ば
瀬
長
市
長
は
そ
の
職
を
去

ら
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
逆
に
瀬
長
支
持
の
議

員
が
過
半
数
を
占
め
れ
ば
瀬
長
市
長
は
安
泰

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
す
る
と
、
ど
ち
ら

の
派
も
過
半
数
の
議
席
獲
得
を
め
ざ
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
地
方
自
治

法
の
規
定
か
ら
み
る
と
単
に
過
半
数
で
は
勝

負
は
決
せ
ら
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
法
規

に
よ
っ
て
議
会
は
議
員
定
数
の
三
分
の
二
以

上
が
出
席
せ
ぬ
と
成
立
し
な
い
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
を
こ
ん
ど
の
場
合
に
あ
て
は
め
る

と
、
瀬
長
支
持
派
が
、
議
会
定
数
三
十
の
う

ち
の
三
分
の
一
以
上
す
な
わ
ち
最
低
十
一
議

席
を
占
め
れ
ば
戦
術
に
よ
っ
て
再
度
の
不
信

任
提
案
を
妨
害
す
る
こ
と
が
で
き
、
反
瀬
長

派
は
な
ん
と
し
て
も
議
席
二
十
以
上
を
占
め

ね
ば
不
信
任
案
を
ス
ム
ー
ス
に
通
過
さ
せ
る

こ
と
は
困
難
と
な
る
。
こ
う
み
て
く
る
と
こ

ん
ど
の
那
覇
市
議
選
は
二
十
対
十
一
の
獲
得

戦
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

攻
め
る
方
の
反
瀬
長
派
は
最
低
二
十
の
議

席
獲
得
に
よ
る
瀬
長
打
倒
に
全
力
を
あ
げ
る

で
あ
ろ
う
し
、
守
る
方
の
瀬
長
支
持
派
も
過

半
数
を
め
ざ
し
、
最
悪
の
場
合
で
も
十
一
議

席
の
獲
得
に
死
力
を
つ
く
す
こ
と
で
あ
ろ

う
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
選
挙
に
臨
む
に

当
っ
て
市
民
有
権
者
が
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
こ

と
は
、
こ
れ
が
い
つ
も
の
市
会
議
員
選
挙
と

趣
を
異
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ

ち
瀬
長
市
長
を
辞
め
さ
せ
る
か
、
そ
れ
と
も

瀬
長
氏
を
そ
の
ま
ま
市
長
の
椅
子
に
す
わ
ら

せ
て
お
く
か
を
決
め
る
選
挙
で
あ
る
と
い
う

点
で
あ
る
。”
こ
ん
ど
の
選
挙
は
保
守
対
革

新
の
決
戦
だ
”
と
い
っ
て
い
る
向
き
が
あ
る

が
、
こ
ん
ど
の
場
合
そ
う
ハ
ッ
キ
リ
割
り
切

れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
瀬
長
支

持
対
反
瀬
長
の
戦
い
で
あ
り
、
市
民
有
権
者

は
そ
の
点
深
く
認
識
し
て
か
か
ら
ね
ば
な
ら

な
い
。

金
口
木
舌
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那
覇
市
会
の
選
挙
も
近
づ
い
て
き
た
。ま
た
、

市
民
は
選
挙
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
と
り
つ
か
れ
る

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
選
挙
が
終
れ
ば
、
あ

と
は
さ
っ
ぱ
り
と
選
挙
騒
ぎ
を
忘
れ
て
し
ま

え
る
の
は
、
都
市
地
区
の
有
難
い
と
こ
ろ
▼

こ
の
選
挙
は
瀬
長
市
長
の
率
い
る
人
民
党
に

と
っ
て
は
負
け
ら
れ
な
い
闘
い
で
あ
る
し
、

瀬
長
打
倒
即
都
計
促
進

を
叫
ん
で
い
る

市
会
多
数
派
も
現
勢
を
切
り
崩
さ
れ
て
は
す

べ
て
が
お
じ
ゃ
ん
、に
な
る
と
い
う
わ
け
で
、

こ
れ
ま
た
、
天
王
山
の
闘
い
を
い
ど
む
つ
も

り
で
き
わ
め
て
慎
重
▼
こ
の
市
会
内
部
で
の

闘
争
と
は
別
に
那
覇
市
政
再
建
同
盟
が
結
成

さ
れ
、
瀬
長
市
政
批
判
に
乗
り
出
し
て
い
る

が
、
今
度
の
市
会
選
挙
は
む
し
ろ
、
こ
の
再

建
同
盟
と
人
民
党
と
の
対
陣
が
政
争
の
主
流

と
な
り
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
再
建
同
盟
は
社

大
系
や
民
主
系
そ
の
他
の
共
同
戦
線
ら
し
い

が
、
ど
の
程
度
人
民
党
と
瀬
長
市
政
に
斬
り

込
め
る
か
が
見
も
の
で
あ
る
▼
そ
れ
に
つ
け

て
も
市
民
の
望
む
と
こ
ろ
は
、
泥
試
合
に
な
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ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
泥
試
合
と
な
っ
て
は
沖

縄
人
が
世
の
笑
い
も
の
に
な
る
こ
と
を
忘
れ

ず
に
、
あ
く
ま
で
も
冷
静
な
知
的
政
争
に
し

て
ほ
し
い
の
で
あ
る
。
市
長
派
も
反
市
長
派

も
、
冷
静
な
市
民
の
前
で
逆
上
す
れ
ば
マ
イ

ナ
ス
に
な
る
こ
と
を
常
に
念
頭
に
お
く
べ
き

で
あ
る
▼
再
建
同
盟
は
は
げ
し
い
攻
撃
を
か

け
る
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
主
体
は
青

壮
年
が
占
め
て
い
る
よ
う
だ
か
ら
、
戦
術
的

に
人
民
党
を
追
い
込
め
る
か
ど
う
か
、
勝
敗

の
決
す
る
と
こ
ろ
は
そ
の
辺
で
あ
ろ
う
。
互

に
相
手
の
弱
点
を
狙
う
の
が
闘
争
の
戦
術
で

も
あ
り
、
常
識
で
も
あ
る
が
、
熱
す
る
の
余

り
、
感
情
過
多
に
な
る
と
、
攻
撃
の
効
果
は

弱
く
な
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
返
り
矢
と

な
っ
て
自
分
の
方
に
は
ね
か
え
る
▼
選
挙
と

な
れ
ば
当
事
者
た
ち
は
の
ぼ
せ
て
熱
狂
す
る

が
、
市
民
は
逆
に
冷
静
に
か
え
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
を
忘
れ
て
は
勝
つ
こ
と
は
む
ず
か

し
い
。
勝
つ
た
め
に
、
ま
た
、
物
笑
い
の
種

に
な
ら
ぬ
よ
う
、
あ
く
ま
で
冷
静
で
論
理
的

な
批
判
を
市
民
の
前
に
展
開
す
る
よ
う
す
べ

て
の
関
係
者
に
望
み
た
い
。

選
挙
戦
は
既
に
表
面
化
／
「
那

覇
市
政
再
建
同
盟
」
生
る

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
７
・
４

那
覇
市
議
選
挙
は
、
届
出
ま
で
ま
だ
十
余

日
も
あ
る
と
い
う
の
に
、
街
は
早
く
も
選

挙
気
分
が
み
な
ぎ
り
、
物
好
き
な
政
界
雀

た
ち
の
話
題
の
ま
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
拍
車
を
か
け
る
よ
う
に
、
き
の
う
午

後
三
時
半
か
ら
那
覇
劇
場
で
開
か
れ
た
反

瀬
長
派
の

那
覇
市
政
再
建
同
盟

結
成

大
会
は
、
開
会
前
に
マ
イ
ク
を
繰
出
し
て

市
民
に
”
瀬
長
市
長
不
信
任
達
成
”
を
呼

び
か
け
て
い
た
が
、
一
方
瀬
長
派
は
、
明

五
日
か
ら
十
五
日
ま
で
、
連
日
各
地
で
市

民
集
会
を
開
き
市
政
の
現
状
を
訴
え
る
予

定
で
、
選
挙
運
動
は
実
質
的
に
は
既
に

始
っ
た
か
っ
こ
う
だ
。

瀬
長
市
長
の
不
信
任
を
完
遂
し
て
、
首
都
に

ふ
さ
わ
し
い
市
長
を
選
出
し
明
る
い
那
覇
市

を
建
設
し
よ
う
｜
と
有
志
た
ち
の
呼
び
か
け

で
、
三
日
午
後
三
時
半
か
ら
那
覇
劇
場
で

那
覇
市
政
再
建
同
盟

結
成
大
会
が
開
か

れ
た
。
会
場
に
は
約
千
余
名
の
市
民
が
詰
め

か
け
、
ま
ず
議
長
団
に
知
念
忠
太
郎
、
泉
正

重
、
仲
井
真
元
楷
の
三
氏
を
選
出
、
瀬
長
市

長
不
信
任
の
完
遂
、
那
覇
市
政
に
お
け
る
私

党
的
派
閥
の
解
消
、
人
民
党
と
の
対
決
、
都

市
計
画
事
業
の
早
期
実
施
、
首
都
に
ふ
さ
わ

し
い
市
長
の
選
出
な
ど
、
五
つ
の
目
的
を
か

か
げ
る

那
覇
市
政
再
建
同
盟

の
規
約
な

ら
び
に
政
策
を
承
認
、
四
十
四
名
の
中
央
委

員
と
十
一
名
の
執
行
委
員
を
選
出
、
別
項
の

よ
う
な
宣
言
を
採
択
し
て
午
後
四
時
会
を
閉

じ
、
直
ち
に
瀬
長
市
政
批
判
演
説
会
に
移
っ

た
。
弁
士
と
し
て
仲
井
真
元
楷
、
宮
城
和
市
、

崎
間
敏
勝
、
高
良
徳
栄
、
泉
正
重
、
西
銘
順

治
、
一
般
市
民
と
し
て
前
那
覇
市
区
画
整
理

課
長
金
城
弘
円
、嘉
味
田
朝
盛
氏
ら
が
登
壇
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
瀬
長
市
政
を
批
判
し

た
。
こ
の
間
人
民
党
員
や
同
調
者
と
み
ら
れ

る
一
部
市
民
か
ら
盛
ん
な
野
次
も
あ
っ
た

が
、
各
弁
士
は
”
瀬
長
市
政
は
十
一
万
市
民

の
福
利
を
増
進
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
瀬

長
市
長
は
自
分
が
市
長
の
椅
子
に
あ
る
限

り
、
都
計
工
事
は
再
開
さ
れ
ず
、
市
民
が
大

い
に
迷
惑
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
な
が
ら
き

弁
を
弄
し
て
、
市
民
を
あ
ざ
む
き
、
人
民
党

勢
力
の
拡
張
を
狙
っ
て
い
る
。
速
か
に
市
長

不
信
任
を
完
遂
す
る
に
足
る
圧
倒
的
市
議
を

新
市
会
に
送
り
、
市
民
の
福
利
増
進
と
市
の

発
展
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
”
と
結
論
づ

け
、
午
後
六
時
散
会
し
た
。

な
お
役
員
は
次
の
通
り
。
中
央
委
員
長
兼
執

行
委
員
長
泉
正
重
、
事
務
局
長
知
念
忠
太
郎
、

事
務
局
次
長
新
垣
良
正
、
遊
説
部
長
西
銘
順

治
、
遊
説
副
部
長
高
良
徳
栄
、
情
報
啓
蒙
部

長
崎
間
敏
勝
、情
報
啓
蒙
副
部
長
宮
城
和
市
、

選
挙
対
策
部
長
新
崎
康
彦
、
選
挙
対
策
副
部

長
鹽
浜
芝
春
、
会
計
部
長
安
座
間
磨
志
、
会

計
副
部
長
嘉
味
田
朝
盛
。

広
告
／
宣
言

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
７
・
６

瀬
長
市
長
就
任
後
の
那
覇
市
政
を
省
み
る

に
、
政
府
特
別
補
助
金
の
打
切
り
、
琉
銀
融

資
の
拒
否
に
よ
っ
て
、
市
政
当
面
の
最
高
課

題
で
あ
る
都
市
計
画
事
業
は
完
全
に
停
止

し
、
比
道
事
業
は
難
関
に
逢
着
し
て
い
る
。

そ
れ
は
瀬
長
道
路
と
い
わ
れ
る
デ
コ
ボ
コ
道

路
及
び
中
途
で
放
置
さ
れ
た
橋
梁
工
事
に
よ

く
現
れ
て
い
る
。
瀬
長
市
長
は
、
そ
の
予
算

案
に
お
い
て
、
歳
出
の
四
分
の
一
を
都
市
計

画
に
注
ぎ
込
み
、
こ
の
事
業
の
最
高
重
要
性

を
自
ら
認
識
し
て
い
る
に
拘
ら
ず
、
か
か
る

事
態
を
惹
起
し
た
こ
と
は
極
め
て
遺
憾
で
あ

る
と
断
ぜ
る
を
得
な
い
。

ま
た
、
わ
れ
ら
は
過
去
半
年
間
の
瀬
長
市
長

の
産
業
政
策
に
な
ん
ら
積
極
的
な
産
業
育
成

の
施
策
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
ば
か
り

か
、
却
っ
て
、
那
覇
市
の
商
工
業
は
、
都
計

事
業
の
停
滞
、
瀬
長
市
長
自
身
の
手
に
よ
る

那
覇
市
補
助
金
の
削
減
に
よ
っ
て
、
そ
の
発

展
を
大
き
く
障
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
看
過

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

瀬
長
市
政
の
混
乱
は
、
都
計
事
業
の
停
止
、

商
工
業
発
展
の
阻
害
の
み
に
は
止
ま
ら
な

い
。
こ
れ
ら
の
事
業
の
推
進
に
よ
っ
て
当
然

期
待
せ
ら
れ
る
雇
用
の
拡
大
に
よ
る
勤
労
者

層
の
生
活
改
善
も
、
今
日
は
そ
の
途
を
絶
た

れ
て
、
失
業
の
脅
威
は
増
大
し
て
来
た
。
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こ
れ
ら
の
三
大
失
政
は
、
今
や
那
覇
市
民
の

生
活
の
基
礎
を
お
び
や
か
し
、
破
壊
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
瀬

長
市
長
は
こ
れ
に
な
ん
ら
の
責
任
を
感
ず
る

色
も
な
く
却
っ
て
虚
勢
と
政
治
的
陽
動
作
戦

に
よ
っ
て
、
巧
み
に
自
己
の
無
能
を
隠
ぺ
い

し
よ
う
と
し
、
あ
ま
つ
さ
え
、
非
民
主
的
な

専
決
処
分
に
よ
っ
て
、
市
民
の
た
め
に
な
る

べ
き
区
長
制
度
を
自
己
勢
力
の
扶
植
に
利
用

し
よ
う
と
し
て
い
る
。一
言
に
し
て
言
え
ば
、

瀬
長
市
長
は
市
政
を
忘
れ
、
人
民
党
勢
力
の

拡
張
に
市
民
の
税
金
を
使
っ
て
い
る
と
わ
れ

わ
れ
は
断
言
し
て
は
ば
か
ら
な
い
。

こ
の
恐
る
べ
き
事
態
の
責
任
は
、
前
人
民
党

書
記
長
と
し
て
の
瀬
長
市
長
に
あ
る
。
由
来

人
民
党
は
、
そ
の
考
え
方
に
お
い
て
、
否
定

的
で
あ
り
破
壊
的
で
あ
る
。
立
法
院
に
お
い

て
那
覇
市
へ
の
産
業
補
助
に
反
対
し
、
那
覇

市
の
都
市
計
画
に
反
対
し
た
の
が
、
人
民
党

の
立
場
で
あ
っ
た
。
こ
の
否
定
的
態
度
は
、

今
日
に
お
い
て
変
っ
て
い
な
い
。
瀬
長
市
長

が
、
都
計
事
業
の
停
止
に
も
平
然
と
し
て
な

ん
ら
の
責
任
を
感
ぜ
ず
、
自
ら
編
成
し
た
予

算
案
に
お
い
て
商
工
業
補
助
を
削
減
し
、
ま

た
失
業
の
脅
威
を
増
大
さ
せ
て
い
る
の
は
、

ま
さ
に
、
こ
の
否
定
的
態
度
の
現
わ
れ
で
あ

る
。
人
民
党
の
精
神
は

絶
対
反
対

で
あ

り
、
永
遠
の
否
定
で
あ
り
、
憎
し
み
で
あ
り
、

破
壊
で
あ
る
。
そ
の
主
張
に
は
、
生
産
的
若

し
く
は
建
設
的
意
欲
は
、
な
ん
ら
見
る
こ
と

が
出
来
な
い
。

瀬
長
市
長
は
、
こ
の
破
壊
的
精
神
で
市
民
を

分
裂
に
導
い
て
い
る
。
共
産
主
義
は
大
衆
の

窮
乏
化
を
前
提
と
し
て
栄
え
る
が
、
瀬
長
市

政
は
ま
さ
に
、
那
覇
市
民
大
衆
の
生
活
を
こ

の
よ
う
な
窮
乏
化
の
道
に
追
い
や
っ
て
共
産

主
義
の
温
床
を
準
備
し
て
い
る
と
わ
れ
わ
れ

は
断
言
す
る
。

わ
れ
ら
は
、
こ
の
際
那
覇
市
の
問
題
を
他
の

琉
球
的
規
模
の
諸
問
題
と
截
然
と
区
別
す

る
。
わ
れ
ら
は
、
た
と
え
ば
、
軍
用
地
問
題

は
今
日
の
琉
球
政
治
を
最
も
深
刻
な
危
機
に

立
た
せ
て
い
る
こ
と
を
認
め
、
軍
用
地
主
の

要
望
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
那
覇
市

政
は
、
軍
用
地
問
題
解
決
の
場
で
は
な
い
。

那
覇
市
政
の
問
題
は
、都
計
の
推
進
で
あ
り
、

市
民
の
福
利
の
増
進
で
あ
る
。
全
琉
的
規
模

問
題
を
那
覇
市
政
に
持
ち
込
み
、
問
題
を
混

同
さ
せ
、
混
乱
さ
せ
、
す
り
か
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
市
政
の
尊
い
一
票
が
詐
取
さ
れ
る

こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
投
票
の
詐
取

に
よ
る
市
政
は
却
っ
て
市
政
と
軍
用
地
問
題

双
方
の
解
決
を
益
々
困
難
な
ら
し
め
る
ば
か

り
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
ら
は
、
一
般
有
権
者
各

位
が
、
問
題
を
充
分
に
整
理
し
、
市
政
再
建

の
た
め
の
尊
い
一
票
を
詐
取
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、
万
全
の
考
慮
を
払
わ
れ
ん
こ

と
を
強
く
要
望
す
る
。

わ
れ
ら
は
、
上
述
の
見
地
に
よ
り
、
去
る
六

月
十
七
日
の
那
覇
市
議
会
に
よ
る
瀬
長
市
長

不
信
任
を
全
面
的
に
支
持
し
、
市
政
の
正
常

化
と
明
朗
化
、
都
市
計
画
の
早
期
実
施
の
た

め
に
本
同
盟
の
総
力
を
挙
げ
て
瀬
長
市
長
の

退
陣
を
実
現
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
す

る
。

一
九
五
七
年
七
月

政
　
策

一
、
都
市
計
画
事
業
の
推
進

現
在
停
止
し
て
い
る
都
市
計
画
事
業

を
全
面
的
に
再
開
す
る
。
但
し
旧
小

禄
、
首
里
地
域
に
も
本
事
業
を
推
進

す
る
。

そ
の
主
要
な
る
も
の
は
次
の
通
り
と

す
る
。

イ
、
泊
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
完
成

ロ
、
バ
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
完
成

ハ
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
早
期
建
設

ニ
、
教
育
・
住
宅
地
域
と
し
て
の
旧

首
里
の
整
備

ホ
、
市
民
公
園
、
子
供
の
遊
び
場
の

設
置

二
、
商
工
業
発
展
の
た
め
の
補
助
の
強
化

三
、
市
農
業
地
域
の
農
道
開
発

小
禄
、

首
里
地
域

四
、
市
営
屠
場
の
衛
生
施
設
の
整
備
強
化

五
、
幼
稚
園
敷
地
の
確
保
と
施
設
の
整
備

六
、
働
く
婦
人
の
た
め
の
託
児
所
の
設
置

七
、
精
神
病
監
置
施
設
の
強
化

八
、
水
源
地
の
確
保
に
よ
る
常
時
給
水
の

実
現

九
、
市
内
バ
ス
路
線
の
小
禄
、
ペ
リ
ー
へ

の
延
長
の
実
現

十
、
市
役
所
の
綱
紀
粛
正
と
職
員
の
身
分

の
確
立

十
一
、
那
覇
市
財
政
の
確
立

十
二
、
市
税
の
賦
課
徴
収
の
合
理
化

那
覇
市
政
再
建
同
盟

那
覇
市
十
区
十
一
組

那
覇
市
議
選
挙
／
社
大
党
は
ノ
ー

タ
ッ
チ

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
７
・
７

社
大
党
で
は
六
日
ひ
る
四
時
か
ら
中
央
執
行

委
員
会
を
開
い
て
、
来
る
那
覇
市
議
選
挙
に

対
す
る
党
の
態
度
を
協
議
し
た
が
、
党
と
し

て
は
地
方
自
治
体
の
政
治
に
介
入
し
な
い
と

の
基
本
態
度
か
ら
那
覇
市
議
選
挙
に
も
党
と

し
て
は
タ
ッ
チ
せ
ず
、
那
覇
支
部
に
白
紙
委

任
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

同
党
那
覇
支
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
民
主
主

義
を
守
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
去
る
市
会
で

の
市
長
不
信
任
は
非
民
主
的
な
も
の
で
あ
る

と
の
態
度
を
表
明
し
て
市
長
不
信
任
に
反
対

す
る
勢
力
の
統
一
戦
線
を
目
標
と
し
て
い

る
。
党
中
執
委
で
は
こ
の
よ
う
な
那
覇
支
部

の
態
度
を
め
ぐ
っ
て
激
論
し
た
が
採
決
の
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上
、
ノ
ー
タ
ッ
チ
を
決
め
、
更
に
同
党
員
で

反
瀬
長
市
長
を
標
榜
す
る

那
覇
市
政
再
建

同
盟

の
中
心
と
な
っ
て
い
る
知
念
忠
太
郎
、

崎
間
敏
勝
両
氏
に
対
し
て
党
に
留
る
か
、
党

外
の
他
の
政
治
団
体
に
身
を
置
く
か
の
回
答

を
七
日
正
午
ま
で
に
求
め
た
。

知
念
、
崎
間
両
氏
は
、
七
日
あ
さ
そ
の
態

度
を
話
し
合
い
、
脱
党
の
意
志
を
決
め
て
同

日
ひ
る
す
ぎ
安
里
委
員
長
あ
て
そ
の
旨
通

知
、
の
ち
脱
党
の
弁
を
声
明
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

首
脳
の
半
数
が
入
替
り
／
揺
れ

動
い
た
那
覇
市
役
所
人
事

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
７
・
７

那
覇
市
は
瀬
長
市
長
が
市
長
就
任
以
来
部
課

長
ク
ラ
ス
に
大
幅
な
人
事
の
異
動
が
あ
り
、

注
目
さ
れ
て
い
る
。

人
事
の
大
幅
な
異
動
は
一
日
、
総
務
財
政

両
部
長
の
辞
職
発
令
に
な
っ
て
か
ら
大
き

く
動
い
た
も
の
だ
が
、
瀬
長
市
長
就
任
し

て
か
ら
六
ヵ
月
の
間
に
行
わ
れ
た
こ
れ

ら
人
事
異
動
を
辿
っ
て
み
る
と
、
次
の
通

り
で
あ
る
。

助
役
嘉
手
納
並
水
氏
は
瀬
長
氏
が
市
長
に
当

選
す
る
と
、
就
任
前
に
辞
表
を
提
出
し
て
辞

め
、
そ
の
あ
と
安
次
富
長
昌

建
設

、
上

地
安
昭

社
会

の
両
部
長
が
五
月
末
日
や

め
た
。
瀬
長
市
長
は

冗
費
の
節
約
、
事
務

処
理
の
能
率
を
あ
げ
る

と
い
う
理
由
か
ら
、

人
口
十
一
万
内
外
の
都
市
で
は
部
長
制
は
必

要
な
い
と
、
現
在
ま
で
後
任
を
任
命
せ
ず
、

先
の
議
会
に
部
長
制
を
廃
止
し
た
課
長
設
置

条
例
を
上
程
し
た
が
、
市
長
不
信
任
可
決
に

伴
う
議
会
解
散
で
お
流
れ
に
な
っ
て
し
ま

い
、
依
然
と
し
て
建
設
、
社
会
の
両
部
は
存

在
し
な
が
ら
部
長
は
空
席
の
ま
ま
。
更
に
去

る
一
日
、
幸
喜
克
彰

総
務

、
長
嶺
良
松

財
政

の
両
部
長
が
辞
職
し
た
た
め
、
翌

二
日
、
総
務
課
長
、
神
山
孝
標
氏

四
月
辞

職
し
た
亀
島
入
徳
氏
の
後
任
と
し
て
五
月
初

旬
市
役
所
入
り

が
、
総
務
部
長
に
、
区
画

整
理
課
長
、
中
原
英
通
氏

去
る
六
月
辞
職

し
た
金
城
弘
円
氏
の
後
任
で
市
役
所
入
り

が
財
政
部
長
に
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
て
い

る
。こ
の
た
め
、
空
席
に
な
っ
た
総
務
課
長
に

は
三
日
勧
業
課
長
、
阿
波
連
本
平
氏

六
月

末
辞
職
し
た
久
手
堅
憲
栄
氏
の
後
任

が
移

り
、
勧
業
課
長
に
渡
口
精
雄
氏
が
任
命
さ
れ

た
。こ
の
外
、首
里
支
所
長
に
国
場
幸
太
郎
氏
、

小
禄
支
所
長
に
松
根
稔
氏
が
任
命
さ
れ
た

外
、
現
在
ま
で
に
土
木
建
築
、
都
計
の
各

課
長
ら
が
辞
職
、
後
任
に
は
そ
れ
ぞ
れ
次

の
各
氏
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。

△
土
地
課
長

安
里
一
郎
氏
、
△
建
築
課

長

友
寄
隆
樹
氏
、
△
都
計
課
長

知
念
英

五
郎
氏
。

な
お
、
消
防
隊
長
登
川
正
太
郎
氏
を
四
日
、

消
防
隊
を
め
ぐ
る
不
正
経
理
の
責
任
を
問
う

て
懲
戒
免
に
し
て
お
り
、
近
く
後
任
が
発
令

に
な
る
と
い
う
。

結
局
、
瀬
長
市
長
就
任
以
来
市
役
所
を

去
っ
た
人
は
嘉
手
納
並
水

助
役

、
幸
喜

克
彰

総
務

、
長
嶺
良
松

財
政

、
安
次

富
長
昌

建
設

、
上
地
安
昭

社
会

の

四
部
長
、
亀
島
入
徳

総
務

、
久
手
堅
憲

栄

勧
業

、
宮
平
粂
男

建
築

、
花
城
直

成

都
計

、
金
城
弘
円

区
画
整
理

、
赤

嶺
一
男

小
禄
支
所

の
各
課
長
並
び
に
支

所
長
の
外
、懲
戒
免
で
上
原
直
次
郎

土
木

、

登
川
正
太
郎

消
防
隊

の
両
氏
が
そ
れ
ぞ

れ
の
職
を
去
っ
て
お
り
、
市
議
会
事
務
局
長

新
垣
良
正
氏
も
六
月
中
旬
辞
職
し
て
い
る
。

つ
ま
り
二
支
所
、
四
部
、
十
四
課
、
一
隊
、

一
所
長
、
計
二
十
二
名
の
う
ち
十
三
名

う

ち
二
名
は
懲
戒
免

と
い
う
半
数
以
上
の
人

事
異
動
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

消
防
団
が
全
員
辞
職
／
那
覇

ハ
ッ
ピ
返
上
・
デ
モ
行
進

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
７
・
８

那
覇
市
消
防
団
非
常
勤
六
ヵ
分
団
七
十
名

は
、登
川
隊
長
の
懲
戒
免
職
を
不
当
と
し
て
、

八
日
午
前
十
一
時
か
ら
市
内
を
デ
モ
、
市
役

所
に
至
り
、
ハ
ッ
ピ
を
返
納
、
全
員
総
辞
職

し
た
。
同
分
団
で
は
、
さ
き
に
発
表
さ
れ
た

市
消
防
隊
の
不
正
事
件
は
、
人
民
党
的
な
考

え
方
で
、
不
正
は
な
い
、
と
声
明
書
を
出
し

て
い
た
が
、
も
早
瀬
長
市
長
の
も
と
で
は
消

防
団
員
と
し
て
働
く
意
志
が
な
く
な
っ
た
と

総
辞
職
し
た
も
の
。
デ
モ
は
約
四
十
名
の
団

員
が
参
加
、
午
前
十
一
時
ス
ピ
ー
カ
ー
を
つ

け
た
ジ
ー
プ
の
先
導
で
、

瀬
長
市
長
の
も

と
で
働
く
の
は
い
や
だ

治
安
破
壊
の
責

任
は
瀬
長
で
あ
る

な
ど
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を

か
か
げ
、
旧
税
務
署
前
を
出
発
、
国
際
通
り
、

平
和
通
り
、
神
里
原
通
り
、
与
儀
、
開
南
を

経
て
市
役
所
に
つ
き
ハ
ッ
ピ
を
返
え
し
た
。

那
覇
消
防
隊
長
に
具
志
氏
発
令

六
日
瀬
長
市
長
は
、
登
川
那
覇
市
消
防
隊
長

の
後
任
に
具
志
清
一
氏

三
七

を
発
令
し

た
。新
垣
元
栄
第
三
分
団
長
の
話

分
団
は
市

民
の
支
持
で
で
き
た
も
の
で
あ
り
辞
め
る
べ

き
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
瀬
長

市
長
の
や
り
方
は
一
方
的
に
強
行
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
市
民
に
は
申
し
訳
な
い
が
、
か

か
る
市
長
の
も
と
で
働
く
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
、
辞
め
る
こ
と
に
し
た
。
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那
覇
市
議
選
挙
既
に
火
ブ
タ
切

る
／
両
派
が
首
里
と
小
禄
に

分
れ
気
勢
あ
げ
る
／
首
里
は

ヤ
ジ
乱
れ
飛
ぶ
／
小
禄
の
会

場
は
至
っ
て
平
穏

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
７
・
９

那
覇
市
議
選
挙
は
、
届
出
を
あ
と
一
週
間
後

に
控
え
、
早
く
も
乱
戦

舌
戦
の
色
あ
い
を

こ
ゆ
く
し
て
い
る
。
昨
晩
は
午
後
八
時
か
ら

首
里
、
小
禄
の
二
カ
所
で
、
期
せ
ず
し
て
反

市
長
派
と
市
長
派
の
演
説
会
が
開
か
れ
た
。

届
出
が
ま
だ
と
あ
っ
て
一
方
は
市
政
批
判
演

説
会
、
他
方
は
市
民
集
会
と
い
う
名
目
。
だ

が
名
目
は
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、
来
る
市
議
選

で
相
手
側
を
苦
境
に
追
い
込
み
、
わ
が
派
を

有
利
に
導
こ
う
と
す
る
意
図
の
あ
る
こ
と
は

そ
の
演
説
内
容
か
ら
否
定
で
き
な
い
。”
○

○
候
補
に

清
き
一
票
を
”
と
言
わ
な
い

だ
け
で
実
質
的
に
は
選
挙
運
動
そ
の
も
の

以
下
、思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
総
選
挙
を
迎
え
、

テ
ン
テ
コ
舞
す
る
那
覇
市
選
挙
管
理
委
員
会

と
、
昨
晩
の
両
派
演
説
会
場
を
の
ぞ
い
て
み

た
。首
里
（
再
建
同
盟
）

那
覇
市
政
再
建
同
盟
主
催
の
瀬
長
市
政
批
判

演
説
会
が
、
八
日
午
後
九
時
過
ぎ
か
ら
首
里

崎
山
区
十
字
路
広
場
で
約
七
、
八
百
名
の
聴

衆
を
集
め
て
開
か
れ
た
。
先
ず
仲
井
真
元
楷

氏
か
ら

瀬
長
市
長
不
信
任
の
経
過

続
い

て
宮
城
和
市
氏
か
ら

市
民
の
良
識
に
訴
え

る

泉
正
重
氏
か
ら

瀬
長
市
政
の
盲
点
を

衝
く

崎
間
敏
勝
氏
の

瀬
長
市
政
雑
感

神
田
正
重
氏
の

那
覇
市
政
を
正
常
に
取
り

戻
そ
う

そ
の
他
高
良
徳
栄
氏
の

瀬
長
市

政
は
零
以
下
で
あ
る

西
銘
順
治
氏
の

人

民
党
政
策
の
誤
び
ゅ
う
を
衝
く

と
の
順
で

そ
れ
ぞ
れ
瀬
長
市
政
の
こ
れ
ま
で
の
政
策
な

ど
を
五
分
か
ら
十
分
間
に
亘
っ
て
痛
烈
に
批

判
し
た
。
な
お
首
里
は
”
農
研
指
所
移
転
問

題
”
も
あ
っ
た
関
係
で
人
民
党
同
調
者
が
多

い
と
み
ら
れ
て
い
る
だ
け
に
、
当
初
か
ら
相

当
な
ヤ
ジ
暴
言
が
投
げ
ら
れ
る
も
の
と
予
想

さ
れ
て
い
た
が
当
初
は
ヤ
ジ
ら
し
い
ヤ
ジ
も

な
く
ス
ム
ー
ス
に
進
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
神
田

氏
の
演
説
の
中
途
か
ら

引
込
め

何
を

い
う
か

馬
鹿
野
郎

な
ど
と
の
ヤ
ジ
が

飛
び
一
時
騒
然
と
す
る
一
コ
マ
も
み
ら
れ
、

主
催
者
側
か
ら
”
ヤ
ジ
で
妨
害
せ
ず
意
見
が

あ
る
な
ら
ば
前
に
出
て
堂
々
と
対
決
し
よ

う
”
と
の
要
望
が
な
さ
れ
る
な
ど
首
里
の
演

説
会
と
し
て
は
近
来
に
な
い
緊
張
し
た
ふ
ん

囲
気
を
か
も
し
て
い
た
。

小
禄
（
市
民
集
会
）

六
日
を
皮
切
り
に
十
五
日
ま
で
那
覇
市
の
各

所
で
開
か
れ
る
那
覇
市
主
催
市
民
集
会
第
三

日
目
の
八
日
は
小
禄
ク
ラ
ブ
で
開
か
れ
た

が
、
午
後
七
時
半
か
ら
始
め
ら
れ
る
予
定

だ
っ
た
の
が
、
集
り
が
悪
く
一
時
間
も
開
会

が
お
く
れ
て
午
後
八
時
半
開
会
し
た
。
開
会

時
刻
に
集
ま
っ
た
聴
衆
は
約
三
百
名
、
殆
ど

が
小
禄
区
の
人
ば
か
り
で
、
他
区
か
ら
の
参

加
は
少
な
か
っ
た
が
、
集
ま
っ
た
聴
衆
は
演

説
に
対
し
て
は
盛
ん
に
拍
手
を
お
く
り
活
気

に
み
ち
て
い
た
。

松
根
小
禄
支
所
長
、
宮
城
清
三
郎
市
議
、
瀬

長
市
長
な
ど
が
次
々
と
た
っ
て
▽
那
覇
市
長

不
信
案
の
真
相
▽
那
覇
消
防
隊
問
題
▽
区
画

整
理
課
な
ど
の
汚
職
問
題
▽
小
禄
の
黙
認
耕

作
地
問
題
な
ど
を
と
り
あ
げ
、
一
部
政
治
家
、

財
界
の
デ
マ
に
ま
ど
わ
さ
れ
る
な
と
力
説
拍

手
を
あ
び
た
。

最
後
に
瀬
長
市
長
が
演
壇
に
立
っ
た
こ
ろ
は

続
々
人
が
詰
め
か
け
聴
衆
は
約
千
名
に
達
し

会
場
の
ふ
ん
囲
気
も
最
高
潮
で
口
笛
や
拍
手

で
に
ぎ
や
か
な
う
ち
に
午
後
十
時
半
会
を

終
っ
た
。

名
簿
作
製
に
大
童
ア
ル
バ
イ
ト
使
っ
て

那
覇
市
会
議
員
選
挙
の
届
出
開
始
も
間
近
に

迫
り
、
各
候
補
と
も
選
挙
人
名
簿
ポ
ス
タ
ー

の
作
製
な
ど
早
く
も
準
備
に
大
童
わ
と
い
う

と
こ
ろ
を
見
せ
て
い
る
。

選
挙
と
な
る
と
各
候
補
者
と
も
必
死
に
な
っ

て
の
票
読
み
を
展
開
す
る
が
、
こ
の
時
に
必

要
と
な
る
の
が
選
挙
人
名
簿
、
投
票
間
近
に

な
る
と
こ
の
名
簿
の
こ
こ
か
し
こ
に
赤
丸
を

つ
け
、”
こ
の
家
は
大
丈
夫
、
こ
れ
は
あ
ぶ

な
い
”
と
か
、
自
分
の
得
票
の
基
準
に
し
て

い
る
。

八
日
は
あ
さ
か
ら
市
政
再
建
同
盟
が
雇
っ
た

ア
ル
バ
イ
ト
学
生
二
、
三
十
名
が
選
挙
人
名

簿
の
作
製
に
一
生
懸
命
と
い
う
風
景
を
見
せ

て
い
た
。

市
が
認
可
却
下
を
申
請
／
バ
ス

協
会
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
７
・
10

沖
縄
バ
ス
協
会

会
長
上
原
敬
和
氏

で
は
、

都
計
に
よ
る
バ
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
予
定
地

上
泉
町
一
丁
目

に
仮
建
築
の
確
認
申
請

を
出
し
て
い
る
が
、
那
覇
市
は
、
九
日
、
同

敷
地
が
先
に
告
示
に
な
っ
た
都
市
計
画
に
よ

る
バ
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
用
地
で
あ
り
、
認
可

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
却
下
し
て
ほ
し

い
と
い
う
意
見
書
を
工
交
局
政
府
建
築
主
事

宛
に
送
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
次
の
諸

点
を
あ
げ
て
い
る
。

△
バ
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
都
市
計
画
法

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
告
示
第
七
十
二
号

五
六
年
三
月

で
都
市
計
画
那
覇
バ
ス
・

タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
認
可
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
都
計
法
第
五
条
に
は
、
都
計
及
び
都
計

事
業
は
、
行
政
庁
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
行
政
庁
と
し
て
指
定
さ
れ
、
さ
ら
に
市

会
で
も
議
決
し
て
い
る
の
で
、
当
然
指
定
行

政
庁
で
あ
る
那
覇
市
が
執
行
者
で
あ
る
。
都

計
法
施
行
規
則
第
二
条
で
決
め
ら
れ
た
行
政
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庁
以
外
の
者
が
、
都
計
の
一
部
執
行
者
と
な

る
こ
と
が
で
き
て
も
、
告
示
で
決
定
さ
れ
た

那
覇
市
バ
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
他
の
人
が
着

手
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

△
確
認
申
請
書
に
は
、
同
地
域
に
仮
設
工

場
の
設
置
を
許
可
す
る
と
い
う
政
府
建
築
主

事
か
ら
の
指
令
が
つ
い
て
い
る
が
、
那
覇
市

で
の
建
築
要
請
は
、
市
の
副
申
に
よ
っ
て
主

席
が
許
可
す
る
と
い
う
従
来
の
運
用
が
合
法

的
で
あ
る
。
同
指
令
は
従
来
の
運
用
を
破
っ

て
許
可
し
て
お
り
、こ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
、

那
覇
都
市
計
画
に
支
障
を
き
た
す
も
の
で
あ

り
、
却
下
し
て
欲
し
い
。

”
市
民
集
会
は
ご
免
”
／
オ
フ

・
リ
ミ
ッ
ツ
で
商
売
あ
が
っ

た
り
／
小
禄
の
関
係
業
者
が

申
入
れ

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
７
・
10

那
覇
市
が
、
六
日
か
ら
市
内
各
地
で
市
民
集

会
を
開
き
、
瀬
長
市
長
ら
が
市
政
報
告
を

や
っ
て
い
る
た
め
、
旧
小
禄
一
帯
は
米
軍
の

立
入
禁
止
と
な
り
、
米
人
相
手
の
商
売
が
あ

が
っ
た
り
に
な
っ
た
と
、
新
辻
町
、
宇
栄
原

部
落
の
風
俗
営
業
、
タ
ク
シ
ー
業
代
表
上
江

田
惟
広
氏
外
三
名
が
、八
日
市
役
所
を
訪
れ
、

小
禄
で
の
集
会
は
や
め
て
欲
し
い
と
申
し
入

れ
た
。
小
禄
新
辻
町
、
宇
栄
原
一
帯
は
、
そ
の
七

割
が
風
俗
営
業
、
タ
ク
シ
ー
、
お
み
や
げ

品
店
な
ど
で
、
軍
で
は
、
市
民
集
会
の
あ

る
日
と
そ
の
前
後
は
兵
隊
の
外
出
を
禁
じ

て
い
る

那
覇
市
の
市
民
集
会
は
、
十
五
日
ま
で
日
程

が
組
ま
れ
、
三
日
置
き
に
小
禄
で
行
わ
れ
て

い
る
た
め
、十
六
日
ま
で
は
解
禁
に
な
ら
ず
、

そ
の
間
、
商
売
は
あ
が
っ
た
り
だ
と
い
う
も

の
。
市
役
所
で
は
市
長
が
不
在
の
た
め
神
山
総
務

部
長
が
代
表
者
と
会
い
、話
し
合
っ
た
結
果
、

日
程
を
変
更
し
て
、
小
禄
を
早
く
済
ま
す
と

い
う
こ
と
で
折
り
合
い
が
つ
き
、
十
四
日
に

予
定
し
て
い
た
具
志
部
落
、
新
部
落
で
の
集

会
を
十
一
日
に
く
り
あ
げ
、
十
三
日
の
土
曜

日
か
ら
解
禁
に
す
る
よ
う
は
か
る
こ
と
に

な
っ
た
。

そ
の
後
、
代
表
者
は
記
者
団
と
会
い
、
要

旨
次
の
よ
う
な
声
明
書
を
発
表
し
た
。

△
市
民
集
会
は
、
市
政
報
告
の
美
名
で
人
民

党
が
党
勢
拡
張
を
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
小
禄
の
市
民
は
迷
惑
し
て
い
る
。
軍
は

人
民
党
の
演
説
会
が
開
ら
か
れ
る
間
は
、
オ

フ
・
リ
ミ
ッ
ツ
に
す
る
と
い
っ
て
お
り
、
軍

と
密
接
な
つ
な
が
り
を
も
つ
小
禄
で
は
、
市

民
の
生
活
が
お
び
や
か
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
今
後
は
、
明
治
橋
以
南
で
は
、
一
切
集

会
を
も
た
な
い
で
ほ
し
い
。

広
告
／
瀬
長
市
長
へ
の
公
開
質

問
（
そ
の
二
）

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
７
・
11

我
々
は
六
月
七
日
の
琉
球
新
報
紙
上
で
貴
殿

へ
の
公
開
質
問
を
や
っ
た
が
、
予
想
の
通
り

貴
殿
は
回
答
を
さ
け
た
。
瀬
長
市
長
は
新
聞

紙
上
で
回
答
す
る
こ
と
は
、
広
告
料
が
か
ゝ

る
の
で
や
ら
な
い
と
言
っ
た
り
、
又
あ
の
質

問
は
黙
殺
す
る
と
も
言
っ
て
い
る
。
然
し
あ

の
質
問
は
黙
殺
出
来
る
種
類
の
も
の
で
は
な

い
。
貴
殿
が
黙
殺
し
て
も
、
市
民
の
心
に
は

大
き
な
疑
問
が
起
っ
て
瀬
長
亀
次
郎
の
神
話

は
そ
こ
か
ら
崩
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
警
告
し

た
い
。
ま
た
金
の
か
か
ら
な
い
回
答
の
方
法

も
あ
る
か
ら
老
婆
心
な
が
ら
お
知
ら
せ
し
よ

う
。
そ
れ
は
各
新
聞
と
記
者
会
見
を
し
て
貴

殿
の
回
答
を
無
料
で
新
聞
記
事
に
し
て
も
ら

う
こ
と
で
あ
る
。
公
開
質
問
は
市
民
が
大
き

な
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
貴
殿
が
ど
の
位
逃

げ
切
る
か
皆
注
目
し
て
い
る
か
ら
、
各
新
聞

社
が
協
力
し
て
く
れ
る
も
の
と
思
う
。
そ
れ

で
前
回
と
今
回
の
質
問
を
併
せ
て
回
答
し
て

頂
き
た
い
。

一
、
ヤ
ジ
隊
に
つ
い
て

人
民
党
が
相
手
方
の
演
説
会
の
妨
害
を
す

る
た
め
に
組
織
的
ヤ
ジ
を
送
っ
て
い
る
こ

と
は
市
民
周
知
の
通
り
で
あ
る
我
々
の
調

べ
た
と
こ
ろ
で
は
ヤ
ジ
隊
は
豊
見
城
村
や

コ
ザ
、
西
原
方
面
か
ら
来
て
お
り
、
一
人

当
り
泡
盛
二
合
、
そ
ば
代
三
十
円
を
支
給

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ヤ
ジ
隊
は
瀬
長
市
長

の
言
論
封
殺
の
手
段
で
あ
る
が
、
市
長
は

今
で
も
言
論
の
自
由
を
信
ず
る
か
ど
う

か
。

二
、
都
計
工
事
は
始
ま
つ
て
い
る
か

瀬
長
市
長
は
一
月
の
議
会
で
は
三
月
の
雪

解
け
を
説
き
三
月
の
議
会
で
は
六
月
の
施

政
方
針
を
待
て
と
い
ゝ
、
六
月
の
議
会
で

は
と
う
と
う
ウ
ソ
が
ば
れ
て
、
不
信
任
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。
那
覇
市
は
八
千
万
円
の

自
己
財
源
収
入
の
内
四
、
〇
〇
〇
万
円
は

人
件
費
　
二
、
五
〇
〇
万
円
は
事
務
費
で

残
り
の
一
、
五
〇
〇
万
円
が
土
木
修
繕
費

で
あ
る
が
、
瀬
長
市
長
は
九
日
の
農
連
市

場
で

都
計
事
業
は
再
開
さ
れ
、
ブ
ル

ト
ー
ザ
ー
は
う
な
り
を
あ
げ
て
い
る
。
ウ

ソ
と
思
う
も
の
は
、
泊
の
市
営
住
宅
前
を

見
よ

と
言
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
が
行
っ
て

調
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
あ
れ
は
某
土

建
会
社
が
建
築
工
事
の
余
っ
た
土
を
ブ
ル

ト
ー
ザ
ー
で
凹
地
に
す
て
ゝ
い
る
に
過
ぎ

な
い
。
貴
殿
の
都
計
事
業
は
市
営
住
宅
前

の
ど
こ
で
始
ま
っ
て
い
る
か
。

三
、
む
つ
み
橋
際
の
ビ
ア
ホ
ー
ル
に
つ
い
て

最
近
む
つ
み
橋
の
側
ガ
ー
ブ
ー
川
の
上

に
、
新
ら
し
い
ビ
ア
ホ
ー
ル
が
出
来
た
。

瀬
長
市
長
は
河
川
は
公
有
水
面
に
し
て
政

府
が
管
理
せ
よ
と
公
文
で
要
求
し
た
こ
と
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が
あ
る
が
、
こ
の
ビ
ア
ホ
ー
ル
が
瀬
長
市

長
に
な
っ
て
か
ら
た
だ
一
軒
出
来
た
の
は

利
権
の
臭
み
が
あ
る
。
市
長
は
果
し
て
、

こ
の
建
築
に
許
可
証
を
発
行
し
た
か
ど
う

か
。
許
可
証
を
出
し
た
な
ら
ば
そ
の
日
付

と
番
号
と
許
可
を
受
け
た
者
の
氏
名
を
発

表
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
無
許
可
で
あ

れ
ば
建
築
物
の
撤
去
を
命
ず
る
考
へ
か
否

か
。

四
、
市
役
所
前
道
路
修
理
に
つ
い
て

都
市
計
画
工
事
の
停
止
で
市
民
は
大
き
な

迷
惑
を
蒙
っ
て
い
る
が
、
そ
の
一
例
は
バ

ス
会
社
で
あ
る
。
道
路
が
デ
コ
ボ
コ
で
あ

る
た
め
に
バ
ス
協
会
は
止
む
を
得
ず
市
役

所
前
通
り
と
那
覇
警
察
署
横
通
り
を
自
分

ら
の
費
用
で
修
理
を
し
た
。
そ
の
費
用
は

市
役
所
前
通
り
が
二
回
で
約
九
万
円
、
バ

ス
・
セ
ン
タ
ー
入
口
が
約
三
万
円
を
要
し

た
。
こ
の
修
理
に
市
長
は
ダ
ン
プ
カ
ー
さ

え
貸
す
の
を
拒
ん
だ
。
市
長
は
バ
ス
協
会

の
美
挙
に
対
し
感
謝
す
る
意
志
は
な
い

か
。

五
、
一
括
払
反
対
に
つ
い
て

軍
用
地
代
の
一
括
払
に
つ
い
て
、
瀬
長
市

長
は
、
絶
対
反
対
の
先
頭
に
立
っ
て
い
る

と
演
説
会
で
は
宣
伝
し
て
い
る

尤
も
わ

れ
わ
れ
は
こ
の
原
則
は
地
主
が
造
っ
た
も

の
で
、
地
主
は
瀬
長
市
長
の
指
導
を
受
け

て
い
な
い
と
考
え
て
い
る

。
と
こ
ろ
が

布
令
第
一
六
四
号
に
よ
る
一
括
払
い
の
通

知
が
今
年
の
二
月
二
十
三
日
に
那
覇
市
に

来
た
の
に
瀬
長
市
長
は
何
ら
の
反
応
を
示

さ
な
い
で
、
わ
ず
か
に
六
月
の
施
政
方
針

に
地
代
の
受
取
拒
絶
を
言
っ
て
い
る
だ
け

で
あ
る
。こ
れ
は
一
括
払
い
反
対
の
闘
士
、

那
覇
市
土
地
を
守
る
会
々
長
に
は
ふ
さ
わ

し
く
な
い
。
瀬
長
市
長
は
何
故
二
月
二
十

三
日
に
辞
表
を
出
し
て
総
辞
職
の
先
頭
に

立
た
な
か
っ
た
か
。

一
九
五
七
年
七
月
十
一
日

那
覇
市
政
再
建
同
盟

那
覇
市
政
の
ゆ
く
え
／
本
社
記

者
座
談
会
(1)
／
瀬
長
市
長
実

現
の
因
？
／
一
部
市
民
の
感

情
的
反
撥
が
大
き
く
働
く

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
７
・
12

那
覇
の
市
議
選
は
、
届
出
を
間
近
に
控
え
急

に
活
発
化
し
て
来
た
。
本
社
で
は
市
民
が
こ

の
選
挙
で
正
し
い
一
票
を
行
使
し
て
も
ら
う

た
め
、”
那
覇
市
政
の
ゆ
く
え
”
と
題
し
、

瀬
長
市
長
の
就
任
当
時
か
ら
こ
の
六
カ
月
間

の
市
政
、
議
会
の
動
き
、
市
会
解
散
後
の
動

き
｜
｜
即
ち
市
議
選
に
対
す
る
各
政
党
、
各

派
の
動
き
な
ど
に
つ
い
て
各
記
者
に
語
っ
て

貰
っ
た
。

司
会

で
は
ま
ず
瀬
長
市
長
当
選
に
対
す

る
各
方
面
の
観
方
に
つ
い
て

瀬
長
市
長

の
当
選
は
英
米
を
は
じ
め
国
際
的
に
新
聞
雑

誌
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
が

Ｆ

ま
ず
当
時
の
島
内
の
客
観
情
勢
か
ら

み
る
と
、
瀬
長
市
長
は
、
比
嘉
前
主
席
急
逝

の
後
釜
に
座
っ
た
、
当
間
前
市
長
の
後
釜
に

座
っ
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
当
間
が
主
席
に

な
る
時
の
特
色
は
経
済
人
が
団
結
し
て
彼
を

推
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
に
来
た
市
長

選
挙
で
も
、
こ
れ
ら
の
経
済
人
は
団
結
し
て

瀬
長
陣
営
切
崩
し
に
か
か
っ
た
が
、
結
果
は

逆
に
吹
飛
ば
さ
れ
た
。瀬
長
当
選
の
原
因
は
、

十
余
年
の
モ
ヤ
モ
ヤ
と
し
た
空
気
と
、
貧
富

の
差
に
対
す
る
反
感
と
も
言
え
よ
う
。
あ
の

当
時
で
も
、
市
民
は
決
し
て
瀬
長
自
体
を
目

標
に
は
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
。

Ｅ

軍
や
財
界
に
対
す
る
反
撥
の
表
現
と

し
て
瀬
長
を
利
用
し
た
と
い
う
わ
け
だ
ネ
。

そ
れ
に
土
地
問
題
な
ん
か
も
か
ら
ん
で
い
た

と
思
う
。
即
ち
、
瀬
長
は
土
地
問
題
に
便
乗

し
、
市
民
は
反
撥
の
表
現
に
瀬
長
を
利
用
し

た
と
い
う
形
だ
。

Ｆ

市
長
選
挙
で
都
市
地
域
の
投
票
率
は

ど
う
だ
っ
た
か
。

Ａ

首
里
、
小
禄
よ
り
は
投
票
率
は
悪

か
っ
た
。

Ｅ

首
里
、
小
禄
の
非
都
市
地
域
は
瀬
長

支
持
が
多
か
っ
た
と
い
う
が
、
そ
の
原
因
は

Ｇ

そ
れ
は
土
地
問
題
を
人
民
党
が
指
導

し
、
人
気
を
得
た
こ
と
に
あ
る
。
例
え
ば
小

禄
の
具
志
に
お
け
る
彼
等
の
活
動
だ
。

Ｆ

人
民
党
員
は
、
各
部
落
で
も
決
し
て

ア
ン
カ
ン
と
し
て
は
い
な
い
。
例
え
ば
あ
る

部
落
で
何
か
奉
仕
作
業
が
あ
る
と
卒
先
す
る

そ
う
す
る
と
彼
等
は
暑
さ
寒
さ
を
厭
わ
ず
出

て
来
て
実
に
よ
く
働
く

そ
の
働
き
ぶ
り

が
部
落
の
人
々
に
好
感
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ

る
ワ
ケ
な
ん
だ
。
彼
ら
は
そ
れ
を
政
治
に
利

用
す
る
た
め
意
識
的
に
や
っ
て
い
る
か
も
知

ら
な
い
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
何
も
の
か
を

知
ら
な
い
純
朴
な
村
び
と
達
は
そ
の
や
り
方

を
高
く
評
価
、
信
用
す
る
ワ
ケ
だ
。
そ
こ
で

彼
ら
か
ら
何
か
”
お
願
い
し
ま
す
”
と
頭
を

下
げ
ら
れ
る
と
も
う
断
り
切
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
う
の
だ
。

民
族
運
動
と
は
関
係
は
少
な
い

Ｇ

瀬
長
の
当
選
は
中
央
紙
も
大
々
的
に

報
じ
て
い
た
が
、
一
地
方
自
治
体
の
首
長
当

選
が
段
扱
い
で
報
じ
ら
れ
た
の
は
こ
れ
が
始

め
で
は
な
い
か
。

Ｄ

赤
ハ
タ
は
ト
ッ
プ
扱
い
だ
っ
た
。

Ｅ

本
土
の
新
聞
は
瀬
長
の
当
選
を
一
種

の
民
族
運
動
の
結
果
と
し
て
う
け
と
っ
て
い

る
か
ら
だ
。

Ｂ

確
か
に
そ
う
だ
と
思
う
。
し
か
し
果

し
て
那
覇
市
民
が
民
族
運
動
に
め
ざ
め
て
瀬

長
に
票
を
投
じ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
だ
。

Ｃ

問
題
は
そ
こ
だ
と
思
う
。
日
本
や
海
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外
で
は
、
瀬
長
の
当
選
を
民
族
運
動
の
あ
ら

わ
れ
と
み
た
が
、
沖
縄
現
地
で
は
必
ず
し
も

そ
う
と
言
え
な
い
。
少
な
く
て
も
意
識
的
で

は
な
か
っ
た
。

Ｄ

さ
き
の
話
の
よ
う
に
単
な
る
ウ
ッ
プ

ン
ば
ら
し
と
思
わ
れ
る
点
が
多
か
っ
た
。

Ａ

あ
る
七
十
余
り
の
爺
さ
ん
が
こ
ん
ど

も
瀬
長
陣
営
に
投
票
す
る
と
い
う
の
で
理
由

を
き
い
て
み
た
ら
、
彼
の
主
義
は
わ
か
ら
ん

が
こ
ん
ど
彼
を
落
す
と
ア
メ
リ
カ
人
か
ら
馬

鹿
に
さ
れ
る
｜
即
ち
沖
縄
人
は
い
じ
め
さ
え

す
れ
ば
い
つ
で
も
節
操
を
ま
げ
る
と
み
ら
れ

る
の
が
嫌
だ
と
い
う
ん
だ
。
そ
こ
で
こ
の
次

に
は

我

を
折
っ
て
人
を
選
ぶ
と
い
う
か

ら
、
更
に
事
情
を
尋
ね
た
ら
二
回
位
”
沖
縄

人
は
強
い
ん
だ
”
と
い
う
印
象
を
ア
メ
リ
カ

に
植
え
つ
け
た
ら
、
あ
と
は
彼
ら
も
考
え
直

す
だ
ろ
う
し
、
市
民
も
大
変
だ
か
ら
三
回
目

に
は
お
金
の
貰
え
る
別
の
人
を
立
て
る
と
い

う
の
だ

笑
声

貧
富
の
差
か
ら
の
分
裂
／
無
視
で
き
ぬ

人
民
党
の
活
動

Ｄ

一
つ
も
理
論
的
で
は
な
い
が
、
こ
の

気
持
は
案
外
中
年
の
人
に
も
多
い
。

Ｅ

ア
メ
リ
カ
も
沖
縄
の
指
導
者
も
こ
の

点
を
見
逃
し
て
は
い
か
ん
と
思
う
。
こ
れ
は

別
に
民
族
感
情
な
ん
て
い
う
意
識
的
な
も
の

で
は
な
い
が
、
先
ほ
ど
の
話
の
よ
う
に
戦
後

の
貧
富
の
差
が
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
反
感
に

置
き
か
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

自
動
車
族
と
テ
ク
シ
ー
族
の
分
裂
だ
。

Ｂ

外
国
で
も
本
土
と
同
様
民
族
意
識
で

瀬
長
を
押
し
出
し
た
と
み
て
い
る
よ
う
だ
、

そ
し
て
外
国
は
世
界
で
米
国
の
基
地
の
あ
る

所
は
必
ず
問
題
を
起
し
た
と
結
論
づ
け
よ
う

と
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
さ
え
み
え
る
。

Ｇ

ど
の
雑
誌
外
国

だ
っ
た
か
沖
縄
を

キ
プ
ロ
ス
の
引
き
合
い
に
出
し
て
い
た
。

Ｃ

し
か
し
瀬
長
は
人
気
を
表
示
す
る
の

は
立
法
院
時
代
か
ら
何
時
も
最
高
点
と
い
う

事
実
を
無
視
で
き
ぬ
、
一
体
彼
の
人
気
は
ど

こ
か
ら
来
た
の
だ
ろ
う
か
。

Ｆ

そ
れ
は
民
主
、
社
大
党
が
無
定
見
、

無
能
力
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
大
き
な
一

因
だ
。
両
党
は
、
沖
縄
の
政
治
を
人
民
党
の

一
人
舞
台
に
さ
せ
る
た
め
に
結
党
さ
れ
た
よ

う
な
も
の
だ
。
民
主
、
社
大
の
演
説
会
な
ん

か
若
い
者
に
は
全
然
人
気
が
な
い
、
そ
れ
に

反
し
人
民
党
は
ア
ジ
宣
伝
が
上
手
の
上
に
機

を
見
る
に
敏
だ
。

Ｅ

瀬
長
の
当
選
は
、
単
に
保
守
が
統
一

で
き
な
か
っ
た
か
ら
と
み
る
の
は
誤
り
だ
と

思
う
。
Ｄ

そ
の
点
は
反
市
長
派
は
十
分
考
え
る

べ
き
だ
ろ
う
。
仲
本
為
美
が
立
た
な
か
っ
た

ら
そ
の
票
は
、
そ
の
ま
ま
仲
井
間
宗
一
に

行
っ
た
と
み
る
の
は
甘
い
。

Ｇ

当
間
主
席
も
選
挙
後
モ
ー
ア
副
長
官

現
高
等
弁
務
官

を
訪
れ
”
瀬
長
を
当
選
さ

せ
た
の
は
私
の
現
状
分
析
の
誤
り
｜
甘
さ
で

あ
っ
た
”
と
わ
び
た
そ
う
だ
。

Ｄ

瀬
長
が
当
選
し
た
翌
日
か
ら
財
界
や

そ
の
他
が
非
協
力
声
明
を
出
し
た
が
、
市
民

は
一
体
こ
れ
を
ど
う
受
け
と
っ
た
だ
ろ
う
か

Ｇ

私
の
聞
い
た
範
囲
内
で
は
市
民
を
瀬

長
の
方
に
押
し
や
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。

瀬
長
は
当
選
を
確
信

Ｅ

話
は
違
う
が
瀬
長
は
当
選
す
る
と

思
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

Ｃ

当
選
を
当
に
し
て
い
た
と
み
る
の
が

正
し
い
、
し
か
し
当
選
し
て
か
ら
ど
う
す
る

か
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
。

Ｂ

党
勢
拡
張
の
リ
ト
マ
ス
試
験
紙
と
み

て
い
た
と
み
る
向
も
あ
る
が
果
し
て
ど
う
だ

ろ
う
。
Ｄ

当
選
で
き
な
い
と
知
っ
た
ら
た
っ
た

一
つ
し
か
な
い
持
駒
｜
瀬
長
は
出
さ
な
か
っ

た
。
彼
ら
の
票
読
み
は
確
実
だ
し
、
必
ず
当

選
す
る
と
み
て
立
っ
た
と
み
る
の
が
正
し
い

だ
ろ
う
。

つ
づ
く

那
覇
市
政
の
ゆ
く
え
／
本
社
記

者
座
談
会
(2)
／
巧
妙
な
首
の

ス
ゲ
替
え
／
部
課
長
連
は
自

然
居
づ
ら
く
な
る

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
７
・
13

司
会

話
を
市
長
当
選
後
の
こ
と
に
か
え

そ
う
。
瀬
長
市
長
は
当
初
市
職
員
の
”
首
切

り
”
は
し
な
い
と
語
っ
て
い
た
が
現
状
は
ど

う
か
。
Ａ

瀬
長
市
長
は
、
当
初
、
職
員
の
首
を

切
る
意
志
も
、
人
民
党
員
で
市
役
所
を
占
領

す
る
意
志
も
な
い

と
語
っ
て
い
た
が
、

そ
の
後
だ
ん
だ
ん
首
の
ス
ゲ
替
え
を
や
っ
て

い
る
。
そ
の
手
も
実
に
巧
妙
で
依
願
退
職
と

い
う
形
だ
。
例
え
ば
金
城
前
区
画
整
理
課
長

の
よ
う
に

Ｄ

最
近
急
に
異
動
が
め
だ
っ
た
よ
う
だ

が
、
何
か
理
由
が
あ
る
の
か
。

Ｈ

こ
れ
は
前
に
紙
面
に
も
現
れ
た
よ
う

に
、
部
課
長
と
し
て
は
居
づ
ら
く
な
っ
た
か

ら
だ
。
瀬
長
市
長
や
人
民
党
議
員
は
、
市
役

所
幹
部
が
如
何
に
も
利
権
を
む
さ
ぼ
っ
て
い

た
よ
う
な
｜
不
正
を
働
い
て
い
た
か
の
よ
う

な
印
象
を
市
民
に
植
え
つ
け
よ
う
と
躍
起
に

な
っ
て
い
る
。
例
の
市
民
集
会
に
お
け
る
演

説
も
そ
の
一
例
だ
、
し
か
し
一
、
二
の
課
長

は
不
正
が
あ
る
と
し
て
告
発
さ
れ
た
が
残
り

の
部
課
長
は
、
ど
っ
ち
か
と
い
う
と
今
の
と

こ
ろ
白
だ
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
不
正
！
不

正
！
と
ワ
メ
き
立
て
ら
れ
た
ら
誰
だ
っ
て
居

づ
ら
く
も
な
ろ
う
と
い
う
も
の
だ
。

Ｂ

市
長
は
そ
れ
を
待
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
。

Ａ

そ
ん
な
に
見
え
な
い
こ
と
も
な
い
。

何
故
か
と
い
え
ば
彼
は
何
時
で
も
辞
表
を
出
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し
た
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
後
任
を
任
命
し
て
い

る
。
見
方
に
よ
っ
て
は
後
任
を
見
つ
け
て
お

い
て
、
現
任
課
長
の
辞
任
を
迫
っ
た
？
と
も

み
ら
れ
る
。

Ｇ

そ
れ
に
今
の
う
ち
人
民
党
や
同
調
者

で
市
役
所
の
重
要
ポ
ス
ト
を
固
め
て
お
け

ば
、
つ
ぎ
に
新
市
長
が
現
わ
れ
て
も
”
首
切

り
反
対
”で
座
り
込
ん
で
市
政
を
マ
ヒ
さ
せ
、

そ
れ
に
乗
じ
て
党
勢
拡
張
を
企
図
し
て
い
る

と
も
み
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

Ｅ

最
初
市
役
所
の
部
課
長
は
総
辞
職
の

動
き
を
見
せ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
居
座
っ
た

理
由
は
何
か
？

Ａ

瀬
長
の
当
選
で
誰
よ
り
も
慌
て
た
の

は
や
は
り
市
の
部
課
長
だ
。
そ
れ
で
彼
ら
は

い
ち
早
く
総
辞
職
を
表
明
？
し
た
が
市
会
議

員
や
、
政
府
首
脳
部
か
ら
”
今
君
た
ち
が
総

辞
職
し
た
ら
、
み
す
み
す
彼
等
に
城
を
明
け

渡
す
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
”
と
説
得
さ

れ
、
市
議
と
タ
イ
ア
ッ
プ
、
内
外
か
ら
瀬
長

の
追
放
を
は
か
る
た
め
踏
み
と
ど
ま
っ
た
と

い
う
の
が
真
相
だ
。

Ｂ

彼
等
は
当
初
、
市
会
が
絶
対
多
数
を

占
め
て
い
る
か
ら
す
ぐ
瀬
長
を
追
い
出
そ
う

と
し
た
が
、
い
ざ
と
な
る
と
そ
れ
は
な
か
な

か
む
ず
か
し
く
結
局
彼
等
が
居
づ
ら
く
な
っ

て
ひ
い
た
と
い
う
わ
け
だ
ナ
。

選
任
で
き
な
い
助
役

Ｆ

瀬
長
は
六
カ
月
に
も
な
っ
て
ま
だ
助

役
を
選
任
し
て
い
な
い
が
そ
れ
は
ど
う
な
る

の
か
？
Ｈ

市
長
は
三
月
の
定
例
議
会
に
中
立
系

か
ら
助
役
を
選
任
、
議
会
の
承
認
を
求
め
る

考
え
だ
っ
た
が
、
協
力
を
求
め
ら
れ
る
と

思
っ
て
い
た
社
大
か
ら
色
よ
い
返
事
が
聞
か

れ
ず
六
月
に
持
越
し
た
が
、
そ
ろ
そ
ろ
瀬
長

市
政
の
行
詰
り
が
ハ
ッ
キ
リ
し
て
来
た
だ
け

に
誰
も
な
り
手
が
い
な
い
。
彼
の
構
想
は
部

長
制
を
廃
し
て
二
人
の
助
役
を
置
く
考
え

だ
っ
た
。
外
部
か
ら
助
役
の
選
任
は
む
ず
か

し
い
と
み
た
彼
は
総
務
部
長
の
幸
喜
克
彰
と

財
政
部
長
の
長
嶺
良
松
に
助
役
就
任
方
を
懇

願
し
た
。
二
人
な
ら
市
議
会
と
も
顔
馴
染
だ

し
市
会
の
承
認
も
求
ら
れ
る
と
思
っ
た
の
だ

ろ
う
が
、
問
屋
は
そ
う
お
ろ
さ
な
か
っ
た
。

幸
喜
、
長
嶺
両
部
長
と
も
”
今
ま
で
ア
ナ
タ

と
一
緒
に
や
っ
て
来
ま
し
た
が
も
う
コ
リ
ゴ

リ
で
す
”
と
い
う
わ
け
で
サ
ッ
サ
と
辞
表
を

叩
き
つ
け
て
市
役
所
を
出
た
と
い
う
イ
キ
サ

ツ
が
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
助
役
の
顔
ぶ
れ
は

う
わ
さ
に
さ
え
の
ぼ
っ
て
い
な
い
。

Ｂ

仲
本
為
美
派
の
浦
崎
康
華
の
助
役
の

う
わ
さ
も
あ
っ
た
が
？

Ｃ

そ
れ
は
市
長
が
首
を
タ
テ
に
ふ
ら
な

か
っ
た
と
い
う
話
だ
。

Ｄ

市
役
所
内
の
こ
の
頃
の
空
気
は
ど
う

だ
ろ
う
。

警
戒
し
合
う
市
の
職
員

Ａ

瀬
長
の
就
任
当
時
は
、
さ
す
が
に
職

員
の
動
揺
は
見
逃
せ
な
か
っ
た
。
職
員
が
一

番
心
配
し
た
の
は
棒
給
が
ま
と
も
に
貰
え
る

か
ど
う
か
だ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
不
安
は
増

俸
に
つ
ぐ
増
俸
で
単
な
る
き
憂
に
終
っ
た
。

俸
給
が
ま
と
も
に
貰
え
る
と
わ
か
っ
て
市
職

員
は
落
ち
つ
き
を
取
戻
し
て
い
た
が
、
最
近

で
は
職
員
同
志
で
も
互
に
警
戒
し
て
職
務
外

の
こ
と
は
絶
対
に
し
ゃ
べ
ら
な
い
。
と
い
う

ふ
ん
囲
気
が
生
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
原
因

は
瀬
長
が
選
挙
は
自
由
だ
が
敵
に
内
通
す
る

も
の
は
徹
底
的
に
処
分
す
る
、
と
訓
示
し
た

か
ら
だ
。

何
処
に
も
例
が
あ
る
が
、
市
役
所
職
員
の
中

に
も
、
す
ぐ
市
長
に
内
通
し
て
一
人
い
い
子

に
な
ろ
う
と
す
る
者
が
い
る
わ
け
だ
。
そ
れ

で
誰
が
そ
い
つ
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
ウ
ッ
カ

リ
話
も
出
来
な
い
と
い
う
あ
り
さ
ま
だ
。

失
敗
し
た
三
月
攻
勢

司
会

話
を
三
月
議
会
に
か
え
そ
う
。
ま

ず
絶
対
多
数
を
に
ぎ
っ
て
い
る
野
党
の
三
月

攻
勢
は
何
故
失
敗
し
た
か
と
い
う
点
か
ら

Ｈ

三
月
攻
勢
が
失
敗
し
た
の
は
や
は

り
、
当
間
系
が
旧
二
日
会
の
八
人
を
陣
営
に

引
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
そ
れ
に
、

市
長
と
人
民
党
議
員
が
、
市
会
議
員
が
前
市

長
と
結
タ
ク
し
て
不
正
を
働
い
て
い
た
事
実

が
あ
り
、
断
固
追
及
す
る
と
例
の
調
子
で

ハ
ッ
パ
を
か
け
た
も
の
だ
か
ら
、
野
党
側
も

い
さ
さ
か
ひ
る
ん
だ
と
も
い
え
る
。

Ｂ

そ
の
間
野
党
側
の
動
き
は
な
か
っ
た

か
。Ｇ

人
民
党
の
ね
ら
い
は
反
当
間
勢
力
の

結
集
に
あ
っ
た
。
旧
二
日
会
と
し
て
は
感
情

的
に
当
間
系
と
合
わ
な
い
所
が
あ
っ
た
の
で

そ
こ
を
見
事
に
人
民
党
に
利
用
さ
れ
た
と
い

う
形
で
は
な
い
か
。

Ｃ

日
時
は
ハ
ッ
キ
リ
覚
え
な
い
が
二
十

七
議
員
が
民
主
党
本
部
に
押
し
か
け
”
瀬
長

を
防
共
法
で
追
い
出
し
て
く
れ

”
と
懇

願
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
民
主
党
の

某
幹
部
が
そ
ん
な
ダ
ラ
シ
な
い
こ
と
で
は
ど

う
す
る
か
と
し
か
り
”
組
織
に
は
組
織
を

も
っ
て
対
抗
せ
ん
と
い
か
ん
”
と
説
得
さ
れ
、

な
る
ほ
ど
ご
も
っ
と
も
と
引
退
っ
た
が
泉
前

議
長
は
よ
ほ
ど
感
激
し
た
と
み
え
、
即
日
民

主
党
に
入
党
し
た
。

Ｆ

二
十
七
名
も
い
て
ま
さ
に
笑
話
だ
。

Ｅ

瀬
長
の
亡
霊
に
お
び
え
て
し
ま
っ
て

自
分
た
ち
の
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と

思
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

Ｃ

少
な
く
と
も
彼
ら
は
政
治
家
で
は
な

い
ネ
。
Ａ

あ
の
頃
の
市
会
は
全
く
八
名
の
二
日

会
に
牛
耳
ら
れ
て
い
た
。

Ｄ

と
こ
ろ
で
そ
の
二
日
会
と
い
う
も
の

の
本
質
？
は
何
か
ネ
。

Ｃ

二
日
会
を
作
っ
た
の
は
高
良
一
だ
、
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高
良
が
泉
と
議
長
を
争
っ
た
時
、
い
わ
ゆ
る

八
名
の
面
々
が
高
良
に
投
票
し
た
わ
け
だ
。

負
け
た
と
は
言
え
高
良
に
と
っ
て
は
八
名
の

好
意
は
有
難
か
っ
た
わ
け
で
、
そ
の
晩
例
の

八
人
を
料
亭
に
招
ん
で
タ
ラ
フ
ク
飲
ま
し
た

ら
翌
日
は
み
ん
な
が
二
日
酔
で
起
上
れ
な

か
っ
た

笑
声

と
い
う
所
か
ら
二
日
会
の
名

が
生
れ
た
と
い
う
が
ほ
ん
と
か
ね
え
。

Ｂ

冗
談
に
し
て
は
よ
く
で
き
て
る
ね

笑
声Ｇ

市
会
の
各
派
は
議
長
の
椅
子
を
め

ぐ
っ
て
自
然
発
生
的
に
出
る
の
が
普
通
だ
、

結
局
、
高
良
一
が
競
輪
法
に
賛
成
し
て
除
名

さ
れ
た
後
は
仲
井
真
元
楷
が
主
導
権
を
握

り
、
そ
れ
を
操
っ
た
の
は
無
口
な
比
嘉
ゆ
う

直
と
い
う
話
だ
。

つ
づ
く

那
覇
／
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
／
社

長
に
上
原
敬
和
氏
が

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
７
・
13

那
覇
市
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
問
題
は
、
計
画

が
市
営
か
ら
バ
ス
協
会
と
の
合
弁
、
更
に
市

営
と
三
転
、成
行
き
が
注
目
さ
れ
て
い
た
が
、

十
一
日
各
バ
ス
会
社
社
長

首
里
バ
ス
を
除

く

上
原
バ
ス
協
会
長
、
高
良
前
陸
運
課
長

ら
が
発
起
人
と
な
っ
て
料
亭
那
覇
で

那
覇

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
株
式
会
社

の
創
立
総
会

を
開
い
た
。

同
社
は
資
本
金
二
千
万
円
で
、
那
覇
市
と
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
敷
地
の
話
し
合
い
が
つ
け
ば
早

急
に
建
築
工
事
に
か
か
る
予
定
で
あ
る
。

創
立
総
会
で
は
、
取
締
役
社
長
に
上
原
敬
和
、

専
務
高
良
憲
松
、
監
査
役
小
波
津
次
郎
、
同

玉
村
真
広
の
諸
氏
を
選
出
、
当
分
の
間
常
務

は
空
席
に
す
る
と
決
定
し
た
。

同
社
設
立
発
起
人
代
表
者
上
原
敬
和
氏
か

ら
、
さ
る
五
月
二
十
日
に
主
席
に
出
し
た

那
覇
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
特
許
申
請
書

の

回
答
と
し
て
主
管
局
の
工
交
局
か
ら
”
早
急

に
会
社
を
設
立
す
る
よ
う
に
”
と
い
う
助
言

が
あ
っ
て
創
立
総
会
を
早
急
に
催
す
運
び
と

な
っ
た
も
の
で
、
同
社
と
し
て
は
税
務
署
前

の
広
場
四
、
一
九
三
坪
を
タ
ー
ミ
ナ
ル
敷
地

に
予
定
、す
で
に
主
席
の
認
可
も
得
て
い
る
。

ま
た
瀬
長
市
長
も
”
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
バ

ス
協
会
に
経
営
さ
せ
て
も
よ
い
”
と
の
意
向

を
市
民
集
会
な
ど
で
表
明
し
て
い
る
の
で
市

有
地
一
、
二
〇
〇
坪
の
譲
渡
折
衝
は
ス
ム
ー

ス
に
行
く
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

上
原
社
長
の
話

今
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
五

四
年
に
、
一
年
間
利
用
す
る
つ
も
り
で
建

て
た
仮
営
業
所
で
現
在
は
雨
降
り
な
ん
か

に
は
傘
を
さ
し
て
執
務
す
る
と
い
う
状
態

で
あ
る
。
従
っ
て
住
民
に
対
す
る
サ
ー
ビ

ス
も
思
う
よ
う
に
出
来
ず
迷
惑
を
か
け
て

い
る
の
で
、
早
急
に
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を

建
設
し
な
け
れ
ば
と
関
係
者
が
協
議
、
去

る
五
月
二
十
日
に
発
起
人
代
表
か
ら
主
席

に
特
許
申
請
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
ま
ず
会

社
を
設
立
せ
よ
｜
と
の
回
答
が
あ
っ
て
設

立
組
合
の
運
び
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
予
定
地
の
中
に
は
那
覇

市
の
市
有
地
も
千
坪
余
り
あ
る
が
、
瀬
長

市
長
も
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
問
題
は
非
常
に

気
を
配
っ
て
お
り
、
市
民
集
会
な
ど
バ
ス

協
会
に
経
営
さ
せ
て
も
よ
い
と
述
べ
て
い

る
の
で
土
地
の
件
は
早
く
話
し
合
い
が
つ

く
も
の
と
思
う
。
那
覇
市
と
の
話
し
合
い

が
つ
け
ば
直
ち
に
着
工
し
た
い
。

｜
社
　
説
｜

市
民
の
自
覚
を
促
す

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
７
・
14

那
覇
市
議
選
挙
は
、
十
六
日
に
立
候
補
届

出
が
始
ま
る
と
い
う
の
に
、
も
う
す
で
に
各

地
で
、
市
民
集
会
、
市
政
批
判
と
い
っ
た
名

目
で
両
派
の
激
烈
な
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。
こ
ん
ど
の
市
議
選
は
、
瀬
長
市
長
の
信

不
信
を
問
う
選
挙
で
あ
り
、
こ
の
選
挙
の
結

果
、
瀬
長
氏
が
市
長
と
し
て
と
ど
ま
る
か
、

辞
任
す
る
か
が
決
め
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で

は
、
従
来
の
市
議
選
と
は
大
い
に
お
も
む
き

を
異
に
す
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。那
覇
市
政
は
、
瀬
長
市
長
の
就
任
前
後
よ

り
雲
行
き
が
荒
れ
模
様
に
な
り
、
不
信
任
案

が
提
出
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
そ
の
対
立
感
情

は
抜
き
が
た
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
市
政
の
波
乱
が
、
い
ず
こ
に

原
因
が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
い
ま
こ
こ

で
断
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
と
に
か

く
、
前
述
の
対
立
感
情
が
尾
を
引
き
、
一
方

は
瀬
長
市
長
を
中
心
と
す
る
市
民
集
会
の
か

た
ち
で
、
他
は
市
政
再
建
同
盟
と
い
う
名
で

こ
れ
に
対
決
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
こ
れ
ま
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
各

個
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
っ
た
市
議
選
が
、
そ
の
是

非
は
別
と
し
て
、
大
き
く
分
け
て
両
派
の
対

決
の
か
た
ち
で
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の

も
、
こ
ん
ど
の
選
挙
の
一
つ
の
特
色
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

立
候
補
届
出
を
前
に
、
す
で
に
両
派
の
小

競
合
い
は
、
各
演
説
会
場
で
演
じ
ら
れ
て
い

る
。
市
長
選
、
不
信
任
、
そ
し
て
市
会
解
散

を
通
じ
て
の
対
立
感
情
は
、
選
挙
戦
に
入
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
す
ま
す
烈
し
さ
を
加
え

て
い
く
だ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で

の
演
説
会
場
か
ら
受
け
る
印
象
で
は
、
そ
こ

に
は
す
で
に
泥
試
合
的
な
要
素
が
多
分
に
内

包
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
。

泥
試
合
的
な
様
相
が
濃
く
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
勝
た
ん
が
た
め
に
は
、
い
ろ
い
ろ
の
戦

術
や
工
作
が
な
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の

選
挙
戦
の
中
に
あ
っ
て
、
も
っ
と
も
大
事
な

こ
と
は
、
市
民
有
権
者
の
冷
静
な
態
度
と
判

断
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
か
な
る
選
挙
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で
も
そ
う
で
は
あ
る
が
、
と
く
に
こ
ん
ど
の

選
挙
に
お
い
て
は
、
選
挙
戦
の
興
奮
に
ま
き

こ
ま
れ
な
い
気
構
え
が
必
要
で
あ
る
。

有
権
者
一
人
一
人
の
正
し
い
判
断
が
、
市

政
を
向
上
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
こ

の
際
、
強
く
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。

那
覇
市
政
の
ゆ
く
え
／
本
社
記

者
座
談
会
(3)
／
親
分
子
分
で

結
ぶ
市
会
／
三
月
不
信
任
の

失
敗
は
感
情
か
ら
　
　

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
７
・
14

司
会

三
月
議
会
以
後
の
動
き
は
ど
う

だ
っ
た
か
、
旧
二
日
会
と
瀬
長
派
の
動
き
な

ん
かＡ

三
月
議
会
後
、
旧
二
日
会
は
急
速
に

瀬
長
派
と
親
密
化
す
る
か
に
見
え
た
。
仲
井

真
元
楷
、
比
嘉
ゆ
う
直
、
上
原
光
男
な
ん
か

毎
日
の
よ
う
に
市
長
室
に
出
入
し
、
市
長
や

島
袋
嘉
順
な
ん
か
と
、
ま
る
で
同
志
の
よ
う

に
仲
良
く
話
し
合
っ
て
い
た
。
市
長
室
に
入

る
時
は
一
応
秘
書
に
断
わ
る
の
が
普
通
だ
が

彼
等
は
フ
リ
ー
パ
ス
だ
っ
た
。
そ
の
う
ち
仲

井
真
元
楷
や
比
嘉
ゆ
う
直
の
足
が
遠
の
き
、

六
月
議
会
前
ま
で
連
日
の
よ
う
に
顔
を
見
せ

て
い
た
の
は
上
原
光
男
だ
け
だ
っ
た
。

Ｈ

瀬
長
は
仲
井
真
た
ち
の
足
が
遠
の
い

た
頃
、
既
に
彼
等
が
当
間
主
席
や
民
主
党
に

呼
ば
れ
て
軟
化
？
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
た
。

Ａ

仲
井
真
が
七
名
の
旧
二
日
会
を
リ
ー

ド
し
て
瀬
長
市
長
不
信
任
に
反
対
し
た
時
、

市
の
幹
部
た
ち
も
”
真
意
が
知
れ
ん
”
と

語
っ
て
い
た
。
あ
る
幹
部
は
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
”
仲
井
真
は
人
民
党
に
ど
こ
か
ら
資
金

が
来
て
い
る
か
を
探
る
た
め
、
瀬
長
に
接
近

し
た
と
い
う
が
、
そ
れ
を
探
る
ど
こ
ろ
か
逆

に
利
用
さ
れ
る
だ
け
利
用
さ
れ
た
形
だ

役
者
は
瀬
長
の
方
が
上
だ
”
と
語
っ
て
い
た
。

Ｇ

こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
議
会
が

終
っ
た
あ
と
で
民
主
党
の
星
、
大
浜
、
親
里

と
い
う
面
々
が
仲
井
真
を
党
本
部
に
呼
ん

で
、
君
は
民
主
党
の
那
覇
支
部
長
ぢ
ゃ
な
い

か
、
何
故
市
長
不
信
任
に
賛
成
し
な
か
っ
た

ん
だ
｜
と
叱
り
？
つ
け
た
。
こ
れ
に
対
し
仲

井
真
は
、
瀬
長
を
不
信
任
し
よ
う
と
い
う
回

状
が
野
党
議
員
に
回
さ
れ
た
が
僕
の
所
に
は

来
な
か
っ
た
。
彼
等
当
間
系
は
僕
を
不
信
任

反
対
と
み
た
ら
し
い
。
と
い
う
よ
り
か
彼
ら

十
八
名
だ
け
で
名
を
と
り
、
良
い
子
に
な
ろ

う
と
し
て
い
る
の
で
シ
ャ
ク
に
さ
わ
っ
た
と

語
っ
て
い
た
。
こ
れ
だ
け
で
も
感
情
で
動
い

て
い
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
と
思
う
。
こ

の
後
で
民
主
党
の
幹
部
は
軍
に
呼
ば
れ
た

が
、”
那
覇
市
会
は
当
間
を
め
ぐ
る
親
分
、

子
分
の
関
係
が
こ
ん
な
結
果
に
し
た
”
と
卒

直
に
述
べ
た
と
い
う
。

Ｆ

当
間
が
自
ら
進
ん
で
親
分
、
子
分
の

キ
ズ
ナ
を
断
た
ん
と
い
か
ん
！
と
民
政
官
に

話
し
た
と
い
う
わ
け
か
。

Ｇ

そ
う
だ
。
そ
こ
を
ズ
バ
リ
言
っ
て
の

け
た
そ
う
だ
。

主
席
室
が
対
策
本
部
？
に

司
会

三
月
議
会
か
ら
六
月
議
会
ま
で
の

両
派
の
動
き
に
つ
い
て

Ａ

五
月
の
中
旬
ご
ろ
ま
で
は
め
だ
っ
た

動
き
は
な
か
っ
た
。
反
市
長
派
は
新
垣
市
議

会
事
務
局
長
の
辞
表
提
出
問
題
で
顔
を
揃
え

た
が
議
会
対
策
に
は
一
言
も
ふ
れ
ず
、
六
月

の
議
会
が
始
ま
る
ま
で
二
日
会
に
対
す
る
工

作
な
ん
か
は
し
な
か
っ
た
。
と
い
う
よ
り
か

感
情
的
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
三
月
議
会

で
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
当
間
系
の
渡
口
麗

秀
、
辺
野
喜
英
興
、
比
嘉
朝
四
郎
な
ん
か
は

自
ら
表
面
に
出
る
こ
と
を
さ
け
た
。

Ｈ

当
間
系
の
議
員
は
動
か
な
か
っ
た

が
、
当
間
主
席
や
そ
の
取
り
巻
き
連
中

外

部

は
よ
く
動
い
た
。
彼
等
の
狙
い
は
ま
ず

旧
二
日
会
の
主
導
権
を
握
っ
て
い
る
仲
井
真

の
抱
き
込
み
で
、
市
長
室
か
ら
足
の
遠
の
い

た
仲
井
真
の
足
は
そ
の
ま
ま
主
席
室
に
向
け

ら
れ
た
。
六
月
議
会
が
迫
る
に
つ
れ
て
、
当

間
系
議
員
の
主
席
室
出
入
り
は
目
立
ち
、
一

時
口
の
悪
い
記
者
達
か
ら
主
席
室
は

那
覇

市
会
対
策
本
部

の
異
名
を
奉
ら
れ
た
程
だ
。

Ｃ

瀬
長
派
の
動
き
は
ど
う
だ
っ
た

Ａ

瀬
長
派
は
こ
の
期
間
を
実
に
有
効
適

切
に
使
っ
た
と
言
え
よ
う
。
ま
ず
彼
等
は
こ

の
期
間
中
に
三
月
議
会
で
公
言
し
た
市
役
所

内
の
不
正
事
件
摘
発
に
乗
り
出
し
た
。
例
の

土
木
課
職
員
の
砕
石
場
問
題
が
そ
の
第
一
矢

だ
っ
た
。
続
い
て
公
表
さ
れ
た
の
が
、
首
里

石
嶺
の
農
道
問
題
な
ど
で
あ
る
。
だ
が
こ
の

期
間
に
見
落
せ
な
い
も
の
が
あ
る
。
例
の
旧

二
日
会
の
抱
き
込
み
工
作
だ
、
瀬
長
は
首
里

バ
ス
の
役
員
改
選
で
四
名
を
役
員
に
送
り
こ

ん
だ
。
そ
し
て
現
在
三
名
は
完
全
に
瀬
長
派

に
回
っ
て
い
る
。
更
に
、
あ
ち
こ
ち
で
市
民

集
会
を
催
し
、
市
役
所
を
バ
ク
ロ
し
、
市
役

所
幹
部
と
市
議
に
対
す
る
不
信
の
念
を
市
民

に
植
え
つ
け
る
こ
と
も
忘
れ
な
か
っ
た
。

Ｅ

瀬
長
は
汚
職
問
題
を
不
信
任
を
押
え

る
方
途
に
利
用
し
た
と
は
見
ら
れ
な
い
か
。

Ｈ

そ
う
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
し

か
し
市
会
議
員
の
中
に
も
当
局
と
結
託
し
て

不
正
を
働
い
た
奴
が
い
る
し
と
彼
ら
は
公
言

し
た
が
、
ク
サ
ミ
が
あ
る
と
い
っ
た
程
度
ら

し
く
、
未
だ
に
市
議
の
名
は
あ
が
っ
て
い
な

い
｜
｜
市
議
と
の
か
か
り
合
い
は
確
証
を

握
っ
て
お
ら
ず
。
バ
ク
ゼ
ン
と
そ
う
ぢ
ゃ
な

い
か
と
い
う
疑
い
の
域
を
出
て
い
な
い
。

Ｆ

結
局
、
小
ネ
ズ
ミ
だ
け
を
退
治
し
て

大
物
は
つ
か
ま
え
き
れ
な
か
っ
た
と
い
う
ワ

ケ
か
。
Ａ

そ
う
だ
、
彼
等
が
市
会
や
市
民
集
会
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で
述
べ
た
の
は
単
な
る
宣
伝
だ
っ
た
。
と
い

う
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

資
金
凍
結
の
責
任
問
題
／
不
正
追
放
な

ど
は
プ
ラ
ス

司
会

瀬
長
市
政
に
つ
い
て

Ｃ

瀬
長
は
資
金
凍
結
は
、
自
分
の
責
任

で
な
い
と
い
う
が
、
ほ
ん
と
に
そ
う
だ
ろ
う

か
。Ｅ

瀬
長
は
資
金
貸
付
を
と
め
た
責
任
は

俺
で
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
が
、
瀬
長
が
市

長
に
な
っ
た
か
ら
資
金
貸
付
が
と
め
ら
れ
た

の
は
事
実
だ
。
琉
銀
や
民
間
銀
行
は
、
瀬
長

が
市
長
だ
か
ら
金
は
貸
さ
な
い
と
い
っ
て
い

る
か
ら
彼
の
責
任
で
あ
る
。
瀬
長
は
こ
の
点

を
認
め
る
べ
き
だ
。

Ｄ

瀬
長
は
三
月
議
会
で
、
資
金
凍
結
は

実
質
的
に
は
と
け
つ
ゝ
あ
り
、
民
族
資
本
を

借
り
て
都
計
を
遂
行
す
る
自
信
が
あ
る
｜
と

述
べ
て
い
た
が
果
し
て
凍
結
は
解
け
た
の

か
。Ａ

全
然
解
け
て
い
な
い
、
琉
銀
に
押
え

ら
れ
た
市
預
金
約
三
千
万
円
は
返
済
の
分
に

繰
入
れ
ら
れ
た
だ
け
だ
し
、
都
計
に
政
府
が

や
る
べ
き
工
事
が
入
っ
て
お
り
、
当
然
政
府

が
施
行
す
べ
き
だ
と
い
う
点
も
、
政
府
は
Ｏ

Ｋ
し
て
い
な
い
。
瀬
長
の
い
う
民
族
資
本
も

結
束
し
て
彼
が
市
長
で
あ
る
限
り
那
覇
市
へ

の
融
資
は
認
め
な
い
と
声
明
し
て
お
り
、
少

な
く
て
も
資
金
面
で
は
那
覇
市
は
八
方
塞
り

だ
。
も
っ
と
も
瀬
長
は
本
土
か
ら
借
り
る
と

か
小
禄
の
地
主
が
百
五
十
万
円
貸
す
と
か

い
っ
て
い
る
が
果
し
て
実
現
す
る
か
ど
う
か

は
わ
か
ら
な
い
。

Ｂ

ア
メ
リ
カ
に
保
護
育
成
さ
れ
て
い
る

市
中
銀
行
か
ら
金
が
借
り
ら
れ
る
と
み
た
の

は
瀬
長
の
も
の
の
考
え
方
の
甘
さ
だ
。

Ｇ

瀬
長
市
政
の
マ
イ
ナ
ス
の
面
ば
か
り

あ
が
っ
て
い
る
が
プ
ラ
ス
の
面
は
な
い
の

か
。Ｅ

良
い
面
と
い
え
ば
民
族
意
識
の
高
揚

が
プ
ラ
ス
の
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は

金
銭
で
は
あ
が
な
い
得
な
い
も
の
だ
と
市
長

派
は
い
う
。

瀬
長
は
、
自
分
が
市
長
に
な
っ
た
の
は
ア
メ

リ
カ
の
お
陰
だ
と
就
任
当
時
語
っ
て
い
た

が
、
彼
の
当
選
で
沖
縄
が
世
界
の
注
目
を
あ

び
、
沖
縄
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
施
政
が
く

ま
な
く
世
界
に
知
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
の
こ
と
で
ア
メ
リ
カ
は
従
来
の
沖
縄
施
政

に
対
し
反
省
す
る
と
共
に
、
こ
ん
ご
の
為
政

に
は
慎
重
を
期
す
と
思
う
、
更
に
小
さ
い
面

で
み
る
な
ら
、
前
市
長
以
来
の
た
る
ん
だ
那

覇
市
政
を
活
気
づ
け
、
不
正
を
摘
発
し
た
こ

と
も
、
こ
ん
ご
の
那
覇
市
政
や
職
員
の
心
構

え
に
必
ず
や
プ
ラ
ス
す
る
も
の
と
思
う
。

Ｄ

瀬
長
市
長
は
、
こ
の
六
カ
月
間
の
市

政
が
ほ
ん
と
に
良
か
っ
た
。
十
一
万
市
民
の

た
め
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。Ａ

本
人
や
人
民
党
は
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
る
だ
ろ
う
、
彼
等
は
実
に
意
義
づ
け
も

う
ま
い
し
、
そ
れ
が
よ
く
市
民
に
ア
ッ
ピ
ー

ル
す
る
。
果
し
て
良
か
っ
た
か
ど
う
か
問
題

が
あ
る
と
し
て
も

。

Ｅ

瀬
長
は
民
族
運
動
を
起
す
た
め
、
沖

縄
の
統
一
戦
線
を
叫
ん
で
来
た
が
彼
が
市
長

に
な
っ
た
と
た
ん
、
実
質
的
に
は
沖
縄
の
統

一
戦
線
は
く
ず
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ど
う
な
る

の
か

彼
は
何
と
答
え
る
だ
ろ
う
か
。

Ａ

民
族
統
一
戦
線
が
く
ず
れ
た
の
は
事

実
だ
、
裏
に
ど
ん
な
策
謀
が
あ
っ
た
に
し
ろ

し
か
し
瀬
長
が
こ
の
問
に
ど
う
答
え
る

か
は
知
ら
な
い
。私
が
び
っ
く
り
し
た
の
は
、

不
信
任
案
通
過
後
、
彼
が
市
職
員
を
集
め
”

選
挙
は
自
由
な
立
場
で
や
っ
て
い
い
が
敵
に

内
通
す
る
も
の
は
容
赦
し
な
い
”
と
述
べ
た

こ
と
だ
。

彼
は
常
に
敵
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
よ
う

だ
。
い
い
か
え
れ
ば
住
民
を
自
ら
分
裂
さ
せ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

Ｇ

民
主
党
は
四
原
則
の
貫
徹
を
主
張
す

る
人
民
党
の
親
玉
が
、
一
括
払
い
が
強
行
さ

れ
た
現
在
も
、
そ
の
市
長
の
職
に
と
ど
ま
る

の
は
お
か
し
い
と
笑
っ
て
い
る
。

Ｄ

専
決
処
分
の
問
題
も
お
か
し
い
。
彼

は
今
不
信
任
さ
れ
、
謹
慎
す
べ
き
時
だ
が
、”

法
規
の
専
決
処
分
の
項
は
瀬
長
の
た
め
に
つ

く
ら
れ
た
よ
う
な
も
の
だ
”
と
大
言
壮
語
、

ま
る
で
専
決
処
分
を
乱
用
し
て
い
る
と
い
う

印
象
を
与
え
て
い
る
。
彼
が
主
張
す
る
民
主

主
義
と
の
関
係
は
ど
う
な
る
と
い
ゝ
た
い
。

Ｅ

法
意
を
無
視
し
、
議
会
政
治
の
否
定

で
あ
り
、
独
裁
政
治
以
外
の
何
も
の
で
も
な

い
。Ｈ

こ
ん
ご
に
悪
例
を
残
す
こ
と
に
な

る
。Ｄ

市
民
集
会
の
費
用
な
ん
か
何
処
か
ら

出
る
か
と
疑
問
視
す
る
向
き
も
あ
る
が

Ａ

も
ち
ろ
ん
市
の
予
算
だ
。

Ｇ

市
政
報
告
市
民
集
会
と
い
う
の
に
な

ぜ
人
民
党
議
員
だ
け
が
シ
ャ
ベ
る
の
か
。

Ａ

第
一
回
目
の
時
は
、
反
市
長
派
の
議

員
、
旧
二
日
会
の
面
々
に
も
招
請
状
を
出
し

た
が
来
な
か
っ
た
の
だ
。

｜
社
　
説
｜

誰
が
初
め
に
泥
を
な
げ
る
か
／

市
民
は
監
視
し
て
い
る

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
７
・
15

那
覇
市
議
選
挙
は
届
出
日
も
せ
ま
り
、
候

補
者
は
準
備
作
戦
の
展
開
に
そ
れ
こ
そ
汗
み

ど
ろ
で
あ
る
。
解
散
と
同
時
に
潜
行
運
動
は

ク
モ
の
巣
の
よ
う
に
那
覇
市
内
に
は
ら
れ
、

い
ま
や
、
そ
れ
を
手
ぐ
り
に
か
ゝ
る
と
こ
ろ

に
き
て
い
る
よ
う
だ
。

選
挙
は
結
局
は
個
々
の
議
員
同
志
の
た
ゝ
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か
い
に
な
る
が
、
今
度
の
選
挙
の
特
色
は
、

瀬
長
市
長
を
支
持
す
る
か
、
し
な
い
か
、
の

決
定
に
あ
る
。
そ
れ
だ
け
市
民
の
関
心
は
深

く
、
大
局
的
に
は
個
々
の
議
員
の
当
落
よ
り

は
、
瀬
長
派
と
反
瀬
長
派
の
勝
星
の
多
寡
に

か
ゝ
っ
て
い
る
。

個
々
の
議
員
の
当
落
と
は
別
に
、
瀬
長
市

政
打
倒
の
旗
の
下
に

那
覇
市
政
再
建
同
盟

が
結
成
さ
れ
た
が
、
選
挙
運
動
は
こ
の
同
盟

と
人
民
党
と
そ
の
同
調
者
と
の
間
の
政
争
が

中
心
と
な
っ
て
展
開
さ
れ
る
形
勢
に
あ
る
。

早
く
も
両
者
の
演
説
会
は
は
げ
し
い
言
葉
の

投
げ
合
い
を
し
、
暴
力
化
し
そ
う
な
気
配
さ

え
み
せ
て
い
る
。

両
者
は
勝
ち
た
い
が
た
め
に
互
に
の
ぼ
せ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
勝
つ
た
め
に
は
理

性
的
に
な
る
こ
と
が
第
一
要
件
で
あ
る
こ
と

を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。
単
な
る
悪
罵
の
た

め
の
悪
罵
は
市
民
が
受
け
つ
け
な
い
で
あ
ろ

う
し
、
市
民
は
彼
ら
当
事
者
た
ち
よ
り
も
冷

静
に
事
態
の
動
き
を
観
察
し
て
い
る
こ
と
を

夢
に
も
忘
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
演
壇
で
ひ

と
り
激
し
て
手
足
を
振
り
回
す
こ
と
は
滑
稽

で
あ
っ
て
、
決
し
て
、
市
民
は
つ
い
て
は
い

か
な
い
。
理
性
的
に
筋
道
を
立
て
て
い
く
こ

と
が
市
民
を
納
得
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

冷
静
な
対
話
式
や
り
と
り
が
相
手
を
説
伏
す

る
最
良
の
方
法
で
あ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
宣

伝
活
動
と
い
う
こ
と
の
む
ず
か
し
さ
は
、
宣

伝
者
は
ひ
と
り
で
に
熱
を
あ
げ
る
が
、
逆
に

相
手
は
冷
静
に
な
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ

る
。も
し
、
今
度
の
選
挙
が
泥
試
合
と
な
っ
た

ら
、
市
民
は
誰
が
初
め
に
泥
を
投
げ
つ
け
た

か
を
追
及
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
こ
そ
理

屈
抜
き
に
泥
を
初
め
に
投
げ
た
方
へ
黒
星
を

つ
け
る
で
あ
ろ
う
。
ま
だ
あ
と
二
十
日
間
も

あ
る
が
、
昨
今
の
や
り
と
り
は
善
良
な
市
民

の
く
み
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
言
論
戦
と

い
っ
て
も
お
の
ず
か
ら
限
度
が
あ
る
。
そ
し

て
言
論
に
は
言
論
を
も
っ
て
答
え
る
の
で
な

け
れ
ば
民
主
主
義
は
成
立
し
な
い
。
わ
れ
わ

れ
は
独
裁
政
治
と
暴
力
政
治
を
絶
対
に
排
し

た
い
。
こ
れ
を
犯
し
た
も
の
を
わ
れ
わ
れ
市

民
は
拒
否
す
る
で
あ
ろ
う
。

瀬
長
市
長
は
公
開
質
問
に
答
え
よ

那
覇
市
政
再
建
同
盟
は
、
新
聞
を
通
じ
瀬

長
市
長
に
対
し
、
市
政
に
関
す
る
公
開
質
問

を
行
い
、
そ
の
回
答
を
求
め
て
い
る
。
と
こ

ろ
で
当
の
瀬
長
市
長
は
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
、
十
三
日
の
記
者
会
見
で

再
建
同
盟
の

性
格
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
そ
の
性
格
を
十

分
検
討
し
た
上
で
質
問
に
答
え
た
い

と
述

べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
あ
い
ま
い
な
態
度

で
は
逃
げ
を
う
っ
て
い
る
と
解
さ
れ
ぬ
こ
と

も
な
い
が
ど
う
か
。

い
ま
の
場
合
、
市
政
再
建
同
盟
の
性
格
に

こ
だ
わ
る
必
要
は
毛
頭
な
い
。
再
建
同
盟
が

市
民
の
集
り
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で

あ
り
、そ
の
質
問
は
市
民
の
質
問
と
い
え
る
。

市
民
の
質
問
に
市
長
が
回
答
を
し
ぶ
る
法
は

あ
る
ま
い
。
瀬
長
市
長
は
議
会
に
解
散
を
命

じ
て
以
来
市
内
諸
々
方
々
で
市
民
集
会
を
開

い
て
い
る
。
し
か
も
”
市
民
集
会
に
名
を
借

り
た
人
民
党
演
説
会
だ
”
な
ど
の
批
判
を
尻

目
に
”
市
政
を
市
民
に
報
告
す
る
の
は
市
長

の
義
務
で
あ
る
”
と
し
て
強
引
に
続
け
て
き

た
。
ナ
ル
ホ
ド
市
政
を
市
民
に
報
告
す
る
の

は
市
長
の
義
務
に
違
い
な
い
。
然
し
な
が
ら

一
方
的
な
市
政
報
告
だ
け
で
な
く
市
民
の
疑

惑
に
つ
い
て
も
こ
れ
を
積
極
的
に
解
か
ね
ば

な
ら
ぬ
責
任
も
あ
る
。
そ
れ
を
守
っ
て
こ
そ

真
の
民
主
的
市
長
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

瀬
長
市
長
の
議
会
解
散
は
、
市
長
と
し
て

の
自
己
の
信
、
不
信
を
市
民
に
問
う
た
め
の

も
の
で
あ
る
。
こ
ん
ど
の
市
議
選
挙
で
そ
の

審
判
が
下
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に

瀬
長
市
長
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
市
民
に
と
っ

て
も
重
大
な
選
挙
を
ひ
か
え
て
、
市
民
か
ら

投
げ
ら
れ
た
疑
惑
、
し
か
も
そ
れ
が
公
開
質

問
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
以
上
市
長
と
し
て
の

責
任
上
進
ん
で
回
答
す
べ
き
で
あ
る
。
い
い

加
減
な
責
任
逃
れ
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
は
”

民
主
主
義
の
確
立
”
を
絶
叫
す
る
瀬
長
市
長

が
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

那
覇
市
政
の
ゆ
く
え
／
本
社
記

者
座
談
会
(完)
／
市
民
第
一
か

党
勢
拡
張
か
／
過
半
数
を
と

れ
ぬ
時
市
長
は
ど
う
出
る
？

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
７
・
15

司
会

こ
ん
ど
の
選
挙
そ
の
他
に
つ
い
て

話
し
て
も
ら
お
う
。

Ｅ

選
挙
の
見
通
し
は
ど
う
だ
ろ
う
。
瀬

長
は
市
長
派
が
十
一
名
を
と
る
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
ら
辞
め
ん
と
い
か
ん
が
逆
に
、
瀬

長
派
が
十
一
名
以
上
を
取
っ
た
と
し
た
ら
ど

う
な
る
？

Ｂ

瀬
長
派
が
十
一
名
以
上
と
る
と
那
覇

の
市
政
は
今
の
混
乱
状
態
が
続
く
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

Ｃ

仮
に
瀬
長
派
が
過
半
数
を
と
る
こ
と

が
で
き
ず
、
ヤ
ッ
ト
不
信
任
案
の
成
立
を
防

ぐ
十
一
名
し
か
と
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

と
す
れ
ば
、
議
会
で
は
常
に
議
案
が
否
決
さ

れ
る
と
い
う
結
果
に
な
る
ネ
。

Ｄ

瀬
長
は
過
半
数
を
と
る
こ
と
が
出
来

な
く
て
も
市
長
の
椅
子
に
と
ど
ま
る
だ
ろ
う

か
。Ａ

市
民
の
犠
牲
を
考
え
る
な
ら
今
ま
で

に
辞
め
て
い
る
で
あ
ろ
う
、
た
だ
そ
の
犠
牲

と
い
う
も
の
の
見
方
、
考
え
方
が
違
っ
て
い

る
の
で
彼
の
場
合
は
わ
か
ら
な
い
。

Ｃ

こ
ん
ど
の
選
挙
で
市
長
派
の
立
候
補

者
は
十
三
名
、
そ
れ
に
十
三
日
の
記
者
会
見
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で
更
に
立
候
補
者
を
四
名
ふ
や
す
と
語
っ
て

い
る
が
、
瀬
長
は
積
極
的
に
こ
の
選
挙
戦
を

勝
ち
抜
こ
う
と
い
う
気
は
く
は
な
い
よ
う
に

思
え
る
が

過
半
数
を
と
る
こ
と
が
出
来
な

い
場
合
、
議
会
で
予
算
案
な
ん
か
の
重
要
案

件
が
否
決
さ
れ
た
ら
一
体
ど
う
し
て
市
政
を

運
営
す
る
気
な
ん
だ
ろ
う
。
結
局
、
困
る
の

は
市
民
だ
が

Ｅ

逆
に
い
う
と
那
覇
市
民
の
大
多
数
が

人
民
党
員
に
な
ら
な
い
限
り
、
那
覇
の
市
政

は
ス
ム
ー
ス
に
運
営
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

Ｃ

市
長
を
信
任
す
る
か
、
不
信
任
す
る

か
を
市
民
に
問
う
に
は
市
長
派
も
反
市
長
派

も
十
六
名
以
上
は
候
補
者
を
出
す
べ
き
だ
。

Ａ

市
政
を
担
当
す
る
市
長
は
十
六
名
以

上
の
議
員
を
と
る
こ
と
が
出
来
な
け
れ
ば
辞

め
る
の
が
常
識
だ
と
い
う
声
が
市
民
の
中
に

も
あ
る
。

Ｇ

瀬
長
や
人
民
党
の
目
標
は
、
今
の
と

こ
ろ
不
信
任
案
を
阻
止
す
る
に
足
る
員
数
獲

得
に
目
標
を
お
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

人
民
党
の
考
え
は
市
民
の
福
祉
よ
り
も
党
勢

拡
張
に
あ
る
し
、
社
大
、
民
主
党
は
問
題
の

と
ら
え
方
が
政
治
的
に
き
わ
め
て
拙
い
。

Ｈ

瀬
長
が
仕
事
を
十
分
で
き
な
い
の
で

市
長
の
椅
子
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
の
は
、

政
権
？
を
と
っ
た
こ
と
の
な
い
者
の
弱
み
だ

と
い
う
声
も
あ
る
よ
う
だ
が
。

Ｅ

逆
説
の
よ
う
だ
が
瀬
長
が
市
長
に

な
っ
た
こ
と
は
、
沖
縄
の
日
本
復
帰
を
お
く

ら
せ
る
結
果
に
は
な
ら
な
い
か
。

Ｇ

民
主
党
は
ハ
ッ
キ
リ
そ
の
点
を
つ
い

て
い
る
｜
即
ち
人
民
党
市
長
の
出
現
に
よ
っ

て
日
本
復
帰
が
お
く
れ
た
と
。

Ｃ

主
席
公
選
だ
っ
て
同
じ
こ
と
が
言
え

る
の
で
は
な
い
か
、
人
民
党
勢
力
の
強
く
な

る
の
は
ア
メ
リ
カ
を
い
よ
い
よ
不
安
に
し
、

政
治
的
に
沖
縄
を
し
め
る
こ
と
に
な
り
や
し

な
い
か
。

Ｄ

そ
う
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な

い
。選
挙
戦
へ
各
党
の
動
き

司
会

各
党
の
こ
ん
ど
の
那
覇
市
議
選
に

対
す
る
動
き
は

ま
ず
立
法
院
で
多
数
を

占
め
る
民
主
党
か
ら

Ｇ

民
主
党
は
、
党
の
本
質
が
親
米
だ
か

ら
か
、
こ
ん
ど
の
選
挙
で
は
強
く
反
瀬
長
を

打
出
し
て
い
る
｜
こ
れ
は
自
然
の
こ
と
だ
。

党
と
し
て
公
認
候
補
を
六
名
程
度
出
す
と
か

い
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
動
か
な
い
と
こ
ろ
か

ら
み
て
、
単
に
反
瀬
長
派
を
応
援
す
る
だ
け

に
と
ど
め
る
の
で
は
な
い
か
。

Ｂ

民
主
党
は
前
議
員
で
瀬
長
派
に
ま

わ
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
た
者
は
こ
ん
ど
は
調

整
で
き
て
い
る
か
。

Ｇ

民
主
党
は
こ
ん
ど
は
反
瀬
長
で
足
並

み
は
揃
っ
て
い
る
。
前
に
仲
井
真
元
楷
、
高

良
一
、
上
間
長
和
な
ど
が
党
の
考
え
か
ら
外

れ
て
も
う
ど
う
に
も
出
来
な
か
っ
た
し
、
こ

の
点
か
ら
み
る
と
民
主
党
は
言
行
不
一
致
と

い
え
る
。

Ｅ

社
大
党
は
ど
う
か
。

Ａ

社
大
党
本
部
は
、
こ
ん
ど
の
市
議
選

は
那
覇
支
部
に
委
し
て
猫
バ
バ
を
き
め
こ
む

つ
も
り
だ
。
こ
れ
が
果
し
て
正
し
い
と
い
え

る
か
に
つ
い
て
か
な
り
の
批
判
が
あ
る
。

Ｇ

社
大
党
は
地
方
自
治
に
介
入
し
な
い

方
針
を
堅
持
し
て
い
る
。

Ｂ

そ
の
原
則
は
守
ら
れ
て
い
る
か
。
与

那
国
、
平
良
市
と
与
那
原
町
な
ど
に
お
け
る

地
方
自
治
選
に
タ
ッ
チ
し
た
の
は
ど
う
い
う

ワ
ケ
か
。

Ｇ

こ
れ
に
つ
い
て
平
良
書
記
長
は
与
那

原
は
民
主
党
が
大
量
に
応
援
に
く
り
出
し
た

の
で
、
対
抗
上
や
む
を
得
な
か
っ
た
。
平
良

市
の
場
合
も
石
原
が
民
主
党
に
ク
ラ
替
え
し

た
の
で
、
党
の
面
子
に
か
け
て
も
対
抗
馬
を

立
て
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
即
ち
そ
れ
ぞ
れ

事
情
が
あ
っ
た
と
語
っ
て
い
た
。

Ａ

そ
れ
は
弁
解
に
も
な
ら
ん
で
は
な
い

か
。Ｅ

都
合
の
良
い
得
手
勝
手
な
話
だ
。
政

党
と
し
て
全
く
無
定
見
と
も
い
え
る
。

Ｂ

平
良
の
話
か
ら
す
れ
ば
、
那
覇
の
場

合
も
民
主
党
が
立
候
補
者
を
立
て
て
い
る
か

ら
社
大
に
と
っ
て
は
特
例
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
今
ま
で
は
特
例
の
場
合
だ
け
介
入
し

た
な
ら
那
覇
の
場
合
も
当
然
介
入
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

Ｅ

社
大
党
の
理
論
か
ら
す
る
と
政
党
は

下
部
組
織
を
持
た
な
く
て
も
良
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

Ｇ

前
の
市
長
選
挙
で
社
大
党
は
三
つ
に

割
れ
、
若
い
党
員
た
ち
は
執
行
部
不
信
任
の

動
き
ま
で
見
せ
て
い
た
。

Ｈ

こ
ん
ど
の
場
合
、
党
幹
部
は
兼
次
の

立
候
補
を
押
え
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
人
民

党
と
の
提
携
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
。

Ｄ

党
幹
部
は
立
法
院
議
員
で
あ
っ
て
、

選
挙
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
若
い
党
員
の
指

導
は
全
然
や
っ
て
い
な
い
ん
だ
ネ
。

Ｅ

そ
う
だ
。
こ
ん
ど
の
場
合
も
”
さ
わ

ら
ぬ
神
に
た
た
り
な
し
”
で
逃
げ
て
い
る
と

し
か
み
え
な
い
。

Ｈ

人
民
党
は
瀬
長
が
市
長
に
な
っ
て
か

ら
政
策
が
大
分
右
に
傾
い
て
来
て
い
る
。
こ

れ
が
た
め
社
大
党
と
し
て
は
、
彼
等
と
一
線

を
画
す
と
い
い
な
が
ら
実
質
的
に
は
画
し
得

ず
に
い
る
の
で
は
な
い
か
。

Ｇ

社
大
党
は
人
民
党
と
一
線
を
画
す
と

い
う
こ
と
自
体
に
悩
み
を
持
っ
て
い
る
。
僕

の
聞
い
た
範
囲
で
の
推
察
だ
が
、
社
大
党
が

一
線
を
画
す
と
い
う
の
は
人
民
党
で
は
な
く

て
共
産
主
義
｜
即
ち
共
産
党
で
は
な
い
か
と

思
う
。
そ
の
点
か
ら
考
え
る
と
人
民
党
は
軍
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や
そ
の
他
か
ら
何
と
い
わ
れ
て
も
”
人
民
党

は
人
民
党
で
あ
る
”
と
い
う
だ
け
だ
っ
た
。

彼
ら
は
”
共
産
党
で
は
な
い
”
と
い
わ
ず
に

人
民
党

で
逃
げ
て
い
る
の
で
社
大
党
と

し
て
も
困
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。Ｆ

社
大
党
は
こ
ん
ど
の
市
議
選
は
支
部

に
委
す
と
い
っ
た
が
支
部
は
ど
う
動
く
か
。

Ｇ

那
覇
支
部
の
幹
部
は
、
沖
縄
問
題
の

本
質
を
つ
け
ば
社
大
党
の
と
る
道
は
ハ
ッ
キ

リ
し
て
来
る
と
語
っ
て
い
た
。
そ
の
本
質
と

い
う
の
は
、
沖
縄
は
ま
だ
米
軍
に
反
省
を
求

め
る
立
場
に
あ
る
の
で
、
当
然
瀬
長
と
同
一

歩
調
を
と
る
べ
き
と
い
う
の
で
あ
る
。

Ｈ

那
覇
支
部
が
人
民
党
に
近
づ
き
つ
つ

あ
る
と
い
う
証
拠
は
、
兼
次
が
不
信
任
後
よ

く
市
長
室
に
出
入
し
て
い
た
こ
と
や
、
市
民

集
会
で
必
ず
登
壇
し
た
こ
と
な
ど
で
も
う
か

が
え
る
。
も
ち
ろ
ん
市
民
の
中
に
は
、
既
に

次
の
市
長
選
を
ね
ら
っ
て
い
る
ナ

と
見
通

し
て
い
る
人
も
い
た
。

Ｆ

兼
次
は
社
大
党
那
覇
支
部
長
と
い
う

肩
書
が
あ
る
そ
う
だ
が
、
党
本
部
と
の
結
び

つ
き
は
ど
う
か
。

Ｈ

形
が
社
大
党
で
、
行
動
そ
の
他
は
全

く
人
民
党
と
同
じ
だ
。

Ｆ

社
大
党
の
中
央
執
行
委
員
会
は
党
内

を
ま
と
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
か
。
分
派

活
動
？
を
公
然
と
見
て
来
た
ワ
ケ
だ
ナ
。

Ｇ

そ
う
だ
。
社
大
党
の
中
央
執
行
委
員

会
に
は
党
内
、
と
く
に
兼
次
を
押
え
る
力
は

な
い
。
Ｆ

そ
れ
で
は
党
で
は
な
い

笑
声

Ｅ

社
大
党
は
、
こ
ん
ど
の
市
長
選
の
政

治
責
任
を
と
る
だ
け
の
覚
悟
は
で
き
て
い
る

か
。Ａ

で
き
て
い
な
い
。
知
念
忠
太
郎
が
、

こ
の
前
の
中
央
執
行
委
員
会
で
”
今
瀬
長
を

支
持
し
て
、
そ
の
後
の
市
政
の
責
任
は
持
て

る
か
”
と
、
党
幹
部
や
兼
次
に
詰
め
よ
っ
た

が
、
誰
も
答
え
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
党
と
し

て
も
、
那
覇
支
部
と
し
て
も
一
か
八
か
で
選

挙
を
勝
ち
さ
え
す
れ
ば
後
は
オ
イ
ら
は
知
ら

ん
と
い
う
ワ
ケ
だ
。
党
と
し
て
考
え
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
平
良
書
記
長
の
”
瀬
長

を
不
信
任
し
て
、
早
く
市
長
選
挙
を
迎
え
て

党
独
自
の
候
補
を
立
て
た
方
が
よ
り
党
と
し

て
自
主
性
を
保
つ
こ
と
に
な
る
”
と
い
う
言

辞
か
ら
う
か
が
え
る
の
で
は
な
い
か
。
も
ち

ろ
ん
、
書
記
長
の
こ
の
言
辞
は
若
い
支
部
員

か
ら
さ
ん
ざ
ん
批
判
さ
れ
た
が

Ｇ

社
大
党
は
、
知
念
、
崎
間
が
那
覇
市

再
建
同
盟
に
走
り
、
兼
次
が
人
民
党
に
近
づ

い
た
た
め
結
党
以
来
初
の
危
機
に
見
舞
れ
て

い
る
。
宮
古
支
部
か
ら
は
党
の
思
想
を
統
一

す
る
た
め
兼
次
を
除
名
せ
よ
と
い
う
手
紙
が

来
た
と
か
来
な
か
っ
た
と
か
、
党
本
部
内
で

は
知
念
、
崎
間
を
除
名
せ
よ
と
執
行
部
に
申

し
込
む
な
ど
二
つ
の
動
き
が
あ
っ
た
よ
う

だ
。
こ
の
問
題
は
崎
間
、
知
念
の
脱
党
で
一

応
終
止
符
が
打
た
れ
た
か
っ
こ
う
に
な
っ
て

い
る
。
Ａ

社
大
党
は
那
覇
市
議
選
を
迎
え
て
支

離
滅
裂
な
党
内
事
情
を
十
二
分
に
バ
ク
ロ
し

た
と
み
る
向
き
も
あ
る
。

Ｈ

社
大
党
は
平
良
辰
雄
が
委
員
長
時
代

は
結
束
し
て
い
た
が
、
そ
れ
以
後
は
ガ
タ
ガ

タ

結
局
平
良

辰

と
い
う
要

か
な
め

が
抜
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ

た
ワ
ケ
だ
。

市
政
再
建
同
盟
の
結
成
／
ア
メ
リ
カ
の

反
省
を
促
す
こ
と
に
も
な
る

司
会

那
覇
市
政
再
建
同
盟
に
つ
い
て
。

Ｃ

同
盟
の
ネ
ラ
イ
は
何
か
。

Ｄ

そ
れ
は
瀬
長
打
倒
と
い
う
線
だ
。
こ

れ
は
実
に
ハ
ッ
キ
リ
し
て
お
り
彼
ら
は
こ
の

初
期
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
た
ら
解
散
す
る
そ

う
だ
。
Ｅ

完
全
な
る
政
治
結
社
だ
。
戦
術
を
誤

れ
ば
逆
効
果
に
な
る
と
い
う
声
も
あ
る
。

Ｆ

そ
う
だ
、
同
盟
は
旧
社
大
党
の
新
進

会
グ
ル
ー
プ
だ
っ
た
西
銘
、
崎
間
、
知
念
忠

太
郎
、
安
座
間
磨
志
と
い
う
面
々
が
中
心
に

な
っ
て
つ
く
り
あ
げ
た
も
の
だ
。
だ
が
一
、

二
回
の
演
説
で
市
民
の
中
に
は
か
な
り
批
判

の
声
も
聞
え
る
と
い
う
の
は
あ
ま
り
感
情
的

に
セ
ナ
ガ
を
攻
撃
し
過
ぎ
る
と
い
う
の
だ
。

彼
ら
は
若
く
、
し
か
も
理
論
的
に
瀬
長
を
向

う
に
回
し
て
十
分
闘
え
る
し
、
特
に
市
政
の

具
体
的
な
面
を
と
り
あ
げ
て
市
民
に
訴
え
れ

ば
十
二
分
に
初
期
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と

が
出
来
る
の
に
、
下
手
す
る
と
逆
に
市
民
の

心
は
離
れ
る
｜
と
い
う
の
が
そ
の
批
判
の
主

な
も
の
だ
。

Ｈ

そ
の
声
は
あ
ち
こ
ち
で
聞
さ
れ
る
。

そ
れ
は
特
に
イ
ン
テ
リ
ー
層
に
多
い
。
同
盟

の
面
々
は
瀬
長
派
が
感
情
的
に
市
民
に
訴
え

る
か
ら
、
自
分
ら
も
そ
の
手
で
い
く
と
い
う

愚
は
さ
け
て
、
や
は
り
理
論
的
に
、
具
体
的

な
個
々
の
事
実
を
も
っ
て
市
民
に
訴
え
る
べ

き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

Ｇ

再
建
同
盟
の
結
成
を
と
か
く
云
々
す

る
人
も
あ
る
が
、
私
は
同
盟
の
結
成
は
そ
れ

な
り
に
意
義
は
あ
る
と
思
う
。
例
え
ば
ア
メ

リ
カ
の
も
の
の
見
方
、
考
え
方
の
変
化
が
考

え
ら
れ
る
か
ら
だ
。
み
ん
な
が
知
っ
て
い
る

よ
う
に
同
盟
の
中
核
メ
ン
バ
ー
は
、
か
つ
て

社
大
党
の
左
派
的
存
在
の
新
進
会
だ
。
彼
ら

は
一
時
ア
メ
リ
カ
か
ら
反
米
的
だ
と
み
ら
れ

た
事
も
あ
る
。
彼
ら
が
日
本
復
帰
論
者
だ
っ

た
か
ら
だ
。
も
ち
ろ
ん
彼
ら
は
今
も
こ
の
考

え
は
捨
て
て
は
い
な
い
が
｜
し
か
し
同
じ
日

本
復
帰
を
叫
ぶ
瀬
長
を
彼
ら
が
批
判
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
は
不
思

議
に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
状
で
は

瀬
長
の
行
き
方
が
正
し
く
な
い
と
見
て
反
瀬
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長
に
回
っ
た
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
事
実
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
は
え
て
し
て
民
主
主
義
者
？

に
赤
の
レ
ッ
テ
ル
を
は
る
傾
向
に
あ
る
と
み

ら
れ
て
い
た
が
、
こ
ん
ど
の
再
建
同
盟
の
結

成
、
そ
の
中
核
分
子
の
動
き
は
ア
メ
リ
カ
に

反
省
を
う
な
が
し
、
こ
ん
ご
民
族
問
題
に
対

す
る
彼
ら
の
処
置
を
よ
り
慎
重
に
さ
せ
る
で

あ
ろ
う
。
こ
の
意
義
は
大
き
い
と
思
う
。

市
長
変
れ
ば
都
計
工
事
は
再
開
／
大
き

い
試
練
に
立
つ
市
民

司
会

と
こ
ろ
で
市
長
が
変
っ
た
ら
琉
銀

は
金
を
貸
す
だ
ろ
う
か
。

Ａ

そ
れ
は
す
ぐ
貸
す
と
思
う
。
琉
銀
の

融
資
拒
否
の
理
由
に
は

瀬
長
が
市
長
で
あ

る
限
り

と
明
記
さ
れ
て
い
る
か
ら

そ

れ
に
軍
補
助
金
も
直
ち
に
支
払
わ
れ
る
と
思

う
。Ｃ

そ
う
す
る
と
那
覇
市
は
、
ま
だ
目
下

行
詰
っ
て
い
る
都
計
工
事
や
、
そ
の
他
の
事

業
が
ど
し
ど
し
再
開
さ
れ
、
活
気
を
お
び
る

と
い
う
ワ
ケ
か
。

Ａ

そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

Ｅ

兎
に
角
那
覇
市
民
は
大
き
い
試
練
に

ぶ
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
を
は
っ
き
り
知
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。

Ｂ

し
か
し
、
有
権
者
の
何
分
の
一
が
そ

れ
を
は
っ
き
り
意
識
し
て
い
る
か
な
ア
？

Ｆ

そ
れ
は
誰
に
も
わ
か
ら
ん
。

司
会

で
は
こ
の
辺
で
。

広
告
／
瀬
長
市
長
へ
の
公
開
質

問
（
そ
の
三
）

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
７
・
17

貴
殿
は
公
開
質
問
に
は
回
答
し
な
い
と
言
っ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
は
真
理
を
愛
す
る

瀬
長
市
長
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
逃
げ
方
で
あ

る
。
然
し
こ
の
公
開
質
問
は
、
貴
殿
が
無
責

任
な
デ
マ
ゴ
ー
グ
で
あ
り
、
自
分
の
言
質
を

印
刷
に
残
さ
れ
る
の
を
最
も
恐
れ
る
男
で
あ

る
こ
と
を
那
覇
市
民
に
知
ら
せ
る
の
が
目
的

で
あ
る
か
ら
、
実
は
貴
殿
の
回
答
は
期
待
し

て
い
な
い
。
然
し
、
当
方
で
は
こ
の
公
開
質

問
は
遠
慮
な
く
続
け
て
貴
殿
の
本
質
を
市
民

各
位
が
充
分
知
っ
て
も
ら
う
つ
も
り
で
あ

る
。
一
、
布
令
違
反
に
つ
い
て

登
川
消
防
隊
長
の
懲
戒
免
は
、
明
ら
か
に
布

令
二
十
八
号
違
反
で
あ
っ
て
、
法
律
上
無
効

で
あ
り
、
こ
れ
は
い
ず
れ
問
題
に
す
る
が
、

他
面
貴
殿
は
一
括
払
い
の
布
令
一
六
四
号
に

は
実
に
従
順
で
、
一
括
払
い
契
約
希
望
が
あ

れ
ば
市
役
所
に
届
け
る
よ
う
に
と
地
主
に
ハ

ガ
キ
を
出
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
布

令
に
従
う
こ
と
は
市
長
の
義
務
で
あ
る
と

言
っ
て
い
る
。
貴
殿
は
登
川
隊
長
を
や
め
さ

せ
る
場
合
に
は
公
然
と
布
令
二
十
八
号
を
無

視
し
、
一
括
払
い
の
場
合
は
、
自
分
の
立
場

も
忘
れ
て
、
布
令
一
六
四
号
に
屈
服
し
て
い

る
。
貴
殿
は
、
い
か
な
る
場
合
に
布
令
を
犯

し
、い
か
な
る
場
合
に
布
令
に
屈
服
す
る
か
。

二
、
新
財
源
に
つ
い
て

貴
殿
が
那
覇
市
民
の
心
を
つ
な
ぐ
た
め
に
、

都
計
事
業
等
に
金
が
ほ
し
い
こ
と
は
よ
く
諒

解
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
一
旦
売
っ
た
土
地

も
取
戻
そ
う
と
し
て
い
る
の
は
あ
わ
れ
で
あ

る
。
国
場
組
の
場
合
は
貴
殿
は
土
地
代
の
一

部
百
万
円
を
受
け
と
り
、
沖
縄
ス
ポ
ー
ツ
・

セ
ン
タ
ー
会
社
の
場
合
は
、
貴
殿
が
契
約
し

た
土
地
で
あ
る
事
実
を
故
意
に
無
視
し
て
、

不
当
に
安
価
な
売
買
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に

わ
め
き
散
ら
す
の
は
、狂
気
の
沙
汰
で
あ
る
。

若
し
時
価
に
よ
る
契
約
が
不
当
で
あ
る
と
い

う
な
ら
、
国
場
組
や
沖
縄
ス
ポ
ー
ツ
・
セ
ン

タ
ー
会
社
以
外
に
も
多
数
の
買
主
が
い
る
筈

だ
が
、
貴
殿
は
こ
れ
ら
の
契
約
も
す
べ
て
解

除
す
る
つ
も
り
か
。
又
替
費
地
収
入
は
特
別

会
計
で
あ
っ
て
、
た
と
え
余
剰
が
生
じ
て
も

一
般
財
源
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い

が
、
貴
殿
は
演
説
の
た
び
に
、
そ
れ
が
出
来

る
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
、
市
民
を
た
ぶ
ら

か
し
て
い
る
。
貴
殿
は
こ
の
ウ
ソ
を
今
後
も

続
け
る
考
え
か
否
か
。
貴
殿
の
い
う

新
財

源

は
実
は
ユ
ウ
レ
イ
財
源
で
あ
る
こ
と
を

認
め
る
か
。

三
、
再
び
都
計
事
業
に
つ
い
て

都
計
事
業
は
貴
殿
で
は
出
来
な
い
こ
と
は
、

天
下
周
知
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
貴
殿
は
恰
も

始
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
を
市
民
に
与
え

よ
う
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
貴
殿
の

作
っ
た
七
、
八
、
九
月
分
の
暫
定
予
算
で
は
、

都
計
事
業
費
は
僅
か
に
二
、
二
二
一
、
九
七

〇
円
で
あ
る
。
そ
の
主
要
な
も
の
は
納
骨
堂

と
霊
園
の
建
設
費
で
あ
り
、
こ
れ
が
終
れ
ば

も
う
何
も
な
い
。
市
民
に
貴
殿
の
都
計
事
業

の
実
態
を
知
ら
せ
る
必
要
は
な
い
か
。
さ
も

な
け
れ
ば
、
市
民
は
欺
さ
れ
た
こ
と
が
分
る

と
大
き
な
反
撃
を
貴
殿
に
加
え
る
で
あ
ろ

う
。
一
九
五
七
年
七
月
十
七
日

那
覇
市
政
再
建
同
盟

選
挙
対
策
本
部
も
設
置
／
挙
党

一
致
／
反
瀬
長
陣
営
支
援
の

民
主
党

琉
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民
主
党
は
、
積
極
的
に
那
覇
市
議
総
選
挙
対

策
に
取
掛
っ
た
。
民
主
党
は
十
七
日
午
後
二

時
か
ら
那
覇
市
内
料
亭

沖
縄

で
同
党
所

属
の
立
法
院
議
員
全
員
、
市
町
村
長
の
合
同

協
議
会
を
開
き
、
約
一
時
間
余
に
わ
た
り

那
覇
市
議
総
選
挙
問
題

に
対
処
す
る
方

針
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
対

米
協
調
の
立
党
精
神
に
則
り
挙
党
一
致
、
党

組
織
を
通
じ
て
”
反
瀬
長
陣
営
”
を
支
援
す

る
と
い
う
去
る
総
務
会
の
決
定
を
再
確
認
、

選
挙
対
策
本
部
を
設
け
た
。

選
対
本
部
を
党
本
部
に
置
き
、
選
対
委
員

一
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長
に
新
里
銀
三
、
副
委
員
長
に
儀
間
文
彰

両
氏
を
そ
れ
ぞ
れ
選
出
、
全
立
法
院
議
員

と
東
恩
納
党
務
部
長
を
委
員
に
加
え
た
。

従
っ
て
同
党
は
、
今
後
の
選
挙
対
策
を
、
同

党
員
で
立
候
補
し
た
仲
井
真
元
楷
、
上
間
長

和
、
宮
里
敏
慶
、
新
村
長
佳
、
高
良
一
、
辺

野
喜
英
興
六
氏
の
当
選
に
重
点
を
し
ぼ
る
一

方
”
再
建
同
盟
派
”
の
支
援
に
力
注
ぐ
方
針

を
決
め
た
。

な
お
同
党
は
来
る
二
十
日
総
務
会
を
招
集

し
、
同
党
員
で
”
瀬
長
信
任
”
派
に
参
加

し
た
Ｋ
候
補
の
除
名
問
題
な
ど
に
つ
い
て

態
度
を
決
め
る
予
定
で
あ
る
。

新
里
選
対
委
員
長
談

わ
が
党
の
党
員
で
、

今
回
立
候
補
し
た
六
氏
の
当
選
に
全
力
を
つ

く
す
一
方
、
再
建
同
盟
と
協
力
し
て
”
反
瀬

長
派
”
陣
営
を
全
面
的
に
支
援
す
る
。
こ
の

た
め
党
組
織
票
を
結
集
す
る
一
方
選
対
本
部

を
中
心
に
党
支
部
の
各
総
務
を
通
じ
票
を
集

め
る
。
遊
説
も
再
建
同
盟
と
連
係
し
て
行
う

方
針
で
あ
る
。

こ
れ
だ
け
は
公
約
す
る
①
／
那

覇
市
議
へ
立
候
補
の
弁

琉
新
・
朝
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那
覇
の
市
会
議
員
選
挙
は
、
十
六
日
の
届
出

で
、
向
う
二
十
日
間
に
わ
た
る
選
挙
運
動
の
”

火
ぶ
た
”
を
切
っ
た
。
こ
ん
ど
の
選
挙
は
、

市
長
の
不
信
任
問
題
に
か
ら
ん
で
重
大
な
意

義
を
持
っ
て
お
り
、
早
く
も
四
十
四
名
の
立

候
補
者
が
名
乗
り
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
色

分
け
も
瀬
長
派
、
反
瀬
長
派
、
中
立
派
と
さ

ま
ざ
ま
で
、
市
民
に
と
っ
て
は
立
候
補
者
が

ど
ん
な
人
物
で
あ
り
、
那
覇
の
市
政
に
ど
ん

な
所
信
と
、
情
熱
を
持
っ
て
い
る
か
も
十
分

に
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
本
社
は
、
有
権
者
が
そ
の
一
票
を
行

使
す
る
時
の
参
考
に
供
す
る
た
め
、
す
で
に

立
候
補
届
を
出
し
た
人
々
に
①
立
候
補
の
動

機
②
市
民
に
対
す
る
公
約
③
市
長
不
信
任
の

賛
否
｜
の
三
点
に
つ
い
て
所
信
を
披
瀝
し
て

貰
っ
て
、
こ
れ
を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。

掲
載
は
到
着
順

宮
里
敏
慶
（
50
）
同
盟
・
前

今
の
市
長
は
市
民
の
福
利
増
進
と
い
う
点
か

ら
見
て
適
格
者
で
な
い
と
み
た
わ
れ
わ
れ
は

前
議
会
で
市
長
を
不
信
任
し
た
。
こ
れ
が
完

遂
は
前
議
員
の
責
任
で
あ
る
と
考
え
再
度
立

候
補
し
た
。
と
同
時
に
今
ま
で
議
員
と
し
て

勉
強
し
て
来
た
こ
と
を
市
民
の
福
利
増
進
の

た
め
に
生
か
し
た
い
か
ら
で
あ
る
。

①
公
約
は
都
計
の
早
期
実
現
②
真
和
志
市
と

の
早
期
合
併
③
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
早
期
実

現
で
あ
る
。

瀬
長
市
長
不
信
任
賛
成
、

垣
花
出
身
、
司
法
書
士
、
垣
花
復
興
期
成

会
会
長
。

上
間
長
和
（
38
）
同
盟
・
前

①
瀬
長
に
は
何
ら
の
政
治
力
も
な
く
都
計
は

停
止
し
商
工
業
は
瀬
長
不
景
気
に
お
び
え
、

失
業
者
は
増
加
し
て
い
る
瀬
長
は
こ
れ
に
対

し
何
ら
責
任
を
感
ず
る
所
も
な
く
彼
は
市
民

の
犠
牲
に
お
い
て
共
産
主
義
の
温
床
を
那
覇

市
に
準
備
し
つ
つ
あ
る
か
ら
次
の
議
会
で
不

信
任
を
可
決
達
成
し
た
い
。

②
政
策
と
し
て
は
都
計
事
業
を
全
面
的
に
再

開
、
旧
小
禄
、
首
里
地
域
に
も
本
事
業
を
推

進
す
る
。
産
業
を
振
興
し
市
民
生
活
を
全
般

的
に
改
善
し
那
覇
市
を
名
実
共
に
琉
球
の
首

都
に
し
た
い
。
③
不
信
任
賛
成

首
里
出
身
、
首
里
バ
ス
重
役

仲
本
政
勝
（
48
）
社
大
・
新

①
前
議
員
の
や
り
方
は
全
く
非
民
主
的
だ
。

市
長
不
信
任
の
如
き
は
反
対
の
た
め
の
反
対

運
動
で
不
当
で
あ
る
。
社
大
党
公
認
で
立
候

補
し
た
が
、
こ
の
市
政
に
対
す
る
不
当
な
圧

迫
を
根
こ
そ
ぎ
に
排
除
す
る
つ
も
り
で
あ

る
。
②
現
市
長
の
案
を
全
面
的
に
支
持
し
協
力
す

る
。
も
し
一
年
間
や
ら
し
て
み
て
同
案
が
現

実
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
私
と
し
て
も
市
長
改

選
の
線
に
出
る
か
も
し
れ
な
い
が
現
在
は
あ

く
ま
で
も
民
主
的
市
政
確
立
に
尽
力
す
る
。

③
瀬
長
市
長
不
信
任
反
対

那
覇
東
町
出
身
公
設
市
場
監
視
課
長
。

新
垣
松
助
（
55
）
同
盟
・
元

①
先
ず
政
策
と
し
て
都
計
の
促
進
、
市
政
の

刷
新
、
小
禄
、
那
覇
、
首
里
の
平
等
道
路
工

事
な
ど
を
上
げ
る
が
、
そ
の
中
で
も
市
政
の

刷
新
に
重
点
を
お
き
、
な
ん
と
い
っ
て
も
市

長
改
選
を
行
わ
ね
ば
那
覇
市
の
発
展
は
な
い

と
思
い
立
候
補
し
た
。

②
軍
の
補
助
を
あ
お
ぎ
そ
れ
に
基
く
那
覇
市

の
復
興
。
そ
れ
と
軍
用
地
地
主
が
生
活
に
窮

し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ
も
軍
と
の
折
衝

に
よ
り
早
期
安
定
生
活
を
取
戻
し
た
い
。
こ

れ
ら
を
市
民
に
公
約
す
る
。

③
瀬
長
市
長
不
信
任
賛
成
。

垣
花
出
身
、
会
社
重
役
。

宜
保
爲
楷
（
48
）
中
立
系
・
元

①
市
政
は
党
派
の
対
立
で
ご
っ
た
が
え
し
て

い
る
。
考
え
る
に
保
守
派
と
か
革
新
派
な
ど

と
い
う
も
の
は
単
な
る
政
治
上
の
形
式
に
す

ぎ
な
い
。
一
日
も
早
く
こ
の
党
派
争
い
か
ら

抜
け
混
と
ん
と
し
た
市
政
を
改
善
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
出
馬
し
た
。

②
第
一
に
都
計
の
促
進
を
上
げ
る
。
そ
れ
に

那
覇
・
真
和
志
の
合
併
の
実
現
で
あ
る
。
こ

れ
を
な
さ
ね
ば
中
心
都
市
と
し
て
の
真
の
那

覇
市
復
興
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

③
瀬
長
市
長
不
信
任
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

要
望
に
応
え
る
。

久
米
町
出
身
、
理
髪
業
。

仲
宗
根
梶
雄
（
39
）
同
盟
・
新

①
瀬
長
市
長
に
な
っ
て
か
ら
人
民
党
の
勢
力

が
は
び
こ
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
阻
止
す
る
に

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

七
月

六
四
二



は
瀬
長
市
長
を
倒
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
意
味
か
ら
立
候
補
し
た
。

②
ま
ず
環
境
の
整
備
を
目
的
に
都
計
事
業
を

強
力
推
進
し
、
泊
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
子

供
の
遊
び
場
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

設
置
し
て
住
み
よ
い
那
覇
に
し
た
い
。

③
不
信
任
賛
成
で
あ
る
。

本
部
町
出
身
、
琉
石
庶
務
課
長
。

渡
口
麗
秀
（
45
）
同
盟
・
前

①
瀬
長
市
長
就
任
以
来
六
カ
月
、
都
計
は
ス

ト
ッ
プ
し
、
商
工
業
は
不
景
気
で
失
業
者
が

続
出
し
て
い
る
。
こ
の
難
局
あ
る
の
み
と
信

じ
出
馬
し
た
。

②
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
建
設
、
こ
れ
は
将
来

の
沖
縄
を
背
負
っ
て
た
つ
若
人
の
身
心
の
た

ん
錬
場
と
し
て
ぜ
ひ
実
現
し
た
い
。
那
覇
市

は
自
己
財
源
だ
け
で
は
都
計
な
ど
の
大
き
な

事
業
は
や
っ
て
い
け
な
い
の
で
、
交
付
金
制

度
の
改
革
を
図
り
、
ヒ
モ
ツ
キ
で
な
い
補
助

金
の
獲
得
に
力
を
入
れ
る
。

③
不
信
任
案
は
ぜ
ひ
通
す
、

上
泉
町
出
身
。
沖
配
電
総
務
部
長

長
嶺
將
眞
（
51
）
同
盟
・
前

①
瀬
長
市
長
の
あ
る
限
り
那
覇
市
の
発
展
は

の
ぞ
め
な
い
こ
と
は
、
過
去
六
カ
月
の
那
覇

市
の
動
き
を
見
れ
ば
分
る
こ
と
で
、
瀬
長
打

倒
が
信
条
で
あ
る
。

②
デ
マ
に
満
ち
た
瀬
長
市
政
を
葬
り
現
在
停

止
し
て
い
る
都
計
事
業
の
推
進
を
は
か
る
こ

と
が
、
那
覇
市
の
当
面
の
急
務
で
あ
る
。
こ

の
ほ
か
水
源
の
確
保
、那
覇
市
財
政
の
確
立
、

市
役
所
の
綱
紀
粛
正
、
働
く
婦
人
の
た
め
の

託
児
所
の
設
置
な
ど
真
に
市
民
の
幸
福
を
も

た
ら
し
、利
益
と
な
る
政
策
を
実
現
し
た
い
。

③
不
信
任
案
に
は
勿
論
賛
成
で
あ
る
。

那
覇
市
崇
元
寺
町
出
身
、
商
業
。

仲
松
庸
全
（
31
）
瀬
長
派
・
新

①
不
信
任
通
過
の
報
で
は
ら
の
底
か
ら
は
げ

し
い
怒
り
を
感
じ
た
。
こ
の
際
労
働
者
、
農

民
、
中
小
企
業
者
、
一
般
市
民
の
生
活
と
民

主
的
権
利
を
守
り
、
祖
国
復
帰
一
括
払
い
阻

止
に
立
ち
上
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ

た
。
と
同
時
に
労
働
者
や
青
年
有
志
の
推
め

も
あ
っ
て
出
馬
の
決
意
を
固
め
た
。

②
市
政
の
民
主
化
、
税
制
の
民
主
化
と
地
方

自
治
体
の
自
主
性
強
化
、
中
小
企
業
の
育
成

と
市
民
生
活
の
向
上
、
首
里
小
禄
を
含
め
た

都
計
の
促
進
、
那
覇
真
和
志
対
等
合
併
区
長

制
実
現
。

③
不
信
任
反
対

④
首
里
寒
川
出
身
、
前
沖
縄
子
供
を
守
る
会

事
務
局
長
。

那
覇
市
議
選
挙
本
格
的
舌
戦
へ

／
両
派
候
補
そ
れ
ぞ
れ
合
同

演
説
／
ヤ
ジ
散
発
平
静
な
す

べ
り
出
し

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
７
・
18

那
覇
市
議
選
挙
は
、
十
六
日
の
立
候
補
届
出
、

運
動
開
始
と
と
も
に
本
格
的
選
挙
戦
に
入

り
、
瀬
長
、
反
瀬
長
両
派
と
も
引
続
き
演
説

会
を
市
内
各
地
で
催
し
、
再
建
同
盟
側
は
立

候
補
者
の
推
薦
演
説
と
挨
拶
を
さ
せ
、
瀬
長

市
長
側
は
市
長
と
国
場
首
里
支
所
長
の
二
人

だ
け
に
報
告
者
を
し
ぼ
っ
て
い
る
が
従
前
と

変
っ
て
い
る
。
す
で
に
合
法
的
運
動
期
間
内

と
あ
っ
て
”
舌
の
攻
勢
”
も
は
げ
し
さ
を
加

え
て
い
る
。

（
不
信
任
派)

○

再
建
同
盟
は
、
こ
れ
ま
で
瀬
長
市
政
批

判
演
説
会
を
各
地
で
開
き
、
瀬
長
市
長
の
市

民
集
会
に
対
抗
し
て
き
た
が
十
七
日
か
ら

は
、
遊
説
隊
を
二
班
に
編
成
、
市
政
批
判
と

と
も
に
、
候
補
者
の
推
薦
演
説
を
は
じ
め
た
。

十
七
日
は
、
よ
る
九
時
か
ら
泉
正
重
、
仲

井
真
元
楷
、
崎
間
敏
勝
、
宮
城
和
市
、
新
崎

与
彦
氏
ら
を
中
心
と
す
る
Ａ
班
と
西
銘
順

治
、
金
城
五
郎
、
嘉
味
田
朝
盛
、
高
良
徳
栄

氏
ら
を
中
心
と
す
る
Ｂ
班
が
そ
れ
ぞ
れ
首
里

赤
平
水
揚
げ
と
、
平
良
ク
ラ
ブ
に
数
百
名
の

聴
衆
を
集
め
て
、
演
説
会
を
開
き
、
首
里
出

身
の
同
盟
推
薦
候
補
、
上
間
長
和
、
宇
良
宗

徳
、
佐
久
川
寛
貞
、
大
山
盛
幸
、
嘉
数
ツ
ル
、

玉
那
覇
有
義
氏
ら
六
候
補
者
の
推
薦
と
立
候

補
挨
拶
が
あ
り
、
本
格
的
な
選
挙
演
説
に

入
っ
た
。

同
夜
の
同
盟
側
赤
平
水
揚
げ
会
場
で
は
、

開
会
の
挨
拶
の
の
ち
ま
も
な
く
聴
衆
の
一

部
が

こ
ん
な
演
説
会
は
き
く
必
要
は
な

い

と
、
ど
っ
と
引
揚
げ
る
場
面
も
あ
り
、

散
発
的
な
ヤ
ジ
も
き
か
れ
た
。
が
、
双
方

と
も
平
静
な
う
ち
に
散
会
し
た
。
演
説
会

の
弁
論
要
旨
は
次
の
通
り
、

△
瀬
長
市
長
は
、
一
月
の
臨
時
議
会
で
ブ
ル

ジ
ョ
ア
民
主
主
義
を
擁
護
す
る
と
の
べ
た

が
、
こ
れ
は
米
国
に
対
す
る
抵
抗
を
意
味
す

る
。
那
覇
市
政
は
軍
用
地
、
日
本
復
帰
な
ど

の
全
琉
的
な
問
題
と
は
は
な
れ
、
都
市
計
画

事
業
と
い
う
も
の
に
重
点
を
置
く
べ
き
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
瀬
長
市
長
は
、
市
政

を
抵
抗
の
手
段
に
つ
か
っ
て
い
る
。

那
覇
市
の
都
計
の
完
成
に
は
約
三
十
億
円
の

金
が
か
か
る
。
そ
の
う
ち
す
で
に
十
億
円
に

相
当
す
る
事
業
は
完
成
し
て
い
る
が
、
あ
と

二
十
億
円
の
工
事
が
残
さ
れ
て
い
る
、
こ
れ

を
完
遂
す
る
に
は
、
銀
行
起
債
と
軍
補
助
が

必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
瀬
長
市
長
で
は
、

こ
れ
ら
の
起
債
や
補
助
は
の
ぞ
め
な
い
。
そ

こ
に
再
建
同
盟
の
瀬
長
市
長
不
信
任
の
狙
い

が
あ
る
。

（
市
長
派)
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○

那
覇
市
主
催

市
民
集
会

は
、
十
七

日
よ
る
九
時
か
ら
首
里
末
吉
区
ク
ラ
ブ
で
開

か
れ
、
国
場
首
里
支
所
長
、
瀬
長
市
長
が
そ

れ
ぞ
れ
市
政
の
報
告
と
選
挙
演
説
を
し
た
。

瀬
長
市
長
は
こ
の
席
上
、
こ
れ
ま
で
沈
黙

し
て
い
た
再
建
同
盟
の
公
開
質
問
に
対
し

て
一
括
し
て
応
答
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
注
目
さ
れ
た
。

ま
た
、
人
民
、
社
大
、
革
新
系
無
所
属
ら
瀬

長
市
長
信
任
派
立
候
補
者
に
よ
る

民
主
主

義
擁
護
連
絡
会
議

で
は
、
二
十
一
日
ご
ろ

か
ら
那
覇
を
皮
切
り
に
各
地
で
信
任
派
の
合

同
演
説
会
を
予
定
し
て
お
り
、
再
建
同
盟
の

反
瀬
長
攻
勢
に
対
し
て
積
極
的
に
打
っ
て
出

よ
う
と
し
て
い
る
。

市
民
集
会
の
演
説
要
旨
は
次
の
通
り

△
従
来
の
都
計
は
首
里
、
小
禄
の
農
道
計
画
、

戦
前
の
新
市
街
の
建
設
計
画
を
お
ろ
そ
か
に

し
、
一
号
線
、
四
十
四
号
線
を
中
心
と
す
る

区
画
整
理
事
業
だ
け
だ
っ
た
が
、
今
後
は
こ

れ
ら
を
優
先
さ
せ
た
い
。
こ
の
た
め
、
近
く

こ
れ
ら
地
域
の
根
本
的
測
量
調
査
を
始
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

△
銀
行
が
金
を
か
さ
ん
で
も
都
計
事
業
は
で

き
る
。
バ
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
市
有
地
一
千

二
百
坪
に
よ
る
合
弁
か
、
貸
与
に
よ
っ
て
つ

く
れ
る
し
、
泊
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
一

階
だ
け
四
、
五
日
う
ち
に
着
工
、
五
十
日
間

で
完
成
す
る
。
識
名
霊
苑
も
百
十
万
円
で
工

事
を
は
じ
め
て
お
り
、
都
計
は
す
で
に
始
め

ら
れ
て
い
る
に
拘
わ
ら
ず
、
再
建
同
盟
は
あ

れ
は
都
計
で
は
な
い
と
い
っ
て
い
る
の
で
全

く
話
に
な
ら
な
い
。

｜
社
　
説
｜

瀬
長
を
倒
す
だ
け
が
能
で
は
な

い琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
７
・
19

那
覇
市
議
選
挙
が
は
じ
ま
っ
た
。
瀬
長
市

長
の
就
任
で
都
計
が
ス
ト
ッ
プ
、
半
歳
に
わ

た
る
市
議
間
の
闘
争
が
、
市
長
不
信
任
と
い

う
形
で
現
わ
れ
、
つ
い
に
議
会
解
散
に
ま
で

発
展
、
こ
こ
に
民
主
主
義
ル
ー
ル
に
よ
る
那

覇
市
議
選
挙
が
、
再
び
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
今
度
の
市
議
選
の
特
徴
は

な
ん
と
い
っ
て
も
、
瀬
長
派
対
反
瀬
長
派
の

戦
い
で
あ
り
、
次
に
来
る
市
長
不
信
任
の
過

半
数
獲
得
と
、
こ
れ
を
阻
止
す
る
三
分
の
一

議
席
獲
得
を
ね
ら
う
瀬
長
派
の
激
し
い
反
撃

が
、
い
か
な
る
結
果
を
生
み
出
す
か
と
い
う

点
、
こ
れ
は
単
に
那
覇
市
民
だ
け
の
問
題
で

は
な
し
に
、
全
島
、
い
や
本
土
は
じ
め
全
世

界
が
注
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

十
六
日
か
ら
届
出
が
開
始
さ
れ
、
既
に
議

席
を
は
る
か
に
突
破
、
五
十
名
近
い
立
候
補

者
が
三
十
の
議
席
を
ね
ら
っ
て
虚
々
実
々
の

作
戦
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
瀬
長
派
は
人
民

党
を
中
心
に
、
社
大
那
覇
支
部
そ
の
他
の
シ

ン
パ
を
動
員
し
て
、
果
敢
な
反
撃
を
あ
び
せ

る
で
あ
ろ
う
し
、
一
方
反
瀬
長
派
は
、
那
覇

市
政
再
建
同
盟
を
中
心
に
、
各
自
そ
の
地
盤

を
橋
頭
堡
に
、
激
げ
し
い
攻
撃
の
火
ブ
タ
を

切
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
負
け
ら
れ

ぬ
こ
の
一
戦
に
、
文
字
通
り
龍
虎
相
う
つ
死

闘
が
演
ぜ
ら
れ
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。
十

七
日
午
前
中
に
は
瀬
長
派
十
三
名
、
反
瀬
長

派
二
十
七
名
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
中
立

の
仲
本
系
四
名
を
加
え
る
と
、
乱
戦
は
ま
ぬ

か
れ
ず
、
二
旬
に
亘
る
選
挙
戦
は
早
く
も
血

ま
み
れ
の
様
相
を
呈
し
て
来
た
よ
う
だ
。

打
倒
瀬
長
！
こ
れ
が
再
建
同
盟
の
唯
一
の

旗
じ
る
し
で
あ
り
、
二
十
七
名
の
立
候
補
が

こ
の
一
点
に
集
結
し
て
、
今
度
の
選
挙
戦
に

乗
り
出
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
都
計
ス
ト
ッ
プ
の
解
除
を

狙
う
第
一
階
段
と
し
て
、
当
然
と
る
べ
き
過

程
に
違
い
な
い
こ
と
は
よ
く
わ
か
る
。
し
か

し
、
今
度
の
場
合
打
倒
瀬
長
を
強
く
打
ち
出

し
す
ぎ
た
た
め
に
、
大
事
な
公
僕
で
あ
る
べ

き
議
員
が
、
そ
の
と
る
べ
き
政
権
を
瀬
長
打

倒
の
ミ
ノ
に
か
く
れ
て
は
困
る
。
那
覇
市
政

再
建
と
い
う
も
の
を
、
単
に
瀬
長
追
い
出
し

に
よ
る
都
計
再
開
始
。
で
は
、
余
り
に
も
軽

薄
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
束
に
な
っ
て
瀬

長
打
倒
も
結
構
だ
ろ
う
が
、
今
後
の
那
覇
市

政
を
従
来
以
上
に
改
革
し
、
市
民
の
福
利
と

沖
縄
経
済
の
発
展
を
期
す
大
き
な
眼
目
が
な

け
れ
ば
、
有
権
者
の
納
得
を
買
う
こ
と
は
出

来
な
い
。
勿
論
、
各
立
候
補
者
の
政
権
発
表

演
説
会
も
こ
れ
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
所
信
も

聞
か
ず
に
、
軽
薄
呼
ば
は
り
で
も
あ
る
ま
い

が
、
こ
れ
ま
で
の
行
き
方
か
ら
、
今
度
の
選

挙
が
ど
う
も
瀬
長
追
い
出
し
に
全
力
を
挙
げ

た
よ
う
な
印
象
が
強
い
。

瀬
長
追
い
出
し
の
後
に
来
る
も
の
、
大
那

覇
市
の
建
設
と
い
う
大
乗
的
な
見
地
か
ら
、

今
度
の
市
議
選
を
真
向
う
か
ら
挑
み
か
か
る

こ
と
が
よ
り
の
ぞ
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。
市

民
が
ほ
ん
と
に
望
む
の
は
都
計
の
再
開
と
同

時
に
、
那
覇
市
を
よ
り
よ
く
す
る
公
僕
が
欲

し
い
の
で
あ
る
。
そ
の
点
立
候
補
者
の
自
重

を
望
み
た
い
。
瀬
長
支
持
も
瀬
長
打
倒
も
そ

の
点
か
ら
追
及
批
判
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

｜
社
　
説
｜

冷
静
に
対
決
し
て
い
こ
う

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
７
・
19

那
覇
市
今
回
の
市
議
選
は
、
先
回
に
も
増

し
て
保
守
対
革
新
の
闘
い
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
い
う
と
こ
ろ
の

首
都

に
お
け

る
政
治
抗
争
で
あ
る
だ
け
に
、
沖
縄
の
政
界

あ
げ
て
の
左
右
対
決
の
様
相
を
呈
し
て
い
る

と
も
言
え
る
。
事
実
、
瀬
長
市
長
乃
至
人
民

党
勢
力
の
追
放
に
、
す
べ
て
の
保
守
系
が
起

ち
上
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
今
ま
で

市
町
村
自
治
体
の
選
挙
に
は
介
入
し
な
か
っ
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た
社
大
党
も
、
党
本
部
の
方
針
は
別
と
し
て

那
覇
支
部
が
積
極
的
に
人
民
党
側
に
協
調
を

示
し
て
い
る
有
様
だ
。

集
団
の
あ
る
と
こ
ろ
論
争
の
あ
る
の
は
、

つ
ま
り
民
主
主
義
の
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
左
右
対
決
、
派

閥
抗
争
自
体
は
決
し
て
悪
い
こ
と
と
は
言
え

な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
る
政
治
的
不
安
動
揺
は
、
そ
れ
が
市
町
村

自
治
体
を
抗
争
の
場
と
す
る
と
き
、
た
ま
た

ま
自
治
を
破
壊
し
、
そ
の
地
域
住
民
に
大
き

な
損
害
を
与
え
る
も
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、

那
覇
市
の
現
状
を
心
か
ら
遺
憾
と
せ
ざ
る
を

得
な
い
。

選
挙
戦
は
緒
戦
に
入
っ
た
ば
か
り
で
即
断

は
で
き
な
い
が
、こ
の
左
右
対
決
の
闘
い
は
、

次
第
に
複
雑
な
色
彩
を
お
び
て
悪
化
し
泥
沼

の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
に
違
い
な
い
。
そ
し

て
そ
れ
は
選
挙
民
及
び
一
般
住
民
を
惑
わ

し
、
判
断
力
を
失
わ
す
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、

市
民
と
し
て
お
互
い
に
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し

た
い
こ
と
は
冷
静
に
判
断
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

政
治
は
如
何
に
し
て
政
策
を
実
現
さ
せ
る

か
の
具
体
的
な
事
柄
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の

裏
付
け
の
な
い
限
り
、
幾
ら
高
邁
な
理
想
や

勇
ま
し
い
言
葉
を
並
べ
て
の
公
約
も
単
に
耳

ざ
わ
り
の
よ
い
か
け
声
に
過
ぎ
な
い
。
と
言

え
ば
、
か
つ
て
戦
争
遂
行
に
国
民
を
動
員
す

る
た
め
大
本
営
が
行
な
っ
て
い
た
虚
報
、
扇

動
が
、
こ
の
頃
進
歩
的
と
い
わ
れ
る
連
中
が

と
っ
て
代
っ
て
、
し
ゃ
べ
り
ま
く
っ
て
い
る
。

戦
時
中
の
軍
国
主
義
的
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
、
戦

後
は
平
和
主
義
的
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
、
芝
居
で

も
あ
る
ま
い
し
、
政
治
面
で
の
メ
ー
キ
ャ
ッ

プ
は
平
に
御
免
こ
う
む
り
た
い
と
こ
ろ
。
お

互
い
に
こ
れ
に
よ
っ
て
踊
る
木
偶
漢
に
な
ら

ぬ
よ
う
、
と
く
に
要
心
が
肝
要
だ
ろ
う
。

こ
れ
だ
け
は
公
約
す
る
②
／
那

覇
市
議
へ
立
候
補
の
弁

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
７
・
19

比
嘉
佑
直
（
48
）
同
盟
・
前

①
現
在
の
那
覇
市
に
た
だ
よ
っ
て
い
る
暗
雲

を
一
掃
し
て
、
明
朗
な
る
那
覇
市
政
を
確
立

す
る
た
め
立
候
補
す
る
。

②
都
市
計
画
は
那
覇
市
の
百
年
の
大
計
と
い

う
立
場
か
ら
、
そ
の
実
現
を
急
が
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
都
計
面
で
も
特
に
青
少
年
の
心

身
の
健
全
な
発
達
の
た
め
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
早
期
建
設
、
交
通
事
故
な
ど
か
ら
子
供
を

守
る
た
め
、
子
供
の
遊
び
場
を
設
置
す
る
こ

と
な
ど
に
重
点
を
入
れ
て
い
き
た
い
。
夏
の

水
キ
キ
ン
を
防
ぐ
た
め
の
水
源
開
発
も
実
現

し
た
い
。

③
不
信
任
案
賛
成
。

那
覇
市
若
狭
町
出
身
、
会
社
重
役

福
山
和
夫
（
44
）
反
瀬
長
・
新

①
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
し
て
共
産
主
義
を
排

撃
す
る
の
は
当
然
だ
が
、
共
産
主
義
の
で
て

く
る
原
因
で
あ
る
資
本
家
の
利
益
独
占
に
も

反
対
す
る
。
こ
れ
が
私
の
立
候
補
し
た
理
由

で
あ
る
。

②
階
級
闘
争
を
排
し
、
労
使
両
方
の
歩
み
よ

り
に
努
力
す
る
。
市
営
の
簡
易
宿
泊
所
を
作

り
、ニ
コ
ヨ
ン
に
希
望
と
宿
と
職
を
与
え
る
。

婦
人
お
よ
び
子
供
の
労
働
を
保
護
す
る
。

③
瀬
長
市
長
が
共
産
主
義
者
で
あ
る
こ
と

は
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
な
の
で
、
不
信
任

案
に
は
賛
成
す
る
。

宮
古
島
、
多
良
間
出
身
、
教
会
勤
務

石
原
昌
進
（
31
）
瀬
長
派
・
新

①
那
覇
市
政
に
対
す
る
反
動
勢
力
の
不
当
な

圧
迫
を
排
除
し
、
市
民
の
生
活
と
権
利
を
守

る
た
め
に
、
更
に
沖
縄
の
永
久
占
領
と
原
水

爆
基
地
化
に
反
対
し
、
一
日
も
早
く
日
本
に

復
帰
し
、
平
和
と
独
立
と
民
主
主
義
を
守
る

た
め
で
あ
る
。

②
首
里
を
含
め
て
の
都
市
計
画
の
実
現
、
農

道
の
開
設
と
農
業
の
振
興
、
農
研
所
用
地
買

収
反
対
、
畜
産
業
の
保
護
育
成
、
首
里
に
お

け
る
中
小
商
業
の
発
展
、
失
業
者
対
策
、
区

長
制
実
施
、
子
供
遊
び
場
、
幼
稚
園
の
設
置
。

③
不
信
任
反
対

首
里
汀
良
区
出
身
、
政
党
書
記

上
原
文
吉
（
37
）
人
民
・
新

①
十
一
万
市
民
が
、
こ
の
前
の
選
挙
で
瀬
長

氏
を
市
長
に
推
し
出
し
た
。
と
こ
ろ
が
当
選

確
定
と
決
ま
っ
た
時
か
ら
財
界
や
市
役
所
、

市
会
議
員
た
ち
が
非
協
力
声
明
を
出
し
た

が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
市
民
の
意
思
を
無
視

し
た
も
の
で
あ
る
こ
ん
ど
の
選
挙
は
瀬
長
市

長
の
信
不
信
を
問
う
結
果
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
瀬
長
市
長
擁
護
の
立
場
か
ら
断
固
出
馬

し
た
。

②
公
約
は
第
一
に
瀬
長
市
政
の
擁
護
、
一
括

払
反
対
、
四
原
則
貫
徹
、
祖
国
復
帰
推
進
で

あ
る
。

③
瀬
長
市
長
不
信
任
絶
対
反
対

具
志
部
落
出
身
、
農
業

照
屋
正
德
（
42
）
同
盟
・
前

①
私
は
、
去
る
六
月
の
議
会
に
、
現
瀬
長
市

長
は
、
那
覇
の
市
長
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い

と
考
え
不
信
任
に
同
意
し
た
。
こ
ん
ど
立
候

補
し
た
の
は
、
こ
の
不
信
任
を
完
遂
す
る
た

め
で
あ
る
。
こ
れ
が
完
遂
は
最
初
に
不
信
任

案
を
叩
き
つ
け
た
議
員
と
し
て
の
責
務
で
あ

る
。
②
全
体
的
に
み
て
は
小
禄
地
区
を
含
め
て
の

都
計
遂
行
、
地
域
問
題
と
し
て
は
中
道
、
縦

道
、
御
嶽
に
上
る
道
の
改
修
、
農
村
地
域
の

農
道
を
改
修
し
て
車
が
通
れ
る
よ
う
に
す

る
。
屠
場
の
衛
生
設
備
改
善
、
幼
稚
園
の
確

保
。
③
不
信
任
は
大
賛
成
、
商
業

糸
数
昌
剛
（
35
）
同
盟
・
前
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①
都
市
復
興
を
な
し
得
る
市
長
で
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
考
え
る
の
で
ぜ
ひ
市
長
不
信
任

を
実
現
し
、
都
市
計
画
を
速
か
に
推
し
進
め

よ
う
と
今
度
も
立
候
補
を
決
意
し
た
。

②
都
市
計
画
の
早
期
実
現
を
は
か
り
、
特
に

旧
那
覇
市
の
復
興
に
力
を
入
れ
、
も
と
の
土

地
へ
市
民
を
早
く
移
動
さ
せ
る
。

③
不
信
任
賛
成

那
覇
市
若
狭
町
出
身
、
食
糧
売
店
経
営

辺
野
喜
英
興
（
35
）
同
盟
・
前

①
瀬
長
市
長
の
施
政
は
み
る
に
し
の
び
な

い
。
都
計
は
全
く
ス
ト
ッ
プ
し
て
お
り
、
瀬

長
市
長
で
あ
る
か
ぎ
り
都
計
の
再
開
は
望
め

な
い
。
そ
の
た
め
不
信
任
を
出
し
た
が
、

我
々
だ
け
が
解
散
さ
せ
ら
れ
た
。
所
期
の
目

的
を
完
遂
す
る
た
め
に
立
候
補
し
た
。

②
ま
ず
都
計
の
推
進
で
旧
小
禄
、
首
里
地
域

に
も
事
業
を
進
め
、
市
民
公
園
、
子
供
の
遊

び
場
の
設
置
、
教
育
住
宅
地
域
と
し
て
の
旧

首
里
の
整
備
。
商
工
業
発
展
の
た
め
の
補
助

を
強
化
す
る
。
瀬
長
市
長
を
倒
し
て
真
和
志

と
合
併
し
、
不
安
の
な
い
よ
う
に
す
る
。

③
勿
論
賛
成
で
あ
る
。

那
覇
市
壺
屋
出
身

兼
次
佐
一
　
社
大
党
・
新

①
今
度
出
さ
れ
た
不
信
任
の
理
由
が
理
解
出

来
な
い
。
地
方
自
治
体
で
は
半
カ
年
間
は
前

任
者
の
整
理
期
間
で
そ
の
あ
と
に
自
分
の
方

針
を
打
出
す
も
の
だ
。
市
長
就
任
を
阻
止
す

る
陰
謀
が
そ
の
儘
不
信
任
ま
で
続
け
ら
れ

た
。
こ
れ
は
民
主
主
義
に
反
す
る
。
ボ
ス
と

権
力
の
か
た
ま
り
で
あ
る
保
守
と
対
決
し
て

民
主
主
義
を
擁
護
す
る
た
め
だ
。

②
保
守
市
長
を
出
す
こ
と
は
一
括
払
い
に
賛

成
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
を
阻
止
し

て
六
万
坪
の
私
有
地
を
守
る
市
吏
員
の
賜
承

必
罰
を
明
ら
か
に
し
て
明
朗
な
市
政
に
す

る
。
真
和
志
と
の
合
併
を
両
市
民
大
会
を
開

い
て
世
論
に
よ
っ
て
進
め
る
。

③
反
対

本
部
町
出
身
、
書
籍
房
主

平
良
眞
次
郎
（
44
）
為
美
派
・
新

①
市
政
は
市
民
の
正
し
い
世
論
の
上
に
立
ち

政
治
は
公
約
を
守
る
責
任
政
治
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
現
在
の
状
態
で
は
市
民
よ
り
全

く
遊
離
し
た
感
が
す
る
。
こ
の
対
立
を
市
民

の
力
に
よ
り
一
日
も
早
く
解
消
し
市
政
を
改

善
し
都
市
建
設
に
努
力
す
る
。

②
軍
用
地
問
題
解
決
に
努
力
す
る
▽
那
覇
真

和
志
合
併
の
促
進
▽
都
計
の
早
期
実
現
。

③
ど
ち
ら
の
方
に
も
私
は
責
任
を
持
て
な
い

の
で
何
れ
の
方
に
も
加
担
し
な
い
。

那
覇
市
垣
花
出
身
、
商
業

上
原
義
廣
（
41
）
反
瀬
長
・
新

①
小
禄
は
人
民
党
勢
力
が
強
く
、
前
市
長
選

挙
に
は
現
瀬
長
市
長
に
多
数
の
投
票
が
あ
っ

た
。
清
浄
蔬
菜
、
軍
作
業
員
な
ど
、
軍
と
の

つ
な
が
り
に
よ
っ
て
生
活
を
維
持
し
て
い
る

小
禄
の
現
状
を
考
え
る
時
、
こ
れ
で
は
小
禄

住
民
の
繁
栄
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
断
固
反

人
民
党
を
打
出
し
て
、
立
候
補
す
る
こ
と
に

し
た
。
ね
ら
い
は
小
禄
地
区
住
民
の
福
利
増

進
で
あ
る
。

②
立
候
補
の
動
機
で
私
の
ね
ら
い
は
わ
か
る

と
思
う
。

③
瀬
長
市
長
不
信
任
賛
成

大
嶺
区
出
身
、
農
協
専
務

こ
れ
だ
け
は
公
約
す
る
③
／
那

覇
市
議
へ
立
候
補
の
弁

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
７
・
20

①
立
候
補
し
た
動
機
は
！

②
”
ぜ
ひ
こ
れ
だ
け
は
実
現
し
て
み
せ
る
”

と
、
公
約
で
き
る
貴
方
の
政
策
は
！

③
貴
方
は
瀬
長
市
長
の
不
信
任
に
賛
成
で
す

か
反
対
で
す
か
。

備
瀬
知
良
（
51
）
同
盟
・
前

①
那
覇
市
の
復
興
は
先
ず
瀬
長
市
長
の
退
陣

に
あ
る
。
市
政
再
建
同
盟
の
趣
旨
を
全
面
的

に
支
持
し
、
瀬
長
市
長
を
那
覇
市
政
か
ら
追

放
、
明
朗
な
市
政
を
作
り
た
い
と
い
う
所
信

で
立
候
補
を
決
意
し
た
。

②
現
在
停
止
し
て
い
る
都
市
計
画
事
業
を
全

面
的
に
開
始
し
、
ま
た
そ
の
実
現
の
促
進
に

拍
車
を
か
け
る
。

③
瀬
長
市
長
不
信
任
賛
成
。

那
覇
出
身
、
会
社
重
役
。

宮
城
　
実
（
43
）
同
盟
・
新

①
那
覇
市
政
の
危
機
打
開
、
市
民
の
生
活
を

守
り
都
計
事
業
を
復
活
さ
せ
た
い
。
な
お
北

部
三
村
出
身
の
有
志
特
に
青
年
層
か
ら
声
援

が
あ
り
意
を
決
し
て
出
馬
し
た
。

②
人
民
党
の
せ
ん
動
と
欺
ま
ん
に
満
ち
た
政

策
か
ら
市
政
を
解
放
す
る
。
那
覇
市
政
に
お

け
る
私
党
的
派
閥
の
解
消
を
は
か
る
。
真
和

志
市
の
那
覇
市
合
併
の
早
期
実
現
に
力
を
入

れ
る
。

③
不
信
任
賛
成

国
頭
村
辺
土
名
出
身
、
会
社
員
。

久
高
友
敏
（
48
）
瀬
長
派
・
前

①
あ
く
ま
で
十
一
万
市
民
の
世
論
に
応
え
よ

う
と
い
う
の
が
再
出
馬
の
決
意
だ
が
住
民
の

世
論
に
従
っ
て
行
動
す
る
。

②
政
策
と
し
て
は
都
市
計
画
を
推
進
す
る
の

は
勿
論
だ
が
民
政
府
か
ら
の
補
助
金
を
得
て

首
里
小
禄
に
も
恩
恵
を
施
さ
せ
た
い
。
今
ま

で
合
併
し
て
も
首
里
小
禄
は
な
い
が
し
ろ
に

さ
れ
て
い
た
。

③
瀬
長
市
長
に
対
し
て
は
基
本
的
に
は
信
任

し
て
い
る
が
、
行
動
の
如
何
に
よ
っ
て
は
不

信
任
も
し
よ
う
。

首
里
出
身
　
会
社
重
役

新
村
長
佳
（
41
）
同
盟
・
新

①
現
在
の
瀬
長
市
政
で
は
那
覇
市
の
発
展
は

と
う
て
い
望
む
べ
く
も
な
い
。
瀬
長
市
政
打

倒
が
私
の
信
条
で
あ
る
。
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②
都
市
計
画
事
業
の
推
進
、
商
工
業
発
展
の

た
め
補
助
の
強
化
、
水
源
の
確
保
那
覇
市
財

政
の
確
立
な
ど
で
あ
る
が
、
特
に
那
覇
の
発

展
の
た
め
に
は
商
業
の
発
達
が
何
よ
り
も
大

き
な
役
割
を
果
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
か

ら
も
商
店
街
に
対
す
る
補
助
を
強
化
し
て
貰

い
、
美
し
い
、
近
代
的
で
衛
生
的
な
那
覇
の

商
店
街
を
築
き
あ
げ
た
い
。

③
不
信
任
に
は
賛
成
だ
。

那
覇
市
崇
元
寺
町
出
身
。

宮
城
淸
三
郎
（
37
）
人
民
・
前

①
沖
縄
の
民
主
主
義
を
ふ
み
に
じ
り
、
さ
ら

に
自
ら
の
手
で
地
方
自
治
の
精
神
を
破
壊
し

た
売
国
議
会
に
対
す
る
闘
い
を
目
標
と
し
て

立
候
補
し
た
。

②
沖
縄
の
土
地
問
題
、
祖
国
復
帰
、
人
権
問

題
は
那
覇
市
政
と
も
密
接
に
結
び
つ
い
て
お

り
、
一
日
も
早
く
こ
れ
ら
諸
問
題
の
解
決
を

図
る
こ
と
、
ま
た
県
民
の
先
頭
に
立
っ
て
、

民
主
主
義
の
た
め
に
闘
っ
て
い
る
瀬
長
市
長

を
擁
護
し
、
首
里
、
小
禄
を
含
め
た
全
般
的

な
都
計
の
促
進
に
当
り
た
い
。

③
市
長
不
信
任
に
は
断
乎
と
し
て
反
対
、

小
禄
大
嶺
区
出
身
、
無
職
。

玉
那
覇
有
義
（
42
）
同
盟
・
前

①
私
は
今
ま
で
市
会
議
員
と
し
て
、
市
民
の

福
利
増
進
に
努
力
し
て
来
た
が
、
瀬
長
市
長

の
場
合
は
、
市
民
の
福
利
を
増
進
す
る
ど
こ

ろ
か
、
十
一
万
市
民
を
窮
地
に
追
い
こ
む
の

で
市
長
の
器
に
あ
ら
ず
と
し
て
断
固
不
信
任

案
を
賛
成
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
ま
だ
完
遂

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
不
信
任
案
に
賛
成
し

た
議
員
と
し
て
の
責
任
を
果
す
た
め
再
度
立

候
補
し
た
。

②
旧
那
覇
市
だ
け
で
な
く
、
首
里
、
小
禄
を

含
む
大
々
的
都
計
工
事
の
推
進
、
市
税
の
適

正
賦
課
と
徴
収
の
民
主
化
、
教
育
、
住
宅
地

域
と
し
て
の
首
里
の
整
備
、
③
不
信
任
賛
成
、

首
里
鳥
堀
出
身
、
酒
造
業
、
泡
盛
産
業
Ｋ
Ｋ

取
締
役
。

城
間
豊
太
郎
（
48
）
中
立
・
新

①
自
分
の
政
治
的
経
験
と
信
念
に
基
い
て
、

徒
ら
に
感
情
に
流
れ
ず
是
々
非
々
主
義
に
よ

る
議
会
の
運
営
の
確
立
と
市
民
の
福
利
増
進

と
繁
栄
を
第
一
義
と
し
、
周
囲
か
ら
の
励
め

も
あ
っ
て
立
候
補
を
決
意
し
た
。

②
眼
前
の
利
害
に
走
ら
ず
建
設
的
構
想
に
基

い
て
那
覇
市
と
真
和
志
の
即
時
合
併
に
全
力

を
つ
く
し
実
現
す
る
。

③
瀬
長
市
長
不
信
任
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま

で
も
冷
静
な
る
第
三
勢
力
で
あ
り
た
い
。

④
知
念
村
出
身
・
那
覇
市
在
留
知
念
村
人
会

長
、
会
社
員
。

瀬
名
波
栄
（
39
）
人
民
・
新

①
民
主
主
義
の
輝
か
し
た
精
神
を
守
る
た

め
、
瀬
長
市
政
を
ヒ
劣
な
策
謀
か
ら
守
り
抜

く
た
め
。

②
民
主
主
義
を
守
る
、
四
原
則
の
貫
徹
原
水

爆
基
地
、
市
民
、
県
民
の
生
活
を
守
る
、
以

上
の
四
点
を
守
り
、
正
当
な
法
律
上
の
手
続

き
を
経
て
選
ば
れ
た
市
長
に
対
し
、
権
力
と

そ
れ
に
従
属
し
て
利
益
を
占
め
て
い
る
人
達

の
な
し
た
不
信
任
と
い
う
ヒ
劣
な
行
為
を
粉

砕
し
、
真
に
明
る
い
、
希
望
に
み
ち
た
市
政

を
樹
立
し
た
い
。

③
勿
論
市
長
信
任
だ
。

久
茂
地
町
出
身
、
政
党
書
記

眞
栄
田
義
晃
（
31
）
人
民
・
新

①
市
長
当
選
以
来
の
那
覇
市
政
に
対
す
る
金

融
攻
勢
を
始
め
と
す
る
、
圧
迫
は
、
明
ら
か

に
民
主
主
義
を
否
定
し
、
選
挙
権
の
自
由
な

行
使
に
対
す
る
弾
圧
で
、
こ
う
い
う
風
潮
を

排
す
る
た
め
立
候
補
を
決
意
し
た
。

②
あ
ら
ゆ
る
弾
圧
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
那
覇
市
政
は
都
計
も
含
め
て
着
々
前
進

し
つ
つ
あ
る
。
今
後
も
瀬
長
市
長
と
共
に
十

一
万
市
民
と
一
体
と
な
っ
て
本
当
に
自
由

な
、
明
る
い
那
覇
市
の
建
設
に
当
り
た
い
。

③
不
信
任
絶
対
反
対
。

那
覇
市
高
橋
町
出
身
、
政
党
書
記

渡
口
政
行
（
50
）
同
盟
・
前

①
瀬
長
市
長
あ
る
限
り
市
民
の
上
に
幸
福
は

な
い
。
こ
の
立
場
か
ら
立
候
補
し
瀬
長
市
政

に
批
判
を
加
え
た
い
。

②
公
約
は
再
建
同
盟
と
歩
調
を
揃
え
る
が
、

私
は
特
に
市
営
住
宅
に
住
む
も
の
と
し
て
△

バ
ス
問
題
の
解
決
△
市
営
住
宅
に
公
衆
電
話

設
置
△
水
道
使
用
料
金
基
本
の
引
下
げ
△
橋

梁
の
設
置
と
事
故
防
止
△
街
灯
の
設
置
△
海

岸
線
の
美
化
と
緑
化
な
ど
、
市
営
住
宅
利
用

者
が
共
通
の
悩
み
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
も

の
を
解
決
し
た
い
。

③
不
信
任
案
賛
成
、
会
社
員
。

再
建
同
盟
／
静
か
な
演
説
会
／

昨
夜
小
禄
で
瀬
長
市
政
批
判

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
７
・
20

那
覇
市
政
再
建
同
盟
で
は
、
十
八
日
午
後
八

時
半
か
ら
小
禄
新
部
落
で
約
五
百
の
聴
衆
を

あ
つ
め
て

瀬
長
市
政
批
判
演
説
会

を
開

い
た
。

小
禄
は
、
人
民
党
勢
力
が
強
い
所
と
い
わ
れ

再
建
同
盟
と
し
て
は
同
所
に
お
け
る
初
の
演

説
会
だ
け
に
、
西
銘
順
治
、
崎
間
敏
勝
、
宮

城
和
市
氏
ら
同
盟
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
遊
説
隊
が

乗
り
こ
み
、
瀬
長
市
長
の
下
で
は
那
覇
市
の

繁
栄
は
考
え
ら
れ
ず
、
瀬
長
市
長
は
資
金
凍

結
の
責
任
の
一
端
は
負
う
べ
き
で
あ
る
と
訴

え
た
。

な
お
、
同
地
区
出
身
の
同
盟
推
せ
ん
候
補
赤

嶺
一
男
、
照
屋
正
徳
、
上
原
義
広
の
三
氏
も

登
壇
、
立
候
補
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
る
と
と

も
に

清
き
一
票
を

と
望
ん
だ
。

パ
ト
カ
ー
や
私
服
警
官
も
乗
り
こ
ん
で
待
機

し
て
い
た
が
、
演
説
会
は
野
次
一
つ
飛
ば
ず

午
後
十
一
時
過
ぎ
散
会
し
た
。
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こ
れ
だ
け
は
公
約
す
る
④
／
那

覇
市
議
へ
立
候
補
の
弁

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
７
・
21

①
立
候
補
し
た
動
機
は
！

②
”
ぜ
ひ
こ
れ
だ
け
は
実
現
し
て
み
せ
る
”

と
、
公
約
で
き
る
貴
方
の
政
策
は
！

③
貴
方
は
瀬
長
市
長
の
不
信
任
に
賛
成
で
す

か
反
対
で
す
か
。

上
原
永
盛
（
53
）
中
立
・
新

①
那
覇
市
政
が
あ
た
か
も
特
定
人
の
も
の
の

よ
う
な
サ
ッ
カ
ク
を
与
え
る
言
動
が
多
い
。

こ
の
際
市
民
の
良
識
を
背
景
に
十
一
万
市
民

の
た
め
の
市
民
に
因
る
市
政
に
し
民
主
主
義

政
治
の
ル
ー
ト
を
守
る
必
要
を
痛
感
し
て
立

候
補
し
た
わ
け
で
す
。

②
那
覇
市
政
か
ら

ウ
ソ

と

オ
ベ
ッ
カ

ヘ
ツ
ラ
イ

の
三
悪
追
放
。
自
由
を
シ
バ

リ
上
げ
る
政
治
を
廃
し
自
治
権
の
拡
大
強
化

に
努
め
る
。

③
今
は
い
え
な
い
が
議
席
を
得
て
瀬
長
君
の

政
治
方
針
を
見
聞
、
熟
考
し
て
意
思
を
表
示

す
る
純
粋
中
立
派
だ
。

④
那
覇
市
大
嶺
出
身
、
会
社
重
役
。

仲
井
眞
元
楷
（
50
）
同
盟
・
前

①
瀬
長
不
信
任
の
動
議
を
提
出
し
た
者
と
し

て
当
然
立
候
補
す
べ
き
で
あ
る
。
不
信
を
し

た
以
上
そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
ど
こ
ま
で
も
瀬
長
市
長
不
信
任
を

遂
行
し
て
い
き
た
い
。

②
何
と
い
っ
て
も
都
計
工
事
の
再
開
で
あ

る
。今
で
は
那
覇
の
発
展
は
望
め
な
い
の
で
、

全
面
的
な
都
計
事
業
の
促
進
を
す
る
た
め
に

年
次
計
画
を
樹
立
し
た
い
。

③
不
信
任
賛
成

那
覇
市
久
米
町
出
身
、
民
政
府
中
央
労
働

委
員
。

赤
嶺
一
男
（
46
）
同
盟
・
新

①
瀬
長
市
長
の
存
在
は
那
覇
市
政
の
す
べ
て

の
面
に
行
詰
り
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
打
開

が
急
務
だ
と
信
じ
立
候
補
し
た
。

②
現
在
ス
ト
ッ
プ
の
状
態
に
あ
る
那
覇
都
計

の
促
進
で
、
市
民
の
生
活
環
境
を
早
急
に
整

備
し
た
い
。
そ
の
ほ
か
に
農
家
地
域
に
お
け

る
農
道
開
発
、
市
内
バ
ス
の
小
禄
へ
の
乗
入

れ
も
ぜ
ひ
実
現
し
た
い
。

③
瀬
長
市
長
で
は
那
覇
市
民
の
生
活
は
決
し

て
向
上
し
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る

の
で
不
信
任
案
で
対
決
す
る
。

小
禄
田
原
出
身
、
会
社
社
長

儀
武
息
睦
（
67
）
瀬
長
派
・
前

①
議
会
が
解
散
さ
れ
た
以
上
再
び
立
候
補
す

る
こ
と
が
私
を
選
ん
で
く
れ
た
市
民
に
対
す

る
義
務
だ
と
考
え
、
立
候
補
す
る
こ
と
に
し

た
。
②
都
市
中
心
部
に
か
た
よ
っ
た
都
市
計
画
を

排
し
、
首
里
、
小
禄
を
含
め
た
、
全
般
的
な

都
市
計
画
の
促
進
を
は
か
り
那
覇
市
政
を
明

る
い
ガ
ラ
ス
張
り
の
政
治
に
し
た
い
。
真
和

志
市
と
の
合
併
も
早
急
に
実
現
し
、
文
字
通

り
の
大
那
覇
市
と
し
て
市
民
の
繁
栄
を
き
ず

き
あ
げ
た
い
。

③
不
信
任
案
に
は
反
対
だ
。

首
里
赤
田
区
出
身
、
会
社
重
役
。

佐
久
川
寛
貞
（
45
）
同
盟
・
新

①
瀬
長
市
長
で
は
到
底
那
覇
市
の
復
興
は
で

き
な
い
と
い
う
市
民
の
声
に
応
え
て
出
馬
を

決
意
し
た
。

②
市
政
再
建
同
盟
の
政
策
を
推
進
す
る
が
と

く
に
復
興
工
事
を
す
ゝ
め
て
市
民
に
う
る
お

い
を
与
え
、
景
気
を
よ
く
し
失
業
者
を
救
済

し
た
い
と
い
う
の
が
私
の
念
願
で
あ
る
。
地

域
代
表
で
あ
る
か
ら
、
那
覇
全
体
の
こ
と
も

考
え
る
が
と
く
に
首
里
地
区
の
こ
と
を
考
え

た
い
。
そ
れ
に
は
民
政
府
補
助
金
を
ぜ
ひ
獲

得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
不
信
任
案
賛
成

首
里
出
身
　
建
設
審
議
委
員

喜
久
山
朝
重
（
42
）
同
盟
・
前

①
市
長
不
信
任
は
前
議
員
の
責
任
で
あ
り
、

ま
た
そ
う
し
た
方
が
那
覇
市
の
た
め
に
よ
い

市
長
を
改
選
し
都
計
な
ど
残
さ
れ
た
問
題
を

早
急
に
解
決
し
市
民
の
福
利
増
進
の
た
め
尽

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
十
分
知
っ

て
い
る
の
で
出
馬
を
決
意
し
た
。

②
都
市
計
画
の
促
進
を
そ
れ
に
伴
な
っ
て
那

覇
、
真
和
志
の
合
併
を
実
現
し
充
実
し
た
那

覇
市
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
を
公
約
す
る
。

③
瀬
長
市
長
不
信
任
賛
成

真
和
志
出
身
、
商
業

高
良
淸
二
（
40
）
同
盟
・
前

①
瀬
長
が
市
長
に
な
っ
て
か
ら
す
べ
て
の
事

業
が
ス
ト
ッ
プ
し
那
覇
市
の
あ
ら
ゆ
る
発
展

が
阻
止
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
彼
が
市
長
と

し
て
適
任
で
な
い
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て

い
る
。
議
席
を
得
、
再
度
彼
を
不
信
任
し
新

し
い
段
階
を
生
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
い
立
候

補
し
た
②
都
市
計
画
の
促
進
、
真
和
志
合
併

問
題
な
ど
が
特
に
水
道
の
強
化
で
水
源
を
開

発
し
、
市
民
の
生
活
を
安
定
し
た
幸
福
な
も

の
に
す
る
。

③
瀬
長
市
長
不
信
任
賛
成

牧
志
出
身
　
会
社
員

安
仁
屋
正
昌
（
60
）
同
盟
・
新

①
人
民
党
市
長
に
な
っ
て
か
ら
軍
の
援
助
は

も
と
よ
り
金
融
関
係
一
切
の
協
力
が
得
ら
れ

ず
事
実
上
那
覇
市
を
破
潰
に
追
い
や
っ
て
い

る
。
こ
の
一
部
市
民
を
う
ま
く
だ
ま
し
実
質

的
に
は
口
ほ
ど
の
こ
と
す
ら
出
来
な
い
市
長

を
廃
し
て
市
政
を
再
建
す
る
た
め
に
立
候
補

し
た
。

②
質
屋
、
湯
屋
、
託
児
所
を
公
設
し
て
低
利

で
も
っ
て
貧
民
を
救
助
し
、
安
心
し
て
働
け

る
よ
う
市
民
生
活
を
安
定
さ
せ
る
。

③
瀬
長
市
長
不
信
任
賛
成

久
茂
地
出
身
、
一
般
貿
易
茶
商
。

大
山
盛
幸
（
46
）
同
盟
・
前

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

七
月
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①
市
民
お
よ
び
市
政
再
建
同
盟
の
支
持
を

得
、
ま
た
抑
え
よ
う
と
し
て
も
抑
え
き
れ
な

い
苦
痛
や
燃
え
る
焔
を
消
す
こ
と
が
出
来
ず

再
出
馬
を
決
意
し
た
。

②
市
政
再
建
同
盟
の
政
策
を
全
面
的
に
支
持

す
る
と
同
時
に
首
里
の
地
域
代
表
と
し
て
も

大
い
に
頑
張
り
た
い
。

③
瀬
長
氏
は
市
長
の
椅
子
か
ら
退
く
べ
き
で

あ
る
。
市
長
就
任
以
来
職
場
は
首
の
切
換
え

が
行
わ
れ
暗
黒
の
姿
を
呈
し
て
い
る
。
彼
が

い
る
限
り
こ
の
切
換
え
は
続
く
だ
ろ
う
が
こ

れ
は
市
に
と
っ
て
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
で
あ

る
。
③
不
信
任
案
賛
成

首
里
出
身
　
会
社
重
役

嘉
数
ツ
ル
（
59
）
同
盟
・
前

①
”
婦
人
の
味
方
”
を
標
榜
し
た
瀬
長
氏
が

市
長
就
任
以
来
半
年
も
の
間
婦
人
に
対
す
る

何
ら
の
政
策
も
と
ら
な
か
っ
た
。
婦
人
に
参

政
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
な
ら
そ
れ
を
見
逃

す
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

②
婦
人
の
た
め
に
産
業
、
就
職
、
育
児
面
で

政
策
を
推
し
進
め
、
施
設
が
で
き
る
よ
う
努

力
し
た
い
。
ま
た
早
急
に
都
計
を
推
進
し
て

大
那
覇
市
の
復
興
を
や
ら
な
け
れ
ば
産
業
は

弱
体
化
さ
れ
、
婦
人
を
も
含
む
労
働
者
は
巷

に
あ
ふ
れ
困
る
の
は
市
民
で
あ
る
。

③
不
信
任
案
賛
成

首
里
婦
人
会
長

那
覇
市
政
再
建
同
盟
に
答
え
る

／
那
覇
市
役
所(

上)

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
７
・
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一
、
那
覇
市
職
員
採
用
に
つ
い
て

市
長
就
任
以
来

本
年
一
月
五
日
以
降
七
月

六
日
迄

市
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
者
の

総
数
は
四
十
五
名
で
あ
る
。
採
用
に
あ
た
っ

て
は
す
べ
て

那
覇
市
職
員
採
用
、
昇
任
試

験
及
び
初
任
給
昇
給
等
に
関
す
る
規
則

第

四
条
に
基
き
競
争
試
験
も
し
く
は
選
考
に
よ

る
採
用
試
験
を
実
施
し
て
き
た
。
前
記
四
十

五
名
の
内
訳
は
△
競
争
試
験
に
よ
っ
て
採
用

さ
れ
た
職
員
数
十
六
名
△
選
考
の
方
法
に

よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
職
員
数
二
十
九
名
と

な
っ
て
い
る
。

採
用
試
験
の
実
施
に
つ
い
て
は
競
争
、
選
考

の
方
法
を
問
わ
ず
試
験
委
員
に
よ
っ
て
行
わ

れ
る
。
試
験
委
員
は
市
職
員
の
中
か
ら
任
命

権
者
が
任
命
す
る
。
問
題
作
成
及
び
採
点
は

試
験
委
員
が
独
自
で
な
す
も
の
で
あ
る
。

競
争
試
験
は
一
般
公
募
或
は
庁
内
募
集
に
よ

る
受
験
者
に
つ
い
て
行
い
、
欠
員
数
を
上
回

る
人
数
を
合
格
決
定
し
採
用
候
補
者
名
簿
に

成
績
順
に
登
載
す
る
。
し
か
る
後
欠
員
数
だ

け
上
位
者
か
ら
そ
の
職
種
に
応
じ
て
採
用
決

定
さ
れ
る
。
選
考
に
よ
る
採
用
試
験
の
場
合

は
、
第
四
条
職
員
の
退
職
が
相
継
ぎ
、
そ
の

補
充
を
早
急
に
す
る
必
要
の
あ
る
場
合
、
候

補
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
者
が
な
く
、

或
は
競
争
試
験
に
よ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

か
、
不
適
当
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
実
施
す

る
。
な
お
、
採
用
さ
れ
た
四
十
五
名
に
対
し
、
市

長
就
任
以
来
六
月
三
十
日
ま
で
に
退
職
し
た

者
は
四
十
九
名

内
停
年
退
職
五
名
懲
戒
免

二
名
依
願
退
職
四
十
二
名

で
な
お
四
名
の

未
補
充
と
な
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

以
上
あ
た
か
も
市
長
就
任
で
職
員
が
手
ず
る

に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
如
く
質
問
に
は
書
か

れ
て
い
る
が
、
規
定
の
適
用
に
よ
っ
て
正
規

の
手
続
を
経
て
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明

記
し
た
い
。

二
、
市
民
集
会
の
費
用
に
つ
い
て

市
政
報
告
市
民
集
会
を
開
い
て
、
市
民
に
市

政
の
真
実
を
知
ら
せ
る
こ
と
は
市
長
の
義
務

で
あ
り
、
市
民
は
知
る
権
利
が
あ
る
、
市
政

報
告
で
あ
る
以
上
執
行
機
関
に
と
ど
ま
ら
ず

議
決
機
関
も
含
ま
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意

味
に
お
い
て
前
議
員
の
任
期
中
の
報
告
が
な

さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

市
政
報
告
市
民
集
会
の
費
用
に
つ
い
て
は
総

予
算
二
万
八
千
九
百
七
十
一
円
で
五
回
に
わ

た
る
経
費
は
二
万
百
八
十
円
と
な
っ
て
一
回

当
り
四
千
二
十
三
円
で
あ
る
。

超
勤
手
当
は
市
民
集
会
費
と
は
別
に
役
所
費

か
ら
支
出
さ
れ
て
お
り
一
回
当
り
約
二
千
円

十
名
分

を
正
規
の
手
続
を
経
て
超
勤
手

当
と
し
て
支
給
し
て
い
る
。

三
、
立
法
院
議
員
招
待
に
つ
い
て

本
件
は
立
法
院
議
員
を
招
待
し
た
趣
旨
か
ら

説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
招
待
し
た
正
確
な

日
は
六
月
十
三
日
で
、
そ
の
前
後
を
通
じ
立

法
院
に
お
い
て
は
新
年
度
予
算
の
審
議
中
で

あ
り
、
那
覇
市
か
ら
の
都
市
計
画
事
業
そ
の

他
の
補
助
要
請
し
た
予
算
の
検
討
中
で
あ
っ

た
。
か
か
る
時
に
審
議
に
当
る
立
法
院
議
員

諸
氏
に
那
覇
市
の
実
情
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
も
っ
た
懇
談
会
で
あ
る
。

交
際
費
は
市
が
そ
の
利
益
を
は
か
る
た
め
に

外
部
と
交
渉
す
る
際
に
必
要
な
経
費
で
あ

り
、
こ
の
場
合
、
補
助
金
を
獲
得
し
那
覇
市

の
諸
事
業
を
促
進
す
る
た
め
の
も
の
で
、
こ

れ
こ
そ
交
際
費
の
正
当
な
使
途
で
あ
る
こ
と

は
論
を
ま
た
な
い
。

ま
た
懇
談
会
を
開
く
に
当
っ
て
、
先
方
の
都

合
を
聞
く
と
い
っ
た
こ
と
は
常
識
で
、
こ
の

場
合
も
前
日
に
了
解
を
得
て
お
り
又
特
に
六

月
十
三
日
と
決
め
た
の
も
立
法
院
の
日
程
を

見
計
ら
っ
て
の
議
員
諸
氏
か
ら
の
申
し
越
し

で
あ
っ
た
。
招
待
し
た
議
員
全
員
の
出
席
を

戴
け
な
か
っ
た
の
は
、
当
日
早
目
に
終
る
予

定
が
延
び
て
、
午
後
九
時
半
の
終
了
と
な
っ

て
連
日
の
お
疲
れ
の
た
め
出
席
で
き
な
か
っ

た
こ
と
は
出
席
さ
れ
た
議
員
の
あ
い
さ
つ
で

明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
当
日
の
開
会
は
立
法

院
の
審
議
終
了
後
と
な
っ
て
午
後
十
時
で
あ

る
。

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

七
月
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九



経
費
の
支
出
に
つ
い
て
は
申
込
み
は
三
十
四

名
で
あ
る
が
支
出
は
出
席
し
た
分
だ
け
を
支

出
し
た
そ
の
額
は
一
三
、
六
五
一
円
で
あ
る
。

出
席
者
は
補
助
申
請
し
た
事
項
に
関
係
あ
る

部
課
長
で
あ
る
。

記
者
の
メ
モ
／
殺
気
立
つ
市
議

選沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
７
・
22

○

八
月
四
日
に
行
わ
れ
る
那
覇
市
議
選
挙

は
、
二
十
一
日
現
在
四
十
六
名
が
名
の
り
を

あ
げ
、
直
ち
に
選
挙
戦
に
入
り
、
各
地
で
演

説
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
特
に
今
回
の
選
挙

は
、
前
議
会
で
市
長
不
信
任
案
が
可
決
さ
れ
、

こ
れ
に
応
え
て
市
会
を
解
散
し
た
も
の
で
、

瀬
長
市
長
に
対
す
る
信
任
投
票
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
信
任
派
と
不
信
任
派
の
両
派
に
分

か
れ
激
し
い
舌
戦
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

○

瀬
長
市
長
不
信
任
完
遂
を
め
ざ
す
市
政

再
建
同
盟
で
は
、
西
銘
順
治
氏
を
隊
長
に
、

崎
間
敏
勝
、
新
崎
興
彦
、
仲
井
真
元
楷
、
泉

正
重
、
金
城
五
郎
、
嘉
味
田
朝
盛
氏
ら
が
遊

説
隊
を
編
成
し
二
班
に
分
か
れ
て
各
地
で
瀬

長
市
政
批
判
演
説
会
と
、
同
盟
推
薦
候
補
者

の
推
薦
演
説
を
行
っ
て
気
勢
を
あ
げ
て
い

る
。
一
方
、
瀬
長
市
長
を
中
心
と
す
る
当
局

派
で
も
、
五
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
間
に
、

市
内
十
四
ヵ
所
で
市
政
報
告
の
た
め
の
市
民

集
会
を
開
き
こ
れ
に
対
抗
し
て
い
る
が
、
い

ず
れ
も
明
る
い
那
覇
市
建
設
の
た
め
に
清
き

一
票
は
、
我
々
の
推
薦
候
補
へ
と
叫
ん
で
い

る
。
○

と
こ
ろ
が
、
明
る
い
市
政
再
建
を
叫
ん

で
い
る
会
場
で
、
泥
試
合
が
演
ぜ
ら
れ
て
い

る
場
面
も
多
い
。
九
日
、
農
連
市
場
で
開
か

れ
た
再
建
同
盟
の
演
説
会
が
、
一
部
聴
衆
の

ヤ
ジ
で
、
混
乱
し
た
こ
と
か
ら
、
同
盟
で
は

十
日
ペ
リ
ー
で
開
か
れ
た
瀬
長
市
長
の
市
政

報
告
を
組
織
的
な
ヤ
ジ
隊
で
会
場
を
の
っ
と

る
と
い
う
泥
試
合
が
あ
っ
た
り
、
ヤ
ジ
を
と

ば
し
た
酔
払
い
を
場
外
に
連
れ
出
し
て
、
殴

る
と
い
う
こ
と
も
時
お
り
起
っ
て
い
る
。

こ
れ
だ
け
は
公
約
す
る
○
／
那

覇
市
議
へ
立
候
補
の
弁

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
７
・
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①
立
候
補
し
た
動
機
は
！

②
”
ぜ
ひ
こ
れ
だ
け
は
実
現
し
て
み
せ
る
”

と
、
公
約
で
き
る
貴
方
の
政
策
は
！

③
貴
方
は
瀬
長
市
長
の
不
信
任
に
賛
成
で
す

か
反
対
で
す
か
。

高
良
　
一(

48
）
同
盟
・
前

①
瀬
長
市
長
に
な
っ
て
か
ら
、
那
覇
市
の
都

市
計
画
事
業
が
ス
ト
ッ
プ
し
、
市
民
に
迷
惑

を
及
ぼ
し
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
私
は

去
る
六
月
議
会
で
、
現
瀬
長
市
長
は
、
現
在

の
那
覇
市
長
に
は
不
適
任
で
あ
る
と
思
っ
て

不
信
任
に
賛
成
し
た
。
そ
の
責
任
を
果
す
べ

く
再
度
立
候
補
を
決
意
し
た
の
で
あ
る
。

②
国
際
的
な
琉
球
の
首
都
｜
那
覇
市
建
設
の

た
め
、
大
々
的
な
都
計
工
事
の
推
進
、
市
税

の
適
正
賦
課
と
徴
収
の
民
主
化
、
商
工
業
発

展
の
た
め
の
補
助
の
強
化
。

③
不
信
任
賛
成
、
会
社
重
役

宇
良
宗
得
（
40
）
同
盟
・
新

①
瀬
長
市
政
の
退
陣
に
よ
り
現
実
に
即
し
た

市
政
運
営
を
円
滑
な
ら
し
め
ヒ
モ
付
き
で
な

い
軍
民
政
府
よ
り
の
補
助
金
獲
得
に
力
を
注

ぎ
現
在
停
止
の
那
覇
市
政
を
明
朗
化
に
し
た

い
。
②
都
計
推
進
を
従
来
の
行
き
方
を
排
し
て
合

併
二
年
余
の
今
日
首
里
小
禄
一
様
に
進
め
た

い
、
生
産
都
市
の
首
里
小
禄
へ
の
産
業
育
成

と
農
道
開
発
、
福
祉
事
業
面
に
力
を
入
れ
て

行
き
度
い
。
全
琉
八
十
万
住
民
渇
望
し
て
い

る
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
早
く
建
設
し
て
ス

ポ
ー
ツ
精
神
よ
り
生
ず
る
明
朗
化
を
市
政
は

勿
論
あ
ら
ゆ
る
面
に
活
用
し
た
い
。
教
育
、

住
宅
地
域
と
し
て
旧
首
里
の
整
備
特
に
余
地

の
あ
る
北
部
方
面
の
開
発
に
力
を
入
れ
る
。

③
不
信
任
賛
成
で
あ
る
。

元
那
覇
市
役
所
首
里
支
所
公
吏
。

比
嘉
朝
四
郎
（
44
）
同
盟
・
前

①
瀬
長
市
長
あ
る
限
り
那
覇
市
の
発
展
と
繁

栄
は
望
め
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ

う
い
う
立
場
か
ら
立
候
補
を
決
定
、
瀬
長
市

政
と
対
決
す
る
。

②
現
在
停
止
し
て
い
る
都
市
計
画
事
業
の
全

面
的
再
開
を
促
進
し
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

早
期
建
設
、
市
民
公
園
、
子
供
の
遊
び
場
の

設
置
、
市
農
業
地
域
の
農
道
開
発
、
水
源
地

の
確
保
に
よ
る
自
己
給
水
体
制
の
確
立
、
市

財
政
の
強
化
な
ど
を
重
点
的
に
と
り
あ
げ
、

那
覇
市
政
の
再
建
に
努
力
し
た
い
。

③
不
信
任
案
に
は
全
面
的
に
賛
成
。

那
覇
市
出
身
、
会
社
重
役

屋
良
朝
睦
（
36
）
同
盟
・
新

①
瀬
長
市
長
の
出
現
に
よ
り
暗
い
気
分
に
と

ざ
さ
れ
た
那
覇
市
を
再
建
す
る
た
め
、
支
持

者
の
す
す
め
も
あ
り
、
立
候
補
を
決
意
し
た
。

②
ウ
ソ
に
満
ち
た
瀬
長
市
政
に
徹
底
的
な
批

判
を
加
え
、
明
か
る
い
那
覇
市
政
を
実
現
す

る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。
そ

の
外
に
は
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
建
設
を
早
急

に
行
い
、
那
覇
市
の
将
来
を
背
負
っ
て
立
つ

若
人
の
、
精
神
、
身
体
両
面
の
均
衡
の
と
れ

た
発
達
を
は
か
り
た
い
と
思
う
。

③
不
信
任
案
賛
成
。

那
覇
市
前
島
出
身
、
商
業

崎
山
喜
逹
　
瀬
長
派
・
前

①
筋
の
通
ら
な
い
前
議
会
の
在
り
方
に
批
判

を
加
え
支
持
者
の
薦
め
も
あ
り
出
馬
を
決
意

し
た
。

②
全
般
的
な
都
市
計
画
を
促
進
し
、
子
供
の

遊
び
場
、
市
民
の
憩
い
の
場
所
と
な
る
諸
公

園
の
設
置
に
力
を
入
れ
、
那
覇
市
を
真
に
住

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

七
月

六
五
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み
よ
い
、
衛
生
的
な
、
環
境
の
よ
い
理
想
的

な
都
市
に
す
る
よ
う
全
力
を
つ
く
し
た
い
。

市
財
政
の
健
全
化
に
も
努
力
し
た
い
。

③
前
議
会
で
の
不
信
任
案
提
出
は
議
員
が
権

力
に
屈
し
た
姿
で
あ
り
、
筋
の
通
ら
な
い
不

信
任
案
に
は
反
対
す
る
。

那
覇
市
出
身
、
会
社
重
役

浦
崎
康
華
（
60
）
社
大
・
新

①
ゆ
が
め
ら
れ
た
民
主
主
義
で
な
く
、
真
の

民
主
主
義
を
守
り
、権
力
や
金
力
に
屈
せ
ず
、

自
主
的
批
判
に
立
っ
て
市
政
を
明
朗
化
す
べ

く
出
馬
の
決
意
を
固
め
た
。

②
権
力
と
金
力
の
圧
制
か
ら
民
主
主
義
を
守

る
。
那
覇
、
真
和
志
の
合
併
を
促
進
す
る
。

都
計
の
実
現
、
軍
用
地
代
一
括
払
い
の
危
機

か
ら
市
民
の
土
地
を
守
る
。
児
童
公
園
を
設

置
す
る
。

③
党
議
に
従
っ
て
市
長
を
信
任
す
る
。
適
法

に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
市
長
を
就
任
前
に
追
放

し
よ
う
と
し
た
の
は
明
ら
か
に
自
治
体
に
対

す
る
干
渉
で
あ
る
。

現
那
覇
市
土
地
を
守
る
会
書
記

島
袋
嘉
順(

33
）
人
民
・
前

①
前
議
会
で
の
不
信
任
案
提
出
と
い
う
民
主

主
義
政
治
の
一
大
汚
点
に
対
し
、
こ
ん
ど
こ

そ
こ
う
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
市
民
が

選
ん
だ
市
長
を
守
り
抜
く
た
め
党
の
決
定
に

従
っ
て
立
候
補
し
た
。

②
③
権
力
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
瀬
長
市
長

の
今
ま
で
の
公
約
で
あ
る
、
都
市
中
心
部
に

か
た
よ
ら
な
い
首
里
、
小
禄
を
含
め
た
全
般

的
な
都
市
計
画
事
業
の
推
進
、
そ
れ
に
市
財

政
の
健
全
化
な
ど
の
諸
政
策
を
、
あ
く
ま
で

守
り
抜
き
市
長
不
信
任
案
を
徹
底
的
に
粉
砕

す
る
こ
と
に
よ
り
明
か
る
い
那
覇
市
を
築

く
。那
覇
市
西
新
町
出
身
、
政
党
書
記

音
な
し
の
民
・
社
両
党
／
那
覇

市
議
選
に
ど
う
臨
む

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
７
・
22

那
覇
市
議
選
挙
に
対
す
る
民
主
、
社
大
両
党

の
動
き
は
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
民

主
党
は
さ
き
に
選
挙
対
策
本
部
を
つ
く
り
、

委
員
長
ま
で
決
め
た
が
今
回
は
党
公
認
を
出

さ
な
い
方
針
を
と
っ
て
お
り
、
社
大
は

本

部
と
し
て
は
支
部
一
任
の
方
法
を
と
る

と
、

積
極
的
な
動
き
は
み
せ
て
い
な
い
。
こ
の
事

は
、
今
回
の
選
挙
が
瀬
長
市
政
に
対
す
る
批

判
を
通
り
越
し
て
信
、
不
信
を
市
民
に
問
う

と
い
っ
た
特
異
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
も
よ

ろ
う
が
、
立
候
補
者
が
民
、
社
、
無
、
人
民
、

当
間
派
、
為
美
派
と
い
っ
た
と
り
ど
り
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
両
党
本
部
と
し
て
そ
こ
ま
で

乗
り
切
っ
て
公
認
候
補
を
出
す
ま
で
に
意
見

の
ま
と
ま
り
が
つ
け
に
く
い
と
い
う
こ
と
に

あ
る
よ
う
だ
。
そ
の
意
味
か
ら
、
民
社
両
党

が
市
議
選
に
よ
っ
て
住
民
か
ら
離
さ
れ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
、
う
が
っ
た
見
方
も
で
て
い

る
よ
う
だ
が
、
で
は
両
党
首
脳
は
ど
う
考
え

て
い
る
だ
ろ
う
か
。
民
主
党
の
長
嶺
議
員
総

会
長
、
社
大
党
の
平
良
書
記
長
に
き
い
て
み

た
。長
嶺
秋
夫
氏

民
主
党
と
し
て
の
公
認
は

出
さ
な
い
が
、反
瀬
長
市
長
派
を
推
薦
す
る
。

い
ま
立
候
者
の
う
ち
六
名
は
党
員
で
あ
り
、

そ
の
当
選
を
期
す
る
の
は
勿
論
だ
が
、
今
回

の
特
殊
な
選
挙
か
ら
再
建
同
盟
が
生
れ
て
お

り
、
民
主
党
は
同
調
の
線
で
い
く
。
那
覇
支

部
も
あ
る
が
、
支
部
公
認
と
い
う
こ
と
は
な

い
か
ら
、
対
策
本
部
を
決
め
た
わ
け
で
党
出

身
の
全
議
員
が
加
わ
っ
て
い
る
。
党
員
で
な

く
と
も
反
市
長
派
な
ら
推
薦
す
る
。
再
建
同

盟
に
就
て
は
お
も
て
だ
っ
て
の
批
判
は
な

い
。
一
部
で
は
同
盟
は
社
大
党
の
色
が
強
い

と
も
い
わ
れ
る
が
、
党
の
ゆ
き
方
と
は
別
で

あ
り
、
そ
れ
が
原
因
し
て
民
主
党
と
の
関
係

を
云
々
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
社
大
が

中
間
政
党
と
し
て
の
悩
み
が
あ
る
こ
と
は
考

え
ら
れ
よ
う
。
た
だ
し
社
大
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
と
実
際
面
の
ズ
レ
が
あ
れ
ば

だ
。

平
良
幸
市
氏

党
本
部
と
し
て
は
支
部
ま

か
せ
で
、
三
名
は
支
部
公
認
と
し
て
立
候
補

し
て
い
る
。
政
党
で
あ
る
か
ら
党
公
認
が

あ
っ
て
も
よ
い
が
、
政
党
は
中
央
の
政
治
が

主
で
あ
り
、
地
方
は
行
政
が
主
体
だ
と
み
て

い
る
。組
織
が
強
化
さ
れ
る
な
ら
と
も
か
く
、

党
公
認
を
出
す
こ
と
が
戦
前
の
黒
白
闘
争
に

な
っ
て
は
困
る
。
再
建
同
盟
は
花
や
か
に

や
っ
て
い
る
が
、
果
し
て
市
長
選
挙
の
こ
と

ま
で
考
え
て
い
る
か
ど
う
か
。
同
盟
の
メ
ン

バ
ー
か
ら
す
る
と
、
む
し
ろ
反
民
主
党
的
な

者
が
多
い
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が

。

那
覇
市
政
再
建
同
盟
に
答
え
る

／
那
覇
市
役
所(

中)

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
７
・
22

四
、
那
覇
市
有
地
に
あ
る
屋
台
店
に
つ
い
て

該
市
有
地

西
新
町
三
ノ
四
四
番

一
、
一

六
二
坪
は
都
市
計
画
上
駐
車
場
敷
地
と
し
て

予
定
さ
れ
、
昨
年
五
六
年
七
月
か
ら
市
有
地

と
し
て
換
地
さ
れ
て
い
る
。
市
長
就
任
前
の

五
六
年
二
月
換
地
計
画
に
基
い
て
区
画
整
理

課
よ
り
撤
去
通
知
を
発
し
た
の
で
あ
る
が
撤

去
せ
ず
、
現
在
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
。
五

六
年
七
月
換
地
前
は
私
有
地
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
が
、
そ
の
当
時
か
ら
該
屋
台
等
は
不
法

建
築
で
正
式
に
土
地
賃
貸
借
契
約
に
及
ん
で

い
る
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
該
屋
台
の
一
部
の

人
は
口
頭
で
地
主
の
承
諾
を
得
た
と
い
っ
て

い
る
が
確
証
は
な
い
。
ま
た
、
賃
貸
借
料
を

支
払
っ
て
い
る
の
は
一
、
二
軒
で
あ
る
。
以

上
述
べ
た
通
り
大
部
分
が
不
法
建
築
と
不
法

借
地
で
あ
る
。

そ
の
後
財
政
課
と
し
て
市
有
地
の
効
率
的
運

用
を
図
る
た
め
駐
車
場
設
置
工
事
着
手
す
る

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

七
月

六
五
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ま
で
賃
貸
借
契
約
を
も
っ
て
合
法
的
に
措
置

し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
該
屋
台
は
市
の

契
約
書
案
に
対
し
訂
正
、
要
望
事
項
を
申
し

入
れ
て
き
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
目
下
財
政
課
で
検
討
中
で

あ
る
。
な
お
、
市
長
が
屋
台
店
代
表
と
の
面

会
を
拒
否
し
た
こ
と
は
事
実
に
反
す
る
こ
と

で
真
和
志
市
議
久
場
景
善
氏
ら
の
代
表
と
六

月
十
四
日
午
後
三
時
会
い
屋
台
店
代
表
の
要

望
事
項
を
検
討
す
る
こ
と
を
約
し
て
い
る
。

五
、
登
川
消
防
隊
長
罷
免
に
つ
い
て
及
び
質

問

そ
の
三

の
消
防
隊
長
罷
免
に
か
か
る

布
令
違
反
に
つ
い
て

今
回
の
処
分
に
つ
い
て
は

消
防
隊
に
関
す

る
法

の
規
定
の
適
用
は
勿
論

那
覇
市
職

員
分
限
及
び
懲
戒
に
関
す
る
条
例

に
基
い

た
。
処
分
に
つ
い
て
は

那
覇
市
職
員
懲
戒
分
限

審
査
委
員
会
規
則

に
基
く
委
員
会
に
お
い

て
決
定
さ
れ
た
。
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の

結
果
は
職
務
上
の
義
務
に
違
反
し
公
職
上
の

信
用
を
失
い
全
体
の
奉
仕
者
た
る
に
ふ
さ
わ

し
く
な
い
非
行
の
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
懲

戒
免
職
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
処
分
実
施
に

つ
い
て
は

消
防
隊
に
関
す
る
法

に
基
き

議
会
の
同
意
を
得
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
こ
の
場
合
議
会
が
成
立
せ
ず
そ
の
実
施

を
い
た
ず
ら
に
遷
延
さ
せ
る
こ
と
は
益
々
事

態
を
混
乱
に
導
く
も
の
で
、
特
に
消
防
隊
と

い
う
特
殊
性
か
ら
し
て
早
急
な
る
刷
新
が
必

要
で
あ
る
。
以
上
か
ら
し
て
布
令
違
反
と
は

い
え
ず
、
議
会
成
立
後
、
後
任
消
防
隊
長
の

選
任
同
意
を
求
め
る
際
に
当
然
本
件
も
提
出

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

な
お

那
覇
市
職
員
分
限
及
び
懲
戒
に
関
す

る
条
例

の
規
定
の
運
用
に
つ
い
て
は
分
限

事
項
と
懲
戒
事
項
を
区
別
す
る
必
要
が
あ

る
。
本
件
は
条
例
第
四
条
に
よ
る
も
の
で
な

く
第
七
条
に
基
く
懲
戒
処
分
で
あ
る
。
本
件

の
処
分
に
当
っ
た
懲
戒
分
限
審
査
委
員
会
は

二
回
の
構
成
で
行
わ
れ
、
第
二
回
目
の
委
員

会
で
は
第
一
回
目
の
委
員
会
の
処
分
を
再
確

認
し
た
だ
け
に
す
ぎ
な
い
。

一
、
ヤ
ジ
隊
に
つ
い
て
　
農
連
市
場
の
こ
と

と
思
う
が
こ
れ
は
市
長
及
び
市
役
所
と
は
何

の
関
係
も
な
い
の
で
回
答
の
要
な
し
。

二
、
都
計
工
事
は
始
っ
て
い
る
か
。

こ
の
項
の
中
に
都
計
事
業
と
あ
る
が
都
市
計

画
事
業
と
区
画
整
理
事
業
と
を
混
同
し
て
い

る
。
こ
の
質
問
は
都
計
事
業
に
基
く
区
画
整

理
事
業
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

の
で
そ
の
つ
も
り
で
回
答
す
る
。

１

区
画
整
理
事
業
は
現
に
開
始
さ
れ
て

い
る
。

２

工
事
名
は
若
狭
工
事
区
第
一

第
二
工
区
敷
地
造
成
並
び
に
道
路
工
事
と
い

い
泊
の
市
営
住
宅
前
及
び
若
狭
町
の
今
ま
で

の
未
済
工
事
の
分
で
あ
る
。

３

工
事
請

負
契
約
は
一
九
五
七
年
七
月
十
日
付
で
丸
善

建
設
島
袋
善
政
と
締
結
し
工
事
を
進
め
て
い

る
。

４

工
事
期
間
は
一
九
五
七
年
七
月

十
一
日
よ
り
同
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
約

四
カ
月
と
な
っ
て
い
る
。

５

次
々
工
事

施
工
す
る
準
備
は
出
来
て
い
る
。

三
、
む
つ
み
橋
際
の
ビ
ア
ホ
ー
ル
に
つ
い
て

質
問
撤
回
に
よ
り
回
答
の
要
な
し
。

四
、
市
役
所
前
道
路
修
理
に
つ
い
て

質
問
の
概
要
は
バ
ス
協
会
が
市
役
所
前
道
路

と
バ
ス
セ
ン
タ
ー
入
口
の
道
路
を
修
理
し
た

こ
と
に
対
し
て
協
会
へ
感
謝
す
る
か
と
の
質

問
で
あ
る
が
先
ず
結
論
か
ら
述
べ
る
。
道
路

法
に
よ
れ
ば
同
法
第
二
十
条
の
非
管
理
者
の

任
意
的
工
事
或
い
は
第
三
十
四
条
受
益
者
の

工
事
負
担
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
が
い

ず
れ
に
せ
よ
道
路
管
理
者
で
な
い
第
三
者
が

公
共
の
た
め
に
修
理
す
る
こ
と
は
、
た
と
え

そ
れ
が
那
覇
市
以
外
の
道
路
の
場
合
で
も
そ

の
美
挙
に
対
し
て
は
大
い
に
感
謝
し
て
よ
い

と
思
う
。

質
問
に
答
え
る
つ
い
で
に
こ
の
二
つ
の
道
路

に
つ
い
て
少
し
説
明
を
加
え
た
い
。
バ
ス
セ

ン
タ
ー
入
口
の
道
路
は
現
在
政
府
道
路
で
あ

る
牧
志
街
道
の
延
長
で
バ
ス
セ
ン
タ
ー
に
通

ず
る
交
通
上
主
要
な
道
路
で
あ
り
、
市
役
所

前
の
道
路
は
旧
国
道
久
米
大
通
り
に
か
わ
る

べ
き
も
の
で
い
ず
れ
も
主
要
路
線
で
あ
っ
て

且
つ
政
府
道
路
と
し
て
認
定
さ
れ
る
べ
き
道

路
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
の
道
路
を
含
め
て

七
本
の
主
要
道
路
の
政
府
道
認
定
に
つ
い
て

五
七
年
三
月
十
二
日
付
行
政
主
席
宛
申
請
が

な
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
申
請
の
日
か
ら
六
カ

月
間
何
等
の
回
答
も
な
さ
れ
て
い
な
い
、
つ

ま
り
申
請
が
妥
当
で
な
け
れ
ば
理
由
が
付
さ

れ
、
書
類
が
返
戻
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
そ

れ
も
な
い
。

ま
た
認
定
の
順
序
と
し
て
立
法
院
の
承
認
を

必
要
と
す
る
が
立
法
院
に
提
出
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
も
な
い
。
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
に
政

府
自
体
の
怠
慢
を
示
す
も
の
で
こ
の
点
に
つ

い
て
政
府
に
た
だ
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
市

政
再
建
同
盟
は
質
問
の
相
手
の
選
択
を
間
違

え
て
い
る
も
の
と
解
す
る
。
な
お
質
問
中
市

は
ダ
ン
プ
カ
ー
の
貸
与
を
拒
否
し
た
と
あ
る

が
市
と
し
て
は
道
路
管
理
者
の
云
々
を
は
な

れ
、
住
民
福
祉
の
た
め
ト
ラ
ッ
ク
一
台
労
務

十
名
の
四
日
間
お
よ
び
栗
石
三
十
五
台
分
を

提
供
し
た
。

民
主
党
／
久
高
氏
を
除
名
処
分

／
瀬
長
市
長
へ
同
調
理
由
に
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民
主
党
は
二
十
二
日
午
後
三
時
か
ら
那
覇
市

内
料
亭

沖
縄

で
総
務
会
を
開
き
、
那
覇

市
議
総
選
挙
な
ど
当
面
の
党
活
動
方
針
に
つ

い
て
協
議
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
今
回
の
市

議
選
に
立
候
補
し
た
同
党
党
員
中
、
瀬
長
那

覇
市
長
に
加
担
し
て
い
る
久
高
友
敏
氏

首

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

七
月

六
五
二



里

を
、
党
風
を
み
だ
し
党
の
体
面
を
汚
し

た
こ
と
を
理
由
に
党
則
四
十
二
条
に
基
き
、

全
会
一
致
除
名
す
る
こ
と
に
決
定
、
直
ち
に

同
除
名
処
分
を
発
表
し
た
。

親
里
民
主
党
幹
事
長
談
　
市
議
選
に
立
候

補
し
て
い
る
党
員
久
高
友
敏
氏
の
言
動
に
つ

い
て
は
、
泉
正
重
、
仲
井
真
元
楷
、
東
恩
納

党
務
部
長
か
ら
詳
し
く
証
言
が
行
わ
れ
た
。

よ
っ
て
久
高
氏
の
言
動
は
瀬
長
市
長
同
調
で

あ
り
、
民
主
党
の
立
党
精
神
に
反
す
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
、
協
議
の
結
果
党

風
を
み
だ
し
党
の
体
面
を
汚
し
た
と
い
う
理

由
で
、
除
名
処
分
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
全

会
一
致
の
結
論
に
達
し
た
。
そ
こ
で
久
高
氏

を
除
名
処
分
し
た
。

那
覇
市
政
再
建
同
盟
に
答
え
る

／
那
覇
市
役
所(

下)
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五
、
一
括
払
反
対
に
つ
い
て

布
令
第
一
六
四
号
に
よ
る
一
括
払
の
通
知
は

五
月
四
日
付
で
あ
っ
て
公
開
質
問
第
五
に
よ

る
二
月
二
十
三
日
に
来
た
と
あ
る
の
は
そ
の

事
実
に
相
違
す
る
。

布
令
は
五
七
年
二
月
二
十
三
日
付
に
な
っ
て

い
て
も
布
令
に
基
く
手
続
は
五
七
年
五
月
二

日
付
で
、
当
市
が
受
付
し
た
の
が
五
月
四
日

付
で
布
令
が
出
た
か
ら
と
い
っ
て
辞
職
の
必

要
は
な
い
。

一
、
布
令
違
反
に
つ
い
て

那
覇
市
が
民
政
布
令
第
一
六
四
号
第
一
号
の

書
類
を
五
月
四
日
付
で
受
付
地
主
の
自
由
意

思
で
軍
用
地
で
あ
る
限
定
付
不
動
産
権
を
譲

渡
す
る
意
図
を
有
す
る
者
は
一
九
五
七
年
五

月
十
八
日
迄
に
那
覇
市
役
所
宛
通
告
し
こ
れ

ら
の
人
々
と
契
約
を
結
び
し
た
が
っ
て
こ
れ

に
つ
い
て
は
そ
の
権
利
を
取
得
す
る
委
任
を

受
け
た
合
衆
国
陸
運
工
兵
地
区
の
代
表
者
か

ら
一
九
五
七
年
五
月
十
八
日
に
当
市
役
所
よ

り
そ
れ
ら
の
譲
渡
者
の
名
前
を
取
る
旨
記
載

さ
れ
て
い
る
の
で
関
係
地
主
に
一
応
は
そ
の

旨
の
通
告
を
発
し
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
必

要
な
措
置
を
取
っ
た
ま
で
で
あ
る
し
か
る
に

そ
の
結
果
に
お
い
て
は
本
庁
及
び
小
禄
支
所

に
は
一
人
の
譲
渡
賛
成
者
も
い
な
い
。

二
、
新
財
源
に
つ
い
て

こ
の
質
問
も
区
画
整
理
事
業
に
対
す
る
質
問

と
思
わ
れ
る
。

①
土
地
を
買
受
け
て
金
を
約
束
の
期
限
ま
で

に
支
払
わ
な
い
者
に
は
、
売
買
契
約
を
解
除

す
る
の
は
誰
が
考
え
て
も
理
の
当
然
で
あ

る
。
②
国
場
組
は
残
代
金
二
百
万
円
を
一
九
五
六

年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
納
入
す
べ
き
も

の
を
一
九
五
七
年
六
月
二
十
八
日
に
至
る
も

支
払
わ
れ
ず
、
そ
の
間
い
く
ら
請
求
し
て
も

支
払
わ
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
支
払
う
意
思

が
相
手
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
契
約
を

解
除
し
た
と
い
う
の
が
事
実
で
あ
る
。

③
沖
縄
ス
ポ
ー
ツ
・
セ
ン
タ
ー
会
社
名
義
で

契
約
し
た
の
は
、
一
九
五
六
年
十
二
月
二
十

二
日
前
助
役
の
決
裁
を
得
て
市
長
職
務
代
理

者
前
嘉
手
納
助
役
名
で
契
約
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
後
一
九
五
七
年
五
月
十
七
日
に
沖

縄
ス
ポ
ー
ツ
・
セ
ン
タ
ー
会
社
名
義
よ
り
○

○
○
○
○
氏
の
個
人
名
義
へ
の
名
義
変
更
願

出
で
変
更
し
て
い
る
。
そ
の
際
に
契
約
書
も

書
換
え
を
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
同
人
よ
り

の
名
義
変
更
願
を
前
区
画
整
理
課
長
金
城
弘

円
氏
が
現
市
長
の
決
裁
を
得
ず
、
部
長
代
決

の
決
裁
で
、
現
市
長
名
を
持
っ
て
契
約
し
た

も
の
で
あ
る

当
日
市
長
は
出
勤
し
て
い
る

④
こ
の
売
買
契
約
も
一
九
五
七
年
五
月
末
ま

で
に
全
額
支
払
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
二

月
末
ま
で
に
二
百
二
十
五
万
七
千
五
百
円
、

三
月
末
ま
で
に
三
百
三
十
万
円
、
四
月
末
ま

で
に
三
百
三
十
万
円
、
五
月
末
ま
で
に
三
百

四
十
万
円
、
計
千
二
百
二
十
五
万
七
千
五
百

円
を
支
払
う
べ
き
も
の
で
あ
る
の
を
、
一
九

五
七
年
六
月
二
十
七
日
ま
で
に
僅
か
に
五
十

万
円
し
か
支
払
わ
れ
て
い
な
い
。

⑤
決
し
て
時
価
に
よ
る
契
約
が
不
当
だ
と
い

う
の
で
は
な
い
。
ま
し
て
契
約
を
履
行
し
た

善
良
な
人
々
と
の
契
約
を
解
除
し
よ
う
と
は

思
わ
な
い
。

⑥
新
た
に
公
入
札
を
す
れ
ば
差
額
が
出
る
の

が
予
想
さ
れ
る
が
、
新
財
源
と
し
て
区
画
整

理
事
業
に
繰
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
立
派
な

新
財
源
で
あ
る
。
一
般
会
計
の
財
源
で
は
な

く
ど
こ
ま
で
も
区
画
整
理
事
業
の
財
源
で
あ

る
。
三
、
再
び
都
計
事
業
に
つ
い
て

都
市
計
画
測
量

那
覇
都
市
計
画
は
過
去

に
お
い
て
事
業
は
計
画
に
先
行
し
た
た
め
、

多
く
の
難
点
を
生
じ
、
ま
た
都
市
計
画
は
一

応
一
九
五
六
年
三
月
に
決
定
し
た
も
の
の
、

細
部
及
び
首
里
、
小
禄
な
ど
は
未
だ
調
査
は

十
分
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
測
量
調
査
は

あ
ら
ゆ
る
事
業
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ

り
、
旧
市
内
の
測
量
は
去
る
三
月
か
ら
六
月

に
か
け
て
行
わ
れ
て
一
応
完
了
し
、
現
在
首

里
、
小
禄
両
区
域
に
わ
た
り
、
三
角
測
量
を

実
施
し
て
い
る
。

霊
園
事
業

公
園
事
業

都
市
計
画
公
園

と
し
て
決
定
さ
れ
た
大
部
分
が
墓
地
で
あ
る

た
め

子
供
の
遊
び
場

や

公
園

の
建

設
は
墓
地
整
理
を
行
わ
な
い
限
り
不
可
能
で

あ
る
。
更
に
公
園
建
設
は
市
民
の
保
健
上
又

保
安
上
か
ら
急
を
要
す
る
都
市
計
画
事
業
の

一
つ
で
あ
る
。
よ
っ
て
重
点
的
に
霊
園
事
業

の
急
速
な
実
現
が
必
要
と
な
る
わ
け
だ
が
、

霊
園
及
び
納
骨
堂
の
建
設
工
事
は
着
々
と
進

行
し
て
い
る
。納
骨
堂
は
九
月
下
旬
完
成
し
、

遺
骨
四
、
〇
〇
〇
柱
を
祭
る
こ
と
に
な
る
。

子
供
の
遊
び
場

公
園

の
建
設
に
つ
い

て
は
霊
園
事
業
の
進
捗
と
相
対
的
に
行
わ
れ

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

七
月

六
五
三



る
。都市
計
画
街
路

都
市
計
画
街
路
に
つ
い

て
は
第
十
九
系
二
類
一
号

寒
川
｜
金
城
線

道
路
が
六
月
ま
で
に
完
成
し
、
第
二
十
二
系

二
類
一
号

小
禄

道
路
は
現
在
工
事
施
工

中
で
あ
る
。

以
上
に
よ
り
都
市
計
画
事
業
は
今
後
共
総
合

的
計
画
の
下
に
重
点
的
可
急
的
に
間
断
な
く

実
施
さ
れ
る
。

乱
立
し
た
推
薦
候
補
那
覇
市
議

選
挙
／
調
整
に
な
や
む
再
建

同
盟
琉
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・
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瀬
長
派
、
反
瀬
長
派
の
対
決
と
し
て
注
目
を

あ
び
て
い
る
那
覇
市
会
議
員
選
挙
は
投
票
日

を
一
週
間
後
に
控
え
、
三
十
の
議
席
を
め
ざ

す
四
十
六
名
の
候
補
者
は
最
後
の
追
込
み
に

必
死
と
な
っ
て
い
る
が
、
二
十
八
名
の
推
薦

候
補
を
抱
え
た
再
建
同
盟
で
は
、
乱
立
に
よ

る
票
の
共
食
い
で
苦
悩
、
推
せ
ん
候
補
者
側

で
も
早
く
調
整
し
な
け
れ
ば
共
倒
れ
に
な
る

恐
れ
が
あ
る
と
い
う
声
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
再
建
同
盟
で
は
当
初
反
瀬
長
陣
営
か
ら
立
候

補
す
る
人
々
を
二
十
四
名
内
外
に
し
ぼ
り
、

当
選
確
実
主
義
を
と
っ
て
那
覇
市
議
会
か
ら

瀬
長
派
勢
を
駆
逐
す
る
方
針
を
と
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
各
候
補
者
と
も
再
建
同
盟
の
調
整

に
応
ぜ
ず
、
届
出
開
始
三
日
後
の
十
八
日
ま

で
に
は
反
瀬
長
を
主
張
す
る
自
せ
ん
他
せ
ん

組
が
二
十
九
名
も
届
出
を
行
っ
て
し
ま
っ

た
。
こ
の
た
め
再
建
同
盟
で
は
、
当
初
の
予

定
を
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
い
立
場
に
追
い
込

ま
れ
、
結
局
二
十
八
名
を
同
盟
推
薦
候
補
と

し
て
認
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
選
挙
が
中
盤
戦
に
移
り
、
各
候
補

と
も
票
読
み
に
入
っ
て
見
る
と
”
ど
う
も
票

が
足
ら
な
い
”
と
い
う
候
補
者
が
多
く
、
今

ま
で
の
選
挙
で
は
ゆ
う
ゆ
う
と
当
選
圏
内
に

入
っ
て
い
た
有
力
候
補
者
の
中
に
も
”
こ
ん

ど
は
誰
そ
れ
が
出
た
か
ら
票
が
足
り
な
く

な
っ
た
”
と
騒
ぎ
出
す
始
末
、
し
か
も
そ
の

票
が
反
対
側
の
瀬
長
陣
営
に
切
り
崩
さ
れ
た

の
で
は
な
く
、
同
じ
再
建
同
盟
の
推
薦
候
補

同
志
で
票
を
奪
い
合
っ
て
い
る
実
情
な
の
で

悩
み
は
な
お
深
刻
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
首
里
地
区

で
、
こ
こ
は
瀬
長
派
が
四
名
、
反
瀬
長
派
が

六
名
立
候
補
し
て
い
る
。
去
っ
た
市
長
選
挙

で
人
民
党
勢
力
が
同
地
区
で
圧
倒
的
な
強
味

を
示
し
た
こ
と
か
ら
、
反
瀬
長
派
は
い
ず
れ

も
苦
戦
を
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
の

乱
立
状
態
で
い
く
と
瀬
長
派
が
圧
倒
的
に
勝

つ
公
算
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
再
建
同
盟

側
で
も
憂
慮
し
て
い
る
。

こ
う
い
う
空
気
を
反
映
し
て
、
二
十
六
日
の

再
建
同
盟
側
候
補
者
の
集
り
で
は
、
各
候
補

と
も
”
こ
れ
で
は
共
倒
れ
に
な
る
。
ぜ
ひ
調

整
し
て
貰
わ
な
け
れ
ば

”
と
異
口
同
音
に

語
っ
て
い
る
が
、
さ
て
誰
が
引
込
む
か
と
な

る
と
い
ず
れ
も
強
気
と
い
っ
た
状
態
で
、
悩

み
は
つ
き
な
い
と
い
う
の
が
実
情
の
よ
う

だ
。火

ブ
タ
切
っ
た
立
会
演
説
／
ヤ

ジ
と
ア
ゲ
足
と
り
／
十
万
の

聴
衆
で
会
場
う
ま
る

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
７
・
28

那
覇
市
議
選
挙
の
舌
戦
は
、
二
十
七
日
午
後

八
時
か
ら
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
広
場
で
催
さ
れ

た
民
連
協
、
再
建
同
盟
両
派
の
立
会
演
説
会

で
最
高
潮
に
達
し
た
。
演
説
会
は
、
昨
年
七

月
二
十
日
那
高
で
催
さ
れ
た

プ
ラ
イ
ス
勧

告
反
対
住
民
大
会

の
そ
れ
を
オ
ー
バ
ー
す

る
と
思
わ
れ
る
約
十
万
の
大
聴
衆
が
集
り
、

那
覇
市
議
選
挙
が
那
覇
市
民
の
み
な
ら
ず
全

琉
住
民
の
大
き
な
関
心
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
う
か
が
わ
せ
た
。

立
会
演
説
は
、
再
建
同
盟
の
仲
井
真
氏
を
皮

切
り
に
、
民
連
協
の
島
袋
氏
に
続
い
て
崎
間
、

兼
次
、
西
銘
、
瀬
長
氏
の
順
で
始
め
ら
れ
た

が
両
派
と
も
政
見
を
発
表
し
て
市
民
の
批
判

を
仰
ぐ
と
い
う
立
場
を
離
れ
て
、
互
に
ア
ゲ

足
取
り
に
終
始
し
、
野
次
、
手
笛
が
乱
れ
飛

ん
で
弁
士
が
壇
上
で
立
往
生
す
る
と
い
う
場

面
が
再
三
み
ら
れ
た
。
各
弁
士
の
演
説
要
旨

及
び
質
疑
応
答
は
次
の
通
り
。

仲
井
真
元
楷
氏

瀬
長
市
長
の
出
現
で
那
覇

の
都
市
計
画
は
完
全
に
ス
ト
ッ
プ
し
た
。
こ

れ
に
対
し
瀬
長
市
長
は
銀
行
融
資
は
近
く
再

開
の
見
通
し
が
あ
る
と
市
会
で
の
質
問
に
対

し
て
答
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
現
実
は
金
融

協
会
の
再
三
に
わ
た
る
融
資
停
止
声
明
に

な
っ
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
瀬
長

市
長
で
は
市
民
の
不
利
益
が
著
し
い
と
は
っ

き
り
分
っ
た
の
で
不
信
任
案
を
提
出
し
た
。

島
袋
嘉
順
氏

銀
行
の
融
資
停
止
に
対
し
、

真
に
那
覇
市
の
こ
と
を
考
え
る
議
員
は
こ
れ

の
解
決
に
努
力
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
に
も

拘
ら
ず
、
こ
れ
を
持
っ
て
き
た
の
は
仲
井
真

議
員
で
あ
っ
た
。
し
か
も
金
融
協
会
の
融
資

停
止
も
不
信
任
案
の
口
実
に
使
用
し
て
い

る
。
こ
う
い
う
事
実
を
み
る
と
那
覇
市
の
都
計
ス

ト
ッ
プ
は
市
民
の
代
表
で
あ
る
べ
き
議
員
の

手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
断
ざ
る
を
得
な

い
。
崎
間
敏
勝
氏

今
度
の
選
挙
は
瀬
長
市
長
が

適
格
か
不
適
格
か
を
市
民
が
決
め
る
重
大
な

機
会
で
あ
る
。
瀬
長
市
長
は
都
市
計
画
が
進

め
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
小
禄
、

首
里
の
道
路
工
事
は
前
市
長
が
や
っ
た
も
の

を
継
続
し
た
も
の
で
あ
る
。
瀬
長
市
長
は
共

産
主
義
者
で
あ
り
、
米
が
共
産
主
義
に
援
助
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す
る
こ
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
瀬
長
市

長
の
ウ
ソ
に
み
ち
た
演
説
に
ま
ど
わ
さ
れ
な

い
よ
う
、
市
民
の
良
識
に
期
待
し
た
い
。

兼
次
佐
一
氏

民
主
主
義
擁
護
連
絡
協
議
会

は
、
権
力
と
圧
力
に
屈
せ
ず
、
民
主
主
義
を

守
り
抜
く
十
三
名
の
革
新
立
候
補
の
連
絡
機

関
で
あ
る
。
那
覇
市
長
の
不
信
任
に
つ
い
て

市
民
集
会
を
開
い
て
こ
の
市
長
で
は
だ
め
だ

と
市
民
に
訴
え
る
べ
き
だ
が
、
こ
れ
は
な
さ

れ
て
な
い
。
銀
行
は
金
を
貸
さ
な
い
と
い
っ

て
い
る
が
、
真
に
那
覇
市
を
愛
す
る
な
ら
当

間
主
席
が
先
頭
に
立
っ
て
そ
の
解
決
に
乗
り

出
す
べ
き
で
、
い
つ
ま
で
も
こ
の
ま
ま
で
は

す
ま
さ
れ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

西
銘
順
治
氏

瀬
長
市
長
は
こ
ん
ど
の
選
挙

で
日
本
復
帰
と
一
括
払
い
反
対
を
唱
え
て
い

る
が
、
わ
れ
わ
れ
も
こ
れ
に
反
対
す
る
も
の

で
は
な
い
。
市
長
は
那
覇
都
計
は
自
己
財
源

で
十
分
と
い
っ
て
い
る
が
、
三
十
億
以
上
に

の
ぼ
る
都
市
計
画
は
銀
行
か
ら
の
融
資
な
く

し
て
は
絶
対
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
自
分
の
言
動
に
責
任
を
持
た
な
い
瀬
長

市
政
に
市
民
の
批
判
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
を

確
信
す
る
。

瀬
長
亀
次
郎
氏

八
十
万
県
民
の
熱
望
し
て

い
る
日
本
復
帰
を
お
く
ら
せ
よ
う
と
し
て
い

る
の
は
、
自
己
の
野
望
達
成
の
た
め
に
動
い

て
い
る
買
弁
事
業
家
で
、
そ
の
手
先
は
那
覇

市
政
再
建
同
盟
で
あ
る
。
都
計
は
、
自
己
財

源
で
で
き
る
分
は
着
手
し
て
お
り
泊
の
ポ
ー

ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
一
階
を
完
成
す
る
。
霊
園

も
工
事
中
で
あ
る
。
自
己
財
源
で
は
都
計
は

二
、
三
十
年
か
か
る
と
い
う
が
、
当
間
主
席

は
こ
れ
を
促
進
す
る
首
都
建
設
法
の
予
算
の

裏
付
け
は
や
ろ
う
と
し
て
い
な
い
。
断
固
一

括
払
い
に
反
対
し
、
四
原
則
貫
徹
、
土
地
防

衛
に
努
力
す
る
。
こ
ん
ど
の
選
挙
は
そ
の
力

試
し
で
あ
る
。

活
発
な
質
問
を
展
開

問

同
盟
は
、
軍
用
地
問
題
と
那
覇
市
政

と
は
別
と
い
っ
て
い
る
が
、
土
地
問
題
に

対
す
る
考
え
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。

西
銘

別
に
訴
え
る
時
機
が
あ
り
、
市
政
と

関
連
さ
せ
る
必
要
は
な
い
。
不
信
任
の
理
由

は
瀬
長
市
長
で
は
金
が
借
り
ら
れ
な
い
か
ら

で
あ
る
。
一
括
払
い
は
反
対
だ
か
ら
出
な
い

と
い
う
の
で
は
な
い
。

問

日
本
復
帰
と
那
覇
市
政
は
一
本
だ
と

い
う
が
、
市
長
の
率
い
る
人
民
党
は
最
近

日
本
復
帰
を
唱
え
て
い
る
が
貴
方
が
頭
目

で
日
本
復
帰
が
で
き
る
と
思
う
か
。

瀬
長

日
本
復
帰
の
音
頭
を
と
る
の
は
瀬
長

で
な
く
八
十
万
住
民
で
あ
る
。
個
人
が
い
っ

て
も
十
一
万
市
民
や
八
十
万
住
民
が
動
く
も

の
で
は
な
い
、
九
千
万
同
胞
の
熱
望
だ
け
で

な
し
に
、
Ａ
・
Ａ
諸
国
も
こ
れ
を
支
持
し
て

い
る
原
水
爆
反
対
に
立
上
っ
て
い
る
世
界
幾

十
億
の
人
々
の
願
望
で
あ
り
、
瀬
長
個
人
の

言
動
で
那
覇
市
民
、
八
十
万
住
民
は
動
か
さ

れ
な
い
。

問

瀬
長
市
長
が
日
本
復
帰
を
実
質
的
に

阻
害
し
て
い
る
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
の
動
き

で
わ
か
る
。
市
長
は
誠
心
か
ら
日
本
復
帰

を
望
ん
で
い
る
か
。

瀬
長

ア
メ
リ
カ
は
共
産
主
義
の
脅
威
が
あ

る
限
り
、
沖
縄
を
返
さ
ん
と
い
っ
て
い
る
。

私
は
断
固
と
し
て
こ
れ
を
拒
否
す
る
。
共
産

主
義
で
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
瀬
長
は
八
十

万
住
民
の
一
員
で
あ
る
。

問

前
崎
山
議
員
と
の
関
係
を
否
定
で
き

る
か
。

仲
井
真

今
皆
ん
な
の
前
に
そ
の
話
が
ど
ん

な
嘘
か
を
説
明
す
る
。
琉
石
の
社
員
に
す
る

と
い
う
交
換
条
件
を
出
し
た
こ
と
は
な
い
。

作
ら
れ
た
大
う
そ
だ
。

問

市
長
は
都
計
を
推
進
す
べ
き
だ
と
思

う
か
。

瀬
長

推
進
す
べ
き
だ
と
思
う
。

問

市
長
は
軍
の
補
助
金
や
琉
銀
の
融
資

な
し
で
都
計
を
や
ろ
う
と
思
う
か
。

瀬
長

軍
の
補
助
金
や
融
資
を
拒
む
理
由
は

な
い
。
補
助
金
を
打
切
っ
た
の
は
瀬
長
で
は

な
い
。
問

都
計
を
す
す
め
る
た
め
に
日
本
復
帰

す
る
と
い
う
が
、
都
計
は
目
前
の
こ
と
で

あ
り
、
日
本
復
帰
は
将
来
の
こ
と
だ
が
ど

う
思
う
。

瀬
長

都
計
推
進
の
た
め
に
の
み
日
本
復
帰

す
る
の
で
は
な
い
。
名
瀬
の
例
を
み
て
も
わ

か
る
。
問

同
盟
は
当
間
派
の
前
議
員
が
名
を
連

ね
て
い
る
。
当
間
前
市
長
は
二
年
た
っ
て

も
首
里
、
小
禄
都
計
を
や
ら
な
か
っ
た
。

都
計
が
傾
い
て
い
た
の
を
認
め
る
真
和
志

と
の
合
併
は
賛
成
か
。

西
銘

瀬
長
市
長
が
や
っ
て
い
る
の
は
都
計

工
事
で
な
く
、
前
市
長
が
貰
っ
た
予
算
を

使
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。

那
覇
、
真
和
志
の
早
期
合
併
は
那
覇
中
心
の

編
入
で
あ
る
べ
き
だ
。

問

米
の
統
治
下
に
お
い
て
ど
う
し
て
市

長
は
市
民
の
福
祉
を
守
る
か
。

瀬
長

現
実
は
無
視
し
な
い
。
那
覇
市
政
は

変
っ
て
い
る
。
私
が
当
選
し
た
ら
ア
メ
リ
カ

が
騒
ぎ
出
し
た
。

問

崎
間
氏
は
民
主
党
は
ダ
ラ
シ
な
く
迎

合
的
だ
と
い
っ
た
が
、
仲
間
で
あ
る
民
主

党
の
仲
井
真
氏
も
迎
合
的
か
。

崎
間

民
主
党
は
も
の
足
り
な
い
。
そ
の
も

の
足
り
な
さ
を
瀬
長
氏
に
利
用
さ
れ
て
は
困

る
。那
覇
署
は
非
常
態
勢

一
方
那
覇
署
で
は
、
ば
ん
八
時
ご
ろ
か
ら
非

常
態
勢
に
移
り
万
一
に
備
え
幸
地
那
覇
署
長

以
下
多
数
の
職
員
が
待
機
、
司
法
係
員
は
係

長
以
下
全
員
が
写
真
班
を
待
っ
て
会
場
に
張
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り
込
む
と
い
う
も
の
も
の
し
さ
演
説
会
が
済

ん
で
か
ら
も
態
勢
を
崩
さ
ず
帰
路
を
急
ぐ
群

集
を
見
送
り
な
が
ら
街
の
治
安
に
当
っ
て
い

た
ヤ
ジ
、
怒
声
、
投
石
騒
ぎ
／
混

乱
の
立
会
演
説
、
中
途
で
散

会沖
タ
・
朝
　
１
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５
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那
覇
市
政
再
建
同
盟
、
民
主
々
義
擁
護
連
絡

会
議
共
催
の
第
二
回
、
市
政
問
題
立
会
演
説

会
は
、
二
十
八
日
夕
八
時
か
ら
、
首
里
淡
水

プ
ー
ル
前
広
場
に
、
約
三
万
名
の
聴
衆
を
集

め
て
開
か
れ
た
が
、
終
了
間
近
に
再
建
同
盟

側
運
動
員
の
溜
り
に
投
石
が
あ
っ
て
怪
我
人

が
出
た
た
め
、
騒
然
と
な
り
、
警
官
隊
約
百

二
十
名
が
出
動
し
て
、
演
説
会
も
中
途
で
閉

会
し
た
。

○

演
説
会
は
、
開
会
前
か
ら
緊
張
し
た

空
気
に
包
ま
れ
、
運
営
委

両
派
三
名

で
も
弁
士
の
順
序
に
つ
い
て
も
み
結
局
、

弁
論
順
は
、
前
日
に
変
っ
て
民
連
側
が
、

先
に
弁
士
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
開
会
さ

れ
、
儀
武
息
睦
氏
が
演
壇
に
立
っ
た
が
、

会
場
前
部
に
陣
取
っ
た
ヤ
ジ
団
か
ら
”
や

め
ろ
”
の
声
が
掛
か
り
、
し
ば
し
立
往
生

す
る
場
面
が
あ
っ
た
。

次
い
で
大
山
盛
幸
氏

同
盟

兼
次
佐
一
氏

民
連

崎
間
敏
勝
氏

同
盟

瀬
長
亀
次

郎
氏

民
連

の
順
で
登
壇
、
瀬
長
氏
の
演

説
中
演
壇
右
前
方
に
陣
取
っ
て
い
た
再
建
同

盟
運
動
員
の
溜
り
に
背
後
か
ら
石
が
投
げ
ら

れ
て
、
運
動
員
の
一
人
、
〇
〇
〇
〇
〇
さ
ん

三
二

が
後
頭
部
に
負
傷
、
血
を
流
す
こ
と

に
な
っ
て
同
盟
側
運
動
員
は

人
民
党
員
の

や
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
瀬
長
市
長
は
謝
罪
せ

よ

と
叫
ん
で
演
壇
に
押
し
寄
せ
、
聴
衆
も

総
立
ち
に
な
っ
た

十
時
三
十
分
、

運
営
委
で
責
任
を
も
っ

て
事
件
の
真
相
を
調
査
し
て
徹
底
的
に
究

明
す
る

と
弁
明
し
て
閉
会
を
宣
し
た
。

と
こ
ろ
が
同
盟
側
は

瀬
長
市
長
に
謝
罪
さ

せ
ろ

と
譲
ら
ず
、
警
本
か
ら
四
十
名
の
警

ら
隊
が
出
動
、
警
戒
に
当
っ
て
い
た
首
里
署

の
私
服
署
員
と
共
に
演
壇
周
囲
の
騒
ぎ
を
静

め
、
瀬
長
市
長
か
ら

同
盟
、
民
連
双
方
の

運
営
委
で
会
の
責
任
を
も
っ
て
お
り
、
こ
の

事
態
に
つ
い
て
も
調
査
す
る
と
の
こ
と
だ
か

ら
静
か
に
お
帰
り
に
な
る
よ
う
市
長
と
し
て

お
願
い
す
る

と
挨
拶
が
あ
っ
て
よ
う
や
く

散
会
し
た
。

な
お
、き
ょ
う
二
十
九
日
の
立
会
演
説
は
、

小
禄
埋
立
地
で
開
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た

が
、
再
建
同
盟
側
は
首
里
で
の
い
き
さ
つ

か
ら
そ
の
必
要
が
な
い
も
の
と
し
て
立
会

演
説
を
拒
否
す
る
態
度
に
あ
り
、
二
十
九

日
あ
さ
執
行
委
員
会
を
開
い
て
態
度
決
定

と
と
も
に
両
派
の
運
営
委
で
提
案
す
る
模

様
。

再
建
同
盟
知
念
事
務
局
長
の
話

我
々
は
投
石
し
た
者
は
比
嘉
某
と
い
う
首
里

に
住
む
人
民
党
員
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
早
急
に
警
察
と
も
連
絡
を
と
っ
て
断
固

処
置
し
た
い
。

立
会
演
説
を
拒
否
／
け
さ
市
政

再
建
同
盟
執
行
委
で

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
７
・
29

遂
に
流
血
事
件
ま
で
ひ
き
起
し
た
、
二
十

八
日
よ
る
の
那
覇
市
政
問
題
立
会
演
説
会

に
つ
い
て
市
政
再
建
同
盟
で
は
二
十
九
日

あ
さ
十
時
半
か
ら
執
行
委
員
会
を
開
き
、

今
夜
小
禄
で
予
定
さ
れ
て
い
る
立
会
演
説

会
を
拒
否
し
、
首
里
の
流
血
事
件
に
つ
い

て
は
運
営
委
員
の
又
吉
一
郎
氏
の
責
任
を

追
及
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
立
会
演
説
拒

否
の
理
由
は
つ
ぎ
の
通
り
。

一
、
質
問
に
対
す
る
瀬
長
市
長
の
答
弁
は

全
く
デ
タ
ラ
メ
で
無
責
任
極
ま
る
も
の
で

あ
り
、
答
弁
の
時
間
を
宣
伝
演
説
に
利
用

し
て
い
る
。

こ
れ
は
運
営
規
約
を
自
ら
破
っ
て
い
る
。

二
、
瀬
長
派
は
明
ら
か
に
数
百
に
お
よ
ぶ

組
織
的
ヤ
ジ
隊
を
豊
見
城
、
小
禄
、
西
原
、

コ
ザ
方
面
か
ら
く
り
出
し
、
同
盟
側
弁
士

の
演
説
を
妨
害
し
て
い
る
。

三
、
こ
と
に
二
十
八
日
よ
る
は
同
盟
側
に

た
い
し
て
投
石
の
挙
に
出
て
、
一
人
の
負

傷
者
を
出
す
に
至
っ
た
。

こ
れ
は
許
し
が
た
い
行
為
で
共
産
主
義
の

本
質
を
バ
ク
露
し
て
い
る
。
従
っ
て
か
か

る
徒
輩
と
の
立
会
演
説
を
拒
否
す
る
。

四
、
昨
夜
の
演
説
会
で
、
首
里
署
恩
河
繁

太
郎
巡
査
部
長
が
、
選
挙
法
に
基
く
、
演

説
妨
害
に
対
す
る
警
告
文
を
会
衆
に
提
示

し
よ
う
と
の
申
し
入
れ
に
対
し
人
民
党
書

記
長
又
吉
一
郎
氏
は
、
運
営
委
に
は
か
る

こ
と
な
く
独
断
で
こ
れ
を
拒
絶
し
た
。

こ
れ
は
瀬
長
派
の
組
織
的
な
ヤ
ジ
隊
の
活

動
を
容
易
な
ら
し
め
る
た
め
で
あ
る
と
考

え
る
。
又
吉
氏
の
こ
の
行
為
は
明
ら
か
に

計
画
的
越
権
行
為
で
あ
る
。

同
盟
知
念
忠
太
郎
氏
の
話

投
石
を
し
た
の

は
明
ら
か
に
人
民
党
員
で
あ
り
、
我
々
と
し

て
は
傷
害
事
件
と
し
て
告
発
す
る
つ
も
り

だ
。
会
場
に
弁
士
の
演
説
を
妨
害
す
る
も
の

は
選
挙
法
違
反
だ
か
ら
と
い
う
警
告
書
を
掲

示
し
よ
う
と
し
た
ら
、
又
吉
一
郎
氏
が
全
責

任
を
持
つ
か
ら
と
い
っ
て
掲
示
を
断
っ
た
事

実
が
あ
る
の
で
、
こ
の
混
乱
を
招
い
た
こ
と

に
対
し
て
又
吉
氏
は
責
任
を
負
う
べ
き
だ
。

な
お
同
盟
側
で
は
瀬
長
派
に
対
し
て

朝
日

式
討
論
会

を
申
込
む
こ
と
に
決
定
し
た
。

こ
れ
は
両
派
か
ら
五
名
の
討
論
者
を
出
し
、

特
定
の
問
題
を
討
論
す
る
も
の
。

血
を
見
た
演
説
会
／
傷
害
事
件
で
追
及
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血
ぬ
ら
れ
た
昨
夜
首
里
の
立
会
演
説
会
は
首

里
署
を
は
じ
め
、
警
本
公
安
第
二
課
安
田
警

部
の
ひ
き
い
る
六
十
名
の
警
備
員
が
出
動
し

て
よ
う
や
く
鎮
圧
し
た
が
、
首
里
署
で
は
二

十
九
日
あ
さ
か
ら
署
員
を
集
め
演
説
会
の
警

備
体
制
に
つ
い
て
の
反
省
会
を
開
い
た
。

一
方
市
政
再
建
同
盟
側
で
は
宣
伝
車
を
首
里

一
帯
に
く
り
出
し

演
説
会
を
中
止
し
た
真

相

に
つ
い
て
訴
え
て
い
る
。
な
お
被
害
を

負
っ
た
沖
縄
信
販
組
合
会
社
員
〇
〇
〇
〇
〇

さ
ん

三
二

は
後
頭
部
に
約
五
糎
の
裂
傷

を
全
治
三
週
間
位
の
傷
と
み
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
投
げ
ら
れ
た
石
は
重
さ
二
斤
位
の
野
球

用
ボ
ー
ル
大
。
首
里
署
で
は
〇
〇
〇
さ
ん
が

着
け
て
い
た
血
ぬ
ら
れ
て
い
る
青
シ
ャ
ツ
と

石
を
証
拠
品
と
し
て
領
置
す
る
と
と
も
に
、

傷
害
事
件
と
し
て
追
及
し
て
い
る
が
、
加
害

者
は
目
下
不
明
。

｜
社
　
説
｜

演
説
妨
害
と
民
主
主
義

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
７
・
30

那
覇
市
議
会
選
挙
は
、
選
挙
そ
の
も
の
の

外
に
、
市
長
信
任
か
不
信
任
か
の
決
戦
と
し

て
の
意
味
が
む
し
ろ
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
・

ア
ッ
プ
さ
れ
て
、
い
や
が
上
に
も
市
民
は
無

論
、
全
沖
縄
、
さ
ら
に
海
外
か
ら
も
注
目
さ

れ
て
い
る
。
一
面
、
こ
の
選
挙
は
い
わ
ば
市

長
信
任
か
不
信
任
か
に
託
し
て
、
反
米
か
琉

米
協
調
か
に
、
那
覇
市
政
の
路
線
を
決
定
す

る
と
い
う
政
治
的
意
義
を
内
蔵
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
沖
縄
当
面
の
政
治
的
行
き
方

と
と
も
に
、
今
後
何
年
か
に
わ
た
る
沖
縄
政

治
の
動
向
を
示
唆
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

た
め
に
、
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
以
上
に

こ
の
度
の
選
挙
は
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い

る
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
般
大
衆
は

こ
れ
に
つ
い
て
は
深
く
思
い
を
い
た
さ
な
い

で
、
感
情
的
な
動
き
に
支
配
さ
れ
て
い
る
嫌

い
が
あ
る
。

こ
ん
ど
の
選
挙
そ
の
も
の
が
市
長
信
任
か

不
信
任
か
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
そ
れ
が
基
準
と
な
っ
て
投
票
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

多
く
は
、
候
補
者
の
個
人
関
係
を
た
ぐ
っ
て

の
票
あ
つ
め
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
例
の
通

り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
選
挙
運
動
は
潜

行
運
動
が
主
流
と
な
っ
て
、
政
見
発
表
演
説

会
は
つ
け
た
り
の
行
事
に
し
か
な
っ
て
い
な

い
。と
こ
ろ
が
那
覇
市
政
再
建
同
盟
と
人
民
党

側
と
の
対
決
は
い
ろ
い
ろ
の
言
論
戦
と
な
っ

て
現
わ
れ
、市
民
の
関
心
を
ひ
い
て
い
る
が
、

そ
の
運
営
に
つ
い
て
は
多
く
の
不
手
際
が
あ

る
。
意
識
的
あ
る
い
は
計
画
的
で
あ
る
か
な

い
か
は
別
と
し
て
、
ど
ち
ら
の
側
も
、
相
手

の
言
い
分
を
十
分
に
聞
こ
う
で
は
な
い
か
、

と
い
う
気
持
に
欠
け
て
い
る
。
一
方
が
相
手

の
演
説
を
妨
害
す
れ
ば
、
翌
日
は
そ
の
仕
返

し
を
す
る
。
相
手
の
方
が
野
次
で
妨
害
さ
れ

て
も
、
お
互
に
得
た
り
と
ば
か
り
に
、
む
し

ろ
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
、
と
い
う
態
度
は
、
は

な
は
だ
不
愉
快
な
こ
と
で
、
こ
れ
で
は
モ
ッ

ブ
の
動
向
に
理
性
あ
る
人
々
が
引
き
回
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

選
挙
戦
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
戦
術
を
用
い

る
こ
と
は
当
然
で
、
こ
れ
を
一
概
に
非
難
は

で
き
な
い
し
、
た
だ
、
い
か
な
る
戦
術
を
用

い
る
か
を
決
め
る
良
識
が
問
題
と
な
る
。
勝

ち
さ
え
す
れ
ば
、
そ
の
場
限
り
の
ウ
ソ
を
つ

い
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
は
、
正

し
い
選
挙
は
行
わ
れ
な
い
。
そ
れ
で
は
、
い

わ
ゆ
る
白
黒
闘
争
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
理

性
抜
き
の
憎
み
合
い
、
ど
う
す
れ
ば
憎
み
合

い
を
激
化
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
に
す
べ
て

の
努
力
が
向
け
ら
れ
る
。
白
黒
闘
争
の
愚
劣

さ
は
、
大
衆
の
単
純
素
朴
な
心
理
に
突
け
込

み
、
そ
れ
を
引
き
ず
り
回
す
と
こ
ろ
に
あ
る

が
、
こ
の
ご
ろ
は
八
重
山
そ
の
他
極
く
一
部

を
除
い
て
、
い
わ
ゆ
る
白
黒
闘
争
で
大
衆
を

支
え
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
。そ
れ
は
大
衆
の
成
長
で
あ
る
に
ち
が
い
な

い
が
、
し
か
し
、
ま
だ
手
放
し
に
大
衆
の
動

向
に
信
頼
し
切
る
と
い
う
こ
と
は
危
険
と
い

わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
大
衆
に
追
従
す
る
こ
と
が

常
に
正
し
い
こ
と
で
な
い
と
同
様
、
大
衆
を

無
視
す
る
政
治
も
現
代
で
は
ゆ
る
さ
れ
な
い

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
沖
縄
で
は
こ
の
二
つ
の
欠
か

ん
が
余
り
に
も
大
き
い
割
れ
目
と
な
っ
て
、

こ
の
選
挙
を
特
色
づ
け
て
い
る
。

演
説
会
に
お
け
る
戦
術
を
み
る
と
、
相
手

の
中
傷
に
近
い
こ
と
を
の
べ
た
て
て
、
こ
れ

で
天
下
の
紳
士
か
と
疑
わ
せ
る
も
の
が
多

い
。
そ
し
て
、
聴
衆
は
人
の
ア
ラ
捜
し
を

納
涼

の
つ
も
り
で
よ
ろ
こ
ん
で
き
き
耳

を
立
て
る
。
ど
ち
ら
の
場
合
も
、
冷
静
に
聴

衆
を
説
得
し
よ
う
と
す
る
努
力
に
欠
け
て
い

て
、
人
間
の
心
の
落
し
穴
を
狙
っ
て
攻
め
立

て
る
。
こ
の
よ
う
な
演
説
が
当
り
前
だ
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
、
立
会
演
説
会
が
成
り
立
つ
わ

け
は
な
い
。
一
方
、
聴
衆
は
反
対
派
の
言
葉

に
は
耳
を
か
さ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
、
立
会
演
説
会
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
こ
と
は
望
め
な
い
。
言

論
も
何
も
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
は
、
民
主
主
義
ど
こ
ろ
で
は

な
い
。
こ
の
よ
う
な
風
潮
を
生
ず
る
と
い
う
こ
と

は
、
す
べ
て
の
当
事
者
た
ち
の
共
同
責
任
で

あ
っ
て
、
互
に
深
く
反
省
す
べ
き
で
あ
る
。

い
ず
れ
が
先
に
暴
力
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い

こ
と
を
行
使
し
た
か
と
い
う
こ
と
と
は
別
に

演
説
妨
害
と
そ
れ
以
外
の
暴
力
を
含
め
、
こ
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れ
を
排
撃
す
る
態
度
を
大
衆
に
植
え
つ
け
る

こ
と
に
一
段
と
努
力
が
払
わ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
ウ
ソ
と
野
卑
と
疑
心
暗
鬼
を
選
挙
か
ら

排
し
得
な
い
な
ら
ば
、
民
主
主
義
が
沖
縄
に

育
つ
日
は
遠
い
彼
方

か
な
た

へ
押
し
や

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
常
に
相
手
の
言
い
分
に

耳
を
借
す
と
い
う
態
度
が
常
識
と
し
て
通
用

す
る
時
に
、
は
じ
め
て
、
自
治
も
民
主
政
治

も
可
能
と
な
る
こ
と
を
大
衆
に
知
ら
し
め
る

よ
う
、
特
に
指
導
者
を
自
任
す
る
人
々
に
望

み
た
い
。

広
告
／
声
明
書

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
８
・
１

那
覇
市
々
会
議
員
選
挙
に
当
り
桜
坂
商
工
会

は
左
の
通
り
声
明
す
る

一
、
私
共
桜
坂
商
工
会
員
は
、
純
然
た
る
商

工
業
者
と
し
て
那
覇
市
の
発
展
を
心
か

ら
希
求
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
現
那
覇

市
長
瀬
長
氏
に
依
っ
て
は
決
し
て
発
展

を
期
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
確

信
す
る
。

一
、
那
覇
市
の
市
政
は
市
民
の
為
に
あ
る
と

信
ず
る
が
、
現
在
の
瀬
長
市
政
は
凡
ゆ

る
面
で
困
難
に
逢
着
し
其
の
解
決
策
も

見
出
せ
な
い
。
金
融
の
閉
鎖
、
都
計
の

中
断
は
決
し
て
市
民
の
生
活
に
安
定
を

与
え
な
い
。
一
日
も
早
く
市
政
の
刷
新

を
望
む
。

一
、
瀬
長
市
長
は

金
融
が
閉
鎖
さ
れ
、
都

計
が
中
断
さ
れ
て
い
る
の
は
外
部
が
悪

る
い
の
だ

と
云
っ
て
い
る
が
、
外
部

か
ら
の
経
済
的
協
力
が
得
ら
れ
な
い
の

が
瀬
長
市
長
の
一
大
欠
陥
で
あ
る
。
そ

の
欠
陥
を
棚
に
上
げ
、
自
ら
の
責
任
を

回
避
し
、
い
ろ
い
ろ
な
理
屈
を
な
ら
べ

て
市
民
の
目
を
そ
ら
せ
よ
う
と
し
て
い

る
。
理
屈
は
ど
う
あ
ろ
う
と
、
市
政
を

麻
痺
さ
せ
る
よ
う
な
市
長
は
十
一
万
市

民
の
良
き
市
長
で
は
な
い
と
確
信
す

る
。

一
、
現
市
長
は
現
在
私
共
の
生
活
に
安
定
感

を
与
へ
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
近
き
将

来
与
え
ら
れ
る
、見
通
し
も
つ
か
な
い
。

よ
っ
て
私
共
は
那
覇
市
政
再
建
同
盟
、

並
に
志
を
同
じ
く
す
る
、
他
の
諸
団
体

と
も
相
携
え
て
、
現
瀬
長
市
長
の
退
陣

を
期
す
る
。

一
九
五
七
年
七
月
三
十
一
日

那
覇
市
櫻
坂
商
工
會
　

前
助
役
ら
三
氏
を
告
発
／
那
覇

市
市
有
地
売
買
に
か
ら
み

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
８
・
１

那
覇
市
総
務
部

部
長
神
山
孝
標
氏

で
は
、

さ
き
に
解
約
し
た
沖
縄
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

社
長
○
○
○
○
○
氏
と
の
土
地
売
買
契
約
を

め
ぐ
っ
て
、
公
文
書
偽
造
の
疑
い
が
あ
る
も

の
と
し
て
調
査
を
す
す
め
て
い
た
が
、
三
十

一
日
、
元
助
役
嘉
手
納
並
水
、
元
区
画
整
理

課
長
金
城
弘
円
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
社
長

○
○
○
○
○
の
三
氏
を
公
文
書
偽
造
、
背
任

罪
で
検
察
庁
へ
告
発
し
た
。

総
務
部
発
表
の
調
書
に
よ
る
と
、

①
五
六
年
十
二
月
二
十
日
○
○
○
氏
は
嘉
手

納
氏

当
時
市
長
代
理

あ
て
区
画
整
理
予

定
地

久
米
工
事
区

の
一
千
九
百
六
十
四

坪
、
一
千
二
百
二
十
五
万
七
千
五
百
円
の
売

却
方
を
願
い
出
て
同
月
二
十
二
日
処
理
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
後
再
び
○
○
○
氏
か
ら

土

地
分
割
払
い

の
願
書
が
出
さ
れ
て
、
五
七

年
一
月
四
日
、
嘉
手
納
、
金
城
氏
以
下
関
係

部
課
長
決
裁
で
土
地
売
買
契
約
書
が
と
り
交

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
契
約
書
に
は
日
付
の
記

載
が
な
い
が
、
保
証
金
二
十
五
万
七
千
五
百

円
の
払
込
み
は
一
月
十
日
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
同
日
が
契
約
成
立
の
日
と
み
ら
れ
る
。

△
と
こ
ろ
で
十
二
月
二
十
二
日
は
市
長
選

挙
の
最
中
で
、
一
月
四
日
は
瀬
長
市
長
当
選

後
で
あ
る
が
、
ま
だ
就
任
し
て
い
な
い
。
こ

れ
よ
り
み
て
被
告
発
人
は
、
瀬
長
市
長
就
任

前
に
目
的
を
果
す
積
り
で
決
裁
承
認
そ
の
他

の
手
続
を
一
月
四
日
付
で
処
理
し
て
い
る

が
、
保
証
納
入
に
よ
る
契
約
発
効
か
ら
み
れ

ば
、
契
約
成
立
は
一
月
十
日
と
な
る
し
、
こ

の
時
市
長
は
す
で
に
就
任
、出
勤
し
て
い
る
。

当
然
市
長
の
決
裁
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る

が
、
勝
手
に
市
長
代
理
者
の
職
印
を
用
い
て

契
約
書
を
作
製
し
て
い
る
し
、
嘉
手
納
氏
は

一
月
五
日
退
職
願
い
を
出
し
、
同
二
十
四
日

退
職
す
る
ま
で
事
実
上
職
務
の
執
行
を
し
て

い
な
い
。
こ
れ
は
共
謀
の
上
、
文
書
を
偽
造

行
使
し
た
も
の
で
あ
り
、
嘉
手
納
、
金
城
両

氏
は
背
任
の
疑
い
が
濃
い
。

②
具
志
頭
氏
は
、
五
七
年
五
月
十
六
日
、

ス
ポ
ー
ツ
・
セ
ン
タ
ー
社
長
○
○
○
○
○
氏

よ
り
、
個
人
○
○
○
○
○
に
名
義
変
更
願
い

を
出
し
た
の
に
対
し
て
、
金
城
弘
円
は
建
設

部
長
代
理
、
区
画
整
理
課
長
と
し
て
同
十
七

日
、
市
長
代
理
嘉
手
納
並
水
を
市
長
瀬
長
亀

次
郎
に
ス
ポ
ー
ツ
・
セ
ン
タ
ー
社
長
○
○
○

を
個
人
名
○
○
○
に
そ
れ
ぞ
れ
名
義
変
更
し

た
。
こ
れ
も
当
然
う
け
る
べ
き
市
長
決
裁
を

う
け
ず
市
長
の
公
印
を
使
用
捺
印
し
て
い

る
。こ
れ
は
文
書
偽
造
と
背
任
の
疑
が
濃
い
。

③
○
○
○
氏
は
以
上
の
事
実
を
関
知
し
な

い
筈
は
な
く
、
こ
れ
は
以
上
三
氏
の
共
謀
の

疑
が
濃
厚
で
あ
る
。

は
っ
き
り
契
約
し
た

具
志
頭
得
助
氏
の
話
　
こ
の
問
題
は
前
当

間
市
長
時
代
か
ら
話
し
合
い
が
な
さ
れ
、
土

地
評
価
委
員
会
で
決
定
を
み
て
、
瀬
長
市
長

就
任
後
、
は
っ
き
り
瀬
長
市
長
と
の
契
約
に

な
っ
て
い
る
の
で
公
文
書
偽
造
云
々
に
は
あ

た
ら
な
い
、
私
の
と
こ
ろ
に
も
契
約
書
な
ど

資
料
は
あ
る
し
、
瀬
長
市
長
と
の
契
約
は

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

七
｜
八
月

六
五
八



は
っ
き
り
し
て
い
る
。

広
告
／
那
覇
市
議
会
の
選
挙
に

あ
た
り
／
沖
縄
の
み
な
さ
ま

に
訴
え
る

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
８
・
２

那
覇
市
民
の
み
な
さ
ま
、
沖
縄
八
十
万

県
民
の
み
な
さ
ま
。

私
た
ち
は
、
こ
の
た
び
の
那
覇
市
議
会
の

選
挙
が
、
沖
縄
八
十
万
同
胞
の
将
来
に
と
っ

て
も
、
世
界
平
和
と
祖
国
の
完
全
独
立
の
た

め
に
も
非
常
に
重
大
な
影
響
を
も
つ
も
の
と

信
じ
ま
す
。

私
た
ち
は
那
覇
市
民
と
沖
縄
県
民
の
み
な

さ
ま
が
民
主
的
諸
権
利
を
守
り
、祖
国
復
帰
、

四
原
則
貫
徹
と
原
水
爆
基
地
化
に
反
対
し
て

た
た
か
う
左
記
候
補
者
の
方
々
に
一
致
し
て

支
持
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
切
に
お
願
い
申
上

げ
ま
す
。

◇
沖
縄
を
日
本
に
返
還
せ
よ

◇
四
原
則
の
貫
徹

◇
沖
縄
の
永
久
原
水
爆
基
地
化
反
対

◇
那
覇
市
政
に
対
す
る
圧
迫
反
対

◇
民
主
的
諸
権
利
と
生
活
を
守
れ

七
月
二
五
日
　
日
本
平
和
委
員
会

東
京
都
千
代
田
区

神
田
司
町
一
ノ
一
七

支
持
候
補

石
原
昌
進
、
島
袋
嘉
順
、
眞
栄
田
義
晃
、

瀬
名
波
栄
、
宮
城
清
三
郎
、
上
原
文
吉

以
上
人
民
党

兼
次
佐
一
、
浦
崎
康
華
、
仲
本
政
勝

以

上
社
会
大
衆
党

仲
松
庸
全
、
儀
武
息
睦
、
久
高
友
敏
、
崎

山
喜
逹

無
所
属

署
名
者
教
育
評
論
家
協
会
理
事
　
　
池
田
　
種
生

衆
議
院
議
員
　
　
石
野
　
久
男

作
　
　
　
家
　
　
石
野
径
一
郎

栃
木
県
議
会
議
員
　
　
稲
葉
　
誠
一

参
議
院
議
員
　
　
岩
間
　
正
男

歴
　
史
　
家
　
　
羽
仁
　
五
郎

評
　
論
　
家
　
　
羽
仁
　
説
子

東
京
工
大
助
教
授
　
　
早
川
　
康
一

弁
　
　
　
士
　
　
林
　
　
百
郎

理
学
博
士
、
北
海
道
大
学

堀
内
　
寿
郎

教
授
　

衆
議
院
議
員
　
　
帆
足
　
　
計

日
本
ア
ジ
ア
連
帯
委
員
会

細
川
　
嘉
六

顧
問

彫
　
刻
　
家
　
　
本
郷
　
　
新

日
本
平
和
委
員
　
　
本
間
　
唯
一

世
界
平
和
評
議
員
　
　
戸
沢
　
鉄
彦

北
海
道
大
学
教
授
理
学
博

大
野
　
陽
郎

士
　
　
　
　
　
　

大
塚
内
科
病
院
長
　
　
大
塚
　
武
司

福
岡
県
議
会
議
員
　
　
緒
方
　
孝
男

世
界
経
済
研
究
所
常
務
理

岡
倉
古
志
郎

事
　
　
　
　
　
　

日
中
友
好
協
会
常
任
理
事
　
　
小
沢
　
正
元

東
京
都
立
大
学
教
授
　
　
戒
能
　
通
孝

日
本
母
親
大
会
実
行
委
員

河
崎
　
な
つ

長
　
　
　
　
　
　

日
中
友
好
協
会
理
事
　
　
片
山
　
政
男

衆
議
院
議
員
　
　
風
見
　
　
章

弁
　
護
　
士
　
　
風
早
八
十
二

弁
　
護
　
士
　
　
蓬
田
　
　
武

医
　
　
　
師
　
　
平
良
　
真
豊

弁
　
護
　
士
　
　
谷
村
　
直
雄

東
京
都
平
和
会
議
副
議
長
　
　
高
橋
　
　
甫

日
本
平
和
委
員
　
　
高
橋
　
太
一

基
地
問
題
文
化
人
懇
談
会
　
　
高
根
　
正
昭

歴
　
史
　
家
　
　
田
中
惣
五
郎

衆
議
院
議
員
　
　
田
中
　
稔
男

日
本
ア
ジ
ア
連
帯
委
員
会

淡
　
徳
三
郎

事
務
局
長
　
　
　

新
日
本
文
学
会
　
　
壷
井
　
繁
治

教
育
ペ
ン
ク
ラ
ブ
幹
事
長
　
　
上
田
庄
三
郎

郡
山
市
議
会
議
員
　
　
植
村
　
鶴
吉

平
和
医
院
長
　
　
倉
田
　
　
本

画
　
　
　
家
　
　
矢
部
　
友
衛

哲
　
学
　
者
　
　
柳
田
謙
十
郎

立
命
館
大
学
法
学
部
教
授
　
　
前
芝
　
確
三

評
　
論
　
家
　
　
丸
岡
　
秀
子

多
喜
・
百
合
子
研
究
会
運

松
本
　
正
雄

営
委
員
会
議
長
　

原
水
爆
禁
止
岩
手
県
協
議

松
館
　
精
一

会
常
任
理
事
　
　

日
本
社
会
党
千
葉
県
連
合

松
井
　
史
享

会
統
制
委
員
長
　
詩
　
　
　
人
　
　
深
尾
須
磨
子

愛
知
大
学
々
長
　
　
小
岩
井
　
浄

山
梨
県
会
議
員
　
　
小
林
信
太
郎

日
本
平
和
委
員
日
ソ
協
会

小
林
　
輝
次

理
事
　
　
　
　
　

法
政
大
学
教
授
　
　
近
藤
　
忠
義

新
井
喜
一
郎

弁
　
護
　
士
　
　
秋
田
　
彰
一

東
京
都
目
黒
区
議
会
議
員
　
　
斉
藤
　
常
八

医
　
　
　
師
　
　
サ
ト
ウ
　
正

佐
藤
　
　
茂

三
重
県
平
和
委
員
会
　
　
佐
々
木
光
藏

原
水
爆
禁
止
日
野
協
議
会

木
田
　
正
六

理
事
長
　
　
　
　

日
本
高
等
学
校
教
職
員
総

菊
池
　
定
則

合
中
央
執
行
副
委
員
長
　
　

日
本
ア
ジ
ア
連
帯
委
員
会

菊
池
　
ミ
ツ

理
事
東
京
都
立
大
学
教
授
　
　
三
井
　
為
友

美
術
評
論
家
　
　
水
沢
　
澄
夫

兵
庫
県
会
議
員
　
　
三
浦
　
清
一

日
本
共
産
党
中
央
委
員
　
　
宮
本
　
顕
治

日
本
平
和
委
員
　
　
宮
村
　
四
郎

専
修
大
学
教
授
　
　
三
島
　
　
一

作
　
　
　
　
家
　
　
広
池
　
秋
子

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

八
月

六
五
九



ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
演
技
者
　
　
弘
中
　
菊
乃

原
水
爆
禁
止
神
奈
川
県
協

広
田
　
重
道

議
会
事
務
局
長

関
西
主
婦
連
合
会
々
長
　
　
比
嘉
　
正
子

日
本
平
和
委
員
会
理
事
長
　
　
平
野
義
太
郎

七
宝
ネ
ク
タ
イ
　
　
平
井
　
英
雄

全
国
自
動
車
運
輸
労
働
組

引
間
　
博
愛

合
連
合
会学
習
院
大
学
教
授
　
　
清
水
幾
太
郎

評
　
論
　
家
　
　
清
水
　
慶
子

名
古
屋
大
学
経
済
学
部
　
　
四
方
　
　
博

日
本
国
際
貿
易
促
進
協
会

志
村
　
　
寛

常
任
委
員

元
ド
イ
ツ
国
立
ヨ
ア
ヒ
ム

ス
タ
ー
ル
・
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
　
　
篠
原
正
え
い

ム
教
授
　
　

日
中
友
好
協
会
理
事
　
　
島
田
　
政
雄

松
原
医
院
長
　
　
森
　
　
　
洋

舞
鶴
平
和
懇
談
会
々
長
　
　
瀬
野
　
尚
憲

立
命
館
大
学
々
長
　
　
末
川
　
　
博

雑
誌

キ
リ
ス
ト
者

主

澄
田
健
一
郎

幹
牧
師

書
記
。
牧
師
　
　
泉
　
　
琉
江

新
日
本
文
学
会
幹
事
会
議
　
　
中
島
　
健
蔵

長

松
尾
　
正
義

評
　
論
　
家
　
　
堀
　
　
真
琴

作
　
　
　
家
　
　
堀
田
　
善
衛

福
家
　
俊
明

全
国
瓦
斯
労
働
組
合
連
合
会

在
日
本
朝
鮮
人
総
連
合
会

全
国
金
属
労
働
組
合

日
本
ヴ
エ
ト
ナ
ム
友
好
協
会

日
本
炭
鉱
労
働
組
合

県
民
の
意
思
に
よ
る
選
挙
を
／

沖
縄
連
が
要
請
書

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
８
・
２

東
京

沖
縄
問
題
解
決
国
民
運
動
連
絡
会

議
は
、
三
十
一
日
午
前
十
一
時
す
ぎ
総
理
大

臣
官
邸
記
者
ク
ラ
ブ
で
、
那
覇
市
会
議
員
の

選
挙
が
、
沖
縄
の
今
後
の
運
命
を
か
け
た
も

の
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
要
請
を
発
表
し

た
。那
覇
市
の
市
会
議
員
の
選
挙
は
、
い
よ
い

よ
終
盤
戦
に
入
り
ま
し
た
が
、
こ
の
選
挙
の

結
果
が
、
沖
縄
県
民
の
意
思
を
し
め
す
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
と
し
て
日
本
国
内
は
勿
論
の
こ

と
、
ア
メ
リ
カ
も
き
わ
め
て
大
き
な
関
心
を

し
め
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
と
も
県
民
の

い
つ
わ
ら
ざ
る
意
思
を
は
っ
き
り
と
那
覇
市

議
の
選
挙
に
反
映
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ど

う
か
日
本
国
民
が
、
み
な
さ
ん
の
背
後
に
あ

る
こ
と
を
信
じ
て
来
る
八
月
四
日
投
票
の
結

果
が
、
真
に
県
民
の
意
思
が
は
っ
き
り
と
し

め
さ
れ
る
よ
う
に
か
く
べ
つ
の
努
力
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
那
覇
市
を

守
る
こ
と
は
沖
縄
を
守
る
こ
と
で
あ
り
、
沖

縄
を
守
る
こ
と
は
日
本
を
守
る
こ
と
で
あ
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
要
請
書
は
三
十
一

日
よ
る
の
航
空
郵
便
で
教
職
員
会
、各
政
党
、

青
年
、
婦
人
団
体
な
ど
十
七
団
体
に
送
ら
れ

る
。

｜
社
　
説
｜

投
票
前
に
今
一
度
考
え
よ

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
８
・
４

那
覇
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
は
い
よ
い

よ
き
ょ
う
行
わ
れ
る
。
有
権
者
一
人
一
人
の

投
ず
る
票
に
よ
っ
て
明
日
か
ら
の
市
政
の
運

命
が
決
す
る
わ
け
で
、
那
覇
市
民
に
と
っ
て

き
ょ
う
八
月
四
日
は
き
わ
め
て
重
大
な
意
義

を
有
す
る
日
で
あ
る
。
こ
ん
ど
の
選
挙
が
沖

縄
全
島
は
い
う
に
及
ば
ず
、
本
土
な
ど
か
ら

も
注
目
さ
れ
関
心
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の

は
、
普
通
の
市
議
選
挙
と
ち
が
い
、
瀬
長
市

長
を
信
任
す
る
か
、
そ
れ
と
も
辞
め
て
も
ら

う
か
を
決
す
る
重
大
選
挙
だ
か
ら
で
あ
る
。

選
挙
戦
が
開
始
さ
れ
て
以
来
こ
の
二
十
日

間
、
瀬
長
派
、
反
瀬
長
派
、
中
間
派
の
三
派

は
そ
れ
ぞ
れ
市
民
の
支
持
を
得
ん
も
の
と
熾

烈
な
運
動
を
続
け
て
き
た
。
ほ
と
ん
ど
の
有

権
者
は
す
で
に
、
ど
の
派
を
支
持
し
誰
に
投

票
す
る
か
を
決
め
て
い
る
こ
と
と
思
う
が
、

き
ょ
う
、
投
票
を
す
る
前
に
、
こ
ん
ど
の
選

挙
の
意
義
、
こ
ん
ご
の
那
覇
市
政
は
ど
う
あ

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
か
を
今
一
度
し
っ
か
り
考

え
、
そ
し
て
投
票
に
臨
む
と
い
う
慎
重
さ
が

欲
し
い
。
そ
れ
ほ
ど
こ
の
選
挙
は
重
大
な
の

で
あ
る
。

こ
ん
ど
の
市
議
選
挙
は
、
瀬
長
市
長
が
前

市
議
会
か
ら
不
信
任
さ
れ
て
議
会
を
解
散
し

た
た
め
、
こ
ん
ど
は
市
民
が
直
接
瀬
長
市
長

へ
の
信
、
不
信
を
意
思
表
示
す
べ
く
行
わ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
市
民
有
権
者
が

ま
ず
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
な
ぜ

瀬
長
市
長
は
前
議
会
で
二
十
四
名
と
い
う
圧

倒
的
多
数

議
席
は
三
十

か
ら
不
信
任
さ

れ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
瀬
長
氏
が
那

覇
市
長
に
当
選
す
る
や
、
民
政
府
は
那
覇
市

へ
の
軍
補
助
金
を
打
ち
切
り
、
琉
銀
は
資
金

凍
結
、
融
資
拒
否
の
挙
に
出
、
た
め
に
瀬
長

市
長
就
任
以
来
都
市
計
画
事
業
は
ス
ト
ッ

プ
、
今
日
な
お
ほ
と
ん
ど
の
工
事
が
再
開
を

み
て
な
い
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
瀬
長
市
長
は
就
任
間
も
な
く
”
資
金
凍

結
は
実
質
的
に
解
け
つ
ゝ
あ
る
”
と
公
言
、

市
政
担
当
に
自
信
の
程
を
み
せ
て
三
月
市
議

会
は
乗
り
切
っ
た
も
の
の
、
六
月
の
新
年
度

予
算
議
会
に
は
、
打
ち
切
り
軍
補
助
金
、
琉

銀
の
拒
否
資
金
を
も
計
上
し
た
予
算
案
を
提

案
す
る
に
至
っ
て
、
市
議
会
は
瀬
長
市
長
を

不
信
任
し
た
の
で
あ
っ
た
。
瀬
長
市
長
が
新

年
度
予
算
提
案
に
当
っ
て
示
し
た
施
政
方
針

の
中
で
”
那
覇
市
の
財
源
は
市
の
経
常
費
を

償
う
程
度
の
も
の
で
し
か
な
い
”
と
い
っ
て
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い
る
こ
と
と
照
し
合
わ
せ
て
考
え
た
場
合
、

市
議
会
が
、”
瀬
長
氏
が
市
長
で
あ
る
間
は

那
覇
市
は
軍
補
助
、
銀
行
融
資
は
受
け
ら
れ

な
い
、
と
す
る
と
他
に
財
源
を
求
め
ら
れ
な

い
現
状
下
で
は
都
市
計
画
事
業
の
再
開
は
で

き
な
い
”
と
し
て
瀬
長
氏
に
市
長
不
適
任
の

ら
く
印
を
押
し
た
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
那
覇
市
前
議
会
は
瀬
長
市
長
を
不

信
任
し
て
解
散
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
ん

ど
は
市
議
選
挙
と
い
う
形
で
市
民
有
権
者
が

直
接
瀬
長
市
長
を
裁
く
番
が
来
た
の
で
あ

る
。
市
民
は
選
挙
戦
を
通
じ
瀬
長
派
、
反
瀬

長
派
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
十
分
見
た
り
聞
い

た
り
し
た
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
を
支
持
す
る

の
も
そ
れ
こ
そ
有
権
者
の
自
由
で
あ
り
、
何

も
の
に
も
左
右
さ
れ
ず
自
己
の
尊
い
権
利
を

行
使
す
べ
き
で
あ
る
が
、
た
だ
こ
の
際
有
権

者
が
忘
れ
て
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
こ
ん
ど
の
選

挙
の
持
つ
前
記
の
よ
う
な
重
大
意
義
で
あ

る
。
那
覇
市
の
復
興
繁
栄
、
そ
れ
か
ら
く
る

市
民
の
幸
福
を
確
保
す
る
に
は
い
ず
れ
を
選

ぶ
べ
き
か
、
こ
ん
ど
こ
そ
縁
故
や
情
実
に
か

ら
れ
る
こ
と
な
く
、
感
情
に
走
ら
ず
、
或
は

野
次
馬
気
分
の
無
責
任
な
投
票
な
ど
な
い
よ

う
有
権
者
の
一
人
一
人
が
市
政
へ
の
参
与
を

真
剣
に
考
え
、
し
っ
か
り
し
た
自
覚
の
も
と

に
厳
正
な
る
審
判
を
下
し
て
も
ら
い
た
い
。

さ
も
な
い
と
い
つ
ま
で
も
那
覇
市
政
は
安
定

せ
ず
、
従
っ
て
復
興
繁
栄
も
望
め
ず
そ
れ
が

市
民
個
々
の
生
活
に
響
い
て
く
る
の
み
で
な

く
、
対
外
的
に
は
那
覇
市
民
の
自
治
能
力
を

疑
わ
れ
る
結
果
と
も
な
り
か
ね
な
い
。

と
も
あ
れ
、
こ
ん
ご
の
那
覇
市
政
の
運
命

は
市
民
有
権
者
に
よ
っ
て
き
ょ
う
決
め
ら
れ

る
。
那
覇
市
に
繁
栄
を
も
た
ら
す
か
ど
う
か

は
一
に
か
ゝ
っ
て
有
権
者
の
自
覚
に
あ
る
。

投
票
の
前
に
今
一
度
、
こ
ん
ど
の
選
挙
の
意

義
、
こ
ん
ご
の
那
覇
市
政
は
ど
う
あ
ら
ね
ば

な
ら
な
い
か
を
静
か
に
考
え
、
冷
静
に
投
票

に
臨
む
こ
と
を
強
く
提
唱
し
た
い
。

広
告
／
投
票
の
心
得

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
８
・
４

一
、
投
票
し
な
い
こ
と
は
那
覇
市
を
共
産
党

に
売
り
渡
す
こ
と
で
す
。
何
を
お
い
て

も
投
票
し
ま
し
よ
う
。

二
、
那
覇
市
の
復
興
は
瀬
長
市
長
を
打
倒
す

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
那
覇
市
を

共
産
主
義
の
赤
い
手
か
ら
解
放
し
ま
し

よ
う
。

三
、
再
建
同
盟
の
勝
利
は
、
都
市
計
画
事
業

の
再
開
、
市
民
生
活
の
改
善
を
約
束
し

ま
す
。
こ
ぞ
つ
て
再
建
同
盟
の
候
補
者

を
支
持
し
ま
し
よ
う
。

一
九
五
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那
覇
市
政
再
建
同
盟

広
告
／
吾
々
は
今
度
こ
そ
判
断

を
あ
や
ま
ら
な
い

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
８
・
４

一
、
吾
々
は
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
理

論
と
実
際
が
全
然
か
け
は
な
れ
た
瀬
長
市
政

は
善
良
な
る
那
覇
市
民
の
生
活
の
危
険
を
増

大
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
現
実
を
否
定
す
る

政
治
は
生
活
と
つ
な
が
つ
て
い
な
い
。
単
な

る
英
雄
主
義
は
市
民
を
犠
牲
に
し
て
う
ち
た

て
ら
れ
る
。

一
、
瀬
長
市
政
は
都
市
計
画
の
実
施
を
ス

ト
ッ
プ
さ
せ
た
。
そ
し
て
失
業
者
は
続
出
し

た
。

吾
々
タ
ク
シ
ー
業
に
従
事
す
る
者
は

道
路
が
良
く
な
る
事
を
の
ぞ
ん
で
い
る
が
、

反
対
に
ど
ん
ど
ん
悪
く
な
つ
て
い
く
の
で
愛

車
は
維
持
費
が
高
く
な
り
寿
命
が
ち
ゞ
ま
る

稼
ぎ
は
落
ち
る
し
家
族
を
不
安
に
追
い
込
み

行
く
先
に
は
貧
乏
が
待
つ
て
い
る
。
一
つ
と

し
て
い
い
こ
と
は
な
い

一
、
瀬
長
市
政
は

タ
ク
シ
ー
業

の
吾
々

が
貧
乏
に
な
る
こ
と
を
の
ぞ
ん
で
い
る
。
そ

し
て
そ
れ
等
の
者
を
だ
ま
し
自
分
の
支
持
者

に
す
る
こ
と
を
計
算
に
入
れ
て
い
る
。

一
、
瀬
長
市
政
は
那
覇
市
民
た
る
吾
々
の
た

め
の
市
政
で
な
く
自
己
の
地
盤
を
ひ
ろ
げ
る

た
め
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
だ
。
吾
々
同

志
は
彼
の
市
長
就
任
が
那
覇
の
た
め
沖
縄
の

た
め
で
な
い
こ
と
を
確
認
し
絶
対
容
認
出
来

な
い
。

一
、
吾
々
は
那
覇
市
政
再
建
同
盟
に
協
調
し

明
る
い
那
覇
市
の
建
設
に
努
力
し
よ
う
。

一
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那
覇
市
の
選
挙
結
果
に
思
う

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
８
・
６

那
覇
市
の
議
員
選
挙
が
す
ん
だ
。
そ
し
て

結
果
も
わ
か
っ
た
。

六
月
十
六
日
那
覇
市
会
は
瀬
長
市
長
の
不

信
任
案
を
可
決
、
こ
れ
に
対
し
て
同
市
長
は

信
を
市
民
に
問
う
た
め
市
会
を
解
散
、
か
く

て
選
挙
は
内
外
の
異
常
な
注
目
を
集
め
て
四

日
投
票
、
五
日
開
票
、
結
果
は
定
員
三
十
名

の
う
ち
瀬
長
支
持
十
二
名
、不
信
任
十
七
名
、

中
立
一
名
と
出
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
市
民

の
審
判
は
一
応
過
半
数
が
瀬
長
市
長
を
不
信

任
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
市
会
定
員
の
三
分

の
一
以
上
を
獲
得
し
た
瀬
長
市
長
は
辞
職
す

る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
市
政
に
携
っ
て
い

け
る
と
い
う
答
で
あ
る
。

今
回
の
選
挙
を
か
え
り
み
る
と
、
ま
ず
那

覇
市
に
お
け
る
選
挙
と
し
て
、
今
回
以
上
に

市
民
の
関
心
を
高
め
た
選
挙
は
過
去
に
お
い

て
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
従
来
の
投
票
率
は

大
体
七
〇
％
以
内
で
あ
っ
た
の
が
、
こ
ん
ど

は
雨
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
七
二
％
の
高
率

を
示
し
た
事
実
に
よ
っ
て
も
そ
の
関
心
の
深
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さ
が
知
れ
る
と
い
う
も
の
。
し
か
も
、
選
挙

運
動
に
お
い
て
も
、
社
大
党
の
脱
党
組
中
心

に
那
覇
市
政
再
建
同
盟
が
結
成
さ
れ
政
界
の

保
守
派
と
組
ん
で
瀬
長
追
放
の
組
織
的
布
陣

が
み
ら
れ
た
し
、
一
方
、
人
民
党
、
社
大
党

が
協
力
し
て
瀬
長
支
持
の
民
主
々
義
擁
護
連

絡
会
議
が
設
け
ら
れ
、
こ
れ
ま
た
組
織
的
な

活
動
が
み
ら
れ
た
。
そ
し
て
前
者
は
共
産
主

義
者
に
那
覇
市
を
売
る
な
、
都
計
事
業
の
再

開
、
市
民
生
活
向
上
、
後
者
は
権
力
と
金
力

の
排
除
、
祖
国
復
帰
、
軍
用
地
問
題
の
四
原

則
貫
徹
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ

て
市
民
に
訴
え
、
こ
こ
に
保
守
、
革
新
の
対

決
の
様
相
を
呈
し
て
激
し
く
戦
わ
れ
た
の
で

あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
選
挙
と
し
て
は
比
較
的

は
っ
き
り
し
た
課
題
が
市
民
の
前
に
提
起
さ

れ
、
且
つ
二
者
択
一
を
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る

か
ら
、
四
万
五
千
余
の
一
票
一
票
も
従
来
の

そ
れ
と
は
違
い
所
謂
判
決
の
た
め
の
も
の
で

あ
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
今

回
の
選
挙
結
果
は
、
単
に
那
覇
市
政
に
対
す

る
市
民
の
政
治
関
心
に
止
ま
ら
ず
、
広
く
琉

球
政
治
の
在
り
方
に
関
連
し
た
市
民
の
批
判

と
も
み
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。

選
挙
結
果
を
み
て
、
感
想
も
い
ろ
い
ろ
あ

ろ
う
が
、
ま
ず
不
信
任
派
が
二
十
九
名
も
の

大
量
候
補
者
を
出
し
て
票
を
食
い
合
っ
た
こ

と
は
何
時
も
の
こ
と
な
が
ら
不
得
策
だ
っ
た

と
指
摘
さ
れ
よ
う
。
こ
の
点
、
十
三
名
に
し

ぼ
っ
た
信
任
派
は
選
挙
上
手
と
い
う
か
、
瀬

長
市
政
を
守
る
ギ
リ
ギ
リ
の
線
を
確
保
す
る

に
集
中
作
戦
の
態
勢
が
と
れ
た
と
い
え
る
。

去
る
市
長
選
挙
の
二
の
舞
い
を
保
守
派
は
敢

え
て
繰
り
返
し
た
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
結
果
は
、
革
新
勢
力
が
相
当
進
出
し
て

き
た
こ
と
も
否
定
で
き
ま
い
。
そ
の
得
票
数

の
増
加
、
ま
た
二
十
四
に
対
し
て
六
の
議
席

が
一
躍
倍
の
十
二
に
な
っ
た
事
実
、
保
守
の

根
強
さ
も
、
こ
れ
で
ぐ
ら
つ
い
て
き
た
と
い

う
感
じ
で
あ
る
。
反
面
、
市
民
の
多
数
が
主

張
の
は
っ
き
り
し
な
い
中
間
派
を
厳
し
く
批

判
し
て
い
る
の
も
注
目
さ
れ
る
点
で
あ
ろ

う
。と
こ
ろ
で
市
民
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
こ

と
は
、
こ
の
選
挙
結
果
に
よ
っ
て
、
今
後
の

市
政
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
市
会
は
依
然
、
瀬
長
市
長
を

不
信
任
す
る
議
員
が
過
半
数
を
占
め
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
瀬
長
市
政
の
与
党
勢
力
が
今

ま
で
よ
り
強
く
な
っ
た
こ
と
は
、
い
よ
い
よ

市
政
を
混
線
と
混
乱
に
導
く
要
素
と
な
り
か

ね
な
い
。
と
い
う
の
は
数
的
な
双
方
の
接
近

は
市
政
に
政
治
的
対
立
を
激
化
さ
せ
、
困
難

な
政
情
を
か
も
す
も
の
と
し
て
、
一
層
複
雑

な
形
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
那
覇

市
政
は
、
混
乱
か
、
停
滞
か
、
そ
の
ど
ち
ら

か
に
お
ち
入
る
危
険
に
逢
着
し
た
と
み
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

市
会
に
お
け
る
分
野
と
そ
れ
に
よ
る
市
政

の
運
営
と
い
う
問
題
よ
り
な
お
重
要
な
こ
と

は
、
軍
・
民
両
政
府
当
局
或
い
は
金
融
機
関

な
ど
か
ら
見
放
さ
れ
て
い
る
瀬
長
市
長
の
居

す
わ
り
で
、
市
民
は
ど
う
市
政
に
活
路
を
見

出
す
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
瀬
長
市
政

に
対
す
る
周
囲
の
非
協
力
が
、
市
民
の
審
判

を
尊
重
し
て
く
れ
る
な
ら
、
ス
ト
ッ
プ
し
て

い
る
都
計
事
業
も
再
開
し
、
市
政
の
不
安
定

も
幾
ら
か
軽
く
な
ろ
う
け
れ
ど
も
、
選
挙
前

よ
り
も
強
く
な
っ
た
瀬
長
勢
力
に
い
よ
い
よ

非
協
力
の
蓋
を
閉
じ
る
と
な
れ
ば
那
覇
の
建

設
は
前
途
暗
タ
ン
た
る
も
の
と
言
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
自
ら
招
い
た
結
果
と
諦
め
る
こ
と

で
よ
い
か
ど
う
か
。
建
設
期
の
一
年
は
普
通

の
四
、
五
年
に
匹
敵
す
る
こ
と
を
思
え
ば
、

こ
の
面
か
ら
は
、
那
覇
市
に
と
っ
て
決
し
て

今
回
の
選
挙
結
果
を
手
放
し
で
歓
迎
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
瀬
長
市
政
に
し
て

も
、
い
つ
ま
で
も
保
守
派
に
対
す
る
批
評
家

で
あ
っ
た
り
、
権
力
や
金
力
へ
の
抵
抗
戦
士

然
と
し
て
は
お
れ
ま
い
し
、
そ
れ
は
許
さ
れ

る
べ
き
こ
と
で
も
な
い
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
を

ど
う
収
拾
す
る
か
、
全
市
民
は
自
ら
の
責
任

に
お
い
て
難
局
に
直
面
し
た
こ
と
を
認
識
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
。

沖
縄
の
現
実
は
、
そ
れ
を
好
む
好
ま
ざ
る

に
か
か
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
積
極
的
ま
た

は
消
極
的
援
助
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
従

来
に
照
し
、
今
回
の
那
覇
市
の
選
挙
結
果
は
、

そ
れ
を
受
け
得
る
可
能
性
を
益
々
薄
く
し
た

と
い
え
る
。
世
界
や
日
本
や
沖
縄
の
運
命
、

自
分
の
階
級
の
利
害
と
い
っ
た
大
き
な
こ
と

だ
け
で
な
く
、
市
や
産
業
や
企
業
や
個
人
の

利
害
や
感
情
が
、

健
全
な
市
政

を
望
む

限
り
に
お
い
て
、
那
覇
市
の
今
後
が
大
い
に

関
心
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

解
説
／
制
約
の
な
い
”
市
会
招

集
権
”
／
行
政
府
自
治
法
の

一
部
改
正
勧
告

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
８
・
６

開
票
の
結
果
、
瀬
長
市
長
の
不
信
任
が
危
ぶ

ま
れ
る
に
至
り
、
内
政
局
行
政
課
で
は
、
法

的
関
係
に
就
て
の
研
究
を
始
め
て
い
る
。
問

題
の
議
員
数
三
分
の
二
以
上
に
つ
い
て
も
、

金
丸
三
郎
著
の

地
方
自
治
精
義

な
ど
を

も
と
に
し
て
検
討
を
加
え
て
い
る
が
、
ど
う

い
っ
た
積
算
基
礎
か
ら
三
分
の
二
が
割
出
さ

れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
だ
。

こ
の

三
分
の
二

は
本
土
の
自
治
法
の
規

定
を
そ
の
ま
ま
採
り
入
れ
た
も
の
で
、
不
信

任
議
決
は
、
特
別
議
決
と
し
て
の
最
重
要
案

件
で
あ
り
、
過
半
数
で
は
全
体
の
意
思
を
十

分
に
反
映
で
き
な
い
の
で
、
多
数
の
意
思
を

反
映
す
る
と
い
う
主
旨
か
ら

三
分
の
二
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と
規
定
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
法
的
な
計
算
基

礎
は
ば
く
然
と
し
て
い
る
。

な
お
議
会
の
招
集
権
は
市
町
村
長
の
み
に
そ

の
権
限
が
あ
り
、
こ
ん
ど
の
場
合
も
瀬
長
市

長
が
招
集
し
な
け
れ
ば
開
会
で
き
な
い
。
勿

論
議
会
側
か
ら
の
要
求

定
数
の
四
分
の
一

以
上

が
あ
れ
ば
、
市
長
は
招
集
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
場
合
現
行
法
で
は
、

招
集
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

と
い
う
だ
け
で
、
そ
の
日
限

が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
市
長
権
限
で

招
集
を
何
時
ま
で
も
延
期
す
る
こ
と
が
で

き
、
不
確
定
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

で
本
土
で
は
、
不
信
任
さ
れ
る
議
会
勢
力
か

ら
、
そ
の
市
議
会
招
集
を
、
市
長
任
期
ま
で

引
延
ば
し
た
と
い
う
事
例
も
あ
る
と
い
わ
れ

る
。
そ
う
い
っ
た
実
情
か
ら
、
行
政
局
で
は

こ

の
よ
う
な
市
町
村
長
権
限
は
市
町
村
議
会
の

職
務
権
限
を
侵
害
す
る
。
そ
の
結
果
は
市
町

村
自
治
を
混
乱
さ
せ
る

と
い
う
理
由
で
、

自
治
法
を

招
集
の
請
求
が
あ
っ
た
時
か
ら

十
日
以
内
に
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
日
限
を
定
め
る
こ
と
に
改
正
、
す
で
に
立

法
院
に
立
法
勧
告
し
て
い
る
。

つ
ぎ
は
金
丸
三
郎
著
の
「
自
治
法
精
義
」

か
ら
の
抜
す
い

不
信
任
議
決
が
、
一
般
の
議
事
及
び
議
決
の

定
足
数
以
上
の
特
別
多
数
を
必
要
と
さ
れ
て

い
る
の
は
、不
信
任
議
決
の
重
要
性
に
鑑
み
、

そ
の
手
続
き
を
慎
重
な
ら
し
め
、
そ
の
濫
用

を
防
止
せ
ん
と
す
る
趣
旨
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
議
員
数
三
分
の
二
と
は
、
議
長
を
含
む

現
在
議
員
の
三
分
の
二
で
、
そ
の
四
分
の
三

と
は
議
長
を
含
む
出
席
議
員
の
四
分
の
三
と

解
し
、
議
長
に
も
表
決
権
を
認
む
べ
き
も
の

と
考
え
る
。
議
長
に
表
決
権
が
与
え
ら
れ
な

い
も
の
は
可
否
同
数
の
場
合
、
議
長
に
裁
決

を
行
わ
し
め
る
た
め
で
あ
り
、
不
信
任
決
議

の
よ
う
な
特
別
多
数
を
要
求
さ
れ
る
場
合
に

は
、
裁
決
権
を
与
え
る
余
地
が
な
い
の
で
、

当
初
か
ら
表
決
権
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。

那
覇
市
議
選
の
結
果
に
／
本
土

沖
縄
関
係
者
の
声

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
８
・
６

東
京
総
局
発

那
覇
市
会
選
挙
の
結
果
に

つ
い
て
の
、
東
京
に
お
け
る
沖
縄
関
係
者
の

声
は
次
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
声
は
、
午

後
五
時
三
十
分
、
Ａ
Ｐ
電
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
国
際

電
話
に
よ
る

瀬
長
派
十
二
議
席
、
中
立
一

議
席
、
反
瀬
長
派
十
議
席

の
中
間
情
報
に

よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

伊
江
朝
助
氏

別
に
、
那
覇
市
会
選
挙
に
関

心
は
も
た
な
い
が
、
瀬
長
派
か
ら
十
二
名
も

出
た
こ
と
は
、
瀬
長
派
に
と
っ
て
大
成
功
で

あ
ろ
う
。
ま
た
不
信
任
派
を
は
じ
め
と
す
る

主
流
派
や
現
地
米
軍
当
局
に
と
っ
て
は
、
大

き
な
脅
威
で
あ
ろ
う
。
当
間
主
席
も
心
配
だ

ろ
う
。
反
瀬
長
派
が
あ
れ
だ
け
の
援
護
を
得

な
が
ら
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
重
大

問
題
と
思
う
。
わ
た
し
の
予
想
と
し
て
は
十

名
内
だ
と
思
っ
て
い
た
。
現
地
米
軍
の
妙
な

干
渉
も
影
響
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

吉
田
嗣
延
氏

南
方
同
胞
援
護
会
事
務
局
長

那
覇
市
民
の
選
挙
の
結
果
だ
か
ら
、
尊
重

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
那
覇
市
政
の
重

要
性
を
認
識
し
て
単
な
る
対
立
や
闘
争
の
た

め
の
政
治
で
は
な
く
、
市
政
の
再
建
と
い
う

こ
と
に
、
市
民
の
良
識
を
は
た
ら
か
し
て
も

ら
い
た
い
。

神
山
政
良
氏

東
京
沖
縄
県
人
会
長

こ

の
前
の
市
長
選
挙
で
、
瀬
長
市
長
が
当
選
し

た
時
と
同
じ
よ
う
な
感
想
だ
。
そ
の
時
と
同

様
に
、
米
軍
の
土
地
政
策
や
、
那
覇
市
都
計

に
対
す
る
資
金
凍
結
に
対
す
る
市
民
の
不
満

の
表
わ
れ
で
住
民
の
無
言
の
抵
抗
だ
と
思

う
。
沖
縄
の
人
は
、
元
来
、
左
右
と
も
両
極

端
を
嫌
う
お
と
な
し
い
性
格
の
持
主
だ
。
米

軍
は
、
瀬
長
を
共
産
か
ぶ
れ
し
て
い
る
と
い

う
が
、
か
り
に
個
人
的
に
そ
う
で
あ
っ
た
と

し
て
、
そ
の
思
想
に
共
鳴
し
た
と
い
う
よ
り

は
、
こ
れ
ま
で
住
民
の
、
い
い
た
く
し
て
い

え
な
か
っ
た
こ
と
を
、
ア
メ
リ
カ
に
い
っ
て

い
る
と
い
う
点
で
、
瀬
長
へ
の
共
感
が
生
み

だ
し
た
結
果
だ
と
思
う
。
都
計
工
事
の
中
止

も
、
彼
個
人
の
責
任
で
は
な
く
外
部
の
圧
迫

に
あ
る
ん
だ
と
判
断
し
、
ま
た
汚
職
の
摘
発

が
ま
す
ま
す
瀬
長
市
長
へ
の
共
感
を
深
め
た

の
だ
ろ
う
。
希
望
し
た
い
の
は
、
ア
メ
リ
カ

軍
当
局
も
、
那
覇
市
の
現
実
に
対
し
、
こ
れ

ま
で
の
政
策
を
卒
直
に
反
省
し
て
も
ら
い
た

い
。
ま
た
瀬
長
市
長
は
、
市
民
全
体
の
立
場

か
ら
、
言
動
に
も
っ
と
慎
重
な
態
度
が
の
ぞ

ま
し
い
。

総
評
小
山
政
治
部
長

今
度
の
市
議
選
挙
は
、

単
な
る
沖
縄
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
日
本

国
民
、
本
土
に
も
直
接
関
係
の
あ
る
問
題
で

あ
る
と
し
て
注
目
し
援
助
も
し
て
き
た
。
そ

れ
は
、
沖
縄
が
ナ
イ
キ
基
地
化
、
原
水
爆
基

地
化
さ
れ
る
な
ら
、
日
本
を
ふ
く
め
て
ア
ジ

ア
の
人
民
に
と
っ
て
重
大
な
関
係
を
も
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
今
後
と
も
、

原
水
爆
基
地
化
の
動
き
を
と
め
る
た
め
の
戦

い
を
強
化
し
て
い
く
つ
も
り
で
い
る
が
、
瀬

長
市
長
信
任
の
結
果
が
出
さ
れ
た
こ
と
は
、

那
覇
市
民
が
原
爆
基
地
化
反
対
の
橋
頭
堡
を

築
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
思

う
。
今
後
瀬
長
市
長
に
対
す
る
圧
迫
は
、
ま

す
ま
す
強
化
さ
れ
る
状
態
が
考
え
ら
れ
る
の

で
、
そ
れ
を
阻
止
し
、
瀬
長
市
政
を
守
っ
て

行
く
た
め
の
戦
い
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

全
学
連
香
山
委
員
長

こ
の
選
挙
戦
の
勝
利

は
、県
民
の
意
思
を
尊
重
し
て
戦
っ
た
人
民
、

社
大
両
党
の
努
力
の
結
果
で
あ
り
両
党
に
対

し
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
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の
勝
利
は
、沖
縄
県
民
が
原
爆
基
地
化
反
対
、

祖
国
復
帰
の
実
現
を
要
望
す
る
意
思
の
表
わ

れ
だ
と
思
う
。

瀬
長
派
の
勝
利
に
／
総
評
か
ら
激
励
文

東
京
総
局
発

総
評
で
は
、
去
る
三
月
か

ら
、
杉
並
区
公
会
堂
で
定
期
大
会
を
開
催
中

で
あ
る
が
、
第
三
日
目
の
五
日
、
午
後
五
時

那
覇
市
議
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
、
緊
急
動

議
を
提
出
、
社
大
、
人
民
両
党
に
次
の
よ
う

な
激
励
文
を
お
く
る
こ
と
を
満
場
一
致
で
可

決
し
た
。

選
挙
の
結
果
、
瀬
長
さ
ん
を
守
る
勢
力
が

大
勝
し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま

す
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
大
会
で
み
な
さ
ん
の

戦
い
を
自
か
ら
の
戦
い
と
し
て
守
っ
て
い
く

こ
と
を
決
議
し
ま
す
。
ど
う
か
最
後
ま
で
統

一
と
団
結
の
力
で
原
水
爆
に
反
対
す
る
戦
い

を
続
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す

な
お
こ
の
日
、
全
学
連
で
社
大
、
人
民
両
党

に
激
励
電
報
を
送
り
、原
水
協
派
遣
壮
行
会
、

日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
で
も
瀬
長
市
長
あ

て
激
励
電
報
を
送
っ
た
。

新
那
覇
市
会
に
注
文

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
８
・
６

内
外
注
目
の
う
ち
に
那
覇
の
新
市
会
は
生
れ

た
。
信
任
派
十
二
名
、
不
信
任
派
十
七
名
、

中
間
派
一
名
、
と
い
う
顔
ぶ
れ
。
い
わ
ゆ
る

当
局
派
は
三
名
か
ら
十
二
名
に
大
き
く
伸
び

た
と
は
言
え
、
反
当
局
の
不
信
任
派
が
依
然

過
半
数
を
制
し
て
い
る
。
だ
が
不
信
任
派
と

し
て
も
目
的
を
達
す
る
に
は
足
り
な
い
勢

力
、
そ
こ
で
早
く
も
新
議
会
の
不
安
定
性
が

心
配
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
て
こ
の
新
選
良
に

市
民
は
何
を
望
ん
で
い
る
か
。

ウ
ソ
の
な
い
政
治
を
／
都
計
を
一
日
も

早
く

婦
連

大
き
な
意
味
で
自
重
し
て
も
ら
い

た
い
。
と
に
か
く
同
盟
の
か
た
が
た
と
も
政

策
面
で
あ
ゆ
み
よ
り
、
話
せ
ば
解
る
市
長
で

あ
っ
て
も
ら
い
た
い
。
こ
れ
か
ら
の
大
き
な

問
題
は
都
市
計
画
だ
が
、
政
府
と
も
よ
く
話

し
あ
い
政
策
を
お
し
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

今
後
の
な
ご
や
か
な
市
建
設
を
大
い
に
期
待

し
て
い
る
。

商
工
会
議
所
松
川
事
務
局
長
の
話

民
政
府
や
琉
球
政
府
か
ら
瀬
長
氏
は
、
思
わ

し
く
い
わ
れ
て
な
い
の
で
、
市
長
信
任
派
が

三
分
の
一
以
上
を
か
く
得
し
た
と
い
う
こ
と

は
、
今
後
の
那
覇
市
会
を
ま
す
ま
す
混
乱
さ

せ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く

那
覇
市
の
復
興

都
市
計
画

は
、
政
府
の

補
助
な
く
し
て
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
運
ば
な
い

と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
新
議
員
に
望

む
こ
と
は
、
現
在
ほ
っ
た
ら
か
さ
れ
て
い
る

タ
ー
ミ
ナ
ル
、
公
園
な
ど
の
都
計
を
一
日
も

早
く
始
め
て
も
ら
い
た
い
。

学
生
Ａ
君
（
二
二
）
最
低
十
一
名
の
瀬
長

派
当
選
を
予
想
し
て
い
た
が
そ
の
通
り
に
行

き
ま
し
た
。
も
う
事
な
か
れ
主
義
の
時
代
は

去
り
、
沖
縄
も
革
新
の
時
代
に
め
ざ
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
十
二
の
議
席
獲
得
で
弾

圧
が
加
わ
る
と
し
た
ら
、
か
え
っ
て
住
民
は

反
撥
す
る
で
し
ょ
う
。
嘘
の
な
い
正
直
な
政

治
を
や
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

労
組
役
員
Ｃ
氏

過
半
数
を
制
し
た
の
で

は
な
い
か
ら
、
公
約
の
完
全
な
履
行
は
む
つ

か
し
い
だ
ろ
う
が
十
二
議
員
と
瀬
長
市
長
は

市
民
の
福
祉
に
大
き
な
責
任
を
負
う
て
い

る
。
瀬
長
市
長
が
市
政
を
担
当
し
て
い
る
か

ら
、労
働
者
や
中
小
企
業
団
体
は
か
え
っ
て
、

苦
し
い
立
場
に
追
い
こ
ま
れ
て
る
こ
と
も
よ

く
聞
か
れ
る
が
、
労
働
者
の
為
に
十
分
な
対

策
を
取
っ
て
も
ら
い
た
い
。我
々
労
働
者
は
、

瀬
長
市
政
が
、
市
民
を
裏
切
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
建
設
的
な
批
判
を
た
た

き
つ
け
る
だ
ろ
う
。

公
務
員
Ｋ
さ
ん
（
三
五
）
同
盟
支
持
の
私

か
ら
考
え
れ
ば
信
任
派
の
進
出
は
最
も
残
念

な
事
だ
が
、
仕
方
が
な
か
っ
た
と
言
う
外
は

な
い
、
同
盟
も
、
も
っ
と
力
を
合
わ
せ
て
動

く
べ
き
だ
っ
た
。

開
票
事
務
け
さ
四
時
ま
で
か
か

る
／
疑
問
票
に
一
喜
一
憂
／

喜
久
山
氏
30
位
に
滑
り
こ
む

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
８
・
６

那
覇
市
議
選
挙
の
開
票
は
、
五
日
あ
さ
九
時

か
ら
始
め
ら
れ
、
夜
半
十
二
時
前
後
に
は
当

落
の
判
定
は
ほ
ぼ
決
定
し
た
が
、
最
後
の
三

十
位
を
め
ぐ
っ
て
喜
久
山
朝
重
氏
と
長
嶺
将

真
氏
と
が
、
は
げ
し
く
セ
リ
合
い
つ
め
か
け

た
四
、
五
十
名
の
関
係
者
を
一
喜
一
憂
さ
せ

た
。と
こ
ろ
が
十
二
時
半
ご
ろ
か
ら
疑
問
票
の

点
検
に
入
る
と
、
こ
れ
ま
で
当
選
圏
外
に

あ
っ
た
上
原
義
広
、
上
原
永
盛
の
両
氏
が

浮
き
上
り
、
四
氏
の
間
で
激
し
い
セ
リ
合

い
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
選
挙
立
会
人
で
も
慎
重
を
期
し
午

前
四
時
二
十
分
ま
で
か
か
っ
て
や
っ
と
点
検

を
終
え
た
が
、
喜
久
山
朝
重
氏
が
七
百
九
十

票
と
な
り
、
次
点
の
上
原
義
広
氏

七
百
八

十
七
票

を
三
票
の
差
で
押
え
当
選
と
な
っ

た
。喜
久
山
氏
と
最
後
ま
で
や
り
合
っ
て
い
た

長
嶺
氏
は
、
立
会
人
の
点
検
で

ソ
シ
ン

と
の
み
記
入
さ
れ
た
十
三
票
が
発
見
さ

れ
、
石
原
昌
進
氏
と
両
方
に
通
ず
る
も
の

と
し
て
無
効
に
さ
れ
た
た
め
、
七
百
八
十

二
票
に
減
り
三
十
二
位
に
落
ち
た
。

△
有
権
者
数
　
六
二
、
九
三
九

一
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△
投
票
総
数
　
四
五
、
四
七
六

△
有
効
票
　
　
四
四
、
二
五
六

△
無
効
票
　
　
　
一
、
二
二
四

△
投
票
率
　
　
七
二
・
二
％

無
効
票
の
千
二
百
二
十
四
票
は
△
候
補
者
名

が
確
認
し
え
な
い
も
の
九
百
七
十
票
△
候
補

者
で
な
い
も
の
の
名
前
を
書
い
た
も
の
九
十

一
票
△
候
補
者
名
の
ほ
か
に
他
の
こ
と
を
書

い
た
も
の
五
十
一
票
△
正
規
の
用
紙
を
使
わ

な
い
も
の
十
五
票
△
雑
字
記
入
四
十
四
票
△

白
票
五
十
三
票
と
な
っ
て
い
る
。
候
補
者
以

外
の
名
前
に
は
瀬
長
亀
次
郎
氏
の
名
前
が
ほ

と
ん
ど
を
し
め
て
い
た
が
、
候
補
者
名
の
ほ

か
に
自
分
の
名
前
を
書
い
た
り
”
頑
張
れ
”

と
書
い
て
せ
っ
か
く
の
一
票
を
無
効
に
し
た

の
も
あ
っ
た
。

当
選
者

（
確
定
票
数
）

兼
次
　
佐
一
　

民

二
、
九
九
二

真
栄
田
義
晃
　

〃

二
、
〇
二
四

仲
宗
根
梶
雄
　

同

一
、
六
三
〇

平
良
真
次
郎
　

無

一
、
四
〇
七

島
袋
　
嘉
順
　

民

一
、
三
七
〇

比
嘉
朝
四
郎
　

同

一
、
三
五
七

赤
嶺
　
一
男
　

〃

一
、
三
四
六

石
原
　
昌
進
　

民

一
、
三
二
三

瀬
名
波
　
栄
　

〃

一
、
二
八
四

久
高
　
友
敏
　

〃

一
、
二
五
七

仲
松
　
庸
全
　

〃

一
、
二
四
九

儀
武
　
息
睦
　

〃

一
、
二
三
八

宮
城
　
　
実
　

同

一
、
二
一
四

渡
口
　
麗
秀
　

〃

一
、
二
〇
九

宮
城
清
三
郎
　

民

一
、
一
一
〇

高
良
　
　
一
　

同

一
、
〇
〇
一

上
原
　
文
吉
　

民

九
九
一

大
山
　
盛
幸
　

同

九
五
八

浦
崎
　
康
華
　

民

九
五
六

高
良
　
清
二
　

同

九
五
一

渡
口
　
政
行
　

〃

九
一
四

新
垣
　
松
助
　

〃

八
九
三

崎
山
　
喜
達
　

民

八
九
〇

備
瀬
　
知
良
　

同

八
六
六

辺
野
喜
英
興
　

〃

八
五
七

糸
数
　
昌
剛
　

〃

八
四
八

宮
里
　
敏
慶
　

〃

八
四
三

玉
那
覇
有
義
　

〃

八
一
〇

比
嘉
　
佑
直
　

〃

八
〇
一

喜
久
山
朝
重
　

〃

七
九
〇

｜
以
上
当
選
｜

次
点

上
原
　
義
広
　

同

七
八
七

｜
社
　
説
｜

那
覇
市
議
選
挙
は
何
を
齎
ら
し

た
か
沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
８
・
７

沖
縄
の
、
今
の
姿
を
保
守
と
革
新
の
対
立

と
い
う
こ
と
で
、
す
べ
て
を
割
り
き
っ
て
判

断
し
て
し
ま
う
の
は
危
険
だ
ろ
う
。
内
外
の

注
目
を
あ
つ
め
た
那
覇
市
議
選
は
、
結
果
と

し
て
瀬
長
市
長
を
信
任
す
る
民
連
側
が
よ
く

押
し
て
十
二
名
の
議
席
を
確
保
し
た
の
に
対

し
、
再
建
同
盟
は
希
望
ど
お
り
の
二
十
名
を

獲
得
で
き
ず
、
そ
の
狙
い
と
す
る
市
長
不
信

任
は
、
実
際
上
法
的
に
は
不
可
能
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

つ
ま
り
、
言
い
か
え
る
と
、
現
状
を
冷
静

に
眺
め
る
と
、
市
民
の
大
多
数
は
、
瀬
長
市

長
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
と
い
う
態
度
を
示
し

て
い
る
の
だ
が
、
同
時
に
多
く
の
票
は
反
対

の
市
長
信
任
派
に
握
ら
れ
る
と
い
う
一
見
矛

盾
し
た
様
相
を
呈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
ん
ど
の
選
挙
は
、
大
衆
市
民
の
意
識
の

め
ざ
め
が
大
い
に
物
を
い
っ
た
の
だ
と
い
う

見
方
や
、
ア
メ
リ
カ
の
、
こ
れ
ま
で
に
と
っ

た
施
政
へ
の
回
答
が
、
市
民
の
意
志
に
よ
っ

て
、
こ
ん
ど
の
投
票
に
は
っ
き
り
示
さ
れ
た

と
い
う
、
考
え
方
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
瀬

長
市
長
追
い
出
し
に
躍
起
と
な
っ
た
あ
げ

く
、
再
建
同
盟
が
、
ム
リ
な
運
動
を
や
っ
た

為
の
、
一
種
の
逆
効
果
を
生
ん
で
し
ま
っ
た

の
だ
、
と
い
う
観
測
も
し
き
り
に
行
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
ど
っ
ち
が
果
し
て
当
を
得
た
も

の
か
、
わ
か
ら
な
い
が
、
確
か
に
、
革
新
派

の
旧
に
倍
す
る
進
出
ぶ
り
は
、
今
後
大
き
な

問
題
を
沖
縄
の
政
治
に
投
げ
か
け
た
こ
と
は

ま
ち
が
い
な
い
だ
ろ
う
。

こ
ん
ど
の
選
挙
の
ば
あ
い
は
、
民
連
と

い
っ
て
も
、
そ
の
バ
ッ
ク
に
、
人
民
党
と
い

う
政
党
が
あ
っ
て
活
動
力
を
発
揮
し
た
こ
と

は
、
一
方
、
再
建
同
盟
と
い
う
団
体
が
、
一

部
財
界
筋
の
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
下
、

働
き
か
け
た
こ
と
と
同
様
、
か
く
し
お
お
え

な
い
公
然
の
秘
密
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
、
こ

の
両
派
は
、
た
が
い
に
日
本
本
土
と
巧
み
な

連
携
を
保
ち
な
が
ら
、
選
挙
を
援
護
し
カ

バ
ー
し
て
き
た
こ
と
も
衆
知
の
事
実
で
あ
っ

た
。こ
う
な
る
と
、
那
覇
市
は
、
当
然
那
覇
の

市
民
有
権
者
の
考
え
方
だ
け
に
ゆ
だ
ね
ら
れ

ず
に
、
他
か
ら
の
示
唆
や
、
働
き
掛
け
を
ぜ

ん
ぜ
ん
意
識
し
な
い
で
、
自
分
の
信
ず
る
と

お
り
の
投
票
が
で
き
な
か
っ
た
と
、
客
観
的

に
は
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

と
同
時
に
、
意
識
票
と
か
、
無
意
識
票
と

か
い
う
の
も
、分
析
し
て
み
な
い
こ
と
に
は
、

一
概
に
そ
れ
と
片
付
け
ら
れ
る
ほ
ど
、
こ
と

は
簡
単
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
ん
ど
の

選
挙
の
結
果
は
、
一
面
で
は
革
新
派
の
勝
利

だ
と
い
え
る
が
、
半
面
で
は
選
挙
民
自
体
の

政
治
的
訓
練
の
未
熟
さ
ぶ
り
も
発
揮
し
た
と

い
え
そ
う
で
あ
る
。

当
間
主
席
を
は
じ
め
、
一
応
沖
縄
の
行
政

権
を
担
う
人
た
ち
は
、
那
覇
市
議
選
の
結
果

に
つ
い
て
は
真
に
反
省
す
べ
き
だ
ろ
う
し
、
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よ
っ
て
も
っ
て
、
大
衆
の
心
理
を
掴
み
そ
こ

ね
た
と
い
う
政
治
上
の
技
術
や
施
策
と
い
う

点
で
も
、
一
つ
の
教
訓
を
引
き
出
せ
そ
う
で

あ
る
。
な
に
が
彼
ら
を
そ
う
さ
せ
た
か
。
保

守
派
に
と
っ
て
は
大
き
な
宿
題
で
あ
る
。

今
度
こ
そ
市
民
に
信
を
問
う

こ
の
よ
う
な
波
乱
を
招
い
て
成
立
し
た
那

覇
市
会
に
、
今
後
健
全
な
運
営
を
希
む
の
は

ム
リ
か
も
し
れ
な
い
が
、
民
主
主
義
の
ル
ー

ル
に
立
っ
て
選
ば
れ
た
市
会
が
、
た
と
え
前

途
に
難
航
を
予
期
し
て
も
、
自
治
法
の
範
囲

に
あ
っ
て
、
こ
れ
を
営
む
こ
と
は
当
然
で
あ

る
。当
面
の
問
題
と
し
て
は
、
瀬
長
市
長
に
対

す
る
”
不
信
任
”
を
再
度
下
す
に
当
っ
て
、

ど
う
な
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
行
政
府

で
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
法
的
研
究

自
治

法

を
始
め
て
い
る
。
そ
れ
は
現
行
法
規
が
、

市
長
の
市
会
招
集
権
に
関
し
て
、
制
約
が
な

い
と
い
う
点
や
、
市
町
村
議
会
の
権
限
を
侵

害
す
る
市
長
の
権
限
等
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
自
治
法
を
改
正
す
る
こ
と
は
、

不
安
定
な
那
覇
市
議
会
の
ち
か
い
将
来
の
運

営
に
光
明
を
も
た
ら
す
一
つ
の
方
法
と
い
え

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
泥
縄
式
の
感
じ
は
免

か
れ
な
い
。

そ
れ
よ
り
も
、
市
民
や
一
般
住
民
は
、
今

後
反
市
長
派
と
市
長
派
の
勢
力
均
勢
と
い
う

こ
と
か
ら
生
じ
る
確
執
や
、
保
守
派
の
狙
い

と
す
る
”
不
信
任
”
の
行
方
を
め
ぐ
っ
て
、

展
開
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
市
会
の
乱
脈
を
予
想

し
て
、
こ
れ
に
ど
う
善
処
す
る
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

瀬
長
市
長
は
、
記
者
会
見
の
席
上
、

正

理
正
論
は
あ
く
ま
で
も
正
し
い
し
、
少
数
が

多
数
に
負
け
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い

と

い
っ
て
い
る
が
、
少
数
が
多
数
に
向
う
時
に

許
さ
れ
る
議
会
闘
争
手
段
と
し
て
、
欠
席
闘

争
が
あ
る
以
上
、
不
信
任
を
再
び
投
げ
ら
れ

て
、
当
局
派
が
黙
っ
て
い
る
ワ
ケ
に
も
い
か

な
い
と
す
れ
ば
、
市
会
の
将
来
は
ま
こ
と
に

暗
た
ん
た
る
も
の
が
あ
る
。

闘
争
に
明
け
暮
れ
る
市
会
を
も
つ
市
民
に

と
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど
具
合
い
の
悪
い
話
は
な

い
の
で
あ
る
。

一
た
ん
選
挙
は
終
っ
た
し
、
市
民
は
選
良

の
良
識
に
ゆ
だ
ね
る
ほ
か
な
い
と
す
れ
ば
、

不
安
定
な
が
ら
市
政
の
健
全
な
歩
み
を
期
待

し
た
い
の
だ
が
、
定
例
市
会
開
催
の
九
月
を

間
ぢ
か
に
控
え
て
、
那
覇
市
会
は
、
再
び
天

下
の
関
心
を
集
め
る
こ
と
だ
ろ
う
し
、
自
治

精
神
を
聊
か
で
も
こ
わ
す
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
は
い
け
な
い
だ
ろ
う
。
瀬
長
市
長
に

対
す
る
、
市
民
大
衆
の
、
ほ
ん
と
う
の
意
味

で
の
信
、
不
信
を
問
う
こ
と
も
今
次
の
市
会

を
め
ぐ
っ
て
判
断
の
お
お
よ
そ
の
メ
ド
が
つ

く
も
の
と
考
え
た
い
。

那
覇
市
選
挙
に
社
党
声
明

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
８
・
７

東
京
六
日
発
共
同

社
会
党
は
六
日
、
那

覇
市
議
会
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
次
の
よ
う

な
党
声
明
を
発
表
し
た
。

那
覇
市
議
会
選
挙
革
新
派
の
勝
利
に
帰
し
た

こ
と
は
米
民
政
府
、
沖
縄
金
融
界
、
財
界
の

圧
迫
に
か
か
わ
ら
ず
、
那
覇
市
民
の
多
数
が

基
地
拡
張
反
対
、
日
本
復
帰
を
強
力
に
支
持

す
る
こ
と
を
実
証
し
た
も
の
で
あ
る
。
わ
が

党
は
那
覇
市
民
の
愛
国
的
勇
気
を
称
賛
し
、

深
い
決
意
を
表
す
る
。

わ
が
党
は
沖
縄
の
土
地
強
制
収
用
、
原
水
爆

基
地
、
島
民
の
生
活
の
破
壊
に
反
対
し
、
沖

縄
の
民
主
化
、
自
由
生
活
の
た
め
、
日
本
復

帰
の
た
め
に
全
力
を
あ
げ
て
と
も
に
闘
う
。

広
告
／
声
明
書

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
８
・
７

此
の
度
の
、
市
会
議
員
特
別
選
挙
に
当
り
ま

し
て
は
市
民
の
皆
様
の
御
支
援
を
戴
き
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
結
成
後
、
日
が
浅

か
っ
た
為
に
、
私
共
同
盟
の
意
図
が
十
分
に

浸
透
せ
ず
、
選
挙
の
結
果
は
、
必
ず
し
も
初

期
の
目
標
を
達
す
る
迄
に
は
、
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
瀬
長
市
長
の
退
陣
を
要
求
す
る

市
民
の
意
志
は
、
は
っ
き
り
と
絶
対
多
数
で

も
っ
て
、
示
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
私

共
は
、
此
の
多
数
市
民
の
意
志
を
体
し
て
、

益
々
結
束
を
強
固
に
し
、
吾
が
那
覇
市
の
早

期
復
興
と
、
市
民
の
生
活
安
定
の
為
、
瀬
長

市
長
の
打
倒
を
目
指
し
て
、
議
会
の
内
外
を

問
わ
ず
闘
か
う
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
共
、
市
民
の
皆
様
の

御
支
援
の
程
を
御
願
い
致
し
ま
す
。

一
九
五
七
年
八
月
七
日

那
覇
市
政
再
建
同
盟

中

央
委

員
会

米
国
政
府
は
失
望
／
那
覇
市
会

議
員
選
挙

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
８
・
７

ワ
シ
ン
ト
ン
六
日
発
共
同

那
覇
市
議
会

議
員
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
、
米
国
政
府
当

局
者
は
失
望
の
色
を
か
く
し
な
が
ら
六
日
次

の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
瀬
長
氏
が
市
長
の

地
位
を
得
た
と
は
沖
縄
住
民
が
好
き
な
人
に

投
票
す
る
自
由
を
完
全
に
も
っ
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
こ
ん
ど
の
選
挙
の
結
果
を

共
産
主
義
の
影
き
ょ
う
と
み
な
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
市
長
選
挙
で
も
な
い
の
で
必
ず
し

も
瀬
長
氏
個
人
の
権
利
を
意
味
す
る
も
の
で

も
な
い
。
ま
た
沖
縄
に
対
す
る
米
国
の
態
度

は
変
更
す
る
計
画
は
な
い
。
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那
覇
市
議
選
の
結
果
／
南
日
本

紙
が
社
説
で
論
評

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
８
・
８

鹿
児
島
支
局
発

各
方
面
の
注
目
の
う
ち

に
開
か
れ
た
那
覇
市
会
議
員
選
挙
の
結
果
が

報
じ
ら
れ
る
や
、
本
土
の
各
新
聞
は
筆
を
そ

ろ
え
て
こ
れ
を
報
じ
た
。
南
日
本
は
ま
ず
社

説
に

試
練
を
重
ね
る
沖
縄
島
民

と
題
し

て
こ
れ
を
取
上
げ
今
度
の
選
挙
の
結
果
は
米

軍
の
圧
力
が
依
然
と
し
て
続
け
ら
れ
昏
迷
を

続
け
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
と
こ
ろ
今
後

の
那
覇
市
民
、
ひ
い
て
は
沖
縄
八
十
万
島
民

は
苦
難
の
道
を
重
ね
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
無

暗
な
混
乱
を
く
り
返
す
こ
と
は
決
し
て
沖
縄

島
民
に
幸
福
を
も
た
ら
す
も
の
で
な
い
と
警

告
し
て
い
る
。

後
略

原
水
爆
禁
止
大
会
へ
六
代
表
／

瀬
長
市
長
ら
は
出
域
不
許
可

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
８
・
９

十
二
日
か
ら
十
六
日
ま
で
東
京
で
行
わ
れ
る

全
世
界
原
水
爆
禁
止
大
会
に
参
加
す
る
沖
縄

代
表
仲
村
栄

社

、
新
垣
善
春

中
部
地

区
労
働
者
連
絡
協
議
会

新
崎
和
子
、
玉
川

八
枝
子
の
四
代
表
と
非
公
式
に
参
加
す
る
ほ

か
二
名
が
九
日
あ
さ
十
一
時
半
那
覇
出
港
の

沖
縄
丸
で
出
発
し
た
。

同
大
会
か
ら
電
請
で
沖
縄
か
ら
約
四
十
名

の
代
表
を
送
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
瀬

長
那
覇
市
長
、
又
吉
一
郎
人
民
党
書
記
長
ら

の
パ
ス
ポ
ー
ト
発
給
が
軍
公
安
部
か
ら
許
さ

れ
ず
、
結
局
非
公
式
参
加
者
を
合
せ
て
六
名

の
代
表
派
遣
と
な
っ
た
も
の
。

な
お
、
瀬
長
市
長
ら
の
パ
ス
ポ
ー
ト
発
給

不
許
可
に
対
し
て
人
民
党
で
は
、八
日
午
前
、

午
後
二
回
に
亙
っ
て
折
衝
し
た
が
、
軍
公
安

部
で
は
補
助
申
請
を
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
パ

ス
ポ
ー
ト
は
発
給
さ
れ
な
か
っ
た
。
同
補
助

申
請
書
は
い
わ
ば
誓
約
書
で
あ
り
、
布
令
百

十
四
号
に
よ
り
公
安
部
の
質
問
に
答
え
た
内

容
が
、
い
つ
わ
り
で
あ
る
場
合
は
、
い
か
な

る
処
罰
を
受
け
て
も
異
議
な
い
こ
と
を
認
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
。

新
垣
善
春
氏
の
話

原
水
爆
禁
止
は
全
人

類
の
願
い
で
あ
る
。
沖
縄
の
ナ
イ
キ
基
地
建

設
阻
止
を
平
和
愛
好
者
で
あ
る
全
世
界
の
代

表
に
訴
え
る
。
世
論
の
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ

に
も
こ
の
声
は
伝
わ
る
だ
ろ
う
。
四
十
名
近

く
の
代
表
派
遣
要
請
の
あ
っ
た
も
の
に
対

し
、
パ
ス
ポ
ー
ト
発
給
を
し
ぶ
っ
た
こ
と
は

い
か
ん
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
代
表
者
は
、
こ

の
よ
う
な
沖
縄
の
実
情
を
同
大
会
に
発
表
す

る
。

｜
社
　
説
｜

瀬
長
市
政
に
対
す
る
措
置
に
思

う沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
８
・
10

下
手
な
こ
と
を
す
る
も
の
だ
、
そ
ん
な
姑

息
的
な
い
や
が
ら
せ
を
す
る
か
ら
逆
効
果
を

招
く
の
だ
。
｜
那
覇
市
の
首
里
及
び
小
禄
の

道
路
工
事
に
対
す
る
六
日
の
民
政
府

台
風

災
害
援
助
資
金

支
出
停
止
に
、
い
う
と
こ

ろ
の
親
米
家
た
ち
も
、
い
さ
さ
か
、
斯
く
の

如
き
公
憤
を
漏
ら
し
た
に
違
い
な
い
。
つ
ま

り
総
額
一
千
百
万
円
の
、
既
に
予
算
令
達
も

な
さ
れ
て
い
た
援
助
金
を
、
民
政
当
局
は
今

度
の
那
覇
市
会
議
員
選
挙
の
結
果
に
関
連
し

て
支
出
拒
否
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
解
釈

し
、
実
は
斯
る
”
宝
刀
”
の
濫
用
が
”
好
ま

し
か
ら
ざ
る
勢
力
”
を
増
大
さ
せ
て
き
た
と

観
測
し
て
い
る
の
で
、
ま
た
か
と
思
っ
た
の

で
あ
る
。

幸
い
、
バ
ー
ジ
ャ
ー
首
席
民
政
官
に
よ
っ

て
、
今
度
の
措
置
は
、
事
務
的
な
手
違
い
か

ら
の
も
の

資
金
支
出
項
目
の
変
更

で
、

別
に
他
意
は
な
い
こ
と
が
七
日
明
ら
か
に
さ

れ
、
一
般
の

誤
解

も

心
配

も
解
消

し
た
と
思
う
が
、
瀬
長
市
政
に
対
す
る
政
治

的
な
措
置
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
、
余
程

慎
重
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ

う
。こ
ん
ど
の
市
議
選
の
結
果
は
、
一
面
か
ら

み
る
と
瀬
長
市
長
出
現
と
共
に
と
ら
れ
た
一

連
の

圧
力

が
市
民
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
、

そ
し
て
一
応
敗
退
を
喫
し
た
と
も
い
え
る
と

思
う
。
事
実
、
瀬
長
信
任
派
は

民
主
主
義

擁
護

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
市
民
に
ア
ッ
ピ
ー

ル
し
た
。
彼
ら
が
強
調
し
た
ポ
イ
ン
ト
の
一

つ
は
、
自
由
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
瀬
長

市
政
に
対
し
、
民
政
府
当
局
や
琉
球
政
府
或

い
は
財
界
人
グ
ル
ー
プ
が

権
力
と
金
力

を
も
っ
て

圧
迫

を
加
え
て
い
る
の
は
即

ち

民
主
主
義
を
否
定

す
る
も
の
で
あ
る

と
訴
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
瀬
長
一

派
の
常
套
的
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
て

も
、
こ
れ
を
真
実
と
受
取
る
市
民
が
多
く
存

在
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う

し
、
特
に
、
統
治
者
に
対
す
る
”
無
言
の
抵

抗
”
と
も
い
う
べ
き
本
質
的
な
市
民
感
情
が

あ
る
こ
と
も
い
な
め
な
い
実
情
で
は
、
瀬
長

一
派
の
好
ん
で
と
る

逆
手

は
余
程
の
警

戒
が
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
れ

ば
相
手
に
逆
襲
の
武
器
を
与
え
る
が
如
き
は

甚
だ
拙
策
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

釈
迦
に
説
法
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

敵
に
勝
つ
た
め
に
は
相
手
の
機
先
を
制
す
る

こ
と
だ
と
い
う
。
機
先
を
制
す
る
に
は
も
と

よ
り
相
手
を
よ
く
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
だ
が

こ
の
戦
法
も
、
そ
れ
が
死
命
を
と
ど
め
る
最

大
強
力
な
手
段
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、

ち
ょ
っ
か
い
程
度
の
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
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か
え
っ
て
防
御
を
固
め
さ
せ
る
こ
と
に
し
か

役
立
た
な
い
。
即
ち
瀬
長
対
策
を
必
要
と
す

る
な
ら
相
手
以
上
の
魅
力
あ
る
施
策
を
と
っ

て
市
民
を
引
き
つ
け
る
積
極
策
が
賢
明
と
い

う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

単
に
共
産
主
義
を
排
撃
せ
よ
と
叫
ん
で
も

共
産
主
義
の
脅
威
を
ジ
カ
に
感
じ
た
こ
と
の

な
い
人
々
に
は
ピ
ン
と
こ
な
い
の
で
あ
り
、

そ
の
恐
ろ
し
さ
を
理
解
さ
せ
る
に
は
時
間
も

か
か
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
政
治
的
に

チ
ョ
コ
チ
ョ
コ
と
と
ら
れ
て
き
た
瀬
長
市

政
に
対
す
る

非
協
力

は
、
ど
う
み
て
も

消
極
的
な
措
置
で
あ
っ
て
、
積
極
性
の
あ
る

賢
策
と
は
い
え
な
い
。
た
と
え
ば
、
瀬
長
一

党
に
は
市
民
の
利
益
を
も
た
ら
す
施
政
を
望

む
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
事
実
を
一
般
に

知
ら
す
た
め
に
、
那
覇
市
と
混
然
一
体
を
な

し
て
い
る
真
和
志
市
に
対
し
て
大
い
に
協
力

し
、
同
市
の
市
民
を
し
て
満
足
さ
せ
る
な
ど
、

他
を
も
っ
て
振
り
向
か
す
と
い
っ
た
こ
と

が
、
同
じ
姑
息
的
且
つ
消
極
的
な
や
り
方
で

も
有
効
な
筈
で
あ
る
。
民
主
社
会
を
望
む

人
々
に
と
っ
て
政
治
的
な
措
置
は
常
に
そ
れ

が
正
道
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
外
道

は
強
く
反
発
を
招
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
い
。

要
す
る
に
瀬
長
対
策
は
、
相
手
の
本
質
に

深
く
考
慮
を
払
い
、
漸
進
的
に
、
多
数
住
民

の
意
思
に
そ
う
施
策
を
講
ず
る
の
が
賢
明
の

策
で
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
民
主
主
義
の
本
質

が
自
由
選
挙
を
尊
重
す
る
も
の
で
あ
る
以

上
、
市
民
は
現
行
市
町
村
選
挙
法
に
従
っ
て

一
応
今
度
の
選
挙
結
果
を
認
め
る
わ
け
だ

し
、
敢
え
て
こ
れ
を
否
定
す
る
が
如
き
短
兵

急
な
措
置
な
ど
は
、
時
期
的
に
も
十
分
警
戒

す
べ
き
で
あ
る
。
性
急
は
こ
と
を
仕
損
ず
る

と
い
う
。

不
信
任
成
立
要
件
な
ど
／
市
町

村
自
治
、
選
挙
法
検
討
／
行

政
府
琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
８
・
10

行
政
府
で
は

琉
球
列
島
の
管
理
に
関
す
る

行
政
命
令

に
も
と
づ
く
市
町
村
選
挙
法
の

民
立
法
化
を
中
心
に
市
町
村
自
治
関
係
立
法

の
整
備
に
着
手
し
た
が
、
那
覇
市
議
選
挙
の

結
果
と
も
関
連
し
て
市
議
会
解
散
後
の
は
つ

議
会
に
お
け
る
市
長
不
信
任
特
別
議
決
の
成

立
要
件

議
員
定
数
の
三
分
の
二
以
上
が
出

席
す
る
こ
と
が
必
要

な
ど
現
行
市
町
村
自

治
法
の
条
項
や
立
法
院
議
員
に
は
被
選
挙
権

の
欠
格
条
件
と
し
て

贈
収
賄
、
偽
証
そ
の

他
の
破
廉
恥
罪
を
犯
し
た
者

が
規
定
さ
れ

て
い
る
の
に
拘
ら
ず
市
町
村
長
及
び
市
町
村

議
会
議
員
に
は
適
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な

ど
も
検
討
し
て
い
る
模
様
で
あ
る
。

九
日
あ
さ
十
時
す
ぎ
か
ら
主
席
室
で
当
間
主

席
、
神
村
副
主
席
、
赤
嶺
法
務
局
長
、
野
波

内
務
局
行
政
課
長
ら
が
約
一
時
間
に
わ
た
っ

て
市
町
村
自
治
関
係
法
令
に
つ
き
協
議
を
行

い
、
早
急
に
そ
の
総
合
的
な
民
立
法
の
整
備

を
は
か
る
こ
と
を
決
め
た
。

市
町
村
自
治
の
法
令
で
は
市
町
村
議
会
議
員

お
よ
び
市
町
村
長
選
挙
法

五
四
年
七
月
七

日
付
軍
政
府
布
令
第
十
七
号

が
未
だ
に
民

立
法
化
さ
れ
ず
布
令
で
あ
り
大
統
領
行
政
命

令
で
も
、
そ
の
民
立
法
化
を
次
の
よ
う
に
明

示
し
て
あ
る
の
で
内
政
局
が
主
体
に
な
り
法

務
局
と
協
議
の
上
で
立
法
参
考
案
を
ま
と
め

次
期
定
例
議
会
に
立
法
勧
告
す
る
こ
と
に
し

た
。行
政
命
令
第
七
節

地
方
公
共
団
体
の

議
会
は
琉
球
政
府
の
立
法
府
が
制
定
す
る

手
続
に
し
た
が
っ
て
当
該
地
方
公
共
団
体

の
住
民
に
よ
っ
て
選
挙
さ
れ
た
議
員
で
構

成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
公
共
団
体
の
立

法
権
を
与
え
ら
れ
、
か
つ
こ
れ
を
行
使
す

る
。

な
お
市
町
村
選
挙
法
の
民
立
法
に
つ
い
て

は
、
さ
き
に
話
の
出
た
主
席
選
挙
法
立
法
院

議
員
選
挙
法
も
一
し
ょ
に
し
た
公
職
選
挙
法

を
こ
の
際
立
法
化
し
た
ら
と
の
意
見
も
あ
っ

た
が
、
性
格
の
異
る
数
種
の
公
職
に
対
し
一

本
立
て
の
選
挙
法
で
律
す
る
こ
と
は
適
切
で

な
い
し
、
既
に
主
席
選
挙
法
、
立
法
院
議
員

選
挙
法
は
民
立
法
化
さ
れ
て
い
る
の
で
市
町

村
選
挙
法
を
単
独
立
法
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の

市
町
村
の
長
お
よ
び
議
会
議
員
選
挙

法

に
つ
い
て
は
既
に
内
政
局
行
政
課
で
一

応
の
成
案
を
得
て
い
る
が
、
市
町
村
自
治
法

な
ど
他
の
市
町
村
自
治
法
令
や
立
法
院
議
員

選
挙
法
な
ど
と
の
関
連
も
検
討
、
法
務
局
と

と
も
に
協
議
の
上
で
参
考
案
を
ま
と
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

市
町
村
議
会
が
市
町
村
長
の
不
信
任
議
決
し

た
こ
と
に
よ
る
解
散
後
の
は
つ
議
会
で
再
び

不
信
任
の
議
決
を
行
う
に
は
議
員
数
の
三
分

の
二
以
上
の
者
が
出
席
し
そ
の
過
半
数
の
同

意
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

市
町
村
自
治
法

第
百
十
三
条

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
九

日
の
協
議
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
も
検
討
が

行
わ
れ
、
市
町
村
長
が
議
会
の
不
信
任
に
解

散
で
答
え
信
を
市
町
村
民
に
問
う
た
結
果
、

議
会
分
野
の
過
半
数
が
依
然
と
し
て
不
信
任

派
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
で
十
分
で
あ
り
定
数

の
三
分
の
二
以
上
の
出
席
を
再
度
の
不
信
任

議
決
の
条
件
と
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な

い
か
と
の
意
見
も
あ
っ
た
が
結
論
に
は
至
ら

な
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。

市
町
村
の
長
及
び
市
町
村
議
会
議
員
選
挙

法

の
民
立
法
促
進
に
当
っ
て
は
市
町
村
自

治
法
は
じ
め
他
の
関
係
法
令
と
の
関
連
も
検

討
し
な
が
ら
参
考
案
作
成
に
当
る
が
、
そ
の

際
に
は
市
町
村
議
会
の
特
別
議
決
に
お
け
る

出
席
議
員
数
の
規
定
や
立
法
院
議
員
の
被
選
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挙
権
の
欠
格
条
件

贈
収
賄
、
偽
証
そ
の
他

の
破
廉
恥
罪
を
犯
し
た
者

を
市
町
村
長
及

び
市
町
村
議
会
議
員
に
も
適
用
す
べ
き
か
ど

う
か
と
い
っ
た
こ
と
等
、
那
覇
市
問
題
と
関

連
す
る
条
項
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
る
こ
と

に
な
ろ
う
。

ま
だ
続
く
不
信
任
攻
勢
／
注
目

の
新
那
覇
市
会

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
８
・
12

那
覇
市
会
議
員
選
挙
は
終
わ
っ
た
が
瀬
長
市

長
不
信
任
派
は
十
七
名
、
信
任
派
は
十
二
名
、

中
間
派
一
名
と
い
う
勢
力
分
野
で
、
九
月
三

日
予
定
さ
れ
る
定
例
議
会
は
相
当
荒
れ
る
も

の
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
同
盟
側
有
力
議
員

間
で
は
、

不
信
任
派
の
過
半
数
獲
得
で
事

実
上
、
市
長
は
市
民
か
ら
不
信
任
さ
れ
た
わ

け
だ
か
ら
、
新
議
会
で
は
当
局
提
案
の
案
件

は
審
議
の
必
要
を
認
め
な
い
し
、
直
ち
に
不

信
任
と
す
る
の
み

と
い
う
基
本
方
針
を
す

て
て
お
ら
ず
、
こ
れ
に
対
し
て
、
民
連
側
十

二
議
員
が
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
か
注
目

さ
れ
る
。
両
派
と
も
今
後
は
機
構
の
改
革
を

す
る
や
ら
、
組
織
の
強
化
に
努
め
る
や
ら
、

波
乱
含
み
の
新
議
会
を
前
に
準
備
は
お
さ
お

さ
怠
り
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
だ
が

。

同
盟
、
市
長
の
退
陣
せ
ま
る
／
持
越
さ

れ
た
議
案
処
理
、
民
連

同
盟

再
建
同
盟
側
で
は
、
今
後
こ
れ
ま

で
の
機
構
を
改
革
し
て
、
人
民
党
に
対
抗
す

る
組
織
の
強
化
に
努
め
る
。
機
構
改
革
で
は
、

選
挙
目
当
て
に
作
ら
れ
て
い
た
遊
説
部
を
解

消
し
て
新
し
く
労
働
対
策
部
等
、
職
域
を
通

じ
た
一
般
勤
労
者
の
組
織
化
に
力
を
入
れ
る

こ
と
に
な
る
よ
う
だ
。
ま
た
来
る
新
議
会
に

対
す
る
対
策
と
し
て
は
渡
口
麗
秀
、
比
嘉
朝

四
郎
両
氏
が
中
心
に
な
っ
て
不
信
任
派
議
員

の
意
見
を
ま
と
め
て
、
の
ち
本
部
に
持
ち
込

ん
で
そ
の
具
体
化
を
図
る
計
画
で
あ
る
。
瀬

長
市
長
就
任
以
来
、
絶
え
ず
市
長
不
信
任
問

題
の
中
心
と
な
っ
て
動
い
て
来
た
渡
口
麗
秀

氏
の
意
見
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

渡
口
麗
秀
氏
の
話

我
々
は
民
主
主
義
の

ル
ー
ル
に
従
っ
て
不
信
任
を
し
、
瀬
長
市
長

は
こ
れ
を
認
め
て
信
を
市
民
に
問
う
べ
く
議

会
を
解
散
し
た
。
そ
し
て
去
る
選
挙
で
同
盟

十
七
名
、
民
連
十
二
名
の
議
席
分
野
に
な
っ

た
わ
け
だ
が
両
方
の
総
得
票
数
を
比
べ
た
場

合
、
同
盟
は
五
四
％
を
占
め
、
民
連
は
三

八
％
を
取
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
同
盟
側
の
得

票
総
数
が
投
票
数
の
過
半
数
を
占
め
た
と
い

う
こ
と
は
、
主
権
者
で
あ
る
市
民
の
過
半
数

が
市
長
不
信
任
を
支
持
し
た
と
い
う
証
左
で

あ
り
、
民
主
的
な
政
治
の
ル
ー
ル
か
ら
す
れ

ば
こ
れ
だ
け
で
市
長
は
す
で
に
そ
の
職
を
退

く
べ
き
で
あ
る
。
民
主
主
義
を
弁
え
て
い
る

瀬
長
市
長
は
新
議
会
前
に
当
然
市
長
を
や
め

る
こ
と
だ
ろ
う
し
、
若
し
こ
の
民
主
的
政
治

ル
ー
ル
を
無
視
し
た
ら
、
そ
れ
は
こ
ち
ら
の

思
う
壷
だ
。
そ
の
時
は
、
こ
れ
を
理
由
に
不

信
任
す
る
だ
け
で
、
相
手
方
も
”
民
主
々
義

を
守
る
”
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か
げ
て

い
る
だ
け
に
欠
席
、
退
場
な
ど
非
民
主
的
な

行
動
は
と
る
ま
い
。

民
連

民
連
側
で
は
、
ま
だ
議
会
対
策
に

つ
い
て
の
協
議
会
は
持
っ
て
お
ら
ず
、
十
三

日
よ
る
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
広
場
で
予
定
し
て

い
る

民
連
市
議
当
選
祝
賀
会

の
の
ち
、

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
民
連
と
し
て
は
、
当
初
か
ら

不
信
任
は
非
民
主
的
で
あ
る

と
の
前
提

に
立
っ
て
来
た
し
、
今
後
も
こ
の
基
本
方
針

に
は
変
り
は
な
く
新
議
会
に
お
け
る
不
信
任

案
提
出
の
際
の
と
る
べ
き
態
度
、
退
場
か
或

い
は
そ
の
他
の
方
法
で
対
処
す
る
の
か
、
そ

の
戦
術
的
な
検
討
は
、
人
民
、
社
大
那
覇
支

部
、
無
所
属
な
ど
各
派
の
態
度
の
決
定
を
み

て
か
ら
な
さ
れ
る
。
今
の
と
こ
ろ
各
派
と
も

そ
の
具
体
的
態
度
の
決
定
は
み
て
な
い
が
、

民
連
の
所
属
議
員
団
の
結
束
を
固
め
つ
つ
、

市
政
の
困
難
を
乗
切
ろ
う
と
い
う
方
向
に
動

い
て
い
る
。

島
袋
嘉
順
氏
の
話

我
々
は
市
長
就
任
以

来
策
動
さ
れ
て
来
た
不
信
任
問
題
は
、
あ
く

ま
で
非
民
主
的
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
闘
っ

て
来
た
し
、
今
後
も
こ
の
基
本
線
に
変
り
は

な
い
。
新
議
会
で
の
対
策
に
つ
い
て
民
連
側

と
し
て
の
話
し
合
い
は
ま
だ
も
っ
て
な
い

が
、
不
信
任
問
題
以
前
に
前
議
会
で
残
さ
れ

た
議
案
な
ど
処
理
す
べ
き
問
題
が
残
っ
て
お

り
、
こ
う
し
た
重
要
な
案
件
は
是
非
早
く
片

づ
け
た
い
。
こ
の
選
挙
で
同
盟
側
の
総
得
票

数
が
民
連
の
よ
り
上
回
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

法
的
に
も
市
長
は
退
陣
す
べ
き
だ
と
の
意
見

も
同
盟
側
で
は
持
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
当

ら
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
彼
ら
は
会
社
、
職

域
を
通
し
て
強
制
、
買
収
な
ど
に
よ
っ
て
票

の
カ
キ
集
め
を
や
っ
た
事
実
が
あ
り
、
単
に

総
得
票
数
の
多
さ
だ
け
で
は
ど
う
と
い
え
な

い
。
も
し
こ
れ
が
民
主
的
な
強
制
や
買
収
の

な
い
得
票
な
ら
話
は
別
だ
。
そ
れ
に
個
人
に

つ
い
て
の
得
票
か
ら
す
れ
ば
民
連
側
が
遥
か

に
多
い
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
れ
ら

の
事
実
を
市
民
に
訴
え
、
そ
の
非
民
主
的
や

り
方
に
対
し
て
闘
う
以
外
に
な
い
。

中
間
派

市
長
不
信
任
問
題
に
つ
い
て

は
、
中
立
を
守
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
中
間

派
か
ら
は
、
四
名
の
候
補
者
の
う
ち
か
ら
平

良
真
次
郎
氏
一
人
が
当
選
し
て
い
る
が
”
市

長
不
信
任
の
問
題
で
議
員
が
感
情
的
に
対
立

す
る
こ
と
は
市
民
の
生
活
を
不
幸
に
す
る
こ

と
で
あ
り
、
市
会
は
も
っ
と
重
要
な
市
政
問

題
に
つ
い
て
討
議
す
べ
き
で
あ
る
と
”
あ
く

ま
で
も
中
立
を
守
る
態
度
を
示
し
て
い
る
。
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再
建
同
盟
が
基
本
方
針
を
発
表

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
８
・
14

那
覇
市
政
再
建
同
盟
で
は
十
三
日
午
後
二
時

か
ら
執
行
委
員
会
を
開
き
、
今
後
の
運
動
方

針
に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、
同
盟
に
新
に

組
織
部
を
設
置
し
、
労
働
、
中
小
企
業
、
青

年
、
婦
人
問
題
に
当
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た

選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
声
明

書
を
発
表
、
今
後
の
運
動
方
針
を
明
ら
か
に

し
た
。

（
声
明
書
）
今
度
の
選
挙
の
結
果
、
三
分
の

二
以
上
の
議
席
は
獲
得
で
き
な
か
っ
た
が
、

過
半
数
以
上
の
議
席
を
反
瀬
長
派
が
占
め
る

に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
市
民
の
大
部
分

が
瀬
長
市
長
の
退
陣
を
要
求
し
て
い
る
と
共

に
、
同
盟
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
を
如
実
に

物
語
っ
て
い
る
。

本
同
盟
と
し
て
は
あ
く
ま
で
も
瀬
長
退
陣
を

実
現
し
那
覇
市
を
混
乱
か
ら
救
い
、
市
民
の

福
祉
向
上
を
図
る
た
め
に
努
力
す
る
。
真
に

沖
縄
の
将
来
を
憂
い
、
現
在
の
苦
境
を
脱
し

て
民
族
自
主
の
精
神
確
立
の
た
め
に
は
、
破

壊
的
共
産
主
義
思
想
の
浸
透
を
阻
止
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
が
故
に
、
真

実
を
明
ら
か
に
し
人
民
党
と
の
対
決
を
よ
り

一
層
お
し
進
め
て
い
く
。
以
上
の
基
本
方
針

の
下
に
本
同
盟
は
今
後
の
運
動
を
推
進
し
て

い
く
。

東
江
水
道
課
長
ら
三
氏
退
職

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
８
・
14

那
覇
市
水
道
課
長
東
江
誠
忠
、
同
税
務
課
長

城
田
清
才
、
泊
港
務
所
長
山
里
永
達
の
三
氏

は
、
九
日
瀬
長
市
長
に
辞
表
を
提
出
、
そ
れ

ぞ
れ
発
令
に
な
っ
た
。

こ
れ
で
瀬
長
市
長
就
任
以
来
、二
支
所
四
部
、

十
四
課
、
一
所
長
の
二
十
二
名
の
う
ち
助
役

を
は
じ
め
二
支
所
長
、
部
長
四
、
課
長
八
、

隊
長
、
所
長
各
一
名
の
計
十
六
名

う
ち
懲

戒
免
二
名

が
市
役
所
を
去
っ
た
こ
と
に
な

る
。

｜
社
　
説
｜

不
信
任
め
ぐ
る
市
会
の
動
き
と

市
政
沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
８
・
15

那
覇
市
議
当
選
証
書
は
き
ょ
う
交
付
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
が
、再
建
同
盟
側
は
そ
の
後
、

直
ち
に
活
動
に
入
り
、
瀬
長
市
長
に
退
陣
を

要
求
す
る
こ
と
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、

民
連
側
は
十
三
日
夜
、
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
で

の
当
選
祝
賀
会
で
、
市
長
擁
護
を
誓
い
合
っ

た
と
い
う
か
ら
、
両
派
の
激
突
は
、
今
後
も

な
お
続
け
ら
れ
る
予
想
で
あ
る
。

同
盟
側
の
言
い
分
は
、
こ
ん
ど
の
選
挙
の

結
果
は
、
同
盟
が
過
半
数
の
議
席
を
占
め
て

お
り
、
そ
れ
は
市
民
の
大
部
分
が
同
盟
を
支

持
し
た
証
左
で
あ
り
、
瀬
長
市
長
は
、
当
然

自
ら
そ
の
職
を
引
く
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
不
信
任
決
議
し
た
当
時
よ

り
、
市
長
派
の
勢
力
が
急
激
に
増
大
し
た
と

は
い
え
、
依
然
と
し
て
、
反
市
長
側
に
市
民

有
権
者
の
大
半
の
票
が
い
っ
た
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、
同
盟
側
の
言
う
こ
と
も
、
全
然
筋
が

通
ら
ぬ
も
の
と
し
て
か
た
づ
け
ら
れ
る
べ
き

も
の
で
も
な
い
。

た
だ
、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
市
町

村
自
治
法
の
規
定
で
あ
る
が
、
周
知
の
よ
う

に
同
法
第
百
十
三
条
の
三
項
に
は

議
員
の

三
分
の
二
以
上
の
者
が
出
席
し

そ
の
過
半

数
の
同
意
が
な
け
れ
ば

不
信
任
は
出
来

な
い
、
と
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

普
通
の
場
合
、
議
会
は
議
員
の
定
数
の
半

数
以
上
が
出
席
す
れ
ば
開
く
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
不
信
任
問
題

の
場
合
、
三
分
の
二
以
上
の
出
席
を
要
求
し

て
い
る
の
は
、
一
般
の
議
案
と
異
な
り
、
重

要
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
、
出
来
る
だ
け
多

数
の
意
見
を
開
陳
さ
せ
る
主
旨
か
ら
出
た
も

の
で
あ
る
、
と
解
釈
さ
れ
る
。
だ
か
ら
、
民

連
側
が

欠
席
戦
術

を
使
う
と
す
れ
ば
違

法
で
は
な
い
に
し
て
も
、
正
攻
法
の
い
き
方

と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

問
題
は
そ
の
へ
ん
の
民
主
的
な
議
会
運
営

の
技
術
と
い
っ
た
点
に
不
信
任
を
め
ぐ
る
那

覇
市
会
の
微
妙
で
む
つ
か
し
さ
が
あ
る
の
だ

ろ
う
。

し
か
し
、
半
面
か
ら
こ
ん
ど
の
選
挙
の
結

果
を
見
た
場
合
、
民
連
側
十
三
名
の
候
補
の

う
ち
十
二
名
が
相
当
の
得
票
数
で
当
選
し
て

い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
選
挙
で
例
が
な

か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
最
初
か
ら
過
半
数
に

達
し
な
い
候
補
を
立
て
た
民
連
側
と
し
て

は
、
十
一
名
以
上
獲
得
と
い
う
第
一
の
目
標

に
市
民
の
予
想
以
上
の
支
持
で
達
し
た
こ
と

に
も
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
市
民
の
動
向
も

一
応
は
検
討
し
研
究
し
て
み
る
の
も
決
し
て

無
駄
な
こ
と
で
は
な
い
。

今
後
、
市
長
不
信
任
問
題
を
め
ぐ
り
、
那

覇
市
会
が
ど
う
動
い
て
い
く
か
予
想
は
出
来

な
い
が
、
何
れ
に
し
て
も
、
両
派
が
意
地
と

感
情
で
対
立
抗
争
し
た
の
で
は
、
ま
す
ま
す

市
政
を
混
乱
せ
し
め
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
民
主
主
義
の
ル
ー
ル
と
は
何
か
、
自
治

法
の
主
旨
は
奈
辺
に
あ
る
か
｜
こ
の
さ
い

じ
っ
く
り
と
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
｜
。

那
覇
市
職
員
労
組
認
可

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
８
・
15

中
労
委
で
は
去
る
六
月
五
日
付
で
那
覇
市
職

員
労
組
の
役
員
認
可
申
請
を
民
政
府
に
提
出

し
て
あ
っ
た
が
十
四
日
二
ヵ
月
ぶ
り
で
承
認

さ
れ
た
。
こ
れ
で
同
労
組
は
法
内
組
合
と
し

て
中
労
委
か
ら
認
可
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、
組
合
員
は
五
百
五
十
八
名
で
役
員
は
次

一
九
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七
年

昭
和
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二
年
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の
と
お
り
▽
執
行
委
員
長
　
渡
口
精
雄
、
▽

書
記
長
　
名
渡
山
清
。

市
長
不
信
任
案
を
出
す
／
那
覇

市
会
反
瀬
長
派
、
対
策
ね
る

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
８
・
17

選
挙
後
初
の
那
覇
市
議
会
は
、
九
月
三
日
か

ら
開
会
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
反
瀬
長
派

十
七
名
の
議
員
は
、
十
六
日
ひ
る
三
時
か
ら

市
内
某
所
で
初
の
会
合
を
開
き
、
議
会
対
策

に
つ
い
て
約
一
時
間
半
に
わ
た
り
協
議
し

た
。そ
の
結
果
、
新
議
会
で
市
長
不
信
任
案
を

早
期
に
提
出
す
る
こ
と
を
全
員
再
確
認
し

た
が
、
そ
の
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
は

結
論
が
得
ら
れ
ず
、
数
日
中
に
、
民
連
側

が
、
欠
席
戦
術
を
と
っ
た
場
合
の
議
会
運

営
や
、
そ
の
後
の
十
七
議
員
の
と
る
べ
き

方
法
な
ど
資
料
を
も
ち
よ
っ
て
検
討
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
今
選
挙
で
市
長
不
信
任
派
が
五
十
三

パ
ー
セ
ン
ト
の
票
を
得
た
こ
と
は
市
民
の
過

半
数
が
市
長
不
信
任
に
賛
成
し
て
い
る
と
い

う
理
由
か
ら
、
議
会
が
招
集
さ
れ
る
前
に
、

市
長
に
対
し
て
辞
職
勧
告
を
す
る
と
い
う
渡

口
麗
秀
、
比
嘉
朝
四
郎
議
員
ら
の
案
に
つ
い

て
は
、
さ
ら
に
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
し
て
、
次
の
会
合
ま
で
の
ば
す
こ
と
に

し
た
。

閉
会
後
、
高
良
一
議
員
を
代
表
に
た
て
次
の

よ
う
な
談
話
を
発
表
し
た
。

高
良
一
議
員
の
話

十
七
名
の
反
瀬
長
派

全
議
員
が
出
席
、
不
信
任
に
対
す
る
態
度
を

再
確
認
し
た
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
来
る
議

会
招
集
ま
で
さ
ら
に
会
合
を
重
ね
、
研
究
し

て
是
非
可
決
す
る
こ
と
を
誓
っ
た
。
な
お
、

議
長
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
全
然
ふ
れ
な

か
っ
た
。

那
覇
市
と
業
者
対
立
続
く
バ
ス

・
セ
ン
タ
ー
問
題
／
仮
事
務

所
設
置
で
も
む
／
「
建
築
確

認
」
を
市
当
局
け
る

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
８
・
24

バ
ス
・
セ
ン
タ
ー
問
題
は
、
ま
だ
目
鼻
が
つ

か
な
い
。
那
覇
市
役
所
は
、
市
会
の
決
議
で

市
営
に
す
る
、
と
い
っ
て
い
る
が
、
具
体
的

に
は
動
い
て
い
な
い
。
一
方
バ
ス
業
者
は
、

市
当
局
は
放
棄
し
た
格
好
だ
か
ら
我
々
の
手

で
も
の
に
す
る
と
バ
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
会
社

を
設
立
し
事
業
申
請
を
政
府
へ
出
す
な
ど
対

立
の
状
態
に
あ
る
が
、
今
度
は
、
バ
ス
・

タ
ー
ミ
ナ
ル
予
定
地
に
仮
事
務
所
を
造
ろ
う

と
し
て
い
が
み
合
っ
て
い
る
。
問
題
が
持
ち

あ
が
っ
て
か
ら
五
ヵ
月
も
さ
迷
い
、
と
う
と

う
建
築
審
査
会
の
審
議
で
一
応
裁
定
さ
れ
た

が
、
一
体
ど
う
処
置
さ
れ
る
か
今
後
に
余
波

を
残
し
て
い
る
。

バ
ス
協
会
が
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
予
定
地
で

あ
る
旧
県
有
地
を
民
政
府
財
産
管
理
部
か

ら
借
り
た
の
は
去
る
三
月
下
旬
、
賃
貸
借

契
約
を
結
び
、
四
月
一
日
か
ら
月
約
三
万

円
の
借
地
料
を
支
払
っ
て
来
た
。
そ
の
借

地
に
十
二
坪
二
合
五
勺
の
仮
事
務
所
を
建

て
よ
う
と
計
画
、
四
月
下
旬
市
当
局
へ
建

築
確
認
の
申
請
を
し
た
。
と
こ
ろ
が
市
で

は
、
バ
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
用
地
だ
か
ら
と

の
理
由
で
却
下
、
そ
の
後
バ
ス
協
会
側
は

都
計
地
域
内
の
仮
設
物
設
置
許
可
願
を
主

席
に
出
し
て
認
可
を
も
ら
っ
た
。

つ
ま
り
土
地
は
土
地
料
を
支
払
っ
て
使
用
権

を
認
め
ら
れ
て
い
る
し
、
さ
ら
に
都
計
法
に

よ
る
使
用
権
も
得
た
と
い
う
法
的
根
拠
で
、

再
び
市
へ

協
会
事
務
所
設
置

の
建
築
確

認
申
請
を
し
た
が
今
度
は
主
席
許
可
指
令
の

仮
設
物
設
置

と
協
会
側
が
出
し
た

協

会
事
務
所
設
置

の
字
句
が
一
致
し
な
い
、

と
け
っ
た
。
協
会
側
で
は
す
ぐ
確
認
さ
れ
る

も
の
と
思
い
、
木
材
も
切
り
込
ん
だ
家
が
造

れ
る
よ
う
に
し
て
あ
る
し
、
問
題
が
も
つ
れ

た
の
で
早
目
に
解
決
し
な
け
れ
ば
、
と
再
び

政
府
へ
訴
え
た
。

仮
設
物
設
置
の
中
に
協
会
事
務
所
設
置
も
入

れ
て
ほ
し
い
と
い
う
わ
け
。し
か
し
政
府
は
、

仮
設
物
の
中
に
建
築
物
も
含
ま
れ
て
い
る
の

で
字
句
が
一
致
し
な
く
て
も
支
障
は
な
い
と

回
答
、
そ
れ
で
も
市
は
駄
目
だ
と
つ
っ
ぱ
ね

る
。
宙
に
浮
い
た
格
好
で
、
七
月
十
七
日
と

う
と
う
建
築
審
査
会
に
異
議
申
立
て
を
し
た

同
会
で
審
査
の
結
果
、
市
の
再
考
を
促
す
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
瀬
長
市
長

の
回
答
が
従
来
の
却
下
理
由
と
は
異
り
、
財

産
管
理
部
と
バ
ス
協
会
が
県
有
地
の
賃
貸
借

契
約
を
結
ん
だ
時
に
市
当
局
の
証
明
を
受
け

な
か
っ
た
。
従
来
の
措
置
を
無
視
し
て
い
る

の
で
そ
の
土
地
に
家
を
建
て
る
確
認
は
出
来

な
い
、
と
い
う
。

業
を
に
や
し
た
協
会
で
は
七
月
二
十
六
日

に
再
び
異
議
申
立
を
し
た
。
そ
し
て
建
築

審
査
会
は
八
月
十
三
日
公
聴
会
を
開
い
て

い
き
さ
つ
を
聞
き
、

建
築
確
認
申
請
は

支
障
が
な
い
か
ら
那
覇
市
は
当
然
確
認
申

請
を
受
理
し
確
認
す
べ
き
で
あ
る

と
決

定
し
た
。
こ
れ
で
一
応
ケ
リ
が
つ
い
た
よ

う
だ
が
、
果
し
て
那
覇
市
が
確
認
す
る
か

ど
う
か
、
も
し
確
認
し
な
け
れ
ば
建
築
審

査
会
の
決
定
が
権
限
を
持
つ
か
ど
う
か
が

疑
問
視
さ
れ
て
い
る
わ
け
。

｜
社
　
説
｜

那
覇
市
の
区
長
制
復
活

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
８
・
31

那
覇
市
で
は
去
る
六
月
二
十
日
瀬
長
市
長

の
専
決
処
分
で
制
定
さ
れ
た
区
設
置
条
例
に

基
い
て
那
覇
市
を
四
十
七
の
行
政
区
域
に
分

け
、
区
長
を
任
命
し
て
市
行
政
の
末
端
事
務

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

八
月

六
七
一



処
理
に
当
ら
せ
よ
う
と
七
月
一
日
付
で
区
長

制
を
実
施
し
た
が
、
九
月
一
日
付
で
区
長
を

発
令
す
る
と
い
う
。

区
長
任
命
の
方
法
と
し
て
は
区
民
が
連
署

で
推
薦
し
、
推
薦
者
の
多
い
も
の
か
ら
、
推

薦
者
が
同
数
の
場
合
は
市
長
が
決
定
任
命
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
す
で
に
候
補
者

推
薦
済
み
の
区
も
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
ど
う
い
う
人
々
が
候
補
者
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
の
か
、
ど
ん
な
人
々
が
名
前
を

連
ね
て
推
薦
し
た
の
か
、
推
薦
済
み
だ
と
い

う
区
の
大
方
の
区
民
も
、
い
つ
の
間
に
区
長

候
補
者
が
推
薦
さ
れ
た
の
か
、
お
そ
ら
く
知

ら
さ
れ
て
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
、
推
薦
連
署

に
は
人
員
の
多
い
少
い
は
関
係
な
い
の
だ
か

ら
候
補
者
が
二
名
以
上
推
薦
さ
れ
て
い
な
い

限
り
数
名
の
連
署
だ
け
で
も
区
長
は
選
べ
る

ワ
ケ
で
あ
る
。
区
長
候
補
を
選
ぶ
の
に
区
民

へ
の
周
知
徹
底
な
ど
不
要
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
だ
か
ら
区
民
が
知
ろ
う
が
知
る
ま
い
が

一
部
の
人
々
が
さ
っ
さ
と
候
補
者
を
決
め
て

連
署
推
せ
ん
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に
も

な
る
の
だ
か
ら
、
余
り
に
も
非
民
主
的
な
推

薦
方
式
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
区
民
の
意
思

を
尊
重
す
る
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
で
は
一
部

有
志
の
闇
取
引
に
も
な
り
か
ね
な
い
、
奇
妙

な
推
薦
方
法
で
あ
る
。

那
覇
市
の
区
長
制
は
終
戦
直
後
に
採
ら
れ

た
便
宜
的
な
措
置
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、

当
時
は
す
べ
て
の
物
資
が
配
給
制
で
あ
っ
た

た
め
末
端
配
給
の
役
目
も
つ
と
め
て
い
た
の

が
区
長
で
あ
り
、
そ
の
職
権
と
い
う
も
の
は

区
民
の
日
常
生
活
に
も
つ
な
が
る
威
力
を
示

し
て
い
た
も
の
で
、
区
長
の
座
が
そ
の
ま
ま

権
力
の
座
に
化
す
と
い
う
諸
種
の
弊
害
も
伴

い
が
ち
で
あ
っ
た
の
を
当
間

重
民

市
長

時
代
に
廃
止
さ
れ
今
日
に
至
っ
た
こ
と
は
周

知
の
通
り
で
あ
る
。

六
月
に
市
長
専
決
処
分
で
制
定
さ
れ
た
区

設
置
条
例
の
施
行
を
八
月
ま
で
控
え
て
い
た

こ
と
は
市
議
選
と
も
か
ら
ん
で
当
局
派
の
地

盤
拡
張
と
見
ら
れ
る
の
を
避
け
る
た
め
で

あ
っ
た
と
す
れ
ば
妥
当
な
措
置
だ
っ
た
と
も

い
え
る
が
、
市
議
選
の
終
っ
た
今
日
で
も
区

長
推
薦
の
方
式
か
ら
地
盤
拡
張
と
い
う
観
方

は
く
つ
が
え
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。
瀬
長
市
長

に
と
っ
て
は
痛
く
も
な
い
ハ
ラ
を
さ
ぐ
ら
れ

る
想
い
が
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
区
長
制

そ
の
も
の
が
選
挙
の
度
毎
に
ど
ん
な
役
割
を

果
た
す
か
過
去
の
体
験
か
ら
区
長
の
ボ
ス
化

が
憂
慮
さ
れ
る
の
も
当
然
な
こ
と
で
あ
る
と

い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
が
次
の
選
挙
に
備

え
る
術
策
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
兎
や
角

い
わ
れ
る
筋
合
い
で
は
な
い
と
い
う
理
く
つ

も
一
応
は
成
り
立
つ
に
し
て
も
市
の
行
政
が

一
党
派
の
勢
力
伸
長
の
具
に
供
さ
れ
る
恐
れ

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
何
ん
と
し
て
も
好
ま

し
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。

那
覇
市
政
は
ま
だ
安
定
し
な
い
、
次
に
来

る
べ
き
も
の
は
市
長
選
挙
と
い
う
妖
し
い
雲

行
き
は
依
然
と
し
て
停
滞
し
続
け
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
選
挙
対
策
に
も
ま

ぎ
ら
わ
し
い
区
長
制
の
臭
み
は
ハ
ナ
に
つ
く

も
の
が
あ
る
。

瀬
長
市
長
の
い
う
よ
う
に
行
政
区
域
内
の

事
務
処
理
を
円
滑
に
す
る
と
と
も
に
、
区
民

の
要
求
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
面
か

ら
い
え
ば
区
事
務
所
は
な
る
ほ
ど
必
要
で
あ

ろ
う
し
、
市
民
も
ま
た
そ
の
利
便
と
い
う
点

か
ら
市
役
所
と
の
連
絡
機
関
と
い
う
よ
う
な

も
の
の
設
置
を
痛
感
し
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
区
事
務
所
の
設
置
と
区
長
と
は
切
り
離

し
て
も
考
察
で
き
る
。
区
事
務
所
の
事
務
処

理
に
わ
ざ
わ
ざ
区
民
の
中
か
ら
区
長
を
選
任

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
は
な
か
ろ
う
。

区
事
務
所
に
は
市
職
員
を
直
接
派
遣
し
て
専

任
事
務
を
掌
ら
せ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
、
事
務
分
掌
の
や
り
く
り
で
は
多
少
の
融

通
も
き
く
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
で
も
手
が
足

り
な
け
れ
ば
四
十
七
名
の
区
長
俸
給
を
浮
か

し
て
何
名
か
を
増
員
す
れ
ば
よ
い
。

区
長
俸
給
に
最
低
千
七
百
円
か
ら
最
高
四

千
円
で
は
救
済
事
業
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
区

長
に
選
任
さ
れ
て
も
区
の
事
務
は
片
手
間
に

や
る
と
い
う
副
業
程
度
の
も
の
に
な
る
。
そ

れ
で
も
結
構
だ
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
区
の

事
務
に
専
念
で
き
る
か
ど
う
か
も
疑
わ
し
く

な
っ
て
く
る
。

区
長
制
の
利
害
を
挙
げ
る
と
い
ろ
い
ろ
あ

る
が
、
要
は
ボ
ス
化
の
温
床
と
な
る
こ
と
を

お
そ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
キ
憂
に
終
れ

ば
幸
い
だ
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
区
長
選
任

と
区
事
務
所
の
運
営
に
つ
い
て
は
区
民
も
絶

え
ず
監
視
の
眼
と
細
心
の
注
意
を
払
わ
ね
ば

な
る
ま
い
。

那
覇
市
、
予
算
案
ま
と
ま
る
／

総
額
一
億
九
百
七
十
万
／
補

助
削
減
自
己
財
源
だ
け
で

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
９
・
３

選
挙
後
初
の
那
覇
市
議
会
は
、
十
日
招
集
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
市
当
局
で
は
、

議
案
作
成
に
大
童
わ
に
な
っ
て
い
る
。
今
回

は
、
先
の
議
会
で
市
長
不
信
任
の
理
由
と

な
っ
た
五
八
年
度
予
算
案
を
は
じ
め
、
三
十

九
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
る
が
、
財
政
課
で

二
日
発
表
し
た
五
八
年
度
予
算
案
の
歳
入
歳

出
総
額
は
、
一
億
九
百
七
十
三
万
六
千
三
十

五
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
る
と
八

百
五
十
万
九
千
百
二
十
一
円
の
減
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
予
算
案
は
、
事
業
費
及
び
事
業
に
伴

な
う
経
費
以
外
は
、
六
月
議
会
に
提
出
し
た

当
初
見
積
り
を
基
準
に
し
て
い
る
が
、
問
題

と
な
っ
た
民
政
府
か
ら
の
特
別
補
助
、
銀
行

起
債
は
一
切
削
減
し
、
も
っ
ぱ
ら
自
己
財
源

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

八
｜
九
月

六
七
二



だ
け
で
編
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
大
き
く

減
と
な
っ
て
い
る
。

歳
入
の
部
で
目
立
っ
て
減
っ
て
い
る
の

は
、
税
法
改
正
に
伴
い
市
税
か
ら
二
百
一
万

五
千
二
百
六
円
の
減
、
去
る
七
月
以
降
、
沖

縄
丸
、
那
覇
丸
の
出
入
港
が
、
泊
港
か
ら
那

覇
港
に
変
更
さ
れ
た
た
め
に
、
使
用
料
と
手

数
料
の
収
入
か
ら
百
十
八
万
六
百
六
十
八
円

の
減
、
市
債

銀
行
起
債

五
百
二
十
五
万

九
千
九
百
九
十
九
円
、
民
政
府
特
別
補
助
二

千
六
百
六
十
二
万
円
の
削
減
な
ど
で
あ
る
。

な
お
、
歳
入
の
面
で
軍
用
地
代
の
値
上
げ

で
繰
越
金
に
二
千
五
百
五
十
万
円
の
増
加

が
と
く
に
目
立
っ
て
い
る
。

歳
出
の
部
で
、
土
木
費
の
四
百
四
十
二
万

三
千
六
百
五
円
の
増
は
、
首
里
大
中
区
、
小

禄
田
原
、
宇
栄
原
、
那
覇
中
央
部
楚
辺
二
区
、

久
茂
地
な
ど
へ
の
道
路
新
設
費
で
、
七
、
八
、

九
月
の
暫
定
予
算
で
す
で
に
着
工
し
て
い

る
。
そ
の
他
新
規
事
業
に
目
立
っ
た
も
の
は
み
ら

れ
な
い
が
、
暫
定
予
算
で
工
事
再
開
中
の
泊

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
は
、
八
百
六
十
万
五
千
四

十
二
円
で
当
初
の
予
定
通
り
二
階
ま
で
完
成

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
総
評
か
ら
の
寄
付
金
百
万
円
で
市
民

集
会
所
の
建
設
が
今
予
算
に
組
ま
れ
て
い

る
。と
こ
ろ
で
、
反
当
局
派
の
十
七
議
員
は
、

あ
く
ま
で
も
瀬
長
市
長
不
信
任
の
態
度
を

固
め
て
お
り
、
開
会
冒
頭
に
不
信
任
案
を

出
し
、
当
局
派
が
欠
席
す
れ
ば
当
局
派
の

出
し
た
議
案
は
審
議
さ
れ
な
い
の
で
は
な

い
か
と
も
み
ら
れ
て
い
る
。
も
し
、
こ
の

予
算
案
が
否
決
に
な
れ
ば
、
今
会
期
中
に

再
上
程
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
改
め
て
臨

時
議
会
を
召
集
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
そ
の
間
事
業
は
全
く
で
き
な
い

こ
と
に
な
る
。

瀬
長
市
長
は
、議
会
が
不
信
任
案
を
め
ぐ
り
、

故
意
に
議
案
の
審
議
を
引
き
の
ば
す
よ
う
な

こ
と
が
あ
れ
ば
、
予
算
を
専
決
で
処
分
す
る

と
い
っ
て
い
る
の
で
成
り
行
き
は
注
目
さ
れ

る
。【
歳
入
の
部
】
一
億
九
百
七
十
三
万
六
千

三
十
五
円

八
百
五
十
万
九
千
百
二
十
一
円

減

。

△
市
税

三
千
六
百
九
十
一
万
八
千
八
百
二

十
二
円

二
百
一
万
五
千
二
百
六
円
減

。

△
市
町
村
交
付
税

二
百
三
万
四
千
七
百
九

十
円

二
十
一
万
八
千
五
百
円
増

。

△
公
営
企
業
及
び
財
産
収
入

一
千
六
百
三

十
五
万
六
千
三
百
五
円

一
千
五
百
四
十
九

万
一
千
二
百
二
十
三
円
減

△
分
担
金
及
び
負
担
金

二
円
。

△
夫
役
及
び
現
品

二
円
。

△
使
用
料
及
び
手
数
料

一
千
八
百
三
十
五

万
二
千
百
円

六
十
五
万
九
千
五
百
三
十
六

円
減

。

△
政
府
支
出
金

三
百
七
十
四
万
六
千
八
百

五
十
八
円

九
百
七
十
六
万
七
千
九
百
四
十

七
円
減

。

△
寄
付
金

百
万
円
。

繰
入
金

な
し
。

△
繰
越
金

二
千
五
百
五
十
万
円

二
千
五

百
五
十
万
円
増

。

△
雑
収
入

五
百
八
十
二
万
七
千
二
百
五
十

四
円

二
十
万
三
千
一
円
増

。

△
市
債

な
し

五
百
二
十
五
万
九
千
九
百

九
十
九
円
減

。

【
歳
出
の
部
】
一
億
九
百
七
十
三
万
六
千

三
十
五
円

八
百
五
十
万
九
千
百
二
十
一
円

減

。

△
議
会
費

三
百
七
十
九
万
三
千
六
百
五
十

一
円

六
十
万
六
千
二
百
六
十
九
円
減

。

△
役
所
費

三
千
四
百
八
十
三
万
二
千
七
百

三
十
二
円

五
百
二
十
万
七
千
三
百
六
十
七

円
増

。

△
消
防
費

四
百
二
十
万
三
千
七
百
十
四
円

五
十
四
万
八
千
七
十
一
円
増

。

△
土
木
費

一
千
九
百
五
十
五
万
一
千
四
百

九
十
二
円

四
百
四
十
二
万
三
千
六
百
五
円

増

。

△
都
市
計
画
事
業
費

五
百
四
十
九
万
六
千

八
百
五
十
二
万
円

百
六
十
万
九
百
五
十
四

円
減

。

△
港
湾
費

一
千
二
百
三
十
七
万
五
十
五
円

百
四
十
二
万
七
千
百
十
七
円
減

。

△
社
会
及
び
労
働
施
設
費

五
百
七
十
万
六

千
九
百
五
十
円

四
百
六
十
七
万
五
千
十
一

円
減

。

△
保
健
衛
生
費

四
百
六
万
九
千
八
百
二
十

七
円

五
十
四
万
八
千
二
百
三
円
減

。

△
産
業
経
済
費

四
百
十
四
万
三
千
百
九
十

三
円

三
十
三
万
三
千
三
百
一
円
減

。

△
財
産
費

一
円

七
十
七
万
二
千
百
二
十

七
円
減

。

△
選
挙
費

七
十
六
万
七
千
二
百
六
十
六
円

三
十
万
六
千
二
百
四
十
五
円
増

。

△
公
債
費

一
千
十
六
万
四
千
五
百
八
十
七

円

八
百
八
十
万
七
千
八
百
九
十
二
円
減

。

△
諸
支
出
金

二
百
十
四
万
九
千
二
円

三

十
二
万
二
千
七
百
二
十
八
円
減

。

△
戸
籍
整
備
費

百
七
十
八
万
六
千
八
百
十

三
円

十
五
万
九
千
百
九
十
三
円
増

。

△
予
備
費

七
十
万
円
。

小
禄
の
オ
フ
・
リ
ミ
ッ
ツ
／
”
解

禁
の
望
み
な
し
”
／
空
軍
／

人
民
党
同
調
者
と
の
ト
ラ
ブ

ル
防
止
が
狙
い

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
９
・
８

中
部
支
局

再
度
に
わ
た
る
陳
情
と
解
禁

折
衝
が
続
け
ら
れ
て
い
た
那
覇
市
の
小
禄
新

辻
町
オ
フ
・
リ
ミ
ッ
ツ
問
題
に
対
し
、

過

去
二
回
の
選
挙
で
人
民
党
同
調
者
の
多
い
こ

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

九
月

六
七
三



と
が
実
証
さ
れ
た

と
六
日
昼
嘉
手
納
航
空

隊
か
ら
、
沖
縄
風
俗
連
合
会
に
次
の
よ
う
な

正
式
回
答
が
あ
り
、
同
地
の
バ
ァ
ー
、
キ
ャ

バ
レ
ー
業
者
を
絶
望
さ
せ
て
い
る
。
回
答
の

内
容
は
次
の
と
お
り
。

共
産
主
義
者
で
あ
る
瀬
長
の
支
配
下
に
動

く
小
禄
へ
兵
隊
を
外
出
さ
せ
て
は
、
地
元

住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
場
合
、
彼

等
に
利
用
さ
れ
て
、
悪
宣
伝
さ
れ
る
恐
れ

が
あ
る
。
今
度
の
オ
フ
・
リ
ミ
ッ
ツ
も

こ
の
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

の
処
置
で
あ
り
、
業
者
や
関
係
者
に
対
し

て
は
気
の
毒
だ
が
、
共
産
主
義
者
が
多
く

ト
ラ
ブ
ル
の
心
配
が
消
え
な
い
か
ぎ
り
兵

隊
の
同
地
域
へ
の
外
出
は
毛
頭
考
え
ら
れ

な
い
、
と
の
趣
旨
で
兵
隊
相
手
の
業
者
を

落
胆
さ
せ
た
。

こ
の
問
題
は
去
っ
た
那
覇
市
議
選
挙
に
か
ら

み
、
八
月
六
日
か
ら
オ
フ
・
リ
ミ
ッ
ツ
に

な
っ
た
同
新
辻
町
の
バ
ァ
ー
、
キ
ャ
バ
レ
ー

業
者
が
沖
風
連
と
共
に
主
席
を
通
じ
て
軍
関

係
者
や
憲
兵
隊
司
令
部
へ
再
三
に
わ
た
り
、

解
禁
の
陳
情
を
行
い
折
衝
を
続
け
て
来
た
も

の
だ
が
、
一
カ
月
間
も
み
ぬ
い
た
あ
げ
く
、

こ
の
回
答
で
解
禁
の
望
み
が
消
え
業
者
を
あ

わ
て
さ
せ
て
い
る
。

同
地
の
外
人
相
手
専
門
の
青
Ａ
サ
イ
ン
業

者
は
、
二
十
四
、
五
軒
あ
る
が
、
こ
の
一

カ
月
間
で
す
で
に
女
給
た
ち
が
姿
を
消

し
、
四
、
五
軒
の
業
者
が
コ
ザ
市
八
重
島

区
へ
移
動
、
今
後
、
更
に
中
部
や
波
の
上

あ
た
り
に
移
動
が
続
出
す
る
も
の
と
見
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
も
少
資
本
の
業
者
は
殆

ど
倒
産
、
営
業
を
あ
き
ら
め
て
転
業
し
て

い
る
業
者
も
あ
る
と
い
わ
れ
、
深
刻
を
極

め
て
い
る
模
様
。

沖
風
連
会
長
大
城
盛
治
氏
の
話

沖
縄
で
現

実
を
無
視
し
た
政
治
は
許
さ
れ
な
い
。
瀬
長

市
長
の
問
題
で
は
多
く
の
業
者
が
生
活
を
お

び
や
か
さ
れ
て
い
る
。
小
禄
の
業
者
に
は
大

変
気
の
毒
だ
。
各
地
の
業
者
に
も
、
小
禄
の

前
轍
を
踏
ま
な
い
よ
う
注
意
し
て
い
る
。
な

お
生
活
を
踏
み
に
じ
ら
れ
た
小
禄
の
業
者
た

ち
は
数
日
内
に
中
部
や
そ
の
他
へ
移
動
す
る

が
家
屋
の
斡
旋
と
早
急
に
営
業
の
出
来
る
便

宜
は
沖
風
連
で
一
切
計
っ
て
や
り
た
い
。
一

日
も
早
く
営
業
を
た
て
な
が
ら
解
禁
運
動
を

続
け
る
。
し
ば
ら
く
の
間
、
小
禄
の
解
禁
見

通
し
は
困
難
で
あ
り
、
転
業
す
る
業
者
に
は

適
職
の
斡
旋
も
や
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一
括
払
反
対
が
97
％
／
垣
花
地

域
の
軍
用
地
訴
願

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
９
・
９

那
覇
市
垣
花
及
び
鏡
水
一
帯
の
軍
港
地
域
に

対
す
る
限
定
付
土
地
保
有
権
の
強
制
収
用
宣

告
に
か
か
る
訴
願
は
去
る
二
日
で
締
切
ら
れ

た
が
、
法
務
局
が
ま
と
め
た
と
こ
ろ
に
よ
る

と
宣
告
を
受
け
た
一
千
五
百
三
十
一
筆
の
九

一
パ
ー
セ
ン
ト
弱
に
あ
た
る
ほ
と
ん
ど
大
部

分
の
筆
数
が
訴
願
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
訴
願
し
た
筆
数
の
九
七
パ
ー
セ
ン
ト
が

垣
花
復
興
期
成
会
を
通
じ
て
手
続
し
て
お
り

そ
の
訴
願
様
式
が
規
定
外
の
▽
限
定
付
土
地

保
有
権
に
基
く
一
活
払
い
は
容
認
で
き
な
い

▽
訴
願
賃
貸
料
金
は
一
カ
年
払
い
を
前
提
と

す
る
と
の
条
件
を
つ
け
た
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
一
、
収
用
宣
告
を
受
け
た
筆
数

一
千
五
百

三
十
一
筆

二
、
訴
願
書
の
受
付
状
況

一
千
三
百
九
十

筆
１
、
個
人
で
法
務
局
に
提
出

三
十
六
筆

十
四
人

２
、
土
地
裁
判
所
に
直
接
提
出

五
筆
四

人

３
、
垣
花
復
興
期
成
会
を
通
じ
て
提
出

一
千
三
百
四
十
九
筆

三
、
訴
願
を
し
な
か
っ
た
筆
数

百
四
十
一

筆
。

｜
社
　
説
｜

那
覇
市
議
会
に
望
む

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
９
・
10

瀬
長
市
長
信
任
、
不
信
任
を
め
ぐ
り
そ
の

勢
力
分
野
を
一
変
し
て
再
び
相
見
え
る
選
挙

後
初
の
那
覇
市
議
会
は
愈
よ
き
ょ
う
開
会
さ

れ
る
が
、
不
信
任
の
成
否
如
何
は
那
覇
市
民

ば
か
り
で
な
く
広
く
内
外
の
注
目
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
十
七
名
の
反
当
局
派
は
不

信
任
案
の
提
出
時
機
に
つ
い
て
具
体
策
を

練
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
ま
だ
結
論
を
見
出

す
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
と
伝
え
ら
れ
て
お

り
一
方
当
局
派
は
欠
席
戦
術
で
不
信
任
案
通

過
を
阻
止
す
る
態
度
を
固
め
て
い
る
と
み
ら

れ
て
い
る
。
両
者
の
秘
術
が
ど
う
い
う
結
末

を
つ
げ
る
か
予
断
を
許
さ
ぬ
も
の
が
あ
る

が
、
時
を
稼
ぐ
か
、
稼
が
せ
ぬ
か
の
ち
が
い

が
あ
る
だ
け
で
、
遅
か
れ
早
か
れ
行
き
つ
く

と
こ
ろ
は
市
長
選
挙
と
い
う
こ
と
に
な
る

し
、
議
員
諸
公
は
各
自
選
挙
民
に
公
約
し
た

筋
書
通
り
に
直
進
す
る
以
外
に
な
か
ろ
う
。

前
議
会
で
瀬
長
市
長
不
信
任
案
が
通
過
し

た
の
は
三
名
の
人
民
党
と
三
名
の
同
調
者
が

反
対
し
た
の
み
で
二
十
四
対
六
の
大
差
を

以
っ
て
し
た
の
で
あ
る
が
、
選
挙
後
の
現
議

会
は
人
民
党
と
そ
の
同
調
者
を
合
せ
て
当
局

派
十
二
名
と
二
倍
に
ふ
く
れ
、
数
の
上
で
は

少
数
派
で
あ
り
な
が
ら
欠
席
戦
術
に
出
れ
ば

市
長
不
信
任
案
も
阻
止
で
き
る
と
い
う
態
勢

が
で
き
た
の
で
あ
る
か
ら
市
長
不
信
任
を
め

ぐ
る
議
会
両
派
の
動
き
は
諸
議
案
審
議
に
も

微
妙
な
暗
影
を
投
げ
か
け
、
市
長
不
信
任
が

最
終
の
結
末
を
つ
け
ぬ
限
り
市
政
の
不
安
定

は
依
然
と
し
て
解
け
ぬ
ま
ま
に
時
日
を
過
ご

す
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
こ
の
情
勢
が
続
く

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年
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月

六
七
四



限
り
市
政
の
円
滑
な
運
営
な
ど
望
む
べ
く
も

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

市
議
会
の
分
野
が
現
状
の
ま
ま
こ
う
着
し

市
長
不
信
任
案
に
対
し
当
局
派
が
そ
の
都
度

欠
席
戦
術
を
と
る
と
す
れ
ば
瀬
長
市
長
を
追

い
出
す
と
い
う
こ
と
は
当
面
困
難
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
従
っ
て
反
当
局
派
に
残
さ
れ
た

手
段
は
市
長
リ
コ
ー
ル
運
動
と
い
う
こ
と
に

も
な
る
が
、
じ
ん
ぜ
ん
時
を
過
ご
す
と
い
う

こ
と
に
で
も
な
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
市
政
の
明

朗
な
運
営
も
阻
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
迷
惑
を

被
る
の
は
那
覇
市
民
で
あ
る
。

市
議
会
の
現
分
野
は
反
当
局
派
が
当
局
派

か
ら
引
抜
き
に
成
功
す
る
と
い
う
こ
と
も
考

え
ら
れ
な
い
し
、
当
局
派
が
反
当
局
派
へ
寝

返
る
と
い
う
こ
と
も
予
想
で
き
な
い
。
こ
の

よ
う
な
両
派
対
じ
が
解
け
な
い
も
の
と
す
れ

ば
反
市
長
派
が
多
数
を
占
め
て
い
な
が
ら
市

長
不
信
任
を
ど
う
に
も
実
現
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
が
、
欠
席
戦
術
の
如
き
不
合

理
を
現
行
の
法
律
が
認
め
て
い
る
の
だ
か
ら

如
何
と
も
し
が
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

反
当
局
派
に
と
っ
て
更
に
深
刻
な
悩
み
は

当
局
派
が
欠
席
戦
術
を
と
ら
ず
、
不
信
任
案

が
通
過
し
た
と
し
て
も
次
に
来
る
べ
き
市
長

選
挙
に
擁
立
す
べ
き
駒
を
ど
う
物
色
す
る
か

に
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
不
信
任
案
を
持
ち

出
す
以
上
、
市
長
選
挙
に
も
す
で
に
不
敗
の

態
勢
が
整
え
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

筈
で
あ
る
。
当
局
派
に
し
て
も
数
の
上
で
は

対
決
で
き
な
い
悩
み
が
あ
り
、
欠
席
戦
術
が

唯
一
の
防
衛
策
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

こ
の
よ
う
な
消
極
的
手
段
で
不
安
定
な
現
状

を
守
り
通
そ
う
と
す
る
態
度
は
、
た
と
え
法

規
上
は
違
法
で
な
い
に
し
て
も
政
治
的
な
良

識
か
ら
す
れ
ば
嫌
悪
す
べ
き
態
度
と
い
わ
ね

ば
な
ら
ぬ
。

い
ず
れ
に
し
て
も
不
安
定
な
現
状
の
那
覇

市
政
を
両
派
の
こ
そ
く
な
手
段
、
対
策
で
こ

れ
以
上
不
明
朗
な
う
ち
に
遷
延
さ
せ
る
と
い

う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
議
員
諸

公
が
今
度
の
市
議
選
で
市
民
に
公
約
と
し
て

打
ち
出
し
政
見
と
か
抱
負
と
い
う
の
も
一
言

に
し
て
い
え
ば
瀬
長
市
長
を
信
任
す
る
か
、

し
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。

反
当
局
派
は
瀬
長
市
政
打
倒
を
誓
っ
た

し
、
当
局
派
は
そ
の
擁
護
を
絶
叫
し
た
。
選

挙
民
の
前
に
両
派
と
も
そ
れ
ぞ
れ
堂
々
と
対

決
す
る
こ
と
を
公
約
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
両
派
対
決
の
場
が
今
度
の
議
会
で
あ
る
。

こ
の
対
決
を
逃
避
す
る
が
如
き
欠
席
戦
術

云
々
は
当
局
派
議
員
も
公
約
と
し
て
打
ち
出

し
た
者
は
い
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。

暗
雲
晴
れ
や
ら
ぬ
那
覇
市
会
、
明
朗
な
市

政
運
行
は
い
つ
？
低
迷
す
る
妖
雲
を
は
ら
い

の
け
る
道
は
唯
一
つ
、
両
派
と
も
政
治
的
良

識
に
徹
し
て
堂
々
対
決
す
る
こ
と
で
あ
る
。

建
築
確
認
那
覇
市
長
へ
命
令
／

政
府
が
バ
ス
協
会
の
仮
事
務

所
を
琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
９
・
10

政
府
工
交
局
で
は
こ
の
ほ
ど
先
の
建
築
審
査

会
で
裁
定
に
な
っ
た
沖
縄
乗
合
自
動
車
協
会

長
上
原
敬
和
氏
か
ら
の
建
築
確
認
申
請
を
早

急
に
確
認
す
る
よ
う
、
瀬
長
那
覇
市
長
へ
命

令
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
去
る
四
月
、
バ
ス
協
会
か
ら
那
覇
市

へ
タ
ー
ミ
ナ
ル
敷
地
内
に
仮
事
務
所

約
十

二
坪

を
建
築
し
た
い
と
建
築
確
認
の
申
請

を
し
た
が
、
市
当
局
は
再
度
に
わ
た
っ
て
却

下
、
協
会
か
ら
の
異
議
申
立
で
、
建
築
審
査

会
が
審
査
の
結
果

市
当
局
は
建
築
確
認
申

請
上
、
支
障
が
な
い
か
ら
当
然
確
認
申
請
書

を
受
理
し
、
建
築
確
認
す
べ
き
で
あ
る

と

の
裁
定
が
な
さ
れ
、
建
築
基
準
法
第
十
六
条

の
規
定
に
よ
っ
て
行
政
主
席
の
命
令
と
な
っ

た
も
の
。

那
覇
市
議
会
／
注
目
の
「
不
信

任
案
」
は
出
さ
れ
た
が
／
サ

ッ
と
窓
か
ら
逃
出
す
／
突
如

渡
口
議
員
が
”
緊
急
動
議
”

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
９
・
10

那
覇
市
会
は
き
ょ
う
十
日
午
前
十
時
二
十
分

開
会
、
議
長
に
高
良
一
氏
、
副
議
長
に
渡
口

麗
秀
氏
を
選
出
し
た
。
注
目
の
瀬
長
市
長
不

信
任
案
は
副
議
長
の
渡
口
麗
秀
議
員
が
就
任

あ
い
さ
つ
に
引
続
き
、
動
議
の
形
で
提
出
し

た
が
与
党
側
十
二
議
員
が
窓
か
ら
飛
び
だ
し

た
た
め
、
採
択
可
決
さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ

た
。
○

こ
の
日
あ
さ
十
時
二
十
分
全
議
員
三
十

名
が
出
揃
っ
て
開
会
宣
言
。
規
則
に
従
っ
て

最
年
長
者
の
儀
武
息
陸
議
員
が
仮
議
長
に
選

ば
れ
、
正
副
議
長
の
選
出
を
行
っ
た
。
議
長

に
は
高
良
一
議
員
が
満
場
一
致
で
選
ば
れ
た

が
、
副
議
長
は
投
票
の
結
果
、
同
盟
の
渡
口

麗
秀
議
員
が
民
連
の
儀
武
息
陸
議
員
を
十
七

対
十
三
で
破
り
当
選
し
た
。

高
良
議
長
は
あ
い
さ
つ
で

那
覇
市
会
は
古

今
の
難
局
に
立
っ
て
お
り
、
責
任
の
重
大
さ

を
痛
感
す
る
。
皆
さ
ん
の
協
力
の
下
に
明
朗

議
会
を
運
営
し
て
い
き
た
い

と
の
べ
た
。

続
い
て
副
議
長
に
選
ば
れ
た
渡
口
議
員
が

誠
意
を
も
っ
て
議
長
を
補
佐
し
て
い
き
た

い

と
就
任
の
あ
い
さ
つ
を
の
べ
始
め
た
。

○

注
目
の
瀬
長
市
長
不
信
任
案
は
、
突
然

こ
の
渡
口
麗
秀
議
員
か
ら
副
議
長
就
任
あ
い

さ
つ
直
後
動
議
の
形
で
提
案
さ
れ
た
。
副
議

長
就
任
あ
い
さ
つ
に
一
応
の
区
切
り
を
つ
け

た
渡
口
副
議
長
は
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
何
か
と
り

出
す
が
早
い
か
緊
急
動
議
と
叫
ん
で
早
口
で

こ
れ
を
読
み
始
め
た
。

緊
急
動
議
！

渡

口
議
員
が
口
を
切
る
が
早
い
か
、
十
二
名
の

与
党
議
員
は
パ
ッ
ト
立
上
り
、
窓
に
近
い
席

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

九
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に
い
る
議
員
は
窓
か
ら
、
傍
聴
席
に
近
い
議

員
は
傍
聴
席
に
飛
び
込
ん
だ
。
時
刻
は
丁
度

十
一
時
十
分

野
党
議
員
は
総
立
ち
と

な
っ
て
こ
れ
ら
与
党
議
員
の
退
席
を
阻
止
し

よ
う
と
し
た
が
、
与
党
側
は
体
当
り
で
こ
れ

を
は
じ
き
返
す
と
い
う
ラ
ク
ビ
ー
さ
な
が
ら

の
も
み
合
い
の
う
ち
に
十
秒
後
に
は
十
二
名

の
与
党
議
員
は
全
員
議
場
か
ら
姿
を
消
し
て

い
た
。
満
場
騒
然
と
な
っ
て
野
党
議
員
が
何

か
叫
ん
で
い
る
が
聞
え
な
い
。
傍
聴
席
に
逃

げ
込
ん
だ
与
党
議
員
が

こ
ん
な
ば
か
な
こ

と
が
あ
る
か

と
ど
な
っ
て
い
る
の
が
聞
え

て
く
る
。
約
一
分
の
ち
高
良
議
長
が
休
会
を

宣
言
し
た
た
め
騒
ぎ
は
や
っ
と
静
ま
り
、
議

場
か
ら
飛
び
出
し
た
与
党
議
員
も
議
場
に

帰
っ
て

今
の
動
議
は
ど
う
処
理
さ
れ
た
か

と
高
良
議
長
に
詰
め
よ
る
場
面
も
あ
っ
た

が
、
高
良
議
長
は

二
時
か
ら
再
開
し
た
と

き
に
す
べ
て
は
わ
か
る

と
興
奮
す
る
与
党

議
員
を
軽
く
と
り
な
し
て
い
た
。

紳
士
的
に
行
き
た
い
／
兼
次
氏
談

兼
次
佐
一
議
員
の
話

民
連
側
と
し
て
は
議
会
が
紳
士
的
に
ス
ム
ー

ス
に
運
営
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
高
良
一

議
員
を
議
長
に
、
渡
口
議
員
を
副
議
長
に
、

正
し
い
選
挙
を
行
っ
て
選
ん
だ
が
、
渡
口
議

員
は
あ
い
さ
つ
の
中
か
ら
突
然
緊
急
動
議
と

し
て
市
長
不
信
任
を
出
し
た
。
こ
れ
は
副
議

長
選
出
後
各
議
員
の
委
員
決
定
な
ど
が
あ
っ

た
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
行
動
に
出

る
と
い
う
こ
と
は
常
識
を
逸
し
て
い
る
。
民

連
側
が
即
時
退
場
を
し
た
の
も
や
む
を
得
ず

と
っ
た
措
置
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
後
で
総
会
を
開
き
、
全
市
民
に
知
ら
す
た

め
声
明
書
を
発
表
す
る
。

逃
げ
る
の
に
一
苦
労
／
抜
打
ち
動
議
に

あ
わ
て
た
与
党
議
員

○

民
連
側
の
議
員
は
、
休
会
後
直
ち
に
市

長
室
に
集
ま
っ
た
が
、
ど
の
顔
も
紅
潮
し
て

悲
憤
コ
ウ
ガ
イ

と
い
っ
た
面
持
。
セ
セ

ラ
笑
っ
て
い
る
の
は
兼
次
、
島
袋
両
議
員
だ

け
。
そ
こ
へ
真
栄
田
議
員
が
、”
僕
は
跳
び
出
そ

う
と
し
た
ら
某
議
員
か
ら
足
を
ひ
っ
張
ら
れ

た
”
と
入
っ
て
来
た
。
続
い
て
瀬
名
波
議
員

が
”
何
者
か
に
脇
腹
に

括

を
入
れ
ら
れ

た
”
と
言
え
ば
、
最
年
長
の
儀
武
息
睦
議
員
”

俺
は
手
を
引
張
ら
れ
た
が
体
は
場
外
に
出
て

い
た
”
等
と
大
笑
い
。

そ
こ
へ
傍
聴
席
に
い
た
社
大
党
那
覇
支
部
の

松
田
組
織
部
長
が
左
目
を
充
血
さ
せ
て
入
っ

て
来
た
。
暴
力
団
？
に
一
拳
あ
て
ら
れ
た
と

い
う
。
原
因
は
兼
次
、
真
栄
田
両
議
員
の
退

場
を
妨
げ
て
い
る
青
年
を
ド
ヤ
し
つ
け
た
こ

と
か
ら
ら
し
い
。
こ
の
騒
ぎ
で
、
那
覇
署
か

ら
私
服
警
官
が
か
け
つ
け
た
が
後
の
祭
り

だ
っ
た
。

○

け
さ
の
那
覇
市
会
は
、
ど
ち
ら
の
側
も

見
事

と
は
傍
聴
者
の
声
だ
っ
た
。
動
議
を

提
案
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
副
議
長
就
任
あ
い
さ

つ
直
後
に
し
た
の
と
、
高
跳
の
選
手
で
も
な

い
の
に
、
ア
ッ
ト
い
う
間
に
人
垣
の
中
に
飛

び
込
ん
だ
与
党
議
員
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
こ

と
ら
し
い
。

民
連
側
は
予
期
し
て
い
た
と
い
い
、
同
盟
側

は
こ
れ
で
い
い

と
語
っ
て
い
た
が
、
市

役
所
を
引
き
あ
げ
た
同
盟
議
員
は
市
内
某
所

に
集
ま
り
、
政
府
の
野
波
行
政
課
長
等
を
交

え
て
こ
ん
ご
の
措
置
を
話
し
合
っ
て
再
び
午

後
の
議
会
に
の
ぞ
ん
だ
。
民
連
側
は
、
午
後

の
動
き
を
見
て
声
明
を
出
す
そ
う
ナ
。

こ
の
日
の
速
記
録
は
”
瀬
長
市
長
不
信
任
案

緊
急
動
議
を
提
出
し
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は

”
で
終
っ
て
お
り
、
不
信
任
理
由
は
明
ら

か
で
な
い
。

時
限
爆
弾
と
化
す
？
／
”
可
決
も
否
決

も
さ
れ
ぬ
”
／
高
良
議
長
談

緊
急
動
議
と
し
て
提
出
さ
れ
た
不
信
任
案
の

処
理
は
ど
う
な
る
か

と
い
う
点
に
つ
い

て
法
的
に
も
色
々
な
疑
義
が
あ
る
よ
う
だ
。

高
良
議
長
は
こ
れ
に
つ
い
て

余
り
例
の
な

い
で
き
事
だ
け
に
よ
く
研
究
し
た
上
で
な
い

と
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
緊

急
動
議
と
渡
口
議
員
が
発
言
す
る
と
同
時
に

議
場
が
騒
然
と
な
り
、
審
議
不
可
能
と
思
っ

た
の
で
休
会
を
宣
し
た
わ
け
だ
。
午
後
二
時

再
開
し
て
か
ら
は
っ
き
り
す
る
と
思
う
。
い

ず
れ
に
し
ろ
不
信
任
案
は
可
決
も
さ
れ
な

か
っ
た
が
、
否
決
も
さ
れ
て
な
い

と
い
う

見
解
を
表
明
し
て
い
る
。

こ
の
高
良
議
長
の
見
解
か
ら
考
え
る
と
、
不

信
任
案
は
ず
っ
と
提
出
さ
れ
た
ま
ま
と
な

り
、
与
党
議
員
が
出
席
し
て
定
足
数
に
達
す

る
と
同
時
に
一
気
に
可
決
に
も
っ
て
い
く
と

い
う
こ
と
に
な
る
よ
う
だ
。
こ
の
場
合
不
信

任
案
と
い
う
時
限
爆
弾
が
待
ち
構
え
て
い
る

の
で
、
与
党
議
員
は
欠
席
戦
術
を
放
棄
し
な

い
限
り
、
議
場
に
入
場
で
き
な
い
こ
と
に
な

り
、
こ
れ
が
ど
う
処
理
さ
れ
る
か
注
目
を
集

め
て
い
る
。

議
場
放
棄
民
主
主
義
で
な
い
／
渡
口
氏

談

渡
口
麗
秀
氏
の
話
　
不
信
任
案
提
出
の
場

合
、
議
員
の
定
員
数
が
三
分
の
二
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
議
員
が
病
気
そ
の
他
止
む
を
得

ざ
る
事
情
で
出
席
で
き
な
い
と
き
、
こ
う
い

う
重
要
案
件
を
審
議
し
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
意
味
で
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
数
の

上
で
十
七
対
十
二
と
大
き
く
引
離
さ
れ
た
以

上
、
民
主
主
義
を
重
ん
ず
る
人
な
ら
当
然
不

信
任
案
を
受
け
て
立
つ
べ
き
だ
。
十
二
名
の

与
党
が
開
会
中
議
場
外
に
と
び
出
す
と
い

う
、
議
員
と
し
て
の
権
利
義
務
を
自
ら
放
棄

す
る
よ
う
な
こ
と
は
民
主
主
義
の
発
展
の
上

に
も
大
き
な
悪
へ
い
を
残
す
こ
と
に
な
り
、

瀬
長
市
長
の
た
め
に
も
か
か
る
暴
挙
を
お
し

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

九
月

六
七
六



み
た
い
と
思
う

｜
社
　
説
｜

那
覇
市
政
の
混
乱
は
市
長
選
挙

で
救
え

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
９
・
11

十
日
開
会
の
那
覇
市
会
は
大
方
の
予
想
通

り
と
な
っ
た
。
三
分
の
二
の
定
数
を
確
保
し

よ
う
と
し
た
反
市
長
派
は
、
欠
席
戦
術
に
出

た
市
長
派
議
員
を
と
り
押
え
よ
う
と
、
引
っ

ぱ
ら
れ
て
服
を
や
ぶ
ら
れ
る
も
の
、
窓
か
ら

逃
げ
出
そ
う
と
し
て
靴
を
と
ら
れ
る
も
の
、

散
々
の
珍
風
景
を
演
出
し
た
。
ま
る
で
鶏
舎

で
鶏
を
と
り
お
さ
え
よ
う
と
し
て
大
立
回
り

し
て
い
る
、
と
い
っ
た
図
で
あ
る
。
ど
ち
ら

が
合
法
か
不
法
か
、
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、

そ
の
風
景
が
正
常
で
な
い
こ
と
は
何
人
も
認

め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

欠
席
戦
術
も
た
し
か
に
合
法
的
で
は
あ

る
。
市
町
村
首
長
の
不
信
任
が
自
治
体
と
し

て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
議
員

定
数
の
三
分
の
二
が
出
席
し
な
け
れ
ば
審
議

す
べ
き
で
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
法
で
規
定

し
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
法
の
精

神
は
こ
の
重
要
議
題
の
審
議
に
は
少
な
く
と

も
三
分
の
二
以
上
、
最
も
望
ま
し
い
の
は
全

員
の
出
席
の
も
と
に
こ
れ
を
審
議
す
べ
し
、

と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
で
き
る
だ
け
多

数
の
議
員
に
よ
っ
て
審
議
の
上
、
多
数
決
に

よ
る
べ
し
、
と
い
う
民
主
主
義
の
常
道
は
忘

れ
ら
れ
て
は
い
な
い
、
と
解
さ
る
べ
き
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
三
分
の
一
を
一
つ
や
二

つ
超
え
る
少
数
派
が
欠
席
戦
術
に
よ
っ
て
審

議
を
不
能
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
民
主
主
義

の
正
し
い
行
き
方
で
は
な
い
。
い
わ
ば
法
網

を
く
ぐ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
革
新
を
志
す
も

の
の
と
る
べ
き
態
度
で
は
な
い
。

た
と
え
、
こ
れ
が
合
法
的
で
あ
る
と
い
っ

て
も
、
こ
れ
で
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
那
覇

市
政
は
救
わ
れ
な
い
。
両
派
が
た
が
い
に
責

任
の
な
す
り
合
い
を
し
て
も
、
そ
れ
で
那
覇

市
政
が
打
開
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な

い
。
た
だ
の
喧
嘩
騒
ぎ
な
ら
、
両
成
敗
と
い

う
こ
と
も
あ
る
が
、
政
治
と
な
れ
ば
両
成
敗

と
い
う
こ
と
も
で
き
な
い
。
放
っ
て
お
い
て

よ
い
も
の
な
ら
そ
れ
で
も
よ
い
が
、
那
覇
市

会
が
市
政
を
放
っ
た
ら
か
す
こ
と
は
ゆ
る
せ

な
い
。
那
覇
市
政
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
三
分
の

二
以
上
議
席
を
か
く
得
し
え
な
か
っ
た
と
い

う
点
で
は
反
市
長
派
も
責
任
が
あ
る
し
、
十

二
名
の
少
数
派
と
し
て
市
会
の
機
能
を
マ
ヒ

さ
せ
る
点
で
は
、
合
法
的
で
あ
る
に
し
て
も
、

市
長
派
も
責
任
を
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

両
派
と
も
こ
の
現
状
の
打
開
に
つ
い
て
は

責
任
を
感
ず
べ
き
で
あ
り
、
職
場
か
ら
の
逃

避
と
そ
の
捕
り
お
さ
え
の
イ
タ
チ
ゴ
ッ
コ
に

明
け
暮
れ
て
い
て
は
市
民
こ
そ
い
い
面

つ

ら

の
皮
で
あ
る
。
こ
ん
な
こ
と
を
つ
づ
け

て
い
た
ら
、
そ
の
中
に
市
民
も
自
覚
す
る
だ

ろ
う
、
と
呑
気
な
こ
と
を
言
っ
て
お
れ
る
も

の
で
は
な
い
。

市
会
を
猿
芝
居
の
醜
態
か
ら
救
い
出
す
こ

と
は
、
今
や
、
市
長
選
挙
以
外
に
は
な
い
よ

う
だ
。
三
十
名
の
定
員
の
中
、
十
七
名
は
市
長
不

信
任
に
投
じ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
民
主
主
義

の
多
数
決
制
に
よ
る
と
、
当
然
、
そ
れ
だ
け

で
も
不
信
任
は
成
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
い
う
理
屈
に
な
る
が
、
そ
の
理
屈
を

一
方
で
は
民
主
的
法
律
が
否
定
し
て
い
る
。

市
長
派
に
も
反
市
長
派
に
も
、
ど
ち
ら
に
も

一
応
の
理
屈
は
立
っ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、

も
早
や
、
法
律
論
を
通
り
越
し
て
、
道
義
的

な
問
題
と
な
っ
て
く
る
。

両
派
が
何
回
市
民
を
狩
り
集
め
て
演
説
会

を
し
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
事
態
は
救
わ
れ
な

い
し
、
む
し
ろ
、
空
気
は
険
悪
化
し
、
民
主

主
義
の
ル
ー
ル
か
ら
は
逸
脱
し
て
、
市
政
が

暴
力
化
し
て
い
か
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
そ

の
傾
向
は
す
で
に
き
ざ
し
を
み
せ
て
い
る
。

こ
の
際
、那
覇
市
政
を
明
朗
に
す
る
に
は
、

市
長
不
信
任
を
可
決
す
る
な
ら
さ
せ
て
、
市

長
を
市
長
派
が
あ
く
ま
で
も
市
民
に
信
を
問

う
と
考
え
る
な
ら
ば
、
再
選
挙
に
お
い
て
こ

れ
を
決
す
べ
き
で
あ
る
。
議
会
に
お
け
る
小

手
先
の
戦
術
は
下
手
す
る
と
世
人
の
悪
評
を

買
う
こ
と
は

乱
闘
国
会

で
社
会
党
や
自

民
党
が
そ
れ
ぞ
れ
垂
範
し
た
こ
と
で
あ
る
。

ゲ
ー
ム
を
フ
ェ
ア
に
す
る
た
め
に
は
、
市
長

選
挙
で
対
決
す
る
以
外
に
道
は
な
い
。

競
輪
法
廃
止
に
署
名

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
９
・
11

当
間
主
席
は
十
日
、
立
法
院
で
決
議
さ
れ
た

鉱
業
法
の
一
部
改
正
、
牧
野
法
の
一
部
改
正
、

小
運
送
業
法
の
一
部
改
正
お
よ
び
自
転
車
競

技
法
の
廃
止
立
法
の
四
立
法
案
に
署
名
し
た

が
、
何
れ
も
十
三
日
に
公
布
さ
れ
る
。

那
覇
市
議
会
／
与
党
早
速
欠
席

戦
術
に
／
兼
次
氏
だ
け
議
場

に
す
え
て

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
９
・
11

野
党
側
の
不
信
任
案
に
対
し
て
与
党
側
が
議

場
外
に
飛
び
だ
す
と
い
う
、
開
会
直
後
早
く

も
波
乱
を
見
せ
た
那
覇
市
会
は
、
市
民
注
目

の
う
ち
に
午
後
二
時
か
ら
再
開
さ
れ
た
与
党

議
員
は
不
信
任
案
の
上
程
を
恐
れ
、
議
員
の

定
足
数
を
満
た
さ
な
い
よ
う
兼
次
議
員
一
人

を
代
表
と
し
て
議
会
に
送
り
、
他
の
与
党
十

一
名
の
議
員
は
最
後
ま
で
議
場
に
姿
を
見
せ

な
か
っ
た
。

再
開
三
十
分
前
、
野
党
議
員
十
七
名
は
打
合

わ
せ
を
終
え
、
議
会
事
務
局
、
議
長
室
の
二

手
に
わ
か
れ
て
午
前
中
の
不
信
任
案
提
出
の
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も
よ
う
を
話
し
あ
っ
て
い
る
、
某
議
員
の
逃

げ
方
が
お
か
し
か
っ
た
。

某
議
員
は
殆
ど
身
長
と
同
じ
位
の
窓
を
一
気

に
飛
び
越
え
た
と
話
題
は
つ
き
な
い
。
一
方

与
党
側
は
全
員
が
市
長
室
に
集
り
、
記
者
団

も
閉
め
出
し
て
何
事
か
協
議
し
て
い
る
。
議

場
を
み
る
と
傍
聴
人
は
朝
か
ら
詰
め
か
け
た

人
々
が
、
昼
食
も
抜
き
に
し
て
じ
っ
と
立
っ

て
い
る
。
シ
ー
ン
と
し
た
傍
聴
人
の
ふ
ん
囲

気
が
逆
に
嵐
の
前
の
静
け
さ
と
い
っ
た
も
の

を
感
じ
さ
せ
る
。

定
刻
の
午
後
二
時
、
野
党
議
員
と
中
立
派
の

全
議
員
十
八
名
が
議
場
に
入
る
。
民
連
側
か

ら
最
初
は
浦
崎
議
員
が
議
場
に
姿
を
現
わ
し

た
が
、続
い
て
く
る
筈
の
与
党
議
員
は
五
分
、

十
分
と
時
が
た
っ
て
も
姿
を
現
わ
さ
な
い
。

よ
う
や
く
異
常
な
気
配
を
感
じ
た
野
党
議
員

か
ら

与
党
は
ど
う
し
た
の
か

不
信
任

案
は
出
さ
な
い
か
ら
出
ろ

と
い
う
野
次
が

飛
び
始
め
る
。

出
席
し
て
い
た
与
党
か
ら
た
だ
一
人
の
浦
崎

議
員
も
た
ま
り
か
ね
た
よ
う
に
議
場
か
ら
姿

を
消
す
。二
時
十
三
分
開
会
の
ベ
ル
が
鳴
る
。

そ
の
二
分
後
兼
次
議
員
が
議
場
に
入
り
さ
っ

さ
と
議
席
に
つ
く
。

他
の
議
員
は
ど
う
し

た
か

の
問
に
兼
次
議
員
が

あ
な
た
方
が

信
用
で
き
な
い
か
ら
皆
出
席
し
な
い
の
だ

と
や
り
返
す
。
や
が
て
兼
次
議
員
を
除
い
て

与
党
側
議
員
の
全
員
が
欠
席
す
る
と
い
う
変

則
議
会
の
開
会
が
宣
せ
ら
れ
、
常
任
委
の
選

任
、会
期
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
決
定
し
た
の
ち
、

午
後
四
時
閉
会
し
た
。

会
期
は
二
十
八
日
ま
で
／
不
成
立
の
場

合
は
延
長
も

会
期

今
市
会
の
会
期
は
二
十
八
日
ま
で
の

十
九
日
間
と
な
り
、
こ
の
間
不
信
任
案
が
上

程
さ
れ
る
条
件
を
備
え
て
い
る
本
会
議
は
市

長
市
政
報
告
が
行
わ
れ
る
十
一
日
、
そ
れ
に

十
六
日
、
十
七
日
、
二
十
七
日
、
二
十
八
日

の
五
日
間
で
、
こ
の
五
日
間
で
不
信
任
案
が

成
立
し
な
い
場
合
、
会
期
が
延
長
さ
れ
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

常
任
委
員

常
任
委
員
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

総
務
財
政
委

大
山
盛
幸

委
員
長

高

良
清
二

副
委
員
長

渡
口
政
行
、
兼
次

佐
一
、
儀
武
息
睦
、
宮
城
清
三
郎
、
渡
口

麗
秀
、
仲
宗
根
梶
雄
、
玉
那
覇
有
義
、
真

栄
田
義
晃
。

建
設
委

新
垣
松
助

委
員
長

赤
嶺
一

男

副
委
員
長

比
嘉
ゆ
う
直
、
石
原
昌

進
、
上
原
文
吉
、
崎
山
喜
達
、
喜
久
山
朝

重
、
宮
城
実
、
宮
里
敏
慶
、
久
高
友
敏
。

文
厚
労
委

平
良
真
次
郎

委
員
長

浦

崎
康
華

副
委
員
長

比
嘉
朝
四
郎
、
辺

野
喜
英
興
、
備
瀬
知
良
、
仲
松
庸
全
、
瀬

名
波
栄
、
糸
数
昌
剛
、
島
袋
嘉
順
。

懲
罰
委

比
嘉
ゆ
う
直

委
員
長

宮
里

敏
慶

副
委
員
長

玉
那
覇
有
義
、
宮
城

清
三
郎
、
久
高
友
敏
、
崎
山
喜
達
。

広
告
／
声
明
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一
わ
れ
わ
れ
那
覇
市
民
ば
か
り
で
な
く
、
全

琉
球
乃
至
は
祖
国
日
本
の
人
た
ち
が
深
い

関
心
を
以
て
注
目
し
て
お
り
ま
す
那
覇
市

議
会
は
、
御
承
知
の
通
り
、
昨
日
午
前
十

時
す
ぎ
に
開
会
致
し
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ

は
、
今
期
の
市
議
会
は
瀬
長
市
長
の
不
信

任
を
完
成
す
る
た
め
の
議
会
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
ま
た
こ
の
目
的
は
確
実
に
達

成
出
来
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

自
治
法
の
規
定
に
よ
り
ま
す
と
、
不
信
任

議
会
の
定
足
数
は
二
十
名
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
瀬
長
派
が

欠
席
戦
術

を

と
っ
て
も
、
そ
れ
は
不
信
任
議
会
が
不
成

立
と
な
る
だ
け
で
、
不
信
任
動
議
は
可
決

さ
れ
る
ま
で
、
毎
日
で
も
提
出
出
来
る
の

で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
瀬
長
市
長
の
不
信

任
は
成
立
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
る
の
で

あ
り
ま
す
。

二
然
る
に
、
瀬
長
派
は
こ
の
事
実
に
十
分
の

理
解
を
持
っ
て
お
ら
な
い
と
見
え
て
、
昨

日
午
前
わ
が
同
盟
側
議
員
が
瀬
長
市
長
不

信
任
の
緊
急
動
議
を
上
程
す
る
や
、
ま
る

で
猫
に
追
わ
れ
た
ネ
ズ
ミ
の
よ
う
に
、
あ

わ
て
ふ
た
め
い
て
議
場
外
に
逃
亡
し
た
の

で
あ
り
ま
す
。
あ
る
議
員
は
議
場
の
窓
か

ら
と
び
出
し
て
傍
聴
人
の
顔
を
け
り
、
あ

る
者
は
傍
聴
席
に
と
び
上
り
、
あ
る
も
の

は
入
口
の
傍
聴
人
か
ら
押
し
か
え
さ
れ
る

始
末
で
し
た
。
こ
の
逃
亡
に
よ
っ
て
、
人

民
党
六
名
を
含
む
瀬
長
派
議
員
は
、
市
民

か
ら
委
託
さ
れ
た
神
聖
な
審
議
権
を
自
か

ら
放
棄
し
た
わ
け
で
、
市
民
の
代
表
と
し

て
の
権
威
あ
る
職
務
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い

醜
態
を
天
下
に
さ
ら
し
た
の
で
あ
り
ま

す
。
緊
急
動
議
に
お
び
え
て
、
瀬
長
派
は
午
後

の
会
議
に
は
つ
い
に
姿
を
見
せ
ず
、
僅
か

に
兼
次
議
員
一
名
を
斥
候
と
し
て
出
席
さ

せ
た
の
み
で
あ
り
ま
す
。
残
り
の
十
一
名

の

闘
士

た
ち
は
、
議
員
と
し
て
の
職

務
を
放
棄
し
て
市
長
室
に
集
ま
り
、
そ
こ

か
ら
兼
次
斥
候
を
指
揮
す
る
と
い
う
卑
怯

な
や
り
方
を
始
め
た
の
で
あ
り
ま
す
。

三
瀬
長
派
は
、
去
っ
た
戦
争
に

勝
っ
た

と
豪
語
し
ま
し
た
が
、
そ
の
議
会
で
の
行

動
は
実
に
昨
日
の
ご
と
き
醜
態
で
あ
り
ま

し
た
。
彼
等
は
、
議
場
か
ら
あ
わ
て
ふ
た

め
い
て
逃
げ
る
自
分
の
姿
を
、
内
心
あ
さ

ま
し
く
、
ま
た
情
な
く
思
っ
た
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
然
し
、
彼
等
が

欠
席
戦
術

を
と
る
限
り
、
こ
の
情
な
い
姿
を
毎
日
の

よ
う
に
く
り
返
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
で
は
、
人
民
党
の

闘
士

ぶ
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り
は
発
揮
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
、
わ
れ
わ

れ
は
彼
等
の
た
め
に
惜
し
む
も
の
で
あ
り

ま
す
。

勝
っ
た

な
ら
勝
っ
た
ら
し
く
、
堂
々

と
議
会
で
ふ
る
ま
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の

で
す
。

四
こ
の
際
、
わ
れ
わ
れ
は
、
瀬
長
派
に
は
次

の
警
告
を
発
し
ま
す
。

イ

欠
席
戦
術

は
理
論
的
に
成
立
し

な
い
し
、
ま
た
こ
れ
を
続
け
る
限

り
、
瀬
長
派
は
常
に
み
ぢ
め
な
姿

で
逃
げ
ま
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

ロ

わ
れ
わ
れ
は
、
瀬
長
市
長
の
不
信
任

が
成
立
す
る
ま
で
、
く
り
か
え
し

動
議
を
提
出
す
る
。
こ
の
た
め
に

は
会
期
延
長
も
い
と
わ
な
い
。

ハ

従
っ
て
、
瀬
長
派
は
、
選
挙
民
に

対
し
て
無
責
任
で
、
且
つ
あ
さ
ま

し
い
逃
亡
の
姿
を
と
る

欠
席
戦

術

を
再
考
慮
し
、
議
場
で
堂
々

と
不
信
任
の
可
否
を
論
ず
べ
き
こ

と
を
警
告
す
る
。

一
九
五
七
年
九
月
十
一
日

那
覇
市
政
再
建
同
盟
緊
急
執
行
委
員
会

那
覇
市
民
各
位
殿

民
連
側
／
退
場
戦
術
は
不
本
意

／
同
盟
が
規
則
を
無
視
し
た

か
ら
だ

琉
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朝
　
１
９
５
７
・
９
・
11

民
連
側
十
二
名
の
那
覇
市
議
は
十
日
午
後
市

長
室
で
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
打
合
わ
せ
た

が
、
民
連
を
代
表
し
て
兼
次
議
員
は
記
者
会

見
を
行
い
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
た
。

△
同
盟
側
の
不
信
任
提
出
は
規
則
違
反
で
あ

り
、
議
員
の
議
場
内
で
の
行
動
の
自
由
を
さ

ま
た
げ
る
よ
う
な
行
為
の
あ
っ
た
の
は
い
か

ん
で
あ
る
。
△
退
場
戦
術
は
こ
ち
ら
と
し
て

も
不
本
意
で
、
同
盟
が
会
議
規
則
を
無
視
し

た
た
め
、
期
せ
ず
し
て
全
員
が
退
場
し
た
の

で
あ
り
事
前
に
打
合
わ
せ
た
こ
と
は
な
い
。

△
十
日
午
後
の
よ
う
に
一
部
を
残
し
て
全
員

が
始
め
か
ら
退
席
す
る
と
い
う
こ
と
は
今
後

も
続
け
る
か
ど
う
か
今
は
言
え
な
い
。

△
我
々
は
不
信
任
案
が
規
則
通
り
に
上
程
さ

れ
た
場
合
、
討
論
を
行
っ
た
上
で
そ
の
不
信

任
案
が
不
当
で
あ
れ
ば
退
席
に
よ
っ
て
阻
止

す
る
と
い
う
手
段
を
考
え
て
お
り
、
討
論
を

さ
け
よ
う
と
は
思
わ
ぬ
、
場
合
に
よ
っ
て
は

不
信
任
案
を
受
け
て
立
つ
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。

て
ま
ど
る
国
場
川
埋
立
／
真
和

志
市
議
会
き
の
う
協
議
会

沖
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・
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真
和
志
市
議
会
で
は
、
九
日
ひ
る
三
時
か
ら

協
議
会
を
開
き
、
国
場
川
埋
立
費
の
起
債
、

水
道
水
源
地
踏
査
、
市
政
施
行
四
周
年
記
念

行
事
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

国
場
川
埋
立

五
万
五
千
坪

の
総
工
費

二
千
百
七
万
円
の
起
債
に
つ
い
て
は
、
既
に

銀
行
の
了
解
を
得
て
い
る
が
都
計
審
議
委
員

会
は
、
那
覇
の
方
が
現
在
欠
員
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
開
会
で
き
ず
審
議
会
通
過
に
手
間

取
る
よ
う
だ
。

水
道
水
源
地
踏
査
の
件
に
つ
い
て
は
現
在

真
和
志
は
六
万
五
千
の
人
口
を
擁
し
て
い
る

た
め
、
那
覇
か
ら
の
も
ら
い
水
だ
け
で
は
足

り
ず
、
市
自
体
の
水
道
を
つ
く
る
た
め
水
源

地
を
調
査
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
が
、
市
内

繁
多
川
の
石
田
井
だ
け
で
二
・
半
イ
ン
チ
パ

イ
プ
を
満
た
す
だ
け
の
水
量
は
あ
る
と
当
局

土
木
課
は
報
告
し
た
。

な
お
、
十
月
一
日
で
真
和
志
市
市
政
施
行

四
周
年
に
な
る
の
で
、
記
念
行
事
と
し
て
、

適
当
な
人
を
招
い
て
市
政
に
関
す
る
座
談
会

を
催
す
、
校
区
別
に
市
政
批
判
大
会
を
も
つ
、

そ
の
他
角
力
大
会
や
市
民
運
動
会
を
催
す
こ

と
な
ど
が
話
合
わ
れ
た
。

那
覇
市
議
会
／
与
党
に
出
席
催

告
／
欠
席
議
員
に
懲
罰
動
議

か琉
新
・
夕
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那
覇
市
定
例
会
議
二
日
目
は
け
さ
十
時
半
開

会
し
た
が
、
兼
次
議
員
を
除
い
た
十
一
名
の

与
党
議
員
全
員
が
ま
た
も
欠
席
戦
術
を
と
っ

た
た
め
十
一
時
十
分
休
会
、
そ
の
間
欠
席
議

員
に
文
書
に
よ
る
出
席
催
告
を
行
っ
た
上
で

午
後
二
時
か
ら
再
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
定
刻
前
の
九
時
半
ご
ろ
宮
城
清
三
郎
、
瀬
名

波
栄
、
浦
崎
康
華
、
石
原
昌
進
、
仲
松
庸
全

議
員
ら
与
党
議
員
の
殆
ど
が
議
場
に
姿
を
見

せ
た
が
、
開
会
定
刻
の
十
時
ご
ろ
野
党
議
員

十
七
名
が
ど
や
ど
や
と
議
場
に
現
わ
れ
る
の

と
殆
ど
入
れ
違
い
の
格
好
で
与
党
議
員
が
議

場
か
ら
姿
を
消
し
、
市
長
室
に
集
ま
る
。

早
朝
か
ら
詰
め
か
け
た
傍
聴
人
の
間
か
ら

き
ょ
う
も
欠
席
戦
術
ら
し
い
ぞ

と
い
う

さ
さ
や
き
が
洩
れ
て
く
る
。
十
時
二
十
分
開

会
の
ベ
ル
を
鳴
ら
し
、
与
党
議
員
の
出
席
を

待
っ
た
が
、
兼
次
議
員
が
き
の
う
と
同
じ
よ

う
に
一
人
で
姿
を
見
せ
た
以
外
誰
も
出
席
し

な
い
。
十
時
三
十
分
与
党
議
員
の
殆
ど
が
欠

席
と
い
う
状
態
の
ま
ま
開
会
が
宣
告
さ
れ

た
。開
会
後
一
、
二
の
案
件
に
つ
い
て
議
長
か

ら
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
議
事
日
程
の
市
長
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の
施
政
方
針
発
表
に
移
ろ
う
と
し
た
と
き
、

仲
宗
根
、
宮
城

実

、
新
垣
の
三
議
員
か

ら

議
員
は
議
会
に
出
席
す
る
義
務
が
あ
り
、

議
長
か
ら
催
告
さ
れ
て
も
理
由
な
く
出
席
し

な
い
場
合
は
自
治
法
七
十
七
条
に
よ
っ
て
懲

罰
に
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
議
長

か
ら
出
席
を
催
告
し
て
貰
い
た
い

と
い
う

動
議
が
提
出
さ
れ
、
こ
の
た
め
一
時
休
会
し

た
上
で
欠
席
議
員
に
出
席
を
催
告
、
こ
の
反

響
い
か
ん
に
よ
っ
て
午
後
二
時
か
ら
会
議
を

再
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
た
め
午
後
の
市
会
に
欠
席
議
員
の
懲
罰

動
議
が
提
出
さ
れ
る
公
算
が
大
と
な
っ
た

が
、
自
治
法
の
規
定
に
よ
れ
ば
懲
罰
に
は
出

席
停
止
、
議
場
に
お
け
る
謝
罪
、
除
名
処
分

三
分
の
二
以
上
の
出
席
を
要
す

が
あ
る

が
、
野
党
側
で
は
議
場
に
お
い
て
”
今
後
欠

席
し
な
い
”
と
謝
罪
す
る
懲
罰
を
要
求
す
る

よ
う
で
あ
る
。

一
方
与
党
側
で
は
十
一
時
半
出
席
催
告
の
公

文
書
を
受
け
と
っ
た
が
、
懲
罰
に
付
さ
れ
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
こ
れ
は
数
の
暴
力

で
あ
り
、
謝
罪
要
求
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
と

い
う
態
度
を
表
明
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
点

に
つ
い
て
午
後
の
議
会
で
再
び
紛
糾
す
る
も

の
と
見
ら
れ
て
い
る
。

那
覇
市
会
／
強
気
に
出
る
野
党

／
与
党
は
な
お
欠
席
戦
術
で

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
９
・
12

改
選
後
初
の
那
覇
市
会
二
日
目
の
十
一
日

は
、
あ
さ
十
時
半
か
ら
本
会
議
が
開
ら
か
れ

た
。
民
連
側
で
は
こ
の
日
も
ひ
き
続
き
不
信

任
成
立
の
定
足
数
三
分
二

二
十
名

を
割

る
十
一
名
が
欠
席
し
た
た
め
議
長
か
ら
催
告

状
が
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た

た
め
、
ひ
る
二
時
二
十
分
散
会
、
十
五
日
ま

で
休
会
に
入
っ
た

。

こ
の
た
め
、
十
一
日
予
定
さ
れ
て
い
た
市
長

の
施
政
方
針
、
提
出
議
案
に
対
す
る
当
局
側

の
説
明
聴
取
は
、
十
六
日
に
延
ば
さ
れ
た
。

○

午
後
は
午
前
に
ひ
き
続
き
、
民
連
側
十

一
名
欠
席
の
ま
ま
、
ひ
る
二
時
十
分
か
ら
再

開
さ
れ
た
。
比
嘉
朝
四
郎
議
員
か
ら
”
催
告

状
を
出
し
て
も
出
席
し
な
い
こ
と
は
、
議
員

の
義
務
を
放
棄
し
た
も
の
で
あ
る
。
欠
席
議

員
に
十
二
分
に
反
省
の
機
会
を
あ
た
え
る
た

め
、
散
会
し
、
さ
ら
に
十
五
日
ま
で
の
四
日

間
休
会
に
し
、
十
一
の
日
程
を
十
六
日
繰
り

下
げ
る
よ
う
に
”
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
平
良
真
次
郎
議
員
は
、”
自
治

法
に
基
い
て
出
さ
れ
た
催
告
状
に
は
同
感
で

あ
り
、
一
回
だ
け
で
な
く
何
回
も
出
す
べ
き

で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
市
会
に
は
、
緊

急
を
要
す
る
軍
用
土
地
問
題
、
真
和
志
と
の

合
併
問
題
、
那
覇
丸
、
沖
縄
丸
の
那
覇
港
へ

の
出
入
港
変
更
の
問
題
な
ど
山
積
み
さ
れ
て

い
る
。
日
程
を
の
ば
さ
ず
、
予
定
通
り
進
め

る
べ
き
だ
”
と
の
反
対
が
あ
っ
た
が
、
採
決

の
結
果
、
比
嘉
議
員
の
提
案
は
可
決
さ
れ
、

同
二
時
二
十
分
散
会
、
四
日
間
の
休
会
に

入
っ
た
。

○

民
連
側
は
、
十
二
議
員
が
あ
さ
か
ら
市

長
室
に
集
り
、
協
議
し
た
が
、
十
一
日
議
場

に
出
な
か
っ
た
の
は
、
議
長
か
ら
の
通
知
が

な
い
た
め
で
あ
り
、
欠
席
に
は
な
ら
な
い
と

い
っ
た
見
解
を
と
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

市
議
会
規
則
第
四
条
二
項
に
は
、
会
期
が
定

ま
っ
た
と
き
に
は
、
直
ち
に
議
員
お
よ
び
市

長
に
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
規
定

さ
れ
て
い
る
が
、
十
日
の
本
会
議
に
は
午
後

か
ら
欠
席
し
て
い
る
た
め
、
会
期
の
決
定
も

十
一
日
の
開
会
も
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の

で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
同
盟
側
で
は
議
員
の
義
務

を
放
棄
し
て
欠
席
し
な
が
ら
、
通
告
が
な

か
っ
た
の
で
出
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
欠

席
を
正
当
化
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
す
ぎ
な

い
。
十
一
日
は
、
開
会
前
に
議
場
に
来
て
い

る
事
実
か
ら
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
い
え

な
い
と
い
っ
て
い
る
。

高
良
議
長
も
、”
議
場
で
通
告
し
た
か
ら

知
っ
て
い
る
筈
だ
。
こ
れ
ま
で
文
書
で
通

告
し
た
こ
と
は
な
い
し
、
議
会
招
集
中
は

出
席
す
る
の
が
当
然
だ
”と
い
っ
て
お
り
、

こ
れ
は
水
掛
け
論
の
か
っ
こ
う
。

ま
た
、
同
盟
側
と
し
て
は
、
十
六
日
の
本
会

議
に
出
席
し
な
い
時
は
、
懲
罰
委
員
会
に
か

け
て
、
懲
罰
を
科
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

暴
力
を
防
ぐ
た
め
に
／
不
本
意
な
が
ら

退
場
す
る

○

民
連
側
と
し
て
は
、
ひ
き
続
き
不
信
任

案
の
提
出
に
は
、
欠
席
戦
術
を
と
り
、
こ
れ

を
阻
止
す
る
態
度
を
固
め
て
い
る
が
、
十
二

日
次
の
よ
う
な
欠
席
届
を
出
す
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
の
意
志
は
、
不
信
任
案
と
い
う

日
程
外
議
題
に
限
り
退
場
す
る
こ
と
で
あ

る
。
十
日
二
十
二
番
議
員

注
　
渡
口
麗

秀
氏

か
ら
市
長
不
信
任
案
が
提
出
さ
れ
、

議
員
が
退
場
し
た
際
に
組
織
的
と
み
ら
れ

る
傍
聴
人
の
一
部
が
、
暴
力
で
わ
れ
わ
れ

の
退
場
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
た

め
、負
傷
者
ま
で
出
す
結
果
と
な
っ
た
が
、

今
後
議
場
に
出
席
し
て
の
ち
、
退
場
す
る

場
合
に
は
、
議
場
が
乱
闘
の
場
と
な
る
お

そ
れ
が
あ
る
。こ
れ
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

不
本
意
な
が
ら
出
席
し
な
い
。
議
事
日
程

外
の
不
信
任
案
の
提
出
に
当
っ
て
退
場
す

る
理
由
は
、
不
信
任
案
が
権
力
と
金
力
の

圧
迫
を
か
り
た
不
当
な
も
の
だ
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
を
阻
止
す
る
合
法
的
で
非
暴
力

的
な
方
法
は
、
退
場
以
外
に
は
な
い
。

○

民
連
側
と
し
て
は
、
瀬
長
市
長
初
の
予
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算
案
を
は
じ
め
、
重
要
議
案
が
出
さ
れ
て
い

る
た
め
、
本
会
議
に
出
席
で
き
な
い
こ
と
は

痛
手
と
な
っ
て
い
る
が
い
つ
不
信
任
案
が
出

さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
苦
し
い
立
場

に
追
い
こ
ま
れ
て
い
る
。

○

同
盟
側
と
し
て
は
、
今
会
期
を
逸
す
る

と
再
び
振
り
出
し
に
戻
り
、
三
分
の
二
以
上

の
出
席
が
あ
り
、
そ
の
四
分
の
三

二
十
二

名

の
同
意
が
な
け
れ
ば
市
長
不
信
任
を
成

立
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
任
期
一
杯
瀬
長

市
政
を
続
け
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
二

十
名
に
達
す
る
と
何
時
で
も
出
す
態
勢
を
整

え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
十
日
に
決
め
た

会
期
、
二
十
八
日
ま
で
に
成
功
し
な
い
場
合

に
は
、
会
期
を
延
長
す
る
と
い
っ
て
お
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
期
限
な
し
の
議
会
に
な

る
可
能
性
も
あ
る
。

な
お
、
瀬
長
市
長
は
、
故
意
に
審
議
を
延
ば

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
予
算
専
決

処
分
に
す
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
同
盟
側
で

は
、
執
行
不
能
に
組
み
か
え
て
可
決
、
専
決

処
分
の
機
会
を
あ
た
え
な
い
と
い
っ
て
お

り
、
今
後
ど
う
進
展
す
る
か
、
注
目
さ
れ
て

い
る
。

公
聴
／
民
主
的
ル
ー
ル
で
対
決

せ
よ
沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
９
・
13

あ
き
れ
果
て
た
る
那
覇
市
会
よ
！
反
市
長
派

は
少
な
く
と
も
筋
の
通
っ
た
民
主
主
義
の

ル
ー
ル
に
沿
う
不
信
任
案
提
出
で
堂
々
と
対

決
す
る
事
を
我
々
は
期
待
し
て
い
た
。
そ
の

為
の
努
力
を
し
て
尚
且
市
政
の
混
乱
と
マ
ヒ

状
態
を
招
く
欠
席
戦
術
の
為
、
破
れ
る
の
で

あ
れ
ば
仕
方
な
か
ろ
う
。
此
の
時
こ
そ
、
そ

の
非
を
徹
底
的
に
究
明
し
、
瀬
長
打
倒
の
旗

印
に
市
民
の
総
力
を
結
集
し
、
リ
コ
ー
ル
す

る
事
が
で
き
る
と
信
じ
、
よ
も
や
か
か
る
愚

策
を
ろ
う
す
ま
い
と
思
っ
て
居
た
。期
待
は
、

見
事
に
裏
切
ら
れ
た
!!
短
慮
此
の
上
も
な

い
見
苦
し
い
態
度
だ
。
し
か
し
又
、
市
長
派

も
こ
れ
に
劣
ら
ぬ
市
民
へ
の
背
信
行
為
だ
！

市
長
を
守
り
さ
え
す
れ
ば
、
議
会
は
、
そ
し

て
市
民
は
ど
う
な
っ
て
も
よ
い
の
か
。
少
な

く
と
も
多
く
の
市
民
は
、
ゆ
が
め
ら
れ
た
変

則
的
軍
政
下
で
、
す
っ
き
り
し
た
政
治
を
望

ん
で
居
り
、
そ
の
為
に
こ
そ
、
前
議
会
に
於

け
る
が
如
き
一
貫
し
た
民
主
的
態
度
に
、
市

民
の
多
く
が
支
持
を
与
え
た
の
で
あ
っ
て
、

瀬
長
氏
個
人
に
で
は
な
い
!!

勿
論
人
民
党
に
で
も
な
い
!!

し
か
る
に
今
自
ら
の
手
で
、
こ
れ
を
破
り
、

市
政
を
ぬ
き
さ
し
な
ら
ぬ
破
目
に
お
と
し
入

れ
る
欠
席
戦
術
で
、
市
会
を
き
り
ぬ
け
、
市

政
を
担
当
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
全
く
も
っ

て
法
規
の
悪
用
で
は
な
い
か
、
自
治
法
に
う

た
う
三
分
の
二
の
定
足
数
は
、
重
要
議
題
ゆ

え
の
慎
重
審
議
の
為
で
あ
り
、
決
し
て
封
じ

込
み
の
為
で
は
な
い
。

筋
の
通
ら
ぬ
抜
打
ち
提
出
で
い
ど
ま
れ
た

ら
、
そ
の
非
を
真
正
面
か
ら
つ
っ
ぱ
ね
、
尚

屈
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
い
さ
ぎ
よ
く
市
長
選

挙
で
対
決
し
、
市
民
の
判
断
を
待
つ
べ
き
で

あ
ろ
う
。

市
長
擁
護
に
あ
く
せ
く
し
、
議
員
の
態
度
を

忘
れ
、
窓
を
こ
え
、
人
を
け
ち
ら
し
議
場
放

棄
の
醜
態
は
想
像
す
る
だ
け
で
も
吐
き
気
を

感
ず
る
。

と
も
あ
れ
、
市
長
派
、
反
市
長
派
何
れ
を
問

わ
ず
期
待
を
裏
切
っ
た
。
英
雄
気
取
り
で
ネ

チ
ャ
ネ
チ
ャ
し
た
り
、
キ
ベ
ン
を
弄
し
て
弁

明
す
る
よ
り
、
今
後
の
市
会
で
真
の
民
主
的

議
会
闘
争
を
し
て
貰
い
度
い
。
我
々
市
民
は

見
守
っ
て
い
る
。
那
覇
市
十
区

公
務
員
・

前
田
義
弘

那
覇
市
会
き
ょ
う
再
開
／
野
党

専
決
処
分
で
市
長
追
及
か

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
９
・
16

那
覇
市
会
本
会
議
が
十
、
十
一
の
両
日
に
引

続
き
き
ょ
う
十
六
日
あ
さ
十
時
か
ら
那
覇
市

会
議
室
で
開
か
れ
る
が
、
瀬
長
市
長
不
信
任

案
問
題
を
め
ぐ
り
、
与
野
党
の
対
立
は
一
段

と
激
し
く
な
り
、
市
会
の
混
乱
は
当
分
続
く

も
の
と
見
ら
れ
、
今
後
の
与
野
党
の
動
き
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。

【
野
党
の
動
き
】

野
党
側
で
は
四
日
間
の
休
会
を
利
用
し
て
全

員
が
某
所
に
集
り
、
市
長
提
出
議
案
の
研
究

を
始
め
た
が
、
提
出
議
案
の
う
ち
瀬
長
市
長

の
専
決
処
分
に
焦
点
を
し
ぼ
り
専
決
処
分
に

よ
る
区
設
置
条
例
同
じ
く
消
防
隊
長
の
解
職

に
対
し
て
、
こ
れ
は
瀬
長
市
長
の
越
権
行
為

で
あ
る
と
激
し
く
市
長
の
政
治
責
任
を
追
及

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
予
算
案
に
つ
い

て
は
”
民
主
主
義
の
ル
ー
ル
に
従
え
ば
当
然

瀬
長
市
長
の
不
信
任
は
成
立
す
る
筈
で
あ

り
、
従
っ
て
つ
ぎ
の
市
長
が
選
ば
れ
る
ま
で

は
予
算
不
成
立
の
場
合
の
市
長
専
決
処
分
可

能
の
範
囲
内
に
止
め
る
べ
き
で
あ
る
”
と
い

う
立
場
か
ら
義
務
費
以
外
は
殆
ど
削
除
す
る

も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

一
方
今
後
の
議
会
対
策
と
し
て
は
一
、
市
民

と
の
公
約
も
あ
り
、
瀬
長
市
長
不
信
任
案
は

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
今
会
期
中
に
成
立

さ
せ
る
。
二
、
現
在
予
定
さ
れ
て
い
る
二
十

八
日
ま
で
の
会
期
で
成
立
が
不
可
能
な
ら
ど

こ
ま
で
も
会
期
を
延
長
す
る
。
三
、
十
六
日

の
本
会
議
に
与
党
議
員
が
欠
席
し
た
場
合
は

再
び
出
席
催
告
状
を
出
し
、
そ
れ
で
も
な
お

出
席
し
な
い
と
き
は
議
員
の
義
務
を
放
棄
し

た
と
い
う
の
で
懲
罰
に
付
し
、
議
会
で
の
陳

謝
を
要
求
す
る
。
な
ど
を
決
め
て
い
る
が
、

十
六
日
も
与
党
議
員
が
出
席
し
な
い
と
き
は

議
員
数
名
で
遊
説
隊
を
組
織
、
広
く
大
衆
に

欠
席
戦
術
の
非
を
訴
え
よ
う
と
い
う
動
き
も
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あ
る
。

【
与
党
の
動
き
】

与
党
側
で
は
十
五
日
あ
さ
か
ら
市
内
某
所
に

集
り
、
今
後
の
議
会
対
策
に
つ
い
て
打
合
せ

た
。
こ
の
日
の
議
論
の
焦
点
と
な
っ
た
の
は
、

与
党
は
今
後
も
欠
席
戦
術
を
と
り
続
け
る
か

ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
あ
り
、
一
部
の
間
で

は
不
信
任
案
の
動
議
が
出
さ
れ
る
ま
で
は
出

席
し
、
動
議
提
出
と
と
も
に
退
場
す
る
と
い

う
作
戦
を
と
っ
た
ら
と
い
う
意
見
が
で
た
。

し
か
し
大
多
数
は
も
し
出
席
し
た
場
合
、
十

日
に
提
出
さ
れ
た
不
信
任
案
を
保
留
し
た
形

で
置
い
て
お
き
、
い
き
な
り
可
決
さ
れ
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
い
う
意
見
で
、
こ
の
た
め
高

良
議
長
に
対
し
十
六
日
渡
口
副
議
長
か
ら
提

出
さ
れ
た
不
信
任
案
は
ど
う
処
理
さ
れ
た
か

報
告
を
求
め
た
上
で
出
席
の
可
決
を
決
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
で
十
六
日
は
与
党
側

議
員
が
一
応
欠
席
す
る
こ
と
が
確
定
し
た
。

暗
中
模
索
(6)
／
混
乱
市
会
高
良
　
一
氏

沖
タ
・
夕
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９
５
７
・
９
・
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混
乱
市
会
を
何
ん
と
か
収
拾
し
て
も
ら
わ

ね
ば
な
ら
な
い

こ
の
ま
ま
で
は
わ
れ
わ

れ
市
民
が
迷
惑
を
蒙
る
だ
け
だ

と
は
、

市
民
ひ
と
し
く
が
心
の
底
か
ら
願
っ
て
い
る

事
だ
。
と
こ
ろ
が
事
態
は
、
そ
う
簡
単
に
は

か
た
づ
き
そ
う
も
な
い
。
去
る
那
覇
市
議
選

は
、
不
信
任
さ
れ
た
瀬
長
市
長
の
市
長
職
権

で
解
散
さ
れ
、
そ
れ
で
市
長
の
信
・
不
信
を

決
定
す
る
も
の
だ
っ
た
が
、
市
長
不
信
任
派

の
同
盟
側
が
十
七
名
の
議
員
し
か
獲
得
で
き

ず
、
い
わ
ゆ
る
不
信
任
議
会
成
立
の
三
分
の

二
の
二
十
名
に
達
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

の
、
こ
ん
ど
の
市
会
混
乱
。
と
も
か
く
脱
兎

の
如
く
退
散
し
て
”
欠
席
戦
術
”
に
出
る
市

長
派
と
、
追
い
討
ち
を
か
け
よ
う
と
す
る
反

市
長
派
に
も
、
一
応
そ
れ
ぞ
れ
の
い
い
分
が

あ
ろ
う
が
、
果
し
て
、
こ
れ
で
よ
い
も
の
だ

ろ
う
か

。

全
会
一
致
｜
と
い
え
ば
市
長
派
に
も
ま
た
反

市
長
派
に
も
公
平
さ
を
買
わ
れ
た
と
い
う
こ

と
に
も
な
り
そ
う
｜
で
、
議
長
に
選
出
さ
れ

た
高
良
一
氏
に
、
今
後
の
混
乱
市
会
、
そ
し

て
世
界
の
耳
目
を
集
め
て
い
る
と
い
う
那
覇

市
会
を
、
ど
う
運
営
し
て
行
こ
う
と
す
る
か

を
聞
く
の
も
、
い
わ
ゆ
る
”
暗
中
模
索
”
の

一
つ
と
い
え
よ
う
。

両
派
の
カ
ケ
橋
に
な
ろ
う
／
兄
弟
相
争

う
の
は
愚
の
骨
頂
／
現
実
の
枠
内
で

住
民
福
祉
を
／
冷
静
に
話
し
合
え
ば

自
ら
道
は
開
け
る

始
め
に

議
長
の
議
長
た
る
ユ
エ
ン
の
も

の
は

と
た
た
み
込
ん
で
み
た
が

サ
ァ
そ
れ
は
難
し
い
ネ

と
頭
を
ひ

ね
る
。

そ
れ
で
は
と

ブ
ラ
リ
ブ
ラ
リ
議
事
を
進

め
る
と
の
真
意
は

に
ホ
コ
先
を
ゆ
る

め
、
話
を
進
め
て
貰
う
。

と
も
か
く
僕
が
や
る
と
、
何
事
も
全
く
戦

火
の
中
に
あ
る
よ
う
な
も
の
だ

と
、
か
つ

て
の
本
部
町
政
改
革
、
そ
し
て
戦
後
の
自
衛

隊
募
集
、
中
城
公
園
問
題
な
ど
で
の
一
騒
ぎ

を
思
い
出
す
。

し
か
し
那
覇
市
会
を
あ
ず
か
る
議
長
と
し
て

の
職
責
は
、
そ
う
い
っ
た
個
人
問
題
で
は
な

い
。
那
覇
市
民
は
も
と
よ
り
、
八
十
万
住
民
に
も

つ
な
が
る
問
題
だ
。
そ
う
安
閑
と
し
て
い
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。

｜
そ
れ
で
話
を
続
け
て
貰
う
と
こ
う
い
う

こ
と
だ
。

沖
縄
に
は
革
命
は
あ
り
得
な
い
。
あ
く
ま

で
も
民
主
政
治
が
残
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
。

市
民
生
活
、
住
民
生
活
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
主
義
主
張
の
闘
い
は
当
然
あ
る
べ
き
だ

が
、
そ
れ
に
は
今
の
琉
球
の
置
か
れ
た
現
実

を
ヨ
ー
ク
み
つ
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
琉
球
の
統
治
体
形
が
ど
う
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
平
和
条
約
三
条
で
基
本
線
が

は
っ
き
り
し
て
い
る
。

僕
も
か
つ
て
は
、
日
本
復
帰
を
論
じ
た
こ
と

も
あ
る
。
そ
の
た
め
に
獄
に
も
つ
な
が
れ
た

｜
と
も
か
く
国
民
感
情
か
ら
当
然
復
帰
す
る

こ
と
に
は
賛
成
だ
。
し
か
し
現
状
を
観
察
す

る
場
合
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
実
情
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
政
治
目
標
は
、
こ
の
現
実
下
で

如
何
に
し
て
住
民
幸
福
を
最
大
限
に
も
っ
て

行
く
か
が
大
き
な
目
標
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ

に
負
わ
さ
れ
た
使
命
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ

れ
で
保
守
、
革
新
と
か
で
、
同
一
民
族
が
相

争
う
と
い
う
こ
と
は
、
全
く
愚
の
骨
頂
と
い

う
ほ
か
な
い
。
そ
れ
で
混
乱
市
会
を
議
長
自

ら
が
、
興
奮
し
て
は
、
ま
す
ま
す
混
乱
を
招

く
の
で
、
冷
静
に
ブ
ラ
リ
ブ
ラ
リ
と
議
事
を

進
め
て
行
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

そ
し
て

僕
と
し
て
は
、
市
民
に
も
約
束

し
た
よ
う
に
瀬
長
市
長
を
辞
め
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
と
も
か
く
理
事
者
と
し

て
の
瀬
長
は
不
適
当
で
、
ス
ト
ッ
プ
の
ま

ま
の
都
計
で
は
、
国
際
都
市
の
面
目
が
ま

る
つ
ぶ
れ
だ
。
市
長
を
辞
め
て
政
治
家
に

な
っ
て
も
ら
っ
た
方
が
本
人
の
た
め
に
も

幾
ら
よ
い
か
知
れ
な
い

そ
れ
で
議
長

と
し
て
の
僕
は
、
み
ん
な
が
仲
良
く
手
を

と
り
合
っ
て
、
楽
し
く
く
ら
し
て
行
け
る

よ
う
に
、
何
と
か
明
る
い
も
の
を
見
出
し

た
い

と
い
う
。
そ
れ
に
は
議
場
だ
け
の

闘
い
で
な
く
、
い
わ
ゆ
る
両
派
の
ジ
ッ
ク

リ
と
腰
を
お
ち
つ
け
て
の
話
合
い
が
あ
れ

ば
、
必
ら
ず
解
決
す
る
と
の
い
い
分
だ
。

そ
れ
に

果
し
て
話
合
い
で
の
解
決
余
地

が
あ
る
だ
ろ
う
か

の
質
問
に
も

あ

る
。
話
合
い
に
余
地
が
な
い
と
い
う
事
は

な
い
。
そ
れ
に
は
両
派
が
話
合
お
う
と
す
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る
努
力
さ
え
あ
れ
ば
可
能
だ

ど
っ
ち

に
と
っ
て
も
敗
け
ら
れ
な
い
戦
さ
で
は
あ

る
が
、
両
方
に
分
れ
て
石
の
投
げ
合
い
、

の
の
し
り
合
い
で
は
何
時
ま
で
も
解
決
つ

く
も
の
で
は
な
い

と
”
話
合
い
で
の
解

決
”
を
何
十
回
か
く
り
か
え
す
。

日
本
復
帰
に
つ
い
て
も
僕
ら
だ
け
が
幾
ら

騒
い
で
も
ど
う
に
も
な
る
も
の
で
は
な
い
。

い
ま
暫
く
は
ア
メ
リ
カ
の
統
治
に
あ
っ
て
、

経
済
復
興
を
完
全
に
し
、
そ
の
時
に
は
日
本

の
国
力
も
世
界
水
準
に
達
し
、
ア
メ
リ
カ
と

対
等
な
立
場
に
な
る
の
で
、
そ
の
時
に
は
日

米
会
談
で
の
話
合
い
で
簡
単
に
復
帰
で
き

る
。
だ
か
ら
那
覇
市
会
の
場
合
で
も
、
た
だ

立
騒
ぐ
だ
け
で
な
く
、
両
派
が
那
覇
市
民
の

幸
福
と
い
う
点
に
焦
点
を
シ
ボ
っ
て
ジ
ッ
ク

リ
と
考
え
、
そ
の
上
で
の
話
合
い
で
な
け
れ

ば
解
決
つ
く
も
の
で
は
な
い
、
こ
の
ま
ま
で

は
マ
ヒ
状
態
に
入
り
市
民
に
及
ぼ
す
影
響
は

大
き
な
損
失
こ
そ
あ
れ
、
何
も
の
も
な
い
。

だ
か
ら
対
立
を
さ
け
、
円
満
に
解
決
す
る
こ

と
が
議
長
に
負
わ
さ
れ
た
大
き
な
責
務
だ
と

痛
感
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
う
は
い
っ
て
も
、
反
市
長

派
の
態
度
は
、
依
然
と
し
て
徹
頭
徹
尾
、

議
会
闘
争
で
不
信
任
を
た
た
き
つ
け
る
と

意
気
込
ん
で
お
り
、
ま
た
一
方
は
そ
の
不

成
立
に
退
場
を
続
け
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ

こ
に
議
長
の
悩
み
も
大
き
く

出
来
得
れ

ば
各
議
員
の
意
見
を
尊
重
し
て
、
話
合
い

で
の
円
満
解
決
に
努
力
し
た
い

と
い
う

ほ
か
な
い
よ
う
だ
。

そ
し
て

今
ご
ろ
、
不
信
任
議
決
に
必
要
な

二
十
名
の
議
員
が
い
た
と
い
っ
て
い
る
が
、

全
く
の
デ
ッ
チ
あ
げ
だ
。
市
長
派
は
一
人
も

残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
私
は
十
分
こ
の
目
で

み
て
か
ら
休
会
を
宣
し
た

し
か
し
逃
げ

足
の
早
い
の
に
は
全
く
感
心
し
た
。
神
技
に

近
い
、
新
聞
社
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
る
余
裕
さ
え
な
か
っ
た

。

と
も
か
く
議
場
に
入
る
全
議
員
は
目
つ
き
や

人
相
も
変
る
ほ
ど
の
興
奮
状
態
に
入
る
の
で

僕
は
議
長
と
し
て
冷
静
に
、
沈
着
に
ブ
ラ
リ

ブ
ラ
リ
と
や
っ
て
行
く
つ
も
り
だ
と
い
っ
て

い
た
。

那
覇
市
会
議
長
・
同
盟
派

那
覇
市
会
／
再
び
民
連
側
へ
催

告
状
／
「
軍
用
地
」
「
都
市

合
併
」
特
別
委
を
設
置
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休
会
後
の
那
覇
市
会
本
会
議
は
、
予
想
通
り

民
連
側
十
一
名
欠
席

儀
武
息
睦
議
員
だ
け

出
席

の
ま
ま
十
六
日
あ
さ
十
時
か
ら
開
会

さ
れ
た
が
、
午
前
中
は
軍
用
土
地
特
別
委
員

会
、
都
市
合
併
特
別
委
員
会
の
設
置
、
同
委

員
の
選
出
、
と
平
穏
な
う
ち
に
進
め
ら
れ
、

十
一
時
四
十
分
休
憩
に
入
り
、
ひ
る
二
時
か

ら
市
長
の
施
政
方
針
を
き
く
こ
と
に
な
っ

た
。議
会
は
、
は
じ
め
に
、
バ
ス
・
タ
ー
ミ
ナ

ル
株
式
会
社

社
長
上
原
敬
和
氏

か
ら
出

さ
れ
た
バ
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
予
定
地
に
あ
る

市
有
地
譲
渡
の
陳
情
書
を
議
案
と
し
て
採
択

し
た
の
ち
、
平
良
真
次
郎
議
員
か
ら
日
程
変

更
の
動
議
が
出
さ
れ
、
予
定
さ
れ
て
い
た
市

長
の
施
政
方
針
聴
取
の
前
に
、
那
覇
市
選
挙

管
理
委
員
並
び
に
、
同
補
充
員
の
選
挙
に
つ

い
て
、
軍
用
土
地
特
別
委
員
会
設
置
、
都
市

合
併
特
別
委
員
会
設
置
の
問
題
を
第
一
議
案

と
し
て
審
議
す
る
事
に
な
っ
た
。

そ
の
後
大
山
議
員
か
ら
発
言
が
あ
り
、
那

覇
市
政
の
重
要
問
題
で
あ
る
市
長
不
信
任

案
の
審
議
に
与
党
議
員
が
出
席
し
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
法
の
盲
点
を
潜
る
卑
劣
な

行
為
で
あ
り
、
反
省
を
求
め
る
た
め
に
、

ひ
る
二
時
ま
で
に
出
席
す
る
よ
う
に
と
い

う
催
告
を
再
び
出
し
て
ほ
し
い
と
い
う
動

議
が
出
さ
れ
、
こ
れ
を
採
択
、
高
良
議
長

は
欠
席
議
員
に
対
し
催
告
状
を
出
し
た
。

那
覇
市
選
挙
管
理
委
員
五
名
並
び
に
同
補
充

員
四
名
の
選
挙
に
つ
い
て
は
、
二
十
六
日
ま

で
に
各
議
員
が
候
補
者
の
履
歴
書
を
提
出
、

二
十
七
日
の
本
会
議
で
決
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。軍
用
地
特
別
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
開
会

初
日
の
十
一
日
に
平
良
真
次
郎
、宮
里
敏
慶
、

新
垣
松
助
、
赤
嶺
一
男
、
浦
崎
康
華
の
五
議

員
か
ら
緊
急
を
要
す
る
問
題
と
し
て
発
議
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
全
会
一
致
で
議
案
に
採

択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い

て
、
発
議
者
の
平
良
議
員
は
、

”
六
月
四
日
、
垣
花
、
小
禄
鏡
水
一
帯
に

対
す
る
土
地
収
用
令
第
一
号
が
出
さ
れ
、
地

主
だ
け
で
な
く
、
全
県
民
が
関
心
を
寄
せ
て

い
た
も
の
が
、
那
覇
市
会
は
、
こ
の
問
題
に

つ
い
て
何
ら
の
相
談
に
も
の
ら
な
か
っ
た
と

い
う
声
が
聞
か
れ
る
。
垣
花
、
鏡
水
一
帯
の

軍
用
地
は
、
二
百
五
十
余
万
坪
に
の
ぼ
り
、

そ
の
中
に
は
六
千
五
百
坪
の
市
有
地
も
含
ま

れ
て
い
る
。
今
後
色
々
な
問
題
が
起
り
得
る

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
れ
が
経
済
的
に

及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
対

策
を
た
て
る
た
め
に
、
是
非
と
も
委
員
会
の

設
置
が
必
要
で
あ
る
。”
と
説
明
、
委
員
数
の

決
定
、
委
員
の
選
出
に
移
っ
た
が
、
委
員
を

八
名
と
す
る
こ
と
を
決
め
、
次
の
八
議
員
が

選
出
さ
れ
た
。

新
垣
松
助
、
赤
嶺
一
男
、
宮
里
敏
慶
、
浦

崎
康
華
、
平
良
真
次
郎
、
上
原
文
吉
、
高

良
清
二
、
比
嘉
朝
四
郎
。

合
併
促
進
委

都
市
合
併
促
進
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
全
琉

の
首
都
那
覇
市
の
構
想
は
真
和
志
市
と
の
合

併
に
よ
っ
て
基
本
的
総
合
計
画
の
現
実
性
が

期
待
さ
れ
る
の
で
、
合
併
を
促
進
す
る
こ
と

は
、
諸
般
の
情
勢
か
ら
住
民
の
等
し
く
要
望
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す
る
懸
案
で
あ
る
。
と
、
平
良
、
辺
野
喜
、

比
嘉

佑

、
喜
久
山
、
仲
宗
根
、
玉
那
覇

の
六
議
員
か
ら
決
議
案
と
し
て
出
さ
れ
た
も

の
だ
が
、こ
の
問
題
は
論
議
の
域
を
脱
し
て
、

任
期
中
に
是
非
と
も
実
現
す
べ
き
も
の
だ
と

し
て
、
全
会
一
致
こ
れ
を
可
決
、
委
員
を
十

名
選
出
し
て
合
併
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
委
員
は
次
の
通
り
。

儀
武
息
睦
、
玉
那
覇
有
義
、
比
嘉
佑
直
、

辺
野
喜
英
興
、
仲
宗
根
梶
雄
、
宮
城
実
、

喜
久
山
朝
重
、
大
山
盛
幸
、
渡
口
政
行
、

高
良
清
二
。

｜
社
　
説
｜

マ
ヒ
市
政
の
打
開
と
都
市
合
併

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
９
・
17

那
覇
市
の
瀬
長
市
政
は
ど
う
ひ
い
き
目
で

み
て
も
ウ
ダ
ツ
の
あ
が
ら
な
い
こ
と
お
び
た

だ
し
い
現
状
で
あ
る
。
し
か
も
今
後
、
ま
す

ま
す
行
詰
り
、
混
乱
し
、
マ
ヒ
し
て
い
く
公

算
が
大
き
い
。
瀬
長
市
政
に
対
す
る
民
政
府

及
び
琉
球
政
府
当
局
者
あ
る
い
は
財
界
の
非

協
力
に
つ
い
て
は
多
く
の
批
判
が
あ
る
に
せ

よ
、
瀬
長
市
長
が
い
る
限
り
都
市
計
画
事
業

の
本
格
的
再
開
は
望
め
な
い
し
、
財
政
運
営

の
困
難
は
一
般
市
民
の
福
祉
に
違
背
し
て
時

間
が
た
つ
に
つ
れ
市
民
生
活
に
マ
イ
ナ
ス
を

強
い
る
こ
と
に
な
る
と
す
れ
ば
、
瀬
長
市
政

を
め
ぐ
る
諸
情
勢
の
分
析
や
そ
れ
に
対
す
る

批
判
、
抵
抗
の
み
を
事
と
し
て
は
お
れ
な
い

の
が
一
般
市
民
の
立
場
で
あ
ろ
う
し
、
決
し

て
野
次
馬
的
な
態
度
で
市
政
の
な
り
ゆ
き
に

興
味
を
そ
そ
ら
れ
て
ば
か
り
も
お
れ
な
い
と

い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

瀬
長
市
長
を
不
信
任
し
た
市
会
は
解
散
さ

れ
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
新
し
い
議
会
が
成

立
し
た
。
そ
し
て
こ
の
新
市
会
は
、
市
長
不

信
任
十
七
名
、
信
任
十
二
名
、
中
立
一
名
の

分
野
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
選
挙
に
お
い
て

公
約
し
た
最
大
な
も
の
は
、
瀬
長
市
長
を
不

信
任
す
る
、
信
任
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
約
を
果

す
た
め
十
七
名
の
議
員
は
飽
く
ま
で
不
信
任

決
議
を
、
十
二
名
は
こ
れ
が
阻
止
を
、
あ
ら

ゆ
る
秘
策
と
努
力
を
傾
注
し
て
完
う
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の
こ
と
に
の
み
熱
中

し
て
い
る
の
が
新
市
会
の
昨
今
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
市
会
の
対
立
抗
争
は
信
・

不
信
を
決
議
す
る
た
め
に
三
十
名
の
定
足
数

の
三
分
の
二
が
出
席
し
た
議
会
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
い
つ
ま
で
も
平
行
線
に
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
瀬
長

市
長
の
信
・
不
信
問
題
に
専
念
す
る
市
会
は

市
民
へ
の
公
約
実
行

の
理
由
で
、
た
だ

で
さ
え
マ
ヒ
状
態
の
市
政
を
い
よ
い
よ
動
脈

硬
化
も
最
悪
症
状
に
追
込
み
、そ
の
結
果
は
、

さ
き
に
も
本
欄
で
指
摘
し
た
通
り
公
共
福
祉

に
反
す
る

捨
て
お
け
ぬ
自
治
体
の
非
常
事

態

と
い
う
わ
け
で
、
政
府
や
民
政
府
に
強

権
発
動
の
理
由
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
ら
ぬ

と
も
限
ら
な
い
。
自
治
の
振
興
ど
こ
ろ
か
、

か
く
て
は
市
民
の
自
治
が
大
き
く
後
退
す
る

こ
と
に
な
る
。

し
か
ら
ば
、現
状
を
ど
う
打
開
す
べ
き
か
、

責
任
を
負
っ
て
瀬
長
市
長
自
ら
そ
の
任
を
退

く
こ
と
、
瀬
長
市
政
に
対
す
る
非
協
力
態
勢

を
解
い
て
、
市
政
を
軌
道
に
戻
し
、
一
応

さ
せ
て
み
る

こ
と
、
こ
の
二
つ
の
こ
と

が
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
も
と
よ
り
こ
れ
ら
の

好
転
が
期
待
さ
れ
る
情
勢
に
あ
る
と
は
言
え

な
い
。
そ
こ
で
、
残
さ
れ
た
打
開
策
は
、
恐

ら
く
、
懸
案
の
真
和
志
市
と
の
対
等
合
併
に

よ
っ
て
、
新
た
に
市
長
、
市
会
議
員
の
選
挙

を
行
い
、
新
し
い
市
政
を
求
め
る
こ
と
以
外

に
合
理
的
且
つ
一
般
に
も
納
得
さ
れ
る
方
途

は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

再
開
の
定
例
市
会
は
、
幸
い
き
の
う
両
市

合
併
を
促
進
す
る
委
員
会
を
設
置
し
た
。
現

実
に
渾
然
一
体
を
な
し
て
い
る
両
市
の
合
併

に
つ
い
て
は
、
既
に
論
議
の
時
期
を
越
え
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
事
務
的
な
手
続
き
が
残

さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
ま
で
に
、
時
期
的

に
は
熟
し
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
何
故
、
合

併
が
足
踏
み
し
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
那
覇

市
側
に
対
等
合
併
を
好
ま
ず
、
那
覇
へ
併
合

の
形
で
も
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
政
治
的
か

け
ひ
き
が
強
か
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
一
般

市
民
か
ら
い
え
ば
、
対
等
、
併
合
い
ず
れ
で

も
、
一
つ
に
な
り
さ
え
す
れ
ば
よ
い
わ
け
だ

け
れ
で
も
、
政
治
家
、
と
く
に
市
長
や
議
員

た
ち
は
、
対
等
合
併
と
な
る
と
選
挙
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
上
、
今
ま
で
那
覇

市
の
市
長
や
議
員
の
多
く
は
、
い
わ
ゆ
る
保

守
系
で
、
真
和
志
市
が
社
大
党
の
地
盤
と
し

て
強
い
実
情
か
ら
、
選
挙
と
な
れ
ば
勝
ち
味

が
な
い
と
い
う
の
が
原
因
だ
っ
た
の
で
あ

る
。今
回
、
合
併
促
進
委
員
会
を
設
け
た
那
覇

市
会
の
方
針
が
、
対
等
合
併
か
吸
収
か
、
ま

だ
そ
の
点
、
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
が
、
委

員
会
設
置
を
可
決
し
た
き
の
う
の
議
会
は
、

十
七
名
議
員
側
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

お
し
て
、
瀬
長
市
長
不
信
任
実
現
へ
の
突
破

口
を
そ
こ
へ
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な

い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
対
等
合

併
に
よ
り
市
政
を
総
選
挙
に
訴
え
る
こ
と
が

最
良
の
打
開
策
と
観
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。も
し
、
市
政
再
建
の
途
を
そ
こ
に
求
め
る

着
想
と
決
意
が
で
き
た
と
す
れ
ば
、
従
来
、

保
守
系
が
懸
念
し
て
い
た
新
市
の
市
長
選
挙

及
び
議
員
選
挙
で
、
勝
算
あ
る
｜
た
と
え
ば

那
覇
・
真
和
志
地
域
の
政
治
情
勢
に
即
応
し

た
人
物
を
市
長
候
補
に
も
っ
て
ゆ
け
る
｜
と

い
っ
た
｜
対
策
に
自
信
を
得
て
の
こ
と
か
も
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知
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
不
信

任
派
が
都
市
合
併
を
真
剣
に
推
進
し
、
そ
れ

に
よ
っ
て
現
在
の
那
覇
市
政
を
打
開
し
よ
う

と
考
え
た
と
せ
ば
、
最
も
能
あ
る
や
り
方
だ

と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

瀬
長
市
長
も
、
そ
の
信
任
派
の
議
員
も
、

対
等
合
併
を
市
民
へ
公
約
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
た
と
え
不
信
任
派
が
瀬
長
追
出
し
を

こ
の
合
併
問
題
に
か
ら
ま
せ
る
か
ら
と
い
っ

て
、”
す
じ
”
だ
と
か
”
理
論
”
だ
と
か
を

売
物
に
し
て
い
る
瀬
長
一
派
と
あ
れ
ば
、
こ

の
問
題
だ
け
は
、
あ
と
へ
引
く
わ
け
に
は
い

か
ぬ
で
あ
ろ
う
。

最
も
合
法
的
で
あ
り
、”
す
じ
”
も
通
る

こ
と
で
あ
り
、
両
市
の
市
民
に
と
っ
て
は
、

那
覇
市
政
の
ゴ
タ
ゴ
タ
を
転
じ
て
懸
案
の
合

併
が
実
現
す
る
と
な
れ
ば
、不
幸
中
の
幸
い
。

真
和
志
側
も
こ
の
機
会
を
逸
せ
ず
、
協
力
し

て
一
挙
に
合
併
実
現
へ
と
い
き
た
い
も
の
で

あ
る
。

欠
席
戦
術
に
手
を
や
く
同
盟
側

／
自
治
法
の
改
正
陳
情
／
那

覇
市
会
日
程
変
更
で
緊
急
動

議沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
９
・
17

那
覇
市
の
定
例
議
会
は
、
四
日
間
に
わ
た
る

休
会
の
の
ち
、
十
六
日
あ
さ
十
時
か
ら
再
開

さ
れ
た
が
、
民
連
側
は
、
儀
武
息
睦
議
員
だ

け
が
出
席

十
一
名
欠
席

午
前
中
、
軍
用

土
地
特
別
委
員
会
、
都
市
合
併
特
別
委
員
会

の
設
置
を
議
決
し
た
だ
け
で
休
憩
に
入
っ

た
。
午
後
二
時
か
ら
再
開
、
市
長
の
施
政
方
針
を

聞
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
渡
口

麗

議
員
か
ら
日
程
変
更
の
動
議
が
出
さ
れ
、
民

連
の
欠
席
戦
術
に
対
す
る
報
復
手
段
と
し

て
、
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
決
議
案
を

立
法
院
、
行
政
府
に
出
す
べ
き
だ
と
い
う
緊

急
動
議
が
出
さ
れ
、
こ
れ
を
採
決
、
議
長
が

こ
れ
を
立
法
院
、
行
政
府
に
提
出
す
る
こ
と

に
な
り
、
同
二
時
四
十
五
分
散
会
し
た
。
あ

す
は
、
あ
さ
十
時
か
ら
本
会
議
が
開
か
れ
る
。

○

午
後
の
日
程
に
入
る
前
に
議
長
は
欠
席

し
た
民
連
側
十
一
議
員
か
ら
出
さ
れ
た
十
日

の
議
会
に
お
け
る
緊
急
動
議
の
処
理
に
対
す

る
質
問
の
回
答
に
つ
い
て
は
か
っ
た
が
、
新

垣
松
助
議
員
か
ら
”
議
会
に
出
席
す
べ
き
議

員
が
、
議
場
に
出
ず
、
文
書
で
事
務
処
理
に

対
す
る
質
問
を
す
る
こ
と
は
も
っ
て
の
ほ
か

で
あ
る
。
質
問
が
あ
れ
ば
出
席
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
理
由
か
ら
、
回
答
の
要
な
し
”
と

い
う
発
言
が
あ
り
、
儀
武
議
員
が
こ
れ
に
反

対
、”
回
答
す
べ
き
で
あ
る
”
と
主
張
し
た

が
、
採
決
の
結
果
十
七
対
二
で
新
垣
議
員
の

提
案
が
可
決
さ
れ
、
回
答
し
な
い
こ
と
に

な
っ
た
。

○

ひ
き
つ
づ
き
渡
口
麗
秀
議
員
が
発
言
を

求
め
”
去
る
市
議
選
挙
で
、
す
で
に
市
民
の

意
志
は
、
瀬
長
市
長
不
信
任
に
決
定
さ
れ
て

お
り
、
議
会
が
開
か
れ
る
前
に
、
市
長
は
辞

職
す
る
の
が
本
筋
だ
っ
た
。
私
は
、
主
権
者

で
あ
る
市
民
の
意
志
に
従
っ
て
不
信
任
案
を

出
し
た
の
で
あ
る
が
、
十
二
名
は
そ
の
審
議

を
拒
ん
で
退
場
、
そ
の
後
二
回
に
わ
た
っ
て

出
席
の
催
告
を
し
て
も
出
席
せ
ず
、
こ
う
し

て
議
事
が
の
び
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
民
の
福

祉
が
阻
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
の
難

局
を
切
り
抜
け
る
た
め
、
市
町
村
自
治
法
の

一
部
を
改
正
す
る
こ
と
を
、
那
覇
市
会
の
議

決
を
経
て
立
法
院
、
行
政
府
に
陳
情
し
よ
う

と
い
う
同
盟
側
十
七
議
員
の
共
同
提
案
の
動

議
が
出
さ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、自
治
法
第
七
十
七
条
に
は
、

議
員
が
、
正
当
な
理
由
な
し
に
招
集
に
応
じ

な
い
た
め
、
ま
た
は
、
正
当
な
理
由
な
し
に

欠
席
、
議
長
か
ら
招
状
を
発
し
て
も
、
な
お

故
な
く
出
席
し
な
い
も
の
は
、
議
会
の
議
決

を
経
て
懲
罰
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
。
懲
罰

に
は
、
公
開
の
議
場
に
お
け
る
戒
告
、
陳
謝
、

一
定
期
間
の
出
席
停
止
、
除
名
の
四
つ
が
あ

る
が
、
一
定
期
間
の
出
席
停
止
を
受
け
た
も

の
は
、
そ
の
期
間
中
全
く
議
員
の
資
格
を
失

わ
し
め
、
不
信
任
案
採
決
の
場
合
、
百
十
三

条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
議
員
数
か
ら
除
外
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
動
議
に
対
し
て
、
民
連
側
の
儀
武
議

員
は
”
自
治
法
の
改
正
は
、
全
琉
の
自
治

体
に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
の
で
委
員
会

に
付
託
し
て
住
民
福
祉
の
上
か
ら
冷
静
に

検
討
す
べ
き
で
あ
る
”
と
発
言
。

つ
づ
い
て
無
所
属
の
平
良
議
員
も
”
提
案
通

り
に
改
正
に
な
り
、
懲
戒
を
受
け
た
議
員
が

資
格
を
失
っ
た
場
合
、
こ
れ
を
乱
用
し
、
議

長
と
提
案
者
だ
け
で
重
要
議
案
が
可
決
さ
れ

る
と
い
う
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
自
治
法
の
改

正
は
、
客
観
状
勢
か
ら
み
て
適
切
で
あ
り
、

正
し
い
か
を
も
っ
と
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
”
と
主
張
し
た
が
、
直
ち
に
採
決
に
入
り

十
七
対
二
の
多
数
で
動
議
は
可
決
さ
れ
た
。

さ
っ
そ
く
立
法
院
・
行
政
府
へ

そ
の
後
、
さ
ら
に
赤
嶺
議
員
か
ら
日
程
変

更
の
動
議
が
出
さ
れ
、”
こ
の
問
題
は
緊

急
を
要
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
会
議
を
散

会
し
て
議
長
、
副
議
長
は
、
直
ち
に
立
法

院
、
行
政
府
に
陳
情
に
行
く
べ
き
”
と
い

う
動
議
が
出
さ
れ
、
こ
れ
を
可
決
、
二
時

四
十
五
分
散
会
、
高
良
議
長
、
渡
口
副
議

長
二
名
が
、
立
法
院
、
行
政
府
を
訪
れ
自

治
法
の
一
部
改
正
を
陳
情
し
た
。

懲
罰
議
員
の
審
議
権
停
止

自
治
法
の
一
部
改
正
を
要
請
し
た
陳
情
書

の
要
旨
は
次
の
通
り
。

市
町
村
自
治
法
第
七
十
七
条
の
規
定
で
議
長

か
ら
一
定
期
間
の
出
席
停
止
の
懲
罰
を
科
せ

ら
れ
た
議
員
は
、
第
百
十
三
条
の
議
員
、
特

一
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に
包
含
せ
し
め
な
い
よ
う
改
正
立
法
し
て
も

ら
い
た
い
。

議
員
の
本
来
の
職
責
は
、
議
会
に
出
席
し
て
、

議
事
に
参
与
す
る
こ
と
で
、
正
当
な
理
由
が

な
い
限
り
、
会
議
に
出
席
す
る
よ
う
自
治
法

に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
て
い
る
。
議
員
が
正
当

な
理
由
な
し
に
招
集
に
応
じ
な
か
っ
た
り
、

あ
る
い
は
欠
席
し
た
場
合
は
、
議
会
の
自
律

作
用
と
し
て
の
自
治
法
に
よ
り
懲
罰
を
受
け

る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
重
罰

で
あ
る
除
名
処
分
の
場
合
は
、
議
員
と
し
て

の
資
格
を
失
い
自
治
法
の
適
用
に
論
議
の
要

は
な
い
が
、
一
定
期
間
の
出
席
停
止
処
分
の

場
合
に
つ
い
て
は
自
治
法
の
適
用
に
疑
義
を

生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

那
覇
市
の
例
を
あ
げ
る
と
、
市
長
不
信
任
の

動
議
に
対
し
、
信
任
派
の
十
二
議
員
が
退
場
、

不
信
任
成
立
の
要
件
で
あ
る
議
員
数
の
三
分

の
二
の
定
足
数
に
充
た
ず
、
議
長
か
ら
再
度

の
出
席
催
告
を
出
し
て
も
、
不
信
任
審
議
を

拒
否
す
る
目
的
で
欠
席
戦
術
を
と
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
議
員
の
職
責
を
行
使
す
る
不

信
任
案
の
審
議
権
を
放
棄
し
て
議
事
に
参
与

を
怠
り
、
あ
る
い
は
会
議
規
則
に
違
反
し
た

議
員
に
一
定
期
間
の
出
席
停
止
の
懲
罰
を
科

し
た
場
合
、
そ
の
期
間
中
に
出
さ
れ
た
不
信

任
案
に
対
し
て
は
、
自
治
法
第
百
十
三
条
第

三
項
の
議
員
数

注
・
不
信
任
の
議
決
に
つ

い
て
は
、
議
員
数
の
三
分
の
一
以
上
の
も
の

が
出
席
し
、
第
一
項
の
場
合
は
そ
の
四
分
の

三
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
そ
の
過
半
数

の
者
が
同
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

に
含

ま
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
適
切
妥
当
な
解
釈

で
あ
る
と
思
う
が
、自
治
法
に
明
文
が
な
く
、

市
長
と
議
会
の
間
に
紛
争
を
お
こ
す
お
そ
れ

が
あ
る
の
で
、
自
治
法
の
一
部
を
改
正
し
て

議
会
の
円
滑
な
運
営
を
は
か
り
、
市
町
村
住

民
の
福
祉
増
進
に
寄
与
し
た
い
。

那
覇
問
題
、
立
法
院
へ
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瀬
長
那
覇
市
長
不
信
任
案
問
題
を
め
ぐ
り
、

那
覇
市
会
に
お
け
る
瀬
長
派
の
欠
席
戦
術
に

対
抗
す
る
た
め
、
当
間
主
席
は
十
七
日
午
後

五
時
立
法
院
に
対
し

市
町
村
自
治
法
一
部

改
正

の
追
加
立
法
勧
告
を
行
っ
た
。
よ
っ

て
那
覇
市
会
問
題
は
立
法
院
の
”政
治
の
場
”

に
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に

対
す
る
院
内
各
派
の
動
き
が
極
め
て
注
目
さ

れ
よ
う
。

主
席
が
自
治
法
改
正
勧
告
／
特
別
議
決

の
定
足
数
特
例

こ
の
立
法
勧
告
は
、
去
る
十
六
日
那
覇
市
議

会
が
瀬
長
派
の
欠
席
戦
術
を
封
ず
る
た
め

議
長
が
出
席
停
止
の
懲
罰
を
加
え
た
議
員

は
、
不
信
任
案
が
上
程
さ
れ
る
議
会
の
議
員

定
数
か
ら
除
く
趣
旨
に
自
治
法
の
一
部
改
正

を
行
う

こ
と
を
行
政
府
、
立
法
院
に
要
請

決
議
し
た
こ
と
に
応
え
て
と
ら
れ
た
措
置
で

あ
る
。
こ
の
改
正
案
は
、
現
在
那
覇
市
会
で

欠
席
戦
術
を
続
け
て
い
る
瀬
長
派
議
員

総

数
十
二
人

を
”
出
席
停
止
の
懲
罰
”
に
付

し
、
そ
の
結
果
残
る
反
瀬
長
派
議
員

十
七

人

で
市
長
不
信
任
案
を
成
立
さ
せ
る
こ
と

を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
立
法
勧
告
案
次

の
と
お
り
。

（
改
正
勧
告
案
）
市
町
村
自
治
法
の
一
部
を

次
の
と
お
り
改
め
る
。

第
百
十
三
条
第
二
項
に
次
の
但
し
書
き
を
加

え
る
。

た
だ
し
前
項
の
場
合
に
お
い
て
第
七
十
七

条

欠
席
議
員
の
懲
罰

の
規
定
に
基
き
、

第
七
十
五
条
第
一
項
第
三
号

一
定
期
間
の

出
席
停
止
の
懲
罰

の
処
分
が
な
さ
れ
た
場

合
は
、
そ
の
処
分
を
う
け
た
議
員
は
、
議
員

数
に
算
入
し
な
い
。

（
理
由
）
①
市
町
村
議
会
議
員
が
正
当
な
理

由
な
く
し
て
招
集
に
応
じ
な
か
っ
た
り
、
ま

た
は
会
議
に
出
席
し
な
か
っ
た
り
す
る
と
き

は
、
議
長
は
議
会
の
議
決
を
経
て
懲
罰
に
ふ

す
こ
と
が
で
き
る
。

②
こ
の
場
合
一
定
期
間
の
出
席
停
止
の
懲
罰

処
分
を
う
け
た
議
員
は
、
そ
の
間
議
事
参
与

の
権
利
を
喪
失
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
百
十

三
条
第
三
項
の
議
員
数
に
包
合
せ
し
め
な
い

よ
う
改
正
し
、
議
会
の
円
滑
な
る
運
営
と
市

町
村
住
民
の
福
祉
増
進
を
図
る
。

注

市
町
村
自
治
法

第
五
十
三
条

議
会
は
議
員
の
定
数
の
半

数
以
上
の
議
員
が
出
席
し
な
け
れ
ば
会
議

を
開
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
但
し

中
略

同
一
の
事
件
に
つ
き
再
度
招
集
し
て
も
な

お
過
半
数
に
達
し
な
い
と
き
、
ま
た
は
招

集
に
応
じ
て
も
出
席
議
員
が
定
数
を
欠

き
、
議
長
が
出
席
を
催
告
し
て
も
な
お
半

数
に
達
し
な
い
と
き
、
ま
た
は
半
数
に
達

し
て
も
そ
の
後
半
数
に
達
し
な
く
な
っ
た

と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
百
十
三
条
三
項

不
信
任
の
議
決
に
つ

い
て
は
、
議
員
数
の
三
分
の
二
以
上
の
も

の
が
出
席
し
、
第
一
項

初
回
の
不
信
任

の
場
合
は
そ
の
四
分
の
三
以
上
の
も
の

が
、
第
二
項

解
散
後

の
場
合
は
そ
の

過
半
数
の
同
意
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

各
派
の
見
解
鋭
く
対
立
／
か
ら
む
法
理

解
釈
と
政
治
的
配
慮

一
方
立
法
院
各
派
は
、
こ
の
立
法
勧
告
案
と

那
覇
市
会
決
議
を
重
視
し
て
い
る
が
、
問
題

は
法
理
的
解
釈
と
政
治
的
配
慮
が
か
ら
ん
で

い
る
だ
け
に
厄
介
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
い
ま
の
と
こ
ろ
民
主
、
無
所
属

両
派
は

特
に
自
治
法
を
改
正
す
る
ま
で
も

な
く
、
現
行
法
の
規
定
で
十
分
措
置
で
き
る

も
の
で
あ
り
、
欠
席
戦
術
は
条
理
上
か
ら
も

非
合
法
的
手
段
で
あ
る

と
の
見
解
で
あ
る

が

社
大
、
人
民
両
派
は
欠
席
戦
術
は
合
法

一
九
五
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的
で
あ
り
、
こ
の
自
治
法
改
正
は
改
悪
で
あ

る

と
の
態
度
を
持
し
て
、
二
つ
の
見
解
に

割
れ
て
お
り
、
同
勧
告
案
が
行
法
委
付
託
と

な
っ
て
本
格
的
審
議
に
入
れ
ば
、
各
派
の
論

議
は
か
な
り
激
し
く
な
る
と
み
ら
れ
て
い

る
。
な
お
初
回
に
勧
告
さ
れ
た

市
町
村
自

治
法
一
部
改
正
案

は
す
で
に
行
法
委
で
審

議
ず
み
で
あ
る
。
星
行
法
委
員
は

那
覇
市

会
に
か
ら
む
問
題
は
あ
と
に
し
て
、
一
ま
ず

第
一
読
会
に
上
程
す
る

と
語
っ
て
お
り
、

会
期
が
余
す
と
こ
ろ
十
日
で
あ
る
の
で
、
同

改
正
案
が
可
決
成
立
す
る
か
に
つ
い
て
は
、

見
通
し
は
か
な
り
困
難
な
も
の
が
あ
る
。

欠
席
は
非
合
法
／
現
行
法
で
十
分

星
克
氏
（
民
主
党
政
調
会
長
）
談

市
町

村
自
治
法
を
調
べ
て
み
た
場
合
、
確
か
に
成

文
と
し
て
は
”
議
員
欠
席
禁
止
”
の
規
定
は

な
い
。
こ
れ
は
代
表
機
関
で
あ
る
議
員
が
、

議
会
に
出
席
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
条
理
上

か
ら
も
明
白
で
あ
り
、
当
然
な
こ
と
で
あ
る

の
で
、
欠
席
禁
止
の
罰
則
を
設
け
る
必
要
は

な
い
と
い
う
こ
と
に
よ
る
。か
か
る
問
題
は
、

本
来
な
ら
ば
市
町
村
議
員
の
常
識
に
ゆ
だ
ね

る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
既
に
発
生
し
て
い

る
事
実
が
あ
る
の
で
委
員
会
で
慎
重
に
検
討

し
て
み
る
。

疑
問
点
は
、
出
席
勧
告
に
も
応
じ
な
い
で
欠

席
を
続
け
た
場
合
、
議
員
数
の
三
分
の
二
が

出
席
し
な
く
て
不
信
任
決
議
が
出
来
る
か
ど

う
か
だ
が
、私
は
決
議
し
て
も
い
い
と
思
う
。

そ
う
で
な
い
と
ス
ム
ー
ス
な
議
事
運
営
は
で

き
な
い
。
こ
の
点
を
め
ぐ
っ
て
は
学
者
間
に

も
両
説
が
あ
る
が
、
決
議
で
き
る
と
い
う
解

釈
を
と
っ
て
も
良
く
、
あ
と
は
裁
判
所
が
裁

断
す
る
問
題
で
あ
る
。
議
員
の
出
席
は
法
以

前
の
問
題
で
あ
り
、
出
席
催
告
を
う
け
て
も

な
お
出
席
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
議
員
の

権
利
を
放
棄
し
た
こ
と
に
な
る
。

下
里
恵
良
氏
（
無
）
談

市
長
不
信
任
議

決
に
関
す
る
規
定

百
十
三
条

の
政
治
的

効
果
を
狙
う
た
め
の
、
欠
席
戦
術
は
違
法
だ

と
思
う
。
第
五
十
三
条

定
足
数

に
は

同
一
の
事
件
に
つ
き
再
度
招
集
し
て
も
な

お
半
数
に
達
し
な
い
と
き
、
出
席
を
催
告
し

て
も
な
お
半
数
に
達
し
な
い
と
き
は
、
こ
の

限
り

議
員
定
数
の
過
半
数
出
席
に
よ
る
開

会

で
な
い

と
あ
る
。
そ
こ
で
不
信
任
議

決
の
定
員
数
は
議
員
数
の
三
分
の
二
と
決
め

ら
れ
て
お
る
が
、
催
告
に
よ
る
呼
び
出
し
に

も
応
じ
な
い
場
合
は
、
こ
の
三
分
の
二
に
と

ら
わ
れ
る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
明
瞭

で
あ
る
。
こ
の
た
め
特
に
一
部
改
正
す
る
必

要
は
な
く
現
行
法
の
規
定
で
処
理
で
き
る
と

思
う
。
欠
席
は
合
法
的
／
改
正
の
要
な
し

中
里
猛
氏
（
社
大
党
政
審
会
長
）
談

自

治
法
の
改
正
は
不
可
能
で
あ
る
と
思
う
、
党

と
し
て
は
未
だ
具
体
的
に
打
合
わ
し
て
な
い

が
、
個
人
的
見
解
と
し
て
は
、
欠
席
戦
術
が

不
法
行
為
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
い
え
な

い
。
こ
れ
は
自
治
法
に
認
め
ら
れ
て
い
る
行

為
で
あ
り
、
合
法
行
為
と
み
な
け
れ
ば
い
か

な
い
。
か
と
い
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
あ
あ
い

う
欠
席
戦
術
の
方
法
で
は
良
く
な
い
と
思

う
。
合
法
、
非
合
法
の
問
題
と
は
別
に
し
て
、

任
期
中
議
員
が
欠
席
を
繰
り
返
す
こ
と
は
い

け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
結
局
”
体
当
り
”

し
て
、
次
の
市
長
選
挙
に
臨
ん
で
も
い
い
と

い
う
雅
量
が
あ
っ
て
い
い
の
で
あ
り
、
従
っ

て
自
治
法
の
改
正
ま
で
も
っ
て
い
か
な
く
て

も
い
い
と
思
う
。

大
湾
喜
三
郎
氏
（
人
）
談

地
方
自
治
体

の
自
治
問
題
は
、
自
治
体
自
身
で
解
決
す
べ

き
で
あ
り
、
解
決
し
得
な
い
か
ら
と
い
っ
て

法
を
つ
く
っ
て
く
れ
と
い
う
の
は
、
余
り
に

も
虫
が
良
す
ぎ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
市

長
の
施
政
を
何
ら
検
討
せ
ず
し
て
、
自
治
法

の
一
部
改
正
を
要
望
す
る
こ
と
は
、
市
会
が

と
る
べ
き
態
度
で
は
な
い
。
那
覇
市
と
い
う

自
治
体
一
部
の
た
め
に
、
法
を
改
悪
し
よ
う

と
す
る
こ
と
自
体
お
か
し
い
。
市
会
の
一
部

連
中
が
、
自
分
達
の
た
め
に
な
る
よ
う
に
法

を
改
め
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
大
き
い
視
野

に
た
て
ば
大
き
な
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。
市
会
の
猛
省
を
促
す
。

瀬
長
市
長
施
政
方
針
／
プ
リ
ン

ト
に
し
て
送
付

沖
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・
夕
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那
覇
市
会
は
十
七
日
の
本
会
議
で
市
民
か
ら

不
信
任
さ
れ
た
市
長
の
施
政
方
針
は
聞
く
必

要
が
な
い
、
文
書
に
し
て
送
付
し
て
欲
し
い

と
い
う
動
議
を
採
択
可
決
し
た
。
こ
の
た
め

瀬
長
市
長
の
施
政
方
針
演
説
は
省
略
さ
れ
た

が
、
市
当
局
で
は
施
政
方
針
を
プ
リ
ン
ト
に

し
、
十
八
日
各
議
員
に
送
付
し
た
。

瀬
長
市
長
の
施
政
方
針
要
旨

△
基
本
的
態
度

現
在
の
市
政
に
反
対
す

る
人
も
賛
成
す
る
人
も
市
民
の
生
活
を
よ
り

豊
か
に
し
不
当
な
外
部
の
圧
迫
や
干
渉
か
ら

自
治
体
を
守
り
、
民
主
主
義
を
育
成
し
市
民

の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
国
民
的
願
望
で
あ

る
祖
国
復
帰
を
実
現
す
る
た
め
に
恐
ろ
し
い

原
水
爆
基
地
化
に
反
対
し
て
平
和
を
守
り
日

本
の
領
土
主
権
を
死
守
す
る
た
め
に
四
原
則

を
貫
徹
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
異
論
を
さ
し
は
さ
む
余
地
は
な
い

と
考
え
る
。
そ
う
い
う
基
本
的
態
度
に
立
っ

て
五
八
年
度
施
政
方
針
の
補
足
を
し
た
い
。

さ
き
の
議
会
で
成
立
し
た
不
信
任
の
骨
子

は
琉
銀
か
ら
融
資
を
拒
否
さ
れ
、
軍
補
助
金

打
切
り
は
継
続
さ
れ
る
と
い
う
民
政
府
の
政

策
も
何
ら
変
更
さ
れ
て
い
な
い
に
か
か
わ
ら

ず
予
算
案
に
、
琉
銀
起
債
と
軍
補
助
金
が
歳

入
面
に
組
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
原
因
が
あ
っ
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た
。そ
こ
で
今
度
の
予
算
は
、
琉
銀
起
債
と
軍

補
助
金
を
削
除
し
、
歳
出
面
で
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
建
設
費
を
除
い
て
提
案
し
た
の
で
、

今
回
の
予
算
は
一
億
九
百
万
余
円
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
予
算
は
九
〇
％
以
上
が
自
己
財

源
で
あ
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
こ
と

は
自
己
財
源
で
も
市
民
の
要
求
す
る
最
小
限

の
事
業
は
完
成
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
証
明

し
て
い
る
。

△
各
事
業
の
説
明

都
計
に
つ
い
て
は
、

沖
縄
の
戦
災
都
市
復
興
は
日
本
政
府
に
責
任

が
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
日
本
の
国
庫
補
助
金

交
付
の
陳
情
を
お
こ
す
べ
き
こ
と
、
ま
た
都

計
は
琉
球
政
府
に
も
援
助
の
義
務
が
あ
る
こ

と
を
の
べ
自
己
財
源
で
や
れ
る
事
業
、
区
画

整
理
事
業
、
水
道
事
業
の
状
況
に
つ
い
て
説

明
。△
区
画
整
理
と
不
正
事
件

前
区
画
整
理

課
長
と
前
助
役
が
結
託
し
て
市
民
の
財
産
を

不
当
に
処
分
し
、
三
名
は
す
で
に
告
発
さ
れ

司
直
の
手
で
調
べ
ら
れ
て
い
る
、
こ
の
事
件

は
底
知
れ
な
い
ま
で
に
広
が
る
様
相
を
示
し

て
い
る
と
の
べ
て
い
る
。

△
四
原
則
貫
徹
と
日
本
の
領
土
主
権
防
衛

一
括
払
い
反
対
を
叫
ぶ
だ
け
が
能
で
は
な

い
、
一
括
払
い
反
対
は
毎
年
払
い
の
要
求
で

あ
る
。
軍
用
地
に
と
ら
れ
た
土
地
に
対
す
る

適
正
補
償
額
を
毎
年
払
っ
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
要
求
を
那
覇
市
は
、
全
県
民
の
先
頭
に

立
っ
て
貫
徹
す
る
義
務
が
あ
る
と
の
べ
、
ど

う
し
て
も
土
地
問
題
解
決
の
た
め
明
ら
か
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ

は
一
通
の
布
告
布
令
指
令
で
市
民
の
承
諾
な

し
に
土
地
を
没
収
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
と
し
て
い
る
。

△
む
す
び

都
計
事
業
を
完
遂
す
る
立
場

か
ら
も
、
一
括
払
い
反
対
、
適
正
価
格
毎
年

払
い
要
求
を
具
体
化
す
る
意
味
か
ら
も
、
更

に
平
和
と
民
主
主
義
と
市
民
生
活
を
守
る
面

か
ら
考
え
て
も
沖
縄
の
祖
国
復
帰
実
現
が
ど

ん
な
に
那
覇
市
政
の
運
営
と
不
離
一
体
の
政

策
と
な
っ
て
い
る
か
、
む
し
ろ
市
政
を
貫
く

基
本
政
策
が
沖
縄
の
祖
国
復
帰
実
現
に
あ
る

こ
と
が
立
証
さ
れ
る
と
結
ん
で
い
る
。

微
妙
に
動
く
那
覇
市
議
会
／
真

和
志
市
合
併
に
飛
び
つ
く
／

野
党
…
ま
ず
不
信
任
問
題
が
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与
党
議
員
の
欠
席
戦
術
で
暗
し
ょ
う
に
乗
り

上
げ
た
形
の
瀬
長
市
長
不
信
任
案
も
、
自
治

法
の
一
部
改
正
と
い
う
野
党
側
の
戦
術
で
新

た
な
展
開
を
み
せ
て
き
た
が
、
与
野
党
の
対

立
で
も
み
合
う
那
覇
市
会
で
た
だ
一
人
中
立

を
標
ぼ
う
す
る
平
良
真
次
郎
議
員
が
真
和
志

市
と
の
合
併
問
題
と
い
う
形
で
投
げ
だ
し
た

現
状
打
開
策
に
真
和
志
市
会
が
合
併
へ
の
好

機
と
飛
び
つ
き
、
こ
こ
に
瀬
長
市
長
退
陣
問

題
は
新
た
な
展
開
を
み
せ
て
き
た
。

真
和
志
市
会
は
十
八
日
あ
さ
十
時
か
ら
臨
時

議
会
を
開
き
、
都
市
合
併
促
進
法
に
基
き
那

覇
市
と
の
合
併
を
促
進
す
る
よ
う
主
席
、
那

覇
市
議
長
に
申
し
入
れ
る
こ
と
を
決
議
十
八

日
中
に
森
田
真
和
志
市
会
議
長
が
那
覇
市
高

良
議
長
に
対
し
”
対
等
合
併
の
方
法
を
問
わ

ず
合
併
の
早
期
解
決
を
真
和
志
市
と
し
て
は

望
ん
で
お
り
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
那
覇
市

会
と
話
し
合
い
た
い
”
と
伝
え
、
こ
れ
に
対

し
高
良
議
長
は
”
与
党
議
員
の
意
向
は
知
ら

な
い
が
、
野
党
側
と
し
て
も
合
併
は
公
約
に

も
あ
げ
て
お
り
、
全
員
が
協
議
し
た
上
で
話

し
合
い
に
応
じ
た
い
”
と
い
う
意
向
を
の
べ

た
。
な
お
引
続
き
森
田
真
和
志
市
会
議
長
は
十
九

日
あ
さ
十
一
時
政
府
を
訪
問
、
主
席
が
伊
是

名
出
張
中
の
た
め
、
神
村
副
主
席
と
会
見
、

十
八
日
の
臨
時
議
会
で
決
め
た
那
覇
市
と
の

合
併
促
進
を
政
府
で
あ
っ
せ
ん
し
て
貰
う
よ

う
要
請
し
た
。
同
議
長
は
真
和
志
と
し
て
は

早
期
に
合
併
が
実
現
す
る
な
ら
ば
そ
の
方
法

に
こ
だ
わ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
政
府
が
市

町
村
合
併
法
に
基
い
て
那
覇
と
の
合
併
を
勧

告
し
、
こ
れ
を
促
進
し
て
貰
い
た
い
と
申
し

出
た
。
神
村
副
主
席
の
話

一
両
日
中
に
文
書
で

提
出
す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
そ
れ
が

出
来
し
だ
い
内
政
局
で
検
討
を
加
え
る
。

勿
論
政
府
と
し
て
は
合
併
促
進
法
の
趣
旨

か
ら
い
っ
て
も
那
覇
、
真
和
志
の
合
併
は

望
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
必
要
に
よ
っ
て
は

両
市
の
意
見
を
聞
い
て
あ
っ
せ
ん
に
乗
り

出
し
勧
告
を
行
う
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

願
わ
く
は
両
市
が
合
併
の
方
法
な
ど
で
意

見
の
相
違
を
来
す
よ
う
な
こ
と
は
な
く
政

府
が
乗
り
出
す
ま
で
も
な
く
両
市
間
で
こ

の
問
題
を
処
理
し
て
貰
え
る
な
ら
こ
れ
に

越
し
た
こ
と
は
な
い
。

こ
う
し
て
合
併
問
題
は
新
し
い
局
面
に
突
入

し
た
が
、
野
党
側
で
は
こ
の
真
和
志
市
会
か

ら
の
申
し
入
れ
に
対
し
一
、
那
覇
市
会
と
し

て
は
合
併
問
題
も
重
要
で
は
あ
る
が
、
こ
れ

は
さ
ら
に
重
要
な
問
題
で
あ
る
瀬
長
市
長
不

信
任
案
が
解
決
し
て
か
ら
考
え
る
べ
き
だ
。

二
、
真
和
志
市
会
と
の
話
し
合
い
に
は
一
応

礼
儀
と
し
て
応
ず
る
が
、
市
民
の
世
論
は
併

合
合
併
を
望
ん
で
い
る

と
の
考
え
方
か
ら

△
瀬
長
市
長
退
陣
問
題
と
合
併
問
題
は
切
り

離
す
べ
き
だ
と
い
う
意
向
が
強
く
、
今
の
と

こ
ろ
瀬
長
市
長
不
信
任
案
が
完
全
な
行
詰
り

を
み
せ
な
い
限
り
合
併
問
題
に
よ
り
瀬
長
市

長
を
退
陣
に
も
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
は

考
え
て
な
い
よ
う
だ
。

一
方
那
覇
市
会
与
党
側
で
は
真
和
志
市
会
か

ら
の
申
し
入
れ
に
対
し
、
最
大
限
の
好
意
を
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も
っ
て
受
入
れ
て
お
り
、
兼
次
、
浦
崎
議
員

が
十
九
日
あ
さ
高
良
議
長
を
訪
問
、”
与
党

側
も
合
併
問
題
に
つ
い
て
の
真
和
志
市
と
の

話
し
合
い
に
応
ず
る
意
思
が
あ
る
”
と
の
意

向
を
伝
え
て
お
り
、
合
併
問
題
を
め
ぐ
っ
て

の
与
野
党
、
真
和
志
市
側
の
動
き
が
、
瀬
長

市
長
退
陣
問
題
と
も
か
ら
ん
で
今
後
微
妙
な

動
き
を
見
せ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

高
良
那
覇
市
議
長
の
話

我
々
と
し
て
は

市
長
不
信
任
問
題
を
先
に
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
義
務
が
あ
り
、
合
併
問
題
は

そ
の
解
決
後
の
話
と
な
ろ
う
。
対
等
か
併

合
か
は
今
確
言
は
で
き
な
い
が
、
市
民
と

し
て
は
併
合
合
併
を
望
ん
で
お
り
、
こ
の

線
に
落
着
く
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

兼
次
議
員
の
話

我
々
民
連
側
全
員
の
意

向
は
真
和
志
市
と
の
早
期
合
併
実
現
に
あ

る
。
こ
の
さ
い
方
法
は
問
わ
ず
、
市
民
の

要
望
に
従
っ
て
早
期
解
決
を
は
か
る
よ
う

議
長
に
も
申
し
入
れ
た
。
真
和
志
市
会
と

の
話
し
合
い
に
は
我
々
も
参
加
し
て
市
民

の
福
祉
を
は
か
り
た
い
。

合
併
問
題
タ
ナ
上
げ
／
会
期
延

長
野
党
は
不
信
任
一
本
ヤ
リ

／
那
覇
市
会
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那
覇
市
会
に
対
す
る
真
和
志
市
会
の
早
期
合

併
申
入
れ
は
那
覇
市
会
同
盟
派
が
合
併
よ
り

不
信
任
問
題
が
先
決
と
い
う
態
度
を
変
え
な

い
た
め
、
再
び
暗
礁
に
乗
上
げ
た
形
と
な
っ

て
い
る
。
高
良
議
長
は
、
十
八
日
、
中
間
派

平
良
議
員
を
通
し
て
、
懇
談
会
を
延
期
す
る

旨
森
田
真
和
志
市
会
議
長
に
回
答
す
る
と
と

も
に
、
市
長
に
会
期
延
長
す
る
か
ら
暫
定
予

算
を
組
む
よ
う
に
要
請
し
た
。

○

同
盟
派
は
、
十
九
日
ひ
る
一
時
か
ら
二

十
一
日
の
上
程
議
案
を
中
心
に
、
不
信
任
問

題
、
真
和
志
市
会
の
合
併
申
し
入
れ
な
ど
に

つ
い
て
協
議
し
た
が
、
那
覇
市
会
の
当
面
す

る
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
は
市
長
不
信
任
問

題
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
強
く
、
議
案
処

理
も
延
期
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
今

会
期
終
了
ま
で
懇
談
会
を
の
ば
す
旨
、
中
間

派
の
平
良
真
次
郎
議
員
を
通
じ
て
森
田
真
和

志
市
議
長
に
回
答
し
た
。

不
信
任
問
題
に
つ
い
て
同
盟
側
一
部
議
員
の

中
に
は
、
現
行
の
自
治
法
を
改
正
し
な
く
て

も
、
不
信
任
成
立
の
定
足
数
に
は
、
懲
戒
を

受
け
た
議
員
は
含
ま
れ
な
い
と
し
て
、
不
信

任
案
可
決
は
可
能
と
み
る
も
の
が
あ
り
、
不

信
任
可
決
を
強
行
し
よ
う
と
い
う
動
き
も
あ

る
。
こ
の
た
め
、
同
盟
側
は
、
二
十
日
あ
ら

た
め
て
会
合
、
二
十
一
日
の
本
会
議
に
懲
戒

動
議
を
出
す
か
ど
う
か
を
決
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

○

な
お
、
高
良
議
長
は
、
同
日
ひ
る
四
時
、

市
長
室
で
瀬
長
市
長
と
会
い
、
会
期
中

二

十
八
日
ま
で

に
、
議
案
処
理
は
不
可
能
で

あ
り
、
会
期
を
延
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
十
月
分
の
暫
定
予
算
を
組
ん
で
も
ら

い
た
い
と
申
し
入
れ
た
が
、
瀬
長
市
長
は
”

会
期
延
長
を
予
想
し
す
で
に
十
月
分
暫
定
予

算

義
務
費
だ
け
で
、
約
四
百
九
十
万
円

を
編
成
中
で
あ
り
、
二
十
一
日
の
本
会
議
に

上
程
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
”
と
回
答
し

た
。
会
談
は
、
記
者
団
を
し
め
出
し
て
行
わ

れ
た
が
、
高
良
議
長
は
、
市
長
に
対
し
、
辞

職
勧
告
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
み
ら
れ

て
い
る
。

真
和
志
が
主
席
へ
意
見
書
出
す
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真
和
志
市
会
は
、
臨
時
議
会
の
議
決
に
よ
り

那
覇
、
真
和
志
両
市
の
早
期
合
併
に
つ
い
て

の
意
見
書
を
二
十
日
朝
十
時
正
式
に
主
席
へ

提
出
す
る
。

（
意
見
書
要
旨
）

両
市
合
併
の
懸
案
は
那
覇
市
の
政
治
的
諸
因

に
よ
っ
て
棚
上
げ
さ
れ
て
い
る
。
同
一
の
経

済
圏
、
生
活
圏
に
十
八
万
市
民
が
包
含
さ
れ

て
い
る
の
に
合
併
が
人
為
的
に
阻
ま
れ
て
い

る
。
合
併
が
遷
延
す
れ
ば
、
二
区
域
に
対
す

る
二
重
課
税
の
問
題
も
悪
化
す
る
。
合
併
の

好
機
は
当
に
到
来
し
て
い
る
と
信
ず
る
。

よ
っ
て
主
席
が
市
町
村
合
併
促
進
法
に
則
っ

て
速
や
か
に
両
市
に
対
し
、
早
期
合
併
実
現

の
勧
告
措
置
を
講
ず
る
よ
う
強
く
要
請
す

る
。自

治
法
改
正
／
那
覇
市
会
の
陳

情
却
下
／
立
法
院
”
法
の
主

旨
に
反
す
る
”
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立
法
院
行
法
委
は
、
二
十
一
日
午
前
九
時
か

ら
市
町
村
自
治
法
の
一
部
改
正
案
を
検
討
し

た
が
、
さ
き
に
那
覇
市
会
か
ら
陳
情
の
あ
っ

た
不
信
任
議
会
の
定
数
改
正
は

重
要
な
案

件
は
多
数
出
席
を
必
要
と
す
る

と
の
理
由

で
却
下
し
た
。
委
員
会
で
は
反
対
意
見
も
な

く
、
あ
っ
さ
り
決
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
、
星
委
員
長
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い

る
。市
長
不
信
任
の
よ
う
な
重
要
案
件
は
多
数

で
決
め
る
こ
と
が
、
法
の
主
旨
で
あ
る
。
も

し
那
覇
市
会
の
陳
情
通
り
に
懲
罰
議
員
を
定

数
か
ら
除
く
と
す
れ
ば
少
数
で
も
っ
て
可
決

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
立
法
の
意
に
反
す
る

と
い
え
よ
う
。
規
定
の
中
に
、
そ
の
よ
う
な

こ
と
を
加
え
る
の
は
、
い
け
な
い
と
考
え
る
。

渡
口
議
員
の
話

廃
案
に
な
っ
た
理
由
が

正
式
に
回
答
さ
れ
る
ま
で
は
何
と
も
い
え
な

い
。
通
知
が
き
て
か
ら
あ
ら
た
め
て
、
議
会

に
は
か
り
検
討
し
た
い
。

兼
次
議
員
の
話

立
法
院
と
し
て
は
当
然

廃
案
に
す
る
だ
ろ
う
と
信
じ
て
い
た
。
わ
れ
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わ
れ
と
し
て
は
、
前
会
か
ら
続
い
て
い
る
不

信
任
案
を
阻
止
す
る
と
い
う
の
が
公
約
で
あ

る
。
真
に
那
覇
市
の
福
祉
を
考
え
た
場
合
、

い
つ
ま
で
も
こ
の
ま
ま
の
状
態
が
続
く
と
は

思
わ
な
い
。
世
論
も
熟
し
て
可
能
性
の
強
く

な
っ
た
真
和
志
と
の
合
併
に
よ
っ
て
解
決
の

道
は
開
ら
か
れ
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
、
そ

の
点
に
つ
い
て
話
し
合
う
べ
き
だ
。

開
会
し
た
が
ま
た
休
会
／
議
事

は
か
ど
ら
ぬ
那
覇
市
会
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那
覇
市
会
は
、
二
十
一
日
あ
さ
十
時
半
か
ら

再
開
さ
れ
た
が
、大
山
議
員
か
ら
出
さ
れ
た
、

”
日
程
を
変
更
し
て
本
会
議
を
全
体
協
議
会

に
し
議
案
審
議
を
し
よ
う
”
と
い
う
動
議
が

採
決
さ
れ
、
全
体
協
議
会
に
切
り
か
え
ら
れ

た
。
と
こ
ろ
が
、
当
局
側
部
課
長
が
、
協
議

会
な
ら
参
与
と
し
て
出
席
す
る
必
要
な
い
と

退
場
し
た
た
め
、十
一
時
三
十
分
散
会
し
た
。

○

二
十
一
日
本
会
議
の
日
程
は
、
上
程
議

案
に
対
す
る
質
疑
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

た
が
、
開
会
と
同
時
に
平
良
議
員
か
ら
動
議

が
出
さ
れ
た
。

平
良
議
員

日
程
に
は
、
上
程
議
案
に
対
す

る
質
疑
だ
け
で
、
施
政
方
針
に
対
す
る
質
疑

は
あ
げ
ら
れ
て
な
い
。
施
政
方
針
は
、
都
合

に
よ
っ
て
市
長
か
ら
直
接
き
け
な
か
っ
た

が
、
プ
リ
ン
ト
の
送
付
を
う
け
て
お
り
、
市

長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て
の
一
般
質
問
を
し

た
い
の
で
是
非
日
程
に
追
加
し
て
も
ら
い
た

い
。
大
山
議
員

他
の
動
議
を
提
出
す
る
。
与
党

の
十
一
議
員
か
ら
出
さ
れ
た
欠
席
届
を
み
た

が
納
得
が
い
か
な
い
。
与
党
議
員
が
会
議
に

参
与
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
ど
こ
に
も
な

い
こ
と
で
、
こ
れ
で
は
、
議
員
と
し
て
の
職

責
を
果
し
て
い
る
こ
と
に
な
ら
な
い
。
那
覇

市
会
を
正
常
に
戻
す
た
め
に
は
、
議
長
は
あ

ら
た
め
て
出
席
の
催
告
を
し
て
も
ら
い
た

い
。
提
出
議
案
の
中
に
は
、
二
十
四
件
の
専

決
処
分
に
つ
い
て
そ
の
承
認
が
含
ま
れ
て
お

り
、
そ
の
審
議
は
、
慎
重
を
要
す
る
の
で
、

全
体
協
議
会
に
か
え
、
そ
こ
で
十
分
に
議
案

審
議
を
し
た
い
。
な
お
、
参
与
と
し
て
関
係

部
課
長
は
そ
の
ま
ま
出
席
し
て
も
ら
い
た

い
。
兼
次
議
員

議
会
が
、
そ
の
市
町
村
の
理
事

者
で
あ
る
長
に
、
提
出
し
た
議
案
、
施
政
方

針
に
質
疑
を
す
る
こ
と
は
、
議
会
に
与
え
ら

れ
た
権
限
で
あ
り
、
長
は
そ
の
要
求
に
応
ず

べ
き
で
あ
る
。
議
案
を
慎
重
に
審
議
す
る
た

め
に
は
、
市
長
の
方
針
が
ど
こ
に
あ
る
か
を

知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
提
出
さ
れ
た
議

案
は
施
政
方
針
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
も

の
で
あ
り
、
プ
リ
ン
ト
に
な
っ
た
施
政
方
針

だ
け
で
は
、
十
分
理
解
出
来
な
い
の
で
、
議

案
審
議
の
前
に
市
長
の
方
針
に
つ
い
て
質
問

す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

新
垣
議
員

与
党
が
出
席
す
る
ま
で
は
本
会

議
を
全
体
協
議
会
に
き
り
か
え
て
や
る
べ
き

で
あ
る
。

こ
う
し
た
二
つ
の
動
議
が
出
さ
れ
た
が
採
決

の
結
果
、
大
山
議
員
の
動
議
が
可
決
さ
れ
本

会
議
は
協
議
会
に
切
り
か
え
ら
れ
た
。

な
お
、
協
議
会
に
参
与
と
し
て
出
席
を
要
求

さ
れ
た
市
の
部
課
長
は
、
答
弁
は
記
録
に
残

ら
な
い
の
で
全
員
が
出
席
す
る
必
要
は
な

い
。
必
要
に
応
じ
て
関
係
課
長
だ
け
が
出
席

を
す
る
こ
と
を
き
め
、
そ
の
旨
高
良
議
長
に

通
告
し
た
。

こ
の
た
め
、議
会
は
十
一
時
三
十
分
散
会
、

二
十
四
日
あ
さ
十
時
か
ら
本
会
議
を
再
開

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

｜
社
　
説
｜

都
市
合
併
を
促
進
せ
よ
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与
党
議
員
の
欠
席
戦
術
で
行
き
悩
み
の
那

覇
市
議
会
野
党
側
で
は
先
き
に
行
政
府
に
立

法
要
請
し
た
市
町
村
自
治
法
一
部
改
正
案
の

可
決
成
立
に
望
み
を
託
し
て
い
た
が
、
こ
れ

も
遂
に
廃
案
棚
上
げ
と
な
り
、
問
題
は
再
び

ふ
り
出
し
に
戻
っ
て
対
策
を
練
り
直
さ
ね
ば

な
ら
な
い
羽
目
に
お
い
込
ま
れ
た
。
頼
み
と

さ
れ
て
い
た
綱
が
切
れ
た
と
す
れ
ば
、
与
党

側
の
欠
席
戦
術
に
対
し
野
党
側
と
し
て
は
現

行
法
の
解
釈
に
合
理
性
を
求
め
て
出
席
議
員

だ
け
で
、
瀬
長
市
長
不
信
任
案
を
強
引
に
通

過
さ
せ
、
あ
と
は
行
政
裁
判
の
裁
決
に
待
つ

と
い
う
態
度
に
出
る
の
で
は
な
い
か
と
も
予

想
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
場
合
、
行
政
裁
判
の
裁
断
が
下
る
ま

で
市
長
は
現
職
に
と
ど
ま
る
の
か
ど
う
か
法

的
疑
問
も
残
る
わ
け
だ
が
、
い
ず
れ
に
し
て

も
裁
決
ま
で
に
は
相
当
時
日
を
要
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

硬
直
し
た
那
覇
市
政
の
現
況
を
打
開
す
る

ハ
ケ
口
と
し
て
真
和
志
市
と
の
早
期
合
併
論

も
巷
間
に
伝
わ
っ
て
い
る
折
も
折
、
真
和
志

市
側
で
は
臨
時
議
会
の
議
決
に
よ
り
那
覇
市

と
の
早
期
合
併
を
打
ち
出
し
主
席
に
も
意
見

書
を
提
出
し
て
い
る
が
、
両
市
の
合
併
は
多

年
の
懸
案
で
あ
り
、
現
那
覇
市
議
諸
公
も
瀬

長
市
長
も
選
挙
の
際
い
ず
れ
も
公
約
と
し
て

と
り
あ
げ
て
い
る
の
で
時
期
の
問
題
は
さ
て

お
き
、
合
併
自
体
に
つ
い
て
は
誰
れ
し
も
異

存
の
あ
ろ
う
筈
は
な
い
。
市
町
村
自
治
法
一

部
改
正
の
望
み
も
消
え
失
せ
た
以
上
、
与
、

野
党
の
対
立
が
解
け
ぬ
と
す
れ
ば
、
数
に
お

い
て
多
数
を
擁
す
る
野
党
側
と
し
て
打
つ
手

は
不
信
任
案
強
行
か
、
真
和
志
と
の
合
併
実

現
か
、
こ
の
二
点
の
う
ち
ど
ち
ら
を
採
る
か

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
野
党
側
で
は
市
長
不
信
任
議
決

が
先
決
だ
と
し
て
合
併
問
題
に
は
今
の
と
こ
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ろ
差
し
て
熱
意
を
み
せ
て
い
な
い
よ
う
だ

が
、
都
市
合
併
に
つ
い
て
は
方
式
や
時
期
に

つ
い
て
は
異
論
も
あ
ろ
う
が
合
併
を
促
進
す

る
と
い
う
点
で
は
与
・
野
党
と
も
そ
の
見
解

に
変
り
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば

合
併
問
題
に
関
す
る
限
り
与
野
党
の
意
見
調

整
も
案
外
ス
ム
ー
ス
に
い
く
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
首
都
合
併
は
も
と
も
と
那
覇
と
真
和
志
の

両
市
合
併
問
題
が
主
体
で
あ
っ
た
し
、首
里
、

小
禄
は
そ
の
延
長
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た

も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
両
市
の
複
雑
な
政

治
的
諸
事
情
が
災
い
し
て
遂
に
首
里
、
小
禄

を
併
合
す
る
の
み
に
終
っ
た
ワ
ケ
で
あ
る
。

そ
の
後
真
和
志
で
は
翁
長
市
長
を
迎
え
た

の
を
機
に
早
期
編
入
合
併
の
空
気
が
強
く
な

り
、
ひ
と
こ
ろ
積
極
的
な
動
き
も
み
ら
れ
た

の
で
あ
る
が
、
今
度
は
逆
に
那
覇
市
側
が
極

め
て
冷
静
な
態
度
で
臨
み
、合
併
問
題
よ
り
、

ま
ず
旧
市
内
の
復
興
に
力
を
入
れ
る
べ
き
だ

と
い
う
消
極
的
態
度
に
変
り
都
市
合
併
へ
の

熱
意
を
冷
却
さ
せ
今
日
に
至
っ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

両
市
合
併
の
必
然
性
は
誰
し
も
認
め
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
合
理
性
は
既
に
論
じ
尽

さ
れ
て
き
た
こ
と
で
今
更
論
議
を
む
し
返
す

ほ
ど
の
こ
と
も
な
い
。
選
挙
の
時
期
に
な
る

と
、
そ
の
度
毎
に
合
併
問
題
が
持
ち
出
さ
れ

て
く
る
の
で
あ
る
が
い
ざ
と
も
な
る
と
編
入

か
対
等
か
で
意
見
が
対
立
し
、
そ
れ
に
時
期

の
問
題
も
か
ら
ん
で
そ
の
都
度
未
解
決
の
ま

ま
投
げ
出
さ
れ
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
い
た
も

の
で
あ
る
。

合
併
の
形
式
と
い
い
、
時
期
の
問
題
と

い
っ
て
も
、
そ
れ
は
首
長
や
議
員
た
ち
が
自

己
の
選
挙
地
盤
に
対
す
る
政
治
的
な
思
惑
か

ら
く
る
も
の
で
あ
っ
て
一
般
市
民
に
と
っ
て

は
差
し
て
問
題
に
す
る
ほ
ど
の
こ
と
で
も
な

か
っ
た
し
、
合
併
を
阻
ん
で
き
た
の
は
結
局

こ
う
し
た
一
連
の
政
治
的
か
け
引
き
で
あ
っ

た
と
も
言
え
る
。

瀬
長
市
長
は
嘗
つ
て
合
併
に
は
賛
成
だ
が

自
分
を
追
い
出
す
た
め
の
合
併
な
ら
い
や
だ

と
い
っ
て
い
た
が
、
両
市
の
合
併
は
瀬
長
氏

一
個
人
の
問
題
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
行

き
詰
り
の
那
覇
市
政
に
真
和
志
側
の
今
回
の

合
併
要
望
が
打
開
の
い
と
口
と
も
な
り
両
市

の
合
併
そ
し
て
新
首
長
選
挙
へ
と
一
挙
に
促

進
さ
れ
る
と
し
た
ら
幸
い
で
あ
る
。

会
期
延
長
必
至
の
那
覇
市
会
／

あ
く
ま
で
不
信
任
…
野
党
／

与
党
…
合
併
へ
持
ち
こ
む
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那
覇
市
定
例
議
会
は
、
開
会
後
十
二
日
に

な
っ
て
も
議
案
の
審
議
は
行
わ
れ
ず
、
会
期

延
長
は
必
至
と
な
っ
た
。

○

野
党
側
は
、
瀬
長
市
長
を
不
信
任
す
る

こ
と
は
、
市
民
へ
の
公
約
で
あ
り
、
今
会
期

中
に
そ
れ
を
成
立
さ
せ
た
い
と
い
う
態
度
を

変
え
ず
、
当
局
派
の
欠
席
戦
術
を
と
れ
ば
こ

れ
に
一
定
期
間
の
出
席
停
止
の
懲
戒
処
分
を

科
し
、
不
信
任
議
決
に
必
要
な
定
足
数
か
ら

除
外
し
て
、
十
七
名
で
こ
れ
を
可
決
し
よ
う

と
い
う
強
硬
論
も
あ
る
。
そ
れ
に
立
法
院
行

法
委
で
は
、
自
治
法
の
一
部
改
正
は
、
法
の

主
旨
に
反
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
こ
れ
を
却

下
し
て
い
る
が
、
一
部
に
は
現
行
法
で
も
不

信
任
可
決
は
で
き
る
と
い
う
強
行
派
が
あ
っ

て
、
二
十
一
日
の
本
会
議
で
、
懲
罰
動
議
を

出
し
て
欠
席
議
員
を
懲
罰
に
付
し
た
上
で
不

信
任
案
を
上
程
し
、
こ
れ
を
可
決
し
よ
う
と

い
う
も
の
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
場
合
の
議
決

の
効
力
に
つ
い
て
、
内
部
に
意
見
の
食
い
違

い
が
あ
り
見
合
せ
た
。

現
行
法
の
ま
ま
で
、
懲
罰
を
受
け
た
議
員
を

不
信
任
定
足
数
か
ら
除
外
し
て
、
こ
れ
を
可

決
し
た
場
合
、
市
長
は
当
然
こ
れ
に
対
し
訴

訟
を
起
す
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、こ
の
場
合
、

不
信
任
議
決
は
有
効
で
あ
り
、
市
長
は
そ
の

日
か
ら
職
を
失
う
と
い
う
も
の
と
、
議
決
に

対
す
る
異
議
申
し
立
て
で
あ
る
こ
と
か
ら
議

決
の
効
力
は
保
留
さ
れ
、
市
長
は
そ
の
ま
ま

に
な
る
、
と
い
う
二
様
の
解
釈
が
で
て
ま
だ

結
論
は
で
て
な
い
。

○

与
党
側
は
、
二
十
一
日
の
本
会
議
に
も

姿
を
み
せ
ず
、欠
席
戦
術
を
と
っ
て
い
る
が
、

同
日
ひ
る
五
時
か
ら
会
合
、
今
後
の
議
会
運

営
に
つ
い
て
協
議
し
た
。民
連
側
と
し
て
は
、

現
行
の
自
治
法
の
ま
ま
で
、
十
七
名
の
議
員

が
不
信
任
案
を
可
決
す
れ
ば
、
当
然
こ
れ
に

対
し
て
行
政
訴
訟
を
起
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
ま

す
ま
す
紛
糾
す
る
の
で
、
真
和
志
と
の
合
併

を
促
進
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
現
状
を
打
開

し
よ
う
と
い
う
動
き
を
み
せ
て
お
り
、
今
後

合
併
の
線
を
推
し
出
し
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
み
ら
れ
る
。

な
お
二
十
二
日
よ
る
七
時
半
か
ら
ハ
ー

バ
ー
ビ
ュ
ー
広
場
で
、
市
会
の
真
相
報

告
演
説
会
を
開
き
、
市
民
に
訴
え
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

市
会
自
ら
で
対
策
を
／
自
治
法

改
正
却
下
に
主
席
語
る

沖
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那
覇
市
会
の
要
請
に
基
い
て
行
政
府
か
ら
市

町
村
自
治
法
の
改
正
勧
告
を
受
け
た
立
法
院

は
、
二
十
一
日
あ
さ
の
行
法
委

星
克
氏

で
、改
正
の
必
要
を
認
め
な
い
と
決
め
た
が
、

当
間
主
席
は
二
十
一
日
午
後

立
法
院
が
改

正
し
な
け
れ
ば
止
む
を
得
な
い
。
那
覇
市
会

自
体
が
何
ら
か
の
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う

と
、
大
要
次
の
よ
う
に

語
っ
た
。

当
間
主
席
談

行
政
府
内
で
も
現
行
法
で

可
能

懲
罰
に
よ
る
出
席
停
止
議
員
の
定
足
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数
除
外
で
の
不
信
任
議
決

と
い
う
意
見
も

あ
る
が
、
現
行
法
の
ま
ま
で
は
明
確
を
欠
く

の
で
、
一
応
改
正
勧
告
し
た
。
そ
れ
で
立
法

院
が
改
正
し
な
い
と
な
る
と
、
結
局
現
行
法

で
可
能
と
の
解
釈
で
市
会
不
信
任
派
が
押
し

通
す
か
、
ど
う
か
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は

当
然
行
政
訴
訟
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ

の
場
合

出
席
停
止
議
員
を
定
足
数
に
加
え

な
い
で
の
不
信
任
議
決

通
常
に
お
け
る
議

決

自
治
法
百
十
三
条
に
基
く
三
分
の
二
以

上

那
覇
市
の
場
合
二
十
人
以
上

で
の
議

決

同
様
市
町
村
長
が
議
長
か
ら
の
通
知
で

そ
の
職
を
失
う
か
が
問
題
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
当
然
出
席
停
止
の
議
員
を
除
い
て
の
議

決
が
出
来
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
な

ら
っ
て
市
町
村
長
は
職
を
失
う
も
の
と
思

う
。
従
っ
て
そ
の
議
決
が
法
的
な
□
力
を
も

つ
か
、
ど
う
か
は
行
政
裁
判
の
判
決
に
ま
つ

わ
け
で
、
そ
の
間
は
市
町
村
長
の
職
を
失
う

と
解
し
て
い
る
。

勿
論
こ
れ
に
も
失
わ
な

い
と
の
異
論
も
あ
る
。

ま
た
あ
る
人
に
よ
る
と
、
一
応
提
案
さ
れ
た

全
部
の
議
案
を
議
決
し
て
、
不
信
任
議
決
の

み
を
最
後
に
残
し
、
こ
の
場
合
自
治
法
五
十

三
条
但
し
書
の

再
度
招
集
し
て
も
、
そ
れ

に
応
ぜ
ず
、
さ
ら
に
催
告
し
て
も
な
お
半
数

に
達
し
な
い
と
き
は
会
議
を
開
く
こ
と
が
で

き
る

と
の
条
項
を
適
用
し
て
議
決
で
き
る

と
い
う
解
釈
も
あ
る
。
と
も
か
く
解
釈
は
い

ろ
い
ろ
あ
る
わ
け
だ
が
、
市
会
の
態
度
が
ど

う
な
る
か
に
よ
っ
て
し
か
決
め
ら
れ
な
い
こ

と
だ
。今晩

の
わ
だ
い
／
息
苦
し
い
那

覇
市
政
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那
覇
市
会
の
陳
情
に
よ
る

市
町
村
自
治

法
の
一
部
改
正
案

は

法
の
主
旨
に
反
す

る

と
、
二
十
一
日
立
法
院
が
却
下
し
た
。

懲
罰
議
員
を
議
員
の
定
数
に
入
れ
な
い

と
い
う
改
正
案
は
、
法
理
論
を
離
れ
、
常
識

で
考
え
て
も
大
体
お
か
し
い
話
で
あ
っ
た
。

も
し
、
そ
れ
が
通
る
の
で
あ
っ
た
ら
市
町

村
長
の
不
信
任
、
議
会
議
員
の
除
名
な
ど
を
、

特
別
多
数
議
決
と
し
た
自
治
法
の
精
神
は
形

骸
ば
か
り
残
り
議
会
の
過
半
数
を
に
ぎ
っ
た

あ
る
グ
ル
ー
プ
は
、
市
町
村
長
を
や
め
さ
す

こ
と
も
議
員
を
や
め
さ
す
こ
と
も
ど
ち
ら
も

へ
っ
ち
ゃ
ら
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
だ
ろ

う
。
当
面
す
る
那
覇
市
の
問
題
は
解
決
で
き

て
も
、
別
の
市
町
村
に
弊
害
を
与
え
な
い
と

は
、
誰
も
断
言
で
き
な
い
。
こ
と
に
よ
っ
た

ら
、
う
る
さ
い
少
数
党
な
ど
は
、
同
僚
で
あ

る
議
員
に
よ
っ
て
、
議
会
を
追
わ
れ
る
、
と

い
う
光
景
が
方
々
に
お
こ
り
、

無
理
が
通

れ
ば
道
理
引
っ
こ
む

と
、
改
正
法
を
怖
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

さ
す
が
は
住
民
に
選
挙
さ
れ
た
立
法
院
だ

け
あ
る
と
、
そ
の
良
識
を
ほ
め
た
い
。
こ
れ

に
ひ
き
く
ら
べ
、
行
政
府
は
多
少
、
面
目
を

潰
し
た
よ
う
な
も
の
だ
。
行
政
課
や
法
務
局

あ
た
り
で
案
を
ね
り
、
自
信
を
以
っ
て
立
法

勧
告
を
し
た
だ
ろ
う
に
、
結
果
は
そ
ん
な
具

合
で
あ
っ
た
。

那
覇
市
政
再
建
同
盟
と
ぐ

る
に
な
り
、
無
理
矢
理
に
法
律
を
改
正
し
よ

う
と
し
た

、
と
い
う
印
象
を
、
多
く
の
人

人
に
与
え
た
も
の
と
思
う
。
遺
憾
で
あ
る
。

那
覇
市
政
の
現
状
は
、
早
く
打
開
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
が
、
そ
の
方
法
は
あ
く

ま
で
正
々
堂
々
と
な
さ
れ
る
べ
き
だ
。
姑
息

な
手
段
、
或
は
無
理
づ
く
で
、
市
長
不
信
任

を
成
立
さ
せ
た
ら
、
瀬
長
氏
は
か
え
っ
て
市

民
の
同
情
を
受
け
、
市
長
選
挙
で
カ
ム
バ
ッ

ク
し
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
春
秋
の
憲
法

を
以
っ
て
す
れ
ば
再
建
同
盟
は
瀬
長
氏
を
英

雄
に
し
た
て
る
の
に
一
役
買
う
こ
と
に
な
る

わ
け
で
あ
る
。”
鹿
を
逐
う
者
は
山
を
見
ず
”

の
愚
を
犯
す
べ
き
で
な
い
。

あ
の
手
、
こ
の
手
、
市
長
追
出
し
に
躍
気

に
な
っ
て
い
る
同
盟
派
議
員
に
酷
な
い
い
方

か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
際
、
思
い
切
っ
て
、

真
和
志
市
と
の
合
併
で
、
対
決
す
る
の
が
、

市
民
の
納
得
と
協
力
を
得
る
最
上
の
方
法
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
市
長
不
信
任
の
一
点
ば

か
り
み
つ
め
、
議
事
は
い
っ
こ
う
進
ま
ず
、

開
会
し
た
が
ま
た
休
会

と
い
う
、
こ
の

ご
ろ
の
那
覇
市
会
を
見
て
い
る
と
実
に
息
苦

し
い
。

球

那
覇
市
議
会
／
不
信
任
案
現
行
　

法
で
成
立
出
来
る
か
／
本
土

で
も
注
目
ひ
く
／
自
由
法
曹

団
で
も
近
く
緊
急
会
議

琉
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東
京
総
局
発

瀬
長
那
覇
市
長
不
信
任
案

問
題
を
め
ぐ
り
、
自
治
法
の
法
的
解
釈
な
ど

で
す
る
ど
く
対
立
し
て
い
る
那
覇
市
会
の
動

き
は
本
土
で
も
各
界
か
ら
注
目
さ
れ
て
い

る
。
二
十
一
日
、
立
法
院
が
市
町
村
自
治
法

の
改
正
案
を
却
下
し
た
こ
と
は
朝
日
新
聞
な

ど
で
報
道
さ
れ
た
が
、
し
か
し

那
覇
問
題

は
、
現
行
法
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
、
今
後
ま

す
ま
す
困
難
な
事
態
に
直
面
す
る
も
の
と
み

ら
れ
て
い
る
。
市
長
支
持
派
の
欠
席
の
ま
ま

現
行
法
で
は
不
信
任
案
を
成
立
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
か
ど
う
か
な
ど
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
、
自
治
労
は
二
十
一
日
、
自
治
庁
側
の

見
解
を
た
だ
し
た
が
、
自
由
法
曹
団
で
も
ち

か
く
緊
急
会
議
を
開
い
て
同
問
題
に
対
す
る

見
解
を
発
表
す
る
模
様
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

出
さ
れ
た
自
治
庁
及
び
自
由
法
曹
団
側
の
見

解
は
大
体
次
の
よ
う
で
あ
る
。

法
解
釈
の
大
前
提
と
し
て
該
当
者
を
不
利

益
に
処
分
す
る
場
合
は
、
関
係
条
文
を

も
っ
と
も
厳
格
に
解
釈
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
自
治
法
一
一
三
条
の
場
合
は
市
町
村
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の
職
を
う
ば
う
場
合
だ
か
ら
、同
条
項
は
、

も
っ
と
も
厳
格
に
解
釈
す
べ
く
拡
張
解
釈

や
類
推
解
釈
は
許
さ
れ
な
い
。
同
条
三
項

の
議
数
と
は

現
に
市
町
村
会
議
員
の
職

に
あ
る
も
の
の
数

を
い
う
の
で
あ
り
、

病
気
で
長
欠
席
の
議
員
や
懲
罰
に
よ
り
一

定
期
間
の
出
席
を
停
止
さ
れ
て
い
る
議
員

で
も
、
現
在
議
員
の
席
に
あ
る
も
の
で
あ

る
か
ぎ
り
、
同
項
の
議
員
数
に
ふ
く
ま
れ

る
。
実
際
の
運
営
上
か
ら
も
、
若
し
右
の

解
釈
を
と
ら
な
け
れ
ば
脱
法
的
に
い
く
ら

で
も
不
法
不
当
な
処
分
が
七
五
条
と
一
一

三
条
に
よ
り
出
来
、
は
な
は
だ
不
都
合
を

生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

｜
社
　
説
｜

瀬
長
派
は
市
民
の
判
定
に
信
を

問
え
琉
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・
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那
覇
市
会
は
依
然
と
し
て
泥
沼
か
ら
足
を

抜
け
な
い
。
市
会
は
自
治
法
の
修
正
を
立
法

院
に
け
ら
れ
、
す
っ
か
り
予
定
が
狂
っ
た
よ

う
だ
。
那
覇
市
政
問
題
は
ひ
と
り
那
覇
市
だ

け
の
問
題
で
な
し
に
、
全
沖
縄
的
な
問
題
だ

と
い
い
な
が
ら
、
一
方
で
は
、
市
政
は
自
治

体
で
解
決
を
つ
け
ろ
、
と
立
法
院
は
逃
げ
て

し
ま
っ
た
。
市
町
村
自
治
法
自
体
に
も
疑
義

が
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
一
つ
の
解
釈
を
与
え

て
、
独
自
の
立
法
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
立

法
院
と
し
て
は
自
信
も
な
い
し
、こ
の
外
に
、

来
春
の
三
月
の
立
法
院
総
選
挙
で
因
縁
を
つ

け
ら
れ
る
こ
と
が
オ
ソ
ロ
シ
イ
と
い
う
底
意

も
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の

こ
と
は
す
で
に
過
ぎ
去
っ
た
こ
と
と
し
、
と

や
か
く
い
っ
て
も
無
駄
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
法
律
論
を
め
ぐ
っ
て

イ
タ
チ
ご
っ
こ
を
し
て
い
る
間
に
生
き
て
い

る
那
覇
市
政
は
い
よ
い
よ
荒
廃
す
る
。
も
し
、

こ
の
市
政
の
荒
廃
を
故
意
に
長
び
か
せ
、
こ

れ
を
対
外
的
宣
伝
の
材
料
に
し
よ
う
と
い
う

こ
と
を
考
え
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
ゆ

る
せ
な
い
破
壊
主
義
と
い
わ
れ
よ
う
。

反
米
宣
伝
の
た
め
に
な
ら
那
覇
市
政
を
犠

牲
に
供
し
て
も
よ
い
、
と
い
う
考
え
方
が
ゆ

る
さ
れ
る
な
ら
別
だ
が
、
そ
う
で
な
い
と
す

れ
ば
、
現
在
の
事
態
の
打
開
は
瀬
長
派
も
反

瀬
長
派
も
共
同
の
責
任
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
両
派
が
責
任
の
な
す
り
合
い
を
す
る
な

ら
ば
、
両
派
と
も
市
民
の
非
難
を
買
う
で
あ

ろ
う
。
欠
席
戦
術
に
つ
い
て
も
す
で
に
多
く
の
批

判
が
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
専
門
の
法

学
者
の
間
で
も
議
論
は
二
つ
に
分
れ
て
い
る

と
い
う
か
ら
素
人
た
ち
の
議
論
で
ケ
リ
の
つ

く
は
ず
は
な
い
。
そ
う
な
れ
ば
、
そ
れ
は
す

で
に
法
律
以
前
の
問
題
で
あ
り
、
良
心
と
良

識
の
問
題
に
引
き
戻
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
欠

席
し
て
不
信
任
決
議
を
阻
止
す
る
こ
と
は
た

し
か
に
不
法
で
は
な
い
。
し
か
し
、
不
法
で

な
い
と
い
う
だ
け
で
、
政
治
的
に
正
し
い
と

い
う
結
論
は
引
き
出
せ
な
い
。

不
法

で

は
な
い
が
、
言
葉
を
か
え
て
い
え
ば
、

法

の
盲
点
を
つ
い
て

政
治
家
が
私
腹
を
肥
す

こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
が
、
こ
れ
を
世
間
は

公
正
と
は
決
し
て
認
め
な
い
。
い
わ
ば
、
こ

れ
は

承
認
さ
れ
な
い
法
的
行
為

で
あ
る

と
い
え
る
。
こ
の
逆
説
は
法
と
現
実
と
の
食

い
ち
が
い
か
ら
生
ず
る
。

欠
席
戦
術
に
つ
い
て
は
日
本
の
自
治
庁
で

も
不
明
と
し
疑
義
を
残
し
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
問
題
は
法
律
問
題
と
し
て
興
味
あ
る
事

項
で
あ
る
に
し
て
も
、
こ
れ
を
裁
判
問
題
と

し
て
解
決
を
長
び
か
す
こ
と
は
市
民
と
し
て

は
、
そ
の
間
の
損
害
を
我
慢
で
き
な
い
。
法

律
問
題
と
は
別
に
、
市
民
は
も
っ
と
解
決
の

近
道
を
発
見
し
た
い
の
で
あ
る
。

今
度
の
那
覇
市
議
会
選
挙
は
市
長
不
信
任

決
議
に
端
を
発
し
た
の
だ
か
ら
、
民
主
主
義

の
原
則
か
ら
言
え
ば
、
反
市
長
派
が
多
数
を

制
す
れ
ば
辞
任
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な

る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
同
じ
民
主
主
義
の
法

律
が
、
定
員
の
三
分
の
二
の
出
席
議
員
が
な

け
れ
ば
不
信
任
議
決
が
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
民
主
的

法
文
の
か
み
合
い
、
言
い
か
え
れ
ば
、
二
つ

の

合
法
的

な
理
由
が
事
態
を
動
き
の
取

れ
な
い
も
の
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

こ
う
な
れ
ば
、
異
っ
た
両
派
の
立
場
を
一

つ
の
焦
点
に
合
せ
る
の
は
市
長
選
挙
を
す
る

以
外
に
は
な
い
。
議
員
に
よ
る
市
長
の
不
信

任
決
議
は
、
形
を
か
え
た
間
接
選
挙
で
あ
る

か
ら
、
そ
れ
を
忌
避
す
る
こ
と
は
一
応
ゆ
る

さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は

ど
う
し
て
も
市
政
が
正
常
な
位
置
に
戻
ら
な

い
と
す
れ
ば
、
直
接
選
挙
に
な
っ
て
い
る
市

長
選
挙
に
よ
っ
て
市
民
に
対
し
信
任
を
問
う

外
に
は
な
い
。

瀬
長
派
が
少
数
派
で
市
政
を
テ
イ
ト
ン
さ

せ
る
こ
と
を
好
ま
ぬ
な
ら
ば
、
不
信
任
案
を

通
さ
せ
て
、
市
長
選
挙
で
市
民
に
信
を
問
う

こ
と
で
あ
る
。
も
し
そ
れ
に
自
信
が
持
て
な

い
と
い
う
の
で
あ
っ
た
ら
、
市
長
は
辞
任
す

べ
き
で
あ
る
。
瀬
長
市
長
は
市
民
の
信
任
を

堂
々
と
問
う
こ
と
と
し
、
欠
席
戦
術
に
一
日

も
早
く
終
止
符
を
打
つ
よ
う
勧
告
し
て
ほ
し

い
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
行
き
が
け
の
駄
賃

に
真
和
志
市
と
の
合
併
を
実
現
す
れ
ば
一
層

結
構
な
こ
と
と
な
る
。

波
紋
え
が
く
那
覇
市
政
／
自
治

法
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て

沖
タ
・
朝
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・
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・
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那
覇
市
長
不
信
任
問
題
か
ら
端
を
発
し
民
連

側
議
員
の
欠
席
戦
術
を
不
満
と
し
て
同
盟
側

議
員
で
議
決
し
て
立
法
要
請
さ
れ
た
市
町
村

自
治
法
七
十
条
を

議
会
か
ら
一
定
期
間
の
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出
席
停
止
の
懲
罰
を
科
せ
ら
れ
た
議
員
は
百

十
三
条

不
信
任
議
決

の
議
員
数
に
包
含

せ
し
め
な
い

よ
う
に
改
め
る
と
い
う
行
政

府
か
ら
の
勧
告
案
は
二
十
一
日
の
立
法
院
行

政
法
務
委
員
会
で

不
信
任
議
決
の
よ
う
な

重
要
案
件
は
多
数
出
席
を
必
要
と
す
る

と

の
委
員
全
員
の
意
見
一
致
で
簡
単
に
却
下
さ

れ
た
。
同
盟
側
が
現
行
法
で
も
不
信
任
議
決

は
可
能
と
い
う
独
自
の
法
解
釈
に
よ
っ
て
十

七
名
の
所
属
議
員
で
議
決
を
お
し
通
し
、
瀬

長
市
長
の
退
陣
を
要
求
す
る
と
い
う
事
態
が

起
れ
ば
、
民
連
側
は

立
法
院
で
の
市
町
村

自
治
法
改
正
の
廃
案
は
当
然
だ
。
不
信
任
は

阻
止
す
る

と
い
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
問

題
は
い
よ
い
よ
行
政
、
立
法
の
権
限
を
は
な

れ
て
司
法
府
で
の
裁
き
、
つ
ま
り
行
政
裁
判

へ
と
発
展
し
て
い
く
可
能
性
が
濃
く
な
る
予

想
で
あ
る
。
瀬
長
氏
が
那
覇
市
の
長
の
ポ
ス

ト
に
い
る
と
い
う
一
つ
の
事
実
に
反
対
派
議

員
の
動
き
が
か
ら
ん
で
問
題
は
意
外
な
と
こ

ろ
に
波
紋
を
ひ
ろ
げ
つ
つ
あ
る
が
、
現
在
の

事
情
は
更
に
”
リ
コ
ー
ル
”
に
よ
る
は
っ
き

り
し
た
法
的
手
続
き
で
市
長
の
退
陣
を
は
か

れ
と
い
う
意
見
も
生
じ
て
お
り
、
又
現
在
の

那
覇
市
政
の
混
乱
を
救
う
最
後
的
か
つ
唯
一

で
妥
当
な
方
法
は
那
覇
・
真
和
志
の
両
市
合

併
の
実
現
以
外
に
は
な
い
と
の
世
論
が
か
な

り
有
力
に
台
頭
し
つ
つ
あ
る
。
市
町
村
自
治

法
の
解
釈
か
ら
切
り
出
し
て
那
覇
市
政
を
中

心
に
し
た
今
後
の
動
き
方
を
関
係
者
の
意
見

を
も
と
に
診
断
し
て
み
た
。

”
不
信
任
可
能
”
に
も
両
論
／
窮
余
の

策
は
都
市
合
併
か

○

現
行
自
治
法
の
規
定
の
範
囲
で
も
同
盟

側
は
民
連
派
議
員
が
欠
席
戦
術
を
続
け
れ

ば
”
理
由
な
き
欠
席
”
と
し
て
こ
れ
を
懲
罰

し
て
一
定
期
間
議
会
へ
の
出
席
を
停
止
し
、

十
七
名
の
議
員
で
も
不
信
任
議
決
は
可
能
で

有
効
で
あ
る
と
の
主
張
を
変
え
て
い
な
い
。

つ
ま
り
前
述
し
た
同
自
治
法
七
十
七
条

欠

席
議
員
の
懲
罰

を
も
っ
と
拡
大
、
具
体
化

し
た
規
定
に
改
め
な
い
場
合
で
も
五
十
三
条

定
足
数

の
後
段

議
会
は
議
員
の
定
数

の
半
数
以
上
の
議
員
が
出
席
し
な
け
れ
ば
会

議
を
開
く
こ
と
は
で
き
な
い

が

同
一
の

事
件
に
つ
き
再
度
招
集
し
て
も
な
お
半
数
に

達
し
な
い
と
き
又
は
招
集
に
応
じ
て
も
出
席

議
員
が
定
数
を
欠
き
議
長
に
お
い
て
催
告
を

し
て
も
な
お
半
数
に
達
し
な
い
と
き
、
若
し

く
は
半
数
に
達
し
て
も
そ
の
後
半
数
に
達
し

な
く
な
っ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
と

の
規
定
を
基
準
に
し
て
”
不
信
任
可
能
説
”

を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
立
法
院
で
は

五

十
三
条
は
比
較
的
に
一
般
的
案
件
の
場
合
で

あ
り
、
不
信
任
と
い
う
重
要
案
件
に
つ
い
て

は
特
に
別
の
規
定
が
あ
り
、
多
数
議
員
の
出

席
が
必
要
と
い
う
こ
と
は
地
方
公
共
団
体
が

そ
の
職
を
辞
め
る
か
辞
め
な
い
か
を
決
め
る

大
き
な
問
題
で
あ
る

と
し
て
現
行
法
で
は

那
覇
市
の
場
合
不
信
任
が
無
理
だ
と
の
見
解

の
議
員
が
多
い
。
も
っ
と
も
星
議
員
の
意
見

と
し
て
は

自
治
法
百
十
三
条
の
不
信
任
議

決
の
規
定
に
は
”
議
員
数
”
の
三
分
の
二
以

上
が
出
席
、第
一
回
は
そ
の
四
分
の
三
以
上
、

二
回
目
は
過
半
数
の
同
意
を
必
要
と
す
る
と

あ
る
が
、
こ
の
”
議
員
数
”
が
議
員
定
数
で

あ
る
の
か
、
或
は
那
覇
市
の
ケ
ー
ス
の
よ
う

に
出
席
停
止
の
懲
罰
を
す
る
と
す
れ
ば
こ
れ

を
除
い
て
残
り
の
議
員
数
で
あ
る
の
か
、
論

議
し
よ
う
と
思
え
ば
問
題
に
な
ら
な
い
こ
と

も
な
い
。
こ
の
辺
は
法
の
弾
力
性
と
も
い
え

る

と
語
っ
て
お
り
、
ま
た

日
本
憲
法

五
十
六
条

定
足
数

で
も
両
議
員
は

各
々
そ
の
総
議
員
の
三
分
の
一
以
上
の
出
席

が
な
け
れ
ば
議
事
を
開
き
議
決
す
る
事
が
で

き
な
い

と
い
っ
た
規
定
が
あ
り
、
他
の
面

で
は
議
員
の
定
数
と
い
う
用
語
を
使
っ
て
あ

る
の
も
あ
る
の
で
、
日
本
の
識
者
間
で
も
こ

の
”
総
議
員
”
と
”
議
員
定
数
”
に
つ
い
て

は
常
に
論
議
さ
れ
て
い
る

と
も
話
し
て
い

る
。
つ
ま
り
問
題
の
重
要
性
と
も
関
連
し
て

不
信
任
議
決
に
要
す
る
議
員
数
の
算
定
は
二

つ
の
解
釈
が
生
じ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
こ

れ
は
法
律
問
題
で
は
な
い
が
、
立
法
院
議
員

の
中
に
は

那
覇
市
長
は
最
初
の
不
信
任
を

受
け
議
会
解
散
後
の
議
員
選
挙
で
は
与
党
の

勢
力
が
増
え
た
と
は
い
っ
て
も
与
党
よ
り
野

党
が
多
い
と
い
う
立
場
か
ら
は
政
策
の
遂
行

に
支
障
を
来
す
の
で
当
然
引
下
が
る
べ
き

だ

と
い
う
見
解
も
あ
る
が
、
現
在
の
沖
縄

の
選
挙
制
度
が
比
例
代
表
制
で
も
な
く
ま
た

法
的
な
根
拠
も
な
い
の
で
こ
の
よ
う
な
意
見

は
一
つ
の
道
議
論
で
し
か
な
い
と
い
わ
れ
て

い
る
。
結
局
那
覇
市
会
の
同
盟
派
議
員
が
今

議
会
で
市
長
不
信
任
議
決
を
し
て
も
そ
の
効

力
に
つ
い
て
は
賛
否
両
論
が
あ
り
、
こ
れ
も

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
、
利
害
関
係
に
立
っ
て
の

法
律
”
解
釈
”
で
あ
る
の
で
白
黒
は
行
政
裁

判
の
結
論
に
待
つ
ほ
か
は
な
い
よ
う
で
あ

る
。
○

瀬
長
市
長
は
例
え
那
覇
市
の
市
政
が
混

乱
す
る
と
し
て
も
そ
の
責
任
が
同
盟
側
の
い

う
よ
う
に
民
連
側
議
員
に
あ
る
と
は
必
ず
し

も
い
え
な
い
、
と
し
て
”
不
信
任
”
と
い
う
”

不
名
誉
”
な
形
式
で
は
身
を
引
く
わ
け
に
は

い
か
な
い
と
い
う
態
度
を
と
っ
て
い
る
と
い

わ
れ
る
の
で
、
同
盟
側
が
十
七
名
の
議
員
だ

け
で
議
決
し
て
も
そ
の
独
自
の
解
釈
で
不
信

任
を
受
け
つ
け
な
い
こ
と
も
ほ
ぼ
予
想
さ
れ

る
こ
と
で
あ
り
、
行
政
裁
判
が
開
か
れ
る
と

し
て
も
こ
の
問
題
は
後
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
ケ
ー
ス
を
つ
く
る
こ
と
に
も
な
る
の
で

判
決
が
長
期
を
要
す
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ

る
、
と
い
う
の
は
裁
判
所
内
部
で
も
非
公
式

に
は
ま
と
ま
っ
た
意
見
は
な
い
と
い
わ
れ
る

か
ら
で
も
あ
る
。
行
政
裁
判
の
見
通
し
に
つ
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い
て
民
主
党
某
議
員
は

現
那
覇
市
長
問
題

の
よ
う
な
判
例
が
日
本
々
土
で
も
な
い
と
い

わ
れ
て
も
訴
訟
が
起
っ
た
場
合
、
同
市
長
の

退
陣
が
実
現
し
な
い
と
は
必
ず
し
も
い
え
な

い
。
裁
判
官
は
判
決
に
当
っ
て
は
先
ず
判
例

を
基
準
に
す
る
が
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
慣
習

を
判
断
の
基
礎
に
し
、
慣
習
で
も
決
め
ら
れ

な
け
れ
ば
最
後
に
は
条
理
に
従
っ
て
結
論
を

出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
賢
明
な
裁
判

官
が
現
在
の
那
覇
市
政
の
混
乱
を
放
置
し
て

も
い
い
と
い
う
非
条
理
な
こ
と
は
し
な
い
と

思
う
と
も
語
っ
て
い
る
。

○

行
政
裁
判
の
確
定
が
長
び
く
と
す
れ

ば
、
那
覇
市
の
混
乱
も
そ
の
ま
ま
尾
を
引
く

こ
と
に
な
る
。
こ
う
い
っ
た
懸
念
が
数
年
来

懸
案
と
な
っ
て
い
る
那
覇
、
真
和
志
の
二
市

合
併
の
動
き
の
さ
そ
い
水
と
も
な
っ
て
い
る

が
有
識
者
間
で
も
ま
た
世
論
の
動
向
も

現

在
の
那
覇
市
政
の
不
安
定
を
安
定
化
さ
せ
事

態
の
収
拾
を
は
か
る
に
は
両
市
の
対
等
合
併

以
外
に
妥
当
な
方
法
は
な
い

と
い
う
方
向

に
進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
合
併

新
首

長
の
選
挙

都
計
の
推
進
と
い
う
の
が
大
き

な
念
願
だ
が
、
真
和
志
側
は
既
に
那
覇
市
に

合
併
実
現
を
要
請
、
政
府
も
そ
の
申
入
れ
に

よ
っ
て
市
町
村
合
併
促
進
法
の
研
究
に
着
手

し
て
お
り
、
機
が
熟
す
れ
ば
何
ら
か
の
勧
告

を
し
た
い
と
い
う
態
度
も
み
ら
れ
て
き
た
。

都
市
合
併
は
瀬
長
市
長
の
公
約
で
も
あ
る

が
、
同
盟
側
は
現
在
合
併
よ
り
も
不
信
任
が

先
決
と
い
う
考
え
で
あ
る
の
で
、
両
市
合
併

も
ま
た
同
盟
側
議
員
の
態
度
が
か
な
り
の
影

響
力
を
持
つ
わ
け
で
あ
り
、
那
覇
市
政
の
混

乱
を
収
拾
し
よ
う
と
い
う
様
々
の
動
き
が
、

最
後
に
ど
う
い
う
線
で
ま
と
め
ら
れ
る
か
、

今
の
と
こ
ろ
こ
れ
と
い
っ
た
見
通
し
は
た
て

ら
れ
ず
、
又
注
目
さ
れ
る
点
で
も
あ
る
。

行
詰
り
打
開
に
対
策
委
／
那
覇

市
会
欠
席
議
員
多
く
、
休
会
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二
十
四
日
の
那
覇
市
会
は
、
十
八
名
が
出
席

与
党
側
兼
次
議
員
を
除
き
十
一
名
、
野
党

側
辺
野
喜
議
員
欠
席

し
て
あ
さ
十
時
半
か

ら
開
か
れ
た
が
、
開
会
と
同
時
に
高
良
議
長

は
”
欠
席
議
員
が
相
当
い
る
”
と
い
う
理
由

で
休
会
を
宣
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
兼
次
議

員
は
、”
過
半
数
が
出
席
し
、
議
会
は
成
立

し
て
い
る
の
で
、
議
案
審
議
す
べ
き
だ
”
と

高
良
、
渡
口
、
正
副
議
長
に
抗
議
を
申
し
こ

ん
だ
が
容
れ
ら
れ
ず
、
二
十
五
日
あ
さ
十
時

か
ら
再
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
散
会
後
、

高
良
議
長
は
、
市
長
室
で
瀬
長
市
長
、
兼
次

議
員
と
会
い
、
議
会
運
営
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
が
、
議
長
は
”
市
長
の
信
、
不
信
で

も
た
つ
い
て
い
る
議
会
の
打
開
策
と
し
て
、

与
野
党
双
方
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
三
名
の
委
員
と

議
長
を
加
え
た
、
議
会
運
営
の
た
め
の
対
策

委
員
会
を
設
け
、
円
満
解
決
の
話
し
合
い
の

場
に
し
た
い
”
と
申
し
入
れ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
市
長
と
与
党
側
は
全
面

的
に
賛
成
す
る
旨
回
答
し
た
の
で
高
良
議
長

は
、
さ
ら
に
野
党
側
十
七
議
員
と
は
か
り
、

発
足
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

同
委
員
会
で
は
、
不
信
任
の
問
題
、
提
出

さ
れ
た
重
要
案
件
の
審
議
な
ど
が
話
し
合

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
行
き
詰
っ

た
那
覇
市
会
の
打
開
に
果
す
役
割
が
注
目

さ
れ
る
。

｜
社
　
説
｜
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那
覇
市
会
は
、
き
の
う
も
議
案
審
議
を
見

送
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
に
っ
ち
も

さ
っ
ち
も
い
か
な
く
な
っ
た
市
会
を
ど
う
に

か
打
開
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
当
局
派
、

反
当
局
派
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
三
名
ず
つ
の
委
員

を
挙
げ
て
、
議
会
運
営
を
研
究
し
よ
う
と
話

合
い
の
上
で
決
め
た
こ
と
は
、
市
長
不
信
任

を
め
ぐ
っ
て
、
双
方
の
議
会
闘
争
が
イ
ヤ
と

い
う
ほ
ど
壁
に
突
き
当
っ
た
か
っ
こ
う
で
あ

る
時
だ
け
に
、
こ
れ
以
上
市
政
を
マ
ヒ
さ
せ

た
く
な
い
と
い
う
、
選
良
と
し
て
の
当
然
と

る
べ
き
善
意
あ
る
態
度
の
あ
ら
わ
れ
と
し

て
、
な
に
が
な
し
ほ
ッ
と
さ
せ
る
も
の
が
あ

る
。

と
は
い
っ
て
も
、
反
当
局
派
は
、
依
然
と

し
て

あ
く
ま
で
不
信
任
強
行

の
立
場
を

崩
し
て
は
い
な
い
し
、
一
方
当
局
派
に
し
て

も
、
対
抗
手
段
と
し
て
の
欠
席
戦
術
を
捨
て

そ
う
に
も
な
い
の
で
、
カ
ベ
は
双
方
の
間
に

今
ま
で
ど
お
り
ガ
ッ
チ
リ
と
立
ち
は
だ
か
っ

て
い
る
と
し
か
受
取
れ
な
い
。

い
ま
ま
で
、
こ
の
カ
ベ
を
突
き
破
る
方
法

手
段
と
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
こ
と
が
ら
が

取
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
那
覇
・
真
和

志
の
合
併
で
あ
り
、
市
長
退
陣
で
あ
り
、
あ

る
い
は
、
こ
れ
を
裁
判
問
題
と
し
て
持
ち
込

む
”
行
政
裁
判
”
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
両
派
が
歩
み
よ
る
か
、
で

も
し
な
け
れ
ば
打
開
の
途
は
い
つ
ま
で
も
発

見
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
。と
こ
ろ
で
、
新
聞
の
報
道
に
よ
る
と
、
反

当
局
派
側
で
は
、
月
曜
会
と
い
う
会
を
結
成

し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
再
建
同
盟
の

支
援
を
受
け
な
が
ら
、
一
方
で
は
議
員
と
し

て
の
自
主
的
な
議
会
活
動
を
し
よ
う
と
の
考

え
方
だ
と
い
う
。
そ
れ
は
、
従
来
の
野
党
側

の
バ
ッ
ク
で
あ
る
同
盟
と
は
別
に
市
民
の
選

ん
だ
議
員
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
独
自
の
議

会
活
動
を
す
る
と
い
う
風
に
も
と
れ
る
。
そ

う
い
え
ば
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
同
盟
の

よ
う
な
団
体
や
結
社
が
、
自
治
体
の
運
営
に

強
く
介
入
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
出
す
ぎ
る
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と
考
え
も
の
だ
と
い
う
一
つ
の
反
省
の
チ
ャ

ン
ス
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

と
い
う
の
は
、
市
会
は
市
民
の
世
論
の
上

に
立
っ
て
市
政
を
営
む
の
が
常
道
で
あ
る

し
、
他
か
ら
み
だ
り
に
指
図
が
ま
し
い
口
を

受
け
て
行
動
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
半
面
で

は
自
主
性
の
な
い
、
つ
ま
り
圧
力
団
体
に

よ
っ
て
動
く
と
い
う
こ
と
で
、
本
来
の
自
治

体
の
姿
と
し
て
は
常
識
に
反
す
る
と
い
う
疑

い
も
出
て
く
る
。

民
連
に
し
て
も
、
政
党
の
バ
ッ
ク
や
支
持

が
な
い
と
は
い
え
な
い
し
、
こ
の
点
お
な
じ

だ
と
い
え
よ
う
。
た
だ
政
党
が
、
自
治
体
の

末
端
ま
で
組
織
の
力
を
延
ば
す
と
い
う
こ
と

は
、
政
党
政
治
の
あ
り
方
と
し
て
な
ん
の
ふ

し
ぎ
も
な
い
が
、
か
と
い
っ
て
、
い
ま
の
よ

う
に
、
そ
こ
ま
で
一
般
と
む
す
び
つ
き
の
弱

い
沖
縄
の
政
党
が
、
自
治
体
に
は
い
り
込
ん

で
く
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
般
と
遊
離
し
た
、

言
い
変
え
る
と
、
市
民
の
た
め
の
市
会
で
な

く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

い
ま
の
と
こ
ろ
、
反
市
長
派
は
同
盟
に
、

市
長
派
は
民
連
に
拠
っ
て
市
会
の
駆
引
き
に

当
っ
て
い
る
が
市
民
を
対
象
に
す
る
市
議
会

と
し
て
は
、
市
会
の
運
営
に
当
る
直
接
の
当

事
者
と
し
て
の
選
良
と
い
う
立
場
か
ら
、

も
っ
と
自
主
的
に
モ
ノ
を
考
え
て
い
く
と
い

う
努
力
や
注
意
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
。

ま
え
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
地
方
自
治
体

の
運
営
に
、
政
党
や
、
政
治
団
体
が
働
き
か

け
た
り
、
介
入
し
た
り
す
る
こ
と
事
態
は
悪

く
な
い
が
、
そ
れ
が
あ
ま
り
ロ
コ
ツ
に
な
っ

た
り
、
常
識
を
逸
す
る
と
、
一
般
市
民
は
、

か
え
っ
て
別
の
団
体
や
政
党
と
い
う
ヒ
モ
に

よ
っ
て
動
か
さ
れ
る
市
政
の
争
い
の
中
に
ま

き
こ
ま
れ
か
ね
な
い
結
果
に
な
る
し
、
こ
と

に
こ
ん
ど
の
那
覇
市
政
問
題
が
、
対
外
的
に

も
微
妙
な
作
用
を
及
ぼ
す
こ
と
を
お
も
う

と
、
い
よ
い
よ
も
っ
て
問
題
を
解
決
よ
り
も

複
雑
な
迷
路
へ
押
し
こ
む
よ
う
な
不
安
が
生

れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

二
十
三
日
高
良
議
長
は
混
乱
し
た
市
会
の

一
つ
の
収
拾
策
と
し
て
、
市
当
局
と
話
合
っ

た
時
、
合
併
問
題
を
持
ち
出
し
て
い
る
。
つ

ま
り
解
決
の
糸
口
を
つ
か
む
方
法
と
し
て

合
併
し
て
、
市
長
退
陣

と
い
う
こ
と
で

は
ど
う
か
と
申
入
れ
た
こ
と
に
対
し

私
個

人
は
辞
め
る
の
は
た
や
す
い
が
、
民
連
側
議

員
が
承
知
す
ま
い

と
い
う
こ
と
で
こ
れ
も

も
の
わ
か
れ
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
見
方
に
よ
れ
ば
、
個
人
の
立
場
と
、

団
体
行
動
の
立
場
は
ち
が
う
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
反
当
局
派
側
は
と
い
え
ば
、
合
併

に
は
目
も
く
れ
ず
、
あ
い
か
わ
ら
ず
不
信
任

に
凝
り
固
っ
て
い
る
。
そ
の
バ
ッ
ク
で
あ
る

同
盟
と
い
う
団
体
の
支
援
で
そ
う
な
っ
て
い

る
の
か
、
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
市
民
は

い
つ
、
同
盟
に
、
そ
ん
な
こ
と
を
託
し
た
の

か
、
話
が
お
か
し
く
な
っ
て
く
る
。
と
に
か

く
、
双
方
が
す
な
お
に
、
問
題
解
決
の
た
め

に
、
も
っ
と
話
し
合
う
必
要
が
あ
る
。

い
つ
の
選
挙
の
ば
あ
い
で
も
政
党
か
、
人

か
、
は
問
題
に
な
る
。
古
く
て
新
し
い
宿
題

で
あ
る
。
同
盟
と
、
野
党
の
つ
な
が
り
は
、

始
め
か
ら
そ
の
点
で
ク
サ
レ
エ
ン
か
も
し
れ

な
い
が
、
こ
う
問
題
が
こ
じ
れ
て
く
れ
ば
、

こ
こ
ら
で
議
員
の
自
主
的
な
態
度
と
い
う
も

の
を
そ
ろ
そ
ろ
決
め
て
か
か
っ
て
も
よ
さ
そ

う
に
思
う
。市
会
運
営
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
、

ま
ず
現
状
打
破
へ
の
方
途
と
し
て
、
研
究

会
？
が
生
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
意
味
で
は
問

題
を
一
歩
す
す
め
た
こ
と
に
な
る
。

本
会
議
／
那
覇
問
題
握
り
潰
し

／
自
治
法
一
部
改
正
を
可
決

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
９
・
25

立
法
院
の
定
例
会
延
長
会
期
は
余
す
と
こ
ろ

あ
と
三
日
間
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
連
休
明
け

の
二
十
四
日
か
ら
会
期
切
れ
の
二
十
七
日
ま

で
連
日
本
会
議
を
開
い
て
案
件
処
理
を
急
ぐ

態
勢
を
と
り
、
俄
か
に
あ
わ
た
だ
し
く
な
っ

た
。
二
十
四
日
の
立
法
院
本
会
議
は
午
後
二
時
十

五
分
開
会
。
直
ち
に
日
程
に
入
り

市
町
村

自
治
法
一
部
改
正
案

を
上
程
、
星
行
法
委

員
長
が
提
案
趣
旨
の
説
明
を
行
っ
た
あ
と
質

疑
に
入
り

宮
里
栄
輝
氏
（
社
）

同
改
正
案
は

行

政
主
席
は
、
市
町
村
の
組
織
運
営
の
合
理
化

に
資
す
る
た
め
、
市
町
村
に
対
し
適
切
と
認

め
る
技
術
的
な
助
言
ま
た
は
勧
告
を
す
る
こ

と
が
で
き
る

と
規
定
し
て
い
る
が
、
行
政

主
席
が
任
命
で
あ
る
現
状
を
考
え
た
場
合
、

こ
の
規
定
は
任
命
主
席
に
市
町
村
自
治
へ
の

干
渉
を
許
す
と
い
う
こ
と
に
な
り
は
し
な
い

か
。星
行
法
委
員
長
（
民
）

あ
く
ま
で
自
治

の
本
旨
に
基
い
て
、
本
法
を
解
釈
す
る
と
い

う
こ
と
が
法
の
目
的
で
あ
る
。
市
町
村
が
法

令
の
規
定
に
反
し
、不
当
に
経
費
を
支
出
し
、

著
し
く
事
務
執
行
を
阻
害
し
て
公
益
に
反
す

る
と
き
、
主
席
は
助
言
、
勧
告
を
行
う
と
い

う
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
助
言
、

勧
告
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
は
い
け
な
い
の
で

あ
る
。
新
里
銀
三
氏
（
民
）

那
覇
市
会
問
題
に

関
し
て
だ
が
、
現
行
法
の
規
定
を
拡
大
解
釈

す
る
こ
と
で
、
瀬
長
市
長
不
信
任
案
は
瀬
長

派
議
員
の
欠
席
戦
術
に
か
か
わ
ら
ず
、
議
決

で
き
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

星
委
員
長

那
覇
市
会
か
ら
の
改
正
陳
情

は
、
那
覇
市
の
場
合
を
考
慮
し
て
拒
否
し
た

の
で
は
な
い
。
立
法
は
普
遍
的
、
一
般
的
立

場
か
ら
行
う
べ
き
で
あ
り
、
個
々
の
市
町
村

に
お
け
る
政
治
的
紛
争
の
中
か
ら
出
て
く
る
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ケ
ー
ス
に
は
、
慎
重
な
態
度
で
の
ぞ
ま
ね
ば

な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
自
治
法
は

そ
の
運
用
が
運
用
者
の
良
識
に
ゆ
だ
ね
ら

れ
て
い
る

と
い
う
点
に
特
色
が
あ
る
。
確

か
に
こ
の
問
題
は
法
の
穴
と
い
え
ば
穴
だ

が
、
そ
れ
を
埋
め
る
の
は
法
の
改
正
に
よ
る

よ
り
も
、
当
事
者
の
良
識
で
埋
め
る
べ
き
も

の
で
あ
り
、
終
極
的
に
は
選
挙
民
の
裁
断
に

ゆ
だ
ね
る
と
い
う
の
が
、
自
治
法
の
精
神
で

あ
る
。
こ
の
問
題
は
委
員
会
で
は
審
議
し
な

か
っ
た
が
、
私
の
個
人
的
見
解
と
し
て
は
、

議
員
数
は
病
気
、
死
亡
、
除
名
者
は
除
か
れ

た
現
在
の
数
を
意
味
し
て
お
り
、
議
会
に
出

席
す
る
権
利
を
も
っ
て
い
る
現
実
の
議
員
数

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
問
題
は
良
識
に
よ
っ

て
決
め
、
紛
争
が
あ
れ
ば
裁
判
所
の
裁
決
に

ゆ
だ
ね
る
べ
き
で
あ
る
と
解
し
て
そ
の
点
改

正
し
な
か
っ
た
。

下
里
恵
良
氏
（
無
）

穴
が
あ
る
こ
と
を

承
知
し
て
、
そ
の
穴
を
埋
め
な
い
と
い
う
の

は
立
法
者
の
と
る
べ
き
態
度
で
は
な
い
。
そ

の
盲
点
が
住
民
福
祉
の
阻
害
に
な
れ
ば
、
完

全
な
法
に
つ
く
り
直
す
こ
と
で
あ
る
。

星
委
員
長

自
治
法
は
、
欠
席
戦
術
を
予

想
し
て
つ
く
っ
た
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

は
い
え
る
。
議
員
は
出
席
す
る
権
利
が
あ
り

義
務
で
あ
る
と
し
て
立
法
さ
れ
て
お
り
、
両

派
議
員
の
良
識
あ
る
話
合
い
を
期
待
し
て
い

る
。
穴
を
埋
め
る
た
め
立
法
機
関
が
市
町
村

自
治
に
干
渉
す
る
こ
と
は
拙
い
こ
と
で
あ

る
。
仮
に
そ
の
穴
を
埋
め
る
こ
と
を
考
え
た

場
合
、
那
覇
市
会
は
六
人
の
賛
成
者
で
市
長

を
不
信
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な

り
、
重
大
事
件
に
対
し
て
は
多
数
出
席
に
よ

る
多
数
議
決
の
原
則
を
損
う
こ
と
に
な
る
。

次
い
で
討
論
に
入
り

大
湾
喜
三
郎
氏
（
人
）

反
対

こ
の
法

案
は
任
命
行
政
主
席
を
し
て
、
地
方
自
治

体
へ
の
消
極
的
干
渉
を
許
す
も
の
で
あ

る
。
宮
良
寛
才
（
社
）

反
対

市
町
村
事
務

は
例
示
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
規
定

し
て
い
な
い
の
は
妥
当
で
な
い
。

社
大
党
側
は
同
法
案
を
二
読
会
に
持
込
む
こ

と
を
意
図
し
て
い
た
が
、
読
会
省
略
採
決
に

持
込
ま
れ
た
た
め
幾
分
ま
ご
つ
き
、
挙
手
採

決
の
結
果
賛
成

二
十

民
主
十
六

社
大

一

仲
宗
根
氏

無
所
属
三

知
念
、
下
里
、

宮
城
氏

反
対

六

社
大
五
、
人
民
一

で
委
員
長
報
告
通
り
可
決
。

証
券
取
引
法
案

を
質
疑
応
答
の
あ
と

第
一
読
会
を
修
正
内
政
委
再
付
託
。

私
の
意
見
／
悪
法
も
ま
た
法
で

あ
る
か
／
瀬
長
市
長
の
不
信

任
案

下
地
敏
之
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不
信
任
決
議
の
こ
と
に
つ
い
て

法
律
上

議
会
出
席
は
強
制
さ
れ
な
い
の
で
そ
の
権
利

行
使
に
よ
っ
て
三
分
の
二
を
割
る
か
割
ら
な

い
か
を
決
め
る
こ
と
は
議
員
に
与
え
ら
れ
た

権
利
で
あ
り
、
合
法
で
あ
る
。
合
法
で
あ
る

こ
と
に
よ
っ
て
非
難
は
さ
れ
な
い

と
い
う

こ
と
を
言
う
人
も
い
る
し
、
ま
た
政
治
的
に

の
み
論
じ
て

議
会
に
多
数
を
と
る
こ
と
の

で
き
な
い
市
長
で
は
市
政
は
混
乱
以
外
の
何

も
の
で
も
な
く
、
那
覇
市
政
の
通
常
の
あ
り

方
を
進
め
る
た
め
に
は

反
米
的
の
み
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で

市
長
を
退
任
せ

し
め
る
べ
き
で
あ
る

と
言
う
人
も
い
る
。

法
律
だ
け
に
た
よ
る
こ
と
が
は
た
し
て
那
覇

市
政
の
た
め
に
な
る
か
ど
う
か
は
法
律
解
釈

学
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
殊
に
法
律
が
市

政
と
か
ら
み
合
っ
て
い
る
と
き
に
は
何
れ
を

重
し
と
し
て
判
断
を
下
さ
る
べ
き
か
も
考
え

ら
れ
る
し

法
解
釈
学
の
み
の
独
走
は
裁
判

所
で
も
許
さ
れ
な
い

ま
た
そ
の
法
解
釈
学

も
ま
た
そ
の
解
釈
の
結
果
、
政
治
的
に
社
会

的
に
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
と
影
響
が
及
ぶ
を
考

え
れ
ば
概
念
的
な
法
の
み
の
問
題
で
は
あ
る

ま
い
。
実
定
法
を
重
ん
ず
人
々
は

悪
法
も

ま
た
法
で
あ
る

と
い
う
。
し
か
し
何
が
悪

法
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
法
律
以
前
の
条

理
そ
の
他
の
も
の
で
あ
っ
て
そ
の
以
前
の
も

の
に
よ
っ
て
法
の
解
釈
は
な
さ
れ
、
形
式
上

悪
法
と
称
せ
ら
れ
る
法
を
良
法
た
ら
し
む
べ

く
努
力
す
る
の
が
実
生
活
に
お
い
て
わ
れ
わ

れ
の
つ
と
め
で
あ
る
。

悪
法
の
解
釈
に
よ

る
修
正

裁
判
所
は
文
言
に
か
ゝ
わ
ら
ず
拡

張
や
類
推
や
に
よ
っ
て
判
例
法
を
作
り
、
行

政
府
そ
の
よ
う
に
し
て
慣
例
を
作
る
。
ど
う

し
て
議
会
が
政
治
状
態
と
に
ら
み
合
せ
て
憲

法
を
良
法
に
う
め
る
行
動
が
出
来
な
い
で
あ

ろ
う
か
。
私
た
ち
市
民
の
幸
福
を
追
求
す
る

た
め
に
は
あ
り
ふ
れ
た
概
念
的
な
法
解
釈
は

捨
て
去
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
議

会
の
法
手
段
に
よ
る
行
動
が
適
法
な
り

悪

法
と
対
照
し
て
良
法
な
る

と
せ
ら
れ
る
こ

と
が
是
認
さ
る
べ
き
根
拠
が
あ
る
。

勧
告

市
会
に
お
け
る
不
信
任
議
決

が
こ
れ
で
あ

る
。
し
か
し
こ
れ
は
今
の
市
会
の
状
態
で
は

実
現
出
来
る
か
ど
う
か
気
づ
か
わ
れ
る
が
、

し
か
し
市
政
の
遂
行
の
出
来
な
い
た
め
に
日

一
日
と
迷
惑
を
蒙
る
の
は
市
民
で
あ
る
こ
と

を
考
え
れ
ば
緊
急
に
こ
れ
を
解
決
す
る
の
方

法
あ
る
の
み
で
あ
る
。
今
の
行
政
府
は
市
町

村
に
対
し
て

助
言
ま
た
は
勧
告

以
上
の

監
督
権
を
持
っ
て
い
な
い
。
自
治
体
と
し
て

ま
た
市
民
の
自
治
能
力
一
般
と
し
て
考
え
れ

ば
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
こ
れ
を
救
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い
得
る
も
の
は
た
だ
弁
務
官
の
行
政
命
令
に

よ
る
解
職
あ
る
の
み
で
あ
る
。
事
は
そ
れ
ほ

ど
緊
急
を
要
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

戦

前
の
緊
急
勅
令
を
出
し
て
も
ら
う
こ
と
だ

弁
護
士

投
稿

那
覇
市
議
会
／
合
同
委
で
審
議

開
始
／
専
決
処
分
で
当
局
を

追
及
琉
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夕
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与
野
党
対
立
の
激
化
で
議
案
の
審
議
ソ
ッ
チ

ノ
ケ
と
い
っ
た
形
だ
っ
た
那
覇
市
会
は
二
十

五
日
あ
さ
十
時
四
十
分
か
ら
開
会
、
直
に
合

同
委
員
会
に
切
り
替
え
て
、
開
会
後
七
日
目

に
よ
う
や
く
審
議
に
入
っ
た
が
、
野
党
側
は

瀬
長
市
長
の
専
決
処
分
に
焦
点
を
お
き
、
当

局
を
追
及
正
午
質
疑
継
続
の
ま
ま
休
憩
午
後

二
時
再
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
主
な
質

疑
は
つ
ぎ
の
通
り
。

渡
口
（
麗
）

市
長
提
出
議
案
は
二
十
四

件
の
専
決
処
分
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
専
決

処
分
は
ど
う
い
う
場
合
に
な
す
べ
き
か
当
局

の
見
解
を
聞
き
た
い
。

総
務
部
長

専
決
処
分
を
行
う
こ
と
の
で

き
る
場
合
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
今
度
の
場

合
は
議
会
の
成
立
が
な
い
と
き
を
適
用
し
て

行
っ
た
。

渡
口
（
麗
）

議
会
不
成
立
の
場
合
は
す

べ
て
専
決
処
分
で
処
理
で
き
る
か
。

総
務
部
長

で
き
る
と
思
う
。

比
嘉
（
朝
）

緊
急
を
要
し
ぜ
ひ
必
要
な

場
合
に
限
る
の
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長

専
決
処
分
は
さ
き
の
議
会
に

提
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
自
信
を
持
っ
て
提

案
し
た
も
の
に
対
し
て
は
専
決
処
分
で
き
る

と
思
う
。

兼
次

専
決
処
分
問
題
は
、
そ
の
処
分
が

専
決
処
分
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
何
ら

か
の
緊
急
な
理
由
が
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と

だ
。
こ
の
意
味
か
ら
市
長
に
区
長
制
、
消
防

隊
長
に
つ
い
て
の
専
決
処
分
は
議
会
が
開
か

れ
る
ま
で
待
て
な
か
っ
た
か
ど
う
か
。

総
務
部
長

消
防
隊
は
市
民
の
財
産
の
保

護
に
当
る
と
い
う
性
質
上
、
早
急
に
整
備
す

る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
専
決
処
分
を
行
っ
た

の
だ
。
兼
次

な
っ
と
く
で
き
な
い
。
専
決
処
分

を
あ
え
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
具
体

的
な
理
由
が
き
き
た
い
の
だ
。
こ
の
件
に
つ

い
て
専
決
処
分
を
行
っ
た
瀬
長
市
長
の
答
弁

を
求
め
た
い
。

こ
の
と
き
日
程
外
と
の
発
言
あ
り
、
区
設

置
条
令
、
消
防
隊
長
の
議
題
に
き
た
と
き
、

市
長
の
答
弁
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
後
専
決
処
分
議
案
の
一
つ
一
つ
に
つ
い

て
、
専
決
処
分
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
か
ど

う
か
に
つ
い
て
野
党
側
が
激
し
く
当
局
を
追

及
正
午
休
憩
し
た
。

な
お
野
党
側
で
は
会
期
延
長
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
結
果
、
午
後
の
議
会
で
会
期
を
三
カ

月
間
延
長
す
る
方
針
で
あ
る
。

那
覇
市
議
会
／
合
同
委
員
会
／

野
党
、
さ
み
だ
れ
質
疑
で
会

期
引
延
し
策
／
審
議
も
た
っ

た
四
件
／
傍
聴
席
も
す
っ
か

り
拍
子
抜
け

琉
新
・
朝
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二
十
五
日
午
後
の
那
覇
市
会
は
合
同
委
員
会

の
形
で
午
後
二
時
五
分
再
開
さ
れ
た
が
、
野

党
側
が
引
延
し
戦
術
の
一
環
と
し
て
長
々
と

し
た
さ
み
だ
れ
質
疑
を
行
っ
た
た
め
、
審
議

が
は
か
ど
ら
ず
、
午
後
三
時
半
休
会
す
る
ま

で
に
四
件
し
か
審
議
で
き
な
か
っ
た
。

○

普
通
議
案
は
一
応
委
員
会
に
付
託
し
、

委
員
会
で
細
部
に
わ
た
る
検
討
を
し
た
上
で

本
会
議
で
可
決
を
決
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

野
党
側
で
は
本
会
議
で
欠
席
し
て
い
る
与
党

が
、
委
員
会
に
で
て
き
て
演
説
を
ブ
タ
レ
た

ら
シ
ャ
ク
の
程
と
い
う
わ
け
で
、
い
つ
で
も

本
会
議
に
き
り
か
え
る
こ
と
の
で
き
る
合
同

委
員
会
で
議
案
を
審
議
す
る
と
い
う
与
党
の

ケ
ン
制
作
戦
を
と
っ
た
も
の
。

議
案
四
十
一
号
那
覇
市
消
防
隊
の
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
か
ら
午
後

の
審
議
に
入
っ
た
が
、
一
つ
の
議
案
に
野
党

側
が
入
り
替
り
立
ち
替
り
ダ
ラ
ダ
ラ
と
し
た

質
問
を
続
け
る
と
い
っ
た
調
子
で
、
始
め
は

四
、
五
十
名
い
た
傍
聴
人
も
ひ
ょ
う
し
抜
け

の
態
で
一
人
減
り
二
人
減
り
し
て
、
休
会
し

た
と
き
に
は
半
分
近
く
に
減
っ
て
い
た
。
主

な
質
疑
は
つ
ぎ
の
通
り
。

赤
嶺

労
基
法
に
は
退
職
す
る
と
き
三
十

日
以
内
に
年
次
休
暇
分
も
加
算
し
て
退
職
金

を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を

実
行
し
た
か
。

総
務
部
長

事
務
多
忙
で
手
が
回
ら
ず
ま

だ
調
査
し
て
な
い
が
、
年
次
有
給
休
暇
は
予

算
の
関
係
も
あ
る
の
で
、
全
般
的
な
メ
ド
を

得
て
か
ら
に
し
た
い
。

渡
口
（
麗
）

予
算
云
々
を
い
っ
て
い
る

が
、
問
題
が
法
律
に
ふ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
こ
そ
専
決
処
分
を
し
て
も
支
給
す
べ
き

で
あ
る
。

高
良
（
清
）
市
職
員
の
定
員
を
増
員
し
た

理
由
は
。

総
務
部
長

増
員
で
は
な
く
、
数
年
来
臨

時
雇
員
で
あ
っ
た
の
を
身
分
保
証
の
意
味
か

ら
職
員
に
昇
格
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

な
お
き
ょ
う
は
あ
さ
十
時
か
ら
合
同
委
員

会
が
再
開
さ
れ
る
が
、
野
党
側
で
は
き
ょ

う
も
さ
み
だ
れ
質
問
を
続
け
る
一
方
さ
ら

に
専
決
処
分
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
た
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
を
議
員
か
ら
発
議
す
る

な
ど
、
議
事
引
延
ば
し
の
ア
ノ
手
コ
ノ
手

が
予
想
さ
れ
、
会
期
の
延
長
に
つ
い
て
は
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三
カ
月
と
い
う
見
方
が
有
力
で
、
き
ょ
う

中
に
会
期
の
変
更
に
つ
い
て
の
動
議
が
出

る
見
込
み
。

那
覇
市
長
不
信
任
問
題
解
説
／

自
治
法
の
解
釈
で
対
立
／

し
っ
く
り
い
か
な
い
同
盟
側

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
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・
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行
詰
っ
た
格
好
の
那
覇
市
会
の
収
拾
策
と
し

て
、
議
員
間
に
も
真
和
志
市
と
の
合
併
問
題

に
対
す
る
動
き
は
み
ら
れ
て
来
て
い
る
が
、

い
わ
ゆ
る
当
間
系
議
員
間
で
は
依
然
と
し
て

合
併
に
よ
る
現
状
打
開
を
し
ぶ
り
、
不
信
任

強
行
を
考
え
る
態
度
が
あ
っ
て
野
党
側
十
七

議
員
間
で
も
一
致
し
た
見
解
を
見
出
す
の
に

苦
慮
し
て
い
る
。
と
く
に
現
行
自
治
法
の
も

と
で
与
党
議
員
が
欠
席
戦
術
を
と
る
限
り
不

信
任
成
立
は
可
能
か
、
不
可
能
か
、
と
い
う

問
題
に
つ
い
て
は
、
高
良
議
長
と
、
渡
口
麗

秀
副
議
長
の
間
に
根
本
的
な
見
解
の
相
違
が

あ
り
注
目
さ
れ
て
い
る
。
高
良
議
長
は

現

行
法
で
は
与
党
が
欠
席
す
る
限
り
不
信
任
議

決
は
で
き
な
い
。
自
分
も
議
長
と
し
て
、
こ

の
ま
ま
の
状
態
で
不
信
任
を
成
立
さ
せ
る
考

え
は
全
く
な
い
。も
し
こ
れ
を
強
行
す
れ
ば
、

議
決
の
責
任
は
議
長
個
人
に
あ
る
し
、
こ
う

し
た
責
任
が
議
長
と
し
て
も
な
い
か
ら
だ
と

の
見
解
に
た
っ
て
い
る
。

一
方
、
渡
口
麗
秀
副
議
長
の
見
解
で
は

欠

席
戦
術
に
よ
っ
て
不
信
任
成
立
の
定
足
数
を

割
る
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
法
の
盲
点
を
衝
い

た
も
の
で
、
こ
の
ま
ま
で
不
信
任
を
強
行
し

て
も
出
来
な
い
こ
と
は
な
い
、
も
し
強
行
す

れ
ば
、
市
長
に
よ
っ
て
再
議
に
付
さ
れ
た
の

ち
当
然
行
政
裁
判
に
持
込
ま
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
の
場
合
、
市
長
の
職
権
は
停
止
し
、
失
職

の
う
え
新
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

と
の
見
解
を
も
っ
て
依
然
と
し
て

強
硬
派
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

○

こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
瀬
長
市
長

は
、

当
然
現
行
法
で
は
不
信
任
議
決
は
出

来
な
い

と
の
見
解
に
た
ち
、
も
し
強
行
す

れ
ば
再
議
に
付
し
た
の
ち
再
び
議
決
さ
れ
れ

ば
行
政
裁
判
に
持
込
む
。
こ
の
場
合
、
不
信

任
議
決
は
仮
執
行
の
ま
ま
市
長
と
し
て
の
職

権
に
は
支
障
を
来
た
さ
な
い
、
と
の
立
場
を

表
明
し
て
い
る
。

ま
た
、
野
党
側
の
一
つ
の
対
策
と
し
て
不
信

任
完
遂
ま
で
会
期
の
延
長
を
つ
づ
け
て
い
く

と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
那
覇
市
議
事
規
則

に
十
二
月
に
定
例
議
会
招
集
の
規
定
が
あ

り
、
十
二
月
ま
で
の
延
長
は
不
可
能
だ
と
の

見
方
が
当
局
派
に
は
あ
る
。
瀬
長
市
長
も
案

件
の
な
い
ま
ま
の
会
期
延
長
は
で
き
な
い

し
、
十
二
月
に
は
新
た
に
新
議
会
を
招
集
す

る
態
度
を
み
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
野
党
側
も

会
期
が
延
び
れ
ば
、
よ
り
不
利
に
な
る
も
の

と
み
ら
れ
る
。

案
件
を
残
し
て
会
期
延
長
す
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は

故
意

に
案
件
の
審
議
を
の
ば
し
た
時
は
、
市
長
専

決
処
分
の
対
象
と
な
る
か
ら
、
野
党
側
も
考

え
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う

と
の
見
方
も
あ

り
、
近
く
両
派
三
名
か
ら
な
る

議
会
運
営

に
つ
い
て
の
対
策
委
員
会

で
こ
の
点
に
つ

い
て
相
当
議
論
が
交
わ
さ
れ
る
も
の
と
み
ら

れ
て
い
る
。

四
週
間
の
会
期
延
長
／
ケ
ら
れ

た
区
長
制
／
市
長
が
再
議
求

め
る
／
那
覇
市
会

沖
タ
・
朝
　
１
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５
７
・
９
・
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那
覇
市
会
二
十
七
日
の
本
会
議
は
、
十
九
名

が
出
席

与
党
側
兼
次
議
員
を
除
き
十
一
名

欠
席

、
午
前
中
、
市
長
の
専
決
処
分
で
制

定
し
た
区
設
置
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
を
可

決
、
午
後
に
入
っ
て
予
算
案
の
審
議
を
行
っ

た
が
、
途
中
会
期
延
長
の
緊
急
動
議
が
出
さ

れ
、
こ
れ
を
採
択
可
決
し
た
。
そ
の
結
果
、

十
月
二
十
六
日
ま
で
の
四
週
間
会
期
は
延
長

さ
れ
た
。

○

午
前
中
の
本
会
議
は
、
開
会
と
同
時
に

合
同
委
に
切
り
か
え
て
議
案
を
審
議
、
そ
の

後
再
び
本
会
議
に
切
り
替
え
質
疑
討
論
な
し

に
議
案
の
採
択
に
入
っ
た
。
そ
の
結
果
、

△
選
挙
関
係
人
の
出
頭
、
議
会
の
行
う
調
査

の
た
め
の
出
頭
人
及
び
公
聴
会
参
加
者
な
ど

の
費
用
弁
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
、
な
ど
七
つ
の
専
決
処
分
の
案
件
を
原
案

通
り
承
認
、
市
ラ
ジ
オ
管
理
条
例
の
専
決
処

分
を
一
部
改
正
し
て
承
認
し
た
。
つ
い
で
市

の
臨
時
傭
員
を
職
員
に
昇
格
さ
せ
る
た
め
の

市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
専
決
処
分
は
、
承
認
せ
ず
、
新
た
に
十
六

議
員
が
共
同
で
改
正
以
前
の
条
例
に
す
る
こ

と
を
提
案
可
決
、
区
設
置
条
例
は
こ
れ
を
廃

止
す
る
条
例
を
提
出
可
決
し
た
こ
の
条
例
に

つ
い
て
は
、
原
案
通
り
承
認
し
よ
う
と
い
う

兼
次
議
員
と
、
重
要
問
題
で
あ
り
、
廃
止
す

る
前
に
も
っ
と
検
討
し
よ
う
と
い
う
中
間
派

平
良
議
員
と
、
廃
止
条
例
を
出
し
た
同
盟
側

十
六
議
員
の
間
で
激
し
い
論
戦
が
交
わ
さ
れ

た
が
、
結
局
採
決
の
結
果
、
十
六
対
二
で
廃

止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
質
疑
応
答
要
旨
）

区
設
置
条
例
を
め
ぐ
る
質
疑
、
討
論
の
要
旨

は
次
の
通
り
。

宮
里
議
員

区
長
制
の
復
活
は
重
要
な
問

題
で
あ
り
、
去
る
六
月
の
議
会
で
も
反
対
し

て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
専
決
処
分
し
た
こ

と
は
、
議
会
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
る
。
区

長
は
ボ
ス
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら

当
間
重
民
市
長
の
時
に
廃
止
し
、
真
和
志
で

も
去
る
一
月
廃
止
し
て
い
る
。
そ
れ
を
専
決

処
分
し
た
理
由
は
な
に
か
。

神
山
総
務
部
長

政
治
的
な
も
の
と
関
り
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が
あ
る
の
で
、
市
長
か
ら
聞
い
て
も
ら
い
た

い
。兼
次
議
員

区
長
制
度
の
復
活
は
重
要
で

あ
り
、
本
日
の
日
程
に
は
、
こ
れ
を
廃
止
す

る
条
例
が
出
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
次
に
来

る
条
例
廃
止
の
案
件
と
も
関
連
す
る
の
で
、

市
長
が
議
会
の
成
立
を
持
た
ず
に
制
定
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
緊
急
性
、
客
観
性
に

つ
い
て
市
長
か
ら
答
弁
さ
せ
て
も
ら
い
た

い
。”そ
の
必
要
な
し
”
の
声

平
良
議
員

四
十
一
区
の
う
ち
二
十
六
名

が
す
で
に
任
命
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
、
そ

の
選
出
方
法
に
つ
い
て
も
区
民
の
集
会
で

や
っ
て
い
る
と
い
う
が
、
私
の
調
べ
た
と
こ

ろ
で
は
、
さ
ら
に
六
区
か
ら
推
薦
者
が
出
て

い
る
と
い
う
。
廃
止
案
に
つ
い
て
も
、
十
分

納
得
い
く
よ
う
に
検
討
し
市
民
に
も
き
く
、

必
要
が
あ
る
の
で
、
市
長
の
答
弁
を
要
求
し

て
も
ら
い
た
い
。

こ
の
時
、
大
山
議
員
か
ら
、”
議
事
の
進

行
上
、
合
同
委
を
本
会
議
に
切
り
か
え
採

決
し
て
も
ら
い
た
い
”
と
い
う
緊
急
動
議

が
出
さ
れ
る
。

○

午
後
の
本
会
議
は
、
ひ
る
二
時
か
ら

開
会
さ
れ
、
会
期
が
迫
っ
て
い
る
と
い
う
理

由
か
ら
日
程
三
十
三
号
議
案
、
五
八
年
度
予

算
の
審
議
を
十
一
号
議
案
に
す
る
よ
う
日
程

変
更
、
予
算
審
議
に
入
っ
た
。

野
党
は
、
歳
入
面
で
総
評
か
ら
の
寄
付
金
百

万
円
は
、日
本
か
ら
の
送
金
は
難
か
し
い
が
、

為
替
管
理
令
な
ど
考
え
た
上
で
歳
入
に
組
ん

だ
の
か
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
計
画
が
な
い
な

ど
で
当
局
を
追
及
し
た
が
、
途
中
、
大
山
議

員
か
ら
緊
急
動
議
と
し
て
会
期
延
長
の
動
議

が
出
さ
れ
審
議
は
あ
す
十
時
か
ら
継
続
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

大
山
議
員
は
、
不
信
任
動
議
に
対
し
”
与

党
が
欠
席
戦
術
を
と
っ
た
た
め
に
市
会
は
混

乱
し
、
議
案
審
議
は
二
十
八
日
の
会
期
ま
で

に
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
議
案

を
慎
重
に
審
議
す
る
た
め
に
は
、
四
週
間
延

長
し
た
い
”
と
提
案
し
た
。
こ
れ
に
対
し
兼

次
議
員
は
、”
三
週
間
の
会
期
に
対
し
四
週

間
の
延
長
は
、
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
限
り

許
さ
れ
な
い
。
残
さ
れ
た
議
案
の
審
議
は
三

日
で
十
分
で
あ
る
”
と
反
対
し
た
が
、
採
択

の
結
果
、大
山
議
員
の
動
議
が
可
決
さ
れ
た
。

市
長
が
再
び
提
案

○

議
会
が
区
設
置
条
例
を
廃
止
し
た
こ

と
を
不
服
と
す
る
瀬
長
市
長
は
、
自
治
法
百

十
一
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
十
日
以
内
に
理

由
を
示
し
て
再
議
に
付
す
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
一
方
二
十
八
日
に
は
、
あ
さ
九
時
か
ら

す
で
に
任
命
さ
れ
た
二
十
六
名
の
区
長
を
市

役
所
に
集
め
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
協
議
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

那
覇
市
会
／
再
議
問
題
で
新
局

面
に
／
与
党
側
は
出
席
し
な

い
？
琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
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・
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野
党
側
の
瀬
長
市
長
不
信
任
案
に
対
し
、
与

党
側
の
欠
席
戦
術
と
い
う
形
で
展
開
さ
れ
た

那
覇
市
会
問
題
は
二
十
七
日
野
党
側
が
瀬
長

市
長
の
専
決
処
分
を
覆
え
す
区
長
制
度
の
廃

止
、
職
員
定
数
の
据
置
決
議
に
よ
り
、
新
た

な
局
面
に
入
っ
た
。

瀬
長
市
長
は
野
党
側
の
こ
の
挙
に
対
し
市
町

村
自
治
法
第
百
十
一
条
に
基
い
て
再
議
に
付

す
と
言
明
し
て
い
る
が
、
再
議
の
さ
い
与
党

側
が
出
席
し
て
議
員
制
定
の
区
長
制
度
廃
止

の
条
例
、
市
職
員
定
員
措
置
の
条
例
に
反
対

す
れ
ば
、
そ
の
案
件
は
自
治
法
百
十
一
条
”

再
議
の
さ
い
は
出
席
議
員
の
三
分
の
二
以
上

の
賛
成
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
”
に
基
き
、

二
十
七
日
の
市
会
の
議
決
は
効
力
を
失
う
こ

と
に
な
り
、
こ
の
場
合
、
す
で
に
効
力
を
発

し
て
い
た
市
長
専
決
処
分
に
よ
る
区
設
置
条

例
、
職
員
定
数
増
員
の
条
例
が
そ
の
ま
ま
存

続
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

従
っ
て
瀬
長
市
長
は
専
決
処
分
で
行
っ
た
前

記
二
つ
の
条
例
に
対
す
る
政
治
責
任
を
果

し
、
こ
れ
を
有
効
に
す
る
た
め
に
は
再
議
の

さ
い
与
党
議
員
を
出
席
さ
せ
な
く
て
は
な
ら

な
い
が
、
そ
の
場
合
野
党
議
員
か
ら
待
っ
て

い
ま
し
た
と
ば
か
り
、
市
長
不
信
任
案
を
た

た
き
つ
け
ら
れ
る
こ
と
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
る
。

結
局
与
党
側
で
は
市
長
不
信
任
案
か
区
長

制
、
職
員
増
員
の
い
ず
れ
か
を
選
ば
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
羽
目
に
お
ち
入
っ
た
わ
け
だ

が
、
兼
次
議
員
ら
は
△
瀬
長
市
長
の
進
退
は

全
世
界
の
注
視
を
浴
び
て
お
り
、
野
党
と
の

か
け
引
の
具
に
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な

い
、
と
再
議
の
さ
い
暗
に
与
党
議
員
が
出
席

し
な
い
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
が
、
瀬

長
市
長
と
し
て
は
現
在
ま
で
に
す
で
に
任
命

さ
れ
た
二
十
六
名
の
区
長
の
意
見
も
聞
い
て

か
ら
こ
の
問
題
に
対
す
る
結
論
を
出
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
区
長
制

度
、
職
員
増
員
を
実
現
さ
せ
る
た
め
不
信
任

案
を
受
け
て
立
つ
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
再
議

に
付
す
こ
と
の
で
き
る
こ
の
十
日
以
内
の
与

党
の
動
き
が
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

那
覇
市
会
／
”
欠
席
戦
術
は
権

利
放
棄
”
／
野
党
議
員
が
判

例
研
究

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
９
・
30

那
覇
市
会
問
題
は
野
党
議
員
が
瀬
長
市
長
専

決
処
分
に
よ
る
区
設
置
条
例
、
職
員
定
数
条

例
を
否
定
す
る
条
例
を
議
決
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
新
た
な
局
面
を
展
開
し
た
が
、
野
党

側
で
は
最
近
瀬
長
市
長
追
い
出
し
策
の
極
め

手
を
見
付
け
た
よ
う
で
あ
る
。
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野
党
側
で
は
三
十
日
午
後
五
時
か
ら
市
内
某

所
に
集
り
市
長
不
信
任
問
題
の
局
面
打
開
に

つ
い
て
協
議
し
た
が
、
与
党
側
が
欠
席
戦
術

を
と
り
続
け
た
場
合
は
、
議
員
定
数
の
三
分

の
二
以
上
の
出
席
が
な
け
れ
ば
不
信
任
案
は

決
議
で
き
な
い
と
い
う
現
行
法
に
拘
束
さ
れ

ず
、
市
長
不
信
任
案
を
可
決
で
き
る
と
の
結

論
を
得
た
よ
う
だ
。

野
党
側
で
は
か
ね
て
本
土
各
地
の
判
例
を
研

究
中
で
あ
っ
た
が
、
最
近
に
至
り
福
岡
高
裁

で
再
三
の
出
席
催
告
に
も
拘
ら
ず
議
員
が
議

会
に
出
席
し
な
い
場
合
、
議
員
の
権
利
を
自

ら
放
棄
し
た
も
の
と
し
て
議
会
成
立
定
数
に

含
め
な
い
と
い
う
趣
旨
の
判
決
が
あ
る
こ
と

を
確
か
め
た
も
の
だ
が
、
こ
の
判
例
に
よ
り

与
党
側
が
今
後
も
欠
席
戦
術
を
と
り
続
け
た

場
合
は
、
野
党
は
与
党
欠
席
の
ま
ま
で
不
信

任
案
を
可
決
す
る
公
算
が
極
め
て
強
く
な
っ

た
。
再
建
同
盟
某
氏
の
話

福
岡
高
裁
の
判
決

は
、
議
員
は
議
場
に
出
席
し
、
議
案
を
審
議

す
る
義
務
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
に

し
、
理
由
な
き
欠
席
は
自
治
法
違
反
で
あ
る

と
い
う
見
解
に
立
っ
て
い
る
。
我
々
と
し
て

は
こ
う
い
う
判
例
が
あ
る
以
上
、
与
党
が
依

然
と
し
て
議
会
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
と
い
う

違
反
行
為
を
続
け
る
な
ら
与
党
議
員
欠
席
の

ま
ま
不
信
任
案
を
決
議
す
る
こ
と
に
確
信
を

も
っ
て
い
る
。

暫
定
予
算
な
ど
可
決
／
那
覇
市

会
／
催
告
状
に
反
応
な
く
十

七
名
で
不
信
任
へ
？
／
区
長

さ
ん
大
挙
議
会
へ
承
認
陳
情

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
10
・
１

三
十
日
午
後
の
那
覇
市
会
は
、
午
前
に
ひ
き

つ
づ
き
、
ひ
る
一
時
か
ら
一
般
会
計
、
水
道

事
業
特
別
会
計
、
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
の
十
月
分
暫
定
予
算
を
審
議
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
通
り
可
決
し
た
の
ち
、
ひ
る
二
時
散

会
、
三
日
間
の
休
会
に
入
っ
た
。

○

一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
台
風
フ
ェ

イ
の
災
害
対
策
費

六
十
九
万
六
千
円

が

少
い
こ
と
を
鋭
く
追
求
、
当
局
側
に
被
害
の

詳
細
を
調
査
し
て
提
出
す
る
よ
う
に
要
求
、

そ
の
結
果
に
よ
っ
て
考
慮
す
る
こ
と
に
な

り
、
原
案
を
可
決
し
た
。

ま
た
水
道
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
総

額
四
百
五
十
七
万
五
千
七
百
二
十
八
円

で
は
、
渇
水
期
に
軍
か
ら
補
給
を
受
け
る

場
合
の
購
入
費
は
、
十
月
の
暫
定
予
算
に

百
二
十
一
万
円
を
組
み
、
十
一
月
以
降
は

た
っ
た
十
六
万
し
か
な
い
が
、
こ
れ
で
市

民
に
迷
惑
を
か
け
な
い
で
や
っ
て
い
け
る

か
ど
う
か
を
質
し
た
が
、
牧
港
の
水
源
地

が
十
一
月
中
に
完
成
す
る
の
で
軍
か
ら
の

補
充
は
受
け
な
い
で
済
む
と
い
う
当
局
側

の
答
弁
で
、
こ
れ
も
原
案
可
決
、
区
画
整

理
事
業
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
質
疑
討
論

な
し
で
原
案
可
決
し
た
。

○

二
十
六
日
の
本
会
議
で
、
野
党
側
は

専
決
処
分
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
区
設
置
条

例
を
廃
止
す
る
条
例
を
可
決
し
た
が
、
す
で

に
任
命
さ
れ
た
二
十
六
名
の
区
長
は
、
ひ
る

二
時
議
会
終
了
と
同
時
に
高
良
議
長
と
会

い
、
連
署
で
再
議
に
付
さ
れ
た
場
合
に
は
善

処
し
て
ほ
し
い
と
い
う
陳
情
書
を
手
渡
し
、

約
二
十
分
に
わ
た
り
区
長
制
の
必
要
性
を
と

い
た
。
な
お
市
長
不
信
任
問
題
に
つ
い
て
は
三
十

日
も
欠
席
議
員
に
対
し
、
出
席
の
催
告
状
を

出
し
た
が
、
こ
れ
を
繰
り
返
し
て
も
出
席
し

な
い
場
合
に
は
、
一
定
期
間
の
出
席
停
止
処

分
を
科
し
、
十
七
名
で
不
信
任
を
可
決
す
る

ハ
ラ
を
決
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

出
席
停
止
処
分
の
議
員
／
定
数

に
ふ
く
ま
れ
る
／
自
由
法
曹

団
か
ら
回
答

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
10
・
１

那
覇
市
で
は
自
由
法
曹
団
に
対
し

懲
罰
に

付
さ
れ
出
席
停
止
処
分
を
受
け
た
議
員
は
議

員
定
数
に
含
ま
れ
な
い
か

と
の
疑
義
に
つ

い
て
問
合
わ
せ
中
だ
っ
た
が
、
三
十
日
午
後

当
然
定
数
に
含
ま
れ
る

と
回
答
し
て
き

た
。
回
答
文
は
つ
ぎ
の
通
り
。

法
解
釈
の
大
原
則
と
し
て
、
他
人
の
権
利

を
奪
う
場
合
、
当
該
処
分
法
規
の
解
釈
は

最
も
厳
格
に
こ
れ
を
な
す
べ
く
、
拡
張
解

釈
や
類
推
解
釈
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
地
方
自
治

法
第
百
十
三
条
、
長
の
不
信
任
案
議
決
は

特
別
議
決
で
あ
り
、
こ
の
規
定
の

議
員

数

は

現
に
議
員
の
職
に
あ
る
者
の
総

数

と
解
し
、
除
名
さ
れ
な
い
限
り
懲
罰

に
よ
り
出
席
停
止
中
の
議
員
も
こ
れ
に
含

ま
れ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

そ
れ
は
も
し
出
席
停
止
議
員
を
特
別
議
決

の
定
数
に
含
ま
な
い
と
す
れ
ば
、
普
通
議

決
で
議
員
の
出
席
を
停
止
す
る
こ
と
に
よ

り
、
特
別
決
議
の
定
め
が
無
意
味
に
な
る

か
ら
で
あ
る
。

瀬
長
市
長
の
不
信
任
達
成
／
現

行
法
で
は
駄
目
／
那
覇
市
議

会琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
10
・
３

那
覇
市
会
野
党
側
で
は
瀬
長
市
長
不
信
任
案

の
達
成
を
は
か
る
た
め
、
欠
席
戦
術
を
封
じ

よ
う
と
、
自
治
法
の
抜
穴
捜
し
に
躍
起
と

な
っ
て
い
た
が
、
最
近
に
至
り
、
現
行
法
で

は
瀬
長
市
長
が
与
党
を
出
席
さ
せ
る
こ
と
の

な
い
限
り
、
不
信
任
は
達
成
で
き
な
い
と
い

う
結
論
を
得
た
よ
う
で
、
こ
の
た
め
那
覇
市

会
は
会
期
の
引
延
し
、
真
和
志
市
と
の
合
併

問
題
の
再
燃
な
ど
長
期
戦
化
の
様
相
を
呈
す

る
こ
と
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。
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野
党
側
で
は
議
員
は
議
会
に
出
席
す
る
義
務

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
、
何
と
か
し

て
与
党
側
の
欠
席
戦
術
を
封
じ
込
め
、
議
会

に
出
席
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
長
の
不
信
任

の
場
合
の
要
件
で
あ
る
議
員
数
の
三
分
の
二

以
上
を
得
、
瀬
長
市
長
不
信
任
案
を
成
立
さ

せ
よ
う
と
作
戦
を
練
っ
て
い
た
。

そ
の
第
一
歩
と
し
て
議
長
に
よ
る
出
席
催
告

と
い
う
手
を
打
っ
た
わ
け
だ
が
、
与
党
側
が

瀬
長
市
長
擁
護
を
理
由
に
こ
れ
を
無
視
し
、

欠
席
を
続
け
た
の
で
こ
れ
は
無
駄
弾
に
終
っ

た
。
つ
ぎ
に
考
え
た
の
が
欠
席
議
員
の
懲
罰

と
い
う
手
だ
が
、
①
懲
罰
の
段
階
に
は
い
く

つ
も
あ
り
、
定
足
数
に
関
係
の
な
い
出
席
停

止
処
分
は
過
半
数
の
賛
成
で
で
き
る
が
、
定

足
数
に
関
係
の
あ
る
除
名
処
分
は
議
員
数
の

三
分
の
二
が
出
席
そ
の
四
分
の
三
以
上
の
賛

成
が
い
る
の
で
、
こ
の
面
か
ら
の
不
信
任
問

題
解
決
は
不
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
本

土
各
地
に
問
合
わ
せ
て
欠
席
議
員
を
出
席
停

止
に
し
た
ま
ま
不
信
任
案
の
可
決
は
で
き
な

い
か
と
い
う
研
究
を
続
け
た
が
、
も
し
こ
う

い
う
疑
義
の
あ
る
方
法
で
不
信
任
案
を
強
行

し
た
場
合
、
瀬
長
市
長
は
自
治
法
第
百
十
一

条
の
規
程
に
基
い
て
議
会
を
被
告
と
し
て
裁

判
所
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
場
合
法

的
に
勝
目
を
少
な
い
上
に
、
市
長
は
現
職
を

保
証
さ
れ
た
ま
ま
出
訴
で
き
る
と
解
さ
れ
る

の
で
、
も
し
市
長
が
負
け
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
も
裁
判
が
確
定
す
る
二
、
三
年
間
は

市
長
の
地
位
は
安
泰
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
で
は
所
期
の
目
的
で
あ
る
瀬
長
市
長
追

い
出
し
は
と
て
も
で
き
な
い
と
こ
の
方
法
を

断
念
し
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
今
野
党
側
に
残
さ
れ
た
手
は
、
会
期

を
瀬
長
市
長
の
任
期
中
ず
っ
と
延
長
し
、
与

党
の
飜
意
を
ま
つ
と
い
う
方
法
と
、
真
和
志

市
と
の
合
併
を
条
件
に
瀬
長
市
長
に
引
退
を

決
意
さ
せ
る
こ
と
の
二
つ
が
あ
る
が
、
特
に

真
和
志
市
と
の
合
併
に
よ
る
瀬
長
市
長
退
陣

の
方
法
に
は
野
党
側
で
も
相
当
乗
気
で
あ

り
、
一
方
瀬
長
市
長
を
中
心
と
す
る
与
党
で

も
、
情
勢
に
よ
っ
て
は
真
和
志
市
と
の
合
併

に
よ
る
退
陣
の
話
し
合
い
に
応
じ
て
よ
い
と

い
う
態
度
を
高
良
議
長
に
示
し
た
と
い
わ

れ
、
近
い
う
ち
に
こ
の
間
題
を
通
し
て
大
き

な
動
き
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ

て
い
る
。

市
政
全
般
を
監
査
？
／
那
覇
市

会
ま
ず
人
事
問
題
追
及

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
10
・
６

五
日
の
那
覇
市
会
は
、
当
局
が
議
会
か
ら
要

求
さ
れ
た
参
考
資
料
を
出
さ
な
か
っ
た
た

め
、
野
党
側
は
鋭
く
当
局
を
追
及
、
冒
頭
か

ら
紛
糾
し
て
つ
い
に
行
政
監
査
特
別
委
員
会

を
設
置
、
議
会
の
議
決
に
よ
っ
て
当
局
に
提

出
要
求
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

監
査
委
員
会
で
は
、
ひ
る
一
時
か
ら
直
ち

に
委
員
会
を
開
い
て
協
議
し
た
結
果
、
△

全
職
員
の
新
旧
俸
給
対
照
表
、

勤
務
年

限
、
職
階
級
、
一
月
以
降
の
採
用
方
法

、

△
一
月
以
降
十
月
五
日
ま
で
の
退
職
者

年
次
休
暇
の
時
数
及
び
支
給
額

△
一

月
以
降
の
臨
時
雇
人
氏
名

職
員
に
昇
格

し
た
も
の
、
昇
格
し
な
い
も
の

解
雇
さ

れ
た
も
の
な
ど
を
、
七
日
の
本
会
議
ま
で

に
提
出
す
る
よ
う
要
求
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

野
党
側
は
、
当
局
が
予
算
案
そ
の
他
の
議
案

審
議
に
必
要
な
資
料
の
提
供
を
拒
否
し
た
も

の
と
し
て
こ
れ
を
重
視
追
及
す
る
態
度
を
決

め
、
場
合
に
よ
っ
て
は
市
政
全
般
に
つ
い
て

も
監
査
の
手
を
の
ば
す
の
で
は
な
い
か
と
み

ら
れ
、
同
委
員
会
の
動
き
は
注
目
さ
れ
て
い

る
。な
お
、
市
当
局
で
は
、
資
料
の
提
供
を
拒

否
し
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
要
求
さ
れ

た
も
の
の
う
ち
、
人
事
に
関
係
し
、
市
長

の
任
免
権
に
関
連
の
あ
る
も
の
の
提
供
を

控
え
た
も
の
で
あ
り
、
正
式
に
自
治
法
に

よ
っ
て
監
査
特
別
委
か
ら
要
求
が
あ
れ
ば

出
す
と
い
っ
て
い
る
。

那
覇
市
役
所
／
職
員
労
組
わ
れ

る
？
／
執
行
部
は
中
立
派
が

優
勢
琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
10
・
７

那
覇
市
会
で
は
与
野
党
の
対
立
で
紛
糾
を
続

け
て
い
る
が
こ
の
空
気
を
反
映
し
て
か
、
那

覇
市
職
員
労
組
に
も
”
職
員
定
数
条
例
”
の

制
定
を
め
ぐ
っ
て
市
長
派
と
中
立
派
の
意
見

が
分
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
職
員
労
組
が
二

つ
に
割
れ
る
可
能
性
も
で
て
き
た
。

瀬
長
市
長
は
市
会
解
散
中
、
専
決
処
分
で
”

職
員
定
数
条
例
”
を
制
定
、
職
員
定
数
を
三

十
六
名
増
や
し
、
今
ま
で
の
臨
時
雇
員
を
三

十
四
名
職
員
と
し
て
昇
格
さ
せ
た
。
こ
れ
に

対
し
市
会
で
は
去
る
二
十
八
日
こ
の
専
決
処

分
を
承
認
せ
ず
、
議
員
発
議
で
新
た
な
職
員

定
数
条
例
を
制
定
、
瀬
長
市
長
が
増
員
し
た

の
を
元
の
数
に
戻
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
議
会
の
処
置
に
よ
っ
て
瀬
長
市
長
の
専

決
処
分
に
よ
っ
て
身
分
昇
格
し
た
三
十
四
名

の
職
員
は
再
び
臨
時
雇
員
に
格
下
げ
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
に
不
満
を
抱
い
た

職
員
労
組
で
は
”
臨
時
雇
員
の
昇
格
は
組
合

の
決
議
に
基
い
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
”
と

市
会
に
対
し
て
善
処
を
申
し
入
れ
た
。

と
こ
ろ
が
市
長
派
の
一
部
強
硬
分
子
は
こ
う

い
う
議
会
へ
の
申
し
入
れ
で
は
生
ぬ
る
い
と

し
、
四
日
議
会
開
会
中
に
職
員
労
組
大
会
を

開
き
、
職
員
大
会
の
決
議
と
し
て
職
員
定
数
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の
増
加
を
と
り
あ
げ
、
議
会
に
強
力
に
働
き

か
け
よ
う
と
策
し
た
。

こ
の
た
め
三
日
職
員
労
組
の
執
行
委
が
開
か

れ
、
こ
の
問
題
を
討
議
し
た
が
、
市
長
派
が

職
員
定
数
の
据
置
の
責
任
は
議
会
に
あ
る
と

し
て
い
る
の
に
対
し
、
中
立
派
は
専
決
処
分

を
行
っ
た
市
長
に
根
本
の
責
任
が
あ
り
市
長

が
再
議
に
付
し
て
与
党
議
員
を
出
席
さ
せ
れ

ば
議
員
発
議
の
”
職
員
定
数
条
例
”
は
議
決

が
確
定
せ
ず
、
従
っ
て
職
員
定
数
の
問
題
は

市
長
の
出
方
に
よ
る
と
の
見
方
を
と
り
、
遂

に
採
決
に
入
っ
た
結
果
八
対
五
で
中
立
派
が

勝
を
占
め
、
四
日
開
催
予
定
の
職
員
労
組
大

会
は
と
り
止
め
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の

執
行
委
の
決
定
に
対
し
一
部
強
硬
分
子
は
強

い
不
満
を
持
ち
、
中
立
派
の
執
行
委
員
を
訪

問
し
て
説
得
に
か
か
っ
て
い
る
が
、
中
立
派

が
説
得
に
応
じ
な
い
た
め
、
き
た
る
七
日
執

行
委
員
と
組
合
員
の
懇
談
会
を
開
き
、
こ
れ

を
職
員
労
組
大
会
に
切
り
替
え
て
”
市
会
非

難
の
決
議
”
を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

中
立
派
で
は
こ
の
強
硬
派
の
動
き
に
対
し
、

場
合
に
よ
っ
て
は
組
合
脱
退
も
辞
せ
ず
と
の

態
度
を
表
明
し
て
い
る
の
で
、
職
員
定
数
問

題
を
め
ぐ
る
労
組
内
の
市
長
派
中
立
派
の
動

き
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

那
覇
市
会
／
二
条
例
を
再
議
に

付
す
／
与
党
議
員
相
変
ず
欠

席琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
10
・
７

那
覇
市
会
は
け
さ
十
一
時
再
開
さ
れ
た
。
こ

の
日
市
長
不
信
任
案
を
め
ぐ
る
一
つ
の
大
き

な
山
と
目
さ
れ
て
い
た
再
議
問
題
は
区
設
置

条
例
廃
止
の
条
例
、
職
員
定
数
条
例
に
つ
い

て
市
長
か
ら
再
議
に
付
さ
れ
た
が
、
与
党
は

依
然
と
し
て
欠
席
戦
術
を
と
り
続
け
た
。
市

長
か
ら
述
べ
ら
れ
た
再
議
の
理
由
は
つ
ぎ
の

通
り
。

△
那
覇
市
職
員
定
数
条
例
中
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
は
つ
ぎ
に
か
か
げ
る
理
由
の
も
と

に
こ
れ
を
再
議
に
付
す
る
。

一
、
軍
補
助
、
琉
銀
融
資
に
よ
る
事
業
が
ス

ト
ッ
プ
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
職
員
の
減
少
の

理
由
に
は
な
ら
な
い
。
即
ち
工
事
は
す
べ
て

請
負
で
あ
り
、
職
員
の
分
担
事
務
量
が
多
く

な
る
と
い
う
だ
け
で
あ
る
。

二
、
従
来
条
例
定
員
と
の
都
合
上
、
恒
久
的

事
務
で
あ
っ
て
も
雇
員
と
し
て
条
例
定
員
外

の
職
員
を
も
っ
て
あ
て
て
あ
り
、
条
例
定
員

を
免
れ
る
不
当
な
行
為
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
か
か
る
状
態
を
正
常
の
適
法
な
人
事
行

政
に
改
め
、
職
員
の
身
分
を
確
立
し
市
政
事

務
処
理
の
職
員
定
数
を
明
確
化
す
る
必
要
が

あ
る
。

△
那
覇
市
区
設
置
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
は

現
状
を
正
し
く
判
断
し
た
結
果
得
ら
れ
た
も

の
で
は
な
い
。
こ
の
条
例
提
案
理
由
に
あ
げ

ら
れ
た
理
由
は
那
覇
市
区
設
置
条
例
を
廃
止

す
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま

た
区
長
連
署
で
提
出
さ
れ
た
陳
情
書
は
各
区

民
の
意
見
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
多
く

の
市
民
が
区
長
制
を
設
け
る
こ
と
を
望
ん
で

い
る
。

公
共
の
福
祉
を
担
う
も
の
と
し
て
那
覇
市
区

設
置
条
例
を
制
定
さ
れ
る
よ
う
要
求
し
、
那

覇
市
区
設
置
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
を
再
議

に
付
す
る
。

○

こ
の
日
は
問
題
の
区
廃
止
の
条
例
、
職

員
定
数
条
例
が
市
長
か
ら
再
議
に
付
さ
れ
た

の
で
、
与
党
側
の
動
き
が
特
に
注
目
さ
れ
て

い
た
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
今
ま
で
欠
席
を

続
け
て
い
た
与
党
の
崎
山
議
員
が
姿
を
み
せ

た
の
で
、
野
党
で
は
一
瞬
”
ス
ワ
全
員
出
席
”

と
色
め
き
立
っ
た
が
崎
山
議
員
の
あ
と
に
続

く
与
党
議
員
は
な
く
、
単
な
る
”
選
手
交
替
”

と
わ
か
っ
て
が
っ
か
り
、
こ
の
た
め
か
定
刻

よ
り
一
時
間
お
く
れ
て
十
一
時
や
っ
と
議
会

が
開
か
れ
た
。

比
嘉
（
朝
）
議
員

議
案
の
処
理
を
急
ぎ
た

い
と
思
う
、
△
五
十
八
年
那
覇
市
歳
入
歳
出

予
算
△
同
那
覇
市
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
予
算
△
同
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
予
算
の
三
件
を
ま
と
め
て
合
同

委
員
会
で
審
議
し
た
い
。

三
件
を
一
括
し

て
審
議
す
る
こ
と
に
な
り
、
合
同
委
員
会
に

き
り
か
え
、
三
件
の
審
議
に
入
っ
た
。

那
覇
市
会
初
の
都
市
合
併
委
開

く
／
殆
ど
が
早
期
合
併
説
／

真
和
志
と
の
話
し
合
い
で
進

め
る
琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
10
・
８

那
覇
市
会
初
の
都
市
合
併
委
員
会
は
八
日
あ

さ
十
一
時
か
ら
那
覇
市
会
議
室
で
開
か
れ
た

が
、
真
和
志
市
と
の
合
併
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
対
し
て
は
全
員
の
意
見
が
一
致

し
、
早
期
合
併
を
は
か
る
と
い
う
基
本
線
に

も
と
づ
い
て
真
和
志
市
と
の
話
し
合
い
を
進

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

辺
野
喜
委
員
長

腹
案
は
も
っ
て
な
い

が
、
選
挙
後
初
の
委
員
会
で
も
あ
り
合
併
を

ス
ム
ー
ス
に
運
ぶ
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
、
考
え
て
い
き
た
い
。

仲
宗
根
委
員

合
併
は
今
に
は
じ
ま
っ
た

こ
と
で
は
な
い
か
ら
今
ま
で
の
経
過
を
中
心

に
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
。

高
良
（
清
）
委
員

委
員
長
か
ら
過
去
の

経
過
に
つ
い
て
説
明
し
て
も
ら
い
た
い
。

辺
野
喜

選
挙
前
の
合
併
が
問
題
と
な
っ

た
が
、
選
挙
前
に
無
理
し
て
ま
で
や
る
必
要

は
な
い
と
い
う
の
で
見
送
っ
た
。

高
良
（
清
）

選
挙
前
に
す
で
に
合
併
の

意
思
を
決
議
、
合
併
を
さ
け
る
よ
う
な
態
度

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

十
月

七
〇
三



を
と
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

喜
久
山
委
員

色
々
決
議
し
た
が
実
行
で

き
な
か
っ
た
。
今
度
こ
そ
市
民
の
声
に
従
い
、

全
会
一
致
で
早
期
合
併
決
議
せ
よ
。
議
論
の

余
地
は
な
い
と
思
う
。

宮
城
委
員

同
感
。
那
覇
市
会
が
ソ
ッ
ポ

を
向
い
て
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
は
な
ら

な
い
。
早
期
合
併
に
持
ち
込
む
べ
き
だ
。

喜
久
山

那
覇
と
真
和
志
は
形
態
で
は
す

で
に
一
体
と
な
っ
て
お
り
、
気
持
の
上
で
も

問
題
は
な
い
と
思
う
。

高
良
（
清
）

合
併
に
は
誰
も
反
対
し
な

い
が
、
事
務
的
な
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
に

す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
真
和
志

側
と
話
し
合
っ
た
上
で
具
体
的
な
と
り
決
め

を
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
一
方
的

に
決
め
て
も
し
よ
う
が
な
い
。

喜
久
山

真
和
志
は
那
覇
の
出
方
を
待
っ

て
い
る
と
思
う
。那
覇
が
動
き
出
す
こ
と
だ
。

辺
野
喜

真
和
志
と
し
て
は
一
応
慎
重
に

構
え
て
い
る
と
思
う
。
委
員
会
の
意
向
が
ま

と
ま
れ
ば
私
が
真
和
志
の
意
向
を
打
診
し
て

も
よ
い
。

喜
久
山

那
覇
が
動
く
の
を
待
っ
て
い

る
。
委
員
会
で
決
議
し
こ
れ
に
基
い
て
交
渉

し
た
方
が
よ
い
。

玉
那
覇

選
挙
前
と
今
で
は
事
情
も
ち
が

う
し
、
委
員
長
が
真
和
志
側
と
会
っ
て
み
た

ら
。

高
良
（
清
）

両
市
が
ま
と
ま
っ
て
も
す

ぐ
合
併
が
で
き
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
複

雑
な
事
務
的
手
続
が
残
さ
れ
る
と
思
う
。

喜
久
山

事
務
的
処
理
は
ど
の
位
の
期
間

が
か
か
る
の
か
。

辺
野
喜

三
カ
月
は
か
か
る
よ
う
だ
。

宮
城

や
る
と
い
う
意
思
を
は
っ
き
り
さ

せ
れ
ば
、
事
務
的
処
理
は
自
然
に
で
き
て
い

く
。
意
思
を
決
定
す
る
の
が
先
決
だ
。

玉
那
覇

方
法
は
対
等
合
併
か
。

喜
久
山

方
法
は
あ
と
で
も
よ
い
、
合
併

と
い
う
意
思
を
は
っ
き
り
さ
せ
れ
ば
よ
い
。

高
良
（
清
）

真
和
志
に
対
し
こ
ち
ら
か

ら
呼
び
か
け
る
必
要
は
な
い
か
。

喜
久
山

委
員
会
の
意
思
を
は
っ
き
り
さ

せ
た
方
が
や
り
や
す
い
。
真
和
志
は
那
覇
の

出
方
待
ち
で
あ
る
。
こ
ち
ら
が
受
身
だ
。

高
良
（
清
）
そ
う
で
は
な
い
、
今
ま
で
真

和
志
が
逃
げ
て
い
た
の
だ
。

辺
野
喜

真
和
志
側
と
話
し
合
っ
て
か
ら

そ
の
結
果
に
基
い
て
つ
ぎ
の
委
員
会
を
待
っ

た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。

喜
久
山

那
覇
の
意
向
を
は
っ
き
り
決
議

し
て
か
ら
が
よ
い
と
思
う
。

大
山
委
員

合
併
は
市
民
の
世
論
で
あ
り

議
論
の
余
地
が
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
真
和
志
は
積
極
的
に
は
那
覇
に
働
き
か

け
な
い
と
い
っ
て
い
る
の
で
、
那
覇
か
ら
積

極
的
に
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

辺
野
喜

相
手
が
あ
る
こ
と
だ
し
、
正
副

委
員
長
が
真
和
志
の
市
会
の
意
見
を
聞
い
て

や
っ
た
方
が
や
り
や
す
い
。

高
良
（
清
）
合
併
を
す
る
と
い
う
基
本
線

に
そ
っ
て
真
和
志
市
と
の
交
渉
を
進
め
た
方

が
よ
い
。

都
市
合
併
委
員
会
辺
野
喜
委
員
長
、
比
嘉
ゆ

う
直
副
委
員
長
が
九
日
あ
さ
十
時
真
和
志
市

会
正
副
議
長
を
訪
問
、
委
員
会
の
早
期
合
併

の
意
思
を
伝
え
、
真
和
志
側
の
意
向
を
打
診

し
た
上
で
今
会
期
中
に
真
和
志
市
と
の
合
併

実
現
を
決
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

社
大
党
、
民
主
を
痛
烈
に
批
判

／
都
市
合
併
を
訴
え
る
／
”
不

当
な
市
長
不
信
任
を
断
固
阻

止
”
琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
10
・
８

那
覇
、
真
和
志
両
市
の
合
併
促
進
に
対
す
る

世
論
の
盛
上
げ
を
狙
う
社
大
党
主
催
の

那

覇
、
真
和
志
合
併
促
進
演
説
会

は
、
七
日

夜
七
時
半
か
ら
那
覇
市
内
農
連
市
場
前
広
場

で
開
か
れ
た
。こ
の
日
聴
衆
約
千
数
百
人
余
、

山
城
善
光
氏
の
司
会
で
平
良
良
松

立
法
院

議
員
真
和
志
市

宮
里
栄
輝

同

浦
崎
康

華

那
覇
市
議

兼
次
佐
一

同

氏
と
同

党
委
員
長
安
里
積
千
代
氏
が
演
壇
に
た
ち

那
覇
、
真
和
志
市
の
早
期
合
併
の
実
現

を
訴
え
た
。

平
良
氏
は
、
失
業
保
険
法
案
の
可
決
、
原

水
爆
基
地
反
対
決
議
な
ど
に
ふ
れ
て
立
法

院
定
例
会
の
議
会
報
告
を
行
っ
た
あ
と

民
主
党
は
社
大
、
人
民
両
党
の
批
判
に

乗
り
出
し
て
い
る
が
社
大
党
は
八
日
中
執

委
を
開
き
、
反
撃
態
勢
を
整
え
る

と
そ

の
態
度
を
明
ら
か
に
し
た
。

次
い
で
宮
里
、
安
里
氏
も
民
主
党
批
判
を

行
っ
た
が
、
琉
球
政
治
の
現
況
を

ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
式
無
限
軌
道
の
政
治

と
評
し
た

安
里
氏
は
、
土
地
問
題
に
言
及
し
て

立
法

院
に
は
ア
メ
リ
カ
に
協
力
し
隷
属
す
る
と
い

わ
れ
る
民
主
党
が
絶
対
多
数
を
占
め
て
い

る
。
民
主
主
義
の
ル
ー
ル
か
ら
い
え
ば
、
そ

の
数
は
住
民
意
思
で
あ
る
と
い
う
が
、
そ
の

数
の
中
に
、
住
民
意
思
が
本
当
に
現
わ
れ
て

い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
金
で
つ
ら
れ
ゆ
が

め
ら
れ
た
も
の
が
民
主
党
に
現
わ
れ
て
お

り
、
民
主
党
が
住
民
の
意
思
を
代
表
す
る
と

思
う
こ
と
は
間
違
っ
て
い
る
。土
地
問
題
も
、

民
主
党
が
も
う
一
寸
し
っ
か
り
し
て
い
た
な

ら
ば
一
括
払
い
は
阻
止
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

民
主
党
が
骨
抜
き
に
な
り
、あ
あ
で
も
な
い
、

こ
う
で
も
な
い
と
い
っ
て
島
ぐ
る
み
の
態
勢

を
崩
し
た
の
で
あ
る
。

と
痛
烈
に
民
主
党

を
批
判
し
た
。
各
弁
士
の
演
説
要
旨
次
の
通

り
。平
良
良
松
氏

民
連
側
も
再
建
同
盟
側
も

都
市
合
併
を
打
出
し
て
い
な
が
ら
瀬
長
市
長
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を
や
め
さ
せ
る
、
や
め
さ
せ
な
い
に
こ
だ

わ
っ
て
い
る
。
那
覇
市
政
が
混
乱
、
腐
敗
し

て
い
る
要
素
の
中
に
は
、
住
民
の
意
に
反
し

て
、
自
分
達
の
利
益
の
た
め
を
考
え
る
と
い

う
不
純
な
も
の
が
あ
る
。
那
覇
、
真
和
志
の

合
併
問
題
は
、
検
討
さ
れ
る
時
期
に
き
て
い

る
。
兄
弟
が
け
ん
か
す
る
こ
と
を
止
め
て
、

も
っ
と
建
設
的
な
方
面
に
努
力
す
べ
き
で
あ

る
。浦
崎
康
華
氏

那
覇
、
真
和
志
は
ど
う
し

て
も
合
併
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
経
済
的

利
益
や
理
論
で
は
割
切
れ
な
い
市
民
感
情
で

も
あ
る
。
現
在
の
那
覇
市
の
地
域
一
部
は
、

い
ま
で
も
真
和
志
の
地
番
に
な
っ
て
お
り
、

こ
の
た
め
市
当
局
は
諸
種
の
事
務
処
理
に
困

惑
し
て
い
る
。
那
覇
市
会
は
市
長
不
信
任
問

題
に
深
く
足
を
つ
っ
込
む
こ
と
を
避
け
て
転

換
を
図
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
わ
れ
ら
は
再
建
同

盟
側
に

市
長
不
信
任
を
思
い
と
ど
ま
っ
て
、

市
民
の
福
利
増
進
に
努
力
す
る
よ
う

申
入

れ
た
が
、相
手
が
こ
れ
を
蹴
っ
て
い
る
の
で
、

わ
れ
ら
と
し
て
は
欠
席
戦
術
を
と
ら
ざ
る
を

得
な
い
立
場
に
あ
る
。
那
覇
、
真
和
志
の
合

併
は
、
対
等
、
編
入
い
ず
れ
で
も
結
構
で
あ

り
、
市
民
が
納
得
の
い
く
方
法
で
合
併
を
実

現
さ
せ
た
い
と
思
う
。
市
民
は
那
覇
市
会
の

合
併
特
別
委
に

時
期
尚
早

と
い
う
結
論

を
出
さ
せ
な
い
よ
う
監
視
し
て
貰
い
た
い
。

宮
里
栄
輝
氏

戦
後
、
軍
用
地
に
土
地
を

接
収
さ
れ
た
人
々
が
都
市
に
集
ま
る
一
方
、

基
地
経
済
に
よ
る
産
業
構
造
の
変
貌
が
、
人

口
の
都
市
集
中
の
一
因
に
な
っ
て
い
る
。
都

市
政
策
は
政
治
上
の
大
問
題
で
あ
り
、
単
な

る
一
自
治
体
の
問
題
で
は
な
い
。
合
併
問
題

は
市
民
の
福
祉
の
点
か
ら
真
剣
に
考
慮
さ
れ

る
べ
き
問
題
で
あ
る
が
、
先
の
真
和
志
を
除

く
合
併
は
、一
部
野
心
家
の
野
望
を
満
た
し
、

そ
の
勢
力
扶
植
の
た
め
に
行
わ
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
ド
ー
ナ
ツ
合
併
は

珍
無
類
で
あ
り
、
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。

こ
の
た
め
社
大
党
は
こ
れ
に
は
筋
が
通
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
反
対
し
た
の
で
あ
る
。
那

覇
市
政
は
行
詰
っ
て
い
る
感
で
あ
る
。
那
覇

市
だ
け
で
那
覇
の
復
興
が
で
き
る
か
ど
う
か

疑
問
で
あ
り
、
そ
の
復
興
は
琉
球
政
府
と
施

政
権
者
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
力
で
当
然
な
す

べ
き
も
の
で
あ
る
。
那
覇
、
真
和
志
は
一
日

も
早
く
合
併
す
べ
き
で
あ
り
、
那
覇
が
真
和

志
側
の
申
入
れ
を
虚
心
坦
懐
に
取
上
げ
る
こ

と
を
念
願
す
る
。

兼
次
佐
一
氏

瀬
長
市
長
は
、
自
己
財
源

に
よ
っ
て
、
遅
く
は
な
る
が
十
分
に
那
覇
市

の
復
興
が
で
き
る
と
断
言
し
て
い
る
。
そ
れ

は
市
町
村
の
在
り
方
か
ら
す
れ
ば
、
本
当
の

姿
で
あ
る
。
依
存
財
源
で
事
業
を
行
う
こ
と

は
、
結
局
は
市
民
が
負
債
を
負
わ
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
那
覇
、
真
和
志
の
合
併
を
望
む

世
論
は
、
熟
し
て
お
り
、
時
期
は
遅
き
に
失

す
る
。
合
併
し
た
場
合
、
自
ら
の
勢
力
が
殺

が
れ
る
と
い
う
理
由
で
、
合
併
を
い
や
だ
と

い
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
両
都
市
は
無
条

件
に
合
併
す
べ
き
で
あ
る
。
那
覇
市
会
は
市

長
不
信
任
派
と
信
任
派
に
分
れ
て
争
い
、
合

併
を
忘
れ
て
い
る
と
評
す
る
向
き
も
い
る

が
、
わ
れ
ら
は
市
長
信
任
を
公
約
に
し
て
選

ば
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
不
当
な
市
長
不

信
任
を
阻
止
す
る
た
め
、
法
律
で
許
さ
れ
た

範
囲
内
で
闘
う
こ
と
は
、
忠
実
な
公
僕
と
し

て
当
然
で
あ
る
。
市
長
不
信
任
の
問
題
と
両

市
の
合
併
と
は
、自
ら
別
個
の
問
題
で
あ
り
、

大
乗
的
見
地
に
た
っ
て
、
雅
量
を
も
っ
て
住

民
福
祉
の
た
め
に
両
市
の
合
併
実
現
に
精
魂

を
傾
け
て
努
力
し
た
い
。

安
里
委
員
長

地
域
性
、
市
民
感
情
な
ど

の
点
か
ら
も
、
真
和
志
と
那
覇
は
合
併
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
第
一
の
地
域
で
あ
る
。
い

ま
の
ド
ー
ナ
ツ
合
併
は
一
部
の
人
の
地
位
保

存
な
ど
か
ら
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
那
覇
と

真
和
志
の
合
併
が
で
き
な
い
と
い
う
中
に
、

沖
縄
の
政
治
の
縮
図
が
あ
る
。

那
覇
市
会
が
混
乱
し
て
い
る
の
は
、
無
理
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
軌
道
に
乗
る
民
主
政

治
の
ル
ー
ル
に
従
い
、
為
政
者
が
虚
心
坦
懐

に
政
治
す
れ
ば
、
か
か
る
”
つ
っ
か
か
り
”

は
な
く
な
る
。
沖
縄
の
政
治
は
無
限
軌
道
を

も
つ
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
式
政
治
で
あ
り
、那
覇
、

真
和
志
の
合
併
が
で
き
な
い
の
も
こ
の
証
拠

で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
瀬
長
那
覇
市
長
が
一
度

び
市
民
か
ら
選
ば
れ
た
以
上
、
瀬
長
市
長
に

や
ら
せ
な
い
と
い
う
の
は
、
民
主
主
義
の

ル
ー
ル
を
破
壊
す
る
も
の
で
あ
る
。
那
覇
、

真
和
志
の
合
併
に
つ
い
て
も
為
政
者
は
ご
都

合
主
義
の
自
己
中
心
の
考
え
を
捨
て
て
、
解

決
す
べ
き
で
あ
り
、
那
覇
、
真
和
志
の
合
併

は
誰
の
干
渉
も
う
け
ず
わ
れ
ら
の
自
主
的
精

神
と
能
力
で
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

き
ょ
う
真
和
志
を
打
診
／
那
覇

市
会
合
併
委
員
会
が

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
10
・
９

八
日
開
か
れ
た
那
覇
市
会
都
市
合
併
委
員
会

は
行
詰
り
状
態
に
あ
る
市
会
問
題
の
解
決
策

に
な
る
か
も
知
れ
な
い
き
ざ
し
を
見
せ
、
那

覇
市
会
都
市
合
併
委
員
会
が
早
期
合
併
の
線

を
打
出
し
、
き
ょ
う
あ
さ
十
時
辺
野
喜
委
員

長
、
比
嘉

ゆ
う

副
委
員
長
が
真
和
志
市

会
正
副
議
長
を
訪
問
、
真
和
志
側
の
合
併
問

題
に
対
す
る
意
向
を
打
診
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
瀬
長
那
覇
市
長
不
信
任
案
を
め

ぐ
り
、
那
覇
市
会
が
こ
う
着
状
態
に
お
ち

入
っ
て
い
る
と
き
だ
け
に
、
こ
の
合
併
へ
の

動
き
は
大
き
な
関
心
を
持
た
れ
て
い
る
。

合
併
問
題
に
つ
い
て
は
、野
党
側
で
は
当
初
、

瀬
長
市
長
不
信
任
案
を
成
立
さ
せ
て
か
ら
こ

の
問
題
は
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る

不
信
任
強
行
派
に
引
き
ず
ら
れ
、
自
治
法
の
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改
正
な
ど
一
連
の
瀬
長
追
い
出
し
戦
術
を

と
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
の
戦
術
の

す
べ
て
が
行
詰
っ
た
格
好
と
な
っ
た
現
在
、

真
和
志
市
と
の
合
併
と
い
う
新
し
い
手
を
打

つ
べ
き
だ
と
の
意
見
が
野
党
内
で
も
多
数
を

占
め
る
よ
う
に
な
り
、
今
度
の
合
併
委
の
開

催
と
な
っ
た
も
の
だ
が
、
対
等
合
併
か
吸
収

合
併
か
に
つ
い
て
は
野
党
側
の
意
見
が
ま
だ

ま
と
ま
ら
ず
、
こ
の
点
き
ょ
う
の
真
和
志
市

側
と
の
話
し
合
い
で
相
当
突
込
ん
だ
質
疑
が

交
わ
さ
れ
、
は
っ
き
り
し
た
合
併
の
方
法
が

打
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
て

い
る
。

一
方
与
党
側
で
も
△
瀬
長
市
長
擁
護
の
立
場

か
ら
止
む
を
得
ず
欠
席
戦
術
を
と
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
消
極
的
な
戦
術
で
あ

り
、
で
き
る
な
ら
議
会
に
出
席
し
て
堂
々
と

野
党
と
相
対
し
た
い

と
い
う
意
向
を
も
っ

て
お
り
、
こ
の
与
野
党
の
対
立
の
唯
一
の
解

決
策
と
し
て
合
併
問
題
を
相
当
重
要
視
し
、

こ
れ
が
フ
ェ
ア
な
合
併
の
し
か
た
で
あ
れ
ば

全
面
的
に
賛
成
す
る
と
い
う
意
向
を
見
せ
て

い
る
。

ま
た
真
和
志
市
と
し
て
も
こ
ん
ど
が
合
併
へ

の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
政
府
に
働
き
か
け
る
な
ど

積
極
的
な
動
き
を
見
せ
て
お
り
、
き
ょ
う
の

話
し
合
い
の
結
果
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
長
年

の
懸
案
だ
っ
た
合
併
問
題
も
一
気
に
片
付
く

場
合
も
予
想
さ
れ
て
い
る
。

都
市
合
併
／
両
市
の
話
合
い
纏

ま
る
／
問
題
は
方
法
と
時
期

／
真
和
志
側
、
合
併
に
異
議

な
し
琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
10
・
９

那
覇
市
、
真
和
志
市
の
合
併
問
題
に
つ
い
て

の
那
覇
市
会
都
市
合
併
委
員
会
辺
野
喜
委
員

長
、
比
嘉

ゆ
う

副
議
長
と
真
和
志
市
会

森
田
議
長
、
金
城
副
議
長
の
四
者
会
談
が
け

さ
十
一
時
す
ぎ
真
和
志
市
長
室
で
開
か
れ
た

が
、
友
好
的
な
空
気
の
う
ち
に
会
談
は
進
め

ら
れ
、
早
期
合
併
の
線
で
四
者
の
意
見
が
一

致
、
懸
案
の
合
併
問
題
に
明
か
る
い
見
通
し

を
得
た
。
こ
の
会
談
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ

と
は
△
真
和
志
市
側
と
し
て
は
合
併
に
異
議

を
唱
え
る
も
の
は
な
く
、
那
覇
市
の
態
度
決

定
を
待
つ
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
△
那
覇
市
と

し
て
も
合
併
を
早
期
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
点
で
全
員
の
意
見
が
ま
と
ま
っ

て
お
り
、
残
さ
れ
た
問
題
は
合
併
の
方
法
と

時
期
に
つ
い
て
の
細
か
い
打
合
わ
せ
で
あ
る

の
二
つ
で
、
那
覇
市
側
で
は
あ
す
十
日
議
会

終
了
後
野
党
全
員
の
意
向
を
ま
と
め
た
上
で

更
に
真
和
志
市
側
と
話
し
合
う
こ
と
に
な
っ

た
。
会
談
で
の
主
な
発
言
つ
ぎ
の
と
お
り
。

辺
野
喜

我
々
と
し
て
は
瀬
長
市
長
不
信

任
案
と
合
併
問
題
を
切
り
離
し
て
考
え
て
い

き
た
い
と
思
う
。
不
信
任
が
で
き
な
い
か
ら

合
併
す
る
と
い
う
の
で
は
筋
も
通
ら
な
い

し
、
実
現
も
難
し
い
と
思
う
。

森
田

真
和
志
市
と
し
て
も
現
在
の
那
覇

市
の
混
乱
状
態
に
引
き
込
ま
れ
る
の
は
迷
惑

で
、
な
る
べ
く
す
っ
き
り
し
た
形
で
の
合
併

に
持
っ
て
い
き
た
い
。
と
に
か
く
真
和
志
側

は
合
併
の
実
現
と
い
う
点
で
は
全
部
の
意
見

が
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
那
覇
市
側
が
合
併
を

今
会
期
中
に
や
る
の
か
、
不
信
任
案
を
通
し

て
か
ら
や
る
の
か
、
そ
れ
と
も
議
員
の
任
期

中
に
や
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
い
る
の
か
、
そ

の
辺
が
知
り
た
い
と
思
う
。

辺
野
喜

合
併
委
と
し
て
は
早
期
に
合
併

を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
方
向

に
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
上
は
時
期
、
方

法
に
つ
い
て
議
会
全
体
の
意
向
を
確
め
、
合

併
の
具
体
的
な
面
ま
で
真
和
志
市
側
と
話
し

合
い
た
い
。

森
田

那
覇
市
会
の
意
向
を
は
っ
き
り
し

て
も
ら
い
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
一
気
に
合
併

実
現
へ
持
っ
て
い
き
た
い
。

辺
野
喜

早
期
合
併
に
は
こ
ち
ら
も
賛
成

だ
。
殆
ど
が
合
併
を
公
約
し
て
い
る
こ
と
だ

し
、今
度
は
必
ず
合
併
が
実
現
す
る
と
思
う
。

会
談
後
、
四
者
合
同
で
記
者
会
見
を
受
け

つ
ぎ
の
よ
う
な
一
問
一
答
を
交
わ
し
た
。

合
併
の
方
法

例
え
ば
吸
収
合
併
と
対

等
合
併

に
つ
い
て
は
ど
う
思
う
か
。

森
田

現
在
の
那
覇
市
政
の
混
乱
に
ま
き
込

ま
れ
た
く
な
い
の
で
、
現
状
の
ま
ま
で
は
対

等
合
併
以
外
は
あ
り
得
な
い
と
思
う
。
混
乱

が
納
ま
っ
た
ら
別
だ
が
。

辺
野
喜

那
覇
市
側
と
し
て
は
両
市
の
あ
ら

ゆ
る
点
を
総
合
し
て
考
え
た
場
合
、
対
等
合

併
と
い
う
の
は
一
寸
無
理
で
は
な
い
か
と
思

う
。
合
併
の
時
期
に
つ
い
て
は
。

森
田

真
和
志
市
と
し
て
は
議
会
二
名
市
当

局
三
名
に
よ
る
合
併
準
備
委
員
会
を
す
で
に

結
成
し
て
お
り
、
い
つ
で
も
合
併
に
応
ず
る

体
勢
を
と
と
の
え
て
い
る
。

辺
野
喜

合
併
の
方
法
が
は
っ
き
り
せ
ん
こ

と
に
は
ど
う
と
も
い
え
な
い
が
、
と
に
か
く

早
期
に
合
併
が
行
わ
れ
る
の
は
信
じ
て
よ
い

と
思
う
。

モ
弁
務
官
命
令
13
号
公
布
／
土

地
裁
判
所
を
設
立
／
訴
願
の

範
囲
大
幅
に
拡
大

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
10
・
10

モ
ー
ア
高
等
弁
務
官
は
四
日
付
で
一
般
命
令

第
十
三
号
を
発
し
、
琉
球
列
島
米
国
民
政
府

土
地
裁
判
所
の
設
立
を
次
の
通
り
命
令
し

た
。
こ
れ
で
、
こ
れ
ま
で
軍
用
地
関
係
の
訴

願
を
審
理
し
て
い
た
米
国
土
地
収
用
委
員
会

は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
い
よ
い
よ
同

裁
が
布
令
百
六
十
四
号

米
国
土
地
収
用
令

に
基
き
軍
用
地
主
の
訴
願
を
実
質
的
に
審
理

す
る
運
び
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
一
般
命
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令
の
要
旨
次
の
通
り
。

米
国
民
政
府
は
民
政
府
布
令
第
百
六
十
四
号

に
基
き
こ
こ
に
琉
球
列
島
民
政
府
土
地
裁
判

所
を
設
立
す
る
。

一
、
民
政
府
土
地
裁
判
所
の
使
命
は
米
国
土

地
収
用
委
員
会
に
係
属
し
て
い
て
同
委
員
会

が
廃
止
前
に
お
い
て
ま
だ
処
理
さ
れ
な
い
す

べ
て
の
事
件

Ｂ

民
政
府
布
令
第
百
六
十

四
号
お
よ
び
米
国
土
地
収
用
に
関
係
あ
る
法

令
の
解
釈
お
よ
び
施
行
に
つ
い
て
お
こ
る
す

べ
て
の
紛
争
事
件
、
こ
れ
は
米
国
に
よ
っ
て

収
用
さ
れ
た
財
産
権
の
意
味
お
よ
び
範
囲
に

基
く
争
点
も
含
ま
れ
る
。

Ｃ

布
令
百
六

十
四
号
の
規
定
に
よ
る
補
償
の
支
払
い
を
目

的
と
す
る
物
権
又
は
賃
借
権
の
確
認
に
関
す

る
疑
問
点
、

Ｄ

収
用
手
続
の
適
否
に
関

す
る
疑
問
点
、

Ｅ

収
用
宣
告
に
よ
る
ま

た
は
土
地
収
用
法
の
正
当
な
手
続
に
お
い
て

一
般
に
認
め
ら
れ
た
原
則
如
何
に
か
か
わ
ら

ず
補
償
の
程
度
に
関
す
る
実
際
上
の
且
つ
法

律
上
の
争
点
を
な
す
す
べ
て
の
争
点
に
つ
い

て
、

Ｆ

上
記
の
事
項
の
法
定
に
関
す
る

ま
た
は
裁
判
所
に
よ
る
処
置
を
完
遂
し
、
も

し
く
は
裁
判
所
の
判
決
お
よ
び
命
令
を
執
行

す
る
た
め
に
必
要
な
す
べ
て
の
事
項
お
よ
び

争
点
、
な
ど
に
つ
い
て
審
理
す
る
わ
け
で
あ

る
。
し
か
し
前
記

Ｅ

の
事
項
で
米
軍
請

求
手
続
に
よ
る
解
決
が
よ
り
妥
当
で
あ
る
場

合
は
同
手
続
の
下
で
決
定
さ
れ
る
。
な
お
こ

の
命
令
の
規
定
は
裁
判
所
に
接
収
地
の
政
府

使
用
の
理
非
に
つ
い
て
審
理
す
る
権
限
を
与

え
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
、
同
裁
判
所
の
機
能
は
、
適
当
な
証
言
及

び
証
拠
を
と
り
、
証
人
帳
簿
記
録
及
び
書
類

を
徴
し
、
そ
の
他
司
法
機
関
や
記
録
裁
判
所

と
し
て
の
職
権
を
行
う
。
ま
た
同
裁
判
所
は

秩
序
あ
る
公
正
な
運
営
を
行
う
た
め
に
必
要

と
思
わ
れ
る
手
続
及
び
運
営
上
の
規
則
を
採

用
し
、
こ
の
規
則
を
す
べ
て
の
利
害
関
係
者

に
周
知
徹
底
す
る
。
ま
た
公
表
を
必
要
と
す

る
保
存
書
類
及
び
記
録
、
永
久
保
存
の
審
理

記
録
を
保
存
、
そ
の
職
務
執
行
上
必
要
な
便

宜
が
与
え
ら
れ
る
。

不
明
墓
地
と
拝
所
は
市
町
村
管

理
に
／
土
地
所
有
権
布
令
を

改
正
琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
10
・
10

布
告
十
六
号

土
地
所
有
権

を
改
正
す
る

高
等
弁
務
官
布
告
第
三
号
を
公
布
、
所
有
者

不
明
墓
地
の
管
理
を
各
市
町
村
に
行
わ
せ
る

こ
と
に
し
た
。

十
月
七
日
付
で
モ
ー
ア
高
等
弁
務
官
は
こ
れ

は
布
告
第
十
六
号
で
所
有
者
不
明
の
土
地
は

琉
球
政
府
が
そ
の
管
理
を
引
受
け
ま
た
は
琉

球
政
府
に
移
管
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定

さ
れ
て
い
る
が
所
有
者
不
明
の
墓
地
、
拝
所

用
地
な
ど
は
布
告
公
布
前
す
で
に
民
政
府
書

簡
で
市
町
村
が
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
ま
た
法
手
続
上
も
政
府
よ
り
か
市
町
村

役
所
の
方
が
便
利
で
あ
る
の
で
布
告
の
改
正

を
政
府
が
要
望
し
て
あ
っ
た
も
の
。

那
覇
市
会
／
瀬
長
市
政
の
徹
底

的
監
査
／
資
料
提
出
拒
否
に

野
党
怒
る

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
10
・
10

那
覇
市
会
は
十
日
あ
さ
十
一
時
か
ら
再
開
さ

れ
た
。
こ
の
日
の
欠
席
議
員
は
久
高
、
瀬
名

波
議
員
を
除
く
与
党
十
議
員
、
野
党
渡
口
政

行
議
員
の
計
十
二
名
。

行
政
監
査
委
か
ら
要
求
の
あ
っ
た
資
料
が
市

当
局
か
ら
送
付
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
、
五
八

年
度
歳
入
歳
出
予
算
を
議
案
と
し
て
追
加
し

た
あ
と
、
都
市
合
併
委
辺
野
喜
委
員
長
か
ら

委
員
会
の
審
査
報
告
が
あ
っ
た
。

辺
野
喜

八
日
に
委
員
会
を
開
催
、
合
併

問
題
を
協
議
し
た
と
こ
ろ
、
地
理
的
、
教
育

的
そ
の
他
の
見
地
か
ら
真
和
志
市
と
の
合
併

は
論
議
の
余
地
の
な
い
ほ
ど
急
務
で
あ
る
と

の
意
見
に
ま
と
ま
っ
た
。
結
論
と
し
て
早
期

合
併
の
基
本
線
の
下
で
一
応
真
和
志
市
側
と

交
渉
、
事
務
的
手
続
き
そ
の
他
を
調
査
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
議
会
と
し
て
も
こ
の
問
題

を
と
り
上
げ
議
決
し
て
貰
い
た
い
。

こ
の

問
題
に
つ
い
て
は
議
会
休
会
中
合
併
委
で
継

続
審
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

合
同
委
員
会
に
切
り
替
え
、
五
八
年
度
予

算
案
の
質
疑
に
入
る
。

宮
里
議
員

台
風
フ
ェ
イ
で
奥
武
山
の
仮

納
骨
堂
が
相
当
損
害
を
受
け
て
い
る
が
、
本

格
的
な
納
骨
堂
は
い
つ
完
成
す
る
か
。

建
設
部
長

仮
納
骨
堂
の
被
害
は
応
急
措

置
と
し
て
テ
ン
ト
を
屋
根
に
の
せ
て
雨
も
り

を
防
い
で
い
る
。
納
骨
堂
は
今
月
中
に
完
成

す
る
。
仲
宗
根
議
員

資
料
を
市
当
局
に
要
求
し

た
が
資
料
が
不
備
で
臨
時
用
員
の
住
所
が
な

い
。
そ
の
他
に
も
記
載
洩
れ
が
あ
る
。
話
に

よ
る
と
議
会
の
要
求
に
対
し
て
提
出
を
拒
否

す
る
よ
う
な
空
気
が
あ
る
。
我
々
は
資
料
に

基
い
て
慎
重
に
審
議
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

完
全
な
資
料
は
出
せ
な
い
の
か
。
出
せ
な
い

理
由
は
、

総
務
部
長

住
所
を
と
っ
て
あ
る
の
は
市

長
が
予
算
の
審
議
に
は
住
所
は
い
ら
な
い
と

い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

大
山
議
員

瀬
長
市
長
に
な
っ
て
か
ら
百

九
名
の
新
規
採
用
が
あ
っ
た
中
、
競
争
試
験

を
受
け
た
の
は
十
四
名
し
か
い
な
い
。
こ
れ

で
は
人
事
に
対
し
て
不
正
が
あ
っ
た
と
疑
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
資
料
の
提
出
を
拒
否
し
た

以
上
は
行
政
監
査
委
員
会
で
資
料
そ
の
他
一

般
行
政
の
監
査
を
し
て
い
き
た
い
。

大
山
議
員
の
動
議
が
成
立
、
三
日
間
休
会
し

て
き
ょ
う
午
後
一
時
か
ら
行
政
監
査
委
が
市
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政
全
般
の
監
査
に
当
る
こ
と
に
な
っ
た
。

大
山
行
監
委
長
の
話

議
会
の
議
決
に
基

い
て
要
求
し
た
こ
と
を
拒
否
す
る
こ
と
は
自

治
法
違
反
で
、
資
料
を
提
出
で
き
な
い
の
は

何
か
不
正
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
う
。
市
政
全

般
に
監
査
の
手
を
の
ば
し
て
徹
底
的
に
追
及

し
て
い
く
つ
も
り
だ
。

瀬
長
市
長
労
基
法
違
反
？
／
市

会
行
監
委
が
調
査
に
乗
り
出

す琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
10
・
12

那
覇
市
会
行
政
監
査
委
員
会

委
員
長
大
山

盛
幸
氏

で
は
十
一
日
朝
か
ら
市
当
局
か
ら

提
出
さ
れ
た
資
料
に
基
い
て
行
政
監
査
を

行
っ
た
が
、
退
職
者
の
積
立
年
次
休
暇
の
買

上
げ
を
行
っ
て
な
い
こ
と
が
判
明
、
労
基
法

違
反
の
疑
い
が
濃
く
な
っ
た
。

労
働
基
準
法
第
四
十
条
に
”
労
働
者
が
退
職

す
る
場
合
に
お
い
て
、
使
用
者
は
退
職
後
三

十
日
以
内
に
そ
の
労
働
者
の
積
立
年
次
休
暇

に
対
し
支
払
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
”
と

あ
る
が
、
行
監
委
の
調
査
に
よ
る
と
瀬
長
市

長
就
任
後
六
十
一
名
の
退
職
者
が
出
、
そ
の

積
立
年
次
休
暇
は
二
十
万
八
千
七
百
八
十
四

円
に
達
し
て
い
る
が
、
現
在
ま
で
一
人
も
支

払
わ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
。
行
監
委
で
は

こ
の
事
実
を
議
会
に
報
告
、
労
基
法
違
反
と

し
て
市
当
局
を
追
及
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
労
基
法
に
は
積
立
年
次
休
暇
を
退
職

後
三
十
日
以
内
に
支
払
わ
な
い
場
合
、
六
カ

月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
二
千
円
以
下
の
罰
金

に
処
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
成
行
き
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。

大
山
委
員
長
の
話

瀬
長
市
長
は
労
基
法
の

生
み
の
親
だ
と
い
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
自

ら
こ
れ
を
踏
み
に
じ
る
よ
う
な
行
為
を
し
て

い
る
。
な
ぜ
支
払
わ
な
い
か
と
い
っ
た
ら
予

算
が
な
い
か
ら
と
市
当
局
は
い
っ
て
い
る

が
、
当
然
支
払
う
べ
き
も
の
だ
か
ら
五
八
年

度
予
算
に
計
上
す
べ
き
だ
が
計
上
し
て
な

い
。
議
会
に
報
告
し
て
当
局
の
誠
意
の
な
さ

を
追
及
し
て
い
く
つ
も
り
だ
。

自
治
法
改
正
を
再
要
請
／
再
建

同
盟
、
全
琉
組
織
へ
／
き
の

う
各
団
体
と
市
政
懇
談
会

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
10
・
13

市
長
不
信
任
案
を
め
ぐ
る
那
覇
市
会
は
与
党

側
が
欠
席
戦
術
を
と
っ
て
い
る
た
め
、
こ
う

着
状
態
に
落
ち
こ
ん
で
い
る
が
、
再
建
同
盟

本
部
で
は
、
十
二
日
ひ
る
二
時
か
ら
岸
本
ビ

ル
三
階
ホ
ー
ル
に
各
種
団
体
、
市
民
代
表
な

ど
約
二
百
名
を
集
め
、
市
政
再
建
懇
談
会
を

開
き
、
当
面
の
打
開
策
に
つ
い
て
意
見
を
き

い
た
。

そ
の
結
果
、
与
党
が
不
信
任
案
に
対
し
て
欠

席
戦
術
を
と
る
限
り
、
十
七
名
の
同
盟
派
議

員
で
は
、
市
長
を
辞
め
さ
せ
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
、
再
び
立
法
院
に
自
治
法
の
改
正

を
要
請
、
不
信
任
を
完
遂
す
べ
き
で
あ
る
と

い
う
結
論
に
達
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
立
法
院

で
は
、
先
き
に
こ
の
改
正
案
を
却
下
し
た
こ

と
か
ら
、
再
建
同
盟
の
組
織
を
全
琉
的
な
も

の
に
し
て
、
立
法
院
に
働
き
か
け
る
こ
と
に

な
り
、
直
ち
に
そ
の
準
備
委
員
会
を
結
成
し

た
。懇
談
会
は
、
高
良
市
会
議
長
の
挨
拶
、
渡

口
副
議
長
、大
山
議
員
の
議
会
経
過
報
告
、

泉
同
盟
委
員
長
の
挨
拶
が
あ
っ
て
、
意
見

交
換
と
懇
談
に
入
っ
た
が
、
上
原
バ
ス
協

会
長
、
稲
嶺
海
外
協
会
長
、
小
波
津
組
社

長
、
仲
宗
根
源
和
氏
、
他
数
名
の
市
民
代

表
が
そ
れ
ぞ
れ
発
言
、
要
旨
次
の
よ
う
な

見
解
が
の
べ
ら
れ
た
。

瀬
長
市
長
が
就
任
し
て
か
ら
、
那
覇
市
の
建

設
は
遅
れ
て
き
た
。
そ
の
上
、
議
会
が
マ
ヒ

状
態
に
落
ち
こ
ん
で
い
る
た
め
、
市
民
の
受

け
る
不
利
益
は
大
き
い
。
混
乱
市
会
の
責
任

は
、
先
の
市
議
選
挙
の
結
果
、
市
民
の
不
信

任
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

瀬
長
市
長
が
そ
の
座
を
離
れ
な
い
か
ら
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
不
信
任
案
の
提
出
に
対
し
、

与
党
が
欠
席
戦
術
を
と
っ
て
出
席
し
な
い
こ

と
は
、
自
治
法
の
欠
陥
を
つ
い
た
も
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
を
規
定
す
る
も
の
は
現
行
の
自

治
法
に
は
な
い
。
法
に
不
備
な
点
が
あ
れ
ば

こ
れ
を
補
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
立
法
院

に
善
処
を
要
望
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

人
民
党
は
、
共
産
党
と
し
て
の
下
部
組
織
を

も
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
に
は

こ
れ
と
同
じ
組
織
を
も
っ
て
当
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
全
琉
的
な
組
織
に
拡
大
す

る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
同
盟
本
部
で
は
、
直
ち
に
全
琉

的
な
組
織
に
す
る
た
め
の
準
備
委
員
会
を
結

成
す
る
こ
と
に
な
り
、
泉
委
員
長
の
選
考
に

よ
っ
て
、
二
十
一
名
が
あ
げ
ら
れ
た
。

こ
れ
で
、
瀬
長
市
長
の
不
信
任
は
、
十
二
月

に
開
ら
か
れ
る
立
法
院
臨
時
議
会
に
再
び
自

治
法
の
改
正
を
要
請
、
議
会
か
ら
一
定
期
間

の
出
席
停
止
処
分
の
懲
罰
を
う
け
た
議
員
を

不
信
任
採
決
の
定
足
数
か
ら
除
外
し
、
十
七

名
の
野
党
議
員
だ
け
で
こ
れ
を
可
決
す
る
と

い
う
公
算
が
大
き
く
な
っ
て
お
り
、会
期
は
、

今
年
一
杯
延
長
さ
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
に

至
っ
た
。

準
備
委
員
は
次
の
通
り
。

瑞
慶
覧
長
仁
、
真
喜
屋
実
男
、
竹
野
光
子
、

仲
本
興
徳
、
仲
泊
良
夫
、
赤
嶺
慎
英
、
平
政

男
、
喜
舎
場
盛
一
、
新
垣
淑
徳
、
松
川
国
春
、

与
那
原
良
昭
、
松
川
久
仁
男
、
長
嶺
良
松
、

幸
喜
克
彰
、
東
江
誠
忠
、
泉
正
重
、
西
銘
順

治
、
崎
間
敏
勝
、
知
念
忠
太
郎
、
上
間
長
和
、

宇
良
宗
徳
。
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総
評
の
援
助
資
材
届
く
／
那
覇

市
に
市
民
集
会
所

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
10
・
13

総
評
が
那
覇
市
へ
贈
っ
た
援
助
物
資
セ
メ
ン

ト
、
材
木
等
が
十
二
日
ひ
る
四
時
那
覇
入
港

の
東
光
丸
で
運
ば
れ
て
き
た
。
セ
メ
ン
ト
八

百
四
十
四
袋
、
レ
ン
ガ
六
十
箱
、
材
木
百
七

十
九
本
、
ベ
ニ
ア
板
十
二
箱
、
並
板
五
束
、

ガ
ラ
ス
七
箱
、
タ
イ
ル
三
十
一
束
、
鉄
筋
十

二
束
、
金
物
六
箱
、
パ
イ
プ
二
本
、
と
な
っ

て
い
る
。

こ
れ
は
、
総
評
そ
の
他
本
土
の
民
主
団
体

か
ら
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
那
覇
市

政
援
助
資
金

日
本
円
二
百
六
十
八
万
円

で
市
民
集
会
所
を
建
て
る
こ
と
に
な
り
、
組

立
て
資
材
を
送
っ
た
も
の
、市
民
集
会
所
は
、

平
屋
ブ
ロ
ッ
ク
建
、
五
十
坪
で
椅
子
席
百
五

十
を
含
め
て
収
容
人
員
は
二
百
名
。

那
覇
市
で
は
、
敷
地
が
決
り
次
第
着
工
す
る
。

那
覇
市
会
／
真
和
志
合
併
は
足

ぶ
み
／
野
党
ま
ず
市
長
不
信

任
か
ら

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
10
・
14

那
覇
市
会
と
真
和
志
市
会
と
の
話
し
合
い
に

よ
り
、
実
現
へ
大
き
く
第
一
歩
を
踏
み
だ
し

た
と
み
ら
れ
た
那
覇
市

真
和
志
市
の
合
併

問
題
は
、
那
覇
市
会
野
党
側
の
強
硬
派
が

合
併
問
題
は
瀬
長
市
長
不
信
任
を
達
成
し

て
か
ら
考
え
る
べ
き
だ

と
の
主
張
を
変
え

な
い
た
め
、
一
気
に
実
現
の
可
能
性
も
考
え

ら
れ
た
合
併
問
題
は
、
こ
こ
当
分
足
ぶ
み
状

態
を
く
り
返
す
も
よ
う
だ
。

那
覇
市
会
野
党
側
で
は
去
る
九
月
十
日
の
那

覇
市
会
開
会
後
、
瀬
長
市
長
不
信
任
の
達
成

に
必
死
と
な
り
、
自
治
法
改
正
な
ど
与
党
の

欠
席
戦
術
封
じ
込
め
に
あ
の
手
こ
の
手
の
術

策
を
と
っ
て
き
た
が
、
与
党
が
瀬
長
市
長
擁

護
の
た
め
徹
底
し
た
欠
席
戦
術
を
と
り
、
し

か
も
自
治
法
の
改
正
も
立
法
院
で
ソ
ッ
ポ
を

向
か
れ
た
た
め
、
野
党
側
の
瀬
長
市
長
追
い

出
し
策
は
完
全
に
行
詰
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ

の
行
詰
り
状
態
の
と
き
真
和
志
市
側
か
ら

こ
の
際
合
併
を
考
え
て
見
た
ら

と
の
働

き
か
け
が
あ
り
、
こ
れ
を
機
に
野
党
側
で
も

こ
の
問
題
を
真
剣
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
野
党
強
硬
派
は

合
併
を
す
る

な
ら
吸
収
合
併
で
あ
り
、
瀬
長
市
長
不
信
任

問
題
と
は
切
り
離
し
て
考
え
る
べ
き
だ

と

い
う
主
張
を
変
え
ず
、
こ
の
た
め
野
党
の
今

後
の
戦
法
と
し
て
は
▽
自
治
法
の
一
部
改
正

を
再
度
立
法
院
に
要
請
す
る
△
行
監
委
の
監

査
の
結
果
判
明
し
た
瀬
長
市
長
の
労
基
法
違

反

積
立
休
暇
の
未
払
い

に
よ
っ
て
瀬
長

市
長
の
失
格
を
待
つ
｜
な
ど
の
方
法
に
よ

り
、
瀬
長
市
長
問
題
を
片
付
け
て
か
ら
合
併

問
題
は
正
式
に
論
じ
合
お
う
と
い
う
意
見
が

強
く
懸
案
の
真
和
志
と
の
合
併
は
こ
れ
で
当

分
保
留
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
も
よ
う
で
あ

る
。那

覇
市
会
／
”
下
に
厚
く
は
な

い
”
／
行
政
監
査
委
が
突
込

む琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
10
・
14

那
覇
市
会
行
政
監
査
委
員
会
で
は
、
十
二
日

も
あ
さ
か
ら
行
政
監
査
を
行
っ
た
が
、
監
査

の
結
果
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
発
表
し

た
。
△
五
八
年
六
月
三
十
日
現
在
と
九
月
二
十
五

日
現
在
の
給
与
額
を
比
較
す
る
と
市
当
局
の

い
う
下
に
厚
く
上
に
う
す
く
と
い
う
こ
と
は

逆
で
あ
る
。
部
長
三
名
の
増
俸
平
均

千
五

百
五
十
円

課
長
級
三
名

二
百
八
十
七
円

主
事
十
四
名

二
百
九
十
二
円

主
事
補
四

十
四
名

二
百
二
十
四
円

書
記
百
六
名

百
五
十
七
円

技
手
二
十
名

百
四
十
五

円
五
十
銭

△
幹
部
級
の
俸
給
は
、
勤
務
年
数
の
古
参
者

よ
り
新
規
採
用

瀬
長
派
と
思
わ
れ
る

が

高
額
支
給
さ
れ
て
い
る
。

△
臨
時
用
員
が
百
七
名
も
お
り
、
中
に
は
五

三
年
に
採
用
さ
れ
た
者
も
い
る
が
、
競
争
試

験
の
原
則
を
無
視
し
、
外
部
か
ら
選
考
採
用

し
て
い
る
。
こ
の
事
実
に
対
し
て
任
命
権
者

で
あ
る
市
長
以
外
の
部
課
長
は
何
も
知
ら
ぬ

と
総
務
部
長
が
答
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
市

長
の
独
裁
政
治
で
あ
る
。

瀬
長
市
長
を
告
発
／
労
基
法
違

反
で
市
会
が

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
10
・
14

十
四
日
の
那
覇
市
会
は
、
十
八
名
が
出
席

与
党
宮
城
議
員
を
除
き
十
一
名
、
野
党
側

渡
口
政
行
議
員
欠
席

し
て
あ
さ
十
一
時
か

ら
開
会
さ
れ
、
行
政
監
査
委
員
会
の
人
事
問

題
に
関
す
る
審
査
報
告
が
行
わ
れ
た
が
、
野

党
側
は
、
採
用
に
不
公
正
が
あ
る
と
、
鋭
く

当
局
を
追
及
、
冒
頭
か
ら
荒
れ
、
つ
い
に
大

山
議
員
か
ら
瀬
長
市
長
を
労
基
法
違
反
の
疑

い
で
告
発
す
る
と
い
う
緊
急
動
議
が
出
さ

れ
、
こ
れ
を
可
決
し
た
。

大
山
委
員
長
報
告

再
三
に
わ
た
っ
て
要

求
し
た
資
料
は
、
再
議
に
付
さ
れ
て
い
る
職

員
定
数
条
例
と
も
関
係
す
る
も
の
だ
が
、
こ

れ
を
出
し
し
ぶ
る
こ
と
は
人
事
の
公
正
を
欠

く
う
ら
み
が
あ
り
委
員
会
で
調
査
の
結
果
、

退
職
者

六
十
一
名

に
対
す
る
有
給
年
次

休
暇
の
積
立
て
金
支
給
が
全
然
な
い
。
こ
れ

に
対
し
、総
務
部
長
は
退
職
し
た
部
課
長
は
、

こ
れ
ま
で
の
勤
務
時
間
勤
務
状
態
か
ら
労
基

法
に
規
定
さ
れ
る
被
使
用
者
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
、

予
算
計
上
を
控
え
て
検
討
中
で
あ
る
と
答
弁

し
て
い
る
。
本
委
員
会
で
は
、
こ
れ
を
被
使

用
者
と
み
て
、
早
急
に
支
給
す
る
よ
う
要
求
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し
た
。
な
お
、
一
般
職
員
の
採
用
昇
進
に
は
、

市
条
例
に
よ
る
競
争
試
験
が
な
く
選
考
や
、

抜
て
き
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

人
事
に
民
主
的
、
公
正
を
欠
く
も
の
が
十
分

う
か
が
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

宮
城
（
清
）

委
員
長
報
告
に
労
基
法
違

反
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
何
に

基
い
て
い
る
の
か
。

大
山

委
員
会
で
提
出
さ
れ
た
当
局
側
の

資
料
を
審
査
し
た
結
果
か
ら
で
て
い
る
。

渡
口
（
麗
）
こ
の
条
件
無
視
は
議
会
無
視

に
な
る
が
、
市
長
の
補
佐
役
で
あ
る
総
務
部

長
は
こ
れ
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
助
言
を

し
た
か
。

神
山
部
長

委
員
会
で
の
質
問
は
、
刑
事

被
告
の
様
な
扱
い
を
う
け
た
。
例
え
ば
、
年

次
休
暇
を
支
払
っ
て
な
い
の
は
労
基
法
違
反

で
は
な
い
か
即
答
せ
よ
と
詰
問
し
た
。
こ
れ

は
私
に
は
返
答
で
き
な
い
の
で
、
市
長
に
き

い
て
も
ら
い
た
い
と
答
え
た
が
、
市
長
に
き

い
て
い
な
い
。

渡
口
（
麗
）
部
長
は
労
基
法
違
反
に
つ
い

て
の
答
弁
は
で
き
な
い
と
い
っ
て
い
る
が
、

法
律
上
の
点
に
つ
い
て
は
総
務
部
長
の
見
解

が
の
べ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
が
で
き

な
け
れ
ば
、
市
長
の
補
佐
役
と
し
て
つ
と
ま

ら
な
い
。
補
佐
役
と
し
て
の
部
長
自
身
の
見

解
を
き
き
た
い
。

神
山
部
長

労
基
法
の
問
題
が
で
て
い
る

が
、
市
会
の
要
求
は
瀬
長
市
長
の
就
任
以
後

の
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
支
払
わ
な
い

と
い
う
も
の
で
は
な
い

質
問
は
、
労
基
法

違
反
か
ど
う
か
を
き
い
て
い
る
の
だ
。
と
ヤ

ジ
が
と
び
騒
然

違
反
に
は
な
ら
な
い
と
思

う
。仲
宗
根

部
長
は
委
員
会
の
調
査
は
刑
事

の
調
査
の
よ
う
だ
っ
た
と
い
っ
て
い
る
が
、

委
員
の
一
人
と
し
て
一
言
い
い
た
い
。
わ
れ

わ
れ
は
、市
の
行
政
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、

市
民
の
た
め
に
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
人

事
は
組
織
を
い
か
す
か
ど
う
か
に
つ
い
て
大

き
な
問
題
で
あ
る
。
人
事
行
政
を
誤
ら
せ
な

い
た
め
に
委
員
会
が
質
問
す
る
こ
と
は
不
当

で
は
な
い
。

宮
城
（
清
）
い
ろ
い
ろ
な
質
問
が
当
局
に

出
さ
れ
て
い
る
が
、
人
事
の
問
題
は
最
高
の

責
任
者
で
あ
る
市
長
を
出
席
さ
せ
て
も
ら
い

た
い
。
大
山

緊
急
動
議
と
し
て
、
瀬
長
市
長
の

労
基
法
違
反
に
対
す
る
告
発
決
議
を
し
た

い
。

こ
の
動
議
を
野
党
多
数
に
よ
っ
て
可

決
し
た
（
告
発
理
由
）

告
発
動
議
理
由
要
旨
は
次
の
通
り
。

那
覇
市
長
瀬
長
亀
次
郎
氏
は
、
労
基
法
は
立

法
院
議
員
時
代
に
自
分
で
制
定
し
た
と
い
っ

て
い
る
が
、
自
か
ら
こ
れ
を
犯
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、労
基
法
第
四
十
条
第
四
項
に
は
、

退
職
者
に
対
し
て
は
三
十
日
以
内
に
積
立
年

次
休
暇
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規

定
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
市
長
は
、
就

任
以
来
六
十
一
名
の
退
職
者
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
一
人
も
支
払
わ
な
い
ば
か
り
で

な
く
、
予
算
に
も
計
上
し
て
い
な
い
。

こ
ち
ら
も
前
市
長
を
告
発
す
る

瀬
長
市
長
の
話

積
立
年
次
休
暇
の
支
払

い
は
、
前
市
長
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
ず
、

就
任
当
時
か
ら
こ
れ
を
整
理
し
て
支
払
う
準

備
を
進
め
て
い
る
。
前
市
長
時
代
の
分
で
も

十
一
万
円
余
り
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
も
こ
れ
を

告
発
し
よ
う
と
思
え
ば
で
き
た
が
、
法
の
精

神
と
し
て
は
、
請
求
が
あ
っ
て
も
支
払
わ
な

い
場
合
、
労
基
監
督
官
が
告
発
す
る
も
の
で

あ
る
。
官
庁
の
場
合
は
、
予
算
の
関
係
な
ど

か
ら
早
期
支
払
い
は
で
き
な
い
が
、
当
局
と

し
て
は
、
調
査
し
て
支
払
い
準
備
を
整
え
て

い
る
。
議
会
が
告
発
す
れ
ば
、
こ
ち
ら
も
前

市
長
時
代
の
も
の
を
調
査
し
て
告
発
す
る
。

市
長
不
信
任
問
題
、
遂
に
告
発

沙
汰
労
基
法
違
反
／
混
迷
深

ま
る
那
覇
市
会
／
既
に
予
算

措
置
・
当
局
側
強
気

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
10
・
15

十
四
日
の
那
覇
市
会
は
、
あ
さ
十
時
か
ら
開

か
れ
た
が
、
野
党
は
瀬
長
市
長
就
任
後
の
人

事
問
題
に
つ
い
て
鋭
く
当
局
を
追
及
、
つ
い

に
議
会
は
労
基
法
違
反
の
疑
い
で
、
瀬
長
市

長
を
告
発
す
る
こ
と
を
決
議
、
ひ
る
す
ぎ
、

高
良
議
長
、
渡
口
副
議
長
ら
が
検
察
庁
を
訪

れ
、
正
式
に
手
続
き
を
済
ま
し
た
。
告
発
の

理
由
は
、
労
基
法
第
四
十
条
四
項
に
規
定
さ

れ
て
い
る
退
職
者
の
積
立
年
次
休
暇
の
未
払

い
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
違
反
し
た
場

合
、
六
ヵ
月
以
内
の
懲
役
、
も
し
く
は
二
千

円
以
下
の
罰
金
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
検
察
庁
が
こ
れ
を
起
訴
し
、
市
長
に

対
し
、
懲
役
刑
の
判
決
が
下
さ
れ
れ
ば
、
市

長
は
失
格
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
注
目
さ
れ

て
い
る
。

善
意
に
解
せ
な
い
行
為

○

瀬
長
市
長
の
不
信
任
を
め
ざ
す
野
党
側

は
、
与
党
議
員
が
欠
席
戦
術
を
と
る
限
り
現

行
の
自
治
法
で
は
不
信
任
の
達
成
は
の
ぞ
め

な
く
な
っ
た
こ
と
立
法
院
が
自
治
法
改
正
を

却
下
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
市
長
の
失
格
を

狙
っ
て
こ
の
措
置
に
出
た
も
の
だ
が
、
告
発

の
理
由
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

瀬
長
市
長
就
任
後
の
退
職
者
八
十
名
の
う

ち
積
立
年
次
休
暇
の
受
給
者
は
六
十
一
名

総
額
二
十
万
八
千
七
百
八
十
四
円

も

あ
り
、労
基
法
四
十
条
四
項
の
規
定
で
は
、

退
職
後
三
十
日
以
内
に
支
払
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
支
払
い
が

な
く
予
算
に
も
計
上
し
て
い
な
い
。
六
十

一
名
の
う
ち
十
月
十
二
日
現
在
で
元
部
長
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二
名
、
元
課
長
五
名
、
元
支
所
長
一
名
、

そ
の
他
職
員
十
六
名
の
二
十
四
名
が
請
求

し
て
い
る
が
、
支
払
い
の
努
力
が
な
さ
れ

て
な
い
し
、
退
職
者
の
殆
ん
ど
が
反
瀬
長

派
で
あ
る
こ
と
か
ら
善
意
の
解
釈
が
で
き

な
い
。

○

こ
れ
に
対
し
、
瀬
長
市
長
は
当
局
側
の

意
向
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

辞
め
た
労
務
者
へ
の
積
立
年
次
休
暇
の
支
払

い
は
既
定
の
方
針
で
あ
り
、
去
る
六
月
か
ら

支
払
い
準
備
を
進
め
、
出
勤
簿
の
整
理
に

当
っ
て
い
る
。
台
風
フ
ェ
イ
が
来
襲
し
な
け

れ
ば
す
で
に
資
料
は
ま
と
ま
り
、
予
算
化
さ

れ
た
が
、
台
風
被
害
の
対
策
の
た
め
に
遅
れ

た
も
の
で
決
し
て
委
員
会
が
動
い
た
か
ら
始

め
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
な
お
、
前
市

長
時
代
に
は
全
然
支
払
わ
れ
て
な
い
の
で
五

五
年
十
月
か
ら
五
六
年
十
二
月
ま
で
の
四
十

七
名
分

総
額
十
一
万
五
百
二
十
六
円

も

含
め
三
十
一
万
九
千
三
百
十
円
の
十
月
分
暫

定
追
加
予
算
案
を
議
会
に
出
す
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
基
準
法
の
罰
則
規
定
の
主
旨
は
、

告
発
す
る
た
め
で
な
く
、
あ
く
ま
で
も
労
働

者
を
保
護
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
議
会

は
告
発
決
議
を
す
る
前
に
、
市
長
に
対
し
支

払
い
要
請
の
決
議
を
す
る
も
の
と
期
待
し
て

い
た
。
こ
れ
を
行
わ
ず
に
直
ち
に
告
発
決
議

を
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
労
働
者
を
保
護
す

る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
他
の
目
的
の
た

め
で
あ
る
。
な
お
、
議
会
に
は
市
長
を
呼
ば

ず
部
課
長
に
説
明
を
求
め
て
い
る
が
、
労
基

法
に
違
反
す
る
と
思
う
か
ど
う
か
を
き
い
た

だ
け
で
、
当
局
に
十
分
説
明
す
る
機
会
を
あ

た
え
て
い
な
い
。
ま
た
年
次
休
暇
の
買
上
げ

は
前
市
長
時
代
か
ら
行
っ
て
い
な
い
の
だ
か

ら
、
そ
の
分
に
つ
い
て
も
調
査
を
進
め
る
べ

き
で
あ
る
。
部
長
に
つ
い
て
は
一
応
予
算
に

は
組
ん
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
は
午
前
中

は
殆
ん
ど
出
勤
し
て
お
ら
ず
、
出
勤
簿
も
な

い
の
で
、
特
別
職
と
し
て
使
用
者
の
側
に
な

る
の
か
検
討
を
加
え
た
た
め
に
お
く
れ
て
い

る
。
議
会
で
は
事
務
ひ
き
つ
ぎ
を
し
た
の
だ

か
ら
前
市
長
の
未
払
い
分
も
現
市
長
の
責
任

で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
そ
う
だ
が
、
行
政
上

の
も
の
で
は
な
く
刑
事
上
の
責
任
ま
で
ひ
き

つ
ぐ
も
の
と
は
常
識
的
に
考
え
ら
れ
な
い
。

当
局
と
し
て
は
、
支
払
い
の
意
思
は
十
分
に

あ
り
、
追
加
予
算
案
も
ま
と
ま
っ
て
い
る
か

ら
、
議
会
が
こ
れ
を
一
日
も
早
く
可
決
し
て

労
務
者
に
支
払
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

だ
。”
政
治
的
陰
謀
だ
”
／
兼
次
議
員

○

一
方
民
連
側
十
二
議
員
は
こ
の
問
題
に

つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、
議
会
が
支
払
い
を

要
請
決
議
せ
ず
に
、
直
ち
に
告
発
し
た
こ
と

は
、
政
治
的
な
企
図
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と

い
う
こ
と
か
ら
、
前
市
長
当
間
重
剛
氏
も
同

じ
理
由
で
告
発
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

兼
次
議
員
の
話

わ
れ
わ
れ
は
、
行
監
委
が

労
働
者
を
保
護
す
る
立
場
か
ら
当
局
に
対
し

て
、
支
払
い
要
請
を
す
る
も
の
と
思
っ
て
い

た
が
、
野
党
が
直
ち
に
市
長
を
告
発
し
た
こ

と
は
、
政
治
的
な
陰
謀
で
あ
る
。
前
市
長
が

支
払
っ
て
な
い
こ
と
も
現
市
長
の
責
任
だ
と

い
っ
て
い
る
が
、
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
五
十

条
で
は
、
そ
の
職
を
去
っ
て
も
、
在
職
中
に

果
す
べ
き
義
務
を
果
し
て
な
い
場
合
に
は
、

当
然
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
こ
ち
ら
と
し
て
は
、
同
じ
結
果
が
で

て
く
る
も
の
と
い
う
了
解
に
立
っ
て
前
市
長

当
間
重
剛
氏
を
告
発
す
る
。

早
速
取
調
べ
／
検
察
庁

検
察
庁
は
十
四
日
、
那
覇
市
会
か
ら
告
発
の

あ
っ
た
瀬
長
市
長
の
労
基
法
違
反
事
件
を
受

理
し
、
早
速
上
地
検
察
官
係
り
で
取
調
べ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
同
検
察
官
は

告
発
状
を

み
た
だ
け
で
、
い
ま
の
と
こ
ろ
な
ん
と
も
い

え
な
い
が
、
き
ょ
う
中
に
具
体
的
な
取
調
方

針
を
決
定
、
本
格
的
な
取
調
べ
を
は
じ
め
た

い

と
語
っ
て
い
る
。

行
動
の
自
由
、
身
体
の
安
全
に

関
す
る
決
議
案
／
退
場
妨
害

に
備
え
与
党
側
が
提
出

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
10
・
15

那
覇
市
会
は
、
開
会
初
日
の
九
月
十
日
、

野
党
側
が
抜
き
打
ち
的
に
不
信
任
案
を
提

出
し
た
た
め
、
与
党
側
は
欠
席
戦
術
を

と
っ
て
い
る
が
、
十
四
日
、
与
党
十
二
議

員
は
連
署
で
”
議
会
に
お
け
る
議
員
の
行

動
の
自
由
と
身
体
の
安
全
に
関
す
る
決
議

案
”
を
提
出
し
た
。

こ
れ
は
、
市
長
不
信
任
阻
止
を
公
約
し
た
与

党
議
員
が
、
不
信
任
案
が
出
さ
れ
た
場
合
、

退
場
を
妨
害
し
な
い
な
ら
ば
全
員
本
会
議
に

出
席
し
て
、
不
信
任
以
外
の
議
案
審
議
に
参

加
し
よ
う
と
い
う
意
図
か
ら
出
さ
れ
た
も
の

だ
が
、
野
党
が
、
こ
れ
を
ど
う
処
理
す
る
か

注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
労
基
法
違
反
の
疑
い

で
市
長
を
告
発
し
た
市
会
は
、
二
十
日
ま
で

の
六
日
間
休
会
し
、
二
十
一
日
あ
さ
十
時
か

ら
再
開
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

決
議
案
要
旨
次
の
通
り
、

第
二
十
回
那
覇
市
定
例
議
会
は
、
議
会
構
成

も
終
ら
な
い
う
ち
に
、
自
治
法
百
十
三
条
を

無
視
し
て
不
信
任
案
が
出
さ
れ
た
た
め
初
日

か
ら
大
混
乱
に
お
ち
い
っ
た
。
し
か
も
不
信

任
案
を
強
引
に
可
決
し
よ
う
と
、
議
場
内
外

に
於
て
暴
力
行
為
が
あ
っ
た
た
め
、
以
来
議

会
は
不
信
任
派
の
多
数
に
よ
る
独
占
の
場
と

な
り
、
拾
収
も
つ
か
な
い
状
態
に
な
っ
て
い

る
。
市
民
は
、
議
会
が
正
常
な
議
会
運
営
に

た
ち
返
り
、
一
日
も
早
く
市
長
提
案
の
予
算

案
そ
の
他
の
重
要
案
件
を
審
議
す
る
こ
と
を

要
望
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
市
民
の
要
望

に
こ
た
え
る
た
め
、
議
会
は
成
立
不
可
能
な

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

十
月

七
一
一



市
長
不
信
任
協
議
を
強
行
す
る
た
め
に
い
た

ず
ら
に
感
情
的
な
対
立
と
報
復
手
段
に
時
日

を
費
す
こ
と
な
く
、
暴
力
に
よ
っ
て
議
員
の

身
体
の
安
全
を
脅
か
し
、
行
動
の
自
由
を
拘

束
す
る
よ
う
な
非
民
主
的
行
為
を
一
掃
す
る

と
と
も
に
、
自
治
法
や
会
議
規
則
を
厳
格
に

守
り
、
議
員
の
身
分
と
人
権
を
相
互
に
尊
重

し
、
議
員
の
議
会
そ
の
他
に
お
け
る
活
動
の

自
由
と
意
思
表
示
に
対
す
る
諸
種
の
権
利
が

保
障
さ
れ
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
。
那
覇
市

会
は
以
上
の
見
地
か
ら
民
主
的
積
極
的
な
議

会
を
建
設
す
る
た
め
に
、
議
会
に
お
け
る
議

員
の
正
当
な
行
動
の
自
由
と
、
身
体
の
安
全

が
保
障
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
確
認
す
る
。

瀬
長
市
長
記
者
会
見
／
僕
が
罰

せ
ら
れ
た
ら
／
琉
球
の
企
業

体
は
軒
な
み

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
10
・
15

瀬
長
那
覇
市
長
は
十
四
日
午
後
二
時
か
ら
市

長
室
で
記
者
会
見
を
行
い
、
市
議
会
の
告
発

に
つ
い
て
”
積
立
年
次
休
暇
の
支
払
い
は
準

備
中
で
あ
り
、
市
会
の
と
っ
た
措
置
は
労
働

者
の
た
め
を
考
え
る
と
い
う
よ
り
私
の
追
い

出
し
策
と
し
て
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
”
と

つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
た
。

瀬
長
市
長
の
話

市
会
は
私
が
積
立
年
次

休
暇
の
支
払
い
を
し
な
い
と
の
理
由
で
告
発

す
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
私
は
就
任
直
後
か

ら
こ
の
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
年
次
有
給
休

暇
の
実
施
に
つ
い
て
係
員
の
注
意
を
う
な
が

し
て
き
た
。
こ
れ
が
お
く
れ
た
の
は
当
間
前

市
長
時
代
の
も
の
か
ら
整
理
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
前
市
長
が
年
次

休
暇
を
支
払
っ
て
な
い
こ
と
は
知
っ
て
い
た

が
形
式
的
な
間
違
い
だ
ろ
う
と
思
い
別
に
告

発
も
し
な
か
っ
た
。
何
に
し
ろ
前
市
長
時
代

に
は
こ
れ
に
は
全
然
手
を
つ
け
て
い
な
い
の

で
二
カ
年
も
前
か
ら
の
出
勤
簿
を
一
つ
一
つ

調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
た
め
準
備
に

時
間
が
か
か
っ
た
が
、
台
風
フ
ェ
イ
の
頃
に

は
す
ぐ
に
で
も
予
算
化
で
き
る
だ
け
の
準
備

が
で
き
て
い
た
が
、
台
風
が
あ
っ
た
の
で
一

時
あ
と
ま
わ
し
に
し
た
の
だ
。
労
働
基
準
法

の
趣
旨
は
積
立
休
暇
を
支
払
わ
す
の
が
目
的

で
あ
り
、
使
用
者
を
罪
に
お
と
す
た
め
の
も

の
で
は
な
い
。
も
し
こ
れ
を
強
行
す
れ
ば
全

沖
縄
に
大
き
な
波
紋
を
投
じ
、
大
変
な
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。
市
会
の
決
議
は
労
働
者
の

た
め
を
思
う
と
い
う
よ
り
市
長
追
い
出
し
策

の
た
め
し
い
て
口
実
を
み
つ
け
た
よ
う
な
気

が
す
る
。
こ
れ
ら
退
職
者
の
積
立
休
暇
三
十

一
万
九
千
三
百
十
円

前
市
長
時
代
の
四
十

七
名
、
十
一
万
五
百
二
十
六
円
を
含
む

を

追
加
予
算
に
組
み
、
今
日
中
に
議
会
に
出
す

よ
う
に
し
て
あ
る
の
で
、
市
会
が
早
く
こ
れ

を
承
認
し
、
支
払
い
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
。
と
に
か
く
こ
の
問
題
で
私
が
罰
さ

れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
当
間
前
市
長
で
も
当

然
罰
せ
ら
れ
る
し
、
琉
球
の
企
業
体
も
軒
並

み
に
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

当
間
前
市
長
を
き
ょ
う
告
発
／

与
党
琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
10
・
15

那
覇
市
会
民
連
側
議
員
十
二
名
は
十
五
日
検

察
庁
、
労
基
署
に
対
し
、
十
二
名
の
連
署
で

前
那
覇
市
長
当
間
重
剛
氏

現
行
政
主
席

を
労
基
法
違
反
と
し
て
告
発
し
た
。
告
発
理

由
は
つ
ぎ
の
通
り
。

被
告
発
人
当
間
重
剛
は
五
三
年
十
一
月
か
ら

五
六
年
十
二
月
ま
で
那
覇
市
長
と
し
て
在
任

中
、
労
基
法
第
四
十
条
年
次
有
給
休
暇
の
規

定
第
四
項

使
用
者
は
退
職
者
に
対
し
そ
の

年
次
積
立
休
暇
の
支
払
い
を
三
十
日
以
内
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
あ
る
に
も
拘
ら

ず
、
五
五
年
十
月
一
日
か
ら
五
六
年
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
、
那
覇
市
役
所
従
業
員

た
る
労
働
者
城
間
勇
蔵
外
四
十
六
名
の
退
職

者
に
対
し
、
そ
の
積
立
年
次
休
暇
計
五
千
四

百
七
十
六
時
間
に
対
す
る
支
払
額
十
一
万
五

百
二
十
六
円
を
支
払
う
義
務
が
あ
る
の
に
こ

の
支
払
を
せ
ず
右
規
定
に
違
反
し
た
も
の
で

あ
る
。

金
口
木
舌

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
10
・
16

市
長
不
信
任
問
題
か
ら
遂
に
告
発
合
戦
に
ま

で
尾
を
引
く
に
至
っ
た
那
覇
市
会
は
愈
よ
混

迷
そ
の
極
に
達
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
春

も
夏
も
過
ぎ
秋
も
半
ば
を
過
ぎ
た
と
い
う
の

に
瀬
長
市
長
の
い
う
雪
解
け
は
つ
い
に
見
ず

し
ま
い
に
終
っ
た
▼
市
政
を
今
日
の
マ
ヒ
状

態
に
追
い
こ
ん
だ
責
任
は
当
局
側
に
あ
る
の

か
、
野
党
側
に
あ
る
の
か
モ
ノ
は
見
様
見
方

で
黒
に
も
な
れ
ば
白
に
も
な
る
も
の
だ
が
、

第
三
者
の
厳
正
な
観
方
か
ら
す
れ
ば
黒
白
は

自
ず
と
判
然
と
す
る
も
の
で
あ
る
▼
市
長
不

信
任
を
め
ぐ
っ
て
停
と
ん
し
た
市
政
の
こ
う

着
状
態
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
、
暗
中
も
索

の
中
に
徒
ら
に
時
日
を
空
費
し
て
い
る
泥
試

合
ば
か
り
見
せ
つ
け
ら
れ
た
の
で
は
与
党
も

野
党
も
な
い
、
市
当
局
は
も
と
よ
り
、
市
会

を
含
め
て
市
民
の
市
政
不
信
は
や
が
て
地
方

自
治
へ
の
関
心
さ
え
喪
失
さ
せ
る
よ
う
に
な

る
▼
俺
れ
の
故
で
は
な
い
と
口
癖
の
よ
う
に

い
っ
て
い
る
が
、
理
く
つ
は
ど
う
あ
れ
、
現

状
を
打
開
し
き
れ
な
け
れ
ば
市
長
と
し
て
の

責
任
は
と
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
出
直
し
て
市
民

に
信
、
不
信
を
問
う
べ
き
で
あ
る
▼
労
基
法

違
反
の
件
に
し
て
も
政
治
の
場
で
報
復
手
段

と
い
う
言
葉
も
大
っ
ぴ
ら
に
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
が
、
歯
に
は
歯
で
と
か
み
合

う
与
、
野
党
の
対
立
抗
争
は
那
覇
市
政
を
完
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全
に
闘
争
の
場
と
化
し
去
っ
て
し
ま
っ
た
▼

と
こ
ろ
で
今
度
問
題
と
な
っ
た
告
発
の
適
用

法
条
労
基
法
四
十
条
第
四
項
に
つ
い
て
、
法

の
趣
旨
は
積
立
休
暇
を
支
払
わ
す
の
が
目
的

で
あ
り
使
用
者
を
罪
に
お
と
す
た
め
の
も
の

で
は
な
い
と

そ
の
通
り
で
あ
る
▼
で
は

欠
席
戦
術
の
楯
に
使
わ
れ
て
い
る
市
町
村
自

治
法
百
十
三
条
第
三
項
の
趣
旨
は
ど
う
解
す

べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
議
員
の
欠
席
が
戦
術
と

し
て
固
執
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
法
意
を
無

視
し
た
不
合
理
性
が
あ
る
こ
と
も
自
ず
と
判

然
と
し
よ
う
▼
抗
争
に
明
け
暮
れ
る
那
覇
市

政
、
お
陰
で
市
民
の
福
祉
は
置
き
去
り
に
さ

れ
て
し
ま
っ
た
が
、
現
状
の
ま
ま
推
移
す
る

こ
と
は
政
治
良
識
か
ら
い
っ
て
も
許
せ
な
い

こ
と
で
あ
る
。
降
り
積
る
那
覇
市
政
の
氷
雪

除
雪
車
で
も
駆
っ
て
早
急
に
は
け
口
を
あ
け

ね
ば
な
る
ま
い
。

三
ツ
巴
の
告
発
合
戦
／
國
場
氏

大
山
議
員
を
告
発
／
タ
イ
ヤ

ー
の
リ
ベ
ー
ト
衝
く

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
10
・
16

瀬
長
市
長
不
信
任
で
始
っ
た
那
覇
市
問
題

は
、
野
党
側
の
瀬
長
市
長
労
基
法
違
反
の
告

発
、
こ
れ
の
報
復
手
段
と
し
て
の
与
党
側
の

当
間
前
市
長
告
発
と
い
っ
た
よ
う
に
告
発
合

戦
と
な
っ
た
が
、
十
五
日
首
里
バ
ス
監
査
役

国
場
幸
太
郎
氏

首
里
支
所
長

は
同
バ
ス

大
山
前
専
務

現
那
覇
市
会
行
政
監
査
委
員

長

を
背
任
容
疑
で
検
察
庁
に
告
発
、
こ
こ

に
那
覇
市
問
題
は
完
全
に
泥
沼
の
様
相
を
呈

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

告
発
に
つ
ぐ
告
発
事
件
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
瀬
長
市
長
の
労
基
法
違
反
問
題
に
つ
い

て
、
野
党
側
は
当
初
告
発
ま
で
し
よ
う
と
は

夢
に
も
考
え
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
と
こ

ろ
が
行
監
委
に
お
け
る
市
当
局
の
答
弁
が
ま

ず
く
、
当
局
は
年
次
休
暇
を
支
払
う
意
思
が

な
い
と
い
う
印
象
を
与
え
た
こ
と
と
、
そ
れ

に
ち
よ
う
ど
真
和
志
市
と
の
早
期
合
併
論
が

野
党
内
で
も
相
当
の
比
重
を
占
め
つ
つ
あ
っ

た
と
い
う
内
外
の
情
勢
を
不
信
任
強
硬
派
が

う
ま
く
利
用
、
合
併
以
外
に
も
市
長
追
い
出

し
策
は
あ
る
と
し
て
こ
の
問
題
に
飛
び
つ
い

て
き
た
た
め
、
急
に
大
き
く
と
り
上
げ
ら
れ

た
も
の
で
、
十
四
日
の
告
発
決
議
当
日
ま
で

こ
れ
が
と
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
知
ら
な

か
っ
た
野
党
議
員
が
い
る
こ
と
が
、
こ
の
辺

の
事
情
を
裏
書
し
て
い
る
。

一
方
与
党
側
で
は
労
働
者
の
権
利
を
守
る
と

常
に
主
張
し
続
け
た
瀬
長
市
長
が
、
こ
と
も

あ
ろ
う
に
労
基
法
違
反
に
問
わ
れ
る
と
は
と

一
時
呆
然
の
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
が
、
瀬
長
市

長
を
中
心
に
協
議
し
た
結
果
、
よ
う
や
く
反

撃
に
転
じ
、
同
じ
く
労
基
法
違
反
で
当
間
前

市
長
を
告
発
す
る
と
い
う
手
に
出
た
。

野
党
側
で
は
労
基
法
違
反
は
、
今
ま
で
の
例

で
は
事
件
が
送
検
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
大

て
い
は
労
基
署
の
指
導
に
よ
っ
て
違
反
事
項

を
是
正
し
て
い
く
と
い
う
経
過
を
見
せ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
労
基
法
違
反
だ
け
で
は
極
め

手
に
な
ら
な
い
と
し
て
、
当
局
側
の
違
法
行

為
を
さ
ら
に
調
査
し
た
上
で
、
第
二
、
第
三

と
告
発
の
手
を
打
つ
準
備
を
進
め
て
い
る

が
、
野
党
側
が
今
調
査
を
進
め
て
い
る
の
は

首
里
の
採
石
場
に
お
け
る
当
局
側
の
不
当
労

働
行
為
、
そ
の
他
の
交
際
費
の
使
途
な
ど
の

よ
う
だ
が
、
一
両
日
中
に
は
結
論
が
で
る
も

よ
う
で
あ
る
。
こ
の
野
党
の
動
き
を
察
知
し

た
与
党
側
で
も
早
速
野
党
議
員
の
不
正
事
実

を
洗
い
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
第
一
弾
と
し

て
瀬
長
市
長
告
発
の
主
体
と
な
っ
た
行
政
監

査
委
員
会
の
委
員
長
で
あ
る
大
山
盛
幸
氏
の

首
里
バ
ス
専
務
時
代
の
背
任
行
為
で
、
こ
の

外
に
も
土
木
工
事
、
区
画
整
理
と
か
ら
ん
だ

議
員
の
不
正
が
ま
だ
あ
る
よ
う
で
、
告
発
合

戦
を
め
ぐ
る
与
野
党
の
動
き
は
予
断
を
許
さ

な
い
も
の
が
あ
り
、
市
民
の
注
目
を
集
め
て

い
る
。

十
五
日
午
後
二
時
半
首
里
バ
ス
監
査
役
国
場

幸
太
郎
氏

首
里
支
所
長

は
同
バ
ス
前
専

務
大
山
盛
幸
氏

現
市
会
行
監
委
長

を
背

任
容
疑
で
検
察
庁
に
告
発
し
た
。

告
発
状
に
よ
れ
ば
大
山
氏
は
首
里
バ
ス
専
務

在
任
中
、
沖
縄
ト
ヨ
タ
自
動
車
か
ら
タ
イ

ヤ
ー
を
購
入
す
る
に
当
っ
て
タ
イ
ヤ
ー
一
本

に
つ
き
三
百
円
の
リ
ベ
ー
ト
を
受
け
と
り
、

五
五
年
八
月
二
十
日
か
ら
五
七
年
三
月
三
十

一
ま
で
の
間
、
二
十
四
回
に
わ
た
り
、
二
百

六
十
五
本
分
、
金
額
に
し
て
七
万
九
千
五
百

円
を
費
消
し
、
首
里
バ
ス
に
損
害
を
与
え
た

と
い
う
も
の
。
こ
れ
に
対
し
大
山
氏
は

会

社
に
損
害
を
与
え
た
こ
と
は
な
い

と
つ
ぎ

の
よ
う
に
語
っ
た
。

大
山
氏
の
話

手
数
料
は
前
市
長
の
許
可

を
受
け
、交
際
費
と
し
て
貰
っ
た
も
の
で
、

私
一
人
で
使
っ
て
も
よ
い
が
、
そ
れ
で
は

な
ら
な
い
と
皆
に
分
け
て
や
っ
た
も
の

だ
。
国
場
氏
の
告
発
は
私
が
市
会
で
行
監

委
員
長
と
し
て
瀬
長
市
長
の
不
正
を
洗
っ

て
い
る
こ
と
に
対
し
て
の
政
治
的
陰
謀

だ
。
国
場
氏
を
誣
告
罪
で
訴
え
た
い
と
思

う
。

労
基
法
違
反
問
題
／
市
会
に
は

ね
か
え
る
？

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
10
・
18

那
覇
市
役
所
の
労
基
法
違
反
の
事
実
調
査
を

行
っ
た
労
基
署
で
は
、
十
八
日
午
前
中
に
請

書

労
基
法
違
反
に
つ
い
て
使
用
者
が
違
反

事
実
を
認
め
、
違
反
を
是
正
す
る
と
の
誓
約

書

の
提
出
を
求
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一
応

ケ
リ
を
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
が
。

問
題
は
さ
ら
に
発
展
、
今
度
は
市
当
局
を
告

発
し
た
議
会
側
が
労
基
法
違
反
の
責
任
を
も
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つ
こ
と
に
な
る
よ
う
で
、
成
り
行
き
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。

市
当
局
の
支
払
い
意
志
は
ほ
と
ん
ど
確
認

さ
れ
て
お
り
、
総
務
課
で
計
上
し
た
予
算
も

す
で
に
議
会
事
務
局
が
受
理
し
て
い
る
の

で
、
二
十
一
日
の
本
会
議
で
予
算
承
認
が
で

き
れ
ば
、
一
週
間
内
に
は
支
払
可
能
だ
と
労

基
署
で
は
い
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
議
会
が

早
速
こ
れ
を
承
認
し
な
い
場
合
は
、
当
局
と

し
て
も
予
算
執
行
が
で
き
ず
、
支
払
い
は
延

ば
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
今
度
は
議
会

に
支
払
意
志
が
あ
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な

り
、
労
基
法
違
反
の
責
任
は
議
会
の
方
が
問

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。市

債
二
億
三
千
万
円
／
那
覇
市

57
年
度
（
下
半
期
）
財
政
状

況沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
10
・
20

那
覇
市
は
十
七
日
、
五
七
年
度
下
半
期
の
財

政
状
況
を
発
表
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、

一
九
五
七
年
度
那
覇
市
の
当
初
予
算
は
二
億

五
十
九
万
余
円

内
訳
一
般
会
計
一
億
一
千

八
百
二
十
四
万
円
、
水
道
事
業
特
別
会
計
五

千
六
百
八
十
五
万
円
、
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
二
千
五
百
五
十
万
円

と
な
っ
て
い
る

が
、
最
終
予
算
額
は
三
億
六
千
七
百
二
十
二

万
余
円
の
莫
大
な
額
に
達
し
て
い
る
。

▽

一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
当
初
予
算

一
億
一
千
八
百
二
十
四
万
円

五
八
年
度
予

算
案
の
当
初
予
算
は
一
億
九
百
万
円

、
追

加
予
算
一
億
六
千
三
百
六
十
三
万
円
、
最
終

予
算
二
億
八
千
一
百
八
十
七
万
円
と
な
っ
て

お
り
、
予
算
の
追
加
は
六
月
と
九
月
の
二
回

で
五
六
年
度
よ
り
引
き
続
い
て
施
工
す
る
都

市
復
興
事
業
の
繰
越
、
財
産
造
成
費
及
び
高

良
小
校
用
地
買
収
費
の
新
規
計
上
に
よ
る
も

の
。
繰
越
経
費
の
内
訳
は
、
道
路
工
事
費
五

千
七
百
七
十
万
円
、
橋
梁
新
設
工
事
費
一
千

二
百
万
円
、
河
川
改
修
工
事
費
二
千
五
百
七

十
万
円
、
バ
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設
工
事
費

三
千
七
百
四
十
万
円
、
市
営
住
宅
建
設
費
二

千
六
百
九
十
万
円
、
そ
の
他
百
二
十
万
円
、

合
計
一
億
六
千
九
十
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
歳
入
財
源
の
内
訳
は
市
債
六
千
九
百

九
十
万
円
、
民
政
府
特
別
補
助
金
六
千
九
百

八
十
万
円
、
政
府
補
助
金
四
百
六
十
万
円
、

自
己
財
源
一
千
六
百
六
十
万
円
と
な
っ
て
い

る
。▽

市
債

現
在
の
市
債
総
額
は
二
億
三

千
七
百
四
十
万
円
で
、
そ
の
内
訳
は
一
般
会

計
一
億
一
千
三
百
六
十
万
円
、
水
道
事
業
特

別
会
計
七
千
余
万
円
、
土
地
区
画
整
理
事
業

の
特
別
会
計
五
千
三
百
七
十
余
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
す
で
に
償
還
し
た
額

は
一
般
会
計
二
千
二
百
十
余
万
円
、
水
道
事

業
特
別
会
計
五
百
五
十
余
万
円
、
区
画
整
理

事
業
特
別
会
計
三
千
三
百
十
余
万
円
で
合
計

六
千
九
十
余
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
未
償
還

は
合
計
一
億
七
千
六
百
四
十
余
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
償
還
財
源
は
、
水
道
事

業
の
分
は
水
道
料
か
ら
の
収
入
、
区
画
整
理

事
業
は
地
主
か
ら
提
供
さ
れ
た
三
割
の
替
費

地
処
分
に
よ
っ
て
行
う
計
画
が
樹
て
ら
れ
て

い
る
。
な
お
、
一
般
会
計
の
九
千
一
百
四
十

余
万
円
の
う
ち
、
泊
埋
立
事
業
債
、
市
営
住

宅
建
設
債

五
千
一
百
余
万
円

は
そ
れ
ぞ

れ
そ
の
収
入

埋
立
地
賃
貸
料
、
住
宅
使
用

料

な
ど
に
よ
り
独
立
し
て
採
算
償
還
計
画

を
た
て
て
い
る
が
、
残
り
の
都
市
計
画
事
業

債
四
千
四
十
余
万
円
は
一
般
財
源
か
ら
償
還

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

那
覇
市
会
／
予
算
を
全
面
否
決

／
党
勢
拡
張
予
算
と
き
め
つ

け沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
10
・
21

那
覇
市
会
本
会
議
は
、
二
十
一
日
あ
さ
十
一

時
か
ら
十
八
議
員

与
党
上
原
議
員
を
除
き

十
一
名
、
野
党
渡
口
政
行
議
員
欠
席

が
出

席
し
て
開
か
れ
、
五
八
年
度
予
算
案
を
審
議

し
た
が
、
同
予
算
案
は
人
民
党
の
党
勢
拡
張

の
た
め
の
予
算
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
こ
れ

を
全
面
否
決
、
十
二
時
散
会
し
た
、

（
討
論
要
旨
）

辺
野
喜

長
い
間
予
算
案
の
審
議
を
し
て
き

た
が
、
大
体
質
疑
も
す
ん
だ
と
思
う
の
で
討

論
に
入
っ
て
も
ら
い
た
い
。

渡
口
（
麗
）

五
八
年
度
一
般
会
計
予
算
は

六
月
に
出
さ
れ
た
一
億
七
千
余
円
と
な
っ
て

い
る
が
、今
回
の
分
は
一
億
九
百
余
万
円
で
、

六
千
余
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
る
。
市
民
は

一
月
以
来
資
金
凍
結
は
と
け
る
と
い
っ
た
言

動
が
ウ
ソ
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
。
こ

れ
で
市
民
は
六
千
余
万
円
の
財
源
を
失
っ
た

こ
と
に
な
る
。
市
民
税
の
十
倍
に
当
る
損
害

を
う
け
た
。
瀬
長
市
長
が
い
る
こ
と
は
、
莫

大
な
損
害
を
市
民
に
与
え
て
い
る
。
都
計
工

事
は
依
存
財
源
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
は
で
き

ず
、
自
己
財
源
に
た
よ
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
れ
で
は
負
担
が
大
き
す
ぎ
る
。
こ
の
ま
ま

瀬
長
市
政
が
続
け
ば
赤
字
を
出
す
こ
と
に
な

り
那
覇
市
の
事
業
は
一
切
停
っ
て
し
ま
い
ま

す
ま
す
貧
困
に
な
る
。

な
お
、
区
長
制
度
を
復
活
し
て
、
人
民
党
、

共
産
党
の
党
勢
拡
張
を
は
か
っ
て
い
る
。
本

予
算
は
人
民
党
の
党
勢
拡
張
の
た
め
の
予
算

で
あ
る
。
そ
の
他
人
事
に
つ
い
て
も
人
民
党

員
に
対
す
る
不
正
な
増
俸
が
あ
っ
た
り
し
て

市
民
の
血
税
を
党
勢
拡
張
に
使
っ
て
い
る
。

市
民
福
祉
を
守
る
た
め
、
こ
の
予
算
を
徹
底

的
に
修
正
す
べ
き
で
あ
る
。
本
予
算
案
を
全

面
否
決
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

上
原

全
議
員
が
一
致
し
て
軍
や
琉
銀
に
当

れ
ば
、
資
金
凍
結
も
と
け
る
と
思
う
が
、
議
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会
は
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
。
こ
の
責
任
は
野

党
議
員
に
あ
る
。区
長
制
に
つ
い
て
は
首
里
、

小
禄
で
は
以
前
か
ら
ず
っ
と
続
い
て
お
り
、

そ
の
復
活
は
市
民
の
要
望
で
あ
る
。

仲
宗
根

春
に
は
凍
結
は
と
け
る
と
い
っ

た
。
ま
た
議
会
が
一
致
す
れ
ば
凍
結
が
と
け

る
と
も
い
っ
て
い
る
が
、
今
は
そ
の
段
階
で

は
な
い
。
区
長
制
度
を
人
民
党
の
下
部
組
織

の
た
め
で
は
な
い
と
い
っ
て
い
る
が
、
人
民

党
に
入
ら
な
い
と
区
長
に
し
な
い
と
い
う
噂

も
あ
る
。
ま
た
こ
れ
を
専
決
処
分
し
た
こ
と

は
、
自
治
法
を
無
視
し
、
議
会
を
無
視
し
た

も
の
で
あ
る
。

こ
の
時
傍
聴
席
か
ら
そ
ん

な
議
会
は
な
い
。恥
を
知
れ
の
ヤ
ジ
が
と
ぶ

こ
れ
は
討
論
の
要
は
な
い
。
採
決
し
て
も
ら

い
た
い
。

採
決
の
結
果
十
四
対
二
で
予
算
は
否
決
さ

れ
た
。
そ
の
後
赤
嶺
議
員
か
ら
自
治
法
百
十

二
条
に
よ
っ
て
、
義
務
経
費
を
計
上
し
て
本

会
議
に
出
す
よ
う
要
求
す
る
と
い
う
動
議
が

出
さ
れ
、
こ
れ
を
可
決
十
二
時
散
会
、
二
十

二
日
あ
さ
十
時
か
ら
再
開
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

矛
盾
し
た
措
置

瀬
長
市
長
の
話

全
面
否
決
し
た
こ
と
は
、

十
七
議
員
が
い
く
と
こ
ろ
を
失
っ
た
証
拠
で

あ
る
。
自
治
法
の
改
正
要
請
が
却
下
さ
れ
、

労
基
法
違
反
の
告
発
が
暗
中
模
索
し
て
不
信

任
の
道
が
た
た
れ
た
形
に
な
っ
た
た
め
、
予

算
の
否
決
に
な
っ
た
も
の
と
思
う
。
五
八
年

度
予
算
案
は
、
起
債
も
軍
補
助
も
組
ま
ず
、

す
べ
て
自
己
財
源
で
組
ん
で
あ
り
手
を
加
え

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
全
面
否
決
し
て
市

民
の
台
所
を
干
か
ら
び
た
も
の
に
し
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
私
と
し
て
は
い
ず
れ
今
後
の

法
的
措
置
を
と
る
。
全
面
否
決
し
な
が
ら
さ

ら
に
義
務
費
の
計
上
を
要
求
し
て
い
る
こ
と

は
、
矛
盾
で
あ
り
、
市
民
は
か
か
る
不
当
な

否
決
に
対
し
自
ら
の
生
活
と
民
主
主
義
を
守

る
た
め
に
立
ち
あ
が
る
で
あ
ろ
う
。

商
港
使
用
料
免
除
を
却
下
／
総

評
か
ら
瀬
長
市
長
宛
の
建
設

資
材
琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
10
・
22

去
る
十
二
日
東
光
丸
で
瀬
長
那
覇
市
長
宛
総

評
か
ら
届
け
ら
れ
た
市
民
会
館
建
設
資
材
の

那
覇
商
港
施
設
使
用
料
免
除
に
つ
い
て
瀬
長

那
覇
市
長
か
ら
工
交
局
に
申
請
が
あ
っ
た

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
安
里
工
交
局
長
は
二
十

一
日
、
次
の
理
由
で
こ
れ
を
却
下
し
た
。

こ
の
種
資
材
に
つ
い
て
は
さ
き
に
も
瀬
長
市

長
あ
て
に
沖
縄
の
市
場
を
荒
ら
す
こ
と
に
な

る
と
い
う
見
地
か
ら
事
前
に
無
為
替
輸
入
は

出
来
な
い
旨
、
通
達
し
て
あ
っ
た
も
の
で
、

そ
れ
を
無
視
し
て
無
為
替
輸
入
し
た
も
の
で

あ
る
か
ら
か
か
る
特
別
の
配
慮
を
払
う
こ
と

は
で
き
な
い
。

従
来
那
覇
商
港
に
お
い
て
は
商
取
引
き
に
よ

ら
な
い
一
般
救
済
物
資
は
商
港
管
理
法
施
行

規
則
第
二
十
三
条
二
項
に
基
い
て
使
用
料
を

免
除
し
て
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
主
に
政
府

社
会
局
を
通
じ
て
の
も
の
ば
か
り
で
市
町
村

に
対
し
て
は
今
ま
で
そ
の
前
例
が
な
い
。

那
覇
市
予
算
全
面
否
決
の
行
方

／
再
議
―
否
決
―
解
散
？
／

当
局
は
原
案
の
ま
ま
再
議
に

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
10
・
22

那
覇
市
会
は
瀬
長
市
長
初
の
予
算
案
を
二
十

一
日
、
全
面
否
決
し
た
。

今
会
期
中
に
市
長
不
信
任
を
成
立
さ
せ
よ

う
と
す
る
野
党
は
、
こ
れ
ま
で
緊
急
動
議
、

自
治
法
改
正
要
請
、
労
基
法
違
反
で
市
長
告

発
な
ど
の
手
を
つ
く
し
て
き
た
が
、
何
れ
も

不
成
功
に
終
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
切
の
事
業

を
停
止
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
市
長
が
自
ら

失
脚
す
る
こ
と
を
狙
っ
て
の
措
置
だ
と
み
ら

れ
て
お
り
、
あ
ら
た
め
て
義
務
経
費
だ
け
を

計
上
し
て
提
出
す
る
よ
う
要
求
し
て
い
る

が
、
当
局
は
自
治
法
に
よ
っ
て
否
決
さ
れ
た

予
算
案
を
そ
の
ま
ま
再
議
に
付
す
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
与
党
は
、
市
長
不
信
任
案
が
、

議
決
さ
れ
る
こ
と
を
警
戒
し
、
ひ
き
つ
づ

き
欠
席
戦
術
を
と
っ
た
た
め
、
本
会
議
は

野
党
議
員
だ
け
で
開
か
れ
て
お
り
、
野
党

が
こ
れ
を
ど
う
処
理
す
る
か
注
目
さ
れ
て

い
る
。

○

自
治
法
百
十
二
条
第
二
項
に
、
法
令
に

よ
り
負
担
す
る
経
費
、
立
法
規
定
で
主
席
の

職
権
に
よ
り
命
ず
る
経
費
そ
の
他
市
町
村
の

義
務
に
属
す
る
経
費
、
あ
る
い
は
災
害
に
よ

る
応
急
も
し
く
は
復
旧
の
施
設
に
必
要
な
経

費
、
伝
染
病
予
防
費
な
ど
い
わ
ゆ
る
義
務
経

費
を
削
除
、
減
額
す
る
議
決
を
し
た
場
合
に

は
、
そ
の
経
費
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
収
入
に

つ
い
て
再
議
に
付
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

規
定
に
基
き
当
局
は
十
日
以
内
に
再
議
に
付

す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
当
局

と
し
て
は
、
単
に
義
務
費
だ
け
に
限
ら
ず
、

原
案
を
そ
の
ま
ま
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
昭
和
三
十
年
高
知
県
議
会
で

起
っ
た
同
様
の
事
件
に
つ
い
て
、
自
治
庁

が
、”
当
初
予
算
が
否
決
さ
れ
こ
れ
を
再
議

に
付
す
場
合
、
百
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す

る
い
わ
ゆ
る
義
務
費
以
外
の
経
費
も
含
め
る

こ
と
が
で
き
る
”

注

行
政
実
例
判
例
に

よ
る

と
い
う
見
解
を
と
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
他
の
事
業
費
そ
の
他
の
経
費
を
復
旧
費

と
し
て
、
原
案
を
そ
の
ま
ま
再
議
に
付
す
よ

う
で
あ
る
。

な
お
、
自
治
法
百
十
二
条
第
四
項
に
は
”

議
会
が
な
お
再
議
に
付
さ
れ
た
義
務
経
費

を
削
除
し
、
ま
た
は
削
減
し
た
と
き
は
、

市
町
村
長
は
、
そ
の
議
決
を
不
信
任
の
議
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決
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
”
と
規
定
さ

れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
否
決
す
れ
ば
市

長
は
再
び
解
散
権
を
発
動
す
る
こ
と
も
で

き
る
と
い
う
見
方
も
あ
り
、
し
た
が
っ
て

野
党
は
、
大
幅
に
手
を
加
え
て
義
務
費
だ

け
を
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

る
が
、
当
局
は
、
原
案
の
歳
入
は
す
べ
て

自
己
財
源
か
ら
の
収
入
で
あ
り
、
こ
れ
を

削
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

今
回
も
全
面
否
決
し
た
と
み
て
お
り
、
再

議
に
付
さ
れ
た
場
合
に
も
、
原
案
を
承
認

す
る
か
再
び
全
面
否
決
す
る
ほ
か
な
い
と

み
て
い
る
。

｜
社
　
説
｜

那
覇
市
会
の
責
務

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
10
・
23

那
覇
市
会
は
い
よ
い
よ
泥
沼
に
足
を
と
ら

れ
た
形
で
あ
る
。
十
二
名
を
抱
え
た
市
長
は

頑
と
し
て
退
却
し
な
い
と
い
う
し
、
十
七
名

は
ど
う
し
て
も
市
長
を
引
き
ず
り
お
ろ
そ
う

と
躍
起
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
自
治

法
と
い
う
石
が
車
の
輪
止
め
に
な
っ
て
、
い

く
ら
十
七
名
が
引
っ
ぱ
っ
て
も
動
か
な
い
。

そ
の
車
に
乗
っ
て
い
る
市
民
こ
そ
い
ゝ
迷
惑

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
責
任

を
市
長
と
反
市
長
派
が
な
す
り
あ
い
を
し
て

も
、
意
味
を
な
さ
な
い
。
両
方
と
も
自
分
の

立
場
を
出
張
す
る
だ
け
で
、
何
の
解
決
に
も

な
ら
ぬ
。
そ
こ
で
、
最
後
の

断

を
下
す

こ
と
の
で
き
る
の
は

市
民

で
し
か
な
い
。

市
民
の
声
は
神
の
声
で
あ
る
が
、
そ
の
声
を

自
明
の
も
の
と
す
る
の
に
は
な
か
な
か
面
倒

な
手
続
き
と
ヒ
マ
が
か
ゝ
る
。

そ
こ
で
現
実
の
問
題
と
し
て
は
、
動
か
ぬ

市
長
を
そ
の
ま
ゝ
放
っ
て
お
い
て
は
誰
が
み

て
も
事
態
の
解
決
に
は
な
ら
ぬ
。
十
二
名
が

十
七
名
に
降
服
を
勧
告
す
る
と
い
う
こ
と
は

た
し
か
に
理
に
あ
わ
ぬ
話
で
あ
り
、
十
二
対

十
七
を
そ
の
ま
ゝ
に
し
て
お
く
こ
と
は
市
政

の
上
か
ら
ゆ
る
さ
れ
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
市
長

は
退
陣
し
な
い
と
す
れ
ば
、
市
会
で
過
半
数

を
早
急
に
と
る
政
治
的
責
任
を
負
わ
ね
ば
な

ら
ぬ
。
そ
う
で
な
し
に
、
頑
張
れ
る
か
ら
頑

張
る
と
い
う
の
で
は
、
も
早
や
政
治
で
は
な

く
な
る
。

こ
れ
を
正
常
に
戻
す
に
は
ど
う
し
て
も
、

野
党
側
の
働
き
か
け
に
待
つ
外
は
な
い
。
具

体
的
に
言
え
ば
、
現
状
を
脱
出
す
る
た
め
に

市
長
が
退
陣
す
る
方
法
を
み
つ
け
る
か
、
市

長
に
降
服
す
る
か
で
あ
る
。
降
服
す
る
こ
と

に
は
絶
対
反
対
で
あ
る
と
い
う
な
ら
、
堂
々

と
戦
い
の
陣
を
す
す
め
る
こ
と
以
外
に
は
な

い
。
そ
れ
は
市
民
に
訴
え
る
こ
と
を
最
上
と

す
る
。
市
長
は
ひ
ん
ぱ
ん
に
市
民
集
会
を
開

い
て
宣
伝
活
動
を
し
て
い
る
が
、
野
党
側
は

こ
れ
を
全
く
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
事
態
を

混
乱
さ
せ
て
い
る
一
つ
の
要
因
と
も
な
っ
て

い
る
。
裏
面
で
の
政
治
工
作
も
必
要
か
も
し

れ
な
い
が
、
一
般
市
民
に
事
態
を
訴
え
、
市

民
の
判
断
に
よ
っ
て
現
状
を
動
か
す
、
と
い

う
正
常
な
方
法
が
も
っ
と
積
極
的
に
と
ら
る

べ
き
で
あ
る
。
も
し
、
野
党
側
が
自
分
が
正

し
い
と
い
う
信
念
が
あ
る
な
ら
ば
、
毎
日
で

も
よ
い
か
ら
街
頭
に
で
も
立
っ
て
選
挙
の
と

き
に
お
と
ら
ず
、
市
民
に
訴
え
る
べ
き
で
あ

る
。
瀬
長
市
長
に
対
決
す
る
に
は
そ
れ
が
最

上
の
方
法
で
あ
る
。

『
市
長
の
反
省
求
め
る
』
／
渡

口
議
員
予
算
否
決
に
声
明

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
10
・
23

二
十
二
日
午
後
那
覇
市
会
副
議
長
渡
口
麗

秀
氏
は
五
八
年
度
予
算
を
全
面
否
決
し
た

こ
と
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
声
明
書
を

発
表
し
た
。

（
声
明
書
）
五
八
年
度
一
般
会
計
予
算
は
六

月
の
定
例
議
会
に
提
案
さ
れ
た
当
初
予
算
一

億
七
千
六
百
四
十
九
万
二
百
三
円
に
対
し
、

本
議
会
に
提
案
さ
れ
た
予
算
は
一
億
九
百
七

十
三
万
六
千
百
三
十
五
円
と
な
り
、
六
千
六

百
七
十
五
万
四
千
六
十
八
円
の
減
額
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
瀬
長
市
長
が
去
っ
た
一
月

以
来
資
金
凍
結
は
必
ず
解
除
し
て
都
計
事
業

を
再
開
す
る
と
豪
語
し
た
こ
と
が
、
単
な
る

大
言
壮
語
で
、
実
質
的
に
は
六
千
六
百
七
十

五
万
余
の
財
源
を
失
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
換
言
す
る
と
瀬
長
市
長
は
六
千
六
百
七
十
五

万
余
円
の
損
害
を
市
民
に
与
え
た
こ
と
に
な

り
、
こ
の
損
害
額
は
市
税
総
額
の
約
一
・
八

倍
に
相
当
し
、
市
民
税
の
約
十
倍
、
固
定
資

産
税
の
約
五
倍
に
相
当
す
る
。
瀬
長
氏
が
市

長
の
職
に
あ
る
こ
と
は
な
ん
ら
那
覇
市
民
に

利
益
を
も
た
ら
さ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
市

民
の
損
害
は
増
加
す
る
一
方
で
あ
る
。

歳
入
に
つ
い
て
市
税
に
つ
ぐ
大
き
い
財
源
と

し
て
前
年
度
繰
越
金
二
千
五
百
五
十
万
円
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
軍
補
助
金
打
切

り
そ
の
他
に
よ
る
歳
入
欠
陥
を
補
お
う
と
し

て
い
る
が
、
こ
れ
が
本
年
度
で
費
消
さ
れ
た

ら
、
来
年
度
か
ら
は
赤
字
財
政
の
お
そ
れ
が

あ
り
、
現
在
の
一
億
円
の
予
算
が
更
に
減
額

し
て
七
千
五
百
万
程
度
と
な
り
、
一
般
行
政

費
し
か
賄
え
な
く
な
る
。

さ
ら
に
歳
出
に
つ
い
て
は
区
長
制
度
の
美
名

に
か
く
れ
て
人
民
党
、
共
産
党
の
党
勢
拡
張

の
陰
謀
を
実
現
し
、
那
覇
市
民
を
共
産
化
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
広
報
費
を
増
額
し

人
民
党
の
機
関
誌
と
い
わ
れ
て
い
る
”
市
民

の
友
”
を
増
加
さ
せ
市
民
を
せ
ん
動
し
よ
う

と
し
て
い
る
。

瀬
長
市
長
が
就
任
し
て
い
な
け
れ
ば
す
で
に

完
成
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
道
路
、
橋
も
放
置

さ
れ
、
財
源
の
欠
乏
に
よ
り
工
事
費
も
一
割

に
減
っ
て
い
る
。
そ
の
他
人
事
の
不
公
正
が
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あ
る
な
ど
、
瀬
長
市
長
は
党
勢
拡
張
の
た
め

十
一
万
市
民
の
血
税
を
費
消
し
て
い
る
。

こ
こ
で
瀬
長
市
長
の
独
裁
政
治
に
反
省
を
求

め
る
意
味
で
五
八
年
度
予
算
を
全
面
的
に
否

決
し
た
。

那
覇
市
会
／
水
源
求
め
て
視
察

／
豊
富
な
牧
港
の
水
脈
に
自

信
得
る

琉
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那
覇
市
会
合
同
委
員
会
で
は
二
十
二
日
午
後

か
ら
那
覇
市
水
道
事
業
の
視
察
を
行
っ
た
。

こ
の
視
察
は
き
ょ
う
あ
さ
十
時
か
ら
開
か
れ

る
市
会
で
審
議
を
予
想
さ
れ
て
い
る
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算
を
野
党
側
が
承
認
す
る
含

み
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
一
行
は
バ
ス
を
利

用
、
首
里
西
森
下
の
水
源
地
、
牧
港
の
水
源

地
を
訪
れ
た
が
、
牧
港
の
水
源
地
で
は
消
防

自
動
車
を
使
用
し
て
湧
水
量
の
調
査
を
行
っ

た
結
果
、
豊
富
な
水
脈
が
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
、
こ
の
水
源
地
が
活
動
を
始
め
た
ら
那

覇
市
の
需
要
は
完
全
に
自
給
で
き
る
と
の
結

論
に
達
し
た
。

渡
口
副
議
長
の
話

我
々
は
常
に
市
民
の

福
祉
を
中
心
に
物
を
考
え
て
お
り
、
従
っ

て
水
の
不
足
が
ち
な
那
覇
市
の
現
状
か
ら

水
源
地
開
発
は
ぜ
ひ
必
要
で
、
市
長
か
ら

提
案
さ
れ
て
い
る
五
八
年
度
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算
は
承
認
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。

那
覇
市
会
け
さ
流
会
／
与
野
党

20
名
が
大
量
欠
席
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二
十
三
日
の
那
覇
市
会
は
、
出
席
十
名
で
、

自
治
法
に
よ
る
議
会
成
立
の
た
め
の
定
数
十

六
名

議
会
の
過
半
数

に
足
り
な
い
た
め
、

十
一
時
二
十
分
つ
い
に
流
会
、
二
十
四
日
あ

さ
十
時
か
ら
再
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
会
期
中
に
、
市
長
不
信
任
を
成
立
さ
せ

よ
う
と
す
る
野
党
側
は
、
与
党
議
員
が
去
る

九
月
十
日
開
会
以
来
欠
席
戦
術
を
と
っ
て
い

る
こ
と
に
不
満
を
抱
き
一
部
議
員
の
中
に
は

与
党
が
欠
席
す
る
限
り
出
席
し
な
い
と
い
う

の
も
あ
り
、
き
ょ
う
の
大
量
欠
席
に
な
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
野
党
側
欠
席
議
員
は
ひ
き
つ
づ
き

欠
席
す
る
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
議
会
は

多
く
の
未
処
理
議
案
を
残
こ
し
た
ま
ま
流
会

が
続
く
お
そ
れ
も
出
て
き
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
高
良
、
渡
口

麗

正
副
議
長
、
比
嘉

佑

議
員
ら
は
、
流
会
後
そ
の
対
策
に
つ

い
て
協
議
、
欠
席
議
員
に
出
席
す
る
よ
う
説

得
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

出
席
は
比
嘉

佑

高
良

清

平
良
、
備

瀬
、
石
原
、
渡
口
麗

糸
数
、
玉
那
覇
、

宮
城

実

高
良

一

の
十
議
員
。

都
市
合
併
／
対
等
、
編
入
で
も

め
る
／
高
良
那
覇
市
会
議
長

／
真
和
志
側
と
要
談
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那
覇
市
会
を
正
常
に
戻
そ
う
と
苦
慮
し
て
い

る
高
良
那
覇
市
議
長
は
、
二
十
二
日
よ
る
八

時
か
ら
真
和
志
市
清
風
荘
で
真
和
志
側
翁
長

市
長
、
森
田
議
長
と
会
い
合
併
問
題
に
つ
い

て
要
談
し
た
。
そ
の
結
果
、
両
方
と
も
早
期

合
併
を
は
か
る
と
い
う
こ
と
で
は
意
見
一
致

し
た
が
、
那
覇
市
が
編
入
合
併
を
主
張
し
て

い
る
の
に
対
し
、
真
和
志
側
は
混
乱
し
て
い

る
那
覇
市
に
編
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

主
張
、
方
法
に
つ
い
て
意
見
の
食
い
違
い
が

あ
り
、
は
っ
き
り
し
た
結
論
に
達
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。

高
良
那
覇
市
議
長
は
、
両
市
の
早
期
合
併

は
世
論
と
な
っ
て
お
り
、
機
運
も
熟
し
て
い

る
。
市
会
も
こ
れ
に
賛
成
し
て
い
る
の
で
、

十
二
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
立
法
院
の
臨
時

議
会
ま
で
に
双
方
合
併
の
態
勢
を
整
え
た
い

が
、
そ
の
方
法
は
、
真
和
志
は
人
口
的
に
も
、

財
政
経
済
面
で
も
那
覇
に
比
べ
て
規
模
が
小

さ
い
の
で
編
入
の
形
で
ま
と
め
た
い
と
申
し

入
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
真
和
志
側
翁
長
市
長
、
森

田
議
長
は
、
真
和
志
の
合
併
に
対
す
る
態
勢

は
す
で
に
整
っ
て
お
り
、
あ
と
は
那
覇
市
会

の
出
方
を
待
つ
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
し
、

現
在
の
混
乱
し
た
段
階
で
は
編
入
と
い
う
こ

と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
説
明
、
意
見
の
一
致

を
み
ず
、
近
く
瀬
長
市
長
を
ま
じ
え
、
四
者

会
談
を
開
い
て
話
し
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
瀬
長
市
長
与
党
側
民
連
議

員
は
、
合
併
は
市
民
へ
の
公
約
で
あ
り
、
そ

の
早
期
実
現
を
の
ぞ
ん
で
い
る
と
語
り
、
賛

意
を
表
し
て
お
り
、
方
法
も
対
等
合
併
で
い

い
と
い
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
野
党
の
一

部
に
は
、
合
併
よ
り
市
長
の
不
信
任
が
先
決

だ
と
い
う
議
員
が
あ
っ
て
難
航
し
て
い
る
。

し
か
し
、
野
党
は
こ
れ
ま
で
市
長
不
信
任
の

た
め
に
あ
ら
ゆ
る
手
を
つ
く
し
て
き
た
が
、

何
れ
も
不
成
功
に
終
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の

際
合
併
に
よ
っ
て
円
満
に
解
決
し
た
い
と
い

う
も
の
も
出
て
お
り
、
高
良
議
長
が
こ
れ
ら

の
合
併
派
を
バ
ッ
ク
に
、
野
党
十
七
議
員
を

ど
う
ま
と
め
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

混
乱
市
会
を
収
拾

高
良
那
覇
市
議
長
の
話

那
覇
市
会
は
混
乱

に
落
ち
込
ん
で
い
る
が
、
こ
の
辺
で
そ
の
収

拾
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
真
和
志
と
早
期
合
併
す
る
ほ
か
な

い
。
野
党
も
合
併
に
は
全
員
賛
成
し
、
合
併

促
進
特
別
委
員
会
で
検
討
し
て
お
り
、
近
く

実
現
す
る
も
の
と
思
う
。

那
覇
市
の
出
方
待
つ

森
田
真
和
志
市
議
長
の
話

那
覇
市
会
の
野

党
は
編
入
合
併
と
い
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
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那
覇
市
の
状
況
で
は
こ
ち
ら
が
吸
収
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
対
等
合
併

で
き
な
い
理
由
と
し
て
、
人
口
、
財
政
規
模

が
真
和
志
は
小
さ
い
と
い
っ
て
い
る
が
、
真

和
志
が
さ
き
に
那
覇
に
編
入
し
た
旧
港
村
な

ど
の
失
地
を
回
復
す
れ
ば
同
規
模
に
な
る
か

ら
行
政
訴
訟
を
起
こ
そ
う
と
い
う
の
も
い

る
。
こ
ち
ら
は
す
で
に
合
併
の
態
勢
は
十
分

整
っ
て
お
り
、
あ
と
は
那
覇
市
会
の
出
方
を

待
つ
ば
か
り
だ
。

ち
ょ
っ
と
待
っ
た
、
そ
の
贈
物

／
雨
ざ
ら
し
の
総
評
資
材
／

経
済
局
、
無
為
替
輸
入
申
請

を
け
る
”
瀬
長
市
長
に
協
力

せ
ぬ
”
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本
土
の
総
評

議
長
原
口
幸
隆
氏

か
ら
那

覇
市
民
会
館
建
設
用
と
し
て
那
覇
市
あ
て
に

贈
っ
た
建
築
用
資
材
セ
メ
ン
ト
八
百
八
十
四

袋
、
材
木
百
七
十
九
本
ほ
か
、
二
百
六
十
万

三
千
三
百
七
十
二
日
円
相
当
の
援
助
物
資
は

十
二
日
那
覇
港
入
港
の
東
光
丸
で
陸
揚
げ
さ

れ
た
が
こ
の
資
材
の
無
為
替
輸
入
申
請
を
出

し
て
い
た
那
覇
市
瀬
長
市
長
に
対
し
二
十
三

日
経
済
局
は
同
申
請
を

瀬
長
市
長
に
は
如

何
な
る
形
の
協
力
も
し
な
い
と
い
う
琉
球
政

府
の
基
本
方
針
に
従
っ
て

と
許
可
し
な

い
こ
と
に
決
定
、
瀬
長
市
長
に
申
請
書
類
を

返
送
し
た
。

瀬
長
市
長
か
ら
経
済
局
に
同
資
材
の
無
為
替

輸
入
申
請
の
あ
っ
た
の
は
去
る
十
五
日
で
こ

れ
に
つ
い
て
経
済
局
貿
易
課
で
慎
重
に
検

討
、
布
令
二
十
六
号
第
六
条
九
項
の
規
定
に

基
い
て
不
許
可
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
瀬
長
市
長
以
外
の
福
祉
協
議
会

な
ど
が
受
取
人
に
な
れ
ば
、
無
為
替
で
輸
入

許
可
出
来
る
と
い
う
意
味
も
言
い
含
め
て
い

る
。二
十
三
日
ひ
る
一
時
す
ぎ
人
民
党
又
吉
書

記
長
、
大
湾
立
法
院
議
員
の
両
氏
は
経
済
局

に
瀬
長
局
長
を
訪
問
し
て
無
為
替
輸
入
認
可

方
を
申
し
入
れ
た
が
瀬
長
経
済
局
長
は
同
様

主
旨
で
許
可
出
来
ぬ
旨
を
明
ら
か
に
し
た
も

よ
う
。
経
済
局
の
無
為
替
輸
入
申
請
不
許
可
理
由

は
次
の
通
り

一
、
無
為
替
輸
入
は
外
国
為
替
並
び
に
貿

易
上
問
題
が
あ
る
の
で
次
の
よ
う
な
場
合
に

厳
密
な
審
議
の
上
許
可
不
許
可
を
決
定
し
て

い
る
。
海
外
の
親
戚
、
知
人
な
ど
か
ら
無
償
で
送

ら
れ
る
贈
与
品
の
輸
入
、
そ
の
他
商
品
見

本
の
輸
入
、
修
理
加
工
の
た
め
の
輸
入
、

ク
レ
ー
ム
解
決
の
た
め
の
輸
入
、
外
資
導

入
に
伴
う
現
物
出
資
の
た
め
の
輸
入
等
。

二
、
輸
入
は
事
前
に
と
り
つ
け
た
上
船
積

み
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
、
殊
に
こ
の
よ
う

に
多
額
に
わ
た
る
無
為
替
輸
入
に
つ
い
て
は

尚
更
で
あ
る
。
許
可
な
し
に
船
積
み
し
て
事

後
承
認
を
求
め
て
も
責
任
は
も
て
な
い
。

三
、
こ
れ
が
前
例
と
な
っ
て
次
々
に
乱
用

さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

四
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
点
の
ほ
か
に
こ

の
ケ
ー
ス
は
瀬
長
市
長
に
は
如
何
な
る
形
の

協
力
も
し
な
い
と
い
う
琉
球
政
府
の
基
本
方

針
に
そ
う
て
許
可
を
与
え
な
い
こ
と
に
し

た
。五
、
総
評
の
好
意
に
対
し
て
は
感
謝
す
る

が
折
角
の
好
意
が
目
下
紛
争
中
の
内
政
問
題

に
影
響
す
る
結
果
と
な
る
の
は
好
ま
し
い
こ

と
で
は
な
い
。

六
、
贈
り
先
が
福
祉
団
体
そ
の
他
こ
の
好

意
が
政
治
的
に
色
づ
け
ら
れ
る
結
果
に
な
ら

な
い
よ
う
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

福
祉
団
体
な
ら
認
め
る

瀬
長
経
済
局
長
は
、
こ
の
無
為
替
輸
入
許

可
を
拒
否
し
た
理
由
に
つ
い
て
次
の
通
り

記
者
団
と
一
問
一
答
し
た
。

問

今
度
の
措
置
は
民
政
府
の
指
示
に
よ
る

も
の
か
。

答

違
う
、
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
は
事

前
、
事
後
に
主
席
と
よ
く
相
談
す
る
の
が
普

通
だ
が
、
今
度
の
場
合
も
想
像
に
お
ま
か
せ

し
た
い
。

問

単
に
局
長
権
限
で
拒
否
と
い
っ
た
こ
と

に
な
る
と
、
今
後
も
瀬
長
市
長
に
対
し
て
は

同
じ
ケ
ー
ス
が
予
想
さ
れ
る
が
、

答

勿
論
、
瀬
長
市
長
個
人
に
は
協
力
し

な
い
と
い
っ
た
政
府
の
方
針
か
ら
次
の
ケ
ー

ス
も
予
想
さ
れ
よ
う
。

問

結
局
、
貿
易
管
理
上
の
問
題
で
は
な
く
、

政
策
的
な
意
図
が
中
心
と
な
っ
て
の
措
置
と

み
て
い
い
ワ
ケ
か
。

答

瀬
長
市
長
の
勢
力
拡
張
に
前
例
と

な
っ
て
は
困
る
の
で
と
っ
た
措
置
で
あ
る
、

も
し
送
付
先
が
瀬
長
市
長
で
な
く
他
の
福
祉

団
体
な
ら
、
或
い
は
当
間
主
席
が
市
長
な
ら

無
為
替
輸
入
許
可
は
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

問

瀬
長
市
長
個
人
が
貿
易
業
務
に
従
事
し

て
無
為
替
輸
入
を
申
請
し
た
場
合
も
拒
否
す

る
の
か
？

答

個
人
の
場
合
は
い
か
な
る
場
合
で
も

別
問
題
で
あ
る
。
瀬
長
市
長
が
つ
く
る
市
民

会
館
用
資
材
の
無
為
替
輸
入
だ
か
ら
け
っ
た

の
で
あ
っ
て
、
強
い
て
い
う
な
ら
ば
、
総
評

と
い
っ
た
外
部
団
体
が
内
政
問
題
に
タ
ッ
チ

し
て
い
る
格
好
に
な
っ
て
い
る
た
め
お
も
わ

し
く
な
い
。

問

恐
ら
く
総
評
は
純
粋
な
気
持
で
、
那
覇

市
民
を
代
表
す
る
市
長
に
送
っ
た
も
の
で
あ

り
、
瀬
長
市
長
個
人
を
援
助
す
る
た
め
に

送
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
解
釈
で
き
な
い
も

の
か
ど
う
か
？

答

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
受
入
れ
の
方
法

は
あ
る
。
く
ど
い
よ
う
だ
が
那
覇
市
長
で
は
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な
く
、
瀬
長
氏
が
市
長
で
あ
る
か
ら
許
可
し

な
い
と
い
う
ワ
ケ
だ
。

問

瀬
長
市
長
同
様
の

革
新
勢
力
の
意

人
が
他
の
市
町
村
の
長
と
な
っ
た
場
合
も
同

じ
措
置
を
と
る
と
い
う
意
味
か
？

答

そ
う
で
は
な
い
、
瀬
長
市
長
個
人
に

協
力
し
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

問

那
覇
市
の
産
業
行
政
や
一
般
予
算
の
事

業
執
行
で
例
え
ば
経
済
局
の
協
力
を
求
め
た

場
合
も
拒
否
す
る
の
か
？

答
　
そ
う
で
は
な
い
、
那
覇
市
民
を
対
象

に
す
る
農
道
や
土
木
事
業
な
ら
ケ
ー
ス
バ
イ

ケ
ー
ス
で
協
力
も
す
る
。
今
度
の
場
合
は
特

に
外
部
の
力
が
入
っ
て
き
て
い
る
の
で
許
可

し
な
い
だ
け
だ
。

理
由
に
な
ら
ぬ

瀬
長
市
長
の
話

布
令
に
よ
っ
て
寄
贈
物

資
は
無
為
替
で
輸
入
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
そ
の
例
は
い
く
ら
で
も
あ

り
、
日
本
政
府
も
そ
の
た
め
に
許
可
し
た
も

の
と
思
う
。日
本
政
府
で
許
可
し
た
も
の
を
、

瀬
長
に
協
力
し
た
く
な
い
と
い
う
理
由
で
許

可
し
な
い
と
い
う
が
、
そ
れ
は
理
由
に
な
ら

な
い
。
日
本
政
府
が
正
式
に
許
可
し
て
出
し

た
以
上
は
、総
評
対
瀬
長
の
問
題
で
は
な
く
、

日
本
政
府
と
、
こ
れ
を
不
許
可
に
し
た
米
国

民
政
府
の
問
題
と
な
る
。
正
式
に
通
知
を
受

け
た
上
で
さ
ら
に
理
由
を
追
及
す
る
と
と
も

に
、
日
本
政
府
や
総
連
に
連
絡
、
政
治
的
国

際
問
題
に
す
る
。
戦
争
で
た
た
か
れ
た
沖
縄

に
対
し
、
こ
う
い
う
特
別
措
置
が
と
ら
れ
な

い
と
な
ら
ば
大
変
な
こ
と
に
な
る
。

那
覇
市
会
ま
た
お
流
れ
／
解
決

案
に
合
併
問
題
持
上
る

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
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・
24

二
十
四
日
の
那
覇
市
会
は
、
あ
さ
十
一
時
再

開
し
た
が
、
出
席
十
三
名
で
定
足
数
に
足
り

ず
、
前
日
に
ひ
き
つ
づ
き
再
び
流
会
し
た
。

野
党
側
の
不
信
任
強
行
派
は
、
与
党
の
欠
席

戦
術
が
合
法
な
ら
こ
ち
ら
も
欠
席
し
て
い
い

と
、
欠
席
を
続
け
て
い
る
も
の
。

こ
う
し
て
議
会
が
流
会
続
き
と
な
る
と
、

議
案
審
議
の
見
通
し
は
つ
か
な
く
な
り
、
さ

ら
に
混
乱
す
る
お
そ
れ
が
で
て
き
た
。

そ
の
為
解
決
策
と
し
て
真
和
志
市
と
の
合
併

問
題
が
漸
く
野
党
側
に
も
大
き
く
ク
ロ
ー

ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
合
併
賛
成
派
の
数
名
は
流
会

後
、
話
し
合
っ
た
が
こ
う
い
う
事
態
に
落
ち

こ
ん
だ
以
上
は
、
合
併
以
外
に
解
決
の
道
は

な
い
と
い
う
結
論
に
達
し
、
二
十
五
日
の
本

会
議
で
さ
き
に
真
和
志
市
会
か
ら
出
さ
れ
た

合
併
問
題
に
つ
い
て
両
市
全
議
員
の
懇
談
会

を
開
き
た
い
と
申
し
入
れ
を
検
討
、
懇
談
会

開
催
の
決
議
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
合
併
の
方
法
で
対

立
し
て
い
る
両
市
の
見
解
に
幾
分
の
歩
み

寄
り
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
み
ら
れ
て
い
る
。
二
十
四
日
の
出
席

は
高
良
一
、
辺
野
喜
、
高
良

清

、
平

良
、
兼
次
、
宮
里
、
赤
嶺
、
玉
那
覇
、
比

嘉

佑

、
宮
城

実

、
喜
久
山
、
新
垣
、

糸
数
、
の
十
三
議
員
。

｜
社
　
説
｜

那
覇
市
民
の
良
識
に
訴
え
る
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那
覇
市
会
は
ま
た
お
流
れ
に
な
っ
た
。
与

党
の
欠
席
戦
術
に
対
す
る
、
野
党
の
シ
ッ
ペ

返
し
と
も
と
れ
る
同
様
の
欠
席
戦
術
に
出
た

た
め
、
定
足
数
に
足
り
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。こ
う
し
て
流
会
が
続
く
と
ど
う
な
る
か
、

こ
れ
は
い
わ
ず
も
が
な
の
こ
と
で
、
も
う
く

ど
く
ど
い
う
必
要
は
な
い
。

そ
こ
を
見
通
し
て
の
、
打
開
策
と
し
て
、

那
覇
、
真
和
志
の
合
併
と
い
う
こ
と
が
叫
ば

れ
た
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
よ
う
や
く

結
論
を
見
出
し
て
い
る
か
っ
こ
う
で
も
イ
ザ

と
な
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
お
い

そ
れ
と
こ
と
は
運
び
そ
う
も
な
い
。
現
に
、

那
覇
市

野
党

で
も
両
市
会
の
議
員
が
集

ま
っ
て
検
討
し
よ
う
と
働
き
か
け
は
し
た
も

の
の
、

対
等

か

編
入

か
で
は
完
全

な
歩
み
寄
り
は
む
つ
か
し
い
あ
り
さ
ま
で
あ

る
。
で
は
、
世
間
は
こ
の
あ
り
さ
ま
を
ど
う

解
釈
す
れ
ば
よ
い
か
。
両
市
の
市
民
の
立
場

に
立
っ
て
こ
れ
を
考
え
た
ば
あ
い
は
、
市
民

個
々
の
考
え
方
の
ち
が
い
は
あ
っ
て
も
、
良

識
を
働
か
せ
ば
、
お
の
ず
と
合
併
が
よ
い
こ

と
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
こ
う
途
が
ふ
さ
が
っ
て
み
れ
ば
、
都

市
合
併
は
残
さ
れ
た
一
つ
の
突
破
口
で
あ
る

こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

そ
う
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
肝
心
の
政
治
は

う
ま
く
動
い
て
く
れ
な
い
の
か
。
な
る
ほ
ど

合
併
は
難
し
い
仕
事
で
あ
る
。
真
和
志
の
言

い
分
に
も
あ
る
と
お
り
、
い
ま
の
ゴ
タ
ゴ
タ

し
て
い
る
那
覇
市
と
一
緒
に
な
る
の
は
不
安

な
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
も
よ
く
わ
か
る
こ
と

だ
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
も
な
さ
そ
う
な
気
が

す
る
。

こ
ち
ら
は
、
い
つ
で
も
用
意
は
と

と
の
っ
て
い
る
。
あ
と
は
那
覇
市
の
出
方
を

ま
つ
ば
か
り
だ

と
い
う
口
ぶ
り
に
も
い
ち

お
う
カ
ケ
ヒ
キ
が
あ
り
そ
う
で
な
ら
な
い
。

那
覇
市
に
し
て
も
、
も
ち
ろ
ん
野
党
だ
が

｜
合
併
が
、
行
詰
っ
た
市
政
を
打
開
す
る
に

は
、
一
番
よ
い
方
法
だ
と
い
う
、
世
論
を
よ

そ
に
、
ど
う
し
て
い
ま
ま
で
こ
れ
に
ソ
ッ
ポ

を
向
い
て
き
た
の
か
、
市
民
に
は
わ
か
ら
な

い
フ
シ
が
多
い
。
瀬
長
市
長
や
、
そ
の
与
党

に
し
て
も
、

合
併
は
市
民
と
約
束
し
た
こ

と
だ
し
、早
く
そ
の
実
現
を
の
ぞ
ん
で
い
る

と
い
い
な
が
ら
、
む
し
ろ
そ
れ
を
し
ぶ
っ
て

い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。
こ

れ
だ
け
は
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
市
民
に
は
よ
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く
わ
か
ら
な
い
。
皆
う
ま
い
こ
と
を
言
っ
て

い
る
と
い
っ
た
感
じ
が
先
に
立
つ
。
こ
れ
に

は
、
い
ろ
い
ろ
理
由
も
あ
る
だ
ろ
う
。
た
と

え
ば
、
野
党
側
に
し
て
み
れ
ば
、
合
併
よ
り

も
市
長
不
信
任
が
ま
っ
先
だ
と
い
っ
た
こ
と

で
、
意
見
が
揃
わ
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
瀬
長
市
長
は
、
野
党
の
ア
ノ
手
コ

ノ
手
の
攻
撃
を
外
す
た
め
に
精
一
杯
で
、
肝

心
な
合
併
を
進
ん
で
や
る
ユ
ト
リ
は
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は

理
由
に
は
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
ま

で
の
話
で
、
決
し
て
人
を
十
分
な
っ
と
く
さ

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
ま
ま
で
信
じ
て

い
た
こ
と
で
も
し
ま
い
に
は
信
じ
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
も
あ
る
。

い
ま
、
そ
こ
ま
で
言
い
切
っ
て
よ
い
か
ど

う
か
わ
か
ら
な
い
が
、
も
し
那
覇
市
の
市
会

議
員
た
ち
が
、
当
選
間
も
な
い
、
言
い
か
え

る
と
、
市
会
議
員
に
な
っ
て
日
も
浅
い
と
い

う
の
に
、
合
併
の
た
め
に
市
会
議
員
を
棒
に

ふ
る
の
は
不
都
合
で
あ
る
と
い
っ
た
考
え
方

な
ら
合
併
の
進
ま
ぬ
理
由
は
別
に
も
あ
っ
た

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ

れ
、
真
和
志
の
議
員
に
も
通
じ
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
瀬
長
市
長
に
も
ぜ
ん
ぜ
ん
通
じ
な

い
こ
と
で
も
な
い
と
お
も
わ
れ
る
の
で
あ

る
。大
義
名
分
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
或
い
は

民
主
主
義
の
ル
ー
ル
と
言
い
か
え
て
も
よ

い
。
市
民
の
た
め
に
、
貧
し
い
人
た
ち
の
た

め
に
と
言
え
ば
、
い
か
に
も
大
義
名
分
は
通

る
。
い
や
立
派
す
ぎ
る
の
で
、
誰
も
異
存
は

な
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
と
に
、
那
覇
市
の
ば

あ
い
は
、
市
会
で
争
う
時
も
、
こ
の
大
義
名

分
を
ど
っ
ち
も
持
ち
出
し
て
い
る
。野
党
も
、

与
党
も
、
正
義
の
使
徒
の
よ
う
な
顔
を
し
て

い
る
。
そ
れ
に
抵
抗
す
る
も
の
が
、
ま
ち

が
っ
て
い
る
と
い
っ
た
一
種
の
強
迫
観
念
さ

え
与
え
る
。

こ
ん
な
不
思
議
な
風
潮
は
ど
ん
な
風
に
し

て
生
れ
て
き
た
の
か
。
い
ま
表
面
で
は
、
瀬

長
市
長
を
辞
め
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
、
良

い
か
悪
い
か
は
別
と
し
て
、
こ
こ
ま
で
事
態

を
追
い
こ
ん
で
き
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
ア

メ
リ
カ
も
、
一
部
財
界
人
も
考
え
る
必
要
は

あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
う
問
題
が
こ
じ

れ
て
く
る
と
、
こ
れ
を
階
級
闘
争
だ
と
か
、

保
守
革
新
の
い
が
み
合
い
だ
な
ど
と
、
割
り

切
っ
て
考
え
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
し
ま
す

ま
す
問
題
を
複
雑
に
す
る
こ
と
に
は
役
立
っ

て
も
解
決
の
途
を
見
つ
け
る
手
段
に
は
な
ら

な
い
。
と
も
す
れ
ば
、
那
覇
市
の
問
題
を
、
政
党

と
か
ら
ま
せ
た
り
、
階
級
対
立
と
見
せ
か
け

た
り
、
世
界
の
冷
た
い
対
立
と
い
う
こ
と
に

関
係
づ
け
た
り
す
る
見
方
も
あ
る
が
、
こ
れ

は
今
の
沖
縄
の
地
位
を
、
そ
う
し
て
眺
め
た

い
、
他
人
の
勝
手
な
物
尺
で
あ
っ
て
、
多
く

は
沖
縄
人
や
、
那
覇
の
市
民
の
立
場
に
立
っ

て
の
こ
と
と
は
お
も
え
な
い
。

那
覇
の
市
会
に
限
ら
ず
、
交
通
事
故
を
例

に
と
っ
て
み
る
と
、
子
供
の
轢
死
が
起
れ
ば
、

遊
び
場
を
つ
く
れ
と
い
う
こ
と
は
、
い
か
に

も
立
派
な
解
決
策
に
な
る
が
、
混
乱
市
会
に

子
供
の
生
命
を
考
え
ろ
と
き
め
つ
け
た
っ

て
、
ゆ
っ
く
り
予
算
を
組
ん
で
く
れ
る
も
の

で
は
な
い
し
、
そ
れ
を
の
ぞ
む
方
が
始
め
か

ら
ど
う
か
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
別
の
立
場
か
ら
那
覇
市
政
を
み
つ
め

る
こ
と
だ
。
そ
う
し
な
い
限
り
、
市
民
の
福

祉
な
ど
口
に
す
る
ほ
ど
バ
カ
気
た
こ
と
に
な

る
。大

絃
小
絃
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ま
た
か
と
い
い
た
く
な
る
が
那
覇
市
会
は
お

と
つ
い
も
、
き
の
う
も
流
会
し
た
。
多
分

き
ょ
う
も
、
あ
す
も
、
と
つ
づ
い
て
い
く
こ

と
だ
ろ
う
。
会
議
を
開
こ
う
に
も
出
席
議
員

が
、
議
員
定
数
の
半
数

十
五
名

に
足
り

な
い
の
で
あ
る
▼
与
党
が
欠
席
戦
術
に
出
て

い
る
の
で
、野
党
側
も
合
法
の
名
を
以
っ
て
、

欠
席
戦
術
に
出
て
い
る
も
の
ら
し
い
。
与
党

の
欠
席
戦
術
に
対
し
、
野
党
は
当
初
、
当
局

の
出
す
議
案
や
予
算
案
の
否
決
戦
術
に
出
て

い
た
が
、
市
長
の
専
決
処
分
で
十
分
功
を
秦

さ
ず
、つ
い
で
告
発
で
泥
を
塗
り
合
っ
た
が
、

こ
れ
も
う
ま
い
手
で
な
か
っ
た
▼
与
党
が
そ

ん
な
つ
も
り
な
ら
、
こ
ち
ら
も
欠
席
し
て
や

れ
、と
戦
術
の
転
換
を
図
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、

ど
う
も
は
た
目
に
は
、
感
心
で
き
た
も
の
で

な
い
。
野
球
で
い
う
な
ら
野
党
側
は
、
瀬
長

投
手
に
お
さ
れ
て
凡
打
拙
攻
の
出
来
の
悪
い

試
合
ば
か
り
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
▼
こ

の
ま
ま
流
会
が
つ
づ
く
な
ら
、
議
会
は
あ
っ

て
な
き
が
如
し
で
、
市
長
は
市
町
村
自
治
法

で
与
え
ら
れ
た
権
限
を
発
動
、
専
決
処
分
で

こ
と
を
運
ぶ
だ
ろ
う
。
気
の
小
さ
い
市
長
な

ら
と
も
か
く
、
相
手
は
百
万
人
と
い
え
ど
も

わ
れ
行
か
ん
、
と
い
う
よ
う
な
瀬
長
氏
だ
。

内
心
は
専
決
処
分
の
独
壇
場
を
喜
ん
で
い
る

か
も
し
れ
な
い
▼
欠
席
に
よ
る
流
会
は
勿
論

野
党
側
だ
け
の
責
任
で
は
な
い
。
当
初
か
ら

合
法
の
名
に
か
く
れ
て
い
る
与
党
側
も
責
め

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
考
え

て
み
る
と
、
こ
の
責
任
は
議
員
ば
か
り
に
負

わ
す
の
は
酷
と
い
う
も
の
で
、
病
巣
は
も
っ

と
も
っ
と
他
の
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る
よ
う
な

気
が
す
る
▼
如
何
に
両
派
が
秘
策
を
ね
っ
て

も
い
が
み
合
い
、
蹴
り
合
い
を
つ
づ
け
て
い

る
間
は
、
そ
の
ウ
ミ
が
さ
ら
り
と
洗
い
お
と

さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
例
え
、
無
理
押

し
に
、市
長
不
信
任
を
成
立
さ
せ
て
み
て
も
、

那
覇
市
政
は
満
身
傷
だ
ら
け
と
な
り
、
そ
の

後
が
う
ま
く
い
く
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
醜

い
争
が
つ
づ
い
て
、
市
民
の
間
に
も
へ
ん
な
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し
こ
り
が
残
る
こ
と
だ
ろ
う
▼
混
迷
し
た
那

覇
市
政
に
と
っ
て
、
い
ま
の
際
の
最
良
の
薬

は
、
多
年
の
市
民
の
願
で
あ
る
真
和
志
と
の

合
併
か
と
思
わ
れ
る
。
野
党
の
中
に
は
そ
の

線
に
そ
っ
て
の
打
開
を
考
え
て
い
る
グ
ル
ー

プ
が
あ
る
よ
う
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
勢
力
が

大
き
く
な
れ
ば
、
或
い
は
ヒ
ッ
ト
を
放
つ
日

が
、
案
外
、
早
目
に
や
っ
て
こ
よ
う
。
合
併

の
リ
ー
ド
は
多
数
で
あ
る
野
党
に
し
か
期
待

で
き
な
い
。

宙
に
迷
う
総
評
の
贈
物
／
市
民

や
関
係
者
は
こ
う
み
る
／
市

民
へ
同
胞
の
好
意
だ
／
瀬
長

市
長
名
義
変
え
て
も
よ
い

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
10
・
25

本
土
の
総
評
か
ら
那
覇
市
民
集
会
所
建
築
用

と
し
て
那
覇
市
に
贈
ら
れ
て
き
た
資
材
は
、

去
る
十
二
日
那
覇
港
入
港
の
東
光
丸
で
陸
揚

げ
さ
れ
た
が
、
政
府
経
済
局
は
二
十
三
日
、

こ
の
資
材
の
無
為
替
輸
入
を
許
可
し
な
い
こ

と
に
決
定
し
た
。
さ
て
こ
の
贈
物
の
結
着
は

ど
う
つ
け
ら
れ
る
か
次
は
こ
の
問
題
に
対
す

る
市
民
や
関
係
者
の
見
方
。

沖
青
連
中
根
章
氏

総
評
か
ら
の
贈
物

は
、
瀬
長
氏
や
、
人
民
党
の
勢
力
拡
張
の
た

め
の
も
の
で
な
く
、
那
覇
市
民
ひ
い
て
は
沖

縄
八
十
万
県
民
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
同

胞
か
ら
の
好
意
は
喜
ん
で
受
け
る
の
が
自
然

で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
一
市
民
と
し
て
黙
っ

て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
青
連
は
、
政

府
に
対
し
、
善
処
方
を
強
く
要
請
す
る
。

琉
大
上
江
洲
朝
康
君

政
府
の
と
っ
た
態

度
は
瀬
長
個
人
の
マ
イ
ナ
ス
に
は
な
ら
な

い
。
市
民
の
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
だ
け
だ
。
こ

の
問
題
は
、
政
治
的
な
か
ら
く
り
を
超
越
し

た
純
粋
な
立
場
で
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

商
店
員
Ａ
さ
ん

余
り
に
も
い
き
過
ぎ
た

政
府
の
や
り
方
に
義
憤
を
禁
じ
得
な
い
。
私

は
民
主
党
を
支
持
し
て
い
る
が
、
今
度
の
問

題
に
つ
い
て
あ
え
て
意
見
を
述
べ
た
い
。
瀬

長
氏
に
対
し
政
府
が
非
協
力
的
で
あ
る
こ
と

は
当
然
な
こ
と
で
あ
り
、
容
易
に
納
得
出
来

る
。
し
か
し
総
評
か
ら
の
贈
物
は
、
瀬
長
個

人
に
対
す
る
も
の
で
な
く
、
市
民
集
会
所
に

恵
ま
れ
な
い
全
市
民
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
あ

る
。
政
府
は
も
っ
と
冷
静
な
態
度
で
公
私
の

区
別
を
は
っ
き
り
す
べ
き
で
あ
る
。

引
渡
し
要
請
の
決
議
を
す
る

兼
次
議
員
（
民
連
）
の
話
　
政
府
が
瀬
長

市
長
に
協
力
で
き
な
い
と
い
っ
て
折
角
贈
ら

れ
て
き
た
も
の
を
渡
さ
な
い
と
い
う
の
は
政

治
を
歪
め
る
標
本
で
あ
る
。
感
情
に
と
ら
わ

れ
た
政
治
で
は
な
く
、
も
っ
と
理
性
的
に
な

る
べ
き
だ
。
公
益
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
い

の
で
、
政
府
の
翻
意
を
促
す
た
め
に
、
二
十

五
日
の
議
会
で
引
き
渡
し
要
請
の
発
議
を
す

る
。
さ
ら
に
、
主
席
は
民
政
府
の
代
行
機
関

だ
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
米
国
の
統
治

権
者
の
意
志
か
ど
う
か
も
つ
き
と
め
て
い
く

つ
も
り
だ
。
な
お
、
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
、

公
職
に
あ
る
市
長
を
政
府
が
否
認
す
る
こ
と

は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
社
大
党
那
覇

支
部
で
も
こ
れ
を
と
り
あ
げ
、
党
議
に
か
け

た
上
で
立
法
院
で
も
追
及
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
渡
口
麗
秀
議
員
（
同
盟
派
）
の
話

新
聞

に
報
ぜ
ら
れ
て
知
っ
た
だ
け
で
当
局
か
ら
議

会
に
何
ら
の
連
絡
も
な
い
の
で
調
査
の
上
で

な
い
と
何
と
も
い
え
な
い
。

市
民
の
大
半
は
歓
迎
し
な
い

安
里
工
交
局
長
の
話

総
評
か
ら
の
資
材

が
つ
い
て
か
ら
無
為
替
輸
入
許
可
の
申
請
を

し
た
と
い
う
こ
と
は
、
政
治
的
混
乱
を
考
え

て
の
策
動
と
思
わ
れ
て
も
致
し
方
な
い
。
果

し
て
総
評
が
贈
っ
た
も
の
を
市
民
が
歓
迎
す

る
か
ど
う
か
だ
。
瀬
長
市
長
と
与
党
議
員
の

数
か
ら
す
る
と
三
〇
％
が
喜
ん
で
い
る
だ
け

で
大
多
数
の
市
民
は
歓
迎
し
て
い
な
い
は
ず

だ
。
港
の
使
用
料
を
と
る
と
決
め
た
の
は
、

無
為
替
輸
入
だ
か
ら
で
、
泊
港
に
入
る
政
府

貨
物
の
港
湾
使
用
料
を
那
覇
市
が
と
る
と
な

れ
ば
支
払
う
の
に
や
ぶ
さ
か
で
な
い
。

瀬
長
市
長
の
話

布
令
に
は
事
前
に
輸
入

許
可
申
請
を
す
る
必
要
は
な
い
と
規
定
さ
れ

て
お
り
、
総
評
か
ら
送
り
状
が
き
た
と
き

十
月
五
日

に
申
請
に
い
っ
た
ら
、
貿
易

課
長
が
そ
の
必
要
は
な
い
と
い
っ
て
返
し
た

の
だ
。

結
局
瀬
長
が
市
長
だ
か
ら
や
ら
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
が
、
私
有
で
は
な
く
市
民
に
贈

ら
れ
た
も
の
だ
か
ら
、
さ
ら
に
主
席
に
引
き

渡
し
を
要
請
す
る
積
り
だ
。
そ
れ
で
も
駄
目

な
ら
総
評
に
連
絡
し
て
高
良
議
長
か
誰
か
に

名
義
変
更
さ
せ
て
も
よ
い
と
思
っ
て
い
る
。

主
席
は
住
民
の
福
祉
を
考
え
ず
に
感
情
で
政

治
を
や
っ
て
お
り
、常
道
を
逸
し
た
も
の
だ
。

こ
れ
が
前
例
と
な
っ
て
、
今
後
こ
う
い
う
こ

と
が
続
出
し
て
は
困
る
と
い
っ
て
い
る
が
、

こ
う
い
う
こ
と
は
多
け
れ
ば
多
い
程
沖
縄
の

復
興
の
た
め
に
は
い
い
の
だ
。

瀬
長
市
長
／
”
名
義
変
え
て
も

い
い
”
／
民
連
が
政
府
へ
要

請
決
議

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
10
・
25

総
評
か
ら
那
覇
市
民
へ
の
贈
物
が
輸
入
不
許

可
に
な
っ
た
こ
と
に
た
い
し
、
二
十
四
日
瀬

長
市
長
は

受
取
れ
ば
よ
い
の
で
あ
り
、
名

義
変
更
を
し
て
も
よ
い

と
つ
ぎ
の
よ
う
に

語
っ
た
。

瀬
長
市
長
の
話

政
府
は
瀬
長
市
長
に
は
協

力
で
き
な
い
と
不
許
可
の
理
由
を
の
べ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
地
方
自
治
体
を
育
成
す
べ
き

政
府
の
態
度
と
し
て
は
常
識
で
は
受
け
と
れ

な
い
。
政
府
に
た
い
し
て
日
本
同
胞
の
贈
物
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を
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
さ
ら
に
交

渉
す
る
が
、
ど
う
し
て
も
瀬
長
市
長
名
義
で

は
だ
め
と
い
う
な
ら
市
民
の
た
め
に
こ
れ
を

使
う
と
い
う
約
束
で
名
義
は
高
良
議
長
に
し

て
も
よ
い
と
思
う
。

な
お
那
覇
市
会
民
連
側
で
は
こ
の
事
態
を
重

視
、
二
十
六
日
の
本
会
議
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
”

総
評
か
ら
の
贈
物
引
渡
し
要
請
”
決
議
を
提

案
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

決
議
文
要
旨

総
評
か
ら
那
覇
市
民
に
贈
ら
れ
た
市
民
会
館

建
設
資
材
に
対
し
、
政
府
は
布
令
第
二
十
六

号
六
条
二
項
に
基
き
、
ま
た
瀬
長
市
長
に
協

力
で
き
な
い
と
の
理
由
で
引
渡
し
を
拒
否
し

て
い
る
が
、
こ
の
資
材
は
同
胞
の
真
心
か
ら

の
贈
物
で
あ
る
。
こ
れ
が
引
渡
し
を
拒
否
さ

れ
た
時
、
祖
国
同
胞
に
及
ぼ
す
精
神
的
影
響

は
大
き
く
、
全
沖
縄
県
民
に
も
将
来
不
利
益

を
来
す
こ
と
に
な
り
、
ま
た
さ
き
に
学
校
資

材
が
多
量
に
お
く
ら
れ
た
例
も
あ
る
の
で
、

引
渡
し
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
政
府
に
要
請

す
る
。

総
評
政
府
に
抗
議
／
救
援
物
資

の
輸
入
禁
止
に

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
10
・
25

東
京
二
十
四
日
発
共
同

総
評
は
琉
球
政

府
の
救
援
物
資
輸
入
禁
止
措
置
に
対
し
て
二

十
四
日
抗
議
文
を
発
表
し
た
。
こ
れ
は
先
に

総
評
が
瀬
長
那
覇
市
長
あ
て
市
民
病
院
建
設

資
材
と
し
て
組
合
員
に
カ
ン
パ
で
木
材
、
セ

メ
ン
ト
、
鉄
筋
な
ど
二
百
六
十
万
円
分
を

送
っ
た
が
、
こ
の
ほ
ど
琉
球
政
府
が

瀬
長

市
長
が
在
任
す
る
限
り
そ
の
勢
力
の
拡
張
に

利
用
さ
れ
る

と
し
て
輸
入
契
約
の
な
か
っ

た
と
の
報
告
を
う
け
た
た
め
で
あ
る
。

抗
議
文
要
旨

日
本
政
府
の
合
法
的
な
許
可

を
得
て
送
っ
た
救
援
物
資
を
琉
球
政
府
が
政

治
的
理
由
で
拒
否
し
た
こ
と
に
対
し
て
わ
れ

わ
れ
は
驚
き
と
怒
り
を
禁
じ
え
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
琉
球
政
府
の
不
当
な
措
置
に
強

く
抗
議
す
る
と
と
も
に
輸
入
禁
止
を
解
除
す

る
よ
う
要
求
す
る
。

輸
入
前
に
許
可
を
／
と
る
べ
き
だ
っ
た

瀬
長
経
済
局
長
の
話

無
為
替
輸
入
を
認
め

な
い
と
い
う
経
済
局
の
決
定
に
対
し
総
評
で

は
解
禁
を
要
請
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
経
済

局
で
は
当
初
か
ら
こ
の
よ
う
な
事
態
も
予
想

し
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
慎
重
に
検
討
し

た
結
論
で
あ
る
の
で
、
例
え
総
評
が
抗
議
し

解
禁
を
要
求
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は

こ
れ
を
変
え
る
と
い
う
理
由
が
な
い
。
総
評

で
は
こ
れ
ら
の
建
築
資
材
を
沖
縄
に
送
る
際

に
日
本
政
府
の
合
法
的
な
許
可
を
得
た
と

い
っ
て
い
る
が
、
受
取
人
の
方
は
輸
入
す
る

事
前
に
許
可
を
と
っ
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た

と
思
う
。

未
だ
総
評
か
ら
の
正
式
の
抗
議
文
を
受
け
て

な
い
が
、
こ
れ
を
考
慮
す
る
か
ど
う
か
は
抗

議
文
が
届
い
て
か
ら
に
す
る
つ
も
り
だ
。

合
併
へ
踏
切
る
”
二
日
会
”
／

近
く
三
者
会
談
ひ
ら
く

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
10
・
25

那
覇
市
会
は
、
与
党
側
が
市
長
不
信
任
阻
止

を
は
か
り
、
欠
席
戦
術
を
と
っ
て
い
る
こ
と

に
対
抗
し
て
、
野
党
の
一
部
不
信
任
強
行
派

が
欠
席
し
た
た
め
流
会
を
続
け
て
い
る
が
、

混
乱
市
会
の
収
拾
策
は
真
和
志
と
の
早
期
合

併
以
外
に
な
い
と
す
る
野
党
側
合
併
派
は
、

二
十
四
日
よ
る
八
時
か
ら
真
和
志
市
新
風
荘

で
会
合
、
合
併
を
強
力
に
推
し
進
め
る
こ
と

を
申
し
合
わ
せ
た
。

多
数
の
議
席
を
占
め
、
議
会
の
主
導
権
を

握
っ
て
い
る
野
党
は
、
こ
れ
ま
で
数
名
の
不

信
任
強
行
派
に
ひ
き
ず
ら
れ
て
、
合
併
問
題

も
一
度
特
別
委
員
会
を
開
い
た
だ
け
で
立
ち

消
え
に
な
っ
て
い
た
も
の
だ
が
、
不
信
任
工

作
が
失
敗
に
終
っ
た
こ
と
か
ら
合
併
に
よ
っ

て
円
満
に
解
決
し
よ
う
と
い
う
気
運
が
漸
く

も
り
あ
が
っ
て
き
て
い
る
。

野
党
で
早
期
合
併
を
は
か
ろ
う
と
す
る
合
併

派
は
、
高
良
議
長
、
比
嘉

佑

、
喜
久
山
、

宮
城

実

、
高
良

清

、
備
瀬
議
員
ら
い

わ
ゆ
る
旧
二
日
会
だ
が
、
二
十
四
日
は
、
こ

れ
に
中
間
派
の
平
良
議
員
が
加
わ
り
、
要
談

し
た
。

そ
の
結
果
、
那
覇
・
真
和
志
の
早
期
合
併

は
世
論
と
な
っ
て
機
が
熟
し
て
お
り
不
信
任

強
行
派
を
説
得
、
合
併
に
持
ち
こ
む
事
に

な
っ
て
い
る
が
、
最
悪
の
場
合
に
は
、
世
論

に
逆
行
し
よ
う
と
す
る
”
月
曜
会
”
か
ら
脱

退
し
て
で
も
合
併
の
実
現
を
は
か
る
と
い
っ

て
い
る
。

な
お
高
良
議
長
は
、
二
十
五
日
ひ
る
一
時

議
会
開
会
前
に
瀬
長
市
長
と
あ
い
、
こ
れ

ま
で
行
っ
て
き
た
真
和
志
側
と
の
折
衝
の

経
過
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
真
和
志
市

長
と
の
三
者
会
談
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
三
者
会
談
に

つ
い
て
は
瀬
長
市
長
も
賛
成
し
て
お
り
、

一
両
日
中
に
は
開
ら
か
れ
る
も
の
と
み
ら

れ
て
い
る
。

三
者
会
談
が
終
れ
ば
那
覇
市
で
は
直
ち
に
合

併
委
員
会
で
具
体
的
な
調
査
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
辺
野
喜
合
併
委
員
長
も
、
合

併
に
賛
成
し
て
調
査
を
進
め
て
い
る
と
い
わ

れ
、
合
併
へ
の
道
は
、
大
き
く
進
展
す
る
も

の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

高
良
議
長
の
話

合
併
は
両
市
民
の
世
論

で
あ
り
、
こ
れ
に
逆
行
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
時
機
も
熟
し
て
い
る
の
で
、
十
二
月
に

予
定
さ
れ
て
い
る
立
法
院
の
定
例
議
会
ま
で

に
是
非
と
も
実
現
し
た
い
。
こ
の
機
を
逸
す

れ
ば
来
年
四
月
の
立
法
院
議
会
ま
で
待
た
ね

ば
な
ら
な
い
し
、
そ
う
な
れ
ば
ま
た
お
流
れ

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

十
月

七
二
二



に
な
る
。

動
議
合
戦
で
一
も
め
／
那
覇
市

会
、
民
連
側
総
評
資
材
引
渡

し
要
請
決
議
案
提
出

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
10
・
26

二
十
五
日
の
那
覇
市
会
は
、
ひ
る
二
時
か
ら

十
九
名

与
党
兼
次
、
島
袋
議
員
を
除
き
十

名
、
野
党
側
渡
口
政
行
議
員
欠
席

が
出
席

し
て
、
ひ
る
二
時
五
十
分
開
会
、
与
党
側
兼

次
議
員
か
ら
出
さ
れ
た
”
総
評
資
材
”
の
那

覇
市
へ
の
引
渡
方
要
請
決
議
案
を
議
案
と
し

て
と
り
あ
げ
た
の
ち
、
会
期
が
二
十
六
日
で

終
る
こ
と
か
ら
再
び
十
一
月
三
十
日
ま
で
延

長
す
る
こ
と
を
決
議
、
同
三
時
十
分
散
会
し

た
。
な
お
、
本
会
議
は
、
四
日
間
休
会
し
、

三
十
日
あ
さ
十
時
か
ら
再
開
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

○

こ
の
日
与
党
側
は
総
評
資
材
の
引
渡
し

方
要
請
決
議
案
を
緊
急
動
議
で
出
す
こ
と
に

な
っ
て
い
た
が
、
野
党
側
不
信
任
強
行
派

は
、”
与
党
は
出
席
し
な
い
で
、
市
長
の
政

治
的
責
任
ま
で
野
党
に
負
わ
そ
う
と
す
る
の

は
、
虫
が
よ
す
ぎ
る
”、
と
緊
急
動
議
で
出

し
た
場
合
こ
れ
を
否
決
す
る
と
い
う
態
度
を

と
っ
た
た
め
、
こ
の
提
案
を
め
ぐ
り
、
開
会

前
か
ら
野
党
側
渡
口

麗

議
員
と
、
与
党

の
島
袋
議
員
の
間
で
ひ
と
も
め
し
た
。

結
局
、
高
良
議
長
が
仲
に
入
り
、
一
応
議

案
と
し
て
取
り
あ
げ
三
十
日
の
日
程
と
し
て

審
議
す
る
と
い
う
こ
と
で
け
り
が
つ
き
、
予

定
よ
り
一
時
間
近
く
も
遅
れ
て
開
会
し
た

が
、
冒
頭
会
期
延
長
と
休
会
の
緊
急
動
議
を

出
そ
う
と
す
る
野
党
側
辺
野
喜
議
員
と
、
総

評
物
資
の
引
渡
し
要
請
決
議
案
を
出
そ
う
と

す
る
兼
次
議
員
と
の
間
で
動
議
合
戦
が
展
開

さ
れ
た
が
、
辺
野
喜
議
員
が
先
に
発
言
を
許

さ
れ
、
会
期
延
長
の
動
議
が
、
多
数
で
可
決

さ
れ
た
。

○

こ
の
会
期
延
長
の
動
議
で
は
兼
次
議
員

が
直
ち
に
発
言
を
求
め
、
日
程
変
更
の
動
議

を
出
す
と
提
案
し
た
こ
と
か
ら
、”
動
議
は

成
立
し
て
い
る
か
ら
散
会
を
宣
せ
よ
”
、
と

野
党
側
か
ら
怒
号
が
と
び
、
仲
宗
根
、
渡
口

麗

、
比
嘉

朝

議
員
ら
が
席
を
け
っ
て

退
場
す
る
な
ど
一
時
騒
然
と
な
っ
た
。
し
か

し
こ
れ
も
、
議
長
の
散
会
宣
言
で
け
り
が
つ

い
た
。
そ
の
後
、
兼
次
、
島
袋
両
議
員
が
動

議
の
成
立
無
効
を
唱
え
て
正
副
議
長
と
や
り

合
う
場
面
も
あ
っ
た
。

○

な
お
こ
の
日
市
当
局
は
、
先
の
本
会
議

で
全
面
否
決
さ
れ
た
五
八
年
度
予
算
案
を
自

治
法
第
百
十
二
条
第
二
項
に
よ
っ
て
前
案
通

り
再
議
に
付
し
た
。
こ
れ
は
、
義
務
費
以
外

の
事
業
費
も
”
非
常
の
災
害
に
よ
る
応
急
若

し
く
は
、
復
旧
の
施
設
の
た
め
に
必
要
な
経

費
”
と
み
て
前
案
通
り
出
さ
れ
た
も
の
だ
が
、

殆
ん
ど
野
党
議
員
だ
け
で
開
か
れ
て
い
る
本

会
議
で
こ
れ
を
ど
う
処
理
す
る
か
注
目
さ
れ

て
い
る
。

港
湾
使
用
料
と
る
／
那
覇
市
が

政
府
に
通
告

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
10
・
26

那
覇
市
で
は
総
評
資
材
の
那
覇
商
港
施
設
使

用
料
免
除
申
請
を
工
交
局
か
ら
却
下
さ
れ
た

報
復
手
段
と
し
て
逆
に
政
府
所
有
貨
物
の
泊

港
湾
施
設
使
用
料
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
二
十
六
日
瀬
長
那
覇
市
長
は
工
交
局
長

あ
て
に
十
一
月
か
ら
そ
の
使
用
料
を
徴
収
実

施
す
る
旨
つ
ぎ
の
よ
う
に
通
告
し
て
き
た
。

従
来
泊
港
を
出
入
す
る
政
府
所
有
の
貨
物

に
対
し
て
は
港
湾
施
設
使
用
料
の
免
除
措

置
を
講
じ
て
き
た
が
、
来
る
十
一
月
一
日

以
降
他
の
一
般
荷
主
同
様
に
那
覇
市
条
例

に
定
め
る
料
率
で
泊
港
湾
使
用
料
を
徴
収

す
る
か
ら
ご
承
知
あ
り
た
い
。

総
評
の
物
資
引
渡
し
要
請
／
再

び
却
下
な
ら
名
義
変
更
／
那

覇
市
沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
10
・
28

経
済
局
は
二
十
四
日
、
総
評
か
ら
那
覇
市
に

贈
ら
れ
て
き
た
市
民
会
館
用
建
築
資
材
の
無

為
替
輸
入
を
不
許
可
に
し
た
が
、
那
覇
市
で

は
、
二
十
八
日
関
係
部
長
が
当
間
主
席
に
対

し
、引
き
渡
し
を
要
請
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
、
市
会
与
党
側
で
も
同
様
な
決
議
を
し

て
政
府
に
申
し
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、
二
十

四
日
の
本
会
議
に
決
議
案
を
出
し
た
が
、
野

党
側
が
会
期
を
延
長
し
て
休
会
に
入
っ
た
た

め
、
三
十
日
の
日
程
に
持
ち
こ
ま
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
な
お
、
瀬
長
市
長
は
、
こ
れ
で

も
政
府
が
許
可
し
な
い
な
ら
ば
、
総
評
に
連

絡
し
て
、
名
義
を
高
良
議
長
宛
に
変
更
し
て

も
よ
い
と
い
っ
て
い
る
が
、
野
党
側
で
は
、

今
の
と
こ
ろ
当
局
の
折
衝
を
静
観
す
る
と

い
っ
た
態
度
を
と
っ
て
い
る
。

要
請
文
要
旨

一
、
布
令
二
十
六
号
六
条
二
項
に
は
、
在
外

非
営
利
団
体
か
ら
無
償
で
送
ら
れ
て
く
る
物

資
は
、
輸
入
許
可
を
要
し
な
い
と
規
定
さ
れ

て
お
り
、
経
済
局
貿
易
課
で
も
同
様
の
回
答

が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
引
き
渡
し
拒
否
に

は
何
ら
法
的
な
根
拠
は
な
い
。

二
、”
こ
れ
が
前
例
に
な
っ
て
次
々
と
輸
入

さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
”、
と
い
う
が
、
戦

災
を
受
け
た
沖
縄
に
と
っ
て
祖
国
同
胞
か
ら

救
援
物
資
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
は
よ
い
こ
と

で
あ
る
。

三
、
内
政
干
渉
に
な
る
と
い
う
が
、
こ
れ
は

集
る
場
所
も
な
い
貧
し
い
市
民
に
集
会
所
を

贈
ろ
う
と
い
う
温
か
い
愛
情
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
を
不
許
可
に
す
る
こ
と
は
、
総

評
の
も
と
に
結
集
す
る
三
百
五
十
万
の
労
働

者
の
好
意
を
踏
み
に
じ
り
、
輸
出
許
可
し
た
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日
本
政
府
の
意
志
を
踏
み
に
じ
る
も
の
で
あ

る
。
四
、
政
府
は
瀬
長
市
長
に
は
如
何
な
る
形
の

協
力
も
し
な
い
と
い
う
方
針
に
従
っ
て
許
可

し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
法
は
万
人

に
と
っ
て
平
等
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
経

済
局
の
と
っ
た
措
置
は
法
の
根
本
精
神
を
無

視
し
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
自
ら
法
を
否
定

し
た
こ
と
に
な
る
。
政
府
は
、
地
方
自
治
体

を
保
護
育
成
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
自
ら
そ
の
義
務
を
放
棄
し
て

い
る
。
こ
の
問
題
が
国
際
的
な
政
治
的
問
題

と
な
る
前
に
、
政
府
は
那
覇
市
に
対
し
、
物

資
の
引
き
渡
し
を
要
請
す
る
。

合
併
が
ダ
メ
な
ら
／
失
地
回
復

持
出
す
／
真
和
志
市
会

沖
タ
・
朝
　
１
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二
十
六
日
か
ら
開
会
中
の
真
和
志
議
会
で

は
、
二
十
八
日
朝
十
時
か
ら
再
開
、
市
当
局

に
対
す
る
一
般
質
問
と
教
育
税
賦
課
条
例
の

一
部
改
正
案
を
可
決
し
た
が
、
一
般
質
問
で

は
、
合
併
問
題
が
も
ち
出
さ
れ
、
那
覇
市
側

と
の
現
在
ま
で
の
交
渉
経
過
を
聞
い
た
後
、

も
し
こ
の
機
会
に
合
併
で
き
な
け
れ
ば
、
議

会
は
失
地
回
復
の
件
で
訴
訟
を
お
こ
す
と
の

意
見
が
一
致
、
翁
長
市
長
も

最
終
ま
で
努

力
し
て
実
現
で
き
な
け
れ
ば
訴
訟
も
止
む
を

得
な
い

と
答
え
た
。

ま
た
教
育
税
賦
課
条
例
改
正
で
は
、
従
来
市

町
村
税
の
全
租
税
に
対
し
て
課
さ
れ
て
い
た

教
育
税
を
、
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
事
業

税
、
特
別
所
得
税
の
四
目
に
限
定
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

瀬
長
市
長
の
見
解
と
一
致
／
那

覇
市
の
照
会
に
自
治
庁
が
回

答琉
新
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夕
　
１
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那
覇
市
で
は
一
、
予
算
全
面
否
決
の
場
合
の

市
長
の
解
散
権
。
二
、
市
会
の
現
状
で
の
市

長
の
専
決
処
分
な
ど
当
面
す
る
諸
問
題
の
法

的
解
釈
に
つ
い
て
自
治
庁
に
照
会
し
て
い
た

が
、
こ
の
ほ
ど
自
治
庁
か
ら
自
治
庁
の
解
釈

と
し
て
回
答
文
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
中

に
予
算
の
全
面
否
決
の
場
合
は
市
長
は
再
度

議
会
を
解
散
で
き
る
と
あ
り
、
さ
き
に
瀬
長

市
長
が
”
予
算
の
全
面
否
決
に
は
解
散
で
対

応
す
る
”
と
言
明
し
た
こ
と
と
見
解
が
一
致

し
て
い
る
の
で
、
野
党
が
現
在
再
議
に
付
し

て
あ
る
予
算
案
を
さ
ら
に
全
面
否
決
し
た
場

合
瀬
長
市
長
は
議
会
を
解
散
す
る
こ
と
に
な

り
、
成
行
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
那
覇
市
の

照
会
と
自
治
庁
の
回
答
は
次
の
通
り
。

那
覇
市
か
ら
の
照
会

問
一
、
当
初
予
算
が
全
面
否
決
に
な
っ
た
の

で
、
市
長
は
地
方
自
治
法
第
百
十
二
条
第
二

項
に
よ
っ
て
原
案
を
再
議
に
付
す
こ
と
を
決

定
し
て
い
る
が

市
長
派
が
欠
席
を
続
け
る

と
し
て

更
に
議
会
に
お
い
て
同
一
議
決
を

な
し
た
場
合
に
は
、
市
長
は
第
百
十
二
条
第

二
項
第
一
号
の
義
務
費
の
み
し
か
執
行
で
き

な
い
の
で
あ
る
か
。

問
二
、
以
上
の
よ
う
に
し
て
再
議
に
付
し
た

原
案
を
更
に
否
決
し
た
場
合
法
第
百
十
二
条

第
二
項
第
二
号
の
経
費
を
削
除
し
た
も
の
と

し
て

戦
災
に
よ
る
橋
梁
な
ど
を
新
設
す
べ

く
予
算
に
計
上
し
て
あ
る

同
条
第
四
項
に

よ
っ
て
不
信
任
の
議
決
と
み
な
し
て
議
会
を

解
散
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

問
三
、
今
回
の
定
例
会
は
法
第
百
七
十
八
条

に
よ
る
解
散
後
の
初
め
て
招
集
さ
れ
た
議
会

で
あ
る
か
ら
、
市
長
が
前
述
の
と
お
り
不
信

任
と
み
な
し
て
解
散
す
る
場
合
は
、
自
ら
不

信
任
を
認
め
た
こ
と
に
し
か
な
ら
ず
、
議
会

の
解
散
は
で
き
な
い
と
の
解
釈
も
生
じ
て
い

る
が
、
問
二
、
問
三
い
ず
れ
が
正
し
い
か
。

問
四
、市
会
は
市
長
不
信
任
の
み
に
終
止
し
、

会
期
を
い
た
ず
ら
に
遷
延
し
て
い
る
、
こ
れ

は
議
会
が

議
決
す
べ
き
事
件
を
議
決
し
な

い
も
の

と
し
て
再
議
に
付
す
と
と
も
に
専

決
処
分
に
付
す
る
条
件
は
備
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、
予
算
の
空
白
を
生
ず
る
十
一

月
以
前
に
お
い
て
専
決
処
分
に
付
し
た
い
と

思
う
が
。

問
五
、
法
第
百
十
二
条
第
二
項
第
一
号
の
義

務
費
及
び
第
二
号
関
係
経
費
の
具
体
的
経
費

は
如
何
。
自
治
庁
の
解
釈

一
、
二
は
設
問
の
通
り
。
三
は
二
の
と
お
り
。

四
は
さ
ら
に
暫
定
予
算
を
組
む
べ
き
だ
が
、

専
決
も
違
法
で
は
な
い
。
五
は
法
令
に
よ
る

も
の

自
治
法
第
三
十
六
条
一
項
の
五
、
九
、

十
一
、
財
政
法
九
条
、
十
条
、
選
挙
法
二
六

四
条
な
ど

お
よ
び
契
約
済
の
も
の
。

な
お
問
五
に
つ
い
て
那
覇
市
で
は
自
治
庁
の

回
答
は
そ
の
全
部
に
つ
い
て
の
回
答
で
は
な

く
、
百
十
二
条
二
項
二
号
に
は
ふ
れ
て
な
い

と
見
て
お
り
、
自
治
庁
に
さ
ら
に
こ
の
点
に

つ
い
て
回
答
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

大
絃
小
絃

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
10
・
30

那
覇
と
真
和
志
の
両
市
を
合
併
し
よ
う
と
い

う
話
は
い
ま
な
お
対
等
か
編
入
か
の
問
題
で

ひ
っ
か
か
っ
て
い
る
よ
う
だ
▼
人
口
六
万
に

も
ふ
く
れ
た
真
和
志
側
は
、
編
入
な
ん
て

真
ッ
平
だ
と
い
よ
い
よ
強
気
で
あ
る
し
、
那

覇
は
那
覇
で
、
さ
き
に
首
里
、
小
禄
の
二
つ

を
わ
け
な
く
吸
収
し
た
例
も
あ
る
の
で
、
今

さ
ら
隣
り
の

小
さ
な
街

が
対
等
な
ど
と

は
、
わ
が
街
の
コ
ケ
ン
に
か
か
わ
る
と
で
も

思
っ
て
い
る
の
か
、
な
る
べ
く
編
入
し
よ
う

と
か
か
っ
て
い
る
▼
も
と
も
と
那
覇
を
中
心

に
い
わ
ゆ
る

沖
縄
の
首
都

を
つ
く
ろ
う

と
し
た
の
は
、
戦
前
か
ら
の
話
で
、
合
併
に
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誰
ひ
と
り
異
存
は
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
編

入
か
対
等
か
の
ゴ
タ
ゴ
タ
も
い
ま
に
は
じ

ま
っ
た
こ
と
で
な
く
、
三
年
越
し
の
宿
題
で

あ
る
。
や
ろ
う
と
思
え
ば
と
う
に
話
し
合
い

が
つ
い
て
い
た
は
ず
で
は
な
い
か
▼
双
方
の

市
会
で
何
度
か
委
員
会
を
つ
く
っ
て
、
意
見

を
ま
と
め
よ
う
と
し
な
が
ら
、
い
ま
だ
に
、

同
じ
と
こ
ろ
に
、
ひ
っ
か
か
っ
て
、
一
歩
も

前
へ
す
す
ま
な
い
の
は
、
ど
う
も
真
面
目
に

話
し
合
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
の
で
あ
る

▼
こ
ん
ど
、
合
併
の
話
が
再
び
持
ち
出
さ
れ

た
と
き
、
瀬
長
市
長
を
合
法
的
に
そ
の
椅
子

か
ら
お
ろ
す
手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て
選
ば
れ

た
と
い
っ
た
よ
う
な
風
評
が
と
ん
だ
。
と
こ

ろ
が
那
覇
市
会
の
野
党
の
な
か
に

対
等
反

対

を
と
な
え
て
い
る
者
が
多
い
と
こ
ろ
を

み
る
と
話
は
あ
べ
こ
べ
だ
。
編
入
し
た
の
で

は
、
瀬
長
市
長
は
そ
の
ま
ま
居
据
わ
れ
る
▼

そ
の
言
い
分
は
、
合
併
も
よ
い
が
、
そ
れ
よ

り
先
に
、
ま
ず
市
長
を
追
放
し
て
み
せ
る
肚

づ
も
り
ら
し
い
。
つ
ま
り
都
市
合
併
と
市
長

問
題
は
別
だ
、
と
い
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

な
る
ほ
ど
都
市
合
併
が
、
市
長
追
放
の
手
段

に
つ
か
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
し
、
そ
れ
が
目

的
で
あ
っ
て
は
お
か
し
い
▼
し
か
し
、
ど
う

だ
ろ
う
、
両
市
の
合
併
は
、
十
数
年
来
の
課

題
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
現
在
多
く
の
市

民
の
強
い
世
論
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ

の
意
味
か
ら
話
に
で
た
こ
の
好
機
を
の
が
さ

ず
実
現
へ
向
っ
て
ひ
た
押
し
に
押
し
て
い
っ

た
ら

。
機
が
熟
す
と
い
っ
て
も
、
い
ま
を

お
い
て
な
い
だ
ろ
う
▼
業
を
に
や
し
た
真
和

志
側
は
失
地
回
復
を
さ
け
ん
で
い
る
よ
う
だ

が
、
そ
れ
で
は
ま
す
ま
す
話
が
こ
じ
れ
る
。

こ
こ
ら
で
合
併
と
と
も
に
、

市
長

問
題

も
出
直
す
よ
う
な
方
法
で
い
っ
た
方
が
も
っ

と
も
筋
が
通
り
、
納
得
が
い
く
と
い
う
も
の

だ
ろ
う
。

那
覇
市
会
／
野
党
全
面
否
決
さ

け
る
／
市
長
の
解
散
権
回
避

に琉
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・
夕
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９
５
７
・
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・
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那
覇
市
会
は
三
十
日
あ
さ
十
一
時
十
分
開
会

さ
れ
た
が
、
野
党
側
が
予
算
の
大
幅
修
正
の

前
提
に
十
一
月
分
の
暫
定
予
算
を
提
出
す
る

よ
う
要
求
、
こ
の
た
め
野
党
の
態
度
が
予
算

を
全
面
否
決
し
な
い
と
い
う
態
度
が
明
ら
か

と
な
っ
た
の
で
瀬
長
市
長
に
よ
る
解
散
権
の

行
使
と
い
う
事
態
は
回
避
さ
れ
る
に
至
っ

た
。
再
議
に
付
し
た
予
算
を
野
党
が
再
び
全
面
否

決
し
た
場
合
、
瀬
長
市
長
は
自
治
法
第
百
十

二
条
に
基
き
市
会
を
解
散
す
る
と
言
明
し
て

い
る
の
で
、
野
党
が
こ
れ
に
対
し
て
ど
う
で

る
か
注
目
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
野
党
は

開
会
と
同
時
に
比
嘉
朝
四
郎
議
員
か
ら
緊
急

動
議
と
し
て
”
市
長
提
出
の
五
八
年
度
一
般

会
計
予
算
を
大
幅
に
修
正
し
よ
う
と
思
う

が
、
時
日
が
な
い
の
で
、
市
当
局
は
十
一
月

分
の
暫
定
予
算
を
組
ん
で
議
会
に
提
出
し
て

貰
い
た
い
”
と
要
望
決
議
を
出
し
、
こ
れ
を

多
数
で
承
認
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
野
党
は
予

算
を
全
面
否
決
せ
ず
大
幅
修
正
を
行
う
と
い

う
態
度
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
の
で
、
予
算
の

全
面
否
決
に
伴
う
議
会
の
解
散
は
で
き
な
く

な
っ
た
。

な
お
市
会
は
引
続
き
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算
の
審
議
に
入
り
、
市
当
局
の
原
案
を
満
場

一
致
可
決
し
て
休
会
、午
後
二
時
再
開
す
る
。

那
覇
市
会
／
総
評
の
資
材
引
渡

要
請
／
正
、
副
議
長
が
折
衝

に
当
る

琉
新
・
朝
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那
覇
市
会
は
三
十
日
午
前
に
引
続
き
午
後
二

時
か
ら
開
会
さ
れ
た
が
、
こ
の
日
の
主
な
議

案
で
あ
る
消
防
隊
長
の
選
任
同
意
の
専
決
処

分
に
つ
い
て
は
否
決
、
行
政
府
に
対
す
る
総

評
か
ら
の
資
材
引
渡
要
請
決
議
は
一
応
決
を

と
る
こ
と
を
保
留
し
、
継
続
審
議
の
ま
ま
議

長
副
議
長
が
三
十
一
日
主
席
を
訪
問
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
那
覇
市
会
の
意
向
を
伝
え
、

引
渡
し
要
請
を
交
渉
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

午
前
中
で
市
長
提
出
の
五
八
年
度
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算
を
原
案
承
認
、
さ
ら
に
水
道

事
業
に
対
す
る
政
府
へ
の
補
助
要
請
を
決
議

し
た
あ
と
、
午
後
二
時
か
ら
再
開
さ
れ
た
。

午
後
は
ま
ず
那
覇
市
職
員
に
対
す
る
五
八
年

度
夏
期
手
当
支
給
に
関
す
る
条
例
の
専
決
処

分
を
原
案
通
り
承
認
、
消
防
隊
長
の
選
任
同

意
の
専
決
処
分
の
審
議
に
入
っ
た
。

新
垣
議
員

市
長
専
決
処
分
で
任
命
さ
れ

た
新
隊
長
は
未
経
験
者
で
あ
る
。
十
二
万
市

民
の
財
産
と
安
全
の
保
護
に
当
る
以
上
隊
長

は
少
な
く
と
も
五
カ
年
以
上
の
経
験
者
で
な

い
と
だ
め
だ
。
そ
れ
に
市
長
の
専
決
処
分
は

布
令
、
条
例
違
反
で
あ
る
か
、
市
当
局
は
ど

う
考
え
る
か
。

総
務
部
長

消
防
隊
に
不
祥
事
件
が
起
っ

た
と
き
、議
会
は
丁
度
解
散
し
て
い
た
の
で
、

市
民
の
保
安
を
考
え
専
決
処
分
で
前
隊
長
を

懲
戒
免
に
し
、
新
隊
長
を
任
命
し
た
。

新
垣

消
防
隊
に
は
副
隊
長
も
班
長
も
い

る
し
、
布
令
に
違
反
し
て
ま
で
後
任
を
急
ぐ

必
要
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
市
民
の
保
安
を

口
に
し
な
が
ら
分
団
も
ま
だ
結
成
さ
れ
て
な

い
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長

首
里
で
は
す
で
に
分
団
を
結

成
し
て
お
り
、
小
禄
、
中
央
部
で
も
準
備
を

進
め
て
い
る
。

仲
宗
根
議
員

布
令
、
条
例
に
は
任
免
と

も
に
市
会
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
て
い
る
が
、
議
案
は
任
命
だ
け
の
同
意

と
な
っ
て
い
る
が
。

総
務
課
長

任
命
を
認
め
れ
ば
ヒ
免
を
認
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め
た
こ
と
に
な
る
と
思
う
。
専
決
処
分
は
市

長
と
し
て
と
る
べ
き
当
然
の
措
置
で
あ
る
。

採
決
の
結
果
、
反
対
が
多
く
、
否
決
と
決

定
し
た
。
続
い
て
兼
次
議
員
か
ら
日
程
を

変
更
し
て
同
議
員
提
出
の
”
総
評
資
材
の

引
渡
し
要
請
決
議
□
”
を
先
議
す
る
よ
う

動
議
が
出
さ
れ
、
こ
れ
を
承
認
、
日
程
を

変
更
し
て
”
総
評
資
材
引
渡
し
要
請
決
議
”

を
議
題
と
す
る
。

辺
野
喜
議
員

は
る
ば
る
那
覇
市
民
の
た

め
に
資
材
を
贈
っ
た
日
本
同
胞
の
好
意
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
資
材
を
ぜ
ひ
市
会

と
し
て
受
取
り
た
い
。
こ
の
た
め
政
府
を
刺

激
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
要
請
決
議
は
継
続

審
議
の
ま
ま
決
を
保
留
し
、
議
長
、
副
議
長

が
行
政
府
と
交
渉
し
、
そ
れ
で
も
引
渡
し
が

で
き
な
い
と
き
決
議
を
す
べ
き
だ
と
思
う
。

兼
次
議
員

議
長
、
副
議
長
が
交
渉
に
い

く
と
い
う
が
、
議
決
に
基
い
て
の
交
渉
が
な

お
は
っ
き
り
す
る
。議
決
を
先
に
す
べ
き
だ
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
島
袋
、
平
良
両
議
員

が
決
議
し
て
交
渉
、
辺
野
喜
、
比
嘉

朝

両
議
員
が
一
応
交
渉
し
て
結
果
を
見
る
と

い
う
意
見
で
し
ば
ら
く
も
み
あ
っ
た
が
、

結
局
高
良
、
渡
口
正
副
議
長
が
三
十
一
日

中
に
主
席
と
交
渉
す
る
こ
と
に
な
り
、
一

応
話
を
保
留
し
、
午
後
四
時
す
ぎ
休
会

き
ょ
う
午
前
十
時
再
開
す
る
こ
と
に
決

ま
っ
た
。

な
お
野
党
が
十
一
月
分
の
暫
定
予
算
を
組
む

よ
う
市
当
局
に
要
望
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

瀬
長
市
長
は
暫
定
予
算
を
出
す
か
、
あ
る
い

は
専
決
処
分
を
行
う
か
三
十
一
日
の
あ
さ
回

答
す
る
と
語
っ
て
い
る
。

総
評
資
材
／
”
議
会
の
決
議
で

許
可
も
”
／
當
間
主
席
、
瀬

長
市
長
に
回
答

琉
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瀬
長
那
覇
市
長
は
三
十
日
ひ
る
三
時
四
十
分

か
ら
約
十
分
間
、
主
席
室
に
当
間
主
席
を
訪

ね
、
総
評
か
ら
贈
ら
れ
た
市
民
会
館
建
設
資

材
を
政
府
が
輸
入
不
許
可
し
た
こ
と
に
つ
き

会
談
、
受
取
人
の
名
義
は
市
長
で
な
く
て
も

い
い
か
ら
許
可
し
て
も
ら
い
た
い
と
要
請
、

主
席
は
市
議
会
の
決
議
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に

よ
っ
て
考
慮
し
た
い
と
答
え
た
。

名
義
変
え
て
も
い
い

瀬
長
市
長
の
話

政
府
の
不
許
可
の
理
由

に
反
ば
く
、
再
考
慮
の
上
、
許
可
し
て
も

ら
い
た
い
と
話
し
た
と
こ
ろ
市
会
の
議
決

に
よ
っ
て
考
慮
し
よ
う
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
私
と
し
て
は
瀬
長
が
受
取
る
こ
と
が

障
害
に
な
る
な
ら
誰
の
名
で
受
取
っ
て
も

よ
い
と
思
っ
て
い
る
、市
民
会
館
が
建
ち
、

そ
の
一
室
が
労
働
者
室
に
使
え
る
な
ら
総

評
の
贈
っ
た
意
思
に
も
そ
う
こ
と
だ
。

市
会
の
出
方
で
考
慮

当
間
主
席
の
話

市
会
が
歳
入
面
で
受
入

れ
を
否
決
し
て
い
る
現
状
で
は
輸
入
を
認

め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
答
え
た
。
市

会
が
そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
議
決
し
て
来

る
と
い
う
話
だ
か
ら
そ
の
意
思
は
或
る
程

度
尊
重
し
て
考
慮
し
よ
う
。

58
年
度
予
算
を
専
決
処
分
／
野

党
は
徒
ら
に
議
事
遷
延
／
瀬

長
市
長

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
10
・
31

三
十
一
日
あ
さ
十
時
半
瀬
長
市
長
は
記
者
会

見
を
行
い
、
五
八
年
度
一
般
会
計
予
算
を
専

決
処
分
に
付
し
た
と
つ
ぎ
の
よ
う
な
談
話
を

発
表
し
た
。

瀬
長
市
長
の
談
話

け
さ
九
時
、
五
八
年

度
予
算
の
専
決
処
分
を
告
示
し
た
こ
れ
は

市
長
の
政
治
責
任
に
お
い
て
市
民
の
利
益

を
守
る
と
い
う
立
場
か
ら
な
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

今
日
ま
で
の
議
会
の
審
議
状
況
を
見
る
と

地
方
自
治
行
政
の
運
営
は
予
算
の
裏
付
が

あ
っ
て
、
始
め
て
十
分
機
能
を
発
揮
で
き

る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
予
算
の
早
期
成

立
は
議
会
の
責
務
で
あ
る
。
こ
の
意
味
か

ら
当
初
予
算
は
六
月
三
十
日
ま
で
に
成
立

さ
せ
翌
日
の
七
月
一
日
付
執
行
す
べ
き

だ
っ
た
が
、
不
信
任
決
議
に
よ
る
解
散
の

た
め
、
行
政
運
営
上
最
小
限
度
に
必
要
な

義
務
経
費
を
計
上
し
た
暫
定
予
算
を
執
行

し
て
き
た
。

こ
う
し
た
状
態
が
七
、
八
、
九
、
十
と
四

カ
月
も
続
き
、
こ
の
間
建
設
事
業
、
社
会

福
祉
事
業
、
産
業
育
成
な
ど
中
ば
停
止
状

態
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
議
会
は
早
急
に
予
算
を
成
立

さ
せ
る
べ
き
に
も
拘
ら
ず
、
開
会
後
き
ょ
う

ま
で
五
十
日
間
法
的
に
不
可
能
な
不
信
任
に

終
止
し
故
意
に
議
事
の
セ
ン
延
を
図
っ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
開
会
以
来
五
十
日
間
で
会

議
が
開
か
れ
た
の
は
二
十
五
日
で
、
そ
の
他

は
議
案
研
究
の
美
名
で
休
会
し
、
し
か
も
予

算
の
審
議
は
七
日
間
、
時
間
に
し
て
約
十
時

間
、
そ
の
審
議
内
容
も
貧
弱
で
あ
る
。
こ
う

い
う
状
態
の
下
で
議
会
は
十
月
二
十
五
日
人

民
党
の
党
勢
拡
張
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
予

算
を
全
面
否
決
し
た
が
、
こ
れ
は
市
の
行
政

機
能
を
停
止
さ
せ
、
市
の
存
立
目
的
を
否
定

す
る
も
の
で
法
理
に
反
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、

こ
れ
を
再
議
に
付
し
、
議
会
の
反
省
を
求
め

た
。
ま
た
こ
の
状
態
を
憂
え
た
平
良
議
員
が

中
心
と
な
っ
て
全
面
否
決
の
理
由
と
な
っ
た

問
題
点
の
修
正
案
を
用
意
、
野
党
議
員
の
意

見
調
整
を
は
か
っ
た
が
、
誠
意
が
認
め
ら
れ

ず
、
予
算
実
現
が
困
難
と
な
っ
た
。

三
十
日
の
議
会
で
再
議
を
審
議
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
議
会
の
修
正
権
に

基
き
大
幅
修
正
を
行
う
か
ら
暫
定
予
算
を
編

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

十
月
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六

案



成
せ
よ
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
議
会
が

誠
意
を
も
っ
て
予
算
を
成
立
さ
せ
る
意
思
の

な
い
こ
と
の
裏
付
で
あ
る
こ
と
は
十
月
の
暫

定
予
算
編
成
の
と
き
と
同
様
な
の
で
明
ら
か

で
あ
る
。

自
治
法
第
百
四
十
条
”
議
会
に
お
い
て
議
決

又
は
決
定
す
べ
き
事
件
を
、
議
決
又
は
決
定

し
な
い
と
き
は
市
町
村
長
は
専
決
処
分
が
で

き
る
”
に
基
き
、
会
期
を
い
た
ず
ら
に
空
費

し
、
不
信
任
に
終
止
す
る
議
会
の
態
度
は
市

民
の
福
祉
に
反
す
る
も
の
と
し
て
専
決
処
分

を
告
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
専
決
処
分

に
よ
っ
て
泉
崎
橋
、
中
の
橋
の
架
橋
、
そ
の

他
道
路
工
事
も
す
ぐ
着
工
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
市
民
の
利
益
は
一
段
と
促
進
さ
れ
る
こ

と
に
な
ろ
う
。

注
目
さ
れ
る
野
党
の
出
方

こ
の
専
決
処
分
告
示
に
対
し
、
き
ょ
う
十
時

か
ら
開
会
さ
れ
る
予
定
の
市
会
の
た
め
議
場

に
集
っ
て
い
た
野
党
議
員
は
議
場
を
引
き
あ

げ
、
某
所
に
全
員
が
集
ま
っ
て
対
策
を
協
議

し
た
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
市
長
の
専
決
処

分
を
違
法
と
し
て
行
政
裁
判
に
持
ち
込
む
こ

と
も
予
想
さ
れ
、
野
党
の
出
方
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。
な
お
市
会
は
午
後
か
ら
開
か
れ
る

も
よ
う
。

総
評
資
材
／
正
式
の
手
続
と
る

／
高
良
議
長
、
主
席
と
懇
談

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
10
・
31

総
評
か
ら
贈
ら
れ
た
八
十
万
円
の
那
覇
市
民

会
館
建
築
用
資
材
の
受
取
り
方
に
つ
い
て
懇

談
す
る
た
め
那
覇
市
会
議
長
高
良
一
氏
は
三

十
一
日
あ
さ
主
席
室
に
当
間
主
席
を
訪
問
、

約
三
十
分
に
わ
た
っ
て
懇
談
し
た
が
、
そ
の

結
果
き
ょ
う
中
に
で
も
市
会
に
か
け
市
会
と

し
て
正
式
な
手
続
き
を
ふ
む
こ
と
に
な
っ

た
。
総
評
資
材
は
政
府
の

瀬
長
市
長
に
は
い
か

な
る
形
で
も
協
力
し
な
い

と
い
う
方
針
の

た
め
去
る
十
二
日
陸
揚
げ
さ
れ
た
も
の
だ

が
、
そ
の
ま
ま
受
取
ら
れ
ず
じ
ま
い
に
な
っ

て
い
た
も
の
。

そ
の
後
政
府
と
し
て
は
瀬
長
氏
に
た
い
す
る

根
本
的
な
非
協
力
方
針
に
は
変
り
は
な
い

が
、
そ
の
他
の
名
義
だ
っ
た
ら
よ
い
と
い
う

態
度
を
見
せ
て
い
た
。

高
良
一
那
覇
市
議
長
の
話

主
席
の
話
で

は
政
府
と
し
て
は
根
本
的
に
瀬
長
市
長
に
協

力
で
き
な
い
の
で
市
会
に
計
っ
て
正
式
の
手

続
き
を
ふ
む
よ
う
に
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
市

会
と
し
て
も
何
ら
か
の
形
で
受
容
れ
な
け
れ

ば
、
と
思
っ
て
い
る
の
で
き
ょ
う
中
に
で
も

市
会
に
か
け
た
い
。
何
ら
か
の
形
で
受
と
る

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
主
席
も
同
じ
考
え

と
思
わ
れ
た
。

那
覇
市
会
／
野
党
、
行
政
訴
訟

を
相
談
／
市
長
の
予
算
専
決

に
声
明

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
１

瀬
長
那
覇
市
長
は
三
十
一
日

議
会
は
誠
意

を
も
っ
て
予
算
を
成
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
意

志
が
な
い

と
し
て
五
八
年
度
予
算
案
を
専

決
処
分
に
付
し
、
さ
っ
そ
く
一
日
か
ら
こ
れ

ら
を
執
行
、
諸
事
業
を
開
始
す
る
と
告
示
し

た
。
こ
の
た
め
三
十
一
日
あ
さ
十
時
か
ら
開

会
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
市
会
は
、
野

党
側
が
専
決
処
分
を
不
満
と
し
て
今
後
の
対

策
を
協
議
す
る
た
め
全
議
員
出
席
せ
ず
流
会

と
な
っ
た
。

野
党
側
は
同
日
あ
さ
十
時
か
ら
全
員
琉
石

ク
ラ
ブ
に
集
ま
り
行
政
訴
訟
に
持
ち
こ
む

が
、
十
七
名

野
党
全
議
員

で
不
信
任
可

決
で
き
な
い
か
ど
う
か
を
協
議
し
た
が
ひ
る

五
時
ま
で
に
結
論
を
得
ず
、
ひ
と
先
ず
月
曜

会
の
名
で
専
決
処
分
に
対
す
る
反
対
声
明
を

発
表
し
た
。

（
声
明
要
旨
）

瀬
長
市
長
が
五
八
年
度
歳
入
歳
出
そ
の
他
の

予
算
案
を
専
決
処
分
し
た
こ
と
は
那
覇
市
十

一
万
市
民
の
意
志
を
踏
み
に
じ
っ
た
行
動
で

あ
り
、明
ら
か
に
自
治
法
の
精
神
を
無
視
し
、

法
の
運
営
を
悪
用
、
那
覇
市
政
の
共
産
党
、

人
民
党
独
裁
を
実
現
す
る
た
め
の
行
動
で
あ

る
。
吾
々
は
予
算
決
議
に
つ
い
て
は
党
利
党

略
に
偏
す
る
こ
と
な
く
那
覇
市
民
の
福
祉
増

進
を
目
標
と
し
て
予
算
編
成
を
な
す
べ
く
瀬

長
市
長
の
独
裁
政
治
に
反
省
を
促
し
て
き

た
。
去
る
二
十
一
日
の
市
会
で
予
算
案
を
全

面
否
決
し
た
の
も
そ
の
趣
旨
か
ら
で
あ
っ

た
。
市
長
も
仲
原
財
政
部
長
、
松
根
建
設
部

長
、
比
嘉
財
政
課
長
ら
を
代
理
と
し
て
月
曜

会
議
員
を
各
戸
に
訪
問
、
議
会
の
責
任
に
お

い
て
修
正
可
決
し
て
貰
う
よ
う
要
請
が
あ
っ

た
の
で
吾
々
も
市
長
に
反
省
の
意
志
が
あ
る

こ
と
を
認
め
修
正
す
る
こ
と
に
決
定
、
至
急

予
算
案
の
提
出
を
要
請
し
て
三
十
一
日
の
会

議
に
臨
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
瀬
長
市

長
は
共
産
党
勢
力
拡
張
の
た
め
の
予
算
を
修

正
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
敢
え
て
市
町
村
自
治

法
に
違
反
し
て
専
決
処
分
の
暴
挙
に
出
た
。

こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
那
覇
市
は
勿
論
全
琉

球
住
民
の
平
和
と
繁
栄
に
重
大
な
る
支
障
を

来
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
我
々
月
曜
会

議
員
は
あ
く
ま
で
も
人
民
党
、
共
産
党
の
陰

謀
を
撃
破
し
て
那
覇
の
平
和
と
繁
栄
を
獲
得

す
る
た
め
に
益
々
団
体
を
強
固
に
し
て
瀬
長

市
長
打
倒
に
邁
進
す
る
。

な
お
野
党
側
は
引
続
き
三
十
一
日
晩
、
琉

石
ク
ラ
ブ
で
行
政
訴
訟
に
つ
い
て
法
的
根

拠
を
研
究
、
今
後
の
具
体
的
行
動
を
協
議

し
た
。
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那
覇
市
会
／
専
決
処
分
無
効
を

提
訴
／
総
評
資
材
引
渡
要
請

決
議
沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
11
・
１

一
日
の
那
覇
市
会
は
、
定
刻
よ
り
一
時
間
も

遅
れ
、
あ
さ
十
一
時
十
分
か
ら
十
九
名
が
出

席

欠
席
は
与
党
側
兼
次
、
仲
松
議
員
を
除

き
十
名
、
野
党
側
渡
口
政
行
議
員

し
て
開

ら
か
れ
、
二
十
五
日
兼
次
議
員
か
ら
出
さ
れ

た
総
評
資
材
の
引
渡
方
要
請
決
議
案
を
可

決
、
議
会
の
名
で
同
資
材
を
受
取
る
こ
と
を

決
議
し
た
。
そ
の
後
、
仲
宗
根
議
員
か
ら
、

五
八
年
度
予
算
の
専
決
処
分
は
、
自
治
法
違

反
で
あ
り
、
こ
れ
を
確
認
す
る
た
め
に
、
提

訴
す
る
と
い
う
決
議
案
が
緊
急
動
議
と
し
て

出
さ
れ
与
党
の
反
対
を
押
し
切
り
こ
れ
を
可

決
し
た
。

辺
野
喜

去
る
三
十
日
の
本
会
議
で
総
評

物
資
の
引
渡
方
要
請
決
議
案
が
出
さ
れ
、
こ

れ
を
円
満
に
早
く
受
け
と
る
た
め
に
今
一
度

行
政
府
と
折
衝
す
る
こ
と
に
な
り
、
継
続
審

議
す
る
こ
と
に
し
て
決
議
保
留
し
て
あ
っ
た

が
、
議
長
の
折
衝
経
過
の
報
告
を
求
め
る
。

高
良
議
長

無
為
替
輸
入
を
不
許
可
に

し
、
瀬
長
市
長
に
も
”
協
力
で
き
な
い
”
と

い
う
政
府
の
方
針
を
説
明
し
て
お
り
、
議
会

の
決
議
が
あ
れ
ば
引
渡
し
も
で
き
る
と
い
う

ふ
く
み
の
回
答
が
あ
っ
た
。

辺
野
喜

議
長
の
報
告
で
は
、
議
会
代
表

の
議
長
に
な
ら
渡
す
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

な
お
市
長
も
名
義
変
更
し
て
も
い
い
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
議
長
の
名
で
受
け
と
る
こ
と

を
決
議
し
て
も
ら
い
た
い
。

万
場
一
致
で

こ
れ
を
可
決
議
長
名
で
こ
れ
を
と
る
こ
と
に

な
っ
た
仲
宗
根

五
八
年
度
予
算
及
び
そ
の
他
の

市
長
専
決
処
分
の
無
効
確
認
の
た
め
の
提
訴

決
議
案
を
提
出
し
ま
す
。

十
月
三
十
一
日
、
市
長
は
、
五
八
年
度
予

算
を
専
決
し
た
が
、
議
会
の
審
議
中
に
こ
れ

を
専
決
し
た
こ
と
は
、
明
ら
か
に
自
治
法
の

精
神
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
議
会
の
審
議

権
を
犯
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
市
長
の

専
決
処
分
の
処
置
は
明
ら
か
に
、
自
治
法
の

み
と
め
る
長
の
権
限
を
こ
え
る
も
の
で
あ

る
。
よ
っ
て
議
会
は
、
こ
の
処
分
を
無
効
と

み
と
め
、
そ
の
確
認
の
た
め
、
裁
判
所
に
提

訴
す
る
。

こ
の
決
議
案
は
質
疑
討
論
を
省
略
し
直
ち

に
採
決
に
入
っ
た
が
、
賛
成
多
数
で
こ
れ

を
可
決
し
た
。

な
お
、
本
会
議
は
そ
の
後
直
ち
に
散
会
し
、

二
日
間
の
休
会
に
入
り
四
日
あ
さ
十
時
か
ら

再
開
さ
れ
る
。

事
業
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
／
瀬
長
市
長

瀬
長
那
覇
市
長
は
、
三
十
一
日
、
五
八
年
度

予
算
の
専
決
処
分
を
告
示
、
き
ょ
う
一
日
か

ら
執
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
一
日
は
あ

さ
九
時
か
ら
庁
内
職
業
補
導
所
に
部
課
長
を

集
め
、
専
決
処
分
の
理
由
を
説
明
す
る
と
と

も
に
、
予
算
の
成
立
が
お
く
れ
た
た
め
に
、

会
計
年
度
は
余
す
と
こ
ろ
八
ヵ
月
と
な
っ
て

い
る
。
各
部
課
と
も
ス
ピ
ー
ド
・
ア
ッ
プ
し

て
事
業
を
推
進
、
年
度
内
に
完
成
す
る
よ
う

努
め
て
貰
い
た
い
と
訓
示
し
た
。

｜
社
　
説
｜

専
決
処
分
を
さ
け
る
努
力
が
ほ

し
い
沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
２

議
会
に
、

誠
意
を
も
っ
て
予
算
を
成
立

さ
せ
よ
う
と
す
る
意
思

が
認
め
ら
れ
な
い

と
い
う
の
を
理
由
に
あ
げ
て
、
瀬
長
那
覇
市

長
は
三
十
一
日
予
算
の
専
決
処
分
を
宣
言
し

て
い
る
。

誠
意
が
な
い
と
い
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん
去

る
二
十
一
日
の
本
会
議
で
、
市
当
局
提
案
の

予
算
を
全
面
否
決
し
た
こ
と
を
さ
し
て
い
る

は
ず
で
、
市
会
が
不
用
意
の
う
ち
に
、

市

長
専
決

の
ス
キ
を
与
え
た
こ
と
は
、
ど
う

考
え
て
も
ま
ず
か
っ
た
。”
市
長
不
信
任
”

を
急
ぐ
あ
ま
り
、
議
会
の
運
営
を
軽
く
み
す

ぎ
た
き
ら
い
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

予
算
の
審
議
、
決
定
は
議
決
機
関
の
当
然

の
義
務
で
あ
り
、
責
任
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を

全
面
否
決
し
た
か
ら
と
て
、
そ
れ
だ
け
の
こ

と
で

市
長
不
信
任

が
通
る
も
の
で
も
あ

る
ま
い
。
党
利
党
略
を
こ
と
と
す
る
瀬
長
市

長
の
独
裁
に
反
省
を
促
す
た
め
だ
と
い
っ
て

い
る
が
、
そ
ん
な
ら
そ
れ
で
当
局
案
を
根
底

か
ら
組
み
か
え
、
予
算
の
大
修
正
を
す
る
の

が
、常
識
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
の
場
合
、
た
ん
に
市
長
に
た
い
す
る
嫌

が
ら
せ
の
た
め
の
修
正
で
は
な
く
、
市
民
の

福
祉
の
う
え
か
ら
、
当
局
案
の
欠
点
を
批
判

検
討
し
、
市
民
の
納
得
の
い
く
よ
う
な
修
正

案
で
あ
っ
て
ほ
し
い
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た

努
力
を
殊
更
に
い
と
い
、
や
っ
つ
け
て
し
ま

え
の
気
持
か
ら
、
全
面
否
決
と
出
た
の
は
、

労
せ
ず
功
を
急
ぐ
よ
う
な
も
の
で
、
結
果
は

市
長
の
反
省
を
う
な
が
す
ど
こ
ろ
か
、
し
っ

ぺ
が
え
し
を
食
ら
い
、
逆
に
そ
の

独
裁

を
ゆ
る
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

予
算
の
全
面
否
決
が
そ
の
よ
う
な
結
果
を

招
く
と
は
、
当
初
思
い
お
よ
ば
な
か
っ
た
こ

と
で
、
そ
こ
に
野
党
側
の
誤
算
が
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
市
長
の

専
決

処
分

は
地
方
自
治
の
あ
り
方
と
し
て
、
決

し
て
常
道
で
は
な
い
し
、
そ
れ
が
強
行
さ
れ

る
限
り
、
地
方
自
治
そ
の
も
の
を
破
壊
す
る

お
そ
れ
さ
え
あ
る
と
い
え
よ
う
。
た
と
え

法

に
よ
っ
て
市
長
に
そ
の
よ
う
な
非
常

権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
に
し
て
も
、
こ
の
伝

家
の
宝
刀
は
抜
い
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
ろ

う
。
市
政
の
な
か
の
局
部
に
属
す
る
問
題
な

ら
と
も
か
く
、
市
の
全
予
算
を

専
決

で

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

十
一
月

七
二
八



な
ぎ
倒
さ
れ
た
の
で
は
、
選
挙
制
に
よ
る
自

治
も
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

野
党
側
の
声
明
に
よ
れ
ば
、
全
面
否
決
の

態
度
を
か
え
、
予
算
案
を
再
議
に
か
け
た
ら
、

修
正
審
議
に
応
ず
る
気
構
え
で
あ
る
と
い

う
。
つ
ま
り
、
予
算
を
成
立
さ
せ
よ
う
と
い

う
意
思
は
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

を
も
し
、
蹴
っ
て
専
決
処
分
を
押
し
切
る
の

は
、
あ
ま
り
に
公
式
的
に
流
れ
す
ぎ
る
。

対
決
す
る
と
い
っ
て
も
、
問
答
有
用
で
い

き
た
い
し
、
第
一
、
地
方
自
治
に
不
幸
な
前

例
を
つ
く
り
た
く
な
い
。

予
算
専
決
処
分
は
違
法
／
政
府

が
見
解
を
発
表
／
那
覇
市
会

”
審
議
の
意
思
あ
り
”

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
２

政
府
は
那
覇
市
の
本
予
算
の
専
決
処
分
が

妥
当
か
ど
う
か
を
法
的
に
検
討
し
て
い
た

が
、
一
日

違
法
で
あ
る

と
の
結
論
を

得
、
野
波
行
政
課
長
の
談
話
形
式
で
次
の

よ
う
な
見
解
を
発
表
し
た
。

今
回
の
那
覇
市
長
の
予
算
専
決
処
分
は
明
ら

か
に
違
法
の
処
分
と
み
る
。
市
町
村
に
お
け

る
長
の
専
決
処
分
は
議
会
が
議
決
す
べ
き
案

件
を
議
決
し
な
い
と
き
、
決
定
す
べ
き
事
項

を
決
定
し
な
い
と
き
に
な
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
那
覇
市
に
お
け
る
状
況
は
一
応
議
会
が

否
決

議
決

し
た
予
算
案
を
市
長
が
不
服

と
し
て
再
議
に
付
し
て
あ
る
が
、
再
議
を
求

め
た
の
は
つ
い
二
、三
日
前
の
こ
と
で
あ
り
、

議
会
と
し
て
は
再
議
に
付
さ
れ
た
本
予
算
案

を
慎
重
に
審
議
す
る
と
い
う
建
前
か
ら
又
長

期
に
わ
た
る
審
議
を
予
定
し
て
暫
定
予
算
案

の
提
出
を
求
め
て
い
る
の
で
議
会
は
明
ら
か

に
予
算
を
審
議
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と
は
明

白
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
議
会
の
意

思
に
反
し
て
市
長
が
本
予
算
し
か
も
一
ヵ
年

分
の
予
算
の
執
行
を
専
決
処
分
に
す
る
と
い

う
こ
と
は
市
町
村
自
治
法
百
十
四
条
の
趣
旨

に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
議
会
は

予
算
を
審
議
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と
は
認
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
今
回
の
那
覇

市
長
の
専
決
処
分
は
違
法
と
断
定
さ
れ
そ
の

処
分
は
無
効
に
な
る
と
解
す
る
。

こ
の
場
合
議
会
と
し
て
は
行
政
事
件
訴
訟
特

例
法

五
三
年
九
月
立
法
四
十
八
号

の
二

条
に
よ
り
市
長
の
専
決
処
分
取
消
し
の
訴
訟

を
提
起
す
る
こ
と
に
な
り
ま
た
同
法
十
条
の

規
定
に
よ
り
裁
判
所
に
仮
処
分
の
請
求
を
な

し
こ
の
予
算
の
執
行
を
停
止
さ
せ
る
の
が
妥

当
と
思
う
。
な
お
今
回
の
様
な
市
長
の
独
断

的
な
行
政
処
分
は
市
議
会
を
無
視
し
市
政
を

混
乱
に
陥
入
れ
市
町
村
自
治
を
阻
害
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
思
料
さ
れ
る
。

瀬
長
市
長
反
ば
く
談
話

瀬
長
那
覇
市
長
の
予
算
専
決
処
分
に
対
し

て
行
政
府
で
は

違
法

で
あ
る
と
の
正

式
見
解
を
発
表
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て

瀬
長
市
長
は

専
決
処
分
は
客
観
的
な
正

当
性
を
欠
く
も
の
で
は
な
い

と
次
の
よ

う
な
談
話
を
発
表
し
た
。

専
決
処
分
は
議
会
が
自
ら
の
審
議
権
を
放
棄

し
審
議
す
べ
き
を
し
な
か
っ
た
か
ら
し
た
も

の
で
自
治
法
の
精
神
に
基
い
た
も
の
だ
。
何

故
な
ら
五
十
日
間
も
議
事
を
延
ば
し
た
こ
と

は
那
覇
市
に
と
っ
て
異
例
で
あ
り
、
去
る
五

七
年
の
当
初
予
算
一
億
一
千
八
百
万
円
を
二

週
間
で
審
議
可
決
し
た
が
、
今
回
は
一
億
一

千
四
百
万
円
の
予
算
案
を
九
月
の
定
例
議
会

に
審
議
す
る
こ
と
が
出
来
ず
に
い
た
。
そ
し

て
更
に
十
月
の
暫
定
予
算
を
請
求
し
た
が
、

こ
の
時
も

議
決
す
べ
き
を
議
決
し
な
い
も

の

に
相
当
す
る
と
考
え
た
が
、
一
応
議
会

の
審
議
権
を
尊
重
す
る
立
場
か
ら
譲
歩
し
て

暫
定
予
算
で
執
行
し
た
。
し
か
し
十
月
も
二

十
六
日
ま
で
会
期
を
延
長
し
て
し
か
も
全
面

否
決
を
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
直
ち
に
再
議

に
付
し
た
が
、
一
日
た
り
と
審
議
せ
ず
、
十

月
三
十
日
平
良
議
員
が
修
正
案
を
も
ち
出
し

て
も
顧
ず
数
の
力
で
押
切
っ
て
再
び
十
一
月

分
暫
定
予
算
を
請
求
し
た
。
三
十
一
日
に
修

正
す
る
こ
と
が
出
来
な
が
ら
し
な
か
っ
た
の

は
そ
の
意
思
が
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
過

去
五
十
日
間
の
野
党
議
員
の
議
事
の
す
す
め

方
か
ら
み
て
審
議
の
意
思
が
な
い
こ
と
は
十

分
客
観
性
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
議

会
は
正
副
議
長
を
選
出
、
常
任
委
を
設
置
し

て
、機
関
と
し
て
成
立
し
て
い
る
に
も
拘
ず
、

一
回
た
り
と
総
務
、
財
政
、
建
設
の
委
員
会

を
開
い
た
こ
と
も
な
く
、
五
十
日
間
合
同
委

の
形
で
全
体
協
議
会
を
も
ち
つ
ね
に
不
信
任

案
の
到
来
の
機
を
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
、
こ

れ
ま
で
の
審
議
の
す
す
め
方
を
み
て
明
ら
か

だ
。
議
会
の
要
求
す
る
暫
定
予
算
の
く
り
返

し
を
や
っ
て
お
れ
ば
、
長
の
政
治
責
任
は
ま

ぬ
が
れ
よ
う
が
、
市
民
が
求
め
て
い
る
事
業

の
執
行
は
不
可
能
で
あ
る
。

以
上
の
理
由
で
議
会
が
審
議
権
を
放
棄
し
た

も
の
と
し
て
市
民
の
利
益
の
た
め
に
専
決
処

分
に
し
た
。

市
町
村
自
治
法
一
部
改
正
公
布

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
11
・
２

市
町
村
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
立
法

が
一
日
公
布
さ
れ
た
。

大
き
な
改
正
は
政
府
の
市
町
村
に
対
す
る
助

言
□
勧
告
お
よ
び
監
督
権
を
強
化
し
た
こ
と

で
、
ま
た
学
識
経
験
者
か
ら
主
席
が
三
名
の

委
員
を
任
命
し
自
治
紛
争
調
停
委
員
会
を
設

け
市
町
村
相
互
の
間
又
は
市
町
村
の
機
関
相

互
の
間
に
紛
争
が
あ
る
と
き
主
席
は
当
事
者

の
申
請
又
は
職
権
に
よ
っ
て
紛
争
解
決
の
た

め
同
委
員
の
調
停
に
付
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
那
覇

市
に
お
け
る
議
会
や
予
算
を
め
ぐ
る
市
長
と

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

十
一
月

七
二
九

の



議
員
と
の
対
立
な
ど
に
つ
い
て
も
、
主
席
は
、

こ
ん
ど
の
改
正
に
よ
り
指
導
、
助
言
や
勧
告

が
で
き
る
こ
と
に
な
る
し
自
治
紛
争
調
停
委

員
に
調
停
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
同
改

正
の
施
行
は
公
布
の
日
か
ら
三
カ
月
を
経
過

し
た
日
｜
｜
来
年
二
月
一
日
か
ら
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
そ
れ
ま
で
は
法
に
基
づ
く
積
極

的
な
措
置
は
執
れ
な
い
。

政
府
の
助
言
、
勧
告
及
び
監
督

主
席
が
市

町
村
に
対
し
技
術
的
な
助
言
又
は
勧
告
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
次
の
場
合
と
な
っ
て

い
る
。

１
、
市
町
村
の
組
織
お
よ
び
運
営
の
合
理
化

に
資
す
る
た
め
。

２
、

市
町
村
は
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
に

当
り
住
民
の
福
祉
の
増
進
に
努
め
る
と
と
も

に
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
規
定

第
二
条
二
項

の
趣
旨
を
達
成
す
る
た
め

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。

３
、

市
町
村
は
常
に
そ
の
組
織
お
よ
び
運

営
の
合
理
化
に
努
め
る
と
と
も
に
他
の
市
町

村
に
協
力
を
求
め
て
、
そ
の
規
模
の
適
正
化

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
の
規
定

第
二
条
五
項

の
趣
旨
を
達
成
す
る
た
め

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。

自
治
紛
争
調
停
委
員

自
治
紛
争
調
停
委
員

は
事
件
の
度
ご
と
に
学
識
経
験
者
の
中
か
ら

主
席
が
三
名
を
任
命
す
る
。
委
員
は
調
停
案

を
作
っ
て
、
こ
れ
を
当
事
者
に
示
し
、
そ
の

受
諾
を
勧
告
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
調
停
案

に
理
由
を
つ
け
て
公
表
で
き
る
。

当
事
者
が
調
停
案
を
受
諾
し
て
受
諾
文
書
を

主
席
に
出
し
た
と
き
調
停
が
成
立
す
る
が
、

調
停
に
よ
る
解
決
の
見
込
が
な
い
と
認
め
る

と
き
は
調
停
委
員
は
調
停
を
打
切
り
事
件
の

要
点
と
調
停
経
過
を
公
表
で
き
る
。

執
行
停
止
命
令
を
申
立
／
那
覇

市
会
専
決
処
分
取
消
し
訴
え

る沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
11
・
２

那
覇
市
会

議
長
高
良
一
氏

で
は
瀬
長
那

覇
市
長
の
本
予
算
専
決
処
分
は
違
法
で
あ
る

と
し
て
、
二
日
あ
さ
九
時
す
ぎ
、
議
長
高
良

一
氏
を
代
表
、
下
里
恵
良
、
宮
良
長
辰
、
牧

野
博
嗣
の
三
氏
を
代
理
弁
護
人
と
し
て
中
央

巡
裁
に

専
決
処
分
取
消
し
の
訴
訟

を
提

起
す
る
と
と
も
に

市
長
が
独
断
的
に
処
分

し
た
本
予
算
の
執
行
は
市
町
村
自
治
法
を
阻

害
す
る
ば
か
り
で
な
く
市
政
を
混
乱
に
陥
入

れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
た
だ
ち
に
予
算
の
執

行
を
停
止
し
て
も
ら
い
た
い

と

執
行
停

止
命
令

を
申
請
し
た
。

中
央
巡
回
裁
判
所
で
は
こ
れ
を
受
理
。
奥

島
憲
雄
裁
判
長
、
仲
宗
根
信
秀
、
松
本
完
正

陪
席
判
事
係
り
で
審
理
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
執
行
停
止
命
令
の
処
分
に
つ
い
て
は
十

一
時
す
ぎ
か
ら
三
判
事
に
仲
松
上
訴
裁
判
首

席
判
事
を
交
え
て
話
し
合
わ
れ
た
が
、
決
定

せ
ず
、
あ
ら
た
め
て
四
日

月
曜
日

に
瀬

長
市
長
及
び
市
会
代
表
者
を
招
い
て
決
定
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

専
決
処
分
の
取
消
訴
状
の
要
旨
次
の
通

り
。

△
那
覇
市
議
会
で
は
瀬
長
那
覇
市
長
の
独
裁

政
治
に
反
省
を
求
め
る
た
め
本
予
算
を
否
決

し
た
。
被
告

瀬
長
市
長

は
こ
れ
は
議
会

の
責
任
に
お
い
て
修
正
す
べ
き
で
あ
る
と
し

て
議
会
に
再
提
出
し
て
き
た
が
那
覇
市
議
会

で
は
十
月
中
に
膨
大
な
五
八
年
度
予
算
案
の

修
正
を
審
議
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、

十
一
月
分
の
暫
定
予
算
を
提
出
す
る
よ
う
可

決
し
た
。

△
と
こ
ろ
が
被
告
は
自
治
法
第
百
十
四
条
第

一
項
の
規
定
に
該
当
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
議
会
開
会
前
の
三
十
一
日
違
法
な
専
決

処
分
を
な
し
た
。

△
自
治
法
第
百
十
四
条
第
一
項
の
規
定
は
議

会
の
議
決
を
不
可
能
と
す
る
場
合
の
規
定
で

あ
っ
て
し
か
も
議
会
が
開
会
中
で
あ
り
、
議

会
を
無
視
し
て
議
会
の
審
議
中
に
専
決
処
分

を
す
る
こ
と
は
明
ら
か
に
違
法
で
あ
っ
て
市

民
の
代
表
で
あ
る
議
会
の
予
算
審
議
権
を
犯

す
も
の
で
あ
る
。

△
よ
っ
て
市
長
の
専
決
処
分
は
当
然
無
効
で

あ
り
そ
の
処
分
の
取
消
し
を
求
め
る
。

（
執
行
停
止
命
令
申
請
の
要
旨
）

△
訴
訟
の
理
由
に
あ
げ
た
よ
う
に
市
長
に
違

法
な
専
決
処
分
を
執
行
さ
せ
る
こ
と
は
、
大

き
な
損
害
を
こ
う
む
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

り
、
す
で
に
市
長
は

工
事
入
札
に
つ
い
て

と
新
聞
広
告
す
ら
出
し
て
い
る
の
で
執
行
の

停
止
は
非
常
に
緊
急
を
要
す
る
も
の
で
あ

る
。
損
害
を
さ
け
る
た
め
処
分
の
執
行
停
止

命
令
の
決
定
を
求
め
る
。

さ
っ
そ
く
工
事
入
札
へ
／
専
決

処
分
那
覇
市
の
対
立
す
る
当

局
・
市
会

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
11
・
３

市
長
不
信
任
問
題
で
粉
糾
を
続
け
て
い
る
那

覇
市
会
は
、
三
十
一
日
瀬
長
市
長
が
五
八
年

度
予
算
案
を
専
決
処
分
し
た
こ
と
か
ら
、
議

会
が
こ
れ
を
違
法
と
し
て
提
訴
、
執
行
、
議

決
両
機
関
の
争
い
に
発
展
、
ま
す
ま
す
混
乱

す
る
形
と
な
っ
た
。

市
会
側
は
二
日
、
専
決
処
分
を
違
法
だ
と

し
て
中
央
巡
裁
に
”
専
決
処
分
取
消
し
”
を

提
訴
す
る
と
と
も
に
、
同
予
算
の
”
執
行
停

止
命
令
”
を
申
請
し
た
が
、
市
当
局
で
は
、

議
会
が
議
決
す
べ
き
事
件
を
議
決
し
な
か
っ

た
と
し
て
専
決
処
分
し
た
市
長
の
認
定
は
客

観
性
の
あ
る
正
当
な
も
の
と
し
て
、
直
ち
に

事
業
着
工
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

専
決
さ
れ
た
五
八
年
度
予
算
の
う
ち
建
設

一
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関
係
事
業
費
は
道
路
橋
梁
費
、霊
園
建
設
費
、

ポ
ー
ト
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
市
民
集
会
所
建
設

費
、
泊
港
浚
渫
費
、
都
計
測
量
調
査
費
な
ど

総
額
三
千
八
百
六
十
万
九
千
九
百
九
十
五
円

と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
中
の
橋
新
設

土
木

、
高
橋
工
事
区
敷
地
造
成
及
び
道
路

新
設

土
木

、
久
茂
地
校
横
道
路

一
号

線
か
ら
国
際
通
り
第
一
相
互
横

の
新
設

都
計

、
小
禄
水
道
水
揚
ポ
ン
プ
場
新
設
工

事

建
築

な
ど
四
工
事
を
六
日
公
入
札
に

付
し
直
ち
に
着
工
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
成
行
き
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

”
提
訴
は
お
門
違
い
”
／
専
決

処
分
問
題
で
瀬
長
市
長
が
声

明沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
４

瀬
長
那
覇
市
長
の
予
算
専
決
処
分
に
対
し
野

党
十
七
議
員
側
で
は
一
日
の
本
会
議
で
専
決

処
分
を
無
効
と
す
る
提
訴
を
決
議
、
二
日
あ

さ
中
央
巡
裁
に
出
訴
し
た
が
、
瀬
長
市
長
は

こ
れ
に
対
し
三
日
ひ
る
五
時
次
の
よ
う
な
声

明
を
発
表
四
日
あ
さ
十
時
、
松
島
弁
護
人
と

共
に
中
央
裁
に
出
頭
す
る
と
語
っ
た
。

（
声
明
文
）
本
件
は
、
議
会
対
市
長
の
問
題

で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
議
員
の
争
訴
で
あ
る
か

ら
法
律
に
よ
っ
て
特
に
定
め
ら
れ
た
場
合
に

限
り
裁
判
所
に
訴
訟
出
来
る
が
市
長
の
専
決

処
分
を
違
法
と
し
て
裁
判
所
に
訴
え
た
り
、

執
行
停
止
を
申
請
も
す
る
規
定
は
市
町
村
自

治
法
に
は
な
い
。
議
会
は
行
政
事
件
訴
訟
特

例
法
第
十
条
第
二
号
に
よ
り
市
長
専
決
処
分

の
執
行
停
止
の
申
請
を
し
て
い
る
が
、
こ
の

規
定
は
行
政
庁

市
長

の
処
分
に
よ
り
市

民
が
損
害
を
こ
う
む
る
場
合
に
、
具
体
的
に

い
え
ば
予
算
の
歳
入
歳
出
を
執
行
し
た
場

合
、
市
民
が
そ
れ
に
よ
っ
て
損
害
を
こ
う
む

る
場
合
に
個
人
の
救
さ
い
を
目
的
と
し
て
定

め
ら
れ
た
規
定
で
、
そ
う
い
っ
た
市
民
か
ら

行
政
庁

市
長

を
訴
え
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
学
説
や
判
例
の
一
致
し
て
確

認
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
日
本
最
高
裁
判
例

は
普
通
地
方
公
共
団
体
の
機
関
相
互
間
の
争

い
に
つ
い
て
は
法
律
に
特
に
規
定
の
な
い
限

り
法
律
争
訴
と
し
て
裁
判
所
に
訴
訟
の
提
起

を
許
さ
れ
な
い
も
の
と
解
す
る
を
相
当
と
す

る
。
そ
し
て
本
件
の
よ
う
な
事
項
に
つ
い
て

は
地
方
自
治
法
そ
の
他
の
法
律
に
訴
え
の
提

起
を
ゆ
る
し
た
規
定
が
な
い
か
ら
、
不
適
法

な
訴
え
で
あ
る
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
で
わ

か
る
よ
う
に
こ
の
よ
う
な
機
関
対
機
関
の
争

い
は
法
律
に
規
定
す
る
場
合
の
外
は
市
長
に

対
す
る
不
信
任
決
議
、
リ
コ
ー
ル
、
選
挙
な

ど
政
治
的
手
段
に
訴
え
て
解
決
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
の
が
自
治
法
の
根
本
精
神
で
あ
る
。

正
否
は
裁
判
所
で

野
党
某
議
員
の
話
　
見
解
の
相
違
だ
。
正

否
の
判
断
は
、
す
べ
て
裁
判
所
に
一
任
し
た

い
。非

公
開
で
審
理
／
那
覇
市
の
行

政
訴
訟

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
11
・
４

瀬
長
那
覇
市
長
の
予
算
専
決
処
分
に
対
し
、

市
会
側
は
こ
れ
を
違
法
と
し
て
行
政
裁
判
に

持
ち
こ
ん
だ
が
、
中
央
巡
裁
で
は
四
日
あ
さ

十
時
三
十
分
か
ら
市
長
と
議
会
側
双
方
の
代

表
を
呼
び
、
事
情
を
聴
取
、
審
理
に
入
っ
た
。

注
目
の
行
政
裁
判
と
あ
っ
て
こ
の
日
は
大

勢
の
傍
聴
人
が
つ
め
か
け
た
が
調
査
は
非

公
開
で
行
わ
れ
た
。

ま
ず
、
十
時
四
十
分
当
局
側
瀬
長
市
長
と
松

島
弁
護
人
が
奥
島
裁
判
長
、
松
本
、
仲
宗
根

判
事
に
呼
ば
れ
約
二
十
分
に
わ
た
り
調
べ
を

受
け
、
続
い
て
、
市
会
側
渡
口
副
議
長
と
、

代
理
弁
護
人
の
下
地

寛

、
宮
里
、
下
里
、

牧
野
弁
護
士
が
呼
ば
れ
て
調
べ
を
受
け
た

が
、
決
定
は
午
後
に
な
る
予
定
。

取
り
調
べ
を
終
え
て
廊
下
に
出
て
き
た
瀬

長
市
長
と
原
告
側
宮
良
弁
護
人
は
記
者
団

に
対
し
て
、
要
旨
次
の
よ
う
に
取
調
べ
の

結
果
を
説
明
し
た
。

瀬
長
市
長
の
話

取
り
調
べ
は
奥
島
裁
判

長
、
仲
宗
根
、
松
本
両
判
事
が
行
っ
た
が
、

五
十
日
間
の
議
会
の
状
況
に
つ
い
て
き
い

た
。
議
会
は
五
十
日
の
間
に
一
度
も
委
員
会

に
付
託
し
て
真
剣
に
審
議
し
た
こ
と
は
な

い
。
特
に
九
月
は
二
十
一
日
の
会
期
中
一
度

も
予
算
に
手
を
つ
け
ず
に
十
月
分
の
暫
定
予

算
を
請
求
し
た
。
こ
の
時
は
議
会
の
審
議
権

を
認
め
て
暫
定
予
算
を
出
し
た
が
、
十
月
に

な
っ
て
こ
れ
を
全
面
否
定
し
再
議
に
付
し
た

も
の
を
三
十
日
に
も
審
議
せ
ず
さ
ら
に
暫
定

予
算
を
要
求
し
て
き
た
。
三
十
一
日
に
な
っ

て
議
会
開
会
の
十
時
に
な
っ
て
も
集
っ
た
の

は
た
っ
た
七
名
で
あ
り
、
開
会
し
そ
う
に
な

か
っ
た
の
で
十
時
四
十
分
に
専
決
処
分
の
告

示
を
し
た
。
私
は
自
治
庁
あ
た
り
の
見
解
も

聞
い
た
上
で
や
っ
た
も
の
で
違
法
で
は
な
い

予
算
の
執
行
が
停
止
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
市
の
機
能
を
完
全
に
停
止
さ
せ
る
こ
と

で
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
説
明
し
た
。

宮
良
弁
護
士
（
市
会
側
）
の
話

訴
訟
の

事
実
に
あ
げ
て
い
る
よ
う
に
専
決
処
分
は
違

法
で
あ
り
、
こ
れ
は
自
治
法
百
十
四
条
に
あ

き
ら
か
に
抵
触
す
る
も
の
で
あ
る
。
裁
判
権

の
問
題
に
つ
い
て
も
、
今
回
の
行
政
訴
訟
は

那
覇
市
と
い
う
機
関
を
相
手
に
し
た
事
で
あ

り
、正
当
な
手
続
き
を
ふ
ん
で
い
る
と
思
う
。

専
決
処
分
に
付
さ
れ
た
予
算
を
執
行
さ
れ
る

こ
と
は
わ
れ
わ
れ
は
市
民
に
大
き
な
損
害
を

及
ぼ
す
も
の
と
思
う
。
那
覇
市
当
局
で
は
議

会
が
審
議
を
遅
く
ら
せ
て
い
る
か
ら
専
決
処

分
に
付
し
た
と
い
っ
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ

は
那
覇
市
民
の
立
場
を
考
え
て
慎
重
に
審
議

を
進
め
よ
う
と
思
っ
て
い
た
わ
け
だ
。
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焦
点
は
”
執
行
停
止
”
／
市
長

側
停
止
は
市
民
に
不
利
益
／

市
会
側
暫
定
予
算
組
め
ば
よ

い沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
５

瀬
長
那
覇
市
長
は
、
四
日
ひ
る
一
時
半
か
ら

記
者
会
見
を
行
い
、
専
決
処
分
を
め
ぐ
る
訴

訟
問
題
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に

執

行
停
止
処
分
に
な
っ
た
場
合
市
民
は
不
利
益

を
う
け
る

と
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

行
政
事
件
特
別
法
第
十
条
の
執
行
停
止
命

令
は
、”
処
分
の
執
行
に
よ
り
生
ず
べ
き
償

う
こ
と
の
で
き
な
い
損
害
を
さ
け
る
た
め
、

早
急
の
必
要
が
あ
る
と
き
”
に
限
ら
れ
て
い

る
が
、
本
件
は
こ
れ
に
該
当
し
な
い
。
ま
た

執
行
停
止
の
可
否
を
判
断
す
る
場
合
に
は
、

行
政
処
分
が
違
法
か
ど
う
か
ま
で
審
理
す
べ

き
で
は
な
い
と
い
う
判
例

広
島
地
裁

が

あ
り
、本
件
は
停
止
処
分
す
べ
き
で
は
な
い
。

か
り
に
本
件
を
執
行
停
止
さ
せ
た
場
合
は
、

公
共
の
福
祉
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
歳
出
予
算
の
執
行
停

止
に
よ
り
、
①
職
員
の
人
件
費
が
全
面
的
に

停
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
市
政
の
全
機
能

が
完
全
停
止
す
る
、
②
窓
口
業
務
の
中
止
の

た
め
、
印
鑑
証
明
書
、
戸
籍
謄
本
、
抄
本
、

諸
証
明
の
発
行
が
不
能
と
な
り
、
さ
ら
に
死

亡
、
出
生
、
婚
姻
届
も
で
き
な
く
な
る
。
③

消
防
隊
の
全
機
能
が
停
止
す
る
。
④
都
市
計

画
事
業
の
停
止
、
⑤
泊
港
の
浚
渫
、
同
港
務

行
政
が
停
止
す
る
た
め
に
船
舶
の
出
入
り
が

混
乱
す
る
。

そ
の
他
福
祉
事
業
、
市
営
住
宅
の
管
理
、

失
業
対
策
、
保
健
衛
生
の
管
理
に
支
障
を
き

た
す
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
歳
入
の
執
行
停

止
に
よ
っ
て
、
①
十
種
類
に
お
よ
ぶ
市
税
の

賦
課
、
調
査
が
行
わ
れ
ず
、
次
年
度
の
歳
入

に
欠
陥
を
生
ず
る
。
②
徴
税
が
で
き
な
い
、

③
市
有
財
産
、
営
造
物
の
管
理
が
行
わ
れ
ず

財
産
収
入
が
な
く
な
る
。
よ
っ
て
執
行
停
止

の
仮
処
分
申
請
は
市
民
の
福
祉
の
た
め
に
却

下
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
市
会
側
の
代
理
弁
護
人
宮
良

長
辰
弁
護
士
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い

る
。

議
会
開
会
中
に
専
決
処
分
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
市
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
の
審
議
権
を

侵
害
し
た
も
の
で
あ
り
、
市
民
の
税
金
を
市

長
個
人
の
見
解
で
使
う
こ
と
に
な
り
、
市
民

に
大
き
な
損
害
を
あ
た
え
る
も
の
で
あ
る
。

市
当
局
は
日
本
の
判
例
に
従
っ
て
提
訴
は
不

適
法
だ
と
い
っ
て
い
る
が
、
琉
球
は
基
本
的

に
は
米
国
の
法
制
を
と
っ
て
お
り
、
自
治
法

に
つ
い
て
も
上
級
機
関
が
な
く
、
主
席
の
監

督
権
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
米
国

の
司
法
国
家
的
な
も
の
に
な
ら
っ
た
も
の
で

あ
り
、
執
行
、
議
決
機
関
間
の
紛
争
も
裁
判

所
に
ま
か
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
日

本
の
大
陸
法
的
な
判
例
を
も
ち
出
す
こ
と
は

当
ら
な
い
。
し
か
し
、
日
本
の
場
合
で
も
、

機
関
事
訟
を
裁
判
で
解
決
し
た
判
例
が
岡
山

と
水
戸
の
両
市
の
地
裁
に
あ
る
。

な
お
、
今
度
の
場
合
は
市
会
の
権
限
を
侵

し
た
市
長
の
処
分
に
対
す
る
不
服
の
訴
え
で

あ
り
、
純
粋
な
機
関
事
訟
で
は
な
い
。

執
行
停
止
処
分
に
な
っ
て
も
義
務
費
を
暫

定
予
算
で
組
め
ば
機
能
が
停
止
す
る
と
い
う

よ
う
な
重
大
な
事
態
に
お
ち
い
る
こ
と
は
な

い
。
そ
れ
よ
り
も
市
民
の
意
志
を
無
視
し
た

専
決
処
分
に
よ
る
執
行
の
損
害
が
大
き
い
も

の
だ
。

私
の
意
見
／
市
当
局
は
予
算
案

を
公
表
せ
よ
／
市
民
は
こ
れ

に
よ
っ
て
市
政
を
判
断
す
る

照
喜
名
和
子

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
11
・
５

瀬
長
那
覇
市
長
は
十
月
三
十
一
日
に
予
算

案
を
専
決
処
分
に
す
る
と
発
表
し
た
。
こ
れ

に
対
し
野
党
側
は
行
政
訴
訟
を
す
る
と
い
い

声
明
文
を
発
表
し
て
い
る
。
両
方
と
も
お
互

の
立
場
か
ら
の
い
ゝ
分
は
筋
が
た
っ
て
い
る

よ
う
に
み
え
る
。

大
体
今
度
の
那
覇
市
会
を
通
じ
て
、
市
会

議
員
の
連
中
が
市
民
に
与
え
た
印
象
は
、

理
屈
と
こ
う
や
く
は
ど
こ
に
で
も
は
り
つ

く

と
い
う
諺
を
立
派
に
証
明
し
た
だ
け
に

過
ぎ
な
い
。
市
民
の
た
め
に
え
ら
ば
れ
た
市

会
議
員
達
は
、
与
党
は
欠
席
を
続
け
、
野
党

は
大
切
な
予
算
案
審
議
を
そ
っ
ち
の
け
で
市

長
追
出
し
に
狂
ほ
ん
し
て
い
る
だ
け
で
あ

る
。瀬
長
市
長
を
民
主
的
な
選
挙
で
え
ら
ん
だ

の
は
私
達
那
覇
市
民
で
あ
る
。
先
の
議
会
で

市
長
が
不
信
任
さ
れ
、
そ
の
た
め
市
長
は
自

治
法
に
従
っ
て
市
会
を
解
散
、
八
月
に
は
市

会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
は
な
ば
な
し
い

選
挙
戦
で
、
市
長
信
任
派
は

民
主
主
義
擁

護
連
盟

を
組
織
し
、
不
信
任
派
は

那
覇

市
政
再
建
同
盟

を
組
織
し
て
闘
っ
た
。
そ

の
時
分
ま
で
は
、
地
方
自
治
法
に
あ
る

解

散
後
の
議
会
は
三
分
の
二
以
上
の
議
員
が
出

席
し
、半
数
以
上
の
賛
成
者
が
い
な
け
れ
ば
、

市
長
を
辞
め
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い

と

い
う
こ
と
が
条
文
通
り
受
入
れ
ら
れ
て
、
与

党
側
は
三
分
一
確
保
を
叫
び
、
野
党
側
は
必

ず
三
分
二
以
上
を
と
っ
て
み
せ
る
と
い
き
ま

い
て
い
た
こ
と
は
、
ま
だ
四
カ
月
前
の
こ
と

で
あ
る
だ
け
に
、
市
民
は
忘
れ
て
い
な
い
。

選
挙
の
結
果
は
与
党
の
民
連
は
三
分
一
を

上
回
る
十
二
名
が
当
選
し
、
野
党
の
再
建
同

盟
は
三
分
二
に
足
り
な
い
、
十
七
名
し
か
当

選
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
自
治
法

に
よ
る
と
、
市
長
を
辞
め
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
与
党
と
し
て
は
三

分
の
一
以
上
を
と
っ
た
以
上
、
議
会
に
お
い

一
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五
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年
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三
十
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年

十
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月
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て
三
分
の
二
出
席
さ
せ
な
い
よ
う
に
欠
席
戦

術
を
と
る
こ
と
は
そ
の
時
か
ら
予
想
さ
れ
た

こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
再
建
同
盟
も
当
時

は
敗
け
た
こ
と
を
認
め
て
い
た
も
の
だ
。

と
こ
ろ
が
市
会
が
始
ま
る
と
再
建
同
盟
は

十
七
名
と
い
う
半
数
以
上
を
と
っ
た
の
だ
か

ら
市
民
の
大
半
が
市
長
を
不
信
任
し
て
い

る
。
わ
れ
わ
れ
は
あ
く
ま
で
市
長
追
出
し
を

や
る
と
い
ゝ
、
与
党
側
を
出
席
さ
せ
る
こ
と

に
や
っ
き
に
な
っ
た
が
、
与
党
も
相
手
の
術

中
に
お
ち
い
る
よ
う
な
こ
と
を
や
ら
な
い
の

は
当
然
で
あ
る
。
同
盟
側
は
あ
の
手
、
こ
の

手
で
追
い
出
し
策
を
考
え
て
き
た
が
、
い
ず

れ
も
失
敗
し
た
。
あ
げ
く
の
果
て
は
立
法
院

に
地
方
自
治
法
の
改
正
を
要
望
し
た
。
小
さ

い
子
供
が
、
自
分
で
何
か
や
っ
て
出
来
な
い

と
、

お
母
さ
ー
ん
、
こ
れ
や
っ
て
ー

と

泣
き
つ
い
て
く
る
の
と
全
く
似
て
い
る
。
民

主
主
義
を
口
に
し
、い
わ
ゆ
る
良
識
の
あ
る
、

そ
し
て
市
会
議
員
と
い
う
肩
書
を
も
つ
大
の

大
人
達
が
、
自
ら
、
自
主
性
を
放
き
し
た
格

好
で
あ
る
。
さ
す
が
に
立
法
院
は
こ
の
要
望

を
却
下
し
た
。
な
ぜ
選
挙
前
に
は
自
治
法
を

認
め
な
が
ら
、
選
挙
後
は
そ
れ
の
改
正
を
要

望
す
る
の
か
、
あ
ま
り
に
も
得
手
勝
手
な
考

え
方
は
理
解
に
苦
し
む
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
議
員
達
の
か
け
ひ
き
の
お
か

げ
で
迷
惑
を
こ
う
む
る
の
は
市
民
達
で
あ

る
。
し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
瀬
長
市
長
は

辞
め
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の
は
お
か
し

い
。
瀬
長
市
長
を
え
ら
ん
だ
の
は
市
民
で
あ

り
、
□
党
側
を
三
分
一
以
上
当
選
さ
せ
た
の

も
市
民
で
あ
る
。
こ
れ
は
み
ん
な
民
主
的
な

手
続
き
を
経
た
上
で
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
う

い
う
市
長
に
は
仕
事
を
さ
せ
る
の
が
民
主
的

で
あ
る
。
今
度
の
市
予
算
に
は
琉
銀
よ
り
の

補
助
を
と
め
ら
れ
た
市
当
局
が
ど
う
い
う
仕

事
を
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
裏
づ
け
る
予
算

で
あ
る
。
こ
の
予
算
を
執
行
し
て
は
じ
め
て

市
民
は
瀬
長
氏
が
果
し
て
市
長
と
し
て
適
任

で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
が
出
来

る
。
と
こ
ろ
が
市
議
会
は
予
算
審
議
を
そ
っ

ち
の
け
で
市
長
追
出
し
策
ば
か
り
審
議
し
、

会
期
延
長
々
々
で
、
現
在
ま
で
に
五
十
余
日

の
会
期
中
、
会
議
を
開
い
た
の
が
、
二
十
五

日
、
そ
し
て
肝
心
の
予
算
審
議
を
や
っ
た
の

は
わ
ず
か
七
日
間
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
市

長
は
予
算
の
専
決
処
分
を
行
っ
て
い
る
が
市

長
に
こ
う
い
う
こ
と
を
さ
せ
た
の
は
市
会
の

責
任
で
あ
る
。
野
党
側
は
こ
れ
に
対
し
て
行

政
訴
訟
に
持
ち
込
む
と
い
ゝ
、
声
明
を
発
表

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
今
度
の
予
算
は
共

産
党
勢
力
を
拡
張
さ
せ
る
た
め
の
予
算
だ
か

ら
わ
れ
わ
れ
は
否
決
し
、
修
正
す
る
と
い
っ

て
い
る
。

し
か
し
私
達
市
民
は
那
覇
市
の
予
算
案
全

部
を
知
ら
な
い
。
知
っ
て
い
る
の
は
市
長
が

市
民
の
幸
福
の
た
め
に
組
ん
だ
予
算

と

い
う
言
葉
と
、
野
党
側
の

共
産
党
勢
力
拡

張
の
予
算
だ

と
い
う
相
反
し
た
言
明
だ
け

で
し
か
な
い
。
一
般
大
衆
は
抽
象
的
な
言
葉

の
や
り
と
り
だ
け
で
は
こ
と
の
是
非
を
判
断

し
な
い
。
実
際
に
自
分
の
目
で
確
か
め
て
か

ら
判
断
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
私
は
市
当
局
が
、
予
算
案
を
新
聞

紙
上
に
全
部
発
表
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

新
聞
社
も
そ
れ
だ
け
の
紙
面
は
さ
い
て
も
ら

い
た
い
。
ど
っ
ち
の
い
い
分
が
正
し
い
か
、

そ
れ
は
市
民
が
判
断
す
る
。
そ
し
て
私
達
は

市
会
が
現
在
の
よ
う
な
混
迷
に
早
く
ピ
リ
オ

ド
を
打
つ
こ
と
を
強
く
望
む
。

那
覇
市
六
区
九
組
・
主
婦

専
決
処
分
に
自
治
労
の
見
解

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
６

瀬
長
那
覇
市
長
は
、
五
八
年
度
予
算
の
専
決

処
分
を
違
法
と
し
て
議
会
が
訴
訟
を
起
こ
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
自
治
労
を
通
じ
て

日
本
政
府
自
治
庁
の
見
解
を
質
し
て
い
た

が
、
五
日
自
治
労
か
ら
回
答
の
電
報
が
あ
っ

た
。問

議
会
は
行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
に

よ
っ
て
予
算
の
専
決
処
分
取
消
し
の
本
訴
訟

と
、
執
行
停
止
仮
処
分
の
申
請
を
し
て
い
る

が
適
法
か
。

答

本
訴
は
提
訴
す
る
こ
と
自
体
は
適

法
。
た
だ
し
、
理
由
あ
り
や
な
き
や
は
別
問

題
。
行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
で
は
仮
処
分
で

き
な
い
。
執
行
停
止
の
申
請
は
で
き
る
が
、

行
政
訴
訟
特
例
法
第
十
条
二
項
、
七
項
に

よ
っ
て
停
止
を
仮
処
分
の
方
法
で
申
請
し
て

い
る
と
す
れ
ば
申
請
自
体
不
適
法
で
あ
る
。

自
治
労

　
　

那
覇
市
会
へ
の
引
渡
／
高
良
議

長
が
正
式
要
請

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
６

那
覇
市
議
会
議
長
高
良
一
氏
は
、
五
日
当
間

主
席
あ
て
、
先
の
同
市
会
本
会
議
で
議
決
さ

れ
た

総
評
資
材
の
那
覇
市
会
へ
の
引
渡
方

に
つ
い
て
の
要
請
文
を
正
式
に
提
出
し
た
。

那
覇
市
の
予
算
専
決
／
『
執
行

停
止
』
申
立
て
却
下
／
行
政

機
関
間
の
争
い
で
裁
判
権
な

し
／
市
会
側
弁
務
官
へ
再
審

申
請
か

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
11
・
６

那
覇
市
会
は
、
瀬
長
市
長
の
五
八
年
度
予
算

専
決
処
分
は
違
法
で
あ
る
と
し
て
、
専
決
処

分
の
取
消
し
訴
訟
を
提
起
す
る
と
と
も
に
執

行
停
止
命
令
を
申
立
て
て
い
た
が
、
中
央
巡

裁
の
奥
島
裁
判
長
、
仲
宗
根
、
松
本
陪
席
判

事
は
、
六
日
あ
さ
九
時
す
ぎ

執
行
停
止
の

申
立
を
却
下
す
る

と
決
定
し
た
。

却
下
の
理
由
と
し
て
は
①
行
政
機
関
間
の
争
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訟
で
あ
る
こ
と
②
司
法
権
本
来
の
対
象
で
あ

る
法
律
上
の
性
質
を
有
し
な
い
こ
と
③
だ
か

ら
そ
の
解
決
に
つ
い
て
は
特
別
の
法
律
の
定

め
の
な
い
限
り
裁
判
権
は
な
い
と
あ
げ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
市
会
側
主
任
弁
護
人
宮
良
長
辰

氏
は

裁
判
所
の
決
定
に
は
不
服
で
あ
る
が
、

本
件
に
つ
い
て
は
上
訴
で
き
な
い
の
で
、
本

訴
訟
で
争
う
他
な
い
。
日
本
で
は
行
政
機
関

の
争
訟
は
上
級
官
庁
で
解
決
す
る
の
が
原
則

で
あ
る
が
、
沖
縄
の
上
級
官
庁
に
は
そ
う
い

う
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
わ

れ
わ
れ
は
沖
縄
に
お
い
て
は
行
政
争
訟
で

あ
っ
て
も
裁
判
所
に
裁
判
権
が
有
す
る
も
の

と
思
う

と
語
っ
て
い
る
。

こ
れ
で
予
算
専
決
処
分
の
執
行
停
止
を
め
ぐ

る
争
い
は
一
応
ピ
リ
オ
ド
を
う
っ
た
わ
け
だ

が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
本
訴
訟
に
お
い
て
も
同

じ
よ
う
な
結
果
に
な
る
も
の
と
い
う
見
方
が

法
曹
界
で
は
強
い
。

な
お
行
政
命
令
の
規
定
に
基
き
、
執
行
停

止
仮
処
分
申
請
の
再
審
要
求
を
高
等
弁
務

官
に
で
き
る
こ
と
か
ら
、
議
会
側
渡
口
副

議
長
は
直
ち
に
宮
良
弁
護
人
と
会
い
、
打

合
せ
を
行
っ
て
お
り
、
近
く
再
審
を
申
請

す
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

行
政
監
督
的
措
置
か
／
政
治
的
解
決
の

他
な
い

申
立
却
下
の
理
由
　
要
旨

△
瀬
長
市
長
が
五
八
年
度
本
予
算
を
専
決
処

分
に
付
し
そ
の
旨
告
示
し
た
こ
と
は
争
い
が

な
い
。
那
覇
市
会
側
で
は
こ
れ
を
違
法
と
し

て
取
消
し
の
訴
訟
を
提
起
す
る
と
共
に
執
行

停
止
命
令
を
申
請
し
て
い
る
が
、
本
件
申
立

に
対
し
裁
判
権
を
有
す
る
か
ど
う
か
次
の
通

り
判
断
す
る
。

一
、
琉
球
民
裁
判
所
の
裁
判
権
は
布
令
第
六

十
八
号
の
第
二
十
九
条
お
よ
び
琉
球
民
裁
判

所
制
度
に
よ
り
そ
の
裁
判
権
が
決
め
ら
れ
て

い
る
が
、
行
政
上
の
裁
判
権
に
つ
い
て
は
行

政
事
件
訴
訟
特
例
法
で
決
め
ら
れ
て
い
る
。

同
法
は
行
政
訴
訟
が
民
事
訴
訟
と
制
度
上
区

別
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
実
体
系
上
公

法
と
私
法
の
分
化
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ

る
か
ら
、
琉
球
の
法
制
は
純
粋
の
意
味
で
は

米
英
流
の
司
法
国
家
体
制
を
採
用
し
て
い
な

い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

一
、
だ
か
ら
一
般
に
司
法
国
家
で
な
い
か
ぎ

り
、
た
と
え
法
律
を
も
っ
て
し
て
も
司
法
権

が
行
政
権
に
介
入
す
る
こ
と
は
許
れ
な
い
と

さ
れ
て
い
る
。
立
法
を
も
っ
て
行
政
権
の
領

域
に
介
入
す
る
と
定
め
た
場
合
は
こ
の
限
り

で
は
な
い
。

一
、
政
府
ま
た
は
市
町
村
の
機
関
に
お
け
る

主
管
権
限
の
範
囲
ま
た
は
権
限
行
使
に
関
す

る
争
い
は
住
民
の
市
民
的
な
権
利
義
務
に
関

す
る
紛
争
で
な
い
か
ら
法
律
の
定
め
の
な
い

か
ぎ
り
裁
判
所
の
権
限
に
は
属
し
な
い
。

△
従
っ
て
機
関
争
訟
の
解
決
は
、
当
該
機
関

に
共
通
の
上
級
機
関
に
よ
っ
て
行
政
監
督
的

な
措
置
に
よ
り
す
べ
き
も
の
で
、
こ
れ
で
解

決
で
き
な
い
場
合
は
議
会
に
よ
る
行
政
の
政

治
的
統
制
ま
た
は
リ
コ
ー
ル
等
世
論
の
役
割

な
ど
で
政
治
的
に
解
決
す
る
他
な
い
。

△
本
件
の
場
合
は
、
瀬
長
那
覇
市
長
た
る
市

町
村
の
機
関
と
那
覇
市
議
会
た
る
市
町
村
の

機
関
相
互
の
権
限
行
使
に
関
す
る
争
議
で
あ

る
か
ら
直
接
市
民
法
的
権
利
に
関
す
る
法
律

上
の
訴
訟
に
は
あ
た
ら
な
い
か
ら
法
律
に
特

別
の
定
め
の
な
い
限
り

行
政
上
の
訴
訟

と
し
て
琉
球
民
裁
判
所
の
裁
判
権
に
属
す
る

も
の
で
は
な
い
。

△
よ
っ
て
地
方
自
治
法
第
百
十
一
条
第
五
項

の
特
別
の
定
め
に
よ
っ
て
本
件
の
出
訴
権
が

認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
不
適
法
な
申
立
と
し

て
却
下
す
る
。

当
然
の
措
置
だ

瀬
長
市
長
の
話

当
然
の
措
置
だ
と
思
う
。

任
命
制
で
は
あ
っ
て
も
琉
球
の
司
法
官
が
予

想
さ
れ
る
圧
迫
を
は
ね
返
し
て
正
し
い
決
定

を
下
し
、
自
ら
の
権
限
と
法
を
守
り
抜
い
た

こ
と
は
、
市
民
の
福
祉
と
安
寧
を
守
る
も
の

で
あ
り
、
日
本
国
民
と
し
て
の
誇
り
を
感
じ
、

敬
意
を
表
す
る
。
こ
の
断
固
た
る
決
定
は
申

請
人
で
あ
る
那
覇
市
会
を
自
己
撞
着
か
ら
救

済
し
、
市
民
の
福
祉
の
た
め
に
感
情
的
な
対

立
を
や
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
端
的

な
教
訓
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。

裁
判
所
の
決
定
を
契
機
に
議
会
と
市
長
が
政

策
的
に
は
違
っ
て
も
市
民
の
利
益
と
い
う
点

に
集
中
す
る
と
き
は
一
致
点
を
見
出
し
得
な

い
こ
と
は
な
い
と
い
う
確
信
に
立
ち
、
妥
協

で
は
な
く
話
合
い
に
よ
っ
て
一
切
の
案
件
を

解
決
し
て
い
く
覚
悟
で
あ
る
。

承
認
で
き
な
い
決
定

渡
口
副
議
長
の
話

瀬
長
市
長
の
専
決
処
分

は
、
自
治
法
の
法
意
に
か
ん
が
み
て
明
ら
か

に
違
法
で
あ
る
。
十
二
万
市
民
の
意
志
を
代

表
す
る
議
会
と
し
て
、
瀬
長
市
長
の
独
裁
政

治
を
是
正
し
市
民
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す

る
た
め
に
な
さ
れ
た
出
訴
が
裁
判
権
な
し
と

の
理
由
で
却
下
さ
れ
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ

る
。
裁
判
権
な
し
の
判
決
は
明
ら
か
に
、
瀬

長
市
長
の
独
裁
政
治
を
現
行
法
で
阻
止
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
十
二
万
市
民
の
自
主

的
判
断
に
ま
つ
政
治
行
動
以
外
は
な
い
と
の

結
論
が
生
れ
て
く
る
。
こ
の
裁
判
官
の
安
易

な
考
え
方
に
は
絶
対
反
対
で
あ
る
。
地
方
自

治
が
独
裁
政
治
に
転
換
せ
ん
と
す
る
危
機
に

さ
い
し
て
法
律
を
守
り
、
琉
球
の
法
秩
序
を

守
る
立
場
に
あ
る
司
法
官
が
こ
の
安
易
な
考

え
方
に
立
っ
た
今
回
の
措
置
は
承
認
で
き
な

い
。
立
法
、
行
政
、
司
法
の
三
権
分
立
の
原

則
を
ふ
り
か
ざ
す
こ
と
は
ど
う
か
と
思
う
。

私
は
、
各
々
の
法
律
の
立
法
精
神
に
則
っ
て

法
の
解
釈
を
下
す
べ
き
で
あ
り
、
枝
葉
末
節
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の
形
式
に
拘
泥
し
て
解
釈
し
法
を
運
用
す
る

こ
と
は
承
認
で
き
な
い
。

も
し
、
こ
の
専
決
処
分
が
出
訴
で
き
な
い
と

す
れ
ば
、
自
治
法
の
意
図
す
る
民
主
主
義
政

治
は
完
全
に
無
視
さ
れ
、
執
行
機
関
と
議
決

機
関
の
権
限
は
不
均
衡
と
な
り
、
十
二
万
市

民
の
主
権
者
と
し
て
の
権
力
と
地
位
は
瀬
長

市
長
の
膝
下
に
転
落
す
る
こ
と
に
も
な
り
か

ね
な
い
の
で
、
中
央
巡
裁
の
誤
っ
た
考
え
方

を
是
正
、
自
治
法
の
精
神
を
守
り
、
市
民
福

祉
の
大
乗
的
立
場
に
立
ち
、
行
政
命
令
に
基

き
、
再
審
の
措
置
を
講
じ
た
い
。

な
お
、
専
決
処
分
が
違
法
で
あ
る
こ
と
は

行
政
専
門
家
が
み
と
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
っ
て
、
今
回
の
裁
判
権
な
し
の
問
題
と

は
別
で
あ
る
か
ら
誤
解
の
な
い
よ
う
に
し

て
も
ら
い
た
い
。

市
会
に
出
訴
権
な
し
／
自
治
労
の
見
解

市
長
の
専
決
処
分
に
対
す
る
市
会
の
出
訴
権

に
つ
い
て
、
那
覇
市
で
は
自
治
労
を
通
じ
、

自
治
庁
の
見
解
を
求
め
て
い
た
が
、
五
日
ひ

る
、
自
治
労
か
ら
瀬
長
市
長
宛
、
つ
ぎ
の
よ

う
に
返
事
が
あ
っ
た
。

市
会
に
は
出
訴
権
な
い
は
ず
。
個
人
の
場

合
も
権
利
侵
害
の
事
実
無
け
れ
ば
同
様
、
該

当
法
令
な
し

詳
細
は
関
係
法
規
送
れ

｜

自
治
労
。

金
口
木
舌

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
７

那
覇
市
会
が
瀬
長
市
長
を
相
手
ど
っ
て
提
起

し
た
”
専
決
処
分
執
行
停
止
令
申
請
”
は
、

き
の
う
中
央
巡
裁
で
却
下
さ
れ
た
▼
巷
で
は

早
く
も
予
想
通
り
だ
と
か
、
予
想
で
き
な

か
っ
た
等
と
話
題
を
賑
わ
し
て
い
る
が
、
何

処
で
も
野
党
の
黒
星
が
半
ば
笑
の
種
に
さ
れ

て
い
る
▼
野
党
は
自
治
法
の
改
正
陳
情
、
い

や
そ
れ
以
前
か
ら
黒
星
続
き
で
あ
る
。
笑
の

種
に
す
る
人
達
の
評
は
”
野
党
議
員
は
不
勉

強
だ
”
と
い
う
の
で
あ
る
▼
渡
口
副
議
長
は

中
央
巡
裁
の
決
定
を
不
服
と
し
て
高
等
弁
務

官
に
再
審
申
請
を
す
る
と
談
話
を
発
表
し
て

い
る
が
、
自
分
ら
の
力
の
足
り
な
さ
を
カ

バ
ー
す
る
た
め
、
軍
の
威
力
を
借
り
る
の
は

ど
ん
な
も
の
だ
ろ
う
か
、
恥
の
上
塗
り
に
な

ら
な
け
れ
ば
良
い
が
と
憂
慮
す
る
も
の
で
あ

る
▼
こ
こ
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
、
軍
の
鶴
の
一
声
を
望
む
前
に
琉
球
住
民

の
自
治
能
力
を
示
す
た
め
の
、
打
つ
べ
き
手

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
▼
手
は
な
い

筈
は
な
い
。市
民
の
選
ん
だ
市
長
と
議
員
が
、

市
民
の
福
利
を
増
進
す
る
た
め
に
、
話
が
合

わ
な
い
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
▼
過

去
を
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、
市
会
と
市
長
は
、

懇
談
も
し
な
い
前
か
ら
、
互
に
話
が
合
わ
な

い

と
い
う
よ
り
か
む
し
ろ
話
し
合
い
を

避
け
た
感
が
す
る
▼
ど
う
だ
ろ
う
、
こ
こ
ら

で
互
に
市
民
の
選
良
と
い
う
大
刀
を
大
上
段

に
ふ
り
か
ぶ
ら
ず
に
、
も
う
一
度
市
民
の
声

に
耳
を
傾
け
て
み
て
は

。
両
者
が
当
選
し

た
こ
ろ
と
今
で
は
市
民
の
考
え
も
大
分
違
っ

て
い
る
と
思
う
▼
市
民
が
今
一
番
望
ん
で
い

る
の
は
、
真
和
志
と
の
合
併
に
よ
り
、
市
政

の
混
乱
を
救
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、

議
員
は
議
案
審
議
を
し
な
く
て
も
ち
ゃ
ん
と

報
酬
を
貰
え
る
が
、
報
い
ら
れ
な
い
の
は
税

金
を
出
し
て
い
る
市
民
だ
▼
嘗
つ
て
那
覇
が

真
和
志
を
除
外
し
て
首
里
、
小
禄
と
合
併
し

た
際
、
時
の
民
政
官
は
、
こ
れ
を
評
し
て
”

ド
ー
ナ
ツ
合
併
”
と
皮
肉
っ
た
が
、
大
乗
的

見
地
か
ら
合
併
す
べ
き
だ
っ
た
と
の
暗
示
で

も
あ
ろ
う
。
世
論
は
両
市
の
合
併
を
望
ん
で

い
る
。
対
等
と
か
吸
収
と
か
は
さ
し
て
問
題

で
は
な
い
と
思
う
。

那
覇
市
会
の
行
政
訴
訟
／
執
行

停
止
申
請
を
上
訴
／
布
告
第

四
号
に
基
い
て

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
８

さ
き
に
中
央
巡
裁
で
却
下
さ
れ
た
”
瀬
長
那

覇
市
長
の
専
決
処
分
執
行
停
止
命
令
申
請
”

に
つ
い
て
、
七
日
午
後
三
時
半
那
覇
市
会
代

理
人
宮
良
弁
護
士
は
中
央
巡
裁
の
決
定
を
不

満
と
し
上
訴
裁
判
所
に
上
訴
し
た
。

こ
の
上
訴
は
七
日
午
後
公
布
さ
れ
た
布
告
第

四
号
に
基
い
て
抗
告
さ
れ
た
も
の
で
、
布
告

第
四
号
公
布
前
は
上
級
裁
判
所
に
対
す
る
上

訴
は
で
き
な
か
っ
た
。
宮
良
弁
護
士
の
上
訴

理
由
に
よ
る
と

議
会
に
出
訴
権
が
あ
る

と
中
央
巡
裁
の
決
定
に
対
し
て
不
服
を
申
立

て
た
も
の
で
、
さ
き
の
中
央
巡
裁
の
却
下
決

定
に
よ
り
一
段
落
つ
い
た
も
の
と
見
ら
れ
て

い
た
”
執
行
停
止
命
令
申
請
”
の
訴
え
は
再

び
上
訴
裁
判
所
で
と
り
あ
げ
ら
れ
、
市
会
側

が
正
し
い
か
、
市
当
局
が
正
し
い
か
の
黒
白

を
争
う
こ
と
に
な
っ
た
。

巡
裁
判
決
に
上
訴
権
／
「
民
裁
判
所
制
」

を
改
正

モ
ー
ア
高
等
弁
務
官
は
七
日
、”
布
告
第
四

号

十
一
月
六
日
付

を
公
布
し
て
民
裁
判

所
制

布
告
十
二
号

を
改
正
、
巡
回
裁
判

所
の
審
理
事
件
は
如
何
な
る
布
告
、
布
令
、

指
令
又
は
法
令
で
も
上
訴
裁
へ
の
上
訴
権
を

制
限
す
る
も
の
で
は
な
い
”
と
の
規
定
を
追

加
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
中
央
巡
裁
で
却
下

さ
れ
た
那
覇
市
議
会
に
よ
る
”
瀬
長
市
長
の

五
八
年
度
予
算
専
決
処
分
に
対
す
る
執
行
停

止
命
令
申
請
”
が
上
訴
さ
れ
、
上
訴
裁
で
は

上
訴
棄
却
か
、
ま
た
は
中
央
巡
裁
に
審
議
す

る
よ
う
差
し
戻
す
か
の
何
れ
か
に
な
る
。

布
令
第
四
号
の
要
旨

一
、
民
政
府
布
告
第
二
十
一
号
、
第
二
十
五

号
、
第
三
十
六
号
、
第
三
十
七
号
及
び
第
三

十
八
号
で
改
正
さ
れ
た
布
告
第
十
二
号
を
次

の
と
お
り
改
正
す
る
。
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第
四
条
第
三
項
の
末
尾
に
次
の
と
お
り
追

加
す
る
。

如
何
な
る
布
告
、
指
令
、
布
令
ま
た
は

法
令
も
巡
回
裁
判
所
に
お
い
て
審
理
さ
れ

た
事
件
の
当
事
者
が
、
そ
の
裁
定
に
つ
い

て
上
訴
裁
判
所
に
上
訴
す
る
権
利
を
制
限

す
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い

二
、
こ
の
布
告
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
件
に
つ
い

て
効
力
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

三
、
こ
の
布
告
は
一
九
五
七
年
十
一
月
六
日

か
ら
効
力
を
発
す
る
。

当
然
の
措
置

渡
口
那
覇
市
副
議
長
の
話

市
民
の
利
益
に

関
す
る
大
き
な
問
題
が
上
告
も
で
き
な
い
と

い
う
の
は
不
合
理
で
あ
り
、
こ
の
意
味
か
ら

今
度
の
布
告
の
改
正
は
制
度
の
欠
陥
を
是
正

し
た
も
の
で
当
然
の
措
置
で
、
む
し
ろ
お
そ

き
に
失
し
た
感
さ
え
す
る
。

自
治
体
に
不
当
な
圧
迫
と
干
渉

瀬
長
那
覇
市
長
の
話

行
政
事
件
訴
訟
特
例

法
で
は
上
告
で
き
な
い
の
で
、
軍
が
上
告
の

道
を
開
い
た
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
こ
と
は
弁

務
官
が
直
接
自
治
体
に
不
当
な
圧
迫
と
干
渉

を
加
え
る
こ
と
を
宣
言
し
た
も
の
だ
。
議
会

で
は
上
告
す
る
と
い
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

市
民
の
利
益
の
た
め
に
な
さ
れ
た
処
分
の
執

行
を
拒
否
す
る
こ
と
は
議
会
の
機
能
を
自
ら

放
棄
す
る
も
の
で
あ
り
、
裁
判
で
だ
め
な
ら

軍
に
よ
っ
て
で
も
私
を
追
放
し
よ
う
と
い
う

陰
謀
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
こ
う
い
う
議
会

の
や
り
方
は
県
民
の
方
で
や
が
て
粉
砕
さ
れ

る
だ
ろ
う
し
、
こ
ち
ら
と
し
て
も
法
的
な
一

切
の
準
備
は
整
え
て
い
る
。

こ
の
際
議
会
に
裁
判
か
ら
離
れ
て
議
会
の
審

議
権
を
市
民
の
利
益
の
た
め
に
行
使
す
る
よ

う
、
提
出
さ
れ
て
い
る
議
案
の
審
議
を
期
待

し
た
い
。

｜
社
　
説
｜

市
民
の
福
利
を
無
視
し
た
市
政

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
９

那
覇
市
政
は
完
全
に
市
民
の
利
益
に
違
背

し
た
状
態
を
招
い
て
い
る
。
市
長
も
市
会
も

市
民
の
利
益
を
守
る
責
任
を
忘
れ
相
対
立
し

て
抗
争
、
そ
れ
が
い
つ
果
て
る
か
も
わ
か
ら

ぬ
有
様
だ
。

瀬
長
市
長
は
、
市
民
に
選
ば
れ
て
就
任
は

し
た
が
、
彼
の
市
長
就
任
を
歓
迎
せ
ぬ
情
勢

は
、
那
覇
市
に
対
す
る
政
府
の
政
策
的
助
成

の
中
止
あ
る
い
は
金
融
機
関
の
非
協
力
を
も

た
ら
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
都
計
事
業
の
大
幅

な
ス
ト
ッ
プ
は
、
市
の
産
業
振
興
を
遅
滞
さ

せ
、
一
般
庶
民
に
と
っ
て
は
就
業
の
機
会
が

少
く
な
り
、
労
働
条
件
の
向
上
を
は
ば
む
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
政
府
の
補
助
助
成
が
得

ら
れ
ぬ
と
い
う
こ
と
は
、
那
覇
市
民
が
納
め

る
政
府
税
の
還
元
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
市
民
が
当
然
受
け
る
べ
き
も
の
を
他
市

町
村
民
に
横
取
り
さ
れ
て
い
る
と
も
み
ら
れ

よ
う
。
政
府
の
瀬
長
市
政
に
対
す
る
措
置
の

当
・
不
当
に
は
議
論
も
あ
ろ
う
が
、
現
実
に

市
政
運
営
の
不
円
滑
化
と
と
も
に
、
こ
の
面

か
ら
も
瀬
長
市
長
は
市
民
に
不
利
益
を
与
え

て
い
る
と
い
え
る
。

一
方
、
市
会
も
ま
た
、
瀬
長
市
長
の
信
・

不
信
に
つ
い
て
の
み
そ
の
任
務
の
す
べ
て
で

あ
る
と
し
て
い
る
の
か
、
年
度
な
か
ば
に
き

て
ま
だ
本
年
度
予
算
さ
え
成
立
さ
せ
て
い
な

い
。
そ
の
た
め
瀬
長
市
長
に
専
決
処
分
を
と

ら
し
、
そ
れ
が
行
政
訴
訟
事
件
と
な
っ
て
注

目
さ
れ
て
い
る
。
市
長
独
裁
の
市
政
が
市
民

の
利
益
を
害
す
る
も
の
と
非
難
す
る
市
会

が
、
そ
れ
に
片
棒
を
か
つ
い
で
や
っ
た
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。

こ
と
に
市
会
は
今
月
に
な
っ
て
か
ら
五
回

も
流
会
し
て
い
る
。
き
の
う
は
、
欠
席
戦
術

を
続
行
し
て
い
た
瀬
長
与
党
の
議
員
が
出
席

し
野
党
が
欠
席
、
い
ま
ま
で
と
は
あ
べ
こ
べ

に
与
党
側
か
ら
出
席
催
告
を
う
け
た
。
な
ん

の
こ
と
は
な
い
、
市
会
自
体
、
お
互
い
に
空

巣
狙
い
ゴ
ッ
コ
を
し
て
市
政
を
い
よ
い
よ
混

濁
た
る
も
の
に
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

率
直
に
い
っ
て
、
現
実
に
市
民
の
福
利
を

も
た
ら
さ
ぬ
瀬
長
市
長
、
そ
し
て
予
算
審
議

に
も
出
ず
に
敢
え
て
市
長
の
専
決
処
分
を
な

さ
し
め
た
与
党
議
員
、
さ
ら
に

市
政
再
建

に
姑
息
な
手
段
ば
か
り
し
か
と
れ
ぬ
野
党
議

員
、こ
れ
ら
全
部
が
一
応
そ
の
職
を
退
い
て
、

あ
ら
た
め
て
総
選
挙
を
執
行
し
て
再
出
発
す

る
こ
と
で
な
け
れ
ば
、
那
覇
市
政
は
市
民
の

た
め
の
モ
ノ
に
な
ら
ぬ
の
で
は
な
い
か
。
現

在
の
市
長
や
議
員
に
、
そ
ん
な
こ
と
を
要
請

し
た
っ
て
ど
う
な
る
も
の
で
も
な
い
だ
ろ
う

が
、
今
日
の
市
政
の
状
態
を
い
つ
ま
で
も
一

般
市
民
は
こ
の
ま
ま
見
送
っ
て
ば
か
り
も
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。

那
覇
市
が
支
払
う
／
退
職
者
の

年
次
有
給
休
暇

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
９

那
覇
市
で
は
さ
き
に
議
会
で
問
題
と
な
っ
た

退
職
者
の
年
次
有
給
休
暇
の
支
払
い
を
開
始

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
こ
ん
ど
の
市
長
専
決
処
分
で
な
さ
れ

た
も
の
で
、
総
額
は
三
十
一
万
九
千
三
百
十

円
、
内
訳
は
五
五
年
十
月
一
日
か
ら
五
六
年

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
退
職
者
が
四
十
七

名
、
十
一
万
五
百
二
十
六
円
、
瀬
長
市
長
に

な
っ
て
か
ら
の
退
職
者
が
六
十
一
名
、
二
十

万
八
千
七
百
八
十
四
円
と
な
っ
て
い
る
。

那
覇
市
会
／
現
状
打
開
に
三
派

懇
談
／
議
会
不
信
の
声
を
恐

れ
る
琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
11
・
９

九
日
の
那
覇
市
会
開
会
前
、
与
野
党
、
中
立

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

十
一
月

七
三
六



派
の
議
員
が
議
長
室
に
集
り
、
今
後
の
議
会

対
策
に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、
現
在
の
行

詰
り
状
態
を
打
開
す
る
た
め
に
近
く
与
野

党
、
中
立
派
三
派
の
代
表
懇
談
会
を
開
き
、

今
ま
で
の
行
き
が
か
り
を
一
切
水
に
流
し
て

現
状
打
開
を
話
し
合
お
う
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。

議
長
室
に
は
野
党
側
高
良
議
長
、
備
瀬
、
辺

野
喜
議
員
、
与
党
側
浦
崎
、
宮
城
清
三
郎
、

瀬
名
波
議
員
、
中
立
派
平
良
議
員
ら
が
集

ま
っ
た
が
、
ま
ず
浦
崎
議
員
か
ら
△
市
会
の

現
状
は
完
全
な
行
詰
り
状
態
に
あ
る
こ
と
△

市
会
対
市
当
局
の
争
い
は
泥
試
合
の
様
相
を

帯
び
、
両
派
と
も
市
民
か
ら
批
判
さ
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
現
状
を
説
明
、
こ
の
打
開
の
た

め
に
両
派
と
も
今
ま
で
の
行
が
か
り
を
捨
て

て
話
し
合
っ
て
み
た
ら
と
い
う
提
案
が
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
高
良
議
長
は
じ
め
野
党
側
も
△

両
派
が
こ
れ
以
上
平
行
線
を
歩
ん
で
争
い
を

続
け
る
と
市
民
に
政
治
不
信
の
念
を
抱
か
せ

る
お
そ
れ
が
あ
る
△
市
長
の
信
任
、
不
信
任

問
題
を
離
れ
、
真
和
志
市
と
の
合
併
を
促
進

さ
せ
よ
と
い
う
世
論
も
あ
り
、
こ
の
面
か
ら

両
派
の
話
し
合
い
の
余
地
が
あ
る

と
与
党

側
の
提
案
を
一
応
認
め
、
野
党
側
と
相
談
し

た
上
で
懇
談
会
を
持
つ
こ
と
の
可
否
を
決
め

る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
中
立
派
の
平
良
議
員
も
こ
の
話
に
は
非

常
な
乗
気
を
見
せ
、
両
派
の
ア
ッ
セ
ン
役
を

買
っ
て
出
て
い
る
の
で
瀬
長
市
長
不
信
任
問

題
を
め
ぐ
り
、
与
野
党
と
も
泥
ま
み
れ
の
争

い
を
展
開
し
て
い
る
那
覇
市
会
も
、
こ
の
三

派
代
表
懇
談
会
が
開
か
れ
さ
え
す
れ
ば
新
し

い
解
決
へ
の
局
面
を
見
出
せ
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

七
日
間
も
続
け
て
流
会
／
那
覇

市
会
与
野
党
の
抗
争
続
く

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
11

九
月
十
日
開
会
さ
れ
た
那
覇
市
会
は
き
の
う

十
日
で
丁
度
二
カ
月
を
迎
え
、
そ
の
間
本
会

議
が
開
か
れ
る
こ
と
三
十
日
に
及
ん
で
い
る

が
、
十
日
午
後
二
時
か
ら
の
市
会
も
出
席
者

四
名

高
良
議
長
、
平
良
、
瀬
名
波
、
儀
武

議
員

で
流
会
し
た
た
め
、
三
十
日
間
の
本

会
議
が
開
か
れ
た
の
は
十
九
日
間
だ
け
、
残

り
の
十
一
日
間
は
流
会
と
い
う
本
会
議
の
三

分
の
一
が
流
れ
る
例
の
な
い
変
則
議
会
と

な
っ
た
。

こ
う
流
会
が
続
い
た
の
は
三
十
名
の
議
席
の

う
ち
十
七
名
を
占
め
る
野
党
側
が
欠
席
し
た

た
め
だ
が
、
野
党
側
の
欠
席
の
理
由
は
▽
九

月
十
日
の
開
会
以
来
与
党
は
欠
席
戦
術
を

と
っ
て
お
り
、
審
議
権
を
自
ら
放
棄
し
て
い

る
。
▽
こ
の
こ
と
は
瀬
長
市
長
自
ら
が
議
会

に
お
け
る
審
議
の
必
要
を
認
め
て
な
い
こ
と

を
意
味
す
る
□
、
市
長
は
あ
べ
こ
べ
に
野
党

側
が
審
議
の
意
思
が
な
い
と
し
て
五
八
年
度

予
算
、
そ
の
他
の
予
算
を
専
決
処
分
に
付
し

た
。
▽
議
会
開
会
中
専
決
処
分
を
行
っ
た
市

長
の
暴
挙
に
対
し
て
行
政
訴
訟
を
提
起
し
た

が
中
央
巡
裁
は
裁
判
権
な
し
と
市
会
の
申
立

を
却
下
し
た
▽
こ
の
中
央
巡
裁
の
決
定
は
市

長
が
ど
ん
な
違
法
な
こ
と
を
し
て
も
裁
判
で

こ
れ
を
救
済
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を

意
味
し
、
こ
れ
で
は
議
会
の
存
在
価
値
は
な

く
出
席
の
必
要
も
な
い
！
と
い
う
こ
と
に
あ

り
、
結
局
議
会
開
会
中
専
決
処
分
が
な
さ
れ

る
よ
う
で
は
市
会
を
開
く
必
要
は
な
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
の
が
野
党
側
の
い
い
分
で

あ
る
。

こ
れ
に
対
し
瀬
長
市
長
は
”
議
案
が
ま
だ
三

十
八
件
も
残
っ
て
い
る
。
市
民
の
利
益
と
い

う
面
か
ら
与
、
野
党
両
派
が
一
致
点
を
見
出

せ
る
余
地
は
十
分
に
あ
る
”
与
野
党
の
歩
み

よ
り
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
中
立
の
平
良
議

員
も
議
会
の
行
詰
り
打
開
策
と
し
て
真
和
志

市
と
の
合
併
の
線
を
持
ち
出
し
て
お
り
、
こ

の
動
き
が
ど
う
実
を
結
ぶ
か
注
目
さ
れ
て
い

る
。
高
良
議
長
の
話

こ
う
お
互
に
対
立
し
て
い

た
ら
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
あ
す
は
皆
を
集

め
休
会
し
、
一
応
冷
却
期
間
を
置
い
た
上
で

両
派
で
話
し
合
っ
て
み
れ
ば
解
決
策
も
み
つ

か
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

”
改
正
前
の
抗
告
は
許
さ
れ
な

い
”
／
那
覇
市
、
上
訴
裁
へ

意
見
書

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
12

瀬
長
那
覇
市
長
の
五
八
年
度
予
算
専
決
処
分

に
対
す
る
市
会
側
の
執
行
停
止
仮
処
分
の
申

立
て
は
上
訴
裁
判
所
に
持
ち
こ
ま
れ
、
目
下

許
田
、
比
嘉
、
富
山
の
三
判
事
合
議
で
審
理

さ
れ
て
い
る
が
、
市
当
局
の
代
理
弁
護
人
松

島
朝
永
氏
は
九
日
上
訴
裁
判
所
に
対
し
”
抗

告
は
却
下
す
べ
き
で
あ
る
”
と
要
旨
次
の
よ

う
な
意
見
書
を
提
出
し
た
。

▽
本
件
第
一
審
の
却
下
決
定
は
六
日
双
方
に

送
達
さ
れ
た
が
、
抗
告
人

議
会
側

は
七

日
ひ
る
一
時
す
ぎ
に
、
民
政
府
布
告
四
号
に

よ
っ
て
上
訴
裁
判
所
に
抗
告
し
た
。し
か
し
、

布
告
四
号
は
七
日
午
前
中
に
琉
球
政
府
官
房

長
に
示
さ
れ
、
ひ
る
四
時
半
に
公
布
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
六
日
に
は
存
在
し
な
か
っ
た

法
令
は
、
布
告
で
あ
っ
て
も
公
布
さ
れ
て
は

じ
め
て
住
民
に
対
す
る
拘
束
力
を
持
つ
も
の

で
あ
り
、
公
布
前
の
法
律
や
事
件
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
適
用
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

▽
司
法
権
が
行
政
に
対
す
る
権
限
は
、
あ
ら

ゆ
る
紛
争
を
解
決
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
原
則
と
し
て
当
事
者
間
の
私
法
上
の
権

利
義
務
に
関
す
る
紛
争
の
あ
る
場
合
に
、
法

の
適
用
を
保
証
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
”
法

律
上
の
争
訟
”
に
つ
い
て
裁
判
す
る
権
限
を

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

十
一
月

七
三
七

と



有
す
る
に
止
ま
る
。

と
こ
ろ
が
、
本
件
は
い
わ
ゆ
る
”
機
関
争

訟
”
で
あ
り
、
市
民
法
上
の
権
利
義
務
に
関

す
る
紛
争
で
は
な
い
か
ら
、
特
別
に
法
の
規

定
が
な
い
限
り
裁
判
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。那

覇
市
会
九
日
ぶ
り
に
や
っ
と

成
立
琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
13

十
二
日
午
前
の
議
会
が
流
会
と
な
っ
た
那
覇

市
会
は
議
長
が
出
席
催
告
を
行
っ
た
た
め
、

午
後
二
時
に
は
十
八
名

与
党
は
欠
席

が

出
席
し
て
議
会
が
成
立
、
去
る
四
日
以
来
流

会
を
続
け
た
那
覇
市
会
は
九
回
で
流
会
の
記

録
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
た
。
な
お
こ
の
日
は

先
に
再
議
に
付
さ
れ
た

区
設
置
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

を
再
議
で
再
び
可
決
、
区
長

制
は
九
月
一
日
実
施
以
来
二
カ
月
余
で
消
滅

し
た
。
区
設
置
条
例
を
廃
止
／
与
党
議
員
は
ま

た
も
欠
席

午
前
が
流
会
と
な
っ
た
た
め
、
高
良
議
長
は

全
議
員
に
午
後
二
時
か
ら
の
議
会
に
出
席
す

る
よ
う
催
告
状
を
出
し
た
の
で
、
午
後
の
各

議
員
の
出
足
は
よ
く
、
定
刻
前
に
は
野
党
は

病
欠
の
渡
口
政
行
議
員
を
除
く
全
員
十
六
名

が
集
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
与
党
側
で
は
又
も

や
欠
席
戦
術
を
行
使
し
、
与
党
か
ら
出
席
し

た
の
は
儀
武
議
員
だ
け
、
野
党
十
六
名
に
与

党
中
立
各
一
名
を
加
え
た
十
八
名
で
開
会
さ

れ
た
。
議
事
日
程
に
入
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

高
良

清

議
員
か
ら
日
程
変
更
の
動
議
が

出
さ
れ
”
那
覇
市
都
市
計
画
用
途
地
域
の
一

部
変
更
””
区
設
置
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

の
再
議
”
の
二
件
を
先
議
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。都
市
計
画
用
途
地
域
の
一
部
変
更

こ
れ
は
都
市
計
画
用
途
地
域
告
示
で
住
宅
地

域
と
し
て
決
定
さ
れ
た
桜
坂
一
帯
、
美
栄
橋

一
帯
、
泊
一
帯
を
商
業
地
域
に
変
更
す
る
も

の
で
、
全
会
一
致
で
こ
れ
を
可
決
し
た
。

区
設
置
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
再
議

さ
き
の
議
会
で
区
長
制
は
人
民
党
の
下
部
組

織
強
化
の
た
め
で
あ
る
と
市
長
専
決
処
分
に

よ
る
区
設
置
条
例
を
否
決
、
区
設
置
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
を
議
員
発
議
で
制
定
し
た
こ

と
に
対
し
、
瀬
長
市
長
が
再
議
に
付
し
た
も

の
、
討
論
の
も
よ
う
つ
ぎ
の
通
り
。

渡
口
（
麗
）
議
員
（
野
）

さ
き
の
議
会
で

区
設
置
条
例
を
否
決
し
た
の
は
区
長
制
が
人

民
党
の
下
部
組
織
化
の
傾
向
に
あ
る
と
い
う

市
民
の
声
に
議
会
が
従
っ
た
も
の
で
、
ペ

リ
ー
区
で
九
百
名
の
区
民
か
ら
推
薦
さ
れ
た

区
長
候
補
を
区
長
に
任
命
せ
ず
、
二
百
名
の

推
薦
し
か
な
い
人
民
党
の
区
長
候
補
を
任
命

し
て
い
る
事
実
は
、
区
長
制
を
人
民
党
の
下

部
組
織
化
す
る
陰
謀
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、

区
長
制
は
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。

平
良
議
員
（
中
立
）

ペ
リ
ー
区
長
の
推
薦

に
不
公
正
が
あ
っ
た
と
い
う
の
は
事
実
に
反

す
る
。
さ
し
さ
わ
り
が
あ
る
か
ら
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
詳
し
く
は
い
え
な
い
が
、
不
公
正

な
事
実
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
議
会
と
し
て
調

査
し
て
み
れ
ば
は
っ
き
り
す
る
。

儀
武
議
員
（
与
）

区
長
制
の
設
置
は
市
民

の
世
論
で
あ
る
。
議
会
で
世
論
に
従
っ
て
区

長
制
の
設
置
を
認
め
る
べ
き
だ
。

辺
野
喜
議
員
（
野
）

市
民
の
た
め
を
思
う

か
ら
区
長
制
に
反
対
す
る
の
だ
。
区
長
制
が

正
し
い
と
与
党
が
思
う
な
ら
全
員
出
席
し
た

ら
阻
止
で
き
る
。
十
二
名
の
与
党
の
う
ち
一

人
し
か
出
席
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
与
党

は
区
長
制
に
賛
成
し
て
い
る
の
は
口
先
だ
け

だ
と
い
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。

採
決
の
結
果
、
与
党
一
、
中
立
一
の
反
対
だ

け
で
出
席
議
員
の
三
分
の
二
が

区
設
置
条

例
を
廃
止
す
る
条
例

に
賛
成
、
瀬
長
市
長

の
専
決
処
分
で
生
れ
た
区
長
制
は
去
っ
た
九

月
一
日
発
足
後
、一
カ
月
余
り
で
消
滅
し
た
。

な
お
市
会
は
き
ょ
う
午
前
十
時
再
開
さ
れ

る
。那

覇
市
会
ま
た
も
流
会
／
野
党

九
議
員
は
議
場
に
出
ず

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
11
・
13

那
覇
市
会
は
十
三
日
あ
さ
十
時
四
十
分
開
会

し
た
が
、
定
足
数
に
達
せ
ず
流
会
。
欠
席
議

員
に
催
告
状
を
出
し
た
上
で
午
後
二
時
再
開

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
野
党
側
は
十
時
ご
ろ
か
ら
続
々
議
場
に

集
ま
り
十
時
十
分
ご
ろ
に
は
病
欠
の
渡
口
政

行
議
員
を
除
く
十
六
名
全
員
が
集
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、与
党
側
は
欠
席
戦
術
を
行
使
し
て
、

出
席
し
た
の
は
浦
崎
議
員
一
人
だ
け
、
こ
れ

を
見
た
仲
宗
根
議
員
ら
が

与
党
も
出
席
し

な
い
の
に
我
々
だ
け
出
る
必
要
は
な
い

と

怒
り
出
し
、
こ
れ
に
野
党
の
各
議
員
が
和
し

て
出
席
を
拒
否
、
こ
の
た
め
十
時
四
十
分
開

会
し
た
が
出
席
し
た
の
は
高
良
議
長
ほ
か
比

嘉

朝

、
備
瀬
、
新
垣
、
糸
数
、
玉
那
覇
、

宮
城

実

以
上
野
党

浦
崎

与
党

の
八
議
員
だ
け
で
定
足
数
に
達
せ
ず
流
会
と

な
っ
た
。

欠
席
議
員
に
催
告
状
を
発
し
た
上
で
午
後
二

時
再
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
与
党
が
出

席
し
な
け
れ
ば
ま
た
流
会
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。

那
覇
市
会
／
与
党
出
な
け
れ
ば

休
会
／
野
党
側
が
き
の
う
決

議琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
14

那
覇
市
会
は
十
三
日
午
後
二
時
再
開
さ
れ
た

が
、
午
前
中
に
出
席
催
告
状
を
出
し
た
に
も

拘
ら
ず
、
与
党
側
は
欠
席
戦
術
を
行
使
し
た
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た
め
、
野
党
側
は

審
議
が
お
く
れ
た
原
因

は
欠
席
戦
術
を
と
る
与
党
の
せ
い
で
、
今
後

与
党
が
出
席
し
な
い
か
ぎ
り
、
議
会
を
開
い

て
も
審
議
し
な
い
で
休
会
す
る

と
決
議
し

た
。
午
後
二
時
十
分
野
党
十
六
名
、
与
党
一
名
、

計
十
七
名
の
議
員
が
出
席
し
て
開
会
し
た
。

辺
野
喜
議
員

与
党
の
欠
席
で
審
議
が
の
び

て
い
る
上
に
き
ょ
う
催
告
状
を
発
し
た
に
も

拘
ら
ず
与
党
側
は
欠
席
戦
術
を
行
使
し
て
い

る
の
は
残
念
だ
。
市
長
は
議
会
が
審
議
権
を

放
棄
し
た
の
で
専
決
処
分
を
行
っ
た
と
い
う

が
、
与
党
を
出
席
さ
せ
な
い
市
長
こ
そ
審
議

権
放
棄
の
張
本
人
で
あ
る
。

仲
宗
根
議
員

議
事
の
進
行
を
欠
席
戦
術
で

お
く
ら
せ
た
市
長
、
与
党
の
責
任
を
議
会
と

し
て
追
及
す
べ
き
だ
。
議
員
と
し
て
選
ば
れ

た
以
上
、
議
会
に
出
席
し
て
議
案
に
賛
否
を

表
す
る
の
が
市
民
に
対
す
る
義
務
で
あ
る
の

に
、
与
党
の
中
に
は
二
十
六
回
も
欠
席
し
て

い
る
の
が
い
る
。
こ
れ
は
市
民
を
馬
鹿
に
し

て
い
る
も
の
で
、
与
党
が
欠
席
戦
術
を
続
け

る
限
り
毎
日
開
会
し
て
も
議
案
の
審
議
を
す

る
必
要
が
な
い
。

野
党
一
人
を
除
く
全
員
が
こ
れ
に
賛
成
。

き
ょ
う
午
前
十
時
市
会
を
再
開
す
る
が
与
党

が
出
席
し
な
け
れ
ば
、
催
告
状
を
出
し
た
上

で
、
午
後
二
時
か
ら
再
開
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

合
併
…
し
び
れ
き
ら
す
真
和
志

／
行
政
訴
訟
の
動
き
も
／
松

尾
・
壺
川
等
の
失
地
回
復
図

る沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
11
・
14

那
覇
、
真
和
志
の
合
併
問
題
は
、
那
覇
市
会

の
流
会
続
き
で
、
一
向
に
進
展
を
見
せ
ず
、

今
の
と
こ
ろ
ほ
と
ん
ど
見
通
し
も
つ
い
て
な

い
よ
う
だ
。

と
こ
ろ
で
、
現
在
那
覇
、
真
和
志
の
行
政

区
画
は
、
終
戦
の
ど
さ
く
さ
で
境
界
線
が
不

明
確
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
固

定
資
産
税
の
賦
課
徴
収
な
ど
で
、
両
市
間
に

大
き
な
利
害
問
題
が
あ
る
よ
う
だ
。
こ
れ
に

つ
い
て
真
和
志
市
会
で
は
、
旧
真
和
志
行
政

区
域
実
態
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長
町
田

宗
松
氏

を
設
け
、
両
市
の
行
政
区
域
を
実

地
調
査
し
た
後
、
民
政
府
の
意
向
を
き
い
て
、

那
覇
市
ま
た
は
琉
球
政
府
を
相
手
取
っ
て
行

政
訴
訟
に
持
込
む
様
子
で
あ
る
。

同
市
の
話
に
よ
る
と
、
旧
真
和
志
市
行
政

区
域
で
、
現
在
那
覇
行
政
区
域
に
編
入
さ
れ

て
い
る
の
は
壺
川
、
楚
辺
、
松
尾
、
二
中
前
、

樋
川
の
五
ヵ
部
落
と
与
儀
、
古
波
蔵
の
一
部

地
域
で
、
総
坪
数
三
十
九
万
三
千
四
百
三
十

九
坪

現
真
和
志
市
の
一
〇
・
四
％

に
上

り
、居
住
人
口
約
五
万
人
と
推
計
し
て
い
る
。

真
和
志
市
の
現
在
の
人
口
六
万
人
に
こ
れ
を

加
え
る
と
、那
覇
市
の
人
口
よ
り
多
く
な
り
、

現
在
の
合
併
問
題
な
ど
も
あ
べ
こ
べ
に
な
っ

て
く
る
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
地
域
は
、
四
九
年
ご
ろ
那
覇
が

軍
用
地
に
接
収
さ
れ
て
い
る
た
め
当
時
の
民

政
府
志
喜
屋
知
事
の
告
示
に
よ
っ
て
那
覇
へ

編
入
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
真
和

志
市
と
し
て
は
、
今
日
那
覇
が
全
面
的
に
軍

用
地
開
放
に
な
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
依

然
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
一
お
う

行
政
区
域
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
固
定

資
産
税
の
賦
課
な
ど
に
つ
い
て
も
両
市
の
権

限
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
。市
町
村
税
法
第
六
十
八
条
の
規
定
に
よ
る

と
、
固
定
資
産
税
は
、
固
定
資
産
に
対
し
、

当
該
固
定
資
産
所
在
の
市
町
村
に
お
い
て
課

す
る
事
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
五
ヵ

部
落
地
域
は
、
現
在
で
も
土
地
台
帳
の
う
え

で
は
、
真
和
志
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
の

で
、
当
然
真
和
志
市
が
税
の
賦
課
徴
収
に
あ

た
る
べ
き
で
あ
り
、
那
覇
市
が
賦
課
徴
収
し

て
い
る
の
は
違
法
だ
と
の
見
解
で
あ
る
。
こ

の
問
題
を
さ
ら
に
検
討
す
る
た
め
に
、
真
和

志
市
会
行
政
区
域
実
態
調
査
委
員
会
は
、
十

六
日
に
委
員
会
を
開
き
、
当
時
の
行
政
担
当

者
や
市
の
有
識
者
を
集
め
て
意
見
を
聞
く
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

催
告
と
流
会
の
連
続
／
那
覇
市

会
十
日
間
休
会

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
15

那
覇
市
会
は
十
四
日
午
後
三
時
開
会
さ
れ
た

が
、
欠
席
議
員
に
反
省
を
促
す
意
味
で
二
十

四
日
ま
で
十
日
間
休
会
、
二
十
五
日
午
前
十

時
再
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
日
は
午
前
中
に
欠
席
議
員
に
対
す
る
出

席
催
告
を
行
っ
た
上
で
午
後
三
時
再
開
さ
れ

た
が
、
与
党
は
催
告
に
応
ぜ
ず
議
場
に
出
席

し
た
の
は
崎
山
議
員
だ
け
で
残
り
十
一
名
は

欠
席
戦
術
を
行
使
し
た
。

開
会
と
同
時
に
比
嘉
朝
四
郎
議
員
か
ら

催

告
通
知
を
出
し
た
が
与
党
は
き
て
な
い
。
流

会
、
催
告
、
流
会
を
く
り
返
し
て
お
り
、
こ

れ
は
与
党
側
の
責
任
で
あ
り
、
議
長
副
議
長

も
議
会
運
営
の
責
任
上
責
任
が
あ
る
。
与
党

に
反
省
を
求
め
る
意
味
で
二
十
四
日
ま
で
休

会
し
た
い

と
い
う
動
議
が
提
出
さ
れ
、
多

数
で
こ
れ
を
可
決
し
た
。

上
訴
裁
も
抗
告
棄
却
／
仮
処
分

申
立
て
那
覇
市
の
訴
訟
／
内

部
解
決
が
妥
当
／
市
会
側

”
本
訴
訟
も
取
下
げ
た
い
”

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
16

那
覇
市
会
が
抗
告
し
た
予
算
専
決
の
、
執
行

停
止
命
令
申
請
を
審
理
中
の
上
訴
裁
判
所
で

は
十
五
日
午
後

本
抗
告
を
棄
却
す
る

と
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決
定
し
た
。
こ
れ
で
瀬
長
那
覇
市
長
が
行
っ

た
五
八
年
度
本
予
算
専
決
処
分
は
効
力
を
持

続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

棄
却
の
理
由
と
し
て
は

市
会
と
市
当
局
間

の
機
関
訴
訟
で
あ
る
か
ら
政
治
的
に
解
決
す

る
他
な
い

と
し
て
お
り
、
さ
き
に
中
央
巡

裁
が
却
下
し
た
理
由
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

（
棄
却
理
由
の
要
旨
）

那
覇
市
会
か
ら
抗
告
さ
れ
た
執
行
停
止
命
令

申
請
は
地
方
自
治
法
の
本
旨
に
基
い
て
内
部

的
に
解
決
す
べ
き
で
あ
る
。

法
律
が
内
部
的
解
決
に
よ
ら
な
い
で
特
に
訴

訟
を
も
っ
て
適
当
と
す
る
場
合
に
訴
訟
と
な

る
も
の
で
あ
る
。
地
方
自
治
法
第
百
十
四
条

に
お
い
て
は
専
決
処
分
に
対
し
て
訴
訟
を
提

起
し
得
る
と
い
う
規
定
は
な
く
同
条
第
二
項

の
規
定
を
設
け
て
こ
れ
が
調
和
し
得
る
よ
う

に
し
て
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に

解
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
地
方
自
治
法
第
百

十
一
条
に
お
け
る
長
の
出
訴
権
に
対
し
て
も

そ
の
文
面
解
釈
と
し
て
市
議
会
に
も
出
訴
権

が
あ
る
と
の
主
張
は
首
肯
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
市
長
は
住
民
に
対
す
る
行
政
に
直
接

当
る
の
で
あ
る
か
ら
こ
れ
に
広
い
権
限
を
与

え
て
自
治
行
政
の
円
滑
な
る
運
営
を
計
る
た

め
の
処
置
と
し
て
、
結
局
は
出
訴
権
を
も
た

し
た
方
が
適
当
と
認
め
た
た
め
と
解
す
る
。

訴
権
の
な
い
場
合
は
前
述
の
よ
う
に
内
部
で

解
決
な
い
し
政
治
的
解
決
あ
る
い
は
両
者
の

相
互
の
自
省
配
慮
の
必
要
も
ま
た
生
じ
、
最

後
の
調
整
は
住
民
の
判
断
に
ま
つ
他
な
い

自
治
法
第
十
条

前
述
の
と
お
り
裁
判
所

は
訴
訟
事
件
を
回
避
す
る
意
図
は
毛
頭
な

い
。
た
だ
法
の
精
神
を
く
ん
で
こ
れ
に
従
わ

ん
と
す
る
の
み
で
あ
る
。

法
を
守
っ
た
裁
判
官

瀬
長
市
長
の
話

上
訴
裁
の
決
定
は
沖
縄

の
裁
判
官
が
市
長
や
ま
た
は
、
市
会
の
何
れ

の
味
方
も
せ
ず
、
あ
く
ま
で
法
を
守
り
、
一

切
の
外
圧
を
は
ね
の
け
沖
縄
県
民
の
偉
大
さ

を
示
す
も
の
で
あ
る
。

議
会
側
は
こ
れ
を
機
会
に
、
自
ら
を
反
省
し
、

市
民
福
祉
の
た
め
に
流
会
を
続
け
、
審
議
権

を
自
ら
放
棄
す
る
よ
う
な
こ
と
は
せ
ず
正
常

な
議
会
に
戻
す
べ
き
で
あ
る
。

市
長
と
し
て
も
話
し
合
い
の
機
会
を
持
ち
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

宮
良
議
会
側
代
理
弁
護
人
の
話

結
論
か

ら
い
う
と
、
裁
判
所
は
、
権
利
主
体
間
の
争

い
で
な
け
れ
ば
裁
判
で
き
な
い
と
い
う
考
え

方
を
し
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
、
解
散
処
分
、

議
員
の
除
名
処
分
に
対
す
る
訴
訟
も
一
つ
の

機
関
争
議
で
あ
り
、
こ
れ
に
も
訴
権
が
あ
る

と
い
う
日
本
の
従
来
の
立
場
か
ら
す
る
と
、

一
貫
性
が
な
い
。

専
決
処
分
は
形
式
上
は
機
関
争
議
だ
が
実
質

的
に
は
、
予
算
が
住
民
の
税
金
の
使
途
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
市
長
の
独
自
の
見
解

で
使
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
直
接
住
民

の
権
利
に
関
係
す
る
も
の
と
な
る
。
し
た

が
っ
て
そ
の
適
法
、
不
適
法
は
裁
判
所
で
決

め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
機
関
争

議
と
し
て
簡
単
に
片
づ
け
て
い
る
こ
と
に
は

納
得
で
き
な
い
が
、
こ
れ
に
服
す
る
以
外
は

な
い
だ
ろ
う
。

な
お
、巡
裁
に
提
訴
し
た
本
訴
に
つ
い
て
は
、

議
会
側
と
話
し
合
っ
た
上
で
と
り
さ
げ
た
い

と
思
う
。

”
早
急
引
渡
し
を
”
／
総
評
資

材
問
題
で
本
土
か
ら
主
席
へ

要
請
琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
17

政
府
が
輸
入
不
許
可
に
し
た
総
評
か
ら
瀬
長

那
覇
市
長
あ
て
建
築
資
材
に
つ
い
て
十
六

日
、
本
土
の
各
団
体
で
構
成
す
る
沖
縄
問
題

解
決
国
民
運
動
連
絡
会
議
か
ら
当
間
主
席
あ

て
早
急
引
渡
し
を
求
め
る

総
評
資
材
輸
入

拒
否
問
題
に
関
す
る
要
請

を
送
っ
て
き
た
。

沖
縄
問
題
解
決
国
民
運
動
連
絡
会
議
の
幹
事

団
体
は
次
の
十
三
団
体
で
あ
る

▽
日
本
労
働
組
合
総
評
議
会
▽
全
国
産
業

別
労
働
組
合
連
合
▽
日
本
農
民
組
合
全
国

連
合
▽
全
国
農
民
組
合
▽
日
本
青
年
団
協

議
会
▽
日
本
健
青
会
▽
全
日
本
青
年
婦
人

会
議
▽
主
婦
連
合
会
▽
全
日
本
学
生
自
治

会
総
連
合
▽
全
国
私
学
学
生
自
治
会
連
盟

▽
全
日
本
仏
教
会
▽
沖
縄
県
人
会
▽
日
本

社
会
党
。

高
良
議
長
／
瀬
長
市
長
へ
公
開

状
／
”
引
責
辞
職
を
し
よ
う
”

／
紛
糾
続
け
ば
行
政
命
令
必

至琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
18

那
覇
市
会
議
長
高
良
一
氏
は
十
七
日
午
後
五

時
半
か
ら
琉
球
ホ
テ
ル
の
一
室
で
市
政
記
者

団
と
の
会
見
を
行
い
混
乱
す
る
那
覇
市
政
を

救
う
た
め
議
長
、
市
長
が
責
任
を
と
っ
て
辞

め
る
べ
き
だ
と
い
う
瀬
長
市
長
に
対
す
る
公

開
状
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
発
表
し
た
。

瀬
長
市
長
へ
の
公
開
状

那
覇
市
会
の
現
状
を
見
る
と
市
長
不
信
任
派

十
七
名
、
信
任
派
十
二
名
の
対
立
と
な
っ
て

い
る
。
信
任
派
十
二
名
は
欠
席
戦
術
を
と
る

こ
と
に
よ
っ
て
市
長
信
任
を
果
し
て
い
る

が
、
議
場
に
出
席
で
き
な
い
た
め
、
議
案
の

審
議
は
野
党
の
思
う
ま
ま
に
お
し
切
ら
れ
、

市
長
は
こ
れ
に
専
決
処
分
で
応
じ
る
と
い
っ

た
状
態
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
対
立
を
い
つ
ま
で
も
続
け
る
こ

と
は
十
二
万
市
民
並
び
に
那
覇
市
が
首
都
と

し
て
の
性
格
上
全
琉
八
十
万
住
民
の
大
き
な

不
利
益
で
あ
る
。
勿
論
十
七
名
の
野
党
が
不

信
任
を
主
張
す
る
の
は
単
な
る
感
情
問
題
で

は
な
い
。那
覇
市
が
国
際
都
市
で
あ
る
以
上
、
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市
長
に
は
軍
、
政
府
か
ら
の
補
助
金
を
貰
え

る
よ
う
外
交
的
手
腕
の
あ
る
人
が
必
要
で
、

こ
の
意
味
か
ら
補
助
金
を
た
た
れ
、
銀
行
融

資
を
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
た
瀬
長
市
長
は
不
適
任

だ
と
い
う
の
が
不
信
任
の
理
由
で
あ
る
。
政

府
に
全
住
民
が
納
め
る
税
金
の
七
十
％
を
負

担
し
て
い
る
那
覇
市
が
一
銭
の
補
助
金
も
貰

え
な
い
と
い
う
の
が
こ
の
辺
の
事
情
を
よ
く

物
語
っ
て
い
る
。

瀬
長
市
長
は
人
民
党
勢
力
か
ら
は
信
任
さ
れ

て
い
る
だ
ろ
う
が
、
大
多
数
の
市
民
か
ら
は

不
信
任
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
議
会
分
野
が
不

信
任
派
十
七
名
信
任
派
十
二
名
と
い
う
数
を

占
め
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ

る
。
那
覇
市
の
混
乱
を
救
お
う
と
す
る
企
て
が
今

ま
で
再
三
試
み
ら
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
失
敗

に
帰
し
た
が
、
十
二
万
市
民
の
利
益
を
考
え

た
と
き
、
こ
れ
の
解
決
は
こ
れ
以
上
セ
ン
延

し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
私
は
議
会
と
市

当
局
の
対
立
か
ら
起
っ
た
混
乱
か
ら
那
覇
市

を
救
う
た
め
議
会
を
代
表
す
る
議
長
と
市
当

局
を
代
表
す
る
市
長
の
両
者
が
責
任
を
と
っ

て
辞
職
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
そ
し
て
市

長
が
こ
の
提
案
に
従
い
辞
職
し
、
つ
ぎ
の
選

挙
で
堂
々
と
不
信
任
勢
力
と
対
決
し
て
勝
利

を
得
た
場
合
、
我
々
は
民
主
主
義
の
原
則
に

従
い
市
長
に
全
面
的
な
協
力
を
お
し
ま
な
い

こ
と
を
誓
う
。

と
に
か
く
情
勢
は
時
日
の
セ
ン
延
を
許
さ
な

い
程
緊
迫
し
て
い
る
。
市
長
が
こ
の
提
案
を

い
れ
な
い
場
合
は
合
法
、
非
合
法
を
別
と
し

て
議
会
は
欠
席
議
員
を
除
名
し
、
不
信
任
案

の
通
過
を
は
か
る
だ
ろ
う
し
、
ま
た
軍
に
お

い
て
も
行
政
命
令
を
発
動
す
る
と
い
う
事
態

に
立
ち
至
る
で
あ
ろ
う
。

行
政
命
令
が
出
る
こ
と
は
自
治
体
の
終
末
を

意
味
す
る
。
市
長
対
議
長
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
個
人
高
良
の
最
後
の
友
情
と
し
て
こ
の

提
案
を
市
長
は
受
け
入
れ
て
も
ら
い
た
い
。

再
び
い
お
う
。
瀬
長
市
長
は
十
分
私
の
意
の

あ
る
と
こ
ろ
を
察
し
、
よ
く
考
え
た
上
で
、

新
聞
紙
上
で
は
っ
き
り
と
諾
否
を
表
明
し
て

貰
い
た
い
。
そ
し
て
今
会
期
の
最
後
の
日
、

十
一
月
三
十
日
に
は
市
長
、
議
長
が
そ
ろ
っ

て
辞
表
を
提
出
す
る
こ
と
を
希
望
し
た
い
。

発
表
後
高
良
議
長
は
記
者
団
と
つ
ぎ
の
一
問

一
答
を
交
わ
し
た
。

議
長
が
辞
め
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

野
党
議
員
と
相
談
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

高
良
議
長

正
式
に
相
談
し
た
こ
と
は
な
い

が
、
野
党
の
諸
君
も
僕
の
気
持
は
分
っ
て
く

れ
る
も
の
と
思
う
。

真
和
志
市
と
の
合
併
に
よ
る
問
題
解
決

は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

高
良
議
長

真
和
志
側
で
も
補
助
金
の
貰
え

な
い
よ
う
な
市
長
は
ご
免
だ
と
い
っ
て
お

り
、
そ
れ
に
与
野
党
が
現
在
の
よ
う
に
感
情

的
に
対
立
す
れ
ば
話
の
進
め
よ
う
も
な
い
。

結
局
議
長
と
市
長
が
責
任
を
と
っ
て
辞
め
る

以
外
は
な
い
。

ど
こ
へ
行
く
那
覇
市
会
／
自
治

法
改
正
か
合
併
か
／
市
長
不

信
任
へ
野
党
の
悩
み

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
11
・
18

那
覇
市
会
は
、
欠
席
戦
術
対
流
会
作
戦
と
｜

与
野
党
の
果
て
し
な
い
応
酬
で
延
長
に
延
長

を
重
ね
て
い
る
。
す
で
に
六
十
余
日
、
那
覇

市
始
っ
て
以
来
の
長
期
記
録
を
つ
く
っ
て
い

る
が
、
ま
だ
収
拾
の
見
込
み
は
つ
か
な
い
。

一
方
、
専
決
処
分
の
執
行
命
令
申
立
は
上
訴

裁
で
も
却
下
さ
れ
た
。

機
関
訴
訟
の
裁
判

は
で
き
な
い
、
内
部
的
解
決
が
筋
み
ち

だ

と
い
う
わ
け
。
で
は
、
内
部
的
解
決
と
は
ど

ん
な
方
法
が
考
え
ら
れ
る
か
、”
ど
こ
へ
行

く
那
覇
市
会
”
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
共
に
今

後
の
見
通
し
を
調
べ
て
み
た
。

○

市
民
は
自
分
の
利
益
を
守
り
権
利
を

主
張
す
る
た
め
に
毎
月
四
千
円
の
俸
給
と
、

調
査
通
信
費
二
千
円
、
し
め
て
六
千
円
、
三

十
名
分
と
し
て
毎
月
十
八
万
円
を
議
員
に
支

給
し
て
い
る
計
算
に
な
る
が
、
去
る
十
四
日

ま
で
の
六
十
六
日
の
間
に
本
会
議
が
開
ら
か

れ
た
の
は
三
十
五
日
で
、
そ
の
う
ち
十
一
日

は
流
会
し
て
お
り
、
実
際
に
議
案
を
審
議
し

た
の
は
僅
か
に
二
十
四
日
に
す
ぎ
な
い
。
そ

の
う
ち
全
議
員
が
顔
を
揃
え
た
の
は
初
日
だ

け
で
、
あ
と
は
市
長
不
信
任
案
の
採
決
を
お

そ
れ
、
与
党
は
一
人
あ
る
い
は
二
人
を
議
会

に
送
る
だ
け
で
欠
席
を
続
け
て
お
り
、
中
に

は
六
十
六
日
間
を
通
じ
て
二
回
だ
け
し
か
出

席
し
な
い
と
い
う
議
員
も
い
る
。

○

今
議
会
に
上
程
さ
れ
て
い
る
議
案
は

六
十
六
件

市
長
提
出
五
十
八
、
決
議
案
八

だ
が
、
そ
の
う
ち
処
理
さ
れ
た
の
は
三
十
一

件
で
、
な
お
三
十
五
件
の
議
案
が
残
さ
れ
て

い
る
。
議
会
が
市
長
不
信
任
問
題
で
も
た
つ

き
、議
案
の
審
議
を
お
く
ら
せ
て
い
る
事
は
、

議
会
が
自
ら
審
議
権
を
放
棄
し
た
も
の
で
あ

る
と
し
て
、
市
長
は
去
る
三
十
一
日
つ
い
に

議
会
開
会
中
に
も
拘
ら
ず
、
五
八
年
度
予
算

を
専
決
処
分
し
た
こ
れ
を
違
法
だ
と
す
る
議

会
側
は
そ
の
取
り
消
し
の
訴
訟
を
起
こ
す
と

と
も
に
、
執
行
停
止
の
仮
処
分
を
申
請
し
た

が
、
中
央
巡
裁
、
上
訴
裁
で
は
機
関
争
議
に

対
す
る
裁
判
権
は
な
い
と
、
こ
れ
を
却
下
、

機
関
内
部
で
解
決
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
決

定
を
下
し
た
。

○

結
局
、
政
治
的
な
解
決
方
法
と
し
て

残
さ
れ
て
い
る
手
段
は
リ
コ
ー
ル
に
よ
っ
て

市
長
を
退
職
さ
せ
る
か
、
永
年
の
懸
案
と

な
っ
て
い
る
真
和
志
市
と
の
合
併
に
よ
っ
て

新
ら
た
に
市
長
選
挙
を
行
う
か
、
市
長
不
信

任
を
水
に
流
し
て
一
応
二
十
回
定
例
議
会
を

閉
じ
て
与
党
も
出
席
で
き
る
よ
う
に
す
る
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か
、
あ
る
い
は
多
数
の
野
党
が
与
党
の
少
数

に
押
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
自
治
法
の
一

部
を
改
正
す
る
か
の
法
し
か
な
い
。
と
こ
ろ

が
、
リ
コ
ー
ル
す
る
と
な
る
と
、
そ
の
手
続

き
は
複
雑
な
も
の
が
あ
り
、
か
な
り
日
数
を

要
す
る
と
い
わ
れ
、
関
係
者
は
不
可
能
だ
と

い
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
長
の
リ
コ
ー
ル
は

自
治
法
第
二
十
四
条
に
よ
っ
て
有
権
者
総
数

の
三
分
の
一
の
連
署
が
あ
れ
ば
選
挙
管
理
委

員
会
に
対
し
て
市
長
の
解
職
を
要
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

署
名
人
の
住
所
氏
名
を
戸
籍
原
簿
と
照
合
し

た
り
、
捺
印
を
届
出
の
あ
る
印
鑑
と
照
合
し

た
あ
と
で
な
け
れ
ば
選
挙
の
告
示
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
那
覇
市
の
場
合
は
、
有
権

者
が
六
万
四
千
五
百
名
も
あ
る
の
で
、
そ
の

三
分
の
一

二
万
九
百
三
十
二
名
以
上

の

署
名
を
集
め
る
に
も
数
ヵ
月
は
要
す
る
が
、

そ
の
署
名
人
を
戸
籍
と
照
合
す
る
に
は
さ
ら

に
時
間
が
か
か
り
、
し
か
も
自
治
法
第
二
十

七
条
に
は
市
長
就
任
の
日
か
ら
一
年
以
内
は

行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
規
定
が
あ
る

の
で
、
リ
コ
ー
ル
の
手
続
を
完
了
し
て
投
票

す
る
ま
で
に
は
市
長
の
任
期
は
終
る
の
で
は

な
い
か
と
選
管
委
で
も
い
っ
て
い
る
。

○

次
に
会
期
を
閉
じ
る
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
、
市
長
不
信
任
を
公
約
に
出
て
き

た
野
党
と
し
て
は
、
今
と
な
っ
て
こ
れ
を

ひ
っ
こ
め
る
訳
に
も
い
か
ず
、
そ
の
完
遂
ま

で
は
会
期
を
い
つ
ま
で
も
延
長
す
る
と
い
う

基
本
態
度
を
変
え
ず
、
今
の
と
こ
ろ
実
現
し

そ
う
に
な
い
結
局
残
さ
れ
る
の
は
真
和
志
市

と
の
合
併
を
早
期
に
実
現
し
て
、
円
満
の
う

ち
に
解
決
す
る
か
、
自
治
会
の
一
部
を
改
正

し
て
欠
席
を
続
け
て
い
る
与
党
議
員
に
対

し
、
出
席
停
止
の
懲
罰
を
科
し
こ
れ
を
不
信

任
採
決
の
議
員
定
数
か
ら
除
外
し
て
十
七
名

の
野
党
で
不
信
任
案
を
可
決
す
る
と
い
う
こ

と
以
外
に
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
野
党

は
立
法
院
に
自
治
法
の
改
正
を
要
請
す
る
と

い
う
動
き
が
強
い
が
、
こ
れ
に
並
行
し
て
真

和
志
市
と
の
合
併
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と

い
う
動
き
も
あ
る
。

”
現
状
打
開
は
話
合
い
で
”
／

瀬
長
市
長
高
良
公
開
状
に
答

え
る
琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
19

高
良
那
覇
市
議
会
議
長
の
公
開
状
に
対
し
、

瀬
長
那
覇
市
長
は
十
八
日
午
後
二
時
か
ら
市

長
室
で
記
者
会
見
を
行
い
”
無
理
心
中
よ
り

話
し
合
い
を

”
と
別
項
の
如
く
発
表
、

引
続
き
真
和
志
市
と
の
合
併
問
題
そ
の
他
に

つ
い
て
記
者
団
と
一
問
一
答
を
行
っ
た
。
そ

の
席
上
瀬
長
市
長
は
”
真
和
志
市
と
の
合
併

対
等

は
私
の
公
約
で
あ
り
、
そ
の
早
期

実
現
を
希
望
す
る
が
、
そ
の
前
提
条
件
は
、

現
在
の
議
会
を
早
く
閉
じ
る
こ
と
で
あ
る
”

と
語
っ
た
。
な
お
瀬
長
市
長
は
、
真
和
志
市

と
の
合
併
後
再
び
市
長
選
挙
に
出
る
か
｜
｜

と
の
問
に
対
し
”
も
ち
ろ
ん
立
候
補
す
る
。

私
の
立
候
補
を
断
念
さ
せ
る
よ
う
な
話
し
合

い
に
は
応
じ
た
く
な
い
”
と
語
っ
た
。

【
高
良
議
長
の
公
開
状
に
対
す
る
瀬
長
市
長

の
回
答
要
旨
】

①
高
良
議
長
は
公
開
状
な
ど
を
発
表
し
て
、

今
に
も
那
覇
市
と
い
う
自
治
体
が
つ
ぶ
れ
る

よ
う
な
印
象
を
市
民
に
与
え
て
い
る
。
市
会

は
市
長
が
五
八
年
度
予
算
を
専
決
処
分
し
た

こ
と
に
対
し
、
布
告
を
出
さ
せ
る
こ
と
に
は

成
功
し
た
が
法
の
大
原
則
を
守
り
抜
い
た
上

訴
裁
で
棄
却
さ
れ
、
な
す
術
が
な
く
な
っ
て

公
開
状
以
上
の
政
治
的
キ
メ
手
を
見
つ
け
る

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
補

助
金
が
貰
え
な
い
云
々
と
述
べ
て
い
る
が
、

那
覇
市
の
五
八
年
度
予
算
に
は
交
付
金
の
二

百
余
万
円
を
は
じ
め
、
法
令
で
定
め
ら
れ
た

補
助
金
は
ち
ゃ
ん
と
計
上
さ
れ
、
す
で
に
執

行
さ
れ
て
い
る
。

②
高
良
議
長
は
、
無
理
心
中
を
提
案
し
て
い

る
が
、
十
カ
月
余
の
間
自
治
体
に
た
い
す
る

不
当
な
干
渉
と
外
圧
に
抵
抗
し
て
来
た
瀬
長

市
長
の
答
は
高
良
議
長
が
よ
く
知
っ
て
い
る

は
ず
だ
。

③
④
高
良
議
長
は
、
市
長
が
無
理
心
中
し
な

け
れ
ば
、
欠
席
議
員
を
除
名
し
て
市
長
不
信

任
す
る
と
か
、
高
等
弁
務
官
の
行
政
命
令
が

出
さ
れ
る
と
か
脅
迫
し
て
い
る
が
、
除
名
に

よ
る
不
信
任
が
非
合
法
で
あ
る
こ
と
は
立
法

院
で
自
治
法
改
正
が
一
蹴
さ
れ
た
こ
と
で
も

明
ら
か
で
あ
る
。
行
政
命
令
の
件
は
、
弁
務

官
の
許
可
を
得
て
発
表
し
た
の
だ
ろ
う
が
、

瀬
長
は
そ
ん
な
脅
迫
に
は
少
し
も
驚
か
な
い

こ
と
を
友
情
と
し
て
申
し
添
え
る
。

⑤
公
開
状
は
情
勢
が
い
か
に
も
緊
迫
し
て
い

る
よ
う
に
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
自
治
法

の
改
正
、
労
基
法
違
反
告
訴
、
布
告
改
正
に

よ
る
専
決
処
分
停
止
の
抗
告
な
ど
が
こ
と
ご

と
く
失
敗
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
私
と
し
て

は
情
勢
は
緊
迫
し
て
い
な
い
か
ら
ゆ
っ
く
り

話
し
合
う
機
会
を
つ
く
る
よ
う
提
案
し
た
い
。

”
市
民
の
福
利
増
進
が
第
一
”

／
瀬
長
市
長
の
態
度
に
高
良

議
長
談

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
11
・
19

市
政
の
混
乱
を
救
う
た
め
に
”
市
長
と
瀬
長

は
引
責
辞
職
し
よ
う
”
と
い
う
高
良
議
長
の

公
開
状
に
対
し
、
瀬
長
市
長
は
”
現
段
階
で

辞
め
る
意
志
は
な
い
”
こ
と
を
明
ら
か
に

し
、
来
る
二
十
五
日
か
ら
再
開
さ
れ
る
那
覇

市
会
は
再
び
注
目
を
あ
び
る
よ
う
に
な
っ

た
。
瀬
長
市
長
の
公
開
状
に
対
す
る
回
答
に
対

し
、
高
良
議
長
は
”
政
治
は
市
民
の
福
利
増

進
が
第
一
で
あ
り
、
政
治
家
た
る
も
の
は
論
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争
す
る
時
は
論
争
も
必
要
だ
が
、
市
民
福
利

の
た
め
に
は
あ
っ
さ
り
引
退
す
る
こ
と
も
大

事
で
あ
る
”
と
今
朝
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ

た
。高
良
議
長
の
話

市
民
の
福
利
増
進
と
い

う
こ
と
を
考
え
て
、
友
情
と
し
て
瀬
長
市

長
に
引
責
辞
職
を
公
開
状
で
提
案
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、瀬
長
市
長
は
項
目
を
あ
げ
、

補
助
金
は
ち
ゃ
ん
と
貰
っ
て
い
る
等
と
述

べ
て
い
る
。
瀬
長
市
長
は
交
付
金
や
法
令

に
定
め
ら
れ
た
も
の
だ
け
を
補
助
金
と
み

て
い
る
よ
う
だ
が
、
私
が
公
開
状
で
言
っ

た
補
助
金
は
法
令
で
定
め
ら
れ
て
い
な
い

に
か
か
わ
ら
ず
軍
・
民
政
府
か
ら
首
都
と

し
て
の
那
覇
市
復
興
の
た
め
に
、
市
長
が

そ
の
外
交
手
腕
を
発
揮
し
て
貰
う
補
助
金

の
こ
と
で
あ
る
。
当
間
前
市
長
時
代
に
は

一
億
近
い
特
別
補
助
金
を
も
ら
っ
て
い

る
。
瀬
長
市
長
は
法
令
外
の
補
助
金
を
も

ら
う
ど
こ
ろ
か
、
当
間
前
市
長
が
も
ら
っ

て
あ
っ
た
補
助
金
ま
で
打
切
ら
れ
て
し

ま
っ
た

残
額
二
千
六
百
余
万
円

こ
れ

が
市
民
の
福
利
増
進
を
阻
ん
だ
こ
と
は
市

長
と
い
え
ど
も
否
定
で
き
な
い
と
思
う
。

那
覇
市
の
五
八
年
度
予
算
は
約
一
億
一
千

万
円
で
こ
の
う
ち
に
は
、
前
年
度
の
繰
越

金
が
二
、
五
五
〇
万
円
も
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
繰
越
金
も
来
年
度
か
ら
は
な

く
な
る
。
そ
う
な
る
と
瀬
長
市
長
は
来
年

度
か
ら
は
せ
い
ぜ
い
千
五
百
万
か
二
千
万

円
の
事
業
し
か
出
来
な
い
こ
と
に
な
る
瀬

長
市
長
は
、
那
覇
市
は
政
府
に
七
〇
％
の

税
を
払
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
還
え
さ

せ
て
市
民
の
福
利
増
進
を
は
か
る
と
、
再

三
市
民
集
会
で
叫
ん
で
い
た
が
、
こ
れ
が

還
元
も
瀬
長
市
長
で
は
覚
束
な
い
の
で
は

な
い
か
。
政
治
は
喧
嘩
で
は
な
い
、
政
治

家
は
市
民
福
利
の
た
め
、
浄
化
す
る
こ
と

は
し
て
も
、
ま
た
一
面
”
ひ
き
ど
き
”
も

考
え
る
べ
き
だ
。
そ
の
た
め
に
も
瀬
長
市

長
が
十
二
万
市
民
の
福
利
を
主
眼
と
し
て

辞
職
す
る
こ
と
を
望
む
。

金
口
木
舌

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
20

瀬
長
那
覇
市
長
不
信
任
あ
の
手
、
こ
の
手
の

市
議
会
反
当
局
派
の
攻
略
は
訴
訟
沙
汰
で
も

水
泡
に
帰
し
、
当
局
派
の
欠
席
戦
術
に
守
ら

れ
て
市
長
の
予
算
専
決
処
分
は
お
構
い
な
し

に
執
行
さ
れ
る
。
議
会
は
あ
っ
て
も
、
そ
の

意
思
が
予
算
に
も
反
映
せ
ぬ
と
あ
っ
て
は
、

こ
れ
は
ま
る
で
魂
の
ぬ
け
た
、
な
き
が
ら
同

然
有
名
無
実
の
存
在
で
し
か
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
▼
こ
の
ま
ま
の
状
態
で
推
移
し
て
い

く
と
那
覇
市
政
の
前
途
に
は
光
明
ど
こ
ろ

か
、
自
治
崩
壊
が
待
つ
ば
か
り
で
あ
る
。
救

い
が
た
い
泥
ぬ
ま
に
足
を
つ
っ
こ
ん
だ
み
た

い
だ
▼
市
政
を
こ
う
ま
で
危
態
に
お
い
こ
ん

だ
責
任
は
市
長
に
あ
る
の
か
、
議
会
に
あ
る

の
か
、
当
事
者
達
が
、
ど
う
開
き
直
っ
て
争

お
う
が
所
詮
は
水
か
け
論
に
終
始
す
る
ば
か

り
で
あ
る
▼
高
良
議
長
が
お
互
に
政
治
責
任

の
名
の
下
に
辞
め
よ
う
と
い
う
市
長
へ
の
公

開
状
に
、
瀬
長
市
長
は
、
こ
れ
を
脅
迫
状
に

も
な
ぞ
ら
え
、
そ
ん
な
お
ど
し
に
は
乗
ら
ぬ

と
ソ
ッ
ポ
を
向
け
同
じ
く
公
開
状
を
発
表
し

て
応
酬
、
現
情
勢
を
観
る
に
も
議
長
は
緊
迫

し
て
い
る
と
い
う
し
、
市
長
は
然
ら
ず
と
観

て
い
る
。
だ
が
理
く
つ
は
ど
う
あ
れ
、
現
状

は
ど
う
ひ
い
き
め
に
見
て
も
正
常
な
も
の
と

は
い
え
ぬ
▼
責
任
の
所
在
も
は
っ
き
り
し
て

い
る
。
市
長
は
も
と
よ
り
、
議
員
も
、
当
局

派
、
反
当
局
派
を
問
わ
ず
、
も
う
一
度
出
直

し
て
市
民
の
判
定
に
問
う
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
合
理
的
な
は
け
口
は
真
和
志
市
と
の
合

併
、
そ
し
て
市
長
、
議
員
の
選
挙
へ
と
持
ち

こ
む
以
外
に
な
い
▼
合
併
を
実
現
す
る
と
い

う
点
で
は
ど
ち
ら
も
異
存
の
あ
ろ
う
筈
は
な

い
。
両
市
合
併
の
必
然
性
は
既
に
論
じ
尽
さ

れ
て
き
た
こ
と
だ
し
、
形
式
と
か
時
期
に
こ

だ
わ
っ
て
い
た
の
で
は
、
ま
た
し
て
も
見

送
っ
て
し
ま
う
▼
抗
争
に
明
け
暮
れ
る
那
覇

市
政
を
真
に
市
民
福
祉
の
た
め
に
打
開
す
る

と
い
う
熱
意
さ
え
あ
れ
ば
共
通
の
公
約
た
る

真
和
志
と
の
合
併
も
案
外
円
滑
に
促
進
さ
れ

よ
う
、
現
状
の
ま
ま
時
を
稼
ぎ
、
こ
そ
く
な

術
策
で
不
明
朗
な
市
政
を
こ
れ
以
上
引
き

ず
っ
て
い
く
こ
と
は
、
も
早
や
合
法
と
か
非

合
法
と
か
の
問
題
で
は
な
く
、
政
治
良
識
か

ら
い
っ
て
許
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

合
併
協
議
申
入
れ
／
”
こ
れ
が

最
後
”
と
真
和
志
側

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
21

真
和
志
市
会
で
は
、
二
十
日
ひ
る
二
時
か
ら

那
覇
市
と
の
合
併
問
題
を
議
題
に
全
体
協
議

会
を
開
い
た
。

当
日
は
、
い
つ
も
よ
り
活
発
な
討
議
が
な

さ
れ
、
合
併
問
題
に
つ
い
て
今
ま
で
那
覇
市

会
が
と
っ
て
き
た
に
え
き
ら
な
い
態
度
を
批

判
す
る
と
と
も
、
真
和
志
市
自
体
の
政
策
に

つ
い
て
も
強
く
反
省
さ
れ
た
。
結
論
と
し
て

合
併
の
期
は
十
分
熟
し
て
お
り
、
真
和
志
市

と
し
て
は
こ
れ
以
上
合
併
問
題
を
長
び
か
せ

る
訳
に
は
行
か
な
い
と
い
う
意
見
に
全
員
が

一
致
、
二
十
一
日
午
前
中
に
那
覇
市
側
に
合

併
問
題
に
つ
い
て
の
懇
談
会
を
申
し
入
れ
、

二
十
三
日
ひ
る
三
時
か
ら
両
市
当
局
、
議
会

全
員
で
話
合
い
、
合
併
問
題
の
結
末
を
つ
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
、
同
市
会
旧
真
和
志
市
行
政
区
域
実

態
調
査
委
員
会

委
員
長
町
田
宗
松
氏

で

は
す
で
に
調
査
に
乗
り
出
し
て
お
り
、
二
十

三
日
の
懇
談
会
に
那
覇
市
側
が
応
じ
な
い
場

合
は
、
直
ち
に
裁
判
所
へ
失
地
回
復
の
件
を

提
訴
す
る
と
語
っ
て
い
る
。
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沖
縄
か
ら
も
自
衛
官
／
防
衛
庁

が
募
集
に
の
り
出
す

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
11
・
21

東
京
総
局
発

防
衛
庁
で
は
今
年
度
の
第

三
次
自
衛
官
募
集
に
当
っ
て
、
沖
縄
か
ら
も

募
集
す
る
た
め
、
こ
の
程
総
理
府
南
連
に
募

集
実
施
の
あ
っ
せ
ん
方
を
申
入
れ
た
。
こ
ん

ど
の
募
集
人
員
は
二
等
陸
士
約
一
万
名
、
二

等
海
士
約
三
千
名
二
等
空
士
約
七
百
名
で
、

試
験
は
来
年
一
月
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
る

が
、
そ
の
際
、
沖
縄
で
は
現
地
で
試
験
を
行

う
こ
と
に
な
る
。沖
縄
か
ら
の
隊
員
募
集
は
、

去
る
三
十
年
に
行
わ
れ
た
だ
け
で
中
断
さ
れ

て
い
た
が
、
防
衛
庁
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら

引
続
き
実
施
し
た
い
意
向
で
あ
る
と
語
っ
て

い
る
。

動
く
か
合
併
こ
ん
ど
こ
そ

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
22

真
和
志
市
は
二
十
一
日
あ
さ
森
田
議
長
、
町

田
行
政
区
域
実
態
調
査
委
員
長
が
那
覇
市
の

高
良
議
長
を
訪
れ
、
合
併
問
題
に
つ
い
て
両

市
の
全
議
員
、
両
市
長
の
懇
談
を
申
し
入
れ

た
が
、
引
続
き
ひ
る
一
時
、
翁
長
真
和
志
市

長
も
森
田
議
長
、
町
田
議
員
を
伴
い
、
那
覇

市
役
所
で
瀬
長
市
長
と
会
い
、
同
様
の
申
し

入
れ
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
瀬
長
市

長
は
”
真
和
志
市
と
の
対
等
合
併
は
選
挙
の

際
の
公
約
で
あ
り
、
早
く
実
現
し
た
い
と
思

う
の
で
、
い
つ
で
も
話
し
合
い
に
応
ず
る
”

そ
し
て
野
党
の
同
意
が
得
ら
れ
れ
ば
今
会
期

中
に
協
議
案
を
出
す
と
回
答
、
こ
れ
ま
で
の

会
期
を
閉
じ
て
か
ら
と
い
う
態
度
を
変
え
、

野
党
の
出
方
に
よ
っ
て
は
今
会
期
中
に
決
議

案
を
出
す
こ
と
を
□
ら
か
に
し
た
。

野
党
さ
え
そ
の
気
な
ら
／
今
会
期
中
に

提
案
す
る
／
瀬
長
市
長

奔
走
す
る
真
和
志
市

会
談
に
は
、
与
党
の

兼
次
議
員
も
加
わ
っ
た
が
、与
党
と
し
て
も
”

両
市
民
の
福
祉
の
た
め
に
一
日
も
早
く
合
併

し
た
い
”
と
の
意
向
が
の
べ
ら
れ
、
結
局
実

現
の
鍵
は
こ
れ
ま
で
”
市
長
の
不
信
任
が
先

決
問
題
だ
と
す
る
那
覇
市
会
野
党
側
が
、
こ

の
際
合
併
に
踏
み
こ
み
、
両
市
の
懇
談
会
ま

で
持
っ
て
い
く
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
き

た
。
会
談
の
模
様
は
次
の
通
り
。

森
田

真
和
志
で
は
懇
談
の
日
時
を
一
お

う
那
覇
市
会
の
開
会
前
、
二
十
三
日
ひ
る
二

時
か
ら
真
和
志
中
校
で
や
り
た
い
と
思
っ
て

い
る
が
、
那
覇
市
会
の
都
合
で
変
更
さ
れ
る

と
し
て
も
今
月
中
に
は
開
き
た
い
。

瀬
長

私
の
方
は
い
つ
で
も
応
ず
る
。

町
田

で
き
た
ら
今
月
中
に
市
長
か
ら
合

併
決
議
案
を
議
会
に
出
し
て
も
ら
い
た
い
が

。瀬
長

こ
ち
ら
と
し
て
は
、
総
務
、
財
政

な
ど
関
係
各
課
で
調
査
も
行
っ
て
お
り
、
こ

の
機
会
を
の
が
し
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
る
の
で
野
党
の
同
意
が
得
ら
れ
た
ら
今
会

期
中
に
出
し
た
い
。
し
か
し
、
今
回
失
敗
し

て
も
失
地
回
復
な
ど
の
行
政
訴
訟
を
起
こ
し

た
り
せ
ず
に
再
び
懇
談
の
機
会
を
作
る
よ
う

に
ね
ば
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

森
田

真
和
志
で
は
五
月
に
合
併
促
進
委

員
会
を
解
消
し
て
、
合
併
協
議
会
の
準
備
を

し
て
い
る
か
ら
是
非
こ
の
機
会
に
実
現
し
た

い
。瀬
長

双
方
の
懇
談
会
で
そ
う
い
っ
た
委

員
会
の
設
置
ま
で
も
っ
て
い
っ
た
ら
い
い
と

思
う
。
翁
長

仲
本
市
長
時
代
か
ら
の
話
で
あ

り
、
真
和
志
で
は
与
党
も
野
党
も
合
併
は
一

致
で
決
議
さ
れ
て
い
る
。
懇
談
会
は
合
併
に

対
す
る
大
ま
か
な
意
見
の
交
換
か
ら
出
発
し

て
、
具
体
的
な
方
法
、
時
期
な
ど
に
及
ぶ
と

思
う
が
、
ぜ
ひ
と
も
事
務
的
な
処
理
を
す
る

委
員
会
の
設
置
ま
で
も
っ
て
い
き
た
い
。

野
党
側
も
乗
気

こ
れ
に
対
し
て
野
党
側
”
月
曜
会
”
で
は
、

ひ
る
五
時
か
ら
会
合
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て

検
討
し
た
が
、
高
良
議
長
は
”
市
長
が
今
会

期
中
に
や
る
と
い
う
ハ
ラ
な
ら
こ
と
は
簡
単

に
進
め
ら
れ
る
。
合
併
す
る
に
は
立
法
院
の

議
決
を
要
す
る
の
で
、主
席
と
も
相
談
し
て
、

一
日
も
早
く
臨
時
議
会
を
招
集
さ
せ
、
年
内

に
で
も
実
現
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る
”
と

語
っ
て
お
り
、
野
党
も
真
和
志
側
の
申
し
入

れ
に
は
応
ず
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

主
席
に
援
助
要
請
／
翁
長
真
和
志
市
長

翁
長
真
和
志
市
長
は
二
十
一
日
あ
さ
行
政
府

で
当
間
主
席
と
会
い
、
那
覇
、
真
和
志
の
合

併
に
つ
い
て
政
府
の
援
助
を
要
望
し
た
。

翁
長
市
長
は
二
十
日
の
同
市
議
会
で
決
め
た

那
覇
市
に
対
す
る
合
併
促
進
懇
談
会
の
開
催

申
入
れ
を
中
心
に
最
近
の
合
併
問
題
の
動
き

を
主
席
に
報
告
、
援
助
方
を
申
入
れ
た
が
、

こ
れ
に
対
し
て
当
間
主
席
は

合
併
促
進
は

政
府
の
既
定
方
針
で
あ
り
、
今
後
も
引
き
続

き
こ
の
方
針
を
進
め
る
が
、
問
題
は
地
方
自

治
団
体
間
の
こ
と
な
の
で
両
市
で
促
進
し
て

貰
い
た
い
。
促
進
懇
談
会
を
持
つ
こ
と
は
結

構
な
こ
と
だ

と
語
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

那
覇
・
真
和
志
の
合
併
問
題
／

こ
ん
ど
こ
そ
実
現
か
／
今
月

中
に
両
市
が
話
合
う

琉
新
・
夕
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９
５
７
・
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・
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那
覇

真
和
志
合
併
問
題
を
め
ぐ
り
、
真
和

志
市
側
で
は
二
十
一
日
那
覇
市
、
同
市
会
に

対
し
”
両
市
関
係
者
の
懇
談
会
”
開
催
を
申

入
れ
た
が
、
那
覇
市
会
野
党
側
で
は
二
十
二

日
協
議
し
た
結
果
、
懇
談
会
を
開
く
こ
と
に

意
見
の
一
致
を
見
た
。
こ
れ
で
十
一
月
中
に

両
市
関
係
者
の
懇
談
会
が
開
か
れ
る
こ
と
が

確
実
と
な
り
、
再
三
立
消
え
と
な
っ
た
合
併

問
題
も
今
度
こ
そ
実
現
す
る
の
で
は
な
い
か
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と
期
待
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

真
和
志
市
側
の
申
し
入
れ
を
受
け
た
那
覇
市

で
は
、
瀬
長
市
長
の
公
約
に
真
和
志
市
と
の

合
併
実
現
が
お
り
込
ま
れ
て
い
る
だ
け
に
、

こ
の
申
し
入
れ
を
歓
迎
、
二
十
六
日
に
開
か

れ
る
同
市
の
行
政
審
議
企
画
委
員
会

委
員

長
仲
原
財
政
部
長

に
こ
の
問
題
を
か
け
、

両
市
の
財
産
調
査
、
そ
の
他
合
併
に
必
要
な

事
務
的
諸
手
続
の
準
備
を
始
め
る
に
至
っ
て

い
る
。
ま
た
瀬
長
市
長
も
合
併
は
ぜ
ひ
実
現

さ
せ
た
い
、
両
市
の
合
同
委
員
会
で
合
併
を

決
議
す
れ
ば
会
期
を
閉
じ
な
く
て
も
合
併
の

話
に
乗
っ
て
よ
い
と
い
う
態
度
を
示
し
て
お

り
、
い
わ
ば
双
手
を
あ
げ
て
賛
成
と
い
う
形

で
あ
る
。

こ
う
い
う
合
併
へ
の
動
き
に
対
し
、
今
ま
で

不
信
任
一
本
槍
で
進
ん
で
い
た
那
覇
市
会
野

党
側
が
ど
う
い
う
反
応
を
見
せ
る
か
注
目
さ

れ
て
い
た
が
、
二
十
一
、
二
日
の
協
議
会
で

野
党
の
半
数
近
く
を
占
め
る
合
併
派
が
相
当

強
硬
に
意
見
を
主
張
、
ま
た
客
観
情
勢
を
合

併
の
方
向
へ
進
ん
で
い
る
と
の
現
状
分
析
か

ら
不
信
任
強
行
派
も
両
市
関
係
者
の
懇
談
会

開
催
に
賛
成
す
る
に
至
り
合
併
の
実
現
へ
明

る
い
見
通
し
が
で
て
き
た
。

｜
社
　
説
｜

両
市
合
併
懇
談
会
に
望
む

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
23

硬
直
し
た
那
覇
市
政
の
ハ
ケ
口
を
真
和
志

市
と
の
合
併
に
求
め
よ
う
と
す
る
論
旨
は
、

こ
れ
ま
で
関
係
各
方
面
か
ら
し
ば
し
ば
強
調

さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
真
和
志
市
側

の
申
し
入
れ
に
対
し
瀬
長
市
長
不
信
任
に
躍

起
と
な
っ
て
、
合
併
論
に
消
極
的
態
度
を
み

せ
て
い
た
那
覇
市
会
野
党
側
も
漸
く
方
向
を

転
じ
て
合
併
促
進
両
市
関
係
者
の
懇
談
会
開

催
に
賛
意
を
表
す
る
よ
う
に
な
り
、
幾
度
び

か
立
消
え
に
な
っ
て
い
た
合
併
問
題
も
今
度

こ
そ
実
現
す
る
の
で
は
な
い
か
と
明
る
い
兆

し
が
ほ
の
み
え
て
き
た
と
い
う
。
そ
の
成
り

行
き
は
両
市
民
に
と
っ
て
多
大
の
関
心
と
期

待
が
注
が
れ
て
い
る
が
、
那
覇
市
と
真
和
志

市
と
の
合
併
問
題
は
戦
前
か
ら
提
唱
さ
れ
て

い
た
こ
と
だ
し
、
戦
後
も
市
長
や
市
議
選
挙

の
あ
る
度
び
毎
に
公
約
と
し
て
打
ち
出
さ
れ

て
き
た
の
に
拘
わ
ら
ず
政
治
的
な
か
け
ひ
き

な
ど
も
か
ら
み
合
っ
て
今
日
ま
で
未
解
決
の

ま
ま
見
送
ら
れ
て
き
た
の
は
周
知
の
通
り
で

あ
る
。
現
在
の
那
覇
市
の
変
則
的
な
形
態
は
誰
れ

が
見
て
も
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
く
、
那
覇

市
の
一
端
が
真
和
志
市
に
よ
っ
て
両
断
さ
れ

て
い
る
な
ど
行
政
区
画
と
し
て
は
必
ず
し
も

異
例
な
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、
奇
形
は

ど
こ
ま
で
も
奇
形
で
あ
っ
て
、
市
民
を
代
表

し
て
政
治
に
参
画
す
る
人
々
の
カ
牛
角
上
の

争
い
を
そ
の
ま
ま
形
の
上
で
現
わ
し
て
い
る

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

両
市
合
併
の
必
然
性
と
合
理
性
と
は
す
で

に
論
じ
尽
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
そ

れ
が
何
故
、今
日
ま
で
見
送
ら
れ
き
た
の
か
、

実
現
を
阻
ん
で
き
た
の
が
何
ん
で
あ
っ
た

か
、
今
さ
ら
ぐ
ち
を
並
べ
た
て
た
と
こ
ろ
で

詮
な
い
こ
と
だ
が
、
合
併
談
議
に
参
与
し
て

い
た
人
々
も
こ
の
際
素
直
に
反
省
す
る
と
こ

ろ
が
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

市
長
や
議
員
の
改
選
期
に
な
る
と
思
い
出

し
た
よ
う
に
合
併
論
が
強
よ
気
に
叫
ば
れ
る

が
、
結
局
は
選
挙
民
の
関
心
を
買
う
、
お
座

な
り
演
説
を
く
り
返
し
て
い
た
に
す
ぎ
な

い
。
合
併
促
進
委
員
会
も
設
け
ら
れ
て
い
た

筈
だ
が
、
こ
れ
と
て
有
名
無
実
の
存
在
で
し

か
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
、
こ
れ
ま
で
の
例

だ
が
、
今
度
開
か
れ
る
と
い
う
懇
談
会
も
大

乗
的
な
気
持
で
取
っ
組
む
の
で
な
け
れ
ば
単

な
る
話
し
合
い
に
終
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

な
い
。
最
も
懸
念
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
だ
が
、

瀬
長
市
長
を
は
じ
め
反
当
局
派
、
当
局
派
を

問
わ
ず
、
い
ず
れ
も
両
市
の
合
併
促
進
は
公

約
と
し
て
と
り
あ
げ
て
い
る
の
だ
か
ら
今
さ

ら
ソ
ッ
ポ
を
向
け
る
ワ
ケ
に
も
い
く
ま
い
。

こ
の
好
機
を
逸
し
た
の
で
は
選
挙
民
を
裏
切

る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

方
式
や
時
期
に
つ
い
て
は
多
少
異
論
も
あ

ろ
う
が
、
合
併
を
実
現
さ
せ
る
と
い
う
一
点

で
は
当
局
派
も
反
当
局
派
も
見
解
に
変
り
は

な
い
と
思
わ
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
市
長
不

信
任
を
め
ぐ
っ
て
こ
と
ご
と
に
対
立
抗
争
す

る
那
覇
市
議
会
も
合
併
問
題
に
関
す
る
限
り

円
滑
な
意
見
調
整
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

は
な
か
ろ
う
。

瀬
長
市
長
や
当
局
派
側
と
し
て
は
瀬
長
追

い
出
し
策
に
も
ま
ぎ
ら
わ
し
い
合
併
強
行
な

ら
、
真
っ
向
う
か
ら
反
対
も
し
よ
う
が
、
も

と
も
と
合
併
問
題
は
市
長
を
信
任
す
る
と

か
、
し
な
い
と
か
と
は
別
個
の
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
で
硬
直
し
た
那

覇
市
政
の
ハ
ケ
口
を
合
併
に
求
め
る
と
い
う

表
現
も
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
そ
の

当
否
は
別
と
し
て
、
合
併
を
今
度
こ
そ
実
現

さ
せ
よ
う
と
い
う
た
め
に
は
関
係
当
事
者
た

ち
が
す
べ
て
の
わ
だ
か
ま
り
を
一
掃
し
て
虚

心
た
ん
か
い
に
話
し
合
い
を
進
め
る
の
で
な

け
れ
ば
、
ま
た
も
お
流
れ
と
な
ろ
う
。

問
題
を
こ
じ
ら
せ
る
の
は
形
式
と
か
時
期

の
点
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
て
市
長
や
議
員
た

ち
の
政
治
的
な
思
惑
か
ら
く
る
も
の
で
あ
っ

て
一
般
市
民
に
と
っ
て
は
差
し
て
問
題
に
す

る
ほ
ど
の
こ
と
で
も
な
い
。
現
在
両
市
の
市

民
生
活
は
実
質
的
に
は
既
に
一
体
化
し
て
い

る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
際
名
実
と
も
に
充

実
し
た
首
都
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
に
も
、
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そ
れ
ぞ
れ
の
地
盤
な
ど
に
と
ら
わ
れ
ず
、

す
っ
き
り
し
た
気
持
で
今
度
の
懇
談
会
を
結

実
さ
せ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。
暗
雲
に
閉

ざ
さ
れ
た
那
覇
市
政
が
合
併
に
よ
り
新
首
長

選
挙
、
そ
し
て
議
員
選
挙
と
明
朗
市
政
へ
の

脱
皮
を
促
進
さ
せ
て
く
れ
る
と
し
た
ら
幸
い

で
あ
る
。

自
治
法
、
選
挙
法
を
改
正
／
布

令
で
那
覇
市
の
現
状
打
開
／

議
会
過
半
数
で
不
信
任
成
立

可
能
に

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
25

モ
ー
ア
高
等
弁
務
官
は
二
十
四
日
、
布
令
の

琉
球
政
府
章
典
及
び
市
町
村
選
挙
法
と
民
立

法
の
市
町
村
自
治
法
を
そ
れ
ぞ
れ
改
正
す
る

布
令
を
公
布
、
那
覇
市
議
会
が
現
状
で
瀬
長

市
長
二
回
の
不
信
任
議
決
を
行
う
こ
と
を
可

能
な
ら
し
め
る
と
と
も
に
瀬
長
氏
の
後
任
市

長
選
挙
に
お
け
る
立
候
補
を
禁
止
す
る
破
廉

恥
罪
の
欠
格
条
件
追
加
な
ど
を
行
っ
た
。
こ

の
た
め
、
那
覇
市
で
は
直
ち
に
二
回
目
の
不

信
任
に
よ
る
瀬
長
市
長
の
失
職
と
後
任
市
長

選
挙
が
新
し
く
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

モ
ー
ア
高
等
弁
務
官
は
二
十
四
日
午
後
四

時
、
ラ
イ
カ
ム
に
与
儀
立
法
院
議
長
、
仲
松

上
訴
裁
首
席
判
事
、
星
民
主
党
幹
事
長
、
安

里
社
大
党
委
員
長
、
平
良

幸

同
書
記
長
、

下
里
立
法
院
議
員
、
高
良
那
覇
市
会
議
長
、

渡
口
同
副
議
長
、
富
原
琉
銀
総
裁
、
兼
島
市

町
村
長
副
会
長
、
高
嶺
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
長
、

比
嘉
沖
縄
新
聞
専
務
、
親
泊
琉
球
新
報
社
長

ら
を
招
き
、
バ
ー
ジ
ャ
ー
首
席
民
政
官
、
ギ

リ
ー
ス
副
民
政
官
ら
を
伴
っ
て
出
席
。

市

町
村
自
治
法
と
市
町
村
選
挙
法
を
改
正
す
る

布
令

を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
、
こ
の
措
置
は

那
覇
市
議
会
が
過
半
数
の
野
党
で
占
め
な

が
ら
現
行
自
治
法
の
範
囲
で
市
長
の
再
度
不

信
任
が
で
き
な
い
と
い
っ
た
民
主
主
義
の
理

念
に
反
し
た
法
の
技
術
的
欠
陥
に
よ
り
行

詰
っ
た
那
覇
市
問
題
を
打
開
す
る
た
め
執
ら

れ
た
措
置
で
あ
る

と
い
う
趣
旨
の
声
明
を

出
し
た
。

瀬
長
市
長
締
め
出
さ
る
／
三
つ
の
改
正

布
令
で

那
覇
市
問
題
に
関
す
る
琉
球
政
府
章
典

五

二
年
布
令
六
十
八
号

市
町
村
議
会
議
員
及

市
町
村
長
選
挙
法

五
四
年
布
令
十
七
号

市
町
村
自
治
法

五
三
年
立
法
一
号

の
各

改
正
布
令
に
お
け
る
主
な
改
正
点
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

１
、
二
回
目
の
不
信
任
議
会
は
議
員
総
数

の
過
半
数

現
行
は
三
分
の
二
以
上

が

出
席
し
、
出
席
議
員
の
過
半
数
で
不
信
任

議
決
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

市
町
村

自
治
法
第
百
十
三
条
の
改
正

２
、
第
一
項
の
不
信
任
議
決
で
市
町
村
長

が
職
を
失
い
、
そ
の
市
町
村
に
助
役
も
欠

け
て
い
る
ば
あ
い
、
議
会
は
議
員
又
は
他

の
被
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
中
か
ら
市
町

村
長
代
理
を
選
任
で
き
る
。

３
、
市
町
村
長
と
議
会
と
の
間
の
争
い
に

つ
い
て
正
当
な
調
停
訴
訟
手
続
に
よ
り
解

決
さ
れ
な
い
と
き
は
、
行
政
主
席
が
、
こ

れ
を
決
定
で
き
る
。

４
、
市
町
村
長
、
市
町
村
議
会
議
員
も
立

法
院
議
員
同
様
に
破
廉
恥
罪
を
犯
し
た
者

は
立
候
補
で
き
な
い
よ
う
に
、
そ
の
欠
格

条
件
の
中
に
つ
け
加
え
る
。

こ
れ
ら
一
連
の
改
正
に
よ
っ
て
那
覇
市
の
場

合
、
①
市
会
が
瀬
長
市
長
を
不
信
任
議
決
し

②
同
時
に
市
長
代
理
を
選
任
③
後
任
市
長
選

挙
が
行
わ
れ
る
が
④
そ
の
際
、
瀬
長
亀
次
郎

氏
は
一
九
五
四
年
十
月
犯
人
隠
匿
ほ
う
助
罪

で
有
罪
判
決
を
受
け
て
い
る
の
で
破
廉
恥
罪

と
し
て
立
候
補
を
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

高
等
弁
務
官
布
令
第
二
号
／
市
町
村
自

治
法

一
、
一
九
五
七
年
六
月
五
日
付
行
政
命
令
第

一
〇
七
一
三
号
第
二
節
に
よ
り
高
等
弁
務
官

に
留
保
さ
れ
た
る
権
限
に
も
と
づ
い
て
市
町

村
自
治
法
一
九
五
三
年
立
法
第
一
号

改
正

一
九
五
三
年
立
法
第
四
九
号
及
び
一
九
五
七

年
立
法
第
九
四
号

は
こ
こ
に
さ
ら
に
改
正

さ
れ
た
。

二
、
第
百
十
三
条
第
３
項
は
削
除
さ
れ
次
の

二
項
が
こ
れ
に
代
る
。

３
、
第
一
項
に
既
定
さ
れ
た
不
信
任
の
議

決
に
つ
い
て
は
、
議
員
数
の
三
分
の
二
以

上
の
者
が
出
席
し
、
出
席
者
の
四
分
の
三

以
上
の
同
意
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
２
項
に
既
定
さ
れ
た
る
不
信
任
の
議
決

に
つ
い
て
は
議
員
の
過
半
数
が
出
席
し
て

同
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
、
第
九
十
一
条
な
ら
び
に
第
百
八
十
一

条
の
規
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
条
の
も

と
で
不
信
任
の
議
決
の
結
果
市
町
村
長
が

職
を
失
っ
た
場
合
、
そ
し
て
関
係
市
町
村

が
助
役
が
い
な
い
場
合
、
議
会
は
、
市
町

村
長
が
そ
の
職
を
失
っ
て
か
ら
二
十
四
時

間
以
内
に
、
議
員
も
し
く
は
市
町
村
長
と

し
て
の
資
格
を
有
し
、
関
係
市
町
村
に
居

住
す
る
者
の
中
か
ら
、
市
町
村
長
選
挙
が

行
わ
れ
新
市
町
村
長
が
そ
の
職
に
つ
く
ま

で
、
市
町
村
長
の
職
務
を
代
行
す
る
市
長

代
理
を
多
数
決
投
票
に
よ
っ
て
選
ば
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
場
合
第
三
十
四

条
２
項
及
び
第
八
十
一
条
２
項
の
規
定
は

適
用
さ
れ
な
い
。

新
た
に
選
ば
れ
た
市
町
村
長
が
そ
の
職
に

つ
い
た
ら
、
市
町
村
長
代
理
は
、
も
し
彼

が
議
会
議
員
の
場
合
、
議
員
と
し
て
の
職

務
に
つ
く
。

三
、
第
百
十
一
条
の
第
五
項
は
現
在
の
規
定

を
削
除
し
次
の
規
定
に
代
る
。
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５
、
も
し
市
町
村
長
と
市
町
村
議
会
議
員

の
間
に
争
点
が
あ
り
、
こ
の
争
点
が
第
百

八
十
一
条

四
の
規
定
で
解
決
さ
れ
な
い

場
合
は
、問
題
は
行
政
主
席
に
提
出
さ
れ
、

主
席
は
こ
の
争
点
を
決
定
、
発
表
し
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
決
定
発
表
が
あ
っ
て

十
四
日
以
内
に
市
町
村
長
ま
た
は
議
会
は

こ
の
決
定
を
巡
回
裁
判
所
に
提
訴
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

四
、
本
布
令
の
有
効
日
は
一
九
五
七
年
十
一

月
二
十
三
日
と
す
る
。

高
等
弁
務
官
に
代
り

民
政
官
陸
軍
准
将
ヴ
ォ
ン
ナ
・
Ｆ
・

バ
ー
ジ
ャ
ー

軍
政
府
布
令
第
十
七
号
改
正
七
号
／
市

町
村
議
会
議
員
及
市
町
村
長
選
挙
法

一
、
一
九
五
〇
年
七
月
七
日
付
軍
政
府
布
令

第
十
七
号
は
、
こ
こ
に
第
一
章
、
第
三
条
に

次
の
条
項
を
加
え
て
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ

た
。六
、
い
か
な
る
人
と
い
え
ど
も
重
罪
犯
又

は
道
徳
的
な
破
廉
恥
罪
を
犯
し
ま
だ
赦
免

さ
れ
て
い
な
い
者
は
市
町
村
長
又
は
市
町

村
議
会
議
員
に
選
ば
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
二
、
本
改
正
の
有
効
日
は
一
九
五
七
年
十

一
月
二
十
三
日
と
す
。

高
等
弁
務
官
に
代
っ
て

民
政
官
陸
軍
准
将
ヴ
ォ
ン
ナ
・
Ｆ
・

バ
ー
ジ
ャ
ー

民
政
府
布
令
第
六
十
八
号
改
正
八
号
／
琉

球
政
府
章
典

一
、
一
九
五
二
年
二
月
二
十
九
日
付
民
政
府

布
令
第
六
十
八
号
改
正
は
こ
こ
に
さ
ら
に
第

二
十
二
条
の
最
後
の
項
を
削
除
、
次
の
条
文

に
代
え
て
改
正
さ
れ
た
。
い
か
な
る
人
と
い

え
ど
も
重
大
な
罪
を
犯
し
又
は
道
徳
的
な
破

廉
恥
罪
を
犯
し
ま
だ
赦
免
さ
れ
て
い
な
い
者

は
立
法
院
議
員
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

二
、
本
改
正
は
一
九
五
七
年
十
一
月
二
十
三

日
か
ら
効
力
を
有
す
る
。

高
等
弁
務
官
に
代
り

民
政
官
米
陸
軍
准
将
ヴ
ォ
ン
ナ
・
Ｆ
・

バ
ー
ジ
ャ
ー

米
国
の
責
務
を
果
す
／
民
主
政

治
の
永
続
的
力
に
寄
与
／
モ

弁
務
官
声
明

琉
新
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朝
　
１
９
５
７
・
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・
25

此
等
の
改
正
に
つ
い
て
高
等
弁
務
官
室
は
次

の
声
明
を
発
表
し
た
。

過
去
十
二
カ
年
半
に
わ
た
り
沖
縄
人
と
米
国

人
は
お
互
に
願
望
と
す
る
民
主
主
義
理
念
と

人
道
の
原
則
を
基
調
と
す
る
有
効
的
に
し
て

責
任
あ
る
政
府
を
設
立
せ
ん
と
努
力
し
て
き

た
。
終
戦
直
後
以
来
米
国
政
府
は
琉
球
に
お

い
て
真
に
運
用
で
き
る
選
挙
制
度
、
即
ち
時

勢
に
応
じ
て
民
衆
の
意
志
を
自
由
に
表
現
で

き
る
制
度
｜
を
確
立
す
る
責
任
を
切
実
に
感

じ
、
こ
の
目
的
で
種
々
の
布
告
、
布
令
が
公

布
さ
れ
立
法
院
は
法
を
採
択
し
そ
れ
ら
の
法

律
の
全
体
の
力
が
沖
縄
住
民
に
と
っ
て
民
主

制
度
を
樹
立
す
る
健
全
な
骨
組
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

琉
球
の
自
由
選
挙
制
度
を
支
持
し
て
い
る
法

的
組
織
に
は
二
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
第
一
に

そ
れ
は
共
同
事
業
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
立
法
院
は
米
国
当
局
と
密
接

に
協
議
し
且
つ
沖
縄
の
直
面
し
て
い
る
問
題

に
つ
い
て
ま
す
ま
す
そ
れ
自
体
の
理
解
を
深

め
る
面
に
お
い
て
多
く
の
貢
献
を
し
て
き

た
。
第
二
に
そ
れ
は
変
動
し
て
い
く
時
勢
の

要
求
に
敏
感
に
即
応
す
る
制
度
で
あ
る
、
す

べ
て
の
法
律
は
人
間
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る

も
の
で
あ
り
、
決
し
て
完
全
な
も
の
で
は
な

い
。
故
に
法
の
精
神
と
意
図
が
適
用
す
る
際

十
分
示
さ
れ
る
の
を
保
証
す
る
こ
と
は
政
府

の
重
要
な
役
目
で
あ
る
。

六
十
四
の
市
町
村
の
中
多
数
政
治
な
る
も
の

が
失
敗
し
た
の
は
僅
か
一
つ
で
あ
る
こ
と
は

沖
縄
人
の
政
治
的
成
長
に
と
っ
て
讃
辞
に
値

す
る
も
の
で
あ
る
。
琉
球
の
首
都
で
あ
り
最

も
人
口
の
多
い
那
覇
市
に
お
い
て
民
主
政
治

な
る
も
の
が
行
詰
り
に
到
達
し
た
と
い
う
こ

と
は
実
に
不
幸
で
あ
る
。
現
市
長
は
昨
年
十

二
月
市
民
の
僅
か
少
数
の
支
持
で
も
っ
て
そ

の
職
に
つ
い
た
。

市
長
の
政
策
態
度
及
び
行
為
は
か
か
る
性
質

の
た
め
選
挙
後
間
も
な
く
政
府
の
首
脳
、
民

間
の
指
導
者
並
び
に
皆
様
の
代
表
で
あ
る
立

法
院
議
員
は
市
長
解
任
の
緊
急
嘆
願
を
表
明

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
問
題
は
沖
縄
の

皆
様
方
が
処
理
す
る
も
の
だ
と
考
え
何
ら
の

処
置
も
講
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

市
長
就
任
後
六
カ
月
に
し
て
反
瀬
長
側
は

市
議
会
を
し
て
市
長
を
解
職
す
る
の
に
十
分

な
勢
力
を
獲
得
し
二
十
四
対
六
と
い
う
圧
倒

的
な
数
で
不
信
任
を
可
決
し
た
の
で
あ
っ

た
。
市
長
に
よ
る
議
会
解
散
後
行
わ
れ
た
選

挙
に
お
い
て
瀬
長
は
そ
の
ま
ま
職
に
残
る
べ

き
か
ど
う
か
が
問
題
に
さ
れ
那
覇
市
の
有
権

者
は
十
七
名
の
反
瀬
長
候
補
者
、
即
ち
明
ら

か
な
大
多
数
を
選
出
し
た
。

当
時
の
法
律
の
下
で
は
、
こ
の
大
多
数
は
第

二
回
目
の
不
信
任
議
決
を
な
す
の
に
十
分
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
議
員
の
三
分
の
二
の
出

席
を
求
め
る
と
い
う
点
で
条
項
の
制
限
を
受

け
た
。
し
か
し
な
が
ら
本
日
発
表
に
な
っ
た

改
正
の
下
で
は
第
二
回
目
の
不
信
任
議
決
は

議
員
総
数
の
過
半
数
を
必
要
と
し
て
い
る
。

こ
の
改
正
で
選
出
さ
れ
た
議
会
の
三
分
の
一

を
一
人
で
も
超
え
る
数
で
も
っ
て
市
長
を
解

職
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
れ
ま
で
の

誤
っ
た
解
釈
の
可
能
性
を
取
り
除
く
と
い
う

点
に
お
い
て
選
出
さ
れ
た
、
市
長
は
大
い
に

保
護
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
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九
月
十
日
に
新
し
い
議
会
が
開
か
れ
て
以
来

那
覇
市
民
は
民
主
的
過
程
に
お
け
る
ひ
ど
い

こ
じ
つ
け
を
目
撃
し
て
き
た
。
従
来
の
法
律

は
少
数
に
よ
る
支
配
を
是
認
し
、
し
た
が
っ

て
三
十
名
の
那
覇
市
会
議
員
の
う
ち
十
二
名

が
欠
席
戦
術
を
と
り
、
そ
し
て
、
市
会
の
大

多
数
の
活
動
を
妨
げ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
法
律
と
し
て
も
ま
た
住
民
と

し
て
も
如
何
な
る
少
数
派
に
も
与
え
る
こ
と

を
意
図
し
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
九
月
十
七

日
に
那
覇
市
会
か
ら
の
陳
情
に
よ
り
行
政
主

席
は
行
詰
り
を
解
決
し
た
か
も
知
れ
な
い
議

案
を
立
法
院
に
送
付
し
た
。
し
か
し
な
が
ら

立
法
院
は
、
こ
の
議
案
に
対
し
て
処
置
を
講

じ
な
か
っ
た
。
市
長
が
政
党
の
利
益
の
た
め

に
市
の
資
金
を
利
用
す
べ
き
で
な
い
と
の
理

由
に
基
き
最
近
、
市
議
会
が
市
長
提
出
の
予

算
を
拒
否
し
た
と
き
、
市
長
は
市
会
の
開
会

中
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
那
覇
市
民
の
代
表
者
の

意
志
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
予
算
を

専
決
処
分
に
付
し
た
。
市
議
会
は
こ
の
独
裁

的
な
行
為
に
対
す
る
救
助
の
途
を
裁
判
所
に

求
め
予
算
執
行
停
止
命
令
を
要
請
し
市
長
の

専
決
処
分
取
消
し
の
訴
訟
を
提
起
し
た
が
巡

回
裁
判
所
並
び
に
上
訴
裁
判
所
は
こ
の
停
止

命
令
の
要
請
を
却
下
し
た
。
し
か
し
こ
の
却

下
は
市
長
専
決
処
分
を
支
持
し
た
か
ら
で
は

な
く
こ
の
事
件
が
行
政
問
題
で
あ
り
裁
判
所

の
権
限
外
だ
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

結
果
は
あ
ま
り
に
も
明
白
で
あ
る
即
ち
そ
れ

は
存
続
す
る
無
益
な
行
詰
り
で
あ
り
、
拡
大

さ
れ
た
沖
縄
の
自
治
権
に
対
す
る
障
害
で
あ

り
、
ま
た
那
覇
の
市
民
お
よ
び
納
税
者
に
対

す
る
不
正
行
為
で
あ
る
。
米
国
当
局
は
こ
の

状
態
が
お
の
ず
か
ら
是
正
さ
れ
る
こ
と
を
希

望
し
て
首
都
那
覇
市
の
動
向
に
注
目
し
て
き

た
。
意
外
に
も
多
数
の
沖
縄
の
方
々
が
個
人

的
に
又
は
書
簡
で
も
っ
て
若
し
く
は
新
聞
紙

上
を
通
し
て
高
等
弁
務
官
が
効
果
的
な
処
置

を
と
る
様
要
請
し
て
き
た
。

最
近
、
市
町
村
長
会
の
会
長
並
び
に
副
会
長
、

那
覇
市
議
会
そ
の
他
、
多
数
の
民
間
団
体
の

代
表
者
か
ら
高
等
弁
務
官
の
仲
裁
を
要
請
し

た
署
名
入
り
の
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
た
。
法

律
上
の
専
門
的
な
理
屈
が
住
民
と
そ
の
大
多

数
が
表
明
し
て
い
る
要
望
と
の
間
に
存
在
し

て
い
る
こ
と
を
放
任
す
る
の
は
高
等
弁
務
官

に
と
っ
て
お
か
し
な
こ
と
で
あ
る
と
多
数
の

沖
縄
の
方
々
が
指
摘
し
て
き
た
。
現
那
覇
市

長
が
大
多
数
の
意
志
を
代
表
す
る
こ
と
を
期

待
さ
え
も
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
去
っ

た
市
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
僅
か
十
三
名
の

候
補
者
を
送
り
出
し
た
こ
と
や
そ
の
後
の
議

会
対
策
に
専
念
し
た
こ
と
で
も
は
っ
き
り
し

て
い
る
。

那
覇
市
長
は
従
来
の
市
町
村
自
治
法
の
欠
陥

を
度
々
利
用
し
て
き
た
。
そ
し
て
市
長
の
支

持
者
が
行
使
し
て
き
た
欠
席
戦
術
は
こ
の
法

律
の
精
神
と
意
図
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
市
長
の
偽
の
政
治
力

は
屡
々
自
任
し
て
い
る
神
聖
な
民
主
主
義
理

念
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
人
間
が
作
っ
た
法

律
に
あ
る
数
々
の
重
大
な
技
術
的
欠
陥
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
法
律
は
住
民
の
自
由

に
表
示
さ
れ
た
意
志
が
こ
の
法
律
に
よ
っ
て

支
配
さ
れ
る
す
べ
て
の
人
々
の
目
標
で
あ
る

と
の
前
提
に
基
い
て
か
か
れ
た
も
の
で
少
数

派
に
よ
る
分
裂
活
動
を
予
期
し
な
か
っ
た
こ

と
は
非
現
実
的
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
柄
を
念
頭
に
お
き
か
つ
沖
縄
の

指
導
者
や
代
表
者
の
方
々
と
の
綿
密
な
る
相

談
の
後
に
高
等
弁
務
官
は
も
し
、
米
国
政
府

が
沖
縄
の
皆
様
に
対
し
て
そ
の
責
務
を
適
切

に
果
す
た
め
に
は
早
急
に
き
ょ
う
正
処
置
を

と
ら
ざ
る
を
得
な
い
も
の
と
決
定
し
た
の
で

あ
る
。
高
等
弁
務
官
は
遺
憾
な
が
ら
こ
の
処

置
を
と
っ
た
が
然
し
同
時
に
こ
の
事
は
、
琉

球
に
於
け
る
民
主
政
治
の
永
続
的
力
に
寄
与

す
る
と
の
深
い
信
念
を
も
っ
て
と
っ
た
処
置

で
あ
る
。
沖
縄
の
皆
様
が
こ
の
問
題
を
当
地

に
於
け
る
民
主
制
度
の
長
期
的
発
展
の
見
地

か
ら
観
察
さ
れ
自
治
の
特
典
と
多
数
政
治
の

原
理
を
熱
心
に
擁
護
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
す

る
も
の
で
あ
る
。

瀬
長
市
長
不
信
任
議
決
へ
／

き
ょ
う
開
会
と
同
時
に
／
代

理
市
長
に
は
東
江
氏
か
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那
覇
市
会
は
、
き
ょ
う
午
前
十
時
か
ら
再
開

さ
れ
る
が
、
野
党
側
で
は
、
今
日
中
に
瀬
長

市
長
の
不
信
任
案
を
出
し
、
与
党
の
反
対
を

押
切
っ
て
可
決
す
る
方
針
で
あ
る
。こ
れ
は
、

二
十
三
日
付
の
布
令
で
市
町
村
自
治
法
な
ど

の
関
係
法
令
が
一
部
改
正
さ
れ
、
瀬
長
市
長

の
不
信
任
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
な
さ

れ
る
も
の
で
、
き
ょ
う
の
本
会
議
に
は
従
来

欠
席
戦
術
を
と
っ
て
い
た
与
党
十
二
議
員
も

全
員
出
席
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
市
長
不

信
任
に
ひ
き
つ
づ
き
、
市
会
は
市
長
代
理
を

選
任
す
る
が
野
党
の
推
せ
ん
者
に
対
し
、
与

党
側
も
対
抗
馬
を
立
て
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
活
発
な
論
戦
が
展
開
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
み
ら
れ
る
。

那
覇
市
会
野
党
側
で
は
”
布
令
改
正
”
に
伴

う
対
策
打
合
わ
せ
の
た
め
、
二
十
四
日
午
後

五
時
か
ら
安
里
琉
石
ク
ラ
ブ
に
全
員
が
集

合
、
当
間
主
席
も
交
え
て
一
、
不
信
任
案
提

出
の
時
期
。
二
、
市
長
代
理
の
選
任
に
つ
い

て
打
合
わ
せ
た
結
果
、
不
信
任
案
は
き
ょ
う

十
時
市
会
開
会
へ
き
頭
直
ち
に
提
出
す
る
。

三
、
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
市
長
代

理
に
那
覇
市
の
総
務
課
長
、
水
道
課
長
を
勤

め
、
市
の
事
情
に
く
わ
し
い
現
政
府
情
報
課
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長
東
江
誠
忠
氏
を
お
す
こ
と
を
全
員
一
致
で

決
め
、
東
江
氏
に
つ
い
て
は
二
十
五
日
主
席

が
責
任
を
も
っ
て
説
得
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
な
お
警
察
か
ら
主
席
に
報
告
さ
れ
た
情
報
に

よ
る
と
、
二
十
五
日
の
市
会
に
は
人
民
党
の

精
鋭
が
議
場
を
早
朝
か
ら
包
囲
、
不
信
任
議

決
の
場
合
、
野
党
に
危
害
を
加
え
る
お
そ
れ

も
あ
る
と
の
こ
と
で
、
こ
の
た
め
野
党
側
で

は
警
察
に
対
し
私
服
五
十
名
を
派
遣
、
議
場

の
秩
序
維
持
に
当
っ
て
貰
う
よ
う
要
請
し

た
。予
想
さ
れ
た
行
政
命
令
／
瀬
長
人
事
は

新
市
長
が
処
理

布
令
公
布
で
、
那
覇
市
会
野
党
議
員
は
、
き

の
う
夕
刻
か
ら
真
和
志
市
安
里
の
琉
石
ク
ラ

ブ
で
会
合
、
き
ょ
う
の
不
信
任
案
上
程
、
代

理
市
長
選
任
方
法
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し

た
。
席
上
、
高
良
議
長
は
、
記
者
団
に
対
し
、

き
ょ
う
中
に
不
信
任
案
を
可
決
し
代
理
市
長

を
選
任
す
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
た
。

高
良
議
長
談

き
ょ
う
中
に
瀬
長
市
長
の
不

信
任
案
を
上
程
、
可
決
す
る
と
と
も
に
市
長

代
理
を
任
命
す
る
。
市
長
代
理
の
選
任
方
法

は
、
皆
ん
な
に
は
か
っ
て
か
ら
き
め
た
い
。

瀬
長
市
長
の
退
陣
で
真
和
志
と
の
合
併
は
促

進
さ
れ
、
新
市
長
の
手
で
来
年
四
月
ま
で
に

解
決
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
瀬
長
人
事
の
問
題

は
市
長
代
理
や
新
市
長
の
考
え
で
決
定
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。

瀬
長
市
長
は
十
三
名
の
少
数
与
党
を
か
か

え
、
欠
席
戦
術
で
辛
じ
て
市
長
の
い
す
を
守

り
、
そ
の
間
、
独
裁
で
市
政
を
運
営
し
て
き

た
。
私
は
行
政
命
令
が
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

こ
と
を
予
想
し
、
議
長
と
市
長
が
引
責
辞
職

す
る
よ
う
申
し
入
れ
た
が
聞
き
入
れ
て
く
れ

な
か
っ
た
の
は
残
念
だ
。
瀬
長
市
長
は
よ
く

人
工
衛
星
時
代
と
い
う
が
、
彼
の
考
え
は
古

い
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
一

部
の
手
先
と
な
り
、
一
部
の
人
間
を
つ
つ
い

て
い
る
と
大
政
治
家
に
は
な
れ
な
い
。
沖
縄

も
こ
れ
か
ら
月
の
世
界
に
移
住
す
る
計
画
を

た
て
る
よ
う
な
大
政
治
家
が
必
要
だ
。
瀬
長

氏
が
こ
ん
ご
八
十
万
住
民
の
た
め
に
働
く
こ

と
を
希
望
す
る
。

追
放
後
の
立
候
補
阻
止
が
狙
い

瀬
長
市
長
の
話

布
令
改
正
で
は
基
本
的
な

こ
と
で
あ
る
が
、
民
主
主
義
の
骨
幹
を
な
す

の
は
批
判
で
あ
る
。
こ
れ
の
自
由
は
基
本
的

人
権
の
な
か
で
も
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ

り
、ア
メ
リ
カ
政
府
の
政
策
に
批
判
を
加
え
、

住
民
の
立
場
か
ら
軍
事
優
先
で
な
く
、
民
の

利
益
を
第
一
で
あ
る
と
い
う
世
論
に
対
し
鉄

槌
を
下
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
改
正
を
那
覇
市
長
を
追
放
す
る
だ
け
で

は
な
し
に
、
将
来
起
る
で
あ
ろ
う
市
長
選
挙

に
お
い
て
立
候
補
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
の

が
ね
ら
い
で
あ
る
。

私
は
こ
う
思
う
／
ほ
と
ん
ど
が

合
併
促
進
説
／
第
三
回
課
題

／
那
覇
市
を
混
乱
か
ら
救
う
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第
三
回
”
私
は
こ
う
思
う
”
の
課
題

那
覇

市
を
混
乱
か
ら
救
う
途

は
応
募
数
二
十
五

通
で
、
そ
の
殆
ど
が
解
決
は
真
和
志
市
と
の

合
併
、そ
れ
も
全
議
員
、市
長
が
共
に
や
め
る

対
等
合
併
の
線
を
強
調
し
て
い
ま
し
た
。
係

対
等
合
併
望
む
／
一
切
の
感
情
を
流
せ

現
在
の
那
覇
市
会
の
混
乱
状
態
を
み
て
こ
れ

が
こ
の
ま
ま
続
く
こ
と
は
十
二
万
市
民
に

と
っ
て
不
利
益
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
い
も

の
は
お
る
ま
い
。

こ
の
際
、
わ
れ
わ
れ
市
民
も
ま
た
政
治
家
も

大
い
に
反
省
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
も
そ
も
那
覇
市
政
混
乱
の
遠
因
は
、

先
の
市
長
選
挙
に
保
守
分
裂
の
結
果
、
人
民

党
に
漁
夫
の
利
を
し
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
想
起
す
べ
き
で
あ
る
。

那
覇
市
民
の
大
多
数
が
瀬
長
市
長
の
在
職
を

希
ん
で
い
な
い
こ
と
は
、
先
の
市
長
選
挙
の

保
守
派
の
票
数
と
こ
ん
ど
の
解
散
議
会
の
再

選
挙
に
よ
る
野
党
側
の
票
数
か
ら
み
て
も
答

は
明
白
で
あ
る
。

沖
縄
当
地
の
現
状
か
ら
み
て
人
民
党
の
野
党

的
存
在
価
値
が
あ
る
程
度
必
要
で
は
あ
っ
て

も
、
行
政
担
当
者
と
し
て
住
民
の
た
め
に
不

利
益
で
あ
る
事
は
、
選
挙
の
都
度
、
票
数
に

依
っ
て
答
え
ら
れ
て
い
る
と
見
て
さ
し
つ
か

え
な
い
で
あ
ろ
う
。
然
し
な
が
ら
那
覇
市
長

は
、
民
主
主
義
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
、
そ
の

椅
子
を
勝
ち
得
た
の
で
あ
り
、
そ
の
地
位
と

権
利
に
対
し
て
一
応
認
め
る
の
が
当
然
で
あ

ろ
う
。

さ
き
に
、
市
長
不
信
任
決
議
に
成
功
し
て
解

散
に
な
っ
た
那
覇
市
会
が
、
再
び
不
信
任
を

目
指
し
て
再
選
挙
の
結
果
、
議
席
の
三
分
の

二
以
上
を
勝
ち
得
ず
し
て
与
党
が
勢
力
を
増

大
せ
し
め
た
事
は
瀬
長
市
長
出
現
を
め
ぐ
る

政
界
財
界
の
大
人
げ
な
い
首
脳
ゼ
ス
チ
ュ
ア

に
対
す
る
、
市
民
の
鞭
打
的
教
訓
と
見
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

従
っ
て
、
現
在
の
那
覇
市
議
会
野
党
が
不
信

任
強
行
に
八
方
手
を
つ
く
し
て
手
こ
ず
っ
て

い
る
有
様
は
、
あ
ま
り
に
無
反
省
な
近
視
眼

的
な
政
治
家
の
軽
挙
盲
動
で
あ
り
、
市
民
に

と
っ
て
冷
笑
も
の
で
あ
る
。
真
に
民
主
主
義

政
治
の
理
念
に
徹
し
、
十
二
万
那
覇
市
民
の

利
益
と
幸
福
を
想
う
政
治
家
が
お
る
と
す
れ

ば
一
日
も
早
く
、
従
来
の
行
が
か
り
と
感
情

を
棄
て
ゝ
与
野
党
の
共
通
政
策
で
あ
る
真
和

志
市
と
の
対
等
合
併
を
実
現
さ
せ
、
瀬
長
市

長
の
政
治
的
面
目
を
保
た
せ
、
市
民
に
新
し

い
希
望
を
も
っ
て
新
市
長
選
挙
に
依
り
琉
球
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政
治
の
進
む
べ
き
途
を
明
示
さ
せ
る
の
が
、

現
在
の
那
覇
市
政
混
乱
を
打
開
す
る
最
良
の

途
と
考
え
る
。

那
覇
市
若
狭
町
一
の
二
六
六
番
地

川
満
泰
恵

四
三
歳

職
業
・
第
一
旅
行
社
社
長

合
併
が
先
決
／
新
首
都
で
再
出
発

那
覇
市
政
の
混
乱
は
そ
の
極
に
達
し
民
主

政
治
の
稚
拙
を
内
外
に
ば
く
露
し
、
沖
縄
の

自
治
権
獲
得
に
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
を
招
く
事

を
恐
れ
る
問
題
の
出
現
は
瀬
長
市
長
の
出
現

で
あ
る
が
瀬
長
が
市
長
に
な
っ
た
の
は
選
挙

の
結
果
で
あ
り
妥
当
で
あ
る
。
現
在
与
党
は

欠
席
戦
術
に
よ
り
市
長
を
現
在
及
び
将
来
に

健
全
な
ら
し
め
て
い
る
。
野
党
も
市
長
を
辞

め
さ
せ
る
為
打
っ
た
凡
ゆ
る
方
策
が
失
敗
し

た
今
日
与
党
議
員
の
出
席
を
持
っ
て
市
長
を

不
信
任
す
る
と
い
う
態
度
を
放
棄
し
全
員
出

席
の
議
会
を
つ
く
り
那
覇
市
発
展
の
方
策
を

樹
て
た
ら
ど
ん
な
も
の
か
？
、
市
の
発
展
の

根
底
は
境
域
の
確
定
で
あ
る
。
ど
こ
か
ら
ど

こ
ま
で
が
那
覇
市
で
あ
る
と
い
う
地
域
が
確

定
し
な
け
れ
ば
総
合
的
な
都
計
は
成
り
た
た

な
い
。
そ
れ
に
は
真
和
志
市
合
併
に
よ
る
大

首
都
の
建
設
が
基
礎
に
な
る
。
そ
の
意
味
で

も
真
和
志
市
の
合
併
は
先
決
条
件
で
あ
る

し
、
又
野
党
の
主
張
す
る
瀬
長
の
退
陣
も
同

時
に
決
行
さ
れ
て
一
挙
両
得
で
あ
る
。

即
ち
合
併
に
よ
っ
て
両
市
長
は
辞
め
両
市
会

は
解
散
し
新
し
い
那
覇
市
を
誕
生
さ
せ
る
の

が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
先
に
合
併
が

失
敗
し
た
の
は
政
界
上
層
部
の
感
情
の
対
立

と
か
利
益
の
相
反
と
か
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

り
、
両
市
の
市
民
や
沖
縄
の
住
民
は
心
か
ら

合
併
に
よ
る
大
首
都
の
誕
生
を
願
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
瀬
長
氏
で
も
人
間
で
あ
り
誇
り

を
持
つ
、
余
り
い
じ
め
通
し
て
や
め
さ
せ
よ

う
と
し
て
も
辞
め
る
筈
は
な
い
。
彼
の
顔
も

立
て
全
議
員
の
良
識
を
集
め
て
協
議
す
れ
ば

瀬
長
が
市
長
で
あ
る
限
り

云
々
は
解
決

出
来
る
強
い
て
意
地
を
張
り
通
し
て
機
会
を

失
う
と
悔
を
千
歳
に
残
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

玉
城
村
志
堅
原
区
比
嘉
健
清
41
歳
会
社

員対
等
合
併
せ
よ
／
責
任
は
与
野
党
に

市
民
の
利
益
の
た
め
解
決
を
急
げ
、
現
在

の
那
覇
市
の
混
乱
の
責
任
は
だ
れ
が
負
う
べ

き
か
考
え
て
み
よ
う
。
ま
ず
最
初
に
問
題
と

な
る
の
は
与
党
側
の
欠
席
戦
術
で
あ
る
。
議

員
と
し
て
選
ば
れ
た
以
上
、
議
会
に
出
席
し
、

自
分
の
公
約
の
範
囲
内
で
堂
々
と
所
信
を
発

表
し
て
こ
そ
始
め
て
市
民
へ
の
申
し
わ
け
も

た
と
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
か

ら
与
党
側
の
欠
席
戦
術
は
決
し
て
正
し
い
こ

と
で
は
な
い
。

つ
ぎ
に
野
党
側
だ
が
、
瀬
長
市
長
を
倒
す

こ
と
は
市
民
の
利
益
の
た
め
と
い
っ
て
い
る

以
上
、
常
に
市
民
福
祉
を
念
頭
に
お
く
べ
き

に
も
拘
ら
ず
、
予
算
を
全
面
否
決
し
、
デ
コ

ボ
コ
道
路
改
修
の
望
み
を
断
と
う
と
し
て
い

る
。以
上
考
え
て
み
る
と
、
混
乱
の
責
任
、
与

野
党
両
方
に
あ
り
、
決
し
て
片
方
だ
け
に
責

を
負
わ
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
の
が

現
状
で
あ
る
。
こ
う
な
る
と
決
論
は
一
つ
で

あ
る
。
即
ち
、
那
覇
市
会
の
与
野
党
、
市
長

は
全
員
が
責
任
を
と
っ
て
辞
め
る
べ
き
だ
と

い
う
こ
と
だ
。
た
だ
辞
め
て
も
つ
ま
ら
な
い

だ
ろ
う
か
ら
真
和
志
市
と
対
等
合
併
を
行
っ

た
ら
、
公
約
も
果
せ
る
こ
と
だ
し
一
石
二
鳥

で
あ
る
。
那
覇
市
松
尾
Ｂ
一
二
〇
29
歳
長
嶺
栄

み
ん
な
辞
め
よ
／
犬
猫
の
争
は
ご
免

那
覇
市
を
混
乱
か
ら
救
う
途
が
あ
る
だ
ろ

う
か
、
反
瀬
長
派
か
ら
言
え
ば
、
そ
れ
は
瀬

長
が
市
長
を
辞
め
る
こ
と
で
あ
り
、
瀬
長
派

で
は
、
横
須
賀
の
市
会
の
様
に
、
不
信
任
が

事
実
上
阻
止
さ
れ
て
居
る
か
ら
に
は
、
不
信

任
の
再
決
議
を
あ
き
ら
め
る
事
だ
と
言
う
に

ち
が
い
な
い
。
大
仰
と
言
え
ば
、
こ
の
沖
縄

は
す
で
に
内
戦
が
始
っ
て
居
る
と
言
い
た

い
。血
を
呼
ぶ
戦
い
は
な
い
か
も
知
れ
ぬ
が
、

そ
の
前
奏
曲
で
あ
り
進
軍
ラ
ッ
パ
で
あ
る
事

は
間
違
い
は
な
い
。

そ
し
て
、
ど
ち
ら
も
ど
こ
か
の
傭
兵
の
身

分
で
あ
る
の
だ
。
高
良
一
君
は
、
瀬
長
君
と

刺
違
え
て
死
な
ふ
と
悲
痛
そ
う
に
名
乗
り
を

あ
げ
て
居
る
が
瀬
長
は
無
理
心
中
は
嫌
だ
と

述
べ
て
い
る
。
無
理
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

相
手
が
野
郎
一
人
で
は
花
も
実
も
な
い
由
来

政
治
闘
争
は
、
冷
酷
で
あ
り
こ
う
か
つ
で
あ

る
。
ど
ん
な
モ
ラ
ル
な
言
葉
で
美
装
し
て
も

非
情
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
は
な
い
。
こ

れ
で
は
那
覇
市
を
混
乱
か
ら
救
う
途
は
見
つ

か
り
そ
う
も
な
い
。
だ
が
タ
ッ
タ
一
つ
だ
け

は
あ
る
。
そ
れ
は
瀬
長
君
も
、
全
市
議
も
総

辞
職
し
て
改
め
て
市
民
の
批
判
を
受
け
る
こ

と
で
あ
る
。

こ
れ
以
上
、
犬
猫
の
争
い
を
続
け
ら
れ
て

は
、
市
民
が
迷
惑
で
あ
る
。

み
ん
な
辞
め
な
さ
い
。

こ
れ
が
那
覇
市
を
救
う
最
良
な
途
で
あ
る
の

だ
。
那
覇
市
美
栄
橋
区
一
、
三
五
島
袋
紀
成

合
併
を
早
急
に

琉
球
新
報
社
の
今
週
の
課
題

那
覇
市
を
混

乱
か
ら
救
う
途

に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
考
え

て
み
た
。
な
か
な
か
重
要
な
問
題
で
、
こ
う

す
れ
ば
救
え
る
と
断
言
す
る
こ
と
は
一
寸
出

来
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
強
い
て
断
言
す

る
と
す
れ
ば
市
長
と
議
員
が
一
緒
に
辞
め
る

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
出
来
な
い
と

こ
ろ
に
現
在
の
混
乱
が
派
生
し
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、
問
題
は
む
ず
か
し
い
。
両
者
が

一
緒
に
辞
め
れ
ば
問
題
は
な
い
｜
｜
そ
れ
が

出
来
な
い
か
ら
と
い
っ
て
き
ょ
う
手
傍
観
も
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出
来
な
い
。
何
と
な
れ
ば
市
政
は
台
所
に
直

結
す
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
問
題
の
解
決
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る

こ
と
は
、
野
党
は
瀬
長
市
長
の
不
信
任
に
捉

わ
れ
す
ぎ
ず
、
又
与
党
は
欠
席
戦
術
に
出
ず

に
、
市
民
の
福
利
増
進
と
い
う
こ
と
を
念
頭

に
お
い
て
、
話
し
合
い
の
場
を
持
ち
、
何
と

か
解
決
策
を
見
出
す
こ
と
で
あ
る
、
野
党
が

市
長
不
信
任
の
旗
を
高
く
か
か
げ
れ
ば
、
か

か
げ
る
程
、
瀬
長
市
長
を
は
じ
め
与
党
議
員

は
反
パ
ツ
を
感
ず
る
に
違
い
な
い
。

結
局
、
野
党
側
の
ま
づ
い
手
は
瀬
長
市
長
が

テ
コ
で
も
動
か
な
い
よ
う
助
長
し
て
い
る
に

過
ぎ
な
い
。
両
者
と
も
意
地
の
張
り
合
い
が

市
民
生
活
を
暗
く
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ

て
、
真
和
志
と
の
合
併
問
題
等
を
早
急
に
進

め
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
退
く
に
し
て
も

市
長
は
大
義
名
分
が
た
つ
し
、
議
会
と
し
て

も
”
し
こ
り
”
を
残
さ
ず
に
良
い
と
思
う
。

那
覇
市
十
区
会
社
員
仲
間
友
吉

新
首
都
を
築
け
／
徒
ら
に
争
や
め
よ

こ
の
頃
、
那
覇
市
政
の
動
き
は
、
瀬
長
市
長

不
信
任
の
矢
を
真
和
志
市
と
の
合
併
問
題
に

向
け
ら
れ
、
市
民
の
注
視
を
あ
び
て
い
る
こ

と
は
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
真

和
志
市
と
の
合
併
問
題
は
長
年
論
議
さ
れ
な

が
ら
、
未
解
決
の
ま
ゝ
今
日
に
至
っ
た
も
の

で
あ
る
が
、
瀬
長
市
長
も
公
約
の
一
端
と
し

て
ぜ
ひ
実
現
さ
せ
た
い
意
向
の
よ
う
で
、
今

度
こ
そ
実
現
す
る
の
で
は
な
い
か
と
。
明
る

い
兆
が
ほ
の
み
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

市
長
、
市
会
議
員
の
選
挙
の
度
□
□
那
覇
市
、

真
和
志
市
と
の
合
併
問
題
を
叫
び
な
が
ら
、

い
ざ
当
選
と
な
る
と
、
ソ
ッ
ポ
を
向
い
て
何

等
好
転
を
み
せ
た
こ
と
の
な
い
問
題
だ
け

に
、
那
覇
市
議
会
は
大
事
を
と
っ
て
い
る
よ

う
に
み
え
る
。

真
和
志
市
議
会
側
が
那
覇
市
に
対
し
て
懇
談

会
の
申
込
み
は
そ
れ
だ
け
に
市
民
の
関
心
の

的
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
今
日
ま
で

の
那
覇
市
政
は
、
野
党
与
党
と
も
自
己
の
存

在
に
だ
け
気
を
と
ら
れ
、
合
併
問
題
に
は
消

極
的
態
度
を
み
せ
、
そ
し
て
那
覇
市
の
予
算

の
否
決
と
か
、
市
長
の
専
決
処
分
と
い
い
、

ま
た
専
決
処
分
執
行
停
止
の
裁
判
持
込
み

等
、
何
等
市
民
に
は
さ
ほ
ど
の
こ
と
で
な
い

も
の
に
、
や
っ
さ
も
っ
さ
の
市
会
の
や
り
方

に
は
、
誰
が
た
め
の
市
政
か
少
な
か
ら
ず
市

長
や
議
員
諸
氏
に
不
満
を
抱
く
も
の
で
あ

る
。
現
在
両
市
の
市
民
生
活
は
実
質
的
に
は
す
で

に
一
体
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
そ
れ
を
法

律
的
に
両
断
さ
れ
て
い
る
に
外
な
ら
な
い
。

幸
い
そ
れ
を
真
和
志
市
側
の
積
極
的
態
度

で
、
合
併
問
題
も
頭
を
も
た
げ
て
き
た
の
で

あ
る
か
ら
、
那
覇
市
議
会
も
こ
の
際
、
充
実

し
た
、
そ
し
て
海
外
に
も
恥
じ
な
い
那
覇
首

都
を
築
く
た
め
に
も
野
党
、
与
党
の
な
す
り

合
い
を
や
め
、
合
併
問
題
の
懇
談
会
を
い
た

ず
ら
に
、
水
か
け
論
に
終
ら
ず
結
実
さ
せ
、

そ
の
上
で
わ
だ
か
ま
り
の
な
い
、
よ
り
よ
き

首
都
の
政
治
が
執
行
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
す

る
も
の
で
あ
る
。

那
覇
市
楚
辺
一
区
四
班
又
吉
宗
一
　

瀬
長
市
長
の
退
陣
決
ま
る
／
十

六
対
十
で
不
信
任
案
を
可
決

／
10
カ
月
と
20
日
目
に
市
長

の
椅
子
去
る

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
11
・
25

注
目
の
那
覇
市
議
会
は
け
さ
十
時
半
開
会
さ

れ
た
が
、
開
会
と
同
時
に
渡
口

麗

議
員

か
ら
野
党
十
七
名
連
署
に
よ
る

瀬
長
市
長

不
信
任
案

が
緊
急
動
議
と
し
て
提
出
さ
れ
、

十
六
対
十
で
こ
れ
を
可
決
、
瀬
長
市
長
は
去

る
一
月
五
日
市
長
就
任
以
来
十
カ
月
と
二
十

日
間
で
市
長
の
イ
ス
を
去
る
こ
と
に
な
っ

た
。
な
お
市
会
は
午
後
二
時
再
開
、
代
理
市

長
に
東
江
誠
忠
氏
を
選
任
し
た
。

○

こ
の
日
、
那
覇
市
会
議
場
は
九
時
ご
ろ

か
ら
続
々
傍
聴
人
が
詰
め
か
け
、
開
会
の
十

時
半
に
は
五
百
名
以
上
の
傍
聴
人
が
議
場
を

取
り
巻
き
早
く
も
只
な
ら
ぬ
雲
行
、
こ
の
状

態
を
み
た
高
良
議
長
、
開
会
前
に
傍
聴
人
に

対
し

傍
聴
席
で
の
拍
手
、
ヤ
ジ
は
法
に
よ

り
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
静
粛
に
願
い
ま

す

と
要
望
し
た
。

○

こ
の
日
の
出
席
は
野
党
十
六
名
、
与
党

十
名
、
中
立
一
名
の
二
十
七
名
で
あ
る
。
開

会
と
同
時
に
渡
口
議
員
が
立
ち
、
緊
急
動
議

と
し
て
の
不
信
任
決
議
案
を
読
み
上
げ
る
、

い
さ
さ
か
震
え
を
お
び
た
声
が
議
場
に
流
れ

る
。
そ
の
間
与
党
側
は
悲
痛
な
表
情
で
こ
れ

に
聞
き
入
っ
て
い
る
。

○

渡
口
議
員
が
不
信
任
案
を
読
み
上
げ
る

ま
で
は
議
場
も
静
か
だ
っ
た
が
、
同
じ
く
渡

口
議
員
が

質
疑
、
討
論
を
打
切
っ
て
採
決

に
入
り
た
い

と
い
う
動
議
を
出
し
た
こ
と

か
ら
与
党
側
が
発
言
を
求
め
総
立
ち
と
な
っ

た
た
め
、傍
聴
席
も
そ
れ
に
呼
応
し
て
怒
号
、

バ
声
の
火
の
手
が
上
り
、
議
長
の

採
決
致

し
ま
す

と
い
う
声
も
殆
ど
聞
え
な
く
な
る
。

○

採
決
に
入
っ
た
と
こ
ろ
野
党
全
員
が
不

信
任
案
の
挙
手
を
す
る
、
十
六
対
十
で
も
み

抜
い
た
瀬
長
市
長
不
信
任
案
が
遂
に
成
立
し

た
。
時
計
の
針
は
ち
ょ
う
ど
午
前
十
時
四
十

分
を
指
し
て
い
た
。
こ
の
と
き
中
立
の
平
良

議
員
席
を
立
っ
て
記
者
席
に
近
づ
き

私
は

退
場
す
る
、
布
告
に
よ
る
解
決
は
望
ま
し
く

な
い
、
真
和
志
市
と
の
合
併
で
解
決
を
は
か

る
べ
き
だ

と
退
場
の
弁
を
語
っ
た
。

○

不
信
任
案
通
過
後
、
午
後
二
時
再
開
す

る
こ
と
に
し
て
散
会
し
た
が
、
野
党
側
議
員

が
タ
ク
シ
ー
に
乗
ろ
う
と
し
て
興
奮
し
た
群

集
に
包
囲
さ
れ
、
口
々
に
の
の
し
ら
れ
た
た

め
、
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
が
お
び
え
て
野
党
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議
員
を
車
に
乗
せ
た
ま
ま
逃
げ
出
す
、
運
転

手
を
失
っ
た
野
党
議
員
が
仕
方
な
く
車
か
ら

で
て
歩
く
と
、
そ
の
背
後
か
ら

覚
え
て
い

ろ

と
い
う
言
葉
が
な
げ
つ
け
ら
れ
る
。
高

良
議
長
の
五
七
年
型
の
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
も
運

転
手
が
群
集
に
お
ど
さ
れ
て
車
に
近
づ
け

ず
、
議
長
も
タ
ク
シ
ー
を
呼
び
と
め
て
や
っ

と
市
会
か
ら
脱
出
す
る
と
い
う
騒
ぎ
だ
っ

た
。再
び
第
二
の
瀬
長
が

瀬
長
市
長
の
話
　
基
地
権
力
者
に
よ
る
私

の
追
放
は
一
応
成
功
し
た
よ
う
だ
が
、
五

十
日
後
の
市
長
選
挙
の
結
果
、
再
び
第
二

の
瀬
長
が
那
覇
市
長
と
し
て
登
場
、
基
地

権
力
に
対
す
る
市
民
の
無
言
の
抵
抗
を
示

す
で
あ
ろ
う
。
不
当
な
圧
迫
、
干
渉
に
対

し
て
は
、
四
原
則
貫
徹
、
祖
国
復
帰
を
か

か
げ
た
闘
争
を
断
固
継
続
し
て
い
く
こ
と

を
宣
言
す
る
。

瀬
長
市
長
不
信
任
決
議
案

八
月
四
日
那
覇
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
い

て
、
那
覇
市
民
は
、
瀬
長
市
長
を
全
琉
球
の

首
都
那
覇
市
の
市
長
と
し
て
は
著
し
く
不
適

任
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
、
瀬
長
市
長
不

信
任
の
判
決
を
既
に
下
し
た
の
で
あ
り
ま

す
。然
る
に
瀬
長
市
長
は
、
こ
の
那
覇
市
民
の

厳
粛
な
る
判
決
を
無
視
し
て
、
市
町
村
自
治

法
の
盲
点
や
不
備
を
衝
き
、
欠
席
戦
術
及
び

専
決
処
分
の
行
政
行
為
に
よ
っ
て
、
独
裁
政

治
の
毒
牙
を
伸
し
つ
つ
あ
る
現
況
で
あ
っ

て
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
に
お
い
て
は
、
那

覇
市
民
の
福
祉
増
進
に
重
大
な
る
支
障
を
来

す
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
お
い
て
那
覇
市
議
会
と
し
て
は
、

那
覇
市
民
の
意
志
を
尊
重
し
て
、
民
主
主
義

を
守
り
、
共
産
党
及
び
人
民
党
の
隠
謀
を
撃

破
し
て
、
那
覇
市
永
遠
の
平
和
と
繁
栄
に
寄

与
す
る
た
め
に
瀬
長
市
長
を
不
信
任
す
る
。

”
那
覇
市
政
の
解
決
策
を
”
／

市
町
村
長
、
財
界
な
ど
が
陳

情琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
11
・
25

沖
縄
市
町
村
長
会
お
よ
び
那
覇
市
野
党
議
員

ら
が
モ
ー
ア
高
等
弁
務
官
に

那
覇
市
政
を

混
乱
か
ら
救
出
す
る
方
策
を
確
立
す
る
よ
う

に

と
陳
情
し
た
こ
と
が
二
十
四
日
の
民
政

府
報
道
局
発
表
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

▽
市
町
村
長
会
長
吉
元
栄
真
以
下
二
十
六
名

の
陳
情
文

那
覇
市
政
の
混
乱
は
法
の
不
備

を
悪
用
す
る
危
険
な
政
治
的
陰
謀
で
あ
る
。

こ
れ
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
は
や
が

て
同
様
な
事
態
が
全
琉
各
市
町
村
に
も
波
及

し
、
従
っ
て
全
琉
の
政
治
経
済
を
混
乱
せ
し

め
、
全
住
民
の
福
祉
を
阻
害
し
、
不
幸
な
事

態
を
招
来
せ
し
め
る
原
因
と
な
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
を
改
善
し
よ
う

と
す
る
全
琉
住
民
の
願
望
は
現
行
法
の
不
備

に
よ
っ
て
阻
止
さ
れ
て
い
る
。
琉
球
政
治
の

最
高
責
任
者
た
る
高
等
弁
務
官
の
責
任
に
お

い
て
今
日
の
那
覇
市
政
を
混
乱
よ
り
救
い
、

全
琉
球
住
民
の
暗
い
不
安
を
一
掃
し
、
一
日

も
早
く
明
る
い
民
主
政
治
を
展
開
せ
し
む
る

方
策
を
確
立
し
て
も
ら
い
た
い
。

吉
元
市
町
村
会
長
、
兼
島
信
助
市
町
村
会
副

会
長
、
渡
ケ
次
賀
善
同
副
会
長
、
伊
敷
善
英

南
部
地
区
副
会
長
、
比
嘉
秀
盛
中
部
地
区
会

長
、
玉
城
利
清
北
部
地
区
副
会
長
、
平
田
忠

雄
市
町
村
議
会
副
会
長
、
岸
本
永
幸
同
副
会

長
、
富
原
商
議
所
会
頭
、
竹
内
副
会
長
、
稲

嶺
一
郎
海
外
協
会
長
、平
田
忠
義
同
副
会
長
、

伊
礼
肇
、
仲
宗
根
源
和
、
泉
正
重
、
宮
城
仁

四
郎
、
国
場
幸
太
郎
、
山
城
栄
徳
農
林
協
会

長
、
山
川
宗
道
、
上
原
敬
和
、
宮
良
薫
、
宮

城
善
兵
、
翁
長
助
静
、
仲
井
間
宗
一

▽
那
覇
市
議
長
高
良
一
以
下
野
党
議
員
十
七

名
の
陳
情
文

那
覇
市
政
の
混
乱
は
既
に
市

民
の
意
志
に
よ
り
市
民
自
ら
の
手
に
よ
っ
て

は
解
決
し
得
ざ
る
段
階
に
到
達
し
て
お
り
ま

す
の
で
琉
球
に
お
け
る
政
治
の
最
高
責
任
者

た
る
高
等
弁
務
官
の
責
任
に
お
い
て
解
決
策

を
講
じ
て
頂
き
た
い
。

｜
社
　
説
｜

自
主
的
に
収
拾
で
き
な
か
っ
た

の
は
遺
憾

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
26

十
一
月
二
十
三
日
付
で
民
政
府
布
令
第
六

十
八
号

琉
球
政
府
章
典

並
に
同
布
令
第

十
七
号

市
町
村
議
会
議
員
及
び
市
町
村
長

選
挙
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
同
日
公
布
、

施
行
さ
れ
た
。
同
時
に
高
等
弁
務
官
が
留
保

す
る
権
限
に
よ
っ
て
民
立
法
第
一
号
の
市
町

村
自
治
法
の
一
部
も
改
正
と
な
り
、
こ
れ
ま

た
即
日
施
行
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
布
令
公
布
に
よ
っ
て
、
重
罪
あ

る
い
は
破
廉
恥
罪
の
宣
告
を
う
け
、
特
赦
に

浴
し
な
い
者
は
、
公
職
選
挙
に
お
け
る
被
選

挙
権
を
有
し
な
い
こ
と
に
な
り
、
市
町
村
に

お
け
る
首
長
不
信
任
議
決
が
二
度
目
の
場
合

議
決
、
解
散
、
再
議
決

に
は
議
員
定
数

の
過
半
数
の
出
席
で
議
決
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
ほ
か
不
信
任
議
決
成
立
に
よ
っ
て
市

町
村
長
が
そ
の
職
を
失
い
、
さ
ら
に
当
該
市

町
村
に
助
役
が
欠
け
て
い
る
と
き
市
町
村
議

会
は
市
町
村
長
代
理
を
選
任
す
る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
市
町
村
長
と
議
会
の
間
の
争
い
に

つ
い
て
調
停
訴
訟
手
続
き
に
よ
っ
て
解
決
で

き
な
い
場
合
は
、
行
政
主
席
が
こ
れ
を
決
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で

あ
る
。
以
上
の
改
正
要
点
、
す
な
わ
ち
被
選
挙
権
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の
欠
格
条
項

従
来
は
立
法
院
議
員
選
挙
法

の
み
に
破
廉
恥
罪
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た

を

全
公
職
選
挙
に
適
用
し
て
公
平
を
期
し
、

特
赦

に
よ
っ
て
復
権
す
る
途
が
開
か
れ

た
点
、
か
ね
て
民
側
に
公
職
選
挙
法
の
一
本

化
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
し
、
他
の
改
正

点
に
も
、
政
界
筋
に
”
法
の
不
備
”
と
し
て

こ
れ
ら
の
諸
点
を
指
摘
す
る
声
も
聞
か
れ
た

も
の
で
、
し
た
が
っ
て
内
容
か
ら
す
れ
ば
、

民
立
法
の
市
町
村
自
治
法
の
改
正
点
も
敢
え

て
”
強
権
発
動
”
と
し
て
こ
れ
を
非
難
す
る

ほ
ど
の
深
刻
性
も
な
く
、
一
般
に
納
得
の
い

く
改
正
と
う
け
と
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
今
回
の
布
令
公
布
は
専
ら
那
覇
の

瀬
長
市
政
に
対
処
し
た
も
の
で
あ
り
、
直
面

し
た
事
態
の
収
拾
の
た
め
発
動
さ
れ
た
米
当

局
の
権
限
行
使
で
あ
っ
た
の
は
事
実
と
し
て

覆
う
べ
く
も
な
か
ろ
う
。
こ
れ
で
瀬
長
市
長

は
追
放
さ
れ
”
特
赦
”
が
な
い
限
り
再
び
公

職
選
挙
に
も
出
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
く
な
っ

た
。
も
と
よ
り
、
法
令
の
改
正
は
全
般
的
な

も
の
で
あ
っ
て
、
ひ
と
り
那
覇
市
の
み
に
作

用
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
が

現
実
に
那
覇
市
政
収
拾
策
と
し
て
と
ら
れ
た

と
あ
れ
ば
、
直
接
・
間
接
を
問
わ
ず
自
治
体

へ
の
干
渉
で
あ
り
、
反
面
、
民
側
の
自
治
を

後
退
さ
せ
る
も
の
と
し
て
遺
憾
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

し
か
も
、
最
も
残
念
な
こ
と
は
、
常
に
自

治
拡
大
を
要
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
民
側
と

し
て
、
為
政
者
や
経
済
団
体
代
表
者
が
個
別

に
あ
る
い
は
連
署
し
て
高
等
弁
務
官
に
”断
”

を
要
請
、
自
ら
の
自
治
能
力
を
否
定
し
た
事

実
で
あ
る
。

米
当
局
は
、
こ
れ
ま
で
民
主
的
ル
ー
ル
に

従
っ
て
選
出
さ
れ
た
瀬
長
市
長
の
問
題
は
、

住
民
自
体
で
解
決
す
べ
き
で
あ
り
、
沖
縄
の

治
安
を
乱
す
こ
と
が
な
い
以
上
、
傍
観
す
る

と
の
態
度
を
と
っ
て
き
た
。自
来
十
ヵ
月
余
、

那
覇
市
政
は
混
乱
し
、
市
行
政
は
マ
ヒ
、
客

観
的
に
も
最
近
の
事
態
は
な
ん
と
か
収
拾
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
最
後
段
階
を
思
わ
せ
た
。

米
当
局
と
し
て
は
、
こ
れ
以
上
傍
観
し
て
い

る
わ
け
に
も
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う

が
、
な
ん
と
し
て
も
民
側
自
体
で
現
状
を
打

開
し
得
ず
、
米
当
局
に
よ
っ
て
そ
れ
が
な
さ

れ
た
の
は
、
決
し
て
好
ま
し
い
こ
と
と
は
い

え
な
い
の
で
あ
る
。

市
会
も
連
帯
責
任
を
と
る
べ
き

那
覇
市
会
は
き
の
う
”
待
っ
て
い
ま
し
た

”
と
ば
か
り
早
速
瀬
長
市
長
不
信
任
決
議
案

を
十
六
対
十
で
可
決
し
た
。
こ
れ
で
も
み
抜

い
た
市
長
不
信
任
問
題
は
終
止
符
を
打
っ
た

わ
け
だ
が
、
去
る
八
月
四
日
瀬
長
市
長
の

信
・
不
信
を
問
う
て
市
民
に
選
ば
れ
た
現
市

会
も
そ
の
役
目
を
果
し
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
。信
任
派
の
与
党
議
員
は
市
会
少
数
派
と
し

て
結
局
、
欠
席
戦
術
を
と
っ
て
一
般
市
民
の

直
接
利
害
に
関
係
す
る
予
算
審
議
さ
え
放

任
、
不
信
任
派
議
員
も
、
そ
の
言
う

市
町

村
自
治
法
の
盲
点
や
不
備

は
と
も
か
く
、

市
会
に
過
半
数
を
占
め
な
が
ら
、
市
政
を
瀬

長
市
長
の

独
裁

に
ま
か
し
て
い
た
こ
と

か
ら
み
て
も
、
現
市
会
が
い
か
に
瀬
長
市
長

の
信
・
不
信
任
の
み
を
使
命
と
し
て
い
た
か

は
自
明
で
あ
る
。
ま
ず
は
そ
の
責
務
も
終
っ

た
と
い
う
わ
け
だ
。

こ
の
市
長
不
信
任
問
題
は
だ
れ
が
な
ん
と

い
っ
て
も
那
覇
市
民
の
福
祉
増
進
に
重
大
な

支
障
を
も
た
ら
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
が
起
因

は
瀬
長
市
長
の
出
現
に
あ
っ
た
が
、
市
民
の

不
利
益
に
対
す
る
一
半
の
責
任
は
、
市
民
に

選
ば
れ
て
市
会
に
も
出
な
い
議
員
は
勿
論
、

市
民
の
福
祉
を
積
極
的
に
努
力
し
な
か
っ
た

議
員
に
も
あ
ろ
う
。
そ
の
点
、
厳
し
い
自
己

批
判
を
市
会
に
要
請
し
た
い
。

も
し
現
那
覇
市
会
に
し
て
、
不
信
任
問
題

を
解
決
し
得
た
の
は
”
虎
の
威
”
を
か
り
た

た
め
で
あ
る
と
こ
れ
を
素
直
に
認
め
、
そ
れ

が
住
民
自
治
の
上
か
ら
望
ま
し
い
こ
と
で
は

な
か
っ
た
と
思
い
全
住
民
に
す
ま
な
い
と
い

う
自
責
の
念
を
持
ち
合
わ
せ
る
な
ら
、
あ
と

を
し
ば
ら
く

市
長
代
理

に
あ
ず
け
て
、

文
字
通
り
市
政
の
出
直
し
、
市
再
建
の
た
め

総
辞
職
を
敢
行
す
る
で
あ
ろ
う
。
混
乱
し
続

け
た
市
政
の
新
し
い
出
発
、
そ
し
て
市
民
の

気
分
一
新
に
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。

不
信
任
案
の
可
決
に
よ
っ
て
瀬
長
市
長
は

議
長
か
ら
の
通
知
を
受
け
た
日
に
そ
の
職
を

失
う
。
市
選
管
委
は
二
十
六
日
選
挙
告
示
を

行
い
、
来
年
一
月
十
二
日
投
票
日
と
す
る
手

筈
を
決
め
て
い
る
。
今
回
の
場
合
、
市
政
に

対
す
る
連
帯
責
任
を
当
然
市
会
も
と
る
べ
き

で
あ
り
、
市
長
選
挙
に
次
い
で
進
ん
で
市
会

も
そ
の
信
を
市
民
に
問
う
も
の
で
あ
り
た

い
。解

説
／
三
つ
の
改
正
布
令
の
意

義
／
那
覇
対
象
の
特
例
づ
く

め琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
26

モ
ー
ア
高
等
弁
務
官
は
二
十
三
日
付
で
三
つ

の
布
令
を
公
布
し

市
町
村
自
治
法

市

町
村
議
会
議
員
お
よ
び
市
町
村
長
選
挙
法

琉
球
政
府
章
典

の
三
つ
の
法
を
改
正
、

こ
れ
に
よ
っ
て
二
十
五
日
、
瀬
長
亀
次
郎
氏

の
再
不
信
任
が
実
現
し
て
失
職
、
行
詰
っ
て

い
た
那
覇
問
題
に
新
展
開
を
み
せ
た
。

こ
れ
ら
一
連
の
布
令
改
正
を
み
た
場
合
、
瀬

長
氏
が
今
年
一
月
に
市
長
に
就
任
し
て
以

来
、
那
覇
市
に
お
い
て
起
っ
た
市
町
村
自
治

法
な
ど
関
係
法
規
の
問
題
点
を
め
ん
密
に
研

究
し
た
上
に
、
現
在
の
那
覇
市
に
お
い
て
瀬

長
氏
を
再
不
信
任
で
市
長
か
ら
失
職
さ
せ
た

の
ち
に
起
こ
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を

一
九
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予
想
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
対
策
を
考
慮
し
て

立
案
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
具
体

的
に
主
な
改
正
点
に
つ
い
て
み
る
と
つ
ぎ
の

と
お
り
の
こ
と
が
い
え
よ
う
。

少
数
の
欠
席
戦
術
を
阻
止
／
過
半
数
で

再
不
信
任
可
能

二
回
目
の
市
町
村
長
の
不
信
任
議
決
は
今
ま

で
”
議
員
数
の
三
分
の
二
以
上
が
出
席
し
、

そ
の
過
半
数
の
同
意
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
”
と
な
っ
て
い
た
の
を
”
議
員
総
数
の
過

半
数
が
出
席
し
、
議
員
総
数
の
過
半
数
が
同

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
”
と
い
う
こ
と
に

改
め
ら
れ
た
。

こ
れ
は
那
覇
市
を
例
に
と
る
と
議
員
総
数
三

十
名
に
対
し
、
改
正
前
は
、
そ
の
三
分
の
二

以
上
が
出
席
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
少
な

く
と
も
二
十
一
名
以
上
が
出
席
し
な
け
れ
ば

不
信
任
の
議
決
が
で
き
な
か
っ
た
の
が
、
改

正
に
よ
り
議
員
総
数
の
過
半
数
、
す
な
わ
ち

十
六
名
以
上
お
れ
ば
不
信
任
議
会
が
開
け
る

こ
と
に
改
め
ら
れ
た
。
こ
の
改
正
に
よ
っ
て

二
十
五
日
の
瀬
長
市
長
二
度
目
の
不
信
任
議

決
は
可
決
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

選
挙
管
理
市
長
の
性
格
／
例
の
な
い
市

長
代
理
者

再
度
の
不
信
任
議
決
で
市
町
村
長
が
職
を
失

い
そ
の
時
、助
役
が
欠
け
て
い
た
ば
あ
い
は
、

市
町
村
長
の
失
職
後
二
十
四
時
間
以
内
に
そ

の
市
町
村
議
会
が
議
員
ま
た
は
市
町
村
内
の

被
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
中
か
ら
”
市
町
村

長
代
理
者
”
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
規

定
が
新
設
さ
れ
た
が
、
こ
の
”
市
町
村
長
代

理
者
”
は
全
く
新
し
い
特
例
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
こ
れ
に
似
た
も
の
が
あ
る

と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
も
そ
の
選
任
範
囲
が

市
町
村
議
会
議
員
の
中
か
ら
選
ぶ
よ
う
限
定

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

戦
前
に
は
”
管
掌
市
長
”
と
呼
ば
れ
る
。

い
わ
ゆ
る
”
職
務
管
掌
”
の
制
度
が
あ
っ

た
が
、
こ
れ
は
市
町
村
に
市
町
村
長
と
そ

の
法
定
代
理
者
の
助
役
が
と
も
に
欠
け
た

と
き
県
庁
職
員
を
官
吏
の
ま
ま
の
身
分
で

知
事
が
任
命
し
て
市
町
村
長
の
事
務
を
行

わ
せ
た
も
の
で
、
あ
く
ま
で
も
知
事
の
命

令
下
に
あ
る
官
吏
市
町
村
長
で
あ
っ
た
。

こ
の
点
で
布
令
に
よ
る
”
市
長
代
理
者
”

は
政
府
や
主
席
と
直
接
関
係
が
な
く
、
市

議
会
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
る
の
が
大
き
な

相
違
で
あ
る
。

現
行
の
市
町
村
自
治
法
に
よ
る
と
市
町
村
長

が
欠
け
た
と
き
は
法
定
代
理
人
と
し
て
は
助

役
の
ほ
か
に
”
市
町
村
長
が
指
定
し
た
吏

員
”
が
次
の
市
町
村
長
の
決
ま
る
ま
で
、
そ

の
職
務
を
代
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

万
一
、
市
町
村
長
と
助
役
が
同
時
に
欠
け
、

し
か
も
指
定
さ
れ
た
吏
員
も
い
な
い
時
で
も

行
政
主
席
が
吏
員
の
中
か
ら
臨
時
市
町
村
長

代
理
を
任
命
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
那
覇
市
の
よ
う
に
、
再
度
の
不
信
任

議
決
で
市
長
が
失
職
し
助
役
も
い
な
い
ば
あ

い
は
、
市
長
が
辞
め
る
前
に
指
定
し
た
吏
員

や
主
席
の
任
命
す
る
吏
員
に
よ
る
臨
時
市
長

の
制
度
は
適
用
さ
れ
ず
に
、
特
例
と
し
て
定

め
ら
れ
た
布
令
に
よ
る
議
員
ま
た
は
市
内
の

被
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
中
か
ら
議
会
の
選

任
す
る
”
市
長
代
理
者
”
が
次
の
長
が
就
任

す
る
ま
で
市
長
の
職
務
を
行
う
こ
と
に
な

る
。
こ
の
間
接
選
挙
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
た
”
市

長
代
理
者
”
は
市
長
の
職
務
を
行
う
と
い
う

点
で
は
完
全
に
直
接
選
挙
に
よ
る
市
長
の
権

限
の
上
で
差
は
存
し
な
い
。
た
だ
、
任
期
の

点
で

次
の
市
長
が
選
挙
さ
れ
就
任
す
る
ま

で

と
限
定
さ
れ
て
い
る
の
が
特
長
で
あ
る
。

こ
の
任
期
の
制
限
は
、”
市
長
代
理
者
”
の

設
置
が
、
直
接
選
挙
に
よ
る
市
長
就
任
ま
で

の
”
ツ
ナ
ギ
”
で
あ
り
、
い
わ
ば
”
選
挙
管

理
市
長
”
で
あ
る
と
い
う
性
格
を
与
え
て
お

り
、
そ
の
点
で
”
市
長
代
理
者
”
は
存
職
中

は
積
極
的
に
政
策
遂
行
を
行
わ
ず
市
町
村
行

政
を
事
務
的
に
処
理
す
る
こ
と
が
妥
当
だ
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で

”
望
ま
し
い
”
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
”
市

長
代
理
者
が
新
政
策
を
遂
行
し
て
も
違
法
で

は
な
い
”
と
み
ら
れ
て
い
る
。

行
政
訴
訟
に
裁
判
権
／
主
席
経
由
の
ル
ー

ト

市
町
村
ど
う
し
や
市
町
村
の
機
関
間

市
町

村
長
と
議
会

に
紛
争
が
あ
る
と
き
は
、
去

る
十
一
月
一
日
付
の
市
町
村
自
治
法
の
改
正

に
よ
っ
て
主
席
が
当
事
者
の
申
請
に
も
と
づ

き
又
は
職
権
に
よ
っ
て
自
治
紛
争
調
停
委
員

の
調
停
に
付
す
こ
と
が
で
き
る
道
を
設
け
、

来
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
、
裁
判
へ
の
出
訴

の
道
も
あ
る
と
し
て
那
覇
市
で
は
瀬
長
市
長

の
予
算
専
決
処
分
の
無
効
を
訴
え
た
が
行
政

庁
の
機
関
訴
訟
に
は
裁
判
権
が
な
い
と
却
下

さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
改
正
布
令
で

は
、
裁
判
所
が
行
政
訴
訟
を
取
扱
っ
て
い
い

こ
と
を
明
文
化
、
そ
の
経
路
を
次
の
よ
う
に

は
っ
き
り
さ
せ
た
。

①
行
政
主
席
に
紛
争
の
解
決
を
求
め
て
申

請
す
る
。

②
主
席
は
申
請
の
あ
っ
た
と
き
、
又
は
自

ら
積
極
的
に
市
町
村
の
紛
争
を
と
り
上
げ

自
治
紛
争
調
停
委
員
の
調
停
に
付
す
。

③
調
停
委
の
調
停
案
に
両
方
の
当
事
者
が

同
意
し
た
ら
調
停
が
成
立
す
る
。

④
そ
れ
で
も
解
決
さ
れ
な
い
と
き
は
主
席

が
、
そ
の
争
い
を
裁
定
し
、
告
示
す
る
。

⑤
こ
の
決
定
に
不
服
の
時
は
市
町
村
長
又

は
議
会
は
決
定
後
十
四
日
以
内
に
巡
裁
に

出
訴
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
市
町
村
の
紛
争
解
決
の
道
と
し

て
主
席
を
経
て
裁
判
所
に
至
る
ル
ー
ト
が
明
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ら
か
に
さ
れ
た
の
は
那
覇
市
の
専
決
処
分
訴

訟
の
裁
判
所
に
お
け
る
取
扱
い
を
検
討
し
て

と
ら
れ
た
措
置
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

破
廉
恥
の
範
囲
不
明
／
だ
が
瀬
長
氏
確

定
的

”
琉
球
政
府
章
典
”
と
”
市
町
村
議
会
議
員

及
び
市
町
村
長
選
挙
法
”
を
そ
れ
ぞ
れ
改
正

す
る
布
令
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
立
法
院
議
員

だ
け
に
適
用
さ
れ
て
い
た

重
罪
又
は
破
廉

恥
罪
に
処
せ
ら
れ
特
赦
を
受
け
て
い
な
い
者

は
、
立
候
補
で
き
な
い

と
い
う
被
選
挙
権

の
欠
格
条
件
が
新
た
に
市
町
村
長
と
市
町
村

議
会
議
員
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
と
こ
ろ
で
問
題
に
な
る
の
は
刑
法
上
の
罪
名

で
な
い
”
破
廉
恥
罪
”
と
い
う
も
の
の
内
容

だ
が
、
米
民
政
府
で
は
中
央
選
挙
委
員
会
の

照
会
に
対
し
て
破
廉
恥
罪
定
義
を
次
の
よ
う

に
答
え
て
い
る
。

▽
破
廉
恥
罪
の
語
句
は
英
米
両
法
の
法
律

学
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
慣
用
さ
れ
て
お

り
、
概
し
て
法
廷
に
お
い
て
、
そ
れ
が
特

定
的
に
適
用
さ
れ
る
場
合
の
場
所
及
び
時

に
お
け
る
公
衆
道
徳
に
照
ら
し
合
わ
せ
て

裁
判
長
が
解
釈
を
下
し
得
る
よ
う
に
本
来

意
図
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
ま
た
重
罪
、
破
廉
恥

罪
及
び
、
そ
れ
自
身
罪
悪
で
あ
っ
た
頽
廃

心
を
暴
露
す
る
よ
う
な
犯
罪
等
の
如
き
最

も
重
大
な
罪
科
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い

え
る

一
九
五
二
年
二
月
二
八
日
付
民
政

府
書
簡

▽
破
廉
恥
罪
と
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
の
法
律

辞
典
に
よ
る

正
義
、
信
実
、
中
傭
も
し

く
は
善
意
に
反
し
て
行
わ
れ
た
こ
と

又

は

人
間
対
人
間
の
権
利
及
び
義
務
に
関

す
る
限
定
の
慣
例
的
な
規
則
に
反
し
て
仲

間
の
間
ま
た
は
一
般
社
会
に
つ
く
す
べ
き

個
人
的
又
は
社
会
的
義
務
に
背
い
て
行
っ

た
卑
劣
邪
悪
ま
た
は
背
徳
的
な
行
為
で
あ

る

と
定
義
し
て
い
る

一
九
五
六
年
三

月
、
民
政
府
書
簡

こ
の
よ
う
に
破
廉
恥
罪
の
範
囲
に
つ
い
て
は

極
め
て
莫
然
と
し
て
お
り
、
ど
の
罪
名
が
破

廉
恥
罪
に
該
当
す
る
か
も
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
立
法
院
議
員
選
挙

で
中
央
選
挙
委
員
会
が
米
民
政
府
へ
問
い
あ

わ
せ
、
は
っ
き
り

こ
れ
は
破
廉
恥
罪
だ

と
の
回
答
を
得
て
い
る
の
は
次
の
二
つ
の
例

が
あ
る
。
犯
人
隠
匿
教
唆
幇
助
罪

一
九
五
六
三

月
の
立
法
院
議
員
総
選
挙
に
立
候
補
し
た

又
吉
一
郎
氏

現
人
民
党
書
記
長

の
被

選
挙
権
に
つ
い
て
民
政
府
で
は
一
九
五
四

年
十
月
の
民
政
府
裁
判
所
で
犯
人
隠
匿
教

唆
幇
助
罪
に
よ
る
有
罪
判
決
を
受
け
て
い

る
の
は
破
廉
恥
罪
だ
と
回
答
し
て
い
る
。

横
領
罪

一
九
五
三
年
四
月
一
日
の
中
部

に
お
け
る
特
別
選
挙
で
立
候
補
し
た
天
願

朝
行
氏
の
被
選
挙
権
に
つ
き
民
政
府
は
一

九
四
六
年
七
月
の
軍
裁
判
で
天
願
氏
は
横

領
罪
の
有
罪
判
決
を
受
け
て
お
り
破
廉
恥

罪
に
よ
る
被
選
挙
権
の
欠
格
に
該
当
す
る

と
答
え
て
い
る

瀬
長
亀
次
郎
氏
の
ば
あ
い
は
一
九
五
四
年
十

月
に
、
民
政
府
裁
判
所
に
お
い
て
犯
人
隠
匿

ほ
う
助
罪
と
偽
証
罪
で
有
罪
判
決
を
受
け
て

お
り
、
こ
れ
を
同
時
に
犯
人
隠
匿
ほ
う
助
罪

に
処
せ
ら
れ
た
又
吉
一
郎
氏
が
、
立
法
院
議

員
選
挙
で
破
廉
恥
罪
に
あ
た
る
と
し
て
被
選

挙
権
を
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
と
全
く
同
じ

ケ
ー
ス
に
あ
た
る
た
め
、
後
任
市
長
選
挙
に

際
し
瀬
長
氏
の
被
選
挙
権
は
な
い
も
の
と
み

ら
れ
る
。

市
長
代
理
は
東
江
氏
に
決
ま
る

／
”
明
朗
な
那
覇
建
設
へ
”

／
那
覇
市
会
二
十
八
日
に
再

開琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
26

き
の
う
那
覇
市
会
は
午
前
に
引
続
き
午
後
二

時
半
開
会
、
市
長
代
理
の
選
任
に
つ
い
て
決

戦
投
票
を
行
っ
た
結
果
、
東
江
誠
忠
氏
が
十

六
票
の
過
半
数
を
獲
得
、
白
票
十
、
無
効
一

票
で
、
つ
ぎ
の
市
長
選
挙
ま
で
東
江
誠
忠
氏

が
市
長
代
理
と
し
て
就
任
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

再
開
と
同
時
に
渡
口

麗

議
員
か
ら
代
理

市
長
選
任
の
動
議
が
出
さ
れ
、
投
票
に
よ
っ

て
東
江
誠
忠
氏
を
代
理
市
長
に
選
任
し
た
あ

と
、
二
十
六
日
二
十
七
日
の
両
日
を
休
会
、

二
十
八
日
午
前
十
時
再
開
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。東
江
市
長
代
理
の
話

突
然
任
命
さ
れ
た

の
で
、
心
の
準
備
も
し
て
い
な
い
が
代
理
市

長
と
い
う
の
は
つ
ぎ
の
市
長
が
く
る
ま
で
行

政
管
理
を
ス
ム
ー
ス
に
や
っ
て
い
く
仕
事
だ

と
思
っ
て
い
る
。
那
覇
市
の
職
員
と
と
も
に

明
朗
な
那
覇
市
の
建
設
に
努
力
し
た
い
。

な
お
瀬
長
市
長
は
二
十
五
日
午
後
零
時
半

不
信
任
案
成
立

の
通
知
書
を
受
領
し
た

の
で
、
正
式
に
市
長
の
職
を
失
っ
た
。

同
盟
、
民
連
が
声
明
書

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
26

瀬
長
那
覇
市
長
の
不
信
任
案
成
立
後
、
那
覇

市
会
月
曜
会
、
民
連
議
員
は
そ
れ
ぞ
れ
つ
ぎ

の
よ
う
な
声
明
書
を
発
表
し
た
。

月
曜
会
、
再
建
同
盟
声
明
要
旨

瀬
長
市
長
の
不
信
任
が
可
決
さ
れ
、
ス
ト
ッ

プ
し
て
い
た
都
計
工
事
と
明
朗
な
市
政
が
再

開
さ
れ
る
こ
と
は
、
市
民
と
共
に
喜
び
に
た

え
な
い
。
瀬
長
市
長
は
人
民
党
と
い
う
琉
球

の
合
法
政
党
に
か
く
れ
た
共
産
党
員
と
し

て
、
日
本
共
産
党
の
指
令
に
よ
る
カ
イ
ラ
イ

の
役
割
を
果
し
て
来
た
。

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

十
一
月

七
五
五



そ
の
指
令
を
守
る
た
め
に
彼
は
必
死
に
な
っ

て
市
長
の
イ
ス
に
し
が
み
つ
く
必
要
が
あ
り

常
軌
を
逸
し
た
政
治
行
動
を
と
っ
て
来
た
の

で
あ
る
。

瀬
長
市
長
は
、
議
会
を
無
視
し
て
予
算
を
専

決
、
独
裁
主
義
的
本
質
を
バ
ク
ロ
し
た
の
で

あ
り
ま
す
。
瀬
長
市
長
の
行
動
は
自
治
法
の

精
神
を
完
全
に
無
視
し
た
違
法
行
為
で
あ

る
。
那
覇
市
役
所
の
人
事
行
政
に
お
い
て
も
従
来

の
職
員
採
用
規
則
を
無
視
し
て
採
用
抜
擢

し
、
自
己
の
反
対
者
は
退
職
、
格
下
げ
し
て

い
る
。

私
共
は
自
治
法
の
盲
点
や
不
備
を
悪
用
し
、

欠
席
戦
術
や
専
決
処
分
な
ど
市
長
の
独
裁
政

治
を
一
掃
す
る
た
め
努
力
を
し
て
き
た
。
し

か
し
自
治
法
の
不
備
に
よ
り
、
そ
れ
を
規
正

す
る
こ
と
は
で
な
か
っ
た
。

こ
の
と
き
高
等
弁
務
官
が
行
っ
た
処
置
は
適

当
な
処
置
で
、
正
常
な
議
会
運
営
を
行
え
な

い
よ
う
に
し
た
瀬
長
市
長
一
派
の
責
任
で
あ

る
。
那
覇
市
政
は
本
日
を
も
っ
て
再
建
の
第
一
歩

を
踏
み
だ
し
た
が
、
つ
ぎ
に
立
派
な
市
長
を

選
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
再
建
は
完
成
す
る
。
市

民
各
位
が
来
る
べ
き
選
挙
に
真
に
市
民
福
祉

の
た
め
に
働
く
市
長
を
選
ば
れ
ん
こ
と
を
希

望
す
る
。

民
連
議
員
声
明

今
回
の
高
等
弁
務
官
の
出
し
た
布
令
は
明
ら

か
に
瀬
長
那
覇
市
長
を
解
任
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
。

そ
れ
は
瀬
長
市
長
就
任
以
来
再
建
同
盟
側
の

市
議
並
び
に
当
間
主
席
を
中
心
と
す
る
売
国

的
な
隠
謀
を
企
む
者
た
ち
に
よ
っ
て
な
さ
れ

て
き
た
告
発
、
訴
訟
、
自
治
法
改
正
の
立
法

要
請
な
ど
が
こ
と
ご
と
く
失
敗
に
終
っ
た
た

め
、
遂
に
持
ち
出
さ
れ
た
最
後
の
手
段
で
あ

る
。
即
ち
沖
縄
人
の
手
に
よ
っ
て
瀬
長
市
長

を
追
放
さ
せ
よ
う
と
し
た
、
統
治
者
の
政
策

の
失
敗
を
暴
露
し
た
も
の
で
あ
る
。

再
建
同
盟
側
の
十
七
市
議
は
こ
の
悪
布
令

に
依
っ
て
恥
知
ら
ず
に
も
市
長
不
信
任
の
決

議
を
強
行
し
、市
長
代
理
者
ま
で
選
任
し
た
。

こ
れ
は
再
建
同
盟
側
の
市
議
十
七
名
を
含
む

買
弁
資
本
家
と
当
間
主
席
を
中
心
と
す
る
一

握
り
の
勢
力
に
よ
っ
て
事
前
に
計
画
さ
れ
て

い
た
も
の
で
あ
っ
て
何
等
驚
く
に
足
ら
な
い

問
題
で
あ
る
。
彼
等
は
自
己
の
売
国
行
為
を

隠
ぺ
い
す
る
た
め
に
常
に

市
政
の
混
乱

を
宣
伝
し
て
い
る
が
、
那
覇
市
政
は
些
か
も

混
乱
し
て
い
な
い
。自
己
財
源
に
よ
る
土
木
、

水
道
事
業
等
を
初
め
市
政
の
運
営
は
明
朗
活

達
に
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
こ
れ
を

証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
混
乱
を
き

た
し
て
い
る
の
は
正
義
と
人
道
の
前
に
恐
れ

を
な
し
た
彼
等
十
七
名
議
員
で
あ
り
、
そ
の

背
後
に
在
る
売
国
勢
力
と
米
軍
当
局
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
朝
令
暮
改
式
に
出
さ
れ
る
布
令

が
何
よ
り
も
証
明
し
て
い
る
。

今
回
の
布
令
は
地
方
自
治
体
を
破
壊
し
、

人
民
の
生
活
を
権
利
と
民
主
主
義
を
踏
み
に

じ
り
、
し
か
し
て
一
括
払
と
沖
縄
の
永
久
原

水
爆
基
地
を
押
し
つ
け
る
根
拠
と
な
る
こ
と

を
恐
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
わ
れ
わ
れ
民
連
側
十
二
名
の
市
議

は
、
彼
等
の
一
貫
し
た
売
国
的
隠
謀
を
粉
砕

す
る
た
め
に
、更
ら
に
決
意
を
新
た
に
し
て
、

益
々
団
結
を
固
め
、
市
民
並
び
に
県
民
は
勿

論
祖
国
同
胞
の
期
待
に
添
う
べ
く
、
一
切
の

圧
力
を
排
し
最
後
の
勝
利
を
目
指
し
て
断
固

闘
い
抜
く
こ
と
を
誓
う
。

市
民
福
祉
の
た
め
に
現
職
に
止

ま
る
／
部
課
長
の
動
き

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
26

瀬
長
市
長
退
陣
が
決
っ
た
二
十
五
日
ひ
る
三

時
、
市
当
局
で
は
緊
急
部
課
長
会
議
が
開
か

れ
、
今
後
の
態
度
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
そ

し
て
”
こ
ち
ら
か
ら
進
ん
で
辞
表
を
出
す
必

要
は
な
い
。
市
民
福
祉
の
立
場
か
ら
現
職
に

停
っ
て
働
く
べ
き
だ
”
と
い
う
こ
と
を
申
し

合
わ
せ
た
。

本
土
各
紙
連
日
ト
ッ
プ
で
報
道

／
瀬
長
市
長
の
不
信
任
可
決

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
11
・
26

東
京
総
局
発

瀬
長
市
長
を
追
放
す
る
た

め
の
関
係
法
改
正
の
モ
ー
ア
高
等
弁
務
官
の

発
表
ニ
ュ
ー
ス
は
プ
ラ
イ
ス
勧
告
発
表
以
来

久
し
ぶ
り
に
本
土
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
焦
点

を
集
め
、
二
十
五
日
の
朝
日
、
毎
日
、
読
売
、

サ
ン
ケ
イ
の
中
央
紙
を
は
じ
め
ジ
ャ
パ
ン
・

タ
イ
ム
ス
、
英
文
毎
日
の
英
字
紙
で
も
ト
ッ

プ
で
大
々
的
に
報
道
さ
れ
た
。
沖
縄
問
題
を

ト
ッ
プ
に
取
扱
っ
た
場
合
の
、
こ
れ
ま
で
の

本
土
各
紙
の
従
来
の
扱
い
ぶ
り
か
ら
み
て
、

今
度
の
瀬
長
問
題
報
道
で
注
目
さ
れ
る
の
は

サ
ン
ケ
イ
紙
を
除
く
多
く
の
新
聞
が
、
解
説

を
つ
け
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
こ
れ
ま
で

世
界

や

文
芸
春
秋

を
は
じ
め
各
雑
誌
に
瀬
長
市
長
自
ら
書
い
た

原
稿
も
ふ
く
め
て
た
び
た
び
那
覇
市
政
問
題

の
い
き
さ
つ
は
報
道
さ
れ
て
き
た
た
め
明
々

白
々
の
事
実
と
し
て
広
く
国
民
に
周
知
さ

れ
、
本
土
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
は
来
た
る
べ

き
も
の
が
来
た
と
い
う
計
算
済
み
の
表
情
で

あ
る
。
各
社
の
見
方
を
聞
い
て
み
る
。

一
、
沖
縄
は
民
主
主
義

デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
と
い
う
あ
ま
り
に
高

級
な
レ
ッ
テ
ル
を
は
り
す
ぎ
た
た
め
、
今
度

関
係
法
改
正
の
米
現
地
当
局
の
出
方
は
拍
子

抜
け
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
皮
肉
的
表
現
か

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

十
一
月

七
五
六



ら
。
二
、
米
国
は
今
度
の
瀬
長
追
出
し
の
法
改
正

の
発
表
で
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
面
だ
け
で

も
ど
の
程
度
不
利
な
反
響
を
呼
ぶ
も
の
か
計

算
は
出
来
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
う
が
、
後
に

く
る
の
も
の
は
モ
ー
ア
高
等
弁
務
官
に
そ
の

責
の
詰
腹
を
切
ら
せ
る
と
い
う
意
味
で
、

モ
ー
ア
解
任
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
か
、な
ど
わ
り
と
辛
ら
つ
な
意
見
が
多
い
。

あ
く
る
二
十
六
日
の
各
紙
の
論
説
が
み
も
の

で
こ
れ
ま
で
沖
縄
問
題
が
瀬
長
那
覇
市
長
解

任
を
契
機
に
、
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の

ニ
ュ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
最
大
な
も

の
に
な
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
だ
ろ
う
と

み
ら
れ
て
い
る
。

｜
社
　
説
｜

政
党
は
党
利
党
略
に
走
る
な

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
27

那
覇
市
政
問
題
は
、
瀬
長
市
長
退
陣
と
い

う
こ
と
で
、い
ち
お
う
終
止
符
を
打
た
れ
た
。

だ
が
、
問
題
は
こ
れ
か
ら
だ
と
い
っ
た
か
っ

こ
う
で
あ
る
。
次
の
那
覇
市
長
選
挙
を
め

ぐ
っ
て
、
ま
た
も
保
守
、
革
新
の
争
い
が
、

現
実
に
自
治
体
介
入
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
、
問
題
を
複
雑
に
す
る
見
と
お
し
が
立
つ

か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
は
一
般
住
民
に
と
っ
て
も
、
当
の
那

覇
市
民
に
と
っ
て
も
重
大
な
こ
と
で
あ
る
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
那
覇
市
民
に
す

れ
ば
、
瀬
長
市
長
の
追
放
と
い
う
一
事
で
、

こ
と
が
落
ち
つ
け
ば
よ
い
と
い
う
だ
け
で
な

し
に
、
次
の
市
長
を
選
ぶ
と
い
う
市
民
と
し

て
の
責
任
を
果
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
の
事
態
を
ど
う
収
拾
し

て
い
く
か
、
と
い
う
当
面
の
課
題
も
な
し
と

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
、
難
関

を
控
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の

難
し
い
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
も
ち
ろ
ん

市
民
の
良
識
を
そ
れ
こ
そ
発
揮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
し
、そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
の
だ
が
、

い
ま
の
と
こ
ろ
市
民
有
権
者
だ
け
に
そ
れ
を

望
む
こ
と
は
ム
リ
で
あ
る
。

な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
次
の
市
長
選
挙

来

年
一
月
十
二
日

を
控
え
て
、
各
政
党
の
働

き
か
け
と
い
う
こ
と
が
ま
っ
先
に
考
え
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
と
に
政
党
と
し
て
は
、

キ
ビ
ス
を
接
し
て
行
わ
れ
る
立
法
院
の
総
選

挙
と
い
う
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
、
互
い
に

党
勢
拡
張
に
血
道
を
上
げ
る
と
い
う
こ
と

は
、
わ
か
り
き
っ
た
こ
と
で
、
政
党
の
や
り

方
一
つ
で
、
ま
た
も
那
覇
市
長
選
挙
を
混
乱

に
追
い
や
ら
な
い
と
も
限
ら
な
い
と
い
う
危

険
性
を
大
い
に
孕
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
は
自
分
で
革
新
勢
力
と
い
う
人
民
党

に
し
て
も
、
社
大
党
に
し
て
も
、
民
主
党
に

し
て
も
、お
な
じ
く
言
え
る
こ
と
と
お
も
う
。

つ
ま
り
、
政
党
が
事
大
主
義
に
走
り
、
或
い

は
党
利
党
略
に
偏
向
し
す
ぎ
る
た
め
に
、
大

事
な
住
民
福
祉
と
い
う
こ
と
を
等
閑
視
す

る
。
こ
れ
は
当
間
系
と
い
わ
れ
る
新
党
結
成

へ
働
き
か
け
て
い
る
無
所
属
に
し
て
も
、
保

守
結
集
を
叫
ぶ
民
主
党
に
し
て
も
ま
っ
た
く

お
な
じ
こ
と
で
あ
っ
て
、
保
守
結
集
を
焦
る

あ
ま
り
、
革
新
勢
力
と
対
決
す
る
か
の
よ
う

な
こ
と
の
運
び
方
は
、
ま
す
ま
す
ほ
ん
と
う

の
政
治
と
は
似
て
非
で
あ
る
党
利
へ
政
治
を

追
い
や
る
ば
か
り
か
、
住
民
の
福
祉
と
は
聊

か
無
エ
ン
な
い
わ
ゆ
る
地
に
足
の
つ
か
な
い

政
党
間
の
争
い
へ
那
覇
市
の
選
挙
を
追
い
込

む
心
配
も
出
て
く
る
。

瀬
長
氏
の
退
い
た
後
の
那
覇
市
の
後
任
市

長
と
し
て
、
い
っ
た
い
誰
が
よ
い
か
と
い
う

こ
と
は
触
れ
な
い
と
し
て
、
現
に
候
補
者
の

う
わ
さ
も
出
て
い
る
し
、
各
政
党
で
は
、
早

く
も
候
補
者
担
ぎ
出
し
を
考
え
て
い
る
。
い

ま
の
と
こ
ろ
う
わ
さ
の
程
度
だ
が
、
前
群
島

政
府
知
事
だ
っ
た
平
良
辰
雄
氏
が
、
統
一
候

補
の
目
的
で
浮
び
上
っ
て
い
る
ほ
か
に
、
民

連
側
か
ら
は
兼
次
佐
一
氏
の
名
が
上
っ
て
い

る
。
そ
し
て
一
方
で
は
保
守
の
線
を
打
ち
出

し
、
残
る
一
方
で
は
革
新
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
考
え
た
い
の
は
、
政
党
の
態
度
で

あ
る
。
今
度
の
那
覇
市
政
に
望
む
と
い
う
本

紙
の
質
問
に
答
え
た
政
党
人
た
ち
の
口
ぶ
り

が
、
い
か
に
も
逃
げ
を
打
っ
て
い
る
と
い
う

印
象
を
与
え
て
い
る
の
は
、
自
治
体
に
は
干

渉
し
た
り
、
介
入
し
た
り
は
し
な
い
と
い
う

超
然
と
し
た
態
度
で
あ
る
の
か
。
と
こ
ろ
が

実
際
は
と
い
え
ば
、
介
入
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ

こ
そ
自
治
体
の
選
挙
に
介
入
以
上
の
こ
と
を

し
て
い
る
の
が
こ
れ
ま
で
の
政
党
人
だ
っ

た
。民
連
に
し
て
も
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
説
く

の
は
よ
い
が
、
口
を
ひ
ら
け
ば
売
国
奴
の
、

隠
謀
の
と
い
っ
た
公
式
一
点
張
り
の
態
度
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
ひ
い
て
は
ム
リ
に
階
級
対

立
へ
こ
と
を
運
び
、
保
守
、
革
新
と
い
う
二

つ
の
流
れ
を
激
突
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
事

態
を
混
迷
に
陥
ら
せ
る
態
度
は
、
厳
に
反
省

し
て
よ
い
こ
と
と
お
も
う
。言
い
か
え
る
と
、

政
党
の
観
念
的
な
色
彩
が
強
け
れ
ば
強
い
ほ

ど
、
そ
の
影
響
は
穏
当
さ
を
欠
く
こ
と
に
な

り
、
事
態
は
さ
ら
に
新
事
態
を
生
ん
で
、
と

ど
の
つ
ま
り
は
、
自
治
体
の
行
政
が
政
党
の

争
い
の
道
具
と
化
し
か
ね
な
い
結
果
を
招
く

か
ら
で
あ
る
。

次
の
那
覇
市
長
選
挙
は
、そ
の
意
味
で
は
、

人
物
本
位
を
優
先
と
す
べ
き
こ
と
が
、
政
党

の
争
い
が
こ
れ
を
歪
め
る
と
い
う
危
険
の
度

合
い
が
決
し
て
高
い
と
は
い
わ
ぬ
が
、
住
民

に
と
っ
て
、
ほ
ん
と
う
に
な
に
が
幸
福
を
も

た
ら
す
か
と
い
う
市
民
の
判
断
を
狂
わ
す
こ

と
に
な
っ
て
は
、
大
変
で
あ
る
。
同
時
に
、

住
民
の
自
治
と
い
う
点
で
も
、
こ
ん
ど
の
布
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令
改
正
と
い
う
収
拾
策
は
、
た
と
え
窮
余
の

一
策
と
し
て
で
あ
っ
て
も
、
自
治
能
力
の
低

さ
を
自
ら
示
し
た
こ
と
で
は
残
念
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

那
覇
市
会
は
、
市
長
選
挙
に
次
い
で
進
ん

で
信
を
市
民
に
問
え
と
い
う
こ
と
も
、
自
主

的
に
も
の
ご
と
を
解
決
で
き
な
か
っ
た
一
種

の
連
帯
責
任
だ
と
い
え
る
。
政
党
が
、
自
治

体
に
割
り
込
ん
で
く
る
こ
と
そ
れ
自
体
も
、

民
主
主
義
の
ル
ー
ル
に
反
す
る
こ
と
で
あ
る

し
、
現
実
の
那
覇
市
を
、
市
長
選
挙
と
い
う

こ
と
に
よ
っ
て
立
派
に
収
拾
で
き
る
か
、
ど

う
か
も
一
に
か
か
っ
て
市
民
の
自
治
能
力
如

何
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
し
て
や
、
政
党
や
政
党
人
に
し
て
も
、

自
治
性
を
高
め
る
と
い
う
こ
と
で
、
来
春
の

那
覇
市
長
選
挙
は
試
金
石
と
い
え
る
だ
ろ

う
。凍

結
資
金
近
く
解
除
那
覇
市
へ

／
バ
民
政
官
、
主
席
要
請
に

答
う
琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
27

当
間
主
席
は
二
十
六
日
ひ
る
二
時
か
ら
バ
ー

ジ
ャ
ー
首
席
民
政
官
と
の
定
例
連
絡
会
議
で

那
覇
市
に
対
し
拒
否
し
て
い
た
琉
銀
融
資
再

開
と
棚
上
げ
さ
れ
た
民
政
府
特
別
補
助
金
の

交
付
を
要
請
し
た
。
こ
れ
に
対
し
首
席
民
政

官
は
要
旨
次
の
よ
う
に
答
え
、
両
方
と
も
再

開
さ
れ
る
意
向
を
示
し
た
。

琉
銀
の
融
資
拒
否
は
琉
銀
と
那
覇
市
と
の

間
の
問
題
で
あ
る
。
市
長
代
理
や
市
議
会
が

銀
行
と
交
渉
す
る
こ
と
で
話
が
つ
く
と
思

う
。民政
府
の
特
別
補
助
金
に
つ
い
て
は
東
江

市
長
代
理
が
就
任
し
た
ら
、
ど
こ
か
ら
工
事

に
着
工
し
た
ら
よ
い
か
調
査
し
て
報
告
さ
せ

て
も
ら
い
た
い
。
工
事
の
竣
工
し
だ
い
次
々

と
予
定
し
て
い
た
特
別
補
助
金
の
支
給
を
考

慮
す
る

一
方
那
覇
市
へ
融
資
拒
否
に
つ
い
て
、
富
原

琉
銀
総
裁
は
既
報
の
と
お
り

金
融
協
会
と

は
か
つ
て
一
両
日
中
に
で
も
撤
回
し
た
い

と
融
資
再
開
の
意
思
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
琉
銀
が
融
資
拒
否
を
声
明
し
て
貸
出
停
止
を

行
っ
た
当
時
の
那
覇
市
へ
の
都
計
資
金
ス

ト
ッ
プ
額
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

融
資
認
可
決
定
で
交
付
中
に
停
止
さ
れ
た

金
額
は
四
千
六
十
万
七
千
円
、
融
資
決
定

の
ま
ま
未
交
付
で
封
鎖
さ
れ
た
も
の
が
四

千
七
百
四
十
六
万
六
千
円
で
合
計
八
千
八

百
七
万
三
千
円
の
資
金
が
融
資
停
止
を
受

け
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
こ
れ
に
民

政
府
か
ら
の
特
別
補
助
金
八
千
七
百
万
円

の
中
、
四
千
二
百
三
万
一
千
円
交
付
済

未
交
付
額
を
総
計
す
る
と
約
一
億
三
千
二

百
万
と
実
に
莫
大
な
資
金
が
無
用
の
ま
ま

寝
か
さ
れ
て
い
た
勘
定
に
な
る
。

こ
れ
を
使
用
途
別
に
そ
の
内
訳
を
み
る
と
、

ま
ず
①
区
画
整
理
事
業
資
金
と
し
て
復
金
が

融
資
決
定

五
五
年
五
月
認
可

し
た
の
が

六
千
七
百
万
円
で
、
そ
の
中
手
形
貸
付
と
し

て
交
付
さ
れ
た
の
が
三
千
七
百
二
十
六
万
三

千
円
で
残
額
の
二
千
九
百
七
十
三
万
六
千
円

が
未
交
付
の
ま
ま
融
資
拒
否
さ
れ
た
。
然
し

市
当
局
は
融
資
拒
否
と
同
時
に
交
付
額
の
三

千
七
百
万
円
の
返
済
と
し
て
二
回
に
亘
り
、

本
年
三
月
に
一
千
六
百
六
十
七
万
六
千
円
、

去
る
九
月
に
三
百
万
円
を
払
戻
し
合
計
一
千

九
百
六
十
七
万
六
千
円
を
返
済
し
て
い
る
。

②
水
道
工
事
資
金
と
し
て
Ａ
工
事
の
場
合

は
、
五
六
年
二
月
に
三
千
百
五
十
万
円
の
認

可
を
受
け
て
、
交
付
済
二
千
二
百
四
十
四
万

七
千
円
の
融
資
途
中
、
残
額
の
九
百
五
万
二

千
円
が
未
交
付
の
ま
ま
停
止
さ
れ
た
。

同
じ
く
水
道
工
事
資
金
と
し
て
Ｂ
の
場
合
も

一
千
百
十
九
万
円

五
六
年
四
月
貸
付
認
可

も
九
百
三
十
七
万
円
の
交
付
途
中
残
額
百
八

十
一
万
九
千
円
が
ス
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
合
計

一
千
八
十
七
万
円
が
融
資
の
拒
否
を
う
け
て

い
る
。

次
に
融
資
決
定
の
ま
ゝ
融
資
ス
ト
ッ
プ
を
か

け
ら
れ
た
も
の
は
、
都
市
計
画
資
金
五
百
六

十
万
円

五
六
年
二
月
認
可

、
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
建
設
資
金
三
千
六
百
六
十
万
六
千
円

五
六
年
六
月
認
可

、
泊
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ

ル
建
設
資
金
五
百
二
十
六
万

五
六
年
十
一

月
認
可

と
そ
れ
ぞ
れ
と
な
っ
て
お
り
合
計

四
千
七
百
四
十
六
万
六
千
円
。

③
特
別
補
助
金
八
千
七
百
万
円
の
中
、
復
金

よ
り
四
千
四
百
三
十
四
万
八
千
円
を
請
求
し

て
、
こ
の
中
四
千
二
百
三
万
一
千
円
を
交
付

し
て
、
残
額
の
二
百
三
十
一
万
六
千
円
を
琉

銀
が
特
別
預
金
し
て
こ
れ
を
封
鎖
し
た
。
そ

の
た
め
未
請
求
残
額
四
千
二
百
六
十
五
万
二

千
円
と
二
百
三
十
一
万
六
千
円
を
合
せ
て
四

千
四
百
九
十
六
万
八
千
円
が
融
資
ス
ト
ッ
プ

さ
れ
た
特
別
補
助
金
と
な
っ
て
い
る
。

米
大
統
領
へ
抗
議
電
／
那
覇
市

長
問
題
に
社
会
党
が

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
27

東
京
二
十
六
日
共
同

社
会
党
は
二
十
六

日
午
後
院
内
で
鈴
木
委
員
長
以
下
出
席
し
て

七
役
七
局
長
会
議
を
開
き
、
瀬
長
那
覇
市
長

追
放
に
か
ら
む
沖
縄
対
策
を
協
議
し
た
結

果
、
鈴
木
委
員
長
の
名
で
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー

米
大
統
領
な
ら
び
に
マ
ッ
ケ
ル
ロ
イ
米
国
防

長
官
あ
て
に
抗
議
の
電
報
を
発
す
る
と
共

に
、
国
際
連
合
、
ア
ジ
ア
社
会
党
会
議
、
社

会
主
義
イ
ン
タ
ー
、
ア
メ
リ
カ
社
会
主
義
連

盟
、
ア
メ
リ
カ
人
権
擁
護
連
盟
な
ど
の
諸
団

体
に
書
面
を
送
り
、
実
情
を
訴
え
る
こ
と
を

決
め
た
。

抗
議
電
報
の
内
容
次
の
通
り
。
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沖
縄
自
治
に
対
す
る
今
回
の
法
令
改
正
は
民

主
的
に
選
出
さ
れ
た
市
長
を
強
権
に
よ
っ
て

追
放
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
民
主
主
義

政
治
と
地
方
自
治
に
対
す
る
重
大
な
挑
戦
で

あ
る
。
従
っ
て
日
本
社
会
党
は
こ
れ
に
強
く

抗
議
し
、
そ
の
即
時
廃
止
を
要
求
す
る
。

”
自
治
へ
の
不
当
干
渉
”
／
聴

衆
10
万
、
抗
議
大
会
開
く

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
27

民
連
、
人
民
、
社
大
両
党
那
覇
支
部
、
那
覇

市
区
長
会
共
催
に
よ
る

自
治
体
へ
の
不
当

弾
圧
抗
議
市
民
大
会

は
、
二
十
六
日
よ
る

七
時
か
ら
那
覇
市
内
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
広
場

で
約
十
万
人

主
催
者
発
表

を
集
め
て
開

か
れ
た
。

大
会
は
ま
ず
議
長
団
に
大
湾
立
法
院
議
員
、

浦
崎
那
覇
市
会
議
員
を
選
出
、
仲
松
庸
全
氏

の
司
会
で
は
じ
め
ら
れ
た
。

区
長
代
表
、
学
生
、
労
組
、
商
店
、
政
党
各

代
表
が
次
々
と
壇
上
に
上
り
、

今
回
の
布

令
改
正
は
自
治
体
へ
の
不
当
干
渉
で
あ
り
、

民
主
主
義
を
ふ
み
に
じ
る
も
の
で
あ
る

と

訴
え
た
。続
い
て
東
京
沖
縄
人
会
を
は
じ
め
、

日
本
社
会
党
、
総
評
、
自
治
労
な
ど
五
十
団

体
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
激
励
電
報
が
披
露
さ

れ
、
民
連
を
代
表
し
て
兼
次
佐
一
氏
が
改
正

布
令
公
布
の
経
過
報
告
が
あ
っ
た
。
そ
の
後

那
覇
市
長
を
追
放
さ
れ
た
瀬
長
亀
次
郎
氏

が
、
聴
衆
の
拍
手
を
う
け
て
登
壇

布
令
改

正
を
出
し
て
瀬
長
を
追
い
だ
し
た
こ
と
は
米

国
の
黒
星
で
、
市
民
の
勝
利
を
意
味
す
る
も

の
だ

と
訴
え
た
。
そ
の
後
、
主
催
側
か
ら

大
会
宣
言
、
抗
議
お
よ
び
日
本
同
胞
へ
の
決

議
文
が
提
出
さ
れ
満
場
一
致
で
こ
れ
を
決
議

し
た
。
そ
の
時
聴
衆
の
中
か
ら

今
回
の
市

長
選
挙
に
統
一
候
補
を
出
し
売
国
勢
力
と
対

決
し
よ
う

と
い
う
緊
急
動
議
が
出
さ
れ
こ

れ
を
採
択
し
た
。

市
長
不
信
任
騒
ぎ
／
布
令
要
請

の
責
任
を
追
及
こ
ん
ど
は
真

和
志
市

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
27

瀬
長
那
覇
市
長
は
布
令
改
正
に
よ
っ
て
退

陣
し
た
が
、
今
度
は
そ
の
あ
お
り
で
真
和

志
市
会
が
混
乱
、
合
併
問
題
や
布
令
の
改

正
要
請
に
翁
長
市
長
が
加
わ
っ
た
件
な
ど

で
野
党
の
攻
勢
が
強
く
な
り
、
市
長
責
任

問
題
ま
で
も
ち
あ
が
っ
て
い
る
。

真
和
志
市
会
で
は
瀬
長
市
長
の
退
陣
で
合
併

問
題
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
の

で
、
二
十
六
日
ひ
る
二
時
か
ら
全
体
協
議
会

を
開
い
た
。
ま
ず
旧
真
和
志
行
政
区
域
実
態

調
査
委
員
会

委
員
長
町
田
宗
松
氏

の
調

査
経
過
報
告
が
あ
っ
て
さ
っ
そ
く
合
併
問
題

の
検
討
に
移
っ
た
が
、
今
ま
で
対
等
合
併
と

い
う
語
句
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
た
点
が
批
判
さ

れ
、
対
等
、
編
入
何
れ
の
名
目
に
せ
よ
、
那

覇
市
長
選
挙
前
に
合
併
し
て
、
真
和
志
市
民

を
市
長
選
挙
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

実
質
的
な
対
等
合
併
を
実
現
す
る
と
の
方
針

が
決
定
さ
れ
、
二
十
七
日
午
前
中
に
両
市
当

局
議
会
全
員
の
合
併
懇
談
会
を
申
し
入
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
野
党
側
は
、
翁
長
市
長
の

独
走
を
強
く
批
判
し
、
従
来
の
自
治
法
の
下

で
合
併
し
、
市
政
の
安
定
を
期
す
こ
と
が
正

し
い
行
き
方
で
あ
っ
て
自
ら
四
十
一
氏
の
中

に
加
わ
り
、
自
治
体
の
後
退
を
も
た
ら
す
布

令
改
正
の
要
請
を
し
た
こ
と
は
誤
っ
て
い
る

と
責
任
を
追
及
、
選
挙
前
合
併
が
不
可
能
の

場
合
は
、
次
期
議
会
で
市
長
不
信
任
案
を
提

出
す
る
と
迫
っ
た
。

翁
長
市
長
の
話

布
令
改
正
を
自
治
権
の

後
退
と
み
る
か
ど
う
か
は
立
場
の
相
違
だ
。

破
廉
恥
罪
、
選
挙
法
改
正
な
ど
を
要
請
し
た

の
で
は
な
い
。
し
か
し
布
令
が
今
後
全
琉
市

町
村
に
適
用
さ
れ
て
行
く
の
だ
か
ら
再
検
討

の
必
要
が
あ
る
。
不
信
任
云
々
に
つ
い
て
は

別
に
深
く
考
え
て
な
い
。
那
覇
市
長
選
挙
前

に
ど
う
し
て
も
合
併
を
実
現
す
る
つ
も
り

だ
。

瀬
長
市
長
の
追
放
／
米
政
府
も

承
認
の
う
え

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
11
・
27

ワ
シ
ン
ト
ン
二
十
六
日
共
同

米
国
務
、

国
防
両
省
は
二
十
六
日
、
沖
縄
民
政
府
の

モ
ー
ア
高
等
弁
務
官
が
左
翼
系
の
瀬
長
那
覇

市
長
を
追
放
す
る
た
め
に
と
っ
た
措
置
を
支

持
し
て

こ
の
措
置
は
沖
縄
の
多
数
の
意
志

を
生
か
す
た
め
に
必
要
な
も
の
だ
。
モ
ー
ア

高
等
弁
務
官
に
は
六
月
一
日
の
米
大
統
領
行

政
命
令
で
法
令
改
正
の
権
限
ま
で
与
え
ら
れ

て
お
り
、
米
政
府
当
局
も
承
認
を
与
え
て
い

た
も
の
で
あ
る

と
述
べ
た
。

那
覇
市
長
問
題
／
”
自
治
権
を

踏
み
に
じ
る
な
”
／
東
京
の

県
人
会
が
声
明

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
11
・
27

東
京

東
京
沖
縄
県
人
会
で
は
二
十
六
日

午
後
五
時
よ
り
日
本
ク
ラ
ブ
で
瀬
長
市
長
追

放
措
置
に
関
す
る
緊
急
幹
部
会
議
を
開
き
、

要
旨
別
項
の
よ
う
な
声
明
を
発
表
、
ま
た
二

十
七
日
午
前
十
時
、
沖
縄
連
幹
事
団
体
代
表

と
と
も
に
、
会
長
、
副
会
長
が
米
国
大
使
館
、

日
本
政
府
へ
抗
議
、
陳
情
を
行
う
こ
と
。
間

も
な
く
開
か
れ
る
通
常
国
会
に
出
し
、
政
府

に
対
米
交
渉
を
行
う
よ
う
働
き
か
け
る
こ

と
。
十
二
月
上
旬
沖
縄
問
題
、
解
決
国
民
運

動
連
絡
会
議
と
共
催
で
、
国
民
大
会
を
開
く
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こ
と
を
決
定
し
た
。

（
声
明
）
モ
ー
ア
高
等
弁
務
官
が
那
覇
市
民

が
自
由
選
挙
で
選
ん
だ
市
長
に
対
し
、
都
市

計
画
補
助
金
の
ス
ト
ッ
プ
、
琉
銀
融
資
凍
結

等
凡
ゆ
る
手
段
を
以
っ
て
圧
迫
を
加
え
、
市

政
を
混
乱
に
陥
入
れ
し
め
た
に
か
か
わ
ら

ず
、
全
責
任
を
市
長
に
転
嫁
し
て
そ
の
追
放

を
敢
行
し
た
こ
と
は
、
米
民
政
府
が
支
配
者

の
権
力
を
乱
用
し
、
不
当
に
沖
縄
県
民
の
意

志
を
無
視
、
地
方
自
治
権
を
踏
み
に
じ
っ
た

も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
常
に
民
主
主
義

を
標
榜
し
、
沖
縄
住
民
の
福
利
増
進
を
目
的

と
す
る
ア
メ
リ
カ
民
政
府
当
局
の
反
省
を
う

な
が
す
と
と
も
に
、
か
か
る
専
政
的
軍
政
か

ら
、
一
日
も
早
く
沖
縄
同
胞
を
解
放
す
る
た

め
に
、
施
政
権
返
還
の
国
民
運
動
を
強
力
に

推
進
せ
ん
こ
と
を
期
す
。

東
江
市
長
代
理
初
登
庁

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
11
・
27

瀬
長
亀
次
郎
氏
の
那
覇
市
長
退
職
に
よ
り
市

長
代
理
に
任
命
さ
れ
た
東
江
誠
忠
氏
は
、
二

十
七
日
あ
さ
九
時
す
ぎ
市
役
所
に
登
庁
、
直

ち
に
全
職
員
を
構
内
広
場
に
集
め
て
就
任
の

あ
い
さ
つ
を
行
い
全
職
員
の
協
力
を
求
め

た
。
あ
い
さ
つ
は

私
は
公
選
に
よ
っ
て
選
ば
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
任
命
だ
か
ら
そ
の
権
限

に
も
お
の
ず
か
ら
限
界
が
あ
る
。
向
こ
う

二
ヵ
月
間
の
行
政
管
理
が
ス
ム
ー
ス
に
ゆ
く

よ
う
努
め
て
ゆ
き
た
い
が
、
全
職
員
の
意
見

も
十
分
尊
重
し
て
あ
た
り
た
い

と
い
っ
た

か
ん
た
ん
な
内
容
。

ひ
る
一
時
か
ら
は
各
部
課
で
の
事
務
引
継
が

あ
り
、
そ
の
後
首
里
、
小
禄
な
ど
の
支
所
視

察
を
行
う
。
ま
た
、
琉
銀
に
対
す
る
資
金
凍

結
解
除
を
要
請
す
る
正
式
文
書
は
財
政
課
で

起
案
中
で
、
で
き
次
第
、
二
十
七
日
中
に
で

も
琉
銀
へ
提
出
し
て
善
処
を
要
請
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
瀬
長
前
市
長
の
秘
書
伊
波
広
定
氏

に
代
っ
て
市
長
代
理
の
秘
書
に
は
新
垣
淑

哲
氏

前
財
政
課
勤
務

が
発
令
さ
れ
た
。

伊
波
氏
は
総
務
課
勤
と
な
っ
て
い
る
。

市
長
代
理
に
決
議
文
／
人
事
異

動
反
対
・
一
括
払
い
拒
否
か

か
げ
／
抗
議
大
会
代
表
市
長

室
へ
な
だ
れ
こ
む

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
11
・
27

二
十
六
日
よ
る
ひ
ら
か
れ
た
瀬
長
氏
の
那
覇

市
長
追
放
に
抗
議
す
る
市
民
大
会
は
、
市
長

代
理
に
就
任
し
た
東
江
誠
忠
氏
に
対
す
る

市
職
員
の
人
事
異
動
反
対

と

一
括
払

い
拒
否
要
請

の
両
決
議
を
行
っ
た
が
、
二

十
七
日
ひ
る
一
時
す
ぎ
大
会
議
長
団
の
大
湾

立
法
院
議
員
、
浦
崎
、
仲
松
両
那
覇
市
議
と

人
民
、
社
大
両
党
那
覇
支
部
員
ら
約
二
百
名

が
市
役
所
に
東
江
市
長
代
理
を
訪
ね
て
両
決

議
案
を
手
交
、
確
約
を
迫
っ
た
。

大
会
議
長
団
が
市
長
室
で
東
江
氏
と
会
見

中
、
一
緒
に
き
た
約
二
百
名
の
社
大
、
人
民

両
党
員
は
い
く
分
殺
気
だ
っ
て
市
長
室
に
雪

崩
れ
込
み
、
新
聞
社
カ
メ
ラ
マ
ン
に
罵
声
を

浴
び
せ
る
な
ど
緊
張
し
た
空
気
を
み
せ
て
い

た
が
、
東
江
氏
は

人
事
異
動

に
つ
い
て

は

市
職
員
と
し
て
あ
る
ま
じ
き
行
為
の
あ

る
場
合
を
除
い
て
人
事
異
動
は
考
え
な
い

一
括
払
い
は
拒
否
す
る
考
え
だ

と
の
答

え
を
与
え
た
。

こ
れ
に
対
し
大
湾
氏
ら
の
議
長
団
は
更
に

構
内
広
場
に
出
て
集
ま
っ
た
多
数
市
民
の
前

で
確
約
し
て
欲
し
い
、
と
要
求
、
東
江
氏
は

再
び
屋
外
に
マ
イ
ク
を
据
え
つ
け
て
同
様
回

答
を
二
百
余
名
の
前
で
行
っ
た
。

そ
の
後
、
大
湾
、
浦
崎
氏
ら
は
マ
イ
ク
に

立
っ
て
自
治
体
不
当
干
渉
に
抗
議
す
る
旨
の

弁
論
を
ぶ
っ
て
気
勢
を
あ
げ
散
会
し
た
。

（
人
事
異
動
反
対
決
議
要
旨
）
瀬
長
市
長
は

市
政
と
市
民
生
活
を
結
ぶ
た
め
に
基
地
権
力

者
と
財
界
の
圧
力
を
は
ね
か
え
し
当
間
市
長

の
腐
敗
を
清
め
た
が
、
基
地
権
力
者
は
民
主

主
義
を
踏
み
に
じ
っ
て
市
長
を
追
放
し
た
。

任
命
さ
れ
た
市
長
代
理
の
貴
殿
は
あ
く
ま
で

選
挙
管
理
市
長
で
あ
っ
て
、
瀬
長
前
市
長
が

断
行
し
た
人
事
に
異
動
を
加
え
る
こ
と
は
容

認
で
き
な
い
。

以
上
を
抗
議
市
民
大
会
の
名
で
抗
議
す
る
。

（
一
括
払
い
拒
否
要
請
決
議
）
ア
メ
リ
カ
は

那
覇
市
の
土
地
七
万
坪
に
対
し
て
八
千
二
百

万
円
の
一
括
払
い
を
お
し
つ
け
て
い
る
。
瀬

長
市
長
は
市
民
の
決
意
に
従
っ
て
こ
れ
を
拒

否
し
た
が
、
今
回
弁
務
官
の
強
権
発
動
に
よ

る
布
令
に
従
っ
て
市
長
代
理
に
任
命
さ
れ
た

貴
殿
に
対
し
、
瀬
長
前
市
長
の
立
場
を
守
り

一
括
払
い
を
拒
否
す
る
よ
う
要
請
す
る
。

｜
社
　
説
｜

社
大
党
の
テ
ス
ト
・
ケ
ー
ス
と

な
る
那
覇
市
長
選
挙

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
28

瀬
長
市
長
の
退
任
に
よ
っ
て
那
覇
市
政
の

問
題
が
解
決
さ
れ
た
こ
と
に
な
ら
な
い
の
は

無
論
で
あ
る
が
、
今
後
の
那
覇
市
政
の
救
済

策
は
全
く
社
大
党
の
出
方
に
か
か
っ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
社
大
党
那
覇
支
部
は
完
全

に
人
民
党
と
歩
調
を
一
つ
に
し
て
い
た
と
一

般
に
受
け
と
ら
れ
て
い
る
し
、
果
し
て
、
平

良
辰
雄
氏
の
立
候
補
と
な
っ
て
も
そ
の
線
を

た
ど
る
の
か
、
市
民
の
関
心
は
も
っ
ぱ
ら
そ

の
一
点
に
か
か
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

人
民
党
の

妥
協
の
無
い
対
米
闘
争

に

共
闘
す
る
と
な
る
と
、
現
在
の
社
大
党
に
は

大
き
い
ヒ
ビ
が
入
り
か
ね
な
い
も
の
が
あ

る
。
平
良
委
員
長
時
代
は
人
民
党
か
ら
の
共

闘
の
働
き
か
け
に
対
し
、
一
線
を
か
く
し
て
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い
た
が
、
最
近
の
社
大
那
覇
支
部
は
瀬
長
市

長
の
実
現
以
来
が
っ
ち
り
と
人
民
党
と
ス
ク

ラ
ム
を
組
ん
で
き
た
。
と
く
に
兼
次
市
議
は

党
主
流
か
ら
離
れ
て
独
走
し
て
い
る
よ
う
な

感
じ
を
一
般
に
与
え
て
い
る
。

瀬
長
市
長
の
退
任
に
至
っ
た
布
令
公
布
に

つ
い
て
も
社
大
党
は
公
式
に
意
向
の
表
明
を

避
け
た
。
そ
れ
は
瀬
長
市
長
の
退
陣
は
必
要

と
み
た
が
、
布
令
に
よ
る
強
行
手
段
は

好

も
し
く
な
い

と
す
る
全
般
的
な
空
気
か
ら

そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
み
ら
れ

る
。安
里
委
員
長
を
中
心
と
す
る
社
大
党
主
流

派
に
は
従
来
か
ら
瀬
長
市
長
に
対
し

無
責

任
な
政
治
的
煽
動

と
い
う
可
成
り
き
び
し

い
批
判
的
態
度
が
支
配
的
で
あ
っ
た
が
、
民

主
的
手
続
き
に
よ
る
選
挙
事
実
の
尊
重
と
い

う
原
則
論
か
ら
人
民
党
に
引
き
ず
ら
れ
て
き

た
形
で
あ
る
。
兼
次
市
議
が
全
面
的
に
人
民

党
と
手
を
組
む
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
多
少

の
疑
問
も
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の

行
き
が
か
り
か
ら
、
舟
は
す
で
に
岸
を
は
な

れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
も
の

が
あ
る
。

そ
う
な
る
と
社
大
党
に
は
大
き
い
苦
悶
が

生
じ
よ
う
。
平
良
氏
は
党
籍
を
は
な
れ
た
と

は
い
っ
て
も
前
委
員
長
で
あ
り
、
兼
次
氏
は

平
良
委
員
長
時
代
の
書
記
長
で
あ
る
、
そ
の

両
者
が
歯
を
む
き
合
っ
て
政
争
に
立
ち
上
る

と
い
う
こ
と
は
、
も
し
こ
れ
が
現
実
と
な
っ

た
ら
、
皮
肉
と
い
う
だ
け
で
は
す
ま
さ
れ
な

い
き
び
し
い
も
の
が
あ
る
。

両
者
の
個
人
的
立
場
は
別
と
し
て
、
こ
う

い
う
事
態
に
追
い
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
社
大

党
は
努
力
を
す
べ
き
で
あ
り
、
も
し
こ
の
努

力
が
失
敗
す
れ
ば
、
分
裂
さ
わ
ぎ
に
ま
で
立

ち
至
ら
な
い
と
も
限
ら
な
い
。

中
道
派
と
し
て
の
社
大
党
の
勢
力
は
ま
だ

強
い
も
の
が
あ
り
、
最
近
の
混
迷
を
抜
け
出

す
た
め
に
平
良
氏
支
持
が
大
き
い
転
機
と
な

る
可
能
性
を
予
想
す
る
と
い
う
こ
と
は
必
ず

し
も
あ
や
ま
っ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
な
が
ら
、
那
覇
市
長
選
挙
を
党
略
に
利
用

す
る
こ
と
は
、
事
態
を
紛
糾
さ
せ
る
危
険
性

を
十
分
に
は
ら
ん
で
い
る
。
民
主
党
は
当
間

主
席
に
対
し
て
は
ミ
ゾ
を
掘
っ
て
い
る
し
、

当
間
主
席
も
求
め
て
こ
れ
を
埋
め
よ
う
と
は

し
な
い
。
そ
こ
へ
持
っ
て
き
て
、
前
社
大
党

の
委
員
長
平
良
氏
を
那
覇
市
長
に
推
す
と
い

う
こ
と
は
、
民
主
党
に
は
何
と
な
く
、
釈
然

と
し
な
い
も
の
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
那

覇
市
長
選
挙
に
お
い
て
人
民
党
勢
力
に
立
ち

向
う
対
抗
馬
は
平
良
氏
の
外
に
な
い
と
い
う

こ
と
は
十
目
の
見
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
戦
術

を
あ
や
ま
る
な
ら
ば
、
平
良
氏
と
い
え
ど
も

苦
戦
に
追
い
込
ま
れ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
社
大
党
が
平
良
氏
を
独
り

で
抱
え
よ
う
と
し
た
ら
、
情
勢
は
複
雑
化
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
社

大
党
が
平
良
と
兼
次
の
両
氏
を
ど
う
さ
ば
く

か
、兼
次
氏
の
説
得
に
成
功
し
た
と
し
て
も
、

平
良
氏
を
ど
う
い
う
風
に
抱
え
て
い
く
か
は

非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
あ
る
。
今
度

の
那
覇
市
長
選
挙
に
お
い
て
党
内
が
ば
ら
ば

ら
に
な
る
な
ら
ば
、
社
大
党
の
命
数
は
つ
き

る
、
と
思
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
中
間
政
党
と

し
て
の
社
大
党
の
使
命
は
現
在
の
沖
縄
で
は

重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
路
線
を
あ
や
ま
る
と

自
滅
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
民
主
党
と
人
民

党
の
二
つ
に
画
然
と
二
分
す
る
の
は
沖
縄
の

現
情
で
も
好
も
し
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
社

大
党
幹
部
の
十
分
な
反
省
を
促
し
た
い
。

｜
社
　
説
｜

都
市
合
併
は
選
挙
前
に
し
て
ほ

し
い
沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
28

市
長
選
挙
を
す
る
ま
え
に

都
市
合
併

を
実
現
し
よ
う
と
い
う
声
が
、
真
和
志
市
会

か
ら
お
こ
っ
て
い
る
。

対
等
か
編
入
か
、
い
ず
れ
の
名
目
に
せ
よ
、

市
長
選
挙
の
行
わ
れ
る
前
に
合
併
し
て
、
真

和
志
市
の
市
民
を
市
長
選
挙
に
参
加
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
ら
、
実
質
的
に
は
対
等
合
併

が
実
現
す
る
｜
と
い
う
考
え
か
た
ら
し
い

が
、
も
っ
と
も
な
話
で
、
な
が
い
こ
と
ひ
き

ず
っ
て
き
た
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
の
に
、

い
ま
ほ
ど
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
は
ふ
た
た
び
訪

れ
て
こ
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
。

こ
ん
ど
の
布
令
の
改
正
で
、
瀬
長
氏
が
市

長
の
椅
子
を
追
わ
れ
る
直
前
、
合
併
の
話
は

急
速
に
実
現
す
る
よ
う
な
気
配
を
み
せ
て
い

た
。と
く
に
真
和
志
側
が
追
い
う
ち
を
か
け
、

も
し
那
覇
市
側
が
応
じ
て
く
れ
な
か
っ
た

ら
、
終
戦
後
の
ど
さ
く
さ
で
那
覇
の
区
域
に

さ
れ
て
し
ま
っ
た
失
地
を
と
り
返
す
の
だ
と

相
当
強
硬
に
出
て
き
た
た
め
、
受
け
て
た
た

ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
と
に
か
く
そ
の
機
は

す
で
に
熱
し
た
か
っ
こ
う
だ
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
一
般
の
世
論
も
そ
れ
を
の
ぞ
ん

で
い
た
と
み
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
那
覇
市
会
の
野
党
の
空
気
は

市
長
不
信
任

の
一
点
に
急
な
る
あ
ま
り
、

合
併
問
題
を
二
の
次
と
考
え
る
態
度
だ
っ

た
。
合
併
も
よ
い
が
、
そ
れ
よ
り
市
長
追
放

が
先
決
だ
と
い
う
の
で
、
そ
の
た
め
に
の
み

チ
エ
を
し
ぼ
り
、
つ
い
に
高
等
弁
務
官
の
手

を
か
り
て
一
応
目
的
を
果
し
た
わ
け
で
あ
る

が
、
そ
れ
で
も
真
和
志
と
の
都
市
合
併
は
依

然
と
し
て
市
政
に
の
こ
さ
れ
た
課
題
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
市
長
の
追
放
と
都
市
の
合
併

は
ま
っ
た
く
別
の
問
題
で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
主
義
主
張
を
異
に
す
る
市
長
の
追
放
を

政
治
目
標
に
し
た
か
ら
と
て
、
そ
れ
は
ひ
と

つ
の
議
会
闘
争
で
あ
る
か
ら
、
議
会
人
の
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と
っ
た
態
度
と
し
て
、
な
に
も
不
思
議
が
る

こ
と
は
な
い
。
し
か
し
こ
ん
ど
の
場
合
、

合
併

は
年
来
の
理
想
と
し
て
い
た
も
の

を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
一
方
で
は
多
数
の

野
党
を
向
う
に
ま
わ
し
て
混
迷
に
お
ち
入
っ

て
い
た
当
局
と
市
会
の
対
決
を
な
ん
と
か
収

拾
す
る
効
果
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
の
で
あ

る
。
と
い
っ
て
す
で
に
過
ぎ
た
こ
と
で
あ
る

し
、
今
更
論
議
の
く
り
返
し
を
し
て
も
は
じ

ま
ら
な
い
が
、
と
に
か
く
”
合
併
”
は
議
会

の
解
決
を
待
っ
て
い
る
重
要
な
宿
題
な
の
で

あ
る
。
い
ま
ま
で
、
そ
の
実
現
を
お
く
ら
し
て
い

た
の
は
一
体
な
ん
で
あ
っ
た
か
。
一
般
の
市

民
は
よ
く
納
得
い
か
な
か
っ
た
。
近
代
的
な

都
市
の
営
み
か
ら
い
っ
て
、
当
然
両
市
は
合

併
す
る
の
が
自
然
の
姿
で
あ
る
し
、
こ
れ
ま

で
に
数
度
も
あ
っ
た
市
長
や
議
員
の
選
挙
に

際
し
、
ど
の
候
補
者
も
、

合
併

を
第
一

の
政
策
に
か
か
げ
、
そ
し
て
当
選
し
て
き
た

の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
さ
い
き
ん
自
治
体

合
併
を
促
進
す
る
た
め
の
法
律
ま
で
で
き
て

い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ざ
手
を
つ
け

る
と
な
る
と
、
得
体
の
知
れ
な
い
ひ
っ
か
か

り
が
で
き
て
、
あ
と
一
歩
と
い
う
と
こ
ろ
で

お
流
れ
に
さ
れ
た
の
が
実
情
だ
っ
た
。

考
え
る
と
、
こ
ん
な
お
か
し
い
話
は
な
い

の
で
あ
る
。
小
禄
村
と
首
里
市
が
合
併
と

な
っ
て
今
日
ま
で
に
も
う
三
年
に
も
な
る
。

機
が
熟
す
る
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
以
上
待
つ

必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。

市
長
の
選
挙
は
す
ぐ
目
の
前
に
ひ
か
え
て

い
る
。
選
挙
前
に
合
併
を
一
気
に
実
現
し
て

お
か
な
け
れ
ば
、
ま
た
ま
た

対
等
だ

編
入
だ

と
い
う
問
答
が
両
市
の
間
に
む

し
か
え
さ
れ
て
、
と
ど
の
つ
ま
り
、
チ
ャ
ン

ス
を
失
っ
て
し
ま
う
あ
ぶ
な
さ
が
あ
る
。
い

ま
、
両
市
の
間
に
合
併
を
む
つ
か
し
く
し
て

い
る
障
害
は
、
な
に
ひ
と
つ
な
い
は
ず
で
あ

る
。
予
算
の
執
行
な
か
ば
だ
と
い
っ
て
も
、

こ
れ
は
決
定
的
な
支
障
と
は
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
。
そ
の
た
め
に
予
算
の
更
新
期
を

え
ら
ぶ
と
し
た
ら
、
ふ
た
た
び
以
前
の
よ
う

な
対
等
か
合
併
か
の
問
題
が
で
て
き
て
、
ま

す
ま
す
コ
ト
を
面
倒
な
も
の
に
す
る
の
は
、

わ
か
り
き
っ
た
話
で
あ
る
。

真
和
志
側
が
積
極
的
に
う
ご
い
て
き
て
い

る
の
で
、
い
ま
那
覇
市
当
局
と
市
会
に
ほ
ん

と
に
そ
の
気
が
あ
る
な
ら
、
間
違
い
な
く
実

現
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
。
つ
ぎ
の

市
長
選
挙
に
た
い
す
る
票
読
み
の
思
惑
か

ら
、
合
併
を
し
ぶ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
し
、
む
ろ
ん
議
員
が
任
期
半
ば
で
、
ご

破
算
に
さ
れ
る
こ
と
を
気
に
か
け
て
も
な
る

ま
い
。
過
去
十
ヵ
月
余
に
わ
た
る
市
政
の
泥

試
合
を
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
清
算
す
る
意
味
か

ら
も
、
理
事
者
も
議
会
も
ま
っ
た
く
新
ら
し

い
角
度
か
ら
出
直
し
て
く
れ
と
の
ぞ
み
た

い
。留
守
を
あ
ず
け
ら
れ
た
選
挙
管
理
市
長

は
、
ま
ず
そ
れ
か
ら
手
を
つ
け
る
べ
き
だ
ろ

う
。き

ょ
う
合
併
決
議
／
那
覇
市
会

月
曜
会
が
声
明
発
表

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
28

那
覇
市
会
反
瀬
長
派
で
組
織
さ
れ
て
い
た
”

月
曜
会
”
十
七
議
員
は
二
十
七
日
ひ
る
五
時

か
ら
約
二
時
間
、
琉
石
ク
ラ
ブ
に
集
り
、
市

長
選
挙
前
の
真
和
志
市
と
の
合
併
を
き
ょ
う

二
十
八
日
再
開
さ
れ
る
本
会
議
で
決
議
す
る

こ
と
を
申
し
合
せ
、
両
市
民
の
協
力
を
求
め

る
次
の
声
明
を
発
表
し
た
。

合
併
の
方
法
は
真
和
志
市
側
の
那
覇
市
へ
の

編
入
合
併
の
線
が
決
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に

よ
っ
て
合
併
と
同
時
に
選
挙
告
示
を
な
し
、

真
和
志
市
の
み
合
併
促
進
法
に
基
い
て
最
高

十
五
名
の
市
議
の
補
充
選
挙
を
行
う
こ
と
に

な
る
。

（
真
和
志
市
と
の
合
併
に
関
す
る
声
明
書
要

旨
）
一
、
両
市
合
併
は
長
年
の
懸
案
に
も
拘

わ
ら
ず
、
前
市
長
不
信
任
の
重
要
問
題
の
た

め
そ
の
推
進
は
控
え
て
い
た
。

二
、
一
月
十
二
日
の
市
長
選
挙
前
に
こ
の
問

題
を
解
決
し
、
真
和
志
市
民
も
新
市
長
選
挙

に
参
加
し
、
大
那
覇
市
の
発
展
の
基
礎
を
築

く
こ
と
が
出
来
る
処
置
を
と
る
こ
と
に
す

る
。
三
、
真
和
志
市
側
に
は
戦
後
の
特
殊
事
情
か

ら
行
政
区
域
問
題
な
ど
の
問
題
が
あ
っ
た

が
、
真
和
志
市
民
と
当
事
者
の
理
解
に
よ
り

円
満
解
決
を
の
ぞ
ん
で
い
る
。

大
那
覇
市
は
首
都
と
し
て
全
琉
政
治
、経
済
、

文
化
活
動
の
中
心
で
あ
り
、
そ
の
発
展
は
全

琉
発
展
の
原
動
力
で
あ
る
。
願
わ
く
ば
両
市

民
が
立
派
な
新
市
長
を
選
挙
さ
れ
て
大
那
覇

市
の
永
遠
の
発
展
を
祈
る
。

急
進
展
の
都
市
合
併
／
立
法
院

臨
時
議
会
は
十
二
月
十
三
日

に
／
目
標
は
来
月
十
七
日

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
28

当
間
主
席
、
平
良
辰
雄
氏
、
翁
長
真
和
志
市

長
の
三
者
会
談
に
よ
る
那
覇
市
長
選
挙
前
に

お
け
る
那
覇
・
真
和
志
合
併
の
促
進
申
し
合

わ
せ
に
よ
り
、合
併
問
題
は
急
進
展
を
み
せ
、

政
府
で
は
十
二
月
十
七
日
ま
で
の
合
併
実
現

を
目
標
に
合
併
の
た
め
の
立
法
院
臨
時
議
会

の
十
二
月
十
三
日
召
集
を
き
ょ
う
中
に
決
定

の
段
取
り
と
な
っ
た
。
一
方
こ
れ
に
呼
応
し

て
那
覇
市
議
会
で
は
、
き
ょ
う
、
真
和
志
市

議
会
で
は
十
二
月
二
日
に
合
併
決
議
の
準
備

を
す
す
め
て
お
り
、
十
二
月
十
七
日
の
合
併

実
現
で
来
年
一
月
十
二
日
の
那
覇
市
長
選
挙

に
は
真
和
志
市
民
も
参
加
で
き
る
公
算
が
大

と
な
っ
た
。
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平
良
辰
雄
氏
、
真
和
志
市
長
翁
長
助
静
氏
と

二
十
六
日
あ
さ
公
舎
で
三
者
会
談
を
行
い
、

平
良
氏
の
那
覇
市
長
立
候
補
と
選
挙
前
の
那

覇
・
真
和
志
合
併
を
決
め
た
当
間
主
席
は
、

午
前
十
時
半
バ
ー
ジ
ャ
ー
首
席
民
政
官
と
会

見
、
合
併
の
た
め
の
立
法
院
定
例
会
召
集
に

つ
い
て
同
意
を
得
た
の
ち
、赤
嶺
法
務
局
長
、

宮
里
内
政
局
長
、
野
波
行
政
課
長
ら
に
選
挙

前
合
併
の
可
能
性
と
事
務
的
な
計
画
案
お
よ

び
臨
時
議
会
召
集
の
時
期
に
つ
い
て
検
討
を

命
じ
た
。

検
討
の
結
果
は
次
の
理
由
で

▽
合
併
の
実
現
は
遅
く
と
も
十
二
月
十
七
日

ま
で
▽
こ
の
た
め
の
立
法
院
臨
時
議
会
は
十

二
月
十
三
日
開
会
、
召
集
告
示
を
十
一
月
二

十
九
日
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
結
論

を
得
た
。

１
、
十
一
月
二
十
八
日
に
選
挙
告
示
を
行

い
来
年
一
月
十
二
日
に
市
長
選
挙
の
期
日

は
変
更
で
き
な
い
。

２
、
那
覇
、
真
和
志
両
市
議
会
が
合
併
議

決
の
の
ち
主
席
に
申
請
し
立
法
院
の
議
決

を
経
て
主
席
が
合
併
告
示
す
る
段
取
り
と

な
っ
て
い
る
が
、
立
法
院
閉
会
中
の
た
め

主
席
は
十
四
日
前
に
臨
時
議
会
召
集
の
告

示
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
、
選
挙
前
合
併
の
た
め
選
挙
事
務
に
支

障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

宮
里
内
政
局
長
ら
は
、
午
後
四
時
こ
れ
を
当

間
主
席
に
報
告
、”
十
二
月
十
七
日
で
の
合

併
”
を
目
標
に
十
二
月
十
三
日
に
臨
時
議
会

を
召
集
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
那
覇
、
真
和

志
両
市
の
合
併
議
決
に
よ
る
申
請
が
出
な
い

こ
と
に
は
こ
の
合
併
問
題
を
議
案
に
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
二
十
八
日
の
局
長
会
議

に
お
い
て
適
当
な
議
案
を
決
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。

合
併
す
る
な
ら
／
選
挙
に
参
加
を

当
間
主
席
の
話

せ
っ
か
く
合
併
す
る
な
ら

真
和
志
市
民
の
意
向
も
市
長
選
挙
に
反
映
さ

せ
た
い
と
い
う
真
和
志
側
の
強
い
要
望
が
あ

る
の
で
選
挙
前
合
併
を
考
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。
合
併
の
た
め
選
挙
を
の
ば
す
こ
と
は
法
を
改

正
す
れ
ば
で
き
る
が
、
現
行
法
令
の
範
囲
で

も
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
は

一
両
日
中
に
で
も
立
法
院
を
召
集
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
両
市
の
合
併
決
議
が
ま
だ
な

さ
れ
て
な
い
た
め
合
併
問
題
を
議
案
に
は
で

き
な
い
が
、
そ
の
点
は
考
え
て
み
た
い
。

召
集
し
て
お
い
て
／
緊
急
案
件
で
追
加

宮
里
内
政
局
長
の
話

十
二
月
十
七
日
ま
で

に
合
併
と
い
う
こ
と
で
十
二
月
十
三
日
に
立

法
院
臨
時
議
会
召
集
を
第
一
目
標
と
し
て
い

る
。
臨
時
議
会
へ
の
提
出
案
件
は
補
正
予
算
で
も

い
い
が
、
必
ず
し
も
急
ぐ
必
要
は
な
い
の
で

二
十
八
日
に
協
議
の
上
、
決
め
る
こ
と
に
な

ろ
う
。
一
、
こ
の
案
件
で
臨
時
議
会
を
召
集

し
て
お
い
て
両
市
か
ら
十
二
月
十
三
日
ま
で

に
合
併
申
請
が
あ
れ
ば
緊
急
案
件
と
し
て
追

加
す
る
こ
と
に
な
る
。

那
覇
・
真
和
志
合
併
協
議
会
開

く
／
編
入
合
併
に
き
ま
る

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
11
・
28

二
十
八
日
あ
さ
十
時
半
か
ら
主
席
室
で
主

席
、
行
政
課
長
を
交
え
真
和
志
市
側
か
ら
翁

長
市
長
、
護
得
久
助
役
、
森
田
議
長
、
那
覇

市
側
か
ら
辺
野
喜
合
併
委
員
長
、
渡
口
副
議

長
が
出
席
し
て
合
併
協
議
会
を
開
き
、
那

覇
・
真
和
志
合
併
の
日
取
り
と
そ
れ
に
伴
う

事
務
的
処
理
に
つ
い
て
打
合
わ
せ
た
結
果
、

十
二
月
十
七
日
を
期
し
て
両
市
の
合
併
を
行

う
こ
と
に
な
っ
た
。

合
併
協
議
会
で
と
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
一
、

合
併
の
日
時
二
、
合
併
の
方
法
三
、
合
併
に

伴
う
事
務
的
諸
処
理
を
ど
う
す
る
か
の
三
点

だ
が
、
合
併
の
日
時
に
つ
い
て
は
両
市
会
が

十
二
月
十
三
日
に
開
か
れ
る
立
法
院
臨
時
議

会
ま
で
に
合
併
要
請
決
議
を
行
う
。
主
席
は

こ
の
決
議
に
基
い
て
立
法
院
に
両
市
の
合
併

を
議
案
と
し
て
送
付
、
十
三
日
に
立
法
院
で

こ
れ
を
議
決
す
る
段
取
り
と
し
、
十
二
月
十

七
日
は
予
定
通
り
合
併
告
示
を
行
う
こ
と
に

な
っ
た
。

両
市
き
ょ
う
合
併
決
議
／
市
長
選
に
は

真
和
志
も
参
加

第
二
の
合
併
の
方
法
に
つ
い
て
は
那
覇
市
が

真
和
志
市
を
編
入
す
る
形
を
と
り
合
併
促
進

法
に
よ
り
真
和
志
地
区
か
ら
十
五
名
の
議
員

を
選
挙
で
選
び
、
現
在
の
三
十
名
の
那
覇
市

議
員
と
合
せ
て
四
十
五
名
の
議
員
定
数
と
す

る
。
そ
の
か
わ
り
、
一
月
十
二
日
の
市
長
選

挙
に
は
従
来
の
真
和
志
市
民
も
新
那
覇
市
民

と
し
て
選
挙
権
を
行
使
で
き
る
よ
う
に
し
実

質
的
に
は
対
等
合
併
の
形
を
と
る
。
第
三
の

事
務
的
諸
手
続
き
に
つ
い
て
は
合
併
促
進
協

議
会
は
設
置
せ
ず
、
新
市
会
に
お
い
て
協
議

の
上
処
理
す
る
。

以
上
三
点
に
つ
い
て
、
那
覇
、
真
和
志
の
両

市
の
意
見
が
完
全
に
一
致
し
、
主
席
も
こ
れ

に
伴
っ
て
二
十
九
日
立
法
院
臨
時
議
会
の
召

集
告
示
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
那
覇
市
会
で
は
き
ょ
う
午
後
二
時
、
真

和
志
市
会
で
も
き
ょ
う
午
後
一
時
合
併
決
議

を
同
時
に
行
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
合
併
決

議
は
次
の
三
つ
の
決
議
か
ら
な
る
。

カ
ッ

コ
内
は
真
和
志
の
場
合

▽
真
和
志
市
を
那
覇
に
編
入
す
る
こ
と
に
つ

い
て

真
和
志
市
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を

那
覇
市
に
編
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て

▽
議
員
の
定
数
に
つ
い
て

市
町
村
合
併
促
進
法
第
九
条
第
二
項
第
二

号
の
規
定
に
よ
っ
て
両
市
の
議
員

現
在

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

十
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月

七
六
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は
那
覇
三
十
名
、
真
和
志
二
十
六
名

を

四
十
五
名
と
す
る
こ
と
を
協
議
す
る
。

▽
新
市
建
設
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

新
市
建
設
計
画
を
合
併
後
の
市
議
会
で
定

め
る
こ
と
を
協
議
す
る
。

辺
野
喜
那
覇
市
会
合
併
委
員
長
の
話

両
市

の
意
見
が
完
全
に
一
致
し
、
十
二
月
十
七
日

に
合
併
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
長

年
の
懸
案
で
あ
っ
た
合
併
問
題
が
両
市
民
の

福
祉
増
進
の
た
め
こ
こ
に
実
現
の
運
び
と
な

り
、
こ
ん
な
嬉
し
い
こ
と
は
な
い
。
き
ょ
う

午
後
二
時
の
本
会
議
で
は
全
員
異
議
な
く
合

併
決
議
が
な
さ
れ
る
と
思
う
。

森
田
真
和
志
市
議
長
の
話

閉
会
中
な
の
で

全
議
員
を
か
り
集
め
、全
体
協
議
会
を
開
き
、

直
に
本
会
議
に
切
り
替
え
て
き
ょ
う
中
に
合

併
決
議
に
も
っ
て
い
き
た
い
。
那
覇
市
側
と

も
完
全
に
了
解
点
に
達
し
て
お
り
、
宿
願
の

合
併
が
実
現
で
き
て
こ
ん
な
嬉
し
い
こ
と
は

な
い
当
間
主
席
の
話

那
覇
、
真
和
志
両
市
か
ら

合
併
申
請
が
出
た
ら
、
日
程
に
従
っ
て
処
理

し
、
十
二
月
十
七
日
に
は
両
市
の
合
併
が
実

現
す
る
よ
う
に
も
っ
て
い
き
た
い
。
き
ょ
う

午
後
の
局
長
会
議
で
、
立
法
院
の
臨
時
議
会

召
集
を
あ
す
二
十
九
日
に
告
示
し
、
十
二
月

十
三
日
に
召
集
開
会
す
る
こ
と
を
決
め
る
こ

と
に
な
ろ
う
。

真
和
志
の
編
入
合
併
／
那
覇
市

会
満
場
一
致
で
可
決

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
29

那
覇
市
会
は
二
十
八
日
午
後
三
時
五
分
、
真

和
志
市
の
編
入
合
併
を
満
場
一
致
で
可
決
し

た
。
市
会
は
午
後
二
時
四
十
五
分
開
会
さ
れ
、
東

江
代
理
市
長
の
紹
介
が
す
ん
で
か
ら
議
事
に

入
り
、
日
程
第
一
”
真
和
志
市
を
那
覇
市
に

編
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
”
日
程
第
二
”
議

員
の
定
数
に
つ
い
て
”
日
程
第
三
”
都
市
建

設
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
”
の
三
件
を
一
括

し
て
上
程
す
る
こ
と
に
な
り
、
辺
野
喜
議
員

か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
に
提
案
理
由
の
説
明
が

あ
っ
た
。

真
和
志
市
を
編
入
す
る
に
つ
い
て
の
提
案
理

由
那
覇
市
、真
和
志
市
の
合
併
に
関
し
て
は
、

両
市
の
多
年
の
懸
案
で
あ
る
と
と
も
に
住

民
の
世
論
で
あ
り
、
ま
た
琉
球
全
住
民
の

一
大
関
心
事
で
あ
る
琉
球
の
首
都
建
設
面

か
ら
両
市
の
関
連
性
は
産
業
、
経
済
、
交

通
、
教
育
等
あ
ら
ゆ
る
面
に
一
都
市
的
な

形
態
を
呈
し
、
真
和
志
市
と
の
一
本
化
な

く
し
て
は
首
都
建
設
の
実
効
を
挙
げ
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
あ
り
、
し
か
も
両
市

の
合
併
は
時
期
的
に
み
て
今
回
が
最
適
期

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
真
和
志
市

を
本
市
に
編
入
合
併
し
て
、
首
都
建
設
及

び
地
方
自
治
の
真
の
発
展
に
力
を
つ
く
し

た
い
。

議
員
の
定
数
に
つ
い
て
の
提
案
理
由

合
併
促
進
法
に
は
編
入
合
併
の
場
合
、
議
員

定
数
の
一
・
五
倍
を
越
え
な
い
範
囲
で
議
員

定
数
を
増
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
法
で
示
さ
れ
る
最
大
の
十
五

名
を
真
和
志
側
に
割
当
て
た
。

新
市
町
村
建
設
の
策
定
に
つ
い
て
の
提
案
理

由
新
市
町
村
の
建
設
策
定
は
合
併
前
に
行
う

の
が
原
則
で
あ
る
が
、
那
覇
市
の
場
合
は

全
体
的
な
都
市
計
画
と
い
う
点
か
ら
合
併

後
の
新
市
会
で
行
う
こ
と
に
し
た
い
。

こ
の
三
件
に
つ
い
て
兼
次
議
員
か
ら
賛
成
と

質
疑
、
討
論
打
切
り
の
動
議
が
出
さ
れ
、
全

会
一
致
で
こ
れ
を
可
決
し
て
休
会
、
三
十
日

午
前
十
時
再
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

高
良
議
長
の
話

多
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
合

併
が
実
現
で
き
、
喜
び
に
た
え
な
い
。
大
那

覇
市
の
建
設
の
た
め
両
市
民
が
一
丸
と
な
っ

て
進
む
こ
と
を
希
望
し
た
い
。

平
良
議
員
（
中
立
）
の
話

合
併
は
私
と
し

て
も
初
め
か
ら
提
唱
し
た
こ
と
で
あ
り
、
三
、

四
年
前
か
ら
の
念
願
で
も
あ
り
、
こ
れ
が
実

現
さ
れ
た
こ
と
を
心
か
ら
嬉
し
く
思
っ
て
い

る
。
瀬
名
波
議
員
（
民
連
）
の
話

で
き
る
こ
と

な
ら
対
等
合
併
で
あ
っ
て
ほ
し
か
っ
た
が
、

ま
が
り
な
り
に
も
実
現
し
た
こ
と
に
対
し
て

喜
ん
で
い
る
。
た
だ
同
盟
側
だ
け
で
こ
の
こ

と
を
決
め
、
中
立
の
平
良
議
員
を
始
め
、

我
々
に
も
事
前
に
何
ら
の
相
談
も
な
か
っ
た

こ
と
に
対
し
て
一
マ
ツ
の
さ
び
し
さ
を
感
じ

て
い
る
。

軍
布
令
誘
導
の
責
任
と
れ
と
辞
職
を
要

求
／
民
連
議
員
が
17
議
員
に

那
覇
市
会
民
連
議
員
で
は
二
十
八
日
の
本
会

議
に

軍
布
令
誘
導
に
よ
る
自
治
体
破
壊
の

責
任
を
と
っ
て
十
七
名
の
議
員
の
辞
職
を
要

求
す
る
決
議

一
括
払
い
に
反
対
す
る
決

議

の
両
決
議
案
を
議
員
発
議
で
提
案
し
た
。

｜
社
　
説
｜
　

地
方
政
治
に
対
す
る
政
党
的
支

配
の
警
戒

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
11
・
30

一
月
十
二
日
の
那
覇
市
長
選
挙
に
対
し
て

政
界
は
激
し
い
動
き
を
み
せ
て
い
る
。
そ
し

て
こ
の
動
き
は
従
来
以
上
に
保
守
対
革
新
の

抗
争
を
激
化
さ
せ
る
要
素
を
も
っ
て
お
り
、

そ
れ
だ
け
に
早
く
も
那
覇
市
政
の
今
後
が
思

い
や
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

地
方
政
治
は
、
国
の
政
治
よ
り
も
っ
と
そ

の
地
域
住
民
の
日
常
生
活
と
切
っ
て
も
切
れ

な
い
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
税
金
や
道
路
、

上
水
・
下
水
、
住
宅
、
衛
生
と
い
っ
た
生
活

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

十
一
月

七
六
四



問
題
か
ら
小
・
中
学
校
の
教
育
問
題
な
ど
一

切
が
地
方
政
治
に
直
接
つ
な
が
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
一
般
市
民
に
と
っ
て
は
、
保
守

だ
の
革
新
だ
の
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
現
実

に
福
祉
社
会
を
建
設
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

な
問
題
で
あ
り
、
元
来
、
地
方
選
挙
に
あ
っ

て
、
候
補
者
が
政
党
よ
り
人
物
に
主
眼
を
お

か
れ
る
の
が
特
色
に
な
っ
て
い
る
の
も
、
自

治
体
が
そ
の
よ
う
な
本
質
に
あ
る
か
ら
で
あ

る
。去
る
二
十
七
日
、
市
町
村
長
会
は
政
党
政

派
の
党
利
党
略
で
自
治
体
が
か
き
ま
わ
さ
れ

つ
つ
あ
る
現
状
を
遺
憾
と
し
て

政
党
の
反

省

を
促
が
す
声
明
を
出
し
た
。
同
時
に
最

近
の
政
界
の
動
向
に
よ
っ
て
政
治
的
偏
向
に

お
ち
い
ら
ぬ
た
め
市
町
村
自
体
の
厳
戒
も
留

意
す
べ
く
申
合
わ
し
て
い
る
。
那
覇
市
政
に

対
す
る
介
入
だ
け
で
な
く
、
た
し
か
に
こ
の

ご
ろ
の
政
党
は
自
治
体
に
干
渉
し
す
ぎ
る
。

人
民
党
及
び
社
大
党
那
覇
支
部
に
よ
る
”
民

連
”
に
言
わ
す
と
、
那
覇
市
政
を
こ
こ
ま
で

追
い
込
ん
だ
の
は
自
治
体
に
干
渉
し
た
当
間

主
席
に
責
任
が
あ
る
の
だ
そ
う
だ
が
、
そ
れ

と
同
時
に
、
政
党
の
介
入
も
非
難
さ
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
一
政
党
が
介
入
す
れ
ば
、
他

の
政
党
も
黙
っ
て
い
な
い
。
那
覇
市
政
の
混

迷
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
政
党
政
派
が
よ
っ
て

た
か
っ
て
党
利
党
略
の
道
具
に
利
用
し
よ
う

と
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
し
か
も
保
守
と

革
新
の
対
立
の
形
で
そ
れ
が
行
わ
れ
た
の
だ

か
ら
深
刻
で
あ
る
。
こ
れ
が
全
市
町
村
に
わ

た
る
住
民
生
活
を
混
乱
に
す
る
こ
と
だ
け
で

な
く
、
そ
れ
こ
そ
琉
球
の
自
治
体
を
崩
壊
に

追
い
や
る
も
の
と
な
ろ
う
。

凡
そ
政
治
は
民
生
の
安
定
を
は
か
っ
て
く
れ

る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
く
に
市

町
村
自
治
体
で
は
大
所
高
所
か
ら
の
主
義
、

主
張
を
い
っ
て
い
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
で

は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
政
治
を
現
実
に
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
保
守

だ
と
か
革
新
だ
と
か
い
っ
て
も
、
お
互
に
紙

一
重
の
隣
同
士
で
し
か
な
か
ろ
う
。
そ
こ
に

大
き
な
差
異
が
あ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は

政
策
の
実
現
は
ど
う
で
も
よ
く
、
理
論
だ
け

の
政
治
に
お
い
て
で
し
か
な
い
と
思
わ
れ

る
。
殊
に
市
町
村
自
治
体
は
急
激
な
変
化
を

望
ま
な
い
、
那
覇
市
政
が
混
乱
し
た
の
は
そ

の
こ
と
を
実
証
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
し
、

政
党
的
支
配
を
避
け
る
べ
き
だ
と
さ
れ
る
の

も
そ
こ
か
ら
く
る
。
封
建
の
昔
の
よ
う
に
孤

立
分
散
し
て
生
活
し
て
い
た
城
下
町
な
ら
い

ざ
知
ら
ず
、
今
日
、
そ
の
市
町
村
だ
け
現
実

か
ら
遊
離
し
て
は
生
存
し
よ
う
も
な
い
か
ら

で
あ
る
。
そ
こ
で
市
町
村
自
治
体
で
は
、
保

守
と
か
革
新
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の

政
策
を
実
現
す
る
た
め
に
は
必
然
的
に
、
よ

り
接
近
し
た
も
の
と
な
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

現
在
琉
球
に
お
い
て
、
保
守
、
革
新
と
い

わ
れ
る
の
は
、
思
想
的
に
は
と
も
か
く
、
決

し
て
実
際
政
策
を
中
心
と
し
た
色
分
け
だ
と

は
い
え
な
い
。
い
う
な
れ
ば
親
米
か
反
米
か

で
あ
る
。
地
方
政
治
が
民
生
の
安
定
の
上
に

た
っ
て
一
歩
一
歩
前
進
を
望
む
も
の
で
あ
る

な
ら
極
端
な
向
米
一
辺
倒
も
困
り
も
の
だ

が
、
極
端
な
反
米
は
さ
ら
に
迷
惑
な
こ
と
で

あ
る
。
琉
球
は
ア
メ
リ
カ
の
管
理
下
に
あ
る

限
り
、
米
軍
基
地
が
あ
る
限
り
、
さ
ら
に
い

わ
ゆ
る
自
由
経
済
ま
た
は
資
本
主
義
経
済
で

あ
る
限
り
は
ア
メ
リ
カ
の
積
極
的
あ
る
い
は

消
極
的
援
助
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
受
け

る
に
は
米
琉
協
調
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
現

実
が
無
視
さ
れ
て
は
実
際
政
治
は
あ
り
得
な

い
し
、
と
く
に
市
町
村
自
治
体
の
運
営
は
不

可
能
で
あ
る
。

来
る
那
覇
市
長
選
挙
は
保
守
対
革
新
つ
ま

り
は
親
米
対
反
米
の
決
闘
場
に
な
る
公
算
が

大
き
い
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、こ
の
際
、

介
入
す
る
い
ず
れ
の
政
党
政
派
も
自
治
体
の

本
質
を
わ
き
ま
え
、
で
き
る
だ
け
介
入
に
よ

る
弊
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
よ
う
自
制
し

て
も
ら
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ
れ
を
受
け
て

た
つ
一
般
市
民
も
大
い
に
心
を
ひ
き
し
め
て

い
き
た
い
も
の
。

金
口
木
舌
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朝
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・
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瀬
長
亀
次
郎
氏
追
放
に
伴
う
後
任
那
覇
市
長

選
挙
に
、
民
連
側
は
”
第
二
の
瀬
長
”
と
し

て
社
大
党
那
覇
支
部
長
兼
次
佐
一
氏
を
担
ぎ

出
す
こ
と
を
決
め
民
連
の
那
覇
市
議
会
議
員

十
二
名
の
名
で
こ
れ
を
声
明
し
た
▼
一
方
反

対
陣
営
で
は
平
良
辰
雄
氏

前
社
大
党
委
員

長

が
出
馬
を
決
意
、
工
作
を
進
め
て
い
る

よ
う
で
あ
る
が
、
双
方
と
も
社
大
党
に
関
り

が
あ
る
だ
け
に
問
題
は
複
雑
化
し
て
い
る
よ

う
だ
▼
第
一
、
社
大
党
そ
の
も
の
が
、
地
方

自
治
体
に
は
介
入
し
な
い
と
い
う
従
来
の
方

針
を
か
な
ぐ
り
捨
て
、
那
覇
市
長
選
挙
に
は

積
極
的
に
タ
ッ
チ
す
る
と
の
態
度
を
打
ち
出

し
な
が
ら
、
党
を
離
れ
た
前
委
員
長
を
推
す

べ
き
か
、
そ
れ
と
も
党
員
で
あ
る
那
覇
支
部

長
に
加
担
す
べ
き
か
で
な
や
み
果
て
な
い
と

い
う
格
好
▼
”
党
員
を
推
す
の
が
ス
ジ
が

通
っ
て
い
る
”
と
い
う
声
が
あ
る
か
と
思
う

と
”
民
連
と
社
大
党
は
何
ら
関
係
な
い
。
に

も
か
ゝ
わ
ら
ず
そ
の
推
せ
ん
で
、
党
議
に
も

か
け
ず
立
候
補
す
る
な
ど
明
ら
か
に
独
走

だ
”と
の
声
も
聞
こ
え
る
。あ
る
い
は
ま
た
、”

前
党
首
を
推
す
に
し
て
も
復
党
さ
せ
て
か
ら

に
す
べ
き
だ
”
と
の
意
見
も
あ
る
よ
う
だ
。

い
わ
ゆ
る
党
公
認
候
補
と
い
う
形
に
も
っ
て

い
こ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
ろ
う
▼
一
方
民
主

党
あ
た
り
で
は
、
保
守
系
の
統
一
候
補
と
し

て
平
良
氏
を
推
す
こ
と
を
決
め
な
が
ら
も
、

社
大
党
が
強
い
て
平
良
氏
を
同
党
公
認
に
す

る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
協
調
で
き
な
い
と
の
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意
見
も
あ
る
よ
う
で
、
こ
の
と
こ
ろ
反
人
民

党
側
の
足
な
み
は
乱
れ
を
み
せ
て
い
る
▼
と

こ
ろ
で
、
そ
の
い
ず
れ
を
み
て
も
、
党
利
党

略
つ
ま
り
自
己
の
党
中
心
の
考
え
方
で
、
那

覇
市
政
を
収
拾
し
市
民
に
福
祉
を
も
た
ら
す

と
い
う
こ
と
に
は
全
く
お
か
ま
い
な
し
と

い
っ
た
格
好
だ
▼
こ
の
分
で
は
前
市
長
が
宣

言
し
た
通
り
”
第
二
の
瀬
長
”
が
出
現
す
る

の
で
は
な
い
か
。

合
併
後
の
都
計
で
も
む
／
真
和

志
決
議
き
ょ
う
に
持
ち
越
し

沖
タ
・
朝
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真
和
志
市
で
は
、
二
十
九
日
ひ
る
四
時
三
十

分
か
ら
臨
時
議
会
を
開
い
て
、
同
日
ひ
る
二

時
の
両
市

那
覇
、
真
和
志

会
議
員
、
市

長
協
議
会
に
基
い
て
、
合
併
の
議
決
を
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
合
併
後
の
新
市
建

設
策
定
を
め
ぐ
っ
て
野
党
側
が
、”
合
併
促

進
法
に
従
っ
て
、
合
併
議
決
の
前
に
新
市
の

建
設
策
定
書
を
作
る
べ
き
だ
”
、
と
主
張
し

た
た
め
議
会
は
紛
糾
し
、
つ
い
に
会
期
を
三

十
日
ま
で
延
長
、
三
十
日
中
に
、
両
市
か
ら

選
出
さ
れ
た
促
進
協
議
委
員
で
策
定
書
を
作

製
、
そ
の
後
に
合
併
の
議
決
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

○

那
覇
市
と
の
協
議
会
で
は
、
問
題
を
新

市
建
設
計
画
の
策
定
に
し
ぼ
っ
て
話
し
合
い

が
進
め
ら
れ
た
。那
覇
市
で
は
二
十
八
日
に
”

合
併
後
の
那
覇
市
会
で
行
う
”
と
い
う
議
決

を
し
た
が
こ
れ
で
は
真
和
志
側
の
意
向
が
十

分
に
容
れ
ら
れ
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
”

是
非
合
併
前
に
策
定
書
を
作
っ
て
ほ
し
い
”

と
い
う
真
和
志
側
の
意
見
が
容
れ
ら
れ
一
応

一
、
編
入
合
併
す
る
こ
と
、
二
、
議
員
の
定

数
に
つ
い
て
の
二
項
を
二
十
九
日
中
に
協
議

し
、
策
定
の
件
に
つ
い
て
は
、
双
方
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
議
員
五
名
、
当
局
か
ら
二
名
の
委
員

を
あ
げ
、
十
二
月
十
二
日
ま
で
に
策
定
書
を

作
る
、
と
い
う
こ
と
に
話
合
い
は
ま
と
ま
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
真
和
志
市
会
の
野
党
側
で

は
、
ひ
る
四
時
三
十
分
か
ら
開
か
れ
た
臨
時

議
会
で
は
”
合
併
に
よ
っ
て
真
和
志
市
は
解

消
す
る
事
に
な
る
が
、
合
併
後
の
都
市
計
画

は
現
議
員
が
責
任
を
も
っ
て
保
証
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
”
合
併
決
議

の
前
に
、
新
市
建
設
策
定
書
を
作
る
こ
と
が

先
決
だ
”
、
と
主
張
し
た
た
め
に
議
会
は
紛

糾
し
た
。

こ
の
た
め
、
議
会
は
一
時
休
憩
し
て
、
十
二

月
十
二
日
に
策
定
書
が
出
来
上
る
ま
で
合
併

の
議
決
を
延
ば
し
、
立
法
院
は
他
の
議
案
を

も
っ
て
招
集
し
、
合
併
問
題
は
緊
急
動
議
と

い
う
形
で
上
程
で
き
な
い
か
を
当
間
主
席
に

問
い
合
わ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
翁

長
市
長
、
森
田
議
長
、
他
三
議
員
が
主
席
公

舎
に
当
間
主
席
を
訪
れ
、
こ
の
点
に
つ
い
て

た
だ
し
た
が
、
当
間
主
席
は
”
告
示
を
三
十

日
に
延
ば
す
か
ら
、
あ
す

三
十
日

中
に

策
定
書
を
作
っ
て
議
決
し
て
ほ
し
い
”
と
回

答
し
た
。

こ
れ
に
従
っ
て
議
会
は
夕
七
時
か
ら
再
開

し
、
合
併
促
進
法
第
五
条
に
よ
る
促
進
協

議
会
の
七
委
員
を
選
出
、
三
十
日
あ
さ
十

一
時
か
ら
那
覇
の
委
員
と
一
緒
に
な
っ

て
、
促
進
協
議
会
を
開
き
、
策
定
書
を

作
っ
て
か
ら
合
併
の
議
決
を
す
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
旨
那
覇
市
に
通
達
し
た
。

な
お
、
そ
の
後
本
会
議
を
全
体
協
議
会
に
切

り
か
え
、
よ
る
七
時
半
か
ら
真
和
志
側
の
計

画
案
の
審
議
に
入
っ
た
。

促
進
協
議
委
員
会
に
選
ば
れ
た
議
員
は
次

の
通
り
。

議
会
側

町
田
、
高
良
、
比
嘉
、
許
田
、
森

田
の
五
議
員
、
当
局
側

護
得
久
助
役
、
新

里
企
画
室
長
の
二
氏
。

合
併
促
進
委
を
選
出
／
那
覇
市
、

長
記
録
会
期
と
ず
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三
十
日
の
那
覇
市
会
は
、
二
十
八
名
が
出
席

欠
席
は
渡
口

政

崎
山
の
二
議
員

し

て
、
あ
さ
十
一
時
か
ら
開
会
さ
れ
、
真
和
志

と
の
合
併
を
促
進
す
る
た
め
、
合
併
法
第
五

条
、
第
六
条
に
よ
る
合
併
促
進
協
議
会
委
員

を
選
出
、
さ
ら
に
残
さ
れ
た
四
十
二
件
の
議

案
を
超
ス
ピ
ー
ド
で
処
理
し
、
第
二
十
回
定

例
議
会
を
閉
会
し
た
。

こ
れ
で
、
去
る
九
月
十
日
に
招
集
さ
れ
て
以

来
、
市
長
の
不
信
任
問
題
で
紛
糾
し
、
八
十

一
日
間
に
わ
た
る
長
記
録
を
つ
く
っ
た
第
二

十
回
定
例
議
会
は
漸
く
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

島
袋

日
程
に
入
る
前
に
去
る
二
十
七
日
に

提
出
さ
れ
、
議
決
さ
れ
た
真
和
志
と
の
合
併

決
議
に
つ
い
て
の
三
議
案
は
真
和
志
と
の
話

し
合
い
が
済
ん
で
い
る
と
い
う
提
案
者
の
説

明
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
昨
二
十
九
日
の

真
和
志
と
の
合
同
協
議
会
で
の
話
で
は
、
主

席
が
真
和
志
の
言
い
分
を
き
き
入
れ
な
い
で

非
民
主
的
な
方
法
で
強
行
し
よ
う
と
し
て
い

る
と
い
う
声
が
き
か
れ
た
。
特
に
新
市
の
建

設
策
定
に
つ
い
て
は
、
真
和
志
の
意
向
が
い

れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
で
は
真
和
志
市
民

の
信
頼
を
失
い
、こ
じ
れ
る
お
そ
れ
も
あ
る
。

さ
ら
に
真
和
志
で
は
合
併
促
進
法
に
従
っ
て

合
併
す
る
た
め
に
、
那
覇
の
決
議
を
の
ば
し

て
も
ら
い
た
い
と
申
し
入
れ
た
と
い
う
が
こ

れ
を
き
き
入
れ
ず
に
強
行
し
た
こ
と
は
、
合

併
を
政
治
的
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
合
併
促
進
法
に
従
う
な
ら
ば
、
新
市

建
設
の
策
定
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
市

長
代
理
の
計
画
を
き
き
た
い
。

辺
野
喜

虚
偽
の
証
言
で
議
決
を
強
い
た
と

い
う
こ
と
だ
が
、
二
十
七
日
に
、
翁
長
真
和

志
市
長
、
森
田
議
長
ら
と
主
席
室
で
会
い
、
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話
し
合
い
は
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
議
長
が
日
程
に
入
ろ
う
と
し
た
た

め
に
民
連
側
が
発
言
を
求
め
て
騒
然
と
な
っ

た東
江
市
長
代
理
　
新
市
建
設
は
、
従
来
の
都

市
計
画
を
根
幹
に
、
真
和
志
側
の
建
設
計
画

を
お
り
こ
ん
で
準
備
を
進
め
て
い
る
。
具
体

的
に
真
和
志
の
計
画
を
あ
げ
る
と
、
安
謝
の

港
を
改
修
す
る
こ
と
、
埋
立
の
問
題
、
旧
鉄

道
線
路
に
沿
っ
て
一
号
線
に
通
ず
る
道
路
を

新
設
す
る
な
ど
で
あ
る
が
、
殆
ん
ど
本
市
の

都
計
に
合
致
す
る
。
次
に
支
所
の
設
置
の
件

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
資
金
先
渡
制
度
を
設

置
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
首
里
、
小
禄
の
合
併
の
際
に
も
同
様
な

制
度
を
置
い
て
あ
っ
た
の
で
、
合
併
後
一
年

は
置
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
問
題
は

な
い
。

市
民
病
院
の
設
置
、
公
営
住
宅
の
問
題
、
泊

港
の
改
修
、
国
場
川
下
流
の
埋
立
、
教
育
委

員
会
に
対
す
る
補
助
金
の
問
題
な
ど
、
殆
ん

ど
障
害
と
な
る
も
の
は
な
い
と
み
て
い
い
。

財
政
計
画
に
つ
い
て
も
、
き
ょ
う
中
に
出
来

る
の
で
そ
の
後
審
議
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
那
覇
市
・
真
和
志
市
合
併
促
進
協
議
会
の

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

辺
野
喜

委
員
の
選
出
は
指
名
推
薦
で
や

り
、
議
長
に
一
任
す
る
。

議
長

そ
れ
で
は
議
長
で
指
名
い
た
し
ま

す
。
辺
野
喜
、
比
嘉

佑

、
喜
久
山
、
仲
宗
根
、

高
良
議
長
。
当
局
か
ら
東
江
市
長
代
理
、
仲

原
財
政
課
長
。

△
選
挙
管
理
委
員
並
び
に
同
補
充
員
の
選
挙

に
つ
い
て

高
良
（
清
）
選
挙
は
連
記
無
記
名
投
票
で

や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

選
挙
の
結
果
、
大
湾
政
行
、
赤
嶺
正
一
、
崎

山
里
記
、
金
城
良
欣
、
喜
久
山
朝
臣
の
五
名

が
委
員
に
選
任
さ
れ
、補
充
員
に
砂
辺
呈
複
、

知
花
仁
助
、
東
恩
納
寛
好
、
糸
数
昌
運
、
上

原
清
任
の
五
名
が
選
出
さ
れ
た
。

専
決
処
分
訴
訟
取
下
げ

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
11
・
30

那
覇
市
会
で
は
、
前
市
長
瀬
長
亀
次
郎
氏
の

五
八
年
度
本
予
算
専
決
処
分
を
違
法
だ
と
し

て
中
央
巡
裁
に
訴
訟
を
提
起
し
て
い
た
が
、

三
十
日
訴
訟
を
取
り
下
げ
る
の
を
決
定
し
た

の
で
、
三
十
日
行
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た
判
決

公
判
は
取
止
め
と
な
っ
た
。

｜
社
　
説
｜

複
雑
怪
奇
な
那
覇
市
政
め
ぐ
る

政
情
沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
12
・
１

社
大
党
は
、
二
十
九
日
の
中
央
執
行
委
員

会
で
、
一
転
し
て
、
那
覇
市
長
候
補
に
委
員

長
の
安
里
積
千
代
氏
を
推
す
こ
と
に
決
定
し

た
。
民
連
派
を
お
さ
え
る
と
い
う
意
味
で
、

同
党
那
覇
支
部
の
一
部
に
は
安
里
委
員
長
擁

立
の
声
は
あ
る
に
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で

の
観
測
と
は
、
大
き
く
方
向
を
変
え
て
き
た

と
い
う
印
象
を
受
け
る
し
、
政
界
の
動
き
は

一
層
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
予
想
さ
れ
る
。

那
覇
市
政
が
こ
こ
一
年
、
再
建
同
盟
と
民

連
派
の
対
立
抗
争
で
停
滞
し
て
い
た
こ
と
は

事
実
で
あ
る
。
結
局
、
こ
の
話
合
い
の
余
地

を
失
っ
た
平
行
線
と
し
て
の
対
立
抗
争
が
布

令
公
布
と
い
う
最
悪
の
事
態
を
招
い
た
こ
と

に
な
る
が
、
社
大
党
が
今
回
、
そ
の
方
針
を

変
え
て
、
地
方
自
治
体
に
積
極
的
に
介
入
す

る
態
度
を
と
っ
た
の
は
、
前
述
の
両
派
が
那

覇
市
政
が
失
敗
し
た
と
い
う
こ
と
、
そ
の
責

任
の
所
在
を
究
明
し
、
社
大
党
独
自
の
立
場

で
市
政
を
収
拾
す
る
、
と
い
う
点
に
あ
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

社
大
党
が
那
覇
市
政
に
積
極
的
に
介
入
す

る
と
い
う
態
度
を
と
る
ま
で
に
至
っ
た
イ
キ

サ
ツ
、
そ
の
内
情
と
い
う
も
の
は
、
ハ
ッ
キ

リ
し
た
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
い
わ
ゆ
る

中
間
政
党
と
し
て
の
独
自
の
立
場
を
、
今
回

の
那
覇
市
長
選
挙
を
ケ
イ
キ
に
見
出
し
て
い

こ
う
と
い
う
意
向
が
働
い
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
中
間
層
と
い
う
定
義
は
別
と

し
て
、
普
通
に
い
わ
れ
て
い
る
意
味
で
の
中

間
層
と
い
う
の
は
、
相
当
に
幅
広
い
も
の
で

あ
る
と
一
応
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
幅
広
い

層
を
抱
き
か
か
え
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
そ
こ

に
は
、
い
ろ
い
ろ
の
意
見
が
出
て
く
る
し
、

中
間
政
党
と
し
て
の
基
本
綱
領
は
あ
る
と
し

て
も
、
そ
れ
が
具
体
的
な
問
題
に
な
る
と
、

対
立
す
る
面
が
出
て
く
る
の
は
当
然
で
あ

る
。と
い
っ
て
、
社
大
党
が
独
自
の
も
の
を
何

も
持
た
ず
に
、
単
な
る
保
守
的
な
も
の
と
革

新
的
な
も
の
の
混
合
体
で
あ
る
と
い
う
の
で

は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
社
大
党
が
保
守
と
か

革
新
と
か
い
う
以
上
に
、
一
つ
の
民
族
意
識

と
い
う
支
柱
に
よ
っ
て
独
自
の
政
治
活
動
を

展
開
し
て
き
た
の
は
認
め
は
す
る
。し
か
し
、

一
面
で
は
、
社
大
党
が
、
保
守
的
な
も
の
と

革
新
的
な
も
の
の
二
つ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
否
定
は
出
来
な
い
。
革
新
系

の
も
の
が
理
論
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
対

し
、
保
守
的
な
も
の
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
人
間
的
な
関
係
に
傾
き
や
す
い
性
格
を

も
っ
て
い
る
。
本
土
で
、
あ
る
保
守
政
治
家

を
批
評
し
て
よ
く
”
浪
花
節
”
的
人
情
政
治

と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
程

度
の
差
は
あ
っ
て
も
、
保
守
的
な
人
達
に
、

そ
う
い
っ
た
一
面
の
性
格
が
あ
る
の
は
争
え

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二
十
九
日
の
社
大
党
中
央
執
行
委
員
会

は
、
あ
る
い
は
妥
当
性
を
欠
く
言
い
方
に
な

一
九
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る
か
も
し
れ
な
い
が
、
右
の
よ
う
な
対
立
論

議
が
行
き
つ
く
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て
、
何
と

か
一
致
点
に
達
し
た
よ
う
に
受
取
れ
る
の
で

あ
る
。
前
委
員
長
の
平
良
辰
雄
氏
を
擁
立
し

よ
う
と
い
う
派
と
、
民
連
の
兼
次
佐
一
氏
を

統
一
候
補
に
も
っ
て
い
こ
う
と
す
る
派
を
し

り
ぞ
け
、
党
独
自
の
立
場
と
い
う
一
点
に
し

ぼ
っ
て
、安
里
委
員
長
に
落
着
い
た
こ
と
は
、

理
論
的
に
は
正
し
か
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ

う
。だ
が
、
こ
の
決
定
は
、
当
日
の
中
央
執
行

委
員
会
の
空
気
か
ら
す
れ
ば
、
必
ず
し
も
釈

然
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
。
党
独
自
の
立
場
と
い
い
な
が
ら
、

民
連
に
協
力
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
で
な
し

に
、
調
整
す
る
と
い
う
の
も
奇
妙
な
話
で
あ

る
し
、
三
十
日
の
民
連
と
の
話
合
い
と
い
う

こ
と
で
、
急
転
し
て
安
里
委
員
長
に
決
っ
た

と
い
う
節
も
あ
っ
て
、
そ
こ
に
、
す
で
に
党

独
自
の
自
主
的
立
場
が
外
部
の
政
治
団
体
に

よ
っ
て
拘
束
さ
れ
た
か
っ
こ
う
に
な
っ
て
は

い
な
か
っ
た
か
、
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
も

あ
る
。
そ
こ
に
は
、
何
か
裏
の
裏
が
あ
っ
た

の
で
は
と
い
う
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

中
央
執
行
委
員
会
後
、
安
里
委
員
長
が
引

受
け
た
の
は
、
兼
次
氏
を
お
さ
え
る
た
め
の

方
便
だ
っ
た
と
い
う
の
も
い
た
し
、
民
連
と

の
調
整
も
、
は
じ
め
か
ら
拒
否
さ
れ
る
こ
と

を
予
期
し
て
い
た
と
も
い
わ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
一
方
、
民
連
で
は
、
そ
の
予
期
通
り
、

三
十
日
の
協
議
会
で
は
、
執
行
委
員
会
で
安

里
委
員
長
に
賛
成
し
た
兼
次
氏
が
民
連
の
推

せ
ん
を
受
け
て
立
っ
て
い
る
。そ
う
な
れ
ば
、

政
界
の
動
き
は
、
い
よ
い
よ
も
っ
て
複
雑
怪

奇
と
い
う
ほ
か
な
い
。
理
論
の
発
展
す
る
と

こ
ろ
、
安
里
委
員
長
に
落
着
き
、
民
連
と
の

統
一
が
く
ず
れ
て
し
ま
っ
た
社
大
党
が
、
今

後
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
か
、
再
び
執
行

委
員
会
に
も
ち
こ
ま
れ
る
公
算
が
大
き
い

が
、
那
覇
市
政
を
め
ぐ
っ
て
こ
う
し
た
政
治

的
な
矛
盾
が
あ
ら
わ
に
な
っ
て
き
た
と
い
う

こ
と
は
、
軍
政
下
と
い
う
特
殊
事
情
か
ら
く

る
複
雑
さ
を
物
語
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
だ

ろ
う
。
今
後
の
政
界
の
動
き
は
、
社
大
党
と
民
連

の
統
一
、
決
裂
を
機
に
理
論
の
裏
に
は
カ
ケ

ヒ
キ
あ
り
、
カ
ケ
ヒ
キ
の
裏
に
は
人
的
つ
な

が
り
あ
り
で
、
一
層
複
雑
な
様
相
を
増
し
て

い
く
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
矛
盾
に
み
ち
た

複
雑
怪
奇
の
中
か
ら
今
後
の
市
政
を
ど
う
方

向
づ
け
て
い
く
か
｜
。
そ
れ
は
言
う
ま
で
も

な
く
、
市
民
一
人
一
人
の
判
断
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

大
那
覇
建
設
へ
合
併
本
決
り
／

真
和
志
け
さ
再
決
議
議
員
数

四
十
五
名
で
／
政
府
、
立
法

院
招
集
を
告
示

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
12
・
１

那
覇
、
真
和
志
の
合
併
問
題
は
、
三
十
日
真

和
志
側
が
合
併
後
の
議
員
定
数
で
那
覇
市
の

議
決
と
食
い
違
っ
た
議
決
を
し
た
た
め
に
、

市
長
選
挙
前
合
併
は
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
が
、

真
和
志
側
が
一
日
あ
さ
十
一
時
か
ら
あ
ら
た

め
て
議
会
を
開
き
、
那
覇
市
と
同
様

議
員

定
数
四
十
五
名

の
協
議
を
し
た
た
め
に
、

大
団
円
と
な
っ
た
。
な
お
、
当
間
主
席
は
、

真
和
志
側
の
議
決
の
通
告
を
う
け
る
と
同
時

に
あ
さ
十
一
時
三
十
分
、
真
和
志
を
那
覇
に

編
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
来
る
十
五
日
立

法
院
の
臨
時
議
会
招
集
の
告
示
を
行
っ
た
。

こ
れ
で
、
永
年
両
市
懸
案
の
合
併
は
、
実
を

結
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。

○

市
長
選
挙
に
真
和
志
市
民
を
参
加
さ

せ
る
た
め
に
は
、
十
二
月
十
七
日
ま
で
に
立

法
院
で
両
市
の
合
併
を
議
決
し
、
告
示
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
主
席
は
立
法
院
議
会
の
招
集

告
示
を
昨
三
十
日
を
限
度
と
し
て
両
市
に
合

併
議
決
を
要
請
し
た
の
で
あ
る
が
、
那
覇
が

二
十
八
日
”
議
員
定
数
を
合
併
法
第
九
九
条

第
二
項
二
号
に
よ
�
て
四
十
五
名
と
す

る
、�
と
議
決
し
た
の
に
対
し
、
三
十
日
の

真
和
志
市
会
は
、
真
和
志
の
全
議
員
を
参
加

さ
せ
よ
う
と
定
数
を
五
十
四
名
に
修
正
可
決

し
た
。

こ
の
た
め
に
、
双
方
の
議
決
が
食
い
違
い
、

主
席
は
合
併
の
申
請
手
続
き
が
で
き
ず
臨
時

議
会
招
集
の
告
示
は
一
日
に
真
和
志
の
真
意

を
質
し
た
上
で
や
る
と
い
う
こ
と
で
保
留
さ

れ
て
い
た
。

こ
の
た
め
に
、
翁
長
真
和
志
市
長
は
一
日

あ
さ
十
一
時
か
ら
臨
時
議
会
を
緊
急
招
集

し
、
議
員
定
数
を
那
覇
の
議
決
と
同
様
四
十

五
名
に
す
る
と
い
う
議
案
を
再
提
案
し
た

が
、
議
会
で
は
こ
れ
を
満
場
一
致
可
決
、
選

挙
前
合
併
は
確
定
し
た
。

な
お
、
政
府
行
政
課
で
は
”
真
和
志
市
民

を
選
挙
に
参
加
さ
せ
る
た
め
に
は
、
合
併

告
示
を
十
七
日
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、立
法
院
や
民
政
府
と
の
調
整
し
て
、

方
針
通
り
進
め
る
、”と
い
っ
て
い
る
。

討
論
要
旨

町
田

こ
の
案
件
は
、
す
で
に
、
二
、
三

日
前
か
ら
研
究
さ
れ
論
議
も
さ
れ
つ
く
さ
れ

て
い
る
の
で
質
疑
討
論
を
打
ち
切
り
採
決
し

て
も
ら
い
た
い
。

大
工
廻

昨
夜
本
議
会
で
は
修
正
可
決
し

た
が
、
行
政
府
の
手
続
上
の
都
合
で
再
び
直

す
こ
と
に
な
っ
た
。
原
案
に
賛
成
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
昨
日
の
両
市
代
表
の
合
併
促
進

協
議
会
で
結
ん
だ
都
市
建
設
策
定
が
そ
の
ま

ま
履
行
さ
れ
る
も
の
と
し
て
可
決
し
た
い
。
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一
括
払
い
拒
否
を
決
議
／
那
覇

市
会
職
員
の
年
末
手
当
10
割

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
12
・
１

三
十
日
の
那
覇
市
会
は
那
覇
市
、
真
和
志
合

併
促
進
協
議
会
の
委
員
、
那
覇
市
選
挙
管
理
、

”
那
覇
市
有
地
一
括
払
い
拒
否
に
関
す
る
決

議
案
””
那
覇
市
職
員
に
対
す
る
五
八
年
度

年
末
手
当
支
給
条
例
に
関
す
る
条
例
”
な
ど

十
三
件
を
可
決
。
残
る
三
十
二
件
の
議
案
を

廃
案
に
し
て
閉
会
と
な
っ
た
。

討
論
要
旨

赤
嶺
　
軍
使
用
地
問
題
特
別
委
員
会
は
設

置
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
他
の
議
案
の
審
議

に
時
間
が
費
や
さ
れ
、
活
動
し
て
い
な
い
。

こ
れ
を
打
ち
切
っ
て
は
設
置
の
主
旨
に
反
す

る
の
で
、
閉
会
中
も
継
続
し
て
審
査
を
行
う

こ
と
を
動
議
と
し
て
提
出
す
る
。

賛
成
多

数
で
可
決

大
山

さ
き
に
島
袋
、
瀬
名
波
議
員
が
出

さ
れ
た
那
覇
市
有
地
一
括
払
い
拒
否
に
関
す

る
決
議
案
の
日
程
を
先
に
も
っ
て
き
て
審
議

し
た
い
。

新
垣

垣
花
、
小
禄
一
帯
の
軍
用
地
主
は

一
括
払
い
反
対
の
意
を
表
明
し
て
い
る
の

で
、
市
が
一
括
払
い
を
う
け
る
こ
と
は
悪
い

前
例
と
な
る
の
で
、
原
案
を
可
決
し
た
い
。

赤
嶺

巷
間
に
は
、
小
禄
で
は
一
括
払
い

を
賛
成
し
て
い
る
と
い
う
声
が
あ
る
が
、
私

が
知
る
範
囲
で
は
そ
の
よ
う
な
も
の
は
な

い
。
市
会
と
し
て
も
こ
こ
で
は
っ
き
り
と
一

括
払
い
反
対
の
議
決
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

島
袋

伊
佐
浜
で
は
移
住
資
金
と
い
う
名

目
で
一
括
払
い
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
の

で
、
那
覇
市
当
局
と
し
て
は
補
助
金
に
対
し

て
は
、
軍
用
地
代
と
関
係
が
な
い
か
を
確
か

め
て
か
ら
う
け
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と

を
追
加
す
る

こ
の
決
議
案
は
拍
手
の
う
ち

に
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た

そ
の
後
、
比
嘉

朝

議
員
か
ら
本
会
期
を

閉
じ
て
残
さ
れ
た
議
案
は
廃
案
に
、
間
近
か

に
迫
っ
て
い
る
十
二
月
の
定
例
議
会
に
出
し

て
も
ら
い
た
い
、
と
の
動
議
が
出
さ
れ
た
が
、

ひ
き
つ
づ
き
瀬
名
波
議
員
か
ら
動
議
と
し

て
”
会
期
を
閉
じ
る
前
に
職
員
労
組
か
ら
の

要
望
で
出
さ
れ
て
い
る
五
八
年
度
年
末
手
当

支
給
に
関
す
る
条
例
”
を
可
決
し
て
ほ
し
い

と
い
う
発
言
が
あ
り
、
こ
れ
を
採
択
、
職
員

に
対
す
る
十
割
一
率
の
年
末
支
給
手
当
の
条

例
は
可
決
さ
れ
た
。

融
資
、
特
別
補
助
の
再
開
／
東

江
那
覇
市
長
代
理
が
申
請

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
12
・
２

那
覇
市
の
復
興
事
業
に
対
す
る
琉
銀
の
融
資

打
切
り
と
民
政
府
特
別
補
助
金
の
棚
上
げ
を

再
開
し
て
も
ら
う
よ
う
当
間
主
席
が
要
請
し

た
の
に
対
し
民
政
府
で
は
東
江
市
長
代
理
者

に
よ
る
事
業
計
画
の
提
出
で
考
慮
す
る
こ
と

を
約
束
し
た
が
、
東
江
市
長
代
理
は
二
十
九

日
、
政
府
に
主
席
お
よ
び
民
政
府
あ
て
次
の

よ
う
な
琉
銀
融
資
お
よ
び
特
別
補
助
金
再
開

の
申
請
書
を
提
出
し
た
。

都
市
復
興
資
金
の
打
切
り
と
な
っ
た
額
は
起

債
八
千
八
百
万
円
、
民
政
府
補
助
金
四
千
五

百
万
円

未
交
付
額

で
合
計
一
億
三
千
三

百
万
円
で
あ
る
が
、
こ
の
融
資
と
補
助
を
再

開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
従
来
の
都
市
復
興
事

業
が
急
速
に
促
進
さ
れ
る
。

那
覇
の
都
市
復
興
事
業
は
経
費
見
積
総
額

三
十
数
億
円
を
要
す
る
と
推
定
さ
れ
、
こ

の
よ
う
な
巨
額
の
事
業
財
源
を
自
力
で
捻

出
す
る
こ
と
は
全
く
不
可
能
に
近
い
の

で
、
ぜ
ひ
軍
民
政
府
の
大
幅
な
財
政
援
助

と
併
せ
琉
銀
復
興
基
金
部
の
復
興
資
金
の

融
資
再
開
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

那
覇
市
復
興
資
金
の
融
資
を
再
開
し
、
同

時
に
未
交
付
の
民
政
府
特
別
補
助
金
を
早

急
に
交
付
し
て
も
ら
う
よ
う
申
請
す
る
。

な
お
復
金
か
ら
起
債
借
入
れ
の
許
可
ず
み
で

未
交
付
の
分
と
民
政
府
特
別
補
助
金
の
未
交

付
額
に
よ
る
工
事
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。
起
債
借
入

▽
む
つ
み
橋
前
島
間
工
事
債

五
百
六
十
万

円▽
バ
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設
事
業
債

三
千

六
百
六
十
万
六
千
円

▽
ポ
ー
ト
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設
事
業
債

五

百
二
十
六
万
円

▽
第
四
次
・
第
五
次
水
道
事
業
費

一
千
八

十
七
万
一
千
百
六
十
円

▽
第
二
次
土
地
区
画
整
理
事
業
債

二
千
九

百
七
十
三
万
六
千
四
百
九
十
六
円

民
政
府
特
別
補
助
金

▽
久
茂
地
川
沿
線
道
路

四
百
五
十
万
五
千

六
百
十
七
円

▽
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
道
路

六
百
三
十
一
万

五
千
四
百
四
十
一
円

▽
久
茂
地
校
横
道
路

四
百
四
十
一
万
九
千

五
百
三
十
二
円

▽
前
島
線
道
路

二
百
二
十
四
万
四
千
円

▽
牧
志
延
長
線
道
路

百
五
十
八
万
五
千
四

百
三
十
九
円
。

▽
美
栄
橋
道
路

九
十
八
万
千
四
百
二
十
五

円
。
▽
港
湾
道
路

六
百
二
十
七
万
六
千
百
三
十

円
。
▽
琉
銀
横
道
路

二
百
三
万
八
千
円
。

▽
ト
ラ
バ
ー
測
量

四
万
一
千
五
百
二
十
五

円
。
▽
久
茂
地
一
号
橋

二
百
二
十
一
万
円

▽
久
茂
地
二
号
橋

八
十
七
万
六
千
百
五
十

八
円
▽
久
茂
地
三
号
橋

七
十
三
万
四
千
二
百
円

▽
中
の
橋

二
百
十
万
円

▽
久
茂
地
川
改
修
工
事

五
百
八
十
七
万
五

一
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五
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百
七
十
五
円

▽
安
里
川
上
流
改
修
工
事

四
百
六
十
九
万

九
千
三
百
円

都
計
事
業
練
り
直
し
／
凍
結
資

金
を
解
除
、
予
算
更
正
／
那

覇
市
会
、
十
日
か
ら
開
く

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
12
・
３

那
覇
市
第
二
十
一
回
定
例
議
会
は
市
条
例
に

よ
っ
て
十
二
月
第
二
火
曜
日

十
日

か
ら

開
会
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
市
当
局

で
は
議
案
の
作
製
に
か
か
っ
て
い
る
。

議
案
の
主
な
も
の
は
、
瀬
長
前
市
長
の
就
任

で
凍
結
さ
れ
た
軍
補
助
金
、
琉
銀
起
債
の
解

除
を
は
か
る
た
め
に
事
業
計
画
を
織
り
こ
ん

だ
五
八
年
度
追
加
更
正
予
算
案
と
、
真
和
志

合
併
後
の
新
市
建
設
計
画
策
定
書
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。

瀬
長
市
長
の
就
任
で
凍
結
さ
れ
た
資
金
は

民
政
府
特
別
補
助
金
の
未
執
行
の
分
四
千
四

百
九
十
万
と
琉
銀
か
ら
の
起
債
の
分
八
千
八

百
万
円
で
、
合
計
一
億
三
千
二
百
余
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
当
間
市
長
時
代
に
議
会
の
議

決
を
え
て
借
り
入
れ
計
画
が
た
て
ら
れ
た
も

の
で
、
去
る
六
月
の
議
会
に
は
瀬
長
市
長
も

そ
の
ま
ま
予
算
案
に
組
ん
で
あ
っ
た
が
、
こ

れ
が
不
信
任
の
理
由
と
な
っ
た
た
め
に
九
月

の
定
例
議
会
か
ら
は
全
部
削
除
し
て
あ
っ

た
。

軍
は
こ
れ
ら
の
凍
結
資
金
は
那
覇
市
当
局

が
事
業
計
画
書
を
出
せ
ば
、
い
つ
で
も
解
除

す
る
、
と
い
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
局
で

は
財
政
課
を
中
心
に
計
画
書
の
作
製
を
急
い

で
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
東
江
市
長
代
理
は
、”
瀬

長
市
長
の
計
画
し
た
も
の
で
住
民
の
要
求
に

マ
ッ
チ
し
た
も
の
は
そ
の
ま
ま
継
続
し
て
い

き
た
い
。
た
だ
、
市
債
や
補
助
金
で
や
る
べ

き
も
の
を
資
金
凍
結
で
自
己
財
源
で
や
っ
て

い
る
も
の
は
で
き
る
だ
け
起
債
に
回
す
よ
う

に
し
た
い
”
と
語
っ
て
い
る
。

真
和
志
合
併
後
の
新
市
建
設
策
定
は
双
方

か
ら
出
さ
れ
た
合
併
促
進
委
員
会
で
双
方
の

案
を
調
整
し
、
十
四
日
ま
で
に
議
会
で
議
決

し
た
上
で
主
席
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
総
務
課
を
中
心
に
策
定
書
の
検
討

を
進
め
て
い
る
が
、
二
、
三
日
中
に
は
再
び

協
議
会
が
開
ら
か
れ
、
最
終
案
の
検
討
が
加

え
ら
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

泊
港
の
浚
渫
始
ま
る
／
二
ヵ
月

で
完
成

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
12
・
３

安
里
川
の
土
砂
が
流
れ
込
み
水
深
が
浅
く

な
っ
て
船
舶
の
出
入
に
危
険
だ
と
さ
れ
て
い

た
泊
港
は
、
那
覇
市
が
浚
渫
工
事
を
行
う
こ

と
に
な
り
、
二
日
か
ら
着
工
し
た
。
市
土
木

課
で
は
、
特
殊
工
事
の
た
め
、
浚
渫
機
材
の

揃
っ
て
い
る
旭
サ
ル
ベ
ー
ジ
と
契
約
、
工
事

費
は
二
百
万
円
、
昼
夜
突
貫
工
事
で
約
二
ヵ

月
の
工
事
期
間
を
予
定
し
て
い
る
。
工
事
範

囲
は
大
型
船
舶
の
発
着
に
関
係
の
あ
る
重
要

部
分
一
万
二
千
坪
、
現
在
の
平
均
水
深
二
十

七
尺
を
四
尺
深
く
し
て
三
十
一
尺
の
水
深
に

持
っ
て
い
く
た
め
に
、
さ
ら
え
る
土
砂
量
は

五
千
立
方
坪
と
み
て
い
る
。

安
里
川
川
口

泊
高
橋
付
近

は
小
型
船

舶
だ
け
で
、
い
ま
の
と
こ
ろ
急
ぐ
必
要
も
な

い
と
し
、
ま
た
岸
壁
か
ら
三
十
五
尺
の
地
域

は
去
年
工
事
し
て
あ
る
た
め
、
十
九
尺
の
深

さ
が
あ
り
、
船
の
発
着
に
支
障
は
な
い
と
さ

れ
、
予
算
の
関
係
も
あ
っ
て
こ
ん
ど
は
工
事

し
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
。

泊
港
務
所
で
は
、
歳
末
で
も
あ
り
、
出
来

る
だ
け
業
者
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
工
事
中

で
も
船
舶
の
発
着
を
優
先
し
て
工
事
を
進
め

る
よ
う
に
旭
サ
ル
ベ
ー
ジ
と
も
話
し
合
い
を

つ
け
て
あ
り
、
船
舶
の
出
入
に
支
障
を
来
た

す
こ
と
は
少
な
い
と
い
っ
て
い
る
。

工
事
に
当
る
旭
サ
ル
ベ
ー
ジ

洲
鎌
清
吉

社
長

で
は
、
一
日
す
で
に
バ
ー
ジ
ー
船
を

泊
港
に
回
し
、
三
日
に
は
、
ド
レ
ー
ジ
ャ
ー
、

泥
受
船
を
回
航
し
て
早
速
工
事
に
と
り
か
か

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

ボ
ー
ナ
ス
10
割
二
十
日
に
支
給

／
…
那
覇
市
労
組
が
団
交

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
12
・
３

那
覇
市
職
員
労
組
は
、
二
日
ひ
る
一
時
半
か

ら
東
江
市
長
代
理
と
会
い
、
約
一
時
間
に
わ

た
り
団
体
交
渉
を
な
し
、

①
年
末
手
当

十
割

を
二
十
日
ま
で
に
支

給
す
る
こ
と
。

②
不
当
な
解
雇
を
行
わ
な
い
こ
と
と
、

③
人
事
の
異
動
は
本
人
の
意
志
を
尊
重
す
る

こ
と
。

④
定
期
昇
給
の
完
全
実
施
、
で
こ
ぼ
こ
給
与

の
調
整
な
ど
要
求
し
た
。

こ
れ
に
対
し
東
江
市
長
代
理
は
次
の
よ
う
に

回
答
し
た
。

①
職
員
に
対
す
る
五
八
年
度
年
末
手
当
は
、

二
十
日
ま
で
に
支
給

十
割

す
る
。

②
不
当
解
雇
は
し
な
い
。

③
人
事
異
動
は
原
則
と
し
て
本
人
の
意
志
を

尊
重
す
る
。

④
定
期
昇
給
は
条
例
と
規
則
に
従
い
予
算
の

裏
付
を
得
て
来
年
一
月
一
日
付
で
実
施
す

る
。
た
だ
し
次
の
昇
給
期

三
月

に
お
い

て
は
五
七
年
九
月
の
定
期
昇
給
と
し
て
取
扱

う
よ
う
次
の
市
長
に
引
継
ぐ
。

こ
れ
は
市
条
例
に
よ
っ
て
六
ヵ
月
未
満
は
昇

級
出
来
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
去
る
九

月
瀬
長
市
長
は
昇
給
し
て
な
い
の
で
一
月
昇

給
す
る
と
三
月
に
は
出
来
な
い
こ
と
か
ら
さ

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

十
二
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か
の
ぼ
っ
て
九
月
の
定
期
昇
給
と
し
て
取
扱

う
と
い
う
も
の
。

民
連
と
は
共
闘
し
な
い
／
社
大

那
覇
市
長
選
へ
の
態
度
決
定

／
兼
次
氏
ら
は
脱
党
／
党
独

自
の
候
補
七
日
決
め
る

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
12
・
４

那
覇
市
長
選
挙
を
め
ぐ
っ
て
、
激
動
を
続
け

て
い
た
社
大
党
は
、
遂
に
連
袂
脱
党
者
も
出

す
と
い
う
事
態
を
み
た
。
民
連
の
統
一
候
補

決
定
後
、
独
自
の
線
で
進
む
か
、
民
連
と
共

闘
し
て
い
く
か
で
注
目
さ
れ
て
い
た
同
党
は

三
日
ひ
る
三
時
か
ら
中
執
委
員
を
開
い
て
、

那
覇
市
長
選
挙
に
臨
む
態
度
を
検
討
し
た
結

果
、
民
連
と
の
共
闘
を
さ
け
、
党
独
自
の
線

で
臨
む
こ
と
を
決
め
た
。
こ
の
日
の
中
執
委

で
同
党
は
、
こ
れ
ま
で
人
民
党
と
一
線
を
画

し
切
れ
な
い
と
批
判
さ
れ
て
い
た
態
度
を
一

て
き
、
人
民
党
と
一
線
を
画
し
て
党
独
自
で

進
む
態
度
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
な
っ
た

わ
け
だ
が
、
同
党
の
候
補
者
決
定
は
、
来
る

七
日
に
持
ち
こ
し
た
。
七
日
は
、
ひ
る
一
時

か
ら
中
央
執
行
委
員
会
を
召
集
し
て
、
一
応

の
線
を
出
し
、
引
き
続
き
午
後
三
時
か
ら
中

央
執
行
委
員
会
を
開
い
て
最
後
決
定
す
る
。

那
覇
市
長
選
挙
に
臨
む
態
度
を
協
議
す
る
社

大
党
中
央
執
行
委
員
会
は
ひ
る
三
時
、
二
十

八
名
の
中
執
委
中
二
十
二
名
が
出
席
、
成
り

行
き
を
見
守
る
二
十
数
名
の
傍
聴
党
員
注
視

の
中
に
、
党
本
部
で
開
か
れ
た
。
こ
の
日
の

中
執
委
は
、
先
に
党
で
公
認
に
決
定
、
統
一

候
補
と
し
て
の
共
闘
を
呼
び
か
け
た
安
里
積

千
代
氏
の
線
を
、
民
連
側
が
け
り
、
同
党
那

覇
支
部
長
兼
次
佐
一
氏
を
民
連
統
一
候
補
に

決
定
し
た
た
め
、
問
題
を
振
り
出
し
に
戻
し

て
検
討
を
加
え
た
。
そ
の
結
果
那
覇
市
長
選

挙
に
は
、
積
極
的
に
タ
ッ
チ
す
べ
き
で
あ
る

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
全
員
異
議
な
く
、
つ

い
で
統
一
候
補
の
線
で
、
民
連
と
共
闘
す
べ

き
か
、
党
独
自
の
線
で
臨
む
べ
き
か
を
め

ぐ
っ
て
検
討
し
た
が
、
大
勢
は
独
自
の
線
を

主
張
、
民
連
と
共
闘
を
主
張
す
る
兼
次
氏
や
、

一
部
那
覇
支
部
党
員
の
間
に
激
論
が
交
わ
さ

れ
、
調
整
を
み
ぬ
ま
ま
採
決
に
持
ち
こ
ま
れ

た
。
採
決
を
前
に
、
兼
次
氏
ら
は
一
時
退
場
、
再

開
後
、
挙
手
採
決
の
結
果
、
十
六
対
四
で
党

独
自
で
臨
む
こ
と
に
決
ま
り
、
兼
次
氏
は
信

念
の
相
違
を
取
り
上
げ
て
脱
党
を
宣
言
。
か

ね
て
用
意
し
て
あ
っ
た
脱
党
届
を
平
良
書
記

長
に
手
渡
し
、
那
覇
支
部
党
員
七
名
、
中
部

支
部
党
員
一
名
と
と
も
に
同
党
に
袂
を
分

か
っ
た
。
な
お
兼
次
氏
は
、
脱
党
に
当
り
、

次
の
よ
う
に
所
信
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
今

後
も
民
族
解
放
の
た
め
共
に
闘
う
よ
う
希
望

し
た
い
。

兼
次
氏
　
党
の
原
則
と
し
て
如
何
な
る
場

合
に
於
い
て
も
党
議
は
多
数
意
見
が
原
則

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
党
員
と
し

て
行
動
を
と
も
に
す
べ
き
こ
と
は
申
す
ま

で
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
今
日
の
問
題

に
対
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
が
市
長
選
挙
の

持
つ
意
義
と
世
論
の
分
析
の
上
に
立
っ
て

意
識
す
る
こ
と
と
、
中
執
委
の
間
と
に
、

見
解
の
相
違
を
来
た
し
て
い
る
こ
と
は
遺

憾
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
今
度
の
市
長

選
挙
に
当
っ
て
、
こ
の
選
挙
が
行
わ
れ
る

根
元
が
何
処
に
あ
っ
た
か
を
考
え
た
場

合
、
問
題
は
単
に
那
覇
市
政
だ
け
の
問
題

で
な
く
、
全
県
民
の
問
題
で
あ
る
と
の
見

解
か
ら
、統
一
候
補
を
主
張
し
て
き
た
が
、

不
幸
に
し
て
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ

は
党
独
自
と
い
う
見
解
よ
り
も
、
両
者
間

に
信
念
が
相
入
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
認

め
ざ
る
を
得
な
い
。
政
党
は
信
念
を
同
じ

う
す
る
者
に
よ
っ
て
の
み
、
そ
の
存
在
も

可
能
で
あ
っ
て
、
相
反
す
る
分
子
が
交
わ

る
こ
と
は
不
純
で
あ
る
。
従
っ
て
党
に
一

人
の
異
分
子
も
な
く
、
ス
ッ
キ
リ
さ
せ

る
た
め
に
は
信
念
の
相
反
す
る
者
の
い
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

自
己
の
信
念
は
勿
論
、
自
己
の
行
動
が
党

に
束
縛
さ
れ
る
こ
と
と
も
な
る
の
で
、
こ

の
機
会
に
脱
党
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

脱
党
す
る
に
し
て
も
、
こ
の
問
題
を
き
っ

か
け
と
し
て
脱
党
す
る
の
で
は
な
く
、
将

来
の
沖
縄
の
諸
問
題
に
つ
い
て
脱
党
す
る

こ
と
が
プ
ラ
ス
に
な
る
と
思
う
か
ら
で
あ

る
。
わ
れ
わ
れ
が
、
こ
れ
ま
で
盛
り
育
て
た
党

に
、
涙
を
の
ん
で
別
れ
る
に
当
り
、
願
う

こ
と
は
、
今
後
如
何
な
事
態
が
来
て
も
、

今
日
よ
り
以
上
に
右
に
か
た
よ
ら
ず
、
再

び
民
族
解
放
、
日
本
復
帰
の
態
勢
を
整
え

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
と
、
正
し
い

分
析
の
上
に
党
を
誤
ら
し
め
な
い
よ
う
に

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

党
独
自
の
線
を
確
立
し
た
以
上
は
、
大
義

名
分
を
立
て
、
公
党
と
し
て
の
立
場
か
ら

所
信
を
貫
き
、
安
里
候
補
を
立
て
て
最
後

ま
で
闘
い
、
市
民
の
公
正
な
る
審
判
を
受

け
、自
党
の
真
価
を
確
認
す
べ
き
で
あ
る
。

安
里
委
員
長
談

党
と
し
て
は
結
党
以
来
、

或
は
書
記
長
と
し
て
或
は
那
覇
支
部
長
と
し

て
、
前
委
員
長
の
平
良
辰
雄
氏
と
と
も
に
、

党
を
背
負
っ
て
今
日
ま
で
導
い
た
兼
次
氏
が

信
念
が
相
反
す
る
と
し
て
脱
党
す
る
こ
と
に

対
し
、
情
に
於
い
て
し
の
び
難
く
、
残
念
に

思
う
も
の
で
あ
る
。

勿
論
民
族
の
た
め
に
闘
う
目
的
に
於
い
て

は
、
何
ら
異
る
と
こ
ろ
は
な
く
基
本
線
に
お

い
て
は
何
ら
変
ら
ね
ば
敢
え
て
脱
党
す
る
こ

と
も
な
い
と
考
え
る
が
、
信
念
の
相
違
と
あ

れ
ば
い
た
し
方
な
い
。
勿
論
党
は
こ
の
た
め

動
揺
は
し
よ
う
が
志
を
共
に
し
た
方
々
と
と
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も
に
、
例
え
党
は
出
て
い
っ
て
も
日
本
復
帰

ま
で
、
と
も
に
闘
う
よ
う
希
望
す
る
。

例
え
党
を
去
る
に
し
て
も
、
民
主
的
立
場
で

出
る
と
い
う
こ
と
は
、
革
新
的
政
党
で
あ
れ

ば
こ
そ
と
考
え
る
。自
己
の
利
害
の
た
め
に
、

感
情
の
た
め
に
脱
党
す
る
の
で
は
な
く
、
信

念
の
た
め
で
あ
り
、
こ
れ
を
受
理
す
る
外
は

な
い
。
兼
次
氏
始
め
、
志
を
同
じ
う
す
る

方
々
の
健
闘
を
祈
る
。

八
氏
が
脱
党
届

脱
党
届

今
日
の
那
覇
市
長
選
挙
の
意
義

と
、
そ
れ
に
対
す
る
世
論
の
分
析
の
上
に
於

い
て
、
我
々
と
他
の
執
行
委
員
と
の
間
に
、

大
き
な
見
解
の
相
違
を
来
た
し
て
い
る
こ
と

は
遺
憾
で
あ
る
。

我
々
は
あ
く
ま
で
統
一
候
補
の
も
と
に
広
く

民
主
勢
力
を
結
集
し
て
、
選
挙
に
勝
ち
抜
き
、

悪
布
令
に
対
す
る
県
民
の
怒
り
を
答
え
に
出

し
て
、
祖
国
の
同
胞
の
激
励
と
世
論
に
問
う

べ
き
で
あ
る
と
信
じ
、
こ
こ
に
脱
党
す
る
。

兼
次
佐
一

那
覇
支
部
長

宮
良
寛
才

立
法

院
議
員

黒
潮
武
秀

那
覇
支
部

中
村
栄

〃

松
本
吉
郎

〃

松
田
富
也

〃

具

志
堅
寿
秀
〃

新
垣
善
春

中
部
支
部

微
妙
に
動
く
政
界
／
那
覇
市
長

選
め
ぐ
り
／
依
然
と
し
て
表

情
複
雑
／
三
月
総
選
挙
へ
の

思
惑
も
か
ら
み

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
12
・
５

那
覇
市
長
選
を
め
ぐ
り
、

党
独
自

か

民
連
と
の
共
闘

か
を
注
目
さ
れ
て
い
た

社
大
党
は
、
三
日
の
中
央
執
行
委
員
会
で
、

”
党
独
自
の
候
補
で
臨
む
”
こ
と
に
態
度
を

決
め
人
民
党
を
含
む
民
主
主
義
擁
護
連
絡
会

議
と
一
線
を
画
す
態
度
を
打
ち
出
し
た
。
那

覇
市
長
選
挙
を
め
ぐ
っ
て
錯
綜
す
る
政
局

は
、
社
大
党
の
”
独
自
の
線
”
へ
の
踏
み
切

り
で
、
一
応
の
方
向
を
見
出
さ
れ
た
と
も
み

ら
れ
る
が
、
政
界
各
派
の
動
き
は
、
来
春
三

月
の
総
選
挙
へ
の
思
惑
と
も
絡
ん
で
、
依
然

と
し
て
複
雑
な
表
情
を
み
せ
て
い
る
。
今
の

と
こ
ろ
各
派
は
、
事
態
の
推
移
を
待
つ
と

い
っ
た
態
度
で
社
大
党
の
出
方
を
注
視
し
て

い
る
。
そ
こ
で
社
大
党
の
”
独
自
の
線
”
確

立
後
の
政
界
各
派
の
表
情
を
と
ら
え
て
み

た
。社
大
の
出
方
待
ち

民
主
党

去
る
二
十
九
日
、”
沖
縄
”
料
亭

で
支
部
長
会
議
を
開
い
て
、
当
面
の
問
題
で

あ
る

那
覇
市
長
選
挙

と

保
守
結
集

に
対
す
る
態
度
を
協
議
し
た
以
後
民
主
党
は

一
切
の
態
度
表
明
を
控
え
て
い
る
。
こ
の
日

の
支
部
長
会
議
で
は

那
覇
市
長
選
挙
を
、

保
守
結
集
の
足
掛
り
と
す
る
方
向
に
も
っ
て

い
く
た
め
、”
保
守
統
一
候
補
”
を
し
ぼ
る

こ
と

に
意
見
が
一
致
し
た
が
、
社
大
党
の
”

独
自
の
線
”
決
定
で
複
雑
な
表
情
を
み
せ
て

い
る
。
同
党
は
先
に

平
良
辰
雄
氏
な
ら
全

面
的
に
支
援
し
て
も
よ
い

と
の
態
度
を
表

明
し
た
が
、
そ
の
考
え
は
今
で
も
変
っ
て
い

な
い
よ
う
だ
が
同
党
の
一
部
で
は

こ
れ
ま

で
政
策
的
に
相
容
れ
な
か
っ
た
社
大
党
に

よ
っ
て
平
良
氏
が
公
認
さ
れ
た
場
合
は
、
民

主
党
が
支
持
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る

と
の
批
判
的
な
意
見
も
あ
る
。

同
党
の
首
脳
部
間
に
は

事
態
を
静
観
し
て

い
る
段
階
で
は
な
い

と
の
色
が
十
分
う
か

が
え
て
き
た
が
、
社
大
党
の
候
補
者
決
定
ま

で
は
、
う
か
つ
に
動
け
な
い
と
い
っ
た
な
や

み
の
状
態
に
あ
る
と
み
ら
れ
、
問
題
は
社
大

党
が
、
公
認

で
擁
立
す
る
か
、
推
せ
ん

で
擁
立
す
る
か
を
見
守
っ
て
い
る
と
い
う
の

が
現
状
の
よ
う
だ
。

平
良
氏
を
擁
立
か

社
大
党

兼
次
氏
ら
の
脱
党
で

党
独
自
の

線

を
確
立
し
た
と
は
い
う
も
の
の
、
地
方

支
部
の
動
揺
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
来

春
三
月
の
総
選
挙
へ
の
思
惑
と
も
か
ら
ん
で

党
内
事
情
は
複
雑
と
み
ら
れ
る
。

宮
古
支
部
の
離
脱
に
次
ぐ
八
重
山
支
部
幹
部

の
連
袂
脱
党
、
そ
し
て
今
度
の
兼
次
氏
ら
の

連
袂
脱
党
を
み
、
態
勢
立
て
直
し
は
同
党
の

頭
痛
の
種
で
あ
ろ
う
。
今
度
の
那
覇
市
長
選

挙
を
足
掛
り
に
し
て
、
頽
勢
挽
回
を
は
か
ろ

う
と
す
る
含
み
も
、
う
か
が
わ
れ
ぬ
こ
と
も

な
い
が
脱
党
し
た
兼
次
氏
ら
は

新
党
結
成

に
動
い
て
お
り
、
人
民
党
に
踏
み
切
れ
ぬ
層

の
離
脱
と
い
う
点
で
は
楽
観
を
許
さ
ぬ
情
勢

に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

何
れ
に
し
て
も
、
同
党
は
、
三
日
の
中
執
委

で

那
覇
市
長
選
挙
介
入
方
針

候
補
者

選
定

を
一
応
白
紙
に
か
え
し
て
あ
る
の
で
、

平
良
辰
雄
氏
を
復
党
せ
し
め
て
公
認
と
す
る

か
、
安
里
積
千
代
氏
を
擁
立
す
る
か
の
何
れ

か
で
あ
ろ
う
。
一
般
に
は
平
良
辰
雄
氏
を
公

認
か
推
せ
ん
か
の
形
で
擁
立
す
る
の
で
は
な

い
か
と
の
観
測
が
強
い
。

八
日
に
党
大
会

人
民
党
　
民
連
統
一
候
補
と
し
て
兼
次
氏
を

擁
立
す
る
同
党
は
来
る
八
日
党
大
会
を
開
く

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
社
大
党
の
共
闘
拒
否

に
つ
い
て
は
言
明
を
控
え
て
い
る
が
、
八
日

の
党
大
会
で
は
、
こ
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら

れ
る
も
の
と
み
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
立
法
院

選
挙
で
、
一
部
地
区
で
社
大
党
と
共
闘
し
て

き
た
線
に
再
検
討
が
加
え
ら
れ
よ
う
。

新
党
結
成
に
動
く

社
大
脱
党
派

社
大
党
脱
党
派
は
兼
次
を
統

一
候
補
と
し
、
民
連
の
一
員
と
し
て
今
度
の

選
挙
に
臨
む
が
、
一
方
社
大
党
那
覇
支
部
、

中
部
支
部
の
若
手
を
中
心
に
し
て
新
党
結
成
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を
推
し
進
め
る
段
取
り
を
し
て
い
る
。

同
派
は
、
日
本
社
会
党
と
連
絡
し
て
、
新
党

の
性
格
を
研
究
、
近
く
新
党
を
結
成
す
る
と

し
て
い
る
。
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

見
通
し
は
な
い
よ
う
だ
が
、
那
覇
市
長
選
挙

後
に
な
る
も
の
と
観
測
を
し
て
い
る
。

近
日
中
に

新
党
結
成
準
備
委
員
会

を
組

織
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
兼
次
氏
と

行
動
を
共
に
し
た
宮
良
寛
才
、
中
村
栄
、
黒

潮
武
秀
、
松
田
富
也
氏
ら
七
氏
は
勿
論
、
脱

党
の
動
き
が
あ
る
と
い
う
社
大
党
中
部
支
部

の
若
手
党
員
の
合
流
が
考
え
ら
れ
る
。
社
大

中
部
支
部
の
若
手
党
員
や
党
友
と
し
て
活
動

し
て
き
た
青
年
層
は
、
四
日
午
後
七
時
、
北

中
城
村
石
平
区
民
集
会
所
で
態
度
を
協
議
し

た
と
い
わ
れ
る
が
、
今
明
日
中
声
明
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

鳴
り
を
ひ
そ
め
る

新
党
工
作
派

こ
の
間
に
あ
っ
て
、
も
っ
と

も
複
雑
な
思
惑
含
み
は
、
新
党
工
作
派
で
あ

ろ
う
。
当
間
主
席
は
民
主
党
与
儀
総
裁
と
会

談
し
た
際
、

絶
対
新
党
は
つ
く
ら
な
い

と
断
言
し
た
と
い
わ
れ
る
が
そ
の
中
心
と

な
っ
て
動
い
て
来
た
下
里
恵
良
氏
は
本
土
旅

行
中
で
あ
る
の
で
一
時
鳴
り
を
ひ
そ
め
た
状

態
に
な
っ
て
い
る
。

兼
次
氏
ら
の
脱
党
で
、
社
大
党
と
つ
な
が
り

の
あ
っ
た
一
部
に
、
社
大
復
党
の
動
き
も
あ

る
と
取
沙
汰
さ
れ
て
い
る
状
態
で
、
那
覇
市

長
選
挙
は
、
同
派
に
雑
多
な
思
惑
を
投
げ
て

い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

浦
崎
康
華
氏
も
／
社
大
党
を
脱
党

社
大
党
那
覇
支
部
長
兼
次
佐
一
氏
ら
の
脱
党

で
、
そ
の
去
就
を
注
目
さ
れ
て
い
た
那
覇
市

議
会
民
連
派
の
浦
崎
康
華
氏
は
四
日
、
兼
次

氏
ら
の
同
志
と
行
動
を
と
も
に
す
る
こ
と
を

声
明
、
社
大
党
を
脱
党
し
た
。

声
明

那
覇
市
政
に
対
す
る
一
連
の
不
当

弾
圧
並
び
に
軍
用
地
拡
張
を
排
す
る
た
め

に
、
今
度
の
那
覇
市
長
選
挙
は
、
社
大
、
人

民
両
党
及
び
民
主
団
体
を
中
核
と
す
る
愛
国

民
主
勢
力
の
統
一
候
補
で
闘
う
こ
と
を
主
張

し
て
き
た
が
、
三
日
の
社
大
党
中
執
委
は
、

私
達
の
主
張
と
全
く
違
う
決
議
を
し
た
こ
と

は
遺
憾
で
あ
り
、
私
は
社
大
党
を
去
っ
て
兼

次
氏
ら
の
同
志
と
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
を

声
明
す
る
。

合
併
協
議
会
／
新
し
い
都
市
づ

く
り
／
建
設
計
画
を
満
場
一

致
で
承
認

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
12
・
５

那
覇
、
真
和
志
両
市
の
理
事
者
、
議
員
で
組

織
す
る
合
併
協
議
会
が
四
日
午
後
五
時
半
か

ら
那
覇
市
会
議
室
で
開
か
れ
、
那
覇
市
建
設

計
画
を
満
場
一
致
で
承
認
両
市
会
の
議
決
を

経
た
上
で
新
し
い
都
市
づ
く
り
の
大
要
が
決

ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
建
設
計
画
は
つ
ぎ
の

と
お
り
。
▽
新
市
建
設
の
基
本
方
針
　
一
、

従
前
の
那
覇
都
市
計
画
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
基
礎
と
し
、
真
和
志
市
の
特
色
を
加
味
し

て
建
設
計
画
を
樹
立
す
る
二
、
安
謝
港
を
修

築
し
、
近
海
航
路
の
港
湾
と
し
、
避
難
港
、

遠
洋
漁
業
の
根
拠
地
と
し
て
の
漁
港
の
完
成

を
は
か
る
三
、
真
和
志
区
域
の
道
路
網
の
整

備
を
期
す
四
、
開
南

農
試
場

工
業
高
校

松
川

又
吉
道
路
を
結
ぶ
路
線
の
拡
張
で

循
環
線
の
実
現
を
は
か
る
。
五
、
国
場
川
下

流
を
住
宅
地
域
と
し
て
埋
立
て
る
六
、
全
地

域
に
上
水
道
を
拡
張
す
る
、
七
、
真
和
志
の

商
工
業
地
域
の
都
計
用
途
地
域
指
定
を
行
う

八
、
土
地
改
良
事
業
、
農
道
耕
地
整
理
、
用

排
水
路
の
整
備
を
行
う
九
、
安
里
十
字
路
か

ら
元
鉄
道
を
経
て
浦
添
に
結
ぶ
十
、
又
吉
道

路
以
北
に
小
学
校
を
設
置
す
る
十
一
、
蔡
温

橋
上
流
の
河
川
護
岸
の
早
期
実
施
。

▽
役
所
、
支
所
に
つ
い
て

一
、
市
政
運
営

を
能
率
的
に
執
行
す
る
た
め
、
上
泉
町
に
五

カ
年
計
画
に
よ
り
新
庁
舎
、
議
会
議
事
堂
の

建
設
を
行
う
二
、
現
真
和
志
市
役
所
を
支
所

と
し
、
安
謝
出
張
所
を
廃
す
る
。

▽
文
化
施
設
の
統
合
整
備
に
つ
い
て

一
、
市
民
体
育
向
上
の
た
め
奥
武
山
に
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
二
、
市
民
会

館
を
建
設
し
、区
民
の
集
い
の
場
と
す
る
三
、

真
和
志
地
区
に
公
営
住
宅
を
建
設
し
、
住
宅

難
の
緩
和
を
は
か
り
、
児
童
遊
園
地
を
各
所

に
建
設
す
る
四
、
消
防
隊
を
現
状
の
ま
ま
統

合
す
る
五
、
東
町
に
消
防
隊
新
庁
舎
を
設
置

す
る
。

▽
病
院
、
診
療
所
な
ど
に
つ
い
て

一
、
市
民
病
院
を
真
和
志
地
域
に
設
置
す
る

二
、
現
児
童
健
康
相
談
所
を
移
転
拡
充
す
る

三
、
塵
埃
処
理
車
十
台
購
入
に
よ
り
清
掃
の

完
璧
を
期
す
。

▽
そ
の
他

一
、
各
区
青
年
会
、
婦
人
会
そ

の
他
諸
団
体
は
原
則
と
し
て
現
状
の
ま
ま
と

す
る
二
、共
同
組
合
も
現
状
の
ま
ま
と
す
る
。

那
覇
市
政
再
建
同
盟
解
散
／
全

琉
反
共
組
織
へ
切
替
え
る

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
12
・
６

那
覇
市
政
再
建
同
盟
で
は
五
日
午
後
一
時
か

ら
同
盟
本
部
で
中
央
執
行
委
員
会
を
開
き
、

同
盟
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
し
た

結
果
、
今
後
全
琉
的
な
反
共
組
織
と
し
て
自

由
連
盟

仮
称

を
結
成
す
る
こ
と
に
な
り
、

再
建
同
盟
を
解
散
す
る
声
明
書
を
発
表
し

た
。
こ
れ
で
再
建
同
盟
は
去
る
七
月
三
日
結

成
以
来
、
約
五
ヵ
月
で
解
散
し
た
。

な
お
、
こ
ん
ど
発
足
す
る
自
由
連
盟
は
市
町

村
長
会
、
同
議
長
会
、
農
業
組
合
連
合
会
、

社
大
党
、
民
主
党
を
含
め
た
全
琉
的
な
反
共

組
織
で
二
十
日
前
後
に
結
成
大
会
を
持
つ
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

再
建
同
盟
委
員
長
泉
正
重
氏
の
話

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

十
二
月

七
七
三



瀬
長
市
長
の
退
陣
も
実
現
し
た
の
で
全
琉

的
な
反
共
団
体
を
組
織
す
る
た
め
発
展
的

解
消
を
と
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
ま
で

い
ろ
い
ろ
と
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
市
民

各
位
に
対
し
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
共

に
、
今
度
組
織
さ
れ
る
反
共
団
体
の
た
め

に
全
住
民
が
協
力
し
て
貰
う
こ
と
を
お
願

い
し
た
い
。

（
声
明
書
）
瀬
長
前
市
長
は
、
市
民
を
代
表

す
る
那
覇
市
議
会
の
手
に
よ
っ
て
解
職
さ

れ
、
共
産
主
義
の
橋
頭
堡
は
市
民
の
手
で
と

り
こ
わ
さ
れ
た
。

民
主
主
義
擁
護
連
絡
会

議

と
い
う
美
名
で
共
産
主
義
の
走
狗
を
つ

と
め
た
社
大
党
那
覇
支
部
の
一
部
党
員
は
、

党
内
で
徹
底
的
な
批
判
を
受
け
て
脱
党
の
余

儀
な
き
に
至
っ
た
。

市
政
再
建
同
盟
は
瀬
長
市
長
不
信
任
の
実
現

の
た
め
、
去
る
七
月
三
日
結
成
さ
れ
、
共
産

主
義
勢
力
と
対
決
し
て
き
た
同
盟
は
事
実
上

解
体
し
、
真
和
志
市
と
の
合
併
に
よ
り
大
那

覇
市
が
誕
生
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
大
那
覇

市
建
設
の
た
め
の
新
市
長
は
市
民
自
ら
の
手

で
選
挙
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
市
政

再
建
同
盟
は
新
情
勢
の
発
生
を
喜
び
、
市
長

選
挙
を
市
民
一
般
の
積
極
的
な
運
動
に
う
つ

す
た
め
、
こ
こ
に
解
散
し
、
共
産
主
義
勢
力

と
の
全
琉
的
な
規
模
に
お
い
て
対
決
す
る
も

の
で
あ
る
。

那
覇
市
政
干
渉
抗
議
大
会
／
東

京
神
田
の
教
育
会
館
で

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
12
・
７

東
京
六
日
共
同

沖
縄
問
題
解
決
国
民
連

絡
会
議
の
主
催
で
、
六
日
午
後
一
時
か
ら

那
覇
市
政
不
当
干
渉
抗
議
大
会

が
東
京

の
神
田
教
育
会
館
で
開
か
れ
た
。
大
会
に
は

沖
縄
県
人
会
長
神
山
政
良
氏
は
じ
め
、
加
盟

団
体
代
表
六
百
人
が
集
り
、
米
政
府
な
ら
び

に
ム
ー
ア
高
等
弁
務
官
に
抗
議
す
る
。
沖
縄

の
返
還
を
国
連
や
各
国
に
要
請
す
る
。
民
主

主
義
の
擁
護
を
当
間
主
席
に
訴
え
る
な
ど
の

五
つ
の
決
議
と
、
大
会
宣
言
を
可
決
し
た
。

一
方
、
清
水
谷
公
園
で
も
約
千
五
百
人
の
学

生
が
集
っ
て
全
学
連
主
催
の
学
生
総
決
起
大

会
が
行
わ
れ
、
同
じ
主
旨
の
決
議
を
採
決
し

た
あ
と
、
デ
モ
行
進
を
行
っ
た
。

都
市
合
併
／
条
件
協
定
書
を
可

決
／
職
員
の
整
理
は
や
ら
ぬ

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
12
・
７

那
覇
・
真
和
志
合
併
促
進
協
議
会

十
四
名

は
、
六
日
午
後
四
時
四
十
分
か
ら
真
和
志
市

議
会
室
で
開
か
れ
、
さ
き
に
両
市
か
ら
出
さ

れ
た
新
市
建
設
計
画
な
ど
の
条
件
協
定
書
を

審
議
、
原
案
通
り
満
場
一
致
で
可
決
し
た
。

こ
れ
で
、
合
併
後
の
新
市
計
画
策
定
は
完
成

し
た
こ
と
に
な
り
、
あ
と
は
こ
の
協
定
書
を

来
る
十
日
に
開
か
れ
る
両
市
の
議
会
で
議
決

す
れ
ば
、
来
る
十
五
日
か
ら
開
会
さ
れ
る
立

法
院
の
決
議
を
待
つ
ば
か
り
と
な
る
。
両
市

の
合
併
条
件
協
定
書
は
大
要
次
の
と
お
り
。

▽
助
役
の
定
数

二
人
を
設
置
す
る
。
そ
れ

に
副
収
入
役
を
設
置
す
る
。

▽
職
員
の
処
置

①
真
和
志
市
職
員

事
務

局
・
消
防
隊
・
選
管
を
含
む
以
下
同
じ

を

継
続
す
る
。

②
支
所
長
及
び
部
長
各
々
一
名
を
真
和
志
市

職
員
の
中
か
ら
任
命
す
る
。

③
合
併
後
一
年
以
内
に
お
い
て
停
年
に
達
す

る
職
員
に
つ
い
て
は
合
併
後
一
年
を
経
過
す

る
ま
で
は
そ
の
実
施
を
保
留
す
る
。
④
真
和

志
市
選
挙
管
理
委
員
長

常
任

は
那
覇
市

職
員
と
し
て
身
分
を
保
有
す
る
　
⑤
関
係
市

間
の
給
与
の
不
均
衡
に
つ
い
て
は
合
併
後
速

や
か
に

三
カ
月
以
内

適
当
の
方
法
に
よ

り
調
整
す
る
　
⑥
真
和
志
市
職
員
の
勤
続
年

数
は
、
一
九
四
六
年
四
月
か
ら
起
算
す
る

⑦
退
職
金
に
つ
い
て
は
那
覇
市
職
員
退
職
金

支
給
条
例
を
適
用
し
合
併
後
一
年
以
内
に
退

職
す
る
職
員
に
は
次
の
率
に
よ
っ
て
支
給
す

る
。
▽
合
併
後
三
カ
月
以
内
の
職
員
は
退
職

当
時
の
給
料
月
額
の

百
分
の
百
八
十

に

勤
続
年
数
を
乗
じ
た
額
▽
合
併
後
六
カ
月
以

内
の
職
員
は
退
職
当
時
の
給
料
月
額
の

百

分
の
百
六
十

に
勤
続
年
数
を
乗
じ
た
額
▽

一
年
以
内
の
職
員
に
対
し
て
は
退
職
当
時
の

給
料
月
額
の

百
分
の
百
三
十

に
勤
続
年

数
を
乗
じ
た
額
。

▽
市
税
の
賦
課

均
一
課
税
と
す
る
。
合
併

促
進
法
第
十
四
条
を
適
用
し
五
八
年
は
真
和

志
区
域
に
は
真
和
志
の
市
税
賦
課
徴
収
条
例

を
適
用
す
る
。

▽
字
名
に
つ
い
て

合
併
関
係
市
の
字
名
は

現
在
の
字
の
と
お
り
と
す
る
。

▽
予
算
の
執
行

真
和
志
市
の
五
八
年
度
予

算
の
執
行
を
真
和
志
支
所
長
に
大
幅
に
そ
の

権
限
を
委
任
す
る
。

▽
条
例
の
存
置
に
つ
い
て

真
和
志
条
例
で

那
覇
市
の
条
例
と
合
致
す
る
も
の
を
除
き
、

そ
れ
以
外
の
条
例
は
そ
の
条
例
に
変
る
べ
き

条
例
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
は
市
条
例
と
し
て

存
置
す
る
。

▽
部
課
の
設
置

合
併
後
の
那
覇
市
に
農
業

水
産
課
を
設
置
す
る
。
以
上
で
あ
る
が
十
七

日
を
期
し
て
両
市
は
合
併
さ
れ
、
人
口
十
八

万
余
の
大
都
市
と
し
て
出
発
す
る
。

那
覇
市
長
選
挙
／
平
良
氏
を
公
　
　

認
に
決
定
／
党
独
自
の
立
場

明
確
に
／
社
大
党
、
き
の
う

中
執
委

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
12
・
９

党
公
認
か
統
一
候
補
か
で
注
目
を
あ
つ
め
て

い
た
社
大
党
中
央
執
行
委
員
会
は
、
八
日
定

刻
よ
り
一
時
間
お
く
れ
て
ひ
る
四
時
か
ら
党

本
部
で
開
か
れ
た
そ
の
結
果

平
良
辰
雄
氏

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

十
二
月

七
七
四



を
党
公
認
と
し
て
推
す

こ
と
を
決
定
、
選

挙
対
策
に
つ
い
て
は
数
日
以
内
に
又
中
執
委

を
開
い
て
具
体
的
に
と
り
決
め
、
近
日
中
に

声
明
書
を
発
表
す
る
。
当
日
の
出
席
中
執
委

は
十
六
名
、
平
良
氏
を
推
す
こ
と
に
は
反
対

意
見
も
な
か
っ
た
よ
う
だ
か
、
党
公
認
と
す

る
こ
と
に
対
し
て
は
、
民
主
党
と
の
関
係
も

微
妙
な
も
の
が
あ
り
、
論
議
が
交
さ
れ
た
。

し
か
し
那
覇
連
合
支
部
の
意
見
は
強
硬
で
結

局

党
公
認
と
し
て
独
自
の
立
場
で
推
す

こ
と
を
決
め
た
も
の
。
こ
れ
に
対
し
て
中
執

委
に
出
席
し
た
平
良
辰
雄
氏
も
こ
れ
を
了
承

し
た
。
立
党
の
精
神
で
市
政
収
拾

平
良
辰
雄
氏
談

き
ょ
う
、
党
が
公
認
候
補

と
し
て
推
す
事
に
決
定
さ
れ
た
が
、
私
と
し

て
は
す
べ
て
党
に
一
任
し
て
あ
る
の
で
と
く

に
こ
れ
と
い
っ
た
感
懐
は
な
く
、
こ
れ
ま
で

度
々
表
明
し
た
よ
う
に
那
覇
市
政
の
収
拾
の

た
め
に
は
社
大
党
の
立
党
精
神
以
外
に
は
な

い
と
い
う
信
念
で
今
度
の
選
挙
に
の
ぞ
む
つ

も
り
で
あ
る
。
近
く
具
体
的
に
政
見
を
発
表

す
る
筈
で
あ
る
が
、
私
と
し
て
は
外
部
の
支

援
も
と
く
に
望
ん
で
い
る
。

民
主
党
、
き
ょ
う
議
員
総
会

民
主
党
は
九
日
ひ
る
二
時
か
ら
党
本
部
で
議

員
総
会
を
開
き
、
那
覇
市
長
選
挙
に
対
す
る

党
の
態
度
を
協
議
す
る
。

こ
れ
ま
で
同
党
は

社
大
党
と
協
調
し
て
平

良
辰
雄
氏
を
推
す

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
た
が
、
八
日
の
社
大
党
中
執
委
で

平
良

氏
を
党
公
認
に
す
る

と
の
立
場
を
明
ら
か

に
し
た
た
め
、
民
主
党
と
し
て
も

党
公
認

と
な
れ
ば
民
主
党
と
し
て
も
考
え
な
お
さ
ね

ば
な
ら
な
い

と
い
う
考
え
に
立
っ
た
も
の

で
十
日
に
は
総
務
会
を
も
っ
て
検
討
し
、
党

の
選
挙
に
臨
む
態
度
を
決
定
す
る
。
同
党
議

員
間
で
も

民
主
党
も
候
補
者
を
出
し
て
闘

え

と
い
う
強
硬
意
見
も
あ
り
、
と
く
に
那

覇
支
部
で
は

社
大
党
の
出
方
は
不
純
な
も

の
が
含
ま
れ
て
い
る

と
し
て
相
当
に
強
硬

で
、
な
り
ゆ
き
は
注
目
さ
れ
る
。

総
務
会
で
態
度
は
っ
き
り
さ
せ
る

星
民
主
党
幹
事
長
談

す
で
に
こ
れ
ま
で
も

は
っ
き
り
し
た
よ
う
に
、
一
応
の
党
方
針
は

あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
何
れ
に
し
て
も
社
大
党

公
認
が
決
っ
た
以
上
、
九
日
の
議
員
総
会
さ

ら
に
十
日
の
総
務
会
で
わ
が
党
の
態
度
を

は
っ
き
り
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

兼
次
佐
一
氏
の
話

脱
党
し
た
時
に
も
い
っ
た
よ
う
に
、
社
大
党

は
”
党
独
自
の
立
場
”
で
候
補
者
を
出
し
て

市
長
選
挙
に
の
ぞ
む
と
い
う
事
を
決
め
た
以

上
は
、
筋
を
立
て
て
あ
く
迄
も
安
里
委
員
長

を
出
し
て
闘
い
、
市
民
の
公
正
な
審
判
を
受

け
る
べ
き
だ
っ
た
。

大
那
覇
市
へ
の
足
音
高
く
／
合

併
へ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
可

決
／
け
さ
那
覇
市
会
満
場
一

致
で
沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
12
・
10

第
二
十
一
回
那
覇
市
定
例
議
会
は
、
二
十
九

名
が
出
席

欠
席
は
高
良
議
長
一
人

し
て

十
日
朝
十
一
時
か
ら
開
会
さ
れ
、
会
期
を
二

十
日
ま
で
の
十
一
日
間
と
決
定
し
た
の
ち
午

前
中
真
和
志
市
を
編
入
す
る
に
伴
い
、”
両

市
合
併
条
件
の
協
定
”、”
新
那
覇
市
建
設
計

画
”
を
審
議
し
た
の
ち
休
憩
ひ
る
一
時
か
ら

再
開
し
、
満
場
一
致
で
合
併
促
進
委
員
会
で

つ
く
っ
た
原
案
通
り
議
決
し
た
。
こ
れ
で
永

年
の
懸
案
と
な
っ
て
い
た
那
覇
市
、
真
和
志

の
合
併
は
、
十
五
日
か
ら
招
集
さ
れ
る
立
法

院
臨
時
議
会
の
議
決
を
経
て
十
七
日
主
席
の

告
示
を
待
っ
て
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
人
口
十
八
万
を
擁
す
る
大
那
覇
市
建
設

の
第
一
歩
を
ふ
み
出
し
た
こ
と
に
な
る
。

（
審
議
要
旨
）

△
両
市
合
併
条
件
の
協
定
に
つ
い
て

東
江
市
長
代
理

十
一
月
二
十
七
日
の
合

併
議
決
に
伴
な
っ
て
合
併
促
進
委
員
会
で
検

討
し
た
の
が
こ
の
案
で
あ
り
、
真
和
志
の
案

を
那
覇
の
方
で
修
正
、
調
整
し
た
も
の
で
あ

る
。
助
役
を
二
名
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ

で
現
条
例
と
食
い
違
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、

十
七
日
の
合
併
告
示
を
ま
っ
て
条
例
を
改
正

し
た
い
。
副
収
入
役
を
一
名
置
く
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
副
収
入
役
に
は
現
真
和
志

市
の
収
入
役
を
も
っ
て
き
て
ほ
し
い
と
の
強

い
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
。

財
産
の
処
分
に
つ
い
て
は
合
併
当
時
の
債

権
、
債
務
を
全
部
那
覇
市
で
負
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ

る
。比
嘉
（
朝

日
程
で
は
き
ょ
う
は
説
明

聴
取
だ
け
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
直
ち

に
質
疑
討
論
に
入
り
き
ょ
う
中
に
議
決
し
た

い
の
で
、
協
議
会
に
移
し
て
詳
し
い
説
明
を

き
き
た
い
。

島
袋

日
程
で
は
全
提
出
議
案
の
説
明
聴

取
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
日
程
を
変
更

し
て
、
新
那
覇
市
建
設
計
画
の
説
明
も
き
い

た
上
で
、
き
ょ
う
中
に
処
理
す
る
よ
う
に
決

め
る
べ
き
だ
。

こ
の
動
議
は
可
決
さ
れ
て
再
び
本
会
議
に
き

り
か
え
、
説
明
を
き
い
た
。

東
江
市
長
代
理

合
併
関
係
資
料
は
七
日

に
提
出
し
十
日
主
席
の
決
裁
を
得
て
立
法
院

に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

合
併
後
の
建
設
計
画
は
従
来
の
那
覇
都
計
の

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
基
に
し
、
こ
れ
に
真
和

志
の
特
殊
性
を
加
味
し
て
作
成
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
為
に
従
来
の
計
画
に
な
か
っ
た

安
謝
港
の
改
修
、
安
里
川
上
流
の
護
岸
、
又
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吉
道
路
以
北
へ
の
小
学
校
建
設
な
ど
が
加
え

ら
れ
て
い
る
。

渡
口
（
麗
）
議
員

日
程
第
三
、
第
四
を

一
括
し
て
審
議
に
入
り
ま
す
。

兼
次

数
字
的
な
問
題
と
政
策
的
な
問
題

に
つ
い
て
質
問
し
た
い
。
職
員
の
処
置
に
つ

い
て
、
全
面
的
に
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
真
和
志
の
職
員
定
数
を
給
与
条
例

に
よ
る
待
遇
の
相
違
点
に
つ
い
て
。
次
に
真

和
志
の
債
権
債
務
の
現
況
に
つ
い
て
。

な
お
、
合
併
後
の
建
設
計
画
に
つ
い
て
国
場

川
下
流
の
埋
立
事
業
の
規
模
、
計
画
、
事
務

的
な
経
過
、
予
算
措
置
な
ど
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

ま
た
城
岳
の
真
和
志
市
有
地
を
処
分
し
て
市

営
住
宅
を
つ
く
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

ま
で
の
都
計
で
は
城
岳
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
真
和
志
地
区
に
市
営
住
宅
を
つ
く
る
と

い
っ
て
い
る
が
、
そ
の
予
定
地
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

東
江
市
長
代
理

真
和
志
の
職
員
は
定
数

条
例
で
百
四
十
三
名
と
こ
れ
に
は
ま
ら
な
い

も
の
が
四
十
余
名
、
平
均
給
与
は
四
千
七
百

七
十
九
円
で
那
覇
よ
り
少
し
お
ち
る
。
負
債

は
二
百
八
十
六
万
七
千
六
百
九
十
八
円
、
債

権

土
地

五
万
坪
、
有
価
証
券
百
六
万
四

千
円
。
城
岳
自
体
は
賃
貸
契
約
は
な
く
、
那

覇
市
の
都
計
で
は
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
国
場
川
埋
立
は
真
和
志
で
計
画
し
て
い

る
が
財
源
を
起
債
に
求
め
、
約
二
千
七
百
余

万
円
の
見
積
り
、
坪
数
約
十
八
万
四
千
平
方

米
と
な
っ
て
い
る
。

後
略

真
和
志
市
会
／
合
併
協
定
書
な

ど
可
決
／
き
の
う
の
臨
時
議

会
で
琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
12
・
11

真
和
志
市
臨
時
議
会
は
、
十
日
午
前
十
一
時

半
す
ぎ
か
ら
開
会
さ
れ
、
那
覇
市
へ
の
編
入

合
併
に
伴
う
△
合
併
条
件
の
協
定
書
、
△
那

覇
市
建
設
計
画
に
つ
い
て
の
二
つ
の
議
案
を

一
括
上
程
、
質
議
討
論
を
打
切
っ
て
満
場
一

致
で
原
案
通
り
可
決
し
た
。
こ
れ
は
、
両
市

那
覇
・
真
和
志

か
ら
選
ば
れ
た
合
併
促

進
委
員
会
で
去
る
六
日
、
審
議
さ
れ
つ
く
さ

れ
た
も
の
を
再
び
両
市
会
で
議
決
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
も
の
。
さ
ら
に
同
臨
時
議

会
は
一
日
か
ら
き
の
う
十
日
ま
で
会
期
と

な
っ
て
い
た
が
、
五
八
年
度
歳
入
歳
出
追
加

更
正
予
算
、
同
市
職
員
の
年
末
支
給
な
ど
の

重
要
議
案
が
残
っ
て
い
る
た
め
会
期
を
来
る

十
六
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
な

お
同
日
議
決
さ
れ
た
二
つ
の
議
案
は
直
ち
に

政
府
へ
送
ら
れ
、
立
法
院
の
承
認
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

新
市
建
設
計
画
を
追
及
／
那
覇

市
会
選
挙
前
合
併
期
し
可
決

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
12
・
11

十
日
午
後
の
那
覇
市
会
は
、
ひ
る
一
時
か
ら

再
開
さ
れ
た
が
、
真
和
志
と
合
併
後
の
新
市

建
設
計
画
を
め
ぐ
っ
て
民
連
側
が
、”
計
画

が
杜
撰
で
あ
り
、
実
施
に
支
障
を
き
た
す
点

が
多
い
”
と
指
摘
、
当
局
側
を
追
及
し
た
た

め
に
ひ
と
も
め
し
た
が
、
選
挙
前
合
併
を
期

す
た
め
に
こ
れ
を
原
案
通
り
可
決
し
た
。
質

疑
要
旨
は
次
の
通
り
。

島
袋
議
員

新
市
建
設
計
画
の
う
ち
次
の

諸
点
を
説
明
し
て
も
ら
い
た
い
。

一
、
合
併
後
の
建
設
計
画
は
主
と
し
て
自
己

財
源
と
起
債
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
他
政
府
補
助
な
ど
の
依
存
財

源
な
ど
は
考
え
て
な
い
か
。
瀬
長
前
市
長
の

時
に
日
本
政
府
に
対
し
て
戦
災
都
市
復
興
と

し
て
の
補
助
申
請
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ

う
な
も
の
は
考
え
て
な
い
か
。

二
、
こ
の
計
画
案
は
選
挙
前
合
併
と
い
う
限

定
さ
れ
た
時
間
の
中
で
作
成
さ
れ
て
い
る
た

め
に
か
な
り
杜
撰
な
点
が
あ
る
が
、
合
併
後

の
新
市
会
で
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど

う
か
。

三
、
合
併
後
の
変
更
は
主
席
の
拘
束
を
受
け

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
な
る
と
補
助
金
の

交
付
に
も
政
治
的
な
策
動
が
あ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
が
ど
う
か
。

四
、
条
例
の
改
正
案
は
い
つ
議
会
に
上
程
す

る
の
か
。

五
、
計
画
書
の
中
に
市
民
会
館
の
建
設
と
い

う
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
各
区
に
つ
く
る
の

か
。
ま
た
総
評
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
資
材
は

こ
の
計
画
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。
同

時
に
総
評
資
材
の
処
理
に
つ
い
て
市
長
代
理

の
見
解
を
き
き
た
い
。

六
、
真
和
志
に
市
民
病
院
を
つ
く
る
と
い
っ

て
い
る
が
、
現
在
工
事
が
い
き
詰
ま
っ
て
い

る
与
儀
の
開
放
性
病
院
を
那
覇
市
が
譲
り
受

け
る
考
え
は
な
い
か
。

東
江
市
長
代
理

一
、
大
き
な
事
業
は
政

府
補
助
を
受
け
て
や
る
べ
き
だ
と
考
え
て
お

り
、
日
本
政
府
に
対
し
て
も
前
市
長
同
様
申

請
す
る
積
り
で
あ
る
。

二
、
合
併
後
の
計
画
変
更
に
は
、
主
席
の
意

見
を
き
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
拘
束
は
受

け
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

三
、
条
例
の
改
正
は
十
七
日
の
告
示
を
待
っ

て
十
八
日
頃
に
追
加
議
案
と
し
て
提
出
す
る

積
り
で
あ
る
。

四
、
市
民
会
館
を
各
区
に
作
る
こ
と
は
予
算

や
敷
地
の
都
合
で
で
き
な
い
と
思
う
が
、
一

定
の
区
域
ご
と
に
設
け
た
い
。
総
評
か
ら
の

資
材
は
当
然
受
け
と
る
べ
き
も
の
と
考
え
て

お
り
、
経
済
局
長
と
も
了
解
は
つ
い
て
い
る

が
、
倉
庫
会
社
へ
の
倉
敷
料
が
き
ま
ら
な
い

の
で
予
算
化
さ
れ
て
い
な
い
が
、
倉
敷
料
が
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決
ま
り
次
第
予
算
化
す
る
。

五
、
開
放
性
病
院
は
譲
渡
で
き
れ
ば
こ
れ
を

受
け
る
積
り
で
あ
る
。

結
局
、
民
連
側
も
建
設
計
画
は
、
政
府
の

日
程
に
は
め
こ
ま
れ
て
十
分
検
討
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
選
挙
前
合
併
を

実
現
さ
せ
る
た
め
に
こ
れ
を
可
決
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

な
お
、
議
会
は
そ
の
後
市
長
代
理
提
案
の
議

案
の
説
明
を
き
い
た
の
ち
二
時
四
十
分
散

会
、
十
一
、
十
二
の
両
日
は
議
案
研
究
の
た

め
休
会
し
、
十
三
日
あ
さ
十
時
か
ら
再
開
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

大
那
覇
市
の
五
ヵ
年
事
業
計
画

ま
と
ま
る
／
総
額
十
一
億
八

千
万
円
／
道
路
工
事
に
約
二

億
円
計
上

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
12
・
12

那
覇
市
で
は
真
和
志
市
を
編
入
合
併
す
る
こ

と
に
伴
う
大
那
覇
市
の
誕
生
に
そ
な
え
て
、

両
市
を
含
め
た
五
カ
年
事
業
計
画
を
こ
の
ほ

ど
ま
と
め
た
。
五
八
年
度
を
始
め
と
し
、
六

二
年
度
を
終
り
と
す
る
こ
の
五
カ
年
計
画
は

総
額
十
一
億
八
千
万
円
に
達
す
る
と
い
う
大

規
模
の
も
の
だ
が
、
年
度
別
に
み
た
そ
の
内

容
は
つ
ぎ
の
通
り
と
な
っ
て
い
る
。

（
五
八
年
度
）
事
業
費
の
総
額
は
一
億
三
千

二
百
六
十
五
万
二
千
円
で
主
な
事
業
は
▽
道

路
工
事
六
千
三
百
十
万
九
千
円
▽
橋
梁
工
事

九
百
四
十
九
万
一
千
円
▽
河
川
改
修
工
事
八

百
五
十
二
万
三
千
円
▽
排
水
工
事
二
百
三
十

七
万
円
▽
埋
立
工
事
二
千
七
百
万
円
▽
ポ
ー

ト
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設
工
事
八
百
六
十
万
五

千
円
▽
霊
園
建
設
工
事
四
百
五
万
四
千
円
▽

ス
ポ
ー
ツ
・
セ
ン
タ
ー
六
百
万
円
▽
港
湾
改

修
工
事
三
百
五
十
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
中
、
埋
立
工
事
は
古
波
蔵
・
壺
川
間
の
国

場
川
沿
岸
の
埋
立
で
、
道
路
工
事
に
は
真
和

志
地
区
の
栄
町

役
所
線

二
百
四
十
万
円

繁
多
川

役
所
線

三
百
万
円

が
含
ま
れ

て
い
る
。

（
五
九
年
度
）
総
額
は
二
億
九
千
五
百
二
十

四
万
二
千
円
で
内
訳
は
▽
道
路
工
事
二
千
八

百
六
十
一
万
二
千
円
▽
橋
梁
工
事
四
百
万
円

▽
河
川
改
修
工
事
八
百
六
万
円
▽
排
水
工
事

八
十
万
七
千
円
▽
埋
立
工
事
千
三
百
九
十
二

万
円
▽
バ
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設
工
事
三
千

七
百
八
十
九
万
円
▽
霊
園
建
設
工
事
四
百
万

円
▽
ス
ポ
ー
ツ
・
セ
ン
タ
ー
六
百
万
円
▽
市

営
住
宅
二
千
万
円
▽
塵
芥
焼
却
炉
工
事
八
百

万
円
▽
区
画
整
理
事
業
九
千
八
百
万
八
千
円

▽
上
水
道
五
千
八
百
九
十
八
万
五
千
円
で
道

路
工
事
の
う
ち
真
和
志
地
区
は
松
川
・
寄
宮

線
、
古
波
蔵
・
国
場
線
、
安
謝
橋
・
泊
港
線

の
三
本
で
橋
梁
は
国
場
川
に
か
か
る
国
場

橋
、
国
豊
橋
の
二
橋
で
あ
る
。

（
六
〇
年
度
）
総
額
三
億
百
六
十
七
万
六
千

円
で
内
訳
は
▽
道
路
三
千
三
十
三
万
七
千
円

▽
橋
梁
五
百
五
十
万
円
▽
河
川
改
修
百
九
十

万
円
▽
排
水
四
百
三
万
二
千
円
▽
埋
立
三
千

八
百
万
円
▽
霊
園
建
設
一
千
万
円
▽
ス
ポ
ー

ツ
・
セ
ン
タ
ー
千
二
百
万
円
▽
市
営
住
宅
千

五
百
万
円
▽
市
庁
舎
建
設
六
千
六
百
五
十
万

円
▽
区
画
整
理
四
千
万
円
▽
上
水
道
六
千
六

百
六
十
八
万
九
千
円
と
な
っ
て
い
る
。
道
路

は
真
和
志
地
区
七
本
、
橋
梁
は
五
本
と
な
っ

て
い
る
。

（
六
一
年
度
）
総
額
二
億
二
千
百
六
十
九
万

六
千
円
、
内
訳
は
▽
道
路
二
千
六
百
七
十
八

万
五
千
円
▽
橋
梁
四
百
六
十
五
万
円
▽
河
川

改
修
千
百
九
十
九
万
七
千
円
▽
排
水
工
事
百

七
十
万
円
▽
埋
立
工
事
千
五
百
万
円
▽
霊
園

建
設
工
事
五
百
万
円
▽
ス
ポ
ー
ツ
・
セ
ン

タ
ー
千
二
百
万
円
▽
公
設
市
場
一
千
万
円
▽

産
業
奨
励
館
七
百
万
円
▽
公
会
堂
千
五
十
万

円
▽
港
湾
改
修
七
百
八
十
三
万
八
千
円
▽
区

画
整
理
四
千
万
円
▽
上
水
道
二
千
五
百
三
十

二
万
六
千
円
▽
下
水
道
四
千
三
百
九
十
万
円

で
、
真
和
志
地
区
の
道
路
が
六
本
、
橋
梁
が

七
本
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
二
年
度
）
総
額
は
二
億
二
千
九
百
二
十

一
万
三
千
円
で
内
訳
は
▽
道
路
五
千
十
万
四

千
円
▽
橋
梁
五
百
八
十
五
万
円
▽
河
川
改
修

二
百
万
円
▽
排
水
百
十
六
万
六
千
円
▽
埋
立

千
九
百
二
十
四
万
円
▽
霊
園
四
百
万
円
▽
ス

ポ
ー
ツ
・
セ
ン
タ
ー
七
百
万
円
▽
健
康
相
談

所
五
百
万
円
▽
保
育
所
三
百
万
円
▽
公
設
質

屋
五
百
万
円
▽
港
湾
改
修
九
百
六
十
万
円
▽

区
画
整
理
四
千
万
円
▽
下
水
道
七
千
七
百
二

十
五
万
三
千
円
で
、
道
路
の
う
ち
真
和
志
地

区
は
一
本
、
橋
梁
は
三
本
と
な
っ
て
い
る
。

選
挙
後
に
合
併
／
那
覇
、
真
和

志
の
教
育
委

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
12
・
13

那
覇
教
育
委
員
会
は
十
二
日
ひ
る
四
時
か
ら

委
員
会
を
開
い
て
、
教
育
委
員
の
選
挙
や
那

覇
、
真
和
志
両
市
合
併
に
と
も
な
う
両
教
育

委
員
会
の
合
併
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
た
結

果
、
来
る
二
十
二
日
教
育
委
員
の
選
挙
後
に

那
覇
、
真
和
志
両
教
育
区
の
合
併
を
行
う
こ

と
を
決
定
し
た
。

那
覇
の
教
育
委
員
選
挙
の
告
示
が
出
た
あ

と
で
那
覇
、
真
和
志
両
市
の
合
併
問
題
が
急

速
に
具
体
化
し
て
、
十
二
月
十
七
日
に
合
併

が
実
現
す
る
見
通
し
が
つ
い
た
わ
け
だ
が
、

那
覇
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
一
た
ん
告
示

さ
れ
た
選
挙
日
は
そ
の
通
り
実
施
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
両
市
合
併
の

日
に
両
教
育
区
も
合
併
す
べ
き
も
の
か
、
選

挙
後
に
す
べ
き
か
で
慎
重
に
検
討
を
重
ね
て

き
た
。
法
務
局
や
文
教
局
に
見
解
を
た
だ
し

た
と
こ
ろ
、
も
し
両
教
育
区
が
十
七
日
に
合

併
す
る
と
、
二
十
二
日
の
教
育
委
員
の
選
挙

に
は
真
和
志
も
参
加
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
実
際
問
題
と

し
て
、
十
七
日
に
合
併
し
て
五
日
後
の
二
十

二
日
に
真
和
志
が
選
挙
に
参
加
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
事
務
的
に
も
困
難
で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
那
覇
区
だ
け
二
十
二
日
に
委
員

五
名

の
選
挙
を
し
た
後
に
両
教
育
区
の

合
併
を
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

な
お
教
育
法
に
よ
る
と
、
市
町
村
の
合
併

が
行
わ
れ
た
場
合
、
自
動
的
に
教
育
区
合
併

が
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
関
係
教
育
委
員

会
が
合
併
を
決
議
し
て
始
め
て
両
教
育
区
の

合
併
が
実
現
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
選
挙
後

両
教
育
区
が
合
併
す
れ
ば
、
那
覇
教
育
区
七

名
、
真
和
志
教
育
区
五
名
で
、
合
わ
せ
て
十

二
名
の
委
員
で
新
し
い
那
覇
教
育
委
員
会
が

運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

那
覇
市
会
／
資
金
凍
結
問
題
を

追
及
／
追
加
予
算
を
委
員
会

付
託
沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
12
・
14

那
覇
市
会
の
本
会
議
は
十
三
日
ひ
る
一
時
か

ら
開
か
れ
、
提
出
議
案
に
対
す
る
質
疑
を

行
っ
た
の
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
委
員
会
に
付
託
し

た
が
、
民
連
側
は
五
八
年
度
追
加
更
正
予
算

を
め
ぐ
り
鋭
く
当
局
を
追
及
し
た
。

本
会
議
は
、
去
る
九
日
、
任
期
満
了
で
退

職
し
た
収
入
役
大
湾
政
順
氏
の
挨
拶
が
あ
っ

た
の
ち
、
上
程
議
案
に
対
す
る
質
疑
に
入
っ

た
。
議
案
の
う
ち
瀬
長
前
市
長
が
専
決
処
分
し
た

予
算
関
係
十
件
を
殆
ん
ど
質
疑
な
し
で
委
員

会
付
託
し
た
が
、
東
江
市
長
代
理
か
ら
出
さ

れ
た
五
八
年
度
追
加
更
正
予
算

凍
結
さ
れ

た
軍
補
助
金
、
銀
行
融
資
の
解
除
を
み
こ
ん

で
組
ん
だ
も
の
で
約
五
千
万
円
の
増
額
と

な
っ
て
い
る

を
め
ぐ
り
民
連
側
は
、
東
江

市
長
代
理
に
盛
ん
に
質
問
し
た
。

島
袋

追
加
更
正
予
算
は
専
決
処
分
に

な
っ
た
前
市
長
の
予
算
を
基
に
し
て
組
ん
だ

も
の
で
あ
る
の
か
、
追
加
更
正
は
民
政
府
補

助
が
大
き
く
占
め
て
い
る
が
正
式
に
凍
結
解

除
の
通
知
が
あ
っ
た
も
の
か
そ
れ
と
も
解
除

を
み
こ
し
て
組
ん
だ
の
か
。

歳
出
の
面
で
は
、
当
間
市
長
時
代
の
事
業
計

画
を
ひ
き
つ
い
で
い
る
が
、
こ
れ
は
民
政
府

の
指
示
か
。
政
府
管
理
の
河
川
、
道
路
工
事

は
政
府
で
や
る
べ
き
だ
が
市
予
算
に
組
ん
で

あ
る
の
は
ど
う
い
う
訳
か
。
ス
ポ
ー
ツ
・
セ

ン
タ
ー
の
計
画
は
合
併
し
て
も
支
障
は
な
い

か
。ま
た
予
定
地
は
ど
こ
に
な
っ
て
い
る
か
。

市
長
代
理

追
加
更
正
は
前
市
長
の
予
算

を
基
に
し
て
更
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
凍
結

資
金
の
解
除
に
就
て
は
正
式
の
通
知
は
う
け

て
な
い
が
、
取
り
消
し
た
の
で
は
な
く
、
停

止
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
当
然
再
開
さ
れ

る
も
の
と
し
て
予
算
化
し
た
。
当
間
市
長
の

事
業
を
ひ
き
つ
い
だ
の
は
市
民
の
福
祉
を
は

か
る
上
か
ら
、
要
望
を
と
り
入
れ
た
も
の
で

あ
る
。
政
府
道
や
河
川
事
業
は
政
府
が
や
る

な
ら
ば
政
府
に
引
き
つ
ぐ
積
り
だ
が
、
市
民

の
便
宜
を
は
か
る
上
か
ら
市
予
算
に
組
ん

だ
。
総
合
運
動
場
は
奥
武
山
に
建
設
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

島
袋

那
覇
市
へ
の
融
資
の
停
止
は
償
還

能
力
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

前
市
長
の
予
算
を
基
礎
に
編
成
さ
れ
た
追
加

更
正
予
算
だ
と
い
う
が
、
銀
行
起
債
に
対
す

る
償
還
能
力
は
あ
る
の
か
。

市
長
代
理

前
市
長
の
予
算
を
せ
ば
め
る

こ
と
な
し
に
、
さ
ら
に
補
助
金
や
起
債
で
追

加
さ
れ
た
事
業
を
や
っ
て
も
赤
字
を
出
す
こ

と
は
な
い
と
思
う
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
議
案
は
そ
れ
ぞ
れ
委
員

会
で
審
査
し
た
の
ち
、
二
十
日
の
本
会
議

に
上
程
さ
れ
、
討
論
を
経
て
表
決
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

漫
湖
五
万
余
坪
を
埋
立
／
き
の

う
都
計
審
で
可
決

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
12
・
14

昨
年
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
た
真
和
志
市
古
波

蔵
区
か
ら
那
覇
市
壺
川
赤
畑
原
に
至
る
漫
湖

中
の
埋
立
が
十
三
日
あ
さ
九
時
か
ら
琉
球
商

工
会
議
所
議
会
室
で
開
か
れ
た
那
覇
・
真
和

志
都
市
計
画
審
議
会
で
決
定
可
決
さ
れ
た
。

こ
の
埋
立
地
は
、
総
工
費
二
千
七
百
万
余
円

で
総
坪
数
五
万
五
千
坪
の
広
大
な
も
の
。
こ

れ
は
、
真
和
志
市
の
か
ね
て
か
ら
の
念
願
だ

け
に
、
都
計
審
議
会
で
可
決
後
直
ち
に
行
政

主
席
へ
申
請
し
た
と
こ
ろ
、
全
面
的
に
許
可

さ
れ
、
軍
の
許
可
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ
て

い
る
。
神
谷
真
和
志
市
都
計
課
長
は
軍
も
同

件
に
つ
い
て
は
賛
成
し
て
い
る
の
で
四
、
五

日
後
に
正
式
な
許
可
が
下
る
だ
ろ
う
と
語
っ

て
お
り
、
許
可
が
下
れ
ば
直
ち
に
着
工
す
る

と
い
う
。
埋
立
の
方
法
と
し
て
は
、
工
事
は

一
カ
年
間
の
計
画
で
最
初
護
岸
を
堅
固
に
築

造
し
、そ
の
後
に
埋
立
工
事
に
取
り
か
か
る
。

高
さ
は
平
均
五
尺
、
路
盤
高
が
壺
川
付
近
四

十
四
号
線
の
高
さ
と
同
じ
様
に
埋
立
ら
れ

る
。
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
壺
川
区
域
は
川

面
に
接
し
た
住
宅
地
域
公
営
住
宅
の
建
設
が

計
画
さ
れ
て
い
る
。

翁
長
真
和
志
市
長
の
話

こ
の
計
画
は
那
覇

市
計
画
の
一
環
と
し
て
十
分
検
討
さ
れ
て
い

る
。
市
民
の
中
に
は
多
数
住
宅
地
を
持
た
な

い
世
帯
が
あ
る
の
で
こ
れ
等
の
も
の
に
早
急

に
敷
地
を
与
え
る
必
要
と
福
祉
の
向
上
の
面

か
ら
昨
年
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
計
画
し
て
い

た
。
都
計
審
議
会
の
可
決
も
み
た
し
、
軍
か

ら
の
許
可
を
待
つ
ば
か
り
で
年
内
に
で
も
着

工
で
き
得
る
も
の
だ
が
、
真
和
志
市
と
し
て

は
十
七
日
を
期
し
て
那
覇
へ
合
併
す
る
の
で

お
そ
ら
く
着
工
は
那
覇
市
に
し
て
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
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那
覇
市
長
選
挙
へ
の
胎
動
／
平

良
氏
支
援
を
決
定
／
目
標
は

容
共
勢
力
の
粉
砕
／
民
主
党

総
務
会

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
12
・
15

民
主
党
は
十
四
日
ひ
る
三
時
か
ら
、
料
亭
沖

縄
で
緊
急
総
務
会
を
開
き
、
来
る
一
月
十
二

日
実
施
さ
れ
る
那
覇
市
長
選
挙
に
際
し
て
、

社
大
党
公
認
候
補
平
良
辰
雄
氏
を
全
面
的
に

応
援
す
る
こ
と
を
決
め
る
と
と
も
に
、
社
大

党
と
は
別
個
に
、
那
覇
、
真
和
志
等
の
各
所

に
選
挙
事
務
所
を
設
置
、
党
独
自
の
選
挙
戦

を
進
め
、
平
良
氏
の
当
選
を
期
す
こ
と
を
決

め
た
。

ま
た
こ
れ
と
関
連
し
て
、
出
馬
の
動
き
が
伝

え
ら
れ
て
い
る
仲
本
為
美
氏
に
対
し
て
は
、

礼
を
尽
く
し
て
一
本
に
ま
と
め
る
よ
う
協
力

を
要
請
す
る
こ
と
ゝ
し
た
。

こ
の
日
の
緊
急
総
務
会
は
、
四
十
余
名
の
総

務
が
出
席

那
覇
市
長
選
挙
に
対
す
る
党
の

態
度

を
中
心
議
題
と
し
て
約
二
時
間
に
わ

た
り
検
討
が
加
え
ら
れ
た
。星
幹
事
長
か
ら
、

こ
れ
ま
で
党
執
行
部
が
と
っ
て
き
た
態
度
に

つ
い
て
説
明
、
翁
長

真
和
志
市
長

仲
井

真

那
覇
連
合
支
部
長

高
良

那
覇
市
議

長

三
氏
か
ら
、
那
覇
、
真
和
志
に
お
け
る

党
員
の
動
向
や
、
両
市
議
会
議
員
の
意
向
な

ど
の
報
告
が
あ
っ
て
、中
心
議
題
に
入
っ
た
。

来
春
三
月
の
立
法
院
議
員
総
選
挙
へ
の
思
惑

も
か
ら
み
、
仲
本
為
美
氏
の
問
題
や
、
地
方

に
及
ぼ
す
影
響
な
ど
も
一
応
取
上
げ
ら
れ
た

が
、
十
三
日
の
議
員
総
会
で
決
定
し
た
”
那

覇
市
政
問
題
は
単
に
那
覇
市
だ
け
の
問
題
で

な
く
、
琉
球
政
治
の
方
向
を
決
定
す
る
重
要

選
挙
で
あ
る
。
党
利
党
略
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
大
乗
的
な
立
場
か
ら
、
反
人
民
党

勢
力
の
政
治
力
を
結
集
し
て
、
総
力
を
上
げ

て
、
民
連
候
補
の
進
出
を
阻
止
す
べ
き
で
あ

る
”
と
の
線
に
意
見
が
一
致
平
良
辰
雄
氏
を

全
面
的
に
支
援
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

与
儀
総
裁
の
話

容
共
勢
力
を
粉
砕
す
る

こ
と
が
琉
球
政
局
の
安
定
を
図
る
道
で
あ

る
。
我
々
は
琉
球
政
局
安
定
の
た
め
に
容

共
勢
力
を
粉
砕
す
る
大
き
な
河
の
中
に

立
っ
て
い
る
。こ
の
大
き
な
流
れ
の
中
に
、

社
大
党
も
含
め
て
断
固
と
し
て
容
共
勢
力

と
闘
い
抜
い
て
い
く
。

平
良
辰
雄
氏
の
話

民
主
党
が
大
乗
的
立

場
か
ら
考
え
て
、
党
意
識
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
党
本
位
の
道
を
踏
ま
ず
、
他

党
公
認
で
あ
る
私
を
、
全
面
的
に
応
援
す

る
態
度
を
と
っ
た
こ
と
は
立
派
な
態
度
だ

と
思
う
。
私
は
民
主
党
の
こ
の
よ
う
な
態

度
に
感
激
し
、
ま
た
感
謝
し
て
お
り
、
そ

の
期
待
に
む
く
い
た
い
。

次
は
こ
の
日
の
主
な
意
見
。

星
幹
事
長

平
良
辰
雄
氏
を
応
援
す
る
こ

と
に
対
し
て
は
、
地
方
支
部
か
ら
公
党
と
し

て
の
面
目
を
失
わ
な
い
よ
う
に
や
っ
て
も
ら

い
た
い
と
の
要
望
も
あ
っ
て
い
ろ
い
ろ
検
討

し
た
。
党
と
し
て
は
当
初
、
共
闘
で
人
民
党

と
対
決
し
よ
う
と
、
社
大
党
に
申
し
入
れ
た

が
、
結
果
は
期
待
に
反
し
、
平
良
氏
の
復
党
、

公
認
と
い
う
事
態
に
な
り
、
議
員
総
会
、
支

部
長
会
議
を
開
い
て
い
ろ
い
ろ
検
討
を
加

え
、
ま
た
元
再
建
同
盟
の
十
七
議
員
と
も
会

談
し
た
結
果
、
平
良
氏
推
せ
ん
に
意
見
が
一

致
し
た
の
で
一
応
態
度
を
表
明
し
た
。
我
々

と
し
て
は
、
那
覇
市
政
収
拾
は
政
策
以
前
の

も
の
で
あ
る
の
で
、
二
十
万
市
民
を
救
う
た

め
、
自
己
の
党
を
忘
れ
よ
う
と
議
員
総
会
の

結
論
を
出
し
た
。
面
子
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
平
良
氏
を
全
面
的
に
応
援
す
べ
き
で

あ
る
と
思
う
。

翁
長
助
静
氏

真
和
志
市
議
を
除
く
各
方

面
の
方
々
と
十
数
回
に
わ
た
っ
て
懇
談
し
た

結
果
、
真
和
志
市
民
は
、
合
併
に
対
し
て
も

賛
成
し
、
ま
た
平
良
候
補
に
対
し
て
も
応
援

す
る
こ
と
を
賛
成
し
て
い
る
。
社
大
党
所
属

の
議
員
と
も
会
談

十
三
日
晩

し
た
が
、

大
那
覇
市
建
設
の
た
め
に
異
議
は
な
い
と
し

て
我
々
と
意
見
が
一
致
、
地
域
分
担
ま
で
決

め
て
、
選
挙
に
臨
む
態
勢
を
整
え
て
い
る
。

社
大
党
員
か
ら
は
、
公
認
に
し
た
こ
と
は
止

む
を
得
な
い
事
情
か
ら
で
あ
り
、
す
ま
な

か
っ
た
が
、
極
力
応
援
し
て
も
ら
う
よ
う
要

請
が
あ
り
、
我
々
は
小
我
を
捨
て
、
大
我
に

つ
く
べ
き
で
あ
る
と
信
ず
る
。

与
儀
総
裁

社
大
党
の
”
公
認
”
が
決
定

さ
れ
た
頃
、
平
良
氏
か
ら
会
員
申
入
れ
が

あ
っ
た
が
の
ば
し
て
い
た
。

社
大
党
の
院
内
事
情
も
分
か
っ
た
の
で
十
三

日
同
氏
と
会
い
、
心
境
を
聞
い
た
が
、
氏
は

全
面
的
協
力
を
要
請
し
て
い
る
。
平
良
氏
の

信
念
は
、
政
局
安
定
の
道
は
人
民
党
の
勢
力

を
阻
止
す
る
こ
と
に
あ
り
、
こ
の
た
め
反
人

民
党
勢
力
は
、
大
同
団
結
し
て
市
政
の
収
拾

に
当
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
わ
が

党
の
信
念

党
は
こ
の
目
標
に
進
む
こ
と

を
政
策
以
前
と
し
て
い
る
が

と
相
通
ず

る
の
で
、
議
員
総
会
で
は
、
平
良
応
援
の
態

度
を
決
め
た
。
党
の
主
体
性
か
ら
す
れ
ば
、

他
党
公
認
の
候
補
を
推
薦
す
る
こ
と
は
妥
当

で
は
な
い
。
し
か
し
今
度
の
場
合
は
、
全
琉
”

政
治
の
方
向
”を
左
右
す
る
重
大
性
が
あ
り
、

反
人
民
党
勢
力
を
結
集
し
、
沖
縄
の
建
設
の

た
め
、
民
連
候
補
の
進
出
を
阻
止
す
る
た
め

に
、
小
我
を
捨
て
、
大
我
に
つ
く
べ
き
で
は

な
い
か
と
思
う
。

宮
里
敏
慶
氏

月
曜
会
所
属
の
議
員
は
、

民
主
党
が
平
良
氏
を
支
持
す
る
と
い
う
こ
と

に
対
し
て
感
謝
し
、来
春
三
月
の
選
挙
に
は
、

民
主
党
を
応
援
す
る
と
い
う
こ
と
ま
で
話

合
っ
て
い
る
。

泉
正
重
氏

共
闘
申
入
れ
が
あ
っ
た
に
か

か
わ
ら
ず
、
社
大
党
が
”
公
認
”
に
決
定
し
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た
時
に
は
プ
ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
ら
れ
憤
慨
し

た
。
し
か
し
資
本
主
義
を
否
定
す
る
容
共
勢

力
を
抹
殺
す
る
こ
と
が
我
々
の
重
大
使
命
で

あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
共
産
主
義
に
反
対

し
て
い
る
社
大
党
と
し
て
、
平
良
氏
を
当
選

せ
し
め
る
努
力
を
払
い
、
そ
の
後
に
社
大
党

と
は
政
策
面
で
闘
っ
て
い
っ
て
も
よ
い
と
思

う
。佐
藤
富
雄
氏

宮
古
支
部
で
は
党
の
行
き

方
に
対
し
て
批
評
も
あ
る
が
公
党
と
し
て
の

理
念
を
失
わ
ず
、
理
論
的
に
行
動
す
る
こ
と

で
あ
れ
ば
、
反
対
し
な
い
と
し
て
い
る
。

あ
す
限
り
の
真
和
志
市
／
新
年

早
々
三
つ
の
選
挙

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
12
・
15

真
和
志
市
会
は
十
四
日
午
前
十
時
五
十
分
か

ら
再
開
、
五
七
年
度
水
道
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
承
認
、
同
年
歳
入
歳
出
決
算
承

認
、
市
長
、
助
役
、
収
入
役
の
退
職
金
支
給

の
三
つ
の
議
案
を
審
議
こ
れ
を
原
案
通
り
可

決
し
た
。

こ
れ
で
同
市
会
は
、
第
六
十
八
回
の
臨
時
議

会
を
も
っ
て
議
員
の
任
期
は
一
応
完
了
、
後

は
十
五
日
の
立
法
院
の
合
併
議
決
待
ち
と

な
っ
て
い
る
。

市
長
、
助
役
、
収
入
役
の
退
職
金
支
給
に
つ

い
て
は
、
十
五
日
召
集
さ
れ
る
立
法
院
の
臨

時
議
会
で
同
市
を
那
覇
市
へ
編
入
合
併
す
る

こ
と
を
可
決
し
、
十
七
日
に
主
席
が
告
示
す

れ
ば
同
市
は
解
消
、
全
議
員
と
共
に
退
職
す

る
た
め
審
議
さ
れ
た
も
の
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

翁
長
市
長
は
二
十
万
円
、
護
得
久
助
役
八
万

五
千
円
、
屋
富
祖
収
入
役
は
十
六
万
円
の
支

給
が
そ
れ
ぞ
れ
議
決
さ
れ
た
。

こ
れ
で
真
和
志
市
会
議
員
は
、
あ
ら
ゆ
る
審

議
さ
れ
る
べ
き
計
画
事
項
を
完
了
し
た
こ
と

に
な
る
の
で
、
十
七
日
未
明
を
も
っ
て
永
久

に
解
消
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の

長
年
懸
案
で
あ
っ
た
那
覇
・
真
和
志
の
合
併

は
、
市
町
村
合
併
促
進
法
の
第
九
条
第
二
項

第
二
号
に
基
く
那
覇
市
へ
の
編
入
合
併
で
現

那
覇
市
議
会
の
議
会
の
定
数
三
十
名
を
一
・

五
倍
に
す
る
四
十
五
名
に
増
員
さ
れ
る
の

で
、
こ
の
十
五
名
の
増
員
市
議
は
編
入
さ
れ

る
真
和
志
地
域
か
ら
選
出
さ
れ
る
。
そ
の
任

期
は
現
那
覇
市
議
の
残
任
期
間
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
約
三
カ
年
と
な
る
。
し
た
が
っ
て

真
和
志
地
域
か
ら
の
十
五
名
の
市
議
補
充
選

挙
は
二
月
二
日
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
一
月

十
二
日
の
市
長
選
挙
、
三
月
の
立
法
院
議
員

選
挙
ま
で
三
回
の
選
挙
続
き
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

な
お
真
和
志
市
で
は
、合
併
の
実
現
の
後
は
”

那
覇
市
真
和
志
支
所
”
と
新
し
い
看
板
で
出

発
す
る
の
で
、
合
併
祝
賀
記
念
式
典
を
十
五

万
円
の
予
算
を
計
上
し
て
来
る
二
十
二
日
、

大
道
小
学
校
で
催
す
こ
と
を
予
定
し
て
い

る
。執

行
委
員
が
総
辞
職
／
大
ゆ
れ

の
那
覇
市
職
員
労
組

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
12
・
16

那
覇
市
職
員
労
組

組
合
員
六
一
七
名

第

二
回
定
期
大
会
は
十
五
日
午
前
十
時
か
ら
南

映
劇
場
で
開
か
れ
た
が
、
大
会
の
席
上
人
民

党
系
の
組
合
員
が
現
執
行
部
の
解
任
動
議
を

提
出
し
た
こ
と
か
ら
紛
糾
、
つ
い
に
渡
口
精

雄
委
員
長
以
下
十
七
名
の
執
行
委
員
は
総
辞

職
を
行
い
労
組
か
ら
脱
退
、
第
二
組
合
を
結

成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

大
会
は
へ
き
頭
の
議
長
団
選
出
か
ら
早
く
も

異
議
続
出
、
委
員
長
あ
い
さ
つ
の
途
中
で
ヤ

ジ
が
飛
ぶ
な
ど
荒
れ
も
よ
う
だ
っ
た
が
、
人

民
党
系
の
国
吉
氏
か
ら
現
執
行
部
の
解
任
要

求
の
動
議
が
提
出
さ
れ
、会
場
は
混
乱
し
た
。

結
局
全
組
合
員
の
投
票
に
よ
っ
て
執
行
部
の

信
任
、
不
信
任
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
こ
の
と
き
渡
口
委
員
長
ら
現
執
行
委
員

は
壇
上
に
上
り
、

こ
れ
以
上
大
会
を
混
乱

さ
せ
た
く
な
い
か
ら
現
執
行
部
十
七
人
は
総

辞
職
す
る

と
宣
し
大
会
を
終
っ
た
。

大
会
後
渡
口
委
員
長
ら
中
立
派
は
市
内
食
堂

万
人
屋
に
集
り
今
後
の
労
組
運
営
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
結
果
、
前
瀬
長
市
長
が
採
用
し

た
人
民
党
員
並
び
に
そ
の
同
調
者
は
こ
と
ご

と
く
に
組
合
活
動
を
破
壊
し
、
ひ
い
て
は
組

合
を
政
治
的
に
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
こ
れ
以
上
は
協
調
で
き
な
い
と
組
合
を
脱

退
、
人
民
党
系
組
合
員
を
排
し
て
新
労
組
、

大
那
覇
市
職
員
労
組
を
結
成
す
る
こ
と
に
な

り
、
結
成
準
備
委
員
会
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
な

声
明
書
を
発
表
し
た
。
な
お
結
成
準
備
委
で

は
、
過
半
数
の
組
合
員
が
新
組
合
に
加
入
す

る
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

（
声
明
書
要
旨
）

昨
年
八
月
に
組
合
が

結
成
さ
れ
、
職
場
の
民
主
化
、
市
民
の
福

利
の
増
進
、
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
等
に
努
力

し
、
組
合
員
の
生
活
の
向
上
に
つ
と
め
て

き
た
。
と
こ
ろ
が
本
年
一
月
瀬
長
氏
が
市

長
就
任
以
来
、
多
数
の
組
合
員
が
不
当
に

圧
迫
さ
れ
、
組
合
の
決
定
は
一
部
の
人
た

ち
に
よ
っ
て
瀬
長
市
長
に
通
じ
、
さ
ら
に

こ
れ
ま
で
市
職
員
の
採
用
、
昇
任
、
昇
給

等
は
厳
正
な
る
試
験
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
採
用
や
昇
任

は
上
級
職
員
の
み
の
意
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
き
た
。
組
合
の
自
主
性
を
失
わ
し
め
る

よ
う
な
言
動
を
も
て
あ
そ
び
組
合
を
政
治

的
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
断
じ
て

許
さ
れ
な
い
。

大
会
に
多
数
の
政
党
員
や
同
調
者
を
送
り

込
ん
で
組
合
員
の
正
当
な
発
言
を
封
じ
、

議
場
を
混
乱
さ
せ
、
そ
の
ド
サ
ク
サ
に
規

約
を
無
視
し
て
執
行
委
員
を
不
信
任
し
よ

う
と
強
行
し
た
。
こ
の
よ
う
な
あ
る
政
党
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は
、
育
成
途
上
に
あ
る
私
た
ち
の
組
合
に

対
し
て
不
当
な
干
渉
を
な
し
、
自
己
の
勢

力
拡
張
に
狂
奔
し
て
い
る
こ
と
は
、
組
合

の
発
展
を
拒
む
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

動
き
は
わ
れ
わ
れ
経
済
闘
争
を
主
眼
と
し

た

労
働
組
合
主
義

の
精
神
に
反
す
る

も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
社
会
全
般
に
不
利

益
を
き
た
す
も
の
で
あ
る
。
労
組
を
育
成

す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
動
き
を
断
固

と
し
て
排
撃
し
、
真
に
組
合
員
の
た
め
の

組
合
を
結
成
す
る
こ
と
を
声
明
す
る
。

｜
社
　
説
｜
　

那
覇
、
真
和
志
の
合
併
で
新
し

い
出
発
を

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
12
・
17

那
覇
市
と
真
和
志
市
と
の
合
併
が
い
よ
い

よ
き
ょ
う
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ

で
新
し
い
那
覇
市
が
生
れ
、
新
し
い
構
想
の

下
に
新
し
い
沖
縄
の
首
都
が
生
れ
る
こ
と
に

な
る
。
二
十
余
年
来
の
懸
案
が
実
現
し
た
こ

と
は
、
あ
る
べ
き
も
の
ご
と
の
本
然
の
姿
が

見
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
よ
ろ
こ
ぶ
べ
き
こ

と
で
あ
る
。

真
和
志
市
が
す
で
に
那
覇
市
の
郊
外
と
化

し
、
真
和
志
市
本
来
の
あ
り
方
と
い
う
こ
と

が
ゆ
る
さ
れ
ず
、
道
路
計
画
と
い
い
、
学
校

区
域
と
い
い
、
多
く
の
日
常
市
民
生
活
面
で

那
覇
市
と
の
不
離
一
体
な
関
係
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
た
。
外
形
的
に
は
も
早
や
、
ど
う

に
も
分
離
で
き
な
い
状
態
に
発
展
し
て
し

ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
は
ば
ん
だ
も
の
は
、

も
っ
ぱ
ら
両
市
の
政
治
的
策
謀
か
ら
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
那
覇
市
と
真
和
志
市
と
、
両
者

に
ひ
と
し
く
帰
せ
ら
れ
る
。
い
ま
さ
ら
、
こ

れ
を
詮
さ
く
す
る
必
要
は
な
い
か
ら
、
過
去

の
こ
と
は
そ
れ
く
ら
い
に
と
ど
め
る
が
、
し

か
し
、
過
去
に
お
い
て
、
合
併
に
関
し
て
論

議
さ
れ
た
こ
と
は
今
後
も
十
分
に
反
省
せ
ね

ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

那
覇
と
真
和
志
と
は
道
路
幹
線
や
支
線
の

設
定
に
つ
い
て
、
従
来
ほ
と
ん
ど
連
絡
が
と

れ
て
い
な
い
。
合
併
す
る
し
な
い
に
か
か
わ

ら
ず
、
道
路
線
は
行
政
区
と
は
関
係
な
し
に
、

つ
な
ぎ
を
持
た
な
け
れ
ば
、
両
市
域
の
住
民

が
迷
惑
を
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
、

那
覇
、
真
和
志
の
旧
市
域
を
つ
な
ぐ
道
路
に

つ
い
て
は
、
合
併
実
現
と
同
時
に
、
そ
の
無

思
慮
さ
が
具
体
的
に
バ
ク
ロ
さ
れ
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。

那
覇
市
の
都
計
は
真
和
志
区
域
を
含
め
た

計
画
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
那
覇
市
と
真
和

志
市
と
の
従
来
の
行
政
上
の
ソ
ゴ
か
ら
、
そ

の
都
計
案
は
逸
脱
し
て
、
混
乱
状
態
に
あ
る

こ
と
は
世
人
の
知
る
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
の

修
正
、
手
直
し
は
合
併
後
の
大
き
い
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
戦
後
数
年
間
も
合
併
が
延
引

し
た
こ
と
が
、
合
併
後
の
新
那
覇
市
の
都
計

事
業
に
い
か
に
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た
か
は
、

関
係
者
た
ち
の
深
く
反
省
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ

と
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
那
覇
市
は
い
わ
ゆ
る
大
那
覇

市
と
し
て
新
し
い
出
発
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
そ
れ
に
は
、
新
年
早
々
大
き
い
、
し

か
も
、
重
大
な
試
練
に
直
面
す
る
こ
と
と
な

る
。
今
度
の
合
併
も
、
正
月
の
市
長
選
挙
に

深
い
関
連
を
持
っ
て
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ

た
も
の
で
あ
る
が
、
一
般
市
民
は
こ
の
点
に

つ
い
て
慎
重
な
考
慮
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
た
。

市
町
村
行
政
が
政
争
の
場
に
さ
れ
る
こ
と

が
い
か
に
自
治
体
を
荒
廃
さ
せ
る
も
の
で
あ

る
か
は
、
古
く
は
戦
前
の
白
黒
闘
争
に
明
け

暮
れ
た
町
村
行
政
の
多
く
の
例
が
あ
っ
た

し
、
最
近
で
は
那
覇
市
の
例
が
あ
る
。
市
町

村
自
治
行
政
は
あ
く
ま
で
も
話
し
合
い
に

よ
っ
て
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
、
多
数
の
意
志
を
無
視
す
る
こ
と
は
ゆ
る

さ
れ
な
い
。
単
に
法
律
の
条
文
を
盾
に
ト
コ

ト
ン
ま
で
争
う
と
い
う
政
治
的
態
度
で
は
、

白
黒
闘
争
化
す
る
外
に
途
は
な
く
な
る
。
そ

れ
が
最
近
ま
で
の
那
覇
市
政
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
、
良
識
は
法
の
上
に
立
つ
と
い
う
こ
と

を
理
解
し
な
い
と
こ
ろ
か
ら
く
る
も
の
で
あ

る
。
法
の
抜
け
穴
を
利
用
す
る
こ
と
の
是
非

は
道
義
に
か
か
わ
る
こ
と
で
、
政
治
以
前
の

問
題
と
な
る
。

新
し
い
那
覇
市
の
当
面
最
大
の
問
題
は
、

新
市
長
の
選
挙
で
あ
る
。
民
連
側
の
兼
次
氏

と
反
民
連
勢
力
の
支
持
す
る
平
良
氏
と
の
対

決
に
な
る
こ
と
は
す
で
に
明
ら
か
と
な
っ

た
。
こ
の
両
者
か
ら
誰
を
え
ら
ぶ
か
は
、
無

論
、
市
民
の
自
由
に
委
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
新
市
域
お
よ
び
旧
市
域
の
市
民

に
課
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
新
し
い
那
覇

市
の
市
政
を
お
だ
や
か
な
話
し
合
い
の
中
に

す
す
め
る
か
、
ア
メ
リ
カ
民
政
府
と
の
背
中

合
せ
で
や
っ
て
い
く
か
、
二
つ
に
一
つ
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
民
政
府
と
正
面
か
ら
対
立
す

る
市
長
が
選
ば
れ
た
ら
、
再
び
、
那
覇
市
政

は
瀬
長
市
長
時
代
の
政
治
情
勢
を
繰
返
す
こ

と
は
明
白
で
あ
る
。
新
し
い
那
覇
市
の
市
民

に
課
せ
ら
れ
た
判
定
の
責
任
は
重
大
と
い
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。
合
併
後
の
那
覇
市
に
新
し

い
出
発
を
心
か
ら
祈
る
も
の
で
あ
る
。

那
覇
、
真
和
志
合
併
成
る
／
主

席
き
ょ
う
告
示
／
立
法
院
全

会
一
致
の
可
決
で
／
真
和
志

市
消
え
大
那
覇
誕
生

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
12
・
17

那
覇
・
真
和
志
の
合
併
が
、
き
ょ
う
当
間
主

席
の
告
示
に
よ
っ
て
実
現
す
る
。
真
和
志
市

を
廃
止
し
、
そ
の
区
域
を
那
覇
市
に
編
入
す

る
こ
と
が
十
六
日
の
立
法
院
本
会
議
に
お
い

て
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
十
七
日
あ
さ
民
政
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府
か
ら
の
承
認
通
知
あ
り
し
だ
い
主
席
は
両

市
の
合
併
告
示
を
行
い
、
こ
れ
に
よ
っ
て
真

和
志
市
が
解
消
し
て

大
那
覇
市

が
実
現

す
る
。
こ
の
合
併
で
一
九
五
四
年
九
月
一
日

の
首
里
市
、
小
禄
村
を
那
覇
市
に
編
入
し
た

と
き
真
和
志
市
が
取
残
さ
れ
た
ド
ー
ナ
ツ
合

併
の
穴
も
解
消
さ
れ
琉
球
に
お
け
る
市
が
一

つ
減
っ
て
五
市
と
な
り
沖
縄
群
島
の
市
町
村

数
が
五
十
三
、
全
琉
市
町
村
数
六
十
三
と
な

る
。
立
法
院
で
は
、
十
六
日
午
前
の
本
会
議
で
、

那
覇
・
真
和
志
合
併
を
議
決

夕
刊
既
報

し
た
が
、
各
派
代
表
の
賛
成
意
見

要
項

は
次
の
と
お
り

長
嶺
秋
夫
氏
（
民
）

那
覇
・
真
和
志
両

市
の
合
併
は
、
両
市
の
み
で
な
く
全
住
民
の

願
望
で
あ
る
。
今
更
そ
の
必
要
性
を
説
く
ま

で
も
な
い
。

今
日
の
合
併
に
よ
っ
て
、
首
都
建
設
が
一
層

早
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

り
、
住
民
の
福
祉
も
一
層
合
理
的
に
、
円
滑

に
推
進
さ
れ
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
っ
て
両

市
の
議
決
を
多
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
わ
れ

わ
れ
住
民
代
表
の
当
然
な
す
べ
き
責
務
で
も

あ
る
。
宮
里
栄
輝
氏
（
社
）

那
覇
、
真
和
志
両

市
を
行
政
上
区
画
す
る
こ
と
は
不
自
然
で
あ

り
、
両
市
民
は
す
で
に
一
体
化
し
て
い
る
。

今
日
で
は
、
両
市
が
区
画
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
障
害
に
こ
そ
な
れ
、
琉
球
の
福

祉
に
は
な
ら
な
い
。
那
覇
・
真
和
志
の
関
係

は
深
く
、
こ
れ
ま
で
も
度
々
真
和
志
行
政
区

域
が
那
覇
行
政
区
に
編
入
さ
れ
て
き
て
い

る
。
那
覇
発
展
の
歴
史
は
、
真
和
志
縮
小
の

歴
史
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

今
回
の
合
併
に
よ
っ
て
首
都
那
覇
は
、
人
口

十
八
万
を
擁
し
、
人
口
数
に
お
い
て
は
日
本

の
都
会
と
も
比
肩
し
得
た
が
施
設
面
で
は
首

都
と
し
て
の
形
態
は
何
ら
整
の
っ
て
い
な

い
。
政
府
は
勿
論
、
立
法
院
も
、
両
市
復
興
建
設

の
た
め
に
全
力
を
上
げ
て
、
行
政
財
政
面
の

指
導
助
言
を
与
え
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ

る
。下
里
恵
良
氏
（
無
）

琉
球
の
産
業
構
造

は
自
給
自
足
出
来
な
い
。
那
覇
港
の
水
は
世

界
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、那
覇
市
の
拡
大
は
、

八
十
万
住
民
の
福
祉
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

合
併
に
よ
っ
て
、
世
界
都
市
と
比
肩
し
得
る

国
際
都
市
た
ら
し
め
る
よ
う
念
願
す
る
。

大
湾
喜
三
郎
氏
（
人
）

そ
の
必
然
性
が

叫
ば
れ
な
が
ら
、
今
日
ま
で
実
現
出
来
な

か
っ
た
こ
と
は
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

那
覇
市
の
発
展
は
、
他
の
地
方
自
治
体
の
強

化
確
立
に
よ
っ
て
一
層
約
束
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
政
府
は
那
覇
市
を
始
め
と
す
る
各
地

方
自
治
体
に
対
し
て
、
援
助
を
強
化
し
、
那

覇
市
を
し
て
首
都
と
し
て
の
面
目
を
実
現
せ

し
め
る
よ
う
、
積
極
的
援
助
を
希
望
す
る
も

の
で
あ
る
。

大
那
覇
市
建
設
へ
の
／
一
大
エ
ポ
ッ
ク

画
す

当
間
主
席
の
話

那
覇
市
、
真
和
志
市
の
市

民
は
も
と
よ
り
全
住
民
の
多
年
の
懸
案
で
あ

り
、
念
願
で
あ
っ
た
那
覇
市
と
真
和
志
市
の

合
併
に
つ
い
て
は
立
法
院
の
議
決
を
経
て
い

よ
い
よ
本
十
二
月
十
七
日
か
ら
実
現
を
み
る

こ
と
に
な
っ
た
。

周
知
の
と
お
り
、
両
市
は
、
地
理
的
観
点

か
ら
も
、
ま
た
教
育
、
文
化
を
は
じ
め
、
産

業
、
経
済
、
交
通
な
ど
す
べ
て
の
面
で
既
に

不
離
一
体
化
し
て
お
り
今
回
の
合
併
に
よ
っ

て
、
行
政
圏
と
社
会
、
経
済
圏
が
文
字
ど
お

り
一
致
す
る
こ
と
に
な
り
、
琉
球
の
首
都
と

し
て
の
那
覇
市
の
組
織
及
び
運
営
が
合
理
的

か
つ
能
率
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
は
勿
論
、
目

下
進
行
中
の
首
都
建
設
事
業
も
一
層
円
滑
に

推
進
さ
れ
、
住
民
の
福
祉
も
一
段
と
増
進
さ

れ
る
も
の
と
確
信
す
る
も
の
で
あ
る
。

真
和
志
市
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を
那
覇
市

に
編
入
す
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
単
な
る

編
入
合
併
で
は
な
く
し
て
、
い
わ
ゆ
る
真
和

志
市
の
発
展
的
解
消
を
意
味
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
大
那
覇
市
建
設
へ
の
一
大
エ
ポ
ッ

ク
を
画
し
た
も
の
と
い
う
べ
く
、
こ
こ
に
は

じ
め
て
理
想
的
な
都
市
計
画
の
樹
立
が
可
能

と
な
り
、
首
都
建
設
も
促
進
さ
れ
る
も
の
と

思
う
の
で
あ
る
。

特
に
こ
の
た
び
の
合
併
に
よ
っ
て
、
旧
真

和
志
市
の
市
民
が
、
明
年
一
月
十
二
日
に
施

行
さ
れ
る
那
覇
市
長
選
挙
に
参
加
す
る
機
会

が
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
そ
の
意
義
も
極
め
て

深
く
、
大
那
覇
市
建
設
の
前
途
に
大
き
な
希

望
を
抱
く
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
合
併
問
題
に
つ
い
て
は
、
那
覇
市

は
勿
論
真
和
志
市
の
理
事
当
局
、
議
会
並
び

に
住
民
各
位
が
よ
く
琉
球
の
首
都
建
設
へ
の

熱
意
を
示
さ
れ
、
小
異
を
捨
て
て
、
大
同
を

と
り
昼
夜
を
分
ず
努
力
を
重
ね
ら
れ
た
こ
と

に
対
し
、
衷
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
す
る
も

の
で
あ
る
。

合
併
に
当
っ
て
の
両
市
の
関
係
事
務
も
ま

た
複
雑
の
こ
と
と
思
う
が
、
こ
れ
ら
の
関
係

事
務
が
円
滑
に
行
わ
れ
、
一
日
も
早
く
落
着

す
る
と
共
に
名
実
共
に
充
実
し
た
近
代
都
市

と
し
て
の
大
那
覇
市
の
建
設
が
早
急
に
達
成

さ
れ
る
こ
と
を
切
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
後
の
問
題
は
／
都
計
の
推
進
だ

東
江
那
覇
臨
時
市
長
の
話

両
市
民
多
年
の

願
望
で
あ
っ
た
合
併
が
実
現
で
き
て
喜
び
に

た
え
な
い
。
首
里
、
小
禄
を
合
併
し
た
際
、

真
和
志
が
取
残
さ
れ
た
の
で
ド
ー
ナ
ツ
合
併

と
い
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
合
併
に
よ

り
こ
れ
も
解
消
す
る
し
、
何
よ
り
も
大
き
な

収
穫
は
首
里
、
真
和
志
、
小
禄
の
各
ブ
ロ
ッ

ク
別
に
商
業
セ
ン
タ
ー
が
設
置
で
き
る
こ
と
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で
、
こ
れ
で
都
市
部
へ
の
集
中
が
妨
げ
る
こ

と
に
な
る
。

今
後
残
さ
れ
た
の
は
今
ま
で
の
基
本
方
針
と

従
っ
て
都
市
計
画
を
ど
う
進
め
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
つ
ぎ
の
市
長

の
責
任
で
、
こ
の
意
味
か
ら
も
今
度
の
市
長

選
挙
は
那
覇
市
が
繁
栄
す
る
た
め
の
試
金
石

で
あ
る
。

最
後
に
今
ま
で
両
市
の
合
併
に
つ
く
し
て
き

た
歴
代
市
長
、
特
に
故
人
と
な
っ
た
当
間
重

民
、
又
吉
康
和
の
両
市
長
が
地
下
で
ど
ん
な

に
喜
ん
で
い
る
だ
ろ
う
と
感
激
で
一
杯
だ
。

首
都
の
発
展
／
心
か
ら
祈
る

翁
長
真
和
志
市
長
の
話

多
年
の
懸
案
で

あ
っ
た
那
覇
・
真
和
志
合
併
が
き
ょ
う
の

十
七
日

日
を
期
し
て
実
現
さ
れ
、
こ
ん

な
に
う
れ
し
い
こ
と
は
な
い
。
全
住
民
各
位

の
全
面
的
支
持
で
立
法
院
議
会
が
合
併
を
議

決
し
た
こ
と
を
感
謝
す
る
。

多
年
独
立
市
と
し
て
発
展
し
て
来
た
真
和
志

市
役
所
の
名
前
が
消
え
去
る
こ
と
は
、
人
一

倍
名
残
り
惜
し
い
気
が
す
る
。
し
か
し
今
後

は
新
都
市
建
設
に
向
っ
て
力
強
く
働
き
た

い
。
新
し
い
首
都
の
発
展
を
心
か
ら
祈
る
と

同
時
に
よ
ろ
こ
ん
で
私
は
市
長
の
座
を
去

る
。

う
ぶ
声
あ
げ
た
大
那
覇
／
け
さ

真
和
志
の
編
入
告
示

沖
タ
・
夕
　
１
９
５
７
・
12
・
17

当
間
主
席
は
、
十
六
日
立
法
院
の
議
決
を
え

た
真
和
志
市
を
那
覇
市
に
編
入
す
る
合
併
手

続
き
に
つ
い
て
民
政
府
の
承
認
を
求
め
て
い

た
が
、
十
七
日
あ
さ
八
時
半
承
認
を
え
た
の

で
市
町
村
自
治
法
に
よ
り
直
ち
に
こ
れ
を
告

示
し
た
。

告
示
第
二
百
四
十
二
号
　

市
の
廃
置
分

合

市
町
村
自
治
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
真
和
志
市
を
廃
止
そ
の
区
域
を
那

覇
市
に
編
入
す
る
。
一
九
五
七
年
十
二
月
十

七
日

十
六
日
付

行
政
主
席
当
間
重
剛
。

こ
の
告
示
に
よ
っ
て
十
七
日
を
期
し
那

覇
、
真
和
志
の
合
併
が
実
現
し
た
こ
と
に

な
る
わ
け
で
、
真
和
志
市
市
民
も
来
る
那

覇
市
長
選
挙
に
参
加
で
き
る
こ
と
に
な

る
。
市
長
選
挙
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

△
十
八
日

旧
真
和
志
市
の
縦
覧
開
始
△

二
十
日

那
覇
市
議
会
議
員
特
別
選
挙
告

示
△
二
十
四
日

選
挙
運
動
開
始
、
立
候

補
届
出
開
始
△
二
十
七
日

縦
覧
終
了
△

一
月
一
日
異
議
申
立
て
決
定
△
八
日

上

訴
期
間
終
了
△
十
二
日

日
曜

市
長

選
挙
△
二
月
三
日
那
覇
市
議
特
別
選
挙

真
和
志
市
の
補
充
選
挙

。

”
嫁
入
り
仕
度
”
に
大
童
／
ご
っ
た
返

す
真
和
志
市
役
所
の
表
情

那
覇
、
真
和
志
は
十
七
日
の
合
併
告
示
で
正

式
に
大
那
覇
市
と
し
て
発
足
す
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
次
は
合
併
に
伴
っ
て
忙
が
し
く

立
ち
ま
わ
る
真
和
志
市
役
所
内
の
表
情
、
市

長
室
は
朝
早
く
か
ら
那
覇
市
役
所
の
役
員
を

は
じ
め
、
報
道
関
係
者
に
と
り
か
こ
ま
れ
、

い
そ
が
し
く
応
答
し
て
い
る
。

総
務
課
は
役
所
事
務
の
と
り
ま
と
め
に
右
往

左
往
で
席
に
つ
く
ひ
ま
も
な
い
。
戸
籍
係
で

は
印
鑑
証
明
や
戸
籍
の
手
続
き
で
窓
口
に
は

市
民
が
十
四
、
五
人
列
を
な
し
て
並
ん
で
い

る
。事
務
引
継
ぎ
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
二
、

三
人
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
雇
っ
て
い
る
あ
り
さ

ま
。
税
務
課
は
、
こ
れ
ま
で
に
殆
ん
ど
区
切

り
を
つ
け
て
あ
と
事
業
税
、
特
別
所
得
税
を

の
こ
す
の
み
と
な
り
、
あ
と
一
月
ほ
ど
で
ス

ム
ー
ス
に
事
務
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

議
会
事
務
局
で
は
相
次
い
で
開
か
れ
た
合
併

の
議
会
で
四
人
の
事
務
局
員
が
議
事
録
の
整

理
に
専
念
し
て
い
る
。
ひ
る
一
時
か
ら
全
職

員
が
参
加
し
て
廃
庁
式
が
行
な
わ
れ
た
が
、

す
べ
て
の
事
務
が
完
了
す
る
ま
で
に
は
あ
と

一
ヵ
月
は
か
か
る
よ
う
だ
。

翁
長
市
長
の
話

み
ん
な
の
希
望
で
あ
っ

た
合
併
が
ス
ム
ー
ス
に
行
な
わ
れ
て
真
和
志

市
が
琉
球
の
首
都
一
大
那
覇
市
と
な
っ
て
発

展
的
解
消
を
す
る
事
は
深
い
感
激
に
耐
え
な

い
。
こ
れ
で
す
べ
て
の
事
務
手
続
き
が
完
了

し
た
が
、
最
後
の
嫁
入
り
仕
度
に
全
役
所
員

が
懸
命
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
日
の
こ
の
日

を
全
市
民
と
共
に
喜
び
た
い
。

｜
社
　
説
｜

首
都
那
覇
市
の
出
発
を
祝
う

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
12
・
18

き
の
う
那
覇
・
真
和
志
が
一
つ
に
な
っ

て
、
こ
こ
に
新
し
い
那
覇
市
が
生
れ
た
。
都

市
の
形
態
か
ら
い
っ
て
も
、
い
ま
ま
で
ド
ー

ナ
ツ
な
ど
と
悪
口
を
い
わ
れ
て
き
た
よ
う

に
、
空
白
を
か
こ
っ
て
い
た
も
の
が
埋
ま
っ

た
た
め
に
有
機
的
な
つ
な
が
り
が
で
き
、
人

口
十
八
万
六
千
二
百
二
十
四
人
、
面
積
三

〇
・
三
平
方
坪
と
い
う
旧
に
倍
す
る
都
市
に

膨
れ
た
。
こ
れ
で
日
本
で
も
三
十
四
番
目
に

大
き
い
街
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
都
市
と
し

て
、
形
や
格
好
の
上
で
一
人
前
の
顔
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

都
市
合
併
は
、
数
年
来
ど
こ
ろ
か
遠
く
逆

の
ぼ
れ
ば
戦
前
か
ら
の
宿
望
で
あ
り
、
歴
代

那
覇
市
長
の
下
に
、
た
え
ず
こ
の
問
題
を
手

が
け
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
容
易
に
実
現
し

な
か
っ
た
の
は
、い
ろ
い
ろ
原
因
も
あ
る
し
、

そ
れ
を
阻
む
囲
り
の
事
情
が
あ
っ
た
か
ら
と

お
も
う
が
、
今
日
こ
れ
の
実
現
を
み
た
の
は
、

な
ん
と
い
っ
て
も
機
が
熱
し
た
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
客
観
的
に
も
、
そ
れ
が
実
現
し
な

け
れ
ば
片
輪
の
都
市
と
し
て
将
来
の
発
展
を
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約
束
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
、
抜
き
差
し
な

ら
な
い
こ
と
か
ら
で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ

る
。そ
こ
で
、多
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
合
併
が
、

実
現
す
る
ま
で
に
は
、
腹
案
と
し
て
、
た
と

え
机
上
プ
ラ
ン
で
あ
っ
て
も
、
沖
縄
の
首
都

に
ふ
さ
わ
し
い
計
画
が
ち
ゃ
ん
と
樹
っ
て
い

た
と
考
え
る
の
が
常
識
で
は
あ
る
が
、
実
際

は
ど
う
か
と
い
う
と
、
都
計
の
権
威
で
あ
っ

た
故
石
川
栄
よ
う
氏
の
大
ま
か
な
構
想
の
ほ

か
は
、
関
係
市
や
政
府
行
政
面
を
通
じ
て
法

的
手
続
き
が
な
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

街
の
性
格
に
は
い
く
と
お
り
も
あ
る
し
、

学
術
都
市
や
、
商
業
都
市
と
い
っ
た
発
展
の

道
を
そ
れ
ぞ
れ
辿
る
こ
と
も
あ
る
が
、
首
都

と
も
な
れ
ば
、
形
態
か
ら
し
て
お
の
ず
と
広

範
囲
と
な
り
、
人
口
の
集
中
化
と
同
時
に
、

教
育
、
文
化
、
産
業
、
経
済
、
交
通
、
衛
生
、

の
各
面
が
そ
こ
に
根
城
を
据
え
る
こ
と
は
、

世
界
の
各
国
首
都
に
も
見
ら
れ
る
要
素
で
あ

り
、
傾
向
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
那

覇
・
真
和
志
が
合
体
し
て
、
ひ
と
ま
ず
大
き

な
都
市
に
は
な
っ
た
も
の
の
、
い
っ
て
み
れ

ば
単
に
形
だ
け
整
え
た
も
の
で
、
そ
の
意
味

で
は
遠
大
な
理
想
へ
一
歩
踏
み
出
し
た
だ
け

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
卑
近
な
例
と
し
て
、

一
個
の
彫
塑
を
あ
げ
れ
ば
、い
ま
の
首
都
は
、

土
を
こ
ね
て
、
ほ
ん
の
あ
ら
ま
し
の
像
を
つ

く
っ
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
獣
か
人
か
さ
え

は
っ
き
り
み
わ
け
の
つ
か
な
い
制
作
途
中
の

未
完
成
像
だ
と
い
っ
て
い
い
。
な
る
ほ
ど
、

街
と
い
う
も
の
は
、
人
が
集
っ
て
、
市
場
を

開
き
、
物
や
人
の
交
流
が
始
ま
れ
ば
、
自
然

に
太
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
自
然
発

生
的
な
集
落
の
寄
せ
集
め
と
し
か
な
ら
な

い
。
近
代
都
市
と
し
て
育
て
る
た
め
に
は
、

消
費
生
活
の
一
方
、
生
産
生
活
も
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
市
民
の
福
祉
や
娯
楽
の
点
で
も
ゆ

る
が
せ
に
は
で
き
な
い
。

い
ま
ま
で
の
那
覇
市
の
在
り
方
に
し
て

も
、
い
や
し
く
も
文
化
都
市
と
し
て
自
他
と

も
に
許
せ
る
施
設
が
あ
っ
た
と
は
お
義
理
に

も
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
都
市
の
資
格
が
完
全

に
備
っ
て
い
な
い
ま
ま
に
、
い
ち
お
う
合
併

し
た
新
都
市
の
姿
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、

こ
の
ま
ま
自
然
発
展
に
任
せ
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
の
で
あ
る
。
人
為
的
に
、
都
市
の
整

備
を
し
な
け
れ
ば
、
た
と
え
、
大
き
な
街
に

は
な
っ
て
も
、
そ
れ
は
形
骸
だ
け
の
話
で
、

機
能
を
失
っ
た
、
平
板
な
集
落
と
し
て
の
価

値
し
か
な
い
。
そ
こ
で
一
番
に
問
題
と
な
っ

て
く
る
の
は
真
に
首
都
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市

計
画
の
樹
立
と
、
そ
の
推
進
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
幸
い
首
都
法
は
で
き
た
し
、
か
つ
て

那
覇
市
長
時
代
、
首
都
の
建
設
を
手
が
け
た

経
験
を
も
つ
当
間
主
席
は
、
行
政
的
に
も
都

計
の
円
滑
な
運
営
と
い
う
点
で
は
理
解
を

も
っ
て
い
る
こ
と
だ
し
、
市
当
局
や
、
市
民

の
協
力
で
早
晩
こ
れ
に
着
手
し
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
の
が
全
住
民
の
希
望
で
あ
る
と
お

も
う
。
い
ま
ま
で
や
や
と
も
す
れ
ば
都
計
は
、
そ

の
性
質
か
ら
い
っ
て
、
時
間
が
か
か
る
こ
と

な
の
で
、
当
面
の
問
題
に
追
わ
れ
た
ら
、
そ

れ
を
二
の
次
の
こ
と
と
し
て
後
回
わ
し
に
す

る
気
風
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
が
文
化
と

い
う
面
に
強
く
つ
な
が
っ
て
い
る
た
め
、
現

象
と
し
て
は
弱
く
な
り
が
ち
で
、
思
わ
ぬ
邪

魔
が
入
っ
た
り
す
る
と
、
そ
の
優
位
性
さ
え

自
分
で
疑
う
と
い
っ
た
考
え
方
に
左
右
さ
れ

気
味
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
百
年
の
大
計
を
樹

て
る
に
は
今
と
い
う
時
間
を
失
っ
て
は
ど
う

に
も
な
ら
な
い
こ
と
だ
し
、都
市
づ
く
り
に
、

政
治
的
な
こ
と
が
ら
に
耳
目
を
奪
わ
れ
る
こ

と
は
、
賢
明
な
策
で
な
い
こ
と
は
、
い
ま
さ

ら
こ
の
欄
で
こ
と
わ
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で

あ
る
。
現
在
の
市
長
は
、
代
理
市
長
で
あ
る
し
、

こ
れ
か
ら
本
格
的
に
那
覇
市
を
あ
ず
か
る
者

は
、
来
春
公
選
さ
れ
る
新
市
長
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
新
し
い
首
都
の
首
長
は
、
当
然
首

都
の
運
営
に
全
力
を
つ
く
し
て
も
ら
わ
な
い

か
ぎ
り
、
市
民
の
希
望
を
容
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
し
、
首
都
誕
生
も
形
だ
け
に
終
わ
っ

て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
な
に
は
と
も
あ
れ
、
那

覇
市
の
再
出
発
を
祝
福
し
た
い
。

ス
ピ
ー
ド
処
理
／
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
建
設
費
を
予
算
に
／

那
覇
市
会

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
12
・
18

十
七
日
の
那
覇
市
会
本
会
議
は
ひ
る
一
時
三

十
分
か
ら
開
か
れ
、
三
十
八
件
の
議
案
を
ス

ピ
ー
ド
処
理
、
去
る
十
日
に
招
集
さ
れ
た
第

二
十
一
回
定
例
議
会
を
閉
じ
た
。

○

瀬
長
市
長
に
よ
っ
て
専
決
処
分
さ
れ
た

五
八
年
度
予
算
の
承
認
、
東
江
臨
時
市
長
に

よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
五
八
年
度
追
加
更
正
予

算
、
真
和
志
市
を
編
入
す
る
に
伴
う
諸
条
例

の
暫
定
措
置
に
関
す
る
条
例
な
ど
三
十
八
件

の
議
案
審
議
に
入
り
、
殆
ん
ど
委
員
会
の
審

査
報
告
に
基
い
て
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

が
、
瀬
長
市
長
が
専
決
処
分
し
た
五
八
年
度

予
算
と
五
八
年
度
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
の
予
算
は
否
決
さ
れ
た
。
し
か
し
、
専

決
さ
れ
た
予
算
は
議
会
の
承
認
が
得
ら
れ
な

く
て
も
市
長
が
そ
の
組
み
か
え
を
行
わ
な
い

限
り
効
力
を
発
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
実
質
的
に
は
専
決
予
算
が
そ
の
ま
ま
執

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
追
加
更
正
予
算
で
は
、
ポ
ー
ト
・

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
建
設
費
と
し
て
組
ま
れ
て
い

た
予
算
五
百
二
十
六
万
円
が
ス
ポ
ー
ツ
・
セ

ン
タ
ー
の
工
事
費
に
回
わ
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
さ
き
の
五
八
年
度
予
算
専
決
処
分
を
め

ぐ
る
訴
訟
費
四
万
五
百
円
を
議
会
費
に
組
ん

一
九
五
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年
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で
あ
る
の
を
不
服
と
し
た
民
連
側
が
鋭
く
追

及
し
た
が
、
結
局
多
数
決
で
原
案
通
り
可
決

さ
れ
た
。

兼
次
氏
の
議
員
辞
職
を
承
認

十
七
日
の
那
覇
市
本
会
議
は
、
次
期
市
長
候

補
と
し
て
出
馬
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
兼

次
佐
一
議
員
の
辞
職
許
可
の
件
を
審
議
、
全

員
一
致
で
こ
れ
を
承
認
し
た
。

副
収
入
役
に
屋
富
祖
氏

東
江
臨
時
那
覇
市
長
は
、
合
併
に
伴
な
い
、

真
和
志
側
と
の
協
定
に
基
い
て
、
副
収
入
役

を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
、
十
七
日
の
本
会

議
に
那
覇
市
副
収
入
役
設
置
条
例
案
を
提
出

し
た
が
、
原
案
可
決
に
な
っ
た
の
で
、
直
ち

に
副
収
入
役
に
前
真
和
志
市
収
入
役
屋
富
祖

太
郎
氏

五
六

の
選
任
同
意
を
求
め
た
。

議
会
で
は
満
場
一
致
で
こ
れ
を
承
認
、
屋
富

祖
氏
の
副
収
入
役
は
確
定
し
た
。

”
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
”
／
前
市
長
ら
市

会
で
挨
拶

前
真
和
志
市
長
翁
長
助
静
、
同
議
長
森
田
孟

松
の
両
氏
は
十
七
日
の
合
併
に
伴
っ
て
辞
任

し
た
が
、
同
ひ
る
一
時
、
真
和
志
市
役
所
の

廃
庁
式
を
終
え
た
の
ち
那
覇
市
会
に
臨
み
挨

拶
し
た
。

真
和
志
市
よ
さ
よ
な
ら
／
看
板

も
生
れ
変
る
／
…
き
の
う
市

役
所
廃
庁
式

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
12
・
18

十
七
日
、
政
府
告
示
で
那
覇
市
に
合
併
し
た

真
和
志
市
の
廃
庁
式
は
同
日
ひ
る
二
時
か
ら

同
役
所
議
会
室
に
全
職
員
が
集
っ
て
行
わ
れ

た
。
こ
の
日
、
役
所
前
の
広
場
に
翁
長
市
長
外
全

職
員
が
整
列
し
て
記
念
撮
影
を
す
ま
し
た

後
、
議
会
室
に
入
り
静
か
な
ふ
ん
囲
気
の
う

ち
に
翁
長
市
長
が
永
年
に
わ
た
る
合
併
の
経

過
を
説
明

い
く
た
び
か
苦
難
な
道
に
遭
遇

し
て
こ
れ
を
き
り
ぬ
け
今
日
待
望
の
合
併
が

実
現
で
き
た
こ
と
は
琉
球
全
住
民
と
共
に
喜

ぶ
べ
き
こ
と
だ

と
挨
拶
。

森
田
真
和
志
市
会
議
長
は

全
真
和
志
市

民
の
世
論
を
に
な
っ
て
議
会
が
全
会
一
致
で

合
併
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
を
喜
ぶ
と
共
に
真

和
志
市
民
が
こ
れ
ま
で
つ
く
り
あ
げ
て
き
た

長
い
伝
統
を
那
覇
市
に
と
け
こ
ん
で
生
か
し

て
も
ら
い
た
い

と
結
べ
ば
、
臨
席
の
東
江

那
覇
市
長
代
理
は
、

新
た
に
那
覇
市
役
所

真
和
志
支
所
と
し
て
発
展
的
解
消
を
し
た
真

和
志
市
民
を
心
か
ら
歓
迎
し
、
一
大
那
覇
市

民
と
し
て
の
任
務
を
共
に
分
ち
合
い
た
い

と
祝
辞
を
の
べ
た
。

こ
の
あ
と
門
に
か
か
げ
ら
れ
た
古
め
か
し

い

真
和
志
市
役
所

の
表
札
が
翁
長
市
長

の
手
で
は
ず
さ
れ
、
代
っ
て
那
覇
市
役
所
か

ら
運
ば
れ
て
来
た

那
覇
市
役
所
真
和
志
支

所

と
か
か
れ
た
真
新
し
い
表
札
が
森
田
議

長
の
手
で
か
け
ら
れ
た
。

那
覇
市
の
人
事
異
動

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
12
・
19

東
江
臨
時
那
覇
市
長
は
、
真
和
志
と
の
合
併

に
伴
い
、
十
八
日
部
長
、
支
所
長
人
事
の
一

部
異
動
を
行
っ
た
が
、
助
役
、
収
入
役
人
事

は
次
期
市
長
の
公
選
ま
で
待
つ
こ
と
に
な
っ

た
。こ
の
異
動
に
つ
い
て
東
江
臨
時
市
長
は
”

真
和
志
と
の
合
併
協
約
に
従
っ
て
真
和
志
の

要
求
を
容
れ
、
内
部
機
構
の
整
備
の
必
要
か

ら
行
っ
た
も
の
”
と
い
っ
て
お
り
、
総
務
部

長
に
護
得
久
朝
俊
氏

前
真
和
志
市
助
役

を
任
命
、
現
総
務
部
長
を
首
里
支
所
長
に
任

じ
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
現
在
の
首
里
支
所

長
国
場
幸
太
郎
氏
は
社
会
部
長
に
発
令
さ
れ

た
。
な
お
、
新
ら
し
く
誕
生
し
た
真
和
志
支
所
長

に
は
、
義
永
栄
善
氏

前
真
和
志
総
務
課
長

が
任
命
さ
れ
た
が
、
今
後
は
条
例
の
改
正
に

よ
っ
て
各
支
所
に
は
支
所
次
長
を
置
く
こ
と

に
な
り
、
真
和
志
支
所
次
長
に
新
垣
栄
昌
氏

前
真
和
志
市
企
画
室
長

首
里
支
所
次
長

に
は
平
識
善
徳
氏

元
那
覇
市
社
会
課
長

が
そ
れ
ぞ
れ
十
八
日
付
で
発
令
と
な
っ
た
。

こ
の
発
令
に
先
立
ち
十
八
日
ひ
る
、
さ
き
の

民
連
主
催
の
市
民
集
会
の
議
長
団
大
湾
喜
三

郎
、
宮
良
寛
才
、
浦
崎
康
華
、
黒
潮
武
秀
の

四
氏
は
、
市
長
室
に
東
江
臨
時
市
長
を
訪

れ
、”
先
の
市
民
集
会
の
決
議
に
よ
っ
て
要

請
し
た
と
き
に
は
政
治
的
な
意
図
で
人
事
異

動
は
さ
せ
な
い
。
も
し
異
動
さ
せ
る
場
合
に

は
、
本
人
の
意
志
を
尊
重
す
る
と
い
っ
て
い

た
が
、
今
回
の
異
動
は
本
人
の
意
志
に
反
し

た
も
の
で
あ
る
。
次
の
市
長
公
選
ま
で
は
人

事
の
異
動
は
保
留
す
べ
き
で
あ
る
”
と
申
し

入
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
東
江
臨
時
市
長
は
、”
本

人
と
話
し
合
っ
た
上
で
考
え
た
い
”と
回
答
、

神
山
総
務
部
長
、
国
場
首
里
支
所
長
と
話
し

合
っ
た
結
果
、
ひ
る
五
時
両
氏
の
承
諾
で
異

動
は
決
定
し
た
。

東
江
臨
時
市
長
の
話

異
動
に
当
っ
て
両

氏
の
希
望
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
首
里
支
所
長

は
、
こ
れ
ま
で
首
里
の
行
政
を
あ
ず
か
っ
て

き
て
、
ま
だ
仕
事
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
の
で

と
ど
ま
り
た
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
現
在

の
社
会
部
が
弱
体
で
あ
り
、
市
営
住
宅
や
総

合
運
動
場
の
件
な
ど
重
要
な
問
題
の
処
理
を

控
え
、
強
化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
庁
内
か

ら
み
て
国
場
氏
が
最
適
任
だ
と
思
い
、
私
の

在
任
期
間
中
で
も
協
力
し
て
ほ
し
い
と
事
情

を
話
し
て
受
け
て
も
ら
っ
た
。
な
お
、
政
治

的
な
意
図
に
よ
る
異
動
は
行
わ
な
い
と
い
う

態
度
は
現
在
も
変
り
は
な
い
。
今
度
の
異
動

一
九
五
七
年

昭
和
三
十
二
年

十
二
月

七
八
五



は
合
併
に
よ
っ
て
真
和
志
市
の
要
求
も
容
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
内
部
機

構
の
整
備
の
必
要
か
ら
他
動
的
に
行
っ
た
も

の
で
あ
り
、
今
後
は
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
し

な
い
。
こ
の
点
市
民
も
了
解
し
て
協
力
し
て

ほ
し
い
。

新
　
　
　
　
旧
真
和
志
市

△
護
得
久
朝
俊
　

総
務
部
長

助
役
首
里
支
所

△
国
場
幸
太
郎
　

社
会
部
長

長

真
和
志

真
和
志
市

△
義
永
　
栄
善
　

支
所
長

総
務
部
長

首
里
　

△
神
山
　
孝
標
　
　
　
　
　
　
　
総
務
部
長

支
所
長

真
和
志
支

真
和
志
市

△
新
垣
　
栄
昌

所
次
長
　

企
画
室
長

首
里
支
所

元
那
覇
市

△
平
識
　
善
徳
　

次
長
　
　

社
会
課
長

運
動
場
の
敷
地
問
題
解
決
／
瀬

長
市
長
追
放
で
一
年
ぶ
り
に

／
琉
大

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
12
・
19

今
年
の
一
月
に
瀬
長
亀
次
郎
氏
が
那
覇
市
長

に
就
任
し
た
直
後
、
琉
大
が
那
覇
市
に
首
里

当
蔵
の
蓮
池
、
移
民
訓
練
所

元
首
里
病
院

敷
地
、
元
首
里
市
役
所
敷
地
、
上
ノ
毛
な
ど

の
市
有
地
の
譲
渡
方
を
申
請
し
て
い
た
が
、

十
七
日
の
同
市
議
会
で
二
千
四
百
七
十
五
坪

の
無
償
譲
渡
を
決
議
、
難
航
し
て
い
た
琉
大

運
動
場
、
体
育
館
の
建
設
が
一
年
ぶ
り
に
解

決
、
来
年
早
々
琉
大
で
は
ま
ず
運
動
場
設
置

の
た
め
蓮
池
の
埋
立
て
と
整
地
工
事
を
行
う

こ
と
に
な
っ
た
。

瀬
長
氏
は
当
初
琉
大
当
局
に
た
い
し
、

無

償
譲
渡
で
は
野
党
側
の
反
対
が
予
想
さ
れ
る

の
で
安
い
値
で
売
る

と
い
う
確
約
を
与
え

て
い
た
も
の
の
、
そ
の
後
こ
れ
を
く
つ
が
え

し
た
た
め
一
時
は
八
方
ふ
さ
が
り
と
な
っ
て

い
た
が
、
瀬
長
氏
の
市
長
追
放
で
や
っ
と
こ

の
問
題
が
市
会
に
上
程
さ
れ
議
員
三
十
名
の

う
ち
賛
成
十
七
名

与
党
の
み

で
無
償
譲

渡
が
可
決
さ
れ
た
も
の
。

譲
渡
さ
れ
た
土
地
は
、
蓮
池
の
一
部
の
三
百

七
十
四
坪
、
元
首
里
市
役
所
の
一
部
敷
地
三

百
五
十
八
坪
、
元
首
里
病
院
内
道
路
百
六
十

坪
、
上
ノ
毛
一
千
五
百
八
十
三
坪
、
計
二
千

四
百
七
十
五
坪
。

そ
こ
で
琉
大
で
は
手
持
ち
敷
地
を
あ
わ
せ

て
三
百
　
ト
ラ
ッ
ク
の
と
れ
る
運
動
場

を
つ
く
る
た
め
、
来
年
早
々
れ
ん
池
の
埋

立
て
と
整
地
、
そ
れ
に
住
宅
二
軒
の
立
退

き
を
急
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
四
百
坪
の
体
育
館
と
体
育
教
室
二
棟

の
着
工
は
、
五
九
年
度
の
予
算
で
つ
く
ら

れ
る
た
め
遅
れ
る
。
こ
の
た
め
現
在
使
用

し
て
い
る
分
教
場
二
棟
四
教
室
は
と
り
こ

わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

特
別
選
挙
２
月
２
日
に
／
真
和

志
区
域
の
市
議

沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
12
・
20

那
覇
市
へ
の
編
入
で
旧
真
和
志
市
の
議
員
は

総
辞
職
と
な
っ
た
が
、
那
覇
選
挙
管
理
委
員

会
は
十
九
日
、
合
併
促
進
法
第
九
条
第
二
項

第
二
号
の
規
定
に
よ
っ
て
真
和
志
区
域
の
市

会
議
員
特
別
選
挙
の
告
示
を
行
っ
た
。

新
し
く
選
出
さ
れ
る
真
和
志
区
域
の
議
員

は
十
五
名
で
投
票
は
来
年
二
月
二
日

日

に
行
わ
れ
る
が
運
動
開
始
は
立
候
補
届
出

開
始
の
一
月
十
四
日
か
ら
と
な
っ
て
い

る
。

な
お
、
真
和
志
区
域
の
有
権
者
数
は
八
月
三

十
一
日
現
在
三
万
五
千
百
名
と
な
っ
て
い

る
。
選
挙
日
程
は
次
の
通
り
、

△
十
九
日

選
挙
告
示
、
△
二
十
日

不
在

投
票
用
紙
、
封
筒
の
請
求
開
始
、
一
月
三

日

補
充
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
開
始
、
選
挙

人
名
簿
に
対
す
る
異
議
申
立
開
始
。
△
一
月

十
二
日

補
充
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
、
同
異

議
申
立
最
終
日
。
△
一
月
十
四
日

立
候
補

届
出
、
推
薦
届
出
受
付
開
始
、
立
合
人
、
支

出
責
任
者
、
選
挙
事
務
所
届
出
受
付
開
始
。

△
一
月
十
七
日

補
充
選
挙
人
名
簿
に
対
す

る
異
議
申
立
決
定
最
終
日
、
△
一
月
三
十

日

立
候
補
届
出
受
付
最
終
日
。
△
二
月
一

日

不
在
投
票
最
終
日
。二
月
二
日

投
票
、

△
二
月
三
日

開
票
。
当
選
人
の
決
定
。

選
挙
人
名
簿
の
閲
覧
始
ま
る
／
那
覇
市

那
覇
市
長
選
挙
の
候
補
者
届
出
は
、
二
十
四

日
か
ら
開
始
さ
れ
る
が
、
十
七
日
の
合
併
で

真
和
志
も
市
長
選
挙
に
参
加
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

十
八
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
の
十
日
間
、
毎

日
あ
さ
八
時
半
か
ら
ひ
る
五
時
ま
で
、
真
和

志
支
所
で
真
和
志
区
域
の
補
充
選
挙
人
名
簿

の
縦
覧
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
選
管
委
で

は
、
同
時
に
総
選
挙
人
名
簿
も
閲
覧
さ
せ
て

い
る
が
、
登
載
も
れ
、
誤
謬
が
な
い
か
確
か

め
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

声
／
那
覇
・
真
和
志
の
合
併
に

つ
い
て

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
12
・
20

待
ち
に
待
っ
た
那
覇
・
真
和
志
の
合
併
も
遂

に
実
現
し
て
、
こ
こ
に
人
口
十
八
万
六
千
を

有
す
る
沖
縄
第
一
の
都
市
と
な
り
、
日
本
で

も
三
十
四
番
目
の
大
き
な
街
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。

こ
れ
で
ド
ー
ナ
ツ
の
真
中
が
埋
め
ら
れ
た
わ

け
で
、
ま
ず
外
来
者
か
ら
も
奇
異
の
目
を
向

け
ら
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。

那
覇
・
真
和
志
の
合
併
問
題
は
戦
前
に
も
さ

か
の
ぼ
る
が
、
戦
後
は
志
喜
屋
知
事
時
代
に

正
式
に
合
併
が
勧
告
さ
れ
、
そ
の
後
う
余
曲

折
を
経
て
遂
に
三
年
前
に
は
首
里
・
小
禄
が
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さ
き
に
那
覇
市
に
合
併
に
な
っ
た
。
当
時
真

和
志
は
対
等
か
編
入
か
で
け
ん
け
ん
ご
う
ご

う
た
る
有
様
で
遂
に
嵐
の
中
の
住
民
投
票
と

な
っ
た
が
、
対
等
合
併
が
多
数
を
占
め
実
現

を
見
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

瀬
長
前
市
長
の
退
陣
に
よ
り
急
速
に
両
市
の

歩
み
寄
り
と
な
り
、
年
来
の
懸
案
た
る
合
併

を
見
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
何
よ
り
も
嬉
し

い
こ
と
で
あ
る
。
こ
ゝ
に
三
十
万
平
方
　
の

膨
大
な
る
面
積
と
な
り
ま
ず
都
市
の
形
態
が

整
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
建
設
に

邁
進
し
な
け
れ
ば
ら
な
い
重
大
な
る
責
任
が

あ
る
。
こ
れ
に
は
人
の
和
が
第
一
で
あ
る
。

由
来
住
民
は
郷
土
愛
に
満
ち
て
結
構
で
は
あ

る
が
、
や
ゝ
も
す
れ
ば
他
郷
を
排
斥
す
る
ろ

う
習
に
お
ち
い
り
易
く
尚
、
他
よ
り
も
僻
目

を
以
て
見
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
故
に
為
政
者

は
一
局
部
に
偏
す
る
こ
と
な
く
、
大
那
覇
市

た
る
大
局
よ
り
見
て
施
策
を
考
慮
し
、
協
力

一
致
以
て
都
市
の
発
展
に
邁
進
せ
ら
れ
ん
こ

と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

那
覇
市
字
松
川
二
五
八
番
地
　
森
田
孟
義

那
覇
市
職
員
労
組
／
第
二
組
合
　

を
結
成

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
12
・
24

那
覇
市
職
員
労
組
結
成
大
会
が
二
十
三
日
午

後
六
時
か
ら
教
育
会
館
三
階
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
た
。
こ
れ
は
さ
き
に
臨
時
雇
員
の
問
題
で

現
組
合
を
脱
退
し
た
職
員
三
百
五
十
名
と
真

和
志
支
所
職
員
全
員
を
含
め
た
職
員
で
結
成

し
た
も
の
で
、
一
党
派
に
へ
ん
し
な
い
経
済

闘
争
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
い
る
。
な
お
役

員
選
挙
は
こ
の
日
真
和
志
支
所
職
員
が
合
併

祝
賀
式
典
で
参
加
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
後

日
に
持
ち
越
さ
れ
た
。

那
覇
市
長
選
挙
は
じ
ま
る
／
け

さ
兼
次
、
平
良
両
氏
が
届
出

／
仲
本
氏
が
断
念
し
て
一
騎

打
ち
と
な
る

琉
新
・
夕
　
１
９
５
７
・
12
・
24

瀬
長
亀
次
郎
氏
の
失
格
に
と
も
な
い
来
る
一

月
十
二
日
実
施
さ
れ
る
那
覇
市
長
選
挙
は
け

さ
八
時
三
十
分
、
立
候
補
者
の
届
出
受
付
を

開
始
、
か
ね
て
出
馬
を
表
明
し
て
い
た
民
連

推
せ
ん
兼
次
佐
一
、
社
大
党
公
認
平
良
辰
雄

の
両
氏
は
、
受
付
開
始
と
同
時
に
相
前
後
し

て
、
那
覇
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
出
を
行
っ

た
。
那
覇
市
選
挙
委
員
会
で
は
、
提
出
書
類

の
点
検
を
終
え
、
兼
次
佐
一
氏
の
立
候
補
届

を
九
時
に
、
平
良
辰
雄
氏
の
届
け
を
九
時
二

十
分
、
そ
れ
ぞ
れ
正
式
に
受
理
し
た
。

出
馬
を
う
わ
さ
さ
れ
て
い
た
仲
本
為
美
氏

は
、
届
出
開
始
を
あ
す
に
控
え
た
二
十
三
日

夜
、
立
候
補
を
断
念
す
る
旨
声
明
、
出
馬
を

見
合
わ
し
た
の
で
、
出
馬
を
予
定
さ
れ
て
い

た
候
補
者
全
部
が
届
出
た
こ
と
に
な
り
、
平

良
辰
雄
氏
と
兼
次
佐
一
氏
の
一
騎
打
と
な
っ

た
。
届
出
を
終
っ
た
両
候
補
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

よ
う
に
立
候
補
の
あ
い
さ
つ
を
表
明
し
た
。

米
国
を
反
省
に
導
き
／
住
民
の
福
祉
を

は
か
る

平
良
氏
談

沖
縄
は
、
独
立
国
日
本
の
一
部

で
あ
り
、
住
民
は
、
日
本
国
民
で
あ
り
な
が

ら
、
政
治
的
に
日
本
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
ア

メ
リ
カ
の
支
配
下
に
置
か
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
自
由
主
義
陣
営
を
護
る
た
め

の
ア
メ
リ
カ
の
世
界
政
策
か
ら
出
た
も
の
で

あ
り
、
や
む
を
得
な
い
処
置
で
あ
る
と
、
説

明
さ
れ
て
い
る
が
、
沖
縄
住
民
は
割
り
切
れ

な
い
気
持
で
い
る
。

琉
球
政
府
創
立
当
初
、
時
の
民
政
長
官
に

よ
っ
て
約
束
さ
れ
た
、
主
席
公
選
は
実
現
さ

れ
ず
、
自
治
権
は
後
退
し
、
更
に
住
民
の
税

金
に
よ
っ
て
賄
は
れ
る
予
算
に
ま
で
、
一
々

干
渉
さ
れ
、
住
民
代
表
に
よ
る
議
決
立
法
案

件
は
屡
々
拒
否
に
あ
う
等
々
の
、
幾
多
の
事

例
に
よ
っ
て
、
住
民
の
気
持
は
不
平
不
満
と

ま
で
な
っ
た
、
こ
の
住
民
の
感
情
は
、
や
が

て
民
主
主
義
的
抵
抗
を
生
み
、
日
本
復
帰
、

土
地
を
守
る
四
原
則
等
島
ぐ
る
み
の
抵
抗
に

ま
で
発
展
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
こ
の
抵
抗
を

共
産
主
義
者
又
は
そ
の
同
調
者
の
煽
動
と
き

め
つ
け
た
が
、
住
民
と
し
て
は
、
そ
ん
な
事

は
問
題
外
と
し
、
住
民
の
悲
願
日
本
復
帰
は

あ
く
ま
で
も
住
民
個
々
の
自
主
的
の
考
え
方

か
ら
出
た
も
の
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
こ
の

考
え
方
を
取
り
合
は
な
い
態
度
を
と
っ
て
来

た
、
こ
の
よ
う
に
、
軍
民
の
考
え
方
や
感
情

が
相
対
立
し
て
い
る
際
に
去
っ
た
那
覇
市
長

選
挙
が
行
わ
れ
、
米
当
局
が
共
産
主
義
者
の

レ
ッ
テ
ル
を
は
っ
て
い
る
瀬
長
亀
次
郎
氏
が

当
選
し
た
。
そ
の
結
果
、
米
当
局
は
す
か
さ

ず
那
覇
市
に
対
す
る
補
助
金
の
支
出
を
中
止

し
金
融
機
関
を
し
て
、
市
へ
の
融
資
の
途
を

閉
ざ
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
の
み
に
止
ら

す
、
更
に
布
令
に
よ
っ
て
法
律
を
改
正
し
、

瀬
長
氏
を
追
放
す
る
強
硬
手
段
ま
で
と
っ

た
、
そ
の
結
果
は
、
か
え
っ
て
住
民
の
抵
抗

意
識
を
あ
ふ
り
た
て
て
し
ま
っ
た
。

今
度
の
市
長
選
挙
は
、
こ
の
よ
う
に
軍
民
対

立
の
尖
鋭
化
し
た
時
に
行
わ
れ
る
が
、
私
は

こ
こ
ま
で
来
た
以
上
、
途
は
二
つ
し
か
な
い

と
思
う
。
そ
の
一
つ
は
住
民
の
福
祉
は
犠
牲

に
し
て
も
あ
く
ま
で
、
抵
抗
の
た
め
の
抵
抗

を
続
け
て
い
く
か
、
も
う
一
つ
は
住
民
の
現

実
生
活
を
重
視
し
て
そ
の
福
祉
も
考
え
つ
つ

米
琉
ま
た
は
米
日
琉
間
の
理
解
特
に
米
国
を

反
省
に
導
く
こ
と
に
よ
っ
て
我
ら
の
主
張
を

貫
徹
す
る
方
策
を
取
る
か
、
こ
の
二
つ
に
一

つ
で
あ
る
、
前
者
を
え
ら
ぶ
事
は
、
共
産
主

義
陣
営
の
望
む
と
こ
ろ
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
で

は
、
住
民
自
ら
共
産
主
義
陣
営
に
合
流
す
る

結
果
と
な
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
自
由
主
義
陣
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営
の
枠
内
で
問
題
を
解
決
す
る
方
法
を
採
る

か
、
ま
た
共
産
主
義
陣
営
の
力
を
借
り
て
で

も
問
題
を
解
決
す
る
方
法
を
採
る
か
、
そ
の

岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
、
勿
論
自
由
主
義

陣
営
共
産
主
義
陣
営
の
何
れ
に
も
属
せ
ず
中

間
の
道
を
歩
む
と
い
う
方
法
も
理
論
的
に
は

考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
独
立
国
と
し
て
の

立
場
の
場
合
で
あ
っ
て
、
祖
国
日
本
か
ら
切

り
離
さ
れ
た
沖
縄
の
立
場
と
し
て
は
考
え
ら

れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

我
々
の
復
帰
せ
ん
と
す
る
、
祖
国
日
本
は
、

現
在
自
由
主
義
陣
営
の
一
国
と
し
て
世
界
平

和
に
貢
献
す
る
体
制
下
に
あ
る
。
沖
縄
も
、

祖
国
と
同
様
の
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
、
日

本
復
帰
を
促
進
す
る
上
か
ら
も
望
ま
し
い
こ

と
は
論
を
ま
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、

結
論
と
し
て
、
我
々
は
住
民
福
祉
の
た
め
の

民
族
的
抵
抗
を
堅
持
し
つ
つ
、
自
由
主
義
陣

営
の
枠
内
で
、
問
題
を
解
決
す
る
途
に
進
ま

ざ
る
を
得
な
い
と
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。
即

ち
、
こ
の
際
は
那
覇
市
民
を
闘
争
の
楯
と
し

て
こ
れ
に
犠
牲
を
強
い
る
こ
と
な
く
住
民
の

福
祉
を
重
視
し
先
ず
市
政
の
収
拾
を
図
り

つ
ゝ
平
和
的
に
民
族
本
来
の
主
張
を
貫
徹
す

る
手
段
を
採
る
事
が
、
残
さ
れ
た
唯
一
の
方

策
だ
と
確
信
す
る
も
の
で
あ
る
。

私
情
を
捨
て
て
闘
う
／
愛
国
民
主
勢
力

を
基
盤
に

兼
次
氏
談

今
度
の
那
覇
市
長
選
挙
の
持
つ

意
義
は
、
非
常
に
重
大
な
も
の
で
あ
る
。
と

い
う
の
は
去
る
二
十
四
日
に
出
さ
れ
た
モ
ー

ア
高
等
弁
務
官
の
瀬
長
市
長
追
放
布
令
が
非

民
主
的
な
も
の
で
あ
り
、
自
治
体
の
破
壊
で

あ
っ
て
、
折
角
民
主
主
義
の
ル
ー
ト
に
乗
り

か
か
っ
て
い
る
沖
縄
の
政
治
を
、
十
三
年
前

の
占
領
政
治
に
逆
戻
り
さ
せ
た
も
の
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

今
度
の
選
挙
の
結
果
社
大
党
公
認
の
平
良
辰

雄
氏
に
、
勝
を
制
し
め
た
場
合
は
先
に
出
さ

れ
た
悪
布
令
を
那
覇
市
民
が
肯
定
し
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
勢
力

と
対
決
す
る
民
連
の
推
薦
す
る
も
の
を
当
選

さ
せ
て
、
世
界
の
、
民
主
主
義
を
愛
し
、
人

権
を
尊
ぶ
人
々
に
、
米
国
が
取
っ
た
暴
挙
に

対
し
て
、
那
覇
市
民
が
怒
り
を
爆
発
さ
せ
た

証
拠
を
突
き
つ
け
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
米
国
を
し
て
再

び
こ
の
よ
う
な
暴
挙
を
な
さ
し
め
な
い
よ
う

に
反
省
を
促
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

こ
の
見
地
か
ら
し
て
如
何
に
今
度
の
那
覇
市

長
選
挙
が
重
大
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
い

え
る
の
で
あ
り
、
私
は
民
連
の
推
薦
を
受
け

て
立
候
補
を
決
意
、
今
朝
正
式
に
届
出
を
す

ま
せ
た
が
、
相
手
の
候
補
の
平
良
辰
雄
氏
と

は
社
大
党
立
党
当
初
か
ら
今
日
に
い
た
る
ま

で
、
政
党
人
と
し
て
も
、
ま
た
個
人
と
し
て

も
深
い
関
係
を
も
っ
て
い
た
の
で
、
何
だ
か

闘
志
が
に
ぶ
り
が
ち
な
点
も
あ
る
が
、
平
良

氏
は
当
間
主
席
並
び
に
そ
の
一
派
と
、
立
候

補
を
決
意
す
る
以
前
か
ら
す
で
に
一
脈
を
通

ず
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
後
の
挙
動
が
完
全

に
当
間
勢
力
と
結
び
つ
い
て
い
る
事
実
が
確

認
さ
れ
た
以
上
、
一
切
の
私
情
、
感
情
を
超

え
て
真
向
か
ら
闘
う
決
意
を
新
た
に
す
る
も

の
で
あ
る
。

社
大
党
を
含
め
た
い
わ
ゆ
る
保
守
勢
力
の
最

後
の
持
駒
で
あ
る
平
良
辰
雄
氏
に
如
何
に
勝

ち
抜
く
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
が
、

私
は
愛
国
民
主
勢
力
の
基
盤
の
上
に
立
つ
那

覇
十
八
万
市
民
は
勿
論
、
全
県
民
な
ら
び
に

祖
国
九
一
万
同
胞
の
支
援
を
確
信
し
、
特
に

に
ご
り
な
き
民
族
的
良
心
と
日
本
人
と
し
て

の
誇
り
に
満
ち
満
ち
て
い
る
若
き
青
年
層
の

絶
大
な
支
援
を
期
待
し
て
、
全
勢
力
を
傾
注

し
て
勝
利
の
栄
冠
を
勝
ち
と
る
考
え
で
あ

る
。
当
選
の
暁
は
、
公
平
な
市
政
の
運
営
に
よ
っ

て
全
市
民
の
納
得
の
い
く
市
政
の
運
営
を
し

た
い
と
思
う
。
抱
負
や
政
策
な
ど
に
つ
い
て

は
、
あ
い
さ
つ
や
演
説
会
に
お
い
て
徹
底
さ

せ
る
考
え
で
あ
る
。

那
覇
市
長
選
へ
突
入
の
政
界
／

両
派
の
運
動
積
極
化
／
民
主

党
は
微
妙
な
立
場
に

琉
新
・
朝
　
１
９
５
７
・
12
・
25

那
覇
市
長
選
挙
は
、
二
十
四
日
の
受
付
開
始

と
同
時
に
、
社
大
党
公
認
平
良
辰
雄
氏
、
民

連
推
せ
ん
兼
次
佐
一
氏
が
届
出
で
、
い
よ
い

よ
闘
い
の
火
ぶ
た
が
切
ら
れ
、
街
は
早
く
も

ポ
ス
タ
ー
な
ど
も
掲
示
さ
れ
、
選
挙
気
分
が

み
な
ぎ
っ
て
き
た
。

今
度
の
那
覇
市
長
選
挙
は
、
対
人
民
党
対
策

を
多
分
に
主
眼
と
し
た
自
治
法
改
正
布
令
の

公
布
に
と
も
な
う
、
瀬
長
亀
次
郎
氏
の
退
陣

に
よ
る
改
選
と
い
う
意
義
が
あ
り
、
従
っ
て

選
挙
戦
も
、
布
令
へ
の
抵
抗
か
、
市
政
収
拾

か
の
両
派
の
対
決
と
い
う
様
相
が
濃
く
、
し

烈
な
戦
い
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
今
度
の
選

挙
に
よ
っ
て
、
琉
球
の
政
界
は
、
好
む
と
好

ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
抵
抗
か
、
協
力

か
の
二
大
陣
営
に
色
分
け
さ
れ
る
こ
と
は
必

然
と
み
ら
れ
、
各
政
党
と
も
従
来
の
地
方
選

挙
傍
観
態
度
を
一
て
き
し
て
、
積
極
的
に

タ
ッ
チ
す
る
構
え
を
と
っ
て
い
る
。
平
良
辰

雄
氏
を
公
認
候
補
に
担
ぎ
出
し
て
、
積
極
的

に
選
挙
戦
に
臨
ん
だ
社
大
党
は
勿
論
、
人
民

党
で
も
、
民
連
の
組
織
体
と
し
て
積
極
的
に

乗
り
出
し
て
い
る
。

社
大
党
で
は
、
従
来
の
地
方
選
挙
不
介
入
方

針
を
是
正
し
て
、
党
執
行
部
が
直
接
采
は
い

を
振
う
と
い
う
積
極
的
態
度
を
取
っ
て
い
る

が
、
同
党
公
認
の
平
良
辰
雄
氏
を
支
持
す
る

態
度
を
決
め
、
仲
本
派
と
の
調
整
に
も
当
っ

て
き
た
民
主
党
が
、
ど
う
出
る
か
と
い
う
こ

と
も
注
目
さ
れ
よ
う
。
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と
こ
ろ
で
届
出
初
日
の
民
主
党
の
表
情
は
、

社
大
、
人
民
両
党
に
く
ら
べ
て
い
た
っ
て
閑

散
、
こ
の
日
は
、
党
本
部
に
も
、
星
幹
事
長
、

中
里
総
務
会
長
、
仲
井
真
那
覇
連
合
支
部
長

ら
が
顔
を
み
せ
た
程
度
で
、
党
員
が
僅
か
出

入
り
し
た
だ
け
。

同
党
と
し
て
は
、
仲
本
為
美
派
と
、
平
良
辰

雄
派
の
調
整
に
一
肌
抜
い
だ
と
い
う
も
の

の
、
出
馬
を
断
念
し
た
仲
本
派
が
、
厳
正
中

立
を
標
ぼ
う
し
て
い
る
た
め
幾
分
背
負
投
げ

を
食
わ
さ
れ
た
と
い
う
格
好
。
そ
れ
と
と
も

に
、
同
党
が
こ
れ
ま
で
反
対
し
て
来
た
副
主

席
人
事
が
突
然
実
現
し
た
こ
と
も
、
戦
意
を

大
き
く
阻
害
し
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

し
か
し
、
同
党
と
し
て
は
、
あ
く
ま
で
党
議

に
よ
る
基
本
線
に
則
っ
と
り
、
容
共
勢
力
の

撲
滅
に
、
党
色
を
払
拭
し
て
全
力
を
傾
注
す

る
と
い
う
方
針
で
あ
る
。
同
党
は
今
度
の
選

挙
を
勝
ち
ぬ
く
た
め
に
、
党
総
務
か
ら
成
る

選
挙
対
策
委
員
会
を
近
く
設
置
す
る
方
針

で
、
党
独
自
の
選
挙
対
策
を
推
進
す
る
と
と

も
に
平
良
辰
雄
氏
に
対
し
て
は
、社
大
党
や
、

那
覇
市
議
等
を
網
羅
す
る
各
派
合
同
委
員
会

を
つ
く
る
こ
と
も
提
案
し
て
い
る
。
し
か
し

今
の
と
こ
ろ
言
論
戦
を
展
開
す
る
準
備
は
し

て
な
く
、
各
派
と
は
か
っ
て
か
ら
言
論
戦
に

は
乗
り
出
す
態
度
を
と
っ
て
い
る
。

星
幹
事
長
の
話

民
主
党
と
し
て
は
独
自

で

独
走
し
な
い
範
囲
で
選
挙
戦
を
進

め
て
い
く
。
例
え
ば
言
論
戦
を
す
る
よ
う

な
場
合
は
、
党
独
自
の
見
解
を
披
瀝
し
て

い
く
だ
ろ
う
。
具
体
的
に
い
う
と
、
民
主

党
の
第
一
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
容
共
勢
力

の
粉
砕
と
い
う
一
語
に
つ
き
る
。
市
政
の

混
乱
を
来
た
し
、
琉
球
の
不
幸
を
招
く
も

の
は
容
共
勢
力
で
あ
る
。
こ
れ
を
ま
っ
殺

し
て
軍
と
協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
政

権
返
還
も
期
待
で
き
る
と
思
う
。
米
国
が

共
産
党
も
し
く
は
そ
の
同
調
者
と
し
て
い

る
も
の
に
市
政
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
な
っ

て
は
、
不
幸
に
な
る
の
は
住
民
だ
け
で
あ

る
。
そ
う
い
う
立
場
、
即
ち
私
達
が
い
う

政
策
以
前
と
い
う
見
解
か
ら
民
主
党
と
し

て
は
、
党
員
は
勿
論
、
民
主
党
の
支
持
者

に
も
独
自
の
線
で
協
力
を
訴
え
、
容
共
勢

力
粉
砕
に
全
力
を
注
ぐ
方
針
で
あ
る
。
今

の
と
こ
ろ
党
と
し
て
言
論
戦
を
展
開
す
る

考
え
は
な
い
が
、
各
派
と
協
議
し
て
か
ら

決
め
た
い
。
と
に
か
く
、
今
の
と
こ
ろ
、

社
大
、
民
主
、
そ
の
他
と
い
う
工
合
に
、

平
良
支
持
層
が
個
々
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
調
整
す
る
機
関
を
設
置
す
る

よ
う
平
良
候
補
に
提
案
し
て
あ
り
、
党
と

し
て
も
準
備
中
で
あ
る
。
ま
た
党
独
自
で

も
総
務
を
対
策
委
に
任
命
し
て
、
対
策
委

員
会
を
設
置
、
独
自
の
対
策
を
す
す
め
る

こ
と
も
考
え
て
い
る
、

自
治
守
り
住
民
福
祉
を
図
る
／
社
大
党

中
央
委
が
声
明

社
大
党
で
は
二
十
四
日
ひ
る
三
時
中
央
委
員

会
を
開
い
て
、
那
覇
市
長
選
挙
に
臨
む
党
の

態
度
を
次
の
よ
う
に
声
明
し
た
。

声
明
　
米
国
の
自
治
法
改
正
と
い
う
権
限
行

使
は
、
土
地
収
用
令
そ
れ
に
基
く
一
括
払
い

の
強
行
と
本
質
的
に
つ
な
が
る
も
の
で
、
日

本
復
帰
、
四
原
則
貫
徹
を
目
指
す
党
と
し
て

は
、
重
大
な
関
心
を
も
っ
と
同
時
に
抵
抗
せ

ざ
る
を
得
な
い
。

政
治
的
自
由
の
獲
得
、
民
主
的
自
治
政
治
の

向
上
を
重
要
政
策
と
す
る
党
の
基
本
的
立
場

か
ら
も
、
今
回
の
那
覇
市
長
選
挙
は
全
琉
政

治
に
関
連
す
る
も
の
で
従
来
の
地
方
自
治
体

選
挙
不
介
入
方
針
を
排
し
て
積
極
的
に
臨
む

こ
と
に
決
し
た
。

党
と
し
て
は
、
那
覇
市
政
を
、
自
主
的
に
か

つ
政
治
的
に
解
決
さ
せ
る
べ
く
、
強
権
発
動

阻
止
に
努
力
し
た
が
、
事
こ
こ
に
い
た
っ
た

こ
と
は
遺
憾
で
あ
り
、
ま
た
一
方
的
権
力
行

使
に
対
し
て
は
自
治
を
後
退
せ
し
む
る
も
の

と
し
て
強
く
反
対
す
る
。

党
は
、
直
面
す
る
事
態
に
対
し
、
日
本
復
帰

の
促
進
、
四
原
則
貫
徹
、
政
治
的
自
由
の
獲

得
、
自
治
の
向
上
発
展
の
た
め
に
、
そ
の
根

源
で
あ
る
権
力
排
除
の
抵
抗
を
示
す
と
と
も

に
、
現
実
の
問
題
と
し
て
、
市
政
が
、
抵
抗

の
た
め
の
抵
抗
に
よ
っ
て
闘
争
の
戦
場
と
化

し
、
市
民
に
犠
牲
を
強
い
る
よ
う
な
無
責
任

な
政
治
行
動
を
斥
け
、
特
に
真
和
志
市
合
併

の
新
事
態
に
も
対
処
し
て
、
合
併
の
趣
旨
を

も
達
成
す
る
た
め
、
収
拾
並
び
に
新
建
設
へ

の
責
に
進
ん
で
当
る
。
以
上
の
立
場
か
ら

我
々
は
前
委
員
長
平
良
辰
雄
氏
を
公
認
候
補

と
し
て
市
民
の
審
判
に
訴
え
る
こ
と
に
し

た
。
平
良
候
補
は
、
わ
れ
わ
れ
の
基
本
的
信

念

抵
抗
と
収
拾

の
最
適
任
者
で
あ
る
と

信
ず
る
。

米
国
に
抵
抗
す
る
者
を
す
べ
て
反
米
、
ア
カ

と
す
る
こ
と
が
非
で
あ
る
よ
う
に
、
己
れ
に

組
み
す
る
者
が
愛
国
者
で
あ
り
、
他
は
売
国

奴
で
あ
る
と
す
る
独
善
的
な
考
え
を
わ
れ
わ

れ
は
否
定
す
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
は
民
族

を
分
裂
せ
し
め
、
あ
る
い
は
独
裁
を
生
み
、

民
主
政
治
を
後
退
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

我
々
は
、
思
い
を
同
じ
く
す
る
人
々
と
党
派

や
感
情
を
乗
り
こ
え
、
自
治
を
守
り
、
住
民

福
祉
を
図
っ
て
事
態
を
打
開
し
、
琉
球
政
治

の
上
に
存
す
る
権
力
行
使
を
抜
本
的
に
排
除

す
る
一
段
階
た
ら
し
め
た
い
と
念
願
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
声
明
す
る
。

両
候
補
が
政
策
を
発
表

届
出
開
始
と
同
時
に
、
社
大
、
民
連
両
陣
営

は
、
直
ち
に
選
挙
戦
に
乗
り
出
し
必
勝
の
布

陣
を
固
め
つ
つ
あ
る
。

社
大
党
で
は
、
二
十
四
日
ひ
る
三
時
か
ら
中

央
委
員
会
を
開
き
、
候
補
者
の
平
良
辰
雄
氏

も
交
え
て
選
挙
対
策
を
練
る
と
と
も
に
、
今
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次
選
挙
に
臨
む
党
の
態
度
や
、
政
策
な
ど
を

発
表
、ま
た
民
連
で
も
二
十
四
日
ひ
る
か
ら
、

部
長
会
議
を
開
く
と
と
も
に
晩
は
安
里
公
民

館
で
民
連
総
会
を
開
い
て
対
策
を
協
議
、
ス

ロ
ー
ガ
ン
並
び
に
政
策
等
を
発
表
し
た
。

平
良
氏
の
政
策

一
、
非
民
主
的
権
力
の
排
除
と
自
治
の
確
立
。

一
、軍
用
地
代
一
括
払
の
阻
止
。

一
、都
市
計
画
の
再
検
討
に
基
く
事
業
の
完

遂
。△
道
路
網
並
び
に
上
、
下
水
道
の
整
備
。

△
港
湾
の
修
築
と
河
川
の
改
修
。

一
、
市
財
政
の
強
化
。

事
業
費
に
要
す
る
政
府
負
担
金
の
増
額
を
は

か
る
。

一
、
社
会
福
祉
事
業
の
拡
充
強
化
。

△
市
営
病
院
△
市
営
住
宅
△
母
子
寮
△
授

産
所
等
。

一
、
中
小
商
工
業
、
農
業
、
漁
業
の
保
護
育

成
。
一
、
綱
紀
の
粛
正
と
人
事
の
刷
新
。

一
、
文
化
施
設
の
整
備
。

△
公
園
△
総
合
運
動
場
△
公
会
堂
。

兼
次
氏
の
政
策
　

一
、
権
力
と
財
ば
つ
の
圧
迫
か
ら
民
主
主
義

を
守
る
。

一
、
地
代
の
一
括
払
を
拒
否
し
、
市
民
の
財

産
を
守
る
。

一
、
那
覇
、
真
和
志
合
併
条
件
の
実
施
。

一
、
区
長
制
度
を
復
活
し
、
区
事
務
所
を
設

置
す
る
。

一
、
公
課
、
そ
の
他
負
担
の
公
平
。

一
、
道
路
、
護
岸
、
河
川
の
修
理
、
新
設
、

衛
生
施
設
完
備
。

一
、
農
業
、
漁
業
、
中
小
企
業
の
保
護
育
成
。

一
、
都
市
計
画
の
早
期
完
成
。

一
、
社
会
文
化
施
設
の
拡
充
強
化
。

一
、
市
吏
員
の
信
賞
必
罰
を
明
ら
か
に
し
て

市
政
の
明
朗
化
を
は
か
る
。

｜
社
　
説
｜

”
一
騎
打
ち
”
の
那
覇
市
長
選
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・
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１
９
５
７
・
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・
26

一
月
十
二
日
の
那
覇
市
長
選
挙
は
、
平
良

辰
雄
、
兼
次
佐
一
両
氏
の
対
決
と
な
ろ
う
。

立
候
補
届
出
の
締
切
期
日
は
一
月
九
日
と

な
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
情
勢
か
ら
み
て
恐

ら
く
他
に
立
候
補
が
あ
る
と
は
予
想
さ
れ
な

い
。
民
主
政
治
の

多
数
決
制

と
い
う
原

則
か
ら
い
っ
て
、
投
票
の
過
半
数
を
獲
得
し

た
者
が
首
長
と
な
る
べ
き
だ
と
す
る
見
地
に

た
つ
と
”
一
騎
打
ち
”
が
よ
く
、
と
く
に
瀬

長
失
政
の
あ
と
だ
け
に
那
覇
市
民
に
と
っ
て

候
補
者
乱
立
を
み
な
い
の
は
好
ま
し
い
こ
と

と
い
え
よ
う
。

こ
の
態
勢
が
整
っ
た
の
は
政
党
政
派
が
統

一
候
補
の
擁
立
に
努
力
し
た
か
ら
で
あ
る

が
、
そ
れ
よ
り
も
支
持
者
の
推
挙
に
よ
っ
て

立
候
補
を
決
意
し
て
い
た
仲
本
為
美
氏
が

複
雑
な
諸
情
勢
の
推
移
は
候
補
者
の
乱
立

を
許
さ
な
い
、
そ
の
上
、
真
和
志
市
を
合
併

し
た
大
那
覇
市
の
歴
史
的
第
一
歩
を
飾
る
意

義
あ
る
市
長
選
挙
に
お
い
て
市
民
の
不
安
混

迷
を
避
け
民
意
把
握
を
公
明
な
ら
し
め
る
た

め

と
し
て
出
陣
を
見
合
せ
た
こ
と
に
よ
る
。

前
回
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
那
覇
市
は
、

保
守
対
革
新
の
対
決
と
い
い
な
が
ら
保
守
勢

力
が
二
つ
に
割
れ
、
漁
夫
の
利
を
占
め
て
瀬

長
市
長
が
出
現
し
た
。
つ
ま
り
保
守
・
革
新

の
審
判
は
少
数
の
意
思
が
勝
利
を
得
た
わ
け

だ
が
、
結
果
的
に
い
っ
て
、
そ
れ
は
市
政
を

混
乱
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
仲
本
氏
の
言
う

複
雑
な
情
勢

は
、
今
回
も
ま
た
前
回
の

轍
を
踏
む
様
相
に
あ
る
と
の
判
断
に
た
っ
て

い
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
し
た
が
っ
て

保
守
・
革
新
の
対
決
と
い
う
課
題
が
提
出
さ

れ
る
限
り
、
市
民
の
意
思
が
い
ず
れ
を
と
る

か
、
そ
れ
を
公
明
に
示
さ
せ
る
機
会
を
与
え

る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。

仲
本
氏
の
出
馬
辞
退
ま
で
に
は
巷
間
い
ろ

い
ろ
の
噂
が
と
ん
だ
。
保
守
勢
力
側
が
社
大

党
公
認
の
平
良
氏
を
援
助
し
て
い
く
方
針
の

も
と
に
、
仲
本
氏
を
五
十
万
あ
る
い
は
二
百

万
円
で
買
収
す
る
交
渉
を
進
め
て
い
る
な

ど
、
そ
の
最
た
る
も
の
で
、
こ
の
悪
質
な
謀

略
的
流
言
は
、
市
政
の
健
全
化
を
願
う
立
場

で
情
勢
分
析
を
行
い
、
保
守
一
本
化
へ
の
結

論
を
出
し
て
い
た
仲
本
氏
お
よ
び
そ
の
支
持

者
側
を
、

引
く
に
も
引
け
ぬ

と
硬
化
さ

せ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
選
挙
戦
に
デ
マ

は
っ
き
も
の
と
は
い
い
な
が
ら
、
大
乗
的
な

態
度
を
も
っ
て
行
動
し
た
仲
本
氏
辞
退
の
挿

話
と
し
て
は
余
り
に
も
酷
に
す
ぎ
る
も
の
で

あ
っ
た
と
い
う
外
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ

れ
、
仲
本
氏
が
今
回
の
市
長
選
挙
に
対
し
批

判
的
な
立
場
で
情
勢
を
た
だ
し
、
市
民
の
去

就
に
混
乱
を
与
え
ぬ
と
し
て
身
を
引
い
た
こ

と
は
、
現
在
の
那
覇
市
の
政
情
に
お
い
て
大

い
に
賞
賛
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

と
こ
ろ
で
平
良
・
兼
次
の
一
騎
打
ち
は
、

結
局
、
保
守
・
革
新
対
決
と
い
う
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
が
、
し
か
し
厳
密
に
い
っ
て
、
す

な
わ
ち
政
策
的
に
み
て
、
こ
の
両
者
を
保
守

だ
の
革
新
だ
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
ど
う

か
は
疑
問
な
し
と
し
ま
い
。
立
候
補
届
出
の

二
十
四
日
発
表
さ
れ
て
い
る
両
派
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
か
ら
う
け
る
の
は
、
保
守
勢
力
の
援
助

が
あ
る
と
さ
れ
る
平
良
側
は
、
依
然
、
革
新

勢
力
と
い
わ
れ
る
社
大
党
の
公
認
候
補
と
し

て
の
線
を
堅
持
し
て
お
り
、
基
本
的
に
両
者

の
相
違
点
と
い
え
ば
、
兼
次
側
が
徹
底
し
て
”

抵
抗
”
を
指
向
、
市
政
を
そ
の
た
め
の
”
基

地
”
だ
と
い
う
印
象
を
与
え
る
に
比
し
、
平

良
側
は
”
抵
抗
”
の
線
は
捨
て
ぬ
が
現
実
の

市
政
収
拾
、
市
民
の
福
祉
増
進
に
は
協
調
政
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策
を
と
る
と
い
う
態
度
と
う
け
と
れ
る
。
し

た
が
っ
て
従
来
の
保
守
対
革
新
の
決
戦
と
は

相
当
性
質
の
違
っ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。
今
回
の
市
長
選
挙
は
、
以
上
の
ご
と
き
”

一
騎
打
ち
”
と
な
ろ
う
が
、
市
長
選
挙
に
の

ぞ
む
市
民
は
、
い
つ
の
場
合
で
も
候
補
者
の

公
約
す
る
政
策
が
市
民
の
た
め
に
立
派
な
も

の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
公
約
が
単
な
る
選
挙

の
謳
い
文
句
で
な
く
実
現
性
の
あ
る
も
の
か

ど
う
か
、
そ
の
候
補
者
が
公
約
を
実
行
す
る

能
力
を
有
す
る
か
な
ど
、
ま
ず
政
策
と
人
物

本
位
に
重
点
を
お
い
て
選
択
す
る
と
い
う
の

が
自
治
体
の
選
挙
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

保
守
・
革
新
対
決
を
審
判
す
る
と
か
、
反

共
・
反
米
の
い
ず
れ
に
す
る
と
か
よ
り
市
民

に
と
っ
て
は
も
っ
と
優
先
的
に
考
え
ね
ば
な

ら
ぬ
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
今
回
の

一

騎
打
ち

が
右
・
左
の
色
彩
を
は
っ
き
り
さ

せ
ぬ
、
さ
せ
る
は
別
と
し
て
、
一
般
市
民
は
、

市
民
と
し
て
の
本
来
の
立
場
を
忘
れ
ぬ
こ
と

が
一
番
大
事
だ
と
思
う
。

｜
社
　
説
｜

選
挙
は
政
策
中
心
で
戦
っ
て
欲

し
い
沖
タ
・
朝
　
１
９
５
７
・
12
・
28

那
覇
市
長
選
挙
は
、
す
で
に
文
書
戦
、
舌

戦
の
展
開
を
み
せ
、
い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
本

格
的
な
激
戦
へ
突
入
し
て
い
く
段
階
に
あ
る

が
、
市
民
に
と
っ
て
は
今
回
の
選
挙
は
、
真

和
志
市
を
合
併
し
た
大
那
覇
市
の
初
代
市
長

を
選
ぶ
歴
史
的
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る

と
同
時
に
、
市
政
が
反
米
・
反
共
の
”
基
地
”

に
な
っ
て
動
乱
し
、
本
来
の
自
治
体
の
姿
を

見
失
い
つ
つ
あ
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
泥
沼
の
中

に
あ
っ
た
市
政
を
一
新
し
、
市
政
の
健
全
な

安
定
を
期
す
機
会
と
し
て
重
大
な
意
義
を
も

つ
選
挙
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
も
市
長
は

自
治
体
と
し
て
の
那
覇
市
の
責
任
者
で
あ

り
、
直
接
そ
の
行
政
実
施
の
衝
に
当
る
者
で

あ
る
以
上
、
こ
の
選
挙
は
市
民
の
生
活
に
大

変
な
影
響
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
影
響
ど
こ
ろ
か
、
選
挙

で
選
ん
だ
人
物
の
や
る
”
政
治
”
と
い
う
も

の
に
よ
っ
て
市
の
運
命
や
市
民
の
生
活
は
左

右
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
展
開
さ
れ
る
文

書
戦
や
言
論
戦
に
ま
ど
わ
さ
れ
た
り
、
だ
ま

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
選
挙
の
意
義
を

た
え
ず
頭
に
お
い
て
、
冷
静
に
対
処
し
て
い

か
ね
ば
な
ら
ぬ
わ
け
だ
。

選
挙
戦
が
中
盤
戦
以
降
に
な
る
と
、
候
補

者
や
運
動
員
も
当
初
の
品
格
を
失
っ
て
醜
い

泥
試
合
を
演
じ
が
ち
で
あ
る
。
す
る
と
選
挙

民
も
こ
れ
に
巻
き
こ
ま
れ
て
選
挙
そ
の
も
の

の
意
義
を
忘
れ
感
情
的
に
な
る
も
の
だ
。
だ

ま
す
政
治
家
も
憎
い
が
、
だ
ま
さ
れ
る
大
衆

に
も
一
種
の
や
り
き
れ
な
さ
を
感
ず
る
の
が

従
来
の
多
く
の
選
挙
で
あ
っ
た
。
今
回
も
市

民
が
し
っ
か
り
し
な
い
と
白
昼
の
妖
怪
が
色

あ
げ
を
し
な
い
で
出
て
く
る
と
い
っ
た
選
挙

戦
を
み
な
い
も
の
で
も
な
か
ろ
う
、
そ
れ
で

は
い
つ
ま
で
も
市
民
の
た
め
の
市
政
の
確
立

は
望
め
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
選
挙
ご
と
に
民

主
主
義
の
実
際
教
育
を
受
け
て
い
る
、
こ
こ

ら
で
行
き
先
の
は
っ
き
り
し
な
い
バ
ス
に
は

乗
っ
て
な
ら
ぬ
と
か
、
何
に
拍
手
す
べ
き
か

と
い
う
こ
と
も
十
分
わ
き
ま
え
て
い
い
こ
ろ

だ
。
政
治
と
か
選
挙
に
対
し
て
わ
れ
わ
れ
は

出
来
る
だ
け
感
情
的
に
な
る
こ
と
を
抑
え
、

で
き
る
だ
け
頭
を
冷
し
、
知
的
に
考
え
て
い

き
た
い
。

一
方
、
候
補
者
は
も
と
よ
り
政
党
や
そ
の

他
選
挙
戦
に
携
わ
る
人
々
に
要
請
し
た
い
こ

と
は
”
公
正
な
競
争
”
つ
ま
り
政
策
の
戦
い

で
選
挙
戦
を
終
始
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

こ
と
だ
。
政
策
を
訴
え
る
よ
り
も
政
敵
を
ケ

ナ
す
こ
と
を
考
え
る
政
治
家
や
政
治
結
社

は
、
凡
そ
政
策
の
も
ち
あ
わ
せ
が
な
い
か
ら

で
あ
ろ
う
が
、
選
挙
で
勝
ち
さ
え
す
れ
ば
よ

い
、
選
挙
民
に
ア
ッ
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
あ

れ
ば
嘘
も
方
便
と
さ
れ
て
は
甚
だ
迷
惑
な
話

で
あ
る
。
大
体
、
政
治
家
を
志
ざ
す
者
、
選

挙
に
う
っ
て
出
る
者
は
、
住
民
の
福
祉
、
繁

栄
の
た
め
に
奉
仕
せ
ん
と
い
う
人
た
ち
で

あ
っ
て
、
こ
れ
が
実
現
に
ど
う
す
る
と
い
う

政
策
が
第
一
義
で
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

今
回
の
市
長
選
挙
に
出
馬
し
て
い
る
候
補

者
及
び
こ
れ
を
擁
立
し
て
い
る
政
党
や
政
治

家
は
、
自
ら
の
存
在
理
由
が
奈
辺
に
あ
る
か

を
よ
く
考
え
、
豊
富
な
資
料
を
も
と
に
し
て

縦
横
の
研
究
、
検
討
を
加
え
て
は
じ
め
て
で

き
あ
が
る
べ
き
確
定
的
な
政
策
を
も
っ
て
選

挙
民
に
訴
え
、
堂
々
た
る
戦
い
を
進
め
て
ほ

し
い
。
市
長
に
で
も
な
ろ
う
と
い
う
人
で
あ

り
、
ま
た
こ
れ
を
推
薦
す
る
人
々
が
単
に
選

挙
め
あ
て
の
放
言
、
空
想
的
構
想
で
選
挙
に

臨
ん
で
い
る
と
は
思
わ
な
い
が
、
相
手
を
制

す
る
唯
一
最
大
の
武
器
が
、
や
は
り
市
民
生

活
の
安
定
を
は
か
る
経
済
政
策
で
あ
る
こ
と

を
再
確
認
し
、
そ
の
政
策
遂
行
に
財
源
を
ど

う
す
る
か
に
つ
い
て
も
触
れ
た
具
体
的
計
画

を
も
っ
て
戦
い
に
挑
む
と
い
う
こ
と
で
あ
り

た
い
の
で
あ
る
。

放
言
政
治
は
一
時
は
市
民
の
視
聴
を
集
め

る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
ご
ま
か
し
は
直

ぐ
さ
ま
露
見
す
る
も
の
だ
。
ま
た
何
か
と
相

手
を
ケ
ナ
シ
、
あ
る
い
は
反
対
の
み
を
唱
え

る
政
治
は
、
し
か
ら
ば
一
体
何
を
な
そ
う
と

い
う
の
で
あ
る
か
、
こ
れ
に
つ
い
て
市
民
の

詰
問
に
逢
う
で
あ
ろ
う
。そ
し
て
両
候
補
者
、

両
陣
営
が

必
要

と

可
能

を
見
出
し

た
実
際
政
治
を
か
か
げ
て
戦
う
こ
と
は
市
民

に
対
す
る
義
務
と
も
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
今
回
市
長
選
挙
戦
は
、
政
策

対
政
策
で
公
正
明
朗
に
戦
わ
れ
、
市
民
は
こ
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れ
を
冷
静
に
判
断
し
て
投
票
を
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
よ
う
に
念
ず
る
。
と
く
に
政
治

家
た
ち
は
、
平
和
だ
の
、
自
立
だ
の
、
自
由

を
看
板
に
し
な
が
ら
、
現
実
的
に
は
闘
争
や

隷
属
や
不
自
由
を
用
意

そ
れ
ほ
ど
意
識
的

で
は
な
い
に
し
ろ

し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

自
ら
の
言
語
魔
術
に
か
か
ら
ぬ
よ
う
御
注
意

を
お
願
い
し
た
い
。
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索　　 引
※本巻収録記事を「政治」「経済」「米軍・基地」「ま

ちづくり」「市民生活」「教育・文化」の六分野に、

各項目で分類した。頁は算用数字で表記した。

政　　治

【議会】

首里市議会紛糾. 流会騒動 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 43,44,211,214,  

215,220   

真和志村議会流会. 辞任騒動 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 61,336,337

那覇市議会紛糾. 延長. 流会. 休会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 454,457,  

487,600,603,699,717,719,

737,738,739      

瀬長市長不信任決議 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 618,751  

那覇市議会解散 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 621 

正副議長選挙 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 31,33,48,89,362,

364,365,447,448,486

専門委員会設置 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 89  

常任委員会委員選任 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 209,210,365,448

監査委員選任 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 39,60,89,366

選挙管理委員選任･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 111,131,137,391,396

議長裁決問題 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 369

最後の真和志市議会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 780

市町村議長会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 302,469,501,503

那覇市議会事務局設置 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 193

議会の全会一致を提唱 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 103,104

【議員選挙】

1945年十二地区議員選挙 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 2

1948年市町村議員選挙 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 23

1950年市町村議員選挙 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 70,73,82,83,84,85,

86,87,89,90,92,109

1953年市町村議員補充選挙 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 180,

183,198,199,200,201,202,

203,204,205

1954年那覇市議員選挙 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 357,358,

359,360,361,362,363,364,

366,381,385,405,409,410,

413,414,416,417

1954年真和志市議員選挙 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 358,360

1955年那覇市議員選挙 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 412,418,419,

420,421,423,424,426,428,

429,430,431,433,434,435,

436,437,438,439,440,441,

442,444,446,447,455,475

1957年那覇市議員選挙 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 623,626,

628,630,635,637,641,642,

643,644,645,646,648,650,

651,652,654,656,657,658,

659,660,661,663,664,665,

666,667

1957年那覇市議員特別選挙･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 786

（旧真和志地区の選挙）

【議員】

議員定数 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 83,84,110,141,180,183

二日会会派 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 453,465,550,571

那覇市政研究クラブ会派 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 571,593

群島議員の市町村議員兼務不可 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 85

議員行政視察 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 189,286,288,289,

290,293,294,377,378,381,

391,491

議員調査研究費 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 366,367

議員ボーナス返上 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 371,372

議員が市民相談室設置計画 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 378

議員バッジ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 397

首里市会の勉強会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 65

市町村議員連盟 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 39

島袋議員辞職 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 255

兼次議員辞職 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 784

議員親善野球大会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 369

【市町村長選挙】

1945年十二地区市長選挙 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 3

1946年市町村長任命 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 8

1948年市町村長選挙 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 22

1949年那覇市長選挙 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 48,49,50

1950年真和志村長選挙 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 85,88,91,102,105

1952年那覇市長選挙 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 120,121,

122,124,125,126,127

1953年那覇市長選挙 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 253,255,

256,258,259,260,261

1954年小禄村長選挙 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 289

1954年真和志村長選挙 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 343,352,353,354

1956年那覇市長選挙 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 529,534,

535,539,544,545,546,548,

549,550,553,555

1957年那覇市長選挙 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 757,760,

764,765,767,771,772,774,

779,787,788,790,791



【市政】

施政方針

又吉那覇市長 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 132,133,224,225,226,227  

当間那覇市長 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 304,393,493,494

首里市政批判 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 230

那覇市政研究会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 92,168,173,178

那覇市真和志村民大会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 113,114

那覇市政批判演説会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 312

真和志市行政懇談会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 475

【瀬長市政問題】

市長当選問題 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 554,555,557,558,563,

564,565,566,567,569,570

施政方針 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 578,616,687

市政と市長問題 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 571,586,595,602,614,

621,667,673,707,716,736

市長不信任 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 567,583,596,597,599,

600,601,603,617,618,619,

620,621,622,668,669,670,

671,674,675,677,681,682,

689,691,692,693,699,701,

704,709,710,711,741,743,

748,751,752,753,756,759

議会解散 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 618,621

与野党欠席戦術 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 677,679,680,683,

685,690,695,700,717,719,

720,737,738,739

資金凍結 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 560,561,564,570,573,

574,578,579,581,583,591,

592,615,619,758,770,778

予算 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 574,576,577,623,672,

701,714,715,716,726,778

市長専決処分問題

予算 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 623,625,703,724,725,726,

727,728,729,730,731,732,

733,735,737,739,767

区長制 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 624,671,681,698,699,

700,738,

消防隊長解雇 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 625,629,681,698

職員定数条例 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 699,700,702

市政報告会．演説会．市民集会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 602,631,

647,654,656,657

那覇市政再建同盟 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 626,627,631,

641,647,649,651,653,661,

666,670,678,755,773

市政打開策と合併 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 684,688,690,

704,705,706,717,719,722,

724,735,745,750

議員選挙結果と市政 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 661,663,

664,665,667
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瀬長市長渡航問題 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 584,606,667

総評資材引渡問題 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 709,715,718,

721,722,723,725,726,727,

728,733,740

市長．議長引責辞職 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 740,742

助役辞任問題 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 555,563,570

部課長辞職問題 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 560,568,670,756

職員人事．労組 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 563,569,623,629,702

都市計画．工事停止 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 561,562,

564,581,592,593,594,605,

606,607,679,770

融資．補助金要請 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 565,579,584,606,769

水源地貸与拒否声明 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 576

基地内黙認耕作許可 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 614

那覇市行政監査特別委員会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 702

市長の労働基準法違反 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 707,708,

709,710,712,713,736

防共法立法請願 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 585,586

市町村自治法一部改正 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 662,668,

685,686,689,691,692,693,

696,708,729,746

モーア高等弁務官声明 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 746,747,752,759

米国への自治不当干渉抗議. 市民大会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 562,

563,758,759,760,774

市民の意見. 公聴 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 587,588,597,

681,697,732,750

瀬長市政問題記者座談会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 632,633,636,638

【予算】

市町村予算 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 42,45

学校建築費予算 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 140

那覇市予算 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 45,46,63,68,100,

229,367,373,396,397,426,

504,574,672,714,784

真和志村予算 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 45,53

【行政区誕生．市昇格】

みなと村誕生 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 15

真和志市昇格 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 177,179,181,197,215,

229,248,250,251,252,264

【機構改革】

地方行政機構改革 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 4

那覇市役所 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 41,68,109,131,270,355

みなと村役場 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 78

首里市役所 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 92,351

真和志村（市）役所 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 24,116,378,780,783,785

楚辺出張所廃止 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 371

区長制 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 62,522,547,569,738

真和志村振興会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 24



【三役人事】

兼島臨時那覇市長自決 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 6

東恩納那覇市長任命 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 10

小湾首里市長就任 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 10

富山那覇市長罷免 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 10,11

国場みなと村々長任命 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 15

仲本市長. 助役. 収入役罷免 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 47

賀数市長代理就任 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 48

当間那覇市長就任 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 50

翁長真和志村長辞意表明 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 102

又吉那覇市長逝去 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 246

当間那覇市長主席に任命 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 527,528,534

瀬長那覇市長就任 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 569

東江市長代理就任 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 755,760,766

助役．収入役就・退任 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 10,24,51,89,91,

136,137,198,269,365,

372,373,570,784

【市長行政視察】

当間重民那覇市長 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 114

宮里栄輝真和志市長 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 258

【汚職】

那覇市

仲本市長軍財産管理権侵害 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 47,48

収入役 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 46

区画整理 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 605,609,658

援護課 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 611

砕石場 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 612

消防団 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 625,629

首里市

市長. 助役選挙違反 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 124,129,130,241

首里バス問題で市長を告発 ･ ･ ･ 235,236,237,241

【役所移転】

那覇市役所 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 39,219,220

首里市役所 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 51

【市旗】

那覇市旗 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 264

【職員】

職員採用試験 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 445

職員停年制 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 381,382

職員労働組合 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 514,670,702,780,787

職員人事 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 10,271,560,629,670,785

【市勢調査】

首里 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 145

128

【知事選挙】

公選知事 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 71,87

【政党】

政党の政治活動制限 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 17

米軍政府の政党調査 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 51

政党再編成 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 72

共産主義勢力の排除 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 147

社会大衆党･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 80,377,566,586,629,704,758

琉球民主党 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 150,564,652

人民党 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 367,567,755

【政府機関】

軍政府、海軍より陸軍へ移管 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 9

沖縄民政府 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 8,36,42

琉球諮旬委員会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 60

琉球臨時中央政府 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 96,102

琉球政府 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 128

【日本復帰】

日本復帰署名運動 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 111

日本復帰決議 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 238,242,243,

246,252,264,276

日の丸掲揚 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 131,375

奄美大島返還 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 272

祖国復帰市民大会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 594

米紙からみた日本復帰 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 139

【土地所有権認定】

土地所有権 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 6,17,707

土地調査. 測量 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 13,16,18

【法令】

婦人参政権 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 1,69

日本の改正選挙法 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 5

大島群島は選挙地域外 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 6

市町村選挙法.選挙(市町村長並に議員)･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 15,

16,19,18,20,71,80,129

市町村制 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 26,27,29,30,31,

32,33,34,35,52

集成刑法 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 41

市町村自治法 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 161,245,729

市町村長の選挙運動 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 479

紙幣. 両替. 外国貿易及金銭取引 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 6

通貨切換え ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 25

市町村税法 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 66

土地収用法 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 17,155

土地収用令 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 206,217

合衆国土地収用計画 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 591

都市計画法 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 232



土地埋立に関する布令 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 203

市町村合併促進法 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 381,401,516,521,523

首都建設法 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 477,478

競輪法 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 237,612,677

港湾法 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 294

建設制限令 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 40

渡航制限 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 44

琉球教育法 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 282,369

教育四法案 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 480

129

【裁判】

裁判権の民移管 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 54

【終戦】

牛島軍司令官、長参謀長の自決 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 4

ポツダム宣言受理 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 1

マッカーサーは単なる管理者 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 3

対日講和条約 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 113,134

経　　　済

【通貨・経済】

貨幣経済復活 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 6

通貨切換え ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 25,26

琉球貿易庁設置 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 11

自由経済 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 35

軍放出物資の自由販売 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 81

在日凍結資産 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 396

住民所得 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 513

【財政】

市町村財政 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 42,53,411,476

財政審議委員会設置 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 151

税制審議会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 454

首里市がＬＣＭ貸下げ申請 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 40

固定資産税問題 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 414,425,484

那覇市賦課徴収税（市町村税．付加税.

固定資産税) ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 16,67,68,72,

78,83,100,103,366,377

市町村税法 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 66

【市有財産】

株券購入 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 155

市有地売却 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 155

泊埋立地売却 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 219,220,267

那覇港埋立地売却 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 485

市有地賃貸料 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 137

泊港使用料 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 172,178

売店の売却 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 151

琉大敷地料 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 216,310,344,348,786

【管理権移管】

民需品管理を民政委任 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 14

泊港管理権譲渡 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 137,140,371

那覇商港管理権 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 282,294,302

泊外人墓地管理移管 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 243

不明墓地と拝所管理 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 707

【財産譲渡】

官有地の払下げ申請 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 96

泊港埋立地譲渡 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 204,219,226,371

軍埋立地西新町. 那覇商港譲渡 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 370

【公営事業】

那覇市電気事業 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 50,55,92,100,139

143,248,249,269

首里バス ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 101,105,106,107,108,109,

212,213,214,215,218,220,

229,231,235,236,237,241,

253,256,257,458,536,612

競輪 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 118,142,146,148,155,237,

269,270,285,378,401,446,

447,449,450,452,453,455,

457,459,460,461,463,464,

465,467,469,470,471,472,

476,495,496,509,612,677

【割当土地賃貸料・地価】

割当土地条例 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 115

割当土地賃貸料 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 290

割当土地賃貸料評定委員 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 397,399,403

那覇市借地法立法陳情 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 382

地価高騰 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 551,552

【産業】

企業調査 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 70

那覇市工業実態調査 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 468

那覇市産業実態調査 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 524

那覇市産業奨励制度 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 281

那覇市生産振興対策委員会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 474,492

【援助】

疎開先から援護陳情 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 8,9

復興資材80万石入荷 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 13

復興金融金庫発足 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 64



真和志村台風被害復旧委員会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 33

台風被害復旧補助金 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 519

130

ガリオア資金 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 103,140,142

戦災復興援助 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 373,395

米　軍 ・ 基　地

【軍用地】

軍用地契約. 軍用地料 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 159,209,

243,244,250,254,288,370,

387,389,475,502,526

土地収用と一括払い ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 607,608,610,674,769

一括払いと当間市長発言問題 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 505,507,

508,509,513

軍用地派米代表団 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 391

米軍用地調査団来島 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 446

プライス勧告 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 497,500

プライス勧告に対する議会の決意表明 ･ ･ ･ ･ ･ 497,501

土地収用令 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 206,207,213,217,

222,608,613

合衆国土地収用計画 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 589,591

那覇港一帯強制収用 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 613

日本政府の対米折衝 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 502

琉球列島米国政府土地裁判所 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 706

軍用地問題特別委員会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 241,243,254,367,368

軍用地特別委員会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 683

土地収用令対策特別委員会（立法院）･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 210

沖縄土地委員会（民政府）･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 223

市町村土地特別委員会連合会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 227

那覇市土地特別委員会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 248,370

那覇市土地を守る会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 506,509

真和志市土地を守る会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 510,514

沖縄土地を守る協議会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 509,515,518,546

四原則貫徹. 一括払い反対市民大会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 500,503,

510,514,611

真和志村軍用地開放陳情 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 139

軍用地開放

旭町 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 108

安謝 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 108

上之蔵 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 266

上之屋 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 288

宇久増原 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 458

小禄 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 266

具志．宮城 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 281

久米 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 109,370

久茂地 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 112,281

下泉. 高橋. 崇元寺 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 370

辻町 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 101,266,288

壺川 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 136,266,281

泊 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 486

泊港北岸 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 282

泊高橋 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 266

通堂町 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 282

那覇航空基地 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 266

那覇港北側 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 266

那覇商港 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 266

西新町 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 240

東町 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 90,111,370

前島 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 385

松下 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 370,392,490

松山 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 109,136,144,266

美栄橋 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 95,112

明治橋付近 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 288

若狭 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 101,236,266,281,288,370

【立退】

安里 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 68

安里初校 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 109

安謝 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 153

天久 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 68,69,70

上之屋 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 68,69,70,96

岡野 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 153

軍桟橋入口 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 240

楚辺通信所 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 473,476

那覇航空隊入口 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 321

平野 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 68,69,70,153

古島 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 353,369

松原 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 68,129

銘苅 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 153,156,163,

169,369,383,384,385,395,

398,399,474,503

真和志の強制立退 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 205,206,207,

208,209,210,212,213,216

小禄具志強制立退 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 265,268

小禄村軍用地立退指令に関する意見書 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 231

【港湾作業】

みなと村開放 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 68

港湾作業隊員の家屋譲渡 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 59

港湾作業. 軍労務供出 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 27,29,42

みなと村水産組合立退 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 47

【基地】

ナイキ配置 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 489

自衛官募集 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 744

基地内黙認耕作許可 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 614
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ま　ち　づ　く　り

【新町名・名称存置】

首都名称変更 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 485

栄町誕生 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 55

重民町誕生 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 321,520

首里名称存置 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 358,363,504

【住民移動・人口】

住民移動計画案 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 3

市域と人口 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 4,45,92,279

糸満市建設 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 4

壺屋復興先発隊 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 6

住民の帰還運動 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 6

小禄. 真和志移動許可 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 10

安謝居住許可 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 15

牧志居住許可 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 34

真和志村の移動受入 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 41,45

那覇市の移動受入 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 59

石川の那覇人移動 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 40,42,45,51,97

国頭の那覇人移動 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 222,244

【合併】

那覇. みなと村合併 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 65,67,68,69,

71,76,77,78,79,80

那覇. 真和志. みなと村合併 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 74,75,76

みなと村帰趨問題 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 59,61,62,65,73  

那覇. 真和志. 首里. 小禄合併 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 56,61,135,

144,145,149,151,152,154,

158,160,162,164,165,170,

173,174,177,187,188,189,

192,194,195,197,200,203,

221,230,232,244,262,274,

275,276,277,278,279,280,

283,285,291,293,294,295,

296,297,298,299,300,301,

302,303,304,305,306,307,

308,309,311,314,315,316,

318,319,321,322,323,348

那覇. 首里. 小禄合併 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 314,320,325,341,344,

345,346,348,349,351,352

那覇. 真和志合併 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 45,96,97,98,

101,111,119,138,372,373,

374,376,380,381,383,384,

385,394,395,420,445,451,

467,516,528,529,530,532,

533,535,536,537,538,539,

540,541,542,543,544,559,

560,573,587,597,598,601,

688,689,690,703,705,706,

709,717,719,722,724,739,

743,744,745,759,761,762,

763,764,766,768,781,783   

合併告示 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 76, 351,781,783

大那覇市誕生 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 783

新那覇市建設計画. 合併協定書 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 773,775,776

合併問題と選挙 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 101,196,197,198,199,

203,253,283,303,307,326,

343,356,420,528,529,530,

532,535,537,539,540,541,

542,543,761,762,763

合併問題と都市計画 ･ ･ ･ ･ ･ 60,135,144,145,308,345,

390,394

真和志市議会辞任騒動 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 336,337

行政区域問題 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 41,43,47,78,158,161,162,

163,165,166,167,174,177,

374

二重課税問題 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 214,218,220,289

合併市民投票 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 230,274,325,338,

339,340,341,342

政府合併調停 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 317,319,320,322,

324,325,326,328,331,332,

334,336,341,342

二市二村合併研究委員会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 146,149,150,

151,152,153,170,190,234

那覇市都市合併研究特別委員会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 390,391,392,

那覇市都市合併特別委員会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 454,467,533

那覇市都市合併促進委員会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 683,703,705

真和志市都市合併推進委員会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ 376,381,533,544

合併促進協議会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 544,575,580,583,766

市町村合併促進審議会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 585

公聴会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 149,316,318

演説会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 178,312,704

記者座談会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 327,329,331,334

市民の意見. 投書. 論壇 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 190,191,314,

315,317,319,385,445,786

【都市計画】

軍政府の都市計画 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 12,51

首都建設 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 37,56,144,193,415

那覇市都市計画 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 40,55,57,58,60,64,

65,66,68,69,90,98,115,116,

119,136,137,155,169,182,

289,292,296,386,395,411,

470,479,481,483,484,486,

488,490,492,504,514,519,



604,773,775,776

真和志村（市）都市計画 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 44,116,411,560

都市計画事業費. 補助金 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 95,154,155,

157,161,184,309,379,380,

383,398,477,478,491,504

大那覇市建設五ヵ年計画事業 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 777

石川栄耀博士と都市計画 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 181,

184,185,401,402,403,404,

405,406,407

都市計画委員会設置 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 67

首都建設委員会設置 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 492

都市計画法 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 32

首都建設法 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 477,478

那覇市民大会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 52

【区画整理】

区画整理事業 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 293,605

区画整理事業費 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 284,292,321,429

上之屋. 大道区併合 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 240,246,247

町名改称. 地番整理 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 418,478

泊埋立地の市域編入 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 435,449

泊埋立地区地域制定 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 265,267,270,

272,281,288,371,492

松下町の区画整理 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 473

墓地整理（辻原. 若狭） ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 96

【工事・建設】

牧志街道拡張工事 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 71,73,118,123,

140,195,228,229,286,287,

371,380

ガーブ川改修工事 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 92,412,606,607

安里川浚渫工事 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 286,412,474,593,594,793

泊港修築工事 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 254

安謝港浚渫工事 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 281

バスターミナル建設 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 397,487,489,491,518,

132

522,594,630,635,671,675

泊港ターミナル建設 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 548,592,625,770

潮渡橋架設工事 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 491

幹線道路工事 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 117,471,481,485

霊園 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 471,485

遊び場 .公園 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 479,484

龍潭池畔の公園化 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 90

新明治橋開通 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 233

又吉道路開通 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 380

泊港開港 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 178,179

【移転】

刑務所移転 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 370,391

高圧線移動 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 395,473,519,604

農研所移転 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 523,526,529,548,570,571,

572,586,590,597,

水上店舗立退 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 92,491

泊屋台立退 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 235,237,238,239,244,

247,251

上泉屋台立退 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 379

【埋立】

兼久浜一帯 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 57

雪ケ崎一帯 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 59

首里蓮池 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 94,211

泊港公有水面 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 97,98,99,101,103

119,137,154,203,217,228,

283,286,435

奥武山 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 151

安里川下流 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 393

那覇港公有水面 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 486

国場川公有水面 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 679

漫湖 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 778

土地埋立に関する布令 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 203

市　民　生　活

【水道】

水道敷設工事 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 115,142,170,219,

227,286,368,380,400,471

給水. 水源地 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 108,154,256,517,

541,573,576,577,606,717

泊浄水場譲渡 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 271

水道使用料 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 193,280

【住宅問題】

建築許可 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 27,41,42

建築禁止区域 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 25,41,55

建築制限 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 40,41

規格家屋建築に補助金 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 40

一哩制限令撤廃 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 54

住宅難 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 67

住宅建築 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 473,482

市営住宅建設 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 467,468,482,483

貧困者住宅補助 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 475

【生活】

薪の伐出し ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 18

公設市場 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 37,39,46,91

配給食糧問題 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 37,38,39,44,72

電燈点灯問題 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 47,50



区営理髪店 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 543

【託児所】

那覇市託児所開設 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 13

【環境】

宇栄原地区防犯対策 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 58

衛生 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 114

【福祉】

那覇市社会事業援護会設立 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 57

那覇市社会福祉協議会設立 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 137

真和志村社会福祉協議会設立 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 137

133

【市民団体】

首里市復興期成会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 38,94

泊復興期成会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 58

垣花復興期成会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 59,217

旭町復興期成会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 492

桜坂商業地域擁護期成会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 492

真和志村. 区婦人会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 70,547

真和志青年会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 78,79,198,199,533

小禄青年会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 321

首里青年会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 363

那覇市青年連合会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 396,429

若松通り会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 467

平和. 栄橋. 壺屋通り会 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 469

教　育　・　文　化

【教育】
学校教育費 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 47

学校建築費 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 140
学校増設申請 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 95,108
教室不足 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 126,236,290

旧学校々舎返還 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 118,131,221,296
那覇. 真和志教育区合併 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 777
琉球教育法 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 282,369

教育四法案 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 480

【文化施設】

首里図書館建設 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 62
那覇市立図書館設置要請 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 479
公会堂建設要請 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 408

【沿革】
みなと村の沿革 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 80

真和志村の沿革 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 251

【文化財】

首里城正殿復原 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 42
崇元寺石門修復 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 93,112

【工芸】
壺屋陶器 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 234,281
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覇
市
議
会
史
　
第
四
巻
　
資
料
編
３

新
聞
に
み
る
議
会

ア
メ
リ
カ
統
治
期

合
併
前

を
発
刊
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

本
巻
は
、
昭
和
二
十
年

一
九
四
五
年

七
月
か
ら
、
み
な
と
村
、
首
里
市
、
小
禄
村
、
真
和
志
市
合
併
に
至
る
昭
和
三
十
二
年

一
九
五
七
年

十

二
月
ま
で
の
間
、
県
内
及
び
疎
開
先
の
熊
本
等
で
沖
縄
県
関
係
者
の
た
め
に
発
行
さ
れ
た
新
聞
、
七
紙
か
ら
那
覇
市
議
会
に
関
係
す
る
記
事
を
収
録
い
た

し
ま
し
た
。
新
聞
は
市
民
に
身
近
な
存
在
で
あ
り
、
市
民
の
意
見
・
要
望
、
そ
れ
に
取
り
組
む
議
会
や
行
政
の
活
動
、
ま
た
、
議
会
資
料
か
ら
は
見
え
て

こ
な
い
住
民
運
動
の
背
景
な
ど
、
如
実
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
貴
重
な
資
料
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、
戦
後
の
廃
墟
の
中
か
ら
の
出
発
で
あ
り
、

琉
球
の
首
都

と
位
置
付
け
ら
れ
た
那
覇
市
が
、
四
市
村
合
併
を
経
て
、
大
那
覇
市
建
設

の
実
現
へ
と
踏
み
出
し
て
い
く
気
概
に
満
ち
た
時
期
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
軍
用
地
の
強
制
接
収
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
米
軍
の
布
令
・

布
告
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
優
先
さ
れ
る
米
軍
統
治
下
の
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

二
十
一
世
紀
の
今
日
、
那
覇
市
の
繁
栄
は
、
先
人
の
復
興
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
と
労
苦
の
上
に
築
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
過
去
の
貴
重
な
体
験
を
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さ
せ
る
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な
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え
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と
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も
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礎
と
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住
み
よ
い
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力
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づ
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げ
て
い
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な
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な
り
ま
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そ
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意
味
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お
い
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本
巻
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先
人
の
足
跡
を
振
り
返
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
甚
に
思
い
ま
す
。

終
わ
り
に
あ
た
り
、
本
巻
の
発
刊
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
機
関
、
関
係
各
位
に
対
し
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
今
後
と

も
議
会
史
編
さ
ん
事
業
に
対
し
、
市
民
の
皆
様
方
を
始
め
関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
発
刊
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
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収
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那
覇
市
、
真
和
志
村

市

、
首
里
市
、
小
禄
村
、
み
な
と
村
に
つ
い
て
最
も
重
要
と
思
わ
れ
る
記
事
を
採
用
す
る
。

▽
　
重
複
す
る
内
容
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
か
一
つ
を
採
用
す
る
。

六
　
編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
よ
う
な
配
慮
を
し
た
。

１
　
記
事
は
年
月
日
、
朝
・
夕
刊
順
に
掲
載
し
、
同
日
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
紙
面
の
ペ
ー
ジ
順
と
し
た
。

２
　
巻
末
に

索
引

収
録
・
未
収
録
記
事
見
出
一
覧

を
掲
載
し
た
。



三

３
　
記
事
目
次
、
本
文
の
題
名
は
新
聞
記
事
中
の
見
出
し
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
。
行
替
え
は
原
則
と
し
て
斜
線
で
区
切
っ
た
。

４
　
記
事
目
次
、
収
録
・
未
収
録
記
事
見
出
一
覧
に
お
い
て

金
口
木
舌

、

大
絃
小
絃

、

広
告

等
の
よ
う
に
そ
れ
だ
け
で
は
内
容
を
把
握
し
に
く
い
題
名
に
つ

い
て
は

の
中
に
副
題
を
付
し
、
そ
の
内
容
を
分
か
り
易
く
し
た
。

５
　
記
事
の
内
容
に
よ
っ
て
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
、
住
所
や
氏
名
の
一
部
を
字
数
分
○
で
表
し
た
。
但
し
、
公
的
立
場
に
あ
る
人
及
び
そ
の
業
務
と
の
関
わ
り

で
登
場
す
る
人
名
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

６
　
本
文
中
に
今
日
で
は
適
切
で
な
い
表
現
も
あ
る
が
、
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

７
　
記
事
中
で
省
略
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、

前
略

、

中
略

、

後
略

と
し
た
。

８
　
仮
名
遣
い
、
送
り
仮
名
、
句
読
点
、
用
語
、
文
体
等
は
原
則
と
し
て
原
文
の
ま
ま
と
し
た
が
、
次
の
よ
う
な
点
に
考
慮
し
た
。

・
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
改
め
た
。
但
し
、
会
社
名
、
人
名
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

・
ル
ビ
、
傍
点
、
写
真
は
省
略
し
た
。

・
明
ら
か
な
誤
字
、
誤
植
、
脱
字
と
推
知
で
き
る
字
句
は
補
正
し
た
。
但
し
、
当
時
頻
出
す
る
用
字
用
語
で
、
慣
用
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
字
句
は
、

誤
字
で
あ
っ
て
も
、
容
易
に
そ
の
意
味
が
理
解
で
き
る
も
の
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

・
変
体
仮
名
、
複
合
文
字
等
は
で
き
る
か
ぎ
り
平
仮
名
、
漢
字
に
な
お
し
た
。

・
数
字
に
つ
い
て
は
、
例
示
の
と
お
り
漢
数
字
に
改
め
た
。

例

壹

一
　
　
弐
・
貳

二
　
　
参

三
　
　
拾

十
　
　
廿

二
十
　
　
卅

三
十

・
不
鮮
明
な
活
字
に
つ
い
て
は
、
そ
の
部
分
を
字
数
分
□
で
表
し
た
。
但
し
、
文
の
前
後
関
係
か
ら
推
定
で
き
る
文
字
に
つ
い
て
は
□
の
中
に
そ
の
推
定
で
き
る
文

字
を
付
し
た
。

※
　
本
巻
収
録
新
聞
記
事
の
投
書
等
の
執
筆
者
名
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
執
筆
者
ご
本
人
な
ど
家
族
の
了
解
を
得
て
掲
載
し
た
が
、
所
在
確
認
が
で
き

な
か
っ
た
方
に
つ
い
て
も
、
記
事
の
重
要
性
を
考
慮
し
て
収
録
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
関
係
各
位
の
ご
協
力
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

※
　
本
巻
編
集
に
あ
た
っ
て
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
琉
球
新
報
社
、
沖
縄
県
公
文
書
館
、
沖
縄
県
立
図
書
館
、
沖
縄
県
議
会
図
書
室
、
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。



四

由
井
　
晶
子
　

は
じ
め
に

本
巻
は
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
統
治
下
、
那
覇
市
、
首
里
市
、
真
和
志
村

市

、

小
禄
村
、
み
な
と
村
が
合
併
し
て
大
那
覇
市
に
な
る
ま
で
一
二
年
間
の
主
と
し

て
市
村
議
会
を
め
ぐ
る
新
聞
記
事
を
収
録
す
る
。

記
事
は
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
、
心
身
傷
つ
い
た
敗
残
の
身
を
元
敵
軍
に

保
護
さ
れ
、
茫
然
自
失
の
難
民
収
容
所
の
人
々
に
、
日
本
敗
戦
を
知
ら
せ
る

ウ
ル
マ
新
報

に
始
ま
る
。
そ
し
て
、
一
九
五
七
年
一
二
月
二
八
日
、
瀬
長
亀

次
郎
那
覇
市
長
が
米
軍
当
局
に
追
放
さ
れ
た
後
の
市
長
選
に
向
け
た

沖
縄
タ

イ
ム
ス

社
説
で
終
わ
る
。

ど
の
分
野
で
も
戦
後
初
期
の
資
料
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
那
覇
、
首
里
、
真

和
志
、
小
禄
の
議
会
は
、
一
九
四
八
年
二
月
八
日
の
選
挙
で
選
ば
れ
た
議
員
が

一
か
月
後
の
三
月
一
日
に
一
斉
に
就
任
し
て
出
発
し
た
。
議
会
議
事
録
は
首
里
、

真
和
志
は
第
一
回
議
会
か
ら
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
小
禄
は
一
九
四
九
年
五
月

の
第
八
回
か
ら
、
那
覇
は
一
九
五
二
年
以
後
し
か
な
い
。
み
な
と
村
議
会
議
事

録
は
ま
っ
た
く
残
ら
な
い
。
真
和
志
、
首
里
も
、
か
な
り
欠
落
が
あ
る
。

新
聞
記
事
は
そ
ん
な
欠
落
を
補
い
、
ま
た
記
録
さ
れ
た
議
会
活
動
の
背
景
を

知
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
新
聞
も
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
。
十
分
な
報
道
が
で
き

た
わ
け
で
は
な
い
が
、
社
会
と
と
も
に
成
長
変
遷
す
る
軌
跡
も
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
時
代
の
那
覇
市
、
首
里
市
、
真
和
志
村

市

、
小
禄
村
、
み
な
と
村
の

動
向
や
背
景
を
な
す
政
治
・
経
済
、
軍
用
地
問
題
の
発
生
か
ら
変
遷
、
合
併
問

題
な
ど
に
つ
い
て
は
那
覇
市
議
会
史
第
５
巻

資
料
編
４

議
会
の
記
録

ア
メ

リ
カ
統
治
期

合
併
前

の
解
説
に
来
間
泰
男
氏

同
巻
小
委
長

が
詳
述
し

て
い
る
。
那
覇
市
史
資
料
篇
第
３
巻
３

戦
後
沖
縄
新
聞
資
料
集
成
１

、
同
４

戦
後
新
聞
集
成
２

と
併
せ
て
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
時
代
区
分
は
基
本
的
に

来
間
氏
の
地
方
行
政
制
度
の
変
遷
に
基
づ
い
た
区
分
に
則
っ
た
。

収
録
し
た
の
は

ウ
ル
マ
新
報

う
る
ま
新
報

琉
球
新
報

、

沖
縄
タ
イ
ム
ス

、

沖
縄
ヘ
ラ
ル
ド
新
聞

、

沖
縄
新
民
報

、

自
由
沖
縄

で
あ
る
。

戦
後
沖
縄
の
新
聞

最
初
の
新
聞

一
九
四
五
年
七
月
四
日
、
米
軍
は
沖
縄
戦
の
終
結
を
宣
言
し
た
。
敗
残
の
日

本
兵
掃
討
戦
は
続
い
て
お
り
、
難
民
は
日
米
両
軍
の
間
に
挟
ま
っ
て
失
意
と
不

安
の
ど
ん
底
に
い
た
。
収
容
地
で
は
情
報
が
ま
る
で
な
く
、
デ
マ
が
飛
び
交
っ

た
。七
月
二
六
日
、
米
軍
政
府
は
難
民
に
戦
況
や
国
際
情
勢
を
知
ら
せ
、
軍
命
を

徹
底
さ
せ
る
た
め
、
沖
縄
住
民
に
命
じ
て
情
報
宣
伝
機
関
紙

ウ
ル
マ
新
報

を
編
集
発
行
さ
せ
る
。
島
清
社
長
の
下
、
週
刊
で
二
万
部
を
発
行
、
各
収
容
所

に
無
料
配
布
し
た
。
難
民
た
ち
は
、
最
初
ビ
ラ
の
よ
う
な
ガ
リ
版

謄
写
版

刷
り
の
粗
末
な
新
聞
を
信
用
し
な
か
っ
た
。
ほ
ど
な
く
難
民
は
、
閉
塞
状
況
下

自
分
の
お
か
れ
た
立
場
と
外
部
の
様
子
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
、
唯
一
の
情
報

源
と
し
て
奪
い
合
っ
て
読
む
よ
う
に
な
る
。
同
時
期
、
田
井
等
地
区
で
も
地
区

隊
長
命
で

新
沖
縄

が
二
〇
〇
部
ほ
ど
発
行
さ
れ
た
が
、
三
か
月
後
に
は
軍

政
府
の
手
で
廃
刊
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

以
後

ウ
ル
マ
新
報

は
、
新
聞
発
行
が
相
次
ぐ
四
八
年
七
月
ま
で
の
三
年

間
、
沖
縄
本
島
の
住
民
一
般
が
読
む
こ
と
の
で
き
る
た
だ
一
つ
の
新
聞
で
、
混

解
　
　
説



五

沌
と
し
た
時
代
を
知
る
き
わ
め
て
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。

沖
縄
民
政
府

の
設
立
で

ウ
ル
マ
新
報

は
米
軍
情
報
部
か
ら
沖
縄
民

政
府
総
務
部
の
管
轄
下
に
入
り
、
一
九
四
六
年
五
月
二
二
日
付
で
沖
縄
民
政
府

お
よ
び
米
軍
政
府
の
機
関
紙
に
指
定
さ
れ
二
九
日
に
は

う
る
ま
新
報

と
改

題
し
た
。

こ
の
こ
ろ
、
本
土
で
も
沖
縄
系
新
聞
が
、
手
探
り
で
沖
縄
の
情
勢
を
伝
え
て

い
る
。
終
戦
直
後
、
沖
縄
出
身
者
が
九
州
を
中
心
に
約
八
万
人
い
る
と
推
定
さ
れ
て

い
た
。
一
九
四
四
年

昭
和
一
九

沖
縄
を
出
た
学
童
を
含
む
疎
開
者
と
、
軍

需
工
場
に
徴
用
さ
れ
た
若
者
、
復
員
軍
人
、
旧
南
洋
諸
島
や
旧
植
民
地
な
ど
か

ら
の
引
揚
者
だ
っ
た
が
、
貧
苦
に
あ
え
ぐ
こ
れ
ら
の
人
々
の
援
護
や
沖
縄
帰
還

促
進
の
た
め
団
体
が
で
き
、
新
聞
が
発
行
さ
れ
た
。

沖
縄
新
民
報

は
、
沖
縄
情
報
の
な
い
四
六
年
一
月
二
五
日
、
福
岡
で
創

刊
さ
れ
た
。
内
務
省
が
設
置
し
た
沖
縄
県
事
務
所

残
存
県
庁

や
援
護
団
体

沖
縄
協
会

の
援
助
を
受
け
、
編
集
発
行
者
は
沖
縄
戦
直
前
本
土
に
出
張
し
て

足
止
め
を
食
っ
た
旧

沖
縄
新
報

四
五
年
沖
縄
戦
中
消
滅

の
親
泊
政
博
業

務
局
長
。
沖
縄
地
元
と
連
絡
が
つ
く
と
、
沖
縄
民
政
府
職
員
名
簿
を
取
り
寄
せ

生
存
者
を
掲
載
、
疎
開
者
に
よ
く
読
ま
れ
た
。

自
由
沖
縄

は
、
東
京
で
四
五
年
一
一
月
一
一
日
伊
波
普
猷
、
大
浜
信
泉

ら
の
呼
び
か
け
で
結
成
し
た

沖
縄
人
連
盟

の
機
関
紙
と
し
て
創
刊

当
初

編
集
発
行
比
嘉
春
潮
、
四
六
年
春
か
ら
山
城
善
光

、
四
六
年
六
月
一
五
日
、
熊

本
で
同
連
盟
九
州
総
本
部
機
関
紙
と
し
て
創
刊
し
た
の
と
四
七
年
発
刊
の
関
西

版
の
三
種
あ
る
。
九
州
版
は
編
集
発
行
人
宮
里
栄
輝
・
同
本
部
長
で
、
独
自
編

集
だ
っ
た
。
沖
縄
地
元
で
は
消
息
不
明
扱
い
の
富
山
徳
潤
那
覇
市
長
が
、
福
岡

で
は
四
六
年
七
月
現
在
で
市
長
在
職
、
残
存
県
庁
の
内
務
部
長
に
罷
免
さ
れ
た

記
事

本
巻
収
録

も
あ
る
。

自
由
沖
縄

は
旧
残
存
県
庁
や

新
民
報

と

は
対
立
し
て
い
た
。

商
業
新
聞
の
発
刊

う
る
ま
新
報

が
一
九
四
七
年
四
月
一
日
民
間
企
業
と
し
て
軍
の
認
可
を

う
け
、
五
月
一
日
か
ら
有
料
に
な
っ
た
。
七
月
一
二
日
に
は
石
川
か
ら
那
覇
に

移
転
。
社
長
は
瀬
長
亀
次
郎
。
五
一
年
八
月
又
吉
康
和
・
元
沖
縄
民
政
府
副
主

席
が
社
長
と
な
り
、
九
月
一
〇
日

琉
球
新
報

と
改
題
し
た
。

四
八
年
七
月
一
日

沖
縄
タ
イ
ム
ス

創
刊
、
そ
の
三
日
前
六
月
二
九
日
に

Ｂ
円
一
本
化
の
第
三
次
通
貨
切
り
替
え
を
号
外
で
出
し
た
。
七
月
一
二
日
に
は

沖
縄
毎
日
新
聞

創
刊
。
四
九
年
一
二
月
一
二
日

沖
縄
ヘ
ラ
ル
ド
新
聞

創

刊
。
米
軍
政
府
情
報
部
の
認
可
を
受
け
、
用
紙
も
米
軍
か
ら
の
配
給
、
古
参
の

う
る
ま
新
報

と
印
刷
事
情
が
よ
く
な
っ
た
後
発
の

沖
縄
ヘ
ラ
ル
ド

が
活

版
印
刷
の
ほ
か
、
ガ
リ
版
刷
り
タ
ブ
ロ
イ
ド
版

沖
縄
タ
イ
ム
ス

、
あ
る
い

は
米
軍
印
刷
所
を
借
り
た
オ
フ
セ
ッ
ト
版

沖
縄
毎
日

の
二
ペ
ー
ジ
、
週

三
回
刊
、
そ
れ
も
用
紙
補
給
事
情
で
二
回
刊
に
な
っ
た
り
で
、
不
自
由
な
出
発

で
は
あ
っ
た
が
、
生
き
生
き
と
し
た
報
道
競
争
が
始
ま
っ
た
。

沖
縄
タ
イ
ム
ス

は
創
刊
メ
ン
バ
ー
が
高
嶺
朝
光
ら
新
聞
人
で
、
当
初
か

ら
社
説
を
掲
げ
、
沖
縄
民
政
府
に
野
党
的
な
立
場
で
紙
面
展
開
。
官
報
と
し
て

の
歴
史
を
持
ち
、
事
実
の
報
道
に
徹
し
て
き
た

う
る
ま
新
報

も
四
九
年
一

〇
月
二
八
日
か
ら
社
説
を
の
せ
た
。

沖
縄
ヘ
ラ
ル
ド

は
果
敢
な
社
説
で
売
る

新
聞
の
評
価
を
受
け
た
。
西
銘
順
治
ら
二

三
〇
歳
代
の
本
土
帰
り
を
中
心
と

す
る
�
エ
リ
ー
ト
�
が
集
ま
っ
て
編
集
、
復
興
期
に
向
か
う
沖
縄
社
会
に
革
新

の
風
を
吹
き
込
ん
だ
。
西
銘
社
長
が
群
島
政
府
入
り
し
た
の
に
伴
い
、
五
〇
年

二
月
一
日

沖
縄
新
聞

と
改
題
。
さ
ら
に
、
群
島
政
府
解
体
後
西
銘
が
社
長

に
復
帰
し
て
五
一
年
九
月
一
七
日
か
ら

沖
縄
朝
日
新
聞

に
改
題
。
こ
こ
を

足
場
に
西
銘
は
政
界
に
進
出
し
、
立
法
院
議
員

社
会
大
衆
党

を
兼
ね
な
が

ら
民
主
化
の
論
陣
を
張
っ
た
。
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敗
戦
か
ら
市
政
・
村
政
委
員
会
時
代
ま
で

一
九
四
五
年
八
月

四
八
年
月

戦
後
行
政
、
議
会
の
始
ま
り

最
初
の
�
行
政
�
機
構

一
九
四
五
年
四
月
一
日
米
軍
の
沖
縄
上
陸
、
戦
闘
が
始
ま
っ
て
以
来
、
那
覇
市

民
、
首
里
市
民
、
真
和
志
村
民
、
小
禄
村
民
は
、
本
島
南
部
で
砲
火
の
下
を
彷

徨
し
、
あ
る
い
は
避
難
し
た
中
北
部
の
山
中
で
、
傷
つ
き
飢
餓
に
苦
し
ん
で
、

米
軍
の
�
捕
虜
�

住
民
が
自
ら
言
っ
た
名
で
、
米
軍
は
保
護
す
べ
き
民
間

人

と
呼
び
、
捕
虜

と
は
峻
別
し
た

に

な
っ
た
。

沖
縄
戦
と
同
時
に
米
軍
は
南
西
諸
島
占
領
を
宣
言
、
海
軍
軍
政
府
総
長
の
名

で
布
告
１
号

ニ
ミ
ッ
ツ
布
告

を
発
し
、
日
本
の
行
政
権
を
停
止
し
た
。
戦

前
の
制
度
、
組
織
は
す
べ
て
廃
さ
れ
た
。
沖
縄
本
島
上
陸
三
日
目
に
は
臨
時
軍

政
府
を
中
城
湾
近
く
に
設
営
、
各
地
に
テ
ン
ト
を
張
っ
て
民
間
人
を
収
容
、
管

理
下
に
お
い
た
。
五
日
に
は
軍
政
府
発
足
、
や
が
て
美
里
村
石
川
に
移
る
。

捕
ら
わ
れ
た
人
々
は
、
緒
戦
で
本
島
を
南
北
に
分
断
し
た
読
谷
か
ら
中
城
湾

を
結
ぶ
線
以
北
の
収
容
所

キ
ャ
ン
プ

に
運
ば
れ
て
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。

南
部
で
は
唯
一
知
念
村
に
収
容
地
が
あ
っ
た
。

米
軍
は
本
島
を
地
区
に
分
け
、
地
区
隊
長

司
令
官
、
軍
政
隊
長

が
難
民

た
ち
の
中
か
ら
班
長
、
メ
イ
ヤ
ー

村
長

と
Ｃ
Ｐ

警
官

を
任
命
し
た
。

米
軍
の
監
督
下
に
、
秩
序
維
持
、
配
給
品
の
管
理
や
配
布
、
衛
生
、
農
務
、
労

務
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。
学
校
の
運
営
も
重
要
な
仕
事
だ
っ
た
。
自
治
と
は
い
え

な
い
が
、
最
初
の
行
政
機
構
で
あ
っ
た
。

「
沖
縄
諮
詢
会
」
設
置
と
市
議
会
議
員
・
市
長
の
選
出

米
軍
政
府
は
、
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
全
島
の
収
容
所

三
九
も
あ
っ
た

か
ら
主
だ
っ
た
人
を
石
川
に
集
め
、
米
軍
統
治
の
諮
問
機
関

沖
縄
諮
詢
会

仮

の
設
立
を
指
令
し
た
。
次
の
二
二
日
ま
で
に
互
選
で
一
五
人
の
諮
詢
委

員
が
選
ば
れ
、
正
式
発
足
。
委
員
長
・
志
喜
屋
孝
信
、
幹
事
・
松
岡
政
保
。
総

務

又
吉
康
和

以
下
、
財
政
、
法
務
、
教
育

後
文
教

、
文
化
、
公
衆
衛
生
、

社
会
事
業
な
ど
一
四
部
の
部
長
と
し
て
住
民
の
福
利
、
生
活
の
復
興
の
た
め
各

面
の
業
務
を
こ
な
す
中
央
行
政
機
構
と
な
っ
た
。

九
月
二
〇
日
、
女
性
も
参
政
権
を
行
使
し
た
戦
後
初
め
て
の
市
会
議
員
選
挙

実
施
。
二
五
日
市
長
選
挙
。
こ
れ
は
諮
詢
会
が
審
議
し
て
米
軍
政
府
が
公
布
し

た

地
方
行
政
緊
急
措
置
要
綱

に
基
づ
く
も
の
。
沖
縄
本
島
一
二
地
区

前

原
、
胡
差
、
石
川
、
漢
那
、
宜
野
座
、
古
知
屋
、
辺
土
名
、
瀬
嵩
、
大
浦
崎
、

田
井
等
、
平
安
座
、
知
念
、
周
辺
諸
島
四
地
区

久
米
島
、
慶
良
間
、
粟
国
、

伊
平
屋
、
計
一
六
の
広
い
範
囲
を
そ
れ
ぞ
れ

市

と
し
た
。
議
員
は
人
口
割

で
、
田
井
等
市
、
石
川
市
の
三
〇
人
が
最
多
、
計
二
一
六
人
の
当
選
者
全
員
を

ウ
ル
マ
新
報

が
伝
え
て
い
る
。
市
長
は
、
市
会
議
員
が
候
補
者
三
人
を
選
び
、

全
有
権
者
の
投
票
に
よ
る
当
選
者
が
、
軍
政
府
の
承
認
を
得
て
最
終
決
定
さ
れ

た
。本
島
一
二
地
区
の
人
口
三
二
万
五
千
、
全
市
町
村

戦
前

の
人
々
が
各
地

区
の
収
容
所
に
い
た
。
四
五
年
一
〇
月
の
辺
土
名
市

国
頭
村

に
は
四
〇
市

町
村
の
人
々
が
お
り
、
外
来
者
五
、
七
〇
六
人
、
う
ち
那
覇
市
一
、
三
七
四
人
、

真
和
志
村
八
〇
六
人
、
小
禄
村
一
五
一
人
、
首
里
市
六
〇
人
で
あ
っ
た
。
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旧
居
住
区
へ
の
帰
還
と
行
政
組
織

一
九
四
五
年
一
〇
月
二
三
日
、
米
軍
政
府
か
ら
移
動
計
画
が
示
さ
れ
、
旧
居

住
地
帰
還
が
許
さ
れ
た
。
米
軍
政
府
が
帰
還
先
の
住
民
を
統
括
す
る
た
め
の
新

地
区
が
定
め
ら
れ
た
。
真
和
志
、
那
覇
、
首
里
、
小
禄
は
豊
見
城
、
高
嶺
、
真

壁
、
摩
文
仁
、
喜
屋
武
の
各
村
と
と
も
に
糸
満
市

地
区

に
入
れ
ら
れ
、
人

口
七
万
七
三
〇
人
と
さ
れ
た
こ
と
が

ウ
ル
マ
新
報

に
見
え
る
。

那
覇
市
は
一
一
月
一
〇
日
壺
屋
の
一
角
に
復
興
先
遣
隊
一
〇
三
人
、
同
一
五

日
設
営
隊
一
三
六
人
、
首
里
市
は
一
二
月
一
四
日
首
里
建
設
先
発
隊
四
四
人

四
七
人
説
も
あ
る

が
入
り
、
順
次
沖
縄
中
の
収
容
所
か
ら
市
民
が
帰
還
し
た
。

真
和
志
村
民
は
翌
四
六
年
一
月
一
八
日
、
糸
満
地
区
内
の
旧
摩
文
仁
村
米
須
、

糸
洲
に
真
和
志
村
を
つ
く
っ
て
住
ん
だ
。
故
郷
に
帰
る
ま
で
糸
満
地
区
を
転
々
、

四
回
も
移
動
さ
せ
ら
れ
た
。
小
禄
村
は
四
六
年
二
月
宇
栄
原
の
一
部
に
帰
還
、

超
過
密
の
津
真
田
集
落
を
形
成
し
た
。

移
動
が
始
ま
っ
て
住
民
地
区
人
口
が
流
動
す
る
の
に
対
応
し
て
、
米
軍
政
府

は
一
九
四
五
年
一
二
月

行
政
機
構
改
革
要
綱

を
発
表
し
た
。
臨
時
措
置
と

し
て
帰
還
先
で
は
戦
前
の
市
町
村
制
に
似
せ
て
要
綱
を
修
正
、
前
首
長
、
助
役

が
、
臨
時
市
町
村
長
、
助
役
に
任
命
さ
れ
た
。
旧
市
町
村
議
会
議
員
を
中
心
に

首
長
の
推
薦
に
よ
る
市
町
村
政
委
員
会
が
で
き
た
。

那
覇
は
、
糸
満
市

軍
政
の
区
域

直
轄
の
壺
屋
区

四
六
年
一
月
三
日
辺

野
喜
英
長
・
区
長

か
ら
範
囲
が
広
が
り
、
四
月
四
日
那
覇
市
と
な
っ
た
。
富

山
徳
潤
前
市
長
は
本
土
に
渡
っ
た
ま
ま
で
、
沖
縄
戦
中
島
田
叡
知
事
が
特
例
措

置
と
し
て
市
長
に
任
命
し
た
兼
島
景
義
元
助
役
は
自
決
し
た
た
め
、
当
間
重
剛

戦
前
七
代
目
市
長

が
市
長
に
任
命
さ
れ
た
。
七
月
一
日
に
は
東
恩
納
寛
仁
に

代
わ
っ
た
。
首
里
は
一
月
二
一
日
仲
吉
良
光
前
市
長
が
任
命
さ
れ
た
が
、
五
月

一
日
小
湾
喜
長
に
任
命
替
え
。
真
和
志
は
一
月
二
一
日
金
城
和
信
村
長
任
命
。

小
禄
は
二
月
八
日
上
原
三
郎
が
村
長
に
任
命
さ
れ
た
が
、
四
月
一
〇
日
上
原
義

弘
に
代
わ
っ
て
い
る
。

最
初
の
議
会
議
員
で
あ
る
市
町
村
政
委
員
も
任
命
さ
れ
た
。
那
覇
市
は
二
〇

人
。
収
容
地
区
の
直
接
選
挙
制
が
任
命
制
に
変
わ
っ
た
旧
居
住
地
で
の
臨
時
市

町
村
制
は
、
暫
定
的
と
は
い
え
自
治
の
後
退
と
い
わ
れ
た
。

「
沖
縄
民
政
府
」
の
設
立

一
九
四
六
年
四
月
二
二
日

沖
縄
民
政
府

が
設
立
さ
れ
た
。
沖
縄
諮
詢
委

員
長
の
志
喜
屋
孝
信
が
知
事
、
総
務
部
長
の
又
吉
康
和
が
副
知
事
。
各
部
も
諮

詢
委
員
会
の
部
長
が
就
任
し
た
。
一
五
日
の
新
任
知
事
公
式
紹
介
式
で
、
志
喜

屋
知
事
は

米
軍
政
府
の
沖
縄
再
建
に
寄
せ
ら
れ
た
努
力
に
感
謝
し
、
私
は
米

軍
政
府
の
政
策
を
基
準
と
し
全
住
民
の
協
力
を
得
て
、
沖
縄
再
建
の
難
事
業
を

達
成
し
た
い

と
述
べ
た
。

沖
縄
民
政
府
の
諮
問
機
関
、

沖
縄
議
会

が
発
足
し
た
。
議
員
は
仲
宗
根
源

和
ら
戦
前
の
県
議
会
議
員
に
、
欠
員
を
諮
詢
委
員
の
推
薦
に
よ
り
補
充
し
て
二

五
人
が
任
命
さ
れ
た
。
沖
縄
諮
詢
会
が
、
執
行
機
関
と
議
会
、
裁
判
所
に
分
化

し
て
、
自
治
機
構
が
で
き
た
形
に
な
っ
た
も
の
の
、
知
事
あ
い
さ
つ
に
も
あ
る

と
お
り
、

米
軍
政
府
の
基
準

が
絶
対
で
あ
っ
た
。

沖
縄
民
政
府
が
発
足
、
各
部
が
機
能
し
始
め
た
四
六
年
五
月
一
日
か
ら
、
す

べ
て
無
償
だ
っ
た
の
が
有
償
制
に
変
わ
っ
た
。
食
糧
の
配
給
が
た
だ
の
代
わ
り
、

労
働
の
対
価
も
米
軍
の
物
資
と
い
う
�
被
救
済
社
会
�
が
賃
金
を
受
け
、
配
給

も
有
料
の

貨
幣
経
済

社
会
と
な
っ
た
。
貨
幣
は
Ｂ
軍
票
、
日
本
新
円
、
日

本
旧
円
と
定
め
ら
れ
た
。
四
か
月
後
の
八
月
に
は
新
円
一
本
と
な
り
、
そ
の
後

新
円
・
Ｂ
円
と
の
二
本
立
て
、
最
後
に
Ｂ
円
に
統
一

一
九
四
八
年
七
月

と

め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
。
米
軍
政
府
は
統
制
経
済
制
を
と
り
、
物
価
と
賃
金
を

公
定
に
し
、
市
町
村
で
は
、
米
軍
補
給
の
食
糧
と
住
民
供
出
の
農
産
品
を
売
る

売
店
の
売
り
上
げ
を
財
政
収
入
と
し
た
。
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四
六
年
七
月
一
日
沖
縄
軍
政
が
海
軍
か
ら
陸
軍
に
代
わ
る
。
陸
軍
軍
政
府
は

前
記
知
念
市

玉
城
村
親
慶
原

に
本
拠
を
構
え
、
沖
縄
民
政
府
も
移
転
し
た
。

政
治
セ
ン
タ
ー
は
石
川
か
ら
こ
こ
に
移
っ
た
。

四
六
年
八
月
一
七
日
、
日
本
本
土
か
ら
の
引
揚
船
が
初
め
て
入
り
、
台
湾
や
海

外
か
ら
も
帰
還
し
て
人
口
が
急
増
す
る
。

「
み
な
と
村
」
の
誕
生

四
七
年
五
月
一
日
、
奥
武
山
公
園
周
辺
に
特
別
行
政
区

み
な
と
村

が
誕

生
、
国
場
幸
太
郎
が
市
長
に
任
命
さ
れ
た
。
四
六
年
一
一
月
、
那
覇
軍
港
の
荷

役
作
業
を
し
て
い
た
日
本
軍
捕
虜
の
復
員
に
よ
り
、
沖
縄
の
労
務
者
が
作
業
隊

を
組
織
し
て
代
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
折
り
、
総
支
配
人
に
国
場
が
任
命
さ
れ
、

一
帯
に
港
湾
作
業
員
の
大
集
落
が
で
き
て
い
た
。
地
域
は
真
和
志
村
と
那
覇
市

に
ま
た
が
り

ウ
ル
マ
新
報

が
同
年
五
月
九
日
紙
面
に
詳
細
報
道

、
後
に

両
市
村
間
で
繰
り
返
し
境
界
争
い
が
お
こ
り
、
合
併
問
題
に
も
影
を
落
と
す
こ

と
に
な
る
。

公
選
市
町
村
長
・
議
会
時
代
一
九
四
八
年
二
月

五
二
年
三
月

こ
の
時
期
の
沖
縄
は
、
民
主
化
、
自
治
制
度
確
立
、
言
論
へ
の
意
欲
が
高
揚

し
、
地
方
行
政
組
織
が
整
備
さ
れ
て
い
く
。
政
党
が
結
成
さ
れ
、
新
聞
発
刊
が

相
次
い
だ
。

東
西
冷
戦
は
朝
鮮
戦
争
で
熱
い
火
を
吹
き

五
〇
年

、
沖
縄
の
恒
久
基
地
化

が
始
ま
っ
た

四
九
年

。
米
軍
の
軍
事
占
領
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条

約
で
当
事
国
日
本
政
府
が
認
め
、
国
際
的
に
も
認
め
ら
れ
た

五
二
年

米
軍

統
治
と
な
っ
た
。
希
望
を
抱
い
た
自
治
へ
の
歩
み
も
、
第
一
歩
で
ス
ト
ッ
プ
し

た
。民

主
化
　
地
方
自
治
確
立
へ

初
の
選
挙
法
に
よ
る
選
挙
と
「
市
町
村
制
」

一
九
四
八
年
二
月
一
日
に
市
町
村
長
選
挙
、
八
日
に
市
町
村
議
会
議
員
選
挙

が
行
わ
れ
た
。
米
軍
政
府
特
別
布
告
第
25
号

選
挙

市
町
村
長
並
び
に
議
員

四
七
年
一
二
月
二
日

と
、
四
九
年
一
月
九
日
選
挙
期
日
を
、
一
月
一
二
日
議

員
の
定
数
を
定
め
た
知
事
あ
て
軍
政
府
指
令
に
基
づ
く
。
沖
縄
群
島
だ
け
で
な

く
、
宮
古
群
島
、
八
重
山
群
島
に
も
及
ぼ
し
、

琉
球
列
島
に
お
け
る
市
町
村
長

お
よ
び
市
町
村
議
会
議
員
は
、
民
主
的
な
選
挙
に
基
づ
い
て
選
任
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

と
宣
言
し
て
い
る
。
定
員
は
人
口
割
で
、
那
覇
市
、
首
里
市
、

真
和
志
村
、
小
禄
村
が
二
六
人
、
み
な
と
村
が
二
二
人
で
あ
っ
た
。

市
町
村
長
選
で
は
、
那
覇
市
長
に
仲
本
為
美
、
小
禄
村
長
に
長
嶺
秋
夫
、
真

和
志
村
長
に
翁
長
助
静
が
当
選
、
み
な
と
村
は
無
投
票
で
国
場
幸
太
郎
。
首
里

市
は
最
高
点
の
高
嶺
朝
光
と
次
点
の
兼
島
由
明
と
の
決
選
投
票
で
兼
島
が
当
選

し
た
。
全
有
効
投
票
数
の
八
分
の
三
以
上
の
得
票
が
な
い
場
合
の
決
選
投
票
は

こ
の
選
挙
だ
け
で
あ
っ
た
。

議
会
議
員
選
挙
で
は
女
性
の
初
進
出
が
め
ざ
ま
し
か
っ
た
。
首
里
市
武
富
セ

ツ
が
群
を
抜
く
得
票
数
で
全
選
挙
区
ト
ッ
プ
当
選
。
ほ
か
後
れ
て
選
挙
が
行
わ

れ
た
市
町
村
を
含
め
計
一
四
人
の
女
性
議
員
が
誕
生
し
た
。
投
票
率
男
子
八

八
％
、
女
子
八
一
％
。
女
性
ば
か
り
で
な
く
、
議
会
議
員
選
、
首
長
選
と
も
若

手
の
進
出
、
有
識
者
の
立
候
補
が
あ
り
、
郷
土
再
建
の
熱
気
が
み
な
ぎ
っ
た
選

挙
で
も
あ
っ
た
。

市
町
村
長
・
議
会
議
員
選
挙
を
受
け
て
、
四
八
年
七
月
二
一
日
公
布
、
八
月

一
五
日
施
行
さ
れ
た
米
軍
政
府
指
令
第
26
号

市
町
村
制

が
、
初
め
て
民
主



九

的
な
市
町
村
行
政
の
大
綱
を
規
定
し
た
。
市
町
村
を
法
人
と
し
、
市
町
村
住
民

の
権
利
義
務
、
条
例
の
制
定
・
改
廃
、
予
算
の
議
決
と
決
算
の
認
定
、
税
の
徴

収
等
々
議
会
の
権
限
、
執
行
機
関
の
構
成
、
議
会
の
不
信
任
決
議
に
対
す
る
市

町
村
長
の
解
散
権
な
ど
。
骨
格
は
日
本
の
自
治
法
と
ほ
ぼ
同
じ
。
市
町
村
長
不

信
任
の
要
件

議
員
数
の
三
分
の
二
以
上
の
出
席
、
四
分
の
三
以
上
の
同
意

も
入
っ
て
い
る
。

港
湾
労
務
者
問
題
（
配
給
停
止
騒
動
）
と
配
給
食
糧
値
上
げ
問
題

四
八
年
八
月
一
八
日
、
米
軍
政
府
が
、
港
湾
労
務
者
の
供
給
を
怠
っ
た
と
い

う
理
由
で
沖
縄
民
政
府
に
市
町
村
の

売
店

閉
鎖
を
指
令
、
沖
縄
中
大
騒
ぎ

に
な
っ
た
。
売
店
閉
鎖
即
食
糧
配
給
停
止
で
、
住
民
の
死
活
に
関
わ
る
大
問
題

だ
っ
た
。

米
軍
の
輸
送
物
資
量
は
多
か
っ
た
。
民
需
の
建
築
資
材
も
多
く
、
米
軍
政
府

は
、
労
務
提
供
は
市
町
村
側
の
義
務
だ
と
し
て
、
供
出
人
数
を
割
り
当
て
て
労

務
者
を
要
求
し
た

う
る
ま
新
報

八
月
六
日

。

公
選
市
町
村
長
が
就
任
ま
も
な
く
直
面
し
た
難
事
で
、
市
町
村
長
会
は
志
喜

屋
知
事
の
強
い
要
請
で
労
務
提
供
促
進
を
決
議
。
人
民
党
第
二
回
大
会
も
配
給

継
続
陳
情
を
決
議
。
那
覇
市
と
首
里
市
で
は
労
務
提
供
を
誓
う
市
民
大
会
を
開

い
た
。
初
の
女
性
議
員
武
富
セ
ツ
は
、
首
里
婦
人
会
員
を
引
き
連
れ
軍
政
長
官

に

私
た
ち
が
荷
役
作
業
を
し
ま
し
ょ
う

と
迫
っ
た
。
新
聞
も
沖
縄
側
の
反

省
を
促
す
論
調
だ
っ
た
。
陳
情
に
次
ぐ
陳
情
で
二
五
日
以
降
と
さ
れ
て
い
た
売

店
閉
鎖
は
一
日
だ
け
で
食
い
止
め
ら
れ
た
。

一
九
四
九
年
一
月
一
日
、
米
軍
政
府
は
沖
縄
民
政
府
に
食
糧
補
給
率
の
引
き

下
げ

五
〇
％

三
五
％

と
料
金
の
引
き
上
げ

市
価
の
六
〇
％
ま
で

を

指
令
し
て
き
た
。
ま
た
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
。

四
六
年
来
の
本
土
引
揚
者
の
持
ち
込
み
、
闇
ル
ー
ト
か
ら
の
流
入
日
本
円
、

米
軍
の
支
出
超
過
で
通
貨
が
過
剰
流
通
し
、
一
方
米
軍
の
補
給
物
資
は
不
足
、

食
糧
供
出
不
振
、
闇
取
引
が
横
行
し
た
。
軍
労
務
者

軍
作
業
員

が
持
ち
出

し
た
米
軍
物
資

戦
果

を
、
往
来
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
奄
美
、
宮
古
、
八
重

山
各
諸
島
伝
い
に
本
土
や
台
湾
か
ら
の
物
資
と
交
換
す
る
�
密
貿
易
�
も
盛
ん

だ
っ
た
。
物
価
騰
貴
が
激
し
く
、
イ
ン
フ
レ
が
深
刻
化
し
た
。
統
制
経
済
は
破

綻
し
た
。

米
軍
政
府
は
四
八
年
五
月
一
日
に
琉
球
銀
行
を
設
立
、
七
月
一
六
日
か
ら
通

貨
を
Ｂ
円
に
統
一
、
一
一
月
一
日
に
は
統
制
経
済
を
廃
し
、
自
由
経
済
移
行

特
別
布
告
第
33
号

と
手
を
打
っ
て
き
た
。
そ
の
上
で
イ
ン
フ
レ
抑
制
の
た
め
、

課
税
、
輸
入
物
資
価
格
引
き
上
げ
で
通
貨
を
吸
収
し
よ
う
と
し
た
が
、
配
給
食

糧
価
格
の
引
き
上
げ
は
、
食
糧
の
八
割
を
補
給
物
資
に
頼
る
庶
民
に
と
っ
て
大

打
撃
だ
っ
た
。
市
価
の
六
〇
％
を
目
安
に
し
て
、
米
は
こ
れ
ま
で
の
六
倍
、
小

麦
粉
は
九
・
一
倍
の
値
上
げ
と
な
っ
た

沖
縄
大
観

。
さ
ら
に
配
給
食
糧
値

上
げ
は
ヤ
ミ
値
を
五
倍
、
一
〇
倍
に
つ
り
上
げ
た
。

那
覇
市
議
会
、
真
和
志
村
議
会
で
の
対
策
、
市
議
会
・
婦
人
・
青
年
に
よ
る

配
給
食
糧
値
上
げ
中
止
請
願
市
民
大
会
を
四
九
年
二
月
二
八

三
月
一
四
日
の

う
る
ま
新
報

沖
縄
タ
イ
ム
ス

が
記
録
し
て
い
る
。
社
会
不
安
を
起
こ
し

た
の
で
、
軍
政
府
は
一
か
月
後
、
五
〇
％
引
き
下
げ
る
措
置
を
と
っ
た
。

食
糧
を
め
ぐ
る
二
つ
の
問
題
は
、
住
民
の
自
治
制
度
確
立
へ
の
動
き
を
加
速

化
し
た
。
こ
れ
を
機
に

市
町
村
議
員
連
盟

結
成
へ
と
進
ん
だ
。
民
意
を
問

わ
ず
、
米
軍
政
府
に
頭
を
下
げ
る
だ
け
の
沖
縄
民
政
府
に
攻
撃
の
矢
が
向
け
ら

れ
、
四
九
年
三
月
沖
縄
議
会
が
総
辞
職
表
明
騒
ぎ
を
起
こ
し
た
。
議
会
を
主
宰

す
る
沖
縄
民
政
府
副
知
事
へ
の
抗
議
だ
っ
た
が
、
米
軍
政
府
に
抑
え
ら
れ
た
。

議
長
・
副
議
長
の
議
員
に
よ
る
互
選
、
議
会
の
毎
月
定
期
開
催
と
各
委
員
会
の

設
置
、
議
決
権
を
沖
縄
民
政
府
知
事
と
米
軍
政
府
長
官
に
要
請
し
、
す
べ
て
拒

否
さ
れ
た
。



一
〇

シ
ー
ツ
�
善
政
�
と
「
太
平
洋
の
要
石
」

市
町
村
行
政
活
発
化

一
九
四
八

四
九
年
初
め
、
民
主
的
な
地
方
選
挙
や
自
由
経
済
の
実
施
な
ど

制
度
は
前
進
を
み
た
。
一
方
、
生
活
は
ま
だ
苦
し
い
と
こ
ろ
へ
、
米
軍
政
府
の

朝
令
暮
改
の
施
策
、
恣
意
的
で
威
圧
す
る
や
り
方
に
翻
ろ
う
さ
れ
た
。
新
任
の

市
町
村
長
や
議
員
は
住
民
の
生
活
に
か
か
わ
る
食
糧
問
題
で
米
軍
へ
の
陳
情
に

忙
殺
さ
れ
た
。

四
九
年
後
半
か
ら
五
〇
年
初
め
に
か
け
て
、
市
町
村
行
政
が
復
興
に
取
り
組

む
態
勢
に
新
聞
は
注
目
し
て
い
る
。
那
覇
、
首
里
、
真
和
志
、
小
禄
を
め
ぐ
っ

て
は
、
後
々
大
問
題
に
発
展
す
る
課
題
が
ほ
ぼ
出
揃
う
▽
那
覇
を
首
都
と
す
る

都
市
計
画
▽
市
村
合
併
問
題
▽
真
和
志
と
那
覇
の
境
界
問
題
▽
土
地
の
開
放
と

新
た
な
接
収
▽
埋
立
て
▽
首
里
バ
ス
問
題
▽
政
党
員
の
市
・
村
政
へ
の
参
画
な

ど
で
あ
る
。
ま
た
議
会
の
運
営
を
め
ぐ
る
ご
た
ご
た
、
選
挙
後
の
当
落
の
ボ
ー

ダ
ー
ラ
イ
ン
票
を
め
ぐ
る
紛
争
、
汚
職
の
摘
発
。
ま
だ
混
乱
期
を
脱
し
て
い
な

い
と
は
い
え
、
秩
序
が
戻
り
、
政
治
の
公
正
や
浄
化
が
求
め
ら
れ
て
き
た
の
を

物
語
る
。

那
覇
市
収
入
役
が
汚
職
で
逮
捕
さ
れ
、
仲
本
為
美
市
長
と
助
役
も
、
米
軍
管

理
財
産

土
地

無
断
使
用
の
疑
い
で
逮
捕
さ
れ
た
。
仲
本
市
長
罷
免
に
伴
う

四
九
年
一
一
月
二
一
日
の
選
挙
で
当
間
重
民
当
選
。

軍
政
の
転
換

一
九
四
九
年
一
〇
月
一
日
、
米
軍
政
長
官
に
ジ
ョ
セ
フ
・
Ｒ
・
シ
ー
ツ
少
将

が
就
任
。
米
軍
政
を
大
き
く
転
換
さ
せ
、
�
シ
ー
ツ
善
政
�
と
し
て
、
人
々
の

胸
に
そ
の
名
を
刻
印
し
た
。
住
民
の
歓
迎
ぶ
り
を

沖
縄
タ
イ
ム
ス

四
九
年

一
二
月
二
四
日

が
伝
え
る
。
那
覇
市
議
会
が
音
頭
を
取
っ
て

シ
ー
ツ
声
明

に
応
え
て
軍
政
協
力
と
軍
布
告
指
令
へ
の
恭
順
を
誓
う
市
民
の
会

を
開
き
、

声
明
は
那
覇
市
民
に
永
い
間
の
熱
烈
な
る
願
望
で
あ
り
前
途
に
光
明
と
希
望
と

勇
気
を
与
え
ま
し
た

と
い
う
感
謝
決
議
文
を
シ
ー
ツ
少
将
に
手
渡
し
た
。
こ

の
種
の
住
民
大
会
が
各
地
で
開
か
れ
た
。

シ
ー
ツ
長
官
は
沖
縄
の
経
済
復
興
策
に
取
り
組
む
こ
と
を
宣
言
、
那
覇
市
を

商
業
都
市
と
し
て
港
湾
・
道
路
を
改
修
、
沖
縄
の
首
都
に
す
る
、
那
覇
港
の
一

部
を
残
し
て
那
覇
は
全
面
開
放
さ
れ
る
だ
ろ
う
な
ど
次
々
発
表
し
て
、
実
行
に

移
し
た
。
五
〇
Ｂ
円
対
一
ド
ル
の
交
換
レ
ー
ト
を
一
二
〇
Ｂ
円
対
一
ド
ル
に
改

定
、
琉
球
復
興
金
融
基
金
設
置
、
基
幹
的
な
企
業
の
育
成
、
琉
大
の
創
設
、
米

留
学
制
度
の
本
格
化
。
政
治
面
で
も
、
任
命
制
の
沖
縄
民
政
府
に
代
わ
っ
て
初

の
公
選
知
事
を
お
く

群
島
政
府

沖
縄
、
奄
美
、
宮
古
、
八
重
山

、

群
島

議
会

創
設
。
ま
た
、
四
つ
の
群
島
の
米
軍
政
府
を
沖
縄
本
島
で
統
括
し
て
琉

球
軍
政
本
部

ラ
イ
カ
ム

を
お
い
た
。
綱
紀
を
粛
正
し
て
、
無
能
、
怠
惰
な

将
兵
を
追
い
出
し
た
。

米
国
の
沖
縄
基
本
政
策
決
定

「
沖
縄
民
政
府
」
「
群
島
政
府
」
「
米
（
国
）
民
政
府
」

住
民
が
悩
ま
さ
れ
た
場
当
た
り
的
な
軍
政
は
、
米
本
国
で
沖
縄
の
地
位
が
決

ま
ら
ず

忘
れ
ら
れ
た
島

に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
シ
ー
ツ
施
策
は
、

米
国
の
対
沖
縄
基
本
政
策
の
決
定
に
基
づ
い
て
い
た
。

四
九
年
五
月
六
日
、
一
九
五
〇
年
度
米
国
予
算
に
五
千
万
ド
ル
の
沖
縄
軍
事

施
設
費
が
計
上
さ
れ
た
。
国
際
情
勢
の
変
化
に
応
じ
た
戦
略
と
し
て
沖
縄
の
重

要
性
が
再
認
識
さ
れ
、
長
期
保
有
、
恒
久
基
地
建
設
の
た
め
、
計
画
的
な
沖
縄

統
治
、
経
済
復
興
、
自
治
、
民
主
化
が
推
進
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
五
〇
年
は
基



米軍統治機構・沖縄行政機構・議会変遷　略図

沖縄諮詢会
 1945.8.20～46.4.24 

沖縄民政府
 1946.4.22～50.11.3

沖縄議会（米軍任命）
 1946.5.23～50.10.12

沖縄群島議会
 1950.11.13～52.3.20

沖縄県議会
 1972.5.15～

沖縄民政議会（米軍任命）
 1949.10.27～50.10.12

琉球政府（行政府）
 1952.4.1～72.5.14

群島政府（四群島）
 1950.11.4～52.3.31

（琉球政府）立法院
 1952.3.2～72.5.14

琉球臨時中央政府
 1951.4.1～52.3.31

臨時琉球諮詢委員会
 1950.6.15～51.3.31

沖 縄 県
 1972.5.15～

米国海軍軍政府
 1945.4.1～46.6.30

米国陸軍軍政府
 1946.7.1～50.12.14

琉球列島米国民政府
 1950.12.15～72.5.14

〔米軍〕 〔沖縄行政機構〕

〔知事〕

〔知事〕

〔行政主席〕

〔議会(諮問機関)〕

出典：照屋榮一編
　「沖縄行政機構変遷史料」より
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一
二

二
度
目
の
市
町
村
長
・
議
員
選
挙

一
九
五
〇
年
九
月
三
日
、
市
町
村
長
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
那
覇
市
は
当
間
重

民
市
長
任
期
中
で
選
挙
は
な
く
、
首
里
市
長
に
兼
島
由
明
、
真
和
志
村
長
に
翁

長
助
静
、
小
禄
村
長
に
長
嶺
秋
夫
が
当
選
。
真
和
志
は
宮
里
栄
輝
と
一
票
差
を

め
ぐ
っ
て
紛
糾
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
決
定
で
翁
長
当
選
を
確
定
し
た
が
、
中

央
巡
回
裁
判
所
に
持
ち
込
ま
れ
、
五
一
年
四
月
最
終
的
に
宮
里
が
逆
転
当
選
し

た
。選
挙
戦
最
中
の
八
月
三
一
日
、
米
軍
政
府
は
指
令
を
改
正
し
て
、
投
票
日
を

九
月
一
〇
日
に
ひ
か
え
た
市
町
村
議
会
議
員
定
数
の
縮
減
を
通
告
し
て
き
た
。

そ
れ
ぞ
れ
三
〇
人
に
な
っ
て
い
た
の
が
那
覇
一
二
人
、
首
里
・
真
和
志
・
小
禄

は
一
〇
人
と
三
分
の
一
に
減
少
、
大
激
戦
と
な
っ
た
。

九
月
は
群
島
知
事
・
群
島
議
員
選
挙
と
重
な
り
、
四
週
間
に
わ
た
り
毎
週
一

回
の
投
票
で
あ
っ
た
。
新
聞
も
初
の
自
治
政
府
、
立
法
権
を
持
つ
議
会
の
選
挙

と
、
定
数
縮
減
問
題
で
活
発
に
議
論
を
展
開
し
た
。

沖
縄
ヘ
ラ
ル
ド

は

地

方
財
政
を
節
約
す
る
に
は
寧
ろ
議
員
数
よ
り
町
村
役
場
吏
員
を
減
じ
て
課
税
負

担
を
軽
減
す
べ
き

と
論
じ
た
。
地
方
で
は
旧
態
に
戻
っ
て
、
区
割
り
当
て
、

話
し
合
い
な
ど
に
よ
る
無
投
票
村
が
出
た
。
女
性
は
全
滅
し
た
。

み
な
と
村
の
那
覇
市
合
併
と
境
界
問
題

一
九
五
〇
年
八
月
一
日
、
選
挙
直
前
に
み
な
と
村
が
那
覇
市
に
合
併
し
た
。

み
な
と
村
は
、
那
覇
市
と
真
和
志
村
に
ま
た
が
っ
て
い
た
。
真
和
志
が
元
真
和

志
村
域
の
返
還
を
主
張
し
て
ト
ラ
ブ
ル
続
き
だ
っ
た
が
、
合
併
に
当
た
っ
て
問

題
が
再
燃
し
た
。
ほ
か
に
も
米
軍
に
占
拠
さ
れ
て
い
る
面
積
が
広
大
な
た
め
、

松
尾
な
ど
那
覇
市
民
に
暫
定
的
に
提
供
し
た
地
域
、
安
里
な
ど
人
が
入
り
込
み
、

境
界
が
不
明
な
と
こ
ろ
が
那
覇
市
に
繰
り
入
れ
ら
れ
た
地
域
も
あ
っ
た
。
真
和

志
村
行
政
と
議
会
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
は
終
わ
り
な
き
課
題
の
よ
う
に
な
っ
て

蒸
し
返
さ
れ
た
。

平
和
条
約
調
印
と
日
本
復
帰
運
動

一
九
五
一
年
三
月
米
民
政
府
特
別
布
告
第
３
号

琉
球
臨
時
中
央
政
府

設

立
が
公
布
さ
れ
、
四
月
一
日
発
足
し
た
。
米
民
政
府
副
長
官
の
任
命
で
、
琉
球

諮
詢
委
員
長
の
比
嘉
秀
平
が
行
政
主
席
に
な
っ
た
。
臨
時
中
央
政
府
と
群
島
政

府
が
併
存
し
た
。
主
席
と
知
事
も
同
様
。

一
九
五
一
年
九
月
八
日
、
対
日
平
和
条
約
締
結
。
沖
縄
に
関
し
第
三
条
で
、

米
国
が
国
連
に
信
託
統
治
を
提
案
す
る
ま
で
の
間
、
行
政
、
立
法
、
司
法
の
三

権
を
行
使
す
る
旨
決
定
し
た
。

沖
縄
で
は
米
軍
の
長
期
統
治
体
制
整
備
が
進
む
中
、
五
一
年
一
月
に

日
本

復
帰
促
進
青
年
同
志
会

に
よ
る
日
本
復
帰
運
動
が
起
こ
っ
た
。

沖
縄
ヘ
ラ
ル

ド
新
聞

が
、
西
銘
社
長
の
群
島
政
府
入
り
に
伴
う

沖
縄
新
聞

改
題
１
号

で
、
二
月
一
日
タ
ブ
ー
だ
っ
た
日
本
復
帰
論
を
沖
縄
の
新
聞
と
し
て
初
め
て
社

説
に
掲
げ
た
。
二
月
三
日
に
は

沖
縄
タ
イ
ム
ス

社
説
が

琉
球
の
帰
属

の
題
で
、
血
の
つ
な
が
り
と
政
治
的
自
主
心
の
両
面
か
ら
復
帰
希
望
を
論
じ
た
。

三
月
一
九
日
沖
縄
群
島
議
会
が
日
本
復
帰
決
議
、
四
月
二
九
日

日
本
復
帰

促
進
期
成
会

が
結
成
さ
れ
て

青
年
同
志
会

と
と
も
に
有
権
者
の
七
二
％

の
署
名
を
集
め
た
。
群
島
政
府
・
議
会
も
八
月
二
八
日
講
和
会
議
出
席
の
吉
田

茂
全
権
に
、
復
帰
要
請
電
報
を
打
っ
た
。

市
町
村
自
治
法
の
時
代
一
九
五
二
年
四
月

五
四
年
八
月

こ
の
時
期
は
、
日
本
の
主
権
が

潜
在

し
て
、
米
軍
が
統
治
す
る
と
い
う



一
三

独
特
の
体
制
の
下
、
沖
縄
再
建
に
取
り
組
み
、
新
し
い
試
練
に
直
面
し
た
時
代

で
あ
る
。

那
覇
市
で
は
首
都
・
大
那
覇
市
目
指
し
て
都
市
計
画
が
緒
に
つ
い
た
。
真
和

志
は
市
に
昇
格
、
沖
縄
第
二
の
都
市
に
な
っ
た
。
那
覇
、
首
里
、
小
禄
の

二

市
一
村

合
併
が
実
現
し
た
。
真
和
志
市
が
取
り
残
さ
れ
、
後
半
は
合
併
を
め

ぐ
っ
て
各
自
治
体
大
揺
れ
に
揺
れ
た
。

国
際
情
勢
の
厳
し
さ
は
容
赦
な
く
沖
縄
を
襲
い
、
基
地
強
化
に
伴
う
軍
用
地

接
収
、
米
軍
政
の
強
硬
な
反
共
政
策
と
大
き
な
嵐
が
吹
き
す
さ
ん
だ
。

中
央
自
治
の
後
退
と
市
町
村
自
治
の
拡
大

講
和
発
効

一
九
五
二
年
四
月
二
八
日
平
和
条
約
と
と
も
に
日
米
安
全
保
障
条
約
発
効
。

日
本
は
占
領
下
か
ら
脱
し
た
。
沖
縄
で
は
、
琉
球
列
島
米
国
民
政
府
特
別
布
告

13
号

琉
球
政
府
の
設
立

、
布
令
68
号

琉
球
政
府
章
典

公
布
に
よ
り
、
四

月
一
日
、
米
民
政
府
の
下
に
、
独
立
国
家
の
よ
う
な
三
権
分
立
の
体
裁
を
備
え

た

琉
球
政
府

が
発
足
し
た
。
行
政
府
の
長
・
行
政
主
席
と
、
司
法
府

琉

球
上
訴
裁
判
所

の
首
席
判
事
は
米
民
政
府
副
長
官
の
任
命
。
立
法
府
の

立

法
院

は
公
選
。
公
選
の
四
群
島

奄
美
、
沖
縄
、
宮
古
、
八
重
山

政
府
・

議
会
と
臨
時
中
央
政
府
は
消
滅
し
た
。

行
政
主
席
に
比
嘉
秀
平
・
臨
時
中
央
政
府
主
席
が
任
命
さ
れ
た
。
三
月
二
日
、

第
一
回
立
法
院
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
八
選
挙
区
で
三
一
人
が
選
出
さ
れ
た
。

四
月
一
日
琉
球
政
府
創
立
式
典
で
、
米
民
政
府
首
席
民
政
官
ル
イ
ス
准
将
は
、

将
来
主
席
は
公
選
さ
れ
る
と
言
明
し
た
。
こ
れ
が
、
主
席
公
選
運
動
の
論
拠
に

な
っ
た
が
、
一
九
六
八
年
ま
で
実
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
立
法
院
那
覇

区
で
最
高
得
票
当
選
し
た
人
民
党
瀬
長
亀
次
郎
書
記
長
は
、
米
占
領
下
の
慣
行

と
な
っ
て
い
た
宣
誓
を
拒
否
し
て
波
紋
を
呼
ん
だ
。
立
法
院
は
開
院
早
々
、
行

政
府
の
副
主
席
が
議
会
の
議
長
を
務
め
る
制
度
を
改
め
、
議
員
の
互
選
に
よ
る

議
長
、
副
議
長
選
出
と
し
た
。

五
二
年
二
月
七
日
、
那
覇
市
で
は
当
間
重
民
市
長
が
死
去
。
三
月
二
七
日
の

後
任
市
長
を
決
め
る
選
挙
で
又
吉
康
和
が
仲
本
為
美
を
大
差
で
破
っ
て
当
選
し

た
。
又
吉
市
長
は
四
月
一
一
日
就
任
、
五
三
年
九
月
二
二
日
急
逝
す
る
ま
で
の

一
年
五
か
月
間
、
琉
球
新
報
社
社
長
と
那
覇
市
長
を
兼
ね
た
。

市
町
村
自
治
権
の
拡
大

立
法
院
は
一
九
五
三
年
一
月
一
二
日
、
初
の
民
立
法

市
町
村
自
治
法

を

制
定
し
た
。
先
の

市
町
村
制

に
比
べ
、
①
琉
球
政
府
に
対
す
る
市
町
村
の

自
治
権
拡
大
②
住
民
の
権
利
拡
大
③
議
会
の
権
限
拡
大
が
あ
げ
ら
れ
た
。

市
町
村
制

で
極
端
に
減
ら
さ
れ
た
議
員
定
数
が
是
正
さ
れ
、
那
覇
市
二

八
、
真
和
志
村
二
六
、
小
禄
村
二
二
、
首
里
市
二
〇
人
と
な
っ
た
。
五
三
年
三

月
二
九
日
補
充
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
選
挙
で
首
里
市
議
会
に
女
性
当
選
。

�
戦
争
未
亡
人
�
へ
の
授
産
活
動
の
実
績
が
あ
る
社
会
福
祉
司
嘉
数
ツ
ル
。
民

主
主
義
の
象
徴
と
し
て
の
女
性
進
出
か
ら
地
域
密
着
の
代
表
の
出
現
と
な
っ
た
。

市
町
村
の
規
模
に
つ
い
て
も
規
定
が
あ
り

市

は
三
万
人
以
上
の
人
口
を

要
件
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
人
口
増
加
一
途
、
五
三
年
八
月
現
在
で
五
万

一
千
人
の
真
和
志
村
が
一
〇
月
一
日
市
に
昇
格
。

合
併
問
題

ど
の
自
治
体
も
合
併
は
必
要
と
認
め
な
が
ら
、
一
九
五
三

五
四
年
、
錯
綜

し
て
真
和
志
を
軸
に
三
転
四
転
し
た
。
軍
用
地
が
開
放
さ
れ
て
、
か
な
り
の
土

地
を
那
覇
市
に
い
わ
ば
�
割
譲
�
さ
れ
た
真
和
志
村
の
怒
り
が
、
み
な
と
村
の

那
覇
市
へ
の
合
併

一
九
五
〇
年
八
月
一
日

で
こ
じ
れ
た
。
五
三
年
に
は
、



一
四

那
覇
市
と
真
和
志
村
を
先
に
す
る

一
市
一
村

案
が
那
覇
か
ら
出
て
き
た
り
、

那
覇
市
・
首
里
市
・
真
和
志
村
・
小
禄
村
の

二
市
二
村

、
一
〇
月
真
和
志
が

市
に
昇
格
後
は

三
市
一
村

、
五
四
年
に
な
る
と
真
和
志
か
ら
首
里
、
小
禄
を

除
い
た

一
市
一
市

が
問
題
に
さ
れ
、
さ
ら
に

三
市
一
村

が
多
く
の
努

力
で
ま
と
ま
る
段
に
な
っ
て
ど
ん
で
ん
返
し
。
真
和
志
が
積
極
的
に
な
る
と
那

覇
市
が
し
ゅ
ん
巡
し
、
合
併
し
た
ほ
う
が
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
首
里
、
小
禄
も
議

会
内
部
で
意
見
の
違
い
が
生
じ
て
動
揺
す
る
。
吸
収
合
併
し
よ
う
と
す
る
那
覇

市
と
編
入
合
併
反
対
・
対
等
合
併
を
主
張
す
る
真
和
志
市
の
か
け
ひ
き
は

ま

る
で
キ
ツ
ネ
と
タ
ヌ
キ
の
化
か
し
合
い

琉
球
新
報

五
四
年
六
月
八
日

金
口
木
舌

だ
っ
た
。

五
四
年
九
月
一
日
、
那
覇
市
が
首
里
市
、
小
禄
村
を
吸
収
編
入
し
て

二
市

一
村

合
併
が
実
現
し
た
。
那
覇
市
は
人
口
一
〇
万
八
千
六
五
〇
人
の
都
市
と

な
っ
た
。
ま
た
し
て
も
真
和
志
抜
き
の
、
ド
ー
ナ
ツ
合
併
で
あ
っ
た
。
九
月
五

日
行
わ
れ
た
真
和
志
市
長
選
で
、
合
併
第
一
主
義
の
翁
長
助
静
が
対
等
合
併
派

の
現
職
宮
里
栄
輝
を
破
っ
て
当
選
し
た
。
だ
が
虚
々
実
々
の
か
け
ひ
き
は
な
お

続
く
。
こ
の
あ
た
り
、
真
和
志
市
議
会
が
最
終
段
階
で
反
対
決
議
し
た
七
月
三
日
の

全
体
協
議
会
の
記
録
が
な
く
、
首
里
市
議
会
も
七
月
一
五
日
の
編
入
合
併
賛
成

決
議
を
し
た
議
事
録
が
欠
落
し
て
い
る
の
を
、
新
聞
が
経
過
を
詳
細
に
伝
え
て

補
完
し
て
い
る
。
新
聞
は
都
市
計
画
の
推
進
を
め
ぐ
る
利
害
の
対
立
と
、
各

市
・
村
議
員
の
自
分
の
選
挙
に
か
か
わ
る
利
害
へ
の
こ
だ
わ
り
を
つ
く
。
基
調

は

大
所
高
所
か
ら
首
都
の
将
来
を
考
え
よ

で
あ
る
。
だ
が
、
真
和
志
に
対

し
て
や
や
厳
し
い

琉
球
新
報

と
、
那
覇
の
独
善
的
な
姿
勢
や
調
停
役
を
果

た
さ
な
い
琉
球
政
府
、
立
法
院
の
無
為
無
策
も
指
摘
す
る

沖
縄
タ
イ
ム
ス

と
、
論
調
に
は
違
い
が
あ
る
。
興
味
深
く
読
め
る
で
あ
ろ
う
。

都
市
計
画

那
覇
の
外
れ
壺
屋
に
、
四
五
年
一
二
月
四
〇
〇
人
が
住
み
着
い
て
、
周
囲
に

で
き
た
闇
市
と
、
戦
後
最
初
の
映
画
館
国
際
劇
場
が
建
っ
た
牧
志
に
人
口
が
集

中
、
ど
ろ
ん
こ
道
が
で
き
、
人
が
あ
ふ
れ
た
。
四
九
年
ま
で
に
沖
縄
民
政
府
、

米
軍
政
府
が
知
念
か
ら
移
っ
て
き
て
、
那
覇
は
沖
縄
の
中
心
に
な
っ
た
。
沖
縄

民
政
府
が
提
示
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
都
市
計
画
の
具
体
的
な
大
綱
が
で
き

た
の
は
、
シ
ー
ツ
軍
政
長
官
、
当
間
重
民
市
長
時
代
の
五
〇
年
三
月
。

次
々
開
放
さ
れ
て
い
く
土
地
の
区
画
整
理
事
業
か
ら
始
め
た
五
一
年
に
は
、

那
覇
市
の
人
口
は
五
万
二
千
人
を
超
え
て
い
た
。
道
路
を
狭
く
し
て
密
集
す
る

住
家
、
零
細
商
店
な
ど
の
立
退
き
問
題
、
露
天
商
人
の
問
題
が
繰
り
返
し
記
事

に
な
っ
て
い
る
。
最
初
は
都
計
に
関
す
る
法
律
が
な
く
、
経
験
、
人
材
、
資
料

す
べ
て
不
足
、
専
門
家
と
し
て
早
稲
田
大
学
の
石
川
栄
耀
博
士
を
招
き
、
指
導

を
受
け
た
。

一
九
五
三
年
九
月
二
二
日
、
故
当
間
重
民
の
後
を
継
ぎ
、
都
市
計
画
を
推
進

し
て
い
た
又
吉
康
和
那
覇
市
長
が
急
逝
し
た
。
又
吉
市
長
は
琉
球
復
興
基
金

復
金

か
ら
都
計
資
金
八
千
万
円
の
融
資
を
受
け
る
米
民
政
府
の
認
可
を
取
り

付
け
て
い
た
。
五
二
年
八
月
、
米
民
政
府
民
政
官
ル
イ
ス
准
将
が
復
金
の
貸
付

規
定
を
改
正
し
て
、
那
覇
市
に
便
宜
を
図
っ
た
。

道
半
ば
で
倒
れ
た
当
間
重
民
と
又
吉
康
和
両
市
長
の
那
覇
都
計
に
尽
く
し
た

功
績
を
記
念
し
て

重
民
町

又
吉
道
路

の
名
が
残
る
。
又
吉
道
路
は
オ
グ

デ
ン
米
民
政
副
長
官
の
命
名
で
あ
る
。
五
三
年
一
一
月
八
日
市
長
選
挙
が
行
わ

れ
当
間
重
剛
当
選
。
人
民
党
公
認
・
島
袋
嘉
順
候
補
と
七
千
四
百
余
の
票
差

だ
っ
た
。

反
共
政
策
の
強
化
と
抵
抗

一
九
五
三
年
九
月
八
日
那
覇
市
議
会
で
、
市
町
村
議
会
の
日
本
復
帰
決
議
は



一
五

違
法
か
ど
う
か
論
議
さ
れ
、
人
民
党
提
案
の
日
本
復
帰
決
議
案
を
七
対
一
七
で

否
決
、
ま
た
五
四
年
一
月
二
一
日
に
も

沖
縄
諸
島
祖
国
復
帰
期
成
会

か
ら

要
請
さ
れ
た
復
帰
決
議
を
採
択
し
な
い
と
決
め
て
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
い

る
。
那
覇
市
議
会
は
、
奄
美
大
島
の
復
帰
を
前
に
、
沖
縄
全
市
町
村
議
会
が
復

帰
決
議
を
し
た
中
で
唯
一
否
決
議
会
と
な
っ
た

と
も
に

沖
縄
タ
イ
ム
ス

。

一
方
、
革
新
色
の
強
い
真
和
志
は
五
三
年
一
〇
月
二
日
、
市
昇
格
最
初
の
臨
時

議
会
で

平
和
条
約
第
三
条
の
廃
棄
ま
た
は
権
利
放
棄
に
よ
る
即
時
完
全
祖
国

復
帰
を
請
願
す
る

決
議
を
九
人
退
場
一
四
人
全
員
一
致
で
可
決
し
て
い
る
。

背
景
に
、
五
三
年
後
半
米
民
政
府
の
反
共
強
硬
策
が
人
民
党
を
標
的
に
し
、

や
が
て
復
帰
運
動
弾
圧
に
及
ん
で
い
っ
た
事
情
が
あ
る
。
米
軍
政
と
沖
縄
側
の

せ
め
ぎ
合
い
の
始
ま
り
で
も
あ
っ
た
。

一
九
五
二
年
八
月
二
一
日
の

沖
縄
タ
イ
ム
ス

社
説

共
産
勢
力
の
排
除

は
、
米
民
政
府
副
長
官
ビ
ー
ト
ラ
ー
少
将
の
立
法
院
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い

て
論
じ
て
い
る
。

琉
球
に
共
産
主
義
勢
力
の
存
在
を
許
さ
な
い
こ
と
、
人
民
党

は
共
産
党
で
あ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
そ
の
存
在
は
許
す
べ
き
で
な
い
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
い
る

有
名
な
ス
ピ
ー
チ
で
あ
る
。
�
赤
狩
り
�
の
幕
開
け

だ
っ
た
。

五
紙
あ
っ
た
新
聞
の
ほ
と
ん
ど
は
米
民
政
府
の
強
硬
な
反
共
声
明
に
逆
ら
え

な
か
っ
た
。
自
ら
人
民
党
を
共
産
党
と
断
定
は
し
な
い
が
、
国
際
共
産
主
義
勢

力
の
浸
透
を
防
ぐ
と
い
う
米
民
政
府
の
論
理
を
、
沖
縄
の
置
か
れ
た
状
況
か
ら

や
む
な
し
と
い
う
論
調
だ
っ
た
。

琉
球
日
報

の
よ
う
な
全
面
支
持
も
あ
っ
た
。

戦
前
の
日
本
の
言
論
弾
圧
を
知
る
戦
前
世
代
と
違
っ
て
、
戦
後
派
の

沖
縄

ヘ
ラ
ル
ド
新
聞

の
後
身

沖
縄
朝
日
新
聞

は
敢
然
と
正
論
を
掲
げ
た
。

我
々
は
、
人
民
党
は
共
産
党
の
定
義
に
当
て
は
ま
ら
な
い
と
思
う

ま
た
そ
の

行
動
も

基
本
的
人
権
と
し
て
の

言
論
の
自
由
の
行
使

だ
と
思
う

。

米
民
政
府
は
一
九
五
三
年
四
月
に
は

天
願
事
件

を
引
き
起
こ
し
た
。
中

部

四
区

の
立
法
院
議
員
補
欠
選
挙
で
当
選
し
た
天
願
朝
行

社
大
・
人
民

統
一
候
補

に
つ
い
て
、
ル
イ
ス
民
政
官
は
戦
後
の
混
乱
期
に
よ
く
起
こ
っ
た

罪
状
あ
い
ま
い
な
事
件
で
の
米
軍
即
決
裁
判
の
禁
固
刑
を
破
廉
恥
罪
の
�
前

科
�
と
決
め
つ
け
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
当
選
保
留
の

書
簡

を
送
っ
た
。

社
大
・
人
民
党
は

植
民
地
化
反
対
闘
争
委
員
会

を
組
織
し
た
。

選
管
が
法
的
に
問
題
な
し
と
し
て
当
選
認
定
す
る
と
、
米
民
政
官
は
選
管
に

当
選
無
効
、
選
挙
や
り
直
し
を
命
じ
た
。
植
民
地
化
反
対
闘
争
委
に
も
解
散
を

命
じ
た
。
や
り
直
し
選
挙
は
立
候
補
者
が
な
く
二
度
も
流
れ
た
後
、
立
法
院
与

党
の
民
主
党
系
無
所
属
候
補
が
無
投
票
当
選
し
た
。

復
帰
運
動
の
弾
圧

天
願
事
件
は
戦
後
初
め
て
米
軍
政
に
向
け
ら
れ
た
組
織
的
な
大
衆
運
動
だ
っ

た
。
新
聞
は
社
大
党
と
人
民
党
の
植
民
地
化
反
対
闘
争
委
員
会
や
天
願
朝
行
の

声
明
を
全
文
掲
載

沖
縄
タ
イ
ム
ス

琉
球
新
報

沖
縄
朝
日

、

沖
縄

朝
日

は
社
大
党
寄
り
で
徹
底
し
て
闘
争
委
員
会
を
支
持
し
た
。

沖
縄
タ
イ
ム

ス

は
初
め
て
の
米
軍
政
批
判
と
し
て
知
ら
れ
る
社
説

植
民
地
風
景
の
一
駒

を
見
る

五
三
年
四
月
一
〇
日

を
掲
げ
た
。
中
で

民
主
党
も
再
選
挙
を
黙

殺
し
た
。
そ
の
事
実
は
、
社
大
党
や
人
民
党
と
は
考
え
方
の
違
い
は
あ
る
に
し

て
も
、
米
民
政
府
へ
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。
中
部

補
選
の
や
り
直
し
に
心
か
ら
賛
成
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
だ
ろ
う

と

踏
み
込
ん
だ
。
米
民
政
府
で
は
こ
の
後
、

共
産
主
義
を
利
す
る

と
し
て
、
各

面
の
運
動
を
抑
圧
す
る
。

講
和
発
効
後
復
帰
運
動
の
再
生
を
図
っ
て
、
五
三
年
一
月
一
三
日
沖
縄
教
職

員
会
を
中
心
に
二
三
団
体
に
よ
る
前
記
復
帰
期
成
会
が
結
成
さ
れ
、
一
八
日
に

は
第
一
回
祖
国
復
帰
県
民
総
決
起
大
会
開
催
。
期
成
会
会
長
の
屋
良
朝
苗
沖
縄

教
職
員
会
長
ら
は
五
三
年
一

六
月
、
全
国
行
脚
し
て
小
学
生
に
一
円
カ
ン
パ

を
呼
び
か
け
て
戦
災
校
舎
復
旧
募
金
運
動
を
展
開
、
復
帰
運
動
へ
の
協
力
を
求



一
六

め
、
反
響
を
呼
ん
だ
。

ビ
ー
ト
ラ
ー
後
任
の
オ
グ
デ
ン
民
政
副
長
官
、
天
願
事
件
後
ル
イ
ス
准
将
に

代
わ
っ
て
民
政
官
に
就
任
し
た
ブ
ラ
ム
リ
ー
大
佐
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ダ
ー

フ
ァ
ー
情
報
教
育
部
長
は
こ
れ
を
危
険
視
し
て
、
教
職
員
会
に
圧
力
を
か
け
た
。

ル
イ
ス
書
簡
、
ブ
ラ
ム
リ
ー
書
簡
等
々
、
法
的
な
力
を
持
つ
布
令
、
布
告
、
指

令
の
外
で
恣
意
的
な

民
政
官
書
簡

が
頻
発
さ
れ
た
。

書
簡
政
冶

と
評
さ

れ
た
。
五
三
年
八
月
米
国
は
ク
リ
ス
マ
ス
に
奄
美
諸
島
を
返
還
す
る
と
通
告
、
一
一

月
二
〇
日
に
は
ニ
ク
ソ
ン
副
大
統
領
が
来
沖
し
て

共
産
主
義
の
脅
威
が
あ
る

限
り
沖
縄
を
保
有

と
言
明
し
た
。
一
二
月
二
四
日
奄
美
返
還
協
定
調
印
に
際

し
ダ
レ
ス
米
国
務
長
官
も

極
東
に
脅
威
と
緊
張
が
続
く
限
り
沖
縄
・
小
笠
原

諸
島
を
保
持

と
宣
言
し
た
。
さ
ら
に
一
九
五
四
年
一
月
七
日
ア
イ
ゼ
ン
ハ

ワ
ー
大
統
領
が
年
頭
一
般
教
書
で

沖
縄
の
無
期
限
保
有

言
明
と
相
次
ぐ
。

同
年
一
月
一
一
日
オ
グ
デ
ン
民
政
長
官
は

日
本
復
帰
運
動
は
共
産
主
義
者
以

外
に
だ
れ
に
も
慰
安
を
与
え
な
い

と
声
明
、
教
職
員
会
の
復
帰
運
動
を
弾
圧

す
る
。
奄
美
の
復
帰
に
伴
う
立
法
院
議
員
選
挙
で
、
米
民
政
府
と
対
米
協
調
の
政
界

再
編
成
を
図
る
民
主
党
と
が
結
託
し
て
、
議
会
か
ら
人
民
党
追
い
出
し
の
た
め

与
党
に
有
利
な
小
選
挙
区
制
を
実
施
し
た
。
と
こ
ろ
が
三
月
一
四
日
行
わ
れ
た

選
挙
の
結
果
、
定
員
二
九
人
に
民
主
一
二
、
社
大
一
二
と
勢
力
伯
仲
、
人
民
党

は
一
人
か
ら
二
人
に
増
え
、
無
所
属
三
。
社
大
党
は
人
民
党
の
協
力
を
得
、
三

人
の
無
所
属
の
う
ち
議
長
が
一
票
入
れ
て
正
副
議
長
を
獲
得
し
た
。
米
民
政
府

の
復
帰
運
動
弾
圧
は
露
骨
に
な
る
。
屋
良
教
職
員
会
長
ら
が
全
国
か
ら
集
め
た

校
舎
復
旧
資
金
六
千
万
日
円

二
千
万
Ｂ
円

は
送
金
ス
ト
ッ
プ
の
目
に
遭
っ

た
。
五
四
年
五
月
、
屋
良
は
教
職
員
会
長
と
復
帰
期
成
会
会
長
を
辞
任
し
た
。

復
帰
期
成
会
は
活
動
停
止
す
る
。
社
大
党
も
共
産
主
義
の
同
調
者
扱
い
さ
れ
て
、

人
民
党
と
の
同
盟
は
決
裂
し
た
。
さ
ら
に
社
大
党
の
分
裂
が
画
策
さ
れ
、
立
法

院
の
正
副
議
長
が
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
た
。

一
九
五
四
年
八
月
三
〇
日
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ダ
ー
フ
ァ
ー
米
民
政
府
情
報
教

育
部
長
は

日
本
共
産
党
の
対
琉
要
綱

と
い
う
秘
密
文
書
を
発
表
し
た
。
米

軍
情
報
部
が
入
手
し
た

人
民
党
は
共
産
党
で
あ
る

証
拠
を
示
す
と
さ
れ
た
。

翌
三
一
日
立
法
院
は
民
主
党
か
ら
提
案
さ
れ
た

共
産
主
義
政
党
禁
止
に
関
す

る
決
議
案

正
副
議
長
辞
任
決
議
案

を
採
択
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
立
法
院

内
に

共
産
主
義
政
党
調
査
特
別
委
員
会

を
設
置
し
た
。
行
政
府
に
も

防

共
対
策
委
員
会

が
設
け
ら
れ
た
。
委
員
に
人
民
党
の
瀬
長
亀
次
郎
議
員
が
指

名
さ
れ
る
奇
妙
な
面
も
あ
っ
た
が
、
マ
ス
コ
ミ
も
防
共
対
策
の
必
要
を
認
め
、

反
対
で
き
な
か
っ
た
。
や
が
て
人
民
党
幹
部
が
一
網
打
尽
に
さ
れ
る

人
民
党

事
件

が
起
こ
り
、
一
方
星
克
特
別
委
員
長
試
案

共
産
主
義
運
動
防
止
に
関

す
る
立
法

に
琉
球
大
学
法
経
研
究
会
が
猛
反
対
の
論
文
を
発
表
、
社
大
党
も

新
聞
も
反
対
に
回
っ
て
立
ち
消
え
に
な
っ
た
。

土
地
闘
争
か
ら
瀬
長
市
政
へ

一
九
五
四
年
九
月

五
七
年
一
二
月

こ
の
時
期
の
後
半
、
那
覇
市
を
舞
台
に
大
き
な
ド
ラ
マ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

日
本
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
沖
縄
は
、
復
興
期
に
入
っ
て
多
く
を
米
民
政
府
の
援

助
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
米
国
は
、
沖
縄
を

太
平
洋
の
要
石

と
し
て
長
期
自
由
使
用
の
基
地
を
確
保
す
る
た
め
、
施
政
権
を
握
っ
た
沖
縄
を

民
主
主
義
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ

と
誇
示
し
た
。
一
九
五
三

五
四
年
、
米

民
政
府
は
、
各
面
の
整
備
を
し
て
復
興
を
本
格
化
さ
せ
た
。
他
方
、
権
利
を
主

張
し
、
反
抗
さ
え
始
め
た
住
民
を
力
づ
く
で
抑
え
つ
け
た
。
矛
盾
が
軍
用
地
問

題
に
集
中
し
て
あ
ら
わ
れ
、
戦
後
一
二
年
目
、
住
民
の
不
満
が
爆
発
し
た
。

首
里
、
那
覇
の
合
併
後
九
月
一
三
日
、
新
那
覇
市
議
会
議
員
三
〇
人
を
選
ぶ
選



一
七

挙
が
行
わ
れ
た
。
カ
タ
カ
ナ
表
記
が
多
く
同
姓
、
同
名
の
候
補
者
の
得
票
を
め

ぐ
り
多
く
の
問
題
が
生
じ
た
。
さ
ら
に
旧
小
禄
村
で
慣
行
と
な
っ
て
い
た
投
票

所
で
の
事
前
開
票
が
選
挙
法
違
反
と
訴
え
ら
れ
て
紛
糾
し
た
。
そ
の
騒
ぎ
の
中

人
民
党
事
件

が
起
こ
る
。

激
動
の
始
ま
り

人
民
党
事
件

一
九
五
四
年
一
〇
月
六
日
瀬
長
亀
次
郎
人
民
党
書
記
長

立
法
院
議
員

と
、

翌
日
未
明
瀬
長
釈
放
要
求
と
抗
議
集
会
呼
び
か
け
の
ビ
ラ
、
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ

た
大
湾
喜
三
郎
立
法
院
議
員
や
島
袋
嘉
順
前
那
覇
市
議
、
真
栄
田
義
晃
市
議
を

含
む
党
員
が
二
三
人
も
逮
捕
さ
れ
た
。
九
月
一
六
日
に
逮
捕
さ
れ
た
又
吉
一

郎
・
豊
見
城
村
長
な
ど
逮
捕
者
は
四
四
人

五
五
人
と
も
い
わ
れ
る

に
達
し

た
。七
月
一
五
日
に
退
去
命
令
が
出
て
い
た
奄
美
出
身
の
党
幹
部
の
逮
捕
に
伴
う

も
の
。
五
三
年
の
奄
美
復
帰
で
奄
美
出
身
者
は
日
本
人
と
し
て
外
国
人
扱
い
、

許
可
な
く
滞
在
す
る
と

不
法
入
域

で
罰
さ
れ
た
。
人
民
党
の
畠
義
基
・
林

義
巳
両
党
員
は

日
本
の
領
土
に
日
本
人
の
滞
在
を
認
め
な
い
の
は
不
当

と

し
て
潜
行
し
た
。
五
人
が
起
訴
さ
れ
、
一
〇
月
二
一
日
弁
護
人
な
し
の
軍
事
法

廷
で
、
瀬
長
が
犯
人
隠
匿
ほ
う
助
、
偽
証
、
偽
証
教
唆
で
懲
役
二
年
、
又
吉
が

犯
人
隠
匿
で
懲
役
一
年
の
判
決
。
大
湾
、
島
袋
ら
は
布
令
１
号

集
成
刑
法

の
出
版
物
の
項
違
反
。
瀬
長
、
又
吉
以
外
は
有
罪
宣
告
さ
れ
た
後
米
民
政
官
の

再
審
な
ど
で
刑
を
軽
減
さ
れ
、
救
済
措
置
も
あ
っ
た
。
米
民
政
府
が
弾
圧
の
的

を
絞
っ
た
瀬
長
書
記
長
が
二
年
後
、
台
風
の

返
し
風

を
吹
き
送
る
こ
と
に

な
る
。

や
り
直
し
那
覇
市
議
選

一
九
五
五
年
一
〇
月
一
六
日
、
五
四
年
九
月
の
市
議
選
無
効
の
上
訴
裁
判
決

を
受
け
た
や
り
直
し
市
議
選
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
な
く
民
主
主
義
の
浸

透
を
感
じ
さ
せ
る
。
従
来
の
選
挙
報
道
は
候
補
者
の
政
策
が
見
え
な
か
っ
た
が
、

琉
球
新
報

が
全
候
補
者
の
政
策
を
連
載
、

沖
縄
タ
イ
ム
ス

は
若
者
、
女

性
を
含
む
有
権
者
の

こ
ん
な
人
を
選
ぶ

新
議
会
に
望
む

を
特
集
。
那
覇

市
に
ど
ん
な
問
題
が
あ
り
、
市
民
が
政
治
に
何
を
求
め
て
い
た
か
、
政
治
家
が

そ
れ
を
受
け
止
め
得
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

選
挙
結
果
は
当
局
派
二
〇
、
中
立
五
、
野
党
五
と
あ
る
。
人
民
党
事
件
で
逮

捕
さ
れ
た
島
袋
嘉
順
元
議
員
が
ト
ッ
プ
得
票
、
人
民
党
は
三
人
全
員
が
当
選
し

た
。
前
回
落
ち
た
嘉
数
ツ
ル
も
五
位
。
投
票
率
七
二
％
、
意
識
票
の
伸
び
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

那
覇
市
政
の
目
立
つ
欠
陥
は
、
当
間
市
長
の
政
治
力
が
あ
ま

り
に
も
強
く
打
ち
出
さ
れ
、
従
っ
て
議
会
の
影
が
う
す
く
、
そ
の
自
主
性
が
疑

わ
れ
て
い
る
こ
と

沖
縄
タ
イ
ム
ス

社
説
一
〇
月
一
八
日

人
民
党
の
議

員
が
三
人
も
当
選
し
た
こ
と
は
、
従
来
の
市
会
の
温
順
な
る
那
覇
市
の
行
き
方

に
、
か
な
り
の
変
化
を
与
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う

同
一
〇
月
一
九
日

。

競
輪
場
問
題

一
九
五
五
年
一
一
月
二
日
、
選
挙
後
の
臨
時
議
会
冒
頭
、
当
間
重
剛
市
長
が

那
覇
市
営
自
転
車
競
技
事
業

を
提
案
し
て
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
た
。

当
間
市
長
は
や
り
直
し
選
挙
中
の
九
月
八
日
専
決
処
分
で
受
託
会
社
と
契
約
を

結
び
、
�
日
琉
合
資
�
に
よ
る
那
覇
競
輪
株
式
会
社
も
発
足
し
て
い
た
。
那
覇

市
議
会
は
反
対
論
の
勢
い
が
強
く
混
乱
、
マ
ス
コ
ミ
も
直
ち
に
反
対
の
の
ろ
し

を
上
げ
、
教
育
界
、
市
町
村
長
・
同
議
長
会
あ
げ
て
の
反
対
運
動
が
起
こ
っ
た
。



一
八

公
聴
会
も
開
か
れ
、
世
論
の
反
対
は
明
ら
か
だ
っ
た
が
、
売
り
上
げ
か
ら
年
間

二
〇
〇
万
円
が
市
財
政
に
入
る
と
あ
っ
て
、
議
会
は
一
一
月
二
二
日
、
本
会
議

で
一
九
対
一
〇
で
可
決
し
た
。

競
輪
問
題
は
五
一
年
九
月
、
当
間
重
民
市
長
時
代
に
や
は
り
本
土
の
業
者
と

契
約
、
当
時
も
激
し
い
反
対
論
を
お
し
て
五
三
年
又
吉
康
和
市
長
が
立
法
院
に

よ
る

自
転
車
競
技
法

制
定
、
公
布
に
こ
ぎ
つ
け
た
が
、
受
託
会
社
が
倒
産

し
て
挫
折
し
た
。
こ
ん
ど
は
、
外
資
導
入
審
議
会
が
競
輪
は
生
産
振
興
に
つ
な

が
ら
な
い
と
し
て
却
下
、
米
民
政
副
長
官
も
同
意
し
た
た
め
一
件
落
着
し
た
か

に
見
え
た
。
当
間
市
長
は
そ
の
後
も
、
競
輪
場
建
設
資
金
は
内
部
で
集
め
る
と

し
て
技
術
導
入
を
申
請
、
五
六
年
に
入
っ
て
琉
球
政
府
は
那
覇
市
を

競
輪
施

行
行
政
地
域

に
指
定
す
る
方
向
に
動
い
た
。
ま
た
し
て
も
反
対
運
動
が
起
こ

り
、
告
示
は
無
期
延
期
さ
れ
た
。
五
六
年
七
月
二
三
日
市
議
会
本
会
議
が
競
輪

会
社
と
の
契
約
破
棄
要
望
決
議
を
満
場
一
致
で
可
決
、
終
局
を
迎
え
た
。

都
市
計
画

一
九
五
四
年
一
二
月
五
日

牧
志
街
道

が
開
通
し
た
。
五
五
年
二
月
二
八

日
に
は

又
吉
道
路

と

牧
志
通
り

の
開
通
祝
賀
式
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
と
き

国
際
通
り
会

が
で
き
て
い
る
か
ら
現
在
に
至
る
国
際
通
り
は
通

称
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
五
四
年
八
月
一
日
、
米
軍
が
整
備
し

て
那
覇
市
に
無
償
譲
渡
し
た
泊
港
の
入
港
式
が
行
わ
れ
た
。
五
五
年
一
月
一
九

日
に
は
こ
れ
も
米
軍
が
工
事
を
し
て
譲
渡
し
た
泊
南
岸
埋
立
地
に
那
覇
港
整
備

の
た
め
に
削
ら
れ
た
垣
花
地
区
の
住
宅
割
り
当
て
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
那
覇
港

は
、
埋
立
後
軍
港
と
民
間
用
に
分
け
ら
れ
、
商
港
部
分
が
五
六
年
三
月
琉
球
政

府
に
譲
渡
さ
れ
た
。

港
湾
と
い
い
、
道
路
と
い
い
、
す
べ
て
を
米
軍
に
お
ん
ぶ
す
る
か
、
大
部
分

を
援
助
に
頼
ら
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
那
覇
市
長
選
の
た
び
に
、
市
議
会

は

米
軍
に
信
頼
の
あ
る
人
物

を
必
須
の
条
件
と
し
て
議
員
一
致
の
候
補
者

推
薦
を
言
い
出
し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や
市
民
か
ら
批
判
さ
れ
た
。
米
軍
当
局

か
ら
援
助
を
引
き
出
す
能
力
が
よ
き
政
治
家
の
条
件
と
い
う
の
が
米
統
治
下
の

現
実
だ
っ
た
。

一
九
五
六
年
一
月
立
法
院
で
制
定
さ
れ
た

首
都
建
設
法

が
二
月
一
一
日

公
布
さ
れ
た
。
併
せ
て
米
民
政
府
が
八
千
七
〇
〇
万
円
の
特
別
補
助
金
を
那
覇

市
に
交
付
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
那
覇
市
議
会
は
三
月
二
日
、
軍
特
別
援
助

に
伴
う
一
般
関
係
会
計
の
追
加
更
正
案
を
可
決
し
た
。

そ
の
後
、
当
間
那
覇
市
長
は
、
行
政
府
の
都
計
政
策
を
批
判
し
て
、

受
益
者

負
担

規
定
の
制
定
を
提
起
。
法
律
は
都
市
計
画
と
都
市
計
画
事
業
を
い
わ
ば

国
の
機
関
で
あ
る
行
政
府
が
行
う
と
し
て
い
る
の
に
、
実
際
上
行
政
府
は
補
助

を
行
わ
ず
、
復
興
が
進
捗
し
な
い
。
受
益
者
負
担
で
補
う
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

土
地
区
画
整
理
事
業
で
区
域
内
の
地
主
は
三
割
の
土
地
を
提
供
し
て
負
担
し
て

い
る
の
に
、
道
路
の
建
設
、
拡
張
に
よ
っ
て
利
益
を
得
る
人
々
が
何
も
負
担
し

な
い
の
は
不
公
平
だ
。
と
い
う
わ
け
で
、
す
で
に
五
五
年
度
の
旧
市
内
と
新
市

街
地
を
結
ぶ
主
要
幹
線
道
路
建
設
総
予
算
一
千
四
〇
〇
万
円
中
、
琉
球
政
府
補

助
と
起
債
計
一
千
二
六
〇
万
円
の
残
り
一
四
〇
万
円
は
受
益
者
負
担
と
な
っ
て

い
た
。

基
地
拡
大
、
強
制
接
収

合
併
問
題
、
都
市
計
画
、
選
挙
、
米
軍
地
域
か
ら
の
土
地
開
放
が
大
半
を
占

め
る
記
事
の
中
に
、
軍
用
地
接
収
問
題
が
比
重
を
増
し
だ
す
の
は
一
九
五
三
年

か
ら
で
あ
る
。

難
民
収
容
所
を
出
て
も
米
軍
の
都
合
で
転
々
と
移
動
を
繰
り
返
し
た
真
和
志

村
で
は
、
五
〇
年
六
月
段
階
で
は
、
米
軍
政
府
か
ら
翁
長
助
静
村
長
に
天
久
、

上
之
屋
、
平
野
住
民
の
立
退
き
を
通
告
さ
れ
、
臨
時
議
会
で
村
長
・
議
員
と
も



一
九

ど
も
嘆
息
し
あ
っ
て
、
立
退
き
地
住
民
の
激
励
と
、
移
動
地
の
確
保
や
生
活
保

障
を
軍
政
府
や
沖
縄
民
政
府
に
陳
情
す
る
こ
と
を
決
め
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

銘
苅
の
住
民
が
五
二
年
一
〇
月
立
退
き
の
懸
念
を
訴
え
、
村
当
局
は
陳
情
続

き
だ
っ
た
。
平
野
、
岡
野
、
安
謝
、
銘
苅
の
一
部
の
住
民
に
、
米
軍
か
ら
一
か

月
の
猶
予
で
立
退
き
指
令
が
出
た
。

五
三
年
四
月
三
日
布
令
１
０
９
号

土
地
収
用
令

公
布
、
一
一
日
銘
苅
、

安
謝
の
畑
地
に
請
負
の
土
建
会
社
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
入
り
、
農
作
物
を
蹴
散

ら
し
た
。
土
地
収
用
令

は
、
米
軍
が
土
地
収
用
告
知
を
し
て
Ｄ
Ｅ

陸
軍
沖
縄
地

区
工
作
隊

の
評
価
に
よ
る
価
格
で
契
約
を
求
め
、
地
主
か
ら
三
〇
日
以
内
に

回
答
が
な
け
れ
ば
収
用
宣
告
を
し
て
強
制
的
に
接
収
で
き
る
と
し
て
い
る
。
銘

苅
、
安
謝
は
適
用
一
号
だ
っ
た
。
反
発
は
強
く
、
立
法
院
は
布
令
廃
止
を
決
議

し
た
。
真
和
志
村
議
会
は
、
今
回
は
四
月
二
三
日
の
臨
時
議
会
で
意
見
書
を
満
場
一

致
可
決
、
米
民
政
府
副
長
官
、
琉
球
政
府
主
席
、
立
法
院
議
長
あ
て
提
出
し
た
。

世
界
人
権
宣
言
を
援
用
し
て
①

土
地
収
用
令

改
廃
②
立
退
き
部
落
民
の
生

活
保
障
③
民
主
的
財
産
権
の
保
護
法
制
定
を
求
め
る
｜
｜
と
明
確
な
主
張
。

反
響
の
大
き
さ
に
、
米
民
政
府
は
沖
縄
側
の
意
見
も
聞
く
と
し
て
、
六
月
六

日
行
政
府
主
席
の
推
薦
で
六
人
を
任
命
、

沖
縄
土
地
委
員
会

を
設
け
た
。
六

月
一
六
日
に
は
土
地
連
合
会

市
町
村
土
地
特
別
委
員
連
合
会
、
略
称
土
地
連

が
結
成
さ
れ
る
。
初
め
て
軍
用
地
主
た
ち
が
結
束
し
、
大
衆
的
な
土
地
闘
争
を

担
う
こ
と
に
な
る
。

一
九
五
四
年
三
月
一
七
日
米
民
政
府
は
軍
用
地
料
を
一
六
・
六
年
分
の

一

括
払
い

に
す
る
と
い
う
米
陸
軍
省
の
方
針
を
発
表
。
新
た
に
波
紋
が
起
こ
っ

た
。
立
法
院
は
①
一
括
払
い
反
対
②
適
正
補
償
③
新
規
接
収
反
対
④
損
害
補
償

土
地
を
守
る
四
原
則

を
内
容
と
す
る

軍
用
地
処
理
に
関
す
る
請
願

を

決
議
し
た
。
当
事
者
の
土
地
連
合
会
を
中
心
に
行
政
、
議
会
、
市
町
村
が
超
党

派
で

四
者
協
議
会

に
ま
と
ま
り
、
軍
用
地
問
題
は
全
住
民
の
関
心
事
に

な
っ
た
。
そ
の
後
も
伊
江
島
真
謝
、
小
禄
村
具
志
、
宜
野
湾
村
伊
佐
浜
と

銃

剣
と
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
よ
る
強
制
接
収

が
行
わ
れ
た
。
四
者
協
の
渡
米
要
請

団
派
遣
、
米
下
院
軍
事
委
員
会
の
プ
ラ
イ
ス
調
査
団
来
沖
を
経
て
五
六
年
六
月

九
日
、

一
括
払
い

の
プ
ラ
イ
ス
勧
告
で
陸
軍
省
方
針
推
進
が
わ
か
っ
た
。
立

法
院
は

四
原
則
貫
徹

を
決
議
し
、
四
者
協
を
先
頭
に
、
沖
縄
住
民
の
歴
史

的
な
総
決
起
へ
と
動
い
て
い
く
。

真
和
志
市
議
会
は
、
五
四
年
六
月
一
三
日
、
い
ち
早
く

一
括
払
い

反
対

と
訪
米
派
遣
団
激
励
の
決
議
を
し
て
、
四
者
協
メ
ン
バ
ー
を
感
激
さ
せ
た
。
他

方
、
五
三
年
一
二
月
五
日
小
禄
村
具
志
区
に
武
装
米
兵
が
出
動
し
て
重
機
の
前

に
座
り
込
む
農
民
を
排
除
し
て
土
地
を
強
制
接
収
し
た
。
小
禄
村
議
会
で
は
、

立
退
き
阻
止
や

土
地
収
用
令

改
廃
の
決
議
を
深
刻
に
苦
悩
し
な
が
ら
通
過

さ
せ
て
い
る
。
村
有
地
の
七
二
％
を
米
軍
が
占
拠
し
て
い
た
小
禄
村
で
は
、
一

方
に
土
地
の
開
放
に
よ
る
新
居
住
区
建
設
を
米
軍
の
援
助
で
進
め
な
く
て
は
な

ら
な
い
地
域
あ
り
、
一
方
に
新
規
接
収
で
追
わ
れ
る
地
区
あ
り
、
ジ
レ
ン
マ
は

深
か
っ
た
。

瀬
長
市
長
の
誕
生
か
ら
追
放
ま
で

民
衆
の
決
起
「
島
ぐ
る
み
闘
争
」
へ

ま
だ
米
民
政
府
が
従
来
の
強
気
一
本
や
り
で
反
共
政
策
を
か
ら
め
て
強
制
接

収
を
進
め
て
い
た
一
九
五
五
年
一
月
一
三
日
、

朝
日
新
聞

が
軍
事
優
先
の
米

統
治
を
大
き
く
報
道
し
て
、
人
権
無
視
を
日
本
政
府
や
本
土
の
人
々
に
知
ら
せ

た
。
沖
縄
の
言
論
界
に
も
勇
気
と
自
信
を
与
え
た
。

五
六
年
六

七
月
に
は

プ
ラ
イ
ス
勧
告
反
対

四
原
則
貫
徹

闘
争
が
大

き
く
発
展
、
二
〇
日
那
覇
で
か
つ
て
な
い
大
規
模
の
住
民
大
会
が
開
催
さ
れ
た

ほ
か
、
真
和
志
市
民
大
会
な
ど
五
六
市
町
村
で
大
会
が
開
か
れ
た
。
大
学
生
、



二
〇

高
校
生
が
デ
モ
行
進
、
初
め
て
の
光
景
が
展
開
し
た
。
市
町
村
議
会
の
決
議
が

相
次
い
だ
。
那
覇
市
議
会
も
真
和
志
に
次
い
で

一
括
払
い
と
新
規
接
収
に
た

い
し
て
は
絶
対
承
服
で
き
な
い

と
四
者
協
を
支
持
す
る
決
意
書
を
採
択
。

土

地
を
守
る
会

が
各
地
に
で
き

沖
縄
土
地
を
守
る
協
議
会

が
結
成
さ
れ
た
。

市
町
村
議
長
会
が
加
わ
っ
て

四
者
協
議
会

は

五
者
協
議
会

に
。

島
ぐ
る
み

と
な
っ
た
土
地
闘
争
は
本
土
に
広
が
っ
た
。
住
民
大
会
で
選

ば
れ
た
翁
長
助
静
・
真
和
志
市
長
と
立
法
院
の
三
人
が
軍
用
地
問
題
折
衝
団
と

し
て
本
土
各
地
を
巡
っ
た
。
東
京
を
は
じ
め
各
地
で
沖
縄
に
呼
応
す
る
国
民
大

会
、
地
域
の
大
会
が
開
か
れ
た
。
沖
縄
内
で
も
土
地
闘
争
に
止
ど
ま
ら
ず
基
本

的
人
権
確
立
、
民
主
化
・
祖
国
復
帰
を
求
め
る
大
衆
運
動
に
拡
大
す
る
様
相
を

見
せ
た
。
七
月
二
八
日
の
沖
縄
土
地
を
守
る
会
主
催
の
集
会
は

県
民
大
会

の
名
に
な
っ
た
。

新
聞
は

琉
球
新
報

沖
縄
タ
イ
ム
ス

と
も
に
、
土
地
闘
争
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
大
胆
に
米
軍
の
土
地
政
策
を
批
判
し
た
。
世
論
を
リ
ー
ド
す
る
と

い
う
よ
り
、
我
慢
に
我
慢
を
続
け
て
怒
り
を
噴
出
さ
せ
た
民
衆
の
一
歩
後
を
行

く
形
だ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
を
境
に
、
マ
ス
コ
ミ
は
よ
り
は
っ
き
り
と
も
の
を

言
い
、
革
新
色
を
強
め
て
い
く
。
し
か
し
、

沖
縄
タ
イ
ム
ス

な
ど
新
社
屋
建

設
資
金
の
琉
球
金
融
基
金
か
ら
の
融
資
を
止
め
ら
れ
る
、
か
ら
め
手
か
ら
の
圧

力
を
経
験
し
た
。
そ
の
後
論
調
の
後
退
も
あ
っ
た
。

当
間
市
長
の
行
政
主
席
転
出

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
組
織
や
団
体
が
結
集
し
た

島
ぐ
る
み

に
は
限
界
が

あ
り
、
現
実
的
で
経
済
的
側
面
を
重
視
す
る
層
か
ら
ほ
こ
ろ
び
を
見
せ
始
め
た
。

当
間
重
剛
那
覇
市
長
は
、
運
動
が
高
揚
し
て
い
る
さ
な
か
の
七
月
一
三
日
、

一

括
払
い

に
か
な
ら
ず
し
も
反
対
で
は
な
い
と
米
記
者
に
語
っ
て
問
題
に
な
る
。

那
覇
市
議
会
で
は

吊
し
上
げ

を
食
っ
た

琉
球
新
報

。
住
民
大
会
で
糾
弾

さ
れ
、
青
年
団
体
に
辞
職
を
要
求
さ
れ
、
市
議
会
で
は
陳
謝
し
た
が
、

一
括
払

い

は
所
有
権
が
移
る
の
で
は
な
く
、

限
定
付
き
保
有
権

の
取
得
な
ら
賛
成

と
い
う
考
え
は
否
定
し
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
、
那
覇
市
内
で
は

一
括
払
い

を
期
待
し
て
地
価
高
騰
が
起
こ
っ
て
い
る
。
毎
年
払
い
の
地
代
を
受
け
、
土
地

を
決
し
て
手
放
さ
な
い
と
い
う
農
民
と
、
ま
と
ま
っ
た
資
金
で
事
業
を
起
こ
し

た
い
人
々
と
分
断
さ
れ
て
い
た
。
当
間
市
長
発
言
は
後
者
を
代
弁
し
た
。

一
〇
月
二
五
日
比
嘉
秀
平
主
席
が
急
逝
、
一
一
月
一
日
当
間
市
長
は
レ
ム
ニ

ツ
ア
ー
米
民
政
府
長
官
か
ら
琉
球
政
府
主
席
に
任
命
さ
れ
た
。

一
九
五
六
年
一
二
月
二
五
日
市
長
選
が
行
わ
れ
た
。
那
覇
市
議
会
は

都
計

を
推
進
で
き
る
大
物
を

と
、
人
民
党
を
除
く
全
員
一
致
で
動
い
た
が
、
保
守

合
同
は
失
敗
、
三
つ
巴
戦
の
結
果
、
瀬
長
亀
次
郎
一
万
六
五
九
二
、
仲
井
間
宗
一

一
万
四
六
四
八
、
仲
本
為
美
九
八
〇
二
、
次
点
と
二
千
票
差
で
瀬
長
候
補
当
選
、

人
民
党
市
長
が
誕
生
し
た
。
人
民
党
は
以
前
に
又
吉
一
郎
豊
見
城
村
長
を
出
し

た
が
、
沖
縄
の
首
都
、
那
覇
だ
け
に
米
民
政
府
、
財
界
、
民
主
党
、
社
大
党
中

央
の
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
。

反
瀬
長
ヒ
ス
テ
リ
ー
の
果
て
に

瀬
長
新
市
長
が
選
管
の
当
選
通
知
を
受
け
た
一
九
五
六
年
一
二
月
二
八
日
は
、

那
覇
市
議
会
が
、
人
民
党
三
人
を
除
く
二
五
人

二
人
欠
席

で

絶
対
非
協

力

の
反
共
声
明
、
那
覇
市
部
課
長
が
総
退
陣
表
明
、
国
場
幸
太
郎
ら
実
業
人

が
、
農
林
水
産
協
会
、
建
設
業
界
な
ど
経
済
団
体
の
協
力
拒
否
署
名
を
集
め
、

富
原
守
保
琉
球
銀
行
総
裁
は
米
民
政
府
の
特
別
補
助
金
、
起
債
済
み
の
復
興
金

融
基
金
貸
出
し
支
払
い
を
全
面
ス
ト
ッ
プ
と
表
明
、
異
常
な
事
態
に
な
っ
た
。

金
融
協
会
の

人
民
党
の
同
調
者
に
は
融
資
し
な
い
、
雇
用
し
な
い

の
声
明

は
じ
め
各
界
の
非
協
力
声
明
が
年
末
の
新
聞
広
告
欄
を
埋
め
た
。

一
九
五
七
年
一
月
四
日
、
米
民
政
府
は
基
地
の
無
期
限
使
用
、
地
代
一
括
払



二
一

い
、
新
規
接
収
な
ど
軍
用
地
問
題
の
最
終
方
針
を
発
表
し
た
。
五
日
の
瀬
長
市

長
就
任
を
前
に
、
琉
球
米
民
政
府
長
官
で
あ
る
米
極
東
軍
司
令
官
、
レ
ム
ニ
ツ

ア
ー
中
将
が
来
沖
、
じ
き
じ
き
に
政
財
界
、
市
町
村
ト
ッ
プ
を
集
め
て

那
覇

市
民
だ
け
で
な
く
沖
縄
住
民
が
自
ら
の
手
で
共
産
主
義
と
対
抗
し
、
そ
の
勢
力

を
抑
え
て
も
ら
い
た
い

と
訓
示
し
た

琉
球
新
報

。
こ
と
は
米
極
東
軍
の

面
子
に
か
か
っ
て
い
る
の
は
あ
き
ら
か
だ
っ
た
。

一
月
四
日
琉
銀
だ
け
で
な
く
全
金
融
機
関
が
那
覇
市
へ
の
金
融
を
凍
結
。
新

年
早
々
辻
町
歓
楽
街
の
バ
ー
、
小
料
理
屋
の
女
性
経
営
者
た
ち
ま
で

反
米
的
、

破
壊
的
な
扇
動
者

に
協
力
し
な
い
と
新
聞
紙
上
に
声
明
を
発
表
す
る
反
瀬
長

ヒ
ス
テ
リ
ー
を
、
新
聞
も
止
め
得
な
か
っ
た
。
一
億
五
千
万
円
の
融
資
を
止
め

ら
れ
て
、
市
政
は
停
滞
し
た
。
兵
糧
攻
め
そ
の
も
の
が
不
当
で
は
な
い
か
と
い

う
論
議
に
な
ら
ず
、
混
乱
は
す
べ
て
瀬
長
市
長
に
あ
る
と
い
う
論
調
さ
え
少
な

く
な
い
。

し
か
し
、
記
事
で
は
社
大
党
大
会
の

那
覇
市
へ
の
圧
迫
排
除
決
議

琉

球
新
報

を
大
き
く
取
り
上
げ
、
コ
ラ
ム
で
も
琉
銀
総
裁
や
瀬
長
つ
ぶ
し
に
狂

奔
す
る
人
々
を
皮
肉
る

沖
縄
タ
イ
ム
ス

、
市
議
会
野
党
議
員
大
半
が
人
民

党
非
合
法
化
を
画
策
し
て
、
立
法
院
に
防
共
法
を
働
き
か
け
よ
う
と
す
る
動
き

に
は
真
正
面
か
ら
反
対
す
る

同

な
ど
、
民
主
主
義
の
危
機
を
読
者
に
伝
え

た
。民

衆
と
良
識
の
支
持

那
覇
市
で
異
常
な
事
態
が
続
く
中
、
六
月
五
日
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
米
大
統

領
は

琉
球
列
島
の
管
理
に
関
す
る
大
統
領
行
政
命
令

を
発
し
、
従
来
の
民

政
副
長
官
制
を

高
等
弁
務
官

制
に
し
た
。
オ
グ
デ
ン
に
代
わ
っ
て
副
長
官

に
な
っ
て
い
た
モ
ー
ア
中
将
は
高
等
弁
務
官
に
な
っ
た
。

那
覇
市
議
会
は
人
民
党
三
人
を
除
く
ほ
と
ん
ど
が
結
束
し
て
、
六
月
一
七
日

に
は
不
信
任
案
を
可
決
し
た
。
し
か
し
野
党
全
員
一
致
で
な
く
、
二
四
対
六

だ
っ
た
。
瀬
長
市
長
は
た
だ
ち
に
市
議
会
を
解
散
、
八
月
四
日
の
市
議
会
議
員

特
別
選
挙
で
は
反
瀬
長
市
長
の

那
覇
市
政
再
建
同
盟

と
人
民
党
・
社
大
党

那
覇
支
部
が
結
成
し
た

民
主
主
義
擁
護
連
絡
協
議
会

民
連

の
戦
い
に

な
っ
た
。
結
果
は
再
建
同
盟
な
ど
野
党
派
が
一
七
人
、
民
連
一
二
人
、
中
立
一

人
と
な
っ
た
。
必
要
な
三
分
の
二
の
議
席
を
取
れ
な
か
っ
た
野
党
派
は
市
長
不

信
任
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

モ
ー
ア
高
等
弁
務
官
は
一
一
月
二
四
日
、

琉
球
政
府
章
典

市
町
村
議
員

及
び
市
町
村
長
選
挙
法

市
町
村
自
治
法

改
正
の
布
令
を
公
布
、
①
破
廉
恥

罪
に
処
せ
ら
れ
た
者
の
被
選
挙
権
を
否
定
②
議
員
総
数
の
過
半
数
で
不
信
任
が

で
き
る
の
二
点
を
規
定
し
た
。
二
五
日
の
市
議
会
は
一
六
対
一
〇
で
瀬
長
市
長

不
信
任
案
を
可
決
、
ま
た
瀬
長
は
受
刑
歴
が
あ
る
た
め
被
選
挙
権
を
失
い
、
政

界
か
ら
追
放
さ
れ
た
。

米
民
政
府
は
瀬
長
市
長
弾
圧
の
さ
な
か
、
五
七
年
二
月
二
三
日
布
令
１
６
５

号

米
合
衆
国
土
地
収
用
令

を
公
布
、
こ
れ
ま
で
の

貸
借
権

を
変
え
、

限
定
付
き
土
地
保
有
権

定
期
借
地
権

地
役
権

を
設
け
た
。
那
覇
市
で

は
一
括
払
い
反
対
住
民
集
会
が
再
々
開
か
れ
た
が
、
六
月
四
日
、
収
用
が
宣
告

さ
れ
、
当
間
主
席
は
地
代
を
受
け
取
っ
た
。
北
部
の
久
志
村
辺
野
古
で
は
一
月

新
規
接
収
を
受
け
入
れ
た
。

合
併
問
題
は
つ
い
に
解
決
し
、
一
九
五
七
年
一
二
月
一
七
日
真
和
市
が
那
覇

市
に
編
入
さ
れ
、
一
八
万
六
千
二
二
四
人
の

大
那
覇
市

が
実
現
し
た
。

新
那
覇
市
で
は

民
連
ブ
ー
ム

が
巻
き
起
こ
り
、
一
九
五
八
年
一
月
一
三
日

の
那
覇
市
長
選
挙
で
、
兼
次
佐
一
民
連
統
一
候
補
が
保
守
・
中
道
合
同
統
一
候

補
の
平
良
辰
雄
・
元
社
大
党
委
員
長
を
破
っ
て
当
選
す
る
。
ま
た
一
括
払
い
も

見
直
さ
れ
た
。

（那
覇
市
議
会
史
第
４
巻
小
委
員
会
委
員
）



一
九
四
五
年

昭
和
二
十
年

渇
望
の
平
和
愈
々
到
来
!!
／
日
本
条
件
を
受
理

す
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一

日
本
も
婦
人
参
政
権
の
実
現
／
婦
人
大
臣
も
出

現
せ
む
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一

各
地
区
市
会
議
員
当
選
者
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二

マ
ツ
カ
ー
サ
ー
は
単
な
る
管
理
者
／
政
策
決
定

の
権
限
な
し
／
ア
チ
ソ
ン
氏
の
声
明
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
三

市
長
当
選
者
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
三

移
動
計
劃
案
／
指
示
要
綱
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
三

市
域
と
人
口
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
四

牛
島
軍
司
令
官
／
長
参
謀
長
の
最
後
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
四

行
政
機
構
改
革
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
四

糸
満
市
建
設
／
着
々
進
捗
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
四

日
本
革
新
／
選
挙
法
案
可
決
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五

一
九
四
六
年

昭
和
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四
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み
な
と
村
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動
／
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件
付
で
当
分
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留
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
四
二
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・
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和
志
の
建
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は
／
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て
軍

許
可
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
四
二
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真
和
志
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る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
四
三

首
里
市
議
会
／
流
会
騒
ぎ
再
現
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
四
三

首
里
市
会
の
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立
／
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く
催
告
市
会
か
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
四
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那
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市
会
で
も
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討
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
四
四

伸
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ゆ
く
商
都
の
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／
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和
志
村
が
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行
に

着
手
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
四
四

首
里
市
会
／
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政
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が
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会
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に
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／
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の
引
揚
帰
還
は
当
分
停
止
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
四
四

紛
争
の
首
里
市
議
会
／
正
、
副
議
長
を
除
名
／

市
政
の
明
朗
化
を
期
し
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こ
決
議
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
四
四

予
算
153
万
円
／
膨
れ
る
真
和
志
／
受
入
れ
条
例

も
撤
廃
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
四
五

石
川
の
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覇
人
／
移
動
陳
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
四
五

那
覇
・
真
和
志
合
併
／
近
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政
府
が
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問
・・・・・・・・・・・・・
四
五

膨
れ
る
人
口
／
現
在
両
地
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で
四
万
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
四
五

市
町
村
予
算
に
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／
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当
り
負
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／
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四
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四
五

公
金
23
万
円
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市
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一
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議
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行
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50
戸
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退
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燈
異
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／
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的
配
電
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七
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覇
真
和
志
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界
線
決
定
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辺
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他
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ヵ
所
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那
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入
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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方
自
治
委
員
会
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召
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／
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市
長
罷

免
さ
る
／
軍
財
産
管
理
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判
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会
解
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議
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間
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覇
市
長
選
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会
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投
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／
又
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／
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は
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一
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市
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都
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前
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／
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地
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地
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／
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に
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民
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議
会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
一

シ
ー
ツ
長
官
第
二
次
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重
大
政
策
発
表
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復
興

に
い
よ
い
よ
拍
車
／
那
覇
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中
心
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道

路
改
修
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
一
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村
制
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の
要
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二
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市
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大
会
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長
官
の
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に
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え
／
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興
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進
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五
二
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地
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財
政
を
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せ
よ
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五
三

真
和
志
村
予
算
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会
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五
三
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五
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／
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民
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法
権
確
立
の
第
一
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
四

‾社
説＿

土
地
開
放
と
住
民
の
責
任
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五
四

那
覇
旧
市
内
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開
放
／
一
哩
制
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さ
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／
シ
ー
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長
官
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話
発
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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四

禁
止
地
域
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
五

待
た
る
ゝ
旧
那
覇
市
内
へ
の
移
動
／
三
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月
後

に
開
始
か
／
土
地
所
有
者
を
優
先
／
遠
大
な

計
画
よ
り
も
拙
速
主
義
で
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
五

伸
び
ゆ
く
真
和
志
野
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
五

い
よ
／
／
乗
り
出
す

首
都
建
設

／
那
覇
市

を
中
心
に
一
市
三
村
／
民
政
府
に
主
管
課
を

設
置
／
き
の
う
大
綱
方
針
決
る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
六

‾社
説＿

那
覇
市
の
都
市
計
劃
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
七

兼
久
浜
一
帯
を
埋
立
／
元
垣
花
住
民
に
開
放
／

先
ず
護
岸
工
事
か
ら
着
手
／
那
覇
市
の
構
想
・・・・・・・・・・
五
七

窮
民
救
済
機
関
の
設
立
／
那
覇
市
が
委
員
会
開

催
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七
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悩
む
宇
栄
原
区
／
他
区
民
の
汚
名
も
背
負
う
・・・・・・・・・・・・・
五
八

開
放
に
備
え
泊
復
興
期
成
会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
八

那
覇
都
計
構
想
発
表
／
ビ
ル
街
は
四
階
建
／
商

店
街
と
住
宅
地
を
区
劃
し
／
緑
化
で
全
市
を

美
化
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
八

代
り
の
土
地
を
／
旧
垣
花
住
民
が
陳
情
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
九

雪
ヶ
崎
一
帯
を
埋
立
／
墓
地
は
郊
外
へ
／
那
覇

市
都
計
委
員
会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
九

港
村
の

住
家

／
軍
が
民
へ
移
譲
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
九

何
処
へ
行
く
解
消
す
る
港
村
／
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元
に
帰
え
る
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き
だ
”
／
代
表
が
民
政
府
に
交
渉
／
真
和

志
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
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域
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市
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／
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計
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合
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
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港
村
の
帰
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覇
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和
志
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力
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
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村
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／
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の
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に
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せ
／
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和
志
村
議
会

の
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解
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
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ゅ
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の
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監
査
委
員
選
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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〇
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計
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的
に
第
三
案
！
／
き
の
う
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時
議
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で
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定
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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〇

商
店
街
は
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ず
こ
／
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辺
に
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す
住
宅
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六
〇
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都
市
建
設
の
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村
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消
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農
村
合
併
の
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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和
志
議
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協
議
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市
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併
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覇
市
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／
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前
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役
所
勤
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費
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衡
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か
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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図
書
館
／
尚
家
跡
に
着
工
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
六
二

港
村
の
帰
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／
物
の
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序
と
し
て
／
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応
元
の

姿
へ
／
真
和
志
議
会
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意
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書
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出
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
六
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声
／
村
議
会
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望
む
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解
消
か
ら
建
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へ
／
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な
と
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議
員
宇
久
眞
成
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六
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那
覇
新
計
画
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に
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と
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化
さ

れ
る
新
市
街
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用
池
十
一
カ
所
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建
設
・・・・・・・・・・
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那
覇
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暫
定
予
算
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四
八
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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那
覇
都
計

大
綱
案
／
き
の
う
軍
当
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が
認
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／
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興
の
線
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一
致
／
三
カ
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以
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に
具
体
案
を
決
定
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足
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村
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五
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計
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嘉
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六
六
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地
方
税
法
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軍
は
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せ
ず
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市
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村
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で
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定
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よ
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計
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六
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覇
真
和
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の
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六
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當
間
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長
答
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／
港
村
合
併
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進
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真
和
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村
含
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計
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ず
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六
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日
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／
入
場
、
建
築
、
サ
ー
ビ
ス
の
三
つ
・・・・・・・・・・・・・
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六
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／
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六
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天
久
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上
之
屋
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六
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那
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都
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覇
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併
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／
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／
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庁
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”
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／
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／
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懸
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潔
で
軍
に
信

用
あ
る
人
を
／
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・・・・・・・
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／
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／
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／
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岸
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縄
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の
区
域

／

議
員
代
表
陳
情
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
六
一

都
市
計
画
前
進
／
復
金
融
資
起
債
認
可
・・・・・・・・・・・・・・・・
一
六
一

市
町
村
自
治
法
案
可
決
／
首
長
罷
免
は
地
方
自

体
の
意
志
に
委
す
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
六
一

金
口
木
舌

二
市
二
村
合
併
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
六
二

”
借
り
た
土
地
を
返
せ
”
／
真
和
志
、
那
覇
に

つ
き
つ
け
る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
六
二

小
禄
も
返
還
要
求
／
那
覇
ペ
リ
ー
区
の
一
部
を
・・・・・・・
一
六
三

立
退
き
問
題
／
四
六
年
に
軍
用
地
に
指
定
／
要

請
認
可
出
来
ぬ
／
銘
苅
区
民
の
陳
情
に
軍
回

答
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
六
三

‾社
説＿

好
機
を
逸
す
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
六
四

暗
礁
に
乗
上
げ
た
首
都
建
設
／
真
和
志
村
近
く

那
覇
に
地
域
返
還
を
要
求
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
六
五

大
絃
小
絃

真
和
志
と
小
禄
が
戦
前
の

行
政

地
域
返
還

を
迫
る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
六
五

か
け
引
す
て
て
合
併
を
／
那
覇
・
真
和
志
の
土

地
争
い
に
住
民
の
声
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
六
六

き
の
う
那
覇
へ
要
求
書
／
”
失
地
回
復
”
叫
ぶ

真
和
志
村
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
六
六

‾社
説＿

首
都
建
設
の
前
途
は
多
難
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
六
七

合
併
問
題
を
め
ぐ
り
／
那
覇
市
政
研
究
会
が
両

市
村
当
局
の
意
向
た
ゞ
す
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
六
八

た
ゞ
は
立
退
け
ぬ
／
銘
苅
区
代
表
強
硬
に
要
請
・・・・・・・
一
六
九

”
都
計
の
目
鼻
つ
く
迄
”
と
は
い
か
に
？
・・・・・・・・・・・・・
一
六
九

上
水
道
工
事
の
全
貌
／
近
郊
十
六
万
人
に
給
水
・・・・・・・
一
七
〇

‾社
説＿

首
都
建
設
の
考
え
方
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
七
〇

古
都
の
賑
い
／
栄
あ
る
歌
声
、
旗
の
波
／
首
里

市
移
動
七
周
年
祝
賀
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
七
一

漁
船
に
便
益
を
／
水
産
課
那
覇
市
に
回
答
／
泊

漁
港
管
理
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
七
二

迫
港
は
小
船
舶
専
用
に
／
那
覇
市
の
商
港
陳
情
、

軍
が
却
下
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
七
二

泊
に
港
務
所
を
新
設
／
管
理
条
例
な
ど
審
議
／

那
覇
市
会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
七
二

那
覇
市
議
会
態
度
表
明
／
納
得
の
い
く
合
併
／

無
方
針
な
合
併
は
禍
根
を
貽
す
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
七
三

合
併
問
題
に
ふ
れ
ず
／
き
の
う
那
覇
市
会
終
る
・・・・・・・
一
七
四

真
和
志
市
作
ろ
う
／
村
会
”
失
地
回
復
”
を
再

決
議
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
七
四

市
村
合
併
の
理
解
と
協
力
／
眞
栄
田
世
勳
・・・・・・・・・・・・・
一
七
四

一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

両
方
か
ら
課
税
？
／
真
和
志
の
失
地
回
復
要
求

で
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
七
七

合
併
は
／
那
覇
・
真
和
志
を
先
に
／
”
時
期
”

は
慎
重
に
検
討
／
那
覇
市
委
員
会
意
見
・・・・・・・・・・・・・
一
七
七

地
方
自
治
法
が
布
か
れ
て
／
那
覇
・
真
和
志
に

訊
く
／
”
合
併
”
気
に
な
り
／
補
充
選
挙
の

動
き
は
未
だ
し
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
七
七

き
の
う
泊
の
港
開
き
／
那
覇
市
へ
年
三
百
万
円

入
る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
七
八

那
覇
・
真
和
志
合
併
は
／
三
月
一
日
期
し
／
市

民
大
会
で
決
議
文
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
七
八

‾社
説＿

泊
港
を
祝
福
す
る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
七
九

生
れ
る
か

真
和
志
市

／
き
の
う
村
会
で
市

昇
格
議
決
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
七
九

選
挙
要
項
成
る
／
地
方
議
員
の
補
充
選
挙
／
来

る
三
月
二
十
九
日
全
琉
一
斉
に
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
八
〇

真
和
志
／
市
昇
格
を
再
申
請
／
行
政
課
の
見
解

に
従
う
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
八
一

那
覇
都
市
計
画
／
縦
横
に
検
討
／
石
川
博
士
一

行
空
路
来
島
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
八
一

大
那
覇
市
の
都
計
に
み
る
道
路
網
／
交
通
地
獄

の
解
消
へ
／
一
号
線
は
巾
員
24
間
に
・・・・・・・・・・・・・・・・
一
八
二

目
次
　
一
九
五
二
年

昭
和
二
十
七
年

｜
一
九
五
三
年

昭
和
二
十
八
年

三
〇



市
町
村
議
特
別
選
挙
／
行
政
課
見
解
発
表
／
議

員
増
減
は
不
可
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
八
三

動
き
出
し
た
那
覇
真
和
志
議
員
補
充
選
挙
／

”
合
併
”
ひ
か
え
て
？
任
期
は
気
に
な
る
／

当
選
し
そ
う
な
者
か
ら
／
三
政
党
が
抱
き
こ

み
合
戦
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
八
三

さ
ぁ
動
く
ぞ
那
覇
都
計
／
六
千
七
百
万
円
／
復

金
借
入
れ
認
可
さ
る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
八
四

石
川
栄
あ
き
博
士
の
講
演
要
旨

上

／
国
際

都
市
へ
の
構
想
／
ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
街
を
・・・・・・・・・・
一
八
四

石
川
栄
あ
き
博
士
の
講
演
要
旨

下

／
名
都

と
し
て
の
条
件
／
那
覇
市
は
備
え
て
い
る
・・・・・・・・・・
一
八
五

十
月
一
日
期
し
て
合
併
／
那
覇
市
積
極
的
に
意

志
表
示
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
八
七

‾社
説＿

二
市
二
村
の
合
併
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
八
八

合
併
へ
・
合
併
へ
／
近
く
研
究
委
員
会
再
開
／

那
覇
の
十
月
一
日
説
に
応
じ
／
二
市
二
村
が

歩
み
よ
る
か
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
八
八

合
併
を
推
進
し
た
い
／
復
帰
問
題
や
都
市
復
興

に
つ
い
て
／
眞
栄
田
議
長
の
土
産
談
・・・・・・・・・・・・・・・・
一
八
九

首
里
も
は
つ
き
り
／
十
月
一
日
合
併
へ
・・・・・・・・・・・・・・・・
一
八
九

二
市
二
村
合
体
へ
の
道
(上)
／
悠
久
の
一
点
に

立
つ
て
／
翁
長
助
靜
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
九
〇

都
市
合
併
持
ち
越
し
／
首
里
、
小
禄
、
那
覇
に

同
調
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
九
〇

二
市
二
村
合
体
へ
の
道
(中)
／
悠
久
の
一
点
に

立
つ
て
／
翁
長
助
靜
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
九
一
　

二
市
二
村
合
体
へ
の
道
(下)
／
悠
久
の
一
点
に

立
つ
て
／
翁
長
助
靜
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
九
一

‾社
説＿

真
和
志
村
の
異
議
？
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
九
二

水
道
料
金
値
下
げ
／
那
覇
市
議
会
事
務
局
を
設

置
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
九
三

‾社
説＿

首
都
建
設
へ
の
協
力
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
九
三

”
都
市
合
併
”
で
会
議
は
踊
る
／
補
選
ま
で
た

な
上
げ
／
暗
礁
手
前
に
建
設
的
な
意
見
・・・・・・・・・・・・・
一
九
四

牧
志
大
通
の
拡
張
急
ぐ
／
立
退
家
屋
は
市
が
保

証
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
九
五

‾社
説＿

合
併
の
世
論
に
聴
け
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
九
五

‾社
説＿

二
市
二
村
の
議
員
候
補
者
に
望
む
・・・・・・・・・・・・
一
九
六

真
和
志
村
の
市
昇
格
／
都
市
合
併
の
世
論
に
反

す
／
政
府
発
表
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
九
七

‾社
説＿

合
併
と
市
村
住
民
の
態
度
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
九
七

那
覇
市
臨
時
議
会
／
全
会
一
致
嘉
手
納
助
役
承

認
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
九
八

婦
人
候
補
も
初
名
乗
り
／
首
里
の
市
議
選
に
嘉

数
さ
ん
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
九
八

声
／
真
和
志
の
演
説
会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
九
八
　

‾社
説＿

合
併
問
題
に
つ
い
て
／
真
和
志
村
民

に
問
う
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
一
九
九

‾社
説＿

真
和
志
村
の
反
省
を
促
が
す
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
〇
〇

寒
波
出
足
に
ぶ
ら
す
／
市
町
村
議
補
選
き
よ
う

投
票
／
早
朝
か
ら
メ
ガ
ホ
ン
／
さ
い
ご
ま
で

躍
起
の
運
動
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
〇
〇

‾社
説＿

二
つ
の
選
挙
戦
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
〇
一

地
方
議
員
当
選
者
き
ま
る
／
真
和
志
村
ま
た
ま

た
疑
問
票
で
当
落
決
す
？
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
〇
二

都
計

進
捗
に
拍
車
／
泊
港
、
土
地
埋
立
の

布
令
公
布
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
〇
三

真
和
志
で
も
告
訴
沙
汰
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
〇
三

新
議
員
の
登
場
で
、
さ
て
合
併
は
／
舞
台
が
那

覇
へ
う
つ
る
／
一
市
一
村
説
も
強
ま
る
・・・・・・・・・・・・・
二
〇
三

ま
た
も
異
議
申
立
／

シ
マ

め
ぐ
り
必
死
の

三
つ
巴
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
〇
四

泊
港
埋
立
地
の
贈
与
／
那
覇
市
が
民
政
府
へ
要

請
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
〇
四

真
和
志
村
／
異
議
申
立
て
成
立
し
／
金
城
氏
議

席
を
獲
得
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
〇
五

立
退
け
立
退
け
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
乗
り
込
む
／
今

早
朝
銘
苅
・
安
謝
部
落
に
ひ
と
騒
ぎ
／
部
落

民
は
右
往
左
往
あ
っ
と
い
う
間
に
畑
荒
れ
る
・・・・・・・
二
〇
五

土
地
明
渡
し
を
指
令
／
銘
苅
地
区
安
謝
一
部
に

土
地
収
用
法
を
適
用
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
〇
六

問
題
の
布
令
第
一
〇
九
号
／
土
地
収
用
令
全
文

／
適
用
第
一
号
は
銘
苅
安
謝
地
区
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
〇
六

‾社
説＿

土
地
収
用
と
民
主
政
治
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
〇
七

土
地
事
務
所
立
退
部
落
と
契
約
締
結
を
懇
談
／

天
久
部
落
は
承
諾
／
銘
苅
・
安
謝
は
蹴
る
／

い
き
な
り
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
は
ひ
ど
い
／
安
い

地
代
で
二
十
年
は
困
る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
〇
八

和
や
か
な
雰
囲
気
／
新
旧
議
員
初
顔
合
せ
那
覇

市
議
会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
〇
九

真
和
志
の
軍
用
地
収
用
範
囲
／
七
五
五
筆
15
万

８
千
坪
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
〇
九

質
問
討
議
活
溌
／
休
会
明
け
那
覇
市
議
会
・・・・・・・・・・・・・
二
〇
九
　

真
和
志
村
議
会
／
常
任
委
会
等
制
定
／
地
料
引

上
げ
問
題
は
特
別
委
で
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
一
〇

土
地
収
用
対
策
特
別
委
／
土
地
取
上
や
め
て
ほ
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し
い
／
是
非
必
要
な
ら
生
活
の
保
証
を
／
立

退
地
区
関
係
者
か
ら
実
情
聴
取
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
一
〇

酔
い
ど
れ
議
員
初
市
会
を
乱
す
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
一
一

揉
め
抜
く
真
和
志
村
会
／
立
退
問
題
で
意
見
書
・・・・・・・
二
一
二

再
燃
す
る
首
里
バ
ス
の
公
営
／
市
会
が
研
究
会

つ
く
つ
て
検
討
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
一
二

又
も
む
？
首
里
市
会
／
バ
ス
市
営
を
決
議
・・・・・・・・・・・・・
二
一
三

土
地
収
用
令
の
撤
廃
／
真
和
志
村
が
陳
情
・・・・・・・・・・・・・
二
一
三

首
里
バ
ス
総
会
／
穏
や
か
に
役
員
を
選
出
・・・・・・・・・・・・・
二
一
三

首
里
市
会
大
荒
れ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
一
四

問
題
の
”
旧
真
和
志
”
に
／
挟
み
う
ち
の
土
地

税
／
那
覇
、
真
和
志
両
方
か
ら
令
書
・・・・・・・・・・・・・・・・
二
一
四

‾社
説＿

真
和
志
市
と
な
る
か
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
一
五

こ
ん
な
筈
で
は

／
流
産
し
た
首
里
市
会
・・・・・・・・・・・・・
二
一
五

目
を
つ
け
た
借
地
料
／
財
源
難
の
首
里
・
琉
大

へ
請
求
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
一
六

”
い
つ
そ
寄
贈
し
て
く
れ
”
／
首
里
の
敷
地
料

請
求
に
琉
大
が
回
答
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
一
六

”
六
日
ま
で
に
引
渡
せ
”
／
安
謝
、
銘
苅
の
軍

用
地
に
軍
が
正
式
命
令
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
一
六

泊
埋
立
地
に
移
し
て
／
旧
垣
花
住
民
が
陳
情
・・・・・・・・・・
二
一
七

‾社
説＿

土
地
収
用
令
の
対
策
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
一
七

土
地
税
の
奪
い
合
い
／
那
覇
真
和
志
・
両
手
引

張
ら
れ
る
旧
真
和
志
／
”
こ
ち
ら
が
ト
る
の

じ
ゃ
”
／
会
談
決
裂
・
裁
判
へ
持
出
す
か
・・・・・・・・・・
二
一
八

市
助
役
の
バ
ス
会
社
監
査
役
就
任
／
”
法
に
抵

触
し
な
い
”
行
政
課
が
回
答
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
一
八

那
覇
、
真
和
志
／
水
道
パ
イ
プ
で
連
結
／
い
が

み
合
い
も
水
に
流
し
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
一
九

泊
埋
立
地
那
覇
市
に
移
譲
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
一
九

埋
立
地
売
却
に
反
論
／
議
場
久
し
振
り
に
荒
れ

る
／
那
覇
市
会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
一
九

那
覇
市
会
／
泊
の
市
有
地
売
る
／
二
重
課
税
問

題
は
互
に
研
究
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
二
〇

強
引
な
決
議
案
／
首
里
市
会
疑
義
質
す
・・・・・・・・・・・・・・・・
二
二
〇

移
動
促
進
の
主
動
／
那
覇
市
役
所
旧
天
妃
校
へ

移
転
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
二
〇

立
消
え
の
”
都
市
合
併
”
／
十
月
説
も
遂
に
お

流
れ
か
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
二
一

う
れ
し
い
四
つ
の
引
越
し
／
腰
を
据
え
る
那
覇

市
の
役
所
や
学
校
／
八
年
ぶ
り
に
”
上
之
山

校
”
／
壺
屋
校
三
部
授
業
や
つ
と
解
消
・・・・・・・・・・・・・
二
二
一

土
地
収
用
令
、
廃
止
の
意
図
な
し
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
二
二

帰
れ
ぬ
国
頭
の
那
覇
人
／
市
が
近
く
十
世
帯
受

入
れ
る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
二
二

軍
民
相
互
の
連
絡
機
関
／
土
地
委
員
顔
ぶ
れ
決

定
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
二
三

明
日
の
都
市
建
設
へ
（一）
／
悔
を
百
年
に
残
す
ま

じ
／
又
吉
那
覇
市
長
施
政
演
説
大
要
・・・・・・・・・・・・・・・・
二
二
四

明
日
の
都
市
建
設
へ
（二）
／
悔
を
百
年
に
残
す
ま

じ
／
又
吉
那
覇
市
長
施
政
演
説
大
要
・・・・・・・・・・・・・・・・
二
二
五

明
日
の
都
市
建
設
へ
（三）
／
悔
を
百
年
に
残
す
ま

じ
／
又
吉
那
覇
市
長
施
政
演
説
大
要
・・・・・・・・・・・・・・・・
二
二
六

増
え
る
那
覇
の
財
産
／
泊
埋
立
地
晴
れ
て
譲
渡
・・・・・・・
二
二
六

真
和
志
で
も
水
道
工
事
／
軍
の
補
助
で
那
覇
市

が
協
力
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
二
七

明
日
の
都
市
建
設
へ
（完）
／
悔
を
百
年
に
残
す
ま

じ
／
又
吉
那
覇
市
長
施
政
演
説
大
要
・・・・・・・・・・・・・・・・
二
二
七

市
町
村
土
地
特
別
委
連
合
会
力
強
く
発
足
／
軍

用
地
問
題
の
解
決
を
／
超
党
派
的
に
促
進
・・・・・・・・・・
二
二
七

市
会
で
決
定
／
牧
志
通
り
の
借
家
人
に
も
／
泊

埋
立
地
を
割
当
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
二
八

一
瀉
千
里
に
可
決
／
那
覇
市
会
、
無
事
閉
幕
・・・・・・・・・・
二
二
九

市
昇
格
を
促
進
／
真
和
志
村
会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
二
九

バ
ス
会
計
の
疑
点
衝
き
／
首
里
市
会
・
決
算
審

議
で
も
む
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
二
九

”
住
民
投
票
で
ゞ
も
”
／
真
和
志
村
会
一
市
一

村
合
併
を
強
調
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
三
〇

‾社
説＿

首
里
市
政
と
批
判
の
必
要
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
三
〇

遂
に
異
例
の
決
算
否
決
／
首
里
市
会
バ
ス
会
計

で
波
乱
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
三
一

軍
用
地
問
題
／
小
禄
村
議
会
が
決
議
／
立
法
院

通
じ
善
処
要
請
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
三
一

10
日
／
再
び
合
併
委
開
く
／
那
覇
は
”
ぜ
ひ
二

市
二
村
で
”・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
三
二

立
法
院
本
会
議
／
都
市
計
画
法
案
可
決
／
審
議

活
溌
／
主
席
の
責
任
追
及
は
後
廻
し
・・・・・・・・・・・・・・・・
二
三
二

経
済
文
化
へ
の
貢
献
担
い
／
新
明
治
橋
オ
ー
プ

ン
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
三
三

結
論
は
出
ず
に
足
ぶ
み
／
二
市
二
村
合
併
研
究

委
員
会
／
解
散
手
前
で
踏
止
ど
ま
る
・・・・・・・・・・・・・・・・
二
三
四

壺
屋
陶
器
に
活
／
舟
木
氏
囲
み
き
の
う
座
談
会
・・・・・・・
二
三
四

泊
の
屋
台
に
市
が
親
心
／
三
カ
月
間
の
立
退
余

裕
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
三
五

首
里
市
長
告
発
さ
る
／
特
別
会
計
決
算
め
ぐ
り
・・・・・・・
二
三
五

膨
れ
る
真
和
志
に
校
舎
の
悩
み
／
八
十
教
室
も

不
足
／
二
部
授
業
で
も
追
つ
か
ぬ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
三
六
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首
里
市
長
告
発
事
件
取
調
べ
を
始
む
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
三
六

条
件
付
し
て
土
地
開
放
／
若
狭
町
、
四
千
七
百

坪
余
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
三
六

競
輪
法
き
の
う
公
布
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
三
七

”
退
陣
な
ん
か
し
な
い
”
／
バ
ス
問
題
に
か
ら

む
与
野
党
の
対
立
／
首
里
市
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
三
七

都
計
の
促
進
に
拍
車
／
泊
港
周
辺
の
見
苦
し
い

屋
台
店
に
／
軍
が
工
事
支
障
で
撤
去
命
令
・・・・・・・・・・
二
三
七

市
長
強
硬
意
見
／
七
万
那
覇
市
民
の
福
祉
を
目

ざ
し
／
屋
台
店
の
代
表
に
回
答
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
三
八

”
復
帰
決
議
は
違
法
？
”
／
那
覇
市
議
会
で
論

争
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
三
八

ヤ
ツ
サ
モ
ツ
サ
泊
の
屋
台
店
／
カ
ナ
エ
の
軽
重

問
わ
れ
る
那
覇
市
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
三
九

真
和
志
上
之
屋
区
／
大
道
へ
併
合
陳
情
・・・・・・・・・・・・・・・・
二
四
〇

西
新
町
、
軍
使
用
地
／
二
日
付
・
一
部
開
放
さ

る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
四
〇

軍
桟
橋
入
口
に
立
退
き
令
／
15
日
迄
二
千
坪
明

渡
し
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
四
〇

訴
え
ら
れ
た
首
里
市
長
／
事
実
無
根
の
声
明
書

を
発
表
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
四
一

那
覇
市
会
ス
ム
ー
ス
に
進
む
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
四
一

”
日
本
復
帰
決
議
案
”
否
決
／
那
覇
市
議
会
き

の
う
６
対
17
で
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
四
二

泊
、
外
人
墓
地
／
那
覇
市
に
移
管
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
四
三

軍
用
地
料
一
八
三
〇
万
円
委
託
／
筆
頭
は
那
覇

市
の
一
五
〇
〇
万
円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
四
三

軍
用
地
特
別
委
／
那
覇
市
初
会
議
開
く
・・・・・・・・・・・・・・・・
二
四
三

公
聴
／
那
覇
市
会
に
訴
う

祖
国
復
帰
決
議
案

否
決
に
つ
い
て
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
四
三

泊
屋
台
立
退
に
断
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
四
四

賃
借
の
適
正
化
／
那
覇
市
き
の
う
軍
用
地
特
別

委
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
四
四

踏
み
し
め
る
那
覇
の
土
／
疎
開
暮
し
八
年
や
つ

と
故
里
へ
”
ヒ
ヤ
ー
、
す
つ
か
り
変
つ
て

”・・・・・・
二
四
四

‾社
説＿

新
し
い
村

誕
生
の
促
進
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
四
五

”
復
帰
決
議
案
の
否
決
は
遺
憾
”
／
期
成
会
が

那
覇
市
会
に
意
見
書
送
る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
四
六

真
和
志
村
会
／
上
之
屋
は
大
道
へ
／

復
帰

に
特
別
委
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
四
六

都
計
の
父
忽
然
ゆ
く
／
又
吉
那
覇
市
長
逝
去
／

生
前
の
こ
し
た
偉
大
な
業
蹟
を
た
た
え
／
あ

す
市
役
所
で
市
葬
行
う
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
四
六

居
直
り
屋
台
一
掃
さ
る
／
明
く
な
つ
た
那
覇
の

玄
関
口
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
四
七

上
之
屋
区
大
道
へ
合
流
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
二
四
七

二
十
八
日
限
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四
九
一

問
題
に
な
る
水
上
店
舗
／
那
覇
市
会
が
当
局
へ

善
処
求
む
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
四
九
一

那
覇
都
計
補
助
／
七
百
万
円
交
付
指
令
・・・・・・・・・・・・・・・・
四
九
一

バ
ス
セ
ン
タ
ー
最
終
案
な
る
／
い
よ
い
よ
今
月

末
に
着
工
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
四
九
一

”
早
く
首
都
建
設
委
を
”
／
那
覇
市
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政
府
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陳
情
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
四
九
二

泊
埋
立
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Ｂ
地
区
を
商
業
地
域
に
／
旭
町
復
興

期
成
会
が
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情
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
四
九
二

那
覇
市
生
産
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興
委
に
十
氏
を
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嘱
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九
二

桜
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を
商
業
地
域
に
／
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期
成
会
が
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情
・・・・・・・・・・
四
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二

那
覇
市
議
会
開
幕
／
新
首
都
の
献
立
て
練
る
／

当
間
市
長
施
政
方
針
で
五
点
を
強
調
・・・・・・・・・・・・・・・・
四
九
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む
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返
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合
併
、
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輪
／
那
覇
市
議
会
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発
化
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
四
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覇
と
の
合
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な
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／
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長
真
和
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輪
は
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”
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無
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四
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席

プ
ラ
イ
ス
勧
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に
対
す
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決
意
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真
和
志
議
会
も
四
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決
意
問
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取
上
ぐ
・・・・・・・・・・・・・・・・
四
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七

四
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の
決
定
支
持
／
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議
会
も
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意
示
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四
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告
の
要
旨
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
四
九
七

こ
の
叫
び
世
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に
届
け
／
全
島
一
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に
住
民
大

会
／

四
原
則
貫
徹

夜
空
に
こ
だ
ま
／
十

五
万
余
が
参
加
／
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史
的
な
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族
の
大
集
会
・・・・・・・
五
〇
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ラ
イ
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勧
告
の
要
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五
〇
〇

四
者
協
議
会
に
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流
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長
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〇
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土
政
府
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折
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／
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の
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に
応
え
よ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
〇
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既
に
一
千
二
百
万
円
使
う
／
移
住
資
金
／
銘
苅

な
ど
の
代
替
地
購
入
に
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
〇
三

四
原
則
貫
徹
実
践
本
部
も
設
置
／
五
者
協
議
会

に
拡
大
／
市
町
村
議
長
会
を
加
え
て
運
動
推

進
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五
〇
三

夜
空
に
こ
だ
ま
す
”
国
土
を
守
れ
”
／
第
二
回

住
民
大
会
／
誓
い
も
新
た
に
十
万
余
／
最
高

潮
の
”
無
抵
抗
の
抵
抗
”・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
〇
三

那
覇
市
会
／
首
里
の
名
称
復
活
八
月
か
ら
／
固

定
資
産
税
は
減
る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
〇
四

那
覇
都
計
21
％
が
完
成
／
来
年
度
か
ら
五
ヵ
年

計
画
で
施
工
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
〇
四

問
題
化
す
る
当
間
発
言
／
”
一
括
払
い
賛
成
の

波
紋
”
／
正
に
悪
商
人
の
代
弁
／

糾
弾
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と
一
般
の
批
判
高
ま
る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
〇
五

会
長
に
当
間
市
長
／
那
覇
市
土
地
守
る
会
結
成
・・・・・・・
五
〇
六

那
覇
市
議
会
／
”
一
括
払
い
賛
成
”
吊
し
上
げ

／
当
間
市
長
の
言
質
追
及
さ
る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
〇
七

当
間
放
言
追
及
／
け
さ
の
那
覇
市
議
会
・・・・・・・・・・・・・・・・
五
〇
七

”
貴
方
は
や
め
な
さ
い
”
／
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里
青
年
会
／
当

間
市
長
へ
決
議
文
渡
す
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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〇
八

那
覇
市
議
会
／
”
当
間
言
質
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情
で
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／
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さ
わ
が
せ
な
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言
だ
つ
た
”・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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八
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ら
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を
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／
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覇
市
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で
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追
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真
和
志
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則
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徹
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鉄
の
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結
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う
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和
志
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土
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る
結
束
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一
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た
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と
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／
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ど
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め
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追
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
一
三
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成
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一
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一
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和
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一
四

市
町
村
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議
会
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一
五

法
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合
併
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市
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回
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・・・・・・・
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併
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和
志
市
議
、
立
法

院
に
要
望
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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／
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復
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／
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覇
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・・・・・・・
五
一
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／
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タ
ー
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理
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転
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予
想
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五
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／
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京

で
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交
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五
二
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く
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出
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真
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志
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出
に
真
和
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置
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五
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長
選
挙
前
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困
難
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二
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つ
巴
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だ
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／
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代
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に
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那
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真
和
志
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合
併
問
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／
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の
主
席

転
出
で
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和
志
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問
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当
間
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長
の
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に
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五
三
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強
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和
志
、
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は
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三
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和
志
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入
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合
併
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議
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五
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市
長
選
挙
／
投
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来
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五
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ょ
う
告
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、
六
日
か
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届
出
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
三
四

市
長
退
職
を
承
認
／
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覇
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合
併
問
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な
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協
議
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
三
四
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長
選
挙
と
合
併
問
題
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
三
五

那
覇
市
議
会
／
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里
バ
ス
増
資
に
両
論
／
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割
に
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四
割
で
妥
結
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
三
六

記
者
の
メ
モ
／
真
和
志
は
積
極
的
だ
が

・・・・・・・・・・・・・
五
三
六

那
覇
と
真
和
志
の
縁
組
談
合
／
日
取
り
で
ゆ
き

な
む
両
市
合
併
委
／
小
委
員
会
設
け
て
研
究

／
事
務
的
処
理
に
那
覇
側
難
色
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
三
七

記
者
の
メ
モ
／
当
つ
て
砕
け
ろ
の
福
岡
行
き
？
・・・・・・・
五
三
八
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那
覇
市
長
選
挙
／
全
議
員

人
民
党
を
除
く

が
署
名
／
統
一
候
補
擁
立
に
結
束
固
む
・・・・・・・・・・・・・
五
三
九

合
併
小
委
員
会
／
両
市
メ
ン
バ
ー
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
三
九

‾社
説＿

那
覇
市
長
選
挙
を
翼
賛
選
挙
に
す
る

な
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
三
九

選
挙
前
合
併
へ
／
事
務
処
理
の
日
程
を
検
討
／

那
覇
・
真
和
志
き
の
う
合
同
協
議
会
・・・・・・・・・・・・・・・・
五
四
〇

大
絃
小
絃

真
和
志
と
の

合
併

よ
り

市

長
選
挙

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
四
〇

内
政
局
／
”
決
意
が
あ
れ
ば
や
れ
る
”
／
選
挙

前
の
合
併
可
能
を
示
唆
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
四
一

軍
か
ら
毎
日
50
万
ガ
ロ
ン
／
水
不
足
の
那
覇
市

へ
補
給
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
四
一

合
併
問
題
／
成
否
は
布
令
改
正
に
／
真
和
志
側

は
可
能
だ
と
楽
観
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
四
二

選
挙
前
の
合
併
は
無
理
／
那
覇
の
目
標
は
来
年

三
月
に
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
四
二

真
和
志
側
が
っ
か
り
／
”
合
併
の
チ
ャ
ン
ス
逸

す

”
と
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
四
三

料
金
値
上
げ
へ
対
抗
策
／
真
和
志
松
川
に
も
区

営
理
髪
店
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
四
三

今
後
は
促
進
法
で
／
真
和
志
側
合
併
推
進
を
確

認
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
四
四

三
月
合
併
を
目
標
に
／
那
覇
真
和
志
合
併
促
進

委
を
協
議
会
に
切
り
替
え
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
四
四

統
一
担
ぎ
出
し
テ
ン
ワ
ン
の
楽
屋
う
ら
／
棚
あ

げ
さ
れ
た
選
挙
権
／
三
転
し
た
那
覇
市
会
の

動
き
に
不
ま
ん
の
声
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
四
四

那
覇
市
長
選
挙
／
二
日
会
同
一
行
動
を
破
棄
／

当
局
派
事
態
収
拾
に
苦
慮
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
四
五

‾社
説＿

有
権
者
の
眼
を
遮
切
る
な
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
四
六

土
地
守
る
組
織
一
本
化
／
土
地
協
き
の
う
解
散

／
運
動
土
地
守
る
総
連
合
に
持
込
む
・・・・・・・・・・・・・・・・
五
四
六

婦
人
会
が
署
名
運
動
／
真
和
志
市
区
長
制
廃
止

に
反
対
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
四
七

農
研
指
所
移
転
問
題
の
反
対
陳
情
を
採
択
／
四

日
の
那
覇
市
会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
四
八

‾社
説＿

市
長
選
挙
に
望
む
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
四
八

那
覇
市
長
選
／
三
候
補
が
出
揃
う
ま
で
／
空
砲

に
終
っ
た
”
統
一
”
／
花
道
を
こ
ば
ま
れ
た

二
日
会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
四
九

高
良
一
氏
を
除
名
／
那
覇
市
議
二
日
会
・・・・・・・・・・・・・・・・
五
五
〇

那
覇
市
政
へ
の
抱
負
／
争
点
は
”
都
計
”
の
進

め
方
／
三
候
補
、
合
併
実
現
を
公
約
・・・・・・・・・・・・・・・・
五
五
〇

プ
勧
告
で
土
地
値
上
り
傾
向
／
那
覇
旧
市
街
は

高
騰
／
坪
三
千
円
か
ら
二
万
円
に
上
っ
た
土

地
も
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
五
一

大
絃
小
絃

区
画
整
理
後
の
土
地
が
二
、
三
倍

に
ハ
ネ
上
る

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
五
二

‾社
説＿

那
覇
市
長
選
挙
に
想
う
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
五
三

大
絃
小
絃

人
民
党
市
長
に
協
力
は
で
き
な
い
・・・・・・
五
五
四

人
民
党
市
長
出
現
の
波
紋
／
焦
点
は
市
会
の
動

き
に
／
財
界
人
、
昨
夜
慌
し
く
動
く
・・・・・・・・・・・・・・・・
五
五
四

瀬
長
市
長
に
表
情
と
り
ど
り
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
五
五

‾社
説＿

選
挙
後
の
不
安
動
揺
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
五
七

絶
対
に
協
力
で
き
ず

／
那
覇
市
会
、
反
共

態
度
を
声
明
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
五
八

那
覇
の
動
き
を
静
観
／
合
併
問
題
き
の
う
真
和

志
市
会
で
協
議
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
五
九

真
和
志
市
を
都
計
未
指
定
地
域
に
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
六
〇

遂
に
総
退
陣
を
決
定
／
那
覇
市
部
課
長
会
議
・・・・・・・・・・
五
六
〇

”
他
の
市
町
村
へ
融
資
”
／
好
転
す
る
迄
復
金

ス
ト
ッ
プ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
六
〇

対
等
合
併
／
真
和
志
が
近
く
申
入
れ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
六
〇

那
覇
市
、
一
億
五
千
万
の
資
金
断
た
れ
／
吏
員

給
与
も
懸
念
さ
る
／
都
計
、
土
木
事
業
マ
ヒ

状
態
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
六
一

瀬
長
新
市
長
へ
の
干
渉
／
日
共
が
即
時
中
止
要

求
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
六
二

工
事
金
支
出
し
て
解
約
／
建
設
業
協
会
、
那
覇

市
へ
要
求
／
二
十
九
日
で
全
工
事
停
止
・・・・・・・・・・・・・
五
六
二

権
力
者
は
反
省
す
べ
き
／
安
里
委
員
長
福
岡
で

語
る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
六
三

自
治
へ
の
不
干
渉
を
要
請
／
日
本
社
会
党
・・・・・・・・・・・・・
五
六
三

発
言
ひ
か
え
る
／
市
役
所
職
員
労
組
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
六
三

瀬
長
市
長
反
対
期
成
会
／
波
之
上
バ
ー
組
合
・・・・・・・・・・
五
六
三

瀬
長
市
政
と
対
決
／
民
主
党
那
覇
連
合
支
部
が

声
明
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
六
四

二
千
余
名
が
職
を
失
う
／
お
先
真
っ
暗
、
那
覇

の
都
計
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
六
四

広
告
／
小
禄
地
区
反
人
民
党
同
志
会
宣
言
・・・・・・・・・・・・・
五
六
四

広
告
／
声
明
書

金
融
協
会
融
資
拒
否
・・・・・・・・・・・・・・・
五
六
四
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長
氏
の
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明
を
発
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五
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五
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千
二
百
万
円
／
労
賃
支
払
う
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
六
五

‾社
説＿

沖
縄
の
情
勢
を
め
ぐ
っ
て
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
六
五

”
選
挙
の
結
果
を
認
め
よ
”
／
那
覇
市
長
問
題

で
社
大
党
声
明
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
六
六

広
告
／
声
明

瀬
長
亀
次
郎
氏
当
選
に
対
し
遺

憾

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
六
六

”
時
機
を
見
て
不
信
任
”
／
瀬
長
氏
の
市
長
就

任
に
議
会
態
度
決
定
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
六
七

瀬
長
氏
の
市
長
当
選
問
題
で
会
談
／
”
住
民
で

反
共
態
勢
を
”
／
レ
長
官
が
民
首
脳
に
示
唆
・・・・・・・
五
六
七

全
員
留
任
の
ハ
ラ
固
む
／
瀬
長
市
長
迎
え
る
那

覇
市
役
所
部
課
長
／
市
議
会
の
要
望
容
れ
態

度
決
定
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
六
八

”
人
事
に
は
公
正
を
期
せ
”
／
瀬
長
氏
の
市
長

就
任
に
市
職
労
組
が
五
項
目
要
求
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
六
九

真
和
志
／
自
主
的
に
区
運
営
／
区
長
制
に
代
り

担
当
員
設
く
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
六
九

瀬
長
氏
、
市
長
の
イ
ス
へ
／
け
さ
当
選
証
書
交

付
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
六
九

那
覇
市
助
役
辞
任
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
七
〇

強
制
収
用
は
避
け
る
／
新
市
長
出
現
で
動
き
出

す
農
研
所
問
題
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
七
〇

ど
う
な
る
職
員
の
給
与
支
払
い
／
那
覇
市
手
持

ち
は
差
引
ゼ
ロ
？
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
七
〇

”
困
難
な
市
政
打
開
せ
ん
”
／
瀬
長
那
覇
市
長

け
さ
就
任
挨
拶
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
七
〇

”
那
覇
市
政
研
究
ク
ラ
ブ
”
／
二
日
会
も
解
散

二
十
七
議
員
で
結
成
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
七
一

農
研
指
所
の
移
転
促
進
／
那
覇
市
政
研
究
ク
ラ

ブ
が
乗
り
出
す
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
七
一

瀬
長
市
長
の
方
針
を
質
す
／
那
覇
市
議
四
氏
が

会
見
懇
談
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
七
一

一
お
う
買
上
げ
ス
ト
ッ
プ
／
農
研
所
移
転
話
合

い
解
決
に
曙
光
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
七
二

‾社
説＿

農
研
所
移
転
に
関
連
し
て
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
七
二

早
期
合
併
申
入
れ
る
／
注
目
さ
れ
る
那
覇
市
会

の
動
き
／
真
和
志
市
会
態
度
決
る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
七
三

資
金
凍
結
と
補
助
の
停
止
／
那
覇
市
が
琉
銀
に

理
由
質
す
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
七
三

き
の
う
か
ら
節
水
／
那
覇
市
の
水
道
新
水
源
地

の
測
量
開
始
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
七
三

窮
乏
の
那
覇
市
財
政
／
急
場
凌
ぎ
の
予
算
編
成
・・・・・・・
五
七
四

合
併
促
進
協
議
会
作
る
／
両
市
会
代
表
が
意
見

一
致
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
七
五

那
覇
市
へ
の
水
源
地
貸
与
／
具
志
頭
村
議
会
が

拒
否
声
明
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
七
六

予
算
審
議
に
質
問
活
発
／
瀬
長
市
長
、
初
の
那

覇
市
会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
七
六

予
算
案
を
修
正
可
決
／
那
覇
市
会
”
資
金
凍
結
”

で
論
議
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
五
七
七

那
覇
／
水
を
求
め
て
各
地
調
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／
総
評
か
ら
瀬
長
市

長
宛
の
建
設
資
材
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
一
五

那
覇
市
予
算
全
面
否
決
の
行
方
／
再
議
│
否
決

│
解
散
？
／
当
局
は
原
案
の
ま
ま
再
議
に
・・・・・・・・・・
七
一
五

‾社
説＿

那
覇
市
会
の
責
務
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
一
六

市
長
の
反
省
求
め
る

／
渡
口
議
員
予
算
否
決

に
声
明
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
一
六

那
覇
市
会
／
水
源
求
め
て
視
察
／
豊
富
な
牧
港

の
水
脈
に
自
信
得
る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
一
七

那
覇
市
会
け
さ
流
会
／
与
野
党
20
名
が
大
量
欠

席
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
一
七

都
市
合
併
／
対
等
、
編
入
で
も
め
る
／
高
良

那
覇
市
会
議
長
／
真
和
志
側
と
要
談
・・・・・・・・・・・・・・・・
七
一
七

ち
ょ
っ
と
待
っ
た
、
そ
の
贈
物
／
雨
ざ
ら
し
の

総
評
資
材
／
経
済
局
、
無
為
替
輸
入
申
請
を

け
る
”
瀬
長
市
長
に
協
力
せ
ぬ
”・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
一
八

那
覇
市
会
ま
た
お
流
れ
／
解
決
案
に
合
併
問
題

持
上
る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
一
九

‾社
説＿

那
覇
市
民
の
良
識
に
訴
え
る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
一
九

大
絃
小
絃

つ
づ
く
那
覇
市
会
の
流
会
・・・・・・・・・・・・・・・
七
二
〇

宙
に
迷
う
総
評
の
贈
物
／
市
民
や
関
係
者
は
こ

う
み
る
／
市
民
へ
同
胞
の
好
意
だ
／
瀬
長
市

長
名
義
変
え
て
も
よ
い
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
二
一

瀬
長
市
長
／
”
名
義
変
え
て
も
い
い
”
／
民
連

が
政
府
へ
要
請
決
議
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
二
一

総
評
政
府
に
抗
議
／
救
援
物
資
の
輸
入
禁
止
に
・・・・・・・
七
二
二

合
併
へ
踏
切
る
”
二
日
会
”
／
近
く
三
者
会
談

ひ
ら
く
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
二
二

動
議
合
戦
で
一
も
め
／
那
覇
市
会
、
民
連
側
総

評
資
材
引
渡
し
要
請
決
議
案
提
出
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
二
三

港
湾
使
用
料
と
る
／
那
覇
市
が
政
府
に
通
告
・・・・・・・・・・
七
二
三

総
評
の
物
資
引
渡
し
要
請
／
再
び
却
下
な
ら
名

義
変
更
／
那
覇
市
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
二
三

合
併
が
ダ
メ
な
ら
／
失
地
回
復
持
出
す
／
真
和

志
市
会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
二
四

瀬
長
市
長
の
見
解
と
一
致
／
那
覇
市
の
照
会
に

自
治
庁
が
回
答
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
二
四

大
絃
小
絃

那
覇
と
真
和
志
合
併
、
対
等
か
編

入
か

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
二
四

那
覇
市
会
／
野
党
全
面
否
決
さ
け
る
／
市
長
の

解
散
権
回
避
に
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
二
五

那
覇
市
会
／
総
評
の
資
材
引
渡
要
請
／
正
、
副

議
長
が
折
衝
に
当
る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
二
五

総
評
資
材
／
”
議
会
の
決
議
で
許
可
も
”
／
當

間
主
席
、
瀬
長
市
長
に
回
答
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
二
六

58
年
度
予
算
を
専
決
処
分
／
野
党
は
徒
ら
に
議
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事
遷
延
／
瀬
長
市
長
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
二
六

総
評
資
材
／
正
式
の
手
続
と
る
／
高
良
議
長
、

主
席
と
懇
談
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
二
七

那
覇
市
会
／
野
党
、
行
政
訴
訟
を
相
談
／
市
長

の
予
算
専
決
に
声
明
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
二
七

那
覇
市
会
／
専
決
処
分
無
効
を
提
訴
／
総
評
資

材
引
渡
要
請
決
議
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
二
八

‾社
説＿

専
決
処
分
を
さ
け
る
努
力
が
ほ
し
い
・・・・・・・
七
二
八

予
算
専
決
処
分
は
違
法
／
政
府
が
見
解
を
発
表

／
那
覇
市
会
”
審
議
の
意
思
あ
り
”・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
二
九

市
町
村
自
治
法
一
部
改
正
公
布
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
二
九

執
行
停
止
命
令
を
申
立
／
那
覇
市
会
専
決
処
分

取
消
し
訴
え
る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
三
〇

さ
っ
そ
く
工
事
入
札
へ
／
専
決
処
分
那
覇
市
の

対
立
す
る
当
局
・
市
会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
三
〇

”
提
訴
は
お
門
違
い
”
／
専
決
処
分
問
題
で
瀬

長
市
長
が
声
明
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
三
一

非
公
開
で
審
理
／
那
覇
市
の
行
政
訴
訟
・・・・・・・・・・・・・・・・
七
三
一

焦
点
は
”
執
行
停
止
”
／
市
長
側
停
止
は
市
民

に
不
利
益
／
市
会
側
暫
定
予
算
組
め
ば
よ
い
・・・・・・・
七
三
二

私
の
意
見
／
市
当
局
は
予
算
案
を
公
表
せ
よ
／

市
民
は
こ
れ
に
よ
っ
て
市
政
を
判
断
す
る
／

照
喜
名
和
子
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
三
二

専
決
処
分
に
自
治
労
の
見
解
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
三
三

那
覇
市
会
へ
の
引
渡
／
高
良
議
長
が
正
式
要
請
・・・・・・・
七
三
三

那
覇
市
の
予
算
専
決

執
行
停
止

申
立
て
却

下
／
行
政
機
関
間
の
争
い
で
裁
判
権
な
し
／

市
会
側
弁
務
官
へ
再
審
申
請
か
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
三
三

金
口
木
舌

那
覇
市
会
の
専
決
処
分
執
行
停
止

命
令
申
請

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
三
五

那
覇
市
会
の
行
政
訴
訟
／
執
行
停
止
申
請
を
上

訴
／
布
告
第
四
号
に
基
い
て
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
三
五

‾社
説＿

市
民
の
福
利
を
無
視
し
た
市
政
・・・・・・・・・・・・・・・
七
三
六

那
覇
市
が
支
払
う
／
退
職
者
の
年
次
有
給
休
暇
・・・・・・・
七
三
六

那
覇
市
会
／
現
状
打
開
に
三
派
懇
談
／
議
会
不

信
の
声
を
恐
れ
る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
三
六

七
日
間
も
続
け
て
流
会
／
那
覇
市
会
与
野
党
の

抗
争
続
く
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
三
七

”
改
正
前
の
抗
告
は
許
さ
れ
な
い
”
／
那
覇
市
、

上
訴
裁
へ
意
見
書
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
三
七

那
覇
市
会
九
日
ぶ
り
に
や
っ
と
成
立
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
三
八

那
覇
市
会
ま
た
も
流
会
／
野
党
九
議
員
は
議
場

に
出
ず
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
三
八

那
覇
市
会
／
与
党
出
な
け
れ
ば
休
会
／
野
党
側

が
き
の
う
決
議
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
三
八

合
併

し
び
れ
き
ら
す
真
和
志
／
行
政
訴
訟
の

動
き
も
／
松
尾
・
壺
川
等
の
失
地
回
復
図
る
・・・・・・・
七
三
九

催
告
と
流
会
の
連
続
／
那
覇
市
会
十
日
間
休
会
・・・・・・・
七
三
九

上
訴
裁
も
抗
告
棄
却
／
仮
処
分
申
立
て
那
覇
市

の
訴
訟
／
内
部
解
決
が
妥
当
／
市
会
側
”
本

訴
訟
も
取
下
げ
た
い
”・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
三
九

”
早
急
引
渡
し
を
”
／
総
評
資
材
問
題
で
本
土

か
ら
主
席
へ
要
請
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
四
〇

高
良
議
長
／
瀬
長
市
長
へ
公
開
状
／
”
引
責
辞

職
を
し
よ
う
”
／
紛
糾
続
け
ば
行
政
命
令
必

至
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
四
〇

ど
こ
へ
行
く
那
覇
市
会
／
自
治
法
改
正
か
合
併

か
／
市
長
不
信
任
へ
野
党
の
悩
み
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
四
一

”
現
状
打
開
は
話
合
い
で
”
／
瀬
長
市
長
高
良

公
開
状
に
答
え
る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
四
二

”
市
民
の
福
利
増
進
が
第
一
”
／
瀬
長
市
長
の

態
度
に
高
良
議
長
談
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
四
二

金
口
木
舌

那
覇
市
政
を
市
民
福
祉
の
た
め
に

打
開
す
る

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
四
三

合
併
協
議
申
入
れ
／
”
こ
れ
が
最
後
”
と
真
和

志
側
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
四
三

沖
縄
か
ら
も
自
衛
官
／
防
衛
庁
が
募
集
に
の
り

出
す
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
四
四

動
く
か
合
併
こ
ん
ど
こ
そ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
四
四

那
覇
・
真
和
志
の
合
併
問
題
／
こ
ん
ど
こ
そ
実

現
か
／
今
月
中
に
両
市
が
話
合
う
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
四
四

‾社
説＿

両
市
合
併
懇
談
会
に
望
む
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
四
五

自
治
法
、
選
挙
法
を
改
正
／
布
令
で
那
覇
市
の

現
状
打
開
／
議
会
過
半
数
で
不
信
任
成
立
可

能
に
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
四
六

米
国
の
責
務
を
果
す
／
民
主
政
治
の
永
続
的
力

に
寄
与
／
モ
弁
務
官
声
明
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
四
七

瀬
長
市
長
不
信
任
議
決
へ
／
き
ょ
う
開
会
と
同

時
に
／
代
理
市
長
に
は
東
江
氏
か
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
四
八

私
は
こ
う
思
う
／
ほ
と
ん
ど
が
合
併
促
進
説
／

第
三
回
課
題
／
那
覇
市
を
混
乱
か
ら
救
う
途
・・・・・・・
七
四
九

瀬
長
市
長
の
退
陣
決
ま
る
／
十
六
対
十
で
不
信

任
案
を
可
決
／
10
カ
月
と
20
日
目
に
市
長
の

椅
子
去
る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
五
一

”
那
覇
市
政
の
解
決
策
を
”
／
市
町
村
長
、
財

界
な
ど
が
陳
情
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
五
二

‾社
説＿

自
主
的
に
収
拾
で
き
な
か
っ
た
の
は
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遺
憾
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
五
二

解
説
／
三
つ
の
改
正
布
令
の
意
義
／
那
覇
対
象

の
特
例
づ
く
め
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
五
三

市
長
代
理
は
東
江
氏
に
決
ま
る
／
”
明
朗
な
那

覇
建
設
へ
”
／
那
覇
市
会
二
十
八
日
に
再
開
・・・・・・・
七
五
五

同
盟
、
民
連
が
声
明
書
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
五
五

市
民
福
祉
の
た
め
に
現
職
に
止
ま
る
／
部
課
長

の
動
き
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
五
六

本
土
各
紙
連
日
ト
ッ
プ
で
報
道
／
瀬
長
市
長
の

不
信
任
可
決
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
五
六

‾社
説＿

政
党
は
党
利
党
略
に
走
る
な
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
五
七

凍
結
資
金
近
く
解
除
那
覇
市
へ
／
バ
民
政
官
、

主
席
要
請
に
答
う
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
五
八

米
大
統
領
へ
抗
議
電
／
那
覇
市
長
問
題
に
社
会

党
が
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
五
八

”
自
治
へ
の
不
当
干
渉
”
／
聴
衆
10
万
、
抗
議

大
会
開
く
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
五
九

市
長
不
信
任
騒
ぎ
／
布
令
要
請
の
責
任
を
追
及

こ
ん
ど
は
真
和
志
市
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
五
九

瀬
長
市
長
の
追
放
／
米
政
府
も
承
認
の
う
え
・・・・・・・・・・
七
五
九

那
覇
市
長
問
題
／
”
自
治
権
を
踏
み
に
じ
る
な
”

／
東
京
の
県
人
会
が
声
明
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
五
九

東
江
市
長
代
理
初
登
庁
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
六
〇

市
長
代
理
に
決
議
文
／
人
事
異
動
反
対
・
一
括

払
い
拒
否
か
か
げ
／
抗
議
大
会
代
表
市
長
室

へ
な
だ
れ
こ
む
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
六
〇

‾社
説＿

社
大
党
の
テ
ス
ト
・
ケ
ー
ス
と
な
る

那
覇
市
長
選
挙
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
六
〇

‾社
説＿

都
市
合
併
は
選
挙
前
に
し
て
ほ
し
い
・・・・・・・
七
六
一

き
ょ
う
合
併
決
議
／
那
覇
市
会
月
曜
会
が
声
明

発
表
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
六
二

急
進
展
の
都
市
合
併
／
立
法
院
臨
時
議
会
は
十

二
月
十
三
日
に
／
目
標
は
来
月
十
七
日
・・・・・・・・・・・・・
七
六
二

那
覇
・
真
和
志
合
併
協
議
会
開
く
／
編
入
合
併

に
き
ま
る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
六
三

真
和
志
の
編
入
合
併
／
那
覇
市
会
満
場
一
致
で

可
決
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
六
四

‾社
説＿

地
方
政
治
に
対
す
る
政
党
的
支
配
の

警
戒
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
六
四

金
口
木
舌

那
覇
市
長
選
挙
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
六
五

合
併
後
の
都
計
で
も
む
／
真
和
志
決
議
き
ょ
う

に
持
ち
越
し
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
六
六

合
併
促
進
委
を
選
出
／
那
覇
市
、
長
記
録
会
期

と
ず
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
六
六

専
決
処
分
訴
訟
取
下
げ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
六
七

‾社
説＿

複
雑
怪
奇
な
那
覇
市
政
め
ぐ
る
政
情
・・・・・・・
七
六
七

大
那
覇
建
設
へ
合
併
本
決
り
／
真
和
志
け
さ
再

決
議
議
員
数
四
十
五
名
で
／
政
府
、
立
法
院

招
集
を
告
示
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
六
八

一
括
払
い
拒
否
を
決
議
／
那
覇
市
会
職
員
の
年

末
手
当
10
割
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
六
九

融
資
、
特
別
補
助
の
再
開
／
東
江
那
覇
市
長
代

理
が
申
請
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
六
九

都
計
事
業
練
り
直
し
／
凍
結
資
金
を
解
除
、
予

算
更
正
／
那
覇
市
会
、
十
日
か
ら
開
く
・・・・・・・・・・・・・
七
七
〇

泊
港
の
浚
渫
始
ま
る
／
二
ヵ
月
で
完
成
・・・・・・・・・・・・・・・・
七
七
〇

ボ
ー
ナ
ス
10
割
二
十
日
に
支
給
／

那
覇
市
労

組
が
団
交
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
七
〇

民
連
と
は
共
闘
し
な
い
／
社
大
那
覇
市
長
選
へ

の
態
度
決
定
／
兼
次
氏
ら
は
脱
党
／
党
独
自

の
候
補
七
日
決
め
る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
七
一

微
妙
に
動
く
政
界
／
那
覇
市
長
選
め
ぐ
り
／
依

然
と
し
て
表
情
複
雑
／
三
月
総
選
挙
へ
の
思

惑
も
か
ら
み
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
七
二

合
併
協
議
会
／
新
し
い
都
市
づ
く
り
／
建
設
計

画
を
満
場
一
致
で
承
認
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
七
三

那
覇
市
政
再
建
同
盟
解
散
／
全
琉
反
共
組
織
へ

切
替
え
る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
七
三

那
覇
市
政
干
渉
抗
議
大
会
／
東
京
神
田
の
教
育

会
館
で
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
七
四

都
市
合
併
／
条
件
協
定
書
を
可
決
／
職
員
の
整

理
は
や
ら
ぬ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
七
四

那
覇
市
長
選
挙
／
平
良
氏
を
公
認
に
決
定
／
党

独
自
の
立
場
明
確
に
／
社
大
党
、
き
の
う
中

執
委
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
七
四

大
那
覇
市
へ
の
足
音
高
く
／
合
併
へ
の
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
可
決
／
け
さ
那
覇
市
会
満
場
一
致

で
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
七
五

真
和
志
市
会
／
合
併
協
定
書
な
ど
可
決
／
き
の

う
臨
時
議
会
で
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
七
六

新
市
建
設
計
画
を
追
及
／
那
覇
市
会
選
挙
前
合

併
期
し
可
決
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
七
六

大
那
覇
市
の
五
ヵ
年
事
業
計
画
ま
と
ま
る
／
総

額
十
一
億
八
千
万
円
／
道
路
工
事
に
約
二
億

円
計
上
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
七
七

選
挙
後
に
合
併
／
那
覇
、
真
和
志
の
教
育
委
・・・・・・・・・・
七
七
七

那
覇
市
会
／
資
金
凍
結
問
題
を
追
及
／
追
加
予
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算
を
委
員
会
付
託
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
七
八

漫
湖
五
万
余
坪
を
埋
立
／
き
の
う
都
計
審
で
可

決
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
七
八

那
覇
市
長
選
挙
へ
の
胎
動
／
平
良
氏
支
援
を
決

定
／
目
標
は
容
共
勢
力
の
粉
砕
／
民
主
党
総

務
会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
七
九

あ
す
限
り
の
真
和
志
市
／
新
年
早
々
三
つ
の
選

挙
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
八
〇

執
行
委
員
が
総
辞
職
／
大
ゆ
れ
の
那
覇
市
職
員

労
組
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
八
〇

‾社
説＿

那
覇
、
真
和
志
の
合
併
で
新
し
い
出

発
を
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
八
一

那
覇
、
真
和
志
合
併
成
る
／
主
席
き
ょ
う
告
示

／
立
法
院
全
会
一
致
の
可
決
で
／
真
和
志
市

消
え
大
那
覇
誕
生
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
八
一

う
ぶ
声
あ
げ
た
大
那
覇
／
け
さ
真
和
志
の
編
入

告
示
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
八
三

‾社
説＿

首
都
那
覇
市
の
出
発
を
祝
う
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
八
三

ス
ピ
ー
ド
処
理
／
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
建
設
費

を
予
算
に
／
那
覇
市
会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
八
四

真
和
志
市
よ
さ
よ
な
ら
／
看
板
も
生
れ
変
る
／

き
の
う
市
役
所
廃
庁
式
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
八
五

那
覇
市
の
人
事
異
動
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
八
五

運
動
場
の
敷
地
問
題
解
決
／
瀬
長
市
長
追
放
で

一
年
ぶ
り
に
／
琉
大
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
八
六

特
別
選
挙
２
月
２
日
に
／
真
和
志
区
域
の
市
議
・・・・・・・
七
八
六

声
／
那
覇
・
真
和
志
の
合
併
に
つ
い
て
・・・・・・・・・・・・・・・・
七
八
六

那
覇
市
職
員
労
組
／
第
二
組
合
を
結
成
・・・・・・・・・・・・・・・・
七
八
七

那
覇
市
長
選
挙
は
じ
ま
る
／
け
さ
兼
次
、
平
良

両
氏
が
届
出
／
仲
本
氏
が
断
念
し
て
一
騎
打

ち
と
な
る
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
八
七

那
覇
市
長
選
へ
突
入
の
政
界
／
両
派
の
運
動
積

極
化
／
民
主
党
は
微
妙
な
立
場
に
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
七
八
八

‾社
説＿

”
一
騎
打
ち
”
の
那
覇
市
長
選
挙
・・・・・・・・・・・・
七
九
〇

‾社
説＿

選
挙
は
政
策
中
心
で
戦
っ
て
欲
し
い
・・・・・・・
七
九
一
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七
九
三

あ
　
と
　
が
　
き

こ
の
た
び
、

第
四
巻

資
料
編
３

新
聞
編
に
み
る
議
会

戦
前
期

に
続
く
巻
と
し
て
、

那
覇
市
議
会
史

第
四
巻

資
料
編
３

新
聞
に
み
る
議
会

ア
メ
リ
カ
統

治
期

合
併
前

を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
巻
は
、
昭
和
二
十
年

一
九
四
五
年

七
月
か
ら
昭
和
三
十
二
年

一
九
五
七
年

十
二
月
真
和
志
合
併
ま
で
の
間
、
県
内
及
び
疎
開
先
の
熊
本
、
福
岡
で
沖
縄
県

関
係
者
の
た
め
に
発
刊
さ
れ
た
新
聞
の
中
か
ら
那
覇
市
・
首
里
市
・
真
和
志
村

市

・
小
禄
村
・
み
な
と
村
の
議
会
及
び
行
政
関
係
の
記
事
を
中
心
に
六
、
〇
五
九
件

を
選
び
出
し
、
さ
ら
に
そ
の
中
か
ら
一
、
六
一
八
件
に
絞
込
み
を
行
い
、
収
録
い
た
し
ま
し
た
。

収
録
記
事
は
、
都
市
計
画
問
題
、
埋
立
問
題
、
軍
用
地
問
題
、
今
日
的
な
課
題
で
も
あ
る
合
併
問
題
等
こ
の
時
期
の
市
民
、
行
政
、
議
会
が
戦
後
の
復
興
に
取
組
ん
で

き
た
様
子
を
生
き
生
き
と
映
し
出
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
時
期
は
米
軍
の
統
治
下
に
あ
り
、
そ
の
政
策
は
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
多
難
な
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
も
窺
え
ま
す
。
そ

れ
ら
の
こ
と
が
、
本
巻
を
通
じ
て
市
民
の
皆
様
の
目
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
意
義
深
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

本
巻
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
、
膨
大
な
新
聞
資
料
か
ら
関
係
資
料
を
選
び
出
す
作
業
、
さ
ら
に
収
録
す
る
記
事
を
絞
り
込
む
作
業
は
予
想
外
に
厳
し
い
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
の
コ
ピ
ー
原
稿
は
、
写
り
の
不
鮮
明
な
部
分
が
多
々
あ
り
、
校
正
作
業
で
は
か
な
り
苦
労
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
頁
数
の
関
係
上
収

録
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
記
事
も
多
数
あ
り
と
て
も
残
念
に
思
い
ま
す
。

本
巻
は

第
四
巻
　
新
聞
に
み
る
議
会

小
委
員
会
と
議
会
史
編
集
委
員
会
で
編
集
内
容
等
に
つ
い
て
十
分
審
議
し
、
編
さ
ん
委
員
会
の
承
認
を
得
て
発
刊
に
こ
ぎ
つ

け
た
も
の
で
す
。

こ
こ
に
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
琉
球
新
報
社
、
沖
縄
県
公
文
書
館
、
沖
縄
県
立
図
書
館
、
沖
縄
県
議
会
図
書
室
、
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
、
記

事
の
重
要
性
を
考
慮
し
掲
載
致
し
ま
し
た
投
書
な
ど
の
執
筆
者
の
方
々
等
、
関
係
機
関
並
び
に
関
係
各
位
に
対
し
、
改
め
て
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
六
年

二
〇
〇
四
年

三
月

那
覇
市
議
会
事
務
局
　
　



七
九
四

那
覇
市
議
会
史
編
さ
ん
委
員
会

任
期
　
平
成
十
三
年
八
月
四
日
～
平
成
十
五
年
八
月
三
日

委

員

長
　
我
那
覇
生
隆

議
長

副
委
員
長
　
高
里
　
鈴
代

副
議
長

委
　
　
員
　
玉
城
　
　
彰

市
民
・
社
社
ネ
ッ
ト

委
　
　
員
　
渡
久
地
　
修

日
本
共
産
党

委
　
　
員
　
喜
舎
場
盛
三

公
明
党

委
　
　
員
　
亀
島
　
賢
優

市
民
の
会

委
　
　
員
　
洲
鎌
　
　
忠

自
民
ク
ラ
ブ

平
成
十
四
年
五
月

委
　
　
員
　
座
覇
　
政
為

自
民
ク
ラ
ブ

平
成
十
四
年
五
月

任
期
　
平
成
十
五
年
八
月
四
日
～
平
成
十
七
年
八
月
三
日

委

員

長
　
我
那
覇
生
隆

議
長

副
委
員
長
　
高
里
　
鈴
代

副
議
長

委
　
　
員
　
玉
城
　
　
彰

市
民
・
社
社
ネ
ッ
ト

委
　
　
員
　
渡
久
地
　
修

日
本
共
産
党

委
　
　
員
　
喜
舎
場
盛
三

公
明
党

委
　
　
員
　
金
城
　
　
徹

清
政
ク
ラ
ブ

委
　
　
員
　
亀
島
　
賢
優

市
民
の
会

委
　
　
員
　
座
覇
　
政
為

自
民
ク
ラ
ブ



七
九
五

那
覇
市
議
会
史
編
集
委
員
会

任
期

平
成
十
四
年
四
月
一
日
～
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

第
四
巻

新
聞
に
み
る
議
会

小
委
員
会

委

員

長
　
金
城
　
　
功

元
沖
縄
大
学
教
授

委

員

長
　
大
城
　
将
保

副
委
員
長
　
来
間
　
泰
男

沖
縄
国
際
大
学
教
授

副
委
員
長
　
宮
里
　
武
邦

委
　
　
員
　
大
城
　
将
保

沖
縄
国
際
大
学
非
常
勤
講
師

委
　
　
員
　
久
部
良
和
子

委
　
　
員
　
久
部
良
和
子

沖
縄
県
文
化
振
興
会
公
文
書
専
門
員

委
　
　
員
　
田
里
　
　
修

委
　
　
員
　
田
里
　
　
修

沖
縄
大
学
教
授

委
　
　
員
　
徳
田
　
博
人

委
　
　
員
　
田
名
　
真
之

那
覇
市
歴
史
資
料
室
長

委
　
　
員
　
外
間
　
米
子
　

委
　
　
員
　
徳
田
　
博
人

琉
球
大
学
法
文
学
部
助
教
授

委
　
　
員
　
宮
城
　
剛
助

委
　
　
員
　
外
間
　
米
子

前
沖
縄
婦
人
有
権
者
同
盟
会
長

委
　
　
員
　
本
村
　
　
繁

委
　
　
員
　
前
津
　
榮
健

沖
縄
国
際
大
学
教
授

委
　
　
員
　
由
井
　
晶
子

委
　
　
員
　
宮
城
　
剛
助

沖
縄
国
際
大
学
非
常
勤
講
師

委
　
　
員
　
宮
里
　
武
邦

元
琉
球
新
報
社
取
締
役
製
作
担
当
・
製
作
局
長

委
　
　
員
　
本
村
　
　
繁

那
覇
市
文
化
協
会
文
芸
部
副
会
長

委
　
　
員
　
由
井
　
晶
子

元
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
編
集
局
長

那
覇
市
議
会
史
編
さ
ん
室

室
　
　
長
　
上
地
美
智
代

調
査
課
主
幹

室
　
　
員
　
上
里
　
栄
作

室
　
　
員
　
山
城
　
洋
子



1945年（昭和20年）

★８・15 渇望の平和／愈々到来!!／日本条件を

受理す〔ウ新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 1

９・５ 米の人的損害／107万余名〔ウ新〕

★９・19 日本も婦人参政権の実現／婦人大臣も

出現せむ〔ウ新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 1

★９・26 各地区市会議員当選者〔ウ新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 2

★９・26 マツカーサーは単なる管理者／政策決

定の権限なし／アチソン氏の声明

〔ウ新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 3

★９・26 市長当選者〔ウ新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 3

10・17 日本政府と議会／革新へ前進開始〔ウ

新〕

10・31 野坂共産党綱領〔ウ新〕

★11・７ 移動計劃案／指示要綱〔ウ新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 3

★11・７ 市域と人口〔ウ新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 4

11・７ 宮城女史等／新婦人会設立〔ウ新〕

11・14 三井三菱安田住友／４大財閥完全解体

〔ウ新〕

11・21 続出する日本の政党〔ウ新〕

★12・12 牛島軍司令官／長参謀長の最後〔ウ新〕･ ･ ･ 4

★12・19 行政機構改革〔ウ新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 4

★12・19 糸満市建設／着々進捗〔ウ新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 4

★12・26 日本革新／選挙法案可決〔ウ新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 5

1946年（昭和21年）

★１・16 大島群島は／選挙地域外〔ウ新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 6

★１・16 期待さる壺屋の復興〔ウ新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 6

★２・15 兼島前那覇市長は自決〔新民報〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 6

２・15 仲吉前首里市長の建白書斥けられる

〔新民報〕

★３・13 土地を元の所有者へ〔ウ新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 6 

★３・25 あちらでも帰還運動／首里は一部解除

〔新民報〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 6

４・５ その後の沖縄／仲吉前首里市長からの

便り／首里の復興捗る／早くも病院

と学校開設〔新民報〕

★４・10 待望の貨幣経済／５月より愈々復活／

軍票、新円、旧紙幣共に有効〔ウ新〕･ ･ ･ 6

★４・10 市町村長任命〔ウ新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 8

★４・24 祝沖縄民政府発足／再建めざして沖縄

人民政府誕生／初代知事に志喜屋孝

信氏〔ウ新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 8

★５・５ 血涙もて叫ぶ／援護の徹底と充実を計

れ／富山徳潤〔自沖〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 8

★５・５ 東奔西走〔富山徳潤氏〕〔自沖〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 9

★７・４ 海軍より陸軍へ／軍政府移管さる／７

月１日荘厳裡に挙式〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 9

★７・19 市長村長更迭〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 10

★７・26 移動／小禄、恩納、真和志〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 10

★８・５ 那覇首里／両市長の異動／市勢拡張は

これから〔新民報〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 10

★８・25 黒潮〔富山徳潤那覇市長の反目〕〔自

沖〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 10

★８・25 市長に罷り出たシテウ崎山さん／北・

富山両氏のもつれ〔自沖〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 11

９・５ 當眞嗣合氏逝去〔新民報〕

★９・15 主張／市長罷免問題発展〔自沖〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 11

★10・４ 琉球貿易庁／軍政府直轄下に設置〔う

新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 11 

★11・５ 東洋一の海港都／那覇の新構想！／軍

政府が設計図を提示〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 12

★11・22 真和志村の土地調査〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 13

★11・22 ”こどものくに”／那覇市が託児所開

設〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 13

★11・29 復興資材80万石／５万戸分続々入荷／

マ司令部の指令愈々実現〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 13

★11・29 芽生える那覇／民需品管理を民政委任

〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 14

12・６ 単独信託に！／基地調査団長の談〔う

新〕

12・27 労働組合の原則／極東委員会で決定

〔う新〕

12・27 ポツダム会談と日本の講和〔う新〕

1947年（昭和22年）

★１・17 居住地許可〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 15

★１・31 安謝居住許可〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 15

２・21 規格を守れ／住宅建築に軍が警告〔う

新〕

★３・25 奥武山公園にペルリ村の出現／作業隊

はりきる〔新民報〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 15

３・28 託児所／首里と真和志にも〔う新〕

１

収録・未収録記事見出一覧

1945年（昭和20年）・1946年（昭和21年）・1947年（昭和22年）

【★印は本巻収録記事】



４・18 これは便利になつた／”電話呼出”私

用にも／那覇、小禄、豊見城開通

〔う新〕

４・18 新生那覇に〔う新〕

★５・９ みなと村〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 15

★５・16 各種選挙への適用期し／先ず市町村選

挙法を制定／マ司令部から係官来島

民政府成案急ぐ〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 15

★６・６ 幕舎以下全建物に／愈々家屋税を賦課

／税金は無賃居住者が負担す〔う新〕･ 16

６・27 土地返還要求は違法／耕地分配の適正

へ／民政府再び市町村へ通牒〔う新〕

８・１ 米国保護の下に／将来”独立”希望か

／来訪の米記者団知事に問う〔う新〕

★８・８ 那覇市が土地調査〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 16

８・８ 特に沖縄島に関心／戦略的信託を希望

／アメリカの構想する対日条約〔う

新〕

★９・12 選挙名簿確定す〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 16

９・26 愈々自活沖縄へ／民政府予算を半減／

軍は税の負担過重を警告〔う新〕

★10・17 復興の促進を期し／土地収用法を発動

／公共事業と私企業にも適用〔う新〕･ ･ 17

★10・24 琉球に於ける政治活動の限界明確化／

言論の自由と政党〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 17

★10・24 那覇市の土地測量〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 18

★10・31 那覇市が薪の伐出し〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 18

11・14 労働基準を設定／組合結成は許可制／

軍、民政府関係はストを禁止〔う新〕

11・14 早く出せ土地申告〔う新〕

11・14 那覇市民に告ぐ〔う新〕

12・５ 講和会議まで沖縄議会は現状維持／軍

政府知事に言明〔う新〕

★12・12 市町村長並議員選挙は副長官に一任

〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 18

1948年（昭和23年）

１・16 愈々待望の市町村選挙を実施／２月１

日に首長を／同８日には議員を〔う新〕

★１・16 市町村選挙法要項〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 19 

★１・23 旬日に迫る／選挙戦漸く高潮〔う新〕･ ･ ･ 20

★１・30 選挙は如何にして／軍政府でも選挙人

へ示唆〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 22

１・30 各市町村長候補の顔触〔う新〕

★２・６ 市町村長選挙終る／俄然新人に有利／

新30旧現13無投票19〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 22

★２・24 婦人議員も登場／自治の確立に期待／

軍から知事宛文書で批評〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 23

３・５ 琉球と小笠原の処置／専ら管理方式を

考究中／問題は対日講和会議と微妙

に関連す〔う新〕

３・５ マ司令部表明／政権の移動に就て〔う

新〕

３・５ 北緯30度以南／正に極楽別天地／日本

から覗かれた沖縄の姿〔う新〕

★４・30 新任助役収入役〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 24

★５・14 村振興会真和志に生る〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 24

★５・14 膨れ過ぎた那覇／禁止区の建築を撤去

／軍政府から知事へ警告発す〔う新〕･ 25

６・11 沖縄議会今年中に選挙／陳情に対し軍

政府から明確に意志表示〔う新〕

６・11 琉球列島の政府〔う新〕

★７・２ 待望の通貨切換え愈々実現／７月16日

から５日間交換、比率は１対１〔う

新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 25

７・６ 臨時所得税は徴収せず／軍が知事に明

示〔う新・号外〕

★７・16 さあ、切換えは斯うして／金は世帯別

に区、字事務所へ提出／市町村長に

軍から明示〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 26

７・23 建設資材並に食糧近く大量入荷／荷役

労務者千名徴用の緊急命令発せらる

〔う新〕

７・28 託児所閉鎖〔沖タ〕

７・28 夜間通行は10時まで／取締りの寛大に

甘えるな〔沖タ〕

７・30 切換総額３億9,000万円／世帯平均最高

南風原4,081円、最低首里939円〔う

新〕

★７・31 市町村制15日実施／市町村長に議会解

散権／民間人登用、自治委員会も組

織〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 26

７・31 市場にくり出す那覇婦人会／街の物価

安定運動／”も少し安くしませう”

と売手、買手の歩みより〔沖タ〕

８・３ ナハ・マワシに建築ストップ令／但し

旧鉄道線以東は許可〔沖タ〕

★８・６ 市町村長会で軍政府が説明／港湾労務

は絶対必要〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 27

★８・６ 那覇の建築／旧鉄路以西厳禁〔う新〕･ ･ ･ 27

８・10 中央グラウンド計画〔沖タ〕

８・13 知事、議会の公選問題進展す／軍政府

からマ司令部に指示要請中〔う新〕

８・20 新市町村制が生む／”地方自治委員会”

〔沖タ〕

８・20 新制の出来るまで／市町村制８月15日

より施行〔沖タ〕
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★８・20 新市町村制摘要（１）〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 27

★８・27 新市町村制摘要（２）〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 29

★９・３ 軍労務問題／労務完全供出を誓う／那

覇・首里両市の市民大会〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 29

９・３ 立法機関の誕生日目近か／議会法の起

草準備に着手／中選挙区制、議員数

55名／民政府が議会に草案を諮問

〔沖タ〕

★９・10 新市町村制摘要（３）〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 30

★９・17 市町村長の兼任不可〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 30

★９・17 市町村議会議長選挙〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 31

★９・17 新市町村制摘要（４）〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 31

９・24 マ司令部に琉球軍政局設置／琉球列島

の復興にいよいよ本腰／応急措置よ

り本格的恒久対策へ／ウェ准将ら調

査団一行大挙来訪〔沖タ〕

★９・24 新市町村制摘要（５）〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 31

★10・１ 新市町村制摘要（６）〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 32

10・８ 風速49米、本島をもみ潰す／家屋全壊

6,000戸半壊9,000戸、甘藷５割米６

割減収〔う新〕

★10・15 真和志村／台風被害復旧委員会〔う新〕･ 33

★10・15 市町村会の正副議長〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 33

★10・15 新市町村制摘要（７）〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 33

10・22 ｜社説｜復興への努力〔沖タ〕

★10・22 新市町村制摘要（８）〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 34

★10・22 那覇その他解禁地域〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 34

10・29 沖縄を戦前水準に復興／1950年以降４

カ年計画、民政府に企画局〔う新〕

★10・29 新市町村制摘要（９）〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 35

★11・２ 自由企業11月１日より実施さる／島内

生産品の公定価格撤廃／琉球列島間

の民間貿易許可さる〔沖タ・号外〕･ ･ ･ 35

★11・10 民政府に”法制審議会”設置さる／立

法機関発足への前提措置〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 36

★11・24 配給問題めぐる”住民不平の声”索る

〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 37

12・１ 市町村財政の確立へ／分与税制を考慮

〔沖タ〕

★12・15 那覇に公営市場〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 37

12・15 首里市復興３周年記念〔沖タ〕

★12・27 二市三村に跨がる／沖縄首都案を採択

／真和志大道を行政の中心に〔う新〕･ 37

12・29 「復興委」が練る首都の構想／首里・

那覇・真和志を都心に二市二村包含

／民政府庁舎は坂下附近か！〔沖タ〕

1949年（昭和24年）

１・５ 希望に明ける1949年／いよいよ実現へ

”琉球再建の設計”〔沖タ〕

★１・12 首里市復興期成会／旧都の本格的再建

へ〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 38

１・17 選挙法／審議進む〔う新〕

１・25 宮里良榮氏〔新民報〕

２・２ 土建予算４億万円要求〔沖タ〕

★２・７ ５人家族ならば／配給丈に1,325円／非

農家は１人当265円〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 38

★２・14 買い得ぬ者には／掛売で当座凌ぎ／那

覇市会議員達が対策協議〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 38

２・14 家計を勘案して／配給方式を研究／那

覇市商務課当局語る〔う新〕

２・14 知事選挙について（１）〔う新〕

２・16 １枚の証明手数料２万円也／真和志村

の財政補填策に業者が悲鳴〔沖タ〕

★２・21 配給取れぬ者は／すべて救済する／那

覇市民代表が軍政府と折衝〔う新〕･ ･ ･ 38

２・21 要救済者には／証明で無料配給／実情

は市町村厚生委員が調査〔う新〕

２・21 知事選挙について（２）〔う新〕

★２・28 市町村議員連盟近く結成〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 39

２・28 知事選挙について（完）〔う新〕

★３・２ 今後生産資材の輸入に努力／来る７月

より補給食糧を半減〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 39

３・２ 那覇、首里、石川３市々議〔沖タ〕

３・７ 民政議員の総退職／軍当局は認めず／

グリーン副長官が言明〔う新〕

３・14 民政議員総辞職に軍の態度は強硬／全

議員の欠席は心外だ／非常処置も考

慮せん〔う新〕

３・14 潮流／議員の辞職〔う新〕

★３・14 市町村議員連盟／沖縄復興へ民意結集

〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 39

３・16 全島市町村議員連盟／10日那覇で結成

式〔沖タ〕

３・16 首里市会”流会”〔沖タ〕

★３・21 那覇市に監査委員〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 39

★４・11 那覇市役所移転〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 39

４・11 南部市町村議員／知事、民政議員公選

提唱〔う新〕

★４・11 首里市がＬＣＭ／貸下げ申請〔う新〕･ ･ ･ 40

★４・24 那覇市が商都計画〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 40

５・８ ｜社説｜畜産発展の障壁〔沖タ〕

５・８ 那覇市の人口〔沖タ〕

５・９ 軍民両政府近く那覇へ〔う新〕

５・９ 那覇市議４名選挙〔う新〕
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５・15 都市化する”真和志村”／商店街、劇

場等計画〔沖タ〕

５・23 伸びる那覇市に／悩みの要救済者／割

当員数外の該当者は泣寝入り〔う新〕

★５・30 規格家屋建築に／約２万円を補助／軍

政府復興予算第１期分を承認〔う新〕･ 40

★６・５ ”ナハ人はナハに”／石川の旧市民訴

える〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 40

★６・26 建築制限を強化／軍指令内容〔沖タ〕･ ･ ･ 40

６・27 復興資材続々入荷／問題は住民の協力

／ウエカリング准将記者団に語る

〔う新〕

★６・27 那覇市当局〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 41

６・27 軍宿舎周辺一哩内／移動は固く禁止！

軍政府が新しく指令を発す〔う新〕

★６・27 受入れを村議会／真和志村〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 41

７・３ 建築制限／今度の指令は絶対的〔沖タ〕

★７・３ 港村も禁止区域〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 41

★７・11 改築修理／軍が許可〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 41

★７・11 一寸待て／那覇が申入〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 41

★７・11 集成刑法布告さる〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 41

★７・11 那覇の建築制限／少しく緩和さる／旧

鉄路線以東の日本人所有土地は可

〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 41

７・17 増改築が出来る／市町村長証明で〔沖

タ〕

７・17 女の区長さん／真和志大原区〔沖タ〕

★７・17 首里城正殿復原／首里市がのり出す／

文化地帯の造成へ〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 42

★７・24 市町村予算／税制が出来るまで／歳入

源を負担金で〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 42

７・25 集成刑法要領（１）〔う新〕

８・１ 家屋全壊１万6,000余棟／風速66米／グ

ロリア台風沖縄中南部を猛襲〔う新〕

★８・１ 民政府那覇へ〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 42

８・１ 職員の那覇移転陳情〔う新〕

８・１ 集成刑法要領（２）〔う新〕

８・５ 集成刑法（３）／公安の罪は〔う新〕

８・９ 集成刑法（４）／公安の罪（続き）

〔う新〕

８・９ 救済費／１割削減〔う新〕

８・12 集成刑法完／安全に反する罪〔う新〕

★８・19 石川の那覇人復帰陳情〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 42

８・23 凡て軍認可で／那覇真和志の建築〔う

新〕

★８・26 みなと村移動／条件付で当分保留〔う

新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 42

★８・28 港・那覇・真和志の建築は／今後凡て

軍許可〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 42

８・30 那覇附近の建物禁止について〔う新〕

９・１ 民政府・引越し／今度は天妃校跡〔沖

タ〕

９・２ 市町村税法民政議会に諮問／附加税の

外独立税７種、目的税２種〔う新〕

★９・２ 那覇、真和志境界決る〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 43

９・６ 流会騒ぎで両派対立／首里の予算し会

もむ〔沖タ〕

★９・６ 首里市議会／流会騒ぎ再現〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 43

★９・８ 首里市会の対立／近く催告市会か〔沖

タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 43

★９・10 那覇市会でも検討〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 44

９・13 那覇、真和志／港の建築は〔う新〕

★９・13 伸びゆく商都の建設／真和志村が実行

に着手〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 44

★９・15 首里市会／行政課が流会紛争に断／多

数派の議決は適法〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 44

９・15 敷地に迷う”那覇中校”〔沖タ〕

９・15 那覇真和志の建築〔沖タ〕

９・16 首里市議会／流会は違法／行政課見解

を発表〔う新〕

９・17 首里市会／正副議長に辞職勧告〔沖タ〕

９・17 市町村税法案／附加税４と独立税７

〔沖タ〕

★９・20 日本への旅行は／公用に限り許可／一

般の引揚帰還は当分停止〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 44

★９・20 紛争の首里市議会／正、副議長を除名

／市政の明朗化を期し断こ決議〔う

新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 44

９・25 首里市会もむ／正副議長を除名〔新民

報〕

★９・27 予算153万円／膨れる真和志／受入れ

条例も撤廃〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 45

★10・１ 石川の那覇人／移動陳情〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 45

★10・６ 那覇・真和志合併／近く民政府が諮問

〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 45

10・６ 市町村予算にみる／市場でかせぐ那覇

市／半年に使用料70万円〔沖タ〕

10・６ 那覇市収入役公金横領で召喚〔沖タ〕

★10・６ 膨れる人口／現在両地域で４万〔沖タ〕･ 45

★10・６ 市町村予算にみる／１戸当り負担／渡

嘉敷村は467円〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 45

★10・７ 公金23万円横領／那覇市収入役の汚職

〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 46

10・13 広々となる那覇の道路／全長１万余呎

近く完成〔沖タ〕

★10・13 那覇市予算／１人当負担金たつた20円

／歳入の６割は市場から〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 46

10・14 声／利権の取引〔う新〕
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★10・14 雲行き危し那覇市議会／収入役汚職に

市長あつさり陳謝〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 46

10・18 部落有財産も管理／戦前の公共財産管

理に関し／シヤ副長官、知事に回

答〔う新〕

10・20 港村の漁業者／陳情却下され立退き

〔沖タ〕

10・20 暗くなった那覇／合法的点燈を陳情

〔沖タ〕

★10・20 ”清潔な市場に”／公営市場改善を促

進〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 46

★10・21 どこへ行く50戸／みなと村水産組合立

退き〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 47

10・21 行政面の強化に／軍政官府を拡大／軍

政府は７部に縮小〔う新〕

★10・21 電燈異変／再びランプ生活／那覇市が

点燈を陳情〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 47

★10・25 教育費の一部を／市町村予算に計上

〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 47

★10・25 那覇市の電燈問題／市民の配給油一括

受取り／合法的配電を陳情〔沖タ〕･ ･ ･ 47

10・25 沖縄議会に解散指令！／新議員13名任

命さる〔う新〕

10・27 ｜社説｜燈火親しむ秋？〔沖タ〕

★10・29 那覇真和志境界線決定／楚辺原他数ヵ

所を那覇市に編入〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 47

11・１ 那覇市長と助役／軍財産管理権侵害の

容疑で拘留〔沖タ〕

★11・２ 地方自治委員会を召集／仲本那覇市長

罷免さる／軍財産管理権侵害その他

不正判明〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 47

★11・２ 借地権を無視して／工場立退きを強要

／那覇署で留置目下取調べ中〔う新〕･ 48

11・２ 市場使用料／高良収入役の弁〔う新〕

★11・２ 市長代理に庶務課長〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 48

11・３ 那覇市長以下三役罷免〔沖タ〕

11・３ 全住民反省の機会／志喜屋知事語る

〔沖タ〕

11・３ �される人々／後任市長の問題〔沖タ〕

★11・３ 市会解散／議員間に賛否両論〔沖タ〕･ ･ ･ 48

11・３ 那覇市／予算編成替か／不当所持・寄

附募集についても取調べ〔沖タ〕

11・３ 那覇市長罷免の理由〔う新〕

11・３ 公金17万円横領／那覇農組長の汚職

〔う新〕

11・３ 市長候補／下馬評に挙る面々〔う新〕

11・４ ｜社説｜利権屋驅除〔う新〕

11・４ 軍政官府近く那覇へ／民政府は天妃へ

移転か〔う新〕

11・４ 那覇市長選挙は20日／きのう告示で発

表さる〔う新〕

11・５ 那覇市長選挙無投票か〔沖タ〕

★11・５ 市長選挙／無投票を狙い／那覇市議会

が適任者物色〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 48

★11・６ 首里市議会／新正副議長〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 48

★11・６ 声／無投票説を駁す〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 48

11・６ 首里に火葬場を建設〔う新〕

11・８ 那覇市長候補／市会が３氏を推薦〔沖

タ〕

★11・８ 那覇市長選挙懇談会／無投票180度の

転換／又吉、當間、石原３氏に先ず

白羽の矢〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 49

★11・８ 那覇市の有権者〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 49

★11・10 ｜社説｜投票の行使〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 49

★11・10 那覇市長選挙／はやくも２氏立候補

／當間氏・推薦受諾／仲里氏・九

日届出〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 49

11・10 那覇市の点燈問題／業者が陳情続行／

具体的計画を協議〔沖タ〕

11・10 広告／市政を市民の手へ〔う新〕

11・10 市長選挙立候補〔う新〕

11・11 広告／市政を市民の手へ〔沖タ〕

11・11 沖縄住民の協力を得て／復興計画を極

力推進／シーツ長官初めて記者団

と長時間会談〔う新〕

11・11 市長選挙／投稿の声に聴く市政浄化の

嵐！／澎はいとして起る那覇市民の

叫び〔う新〕

11・11 当間、仲里両氏出陣の弁／那覇市長選

挙戦たけなは〔う新〕

11・12 広告／沖縄人民党公認／那覇市長候補

者仲里誠吉〔沖タ〕

11・12 広告／立候補の御挨拶〔沖タ〕

11・12 那覇市長選挙／小嶺氏・立候補／言論

ポスター戦展開〔沖タ〕

11・12 嵐の前の静けさ／秘策練る当間・仲里

両陣営〔う新〕

11・12 広告／立候補の御挨拶〔う新〕

11・12 広告／沖縄人民党公認／那覇市長候補

者仲里誠吉〔う新〕

11・13 ｜社説｜選挙と自治〔沖タ〕

11・13 前那覇市長の減刑運動／市町村長会が

申合〔沖タ〕

11・13 小嶺幸慶氏きのう届出〔沖タ〕

11・13 選挙人名簿確定〔沖タ〕

11・13 政党以外の団体は／選挙運動が出来な

い／民政府きのう見解を表明〔う新〕

11・13 那覇市長選挙／三つ巴の激戦／もつと
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出るか立候補〔う新〕

11・13 11,711名／那覇の有権者〔う新〕

11・13 声／民政議員に希む〔う新〕

11・13 広告／立候補に際して〔う新〕

11・15 広告／那覇市民各位に訴う〔沖タ〕

11・15 那覇の電燈問題／軍民協議・曙光見ゆ

〔沖タ〕

11・15 那覇なら自治可能／移動待つ貧困の元

那覇人〔う新〕

11・16 公聴／那覇市民に望む〔沖タ〕

11・17 広告／沖縄民主同盟時局演説会〔う新〕

11・18 敷地に悩む那覇診療所／市民の協力を

要望〔う新〕

11・18 棄権するな貴重な一票／選挙管理委員

会が注意〔う新〕

11・19 那覇市の点燈／きのう口頭で許可〔沖

タ〕

11・20 ｜社説｜那覇市長選挙〔沖タ〕

11・20 那覇市／今日市長選挙／３候補10日間

の善闘〔沖タ〕

11・20 棄権するな！／選挙管理委かいが要

望〔沖タ〕

11・22 那覇市／パッと明るくなる／電燈問題

・きのう正式許可／逐次全地区にも

及ぶ〔沖タ〕

11・22 那覇市長選挙開票／當間重民氏当選／

7,364票で圧倒的〔沖タ〕

11・22 公約履行誓う／當間新那覇市長談〔沖

タ〕

11・22 當間家／３人目の市長／故父重愼は初

代〔沖タ〕

11・22 ｜社説｜新市長に望む〔う新〕

★11・22 7,364票／那覇市長選挙／圧倒的得票

で／當間重民氏当選／仲里氏1,386、

小嶺氏709〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 50

11・22 明朗な市政を／抱負を語る當間重民氏

〔う新〕

★11・22 昨晩から”明るい那覇”／点燈許可、

近く各地にもひろげる〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 50

11・23 ｜社説｜責任観念〔沖タ〕

11・23 當間市長の施政方針／近く演説会で発

表〔沖タ〕

★11・23 當間新市長／就任は来月５日／当日市

政演説会も開く〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 50

★11・24 ｜社説｜電気事業の公認〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 50

11・25 公聴／那覇市の助役〔沖タ〕

11・25 復興途上のエラー／那覇市の市長選

〔新民報〕

★11・27 元那覇人の移動促進／那覇市会乗出す

〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 51

11・29 ｜社説｜講和と沖縄〔う新〕

★11・29 政党調査〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 51

11・29 那覇市／助役、収入役／新市長流説を

一蹴か〔う新〕

11・30 土地認定実情を調査／真和志、小禄の

両村から〔う新〕

12・１ 民主化へ／教育委員会いよいよ発足／

委員、教育長は知事が任命〔う新〕

12・１ 点燈は１日５時間／近く各地にも許可

〔う新〕

12・２ ”旧那覇市街を復活”／シ長官首里・

民政府巡視〔沖タ〕

12・２ シ長官民政府を初巡視／那覇をビジネ

スセンターに／都市計画で軍も委員

任命／旧市街を望みつゝ明るい将来

を語る〔う新〕

12・２ 新市長を迎え那覇市議会／助役承認の

件を提出か〔う新〕

★12・２ 首里市役所尚家跡へ〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 51

12・３ タイム誌記者の見た／占領下４年後の

沖縄〔う新〕

12・３ 土地所有権／調査委員会設置／知事が

委員６名任命〔う新〕

12・４ 那覇市長選挙に異議申立〔沖タ〕

12・４ 琉球の軍事施設に／5,800万ドル支出／

労務はすべて沖縄人を使用〔う新〕

12・４ 市長選挙違法か／ごたつく那覇と石川

〔う新〕

12・６ 時事解説／両市長選挙問題（１）／仲

宗根源和〔沖タ〕

12・６ 両市長の選挙は／民政府の見解／法50

条を適用〔沖タ〕

12・６ 市長選挙違法に非ず／民総務課が見解

表明〔う新〕

12・６ 那覇市定例議会〔う新〕

12・７ 実地調査を開始／土地所有権問題／軍

と連絡会議〔沖タ〕

12・７ 時事解説／両市長選挙問題（２）／仲

宗根源和〔沖タ〕

12・７ 那覇市助役にたけ原久光氏／収入役は

大灣氏推薦〔沖タ〕

12・７ ｜社説｜行政と監督〔う新〕

12・７ 明るい那覇市を建設／當間重民きのう

就任〔う新〕

★12・７ 助役に嵩原氏／収入役に大灣氏〔う新〕･ 51

12・７ 違法か適法か／波紋を投じた市長選挙

〔う新〕

12・８ 時事解説／両市長選挙問題（３）／仲　
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宗根源和〔沖タ〕

★12・９ 那覇市の都市計画／戦前以上の繁華街

にする／土地は出来るだけ旧地主へ

／今年中に軍民協議会〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 51

12・９ 両市長選挙問題（４）／仲宗根源和

〔沖タ〕

12・10 ｜社説｜選挙の異議〔沖タ〕

12・10 那覇市の異議申立／13日に選管委員会

招集〔沖タ〕

12・10 両市長選挙問題（完）／仲宗根源和

〔沖タ〕

12・10 選挙無効問題／近く裁定〔う新〕

12・10 ミード氏に感謝会〔う新〕

12・11 ｜社説｜那覇の都市計劃〔沖タ〕

12・13 那覇市／異議申立却下か／きょう選管

委員会〔沖タ〕

12・15 ｜社説｜本格的復興えの前進〔沖タ〕

★12・15 シーツ長官第２次・重大政策発表／復

興にいよいよ拍車／那覇を中心に港

湾道路改修〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 51

12・15 シーツ軍政長官・那覇市長と懇談／一

哩以内の建築制限は近く大巾に緩和

／復興促進で軍が立案中〔う新〕

12・15 泊、前島の開放は１年半か２年後に

〔う新〕

12・15 那覇港の改修／既に測量開始〔う新〕

12・15 体裁整う市街／首里の中央道路完成

〔う新〕

12・17 政策の一大転換か／なは全面的に開放

されん／シーツ将軍當間市長と懇談

〔沖ヘ〕

12・18 那覇／シーツ政策に応える運動／まず

建築制限厳守と衛生／隣組常会で実

行促進〔沖タ〕

12・18 22日／市民大会で感謝決議〔沖タ〕

12・21 みなぎる復興の意気／シ声明の反響に

視る〔沖ヘ〕

★12・22 市町村制改正の要望骨子〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 52

12・23 ｜社説｜市町村長協議会の強化〔う新〕

12・23 わきあがる歓呼／那覇市民大会〔沖ヘ〕

12・24 両市の選挙異議申立／正式裁判を弁護

士と打合せ〔沖タ〕

★12・24 那覇市民大会／シ長官の心に応え／首

都の復興にまい進〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 52

12・24 シ長官／市民代表激励〔う新〕

12・24 都市計画委員会設置／シ政策に副つて

／近代都市の建設へ／旧那覇市内測

量許可を申請〔う新〕

★12・26 ｜社説｜地方財政をかく立せよ〔沖ヘ〕･ 53

12・29 民政府機構きのう発表／まだ完ぺきで

ない／志喜屋知事談〔う新〕

★12・30 真和志村予算村会〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 53

12・31 シ長官・政党代表と会見／軍民理解の

ため有意義だ／意見ある際は直接私

の許へ／方向はよき琉球建設〔う新〕

1950年（昭和25年）

１・４　判決近し／仲本氏公判〔う新〕

１・10 総合運動場問題動く／那覇開放ととも

に／当分・高校運動場を拡張／真和

志敷地は既に切色〔沖タ〕

１・10 琉球諮詢委員会設置／全琉の問題を軍

政長官へ答申／委員は知事が任命

〔う新〕

１・11 政党との会談内容（１）〔う新〕

１・12 軍政長官／政党との会談内容（２）

〔う新〕

１・13 軍政長官／政党との会談内容（３）

〔う新〕

１・13 那覇市、土地開放に備えて／きよう都

市計画協議〔う新〕

１・14 那覇市の都市計画／具体案を樹てゝ／

軍の方策実現に協力〔沖タ〕

１・14 軍政長官／政党との会談内容（４）

〔う新〕

１・14 軍民政府の意見も聴こう／那覇市の都

市計画〔う新〕

１・15 軍政長官／政党との会談内容（５）

〔う新〕

１・15 市長選挙異議申立／裁判中は容かいす

るな〔う新〕

１・17 琉球諮詢委員会／顔ぶれは？／候補者

20名推薦さる〔う新〕

１・19 両市長選挙は合法である／軍筋の個人

的見解〔沖タ〕

１・19 市長選挙は適法／軍政官府が見解表明

〔う新〕

１・21 市長選挙違反問題／軍が不干渉を言明

〔沖タ〕

１・21 市長選挙の適否／軍政府は何ら見解を

発表したことなし〔う新〕

１・25 那覇の総合運動場／実現へ各方面が協

力〔沖タ〕

★１・26 軍政機関の移管逐次実現／裁判権すべ

て民へ／司法権確立の第一歩〔沖タ〕･ ･ ･ 54

１・26 一哩建築制限令緩和さる／”住”の解

決へ曙光／２月１日より実施〔う新〕
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１・26 建つか那覇市公会堂／”建坪500”某

篤志家が寄付〔う新〕

１・27 ｜社説｜軍事裁判の廃止〔沖タ〕

１・28 名も佳し”栄町”／活況の真和志商店

街〔う新〕

１・28 公聴／公金問題について〔沖タ〕

１・31 那覇の電燈／市営か民営か／市民の声

をきく〔沖タ〕

２・２ 市営？民営？／那覇市の電燈／施設は

軍が無償で／双方が経営を主張〔沖

タ〕

２・２ 観光施設予算／4,700万円軍に提出〔う

新〕

２・３ ６日から軍裁判全面廃止／民の司法権

確立／きのう・判事書記合同〔沖タ〕

２・３ 那覇の電燈／市営案を支持／市議会委

員会〔沖タ〕

２・３ 那覇市電燈委員会は／市営を協調〔う

新〕

２・４ 首里バス復活／お膳立ても出来上つた

〔う新〕

２・７ 収入役身元／那覇市が保證規則を設定

〔う新〕

２・８ 市営で行く／那覇市電燈〔う新〕

２・９ さァ建てるぞ／既に資材をそろえて待

つ／保留の申請書300通／那覇市〔沖

タ〕

★２・９ ｜社説｜土地開放と住民の責任〔う新〕･ 54

★２・９ 那覇旧市内その他開放／一哩制限令撤

廃さる／シーツ長官談話発表〔う新〕･ 54

２・９ 建築許可證は必要／シャーマン副長官

指令要旨〔う新〕

２・９ 那覇市は都市計画を〔う新〕

２・９ 問題は土地所有権問題〔う新〕

★２・９ 禁止地域〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 55

２・９ 出たツ！土地開放の朗報／５年ぶりに

踏める／懐かし我が家の土／帰りな

ん、いざ心はおどる〔う新〕

２・９ 電燈経営問題／城間組合長談〔う新〕

２・９ 都市計画を慎重考慮／當間那覇市長喜

びを語る〔う新〕

２・９ 真和志も勇み立つ〔う新〕

２・９ 首里市役所／龍たん池畔に〔う新〕

２・９ 市場祭／真和志村が12日挙行〔う新〕

２・10 ｜社説｜制限の撤廃〔沖タ〕

２・10 懐しの土地へ帰る／喜びの人々８万／

建築許可で各地に歓声〔沖タ〕

２・10 那覇市建築許可要項／カヤ・テントぶ

きは不可〔沖タ〕

２・10 那覇市／『都計』決まるまで受付控え

る〔沖タ〕

２・11 異議申立公判／きのう開かる〔沖タ〕

２・11 市長選／異議申立の公判開かる〔う

新〕

２・12 興る町と村／真和志村／２倍に膨れた

人口／都市化へ急ぎ足〔沖タ〕

★２・12 待たるゝ旧那覇市内への移動／３カ月

後に開始か／土地所有者を優先／遠

大な計画よりも拙速主義で〔う新〕･ ･ ･ 55

２・12 那覇市旧庁舎を社交クラブに〔う新〕

★２・12 伸びゆく真和志野〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 55

２・12 祝／真和志村発展／栄町市場祭〔う新〕

２・12 那覇市会／電燈は市営で／新解放地建

築着手／早くて４月頃〔う新〕

２・13 伸び行く真和志村／栄町市場祭にぎわ

う〔沖ヘ〕

★２・14 いよいよ乗り出す『首都建設』／那覇

市を中心に／一市三村／民政府に主

管課を設置／きのう大綱方針決る

〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 56

２・14 地主の承諾書が必要／旧那覇人の受入

〔沖タ〕

２・14 ”栄町”／賑かに発足〔う新〕

２・14 新都市の構想／計画課設け強力に推進

〔う新〕

２・14 建築受付開始／那覇市の現市街地内

〔う新〕

★２・15 ｜社説｜那覇市の都市計劃〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 57

２・15 公金横領／真和志村復興課長に拘引状

〔沖タ〕

★２・16 兼久浜一帯を埋立／元垣花住民に開放

／先ず護岸工事から着手／那覇市の

構想〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 57

２・16 公金10万円横領／真和志村復興課長の

汚職〔う新〕

２・17 小禄飛行場周辺開放申請〔う新〕

２・19 復興事業費より16万円／真和志村の公

金横領〔沖タ〕

２・19 選挙法を改正／９月の総選挙迄に〔沖

タ〕

２・21 市内への倉庫設備／都市計画に絡む悩

み解消か〔う新〕

★２・22 窮民救済機関の設立／那覇市が委員会

開催〔沖ヘ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 57

２・23 那覇の市営電燈／１戸当り120ワット

／周辺の部落にも配電〔沖タ〕

２・23 市町村長会／委員会を新設し／地方財

政の確立検討〔う新〕
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２・23 明るく・３万燈／那覇市の電燈市営で

〔う新〕

２・23 都市計画に／援助を約束／ハ副長官が

〔う新〕

★２・23 悩む宇栄原区／他区民の汚名も背負う

〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 58

２・24 ｜社説｜地方税の制定〔沖タ〕

２・24 港村／軍カンパン除いて受入れ出来る

／都計考慮／当局が慎重期す〔沖タ〕

２・24 琉球を信託統治に／ア長官希望演舌

〔沖タ〕

２・25 飛行場周辺の土地も開放か／空軍使用

地の境界を明示／能う限り住民に提

供／キンケイド少将知事と会談〔う

新〕

２・26 倉庫敷地市が貸与〔う新〕

２・28 ｜社説｜独立税の必要〔沖タ〕

２・28 負担金審議／今日那覇市会〔沖タ〕

２・28 那覇都計案／近く軍へ提出する〔沖タ〕

２・28 進む那覇都計／熱帯植物で市街美／素

晴しい国際都市建設／松岡部長・當

間市長軍と折衝〔う新〕

２・28 真和志公金事件取調進む〔う新〕

★２・28 開放に備え泊復興期成会〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 58

３・１ 割当負担金／軽減請願／首里市会却下

〔う新〕

３・２ 全議員に呼びかく／地方税問題更に発

展か〔沖タ〕

３・４ 那覇の都計案／軍が書類提出要望〔沖

タ〕

３・４ 個人に貸す／真和志村の公金横領事件

〔沖タ〕

３・４ 前那覇収入役執行猶予〔沖タ〕

３・４ 旧那覇市内の開放をめぐり／うごめく

”慾”の群像／市長は断乎と拒否

〔う新〕

３・４ 都計委員決る／きよう初顔合せ〔う新〕

３・４ 生れる新首都／シーツ長官も待望〔う

新〕

３・４ 完璧な都市へ／石川東京都建局長招聘

を陳情〔う新〕

★３・５ 那覇都計構想発表／ビル街は４階建／

商店街と住宅地を区劃し／緑化で全

市を美化〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 58

３・５ 生れかわる那覇市／ビル街、住宅街も

区画／明治橋と泊高橋を結ぶ12間の

直線道路開く〔う新〕

３・５ 元那覇収入役執行猶予〔う新〕

３・７ 専門家招聘／那覇市の都計〔沖タ〕

★３・７ 代りの土地を／旧垣花住民が陳情〔沖タ〕･ 59

３・７ 那覇の悪道／市場中通り会が陳情〔う

新〕

３・８ 都市計画に／那覇議会協力〔沖タ〕

３・８ 垣花復興期成会生る〔う新〕

３・10 市長選挙異議申立／結審18日〔う新〕

３・11 市町村に落ちた２億5,000万円／復興費

予算の支出額〔沖タ〕

★３・11 雪ヶ崎一帯を埋立／墓地は郊外へ／那

覇市都計委員会〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 59

★３・11 港村の『住家』／軍が民へ移譲〔沖タ〕･ 59

３・14 日本の土建業者代表／沖縄基地建設で

きよう視察に／基礎資材の生産工場

も設置〔う新〕

３・15 都市計画課／設置は不可〔う新〕

３・19 市長選異議／両市とも却下〔沖タ〕

３・19 市長選挙異議申立／那覇石川両氏とも

棄却〔う新〕

３・21 真和志村の公金横領／全ぼう明るみへ

／復興費から12万円〔沖タ〕

★３・21 何処へ行く解消する港村／”元に帰え

るべきだ”／代表が民政府に交渉

／真和志〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 59

★３・21 全地域那覇市へ･･･／都計の都合もある

／那覇市〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 59

３・21 沖縄基地（上）／港湾改修、兵舎建築

など／厖大な工事内容入札者に提示

〔う新〕

★３・22 港村の帰趨／那覇と真和志が協力〔う

新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 59

３・23 栄町独立／きよう協議会〔う新〕

３・24 那覇都計／市が主体で具体案を軍へ提

出〔沖タ〕

３・24 那覇市／完納に模範／納税貯金会を結

成〔う新〕

３・24 軌道に乗る那覇都計／大綱を近く軍に

報告／実情に即して都市を建設〔う

新〕

★３・24 港村問題／元の姿に返せ／真和志村議

会の見解〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 59

３・24 真和志村公金費消／首里巡裁へ送局

〔う新〕

３・25 那覇都計／土地失う地主には／納得の

いくように／民工交部が民間側と意

見交換〔う新〕

★３・25 那覇の受入れ／当分は制限する〔う新〕･ 59

３・26 琉球諮じゅん委員会いよいよ発足／千

原繁子女子の紅一点／きのう委員発

表さる〔沖タ〕
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★３・26 ｜社説｜諮じゅん委員の使命〔沖タ〕･ ･ ･ 60

３・26 すすむ那覇市の都計案／ロータリー径

60間大門前に／住宅兼用地広くとる

〔沖タ〕

３・26 神里原一帯に／那覇の繁華街／中央市

場も近く実現〔沖タ〕

３・26 琉球諮詢委員／６氏きのう任命さる／

発足は４月15日〔う新〕

３・26 那覇都計案／５幹線は決定〔う新〕

３・28 那覇市議会／都計委拡大し／積極的に

乗り出す〔沖タ〕

★３・28 那覇市監査委員選任〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 60

★３・28 都計／現実的に第３案！／きのう臨時

議会で大綱決定〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 60

★３・28 商店街はいずこ／周辺に配す住宅地

〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 60

３・28 那覇市都計委増加〔う新〕

★３・29 大都市建設の構想／港村の解消問題機

に／都市農村合併の気運動く〔沖タ〕･ 61

３・29 みなと村／”３年の歴史”／唯一の特

殊村･･･育つてきた跡を省る〔沖タ〕

３・30 合併への動き濃し／昨日の真和志村議

会〔沖タ〕

３・30 51年度民政府予算／総額１億3,000万

円／27日、軍より承認さる〔う新〕

★３・30 真和志議会流会／きよう更に再開協議

〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 61

３・31 予算減額／真和志村議会〔沖タ〕

４・１ ｜社説｜婦人の解放運動〔沖タ〕

４・１ 那覇都計案軍政官府通過／産業関係官

衙は台の瀬に／水道は軍施設を利用

〔沖タ〕

４・１ 那覇首里両市会〔沖タ〕

４・１ 那覇市の都計案／軍政官府は承認／近

くシーツ長官の手許に提出〔う新〕

４・２ 真和志村議会／住民負担金の個々別／

検討で深更まで審議〔う新〕

４・２ 区費を適正に／那覇市議会〔う新〕

★４・５ ｜社説｜一市三村の合併〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 61

４・７ 公聴／帰れぬ那覇人〔沖タ〕

★４・７ 那覇市／区長は市吏員／午前中は役所

勤務／区費も均衡はかる〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 62

★４・７ 首里図書館／尚家跡に着工〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 62

４・７ きよう首里市議会〔う新〕

４・８ みなと村の真和志区域返還方陳情〔沖

タ〕

★４・８ 港村の帰属／物の順序として／一応元

の姿へ／真和志議会が意見書提出

〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 62

★４・８ 声／村議会に望む〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 62

★４・９ 解消から建設へ／みなと村議員宇久眞

成〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 62

４・11 ｜社説｜土地所有権の問題〔沖タ〕

４・11 削られた被救済者／那覇市が復活を要

請〔沖タ〕

４・11 課の廃合／那覇市行う〔沖タ〕

★４・11 那覇新計画／神里原に橋と道路／美化

される新市街／防火用池11カ所も建

設〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 63

４・11 那覇市議会／きのう開会〔う新〕

４・12 那覇市予算／原案可決〔沖タ〕

★４・12 那覇市暫定予算／448万円可決〔う新〕･ ･ 63

★４・14 『那覇都計』大綱案／きのう軍当局が

認可／復興の線を作戦と一致／３カ

月以内に具体案を決定〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 64

４・14 ”復興金融金庫”遂に設置さる／資本

金１億円／各種産業面や住宅建築へ

／20か年の長期融資を許可〔う新〕

４・14 那覇都計案／シーツ長官も承認／これ

から愈よ細部計画へ／早急に委員会

設置〔う新〕

４・15 ｜社説｜復興金庫の設置〔沖タ〕

★４・15 ｜社説｜復興金融金庫発足〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 64

★４・16 ｜社説｜那覇都計画と地域問題〔う新〕･ 65

４・20 土地今ぞかえる／”世紀の歓喜”に鐘

が鳴る！／所有権の認定布告きのう

発布／劃期的快事に感激一人〔う新〕

４・20 沖縄群島住民に告ぐ／土地所有権証明

（上）／特別布告第36号〔う新〕

４・20 所有権の主張は／すべてこの証明書で

／登記も義務として要請〔う新〕

４・21 首里市会／予算審議〔沖タ〕

４・21 土地所有権証明（中）／特別布告第36

号〔う新〕

★４・22 首里市会の勉強振り／民政府に好感与

う〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 65

４・22 土地所有権証明（下）／特別布告第36

号〔う新〕

４・23 勉強する首里市会／民政府首脳と懇談

〔う新〕

４・23 首都建設など／社会党協議〔う新〕

４・26 集成刑法条項追加〔う新〕

４・28 那覇診療所敷地決定〔う新〕

★４・29 港村問題と大都市建設の動き／那覇へ

即時合併／昨日港村議会が決議〔沖

タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 65

４・29 那覇都計／官庁街松山久米一帯３万

8,000坪／第１の具体案なる〔沖タ〕
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４・29 辻原一帯を住宅地／都計２次計画着手

〔う新〕

４・29 早急合併へ／みなと村議会決議〔う新〕

★５・２ 条件次第で那覇に合併／真和志村議会

協議〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 65

５・２ みなと村那覇合併／万難を排して実現

／村議会が那覇市に要望〔う新〕

５・３ 優秀吏員に増俸／那覇市が昇進の道拓

く〔う新〕

５・３ ｜社説｜都市計画とグラウンド〔う新〕

５・４ 声／大都市建設に就て〔う新〕

５・５ 所得税改正さる／大幅に軽くなる〔沖

タ〕

５・５ タイピストの養成に／那覇市が職業補

導〔う新〕

５・７ ｜社説｜減税と新税〔沖タ〕

５・９ 選挙法と市町村制一部改正／きのう審

議会で協議〔沖タ〕

★５・10 大都市計画論／嘉數昇〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 66

５・16 牧志大通り／新築は不許可〔う新〕

５・16 真和志の都計委員会〔う新〕

５・17 声／行政区域の問題〔う新〕

★５・19 ”地方税法”に軍は関知せず／市町村

の責任で制定せよ〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 66

５・19 小禄村／描く親善風景／村復興に軍民

協力〔う新〕

５・20 復興費大巾に削減／”２億1,000万円”

暫定的に認可さる／原因は軍への売

上金未納〔う新〕

５・20 ｜社説｜軍政と自治〔う新〕

５・20 基地建設に着手／那覇港倉庫鍬入式

〔う新〕

５・25 ｜社説｜自治政府を要望〔沖タ〕

５・27 那覇市タイピスト講習〔う新〕

５・28 日本から沖縄への／旅行制限緩和を／

在日沖連全国大会で決議陳情〔う新〕

★６・１ 那覇都計委員決る〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 67

６・１ 那覇市／都計委員を増強／技術者も臨

時委員に〔沖タ〕

６・２ バス会社／車賃値上陳情〔う新〕

★６・２ まさに住宅難／那覇真和志の現状〔う

新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 67

６・３ バス／運賃の値上げ／民政府が適否を

検討〔う新〕

６・７ 那覇市役所から壺屋へ／４間道路に

〔沖タ〕

６・７ 港村の編入／那覇市会陳情〔沖タ〕

★６・７ 當間市長答弁／港村合併は促進／真和

志村含む都計考慮せず〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 67

６・８ 琉球諮詢委員会の機構／今週中に大綱

を決定／運営はセ軍政官の監督下で

〔う新〕

６・９ 那覇・泊港改修工事／国際入札〔沖タ〕

★６・９ ソバ一杯で24円！／那覇市が10日から

付加税／入場、建築、サービスの三

つ〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 67

６・10 附加税／条例を制定／真和志議会〔琉

新〕

★６・10 港村開放〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 68

６・10 港村、知事の管下に／軍管理より解放

さる〔沖タ〕

★６・11 港村の合併／那覇市が陳情〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 68

★６・14 那覇市／附加税は既定通り徴収〔沖タ〕･ 68

６・14 那覇市営市場トタンぶきに〔沖タ〕

６・14 付加税賦課／独立税補填に最低を／ラ

氏、當間市長に見解表明〔う新〕

６・14 那覇市／お先に増俸／一般職員が１.

75倍〔う新〕

６・15 ｜社説｜那覇の悪路と学童交通〔う新〕

６・15 那覇市場を／恒久建物に〔う新〕

６・15 旧那覇市街図／親泊政博氏が寄贈〔う

新〕

６・16 琉球諮じゅん委／きのう発足／知事議

員選挙法や／民政府の組織等諮問

〔沖タ〕

６・16 首里市会は15日開会〔沖タ〕

６・16 那覇市吏員の増俸1・75倍に〔沖タ〕

６・16 知事・議員の公選に備えて／四民政府

の選挙法／細目に亘り意見求む／琉

球諮詢委員会に初の諮問〔う新〕

６・16 諮詢委員会の機構／発言の自由を保証

／部外で法的責任を問われない〔う

新〕

６・17 ｜社説｜諮詢委員に望む〔沖タ〕

６・17 那覇市／首都建設に人材集中／資格任

用試験も行う〔沖タ〕

６・18 ｜社説｜全琉諮詢委員会の任務〔う新〕

６・20 絶え間ないツチの音／那覇の街に『建

築時代』〔沖タ〕

６・20 市区改正を研究〔沖タ〕

★６・20 那覇市／首都建設に備え／３部10課に

改む〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 68

★６・23 天久、上之屋一帯／軍用地で立退き

〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 68

６・24 天久、上之屋一帯／立ち退き予告〔う

新〕

★７・１ 那覇の都計案／３日の委員会で検討

〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 68
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７・１ ８月１日までに／那覇市内の『駐車場』

／都計のため郊外へ〔沖タ〕

★７・１ 立退対策／真和志村議会〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 69

７・１ 那覇都計委初の会合〔う新〕

７・２ 縦横に幹線道路網／那覇の都計案成る

〔う新〕

７・３ 闇の女をめぐる／あきれた議員〔う新〕

★７・４ 那覇都計案／委員会原案を支持〔沖タ〕･ 69

７・４ 代議政体の確立へ飛躍前進／四民政府

別々に行う／沖縄は知事９月17日議

員24日／きのう待望の布告発表〔う

新〕

７・４ 奥武山に総合グラウンド／第１回都計

委きのう開催〔う新〕

★７・５ 那覇都計案が実現したら／電話線は地

下に／縦横に走る10間道路〔沖タ〕･ ･ ･ 69

７・７ 天久、上之屋から／立退く500戸／真

和志村が救援に奔走〔う新〕

７・７ 石川栄よう氏の招聘陳情〔う新〕

７・８ 真和志村立退問題／移動家族に資材／

８月15日まで延期／半年は非農家扱

いに〔沖タ〕

７・８ 天久、上之屋／立退く各地帯に資材、

食料支給か／敷地は与儀農試場３万

坪〔う新〕

７・８ 広大な農試場地／娘１人に婿７人／敷

地分割陳情農林省へ続々〔う新〕

７・９ 農研用地分譲望み薄〔う新〕

★７・11 天久、上之屋、平野／立退期限８月10

日〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 69

７・14 ｜社説｜選挙区と民主々義〔沖ヘ〕

７・15 古都を彩る夏祭り／きよう歓喜湧く首

里復興式典〔う新〕

７・15 広告／祝首里市の復興〔う新〕

★７・15 ｜社説｜婦人と参政権〔沖ヘ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 69

７・16 ｜社説｜首里市復興の方途は〔う新〕

★７・16 首里市復興祭／文化都の偉容を備え／

昨日多彩なプロで賑わう〔沖ヘ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 70

★７・16 企業調査／筆頭は雑貨商〔沖ヘ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 70

７・17 婦連の選挙対策／婦人議員の進出目指

し／政治啓蒙に巡回指導〔う新〕

★７・17 村議に婦人を／真和志村婦人会／代議

員会で協議〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 70

★７・17 上之屋など419戸／与儀農指所に敷地

決定〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 70

★７・18 みなと村／那覇市への併合／８月上旬

までに実現か〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 71

★７・18 ｜社説｜全琉政府を望む〔沖ヘ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 71

７・19 定員にも変動多し／市町村長、同議員

改正選挙法近く公布か〔う新〕

７・20 民主政治への黎明／知事民政議員選挙

法／きのう公布さる〔う新〕

★７・21 同時に公布／改正市町村長議員選挙法

〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 71

★７・21 那覇市の都計／10間道路近く着工／潰

れる家の移転対策〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 71

７・21 ｜社説｜披選挙権の／居住制限〔う新〕

７・21 選挙戦は明朗に／清き一票汚すな／看

破せよ暗躍する徒輩〔う新〕

７・21 那覇都計法規〔う新〕

７・21 告示は選挙日より45日前／知事、民政

議員選挙法の大要〔う新〕

７・21 那覇／都市計画委員会〔沖ヘ〕

７・23 首里市が儲けもの／”なぞ”のバス１

台／割当て保留の内情明るみへ〔う

新〕

★７・23 ｜社説｜政党再編成の機熟す〔沖ヘ〕･ ･ ･ 72

★７・24 那覇市／”独立税案”議会に上程／指

令７号改訂に備う〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 72

★７・24 配給９月から切符制へ／８月分は米と

メリケン粉〔沖ヘ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 72

★７・25 壺川、古波蔵、楚辺／稼ぎ先いずこ／

那覇と真和志が談合か〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 73

７・26 首里市長選／兼島氏再出馬／きのう立

候補届出〔う新〕

７・27 那覇市／所得税の最高32万余円／劇場

・土建・商業が上位〔沖ヘ〕

７・28 那覇都計／10間道路水道工事と併行／

つぶれる家屋90軒〔沖タ〕

７・28 那覇市第１次道路計画／安里三叉路か

ら那覇署前へ／直線10間の大通り／

剪除地域など土地収用法で〔う新〕

７・28 合併問題／那覇、真和志、港村へ／知

事が意見の答申を要望〔沖ヘ〕

★７・28 那覇市／議員選挙告示／定員・会場・

選挙長等〔沖ヘ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 73

★７・28 牧志街道計画案／幅10間で車道は軍負

担／剪除移動移転は200軒〔沖ヘ〕･ ･ ･ ･ ･ 73

★７・29 首都建設へ／真和志・みなと両村の那

覇合併／知事が３当局へ諮問〔沖

タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 74

７・29 首里市／市町村長選挙／兼島氏届出／

現助役も立つ〔沖タ〕

７・29 敷地に行き悩みの／那覇総合病院の建

設／私有地の提供方を切望〔う新〕

７・29 沖縄の首都建設に／真和志、みなとを

那覇に併合／民政府が市、村議会へ

諮問〔う新〕
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７・29 付加税／首里市も徴収／職員は増俸

〔う新〕

★７・29 合併問題緊急会議／人口経済面からも

是非必要／那覇市〔沖ヘ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 74

７・30 那覇市会／道路拡張でつぶれる店や土

地／市長が対策案を説明〔沖タ〕

７・30 ｜社説｜那覇、真和志／港の合併〔う

新〕

７・30 那覇市への合併問題〔う新〕

７・30 税率の再検討／那覇市議会が要求〔う

新〕

★７・30 合併問題はどう落着く？〔沖ヘ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 74

７・31 一市二村合併の場合／市長選挙どうな

る／注目される今日の協議会〔沖タ〕

７・31 首都建設／知事が議員代表と懇談〔う

新〕

★７・31 ｜社説｜那覇の隣村合併問題〔沖ヘ〕･ ･ ･ 75

★８・１ 市長選挙でもむ”首都問題”／真和志

きよう再答申〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 75

８・１ 人民党／党大会で態度決定／那覇市議

に仲里氏等４名を〔沖タ〕

８・１ 民改正案／合併後の選挙区／那覇を二

分・布告通り〔沖タ〕

★８・１ 大那覇市の建設へ／議員定数も増加か

／合併賛成きのう知事へ答申〔う

新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 76

８・１ 那覇都計案による／新道計画に悲喜こ

もごも〔沖ヘ〕

８・１ もむ合併問題／人口６万5,000の首都成

るか／二村側は飽く迄新市長選挙を

要望〔沖ヘ〕

★８・２ ｜社説｜那覇市合併問題の結末〔う新〕･ 76

８・２ 真和志村／”告示は非道だ”と／激昂

する村民／きよう懇談会で態度決定

〔沖タ〕

８・２ 合併処置速やかに〔沖タ〕

★８・２ 港村・那覇に合併／きのう知事が告示

す〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 76

８・２ 真和志村おき去り／”みなと”那覇へ

嫁ぐ／きのう知事が合併を告示〔う

新〕

８・２ 区制も改廃／土地に因んだ町名を／當

間市長合併の喜び語る〔う新〕

８・２ 児童健康相談所／４日から那覇に開設

〔う新〕

８・２ 合併問題／みなと村は正式に合併／真

和志村は反対で保留〔沖ヘ〕

８・３ 置き去り喰つた真和志村／”断乎闘う”

と／きのう声明書を発表〔沖タ〕

★８・３ 首都建設に渦まく波紋／真和志村合併

除外に憤激／”陰謀”なりとばく論

／村民代表が民政府に大挙陳情〔う

新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 77

★８・３ 選挙法の改正が難点／軍も同意見であ

る／知事、行法部長が経緯を説明

〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 77

★８・３ 村民代表知事室へ／民主的首都の建設

を要望〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 77

★８・３ みなと村／旧役場に那覇市の出張所

〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 78

８・３ サービス税／5,000円以上に課税したら

／那覇飲食組合が陳情〔沖タ〕

★８・４ 港村の旧真和志区／返還してくれ／村

民代表が強硬談判〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 78

８・３ 合併問題／知事の措置に絶対反対／真

和志村が声明書発表〔沖ヘ〕

８・４ 青年会も憤起〔う新〕

★８・４ 附加税は認めず／市町村新に独立税を

設定か〔沖ヘ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 78

８・４ 真和志村／権利を主張する為には／

”行政裁判も辞せず”〔沖ヘ〕

８・５ 那覇都計／牧志10間道路／軍も承認、

起工日時は未定〔う新〕

★８・５ ｜社説｜真和志問題と青年〔沖ヘ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 78

★８・６ ｜社説｜真和志村住民の希望〔う新〕･ ･ ･ 79

８・６ 真和志村合併問題／何故除外されたか

当局に説明を求む／三青年会が合同

で質問書提出〔う新〕

８・７ 首都建設を再検討／一市二村の青年会

が〔沖タ〕

８・７ 一市二村の合併／破たんの原因は何処

？／真和志村の暗雲晴れやらず／當

間行政部長に聴く〔う新〕

★８・７ 何故真和志を除外したか／三青年会代

表真相を追究〔沖ヘ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 79

８・８ 真和志村の合併は／選挙後に考慮す／

知事、翁長村長に言明〔沖タ〕

８・８ 昨年度那覇市の市場使用料年150万／

総予算額の５割以上〔沖タ〕

８・８ 声／一市二村合併に就て〔う新〕

８・９ 真和志の政情／首都問題で複雑化〔沖

タ〕

８・９ 真和志青年会が知事訪問／除外された

理由質す〔沖タ〕

８・９ 真和志村合併問題／選挙終了を期して

／市村民の世論喚起／青年会代表知

事と意見交換〔う新〕

８・９ 那覇市議選／嵐の前の静けさか／下馬
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評尻目に出しぶる顔〔う新〕

８・10 みなと村会計検査〔う新〕

８・11 公聴／選挙と無投票〔沖タ〕

★８・11 旧法で選ばれた／市長村長の退職／改

正法の意図する所に非ず〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 80

８・11 悩める市民に再生の道ひらく／那覇市

が相談所開設／誠意を尽し秘密は絶

対厳守〔う新〕

★８・12 港村／３年の歴史に終止符／那覇へ嫁

入る新市民8,000余人〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 80

８・12 都計と立退き家屋／代表者が那覇市と

会見／公平な処置を希望〔う新〕

８・14 合併問題／真和志村の主張を支持〔沖

タ〕

★８・16 百万大衆の生活権確保を期し／新政党

の結成準備成る／若き力を結集〔沖

ヘ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 80

８・17 真和志村長選／翁長、宮里／両氏届出

〔う新〕

８・17 那覇市議選／立候補届出／16日現在５

名〔う新〕

８・17 証人調べ／真和志村の公金費消事件

〔う新〕

８・17 首里市議選／西平氏出馬決定〔う新〕

★８・17 〝貿易庁旋風”市場に吹きまくる／相

場忽ち切崩れ／那覇市場小売業者悲

鳴／きのう50名総裁室に押しかく

〔沖ヘ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 81

８・18 真和志の復興費横領事件／余剰金は返

すべきか／証人台に立つ仲田土木課

長〔沖タ〕

★８・18 ｜社説｜那覇真和志議員立候補者に望

む〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 82

８・20 那覇市議選立候補９名〔う新〕

８・21 那覇／市議選始まる／20日まで14名届

出〔沖タ〕

８・22 那覇市議〔沖タ〕

８・22 那覇市議選／漸くたけなわ／きようま

でに26名立候補〔う新〕

★８・23 婦人の議員進出／意外に振わず／何が

彼女らをそうさせる〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 82

８・23 那覇市議選／新旧入り乱れて／早くも

定数突破／きのうまでに42名届出

〔う新〕

８・23 真和志村議選／続々立候補届出〔う新〕

８・23 那覇総合病院敷地／真和志村安里に内

定〔う新〕

８・23 那覇都計法規小委員会開催〔う新〕

８・24 各区に防火水槽／那覇市が設置を急ぐ

〔う新〕

８・24 収用評価委員活動開始／最初に天久の

調査へ〔う新〕

８・24 那覇市議選／51名届出〔う新〕

８・25 真和志村／名簿もれは／異議申立させ

／66名に選挙権与う〔沖タ〕

８・25 真和志村議員／那覇市議届出／首里市

議員〔沖タ〕

８・25 首里市長選挙／青年会が立合演説催す

〔沖タ〕

８・25 牧志街道いよいよ補修／那覇市、バス、

トラツク会社が〔う新〕

８・25 那覇市議選／まだ30余名予想／まさに

激戦／きのうまでに60名届出〔う

新〕

★８・27 マ長官が厳達／選挙にノウタツチ！／

全軍政関係員に指示〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 82

８・27 群島政府の組織法公布さる／責任伴う

自主政治へ／議会制度の基礎確立／

住民の地位権利義務も明示〔う新〕

８・27 群島組織法の大要／議会に不信任決議

権付与〔う新〕

８・27 壇上に鉄拳が飛び／演説会も中止騒ぎ

／真和志村長選挙戦汚さる〔う新〕

８・27 那覇市議選立候補64名届出〔う新〕

８・28 首里市議選／悠々あせらず／26日まで

に22名届出〔う新〕

８・28 広告／那覇市議会議員立候補御挨拶

１〔沖タ〕

８・30 ｜社説｜選挙はこんなもの〔沖タ〕

８・30 広告／那覇市議会議員立候補御挨拶

２〔沖タ〕

８・30 よかつたこの努力／明朗な合同政見発

表／市長選に首里青年会のお手柄

〔う新〕

８・30 那覇市議選／68名届出〔う新〕

８・31 届出68名／定員の倍突破／｢那覇市議｣

頗る混戦〔沖タ〕

８・31 真和志村／傷害罪で告訴／選挙演説会

の波紋〔沖タ〕

８・31 首里市議選／大半は新人／きのうまで

漸く33名〔う新〕

９・１ 広告／首里市長立候補御挨拶／兼島由

明・西平守由〔沖タ〕

９・１ 広告／立候補の御挨拶／大城鎌吉〔沖

タ〕

★９・１ 独立税12種目可決／最後を飾る那覇市

議会〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 83

９・１ 那覇市議選／当選圏内260票／猛烈な
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競り合い〔う新〕

９・２ 市町村議選挙界に旋風／議員定数３分

の１に減る／議員６名の村も出る／

軍が市町村制一部訂正〔沖タ〕

★９・２ 米国の議員構成法により／市町村議定

員大巾に削減／人口5,000以下は６名

那覇12名〔沖ヘ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 83

★９・２ 各市町村／新議員定数〔沖ヘ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 83

★９・２ 那覇市臨時議会／新議員定数を可決

〔沖ヘ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 84

★９・２ ”400票もとらねば”／激戦に輪をか

ける／那覇市〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 84

９・２ 那覇臨時市会〔沖タ〕

９・２ 首里市議／４名倒しの激戦となる〔沖

タ〕

９・２ 市町村議の定員を大巾に縮減／選挙戦

線に突風！／引くに引かれぬ候補者

の面々／愈よ猛烈な競り合い〔う新〕

★９・２ 婦人の進出嫌う／議員割当制に怒り爆

発〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 84

９・２ 貧しい人々へ市営アパート／先ず30世

帯を那覇市が計画〔う新〕

９・２ 当選圏内500票か／那覇市議選微妙な

表情〔う新〕

９・３ ｜社説｜棄権は是か非か／議員定数

減〔沖タ〕

９・３ 婦人候補1名／首里市議〔沖タ〕

９・３ 首里市議選も混戦／42名も出揃つたが

〔う新〕

９・４ 区長を督励して／市街を美化／那覇市

が各区に荷車配置〔う新〕

★９・４ ｜社説｜議員縮減と其の後〔沖ヘ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 84

９・５ 市町村長選挙／ひらかれた投票箱／多

い無効投票／棄権率は割合低い〔沖

タ〕

９・５ 市町村長得票成績表〔沖タ〕

９・５ 広告／那覇市議会議員候補／渡口麗秀

氏を推す〔沖タ〕

９・５ 真和志村／一喜一憂の交錯で／興奮の

”るつぼ”と化す／両候補猛烈なシ

ーソーゲーム〔う新〕

９・５ 当選者の顔ぶれ／新人が圧倒的勝利／

棄権率は10・2％で上乗の成績〔う

新〕

９・５ ４票の行方で／真和志村長選の当落／

きように持越し〔う新〕

９・５ 広告／当選御礼〔う新〕

９・６ もみぬいた真和志の選挙／翁長氏当選

確定／調査の結果紛失票なし〔沖タ〕

９・６ なぞの４票やァーい／紛糾した真和志

村開票の経緯〔う新〕

★９・６ 真和志村村選に終止符／翁長氏、”当

選”確定／これで一応手打ち／宮里

氏側は異議申立て声明〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 85

９・６ 翁長氏当選正式に告示／”４票の行方”

をめぐり／宮里氏側は飽くまで異議

〔沖ヘ〕

９・７ ｜社説｜選挙管理委員会に警告〔う新〕

９・７ 新人が苦戦か／那覇市議選ラストヘビ

ー〔う新〕

★９・７ 群島議員市町村議兼務不可〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 85

９・８ 公布のびる･･･／改正市町村制／議員

数は新定員で〔沖タ〕

９・８ 選挙事務円滑な運用／事務協議会を開

催〔う新〕

９・８ 通り団も協力／那覇市牧志街道を補修

〔う新〕

★９・９ 真和志村／”不正投票あり”と／村長

選挙に二つの異議申立〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 85

９・９ 広告／ご挨拶／那覇市議会議員候補者　

〔う新〕

９・９ 真和志村長選挙に異議申立て〔う新〕

９・10 真和志の選挙異議申立／行政課はこう

みる／代理投票では無効にならぬ／

無効票決定は管理委の問題〔沖タ〕

９・10 広告／那覇市〔営業税賦課徴収〕〔沖

タ〕

９・10 首里バス／２停留所の廃止は／ちよつ

と痛手〔う新〕

９・11 那覇／早朝から押寄せる投票人／受付

に汗ダク／首里は昼過ぎ迄に７割

〔沖タ〕

９・11 那覇港より早くなる泊港改修工事／１

万トン級の出入も自由〔沖タ〕

９・12 ｜社説｜当局派と反当局派〔沖タ〕

９・12 市町村議員当選者（１）〔沖タ〕

９・12 那覇市／180票の不正用紙／係員の失

態か？／本未明まで続く〔沖タ〕

９・12 広告／市町村議会議員当選御礼〔首里

市、糸満町〕〔沖タ〕

★９・12 市町村議員当選者／新人の躍進めざま

し〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 86

９・12 那覇市〔市議選開票〕〔う新〕

９・12 広告／当選御礼／那覇市議会議員〔沖

ヘ〕

９・12 市町村議選挙／開票結果／那覇市は大

激戦〔沖ヘ〕

９・13 広告／市町村議会議員当選御礼〔那覇
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市、真和志〕〔沖タ〕

９・13 市町村議員当選者（２）〔沖タ〕

９・13 市町村議員当選者（３）〔沖タ〕

９・13 市町村議当選者（２）〔う新〕

★９・13 那覇市議当選確定／徹夜で開票事務続

行〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 86

★９・13 広告／当選御礼〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 87

９・15 那覇市／問題の用紙無効／開票に２日

がゝり〔沖タ〕

★９・15 選挙めぐる二つの異議申立／問題の用

紙は／”当局の落度無効は不当だ”

〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 87

９・15 真和志の不在投票／明かに違法だ／強

硬な異議申立〔沖タ〕

９・15 問題の191票は／当落に影響か／那覇

市議選に異議申立て〔う新〕

★９・15 広告／当選御礼〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 87

９・16 都計は既定の政策／デマに迷うな／中

止などとは笑止千万〔う新〕

９・16 泊港の浚渫拡張来週から着工／漁港と

して面目一新／工事請負は比島トア

ソン会社／資材も既に運搬開始〔う

新〕

９・16 泊・那覇港の改修工事／１年半で完成

／来週中に泊港から着工〔沖タ〕

★９・17 ｜社説｜民主化への前進〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 87

９・17 対日講和に米の意見一致／日本の再武

装制限せず／沖縄と琉球列島は管理

〔う新〕

９・19 広告／那覇市〔営業税〕〔う新〕

９・19 新知事の栄冠、平良辰雄氏／圧倒的な

得票で悠々当選／泥合戦のりこえて

／公正な住民の審判／全島に湧き上

る歓呼のどよめき〔う新〕

９・20 ｜社説｜新知事への期待〔沖タ〕

９・22 当選無効にならず／真和志選挙管理委

が裁決〔う新〕

★９・23 真和志の異議申立／成立しない／選挙

管理委が決定〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 88

★９・23 中央巡裁に上訴／管理委の決定に不服

〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 88

９・24 新議員顔合せ那覇議会〔う新〕

９・26 群島議員顔ぶれ決る／新人の躍進めざ

まし〔う新〕

９・27 ｜社説｜新民政議員諸公に望む〔う新〕

９・27 市内の無断建築／那覇市が厳重調査

〔う新〕

９・27 首里市議会／新議員顔合せ〔う新〕

★９・28 那覇市議選／問題の投票用紙／巡裁へ

持ち出す〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 89

９・28 那覇市議選／異議申立却下〔う新〕

９・28 那覇総合病院敷地決る／真和志村安里

に近く着工〔う新〕

★９・29 首里臨時市会〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 89

★10・１ 公正にして無私／市の発展に尽力／那

覇市議初顔合せ議会で誓う〔う新〕･ ･ ･ 89

10・３ 天久・上之屋部落の／土地建物収用評

価案／５坪の規格家は1万余円〔沖

タ〕

★10・３ 真和志村議会／新議員顔合せ〔う新〕･ ･ ･ 89

10・４ 首里市が祝宴／明朗市政へ！／和やか

な選挙を喜ぶ〔う新〕

10・５ 安里給水所譲渡を陳情〔う新〕

★10・６ 龍潭池畔の公園化／ブラウン部長の申

入を断わる〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 89

10・８ 那覇魚肉市場完成／今月半ば移転〔う

新〕

10・８ 安里給水所／両市村で経営〔う新〕

★10・10 那覇市議会／市政運営を勉強／三つの

専門委員会設置〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 89

10・10 落選はしても／市政に関心／那覇市議

落選組が研究会開く〔沖タ〕

10・15 営業実績など考慮／売場を割当て／新

設の那覇魚肉市場〔う新〕

10・17 那覇の10間道路／軍予算なく着手は困

難／旧市内の軍建物将来住宅公社に

〔沖タ〕

★10・17 むかしなつかし繁華街！／市内復帰の

一番乗りは東町／建築許可の朗報舞

いこむ〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 90

10・17 司令部跡の軍建築／恒久施設ではない

／シ政策は依然として保持さる〔う

新〕

★10・18 旧那覇市内への進出／先ず恒久建築か

ら／都計に沿つて秩序整然と･･･

〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 90

10・19 首里市／区長制復活〔沖タ〕

10・23 那覇市臨時議会開く〔う新〕

10・25 那覇市／区制廃止を研究〔沖タ〕

10・26 明るい市政へ／勉強する首里青年会／

市長や議員らと懇談〔う新〕

10・28 那覇市の／市政研究会／有志参加し拡

充〔沖タ〕

10・29 ｜社説｜各市町村に建築条例を〔う新〕

10・30 膝を交えて談合／首里市政懇談会／発

展へ！力強く誓う〔う新〕

★11・２ 龍潭池畔をお化粧／首里市の計画成る

〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 90
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★11・４ 本会場の選挙だけ無効／那覇市議選／

紛争にきのう判決〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 90

11・８ 首里市助役／収入役内定〔う新〕

11・８ 翁長助静氏に当選無効の判決／真和志

村長選挙に波紋投ず〔う新〕

★11・８ 真和志村長選挙訴訟／翁長氏の当選無

効を判決〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 91

★11・10 米人向けの店／那覇が市営で／元東町

に〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 91

11・11 首里市議会〔う新〕

11・14 沖縄群島臨時議会／政府首脳、群島議

員初の顔合せ／正副議長に知花、稻

嶺両氏〔う新〕

11・14 中央市場計画案に軍も好感／近く資料

配給受け水連横に建設〔う新〕

11・15 真和志村長選／一部無効の訴取下げ

〔う新〕

11・15 真和志村長／選挙訴訟／『選挙無効』

取下げ〔沖タ〕

★11・16 首里市助役／大宜味氏〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 91

11・19 那覇市／道路拡張修理決る〔沖タ〕

★11・23 那覇市議／選挙無効／選管委長が上訴

〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 92

★11・24 市議落選組が奮起／立派な都市へ／那

覇市政研究会を結成〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 92

11・26 学務課設置／首里市議会へ提出〔う新〕

★11・27 学務課設置／首里市議会可決〔う新〕･ ･ ･ 92

11・28 乗るか外るか官営事業／電気・バス／

民業の育成はゞむ？／注目される政

府の計画案〔う新〕

11・29 旧東町への受入／来年早々実現か／市

当局で諸準備すゝむ〔沖タ〕

12・１ 那覇市が市営バスを計画／中南部地区

を突ツ走る／”是非実現を”と住民

も渇望〔う新〕

★12・１ 那覇へ那覇へ／転入のトツプ真和志村

民〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 92

12・２ 那覇市内環状バス／知事も賛成／”市

営大に結構”〔う新〕

12・３ リコール制明文化など／市町村制の改

正軍と協議〔沖タ〕

12・３ 那覇市営バス／10台を購入申請中／四

つの路線で運行〔沖タ〕

★12・５ 那覇市に水上店舗／ガーブー川をしゆ

んせつ架橋〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 92

12・５ 那覇市の増俸／三役を除き平均２割

〔う新〕

12・５ 真和志村更正予算案／審議お預け／村

長選挙訴訟の解決まで〔う新〕

12・６ ｜社説｜市町村長のリコール制〔う新〕

12・７ 真和志村会／再選挙の場合／宮里、翁

長両氏の出馬見合せを要望〔沖タ〕

12・７ 早急に移動を／上之屋の新編入地〔沖

タ〕

12・７ ”官営バスは困る”／業者代表が反対

陳情〔沖タ〕

★12・７ 安くて明るい電燈を／経営を合理化し

設備も改善／那覇市が電力局を設置

か〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 92

12・８ 官営バス反対／既成業者代表らが陳情

〔う新〕

12・９ バス公営／住民の福祉が狙い／民間企

業とは競り合わぬ〔沖タ〕

12・10 生命、自由、幸福への追求に／個人の

尊厳は不可侵／群島組織法一部改正

さる〔う新〕

12・11 ｜社説｜首都、那覇市の生態〔沖タ〕

12・11 那覇市／安くて明るい電燈／電気局の

設置を準備〔沖タ〕

12・13 大絃小絃〔那覇市の公営バス計画〕〔沖

タ〕

12・14 那覇市議会／20日招集〔う新〕

★12・17 ｜社説｜崇元寺石門の修復〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 93

12・17 琉球民政府の基本政策／住民の福祉増

進への指針に／重要な四つの目的

〔う新〕

12・18 小禄村も増俸〔う新〕

12・18 硫黄鳥島と地図に明記〔う新〕

12・20 予算の農村還元で／仲里、久場両氏渡

り合う／”前言取消せ”に激しく争

論〔う新〕

★12・20 埋立て可か否か／首里の蓮池／きよう

市議会で討議〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 94

★12・20 首里市復興期成會設置〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 94

12・21 市営電気計画進む／那覇市が予算を追

加〔う新〕

12・21 バス経営／政府は差支えないが／市営

は組織法に規定なし／知事宛文書で

軍側の意向表明〔う新〕

12・21 規定のないのは／禁止とは解されぬ／

當間那覇市長の見解〔う新〕

12・24 バス／市町村経営は不可／沖民官府が

業者の陳情に回答〔う新〕

12・30 ベ副長官初巡視／数年後は戦前以上に

／那覇市復興に協力誓う〔沖タ〕

12・30 那覇・真和志の合併／”方法と時期の

問題”／知事が記者団会見で表明

〔沖タ〕
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12・30 ベ副長官、沖縄政府を初巡視／四っの

基本政策遂行へ／勉強して一つ一つ

片付けよう／知事との対談で所信披

瀝〔う新〕

12・30 那覇と真和志合併問題／まず世論―知

事の見解〔う新〕

12・31 東町開放／那覇都計、当局案成る〔沖

タ〕

1951年（昭和26年）

★１・６ 那覇市／児童があふれる／学校の増設

を申請〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 95

★１・６ 美栄橋一部開放〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 95

１・８ 太平洋上の小庭園に／美わしい首都を

／那覇市の都計52年度計画〔う新〕

１・９ 官営バスに曙光？／あす政府案を軍側

と協議〔う新〕

★１・９ 都計費18億／市の財政では困難／那覇

市が復興予算編入具申〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 95

１・18 真和志村／はやく結末を／村長選挙問

題裁判促進を陳情〔沖タ〕

★１・19 真和志村上之屋移動〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 96

★１・24 中央政府首里が最適地／市議会が要望

〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 96

１・25 臨時那覇市会／”那覇に商校を”／知

事諮問事項は却下〔沖タ〕

★１・29 つじ原、若狭一帯の墓地２万坪／削り

取つて住宅地に／因習打破・共同墓

地実現か〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 96

１・30 商業学校新学期から発足／32万円政府

が予算に組む〔沖タ〕

１・30 きのうダレス特使／吉田首相第一回会

見／国連による安全保障／早期多数

講和を要望／保証付で一部島嶼の信

託承認〔う新〕

１・30 ｜社説｜那覇市内の墓地問題〔う新〕

１・30 墓地整理に火葬を／埋葬禁令も公布か

〔う新〕

１・31 墓地整理／所有者も同意〔う新〕

２・１ 那覇・真和志の合併〔沖タ〕

２・２ 琉球小笠原の帰属／米当局筋は予言を

拒む／国連信託に殆ど同意／米、返

還要求には注目／外交的解決の余地

はある〔う新〕

２・２ ｜社説｜沖縄は国連信託たるべし〔う

新〕

２・２ 日本帰属／社大党が態度表明〔う新〕

２・３ ｜社説｜琉球の帰属〔沖タ〕

２・３ ｜社説｜自治と秩序〔う新〕

２・４ ｜社説｜琉球の帰属（再）〔沖タ〕

２・４ 税法、率を改正／新たに特別商品税

〔沖タ〕

２・４ 市費で遺骨火葬／納骨も無料／墓地整

理〔沖タ〕

★２・４ 旧那覇市内の官有地／市民への換地不

可か〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 96

２・４ 墓の整理跡地／所有権は移らず／将来

は住宅地に使用〔う新〕

２・４ 那覇との合併／栄町区が促進運動〔う

新〕

２・４ 屋台店取締る〔う新〕

２・５ ”首都の建設へ大同団結”／早急なる

合併実現／きのう栄町区民大会で決

議〔沖タ〕

２・５ ｜社説｜那覇市内墓地整理と将来〔う

新〕

★２・５ 那覇市への合併／栄町区民大会で促進

決議〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 96

２・６ 都市合併／急速展開の気配／栄町の区

民大会響く〔沖タ〕

２・８ 消えるつじ原の墓地／程順則や安里大

親も整理組に／那覇都計因習打破に

一役〔沖タ〕

２・８ ダレス特使言明／徴兵後の力の真空に

対処／日本将来の安全保障／無期限

協定をも締結／共産主義の脅威から

保護〔う新〕

２・８ 沖縄小笠原諸島等租借に／再武装・当

分警察予備隊強化〔う新〕

２・９ 若狭町や辻原一帯／宅地に開放申請

〔う新〕

★２・14 那覇市への合併／真和志村栄町区民が

連署陳情〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 97

２・16 奄美大島に日本復帰協議会結成さる

〔う新〕

２・17 牧志街道／軍が舗装〔う新〕

２・18 那覇市・真和志村の合併／３月までに

実現か／政府が諮問の準備〔沖タ〕

２・24 合併阻むのは何か？／村長の椅子も宙

ぶらりん／真和志野に暗雲低迷／紛

争解決の鍵は上訴裁の断〔う新〕

★２・26 疎開生活よさらば／６年ぶりに那覇へ

／石川宜野座から100余名移動〔沖

タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 97

★２・27 那覇との合併”時期尚早”／栄町の陳

情に反対陳情〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 97

２・27 那覇との合併に異論／時機熟するを待

18

1950年（昭和25年）・1951年（昭和26年）



つて／真和志村区長村議らが陳情

〔う新〕

２・28 ｜社説｜市町村の廃置分合〔沖タ〕

２・28 合併問題をめぐる二つの陳情／全体の

世論を尊重／一方の陳情に左右され

ず／平良知事談〔沖タ〕

２・28 軍民連絡会議／首里バスの増配車／目

下軍で検討中〔沖タ〕

２・28 敷地選定悩ました／がりがり地主／那

覇市／公衆便所やつと解決〔う新〕

２・28 合併問題／時機尚早論関知せず／真和

志17区長らが抗議〔う新〕

２・28 首里バス増配保留／市営になつた経緯

調査中〔う新〕

３・１ 夏の水飢きんに備え／那覇市が簡易水

道／当分不自由な地域に給水〔沖タ〕

３・３ 那覇交通会社設立／市営バスに代るも

の〔う新〕

３・３ 楚辺の立退住民に美栄橋町を〔う新〕

３・７ 那覇市区事務所を廃止／経費80万円も

浮く〔う新〕

★３・11 泊港の埋立て／政府が計画書提出〔う

新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 97

★３・12 真和志村／那覇市への合併／人口の７

割占める外来者が／積極的に運動推

進〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 98

３・13 悩ませた悪路・牧志大通り／あすから

舗装工事／アスフアルトで化粧〔沖

タ〕

３・13 那覇市都計一部変更／元辻町は特殊地

域に〔沖タ〕

３・14 牧志大通り／工事中通行止め〔沖タ〕

３・15 ｜社説｜沖縄復興総合計画〔う新〕

★３・16 泊南岸の埋立て／政府が直営を申請

〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 98

★３・17 那覇都計／辻原に特殊商業地帯／市内

に公園五つ／港町を安里川下流に

〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 98

３・17 那覇市の住宅／恒久建物は16％／1/3

以上がテント張り〔沖タ〕

３・17 辻町を娯楽街に／那覇都計委が諮問に

答申〔う新〕

３・18 泊港沿岸埋立／政府、軍に許可申請

〔沖タ〕

３・18 市町村税条例ができるまで／３年目に

実結ぶ／地方財政にやつと曙光〔沖

タ〕

３・18 合併促進準備委員会／真和志の有志が

〔沖タ〕

★３・18 時機尚早論尻目に／那覇市への合併／

促進準備委の動き活発〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 98

３・18 両市村議員の合同協議／真和志村議会

が希望〔う新〕

★３・18 泊南岸の水面埋立て／政府、那覇市が

奪合い〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 99

３・20 ｜社説｜二政党の帰属問題決議〔う新〕

★３・20 宙に浮いた泊埋立て／政府直営に反対

／那覇市議団が陳情〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 99

★３・21 ｜社説｜埋立奪合について〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 99

★３・21 奪い合いやめよ／泊港埋立は政府事業

／ロ大佐・連絡会議で明示〔沖タ〕･ ･ ･ 99

★３・21 那覇市議会／職制、定員改正／新年度

予算案審議〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 100

３・21 那覇市とも協調して／泊の埋立は政府

の手で／軍民連絡会議でロ大佐指示

〔う新〕

３・21 ぜひ那覇直営で／市議会も対策練る

〔う新〕

３・22 真和志／対立捨て首都建設へ／村議会

ようやく意見一致〔沖タ〕

３・22 政府の見解／公有水面埋立／市町村に

も許可〔沖タ〕

３・22 泊の埋立／那覇市営が妥当／當間市長

意見書提出か〔う新〕

３・23 「首都問題」新局面へ／吸収か、合併

か／那覇・真和志の主張相違〔沖

タ〕

３・23 那覇市会／美栄橋の2,000余坪／”早急

に開放を”／簡易水道は来年か〔沖

タ〕

３・23 泊の埋立政府と那覇が合同協議〔う新〕

★３・24 ナハ市議会／予算原案可決／議員から

要望４件〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 100

３・27 公営バス／実現可能か／近く軍民協議

会〔う新〕

３・27 泊の埋立て議会で論議／学援本川理事

問題も飛び出す〔う新〕

３・27 開くか市民大会／那覇市の復興期成会

も待機〔う新〕

３・27 議会点描〔う新〕

３・28 第６回議会きのう閉幕／19議案を可決

／論戦盛ん会期延長〔沖タ〕

３・28 首都問題／真和志村議会／合併と共に

新市民で／市長・議員の選出を〔沖

タ〕

３・28 布告３号全文〔う新〕

３・28 ｜社説｜臨時政府設立の意義〔う新〕

３・28 泊埋立／政府直営が妥当／早急実施方
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知事に意見書〔う新〕

３・28 埋立事業に／軍も慎重期す〔う新〕

★３・28 真和志村議会決議／市長議員改選を条

件に／那覇市へ合併促進／恩讐越え

て村民の福祉図る〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 101

３・30 ”主が使つてよい”／若狭町・辻町の

空地〔沖タ〕

３・30 泊港埋立問題／市民大会にきく〔沖タ〕

★３・30 泊埋立て／トビに油あげ奪られたか／

遂に市民大会へ発展／那覇市が政府

直営に反対気勢〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 101

★３・30 バス公営許さぬ／軍が政府へ回答〔沖

タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 101

３・31 シ長官のサイン／埋立てにも発効か／

民政本部に裁定を〔う新〕

３・31 港湾施設の管理は政府権限／うめ立は

これに附随／知事”抗争”の誤解一

掃要望〔う新〕

３・31 那覇、真和志の合併／世論の動き調査

／那覇市の意向も打診〔う新〕

★３・31 若狭、辻町５万坪開放〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 101

４・１ 「首都建設」促進のため･･･／感情の対

立解消へ／翁長村長きのう辞意表明

〔沖タ〕

４・１ 上訴事件とり下げ／宮里氏当選か〔沖

タ〕

４・１ 「泊港」南岸の埋立問題について／工

務部長渡嘉敷眞睦〔沖タ〕

４・１ ｜社説｜臨時政府の創立を祝す〔う新〕

４・１ 那覇市の／油脂課税に反対／業者が撤

廃を政府に陳情〔う新〕

★４・１ こぞつて祝う世紀の式典／臨時中央政

府輝く進発／きよう國劇で晴れの創

立式〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 102

★４・１ 村政安定を念願／翁長真和志村長辞意

を表明〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 102

４・１ 市営か政府直営か／知事があす公表／

泊の埋立て／市民大会は取りやめ

〔う新〕

４・３ 大絃小絃〔泊港旧若狭町側水面埋立〕

〔沖タ〕

４・３ 民政本部が裁断／泊埋立にロ大佐回答

〔う新〕

４・３ 公有水面埋立条例草案成る〔う新〕

★４・４ 那覇市の燃料消費税／全廃方を陳情

〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 103

★４・６ 泊港埋立／浚せつ作業と併行して／ガ

資金で工事する／きのう・ルイス大

佐言明〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 103

４・６ 泊港公有水面の埋め立て／ガ資金で軍

がやる／知事・市長／ル大佐と会見

円満解決〔う新〕

４・７ ｜社説｜”話しても解らない”〔沖タ〕

４・７ 講和条約草案全文／８章20条から成る

／国連憲章の義務受諾させ／完全な

主権と自由認める／琉球（29度以南）

等は信託統治に〔沖タ〕

４・８ 那覇の簡易水道／五つの水源地／10軒

に水道栓一つ〔沖タ〕

４・10 那覇市会／油脂燃料税など廃し／市民

税を増す〔沖タ〕

４・11 真和志村村長問題／辞任せば再選挙！

／軍民側の見解一致す〔う新〕

４・14 首里バス民営に〔沖タ〕

４・15 村政の明朗化期し／上訴事件取下ぐ／

翁長村長辞表提出〔う新〕

４・15 墓地／整理はこうして／那覇市と地主

の談合成る〔う新〕

４・18 「割当土地」の所有権行使／半年間は

保留さる／きのう特別布告４号公布

〔沖タ〕

４・18 首里市／「株は公募」の声／バスの民

営問題〔沖タ〕

４・18 ｜社説｜真和志村民に望む〔う新〕

４・19 割当土地に対する／権利行使は６ヵ月

後／特別布告４号公布さる〔う新〕

４・19 市内主要道路を舗装／那覇市議会追加

予算可決〔う新〕

★４・23 ”全会一致”を提唱（上）／首里市議　

大山盛幸〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 103

★４・24 ”全会一致”を提唱（下）／首里市議　

大山盛幸〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 104

★４・26 一路那覇との合併態勢へ！／もみぬい

た紛争解決／真和志村長に宮里氏当

選決定〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 105

４・28 各区の連絡担当課決る／那覇市〔沖タ〕

４・28 那覇市／各区の担当課決る〔う新〕

５・３ 首里バス／市営からお別れ／近く会社

組織に切換え〔う新〕

★５・４ 首里市営バス／民営準備進む／８日臨

時市会開く〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 105

５・４ 牧志通り舗装／お次は六つの主要道路

〔う新〕

５・５ ３日火葬始める／那覇市の墓地整理

〔沖タ〕

５・５ 首里バス／会社組織膳立ては／市三役

と全議員も株保有／残余を従業員と

市民から〔う新〕
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５・５ 泊南岸埋立て／解決困難の場合／上訴

裁提訴も可／沖民政部から知事に回

答〔う新〕

★５・７ 首里バスの問題／市民に訴う！／稻嶺

成珍〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 106

５・８ 首里バス／12日公聴会／”決つてから

公表する積りだつた”〔沖タ〕

５・８ 声／首里市営バス／経営問題〔う新〕

５・８ バス会社組織へ／きよう注目の首里議

会〔う新〕

５・９ 首里バス議会で研討〔う新〕

５・10 首里バス市会足踏み／青年会が乗出す

〔沖タ〕

５・12 公聴／まず市民の声を〔首里市営バス〕

〔沖タ〕

５・12 首里バス問題／市民の声きく／きよう

公聴会〔沖タ〕

★５・12 首里バス会社組織／世論聴いて採択／

市議会意見まとまらず〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 106

５・12 きよう公聴会／市青年会が市民の声調

査〔う新〕

５・12 バス／稼ぎ高では／首里が筆頭〔う新〕

★５・14 株は公募せよ／公聴会で市民の声湧く

／市当局”試案を撤回”／首里バス

〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 106

５・14 首里バス公聴会／民営論が圧倒的／市

政明朗化に青年会お手柄〔う新〕

★５・14 声／正しき世論を起せ〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 107

★５・15 ぐずつく首里バス／対立感情くすぶる

〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 107

５・15 儲かるライン／銀バス割込みか〔う新〕

５・15 声／公約を守れ〔う新〕

５・15 ”600万円で買いたい”焦点の首里バ

ス〔沖タ〕

５・18 那覇の都計に新方式を採用／全地主が

２割減歩／予算も共同負担／先ず東

町に実施〔沖タ〕

★５・19 首里バス／原案通り可決／中山バスの

申請却下／株募集は公約通り〔う新〕･ 108

５・20 ｜社説｜組織法の改正〔沖タ〕

５・20 日本復帰へ／きようから署名運動〔う

新〕

５・21 那覇市／都計道路公園内に建築制限

〔う新〕

５・23 那覇の一部はまもなく／軍使用地の返

還／近く具体的な協議〔沖タ〕

５・24 旭町は軍用、他は整理次第／那覇の軍

用地早急主に還す／安謝は群島政府

と住宅公社が〔沖タ〕

★５・24 軍使用土地の開放地決る／旧那覇市内

旭町以外は住民へ〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 108

５・24 首里バス／株募集は好調／きよう発起

人決定〔う新〕

★５・29 発起人11氏決る／首里バス近く株主総

会〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 108

★５・30 首里／那覇への給水を承認〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 108

★５・31 那覇・真和志に悲鳴／『学校増やして』

／転入月200名、２部制でギユウギユ

ウ〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 108

５・31 旧東町区劃整理／全地区の承諾得て着

手〔う新〕

５・31 市内の塵芥処理／那覇市衛生社の手で

〔う新〕

★６・３ 公共施設課を新設／那覇市〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 109

６・９ 首里議会に黒星／飲料水供給議決は権

限外〔う新〕

６・10 領土問題の構想検討／琉球小笠原は返

還か／米英会談主要問題で一致〔う

新〕

６・10 ｜社説｜署名運動の方法について〔う

新〕

６・15 地方予算額7,732万円／市町村税が50

％〔沖タ〕

★６・28 松山、久米の一部開放／住民移動は都

計に沿うて〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 109

７・９ ｜社説｜首里と那覇の都市計画〔沖タ〕

７・10 辻・若狭の墓地整理／きようで完了

〔沖タ〕

７・21 ｜社説｜市町村制の全面的改正〔沖タ〕

★７・23 安里初校安謝へ移転〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 109

★７・29 首里バス会社認可〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 109

７・30 那覇都計東町から実現／８月から建設

始る／商業街として・10間道路走る

〔沖タ〕

７・30 島袋全發／沖縄の将来は観光地／大乗

的に先ず那覇、真和志の合体へ〔う

新〕

７・30 ｜社説｜石門修復と校舎建築〔沖タ〕

★８・３ 那覇市議選／訴訟に終止符！／原判覆

り原告敗る〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 109

★８・９ ｜社説｜議員定数の増加を望む〔沖タ〕･ 110

８・10 市町村議定数／増加に賛否両論／民意

を容れて決定〔う新〕

★８・10 真和志村／村民の声聴いて／那覇市と

の合併促進〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 111

８・11 ｜社説｜市町村議員定数の問題〔う新〕

８・11 真和志村元助役に求刑〔う新〕

８・12 那覇市／久茂地校を新設／あふれる児
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童に移転やりくり〔う新〕

８・13 選挙人名簿／あとで騒ぐな那覇市―縦

覧は15日まで〔う新〕

８・15 どう生れ変るか／特飲街辻町の区劃整

理〔う新〕

８・17 那覇市場使用料２倍に〔沖タ〕

★８・17 選管委改選〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 111

８・19 市場使用料２倍に／那覇市３条例改正

〔う新〕

８・19 ナハ市選挙管理委改選〔う新〕

８・23 水連・ＭＧ倉庫早く立退け／那覇市会

が折衝〔沖タ〕

８・23 吏員に５割増俸／那覇市臨時議会追加

予算承認／仮校舎も建築〔う新〕

★８・25 旧東町全地域開放〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 111

★８・27 72.1％獲得／日本復帰署名運動終る／

悲願は海こえオペラハウスへ〔う新〕･ 111

８・30 土地を即時返せ／地主側が議会に陳情

〔う新〕

８・30 那覇公設市場／雑貨市場の割当に不服

／まゝ子扱いだと怒る／不平ひつさ

げ市勧業課へ〔う新〕

９・６ 修復される崇元寺石門／きよう起工式

〔う新〕

★９・６ 朗報はつゞく／久茂地、美栄橋開放

〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 112

９・６ 久茂地（一部）美栄橋町／所有主に開

放〔沖タ〕

９・７ ”首都那覇”／人口5万を突破／今年中

で戦前に／急がれる旧市街への発展

〔沖タ〕

★９・７ ｜社説｜崇元寺復旧工事の意義〔う新〕･ 112

９・８ ｜社説｜軍用地使用料問題に就いて

〔う新〕

９・８ 那覇市概観／年内に発行〔う新〕

９・９ 吉田全権演説〔う新〕

９・９ 税と土地問題／那覇真和志市村民大会

〔う新〕

★９・９ 広告／那覇市真和志村民の皆さんへ

〔う新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 113

★９・10 ｜社説｜講和条約調印さる〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 113

９・10 那覇・真和志の市村民大会〔沖タ〕

９・10 真和志／一部立退うわさ／事実なし

〔沖タ〕

９・10 ｜社説｜講和成立と日本の将来〔琉新〕

９・10 対日講和／昨暁・歴史的調印式／慶び

の新生日本の門出／瞼にしみる日の

丸の旗〔琉新〕

★９・11 那覇真和志村民大会で決議〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 114

９・15 オフ・リミツツ／きのう那覇解禁

〔沖タ〕

★９・15 ”困苦も平ちやら”／市民は立上つた

／當間市長福岡で語る〔新民報〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 114

９・16 真和志村に／軍用地の拡張／全然計画

はない〔沖タ〕

★９・16 大絃小絃〔那覇市の衛生テスト落第に

ついて〕〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 114

９・29 群島議会緊急本会議／工場用地など除

外／割当土地条例一部修正〔琉新〕

９・30 那覇市会／学校増築に補助金／今後は　

２階建てに〔沖タ〕

★10・２ 割当土地条例1日から施行〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 115

10・４ 金口木舌〔那覇市の都計〕〔琉新〕

10・７ 住宅、敷地難の那覇市〔琉新〕

10・７ 声／首里合同両バス〔琉新〕

10・８ 民主党／琉球小笠原の返還を国連側に

懇請〔琉新〕

10・９ ｜社説｜全琉政治の機構に就て〔琉新〕

10・10 民主党が希望意見／琉球統治に期限

〔琉新〕

10・21 「特別市那覇」／當間市長が考慮〔沖

タ〕

10・21 当間市長帰来談／復帰運動は軽挙／星

島特使らの見解〔琉新〕

10・21 昨朝牧志の惨事／天から降つた災難／

タンク落下し一家全滅／５名無惨な

焼死１名重傷〔琉新〕

10・26 ｜社説｜交通量の増大と道路〔沖タ〕

★10・26 ｜社説｜那覇の浸水予防対策を〔琉新〕･ 115

10・26 市費で校舎建築／那覇市が一足先に

〔琉新〕

10・29 浸水騒ぎ真ツ平／期待される那覇の排

水工事計画〔琉新〕

10・30 地主と借地人の対立激化／市は評定委

員を選任〔琉新〕

10・31 那覇市会の地代評定委決る〔沖タ〕

10・31 早急に都計実現／傍聴人で賑う臨時那

覇市会／土地評定委決る〔琉新〕

11・１ 那覇市／土地評定委員長／仲村英賢氏

決る〔沖タ〕

11・１ 軍使用土地料／資料作成後支払う〔琉

新〕

11・４ ｜社説｜都市計画と土地収用〔琉新〕

11・９ ｜社説｜知事公選と任命の場合〔琉新〕

11・９ 那覇市の悩み／割当土地の申請／半分

以上が不確認〔琉新〕

11・11 新政府樹立への段階／群府の中央政府

吸収は不合理／平良知事意見書提出
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〔琉新〕

11・13 那覇・真和志の合併／棚上げ？理屈は

そうだが実際はどうも〔沖タ〕

11・13 琉球政府の基本法／新立法院の議決経

て／主席公選後に新政府樹立を／平

良知事の進言内容〔琉新〕

11・14 辻町建築はこの条件で許可〔琉新〕

11・15 ルイス准将が重大発表／愈よ全琉政府

発足明示／正副主席は公選／選挙期

日は新立法院で定む／参議は８区制

31名〔琉新〕

11・16 総合グラウンド／那覇市が奥武山に新

設〔琉新〕

11・17 那覇の10間舗道／工事主体解決して来

春着工か〔沖タ〕

11・19 公聴／墓地の整理〔沖タ〕

11・20 地料設定手間取るか／地主側あせり仮

地料呼かけ〔琉新〕

11・21 那覇の市民税／１人あて200円／長者

１位は�良一氏〔沖タ〕

11・22 参議選挙法／任期２年半か（初回）／

選挙公営も実施せん〔琉新〕

★11・23 区民の手で水道／水のない栄町に／真

和志〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 115

★11・25 真和志村も都計課新設／市昇格への気

運／棚上げの合併問題よそに〔沖タ〕･ 116

11・27 旧那覇商港の諸管理／「早急に民移管」

準備〔沖タ〕

11・27 主席・知事会談／基本法制定後に再選

挙／知事選挙も６月までに／きよう

ルイス准将と懇談〔琉新〕

11・29 主席知事会談／第３日／副知事は任命

で／議長は参議互選に〔琉新〕

11・30 主席知事会談／第４日／新議員、任期

中解散しない／全琉政府は４月１日

発足〔琉新〕

12・１ 市場通り盛装／舗装工事順調に進む

〔琉新〕

12・１ 声／那覇市当局に注文〔琉新〕

12・２ 道路経費は受益者から／那覇市の条例

来議会へ〔琉新〕

12・４ 割当土地「評定委」発足からもう１カ

月〔沖タ〕

12・５ 那覇／宙ぶらりんの令書／数百件に上

る〔沖タ〕

12・６ 那覇市都計順調な歩み／10間道路１月

から着工〔琉新〕

12・７ 泊港工事設計／軍が補正を考慮〔沖タ〕

12・８ 軍用地使用料／軍は支払準備成る〔琉

新〕

12・９ 大絃小絃〔那覇都計案について〕〔沖

タ〕

★12・14 ｜社説｜那覇真和志の住宅街と区画整

理〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 116

12・16 南部税務署一帯／２月から立退／道路

計画にふれる90件〔沖タ〕

12・18 待望の立法院議員選挙法／全文９章、

118条から成る／18日付で公布か！

〔琉新〕

12・21 那覇市会／牧志大通り道路改修／立退

き71棟／土地買収坪3,000円・家屋

2,700円〔沖タ〕

12・21 10間道路／土地買収3,000円／家屋補

償2,700余円〔琉新〕

12・23 ｜社説｜牧志通改修と市民の協力〔琉

新〕

★12・25 立退きによる／生活保證／那覇市通団

が陳情〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 117

12・27 市町村制の改正など陳情〔琉新〕

12・29 軍用地々主の悩み訴え／議会が使用料

金で陳情〔琉新〕

1952年（昭和27年）

１・１ 広告／小禄村役場、小禄村議員〔年賀

あいさつ〕〔琉新〕

１・５ 「医師増やして」／那覇市が署名運動

〔沖タ〕

１・６ 牧志10間道路工事／市は早急に着工せ

ん〔琉新〕

１・８ 那覇市への医師誘致／”市民保健は不

安”／関係者が意見一致して陳情

〔沖タ〕

１・８ 牧志通工事に／那覇市が方針明示〔琉

新〕

１・９ こんな立派な道路／牧志大通り工事急

ぐ〔琉新〕

１・11 那覇市へ給水／軍が１日200万ガロン

〔琉新〕

１・12 牧志通りの移転者／立退先を下泉町に

申請〔琉新〕

１・13 復帰第１号の喜びに湧く７島／制限さ

れた29度線の境界／調査団一行再び

来島〔琉新〕

１・13 賃貸料の設定／地主側が促進を陳情

〔琉新〕

１・13 那覇割当土地評定委港区へ〔琉新〕

１・15 牧志通り／立退き店舗に／市が温かい
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計い〔琉新〕

１・16 農村諸問題への要望（２）／全市町村

議会議長会よりの陳情〔琉新〕

１・17 モデル衛生地区／那覇市が設置〔琉新〕

１・17 市街を美化／緑化計画進む〔琉新〕

１・18 医師廃置／全島で22名増加〔沖タ〕

１・23 琉球の信託は期限づき／全住民の欲す

る統治形態に／米軍部が意向を表

明〔琉新〕

１・24 競輪場／那覇市が計画〔沖タ〕

★１・24 那覇市が競輪事業を申請／月400万円

の収入見込み〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 118

１・25 那覇の10間道路／当局が収用法協議

〔沖タ〕

１・25 牧志大通の拡張／政府と市が協力遂行

〔琉新〕

★１・26 ｜社説｜牧志通改修の政争化を封ぜよ

〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 118

★１・26 校舎欲しい那覇市／解消する群府庁舎

の返納陳情／毎年1,500名が転入〔琉

新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 118

１・28 牧志大通りの拡張で／地代、市と地主

に大きな開き〔琉新〕

１・30 難問だらけの／牧志通りの拡張〔沖タ〕

１・30 新政府14局に71課／憂慮される水ぶく

れ／職員は１万4,000を突破か〔琉新〕

★１・30 海岸に伸る那覇市／懸案の泊港埋立工

事、軍が着手／３万8,000坪が市有地

に〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 119

１・30 特飲街に異議／婦連近く軍へ陳情〔琉

新〕

１・30 牧志大通り／纏らぬ地代と移転料／改

めて３者が協議〔琉新〕

１・31 那覇市／軍の水道から／200万ガロン

給水〔沖タ〕

１・31 ｜社説｜『辻』は復興すべからず〔琉

新〕

２・５ 那覇市長／当間氏の辞任予想で／気の

早い動き〔沖タ〕

２・８ 当間市長逝く／あす那覇高校で市葬

〔沖タ〕

★２・８ ｜社説｜那覇市復興と市民の態度〔琉

新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 119

２・８ 當間那覇市長昨朝永眠／新生那覇に幾

多の業績を残し／あす那覇高校で市

葬を執行〔琉新〕

２・９ 後任市長選／今明日中に告示か〔琉新〕

★２・11 ｜社説｜那覇真和志の合併急げ〔琉新〕･ 119

２・12 那覇市長選３月26日／仲本氏出馬の動

き〔沖タ〕

★２・12 後任那覇市長の選考／人格高潔で軍に

信用ある人を／注目される議会側の

動き〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 120

２・13 政界ウラ表／よき後継者待つ／那覇市

長の椅子〔琉新〕

２・15 あれからどうなつた／那覇・真和志の

合併問題／当分は棚上げ静観か〔琉

新〕

★２・16 ｜社説｜那覇市会への要望〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 120

★２・18 ｜社説｜市長選挙と市会の動き〔沖タ〕･ 121

２・18 市議側の推薦候補／又吉氏有力視さる

／那覇市長選挙一騎打ちか〔沖タ〕

★２・19 大絃小絃〔那覇市長選挙〕〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 122

２・19 那覇市長選挙／きのう仲本氏届出る

〔沖タ〕

２・20 那覇市長選挙／又吉氏出馬を受諾〔沖

タ〕

★２・21 那覇市長選／又吉康和氏／きよう届出

る〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 122

２・21 群島議会余命いくばく／立法権も３月

末まで／権限廃棄の布令公布〔琉新〕

２・21 又吉氏出馬決意／那覇市長選一騎討ち

〔琉新〕

２・21 都計の完遂へ／推薦の経緯語る眞栄田

議長〔琉新〕

２・22 又吉氏きのう届出／那覇市長選挙・一

騎打ち〔沖タ〕

２・22 競輪問題など／那覇市議協議会〔沖タ〕

★２・23 ｜社説｜再び市長選挙に就て〔沖タ〕･ ･ ･ 122

２・23 注目の牧志大通り／拡張工事は年度持

越し／”土地収用法の強権当分見合

せ”／群府補助費は他へ活用か〔琉

新〕

★２・25 ｜社説｜牧志通り改修と自治能力〔琉

新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 123

２・26 那覇市長選挙と政党／”社大党は介入

せず”／平良委員長・態度を表明

〔沖タ〕

２・26 政界往来／市長選挙と新党〔沖タ〕

２・28 ｜社説｜財政調整と税制〔琉新〕

３・３ 事務はかどらず／晩まで待ちぼうけ／

那覇、真和志で名簿もれ3,000か〔沖

タ〕

３・３ 選挙妨害で／兼島市長を取調べか〔沖

タ〕

３・４ 首里市長留置取調べらる〔沖タ〕

３・４ 那覇市長選挙を控え／完璧期したい／

名簿もれの一掃に〔沖タ〕
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３・４ ”当選者の顔ぶれ決る”／新人の台頭

めざまし／新党系もいちじるしい進

出／社大党の勢力退潮〔琉新〕

３・５ 琉球政府の設立／布告全文〔沖タ〕

３・５ 那覇市／さあ、次は市長選挙／今度こ

そ洩らさぬぞ／つめかける名簿照会

人〔沖タ〕

３・５ 首里市長／本格的取調べ／あすから始

める〔沖タ〕

３・５ 琉球政府４月から新発足／三権分立の

機構確立／民政府布告13号公布さる

〔琉新〕

３・５ 当選者確定／大島と八重山〔琉新〕

３・６ 首里市長の選挙違反被疑／早急に処理

する／金城検事が出張取調べ〔沖タ〕

３・６ 広告／立候補の御挨拶／又吉康和〔沖

タ〕

３・６ 立候補者の御挨拶／又吉康和〔琉新〕

３・７ 助役にも飛火／首里の選挙違反被疑

〔沖タ〕

３・７ ｜社説｜琉球の政治と新情勢〔琉新〕

３・７　 琉球政府章典／布令全文（１）〔琉新〕

３・７ 首里の選挙違反飛火／大宜味助役に波

及／これで両首脳が留置さる〔琉新〕

３・８ 琉球政府章典全文／中〔沖タ〕

３・８ 首里市長／戸別訪問で起訴か〔沖タ〕

★３・８ ｜社説｜首里の場合〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 124

３・８ 琉球政府章典／布令全文（２）〔琉新〕

３・８ 市長候補出さず／人民党態度決定〔琉

新〕

３・８ 兼島首里市長／今後の動き注目さる

〔琉新〕

３・９ 琉球政府章典全文／下〔沖タ〕

３・９ 琉球政府章典／布令全文（３）〔琉新〕

３・９ 兼島市長今週中に起訴／助役の証人に

現警視喚問か〔琉新〕

３・９ 後藤さんへ感謝状／真和志村が心こめ

て贈る〔琉新〕

３・11 大絃小絃〔那覇市長選挙〕〔沖タ〕

★３・11 公聴／投票と公休日〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 124

３・11 那覇市の土地評定／割当土地の等級案

成る／商店街11等級住宅20等級／坪

10円から120円〔琉新〕

３・11 兼島市長一問一答／今去るは心残り／

進退どうとも云えぬ〔琉新〕

３・12 ｜社説｜琉球政府と立法院〔琉新〕

３・12 新立法院の性格と権限／基本法会議で

はない／比嘉主席記者団会見で見解

発表〔琉新〕

３・12 那覇市長選／明朗市政に参与／悔を残

すな２万8,000余票〔琉新〕

３・12 華々しい舌戦展く／市長選合同演説会

賑う〔琉新〕

★３・13 那覇市長選／投票日変更出来ぬ〔琉

新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 125

３・13 兼島市長の起訴猶予歎願〔琉新〕

３・14 那覇／割当土地賃貸料で難航／双方の

主張に開き〔沖タ〕

３・14 兼島市長／起訴決定〔沖タ〕

３・14 那覇市会／選挙事務もつと円滑に／職

員増加も考慮する〔沖タ〕

３・14 金口木舌〔那覇市長選挙〕〔琉新〕

３・14 軍用地／使用料いつ支払われる／スキ

ヤップ指令の解釈めぐり／政府、人

民党意見対立〔琉新〕

３・14 市町村制の改正は新立法院で／群島議

会が要望〔琉新〕

３・15 ｜社説｜那覇市民の良識と選挙〔琉新〕

３・15 軍用地使用料／準備出来次第支払う／

陸軍省と空軍省の予算から／ル准将

議会代表に言明〔琉新〕

３・15 市長選挙／投票場決る〔琉新〕

３・15 民意を基礎に重責を完遂されよ〔新民

報〕

★３・15 今旬の主張／那覇市長選挙の意義〔新

民報〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 125

３・16 首里市長、助役を起訴／公判は来月初

めか〔沖タ〕

３・16 那覇市長選挙／混雑さけて／投票場２

カ所増やす〔沖タ〕

３・17 金口木舌〔那覇市長選挙〕〔琉新〕

３・17 賑う合同政見発表／那覇市民数千の真

剣な顔、顔、顔／共通質問に両候補

答弁〔琉新〕

３・17 質問にこたえて／那覇市長両候補合同

演説〔沖タ〕

３・18 市長と新聞社長／乗るな事例知らぬ悪

宣伝／兼務何ら支障なし〔琉新〕

３・20 那覇市長選挙／最後の追込み戦に／両

候補の皮算用／ごつた返す選挙事務

所〔沖タ〕

３・20 公聴／市長選挙風景〔沖タ〕

３・21 那覇／難航の土地賃貸料／双方譲歩の

色〔沖タ〕

３・23 那覇市長選挙／”投票日を休日に”／

選管委会が陳情〔沖タ〕

３・23 「天妃中校」生みの悩み／那覇市は郡

府庁舎の返還迫る〔琉新〕
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３・24 那覇市／割当土地賃借料／最高130円

内外、最低２円50銭／残るはかく等

級の査定〔琉新〕

３・25 那覇市長選挙／投票日あと２日／両候

補ヤツキの言論戦〔沖タ〕

★３・25 那覇市／いつ還る旧天妃校舎／雨もり

教室で勉強／同居授業で声も混同

〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 126

３・25 公聴／首里市会に一言〔沖タ〕

３・26 那覇市長選挙あす投票／最高潮のイビ、

コワ合戦／棄権３割上回る？／

追込み戦にちんどんやも登場〔沖タ〕

３・26 広告／推薦状／仲本爲美氏〔沖タ〕

３・26 ｜社説｜市民の判断に期待〔琉新〕

３・26 那覇市長選挙と／真和志村の態度／翁

長助静〔琉新〕

３・27 ｜社説｜那覇市長選挙の泥試合〔沖タ〕

３・27 きよう投票／那覇市長選挙／洩れなく

投票しましょう／けさ７時から開所

〔沖タ〕

３・28 那覇市長選挙／当落ひるごろ判明／投

票率は７割４分／混雑もなく投票場

は閑散〔沖タ〕

３・28 ｜社説｜那覇市長選挙への反省〔琉新〕

★３・29 ｜社説｜良識亡びず〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 126

★３・29 2,400余票の差で／又吉康和氏が当選

／そぼ降る雨中に混雑の開票場〔沖

タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 127

３・29 金口木舌〔那覇市長選挙開票結果〕

〔琉新〕

３・29 那覇市民”良識の判定”／栄冠又吉康

和氏に輝く／仲本氏14回目初の黒星

〔琉新〕

３・29 那覇市民に誓う／眞栄田市会議長談

〔琉新〕

３・30 ｜社説｜又吉那覇新市長に望む〔沖タ〕

３・30 新市長に何を望むか／盛り沢山の注文

／街頭に拾う市民の声〔沖タ〕

３・30 当選おめで度う／都計に軍は積極的に

援助約す…／両首脳又吉新市長激励

〔琉新〕

★４・１ ｜社説｜琉球政府の発足を祝す〔沖タ〕･ 128

４・１ ｜社説｜新中央政府発足の意義〔琉新〕

４・１ 「琉球政府」晴れの門出／百万住民待

望の自治確立へ／きよう歴史的創立

式典〔琉新〕

４・１ 歴史的琉球政府創立／終戦以来７年の

成果／三権分立の琉球政府／きよう

輝かしき発足〔琉新〕

４・１ 待ぼうけの辻町〔琉新〕

４・１ 陳情をどつさり／校舎建設問題など軍

と政府へ／初の全琉市町村長会〔琉

新〕

４・４ ｜社説｜ル准将とリ大将の挨拶〔沖タ〕

４・６ 間借教室で勉強／大道初校の急場凌ぎ

〔琉新〕

４・６ 広告／又吉新市長当選祝賀会〔琉新〕

４・８ 又吉市長の輝ける日／琉歌を引例し喜

びの心境語る／余興で賑う当選祝賀

会〔琉新〕

４・10 又吉市長あす就任〔沖タ〕

４・12 ｜社説｜那覇市長就任にのぞみて〔琉

新〕

４・12 市町村制の改正／立法院で審議せよ／

群島議会の要望に軍回答〔琉新〕

４・12 又吉新市長”喜の初登庁”／残された

国際都市の完成を／就任式で全吏員

を激励〔琉新〕

４・13 那覇市の土地料評定／難航実に35回／

まだ８割月末迄に決定か〔沖タ〕

４・13 公聴／那覇市にお願い〔沖タ〕

４・13 校舎の恒久建築へ／那覇市がブロツク

建に〔琉新〕

４・16 公聴／市営質屋を〔沖タ〕

４・16 交通の激しい安謝道路に／横断トンネ

ル／真和志村が計画〔沖タ〕

４・17 兼島首里市長に／禁こ３ヵ月の求刑

〔沖タ〕

４・17 兼島首里市長に／禁固３月（執行猶予）

を求刑〔琉新〕

★４・19 市町村選挙法／一部を改正〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 129

４・19 禁固５ヵ月を求刑／大宜味首里市助役

に〔琉新〕

４・22 沖縄本島の教育地区／14区に決まる／

きのうの中央教育会で〔沖タ〕

４・22 安謝港／長さ100間の突堤築き／本格的

な港に／真和志村が早期実現図る

〔沖タ〕

４・22 市町村選挙法一部改訂〔琉新〕

４・22 声／大宜味首里市助役に問う〔琉新〕

４・22 第二の玄関安謝港／築港と道路開設陳

情〔琉新〕

★４・23 「わが村」立退いた松原区民／５度目

の移動に／敢然！再出発のツチ揮う

〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 129

★４・24 兼島市長の選挙違反事件／判決、罰

金2,000円〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 129

４・24 兼島市長に罰金刑／辞めたいが周囲が
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許さぬ〔琉新〕

４・24 消防車の邪魔もの／市街から取り除く

〔琉新〕

★４・25 ｜社説｜兼島市長の謹慎を望む〔沖タ〕･ 130

４・25 ｜社説｜現実把握の困難〔琉新〕

★４・25 那覇市／新市長迎え機構刷新／企画部

新設部長に翁長氏内定〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 131

４・26 ｜社説｜日本復帰の明るい希望〔沖タ〕

４・27 罰金刑と市長の資格／市長村制に疑義

〔沖タ〕

４・28 きょう講和条約発効／独立日本国際社

会へ／近代国家の基礎成り〔琉新〕

４・28 ｜社説｜講和発効と琉球〔琉新〕

４・29 新生日本・独立の第一歩／世界平和に

貢献せん／日本の防衛当分在日米軍に

〔琉新〕

４・29 市町村制に疑義／選挙法との関係条項

で／総務局が改正要望〔琉新〕

４・30 対日講和／条約発効式終る〔琉新〕

４・30 立法院／日本復帰の請願決議／本会議

で27対２で可決／条約３条の撤廃主

張は否決〔琉新〕

★４・30 日の丸掲揚差支なし／政治的意図持た

ぬ集会などに／軍布令１号一部改正

さる〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 131

５・１ 那覇市会／渇水期を控え／水道９月ま

でに完成か

５・１ 那覇市／土地料の査定／八分通り決ま

る〔沖タ〕

５・１ 軍の余剰水／那覇市に供給許可〔沖タ〕

５・１ 那覇市臨時議会／５月分暫定予算可決

〔琉新〕

５・１ 那覇市／水不足これで解消／軍が毎日

20万ガロン給水〔琉新〕

５・２ 国旗掲揚室内だけ／原文の誤解と判明

〔琉新〕

★５・２ 旧群府跡の階下／那覇中校に明渡し

〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 131

５・５ 大巾の財源拡張（１）／「中央税」の

一部移譲を／那覇市長施政方針〔沖

タ〕

★５・６ 首都の整備建設へ／又吉那覇市長・施

政方針（上）／當間前市長樹立の都

計を／時局の変遷に順応推進〔琉新〕･ 132

５・６ 那覇市議会／経営の重点配置で復興の

テンポ促進／又吉市長施政方針発表

〔琉新〕

５・７ 旧市内開放地の区画整理を（２）／那

覇市長施政方針〔沖タ〕

★５・７ 首都の整備建設へ／又吉那覇市長・施

政方針（下）／新市内の道路網を整

備／区劃整理は旧市内より〔琉新〕･ ･ ･ 133

５・８ ｜社説｜首都建設と市村合併〔沖タ〕

５・８ 市・政府一体で／都市計画達成／那覇

市長施政方針〔沖タ〕

５・８ 那覇予算市会／市民税引上げ／総額

7,000余万円〔沖タ〕

★５・９ ｜社説｜講和発効と琉球の統治〔琉新〕･ 134

５・12 ｜社説｜公職選挙の完全公営へ〔琉新〕

５・14 「都市計画」と「建築」①／宮平久米

男〔沖タ〕

５・15 那覇市議会／真和志との合併／機熟す

るを待ち促進〔琉新〕

５・15 「都市計画」と「建築」完／宮平久米

男〔沖タ〕

５・16 那覇市会／市民税引上げず／予算案を

修正可決〔沖タ〕

５・16 那覇市／新年度予算成る／総額7,689

万余円〔琉新〕

５・16 税賦課徴収条例改正〔琉新〕

５・17 那覇市／新年度の事業計画〔琉新〕

５・21 新首都は生れつゝある／両市つなぐ家

並／畠消えて「街」に変る〔沖タ〕

★５・23 新首都の胎動を打診〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 135

５・27 声／首里市長に呈す〔琉新〕

★５・28 大宜味助役／正式に辞任〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 136

５・29 又吉那覇市長／都市視察へ空路渡日

〔琉新〕

５・29 公金横領に／執行猶予の判決〔琉新〕

５・31 泊港の浚渫作業／６月１日から実施

〔琉新〕

５・31 那覇市の割当土地／賃貸料25等に分け

最高100円〔琉新〕

５・31 三重城岸壁／使用方要望〔琉新〕

５・31 球団の日本派遣／那覇市大賛成で出費

〔琉新〕

６・２ 漁協／那覇と真和志一足さきに『合

併』〔沖タ〕

６・２ 簡易水道や道路の新設／真和志村議会

〔沖タ〕

６・２ 軍使用地料の値上げ／地主側、軍へ陳

情決議〔琉新〕

６・３ 那覇と泊の築港／ガ資金から10億円

〔琉新〕

６・４ 軍用地料／軍側説明／軍は斯く評定し

た／評価は使用当初の時価による／

年間純益評価額６％算定〔琉新〕

★６・５ 壺川区一部開放／「那覇農園」の附近
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〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 136

６・６ 真和志村／道路占用料／徴収条例制定

〔琉新〕

★６・６ 松山町一部開放〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 136

６・７ 松山町の開放地〔沖タ〕

６・７　那覇中校／恒久校舎近く完成／壺屋小

校は29室不足〔琉新〕

６・７ 那覇市概観完成／15日ごろ入荷予定

〔琉新〕

★６・11 那覇市／６万坪水びたし／浸水家屋1,

600戸〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 136

６・13 那覇市割当土地料決る／最高（市場通

り）月100円／25種に分け最低２円

50銭〔琉新〕

６・14 25級にわけ最高100円最低２円半／那

覇の割当土地料決まる〔沖タ〕

★６・14 那覇市社福協議会生る〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 137

６・14 泊港の浚渫工事始まる〔琉新〕

６・16 教育費の市町村負担／那覇は350円／

市民税負担者に頭割すれば〔沖タ〕

★６・17 真和志村の社福協会設立〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 137

６・17 泊港南岸の埋立／近く5,000坪は完了

〔琉新〕

６・18 那覇市場「小売人」がSOS／地主が敷

地返還迫り／改築問題暗礁へ乗りあ

ぐ〔沖タ〕

６・18 那覇市／８月には1,000戸へ給水／簡

易水道工事・旧市内にも及ぶ〔沖タ〕

★６・18 首里市助役に上地氏〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 137

★６・19 那覇市／泊の護岸工事／20日から着手

〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 137

６・19 ｜社説｜土地問題調停の法制化と調停

機関の設置〔琉新〕

６・20 声／真和志村に訴う〔琉新〕

６・20 又吉那覇市長／日本視察終え今夜帰る

〔琉新〕

６・22 日本復帰は時期尚早！／暫く米に協力

を／又吉那覇市長吉田首相と会見

〔琉新〕

６・23 30万円アクビ／安い軍用地代にソツポ

／地主の調印一人もなし〔琉新〕

６・23 泊港埋立地／護岸工事始る〔琉新〕

６・23 那覇市／水飢饉緩和へ／水道拡張工事

を着工〔琉新〕

６・24 ｜社説｜又吉市長の深省を望む〔沖タ〕

６・24 沖縄から琉球へ／戦後版・政界裏面史

／仲宗根源和／又吉氏の議論を駁す

／志喜屋氏から平良氏へ返書（76）

〔沖タ〕

６・24 都市合併へ乗気／首里市が委員会設置

〔沖タ〕

６・24 公聴／又吉市長に要請す〔沖タ〕

★６・27 泊港の管理は那覇市に『譲渡』〔沖タ〕･ 137

★６・27 市有地の賃貸価格／那覇市会可決〔沖

タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 137

６・27 お別れ群島議会／軍用地使用料問題要

望を決議／１カ年半の活動に幕〔琉

新〕

６・27 沖縄から琉球へ／戦後版・政界裏面史

／仲宗根源和／ドンキホーテ的混乱

／自己保身に憂身をやつす（79）〔沖

タ〕

６・27 那覇市議会／市有地の賃貸料／借地人

や坪当り単価決定〔琉新〕

６・27 港湾施設の管理権／泊港の埋立地移譲

を軍が確約／又吉市長都計を語る

〔琉新〕

６・28 那覇市概観／出版された那覇市復興史

の一部／浦崎康華〔琉新〕

６・29 沖縄から琉球へ／戦後版・政界裏面史

／仲宗根源和／首都問題と那覇市長

／代表達の構想が小さすぎた（81）

〔沖タ〕

７・１ 広告／那覇市会議員〔沖タ〕

７・２ 軍使用地料値上げせず／料金評価は公

平／軍が市町村長へ回答〔琉新〕

７・３ ｜社説｜軍用地代と軍労務賃銀と琉球

援助〔琉新〕

★７・３ 着手急ぐ都計案指示し／軍へ協力を要

望／長期融資や水道工事など〔琉

新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 137

７・４ 那覇／都計着工急ぐ／軍へ長期融資を

陳情〔沖タ〕

★７・５ 合併問題進展す／那覇真和志両議会が

ちかく懇談会〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 138

７・５ 安里に村営卸市場〔沖タ〕

７・５ 市場通り割当土地に紛争〔琉新〕

７・６ 軍用地料／真和志村に契約第１号／背

に腹かえられぬ〔沖タ〕

★７・８ どうなる琉球の日本復帰／日本の旧領

土回復問題／ニユーヨークタイムス

社説／沖縄のぞみ薄か／解決には広

範な諸要素〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 139

７・11 市町村議の定数増加／行法委の方針決

る〔琉新〕

★７・11 真和志村が土地開放陳情〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 139

★７・15 配電会社に一石／那覇は独自でやる

〔沖タ〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 139

28

1952年（昭和27年）



７・16 現実とどう調整する／市や町の用件難

航／市町村制改正行法委で検討進む

〔琉新〕

７・18 国際色で賑わう／小禄村に特飲街設置

〔琉新〕

７・18 都計援助を確約／ビ副長官又吉市長に

〔琉新〕

★７・19 ｜社説｜ガリオア資金の使途と校舎問

題〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 140

★７・19 ル准将も都計援助／泊港の管理権文書

で正式移譲／又吉市長らと懇談〔琉

新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 140

７・20 ｜社説｜見返り資金と校舎復旧〔琉新〕

★７・21 ｜社説｜議員定数増と補欠選挙〔沖タ〕･ 141

７・21 金口木舌〔泊港の管理権〕〔琉新〕

７・24 那覇市の水道／申込はきようから〔沖

タ〕

７・25 全琉の表玄関／起ち上る沖縄の姿／港

那覇の躍進／船舶と貨物戦前を凌ぐ

〔琉新〕

７・26 立法院本会議／二つの税法案可決／遊

興飲食税と通行税〔琉新〕

７・26 開洋校敷地／那覇市に斡旋を依頼〔琉

新〕

★７・26 那覇市に1,000万円の財源／競輪事業を

協議／奥武山に大グラウンド〔琉

新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 142

★７・27 那覇の上水道に／2,000余万円の資材援

助〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 142

７・28 きのう首里市民大会／兼島市長が各区

でおわび〔沖タ〕

７・28 市長留任で見解発表を／首里市民決起

大会開く〔琉新〕

７・29 ｜社説｜首里市民大会の教訓〔沖タ〕

★８・２ 立退く230戸／競輪場になる『港村』

／ 泊埋立地へ移動？〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ 142

８・３ 那覇電気／きのう発起人総会／準備委

員長に國場氏〔沖タ・朝〕

★８・３ 電燈の悩解消へ／那覇電気会社発起人

会／二市二カ村へ配電計画〔琉新〕･ ･ ･ 143

８・３ 牧志大通り拡張／税務署前から着手

〔琉新〕

８・３ 『墓石寄附しよう』／墓地跡に新市街

／きのう市と墓地主が懇談〔沖タ・

夕〕

８・４ さすがは大那覇市／家屋税の賦課はじ

まる／約400万円他町村の数倍〔沖

タ・夕〕

８・５ ｜社説｜権限移譲と市町村再編〔沖タ

・夕〕

８．５ 配電会社／白紙の立場で双方歩寄りか

〔沖タ・朝〕

８・９ 土地収用法案成る／工務局より近く立

法要請〔琉新〕

８・９ 土に青年を／首里市懇談会住吉区〔琉

新〕

８・10 注目の物品税法／未成立は痛手・歳入

狂なし／遅るれば税率も繰上げか

〔琉新〕

８・10 首里市の構想／大都市建設へ／那覇市

に合併の動き〔琉新〕

★８・10 松山町の一部開放／市の陳情で大典寺

一帯を〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 144

★８・11 ｜社説｜全住民待望の首都建設〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 144

８・11 浴衣放談／真和志村長宮里栄輝氏○那

覇・真和志の合併は／もはや沖縄の

輿論の様だね〔沖タ・夕〕

８・11 10月行うか市町村議会議員の選挙／
『市町村制』改正に伴い〔琉新〕

８・12 進む”新都計”／”10間道路”も着手

／130軒の家がひつこす／美栄橋一

帯の区劃整理始まる〔沖タ・夕〕

８・13 大都市建設問題で／きよう又吉那覇市

長訪問か〔琉新〕

★８・13 旧都首里の市勢調べ〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 145

８・13 ”首都”建設しよう／けさ那覇、首里、

真和志代表が協議／建設研究委員会

で推進〔沖タ・夕〕

★８・14 胎動する大都市建設！／那覇市を中心

に／二市二村合併へ初の打合せ〔琉

新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 145

８・14 『首都建設』滑りだす／15万の大都市

へ／那覇・首里・真和志・小禄が合

併協議／研究委員会作つて促進〔沖

タ・朝〕

★８・16 ｜社説｜都市合併と当局の熱意〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 145

８・17 市町村制改正立法院行法委／新定数は

総選挙から実施を／市町村側から活

発な意見〔琉新〕

８・17 首都建設／『研究委』人選、動く／注

目される５人の委員〔沖タ・夕〕

★８・18 合併、先ず市自体で研究／奥武山50戸

早急に立退き／きのう、那覇市全体

協議会〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 146

８・19 那覇市民に朗報／水飢キンの心配無用

／毎日30万ガロン給水〔琉新〕
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８・20 ビ副長官・立法院で訴う／メツセージ

全文／共産主義の浸透警戒せよ／

”人民党”を痛烈に批判〔沖タ・夕〕

★８・21 ｜社説｜共産勢力の排除〔沖タ・朝〕･ ･ ･ 147

８・21 ビ民政副長官／痛烈に人民党批判／共

産主義の触手から自由を衛れ〔琉新〕

★８・24 ｜社説｜競輪は許すべきか〔沖タ・朝〕･ 148

８・24 首里市／”条件ぬきでいこう”／ピツ

チをあげる都市合併〔沖タ・朝〕

★８・24 首都建設を促進／首里市合併に積極的

〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 149

８・25 琉球民主党／愈よ新党結成／31日国劇

で結党大会〔琉新〕

８・26 配電会社に明暗点滅〔沖タ・朝〕

８・26 ｜社説｜常識ある政治〔琉新〕

★８・26 首里市の賛助委員決る〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 149

８・26 首里から引いた水道／那覇が真和志に

正式譲渡〔沖タ・夕〕

８・26 首都建設研究委／首里市、きのう顔ぶ

れ決る〔沖タ・夕〕

８・26 ”研究委”人選／那覇、真和志は／今

明日中に行う〔沖タ・夕〕

８・27 首都建設はすすむ／小禄村の委員決る

／他市村近く出揃う〔沖タ・朝〕

８・27 ｜社説｜二市二村と習俗〔琉新〕

８・27 狙い、都市離れた住宅街／私設の市場

現る／公設に対抗早くも三つ〔沖タ

・夕〕

８・27 市民のリクリエーション／又吉那覇市

長の反対で取止め〔沖タ・夕〕

８・28 首都建設／真和志も滑り出す〔沖タ・

朝〕

★８・28 合併研究委員／那覇、真和志、小禄決

まる〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 149

８・28 民主党／結成迫る新党!!／総裁比嘉秀

平顧問松岡氏確定的〔琉新〕

８・29 立法院／所得税法案可決／過徴金は次

後に振向く／会議延長も読会省略で

可決〔琉新〕

８・30 ｜社説｜政党らしき活動を望む〔琉新〕

８・31 那覇市の合併委員決る〔沖タ・朝〕

★８・31 大那覇市建設／専門諮詢委置く／行政、

経済、文化、工務交通、厚生〔琉

新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 150

９・１　琉球民主党きのう結成／総裁に比嘉主

席／顧問に志喜屋・松岡・護得久氏

〔沖タ・朝〕

９・１ 配電会社／”現業者が中心に”／電気

協会が訴える〔沖タ・朝〕

９・１ ｜社説｜新党の発足と琉球政治の刷

新〔琉新〕

９・１　 都市計画着々進む／10間道路近く本格

工事〔琉新〕

９・１ 那覇の”都計”を指導／石川博士市の

招きで来島〔沖タ・夕〕

★９・２ ｜社説｜民主党の発足〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 150

９・２ ｜社説｜首都建設の計画〔琉新〕

９・２ 首都建設指導に／石川博士15日ごろ来

島〔琉新〕

９・２ 「盆」おえたら初会議／首都建設研究

委／来週一杯に活躍〔沖タ・夕〕

９・３ 配電会社が一本になるまで／頼もしき

調停役／麻の”みだれ”を解く〔沖

タ・夕〕

９・４ ｜社説｜電気事業の一本化〔沖タ・朝〕

９・６　 描く未来の設計図／首都として統一／

早急な中央化と緑の市街〔琉新〕

９・７ 都計第一義／合併は之と平行／那覇市

建設諮詢委初顔合せ〔沖タ・朝〕

★９・７ 首都建設へ第一歩／那覇市きのう諮詢

委員会〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 151

９・８ 競輪ゼヒ／立法院がアンケート／あな

たはよいと思いますか〔沖タ・朝〕

９・９ 泊港築港の促進／那覇港の改修も開始

〔琉新〕

９・10 市有財産（土地）を売つて／都計費に

あてる／当局の諮問に議会側賛意

〔沖タ・朝〕

９・10 土地琉銀調査／那覇市内・お値段調べ

／最高市場通りの坪３万円／うつれ

ば変る戦後派模様〔沖タ・朝〕

★９・10 那覇市議会／７議案原案通り可決／公

園埋立とグラウンド／都市完璧に石

川博士招聘等〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 151

９・10 那覇市会／漫湖の一部埋立／競輪場新

設に備え〔沖タ・朝〕

９・10 財政審議委を設置／比嘉良篤氏ら８名

〔沖タ・朝〕

★９・10 首里市／無条件で合併／市民に意図を

明示す〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 152

９・11 ガーブ川に”店”／那覇市会が反対答

申〔沖タ・朝〕

★９・11 金口木舌〔那覇市議会〕〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 152

９・11 土地／最高坪３万円（市場通り）／わ

ずか離れて数千円の差〔琉新〕

９・12 都市計画法／工務局で立案〔琉新〕

９・14 さあ．首都建設のお膳立だ／二市二村

合併研究委／談笑裡に開幕／正副委
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員長に山田、西銘両氏〔沖タ・朝〕

★９・14 首都建設研究委員会／委員長に山田有

幹氏／二市二村含む都市／石川博士

の指導要望〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 152

９・16 首里市議会／市民税賦課方法案保留

〔琉新〕

９・18 ｜社説｜婦人解放運動の再検討〔沖タ

・朝〕

９・25 不明の点多し／首里市議会、市民税賦

課法再審〔琉新〕

９・25 各区めぐり／那覇市１区／戦後初の瓦

家もある／苗代田も今は坪３万円也

〔沖タ・夕〕

★９・26 二市二村合併／研究委会規則決まる／

経費は人口割で負担〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ 153

９・26 各区めぐり／那覇市４区／甘い夢の桜

坂通り／スズラン燈で粋な文化街に

〔沖タ・夕〕

９・27 各区めぐり／那覇市３区／既に真和志

と合併／危い姫百合橋を花嫁さんお

通り〔沖タ・夕〕

９・28 各区めぐり／那覇市５区／工業地帯狙

つたが／娯楽と病院街に急ピツチ

〔沖タ・夕〕

９・29 各区めぐり／那覇市２区／家庭新聞も

出す／水飢饉知らぬ壺屋の井戸〔沖

タ・夕〕

９・30 電気事業法等四法公布／即日施行〔沖

タ・朝〕

９・30 各区めぐり／那覇市10区／目立つ写真

屋街／お墓と桃源境が混然〔沖タ・

夕〕

10・１ 各区めぐり／那覇市11区／夢見る山の

手文化／刑務所と教会が隣り合せ

〔沖タ・夕〕

10・２ 各区めぐり／那覇市ペリー区／仲仕部

落に追放の掟／山下・ノーグッド、

ペリー・ナイス〔沖タ・夕〕

10・３ 各区めぐり／那覇市８・９区／真和志

村と入乱れ／テント部落に舞姫の群

〔沖タ・夕〕

10・４ 各区めぐり／那覇市奥武山区／まだ残

る忠魂碑／時代の波に浮き沈み〔沖

タ・夕〕

10・５ 各区めぐり／那覇市６区／”闇市”の

草分け／はらはらさせるガーブー川

〔沖タ・夕〕

★10・８ 真和志村の一部立退きに／部落民が陳

情〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 153

10・８ 各区めぐり／楚辺区／スポーツ温床地

帯／子供達にとつては楽園〔沖タ・

夕〕

10・９ 所得税法／基礎控除１万1,000円／適

用４月にそ及／布令16号公布さる

〔琉新〕

10・９ 各区めぐり／那覇市壺川区／那覇にあ

ぶれマンの住宅地／塵で埋めてわが

区は拡がる〔沖タ・夕〕

10・９ 各区めぐり／那覇市松尾区／知名士が

ワンサ／官庁と学校に囲まれ明るい

将来〔沖タ・夕〕

10・11 有難や所得税法／10月から月給取りに

朗報〔琉新〕

10・13 首都建設の構想（１）／宇久真成〔沖

タ・朝〕

10・13 各区めぐり／首里市赤平区／納税ビリ

から１位へ／虎頭の丘には白アの教

会〔沖タ・夕〕

10・14 首都建設の構想（２）／宇久真成〔沖

タ・朝〕

10・14 首都の偉観添る／メインストリート来

月着工〔琉新〕

10・14 各区めぐり／首里市末吉区／名物の竹

林を護る／区民の８割が農家です

〔沖タ・夕〕

★10・14 真和志村／平野、岡野等200戸立退き

指令出る〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 153

10・15 首都建設の構想（３）／宇久真成〔沖

タ・朝〕

★10・15 泊港に明るい将来〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 154

10・16 各区めぐり／首里市平良区／”慶長の

役”の古戦場／戦前の市場跡かたも

なし〔沖タ・夕〕

10・17 首都建設の構想（４）／宇久真成〔沖

タ・朝〕

10・17 各区めぐり／首里市崎山区／酒屋発祥

の地／御茶屋御殿跡に教会建つ〔沖

タ・夕〕

10・18 各区めぐり／真和志村住吉区／郷愁の

那覇ッ児たち／全区民が『海』へ挑

む〔沖タ・夕〕

10・19 各区めぐり／真和志村栄町区／栄ゆる

歓楽の巷／お隣りに”婦連”控え

〔沖タ・夕〕

10・20 今ぞ蘇える崇元寺石門／昔日の姿に返

り／喜びあふれる竣工式！〔琉新〕

★10・21 首都建設／”合併時期を明確に”／二

市二村議会に図り更に促進〔沖タ・
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朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 154

10・21 ｜社説｜崇元寺石門竣工を祝して〔琉

新〕

10・21 那覇市会／23日招集〔琉新〕

10・21 牧志通りに支線／片側通行も緩和か

〔琉新〕

10・21 首都建設促進に／時期を設けよ／きの

う・合併委員会〔琉新〕

10・21 ゆらぐ那覇の電燈／余命短かく赤信号

点滅〔沖タ・夕〕

10・22 那覇市初の財政審議委員会／きよう諮

問議会第一歩〔琉新〕

10・23 水と灯は消えゆく那覇砂漠〔沖タ・夕〕

10・23 水道の問題を審議／けさの那覇市会で

当局が善処を約す〔沖タ・夕〕

10・23 首都合併の時期は／注目される今日の

那覇市会〔沖タ・夕〕

10・24 那覇市予算案１億円追加／牧志道路拡

張費など市会開く〔沖タ・朝〕

★10・24 首都建設へ第一歩／活発な質問戦展開

／きのう・那覇市会賑う〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 154

★10・24 那覇市議員団／立法院へ競輪法その他

陳情〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 155

10・24 道路の改修に重点／那覇市53年度の追

加予算〔沖タ・夕〕

★10・25 ｜社説｜那覇市の都計と土地収用法〔琉

新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 155

★10・26 立退きに悩む銘苅区民／居すわりたい

と連署陳情／”経費償い、生活の不

安も除いて下さい”〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 156

10・26 那覇市会／１億円で都計推進／都市合

併は来年度迄おあずけ〔沖タ・朝〕

★10・26 7,000万円起債承認／都市計画・実践段

階へ／那覇市会原案可決〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 157

10・26 合併の時期／今月中に市会で決定／首

里市〔琉新〕

10・26 生活保障を陳情／銘苅区が立法院に

〔琉新〕

★10・26 都計実現が急務／合併時期尚早／那覇

市会、意見一致〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 158

10・26 泊港浚渫／軍に陳情〔琉新〕

10・29 銘苅軍使用地立退問題／てこでも動か

ぬ…と／證人喚問で頑張る両代表

〔琉新〕

10・29 那覇市／張切る建設部／又吉市長の訓

示に応えて／きのうから夜業開始

〔琉新〕

10・31 ｜社説｜真の協力のためには〔沖タ・

朝〕

11・１ 要望容れられぬ場合／十分なる生活援

護を／銘苅部落陳情への総務局の見

解〔琉新〕

11・２ 講和後の占領行政／国際法上考えられ

ぬ／法務局長證言〔琉新〕

★11・５ 那覇と真和志の区切どうする？／両者

の意見食違う〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 158

11・６　 ”那覇の都計を援助”／ビ副長官、又

吉市長に約す〔沖タ・朝〕

11・６ 前進する都市建設譜／ビ副長官・積極

的に援助確約／那覇市の都計に朗報

〔琉新〕

★11・６　 ”合併の時期”に異見／首都建設への

道は嶮し／注目さる委員会の調整

〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 158

11・７ 行法委各界の意見きく／軍配はいずれ

に？／『競輪法案』さんぴ伯仲〔沖

タ・朝〕

11・７ 金口木舌〔那覇市の都計と泊港浚渫〕

〔琉新〕

11・７ 競輪に賛否両論／公共施設論支持者多

数〔琉新〕

★11・７ 軍使用地立退問題／安謝区民陳情〔琉

新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 159

11・８ 又吉市長空路渡日／都市計画促進の為

〔琉新〕

★11・８ 軍用地／地主との契約締結権／正式に

主席に附与〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 159

11・８ 50年７月以降の使用地にたいし／補償

金支払う／軍用地『契約権』布令出

る〔沖タ･朝〕

11・８ 市長の政治力にまつ／山積する問題／

又吉氏、帰任後解決へ？〔沖タ・夕〕

11・８ 移築に突貫作業／立退き迫らる工業高

校／設計、建築お手のもの／新春ま

で職員生徒が日曜返上〔沖タ・夕〕

11・９ 日本復帰請願書又も返還／長官あてに

出すべき／ル准将から前以てのお達

し〔琉新〕

11・10 ”競輪”に長いブレーキ／事務所も肩

身の狭い思い〔沖タ・夕〕

★11・11 ”来年度中にはぜひ”／合併問題に那

覇市の意向〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 160

11・12 合併は来年７月／首里市会の意向きま

る〔沖タ・朝〕

★11・12 二市二村合併検討／きのう首里市会

〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 160

★11・13 首都建設／真和志村は強腰に出る／注

目さる15日の研究委〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 160

32

1952年（昭和27年）



11・14 電気事業法は特別委設けて処理／土地

収用法案原案どおり可決／本会議

〔沖タ・朝〕

11・14 ラード・沢庵の輸入禁止／競輪法制定

はＯＫ／定例局長会議〔沖タ・朝〕

11・14 行政区域について／真和志村が申入れ

〔沖タ・朝〕

11・14 土地収用法案可決／住宅公社は適用外

〔琉新〕

★11・14 真和志市への胎動／「市町村の区域」

／議員代表陳情〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 161

★11・15 都市計画前進／復金融資起債認可〔琉

新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 161

11・15 那覇市債を認可／7,000万円の復金借入

〔沖タ・夕〕

11・15 歩み寄り成るか／きよう注目の都市合

併合同委〔沖タ・夕〕

★11・16 市町村自治法案可決／首長罷免は地方

自体の意志に委す〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 161

11・16 千秋楽の立法院本会議／労組、労調法

案遂に可決／労基法は議長裁決で否

決〔琉新〕

11・16 都市合併難コース／きのう首里市会で

解散論も出る〔琉新〕

★11・17 金口木舌〔二市二村合併〕〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 162

★11・18 ”借りた土地を返せ”／真和志、那覇

につきつける〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 162

11・19 土地を返せ／真和志村が那覇市に要求

〔琉新〕

11・20 那覇旧市街／軍施設を除いて全部開放

〔沖タ・朝〕

11・20 明るくなつた大那覇市／旧市内大幅開

放／都市計画も順路歴程〔琉新〕

11・21 金口木舌〔旧那覇市内の軍用地〕〔琉

新〕

★11・21 小禄も返還要求／那覇ペリー区の一部

を〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 163

11・22 銘苅部落の陳情に軍が回答／やつぱり

立退かねばならぬ／移動先は十分考

える〔沖タ・朝〕

★11・22 立退き問題／46年に軍用地に指定／要

請認可出来ぬ／銘苅区民の陳情に軍

回答〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 163

11・22 教育委員の月給800円／首里市議会教

育税と共に可決〔琉新〕

11・22 市当局談／”喜ぶのは早い”／旧市内

開放の朗報に疑義〔沖タ・夕〕

★11・23 ｜社説｜好機を逸す〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 164

★11・25 暗礁に乗上げた首都建設／真和志村近

く那覇に地域返還を要求〔沖タ・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 165

★11・26 大絃小絃〔真和志と小禄が戦前の「行

政地域返還」を迫る〕〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ 165

11・26 那覇市上水道資材購入落札〔琉新〕

★11・26 かけ引すてて合併を／那覇・真和志の

土地争いに住民の声〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 166

11・27 新財源の大宗／那覇市／泊港使用条例

案成る〔琉新〕

11・27 都計のモデル地域／美栄橋町の目覚し

い建設譜〔琉新〕

11・27 開放地、従来通り／那覇の開放／軍の

回答ではつきり〔沖タ・夕〕

★11・28 きのう那覇へ要求書／”失地回復”叫

ぶ真和志村〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 166

11・28 市町村財政調整交付金／割当基準決ま

る／第１期分860余万円〔琉新〕

11・28 土地返還要求真和志／那覇市に正式手

交〔琉新〕

★11・29 ｜社説｜首都建設の前途は多難〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 167

11・29 都計への復金融資／利率引下げ実現か

〔琉新〕

12・１ 旧那覇市開放と復金／住宅建築が多い

〔琉新〕

12・２ ｜社説｜機構の改革について〔琉新〕

★12・２ 合併問題をめぐり／那覇市政研究会が

両市村当局の意向たゞす〔沖タ・夕〕･ 168

12・３ 先ず生活保障を／銘苅の立退きに主席

も要望〔沖タ・朝〕

★12・３ たゞは立退けぬ／銘苅区代表強硬に要

請〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 169

12・３ 立退きに戦く銘苅区民／各係官らが現

地視察〔琉新〕

12・３ 再転する都市合併／研究委の懇談会開

くか〔沖タ・夕〕

12・４ ｜社説｜首都建設と新商業分野の開

拓〔琉新〕

12・５ 立退料相当増額か／軍好意的に慎重検

討／局長会議で主席が発表〔琉新〕

★12・６ ”都計の目鼻つく迄”とはいかに？〔沖

タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 169 

★12・８ 上水道工事の全貌／近郊16万人に給水

〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 170

12・９ 市町村財政調整交付金／交付指令書発

送／割当総額860万4,000円〔琉新〕

★12・10 ｜社説｜首都建設の考え方〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 170

12・11 芋作だけの営農では困る／「考えない

農民」が多い／真和志村立退き地域
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の農業実態調査にみる〔沖タ・朝〕

12・11 鳴りつゞく復興の鐘／首里移動７周年

祝い多彩な行事〔沖タ・夕〕

12・13 那覇都市計画の恩人／ビ副長官に感謝

状〔琉新〕

12・14 立ち退き後の新平野部落／さあ引こし

だ。子供も地均し／もう雑貨屋が店

開き／狭いながらも都市計画〔沖タ

・夕〕

12・14 市民挙つて祝う／きよう首里移動７周

年〔沖タ・夕〕

12・15 首里市移動７周年祝い／夜まで賑う復

興マーチ〔沖タ・朝〕

★12・15 古都の賑い／栄ある歌声、旗の波／首

里市移動７周年祝賀〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 171

12・16 港湾地区8,000坪に／土地収用法適用

〔琉新〕

12・18 都市合併・ぜひ実現／又吉那覇市長お

土産話〔沖タ・朝〕

12・18 那覇真和志の歩みより策に／市政研究

会斡旋の労とる〔沖タ・朝〕

12・18 石川博士の来島少しく遅れる／上水道

資材近く着荷／又吉那覇市長おみや

げ談〔琉新〕

★12・18 漁船に便益を／水産課那覇市に回答／

泊漁港管理〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 172

12・18 ”合併”は都計の一部／又吉市長／市

政研究委に回答／公約だから早く実

現〔沖タ・夕〕

12・19 又吉市長の帰任で都市合併に新な動き

／”合併も都計の一部／意見まとめ

実現したい”〔沖タ・朝〕

12・19 都計と合併は一体／公約の首都建設に

邁進／又吉市長市政研究会に回答

〔琉新〕

12・20 那覇教育委／那覇市校舎復旧起債／市

長の折衝で実現期す〔琉新〕

12・20 都市合併／首脳者会議に真和志側慎重

／”那覇市会の動きみてから”／互

に理解を深めたい／真栄田那覇議長

談〔沖タ・夕〕

12・21 「真和志村の失地回復要求に／はつき

りした回答を」／難航の那覇真和志

首脳者会議〔沖タ・朝〕

★12・21 迫港は小船舶専用に／那覇市の商港陳

情、軍が却下〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 172

12・21 那覇都計／埋立地の切売り等で／市債

7,000万円の償還計画〔沖タ・夕〕

12・22 ｜社説｜首都問題の検討〔琉新〕

★12・22 泊に港務所を新設／管理条例など審議

／那覇市会〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 172

12・23 合併促進を請願／市政研究委が那覇、

真和志に提出〔沖タ・朝〕

12・23 那覇市校舎復旧起債／積極的に折衝開

始／比嘉主席も協力約す／又吉市長

らきようル准将訪問〔琉新〕

★12・23 那覇市議会態度表明／納得のいく合併

／無方針な合併は禍根を貽す〔琉

新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 173

12・23 財源の大宗／泊港の開設近し／きのう

の那覇市会〔琉新〕

12・24 学校々舎復旧問題／ブロツク建築、応

諾／ル准将又吉市長会見で好転〔琉

新〕

★12・25 合併問題にふれず／きのう那覇市会終

る〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 174

12・25 泊港施設那覇市会／きのう原案可決

〔琉新〕

12・28 那覇市／200万ガロン給水めざし／水

道本格工事スタート〔琉新〕

12・29 公聴／那覇市当局に訴う〔大那覇都市

計画のため復興資金7,000万円借り受

けることについて〕〔沖タ・朝〕

12・30 「市村合併」に理解と協力を望む／那

覇市議会議長真栄田世勲〔沖タ・朝〕

★12・30 真和志市作ろう／村会”失地回復”を

再決議〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 174

12・30 7,000万円の市債／都市計画費の返済／

市民に負担かけぬように〔沖タ・朝〕

12・30 牧志南中街道完成／片側通行幾分緩和

〔琉新〕

12・31 都計等を中心に／那覇市議会報告演説

会〔琉新〕

12・31 牧志街道の改修許可さる〔琉新〕

★12・31 市村合併の理解と協力／眞栄田世勳

〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 174

1953年（昭和28年）

１・１ 首都建設は慎重に／那覇市議長・眞栄

田世勳氏〔琉新〕

１・１ 琉球の首都大那覇市の都計〔琉新〕

★１・３ 両方から課税？／真和志の失地回復要

求で〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 177

１・４ 合併問題は再び暗礁へ／市議会のあい

まいな態度に／真和志側むくれ出す

〔沖タ・夕〕

１・４ 主席の合併調整に期待〔沖タ・夕〕

34

1952年（昭和27年）・1953年（昭和28年）



１・５ 那覇市がきよう合併問題を討議／基本

的方針生出すか〔沖タ・夕〕

１・６ 石川博士の来島に期待／合併問題に慎

重期す〔琉新〕

★１・６ 合併は／那覇・真和志を先に／”時期”

は慎重に検討／那覇市委員会意見

〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 177

１・７ 市民税を上廻る／那覇市の教育税／総

額2921万9,400円〔琉新〕

１・７ 悩みの牧志道路／”収用法”を後押し

に／拡張工事は相談づくで〔沖タ・

夕〕

１・７ 牧志御願裏道路工事落札〔沖タ・夕〕

１・８ 教育予算に就て／那覇市が公聴会〔沖

タ・朝〕

１・８ 泊港開設第一歩／港務所長に大城氏任

命〔琉新〕

１・８ 広く立派になるぞ／那覇の幹線工事急

ピツチ〔琉新〕

１・９ 市の港湾使用条例案／及び琉水社の鮮

魚集荷販売／漁民の声㊥／那覇地区

漁協組合渡嘉敷浩三〔沖タ・朝〕

１・10 政党代表も勢揃い／きよう合併推進を

叫ぶ〔沖タ・夕〕

★１・10 地方自治法が布かれて／那覇・真和志

に訊く／”合併”気になり／補充選

挙の動きは未だし〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 177

★１・11 きのう泊の港開き／那覇市へ年300万

円入る〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 178

★１・11 那覇・真和志合併は／３月１日期し／

市民大会で決議文〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 178

１・11 ｜社説｜主席選挙法の運命〔琉新〕

１・11 泊港湾施設／使用条例認可〔琉新〕

１・11 市民大会に切りかえ／那覇真和志合併

促進大会〔琉新〕

１・11 教育委にすっかりお株奪われ／市の教

育課存廃に迷う〔沖タ・夕〕

１・13 主席通達／市町村自治財政法きのう公

布／”運営に万全を期せ”／真和志

市、実現か／近く行政府に市昇格を

申請〔沖タ・朝〕

１・13 合併問題／話し合いで決めたい／又吉

市長市政研究会員に回答〔琉新〕

１・13 ”３月”とは無理だ／合併促進決議に

両市村の態度〔沖タ・夕〕

１・14 選挙期日３月29日か／市町村議員補充

特別選挙〔琉新〕

１・14 躍進！泊商港／使用料年収600万円〔琉

新〕

１・15 市町村議員補選／３月29日に決定／選

挙運動は３月10日から〔琉新〕

１・15 教育予算審議／あす・那覇臨時市会

〔琉新〕

１・15 真和志村／じわりじわり合併へ／土地

返還問題を伏せ、市昇格急ぐ〔沖タ

・夕〕

１・16 大泊港の整備進む／きよう事務所開き

／今春から大型船もお目見得〔琉新〕

１・17 那覇区の教育予算／一潟千里・全会一

致採決〔琉新〕

１・17 泊港の輝しい門出／喜びの港務所開所

式〔琉新〕

１・17 真和志村都計委会〔沖タ・夕〕

１・17 民主党は二市二村主張か〔沖タ・夕〕

★１・18 ｜社説｜泊港を祝福する〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 179

１・18 労働者の利益を保証／労働暫定措置法

公布さる〔琉新〕

１・19 名称は”真和志市”か／市昇格問題20

日の村議会に〔沖タ・朝〕

１・19 市町村人口と議員定数／民立法に基く

初の選挙／選挙期日きよう告示さる

〔琉新〕

１・19 真和志村の市昇格／決定は立法院の決

議で〔沖タ・夕〕

１・20 水道代”軍に支払うのは不当だ”／瀬

長氏、那覇市長と一問一答〔沖タ・

夕〕

１・20 名称は『真和志市』に／昇格期日２月

25日村議会で決る〔沖タ・夕〕

★１・21 生れるか『真和志市』／きのう村会で

市昇格議決〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 179

１・21 地方自治法に”穴”か／市昇格の手続

に迷う〔沖タ・朝〕

１・21 真和志村を市に／村議会で可決〔琉新〕

１・22 牧志新道開通祝賀／通団が率先協力

〔琉新〕

★１・23 選挙要項成る／地方議員の補充選挙／

来る３月29日全琉一斉に〔沖タ・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 180

１・23 那覇商港地域の建設／運輸局が8,800万

円の建設計画案〔琉新〕

★１・24 真和志／市昇格を再申請／行政課の見

解に従う〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 181

１・24 泊港／開港に備え諸計画進む／税関出

張所も設ける〔琉新〕

１・27 都市計画の権威／石川博士・きよう空

路来島〔琉新〕

１・27 牧志街道／第２期工事〔琉新〕
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★１・28 那覇都市計画／縦横に検討／石川博士

一行空路来島〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 181

１・28 整地一時中止／地主側条件を持出す

〔琉新〕

１・28 都計の石川博士着く／”遊園地や公園

が欲しいネ”〔沖タ・夕〕

１・29 注目の区教育委制／市町村議員が兼職

か〔沖タ・朝〕

１・29 ”心地よい街に”／都計の石川博士来

島〔沖タ・朝〕

１・29 都市計画の石川博士来島／明るい都市

建設／甥は沖縄戦で戦死した〔琉新〕

１・29 都計資金7,000万円の借入／復金の調書

軍へ提出〔琉新〕

１・30 ３月29日市町村議／公明選挙運動を展

開／社会教育課がよびかける〔沖タ

・朝〕

★１・31 大那覇市の都計にみる道路網／交通地

獄の解消へ／１号線は巾員24間に

〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 182

２・２ ｜社説｜機構改革と人事〔琉新〕

★２・３ 市町村議特別選挙／行政課見解発表／

議員増減は不可〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 183

２・７ まず二市二村合併すべきだ／石川博士

那覇都計を語る〔沖タ・朝〕

２・７ 公聴／”都市計画”の石川博士へお願

い〔沖タ・朝〕

２・７ 都市は市民が作る／歓迎会で石川博士

が激励〔琉新〕

２・７ 雄大な構想／石川博士都計の全貌説明

〔琉新〕

２・８ ｜社説｜首都建設と石川構想〔沖タ・

朝〕

２・８ ｜社説｜首都建設の構想〔琉新〕

２・８ 軍用地立退料の増額／市町村・協議会

が請願〔琉新〕

２・８ 使用料支払う／２月９日から２月14日

まで／那覇真和志の軍用地〔琉新〕

２・８ 市村合併問題について（上）／上原あ

きら〔琉新〕

★２・８ 動き出した那覇真和志議員補充選挙／

”合併”ひかえて？任期は気になる

／当選しそうな者から／３政党が抱

きこみ合戦〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 183

２・９ 都計に金はかからぬ／「合併」は良い

結果を齎す〔沖タ・朝〕

２・９ 石川博士記者会見談／はだしでモーニ

ング姿／真和志の独立市はあり得な

い〔琉新〕

２・９ 市村合併問題について（下）／上原あ

きら〔琉新〕

２・10 ｜社説｜再び首都建設について〔沖タ

・朝〕

２・10 ｜社説｜首都建設への協力〔琉新〕

２・10 ”小禄村の場合”／勤務地手当にるゝ

抗議〔琉新〕

２・10 40名が軍用地契約／真和志の地主は強

硬〔琉新〕

★２・11 さぁ動くぞ那覇都計／6,700万円／復

金借入れ認可さる〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 184

２・11 ｜社説｜超党派的に首都建設を〔琉新〕

２・11 6,700万円起債認可／那覇都市建設、一

飛躍〔琉新〕

２・11 石川博士空路帰京／全島が都計ライン

／国頭は郊外地域／甥に餞け”君た

おれしあたり時雨静か”〔琉新〕

２・11 バスセンター近く実現か／都計構想の

一環〔琉新〕

★２・11 石川栄あき博士の講演要旨（上）／国

際都市への構想／ひろびろとした街

を〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 184

★２・12 石川栄あき博士の講演要旨（下）／名

都としての条件／那覇市は備えてい

る〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 185

２・13 那覇都計秀島講師講演要旨／土地の利

用と計画／港湾施設と都市建築〔琉

新〕

２・14 ”石川構想”の波紋／二市二村合併問

題再燃〔琉新〕

２・14 合併は二市二村一気に／又吉市長、積

極的に呼かけ〔沖タ・夕〕

２・15 都市建設活発化／那覇市起債の認可で

〔琉新〕

２・18 那覇の軍用土地料／７、８円から最高

600円〔琉新〕

２・18 那覇が積極的に乗出す／９月ごろ合併

〔沖タ・夕〕

★２・19 10月１日期して合併／那覇市積極的に

意志表示〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 187

２・19 石川構想の実現近し／二市二村の合併

／今秋10月１日に意見一致／那覇市

諮詢委会〔琉新〕

★２・20 ｜社説｜二市二村の合併〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 188

★２・21 合併へ・合併へ／近く研究委員会再開

／那覇の10月１日説に応じ／二市二

村が歩みよるか〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 188

２・21 ちょつと尻込み／まごつく補充選挙

〔沖タ・夕〕
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２・22 都市合併の”さきがけ”／ひめゆり橋

通り会輝しく誕生〔琉新〕

２・22 都市合併研究会／28日小禄村で開く

〔琉新〕

２・24 那覇の都心で大火／大宝館と琉映貿全

焼／映画上映中に阿鼻叫喚の惨状

〔琉新〕

２・25 ｜社説｜都計と防火設備〔琉新〕

２・25 大火が教えるもの／消防訓練全くゼロ

／地下用水の皆無など！〔琉新〕

２・25 『10月合併説』にどううごく／もつと

すつきりせよ／”合併時期”には異

論なし〔沖タ・夕〕

２・25 那覇の水道代安くなる〔沖タ・夕〕

２・26 ”ハラを決めました”／眞栄田那覇議

長石川博士に”合併”の洗礼〔沖タ

・朝〕

★２・26 合併を推進したい／復帰問題や都市復

興について／眞栄田議長の土産談

〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 189

★２・26 首里もはつきり／10月１日合併へ〔沖

タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 189

２・26 牧志大通り拡張へ／地主と円満に話し

合い〔琉新〕

２・26 真和志村／立候補に微妙な思惑／合併

問題村議補選にひゞく〔沖タ・夕〕

２・27 公聴／那覇市会へ大物を送れ〔沖タ・

朝〕

２・28 牧志通りの工事に土地収用法認可／更

に道路拡張進む／３月一杯に63軒税

務署…ガーブ橋立退く〔沖タ・朝〕

２・28 きよう合併研究委員会〔沖タ・朝〕
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点に立つて／翁長助靜〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 190
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会開く〔琉新〕

２・28 牧志大通拡張に／土地収用法認定さる
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３・１ きのう東京で／沖縄の日本復帰国民大

会／”復帰に心から協力”／衆・参

両院議長らも出席〔沖タ・朝〕

３・１ 都市合併結論を得ず／まず那覇・真和

志から／首里・小禄は後まわし／こ

んどは真和志が尻ごみ〔沖タ・朝〕

３・１ 那覇市議会／３日開会〔琉新〕

★３・１ 都市合併持ち越し／首里、小禄、那覇
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３・３ ｜社説｜首都建設の前途を憂う〔沖タ

・朝〕

３・３ 那覇の校舎建築／起債を軍が認可〔沖

タ・朝〕

★３・３ 二市二村合体への道（下）／悠久の一

点に立つて／翁長助靜〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 191

３・３ 定例那覇市会開く／議案起債償還方法

変更など〔沖タ・夕〕

★３・４ ｜社説｜真和志村の異議？〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ 192

★３・４ 水道料金値下げ／那覇市議会事務局を
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３・５ 那覇市会原案可決閉会〔琉新〕

３・７ ９日の研究委に真和志どう出る／更に

モむか合併論議／一市一村説の横ヤ

リで〔沖タ・夕〕

３・８ 補充市村議選挙／立候補・�の人々

〔琉新〕

３・８ 真和志／「合併」は補選後の村会で／

改めて検討する〔沖タ・夕〕

３・９ ｜社説｜都市合併を阻むもの〔沖タ・

朝〕

３・９ 結論は補欠選挙後か／きよう那覇で注

目の合併協議〔沖タ・朝〕

３・10 選挙後にもち越し／合併協議角突合せ

て物別れ〔沖タ・朝〕

★３・10 ”都市合併”で会議は踊る／補選まで

たな上げ／暗礁手前に建設的な意見
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３・10 激戦予想される都市／けさから一斉に

届出開始〔沖タ・夕〕

３・11 那覇市／市議立候補初日に８名〔沖タ

・朝〕

★３・11 ｜社説｜合併の世論に聴け〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ 195

３・12 ”市昇格”で政府に迫る／真和志申請

書はどうなつた〔沖タ・朝〕

３・14 幕開く議員補欠選挙／中南部市町村の

動きを打診／都市地区はぼつぼつ／

農村では”無投票”の動き〔沖タ・

朝〕

３・14 真和志／”市昇格”申請遂に撤回〔沖

タ・夕〕

★３・14 ｜社説｜二市二村の議員候補者に望
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★３・14 真和志村の市昇格／都市合併の世論に
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３・15 声／真和志村内の風評〔琉新〕
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３・16 公聴／真和志の合併委員にきく〔沖タ

・朝〕

★３・17 ｜社説｜合併と市村住民の態度〔琉新〕･ 197

３・18 那覇真和志補充員数突破／市町村議補

選・地方は低調〔沖タ・朝〕

３・18 那覇臨時市会／きよう招集〔琉新〕

★３・19 那覇市臨時議会／全会一致嘉手納助役
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３・21 ｜社説｜なぜ選挙に無関心か〔沖タ・

朝〕

３・21 牧志通り拡張工事／通り団側も当局案
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３・22 殆んど「一市一村」／「合併」に真和

志村議候補合同演説〔沖タ・夕〕

３・23 殆んどが一市一村合併論／真和志村立

候補者／合同政見発表会〔琉新〕

３・24 牧志通り拡張工事／地主も協力約す／

買上げ価格を更に折衝〔沖タ・朝〕

★３・24 ｜社説｜合併問題について／真和志村
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３・24 ねらいは”円満買収”／市案、一級地

は坪4,000円を評価／牧志通り地主

側と協議〔琉新〕

３・25 都市地区でも漸く定員すれすれ／終盤

戦だというのに／意外に振わぬ市町

村議補選〔沖タ・朝〕

３・25 一市一村で頑張る／市昇格に真和志村

慎重期す〔琉新〕

★３・26 ｜社説｜真和志村の反省を促がす〔琉
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３・27 軍用地使用料支払に関する布令〔琉新〕

３・28 市町村議補選届出締切る／無投票の27

市町村即日当選を決定／わずか12市

町村が選挙〔沖タ・朝〕

３・28 市町村議補選届出締切る／一面より続

く／北部地区の部〔沖タ・朝〕

３・28 あすの市町村議補選を見る！／ほとん

どが無投票／決戦投票11市町村か

〔琉新〕

３・29 二市二村は合併を／石川博士都市計画

の結論得て／琉球民政官へ報告書提

出〔琉新〕

３・29 声／真和志村民へ〔琉新〕

★３・29 寒波出足にぶらす／市町村議補選きよ

う投票／早朝からメガホン／さいご

まで躍起の運動〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 200

３・30 地方議員補選／那覇の松尾区過半数が

棄権／小禄は91％の好成績〔沖タ・

朝〕

３・30 各地の投票成績／棄権率２割１分弱

〔琉新〕

★３・31 ｜社説｜二つの選挙戦〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 201

★３・31 地方議員当選者きまる／真和志村また

また疑問票で当落決す？〔沖タ・朝〕･ 202

４・１ 抽選で島福氏に／真和志村議当選者決

る〔琉新〕

★４・２ 『都計』進捗に拍車／泊港、土地埋立

の布令公布〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 203

★４・４ 真和志でも告訴沙汰〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 203

４・４ ｜社説｜補欠選挙の結果〔琉新〕

★４・５ 新議員の登場で、さて合併は／舞台が

那覇へうつる／一市一村説も強まる

〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 203

★４・７ またも異議申立／「シマ」めぐり必死

の三つ巴〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 204

４・８ 譲渡も出来る？／軍の土地収用法布令

で公布〔琉新〕

４・８ 那覇市議員／当選証付与式〔琉新〕

★４・９ 泊港埋立地の贈与／那覇市が民政府へ

要請〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 204

４・９ 和やかなハツ顔合せ／那覇市新議員に

證書交付式〔琉新〕

４・11 宝刀一閃、早く立退け／銘苅区に土地

収用法適用〔沖タ・朝〕

★４・11 真和志村／異議申立て成立し／金城氏

議席を獲得〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 205

４・11 土地収用法に基く／地代支払方法の布

令公布〔琉新〕

★４・11 立退け立退けブルトーザー乗り込む／

今早朝銘苅・安謝部落にひと騒ぎ／

部落民は右往左往／あっという間に

畑荒れる〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 205

４・12 10日に”即日明渡せ”／銘苅・安謝軍

が強硬に接収〔沖タ・朝〕

４・12 新議員初の／那覇臨時議会〔琉新〕

★４・12 土地明渡しを指令／銘苅地区安謝一部

に土地収用法を適用〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 206

４・12 村議当選に番狂わせ／真和志村の異議

三つ巴戦〔琉新〕

４・13 立退区域明示されず／地主への連絡も

なかつた〔沖タ・朝〕

４・13 820万円供託／真和志地区借地料立退

料として〔琉新〕

★４・13 問題の布令第109号／土地収用令全文
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／適用第１号は銘苅安謝地区〔琉新〕･ 206

４・13 安謝部落の立退き問題／比嘉主席と一

問一答／通告する暇がなかつた／厳

重抗議して再び繰返したくない〔沖

タ・夕〕

★４・14 ｜社説｜土地収用と民主政治〔沖タ
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★４・14 土地事務所立退部落と契約締結を懇談

／天久部落は承諾／銘苅・安謝は蹴

る／いきなりブルトーザーはひどい

／安い地代で20年は困る〔沖タ・
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４・15 立退後の保障／銘苅代表、主席に陳

情〔琉新〕

４・15 補選後初の那覇市会／あす各委員会の

態勢整う〔沖タ・夕〕

４・16 土地収用令の法的根拠は？／特別委論

議つきず、きよう法務局長に証言求

む〔沖タ・朝〕

４・16 真和志村の立退き問題／生活の保障な

ど〔琉新〕

４・16 新議員を迎えて／那覇市会和やかにス

タート〔沖タ・夕〕

★４・17 和やかな雰囲気／新旧議員初顔合せ那

覇市議会〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 209

４・17 欠損生じた／那覇市議会〔琉新〕

４・17 軍の太鼓判に起債も順調／那覇市都市

計画捗る〔琉新〕

４・17 真和志村／新議員初議会〔琉新〕

★４・18 真和志の軍用地収用範囲／755筆15万

8,000坪〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 209

４・18 土地収用対策決議案めぐり／慎重期す

特別委／20日立退き地区代表を招く

〔琉新〕

４・19 天久部落民が釈明／”吾々はこんなわ

けで／軍使用地の契約を承諾した”

〔沖タ・朝〕

★４・19 質問討議活溌／休会明け那覇市議会

〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 209

４・19 新議員顔合せ／真和志村会〔琉新〕

４・19 那覇市会／委員会の顔ぶれ決る〔沖タ

・夕〕

４・20 ｜社説｜土地収用令の問題〔琉新〕

４・21 立退き部落の人たちが立法院へ訴える

／”死の宣告も同然だ”／超党派的

に処理して欲しい〔沖タ・朝〕

４・21 立退問題／真和志村会が検討〔沖タ・

朝〕

★４・21 真和志村議会／常任委会等制定／地料

引上げ問題は特別委で〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 210

★４・21 土地収用対策特別委／土地取上やめて

ほしい／是非必要なら生活の保証を

／立退地区関係者から実情聴取／
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４・22 ｜社説｜”土地問題”民主的に解決せ

よ〔沖タ・朝〕

★４・22 酔いどれ議員初市会を乱す〔沖タ・朝〕･ 211

４・22 論議盛ん土地収用法で／立退問題と真

和志村会〔琉新〕

４・22 ”都計”進行順調／那覇市への貸出然

諾〔琉新〕

４・22 清き一票が泣く／首里市会酔払い新議

員登場〔琉新〕

４・24 まず1,000万円出る／ピツチ上げる那

覇都計〔沖タ・朝〕

４・24 布令撤廃を決議／立退き問題に真和志

村会が意見書〔沖タ・朝〕

★４・24 揉め抜く真和志村会／立退問題で意見

書〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 212

４・24 活発発地と動出す／都市計画辷り出し

好調〔琉新〕

★４・25 再燃する首里バスの公営／市会が研究

会つくつて検討〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 212

★４・26 又もむ？首里市会／バス市営を決議

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 213

４・26 首里市会の紛争／市営バス問題で論議

沸騰〔琉新〕

★４・27 土地収用令の撤廃／真和志村が陳情

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 213

４・27 首里バス市営移管／”いま一応研究”

株主総会慎重〔沖タ・朝〕

★４・27 首里バス総会／穏やかに役員を選出

〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 213

４・28 真和志・市昇格を再申請〔沖タ・朝〕

４・28 土地収用令の告知／通知執行の指令出

る〔琉新〕

★４・28 首里市会大荒れ〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 214

★４・28 問題の”旧真和志”に／挟みうちの土

地税／那覇、真和志両方から令書

〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 214

４・28 発言も喧嘩腰／酔どれ議員やバス問題

等でもみぬく首里市会〔沖タ・夕〕

★４・29 ｜社説｜真和志市となるか〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ 215

★４・29 こんな筈では･･･／流産した首里市会

〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 215

４・29 波乱の首里市会／市民の批判高まる

〔沖タ・夕〕

★４・29 目をつけた借地料／財源難の首里・琉
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大へ請求〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 216

４・30 立退の前後措置／牧志沿道の住民と懇

談〔琉新〕

５・１ 軍用地関係特別委、与野党案を調整／

強制立退は死の宣告／”土地収用令

廃止せよ”〔沖タ・朝〕

★５・１ ”いつそ寄贈してくれ”／首里の敷地

料請求に琉大が回答〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ 216

５・２ 都市建設譜快調／起債全額近く完受

〔琉新〕

★５・２ ”６日までに引渡せ”／安謝、銘苅の

軍用地に軍が正式命令〔沖タ・夕〕･ ･ 216

★５・２ 泊埋立地に移して／旧垣花住民が陳情

〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 217

★５・３ ｜社説｜土地収用令の対策〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ 217

５・３ 那覇市役所／旧天妃校へ移転〔琉新〕

５・３ 凹凸街道を行く首里バス／初の市会に

とび出た「市営移管」の切札／双手

あげて賛成だが／もやもやと仲々踏

切れぬ〔沖タ・夕〕

５・６ 立法院本会議／軍用地に関する決議／

全会一致で可決／選挙無効布令取消

請願決議も15対10で〔沖タ・朝〕

５・６ 立法院本会議／土地収用反対決議満場

一致で可決／容れらざる場合職賭し

て戦う〔琉新〕

５・６ ”もう頑張れません”／安謝の神谷さ

ん立退く〔沖タ・夕〕

５・７ 立退けばどの程度困る？／主席銘苅、

安謝区の実状を調査〔沖タ・朝〕

５・７ 売却方針に横ヤリ／牧志通りの立退先、

泊埋立地〔沖タ・夕〕

★５・８ 土地税の奪い合い／那覇真和志・両手

引張られる旧真和志／”こちらがト

るのじゃ”／会談決裂・裁判へ持出

すか〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 218

５・９ 立法院本会議／軍労務者待遇改善決議

案吉岡議員が発議／土地問題特別委

設け円満解決に努力〔琉新〕

５・10 住民の発言権を獲得／沖縄土地委員会

設置認可〔琉新〕

★５・12 市助役のバス会社監査役就任／”法に

抵触しない”／行政課が回答〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 218

５・12 割当土地の保護薄れ／近く那覇で借地

人大会〔沖タ・夕〕

５・13 てんてこ舞の土地課／立退旋風の真和

志村役所〔沖タ・夕〕

５・15 ｜社説｜土地問題の解決〔琉新〕

５・15 賃貸料値上げしてほしい／真和志の地

主が連署陳情〔沖タ・夕〕

５・15 軍水道パイプから給水して貰いたい

〔沖タ・夕〕

★５・15 那覇、真和志／水道パイプで連結／い

がみ合いも水に流し〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ 219

５・18 市有地売却など協議／那覇市会が開く

〔沖タ・夕〕

５・18 樋川、開南通り舗装陳情〔沖タ・夕〕

５・18 合併問題の朝日式討論紙上録音版／二

市二村側、首都の構想をもて／一市

一村側、実現に即した都計〔沖タ・

夕〕

★５・19 泊埋立地那覇市に移譲〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 219

５・19 泊港／埋立地の権限？／軍、条件付き

で譲渡〔琉新〕

５・20 那覇市会活発に討論／役所移転漸く可

決〔沖タ・夕〕

★５・21 埋立地売却に反論／議場久し振りに荒

れる／那覇市会〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 219

５・21 市役所移転可決／注視の那覇市会議論

沸騰〔琉新〕

５・21 軍用地の土地委員選考／市町村側主席

に意見具申〔琉新〕

５・22 那覇市会大部分原案可決／道路補修は

委員付託〔琉新〕

★５・22 那覇市会／泊の市有地売る／二重課税

問題は互に研究〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 220

★５・23 強引な決議案／首里市会疑義質す〔琉

新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 220

５・24 安謝に新港／真和志村が軍へ陳情〔沖

タ・夕〕

★５・29 移動促進の主動／那覇市役所旧天妃校

へ移転〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 220

５・29 土地の二重課税／当然、那覇市の権限

〔琉新〕

★５・29 立消えの”都市合併”／10月説も遂に

お流れか〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 221

５・30 那覇の舗装工事一斉開始〔琉新〕

★５・30 うれしい四つの引越し／腰を据える那

覇市の役所や学校／８年ぶりに”上

之山校”／壺屋校３部授業やつと解

消〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 221

５・31 軍用地特別委／盛り上る力で解決せん

／土地委連合会の結成促進〔琉新〕

６・１ 那覇市役所天妃へ〔琉新〕

６・２ 市町村の予算編成は現行税種目で／政

府が臨時応急措置を通達〔琉新〕

６・２ 泊港・護岸工事快調／きのう晴れの起
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工式〔琉新〕

６・２ 旧市街へ移動促進／大局から見ての都

計／新庁舎で語る又吉市長〔琉新〕

★６・３ 土地収用令、廃止の意図なし〔沖タ・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 222

６・３ 注目の的土地収用問題／収用令を有名

無実なものに／軍両首脳との会見に

より特別委の活動方針決まる〔琉新〕

６・３ 那覇市定例議会／９日招集〔琉新〕

★６・４ 帰れぬ国頭の那覇人／市が近く10世帯

受入れる〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 222

６・４ ｜社説｜土地収用の問題について〔琉

新〕

６・４ 那覇のオンリミツツ／汗だくで連日踏

査／あすの委員会対策に期待〔琉新〕

★６・７ 軍民相互の連絡機関／土地委員顔ぶれ

決定〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 223

６・７ ゆく人・きた人「都計に関心」／新旧

首席民政官を迎えた那覇市／大都市

を築くには／時と金を要すが協力し

てゆきたい／ブ大佐又吉市長へ援助

約す〔琉新〕

６・８ ｜社説｜土地委員会の発足〔琉新〕

６・８ 那覇市の新予算案／都計事業活発化／

今年度本格的に推進〔琉新〕

６・10 隣接市村包含して都計を再編成／又吉

市長54年度の施政方針／旧市内進出

の年／競輪などで税外収入確保〔沖

タ・朝〕

★６・10 明日の都市建設へ（１）／悔を百年に

残すまじ／又吉那覇市長施政演説大

要〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 224

６・10 那覇市／定例予算市会／初日から質問

活発〔琉新〕

６・10 配管工事急ぐ／泊埋立地への移動に備

え〔琉新〕

６・10 那覇の赤線／当局に一任〔琉新〕

６・11 泊埋立地に借地人殺到／既に67件が申

込み／予定坪数より１万坪も突破

〔沖タ・朝〕

★６・11 明日の都市建設へ（２）／悔を百年に

残すまじ／又吉那覇市長施政演説大

要〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 225

６・11 舟木氏中旬に来島／那覇市の招へい、

陶界に期待〔琉新〕

６・11 泊の屋台／海協が収容〔琉新〕

６・12 なくなる？那覇の浸水騒ぎ／久茂地川

を浚渫／本年度中にガーブ川も〔沖

タ・朝〕

６・12 泊埋立地を正式に移譲〔沖タ・朝〕

６・12 首里市会15日招集〔琉新〕

★６・12 明日の都市建設へ（３）／悔を百年に

残すまじ／又吉那覇市長施政演説大

要〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 226

★６・12 増える那覇の財産／泊埋立地晴れて譲

渡〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 226

６・12 声／開放地の都計につき市へ要望〔琉

新〕

★６・12 真和志でも水道工事／軍の補助で那覇

市が協力〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 227

★６・13 明日の都市建設へ（完）／悔を百年に

残すまじ／又吉那覇市長施政演説大

要〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 227

６・13 首里市議会／15日開会予定〔沖タ・夕〕

６・13 那覇市会／”合併”繞り活発な質問／

市長石川構想で二市二村を〔沖タ・

夕〕

６・14 都計や合併問題など／那覇市会活発な

一般質問〔沖タ・朝〕

６・14 矢面に立つ”都計”／休会明け那覇市

議会〔琉新〕

６・14 那覇のオンリミツツ／きのう午後１時

から〔琉新〕

６・16 ”適正を欠く借地料は是正”／ブ民政

官土地問題について声明〔沖タ・朝〕

６・16 ｜社説｜市町村の併合に注意を払え

〔琉新〕

６・16 那覇市議会／質問戦峠を越す／後は委

員会諮問〔琉新〕

６・16 首里市会開く〔沖タ・夕〕

★６・17 市町村土地特別委連合会力強く発足／

軍用地問題の解決を／超党派的に促

進〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 227

６・18 那覇市会／各分科会〔琉新〕

★６・19 市会で決定／牧志通りの借家人にも／

泊埋立地を割当〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 228

６・19 再びもち上る／首里バスの市営移管／

定例市会〔沖タ・朝〕

６・19 予算を一部修正／きのう、那覇市財政

委〔琉新〕

６・20 ｜社説｜市町村合併促進の制度〔沖タ

・朝〕

★６・20 一潟千里に可決／那覇市会、無事閉幕

〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 229

６・22 この悪道は誰の？／安里、与儀行政区

分の盲点飛び火〔琉新〕

６・24 陳情奏功／哀情は訴えるに限る／真和

志軍用地縮小か〔沖タ・朝〕
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６・24 きよう首里市会／バス市営討議か〔沖

タ・朝〕

６・24 ”54年度中に給水施設”／真和志村会

予算案を上程〔沖タ・朝〕

６・24 合併問題促進を図る〔沖タ・朝〕

６・24 軍関係の撮影／集成刑法を改正公布

〔琉新〕

６・25 波乱を呼んだ／首里バスの会計決算／

首里市会〔沖タ・朝〕

★６・26 市昇格を促進／真和志村会〔沖タ・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 229

★６・27 バス会計の疑点衝き／首里市会・決算

審議でもむ〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 229

★６・27 ”住民投票でゞも”／真和志村会一市

一村合併を強調〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 230

６・27 ｜社説｜道路の管理を明確にせよ〔琉

新〕

★６・28 ｜社説｜首里市政と批判の必要〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 230

６・28 本会議／第２次補正予算案可決／都計

法案、行法委に付託〔沖タ・朝〕

６・29 金口木舌〔那覇市の都市計画〕〔琉新〕

６・29 那覇市の新財源／競輪事業の収益打診

〔琉新〕

６・29 52年度を愚図つく／54年度予算審議首

里市会〔琉新〕

★６・30 遂に異例の決算否決／首里市会バス会

計で波乱〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 231

６・30 首里市会意見対立／予算市会・遂に否

決〔琉新〕

７・１ 競輪場を作れ／体協が声明、競技場と

併用〔沖タ・朝〕

★７・１ 軍用地問題／小禄村議会が決議／立法

院通じ善処要請〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 231

７・１ 那覇都計資金／完全融資さる〔琉新〕

７・２ あげつらわれる競輪法案／ついに二読

会を終了／与野党ヤジの応酬〔沖タ

・朝〕

７・２ 総額416万余円／首里市54年度予算決

る〔沖タ・朝〕

★７・３ 10日／再び合併委開く／那覇は”ぜひ

二市二村で”〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 232

７・４ ｜社説｜市村合併研究会に望む〔琉新〕

７・４ 二市二村、一市一村賛不賛／態度闡明

注目さる〔琉新〕

７・５ ｜社説｜都市区域の考察〔琉新〕

７・７ 都計法など３法案可決／市町村の昇格

等は／立法院の議決経て主席が定め

る／那覇都計強力に推進／費用の一

部は政府が負担〔沖タ・朝〕

７・７ ｜社説｜橋名の変更について〔琉新〕

★７・７ 立法院本会議／都市計画法案可決／審

議活溌／主席の責任追究は後廻し

〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 232

７・７ とんでもない改名／菅原建設のご披露

に抗議の声／新装の明治橋を”国場

橋”〔琉新〕

７・８ 街や村に深刻な水不足／イモの植付け

駄目？／那覇市は軍へ増水陳情〔沖

タ・朝〕

７・８ きのう開通式／由緒ある明治橋〔沖タ

・朝〕

★７・８ 経済文化への貢献担い／新明治橋オー

プン〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 233

７・10 焦点に立つ二市二村合併委会〔沖タ・

夕〕

７・11 石川構想出来るまで／二市二村の合併

は当分保留〔沖タ・朝〕

７・11 二市二村の合併／真和志村当初の段階

論曲げず／研究委依然堂々めぐり

〔琉新〕

★７・11 結論は出ずに足ぶみ／二市二村合併研

究委員会／解散手前で踏止どまる

〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 234

７・12 ｜社説｜市村合併の前途〔琉新〕

７・14 本会議／競輪法15対12で可決／主席追

及決議案二読会終了〔沖タ・朝〕

７・14 立法院本会議／競輪法案遂に可決／主

席の責任追求決議案二読会終結〔琉

新〕

７・15 石川構想の全貌／夢の大那覇市（１）

／”他山の石とせよ”／石川栄よう

〔沖タ・朝〕

７・15 借地法と借家法／那覇市議会が陳情

〔琉新〕

７・16 石川構想の全貌／夢の大那覇市（２）

／日本の都市標準に照らし／二市二

村合併は当然〔沖タ・朝〕

７・16 借地法、借家法など早く制定せよ／那

覇市議会が要請〔沖タ・朝〕

７・17 石川構想の全貌／夢の大那覇市（３）

／市街地の１号線路には／副道か横

断施設を設ける〔沖タ・朝〕

７・18 石川構想の全貌／夢の大那覇市（４）

／臨港工業地帯整備し／産業研究所

設立せよ〔沖タ・朝〕

７・18 明日の大那覇市／早大教授・工博石川

栄耀／二市二村合併は当然（３）／
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理論としては外にも及ぶべき〔琉新〕

７・18 那覇商港の区画／政府那覇市意見一致

〔琉新〕

７・18 都計に重大関心／軍から那覇市へ３項

の照会〔琉新〕

７・19 石川構想の全貌／夢の大那覇市（５）

／設けたい”市民広場”／都市に社

会性もたす〔沖タ・朝〕

７・20 石川構想の全貌／夢の大那覇市（６）

／中心地帯の区分設定／これが都計

のカナメ〔沖タ・朝〕

７・21 石川構想の全貌／夢の大那覇市（７）

／市場通りの自然放任／市のために

よくない〔沖タ・朝〕

７・22 石川構想の全貌／夢の大那覇市（８）

／各施設中心設定せよ／与農研所附

近は恰好のスポーツセンター〔沖タ

・朝〕

７・22 真和志の市昇格問題処理は／自治法の

改正後に〔沖タ・朝〕

７・23 石川構想の全貌／夢の大那覇市（９）

／センターの配置や／地区計画に心

せよ〔沖タ・朝〕

★７・23 壺屋陶器に活／舟木氏囲みきのう座談

会〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 234

７・24 石川構想の全貌／夢の大那覇市（10）

／都市美は間取計画から／市街地の

墓地は整理〔沖タ・朝〕

７・25 石川構想の全貌／夢の大那覇市（11）

／公園は市民のクラブ／緑地と水辺

は都市美の条件〔沖タ・朝〕

７・25 統計からのぞく那覇市民の生活程度／

市税１人で500円／乗用車は110名に

１台の割〔沖タ・夕〕

７・26 石川構想の全貌／夢の大那覇市（12）

／中心を外す幹線道路／交叉点には

十分な広場を〔沖タ・朝〕

７・27 石川構想の全貌／夢の大那覇市（13）

／仮小屋撤去は手際よく／校庭プー

ルの防火水兼用〔沖タ・朝〕

７・28 石川構想の全貌／夢の大那覇市（14）

／中北部でも那覇の後背地／都計は

全島に関連する〔沖タ・朝〕

７・29 石川構想の全貌／夢の大那覇市（完）

／再び『都市は人なり』／全市民で

美しい街を〔沖タ・朝〕

７・29 首里臨時市会／80万円起債承認〔琉新〕

７・30 期限づきで立退かす／牧志大通りの第

２次工事〔沖タ・夕〕

８・１ ｜社説｜衛生都市の施設〔琉新〕

８・１ 遊園地の市営審議〔琉新〕

★８・２ 泊の屋台に市が親心／３カ月間の立退

余裕〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 235

８・４ 着工の見透しつく／39軒が立退き準備

／牧志大通り〔沖タ・夕〕

８・７ 首が廻らぬ遊園地／那覇市も引受たい

が金はなし〔沖タ・朝〕

８・７ 町村合併促進案修正成る〔沖タ・夕〕

８・10 ダ長官の返還声明／米国務省当局筋談

／琉球・小笠原など／米は信託構想

放棄〔琉新〕

★８・11 首里市長告発さる／特別会計決算めぐ

り〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 235

★８・12 膨れる真和志に校舎の悩み／80教室も

不足／２部授業でも追つかぬ〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 236

８・12 市営遊園地／13日に全体協議〔琉新〕

８・13 児童増えて校舎難／真和志村長らが善

処を陳情〔琉新〕

８・13 首里市長を告発／市営バスに絡んで

〔琉新〕

８・18 首里市長側／近く声明書〔琉新〕

８・19 競輪法／主席署名〔琉新〕

★８・19 首里市長告発事件取調べを始む〔琉

新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 236

８・20 軍側労働法布令公布／民労働三法と同

時に実施〔琉新〕

★８・20 条件付して土地開放／若狭町、4,700

坪余〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 236

８・20 首里市長を追加告発〔琉新〕

８・20 首里市長を追加告発〔沖タ・夕〕

★８・21 競輪法きのう公布〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 237

８・22 労働三法遂に誕生／主席署名施行は10

月１日から〔琉新〕

８・22 公布なつた競輪の皮算用を聴く／実施

は来春ごろか／月に400万円の収益

予想〔沖タ・夕〕

★８・22 ”退陣なんかしない”／バス問題にか

らむ与野党の対立／首里市〔沖タ・

夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 237

８・24 真和志の市昇格提案か／自治法の一部

改正公布で〔沖タ・朝〕

８・28 泊の屋台に軍が立退指示〔沖タ・夕〕

★８・28 都計の促進に拍車／泊港周辺の見苦し

い屋台店に／軍が工事支障で撤去命

令〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 237

８・29 泊港の屋台店／31日までに撤去通告

〔琉新〕
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８・30 金口木舌〔泊港周辺の屋台店〕〔琉新〕

８・30 那覇市幹線舗装を終える〔琉新〕

８・31 ガーブ橋の護岸工事／片岸は地主のこ

とでもむ〔沖タ・夕〕

９・１ 市長とりまき騒ぐ／立退き迫らる泊の

屋台〔沖タ・朝〕

９・１ 屋台店の撤去に／店主ら市役所へ押か

く〔琉新〕

９・２ 泊の屋台立退騒動、物別れ〔沖タ・朝〕

９・２ 復帰問題でもむか／那覇市議会８日か

ら〔沖タ・朝〕

９・２ 検事の調べ最終段階へ／首里市長告発

事件〔沖タ・朝〕

★９・２ 市長強硬意見／７万那覇市民の福祉を

目ざし／屋台店の代表に回答〔琉新〕･ 238

９・２ 首里病院存続して／首里市が隣村にも

呼掛ける〔沖タ・夕〕

★９・３ ”復帰決議は違法？”／那覇市議会で

論争〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 238

９・３ 立退き明暗二重奏／牧志街道の拡張に

この苦心！／戸別に座りこみ戦術／

立退き交渉に700余回〔沖タ・夕〕

★９・３ ヤツサモツサ泊の屋台店／カナエの軽

重問われる那覇市〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 239

★９・３ 真和志上之屋区／大道へ併合陳情〔沖

タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 240

９・４ 那覇首里間幹線軍が舗装／陳情奏功・

新春までに着工〔琉新〕

★９・４ 西新町、軍使用地／２日付・一部開放

さる〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 240

９・４ 都計に協力を勧め／主席も屋台店代表

に立退き求む〔琉新〕

★９・４ 軍桟橋入口に立退き令／15日迄2,000

坪明渡し〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 240

９・５ 首里市長が声明書／野党の告発に逐条

反駁〔沖タ・朝〕

９・５ 泊屋台の立退き／真相発表演説会〔沖

タ・夕〕

９・６ 都計条例審議／８日、那覇市会招集

〔琉新〕

９・６ 給水を待つばかり／那覇市水道配管工

事近く終る〔琉新〕

★９・６ 訴えられた首里市長／事実無根の声明

書を発表〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 241

９・７ 日本復帰を俎上に／あす定例那覇市会

で決議〔沖タ・夕〕

★９・８ 那覇市会スムースに進む〔沖タ・夕〕･ ･ 241

★９・９ ”日本復帰決議案”否決／那覇市議会

きのう６対17で〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 242

９・９ 那覇市会／区長制復活を否決〔沖タ・

朝〕

★９・９ 泊、外人墓地／那覇市に移管〔琉新〕･ ･ 243

９・10 真和志市近く実現／市町村自治改正法

来週公布〔沖タ・朝〕

★９・10 軍用地料1,830万円委託／筆頭は那覇市

の1,500万円〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 243

９・10 土地税／たゝる二重課税／那覇市徴税

に四苦八苦〔沖タ・夕〕

９・10 那覇／軍用地特別委／あす初の委員会

〔沖タ・夕〕

９・11 那覇市特別委／きよう開く〔琉新〕

★９・12 軍用地特別委／那覇市初会議開く〔琉

新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 243

９・13 軍用地関係地主の要望きく／那覇市軍

用地特別委があす公聴会〔沖タ・朝〕

★９・13 公聴／那覇市会に訴う〔祖国復帰決議

案否決について〕〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 243

９・13 那覇市軍用土地／あすから地料支払

〔琉新〕

９・14 広告／泊港周辺屋台店立退き戒告通知

〔沖タ・朝〕

９・14 那覇市の明暗行進曲／望郷８年・疎開

者帰る／あす北部へ温い出迎え車

〔沖タ・朝〕

★９・14 泊屋台立退に断〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 244

９・14 首里定例市会／15日招集〔琉新〕

９・14 屋台店に最後の断／泊港周辺のガンを

一掃／都計と軍工事促進〔琉新〕

９・15 市町村自治法改正の趣旨／廃置分台に

主席の勧告権〔沖タ・朝〕

９・15 那覇で軍用地問題公聴会／”契約は３

年毎に更新／賃貸借は対等の立場

で”〔沖タ・朝〕

９・15 旧那覇市／軍用地料支払〔沖タ・朝〕

９・15 病院、市営問題など／きよう首里市定

例議会開く〔沖タ・朝〕

９・15 真和志市への昇格／愈よ近く実現か

〔琉新〕

★９・16 賃借の適正化／那覇市きのう軍用地特

別委〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 244

９・16 首里病院、存続を／首里市会が折衝続

ける〔沖タ・朝〕

★９・16 踏みしめる那覇の土／疎開暮し８年や

つと故里へ／”ヒヤー、すつかり変

つて･･･”〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 244

９・16 首里病院の存置へ／首里市会与野党お

揃で陳情〔琉新〕

９・17 真和志市／近く昇格実現か〔沖タ・朝〕
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★９・18 ｜社説｜「新しい村」誕生の促進〔沖

タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 245

★９・18 ”復帰決議案の否決は遺憾”／期成会

が那覇市会に意見書送る〔沖タ・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 246

９・18 立退かぬと反対のビラ／強制執行に泊

屋台つよ腰〔沖タ・夕〕

★９・19 真和志村会／上之屋は大道へ／『復

帰』に特別委〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 246

９・19 きよう限り／泊の屋台立退き〔琉新〕

９・19 今宵限りの泊屋台／強制立退に警察も

連絡／30数台出動の構え〔沖タ・夕〕

９・20 居坐る泊屋台／市は強権執行準備〔琉

新〕

９・20 公聴／泊屋台店の立ち退きについて

〔沖タ・夕〕

９・21 真和志村の市昇格／22日頃提案か〔沖

タ・朝〕

９・21 屋台業者のハンスト／注目さる明日の

代執行〔沖タ・夕〕

９・22 警官や人夫が出動／もむ泊屋台、けさ

取壊しか〔沖タ・朝〕

９・22 泊港の居直り屋台／きよう限りの店、

断乎撤去へ／取壊しに大工さん出動

〔琉新〕

９・22 首里市会〔首里病院〕〔琉新〕

９・22 首里病院条件附で存置〔琉新〕

９・22 100余名が那覇署へデモ／昨夜騒ぐ屋

台問題の21名検挙〔沖タ・夕〕

９・22 又吉那覇市長けさ逝去〔沖タ・夕〕

９・23 那覇市長特別選挙は／11月８日施行

〔沖タ・朝〕

９・23 警察へ押しかけ検挙騒ぎ／立退反対叫

ぶ屋台／”黙れ””嘘だ”法廷でも

む／きのう即決軍裁から治裁へ〔沖

タ・朝〕

９・23 又吉那覇市長昨暁逝去／あす市葬〔沖

タ・朝〕

９・23 ｜社説｜又吉市長の逝去を悼む〔琉新〕

★９・23 都計の父忽然ゆく／又吉那覇市長逝去

／生前のこした偉大な業蹟をたたえ

／あす市役所で市葬行う〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ 246

★９・23 居直り屋台一掃さる／明くなつた那覇

の玄関口〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 247

９・24 盛儀極めた那覇市葬／又吉市長永久の

眠りへ〔沖タ・朝〕

９・24 きよう告示／選挙は11月８日／那覇市

〔沖タ・夕〕

９・24 常任委員会の顔ぶれ決る／首里市会

〔沖タ・夕〕

★９・24 上之屋区大道へ合流〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 247

９・25 真和志村の市昇格／主席立法院へ議決

要請〔琉新〕

９・25 又吉市長逝去で／11月８日、市長選挙

〔琉新〕

９・25 ”貫徹までは頑張ります”／まだ続く

泊屋台の断食抗議〔沖タ・夕〕

９・26 市長選挙賑かな下馬評／本格的動きは

来週から〔沖タ・朝〕

９・26 二市二村合併を／石川博士が再び説く

／花城都計課長帰任談〔沖タ・朝〕

９・26 断食悲願続く／泊屋台、28日迄には整

理〔沖タ・朝〕

９・26 旧垣花住民に換地を／きのう那覇市、

軍用地公聴会〔沖タ・朝〕

９・26 適正価格を提示／那覇市軍用地特別委

で地主側の要望〔琉新〕

９・26 市民だけの特別委結成〔琉新〕

★９・26 28日限り停電か／那覇地区電気業組合

が声明書発表／買収価格問題の波及

〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 248

★９・26 土地特別委発足／会長に仲本為美氏

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 248

９・26 泊の屋台店／残品整理を許す〔琉新〕

★９・26 真和志市、10月から実現か〔沖タ・

夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 248

９・27 いよいよ真和志市誕生／議決案を可決

〔沖タ・朝〕

９・27 泊屋台の紛争解決近し／両者歩み寄つ

て保障対策〔沖タ・朝〕

９・27 那覇の軍用地／強制的な契約や収用に

反対／地主の要望まとまる〔沖タ・

朝〕

★９・27 ｜社説｜理由なき消燈は慎め〔琉新〕･ ･ 249

９・27 54年度予算案可決さる／本会議／真和

志村の市昇格も承認〔琉新〕

★９・27 那覇市／相互の立場尊重で／軍用地特

別委で地主側の要望〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 250

９・27 産声あげた真和志市／傍聴席も拍手湧

く／宮里村長嬉し顔で格上げの弁

〔琉新〕

９・27 無断消燈に警告／電気委員会もあす検

討〔琉新〕

９・27 ”消燈声明”は痛手／那覇市議会も緊

急対策〔琉新〕

９・27 屋台業者に／市が温かい親心〔琉新〕

★９・28 ｜社説｜真和志の市昇格と首都建設

〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 250
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９・28 那覇市会が両者に要請文〔琉新〕

９・29 ｜社説｜地方自治と自治能力〔沖タ・

朝〕

９・29 泊屋台円満に妥結〔沖タ・朝〕

★９・29 屋台店円満解決／ハンスト団引きあげ

〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 251

９・30 真和志市／合併に備えての昇格／庶政

を一新して晴れの日待つ／宮里現村

長が喜びと抱負語る〔沖タ・朝〕

９・30 ｜社説｜屋台問題の解決と今後〔琉新〕

★９・30 あすこゝの声あげる真和志市／農業は

僅かに７％／33年の村政にさよなら

〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 251

10・１ 真和志市きよう誕生〔沖タ・朝〕

10・１ 全琉第二の都市へ／真和志市きよう晴

のスタート／宮里新市長喜びの第一

声〔琉新〕

10・１ 都計は那覇中心で／主席、市民へ協力

要望〔琉新〕

10・２ 選管委選挙やり直し／首里市会〔沖タ

・朝〕

★10・２ 喜びに満つ真和志市〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 252

10・３ 祖国復帰を決議／真和志市初の市会で

〔琉新〕

★10・３ 初の真和志市臨時議会が／祖国復帰を

決議〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 252

10・４ 都市合併とからみ／那覇市長選挙どう

動く？〔琉新〕

10・９ 那覇市長選挙戦に／当間重剛氏出馬か

〔沖タ・朝〕

10・９ 真和志市の水道計画進む〔沖タ・朝〕

10・９ 首里市会〔琉新〕

10・10 那覇市議会／遊園地移管問題／秘密会

議で検討〔沖タ・夕〕

10・10 首里市議会／選管委顔ぶれやっときま

る〔沖タ・夕〕

★10・11 首里市会／特別委員会設け、バスの市

営移管を研究〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 253

10・13 軍用地調査／那覇市特別委〔琉新〕

10・15 懐しの那覇には還つたが／暮しに困る

疎開者達〔沖タ・夕〕

10・16 那覇市長選挙戦に／当間仲本両氏出馬

か〔沖タ・朝〕

10・16 ”現契約は保留を”／那覇軍用地特別

委が協議〔沖タ・朝〕

★10・16 ｜社説｜市長選挙と合併問題〔琉新〕･ ･ 253

★10・16 機構を整備し職員常置／きのう那覇市

軍用地特別委〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 254

★10・16 ”収容能力が落ちる”／泊港の修築に

那覇市が陳情〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 254

10・16 泊埋立地に新しい街／牧志通りから28

軒流込む〔沖タ・夕〕

10・17 大絃小絃〔那覇市長選挙〕〔沖タ・朝〕

10・17 弱音はくのはまだ早い／市当局が援助

を準備／悲鳴挙げる山原から還つた

那覇人へ〔沖タ・夕〕

10・19 当間氏市長選挙に立候補を決意〔沖タ

・朝〕

10・19 那覇／全市の３割が軍用地／受取つた

地代1,000万円〔沖タ・朝〕

10・21 島袋氏（人民党）も出馬／那覇市長選

挙／けさ市議員辞職願を出す〔沖タ

・夕〕

10・22 酔つて市会に乱入／バス問題に”暴

力”登上／首里〔沖タ・朝〕

★10・22 那覇市長選／島袋氏の出馬決る／きの

う議員の辞表提出〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 255

10・23 市長選挙／当間氏、立候補を届出／目

標は市村合併の促進〔沖タ・朝〕

10・23 燻る市営バス移管問題／24日に持越す

〔琉新〕

★10・23 那覇市長選／当間氏はつ名乗り／都市

合併の抱負語る〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 255

10・23 市議補選行わぬ〔琉新〕

10・24 ｜社説｜合併・都計と市長選挙〔沖タ

・朝〕

10・24 那覇市内の地代くらべ／琉銀調査／

最高、平和通りの坪１万円〔沖タ・

朝〕

★10・24 島袋氏、きのう届け出る／”植民地化

からの脱離”ねらう〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 255

10・24 まず市政の明朗化／人民党政策綱領を

発表〔沖タ・朝〕

10・24 那覇市長選／島袋氏きのう届出／抱負

は挨拶状でまく〔琉新〕

10・27 首里臨時市会／きよう招集〔琉新〕

★10・28 どつと！水の饗宴／これからジヤブジ

ヤブ使えるぞ／きのう軍が那覇市へ

通水〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 256

10・28 声／議会での暴力を取締れ〔琉新〕

10・28 あと10日に迫つた那覇市長選挙／粛と

して声もなし／戦機の熟するを待つ

両陣営〔沖タ・夕〕

10・28 投票場は10ヵ所〔沖タ・夕〕

10・29 市長選挙に介入せず／社大、人民党に

断り状〔琉新〕

★10・29 首里バス問題／市営バスへ／結局、落

付く〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 256
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11・２ ”市営移管”持こす／首里バス株主総

会〔沖タ・朝〕

★11・２ 統一５大綱領いま何処？／那覇市長選

挙繞り／人民党が社大党へ質問状〔琉

新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 256

★11・２ 移管で賛否対立／首里バス問題、難コ

ース〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 257

11・５ 市長選挙／皮算用もよろしく／漸く競

合い現出〔沖タ・朝〕

11・５ 那覇市長選挙にきのう不在投票／清き

一票行使〔沖タ・朝〕

★11・５ 水道・道路起債で実現／宮里真和志市

長本土視察より帰る〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 258

11・５ 泊、首里の舗装工事／換地等地主側と

協議〔琉新〕

11・６ 那覇市長選挙／選管委が棄権防止呼か

け〔沖タ・朝〕

★11・６ ｜社説｜那覇市長選挙を前に〔琉新〕･ ･ 258

11・７ 広告／立候補挨拶／那覇市長候補者当

間重剛〔沖タ・朝〕

11・７ あす那覇市長選挙〔沖タ・朝〕

11・７ 「都市合併」新な動き／当間候補支持

に協力声明〔琉新〕

11・７ 決戦あすに控えた両陣営／いずれも自

信満々／とらぬタヌキの「皮算用」

をきく〔沖タ・夕〕

★11・８ ｜社説｜新都市建設と市長選挙〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 259

11・８ 奄美復帰に伴う法令適用の暫定措置法

／衆・参両院で可決さる〔沖タ・朝〕

11・８ ｜社説｜棄てるな清き一票〔琉新〕

11・８ 金口木舌〔那覇市長選挙〕〔琉新〕

11・８ 広告／立候補御挨拶／那覇市長候補者

当間重剛〔琉新〕

11・８ 那覇市長選挙決戦の火ぶた切る／ノン

ビリ閑の投票場／３割わる？憂慮さ

れる棄権率〔沖タ・夕〕

11・９ ひる頃には大勢判明／那覇市長選挙な

んと半数が棄権組／８対２でゆつく

り当間／島袋”闘いはこれからだ”

〔沖タ・朝〕

11・９ 選挙会場気合抜け／低調な市長選挙／

棄権率なんと４割８分のカタ破り／

両陣営とも算用狂い〔琉新〕

11・９ 軍配當間氏にあがる／7,400票の差で

悠々当選〔沖タ・夕〕

★11・10 ｜社説｜当間氏の那覇市長当選に寄

す〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 260

★11・10 那覇市長選挙当間氏圧倒的に勝つ／得

票数13,403／島袋氏との開き7,424

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 261

11・10 那覇市長選挙の結果／不介入の民主社

大両党はどうみる？〔琉新〕

11・10 親子二代の栄冠／五たび迎える当選の

喜び／那覇市長に当間氏／7,000票

も引き離し圧倒的な勝利／くい下つ

た島袋陣営〔琉新〕

11・11 石川構想改変か／那覇・真和志二市合

併が先決〔沖タ・朝〕

11・11 当間新市長きよう就任〔沖タ・朝〕

11・11 百年後の礎つくる覚悟／当間氏けさ市

長に就任〔沖タ・夕〕

★11・13 ｜社説｜都市合併の促進を計れ〔琉新〕･ 262

11・14 進展した都市合併／当間新那覇市長の

登場で／三市一村への動き／真和志

市も三市説に大きく背のび／関係当

局のお脈拝見〔琉新〕

11・14 ”旧正までには実現”／競輪の海老沢

氏来島〔沖タ・夕〕

11・15 ”都市合併は来年９月”／当間那覇市

長抱負を語る〔沖タ・朝〕

11・16 戸籍整備法きよう公布／身分公証に完

璧期す〔沖タ・朝〕

★11・16 当間声明の反響を訊く〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ 262

11・17 市昇格に伴う更生予算案512万円／真

和志市定例議会開かる〔琉新〕

11・17 真和志／市あげての誕生祝／振舞酒も

出る記念行事〔琉新〕

11・19 ｜社説｜”外国人”となる悲劇〔沖タ

・朝〕

★11・22 那覇市会の日本復帰否決は遺憾／今少

し運動に努力すべき／衆院議員団北

部で語る〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 264

11・23 権威ある戸籍整備／戸籍整備法公布さ

る〔琉新〕

11・26 ｜社説｜首都建設と都計委員会の必

要〔琉新〕

11・27 喜びの真和志／あす市昇格祝賀会／今

夕大道校で前夜祭／全学童が市中を

旗行列〔沖タ・夕〕

11・28 旗行列や演芸大会／真和志市きよう盛

大なお祝い〔沖タ・朝〕

11・28 「首都建設への哩石」／当間市長、真

和志市へ祝辞〔琉新〕

★11・28 那覇に市旗〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 264

11・28 市昇格祝賀の言葉／真和志市長宮里栄

輝〔琉新〕

11・28 全市にあふれるおまつり気分／好天気
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に恵まれ盛況／各種の行事で終日賑

わう〔沖タ・夕〕

★11・29 喜び溢る真和志市〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 264

12・３ 人物地帯／当間重剛那覇市長／仕事は

都市合併／泡盛的庶民性もある〔沖

タ・朝〕

12・３ 徴税課、市民室など新設か／那覇市も

行政機構の改革を準備〔沖タ・朝〕

12・３ 那覇市議員の協議会〔琉新〕

★12・３ 漁港か、商港か／泊港港域問題でもむ

／那覇市会全員協議会〔沖タ・夕〕･ 265

12・４ 都計委内定等／那覇市議会協議会〔琉

新〕

12・５ 那覇市定例議会／８日開かる〔琉新〕

12・５ 那覇市会／活発な論戦展開か／泊埋地

をめぐる地域制定問題など〔沖タ・

夕〕

★12・６ 軍隊が出動して解散／小禄の立退部落

民騒ぐ／重機の前に居座り〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 265

12・６ 軍用地12万坪開放〔沖タ・朝〕

12・６ ｜社説｜土地問題についての二つの発

表〔琉新〕

12・６ 軍発表／軍は寛大な処置だ／躍らされ

た部落の人々〔琉新〕

12・６ 地ならし待ってくれ／小禄村具志区民

1,000名が畑で騒ぐ／武装米兵も出

動包囲〔琉新〕

★12・６ 那覇、小禄の軍用地／12万余坪近く開

放〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 266

12・６ 人民党の介入否定／あす主席を訪れ陳

情〔琉新〕

★12・６ 泊埋立地に借地人ワンサ／割当に頭痛

の市当局／５万坪の土地に40万坪の

申込み〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 267

★12・７ ”円満裡に解決したい”／主席が具志

部落民に約束〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 268

12・８ ｜社説｜土地収用と地代”裁定”〔沖

タ・朝〕

★12・８ 具志部落、政府立法院へ訴る／きょう

実情調査／立法院が乗り出す〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 268

12・８ 犠牲は共同責任で／主席”生活保障の

善処約す”〔沖タ・朝〕

12・８ 部落民の訴え／命の土地を守る／共産

主義には扇動されぬ〔沖タ・朝〕

12・８ 記者席／立退反対／硬ばる議会表情

〔琉新〕

12・８ 生活の保障要求し／具志部落民、主席

へ陳情〔琉新〕

★12・９ 当間市長、就任初の那覇市会／都市合

併を推進／競輪、早期実現など可

決〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 269

12・９ 都計推進に財政確立／盛沢山の審議で

賑う／新市長就任初の那覇市会〔琉

新〕

12・10 危い安里川の修理／大道ＰＴＡが政府

へ要望〔沖タ・朝〕

★12・10 競輪実施はいつ？／立退き迫られた区

民が照会〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 270

12・11 牧志通り立退者に市有地を譲渡／那覇

市会委員会で修正可決〔沖タ・夕〕

12・12 墓地への立入許可など／具志部落から

要望〔琉新〕

12・12 布告26号の施行規則／きのう公布さる

〔琉新〕

12・13 那覇市会／ボーナス５割も決る／泊の

両問題は特別委へ〔沖タ・朝〕

★12・13 機構改革等原案可決／論戦活発・那覇

市会閉ず〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 270

12・15 土地問題／具志部落の要望を／主席、

民政府に取次ぐ〔沖タ・夕〕

12・17 泊＝首里の道路工事／三市が了承次第

はじめる〔沖タ・朝〕

12・17 那覇市人事〔沖タ・朝〕

★12・17 機構改革に伴う／那覇市部課長級異動

〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 271

12・21 「合併の人」当間市長／三市一村の議

員とくつろぐ〔沖タ・朝〕

12・21 世界連邦へとどけ／ノー・モア・オキ

ナワの切実な呼び！／琉球同盟結成

大会開く〔琉新〕

★12・22 オ准将”思う存分使える”／満々と水

をたたえた２億円の施設／泊浄水場

きのう那覇市に譲渡〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 271

12・22 お正月の贈物に泊を開放〔沖タ・夕〕

12・22 那覇市会／泊港、商港兼漁港に〔沖タ

・夕〕

★12・23 泊埋立地の住宅街拡げる／那覇市特別

委で決まる〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 272

12・23 儀保区の火葬場／不許可の副申〔沖タ

・朝〕

12・23 ｜社説｜浄水池譲渡と合併問題〔琉新〕

12・24 住宅地域を拡張／泊埋立審議特別委で

承認〔琉新〕

12・24 安謝港浚渫〔琉新〕

12・24 まず泊校の復活／区画整理も成案／開

放待つ那覇市〔沖タ・夕〕

48

1953年（昭和28年）



★12・25 ｜社説｜奄美大島よ”おめでとう”〔沖

タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 272

12・25 新境界28度を指定！／奄美返還「布

告」27号出る〔沖タ・朝〕

12・27 立法院議会突如解散／琉球政府章典改

正さる／選挙法軍で検討中／総選挙

期日は不明〔琉新〕

12・28 特別委が要望／埋立地の割当に／受入

委員の早急設置を〔沖タ・夕〕

12・29 合併問題で／両市長初会談〔沖タ・朝〕

12・30 奄美返還に伴う諸改正布令〔琉新〕

1954年（昭和29年）

１・１ わが街を往く／当間さんの初夢／市営

のアパート／安い家賃で文化生活を

〔沖タ・朝〕

★１・６ 合併に市民投票の動き／二市か、三市

一村か／真和志市近く議会へ提案

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 274

１・７ 那覇は三市一村を堅持／都市合併真和

志声明の反響〔沖タ・朝〕

１・８ 真和志市浦崎市議を検挙／保険料６万

余円の費消を自供〔沖タ・朝〕

１・10 生れ変つた泊港！〔琉新〕

１・10 今月末には完成／牧志道路工事延びる

〔琉新〕

１・11 ｜社説｜政界再編の動きをみる〔沖タ

・朝〕

１・11 声／真和志市当局に伺う〔琉新〕

１・12 論壇／都計と市民の協力／花城直政

〔沖タ・夕〕

１・13 首都建設へ急ピツチ／三市一村合併へ

／まず那覇市会が態度せん明〔琉新〕

１・13 首里市も同調の動き〔琉新〕

１・13 注目の真和志市／臨時議会で再検討に

〔琉新〕

１・13 論壇／都計と市民の協力（下）／花城

直政〔沖タ・夕〕

１・13 三市一村を強力に／那覇21議員が申合

せ〔沖タ・夕〕

１・15 歩み寄るか真和志市／18日に都計諮問

市会〔琉新〕

１・18 牧志メイン・ストリート／今月中に３

分の２完成／次は早速ガーブ・祭温

橋間に着手〔沖タ・夕〕

★１・19 都市合併、本格化へ〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 274

１・19 真和志市議会／合併意見に不揃い／都

計区域は当分研究〔琉新〕

★１・19 今晩の話題／議員の良識･･･〔沖タ・夕〕･ 275

★１・20 ”大勢に従う”首里市〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 275

１・20 三市一村合併を決議／きのうの小禄村

臨時議会〔沖タ・朝〕

１・20 胎動する合併問題／首里板ばさみで暫

く研究〔琉新〕

★１・20 小禄村／三市一村の首都建設へ／全会

一致でスピード可決〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 275

１・20 那覇市議会／あす合併決議〔琉新〕

１・22 ”三市一村”を可決す／議場騒然７議

員ついに退場／那覇市〔沖タ・朝〕

★１・22 三市一村合併、多数で可決／確乎邁進

説と尚早説対峙／退場騒ぎを演じた

きのうの那覇議会〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 275

１・22 都計区を三市一村に／真和志市きのう

決議〔琉新〕

★１・22 復帰決議案再び否決／那覇市議会・態

度表明〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 276

★１・22 三市までは譲歩か／主席の「諮問」に

答申／真和志〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 276

★１・22 記者のメモ／後味の悪い合併決議〔沖

タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 277

★１・23 ｜社説｜市村の合併に直進か漸進か

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 277

★１・23 完全なる意見一致／首里市会三市一村

決議〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 278

１・23 三市一村を近く決議／首里市〔沖タ・

夕〕

１・23 合併問題に関心／真和志産業展示会参

観のブ准将が言及〔沖タ・夕〕

１・25 都市合併の裏街道／成算あり三市一村

／那覇一足先に小禄を編入？

１・25 あと一息で７万／ふくれる那覇市〔沖

タ・夕〕

★１・26 どうなる？「三市一村」／那覇の決議

に真和志硬化〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 278

★１・27 ｜社説｜首都と合併と開放〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ 279

★１・27 大絃小絃〔三市一村合併〕〔沖タ・朝〕･ 280

★１・28 依然もたつく三市一村合併問題〔琉

新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 280

★１・28 権限は那覇市に／水道使用料政府も徴

収〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 280

★１・29 両市の歩寄りに期待／首里市会、希望

決議文〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 280

★１・29 小禄村具志／軍使用地開放〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ 281

１・29 那覇市／旧市街への受入など／新規事

業の計画案なる〔沖タ・夕〕

１・30 首里市／区域にふれず／合併促進決議

〔沖タ・朝〕
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１・30 ”即時買い上げてくれ”／那覇港地域

地主が政府へ陳情〔琉新〕

１・31 首里も三市一村／”歩みよりこそ実現

のカギ”〔沖タ・朝〕

★１・31 軍用地２万4,000坪を開放／那覇の地

主に直接返還〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 281

２・１ 契約２年延長／割当土地／那覇市会が

軍へ陳情予定〔沖タ・朝〕

２・１ 小禄村の一部開放／50エーカー〔沖タ

・朝〕

２・２ 改正選挙法公布／予想通り小選挙区制

／定員29名、選挙期日は３月14日

〔琉新〕

２・２ 政府章典一部改正〔琉新〕

２・２　尨大な融資軍が確約／都計推進、更に

一飛躍〔琉新〕

２・３ 三市一村遂に実現か／真和志市協調に

傾く〔琉新〕

２・３ 都計、限りなき前進／財源獲得と一石

二鳥〔琉新〕

２・４ 総選挙と合併／複雑に動く真和志〔沖

タ・朝〕

２・５ 都計推進の源泉／那覇市、融資緩和対

策〔琉新〕

２・６ 近づく牧志通り３期工事／バス・セン

ターは３月中に〔沖タ・朝〕

２・６ 民主党入り／真和志市議ら〔琉新〕

２・７ 港の発展を重点に／泊埋立地、受入れ

準備進む〔沖タ・朝〕

２・７ 牧志通り近く並木工事〔沖タ・朝〕

２・７ 合併問題に触れず／真和志市・当分静

観〔琉新〕

２・８ 解説／充実と発展の時代／那覇商港諸

施設計画〔琉新〕

★２・９ 那覇市／産業奨励制度を実施／まず壺

屋陶器へ４万3,000円〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ 281

２・９ 那覇市総務財政委／教育委の陳情等検

討〔琉新〕

★２・10 泊港を活用せよ／安謝港浚渫、却下さ

る〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 281

２・11 都計、泊の埋立費／那覇市近く2,000

万起債〔琉新〕

２・14 那覇市民の資産は８億／一戸当りでは

６万円〔沖タ・朝〕

２・17 泊埋立地の受入れ／港湾業務地区から

／1,700坪に申込みは9,000坪〔沖タ

・夕〕

２・17 那覇の道路工事指導に／井平氏19日来

島〔沖タ・夕〕

★２・20 泊埋立地受入決る／港湾業務地区〔沖

タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 281

２・20 通堂町を一部開放〔沖タ・朝〕

２．20 泊港の受入きまる／まず港湾業務区の

官公社〔琉新〕

★２・20 通堂町一筆の土地開放〔琉新〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 282

★２・27 当分軍が管理／那覇港の運営〔沖タ・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 282

３・１ 那覇競輪５月から／出資者側準備整う

〔沖タ・夕〕

３・１ 上水道や土木工事を整備／真和志きよ

うの市会へ追加予算〔沖タ・夕〕

３・２ 起債問題提案か／那覇市会27日に延期

〔沖タ・朝〕

３・２ 真和志市起債300万円を議決〔沖タ・

朝〕

★３・３ 布令改正／教育法に織り込む／教育委

の特別選挙法〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 282

３・３ 泊港務所／きよう落成式〔琉新・朝〕

３・５ 5,000万円の追加起債／都計推進に那

覇市が計画〔琉新・朝〕

３・５ 首里の区長任命〔琉新・朝〕

３・５ 首里市の区長さん決る〔沖タ・夕〕

３・５ 水道近く着工／今度の追加予算の使い

途は？／鶏舎補助、議員出張費など

／真和志〔沖タ・夕〕

３・６ 子供遊び場に初の補助／那覇市が６区

遊戯場に〔沖タ・朝〕

３・６ 有効期間３ヵ月延長／割当土地に関し

布令公布〔琉新・朝〕

３・６ みごとな壺屋焼に／那覇市が補助で後

おし〔琉新・朝〕

３・９ 泊の開放はじまる那覇／まず高橋町で

8,000坪が〔琉新・朝〕

★３・９ 泊の北岸8,000余坪開放〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ 282

３・10 那覇の都計に／7,400万円の補助申請

〔沖タ・朝〕

３・13 ガーブ・祭温橋工事入札〔沖タ・夕〕

３・16 立法院議員総選挙の開票結果／新議会

の運営困難か／与野双方とも過半数

に達せず〔琉新・朝〕

３・19 首里の収入役市会が検討〔琉新・朝〕

３・20 市長が辞職勧告／真和志にも暗いカゲ

〔沖タ・朝〕

３・20 反対派を推して？／市長、吏員に辞職

強硬〔琉新・朝〕

３・20 那覇市、54年度予算更正／新たに起債

5,000余万円〔沖タ・夕〕

３・20 泊の軍用地開放近づく／牧港へ移動準
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備〔沖タ・夕〕

３・22 進学の春、校舎不足の対策／那覇市は

仮校舎建築／真和志市２部授業当分

つづく〔琉新・夕〕

３・23 新年度から値下／那覇の水道料・市会

で検討〔沖タ・夕〕

３・24 記者のメモ／借金はやるだけ徳の巻

〔沖タ・朝〕

★３・24 ｜社説｜四市村の自重と都市合併の促

進〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 283

★３・24 泊埋立費の市債可決／他の２件は委員

会へ／那覇市会〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 283

３・24 那覇市議会／泊南岸Ｂ地区埋立に／

2,051万円追加可決〔琉新・朝〕

３・25 那覇市／水道料／営業用値下げ〔琉新

・朝〕

★３・26 区画整理費6,800万円／那覇市が政府

負担を申請〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 284

３・26 記者のメモ／”水道料に示す市議の貫

禄”〔沖タ・朝〕

３・27 起債原案を可決／きのう那覇市議会終

る〔沖タ・朝〕

★３・27 記者のメモ／差押え覚悟の上の起債案

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 284

３・27 那覇市が起債認可の申請〔琉新・朝〕

３・30 那覇市が起債の認可申請〔沖タ・朝〕

３・30 総額土地、水道は７億円／更正予算に

覗く那覇の財産〔沖タ・朝〕

４・１ 与儀に公設市場／24万円の予算で近く

着工／真和志〔沖タ・朝〕

★４・１ 再び動く三市合併／今度は真和志が乗

り気／”まあ出方を見るよ”那覇

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 285

★４・４ 公聴／那覇市に御願い〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 285

４・４ 動き出す那覇競輪／実施は５月あとか

〔沖タ・朝〕

４・６ 牧志通り立退者の行先決る〔琉新・朝〕

４・８ 栄町で区民大会／水道問題にからみ

〔沖タ・夕〕

４・８ 那覇／新役所敷地久茂地の地主達が反

対気勢〔沖タ・夕〕

４・10 公聴／競輪場について〔沖タ・朝〕

４・11 泊・首里道路の改修／工事費１億円で

近く着工〔沖タ・朝〕

４・11 三市一村の「合併」へ／真和志側科学

的に資料検討〔沖タ・朝〕

４・12 泊Ｂ地区埋立／2,000余万円で着工〔沖

タ・夕〕

４・13 復金局正式認可／那覇市の泊埋立工事

費起債〔琉新・朝〕

★４・13 那覇市／議員本土へ派遣〔琉新・朝〕･ ･ 286

★４・14 立退き補償を陳情／拡張工事にかゝる

牧志通り〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 286

４・14 牧志街道立退の代替坪数きまる〔琉新

・朝〕

４・15 那覇市会の本土視察員〔沖タ・朝〕

４・15 立退者が市に条件陳情〔牧志街道立退〕

〔琉新・朝〕

４・15 牧志街道５月に〔移転〕〔琉新・朝〕

４・16 牧志通りの補償を秘密会で協議〔沖タ

・朝〕

４・16 牧志街道拡張の２案を承認／那覇市建

設委〔琉新・朝〕

★４・16 近代都市への粧い／那覇市の復金起債

きょう政府認可〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 286

★４・18 牧志通り工事に分担金／那覇市地主側

は徴収に反対〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 287

４・18 牧志街道／補償額の折合いに／市当局

地主折衝重ねる〔琉新・朝〕

★４・18 辻町など開放〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 288

４・20 那覇の軍用地代も値上陳情〔沖タ・朝〕

４・20 きのう国際入札／首里－泊間の道路／

巾36呎、11月に完成か〔沖タ・朝〕

４・20 小禄村長選挙／両氏の一騎打ちか〔沖

タ・朝〕

★４・20 軍使用・住民地の半分／那覇市の調査

まとまる〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 288

４・20 三市の動脈”又吉道路”／いよいよ入

札、年内に竣工〔琉新・朝〕

４・20 辻町３万8,000坪開放／軍施設も近く

撤去〔琉新・夕〕

★４・21 泉氏らの出域拒否／那覇市会が軍へ善

処方陳情〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 288

４・22 ｜社説｜軍用地問題について〔琉新・

朝〕

４・22 牧志通り工事は進む／３期の立退き第

１号〔沖タ・夕〕

４・22 軍使用地を開放／那覇、真和志、浦添、

恩納〔琉新・夕〕

４・23 國場組が落札／泊－首里、道路の改修

工事〔沖タ・朝〕

★４・23 泉氏、出域許可さる〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 288

４・23 東京都庁は好意的／那覇市の研修職員

派遣に〔沖タ・夕〕

４・23 那覇の議員団／26日発つ〔沖タ・夕〕

★４・25 泊埋立地／垣花町民を優先受入れ／倉

庫や商社もギッシリ〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 288

４・25 泊埋立地の受入れ決る〔沖タ・朝〕
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★４・27 那覇市会の本土視察に嘉数氏補充〔沖

タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 289

５・１ 立法院本会議／軍用地決議案可決／復

帰決議案は行法委へ〔琉新・朝〕

★５・３ 小禄は長嶺氏／圧倒的に勝利〔沖タ・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 289

５・３ 久し振りのマイク／好調の小禄村長選

挙〔琉新・朝〕

５・３ 小禄村長／長嶺良松氏が当選〔琉新・

夕〕

★５・４ どうなる二重課税／那覇市が再び政府

へ要請〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 289

５・４ 両市の合併タナ上げ／真和志は”選挙

が先”〔沖タ・夕〕

５・６ 那覇市都計区域を内申／商港除けた現

行政区域〔沖タ・夕〕

★５・６ 住みよい那覇市建設へ／都市計画区域

決定内申〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 289

５・７ 宅地・農耕地の開放／軍が小禄豊見城

の８万坪を〔沖タ・朝〕

★５・９ 123教室も不足／真和志市が復旧を陳

情〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 290

５・10 旧那覇水道返還／給水量戦前の３倍に

増える〔沖タ・朝〕

５・11 旧庁舎を救済家屋に／那覇市・学校に

も分与〔琉新・朝〕

★５・14 大掛りな都計を勉強／大阪視察の那覇

市議一行〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 290

★５・15 那覇市で法外な借地料完封に／百数十

名の借地人が決議〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 290

５・16 三市一村を”決議”か／再燃する都市

合併真和志市が歩みよる〔沖タ・朝〕

５・16 ”借地人がずるいよ”／上岡氏、法外

要求を否認〔琉新・朝〕

５・17 ｜社説｜借地法の立法は急務〔琉新・

朝〕

★５・18 都市合併８月に実現か／問題の真和志

「三市一村」を決議〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 291

★５・19 ｜社説｜真和志市議会の都市合併決議

に讃す〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 291

★５・19 那覇市都計原案を可決／都市計画審議

委員会〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 292

５・19 みじめな首里図書館／暗いコンセツト

の床はボロボロ／これでも政府立予

算削る〔沖タ・夕〕

５・19 三市をつなぐ重要幹線〔琉新・夕〕

５・19 ガーブー橋の改称を／政府が那覇市へ

要望〔琉新・夕〕

５・20 那覇港域を開放／近く正式通知都計急

速に進展か〔沖タ・朝〕

５・22 那覇の人口７万突破〔沖タ・朝〕

５・23 都市合併促進に／新しく事務局を設置

〔沖タ・朝〕

５・23 記者のメモ／主席いたく心をいため給

う〔沖タ・朝〕

５・23 まず議長団が協議／合併の動き急ピッ

チ〔琉新・朝〕

５・23 都市合併に促進事務局〔琉新・朝〕

★５・23 行政全域を都計区域に／那覇都計審議

会〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 293

★５・24 鹿児島で／沖縄の教育振興はこうして

／泉市議ら囲み座談会〔琉新・朝〕･ ･ 293

★５・24 合併への舞台裏／那覇市の巻／行くべ

きところは当然／ゆつたりと宿願を

見守る〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 293

★５・25 ”羨ましい復興振り…／都計は参考に

なつた”／那覇市議員お土産談〔沖

タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 294

５・26 ｜社説｜土地問題と政治の貧困〔沖タ

・朝〕

５・26 合併問題／あす正副議長会談〔沖タ・

朝〕

★５・26 合併への舞台裏／小禄村の巻／”いま

さら”と落着く／お互に懐の探り合

い〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 294

５・26 27日正副議長ら協議／久しぶりに合併

談議〔琉新・朝〕

★５・27 『港湾法』局長会で審議／那覇商港は

政府の管理に〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 294

★５・28 ３市１村の議長団／”新首都”への胎

動／きのう和やかな初懇談〔琉新・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 295

★５・29 ｜社説｜都市合併の促進を望む〔琉新

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 295

★５・29 旧泊小学校６月１日に開放〔沖タ・朝〕･ 296

５・30 都市合併／今週中に首長会談〔沖タ・

朝〕

５・30 いよいよ来月10日着工／牧志通り３期

工事地主との折衝纏まる〔沖タ・朝〕

５・30 内政委／特別所得税を新設／市町村税

法案審議進む〔琉新・朝〕

５・30 牧志道路立退き円満解決／来月10日か

ら突貫工事〔琉新・朝〕

５・31 合併促進を決議／真和志青年会〔沖タ

・朝〕

５・31 那覇市の新年度緊縮予算案／一般予算

１億500万円／ベースアツプはとり

止め〔沖タ・朝〕
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５・31 総額１億500万円／那覇市55年度予算

案成る〔琉新・朝〕

６・１ 泊港域に倉庫を新設／きよう那覇ふ頭

倉庫社発足〔沖タ・朝〕

６・１ 都市合併早期実現を議決／きのう首里

市臨時議会〔沖タ・朝〕

６・１ 泊埋立地の陳情に市会が善処〔琉新・

朝〕

★６・１ ”三市一村合併急げ”／首里市議会も

促進決議〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 296

６・２ 高い那覇の水道料金〔沖タ・朝〕

６・３ こちらにも給水を／安里区から那覇市

に陳情〔琉新・朝〕

６・３ 市営移管を提案／老衰状態の首里診療

所〔沖タ・夕〕

★６・４ 都市計画法罷り通る／大那覇市建設か

くて完し〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 296

★６・５ 都市合併／年内に「実現」するか／

三市一村の肚をのぞく〔沖タ・朝〕･ ･ 297

６・６ 那覇市長にバスターミナル設置要望

〔沖タ・朝〕

６・６ 都市合併一体どうする気だ／関係四市

村長がざつくばらんに紙上会談〔沖

タ・夕〕

★６・７ ｜社説｜都市合併をもて遊ぶな〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 298

６・７ もたつく都市合併／那覇市長とざつく

ばらん一問一答〔琉新・朝〕

６・７ 会議深夜まで続行／那覇市最終的態度

決定か〔琉新・朝〕

６・７ 那覇への吸収合併を／那覇市与党議員

がきのう態度を協議／近く全体協議

会に図る〔沖タ・夕〕

★６・７ もつれる都市合併案／那覇市は吸収固

持／昨夜の協議会で最終案を決定

〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 299

６・８ 政府へ意見書／合併促進に真和志議会

が〔沖タ・朝〕

★６・８ ｜社説｜都市合併を阻むな〔琉新・朝〕･ 300

★６・８ 金口木舌〔都市合併問題〕〔琉新・朝〕･ 300

★６・８ ”早く三市一村合併を”／真和志が強

腰の意見書〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 301

６・８ 発展する泊港／年間2,000隻が出入り

／那覇市の懐へ600万円〔沖タ・夕〕

６・８ 合併”早く首長会談を”／真和志の要

請に主席答う〔沖タ・夕〕

★６・８ 都市合併の推進を／真和志市議長、主

席訪問〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 301

６・９ かけ引のない合併を／真和志市議長ら

要請〔琉新・朝〕

６・９ 都市合併超党的に推進／真和志議会、

立法院に要請〔沖タ・朝〕

６・９ 真和志議員が中北部町村を視察〔沖タ

・朝〕

６・９ 都市合併に市民の声／”市利市欲”を

捨てよ／那覇の反対論旧市内の区画

整理が先〔沖タ・朝〕

６・９ ”促進に努力”／真和志議会の要請に

当間市長が約す〔沖タ・朝〕

★６・10 布令133号８日付／那覇商港、民直轄

に／他の軍港除いては市町村が運営

〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 302

６・10 那覇の水道新起債／935万円認可〔沖タ

・夕〕

★６・11 長期金融資金部の設置／市町村議長会

／那覇市議長が提案〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 302

６・11 那覇市の起債認可／区画整理費1,600

万円〔琉新・朝〕

６・12 遊園地身売り／那覇市へ再び陳情〔沖

タ・朝〕

６・12 那覇市の水道料／７月１日から２割値

下げ〔沖タ・朝〕

６・12 那覇市の水道料金／７月から２割値下

げ案〔琉新・朝〕

★６・12 那覇商港の区域〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 302

６・13 ”吸収でもかまわぬ”／首里・合併促

進に乗出す〔琉新・朝〕

６・14 未申告墓地の賠償／真和志市から要請

〔琉新・朝〕

６・16 盛沢山の議案／那覇市定例議会〔琉新

・朝〕

６・16 ”編入合併でいこう”／当間市長、真

和志側へ呼びかける／結局未だに腹

の探り合い？〔沖タ・夕〕

６・16 那覇市に浚渫船貸与〔沖タ・夕〕

６・16 首里定例議会〔都市合併〕〔琉新・夕〕

６・17 那覇市側編入主張で合併お流れか〔沖

タ・朝〕

６・17 合併問題折合つかず／那覇＝編入、真

和志＝対等〔琉新・朝〕

★６・17 編入合併を堅持／きのう那覇市与党議

員が協議／反対なら小禄だけでも

〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 302

６・17 編入方針を固持／那覇市あす合併全体

協議会〔琉新・夕〕

６・18 ｜社説｜合併を阻む編入主張〔沖タ・

朝〕

６・18 合併問題で論戦展開か／きよう那覇市
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の定例議会〔沖タ・朝〕

６・18 首都合併の請願／立法院から政府へ

〔沖タ・朝〕

★６・18 ｜社説｜都市合併への態度〔琉新・朝〕･ 303

６・18 都計への援助要請／当間市長がジ民政

官に〔琉新・朝〕

★６・18 旧市街の復興に重点／当間那覇市長施

政方針演説／生産都市への転換／市

民を１号線内側に誘致〔沖タ・夕〕･ ･ 304

６・18 きよう市会で合併への態度決るか〔沖

タ・夕〕

６・18 那覇市議会開く／午後は合併全員協議

会〔琉新・夕〕

６・19 大絃小絃〔都市合併は全体の幸福にな

るのか〕〔沖タ・朝〕

★６・19 都市合併／こゝ１週間が”成否”のヤ

マ／当間氏市長改選は嫌／編入には

応ぜられぬ真和志側〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 304

６・19 態度決せず、持越し／遷延する都市合

併／那覇市会〔沖タ・朝〕

６・19 都市合併俎上に論議／実現促進に関係

者を招致／本会議〔沖タ・朝〕

６・19 ”新警察法は政府の独善”／全国市議

会議長会が声明〔沖タ・朝〕

６・19 那覇市会／根本をまとめてから／合併

問題は持ち越し〔琉新・朝〕

★６・20 解説／対立する編入と対等合併／合併

の理想は『対等』／編入少数が多数

支配の疑問〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 304

６・20 まとまるか合併問題／きょう関係市村

の首長会議〔琉新・朝〕

６・20 道路・水道に重点／真和志市新年度予

算案〔沖タ・夕〕

６・21 きよう那覇市議会／市長演説へ質問戦

〔沖タ・朝〕

６・21 ４人寄つて合併談義〔琉新・朝〕

６・21 真和志議会〔合併問題〕〔琉新・朝〕

６・21 真和志の予算／水道に復金起債〔琉新

・朝〕

★６・21 合併問題に論議集中／眞栄田・泉両議

員渡り合う／那覇市会〔沖タ・夕〕･ ･ 305

６・21 編入合併で議論沸騰／眞栄田議長へ泉

議員が横槍〔琉新・夕〕

★６・22 真和志／”合併”足並乱れる？／議員

が當間市長らと会談〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 306

★６・22 合併と三市一村の”力”くらべ／財産

では那覇が断然／だが負債も筆頭を

占める〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 306

６・22 那覇市会／１号線に陸橋旧市内へ移住

促進／”競輪場は必らず実現”〔沖

タ・朝〕

６・22 注目裡に両市会／論戦のあとは平静

〔琉新・朝〕

６・22 那覇市会スピード審議／市有地売却や

起債を委員会付託〔沖タ・夕〕

６・23 55年度予算案委員会へ付託／那覇市定

例議会〔琉新・朝〕

６・25 起債や市民税増で／真和志市議会活発

な質問戦〔琉新・朝〕

６・25 真和志の水道／道路など補助陳情〔琉

新・朝〕

６・25 更に値下げか／那覇の水道料、市会が

要請〔沖タ・夕〕

６・25 水道工事に補助金を／真和志が陳情

〔沖タ・夕〕

６・26 予算流用で一矢／那覇市の委員会審議

活発〔沖タ・朝〕

★６・26 都市合併／市長並び議員の延命が真意

／真和志の新提案に那覇は硬化〔沖

タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 307

６・27 合併に真和志側が新提案／首長選挙は

１年後に／時期は８月、合併協議会

を設置〔沖タ・朝〕

６・27 那覇の新年度予算案／原案通り委員会

通過〔沖タ・朝〕

６・28 広告／那覇市議会報告演説会〔沖タ・

朝〕

★６・28 合併問題各首長に聴く／２次会談にど

う臨む〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 307

６・29 那覇の新旧市街を結ぶ〔沖タ・朝〕

★６・29 ｜社説｜歩みよる都市合併〔琉新・朝〕･ 308

６・29 今晩の話題／地下道〔沖タ・夕〕

６・29 首里は編入に賛意／兼島市長９月１日

合併提案〔琉新・夕〕

★６・30 都市合併、首里が折れる〔沖タ・朝〕･ ･ 309

７・１ きよう４首長会談／首里小禄遂に那覇

市に同調す〔沖タ・朝〕

７・１ 合併問題／きよう２次会談／小禄も編

入決議〔琉新・朝〕

７・１ 真和志の態度決らず／合併首長会議・

結局もの別れ／数日中に更に開催

〔沖タ・夕〕

★７・１ 依然結論に至らず／注目される真和志

側の態度〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 309

７・２ 記者のメモ／時の問題二つ…（都市合

併と政界再編）〔沖タ・朝〕

７・２ 360万円の工事／那覇市予算よりみた

新事業／牧志通りなど次の道を改修
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（１）〔沖タ・夕〕

７・２ 編入合併の是非論議／真和志議会漸次

妥結点へ〔琉新・夕〕

７・３ 首里市新年度予算／584万円成立〔沖

タ・朝〕

７・３ 編入合併への態度／真和志市会きよう

決る〔沖タ・朝〕

★７・３ 首都建設へ援助を／那覇市会、政府へ

要請〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 309

７・３ 真和志／編入反対が多数／きょう最後

の態度決す〔琉新・朝〕

７・３ 那覇市予算より見た新事業／スタンド

や護岸／安里川沿岸の浸水防ぐ〔沖

タ・夕〕

７・３ 遂に妥協成らず真和志”わが道をゆく”

／編入合併には絶対反対〔琉新・夕〕

７・３ 二市一村も辞せず／真和志市の態度を

惜しむ〔琉新・夕〕

★７・４ 真和志市会／16対５で「編入」をケる

／都市合併、ついにご破算？〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 309

７・４ 軍用地総面積は１万7,300町歩〔沖タ

・朝〕

★７・４ 徴れぬ琉大の敷地料／首里市、当て外

れて困惑〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 310

７・４ 『四市村一体』への道（１）展開必至

を信じつゝ／翁長助靜〔琉新・朝〕

７・４ 編入反対で押し切る／真和志市議会論

戦沸とう〔琉新・朝〕

７・４ 背後に人民党の工作／当間市長こちら

からお断りだ〔琉新・朝〕

７・４ 編入否決／背後に人民党…／当間談話

に真和志が憤怒〔沖タ・夕〕

★７・４ 都市合併よ何処へ？／編入と対等で折

合いつかず〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 311

★７・５ ｜社説｜飽くまでも歩み寄れ〔沖タ・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 311

７・５ 「四市村一体」への道（２）／展開必

至を信じつゝ／翁長助靜〔琉新・朝〕

７・５ 那覇市／都市合併、新たな線／９月中

に首里、小禄を編入〔琉新・朝〕

７・５ 今晩の話題／暗転の合併劇〔沖タ・夕〕

★７・５ 痛烈な市政批判演説会／合併は全住民

の関心／昨夜那覇高で飛入りで盛況

／三市一村実現せよ〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ 312

★７・５ 早くも編入への動き／首里・小禄那覇

へ促進申し入れ〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 314

７・５ いざ進め、編入合併／那覇、首里、小

禄の和協活発〔琉新・夕〕

７・６ 遊園地の市移管／評価問題で更に折衝

〔沖タ・朝〕

７・６ 「四市村一体」への道（３）／展開必

至を信じつゝ／翁長助靜〔琉新・朝〕

７・６ 声／首都建設に就て〔琉新・朝〕

７・６ 合併問題と人民党／瀬長氏ら当間談話

に抗議〔沖タ・夕〕

７・６ 都市合併に食下り戦術／取消す必要は

ない／当間市長・人民党を軽く一蹴

〔琉新・夕〕

７・７ 「四市村一体」への道（４）／展開必

至を信じつゝ／翁長助靜〔琉新・朝〕

★７・７ 三市一村合併の失敗（上）／真和志市

会議員　町田宗永〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 314

７・８ ”四市村の円満合併へ”／政府が仲介

勧告準備〔琉新・朝〕

★７・８ 三市一村合併の失敗（下）／真和志市

会議員　町田宗永〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 315

７・９ 真和志除外の合併は無意味／政府、首

都建設資料を準備〔沖タ・朝〕

★７・９ 首里編入合併に歩寄る／当間氏を交え

全員協議会〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 315

７・９ 東京都へ研修職員／那覇市が３名派遣

〔沖タ・朝〕

７・９ 首里市会は大乗り気／当間那覇市長、

出張説明〔琉新・朝〕

７・10 首里市の合併問題公聴会／”対等”…

の意見が多数／きよう全体協議会で

最後的決定〔沖タ・朝〕

★７・10 真和志も一緒に編入へ／首里市で合併

公聴会開く〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 316

７・10 小禄村、板ばさみ／村民に編入合併反

対の空気〔沖タ・夕〕

７・11 真和志との調停で／きのう夜、首里全

体協議会〔沖タ・朝〕

７・11 政府近く態度決定か／世論の冷静化を

まつ〔沖タ・朝〕

★７・11 編入合併に落付く／首里市会全員協議

会で〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 316

７・11 小禄では微妙な動き／青年層の一部、

編入反対〔琉新・朝〕

７・11 声／二重課税について真和志市の回答

〔琉新・朝〕

７・11 今晩の話題／…「対等」と「編入」〔沖

タ・夕〕

７・12 首都建設の足音高し／９月１日を期し

二市一村合併へ拍車／那覇市本腰を

すえる〔琉新・朝〕

７・13 ふン切りつかぬ首里／「編入合併」各
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区で公聴会〔沖タ・朝〕

７・13 公聴／編入か合併か〔沖タ・朝〕

７・13 首里市会代表／真和志市を訪問〔琉新

・朝〕

★７・13 真和志の了解を求め／首里市会編入の

腹を固む〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 316

７・14 ｜社説｜合併問題最後の機会〔琉新・

朝〕

７・14 編入の見通しで／首里市合併事務を協

議〔琉新・朝〕

７・14 編入の可否めぐり／村議と青年会が討

論会／小禄村〔沖タ・夕〕

７・15 編入後の議員選挙／那覇市早手回しに

手続準備〔沖タ・朝〕

７・15 合併問題の解決に／内政局長ら首里・

小禄へ〔沖タ・朝〕

７・15 合併に動く当間市長／選挙について政

府側と懇談〔琉新・朝〕

７・15 先ず真和志側の意向打診／都市合併問

題に政府乗出す〔琉新・夕〕

７・16 選挙告示までに合併勧告か／副主席ら

両市長訪問〔琉新・朝〕

７・16 きよう再び折衝／立退指定の小禄地区

〔琉新・朝〕

７・16 立禁の地域を拡大／小禄、浦添、宜野

湾、嘉手納４ヵ村を追加／夏期衛生

の不良から？〔琉新・朝〕

★７・16 16対２の編入議決／首里市会、懸案に

終止符〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 316

★７・16 大詰めにきた「都市合併」／政府、ま

とめ役に本腰／きのう那覇・真和志

と懇談〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 317

７・16 「二市一村」首里もＯＫ／きのう16対

２で可決〔沖タ・朝〕

★７・16 公聴／小禄議会に望む〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 317

★７・16 首里市”編入合併決議”の経緯／各区

でひらく公聴会／だがその結果測定

に両論〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 318

７・16 比嘉主席、当間市長訪問／都市合併の

事情聴取〔琉新・夕〕

７・17 ｜社説｜政府の斡旋に期待する〔沖タ

・朝〕

７・17 きのう局長会議で政府の態度決定／三

市一村の合併へ／軍用地審理費は全

額政府負担〔沖タ・朝〕

７・17 政府方針／局長会議で決定／特免外商

への対策樹立／合併は三市一村の線

で〔琉新・朝〕

７・17 きよう軍から回答／小禄村の立退問題

〔琉新・朝〕

７・18 合併問題／政府編入の線で臨むか／都

計推進の観点から／遅くも今月下旬

に調停〔沖タ・朝〕

★７・18 小禄きのう臨時議会／編入に慎重論強

く持越す〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 318

７・18 ”私でなければ勤まらぬ”／当間市長、

編入の理由説明〔沖タ・朝〕

★７・18 合併問題／那覇側政府勧告敬遠か／副

主席ら那覇議会代表と会談〔琉新・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 319

★７・18 声／真和志市会の再考を望む〔琉新・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 319

７・19 小禄村会が14対３で／編入合併を決議

〔沖タ・朝〕

７・19 公聴／吏員の身分は保障せよ〔沖タ・

朝〕

★７・19 政府の円満調停に期待／合併へ真和志

市の態度〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 320

７・19 與儀副主席談／両市長の識見を信頼／

円満合併実現せん〔琉新・朝〕

★７・19 小禄も編入合併可決／昨夜13対４の多

数で〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 320

★７・19 那覇市起債／軍から認可〔琉新・朝〕･ ･ 321

７・19 声／重ねて二重課税問題について〔琉

新・朝〕

７・19 編入に簡単に応じられない／新垣真和

志市議長談〔沖タ・夕〕

７・19 道路の拡張舗装を／小禄の長嶺議員が

陳情〔沖タ・夕〕

★７・20 泊の埋立地／重民町と命名〔琉新・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 321

７・20 どうなる三市一村合併／副主席談／

”見通し通りゆくよ”／円満合併に

機運好転〔琉新・夕〕

７・21 四市村合併／政府、勧告せず／調定案

で円満妥結を促進〔沖タ・朝〕

★７・21 当間市長の心境”煩悩具足”／小禄青

年代表副主席と会談〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 321

★７・21 小禄村の28軒立退き／軍が再び政府へ

通達〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 321

７・21 首里バスも那覇市へ引継ぎ〔琉新・朝〕

★７・21 編入合併飽くまで反対／真和志市区長

会の意見〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 322

７・21 声／真和志市長へ物申す〔琉新・朝〕

７・21 今晩の話題／「煩悩具足」の政治…

〔沖タ・夕〕

７・22 開南小校敷地に内定／那覇のバス・タ

ーミナル〔琉新・朝〕
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７・23 都市合併で一もめか／真和志市長選挙

に二つの流れ〔沖タ・朝〕

７・23 公聴／三市一村の合併について〔沖タ

・朝〕

★７・24 ”編入申請”を可決／きのう首里市臨

時議会〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 322

★７・24 解説／”調停”愈々本格的段階へ／四

市村合併へ政府の動き〔沖タ・朝〕･ ･ 322

７・24 編入へ最終決議／首里市会反対の両議

員退場〔琉新・朝〕

７・25 北部に残る貧しい那覇人／まだ24世帯

もいる／市が救済家屋たてゝ受入準

備〔沖タ・朝〕

７・25 合併問題こゝ一両日がヤマ／主席が直

接両市長招き調停〔琉新・朝〕

７・25 那覇市会も受入れ決議〔琉新・朝〕

７・25 首都建設／吸収合併への抗議（上）／

浦崎純〔沖タ・夕〕

７・26 進む三市村の編入合併／那覇市は28日

に編入決議〔沖タ・朝〕

７・26 吸収合併への抗議（下）／浦崎純〔沖

タ・夕〕

７・28 政府、両氏へ”調停案”提示〔沖タ・

朝〕

７・28 三市村の編入合併／那覇市会きよう可

決か〔沖タ・朝〕

７・28 那覇市100万円の節減／三市村合併後

の予算見積り〔沖タ・朝〕

７・28 政府／編入合併の基本線で／条件附し

両市に勧奨〔琉新・朝〕

★７・28 首里・小禄の編入合併／15対４で遂に

可決／那覇市会〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 323

７・28 首里、小禄を那覇市に／９月１日を期

し15対５で可決〔琉新・夕〕

７・29 合併調停／遂に主席が乗り出す／きよ

う両市長と同時懇談〔沖タ・朝〕

★７・29 ｜社説｜真和志市側の熟慮促す〔琉新

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 323

７・29 主席がきよう直接調停／だが円満合併

望み薄か〔琉新・朝〕

７・29 けさ、主席が両市長招致／調停案は編

入が基調／真和志依然反対でもの分

れ〔沖タ・夕〕

７・29 新那覇の人口10万／財産２億に負債

8,000万〔沖タ・夕〕

★７・29 円満妥結に政府苦慮／真和志側の渋り

で絶望か〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 324

７・30 大絃小絃〔那覇・真和志合併、主席の

両市長への調停〕〔沖タ・朝〕

★７・30 二市村の編入申請／きのう那覇市が提

出〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 325

★７・30 都市合併、最後の調停暗礁へ／あくま

で合体を主張／真和志の住民投票が

鍵〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 325

７・30 真和志の編入を促進／民主党、首都拡

張の方針〔沖タ・朝〕

７・30 記者のメモ／距離のある政府調停〔沖

タ・朝〕

７・30 ”合併の鍵真和志に”／主席がきのう

最終調停〔琉新・朝〕

７・30 合併・外商問題への民主党方針発表

〔琉新・朝〕

７・30 首里小禄の編入／那覇市きのう政府へ

申請〔琉新・朝〕

７・30 真和志議会／近く全体協議会〔琉新・

朝〕

７・31 那覇市の合併申請／政府、慎重態度で

臨む／立法院への提案真和志の態度

決定後に〔沖タ・朝〕

７・31 調停に苦慮する政府／昨夜、副主席ら

宮里市長と懇談〔沖タ・朝〕

７・31 与儀農研指所”移転”／第一候補地は

首里市石嶺〔沖タ・朝〕

７・31 声／真和志市に望む〔琉新・朝〕

７・31 泊あす開港祝い／那覇港を上回る船舶

／月60万円が市の収入へ〔沖タ・夕〕

★７・31 告示は出たが動かず／真和志の選挙合

併騒ぎで混迷〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 326

★８・１ 合併調停／新しい条件なければ／真和

志「態度はかわらず」〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ 326

★８・１ 記者のメモ／都市合併と議員立候補

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 326

８・１ 首里小禄の教育委は消滅〔沖タ・朝〕

８・１ 政府再調停を用意／合併問題望みは真

和志側の出方に〔琉新・朝〕

８・１ どう処理される？／首里小禄編入の申

請〔琉新・朝〕

８・１ 真和志３日に臨時議会招集〔琉新・朝〕

８・１ 広告／那覇市議会〔泊港開き〕〔琉新

・朝〕

８・２ 記者のメモ／都市合併と教育委〔沖タ

・朝〕

８・２ 沖縄新風土記／都計で整理の運命／お

盆の賑い待つ辻原墓地〔琉新・夕〕

８・３ 慌しい合併問題／昨夜、政府・真和志

首脳会談〔沖タ・朝〕

８・３ 合併か否か今日決定／真和志全体協議

会で〔琉新・朝〕
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★８・３ 合併問題の裏街道を往く（１）／本社

記者座談会／那覇意識がシコリ／い

さゝか選挙も心配〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 327

★８・３ ”編入”に六つの条件／真和志が一歩

譲って検討〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 328

８・４ 編入条件を検討／「合併審議会」は執

行機関に／５日の市会で態度決定

〔沖タ・朝〕

８・４ 記者のメモ／議長、俺でなくちゃ…

〔沖タ・朝〕

８・４ 合併審議会の性格／那覇、真和志側と

対立〔沖タ・朝〕

★８・４ ”政府へ再調停要請”／合併へ真和志

側慎重期す〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 328

★８・４ 合併問題の裏街道を往く（２）／本社

記者座談会／甘くみすぎた調停案／

裏のかけひき虚々実々？〔沖タ・

夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 329

★８・５ 政府の合併調停／真和志の条件緩和に

主力／きのう副主席、嘉数昇氏らと

会談〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 331

８・５ 立入禁止更に拡大か／解禁陳情の村長

らに暗示〔琉新・朝〕

８・５ 首里、小禄の教育委会／合併後も存置

方を陳情〔琉新・朝〕

★８・５ 合併問題の裏街道を往く（３）／本社

記者座談会／「養子市長」の悩み／

市会の力にはどうも…。〔沖タ・夕〕･ ･ 331

８・５ 合併の問題に立つ真和志市議会／大勢

は議長案支持？／政府勧奨に若干の

希望入れる〔沖タ・夕〕

８・５ 大巾譲歩への動き／真和志全体協議会

で疑議〔琉新・夕〕

★８・６ 合併後の行政運営は／市長改選まで４

委員で／真和志議会・最後的妥協案

決定〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 332

８・６ 編入調停あと一歩で”暗礁”へ／行政

運営委に執行権／那覇真和志の提案

を蹴る〔沖タ・朝〕

８・７ 宙に浮く建築書類／那覇と真和志が意

見対立〔沖タ・朝〕

★８・７ 合併勧奨改訂案／政府が真和志へ再考

懇願〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 334

★８・７ 合併問題の裏街道を往く（４）／本社

記者座談会／市会定員30名が限度／

首里小禄丸呑みされる危険〔沖タ・

夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 334

８・８ ｜社説｜合併と真和志市の立場〔琉新

・朝〕

８・８ 難航する政府調停／真和志の動き絶望

的〔琉新・朝〕

８・８ 首里建設が第一だ／真和志は協力すべ

き／那覇市民に訊く〔琉新・朝〕

８・８ 声／那覇市へ区長制の復活を提唱す

〔琉新・朝〕

８・９ 合併に賛成か、反対か〔琉新・朝〕

８・10 編入いよいよ実現へ／あす態度を決定

／調停案を呑む？／真和志側財産処

分の研究に着手〔沖タ・朝〕

８・10 大勢円満合併に傾く／真和志きよう態

度決定か〔琉新・朝〕

８・10 編入反対の11議員が辞意表明／危ぶま

れるあすの臨時議会／真和志市〔沖

タ・夕〕

★８・10 編入合併は時間の問題／全会一致の線

に努力〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 336

８・11 議員辞職で市会はマヒか／真和志の態

度いよいよ混迷〔沖タ・朝〕

８・11 本会議／豚疫防除に緊急対策／決議で

主席へ樹立要請〔琉新・朝〕

８・11 真和志議会延期／多数議員辞職は否定

〔琉新・朝〕

８・12 ｜社説｜うつちやらかすな〔沖タ・朝〕

８・12 都計の運営法研修／那覇市が東京都庁

へ職員派遣〔沖タ・朝〕

８・12 辞表騒ぎ一応収まる／真和志の態度き

よう記者団に発表〔沖タ・朝〕

８・12 バス・センターの移転先／規定通り進

める〔沖タ・朝〕

★８・12 真和志／11名辞意は全くの誤り／報道

否定に議長談話を発表〔琉新・朝〕･ ･ 336

★８・12 自治権放棄するな／主席が真和志議員

に要望〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 337

★８・13 ｜社説｜真和志議会の辞任騒ぎ〔琉新

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 337

★８・13 大絃小絃〔真和志の市民投票について〕

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 338

８・13 17日立法院に提案／政府二市一村（那

覇・首里・小禄）編入申請〔沖タ・

朝〕

８・13 投票騒ぎで連休返上／真和志市会遂に

お手上げ〔沖タ・朝〕

★８・13 真和志／遂に市民投票へ／15日合併の

賛否問う〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 338

８・13 存置を陳情／牧志のバス停留所〔琉新

・朝〕

８・13 編入合併を機会に／新那覇市が盛沢山

の祝賀行事〔琉新・朝〕
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８・14 編入是か非かあす市民投票／強風下く

り出す宣伝車／真和志市〔沖タ・夕〕

★８・15 ｜社説｜編入是か非かの住民投票〔沖

タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 339

★８・15 賛成○か、反対×か／きょう住民の審

判／真和志市、合併問題の世論調査

〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 340

８・15 真和志の市民投票／あすまで持越す／

正午現在たつた90票〔沖タ・夕〕

８・16 台風に祟られた投票／真和志の編入合

併世論調査／きようも引続き実施／

即日開票で判明は晩10時〔琉新・夕〕

８・16 台風で出足不調／真和志の市民投票

〔琉新・夕〕

８・17 四市村か三市村合併か／立法院提案き

よう決定／政府、二市一村合併の準

備完了〔沖タ・朝〕

８・17 真和志の市民投票反対が大多数／だが

投票率は２割６分の低率〔沖タ・朝〕

８・17 首里小禄編入申請／那覇側の書類提出

〔琉新・朝〕

８・17 進む都市合併の準備／盆休も返上して

書類の作成〔琉新・朝〕

８・17 真和志の市民投票／編入合併反対が多

い／だが投票率は26.5％〔琉新・朝〕

８・17 ”二市一村”の合併を／政府きよう立

法院へ提案〔沖タ・夕〕

８・17 真和志の住民投票／與儀副主席、匙を

投ぐ〔琉新・夕〕

８・18 ｜社説｜選挙を迎える住民の心構え

〔沖タ・朝〕

８・18 各党見解／愈々立法院俎上へ／「合併

問題」新たな論議孕む〔沖タ・朝〕

★８・18 ｜社説｜合併問題は解決されたのでは

ない〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 341

★８・18 那覇首里小禄／二市一村の合併／政府

きょう立法院へ提案〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 341

★８・18 議会招集せず／真和志／編入賛成－2,680

／　〃 反対－4,013〔沖タ・朝〕･ ･ 342

８・18 宮里・翁長の一騎打？／真和志市長選

尾を引くか都市合併論〔沖タ・朝〕

８・18 首里・小禄の編入合併申請／立法院へ

の提案準備終る〔沖タ・夕〕

８・18 宮里市長、主席訪問／都市建設に邁進

誓う〔琉新・夕〕

８・18 栄えゆく大那覇市／９月１日地上最大

の壮麗絵巻〔琉新・夕〕

８・19 将来真和志の参加を期待〔沖タ・朝〕

８・19 二市一村の合併／きのう立法院へ送付

さる〔沖タ・朝〕

８・19 ジョン民政官残念がる／真和志抜きの

都市合併に〔沖タ・朝〕

８・19 動き出した大那覇の市議選挙／予想さ

れる大物の出馬／立候補は45名内外

か〔沖タ・朝〕

★８・19 万已むを得ぬ措置／二市一村合併昨日

立法院へ提案〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 342

★８・19 真和志／合併問題で張合う／市長選に

宮里翁長両氏出馬必至〔琉新・朝〕･ 343

★８・19 真和志市の不参加遺憾／比嘉主席談

〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 344

８・19 こんばんの話題／首長？選挙･･･〔沖

タ・夕〕

８・19 首都編入／33年の市制に終止符／波乱

に富む首里市の沿革〔沖タ・夕〕

８・19 大那覇市の建設祝賀行事／日程など決

まる〔沖タ・夕〕

８・20 大絃小絃〔ぬけた真和志を何時、如何

にして首都に統合させるか〕〔沖タ・

朝〕

★８・20 琉大の敷地問題／最後の首里市会に飛

出る／大学側…”大乗的な見地から

ぜひ譲つて”〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 344

８・20 ｜社説｜大那覇市の祭典とその意義

〔琉新・朝〕

８・20 真和志の編入反対／ジョンソン民政官

も一応了承〔琉新・夕〕

８・21 合併問題行法委へ〔沖タ・朝〕

８・21 都市合併に民政官が書簡／真和志が抜

けては現実にそわぬ／首里地区の管

理にも不便だ〔沖タ・朝〕

８・21 再議案16対８で否決／都市合併案は行

政委へ付託〔琉新・朝〕

★８・21 真和志含まぬのは遺憾／大那覇市建設

にジ民政官見解〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 345

８・21 ドーナツ編入とジ書簡／”布令合併”

の観測も／今後の事態に波紋投げる

〔沖タ・夕〕

８・22 ｜社説｜首都建設と地域合併〔沖タ・

朝〕

８・22 合併二市一村所得税の比較〔琉新・朝〕

８・23 都市編入と教育区問題／存続か！消滅

か！／教育法の解決もまちまち〔沖

タ・朝〕

８・23 都市合併／疑問はさむ編入決議／…三

市一村が前提条件か…／立法院あす

関係首長喚問〔沖タ・朝〕

８・23 ジ書簡の解釈に二つの見方〔沖タ・朝〕
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８・23 公聴／ドウナツ合併〔沖タ・朝〕

８・23 合併案に行政委慎重〔琉新・朝〕

８・23 複雑な真和志の表情／挙市一致？の線

も出る〔琉新・朝〕

★８・23 財政面にみる／二市一村の合併〔琉新

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 345

８・23 那覇市議選／宮里・國吉氏に出馬の�

／仲井眞・渡口氏らは断念か〔沖タ

・夕〕

８・24 拒否権は主張せず／ジ民政官都市編入

は自主的に〔沖タ・朝〕

８・24 三市一村の実現へ／真和志に”編入合

併”再勧奨〔沖タ・朝〕

８・24 もむバス・センター／那覇市建設委牧

志通りに駐車場〔沖タ・朝〕

８・24 那覇市祝賀スポーツ／３日から首里・

那覇で開幕〔沖タ・朝〕

８・24 市民投票のやり直し／真和志協友クが

議会招集を要求〔琉新・朝〕

８・24 波乱予想の新那覇市／市町村会議員き

ょう立候補届出〔琉新・朝〕

８・24 那覇市議選／名乗り出た７人の侍／届

出開始の日に先陣争い〔沖タ・夕〕

８・24 早くも７名立候補届出／那覇市議選、

活発に展開〔琉新・夕〕

８・25 大絃小絃〔牧志大通りのバス駐車場問

題〕〔沖タ・朝〕

８・25 都市合併行法委／”資料集め慎重期

す”／きのう首長招き意見聴取〔沖

タ・朝〕

８・25 合併孤児真和志に合併問題を訊く／宮

里市長と一問一答／むし返す必要な

し／市民投票のやり直しも認めぬ

〔沖タ・朝〕

８・25 市町村議の立候補届出／那覇は12名

〔沖タ・朝〕

★８・25 三市一村合併への一段階／與儀副主席

関係首長ら立法院で答弁〔琉新・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 346

８・25 真和志議会の招集／協友クラブ正式申

入れ〔琉新・朝〕

８・26 ｜社説｜市町村の分合を推進せよ〔沖

タ・朝〕

８・26 「二市一村」議決か／きよう本会議に

上程〔沖タ・朝〕

８・26 琉大が那覇市に敷地の寄贈方陳情〔沖

タ・朝〕

★８・26 琉大が陳情／那覇市議会に〔琉新・朝〕･ 348

８・26 行法委／二市一村合併案４対１で承認

／職階制も政府参考案通り実施へ

〔琉新・朝〕

８・27 大絃小絃〔真和志はとうとうウツチヤ

リを食つた〕〔沖タ・朝〕

★８・27 真和志側の説得工作に／選挙延長持出

す／きのう、議会代表が折衝〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 348

８・27 13対12で強行可決／正副議長解任規程

の立法院法を一部改正〔沖タ・朝〕

８・27 きょう秘密懇談会／合併問題で真和志

議員が〔琉新・朝〕

８・27 那覇市議選、立候補19名〔沖タ・夕〕

８・27 当間市長がケる？／立法院の調停案を

〔沖タ・夕〕

８・27 又吉道路舗装工事始まる／スピーディ

な突貫作業〔沖タ・夕〕

８・28 那覇市の立法院調停一蹴で／都市合併

に終止符／真和志…３年後の合併実

現を期す〔沖タ・朝〕

８・28 真和志市長選／三ツ巴戦展開か／人民

党も出馬の動き〔琉新・朝〕

★８・28 真和志アトの祭り／合併逃げてドーナ

ツ残る〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 348

８・28 声／市民投票と周知と区長制〔琉新・

朝〕

８・28 那覇市議選挙は急ピッチ／早くも37名

届出で／二市一村を一丸に初の逐鹿

戦〔琉新・夕〕

★８・29 ｜社説｜那覇市に蹴られた立法院〔沖

タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 348

８・29 『二市一村』を議決／きのう本会議16

対11／”合併問題”に終止符〔沖タ

・朝〕

８・29 記者のメモ／云うなれば環礁だな〔沖

タ・朝〕

★８・29 立法院本会議／二市一村の合併決議／

16対10で遂に可決〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 349

８・29 大那覇市の誕生祝賀行事９月１日から

３日間／旗行列や演芸会など／湧き

たつ11万市民のよろこび〔沖タ・夕〕

８・29 宮里現市長が初名乗り／翁長助靜氏も

立候補準備〔沖タ・夕〕

８・30 大絃小絃〔今度の合併は「めでたくも

あり」「めでたくもなし」〕〔沖タ・

朝〕

８・30 宙ぶらりんの道路祭温橋－安里／ドー

ナツ合併の奇型児〔沖タ・朝〕

８・30 低調な首長選の動き／ほとんどが無投

票の傾向〔琉新・朝〕
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８・30 首里・小禄の編入／きよう告示〔沖タ

・夕〕

８・31 近代都市の実現を〔沖タ・朝〕

★８・31 告示140号／二市一村合併きのう告示

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 351

★８・31 あす看板下す／首里市役所〔沖タ・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 351

８・31 ベタベタ選挙戦／那覇市議選たけなわ

の中盤戦〔沖タ・朝〕

８・31 翁長氏も届出る／宮里氏との一騎打ち

か／真和志市長選挙〔沖タ・朝〕

８・31 ココの声あげる大那覇市／あす盛大な

誕生祝い／歓び迎える11万市民〔沖

タ・夕〕

９・１ きょう新那覇市誕生／盛り沢山の祝賀

行事〔沖タ・朝〕

９・１ 市政功労者を表彰／嘉手納現助役他28

氏〔沖タ・朝〕

９・１ 当間市長挨拶／首里・小禄のみなさん

を心から歓迎する〔沖タ・朝〕

９・１ ｜社説｜大那覇市の前途を祝す〔琉新

・朝〕

９・１ きょう大那覇市誕生／全市をいろどる

祝祭行事〔琉新・朝〕

９・１ 29名を表彰／那覇市功労者〔琉新・朝〕

９・１ 那覇市／フタ開けた祝賀行事／華やか

に新首都への門出〔沖タ・夕〕

９・１ 広告／那覇市議会議員立候補者〔琉新

・夕〕

★９・１ 大那覇市建設第一歩／きょう歴史的祝

典の盛観〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 351

★９・２ ｜社説｜大那覇市の進発を祝す〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 352

９・２ 合併祝賀をよそに／しのぎを削る真和

志市長選〔琉新・朝〕

９・２ 二市一村合併／軍も正式承認〔琉新・

朝〕

９・２ 全市祝賀で一色／8,000余の旗行列や／

多彩な行事で終日賑わう〔琉新・朝〕

９・２ 北へ南へ言論戦ひらく／全選挙区に必

死の攻防戦／市長、市議選で乱戦／

三市一村に選挙色濃厚〔琉新・夕〕

★９・３ 真和志の一騎打ち双方「合併」を公約

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 352

９・３ 新那覇市議選／出揃つた顔ぶれ／紅一

点に現議28、新人は16名〔沖タ・朝〕

９・３ 立退中止を陳情／古島区地主が〔琉新

・朝〕

９・３ 市議と教師両立せず／文教局が二者選

一を勧告〔琉新・朝〕

９・３ 那覇、真和志市／各投票場決定〔琉新

・夕〕

９・４ 最後の追込に必死／尻上りの真和志市

長選〔沖タ・朝〕

★９・４ 真和志市長選／表面化した職場放棄／

きょう久場議員らが当局に抗議〔琉

新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 353

★９・４ 軍用指定の解除を／真和志古島の地主

が訴え〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 353

９・５ 真和志市長選／あわや泥合戦吏員の出

勤簿をめぐり〔沖タ・朝〕

９・５ 生れ変る大那覇市／首里．小禄支所を

設置／職員に暫定措置／機構の整備

は新議会で〔琉新・朝〕

９・５ 真和志宿命の一騎打／両氏1,000票差

の勝利を確信〔琉新・朝〕

９・５ 市町村長選挙／きようの投票／曇天に

出足は好調！／12市町村で火花散ら

す〔沖タ・夕〕

９・５ 世論の二者択一は誰／遂に来た真和志

市長選挙／あす昼頃当落判定下らん

〔琉新・夕〕

９・６ 審判を待つ／真和志市市長選挙／宿命

の好敵手！／これで３度目の対決

〔沖タ・朝〕

９・６ 「首里」の名を残したい／青年会が旧

市民大会開く／９日に合同演説会も

開催〔沖タ・夕〕

９・６ 真和志市長選／翁長助静氏当選／翁長

…8,726票／宮里…7,386票（午後２

時現在）〔沖タ・夕〕

９・６ 話の卵／新那覇市民の境地〔琉新・夕〕

９・６ 遂に住民の審判下る／翁長氏500の差

で当選／きよう真和志市長選挙の一

喜一憂戦〔琉新・夕〕

９・７ ｜社説｜首長選挙をおえて感あり〔沖

タ・朝〕

９・７ 軍用地の開放陳情／銘苅区民窮状を訴

える〔沖タ・朝〕

９・７ 翁長氏、当間市長とがつちり握手／

”首都合併への第一歩”／『共に進

もう』と誓い合う〔沖タ・朝〕

★９・７ ｜社説｜真和志市民の意志表示〔琉新

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 353

★９・７ 両市長につこり笑つて握手／住民の審

判どおり／さあ合併へ共に進もう

〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 354

９・７ 新しい首都に何を望む？〔沖タ・夕〕
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９・７ 広告／那覇市議会議員立候補者〔琉新

・夕〕

★９・７ 都市合併大那覇市機構制定／旧首里、

小禄に暫定的支所設置〔琉新・夕〕･ ･ 355

９・７ 戦終りぬ、次は市議選挙／翁長新市長

の登場で／市会の分野著しく影響せ

ん〔琉新・夕〕

９・８ 市議候補の立会演説会／真和志〔沖タ

・朝〕

９・８ 真和志市役所／課長級一応全員辞表！

〔沖タ・朝〕

９・８ 仲良く『初顔合わせ』／那覇市400職

員が門出の乾杯！〔沖タ・朝〕

★９・８ ｜社説｜今後の合併問題〔琉新・朝〕･ ･ 356

９・８ 結局、法の改正が必要／市町村長、議

員の任期〔琉新・朝〕

９・９ 乱戦予想の真和志／『市町村議』きょ

う締切り〔沖タ・朝〕

９・９ 広告／推薦の言葉／平良龜助氏〔沖タ

・朝〕

９・９ 広告／市議候補／國吉有慶君推薦状

〔沖タ・朝〕

９・９ 広告／推薦状／長嶺将眞、浦崎唯治両

君〔沖タ・朝〕

９・９ 広告／推薦状／比嘉佑直君〔沖タ・朝〕

９・９ 広告／真和志市議会議員候補者／金城

賢勇氏推薦状〔沖タ・朝〕

９・９ 広告／推薦状／比嘉ゆう直君〔琉新・

朝〕

９・９ 広告／真和志市議会議員候補者／金城

賢勇氏推薦状〔琉新・朝〕

９・９ 広告／推薦状／長嶺將眞、浦崎唯治両

君〔琉新・朝〕

９・９ 広告／推薦の言葉／平良亀助氏〔琉新

・朝〕

９・９ 広告／推薦状／金城賢勇氏〔琉新・朝〕

９・９ 広告／檄／イズミ正重危し！（那覇市

議選）〔琉新・夕〕

９・９ 広告／推薦状／比嘉佑直君〔琉新・夕〕

９・９ こんばんのわだい／バス・センター･･･

〔沖タ・夕〕

★９・10 ダンマリ劇で決戦へ／那覇市議選＝は

り紙だけベタベタ／だが裏面の工作

活発？〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 357

９・10 真和志市議／合同演説会取止め〔琉新

・朝〕

９・10 広告／推薦状／長嶺將眞君〔琉新・朝〕

９・10 広告／全市民に訴う／泉（イズミ）正

重君〔琉新・朝〕

★９・10 月光の下繰り展げた言論戦／首里の立

合演説会／公明選挙へ活躍の首里青

年会〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 357

９・10 広告／那覇市議会議員候補者〔琉新・

夕〕

★９・11 ｜社説｜新那覇市の区制に望む〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 358

９・11 真和志市議選挙／勢力分野を争う終盤

戦〔琉新・朝〕

９・11 広告／推薦状／宮里敏慶君〔沖タ・朝〕

９・11 広告／推薦状／新里義雄氏〔沖タ・朝〕

９・11 広告／全有権者の皆様／比嘉朝四郎君

〔沖タ・朝〕

９・11 広告／推薦状／比嘉佑直君〔沖タ・朝〕

９・11 広告／全市民に訴う／泉正重君〔沖タ

・朝〕

９・11 広告／推薦状／長嶺將眞君〔沖タ・朝〕

９・11 お脈拝見／当間重剛／大都市建設に冥

想？／真和志と合併当分考えられぬ

〔沖タ・夕〕

９・12 きょう投票／市町村議選挙／那覇市の

開票あす午前９時〔琉新・朝〕

９・12 広告／謹告／高良一君〔琉新・朝〕

９・12 大那覇市の投票風景／首里那覇は低調

／30の金的狙つて44騎／ジューン台

風の余波で出足不調〔琉新・夕〕

９・13 那覇市議800票が当選圏か／大勢判明

はきよう午後／棄権は２割５分／投

票かり出し戦術に躍起〔琉新・朝〕

９・13 声／市当局へ〔バスセンター問題〕〔琉

新・朝〕

★９・13 真和志投票６割２分／大勢判明は午後

２時あと〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 358

９・13 那覇市議選／大勢ほゞ判明／中間発表

にカタズのむ〔沖タ・夕〕

９・13 首都建設に自信満々／大勢は吾れに有

利に展開／当間御大かくて勝算あり

〔琉新・夕〕

★９・14 地方議員当選者〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 358

★９・14 きのう開票／那覇市与党勢が圧倒的／

…問題のこす同姓記名〔沖タ・朝〕･ ･ ･ 359

９・14 真和志／新市会分野五分五分／注目さ

れる中立系２名〔沖タ・朝〕

９・14 市町村議員当選者〔琉新・朝〕

９・14 一喜一憂の開票風景／新人の進出めだ

つ那覇市議／与党が絶対多数／人民

党４名中１名が当選〔琉新・朝〕

★９・14 同志相打つ一票騒ぎ／真和志も新人の

得票めだつ〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 360
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９・14 疑問投票めぐり／人民党員が委員長吊

し上げ〔琉新・朝〕

９・14 広告／当選御礼／那覇市議会議員〔琉

新・朝〕

９・14 広告／当選御礼／真和志市議会議員

〔琉新・朝〕

★９・15 ｜社説｜中央・地方の議会に警告〔沖

タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 360

★９・15 当選決定に36時間／遂に宮城氏（人

民党）に軍配／長嶺氏の「ソシン」

も生返える〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 361

９・15 当選御礼／那覇市市会議員〔沖タ・朝〕

９・16 普及員の存続／那覇市が要望〔沖タ・

朝〕

９・16 建築の無断用途変更／那覇市が警察へ

取締り要望〔琉新・朝〕

９・16 国吉氏異議申立を準備〔琉新・朝〕

★９・16 國吉氏が異議申立／「選挙人の意志尊

重せよ」〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 362

９・16 国吉有慶氏異議申立〔琉新・夕〕

★９・17 那覇市議長を狙う／自薦他薦の裏面工

作活発〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 362

★９・18 小禄が前夜に開票／那覇市議選にまた

難問〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 363

９・18 小禄分会場で投票点検／違法だが選挙

無効にならぬ？〔琉新・朝〕

９・19 ”首里”の名称新議会で善処〔琉新・

朝〕

９・19 「選挙無効」の異議申立／小禄村の不

当開票事件で〔沖タ・夕〕

★９・20 那覇市議選挙無効／”慎重に検討す

る”／異議申立に島袋委員長語る

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 363

９・20 水道問題に主力／真和志市初の議会

〔沖タ・朝〕

９・20 翁長市長に当選証書を交付〔沖タ・朝〕

★９・20 ”首里”の名を残せ／青年団が當間市

長へ要望〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 363

９・21 那覇市議長に高良氏を推薦／きのう民

主党議員総会〔沖タ・朝〕

９・21 那覇市議長に高良一氏推薦／民主党総

務会で決定〔琉新・朝〕

★９・21 國吉氏、市議当選／異議申立てが成立

〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 363

★９・21 那覇市議選無効と／人民党異議申立〔琉

新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 363

９・22 あす議長問題で会談／�の泉・高良・

上原３氏が〔沖タ・朝〕

９・22 公聴／牧志大通りの即時開通を〔沖タ

・朝〕

９・22 真和志市／初ツ鼻から波乱か／助役や

議長の承認問題で〔沖タ・夕〕

９・22 旧那覇の商工業実態調査纏まる／月に

４億円の売上げ／２億3,000万円の

ストツク抱える商店街〔沖タ・夕〕

９・22 那覇市最終臨時議会／牧志街道舗装工

事など〔琉新・夕〕

９・23 真和志市／那覇市と課長人事交流／新

助役に東江誠忠氏か〔沖タ・朝〕

９・23 副主席当間市長と要談／新議長選挙に

新たな動き〔沖タ・朝〕

９・23 議長問題の３者会談／泉正重氏、出席

をける〔沖タ・朝〕

９・23 都市合併はしたれど／真空状態の教育

委／教員の発令も出来ぬと困惑〔沖

タ・朝〕

９・23 ｜社説｜那覇市議長に人材を〔琉新・

朝〕

９・23 那覇市議長泉氏が有力〔琉新・朝〕

９・24 新議長に泉氏有力〔沖タ・夕〕

９・24 那覇市議会議長に／泉正重氏を推薦決

定〔琉新・夕〕

★９・25 ｜社説｜那覇市会の議長問題〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 364

９・25 那覇市会議長／大勢、泉氏に傾く〔沖

タ・朝〕

９・25 追加予算で５工事／牧志街道の開通は

11月〔琉新・朝〕

９・26 那覇市予算で真和志に水道／合併前提

に両市が強調〔沖タ・朝〕

★９・26 那覇市議／選挙無効にならぬ／異議申

立に選管委談〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 364

９・27 那覇市議長／泉・高良両氏の決戦か／

当間市長はノータツチ〔琉新・朝〕

９・28 那覇市議会／議長に泉氏決定的／副議

長には長嶺氏か〔沖タ・朝〕

９・28 与党系23名協議／那覇市議当選証書式

後に〔琉新・朝〕

９・29 新那覇市議会／10月１日に開く〔琉新

・朝〕

10・１ 那覇にも屠畜税／きよう審議会開く

〔沖タ・朝〕

★10・１ 東江氏の助役就任否決／真和志議会、

野党が牛耳る〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 365

10・１ きょう開く／那覇市臨時議会〔琉新・

朝〕

10・１ ２日に回答／異議申立に〔琉新・朝〕

10・１ 議長に森田氏／真和志市初会議〔琉新
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・朝〕

★10・１ 大那覇市合併、初の議会／満場拍手裡

に議長選任／議長に泉氏、副議長に

長嶺氏〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 365

10・１ 真和志議会／推薦助役否決〔琉新・夕〕

★10・２ 常任委の構成決る／那覇市会、会期は

８日間〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 365

10・２ 真和志市課長発令〔沖タ・朝〕

10・２ 小禄の検票／違法だが有効／異議申立

に選管委が決定〔沖タ・朝〕

★10・２ 異議申立に回答／那覇市議選挙は有効

〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 366

10・２ 那覇市議会／常任委員会構成〔琉新・

朝〕

10・３ 旧「教育区」を認める／那覇市布令ま

でに暫定措置〔沖タ・朝〕

10・４ 今晩のわだい／その後の二市一村〔沖

タ・夕〕

10・４ 「生産都市への転換」／那覇市議会施

政方針を検討〔沖タ・夕〕

10・４ 先決要件は生産都市／那覇市臨時議会

質疑活発〔琉新・夕〕

10・５ 区長制を廃止か／７条例も可決／那覇

市議会〔沖タ・朝〕

★10・５ スピード可決／那覇市会８議案〔琉新

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 366

10・６ 真和志の野党議員／市会対策で会合

〔沖タ・朝〕

10・６ 記者のメモ／”あくまで強気の委員長”

〔沖タ・朝〕

★10・６ 那覇市会／各委員会活発に審議／議員

に調査研究費〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 366

10・６ 都計協議会に／那覇市から翁長氏渡日

〔琉新・朝〕

10・６ 那覇市議選／異議申立に回答〔琉新・

朝〕

10・６ 那覇市会／各常任委開く〔琉新・朝〕

★10・７ 瀬長人民党書記長逮捕／大湾立法院議

員ほか23名も／逮捕理由は隠匿幇助

と布令１号〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 367

10・８ バスセンター最終案決る／場所は原案

通りで／牧志通りでの追越しは法度

〔沖タ・朝〕

10・８ 那覇市会／追加更正予算総額１億2,000

万円／合併前の予算をその儘踏襲

〔沖タ・朝〕

10・９ 軍用地特別委を設置／きのう那覇市議

会終る〔沖タ・朝〕

★10・９ 記者のメモ／云うなれば要望決議か

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 367

10・８ 首都建設への希望／東京金城和彦〔沖

タ・朝〕

10・９ 瀬長氏ら全員留置／又吉氏ら３名保釈

取消し〔琉新・朝〕

★10・９ ４議案可決／那覇市会最終日〔琉新・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 367

★10・12 那覇市の軍用地／特別委々員長に／上

原永盛氏〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 368

★10・12 全面的に那覇が援助／真和志市の水道

工事一歩進む〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 368

10・12 那覇都計４年の歩み〔琉新・朝〕

10・13 水道問題を協議／きよう真和志市議会

〔沖タ・朝〕

10・13 那覇港工事／土地潰されて『海』に／

地主、政府に損害賠償要求〔沖タ・

朝〕

10・13 賛否両論でもむ／バスセンター・政府

業者と懇談〔沖タ・朝〕

★10・14 水道工事は那覇で／真和志市会が要望

意見〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 368

★10・14 ”裁決”めぐり二つの解釈／与野党同

数の真和志市会〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 369

10・14 第一水道工事は／真和志自体でやる

〔琉新・朝〕

10・17 バス・センター政府案に落着く／来月

早々発足の運び／今月中に施設完成

〔沖タ・朝〕

10・17 旧市内の開放／那覇市、都計推進で申

請〔沖タ・朝〕

10・18 １日で舗装工事／国際通りスピードア

ツプ／牧志全線12月には開通〔沖タ

・夕〕

10・19 地料の支払いが無い／真和志軍用地に

異例のケース〔琉新・朝〕

★10・19 真和志立退の善処／翁長市長ら主席へ

要請〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 369

10・21 蔡温橋通りの舗装／那覇市が政府補助

でやる〔沖タ・夕〕

10・23 銘苅部落を”測量”か／地主ら脅えて

政府へ訴う〔沖タ・朝〕

10・23 銘苅地区に更に新接収通告／未解決地

区民陳情への回答迫る〔琉新・朝〕

10・23 街路樹植替補助／那覇市軍へ要請〔琉

新・朝〕

10・23 市民税の引下げ／真和志市が検討〔沖

タ・夕〕

10・26 市民税の引下げ／真和志財政委で検討

〔沖タ・朝〕
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10・26 軍用地を開放／那覇・真和志・越来等

の一部〔琉新・朝〕

10・27 助役に新人を起用／真和志市〔沖タ・

朝〕

10・27 完成する泊埋立／住宅地”受入れ委”

で準備中〔琉新・朝〕

10・27 那覇市議会首脳／首席民政官訪問〔琉

新・朝〕

10・29 「まず人の和から」／那覇・真和志両

市議が親睦野球〔沖タ・朝〕

10・31 美しき都市建設へ／商業美術の権威那

覇市が招聘〔琉新・夕〕

11・１ 対立よりも親善野球／那覇、真和志の

議員さん〔琉新・朝〕

★11・１ 「那覇」を一教育区に／教育法改正布

令で明文化〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 369

11・２ 民主党当間派強調を再確認／那覇市長

渡日を否定〔琉新・朝〕

11・３ 那覇・真和志議員の／親睦野球きよう

上山で〔沖タ・朝〕

11・４ 首里、区長制を廃止〔沖タ・朝〕

★11・４ 那覇市議組勝つ／和気あいあい珍プレ

ーも出ず〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 369

11・５ 大那覇市を貫く又吉道路／12月上旬全

面的に完成／６間道路で首里・那覇

を縦走〔琉新・夕〕

11・６ 都計事業助成／那覇へ300万〔琉新・

朝〕

11・６ 合併後、委員13名／初の那覇教委会開

く〔琉新・朝〕

★11・12 那覇の軍用地主も／布告改正を陳情

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 370

11・12 収用法適用か／那覇商港土地問題〔琉

新・朝〕

11・13 刑務所移転を決議か／那覇市会〔沖タ

・朝〕

★11・13 ”刑務所を移転せよ”／那覇議会が決

議の予定〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 370

11・15 泊埋立地は完成／発展の基礎６万坪

〔琉新・朝〕

11・16 出血覚悟で給水断行／真和志水道料金

ほぼきまる〔琉新・朝〕

★11・18 那覇市に譲渡軍埋立地3,000余坪〔琉

新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 370

11・20 那覇市、ソベ／出張所を廃止か〔沖タ

・朝〕

★11・20 那覇市民に朗報／松下・東町の一部近

く開放〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 370

11・24 真和志助役に護得久就任？／転出、き

のう政府が承諾〔沖タ・朝〕

11・25 ”合併の用意あり”／きのう当間・翁

長両氏懇談〔沖タ・朝〕

11・25 泊埋立地の「地料」値下げ／那覇市会

委員会で検討〔沖タ・夕〕

11・26 全会一致で承認か／真和志市助役、護

得久氏の就任〔沖タ・朝〕

11・27 バス・センター／来月５日から店開く

／市内の営業所は今月中に撤去〔沖

タ・朝〕

★11・27 泊港地区の都計成る／年内に旧垣花を

受入／建設のかげにも財政のなやみ

〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 371

11・28 躍進する沖縄の医療界／待望の那覇開

放性病院／総工費3,600万で年明け

に着工〔琉新・朝〕

★12・２ 泊港正式に譲渡／民政府が那覇市へ

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 371

★12・４ 生れ変つた牧志街道／総工費3,000万

円以上かかる〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 371

12・５ バス・ターミナルけさ店開き／停留所

が40余ヵ所ある〔沖タ・朝〕

12・５ バス・ターミナル／運営運輸協定を認

可〔沖タ・夕〕

12・５ 牧志通り暁の開通式／冷気をついてテ

ープ切る〔沖タ・夕〕

12・５ 全島を繋ぐ足の溜り場／バス・ターミ

ナル今朝発足〔琉新・夕〕

12・５ 今暁牧志大通り開通式〔琉新・夕〕

12・８ 市町村税法きのう公布／来月４月より

施行／都市地域は増収見込める〔沖

タ・朝〕

12・８ 市町村税法公布／施行は来年４月から

〔琉新・朝〕

12・９ 道路新設の陳情を採択／那覇市議会

〔沖タ・朝〕

12・12 ８割ボーナス／那覇市の”補正予算案”

〔沖タ・朝〕

12・12 ボーナス予算上程／那覇市職員８割に

上る〔琉新・朝〕

12・13 安里川の下流１万坪を埋立てる／那覇

市会に13の上程案〔沖タ・夕〕

12・14 浸水の悩みを一掃／安里川下流埋立て

／浮ぶ１万坪の住宅地〔沖タ・夕〕

12・15 記者のメモ／議員ボーナスとは？〔沖

タ・朝〕

12・15 助役問題は17日に／真和志市会〔沖タ

・朝〕

12・15 牧志通りに横断歩道を／那覇市議会が
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緊急動議〔沖タ・朝〕

12・15 真和志市助役／護得久氏に内定〔琉新

・朝〕

★12・15 那覇市会／楚辺出張所廃止〔琉新・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 371

12・16 年末手当を辞退／那覇市の議員さん

〔沖タ・朝〕

12・16 こども博物館補助に／那覇市議ボーナ

ス返上か〔琉新・朝〕

★12・17 議員のボーナスを／救済者のお年玉へ

／那覇市議会〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 371

★12・17 記者のメモ／『ボーナス返上』怪挙が

快挙へ〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 372

12・17 市議ボーナスを返上／９万余円貧しい

人達に〔琉新・朝〕

12・17 那覇市会／更正予算本会議へ／区教育

委の俸給額を可決〔沖タ・夕〕

12・17 真和志市助役に護得久朝俊氏／けさ満

場一致で決る〔沖タ・夕〕

★12・18 都市合併問題再燃／真和志市議会早期

実現を決議〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 372

12・18 西新町などの区画整理許可〔沖タ・朝〕

12・18 真和志議会／早期合併を決議／野党の

動議で全員賛成〔沖タ・朝〕

★12・18 戦災復興の国庫助成／本土政府へ要請

／那覇市会終る〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 373

★12・19 編入の線で正式交渉／真和志合併へ積

極的動き〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 373

★12・19 ”世論実現”に努力／真和志市助役就

任の護得久朝俊氏談〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 373

★12・19 記者のメモ／合併決議と失地問題…

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 374

12・19 小禄新辻町／立禁に陳情〔琉新・夕〕

12・21 市町村合併の立法／請願書提出、真和

志市会〔沖タ・朝〕

12・21 バスターミナル／都心に遠すぎる／南

部の町村長らが訴える〔沖タ・朝〕

12・21 護得久助役きよう就任〔沖タ・朝〕

12・21 壺屋に仮センターを／中南部出身議員

や市町村長が陳情〔琉新・朝〕

12・22 市民税の賦課／真和志市会が全体協議

〔沖タ・朝〕

12・23 首里道路舗装／那覇市が陳情〔琉新・

朝〕

12・24 職員に５割の賞与／真和志市会きのう

終了〔沖タ・朝〕

★12・24 真和志市議会／市町村合併に関する立

法要請〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 374

12・24 真和志市議会／ボーナス５割に〔琉新

・朝〕

12・28 立法で町村合併を促進／真和志議長が

意見書〔琉新・朝〕

★12・29 ｜社説｜合併促進に関する立法要請に

就いて 〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 374

12・29 当間市長着京後／合併問題解決を語る

〔琉新・朝〕

★12・31 「日の丸」掲揚許可／但し役所や学校

は駄目〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 375
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１・１ あれから10年どう変わつた？／最初の

市民は300名／ブクブクふくれた大

那覇市〔沖タ・朝〕

１・５ 真和志の那覇市への合併／年内実現を

期す〔沖タ・朝〕

１．５ 泊港野積場の拡張工事完了〔沖タ・朝〕

１・５ 那覇市や議員が愛楽園を慰問〔沖タ・

朝〕

１・６ 市議９名上京／市政の視察に〔琉新・

夕〕

★１・９ 都市合併を協議／10日から真和志市特

別委〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 376

１・10 比嘉那覇市議衣類盗まる〔沖タ・朝〕

★１・10 合併は年内実現か／動き出した特別委

／問題は真和志市選出の議員数〔琉

新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 376

１・11 真和志の合併編入の線ですすむ〔沖タ

・夕〕

１・15 首里・小禄にも水道／56年度予算で

〔沖タ・夕〕

１・18 当間市長25日帰覇〔琉新・夕〕

★１・19 委員長に新里氏／真和志市議会第１回

合併促進委〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 376

１・19 合併へ活発な意見／特別委員長に新里

氏〔琉新・朝〕

１・20 横浜で琉球の民芸展／都計の石川博士

近く来島〔沖タ・朝〕

１・22 声／市都計課に問う〔琉新・朝〕

１・26 新栄通りの浸水対策／那覇市会建設委

〔沖タ・朝〕

１・27 真和志側の基本案／特別委早急に作成

を決定〔琉新・朝〕

１・28 川も埋めて伸びゆく都心／新栄通り浸

水に悲鳴・川巾でひともめ〔沖タ・

朝〕

★１・28 那覇市／税金は”少しでも安く”３倍

に増えた異議申立〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 377
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１・29 真和志市に経済委員会〔沖タ・朝〕

★１・30 都市運営･･･／参考になつた／高良那覇

市議帰任談〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 377

１・30 舗装やり直し／那覇の平和通り〔沖タ

・夕〕

１・31 泉那覇市議長ら帰る〔沖タ・朝〕

★１・31 社大党那覇支部結成／真和志合併促進

など宣告〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 377

２・２ 銘苅軍用地／直ちに評価額値上げ／墓

地実地検証でＤ・Ｅの誤認判明〔琉

新・朝〕

★２・２ 卒先、市民と直結する／真和志市産業

課社会課の各区歴訪〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ 378

２・３ 競輪は考えもの／都計事業は慎重に泉

議長談〔沖タ・朝〕

★２・３ どうぞ『市民室』へ／議員さんが相談

相手に／那覇〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 378

★２・３ 都市復興委の設置を／競輪は研究を要

す／泉議長帰来談〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 378

２・４ 那覇市に”市民室”を〔琉新・朝〕

２・４ こんばんのわだい／ひかえたい競輪…

〔沖タ・夕〕

２・８ 那覇市議選挙／無効裁判開く〔沖タ・

朝〕

２・12 ”そう反響はないよ”／沖縄問題など

当間市長帰来談〔沖タ・夕〕

２・15 政府が全面的に援助／那覇都計に主席

が表明〔沖タ・朝〕

★２・15 都計に積極的援助／主席、那覇市議会

で演説か〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 379

★２・15 首都の不法建築を一掃〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 379

２・16 ｜社説｜那覇市都計の進捗に想う〔琉

新・朝〕

２・16 両市長会見協議／早期合併へ新しい動

き〔琉新・朝〕

２・17 ”合併問題”ともからみ／那覇市議”選

挙無効訴訟”注目される〔沖タ・朝〕

２・18 声／那覇市当局へ〔琉新・朝〕

２・18 動くか都市合併／あす那覇・真和志首

脳会談〔沖タ・夕〕

２・19 ”助言の用意あり”／那覇・真和志合

併の動きに副主席談〔琉新・朝〕

２・20 那覇真和志の地主協会総会〔琉新・朝〕

★２・22 両市が合併懇談会／議員問題に意見

〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 380

★２・25 水道問題／栄町代表、那覇市へ陳情

〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 380

２・26 声／両市合併問題〔琉新・朝〕

２・26 那覇市の研修職員／３月に出発〔沖タ

・夕〕

★３・１ きのう盛大に祝賀／又吉、牧志道路の

開通式〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 380

３・１ 又吉道路竣工式／オ少将へ感謝状〔沖

タ・朝〕

★３・１ 都計事業の国庫補助／那覇市日本政府

へ陳情か〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 380

★３・２ 合併促進法立案／真和志市特別委〔沖

タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 381

３・５ 那覇市が検討／真和志への水道工事

〔沖タ・夕〕

３・６ 水道真和志を優先か／首里・小禄はそ

の後に／那覇市〔沖タ・朝〕

★３・12 那覇市議選挙は無効／きのう中央巡裁

で判決〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 381

３・20 満60年で退職／那覇市で職員停年制

〔琉新・朝〕

３・21 那覇に公営住宅／試案アパート・独立

の２種〔沖タ・朝〕

★３・24 金口木舌〔那覇市職員停年制〕〔琉新

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 381

３・24 停年制は委員会付託／那覇市定例議会

開く〔琉新・夕〕

３・26 真和志市定例議会〔琉新・朝〕

３・27 本会議に上程／那覇市停年制案〔琉新

・朝〕

★３・27 那覇市議、公衛調査へ〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ 381

★３・29 那覇市会／借地法の立法を陳情／高い

地代坪7,000円の権利金〔沖タ・朝〕･ 382

３・29 給水条例など制定／きようから真和志

市会〔沖タ・朝〕

★３・29 職員停年制60才設ける／那覇市会終る

栄町の水道工事費など起債〔沖タ・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 382

３・29 停年制案を可決／那覇市定例議会で

〔琉新・朝〕

３・29 小禄への道路舗装／那覇市会陳情決議

〔沖タ・夕〕

４・１ 真和志市議会〔琉新・朝〕

★４・７ 都市計画の援助要請／当間市長ら主席

訪問〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 383

★４・９ 那覇・真和志合併協議／稻嶺氏交え立

法面研究〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 383

４・９ 埋立地の編入／真和志市申請〔琉新・

朝〕

４・11 公聴／那覇市に望む〔沖タ・朝〕

★４・14 銘苅一帯に立退要求／あと４日間で移

動厳命〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 383

４・17 100数軒あす立退き／真和志市銘苅へ
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指示〔琉新・朝〕

★４・18 都市合併早期実現困難か／政府の斡旋

に期待／那覇真和志両市長の構想に

くい違い〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 384

★４・18 銘苅／”百姓が土を離れて”／不安に

包まれる立退部落〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 384

４・18 銘苅の立退き問題／政府、村当局首脳

協議〔琉新・夕〕

４・18 春寒し憂鬱なる話題／生活不安に暗い

表情／思案投首の立退き家族〔琉新

・夕〕

４・19 移動は区画整理後／銘苅立退きに軍も

協力〔沖タ・朝〕

４・19 市営住宅を検討／那覇新年度予算で実

現か〔沖タ・朝〕

４・19 銘苅の立退き対策／軍民両政府真和志

市が協議〔琉新・朝〕

★４・20 希望容れねば退かぬ／銘苅部落24世帯

が･･･〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 385

４・20 銘苅軍用地の地主善処要望〔琉新・朝〕

４・25 那覇市の庶民住宅／復金の条件緩和に

期待〔沖タ・夕〕

４・26 那覇市の起債認可／区画整理6,700万

円〔沖タ・朝〕

４・27 真和志議会〔臨時会〕〔沖タ・朝〕

４・27 公聴／牧志通の受益分担金〔沖タ・朝〕

４・29 真和志議会開く／５議案委会付託〔琉

新・朝〕

４・29 那覇市の市営住宅／総工費750万円で

計画〔琉新・夕〕

５・１ さっそく市営住宅を立案／復金の貸付

緩和に色めく那覇市〔沖タ・朝〕

★５・３ 前島町の７万余坪／軍が正式に解放

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 385

５・３ 那覇市総務財政委／教育補助金審議

〔琉新・朝〕

５・８ 真和志市会〔琉新・朝〕

５・９ 埋立地に住宅／賑やかになる泊〔沖タ

・夕〕

５・９ 真和志市、臨時議会終る〔沖タ・夕〕

５・９ 今会期中に立法／真和志の合併促進法

〔沖タ・夕〕

５・９ 那覇真和志合併に一役／「市町村合併

促進法」近く提案か〔琉新・夕〕

５・10 生れでる那覇の都計／…２年がかりの

大プラン…／いよいよ審議会の俎上

へ〔沖タ・朝〕

★５・10 ６日に上訴／無効判決の那覇市議選

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 385

★５・11 公聴／翁長市長に望む〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 385

５・11 那覇との早期合併へ／翁長市長問題の

研究で渡日〔琉新・朝〕

５・11 那覇水道起債認可〔琉新・朝〕

５・12 那覇市の起債政府が認可〔沖タ・朝〕

★５・14 前進する都市合併／きのう那覇・真和

志が協議／那覇市にも委員会／今期

立法議会へ提案か〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 385

５・14 合併促進で懇談／那覇市の真意を打診

か〔琉新・朝〕

５・15 首里バス”将来は市営に”〔沖タ・朝〕

★５・17 那覇「都計案」の全ぼう／21日から臨

時市会／人口20万の”首都”に／真

和志豊見城もふくめ仕上げ急ぐ〔沖タ

・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 386

５・18 銘苅部落／移動先の”道”つくり／工

兵隊がさツさと片づける〔沖タ・朝〕

★５・18 軍用地要望決議案成る／きょう可決か

／立法院の派米準備旧ピツチ〔琉新

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 387

★５・20 立法院／”軍用地要望決議”可決／き

よう代表渡米を決議〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 389

５・20 停留所復活に／市と政府意見対立〔琉

新・朝〕

５・21 軍用地折衝代表団／23日空路出発予定

／ワシントンから招待状〔琉新・朝〕

５・21 紙のマイク／講師でもある市民代表／

那覇市議会議長泉正重〔沖タ・夕〕

★５・23 都計案を審議／合併特別委設置を提案

／那覇市会〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 390

５・24 記者のメモ／わからんわからん”都計”

〔沖タ・朝〕

★５・24 派米代表団勇躍出発／昨夕軍用機で／

”意志卒直に訴えん”／決意新にス

テートメント発表〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 391

★５・25 町から村から／都計区域を視察／那覇

の議員さん〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 391

★５・25 合併委決る／那覇市会〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ 391

５・25 真和志市合併へ本腰／那覇市合併特別

委任命〔琉新・夕〕

５・26 成るか都市合併／那覇市特別委決る

〔琉新・朝〕

５・26 都計審議持越す／那覇市会〔沖タ・夕〕

５・27 渡米使節への激励電を採択／那覇市会

〔沖タ・朝〕

★５・27 那覇選管委に辞職勧告〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 391

５・27 都計審議の那覇市会／原案一部修正で

閉会〔沖タ・朝〕

５・27 那覇選管委／暫く退職保留〔琉新・朝〕
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★５・27 ”刑務所の移転”／都計案に那覇市会

が要望〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 391

５・29 56年度那覇市予算１億900万円／職員

給平均１割の増俸〔沖タ・朝〕

★５・31 ”真和志の方針を打診”／初の那覇市

都市合併委〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 392

★５・31 那覇・真和志の合併すすむ／まずは腹

うちわつて／きのう両委員会のお見

合〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 392

６・１ 大幅な人事刷新か／那覇市水道課”部”

に昇格案〔琉新・朝〕

６・３ 都市合併に確信／翁長市長大阪へ〔琉

新・夕〕

★６・12 軍用地開放／２万2,000坪〔琉新・朝〕･ 392

６・12 那覇市議会14日／市営住宅70棟案／来

年１月竣工受入３月〔琉新・朝〕

６・13 ”高すぎる家賃”14日開く市会経て直

ちに着手／…那覇の市営住宅具体案

〔沖タ・朝〕

６・13 進まない両市の合併／時期は那覇市長

の任期か〔琉新・朝〕

６・14 ”都計を推進”／当間市長新年度の施

政方針／那覇市会〔沖タ・夕〕

★６・14 名実共に都市建設へ／当間市長施政方

針演説で言明〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 393

６・15 那覇市会28日まで／予算など25の議案

〔沖タ・朝〕

６・15 立法院本会議／割当土地臨時措置法可

決／大灣氏（人）の反対斥け多数で

〔琉新・朝〕

★６・15 公有水面埋立／那覇市へ手続指示〔琉

新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 393

６・15 24議案一括上程／那覇市議会第１日

〔琉新・朝〕

★６・16 ｜社説｜都市合併と旧市内の復興〔琉

新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 394

６・17 真和志市起債認可さる〔沖タ・朝〕

６・18 那覇市会／在日市有財産の行方／終戦

直後の処理が判明〔沖タ・朝〕

６・18 真和志市会20日開会〔沖タ・朝〕

６・18 真和志市議会／20日開く〔琉新・朝〕

６・18 声／公設市場設置に〔琉新・朝〕

６・19 那覇市会／首里バス将来は市営／市営

住宅の経営には自信〔沖タ・朝〕

６・19 記者のメモ／市役所のサービス〔沖タ

・朝〕

６・19 都計費の半額補助／那覇市会が立法院

へ陳情〔沖タ・朝〕

★６・21 予算、委員会へ付託／きのう那覇市会

本会議〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 395

６・21 首里・小禄への水道／９月までに着手

〔沖タ・朝〕

６・21 真和志市議会開く〔沖タ・朝〕

★６・21 １号線の高圧線を取除け／那覇市会が

陳情決議〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 395

６・21 真和志市議会開く〔琉新・朝〕

６・21 那覇市議会／区画整理課新設〔琉新・

夕〕

６・22 栄町への水道暫く見合す／既設の簡易

水道が邪魔〔沖タ・朝〕

６・22 水道事業の特別会計を設置／真和志市

会〔沖タ・朝〕

６・22 那覇市会委員会／市営住宅の原案通過

／2,000万円の土木責も承認〔沖タ

・朝〕

６・22 都市合併特別委／真和志基本線打出す

〔琉新・朝〕

６・22 真和志市議会／市長が施政方針を〔琉

新・朝〕

★６・22 都市計画区域認可〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 395

６・23 400万円の都計費承認／那覇市会〔沖

タ・朝〕

★６・23 補償費第１号支払う／銘苅の立退、27

日から〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 395

６・24 市直営事業に失業者を吸収／那覇市会

〔沖タ・朝〕

６・25 １割増俸決める／那覇市会〔沖タ・朝〕

６・26 在日資産で学生寮を…／真和志市会＝

一般質問＝〔沖タ・朝〕

６・26 道路工事を慎重に／那覇市会建設委当

局へ要望〔沖タ・朝〕

★６・29 在日資産の受取り／那覇市会が政府へ

意見書〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 396

６・29 町村合併促進法案成る／標準人口１万

5,000人に〔琉新・朝〕

６・30 ｜社説｜町村合併の立法へ期待〔沖タ

・朝〕

６・30 ２万4,000坪を開放／真和志市古島区

の軍用地〔沖タ・朝〕

６・30 新選挙管理委１日に就任〔琉新・夕〕

７・１ 銘苅／きよう移動開始／補償金は申請

の約７割〔沖タ・朝〕

７・１ 真和志市会終る〔沖タ・朝〕

７・１ 市営住宅視察に／那覇市宮平課長渡日

〔沖タ・朝〕

７・１ 銘苅区の４名移動開始／軍から立退補

償費受け〔琉新・朝〕

７・４ ｜社説｜町村合併促進法案と地方財政
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〔琉新・朝〕

★７・４ 会長に與那原良昭氏／二市一村合併那

覇市青連結成〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 396

★７・４ 港や市場から4,000万円／税外収入で

ほくほく／那覇市…総予算の38％

〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 397

★７・５ バス・ターミナル那覇駅跡に／建設事

業、那覇市が担当〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 397

７・５ ５度目の移動は進む／銘苅部落炎天下

に槌音高く〔沖タ・朝〕

７・５ 近く着工／栄町の水道〔沖タ・夕〕

★７・９ 鳩笛〔那覇市の議員バッジ〕〔琉新・朝〕･ 397

７・10 記者のメモ／区長さんの鼻息は荒い

〔沖タ・朝〕

７・13 14日那覇市会〔沖タ・夕〕

★７・15 那覇市議会で承認／割当土地賃貸料評

定委員決る〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 397

７・16 きようから割当／土地の実態調査／那

覇市評定委〔沖タ・朝〕

７・21 牧志通りを本防火地域に／初の全琉建

築審査会開く〔琉新・朝〕

★７・22 那覇／新規事業に赤信号／復金借入れ

・償還年限延長を陳情／借金返済に

年2,000万円も〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 398

７・23 銘苅24戸にも接収を予告〔琉新・朝〕

７・26 真和志議会／28日臨時招集〔琉新・朝〕

７・26 バス・ターミナルは那覇駅跡に／運営

は『会社組織』で…〔沖タ・夕〕

★７・28 銘苅区／復金融資、政府も賛同／立退

き計画、きのう提出〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 398

７・29 割当土地賃借料評定委員決る／真和志

〔沖タ・朝〕

★７・29 真和志議会承認／割当土地賃借料評定

委員決る〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 399

７・30 銘苅の移動好転せん／関係首脳ら民政

府と折衝〔琉新・夕〕

７・31 市営住宅衛生的に明るく／那覇市宮平

建築課長帰る〔沖タ・朝〕

★７・31 円満解決した銘苅の立退き／地主・当

局者の協力／粘りぬいた折衝成功

〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 399

８・３ 合併促進法案審議／…那覇市会〔沖タ

・朝〕

８・３ 合併促進法案／那覇市議会が研究〔琉

新・朝〕

★８・３ 借金背負った簡易水道／真和志栄町…

来週水道着工か〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 400

★８・４ 那覇市の競輪再燃…〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 401

８・４ 那覇市議当選無効訴訟／19日上訴裁で

結審〔沖タ・夕〕

８・５ ２ヵ年振りに賃貸料貰う／銘苅、今月

中旬までに移動〔沖タ・朝〕

８・５ 商店街のあり方指導／…都計の石川博

士来島〔沖タ・夕〕

★８・５ 都計の石川博士再度来島／今後のあり

方を再検討〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 401

８・６ 那覇真和志貫くメインストリー／道路

拡張舗装工事完成〔琉新・夕〕

★８・９ 浮かび出た市町村合併問題／人口１万

5,000標準に／「促進法」立法準備

すすむ〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 401

８・10 那覇市建設委／舗装陳情採択〔琉新・

朝〕

８・11 反当り1,000円を補助／銘苅区民の農

地購入に〔沖タ・朝〕

８・11 臭い都心は考えもの／石川博士の”街

の診断”／繁華街指定今のうちに／

泊埋立地は死んでいる〔沖タ・朝〕

８・11 納まらぬ分担金に那覇市が協議会〔沖

タ・朝〕

★８・14 石川博士那覇の都計を語る（１）／都

市美委員会を作れ／鉄筋コンクリー

ト人口割では東京以上〔沖タ・朝〕･ ･ 402

８・14 石川博士都計にメス／都市合併は早急

に／スポーツ・センター設けよ〔琉

新・朝〕

★８・15 ”都計”那覇と同歩調で／石川博士、

真和志と懇談〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 403

★８・15 真和志市割当土地評定委／会長に嘉数

氏〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 403

★８・15 石川博士那覇の都計を語る（２）／躍

進と苦労の抱合い／商店街の不潔を

整備せよ〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 404

８・15 那覇の都計に同調せよ／真和志で語る

石川博士〔琉新・朝〕

★８・16 石川博士那覇の都計を語る（３）／溢

れる車・副道つけよ／那覇・真和志

は早く合併を〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 405

８・16 那覇を去るに当って市民へ贈る／石川

栄耀〔琉新・朝〕

８・16 不安顔でつめかける／那覇市議選挙訴

訟けさ結審・30日判決〔沖タ・夕〕

８・16 栄町前区長を告訴〔沖タ・夕〕

★８・16 注目される判決／那覇市議選挙無効裁

判〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 405

★８・17 石川博士那覇の都計を語る（４）／首

里は大学タウンに／スポーツセンタ

ーの建設急げ〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 406
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★８・18 石川博士那覇の都計を語る（完）／壺

川に４万坪の動物園／波之上は水族

館・噴水塔〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 407

８・19 ｜社説｜都計を法的に対処せよ〔沖タ

・朝〕

８・20 銘苅／「要求」容れられる／残った17

戸も代替地決る〔沖タ・朝〕

８・20 那覇都計さて何が実現する／当間市長

のプラン／スポーツセンターはぜひ

／動物園・水族館はまだ夢〔沖タ・

夕〕

８・21 遂に告訴合戦／栄町の問題今度は新城

氏が〔沖タ・朝〕

８・22 判決迫る那覇市議選挙無効訴訟／違法

行為は双方認める／”結果に異動及

ぼすか”で論争〔沖タ・朝〕

★８・23 ｜社説｜那覇市と公会堂の建設〔琉新

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 408

８・24 那覇市内の高圧線／１年以内に撤去

〔沖タ・朝〕

８・24 市営住宅近く着工／設計もスマートに

変る／那覇〔沖タ・朝〕

８・25 那覇の水道／当てがはずれた復金融資

条件／敷設計画再び出直しか〔沖タ

・朝〕

８・17 26億円の都計／那覇市が軍民関係者へ

説明”どうぞご協力を”〔沖タ・朝〕

８・27 立派な都市を協力して／軍民政府首脳

迎え都計の経過説明〔琉新・朝〕

８・27 １号線に副道／旧鉄道線路に10間道路

／関係市村が実現に努力〔沖タ・夕〕

８・30 真和志の都市計画熱／那覇市から説明

をきく〔琉新・朝〕

８・30 法定は悲喜交々／運命を決した15分間

〔琉新・夕〕

★８・30 さあ選挙やり直し！／那覇市議に無効

の判決〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 409

★８・31 ｜社説｜市議選挙無効と選管委〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 410

★８・31 大絃小絃〔那覇市議選挙無効判決〕

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 410

８・31 那覇市議へ公認候補／社大党早くも対

策〔沖タ・朝〕

８・31 那覇市あす合併１周年／飛躍的発展の

足跡／人口12万の大都市へ〔琉新・

朝〕

８・31 合併１年を顧みて〔琉新・朝〕

８・31 議員失格の側ヅエ／水道工事も支障来

す〔琉新・朝〕

８・31 合併まで苦労の連続〔琉新・朝〕

８・31 那覇市あす合併１周年／早急に那覇市

へ合併〔琉新・夕〕

★９・１ きょう那覇合併１周年／「財政」で旧

首里は恩恵〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 411

★９・１ 都計は一緒に／真和志、那覇から説明

きく〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 411

９・２ 那覇市議の再選挙／秘策をねる３政党

／立候補を�される人 〔々琉新・夕〕

９・２ 那覇市議再選挙／10月16日施行告示さ

る〔琉新・夕〕

９・４ 記者のメモ／張り切る那覇市選管委

〔沖タ・朝〕

★９・４ ガーブ、安里川／那覇市が浚渫陳情

〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 412

９・４ 市議選無効について（１）琉球法曹会

員当間重剛〔琉新・夕〕

９・５ 銘苅／”有利な条件で承諾”／軍の援

助で円滑な立退き〔沖タ・夕〕

９・５ 先週の動き／捗らぬ諸法案審議／那覇

市議選に動き出す野党〔琉新・朝〕

９・５ 那覇市議選／前哨戦に突入／立候補者

は45名内外か〔琉新・朝〕

９・５ 市議選無効について（２）琉球法曹会

員当間重剛〔琉新・夕〕

９・５ 第１期工事終る／那覇開放性病院〔琉

新・夕〕

９・６ 那覇の市営住宅／明年３月までに竣工

か〔沖タ・朝〕

９・６ ｜社説｜那覇市議選への期待〔琉新・

朝〕

９・６ 市議選無効について（３）琉球法曹会

員当間重剛〔琉新・夕〕

９・７ 市議選無効について（４）琉球法曹会

員当間重剛〔琉新・夕〕

９・８ 市議選無効について（５）琉球法曹会

員当間重剛〔琉新・夕〕

★９・９ ｜社説｜那覇市議選挙に望む〔沖タ・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 412

９・９ 名簿写し目白押し／那覇市議選挙の前

哨戦〔沖タ・朝〕

９・９ 市議選無効について（６）琉球法曹会

員当間重剛〔琉新・夕〕

９・９ 住所要件算え方等／市議選挙法一部改

正要請〔琉新・夕〕

９・10 宇栄原区の排水溝補助、那覇市が陳情

〔沖タ・朝〕

★９・12 法文の解釈に誤りあり／那覇市選管委

軍へ再審願〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 413
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９・12 軍へ再審を申請／那覇市議の選挙裁判

〔沖タ・夕〕

９・13 上訴棄却再審について／当間那覇市長

談話発表〔琉新・朝〕

９・13 声／那覇市選管委の態度と自治〔琉新

・朝〕

９・14 一等地にはね上がる国際通り／那覇市

割当土地評定案成る〔琉新・朝〕

９・14 割当土地賃借料（１）〔琉新・朝〕

９・14 壺屋駐車場問題／地元代表政府懇談

〔琉新・朝〕

９・14 那覇市／割当土地賃貸料決る〔沖タ・

朝〕

９・14 那覇割当土地の各等級地域（１）〔沖

タ・夕〕

９・14 都計の区域決定／16日真和志議会〔沖

タ・夕〕

９・14 割当土地賃借料（２）／那覇市評定委

員会案〔琉新・夕〕

９・15 再審申請の真意はこうだ／立法権守護

のため／当間さん法文解釈ひとくさ

り〔琉新・朝〕

９・15 割当土地賃借料（３）／那覇市土地委

評定案〔琉新・朝〕

９・15 那覇割当土地の各等級地域（２）〔沖

タ・夕〕

９・15 投票場決まる／那覇市議選挙〔琉新・

夕〕

９・15 選挙法の疑義／那覇選管委が照会〔琉

新・夕〕

９・16 東町の土地訴訟／都市の特殊性強調／

富原琉銀総裁も証人に〔沖タ・朝〕

★９・16 那覇市会選挙無効の再審訴願と自治／

池宮城秀意〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 414

９・16 那覇市議選挙／選挙会場決まる〔沖タ

・夕〕

９・16 那覇割当土地の各等級地域（３）〔沖

タ・夕〕

９・16 真和志議会／選管委決定す〔琉新・夕〕

９・17 真和志市議会〔琉新・朝〕

９・17 那覇都計区域に／真和志市会で可決

〔沖タ・朝〕

９・17 那覇割当土地の各等級地域（４）〔沖

タ・夕〕

９・18 牧志大通り政府管理に／那覇市が申入

れ〔沖タ・朝〕

９・18 那覇割当土地の各等級地域（５）〔沖

タ・夕〕

９・19 どうなる？那覇市議選〔沖タ・朝〕

９・19 那覇割当土地の各等級地域（６）〔沖

タ・夕〕

９・19 那覇市議選／待機する�さの面々／だ

が再審申請で足ぶみ〔琉新・夕〕

９・21 市議選無効めぐり／当間氏の論を駁す

(上）／弁護士安里積千代〔沖タ・

朝〕

★９・21 小禄／もう別れ話しも出る／固定資産

税評価等めぐり〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 414

９・22 市議選無効めぐり／当間氏の論を駁す

（下）／弁護士安里積千代〔沖タ・

朝〕

９・22 金口木舌〔那覇市の割当土地賃貸料〕

〔琉新・朝〕

★９・23 ｜社説｜首都建設は政府の責任〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 415

９・24 銘苅、最後の移動／炎天下に建設作業

続く〔沖タ・朝〕

９・26 那覇市議選、あすから届出／新旧入乱

れる52の顔〔沖タ・朝〕

９・26 正式に市議選展開へ／再審申請を取下

げ〔琉新・夕〕

★９・26 那覇市議選挙／再審願ついに取下げ

〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 416

★９・27 ｜社説｜軍は民裁判に干渉しない〔沖

タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 417

★９・27 金口木舌〔那覇市議の再選挙〕〔琉新

・ 朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 418

★９・27 那覇市議選きょうから受付〔沖タ・朝〕･ 418

９・27 活気づく那覇市議再選／きょうから立

候補届出開始〔琉新・朝〕

９・27 出足は快速調！／那覇市議選挙／正午

までに38名／立候補届未明から先陣

争い〔沖タ・夕〕

９・27 市議選挙は急速調／けさ、届出で早く

も38名突破〔琉新・夕〕

９・28 ｜社説｜市民は正しく判断する〔沖タ

・朝〕

９・28 初日41名届出る／ビラ…マイク…街は

既に選挙気分／那覇市議名のり出た

新人19名〔沖タ・朝〕

９・28 泊中之橋の譲渡／那覇市が申請〔琉新

・朝〕

９・28 那覇市議選／先陣競う出足も快調／初

日、41名が名乗りあぐ〔琉新・朝〕

９・29 那覇市議候補／きのう１名届出る〔沖

タ・朝〕

９・29 ポスターの貼り競べ／那覇市議選音な

しの構え〔琉新・朝〕
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９・30 那覇市東町の訴願審理〔沖タ・朝〕

９・30 広告／推薦状／平良眞次郎氏〔琉新・

朝〕

10・１ 声／宣伝とそう音〔琉新・朝〕

10・１ 那覇市議選／ポスターのベタ貼り／罷

りならぬと那覇署が注意〔琉新・朝〕

10・１ 広告／糸数昌剛推薦状〔琉新・朝〕

10・２ 那覇市議候補44名〔沖タ・朝〕

10・２ 広告／糸数昌剛推薦状〔沖タ・朝〕

10・２ 村田憲英氏届出／那覇市議立候補〔琉

新・朝〕

★10・２ 話の卵／那覇市24町〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 418

10・２ 滅失の補償を要求／那覇市軍用地委員

会が〔琉新・夕〕

10・２ 那覇市議選／30の議席狙って／静かな

る冷戦つゞく〔琉新・夕〕

10・３ 真和志市誌編纂の最終打合せ〔沖タ・

朝〕

10・３ 声／反感そそる選挙ポスター〔琉新・

朝〕

10・３ 広告／推薦状／村田憲英氏、仲井眞元

楷君〔琉新・朝〕

10・４ 真和志市議会〔沖タ・朝〕

★10・４ ｜社説｜那覇市議選挙に望む〔琉新・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 419

10・４ 壺屋などの停留所不可／那覇市の反対

で陸運課方針確定〔琉新・朝〕

10・４ 首里地区割り込み狙う／那覇市議選愈

よ中盤戦へ〔琉新・朝〕

10・４ 広告／推薦状／森田孟眞君〔琉新・朝〕

★10・５ 記者のメモ／那覇市議選のとばっちり…

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 420

10・５ ”顔”がのし歩く中盤戦／那覇市議選

挙音無しの構え〔沖タ・朝〕

10・５ 城間氏立候補／那覇市議46名に〔沖タ

・朝〕

10・６ 更に届出／那覇市議候補47名〔沖タ・

夕〕

★10・７ ｜社説｜裏街道をゆく那覇市議選挙〔沖

タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 420

10・７ 広告／推薦状／儀間眞喜君〔琉新・朝〕

★10・７ 市政に対する私の抱負／那覇市議選に

臨む決意（１）〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 421

10・８ 那覇市議選挙／小禄・首里で合同演説

会〔沖タ・夕〕

★10・８ 市政に対する私の抱負／那覇市議選に

臨む決意（２）〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 423

10・９ 言論戦始まる／那覇市議選挙合同演説

会も〔沖タ・朝〕

★10・９ ゆれはじめた那覇市議選戦／戸別訪問

など厳戒を／候補者側が取締り要望

〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 424

10・９ 広告／推薦状／仲井真元楷君〔琉新・

朝〕

★10・９ 市政に対する私の抱負／那覇市議選に

臨む決意（３）〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 424

★10・９ 旧小禄／合併で高過ぎると不満／固定

資産税続々異議申立て〔沖タ・夕〕･ ･ 425

★10・９ 那覇市議選挙昨夜小禄で合同演説会／

首里でも計画／依然言論戦は低調

〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 426

10・９ 軍用地調査団に備う／序文には四原則

／基本対策要綱印刷開始〔琉新・夕〕

10・９ 合同で舌戦を展開／那覇市議会選挙漸

く白熱化〔琉新・夕〕

★10・10 那覇市／昨年度予算／予算の執行、僅

か50％／あてが外れた復金借入れ〔沖

タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 426

10・10 早く活発な言論戦を／低調な市議選に

巷の声〔琉新・朝〕

10・10 広告／崎山喜達氏、泉正重君、宜保爲

楷君、具志嘉助氏〔琉新・朝〕

★10・10 市政に対する私の抱負／那覇市議選に

臨む決意（４）〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 428

10・10 広告／新垣松助、宮里敏慶、上原仁慶、

新垣善太郎、國吉有慶、長嶺將眞

〔琉新・夕〕

★10・11 来年６月迄には完了／52万坪が未整理

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 429

★10・11 有名無実の那覇青連／市議選も傍観、

見おくり？〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 429

★10・12 市政に対する私の抱負／那覇市議選に

臨む決意（６）〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 430

★10・13 終盤戦の形勢探る／那覇市議選挙／物

いう出身部落小禄／旧那覇首里から

の得票狙う〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 431

10・13 市議選俄に活発化／余すところ２日、

最後の追込戦へ〔琉新・朝〕

10・13 広告／泉正重君、上原仁慶君、比嘉朝

四郎君〔琉新・朝〕

★10・13 市政に対する私の抱負／那覇市議選に

臨む決意（７）〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 431

10・13 広告／赤嶺三郎〔琉新・夕〕

10・14 那覇市議選挙立候補の顔ぶれ／きのう

届出締切り〔沖タ・朝〕

★10・14 モグリ戦でサヤ当て／那覇市議選必死

の追込みへ〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 433

10・14 広告／泉正重君〔琉新・朝〕
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10・14 広告／邊野喜英興氏〔琉新・朝〕

★10・14 市政に対する私の抱負／那覇市議選に

臨む決意（８）〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 433

★10・15 ｜社説｜市民の自覚に期待する〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 434

10・15 大絃小絃〔那覇市議選について〕〔沖

タ・朝〕

10・15 １人当り355円／那覇市民の市税負担

〔沖タ・朝〕

★10・15 泊埋立地の那覇市編入／行法委…議決

を決定〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 435

10・15 あす那覇市議選挙〔沖タ・朝〕

10・15 那覇市議選／攻防必死の追い込み戦／

宣伝カーもくり出し／投票あすにモ

グラ飛び出す〔琉新・朝〕

★10・15 市政に対する私の抱負／那覇市議選に

臨む決意（９）〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 435

★10・15 私はこんな人を選ぶ／あす那覇市議選

挙〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 436

10・16 水道に安いパイプ／安次富部長都計視

察より帰る〔沖タ・朝〕

10・16 いよいよきょう投票／那覇市議選開票

は明朝９時〔沖タ・朝〕

10・16 金口木舌〔きょう那覇市会議員選挙〕

〔琉新・朝〕

★10・16 きょう投票／審判待つ47士／ホコをお

さめて当選の夢？〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 437

10・16 声／那覇市当局に訊く〔琉新・朝〕

10・16 投票日和で出足好調／けさ各区の投票

風景〔琉新・夕〕

10・16 好天だが出足は重い／「那覇市議」の

再選挙〔沖タ・夕〕

★10・17 大絃小絃〔那覇市議選挙風景〕〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 438

★10・17 記者のメモ／”9,600円”の選挙〔沖

タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 438

10・17 那覇市議選／投票率７割１分／きよう

開票大勢は昼ごろ判明〔沖タ・朝〕

★10・17 皮算用で自信満々……／きょう開票、

市民の審判は？〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 439

10・17 真和志道路改修〔沖タ・夕〕

10・17 午後５時現在開票結果／400票以上の

得票者〔琉新・夕〕

10・17 一喜一憂の開票風景／当落を気遣う顔

顔々／雨にビショ濡れ立尽す弥次馬

〔琉新・夕〕

★10・18 ｜社説｜当選した新議員に望む〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 440

10・18 大絃小絃〔那覇は「琉球」の首都とい

う面目にかけて街の環境清掃法でも

作ったら〕〔沖タ・朝〕

★10・18 金口木舌〔那覇市議選〕〔琉新・朝〕･ ･ ･ 441

★10・18 首都の議員さん誕生／那覇市議選挙終

る／夜を明かす当選決定／前議員18

・目立つ新人群〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 441

10・18 ｜社説｜那覇市会選挙をかえりみて

〔琉新・朝〕

10・18 那覇市議当確者一覧午前３時現在〔琉

新・朝〕

10・18 広告／那覇市議会議員当選御礼〔琉新

・朝〕

10・18 候補者得票数〔琉新・朝〕

10・18 悲喜こもごもの人々〔琉新・朝〕

10・18 ポスターなしで1,000票／当落組みの

異色顔ぶれ〔琉新・朝〕

10・18 市民の利益に献身／最高点の島袋嘉順

氏〔琉新・朝〕

★10・18 新那覇市議会に望む〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 442

10・18 那覇新議員の顔〔沖タ・夕〕

10・18 どう思う固定資産税／空地復金住宅も

対象／徴税令書に惑う那覇市民〔琉

新・夕〕

10・18 選ばれた30名の選良／けさ当選市議に

当選告示〔琉新・夕〕

★10・19 ｜社説｜市民と直結する市政〔沖タ・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 444

★10・19 新那覇市会の分野／３分の２占める

”当局派”〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 444

10・19 那覇市議選挙／次点が異議申立〔沖タ

・朝〕

10・19 那覇市議会の分野／”野党も与党もな

い…”と当間さん〔琉新・朝〕

10・19 広告／那覇市議会議員当選御礼〔琉新

・朝〕

10・20 広告／当選御礼／那覇市会議員比嘉佑

直〔琉新・朝〕

★10・21 那覇市／情実を廃し実力本位／職員の

試験採用を規定〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 445

★10・21 公聴／都市合併のチヤンスを〔沖タ・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 445

10・21 「ス」と「マ」の奪い合い／那覇市議

選にまたも異議〔琉新・朝〕

10・21 職員の採用昇任に／那覇市、試験制度

を実施〔琉新・朝〕

10・21 広告／当選御礼那覇市会議員宮城清三

郎、眞栄田義晃、島袋嘉順〔琉新・

朝〕

10・22 今度は上マ氏が意見書／那覇市議選
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〔沖タ・夕〕

10・22 「マ」「ス」の争い／上間氏も異議申立

〔琉新・夕〕

10・23 選管委、決定保留／那覇市議選の異議

申立〔沖タ・朝〕

★10・23 合併問題再び活発化／真和志側積極的

に動き出す〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 445

★10・23 那覇競輪社／きのう発足／役員人事は

保留〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 446

★10・24 米調査団昨夕来島／28日まで滞在か

〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 446

10・24 また異議申立／…那覇市会議員選挙

〔沖タ・夕〕

10・25 那覇市議選挙／入乱れる異議申立〔沖

タ・朝〕

10・25 ｜社説｜調査団と公聴会〔琉新・朝〕

10・25 片カナ判読で那覇市議選モノ言い続く

〔琉新・夕〕

★10・27 那覇市議選挙の異議申立／判読に困る

1,000余／あいまい票の奪い合い〔沖

タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 446

★10・28 30名の選良／那覇市議当選証書交付式

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 447

10・28 公聴／選挙人名簿の整備をのぞむ〔沖

タ・朝〕

10・28 当選証書貰って／那覇市議員連えびす

顔〔琉新・朝〕

10・29 新那覇市会２日に／議長選挙や競輪な

ど審議〔沖タ・夕〕

10・29 11月２日那覇市会〔琉新・夕〕

10・30 議長に高良一氏か／過半数で意見ほぼ

纏まる〔沖タ・朝〕

10・30 公聴／選挙人名簿について〔沖タ・朝〕

10・30 競輪でひと騒ぎ？／転がりこむ200万

円／事業案、那覇新議会に初見参

〔琉新・朝〕

10・31 ｜社説｜那覇市会議長選挙を明朗に

〔琉新・朝〕

10・31 三つ巴の那覇議長選／泉、高良、仲井

眞各陣営皮算用〔琉新・朝〕

11・１ 那覇市会あす招集／議長に泉・高良氏

が有力？〔沖タ・朝〕

11・１ 二つの異議申立て／那覇選管委が却下

〔琉新・朝〕

11・１ 異議申立２件却下／那覇市選管委〔沖

タ・夕〕

11・２ きょう那覇市議長選挙／泉・高良両氏

の一騎うちか〔沖タ・朝〕

11・２ うかび出た四つの線／那覇市正副議長

きょう決る〔琉新・朝〕

★11・２ 一戸５万円の補償を／競輪で立退く奥

武山区民陳情〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 447

11・２ 注目の那覇市議長選／片唾のむ議場風

景／議長に泉氏、副議長、長嶺氏

〔琉新・夕〕

★11・２ ３氏の異議申立／那覇選管委却下〔琉

新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 447

★11・２ 那覇市会議長に泉氏／副議長に長嶺氏

／選挙すんで握手／泉16・高良10・

島袋３・白票１〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 447

11・２ 那覇新生通りを拡張／業者が資金を出

しあい〔沖タ・夕〕

★11・３ 記者のメモ／午前４時の訪問客？…

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 448

11・３ 那覇市会／常任委員日程決る〔沖タ・

朝〕

11・３ 高良派が「二日会」結成〔沖タ・朝〕

★11・３ 常任委員を選任／那覇市臨時議会ふた

開け〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 448

11・３ 那覇市の新議員／高良氏らが二日会結

成〔琉新・夕〕

11・４ 競輪の専決を追及／荒れるか、那覇市

議会〔沖タ・朝〕

11・４ 那覇市会初っ鼻競輪でもむ〔沖タ・夕〕

11・４ 真和志市誌発刊準備進む〔琉新・夕〕

11・４ 競輪問題で質問活発／那覇市の臨時議

会〔琉新・夕〕

★11・５ ｜社説｜競輪事業に反対する〔沖タ・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 449

11・５ 那覇市議会／競輪問題で波乱／婦人議

員も当局追及〔琉新・朝〕

★11・５ 泊港埋立地／那覇市編入告示〔琉新・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 449

★11・５ 記者のメモ／歴史が語る競輪問答…

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 450

★11・５ 競輪問題で当局追求／ゆれる那覇市会

／当局財政的にプラス／議会が認め

ねば止める〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 450

★11・５ 今議会に提案／那覇市会の二日会／真

和志側と合併協議〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 451

★11・６ ”競輪”に集中攻撃／那覇市会委員会

は否定的〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 452

11・６ 競輪よしあしで論議／結論えず７日持

越し那覇市財政委〔琉新・朝〕

11・６ 競輪事業に集中する眼〔琉新・朝〕

11・６ 声／競輪とパチンコ〔琉新・朝〕

★11・６ 広告／御挨拶〔那覇市会議員二日会々

員〕〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 453
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★11・６ 話の卵／納得できぬ競輪〔琉新・夕〕･ ･ 453

11・７ ”競輪”に通せんぼ…／婦人議員進

出にひと馬力／婦連代議員会〔琉新

・朝〕

11・７ 適正な補償で移る／那覇市会総務財政

委証人に奥武山住民代表〔沖タ・夕〕

11・８ 記者のメモ／競輪は夫婦喧嘩の特効薬

？〔沖タ・朝〕

11・８ 競輪に公聴会／那覇市会総財委会期５

日延長を提案〔沖タ・朝〕

★11・８ 競輪是非の公聴会も／那覇市総務財政

委審議に慎重〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 453

★11・８ 那覇市会／都市合併委を設立／競輪で

会期４日延ばす〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 454

11・８ きょうの那覇市会／都市合併委など決

定〔琉新・夕〕

11・９ 競輪是非の公聴会／10日、那覇市会議

室で〔沖タ・朝〕

11・９ 金口木舌〔那覇市の競輪企画〕〔琉新

・朝〕

11・９ 10日に競輪公聴会／那覇市議会４日間

延長〔琉新・朝〕

11・10 競輪、きょう公聴会／当局が趣意書

”復興の資金にぜひ”〔沖タ・朝〕

11・10 市営住宅借入申請〔沖タ・朝〕

11・10 競輪事業を粉砕せよ／金城唯恭〔琉新

・朝〕

★11・10 競輪／那覇市が割り出したご利益／市

のふところ太らす／年間収益ざっと

200万円〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 455

11・10 声／人の褌で角力を取る競輪に賛成

〔琉新・朝〕

★11・10 裁判に持こむ／那覇市議選挙〔沖タ・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 455

11・11 記者のメモ／競輪、反対意見には拍

手〔沖タ・朝〕

★11・11 どうなる競輪きのう公聴会／那覇市会

総務財政委・傍聴人ぎっしり／賛成

５・反対10／反対論にわれる拍手

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 455

11・11 競輪公聴会／反対論が圧倒的多数／功

罪両論で火花散らす〔琉新・朝〕

11・12 競輪、可決の色濃し／那覇市会きょう

全員協議会〔沖タ・朝〕

11・12 当間市長／全議員を招宴／就任２周年

〔沖タ・朝〕

★11・12 声／那覇市会に望む〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 457

★11・12 ”財政面も検討しよう”／那覇市会競

輪問題で会期再延長〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ 457

11・13 首里バスの市営／財政強任に市会が検

討〔沖タ・朝〕

★11・13 記者のメモ／競輪問題で家庭訪問？…

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 457

11・13 総務財政委の審議日程〔沖タ・朝〕

11・13 競輪視察に高良氏上京〔沖タ・朝〕

★11・13 儲けた首里バス／半年で200万円の純

益／那覇市会で”市営移管”検討〔沖

タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 458

11・13 那覇市議会／10日間会期を延長／”競

輪”是非意見まとまらず〔琉新・朝〕

11・14 会社だより／首里バス株主総会〔沖タ

・朝〕

★11・14 一足先に不用地開放／真和志の宇久増

原／軍が地代も支払う〔沖タ・夕〕･ ･ 458

11・14 声／競輪について〔琉新・朝〕

★11・15 ”競輪事業”を衝く／舞台回って那覇

市会へ〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 459

11・16 競輪反対など／子供を守る会が緊急常

任委〔沖タ・朝〕

★11・16 ｜社説｜那覇市会は世論を尊重せよ

〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 460

★11・17 競輪／財政面から検討／那覇市会総財

委〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 461

★11・17 声／競輪に就いて〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 461

11・17 変貌・復活する歓楽街”辻”〔沖タ・

夕〕

11・17 競輪／財政面から審議／那覇市財政総

務委員会〔琉新・夕〕

11・18 固定資産税を検討／那覇市税制審議会

〔沖タ・朝〕

11・18 『競輪』に反対を声明／青連総会戦没

学徒問題など決議〔沖タ・朝〕

11・18 高良氏競輪視察より帰る／事業として

は？〔沖タ・夕〕

11・18 私の意見／競輪事業設定の是非／島袋

信夫〔琉新・夕〕

11・19 競輪や人身売買／子供を守る会が緊急

常任委〔沖タ・朝〕

★11・19 広告／声明書〔競輪〕〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 461

11・19 起ちあがる「子供を守る会」／公認ト

バクは真っ平／「競輪法」の撤廃を

要請声明〔琉新・朝〕

11・20 識名に８万坪の霊園／那覇都計の一環

に計画〔琉新・朝〕

11・20 納らぬ市有地売却金／真和志調査の上

強行処分か〔沖タ・夕〕

★11・22 記者のメモ／競輪、報告は可否同数で…

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 463
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★11・22 問題の競輪…委員会パス／きょう本会

議通過か／委員長裁決で賛成に傾く

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 463

11・22 記者席／那覇市200万円で身売？〔琉

新・朝〕

11・22 ”競輪”財政総務委を通過／賛否同数

で委員長裁決〔琉新・朝〕

11・22 競輪…本会議を通過／活発な討論の末

19対10で〔沖タ・夕〕

★11・23 那覇市会競輪本会議を滑走／奥武山１

万2,000坪の市有地〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 465

★11・23 記者のメモ／二日会は八百長だ…〔沖

タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 465

11・23 競輪へ各界の批判〔沖タ・朝〕

11・23 ”競輪”那覇市会をパス〔琉新・朝〕

★11・23 今晩の話題／競輪の出発…〔沖タ・夕〕･ 465

★11・24 ｜社説｜世論は無視された〔沖タ・朝〕･ 465

11・25 公聴／那覇市当局の反省を促す〔沖タ

・朝〕

11・25 真和志が答申／那覇都計区の拡張〔琉

新・朝〕

11・26 都市合併／基本的には賛成／那覇市特

別委が検討〔沖タ・朝〕

11・26 記者のメモ／競輪でトバクを撲滅？…

〔沖タ・朝〕

★11・26 ”若松通り”と命名／潟原卸商街の通

り名〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 467

★11・27 真和志との合併／折衝委挙げ調整〔琉

新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 467

★12・１ 市営住宅、愈よ実現／1,900万円の起

債認可〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 467

★12・３ ”競輪法を撤廃せよ”／５団体が政府

に強硬要請〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 467

★12・３ 那覇市の工業実態調べ／月に１億500

万円生産／５倍に増えた食糧品工業

〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 468

★12・７ ｜社説｜那覇市の住宅政策を推進せよ

〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 468

12・７ お待ちかねの市営住宅／来春早々建設

に着手／若狭町の埋立地に／アパー

ト式と単独の二様式〔琉新・朝〕

12・７ 商店街／通り会の合併〔沖タ・夕〕

12・８ 進まぬ真和志市の建設〔沖タ・夕〕

12・８ 那覇市固定資産税／賦課基準大山議員

が修正提案〔琉新・夕〕

★12・９ ３通り会合併きまる／平和、栄橋、壺

屋通り〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 469

★12・12 ”競輪中止”を決議／南部市町村議長

会／世論無視は非民主議会／那覇市

会に強硬申入れか〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 469

12・13 那覇市会／きょう招集〔沖タ・朝〕

★12・13 都計編入反対／豊見城が回答〔琉新・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 470

12・14 記者のメモ／競輪、外資委の俎上に…

〔沖タ・朝〕

12・14 那覇市都計区域の拡張／豊見城村が反

対〔沖タ・朝〕

12・15 今年のしめくゝり（15）／市政／都市

合併、歩みの１年／選挙やり直し、

競輪など〔琉新・朝〕

12・16 政府埋立の譲渡／那覇市が申請〔沖タ

・朝〕

12・17 転んだ那覇競輪／政府も近く却下／外

資導入委が蹴る／社会への悪影響を

考慮〔沖タ・夕〕

12・17 市営”霊苑”近く着工／識名後原に10

万5,000坪〔沖タ・夕〕

★12・18 ｜社説｜那覇市の競輪事業に警告〔沖

タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 470

★12・18 外資競輪ヒジ鉄食う／申請却下振出し

へ逆戻り〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 471

12・19 週間の動き／競輪却下に浮かぬ顔／関

係者は申請やり直しを準備／人権

委、課題は活動の限界〔沖タ・朝〕

12・20 話の卵／競輪転びん〔琉新・夕〕

12・20 真和志市議会／22日から〔沖タ・夕〕

★12・22 進む那覇の都市計画／新旧市内結ぶ12

間道路／首里・小禄にも水道敷設

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 471

12・22 識名に霊園／那覇市会可決設置〔琉新

・朝〕

12・28 ｜社説｜那覇旧市域復興への道〔琉新

・朝〕

12・28 那覇市割当土地賃貸料／認定委申請案

を認可〔琉新・朝〕

★12・29 那覇競輪が再申請／外資委へ今度は技

術導入で〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 472

12・29 公聴／「不明朗な都計」に答える〔沖

タ・朝〕

12・30 都市合併促進法〔沖タ・夕〕

12・31 立法院選挙法／定員１名を増やし都市

地区を１区に／那覇市議が４要望を

提出〔沖タ・朝〕

12・31 那覇の選挙区問題で公聴会／小禄首里

含め定員５名に／那覇市会側の第一

案〔琉新・朝〕

77

1955年（昭和30年）



1956年（昭和31年）

★１・５ 立退は政府の責任／楚辺送信所に軍が

回答〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 473

１・５ 声／区画整理を急げ〔琉新・朝〕

１・５ 那覇市議選／改めて票読み／宜保氏の

「当選訴訟」公判〔沖タ・夕〕

★１・６ 高圧線架設の変更／真和志市が陳情

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 473

１・６ 那覇市議選／訴訟公判開く〔琉新・朝〕

★１・６ 住宅街の真和志市／一日一棟の建築が

進む〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 473

★１・７ 「才の神」の坂も消える／松下町の区

画整理始まる〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 473

１・８ 声／具志堅氏に答える〔琉新・朝〕

★１・10 産業都市への飛躍に／那覇市が生産対

策委を設置〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 474

★１・10 一石三鳥をねらう／安里川の川幅改修

堤防工事〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 474

１・11 泊２丁目近く開放〔沖タ・朝〕

１・11 愁眉ひらく／銘苅部落／軍が”無利子

で”貸付／代替地購入費300余万円

〔沖タ・朝〕

★１・11 民政府が真和志銘苅区へ融資／軍用地

立退者の／代替地購入に新たな措置

〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 474

１・11 総合グラウンドや／体育課の新設など

／体育関係連署陳情〔琉新・朝〕

１・11 1,000万円の補助／那覇市が申請〔琉

新・朝〕

１・11 都計道路の起債許可／560万円むつみ

橋－泊港結ぶ主要幹線〔琉新・夕〕

１・12 代替地購入資金に／銘苅立退地主へ

342万円〔琉新・朝〕

１・13 天妃労働局庁舎を／那覇市が譲受申請

〔琉新・朝〕

１・14 那覇市議／当選訴訟取下げ／上津保氏

〔沖タ・朝〕

★１・14 「ス」「マ」の票争い／訴え取り下げで

ケリ〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 475

１・14 鳩笛〔那覇市長、市会正副議長愛楽園

を訪問〕〔琉新・朝〕

１・15 救済家屋の維持に／那覇市が補助要請

〔琉新・朝〕

★１・16 ”評価の６％は名のみ”／那覇市軍用

地料の実態〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 475

★１・16 貧困者住宅に補助を…／那覇市が陳

情〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 475

１・18 真和志／新設校敷地に／開放はできぬ

／民政府が回答〔沖タ・夕〕

１・19 ｜社説｜小選挙区制に備えよ〔沖タ・

朝〕

１・20 本会議／選挙法17対10で可決／押し切

った小選挙区制〔沖タ・朝〕

１・21 市営住宅…更に計画／次年度は首里虎

頭山に／那覇市〔沖タ・朝〕

１・21 那覇市の起債／790万円認可〔琉新・朝〕

１・21 市営住宅もどしどし／軍が那覇都計に

援助約す〔琉新・朝〕

１・21 泊港施設総合計画やり直し／世論で倉

庫敷地を移動〔沖タ・夕〕

★１・22 悪路を早く直せ／真和志市民の声きく

懇談会〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 475

★１・23 真和志／財政建直しに苦慮／移動多く

悪い納税成績〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 476

１・24 泊浄水場道路落成を祝う〔琉新・夕〕

１・25 記者のメモ／「都計」除いた那覇の市

政とは？〔沖タ・朝〕

１・25 バス・ターミナルを那覇駅跡に／４月

に着工、運営に会社設立〔沖タ・朝〕

１・25 見事なバス・ターミナル構想／那覇駅

跡に３階建て／那覇市案に業者飛び

つく〔琉新・朝〕

★１・26 競輪法の撤廃、輸入規制など／市町村

議会議長会が政府へ要請〔琉新・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 476

★１・31 代替地の斡旋を／立退きの楚辺区民に

政府が…軍に要請〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 476

２・１ 臨時議会終る／”首都法”16対11で可

決／移住地開発法は廃棄〔沖タ・朝〕

２・１ 立法院議員選挙法／きのう署名公布さ

る／布令の選挙法は廃止〔琉新・朝〕

２・１ 市長の変更案に利用者反対／泊の総合

ビル敷地〔沖タ・夕〕

２・２ 削減予算に新な悩み／義務づけられた

首都建設補助〔沖タ・朝〕

２・４ 10年の人物（30）仲本爲美／前例のな

い市長罷免／闇市？育てるのに苦心

〔沖タ・夕〕

２・４ 総人口79万9,200人国勢調査速報／５

ヵ年で10万400増／いちじるしい「都

市集中」の傾向〔沖タ・朝〕

２・７ 那覇市営住宅条例案成る／住宅難の者

を優先／市内居住か勤務者に限る

〔沖タ・夕〕

２・８ 市内居住者を優先／那覇市営住宅条例

案成る〔琉新・朝〕

２・10 軍が8,700万円／首都建設へ直接援助
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／きのう「法」も同時公布〔沖タ・

朝〕

★２・10 那覇市に特別補助金／8,700万円の支

出決定／都計大幅に促進／『首都建

設法』に主席署名〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 477

２・10 当間市長らお礼言上／バ民政官に〔沖

タ・夕〕

２・10 那覇市長ら民政官に謝礼〔琉新・夕〕

２・11 金口木舌〔那覇市都計促進強化に8,700

万円〕〔琉新・朝〕

★２・11 地番呼称近く改正／那覇市が熊本県人

会へ回答〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 478

２・12 活気づく那覇都計／春とともに土建ブ

ーム／きのう8,700万円の会議〔沖

タ・朝〕

★２・12 ”首都建設法”公布さる／委員会７月

発足の予定〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 478

★２・13 市税２年分の贈物／那覇市軍補助の

8,700万円〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 478

２・13 特別補助金で促進する那覇都計／労務

者も延50万雇用／早くなる旧市内へ

移動〔琉新・朝〕

★２・13 市立図書館の設置／郷土史研究会が那

覇市に要請〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 479

２・14 検察官会議でも両論／問題の市町村長

と選挙運動〔沖タ・朝〕

２・14 那覇市／軍補助でアパート２棟／単独

80棟を追加建設〔琉新・夕〕

２・15 増える市営住宅特別補助で計画更新

〔沖タ・朝〕

２・19 市町村長『選挙運動』出来る／きのう

検察官会議で結論〔沖タ・朝〕

★２・19 与儀に４万坪の公園／真和志含め都計

区域を拡張〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 479

２・21 那覇に公園14ヵ所／都計委結論”幹線

は45本”〔沖タ・朝〕

２・21 那覇と越来の都計／審議会をパス、主

席の認可待つ〔琉新・朝〕

２・22 首里・小禄へ水道／那覇市の起債認可

さる〔沖タ・朝〕

２・22 水道８月には真和志小禄にも／那覇市

の工費起債認可〔琉新・夕〕

★２・23 市町村長も選挙運動できる／中央選挙

委選挙法解釈を統一〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ 479

２・24 那覇市営住宅の家賃／アパートが月

750円〔沖タ・夕〕

２・24 那覇市の投票区域〔沖タ・夕〕

★２・25 教育４法案葬らる／民政府の承認拒否

で／主席署名行わず廃案に〔琉新・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 480

★２・28 お寒い那覇市の道路／舗装したのは僅

か10％〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 481

２・28 泥んこ道補修陳情に／ない袖ふれぬと

那覇市も困惑〔琉新・夕〕

２・29 那覇臨時市会／市営住宅建設計画を拡

大／250世帯を収容〔沖タ・朝〕

２・29 那覇開放病院に／民政府が建築費補助

〔琉新・朝〕

３・１ 那覇市会荒れ模様／特別補助金の使途

めぐり〔琉新・朝〕

３・１ 泊埋立地の住人ふえる〔沖タ・夕〕

３・１ もめる那覇市議会／8,700万円の工事

めぐり〔沖タ・夕〕

３・１ 特別補助金めぐり／首里、小禄との調

整難航／那覇市会〔琉新・夕〕

★３・２ 記者のメモ／金を奪い合う那覇市会？…

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 481

３・２ 首里・小禄にも400万円／那覇市会財

源は市有地の売却〔沖タ・朝〕

３・２ 翁長助静氏らを／都計審臨時委に〔沖

タ・朝〕

★３・２ 那覇市会／将来は首里にも造る／市営

住宅に論議集まる〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 482

３・２ 首里にも建築を考慮／市営住宅で那覇

市会活発な論議〔琉新・夕〕

★３・３ ｜社説｜那覇市会の予算争奪〔沖タ・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 483

★３・３ 記者のメモ／ミスは忘れたがよい…

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 483

★３・３ 那覇市会終る／来るぞ”土建ブーム”

／６月から１億余の工事〔沖タ・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 484

３・３ 「那覇都計」への答申案／都計審議会

／14ヵ所に緑地帯も／網の目のよう

な大道路〔沖タ・夕〕

★３・３ 子供の遊び場提供を／生徒会の陳情に

那覇市が協力依頼〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 484

３・４ 声／那覇市長にお願い〔琉新・朝〕

３・４ 那覇市営住宅／泊埋立地に４月着工／

10月には250世帯入る〔沖タ・夕〕

３・４ 固定資産の評価修正／那覇市税制審議

委が要望〔琉新・夕〕

★３・５ 私の意見／要は実態の適正把握／那覇

市の固定資産評価について／仲井真

元楷〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 484

★３・９ 那覇港埋立地の1,000坪売却を承認〔琉

新・〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 485

３・13 総選挙／住民の審判下る／民主、過半
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数を占む／伸びなやんだ野党陣営

〔琉新・朝〕

３・13 那覇市／市営住宅４月に着工／10月に

居住者を公募決定〔琉新・朝〕

３・13 声／那覇市長にお願いに対し回答〔琉

新・朝〕

３・17 子供らによき遊び場を提供／健やかな

「いこい」設計／那覇市15ヵ所の公

園計画成る〔琉新・夕〕

３・18 那覇市の起債認可〔琉新・朝〕

★３・18 霊園事業など那覇市へ許可〔琉新・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 485

★３・19 新首都の名称／当間市長の反省を促す

／島袋盛敏〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 485

★３・21 那覇港区埋立地／琉球政府へ譲渡〔沖

タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 486

３・24 待望の那覇市営住宅／31日起工式、９

月中に完成〔琉新・朝〕

３・26 28日から那覇市会／市営住宅管理条例

を審議〔沖タ・朝〕

３・26 10月に入居者募る／那覇市営住宅近く

着工〔沖タ・夕〕

３・27 真和志市／区長に辞職勧告／選挙に協

力しなかったで…〔沖タ・朝〕

３・27 那覇市教育委選／３票の差で仲井間さ

ん当選〔琉新・朝〕

３・28 那覇市会／バスセンターの建設／市営

住宅管理条例等も〔沖タ・朝〕

３・28 那覇市議会開く〔沖タ・夕〕

３・28 那覇定例議会開く〔琉新・夕〕

３・28 これは勿体ない／競輪転びんの宿舎／

西武門の一角に無人の４棟〔琉新・

夕〕

３・29 きよう真和志定例会開く〔琉新・朝〕

３・29 日本視察へ／那覇市議10名〔沖タ・夕〕

★３・30 副議長に金城氏／真和志市定例議会開

く〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 486

３・31 銘苅立退先の点灯補助陳情〔琉新・朝〕

４・１ 那覇市営住宅／きのう起工式〔沖タ・

夕〕

★４・１ 泊２丁目を開放／使用料35万円支払う

〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 486

４・１ きょうから着工／那覇の市営住宅〔琉

新・夕〕

４・３ 那覇市議会もお休み返上〔琉新・朝〕

４・３ 那覇市会常任委会〔沖タ・夕〕

４・４ バスターミナル案／那覇市会建設委を

通過〔沖タ・朝〕

４・４ 真和志市議会／辞職強要事実に反す／

翁長市長の答弁でケリ〔琉新・朝〕

★４・５ 那覇の「都市計画」決る／全地域を五

つに区分／住居・商業・工業・港・

風致別に〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 486

４・５ 注目される得票裁定／那覇市議当選訴

訟宜保氏161票検出〔沖タ・朝〕

★４・５ 那覇市会／２日延長〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 487

４・５ 記者席／議員、業者二つの人格〔琉新

・朝〕

４・５ 本土の議会視察に那覇市議10名〔琉新

・夕〕

４・５ 双方疑問票を検出／那覇市議宜保氏の

選挙訴訟〔琉新・夕〕

★４・６ バス・ターミナル案めぐり／市と業者

が意見対立／きょう３者会談で妥結

か〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 487

★４・７ ｜社説｜那覇の都計に就いて〔沖タ・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 488

４・７ バスターミナル案、那覇市会通過／運

営会社をつくる／業者の譲歩で６月

着工〔沖タ・朝〕

★４・７ バス・ターミナル／建設は那覇市が／

業者の意思を尊重運営／３者会談円

満妥結〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 489

★４・11 沖縄に誘導弾ナイキ／800万弗の砲座

工事入札〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 489

４・12 ナイキ基地／沖縄に建設〔琉新・夕〕

４・15 公聴／真和志市当局に望む〔沖タ・朝〕

４・16 那覇市に１万坪増える／安里川埋立改

修〔沖タ・夕〕

★４・17 制限うける財産権／『那覇都計施設』

決まる〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 490

４・18 新刊／真和志市誌〔琉新・朝〕

４・21 ｜社説｜市町村の合併と育成〔琉新・

朝〕

４・22 市有財産４億3,000万／那覇が上半期

財政公表〔琉新・夕〕

４・23 急ピッチの那覇都計〔沖タ・朝〕

４・23 もの持ちの那覇市／市有財産が４億

3,000万〔沖タ・夕〕

４・23 那覇都計／那覇都計遅れた特別補助工

事／５月着工もあやぶまれる〔琉新

・夕〕

４・25 バスターミナル５月に着工／3,800万

円の那覇市起債認可〔琉新・夕〕

４・26 那覇市営住宅／基礎工事終る〔沖タ・

朝〕

４・26 都市計画課／工交局に新設案〔琉新・

朝〕
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４・27 進む那覇市の区画整理工事／７月末に

は８割完了／道路、水道、配線も整

備〔琉新・夕〕

５・１ ３日から交付始める／保留の財政交付

金1,000万円〔沖タ・朝〕

５・２ 那覇市山下町など開放／1万4,000坪

〔沖タ・夕〕

★５・２ 軍用地開放／山下町など１万坪〔琉新
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５・３ 那覇都計に700万円補助〔沖タ・朝〕

★５・６ 真和志市議会／本土へ議員派遣〔琉新

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 491

５・11 首里・小禄の農道修築／きのう那覇市

会で可決〔沖タ・朝〕

★５・11 問題になる水上店舗／那覇市会が当局

へ善処求む〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 491

★５・14 那覇都計補助／700万円交付指令〔琉

新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 491

★５・14 バスセンター最終案なる／いよいよ今

月末に着工〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 491

５・22 潟原一帯の総合都計／旧市内進出の足

がかり／卸商50軒が移動／市営住宅

も８月中に完成か〔琉新・夕〕

５・24 ハーバービュー道路／近く競争入札

〔沖タ・朝〕

５・24 倉庫２棟が完成／泊港施設次々に整う

〔沖タ・朝〕

５・25 競輪、財界揃え再び具体化／すでに株

公募を開始／政府も余儀なく区域指

定か〔沖タ・朝〕

★５・25 ”早く首都建設委を”／那覇市が政府

に陳情〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 492

５・25 那覇市の競輪公認／施行地域指定の方

針決る〔琉新・朝〕

５・26 総額１億2,000万円／那覇市の57年度

予算案〔沖タ・朝〕

★５・26 泊埋立地Ｂ地区を商業地域に／旭町復

興期成会が陳情〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 492

５・26 総額１億1,900万円／那覇市新年度予

算案〔琉新・朝〕

★５・30 那覇市生産振興委に10氏を委嘱〔琉新

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 492

６・２ 珍しい区長選挙／あす真和志の大原区

で〔沖タ・夕〕

★６・２ 桜坂を商業地域に／擁護期成会が陳情

〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 492

６・５ 首都建設明るい見通し／那覇市会で当

間市長演説〔沖タ・夕〕

★６・５ 那覇市議会開幕／新首都の献立て練る

／当間市長施政方針で５点を強調

〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 493

６・６ 那覇市議会／議案研究で３日間休会

〔琉新・朝〕

６・６ 競輪反対を打出す／沖青連、防犯協議

会に提案〔琉新・夕〕

６・９ 那覇市議の視察〔沖タ・夕〕

６・９ 那覇市議全員諸施設を視察〔琉新・夕〕

６・10 憂慮されるプライス分科委の勧告／行

政府立法院もあわたゞしい動き〔琉

新・朝〕

６・10 プライス分科委の勧告内容〔琉新・朝〕

６・11 ｜社説｜憂慮される土地問題の行方

〔琉新・朝〕

６・11 道路がせますぎる？／那覇市若狭町の

卸商店街〔琉新・朝〕

６・11 現市街地を改造計画／家屋、道路等那

覇市が調査〔琉新・朝〕

６・11 モスラー財政部長に那覇市が感謝状

〔琉新・夕〕

６・12 賑かな那覇市会の一般質問／”どうす

る都市合併”／区画整理など鋭く追

及〔沖タ・朝〕

６・12 金口木舌〔那覇市が市街地改造〕〔琉

新・朝〕

★６・12 むし返す合併、競輪／那覇市議会、質

疑も漸く活発化〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 493

６・13 市内バスの買収考慮／那覇市会で当間

市長答弁〔沖タ・朝〕

６・13 市民税軽減も考慮／当間那覇市長、議

会で答弁〔琉新・朝〕

６・13 那覇市の”競輪”を公認／施行地域と

して指定15日告示〔琉新・朝〕

★６・13 那覇との合併問題など／翁長真和志市

長施政方針演説〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 494

６・13 再び競輪反対の運動／関係団体が声明

準備〔琉新・夕〕

★６・14 ｜社説｜競輪問題と政府の反省〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 495

★６・14 ”競輪は止めてくれ”／６団体が立法

院へ訴う〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 496

６・14 来年度内に合併を／真和志市会、翁長

市長言明〔沖タ・朝〕

６・14 ”競輪阻止に邁進せよ”／６団体が当

局に再要請〔琉新・朝〕

６・14 区長制度を廃止か／真和志市が検討中

〔琉新・夕〕
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★６・14 競輪の告示無期延期／反対の狼火にあ

わてた政府〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 496

６・14 那覇市議会案件委員会付託〔琉新・夕〕

６・15 ｜社説｜軍用地問題の苦悶〔沖タ・朝〕

６・15 「プライス勧告」を発表／接収地は最

小限に止めよ／支払はもつと公正な

方法で〔沖タ・朝〕

★６・15 金口木舌〔那覇市の競輪〕〔琉新・朝〕･ 496

６・15 納税組合作ろう／真和志市が条例公布

〔琉新・朝〕

６・16 プライス勧告へ対処の４者協議／主席

以下総辞職を決意／最悪の場合の方

針意見一致〔琉新・朝〕

★６・16 記者席〔プライス勧告に対する決意表

明書〕〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 497

６・16 ｜社説｜直面する最悪の事態〔琉新・

朝〕

★６・16 真和志議会も４者決意問題取上ぐ〔琉

新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 497

★６・17 ４者の決定支持／那覇市議会も決意示

す〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 497

６・19 無断に墓を設定／真和志市が対策急ぐ

〔琉新・朝〕

★６・21 プライス勧告の要旨〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 497

★６・21 この叫び世界に届け／全島一斉に住民

大会／「四原則貫徹」夜空にこだま

／15万余が参加／歴史的な民族の大

集会〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 500

６・21 土地を守る80万の声／昨夜全島一斉に

決起した住民大会／無抵抗の抵抗も

最高潮／四原則貫徹に鉄の団結〔琉

新・朝〕

６・21 プライス勧告文／２頁より〔琉新・朝〕

６・21 付録／プライス勧告の全文〔琉新・朝〕

６・21 付録／プライス勧告の全文〔琉新・朝〕

★６・21 プライス勧告の要旨〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 500

６・22 プライス勧告の全文〔沖タ・朝〕

★６・22 ４者協議会に合流／市町村議会議長会

が声明発表〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 501

★６・23 ｜社説｜本土政府の対米折衝／沖縄の

声に応えよ〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 502

★６・23 既に1,200万円使う／移住資金／銘苅

などの代替地購入に〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 503

★６・23 四原則貫徹実践本部も設置／５者協議

会に拡大／市町村議長会を加えて運

動推進〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 503

★６・26 夜空にこだます”国土を守れ”／第２

回住民大会／誓いも新たに10万余／

最高潮の”無抵抗の抵抗”〔沖タ・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 503

★６・26 那覇市会／首里の名称復活８月から／

固定資産税は減る〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 504

６・26 那覇市議会／市営住宅条例等33議案可

決〔琉新・朝〕

６・27 市長の給料下る／真和志の新予算〔沖

タ・朝〕

６・28 ４議案を可決し真和志議会終る〔琉新

・朝〕

７・５ プライス勧告への反論全文〔沖タ・夕〕

７・６ プ勧告への反論全文〔沖タ・朝〕

★７・６ 那覇都計21％が完成／来年度から５ヵ

年計画で施工〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 504

７・12 深刻な水の悩み／那覇の水道軍のお裾

わけが頼り〔沖タ・夕〕

７・18 どうなつた那覇都市計画／奇麗になる

久茂地川／区画整理は年度内に完成

〔沖タ・夕〕

★７・19 問題化する当間発言／”一括払い賛成

の波紋”／正に悪商人の代弁／「糾

弾へ」と一般の批判高まる〔沖タ・

夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 505

７・20 土地を守る会発足／会長に当間市長／

那覇市〔沖タ・朝〕

★７・20 会長に当間市長／那覇市土地守る会結

成〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 506

７・21 那覇市会・当間発言を追及／”一括払

い賛成”めぐり／大きな黒星だ！／

市長打開策は考えたい〔沖タ・朝〕

７・21 強化せよ統一行動／当間市長の猛省促

せ〔沖タ・朝〕

７・21 ｜社説｜独断的言動に対決せよ〔琉新

・朝〕

★７・21 那覇市議会／”一括払い賛成”吊し上

げ／当間市長の言質追及さる〔琉新

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 507

７・22 ”商”と”住”地域に不満／真和志側

指定変更を〔琉新・朝〕

７・22 新郷土地図／真和志市／農村から都市

化へ／戦後の急激な膨脹ぶり〔沖タ

・夕〕

７・23 当間市長の退陣要求／首里青年会が21

日決議〔沖タ・朝〕

７・23 当間市長の言質追及／首里青年会が厳

重抗議〔琉新・朝〕

７・23 新郷土地図／真和志市の（２）／土地

を失つた農民／立退き部落のその

後〔沖タ・夕〕

７・23 市長をまた吊しあげ／那覇市会広がる
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当間談話の反響〔沖タ・夕〕

★７・23 当間放言追及／けさの那覇市議会〔琉

新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 507

★７・23 ”貴方はやめなさい”／首里青年会／

当間市長へ決議文渡す〔沖タ・夕〕･ ･ 508

７・23 当間氏へ退陣要求／けさ首里青連代表

が〔琉新・夕〕

７・24 多数決で質疑打切り／当間市長、市会

で謝まる〔沖タ・朝〕

★７・24 那覇市議会／”当間言質”陳情でケリ

／”人さわがせな発言だつた”〔琉

新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 508

★７・24 競輪から手を引く／那覇市、議会の要

望で契約破棄〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 509

７・24 新郷土地図／真和志市の（３）／予算

を見る／お台所は火の車／香しくな

い納税成績〔沖タ・夕〕

７・24 本土に飛ぶ当間談話／”市長も裏切り

か”と産経紙報道〔沖タ・夕〕

７・24 那覇市／競輪はやめる／議会の要望で

契約破棄〔沖タ・夕〕

７・25 当間市長へ退陣要求／土地協が声明文

手渡す〔沖タ・朝〕

★７・25 当間言質の責任追及／土地守る協議会

が声明〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 509

７・26 記者のメモ／夜歩き注意さる･･･当間

市長〔沖タ・朝〕

７・26 ”もし辞めても戦列は離れぬ”／当間

市長土地を守る協議会代表に語る

〔沖タ・朝〕

７・26 国頭村が抗議文〔沖タ・朝〕

７・26 新郷土地図／首里／生成発展する琉球

大学／進む施設４ヵ年計画／身につ

いた学生運動〔沖タ・夕〕

７・27 当間那覇市長に奇す／仲吉良光〔沖タ

・朝〕

７・27 新郷土地図／小禄／基地の青年たち／

座談会／不安定な軍作業勤め／土地

問題部落、門中ごとに組織〔沖タ・

夕〕

７・28 当間放言／市町村長会で検討〔沖タ・

朝〕

★７・28 四原則貫徹新たに誓う／昨夜、首里で

住民大会〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 510

７・28 きょう開く県民大会／プ勧告粉砕に団

結を強化〔琉新・朝〕

★７・28 真和志／四原則貫徹へ鉄の団結誓う／

真和志と首里土地守る結束強化〔琉

新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 510

７・28 30億円の都市計画／５分の１ていど進

捗〔沖タ・夕〕

７・28 当間市長のリコール／首里住民大会で

署名運動を決議〔沖タ・夕〕

７・28 ”落後者出すな”／真和志市土地を守

る会生る〔沖タ・夕〕

７・28 当間市長の退陣要求／コザ青年会も決

議〔琉新・夕〕

７・29 市町村長総会／来月上旬全島土地を守

る大会／当間氏の陳謝を求める〔沖

タ・朝〕

★７・29 一坪たりと売り渡せぬ／参加15万・昨

夜の県民大会／プ勧告粉砕へ総決起

／夜空どよもす団結の誓い〔琉新・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 510

７・29 総合運動場も実現／10月から入れる市

営住宅〔沖タ・夕〕

★７・30 住民所得31億円／那覇市、全流の23％

占める〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 513

７・30 商店街ぐんと向上／首都の偉観４、５

軒に１軒は”商売”／１店当りの売

上げは減少〔沖タ・夕〕

７・30 声／当間宣言を糾す〔琉新・朝〕

７・31 ”私は辞めない”／当間市長土地協代

表に回答〔沖タ・朝〕

７・31 当間市長をリコール／首里４者が青連、

婦人会、教職員、琉大学生会が署名

運動〔琉新・朝〕

７・31 肩すかし食う県民大会の決議文／主席

”お互にもつと自重を”／”辞める

ワケにいかぬ”／当間市長〔琉新・

朝〕

７・31 賑つた国際市場／那覇むかしむかし／

…向象賢の区画整理〔沖タ・夕〕

８・３ 那覇市役所労組／設立準備すすむ〔沖

タ・朝〕

★８・５ 政治責任を追及／軍用地連合会／当間

市長に抗議文〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 513

★８・12 那覇市役所職員労組を結成〔琉新・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 514

８・13 那覇市役所／職員労組を結成／500名

が組合に加入〔沖タ・朝〕

８・15 市町村長、議長会の住民組織案／土地

守る会に糾合／土地協は発展的に解

消〔琉新・朝〕

８・16 被害軽微の見込み／那覇市の浸水300

軒〔沖タ・夕〕

８・20 那覇市の霊園／来月中旬から着工〔琉

新・朝〕
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８・23 市町村長・議会議長合同協議／瀬長、

兼次両代表問題で論議／賛否相分れ

声明持越す〔沖タ・朝〕

８・24 那覇市、新設道路工事申請〔沖タ・夕〕

★８・25 ３日間各区で住民大会／真和志市、土

地を守る会の組織強化〔琉新・朝〕･ ･ 514

８・26 松川小校９月に着工／真和志市合同委

で決める〔沖タ・夕〕

★８・26 不満の真和志が変更申請／那覇都計用

途地域の指定〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 514

★８・29 市町村長・議会議長合同会議／瀬長兼

次両氏、代表ではない／採決で声明

／退場者も出る〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 515

８・29 遂に採決で押切る／市町村長会・市町

村議長会／瀬長、兼次代表否認の声

明〔琉新・朝〕

９・３ 道路新設申請真和志市から〔琉新・朝〕

９・５ きょうから受付開始／那覇市営住宅全

部で250世帯〔琉新・朝〕

９・５ 市営住宅に／どっと申込み〔沖タ・夕〕

★９・６ 法による合併を／真和志市立法院へ回

答〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 516

★９・７ 合併促進の早期立法／真和志市議、立

法院に要望〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 516

９・７ 市町村合併促進法案審議の行法委／促

進法の早期成立要望／那覇・真和志

等の意見聞く〔琉新・朝〕

★９・７ 限界に達した上水道／那覇市が新水源

地さがし〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 517

９・７ 那覇の上水道、軍からおスソわけ〔沖

タ・夕〕

９・９ ｜社説｜災害対策を急げ〔琉新・朝〕

９・10 住家の全壊1,200棟／…台風エマの被

害〔沖タ・朝〕

９・10 台風エマの爪あと／判明した各地の被

害状況／死傷者が48名／建物の倒壊

6,800余〔琉新・朝〕

９・10 論叢／市町村長会の矛盾／桃原正賢

〔沖タ・夕〕

９・11 那覇市議会開く／条例の改正案など上

程〔沖タ・夕〕

９・16 那覇市税も控除額引上げ〔沖タ・朝〕

９・18 南方援護会10月１日に発足／自民党特

別委で決まる〔琉新・夕〕

９・19 市町村長会に抗議文／真和志市大原区

の土地を守る会発足〔琉新・朝〕

９・19 那覇市会が台風被害を詳細調査〔琉新

・朝〕

★９・21 中央住民組織成る／四原則貫徹を実践

／土地を守る会総連合結成〔琉新・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 518

９・23 公聴／那覇市の工事入札に提言〔沖タ

・朝〕

★９・25 バス・ターミナルでまた悶着／荒れ模

様の那覇市／議会無視と議員側怒る

〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 518

★９・25 災害復旧に／那覇市議会が政府補助陳

情〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 519

９・26 公聴／「那覇市の工事入札に提言」に

答う〔沖タ・朝〕

９・26 護岸工事の施行を那覇市政府へ要請

〔琉新・朝〕

★９・28 都計をハバむもの／那覇市が１号線沿

い高圧線移転要請〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 519

★10・１ 政府の都計政策を批判／当間那覇市長

が意見書〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 519

10・２ 都計事業／受益者の負担で財源ねん出

／那覇市が主席に上申〔沖タ・朝〕

★10・３ 港この頃（11）／泊に”重民町”誕生

？〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 520

★10・６ 合併促進法は成立したが〔沖タ・夕〕･ ･ 521

10・７ ｜社説｜町村の合併と振興計画〔沖タ

・朝〕

10・７ 真和志市会９日から〔沖タ・朝〕

10・10 社説／那覇市の住宅計画のモデル・ケ

ース〔琉新・朝〕

10・10 区長制は廃止か／真和志市定例議会開

く〔琉新・朝〕

10・11 区長制を廃止／真和志／来年１月から

担当員おく〔沖タ・朝〕

★10・11 真和志市議会／区長制廃止を可決／来

月１月１日から施行〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ 522

★10・16 市が建設する／全員協議会で当局言明

／那覇市バスターミナル〔沖タ・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 522

10・16 バスターミナル那覇市が建設／当間市

長、市議会で言明〔琉新・朝〕

10・16 ”あくまで既定方針で”／バス・ター

ミナル問題に業者の決意固し〔琉新

・夕〕

10・17 ８ヵ市町村を指定／経済振興計画の樹

立に〔沖タ・朝〕

10・17 那覇市など13ヵ市町村の／振興計画樹

立に／政府本格的にのり出す〔琉新

・朝〕

10・17 市町村合併促進法など署名〔琉新・朝〕

★10・17 那覇近郊に６候補地／農研所移転先鳥

堀区は決っていない〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ 523
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10・18 大絃小絃〔バスターミナル問題〕〔沖

タ・朝〕

10・18 真和志市議らも〔沖タ・夕〕

10・19 25日ごろから入る／那覇市営アパート

近く第２次募集〔沖タ・夕〕

10・20 曲折するバス・ターミナル問題／食い

違った市の発表／「那覇市」と「業

者」が対立〔沖タ・夕〕

★10・21 市町村合併法きのう公布／規模の適正

化を図る／来月20日より施行〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 523

10・21 市町村合併促進法公布さる／11月20日

から実施〔琉新・朝〕

10・22 ｜社説｜市町村合併を推進せよ〔沖タ

・朝〕

★10・22 那覇市の産業実態調べ／月３億円の仕

入れ商店街／ようやく整理安定期へ

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 524

10・23 那覇の新水源に／具志頭ギーザバンタ

を要請〔琉新・朝〕

10・24 バスターミナル設立、業者が陳情〔沖

タ・夕〕

★10・25 農研所移転、きのう懇談会／地主も協

調的になる／12万坪買上げ、結論は

次回へ〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 526

10・25 市町村の合併はどうして必要か？合併

で健全財政を／予算面の分析にみる

〔琉新・朝〕

10・25 比嘉行政主席けさ急逝〔琉新・夕〕

10・28 農研所の首里移転を推進／農林協会総

会で決定〔沖タ・朝〕

10・28 軍用地／最高720円宅地／都市地区の

賃貸料発表〔沖タ・朝〕

10・28 ｜社説｜主席公選促進の方途〔琉新・

朝〕

10・29 ｜社説｜農研指所の使命と協力〔沖タ

・朝〕

★10・29 土地審理、地主の意向反映／一部は要

望額上回る／市中景気の活況も予想

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 526

10・29 市営住宅／工事ミス問題でもむ／工事

金を出し渋る復金〔沖タ・夕〕

★11・１ 後任「主席」に当間氏／きょう正午東

京で辞令交付〔沖タ･夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 527

11・２ ｜社説｜新主席に望む〔沖タ・朝〕

11・２ 大絃小絃〔後任主席の主要人事につい

て〕〔沖タ・朝〕

11・２ 当間主席と今後の政界／注目される各

党派の動き／強気示す民主党／行政

府は適任だと歓迎〔沖タ・朝〕

11・２ 当間新主席に望む／住民側に立つ政治

を／清新の気は人事刷新で〔沖タ・

朝〕

11・２ 主席に当間重剛氏任命／きのう辞令交

付／東京の米極東軍司令部で〔琉新

・朝〕

★11・２ 早くも後任市長の�／当間市長主席転

出に那覇市会は動揺〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 528

11・２ 急だった主席誕生／その日の東京／手

ぶらで空港へ当間さん／在京同胞の

反響筋を通すことに期待〔沖タ・夕〕

11・２ 市長選に�とりどり〔沖タ・夕〕

★11・２ 那覇真和志早期合併を／当間氏の主席

転出に真和志が緊急措置要請〔琉新

・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 528

11・２ 当間氏の主席転出／那覇市長の席に解

釈まちまち〔琉新・夕〕

11・３ ｜社説｜政局と一部財界人〔沖タ・朝〕

11・３ 大絃小絃〔当間氏の転出で、市長選挙、

都市合併と鳩首協議〕〔沖タ・朝〕

11・３ 当間氏／市長はどうなる／主席就任に

手続上の疑問〔沖タ・朝〕

11・３ 問題は那覇側の出方／緊急合併に動く

真和志〔琉新・朝〕

★11・３ 市長選挙前の合併は困難か〔琉新・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 529

★11・３ 三つ巴戦？みだれとぶ下馬評／焦点は

那覇市長選へ／早くも統一候補擁立

の動き〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 529

★11・３ 崎山区の地主代表が反対陳情／農研所

移転〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 529

11・３ 土地問題その後／軍側は音無しの構え

／当間主席で新段階へ〔沖タ・夕〕

11・３ 一括払いでもよい／抱負語る当間新主

席／問題は使いみちだ／ぜひやる地

方自治の強化〔沖タ・夕〕

11・３ ”とんでもない”／当間談話の反響住

民大会で対策を〔沖タ・夕〕

11・３ 那覇市長選12月30日か〔沖タ・夕〕

★11・３ 微妙に動く都市合併／真和志から申入

れ／けさ那覇市会訪れ打診〔沖タ・

夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 530

11・３ ”地料一括払いでもよい”／当間主席

朝日紙記者にほのめかす〔琉新・夕〕

11・３ 那覇市長選／”すべて白紙に返して”

／二日会も統一候補の線に〔琉新・

夕〕

11・４ ｜社説｜当間主席と軍用地問題〔沖タ
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・朝〕

11・４ 大絃小絃〔主席の入れ替わりで局長連

の「身の振り方」の鳩首協議〕〔沖タ

・朝〕

11・４ 那覇市長選挙／保守統一候補の動き／

平良辰雄氏担ぎ出し工作〔沖タ・朝〕

11・４ ｜社説｜那覇市長選挙に望む〔琉新・

朝〕

11・４ 那覇市長選／11日ごろ選挙告示／統一

候補擁立に微妙な動き〔琉新・朝〕

11・４ 那覇市長選挙／統一候補に決める／那

覇市会の保守派一本化〔沖タ・夕〕

11・４ 合併問題にはふれぬ〔沖タ・夕〕

★11・４ 那覇・真和志の合併問題／当間氏の主

席転出で再燃／積極的に動く、真和

志／問題は当間市長の決断に〔琉新

・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 530

★11・４ 強気の真和志、那覇は静観〔琉新・

夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 532

11・４ ”双方の意見聞く”〔琉新・夕〕

11・４ 那覇市長選／全員一致で統一候補を／

市議員が昨夜申し合せ〔琉新・夕〕

11・５ 那覇市長選挙／岐路に立つ統一候補擁

立の動き／早くも人選で難航か／う

かび出た平良、泉の線〔琉新・朝〕

11・５ 泊港ターミナルビル／1,000万円で10

日着工〔沖タ・夕〕

11・５ 合併と絡む那覇市長選／内政局促進法

の検討を開始〔沖タ・夕〕

11・５ 公認候補たてる／きのう人民党大会

〔沖タ・夕〕

11・５ 泉正重氏の線浮ぶ／平良・具志頭氏引

込む？〔沖タ・夕〕

11・６ ｜社説｜新主席の就任を控えて〔沖タ

・朝〕

★11・６ 真和志側”編入に条件つけぬ”／歩み

よる那覇市との合併〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 532

11・６ ”話は帰ってから”／慎重な当間さん

〔沖タ・朝〕

11・６ 那覇市長選Ｘマスに〔沖タ・朝〕

11・６ ７日に双方が話合い／那覇、真和志合

併問題〔琉新・朝〕

11・６ 那覇市長選挙／�さの人々ハラ打診／

出馬の線も浮きつ沈みつ〔琉新・朝〕

11・６ 那覇・真和志の合併進展か〔沖タ・夕〕

11・６ 議会両派音なしの構え／那覇市長選当

間主席の帰任待ち〔琉新・夕〕

11・７ 動き出す合併問題／きょう両市合同会

議〔沖タ・朝〕

11・７ 那覇市長選／稲嶺一郎氏の線も／慎重

期す統一候補担ぎ出し〔琉新・朝〕

11・７ 今晩の話題／無条件合併…〔沖タ・夕〕

★11・８ 合併に明るい希望／両市委員和やかに

懇談〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 533

11・８ 那覇・真和志合併への動き／問題は事

務的処理／きのう合併促進懇談会

〔琉新・朝〕

11・８ 強まる泉、仲井間の線／合併問題もか

らむ那覇市長選挙〔琉新・朝〕

11・８ 当間新主席に呈す／仲吉良光〔沖タ・

夕〕

11・８ 当間主席待つ三つの問題〔沖タ・夕〕

11・８ 合併問題／市長選挙とからむ／政府は

早急な申請を要望〔沖タ・夕〕

11・８ 市長選挙／難航の統一候補〔沖タ・夕〕

★11・８ ”この好機を逸するな”／真和志青連

も合併促進を決議〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 533

11・８ 那覇市長選挙／静かに決定を待つ／統

一候補議会両派も鳴りひそめ〔琉新

・夕〕

11・９ 真和志側内政局と懇談／見通し明るい

合併問題〔沖タ・朝〕

11・９ 動き出した新主席／在京先輩からもり

沢山の注文〔沖タ・朝〕

11・９ ｜社説｜速やかに両市の合併を実現せ

よ〔琉新・朝〕

11・９ 那覇市長選挙／現情勢のまゝ緊張続く

／当間主席帰任延期、告示に影響な

し〔琉新・朝〕

11・10 那覇市長選挙／立候補届来月６日から

／市長辞職承認のきょう臨時市会

〔沖タ・朝〕

11・10 結局は三つ巴戦か／保守の統一候補は

困難？〔沖タ・朝〕

★11・10 那覇市長選挙／投票は来月25日／きょ

う告示、６日から届出〔琉新・朝〕･ ･ 534

11・10 ”手ばなせぬ首里バス”／増資株の民

保有を要望〔琉新・朝〕

★11・10 市長退職を承認／那覇市会合併問題な

ど協議〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 534

11・10 当間市長の離任承認／けさ那覇市臨時

議会で〔琉新・夕〕

★11・11 ｜社説｜市長選挙と合併問題〔沖タ・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 535

11・11 大絃小絃〔当間新主席の手で、駐日代

表事務所の強化を〕〔沖タ・朝〕

11・11 合併問題更に検討／あすの両市合同委

で／那覇市会〔沖タ・朝〕
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★11・11 那覇市議会／首里バス増資に両論／市

６割に民４割で妥結〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 536

11・11 那覇市長選挙／当間氏のよき後継者を

／統一候補擁立に慎重期す〔琉新・

朝〕

11・11 新しい街／那覇市営アパート〔写真特

集〕〔沖タ・夕〕

11・12 新段階にきた土地問題／当間主席の前

途多難／”微妙な立法院の動向”〔沖

タ・朝〕

11・12 週間の動き／強い長峯氏の線／民主党

後継総裁問題／難航の那覇市長統一

候補〔沖タ・朝〕

11・12 合併問題／きよう注目の合同委〔沖タ

・朝〕

★11・12 記者のメモ／真和志は積極的だが…

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 536

11・12 当間新主席大いに語る／任期２年位が

いいね／新党より歩みよりで〔沖タ

・朝〕

11・12 那覇市長選挙／担ぎ出しも”当間待ち”

／市議会両派に微妙な底流〔琉新・

朝〕

11・12 人民党候補／常任委で決定〔琉新・朝〕

11・12 恒久的な財政政策を／土地問題軍民話

し合いで／当間主席との一問一答

〔沖タ・夕〕

11・12 真和志選挙前合併を要請〔沖タ・夕〕

11・13 農研所移転／”公平な立場で推進／農

林協折衝委の意向”〔沖タ・朝〕

11・13 記者のメモ／大いに張切ってはみたが

…〔沖タ・朝〕

11・13 更に小委員会で検討／選挙前合併タナ

上げか〔沖タ・朝〕

11・13 一ルの希望抱いて／翁長真和志市長き

ょう福岡へ〔沖タ・朝〕

★11・13 那覇と真和志の縁組談合／日取りでゆ

きなやむ両市合併委／小委員会設け

て研究／事務的処理に那覇側難色

〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 537

11・13 那覇市長選挙／統一候補の擁立に／議

会側今夜第２回懇談会〔琉新・夕〕

11・14 ｜社説｜都市合併に良識を〔沖タ・朝〕

11・14 翁長氏福岡に着く／合併問題で当間氏

と懇談のため〔沖タ・朝〕

11・14 統一行動に署名／那覇市議32名昨夜会

合〔沖タ・朝〕

★11・14 記者のメモ／当つて砕けろの福岡行き

？…〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 538

★11・14 那覇市長選挙／全議員（人民党を除く）

が署名／統一候補擁立に結束固む

〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 539

11・14 ”合併ぜひ実現したい”／翁長真和志

市長福岡で語る〔琉新・朝〕

11・14 区営理髪店の動き…／真和志〔沖タ・

夕〕

11・14 ”すべてに歩み寄りを”／当間主席、

福岡で記者会見〔琉新・夕〕

11・14 那覇、真和志合併小委顔ぶれ決る〔琉

新・夕〕

★11・15 合併小委員会／両市メンバー〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 539

11・15 那覇市長選挙／泉か仲井間の線？／統

一候補の範囲も狭ばむ〔琉新・朝〕

11・15 人民党の共斗申入れと社大党〔琉新・

朝〕

11・15 那覇、真和志合併小委きょう開く〔琉

新・朝〕

11・16 ｜社説｜”当間待ち”の諸問題〔沖タ

・朝〕

11・16 記者のメモ／踊らされる真和志？…

〔沖タ・朝〕

★11・16 ｜社説｜那覇市長選挙を翼賛選挙にす

るな〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 539

★11・16 選挙前合併へ／事務処理の日程を検討

／那覇・真和志きのう合同協議会

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 540

11・16 合併問題／最後の努力傾ける真和志側

／選挙後の”無条件”には難色？

〔沖タ・夕〕

11・16 那覇市長選挙／当間帰任で沈滞破る／

社大・人民の共闘困難か〔沖タ・夕〕

★11・17 大絃小絃〔真和志との「合併」より

「市長選挙」〕〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 540

11・17 激動期迎える政界／当間主席昨夜帰る

〔沖タ・朝〕

11・17 識名霊園の納骨堂／設計、佳作決まる

〔沖タ・朝〕

11・17 合併は明るい／翁長市長談〔沖タ・朝〕

11・17 夜の空港に歓迎の人波／”バンザイ”

に埋もれ／当間さん、昨夜郷土入り

〔沖タ・朝〕

★11・17 内政局／”決意があればやれる”／選

挙前の合併可能を示唆〔沖タ・朝〕･ ･ 541

★11・17 軍から毎日50万ガロン／水不足の那覇

市へ補給〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 541

11・17 那覇・真和志合併小委員会／”特別措

置”見通し困難／市長選挙前の合併
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期待薄〔琉新・朝〕

11・17 当間さん意中の人は？／市長選統一候

補擁立の動きも終盤へ〔琉新・朝〕

11・17 那覇市長選挙／平良・仲井間に焦点／

保守統一議員側けさ当間主席と懇談

〔沖タ・夕〕

11・17 お別れ午餐会／当間さんが那覇市職員

と〔沖タ・夕〕

11・17 統一候補仲井間氏が最有力／那覇市議

会代表らも主席と懇談〔琉新・夕〕

★11・18 合併問題／成否は布令改正に／真和志

側は可能だと楽観〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 542

11・18 社大党中執委／刑法（布令）改正に質

問書／那覇市長選、態度は保留〔沖

タ・朝〕

11・18 大詰めに来た統一候補／平良・仲井間

両氏の線〔沖タ・朝〕

11・18 具志頭得助氏／当間主席と要談〔沖タ

・朝〕

11・18 那覇市長選挙／一騎打ちの線強まる／

舞台うらの動きも微妙〔琉新・朝〕

11・18 声／那覇市当局へ〔琉新・朝〕

11・18 選挙前合併は不可能／来年３月末に那

覇側特別委〔沖タ・夕〕

★11・18 選挙前の合併は無理／那覇の目標は来

年３月に〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 542

11・19 ”駆引きは済まない”／仲井間氏統一

候補を固辞〔沖タ・朝〕

11・19 ”やっぱり駄目か･･･？”／合併問題

失望の色濃い真和志〔沖タ・朝〕

11・19 選挙後合併を／真和志と協議／きょう

那覇市合併委が〔沖タ・朝〕

11・19 あす合併協議会開く／那覇は促進決議

の線で〔琉新・朝〕

11・19 平良擁立が頼みの綱／消え去った仲井

間出馬説〔琉新・朝〕

★11・19 真和志側がっかり／”合併のチャンス

逸す･･･”と〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 543

11・19 泊ターミナル・ビルあす起工〔沖タ・

夕〕

★11・19 料金値上げへ対抗策／真和志松川にも

区営理髪店〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 543

11・20 棚上げされた選挙前合併／那覇、初め

から気乗薄／甘かった真和志の見通

し〔沖タ・朝〕

11・20 今後は慎重に臨む／真和志きょう全体

協議会／合併問題〔沖タ・朝〕

11・20 ３月合併の実現へ／那覇側きょう真和

志と協議〔沖タ・朝〕

11・20 那覇市長選挙／平良待ちの擁立陣／一

部議員第二の駒も検討か〔琉新・朝〕

11・20 那覇市長選挙／生れぬ統一候補／平良

・仲井真両氏に一応申入れ？〔沖タ

・夕〕

11・21 那覇市長選挙／統一候補は停滞／革新

系注目さる共闘申入れ〔沖タ・朝〕

11・21 合併委を一応解散／今後は継続的に努

力／真和志市会〔沖タ・朝〕

11・21 ３月合併申入れ／那覇、辺野喜委員長

〔沖タ・朝〕

11・21 市町村合併促進法／きのう施行規則公

布〔琉新・朝〕

11・21 那覇市長選挙／難産の統一候補擁立／

仲本氏出馬の気配も濃厚？〔琉新・

朝〕

★11・21 今後は促進法で／真和志側合併推進を

確認〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 544

11・21 きのうから施行／市町村合併促進法

〔沖タ・夕〕

11・21 那覇市長選挙／仲井間氏を打診／きょ

う那覇市会６代表が〔沖タ・夕〕

11・21 社大平良氏推薦か／人民党との共闘に

難点〔沖タ・夕〕

11・21 那覇市長選挙／統一候補の人選急ぐ／

平良、仲井間両氏の説得に乗出す

〔琉新・夕〕

11・22 仲井間さんを拝み倒し／”再考の余地

はある”／那覇市長選挙懸命の担ぎ

出し工作〔沖タ・朝〕

11・22 那覇市長選挙／動き出した統一候補擁

立陣／仲井間氏出馬を固辞／健康と

経済生活など三つの理由あげ〔琉新

・朝〕

11・22 那覇市長選挙／仲井間氏受諾に傾く／

元市議連も説得に乗出す〔琉新・夕〕

11・23 交錯する那覇市長選挙／迂余曲折の統

一候補／仲本氏も出馬を準備〔沖タ

・朝〕

11・23 那覇市長選挙／かつぎ出しに各派活発

な動き”顔”も浮きつ沈みつ／仲井

間条件に統一陣ゆらぐ〔琉新・朝〕

11・23 旧那覇の区画整理／年内に90％を完成

／１億3,000万を使う〔沖タ・夕〕

11・23 足並乱れる保守統一／那覇市長選挙仲

井間氏再び態度硬化〔沖タ・夕〕

11・23 那覇市長選挙／統一陣に決裂の兆／議

員12名が脱退決意か〔琉新・夕〕

11・24 踏みきれぬ擁立候補那覇市議会側／危
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ぶまれる統一行動／平良氏の帰島後

に持ち越し〔沖タ・朝〕

11・24 記者のメモ／平良氏説得に自信あり

〔沖タ・朝〕

11・24 一応白紙に返す／新市長就任後再検討

／合併問題〔沖タ・朝〕

11・24 まだメドつかぬ統一候補擁立／仲井間

条件に硬直／那覇市長選、平良氏の

帰島待ち再検討〔琉新・朝〕

11・24 情勢の推移を静観／仲井間氏の出馬、

諾否の確答お預け〔琉新・朝〕

11・24 受けて立つ構え？／仲本氏、統一候補

の出方待ち〔琉新・朝〕

★11・24 ３月合併を目標に／那覇真和志合併促

進委を協議会に切り替え〔琉新・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 544

11・24 ボーナスは一率に／那覇市役所職員組

が８割要求〔琉新・朝〕

11・24 ボーナス当局案に不満／那覇市職員労

組が大会〔沖タ・夕〕

11・24 那覇市長選挙／仲井間氏、出馬を拒絶

／結局平良氏の帰島待ち〔沖タ・夕〕

11・24 那覇市会の底流愈よ混迷状態／出馬絶

対ひき受けぬ／仲井間氏けさ拒否を

言明〔琉新・夕〕

11・25 那覇市長選挙／再び平良待ちの構え／

俄かに活発化した担ぎ出し工作〔琉

新・朝〕

11・25 那覇市長選挙／二つに割れた市会／

”平良待ち”と”泉担ぎ出し”〔琉新

・夕〕

11・26 財界人も動く「那覇市長選挙」／焦点

は平良氏説得に／仲本氏、情勢分析

で静観〔沖タ・朝〕

11・26 平良氏出馬で無投票か／昨夜、泉正重

氏見通し語る〔沖タ・朝〕

11・26 平良待ちで地盤固め／那覇市長選めぐ

る市会両派の動き〔琉新・朝〕

11・26 出馬の気配濃厚／”有利に展開”と仲

本氏側派〔琉新・朝〕

11・26 那覇市長選挙／結論は”平良待ち”／

混迷続ける議会両派〔琉新・夕〕

11・27 那覇市長選挙／依然、足踏状態続く／

連夜対策練る当局派、二日会〔沖タ

・朝〕

★11・27 統一担ぎ出しテンワンの楽屋うら／棚

あげされた選挙権／三転した那覇市

会の動きに不まんの声〔琉新・朝〕･ ･ 544

11・27 当局派”同士の地固め”／二日会は情

勢の推移静観〔琉新・朝〕

11・27 ”押しつけではない”／基本線はよき

後継者選出〔琉新・朝〕

★11・28 那覇市長選挙／二日会同一行動を破棄

／当局派事態収拾に苦慮〔沖タ・朝〕･ 545

11・28 那覇市長選担ぎ出し戦線愈よ微妙／市

会は遂に真っ二つ／二日会統一候補

破棄を声明〔琉新・朝〕

11・28 失業対策事業起す／来月半ばから那覇

・コザ・真和志で〔沖タ・夕〕

11・28 那覇市長選挙／市議会両派それぞれ会

合〔琉新・夕〕

★11・29 ｜社説｜有権者の眼を遮切るな〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 546

11・29 三っ巴戦の様相呈す／那覇市長選挙、

新段階へ〔沖タ・朝〕

11・29 那覇市長選挙／顔ぶれ決定も大詰め／

平良氏も帰島一騎打ちか三つ巴か

〔琉新・朝〕

11・29 人民党候補に瀬長氏を推す〔琉新・朝〕

11・29 ”平良氏待ち”の那覇市議会／取りつ

く島なし／『絶対に出馬できぬ』平

良辰雄氏けさ帰る〔琉新・夕〕

11・29 要求通りに支給／那覇市職員ボーナス

一率に〔琉新・夕〕

11・30 ３者会談も結論得ず／再び浮び上る仲

井間氏の線〔琉新・朝〕

11・30 独自の立場で推薦／二日会、候補者２

日に決定〔琉新・朝〕

11・30 那覇市長選挙／再び仲井間氏担ぎ出し

／混迷続ける保守統一候補〔沖タ・

夕〕

11・30 国会に沖縄問題提案／軍用地決議案な

ど／社会党沖縄特別委が決定〔琉新

・夕〕

11・30 那覇市長選挙／推せん候補どう落ちつ

く？／再び仲井間、泉の線浮かぶ

〔琉新・夕〕

12・１ ｜社説｜財政対策と町村合併〔沖タ・

朝〕

12・１ 仲井間氏出馬を決意／乱戦予想の那覇

市長選〔沖タ・朝〕

★12・１ 土地守る組織一本化／土地協きのう解

散／運動土地守る総連合に持込む

〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 546

12・１ 那覇市長選愈よ三つ巴戦に突入／仲井

間氏出馬を受諾／支持者の熱意に応

え決意〔琉新・朝〕

12・１ 那覇市長選挙／注目される二日会／支
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持候補をきょう決定〔琉新・夕〕

12・２ 那覇市長選挙微妙な動きの二日会／一

騎打ちか三っ巴か／注目される仲本

氏の態度〔沖タ・朝〕

12・２ 記者のメモ／時限爆弾を放つ「二日会」

〔沖タ・朝〕

12・２ 那覇市長選挙／仲井間、仲本両氏の合

流成るか！／やんわりとハラ打診／

当間主席、仲本氏と懇談〔琉新・朝〕

12・２ 情勢の推移の対応に／態度表明待機す

る民主、社大〔琉新・朝〕

12・２ 世論に応える二日会声明〔琉新・朝〕

12・２ 那覇市長選挙／一騎打ちか三ッ巴か／

鍵にぎる二日会の動き〔琉新・夕〕

12・２ 当間、仲井間、泉、仲本／４者会談で

保守統一へ／けさ仲井間、仲本両氏

懇談〔琉新・夕〕

★12・３ 婦人会が署名運動／真和志市区長制廃

止に反対〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 547

12・３ 記者席／二日会は二日酔いじや〔琉新

・朝〕

12・３ 那覇市長選挙／統一候補の線を推進／

当間主席、昨夜二日会と意見調整

〔琉新・朝〕

12・３ 那覇市長選挙／成るか保守統一候補／

３派の弁どちらも強気〔沖タ・夕〕

12・３ 選挙戦にからみ？那覇市内に怪文書

〔沖タ・夕〕

12・４ 那覇市長選挙／難航の保守統一候補／

きょう３派支持者が協議〔沖タ・朝〕

12・４ ３派深更迄秘策練る／財界人が「二日

会」と懇談〔沖タ・朝〕

12・４ ４者会談モノ別れ／互いに強よ気、産

み悩む那覇市長選統一候補／きょう

再び支持者交え調整〔琉新・朝〕

12・４ 保守調整は依然難航／那覇市長選挙結

局乱戦か〔沖タ・夕〕

12・５ 公聴／那覇市長選挙に寄せる〔沖タ・

朝〕

★12・５ 農研指所移転問題の反対陳情を採択／

４日の那覇市会〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 548

12・５ 那覇市長選挙／統一の線ほのみゆ？／

歩み寄りの気配高まる〔琉新・朝〕

12・５ 那覇市長選挙／決断迫られる二日会／

きのう、仲本派との調整ならず〔沖

タ・夕〕

12・５ 那覇市長選挙、届出もあすに迫る／愈

よ最後の陣固め／保守統一候補、仲

井間氏に傾く〔琉新・夕〕

12・６ きょう先陣争いの届出／仲井間・仲本

・瀬長の３氏〔沖タ・朝〕

12・６ 那覇市長選挙／愈よ三っ巴戦展開／仲

井間、仲本、瀬長の３氏きょう届出

〔琉新・朝〕

12・６ 那覇市長選届出始まる／３候補直ちに

選挙戦へ／どちらも自信満々／ごつ

たがえす事務所〔沖タ・夕〕

12・６ 那覇市長選挙／躍り出た三っの駒／け

さ届出早くも火ぶた切る〔琉新・夕〕

12・７ 那覇市長選挙／早くも自信たっぷり／

皮算用に３候補の表情〔琉新・朝〕

12・７ 農研所問題／政治問題化を懸念／政府、

資金令達後に具体交渉〔沖タ・夕〕

★12・８ ｜社説｜市長選挙に望む〔沖タ・朝〕･ ･ 548

★12・10 那覇市長選／３候補が出揃うまで／空

砲に終った”統一”／花道をこばま

れた二日会〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 549

12・10 ボーナス８割支給／那覇市議会条例を

可決〔琉新・朝〕

★12・11 高良一氏を除名／那覇市議二日会〔琉

新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 550

★12・12 那覇市政への抱負／争点は”都計”の

進め方／３候補、合併実現を公約

〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 550

12・13 きのう日ソ批准書交換／11年ぶりに国

交回復／日本の国連加盟承認近し

〔琉新・朝〕

12・14 区長制廃止の説明など／真和志市が各

区で行政懇談会〔琉新・夕〕

12・14 いこい／市長候補へ望む〔琉新・夕〕

12・15 ３候補の皮算用／那覇市長選挙〔沖タ

・夕〕

12・16 那覇市長選挙／本格的舌戦へ入る／昨

夜首里で３候補立会い演説会〔沖タ

・朝〕

12・16 那覇市長選挙／あなたの清き１票を／

火ぶたきる３候補の舌戦〔琉新・朝〕

12・16 合同演説に質問活発／那覇市長選挙き

のうの３候補演説会〔沖タ・夕〕

12・16 私が市長になったら／那覇市政に３候

補の抱負／首都建設はこうして／揃

って早期合併打出す〔琉新・夕〕

12・16 有権者は６万台／投票本会場と分会場

内訳〔琉新・夕〕

12・17 記者のメモ／ヤジで賑った立会演説

…〔沖タ・朝〕

12・17 聴衆が演壇に押かけ／昨夜小禄の演説

会、一時混乱〔沖タ・夕〕
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12・18 記者のメモ／意気旺んの二日会総裁？

〔沖タ・朝〕

12・18 有権者は６万余名／那覇市長選挙不在

投票進む〔沖タ・夕〕

12・19 日本の国連加盟成る／総会満場一致で

可決〔琉新・夕〕

★12・20 プ勧告で土地値上り傾向／那覇旧市街

は高騰／坪3,000円から２万円に上

った土地も〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 551

12・20 那覇市長選挙／相変らず盛んなヤジ／

昨夜、３候補合同演説会〔沖タ・夕〕

12・20 野次乱れとび騒然／昨夜の那覇市長選

立合演説会〔琉新・夕〕

★12・21 大絃小絃〔区画整理後の土地が２、３

倍にハネ上る〕〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 552

12・21 那覇市長選挙／いよいよ終盤戦に突入

／質問に候補はかく答える／都計を

どう進める？〔沖タ・夕〕

12・22 ｜社説｜よりよい市政のために〔沖タ

・朝〕

12・24 あす投票日／那覇市長選挙〔沖タ・朝〕

12・24 市長選にからみ／仲宗根氏を告発／…

人民党〔沖タ・朝〕

12・24 社説／那覇市民の良識にまつ〔琉新・

朝〕

12・25 どう下る６万の審判／那覇市長選挙き

ょう投票〔沖タ・朝〕

12・25 気遣われる投票率／那覇市長選挙／冷

雨に出足にぶる／午前中で２－３割

〔沖タ・夕〕

12・26 那覇市長選挙戦いすんで／投票率６割

７分／当選気分で祝い酒／ひる過ぎ

大勢判明か〔沖タ・朝〕

12・26 棄権３割２分〔琉新・朝〕

12・26 那覇の新市長は誰？／きょうの開票に

三つどもえの表情〔琉新・朝〕

12・26 ”さぁ公約通り合併を”／真和志市再

び動き出す〔琉新・朝〕

12・26 瀬長氏が当選／那覇市長選挙／動揺す

る当局幹部〔沖タ・夕〕

12・26 瀬長氏の当選確定／注目の那覇市長選

開票結果〔琉新・夕〕

12・26 人民党が告発／仲宗根源和氏を〔琉新

・夕〕

12・26 真和志区長制さよならパーティー〔琉

新・夕〕

12・27 ｜社説｜新らしい那覇市政の困難〔沖

タ・朝〕

★12・27 ｜社説｜那覇市長選挙に想う〔琉新・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 553

★12・27 大絃小絃〔人民党市長に協力はできな

い〕〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 554

★12・27 人民党市長出現の波紋／焦点は市会の

動きに／財界人、昨夜慌しく動く

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 554

12・27 記者のメモ／敗軍の将は語らない…

〔沖タ・朝〕

★12・27 瀬長市長に表情とりどり〔沖タ・朝〕･ ･ 555

12・27 市長選瀬長氏に凱歌／統一欠いた保守

陣敗れる〔琉新・朝〕

12・27 不信任決議も予想さる／那覇市議会対

策を協議〔琉新・朝〕

12・27 那覇市長選／候補者得票〔琉新・朝〕

12・27 各界に異常な反響／那覇市政今後の推

進憂慮〔琉新・朝〕

12・27 勢力分裂が敗因／反省の契機･･･と仲

井間氏〔琉新・朝〕

12・27 ”人民党とは同席せず”／嘉手納助役、

辞表を提出〔琉新・朝〕

12・27 声／新那覇市長にお願い〔琉新・朝〕

12・27 財界、那覇市議会の動き待ち静観〔琉

新・朝〕

12・27 ”直に不信任議決は？”／那覇市会正

副議長、バ民政官訪問／ひるから27

議員が協議〔沖タ・夕〕

12・27 公約通り市の建設を／「瀬長市長」に

各界層の声〔沖タ・夕〕

12・27 瀬長那覇市長の誕生／東京にも大きな

反響／米国をどう協調？／今後の推

移見守る在京先輩〔琉新・夕〕

12・27 政策面で対決／瀬長市長に那覇市議会

方針固む〔琉新・夕〕

12・27 来春は旧市街地へ／伸びる那覇の都市

計画〔琉新・夕〕

12・27 総辞職を決行か／那覇市役所部課長

〔琉新・夕〕

★12・28 ｜社説｜選挙後の不安動揺〔沖タ・朝〕･ 557

12・28 復金．那覇市の起債保留／波紋ひろが

る市長問題／補助金支出も拒否／き

よう正式な態度表明〔沖タ・朝〕

12・28 記者のメモ／外人も照会する市長選挙

〔沖タ・朝〕

12・28 人民党を非合法化？／勢力増大に主席、

記者団と会見〔沖タ・朝〕

★12・28 「絶対に協力できず」／那覇市会、反

共態度を声明〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 558

★12・28 那覇の動きを静観／合併問題きのう真

和志市会で協議〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 559
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★12・28 真和志市を都計未指定地域に〔沖タ・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 560

12・28 人民党市長への対処／当間主席記者会

見で語る／人民党非合法化の声も／

瀬長当選は那覇復興を４年遅らせる

〔琉新・朝〕

12・28 記者席／冷遇されたお歴 〔々琉新・朝〕

12・28 那覇市への復金融資と特別補助／”支

出しばらく待った”／民府から突如

保留指示〔琉新・朝〕

12・28 瀬長当選に本土紙の報道〔琉新・朝〕

12・28 ”瀬長反対”を打ち出す／実業人グル

ープが署名運動〔琉新・朝〕

12・28 モ紙が見た瀬長当選〔琉新・朝〕

12・28 ”人民党市長には協力できぬ”／那覇

市議会側（３議員を除く）が声明

〔琉新・朝〕

12・28 あけ渡すか守るべきか／瀬長市長出現

に苦悩する市吏員〔琉新・朝〕

12・28 区長制存置の陳情却下／きのう真和志

市の定例議会〔琉新・朝〕

12・28 那覇市への金融政策を決定／支出は総

て停止／情勢好転するまでの期間

〔琉新・夕〕

12・28 経歴に法的疑義／瀬長氏の当選に米国

防省重大関心〔琉新・夕〕

★12・28 遂に総退陣を決定／那覇市部課長会議

〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 560

12・28 瀬長市長誕生に／福岡もショツク〔琉

新・夕〕

12・28 瀬長氏当選に重大関心／米国防当局経

歴に法的疑義〔沖タ・夕〕

12・28 那覇全部課長が辞表提出〔沖タ・夕〕

★12・28 ”他の市町村へ融資”／好転する迄復

金ストップ〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 560

12・28 復興と市民の福祉を／瀬長氏当選に本

土の反響〔沖タ・夕〕

★12・29 対等合併／真和志が近く申入れ〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 560

12・29 ｜社説｜思想対策に慎重期せ〔琉新・

朝〕

★12・29 那覇市、１億5,000万の資金断たれ／

吏員給与も懸念さる／都計、土木事

業マヒ状態〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 561

12・29 瀬長氏に辞退勧告か／市長就任前に…

と那覇市議会〔琉新・朝〕

12・29 全部課長が総退陣決定〔琉新・朝〕

12・29 新春早々合併／真和志側の方針〔琉新

・朝〕

12・29 声／今こそ奮起せよ〔琉新・朝〕

12・29 論叢／人民党市長とその背後／仲宗根

源和〔沖タ・夕〕

12・29 都計工事殆ど停止／建設協会那覇市へ

支払要請〔琉新・夕〕

12・29 労賃も支払い延期／瀬長市長出現で苦

境の請負業者〔琉新・夕〕

★12・29 瀬長新市長への干渉／日共が即時中止

要求〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 562

★12・29 工事金支出して解約／建設業協会、那

覇市へ要求／29日で全工事停止〔沖

タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 562

12・30 辞職はしない／瀬長亀次郎氏談〔沖タ

・朝〕

12・30 支出の見通しつく／那覇市の建設工事

金〔沖タ・朝〕

12・30 公聴／瀬長氏に提言す〔沖タ・朝〕

12・30 瀬長市長問題で／民政府へ総評が抗議

電報〔琉新・朝〕

12・30 労賃、資材費は年内に／1,200万円の

支出認む〔琉新・朝〕

12・30 声明〔市長当選問題〕〔琉新・朝〕

12・30 那覇市長問題／慎重な扱いが必要／ロ

ンドン・タイムスも取上げる〔沖タ

・夕〕

★12・30 権力者は反省すべき／安里委員長福岡

で語る〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 563

★12・30 自治への不干渉を要請／日本社会党

〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 563

★12・30 発言ひかえる／市役所職員労組〔沖タ

・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 563

★12・30 瀬長市長反対期成会／波之上バー組合

〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 563

12・30 瀬長市長の出現／本土新聞も連日報道

〔琉新・夕〕

12・30 ”すべては就任後に”／問題の人瀬長

氏の意向〔琉新・夕〕

12・30 干渉の排除／社会党も申入れ〔琉新・

夕〕

★12・31 瀬長市政と対決／民主党那覇連合支部

が声明〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 564

★12・31 2,000余名が職を失う／お先真っ暗、那

覇の都計〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 564

12・31 声／那覇市長選挙に思う〔琉新・朝〕

★12・31 広告／小禄地区反人民党同志会宣言

〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 564

★12・31 広告／声明書〔金融協会融資拒否〕〔琉

新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 564
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1957年（昭和32年）

★１・１ 瀬長氏の市長就任に／人民党が声明を

発表〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 565

★１・１ 1,200万円／労賃支払う〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ 565

１・１ 広告／那覇市議会〔琉新・朝〕

１・４ 瀬長市長当選の波紋／第二キプロス化

の恐れ／米本国対策に慎重期す〔琉

新・朝〕

★１・４ ｜社説｜沖縄の情勢をめぐって〔琉新

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 565

★１・４ ”選挙の結果を認めよ”／那覇市長問

題で社大党声明〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 566

１・４ きょう最終態度決定／瀬長氏の市長就

任に那覇市役所職員〔琉新・朝〕

１・４ 声／民主主義はどこに〔琉新・朝〕

★１・４ 広告／声明〔瀬長亀次郎氏当選に対し

遺憾〕〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 566

１・４　 停った那覇都計〔沖タ・夕〕

１・４　 議会闘争後不信任へ／瀬長市長に27議

員対決部課長留任を要望〔沖タ・夕〕

★１・４ ”時機を見て不信任”／瀬長氏の市長

就任に議会態度決定〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ 567

１・５　 大絃小絃〔新市長に対する周囲の圧力〕

〔沖タ・朝〕

１・５　 対那覇市長問題は民自体で／合法的に

対策講ぜよ／レ長官、政財界人と懇

談〔沖タ・朝〕

１・５　 ”総辞職はしません”／那覇市の部課

長昨夜、態度を決める〔沖タ・朝〕

１・５　 給料遅払いはご免／職員労組瀬長市長

へ決議〔沖タ・朝〕

１・５　 けさ当選証書交付式〔沖タ・朝〕

★１・５ 瀬長氏の市長当選問題で会談／”住民

で反共態勢を”／レ長官が民首脳に

示唆〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 567

★１・５ 全員留任のハラ固む／瀬長市長迎える

那覇市役所部課長／市議会の要望容

れ態度決定〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 568

★１・５ ”人事には公正を期せ”／瀬長氏の市

長就任に市職労組が５項目要求〔琉

新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 569

１・５ 米国は不介入の態度／瀬長市長遠から

ず退任予想／米外交当局の観測〔琉

新・夕〕

１・５ けさ市長当選証書交付さる／きょうか

ら瀬長市長／全部課長も深刻な表情

で拍手〔琉新・夕〕

★１・５ 真和志／自主的に区運営／区長制に代

り担当員設く〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 569

★１・５　瀬長氏、市長のイスへ／けさ当選証書

交付〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 569

１・５　３月の市会が大詰め／米政府は介入せ

ず〔沖タ・夕〕

★１・５　那覇市助役辞任〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 570

１・５　新市長へ要求書／職員労組代表が〔沖

タ・夕〕

１・５　都計誠意尽して折衝／乗っとり人事せ

ぬ／…記者団と一問一答〔沖タ・夕〕

１・５ 人民党書記長は辞任／部課長との会談

で兼任の不可示唆〔琉新・夕〕

１・５ ”やがて春が･･･”／瀬長市長、記者

団会見〔琉新・夕〕

１・６ ｜社説｜市長問題と今後の政治〔沖タ

・朝〕

１・６　大絃小絃〔瀬長亀次郎氏、市長当選で、

一躍内外の「話題の人」に〕〔沖タ・

朝〕

★１・６　強制収用は避ける／新市長出現で動き

出す農研所問題〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 570

１・６　後任助役を推薦／那覇市部課長会が協

議〔沖タ・朝〕

１・６　賑った瀬長市長就任祝賀会〔沖タ・朝〕

１・６　瀬長市長ラジオ東京と国際電話〔沖タ

・朝〕

１・６　”減税”はデマだ／不信任決議はせぬ

だろう／瀬長那覇市長に聞く〔沖タ

・夕〕

１・６ 社会党が重視／土地問題と瀬長市長問

題〔琉新・夕〕

★１・６ どうなる職員の給与支払い／那覇市手

持ちは差引ゼロ？〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 570

１・７ 前途多難な瀬長新市長／ヤマ、３月の

定例会／第一の障壁は都計事業？

〔沖タ・朝〕

１・７ 記者のメモ／市財政も資金カンパで…

？〔沖タ・朝〕

１・７ 公聴／慎重に考えよ／大人の反省を

〔沖タ・朝〕

１・７ ｜社説｜当間主席に望む〔琉新・朝〕

１・７ 記者団避け会談／瀬長市長主席へ挨拶

回り〔沖タ・夕〕

１・７ 軍首脳、会見断わる／瀬長市長の登庁

第１日〔沖タ・夕〕

★１・７ ”困難な市政打開せん”／瀬長那覇市

長けさ就任挨拶〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 570

１・７ 軍首脳面接を拒絶／都計問題障壁にぶ

つかる瀬長市長〔琉新・夕〕
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１・８ 記者のメモ〔瀬長市長が当間主席へ市

長就任挨拶〕〔沖タ・夕〕

１・８ ”軟化ではない”／瀬長市長、国際電

話〔沖タ・朝〕

１・８ 27議員会合〔沖タ・朝〕

１・８ 就任挨拶めぐりでちよっぴり打診？／

春はいつ”資金凍結”／琉銀総裁に

聴く瀬長市長との会談〔琉新・朝〕

１・８ 真和志合併へ積極的／20日の議員全体

会議で表明〔沖タ・夕〕

１・９ 大絃小絃〔人民党市長を登場させた一

半の責任は紳商的一部財界実業人に

ある？〕〔沖タ・朝〕

１・９　瀬長市政批判へ／那覇市政研究クラブ

生る〔沖タ・朝〕

１・９　公聴／人民党市長と反共運動〔沖タ・

朝〕

★１・９ ”那覇市政研究クラブ”／二日会も解

散27議員で結成〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 571

１・９ ”凍結資金解けると確信”瀬長市長都

計工事を視察〔琉新・朝〕

１・10 独走を慎しめ合う／翁長真和志市長泉

那覇市議長と懇談〔琉新・朝〕

１・11 市政をどう打開する／今夜二日会、瀬

長市長と懇談〔沖タ・朝〕

１・11 農研所移転を検討／那覇市政研究クラ

ブきよう会合〔沖タ・朝〕

１・11 瀬長市長の申入れで／那覇市議二日会

と今夕懇談会〔琉新・夕〕

１・12 基地化に反対でない／瀬長市長、市議

と懇談〔沖タ・朝〕

１・12 二日会を解消／昨夜、声明発表〔沖タ

・朝〕

１・12 農研所問題検討／市政研究クラブ〔沖

タ・朝〕

１・12 瀬長市長の秘書に伊波広定氏〔沖タ・

朝〕

★１・12 農研指所の移転促進／那覇市政研究ク

ラブが乗り出す〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 571

★１・12 瀬長市長の方針を質す／那覇市議４氏

が会見懇談〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 571

１・12 瀬長那覇市長秘書に伊波広定氏〔琉新

・朝〕

１・14 二日会解消で／メツセージ発表〔琉新

・朝〕

★１・14 一おう買上げストップ／農研所移転話

合い解決に曙光〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 572

１・14 瀬長談話にがっかり／合併問題真和志

も静観〔沖タ・夕〕

１・15 改正市町村税法に主席署名／市町村税

3,350万円の減税／施行は明年度予算

期から〔琉新・朝〕

１・16 那覇の断水異変／悲鳴あげる街の表情

／休業の風呂屋も出る／井戸端はバ

ケツの放列〔沖タ・朝〕

１・16 軍からの給水再開／１日50万ガロンで

従来の半分〔沖タ・朝〕

１・16 ｜社説｜町村民の負担を軽くせよ〔琉

新・朝〕

１・16 決議の時機を検討／那覇市政研究ク懐

中の市長不信任〔琉新・朝〕

１・17 ｜社説｜”貰らい水”の悲哀〔沖タ・

朝〕

１・17 和やかに「最大公約数」問答／瀬長市

長と市議懇談会〔沖タ・朝〕

１・17 琉銀総裁らが懇談／那覇市反当局派と

〔沖タ・朝〕

１・17 延びる那覇の生活保護費支給／琉銀資

金凍結とは関係なし〔沖タ・朝〕

１・18 ｜社説｜ツノをためる／政治屋とコウ

ヤク〔沖タ・朝〕

１・18 臨時議会の招集要求／那覇市会反当局

派定例議会で不信任へ〔沖タ・朝〕

１・18 那覇市職員労組18日に執行委〔沖タ・

朝〕

１・18 論叢／那覇市長選挙の波紋／仲吉良光

〔沖タ・朝〕

１・18 臨時議会の招集請求／那覇市政研究ク

ラブが〔琉新・朝〕

★１・19 ｜社説｜農研所移転に関連して〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 572

１・19 当局も市会招集準備／那覇市会反当局

派市長不信任にも二つの動き〔沖タ

・朝〕

１・19 給水ワク広がる／那覇の水道なくなる

深夜節水〔沖タ・朝〕

１・19 反当局派を励ます／市研クラブと財界

人懇談〔沖タ・朝〕

１・19 臨時議会31日招集／都計工事などを案

件に／那覇〔沖タ・朝〕

１・19 ”遅延策はとらない”／臨時議会請求

に瀬長市長〔琉新・朝〕

１・19 那覇市の臨時議会31日に招集〔琉新・

夕〕

１・19 ”那覇市の窮状打開に”／昨夜27議員

と財界が懇談〔琉新・夕〕

１・20 社大党大会／那覇市長問題で抗議〔沖

タ・朝〕
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１・21 那覇市会28日に招集〔沖タ・夕〕

１・21 不信任決議の時機／那覇市政研究クに

両見解〔琉新・夕〕

１・21 那覇市の臨時議会／28日繰り上げ招集

〔琉新・夕〕

★１・22 早期合併申入れる／注目される那覇市

会の動き／真和志市会態度決る〔沖

タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 573

１・22 再び合併促進を要請／那覇市臨時議会

に待機する真和志〔琉新・朝〕

★１・22 資金凍結と補助の停止／那覇市が琉銀

に理由質す〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 573

１・22 合併の呼びかけに／那覇市会の動きは

微妙〔琉新・夕〕

１・23 民政官の説明求める／瀬長市長主席に

も尽力頼む／資金凍結〔沖タ・朝〕

★１・23 きのうから節水／那覇市の水道新水源

地の測量開始〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 573

１・23 ｜社説｜真和志と那覇の合併の効用

〔琉新・朝〕

１・23 臨時議会対策を協議／那覇の市政研究

クラブ〔沖タ・夕〕

１・24 大絃小絃〔真和志の合併、最近の那覇

市のゴタゴタからすれば望みうす〕

〔沖タ・朝〕

１・24 現状維持で精一杯／那覇市の困窮財政

３・四半期の実行予算〔沖タ・朝〕

★１・24 窮乏の那覇市財政／急場凌ぎの予算編

成〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 574

１・24 ”都計にどう対処する”／那覇市政研

究クラブ臨時議会の案件決定〔琉新

・朝〕

１・24  具体的に市政追及／那覇市の反当局派

臨時議会は10日間〔沖タ・夕〕

１・24 那覇市臨時議会／招集正式に請求〔琉

新・夕〕

１・25 一体合併するのか／真和志が協議会申

入れ〔沖タ・朝〕

１・25 初の専従者おく／那覇市職員労組が申

入れ〔沖タ・朝〕

１・25 那覇市臨時議会／今期２週間予定〔琉

新・朝〕

★１・26 合併促進協議会作る／両市会代表が意

見一致〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 575

１・26 那覇真和志合併への動き活発化／促進

審議会の設置／泉那覇議長が真和志

側に約す〔琉新・夕〕

１・27 新年の政局は曇り気味／もたつく三つ

の問題／陽差しとざされ足ぶみ／本

社記者座談会〔琉新・夕〕

★１・28 那覇市への水源地貸与／具志頭村議会

が拒否声明〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 576

１・28 那覇市の水道／軍が給水量ふやす〔沖

タ・夕〕

★１・28 予算審議に質問活発／瀬長市長、初の

那覇市会〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 576

１・28 大荒れの那覇市議会／集中攻撃浴びる

瀬長市長〔琉新・夕〕

１・29 記者のメモ／那覇に18世紀の政治布く

？〔沖タ・朝〕

１・29 瀬長市長施政方針の反響〔沖タ・朝〕

１・29 記者席／笑顔一つ見せぬ瀬長市長〔琉

新・朝〕

１・29 那覇市議会／あす本会議再開／追加予

算は委員会付託〔琉新・朝〕

１・30 記者のメモ／ウルサイッ不信任案出せ

〔沖タ・朝〕

１・30 仮橋架設で渡り合う／那覇市会総務財

政委〔沖タ・朝〕

１・30 記者席／わたりあう那覇議員〔琉新・

朝〕

１・30 那覇市議会／総務財政委〔琉新・朝〕

★１・30 予算案を修正可決／那覇市会”資金凍

結”で論議〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 577

★１・30 那覇／水を求めて各地調査〔沖タ・夕〕･ 577

１・30 那覇市議会／先ず本工事から／追加予

算、委員会修正案可決〔琉新・夕〕

１・31 バ民政官との会見／瀬長市長重ねて

懇請〔琉新・朝〕

１・31 記者席／狂歌も飛び出す那覇市会〔琉

新・朝〕

★１・31 瀬長那覇市長問題／現状、基地に危険

はない／軍当局当分静観の態度〔沖

タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 578

★１・31 債務の償還力に懸念／”資金凍結”に

琉銀回答〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 578

１・31 ”市財政見通しつかず”／融資凍結、

琉銀から那覇市に回答〔琉新・夕〕

２・１　大絃小絃〔那覇市の時間給水、水談義〕

〔沖タ・朝〕

２・２　那覇市会活発な一般質問／資金凍結な

ど鋭く追及〔沖タ・夕〕

★２・２　 100万円／補助残額の交付拒否／工交

局が那覇市へ〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 579

２・２ 泊港ターミナルビル工事陳情に回答／

補助金交付も再検討／那覇市の都計

変更に対処〔琉新・夕〕

２・３　記者のメモ／市会にまかり出た平清盛
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…〔沖タ・朝〕

★２・３　都計に１億2,000万／瀬長那覇市長が

補助金陳情〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 579

２・４　記者のメモ／予算削られても事業は減

らぬ？〔沖タ・朝〕

２・４　”断じて脱党はせぬ”／那覇市会市長

へ野党攻勢続く〔沖タ・夕〕

★２・４ 死んでも脱党せぬ／資金凍結めぐり論

争／那覇市会〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 579

２・５　那覇市会／資金凍結問題を追及／「解

除要請」を否決〔沖タ・朝〕

２・５　若狭小校敷地を現場視察／那覇市文厚

労委〔沖タ・朝〕

２・５ 記者席／瀬長退陣を説く高良議員〔琉

新・朝〕

２・５　時評／セナガ市長と怪物？／亀川正東

〔沖タ・夕〕

２・５ 教育税や都計俎上に／那覇市議会質疑

愈よ活発化〔琉新・朝〕

２・６　促進協議会の早急組織／合併問題真和

志が那覇へ申入れ〔沖タ・朝〕

２・６　若狭小校の敷地問題審議／…那覇市会

文教厚生委〔沖タ・朝〕

２・６ 若狭幼稚園の敷地／那覇市会文教厚委

要望意見付し採択〔琉新・朝〕

★２・７　合併促進協議会の組織／臨時議会中に

那覇も乗出す〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 580

２・７ 両市の合併促進／那覇市政研究ク、真

和志側と懇談〔琉新・朝〕

★２・７　このままでいいのか／那覇の河川工事

停止／雨季控え氾濫の不安／市長と

市会は責任のなすりあい〔沖タ・夕〕･ 581

２・７　若狭小校の敷地で質疑／那覇市臨時議

会〔沖タ・夕〕

２・８　都計ストップは市長の責任／資金凍結

３月迄に解除せよ／那覇市会が要望

決議〔沖タ・朝〕

★２・８ 凍結論争で那覇市会幕切れ最高潮／

”責任は市長に”要望決議／市長

”市民への責任転嫁だ”〔琉新・朝〕･ 581

★２・８　合併促進協議会を結成／那覇市会〔沖

タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 583

★２・８　足並み揃わぬ「不信任」／那覇市会提

出時期に異論〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 583

２・９　合併促進協議会の準備委を結成／真和

志市でも〔沖タ・朝〕

２・９　公聴／瀬長市長へ望む〔沖タ・朝〕

２・９　償還は大丈夫／那覇市融資再開を懇請

〔沖タ・朝〕

★２・９ ”市債償還に確信あり”／那覇市融資

再開を申請〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 583

２・９　 臨時市会終る〔沖タ・夕〕

２・10 公聴／市長批判に答える〔沖タ・朝〕

２・10 真和志市追加更正予算可決〔琉新・朝〕

★２・10 市町村合併促進審議会規則公布〔琉新

・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 584

★２・13 渡日拒否に／瀬長市長再申請〔沖タ・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 584

２・14 記者のメモ／市長”書きますワヨ”の

巻〔沖タ・朝〕

★２・14 那覇市／16億円の特別補助を／日本政

府へ戦災復興援助要請〔沖タ・朝〕･ ･ 584

２・14 琉銀へ融資再開を要望／瀬長那覇市長

〔沖タ・朝〕

２・14 民主党と協力して局面の打開へ／那覇

市議〔琉新・朝〕

２・14 沖縄返還の国民大会／那覇市政問題な

ど追加〔琉新・夕〕

２・15 社会党へ支援要請／渡航拒否問題で瀬

長那覇市長が〔琉新・朝〕

★２・15 瀬長市長渡航拒否問題／日本社会党が

取上げる〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 584

★２・17 野党議員の大半が署名／那覇市会防共

法の立法請願〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 585

★２・18 大絃小絃〔赤い市長退治にチエ尽き防

共法の動き〕〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 585

２・18 那覇・真和志の合併促進など／社大党

大会の動議採択・声明発表〔沖タ・

朝〕

２・18 防共法待って退陣迫る／上原那覇市議

福岡で語る〔沖タ・朝〕

２・18 瀬長市長渡日問題／外務省から返電

〔沖タ・夕〕

★２・18 社大党／那覇への圧迫排除など／政治

社会問題で三つの決議〔琉新・朝〕･ 586

★２・19 公聴／防共法立法請願の那覇市議を批

判す〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 586

★２・23 ”小作人にも補償”／…農研所移転問

題で当局説明〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 586

２・23 25日に現地を視察／農指移転問題那覇

市会総財委が〔琉新・朝〕

２・23 記者席／中学生より劣る那覇市議員

〔琉新・朝〕

★２・23 合併の促進へ／真和志市議会動く〔琉

新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 587

★２・24 論叢／議員という名の職業／那覇市議

員を批判する（上）／金城次郎〔沖

タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 587
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★２・25 論叢／議員という名の職業／那覇市議

員を批判する（下）／金城次郎〔沖

タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 588

★２・26 合衆国の土地収用計画（要旨）／地価

相当額支払う／原形に復する責任は

ない／長期使用〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 589

★２・26 ”土地は売りません”／那覇市会地主

と懇談／農研所移転難航〔沖タ・朝〕･ 590

★２・26 那覇市の資金凍結／”米政府は知らな

い”／極東軍、社会党に回答〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 591

★２・27 ｜社説｜新布令の公布〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 591

★２・27 大絃小絃〔那覇市の資金凍結〕〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 592

２・27 合衆国土地収用計画布令164号／（上）

〔沖タ・朝〕

★２・27 １階スラブで中止／泊港ターミナル工

事解約〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 592

２・27 ｜社説｜軍用地新布令の公布〔琉新・

朝〕

２・27 ”区長廃止”に悲鳴／真和志の一部に

復活の動き〔沖タ・夕〕

★２・27 市民の手で再開／安里川の浚渫工事け

さから〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 593

２・28 貧しい人のために醵金／真和志の議員

さんたちが〔沖タ・朝〕

２・28 空港ターミナルの建設資料／運輸省に

送付依頼〔沖タ・夕〕

★２・28 会長大いに語る／グループめぐり（３）

／那覇市政研究クラブ／集まりもダ

レ気味／足並揃わぬ27士〔沖タ・夕〕･ 593

３・３　 大絃小絃〔琉銀資金凍結問題、富原総

裁大いに激怒〕〔沖タ・朝〕

３・３　 合併促進協議会の早期結成／真和志が

動く〔沖タ・朝〕

３・３　 那覇市／定例議会26日に延期〔沖タ・

夕〕

３・４ ｜社説｜新教育法布令とその後に来る

もの〔琉新・朝〕

★３・８　 バスターミナル／使用料徴収でもむ／

業者、那覇市と対立〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ 594

３・11 声／市当局に苦言〔琉新・朝〕

３・12 記者席／次期那覇市長選の�〔琉新・

朝〕

★３・13 祖国復帰の促進へ／昨夜那覇市民大会

で決議〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 594

３・14 那覇へ200万円／総評のカンパ救援物

資贈る〔沖タ・朝〕

３・14 声／那覇市の地番〔琉新・朝〕

３・14 那覇市への200万円の物資／総評から

瀬長市長に私信〔琉新・朝〕

３・14 瀬長市長の追出し策／対等合併か不信

任案か／反当局派議会前に決る〔琉

新･夕〕

★３・16 大絃小絃〔資金凍結で”都計”がマヒ〕

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 594

３・17 ｜社説｜那覇の定例市会をひかえて

〔沖タ・朝〕

★３・19 ｜社説｜混迷の那覇市会と市政の正

常化〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 595

３・19 記者席／那覇市を国連に提訴〔琉新・

朝〕

★３・19 野党にも三つの動き／市長不信任、真

和志との合併、自治法の改正促進／

注目さる那覇市定例議会〔琉新・朝〕･ 596

３・20 瀬長市長に辞職勧告／生活を守る会

〔沖タ・朝〕

★３・20 農研所移転問題結論出ず／那覇市総務

財政委〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 597

３・22 道路舗装の陳情／旧首里の市民から

〔沖タ・夕〕

★３・24 声／那覇市会解散を望む〔琉新・朝〕･ 597

３・24 那覇市職員労組／きのう定期大会〔沖

タ・夕〕

３・24 長嶺那覇市副議長ら当間主席と懇談

〔沖タ・夕〕

３・25 まず100万円送る／総評の那覇市救援

カンパ〔沖タ・夕〕

３・26 もたつく不信任評定／注目される中間

派の動き／次善の策に対等合併も／

那覇市会〔沖タ・朝〕

３・26 記者のメモ／”不信任”賭でいこうか

…？〔沖タ・朝〕

３・26 合併申入れ／真和志市会正式交渉へ動

く〔沖タ・朝〕

★３・26 那覇市との早期合併／真和志全市議翁

長市長に申入れ要請〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 597

３・26 注目の那覇市会開く／瀬長市長の言辞

が論議の焦点か〔琉新・朝〕

３・26 那覇市会けさ開く／再提案の前島架橋

問題など〔沖タ・夕〕

３・26 那覇市会／期待はずれの傍聴席／引込

んだ市長不信任案〔琉新・夕〕

３・26 下地町の議員らが那覇市議会を傍聴

〔琉新・夕〕

３・27 中の橋など着工きょうから／那覇市会

全体協議会で決定〔沖タ・朝〕

★３・27 那覇市会やっさもっさ／うずまく底流
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も表面波静か〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 597

３・27 安里川埋立地売却／承認議案提出〔琉

新・夕〕

３・27 瀬長市長不信任の動き活発化／18名が

既に署名／23名獲得に大わらわ〔琉

新・夕〕

３・28 市長不信任あす提案／那覇市会18名が

同調の署名〔沖タ・朝〕

★３・28 ”さぁ早く合併しよう”／真和志市側、

那覇市に正式申し入れ〔琉新・朝〕･ ･ 598

３・28 あす不信任案提出／理由瀬長市政では

安心できぬ〔琉新・夕〕

★３・29 ｜社説｜市長不信任案どうなる〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 599

３・29 主席招いて聴取／那覇市政問題で民政

官が〔沖タ・朝〕

３・29 どう転ぶ市長不信任／きょう那覇市会

再開／カギ握る旧二日会系／署名同

調は依然18議員〔沖タ・朝〕

３・29 那覇市定例議会／鍵をにぎる旧二日会

／注目される市長不信任案〔琉新・

朝〕

３・29 真和志市会開く〔沖タ・夕〕

３・29 波乱ふくみけさ開会那覇市会／難航す

る不信任案／辞職勧告の動き潰れる

〔沖タ・夕〕

３・29 総評カンパで公会堂／那覇市がセメン

ト購入依頼〔沖タ・夕〕

★３・29 不信任案お流れ／旧二日会の態度変ら

ず／那覇市会〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 600

３・30 大絃小絃〔都計工事にまつわる土地問

題をめぐる不正発言の反響〕〔沖タ・

朝〕

３・30 会期延長で成立図る／那覇市会不信任

強硬派〔沖タ・朝〕

★３・30 記者席／那覇市議会かくて会期延長

〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 600

★３・30 会期４日間延長、情勢どう変る那覇市

会／出直す市長不信任案／旧二日会

”時期尚早”を堅持〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 600

★３・30 那覇市会に要請／明大文学部学生会か

ら〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 601

３・30 この月の政治批評／投書から〔沖タ・

夕〕

３・31 焦点に立つ那覇市会／やっさもっさ３

人男〔沖タ・朝〕

３・31 ”市議・吏員に不正”／昨夜の市政報

告会島袋嘉順議員が指摘〔沖タ・朝〕

★３・31 那覇の態度が問題／翁長市長真和志市

会で答弁〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 601

３・31 真和志市議会／新たな決意で臨むか／

真和志都市合併〔琉新・夕〕

★３・31 花火でビラも飛ぶ／那覇市主催の市政

報告会〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 602

★４・１　 大絃小絃〔最近の那覇市議会の瀬長市

長不信任をめぐって〕〔沖タ・朝〕 ･ ･ ･ 602

４・２　 不信任か辞職勧告か／那覇市会きょう

再開〔沖タ・朝〕

★４・２　 那覇市会／閉会宣言に混乱状態／議長

に番号札投げつける〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ 603

４・２ 那覇市会／閉会宣言に議場騒然／議長

めがけて名札飛ぶ〔琉新・夕〕

４・３　 不信任、基本線変らず／那覇市会／慎

重派を説得賛成派声明出す〔沖タ・

朝〕

４・３　 記者のメモ／泉議長、危く脱出？〔沖

タ・朝〕

４・３ 不発に終る両決議案／市長不信任、辞

職勧告／那覇18議員が声明発表〔琉

新・朝〕

★４・４　 大絃小絃〔那覇定例市会の混乱ぶり〕

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 603

４・４　 今晩の話題／汚点残した那覇市会〔沖

タ・夕〕

４・４　 瀬長那覇市長へ／全学連から入電〔沖

タ・夕〕

４・４ 瀬長市長に激励電／不信任案お流れに

〔琉新・夕〕

★４・５ ”ちょっと待った真和志への移転”／

嫌われる高圧線架設／都計防ぐと市

議会が反対表明〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 604

４・５　 高圧線の移動／真和志側が反対〔沖タ

・夕〕

４・５ 那覇市会／テンヤワンヤ始末記〔琉新

・夕〕

４・６　 橋ができて／やっと開校／前島小校

〔沖タ・朝〕

４・６　 公聴／暴力議会に思う〔沖タ・朝〕

４・７ 民主党党務執行委／那覇市問題を協議

〔琉新・朝〕

４・10 那覇市政報告会／１万余の聴衆で埋ま

る〔琉新・夕〕

４・12 ｜社説｜自治強化と市町村合併〔沖タ

・朝〕

★４・13 旧市街中心だった／那覇市が政府へ回

答／都計〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 604

★４・13 那覇の都計工事一部再開〔沖タ・朝〕･ ･ 605

４・14 ”瀬長市長の反省が必要だ”／都計那
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覇市の態度に安里工交局長談

★４・20 苦情の多い区画整理／”実態を明らか

に”那覇市議が陳情〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ 605

★４・21 大絃小絃〔那覇市の区画整理に市議が

実情説明を申入れる〕〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ 605

４・21 牧志通りの下水溝清掃／那覇市が陳情

〔沖タ・夕〕

★４・24 瀬長市長、渡航申請／出管部で再び手

続き〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 606

４・24 那覇市霊園近く着工／…市街地の墓を

整理〔沖タ・朝〕

４・26 商業地域の指定変更／那覇市建設委、

桜坂の陳情採択〔沖タ・朝〕

４・26 美栄橋地区の商地域変更／那覇市議会

建設委で審議〔琉新・朝〕

★４・28 水源地開拓に5,000万円／那覇市が政

府へ補助申請〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 606

４・29 安里川の水面埋立地／那覇市へ編入法

手続きとる〔沖タ・夕〕

４・29 久茂地川の浚渫／政府に陳情〔琉新・

夕〕

４・30 記者のメモ／安里局長、市長と電話で

渡り合う〔沖タ・朝〕

４・30 水道への特別助成／瀬長那覇市長政府

へ要請〔琉新・朝〕

４・30 那覇市会文厚労委輪禍防止協議〔琉新

・朝〕

４・30 久茂地川のしゅんせつ／宙に浮く許可

書発行／食い違う市と工交局見解

〔琉新・朝〕

４・30 水源地開拓に補助を陳情〔沖タ・夕〕

５・１　 社説／ガーブ川は人道問題だ〔沖タ・

朝〕

★５・１　 どうなるガーブ川工事／折合いつかぬ

政府と那覇市〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 606

５・１　 那覇市が機構改革／部の縮小や24区案

決る〔沖タ・朝〕

５・１ 那覇市、区長制復活か／機構改革と共

に準備進む〔琉新・朝〕

５・２　 通り会が着工する／ガーブ川工事工交

局の機材借り〔沖タ・朝〕

５・３ ”話合いにすぎぬ”／那覇市への融資

拒否／沖銀〔琉新・夕〕

★５・４　 ガーブー川の土砂片づけ／政府の機材

借り市が着工〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 607

★５・５ 那覇25万余坪に権利取得通告／軍用地

一括払い第１号／地料は４億1,000

万円〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 607

５・６　 ｜社説｜慎重に対処すべき｢通告」〔沖

タ・朝〕

５・６ ｜社説｜一括払い告知とその対策〔琉

新・朝〕

５・６　一括払いは受けない／垣花地主らけさ

協議会〔沖タ・夕〕

★５・６ 那覇市／一括払いを検討／会議室で地

主たちが〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 608

５・７　全地域夜間断水／那覇市の水道〔沖タ

・朝〕

５・７　幹線道路に歩道を／那覇市会文厚労委

が要望〔沖タ・夕〕

★５・８　｜社説｜土地収用令と政府〔沖タ・朝〕･ 608

★５・８　不審な区画整理を究明／那覇市会建設

委〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 609

５・８ 最悪の場合地主大会？／那覇市会建設

委区画整理のいきさつ調査〔琉新・

朝〕

★５・10 どうする7,700万円／那覇市への一括

払い土地補償〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 610

★５・13 毎年払を決議／一括払は生活に不安／

きのう那覇地主大会〔沖タ・朝〕･ ･ ･ 610

５・13 ５日以内に明るみへ／瀬長市長断固処

分すると強硬〔琉新・夕〕

★５・15 大絃小絃〔土木工事をめぐる、汚職事

件〕〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 611

５・15 一括払い阻止を決議／本土に協力要請

／立法院事態収拾にのり出す〔琉新

・朝〕

５・15 農道建設ピンはね？／首里石嶺区に未

だ建たぬ区民クラブ〔琉新・朝〕

５・16 ｜社説｜続発する汚職事件と公吏〔琉

新・朝〕

５・16 汚職や不当計理を追及／56年度決算報

告審議の立法院決算委／官房長局長

に責任あれば問責／大湾氏が不正調

査究明委新設提案〔琉新・朝〕

５・17 ｜社説｜汚職と派閥人事〔琉新・朝〕

５・17 軍リストと大きな開き／60％が補償対

象外／軍用道路潰地坪数／真和志市、

40万円で単独測量〔沖タ・夕〕

５・18 那覇都計問題〔琉新・朝〕

５・18 一括払い反対決議／垣花軍用地主議長

団が提出〔琉新・朝〕

５・19 ｜社説｜土地問題と地主の意思〔沖タ

・朝〕

５・19 あす懲戒処分発表／那覇市砕石場の横

領事件〔沖タ・朝〕

５・19 那覇市役所の一斉増棒今議会に提案

〔沖タ・朝〕
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★５・19 ”一括払い絶対反対”／昨夜那覇市民

大会で決議〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 611

５・19 関係者らを喚問調査／那覇市懲戒委二

つの事件近く全貌発表〔琉新・朝〕

★５・19 競輪法廃止／行政府方針決定〔琉新・

夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 612

５・20 あっさり認める／那覇市砕石場汚職の

喚問〔沖タ・夕〕

５・20 「役員改選」でもむ／首里バス総会〔沖

タ・夕〕

５・21 建設部長も喚問／那覇市汚職処分発表

はきょう〔沖タ・朝〕

５・21 軍用地／真和志の天久より安い／垣花

賃貸料の基準質す〔琉新・朝〕

５・21 どこまで進展？那覇市役所の汚職／告

発の準備も進む／事件の全貌きょう

明るみへ〔琉新・朝〕

★５・22 ２年前から水増し／那覇砕石場汚職の

処分発表〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 612

５・22 西森砕石場の汚職全貌明るみへ／二重

帳簿でごまかす／上原課長らを懲戒

免職〔琉新・朝〕

５・22 新垣事務局長が辞表を提出／那覇市議

会〔琉新・夕〕

５・23 昨年より5,000万円増／那覇市の新年

度予算案〔沖タ・朝〕

５・23 那覇市新年度予算大綱総額１億7,649

万円／純自己財源は減る／民府補助、

凍結市債も計上〔琉新・朝〕

５・23 総合運動場建設費補助を陳情〔琉新・

朝〕

５・24 今予算でベット増設／那覇市が関係当

局と協議悩みの精神病管理〔沖タ・

朝〕

５・24 牧志と希望ガ丘に公園／那覇市が全額

補助陳情〔琉新・夕〕

５・24 釈明〔新垣事務局長辞表提出〕〔琉新・

夕〕

５・25 自己財源は収入減／予算案めぐる那覇

市会〔沖タ・夕〕

５・25 又吉道路歩道設置／地主との交渉始め

る〔沖タ・夕〕

５・26 那覇市建設委が喚問／石嶺区の農道問

題〔沖タ・朝〕

５・26 砕石場汚職近く告発〔沖タ・朝〕

★５・26 首里バス役員人事決る〔沖タ・朝〕･ ･ 612

５・26 那覇市役所人事〔沖タ・朝〕

５・26 那覇市懲戒処分／一部取消し〔琉新・

夕〕

５・27 記者のメモ／まかり通るセナガ大株主

〔沖タ・朝〕

５・27 根拠のない編成／那覇市会反当局派新

予算対策練る〔沖タ・朝〕

５・27 教育布令一部改正公布〔琉新・夕〕

５・28 ｜社説｜瀬長市政の動向〔沖タ・朝〕

５・28 株主外の新役員に？／首里バス〔沖タ

・朝〕

５・28 近く市民集会／予算説明に／那覇〔沖

タ・朝〕

５・29 ｜社説｜試練に立つ那覇市会〔沖タ・

朝〕

５・29 那覇市が４名告発／砕石場めぐる汚職

事件〔琉新・朝〕

６・２　 いつできる総合グラウンド／埋もれた

「埋立申請」／工交局那覇市でごた

ごた〔沖タ・夕〕

６・５　 ｜社説｜４代表を送るに際して〔沖タ

・朝〕

★６・５　 那覇港一帯を強制収用／限定付土地保

有権米に移る／一括払い総額４億円

22万坪〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 613

６・５　 住民の真の声伝える／対米折衝に役立

つよう努力〔沖タ・朝〕

６・５ 垣花一帯に収容宣告／地料４億1,000

万を供託〔琉新・朝〕

６・５　 今晩の話題／強制収用第一号！〔沖タ

・夕〕

６・５　 受けるわけにいかない／那覇港地主代

表語る〔沖タ・夕〕

★６・５　 那覇港一帯の土地収用令要旨〔沖タ・

夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 613

★６・５　 ”市長に許可の資格はない”／航空隊

内の黙認耕作で那覇市に回答〔沖タ

・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 614

６・６　 ｜社説｜重ねて米国の良心に訴える

〔沖タ・朝〕

６・６　 47区に区長置く／那覇市の区設置条例

案〔沖タ・朝〕

６・10 ”市長不信任案”へ動く／那覇市会あ

す開会反当局派焦る〔沖タ・朝〕

６・10 あす那覇市会開く／注目される野党の

追及〔琉新・夕〕

６・11 ひと荒れするか那覇市会／区長制復活

など／盛沢山の議案できょう開く

〔沖タ・朝〕

６・11 『都計』当初方針変更せぬ／那覇市会

市長の施政方針説明〔沖タ・朝〕

★６・11 ｜社説｜那覇市会は混迷を脱せよ〔琉
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新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 614

６・11 きょうから那覇市会／火花散らすか夏

の陣／論議の焦点は都計と財源〔琉

新・朝〕

６・11 ”断固市民の生活守る”／瀬長市長施

政方針を発表／那覇市会〔琉新・夕〕

６・11 那覇市には融資しない／金融協会が声

明〔沖タ・夕〕

★６・12 那覇市会／一切の融資お断り／金融協

会が声明書配布〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 615

６・12 15日に一般質問／市債めぐり鋭く追及

か／那覇市会〔沖タ・朝〕

６・12 大山議員が釈明〔琉新・朝〕

★６・12 瀬長那覇市長新年度施政方針〔琉新・

夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 616

６・13 国庫補助を要請／瀬長市長、立法院議

員招く〔沖タ・朝〕

６・13 広告／市政報告市民集会〔琉新・夕〕

６・14 労賃不払いなど／監査委が報告首里、

農道工事の不正〔沖タ・朝〕

★６・15 那覇市会きょう再開／市長不信任強硬

派ふえる〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 617

６・15 ”消防署に不正”／那覇市長が近く市

会で発表〔沖タ・朝〕

６・15 注目のうちに開かれた／那覇市議会／

午前中は一般質問／先陣争いで質問

戦を展開〔琉新・夕〕

６・15 退職するについて御挨拶申上ます〔琉

新・夕〕

６・16 起債問題に質問集中／那覇市会施政方

針の一般質問〔沖タ・朝〕

６・16 活気づく那覇市会／軽く外らされたふ

み切れぬ質問〔琉新・朝〕

６・17 那覇市会不信任案きょう提出〔沖タ・

朝〕

６・17 市民集会で市政報告／瀬長市長〔沖タ

・朝〕

６・17 真和志市／国場川の埋立て2,000万円

を起債／きょうの議会へ提案〔琉新

・朝〕

６・17 那覇市会市長不信任案通過〔沖タ・夕〕

６・17 瀬長市政の神話（１）／崎間敏勝〔琉

新・夕〕

★６・17 那覇市会／瀬長市長の不信任案／24対

６で可決〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 618

★６・17 議会解散と選挙〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 618

★６・17 緊急部課長会議開く／”不信任案可決

は決定的”〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 619

★６・17 法的裏打ちはない／市への融資、琉銀

が回答〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 619

６・17 真和志市会／都計に拍車かける／翁長

市長の施政方針〔琉新・夕〕

６・17 瀬長市長談／”再出馬の決意あり”／

市長選挙は11月頃か〔琉新・夕〕

６・17 再度の不信任で市長は退陣〔琉新・夕〕

６・17 治安脅かさぬ限り追放せぬ／バ民政官

那覇市長問題で言明〔琉新・朝〕

★６・18 記者のメモ／”婦人議員に何をするか

ッ”〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 619

★６・18 ｜社説｜瀬長市長の不信任〔沖タ・朝〕･ 620

６・18 さぁ選挙だ！／解散気構えの那覇市会

／現議員は大半出馬か／社大党那覇

支部早くも候補者決める〔沖タ・朝〕

６・18 ”那覇との合併促進”／…真和志定例

市会開く〔沖タ・朝〕

★６・18 記者席／野次、怒声、口笛の那覇市会

〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 621

★６・18 基地が脅かされない限り追放はせぬ／

瀬長市長問題でバ民政官声明〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 621

６・18 不信任案通る／那覇市会〔沖タ・朝〕

６・18 市長不信任後に来るもの／早くも�の

顔ぶれが／那覇市議選出馬表明組も

出る〔琉新・朝〕

６・18 20日に一般質問／真和志市議会〔琉新

・朝〕

★６・18 那覇市会解散を告示／けさの市会当局

側出席せず流会〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 621

★６・18 市長不信任までの楽屋裏／踏切りに苦

慮／二日会に主導権とらせる〔沖タ

・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 622

６・18 瀬長市長／不信任さる〔琉新・夕〕

６・18 瀬長市長の不信任案通過／本土各紙一

斉に報道／まだ意見をいう時機でな

い…在京知名士〔琉新・夕〕

６・18 那覇市会本会議お流れ／市側が出席を

こばみ〔琉新・夕〕

６・18 きょう１時に解散〔琉新・夕〕

★６・19 那覇市／暫定予算組む／新議会まで専

決処分で運営〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 623

６・19 瀬長市長に激励電〔沖タ・朝〕

６・19 那覇市議選挙…８月４日／双方過半数

ねらう／動き出した那覇市議選〔沖

タ・朝〕

６・19 米大統領行政命令の全訳（上）〔沖タ

・夕〕

６・19 瀬長市政の神話（下）／崎間敏勝〔琉

新・夕〕
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６・20 代表団きのう帰る／”最善の努力払っ

た”／問題解決へ大きく前進〔沖タ

・朝〕

６・20 教育委選挙に疑義／那覇選管委、政府

に照会〔沖タ・朝〕

★６・20 内通すれば免職／瀬長市長、職員に訓

示〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 623

６・20 区長制を復活／８項目を専決処分〔沖

タ・朝〕

６・20 米大統領行政命令の全訳（下）〔沖タ

・夕〕

★６・20 那覇市議員選挙きょう告示／選挙は８

月４日に／過半数をめざす両陣営〔琉

新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 623

６・20 那覇地区教育委の選挙／市会とは別／

文教局が回答〔琉新・夕〕

★６・21 区役所47カ所に設置／瀬長市長専決処

分で告示〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 624

６・21 那覇市議選／教育委選挙は別／立候補

届出来月16日から〔沖タ・朝〕

★６・22 大絃小絃〔市長の専決処分で区長制復

活〕〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 624

６・22 那覇市議選／始まった選挙工作／保守

革新とも統一戦線で対抗〔沖タ・朝〕

６・24 那覇市政再建同盟／西銘順治氏らが結

成提唱〔沖タ・朝〕

６・24 ｜社説｜市町村首長選挙法の改正を急

げ〔琉新・朝〕

６・24 先週の動き／確認された米方針／那覇

市会瀬長市長に不適の烙印〔琉新・朝〕

６・24 今晩の話題／市会議員の選挙〔沖タ・

夕〕

★６・26 那覇市の区長制復活／専決処分と自治

法／”市長の行きすぎ”一部で疑問

視〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 624

６・26 革新系統一戦線の動き／那覇市議選�

の顔ぶれ〔沖タ・朝〕

★６・27 消防隊の不正／那覇市総務課が内容発

表〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 625

６・27 消防隊の不正事実／那覇市総務課が発

表〔琉新・夕〕

６・28 ”区長がおかれるのは８月末”／那覇

市〔沖タ・朝〕

６・29 那覇市／暫定予算纏まる／総額2,680

余万〔琉新・夕〕

★６・30 泊ターミナル建設等／那覇暫定予算

2,600万円〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 625

６・30 都市合併は見送り／真和志市会国場川

の埋立計画〔沖タ・朝〕

★７・１ ｜社説｜瀬長支持対反瀬長の戦い〔琉

新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 626

７・２ 総辞職反対を声明か／那覇市議選対策

も協議／民主党４日緊急総務会〔琉

新・朝〕

７・３　 広告／那覇市政再建同盟結成並に・瀬

長市政批判演説大会〔沖タ・朝〕

７・４　 瀬長市政批判へ再建同盟生まる〔沖タ

・朝〕

７・４　 那覇の市民集会〔沖タ・朝〕

★７・４ 金口木舌〔那覇市議選挙〕〔琉新・朝〕･ 626

７・４ 那覇市議選挙／負けられぬこの一戦／

両陣営候補者選出に必死〔琉新・朝〕

★７・４ 選挙戦は既に表面化／「那覇市政再建

同盟」生る〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 627

７・４ 那覇市／またも不正事件／助役と区整

理課長を告発〔琉新・朝〕

７・５　 声明書〔那覇市消防隊長・副隊長〕

〔沖タ・朝〕

７・５ ｜社説｜選挙浄化の運動も必要〔琉新

・朝〕

★７・６ 広告／宣言〔那覇市政再建同盟〕〔琉

新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 627

７・７ 声／民主党に警告する〔琉新・朝〕

７・７ 社大／党はタッチせず／那覇市議選は

支部委せ〔琉新・朝〕

★７・７ 那覇市議選挙／社大党はノータッチ

〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 628

７・７　 土地売買の解約など／瀬長市長市民集

会で発表〔沖タ・夕〕

★７・７　 首脳の半数が入替り／揺れ動いた那覇

市役所人事〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 629

７・７ 党として介入せず／那覇市選で大論戦

〔琉新・夕〕

７・８　 早くも前哨戦／那覇市議選挙両派各地

で演説会〔沖タ・朝〕

７・８ ゆらぐ社大党／知念、崎間両氏脱退／

”指導力失った”と声明〔琉新・朝〕

７・８ 市議選対策報告／人民党の臨時党大会

〔琉新・朝〕

７・８ 那覇消防隊分団員が／ハツピ返納デモ

／市長の不当解雇に憤慨〔琉新・朝〕

７・８　 不在投票を粛正／那覇市選管委が警告

〔沖タ・夕〕

★７・８　 消防団が全員辞職／那覇ハッピ返上・

デモ行進〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 629

７・８ 市役所に押しかける／プラカードにハ

ッピ姿の消防隊〔琉新・夕〕

★７・９ 那覇市議選挙既に火ブタ切る／両派が

102

1957年（昭和32年）



首里と小禄に分れ気勢あげる／首里

はヤジ乱れ飛ぶ／小禄の会場は至っ

て平穏〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 630

７・９ 消防／”あすにでも補充”／非常勤失

った那覇市〔琉新・朝〕

７・９ 声／納得のいく政治を〔琉新・朝〕

７・９　 ゆれるバスターミナル／予定敷地確保

に難点／業者の計画に市当局対立？

〔沖タ・夕〕

７・９　 瀬長市政を批判／再建同盟遊説の第一

声〔沖タ・夕〕

７・９　 有権者６万1,000名／早くも名簿写し

〔沖タ・夕〕

７・９ ナイキ工事を開始／総額９億で１年が

かり〔琉新・夕〕

７・10 公聴／那覇市政再建同盟の結成を喜ぶ

〔沖タ・朝〕

★７・10 市が認可却下を申請／バス協会のター

ミナル〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 630

★７・10 ”市民集会はご免”／オフ・リミッツ

で商売あがったり／小禄の関係業者

が申入れ〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 631

７・10 消防副隊長に宮城氏を任命〔琉新・朝〕

７・10 広告／那覇市消防団解散の理由〔琉新

・朝〕

７・10 広告／那覇市消防団解散の理由〔沖タ

・朝〕

７・10 広告／瀬長市政批判演説大会〔沖タ・

朝〕

７・10 市有地売買のいきさつ／國場組瀬長市

長へ反ばく〔沖タ・夕〕

７・11 広告／真相はこうだ!!／瀬長市長うそ

ぶく不法手続に依る市有地入手云々

に就いて反駁す〔國場組〕〔沖タ・朝〕

７・11 立候補顔ぶれ出揃う／那覇市議選41氏

出馬表明〔沖タ・朝〕

７・11 市が強制取立て準備／牧志通りの受益

者分担金〔沖タ・朝〕

７・11  選挙人名簿縦覧あすまで／那覇市〔沖

タ・朝〕

７・11 売買土地問題仮処分決定〔沖タ・朝〕

７・11 警官隊も出動／荒れた市政批判演説会

場〔沖タ・夕〕

７・11 広告／瀬長市長への公開質問（その２）

〔沖タ・夕〕

★７・11 広告／瀬長市長への公開質問（その２）

〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 631

７・11 昨夜市政再建同盟演説会／失言騒ぎ、

パトカーも出動〔琉新・夕〕

７・11 広告／真相はこうだ!!／瀬長市長嘯く

不法手続に依る／市有地入手云々に

就いて反駁す〔國場組〕〔琉新・夕〕

７・12 観音堂－崎山線完成〔沖タ・朝〕

７・12 那覇市／三つの名前持つ区名／区長制

度でいよいよ混乱？〔琉新・朝〕

７・12 広告／真相はこうだ!!／瀬長市長うそ

ぶく不法手続に依る市有地入手云々

に就いて反駁す〔國場組〕〔沖タ・夕〕

★７・12 那覇市政のゆくえ／本社記者座談会

（１）／瀬長市長実現の因？／一部

市民の感情的反撥が大きく動く〔琉

新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 632

７・13 ”契約破棄は一方的”／市有地売買問

題具志頭氏も残金供託〔沖タ・朝〕

７・13 那覇市議選挙／届出を待つばかり／44

名の顔ぶれそろう〔琉新・朝〕

７・13 報復のヤジで騒然／昨夜市民集会に再

建同盟が〔沖タ・夕〕

★７・13 那覇市政のゆくえ／本社記者座談会

（２）／巧妙な首のスゲ替え／部課

長連は自然居づらくなる〔琉新・

夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 633

★７・13 那覇／バスターミナル／社長に上原敬

和氏が〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 635

７・13 昨夜市民集会／市長質問攻め〔琉新・

夕〕

７・13 広告／御断り〔那覇市政再建同盟〕〔琉

新・夕〕

★７・14 ｜社説｜市民の自覚を促す〔沖タ・朝〕･ 635

７・14 過半数獲得目指す／瀬長市長記者会見

〔沖タ・朝〕

７・14 すっかりできたポスター準備／那覇市

議選〔沖タ・朝〕

７・14 儀保水源地近く着工／那覇市水道の渇

水対策〔沖タ・朝〕

７・14 ”公開質問”には応えず／瀬長市長が

記者会見〔琉新・朝〕

７・14 あす推薦候補を決定／那覇市政再建同

盟きょう初の中執委〔琉新・朝〕

７・14 こんばんのわだい／見物用の演説会

〔沖タ・夕〕

★７・14 那覇市政のゆくえ／本社記者座談会

（３）／親分子分で結ぶ市会／３月

不信任の失敗は感情から〔琉新・

夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 636

★７・15 ｜社説｜誰が初めに泥をなげるか／市

民は監視している〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 637

★７・15 那覇市政のゆくえ／本社記者座談会
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（完）／市民第一か党勢拡張か／過

半数をとれぬ時市長はどう出る？

〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 638

７・16 那覇市議選／きょうから届出開始／45

名上回る候補者〔沖タ・朝〕

７・16 那覇市議選挙きょうから届出／必勝め

ざす両派／仲本氏…両者の橋渡し役

果したい〔琉新・朝〕

７・16 すべり出した那覇市議選挙／午前中40

名が届出／街では早速ポスター戦

〔沖タ・夕〕

７・16 戦いの火ブタ切る／顔ぶれ殆ど出揃う

／午後１時現在40名立候補〔琉新・

夕〕

７・16 縁起をかつぐ届出／街は早くもポスタ

ー戦〔琉新・夕〕

７・17 声／那覇市政再建同盟へ質問〔琉新・

朝〕

★７・17 広告／瀬長市長への公開質問（その３）

〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 641

７・17 那覇市議選に私はこうのぞむ〔沖タ・

夕〕

７・17 那覇市議選２氏届出〔沖タ・夕〕

７・17 那覇市議選挙／立候補届出44名／反瀬

長派27瀬長派13名〔琉新・夕〕

７・17 市政再建同盟／ハ・バビューで演説

〔琉新・夕〕

７・17 那覇市政報告／首里で演説会〔琉新・

夕〕

７・18 ｜社説｜選挙に情実をなくするには…

〔沖タ・朝〕

７・18 那覇市議選挙対策／民主党〔沖タ・朝〕

★７・18 選挙対策本部も設置／挙党一致／反瀬

長陣営支援の民主党〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 641

７・18 記者席／立会い演説院内で口火〔琉新

・朝〕

★７・18 これだけは公約する①／那覇市議へ立

候補の弁〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 642

７・18 選挙戦活発化〔琉新・朝〕

★７・18 那覇市議選挙本格的舌戦へ／両派候補

それぞれ合同演説／ヤジ散発平静な

すべり出し〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 643

★７・19 ｜社説｜瀬長を倒すだけが能ではない

〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 644

★７・19  ｜社説｜冷静に対決していこう〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 644

７・19 國場氏、市有地売買問題で／瀬長市長

の演説に反ばく〔沖タ・朝〕

７・19 那覇市議選立候補者はこう訴える／本

社のアンケートに答えて（上）〔沖

タ・夕〕

★７・19 これだけは公約する②／那覇市議へ立

候補の弁〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 645

７・19 私の意見／11万市民の批判仰ぐ／瀬長

演説（不法手続の市有地入手）／國

場幸太郎〔琉新・夕〕

７・20 那覇市議選立候補者はこう訴える／三

つのアンケートに答えて〔沖タ・夕〕

★７・20 これだけは公約する③／那覇市議へ立

候補の弁〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 646

★７・20 再建同盟／静かな演説会／昨夜小禄で

瀬長市政批判〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 647

７・21 瀬長市長、公開質問に回答〔沖タ・朝〕

７・21 広告／推薦状〔新村長佳君〕〔琉新・

朝〕

★７・21 これだけは公約する④／那覇市議へ立

候補の弁〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 648

７・21 那覇市議選立候補者はこう訴える／三

つのアンケートに答えて〔沖タ・夕〕

★７・21 那覇市政再建同盟に答える／那覇市役

所（上）〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 649

★７・22 記者のメモ／殺気立つ市議選〔沖タ・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 650

★７・22 これだけは公約する○／那覇市議へ立
候補の弁〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 650

★７・22 音なしの民・社両党／那覇市議選にど

う臨む〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 651

★７・22 那覇市政再建同盟に答える／那覇市役

所（中）〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 651

７・23 ｜社説｜選挙戦に惑い、乗せられるな

〔沖タ・朝〕

★７・23 民主党／久高氏を除名処分／瀬長市長

へ同調理由に〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 652

７・23 那覇市議選挙／社大党本部も動き出す

／安里委員長も演壇に立つ〔琉新・

朝〕

７・23 声／高良順治君へ〔琉新・朝〕

★７・23 那覇市政再建同盟に答える／那覇市役

所（下）〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 653

７・23 社大党第一声放つ／安里委員長陣頭に

〔琉新・夕〕

７・23 立会演説申し込む〔琉新・夕〕

７・24 再建同盟／立会演説に賛成／瀬長氏が

登壇するなら〔琉新・朝〕

７・24 立会演説ＯＫ／那覇市議選挙／両派、

条件の調整へ〔沖タ・朝〕

７・24 市議選あれこれ（１）／熱心な子供た

ち／賑やかな演説会見物〔沖タ・夕〕
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７・25 市議選挙立会演説日程決る〔沖タ・朝〕

７・25 那覇市議選挙／立会演説決まる／27日

から３ヵ所で〔琉新・朝〕

７・25 那覇市議選にどう臨む／有権者の紙上

座談会（１）／情勢を十分に把握し

て〔沖タ・夕〕

７・25 市議選あれこれ（２）／ヤジ合戦も講

和締結／目には目を歯には歯を〔沖

タ・夕〕

７・25 市営住宅前で／昨夜再建同盟演説会

〔琉新・夕〕

７・25 広告〔那覇市議会議員立候補者〕〔琉新

・夕〕

７・26 立会演説の会場決る〔沖タ・朝〕

７・26 那覇市議選にどう臨む／有権者の紙上

座談会（２）／実現性のある政策に

主眼を／再建同盟結成の意義は大き

い〔沖タ・夕〕

７・26 早く一括払いを／那覇市当間区の地主

が陳情〔沖タ・夕〕

★７・27 乱立した推薦候補那覇市議選挙／調整

になやむ再建同盟〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 654

７・27 那覇市議選にどう臨む／有権者の紙上

座談会（終）／偏った行き方に反省

を／無自覚な泥試合を排撃〔沖タ・

夕〕

７・27 市議選あれこれ（３）／自分で酔う浪

花節型／哀願調はまだみられぬ〔沖

タ・夕〕

７・28 ｜社説｜現行選挙法の改正〔沖タ・朝〕

７・28 領土問題国民連盟が再建同盟に激励文

〔琉新・朝〕

７・28 訴願期限の延期認む／那覇港区軍用地

に限り〔琉新・朝〕

★７・28 火ブタ切った立会演説／ヤジとアゲ足

とり／10万の聴衆で会場うまる〔琉

新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 654

７・28  都計問題など追及／立会演説質疑応答

要旨〔沖タ・夕〕

７・28 市議選あれこれ（４）／当落線は1,000

票？／乱れ気味の地盤協定〔沖タ・

夕〕

７・28 広告〔那覇市議会議員立候補者〕〔琉新

・夕〕

７・28 那覇市役所も夏季手当要求／財源の範

囲内で団交〔琉新・夕〕

７・28 昨夜、立会演説風景〔琉新・夕〕

★７・29 ヤジ、怒声、投石騒ぎ／混乱の立会演

説、中途で散会〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 656

７・29 先週の動き／進展みせぬ土地委／那覇

市議選は急ピッチ〔琉新・朝〕

７・29 血をみた（首里）立会演説／数万の聴

衆の面前で不詳事件／警官隊の出動

で漸く中止〔琉新・朝〕

７・29 声明!!／吾々は今度こそ判断をあやま

らない〔那覇在住タクシー業同志会〕

〔琉新・朝〕

７・29 市議選あれこれ（５）／公明選挙どこ

吹く風／絶えぬ巧妙なモグリ〔沖タ

・夕〕

７・29 同盟今夜の立会演説を拒否〔沖タ・夕〕

★７・29 立会演説を拒否／けさ市政再建同盟執

行委で〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 656

★７・30 ｜社説｜演説妨害と民主主義〔琉新・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 657

７・30 那覇市議選挙／追込にあの手この手

／法網すれすれの票稼ぎも〔琉新・

夕〕

７・30 全私学連が那覇市議選に激励文〔琉新

・夕〕

７・30 ”同盟の手だ”／立会演説の投石問題

／又吉氏〔琉新・夕〕

８・１ 那覇市／元助役ら３氏を告発／久米の

区画整理地問題で〔琉新・朝〕

★８・１ 広告／声明書〔那覇市櫻坂商工會〕〔琉

新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 658

８・１ 広告／推薦状〔宜保為楷君〕〔琉新・朝〕

８・１ 広告〔大山盛幸君推薦〕〔琉新・朝〕

８・１ 広告／有権者の皆様へ〔那覇市政再建

同盟〕〔琉新・夕〕

８・１ 委員を２名追加／那覇連合委員会〔琉

新・夕〕

★８・１　前助役ら３氏を告発／那覇市市有地売

買にからみ〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 658

８・２ 広告／推薦状〔渡口政行君〕〔琉新・朝〕

８・２ 広告／有権者の皆様へ!!!〔上原永盛〕

〔琉新・朝〕

８・２ 広告／皆で立てよう!!!〔福山和夫、在

沖宮古郷友同志會〕〔琉新・朝〕

★８・２　広告／那覇市議会の選挙にあたり／沖

縄のみなさまに訴える〔沖タ・朝〕･ ･ 659

８・２　市議選候補者届出締切る／不信任29・

信任13・中間４で46名〔沖タ・朝〕

８・２　尾を引く投石事件〔沖タ・朝〕

★８・２　県民の意思による選挙を／沖縄連が要

請書〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 660

８・２　帰省学生会が声明〔沖タ・朝〕

８・２　広告／地区別給水時間の設置に就いて
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〔沖タ・朝〕

８・２　広告／私達の代表として誠実な男、議

会の闘士〔大山盛幸君推薦〕〔沖タ・

朝〕

８・２ 論叢／断水と那覇ダム／仲宗根源和

〔沖タ・夕〕

８・２　しのぎ削る46候補／市長不信任29、信

任13、中間派４／那覇市議選立候補

届出きのう締切、〔沖タ・夕〕

８・２　那覇市のボーナス団交まとまる〔沖タ

・夕〕

８・３　｜社説｜有権者は冷静に審判を下そう

〔沖タ・朝〕

８・３　広告／推薦状〔安仁屋正昌君〕〔沖タ・

朝〕

８・３　広告／推薦状〔大山盛幸君〕〔沖タ・朝〕

８・３　広告／有権者の皆様へ!!〔上原永盛〕

〔沖タ・朝〕

８・３　広告／推薦状〔渡口政行君〕〔沖タ・朝〕

８・３ 騒然！幕切れの那覇市議選挙／運動も

きょう１日／どちらもゆずらぬ皮算

用〔琉新・朝〕

８・３ 帰省学生／”一部学生の声明”／翁長

君らが更に声明書〔琉新・朝〕

８・３　広告／声明〔國場組〕〔沖タ・夕〕

８・３　広告／推薦〔玉那覇有義君〕〔沖タ・夕〕

８・３　広告／推薦状〔宮城実君〕〔沖タ・夕〕

８・３ 広告／声明〔國場組〕〔琉新・夕〕

８・４　大絃小絃〔市会議員選挙全国的騒ぎに〕

〔沖タ・朝〕

★８・４ ｜社説｜投票前に今一度考えよ〔琉新

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 660

★８・４　広告／投票の心得〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 661

８・４　広告／声明!!／吾々は今度こそ判断を

あやまらない〔合名会社松竹タクシ

ー〕〔沖タ・朝〕

８・４　きょう投票／那覇市議選挙／６万有権

者の審判／30の議席に46候補〔沖タ

・朝〕

８・４　広告／皆んなで立てよう／民主主義下

の選良〔福山和夫、在沖宮古郷友同

志会〕〔沖タ・朝〕

８・４　広告／推薦状〔安仁屋正昌君〕〔沖タ・

朝〕

★８・４　広告／吾々は今度こそ判断をあやまら

ない〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 661

８・４ 広告／吾々は今後こそ判断を／あやま

らない〔タクシー業同志會〕〔琉新・

朝〕

８・４ きょう投票日／那覇市議選挙〔琉新・

朝〕

８・４ 広告／投票の心得〔那覇市政再建同盟〕

〔琉新・朝〕

８・４ 那覇市議選きょう投票／雨の中を出足

好調／午後１時現在３割４分〔琉新

・夕〕

８・５ 市民の審判下る／けさ９時から開票／

大勢判明はひる２時ごろ〔琉新・朝〕

８・５ 那覇市議選けさ開票／情報に一喜一憂

／４万余の有権者の選良決る

８・５　 大勢ほぼ判明／那覇市議選挙／民連側

11確保か／開票ごとにどよめき〔沖

タ・夕〕

★８・６　 ｜社説｜那覇市の選挙結果に思う〔沖

タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 661

８・６　 那覇市議選注目される政治的波紋／社

大苦悶の様相深まる／防共法（軍布

令）公布の観測も〔沖タ・朝〕

８・６　 記者のメモ／市議選開票で審議もお留

守〔沖タ・朝〕

★８・６　 解説／制約のない”市会招集権”／行

政府自治法の一部改正勧告〔沖タ・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 662

８・６　 那覇新議員の顔〔沖タ・朝〕

８・６　 どうなる不信任の行方／那覇市議選挙

審判下る／信任派12名獲得／憂色に

包まる再建同盟〔沖タ・朝〕

８・６　 立候補者得票数〔沖タ・朝〕

８・６　 ”落着いて市政を担当”／瀬長市長ご

きげんで一問一答〔沖タ・朝〕

８・６　 広告／那覇市議会議員当選御礼〔沖タ

・朝〕

８・６ ｜社説｜那覇市議選挙に思う〔琉新・

朝〕

８・６ 民連に12議席占められた那覇市会／

”不信任成立せぬ”／瀬長市長本土

と国際電話〔琉新・朝〕

８・６ ”米政策の変更を望む”／瀬長市長外

人記者とも会見〔琉新・朝〕

８・６ 記者席／思い切りの悪い選挙結果〔琉

新・朝〕

８・６ 広告／那覇市議会議員当選御礼〔琉新

・朝〕

８・６ 瀬長市長の不信任阻止さる／瀬長派12

議席を獲得／新議会は９月３日に

〔琉新・朝〕

８・６ 30議員の顔ぶれ決る／喜久山氏３票差

で当選〔琉新・朝〕
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★８・６ 那覇市議選の結果に／本土沖縄関係者

の声〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 663

８・６ 市長選を上回る／瀬長派の得票数１万

7,000〔琉新・夕〕

８・６ リコール運動考慮／再建同盟数回にわ

たり討議〔琉新・夕〕

８・６ 疑問票判定に疑義／次点上原氏側が告

訴か〔琉新・夕〕

８・６ 各紙大きく報道〔琉新・夕〕

★８・６　 新那覇市会に注文〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 664

★８・６　 開票事務けさ４時までかかる／疑問票

に一喜一憂／喜久山氏30位に滑りこ

む〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 664

★８・７　 ｜社説｜那覇市議選挙は何を齎らした

か〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 665

８・７　 那覇市政前途多難／野党攻勢で混乱予

想／どうなる新年度予算案〔沖タ・

朝〕

８・７　 那覇市議選挙本土の反撃／”結果は尊

重すべき”／話し合いで正常なレー

ルに〔沖タ・朝〕

★８・７ 那覇市選挙に社党声明〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 666

★８・７　 広告／声明書〔那覇市政再建同盟〕〔沖

タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 666

８・７ 台風災害援助資金支出停止／小禄・首

里の道路工事民政府が通達〔沖タ・

朝〕

８・７ 金口木舌〔那覇市議選挙〕〔琉新・朝〕

８・７ 援助資金による首里、小禄の工事／民

政府、承認取消す／那覇市議選結果

が影響か〔琉新・朝〕

８・７ 瀬長市長不信任への欠席戦術／社大市

議は同調せぬ？／当間主席談〔琉新

・朝〕

８・７ 自発的に辞めねば／不信任案は必ず出

す／再建同盟〔琉新・朝〕

８・７ 続々と祝賀電報／本土から瀬長市長へ

〔琉新・朝〕

８・７ 富原総裁／”円滑にいくまい”／今後

の那覇市議会運営〔琉新・朝〕

８・７ 声／早朝の連呼〔琉新・朝〕

８・７ 『瀬長打倒続ける』／再建同盟中央委

員会〔琉新・朝〕

８・７　 今晩のわだい／党派と地域と人…〔沖

タ・夕〕

８・７　 米国の態度変らない／那覇市議選挙米

政府当局者談〔沖タ・夕〕

★８・７ 米国政府は失望／那覇市会議員選挙

〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 666

８・７ 市議選結果と関係なし／小禄首里の台

風エマ工事不承認／バ首席民政官談

話〔琉新・夕〕

８・７ 那覇市議選に本土の反響／革新派の躍

進に注目〔琉新・夕〕

８・８　首里・小禄の工事変更はない／民政府

渉外報道局が発表〔沖タ・朝〕

８・８ 金口木舌〔那覇市議選挙〕〔琉新・朝〕

８・８ 記者席／次の市長候補は新人を出す

〔琉新・朝〕

★８・８ 那覇市議選の結果／南日本紙が社説で

論評〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 667

８・８ 声／識名園の使用に就いて〔琉新・朝〕

８・９　那覇市議選の舞台裏／本社記者座談会

／”若い人”を看板に／再建同盟の

旗上げ／こりた前の選挙〔沖タ・朝〕

８・９ 声／反瀬長派の反省〔琉新・朝〕

★８・９　原水爆禁止大会へ６代表／瀬長市長ら

は出域不許可〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 667

８・９　民政府首脳に異動？／那覇市議選親米

派の後退で〔沖タ・夕〕

８・９ 瀬長市長渡航難渋〔琉新・夕〕

★８・10 ｜社説｜瀬長市政に対する措置に思う

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 667

８・10 大絃小絃〔沖縄の米軍、民政府首脳に

大異動〕〔沖タ・朝〕

８・10 那覇市議選の舞台裏／本社記者座談会

（２）／報復ヤジで逆効果？／票に

現われた演説会の人気／すっきりせ

ぬ社大党〔沖タ・朝〕

★８・10 不信任成立要件など／市町村自治、選

挙法検討／行政府〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 668

８・12 那覇市議選の舞台裏／本社記者座談会

（３）／”黒字倒産”の同盟／賑い

過ぎる事務所は？／集った『同情票』

〔沖タ・朝〕

★８・12 まだ続く不信任攻勢／注目の新那覇市

会〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 669

８・13 那覇市議選の舞台裏／本社記者座談会

（４）／大衆心理つかんだ市民集会

／しっくりせぬ主席と同盟側〔沖タ

・朝〕

８・13 声／那覇市議選をかえりみて〔琉新・

朝〕

８・14 那覇市議選の舞台裏／本社記者座談会

（５）／ままならぬ理論闘争／言論戦

で最高当選〔沖タ・朝〕

８・14 まず市長へ辞職要求／再建同盟組織部

設けて強化〔沖タ・朝〕
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８・14 民連側が当選市議祝賀〔沖タ・朝〕

８・14 15日に辞職勧告／反瀬長派の17議員が

〔琉新・朝〕

８・14 15日に当選証書を交付／那覇市議〔琉

新・朝〕

★８・14 再建同盟が基本方針を発表〔琉新・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 670

★８・14 東江水道課長ら３氏退職〔沖タ・朝〕･ ･ 670

★８・15 ｜社説｜不信任めぐる市会の動きと市

政〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 670

８・15 反響大きい那覇市議選／西日本各新聞

が解説〔沖タ・朝〕

★８・15 那覇市職員労組認可〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 670

８・15 那覇市議選の舞台裏／本社記者座談会

（完）／困るゴタゴタ続き／「欠席戦

術」には「議案否決」で対抗？〔沖

タ・朝〕

８・16 当選証書を交付／那覇市会議員〔琉新

・朝〕

８・16 反瀬長派／辞職勧告見送る／今週中に

意見を調整〔琉新・朝〕

★８・17 市長不信任案を出す／那覇市会反瀬長

派、対策ねる〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 671

★８・24 那覇市と業者対立続くバス・センター

問題／仮事務所設置でもむ／「建築

確認」を市当局ける〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 671

８・24 墓地売買に不正事実／前区画整理課長

らを追訴／那覇市〔沖タ・朝〕

８・26 ９月から区長制〔那覇市〕〔琉新・朝〕

８・26 第18区立法院議員補選／宮良氏（社大）

が当選確定／落選の富村氏は供託金

没収〔琉新・夕〕

８・27 那覇市会９月10日に延期〔琉新・朝〕

８・27 声／選挙ポスター〔琉新・朝〕

８・27 新那覇市会／欠席戦術はとらぬ？／民

連の動き注目さる〔琉新・朝〕

８・28 ｜社説｜那覇市政の正常化へ〔琉新・

朝〕

８・29 那覇注目の区長制復活／どうなる議会

の承認／当局は１日発令の準備〔沖

タ・夕〕

８・30 那覇市会／否決には専決処分で／かけ

ひき秘めた予算審議〔沖タ・朝〕

★８・31 ｜社説｜那覇市の区長制復活〔琉新・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 671

８・31 注目の市長専決処分／行政府”法の趣

旨に反する”〔沖タ・夕〕

８・31 再び注目浴びる不信任案／那覇市議会

／専決処分断行せば／市町村自治法

に打つ手なし〔琉新・夕〕

９・１　 垣花の一部地主／訴願書提出〔沖タ・

朝〕

９・１ あすに迫った訴願期日／垣花一帯の25

万坪／一括払反対の含みで／殆どの

地主が訴願書提出〔琉新・朝〕

９・１　 週間の動き／政治／四面そ歌の立法院

／那覇市会、両派冷たい対立〔沖タ

・夕〕

９・２ 間近に迫った那覇市会／不信任・議長

問題注目さる〔琉新・朝〕

９・２ 都計計画道路指定／那覇市〔琉新・朝〕

９・２ 那覇市／金城元課長らを告訴／墓地、

知らぬ間に売られていた〔琉新・夕〕

９・２ 区長制度は５日から／那覇市〔琉新・

夕〕

★９・３　 那覇市、予算案まとまる／総額１億970

万／補助削減自己財源だけで〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 672

９・３ 那覇市新予算まとまる／総額１億900

余万円〔琉新・朝〕

９・３　 那覇市／区長、５日に第一次発令〔沖

タ・夕〕

９・４　 ｜社説｜サビついた那覇の市政をどう

するか〔沖タ・朝〕

９・４　 日青協代表／瀬長市長と会見〔沖タ・

朝〕

９・５　 那覇市会／欠席戦術には除名で／両派

議会対策に知恵しぼる〔沖タ・朝〕

９・５　 公聴／市営住宅の建設〔沖タ・朝〕

９・５ 議会対策など協議／市政再建同盟中央

執行委〔琉新・朝〕

９・６　 ”民優先の政策を望む”／瀬長市長英

紙記者と会見〔沖タ・朝〕

９・７ 反瀬長派／欠席戦術封鎖／３議員の抱

込みに難渋〔琉新・朝〕

９・７ 市政再建同盟／瀬長氏は共産主義者／

証拠があると米人記者に言明／市政

再建同盟〔琉新・朝〕

９・７ 瀬長市長に激励電／全学連〔琉新・朝〕

９・７　 那覇市６区長を任命〔沖タ・夕〕

９・７ 那覇市議会の議案纏まる〔琉新・夕〕

９・７ 那覇／もたつく開放性病院／見通しつ

かぬ工事再開〔琉新・夕〕

９・７ 那覇市／区長に辞令交付〔琉新・夕〕

９・８　 開会迫る那覇市会／きのう両派が議会

対策〔沖タ・朝〕

★９・８ 小禄のオフ・リミッツ／”解禁の望み

なし”／空軍／人民党同調者とのト
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ラブル防止が狙い〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 673

９・８ カギにぎる３議員／不信任案上程に複

雑な動き〔琉新・夕〕

９・９　 あす注目の那覇市会／不信任両派秘策

練る／同盟、議長問題も結論得ず

〔沖タ・朝〕

★９・９ 一括払反対が97％／垣花地域の軍用地

訴願〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 674

９・９ 那覇市会／与野党の動き活発〔琉新・

朝〕

９・９ あす開会／注目の那覇市議会／不信任

案提出の時期に迷う野党／〔琉新・

夕〕

９・９ 小禄新辻町／解禁を再陳情か／業者が

対策協議会〔琉新・夕〕

９・10 那覇市会きょう開くきのう両派議員が

懇談／『同盟』議長問題で紛糾／不

信任案阻止を確認「民連」〔沖タ・朝〕

９・10 雨の中で市民集会〔沖タ・朝〕

★９・10 ｜社説｜那覇市議会に望む〔琉新・朝〕･ 674

★９・10 建築確認那覇市長へ命令／政府がバス

協会の仮事務所を〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 675

９・10 野党側那覇市会／議長問題でもたつく

／不信任案は適当な時機をみて〔琉

新・朝〕

９・10 那覇市会不信任の不意打動議／与党脱

兎の如く場外へ／議長高良氏副議長

に渡口氏〔沖タ・夕〕

９・10 ”那覇市は建築確認すべき”／バス協

会の仮事務所、主席が命令〔沖タ・

夕〕

★９・10 那覇市議会／注目の「不信任案」は出

されたが／サッと窓から逃出す／突

如渡口議員が”緊急動議”〔琉新・

夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 675

９・10 ずぶぬれの演説会／壇上に傘さして市

政報告〔琉新・朝〕

９・11 ｜社説｜許されぬ那覇市政の混乱とマ

ヒ〔沖タ・朝〕

９・11 区長制は存置／立法院行法院自治法改

正案審議〔沖タ・朝〕

９・11 記者のメモ／ブラリブラリ不信任とい

こう…〔沖タ・朝〕

★９・11 ｜社説｜那覇市政の混乱は市長選挙で

救え〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 677

★９・11 競輪法廃止に署名〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 677

９・11 広告／声明〔那覇市政再建同盟〕〔沖タ

・朝〕

９・11 那覇市会波乱起した不意打動議／民連

側午後の本会議敬遠／施政方針発言

はきょう〔沖タ・朝〕

★９・11 那覇市議会／与党早速欠席戦術に／兼

次氏だけ議場にすえて〔琉新・朝〕･ ･ 677

★９・11 広告／声明〔那覇市政再建同盟緊急執

行委員会〕〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 678

★９・11 民連側／退場戦術は不本意／同盟が規

則を無視したからだ〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 679

９・11 再建同盟が声明／堂々と戦え／逃げる

とはあさましい〔琉新・朝〕

★９・11 てまどる国場川埋立／真和志市議会き

のう協議会〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 679

９・11 民連側に催告状／那覇市会同盟議員で

開催〔沖タ・夕〕

★９・11 那覇市議会／与党に出席催告／欠席議

員に懲罰動議か〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 679

★９・12 那覇市会／強気に出る野党／与党はな

お欠席戦術で〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 680

９・12 ｜社説｜欠席戦術の理由を明らかにせ

よ〔琉新・朝〕

９・12 那覇市議会／市長の施政報告延期／依

然与党は欠席戦術〔琉新・朝〕

９・12 声／議場は争いの場ではない〔琉新・

朝〕

９・12 論叢／どうすればよいか／那覇市会と

”不信任”動議／松島朝永〔沖タ・

夕〕

９・12 泥沼にあえぐ那覇市会／市民のための

市政を／”不信任阻止は12の意志”

〔沖タ・夕〕

９・12 やっさもっさの那覇市議会〔琉新・夕〕

９・13 予算、大幅に修正か／那覇市会同盟側

が議案研究〔沖タ・朝〕

★９・13 公聴／民主的ルールで対決せよ〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 681

９・13 声／こっけいな那覇市議会〔琉新・朝〕

９・13 行詰りの那覇市会／真和志との合併の

動きも〔琉新・夕〕

９・14 公聴／小禄地区の立入禁止〔沖タ・朝〕

９・14 広告／声明書!!〔沖縄タクシー協会内

生活を守る会〕〔沖タ・朝〕

９・14 那覇市予算／原案の約半分削る／同盟

側議会対策をねる〔琉新・朝〕

９・15 那覇市議会あす再開／”欠席”には

”事業費削減”／当局自治庁の知恵

借りる〔沖タ・朝〕

９・15 論叢／こうすればよいと思う／那覇市

会と『不信任』動議／崎間敏勝〔沖

タ・夕〕
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９・15 今晩のわだい／那覇と真和志の合併〔沖

タ・夕〕

９・16 那覇市会きょう再開／民連先の動議の

処理確かめる〔沖タ・朝〕

★９・16 那覇市会きょう再開／野党専決処分で

市長追及か〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 681

★９・16 暗中模索（６）／混乱市会／高良一氏

〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 682

★９・16 那覇市会／再び民連側へ催告状／「軍

用地」「都市合併」特別委を設置〔沖

タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 683

９・16 那覇市議会／与党員も欠席戦術／今度

は儀武議員だけ残し〔琉新・夕〕

★９・17 ｜社説｜マヒ市政の打開と都市合併

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 684

★９・17 欠席戦術に手をやく同盟側／自治法の

改正陳情／那覇市会日程変更で緊急

動議〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 685

９・17 那覇市議会／与党狩出しにあの手この

手／欠席議員の懲罰制／市町村自治

法一部改正の要請を可決〔琉新・朝〕

９・17 直ちに要請書提出／高良議長らが主席

や立法院議長に〔琉新・朝〕

９・17 出るか出席停止処分／注目される政府

の出方〔琉新・朝〕

９・17 声／民連議員の猛省を促す〔琉新・朝〕

９・17 私の意見／那覇市会議員よ／職責をわ

きまえよ／西平三郎〔琉新・夕〕

９・17 那覇市議会／やっと審議に入る／施政

方針発表は文書で〔琉新・夕〕

９・17 市町村自治法の一部改正／政府きょう

中に結論？〔琉新・夕〕

９・18 政府も瀬長追出しへ／自治法改正を立

法勧告〔沖タ・朝〕

★９・18 那覇問題、立法院へ〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 686

９・18 那覇市議会／放たれた自治法の一部改

正要請／政府の出方待つ「野党」／

与党なりをひそめて待機〔琉新・朝〕

９・18 どうすればよいか／那覇市会／果てし

ない抗争／市民はこう批判する〔沖

タ・夕〕

★９・18 瀬長市長施政方針／プリントにして送

付〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 687

９・18 区長10氏発令／那覇市〔沖タ・夕〕

９・19 大絃小絃〔那覇市政問題は自治法の一

部改正に発展〕〔沖タ・朝〕

９・19 合併促進へ動く／真和志市会主席へ申

入れ〔沖タ・朝〕

★９・19 微妙に動く那覇市議会／真和志市合併

に飛びつく／野党…まず不信任問題

が先〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 688

９・19 合併よりも不信任で／真和志の呼かけ

に同盟側強腰〔沖タ・夕〕

★９・20 合併問題タナ上げ／会期延長野党は不

信任一本ヤリ／那覇市会〔沖タ・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 689

★９・20 真和志が主席へ意見書出す〔沖タ・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 689

９・20 ナイキ基地工事始まる〔琉新・朝〕

９・20 瀬長、高良氏が会談／那覇市再び暫定

予算編成〔琉新・朝〕

９・20 那覇市議会／会期延長か〔琉新・朝〕

９・20 真和志市政府勧告を陳情／那覇との合

併促進で〔琉新・夕〕

９・21 那覇市会きょう再開／自治法改正野党

は立法院の出方待つ〔沖タ・朝〕

９・21 見合すか懲罰動議／那覇市議会きょう

再開〔琉新・朝〕

★９・21 自治法改正／那覇市会の陳情却下／立

法院”法の主旨に反する”〔沖タ・

夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 689

★９・21 開会したがまた休会／議事はかどらぬ

那覇市会〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 690

９・21 那覇市議会／午前はゴタゴタの中に閉

会／平良氏の動議一蹴さる〔琉新・

夕〕

★９・22 ｜社説｜都市合併を促進せよ〔琉新・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 690

★９・22 会期延長必至の那覇市会／あくまで不

信任…野党／与党…合併へ持ちこむ

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 691

★９・22 市会自らで対策を／自治法改正却下に

主席語る〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 691

９・22 公聴／都市合併の機会を逃すな〔沖タ

・朝〕

９・22 那覇市議会／一喜一憂の与野党／自治

法改正の廃案めぐり〔琉新・朝〕

９・22 論叢／瀬長市長の不信任は／成立させ

るべきか（上）／島袋信夫〔沖タ・

夕〕

★９・22 今晩のわだい／息苦しい那覇市政〔沖

タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 692

９・23 記者のメモ／那覇市会、事毎に対立

〔沖タ・朝〕

９・23 論叢／瀬長市長の不信任は／成立させ

るべきか（下）／島袋信夫〔沖タ・

夕〕

★９・23 那覇市議会／不信任案現行法で成立出
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来るか／本土でも注目ひく／自由法

曹団でも近く緊急会議〔琉新・夕〕･ ･ 692

９・24 大絃小絃〔那覇市会陳情の不信任議会

の定数に関する自治法改正は立法院

行法委で却下〕〔沖タ・朝〕

★９・24 ｜社説｜瀬長派は市民の判定に信を問

え〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 693

★９・24 波紋えがく那覇市政／自治法の解釈を

めぐって〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 693

９・24 市民会館の資材／総評が近く那覇市へ

〔沖タ・朝〕

９・24 合併して市長退陣／高良議長の提案を

瀬長市長拒否〔沖タ・朝〕

９・24 公聴／合併を早急に〔沖タ・朝〕

★９・24 行詰り打開に対策委／那覇市会欠席議

員多く、休会〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 695

９・24 議員揃わずお流れ／マヒ状態の那覇市

議会〔琉新・夕〕

★９・25 ｜社説｜議員としての自主的な立場

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 695

９・25 自治法一部改正可決／那覇市の改正要

望は削除／立法院本会議〔沖タ・朝〕

９・25 那覇市会／全体協議会で審議？／議案

41件に迫る会期〔沖タ・朝〕

９・25 契約破棄の訴訟公判開く／国場組と市

役所〔沖タ・朝〕

★９・25 本会議／那覇問題握り潰し／自治法一

部改正を可決〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 696

９・25 合同議会対策委持つ／現状打開に与野

党が／那覇市議会〔琉新・朝〕

９・25 声／那覇、真和志合併に就て同盟にお

願い〔琉新・朝〕

９・25 暗中模索（14）狙われた市長／瀬長亀

次郎氏／”モサク”…はお門違いだ

／議会は議会、こちらには専決処分

の宝刀？／満身に”自信”のヨロイ

〔沖タ・夕〕

９・25 漸く議案審議に入る／那覇市会専決処

分を追及〔沖タ・夕〕

★９・25 私の意見／悪法もまた法であるか／瀬

長市長の不信任案／下地敏之〔琉新

・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 697

★９・25 那覇市議会／合同委で審議開始／専決

処分で当局を追及〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 698

９・26 那覇市会／野党は審議引延ばし／与党

の出席待ち長期戦〔沖タ・朝〕

９・26 区長発令〔沖タ・朝〕

★９・26 那覇市議会／合同委員会／野党、さみ

だれ質疑で会期引延し策／審議もた

った４件／傍聴席もすっかり拍子抜

け〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 698

９・26 暗中模索（終）／市政再建／稻嶺一郎

氏／解決は市民の手で同盟支持は過

去の経験から…／観念論では運命は

開けぬ〔沖タ・夕〕

９・26 那覇市会27日再開〔沖タ・夕〕

★９・26 那覇市長不信任問題解説／自治法の解

釈で対立／しっくりいかない同盟側

〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 699

９・27 区長さん１ヵ月で廃職／那覇市会市長

専決の区設置条例ける〔沖タ・夕〕

９・27 区長制を廃止／那覇市会／市長専決処

分を覆えす〔琉新・夕〕

★９・28 ４週間の会期延長／ケられた区長制／

市長が再議求める／那覇市会〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 699

９・28 記者席／原案賛成を忘れた兼次議員

〔琉新・朝〕

９・28 那覇市会－解説－／二者選一の窮地に

／区長廃止市長が再議に付せば〔琉

新・朝〕

９・28 ４週間会期延長／午後から台風被害の

視察へ〔琉新・朝〕

９・28 今晩のわだい／二つの市長の椅子…

〔沖タ・夕〕

９・28 ナハ市会／不信任とからむ区廃止／難

局に立たされる市当局〔沖タ・夕〕

９・28 那覇市議会／予算の審議に入る／与党

11名欠席のまま〔琉新・夕〕

９・29 人物地帯／那覇市長不信任派の立役者

／渡口麗秀氏〔沖タ・朝〕

９・29 ”従来と何ら変りない”／瀬長市長の

善行証明問題伯国大使館が声明〔沖

タ・朝〕

９・29 那覇市議会〔監査委員任命〕〔琉新・朝〕

９・29 職員の定数据置に善処を要望／那覇市

職員労組が〔琉新・朝〕

９・29 論壇／続瀬長市政の神話／世論こそ市

政の混乱を救う／崎間敏勝〔琉新・

夕〕

★９・29 那覇市会／再議問題で新局面に／与党

側は出席しない？〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 700

９・30 格下げに不満／市職員も議会と交渉

〔沖タ・朝〕

★９・30 那覇市会／”欠席戦術は権利放棄”／

野党議員が判例研究〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 700

９・30 不信任へふみ切るか／懲罰動議提出の

動き／那覇市会〔沖タ・夕〕
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９・30 「出席停止」議員も／議員定数に含む

／自由法曹団から回答〔沖タ・夕〕

９・30 私の意見／続瀬長市政の神話／世論こ

そ市政の混乱を救う／崎間敏勝〔琉

新・夕〕

９・30 那覇市会／台風被害の復旧急げ／市民

の友発行部数が多過ぎる〔琉新・夕〕

★10・１ 暫定予算など可決／那覇市会／催告状

に反応なく17名で不信任へ？／区長

さん大挙議会へ承認陳情〔沖タ・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 701

10・１ 暫定予算／３件を可決／那覇市会４日

に再開〔琉新・朝〕

10・１ 議会が復旧対策に〔琉新・朝〕

10・１ 区長制存続して／開南区長らが陳情

〔琉新・朝〕

★10・１ 出席停止処分の議員／定数にふくまれ

る／自由法曹団から回答〔琉新・

夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 701

★10・３ 瀬長市長の不信任達成／現行法では駄

目／那覇市議会〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 701

10・４ ”不信任”強行策練る同盟／那覇市会

きょう再開〔沖タ・朝〕

10・４ 那覇市会きょう再開〔琉新・朝〕

10・４ 当局、資料提出拒む？／那覇市議会ま

たもめる〔沖タ・夕〕

10・４ 那覇市議会／市長資料提出を拒否／野

党騒然、理由を追及〔琉新・夕〕

10・４ にぎやかな那覇市会／与座一行も特別

出演〔琉新・夕〕

10・５ 私の１日記者（２）／那覇市役所探訪

／血の通う事務を／瀬長市長神の心

ひとくさり〔沖タ・朝〕

10・５ ナハ市会事務監査委設け究明／資料拒

否で騒然となる〔沖タ・夕〕

10・５ 那覇市議会／行監特別委を設け／瀬長

市政の監査を行う〔琉新・夕〕

★10・６ 市政全般を監査？／那覇市会まず人事

問題追及〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 702

10・７ ｜社説｜市政打開策を真剣に考えよ

〔沖タ・朝〕

★10・７ 那覇市役所／職員労組われる？／執行

部は中立派が優勢〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 702

10・７ きょう再議に付す／区廃止、職員定数

条例など〔琉新・朝〕

10・７ 合同委で予算審議／区長設置条例等注

目される”再議”／那覇市会〔沖タ

・夕〕

★10・７ 那覇市会／２条例を再議に付す／与党

議員相変ず欠席〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 703

10・８ 真和志との合併へ動く〔沖タ・朝〕

10・８ 合併を促進／社大党きのう演説会〔沖

タ・朝〕

10・８ 職員人事を追及／那覇市会／次の本会

議は10日に〔琉新・朝〕

10・８ 那覇市労組の分裂説は誤解／･･･渡口委

員長が語る･･･〔琉新・朝〕

10・８ 都市合併委会開く／野党が行づまり打

開に〔琉新・朝〕

10・８ ”双方話し合ってから”／合併の線へ

那覇も動く〔沖タ・夕〕

★10・８ 那覇市会初の都市合併委開く／殆どが

早期合併説／真和志との話し合いで

進める〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 703

★10・８ 社大党、民主を痛烈に批判／都市合併

を訴える／”不当な市長不信任を断

固阻止”〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 704

10・９ 合併で両市会談／真和志側の意向打診

那覇市会〔沖タ・朝〕

10・９ 総評の救援資材／あす那覇へ〔沖タ・

朝〕

★10・９ きょう真和志を打診／那覇市会合併委

員会が〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 705

10・９ 早期合併に賛成／那覇・真和志議会代

表が再確認〔沖タ・夕〕

★10・９ 都市合併／両市の話合い纏まる／問題

は方法と時期／真和志側、合併に異

議なし〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 706

10・10 大絃小絃〔那覇・真和志の合併問題は

きのう、きょうの問題ではない〕〔沖

タ・朝〕

★10・10 モ弁務官命令13号公布／土地裁判所を

設立／訴願の範囲大幅に拡大〔沖タ

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 706

★10・10 不明墓地と拝所は市町村管理に／土地

所有権布令を改正〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 707

10・10 記者席／合併に３度目の正直〔琉新・

朝〕

10・10 都市合併／きょう態度を決める／月曜

会が協議会開いて〔琉新・朝〕

★10・10 那覇市会／瀬長市政の徹底的監査／資

料提出拒否に野党怒る〔琉新・夕〕･ ･ 707

10・11 職員採用に不公正？／那覇市会当局を

追及〔沖タ・朝〕

★10・12 瀬長市長労基法違反？／市会行監委が

調査に乗り出す〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 708

10・12 きょう那覇市再建懇談会〔琉新・朝〕

10・12 未払いの有給休暇手当／那覇市…行政
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監査特別委が追及〔沖タ・夕〕

★10・13 自治法改正を再要請／再建同盟、全琉

組織へ／きのう各団体と市政懇談会

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 708

10・13 ”人事の不公正”つく／那覇市会、行

政監査委が実情調査〔沖タ・朝〕

★10・13 総評の援助資材届く／那覇市に市民集

会所〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 709

10・13 市政再建懇談会／全琉的反共組織／準

備委あげて結成へ〔琉新・夕〕

★10・14 那覇市会／真和志合併は足ぶみ／野党

まず市長不信任から〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 709

★10・14 那覇市会／”下に厚くはない”／行政

監査委が突込む〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 709

★10・14 瀬長市長を告発／労基法違反で市会が

〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 709

10・14 労基法違反で告発／那覇市会が瀬長市

長を〔琉新・夕〕

★10・15 市長不信任問題、遂に告発沙汰労基法

違反／混迷深まる那覇市会／既に予

算措置・当局側強気〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 710

10・15 記者のメモ／ままならぬ市長追い出し

〔沖タ・朝〕

★10・15 行動の自由、身体の安全に関する決議

案／退場妨害に備え与党側が提出

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 711

10・15 那覇議会の告発合戦／当間前市長を告

発／民連が同じく労基法違反で〔琉

新・朝〕

★10・15 瀬長市長記者会見／僕が罰せられたら

／琉球の企業体は軒なみ〔琉新・朝〕･ 712

10・15 野党／告発の手続すます〔琉新・朝〕

10・15 労基署が調査へ／那覇市の労基法違反

〔琉新・夕〕

★10・15 当間前市長をきょう告発／与党〔琉新

・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 712

10・16 労基署調査始める／那覇市の労基法告

訴合戦〔沖タ・朝〕

★10・16 金口木舌〔那覇市会の告発合戦〕〔琉

新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 712

★10・16 三ツ巴の告発合戦／國場氏大山議員を

告発／タイヤーのリベート衝く〔琉

新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 713

10・16 琉石の借地料／那覇市がとる〔沖タ・

夕〕

10・16 支払い促進が重点／那覇市の労基法違

反〔沖タ・夕〕

10・17 形式違反としてケリ／那覇市の労基法

違反〔琉新・朝〕

10・17 近く本格取調べ／那覇市をめぐる告発

事件〔沖タ・朝〕

10・17 新たな違反事実も／那覇市の労基法違

反調べ〔沖タ・夕〕

10・18 大絃小絃〔年次有給休暇に相当する賃

金支払について〕〔沖タ・朝〕

10・18 反共連盟結成へ動く／吉元高良氏ら、

民主党幹部と懇談〔沖タ・朝〕

10・18 止めは自治法改正で／那覇市会全琉組

織急ぐ〔沖タ・朝〕

10・18 市民集会はご免だ／小禄風俗業が陳情

〔沖タ・朝〕

★10・18 労基法違反問題／市会にはねかえる？

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 713

10・18 今晩のわだい／あきれた市会…〔沖タ

・夕〕

10・19 那覇市会／強硬派を説得？／近日中に

合併申入れ〔琉新・朝〕

10・20 都市合併／一応タナ上げ…？／不信任

強行焦る那覇市会同盟側〔沖タ・朝〕

10・20 琉球自由連盟／規約案成る〔沖タ・朝〕

10・20 那覇市／真和志の合併問題／瀬長市長

不信任と切離す〔琉新・朝〕

10・20 論叢／市長問題の明快な解決策／自治

法の盲点改正の責任は立法院に／仲

宗根源和〔沖タ・夕〕

10・20 週間の動き／社会／からみ合う告発合

戦／どこまで続くドロ沼の那覇市政

／大阪の求人殺到する申込み〔沖タ

・夕〕

★10・20 市債２億3,000万円／那覇市57年度（下

半期）財政状況〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 714

10・21 合併問題で３者会談／瀬長那覇市長、

翁長真和志市長、高良那覇市議長／

近日中に開かれる／場合によって同

盟側の分裂も…〔琉新・朝〕

★10・21 那覇市会／予算を全面否決／党勢拡張

予算ときめつけ〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 714

10・21 那覇市議会／58年度予算を全面否決／

”瀬長市政は党勢拡張だ”〔琉新・

夕〕

10・22 民主党保守結集話合う／那覇市政、当

間人事にからみ〔琉新・朝〕

★10・22 商港使用料免除を却下／総評から瀬長

市長宛の建設資材〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 715

★10・22 那覇市予算全面否決の行方／再議－否

決－解散？／当局は原案のまま再議

に〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 715

10・22 与党引出しが狙い／那覇市会予算の全
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面否決〔琉新・朝〕

10・22 瀬長市長／法的に反撃加える／予算の

全面否決に対し〔琉新・夕〕

10・22 午後から水源地視察へ〔琉新・夕〕

10・23 水道事業など／修正なしで可決か／那

覇市会〔沖タ・朝〕

★10・23 ｜社説｜那覇市会の責務〔琉新・朝〕･ ･ 716

★10・23 『市長の反省求める』／渡口議員予算

否決に声明〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 716

★10・23 那覇市会／水源求めて視察／豊富な牧

港の水脈に自信得る〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 717

★10・23 那覇市会けさ流会／与野党20名が大量

欠席〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 717

10・23 那覇－真和志／合併の早期実現へ／高

良一氏真和志側と懇談〔琉新・夕〕

10・23 那覇市会流会／野党も半数が欠席〔琉

新・夕〕

★10・24 都市合併／対等、編入でもめる／高良

那覇市会議長／真和志側と要談〔沖

タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 717

10・24 記者のメモ／秋晴れや反瀬長ひとし

お〔沖タ・朝〕

★10・24 ちょっと待った、その贈物／雨ざらし

の総評資材／経済局、無為替輸入申

請をける”瀬長市長に協力せぬ”〔沖

タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 718

★10・24 那覇市会またお流れ／解決案に合併問

題持上る〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 719

10・24 政府から使用料とる／港の貨物、那覇

市が逆手〔沖タ・夕〕

10・24 会場の真中にノボリかかげて陣取る／

小禄の市民集会〔琉新・夕〕

10・24 那覇市／使用料取る／政府関係の港湾

施設〔琉新・夕〕

10・24 那覇市会またもお流れ〔琉新・夕〕

10・24 真和志との合併急げ／野党合併強硬派

が提案？〔琉新・夕〕

★10・25 ｜社説｜那覇市民の良識に訴える〔沖

タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 719

★10・25 大絃小絃〔つづく那覇市会の流会〕〔沖

タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 720

10・25 ”再検討の余地はない”／総評資材、

経済局の見解〔沖タ・朝〕

★10・25 宙に迷う総評の贈物／市民や関係者は

こうみる／市民へ同胞の好意だ／瀬

長市長名義変えてもよい〔沖タ・朝〕･ 721

10・25 区長制復活を議題に真和志市会開く

〔沖タ・朝〕

★10・25 瀬長市長／”名義変えてもいい”／民

連が政府へ要請決議〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 721

★10・25 総評政府に抗議／救援物資の輸入禁止

に〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 722

10・25 那覇市民に援助資材を渡せ／全学連か

ら主席に抗議電〔琉新・夕〕

★10・25 合併へ踏切る”二日会”／近く３者会

談ひらく〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 722

★10・26 動議合戦で一もめ／那覇市会、民連側

総評資材引渡し要請決議案提出〔沖

タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 723

10・26 真和志市会ひらく〔沖タ・朝〕

10・26 会期30日まで延期／議案山積の那覇市

議会〔琉新・朝〕

10・26 合併へ胎動頻り／野党の強硬派が連絡

機関設ける〔琉新・朝〕

10・26 市が予算案を再議〔琉新・朝〕

★10・26 港湾使用料とる／那覇市が政府に通告

〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 723

10・27 週間の動き／社会／問題かもす総評の

資材／謎に包まれた中共脱出船〔沖

タ・夕〕

10・27 政府所有の貨物も／港湾使用料徴収／

那覇市〔沖タ・夕〕

★10・28 総評の物資引渡し要請／再び却下なら

名義変更／那覇市〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 723

10・29 全面否決なら解散も／那覇市会予算審

議あす再開〔沖タ・朝〕

★10・29 合併がダメなら／失地回復持出す／真

和志市会〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 724

10・29 ”委員長互選を早く”／文化財保護委

が懇談〔沖タ・朝〕

★10・29 瀬長市長の見解と一致／那覇市の照会

に自治庁が回答〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 724

10・29 主席に受取り要請／瀬長市長が政府訪

問〔琉新・夕〕

★10・30 大絃小絃〔那覇と真和志合併、対等か

編入か〕〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 724

10・30 どうする事業費／那覇市会野党だけの

予算審議〔沖タ・朝〕

10・30 沖労連が抗議／総評資材問題で〔沖タ

・朝〕

10・30 民政府と調整開始／軍用地具体案／臨

時議会招集は困難／当間主席記者会

見〔琉新・朝〕

10・30 総評はトラブル起すのがねらい／当間

主席〔琉新・朝〕

10・30 全沖労も抗議／総評の援助物資〔琉新

・朝〕

10・30 記者席／瀬長市長、主席室を占領〔琉
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新・朝〕

10・30 瀬長市長／”否決せば議会解散”／注

目される那覇市議会〔琉新・朝〕

10・30 東京の県人会が抗議〔沖タ・夕〕

10・30 私の意見／亀次郎君に物申す／大城徳

明〔琉新・夕〕

★10・30 那覇市会／野党全面否決さける／市長

の解散権回避に〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 725

10・30 瀬長市長ねばる／援助資材引渡し交渉

に〔琉新・夕〕

10・31 那覇市会専決予算執行？〔沖タ・朝〕

10・31 ”市会の出方次第では”／総評資材問

題で主席回答〔沖タ・朝〕

10・31 引渡し決議保留／那覇市会議長に折衝

させよ〔沖タ・朝〕

10・31 合併問題は那覇の出方待つ／真和志市

会〔沖タ・朝〕

★10・31 那覇市会／総評の資材引渡要請／正、

副議長が折衝に当る〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 725

★10・31 総評資材／”議会の決議で許可も”／

當間主席、瀬長市長に回答〔琉新・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 726

10・31 11月も暫定予算で／那覇市会延びる本

予算の成立〔沖タ・夕〕

10・31 依然冷たく対立／総評資材めぐる政府、

那覇市〔沖タ・夕〕

★10・31 58年度予算を専決処分／野党は徒らに

議事遷延／瀬長市長〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ 726

★10・31 総評資材／正式の手続とる／高良議長、

主席と懇談〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 727

★11・１ 那覇市会／野党、行政訴訟を相談／市

長の予算専決に声明〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 727

11・１ 総評物資市会がとる／高良議長きのう

主席と会う〔沖タ・朝〕

11・１ ｜社説｜那覇市政への反省〔琉新・朝〕

★11・１ 那覇市会／専決処分無効を提訴／総評

資材引渡要請決議〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 728

11・１ 専決処分の無効確認／那覇市会裁判所

提訴を決議〔琉新・夕〕

★11・２ ｜社説｜専決処分をさける努力がほし

い〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 728

★11・２ 予算専決処分は違法／政府が見解を発

表／那覇市会”審議の意思あり”〔沖

タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 729

11・２ 仮処分で事業停止／野党側、きょう提

訴〔沖タ・朝〕

11・２ 那覇市議会／専決処分の行政訴訟／き

ょう中央巡裁に提訴〔琉新・朝〕

11・２ 声／国場首里支所長並に喜久里衛生主

任に問ふ〔琉新・朝〕

★11・２ 市町村自治法一部改正公布〔琉新・夕〕･ 729

11・２ 専決処分の取消しと執行停止／市会が

けさ提訴／裁判所…４日双方の意見

聞いて決める〔琉新・夕〕

★11・２ 執行停止命令を申立／那覇市会専決処

分取消し訴える〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 730

11・３ 那覇市会の専決処分行政訴訟／沖縄で

初のケース／注目される中央巡裁の

出方〔琉新・朝〕

11・３ 今晩のわだい／専決処分〔沖タ・夕〕

★11・３ さっそく工事入札へ／専決処分那覇市

の対立する当局・市会〔沖タ・夕〕･ ･ 730

★11・４ ”提訴はお門違い”／専決処分問題で

瀬長市長が声明〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 731

11・４ 瀬長市長／”行政訴訟は不適法”／注

目されるきょうの審訊〔琉新・朝〕

11・４ 安謝の築港を計画／真和志泊につぐ

”第三の港”に〔沖タ・夕〕

11・４ 総評が代表送る／那覇市への資材問題

で〔沖タ・夕〕

★11・４ 非公開で審理／那覇市の行政訴訟〔沖

タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 731

11・４ 非公開で審訊開始／那覇市の行政訴訟

問題〔琉新・夕〕

★11・５ 焦点は”執行停止”／市長側停止は市

民に不利益／市会側暫定予算組めば

よい〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 732

11・５ 決定、きょうに持越す巡裁〔沖タ・朝〕

11・５ ”市民こそ迷惑だ”／瀬長市長審訊の

申立てを説明〔琉新・朝〕

11・５ きのうの那覇市会流れる〔琉新・朝〕

11・５ きょう中には決定／那覇市会の行政訴

訟〔琉新・朝〕

11・５ 那覇市会流れる／正副議長も顔みせぬ

〔琉新・朝〕

11・５ 決定持ち越す／那覇の専決処分訴訟

〔沖タ・夕〕

★11・５ 私の意見／市当局は予算案を公表せよ

／市民はこれによって市政を判断す

る／照喜名和子〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 732

11・６ 「義務費除く執行停止」／市会側一部改

正申し立て／那覇市の専決処分…き

ょう決定〔沖タ・朝〕

11・６ きょう工事入札の予定〔沖タ・朝〕

★11・６ 専決処分に自治労の見解〔沖タ・朝〕･ ･ 733

11・６ 那覇市会また流会〔沖タ・朝〕

11・６ 総評から遠藤財政部長が渡航申請／資

材問題〔沖タ・朝〕
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★11・６ 那覇市会への引渡／高良議長が正式要

請〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 733

11・６ 那覇市会の行政訴訟／執行停止か却下

か／きょう中央巡裁の裁断下る〔琉

新・朝〕

★11・６ 那覇市の予算専決／『執行停止』申立

て却下／行政機関間の争いで裁判権

なし／市会側弁務官へ再審申請か

〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 733

11・６ 裁判で却下さる／那覇市会予算執行停

止申請〔琉新・夕〕

11・７ 再び浮ぶ合併問題／流会続きの市会、

きょう再開〔沖タ・朝〕

11・７ 専決で事業開始／那覇市で３工事の落

札決まる〔沖タ・朝〕

★11・７ 金口木舌〔那覇市会の専決処分執行停

止命令申請〕〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 735

11・７ 那覇市会／野党の出方注目さる／弁務

官再審にも賛否〔琉新・朝〕

11・７ 那覇市会の行政訴訟新展開か／布告の

一部を改正／民裁に「執行停止権」

与える〔琉新・夕〕

11・８ 那覇市会、上訴裁で抗告専決処分の執

行停止で〔沖タ・朝〕

11・８ 改正布告〔沖タ・朝〕

11・８ 市民の利益を侵害／不当な圧迫はねの

ける〔沖タ・朝〕

11・８ 12日に口頭弁論／中央巡裁〔沖タ・朝〕

11・８ お流れ続く那覇市会〔沖タ・朝〕

11・８ つぎつぎ工事／那覇市〔沖タ・朝〕

★11・８ 那覇市会の行政訴訟／執行停止申請を

上訴／布告第４号に基いて〔琉新・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 735

11・８ 声／消費者の声も〔琉新・朝〕

11・８ 那覇市会／４日間続けて流会〔琉新・

朝〕

11・８ こんどは野党へ催告／那覇市会、与党

だけ出席〔沖タ・夕〕

11・８ 那覇市会またお流れ／与党11議員は出

席〔琉新・夕〕

★11・９ ｜社説｜市民の福利を無視した市政

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 736

11・９ 那覇市会５回も流会〔沖タ・朝〕

★11・９ 那覇市が支払う／退職者の年次有給休

暇〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 736

11・９ 那覇市会きのうも流会〔琉新・朝〕

★11・９ 那覇市会／現状打開に３派懇談／議会

不信の声を恐れる〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 736

11・９ 識名の市納骨堂完成〔琉新・夕〕

11・10 有給休暇積立金の支払準備／那覇市

〔沖タ・朝〕

11・11 記者席／那覇市またも流会〔琉新・朝〕

★11・11 ７日間も続けて流会／那覇市会与野党

の抗争続く〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 737

11・11 上訴棄却の意見書／那覇市が提出〔琉

新・朝〕

★11・12 ”改正前の抗告は許されない”／那覇

市、上訴裁へ意見書〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 737

11・12 記者席／七転び八転びの那覇市会〔琉

新・朝〕

11・12 声／金城区の肥溜について〔琉新・朝〕

11・12 議長一人が出席／那覇市会与野党に催

告状〔沖タ・夕〕

11・12 取消し訴訟の弁論延期／那覇の専決処

分〔沖タ・夕〕

11・12 がら空きの議場／那覇市会、けさの出

席者は議長一人流会の世界記録めざ

す？〔琉新・夕〕

11・12 那覇市行政裁判／16日に口頭弁論〔琉

新・夕〕

11・13 流会続きの那覇市会やっと再開／区設

置条例を廃止／区長さん３ヵ月でお

役ご免〔沖タ・朝〕

11・13 与党／次席戦術に野党怒る／那覇市会

”審議せぬ”とまた流会〔沖タ・朝〕

★11・13 那覇市会９日ぶりにやっと成立〔琉新

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 738

★11・13 那覇市会またも流会／野党９議員は議

場に出ず〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 738

11・14 野党／与党が出ねばこっちも／那覇市

会審議すすまず〔沖タ・朝〕

11・14 記者席／原案可決を知らぬ欠席議員

〔琉新・朝〕

★11・14 那覇市会／与党出なければ休会／野党

側がきのう決議〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 738

★11・14 合併…しびれきらす真和志／行政訴訟

の動きも／松尾・壺川等の失地回復

図る〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 739

11・15 ｜社説｜那覇市政の建直し〔沖タ・朝〕

11・15 那覇市会流会続きの果て休会〔沖タ・

朝〕

★11・15 催告と流会の連続／那覇市会10日間休

会〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 739

11・15 上訴裁正式発表延びる／那覇市会の行

政訴訟〔琉新・朝〕

★11・16 上訴裁も抗告棄却／仮処分申立て那覇

市の訴訟／内部解決が妥当／市会側

”本訴訟も取下げたい”〔沖タ・朝〕･ 739
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11・16 巡裁の口頭弁論延期／那覇市の行政訴

訟市会の取下げ意向で〔沖タ・夕〕

11・17 再び自治法改正の動き／那覇市会野党

側が対策協議〔沖タ・朝〕

11・17 都市合併最後の追込み／真和志、切札

は失地回復〔沖タ・朝〕

★11・17 ”早急引渡しを”／総評資材問題で本

土から主席へ要請〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 740

11・17 記者席／市長、上訴裁そして夫婦喧嘩

〔琉新・朝〕

11・17 今晩のわだい／那覇の侍たち〔沖タ・

夕〕

11・18 お互いに辞めよう／混乱市会収拾のた

にめ／高良議長が瀬長市長へ公開

状〔沖タ・朝〕

★11・18 高良議長／瀬長市長へ公開状／”引責

辞職をしよう”／紛糾続けば行政命

令必至〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 740

★11・18 どこへ行く那覇市会／自治法改正か合

併か／市長不信任へ野党の悩み〔沖

タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 741

11・18 第３回課題／那覇市を混乱から救う途

〔琉新・夕〕

11・19 無理心中は断わる／脅かしより話しあ

いを／瀬長市長公開状に答える〔沖

タ・朝〕

★11・19 ”現状打開は話合いで”／瀬長市長高

良公開状に答える〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 742

★11・19 ”市民の福利増進が第一”／瀬長市長

の態度に高良議長談〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ 742

★11・20 金口木舌〔那覇市政を市民福祉のため

に打開する〕〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 743

★11・21 合併協議申入れ／”これが最後”と真

和志側〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 743

11・21 用途地域一部変更を申請／那覇都市計

画の〔琉新・朝〕

11・21 人民党が時局批判〔琉新・朝〕

11・21 どうするか那覇市会／両派の言い分／

相変らず平行線／議長”合併するな

ら会期中に”／市長”合併は会期閉

じてから”〔沖タ・夕〕

11・21 23日に合併懇談会を／真和志が那覇へ

申入れ〔沖タ・夕〕

11・21 ”合併問題話合おう”／真和志が那覇

へ呼びかけ〔琉新・夕〕

★11・21 沖縄からも自衛官／防衛庁が募集にの

り出す〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 744

★11・22 動くか合併こんどこそ〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 744

11・22 都市合併／真和志側が申入れ／懇談し

たいと瀬長市長〔琉新・朝〕

11・22 合併へふみ切る／野党も申入れ受ける

／那覇市〔沖タ・夕〕

★11・22 那覇・真和志の合併問題／こんどこそ

実現か／今月中に両市が話合う〔琉

新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 744

11・23 ｜社説｜両市合併の実現／この機会逃

すな〔沖タ・朝〕

11・23 高良議長社大党と都市合併話し合う

〔沖タ・朝〕

11・23 公聴／瀬長那覇市長に問う〔沖タ・朝〕

11・23 取下げなければきょう開廷／那覇市の

行政訴訟〔沖タ・朝〕

★11・23 ｜社説｜両市合併懇談会に望む〔琉新

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 745

11・23 社大党も動き出す／平良書記長ら高良

那覇議長と懇談／那覇真和志の合併

に〔琉新・朝〕

11・23 那覇の希望で延期／都市合併の両市懇

談会〔琉新・朝〕

11・23 那覇、真和志の合併／24日に懇談日時

決める／那覇市野党側〔琉新・夕〕

11・23 那覇、真和志の合併／注目される野党

の出方〔琉新・夕〕

11・25 那覇市政収拾に布令公布／破廉恥罪を

全面適用／紛争調停を主席権限に

〔沖タ・朝〕

11・25 過半数の出席で不信任関係法改正の内

容〔沖タ・朝〕

11・25 布令改正で不信任へ／那覇市会／きょ

うの市会で議決か／瀬長市長楽しい

運動会もフイ〔沖タ・朝〕

★11・25 自治法、選挙法を改正／布令で那覇市

の現状打開／議会過半数で不信任成

立可能に〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 746

★11・25 米国の責務を果す／民主政治の永続的

力に寄与／モ弁務官声明〔琉新・

朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 747

11・25 直ちに公報号外発行／主席、異例の措

置を指示〔琉新・朝〕

11・25 ”やむを得ぬ措置だ”〔琉新・朝〕

11・25 記者席／那覇市布令で高良株上る？

〔琉新・朝〕

★11・25 瀬長市長不信任議決へ／きょう開会と

同時に／代理市長には東江氏か〔琉

新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 748

★11・25 私はこう思う／ほとんどが合併促進説

／第３回課題／那覇市を混乱から救

う途〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 749 
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★11・25 瀬長市長の退陣決まる／16対10で不信

任案を可決／10カ月と20日目に市長

の椅子去る〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 751

11・25 市長代理に東江氏／市政再建同盟の推

薦で〔琉新・夕〕

11・25 瀬長市長が最後の訓辞〔琉新・夕〕

★11・25 ”那覇市政の解決策を”／市町村長、

財界などが陳情〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 752

★11・26 ｜社説｜自主的に収拾できなかったの

は遺憾〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 752

11・26 今後の那覇市政に望む／混乱は市会に

も責任／政党側”まだ何ともいえな

い”〔沖タ・朝〕

11・26 東江氏きょう情報課長を退職〔沖タ・

朝〕

11・26 与野党は声明合戦／きょうから東江市

長代理〔沖タ・朝〕

11・26 ”民主主義のじゅうりん”／”市政再

建の第一歩へ”〔沖タ・朝〕

11・26 つなぎの行政管理／東江市長代理〔沖

タ・朝〕

11・26 ｜社説｜布令と自治－那覇市政を省み

て想う〔琉新・朝〕

11・26 那覇市布令で政界新転機に／表情複雑

な各派／３月総選挙ともからみ〔琉

新・朝〕

★11・26 解説／三つの改正布令の意義／那覇対

象の特例づくめ〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 753

★11・26 市長代理は東江氏に決まる／”明朗な

那覇建設へ”／那覇市会28日に再開

〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 755

★11・26 同盟、民連が声明書〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 755

★11・26 市民福祉のために現職に止まる／部課

長の動き〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 756

11・26 都市合併／30日に両市が懇談会〔琉新

・朝〕

11・26 富原総裁／”早急に撤回したい”／那

覇市への融資拒否〔琉新・朝〕

11・26 那覇市長選挙統一候補でのぞむ／保守

結集へ当間・與儀会談〔沖タ・夕〕

11・26 専決予算の効力／契約済の工事は継続

／資金凍結解除すれば１億余円工事

〔沖タ・夕〕

11・26 資金凍結解除か〔沖タ・夕〕

11・26 ”たとえ平良氏でも闘う”／社大那覇

支部、昨夜声明〔沖タ・夕〕

11・26 瀬長氏退陣で電報ふえる〔沖タ・夕〕

11・26 ”何とも言えぬ”／本土の知念官房長

〔沖タ・夕〕

11・26 都計事業に約8,000万円／那覇市への

融資ストップを解除〔琉新・夕〕

★11・26 本土各紙連日トップで報道／瀬長市長

の不信任可決〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 756

11・26 平良辰雄氏を擁立か／当間、与儀会談

で意見一致〔琉新・夕〕

11・27 瀬長市長追放に抗議声明／超党派で布

令撤回を要求／総評〔沖タ・朝〕

★11・27 ｜社説｜政党は党利党略に走るな〔沖

タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 757

11・27 社大党態度決定急ぐ／那覇市長問題で

議員総会開く／市長選に本腰入れる

／地方選不介入方針を是正〔沖タ・

朝〕

11・27 平良氏を統一候補に／当間主席、きょ

う意向打診〔沖タ・朝〕

11・27 苦もんする社大党／那覇市長選にどう

臨む？／幹部会は積極介入を決定

〔琉新・朝〕

★11・27 凍結資金近く解除那覇市へ／バ民政官、

主席要請に答う〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 758

★11・27 米大統領へ抗議電／那覇市長問題に社

会党が〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 758

11・27 記者のメモ／社大党の動静に気をもむ

〔沖タ・朝〕

11・27 決断迫られた党首脳／候補者選考で波

乱予想〔沖タ・朝〕

11・27 ファッショ独裁に反対、人民党声明

〔沖タ・朝〕

11・27 市政への干渉は非民主的／本土各紙、

米の措置非難〔沖タ・朝〕

11・27 米琉共同で民主的行政を／デミング総

領事〔沖タ・朝〕

11・27 資金凍結の解除／当間主席、民政官に

要請〔沖タ・朝〕

★11・27 ”自治への不当干渉”／聴衆10万、抗

議大会開く〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 759

★11・27 市長不信任騒ぎ／布令要請の責任を追

及こんどは真和志市〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 759

11・27 瀬長追放を本土紙が論評〔琉新・朝〕

11・27 人民党が声明〔琉新・朝〕

11・27 次の那覇市長を狙う人たち／平良氏は

出馬のハラ／”だが三つの条件承知

なら”〔琉新・朝〕

11・27 都市合併／選挙前ならやる／真和志市

側の態度決める〔琉新・朝〕

11・27 ”社大党の推薦を望む”／平良氏けさ

主席と会談〔沖タ・夕〕

★11・27 瀬長市長の追放／米政府も承認のうえ
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〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 759

★11・27 那覇市長問題／”自治権を踏みにじる

な”／東京の県人会が声明〔沖タ・

夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 759

11・27 バトン・タッチが役目／東江市長代理

ＮＨＫと電話〔沖タ・夕〕

★11・27 東江市長代理初登庁〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 760

★11・27 市長代理に決議文／人事異動反対・一

括払い拒否かかげ／抗議大会代表市

長室へなだれこむ〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 760

11・27 米政府当局承認／瀬長那覇市長の追放

〔琉新・夕〕

11・27 選挙前に合併実現へ／けさ當間、平良、

翁長３者会談／平良氏社大から出馬

／真和志を含め反人民党勢力を結

集〔琉新・夕〕

11・27 那覇市会／あす本会議で合併決議？

〔琉新・夕〕

11・27 東江市長代理初登庁〔琉新・夕〕

★11・28 ｜社説｜社大党のテスト・ケースとな

る那覇市長選挙〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 760

★11・28 ｜社説｜都市合併は選挙前にしてほし

い〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 761

11・28 複雑な動きを見せる政界／党独自の立

場で臨む／那覇市長問題社大党慎重

な態度〔沖タ・朝〕

11・28 記者のメモ／鼻息荒い社大党那覇支部

〔沖タ・朝〕

11・28 偏向政治を排撃／市町村長会、きのう

声明〔沖タ・朝〕

11・28 解説／市会の決議が先〔沖タ・朝〕

11・28 瀬長問題はノーコメント／知念官房長

30日帰島予定〔沖タ・朝〕

11・28 東京県人会米大使館へ抗議／那覇市長

追放問題で〔沖タ・朝〕

11・28 市長選前に都市合併／来月17日目標に、

行政府準備急ぐ／あす立法院臨時議

会招集を告示〔沖タ・朝〕

★11・28 きょう合併決議／那覇市会月曜会が声

明発表〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 762

11・28 金口木舌〔瀬長市長追放抗議大会決議

文書を手交〕〔琉新・朝〕

11・28 食い違う本部と支部／那覇市長選へ社

大の表情複雑／あす態度を決定／最

悪の場合は分裂も〔琉新・朝〕

11・28 記者席／ドーナツの穴埋合併に慎重

〔琉新・朝〕

★11・28 急進展の都市合併／立法院臨時議会は

12月13日に／目標は来月17日〔琉新

・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 762

11・28 きょう合併決議／那覇市会／月曜会が

声明書を発表〔琉新・朝〕

11・28 東江市長代理吊し上げらる／抗議大会

代表が押しかける〔琉新・朝〕

11・28 合併と選挙の日程案〔琉新・朝〕

11・28 けさ合併協議会開く／来月17日に編入

で／真和志から15名の議員〔沖タ・

夕〕

11・28 那覇市会編入合併を決議〔沖タ・夕〕

★11・28 那覇・真和志合併協議会開く／編入合

併にきまる〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 763

11・28 年明け三つの選挙／合併される真和志

地区〔琉新・夕〕

11・28 布令の即時撤回／３議員が申入れ〔琉

新・夕〕

11・29 ｜社説｜為政者は信念もて〔沖タ・朝〕

11・29 社大党平良氏指示に踏み切るか／最悪

の場合は分裂も／きょう中執委で態

度決定〔沖タ・朝〕

11・29 関西、各団体が抗議／那覇市長問題

〔沖タ・朝〕

11・29 記者のメモ〔那覇中央市場で市長追放

あいさつ〕〔沖タ・朝〕

11・29 臨時議会来月13日／案件は都市合併、

きょう告示〔沖タ・朝〕

11・29 市の建設計画糺す／真和志…合併問題

に慎重／きょう更に両市の全議員・

市長会談〔沖タ・朝〕

11・29 金口木舌〔那覇・真和志合併12月17日

実現〕〔琉新・朝〕

11・29 社大態度決定迫らる／きょう中執委開

く／民連の兼次氏擁立でいよいよ混

乱〔琉新・朝〕

11・29 臨時議会招集準備成る〔琉新・朝〕

★11・29 真和志の編入合併／那覇市会満場一致

で可決〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 764

11・29 真和志市会／合併決議を保留／きょう

再び全体会議開く〔琉新・朝〕

11・29 那覇市長選挙を中心に／民主党も支部

長会議〔琉新・朝〕

11・29 ”那覇市のプランが先決”／凍結資金

の解除富原琉銀総裁回答〔琉新・朝〕

11・29 平良氏社大党へ復党して出馬／議員総

会で公認内定／兼次氏、強硬に出れ

ば離党勧告か〔沖タ・夕〕

11・29 合併に意見一致／両市合同懇談会都計

問題も了解つく〔沖タ・夕〕

11・29 米政府の自重求める／瀬長市長問題日
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本外務省、マ大使に〔沖タ・夕〕

11・29 中共紙が瀬長氏追放を批判〔沖タ・夕〕

11・29 話の卵／首都建設の第一歩〔琉新・夕〕

11・29 基本方針を確めて／真和志市会合併に

臨む〔琉新・夕〕

11・29 那覇市長選挙は１月12日に〔琉新・夕〕

★11・30 ｜社説｜地方政治に対する政党的支配

の警戒〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 764

11・30 大絃小絃〔那覇市長選をめぐる社大党

の内紛〕〔沖タ・朝〕

11・30 社大党分裂の危機乗り切るか／両派対

立中執委大荒れ〔沖タ・朝〕

11・30 記者のメモ／予定外の結論でビックリ

〔社大党〕〔沖タ・朝〕

11・30 排水路工事費4,700万円／台風エマ復

旧資金から〔沖タ・朝〕

11・30 ｜社説｜新しい首都づくりに期待〔琉

新・朝〕

★11・30 金口木舌〔那覇市長選挙〕〔琉新・朝〕･ ･ ･ 765

11・30 那覇市長選への動き混乱の様相／社大、

安里氏担ぐ／きょう民連との調整へ

〔琉新・朝〕

11・30 臨時議会招集告示はきょう／真和志の

合併決議を待って〔琉新・朝〕

11・30 那覇市長選には統一候補を／民主党支

部長会議で申合わせ／立党精神失わ

ぬ保守結集〔琉新・朝〕

11・30 真和志市会／合併決議又も保留／促進

委員挙げて折衝に〔琉新・朝〕

★11・30 合併後の都計でもむ／真和志決議きょ

うに持ち越し〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 766

11・30 教育委はどうなる／那覇・真和志の合

併〔沖タ・夕〕

11・30 瀬長問題で学生会が声明〔沖タ・夕〕

11・30 早急に融資再開を／東江那覇市長代理

行政府へ要望〔沖タ・夕〕

★11・30 合併促進委を選出／那覇市、長記録会

期とず〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 766

11・30 社、人民共闘は難渋？／市長選民連議

員調整を協議〔沖タ・夕〕

★11・30 専決処分訴訟取下げ〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 767

11・30 合併促進委員決め／那覇市の定例市会

閉幕〔琉新・夕〕

11・30 合併後の基本方針／真和志市会がけさ

協議〔琉新・夕〕

11・30 主席／”勧告の意なし”／合併促進法

の一部改正〔琉新・夕〕

★12・１ ｜社説｜複雑怪奇な那覇市政めぐる政

情〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 767

12・１ 那覇市長選めぐり混迷の様相／複雑な

動き見せる政界〔沖タ・朝〕

12・１ 記者のメモ／社大党の突然変異で騒ぐ？

〔沖タ・朝〕

12・１ 昨夜、合併を決議／真和志だが選挙前

は無理？〔沖タ・朝〕

12・１ 民連統一候補決まる／那覇市長選に兼

次氏擁立／社大微妙な立場に／最悪

の場合は分裂か除名〔琉新・朝〕

12・１ 民連三つの観点から兼次支持〔琉新・

朝〕

12・１ 真和志市会遂に合併を決議／議員数を

９名ふやして〔琉新・朝〕

★12・１ 大那覇建設へ合併本決り／真和志けさ

再決議議員数45名で／政府、立法院

招集を告示〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 768

★12・１ 一括払い拒否を決議／那覇市会職員の

年末手当10割〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 769

12・１ 議員数は45名／けさ真和志市会が採決

／17日合併の線で進む〔琉新・夕〕

12・１ 私の意見／転換期の社大党へ（上）那

覇市長選挙をめぐって／中今信〔琉

新・夕〕

12・１ 話の卵／区制の廃止と実施〔琉新・夕〕

12・２ 苦悩深まる社大党／絡み合う三つの線

／党幹部の決断待ち〔沖タ・朝〕

12・２ 記者のメモ／政界戦国時代・冬の陣

〔沖タ・朝〕

12・２ あす合併すれば／新首都の横顔／人工

18万の大那覇へ／真和志含め都計つ

くる〔沖タ・朝〕

12・２ ｜社説｜社大党四分五裂の危機にのぞ

む〔琉新・朝〕

12・２ 先週の動き／瀬長追放で政界激動／懸

案の那覇・真和志合併へ〔琉新・朝〕

12・２ 嵐の中に立つ社大党／自主性確立に悩

み／那覇市長選めぐりいよいよ混乱

／注目されるあすの中執委〔琉新・

朝〕

12・２ 那覇都計の推進を／凍結資金解除要請

トラツク協会申合す〔琉新・朝〕

12・２ 市議補選２月２日／都市合併、法的手

続進む〔沖タ・夕〕

12・２ 私の意見／転換期の社大党へ（下）那

覇市長選挙をめぐって／中今信〔琉

新・夕〕

★12・２ 融資、特別補助の再開／東江那覇市長

代理が申請〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 769

12・２ 瀬長市長追放に／在京学生会声明〔琉
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新・夕〕

12・３ きょう再び中執委社大党／三つの線を

どうしぼる／中央委まで持ち込むか

〔沖タ・朝〕

12・３ 総評、那覇市長問題で主席に抗議〔沖

タ・朝〕

12・３ 記者のメモ／社大党、動中静の構え…？

〔沖タ・朝〕

12・３ 真和志よさようなら／翁長市長退陣の

弁〔沖タ・朝〕

12・３ 安里氏か兼次氏か／那覇市長選に悩む

社大党／きょう注目の中執委〔琉新

・朝〕

12・３ 真和志補選２月３日／合併と選挙の日

程成る〔琉新･朝〕

12・３ 那覇市／”不当な首切しない”／市長

代理労組代表と約束〔琉新・朝〕

12・３ 那覇市会開会延期〔琉新・朝〕

12・３ 真和志市／合併までの会期／議運委で

きめる〔琉新・朝〕

★12・３ 都計事業練り直し／凍結資金を解除、

予算更正／那覇市会、10日から開く

〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 770

★12・３ 泊港の浚渫始まる２ヵ月で完成〔沖タ

・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 770

★12・３ ボーナス10割20日に支給／…那覇市労

組が団交〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 770

12・４ もめ抜いた社大党中執委／16対４で統

一候補の主張蹴る／”党独自の立場”

貫く／兼次氏ら遂に脱党／候補者選

考７日に協議〔沖タ・朝〕

12・４ 新党樹立へ直進／”執行部はセクト主

義”兼次氏ら声明〔沖タ・朝〕

12・４ 記者のメモ／握手して党を去る〔沖タ

・朝〕

12・４ 新市建設プラン練る／那覇・真和志が

合同協議会〔沖タ・朝〕

12・４ 財政５ヵ年計画〔沖タ・朝〕

12・４ 公聴／那覇市長選挙について〔沖タ・

朝〕

12・４ 私の意見／社大党は自己批判せよ／那

覇市長選挙をめぐる動き／島袋紀成

〔琉新・朝〕

★12・４ 民連とは共闘しない／社大那覇市長選

への態度決定／兼次氏らは脱党／党

独自の候補７日決める〔琉新・朝〕･ ･ 771

12・４ 記者席／何が愛国で何が売国か〔琉新

・朝〕

12・４ 民連推せんで立候補／社大脱党組結集

して新党作る／兼次氏発表〔琉新・

朝〕

12・４ 師走をうるおす／垣花の軍用地代支払

う〔琉新・朝〕

12・４ 教育区合併せんでよい／文教局が那覇、

真和志に助言〔琉新・夕〕

★12・５ 微妙に動く政界／那覇市長選めぐり／

依然として表情複雑／３月総選挙へ

の思惑もからみ〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 772

12・５ 那覇・真和志の合併／民政府へ議会提

案の承認求む〔琉新・朝〕

12・５ 合併祝いの親善協議会〔琉新・朝〕

★12・５ 合併協議会／新しい都市づくり／建設

計画を満場一致で承認〔琉新・朝〕･ ･ 773

12・５ 二つのスローガン追加／那覇市政不当

干渉反対大会〔琉新・朝〕

12・５ 再建同盟解散〔沖タ・夕〕

12・５ 私の意見／16対10の意味するもの／不

必要の議会闘争だった（上）／崎間

敏勝〔琉新・夕〕

12・５ 真和志は10割支給／職員へのボーナス

翁長市長発表〔琉新・夕〕

12・６ 市長選の態勢ほぼ固まる／届出二旬後

にせまる〔沖タ・朝〕

12・６ 新党結成で対決／青年層中心に兼次市、

民連と共闘〔沖タ・朝〕

12・６ 記者のメモ／社大からドナられた主席

〔沖タ・朝〕

12・６ 市政再建同盟解散〔沖タ・朝〕

12・６ 泊港の浚渫／きのう起工式〔琉新・朝〕

★12・６ 那覇市政再建同盟解散／全琉反共組織

へ切替える〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 773

12・６ 私の意見／16対10の意味するもの／不

必要の議会闘争だった（下）／崎間

敏勝〔琉新・夕〕

12・６ 追加案件決定／都市合併関連の／臨時

議会へ〔琉新・夕〕

12・６ 職員定数条例を審議／那覇市会財政総

務委〔琉新・夕〕

★12・７ 那覇市政干渉抗議大会／東京神田の教

育会館で〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 774

12・７ 大絃小絃〔新しい那覇市の市長選挙〕

〔沖タ・朝〕

12・７ 那覇市長選、各派の動き活発／平良・

兼次氏の一騎打？／社大党きょう最

終態度決める〔沖タ・朝〕

12・７ 助役を２名おく／那覇・真和志の合併

準備成る〔沖タ・朝〕

12・７ 記者のメモ／正直な反対者と便宜主義
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者〔沖タ・朝〕

12・７ 止っていた政府補助／総額一億余円瀬

長市長問題で〔沖タ・朝〕

12・７ 民主党那覇支部／平良氏社大公認なら

ノータッチ〔琉新・朝〕

★12・７ 都市合併／条件協定書を可決／職員の

整理はやらぬ〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 774

12・７ 那覇市政不当干渉に抗議／きのう東京

都内で〔琉新・朝〕

12・７ 民連の市長追放布令撤廃大会〔琉新・

朝〕

12・７ 振興計画の問題点／那覇市の場合／都

計事業の推進が問題／期待される工

業都市への発展〔琉新・夕〕

12・７ 布令改正に抗議／きのう東京で三つの

集会〔沖タ・夕〕

12・８ 平良辰雄を推す？／社大党中央執行委

員会／復党を全員承認／候補者の決

定はきょう〔琉新・朝〕

12・８ 那覇・真和志合併提案／弁務官承認

〔琉新・朝〕

12・８ 那覇市／土木費が瀬長時代の３倍に／

総額１億7,000万円追加予算〔琉新

・朝〕

12・８ 更に適切な措置を／民政府、都市合併

で書簡〔沖タ・夕〕

12・８ 追加予算5,000万円／都計事業を軌道

へ那覇市定例議会〔沖タ・夕〕

12・８ 合併前祝い／両市職員の競技大会〔沖

タ・夕〕

★12・９ 那覇市長選挙／平良氏を公認に決定／

党独自の立場明確に／社大党、きの

う中執委〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 774

12・９ 記者のメモ／首をかしげる民主党〔沖

タ・朝〕

12・９ ”日本が抗議するのもどうかと思う”

／瀬長那覇市長の解任〔琉新・朝〕

12・９ 次の那覇市長は？／英字誌「オキナワ」

より〔琉新・夕〕

12・10 資金凍結解除みこみ／5,000万円追加更

正／きょうから那覇市会〔沖タ・朝〕

12・10 那覇市長選への動き／きょう平良・与

儀会談／民主党基本線は動かぬ〔琉

新・朝〕

12・10 立法院選挙法の改正提案／民政府も承

認〔琉新・朝〕

12・10 きょう那覇市会開会／臨時市長が追加

予算提出〔琉新・朝〕

12・10 日本政府”抗議はしない”／瀬長追放

に岸首相語る〔琉新・朝〕

12・10 声／市役所衛生係へお願〔琉新・朝〕

★12・10 大那覇市への足音高く／合併へのマス

タープラン可決／けさ那覇市会満場

一致で〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 775

12・10 那覇市会会期は21日まで〔琉新・夕〕

12・11 那覇市長選挙／当分静観の態度民主党

／思惑はずれ深刻な表情〔沖タ・朝〕

12・11 爲美氏推薦を声明／昨夜遅く支持者50

名が〔沖タ・朝〕

12・11 那覇市の資金解除／政府も軍へ要請

〔沖タ・朝〕

★12・11 真和志市会／合併協定書など可決／き

のう臨時議会で〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 776

★12・11 新市建設計画を追及／那覇市会選挙前

合併期し可決〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 776

12・11 真和志側も可決〔沖タ・朝〕

12・11 平良・与儀会談延期〔琉新・朝〕

12・11 那覇市の凍結資金／再開主席民府へ進

達〔琉新・朝〕

12・11 新しい那覇市／人口18万6,000人／九

州で９番目の大都市〔琉新・朝〕

12・11 合併事務に大童／道路のデコボコも直

す〔琉新・朝〕

12・11 那覇市長選に本土の関心〔沖タ・夕〕

12・12 大絃小絃〔人口20万という、かつてな

い大都市の初の市長選〕〔沖タ・朝〕

12・12 都市合併の議決勧告／きのう立法院へ

送付〔沖タ・朝〕

12・12 那覇市長選、乱戦の兆／仲本氏の出馬

表明で情勢複雑／民主党の態度、次

第に硬化〔沖タ・朝〕

12・12 ｜社説｜平良、兼次の対決が望ましい

〔琉新・朝〕

12・12 那覇市長選への動き／乱立のきざし見

ゆ／社大の態度と爲美氏出馬表明で

／民主の態度硬化／独自候補擁立の

動きも〔琉新・朝〕

12・12 主席が議決勧告／那覇真和志合併事務

手続終る〔琉新・朝〕

12・12 那覇ダム建設／きのう懇談会〔琉新・

朝〕

★12・12 大那覇市の５ヵ年事業計画まとまる／

総額11億8,000万円／道路工事に約

２億円計上〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 777

12・13 那覇市長選／早くも前哨戦へ〔沖タ・

朝〕

12・13 兼次氏出馬を表明／きのう民連総会

〔沖タ・朝〕
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★12・13 選挙後に合併／那覇、真和志の教育委

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 777

12・13 微妙に動く政界／那覇市長選めぐり／

こゝ２・３日がヤマ／各派の態度ど

う落つく？〔琉新・朝〕

12・14 大絃小絃〔那覇市長選挙は乱立の気配〕

〔沖タ・朝〕

12・14 平良氏推薦に傾く／党中心の考えをす

てて／那覇市長選挙／民主党、きょ

う総務会で態度決定〔沖タ・朝〕

12・14 都計で国場川埋立て／桜坂など商業地

域に都計審議委〔沖タ・朝〕

★12・14 那覇市会／資金凍結問題を追及／追加

予算を委員会付託〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 778

12・14 那覇市長選への動き／平良辰雄氏推す

／反人民党勢力を結集／民主党議員

総会で決定〔琉新・朝〕

12・14 新那覇有権者10万人／開票も数ヵ所で

行う〔琉新・朝〕

12・14 民主党の協力に期待〔琉新・朝〕

12・14 瀬長市長追放反対／長野県議会が決議

〔琉新・夕〕

★12・14 漫湖５万余坪を埋立／きのう都計審で

可決〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 778

12・15 民主党きのう態度決定／平良氏を全面

的に支持／那覇市長選、届出10日後

に迫る／選挙対策急ぐ、仲本氏とも

調整〔沖タ・朝〕

12・15 市長に退職金20万円／さいごの真和志

市会閉じる〔沖タ・朝〕

★12・15 那覇市長選挙への胎動／平良氏支援を

決定／目標は容共勢力の粉砕／民主

党総務会〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 779

12・15 開票分会場の設置／布令改正民府へ要

請〔琉新・朝〕

12・15 記者席／大度量みせる與儀総裁〔琉新

・朝〕

★12・15 あす限りの真和志市／新年早々三つの

選挙〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 780

12・15 話の卵／真和志市小史〔琉新・夕〕

12・15 真和志市役所／３万円入り金庫盗まる

〔琉新・夕〕

12・15 真和志の編入など／主席、立法院へ議

案送付〔琉新・夕〕

12・16 勢力結集歩み寄るか／那覇市長選、届

出24日から／政策以前の線で民主／

社大声明発表を当分保留〔沖タ・朝〕

12・16 両市（那覇真和志）合併を決定／行法

委、きょう現地調査〔沖タ・朝〕

12・16 執行委員が総辞職／那覇市の職員組合

雇員の加入で対立〔沖タ・朝〕

12・16 立法院臨時議会開く／那覇真和志合併

きょう承認議決〔琉新・朝〕

12・16 先週の動き／市長選挙の体制整う／民

政府補助金減額を通知〔琉新・朝〕

12・16 記者席／醜態さらす合併議案〔琉新・

朝〕

★12・16 執行委員が総辞職／大ゆれの那覇市職

員労組〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 780

12・16 早くも運動開始／那覇区教育委員選挙

〔琉新・朝〕

12・16 都市合併に伴い市町村議会／議員選挙

法の改正要望〔沖タ・夕〕

12・16 話の卵／真和志市小史〔琉新・夕〕

12・16 けさ合併を承認決議／那覇真和志立法

院本会議が全会一致で〔琉新・夕〕

12・17 ｜社説｜注目される動向〔沖タ・朝〕

12・17 那覇・真和志きょう合併／ひる１時か

ら廃庁式旧真和志市役所〔沖タ・朝〕

12・17 全員一致で可決／都市合併／人口19万

の大都市発足〔沖タ・朝〕

12・17 記者のメモ／フリー・タウンの歴史的

誕生〔沖タ・朝〕

12・17 新組合結成へ／われる那覇市の職員労

組〔沖タ・朝〕

★12・17 ｜社説｜那覇、真和志の合併で新しい

出発を〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 781

★12・17 那覇、真和志合併成る／主席きょう告

示／立法院全会一致の可決で／真和

志市消え大那覇誕生〔琉新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ 781

12・17 記者席／ドーナツの穴埋め成る〔琉新

・朝〕

12・17 真和志市／きょう廃庁式／新たに那覇

市真和志市支所〔琉新・朝〕

12・17 今晩のわだい／都市合併…〔沖タ・夕〕

12・17 大那覇市誕生／人口19万の都市へ／本

土全国の都市中34位〔沖タ・夕〕

★12・17 うぶ声あげた大那覇／けさ真和志の編

入告示〔沖タ・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 783

12・17 話の卵／真和志市小史〔琉新・夕〕

12・17 人口18万の大那覇市誕生／主席けさ合

併を告示〔琉新・夕〕

★12・18 ｜社説｜首都那覇市の出発を祝う〔沖

タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 783

12・18 那覇市長選本格的な段階へ〔沖タ・朝〕

12・18 記者のメモ／名残りつきない”議席”

〔沖タ・朝〕

12・18 首都の体裁整える都市計画／真和志に
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市民病院／安謝を近海航路根拠地に

〔沖タ・朝〕

12・18 10年後の夢／花城直政／３階建の公設

市場／ガーブ川は暗渠に改修／識名

園一帯を霊地化〔沖タ・朝〕

12・18 那覇の歴史／”みなと”中心に発展／

真和志間切に含まれていた那覇／合

併…戦前からの懸案〔沖タ・朝〕

12・18 那覇人気質／崎浜秀主／たくましい女

房族／万都わかせる綱引・ハ竜船

〔沖タ・朝〕

12・18 ”荷造りは人の和で”／東江那覇市長

代理の挨拶〔沖タ・朝〕

12・18 空からみた那覇／ほとんど見えぬ緑色

／ずらり軒並み境界も分らず／美し

い漫湖／整然とした刑務所〔沖タ・

朝〕

★12・18 スピード処理／スポーツセンター建設

費を予算に／那覇市会〔沖タ・朝〕･ ･ 784

★12・18 真和志市よさよなら／看板も生れ変る

／…きのう市役所廃庁式〔沖タ・朝〕･ 785

12・18 改正布令廃止要請の提案も／臨時議会

２日目の本会議〔琉新・朝〕

12・18 哀歓交々の中に／真和志市が廃庁式

〔琉新・朝〕

12・18 37件の議案議決／きのうの那覇市会

〔琉新・朝〕

12・18 注目される助役人事／副収入役支所長

真和志側から／那覇市〔沖タ・夕〕

12・18 教育区も近く合併／校長の勤務年限が

悩み特例措置の声も出る〔沖タ・夕〕

12・18 大那覇市誕生／消え去った真和志市／

人口６万5,000、沖縄第二の都市〔琉

新・夕〕

12・18 合併祝賀会／１月５日那高で〔琉新・

夕〕

12・19 ｜社説｜新那覇市の出発と市民の自覚

〔沖タ・朝〕

12・19 大絃小絃〔きょう閉会予定の立法院臨

時議会が今期議員最後の発言の場〕

〔沖タ・朝〕

★12・19 那覇市の人事異動〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 785

12・19 公聴／那覇、真和志合併に賛意を表す

〔沖タ・朝〕

12・19 廃止要請決議はせぬ／改正布令次期議

会で民立法へ切替えを／各派交渉会

で決る〔琉新・朝〕

12・19 那覇市が人事異動／”政治的な意図な

し”／東江臨時市長〔琉新・朝〕

12・19 合併後に来る問題那覇市／都計を正常

な姿に／明年３月に市議特別選挙／

真和志側から15名選ぶ〔沖タ・夕〕

★12・19 運動場の敷地問題解決／瀬長市長追放

で１年ぶりに／琉大〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ 786

★12・20 特別選挙２月２日に／真和志区域の市

議〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 786

12・20 選挙戦へ動き出す／立法院臨時議会終

えた政界／３月総選挙が焦点／那覇

市長戦は前哨戦の感〔琉新・朝〕

12・20 記者席／議会閉幕にセンチ議員〔琉新

・朝〕

12・20 真和志の議員選挙／２月２日に選管委

が告示〔琉新・朝〕

★12・20 声／那覇・真和志の合併について〔琉

新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 786

12・21 総評資材の引渡し／東江臨時市長が要

請〔沖タ・朝〕

12・21 １月５日／戦後初の提灯行列も／盛り

沢山の合併祝賀行事〔琉新・朝〕

12・22 動き出す那覇市長選／候補者統一で一

致／民主党と仲本氏支持派〔琉新・

朝〕

12・22 那覇市／1957年を顧りみる（８）／も

める瀬長市長不信任／布令改正で本

望とげる〔琉新・夕〕

12・22 社会党が追及／沖縄からの自衛隊募集

〔琉新・夕〕

12・23 あすから届出、那覇市長選〔沖タ・朝〕

12・23 那覇市長選あす届出開始／結局一騎打

ちに？／仲本派、平良派へ合流必至

〔琉新・朝〕

12・24 いよいよ前哨戦／那覇市長選きょうか

ら届出〔沖タ・朝〕

12・24 記者のメモ／この大任果たせる哉否や

…〔沖タ・朝〕

12・24 盛大な合併祝賀式／祝福された新首都

誕生〔琉新・朝〕

12・24 瀬長市長の追放問題を検討〔琉新・朝〕

★12・24 那覇市職員労組／第二組合を結成〔琉

新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 787 

12・24 すべり出した選挙戦／那覇市長選挙／

もうポスター貼り／兼次・平良両氏

とも届出〔沖タ・夕〕

12・24 合併祝賀会／きのう真和志が〔沖タ・

夕〕

12・24 那覇真和志合併／主席が祝賀パーティ

〔琉新・夕〕

12・24 開放性病院来年６月完成〔琉新・夕〕
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★12・24 那覇市長選挙はじまる／けさ兼次、平

良両氏が届出／仲本氏が断念して一

騎打ちとなる〔琉新・夕〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 787

12・24 仲本氏、出馬断念／昨夜声明を発表

〔琉新・夕〕

12・25 両派決戦態勢へ〔沖タ・朝〕

12・25 記者のメモ／社大さわがせの日共電報

〔沖タ・朝〕

★12・25 那覇市長選へ突入の政界／両派の運動

積極化／民主党は微妙な立場に〔琉

新・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 788

12・25 火ぶた切る那覇市長選挙／勝利のカギ

は真和志／両者伯仲の勢力分布〔琉

新・朝〕

12・25 声／不在者投票のかき集めはやめよう

〔琉新・朝〕

★12・26 ｜社説｜”一騎打ち”の那覇市長選挙

〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 790

12・26 両派選挙戦へ第一歩〔沖タ・朝〕

12・26 29日から演説会／平良候補〔沖タ・朝〕

12・26 市長追放を抗議／京都府学連が〔沖タ

・朝〕

12・26 記者のメモ／ポスターでヤキモキ〔沖

タ・朝〕

12・26 那覇市長選いよいよ本格化／きょうか

ら舌戦を展開〔琉新・朝〕

12・26 ビラ貼りにテンテコ舞い／那覇市長選

挙市民はまだ無表情〔沖タ・夕〕

12・26 那覇の水道またＳＯＳ〔沖タ・夕〕

12・27 ｜社説｜いつまで宿題にされる水道問

題〔沖タ・朝〕

12・27 両陣営・下部浸透に重点／那覇市長選

挙〔沖タ・朝〕

12・27 ｜社説｜那覇市の上水道と水源〔琉新

・朝〕

12・27 那覇市長選挙舌戦へ／トップ切る兼次

候補／平良陣営は29日から〔琉新・

朝〕

12・27 那覇区教委の任期決る〔琉新・朝〕

★12・28 ｜社説｜選挙は政策中心で戦って欲し

い〔沖タ・朝〕･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 791

12・28 那覇市長選の動き〔沖タ・朝〕

12・28 ｜社説｜那覇市長選挙に望む〔琉新・

朝〕

12・29 那覇市長選早くも中盤選へ〔沖タ・朝〕

12・29 那覇市長選挙／社大きょう第一声／民

主党も実践運動へ〔琉新・朝〕

12・30 全琉注視の那覇市長選挙〔琉新・朝〕
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